
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護学科 

（2022 年度入学生対象） 
  



授業科目名 教職論 (教職課程：看護) 

主担当教員 阿部 秀高 担当教員 阿部 秀高 

科目ナンバリング SE608 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

現代における教職とはどのような職業なのかを考えていくことを講義の中心とします。教職に関する資格・

職務・制度についての基礎知識について理解を深め、教職に対しての心構えについて形成する。 

 

学修目標 

教職に関する基礎的な知識を的確に答えることができる。また、現代の日本に求められる教師像を、自ら探求し、論

述することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教職志望者であるという強い目的意識をもって受講して欲しい。さもないと、途中で断念することになるで

あろう。講義形式で授業を進めるが、グループワークを取り入れる予定であり、受講生にも発言を求める。

なお、受講生の数、興味・関心に応じて、講義計画を変更することもある。 

 

教科書 

人間教育を実践する教師への道ー教師の仕事と教育行政ー 阿部秀高著 （株）ERP 

 

参考書 

授業の際に必要に応じて紹介します。 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 20 または教職支援センター／在室時随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 教師をめざす 

・教職課程の概要を確認する・教員のイメ

ージを話し合ってみよう。復習：本

時の学びの履歴シートのまとめ・デ

ータ化（２時間） 

 

2 教職とは何か 

・教職の意義について確認する。・教職の意

義について話し合ってみよう。予

習：前時の履歴シートをもとに振り

返り（2 時間）復習：本時の学びの

履歴シートのまとめ・データ化（2時

間） 

 

3 教師観の変遷と理想の教師像 

・教師観の変遷について、時代と教師の役

割から考察する。・理想の教師像を

話し合ってみよう。予習：前時の履

歴シートをもとにの振り返り（2 時

間）復習：本時の学びの履歴シート

のまとめ・データ化（2時間） 

 

4 学校とは 1 成立の歴史と機能 
・学校の歴史とその機能について確認す

る。・理想の学校を話し合ってみよ
 



う。予習：前時の履歴シートをもと

にの振り返り（2 時間）復習：本時

の学びの履歴シートのまとめ・デー

タ化（2時間） 

5 
学校とは 2 自身の学校（高等学校を中心

に） 

・出身校(高等学校）の学校案内・HP より学

校の概要を確認する。・それぞれの

学校についての相違点から、学校と

はどのようなものか話し合ってみ

よう。予習：前時の履歴シートをも

とにの振り返り（2 時間）復習：本

時の学びの履歴シートのまとめ・デ

ータ化（2時間） 

 

6 
教師の仕事 1 小学校・中学校・高等学校教

員 

・教師の一日のスケジュール・各校種の教

員の仕事を確認する。予習：前時の

履歴シートをもとにの振り返り（2

時間）復習：本時の学びの履歴シー

トのまとめ・データ化（2時間） 

 

7 教師の仕事 2 養護教諭の仕事 

・一日のスケジュールと年間のスケジュー

ル・養護教諭の仕事を確認する。予

習：前時の履歴シートをもとにの振

り返り（2 時間）復習：本時の学び

の履歴シートのまとめ・データ化（2

時間） 

 

8 学校と教師 1 教科指導・校務分掌 

・授業づくりと評価について確認する。・校

務分掌について、特に保健に関する

分掌について確認する。予習：前時

の履歴シートをもとにの振り返り

（2 時間）復習：本時の学びの履歴

シートのまとめ・データ化（2時間） 

 

9 学校と教師 2 学級経営・課外活動 

・学級経営、課外活動について確認する。予

習：前時の履歴シートをもとに振り

返り（2 時間）復習：本時の学びの

履歴シートのまとめ・データ化（2時

間） 

 

10 学校教育をめぐる現状と教師 

・9 回までの学びから学校教育をめぐる現

状と教師の役割について話し合っ

てみよう。予習：前時の履歴シート

をもとにの振り返り（2時間）復習：

本時の学びの履歴シートのまとめ・

データ化（2時間） 

 

11 国内の教育政策の動向 1 学力・役割 

・文部科学省 HP より、最新の教育施策を調

べてみよう。・今求められる学力と

教師の役割について話し合ってみ

よう。予習：前時の履歴シートをも

とにの振り返り（2 時間）復習：本

時の学びの履歴シートのまとめ・デ

ータ化（2時間） 

 

12 国内の教育政策の動向 2 資質・能力の向上 

・文部科学省 HP より、最新の教育施策を調

べてみよう。・今求められる教員の

資質・能力について考え、話し合っ

てみよう。予習：前時の履歴シート

をもとにの振り返り（2時間）復習：

本時の学びの履歴シートのまとめ・

データ化（2時間） 

 

13 諸外国の教師と学校 

・外国の学校と教師について確認する。・日

本との違いについて話し合ってみ

よう。予習：前時の履歴シートをも

とにの振り返り（2 時間）復習：本

時の学びの履歴シートのまとめ・デ

ータ化（2時間） 

 

14 教職への進路選択と教員採用試験 

・教員採用試験の情報を調べてみよう。予

習：前時の履歴シートをもとにの振

り返り（2 時間）復習：最終課題レ

 



ポートに向けこれまでの履歴シー

トをまとめる（4時間） 

15 教職論の振り返り 課題レポート 

・教職論の学習を振り返り、整理しよう。・

自分の理想の学校・教師像をまとめ

てみよう。予習：最終課題に向けて

学びの履歴シートデータの整理を

行う。（２時間）復習：採用試験受験

を目指して、本講義で学んだことを

履歴シートデータをもとに教員に

求められる資質・能力や仕事内容の

項目別に整理するレポートを作成

しておく。（４時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①最終回における課題レポート②授業におけるグループワーク活動への参加・課題への取り組み・学び

の履歴シートの出来映え、提出状況などを総合して評価する。 グループワークを取り入れる予定。 

 

①30%

②70% 



授業科目名 教育原理 (教職課程：看護) 

主担当教員 松田 智子 担当教員 松田 智子 

科目ナンバリング SE609 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

①教育の基礎・基本的な原理を学ぶために教育の歴史や思想などの視点から各時代において教育や学校がど

のように位置づけられてきたかについて理解を深める。②諸外国の教育について学び、現在の日本の教育が

どのような思想的・歴史的背景を有しているのかを理解することで、学校教育や社会教育の在り方について

理解する。③現代における教育の課題や教育改革等の動きにも理解を深め、現代に求められる教師として必

要な資質能力を習得できるようにする。 

 

学修目標 

①教育の基本的な概念や方法を踏まえた上での教育の意義・目的・理念を理解する。②日本及び諸外国の教育に関す

る歴史や思想、及び学校の営みについての知識を身につける。③現代の学校教育について理解を深め、教員として必

要な資質能力を身につける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書を購入して、その日の学習部分は事前に予習して、読んでくること。授業の終わりに、毎時間、理解度

をチェックするミニレポートを書くので、予習は不可欠である。 

 

教科書 

「哲学する教育原理」教育情報出版 伊藤潔志編集 （２０１９年） 

 

参考書 

授業中に適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業に関して何か質問等ありましたら、メールで、学籍番号・氏名を明記した上で送信してください（携帯

メール不可）。東棟 4 階 松田研究室 水曜日（午前中） 木曜日（午前中） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教育学と教育の成り立ちについての、学び

方の基本を身に付ける。自分が受けてきた

教育を振り返り、日本の教育の特色を理解

する。 

予習：「教育とは何か」について考えをまと

める（2 時間）復習：本時を振り返

り、ポイントをまとめる（2時間） 

 

2 

西洋の教育思想を学ぶ(古代・近世）古代ギ

リシヤから近世までの社会的な背景と教育

の関係を理解する 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

3 

西洋の教育思想を学ぶ(近代・現代）義務教

育の概念が広がった以降から現在までの教

育の変遷を理解する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

4 
日本の教育思想を学ぶ（古代・中世・近世）

日本の飛鳥時代から江戸時代までの、社会

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ
 



的な背景と教育の関係を理解する。 ントをまとめる（2時間） 

5 

日本の教育思想を学ぶ(近代・戦後）明治以

降の義務教育の変遷と、戦後から現在まで

の教育の変遷と目的を理解する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

6 

教育を基礎から考える（教育とは何か）今ま

での西洋と日本の教育史を振り返り、現在

の教育がどのように成立したかを考え、教

育の本質を理解する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

7 

教育を基礎から考える（子どもとは何か）ル

ソーから子ども観が変わる過程を理解し、

現在の子どもの状況と権利について知る。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

8 

教育を基礎から考える（学校とは何か）学校

が歴史的に果たした役割の変化に焦点を当

てて、現在の学校の長所と課題を理解する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

9 

教育を哲学する・どうすれば学校で哲学が

可能になるのか、学校組織と人的な構成か

ら考え、哲学できる教室にするため必要な

ことを知る。・対話・会話・議論の違いを理

解し、対話が学習となる学級の在り方、教師

の在り方を理解する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

10 

教育することの倫理・教育は善と、古代ギリ

シャから言われてきたが、歴史的過程にお

いて教育とは何かを理解する。・教育の本質

を、哲学的に対話を通して、学校で実現する

ための方策を身に付ける。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

11 

教師と子供の関係性・教師と子どもの信頼

関係は、教育には不可欠であるが、現代の学

校教育での現状を知る。・子どもと教師の信

頼関係を獲得するために、具体的な方策を

身に付ける。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

12 

公教育の役割と位置づけ・公教育の意義と

ともにデメリットを理解する・義務教育制

度の成果と課題について、世界と比較しつ

つ日本の教育を把握する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

13 

学校園と理論を結ぶ哲学・幼児教育の現場

と理論について理解する。・就学するまでに

育てたい10の力と学校教育の関連性を把握

する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

14 

学校園と理論を結ぶ哲学・初等教育の現場

と理論を知る。・中学校と小学校のシステム

の違いを理解し、義務教育学校の在り方を

把握する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

15 

学校園と理論を結ぶ哲学・中等教育の現場

と理論を理解する。 ・高大連携やキャリア

教育の在り方を考える。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①毎回の授業後のレポート②定期試験 

 

①70%

②30% 



授業科目名 教育心理学 (教職課程：看護) 

主担当教員 北口 勝也 担当教員 北口 勝也 

科目ナンバリング SE611 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 教育心理学は心理学で得られた知見を教育現場に応用する科学である。学校教育を考える上で、教育心理

学に関するさまざまな知識や技術を習得し、それらを利用しながら教育に関わる現象を分析的に捉えること

は重要である。また、近年、「不登校」「いじめ」「学級崩壊」「学習障害」といった学校をめぐる出来事が社会

問題化してきている。この授業では、教育心理学の基本的知識を正確に理解し、実際の教育現場をイメージ

しながら考える基礎を養うことを主な目的としている。 

 

学修目標 

(1) 乳幼児期から青年期の各時期における運動・言語・認知・社会性の発達及び発達上の問題のある子どもへの対応

に関する知識と技術を獲得している。(2) 主体的学習を支える記憶、行動、動機づけ、集団づくり、学習評価の在り

方などについて、発達の特徴と関連づけて理解している(3) 教育における心理学の意義を理解し、具体的な問題解決

を志向する態度を身につけている。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業前に配布する資料を熟読して授業に備えること。授業後には講義内容を復習し、次回授業冒頭の小テス

トに備えること。小テストは自己採点して、答えられなかった部分については、前回資料をよく復習して、

知識を確実なものにしておくこと。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 発達と教育① －乳幼児期～幼児期－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と。 

 

2 発達と教育② －学童期～思春期－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と。 

 

3 発達と教育③ －青年期－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

 



と。 

4 記憶のしくみを知る －認知心理学－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と。 

 

5 
記憶に残る教授法を考える －認知心理学

－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と。 

 

6 学習のしくみを知る －学習心理学－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と。 

 

7 行動のしくみを知る －応用行動分析－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と。 

 

8 「やる気」の心理学 －動機づけ心理学－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と。 

 

9 授業に必要な心理学的知識に関するまとめ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習としてまとめ

テストに備えること、復習としてま

とめテストの誤答を見直して知識

を確認すること 

 

10 評価の心理的影響を知る 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

11 
性格の把握と学べる集団作りを知る －性

格心理学・社会心理学― 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

12 発達障害への対応を知る －臨床心理学 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

13 
児童生徒に見られる心の問題 －臨床心理

学－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

14 
教師の専門性とカウンセリングマインド 

－臨床心理学－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

15 
個別指導に必要な心理学的知識に関するま

とめ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習としてまとめ

テストに備えること、復習としてま

とめテストの誤答を見直して知識

を確認すること 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義中に行われる２回のまとめテスト②小テストと復習課題の成績により評価する。 

 

①75%

②25% 



授業科目名 教育行政学 (教職課程：看護) 

主担当教員 松田 智子 担当教員 松田 智子 

科目ナンバリング SE610 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

教育行政とは、「国や地方公共団体の自治体が、教育政策を実現するため、教育法規を基礎に教育制度を運営

し、教育条件の整備と教育活動の規制・助成を行うこと」である。教育行政学に関して、受講者がこれまでの

学校教育の中で経験した教育行政の一端を振り返り、現状の学校での法的な課題等を理解する。教育行政施

策に関するマスコミ報道等を手掛かりとしながら、日本の教育行政の現状と今後の課題について把握し、法

律を教職生活に有効に活用できるようにする。 

 

学修目標 

１．教育行政の理念、組織、仕組みに関する基礎知識を持つことができる。２．教育行政と学校・教員との関係を理

解することができる。３．教育行政を巡る今日的な課題について理解することができる。４．教育行政について考究

するために必要な情報の取得方法を知り、活用することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．主体的・協働的に学ぶアクティブ・ラーナーになること。２．限られた時間内で一定程度の文章を書く習

慣を身に付けること。３．問題意識を持って受講すること。４．授業中の携帯電話等の使用はしないこと。 

 

教科書 

「人間教育を実践する教師への道―教師の仕事と教育行政―」 阿部秀高著  株式会社 ERP 

 

参考書 

必要に応じて紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

事前にメールで連絡を取り、来室すること。随時受け付ける。水曜日（午前中） 木曜日（午前中） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション「教育行政学」の学びの

アウトラインを知る 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに今後の学修を確認

する（2時間） 

 

2 

公教育の原理と思想について学ぶ公教育の

概念や公教育の原理について、憲法と教育

基本法を中心に学ぶ 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

三原則の具体例を調べる（2時間） 
 

3 

学校体系について理解する外国の単線型・

複線型学校体系及び日本の学校体系につい

て理解する。 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

日本の学校体系について調べる（2

時間） 

 

4 

教育の法体系①教育法規の体系及び学校教

育法制の整備について学ぶ。学校教育法関

係や教育行政関係法規を中心に学び、それ

ぞれの関係性を理解する。 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

学修内容を４００字程度でまとめ

る（2時間） 

 



5 

教育の法体系②教育基本法の改正の意図と

教育行政の責任の明確化について把握し理

解する 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

今後の課題を調べる（2時間） 
 

6 

中央教育行政教育改革における教育行政の

役割（財政も含む）や文部科学省の組織につ

いて理解する文部科学省の教育行政におけ

る役割を、現在の政策や通知を通して理解

する。 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

文部科学省の主要施策を調べる（2

時間） 

 

7 

地方教育行政地方教育行政の役割と教育委

員会の制度について理解する。学校教育法

から地方教育委員会の条例への連続性につ

いて把握する。 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

出身地の教育振興基本計画を調べ

る（2時間） 

 

8 

教育課程行政教育課程に関する法制度及び

学習指導要領の変遷と教科書採択等につい

て理解する学習指導要領の法的な拘束性を

理解し、過去の裁判の判例から理解を深め

る。 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

出身校の教科書を調べる（2時間） 
 

9 

教育財政と学校財務教育費の基本原理や教

職員にかかる経費について学ぶ学校におけ

る財政を具体的に把握して、教育財政を身

近なものと理解する 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

学修内容を４００字程度でまとめ

る（2時間） 

 

10 

学校経営改革学校経営改革の内容を知ると

ともに地域と共につくる学校について学ぶ

世界と日本の地域連携型学校の在り方の違

いについて知る 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

子どもと地域との関係の今につい

て調べる（2時間） 

 

11 

学校評価学校評価の制度及び学校評価シス

テムの展開について学ぶ日本の現在の学校

評価制度のメリットとデメリットについて

具体的に知る 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

出身校の学校評価を調べる（2時間） 
 

12 

教員評価教員評価の制度及び教員評価の実

施方法等について学ぶ日本の現在の教員評

価のメリットとデメリットを理解し、有効

活用の方策を把握する 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

学修内容を４００字程度でまとめ

る（2時間） 

 

13 

学校安全①いじめ問題への対応及び学校に

おける衛生・健康管理について、法的な根拠

を明確にして学ぶいじめの 4 層構造と学級

構造の関係を理解し、過去の判例から具体

的に教員の責務を知る 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

いじめ防止対策基本方針を調べる

（2時間） 

 

14 

学校安全②防犯・安全対策及び学校事故へ

の安全対策と災害に対する備えについて学

ぶ学校事故の現状を理解し、過去の判例か

ら具体的に教員の安全義務の責務を知る 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

学校事故のニュースを調べる（2 時

間） 

 

15 
課題レポート講義全体を振り返り、学修状

況を確認する。 

予習：講義内容の振り返りをしておく（2時

間）復習：学修内容を８００字程度

でまとめる（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．授業中記録した学びの履歴シート【５０％】２．最終回の課題レポート【３０％】３．授業での発言、主体

的な学びの姿勢【２０%】 

 

１ ． ５

０％２．

３ ０ ％

３ ． ２

０％ 



授業科目名 基礎ゼミナール (看護) 

主担当教員 住田 陽子 担当教員 

住田 陽子／阿部 秀高／安井 

渚／樋口 優子／小西 由起子／

川添 英利子／小林 妙子／岩佐 

由美／七山 知佳／北島 謙吾／

西原 かおり／武 ユカリ／下岡 

ちえ／八幡 久美子／寺田 美和

子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

【看護学科教員】本演習は、新入生が大学生としての生活にできるだけ早く適応するよう、学生を支援する

ことを目的としている。具体的には、学生を少人数のグループに分け、担当教員に配属し、以下の内容を学

修しながら大学生に求められる一般常識や態度を涵養する。なお原則として、本演習の担当教員がチュータ

ーとなる。(1) 大学での学修の特徴(2) 情報の収集や文献の検索の方法(3) 論文の読み方、レポート作成(4)

プレゼンテーション【阿部秀高】森ノ宮医療大学生として必要な学園、大学への理解を深め、これから本学

での学びの意欲を高めるために、大学における学び方の基礎となる社会人基礎力の向上を図る。そのために

必要となる学びの技能を基礎から学び習得していくことを目指す。 

 

学修目標 

【看護学科教員】１．大学生として主体的に活動することができる。DP④２．これまでの高等学校と違い、大学にお

ける学修の特徴を述べることができる。DP④３．他者の話を聞く、他者の話を理解する、自分の意見を述べる、とい

った基本的なコミュニケーション力を表現できる。DP②③４．学修した知識や技術を活用して、レポートを書くこと

ができる。DP④５．基礎的な論文や雑誌・報告書等を読んでまとめることができる。DP④６．文献等を検索し、取り

寄せることができる。DP④７．プレゼンテーションができる DP④【阿部秀高】森ノ宮医療大学生としての意識を持

ち、大学生として求められる資質・能力の基礎力向上を目指す。自分の考えを論理的に表現し、他者と協働する力を

伸ばす。具体的には、①学修方法としての傾聴・記録に関するトレーニングDP②③④②資料活用、大学図書館の利用

方法（文献検索）DP②③④③論理的文章表現について（大学のレポートにふさわしい用語・符号の使い方や構成など

文章表現）を学んでいく。DP②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

【看護学科教員】ひとりひとりが積極的に参加すること。グループとしてのまとまりも期待する。普段から、

学生自身のみならず、身近な、あるいは国内外で生起している事柄に関心を寄せる習慣をつけること。学生

は、担当教員と綿密に連絡を取りながら進めること。【阿部秀高】森ノ宮医療大学の学生としてのアイデンテ

ィティーを持ち、大学生としての基礎的な資質・能力の向上させるために、次の３点の意識を高めてくださ

い。１．森ノ宮医療大学生として自覚と誇りを持ち、将来への見通しを持つ。２．大学生として自分自身を振

り返り、マナーや礼節を重んじる。３．大学生としての学びの姿勢を身につけ、目標を持って学ぶ。 

 

教科書 

【看護学科教員】使用しない。【阿部秀高】特に指定はしない。授業時にプリントを配布するので、各自紛失

しないようにファイリングし毎回持参すること。 



 

参考書 

【看護学科教員】担当教員が必要に応じて紹介する。【阿部秀高】講義内で適宜指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

ゼミナールの初回に担当教員のオフィスアワーを確認すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【看護学科教員】8 回～15 回初回は全体講

義（ガイダンス）→集合場所は掲示板で指示

する。ゼミナールの方法は各グループで話

し合った方法で行う。発表も原則として、グ

ループ内で行う。 

各グループで主体的に決めた内容を順守す

る。 
 

2 

【阿部秀高】① オリエンテーション（講義

への取り組み方・大学生としての自分を見

つめる）② 理事長に学ぶ（学園・大学・学

生への思い）③ 学長・学科長に学ぶ（医療

人・看護師を目指すものに対する思い）④ 

コミュニケーションスキル・学修スキル向

上⑤ 論理的文章の書き方・資料活用の方

法⑥ プレゼンテーション・スキル⑦ 本

授業における学びのまとめ・振り返り 

【阿部秀高】①予習はシラバスの確認。復習

は授業内で指示する。②予習は学園

の 3つポリシーや設立理念の確認。

復習は授業内で指示する。③予習・

課題は特に無し。復習は授業内で指

示する。④予習・課題は特に無し。

復習は授業内で指示する。⑤予習・

課題は特に無し。復習は授業内で指

示する。⑥予習・課題は特に無し。

復習は授業内で指示する。⑦予習・

課題は特に無し。復習は授業内で指

示する。 

阿部秀

高 

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【看護学科教員】レポートで評価する。( ルーブリック評価) DP②③④ テーマ「基礎ゼミナールの成果」 

A4 1 枚  フォント：10.5  マージン：上下：20mm 左：20mm 右：10mm 提出日は後日連絡するので期限

を厳守すること。  評価基準は以下のとおりである。  ①根拠のある主張をしている。  ②論旨が通っ

ている。  ③よく考え、調べ、練られている。  ④文章をよく推敲し、誤字や脱字がない。  ⑤時間が厳

守されている。 ※レポートの他、参加状況を参考にする。【阿部秀高】平常点評価（授業毎回の振り返り

など）６０％、講義最終回に作成した課題レポート４０％。 DP②③④ 

 

【看護】

50% 【 阿

部 秀

高】50% 



授業科目名 物理学 (看護) 

主担当教員 久国 正章 担当教員 久国 正章 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

さまざまな自然現象をよく観察してみると簡単な基本原理に基づいていることがわかる。物理学とはそのよ

うな基本原理を論理的に説明する学問であり、工学はもとより生物学、医学などの幅広い分野の基礎となっ

ている。本講義は力学・熱力学・電磁気学などについて幅広い知識を学修し、医療現場で実際に活用できる

知識を習得できる授業構成である。 

 

学修目標 

水の比熱と日本の気候との関係についててこの原理の人体中での応用注射針の先端が皮膚に及ぼす圧力について血

圧とは電磁気の基本知識 上記の内容を学修していく。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．自然現象を理解するための基本となる科目であることを認識する。２．配布された資料を使用し、講義

を行う。３．出席は重視する。４．身近な自然現象を物理学の観点で考察する。５．疑問点は大切にし、解決

に向けて行動する。 

 

教科書 

プリント使用 

 

参考書 

ベッドサイドを科学する 平田雅子 著 Gakken 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤控室 月曜 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 熱力学 比熱 

＜予習・復習 各 2時間＞水の比熱が大きい

ことで人間は体温を一定に保つこ

とができる。授業用プリントを読み

直し、疑問点があれば質問して下さ

い。 

 

2 熱力学 潜熱、代謝量 

＜予習・復習 各2時間＞水分が蒸発する際、

必要となる熱量について代謝量と

年齢・性別との関係について確認し

て下さい。 

 

3 
力の合成と分解、力のつりあい、作用・反作

用の法則 

＜予習・復習 各 2時間＞力の分解の作図方

法を覚えると、授業プリントが理解

しやすくなります。 

 

4 力学 重心、力のモーメント 

＜予習・復習 各 2時間＞筋肉は私たちが思

っている以上の力を発揮している

ことが少なくありません。力のモー

 



メントの分野を読み直し、どれくら

いの力が働いているか、確認してみ

ましょう。 

5 力学 腰にかかる負担 

＜予習・復習 各 2時間＞腰を曲げたり、重

いものを持つと、腰にかなりの負担

を強いることになります。具体的な

数値を知ることで、日常生活から気

をつけるようにしましょう。 

 

6 力学 滑りにくい床 

＜予習・復習 各 2時間＞雪道の歩き方を確

認しましょう。理解が難しい場合

は、力の分解のプリントを見直して

下さい。 

 

7 力学 圧力、気圧 

＜予習・復習 各 2時間＞潜水病について確

認しておきましょう。１０ｍ潜ると

１気圧の力を受けます。 

 

8 力学 アルキメデスの原理 

＜予習・復習 各 2時間＞以前、献血の際に

利用されていた血液比重について、

復習しておきましょう。 

 

9 力学 ベルヌーイの定理 

＜予習・復習 各 2時間＞血圧測定について

学習するとき登場する、動圧と静

圧。ベルヌーイの定理に記載されて

います。 

 

10 力学 入浴効果 

＜予習・復習 各 2時間＞和式風呂と洋式風

呂の、人体への影響について復習し

ておきましょう。 

 

11 電気 オームの法則 

＜予習・復習 各 2時間＞冬になると静電気

という見えない敵に悩まされます

が、静電気がたまるとは、どういう

ことなのでしょうか。 

 

12 電気 感電ショック、アース 

＜予習・復習 各 2時間＞電流値と人体への

影響についての表を一読しておい

て下さい。 

 

13 単位 ヘマトクリット値 

＜予習・復習 各 2時間＞多くの単位が登場

しましたが、わからないものがあれ

ば、今回整理しておきましょう。 

 

14 磁気 磁界、電磁誘導 

＜予習・復習 各 2時間＞IH 調理器、リニア

モーターカーなど電磁誘導につい

て復習しておきましょう。 

 

15 電磁波 紫外線 

＜予習・復習 各 2時間＞紫外線による人体

への影響について確認しておきま

しょう。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

毎回レポートを提出してもらう。①定期試験５５点<DP③>②レポート４５点<DP③>合計１００点のうち、６０

点以上で単位認定する。 

 

①55%

②45% 



授業科目名 生物学 (看護) 

主担当教員 久国 正章 担当教員 久国 正章 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

専門科目の理解を深めるための基礎的な生物学を学修する。具体的には、下記単元を中心に、ヒトのからだ

について理解を深める。【細胞の構造】細胞小器官の種類とその働き【代謝】代謝・消化・吸収【個体の恒常

性と調節】恒常性の維持・ホルモン【刺激の受容と反応】刺激・受容・神経系 

 

学修目標 

ヒトの生命の仕組みについて、その基本的事項を習得することを目的とする。<DP③>好気呼吸の過程を理解する。

<DP③>恒常性について理解を深める。<DP③>体液性免疫と細胞性免疫の違いを説明できる。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

この講座を通して基礎用語を確認することが出来ます。高校で生物を学習していない学生にも解りやすく講

義を進めていきます。 

 

教科書 

書籍名：視覚でとらえる生物図録著者名：鈴木孝仁 監修出版社名：数研出版 

 

参考書 

カラー図解 アメリカ版 大学生物学の教科書 第 1巻 細胞生物学 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤控室 月曜と、水曜の午前中 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 細胞の構造とその働き 

＜予習・復習 各 2時間＞細胞の種類はたく

さんありますが、細胞の大きさや構

造はどう違っているのでしょう

か？ 

 

2 
細胞の構造とその働き細胞を構成する物質

（炭水化物と脂肪） 

＜予習・復習 各 2時間＞私たちの体にはた

くさんの細胞がありますが、その基

本構造はすべて同じです。細胞の構

造について確認しておきましょう。 

 

3 細胞を構成する物質（タンパク質）浸透性 

＜予習・復習 各 2時間＞ヒトの細胞がどん

な物質でできているか確認してみ

ましょう。 

 

4 選択透過性、動物の組織 

＜予習・復習 各 2時間＞能動輸送にはＡＴ

Ｐが必要ですが、その理由を考えて

みてください。 

 

5 細胞内での代謝酵素の性質 

＜予習・復習 各2時間＞日常生活でいう「代

謝」と生物学で扱う「代謝」は少し

異なります。その違いも含めて確認

しておきましょう。 

 



6 酵素の性質 

＜予習・復習 各 2時間＞酵素の性質はたく

さんありますが、一つ一つ確認して

ください。 

 

7 外呼吸と内呼吸 
＜予習・復習 各 2時間＞生物学でいう「呼

吸」とは内呼吸のことです。 
 

8 好気呼吸の過程 

＜予習・復習 各 2時間＞「クエン酸回路」

について簡単に説明します。復習し

たうえで他の教材も読んでみてく

ださい。 

 

9 消化・吸収、恒常性 

＜予習・復習 各 2時間＞食べ物を食べると

栄養になりますね。その仕組みにつ

いて調べてみましょう。 

 

10 血液の組成、血液の凝固血管系 
＜予習・復習 各 2時間＞血液は体重の何分

の一を占めていたでしょうか？ 
 

11 心臓と肝臓 

＜予習・復習 各 2時間＞肝臓はお酒を分解

するのはもちろん、他にもたくさん

の仕事を担っています。 

 

12 腎臓の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞私たちは毎日何回

もおしっこをします。おしっこの役

割は何なのでしょうか？ 

 

13 免疫系 

＜予習・復習 各 2時間＞病気から守ってく

れる白血球の仕事について確認し

ましょう。 

 

14 細胞性免疫、アレルギー 

＜予習・復習 各 2時間＞免疫反応が生体に

不利に働くアレルギー。最近は、ア

レルギーに悩まされる人が増えて

きていますが、その基本について学

修しましょう。 

 

15 神経系、脳の構造と働き 
＜予習・復習 各 2時間＞脳は不思議な存在

です。少し覗いてみましょう。 
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30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験１００点のうち６０点以上で単位認定する。<DP③> 

 
①100% 



授業科目名 化学 (看護) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

基礎医学科目に必要な化学的事項を正しく理解できることを念頭に置いている。 

 

学修目標 

生体反応に見られる各種の化学反応を正しく理解することができる。それらが生理機能に密接に連関することを認識

できる。 ＜DP③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

たとえすでに化学を履修していようとも、基礎医学科目で取り上げられる化学はある種生体内の反応に特化

しているため、新たに学びなおす必要があると捉えておいて欲しい。 

 

教科書 

「ライフサイエンスのための化学」 化学同人 

 

参考書 

「理工系の基礎化学」 化学同人 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 １ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 原子の構造と周期表 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 電子配置とイオン化 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 化学結合 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

4 物質の三態 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

 



い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

5 化学平衡と反応速度論１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 化学平衡と反応速度論 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 酸と塩基の反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 酸化と還元反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 炭化水素化合物１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 炭化水素化合物 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 糖質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 脂質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 タンパク質・アミノ酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 核酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 



15 化学のまとめ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 
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成績評価方法と基準 割合 

１ 期末試験 ＜DP③＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 日本国憲法 (看護) 

主担当教員 植田 重幸 担当教員 植田 重幸 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

社会規範たる法の理念を理解する中で、法体系のしくみ並びに日本の最高法規としての日本国憲法の現行の

概要解釈と、今日の基本的人権規定に関する論点について解説を行うとともに、時事関連・医療関連条項に

関わる問題点及び今後の課題に対しても説明を進める。また、コ・メディカルをもとに、診療の補助の一員

として業務に従事するにおいて、必要不可欠な保健衛生に関する法規（保健衛生関連法規）の理解と把握、

並びに職務遂行に伴う人権に対する法的責任の現状について、更なる理解を深めるための指導を行う。 

 

学修目標 

1. 日本国憲法の成立経緯と特色を理解する。2. 基本的人権の尊重規定をもとに、個人の尊厳に関して法的側面か

ら、その理解を深める。3. 医療と人権に関する大切さを理解する。4. 看護学科における『保健師・助産師・看護師

法』をもとに、今後の業務遂行に必要な関係法規のしくみを学習し理解する。5. 現在の医療過誤に関する状況と、

人権に対する法的責任の実態を検証する。6. 時事関連問題として、高齢者の増加に伴う業務連絡に関わる行政面の

諸対応や憲法改正論議の現状とその是非についての理解を深める。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 日本国憲法の内容理解とともに、医療法規に関する指導説明が加わることから、補充解説たる板書筆記が

重要となる。2. 指導内容に即した市販書籍は多数に亘るため、教科書代用の資料冊子にて講義を行う。3. 疑

問点や分かりにくい事項が生じた場合は、適宜質問を行うことで理解を進めること。4. 将来の業務実践を見

据え、指導内容に対する人権・人格の尊重に十分留意し積極的取り組みを求める。 

 

教科書 

指定しない。 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業前後の非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
法と社会生活① 法の成立並びに社会と規

範 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認を行う復習：キ

ーワード、重要語句の確認を行う 

 

2 
法と社会生活② 法と道徳、法の支配、法体

系のしくみ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：社会規範と

しての法の意義を考える復習：法の

概念の理解と確認を行う 

 

3 
日本国憲法の制定史と特色 日本国憲法の

基本理念と基本原理 明治憲法との比較 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：日本国憲法

の成立経緯を確認する復習：講義内
 



容をもとに、基本的人権規定の各事

項を理解し把握する 

4 
基本的人権規定① 基本的人権の成立経緯

と人権規定 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：重

要語句について再チェックする 

 

5 
基本的人権規定② 新しい人権（人格権と

幸福追求権） 包括的基本権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より第 13 条の役割を確認する復

習：講義内容の完全理解に努める 

 

6 

基本的人権規定③ 自律的自己決定権 新

型コロナウイルス感染症対策特別措置法と

基本的人権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、本項の確認を行う 特別措

置法の立法化とその経緯を確認す

る復習：講義内容の完全理解に努め

る 本項目の現状と人権保障問題を

深める 

 

7 
衛生法規並び衛生行政 衛生法規の体系と

分類 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：保健衛

生法規のしくみの理解と確認を行

う 

 

8 
関係法規① 施術者に対する関係法規のし

くみと位置づけ、名称独占、業務独占 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認復習：講義内容

をもとに、施術者の役割を確認する 

 

9 関係法規② 免許取得、欠格条件等 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の中の法律用語の確認を行う復

習：キーワード、重要語句の確認を

行う 

 

10 
医療過誤と法的責任① 医療過誤の実態と

権利侵害 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

11 
医療過誤と法的責任② 医療過誤における

法的責任 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

12 
統治行為① 国会・内閣規定より、選挙制度

並びに議院内閣制 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行の選挙

制度を確認する復習：1 票の格差問

題について理解を深める 

 

13 
統治行為② 裁判所規定より、違憲立法審

査権並びに裁判員制度の現状 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

14 日本国憲法の改正手続 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行憲法の

改正の必要性を調べる復習：国民投

票法の改正における影響を確認す

る 

 

15 今後の課題と検討 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①指導項目に関し、筆記試験を行う。※60 点以上で単位認定する。 

 
①100% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (看護 B) 

主担当教員 竹内 恵子 担当教員 竹内 恵子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟１階講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (看護 A) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (看護 B) 

主担当教員 竹内 恵子 担当教員 竹内 恵子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟１階講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 



16    
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29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (看護 A) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 MBS(Morinomiya Basic Seminar) (看護) 

主担当教員 蓮池 光人 担当教員 
蓮池 光人／山下 仁／前川 佳

敬 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 4 限、火曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本授業は、大学生としての学習や生活をスムーズにスタートさせるために、大学生としてふさわしい「学び

方」や「スキル」を身につけること、学園の歴史や建学の精神の意味やディプロマポリシーを理解すること

で、本学への帰属意識を確立させることを目的とする。また、履修に関することや教育課程（カリキュラム）、

学生生活に関するルール等を理解することで、大学で学ぶために必要な能力を身につけることを目的とする。

医療の歴史及び医療の現在と未来を知ることで、医療全体への興味をより深めることを目的とする。 

 

学修目標 

・本学の建学の精神及びディプロマポリシーを理解している。・大学で学ぶために必要な能力を身につけている。・生

徒から学生へ移行する（主体的・能動的な学習スタイルを身につける）・医療人を目指す学生であることに対しての

自覚を強く持つ。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

理想の大学生活とは？想像している内容と異なる話を聞くこともあるでしょうが、4 年間を有意義に過ごせ

るようこれからの生活を考えるきっかけとなることを願います。 

 

教科書 

教科書は使用しない。適宜資料を配布する。 

 

参考書 

指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

S 棟 15 研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【本学の歩みと未来／生徒から学生へ】・理

事長による「本学の起源や今後の展望」、・学

長による「医療・医学を学ぶ上での心構え」

についての講義。 

予習：本学の Web サイトで「建学の精神」

「森ノ宮医療学学園の歴史」「本学

の特徴」について調べる．（1時間）

復習：大学生としての心得を考え，

まとめる．（1時間） 

蓮池 

2 

【看護学科のカリキュラムについて】・カリ

キュラムについて・カリキュラムポリシー

について・ディプロマポリシーについて 

予習：学生手帳の「看護学科 授業科目・単

位数」と「本学学士過程における三

つのポリシー」「看護学科における

三つのポリシー」について調べる．

（2 時間）復習：授業をまとめ，自

分にとって今後の大学生活で必要

蓮池 



なことを考える．（2時間） 

3 

【情報化社会における情報リテラシーと情

報モラルについて】・情報リテラシーと情報

モラル（SNS の取り扱い）・医療情報の取り

扱いについて・その他社会問題等 

予習：「情報リテラシー」「情報モラル」につ

いて調べ，自分の考えをまとめる．

（2 時間）復習：授業をまとめ，多

くの情報から適切に情報を得る方

法を考える．（2時間） 

蓮池 

4 

【看護師のキャリアについて】・自身のキャ

リアについて・履修モデルの解説と自身の

キャリア形成プランの検討・看護師に必要

な学びと研究 

予習：自分自身，将来どのような「大人」に

なりたいか，また，目標とする「看

護師像」を考え，まとめる．（2時間）

復習：授業をまとめ，自分の将来像

を明確にする．（2時間） 

蓮池 

5 
地域医療について住之江区長による「住之

江区の医療・福祉の現状」についての講話 

予習：本学が位置する「住之江区」の Web サ

イト「広報誌 さざんか」にて，住之

江区における「福祉・健康」の施策

について調べる（2 時間）復習：授

業をまとめ，今の自分でも参加でき

ることを（ボランティア等）を探す．

（2時間） 

蓮池 

6 

西洋医学とは医師による西洋医学の概説と

西洋医学の起源と現状と未来についての講

義 

予習：西洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：西洋医学の中での看護の

重要性を調べ，まとめる．（2時間） 

蓮池 

7 

東洋医学とは鍼灸師による東洋医学の概説

と西洋医学の起源と現状と未来についての

講義 

予習：東洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：授業をまとめ，西洋医学

との違いを理解し，東洋医学の重要

性をまとめる．（2時間） 

蓮池 

8 チーム医療とは・チーム医療について知る 

予習：本学の Web サイトで「チーム医療」

について調べる．（2時間）復習：授

業をまとめ，チーム医療の重要性を

理解する．（2時間） 

蓮池 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート試験：「自己のキャリア構築のために今後の大学生活で何をすべきか」を 1600 字程度で述べる。

＊レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-17」を参照の

こと。 

 

1 



授業科目名 チーム医療見学実習 (看護) 

主担当教員 升田 寿賀子 担当教員 

升田 寿賀子／徳島 佐由美／宮

本 佳子／樋口 優子／川添 英

利子／市後 昌代／寺田 美和子 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(集中

講義) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１．医療の実践の場である病院等の施設で医療従事者の 1 日を体験することにより、医療職への理解を深め

る。２．保健医療施設における自己の目指す専門職の役割や機能を知ると共にチーム医療を構成する様々な

専門職の役割・機能について知識を深める。３．チーム医療の実際を知り、インター・プロフェッショナル・

エデュケーションの視点から、医療における多職種連携の重要性を知る。＜施設見学の実施概要＞開講時期：

実施時期未定実習施設：大阪急性期・総合医療センター(日程調整中)、大阪国際がんセンター(日程調整中)、

日本生命病院(日程調整中)、関西メディカル病院(日程調整中)※実施が決まり次第、詳細を案内します。＜

実施方法＞１．本見学実習は大学内で実施する事前授業（4 コマ）と施設見学（4 コマ）とする。２．1 班 8

名程度の学科混成グループを作り、各グループ上記施設の中から 1 施設を見学する。３．1班ごとに 1名の本

学教員が引率し、基本的には引率教員の指示のもと決められたスケジュール通りに施設内を見学する 

 

学修目標 

１．実習を通じて医療施設の全体的な業務や役割について知ることができる。DP2 ２．実習を通じてチーム医療の構

成を知り、目指す専門職の役割および責任を自覚することができる。DP2３．実習を通じて医療に取り組む姿勢を養

い、専門科目の学習への意欲向上のきっかけとし、今後、専門的学習に臨む上での自己の考えを述べることができる。

DP23 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

見学時は、担当者のみならず院内の全ての方(就業者や患者さん等)に迷惑がかからない行動を取るとともに、

発言にも最大限配慮すること。見学当日はバスで送迎を行います。集合場所や時間を等は引率教員の指示に

従うこと。 

 

教科書 

とくになし 

 

参考書 

とくになし 

 

研究室／オフィスアワー 

升田研究室 331 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 事前授業①（授業の目的や概要について） 

【事前授業１】（授業の目的や概要につい

て）予習：本学に設置されている学

科の仕事内容を調べる。（3 時間）復

習：授業内容をまとめ、チーム医療

についての考えをまとめる。（3 時

間） 

升田 

2 事前授業②（授業の目的や概要について） 

【事前授業２】（施設見学における注意事項

について）予習：大学生としてのマ

ナー、社会人としてのマナーについ

て調べる。（3時間）復習：授業内容

をまとめ、大学生としてのマナー、

社会人としてのマナーについて実

践できるようにする（3時間） 

升田 

3 
事前授業③（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

升田 

4 
事前授業④（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

升田 

5 

【学修内容：⑤～⑧】「施設見学」＜見学ス

ケジュール例＞①リハビリテーション室の

見学→それぞれの職種間でのコミュニケー

ションを学ぶ②ICU・CCU→医師や看護師の

連携について学ぶ。最新機器等の設備につ

いて知識を深める③各種検査室の見学→検

査技師と医師や看護師など他の職種との連

携について学ぶ④透析室→透析の機器等に

ついて知識を深める⑤手術室→手術室とは

どのような環境の部屋なのか、実際の設備

や雰囲気を知る 

復習：見学実習での学びをレポートにまと

める。自修時間 6時間→課題提出 

升 田 

寿 賀

子、徳

島 佐

由美、

澤 田 

悦子、

宮 本 

佳子、

樋 口 

優子、

川 添 

英 利

子、市

後 昌

代 

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート課題<DP②③>  「施設見学を終えて、チーム医療の重要性について自己の考えを述べよ」1600

字程度＊レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-17」を

参照のこと。 
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授業科目名 基礎体育 (看護) 

主担当教員 中原 英博 担当教員 

中原 英博／佐野 加奈絵／伊奈 

新太郎／信江 彩加／濱口 幹太

／山口 晏奈／内田 昌孝 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
水曜 1 限、水曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本スポーツ健康科学演習では、学生が自らの適正に応じてスポーツ・・トレーニング種目を選択できるよう、

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポーツ、ダンス、レジスタンス運動など多種多様なスポーツ・トレーニ

ング種目を用意し、各種目特性を生かして、「思いっきり体を動かす爽快感」と「プレーを通じて感じる理屈

抜きの楽しさ」を存分に経験できるようなゲーム主体の授業プログラムを提供する。その中で、体力のレベ

ルアップや身体動作の向上を図ると同時に、ゲーム等を自主的に運営する能力を養う。また、スポーツ・ト

レーニングの実践を通じて、学生同士の心の交流や人間関係を育み、生涯にわたり楽しく、計画的にスポー

ツ・トレーニングを実践する習慣を育成することも本実習の大きな狙いである。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、学科の枠を超えた学生同士の心の交流や人間関係を育むことができる。〈DP③〉２．ス

ポーツ活動を通じて、基礎体力や、技術が向上する。３．スポーツ活動を通じて、チームワークの重要性を認識でき

る。〈DP③〉４．生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を身につけることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について（１）各教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、

更衣した後、授業に臨むこと。（２）シューズは屋外用、屋内用ともにゴム底の運動靴を用意すること。 屋

外でのスポーツ種目を実施するクラスの者は、雨天により急きょ屋内種目に変更する場合があるので、毎回

の授業時において、屋内用シューズは必ず用意しておくこと。（３）授業中におけるメガネや時計などの破損、

コンタクトレンズや装飾品の紛失について担当教員は責任を負わない。注意事項（１）集合場所  日にち（特

に雨天時）によって、各クラス担当教員ごとに、授業を行う場所やバス運行時刻等が変更する場合がありま

す。特別指示がない場合においても、毎回、注意して掲示（MORIPA）を見る習慣をつけること。  （２）各

運動施設までの移動手段について 本学では、１回生全員を対象に、本学体育館や近隣の代替運動施設を利

用して、基礎体育を行います。近隣（バスで約 10～20 分）の運動施設までの移動には、大学前から現地まで

貸し切りバスをチャーターし、以下のタイムスケジュールにしたがって、みなさんを送迎します。 

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 



原則月曜日 3 時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポー

ツ、ダンスなど多種多様なスポーツ

種目の特性について理解を深めて

おく。 

 

2 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 
予習・復習 1 時間  

3 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 
予習・復習 1 時間  

4 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 
予習・復習 1 時間  

5 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得① 
予習・復習 1 時間  

6 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得① 
予習・復習 1 時間  

7 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得② 
予習・復習 1 時間  

8 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得② 
予習・復習 1 時間  

9 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得③ 
予習・復習 1 時間  

10 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得③ 
予習・復習 1 時間  

11 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得① 
予習・復習 1 時間  

12 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得① 
予習・復習 1 時間  

13 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得② 
予習・復習 1 時間  

14 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得② 
予習・復習 1 時間  

15 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得③ 
予習・復習 1 時間  

16 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得③ 
予習・復習 1 時間  

17 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解① 
予習・復習 1 時間  

18 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解① 
予習・復習 1 時間  

19 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解② 
予習・復習 1 時間  

20 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解② 
予習・復習 1 時間  

21 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営① 予習・復習 1 時間  

22 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営① 予習・復習 1 時間  

23 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営② 予習・復習 1 時間  

24 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営② 予習・復習 1 時間  

25 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営③ 予習・復習 1 時間  

26 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営③ 予習・復習 1 時間  

27 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営④ 予習・復習 1 時間  



28 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営④ 予習・復習 1 時間  

29 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営⑤ 予習・復習 1 時間  

30 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営⑤ 予習・復習 1 時間  

成績評価方法と基準 割合 

授業回数の 2/3(20 コマ)以上出席すること（本授業科目においては１日で２コマ分の授業となっているの

で 10 日以上出席が必要です）。授業開始後、30 分を超えての遅刻は欠席とみなす。成績の評価は、原

則として 2/3 以上出席した者を対象とする。①技能・理解・積極性などを総合的に判定するとともに、授業

最終日にはレポートの提出を義務づける。〈DP③〉    その成績が６０点未満の者は不可とし単位を認定

しない。 

 

1 



授業科目名 健康科学（スポーツ社会学を含む） (看護) 

主担当教員 濱口 幹太 担当教員 濱口 幹太 

科目ナンバリング CS20108 科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

健康に対する意識が高まり、健康食品や健康器具などがブームとなっている近年、マスメディアを通じて流

されている情報には、科学的根拠が乏しいものも少なくはない。本授業では、生活習慣病、地域社会におけ

る健康維持、増進に関わる取り組みや考え方、運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識

を身につけることを目標とする。 

 

学修目標 

・運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識を身につける。<DP③④>・本邦における健康維持、増

進に関わる取り組みや考え方について理解する。<DP③④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・大学生として節度ある態度で授業に臨むこと 

 

教科書 

適宜、資料を配布する。 

 

参考書 

出村慎一監修「健康・スポーツ科学講義」杏林書院、2005 年 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 
予習：シラバスの確認（2時間）復習：内容

の確認（2時間） 
 

2 健康・体力の概念 
予習：健康に関する記事をチェック（2時間）

復習：今回の内容を再確認（2時間） 
 

3 アルコールの影響とは 
予習：身体に及ぼす影響をチェック（2時間）

復習：今回の内容を再確認（2時間） 
 

4 喫煙について 
予習：身体に及ぼす影響をチェック（2時間）

復習：今回の内容を再確認（2時間） 
 

5 高脂血症・動脈硬化症 

予習：どのような症状があるかチェック（2

時間）復習：今回の内容を再確認（2

時間） 

 

6 高血圧・脳卒中・心臓病 

予習：どのような症状があるかチェック（2

時間）復習：今回の内容を再確認（2

時間） 

 

7 糖尿病・メタボリックシンドローム 

予習：どのような症状があるかチェック（2

時間）復習：今回の内容を再確認（2

時間） 

 



8 前半まとめ 
予習：今まで内容の確認（2 時間）復習：今

回の内容の再確認（2時間） 
 

9 身体活動の必要性 
予習：運動習慣のチェック（2時間）復習：

今回の内容の再確認（2時間） 
 

10 肥満について 
予習：体型をチェック（2時間）復習：今回

の内容の再確認（2時間） 
 

11 薬物乱用について 
予習：薬物の影響のチェック（2時間）復習：

今回の内容の再確認（2時間） 
 

12 救急法 
予習：心肺蘇生法のチェック（2時間）復習：

今回の内容の再確認（2時間） 
 

13 スポーツトレーニング 
予習：スポーツの種目のチェック（2時間）

復習：今回の内容の再確認（2時間） 
 

14 健康に関する VTR 
予習：健康に関する記事をチェック（2時間）

復習：今回の内容の再確認（2時間） 
 

15 後半まとめ 
予習：今までの内容の確認（2時間）復習：

今回の内容の再確認（2時間） 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験で評価する。<DP③④>15 回の講義に対し、必要な時間数の出席が必須である。 
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授業科目名 形態機能学Ⅰ (看護) 

主担当教員 木田 岩男 担当教員 木田 岩男 

科目ナンバリング SB20C001 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

形態機能学Ⅰでは、人体の概要、細胞と組織、人体を構成する内臓系と循環器系の構造を学習する。内臓系

については消化器系、呼吸器系、泌尿器系、生殖器系の構造を、細胞・組織のレベルから理解し、同時並行的

に学習する機能（形態機能学Ⅱ）と関連させつつ習得する。人体の概要や細胞・組織では、内臓系を学ぶに必

要な基礎的概念を把握する。循環器系は、とくに消化器系や呼吸器系、泌尿器系と密接に関連しており、こ

れらのつながりを把握することも重要である。これらの学習を通して、生命維持のための仕組みを理解する。 

 

学修目標 

（１）細胞の構造、組織の概要、細胞・組織・器官の層序性を説明できる（DP②③）（２）各内臓系を構成する臓器の

位置と形態が分かるとともに、各臓器の構造を機能との関わりから説明できる（DP②③）（３）循環器系の構成と体

内での分布、消化器系、呼吸器系、泌尿器系との関わりが説明できる（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書の内容を中心に、構造の理解に不可欠な図を多く取り込んだパワーポイント（スライド）を用

いて行う。講義内容はプリントにして、あらかじめ配布するので、これを元に予習ノ－トを作成する。 

 

教科書 

 「解剖生理学 人体の構造と機能①」 坂井 建雄、岡田 隆夫 （医学書院） 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：西棟 233 研究室オフィスアワー：月曜 5限・水曜 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 人体とはどのようなものか 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

2 細胞の構造 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

3 上皮組織、筋組織 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

4 結合組織と神経組織 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

5 口・咽頭・食道の構造 
予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習
 



ノートの加筆と修正（1時間） 

6 腹部消化管の構造 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

7 膵臓・肝臓・胆嚢の構造、腹膜 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

8 鼻腔と喉頭 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

9 気管、気管支、肺、胸膜 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

10 循環器系の構成、心臓の構造 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

11 血管の構造、肺循環、体循環の動脈 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

12 体循環の静脈、リンパとリンパ管、脾臓 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

13 腎臓と排尿路 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

14 男性生殖器系 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

15 女性生殖器系 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

学期末に筆記試験を行う（DP②③）。筆記試験は 100 点満点とし、60％以上の得点でもって合格とする。

合格点に達しない場合には、筆記試験の再試験を 1 回のみ行う。 

筆 記 試

験 100% 



授業科目名 形態機能学Ⅱ (看護) 

主担当教員 木田 岩男 担当教員 木田 岩男 

科目ナンバリング SB20C002 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

形態機能学Ⅱでは、消化器系、呼吸器系、血液・造血器系、循環器系といった、人体の器官系それぞれの正常

な機能（生理機能）について学習する。また、これら器官系の連携による生体の恒常性維持機構についても

理解する。 さらに、人体の形態（解剖）的な特徴と機能との関係を十分に考察することで、疾病を理解する

為に必要な知識を身につける。 

 

学修目標 

１．各器官系統別に、人体の正常な機能を、その形態（構造）と関連付けて理解する。<DP②③>２．各器官系統別に、

人体の各機能の調節機構について理解する。<DP②③>３．各器官系の連携とホメオスタシスについて理解する。 

<DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布資料は教科書の補足資料として学修の参考にする。２．講義前には予習として教科書の該当箇所を

一読しておく。３．講義中に指示するので、教科書の重要箇所にアンダーラインを引き、そこは必ず復習す

る。４．疑問点があれば何でも質問し、解決してから次に進むようにする。５．出席は重視する。 

 

教科書 

坂井 建雄、岡田 隆夫 解剖生理学「人体の構造と機能①」 （医学書院） 

 

参考書 

江連 和久、村田 栄子 看護学生のための解剖生理学 （メヂカルフレンド社） 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：西棟 233 研究室オフィスアワー：月曜 5限・水曜 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 機能からみた人体とホメオスタシス 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

2 栄養の消化と吸収（口腔・食道・胃） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

3 栄養の消化と吸収（小腸・大腸） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

4 栄養の消化と吸収（膵臓・肝臓・胆嚢） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

5 呼吸の機能（呼吸運動） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

6 呼吸の機能（呼吸気量） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

7 呼吸の機能（ガス交換とガスの運搬） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 



8 呼吸の機能（呼吸運動の調節） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

9 血液の機能（赤血球・白血球・血小板） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

10 血液の機能（血漿蛋白・血液凝固） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

11 血液の機能（血液型） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

12 循環器の機能（心臓の興奮と心電図） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

13 循環器の機能（心臓の収縮） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

14 循環器の機能（微小循環と浮腫） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

15 各器官系の連携 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験として筆記試験を行う。<DP②③>期末試験（６０点以上で単位認定） 

 
①100% 



授業科目名 形態機能学Ⅲ (看護) 

主担当教員 木田 岩男 担当教員 木田 岩男 

科目ナンバリング SB20C003 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

形態機能学Ⅲでは、受精と胎児の発生、内分泌系、神経系、感覚器系、運動器系の構造を学習する。すなわ

ち、これらの系に属する解剖構造を、細胞・組織のレベルから理解し、同時並行的に学習する機能（形態機能

学Ⅳ）と関連させつつ習得する。内分泌系、神経系、感覚器系では、人体内外での情報の受容、伝達、処理、

統合、出力の仕組み、さらには体内環境を一定に保つ調節の仕組みを理解する。骨と筋から構成される運動

器系では、体の動く仕組みを理解する。 

 

学修目標 

（１）受精と胎児の発生の概要を説明できる（DP②③）（２）内分泌系器官の構造を機能面から説明できる（DP②③）

（３）中枢神経系の形態と、各部の役割を説明できる（DP②③）（４）末梢神経系の構成と分布、主要神経の役割を

説明できる（DP②③）（５）感覚器の構造を機能面から説明できる（DP②③）（６）人体を構成する骨の名称と部位を

述べることができる（DP②③）（７）人体を構成する筋の名称と部位、役割を述べることができる（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書の内容を中心に、構造の理解に不可欠な図を多く取り込んだパワーポイント（スライド）を用

いて行う。講義内容はプリントにして、あらかじめ配布するので、これを元に予習ノートを作成する。 

 

教科書 

 「解剖生理学 人体の構造と機能①（第 9版）」 坂井 建雄、岡田 隆夫 （医学書院） 

 

参考書 

特に無し 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：西棟 233 研究室オフィスアワー：月曜 5限・水曜 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 受精と胎児の発生、胎児循環 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

2 全身の内分泌腺と内分泌細胞 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

3 神経系の構造、脊髄の構造と機能 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

4 脳の構造と機能 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 



5 脳の構造、脊髄神経の構造と機能 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

6 脳神経の構造と機能、自律神経の構造 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

7 眼の構造と視覚 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

8 耳の構造、味覚と嗅覚 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

9 皮膚の構造と機能 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

10 骨格の概要と骨の連結 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

11 体幹の骨格、上肢の骨格 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

12 下肢の骨格、頭蓋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

13 骨格筋の構造、体幹の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

14 上肢の筋、下肢の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

15 下肢の筋、頭頸部の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

学期末に筆記試験を行う（DP②③）。筆記試験は 100 点満点で 60％以上の得点でもって合格とする。合 筆 記 試



格点に達しない場合には、筆記試験の再試験を 1 回のみ行う。 

 

験 100% 



授業科目名 形態機能学Ⅳ (看護) 

主担当教員 木田 岩男 担当教員 木田 岩男 

科目ナンバリング SB20C004 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

形態機能学Ⅳでは、腎・泌尿器系、自律神経・内分泌系、運動器系、脳・神経系、感覚器系、免疫系、生殖器

系といった、人体の器官系それぞれの正常な機能（生理機能）について学習する。また、これら器官系の連携

による生体の恒常性維持機構についても理解する。 さらに、人体の形態（解剖）的な特徴と機能との関係

を十分に考察することで、疾病を理解する為に必要な知識を身につける。 

 

学修目標 

１．各器官系統別に、人体の正常な機能を、その形態（構造）と関連付けて理解する。２．各器官系統別に、人体の

各機能の調節機構について理解する。３．各器官系の連携とホメオスタシスについて理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布資料は教科書の補足資料として学修の参考にする。２．講義前には予習として教科書の該当箇所を

一読しておく。３．講義中に指示するので、教科書の重要箇所にアンダーラインを引き、そこは必ず復習す

る。４．疑問点があれば何でも質問し、解決してから次に進むようにする。５．出席は重視する。 

 

教科書 

坂井 建雄、岡田 隆夫 解剖生理学「人体の構造と機能①」 （医学書院） 

 

参考書 

江連 和久、村田 栄子 看護学生のための解剖生理学 （メヂカルフレンド社） 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：西棟 233 研究室オフィスアワー：月曜 5限・水曜 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 体液の調節と尿の生成（腎臓） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

2 体液の調節と尿の生成（クリアランス） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

3 体液の調節と尿の生成（排尿） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

4 体液の調節と尿の生成（体液の調節） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

5 内臓機能の調節（自律神経） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

6 内臓機能の調節（内分泌総論） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

7 内臓機能の調節（内分泌各論） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 



8 身体の支持と運動（筋の収縮） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

9 情報の受容と処理（神経系の基礎） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

10 情報の受容と処理（中枢神経系） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

11 情報の受容と処理（脳の高次機能） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

12 情報の受容と処理（末梢神経系） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

13 情報の受容と処理（感覚器） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

14 生体防御機構（免疫系） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

15 生殖機能・老化 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
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30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験として筆記試験を行う。期末試験（６０点以上で単位認定） 

 
①100% 



授業科目名 生化学 (看護) 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 森 美侑紀 

科目ナンバリング SB20C006 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体の恒常性維持に必要な基本物質の構造と機能、それらの代謝に関する知識を学ぶ。 

 

学修目標 

1) 細胞の基本構造と細胞内小器官の役割について説明できる。<DP②>2) 三大栄養素（タンパク質・糖質・脂質）の

構造と機能、代謝の概略について説明できる。<DP②>3) 酵素の反応機構ならびに調節機構の概略を説明できる。

<DP②>4) 核酸の構造と機能、遺伝情報からのタンパク質合成について説明できる。<DP②>5) 無機質やホルモンの作

用について説明できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書を中心に講義を行いますが、配布資料も参考にして理解を深めてください。 

 

教科書 

『イラスト 生化学入門』相原英孝 他著/東京教学社 

 

参考書 

医学書院 生化学 人体の構造と機能② 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 14 研究室/火曜日・水曜日以外の 17:00～19:00 その他、質問等あればいつでもお越しください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 人体の仕組み 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

2 タンパク質の構造と働き① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。 予習復習

を各 2時間行うこと。 

 

3 タンパク質の構造と働き② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

4 糖質の構造と働き① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

5 糖質の構造と働き② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 



6 脂質の構造と働き① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

7 脂質の構造と働き② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

8 核酸の構造と働き 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

9 酵素の性質と働き 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

10 ビタミンの種類と働き 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

11 水・無機質の働き 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

12 栄養素の消化と吸収 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。 予習復習

を各 2時間行うこと。 

 

13 生体の恒常性を保つシステム 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

14 エネルギーの消費と供給 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

15 生体の防御システム（免疫） 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験<DP②>小テスト・レポート課題・問題に関しては必要に応じて解説する。 

 
①100% 



授業科目名 発達心理学 (看護) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男／岩崎 久志 

科目ナンバリング SB20C007 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
木曜 4 限、金曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本講義では、人間の発達を生涯的展望からとらえ、人間が誕生し、成長発達、成熟、やがて死に至るといった

ライフサイクルにおける精神の発達過程を学修する。ここでは、各発達段階（新生児期・乳児期・幼児期・学

童期・思春期・青年期・壮年期・熟年期・前期高齢期・後期高齢期）の精神発達の特徴と人間関係の諸相につ

いて、いくつかの発達理論をもとに学修する。 

 

学修目標 

1. 人間のライフサイクルの全体像を理解する。〈DP②③〉 2. ライフサイクルの各段階の特徴を理解する。〈DP②③〉

3. 新生児期から後期高齢期までの各過程の発達課題とその要因について理解する。〈DP②③〉4. ライフサイクルと

健康との関連を理解する。〈DP②③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 「心理学」、および、「看護学」各領域の概論の講義と関連づけて考えること。 

 

教科書 

特に指定しない 

 

参考書 

・看護のための人間発達学-第 4 版-,舟島なおみ,2011・生涯人間発達論,服部祥子, 医学書院, 2010・その

他、授業の中で適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

井手口： Ｅ棟４Ｆ研究室１．随時対応します． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス、生涯発達とは 
シラバスの確認（2時間．以下，文末の括弧

内の数は，予習復習の時間を示す） 
井手口 

2 発達理論-その 1-（エリクソン） 第 1回配布資料の復習(4) 井手口 

3 発達理論-その 2-（ピアジェ） 第 2回配布資料の復習(4) 井手口 

4 新生児期の発達的特徴 第 3回配布資料の復習(4) 井手口 

5 乳児期の発達の特徴 第 4回配布資料の復習(4) 井手口 

6 幼児前期の発達の特徴 第 5回配布資料の復習(4) 井手口 

7 幼児後期の発達の特徴 第 6回配布資料の復習(4) 井手口 



8 児童期の発達の特徴 
第 7 回配布資料の復習，および，全体の振

り返り(6) 
井手口 

9 青年期の心理① 

予習:自身が看護師を志望するきっかけと

なったことについて、振り返ってお

く。(2)復習:講義やグループ討議を

踏まえて考察を追記し、次回提出す

る。(2) 

岩崎 

10 青年期の心理② 

予習:青年期の発達課題について、エリクソ

ンのアイデンティティ概念につい

て調べる。(2)復習:講義やグループ

討議を踏まえて考察を追記し、次回

提出する。(2) 

岩崎 

11 青年期の心理③ 

予習:自らのアイデンティティとそれに基

づく今後の人生設計について考え

ておく。(2)復習:講義やグループ討

議を踏まえて考察を追記し、次回提

出する。(2) 

岩崎 

12 中年期の心理①(壮年期) 

予習:中年期の発達課題について調べてお

く。(2)復習:講義やグループ討議を

踏まえて考察を追記し、次回提出す

る。(2) 

岩崎 

13 中年期の心理②(熟年期) 

予習:自身の家族や身近な中年期にある人

物を観察し、気づいたことを整理し

ておく。(2)復習:講義やグループ討

議を踏まえて考察を追記し、次回提

出する。(2) 

岩崎 

14 老年期の心理①(前期高齢期) 

予習:老年期の発達課題について調べてお

く。(2)復習:講義やグループ討議を

踏まえて考察を追記し、次回提出す

る。(2) 

岩崎 

15 老年期の心理②(後期高齢期) 

予習:老年期に特徴的な疾病や障害を抽出

し、支援の立場から高齢者のニーズ

を調べる。(2)復習:講義全般の内容

を整理し、レポート課題に取り組む

準備を行う。(2) 

岩崎 
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成績評価方法と基準 割合 



1. 筆記試験 （井手口範男）〈DP②③〉2. レポート試験 （岩崎久志）〈DP②③〉 

 

1. 50%2. 

50% 



授業科目名 微生物学 (看護) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング SB20C008 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床の現場では感染についての知識は必須である。また一方で、近年新たな感染が世間の耳目を集める事例

も多くなってきている。よって、医療従事者はますます感染、ひいては微生物に対する知識や理解が求めら

れている。そこで馴染みのある微生物から新興感染症を引き起こす微生物までを網羅的に講義していく。 

 

学修目標 

各種微生物について、その分類と感染経路、感染の機序とその症状、予防や治療などが理解できる。さらに生体防御

のシステム、特に免疫系の働きについても併せて講義するので、生体がどのように微生物と戦っているのかについて

も理解を深めることができる。 ＜DP①・②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

情報量が多くなるため、必ず予習と復習をしておいて欲しい。 

 

教科書 

系統看護学講座 微生物学  医学書院 

 

参考書 

標準微生物学  医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室２０ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 微生物学について 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

2 細菌の性質と分類 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

3 真菌の性質と分類 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

4 原虫の特徴 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

5 ウイルスの性質と分類 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

6 感染経路と発症 1 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

7 感染経路と発症 2 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

8 感染症の治療と対策 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

9 グラム陽性菌について 1 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 



10 グラム陽性菌について 2 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

11 グラム陰性菌について 1 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

12 グラム陰性菌について 2 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

13 ＤＮＡウイルスについて 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

14 ＲＮＡウイルスについて 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
 

15 真菌、原虫について 
テキストやノートなどで予習や復習を行う

こと。（1時間） 
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成績評価方法と基準 割合 

１ 期末試験 ＜DP①・②＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 病理学 (看護) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング SB20C009 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学生が将来臨床の現場に立つ時に目の当たりにする疾患を中心に、その病因や成り立ち、病態を理解できる

よう、さまざまな疾患についての詳細な説明と演習を行う。 

 

学修目標 

学生が将来臨床の現場に立つ時に目の当たりにする疾患について、その病因や成り立ち、病態を理解することができ

る。 ＜DP①・②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

病理学の専門用語やいろいろな病態に対する概念は、他の医学分野でも共通に用いるものである。それらを

しっかりと理解し、自らも用いることができ、かつ的確に表現できなければならない。そのためにはそれら

を確実に理解し、記憶に留めておかなければならない。 

 

教科書 

疾病のなりたちと回復の促進１ 病理学  医学書院 

 

参考書 

「新病理学（Ｑシリーズ）」 日本医事新報社 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室２０ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 病理学の概要 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 病因論 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 先天異常 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 



4 遺伝子異常 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

5 代謝障害１ 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 代謝障害２ 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 循環障害 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 炎症 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 アレルギー 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 感染症 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 腫瘍１ 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 腫瘍２ 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 老化 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 総論のまとめ１ 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

 



い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

15 総論のまとめ２ 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１ 期末試験  ＜DP①・②＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 臨床心理学 (看護) 

主担当教員 海蔵寺 陽子 担当教員 海蔵寺 陽子 

科目ナンバリング SB20C016 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

臨床心理学は、人間の不適応行動の研究や治療を目的とする心理学です。授業では、人の心の構造のほか、

具体的な心理検査や心理療法について学習します。 

 

学修目標 

１．心の病気とその症状を理解する２．各種の心理検査について理解し、その特徴を説明できる３．各種の心理療法

について理解し、その特徴を説明できる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義形式を中心に授業を進める。適宜、レポート提出を求めたり、小テストを課すことがある。 

 

教科書 

臨床心理学序説  高橋雅春・高橋依子 著  ナカニシヤ出版 

 

参考書 

はじめての臨床心理学  森谷寛之・竹松志乃 編著  北樹出版 

 

研究室／オフィスアワー 

なし 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 臨床心理学とは 

予習：教科書第 1章を読む（2時間）復習：

本時を振り返り、ポイントをまとめ

る（2時間） 

 

2 心理療法とは 

予習：心理療法について教科書を読む（2時

間）復習：本時を振り返り、ポイン

トをまとめる（2時間） 

 

3 精神力動的心理療法１ 

予習：無意識について教科書を読む（2時間）

復習：本時を振り返り、ポイントを

まとめる（2時間） 

 

4 精神力動的心理療法２ 

予習：精神分析について教科書を読む（2時

間）復習：本時を振り返り、ポイン

トをまとめる（2時間） 

 

5 精神力動的心理療法３ 

予習：分析心理学について教科書を読む（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

6 行動療法１ 

予習：行動療法について教科書を読む（2時

間）復習：本時を振り返り、ポイン

トをまとめる（2時間） 

 

7 行動療法２ 

予習：学習理論について教科書を読む復習：

本時を振り返り、ポイントをまとめ

る（2時間） 

 



8 クライエント中心療法 

予習：傾聴技法について教科書を読む（2時

間）復習：本時を振り返り、ポイン

トをまとめる（2時間） 

 

9 その他の心理療法 

予習：森田療法、家族療法について教科書を

読む（2 時間）復習：本時を振り返

り、ポイントをまとめる（2時間） 

 

10 心理テストとは 

予習：心理テストについて教科書を読む（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

11 性格テスト１ 

予習：客観テストについて教科書を読む（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

12 性格テスト２ 

予習：投影テストについて教科書を読む（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

13 知能テスト１ 

予習：知能テストについて教科書を読む（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

14 知能テスト２ 

予習：特殊能力のテストについて教科書を

読む（2 時間）復習：本時を振り返

り、ポイントをまとめる（2時間） 

 

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験②平常点（レポート、小テストなど） 

 

①80%

②20% 



授業科目名 医療概論 (看護) 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美／吉岡  敏治 

科目ナンバリング SB20C017 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 3 限、火曜

4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本教科目は，これから看護学の各教科を学ぶに先立って，現代医療のしくみについて全体像を把握すること

を目的とする. 今日，少子高齢化が進展し，医療施設においては IT 化，入院期間の短縮化，疾病に対する高

度な治療技術が進行している.またこれまで病院中心であった医療が地域社会へと転換している時代を迎え

ている.ここでは，現代医療をめぐる社会環境の動向を把握し，患者やクライエント（あるいは一般市民）を

中心とした医療が成果をあげるために，まずは今日の進展する医療の実態を把握するとともに、専門職のチ

ームワークが重要であることを広い視点から学修する.医療の本質，現代医療の課題，EBN（Evidence Based 

Nursing）と EＢM（Evidence Based Medicine），医療の対象としての個人や集団，インフォームドコンセン

ト，医療の最前線とあらたな課題、脳死，臓器移植，医療経済，専門職の役割、医療安全等について学修す

る. 

 

学修目標 

１．社会環境や疾病構造の変化について説明できる.DP①２．患者をはじめとしたクライエントに提供されている医

療の実態を把握し，現状を説明することができる.DP①３．医療の対象としての人間（個人・家族・集団，生と死）

について説明することができる.DP①②４．医療の成果を挙げるための仕組みやチーム医療について説明することが

できる.DP②５．チーム医療における各専門職の役割について説明することができる.DP②６．脳死判定や臓器移植と

コーディネイターの役割について説明することができる.DP①７．入院期間の短縮化と連携医療の必要性について説

明することができる.DP①８．患者の権利宣言や医療倫理に関する事項を説明することができる.DP①②９．日本看護

協会の看護倫理規定を説明することができる.DP①② 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

（村上）１．「医療概論」は医療する側の原点であることを認識する.２．この科目と「看護学概論」が繋がっ

ていることを認識する．３．上手な受診と医療者のモラルを考える.４．グループ討議には積極的に参加する.

５．日々の生活の中から現代医療に関する情報を収集し考える習慣をつける.（吉岡）講義は教科書と医療の

現場を反映した詳細な補助プリントを併用して行います。初回講義を除き、次回の講義範囲について指示す

る教科書の範囲に目を通してきてください。講義終了後に、毎回、復習テストを行います。この解答の提出

をもって出席とします。配布プリントは復習の教材として、保存して下さい。復習テストの結果は成績評価

に加味しますが、期末テストも行います。講義内容の確認や、疑問点の質問は他の学生の理解にもつながり

ますので、大歓迎です。 

 

教科書 

【系統看護学講座 専門基礎分野】健康支援と社会保障制度[1] 医療概論 医学書院 

 

参考書 

１．厚生の指標 増刊  国民衛生の動向 2020/2021  厚生労働統計協会.２．日本看護協会編 看護に活か

す基準・指針・ガイドライン集 2018 日本看護協会出版会.その他，講義時に紹介する. 



 

研究室／オフィスアワー 

（村上）最初の授業時に発表する。（吉岡）C棟、研究室４ / 原則として月曜２時間目・3時間目ですが、

部屋にいればいつでも訪問可です（火木金の午後はおうよそ、部屋にいます）。時間内に聞けなかった質問等

いつでも対応します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
医療の対象としての人間（個人・家族・集団）

の理解 

予習：人間とは？ 家族とは？ 地域社会

とは？ について自己の考えをま

とめておく。復習：ディスカッショ

ンや講義内容を振り返りノートを

整理する。1時間。 

村上 

2 人間のライフサイクルと生と死の理解。 

予習：人間の一生について考え、特徴をまと

める。復習：ディスカッション内容

や講義内容を教科書や参考書で確

認する。1時間。 

村上 

3 医療の対象としての患者の理解。 

予習：患者とは？このテーマについて考え

まとめる。復習：ディスカッション

内容や講義内容についてテキスト

や参考書で確認し、ノートを整理す

る。1時間。 

村上 

4 
患者の心理（当事者からの講義：膠原病友の

会関西ブロック） 

予習：家族や友人から病気（入院）体験を聞

き、重要なポイントをまとめてお

く。復習：講義内容をレポートにす

る。1時間。 

村上 

5 

オリエンテーション医療コミュニケーショ

ン：医療、看護の原点森ノ宮医療学園クレ

ド、パターナリズムとインフォームド・コン

セント 

予習：教科書 P2～9、P40～53 を読んでくる

こと復習：配布プリントを復習の教

材として、再度目を通し、保存する。

（１時間）。 

吉岡 

6 

わが国の医療の仕組み（１）医療を取り巻く

環境と患者意識の変化医療メディエーショ

ンと医療 ADR、クリニカルパスと医療情報の

開示、地域医療連携 

予習：教科書 P55～72 を読んでくること復

習：配布プリントを復習の教材とし

て、再度目を通し、保存する。（１時

間）。 

吉岡 

7 

わが国の医療の仕組み（２）医療環境の国際

比較、新専門医制度、指導医、専門医、認定

医、各種医療スタッフの認定制度医療に関

連する法令、届出が必用な病態 

予習：左記 key word をインターネット検索

してくること復習：配布プリントを

復習の教材として、再度目を通し、

保存する。（１時間）。 

吉岡 

8 

わが国の医療のしくみ（３）病院の種類と診

療報酬上の評価、救急医療体制、救急搬送シ

ステム、災害拠点病院と DMAT 

予習：教科書 P55～132 を読んでくること復

習：配布プリントを復習の教材とし

て、再度目を通し、保存する。（１時

間）。 

吉岡 

9 

生命倫理について人の誕生と死に関する諸

課題、不妊医療、出生前診断、安楽死と尊厳

死、リビングウィル、ターミナルケアと緩和

医療 

予習：教科書 P98～141 を読んでくること復

習：配布プリントを復習の教材とし

て、再度目を通し、保存する。（１時

間）。 

吉岡 

10 

医療の最前線とあらたな課題実験的最新医

療の臨床応用と災害医療における生命倫理

（遺伝子治療、再生医療、組織・臓器移植、

集団災害時のトリアージの是非） 

予習：第 4・5章（P98～141）の関連項目を

再度復復習してくること復習：配布

プリントを復習の教材として、再度

目を通し、保存する。（１時間）。 

吉岡 

11 
臓器移植と脳死判定わが国の移植医療の現

況、臨床的脳死と法的脳死、臓器提供の実際 

予習：教科書 P98～107 を読んでくること復

習：配布プリントを復習の教材とし

て、再度目を通し、保存する。（１時

間）。 

吉岡 

12 

疾病の一次予防と健康増進（健康日本 21）

生活習慣病、予防医学、健康日本 21 の目標

値 

予習：教科書 P73～85 を読んでくること復

習：配布プリントを復習の教材とし

て、再度目を通し、保存する。（１時

間）。 

吉岡 



13 
医療安全（１）なぜ、エラーが起こる、ハイ

ンリッヒの法則、スノーボールモデル 

予習：教科書 P148～166 を読んでくること

復習：配布プリントを復習の教材と

して、再度目を通し、保存する。（１

時間）。 

吉岡 

14 

医療安全（２）医療メディエーション、医療

事故と医療過誤、合併症、インシデントレポ

ートと事故合併症報告書 

予習：教科書 P148～166 を再度読んでくる

こと復習：配布プリントを復習の教

材として、再度目を通し、保存する。

（１時間）。 

吉岡 

15 

プライマリケアの新たな展開とケアの視点

医療における家族・地域コミュニティー、チ

ーム医療チームケア 

予習：教科書 P174～193 を読んでくること

復習：配布プリントを復習の教材と

して、再度目を通し、保存する。（１

時間）。 

吉岡 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

（吉岡担当分）①講義期間中に実施する復習テスト：20 点 ＜DP①②＞    期末テスト：50 点

<DP①②> ②村上：レポート 30 点<DP①②>レポートはルーブリックによって自己評価し提出後担当教員

が評価する。 

 

①70%

②30% 



授業科目名 公衆衛生学 (看護) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰 

科目ナンバリング SB20C018 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 公衆衛生学は、人々の健康の維持、増進を実践する方法や技術を学ぶ学問である。すなわち、何が健康に

影響を与えているのか、何をすれば健康が守れるのか、どのような仕組みを作れば健康の維持、増進にプラ

スになるのかなどを科学的に解析し、それらを実践する学問である。 本講義では、公衆衛生学の総論、健

康、感染症対策、国際保健、疫学、保健統計について学習する。 

 

学修目標 

１，国民の基本的人権としての健康を保障するための科学、技術、倫理を医学の観点から理解することができる。

（DP①②）２，国民の健康を守るべき看護学生として、国民の健康状態と保健、衛生、福祉の体制を正しく理解し、

国民の健康を守るための保健医療サービスと公衆衛生事業のしくみと方法について理解することができる。<DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義内容の他に社会の福祉・保健・統計については新聞に記載されることがあり、日頃から注意してみるこ

とで学ぶことができます。新聞等を読んでください。 

 

教科書 

公衆衛生がみえる 2020-2021 医療情報科学研究所編 メディックメディア ISBN 978-4-89632-779-3 

 

参考書 

国民衛生の動向（厚生統計協会） 

 

研究室／オフィスアワー 

関口：桜棟 12 研究室 七山：桜棟合同研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
講義オリエンテーション公衆衛生と健康の

概念 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業を基に配布資料、教科書の

確認（2時間） 

関口 

2 健康増進 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

3 健康増進 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

4 保健統計 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

5 疫学 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

6 環境保健 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

7 感染症（主要感染症の動向） 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 



8 感染症（予防接種） 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

9 感染症（院内感染対策） 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

10 食中毒 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

11 食品保健 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

12 国際保健（国際協力の仕組み） 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

13 国際保健（発展途上国の保健問題） 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

14 国際保健（小児と母性の健康） 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

15 公衆衛生学総括 
予習：教科書の確認（2時間）復習：配布資

料、教科書の確認（2時間） 
関口 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験<DP①②> 
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授業科目名 看護学概論 (看護) 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美 

科目ナンバリング FN20C101 科目区分 専門分野Ⅰ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

看護とは？ この講義は、この問いに答えるものである。この場合の看護は、専門職としての看護を指す。

したがって本講義では、実践の学問としての看護学の全体像を述べる。すなわち、看護は誰に対して、何を

目指し、どこで、どのようなことを、なぜするのか、こういった問いへの解答である。看護は発展しているの

で、これまでにどのような歴史的過程を経てきているかも話題にする。ここでは今日の看護学を形作ってい

る基盤となる知識を、人間、環境、健康、看護のまとめ方で述べる。なお「人間」については「医療概論」4

コマの中で行う。 

 

学修目標 

１．看護の変遷と定義を述べることができる。DP①２．看護は人間をどのように理解するか、述べることができる。

DP①３．人間と環境とのかかわりについて述べることができる。DP①４．健康とは何か、生活と健康との関連を述べ

ることができる。DP①５．看護における倫理の重要性について、基本となるキーワードを説明することができる。DP①

６．看護の展開について、援助的関係形成について述べることができる。DP①７．看護実践の特性について述べるこ

とができる。DP① 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

主体性を持って取り組むこと。予習・復習・課題は一定の時間をかけて果たし、ノート・PC 等にまとめてお

くこと。配布された資料はよく読み、整理しておくこと。身近な経験を通して看護を考えること。疑問点は

大切にし、解決のためによく調べたり質問すること。クラスメートとよく話し、よく聞き、コミュニケーシ

ョン力を高めること。前期に開講される「医療概論」と関連させて理解すること。 

 

教科書 

茂野香おる他著＜系統看護学講座 専門分野１＞[基礎看護学１] 看護学概論  医学書院 

 

参考書 

１．厚生の指標 増刊  国民衛生の動向 2021/2022  厚生労働統計協会２．フランク・ゴーグル著 小口

忠彦訳「マズローの心理学」産能大学出版部３．エリクソン,E.H.,著 村瀬孝雄他訳「ライフサイクル，その

完結」みすず書房４．日本看護協会編「看護に活かす基準・指針・ガイドライン集 2018」日本看護協会出版

会５．世界保健機関 「 ICF 国際生活機能分類ー国際障害分類決定版」中央法規６．川嶋みどり「看護の力」

岩波新書 

 

研究室／オフィスアワー 

ガイダンス時に知らせる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 教科目ガイダンス現代における看護活動 

予習：看護職（保健師・助産師・看護師）の

活動内容について調べまとめる。→

授業の際に発表・質問できるように

準備しておく。復習：学修した内容

をテキストで確認する。3時間。 

村上 

2 人間と環境 

予習：「環境」とは何か？ 「内部環境」と

は何か？ 個人にとって環境は何

を指すか？   「環境」はどのよ

うにとらえられているか調べてま

とめておく。復習：学修したことを

テキスト（基礎看護技術Ⅱ）の該当

箇所で確認する。4時間。 

村上 

3 人間と健康① 

予習：あなたや家族は健康ですか？その根

拠についてまとめる。復習：健康の

概念について学修したことをテキ

ストで確認する。3時間。 

村上 

4 
人間と健康②（障がい・ヘルスプロモーショ

ン・健康概念の変遷） 

予習：健康からの逸脱や障がいについて考

えをまとめる。復習：学修した内容

をテキスト等で確認する。 

村上 

5 看護の本質と実践① 

予習：テキスト P.2～27 を読み重要点をま

とめる。復習：自己の現時点での「看

護観」を記述しておく。4時間。 

村上 

6 看護の本質と実践② 

予習：テキスト P.27～48 を読み重要点をま

とめる。復習：学修内容をテキスト

で確認する。4時間。 

村上 

7 看護の本質と実践③ 

予習：看護職（保健師・助産師・看護師）が

どのような活動をしているか？ 

新聞・雑誌・身近な人の経験等を記

述しておく。復習：他者の見聞や講

義等から確認する。4時間。 

村上 

8 看護における倫理 

予習：テキストの「倫理」を読み、重要性を

考える。復習：学修内容をテキスト

で確認する。4時間。 

村上 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．定期試験＜DP①＞ ※記述試験（出題範囲）：授業で扱った内容 
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授業科目名 看護理論 (看護) 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美 

科目ナンバリング FN20C102 科目区分 専門分野Ⅰ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

看護理論は、看護の本質を筋道立てて、体系的に説明する知識の組み合わせである。看護理論は F.Nightingale 

に端を発し、その後アメリカで創生、普及しており、数多くのものが紹介されている。この授業では、看護専

門職にとって認知度が高いだけでなく、広く活用されている F.Nightingale と V.Henderson 等 を取り上げ

る。F.Nightingale や V.Henderson 等の理論の根底にある考え方(哲学）、それぞれの理論はどのような内容

で構成されているのか、F.Nightingale や V.Henderson の生涯（活動）や時代背景を知ることによって深く

理解する。また F.Nightingale や V.Henderson は看護実践にどのように生かされているか理解を深める。

F.Nightingale と V.Henderson は全体講義とするが、他の理論家の看護モデルはグループワークと個人ワー

クで学修を深める。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．F.Nightingale は看護をどのようにとらえているか、説明することができる。DP①２．V.Henderson は看護をど

のようにとらえているか、説明することができる。DP①３．「看護理論」で採用しているテキストに紹介されている

理論家の中から選んだ理論の特徴を述べることができる。DP①４．看護における理論の発達や必要性について考える

ことができる。DP①５．グループワークの経験から他者の発言を聞く、理解する能力、自己の考えを伝える能力を養

うことができる。DP① 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

F.Nightingale と V.Henderson の著作をよく読む。「理論」とは何か？ 敬遠しないでよく考える。看護学

あるいは看護実践と理論の関係を機会あるごとに考える。GW では個人学修した内容や課題等を意見交換し、

個人学修の参考にする。 

 

教科書 

１．F.Nightingale  湯槇ます他訳「看護覚え書」現代社２．V.Henderson  湯槇ます他訳「看護の基本とな

るもの」日本看護協会出版会３．薄井坦子著「生きているとは 看護の本質とこれからの看護」森ノ宮医療

学園出版部４．筒井真優美編「看護理論」南江堂 

 

参考書 

１．アン・マリナー・トメイ他 都留伸子監訳「看護理論家とその業績」医学書院２．V.Henderson 湯槇ま

す・小玉香津子訳「看護論」日本看護協会出版会３．コニー・Ｍ・デニス著 小野寺杜紀監訳「オレム看護論

入門」医学書院４．松木光子編集「ロイ看護モデルを使った看護の実践」NOUVELLE HIROKAWA５．ジーン ワ

トソン著 稲岡文昭 稲岡光子訳「ワトソン看護論」医学書院６．湯槇ます他編訳「新訳・ナイチンゲール書

簡集」現代社７．湯槇ます監修「ナイチンゲール著作集（全三巻）」現代社 

 

研究室／オフィスアワー 

科目ガイダンス時に知らせる。 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
教科目ガイダンス Introduction 「理論」と

は 

予習：「理論」について、いくつかの辞書を

調べ、自分なりにまとめる。復習：

学生の発表、質疑応答、講義から学

んだことをまとめる。2時間 

村上 

2 F.Nightingale 看護論① 

予習：「看護覚え書」P.1～20 を読み、大切

な点をノートにまとめる。復習：講

義内容で話題になった時代背景を

フィードバックしておく。2時間。 

村上 

3 F.Nightingale 看護論② 

予習：テキスト「看護理論」P.19～29 を読

み各自のやり方でまとめる。復習：

学修内容をテキストで確認する。2

時間。 

村上 

4 F.Nightingale 看護論③ 

予習：F.Nightingale の生きた時代につい

て考えてくる。復習：講義内容をテ

キストで確認する。2時間。 

村上 

5 F.Nightingale  看護論④ 

予習：「看護覚え書」P.227～250 を読んでお

く。復習：講義内容をテキストで確

認する。2時間。 

村上 

6 V.Henderson 看護論① 

予習：テキスト「看護理論」P.30～39 を読

んでおく。復習：学修内容を「看護

の基本となるもの」で確認する。2時

間。 

村上 

7 V.Henderson の看護論② 

予習：V.Henderson が生きた時代のアメリ

カについて考えておく。復習：学修

内容を教科書等で確認する。2時間。 

村上 

8 Henderson 看護論③ 

予習：テキスト「看護の基本となるもの」P.5

～29 から重要点をまとめておく。復

習：講義内容をテキストで確認して

おく。2時間。 

村上 

9 Henderson  看護論④ 

予習：テキスト「看護の基本となるもの」

P.33 以降を可能な範囲で読んでお

く。復習：学修内容をテキストで確

認する。2時間。 

村上 

10 
各自が選択した理論に関する個人ワーク・

グループワーク① 

予習：テキストの該当箇所を読み込む。復

習：個人ワークにおける次回の課題

を確認し探索する。２時間。 

村上 

11 
各自が選択した理論に関する個人ワーク・

グループワーク② 

予習と復習：個人ワークに向けて当該理論

家の内容や業績について書籍や文

献を当たり共有する。２時間。 

村上 

12 
各自が選択した理論に関する個人ワーク・

グループワーク③ 
同上。２時間。 村上 

13 
各自が選択した理論に関する個人ワーク・

グループワーク④ 
同上。２時間。 村上 

14 
各自が選択した理論に関する個人ワーク・

グループワーク⑤ 
同上。２時間。 村上 

15 
各自が選択した理論に関する個人ワーク・

グループワーク⑥ 

個人学修の成果を所定の様式にまとめる。

グループワークの成果と課題につ

いて意見をまとめる。２時間 

村上 

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．定期試験＜DP①＞   ※出題範囲：授業で扱った内容２．レポート「各自が選択した看護理論家の

理論の内容をまとめる」＜DP①＞   ※評価基準：ルーブリック提示 

 

1.50%2.

50% 



授業科目名 生活援助論Ⅰ (看護) 

主担当教員 下岡 ちえ 担当教員 

下岡 ちえ／村上 生美／住田 

陽子／小西 由起子／日髙 朋美

／森本 朱実／水本 英佑 

科目ナンバリング FN20C103 科目区分 専門分野Ⅰ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 1 限、火曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 人間の基本的欲求を看護の視点で捉え、それに基づいた生活行動を整える看護活動を「看護技術」という

側面から理解し、修得する。看護技術とは何か、その問いに対し、理論と身近な生活体験をすり合わせるプ

ロセスを通して本質を理解する。本科目では、人間の生活基盤であるコミュニケーション・環境、人間の基

本的欲求である食事・排泄について日常生活上での意味を考え、健康が障害された場合の患者のニーズを理

解し、援助するための技術を学修する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．生活体験を言語化し、その意味を述べることができる。〈DP①③〉2．健康が障害された場合の患者のニーズを述

べることができる。〈DP①③〉3．コミュニケーションの本質を理解し、実践できる。〈DP①②〉4．環境調整技術の意

義を理解し、方法を実践できる。〈DP①④〉5．活動・休息援助技術の意義を理解し、方法を実践できる。〈DP①④〉

6．食事援助技術の意義と根拠を理解し、方法を実践できる。〈DP①④〉7．排泄援助技術の意義と根拠を理解し、方

法を実践できる。〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．出席が前提である（特に演習）。2．演習時は臨地実習と同様にユニフォームを着用し、身だしなみを整え

る。3．提出物の提出期限は厳守する。4．演習物品等の準備、後片付け、基礎看護学実習室の美化は、学生が

自律して行う。5 講義・演習前後の自学自習を必須とする。 

 

教科書 

1．〈系統看護学講座 専門分野Ⅰ〉［基礎看護学②］基礎看護技術Ⅰ、医学書院 2．〈系統看護学講座 専門分

野Ⅰ〉［基礎看護学③］基礎看護技術Ⅱ、医学書院 3. 根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術  医学

書院 

 

参考書 

1．ヴァージニア・ヘンダーソン（著），湯槙ます，小玉香津子（訳）：看護の基本となるもの，日本看護協会

出版会 2．フロレンス・ナイチンゲール（著），湯槙ます，薄井坦子，小玉香津子他（訳）：看護覚え書，現代

社 3．深井喜代子（監修）：ケア技術のエビデンス，へるす出版 

 

研究室／オフィスアワー 

住田研究室（W338）／随時 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 教科目ガイダンス自己の生活の振り返り 

予習：シラバスの確認復習：授業の日時と内

容を確認・整理しておく。（合計 1時

間） 

住田陽

子 

2 看護の視点からみる「生活」 

予習：自身の生活体験を想起しておく復習：

授業内容を自身の生活に重ね合わ

せて確認しておく。（合計 1 時間） 

住田陽

子 

3 看護技術の定義、看護技術を構成する概念 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅰ」にて「序章 

看護技術を学ぶにあたって」を熟読

しておく。復習：看護技術とは何か、

について、自身の意見をまとめてお

く。（合計 1時間） 

住田陽

子 

4 
環境調整技術：人間にとっての環境とは、療

養生活の環境、アセスメント 

予習：「人間にとっての環境とは何か」につ

いて、自身の意見をまとめておく。

復習：予習段階での意見について、

添削・追加をしておく。（合計 1 時

間） 

住田陽

子 

5 環境調整技術：ベッドメーキング 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅱ」の「環境調

整技術」の章を熟読しておく。復習：

予習と授業で理解が困難な内容に

ついて、実習室で実践して確認す

る。（合計 1時間） 

住田陽

子 

6 
活動・休息援助技術：人間の生活における活

動、ボディメカニクスと体位、体位変換 

予習：教科書「第 4 章 活動・休息援助技

術 A 基本的活動の援助①②」を熟

読しておく。   「人間にとって

の活動・休息とは何か」について、

自身の意見をまとめておく。復習：

日常生活の中での姿勢、体位、ボデ

ィメカニクスについて考察しまと

めておく。動画を視聴する。（合計 1

時間） 

住田陽

子 

7 活動・休息援助技術：休息・睡眠の援助 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅱ」の「第 4章 

活動・休息援助技術」の「B睡眠・休

息の技術」の項を熟読しておく。復

習：日常生活のなかで睡眠による影

響を考察する。（合計 1時間） 

住田陽

子 

8 
【演習】基礎看護学実習室オリエンテーシ

ョン 

予習：演習での身だしなみを確認し、整えて

おく。復習：実習室オリエンテーシ

ョンの内容について整理しておく。

（合計 1時間） 

全員 

9 
【演習】療養環境の調整／ベッドメーキン

グ 

予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

10 
【演習】療養環境の調整／ベッドメーキン

グ 

予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

11 活動・休息援助技術：移乗・移送の技術 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅱ」の「第 4章 

活動・休息援助技術 A③移動」の項

を熟読しておく。復習：学修内容か

ら、日常生活において移動の援助が

必要な場面やその方法について考

察し、まとめておく。動画を視聴す

る。（合計 1時間） 

住田陽

子 

12 活動・休息援助技術：福祉用具の取り扱い 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅱ」の「第 4章 

活動・休息援助技術 A③移動」の項

を熟読しておく。復習：学修内容か

ら、日常生活において移動の援助が

必要な場面やその方法について考

察し、まとめておく。動画を視聴す

る。（合計 1時間） 

住田陽

子 

13 【演習】臥床患者のシーツ交換／移乗・移送 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

14 【演習】臥床患者のシーツ交換／移乗・移送 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 



15 【演習】臥床患者のシーツ交換／移乗・移送 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

16 【演習】臥床患者のシーツ交換／移乗・移送 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

17 コミュニケーション 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅰ」の「第 1章 

コミュニケーション」を熟読する。

復習：日常の中のコミュニケーショ

ンを整理しておく。（合計 1 時間） 

住田陽

子 

18 【演習】傾聴の技術 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅰ」の「第 1章 

コミュニケーション」の「D．効果的

なコミュニケーションの実際」を熟

読する。復習：自身の傾聴の技術に

ついて振り返り、内省する。（合計 1

時間） 

住田陽

子 

19 食事援助技術 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅱ」の「第 2章 

食事援助技術」を熟読する。復習：

授業内容の整理（合計 1時間） 

日髙朋

美 

20 食事援助技術 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅱ」の「第 2章 

食事援助技術」を熟読する。復習：

授業内容の整理（合計 1時間） 

日髙朋

美 

21 食事援助技術 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅱ」の「第 2章 

食事援助技術」を熟読する。復習：

授業内容の整理（合計 1時間） 

日髙朋

美 

22 食事援助技術 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅱ」の「第 2章 

食事援助技術」を熟読する。復習：

授業内容の整理（合計 1時間） 

日髙朋

美 

23 【演習】食事援助技術 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

24 【演習】食事援助技術 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

25 排泄援助技術 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅱ」の「第 3章 

排泄援助技術」を熟読する。復習：

授業内容の整理（合計 1時間） 

森本朱

実 

26 排泄援助技術 

予習：教科書「基礎看護技術Ⅱ」の「第 3章 

排泄援助技術」を熟読する。復習：

授業内容の整理（合計 1時間） 

森本朱

実 

27 【演習】排泄援助技術 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

28 【演習】排泄援助技術 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

29 
排泄援助技術：演習記録に基づいたディス

カッション 

予習：記録の書き方、ディスカッションの進

め方について理解しておく。復習：

ディスカッションをもとに、自身の

演習記録に追加・修正しておく。 

（合計 1時間） 

森本朱

実 

30 まとめ 

予習：本科目で学んだことを想起しておく。

復習：総論と援助技術を統合して復

習する。  （合計 1時間） 

住田陽

子 

成績評価方法と基準 割合 

1．筆記試験：6割以上〈DP①④〉2．技術自己練習レポート〈DP①④〉3．演習前後のレポートの提出状況、

取り組み内容〈DP①④〉定期試験を受験するには、4/5 以上の出席が必要である。 

 

1．50％

2．30％

3．20％ 



授業科目名 生活援助論Ⅱ (看護) 

主担当教員 下岡 ちえ 担当教員 

下岡 ちえ／村上 生美／住田 

陽子／小西 由起子／日髙 朋美

／森本 朱実／水本 英佑 

科目ナンバリング FN20C104 科目区分 専門分野Ⅰ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 1 限、月曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 日常生活援助技術の原則とその根拠の理解を基盤とする。また基礎看護学実習Ⅰの学びを活用し、殊に健

康に障害を持つ人々に対する日常生活援助技術を探求・修得することをねらいとする。各種清潔の維持のた

めの看護ケアを中心に学習する。その演習においては、事前学習を基本とし、学生自身が創意工夫を重ねな

がら看護技術を実施する。また看護者として看護技術の一連のプロセスを体験し、ケアを受ける患者の体験

を通し、また第三者として行なわれたケアを観察･評価し、看護者･患者･観察者の３つの視点からの気づきを

考察し記録を行なうことで学習を深める。看護技術のあり方についてはテキストのみにとらわれない方法論

について、その根拠を明確にし、様々な看護場面に応じた援助技術のレディネスを養う。※本科目は実務経

験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．日常生活援助技術の原則とその根拠を理解することができる。〈DP①〉2．学内演習を通して、患者、看護者、観

察者の視点から援助技術の実施方法を探求できる。〈DP①③④〉3．援助技術についてクリティカルな視点で実践、考

察ができる。〈DP①〉4．生活の主軸となる人間の活動を通して、衣生活、清潔に関する概念を看護の視点から理解し、

アセスメントに基づきそれらの基本的援助を実施することができる。〈DP④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．出席が前提である（特に演習）。2．演習時は臨地実習と同様にユニフォームを着用し、身だしなみを整え

る。3．提出物の提出期限は厳守する。4．演習物品等の準備、後片付け、基礎看護学実習室の美化は、学生が

自律して行う。5．看護技術の習得には事前事後の自己練習を必須とする。 

 

教科書 

1．（系統看護学講座 専門分野Ⅰ）［基礎看護学③］基礎看護技術Ⅱ、医学書院 2. 根拠と事故防止からみた

基礎・臨床看護技術 医学書院 

 

参考書 

1．深井喜代子（監修）：ケア技術のエビデンス，へるす出版 

 

研究室／オフィスアワー 

住田研究室（W338）／随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 教科目ガイダンス衣生活援助技術 
予習：シラバスの確認復習：授業内容の整理

（合計 1時間） 

住田陽

子 

2 衣生活援助技術 
予習：シラバスの確認復習：授業内容の整理

（合計 1時間） 

住田陽

子 

3 【演習】衣生活援助技術 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

4 【演習】衣生活援助技術 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

5 清潔援助技術：人間にとっての清潔とは 

予習：「人間にとっての清潔とは何か」につ

いて、自身の意見をまとめておく。

復習：予習段階での意見について、

添削・追加をしておく。 （合計 1

時間） 

住田陽

子 

6 清潔援助技術：清潔援助の基礎知識 

予習：皮膚の構造と機能について調べてお

く。復習：テキスト「基礎看護学実

習Ⅱ」の「第 6章 清潔援助技術」

の「清潔の援助の基礎知識」の項を

熟読する。（合計 1時間） 

住田陽

子 

7 清潔援助技術：整容、口腔ケア、陰部洗浄 

予習：テキスト「基礎看護学実習Ⅱ」の「第

6 章 清潔援助技術」の「清潔の援

助の実際 整容、口腔ケア」の項を

熟読する。また、自身の日常生活の

中での整容や口腔ケアの方法につ

いて意見をまとめておく。復習：授

業内容を振り返り、自身の整容、口

腔ケア、の意義や効果、安全・安楽

な援助方法について考察する。動画

を視聴する。（合計 1時間） 

住田陽

子 

8 清潔援助技術：整容、口腔ケア、陰部洗浄 

予習：テキスト「基礎看護学実習Ⅱ」の「第

6章 清潔・衣生活援助技術」の「②

清潔の援助の実際 陰部洗浄」の項

を熟読する。復習：授業内容を振り

返り、陰部洗浄の意義や効果、安全・

安楽な援助方法について考察しま

とめておく。動画を視聴する。（合計

1時間） 

住田陽

子 

9 【演習】陰部洗浄 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

10 【演習】陰部洗浄 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

11 清潔援助技術：手浴、足浴、爪切り 

予習：テキスト「基礎看護学実習Ⅱ」の「第

6 章 清潔援助技術」の「清潔の援

助の実際 手浴、爪切り」の項を熟

読する。復習：授業内容を振り返り、

自身の手浴、爪切りの意義や効果に

ついて考察しまとめておく。動画を

視聴する。（合計 1時間） 

住田陽

子 

12 清潔援助技術：手浴、足浴、爪切り 

予習：テキスト「基礎看護学実習Ⅱ」の「第

6 章 清潔援助技術」の「清潔の援

助の実際 足浴」の項を熟読する。

復習：授業内容を振り返り、自身の

足浴の意義や効果について考察す

る。（合計 1時間） 

住田陽

子 

13 【演習】手浴、爪切り 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

14 【演習】手浴・爪切り 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

15 【演習】足浴 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

16 【演習】足浴 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

17 清潔援助技術：洗髪 
予習：テキスト「基礎看護学実習Ⅱ」の「第

6 章 清潔援助技術」の「清潔の援

住田陽

子 



助の実際 洗髪」の項を熟読する。

復習：授業内容を振り返り、自身の

洗髪の意義や効果について考察す

る。 （合計 1時間） 

18 洗髪のデモンストレーション学習 

予習：テキスト「基礎看護学実習Ⅱ」の「第

6 章 清潔援助技術」の「清潔の援

助の実際 洗髪」の項を熟読する。

復習：授業内容を振り返り、自身の

洗髪の方法について考察する。 

（合計 1時間） 

住田陽

子 

19 【演習】洗髪 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

20 【演習】洗髪 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

21 【演習】洗髪 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

22 【演習】洗髪 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

23 清潔援助技術：全身清拭 

予習：テキスト「基礎看護学実習Ⅱ」の「第

6 章 清潔援助技術」の「清潔の援

助の実際 全身清拭」の項を熟読す

る。復習：授業内容を振り返り、自

身の全身清拭の意義や効果につい

て考察する。 （合計 1時間） 

住田陽

子 

24 全身清拭のデモンストレーション学習 

予習：テキスト「基礎看護学実習Ⅱ」の「第

6 章 清潔援助技術」の「清潔の援

助の実際 全身清拭」の項を熟読す

る。復習：授業内容を振り返り、自

身の全身清拭の方法について考察

する。 （合計 1時間） 

住田陽

子 

25 【演習】全身清拭 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

26 【演習】全身清拭 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

27 【演習】全身清拭 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

28 【演習】全身清拭 
予習：演習前レポート（30 分）復習：演習

後レポート（30 分） 
全員 

29 「生活」の視点からみた死の看取りの援助 

予習：テキスト「基礎看護学実習Ⅱ」の「死

の看取りの援助」の章を熟読する。

復習：授業内容を振り返り、自身の

死生観について考察する。（合計1時

間） 

住田陽

子 

30 看護における日常生活援助の意義 

予習：看護における日常生活援助の意義に

ついて、自身の意見をまとめてお

く。復習：予習段階での意見につい

て、添削・追加をしておく。（合計 1

時間） 

住田陽

子 

成績評価方法と基準 割合 

1．筆記試験〈DP①④〉2．技術自己練習レポート〈DP①④〉3．演習前後のレポート提出状況・取り組み内

容〈DP①④〉定期試験を受験するには、4/5 以上の出席が必要である。 

 

1．50％

2．30％

3．20％ 



授業科目名 診療援助論Ⅰ (看護) 

主担当教員 小西 由起子 担当教員 

小西 由起子／村上 生美／住田 

陽子／日髙 朋美／森本 朱実／

下岡 ちえ／水本 英佑 

科目ナンバリング FN20C105 科目区分 専門分野Ⅰ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 4 限、火曜

5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

健康に障害をきたした人に対する診療を行う際の看護の視点に立った基本的な支援技術を理解し修得するこ

とをねらいとする。診療の基本的な技術とその EBN(evidence based nursing)さらに安全確保・感染防止策

について学修する。また、患者が生活者であるという視座から診療を受ける患者(家族を含む)のニーズを理

解し、診療を受けることで生じる身体的・精神的変化から、対象（家族を含む）に対する必要な看護の役割を

学修する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．「診療援助とは何か」について対象者および看護者の立場から考えることができる。(DP①④)2．基本的な看護技

術の原理原則とそのEBNが理解できる。(DP①④)3．看護援助における症状・生体機能管理技術について理解できる。

(DP①④) 4．看護援助における安全確保、感染防止の技術について理解できる。(DP①④)5．看護援助において、常

に対象者の個別性、ニーズ、状況を考えた看護援助を考えることができる。(DP①④) 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．出席が前提である。2．演習時は身だしなみを整える（演習は原則ユニフォームとする）。3．演習は常に緊

張感を持ち、言葉づかいを含め、医療人を目指す者としてふさわしい態度で臨む。4．提出物の期限は厳守す

る。5．演習物品などの準備、後片付け、基礎看護学実習室の整備は学生が自立して行う。6．原則、途中退席

は認めない。ただし、やむを得ない場合はこの限りではない。 

 

教科書 

1．系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 基礎看護学③、医学書院 2．任和子・秋山智弥編集 根

拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 医学書院 

 

参考書 

1．ナーシンググラフィカ 基礎看護学③ 基礎看護技術 メディカ出版 2．竹尾惠子監修 看護技術プラク

ティス 学研 3．深井喜代子監修 ケア技術のエビデンス へるす出版 4．深井喜代子編集 ケア技術のエビ

デンスⅡ へるす出版 

 

研究室／オフィスアワー 

随時対応 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 教科ガイダンス 予習：シラバスを確認しておく 小西 

2 
【講義】診療援助技術と看護倫理【講義】感

染制御の実際と看護① 

予習：看護者の倫理綱領を読んでくる（1時

間）復習：看護ケアにおける倫理と

は何か、自分の意見を纏めておく（1

時間） 

小西 

3 【講義】感染制御の実際と看護② 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

4 【講義】感染制御の実際と看護② 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

5 
【演習】感染制御の実際と看護個人防護具

の着脱・無菌操作 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

6 
【演習】感染制御の実際と看護個人防護具

の着脱・無菌操作 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

7 【講義】創傷管理における看護 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

8 【講義】創傷管理における看護 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

9 
【演習】創傷管理における看護創傷処置、包

帯法 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

10 
【演習】創傷管理における看護創傷処置、包

帯法 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

11 【講議】医療安全と看護 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

12 【講議】医療安全と看護 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

13 
【講議】呼吸・循環を整える看護循環・体温

に関するアセスメント 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

住田 

14 
【講義】呼吸・循環を整える看護循環・体温

に関するアセスメント 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

住田 

15 
【演習】呼吸・循環を整える看護バイタルサ

イン観察 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

16 
【演習】呼吸・循環を整える看護バイタルサ

イン観察 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

17 
【講義】呼吸・循環を整える看護呼吸に関す

るアセスメントと看護援助 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

18 
【講義】呼吸・循環を整える看護呼吸に関す

るアセスメントと看護援助 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

19 
【演習】呼吸・環を整える看護酸素吸入・吸

引 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

20 
【演習】呼吸・循環を整える看護酸素吸入・

吸引 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

21 【講義】栄養管理に関する看護 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：講義内容の振り返

りを行う 

森本 



22 【講義】栄養管理に関する看護 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

森本 

23 【演習】栄養管理に関する看護経管栄養 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

24 【演習】栄養管理に関する看護経管栄養 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

25 
【講義】検査・処置の介助技術/症状・生体

機能管理技術 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

森本 

26 
【講義】検査・処置の介助技術/症状・生体

機能管理技術 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

森本 

27 【演習】症状生体機能管理技術検体採取 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

28 【演習】症状生体機能管理技術検体採取 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

29 【講義】まとめ 

予習：すべての演習記録を読み返す復習：診

療援助における看護の役割につい

て自分の考えをまとめる 

小西 

30 【講義】まとめ 

予習：すべての演習記録を読み返す復習：診

療援助における看護の役割につい

て自分の考えをまとめる 

小西 

成績評価方法と基準 割合 

1．4/5 以上の出席が必要 2．60 点以上を単位認定とする。DP①④3．評価対象は①筆記試験、②課題内

容とする 

 

① 筆 記

試 験 

70 ％ ②

課 題 内

容 

30％ 



授業科目名 学校保健 (看護) 

主担当教員 宮永 啓子 担当教員 宮永 啓子 

科目ナンバリング Ip20C310 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

学校保健の意義・目的、学校保健安全法及び学校教育関連法規、学校における保健管理と保健指導の基礎的

かつ重要な事項について学修する。それぞれの領域での取り組みについては、養護教諭を目指す立場から、

主体的に考えて積極的な参加、学生相互の研鑽により実践能力を育成し学修する。 

 

学修目標 

①学校保健の意義と目的、領域構造と内容を理解し、学校保健担当者の役割を説明できる。②学校保健推進に必要な

学校保健安全法をはじめ関連法規を理解する。③保健教育（保健学習と保健指導）について、その位置づけや実践に

ついて理解し、 説明できるようになる。④学校における疾病の予防と管理（子どもの健康課題、感染症の予防、ア

レルギー対応等）に関して、看護学で学修したことを実践できるようになる。⑤保健管理（学校環境衛生管理、学校

安全・危機管理等）について理解し、実践力を身につける。⑥学校保健の今日的課題を理解し、その対応に取り組む

実践力を身につける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

養護教諭の養護は、教育と看護学が基礎にあります。看護学を学ぶ中で、養護教諭に必要な知識・技術に関

連する分野は意識をして学びを深め・学校保健活動が円滑に推進できる応用能力を身につける様に心がけて

ください。 

 

教科書 

『学校保健概論』、渡邊正樹、光生館『新訂版 学校保健実務必携 第 4 次改訂版』、学校保健・安全実務研究

会、第一法規（養護教諭免許取得者のみ） 

 

参考書 

適宜授業時にプリントを配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション、「学校保健」とは学校

保健の意義と目的、構造について 

予習： 自身の小中高等学校を振り返り、学

校保健に関する行事や出来事をま

とめる。(2H)復習：授業の復習(2H) 

 

2 子どもの発育発達健康診断 
予習：テキストで予習（２．３章）(2H)復習：

授業の復習(2H) 
 

3 子どもの健康課題と病気 
予習：子どもに多いアレルギー疾患を調べ

る。(2H)復習：授業の復習(2H) 
 

4 感染症とその予防 
予習：学校で予防すべき感染症について調

べる。(2H)復習：授業の復習(2H) 
 



5 
児童生徒の生活実態と現代的健康課題への

対応（保健指導） 

予習：児童生徒の生活の実態を模索する。

(2H)復習：授業の復習(2H) 
 

6 
心の健康問題とその対応性教育（性の健康

に関する現代的課題） 

予習：テキストで予習（７．８章）(2H)復習：

授業の復習(2H) 
 

7 
保健室の機能と役割養護教諭の役割と歴史

的変遷 

予習：テキストで予習（９章）(2H)復習：授

業の復習(2H) 
 

8 
保健室と養護教諭の具体的事例を学ぶ（救

急処置や保健室登校等） 

予習：小中高校における保健室を思い出し、

養護教諭の役割を考えてくる。(2H)

復習：授業の復習(2H) 

 

9 
学校安全（学校事故の予防）危機管理、スポ

ーツ振興センターについて 

予習：テキストで予習（１０章）(2H)復習：

授業の復習(2H) 
 

10 
学校環境衛生管理（含む：学校給食衛生管

理）学校環境衛生基準、環境衛生検査 

予習：テキストで予習（１１章）(2H)復習：

授業の復習(2H) 
 

11 
保健教育（保健学習・保健指導）Ⅰ指導案の

作成 

予習：テキストで予習（１２章）し、どのよ

うな保健教育を行いたいか考えて

くる。(2H)復習：授業の復習(2H) 

 

12 
保健教育（保健学習・保健指導）Ⅱ指導案の

発表 

予習：保健学習・保健指導案の作成(2H)復

習：授業の復習(2H) 
 

13 
食育と学校給食食物アレルギーの子どもへ

の対応 

予習：過去のニュースや記事等から、学校給

食と食物アレルギーの問題につい

て調べる。(2H)復習：授業の復習

(2H) 

 

14 特別支援教育と学校保健活動 

予習：特別支援教育の現状を調べ、心理学等

で学んだ発達障害について復習し

ておく。(2H)復習：授業の復習(2H) 

 

15 
学校保健・安全計画と学校保健組織活動ま

とめ 

予習：テキストで予習（１３章）し、学校保

健計画の立案の仕方を考える。(2H)

復習：授業の復習 まとめ (2H) 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート ※次回の授業で解説を行います。②講義中の発表・発言等③筆記試験〈DP①〉 

 

①20%

②20%

③60% 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護学科 

（2020 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 公衆衛生看護管理論 (看護)：別途開講 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰 

科目ナンバリング PHN417 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 教育課程論 (教職課程：看護) 

主担当教員 安藤 福光 担当教員 安藤 福光 

科目ナンバリング SE612 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

変化の著しい現代社会では、教育課程に求められる内容もまた著しい変化を余儀なくされている。本講義に

おいては、先の変化に対応した教育課程編成を実行できるようにするため、教育課程に関する基本的な知識、

これまでの学習指導要領の変遷を扱いながら、教育課程の現代的な課題について、受講生の理解を深めるこ

とを目的とする。あわせてそれを実際の編成に生かすための考え方、方法について受講生と検討する。 

 

学修目標 

・教育課程の基本的な知識について、理解することができる・学習指導要領の変遷を理解することができる・教育課

程の現代的な課題を理解し、実践に生かすことができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・自身の学校教育経験を振り返りながら受講すること。・周囲の迷惑になる私語等は厳禁とする。 

 

教科書 

根津朋実・樋口直宏編著（2019）『教育内容・方法［改訂版］』培風館（ISBN：978-4-563-05858-6） 

 

参考書 

・森山賢一編著（2021）『教育課程編成論（改訂版）』学文社・文部科学省（2017）『小学校学習指導要領』・文

部科学省（2017）『中学校学習指導要領』・文部科学省（2018）『高等学校学習指導要領』 

 

研究室／オフィスアワー 

授業中に指示する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
教育課程とカリキュラム：それぞれの概念

の整理 
講義資料にもとづき復習をすること。  

2 
教育課程と学習指導要領：学習指導要領に

ついて 
講義資料にもとづき復習をすること。  

3 
教育課程行政：文部科学省と教育委員会の

役割 
講義資料にもとづき復習をすること。  

4 
アメリカのカリキュラム改革：アメリカの

カリキュラム改革の歴史 
講義資料にもとづき復習をすること。  

5 
戦前の教育課程の歴史：明治期から終戦直

後まで 
講義資料にもとづき復習をすること。  

6 

学習指導要領の歴史的展開（1）：昭和 22 年

版（試案、社会科、家庭科、自由研究）、昭

和 26 年版（試案、％）学習指導要領 

講義資料にもとづき復習をすること。  

7 

学習指導要領の歴史的展開（2）：昭和 33 年

版（法的拘束力、道徳）、昭和 43 年版（教育

内容の現代化）、昭和 52 年版学習指導要領

（教育内容の精選） 

講義資料にもとづき復習をすること。  



8 

学習指導要領の歴史的展開（3）：平成元年版

（生活科、地理歴史科・公民科）、平成 10 年

版（平成 15 年一部改正含む）（ゆとり、生

きる力、教育内容の厳選、総合的な学習の時

間）学習指導要領 

講義資料にもとづき復習をすること。  

9 

21 世紀の学習指導要領：平成 20 年版学習指

導要領（習得・活用・探究、外国語活動、言

語活動）、平成 29 年版学習指導要領（社会

に開かれた教育課程、カリキュラム・マネジ

メント） 

講義資料にもとづき復習をすること。  

10 

教育課程の編成と評価：教育課程の編成と

評価の方法、カリキュラム・マネジメント、

カリキュラム評価 

講義資料にもとづき復習をすること。  

11 
教科と教科外の教育課程：教科と教科外活

動の教育課程の内容 
講義資料にもとづき復習をすること。  

12 
各校種の教育課程：小学校、中学校、高等学

校の教育課程の構成 
講義資料にもとづき復習をすること。  

13 
学習指導要領と教科書：教科書の定義、教科

書検定と教科書採択制度 
講義資料にもとづき復習をすること。  

14 

総合的な学習の時間：創設の趣旨、教科・領

域横断学習の意義と必要性（カリキュラム・

マネジメントおよびカリキュラム評価の観

点の必要性）、特色ある取り組み 

講義資料にもとづき復習をすること。  

15 

教育課程の現代的な課題：一貫教育の教育

課程、学力と教育課程、地域とともにある学

校の教育課程（社会に開かれた教育課程）、

カリキュラム評価、教科・領域・学年を越境

する学習活動（カリキュラム・マネジメン

ト）など 

講義資料にもとづき復習をすること。  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

到達目標に関する期末試験で判定する。 

 
1 



授業科目名 道徳教育論 (教職課程：看護) 

主担当教員 福島 信也 担当教員 福島 信也 

科目ナンバリング SE617 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本授業では、『特別の教科・道徳』の授業（小学校４５分、中学校５０分）の作り方を実践的に学びます。2018

年度から小学校、2019 年度から中学校で特別の教科「道徳科」になり、教科書が配布されています。中学校

の養護実習では、道徳科授業を担当する学校もあります。また、新高等学校学習指導要領(2019.4/1～

2022.3/31 移行期間.2022 年 4/1 より施行)の主な改善事項の一つに、「道徳教育の充実」が挙げられ、全ての

教師が協力して道徳教育を展開することを規定(総則)しています。児童・生徒たちが興味をもって深い学び

を得られる授業をどうしたらできるでしょうか。学校現場の様子(出前授業等の録画視聴もあります)も説明

しながら、受講者同士の話し合い（グループ活動)、教材や授業方法の検討、学習指導案作成、プチ模擬授業

などを通して、これらの問題を考えていきます。 

 

学修目標 

※学校における道徳教育の位置づけやねらい、内容について理解する ●『中学校学習指導要領解説 特別の教科 

道徳編（平成29 年 7月）』 の重要事項について、答えることができる。 ●「道徳とは何か」、「なぜ必要なのか」

など、説明することができる。※道徳科授業の実践に資する知識や技能を身につける ●児童・生徒たちの道徳性の

発達や興味・関心、社会的要請などを踏まえ、道徳科の指導案を作成する。 (全員必修) ●作成した学習指導案を

もとに、プチ模擬授業をする。(全員必修) ●道徳科授業に興味・関心をもち、養護実習では道徳科授業(生命尊重

など)や保健指導に活かすことができるようにする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

●授業で配布したプリントは、必ずファイル（綴じ込んで保存） すること。●プリントを適宜読み返し、授

業で学んだことを復習すること。●授業で配布した課題プリントは、必ず提出すること。●教材をじっくり

読み込んで(何回も)、学習指導案を作成をすること。 

 

教科書 

使用しない。プリントを配布します。 

 

参考書 

●文部科学省「中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」平成２９年７月●授業は配布するプリント

に基づいて行います。 学校現場で役立つ内容が含んでいるプリントを用意します。 プリントは実践に活

かすことができるので、ファイルして保存すること。 その他、参考となる文献などは授業中に適宜紹介し

ていきます。 

 

研究室／オフィスアワー 

イーストポート４階 研究室２０ 水曜日 10：00～14：00 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

道徳科の素晴らしさ～ オリエンテーショ

ン・出前授業の様子 ～【プリント以外で配

布するもの】・学習指導要領解説(特別の教

科 道徳編)・道徳教材集(冊子) 

道徳教材集を読む(2 時間) 
福島信

也 

2 
道徳科授業を知る(１）～ 流れ知る！ 導

入・展開・終末 ～ 

プリント復習(0.5 時間)「中学校学習指導要

領解説 道徳編」読む (1.5 時間) 

福島信

也 

3 
道徳科授業を知る(２)～ 展開・板書につい

て ～ 

プリント復習(0.5 時間)課題プリント(1 時

間)「中学校学習指導要領解説 道徳

編」読む (1.5 時間) 

福島信

也 

4 
「特別の教科 道徳」の改訂のポイント ～ 

教科化になった理由など ～ 

プリント復習(0.5 時間)「中学校学習指導要

領解説 道徳編」読む (1.5 時間)「道

徳教材集」読む (1 時間) 

福島信

也 

5 
道徳科授業の指導法 (１）～ 指導案作成の

ポイント ～ 

プリント復習(0.5 時間)「中学校学習指導要

領解説 道徳編」読む (1.5 時間)「道

徳教材集」読む (1 時間) 

福島信

也 

6 
道徳科授業の指導法（２）～ 評価・中心発

問について ～ 

プリント復習(0.5 時間)「中学校学習指導要

領解説 道徳編」読む (1.5 時間)「道

徳教材集」を読み、教材分析 (1 時

間) 

福島信

也 

7 
道徳科授業の指導法（３）～  発問の工夫・

教材分析について ～ 

プリント復習(0.5 時間)課題プリント(1 時

間)「道徳教材集」を読み、教材分析 

(1 時間) 

福島信

也 

8 

道徳科授業の指導法（４)～ 多様な手法を

使って、多面的・多角的な思考を促す ～・

出前授業の録画視聴(一部) 

プリント復習(1時間)課題プリント(1時間)

「道徳教材集」読む (1 時間) 

福島信

也 

9 
道徳科授業の指導法（５）～ 問題解決的な

学習・体験的な学習について ～ 

プリント復習(1 時間)指導案作成(1 時間)

「中学校学習指導要領解説 道徳

編」読む (1 時間) 

福島信

也 

10 

道徳科授業の指導法（６）～ 「総合学習」

と関連させた授業(展開)について ～・出前

授業の録画視聴(一部) 

プリント復習、「中学校学習指導要領解説 

道徳編」読む(1 時間)指導案作成(２

時間) 

福島信

也 

11 

道徳科授業の指導法（７）～ 指導案をチェ

ックして、指導案作成に役立てる ～・研究

授業の録画視聴(一部) 

プリント復習、「中学校学習指導要領解説 

道徳編」読む (1 時間)指導案作成

(2 時間) 

福島信

也 

12 

道徳科授業の指導法（８）～指導案をグルー

プで高め合う、授業のトラブル＆ピンチ に

ついて ～・プチ模擬授業の準備・指導案提

出 

プリント復習、模擬授業準備 (1 時間)指導

案作成(２時間) 

福島信

也 

13 
プチ模擬授業（１）～ みんなで討議 ～ ・

評価表提出 

プリント復習、模擬授業準備(1 時間)「道徳

教材集」読む (1.5 時間)模擬授業の

評価・自己評価 

福島信

也 

14 
プチ模擬授業（２）～ みんなで討議 ～ ・

評価表提出 

プリント復習、模擬授業準備(1 時間)「道徳

教材集」読む (1.5 時間)模擬授業の

評価・自己評価 

福島信

也 

15 
プチ模擬授業（３）～ みんなで討議 、まと

め(理想の道徳科授業) ～ ・評価表提出 

プリント復習、模擬授業準備(1 時間)「道徳

教材集」読む (1.5 時間)模擬授業の

評価・自己評価 

福島信

也 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

●プチ模擬授業は全員が行います。●学習指導案は全員が提出します。(学習指導案は、コメント等を記

載してから返却します)●授業では、課題(プリント・コメントシート等) を提出します。(課題プリントは、コメ

ント等を記載してから返却します) 

 

・プチ模

擬 授

業 ：

30 ％ ・

道 徳 指

導 案 ： 

35 ％ ・

授 業 内

課題 ：

35％ 



授業科目名 特別活動論 (教職課程：看護) 

主担当教員 松田 智子 担当教員 松田 智子 

科目ナンバリング SE618 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

特別活動では「集団や社会の形成者」としての見方・考え方を働かせ、その目的に応じた様々な集団活動が

あることを知り、特別活動の教育的意義を理解する。すべての教育活動の基礎となる学級集団作りを中心に

望ましい合意形成・意思決定の指導方法、生徒会や学校行事等の基本的な考え方と指導法を習得する。 

 

学修目標 

・学校教育における特別活動やその中の各活動で育てたい資質・能力を理解する・学級活動（ホームルーム）・生徒

会活動・学校行事の具体的な指導方法を理解する・特別活動のカリキュラム・マネジメントの具体やその評価につい

て理解する・特別活動と家庭・地域住民との関係を理解する 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

学習指導要領の解説、特別活動編を熟読すること（育てたい資質・能力に着目すること） 

 

教科書 

中学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）高等学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科

学省）中学校学習指導要領解説 特別活動編（平成 29 年 6 月 文部科学省）高等学校学習指導要領解説 特別

活動編編（平成 29 年 6 月 文部科学省）特別活動の指導法ー各教科、道徳、総合的な学習の時間の連携を通

してー(ERP 出版 松田智子、新川靖、林真太郎) 

 

参考書 

授業中に適宜資料を配付する 

 

研究室／オフィスアワー 

事前にメールで日時を設定し、質問会や面談を行うこと水曜日（午前中） 木曜日（午前中） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
イントロダクション科目の概要説明と学習

指導要領に基づく特別活動の意義と目標 

予習：自己の中学校・高等学校の特別活動を

思い出してレポートする（2 時間）

復習：本時の振り返りとまとめ（2時

間） 

 

2 
学校全体における教育課程における特別活

動の位置づけと育てたい資質・能力を知る 

予習：学習指導要領の特別活動の解説編の

目標と育てたい資質・能力を読む（2

時間）復習：本時の振り返りとまと

め（2時間） 

 

3 

学級活動（１）学級活動の目的と内容につい

て理解する、学級活動の 3 つの種類を具体

的に把握する。 

予習：自己の学級活動のテーマを書き出す

（2 時間）復習：本時の振り返りと

まとめ（2時間） 

 

4 

学級活動（２）事例研究を考える（合意形成

と意思決定の指導の方法について話し合

い、具体的な助言について知る） 

予習：自己の経験の合意形成や意思決定を

思い出して書く（2 時間）復習：本

時の振り返りとまとめ（2時間） 

 



5 
生徒会活動（１）生徒会活動の目標と内容に

ついて知る 

予習：自己の生徒会の活動について書く（2

時間）復習：本時の振り返りとまと

め（2時間） 

 

6 

生徒会活動（２）事例研究から考える（生徒

会組織のありかたと、指導の方法について

具体的に理解する） 

予習：自らの生徒会の経験を提起する（2時

間）復習：自治的、自発的な社会活

動の方法を考える（2時間） 

 

7 

学校行事（１）学校行事の目的と内容(学校

行事の５つの種類と具体例とそれぞれの目

的について理解する) 

予習：自己の学校行事と目的を書く（2時間）

復習：本時の振り返りとまとめ（2時

間） 

 

8 

学校行事（２）事例研究から考える（学校行

事の指導計画作成と指導の留意点につい

て、学校の現状に合わせて作成する） 

予習：自らの学校行事の経験を提起する（2

時間）復習：学習で印象に残った学

校行事の在り方を考えレポートす

る（2時間） 

 

9 

特別活動が果たす教育的意義特に「なすこ

とにより学ぶ」という意味についての議論

と通して理解する他の教科との関連性にお

いて、特別活動の位置を理解する。 

予習：自らの特別活動の経験を提起する（2

時間）復習：特別活動の教育的意義

をまとめる（2時間） 

 

10 

総合的は学習の時間と特別活動との関連と

具体的な指導例について理解する学習の活

動形態が似ているが、その目的と学習過程

の違いについて把握する 

予習：自らの総合的な学習の時間を提起す

る（2 時間）復習：具体的なテーマ

を選択してまとめる（2時間） 

 

11 

教科指導と特別活動との関連と具体的な指

導例を理解する。学校行事を通して行われ

る機会が多い、各教科との連携を把握する 

予習：自らの教科学習で印象に残った学習

活動を提起する（2 時間）復習：具

体的な教科を選択しまとめる（2 時

間） 

 

12 

特別の教科「道徳」と特別活動との関連と指

導例を理解する道徳の教科の特性と特別活

動の特性の違いを明確に把握する 

予習：自らが印象に残っている道徳授業を

提起する（2 時間）復習：具体的な

価値を選択しまとめる（2時間） 

 

13 

特別活動と地域家庭や社会との連携と指導

例を理解する学校行事だけでなく、日常的

な連携もある事を配慮する 

予習：自らの地域活動経験を提起する（2時

間）復習：具体的な事例を選択しま

とめる（2時間） 

 

14 

特別活動の評価と改善の方法を理解する学

習指導要録と通知表における評価の具体例

を把握する 

予習：自己はどのように評価されていたか

思い出して書く（2 時間）復習：本

時の振り返りとまとめ（2時間） 

 

15 講義全体のまとめと振り返り 
予習：振り返りを書く（2時間）復習：本時

の振り返りとまとめ（2時間） 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

①毎回の授業で提出する授業後のレポート ②授業への参加態度と貢献度 

 

①70%

②30% 



授業科目名 教育方法論 (教職課程：看護) 

主担当教員 阿部 秀高 担当教員 阿部 秀高 

科目ナンバリング SE619 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

国内外の教育方法についての諸理論や実践記録等の検討を通して，これからの時代に求められる学力等を育

成する方法について学ぶとともに，実際の学校における，教育課程編成の理論と方法，指導と評価の計画の

作成等について考える。授業は，ペアやグループなどによる活動を重視する。 

 

学修目標 

学校における教育課程を編成，展開する教育方法についての基礎的基本的な内容を学び，教育方法の技術の基礎を身

に付けることを目標とする。あわせて，学生自身が受けてきた授業を相対化することによって，教育方法を柔軟に捉

え直すことを目指す。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回の課題に対して自分の学びをレポートすることによって、教育方法や技術に対する理解を深め、日常生

活において活用してもらいたい。 

 

教科書 

人間教育を実践する教師への道－インクルーシブ教育方法論－ 阿部秀高著 （株）ERP 

 

参考書 

授業中必要に応じて提示します。 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 20 研究室／在室時随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教育内容と教育方法 生徒に何を（教育内

容）どのように（教育方法）教えるのかをそ

の一連の過程における原理と方法を学ぶた

めの導入を行う。 

予習：「教育方法」の意味について調べてお

く。（2時間）復習：学んだ教育の原

理・方法を簡潔にまとめる。（2時間） 

 

2 

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習

得させるための教育方法  学力の重要な要

素の一つである基礎的・基本的な知識及び

技能を育成する教育方法について学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：授業、課外活動な

どに必要な基礎的・基本的知識技能

について学んだことをまとめる。（2

時間） 

 

3 

思考力・判断力・表現力等を育むための教育

方法  学力の重要な要素の一つである思考

力・判断力・表現力等を育成する教育方法に

ついて学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：学習指導要領の３

本柱の中心である思考力・判断力・

判断力の内実、関係をまとめる。（2

時間） 

 

4 

主体的に学習に取り組む態度を養うための

教育方法  学力の要素の一つである主体的

に学習に取り組む態度，学習意欲を高める

学習意欲の喚起、主体的な学びができた場

面を想起しておく。今回のポイント

を 800 字程度でレポートする。（課

 



教育方法について学ぶ。 題）予習：前時の履歴シートをもと

に振り返り（2 時間）復習：本時の

学びの履歴シートのまとめ・データ

化（2時間） 

5 

個性を生かす教育の充実を図るための教育

方法  個に応じた指導の充実など，現在求

められている指導の工夫改善等について幅

広く考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：求められている指

導の工夫改善について簡潔にまと

める。（2時間） 

 

6 

生徒理解の方法と実践生徒理解の重要性と

教育相談のあり方、人間関係の構築の方法

などについて学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：生徒指導や相談に

ついて経験を想起しておく。生徒理

解の重要性について自分の考えを

まとめる。（2時間） 

 

7 

これからの時代に求められる能力と教育方

法  学習指導要領の理念である生きる力

や，21 世紀に求められるスキル等を育成す

る教育の実践について考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2時間）復習：「生きる力」とは？

について考えをまとめておく。これ

から求められる教育実践の方向性

についてまとめる。（2時間） 

 

8 

教育課程編成の理論と方法学習指導要領に

基づいた，各学校における教育課程編成の

実際について学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：教育課程の編成に

ついて学んだことをまとめる。（2時

間） 

 

9 

年間の指導と評価の計画の作成方法  各学

校の教育課程に基づく具体的な年間の指導

と評価の計画の作成について考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：年間指導計画作成

の重要性についてまとめる。（2 時

間） 

 

10 

学習指導案の作成方法  各学校の年間の指

導と評価の計画に基づく具体的な学習指導

案の作成について考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：学習指導案の試案

について自分の考えをまとめる。（2

時間） 

 

11 

授業づくりと教材研究の方法  学習指導要

領の趣旨の実現に向けた各教科等の授業づ

くりと教材研究の在り方を考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：教材研究の方法に

ついて学んだことをまとめる。（2時

間） 

 

12 

メディアと教育方法 学習指導におけるＩ

ＣＴ等の活用について学び、授業に活用す

る方法について考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：これからの ICT 活

用方法についてまとめる。（2時間） 

 

13 

学習評価の意義と方法  指導と評価の一体

化の重要性を学びその具体的な展開につい

て考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：指導と評価の一体

化の重要性についてまとめる。（2時

間） 

 

14 

タイムリーな課題  各回で取り上げること

が出来なかった話題で，タイムリーなもの

や現代教育の課題について学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：興味を持った教育

時事について考えをまとめる。（2時

間） 

 

15 

これまでの学びの総括と課題レポート こ

れまでの学びの履歴を振り返り、課題レポ

ートに取り組む。 

予習：これまで書いた各回の履歴シートを

もとに自分の問題意識をレポート

する準備をしておく。（4時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①毎回の授業にて書くレポート②課題③論述試験としての最終レポート④授業中の発言・プレゼン 

 

①30 ％

②30 ％

③30 ％

④10％ 



授業科目名 生徒指導論（養護教諭） (教職課程：看護) 

主担当教員 杉山 雅 担当教員 杉山 雅 

科目ナンバリング SE620 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 現代社会を生きる子ども達の心身の健全な発達について、ＨＲ指導や個別指導を中心に生徒指導の観点か

ら考察します。子どもの権利条約と生徒指導の基本原理を学び、厳罰主義をのりこえ、生徒の自主性を伸ば

す指導法を身につけることができます。又、教育現場での具体的な指導事例を取り上げ、生徒指導の実践的

な指導力を身につけることができるようになります。又、養護教諭という立場では、どのような生徒指導が

求められるのか、その点に重点を置いて考察します。 

 

学修目標 

・思春期を生きる子どもたちの発達の課題を理解し、自立への過程を説明することができる。・体罰や不適切な指導

をのり越え、生徒の内面に響く、しなやかな指導の在り方を身につけることができる。・生徒への個別接近の方法を

学び、生徒の内面を共感的に理解し、ケアの理論を実践することができる。・問題行動への取り組み方と専門機関と

の連携の仕方を判断できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

復習に力を入れてください。受講後、授業で配布された資料を読みなおし、授業資料の中にある設問を考え

てください。又、テーマと関連のある参考書の部分にも目を通し、理解を深めてください。生徒指導におい

て養護教諭の専門的領域を活用できる能力を養ってください。 

 

教科書 

毎回、授業テーマに基づいたレジュメや資料を配布します。又、ニュース等で流れた最近の生徒指導にまつ

わる事件や諸問題を取り上げますので、自分なりに分析し、考察しておいて下さい。 

 

参考書 

「教師の仕事を考える」杉山雅 2012 年 学文社その他、必要な資料は適宜配付します。 

 

研究室／オフィスアワー 

〇講義日の非常勤講師控室 緊急の時は、mack-.sugiyama @nifty.com へ連絡してください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

生徒指導とは何か。子どもの権利条約に基

づいて、その基本的な指導理念を学ぶ。「意

見表明権」や「子どもの最善の利益」を生徒

指導の中でどのように活かすことができる

のかを考察する。 

＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 

2 

体罰とは何か。その定義を学び、体罰を克服

する指導法を身につける。なぜ体罰は悪い

のか、その問題点を考察し、子どもへの悪影

響を理解する 

＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 



3 

部活動と体罰を考える体罰が学校教育の中

に取り入れられた歴史的な経過を学ぶ。暴

力を排除し、科学的な指導を確立した近代

スポーツの精神を学び、部活動の在り方を

再考する。 

＜予習・復習各 2 時間＞予習：課題ミニレ

ポート『体罰について』 
杉山 

4 

遅刻や清掃指導を通してクラス討論を軸に

生活規律をつくりあげる指導法を学ぶ。又、

ゼロ・トレランスの指導の問題点を考察し、

自主活動のあり方を学ぶ。 

＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 

5 

文化祭等の行事とクラスづくりの指導あり

方を学ぶ。どのようにして行事の目標を達

成するのか。様々な実践から学びます。 

＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 

6 

行事の指導について、学校事故の観点から

も考察し、事故を防ぐ力を高める。学校と保

護者と地域が手を結んで行事を創造した実

践から学ぶ。 

＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 

7 

校則問題を考える。ブラック校則が問題に

なっているが、校則とは何のためにあるの

か。その在り方を考察する。 

＜予習・復習各 2 時間＞予習：課題ミニレ

ポート『校則について』 
杉山 

8 

不登校・登校拒否の概念とその変遷につい

て学ぶ。登校拒否は病期ではありません。思

春期における登校拒否の意味を考察する。 

＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 

9 

不登校・登校拒否の生徒への対応や専門機

関との連携の仕方について学ぶ。特に、不登

校から自立への筋道について学ぶ。 

＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 

10 
「いじめについて考える」－いじめの定義

とその発生のメカニズムを考察する。 
＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 

11 

「いじめについて考える」いじめを克服す

る筋道を展望する。特に、「四層構造論」を

のり越える「六層構造論」の理論を学ぶ。 

＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 

12 
「児童虐待について考える」児童虐待とは

何か、又、その現状を学ぶ。 
＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 

13 

「児童虐待について考える」（その２）具体

的な事例に基づいて、当事者への対応や専

門機関との連携の仕方について学ぶ。 

＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 

14 

DV とデート DV について考える。特に、近

年、中学生、高校生の間に急増しているデー

ト DV を取り上げ、その解決に向けての取組

みを学ぶ。 

＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 

15 

子どもの貧困問題を考えるー子どもを支え

るケアの論理を学ぶ。特に、今まで見過ごさ

れてきたヤングケアラーの問題を考察す

る。 

＜予習・復習各 2時間＞予習：講義の復習 杉山 

16 講義全体のまとめ及び確認テスト  杉山 

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験（筆記）②ミニレポート（筆記） 

 

①70%

②30% 



授業科目名 教育相談の基礎と方法 (教職課程：看護) 

主担当教員 吉田 卓司 担当教員 吉田 卓司 

科目ナンバリング SE621 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では、教育相談に関する基礎理論と具体的な対応策を講学する。取り上げる課題は、個別ケースの対

処法から、学校、地域社会等のレベルの制度論・政策論まで、多元的である。本講義では、そのような内容理

解と今日の子どもたちのおかれている状況を前提として、ロールプレイなどのアクティブラーニングを取り

入れて、教育相談の模擬実践を行い、児童生徒の発達状況や環境等を的確にアセスメントする能力と教育相

談の対応力を養成する。 

 

学修目標 

本講義の目的は、教員として、教育相談に必要な知識、技能などの修得である。単なる知識やスキルの理解にとどま

らず、可能な限りアクティブな学修手法を用いながら、教育相談（カウンセリング）における実践的な教育力を育成

することを目標とする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教職免許取得を目的とする科目であることから、アクティブ・ラーニングや予習・復習に対する主体的な学

習態度と品位ある言動を学修のすべての段階において求める。 

 

教科書 

文部科学省『生徒指導提要』教育図書吉田卓司『教育実践基礎論』三学出版 兵庫民主教育研究所『子ども虐

待と向き合う』三学出版 

 

参考書 

吉田卓司『生徒指導法の実践研究』三学出版スクールソーシャルワーク評価支援研究所編『すべての子ども

たちを包括する支援システム』せせらぎ出版その他、講義時に適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

講義時間の前後に質問などを受ける。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 教育相談とは何か－教育相談の意義 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

2 教育相談（カウンセリング）の基礎理論 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

吉田卓

司 



義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

3 教育相談の方法原理 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

4 
教育相談の具体的方法 1－個別・集団面接等

の手法 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

5 
教育相談の具体的方法 2－課題のある児童

生徒の理解とソーシャルワーク 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

6 
教育相談の具体的方法 3－カウンセリング

マインドと多角的・総合的支援 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

7 
教育相談の進め方 1-受容・共感の姿勢・共

感的理解と姿勢 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

8 
教育相談の進め方 2-カウンセラー・ソーシ

ャルワーカー等との協働 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

9 
教育相談計画と学校組織－チーム学校と保

護者対応 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

10 
個別課題に向き合う教育相談の展開 1-いじ

め 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

11 
個別課題に向き合う教育相談の展開 2-不登

校 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

吉田卓

司 



義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

12 個別課題に向き合う教育相談の展開 3-虐待 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

13 
個別課題に向き合う教育相談の展開 4-自殺

防止 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

14 
教育相談とチーム学校－地域・関係機関(医

療・福祉・心理等)との連携 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

15 講義の振り返りと総括 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験、講義時に作成するレポート、予習・復習課題に関する評価は、「教職免許取得者として必要な

知識の理解と学修内容に関して自ら考え、主体的に学びとったことを表現できているか」を評価基準とす

る。また、講義時のアクティブラーニングについては、上記に加えて、参加態度の主体性と積極性を評価

定 期 試

験(50%).

講 義 レ



の基準とする。 

 

ポ ー ト

(20%).ア

クティブ

ラ ー ニ

ン グ

(15%).予

習 ・ 復

習 課 題

(15%). 



授業科目名 特別支援教育概論 (教職課程：看護) 

主担当教員 加藤 美朗 担当教員 加藤 美朗 

科目ナンバリング SE627 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 通常の学級にも在籍している発達障害や軽度知的障害をはじめとする様々な障害等により特別の支援を必

要とする幼児、児童及び生徒が授業において学習活動に参加している実感・達成感をもちながら学び、生き

る力を身に付けていくことができるよう、幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困難を理解し、個別の

教育的ニーズに対して、他の教員や関係機関と連携しながら組織的に対応していくために必要な知識や支援

方法を理解する。 

 

学修目標 

「特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の理解」（１）インクルーシブ教育の理念を含む特別支援教育に関す

る制度や仕組みを理解している。（２）発達障害等の特別の支援を必要とする児童生徒等の発達や心理的特性を理解

している。（３）障害のある幼児、児童生徒の学習上又は生活上の困難について基礎的知識を身に付けている。「特別

の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の教育課程及び支援方法の理解と習得」（１）特別の支援を必要とする児童

生徒等に対する支援の方法について例示することができる。（２）「通級による指導」及び「自立活動」の教育課程上

の位置付けと内容を理解している。（３）個別の指導計画及び個別の教育支援計画を作成する意義と方法を理解して

いる。（４）校内で及び関係機関・家庭と連携しながら支援体制を構築することの必要性を理解している。「障害はな

いが特別の教育的ニーズのある幼児、児童及び生徒の把握や支援についての理解」（１）母国語や貧困の問題等を抱

える児童生徒等の困難や対応の必要性を理解している。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

障害児者の教育や福祉に関する施策の動向やニュースなどに日々留意し、情報収集に努めるとともに問題意

識を高めてください。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

授業中に適宜資料を配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師控室/授業の前後のみ対応可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
特別支援教育の理念及び枠組みについて理

解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 



2 
障害のある児童生徒の抱える困難について

理解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 

3 
発達障害のある児童生徒の特性について理

解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 

4 
発達障害のある児童生徒への配慮について

理解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 

5 自立活動を軸とした指導について理解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 

6 
実態把握と教育的支援・指導計画について

理解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 

7 
校内外の体制及び連携のあり方について理

解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 

8 特別な教育的ニーズに関するまとめ 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：これまでの講義につい

てふり返る 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．第２回以降毎回提出する振り返りシート       １．20%２．レポート（題名や字数等は授業中に提示

します）   ２．80%  ※評価基準：ルーブリックを提示します 

 

①80%

②20% 



授業科目名 総合的な学習の時間の指導法 (教職課程：看護) 

主担当教員 福島 信也 担当教員 福島 信也 

科目ナンバリング SE628 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 「総合的な学習の時間」について、創設された背景やその後の経過を知り、その理念や意義について理解

する。 また、「総合的な学習の時間」の目標や内容を理解するとともに、下記の項目について理解を深める。 

〇新学習指導要領における「総合的な学習の時間」で育てようとする資質や能力について理解する  〇横断

的・総合的な学習や探究的な学習について理解する  〇指導計画の作成について理解する  「総合的な学

習の時間」は、授業内容や方法は各学校の指導にゆだねられているので、創意工夫を生かした特色ある 教

育活動を展開する必要がある。中学校の具体的な実践事例などを通して、「総合的な学習の時間」を構想でき

る基 礎的・基本的な知識・技能を身につけることを主眼としている。 

 

学修目標 

「総合的な学習の時間」の意義と教育課程において果たす役割について理解し、各教科等との関連性を図りながら年

間指導計画を作成することの重要性について理解する。 ※「総合的な学習の時間」の創設の背景と「総合的な学習

の時間」のねらい及び育成することを目指す資質・能力を       理解する ※「総合的な学習の時間」の横断的・

総合的な学習や探究的な学習を構想できる ※「総合的な学習の時間」の指導計画の作成及び学習指導の基本的な考

え方について理解する 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

文部科学省「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開(中学校編)」などは、講義の中で適宜取

り上げていきますが、全てを網羅することはできません。授業後は必ずプリントを読み返し、理解を深めて

ください。 ※授業で配布したプリントは、必ずファイル(綴じ込んで保存)すること ※プリントを適宜読

み返し、授業で学んだことを復習すること ※授業で配布した課題プリントは、必ず提出すること 

 

教科書 

使用しない。プリントを配布します。 

 

参考書 

 〇文部科学省「中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編」 〇ぎょうせい 「平成 29 年改正 中学

校教育課程実践講座 総合的な学習の時間」  その他、参考になる文献などは授業中に適宜紹介していきま

す。 

 

研究室／オフィスアワー 

イーストポート 4階 研究室 20 水曜日 10：00～14：00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
「総合的な学習の時間」の導入について～ 

オリエンテーション・導入された背景等に

プリント復習(1 時間)「中学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編」読む

福島信

也 



ついて ～ 【プリント以外で配布するも

の】・中学校学習指導要領解説  総合的な学

習の時間編 

(1 時間) 

2 
育成する資質・能力の意義について～ 意

義・学力の関係など ～ 

プリント復習(1 時間)「中学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編」読む

(1 時間) 

福島信

也 

3 
教育課程と校内体制 その 1～ 教育課程に

おける位置づけ ～ 

プリント復習(1 時間)「中学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編」読む

(1 時間) 

福島信

也 

4 
教育課程と校内体制 その 2～「総合的な学

習の時間」の学習内容 ～ 

プリント復習(1 時間)「中学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編」読む

(1 時間) 

福島信

也 

5 
全体計画・年間計画・単元計画～ 指導計画

の基本的な考え方 ～ 

プリント復習(1 時間)「中学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編」読む

(1 時間) 

福島信

也 

6 
「総合的な学習の時間」の評価～ 評価のポ

イント・評価方法 ～  

プリント復習(1 時間)「中学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編」読む

(1 時間) 

福島信

也 

7 
総合的な学習の時間」の学習指導 ①～ 『思

考ツール』の活用 ～ 
プリント復習(1時間)課題プリント(1時間) 

福島信

也 

8 
「総合的な学習の時間」の学習指導 ②～ 

【情報の収集】【まとめ・表現】について ～ 
プリント復習(1時間)課題プリント(1時間） 

福島信

也 

9 

「総合的な学習の時間」の学習指導 ③～ 

「保健体育」や「道徳」と組み合わせて考え

る ～ 

プリント復習(1時間)事例集を読む(1時間) 
福島信

也 

10 
単元計画の作成①～ 事例から単元計画を

作成しよう ～ 

プリント復習及び「中学校学習指導要領解

説 総合的な学習の時間編」読む(2

時間)課題プリント(1 時間) 

福島信

也 

11 
単元計画の作成②～ 「作成を工夫する(検

討会) ～ 

プリント復習及び「中学校学習指導要領解

説 総合的な学習の時間編」読む(2

時間)課題プリント（1時間） 

福島信

也 

12 
持続可能な世界を創るために～ 発表会① 

～ 

プリント復習(0.5 時間) 課題プリント

(1.5 時間) 

福島信

也 

13 
持続可能な世界を創るために～ 発表会② 

～ 

プリント復習(0.5 時間) 課題プリント

(1.5 時間) 

福島信

也 

14 
持続可能な世界を創るために～ 発表会③ 

～ 

プリント復習(0.5 時間) 課題プリント

(1.5 時間) 

福島信

也 

15 

これからの「総合的な学習の時間」の授業づ

くり～ 森ノ宮中学校の総合学習を考えよ

う ～ 

プリント復習(0.5 時間) 課題プリント

(1.5 時間) 

福島信

也 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

●12～14 回の発表会で、全員が提出したレポートの内容を【まとめ・表現】として発表します●授業では、

課題（プリント・コメントシート等）を提出します 

 

● レ ポ

ー ト ：

30 ％ ●

発 表 ：

30 ％ ●

授 業 内

課 題 ：

40％ 



授業科目名 英会話 (看護) 

主担当教員 Corinne Pitt 担当教員 Corinne Pitt 

科目ナンバリング LA20024 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

英会話Ⅰでは、基本的な英語によるコミュニケーション能力を習得することを目的とする。英会話の基本的

ルールである、（１）主語の存在、（２）語順（主語・動詞、疑問文、疑問詞など）、（３）瞬発力、を意識しな

がら、日常生活の中で、道を尋ねる、買い物をする、自己紹介をするなどといった他人と関わる際に最低限

必要な会話力を身につける。 

 

学修目標 

・自己紹介ができる。・最低限の日常会話ができる。 ・自分の考えを最低限伝えることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ペアワーク、グループワークなどによる会話の練習が多いため、積極的に授業に参加すること。前回の授業

の復習を必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

書名／Title ： CHALLENGER BOOK α １著者名／Authors ： ECC 総合教育研究所出版社・出版年／ ECC 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1階非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Course introduction, Classroom English 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

2 Introduction yourselfGreetings 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

3 Greetings friendsCasual Greetings 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

4 
What’s your sister’s name?Talk about 

people 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

5 Free timeTalk about activities 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

6 ExerciseTalk about exercise 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

7 
What kind of bike do you have?Closed 

questions and follow-up questions 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

8 
Food you likeOpen questions and closed 

questions 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

9 ClothesTalk about shopping 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

10 
Is it expensive?Adjectives and 

recommendations 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  



11 Visiting someoneTalking someone 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

12 Saying peopleOffering something 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

13 
What’s this wooden thing?Talk about 

objects 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

14 Describing peopleWh～questions 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

15 講義全体のまとめ 授業の復習並びに総括小テスト準備  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業参加度②小テスト③確認テスト 

 

①20%

②60%

③20% 



授業科目名 基礎英語演習 (看護) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング LA20026 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC500点相当の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 1 Travel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 品詞①：名詞（可算名詞・不可算名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 2 Dining Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 品詞②：形容詞（名詞修飾、補語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 



5 Unit 3 Media 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 品詞③：副詞（動詞・形容詞修飾） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 4 Entertainment 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 時制（現在・過去・未来・現在進行形） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 5 Purchasing 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 3 単現の s（修飾語句を伴う主語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 6 Clients 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 能動態・受動態（感情を表す表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Unit 7 Recruiting 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
動詞の後ろの動名詞・不定詞（前置詞の後ろ

の動名詞、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②60% 



授業科目名 応用英語演習 (看護) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング LA20027 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC550点相当程度の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019)（前期に基礎英語演習を履修した者は、再度購入する必要はありません） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 8 Personnel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 代名詞（主格・所有格・目的格・所有代名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 9 Advertising 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 比較（比較級、最上級、as ... as） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

 



こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

5 Unit 10 Meetings 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 前置詞（理由・譲歩・時、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 11 Finance 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 接続詞（理由・譲歩・時） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 12 Offices 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 前置詞・接続詞対比 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 13 Daily Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 関係代名詞（主格・所有格・目的格） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 
Unit 14 Sales & Marketing 語彙①（名詞・

形容詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Unit 15 Events 語彙②（動詞・副詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>③Review Test<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②20%

③40% 



授業科目名 医療コミュニケーション (看護) 

主担当教員 蓮池 光人 担当教員 蓮池 光人／升田 寿賀子 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本科目ではチーム医療に必要となるコミュニケーションの基礎的知識・技術を学ぶ。さらに、看護コミュニ

ケーションの特性を踏まえた技術について、体験的に理解しながら実践力を得ることをめざす。 

 

学修目標 

１．「人間」「人間関係」について理解を深める＜DP③＞２．チーム医療におけるコミュニケーションの特性と重要性

を理解する＜DP②＞３．コミュニケーションおよび看護コミュニケーションの基礎的知識と技術を理解する＜DP②＞

４．チーム医療におけるコミュニケーション上の課題・展望を考える＜DP②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目は、人間関係および看護の基本となる重要な位置づけである。主体的かつ積極的に学び自分なりに問

いを追究すること。楽しみながら学ぶこと。 

 

教科書 

系統看護学講座 基礎分野 人間関係論 医学書院 

 

参考書 

薄井坦子 科学的看護論 日本看護協会出版会 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 15 研究室（蓮池）西棟 331 研究室（升田） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
人間・人間関係とは①人間について理解を

深める②人間関係について理解を深める 
配布資料予習復習 各２時間行うこと 蓮池 

2 

コミュニケーションとは①コミュニケーシ

ョンの仕組みを理解を深める②対人関係に

おけるコミュニケーションの伝達経路の特

徴を理解を深める 

教科書第 5 章コミュニケーション予習復習 

各２時間行うこと 
蓮池 

3 保健医療チームの人間関係について 

予習：9章の確認、医療施設で従事する職種

について考える。（2時間）復習：授

業をもとに内容の確認復習（2時間） 

升田 

4 地域をつくる人間関係について 

予習：12 章の確認、身近なソーシャルサポ

ートやピアカウンセリングについ

て考える。（2時間）復習：授業をも

とに内容の確認復習（2時間） 

升田 

5 

コーチングとアサーティブ①コーチングと

はどのようなものか理解を深める②コーチ

ングのスキルについて学ぶ③アサーティブ

コミュニケーションとはどのようなものか

理解を深める④様々なん場面におけるアサ

教科書第 7 章 コーチング教科書第 8 章 

アサーティブコミュニケーション

予習復習 各２時間行うこと 

蓮池 



ーティブな対応について考える 

6 コミュニケーション演習 配布資料予習復習 各２時間行うこと 蓮池 

7 

笑いのコミュニケーション①「笑い」の視点

からコミュニケーションについて考える②

「笑い」のあるコミュニケーションの実践

方法について理解する 

配布資料予習復習 各２時間行うこと 蓮池 

8 
自身のコミュニケーションスキルを高める

方法 
配布資料予習復習 各２時間行うこと 蓮池 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート②講義への参加状況、姿勢上記を基準とし、60 点以上で単位認定とする＜DP②③＞ 

 

①80 ％

②20％ 



授業科目名 チーム医療論 (看護) 

主担当教員 升田 寿賀子 担当教員 

升田 寿賀子／増山 祥子／角田 

晃啓／中根 征也／国宗 翔／村

上 生美／吉村 弥須子／住田 

陽子／外村 昌子／関口 敏彰／

木田 岩男／久木元 由紀子／蓮

池 光人／福島 信也／徳島 佐

由美／安井 渚／澤田 悦子／宮

本 佳子／髙木 みどり／樋口 

優子／小西 由起子／川添 英利

子／齋藤 雅子／白井 文恵／小

林 妙子／岩佐 由美／松田 智

子／七山 知佳／岡田 公江／日

髙 朋美／和田 由里／北島 謙

吾／市後 昌代／西原 かおり／

森本 朱実／井上 さや子／脇 

英彦／藤江 建朗／由利 禄巳／

奥村 雅彦／西浦 素子／山本 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

チーム医療とは，「医療に従事する多様な医療スタッフが，各々の高い専門性を基に，目的と情報を共有し，

業務を分担しつつも互いに連携・補完し合い，対象者（患者・利用者）の状況に的確に対応した医療を提供す

ること」である。医療の高度化・細分化に伴い，医療スタッフの知識・技術の向上は必須である。さらに，質

が高く，安心・安全な医療の提供を対象者やその家族から求められるようになってきている。このように質

の高い医療等を提供するには一人一人の医療スタッフの専門性を高め，その専門性に委ねつつも，各スタッ

フが協働し，それらの専門性をチーム医療によって統合することが不可欠である。本学は 7 つ学科を擁する

医療系総合大学である。本授業ではその強みを活かし，チーム医療の構成となる他職種の理解を深める。さ

らに実際の症例検討を通じて，他職種と看護師がどのように連携する必要があり，またどのようにチーム医

療が実践されているのかを理解・経験する。 

 

学修目標 

1）医療専門職種が理解（職能・役割等）できる＜DP②③＞2）対象者・疾患におけるチーム医療の重要性を理解する

＜DP②③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語，携帯電話使用などには厳しく対処する。2）疑問点を大切にし，常に自己で調べたり，質問

したり解決する行動をとること。3）グループ討論を行うときには，積極的に発言すること。 

 

教科書 

資料を配布する 



 

参考書 

特に指定しない 

 

研究室／オフィスアワー 

升田 西棟 331 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
イントロダクションチーム医療論の授業の

進め方チーム医療とは？ 

予習：看護師の専門性（職能・役割等），チ

ーム医療の重要性について，自分の

考えをまとめておくこと。復習：チ

ーム医療の重要性について理解す

る。 

升田 

2 医療系専門職種の理解｜1【作業療法士】 

予習：本学作業療法学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で作業療法士の仕

事について調べておくこと。復習：

作業療法士の職能や役割を理解し，

看護師との接点を理解する。 

由利 

3 医療系専門職種の理解｜2【臨床検査技師】 

予習：本学臨床検査学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で臨床検査技師の

仕事について調べておくこと。復

習：臨床検査技師の職能や役割を理

解し，看護師との接点を理解する。 

関根 

4 医療系専門職種の理解｜3【臨床工学技士】 

予習：本学臨床工学科のカリキュラムに目

を通しておく。また，本学ホームペ

ージ（以下，HP）の「まるわかり 医

療の仕事図鑑」で臨床工学技士の仕

事について調べておくこと。復習：

臨床工学技士の職能や役割を理解

し，看護師との接点を理解する。 

藤江大

久保 

5 医療系専門職種の理解｜4【鍼灸師】 

予習：本学鍼灸学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で鍼灸師の仕事につい

て調べておくこと。復習：鍼灸師の

職能や役割を理解し，看護師との接

点を理解する。 

増山 

6 
医療系専門職種の理解｜5【診療放射線技

師】 

予習：本学診療放射線学科のカリキュラム

に目を通しておく。また，本学ホー

ムページ（以下，HP）の「まるわか

り 医療の仕事図鑑」で診療放射線

技師の仕事について調べておくこ

と。復習：診療放射線技師の職能や

役割を理解し，看護師との接点を理

解する。 

山本 

7 医療系専門職種の理解｜6【理学療法士】 

予習：本学理学療法学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で理学療法士の仕

事について調べておくこと。復習：

理学療法士の職能や役割を理解し，

看護師との接点を理解する。 

中根 



8 医療系職種専門の理解｜7【医師】 

予習：医師の仕事について調べておくこと。

復習：医師の職能や役割を理解し，

看護師との接点を理解する。 

 

9 症例検討｜1 

予習：看護師の職能・役割等を再確認してお

く。復習：症例を通してチーム医療

内での看護師の役割，チーム医療の

重要性を理解する。 

升田、

蓮池岩

佐、西

原 

10 症例検討｜2 

予習：看護師の職能・役割等を再確認してお

く。復習：症例を通してチーム医療

内での看護師の役割，チーム医療の

重要性を理解する。 

升田、

蓮

池

岩

佐

、

西

原 

11 症例検討｜3 

予習：看護師の職能・役割等を再確認してお

く。復習：症例を通してチーム医療

内での看護師の役割，チーム医療の

重要性を理解する。 

升田、

蓮

池

岩

佐

、

西

原 

12 症例検討｜4 

予習：看護師の職能・役割等を再確認してお

く。復習：症例を通してチーム医療

内での看護師の役割，チーム医療の

重要性を理解する。 

升田、

蓮

池

岩

佐

、

西

原 

13 
チーム医療の実際【教員による Case 

Conference】 

予習：各医療スタッフの専門性（職能・役割

等）について再確認しておく。復習：

教員による Case Conference を通

じ，チーム医療での理学療法士の役

割を理解し，チーム医療の重要性を

理解する。 

升田、

蓮

池

岩

佐

、

西

原 

14 授業全体のまとめ｜1 

予習：これまでの授業を復習しておく。復

習：チーム医療での理学療法士の役

割やチーム医療の重要性について

まとめる。 

升田、

蓮

池

岩

佐

、

西

原 

15 授業全体のまとめ｜2 

予習：これまでの授業を復習しておく。復

習：チーム医療での理学療法士の役

割やチーム医療の重要性について

まとめる。 

升田、

蓮

池

岩

佐

、

西

原 

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①「チーム医療における医療系専門職種（他職種）の理解」授業後レポート②最終課題 症例のアセスメ

ント ＊レポートは，事前に配布する「森ノ宮医療大学 コモンルーブリック」を利用して評価します。フィー

ドバックを行う＜DP②③＞＊アセスメントは作成と並行して説明、解説を行う ＜DP②③＞ 

 

①50 ％

②50％ 



授業科目名 IPW 論 (看護) 

主担当教員 外村 昌子 担当教員 

外村 昌子／蓮池 光人／升田 

寿賀子／小林 妙子／北島 謙吾

／井上 さや子 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各学科において、他学科の連携や知識・技術に触れることを目的に看護学・鍼灸学・作業療法学、臨床検査学

および理学療法学を学び、IPW（Interprofessional Work = 専門職連携）を 5学科協働で演習形式にて実践

する。 各分野の特徴やチーム内での役割とその専門性を学び、その上で看護、鍼灸、作業療法、臨床検査、

理学療法の各分野で共通する疾患や障害を基に、IPW の実際について、討議・経験・学修する。 

 

学修目標 

各分野の講義を通じ専門性を理解しつつ、実際の症例を基にIPWを経験し、チーム医療の実践に求められる豊かな感

性と倫理観を養う。＜DP①②③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語、メールなどには厳しく対処する。2）疑問点を大切にして常に自己で調べて解決するよう

に行動すること。3）グループワークに積極的に参加し活発なカンファレンスを行う。4)出席は 2/3 以上を必

要とし、その基準を満たした者について成績評価を行う。 

 

教科書 

資料の配布あり 

 

参考書 

適宜提示する 

 

研究室／オフィスアワー 

外村研究室 331 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス症例提示におけるアプローチ立

案とその考察① 

2 年次の医療コミュニケーションの内容を

ふり返っておく 

外村昌

子 

2 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察② 

課題として出された症例について、各自、看

護問題、計画を立案してくる 1 時間 

外村北

島升田

蓮池小

林井上 

3 

看護学科のグループワークで話し合った問

題点と計画をまとめ、他学科に発表できる

ように準備を行う。 

予習グループワークに備え資料準備、問題・

目標の整理１時間 

外村北

島升田

蓮池小

林井上 

4 IPW①（４回～７回は 4コマ連続） 
多職種とのグループワークで出てきた疑問

点を修正する 

全学科

教員 



5 IPW②（４回～７回は 4コマ連続） 
多職種とのグループワークで出てきた疑問

点を修正する 

全学科

教員 

6 IPW③（４回～7回は 4コマ連続） 
多職種とのグループワークで出てきた疑問

点を修正する 

全学科

教員 

7 IPW④（４回～7回は 4コマ連続） 
多職種とのグループワークで出てきた疑問

点を修正する 

全学科

教員 

8 IPW⑤（プレゼンテーションと振り返り） 

多職種とのグループワークで話し合った問

題点と計画をまとめ、発表できるよ

うに準備を行う。予習発表準備 1時

間 

全学科

教

員 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート ＜DP①②③④＞ ②【IPW】プレゼンテーション（提示するルーブリックに基づき表価する）＜

DP①②③④＞ 出席は 2/3 以上を必要とし、その基準を満たした者について成績評価を行う 

 

①40%

②60% 



授業科目名 健康管理学Ⅰ (看護) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病の危険因子が明らかにされつつある。危険因子を多く有する人は疾患に罹患する確率が高

くなることから、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、運動不

足の健康への影響を学び、ライフステージに応じた健康づくりのための身体活動基準、目的に応じた効果的

なトレーニング法の原理・原則を学修する。特に、有酸素性運動の健康上の必要性を学び、運動処方の条件

（強度・時間・頻度）に関する知識を養う。また、運動強度の指標を理解し、ウオーミングアップとクーリン

グダウン、及びレジスタンス運動を含めた、運動処方プログラムの構成についても学修する。 

 

学修目標 

1．健康管理と疾病の予防に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康づくりのための運動に

必要な知識、生活習慣病予防に役立つ基礎知識を説明できる。3．健康管理のための正しい知識を身につけ、健康の

保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①寝ない ②喋らない ③内職しない ④スマホを触らない以上のルールを守って熱心に学習して下さい。 

 

教科書 

特にありません。 

 

参考書 

健康・スポーツ科学の基礎（出村愼一監修・杏林書院）健康・スポーツ科学テキスト トレーニング科学（北

川薫編集・文光堂）特定健診・保健指導に役立つ 健康運動指導マニュアル（佐藤祐造編集・文光堂）、他 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前は非常勤講師室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理について １ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

2 健康管理について ２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

3 生活習慣病と運動 １ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

4 生活習慣病と運動 ２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 



5 生活習慣病と運動 ３ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

6 トレーニングの基礎知識 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

7 全身持久力トレーニングについて 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

8 筋持久力・筋力トレーニングについて １ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

9 筋持久力・筋力トレーニングについて ２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

10 パワートレーニングについて 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

11 
トレーニングでの注意点 １ウォームアッ

プとウォームダウン １ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

12 
トレーニングでの注意点 ２ウォームアッ

プとウォームダウン ２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

13 
トレーニングでの注意点 ３オーバーエク

ササイズによる身体的の問題 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

14 
トレーニングでの注意点 ４障害を予防す

るためのアイシング 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

15 講義全体のまとめ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバスの

確認復習：授業をもとにノート・プ

リントの確認 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②授業ごとの小テスト・課題提出・全授業のうち 2/3 以上の出席が必要 ①70%



 ②30% 



授業科目名 健康管理学Ⅱ (看護) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病だけでなく、加齢に伴う生活機能低下を防ぐ対策が重要課題となってきている。健康寿命

を延伸するために、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、疾病

構造の変化と身体活動・運動不足の関連性、身体運動のメカニズム、および健康度の一つの尺度となる体力・

日常動作について理解を深めると同時に、第一次予防の視点に立って運動が健康づくり、特に生活習慣病予

防・介護予防に役立つ根拠について学修する。生活習慣病とロコモ―ティブシンドロームを予防し、健康寿

命を延伸するための理論、並びに具体的な実践方法についても理解を深める。 

 

学修目標 

1．生活習慣病・加齢に伴う生活機能低下に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康寿命の

延伸に必要な基礎知識、生活習慣病予防・介護予防に役立つ健康づくり運動の知識を説明できる。3．健康管理のた

めの正しい知識を身につけ、健康の保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①寝ない ②喋らない ③内職しない ④スマホを触らない以上のルールを守って熱心に学習して下さい。 

 

教科書 

特にありません 

 

参考書 

健康・スポーツ科学の基礎（出村愼一監修・杏林書院）健康・スポーツ科学テキスト トレーニング科学（北

川薫編集・文光堂）特定健診・保健指導に役立つ 健康運動指導マニュアル（佐藤祐造編集・文光堂）、他 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前は非常勤講師室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理について １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

2 健康管理について ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

3 中高年者の身体的特徴と運動 １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

4 骨粗鬆症と運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

5 変形性関節症と運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

6 
生活習慣病と運動 １メタボリックシンド

ローム 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 



7 生活習慣病と運動 ２高血圧症 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

8 生活習慣病と運動 ３糖尿病 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

9 生活習慣病と運動 ４高脂血症 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

10 生活習慣病と運動 ５虚血性心疾患 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

11 有酸素エクササイズについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

12 レジスタンスエクササイズについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

13 
ウォームアップとウォームダウンについて 

１ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

14 
ウォームアップとウォームダウンについて 

２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

15 講義全体のまとめ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験 ②授業ごとの小テスト・課題提出授業の 2/3 回以上の出席が必要 

 

①70%

②30% 



授業科目名 フィジカルアセスメント (看護) 

主担当教員 外村 昌子 担当教員 

外村 昌子／住田 陽子／安井 

渚／宮本 佳子／樋口 優子／小

林 妙子／寺田 美和子 

科目ナンバリング SB20C005 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
木曜 1 限、木曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

フィジカルアセスメントとは、身体の頭部から足先まで系統別に査定して、身体の健康上の問題を捉えるこ

とである。対象の「人体の構造と機能」を理解し、健康状態を把握するために必要な問診とフィジカルイグ

ザミネーション（視診・触診・打診・聴診）の基本技術を習得し、フィジカルアセスメントに必要な知識と方

法について学ぶ。 

 

学修目標 

1.フィジカルアセスメントの意義と目的を説明できる。〈DP①〉2.問診とフィジカルイグザミネーションを、正確か

つ安全・安楽に実施できる。〈DP①②〉3.問診とフィジカルイグザミネーションで得られた情報を正しく表現できる。

〈DP①②〉4.得られた情報に基づいて、対象者に起こっていること・起こりうることをアセスメントすることができ

る。〈DP①②〉5.看護におけるフィジカルアセスメントの必要性を述べることができる。〈DP①②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.授業全般を通して主体的に授業に取り組むこと 2.形態機能学の復習をしておくこと。 

 

教科書 

看護が見える vol3 フィジカルアセスメント MEDICMEDIA ISBN 978-4-89632-781-6 

 

参考書 

小野田千枝子（監修）：フィジカル・アセスメント，金原出版株式会社，2013 坂井建雄，岡田隆夫：系統看護

学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能[1]  解剖生理学,  医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

外村研究室 W 棟 332／随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
教科ガイダンスフィジカルアセスメントの

概念 

予習：シラバスの確認。復習：授業内容の整

理。（1時間） 
外村 

2 
フィジカルアセスメントの基本技術・バイ

タルサイン 

予習：テキストの「フィジカルアセスメント

総論」「バイタルサイン」の項を熟読

する。（1時間）復習：授業内容の整

理。 

外村 

3 呼吸器系のアセスメント① 

予習：テキストの「呼吸器系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

小林 



4 【演習】呼吸器系のアセスメント① 

予習：テキストの「呼吸器系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

全員 

5 呼吸器系のアセスメント② 

予習：テキストの「呼吸器系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

小林 

6 【演習】呼吸器系のアセスメント② 

予習：テキストの「呼吸器系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

全員 

7 循環器系のアセスメント① 

予習：テキストの「循環器系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

住田 

8 【演習】循環器系のアセスメント① 

予習：テキストの「循環器系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

全員 

9 循環器系のアセスメント② 

予習：テキストの「循環器系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

住田 

10 【演習】循環器系のアセスメント② 

予習：テキストの「循環器系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

全員 

11 筋骨格系のアセスメント① 

予習：テキストの「筋骨格系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

外村 

12 【演習】筋骨格系のアセスメント② 

予習：テキストの「筋骨格系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

全員 

13 筋骨格系のアセスメント② 

予習：テキストの「筋骨格系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

外村 

14 【演習】筋骨格系のアセスメント② 

予習：テキストの「筋骨格系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

全員 

15 脳神経系のアセスメント① 

予習：テキストの「脳神経系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

寺田 

16 【演習】脳神経系のアセスメント① 

予習：テキストの「脳神経系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

全員 

17 脳神経系のアセスメント② 

予習：テキストの「脳神経系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

寺田 

18 【演習】脳神経系のアセスメント② 

予習：テキストの「脳神経系のアセスメン

ト」の項を熟読する。復習：授業の

整理。（1時間） 

全員 

19 腹部のアセスメント① 

予習：テキストの「腹部のアセスメント」の

項を熟読する。復習：授業の整理。

（1時間） 

宮本 

20 【演習】腹部のアセスメント① 

予習：テキスト「腹部のアセスメント」を熟

読する復習：授業内容の整理。 （1

時間） 

全員 

21 腹部のアセスメント② 

予習：テキストの「腹部のアセスメント」を

熟読する。復習：授業内容の整理。 

（1時間） 

宮本 

22 【演習】腹部のアセスメント② 
予習：授業内で提示する。復習：授業内容の

整理。 （1時間） 
全員 

23 技術演習・ふり返り 
予習：テキストを読んでくる復習：授業内容

の整理。 （1時間） 
全員 

24 技術演習・ふり返り 
予習：授業内で提示する。復習：授業内容の

整理。 （1時間） 
全員 

25 技術テスト 
予習：テキストを読んでくる復習：授業内容

の整理。 （1時間） 
全員 



26 技術テスト 
予習：テキストを読んでくる復習：授業内容

の整理。 （1時間） 
全員 

27 頭頚部・皮膚のアセスメント 

予習：テキスト「頭頸部のアセスメント」の

項を熟読する。復習：授業内容の整

理。 

安井 

28 【演習】頭頚部・皮膚のアセスメント 

予習：テキスト「頭頸部のアセスメント」の

項を熟読する。復習：授業内容の整

理。 （1時間） 

全員 

29 乳房/直腸・肛門・生殖器のアセスメント 

予習：テキストの「乳房/直腸・肛門・生殖

器のアセスメント」を読んでくる。

復習：授業内容の整理。 （1時間） 

樋口 

30 
【演習】乳房/直腸・肛門・生殖器のアセス

メント 

予習：テキストの「乳房/直腸・肛門・生殖

器のアセスメント」を読んでくる。

復習：授業内容の整理。 （1時間） 

全員 

成績評価方法と基準 割合 

1．定期試験（筆記試験のみ）〈DP①②〉      ※出題範囲：授業で扱った範囲        2．技術テ

スト〈DP①〉      ※授業内で項目と評価方法を提示します      3．小テスト〈DP①〉      ※

授業内で項目を提示します       上記の 1～3 を合計する。上記の成績評価は、授業時数の 2/3 以

上の出席を対象とする。 

 

1．60％

2．20％

3．20％ 



授業科目名 臨床薬理学 (看護) 

主担当教員 木田 岩男 担当教員 木田 岩男 

科目ナンバリング SB20C010 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

疾病の治療や予防に用いられる薬物に関しての基本的な知識を修得することで、薬物を用いた医療行為の円

滑な実践と、薬物による医療事故の防止を実践できるようにする。 

 

学修目標 

１．主要な薬物の作用機序を理解する。２．主要な薬物の主な作用と重篤な副作用についての知識を得る。３．薬物

の適正な使い方を、事例を通して理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布資料は教科書の補足資料として学修の参考にする。２．講義前には予習として教科書の該当箇所を

一読しておく。３．講義中に指示するので、教科書の重要箇所にアンダーラインを引き、そこは必ず復習す

る。４．疑問点があれば何でも質問し、解決してから次に進むようにする。５．出席は重視する。 

 

教科書 

大鹿英世／吉岡充弘／井関健著＜系統看護学講座専門基礎分野＞ [疾病のなりたちと回復の促進 3] 薬理学 

医学書院 

 

参考書 

１．日本臨床薬理学会編集「臨床薬理学」医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：西棟 233 研究室オフィスアワー：月曜 5限・水曜 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 臨床薬理学の概要 

＜予習・復習（1時間）＞予習：教科書の該

当箇所を一読する。復習：身近にあ

る薬の添付文書を調べる。 

 

2 抗感染症薬 

＜予習・復習（1時間）＞予習：微生物学の

復習をする。教科書の該当箇所を一

読する。復習：抗菌薬と抗ウイルス

薬についてまとめる。 

 

3 抗がん薬 

＜予習・復習（1時間）＞予習：癌について

調べる。教科書の該当箇所を一読す

る。復習：代表的な抗癌薬の副作用

についてまとめる。 

 

4 免疫治療薬 

＜予習・復習（1時間）＞予習：免疫系の復

習をする。教科書の該当箇所を一読

する。復習：免疫抑制薬の副作用に

ついてまとめる。 

 

5 抗アレルギー薬・抗炎症薬 
＜予習・復習（1時間）＞予習：炎症の機序

について調べる。教科書の該当箇所
 



を一読する。復習：ステロイド製剤

の副作用についてまとめる。 

6 末梢での神経活動に作用する薬物 

＜予習・復習（1時間）＞予習：自律神経に

ついて復習する。教科書の該当箇所

を一読する。復習：自律神経作動薬

についてまとめる。 

 

7 中枢神経系に作用する薬物 

＜予習・復習（1時間）＞予習：中枢神経系

の機能を復習する。教科書の該当箇

所を一読する。復習：向精神薬の副

作用についてまとめる。 

 

8 心臓・血管系に作用する薬物 

＜予習・復習（1時間）＞予習：循環器系の

機能を復習する。教科書の該当箇所

を一読する。復習：心臓と血管に作

用する薬についてまとめる。 

 

9 呼吸器・消化器・生殖器系に作用する薬物 

＜予習・復習（1時間）＞予習：呼吸器系と

消化器系の機能を復習する。教科書

の該当箇所を一読する。復習：呼吸

器系と消化器系疾患に用いる薬を

まとめる。 

 

10 物質代謝に作用する薬物 

＜予習・復習（1時間）＞予習：糖代謝と脂

質代謝について復習する。教科書の

該当箇所を一読する。復習：糖尿病

治療薬と高脂血症治療薬について

まとめる。 

 

11 皮膚に使用する薬物 

＜予習・復習（1時間）＞予習：皮膚の構造

と機能を復習する。教科書の該当箇

所を一読する。復習：皮膚疾患に用

いる薬をまとめる。 

 

12 眼科外用薬 

＜予習・復習（1時間）＞予習：眼の構造と

機能を復習する。教科書の該当箇所

を一読する。復習：眼疾患に用いる

薬をまとめる。 

 

13 救急の際に使用される薬物 

＜予習・復習（1時間）＞予習：ショックの

種類について調べる。教科書の該当

箇所を一読する。復習：アドレナリ

ン、ノルアドレナリン、ドパミンの

違いについてまとめる。 

 

14 漢方薬 

＜予習・復習（1時間）＞予習：教科書の該

当箇所を一読する。復習：漢方薬の

副作用について調べる。 

 

15 消毒薬 

＜予習・復習（1時間）＞予習：教科書の該

当箇所を一読する。復習：消毒薬の

特徴についてまとめる。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験として筆記試験を行う。期末試験（６０点以上で単位認定） 

 
①100% 



授業科目名 臨床病態学Ⅰ (看護) 

主担当教員 青木 元邦 担当教員 青木 元邦 

科目ナンバリング SB20C011 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

よき医療人になる上で必要不可欠な内科学の知識・考え方について講義する。診断学・症候学を理解し、医

療の現場で応用できるようにする。また各種疾患について臓器別に講義を行い、その病態・治療を論理的に

理解・説明できるようにすると同時に、患者の訴え・状態から検査・治療の必要性の有無が判断できる能力

を身につける。 

 

学修目標 

DP①②に対応し、チーム医療実践で必要な専門的知識を獲得するための授業科目です。１．各種臓器の働きを理解し

説明できる。DP①②に対応２．各種疾病の本質・病態を論理的に理解し説明できる。DP①②に対応３．各種疾病の臨

床症状・治療法・ケアを合理的に説明できる。  DP①②に対応 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．内科学（疾病の理解）は現代医療の基礎知識であることを認識して取り組むこと。２．講義を聞かずに教

科書だけ読んでも理解困難と考えられるため、出席して講義を聞くこと。３．学習すべき量が多いため、効

率よく理解すべく必ずノートに板書内容を記載すること。試験前に教科書を読んで全部覚えるのは不可能で

す。ノートに沿って教科書を活用してください。４．疾患について論理的なイメージを理解する努力をする

こと。５．疑問点は大切にし、解決に向けて行動すること。６．努力をしない学生・態度不良の学生には単位

を与え 

 

教科書 

浅野嘉延・吉山直樹編 看護のための臨床病態学 南山堂 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜午後・水曜日・金曜日午後（ただし会議等でいないこともあります）その他、部屋にいればいつでも訪問

可です。質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
心臓の基本的な働きと循環器疾患の病態・

治療の理解 1 

＜予習・復習 1 時間＞心臓の解剖・生理機

能について、予習復習を行うこと。 
 

2 
心臓の基本的な働きと循環器疾患の病態・

治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞心臓の解剖・生理機

能について、予習復習を行うこと。 
 

3 循環器疾患の病態・治療の理解 3 

＜予習・復習 1 時間＞循環器疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 



4 循環器疾患の病態・治療の理解 4 

＜予習・復習 1 時間＞循環器疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

5 
肺の基本的な働きと呼吸器疾患の病態・治

療の理解 1 

＜予習・復習 1 時間＞肺の解剖・生理機能

について、予習復習を行うこと。 
 

6 
肺の基本的な働きと呼吸器疾患の病態・治

療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞呼吸器疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

7 呼吸器疾患の病態・治療の理解 3 

＜予習・復習 1 時間＞呼吸器疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

8 呼吸器疾患の病態・治療の理解 4 

＜予習・復習 1 時間＞呼吸器疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

9 
消化管の基本的な働きと消化器疾患の病

態・治療の理解 1 

＜予習・復習 1 時間＞消化管の解剖・生理

機能について、予習復習を行うこ

と。 

 

10 消化器疾患の病態・治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞消化器疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

11 消化器疾患の病態・治療の理解 3 

＜予習・復習 1 時間＞消化器疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

12 
肝臓・膵臓・胆嚢の基本的な働きと肝胆膵疾

患の病態・治療の理解 1 

＜予習・復習 1 時間＞肝臓・膵臓・胆嚢の

解剖・生理機能について、予習復習

を行うこと。 

 

13 肝胆膵疾患の病態・治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞肝胆膵疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

14 血液疾患の病態・治療の理解 1 

＜予習・復習 1 時間＞血液疾患の病態につ

いて予習し、学んだ疾患の病態・所

見・治療を合理的に説明できるよう

に復習しておくこと。 

 

15 血液疾患の病態・治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞血液疾患の病態につ

いて予習し、学んだ疾患の病態・所

見・治療を合理的に説明できるよう

に復習しておくこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

定期試験（DP①②） 

 
1 



授業科目名 臨床病態学Ⅱ (看護) 

主担当教員 青木 元邦 担当教員 青木 元邦 

科目ナンバリング SB20C012 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

よき医療人になる上で必要不可欠な内科学の知識・考え方について講義する。診断学・症候学を理解し、医

療の現場で応用できるようにする。また各種疾患について臓器別に講義を行い、その病態・治療を論理的に

理解・説明できるようにすると同時に、患者の訴え・状態から検査・治療の必要性の有無が判断できる能力

を身につける。 

 

学修目標 

DP①②に対応し、チーム医療実践で必要な専門的知識を獲得するための授業科目です。１．各種臓器の働きを理解し

説明できる。DP①②に対応２．各種疾病の本質・病態を論理的に理解し説明できる。DP①②に対応３．各種疾病の臨

床症状・治療法・ケアを合理的に説明できる。  DP①②に対応 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．内科学（疾病の理解）は現代医療の基礎知識であることを認識して取り組むこと。２．講義を聞かずに教

科書だけ読んでも理解困難と考えられるため、出席して講義を聞くこと。３．学習すべき量が多いため、効

率よく理解すべく必ずノートに板書内容を記載すること。試験前に教科書を読んで全部覚えるのは不可能で

す。ノートに沿って教科書を活用してください。４．疾患について論理的なイメージを理解する努力をする

こと。５．疑問点は大切にし、解決に向けて行動すること。６．努力をしない学生・態度不良の学生には単位

を与え 

 

教科書 

浅野嘉延・吉山直樹編 看護のための臨床病態学 南山堂 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜午後・水曜日・金曜日午後（ただし会議等でいないこともあります）その他、部屋にいればいつでも訪問

可です。質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 代謝性疾患の病態・治療の理解１ 

＜予習・復習 1 時間＞代謝性疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

2 代謝性疾患の病態・治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞代謝性疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 



3 内分泌疾患の病態・治療の理解 1 

＜予習・復習 1 時間＞内分泌疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

4 内分泌疾患の病態・治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞内分泌疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

5 内分泌疾患の病態・治療の理解 3 

＜予習・復習 1 時間＞内分泌疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

6 
膠原病・アレルギー疾患の病態・治療の理解

1 

＜予習・復習 1 時間＞アレルギーの病態に

ついて予習復習を各行うこと。 
 

7 
膠原病・アレルギー疾患の病態・治療の理解

2 

＜予習・復習 1 時間＞アレルギー疾患の病

態について予習し、学んだ疾患の病

態・所見・治療を合理的に説明でき

るように復習しておくこと。 

 

8 
膠原病・アレルギー疾患の病態・治療の理解

3 

＜予習・復習 1 時間＞膠原病の病態につい

て予習し、学んだ疾患の病態・所見・

治療を合理的に説明できるように

復習しておくこと。 

 

9 腎臓の基本的な働き 
＜予習・復習 1 時間＞腎臓の解剖・生理機

能について、予習復習を行うこと。 
 

10 腎臓疾患の病態・治療の理解 1 

＜予習・復習 1 時間＞消化器疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

11 腎臓疾患の病態・治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞腎臓疾患の病態につ

いて予習し、学んだ疾患の病態・所

見・治療を合理的に説明できるよう

に復習しておくこと。 

 

12 腎臓疾患の病態・治療の理解 3 

＜予習・復習 1 時間＞腎臓疾患の病態につ

いて予習し、学んだ疾患の病態・所

見・治療を合理的に説明できるよう

に復習しておくこと。 

 

13 神経・筋疾患の病態・治療の理解 1 

＜予習・復習 1 時間＞神経・筋疾患の病態

について予習し、学んだ疾患の病

態・所見・治療を合理的に説明でき

るように復習しておくこと。 

 

14 神経・筋疾患の病態・治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞神経・筋疾患の病態

について予習し、学んだ疾患の病

態・所見・治療を合理的に説明でき

るように復習しておくこと。 

 

15 講義全体の総まとめ 

＜予習・復習 1 時間＞神経・筋疾患の病態

について予習し、学んだ疾患の病

態・所見・治療を合理的に説明でき

るように復習しておくこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

定期試験（DP①②） 

 
1 



授業科目名 臨床病態学Ⅲ (看護) 

主担当教員 久保 忠彦 担当教員 久保 忠彦 

科目ナンバリング SB20C013 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講座では、外科学の基礎を学び、兆候から診断、治療について、総合的に理解することを目標とする。特

に、周術期管理を理解して、実践看護への応用が得られるよう学習を進める。 

 

学修目標 

外科学の基礎を理解し、代表的疾患を通じてその病態生理の理解と、応用ができる学力を養成することを目標とす

る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は基本的に教科書に準じて進め、試験も講義内容から出題するため、日々の講義内容を理解することに

努め、予習復習を旨として欲しい。評価に際し、出席、小テストは重視します。 

 

教科書 

新体系看護学全書別館 臨床外科看護学Ｉ，ＩＩ編集：渡邊五郎、宗村美江子メディカルフレンド社 

 

参考書 

クエスチョンバンク 看護師国家試験問題解説医療情報科学研究所 MEDIC MEDIA 社 

 

研究室／オフィスアワー 

アポイントメント: 06-6976-3901 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 イントロダクション：授業計画、総論 予習：復習：学習時間：  

2 
循環器系の外科１：心筋梗塞、心停止、ショ

ック、弁置換術など 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

3 
循環器系の外科２：心筋梗塞、心停止、ショ

ック、弁置換術など 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

4 呼吸器系および胸部の外科１：肺がんなど 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

5 呼吸器系および胸部の外科２：肺がんなど 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

6 
消化器系の外科１：胃がん、大腸がん、食道

がん、胆石など 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

7 
消化器系の外科２：胃がん、大腸がん、食道

がん、胆石など 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

8 
消化器系の外科３：胃がん、大腸がん、食道

がん、胆石など 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

9 乳腺、内分泌の外科：乳がん、子宮がんなど 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

10 脳神経系の外科：脳腫瘍、脳動脈瘤など 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 



11 
整形外科：人工関節置換術、脊椎手術、先天

性股関節脱臼など 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

12 
腎・泌尿器の外科１：前立腺肥大、前立腺が

ん、膀胱がんなど 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

13 
腎・泌尿器の外科１：前立腺肥大、前立腺が

ん、膀胱がんなど 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

14 外傷外科 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

15 麻酔学：全身、硬膜外麻酔など 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
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成績評価方法と基準 割合 

１．定期試験 DP1,2２．小テスト DP1,2 

 

1. 80%2. 

20% 



授業科目名 臨床病態学Ⅳ (看護) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬／太尾 恵理 

科目ナンバリング SB20C014 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

精神科、産科・婦人科、小児科領域における主要疾患・病態及び治療について講義する。 

 

学修目標 

１）各種疾患・病態を理解し、論理的に説明できる。<DP①②>２）病態から治療が合理的に説明できる。<DP①②>３）

病態・治療の理解を援助論に応用できる。<DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

臨床病態学は、看護学（精神看護学、母性看護学、小児看護学）の土台であり、援助論の根拠となるものであ

る。学生は、病態・治療が、看護援助にどのようにつながっているかに留意しながら講義に臨んでほしい。注

意事項１．講義を聞かずに教科書だけ読んでも理解困難と考えられるため、出席して講義を聞くこと。２．

疾患について論理的なイメージを理解する努力をすること。３．疑問点は大切にし、解決に向けて行動する

こと。４．努力をしない学生・態度不良の学生には単位を与えることはできません。 ５．私語は授業妨害・ 

 

教科書 

系統看護学講座 精神看護学[1] 医学書院系統看護学講座 精神看護学[2] 医学書院系統看護学講座 母

性看護学[1] 医学書院  病気がみえる vol.10 産科 メディックメディア新体系看護学全書 小児看護

学２ 健康障害をもつ小児の看護 メヂカルフレンド社 

 

参考書 

必要時、提示する 

 

研究室／オフィスアワー 

前川（C棟研究室 8）／部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
精神科 1. 精神科疾患の診断と分類、精神

症状論と状態像 

＜予習・復習 1 時間＞精神科疾患の診断と

分類、精神症状論と状態像を理解す

る（精神看護学[1]第 2 章、4章） 

太尾 

2 精神科 2. 統合失調症の病態・治療 

＜予習・復習 1 時間＞統合失調症の病態・

治療を理解する（精神看護学[1]第 4

章、5章） 

太尾 

3 精神科 3. 気分（感情）障害の病態・治療 

＜予習・復習 1 時間＞気分（感情）障害の

病態・治療を理解する（精神看護学

[1]第 4 章、5 章） 

太尾 

4 

精神科 4. 神経症性障害・ストレス関連障

害および身体表現性障害の病態・治療生理

的障害および身体的要因に関連した行動症

候群、パーソナリティ障害の病態・治療 

＜予習・復習 1 時間＞神経症性障害・スト

レス関連障害および身体表現性障

害の病態・治療の理解を深める（精

神看護学[1]第 4 章、5章）生理的障

害および身体的要因に関連した行

太尾 



動症候群、パーソナリティ障害の病

態・治療の理解を深める（精神看護

学[1]第 4 章、5章） 

5 

精神科 5. 知的障害、心理的発達の障害、小

児期および青年期に通常発症する行動およ

び情緒の障害、心身症の病態・治療器質性精

神障害、てんかんの病態と治療 

＜予習・復習 1 時間＞知的障害、心理的発

達の障害、小児期および青年期に通

常発症する行動および情緒の障害、

心身症の病態・治療の理解を深める

（精神看護学[1]第 4 章、5章）器質

性精神障害、てんかんの病態と治療

理解を深める（精神看護学[1]第 4

章、5章） 

太尾 

6 
産科・婦人科 1. 性と生殖に関する身近な

疾患① 

＜予習・復習 1 時間＞性感染症と予防、母

子感染（HIV 含む）の病態・治療の

理解を深める。 

前川 

7 
産科・婦人科 2. 性と生殖に関する身近な

疾患② 

＜予習・復習 1 時間＞出生前診断、不妊症

の病態・治療の理解を深める。 
前川 

8 
産科・婦人科 3. 妊娠に伴う循環器系・内分

泌系疾患の病態・治療① 

＜予習・復習 1 時間＞糖代謝異常、妊娠高

血圧症候群・HELLP 症候群の病態・

治療の理解を深める。 

前川 

9 
産科・婦人科 4. 妊娠に伴う循環器系・内分

泌系疾患の病態・治療② 

＜予習・復習 1 時間＞糖代謝異常、妊娠高

血圧症候群・HELLP 症候群の病態・

治療の理解を深める。 

前川 

10 産科・婦人科 5.  染色体異常,新生児疾患 

＜予習・復習 1 時間＞分娩障害、染色体異

常による疾患（21 トリソミー、18 ト

リソミー等）の理解を深める。 

前川 

11 小児科 1. 小児期感染症 

＜予習・復習 1時間＞小児期感染症（麻疹、

風疹など）の病態・治療の理解を深

める。 

前川 

12 
小児科 2.腎・泌尿器疾患、川崎病、二分脊

椎、先天性心疾患 

＜予習・復習 1 時間＞腎・泌尿器疾患、川

崎病、二分脊椎、先天性心疾患の病

態・治療の理解を深める。 

前川 

13 小児科 3. 血液、造血器、悪性新生物 

＜予習・復習 1時間＞造血器腫瘍、脳腫瘍、

神経芽腫の病態・治療の理解を深め

る。 

前川 

14 小児科 4. 消化器疾患① 

＜予習・復習 1時間＞幽門狭窄、イレウス、

ヒルシュスプルング病、胆道閉鎖、

鎖肛、直腸肛門奇形の病態・治療の

理解を深める。 

前川 

15 小児科 5. 消化器疾患② 

＜予習・復習 1時間＞幽門狭窄、イレウス、

ヒルシュスプルング病、胆道閉鎖、

鎖肛、直腸肛門奇形の病態・治療の

理解を深める。 

前川 
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成績評価方法と基準 割合 

配点割合は、精神科領域が 50%、産科・婦人科・小児科領域が 50%とする。精神科領域：筆記テストで評

価する。<DP①②>産科・婦人科・小児科領域：筆記テストで評価する。<DP①②> 

 

精 神 科

領 域 ：

筆 記 テ

ス ト 50

点 、 産

科 ・ 婦

人 科 ・

小 児 科

領 域 ：

筆 記 テ

ス ト 50

点 



授業科目名 臨床病態学Ⅴ (看護) 

主担当教員 青木 元邦 担当教員 青木 元邦 

科目ナンバリング SB20C015 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

よき医療人になる上で必要不可欠な内科学・感覚器学・老年医学の知識・考え方について講義する。診断学・

症候学を理解し、医療の現場で応用できるようにする。また各種疾患について臓器別に講義を行い、その病

態・治療を論理的に理解・説明できるようにすると同時に、患者の訴え・状態から検査・治療の必要性の有無

が判断できる能力を身につける。 

 

学修目標 

DP①②に対応し、チーム医療実践で必要な専門的知識を獲得するための授業科目です。１．各種臓器の働きを理解し

説明できる。DP①②に対応２．各種疾病の本質・病態を論理的に理解し説明できる。DP①②に対応３．各種疾病の臨

床症状・治療法・ケアを合理的に説明できる。  DP①②に対応 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．内科学（疾病の理解）は現代医療の基礎知識であることを認識して取り組むこと。２．講義を聞かずに教

科書だけ読んでも理解困難と考えられるため、出席して講義を聞くこと。３．学習すべき量が多いため、効

率よく理解すべく必ずノートに板書内容を記載すること。試験前に教科書を読んで全部覚えるのは不可能で

す。ノートに沿って教科書を活用してください。４．疾患について論理的なイメージを理解する努力をする

こと。５．疑問点は大切にし、解決に向けて行動すること。６．努力をしない学生・態度不良の学生には単位

を与え 

 

教科書 

浅野嘉延・吉山直樹編 看護のための臨床病態学 南山堂 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜午後・水曜日・金曜日午後（ただし会議等でいないこともあります）その他、部屋にいればいつでも訪問

可です。質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 脳血管障害の病態・治療の理解 1 

＜予習・復習 1 時間＞脳血管疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

2 脳血管障害の病態・治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞脳血管疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 



3 認知症 

＜予習・復習 1 時間＞認知症について予習

し、学んだ疾患の病態・所見・治療

を合理的に説明できるように復習

しておくこと。 

 

4 各種感染症の原因・症状・治療の理解 1 
＜予習・復習 1 時間＞病原微生物の特性に

ついて予習復習を行うこと。 
 

5 各種感染症の原因・症状・治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞感染症の病態につい

て予習し、学んだ疾患の病態・所見・

治療を合理的に説明できるように

復習しておくこと。 

 

6 各種感染症の原因・症状・治療の理解 3 

＜予習・復習 1 時間＞感染症の病態につい

て予習し、学んだ疾患の病態・所見・

治療を合理的に説明できるように

復習しておくこと。 

 

7 眼科疾患の病態と治療の理解 1 
＜予習・復習 1 時間＞眼の解剖・生理機能

について予習復習を行うこと。 
 

8 眼科疾患の病態と治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞眼科疾患の病態につ

いて予習し、学んだ疾患の病態・所

見・治療を合理的に説明できるよう

に復習しておくこと。 

 

9 耳鼻科疾患の病態・治療の理解 1 

＜予習・復習 1時間＞耳・鼻・咽頭の解剖・

生理機能について予習復習を行う

こと。 

 

10 耳鼻科疾患の病態・治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞耳鼻科疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

11 皮膚科疾患の病態・治療の理解 1 

＜予習・復習 1 時間＞皮膚科疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

12 皮膚科疾患の病態・治療の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞皮膚科疾患の病態に

ついて予習し、学んだ疾患の病態・

所見・治療を合理的に説明できるよ

うに復習しておくこと。 

 

13 老年症候群の理解 1 

＜予習・復習 1 時間＞加齢に伴う生理機能

の変化について予習復習を行うこ

と。 

 

14 老年症候群の理解 2 

＜予習・復習 1 時間＞高齢者に特有の症候

と老年医療のアプローチについて

予習し、病態・ケアを合理的に説明

できるように復習しておくこと。 

 

15 講義全体の総復習 
授業での総復習を確認しつつ、総合的な復

習を 1時間自宅で行うこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

定期試験（DP①②） 

 
1 



授業科目名 看護関係法規 (看護) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 
関口 敏彰／外村 昌子／蓮池 

光人／齋藤 雅子／岡田 公江 

科目ナンバリング SB20C019 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人のライフサイクルには、疾病、負傷、障がい、失業、災害など様々な危機が存在するが、人々が健康に過ご

すためには、保健・医療・福祉とともに社会制度や仕組みを理解することが必要である。この授業では、法的

根拠に基づいた個人の権利を保障するため、看護職として必要な健康支援と社会保障制度について学修し、

対象者の立場に立った看護サービスの提供ができることを目的とする。また、、看護活動の質を高め、対象者

のＱＯＬの向上に寄与することができることを理解し、母性看護（齋藤・岡田／４コマ）、老年看護（外村／

２コマ）、精神看護（蓮池／３コマ）、公衆衛生看護（関口／６コマ）の各領域から学修する構成とする。 

 

学修目標 

１．社会人として基本となる法的、倫理的問題の考え方を理解する。DP①２．看護職として必要な社会保障制度につ

いて理解する。DP①３．看護活動を展開する上で、各領域との関係性、連携について理解する。DP① 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．看護職として活動するために必要な保健・医療・福祉・社会制度の基礎的知識であることを認識する。

２．指示された課題については，主体的に自分で書籍や研究文献でしっかり調べること。３．提出期限につ

いては厳守すること。 

 

教科書 

公衆衛生がみえる:医療情報科学研究所：メディックメディア母性看護学概論、小児看護学概論、成人看護学

概論、精神看護の基礎、精神看護の展開、在宅看護論（購入済み） 

 

参考書 

国民衛生の動向 

 

研究室／オフィスアワー 

授業時に案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
日本国憲法第 25 条とその関連法社会保障・

社会福祉・公衆衛生 

予習/事前課題：日本国憲法第 25 条につい

て教科書で確認すること。憲法と法

律の違いを予習しておくこと（1.5

時間）復習：本日の範囲（1.5 時間） 

関 口 

敏彰 

2 社会保障制度と地域保健 

予習・事前課題：社会保障制度（公的医療保

険・年金保険・介護保険など）につ

いて確認しておくこと（1.5 時間）

復習：本日の範囲（1.5 時間） 

関 口 

敏彰 



3 
医療法、保健師助産師看護師法、看護師等人

材確保法 

予習・課題：医療法、保健師助産師看護師法、

看護師等人材確保法について確認

しておくこと（1.5 時間）復習：本

日の範囲（1.5 時間） 

関 口 

敏彰 

4 
保健と福祉－感染症・食品衛生対策－感染

症法・食品衛生法 

予習：主要感染症の動向,感染症法、検疫法、

食品保健、食中毒について確認して

おくこと（1.5 時間）復習：本日の

範囲（1.5 時間） 

関 口 

敏彰 

5 

学校保健、産業保健（学校保健安全法・労働

基準法・労働安全衛生法・男女雇用機会均等

法） 

予習：学校保健安全法、労働基準法、労働安

全衛生法、男女雇用機会均等法につ

いて確認しておくこと（1.5 時間）

復習：本日の範囲（1.5 時間） 

関 口 

敏彰 

6 
成人保健と健康増進（健康増進法、高齢者医

療確保法、がん対策基本法、難病法） 

予習：健康増進に関する施策・生活習慣病の

発症予防・重症化予防について確認

しておくこと（1.5 時間）復習：本

日の範囲（1.5 時間） 

関 口 

敏彰 

7 終末期医療と死の概念（臓器移植法等） 

予習：臓器移植法について確認しておくこ

と（1.5 時間）復習：本日の範囲（1.5

時間） 

齋 藤 

雅子 

8 

女性、子・母・父、仕事と育児に関する法律

①母子保健法、労働基準法、男女雇用機会均

等法、育児・介護休業法 

予習：教科書と母性看護学概論の該当ペー

ジを読む。（1.5 時間）復習：本日の

授業内容、配布資料（1.5 時間） 

岡田 

公

江 

9 

女性、子・母・父、子育てに関する法律②戸

籍法、母体保護法、DV 防止法、児童虐待防

止法 

予習：教科書と母性看護学概論の該当ペー

ジを読む。（1.5 時間）復習：本日の

授業内容、配布資料 （1.5 時間） 

岡 田 

公江 

10 
女性、子・母・父、子育てに関する法律③予

防接種法、児童福祉法、母子及び寡婦福祉法 

予習：教科書と母性看護学概論・小児看護学

概論の該当ページを読む。（1.5 時

間）復習：本日の授業内容、配布資

料（1.5 時間） 

岡田 

公

江 

11 
介護保険制度に関する法律①介護保険法 

②老人福祉法 

予習：教科書の該当範囲と老年看護学 P36～

53（1.5 時間）復習：授業内容及び

配布資料（1.5 時間） 

外村 

昌

子 

12 
高齢者保健・福祉に関する法律①高齢者虐

待防止法 ②成年後見制度など 

予習：教科書の該当範囲と老年看護学（1.5

時間）復習：授業内容及び配布資料

（1.5 時間） 

外村 

昌

子 

13 
精神保健に関する法律①障害者基本法・障

害者総合支援法②障害者差別解消法 

予習：該当する他領域における既存の学習

資料や教科書の該当ページを参照

し、本法律の基本理念ならびに概要

について学習しておくこと（1.5 時

間）復習：授業内容及び配布資（1.5

時間） 

蓮池 

光

人 

14 

精神保健に関する法律①精神保健及び精神

障害者福祉に関する法律②心神喪失等の状

態で重大な他害行為を行った者の医療及び

観察等に関する法律（医療観察法）③犯罪被

害者基本法 

予習：精神看護学および精神看護援助論Ⅰ

における既存の学習内容と本教科

書の該当ページを学習しておくこ

と（1.5 時間）復習：授業内容及び

配布資料（1.5 時間） 

蓮池 

光

人 

15 
精神保健に関する法律①自殺対策基本法②

アルコール健康障害対策基本法 

予習：本教科書の該当ページ自己学習して

おくこと。また、厚生労働省におけ

るアルコール対策・自殺対策法につ

いて調べ学習をしておくことを奨

励する。（1.5 時間）復習：授業内容

及び配布資料（1.5 時間）＜試験に

向け 15 時間の学習をすること＞ 

蓮池 

光

人 

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験（DP①） ＜試験に向け 15 時間の学習をすること＞※出題範囲：授業で扱った範囲 

 
1 



授業科目名 保健統計学 (看護) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰 

科目ナンバリング SB20C020 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

保健統計学は、主に健康に関連する数量的比較を基礎として、多くの事実を統計的に観察し、処理する方法

を研究する学問である。本講義では国が行う保健統計から日本国民の保健の現状を理解し、また、統計的方

法についても学習する。そして、それらが地域における保健活動や健康管理にどのように応用されているか

について理解する。 

 

学修目標 

１．国が行う保健統計から日本の保健の現状を理解することができる〈DP①〉２．統計学的な知識・スキルについて，

正しく説明することができる〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．毎回の授業のつながりが非常に重要であるため、欠席のないように留意すること２．統計学について復

習も取り入れますので、苦手意識をもっていても安心して受講すること 

 

教科書 

公衆衛生がみえる 

 

参考書 

福富和夫・橋本修二，改訂５版 保健統計・疫学，南山堂中村好一，医療系のための やさしい統計学入門，診

断と治療社小島寛之，完全独習 統計学入門，ダイヤモンド社 

 

研究室／オフィスアワー 

関口 敏彰  さくら棟研究室 12 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 保健統計について 

予習：１年次に学習した統計学の内容を復

習し，記述統計（母集団，標本，代

表値，散布度，相関）について，説

明できるようにしておく．【4時間】 

関口敏

彰 

2 国勢調査とデータの種類・分布 

予習：国勢調査とデータの種類・分布につい

て教科書で確認しておくこと【２時

間】復習：授業内容を復習しておく

こと【２時間】 

関口敏

彰 

3 人口動態統計と主な健康指標 

予習：人口動態統計と主な健康指標につい

て教科書で確認しておくこと【２時

間】復習：授業内容を復習しておく

こと【２時間】 

関口敏

彰 

4 国民生活基礎調査と代表値 

予習：国民生活基礎調査と代表値について

教科書で確認しておくこと【２時

間】復習：授業内容を復習しておく

関口敏

彰 



こと【２時間】 

5 患者調査と医療施設調査 

予習：患者調査と医療施設調査について教

科書で確認しておくこと【２時間】

復習：授業内容を復習しておくこと

【２時間】 

関口敏

彰 

6 学校保健統計 

予習：学校保健統計について教科書で確認

しておくこと【２時間】復習：授業

内容を復習しておくこと【２時間】 

関口敏

彰 

7 感染症発生動向調査 

予習：感染症発生動向調査について教科書

で確認しておくこと【２時間】復習：

授業内容を復習しておくこと【２時

間】 

関口敏

彰 

8 食中毒統計 

予習：食中毒統計について教科書で確認し

ておくこと【２時間】復習：授業内

容を復習しておくこと【２時間】 

関口敏

彰 

9 国民健康・栄養調査 

予習：国民健康・栄養調査について教科書で

確認しておくこと【２時間】復習：

授業内容を復習しておくこと【２時

間】 

関口敏

彰 

10 地域保健・健康増進事業報告 

予習：地域保健・健康増進事業報告について

教科書で確認しておくこと【２時

間】復習：授業内容を復習しておく

こと【２時間】 

関口敏

彰 

11 身体障害児・者等実態調査 

予習：身体障害児・者等実態調査について教

科書で確認しておくこと【２時間】

復習：授業内容を復習しておくこと

【２時間】 

関口敏

彰 

12 国民医療費 

予習：国民医療費について教科書で確認し

ておくこと【２時間】復習：授業内

容を復習しておくこと【２時間】 

関口敏

彰 

13 介護サービス施設・事業所調査 

予習：介護サービス施設・事業所調査につい

て教科書で確認しておくこと【２時

間】復習：授業内容を復習しておく

こと【２時間】 

関口敏

彰 

14 統計分析方法 

予習：統計分析方法について教科書で確認

しておくこと【２時間】復習：授業

内容を復習しておくこと【２時間】 

関口敏

彰 

15 統計分析結果の読み取り方 

予習：統計分析結果の読み取り方について

教科書で確認しておくこと【２時

間】復習：授業内容を復習しておく

こと【２時間】 

関口敏

彰 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. テスト〈DP①〉※授業で扱った範囲 

 

1.  

100% 



授業科目名 疫学 (看護) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰 

科目ナンバリング SB20C021 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

看護・保健分野で直面する健康問題は，疾病-病理の関係のみでは解決できない。個人・環境要因を広く捉え

る疫学は，今後も健康問題の解決に貢献する学問であろう。本講義では，現場の疑問を解決する疫学的手法

について，観察的手法から実験的手法、およびその結果の読み取り方までを学ぶ。 

 

学修目標 

１．疫学について正しく定義し，説明することができる〈DP①〉２．疫学的な専門用語を説明することができる〈DP①〉

３．健康問題に関するデータを分析し，解釈することができる〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

２年前期の「保健統計」で学んだことを活かして授業を行うため、「保健統計」を履修しておくこと。統計学

や数学に苦手意識があっても、ゆっくり説明をするため安心して受講すること。 

 

教科書 

必要時資料を配布する。 

 

参考書 

KENNETH J. ROTHMAN 著，矢野栄二・橋本英樹・大脇和浩監訳，ロスマンの疫学 - 科学的思考への誘い，篠原

出版新社 

 

研究室／オフィスアワー 

関口敏彰 さくら棟研究室 12 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション - 疫学とは 

予習：疫学の定義について予習しておくこ

と【２時間】復習：授業内容を復習

すること【２時間】 

関口敏

彰 

2 疾病頻度の測定-1-曝露と疾病 

予習：危険因子について予習しておくこと

【２時間】復習：授業内容を復習す

ること【２時間】 

関口敏

彰 

3 疾病頻度の測定-２-疫学指標 

予習：疫学指標について予習しておくこと

【２時間】復習：授業内容を復習す

ること【２時間】 

関口敏

彰 

4 曝露効果の指標 

予習：曝露効果の指標について予習してお

くこと【２時間】復習：授業内容を

復習すること【２時間】 

関口敏

彰 

5 疫学研究方法-１-記述疫学 

予習：記述疫学について予習しておくこと

【２時間】復習：授業内容を復習す

ること【２時間】 

関口敏

彰 

6 
疫学研究方法-２-コホート研究・症例対照

研究 

予習：コホート研究・症例対照研究について

予習しておくこと【２時間】復習：

関口敏

彰 



授業内容を復習すること【２時間】 

7 疫学研究方法-３-介入研究 

予習：介入研究について予習しておくこと

【２時間】復習：授業内容を復習す

ること【２時間】 

関口敏

彰 

8 偏りと交絡-１-バイアスとその制御 

予習：バイアスと制御方法について予習し

ておくこと【２時間】復習：授業内

容を復習すること【２時間】 

関口敏

彰 

9 偏りと交絡-２-交絡因子とその制御 

予習：交絡因子とその制御方法について予

習しておくこと【２時間】復習：授

業内容を復習すること【２時間】 

関口敏

彰 

10 因果関係-原因と結果の究明 

予習：因果関係の推論について予習してお

くこと【２時間】復習：授業内容を

復習すること【２時間】 

関口敏

彰 

11 
スクリーニング-効果的な二次予防のため

に 

予習：スクリーニング方法について予習し

ておくこと【２時間】復習：授業内

容を復習すること【２時間】 

関口敏

彰 

12 サーベイランスと疾病登録 

予習：疾病登録について予習しておくこと

【２時間】復習：授業内容を復習す

ること【２時間】 

関口敏

彰 

13 臨床疫学-疫学の応用 

予習：臨床疫学について予習しておくこと

【２時間】復習：授業内容を復習す

ること【２時間】 

関口敏

彰 

14 社会疫学 

予習：社会疫学について予習しておくこと

【２時間】復習：授業内容を復習す

ること【２時間】 

関口敏

彰 

15 政策疫学 

予習：政策疫学について予習しておくこと

【２時間】復習：授業内容を復習す

ること【２時間】 

関口敏

彰 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1． 筆記試験〈DP①〉 

 
1. 100% 



授業科目名 診療援助論Ⅱ (看護) 

主担当教員 小西 由起子 担当教員 

小西 由起子／村上 生美／住田 

陽子／日髙 朋美／森本 朱実／

下岡 ちえ／水本 英佑 

科目ナンバリング FN20C106 科目区分 専門分野Ⅰ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
金曜 3 限、金曜

4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

健康に障害をきたした人に対する診療および治療を受ける際に必要な侵襲性の高い看護技術を学修すること

をねらいとする。健康に障害をきたした対象（家族を含む）が、診療および治療を受ける際に、必要な看護者

としての基本的な援助技術を学修する。また、人間の基本的欲求を自分で充足することが困難な状態におい

て、治療・看護を通して、生命の維持および欲求の充足につながる援助技術を学修する。各種の検査や薬物

療法など、治療に対する理解と、治療を受ける際に必要な基本的な援助技術および看護の役割について学修

する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．診療及び治療を受ける際に必要な侵襲性の高い看護技術の原理・原則とそのEBNが理解できる。(DP①)2．対象者

の疾病からの回復を助けるために、必要な診療援助について看護の視点から考えることができる。(DP①)3．対象者

の個別性、ニーズ、状況をふまえた看護援助を考えることができる。(DP①④)4．薬物療法における看護師の役割と

責任を理解し、安全な援助方法について考えることができる。(DP①④)5．安全、安楽、倫理的配慮をふまえた確実

な診療援助技術を修得できる。(DP①④) 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．出席が前提である。2．演習時は身だしなみを整える（演習は原則ユニフォーム）。3．演習は常に緊張感を

持ち、言葉づかいを含め、医療人を目指す者としてふさわしい態度で臨む。4．提出物の期限は厳守する。5．

演習物品などの準備、後片付け、基礎看護学実習室の整備は学生が自立して行う。6．原則、途中退席は認め

ない。ただし、やむを得ない場合はこの限りではない。 

 

教科書 

1．系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅰ 基礎看護学②  医学書院 2．系統看護学講座 専門分

野Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 基礎看護学③  医学書院 3．任和子・秋山智弥編集 根拠と事故防止からみた基

礎・臨床看護技術 医学書院 

 

参考書 

1．ナーシンググラフィカ 基礎看護学③ 基礎看護技術 メディカ出版 2．竹尾惠子監修 看護技術プラク

ティス 学研 3．深井喜代子監修 ケア技術のエビデンス へるす出版 4．深井喜代子編集 ケア技術のエビ

デンスⅡ へるす出版 

 

研究室／オフィスアワー 

随時対応 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 科目ガイダンス 予習：シラバスを確認してくる 小西 

2 【講義】診療援助における看護の役割 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

3 【講義】排泄援助技術（導尿） 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

森本 

4 【講義】排泄援助技術（導尿） 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

森本 

5 【演習】排泄援助技術（一時的導尿） 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

6 【演習】排泄援助技術（一時的導尿） 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

7 【講義】排泄援助技術（排便を促す援助） 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

森本 

8 【講義】排泄援助技術（排便を促す援助） 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

森本 

9 【演習】排泄援助技術（浣腸） 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

10 【演習】排泄援助技術（浣腸） 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

11 
【講義】与薬の技術（与薬の基礎知識・経口

与薬・口腔内与薬） 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

12 
【講義】与薬の技術（与薬の基礎知識・経口

与薬・口腔内与薬） 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

13 
【講義】与薬の技術（注射の基礎知識・皮下

注射・皮内注射・筋肉内注射） 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

14 
【講義】与薬の技術（注射の基礎知識・皮下

注射・皮内注射・筋肉内注射） 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

15 【演習】与薬の技術（筋肉内注射） 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

16 【演習】与薬の技術（筋肉内注射） 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

17 
【講義】与薬の技術(吸入、点眼、点鼻、経

皮的与薬、直腸内与薬) 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

18 
【講義】与薬の技術(吸入、点眼、点鼻、経

皮的与薬、直腸内与薬) 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

小西 

19 【講義】与薬の技術（静脈内注射） 

予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返

りを行う（1時間） 

住田 

20 【講義】与薬の技術（静脈内注射） 
予習：テキストの当該箇所を熟読しておく

（1 時間）復習：授業内容の振り返
住田 



りを行う（1時間） 

21 【演習】与薬の技術（点滴静脈内注射） 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

22 【演習】与薬の技術（点滴静脈内注射） 

予習：テキスト、映像教材を確認し、指定さ

れた演習前課題を行う（1 時間）復

習：演習後課題を行う（1時間） 

全員 

23 【講義】与薬の技術（輸液管理・輸血管理） 

予習：事例患者の情報、アセスメント、看護

計画について確認しておく（1時間）

復習：授業内容の振り返りを行う（1

時間） 

住田 

24 【講義】与薬の技術（輸液管理・輸血管理） 

予習：事例患者の情報、アセスメント、看護

計画について確認しておく（1時間）

復習：授業内容の振り返りを行う（1

時間） 

住田 

25 【演習】与薬の技術（輸液管理） 

予習：事例患者に必要な看護技術について

テキスト、映像教材で学修する（1時

間）復習：実施したケアについて記

録を基に振り返りを行う（1時間） 

全員 

26 【演習】与薬の技術（輸液管理） 

予習：事例患者に必要な看護技術について

テキスト、映像教材で学修する（1時

間）復習：実施したケアについて記

録を基に振り返りを行う（1時間） 

全員 

27 
【演習】複合演習（看護過程演習と連動 事

例②） 

予習：事例患者の看護展開について振り返

り、グループディスカッションの準

備を行う（1 時間）復習：他グルー

プと看護実践の評価を共有し、事例

患者へのより良い看護について考

察する（1時間） 

全員 

28 
【演習】複合演習（看護過程演習と連動 事

例②） 

予習：事例患者の看護展開について振り返

り、グループディスカッションの準

備を行う（1 時間）復習：他グルー

プと看護実践の評価を共有し、事例

患者へのより良い看護について考

察する（1時間） 

全員 

29 【講義】まとめ 

予習：すべての演習記録を読み返す復習：診

療援助における看護の役割につい

て自分の考えをまとめる 

小西 

30 【講義】まとめ 

予習：すべての演習記録を読み返す復習：診

療援助における看護の役割につい

て自分の考えをまとめる 

小西 

成績評価方法と基準 割合 

1.4/5 以上の出席が必要 2.60 点以上を単位認定とする。3.評価対象は?筆記試験、②課題内容とする。

(DP①④) 

 

? 筆 記

試 験 

70%②

課 題 内

容 30% 



授業科目名 看護過程演習 (看護) 

主担当教員 小西 由起子 担当教員 

小西 由起子／村上 生美／住田 

陽子／日髙 朋美／森本 朱実／

下岡 ちえ／水本 英佑 

科目ナンバリング FN20C107 科目区分 専門分野Ⅰ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

ここでは看護実践を支える看護過程の展開について、事例患者の看護を計画的に実施するための一連の思考

過程を V.Henderson のモデルを用いて学修する。患者の看護計画の立案すなわちこの科目では、医療現場に

おいて遭遇しやすい状況(事例)について、専門的知識に基づき、アセスメント(情報収集を行い、患者の健康

障害に関連する要因を看護的視点で分析する)し、看護診断、計画の立案、実施、評価を事例で展開すること

を指す。この演習によって、看護学実習時（看護実践）に必要な問題解決法の基本を修得する。 

 

学修目標 

看護過程の理論を理解したうえで以下のプロセスを修得することができる。(DP①④)①看護過程の目的や意義を理解

し、述べることができる。(DP①)②事例患者の「情報収集」および「情報の整理、アセスメント」が理解でき、記載

することができる。（DP①)③事例患者の「情報の整理、アセスメント」から関連図を作成し、全体像を把握すること

ができる。（DP①④)④事例患者の全体像から個別的な「看護診断」を命名し、その根拠を記載することができる。⑤

事例患者の個別的な「長期目標と短期目標」が設定でき、目標達成のための看護計画の立案ができる。(DP①)⑥看護

過程に沿って実施した看護（複合演習）の評価ができる。（DP①④)⑦プレゼンテーションを通して学びを共有し、理

解を深めことができる。(DP①④) 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

これまでに履修した「看護学概論」「看護理論」の授業で学修したことを整理して授業に臨むこと。また、事

例に関する臨床病態学の予習も必須である。  自ら調べ、考えるなど能動的な学修への取り組み姿勢を養う

ため、事前課題(予習)、事後課題(復習や課題)は必ず行う。グループワーク、個人ワークを中心に学修を進

めていく。 

 

教科書 

系統看護学講座 専門Ⅰ 基礎看護技術Ⅰ 基礎看護学③ 医学書院 

 

参考書 

1 ．秋葉公子，江崎フサ子，玉木ミヨ子，村中陽子共著：看護過程を使ったヘンダーソン看護論の実践第 4

版，   NOUVELLE HIROKAWA 2．岩井郁子他共訳：看護過程ーナーシング・プロセス・アセスメント・計画

立案・実施・評価 3．T．ヘザー・ハードマン編集：「NANDA-1 看護診断 定義と分類」日本看護診断学会監

訳 4．渡辺トシ子：「ヘンダーソン・ゴードンの考えに基づく実践看護アセスメント」NOUVELLE HIROKAWA5．

黒田裕子編集：「事例展開でわかる 看護診断をアセスメン 

 

研究室／オフィスアワー 

随時対応 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教科ガイダンス【講義】看護過程展開の技

術・看護過程の意義・目的について・看護過

程の構成要素・人間にとっての基本的欲求

とは 

予習：事前課題・ヴァージニア・ヘンダーソ

ン著湯槇ます・児玉香津子訳：看護

の 基 本 と な る も の (Basic 

principles of nursing care)を熟

読し、基本的看護の構成要素 14 項

目を自分の言葉で整理し提出す

る。・看護過程とは何かについて調

べてくる。 (2 時間) 

小西 

2 
【講義】情報収集と情報の整理について事

例①紹介/「データベース 1・2」の記載方法 

予習 ：看護過程の各段階(アセスメント、看

護診断、問題の明確化、計画立案、

実施、評価）についてテキストを熟

読してくること。(1 時間)復習：デ

ータベースを完成させる(1 時間) 

小西 

3 

【講義】アセスメント、SOAP の記載個人ワ

ーク：「ヘンダーソンの概念モデルによるア

セスメント」記載 

予習：誤嚥性肺炎の病態について調べてく

る(1 時間)復習：アセスメントを完

成させる（1時間） 

住田 

4 
【講義】関連図の作成、全体像の把握個人ワ

ーク：「関連図」の記載 

予習：関連図の記載方法についてテキスト

を熟読しておくこと（1時間）復習：

関連図を完成させる（1時間） 

住田 

5 

【講義】看護診断の表現方法とその根拠の

記載方法個人ワーク：「看護診断リスト」の

記載 

予習：看護診断についてテキストを熟読し

ておくこと。(1 時間)復習：看護診

断を完成させる(1 時間) 

住田 

6 

【講義】看護目標(長期・短期)、看護計画の

立案の方法、看護援助実施の記録の方法、看

護計画の追加・修正の方法個人ワーク：「看

護計画書」の記載 

予習：看護目標・看護計画についてテキスト

を熟読しておくこと。(1 時間)復習：

看護目標・看護計画を完成させる。

（1時間) 

小西 

7 

【講義】看護援助実施の記録の方法、看護計

画の評価実践の例を挙げて記載方法を説明

個人ワーク：「看護計画の実施・評価」の記

載 

予習：看護援助実施についてテキストを熟

読しておくこと。(1 時間)復習：看

護診断・看護目標・看護計画を完成

させる。(1 時間) 

小西 

8 
【演習】事例②紹介/患者を理解するために

必要な知識 

予習：テキスト及び事例①の資料を熟読し

ておくこと。(1 時間)復習：「データ

ベース」から「看護計画書」の立案

までの記録を完成させていく。（1時

間) 

小西 

9 

【演習】（事例?）患者の基本情報の整理個人

ワーク：各自で事例の看護過程を展開させ、

記録する。 

予習・復習：「データベース」から「看護計

画書」の立案までの記録を完成させ

ていく。（2時間） 

全員 

10 

【演習】（事例?）情報収集とアセスメント個

人ワーク：各自で事例の看護過程を展開さ

せ、記録する。 

予習・復習：「データベース」から「看護計

画書」の立案までの記録を完成させ

ていく。（2時間） 

全員 

11 

【演習】（事例?）関連図の作成、全体像の把

握個人ワーク：各自で事例の看護過程を展

開させ、記録する。 

予習・復習：「データベース」から「看護計

画書」の立案までの記録を完成させ

ていく。（2時間） 

全員 

12 

【演習】（事例?）看護診断とその根拠/看護

目標（短期・長期）、看護計画立案個人ワー

ク：各自で事例の看護過程を展開させ、記録

する。 

予習・復習：「データベース」から「看護計

画書」の立案までの記録を完成させ

ていく。（2時間） 

全員 

13 

【演習】（事例?）複合演習に向けた看護計画

の共有個人ワーク：各自で事例の看護過程

を展開させ、記録する。 

予習・復習：「データベース」から「看護計

画書」の立案までの記録を完成させ

ていく。（2時間） 

全員 

14 

【演習】（事例?）看護の実施の記録、看護計

画の評価個人ワーク：各自で事例の看護過

程を展開させ、記録する。 

予習・復習：「データベース」から「看護計

画書」の立案までの記録を完成させ

ていく。（2時間） 

全員 

15 
【演習】（事例 2）看護実践の評価の共有【講

義】看護過程のまとめ 
復習：事例②を個人で完成させ提出(2 時間) 全員 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．演習に関する個人ワーク、グループワークの取り組み姿勢、レポート提出、内容［アセスメント、看護診

断、目標、問題点や看護計画（解決策）の妥当性や整理の仕方など評価(看護過程演習固有のルーブリ

ック）］を行う 2．60 点以上を単位認定とする 3．4/5 以上の出席が必要(DP①④) 

 

1.100% 



授業科目名 基礎看護学実習Ⅱ (看護) 

主担当教員 住田 陽子 担当教員 

住田 陽子／村上 生美／小西 

由起子／日髙 朋美／森本 朱実

／下岡 ちえ／水本 英佑 

科目ナンバリング FN20C109 科目区分 専門分野Ⅰ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 これまで代表的な看護理論やそれを適用するための「看護過程」について学修してきた。基礎看護学実習

Ⅱでは、時事刻々と変化している臨床現場において、これまでに学修した看護理論と看護過程を駆使してケ

アの成立過程やその意義を実際の活動を通して学修する。ケアの成立過程は、アセスメント・看護診断・計

画・ケアの実践・評価というプロセスを経る。この実習は、実際に入院中の受け持ち患者を通して学修する。 

 

学修目標 

1．患者や家族とのかかわりの中で、人間関係を形成することができる。〈DP①②③〉2．看護の概念モデル(V.Henderson)

を適用し、患者の情報をアセスメントすることができる。〈DP①〉3．アセスメントの結果、看護問題を捉え、看護診

断することができる。〈DP①②③〉4．看護診断のもとに看護計画を立案することができる。〈DP①③④〉5．立案した

計画に基づき、患者の状況に応じたケアを実践することができる。〈DP①②③④〉6．実践した結果を通して目標の達

成度を評価することができる。〈DP①④〉7．患者を中心とした医療チームにおける看護の役割を考えることができる。

〈DP①②③④〉8．本実習を通して、看護専門職を志す者としての基本的な態度を養うことができる。〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

補修実習はできないので、体調を整えて全出席すること。実習前の全体オリエンテーションおよび施設・グ

ループオリエンテーションには必ず出席すること。学修の場が医療施設であることをよくわきまえておくこ

と。社会情勢などをふまえ、実習施設、実習方法を変更する場合がある。先修条件（基礎看護学実習Ⅱは以下

の科目を履修し、単位を修得しておかなければ履修できない)  基礎看護学実習Ⅰ  看護理論  生活援

助論Ⅰ・Ⅱ  診療援助論Ⅰ・Ⅱ  看護過程演習 

 

教科書 

ガイダンスで指示する 

 

参考書 

ガイダンスで指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

1.．実習期間   前半: 2023 年 2 月 13 日

(月)～2 月 24 日(金)（一部、2/6～2/17 の

グループあり）   後半: 2023 年 2 月 27 日

事前：学習ノートを作成し、実習病院につい

て、実習病棟の特徴的な疾患、病態

生理、看護についてまとめる。   

基礎看

護学教

員全員 



(月)～3 月 10 日(金） 2． 実習場所   前

半: 関西メディカル病院    大阪みな

と 中 央 病 院     大 阪 鉄 道 病 院    

星ヶ丘医療センター                後

半: 関西メディカル病院    大阪みな

と中央病院    大阪国際がんセンター    

大阪急性期・総合医療センター3 

バイタルサイン測定、日常生活援助

技術の練習をしておく。   実習

レポート作成   その他、各担当

教員の指示に従う。 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①日々の行動、カンファレンスの参加状況、実習レポート、看護師からの情報などを総合して 60 点以上

を単位認定する（DP①②③④） 
①100% 



授業科目名 成人看護学概論 (看護) 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 
吉村 弥須子／小林 妙子／八幡 

久美子 

科目ナンバリング AN20C201 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 ライフサイクルの中で、特に成人期における看護の特徴を、発達、行動、社会、健康の側面から総合的に学

修する。成人看護学の対象となる成人各期の発達段階の特徴や生活習慣に関連する健康問題、疾病罹患など

を現在の社会背景をふまえて理解する。そのうえで成人期の患者の看護ケアに必要な理論や看護のアプロー

チ方法について学修する。吉村 弥須子／8回慢性期または終末期にある患者の特徴を理解するとともに、慢

性期・終末期の看護に活用する理論を中心に学習する。また、患者や家族の意志決定に関わる支援方法や緩

和ケア、社会資源の活用、リハビリテーション看護を含む継続看護について学修する（和田由里／7回）※本

科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1.ライフサイクルにおける成人各期の特徴について説明できる。<DP①>2.成人期における健康問題と疾病罹患につい

て説明できる。<DP①>3.成人期にある対象の看護に必要な理論について説明できる。<DP①>4.成人期にある対象の健

康問題に対する看護のアプローチ方法が説明できる。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.理論は予習をして授業に臨む。2.事前に課題レポートを提出する。課題レポートを活用して授業を行う。

3.グループワークやロールプレイには積極的に参加する。 

 

教科書 

大西和子他編：成人看護学 成人看護学概論第 2版 ヌーヴェルヒロカワ 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

334 研究室（吉村 弥須子）／月曜日 16:00～18:00 随時相談可。331 研究室（和田 由里）／火曜日 14 時～

18 時 日時は随時相談可。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

成人看護学の概要到達目標①成人看護学の

概要について説明できる。②成人看護学の

対象となる人を理解する必要性が説明でき

る。 

予習：シラバス・教科書の確認復習：配布資

料・教科書の確認 1 時間 

吉 村 

弥須子 

2 

成人各期の特徴① 青年期到達目標①青年

期の身体的、心理・社会的特徴が説明でき

る。②青年期の健康問題が説明できる。 

青年期の発達課題について学習し、自分自

身の体験と照らし合わせて考える。 

1 時間 

吉 村 

弥須子 



3 

成人各期の特徴② 壮年期・向老期到達目

標①壮年期・向老期の身体的、心理・社会的

特徴が説明できる。②壮年期・向老期の健康

問題が説明できる。 

第 2 回配布資料を読んでくる。自分の身近

な壮年期・向老期の人の体験につい

て話を聞き、壮年期・向老期の発達

課題について考える。 1 時間 

吉 村 

弥須子 

4 

成人期の疾病罹患 がん・生活習慣病到達

目標①わが国のがんとがん患者の特徴、全

人的苦痛について説明できる。②生活習慣

病と生活習慣病患者の特徴が説明できる。 

配布資料の復習、わが国のがんの動向、生活

習慣病について学習してくる 1 時

間 

吉 村 

弥須子 

5 

成人期の看護に活用する理論① ストレス

理論・ストレスコーピング理論到達目標①

ストレス理論、ストレスコーピング理論に

ついて説明できる。 

予習：教科書の確認、事前にレポートを提出

する 2 時間復習：配布資料・教科書

の確認 1 時間 

吉 村 

弥須子 

6 

急性期の看護と活用する理論 危機理論到

達目標①急性期の患者の特徴と看護が説明

できる。②危機理論と危機理論の活用方法

が説明できる。 

予習：教科書の確認、危機理論について学習

してくる。復習：配布資料・教科書

の確認予習・復習合わせて 1時間 

吉 村 

弥須子 

7 

回復期の看護と活用する理論 自己効力理

論到達目標①回復期の患者の特徴と看護が

説明できる。②自己効力理論と自己効力理

論の活用方法が説明できる。 

予習：教科書の確認、事前にレポートを提出

する 2 時間復習：配布資料・教科書

の確認 1 時間 

吉 村 

弥須子 

8 

成人期がん患者の体験到達目標①成人期が

ん患者の体験談を通してがん患者の全人的

苦痛について説明できる。②成人期がん患

者の体験談を通してがん患者の看護につい

て自身の考えを表現できる。 

予習：第 4回の授業資料、教科書の確認 １

時間復習：授業について事後レポー

トを提出する 2 時間 

吉村 

弥

須

子

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー 

9 

慢性期の看護と活用する理論 エンパワー

メント到達目標①慢性期にある患者の教育

によく使用されるのはなぜか説明できる。

②エンパワーメント理論について説明でき

る。 

予習：教科書の確認、エンパワーメン理論の

概要について学習しておく。（2 時

間）復習：配布資料の不足部分につ

いて深めていく。（2時間） 

和 田 

由里 

10 

看護における倫理的意思決定支援①がん、

終末期にある患者や家族の意志決定支援の

方法を理解できる。②救急医療、臓器移植の

現場における意思決定に関わる看護師の役

割を理解できる。 

予習：教科書の確認、意思決定支援モデルに

ついて学習しておく。（2時間）復習：

配布資料の不足部分について深め

ていく。（2時間） 

和田 

由

里 

11 

終末期の看護と活用する理論 死の受容過

程到達目標①死の受容過程を習得し、終末

期にある患者の全人的苦痛の説明できる。

②死の文化について説明できる 

予習：教科書の確認、終末期の援助を必要と

している対象について学習してお

く 地域の死に関する習慣や文化

について周りの人に聞く。（2時間）

復習：配布資料の内容について教科

書で確認する。（2時間） 

和田 

由

里 

12 

がん患者の看護 治療と看護・緩和ケア到

達目標①緩和ケア医療の変遷を通して、家

族支援や緩和ケア病棟の説明ができる。②

終末期の看護について理解することができ

る。 

予習：終末期にある患者の心理を理解する

ために教科書の確認をしておく。（2

時間）復習：終末期の看護、緩和ケ

アについて教科書を確認しておく。

（2時間） 

和田 

由

里 

13 

成人期の看護に活用する理論② 病みの軌

跡到達目標①慢性期患者の自己管理の難し

さを説明できる。②慢性期患者の再入院を

病みの軌跡を使い説明できる。。 

予習：教科書の確認、病みの軌跡について学

習しておく。（2時間）復習：配布資

料・教科書の確認自分自身の体験を

もとに理論を使い課題としてレポ

ート作成。（2時間） 

和田 

由

里 

14 

成人期の看護に活用する理論③ アンドラ

ゴジー／アドヒアランス到達目標①各理論

（アンドラゴジー／アドヒアランス）につ

いて説明できる。 

予習：参考書を活用し変化理論について調

べておく。（2時間）復習：配布資料・

教科書の確認（2時間） 

和田 

由

里 



15 

リハビリテーション看護・継続看護と社会

資源の活用到達目標①リハビリテーション

を必要としている疾患や看護の方法等の説

明ができる。②なぜ継続看護が必要とされ

るか説明ができる。②患者や家族が退院に

不安を持つか説明ができ、その看護を説明

ができる。 

予習：リハビリテーションを必要とする対

象の理解について教科書の確認し

ておく。チーム医療について学んで

おく。在宅ケアを充実させる社会資

源について学んでおく。（2 時間）復

習：配布資料の確認しておく。資料

を基に不足する内容につき学習を

深めておく。（2時間） 

和田 

由

里 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題レポート<DP①>・事前レポート・事後レポートルーブリック評価表をもとに評価する。事前レポート

は授業で活用しフィードバックする。②筆記試験<DP①> 

 

①30%

②70% 



授業科目名 成人看護援助論Ⅰ (看護) 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 

吉村 弥須子／久木元 由紀子／

宮本 佳子／小林 妙子／八幡 

久美子／木村 淸子 

科目ナンバリング AN20C202 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 周手術期から回復期にある患者およびその家族の看護について学修する。手術を受ける患者の特徴と麻酔・

手術侵襲によって生じる生体反応や術後合併症を理解し、手術前から手術後の合併症予防、苦痛の緩和、ADL 

拡大、機能回復、退院後の社会復帰を視野に入れた看護について学修する。周手術期ならびに急性期を経過

し、回復過程にある成人期の患者がスムーズに社会復帰できるような看護支援について理解し、回復期の患

者および家族に必要な看護を学修する。 

 

学修目標 

1. 周手術期から回復期にある患者およびその家族の特徴が説明できる。〈DP①〉 2. 麻酔・手術侵襲によって生じ

る生体反応が説明できる。〈DP①〉 3. 術後合併症予防のための看護が説明できる。〈DP①④〉 4. 疾患の病態生理

と手術の特徴をふまえた手術前～手術後の看護が説明できる。〈DP①④〉 5. 術後回復過程にある患者および家族が

望む社会復帰に必要な看護が説明できる。〈DP①④〉 6.周術期患者に必要な看護過程を個人/グループワークを通し

て紙面上で展開することができる。〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 形態機能学、臨床病態学、成人看護学概論の復習をして授業に臨む｡2. 事前課題を行って授業に臨む。 

 

教科書 

・明石恵子編： 周術期看護 メヂカルフレンド社 ISBN978-4-8392-3326-6・鎌倉やよい他：周術期の臨床

判断を磨く 手術侵襲と生体反応から導く看護 医学書院 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

334 研究室（吉村）／月曜日 16:00～18:00 実習で不在の場合があるので随時相談可。236 研究室（久木元）

／実習で不在の場合があるので随時相談可。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

周手術期看護の概要到達目標①周手術期に

ある患者の特徴と周手術期看護が説明でき

る。②手術侵襲と術後合併症が説明できる。 

予習：シラバス・教科書の確認復習：配布資

料・教科書の確認予習・復習合わせ

て 1時間 

久木元

由紀子 

2 

手術中の看護手術看護認定看護師到達目標

①手術室看護師の役割と手術中の看護が説

明できる。 

予習：教科書の確認課題：学んだことをレポ

ートにまとめて提出する課題2時間 

ゲスト

スピー

カー 



3 

消化器疾患患者の周手術期の看護－胃がん

の手術－到達目標：①胃がん患者の術前・術

後の看護のポイントが理解できる。②胃が

ん切除術後の術後合併症と予防のための看

護が理解できる。 

予習：配布資料・教科書の確認予習・復習合

わせて 1時間 

吉村弥

須子 

4 

運動器疾患患者の周手術期の看護－脊椎の

手術－到達目標①脊椎疾患患者の術前・術

後の看護のポイントが理解できる。②脊椎

術後の術後合併症と予防のための看護が理

解できる。 

予習：教科書の確認、脊椎の解剖生理、臨床

病態学Ⅲ、脊椎疾患の病態生理につ

いて学習復習：配布資料・教科書の

確認予習・復習合わせて 1 時間 

宮本佳

子 

5 

看護過程の展開①胃がんの事例を用いた看

護過程と関連図について到達目標：①胃が

んの患者さんに起こる手術侵襲・全身麻酔

に伴う生体反応と回復過程、発生しやすい

合併症についてアセスメントでき、合併症

を防ぎ回復を促す看護について看護過程を

通して理解できる。 

予習：胃の解剖生理、臨床病態学Ⅲ、胃がん

の病態生理について学習、看護過

程、関連図、アセスメント、これま

での配布資料・教科書の確認復習：

事例の学修、関連図・アセスメント

の課題予習・復習合わせて 1時間 

久木元

由紀子 

6 

消化器疾患患者の周手術期の看護(2)－腹

腔鏡下胆のうの手術－到達目標①胆のう手

術を受ける患者の術前・術後のポイントが

理解できる。②胆のう手術後の術後合併症

と予防のための看護が理解できる。 

予習：胆のうの解剖生理、臨床病態学Ⅲ、胆

石の病態について学習復習：配布資

料・教科書の確認予習・復習合わせ

て 1時間－胃がんの手術－ 

小 林 

妙子 

7 

呼吸器疾患患者の周手術期の看護(1)－胸

腔鏡下肺がんの手術－到達目標①肺がん手

術を受ける患者の術前・術後のポイントが

理解できる。②肺がん手術後の術後合併症

と予防のための看護が理解できる。 

予習：肺がんの授業の復習、術後侵襲・麻酔・

術後合併症について、看護過程の学

習復習：配布資料・教科書の確認予

習・復習合わせて 1時間 

小 林 

妙子 

8 

消化器疾患患者の周手術期の看護(3)スト

ーマケアとその管理方法皮膚・排泄ケア認

定看護師到達目標①ストーマ造設患者の心

理を理解するとともにストーマケアの説明

ができる。②ストーマの管理とトラブルが

生じた場合の対処方法を説明できる。 

予習：大腸がん・ストーマに関して教科書を

読んでおく課題：学んだことをレポ

ートにまとめて提出する課題2時間 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー 

9 

性・生殖器疾患患者の周手術期の看護－乳

がん・子宮がんの手術－①乳がん・子宮がん

患者の特徴を説明できる。②乳がん・子宮が

ん患者の術前・術後の看護のポイントが理

解できる。③乳がん・子宮がん切除術後の術

後合併症と予防のための看護が理解でき

る。 

予習：教科書の確認、乳房・子宮の解剖生理、

臨床病態学Ⅲ、乳がん・子宮がんの

病態生理について学習復習：配布資

料・教科書の確認予習・復習合わせ

て 1時間 

小林妙

子 

10 

腎・泌尿器疾患患者の周手術期の看護－前

立腺肥大、前立腺がん、膀胱がんの手術－到

達目標：①腎・泌尿器手術を受ける患者の術

前・術後の看護のポイントが理解できる。②

腎・泌尿器術後の術後合併症と予防のため

の看護が理解できる。 

予習：教科書の確認、腎・泌尿器の解剖生理、

臨床病態学Ⅲ、前立腺肥大、前立腺

がん、膀胱がんの病態生理について

学習復習：配布資料・教科書の確認

予習・復習合わせて 1時間 

小林 

妙

子 

11 

看護過程の展開②ー関連図から問題の抽出

を行うー到達目標①関連図について理解を

深める②問題の抽出をグループワークを通

して行う 

予習：胃がんの関連図について学修する復

習：グループワークの結果をまとめ

る予習・復習合わせて 1時間 

久木元

由

紀

子 

12 

看護過程の展開③－看護計画立案－到達目

標①グループ討議を行い、看護計画を立案

できる。 

予習：看護計画立案の準備を行う。復習：グ

ループワークの結果をまとめる。予

習・復習合わせて 1時間 

久木元

由

紀

子 

13 

運動器疾患患者の周手術期の看護－関節の

手術－到達目標①運動器疾患患者の周手術

期の看護に必要な知識が説明できる。②運

動器疾患手術を受ける患者の術前・術後の

看護が説明できる。③運動器疾患術後の術

後合併症と予防のための看護が説明でき

る。 

予習：教科書の確認、骨格筋の解剖生理、臨

床病態学Ⅲ、変形性股/膝関節症な

どの病態生理について学習の病態

生理について学習復習：配布資料・

教科書の確認予習・復習合わせて 1

時間 

宮本佳

子 

14 
看護過程の展開④ー看護計画発表会ー到達

目標①看護計画の発表やそれに対する質問

予習：看護計画の発表準備復習：他のグルー

プの看護計画などの配布資料の確

久木元

由



ができる。②看護計画について理解を深め

ることができる。 

認予習・復習合わせて 1時間 紀

子 

15 
看護過程ワークに関するフィードバック定

期試験 

予習：これまでの授業内容復習：課題の振り

返り予習・復習合わせて 1 時間 

久木元 

由

紀

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題レポート〈DP①④〉②筆記試験〈DP①〉・4/5 回以上の出席が必要 

 

①40%

②60% 



授業科目名 成人看護援助論Ⅱ (看護) 

主担当教員 八幡 久美子 担当教員 

八幡 久美子／吉村 弥須子／久

木元 由紀子／宮本 佳子／小林 

妙子／木村 淸子 

科目ナンバリング AN20C203 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 慢性期あるいは回復期で病気とともに生活している人を支える援助、かつ終末期にある人の日常生活援助

や自己決定時の支援の必要性を理解する。看護過程では、慢性期における健康機能障害をアセスメントし、

健康障害と生活障害を理解し、個別性に応じた看護を考える。また、患者の看護上の問題を抽出し、看護実

践の基本となる実践的思考プロセスを学修する（8コマ／和田）。アセスメントはゴードンの機能的健康パタ

ーンを使用し、情報を分類し、どこに問題があるのかを客観的に捉えていく。そのためカルペニートの看護

診断を用い、問題を抽出していく（7コマ／澤田）。 

 

学修目標 

1.慢性疾患をもつ患者の健康障害と生活障害を理解する。〈DP①②④〉2.健康の維持・拡大に向け個別性に応じた援

助を考えることができる。〈DP①②④〉3.回復期におけるリハビリテーション看護について理解する。〈DP①②④〉4.

終末期患者の意思決定を支える基本的な考え方を理解する。〈DP①②④〉5.終末期患者の日常生活の支援について理

解する。〈DP①②④〉6.慢性期にある患者に必要なアセスメント分析・統合の視点が説明できる。〈DP①②④〉7.事例

患者の情報を整理し、アセスメント（分析・統合）し、関連図を描きながら、看護診断(看護上の問題)を見出すこと

ができる。〈DP①②④〉8.事例患者の問題解決に向けた実現可能な目標を設定し、看護計画を立案することができる。

〈DP①②④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 各授業の前には必ず疾患やケアの学習し授業に臨む。2. 看護過程の展開は、個人ワークとグループワー

クを実施する。3. 個人ワークで行ったレポートを提出しなければグループワークには参加できない。4. 事

例の臨床病態学を事前に学習し、授業に臨む。 

 

教科書 

・鈴木久美他編： 成人看護学 慢性期看護 改訂第 3版 南江堂・梅田恵/射場典子編： 緩和ケア 改訂

第 2版 南江堂・酒井育子/金城利雄/深堀浩樹：リハビリテーション看護 改訂第 3版  南江堂 

 

参考書 

・渡邊トシ子編：ヘンダーソン・ゴードンの考えに基づく実践看護アセスメント 第 3 版 ヌーヴェルヒロカ

ワ ・神田 清子他編：成人看護技術(がん･ターミナル) メヂカルフレンド社・宮脇郁子他編：成人看護技

術（慢性看護）メヂカルフレンド社 

 

研究室／オフィスアワー 

WP331 和田由里：水曜日 13 時から 14 時 不在の場合があるので必ずアポイントを取ってください。WP132 

澤田悦子：水曜日 13 時から 14 時 不在の場合があるので必ずアポイントを取ってください。 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

①ガイダンス【到達目標】慢性期・回復期リ

ハビリテーション・終末期における看護の

概念について理解する。 

予習：慢性期・回復期リハビリテーション・

終末期について成人看護学概論や

病態学の予習しておく。（2 時間） 

復習：授業終了後は慢性期・回復期

リハビリテーション・終末期の概要

を復習する。（2時間） 

和田由

里 

2 

慢性栄養障害患者の看護について【到達目

標】①慢性栄養障害患者について理解する

②慢性栄養障害患者の看護について理解す

る。 

予習：栄養障害看護の予習しておく。（2 時

間）復習：栄養障害看護について復

習しておく。（2時間） 

和田由

里 

3 

ゴードンの機能的健康パターンとカルペ二

－ト看護診断を用いた看護過程【到達目標】

①ゴードンの機能的健康パターンが説明で

きる。②ゴードンの機能的健康パターンに

おける看護過程のアセスメントの仕方が説

明できる。③カルペニート看護診断につい

て理解できる。 

予習：基礎看護学で学修した看護過程につ

いて予習しておく。（2時間）復習：

授業で学習したことを復習してお

く。（2時間） 

和田由

里 

4 

看護過程の展開  【到達目標】個人ワーク

①①個人ワークを行い、事例患者のアセス

メントの視点と関連図の記入ができる。②

個人ワークを振り返り、自身のアセスメン

トと関連図の課題が説明できる。 

予習：事例のアセスメント・関連図を記入す

るために必要な知識について予習

をしておく。（2時間） 復習：個人

ワークの未記入のところを仕上げ

ておく。（2時間） 

和田由

里澤田

悦子 

5 

看護過程の展開個人ワーク②アセスメン

ト・関連図の修正【到達目標】①提出した個

人ワークを振り返り、アセスメントの修正

ができる。②提出した関連図を振り返り、関

連図の修正ができる。 

予習：個人ワークを振り返りアセスメント

を修正する。（2時間）復習：関連図

の修正を行う。（2時間） 

和田由

里澤田

悦子 

6 

慢性代謝性機能障害の看護とチーム【到達

目標】①慢性代謝機能障害について理解す

る。②慢性代謝機能障害を持つ患者への看

護について理解する。 

予習：代謝性機能障害患者、特に糖尿病につ

いて復習する。（2時間）復習：代謝

性機能障害患者、特に糖尿病につい

て予習する。（2時間） 

専門看

護師 

7 

生体防御機能障害について【到達目標】①生

体防御機能障害について理解する。（HIV 感

染者・AIDS に対する日常生活援助） 

予習：生体防御機能障害の看護について予

習する。（2時間）復習；生体防御機

能障害の看護について復習する。（2

時間） 

和田由

里澤田

悦子 

8 

看護過程の展開【到達目標】①事例患者のア

セスメントの振り返りを行い理解を深め

る。②事例患者の関連図の振り返りを行い

理解を深める。 

予習：個人ワークを振り返りアセスメント

を修正する。（2時間）復習：個人ワ

ークを振り返り関連図を修正する。

（２時間） 

和田由

里

澤

田

悦

子 

9 

終末期患者の日常生活を支える看護【到達

目標】①終末期患者の身体・精神・社会的側

面について理解する。②終末期患者の日常

生活における問題点を理解する。③終末期

患者の日常生活の支援方法を理解する。 

予習：終末期患者の日常生活を支える看護

について予習する。（2時間）復習：

終末期患者の日常生活を支える看

護について復習する。（2時間） 

和田由

里 

10 

終末期患者の意思決定を支える看護【到達

目標】①終末期患者の意志決定に関する問

題点を理解する。②終末期患者の意志決定

支援の方法を理解する。 

予習：終末期における意思決定のケアにつ

いて予習する。（2時間）復習：終末

期における意思決定のケアについ

て復習する。（2時間） 

和田由

里

澤

田

悦

子 

11 

脳機能障害の回復期リハビリテーション看

護【到達目標】①脳梗塞後遺症に対する日常

生活援助・チームの中の看護について理解

する 

予習：脳梗塞の後遺症について予習する。（2

時間）復習：脳梗塞の後遺症の ADL

の拡大に向けた看護について復習

する。（2時間） 

和田由

里

澤

田

悦

子 



12 

高次脳機能障害患者の看護【到達目標】①高

次機能障害について理解する。②高次機能

障害患者の看護について理解する。 

事前に資料を準備しているため持参する。

予習：高次脳機能障害患者の看護に

ついて予習する。（2時間）復習：高

次脳機能障害患者の看護について

復習する。（2時間） 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー 

13 

看護過程の展開グループワーク①【到達目

標】①関連図を見直し問題点を明確にする。

②問題点を明確化し看護計画立案をする。 

予習：個人ワークの関連図を見直し、看護計

画について考えをまとめておく。

（２時間）復習：グループワークで

作成した関連図と看護計画の内容

をまとめる。（2時間） 

和田由

里

澤

田

悦

子 

14 

看護過程の展開グループワーク②【到達目

標】①グループワークで作成した関連図・看

護計画について修正ができる。②グループ

ディスカッションを行い、意見を述べるこ

とができる。 

予習：グループディスカッションに向けて

自己の考えをまとめておく。（２時

間）復習：関連図と看護計画のグル

ープディスカッションを通し学ん

だ内容を基に修正する。（2時間） 

和田由

里

澤

田

悦

子 

15 

看護過程の展開グループワーク③①発表会

②振り返り・看護計画の修正・提出【到達目

標】①グループワークで作成した関連図・看

護計画について発表ができる。②全体のま

とめ 

予習：発表会の準備をする。（２時間）復習：

関連図・看護計画の発表で学んだ内

容を基に自己の看護過程の修正を

行う。（２時間） 

和田由

里

澤

田

悦

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．個人ワークおよびグループワーク課題レポートおよび発表・ディスカッション評価   ＊提出期限や作

成方法は授業内で説明する  ＊ワークに関する課題レポート作成  ＊発表・ディスカッションへの取り

組み  ＊授業内にフィードバックを行う２．筆記試験   ＊出題範囲；授業で扱った範囲とする３．出席

基準  ＊4/5 回以上の出席が必要〈DP①②④〉 

 

１．個人

ワ ー ク

お よ び

グ ル ー

プ ワ ー

ク 課 題

レ ポ ー



ト 、 発

表・ディ

スカッシ

ョ ン ：

50％２．

筆 記 試

験 ：

50％ 



授業科目名 成人看護援助論Ⅲ (看護) 

主担当教員 小林 妙子 担当教員 

小林 妙子／吉村 弥須子／久木

元 由紀子／宮本 佳子／八幡 

久美子／木村 淸子 

科目ナンバリング AN20C204 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 急性期にある対象は突然の発症、健康状態の急激な変化により生命の危機的状況におかれている。急性期

の看護においては対象を的確に把握しアセスメントするための基礎的知識、アセスメントに基づく計画的な

実践が求められる。本科目ではこのような急性期にある対象およびその家族に必要な看護について学修する。 

 

学修目標 

1.急性期にある対象および家族の特性について説明できる。DP①2.急性期にある対象および家族に必要な看護につい

て説明できる。DP①3.急性期にある対象に必要な看護技術についてロールプレイ・モデルを活用し実施できる。

DP①④4.心肺蘇生法についてモデルを活用し実施できる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.形態機能学、臨床病態学、成人看護学概論、成人看護援助論Ⅰ・Ⅱを復習し、授業に臨む｡2.看護技術の演

習の前には必ず事前学習を行い演習に臨む。3.演習には積極的に参加する。4.心肺蘇生法は必ず習得する。 

 

教科書 

・明石恵子他編：新体系 看護学全書 経過別 成人看護学急性期看護：クリティカルケア メヂカルフレンド

社 ISBN：978-4-8392-3385-3 

 

参考書 

・鎌倉やよい他：周術期の臨床判断を磨く 手術侵襲と生体反応から導く看護 医学書院・野崎真奈美他編：

成人看護学 成人看護技術 改訂第 2 版 南江堂・明石恵子他編：経過別成人看護学 2 周手術期看護 メ

ヂカルフレンド社・井上智子：パーフェクト臨床実習ガイド成人看護Ⅰ 照林社 

 

研究室／オフィスアワー 

小林：研究室西棟 234、随時質問・相談可。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

急性期の看護到達目標：①急性期にある対

象および家族の特性・看護について説明で

きる。 

予習：教科書の第 1章の確認(1 時間）復習：

授業をもとにシラバス・教科書の確

認（1時間） 

小林 

2 

心停止患者の看護 心肺蘇生法到達目標：

①心肺停止状態にある対象の特性・一次救

命処置・二次救命処置について説明できる。 

予習：予習：教科書の p219～232 の確認(1

時間）復習：授業をもとに教科書の

確認（1時間） 

小林 

3 

周術期の看護援助到達目標：①周術期に行

われる一連の看護援助について説明でき

る。 

予習：教科書の第 3章の確認(1 時間）復習：

授業をもとに教科書の確認(1 時間） 
小林 



4 

術前の看護到達目標：①術前アセスメント

に基づく術後合併症予防対策として術前呼

吸訓練・DVT 予防が説明できる。 

予習：教科書の第 3章の確認(1 時間）復習：

授業をもとに教科書の確認(1 時間） 
宮本 

5 

術後の看護（演習①）到達目標：①術後の患

者の状態を予測したベッド準備について説

明できる。 

予習：配布された事例についての事前準備

（1 時間）復習：演習で行ったこと

をもとに記録を追記・修正（1時間） 

宮本 

6 

術後の看護（演習②）到達目標：①患者の状

態見合わせた初回離床方法について説明で

きる（ペーパーペイシェントの活用によ

る）。 

予習：配布された事例についての事前準備

（1 時間）復習：演習で行ったこと

をもとに記録を追記・修正（1時間） 

小林 

7 

術後の看護（演習③）到達目標：①術後 1日

目にある対象の身体的状態が説明できる

（ペーパーペイシェント・モデルの活用に

よる）。 

予習：配布された事例についての事前準備

（1 時間）復習：演習で行ったこと

をもとに記録を追記・修正（1時間） 

吉村 

8 

術後の看護（演習④）到達目標：①術後 1日

目にある対象の清潔援助が説明できる（ペ

ーパーペイシェント・モデルの活用によ

る）。 

予習：配布された事例についての事前準備

（1 時間）復習：演習で行ったこと

をもとに記録を追記・修正（1時間） 

宮本 

9 

急性期の患者に必要な看護技術（演習 5）到

達目標：①BLS(Basic Life Support)アルゴ

リズムに基づく心肺蘇生法（AED の活用を含

む）が実施できる（モデルの活用による）。 

予習：配布された事例についての事前準備

（1 時間）復習：演習で行ったこと

をもとに記録を追記・修正（1時間） 

小林 

10 

急性呼吸機能障害と看護到達目標：①急性

呼吸機能障害のある対象および家族への看

護について説明できる。 

予習：教科書の確認、呼吸器の解剖生理、臨

床病態学Ⅲ、酸素吸入、人工呼吸器・

気管内吸引について学習（1 時間）

復習：配布資料・教科書の確認（1時

間） 

宮本 

11 

急性循環機能障害と看護到達目標：①急性

循環機能障害のある対象および家族の特

性、看護について説明できる。 

教科書の確認、臨床病態学Ⅲ、心臓の解剖生

理、心筋梗塞の病態生理、心電図、

モニタリングに用いる ME 機器につ

いて学習（1時間）復習：配布資料・

教科書の確認（1時間） 

救急・

重

症

患

者

看

護

専

門

看

護

師 

12 

脳血管障害患者の看護復習：配布資料・教科

書の確認①脳血管障害のある対象および家

族の特性・看護について説明できる。 

予習：教科書の確認(1 時間）復習：授業を

もとに教科書の確認、レポートの作

成(1 時間） 

摂食・

嚥

下

障

害

看

護

認

定

看

護

師 

13 

集中治療を受ける患者の看護到達目標：①

集中治療の受ける対象および家族の特性・

看護について説明できる。 

予習：教科書の確認(1 時間）復習：授業を

もとに教科書の確認(1 時間） 
小林 

14 

救急医療を受ける患者の看護到達目標：①

救急医療を受ける対象および家族の特性・

看護について説明できる。 

予習：教科書の確認(1 時間）復習：授業を

もとに教科書の確認、レポートの作

成(1 時間） 

救急看

護

認

定

看

護

師 

15 
講義全体のまとめおよび確認および確認テ

スト 

予習：第 1～14 回授業の復習(1 時間）復習：

講義と教科書、配布資料の確認（1時
小林 



間） 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．演習課題・レポート（ルーブリック評価）による評価（評価方法は授業中に説明する）<DP①④>2．定期

試験（筆記試験）による評価<DP①④>3．4/5 回以上の出席が必要【フィードバック方法】演習課題には必

要に応じコメントを付記して返却する。 

 

1．40％

2．60％ 



授業科目名 成人看護援助論Ⅳ (看護) 

主担当教員 八幡 久美子 担当教員 

八幡 久美子／吉村 弥須子／久

木元 由紀子／宮本 佳子／小林 

妙子／木村 淸子 

科目ナンバリング AN20C205 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

慢性期、終末期にある患者及びその家族の看護について学修する。慢性的な経過をたどる状態にある対象の

身体的、精神的、社会的側面において家族を含めた特徴を理解し、対象を取り巻く社会環境や家族看護の視

点を含め QOL を向上できるような看護について学修する。成人期慢性疾患患者の特性を豊かな感性と洞察力

をもって、多様性ある人々を理解し、共感できる関りを持つことができる。終末期では、自己の死生観を深

め、死を迎えつつある人とのコミュニケーション、家族のケアについての知識を深め「いのち」を尊ぶ真摯

なケアができる能力を身につける。緩和ケア及び臨死期の看護や悲嘆とそのプロセスに応じた看護援助なら

びにグリーフケアについて学修する。 

 

学修目標 

１．慢性期にある人の心理や社会的特徴を知り、病気を持ちながら生活する人の困難を説明できる。＜DP①③④＞２．

慢性期にある人の看護援助について理論を用いて説明できる。＜DP①④＞３．終末期に起こるがん性疼痛の対処方法

を習得し、患者の全人的苦痛について説明できる。＜DP①③④＞４．終末期にある患者・家族の心理的課題や予期悲

嘆を理解し、援助方法について説明できる。＜DP①④＞５．対象者の価値観や多様性を理解・尊重し、個別性のある

ケアについて説明できる。＜DP①③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．形態機能学、臨床病態学、成人看護学概論の復習をして授業に臨む｡２．病気と共にその人らしく生活が

できるようセルフケアの方法を学ぶ。３．いのちとは何かについて学修し、死をとおして家族の形態等の変

化、生と死がもたらす影響について考える。４．グループワークに積極的に参加する。５．事前課題や事後課

題にレポート提出を予定する。レポート提出にはその都度授業の中で連絡する。 

 

教科書 

・編集 鈴木久美 籏持知恵子 佐藤直美 成人看護学慢性期看護 南江堂  

 

参考書 

・編著 粟生田友子 石川ふみよ 成人看護技術 リハビリテーション看護 メチカルフレンド社・編著 

宮脇郁子 籏持知恵子  成人看護技術 慢性看護 メチカルフレンド社 

 

研究室／オフィスアワー 

八幡：水曜日 13 時～14 時（西棟 235）木村：水曜日 13 時～14 時（西棟 234） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

ガイダンス 慢性期看護の概要到達目標：

①慢性期看護の考え方や、慢性期にある人

の特徴について説明できる。②慢性期疾患

患者や家族に健康行動理論を応用できる。 

予習：成人看護学概論の理論を調べておく

（2 時間）復習：慢性期の患者の特

徴について学修する（2時間） 

八幡・

木村 

2 
慢性期循環機能障害と看護到達目標：慢性

心不全患者の看護を説明できる。 

予習：事前課題の学修をする （2 時間）復

習：本日の学修を振り返る（2時間） 

木村・

八幡 

3 

１．内分泌代謝障害患者の看護到達目標：①

甲状腺機能亢進症・甲状腺ガン患者の看護

が説明できる２．慢性の造血機能障害と看

護到達目標：①悪性リンパ腫、白血病患者看

護を説明できる。②クリーンルームやがん

化学療法等を受ける患者の感染管理を説明

できる。 

予習：事前課題の学修をする（2時間）復習：

本日の学修を振り返る（2時間） 
寺田 

4 

糖尿病患者の看護到達目標：①糖尿病患者

の病態生理が説明できる。②糖尿病の薬物

療法・食事療法・運動療法について説明でき

る 

予習：事前課題の学修をする（2時間）復習：

本日の学修を振り返る（2時間） 

八幡・

木村 

5 

慢性腎機能障害患者の看護到達目標：①腎

不全患者の病態生理が説明できる。②慢性

腎不全の食事療法・腎代替療法について説

明できる 

予習：事前課題の学修をする（2時間）復習：

本日の学修を振り返る（2時間） 

ゲスト

スピー

カ ー

（ 八

幡） 

6 

血糖測定／インスリン療法（演習①）到達目

標：①血糖測定方法・インスリン自己注射の

実施方法が説明できる。②血糖測定方法・イ

ンスリン自己注射の留意点が説明できる。 

予習：演習項目に関する実施計画の立案（2

時間）復習：演習内容に関する課題

レポート作成（2時間） 

木村・

八幡 

7 

血糖測定／インスリン療法（演習②）到達目

標：①血糖測定方法・インスリン自己注射の

実施方法が説明できる。②血糖測定方法・イ

ンスリン自己注射の留意点が説明できる。 

予習：演習項目に関する実施計画の立案（2

時間）復習：演習内容に関するレポ

ート作成（2時間） 

木村・

八幡 

8 

呼吸機能障害を持つ患者のリハビリテーシ

ョン到達目標：①閉塞性肺疾患（COPD)のリ

ハビリテーションプログラムや呼吸訓練方

法や運動療法について説明できる。 

予習：閉塞性呼吸器疾患についての学修を

する（2 時間）復習：本日の学修を

振り返る（2時間） 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー

（

八

幡

） 

9 

１．放射線療法を受ける患者の看護到達目

標：①放射線療法の作用と有害事象のメカ

ニズムについて説明できる。②有害事象を

最小限にするための看護について説明でき

る。 ２．女性生殖器疾患患者の看護到達目

標：①子宮がんの病態、症状について説明で

きる。②リンパ浮腫がある患者に対するケ

アについて説明できる。  

１．放射線療法を受ける患者の看護予習：放

射線宿酔について学修する（1時間）

復習：本日の学修を振り返る（1 時

間） ２．女性生殖器疾患患者の看護

予習：子宮がんの病態生理について

学修する（1 時間）復習：本日の学

修を振り返る（1時間） 

ゲスト

スピー

カ ー

（ 八

幡） 

10 

パーキンソン病患者のケア到達目標：①パ

ーキンソン病の病態と症状の見方が説明で

きる。   ②パーキンソン病患者の自立

に向けた援助を説明できる。 

予習：パーキンソン病についての学修をす

る（2 時間）復習：本日の学修を振

り返る（2時間） 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー

（

八

幡

） 

11 

パーキンソンダンス（演習①）到達目標：①

パーキンソンダンスを実践して、パーキン

ソン病患 者の自立を支える重要性を説明

できる。 

予習：パーキンソン病患者のケアについて

学修する（2 時間）復習：本日の学

修を振り返る（2時間） 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ



ー

（

八

幡

） 

12 
慢性の運動機能障害患者の看護到達目標：

①脊髄損傷患者の看護が説明できる 

予習：事前課題の学修をする（2時間）復習：

本日の学修を振り返る（2時間） 

木村・

八

幡 

13 

臨床判断 グループワーク（演習①）到達目

標：①紙上事例患者に対して必要な退院支

援をグループで検討してまとめることがで

きる 

予習：事前課題の学修をする（2時間）復習：

グループで検討した事項を発表で

きるようにまとめる事ができる（2

時間） 

八幡・

木

村 

14 

臨床判断 グループワーク（演習②）到達目

標：①紙上事例患者に対して必要な退院支

援を発表することができる 

予習：発表の準備をする（2 時間）復習：発

表内容を振り返る（2時間） 

八幡・

木

村 

15 講義全体のまとめおよび確認テスト 
予習：１～14 回目の講義内容を学修する復

習：本日の学修を振り返る 

八幡・

木

村 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．演習課題レポート評価   ＊提出期限や作成方法は授業内で説明する  ＊演習内容に関するレポ

ート作成  ＊授業内にフィードバックを行う２．筆記試験   ＊出題範囲；授業で扱った範囲とする３．出

席基準  ＊4/5 回以上の出席が必要〈DP①③④〉 

 

1．演習

課 題 レ

ポ ー ト

評 価 ： 

20％2．

筆 記 試

験  ：

80％ 



授業科目名 老年看護学概論 (看護) 

主担当教員 外村 昌子 担当教員 
外村 昌子／川添 英利子／西原 

かおり／寺田 美和子 

科目ナンバリング GN20C206 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

老年期を生きる人々を多角的にとらえ、発達課題について学ぶ。老年期の特徴や加齢に伴う心身の諸機能の

変化と生活への影響を理解し、高齢者ケアにおける看護の役割とその活動を概観する。特に高齢者の健康障

害や生活の質を尊重した看護、ライフスタイルを考慮した生活支援、高齢者の QOL や権利擁護などのケアの

基本的な視点や考え方を学修する。また、高齢社会における保健医療福祉サービスの現状や家族支援等を学

ぶ。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．老年期を生きるとは何かについて説明できる。DP①④2．高齢者の心身の変化とその生活に与える影響について理

解できる。DP①④3．老年期を生きる高齢者の発達課題と成熟について理解できる。DP①④4．高齢者や家族のニーズ

と保健医療福祉サービスの現状と課題について説明できる。DP①④5．高齢者の権利擁護と倫理的課題について理解

することができる。DP①④6．老年看護に活用できる理論について理解できる。DP①④7．老年看護のあり方とその役

割について説明できる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．配布された講義資料は必ず目を通しておくこと。2．出席および授業中の態度は重視する。3．身近な高齢

者の生活や、高齢者に関するメディア等の情報を通して看護を考えてみること。 

 

教科書 

北川公子他 「系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学」 第 9版 医学書院  ISBN: 978-4-260-03186-

8 

 

参考書 

高齢者の健康と障害 堀内ふき他 メディカ出版 ISBN-10 ： 4-8404-7208-4.老年看護学概論 正木治恵他 

南江堂 ISBN: 978-4-524-26062-1 老年医学系統講義テキスト 日本老年医学会 西村書店  ISBN：978-4-

89013-430-4 

 

研究室／オフィスアワー 

外村昌子     west port3 階 332 研究室／前期(水曜５限) 寺田美和子 west port3 階 331 研究室／前期(水

曜５限) 川添英利子 sakura port7 階合同研究室／前期(水曜５限)西原かおり west port２階 235 研究室

／前期(水曜５限) 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
教科のガイダンス老いるということ、老い

を生きるということ 

予習：シラバスと老年看護学のテキスト「第

1 章」を読んでくる復習：配付資料
外村 



を確認する自己学修 2時間 

2 超高齢社会と社会保障 統計的輪郭 

予習：教科書の「第 2 章」高齢社会の統計

的傾向、介護保険についてテキスト

を読んでおく復習：配付資料を復習

する 自己学修 2時間 

西原 

3 高齢者の権利擁護 

予習：教科書の「第 2 章」保健医療福祉に

関する制度・法律についてテキスト

を読んでおく復習：配付資料を復習

する 自己学修 2時間 

川添 

4 老年看護のなりたち 

予習：教科書の「第３章」老年看護について

テキストを読んでおく復習：配付資

料を復習する 自己学修 2 時間 

外村 

5 老年看護における理論 

予習：教科書の「第３章」発達理論、ストレ

ングス、ニード論などを読んでおく

復習：配付資料を復習する自己学修

2時間 

外村 

6 高齢者のヘルスアセスメント 身体的変化 
予習：教科書「第 4章」を読んでおく復習：

配布資料を復習しておく 
寺田 

7 
高齢者のヘルスアセスメント 心理的・社

会的変化 

予習：教科書「第 4 章」と「第 5 章の P213

～P223」を読んでおく復習：配布資

料を復習する 

寺田 

8 高齢者とのコミュニケーション 

予習：教科書「第 5 章のコミュニケーショ

ン」を読んでおく復習：配布資料を

復習する 

寺田 

9 治療・検査を必要とする高齢者の看護 

予習：教科書「第 7 章の P318～P333」を読

んでおく復習：配布資料を復習する

自己学修 3時間 

寺田 

10 リハビリテーションを受ける高齢者の看護 

予習：教科書「第 7 章の P334～P344」を読

んでおく復習：配布資料を復習する

自己学修 3時間 

寺田 

11 生活・療養の場における看護  
予習：教科書「第 9 章 P360～P372」を読ん

でおく復習：配布資料を復習する 
西原 

12 
治療・介護を必要とする高齢者を含む家族

の看護 

予習：教科書「第 9 章 P365～P383」を読ん

でおく復習：配付資料を復習する 

自己学修 2時間 

外村 

13 高齢者のリスクマネジメント 
予習：教科書「第 10 章 P」を読んでおく復

習：配布資料を復習する 
外村 

14 高齢者疑似体験① 

予習：配布資料を読み、高齢者の身体変化に

ついて復習しておく復習：演習のふ

り返り、課題を記載する。 

外村寺

田

川

添

西

原 

15 高齢者疑似体験② 

予習：配布資料を読み、高齢者の身体変化に

ついて復習しておく復習：演習のふ

り返り、課題を記載する。 

外村寺

田

川

添

西

原 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 定 期 試 験  DP1 ～ ２             ＊ 出 題 範 囲 ： 授 業 で 扱 っ た 範 囲 ② レ ポ ー ト  DP1              

＊授業時間内にテーマを示します。            提出期限・作成方法は授業内で説明します。            

評価基準はルーブリックを提示します。③授業中に行う小テスト DP1           ＊授業内で採点

し、解説します。上記の平均点の結果、60 点以上で単位認定する。 

 

①60%

②20%

③20% 



授業科目名 老年看護援助論Ⅰ (看護) 

主担当教員 西原 かおり 担当教員 
西原 かおり／外村 昌子／川添 

英利子／寺田 美和子 

科目ナンバリング GN20C207 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

高齢者の特徴を身体的、心理,精神的、社会的側面から学ぶ。加齢による変化や健康障害が日常生活に与える

影響を理解し、アセスメントの視点について学ぶ。高齢者やその家族とのコミュニケーション及び関係の成

立について理解し、あらゆる健康障害に応じた看護のあり方を学ぶ。 

 

学修目標 

１．老年期特有の健康障害や生活機能障害のアセスメントの視点を理解できる①④２．健康障害や生活機能障害をも

つ高齢者の健康レベルに応じた看護について理解できる①④ ３．認知症をもつ高齢者の理解と看護の方法について

理解できる①④４．終末期における高齢者とその家族の援助について理解できる①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

予め履修が望ましい教科目老年看護学概論１． 配布資料は必ず熟読する２． 出席および授業中の態度は重

視する３． 身近な高齢者の生活を通して看護を考えてみること 

 

教科書 

北川公子他 著 「系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学」第 9 版第 5刷 医学書院 

 

参考書 

1.日本老年医学会編集「老年医学系統講義テキスト」西村書店 2.鳥羽研二他著 「系統看護学講座 専門分

野Ⅱ 老年看護病態・疾患論」 第 5版 医学書院(ISBN978-4-260-0068-2) 

 

研究室／オフィスアワー 

西原かおり west port2 階 235 研究室/  後期木曜 15 時～16 時 外村昌子     west port3 階 332 研究室／ 

後期木曜 15 時～16 時寺田美和子 west port3 階 331 研究室／後期木曜 15 時～16 時川添英利子 sakura 

port7 階合同研究室／ 後期木曜 15 時～16 時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教科ガイダンス 症状のアセスメントと看

護(①発熱、②痛み、③掻痒、脱水、浮腫、

倦怠感) 

予習：テキストの"症状のアセスメント(①

発熱、②痛み、③掻痒、脱水、浮腫、

倦怠感 )と看護 "を読んでおく       

復習：教科書、資料の確認（自己学

修 1時間） 

西原外

村川添 

2 
身体疾患のある高齢者の看護 ①運動器疾

患 

予習：テキスト 運動器疾患を調べておく。

テキストの大腿頸部骨折、骨粗鬆症

を読んでおく。       復

習：教科書、資料の確認（自己学修

1時間） 

西原外

村川添 



3 
身体疾患のある高齢者の看護 ②呼吸器疾

患・感染疾患 

予習：テキスト 呼吸器疾患、感染症疾患を

読んでおく。復習：講義内容を確認

する（自己学修 1時間） 

西原外

村川添 

4 身体疾患のる高齢者の看護 ③循環器 

予習：テキスト 循環器を読んでおく。                     

復習：配付資料を確認する（自己学

修 1時間） 

西原外

村川添 

5 
身体疾患のある高齢者の看護 ④がん、糖

尿病 

予習：テキスト がん、糖尿病を読んでお

く。復習：配付資料を確認する（自

己学修 1時間） 

西原外

村川添 

6 
身体疾患のある高齢者の看護 ⑤脳卒中、

パーキンソン病、パーキンソン症候群 

予習：テキスト 脳卒中、パーキンソン病、

パーキンソン症候群について読ん

でおく。復習：講義内容を確認する

（自己学修 1 時間） 

西原外

村川添 

7 

認知機能障害がある高齢者の看護（認知症

の看護、精神障害がある認知症高齢者の看

護） 

予習：テキスト 認知症について読んでお

く復習：講義内容を確認する（自己

学修 1時間） 

西原外

村川添 

8 
認知知機能障害のある高齢者の看護(うつ

病、せん妄) 

予習：テキスト うつ病、せん妄について読

んでおく。復習：講義内容の確認（自

己学修 1時間） 

西原外

村

川

添 

9 
認知機能障害のある高齢者の看護(認知症

サポーター)ゲストスピーカー 

予習：認知症サポーターについてインター

ネットや書籍で調べておく復習：配

付資料の確認（自己学修 1 時間） 

西原外

村川添 

10 
高齢者の生活機能を整える看護 ①食事、

食生活 

予習：テキスト 食事・食生活について読ん

でおく。復習：講義内容の確認（自

己学修 1時間） 

西原外

村

川

添 

11 
高齢者の生活機能を整える看護 ②歯科疾

患の理解(ゲストスピーカー) 

予習：歯科疾患について調べておく。復習：

講義内容の確認（自己学修 1時間） 

西原外

村

川

添 

12 
高齢者の生活機能を整える看護 ③排泄、

清潔 

予習：テキスト 排泄、清潔を読んでおく   

復習：講義内容の確認（自己学修 1

時間） 

西原 

外

村

川

添 

13 高齢者の生活を整える看護 ④睡眠、覚醒 

予習：テキスト 睡眠、覚醒を読んでおく複

習：講義内容の確認（自己学修 1時

間） 

西原外

村

川

添 

14 エンドオブライフ 

予習：テキストのエンドオブライフを読ん

でおく復習：講義内容の確認（自己

学修 1時間） 

西原外

村

川

添 

15 
エンドオブライフ(アドバンスケアプライ

ングについて) 

予習：アドバンスケアプランイングについ

て調べておく復習：講義内容の確認

（自己学修 1 時間） 

西原外

村

川

添 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②課題③小テスト 4/5 回以上の出席が必要 DP①④ 

 

①50%

②30%

③20% 



授業科目名 老年看護援助論Ⅱ (看護) 

主担当教員 川添 英利子 担当教員 
川添 英利子／外村 昌子／西原 

かおり／寺田 美和子 

科目ナンバリング GN20C208 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

高齢患者の看護過程の展開、健康障害のある高齢者の特徴とそれらに応じた生活援助技術について学修する

ことで、高齢者やその家族の QOL を高めるための看護支援方法について考える力を養うことができる。講義

とシミュレーション形式で行い、老年看護に必要な看護援助を体験することで技術を習得する。 

 

学修目標 

1. 高齢者ケアの基本・リスクマネジメントについて理解できる。 ①2. 高齢患者の事例展開を通して看護過程が

理解できる。①④3. 生活機能障害がある高齢者の生活援助技術について理解できる。①④4. 認知症高齢者と家族

の看護、コミュニケーション方法について理解できる。①④5 高齢者のアクテイビテイケアについて理解できる。

①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

予め履修が望ましい教科目:老年看護概論, 老年看護援助論Ⅰ1.  講義は教科書を中心にして、参考書やプ

リント、視覚教材としてパワーポイントを用いて行う。2.  演習は主に実習室で行う。 ・技術演習時は指

定の服装に着替えた上で受講する。事前にアナウンスがあるので確認する。 ・事前課題が未提出の場合は

技術演習に出席できない。3. 出席と授業中の態度などは成績評価に加味する。 

 

教科書 

系統看護学講座「老年看護学」北川公子他著/医学書院  ISBN  978-4-260-03186-8 

 

参考書 

1.  「ゴードン博士のよくわかる機能的健康パターン」Majory Gordon 著/照林社  ISBN コード  978-4-

7965-2124-62.  「看護診断ハンドブック 」Lynda Juall Carpenito 著(黒江ゆり子監訳)/医学書院  ISBN  

978-4-260-03451-73.  「カラー写真で学ぶ高齢者の看護技術 」大塚真理子著/医歯薬出版   ISBN-13 ? : ? 

978-42632357134．「新訂版 写真でわかる高齢者ケア アドバンス」古田愛子監修 

 

研究室／オフィスアワー 

川添英利子 west port1 階 132 研究室/水曜日 16：20～17：50 外村昌子 west port3 階 332 研究室/水曜日

16：20～17：50 西原かおり west port3 階 235 研究室/水曜日 16：20～17：50 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
教科ガイダンス 高齢者ケアの基本・リス

クマネジメント 

予習：シラバス、教科書の確認 老年期の援

助技術について教科書などで予習  

復習:講義資料の確認、レポート自

修時間 1時間 

川添外

村西原 



2 看護過程の概要  

予習：看護過程の概要について予習してお

く復讐：講義資料の確認自修時間 1

時間 

川添外

村西原 

3 事例展開（ペーパーペイシェント） 

予習：講義資料を基に事例を用い展開する

復習：自身の看護過程の展開を振り

返る自修時間 1時間 

川添外

村西原 

4 看護過程の展開   

予習：講義資料を基に事例を用い展開する

復習：自身の看護過程の展開を振り

返る自修時間 1時間 

川添外

村西原 

5 看護過程の展開   

予習：講義資料を基に事例を用い展開する

復習：自身の看護過程の展開を振り

返る自修時間 1時間 

川添外

村西原 

6 看護過程の展開   

予習：講義資料を基に事例を用い展開する

復習：自身の看護過程の展開を振り

返る自修時間 1時間 

川添外

村西原 

7 
生活援助技術（1) 障害のある高齢者のポジ

ショニング 

予習：高齢者の姿勢と体位変換、ポジショニ

ングについて教科書などで予習、事

前課題を作成する。復習：講義資料

の確認とレポート作成自修時間1時

間 

川添外

村西原 

8 
生活援助技術(2) 障害のある高齢者への

移乗・移動援助  

予習：高齢者の移乗・移動援助について教科

書などで予習, 事前課題を作成す

る。復習:講義資料の確認自修時間 1

時間 

川添外

村

西

原 

9 
生活援助技術 (3) 障害のある高齢者の食

事援助 

予習：高齢者の食事、嚥下障害について教科

書などで予習, 事前課題を作成す

る。復習:講義資料の確認自修時間 1

時間 

川添外

村西原 

10 
生活援助技術 (4) 障害のある高齢者の口

腔ケア 

予習：高齢者の口腔ケアについて教科書な

どで予習, 事前課題を作成する。

復習:講義資料の確認自修時間 1 時

間 

川添外

村

西

原 

11 
生活援助技術 （5)障害のある高齢者の清潔

援助 

予習:高齢者の手浴・足浴などへの援助につ

いて教科書などで予習,事前課題を

作成する。復習:講義・演習内容を確

認し、レポート作成自修時間 1時間 

川添外

村

西

原 

12 
生活援助技術（6）障害のある高齢者の排泄

援助 

予習：高齢者の排泄障害について教科書な

どで予習事前課題を作成する。,復

習:講義・演習内容を確認し、レポー

ト作成自修時間 1時間 

川添外

村

西

原 

13 
認知症高齢者と家族の看護、コミュニケー

ション方法（ユマニチュードなど） 

予習:認知症の看護、認知症高齢者とのコミ

ュニケーションについて教科書な

どで予習しておく。復習:講義内容

の確認とレポート提出自修時間1時

間 

川添外

村

西

原 

14 アクテイビテイケア 
高齢者へのアクテイビテイケアの意義を学

ぶ。自修時間 1時間 

川添外

村

西

原 

15 アクテイビテイケアの実際 
アクティビティケアの実際について学ぶ自

修時間 1時間 

川添外

村

西

原 

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験 DP①④②看護過程課題 DP①④③演習レポート（事前課題含む） DP①④4/5回以上の出

席が必要 

 

①50%

②30%

③20% 



授業科目名 母性看護学概論 (看護) 

主担当教員 齋藤 雅子 担当教員 齋藤 雅子／岡田 公江 

科目ナンバリング MN20C209 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生命の起源である発生・受精・分化から、生命誕生の仕組みを知り、生きることの尊さ、 体と性の働きを理

解した「性別」や「性差」をもつ個そして human sexuality について学修する。性と生殖に関する健康と権

利「リプロダクティブヘルス・ライツ」の視点から、女性の各ライフステージにおける生涯を通じた健康課

題ならびに健康支援について学修する。健康な女性の性周期に伴う内分泌、身体、心理的変化と影響を理解

し、周産期における身体的・心理社会的変化と適応にむけて学修する。※本科目は実務経験のある教員等に

よる授業科目です 

 

学修目標 

1.母性看護の基盤となる概念を理解できる。（DP1）2.母性看護に関わる法律や施策から日本の社会の変遷と現状を理

解できる。（DP1）3.母性看護の役割、法的責任と倫理について説明できる。（DP1）4.各ライフステージにおける女性

におこりやすい性と生殖に関する形態と機能を理解し、女性と家族を支援するための基礎的知識を理解できる。（DP1）

5.日本の産育習俗の意味、目的、ゆえんをグループワークし、お産と文化との関係を理解する。(DP1) 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・全ての人は性と生殖に関する健康を享受する権利を持っています。・人の生と性、生殖、次世代を育む家族

について理解するための母性看護学の基礎的科目になります。・いのちへの尊厳、豊かな看護観が醸成される

ことを期待します。・日々の絶え間ない努力が対人援助職を作ります。出席して主体的に講義を聞きましょ

う。・資料を渡すので、復習しながらファイリングしましょう。 

 

教科書 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学［１］ 母性看護学概論 医学書院 

 

参考書 

1．ナーシング・グラフィカ 母性看護学① 概論・リプロダクティブヘルスと看護 メディカ出版 2．母性

看護学① 母性看護学概論/ウィメンズヘルスと看護 メジカルフレンド社 

 

研究室／オフィスアワー 

アポイントメントで可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス、母性看護学の概要 

予習：形態機能学で既習した受精から着床、

女性の性周期とホルモンの学習

（1.5H）復習：本日授業（1.5H） 

齋藤 

2 
母性看護学の基盤となる概念①：母性とは、

母性看護の理論・概念 

・予習：該当する教科書範囲（1.5H）・復習：

本日授業（1.5H） 
齋藤 



3 
母性看護の基盤となる概念②：母性看護の

あり方と生命倫理 

・予習：該当する教科書範囲(1.5H）・復習：

本日授業（1.5H） 
齋藤 

4 
母性看護の対象を取り巻く社会の変遷と現

状①：母性看護の変遷と母子保健統計 

・予習：該当する教科書範囲（1.5H）・復習：

本日授業（1.5H） 
岡田 

5 
母性看護の対象を取り巻く社会の変遷と現

状②：母性看護に関する組織と法律、施策 

・予習：該当する教科書範囲（1.5H）・復習：

本日授業（1.5H） 
岡田 

6 母性看護の対象理解：性周期と妊娠の成立 
・予習：該当する教科書範囲（1.5H）・復習：

本日授業（1.5H） 
岡田 

7 
母性看護の対象理解②：ジェンダー・性同一

性 

・予習：該当する教科書範囲（1.5H）・復習：

本日授業（1.5H） 
岡田 

8 
女性のライフサイクルと健康課題ー思春期

～更年期－、助産学専攻の紹介 

・予習：該当する教科書範囲（1.5H）・復習：

本日授業（1.5H） 
中西 

9 
リプロダクティブヘルスケア：家族計画と

性感染症 

・予習：該当する教科書範囲（1.5H）・復習：

本日授業（1.5H） 
岡田 

10 DVD 視聴「出産－生まれる うまれるよ－」 

・予習：該当する教科書範囲（1.5H）・授業

中レポートの作成・復習：本日授業

（1.5H） 

齋藤 

11 日本の虐待の現状と母子関係・愛着 
・予習：該当する教科書範囲（1.5H）・復習：

本日授業（1.5H） 
笠松 

12 
Baby Friendly Hospital(BFH)の認定施設の

地域での親子の継続的な支援 

・予習：該当する教科書範囲（1.5H）・復習：

本日授業（1.5H） 
永谷 

13 お産と文化：グループワーク① 
・予習：該当する教科書範囲（1.5H）・グル

ープワーク・復習：本日授業（1.5H） 
齋藤 

14 お産と文化：グループワーク発表① 
予習：発表の準備（1.5H）復習：本日授業

（1.5H） 

齋藤・

岡

田 

15 お産と文化②グループワーク発表② 

予習：発表の準備、これまでの疑問点・自己

学習で理解できない点について、質

問できるように準備する（1.5H）復

習：本日授業（1.5H） 

齋藤・

岡

田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 定期試験（DP1）  2. レポート（DP1）3. グループワーク発表および成果物（DP1）＊評価には、2/3 以

上の出席が必要である。 

 

1.60%2.

20%3.20

% 



授業科目名 母性看護援助論Ⅰ (看護) 

主担当教員 齋藤 雅子 担当教員 
齋藤 雅子／樋口 優子／岡田 

公江 

科目ナンバリング MN20C210 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

周産期における妊産褥婦および新生児の基礎的知識を修得し、母子と家族の支援について学修する。 

 

学修目標 

1.妊娠・分娩・産褥期の正常な身体的・心理的・社会的変化とその適応を理解する。（DP1,4）2.妊娠・分娩・産褥期

にある女性と新生児の健康を向上するための看護の必要性を理解する。（DP1,4）3.妊娠期・分娩期・産褥期・新生児

期における正常からの逸脱を予防し、より良い経過を促進するための看護を理解する。（DP1,4） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義でなく演習授業であることを自覚し、主体的に努力すること。授業内容を聞かずに教科書を読むだけで

は理解できないので、出席して授業を聞くこと。授業中の私語やメール等には厳しく対処する。 

 

教科書 

1.母性看護学〈2〉マタニティサイクル―母と子そして家族へのよりよい看護実践 (看護学テキスト NiCE)  

南江堂 (2 年次で購入済）2.ナーシング・グラフィカ 母性看護学③母性看護技術 メディカ出版 

 

参考書 

病気がみえる vol.10 産科 メディックメディア 

 

研究室／オフィスアワー 

事前の日時調整・約束後に可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス、母性看護概論授業の復習、妊娠

期の概観 

予習：前期に既習した母性看護概論を復習

しておく（0.5H）復習：本日の授業

内容（0.5H） 

齋藤 

2 

妊娠期 妊娠とは、妊娠にともなう生理的

変化と胎児の健康状態のアセスメントと援

助 

予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 
齋藤 

3 
妊娠期 親になっていく過程のアセスメン

ト援助 

予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 
齋藤 

4 分娩期の概観、分娩とは 
予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 
樋口 

5 妊娠期 正常からの逸脱 
予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 
武信 

6 
分娩期 胎児心拍数陣痛図(CTG)と胎児の

健康状態のアセスメントと看護 

予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 
武信 

7 
分娩期 正常分娩の経過とアセスメントと

援助、正常からの逸脱 

予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 
樋口 



8 
分娩期 正常からの逸脱と看護妊娠期・（分

娩期）の振り返り小テスト 

予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 

樋口・

齋

藤 

9 産褥期 産褥期の概観と産褥の経過 
予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 
岡田 

10 

産褥期 産褥期の身体状態のアセスメント

と援助、親になっていく過程のアセスメン

トと援助 

予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 
岡田 

11 母乳育児支援 
予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 
渡邊 

12 
産褥期 正常経過からの逸脱と援助帝王切

開を受ける妊産褥婦の看護 

予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 
岡田 

13 新生児 新生児とは、新生児の生理的特徴 
予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 
齋藤 

14 
新生児 新生児の子宮外生活適応のアセス

メントと援助 

予習：該当する教科書の範囲を予習（0.5H)

復習：本日の授業内容（0.5H） 
齋藤 

15 

新生児 新生児の正常経過からの逸脱と看

護、新生児の事故防止と安全産褥・新生児期

の振り返り小テスト 

予習：該当する教科書の範囲を予習   

これまでの疑問点・自己学習で理解

できない点について、復習し、質問

できるように準備する。   復

習：本日の授業内容（0.5H） 

齋藤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.定期試験（DP1,4）2.小テスト 2 回（DP1,4）＊2/3 以上の出席を必要とする。 

 

1.60%2.

40% 



授業科目名 母性看護援助論Ⅱ (看護) 

主担当教員 岡田 公江 担当教員 
岡田 公江／樋口 優子／齋藤 

雅子 

科目ナンバリング MN20C211 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 1 限、水曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人間のライフサイクルにおける性と生殖について基礎的知識を修得し、産み育てる女性の健康支援について

学修する。 

 

学修目標 

1． ウェルネスの看護過程に基づき、看護を展開できる。（DP1, 4）2． 事例を通してヘルスアセスメントを行い、

健康レベルを評価できる。（DP1, 4）3． 妊娠・分娩・産褥期における女性と新生児の健康を向上するための看護を

理解できる。（DP1, 4）4． 妊娠・分娩・産褥期における女性と新生児の正常からの逸脱を予防し、より良い経過を

促進するための看護を理解できる。（DP1, 4） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 演習は、口頭試問で基礎的知識を確認しながら実施するため、事前学習すること。2. 授業展開および授

業計画書の内容を確認し、該当する授業内容について 30 分の予習を行うこと。3. 適切な身だしなみで、積

極的に学ぶこと。4. 授業後は 30 分の復習を行うこと。 

 

教科書 

1. 大平光子ら. 母性看護学〈2〉マタニティサイクル：母と子そして家族へのよりよい看護実践 (看護学テ

キスト NiCE). 南江堂. 2. 森恵美（編）. 系統看護学講座 専門分野 II 母性看護学[1] 母性看護学概

論. 医学書院. 3. 荒木奈緒（編）. 母性看護技術 (ナーシンググラフィカ 母性看護学(3)). メディカ出

版.                   （１.２購入済） 

 

参考書 

1． 平沢美恵子ら. 写真でわかる母性看護技術‐褥婦・新生児の観察とケア、母乳育児を理解しよう！.  イ

ンターメディカ.2.    病気がみえる vol.10：産科. メディックメディア. 

 

研究室／オフィスアワー 

<研究室>岡田：235 研究室、齋藤：237 研究室、樋口：234 研究室＜オフィスアワー＞岡田 

kimie_okada@morinomiya-u.ac.jp 平日 10～17 時アポイントをとってください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス、ウェルネス看護過程：ウェルネ

ス看護過程とは 

予習：シラバスを読む、母性看護援助論Ⅰの

復習(0.5H)復習：本時の授業内容

（0.5H） 

全員 

2 
ウェルネス看護過程：妊娠期の事例紹介、健

康状態のアセスメント 

予習：看護過程の復習（0.5H）復習：本時の

授業内容、課題を行う（0.5H） 
全員 



3 

妊婦の看護にかかわる技術（妊婦モデルの

シミュレータを用いた妊娠期の観察）演習

① 

予習：該当する範囲の予習（0.5H）復習：本

時の授業内容（0.5H) 
全員 

4 

妊婦の看護にかかわる技術（妊婦モデルの

シミュレータを用いた胎児の観察）演習②

胎児の健康評価 CTG 判読に関する技術含 

予習：該当する範囲の予習（0.5H）復習：本

時の授業内容（0.5H) 
全員 

5 
褥婦期および新生児の事例紹介、看護計画

の立案 

予習：看護過程の予習（0.5H）復習：本時の

授業内容、看護計画の立案（0.5H） 
全員 

6 褥婦の看護計画の発表 
予習：発表の準備（0.5H）復習：本時の授業

内容、看護計画の修正（0.5H） 
全員 

7 
褥婦にかかわる技術（褥婦モデルのシミュ

レータを用いた産褥期の観察）演習① 

予習：該当する範囲の予習（0.5H）復習：本

時の授業内容（0.5H） 
全員 

8 

褥婦の看護にかかわる技術（褥婦モデルの

シミュレータを用いた産褥期の看護）演習

② 

予習：該当する範囲の予習（0.5H）復習：本

時の授業内容（0.5H） 
全員 

9 新生児の看護計画の発表 
予習：発表の準備（0.5H）復習：本時の授業

内容（0.5H） 
全員 

10 
新生児の看護にかかわる技術 (新生児の観

察）① 

予習：該当する範囲の予習（0.5H）復習：本

時の授業内容（0.5H） 
全員 

11 
新生児の看護にかかわる技術 (新生児の看

護）② 

予習：該当する範囲の予習（0.5H）復習：本

時の授業内容（0.5H） 
全員 

12 
帝王切開を受ける女性の事例紹介、健康状

態のアセスメント 

予習：該当する範囲の予習（0.5H）復習：本

時の授業内容（0.5H） 
全員 

13 
帝王切開を受ける女性の看護計画と看護技

術 

予習：該当する範囲の予習（0.5H）復習：本

時の授業内容（0.5H） 
全員 

14 
地域母子支援：母子を対象とした健康教育

計画の発表 

予習：発表準備（0.5H）復習：健康教育計画

書の修正および本時の授業内容

（0.5H） 

全員 

15 
地域母子支援：母子を対象とした健康教育

計画のデモストレーション 

予習：デモストレーションの準備（0.5H）復

習：健康教育内容の修正（0.5H） 
全員 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 定期試験（DP1）2. 課題・演習の成果物の評価（DP1, 4）※4/5 以上の出席を必要とする。 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 小児看護学概論 (看護) 

主担当教員 齋藤 雅子 担当教員 
齋藤 雅子／徳島 佐由美／安井 

渚 

科目ナンバリング PN20C212 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

小児看護学概論は、小児看護学における最初の講義となる。小児看護の理念，歴史的変遷と意義，小児の人

権の尊重について学び，子どもの権利を擁護する小児看護のあり方について理解し，子どもを主体とした小

児看護を修得する。本格的な少子高齢社会を迎えて，子どもを取り巻く環境は急速に変化している。子ども

の健康問題や子ども取り巻く社会・医療の現状と小児看護の課題．子どもを守る法律と施策を学習し、小児

看護のもつ課題について考察することにより、これからの小児看護が果たす役割を理解する。小児看護で用

いられる理論，子どもの成長・発達の特徴を学び，小児看護の対象である子どもとその家族について理解を

深めることができる。そして子どもと家族の発達課題，成長発達を支援する看護が実践できるようになる。

※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1.小児看護の目的・役割について説明することができる。<DP①>2.子どもの成長・発達と発達課題を説明することが

できる。<DP①＞3.小児看護における代表的な発達理論の概要を説明することができる。＜DP①＞4.子どもの各期の

特徴を総合的に説明することができる。＜DP①＞5.子どもと家族を取り巻く社会と特徴的な問題について説明するこ

とができる。＜DP①＞6.子どもの権利や倫理について考えを述べることができる。＜DP①＞7.健康障害や健康問題、

入院が小児と家族に与える影響を説明することができる。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.自分の子ども時代の記憶を振り返り、身の回りの子どもの姿や行為、行動を観察する。2.メディアで扱わ

れる子どもに関する報道に関心をもち、背景や意味を考える。 

 

教科書 

松尾宣武・濱中喜代編 新体系看護学全書 小児看護学①小児看護学概論 小児保健 メヂカルフレンド社 

第６版 

 

参考書 

小野寺敦子「手にとるように発達心理学がわかる本」かんき出版 舟島なをみ 「看護のための人間発達学」

医学書院奈良間 美保「小児看護学概論 小児看護学総論」医学書院中野 綾美「小児の発達と看護」ナ－

シンググラフィカ 

 

研究室／オフィスアワー 

事前アポイントメント後に可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

ガイダンス小児看護の対象と目的・役割小

児看護学とは小児の特徴と成長・発達成長・

発達の区分と原則 

予習：シラバス・該当する内容を教科書で確

認する(1.0H)復習：講義の内容、資

料の確認(1.0H) 

齋藤 

2 
小児看護・医療における諸統計とその変遷・

展望 

予習：該当する内容を確認する(1.0H)復習：

講義の内容、資料の確認(1.0H) 
安井 

3 小児看護・医療の法と倫理 
予習：該当する内容を確認する(1.0H)復習：

講義の内容、資料の確認(1.0H) 
齋藤 

4 小児保健胎児期・新生児期 
予習：該当する内容を確認する(1.0H)復習：

講義の内容、資料の確認(1.0H) 
齋藤 

5 小児看護における概念と理論 
予習：該当する内容を確認する(1.0H)復習：

講義の内容、資料の確認(1.0H) 
安井 

6 小児の事故・虐待 
予習：該当する内容を確認する(1.0H)復習：

講義の内容、資料の確認(1.0H) 
安井 

7 
乳児の生活援助・齲歯・離乳食・予防接種ス

ケジュール 

予習：教科書の確認（p176-192、1.0H)復習：

授業で学んだ離乳食の各期のうち

からひとつ選択し、自宅で離乳食を

作成すること(1.0H)＊詳細は授業

で説明します 

徳島 

8 
第 7 回のフィードバック・幼児の基本的設

活習慣の獲得 

予習：教科書の確認（ｐ176-192、1.0H)復習：

授業資料と配布資料の整理・穴埋め

を補足しておくこと(1.0H) 

徳島 

9 

特別な状況・その他起こりやすい・直面しや

すい状況と看護・災害を受けた小児と家族

の看護 

予習：該当する内容（教科書 p261-267）を

確認する(1.0H)復習：講義の内容、

資料の確認(1.0H) 

安井 

10 

学童期・思春期の小児のセルフケア能力の

向上を促す支援・小児流行性感染症の概要

と出席停止期間 

予習：該当する内容（教科書ｐ194-232）を

確認する(1.0H)復習：講義の内容、

配布資料の整理・穴埋めを補足して

おくこと（1.0H)＊回答は１週間後

に MORIPA で掲示 

徳島 

11 
思春期にある対象者の理解を深め、支援の

在り方 

予習：該当する内容（教科書 p194-232)を確

認する(1.0H)復習：教材（ビデオ）

を視聴して思春期にある対象者へ

の支援ついてMORIOPAアンケートに

回答＊詳細は授業で説明します 

徳島 

12 
小児の成長を促す支援技術①・発達段階に

応じた玩具の作成 

予習：該当する内容教科書（ｐ185-186）、各

自幼いころにあそんだおもちゃに

ついて想起しておくこと(1.0H)復

習：各グループで玩具について話し

合いを進めておく(1.0H)＊詳細は

授業で説明します 

徳島・

安

井 

13 

小児の成長を促す支援技術②・各グループ

ワーク（発達段階に応じた玩具の作成と提

出） 

予習：該当する内容教科書（ｐ185-186）、各

自幼いころにあそんだおもちゃに

ついて想起しておくこと(1.0H)復

習：各グループが作成した玩具の優

秀グループを投票＊詳細は授業で

説明します 

徳島・

安

井 

14 

第 13 回のフィードバック・医療における子

どもの権利・事例についてグループでディ

スカッション・子どもと親の意思決定支援 

予習：該当する内容（教科書ｐ47-50）を確

認する(1.0H)復習：講義の内容・整

理、資料の確認(1.0H) 

徳島、

安

井 

15 講義のまとめ・確認テスト 

予習：これまでの教科書と配布資料をまと

める(1.0H)復習：確認テストの振り

返る(1.0H) 

齋藤、

徳

島

、

安

井 

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．定期試験（DP①）2．成果物（DP①）2/3 以上の出席を必要とします。 

 

１ ． 60%

２．①離

乳 食 ・

玩 具 の

作 成  

30%  

② レ ポ

ー ト の

提 出  

10% 



授業科目名 小児看護援助論Ⅰ (看護) 

主担当教員 安井 渚 担当教員 安井 渚／徳島 佐由美 

科目ナンバリング PN20C213 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

小児看護学概論、臨床病態学Ⅲ・Ⅳ（小児疾病論）で学んだ内容を基礎に、健康障害や入院が子どもの成長発

達、あるいは、家族に及ぼす影響を学び、子どもと家族への看護について学ぶ。また、さまざまな健康障害や

健康レベル、状況にある子どもと家族の特徴、および、アセスメントの視点について学ぶ。安井 渚/ 7 回 

徳島佐由美/ 5 回 

 

学修目標 

1．健康障害や入院が、子どもの成長発達と家族に及ぼす影響が理解できる＜DP①④＞2．急性期から慢性期、終末期

の各期と在宅療養における子どもと家族の看護が理解できる＜DP①④＞3．小児期の主な症状や疾患、その看護につ

いて理解できる＜DP①④＞4．さまざまな発達段階にある健康障害をもつ子どもと家族に対するアセスメント能力が

養える＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．予め履修が望ましい教科目  フィジカルアセスメント・医療概論・発達心理学（選択）・臨床病態学Ⅰ～

Ⅴ2．予習復習を行うこと 3．レポート提出は日時厳守してください 4．適宜 MORIPA を通じて授業に関するア

ナウンスを行うため、確認をしておいてください 5．課題提出は MORIPA でおこなうこともあります 6．授業

に関する質問は、MORIPA の Q＆Aでも受けつけます 7．予告なくシラバスは変更となることがあります 

 

教科書 

小林京子，高橋孝雄（2021）健康障害をもつ小児の看護. メジカルフレンド社.第 6 版 ISBN 978-4-8392-

3360-0 

 

参考書 

・子どもの病気の地図帳 鴨下重彦他 講談社・疾患別小児看護‐基礎知識・関連図と実践事例‐ 桑野タ

イ子他 中央法規・図解よくわかる発達障害の子どもたち 榊原洋一 ナツメ社 

 

研究室／オフィスアワー 

安井 渚 234 研究室/水曜日 16：20～18：00 徳島佐由美 335 研究室/水曜日 16：20～18：00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

各期（急性期・周手術期）と外来での小児と

家族の看護到達目標①小児の急性期、周手

術期の特徴と必要な看護が説明できる②活

動制限を要する小児と家族に必要な看護が

説明できる③外来看護におけるアセスメン

トの視点と看護の実際が説明できる 

予習：教科書の確認（p126-142、p178-183、

p183-188）復習：講義内容、資料の

確認上記内容について予習復習を

各 1時間行うこと 

安井渚 

2 
慢性期・在宅療養、障害のある小児と家族の

看護到達目標①慢性的な経過を辿る健康問

予習：教科書の確認（p142-152、p210-222、

235-244）復習：講義資料、資料の確

徳島佐

由美 



題・障害のある小児と家族の看護が説明で

きる②小児の在宅医療の特徴と療育生活す

ることの意義が説明できる 

認上記内容について予習復習を各 1

時間行うこと 

3 

終末期にある小児と家族の看護到達目標①

死の概念の発達について説明できる②終末

期にある小児とその家族の看護について説

明できる 

予習：教科書の確認（p155-160）復習：講義

内容、資料の確認上記内容について

予習復習を各 1時間行うこと 

徳島佐

由美 

4 
小児にみられる主な症状と看護到達目標小

児にみられる症状と看護が説明できる 

予習：教科書の確認（p78-122）復習：講義

内容、資料の確認上記内容について

予習復習を各 1時間行うこと 

安井渚 

5 
小児にみられる主な症状と看護到達目標小

児にみられる症状と看護が説明できる 

予習：教科書の確認（p78-122）復習：講義

内容、資料の確認上記内容について

予習復習を各 1時間行うこと 

安井渚 

6 

健康課題をもつ子どもと家族の看護①（呼

吸器・アレルギー疾患）到達目標肺炎、食物

アレルギーの病態理解、必要な治療と看護

が説明できる 

予習：教科書の確認（p439-449、570-578）

復習：講義内容、資料の確認上記内

容について予習復習を各1時間行う

こと 

安井渚 

7 

健康課題をもつ子どもと家族の看護②（循

環器系）到達目標ファロー四徴症、川崎病の

病態理解、必要な治療と看護が説明できる 

予習：教科書の確認（p450-467）復習：講義

内容、資料の確認上記内容について

予習復習を各 1時間行うこと 

安井渚 

8 

健康課題をもつ子どもと家族の看護③（腎・

泌尿器系疾患）到達目標①ネフローゼ症候

群の病態理解、必要な治療と看護が説明で

きる②尿道下裂、膀胱尿管逆流症の病態理

解、必要な治療と看護が説明できる 

予習：教科書の確認（p487-504）復習：講義

内容、資料の確認上記内容について

予習復習を各 1時間行うこと 

徳島佐

由

美 

9 

発達障害のある小児と家族の看護到達目標

①発達障がいの疾患特性について理解でき

る②発達障がい者への支援について理解で

きる 

予習：教科書の確認（p605-610）復習：講義

内容、資料の確認上記内容について

予習復習を各 1時間行うこと 

大阪母

子医療

センタ

ー（ゲ

ストス

ピーカ

ー） 

10 

健康課題をもつ子どもと家族の看護④（小

児がん・骨髄移植）到達目標小児がんの病態

理解、必要な治療と看護が説明できる 

予習：教科書の確認（p536-545）復習：講義

内容、資料の確認上記内容について

予習復習を各 1時間行うこと 

徳島佐

由

美 

11 

ハイリスク新生児の看護 到達目標                           

①新生児期の成長・発達に及ぼす影響につ

いて説明できる ②ハイリスク新生児の看

護について説明できる 

予習：新生児期の特徴（母性看護）、教科書

の確認（p26-36、p200-205）復習：

講義内容、資料の確認上記内容につ

いて予習復習を各 1時間行うこと 

大阪急

性

期

・

総

合

医

療

セ

ン

タ

ー

（

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー

） 

12 

健康課題をもつ子どもと家族の看護⑤ 

（内分泌・代謝系疾患）到達目標①糖尿病（1

型・2型）の病態理解、必要な治療と看護が

説明できる②成長ホルモン分泌不全性低身

長症の病態理解、必要な治療と看護が説明

できる 

予習：教科書の確認（p558-569）復習：講義

内容、資料の確認上記内容について

予習復習を各 1時間行うこと 

安井渚 



13 

救急処置が必要な小児と家族の看護到達目

標①小児救急看護認定看護師の役割が理解

できる②他の医療スタッフとの連携、家族

との調整等の看護実践を知ることができる

③救急蘇生における必要な看護が説明でき

る 

予習：教科書の確認（p193-198、p611-619）

復習：講義内容、資料の確認上記内

容について予習復習を各1時間行う

こと 

大阪急

性

期

・

総

合

医

療

セ

ン

タ

ー

（

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー

） 

14 

治療処置、検査を受ける子どもと家族の看

護（プレパレーション）到達目標①小児にと

っての治療処置、検査の意味が説明できる

②プレパレーションの必要性が説明でき、

プレパレーションの 5段階が述べられる 

予習：教科書の確認（p166-169、p276-285）

復習：講義内容、資料の確認上記内

容について予習と、提示される課題

を各 1時間行うこと 

徳島佐

由

美 

15 

特別な状況・その他起こりやすい・直面しや

すい状況と看護到達目標災害を受けた小児

と家族への看護が説明できる 

予習：教科書の確認（p261-267）復習：講義

の内容、資料の確認   上記内容

について予習復習を各 1時間行う 

安井渚 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．定期試験＜DP①④＞ 出題範囲：授業内で扱った範囲 2．レポート＜DP①④＞・「救急処置が必要な

小児と家族の看護について学んだこと」・「治療処置、検査を受ける子どもと家族の看護」で提示される課

題・「ハイリスク新生児の看護について学んだこと」・「発達障害のある小児と家族の看護について学んだ

1．定期

試 験

80％2．



こと」※いずれも 1200 文字程度※提出期限・作成方法等は授業内で説明します※評価基準：ルーブリッ

クを提示します 

 

レ ポ ー

ト 20％ 



授業科目名 小児看護援助論Ⅱ (看護) 

主担当教員 徳島 佐由美 担当教員 徳島 佐由美／安井 渚 

科目ナンバリング PN20C214 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 1 限、水曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

小児看護学概論、小児看護援助論Ⅰおよび臨床病態学Ⅲ・Ⅳ（小児疾病論）で学んだ内容を基礎に、健康障害

や入院が子どもの成長発達、あるいは、家族に及ぼす影響を学び、子どもと家族への看護について学ぶ。ま

た、さまざまな健康障害や健康レベル、状況にある子どもと家族の特徴、および、アセスメントの視点につ

いて学ぶ。 ※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です  徳島 佐由美/ 12 回  安井 渚/ 

11 回 

 

学修目標 

1．子どもと家族との関係づくりの基礎を習得する。＜DP①④＞2．小児各期の発達段階をふまえて、フィジカルセス

メントを行い、看護過程を展開する能力を養う＜DP④＞3．子どもの発達段階および日常生活をふまえて、個別性あ

る援助を説明できる＜DP④＞4．健康障がいをもつ子どもに対する基本的な小児看護技術を習得する＜DP④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業の進め方１． 基本的に事例展開、技術演習は２クラスに分かれて少人数で行う２． 講義と技術演習は、

関連した状況設定で行う３． 技術演習は「演習室入室時の身だしなみ」に準ずること４． グループで行う

「看護過程」も評価対象となるため、積極的な姿勢で取り組むこと 5. 授業計画は、新型コロナウイルスの影

響で予告なく変更になる可能性があります 6. 適宜 MORIPA を通じて、授業に関するアナウンスを行いますの

で、確認をしてください 7. 課題提出は、MORIPA で行うこともあります 8. 

 

教科書 

添田啓子,鈴木千衣他編集（2018）看護実践のための根拠がわかる小児看護技術.メヂカルフレンド社, ISBN 

978-4-8392-1593-4 小林京子,高橋孝雄編集（2019）健康障害をもつ小児の看護.メヂカルフレンド社, ISBN 

978-4-8392-3360-0 

 

参考書 

・子どもの病気の地図帳 鴨下重彦他 講談社・疾患別小児看護‐基礎知識・関連図と実践事例‐ 桑野タ

イ子他 中央法規 

 

研究室／オフィスアワー 

335 研究室（徳島 佐由美）/水曜日 16：20～18：00 331 研究室（安井 渚）/水曜日 16:20～18:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ガイダンス 看護過程アセスメント課題の

提示情報の分類とアセスメントの方法につ

いて到達目標① 小児看護の対象の特性を

予習：教科書の確認（p2-7、8-10）復習：講

義内容、資料の確認重要語句に付箋

をつける上記内容について予習復

徳 島 

佐由美 



説明できる② 小児看護のアセスメント用

紙について説明できる到達目標グループで

事例の看護目標、計画立案ができる 

習を 1時間行うこと 

2 

小児看護過程（講義）到達目標① 小児アセ

スメントについて② 関連図と患児の全体

像の記載方法が説明できる③ 小児看護事

例 DVD を視聴し、今後取り組む概要につい

て説明できる 

予習：教科書の確認（p2-10）、1回目の授業

資料復習：講義資料、資料の確認、

DVD から読み取れたことを整理する

上記内容について予習復習を1時間

行うこと 

徳島佐

由美 

3 
小児看護過程（講義）到達目標 小児アセス

メントシートに事例の情報を記入できる 

予習：前回配布資料、小児看護援助論Ⅰで配

付した疾患別看護の関連図復習：講

義内容、資料の確認上記内容につい

て予習復習を 1時間行うこと 

徳 島 

佐由美 

4 

小児看護過程（演習）到達目標事例の情報を

整理し解釈ができる前年度の関連図を参考

に事例の関連図を作成することができる

（個人ワーク） 

予習：前回配布資料、小児看護援助論Ⅰで配

付した疾患別看護の関連図復習：講

義内容、資料の確認上記内容につい

て予習復習を 1時間行うこと 

徳 島 

佐 由

美、安

井 渚 

5 

小児の日常生活援助（講義）到達目標① 小

児の皮膚の構造と機能を説明できる② 健

康問題のある小児の清潔援助の必要性が説

明できる③ 小児の歯の特徴を説明できる

④ 実践後の報告の仕方が説明できる 

予習：教科書の確認（p94-105）復習：講義

内容、資料の確認上記内容について

予習復習を 1 時間行うこと 

安 井 

渚 

6 

小児の日常生活援助（技術演習）到達目標① 

安全、安楽に配慮した清潔援助（臀部浴）が

できる② 発達段階に応じた清潔援助がで

きる③ 臀部浴後の報告ができる看護過程

グループワーク（演習）到達目標患者の全体

像をとらえて問題点の抽出ができる 

予習：教科書の確認（p94-105）復習：講義

内容、資料の確認上記内容について

予習復習を 1 時間行うこと 

徳 島 

佐 由

美、安

井渚 

7 

小児の日常生活援助（技術演習）到達目標① 

安全、安楽に配慮した清潔援助（臀部浴）が

できる② 発達段階に応じた清潔援助がで

きる③ 臀部浴後の報告ができる看護過程

グループワーク（演習）到達目標患者の全体

像をとらえて問題点の抽出ができる 

予習：教科書の確認（p94-105）復習：講義

内容、資料の確認上記内容について

予習復習を 1 時間行うこと 

徳 島 

佐 由

美、安

井渚 

8 

小児のバイタルサイン測定・検体採取（講

義）到達目標① 発達段階や病状に応じたバ

イタルサインの測定方法を理解し、安全安

楽に考慮した測定方法を説明できる② 小

児にとって安全で苦痛の少ない検体採取の

方法について説明できる 

予習：教科書の確認（p77-89）復習：講義内

容、資料の確認上記内容について予

習復習を 1時間行うこと 

安井 

渚 

9 

小児のバイタルサイン測定・検体採取（演

習）到達目標① 発達段階と個別性に応じた

測定用具、測定方法について説明できる② 

髄膜炎の幼児の事例に対して苦痛の少ない

腰椎穿刺・採血の方法について説明できる

③ 乳幼児の入院環境から転倒転落を予防

するためのかかわりについて話し合うこと

ができる③ 行動計画と SOAP が記録できる

看護過程グループワーク（演習）到達目標グ

ループで事例の看護目標、計画立案ができ

る 

予習：教科書の確認（p77-89）復習：講義内

容、資料の確認上記内容について予

習復習を 1時間行うこと 

徳 島 

佐 由

美、安

井渚 

10 

小児のバイタルサイン測定・検体採取（演

習）到達目標① 発達段階と個別性に応じた

測定用具、  測定方法について説明でき

る② 髄膜炎の幼児の事例に対して苦痛の

少ない腰椎穿刺・採血の方法について説明

できる③ 乳幼児の入院環境から転倒転落

を予防するためのかかわりについて話し合

うことができる③ 行動計画と SOAP が記録

できる看護過程グループワーク（演習）到達

目標グループで事例の看護目標、計画立案

ができる 

予習：教科書の確認（p77-89）復習：講義内

容、資料の確認上記内容について予

習復習を 1時間行うこと 

徳島 

佐

由

美

、

安

井

渚 

11 
小児の処置に伴う看護（講義）到達目標① 

小児の発達段階に応じた与薬の特徴を説明

予習：教科書の確認（p221-234、236-245、

286-293）復習：講義内容、資料の確

安井 

渚 



できる② 小児の酸素療法の特徴を説明で

きる③ 小児に行われる輸液療法の基本技

術と観察点を説明できる 

認上記内容について予習復習を1時

間行うこと 

12 

小児の呼吸・点滴の援助（演習）到達目標① 

幼児と母親へ吸入の説明を行い、協力を得

ながら 1 分間実施できる② 小児に行われ

る輸液管理を安全に実施するための技術に

ついて説明できる③ 行動計画とSOAPが記

録できる看護過程（演習）到達目標 看護計

画に沿った指導案の作成ができる 

予習：前回の授業資料復習：講義内容、資料

の確認上記内容について予習復習

を 1時間行うこと 

徳島 

佐

由

美

、

安

井

渚 

13 

小児の呼吸・点滴の援助（演習）到達目標① 

幼児と母親へ吸入の説明を行い、協力を得

ながら 1 分間実施できる② 小児に行われ

る輸液管理を安全に実施するための技術に

ついて説明できる③ 行動計画と SOAP が記

録できる看護過程（演習）到達目標 看護計

画に沿った指導案の作成ができる 

予習：前回の授業資料   復習：講義内

容、資料の確認上記内容について予

習復習を 1時間行うこと 

徳島 

佐

由

美

、

安

井

渚 

14 

事例の看護計画に基づいた援助の発表会選

出されたグループの援助の実際から、小児

看護における個別性のある看護技術を説明

できる 

予習：グループで作成した看護計画復習：講

義内容、資料の確認上記内容につい

て予習復習を 1時間行うこと 

徳島 

佐

由

美

、

安

井

渚 

15 講義全体のまとめおよび確認テスト 

予習：これまでの講義について振り返る復

習：確認テスト結果を基に不正解に

ついて再度復習を行う 1時間 

徳島 

佐

由

美

、

安

井

渚 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



①定期試験〈DP①④〉出題範囲：授業内で扱った範囲         ①50％②看護過程・技術演習レポー

ト〈DP①④〉              ②50％演習の事前課題 看護過程 ＊提出期限・作成方法等の詳細

は、授業内で説明します評価基準は授業内で説明します授業、演習に取り組む積極的な姿勢も評価対

象とします③4/5 回以上の出席が必要です④試験答案は、再試験受験者より要求があれば開示する。看

護過程および演習の提出物は教員のコメントとともに返却の上解説し、学生の理解をサポートする。 

 

①80%

②20% 



授業科目名 精神看護学概論 (看護) 

主担当教員 北島 謙吾 担当教員 北島 謙吾／蓮池 光人 

科目ナンバリング OMN20C215 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

精神看護学概論では、精神看護実践の対象となる人間について「認識論」「発達理論」を学び理解を深める。

看護の理論枠組みとして「科学的看護論」を用いる。さらに、精神看護の対象となる人々を理解し、ケアする

ための概略として、基礎知識となる理論・モデルにふれる。また、当事者の視点を多く取り入れ、多面的な理

解をめざす。さらには、精神保健としての予防・啓発を踏まえたメンタルヘルスとその対策にふれる。※本

科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

・精神保健の定義と動向を理解する ＜DP①＞・精神看護実践の対象となる人々を理解しケアするための理論･モデ

ルを理解する ＜DP①＞・ライフサイクル・生活の場におけるメンタルヘルスに関心を寄せ、深く考える ＜DP①＞・

人間のこころのあり方について理解する ＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目は精神看護学科目の基盤であることに加え、精神看護学実習の先修条件科目であることを自覚したう

えで主体的に学んでいただきたい。 

 

教科書 

系統看護学講座 精神看護学[1]系統看護学講座 精神看護学[2] 

 

参考書 

・系統看護学講座 精神保健福祉・国民衛生の動向 ・薄井坦子 科学的看護論 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 10 研究室（北島）桜棟 15 研究室（蓮池） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

精神の健康とは到達目標①精神看護学につ

いて理解を深める②精神の健康・不健康に

ついて理解する 

教科書[1]はしがき、第１章、第 2章、配布

資料予習復習 各 2時間行うこと 
蓮池 

2 
人間としての内界の発達到達目標①人間の

内界について考える 
配布資料予習復習 各 2時間行うこと 蓮池 

3 

人間としての外界の関係到達目標①人間の

外界と人間の関係について考える②相手に

寄り添うことについて考える 

配布資料 予習復習 各 2 時間行うこと 蓮池 

4 

現代社会における精神保健の動向①精神障

害と治療の歴史を知る②精神看護における

法律・制度に関する動向について理解する 

教科書[1]第１章、第 2章、第 7章、配布資

料 予習復習 各 2時間行うこと 
蓮池 

5 

精神の病・障がいと生きにくさ①精神疾患

患者の病的体験の苦痛を理解する②精神疾

患患者の「生きにくさ」について理解する 

教科書[1]第１章、第 2章、第 5章、配布資

料予習復習 各 2時間行うこと 
蓮池 



6 

精神看護における諸理論・モデル①①精神

看護学で活用されている看護理論について

理解する②精神看護に用いるモデルの概要

とその背景を理解する 

教科書[1]第 1 章、第 2章、配布資料  予

習復習 各 2 時間行うこと 
北島 

7 

精神看護における諸理論・モデル①①精神

看護学で活用されている看護理論について

理解する②精神看護に用いるモデルの概要

とその背景を理解する 

教科書[1]第 1 章、第 2章、配布資料  予

習復習 各 2 時間行うこと 
北島 

8 

ストレスと健康の危機①ストレスと健康の

危機について理解する②心的外傷が精神の

健康に及ぼす影響について理解する③スト

レスを乗り越える力を理解する 

教科書[1]第 2 章、配布資料  予習復習 

各 2時間行うこと 
蓮池 

9 

人間の心の諸活動①人間の心について考え

を深めることができる②意識と認知機能に

ついて理解する③感情について理解する 

教科書[1]第 3 章、配布資料  予習復習 

各 2時間行うこと 
蓮池 

10 

対人援助職の感情を使いこなす能力①看護

師における感情労働とメンタルヘルスにつ

いて考える②感情のコントロールについて

考える③感情のセルフケアについて考える 

教科書[1]第 3 章、[2]第 8 章、終章、配布

資料予習復習 各 2時間行うこと 
蓮池 

11 心のしくみと人格の発達（自我と防衛機制） 
教科書[1]第 3 章、配布資料  予習復習 

各 2時間行うこと 
北島 

12 心のしくみと人格の発達（発達理論） 
教科書[1]第 3 章、配布資料  予習復習 

各 2時間行うこと 
北島 

13 

パーソナリティとキャラクター①パーソナ

リティとキャラクターについて理解する②

パーソナリティの障害について理解する 

教科書[1]第 4 章、[2]第 8 章、第 12 章、配

布資料予習復習 各 2時間行うこと 
蓮池 

14 

リエゾン精神看護・一般科における精神看

護①リエゾン精神看護について理解する②

看護師の精神的健康への支援について考え

る 

教科書[2]第 13 章、第 14 章、配布資料予習

復習 各 2時間行うこと 
蓮池 

15 

精神看護学概論の振り返りとまとめ①精神

看護学について理解を深める②精神看護に

ついて自分なりの考えをもつ 

配布資料予習復習 各 2時間行うこと 蓮池 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験(筆記） <DP①＞・60 点以上を単位認定とする・2/3 以上の出席基準が定期試験受験資格と ①100% 



なるが、先修条件科目であることから、原則として欠席は認めない 

 



授業科目名 精神看護援助論Ⅰ (看護) 

主担当教員 北島 謙吾 担当教員 
北島 謙吾／蓮池 光人／井上 

さや子 

科目ナンバリング OMN20C216 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

精神看護援助論Ⅰでは、精神看護実践の対象となる人々を理解しケアするための、看護理論を用いて、精神

の疾患ごとの看護方法の、対象論、目的論、方法論について考えていく。また、地域における精神看護上の問

題にも焦点をあてて、精神看護援助についての理解を深める。 

 

学修目標 

・精神看護実践の対象となる人々への精神看護援助の、対象論、目的論、方法論について理解を深める＜DP①④＞・

精神看護実践の対象となる人々を取り巻く倫理的問題に関心を寄せ、看護を学ぶ者としての態度を養う＜DP①④＞・

地域における精神看護上の問題について考え、援助方法を理解する＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目は精神看護学概論・臨床病態学Ⅲ（精神）・精神看護援助論Ⅱと関連し、精神看護学実習の先修条件科

目であること、および、精神科以外での看護実践にも関係することを自覚のうえ、主体的に学ぶ姿勢を求め

る 

 

教科書 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学[1｣[2] 医学書院 

 

参考書 

・系統看護学講座 精神保健福祉 医学書院 ・国民衛生の動向        ・薄井担子 科学的看護

論 日本看護協会出版会 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 10 研究室（北島）桜棟 15 研究室（蓮池）桜棟共同研究室（井上） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
精神障害の経過と治療・看護①発病～急性

期 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
北島 

2 
精神障害の経過と治療・看護②通院治療・入

院治療 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
北島 

3 
精神障害の経過と治療・看護③回復期～寛

解・退院 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
北島 

4 
精神科における治療と看護①薬物療法、治

療環境とアメニティ 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
北島 

5 
精神科における治療と看護②主な精神療法

と看護 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
北島 

6 
精神科における治療と看護③生活療法・活

動療法と看護 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
北島 



7 
精神障害者の社会参加支援精神保健医療福

祉における法制度の変遷 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
北島 

8 

感情障害、不安障害の看護①感情障害、不安

障害の患者像について理解を深める②感情

障害、不安障害の看護の視点、方法を理解す

る 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
蓮池 

9 

摂食障害、発達障害の看護①摂食障害、発達

障害の患者像について理解を深める②摂食

障害、発達障害の看護の視点、方法を理解す

る 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
蓮池 

10 

PTSD、パーソナリティ障害、強迫性障害の看

護①PTSD、パーソナリティ障害、強迫性障害

の患者像について理解を深める②PTSD、パ

ーソナリティ障害、強迫性障害の看護の視

点、方法を理解する 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
蓮池 

11 

地域における精神保健①地域における精神

に関する問題と予防を理解できる②地域で

生活する精神を病む対象者の生活を考える 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
蓮池 

12 

地域における精神看護①地域における精神

看護について理解できる②地域で生活する

精神疾患患者を支えるための社会資源を知

る 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
蓮池 

13 

精神看護学領域で用いる看護理論①三重の

関心について知る②生物体の必要条件と生

活体の反応について 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
蓮池 

14 

精神領域における災害看護災害時のメンタ

ルヘルスおよび精神障がい者への多職種連

携支援において、コミュニケーションスキ

ルが活用できる 

別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
北島 

15 依存と自立への看護 
別途提示する予習復習各 1 時間以上行うこ

と 
北島 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験（筆記）＜DP①④＞②講義・演習への参加状況(提出物含）＜DP①④＞上記①②で総合的

に評価し、60 点以上を単位認定とする・4/5 以上の出席基準を必要とする・出席の代理行為は双方共に

①70%

②30% 



欠席扱いとする 

 



授業科目名 精神看護援助論Ⅱ (看護) 

主担当教員 蓮池 光人 担当教員 
蓮池 光人／北島 謙吾／井上 

さや子 

科目ナンバリング OMN20C217 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

精神看護学概論および精神看護援助論Ⅰで学習した知識を生かし、精神を病む人々に対して必要な看護を展

開するためのより実践的な知識・技術を学ぶ。すなわち、精神を病む人々への安全・安楽に配慮した援助の

在り方、および患者－看護師の治療的関係を基盤とした対人プロセスを通した生活援助の具体的な方法と技

術などについて学びを深める。 

 

学修目標 

・自分自身が治療的道具となるために自己理解、他者理解をする事との意味が理解できる。DP①・看護者・自由や権

利を制限せざるをえない状況がある精神科治療において、精神障害や精神疾患を抱えた人への尊厳を意識した看護援

助の在り方について理解を深める。DP①④・統合失調症の青年期・成人期における患者の事例を用い、科学的看護論

に基づく看護過程の展開について理解することができる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・本科目は、精神看護学実習の先修条件科目であること、精神科看護実践だけでなく全ての看護実践にも関

係することを自覚した上で主体的に学ぶ姿勢を求める。・教科書は常に持参し、講義にあたり配布する資料と

あわせて学習に臨むこと。・課題提出の期限を守ること。 

 

教科書 

系統看護学講座 精神看護学[1][2] 医学書院 

 

参考書 

科学的看護論 薄井坦子 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 10 研究室（北島）桜棟 15 研究室（蓮池）桜棟共同研究室（井上） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ケアの前提：自己理解・他者理解到達目標①

自分と相手を理解することが人間関係の前

提であることを理解する。②自己の感情や

言動を客観的に振り返り、自己の傾向に気

づくことができる。 

予習：教科書〔1〕第 3章人間のこころの働

きとパーソナリティについて確認

すること。（1.5 時間）復習：本日の

範囲（1.5 時間） 

北島 

2 

ケアの原則と精神科面接の技法到達目標①

人としての尊厳を尊重した看護者の関りに

ついて理解を深める。②患者への接近の仕

方や、言語を介した患者とのかかわり、看護

師自身の感情や考え方の扱い方など、精神

疾患をかかえた人へケアの特徴的な方法を

予習：教科書[２]第 8 章 ケアの原則につ

いて確認しておくこと。（1.5 時間）

復習：本日の範囲（1.5 時間） 

北島 



理解する。③話すこと、聞くこと④自分自身

であること 

3 

精神科入院環境とリスクマネジメント到達

目標精神科医療における安全の基本的な考

え方を知り、患者の安全を守る為のリスク

マネジメントについて理解する。 

予習：教科書[２]第 10 章、安全を守るとこ

ろを確認しておくこと。（1.5 時間）

復習：本日の範囲（1.5 時間） 

井上 

4 

プロセスレコード①①プロセスレコードの

意味と考え方を理解できる②プロセスレコ

ードを実際に作成することができる 

予習：配布資料（1.5 時間）復習：本日の範

囲（1.5 時間） 
井上 

5 
プロセスレコード②プロセスレコードを用

いて、過程を振り返り考察できる 

予習：配布資料（1.5 時間）復習：本日の範

囲（1.5 時間） 
井上 

6 

行動制限（身体拘束）到達目標患者の行動制

限に関する法律と人権について考え、拘束

時ケアについて理解できる。 

予習：教科書〔1〕精神障がい者にとっての

法律,教科書[2]A リスクマネジメン

トの考え方と方法を熟読しておく

こと。（1.5 時間）復習：本日の範囲

（1.5 時間） 

井上 

7 

演習：行動制限（身体拘束）到達目標患者の

行動制限に関する法律と人権について考

え、拘束時ケアが実践できる。 

予習：前時の講義資料および教科書

〔1〕,[２]の関連項目を再確認する

こと。（1.5 時間）復習：本日の範囲

（1.5 時間） 

外部講

師 

8 

地域における精神看護の実際到達目標①精

神科病院、地域活動支援センターにおける

支援の実際について知る 

予習：外部講師による配布資料事前課題復

習：本日の範囲（1.5 時間） 

外部講

師 

9 

全体像モデルと立体像モデルについて到達

目標①科学的看護論の諸概念について理解

を深める②全体像モデル・立体像モデルに

ついて理解を深める 

予習：配布資料（1.5 時間）復習：本日の範

囲（1.5 時間） 
蓮池 

10 

事例を用いた全体像モデル・立体像モデル

の作成と活用方法到達目標全体像モデル・

立体像モデルの作成の方法と対象の捉え方

を理解する 

予習：配布資料（1.5 時間）復習：本日の範

囲（1.5 時間） 
蓮池 

11 

看護過程の展開① 患者情報の整理到達目

標患者の情報を整理しアセスメントを深め

患者の状態を捉えることができる 

予習：配布資料（1.5 時間）復習：本日の範

囲（1.5 時間） 
全教員 

12 

看護過程の展開② 全体像モデル・立体像

モデルの作成到達目標アセスメントを深め

患者の全体像モデル・立体像モデルを作成

し生物体の必要条件を捉えることができ

る。 

予習：配布資料（1.5 時間）復習：本日の範

囲（1.5 時間） 
全教員 

13 

看護過程の展開③ 看護上の問題と目標、

計画立案、実施と評価到達目標①看護上の

問題点を統合し・優先度の確認・目標設定・

計画立案ができる。②実施、評価の書き方が

理解できる。③事例をとおして自己の看護

実践についてイメージできる。 

予習：配布資料（1.5 時間）復習：本日の範

囲（1.5 時間） 
全教員 

14 

看護過程の展開④ 看護過程記録用紙完成

到達目標対象を全人的に捉え看護実践する

過程を理解する 

予習：配布資料（1.5 時間）復習：本日の範

囲（1.5 時間 
全教員 

15 

まとめ到達目標①精神看護援助論Ⅱでの自

己の学びを総括し振り返ることができる②

場面の状況と動機に基づいたプロセスレコ

ードが記載でき、自己洞察を深めることが

できる。 

予習：配布資料（1.5 時間）復習：本日の範

囲（1.5 時間）＊試験にむけて 15 時

間の学習をすること。 

全教員 

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験（筆記）  70％  ＊試験にむけて 15 時間の学習をすること。 DP①②講義、演習 課題へ

の参加状況（提出物含）  30％ DP①④③2／3 以上の出席が必要である。 

 

①70%

②30% 



授業科目名 成人看護学実習Ⅰ（急性） (看護) 

主担当教員 小林 妙子 担当教員 
小林 妙子／吉村 弥須子／久木

元 由紀子／宮本 佳子 

科目ナンバリング AN20C218 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 3.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 周手術期にある患者およびその家族の手術前・手術中・手術後の看護を実践する。手術を受ける患者の特

徴を発達段階、病態生理をふまえてとらえ、病態生理的、状況的、治療的関連因子から予測される問題をア

セスメントし、必要な看護を見出す。麻酔・手術侵襲によって生じる生体反応や心理的反応を理解し、手術

前から手術後の合併症予防、回復促進、退院後の QOL も視野に入れた看護を実践する。 

 

学修目標 

1.手術を受ける患者の特徴を発達段階、病態生理をふまえて理解することができる。DP①④ 2.手術を受ける患者お

よび家族の術前の看護を実施することができる。DP①②③3.手術中の看護を理解することができる。DP①4.麻酔・手

術侵襲に伴って生じる生体反応を理解することができる。DP①5.術後の合併症予防、苦痛の緩和、ADL拡大の看護を

実施することができる。DP①②③④6.患者および家族の心理状態に応じた看護を実施することができる。

DP①②③④7.患者および家族の社会的役割・機能に基づく退院支援について考えることができる。DP①③8.周手術期

にある患者の看護過程の展開を実施することができる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.3 年次前期までの履修科目の復習をして実習に臨む。2.受持ち患者の発達段階、疾患に関する解剖生理学、

病態生理学、治療、術式、術後合併症、看護など十分に学習する。3.看護技術の復習、練習を行って実習に臨

む。 

 

教科書 

・明石恵子他編：新体系 看護学全書 経過別 成人看護学急性期看護：クリティカルケア メヂカルフレンド

社 ISBN：978-4-8392-3385-3・明石恵子他編：新体系 看護学全書 経過別成人看護学周術期看護新体系 ISBN：

978-4-8392-3386-0・鎌倉やよい他：周手術期の臨床判断を磨く 手術侵襲と生体反応から導く看護 医学書

院 ISBN: 9784260005708 

 

参考書 

・講義資料・大西和子他編：成人看護学 成人看護学概論第 2 版 ヌーヴェルヒロカワ・浅野嘉延、吉山直

樹編： 看護のための臨床病態学 南山堂・坂井 建雄、岡田 隆夫：解剖生理学 人体の構造と機能① 医

学書院 ・大鹿英世、吉岡充弘、井関健著：系統看護学講座専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進 3 薬

理学 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

小林 234 研究室：実習で不在の場合があるので随時相談可。 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

1.実習期間  3 週間 2.実習場所  大阪急性

期・総合医療センター、大阪鉄道病院、日本

生命病院、愛仁会高槻病院、愛仁会千船病院

3.実習方法 1）病棟実習：手術を受ける患者

を 1名受持ち、看護過程を展開する。2）見

学実習：病院実習初日に、手術室、ICU 見学

実習を行う。受け持ち患者が手術を受ける

際、患者とともに手術室に入室し、手術およ

び手術看護の実際を見学する。3）学内実習：

受け持ち患者の看護過程に関する学習、看

護技術練習、実習記録、実習の振り返り、カ

ンファレンスなどを行う。4）カ 

1.事前学習課題  実習開始までに下記の課

題を行いメモ帳にまとめる。1）発達

段階：成人期・老年期の特徴 2）周

手術期看護：術前、術中、術後の看

護、術後合併症とその予防 3）疾患

と看護：実習に行く病棟の代表的な

疾患に関する解剖、生理、病態、疫

学、症状、診断（検査）、治療、看護

4）看護技術：術前訓練、酸素吸入療

法、深部静脈血栓症予防、フィジカ

ルアセスメント、ドレーン管理、術

後患者の全身清拭・寝衣交換など 2.

「成人看護学実習Ⅰの抱負」を実習

初日に提出する。3.実習記録 1）行

動計画表を 

 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

実習態度、実習内容、実習記録等を総合的に評価する。原則として全出席が評価の対象。DP①②③④ 

 
1 



授業科目名 成人看護学実習Ⅱ（慢性） (看護) 

主担当教員 八幡 久美子 担当教員 八幡 久美子／木村 淸子 

科目ナンバリング AN20C219 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 3.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

慢性期にある対象者がその人らしく生活ができるように、支援するための必要な基礎的な知識・技術・態度

を習得する。また、対象者の家族の心理的・社会的な問題を理解し、家族への支援方法やサポートシステム

について学ぶ。 

 

学修目標 

① 慢性期にある対象者の身体的・精神的・社会的問題を理解することができる。② 慢性期にある対象者が日常生

活を送るうえでの問題点を明らかにすることができる。③ 慢性期にある対象者に対して、健康レベルに応じた看護

計画を立案し、実施できる。④ 慢性期にある対象者と家族を支える多職種の役割を理解し、責任ある行動ができる。

⑤ 看護実践を通して自己洞察を深めることができる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.3 年次前期までの履修科目の復習をして実習に臨む。2.受持ち患者の発達段階、疾患に関する解剖生理学、

病態生理学、治療、検査、看護など十分に学習する。3.看護技術の復習、練習を行って実習に臨む。 

 

教科書 

成人看護学、臨床病態学の授業で使用したテキスト、講義資料 

 

参考書 

・渡邊トシ子編集「ヘンダーソン・ゴードンの考えに基づく実践看護アセスメント第 3 版」ヌーヴェルヒロ

カワ松本千明著「健康行動理論の基礎」生活習慣病を中心に  医歯薬出版株式会社 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｗ棟 研究室 331 和田由里  実習期間中の帰校日(13 時～14 時）Ｗ棟 研究室 135 澤田悦子  実

習期間中の帰校日（13 時～14 時） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

1.実習期間：3 週間 2.実習方法 1）病棟実

習：慢性疾患の患者を 1 名受持ち、看護過

程を展開する。2）見学実習：受け持ち患者

と家族に対して指導案を作成し指導を実施

する。実習期間に検査、処置等がある場合、

その介助や看護の実際を見学する。3）学内

実習：受け持ち患者の看護過程に関する学

習、看護技術練習、実習記録、実習の振り返

り、カンファレンスなどを行う。4）カンフ

ァレンス：実習中に適宜カンファレンスを

実施する。中間合同カンファレンスには資

料を作成する。5）詳細は成人看護学実習Ⅱ

1.事前学習課題実習開始までに下記の課題

を行いファイルにまとめる。 1）慢

性期患者の特徴と健康行動理論に

ついて 2）疾患と看護：実習に行く

病棟の代表的な疾患に関する解剖、

生理、病態、疫学、症状、診断（検

査）、治療、看護 3）看護技術：フ

ィジカルアセスメント、日常生活が

自立できていない患者の全身清拭・

寝衣交換など 2.患者教育：糖尿病、

腎疾患、呼吸器疾患、循環疾患等に

対して、自己管理能力を高める援

和田由

里澤田

悦子 



要項を参照 助。家族支援や家族指導。3.「成人

看護学実習Ⅰの抱負」を実習初日に

提出する。4.実習記 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．実習態度、実習内容、実習記録等を総合評価する。  ＊ルーブリック評価表を提示  ＊記録提出期

限・方法は担当教員より提示【フィードバック方法】  ＊ルーブリック評価表（自己採点）を基に個別面談

を実施２．出席基準：4/5 以上の出席は必要 DP①②③④ 

 

１．総合

評 価 ：

100% 



授業科目名 老年看護学実習Ⅰ (看護) 

主担当教員 外村 昌子 担当教員 
外村 昌子／川添 英利子／西原 

かおり／寺田 美和子 

科目ナンバリング GN20C220 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 3.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

健康障害や生活機能障害を持つ高齢患者の看護過程を展開できる基礎的能力を養う。また、高齢患者の意思

決定や生活の質を尊重した看護を学ぶ。また、高齢患者および家族への継続看護や社会資源の活用方法につ

いて理解する。さらに、医療チームにおける多職種連携を学ぶ。 

 

学修目標 

1. 老年期の特徴をふまえて、高齢患者の多様性やその人らしさを理解できる。DP①2. 健康障害や生活機能障害を持

つ高齢患者受け持ち、看護過程が展開できる。DP①③④3. 高齢患者のもてる力を活かし、社会生活への適応や自立

を促す援助について学ぶことができる。DP①④4. 高齢患者の自尊心、意思決定、生活の質を尊重した看護を理解で

きる。DP①③5. 高齢患者の生活過程を考慮した継続看護、社会資源の活用方法が理解できる。DP①③6. 医療チーム

における多職種連携の必要性が理解できる。DP①② 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

追実習や再実習は、病院の受け入れ状況により非常に困難であるので、健康管理に留意して欠席しないこと。

予め履修が望ましい教科目老年看護学概論 老年看護援助論Ⅰ・Ⅱ 

 

教科書 

老年看護学概論ならびに老年看護援助論で用いたテキストその他、実習中に適宜紹介する。 

 

参考書 

北川公子他著 系統看護学講座「老年看護学」  第９版  医学書院 ISBN: 978-4-260-03186-8 鳥羽研二

他著 系統看護学講座「老年看護・病態・疾患論」第 5版 医学書院 ISBN: 978-4-260-03172 

 

研究室／オフィスアワー 

外村昌子  west port3 階 331 研究室/  後期木曜 17 時～18 時  川添英利子 west port1 階 132 研究室/ 

後期木曜 17 時～18 時   西原かおり west port２階 235 研究室/  後期木曜 17 時～18 時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

1.実習期間  3 週間 2.実習場所   阪和第

二泉北病院   藤井会リハビリテーション

病院   日本生命病院   大手前病院   阪

和住吉総合病院 3.実習方法 1）病棟実習：

健康障害を持つ患者を 1 名受持ち、看護過

程を展開する。2）学内実習：受け持ち患者

の看護過程に関する学習、実習記録、実習の

振り返りなどを行う。3）カンファレンスを

実習中に実施する。カンファレンスには資

1.事前学習 1）老年期の心身特徴、老年期の

疾患と看護  日常生活援助など

の基礎看護技術 2.「老年看護学実習

Ⅰの抱負」を実習初日に提出 3.実習

記録 1）行動計画表を記載し担当指

導者に発表する。2）行動計画表に基

づき実施内容を評価する。3）看護過

程を展開する。（情報の整理とアセ

スメント、全体図、看護計画立案、

 



料を作成する。4）詳細は老年看護学実習Ⅰ

要項を参照。 

評価）4）看護計画に基づき経過記録

を記載する。4．カンファレンスを実

施する。1）資料を作成する。2）運

営や時間調整は学生が 主体的に取

り組む。5.日々の予習復 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①実習内容・態度②実習記録〈DP①②③④〉原則として全出席が評価の対象。 

 

①60%

②40% 



授業科目名 老年看護学実習Ⅱ (看護) 

主担当教員 外村 昌子 担当教員 
外村 昌子／川添 英利子／西原 

かおり／寺田 美和子 

科目ナンバリング GN20C221 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

高齢者施設の概要、生活する高齢者の健康問題や生活過程を理解する。また、施設における看護職の役割を

学ぶ。 

 

学修目標 

1.高齢者施設の特徴と機能および役割が理解できる。DP①②④2.高齢者の生活史や価値観についてコミュニケーショ

ンを通して理解できる。DP②③④3.高齢者施設における看護職の役割が理解できる。DP①②④4.多職種と連携した援

助の在り方を学ぶことができる。DP②④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

追実習や再実習は、病院の受け入れ状況により非常に困難であるので、健康管理に留意して欠席しないこと。

予め履修が望ましい教科目：老年看護学概論、老年看護援助論Ⅰ・Ⅱ 

 

教科書 

老年看護学概論や援助論で用いたすべてのテキストその他、実習中に適宜紹介する。 

 

参考書 

北川公子他著 系統看護学講座「老年看護学」  第９版  医学書院   ISBN: 978-4-260-03186-8 鳥羽

研二他著 系統看護学講座「老年看護・病態・疾患論」第 5版 医学書院 ISBN: 978-4-260-03172-1 

 

研究室／オフィスアワー 

外村昌子 wesrtport３階 331 研究室/   後期木曜 17時～18時川添英利子 west port1 階 134 研究室/  後

期木曜 17 時～18 時西原かおり    west port2 階 235 研究室/  後期木曜 17 時～18 時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

1.実習期間  1 週間 2.実習場所  特別養護

老人ホーム 浜木綿苑  特別養護老人ホー

ム 阪和帝塚山苑  介護老人保健施設  

雅秀苑  デイサービス  ひなた  3.実習

方法 1入所者の生活援助を見学、経験する。

2) 通所者のデイケア、またはデイサービス

を見学する。4.詳細は老年看護学実習Ⅱ要

項を参照。 

1.事前学習  1）老年期における心身の特

徴,      高齢者とのコミュニケー

ション方法  2）介護保険法と高齢

者施設の概要 2.「老年看護学実習Ⅱ

の抱負」を実習初日 3.実習記録  1）

行動計画表を毎日記載する。  2）体

験、見学、学びについて記録する。

4. カンファレンス・振り返り会 

会の運営、時間調整を主体的に取り

組む。5.実習日誌と「老年看護学実

習Ⅱの学び」を実習 終了後、指定

日時に提出する。 

 

2    



3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①実習内容・態度②実習記録を総合して評価する。〈DP①②③④〉①②を総合して評価する原則として全

出席が評価の対象。 

 

①60 ％

②40％ 



授業科目名 母性看護学実習 (看護) 

主担当教員 齋藤 雅子 担当教員 
齋藤 雅子／樋口 優子／岡田 

公江 

科目ナンバリング MN20C222 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

リプロダクティブヘルスの視点で生み育てる女性の健康支援における基礎的能力を養うとともに、看護実践

を通して周産期における母性看護の特性と役割を学ぶ。 

 

学修目標 

1．対象を通して、産褥・新生児期のフィジカルアセスメントを行い、健康状態を評価することができる。（DP1,2,3,4）

2．Wellnessの視点で、妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期にある対象のアセスメントを行い、看護課題を見出し、

看護目標と計画が立案できる。（DP1,2,3,4）3．対象の健康が向上するための看護の必要性が理解できる。（DP1,2,3,4）

4．対象を通して、母子相互作用、愛着形成、親役割獲得過程、家族の再構築について理解する。（DP1,2,3,4）5．母

子と家族とエンパワーメントするための支援を理解する。（DP1,2,3,4）6．母子を支える社会資源の活用と看護の役

割を理解する。（DP1,2）7．母子保健システムに関する各職種の役割について理解する。（DP1,2）8．母性看護学実習

を通して、自身のセクシュアリティについて内省し尊重することができる。（DP4） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．原則として記録の提出がない場合は、看護実践に関わることができない。2．母子の観察および看護実践

については、必ず実習指導者、病棟スタッフ、担当教員の指導のもとで実践する。3．原則として男子学生は

女子学生とペアになり病院実習を行う。許可が得られた場合には、男子学生 1 名が 1 組の母子を受け持つこ

ともある。4．産み育てる女性と家族を尊重した姿勢で学修する。 

 

教科書 

購入した既習教科書全て 

 

参考書 

母性看護学援助論Ⅰ、Ⅱで配布した資料その他各自が必要とするもの 

 

研究室／オフィスアワー 

担当教員に事前連絡をして訪ねること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

産科病棟において周産期の母子を受け持

ち、ウェルネスの看護の視点に基づきアセ

スメントし、必要な看護を実践し評価する。 

1.受け持ち開始時より母子のフィジカルア

セスメントができるように事前学

習を深めておくこと。２．分娩期の

実習は、ケアの実践ができるよう

に、必要な看護計画を事前に準備し

ておくこと。 

母性看

護学教

員 

2 
地域の”つどいの広場”で、子育てする母

子とその家族に対してエンパワーメントの

1．現代社会における子育てに関する問題に

ついて調べておくこと 2．母子を支

母性看

護学教



視点で関わり、対象理解を深める。また健康

教育を実践・評価する。 

えるための社会資源とその役割に

ついて調べておくこと 3．健康教育

の指導計画書案作成、媒体準備、実

施練習を事前にしておくこと 

員 

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.母性看護学実習要項評価基準に基づき採点する。（DP1,2,3,4）＊4/5 以上の出席が必要である。 

 

1. 母 性

看 護 学

実 習 評

価 表 に

基づく。



100% 



授業科目名 小児看護学実習 (看護) 

主担当教員 徳島 佐由美 担当教員 徳島 佐由美／安井 渚 

科目ナンバリング PN20C223 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

健康な子どもとの関わりをとおして、乳幼児期の成長発達の特徴を学ぶとともに、健康障害をもつ小児各期

（乳幼児期・学童期・思春期）の子どもと家族を把握し、看護の必要性を考える。そのために保育所実習 1 週

間、病棟実習 1 週間で構成し、健康な子どもの成長発達を理解したうえで健康障害のある子どもを対象に看

護を実践する。 

 

学修目標 

1. 子どもの身体的・精神的・社会的な成長発達を総合的に理解する。＜ＤＰ①②③④＞2. 子どもの生活環境と生活

リズムを理解する。＜ＤＰ①③④＞3. 子どもとのかかわりをとおして、発達に応じたコミュニケーションを理解す

る。＜ＤＰ①②③④＞4．健康障害をもつ子どもの身体的・精神的・社会的要因を総合的に理解する。＜ＤＰ①③④

＞5. 健康障害をもつ子どもと家族の問題について多角的に理解する。＜ＤＰ①②③④＞6. 健康障害をもつ子どもと

家族に対する看護の実際を理解する。＜ＤＰ①②③④＞7.基本的な小児の看護実践ができる＜DP①②③④＞8. 実習

全体を通して、自己の小児看護観を述べることができる。＜ＤＰ①③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

※「看護学臨地実習要綱」と「小児看護学実習要項」は必携。実習事前課題を提示する。原則として欠席は認

められないので、常に自己の健康管理に十分配慮すること。保育所実習については、検便の実施（すべて陰

性であること）が要件である。また施設によっては、PCR 検査も要件となる。 

 

教科書 

小児看護学概論、小児看護援助論Ⅰ・Ⅱで使用したテキスト、配布資料等 

 

参考書 

鈴木康之他監修、「写真でわかる重症心身障碍児（者）のケア」インターメデイカ、2015 年東京都、「訪問看

護師のための重症心身障害児在宅療養支援マニュアル」、平成 23 年 NancieR.Finnie 編著梶浦一郎、鈴木恒彦

「脳性まひ児の家庭療育」原著第３版、医歯薬出版、2003 年「（総特集）重症心身障害児の看護」、小児看護、

Vol.34、No.5、へるす出版、2011 年石黒彩子、浅野みどり編「発達段階からみた小児看護過程」医学書院鴨

下重彦監修「子どもの病気の地図帳」講談社山元恵子監修「写真 

 

研究室／オフィスアワー 

335 研究室（徳島佐由美）/水曜日 16：20～18：00234 研究室（安井渚）/水曜日 16：20～18：00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

保育所実習では、配置された園、クラスにお

いて園児と関わり、子どもの成長発達を理

解するとともに保育士の園児への関わりか

予習：アセスメントおよび計画立案-実施-

評価等、日々の記録を記載するため

には、看護過程を十分に理解してい

 



ら発達段階に応じた保育の実際を学ぶ。病

棟実習（病院あるいは、障害児施設）では、

患児を受け持ち、看護過程（アセスメント-

看護計画立案-実施-評価）を展開する。病棟

実習は、保育園実習での乳幼児期における

健康な子どもの発達の理解に基づいて展開

される。 

なければならない。また、子どもの

各発達段階の成長発達、基本的な解

剖生理、小児疾患とその病態生理、

治療、検査に関わる知識は必須であ

る。事前課題に取り組むとともに担

当患児に必要な知識について学習

しておく復習：以降は担当教員から

の指示による 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①ルーブリックによる評価＜ＤＰ①②③④＞ルーブリックは事前に提示する原則として全出席が評価の対

象となる 

①100

％ 



授業科目名 精神看護学実習 (看護) 

主担当教員 北島 謙吾 担当教員 
北島 謙吾／蓮池 光人／井上 

さや子 

科目ナンバリング OMN20C224 科目区分 専門分野Ⅱ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

精神看護学実習では、精神看護実践の対象者について理解を深め、看護師としての必要な援助が実践できる

基礎的能力を養う 

 

学修目標 

1．対象者に関心を注ぎながら、ケアにおける対人関係の形成・展開ができる2．精神科看護において科学的看護論の

人間の生活一般を活用したアセスメントを行い、全体像モデル、立体像モデルを用いて患者の健康上の問題点を抽出

し、患者の強みを活かした計画が立案できる3．学生が立案した看護計画を基に、対象者のよりよい状態に向けた看

護が実践できる4．プロセスレコードを用いて対象者との関わりを再構成し、コミュニケーションによる相互作用や

自己理解を通して治療的コミュニケーションの意味が考えられる5．対象者に関する倫理配慮を遵守し、看護を学ぶ

者として行動できる＊具体的到達目標は、「臨地実習要項」「精神看護学実習要項」に記す＜DP①②③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・本科目は、「精神看護学概論」「精神看護援助論Ⅰ」「精神看護援助論Ⅱ」を履修し、単位を修得しておかな

ければ履修できない(先修条件)・臨地実習における具体的な注意事項は、「看護学臨地実習要項」「精神看護

学実習要項」に記す 

 

教科書 

系統看護学講座 精神看護学[1][2] 医学書院 

 

参考書 

精神看護学概論、精神看護援助論Ⅰ・Ⅱ、臨床病態学Ⅲ（精神）、家族看護学（精神）、関係法規（精神）の講

義資料および各科目で提示した参考図書・文献など科学的看護論 薄井坦子 

 

研究室／オフィスアワー 

精神看護学教員随時対応 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 精神看護学実習要項 参照 精神看護学実習要項 参照  

2    

3    

4    

5    



6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

・実習態度および達成度を総合的に評価し、60 点以上を単位認定とする・原則として全出席が評価の対

象となる＊詳細は、「臨地実習要項」「精神看護学実習要項」に記す＜DP①②③④＞ 

 

1 



授業科目名 在宅看護概論 (看護) 

主担当教員 升田 寿賀子 担当教員 
升田 寿賀子／岩佐 由美／武 

ユカリ 

科目ナンバリング HHN20C301 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

少子超高齢社会はより伸展し、生産年齢人口の減少する一方、老年人口の増加、特に後期高齢者の増加が著

しい。人口および疾病構造の変化、医療の進歩により、療養の場は病院だけでなく地域における多様な場で

の看護の実践が増加している。地域で生活するすべての人々、年齢、疾病や障害を持ちながら生活する人々

が看護の対象である。今後、ますます地域包括ケアシステムの推進が求められる。在宅看護概論では、わが

国の在宅ケアの現状と将来像を視野におき、在宅看護の概要と特性について理解し、在宅ケアにおける看護

の役割について学修する。 

 

学修目標 

１ 地域・在宅看護の必要性と社会的背景を理解する。<DP①>２ 地域・在宅看護の特徴について述べることが出来

る。<DP①>３ 地域・在宅看護の対象となる地域で暮らすすべての人々の理解とアセスメントの視点を理解する。

<DP①>４ 地域・在宅看護を支える法制度について理解できる。<DP①>５ 地域・在宅におけるリスクマネジメント

について理解できる。<DP①>６ 地域包括ケアシステムについて理解できる。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

他領域の学修との関連を理解し、講義の予習復習を確実にし、授業に望む。 

 

教科書 

系統看護学講座 「地域・在宅看護論１ 地域・在宅看護の基盤」 医学書院 系統看護学講座 「地域・在

宅看護論２ 地域・在宅看護の実践」 医学書院 

 

参考書 

国民衛生の動向 その他授業で適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

升田：西棟 331 研究室岩佐：西棟 634 研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
地域・在宅看護を学ぶにあたってⅠ地域・在

宅看護の目的と特徴 地域とは 在宅とは 

予習：シラバス・教科書 「地域・在宅看護

論①」序章の確認、今日の福祉・医

療・人口動態の現状について考察し

講義に望む。復習：教科書・配布資

料の確認予習 2時間復習 2時間 

升田 

2 
Ⅱ地域・在宅看護の対象者・地域・在宅で暮

らすすべての人々・健康状態・発達段階 

予習：教科書「地域・在宅看護論①」1章、

2章、3章の確認復習：教科書・配布

資料の確認予習 2時間復習 2時間 

升田 



3 
Ⅱ在宅看護の対象者２・家族 ・仲間・近隣

の人々・学校・職場・家族を支える 

予習：教科書「地域・在宅看護論①」1章、

2章、3章の確認復習：教科書・配布

資料の確認予習 2時間復習 2時間 

升田 

4 
Ⅲ在宅療養の支援・在宅看護の提供方法・看

護が提供される多様な場 

予習：教科書「地域・在宅看護論①」4章、

5 章の確認復習：教科書・配布資料

の確認予習 2 時間復習 2時間 

升田 

5 
Ⅳ在宅看護にかかわる法令・制度とその活

用・介護保険制度 

予習：教科書「地域・在宅看護論①」6章の

確認、自分の市町村の介護保険につ

いての HP を見ておくこと。復習：教

科書・配布資料の確認予習 2時間復

習 2時間 

升田 

6 
Ⅳ在宅看護にかかわる法令・制度とその活

用２・訪問看護 

予習：教科書「地域・在宅看護論①」6章の

確認復習：教科書・配布資料の確認

予習 2時間復習 2時間 

升田 

7 

Ⅳ在宅看護にかかわる法令・制度とその活

用３・医療保険制度 ・障害者総合支援

法 ・難病法 

予習：教科書「地域・在宅看護論①」6章の

確認復習：教科書・配布資料の確認

予習 2時間復習 2時間 

升田 

8 
Ⅴ在宅看護の展開・在宅看護過程展開のポ

イント・在宅看護過程の展開方法・情報収集 

予習：教科書「地域・在宅看護論②」序章、

1 章の確認復習：教科書・配布資料

の確認予習 2 時間復習 2時間 

升田 

9 

Ⅴ在宅看護の展開２・情報の整理とアセス

メント家族全体のニーズ、住環境、社会資

源、家族介護力、経済力 

予習：教科書「地域・在宅看護論②」序章、

1 章の確認復習：教科書・配布資料

の確認予習 2 時間復習 2時間 

升田 

10 
Ⅴ在宅看護の展開３・目標の設定・計画・実

施と評価 

予習：教科書「地域・在宅看護論②」序章、

1 章の確認復習：教科書・配布資料

の確認予習 2 時間復習 2時間 

升田 

11 
療養上のリスクマネジメント・事故防止・感

染対策・災害 

予習：教科書「地域・在宅看護論②」6章の

確認復習：教科書・配布資料の確認

予習 2時間復習 2時間 

升田 

12 
在宅看護における権利保障・尊厳・個人情報

保護・守秘義務・成年後見・虐待防止 

予習：教科書「地域・在宅看護論②」6章の

確認復習：教科書・配布資料の確認

予習 2時間復習 2時間 

 

13 
地域包括ケアシステム・自助互助共助公助・

多職種連携、協働・介入時期と看護の継続 

予習：教科書「地域・在宅看護論①」4章、

5 章の確認復習：教科書・配布資料

の確認予習 2 時間復習２時間 

升田 

14 終末期（看取り期）の在宅看護 

予習：教科書「地域・在宅看護論②」3章、

4 章の確認復習：教科書・配布資料

の確認予習 2 時間復習 2時間 

升田 

岩

佐 

15 
地域・在宅看護の活動を支えるコミュニケ

ーション 

予習：教科書の確認復習：教科書・配布資料

の確認予習 2 時間復習 2時間 
升田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 筆記試験<DP①>2. 課題レポート<DP①> 

 

1:90 ％

2:10% 



授業科目名 在宅看護援助論Ⅰ (看護) 

主担当教員 岩佐 由美 担当教員 
岩佐 由美／升田 寿賀子／市後 

昌代／武 ユカリ 

科目ナンバリング HHN20C302 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

在宅看護援助論Ⅰでは、在宅看護を実践するために必要な知識・技術・態度を学ぶ。療養者・家族の生活全体

を把握し、療養者本人が安全・安楽に自立して生活する方法や介護者の負担を軽減する方法について考え、

必要な知識を得る。それをもとに在宅における援助技術や医療処置等を実施し、本人・家族に指導する方法

や多職種との連携についても学修する。 

 

学修目標 

1 在宅療養者・家族への日常生活上の支援の必要性と方法を考えることができる DP1242 在宅療養者への日常生活

上援助の具体的方法を工夫して実施できる DP1243 在宅での医療処置の具体的な方法を理解し実施できる DP124 

援助・医療処置の指導方法や他職種との連携が理解できる DP12 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1  基礎看護学で学修した解剖生理・看護技術の復習を行った上で、在宅療養者をイメージしながら講義・演

習に臨むこと 2  演習時は、半袖白ポロシャツ、大学指定上下ジャージ、白靴下、ナースシューズ、名札を着

用し、身だしなみを整え積極的な姿勢で行うこと 3  演習前後のレポートは時間を厳守して提出すること 

 

教科書 

河原加代子編 系統看護学講座 「地域・在宅看護論１ 地域・在宅看護の基盤」 医学書院 河原加代子編 

系統看護学講座 「地域・在宅看護論２ 地域・在宅看護の実践」 医学書院 

 

参考書 

授業で適宜紹介していきます。 

 

研究室／オフィスアワー 

岩佐：西棟 634 研究室升田：西棟 331 研究室武：西棟 335 研究室市後：桜棟共同研究室 （事前に連絡をと

り日程調整すること） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス在宅における移動の支援 
予習：シラバス・教科書の確認復習：教科書・

配布資料の確認予習復習時間1時間 
岩佐 

2 在宅における環境の支援 1 

予習：、基礎看護学で学習した環境整備や援

助方法について学習復習：事後課

題、教科書・配布資料の確認 予習復

習時間 1時間 

岩佐 

3 在宅における環境の支援 2：グループ演習 

予習：既習の移動・移乗、援助方法について

学習復習：事後課題、教科書・配布

資料の確認 予習復習時間 1 時間 

岩佐全

教員 



4 
在宅におけるコミュニケーション、初回訪

問 

予習：教科書の確認、コミュニケーション方

法の復習をし、訪問時のマナーにつ

いて考察しておく復習：事後課題、

教科書・配布資料の確認予習復習時

間 1時間 

市後 

5 在宅における清潔の支援 1 

予習：既存看護学で学んだの清潔援助(入

浴、清拭、更衣、洗髪)について学習

復習：事後課題、教科書・配布資料

の確認 予習復習時間 1時間 

岩佐 

6 在宅における清潔の支援 2：演習 

予習：前回の授業の確認、演習事前課題復

習：教科書・配布資料の確認、演習

事後課題予習復習時間 1時間 

岩佐全

教員 

7 在宅における食の支援 1 

予習：事前課題、既習の食事・栄養・嚥下、

それらの援助方法について学習教

科書の確認、復習：教科書・配布資

料の確認 予習復習時間 1時間 

武 

8 在宅における食の支援 2 

予習：既習の経管栄養法、PEG、在宅中心静

脈栄養法等について学習復習：教科

書・配布資料の確認 、演習事前課題

予習復習時間 1時間 

武 

9 在宅のおける食の支援 3：演習 

予習：教科書の確認、前回授業の確認、演習

事前課題復習：演習事後課題 予習

復習時間 1時間 

武全教

員 

10 在宅における排泄の支援 1 

予習：教科書の確認、既習の消化管・泌尿器

の解剖生理、排泄、援助方法につい

て学習復習：事後課題、教科書・配

布資料の確認 予習復習時間 1時間 

市後 

11 在宅における排泄の支援 2 

予習：既習の導尿、ストーマ、おむつの援助

方法等について学習復習：教科書・

配布資料の確認 予習復習時間 1 時

間 

市後 

12 在宅における排泄の支援 3 

予習：既習の腎不全、血液透析、CAPD につ

いて学習復習：教科書・配布資料の

確認予習復習時間 1時間 

武 

13 在宅における呼吸の支援 1 

予習：教科書の確認、既存の呼吸器の解剖と

呼吸器疾患について復習復習：教科

書・配布資料の確認予習復習時間 1

時間 

岩佐 

14 在宅における呼吸の支援 2・在宅酸素療法等 

予習：前回の授業内容の確認復習：教科書・

配布資料の確認 予習復習時間 1 時

間 

岩佐 

15 
在宅における呼吸の支援 3・在宅人工呼吸器

療法等 

予習：前回授業の確認復習：疑問点の明確化

復習時間 1時間 
岩佐 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.定期試験 DP124 70 点 2.演習前後レポート課題 (3 回）DP124 (環境・清潔・食事）10 点×3 回＝30 点

授業時間数の 4／5 回以上の出席を必要とする。演習前後のレポートは原則として返却しない。 

 

1.70%2.

30% 



授業科目名 在宅看護援助論Ⅱ (看護) 

主担当教員 岩佐 由美 担当教員 
岩佐 由美／升田 寿賀子／市後 

昌代／武 ユカリ 

科目ナンバリング HHN20C303 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

在宅看護援助論では地域、在宅で療養する発達段階、健康レベル、障害の程度、生活背景など多様な人々を

対象とし、対象とその家族の特徴を理解し、在宅看護実践を展開するための看護援助、支援方法について学

修する。援助論Ⅱでは多様な対象とその家族への病状や状態に応じた看護援助（療養生活支援・医療的ケア）

と社会資源の活用について学修する。また紙上事例を通して、在宅療養者とその家族の特徴を理解し、訪問

看護の特徴を考慮した在宅看護過程の展開方法について学修する。 

 

学修目標 

１． 在宅療養者・家族の病状や状態に応じた療養生活支援の方法について理解できる(DP①）２． 在宅療養者・家族

を理解し、訪問看護の特徴を考慮した看護過程展開の方法について理解し、看護計画を立案できる（DP①②④）３． 

在宅療養者とその家族の病状や状態に応じた具体的援助方法について習得できる（DP①②④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１． 在宅看護概論・在宅看護援助論Ⅰならびに既習の疾患の看護、看護過程を復習して臨むこと。２． グ

ループワーク等に積極的に参加し、与えられた課題を期限内に自主的に行うこと。 

 

教科書 

系統看護学講座 統合分野 在宅看護論 河原加代子 医学書院（2年次使用テキスト） 

 

参考書 

関連図で理解する在宅看護過程 正野逸子・本田彰子 メヂカルフレンド社その他、必要に応じて紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

岩佐：西棟 634 研究室升田：西棟 331 研究室武：西棟 335 研究室市後：桜棟共同研究室 （事前に連絡をと

り日程調整すること） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス認知症療養者への在宅看護① 

予習：認知症高齢者に関する既存の知識の

復習復習：認知症の療養者に対する

在宅看護の事例展開(テキスト 334

～343)を読んでおく合計 30 分 

岩佐 

2 認知症療養者への在宅看護② 

予習： 認知症の療養者に対する在宅看護の

事例展開(テキスト 334～343)を読

んでおく復習：小レポート「在宅療

養を行う認知症高齢者の支援」につ

いてまとめる合計 60 分 

岩佐 

3 代謝・内分泌疾患をもつ在宅療養者の看護 
予習：糖尿病に関する既存の知識(疾患、看

護)の復習復習：講義内容の復習合
市後 



計 30 分 

4 精神障害を持つ療養者への在宅看護 

予習：在宅看護の対象者の特徴（テキスト

P.26～29）について読んでおく復

習：精神疾患の療養者に対する在宅

看護の事例展開(テキスト 400～

408)を読んでおく 合計 30 分 

升田 

5 疾患や障害を持つ小児への在宅看護 

予習：在宅看護の対象者の特徴（テキスト

P.26～29）を読んでおく復習：小児

の療養者に対する在宅看護の事例

展開(テキスト 344～355)を読んで

おく 合計 30 分 

武 

6 

小テスト(まとめ)在宅療養者の看護過程の

展開Ⅰ：慢性疾患をもつ在宅療養者の看護

①療養者のアセスメント、在宅で求められ

る看護 

予習：在宅看護過程のポイント(テキスト

112-116 ページ)を読んでおく復習：

事例の疾患について既存の知識の

復習合計 60 分 

岩佐 

7 

在宅療養者の看護過程の展開Ⅰ：慢性疾患

をもつ在宅療養者の看護②在宅療養者の望

みの把握とアセスメント、看護の方向性 

予習：在宅看護過程の展開方法①②(テキス

ト116-131ページ)を読んでおく 復

習：課題シート(アセスメントと望

みの把握、等)合計 60 分 

岩佐 

8 

在宅療養者の看護過程の展開Ⅰ：慢性疾患

をもつ在宅療養者の看護③看護目標、看護

課題 

予習： 在宅看護過程の展開方法③(テキス

ト132-135ページ)を読んでおく 復

習： 課題シート(看護目標と看護課

題、等)合計 60 分 

岩佐 

9 
在宅看護過程の展開Ⅰ：慢性疾患をもつ在

宅療養者の看護④関連図と看護計画 

予習：事例の疾患に関する自己学習 復習：

看護過程の展開(課題)合計 90 分 
岩佐 

10 
在宅看護過程の展開Ⅰ：慢性疾患をもつ在

宅療養者の看護⑤評価 

予習：看護過程の展開(課題)復習：看護過程

の展開(課題)合計 90 分 
岩佐 

11 
在宅看護過程の展開Ⅱ：慢性疾患、障害を持

つ在宅療養者の看護①療養者と家族の理解 

予習：看護過程の展開(課題)復習：グループ

課題合計 90 分 
武 

12 

在宅看護過程の展開Ⅱ：慢性疾患、障害を持

つ在宅療養者の看護②看護の方向性の明確

化 

予習：グループ課題 復習：グループ課題合

計 90 分 
武 

13 

在宅看護過程の展開Ⅱ：慢性疾患、障害を持

つ在宅療養者の看護>③看護課題・看護計画

の共有(グループワーク) 

予習：グループ課題 復習：発表の振り返り

合計 60 分 
武 

14 

在宅看護過程の展開Ⅱ：慢性疾患、障害を持

つ在宅療養者の看護④在宅看護過程グルー

プ発表 1 回目 

予習：グループ課題 復習：発表の振り返り 

合計 60 分 
武 

15 

在宅看護過程の展開Ⅱ：慢性疾患、障害を持

つ在宅療養者の看護⑤在宅看護過程グルー

プ発表 2 回目全体のまとめ 

予習：看護過程の展開方法④(テキスト 135-

137 ページ)を読んでくる復習： 看

護過程展開の疑問点の振り返りと

自己学習(テキストと講義資料参

照)合計 60 分 

武 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 課題レポート（DP①②）2. 小テスト(DP①②）（30 点満点）3. 看護過程課題（DP①②④）ルーブリックに

より評価を行う 4/5 回以上の出席を必要とするフィードバック方法：小レポートは原則として返却しない、

看護過程課題はコメントを行い後日返却する 

 

1. 10％

2. 30％

3. 60％ 



授業科目名 外来看護論 (看護) 

主担当教員 住田 陽子 担当教員 住田 陽子 

科目ナンバリング HHN20C304 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 日本看護協会業務委員会において、外来看護は「疾病を持ちながら地域で療養・社会生活を営む患者やそ

の家族等に対し、安全で・安心・信頼される診療が行われるように、また、生活が円滑に送れるように調整を

図りながら看護職が診療の補助や療養上の世話を提供することをいう。」と定義されている。医療施設におけ

る在院日数の短縮化が進み、医療は施設完結型から地域完結型へ移行してきている中で、外来看護において

は、対象者やその家族に対し、治療を継続しながらその人らしい社会生活を送るための質の高い支援が求め

られている。また、看護へのニーズに応えるためには他職種との連携も必須である。 本科目では、今日の

医療の動向や現状を理解し、外来看護の役割、課題について、プレゼンテーションやディスカッションを通

して学修する。 

 

学修目標 

1．外来看護に影響を与える政策・制度について学修できる。〈DP①〉2．外来看護における患者・家族の様々なニー

ズについて考えることができる。〈DP①〉3．外来看護の役割を多面的に理解し、疑問や課題を明らかにできる〈DP①②〉

4．海外の外来看護について理解できる〈DP①②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．出席が前提である。2．講義中の途中退席は認めない。ただし、やむをえない事情が発生した場合は、この

限りではない。3．講義中の私語、飲食、携帯電話の使用は禁止する。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

授業の中で紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

住田研究室／随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
教科目ガイダンス診療報酬制度からみる外

来看護の方向性 

予習：外来看護のイメージ、診療報酬につい

て整理しておく。（1時間）復習：授

業内容の振り返り（1時間） 

住田陽

子 

2 
地域包括ケアシステムにおける外来看護の

位置づけ 

予習：地域包括ケアシステムについて調べ

ておく。(1 時間）復習：授業内容の

振り返り（1時間） 

住田陽

子 

3 外来看護の役割：一般外来 

予習：一般外来における看護の役割につい

て調べ、A4 用紙 1枚にまとめる。（1

時間）復習：ディスカッションの内

住田陽

子 



容を整理する。（1時間） 

4 外来看護の役割：入退院支援 

予習：入退院支援における看護の役割につ

いて調べ、A4 用紙 1枚にまとめる（2

時間）復習：ディスカッションの内

容を整理する。（1時間） 

住田陽

子 

5 外来看護の役割：看護外来 

予習：看護外来における看護の役割につい

て調べ、A4 用紙 1枚にまとめる 2時

間）復習：ディスカッションの内容

を整理する。（1時間） 

住田陽

子 

6 外来看護の役割：相談支援 

予習：相談支援における看護の役割につい

て調べ、A4 用紙 1枚にまとめる 2時

間）復習：ディスカッションの内容

を整理する。（1時間） 

住田陽

子 

7 
外来看護の現状と課題（大阪国際がんセン

ター外来部門看護師長） 

予習：大阪国際がんセンターについてホー

ムページで調べ、質問事項を整理し

ておく。（1時間）復習：授業内容の

振り返り（1時間） 

大阪国

際がん

センタ

ー外来

部門看

護師長 

8 外来看護の国際比較 

予習：海外の外来看護について調べ、A4 用

紙 1 枚にまとめる（1 時間）復習：

ディスカッションの内容を整理す

る。（1時間）※最終提出レポート作

成（10 時間） 

住田陽

子 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

1．テーマ「外来看護論を通して学んだこと」についてレポートを作成、提出されたものに対しルーブリック

評価を行う。。〈DP①②〉 レポートの体裁は、A4 版 1 枚、40 字×40 行、フォント：10.5pt、余白：上下左右

20mm とし、テーマ、学籍番号、学生名を明記する。 最終講義日の 1 週間後、住田研究室に提出する。

2．ディスカッションの準備状況〈DP①②〉 

 

1：60％

2：40％ 



授業科目名 健康教育論 (看護) 

主担当教員 七山 知佳 担当教員 七山 知佳／関口 敏彰 

科目ナンバリング Ip20C305 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

健康教育の定義や理念を理解したうえで、保健医療の場で実践される健康教育の意味および看護の役割につ

いて学習する。また、健康教育に関わる理論について学び、健康レベルやライフステージに応じた健康教育

を実践するために必要な知識や技術を習得する。 

 

学修目標 

1．健康教育の定義や関連する基本的な知識を取得する。＜DP①＞2．健康教育に関連する理論やモデルを理解し、健

康教育の実践と関連付けて考えることができる。＜DP①②＞3．健康教育の対象や場を理解し、対象に応じた健康教

育の実践方法や健康教育における看護職の役割について考えることができる。＜DP①②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．講義には積極的に参加し、疑問点がある場合は解決できるよう行動する。2．講義を通して、健康教育に

おける看護職の役割や意義について考える。 

 

教科書 

なし必要に応じて資料を配布します。 

 

参考書 

・標準保健師講座 2 公衆衛生看護技術．医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

七山知佳 桜棟共同研究室 白井文恵 桜棟研究室 13 関口敏彰 桜棟研究室 12 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康教育の理念と定義 
予習：健康教育という言葉について調べる

復習：講義内容の復習 
七山 

2 健康教育の変遷 
予習：健康教育に関わる法律について考え

る復習：講義内容の復習 
七山 

3 健康教育の目的および目標 
予習：健康教育の目指すものは何か考える

復習：講義内容の復習 
七山 

4 健康教育の場と対象 
予習：健康教育が展開される場面について

考える復習：講義内容の復習 
七山 

5 健康行動と行動変容 
予習：健康行動について調べる復習：講義内

容の復習 
七山 

6 
健康教育に関連する理論および実践への応

用 

予習：健康教育に関連する理論を調べる復

習：講義内容の復習 
七山 

7 健康教育における教育技術 
予習：健康教育に必要な技術とは何か考え

る復習：講義内容の復習 
七山 

8 健康教育の方法[ワーク①] 
予習：講義で扱った健康教育に関連する理

論を復習する 
七山 



9 健康教育の方法[ワーク②] 予習：健康教育における理論を復習する 七山 

10 健康教育の方法[ワーク③] 
予習：講義で扱った健康教育に必要な教育

技術について復習する 
七山 

11 健康教育の方法[ワーク④] 
予習：講義で扱った健康教育に必要な教育

技術について復習する 
七山 

12 
健康教育の展開①：医療，子ども・教育，地

域・職域 

予習：健康教育が社会でどのように展開・応

用されているか考える復習：講義内

容の復習 

七山 

13 
健康教育の展開②：医療，子ども・教育，地

域・職域 

予習：健康教育が社会でどのように展開・応

用されているか考える復習：講義内

容の復習 

七山 

14 健康教育と健康政策 
予習：健康政策とはどのようなものか調べ

る復習：講義内容の復習 
七山 

15 看護学領域における健康教育（まとめ） 予習：全講義で扱った内容を復習する 七山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．筆記試験 2．健康教育の内容・発表 

 

1 ．

50%2 ．

50% 



授業科目名 家族看護学 (看護) 

主担当教員 蓮池 光人 担当教員 蓮池 光人／徳島 佐由美 

科目ナンバリング Ip20C306 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

現代社会における個人と家族を取り巻く社会は多様性を極めているが、家族は看護職が看護の対象とする社

会の最小単位である。家族看護論では、「家族」について学び、ライフサイクルにおける健康問題と家族との

関係性、家族に対するアセスメントと介入に必要な理論と方法について学修し、家族看護の役割を理解する。 

 

学修目標 

1．家族の概念、形態、機能について理解することができる。DP①②2．家族が、家族の一員の健康問題から受けてい

る影響から、家族へのアセスメント・介入の方法について理解することができる。DP①②3．家族のセルフケア機能

を高める家族看護の役割について理解することができる。DP①② 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

家族看護はあらゆる領域に共通した家族援助である。家族のセルフケア機能を高める援助とは何かを意識し

て履修すること。 

 

教科書 

系統看護学講座 別巻 家族看護学    第 1 版第 3 刷  著者代表：上別府圭子 医学書院 ISBN 978-

4-260-03192-9 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

蓮池：桜棟 15 研究室 随時徳島：西棟 634 研究室 水曜日 16：40～18：00 メールで予約をお願いします。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
講義オリエンテーション家族看護の対象理

解①家族とは ②家族構造 

予習：シラバスの確認、教科書 第 2章(1.5

時間）復習：本日の授業内容を教科

書で確認（1.5 時間） 

蓮池光

人 

2 
家族看護の対象理解①家族機能②現代の家

族とその課題 

予習：教科書 第 2 章(1.5 時間）復習：本

日の授業内容を教科書で確認(1.5

時間） 

蓮池光

人 

3 

慢性期の小児患者の家族看護到達目標①慢

性疾患をもつ子どもと家族の特徴が説明で

きる②慢性疾患をもつ子どもと家族への援

助が説明できる 

予習：家族看護学 第 5章－Bを確認する。

既習の小児慢性疾患、慢性期の看護

について講義資料、内容を確認す

る。復習：講義内容を振り返り,慢性

疾患の子どもと家族の特徴、必要な

援助をまとめる。合計 1時間 

徳島佐

由美 

4 

障害児の家族看護到達目標①障害児の家族

の特徴が説明できる②障害児と家族への援

助が説明できる 

予習：家族看護学 第5章－D を確認する。

必要な看護について講義資料、内容

を確認する。復習：講義内容を振り

徳島佐

由美 



返り、障害児の家族の特徴、必要な

援助をまとめる。合計 1時間 

5 

精神障害者を持つ家族に対する理解①精神

障害者を持つ家族の認識を理解する②精神

障害者を持つ家族への影響を理解する 

予習：家族看護学 第 5章－E 復習：本日の

授業内容を教科書で確認予習予習

復習各 1.5 時間行うこと 

蓮池光

人 

6 

精神領域における家族援助と援助の実際①

精神障害者を持つ家族への援助について理

解する 

予習：家族看護学 第 5章－E 復習：本日の

授業内容を教科書で確認予習予習

復習各 1.5 時間行うこと 

蓮池光

人 

7 

家族看護を支える理論と介入法①家族を理

解するための理論②家族の変化を理解する

ための理論③家族に変化をもたらすための

介入 

予習：教科書 第 3章（1.5 時間）復習：本

日の授業内容を教科書で確認（1.5

時間） 

蓮池光

人 

8 

家族看護展開の方法①家族看護過程とは②

家族看護の実践③さまざまな家族アセスメ

ントモデル 

予習：教科書 第 4章（1.5 時間）復習：本

日の授業内容を教科書で確認（1.5

時間） 

蓮池光

人 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題レポート(DP①②） 各講師よりそれぞれテーマ、提出期限を提示する。  各テーマ 100 点満点で

評価し、「3 テーマの合計÷3」 とする。 2/3 以上の出席が必要。 

 

1 



授業科目名 養護概説 (看護) 

主担当教員 宮永 啓子 担当教員 宮永 啓子 

科目ナンバリング Ip20C309 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

養護教諭の実践を貫く「養護」について体系的に学ぶ。養護教諭の歴史的変遷を理解し、養護教諭の職務の

特性と専門性を活かし、「養護教諭が実践する養護（活動）とは何か」を、明らかにし、創造的な養護教諭の

実践能力を体系的に学修する。さらに、養護教諭に必要な教育者としての資質・能力を培い、子どもの健や

かな発達に必要な養護を教育として実践する能力を身につける。 

 

学修目標 

授業の到達目標及びテーマ① 養護教諭の歴史的変遷を理解し、学校教育に果たす養護教諭の専門性と役割につい

て、説明することができる。<DP①>② 養護の概念を体系的に学修すると共に、養護教諭独自の養護（教育と看護）

活動の展開について、具体的に考えることができる。<DP①>③ 学校教育を基本として、効果的な保健教育活動のあ

り方について説明することができる。<DP①>④ 保健室の機能と養護教諭の活動過程を理解し、養護教諭に求められ

る資質能力を身につける。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 養護教諭の専門的役割は、看護学・教育学等で学んだ知識と技術を基に教育者としての活動を実践するこ

とである。看護学の学修内容を教育に応用できる能力を養う様にしてください。 

 

教科書 

「養護教諭のための現代の教育ニーズに対応した 養護学概論」東山書房 岡田加奈子他 

 

参考書 

一年次の教科書「学校保健実務必携」「学校保健概論」「養護教諭の活動の実際」第 3 版（静岡県養護教諭研

究会 編）「現代的健康課題を抱える子供たちへの支援～養護教諭の役割を中心として～」文部科学省 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション（講義概要の解説） 養

護の本質と概念、養護教諭の専門性 

予習：小中高校から養護教諭の役割を考え

る。(2H)復習：「養護」と「教育」の

関係を理解。(2H) 

 

2 養護教諭と学校保健活動学校保健計画 
予習：「学校保健」を復習。 (2H)復習：養護

教諭の役割を理解。(2H) 
 

3 養護教諭と保健室、保健室経営 
予習：「学校保健」を復習。(2H)復習：保健

室経営計画ができる。(2H) 
 

4 
養護活動の過程学校における協働・連携並

びに組織活動 

予習：学校保健・看護過程を復習。(2H)復習：

学校組織及び協働・連携を確認。

(2H) 

 



5 養護教諭が行う研究養護教諭の倫理 

予習：看護の職業倫理を復習。(2H)復習：現

場の実践を研究に生かす力と教職

員の倫理を理解。(2H) 

 

6 
学校の特性に応じた養護活動特別支援教育

と養護教諭 

予習：学校の特性をテキストで予習。(2H)復

習：特性に応じた養護活動を理解。

特別支援教育における養護教諭の

役割を理解。(2H) 

 

7 養護教諭と学校安全・危機管理 
予習：テキストで予習。(2H)復習：健康観察

の実践を理解できる。(2H) 
 

8 養護活動論：①健康観察 
予習：テキストで予習。(2H)復習：健康観察

の実践を理解できる。(2H) 
 

9 養護活動論：②健康診断 

予習：「学校保健」で・健康診断を復習。(2H)

復習：健康診断の企画・実施・事後

措置を理解する。(2H) 

 

10 養護活動論：③健康相談・保健指導 

予習：健康相談・保健指導を考える。(2H)複

習：健康相談・保健指導の実践を身

につける。(2H) 

 

11 養護活動論：④健康教育(保健教育) 

予習：「学校保健」で復習。(2H)複習：健康

教育へ導く過程、健康教育の実践を

身につける。(2H) 

 

12 

課題別養護活動：①学校救急看護、内科・ケ

ガ等外科の救急対応、学校事故における救

急対応と養護教諭の役割 

予習：看護（アセスメント・看護過程）で学

修したことを養護活動に活かす対

応について考えておく。(2H)復習：

救急処置において、養護教諭として

あるべき姿をまとめる。(2H) 

 

13 

課題別養護活動：②慢性疾患 ③心の問題 

④対人関係 ⑤生活上課題 ⑥不登校・保健

室登校への対応 

予習：看護で学修したことを養護活動に活

かす対応について考えておく。(2H)

復習：健康課題に関する養護教諭の

役割を理解し、実践を身につける。

(2H) 

 

14 

課題別養護活動：⑦児童虐待の早期発見と

対応、⑧アレルギー・アナフィラキシーへの

対応 

予習：児童虐待の情報をまとめておく。(2H)

復習： 児童虐待・アレルギー等への

対応を理解し、実践力を身につけ

る。(2H) 

 

15 
学校環境衛生活動と養護教諭学校感染症予

防  まとめ 

予習：環境管理・感染症予防を「学校保健」

「看護学」等で復習しておく。(2H)

復習：学校感染症対策、学校環境衛

生基準と養護教諭の役割を理解す

る。養護教諭の専門性の理解と振り

返り。(2H) 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験<DP①>②課題レポート<DP①>※次回の授業で解説を行います。③授業での発表<DP①> 

 

①50%

②30%

③20％ 



授業科目名 健康相談活動論 (看護) 

主担当教員 宮永 啓子 担当教員 宮永 啓子 

科目ナンバリング Ip20C311 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 近年の児童生徒の健康問題の多様化は、児童生徒のみならず、保護者・担任からの含め養護教諭の健康相

談が重要視されている。養護教諭の職務の特質は、児童生徒の心身の健康問題と日々関わっている。養護教

諭の職務の特質や保健室の機能を生かした健康相談の基礎・基本及び健康相談の実践力と力量を身につける。 

 

学修目標 

１．養護教諭の職務の特性と保健室の機能を生かした健康相談を習得する。２．保健室来室場面で心身に問題を持つ

児童生徒のヘルスニーズを理解するためのアセスメント・支援能力を習得する。３．健康相談遂行に必要な専門的知

識と技術を身につけ応用・実践できる能力を習得する。４．保護者・担任等、教職員が協働して支援し、校外の関係

機関との連携ができるようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

養護教諭は、児童生徒の悩みの相談や身体的症状の裏にある心の問題に気を配りながら職務を遂行している。

児童生徒の訴えや心の叫びに耳を傾け、ニーズを見極め、判断し対応できる専門的力量を身につけてくださ

い。 

 

教科書 

・『新版養護教諭の行う健康相談』、大谷尚子・森田光子 他 (東山書房) 

 

参考書 

参考書・参考資料等「学校保健実務必携」（第一法規）「現代的健康課題を抱える子供たちへの支援～養護教

諭の役割を中心として～」 （文部科学省）「教職員のための子どもの健康相談及び保健指導の手引き」 （文

部科学省) 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
養護教諭の行う健康相談（養護教諭の役割

と活動）の基本的理解 

予習：学校保健等で学んだ養護教諭に必要

な健康相談の専門性について復習

しておく。(2H)復習：養護活動とし

ての健康相談を理解する。(2H) 

 

2 健康相談と保健室 

予習：保健室の特質と健康相談をすすめる

ための保健室の環境をまとめる。

(2H)復習：保健室における健康相談

の特質についてまとめる。(2H) 

 

3 健康相談の諸理論 

予習：テキストで予習。(2H)復習：養護教諭

が行う健康相談の歴史と意義を理

解する。(2H) 

 



4 
健康相談の過程（1.事例から見る健康相談

の過程 22.象理解と見立て） 

予習：テキストで予習。(2H)復習：授業の復

習。(2H) 
 

5 

健康相談の諸問題（1.精神保健の観点を理

解、2.身体的問題、非社会的問題、生活上の

問題等） 

予習：養護概説・精神保健・精神看護学等関

連分野を復習して授業に臨む。(2H)

復習：精神保健と健康相談における

養護教諭の専門性について復習。

(2H) 

 

6 
保健室を想定した健康相談、ロールプレイ

ング 1、記録の仕方 

予習：これまで学んだことをロールプレイ

ングに生かせるよう復習しておく。

(2H)復習：記録の仕方を確認、ロー

ルプレイングのまとめ。(2H) 

 

7 
保健室を想定した健康相談、ロールプレイ

ング 2 

予習：記録の仕方を確認。(2H)復習：記録を

確認し、ロールプレイングを振り返

る。(2H) 

 

8 
保健室を想定した健康相談、ロールプレイ

ング 3 

予習：今までの復習。(2H)復習：ロールプレ

イング評価・まとめ（レポート）。

(2H) 

 

9 ロールプレイングの評価、他者評価 
予習：今までの復習。(2H)復習：各班の発表

のまとめ。(2H) 
 

10 保健室登校の捉え方と対応 
予習：今までの養護教諭関連科目を復習。

(2H)復習：本日の授業を復習。(2H) 
 

11 

健康相談に必要な力量と学びの方法（健康

相談をすすめていくための力量と学びの方

法） 

予習：テキストで予習。(2H)復習：必要な力

量を身につける。(2H) 
 

12 健康相談における連携と養護教諭の専門性 

予習：養護概説・その他関連科目の復習。

(2H)復習： 校内のチーム支援と医

療との連携を理解する。(2H) 

 

13 保健室を想定した事例検討の資料作成 

予習： 今までの復習。(2H)復習：養護教諭

の専門性が発揮できる事例検討資

料を作成できる。(2H) 

 

14 保健室を想定した事例検討の評価 
予習：事例検討の評価をつけてみる。(2H)復

習：事例検討の評価を見直す。(2H) 
 

15 

まとめ（養護教諭の専門性を発揮した健康

相談の在り方、保健室の機能を活かした健

康相談とは何かを考える。） 

予習：今までの学修を振り返り養護教諭の

行う健康相談についてまとめる。

(2H)復習：全復習。(2H) 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



①授業・演習時の参加・活動状況②課題・レポート ※次回の授業で解説を行います。③定期試験 

 

①30%

②20%

③50% 



授業科目名 公衆衛生看護学概論 (看護) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰／七山 知佳 

科目ナンバリング PHN20C312 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

公衆衛生看護の歴史的変遷を踏まえ、地域に生活する人々の暮らしと健康を守る意味について学ぶ。公衆衛

生看護の対象は、地域で暮らす人々（個人、家族、集団）であり、疾病予防と健康増進に関する学問である。

ヘルスプロモーションの理念を理解し、公衆衛生看護活動の展開における理論や方法論を理解するための基

本的な原則を学ぶ。さらに、公衆衛生看護の視点から社会環境の変化と健康課題について考え学びを深める。 

 

学修目標 

1．公衆衛生看護の定義と目的を理解する。<DP①>2．ヘルスプロモーションの理念とキーワードを理解し、活動の基

本を理解する。<DP①>3．公衆衛生看護における歴史的変遷と社会環境の変化を理解する。<DP①>4．公衆衛生看護活

動の場、活動内容、方法を理解する。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

公衆衛生看護の対象は、乳幼児から高齢者まで、健常者から病気療養の人まで様々であり、個人（患者）だけ

でなく家族・集団・地域全体に及ぶ視野を広く持つことが重要である。看護が対象とする人々は、「地域で生

活する人々である」という視点が必要である。現代社会は地域・医療・福祉を考えていくことが不可欠であ

る。看護師は患者の入院から退院を見据えた視点が必要であり、また在宅で療養している患者にとって医療

機関との連携は欠かすことはできない。看護を学ぶ者としてこれらの姿勢と視点を認識し、深く学ぶ姿勢を

もつこと。＊保健師課程 

 

教科書 

公衆衛生がみえる 20202021 医療情報科学研究所編 メディックメディア  ISBN 978-4-89632-779-3 

 

参考書 

国民衛生の動向 2020/2021 厚生統計協会 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 5階 12 研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
講義オリエンテーション、講義の概要の説

明 

予習 シラバスの確認復習 授業をもとに

シラバス、教科書の確認（1.5 時間） 

関口敏

彰 

2 
公衆衛生看護学の概念 1 公衆衛生と健康の

概念 

予習 教科書の確認（1.5 時間）復習 授業

をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 

3 公衆衛生看護の歴史 

予習 教科書の確認（1.5 時間）復習 授業

をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 



4 
公衆衛生看護学の概念 2      プライマ

リヘルスケアとヘルスプロモーション 

予習 教科書の確認（1.5 時間）復習 授業

をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 

5 
公衆衛生看護学の概念 3 ハイリスクアプ

ローチとポプレーションアプローチ 

予習 教科書の確認 （1.5 時間）復習 授

業をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 

6 地域保健 

予習 教科書の確認（1.5 時間）復習 授業

をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 

7 成人保健活動と健康増進 

予習 教科書の確認（1.5 時間）復習 授業

をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 

8 母子保健活動 

予習 教科書の確認（1.5 時間）復習 授業

をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 

9 高齢者保健活動 

予習 教科書の確認（1.5 時間）復習 授業

をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 

10 障害者保健福祉活動 

予習 教科書の確認（1.5 時間）復習 授業

をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 

11 精神保健福祉活動 

予習 教科書の確認（1.5 時間）復習 授業

をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 

12 健康危機管理 

予習 教科書の確認（1.5 時間）復習 授業

をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 

13 感染症対策 

予習 教科書の確認（1.5 時間）復習 授業

をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 

14 学校保健と産業保健 

予習 教科書の確認 （1.5 時間）復習 授

業をもとに配布資料・教科書の確認

（1.5 時間） 

関口敏

彰 

15 公衆衛生看護学概論総括 
予習 14 回までの講義内容の確認復習 14

回までの講義内容の確認 

関口敏

彰 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



筆記試験（DP①） 試験に向け 15 時間の学習をすること。＊2/3 以上の出席が必要 

 

定 期 試

験

100％ 



授業科目名 公衆衛生看護学演習 (看護) 

主担当教員 七山 知佳 担当教員 七山 知佳／関口 敏彰 

科目ナンバリング PHN20C313 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
木曜 3 限、木曜

4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

地域で生活する人々の健康課題について考え、演習を通してそれらに必要な公衆衛生看護活動に関する知識

や技術を習得する。 

 

学修目標 

1．個人・家族・集団・組織に対する公衆衛生看護活動の展開方法および技術を習得する。＜DP①④＞2．個人・家族・

集団・組織の健康課題を導き出す方法を習得し、それに応じた支援を展開できる。＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．演習には積極的に参加し、疑問点がある場合は解決できるよう行動する。2．公衆衛生看護活動に関する

時事問題等に関心を持つよう心掛ける。 

 

教科書 

なし必要に応じて資料を配布する 

 

参考書 

標準保健師講座 2 公衆衛生看護技術，医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

七山：桜棟合同研究室関口：桜棟 12 研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 母子に関する演習 
予習：母子保健に関連する事業等について

調べる 
七山 

2 母子に関する演習 
予習：母子保健に関連する事業等について

調べる 
七山 

3 母子に関する演習 
予習：母子保健に関連する事業等について

調べる 
七山 

4 母子に関する演習 
予習：母子保健に関連する事業等について

調べる 
七山 

5 成人に関する演習 
予習：成人保健に関連する事業等について

調べる 
七山 

6 成人に関する演習 
予習：成人保健に関連する事業等について

調べる 
七山 

7 高齢者に関する演習 
予習：高齢者保健に関連する事業等につい

て調べる 
七山 

8 高齢者に関する演習 
予習：高齢者保健に関連する事業等につい

て調べる 
七山 

9 難病・障害に関する演習 
予習：障害者保健に関連する事業等につい

て調べる 
七山 



10 難病・障害に関する演習 
予習：難病・障害者保健に関連する事業等に

ついて調べる 
七山 

11 感染症に関する演習 
予習：感染症に関連する事業等について調

べる 
七山 

12 感染症に関する演習 
予習：感染症に関連する事業等について調

べる 
七山 

13 危機管理に関する演習 予習：危機管理とは何か調べる 七山 

14 危機管理に関する演習 予習：危機管理とは何か調べる 七山 

15 地区診断 
予習：関連する講義で取り扱われた地区診

断について復習する 
七山 

16 地区診断 
予習：関連する講義で取り扱われた地区診

断について復習する 
七山 

17 地区診断 
予習：関連する講義で取り扱われた地区診

断について復習する 
七山 

18 地区診断 
予習：関連する講義で取り扱われた地区診

断について復習する 
七山 

19 地区診断 
予習：関連する講義で取り扱われた地区診

断について復習する 
七山 

20 地区診断 
予習：関連する講義で取り扱われた地区診

断について復習する 
七山 

21 地区診断 
予習：関連する講義で取り扱われた地区診

断について復習する 
七山 

22 地区診断 
予習：関連する講義で取り扱われた地区診

断について復習する 
七山 

23 健康教育の計画 
予習：関連する講義で取り扱われた健康教

育について復習する 
七山 

24 健康教育の計画 
予習：関連する講義で取り扱われた健康教

育について復習する 
七山 

25 健康教育の計画 
予習：関連する講義で取り扱われた健康教

育について復習する 
七山 

26 健康教育の計画 
予習：関連する講義で取り扱われた健康教

育について復習する 
七山 

27 健康教育の計画  七山 

28 健康教育の計画  七山 

29 健康教育の実践  七山 

30 健康教育の実践  七山 

成績評価方法と基準 割合 

1．各演習での態度およびグループワークの状況＜DP①④＞2．健康教育の実践＜DP①④＞4/5以上の

出席が必要 

 

1.80 ％

2.20％ 



授業科目名 公衆衛生看護活動論Ⅰ (看護) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰／七山 知佳 

科目ナンバリング PHN20C314 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

公衆衛生看護活動の展開過程を通して、地域で生活する人 （々個人・家族・集団）への健康問題や生活支援に

ついての具体的な方法を学ぶ。行政機関（都道府県・市町村）における公衆衛生看護活動の基本的な考え方

と保健師の活動の実際を理解する。公衆衛生看護活動論Ⅰでは、主として母子保健、難病保健、感染症保健

について学修する。 

 

学修目標 

人々が自らの健康問題を解決するための支援方法について、対象別の「保健指導」を理解し、保健師に求められる基

本的な知識と技術を習得することにより、地区活動の基本と展開方法について理解する。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

公衆衛生看護学概論を基礎に保健師に必要な具体的な活動を学ぶ科目です。また、公衆衛生看護の視点は看

護師においても重要です。保健師課程の希望者以外の学生も履修してください（公衆衛生看護活動論Ⅱも必

ず履修すること）。 

 

教科書 

公衆衛生がみえる 2020-2021 医療情報科学研究所編 メディックメディア ISBN 978-4-89632-779-3 

 

参考書 

厚生統計協会編 「国民衛生の動向」「国民福祉の動向」厚生統計協会内閣府編 「高齢社会白書」佐伯印刷

内閣府「少子化社会白書」佐伯印刷 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 13 研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 公衆衛生看護活動論の概要 

予習 シラバス、教科書 P252 を確認（2 時

間）復習 授業をもとにシラバス・

教科書の確認１回目から１５回目

を通じ、新聞等を常に確認し、情報

を収集すること。（2時間） 

関口 

2 母子保健母子保健の動向 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習各 2

時間 

関口 

3 母子保健母子保健施策と保健師活動 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習各 2

時間 

関口 

4 母子保健健康課題と保健指導 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習各 2

時間 

関口 



5 母子保健乳幼児期の成長発達と保健指導 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習各 2

時間 

関口 

6 感染症対策主要感染症の動向 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習各 2

時間 

関口 

7 感染症対策法律 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習 2時

間 

関口 

8 感染症対策予防接種 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習各 2

時間 

関口 

9 感染症対策結核に対する保健活動 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習各 2

時間 

関口 

10 感染症対策結核に対する保健活動 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習各 2

時間 

関口 

11 感染症対策性感染症に対する保健活動 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習各 2

時間 

関口 

12 感染症対策食中毒に対する保健活動 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習各 2

時間 

関口 

13 難病保健活動難病保健の動向 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習各 2

時間 

関口 

14 難病保健活動難病患者への支援 

予習 教科書の確認復習 授業をもとに配

布資料・教科書の確認予習復習各 2

時間 

関口 

15 公衆衛生看護活動論総括 
予習 14回の講義内容の確認復習 14回の

講義内容の確認予習復習各 2時間 
関口 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.筆記試験 （DP①④） 2/3 以上の出席が必要 

 

1.  

100% 



授業科目名 公衆衛生看護活動論Ⅱ (看護) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰／七山 知佳 

科目ナンバリング PHN20C315 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

対象別に、公衆衛生看護活動の目的と計画と展開方法について講義を行う。公衆衛生看護活動の根拠となる

法律や施策、社会情勢、死亡率や罹患率などの統計的指標、身体やこころのメカニズム、生活と環境など、対

象者を取り巻く種々の要因について述べる。そして対象者、その家族、集団の健康の保持増進と生活支援を

する保健師活動について具体例を用いて講義する。公衆衛生看護活動論Ⅱで取り上げる分野は、成人保健、

精神保健、障害者(児)保健、難病保健（以上関口／11 コマ）、高齢者保健（七山／４コマ）の各分野である。 

 

学修目標 

1.対象別の公衆衛生看護活動の考え方と活動方法が理解できる。＜DP1,4＞2.対象別の公衆衛生看護活動を展開する

うえで必要な情報について把握し読み取ることが出来る。＜DP1,4＞3.活動の根拠となる法律や制度について理解で

きる。＜DP1＞4.予防活動の対象となる疾患のメカニズムについて理解する。＜DP1,4＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

公衆衛生看護の視点は看護師においても重要です。保健師課程の希望者以外の学生も履修して結構です。公

衆衛生看護活動論Ⅰも必ず履修すること。 

 

教科書 

必要時資料を配布する。 

 

参考書 

厚生の指標 増刊 国民衛生の動向 厚生労働統計協会厚生の指標 増刊 国民の福祉と介護の動向  厚

生労働統計協会 

 

研究室／オフィスアワー 

関口敏彰 さくら棟研究室 12 随時七山知佳 さくら棟共同研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 保健師活動と成人保健 
公衆衛生看護学概論の内容を復習しておく

こと。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

2 健康寿命と健康格差 
公衆衛生看護学概論の内容を復習しておく

こと。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

3 
メタボリックシンドローム対策としての特

定健康診査・特定保健指導 

特定健康診査と特定保健指導の実施方法を

各自居住する自治体について調べ

ておくこと。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

4 特定保健指導における保健師活動の実際 

特定健康診査と特定保健指導について復習

しておくこと。【予習・復習で４時

間】 

関口敏

彰 

5 がん対策における保健師活動の実際 
がん検診の実施体制や受診勧奨の内容を各

自居住する自治体について調べて

関口敏

彰 



おくこと。【予習・復習で４時間】 

6 禁煙対策における保健師活動の実際 

事前に配布する禁煙に関するプリントを用

いて予習しておくこと。【予習・復習

で４時間】 

関口敏

彰 

7 飲酒と栄養対策における保健師活動の実際 

事前に配布する飲酒対策と栄養摂取に関す

るプリントを読んで予習しておく

こと。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

8 高齢者の現状と地域包括支援センター 

老年看護学等で学んだ高齢者の現状につい

て復習しておくこと。【予習・復習で

４時間】 

七山知

佳 

9 介護保険制度にもとづく介護予防 

在宅看護論等で学んだ介護保険制度につい

て復習しておくこと。【予習・復習で

４時間】 

七山知

佳 

10 高齢者の人権に関わる課題と制度 

認知症高齢者への対応や社会資源について

復習しておくこと。【予習・復習で４

時間】 

七山知

佳 

11 高齢者虐待とその対応 

高齢者虐待について情報検索し、その現状

について予習しておくこと。【予習・

復習で４時間】 

七山知

佳 

12 精神・障害者（児）・難病保健の動向 

精神障害者に対する法律や制度の歴史を学

んでおく。また三障害及び発達障害

の特性等違いと難病の定義を確認

しておくこと。【予習・復習で４時

間】 

関口敏

彰 

13 
精神・障害者（児）・難病患者の生活特性と

保健師活動（１）【身体障害・難病】 

身体障害者手帳と難病法を予習し、その特

性を学んでおくこと。【予習・復習で

４時間】 

関口敏

彰 

14 
精神・障害者（児）の生活特性と保健師活動

（２）【知的障害】 

知的障害者手帳の種別や内容について予習

し、その特性を学んでおくこと。【予

習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

15 
精神・障害者（児）の生活特性と保健師活動

（３）【精神障害】 

精神障害者保健福祉手帳について予習し、

利用できる社会保障制度を学んで

おくこと。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.筆記試験＜DP①④＞※授業で扱った範囲 2.レポート・提出物など＜DP①④＞※授業内の提出課題 1. 80%2. 



（必要に応じてルーブリック評価を示します）などを点数評価します 

 

20% 



授業科目名 公衆衛生看護活動論Ⅲ (看護) 

主担当教員 七山 知佳 担当教員 七山 知佳／西内 恭子 

科目ナンバリング PHN20C316 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 3 限、水曜

4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

〇学校保健学校保健の概要や関係法規、学校保健推進に関わる職務内容やその特質について学ぶ。また、い

じめ、児童虐待、不登校、心の問題等の現代的健康課題や学校安全について知識を習得し、かつ理解を深め、

学校保健と関係機関・職種との連携や学校保健における看護職の役割について自らの考えを述べることがで

きるよう学修する。〇産業保健産業保健では、その目指すものを認識するとともに職場環境と労働者との相

互作?により?ずる健康問題を理解して、働く?々が安全で快適な労働?活を送ることができ、企業の活性化に

も繋がるよう?援する産業保健活動の基礎的な知識を学修する。また、社会・経済状況の変化に影響される労

働者の健康課題やその対策についてクリティカルに考え、さらに産業看護職の役割と職務について考察でき

るように学修する。 

 

学修目標 

〇学校保健1．学校保健の概念や学校保健に関連する基本的な知識を身につけることができる。<DP①>2．子どもの現

代的健康課題や学校安全を理解した上で、学校保健経営について考えることができる。<DP①>3．学校保健と地域保

健の協働・連携について理解を深め、学校における看護職の役割や意義について自らの考えを述べることができる。

<DP①②>〇産業保健1.産業保健の目指すものを理解し、その重要性を認識する。2.産業保健の動向と現状を理解し、

健康課題を認識する。3.産業保健の推進体制と推進活動に係わる基礎知識を習得する。4.産業保健における看護職の

役割と職務を理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

〇学校保健 1．講義には積極的に参加し、疑問点がある場合は解決できるよう行動する。2．講義を通して、

学校における看護職の役割や意義について考える。〇産業保健 1. レポート課題は期?までに提出する。2. 講

義には積極的に参加する。 

 

教科書 

〇学校保健なし〇産業保健なし 

 

参考書 

〇学校保健・学校保健概論 光生館・国民衛生の動向〇産業保健・国?衛?の動向・公衆衛?看護学 中央法規

出版 

 

研究室／オフィスアワー 

〇七山：桜棟共同研究室〇西内：講義日、東棟 1F 非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 学校保健の概要および関連法規 
予習：学校保健という言葉について調べる

復習：講義内容の復習 
七山 

2 学校保健制度 
予習：学校保健に関わる職種について考え

る復習：講義内容の復習 
七山 

3 保健室の機能および保健室経営健康観察 

予習：保健室に必要な機能について考える   

健康観察の意義について考える復

習：講義内容の復習 

七山 

4 学校保健に関連する健康診断 
予習：学校における健康診断の意義につい

て考える復習：講義内容の復習 
七山 

5 保健指導および保健学習 
予習：保健指導と保健学習の違いについて

考える復習：講義内容の復習 
七山 

6 
学校における感染症対策と応急処置学校に

おける安全・危機管理と環境衛生 

予習：学校における感染症対策や安全・危機

管理について調べる復習：講義内容

の復習 

七山 

7 
子どもの現代的健康課題とそれらを有する

子どもへの支援 

予習：現代の子どもの健康課題を調べる復

習：講義内容の復習 
七山 

8 学校給食と食育 
予習：食育について調べる復習：講義内容の

復習 
七山 

9 
オリエンテーション、地域保健における産

業保健の位置づけ 

予習：産業保健について調べる（2時間）復

習：キーワードの確認（2時間） 
西内 

10 産業保健の目標 

予習：産業保健の目標について情報収集し

講義に臨む（2 時間）復習：キーワ

ードの確認（2時間） 

西内 

11 産業保健の歴史 

予習：産業保健の歴史について情報収集し

講義に臨む（2 時間）復習：キーワ

ードの確認（2時間） 

西内 

12 
労働者の健康問題の動向と現状中間レポー

トの課題を提?する 

予習：前回の授業から労働者の健康課題に

ついて過去と現代との違いを考え

てくる（2 時間）復習：キーワード

の確認（2時間） 

西内 

13 中間レポートの発表、企業と健康 
予習：中間レポートの作成（2時間）復習：

キーワードの確認（2時間） 
西内 

14 産業保健活動の課題と展望 

予習：過労死と過労?殺について情報収集し

講義に臨む（2 時間）復習：キーワ

ードの確認（2時間） 

西内 

15 
労働衛?の基礎知識、労働衛??政と管理業務

最終レポートの課題提? 

予習：労働衛?管理業務について情報収集し

講義に臨む（2 時間）復習：最終レ

ポートの作成（2時間） 

西内 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

〇学校保健 ワーク等成果物：20％ 期末試験：80％〇産業保健 中間レポート 40% 最終レポート 60% 

 

学 校 保

健 

50 ％ 産

業 保 健 

50％ 



授業科目名 公衆衛生看護活動論Ⅳ (看護) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 
関口 敏彰／七山 知佳／菊川 

縫子 

科目ナンバリング PHN20C317 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 地球環境の変化（地球の温暖化・オゾン層の破壊・砂漠化・酸性雨・森林の減少・生物種の減少）が健康へ

及ぼす影響を学び、健康に悪影響を及ぼさない環境を把握し、環境の評価を学ぶとともに、近年「地球の温

暖化」が影響していると思われる、巨大台風・山火事・洪水被害などについても考えてみる。物理的要因とし

ては、気温（高温・低温）・湿度・気流・輻射熱の温熱の４要因の他、気圧（高気圧・低気圧）、騒音、振動、

放射線を理解する。そして、わが国の過去の公害事件を学び、新たな大気汚染、水質汚濁、土壌汚染と国境を

越えて飛来する新たな大気汚染の課題を学び、その意義を理解する。また、限りある地球の資源を有効に繰

り返し使う社会（＝循環型社会）つくろうとする３Ｒ（Ｒeduce,Reuce,Recycle）を学び理解する。その上で、

環境保健を学ぶ必要性を理解し、保健師活動として疾病予防対策や、健康保持増進を考える。また、災害看

護の定義・目的を理解し、災害予防対策期や災害応急対策、災害復旧・復興対策期における保健師の機能や、

国際的な広がりを持つ健康課題に対処するために各国の協力のもとに行われる国際保健医療活動の意義と必

要性について理解する。さらには、国民の生命と健康を守る歴史を拓く保健師活動について理解を深める。 

 

学修目標 

１．地球環境の変化が健康に及ぼす影響を理解する。（DP①）２．気温・気圧・騒音の健康影響を理解する。（DP①）

３．過去の公害の健康影響を学び、今後の疾病予防対策に役立てる。（DP①）４．放射線の基礎知識および必要性、

放射線が健康に及ぼす影響について理解する。（DP①）５．３Ｒ（Ｒeduce･･･廃棄物の発生抑制,Reuce･･･再使

用,Recycle･･･再資源化）について理解する。（DP①）６． 災害対応策として予防期、発生時期、復旧・復興期それぞ

れの保健師活動について理解する。（DP①）７．国際看護活動の意義と必要性について理解する。（DP①）８．国民の

生命と健康を守ることとは何かを理解する。（DP①） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．日頃から新聞・TV・ラジオなどの報道に興味を持って見たり聞いたりする。２．地球環境の変化に興味を

持つ（気候、大気、海水温など）こと。 

 

教科書 

シンプル衛生公衆衛生学 2022 鈴木庄亮監修 南江堂 

 

参考書 

国民衛生の動向 2021/2022  厚生労働統計協会 

 

研究室／オフィスアワー 

関口：桜棟 12 研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
講義オリエンテーション環境と健康の関わ

り 

予習：教科書の確認（2時間）復習：健康被

害の現状と課題を考える（2時間） 
関口 

2 
地球環境の変化が健康へ及ぼす影響につい

て 

予習：教科書の確認（2時間）復習：授業を

もとに教科書確認（2時間） 
菊川 

3 
環境の把握と評価について気温・気圧につ

いて 

予習：教科書の確認（2時間）復習：授業を

もとに教科書確認（2時間） 
菊川 

4 騒音・振動について 

予習：教科書および報道を読み聴く（2時間）

復習：授業をもとに正しい知識下

で、その重要性とリスク度を考える

（2時間） 

菊川 

5 放射線の健康影響について 

予習：教科書の確認（2時間）復習：授業を

もとに地球規模で現状と課題につ

いて考える（2時間） 

菊川 

6 大気汚染について 

予習：教科書の確認（2時間）復習：授業を

もとに現状と課題について考える

（2時間） 

菊川 

7 水質汚濁及び上水道・下水道について 

予習：教科書の確認（2時間）復習：授業を

もとに現状と課題について考える

（2時間） 

菊川 

8 土壌汚染について３Ｒについて 

予習：教科書の確認,公衆衛生看護活動論Ⅰ

の確認復習：授業をもとに教科書確

認予習復習各 2時間 

菊川 

9 環境保健 
予習：教科書の確認復習：授業をもとに教科

書確認予習復習各 2時間 
関口 

10 環境と健康 
予習：教科書の確認復習：授業をもとに教科

書確認予習復習各 2時間 
関口 

11 環境と健康 
予習：教科書の確認復習：授業をもとに教科

書確認予習復習各 2時間 
関口 

12 国際保健医療 
予習：教科書の確認復習：授業をもとに教科

書確認予習復習各 2時間 
関口 

13 国際保健医療 
予習：教科書の確認復習：授業をもとに教科

書確認予習復習各 2時間 
関口 

14 国際保健医療 
予習：教科書の確認復習：授業をもとに教科

書確認予習復習各 2時間 
関口 

15 公衆衛生看護活動論総括 

予習：講義を通して、保健師活動（公衆衛生

看護）の原点を考える。復習：保健

師活動（公衆衛生看護）の原点を考

察しまとめる。予習復習各2時間間） 

関口 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

(菊川）１．レポート（DP①）２．定期試験（DP①）（関口)１．レポート等提出物（DP①）2/3 以上の出席が必

要。 点数は（菊川＋関口）÷2 で計算 

 

菊 川 試

験 80%

レ ポ ー

ト 20％

関 口 レ

ポ ー ト

等

100％ 



授業科目名 公衆衛生看護管理論 (看護)：別途開講 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰／七山 知佳 

科目ナンバリング PHN20C318 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

地域で公衆衛生看護活動を展開するうえで必要な知識、技能について学修する授業である。地域で生活する

個人、家族、地域の特性を把握、アセスメントし、地域の健康問題や健康課題を抽出する地域診断の概念と

方法論、自治体における公衆衛生看護活動の計画立案、実施、評価、改善の一連の流れ、公衆衛生看護活動を

展開するうえで必要な管理（マネジメント）、平常時、災害時を含めた健康危機管理、地域ケアシステム等事

例をまじえて講義する。養護教諭を目指す学生向けであることを考慮して、一部授業内容を変更して行うこ

とがある。 

 

学修目標 

1. 地域で生活する個人、家族、地域の特性をアセスメントするための地域診断について理解することができる。

〈DP①〉2. 地域の健康課題、健康問題について考えることができる。〈DP①〉3. 公衆衛生看護活動の計画立案、実

施、評価、改善について理解する。〈DP①〉4. 公衆衛生看護活動を展開する上で必要な組織管理、事業・業務管理、

人材育成、人事管理、社会資源管理、事例管理、情報管理、予算管理、リスクマネジメント、健康危機管理について

理解する。〈DP①〉5. 公衆衛生看護活動をより有効に展開させるための地域ケアシステムについて理解する。〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

保健師課程学生対象の講義である 

 

教科書 

必要時、プリント教材を配布する 

 

参考書 

厚生の指標 増刊 国民衛生の動向 

 

研究室／オフィスアワー 

関口 敏彰  さくら棟研究室 12  随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
公衆衛生看護活動の目的と公衆衛生看護管

理の目的 

公衆衛生看護活動の目的や理念について予

習しておくこと。プリシード・プロ

シードモデル、コミュニティ・アズ・

パートナーモデルについて復習し

ておくこと。（予習・復習 3 時間） 

関口敏

彰 

2 地域診断の過程を学ぶ 

地域診断の必要性やどのような情報が必要

かを予習しておく。（予習・復習 3時

間） 

関口敏

彰 

3 
地域診断のための情報収集とアセスメン

ト、分析について実際を知る 

情報を収集し、分析する方法について予習

しておくこと。（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 



4 地域診断から健康課題を導く 
健康課題に対する対策を考えてくること。

（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

5 
地域の情報のアセスメントに基づく健康課

題 

授業内に終わらなかった課題に取り組んで

おくこと。（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

6 
公衆衛生看護活動の計画立案（健康課題か

ら必要な事業を考え計画する） 

居住地の市町村の事業計画について事前に

調べておくこと。（予習・復習 3 時

間） 

関口敏

彰 

7 
公衆衛生看護活動の計画立案とその後の実

施・評価(PDCA サイクルの活用) 

抽出された健康課題に対し、公衆衛生看護

活動の計画を考えておくこと。（予

習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

8 
保健福祉計画の策定における保健師の役割

（パブリックコメントの活用） 

教科書の内容を予習しておくこと。（予習・

復習 3時間） 

関口敏

彰 

9 
保健福祉計画の策定と予算（実際の保健事

業の予算を考える） 

教科書の内容を予習しておくこと。（予習・

復習 3時間） 

関口敏

彰 

10 公衆衛生看護管理(1)【運営・人事管理】 
教科書の内容について予習しておくこと。

（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

11 公衆衛生看護管理(2)【情報・ケアの質管理】 
教科書の内容について予習しておくこと。

（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

12 健康危機管理(1)【感染症】 
授業内資料について予習しておくこと。（予

習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

13 健康危機管理(2)【災害】 
授業内資料について予習しておくこと。 

（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

14 健康危機管理(3)【その他】 
授業内資料について予習しておくこと。 

（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

15 地域ケアシステムづくり 

授業内資料について予習しておくこと。 

（予習・復習 3時間）定期試験に向

けて 15 時間の学習 

関口敏

彰 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１、筆記試験(テスト勉強 15 時間）〈DP①〉 

 

1. 

100% 



授業科目名 公衆衛生看護管理論 (看護) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰／七山 知佳 

科目ナンバリング PHN20C318 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

地域で公衆衛生看護活動を展開するうえで必要な知識、技能について学修する授業である。地域で生活する

個人、家族、地域の特性を把握、アセスメントし、地域の健康問題や健康課題を抽出する地域診断の概念と

方法論、自治体における公衆衛生看護活動の計画立案、実施、評価、改善の一連の流れ、公衆衛生看護活動を

展開するうえで必要な管理（マネジメント）、平常時、災害時を含めた健康危機管理、地域ケアシステム等事

例をまじえて講義する。 

 

学修目標 

1. 地域で生活する個人、家族、地域の特性をアセスメントするための地域診断について理解することができる。

〈DP①〉2. 地域の健康課題、健康問題について考えることができる。〈DP①〉3. 公衆衛生看護活動の計画立案、実

施、評価、改善について理解する。〈DP①〉4. 公衆衛生看護活動を展開する上で必要な組織管理、事業・業務管理、

人材育成、人事管理、社会資源管理、事例管理、情報管理、予算管理、リスクマネジメント、健康危機管理について

理解する。〈DP①〉5. 公衆衛生看護活動をより有効に展開させるための地域ケアシステムについて理解する。〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

保健師課程学生対象の講義である 

 

教科書 

必要時、プリント教材を配布する 

 

参考書 

厚生の指標 増刊 国民衛生の動向 

 

研究室／オフィスアワー 

関口 敏彰  さくら棟研究室 12  随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
公衆衛生看護活動の目的と公衆衛生看護管

理の目的 

公衆衛生看護活動の目的や理念について予

習しておくこと。プリシード・プロ

シードモデル、コミュニティ・アズ・

パートナーモデルについて復習し

ておくこと。（予習・復習 3 時間） 

関口敏

彰 

2 地域診断の過程を学ぶ 

地域診断の必要性やどのような情報が必要

かを予習しておく。（予習・復習 3時

間） 

関口敏

彰 

3 
地域診断のための情報収集とアセスメン

ト、分析について実際を知る 

情報を収集し、分析する方法について予習

しておくこと。（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

4 地域診断から健康課題を導く 
健康課題に対する対策を考えてくること。

（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 



5 
地域の情報のアセスメントに基づく健康課

題 

授業内に終わらなかった課題に取り組んで

おくこと。（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

6 
公衆衛生看護活動の計画立案（健康課題か

ら必要な事業を考え計画する） 

居住地の市町村の事業計画について事前に

調べておくこと。（予習・復習 3 時

間） 

関口敏

彰 

7 
公衆衛生看護活動の計画立案とその後の実

施・評価(PDCA サイクルの活用) 

抽出された健康課題に対し、公衆衛生看護

活動の計画を考えておくこと。（予

習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

8 
保健福祉計画の策定における保健師の役割

（パブリックコメントの活用） 

教科書の内容を予習しておくこと。（予習・

復習 3時間） 

関口敏

彰 

9 
保健福祉計画の策定と予算（実際の保健事

業の予算を考える） 

教科書の内容を予習しておくこと。（予習・

復習 3時間） 

関口敏

彰 

10 公衆衛生看護管理(1)【運営・人事管理】 
教科書の内容について予習しておくこと。

（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

11 公衆衛生看護管理(2)【情報・ケアの質管理】 
教科書の内容について予習しておくこと。

（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

12 健康危機管理(1)【感染症】 
授業内資料について予習しておくこと。（予

習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

13 健康危機管理(2)【災害】 
授業内資料について予習しておくこと。 

（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

14 健康危機管理(3)【その他】 
授業内資料について予習しておくこと。 

（予習・復習 3時間） 

関口敏

彰 

15 地域ケアシステムづくり 

授業内資料について予習しておくこと。 

（予習・復習 3時間）定期試験に向

けて 15 時間の学習 

関口敏

彰 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１、筆記試験(テスト勉強 15 時間）〈DP①〉 

 

1. 

100% 



授業科目名 保健医療福祉行政論 (看護) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰／七山 知佳 

科目ナンバリング PHN20C319 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

保健医療福祉行政は、地域に暮らす人々が健康で安心して暮らせるための「地域づくり」であり、それを推

進する仕組みである。保健師の活動は、この保健医療福祉行政を具体化する実践である。保健医療福祉行政

と保健師活動を連動して理解することを目的とする。 

 

学修目標 

 1.  保健医療福祉行政の全体像を把握することができる。<DP1> 2.  保健医療福祉行政の法的基盤とその目標が

理解できる。<DP1> 3. 保健医療福祉行政と公衆衛生の専門職としての保健師の役割を理解できる。<DP1> 4.  保

健医療福祉の地域づくりを推進する行政のしくみと機能を理解できる。<DP1> 5.  行政における政策化のプロセス

と方法論を学修する。<DP1> 6.  保健医療福祉の地域づくりを推進する保健師活動を学修する。<DP1> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

保健師活動の対象は全ての世代にわたっており、全ての法律の基盤は日本国憲法である。保健医療福祉行政

の全体像を把握し、法や制度の位置づけを理解することが必要。地域での主な法的基盤を復習するとともに、

現代社会における課題を考えるため情報を収集すること。 

 

教科書 

随時必要な資料を配布する 

 

参考書 

公衆衛生看護学（2年次概論時に購入済） 

 

研究室／オフィスアワー 

関口敏彰  さくら棟研究室 12  随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 保健医療福祉行政の基本 

公衆衛生看護学概論で学修したヘルスプロ

モーション、公衆衛生看護活動論

Ⅰ・Ⅱで学修した法律について復習

しておくこと。【予習・復習で４時

間】 

関口敏

彰 

2 
保健医療福祉行政を推進する行政の仕組み

と機能 

事前に指定する教科書の範囲を読んで予習

しておくこと。【予習・復習で４時

間】 

関口敏

彰 

3 行政における保健師の役割 

事前に渡す「保健師活動指針 活用ガイド」

の指定する範囲を読んで予習して

おくこと。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

4 保健師の活動とその変遷 
事前に渡す資料を読んで予習しておくこ

と。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 



5 健康問題に対する保健師活動 
事前に渡す資料を読んで予習しておくこ

と。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

6 行政における保健師活動の特徴 

事前に指定する教科書の範囲を読んで予習

しておくこと。【予習・復習で４時

間】 

関口敏

彰 

7 保健医療福祉行政における計画 

事前に指定する計画の概要版を読んで予習

しておくこと。【予習・復習で４時

間】 

関口敏

彰 

8 保健医療福祉行政の計画の実際 

事前に指定する計画（範囲も事前に指定）を

読んで予習しておくこと。【予習・復

習で４時間】 

関口敏

彰 

9 
保健医療福祉財政における財政の理念と仕

組み 

事前に指定する教科書の範囲を予習してお

くこと。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

10 保健医療福祉の政策決定への住民参加 
事前に配布する資料を読んで予習しておく

こと。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

11 保健師活動における「地域づくり」 
事前に配布する資料を読んで予習しておく

こと。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

12 保健師活動とソーシャル・キャピタル 
事前に配布する資料を読んで予習しておく

こと。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

13 保健師活動における地域組織の育成 
事前に配布する資料を読んで予習しておく

こと。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

14 地域ケアシステムの実際 

地域の保健・医療・福祉・介護の主なサービ

スについて復習しておくこと。【復

習で４時間】 

七山知

佳 

15 地域ケアシステムの実際＿共有とまとめ 
地域ケアシステムの現状を調べてまとめて

おくこと。【予習・復習で４時間】 

関口敏

彰 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．筆記試験<DP1>※出題範囲：授業で扱った範囲 

 
0.011 



授業科目名 看護研究 (看護) 

主担当教員 蓮池 光人 担当教員 

蓮池 光人／村上 生美／外村 

昌子／関口 敏彰／久木元 由紀

子／徳島 佐由美／八幡 久美子 

科目ナンバリング GR20C501 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

看護学が発展するためには、新たな知識を獲得し拡大していく必要がある。また今日では専門職に EBN と 

EBM に基づく実践が強く求められている。これは看護実践者が、専門職として看護における未解決な課題に

取り組み、実践に新たな知見を活用することが重要であることを意味している。本科目では、看護研究に対

する基礎知識（テーマ決定から結論を得るまでの基礎的な研究プロセスや研究デザイン等）を理解し、4年次

の卒業研究に活用できることを目指す。また本科目は将来、看護職として活動する場合、しばしば必要とな

る内容であり、看護実践に研究から得られた知見を活用する方略も含んでいる。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。<DP①③>２．看護研究の目的と意義を述べることができる。<DP①>３．

看護研究における基本的人権と倫理上の原則を述べることができる。<DP①③>４．自己の「こだわり・疑問点」に関

する先行研究を検索し、内容をまとめることができる。<DP①④>５．学術論文をクリティークすることができる。

<DP①④>６．主な研究デザイン（質的あるいは量的研究）の概要を説明することができる。<DP①④>７．研究計画書

を作成することができる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

これまで学修してきた知識や技術あるいは臨地実習の経験をフィードバックし、身近な体験からの「おや？」

を大切にし、興味・関心・疑問を想起しておくこと。このことは研究へ着手する際に重要なことです。また

「統計学」は復習しておくこと。 

 

教科書 

系統看護学講座別巻「看護研究」医学書院 

 

参考書 

看護研究 メディカ出版 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 15 研究室（蓮池） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教科目ガイダンス看護研究の目的と意義、

研究材料の発見、研究と基本的人権・倫理上

の原則 

予習：テキストの「序章」を読み、看護研究

の必要性を、同様に第 4章「研究に

おける倫理的配慮」を読み、倫理の

必要性を考えておくこと。復習：講

義内容についてテキストで確認す

村上 



ること。1時間。 

2 研究とは 研究について予習・復習（1時間） 関口 

3 研究疑問について（テーマ キーワーズ） 

予習：テキストの研究疑問について読み、研

究疑問の課題を行う。復習：自己の

研究疑問について整理する。（1 時

間） 

全教員 

4 

看護研究における文献検索到達目標①文献

検索データベースを活用することができる

②看護研究に適した文献検索方法について

説明できる 

予習: テキスト「ｐ54-63351-352、73-82、」

を読み、検索の基礎知識である

「and」「or]「not]について理解して

おく復習：文献検索のキーワードを

考える。授業の整理（1時間）。 

徳島 

5 

文献整理の方法と文献クリティーク到達目

標①文献クリティークの概要について説明

できる②医学中央雑誌ｗｅｂ版を用いた文

献リスト作成方法について説明できる 

予習：文献文献クリティークに関するテキ

スト「ｐ66-69」を読んでおく。また

「情報処理」で学んだ Word、Excel

の基本的な操作方法について復習

しておくこと。復習：授業の整理と

自身の研究テーマについて文献リ

ストを作成する（1時間）。 

徳島 

6 文献研究 
予習：テキストの文献研究について読んで

おく復習：授業の整理。（1時間） 
久木元 

7 質的研究 

予習：テキストの質的研究デザインについ

て読んでおく復習：授業の整理。（1

時間） 

蓮池 

8 量的研究 

予習： テキストの量的研究デザインについ

て読んでおく復習：授業の整理。（1

時間） 

関口 

9 実験研究（介入研究） 
予習：テキストの実験研究について読んで

おく復習：授業の整理。（1時間） 
外村 

10 研究計画書の作成（講義）研究倫理・APA 
予習：テキストの研究計画書を読んでおく。

復習：授業の整理（1時間）。 

蓮池徳

島 

11 研究計画書の作成（演習） 各自、研究計画書を作成する。（1時間） 全教員 

12 研究計画書の作成（演習） 各自、研究計画書を作成する。（1時間） 全教員 

13 研究計画書の作成（演習） 各自研究計画書を作成する(1 時間) 全教員 

14 研究計画書の作成（演習） 各自、研究計画書を作成する。（1時間） 全教員 

15 研究計画書発表 各自、発表資料を作成する。（1時間） 全教員 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

「課題」（研究疑問・文献検索）＜DP①③④＞「研究計画書」 をルーブリックを用いて評価する。

<DP①③④>4/5 以上の出席が必要 
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看護学科 

（2018 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 在宅看護論実習 (看護) 

主担当教員 升田 寿賀子 担当教員 
升田 寿賀子／岩佐 由美／市後 

昌代／武 ユカリ 

科目ナンバリング HHN405 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

地域包括ケアシステムが推進される中、在宅療養者の支援の中心的役割を担う訪問看護ステーションで実習

を行う。臨地実習では、訪問看護師に同行し、様々な疾病や障害を持ちながら生活する利用者宅を訪問し、

本人とその家族とのかかわりや看護援助をとおして、療養生活を理解し、在宅療養者や家族が地域でよりよ

い生活を維持するための看護の役割を考察する。. 

 

学修目標 

１．疾病や障害を持ちながら訪問看護を利用している人とその家族の生活状況が理解できる。(DP①②③）２．利用

者とその家族に応じた看護について考えることができる。（DP①②③）３．在宅療養を支える地域包括ケアシステム

と訪問看護制度について理解できる。（DP②）４．訪問看護に必要な態度が実践できる。（DP①②③④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

今までの在宅看護論講義・演習内容および他領域の講義、実習を復習し統合させて実習に臨む。特に、介護

保険制度・訪問看護制度についてはよく復習をしておく。事前課題を行うと共に、日常生活援助技術の修得

も各自行い実習に臨む。利用者宅を訪問する意味をよく考え、指示された訪問時の身だしなみを守り、訪問

マナー等実習での言動に注意を払う。また、実習中担当教員と適宜連絡を取り、相談・報告を怠らないよう

に注意する。 実習に先立ち、事前に実習に最低限必要な技術演習を実施するので、必ず参加すること。 

 

教科書 

南江堂 在宅看護論 自分らしい生活の継続をめざして （購入すみ） 

 

参考書 

角田直枝著：実践できる在宅看護技術ガイド 学研メディカル秀潤社正野逸子 本田彰子編：関連図で理解

する 在宅看護過程 メヂカルフレンド社河野あゆみ編：強みと弱みからみた 在宅看護過程 医学書院押

川真喜子監：写真でわかる訪問看護アドバンス インターメディカ 

 

研究室／オフィスアワー 

実習期間中に担当教員に確認すること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

訪問看護ステーションの管轄範囲の地域の

特徴、利用者の状況等を事前学習や管理者

からのオリエンテーション内容から理解を

深める。また、ステーションの概要について

理解する。訪問看護師との同行訪問により、

在宅で療養する人やその家族の生活状況、

予習（事前学習）課題を行ったうえで実習に

臨む 1  実習ステーションの地区の

状況 2 対象者の特徴 3 介護保

険制度 4 訪問看護制度 5 介護

保険と医療保険での訪問看護の利

用の違い 6 地域包括ケアシステ

升田武

岩佐市

後 



看護の実際について学修し、在宅での看護

の個別性について理解を深める。また地域

での多職種、他機関との連携の場を体験し、

その必要性と具体的方法について学ぶ。 

臨地期間を通して、日々の学生同士（指導者

を交えて）のカンファレンスで、実習での疑

問や課題を明らかにし、学びを深める。 学

内での全体カンファレンスにおいて、各ス

テーションの地域差や各ステーションの特

徴を理解し、これからの在宅領域における

看護師の役割について考える。 

ムのための社会資源 7 在宅看護

の対象者に多い疾患  8 在宅で

行われる医療処置  9 日常生活

援助（在宅での工夫点・留意点）10 

在宅対象者のアセスメントに必要

な情報等 11 その他（授業内容） 実

習中、指定された実習記録用紙に記

録をする 実習中に指導者から与

えられた課題、在宅看護を理解する

ために必要な学習を積極的に行う。

（自己学習で解決できない、疑問は

適宜、指導者・教員に質問し、解決

すること。） 実習中間・終了後、提

示した課題に沿って、実習のまとめ

を発表及び記録物を提出する。 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

事前課題、実習態度、実習記録、カンファレンスの参加状況、指導者の評価等を総合的に勘案し、教員

が評価を行う。ルーブリック評価表に基づき個別面談を評価、フィードバックする。（DP①②③④）60 点以

上を単位認定する。出席（4/5 以上の出席は必要） 

 

評 価 表

100％ 



授業科目名 看護管理論 (看護) 

主担当教員 小西 由起子 担当教員 小西 由起子 

科目ナンバリング IpI408 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

施設内の看護部門を効果的に運営していくための基礎的知識を学修し、看護管理に関する必要な知識を習得

する。看護管理とは、患者に安全で安楽なケアを提供することであり、看護職者による仕事の過程であるこ

とを学修し、専門職者として成長できるような労働環境を形成する過程である。この過程は、目標を達成す

る一連の行為または運用であり、特にデーター収集、計画、指導及び統制について、講義やディスカッショ

ンを通し学修する。また、一般の看護職者として知識や技術を応用し現代社会に必要とされるリーダーシッ

プ能力を修得する。さらに組織には運営目標があり、部門の目標、病棟等の目標、そして個人の目標があり

全てのスタッフが管理者であることを学修する。 

 

学修目標 

1．看護学生が看護管理を学ぶ意味を言語化できる2．マネジメントに関連する主要な理論について理解し、組織マネ

ジメントの重要性について説明できる3．看護サービス提供のしくみ、看護サービスのマネジメントについて理解し、

説明できる 4．看護職のキャリアマネジメントについて理解し、説明できる 5．医療安全に関する考え方を理解し、

説明できる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義では、知識の習得だけでなく、討議を通じた思考力の向上をめざすため、十分な予習・復習をして講義

に出席すること。また、授業終了時に毎回リアクションペーパーを記載し、提出する。 

 

教科書 

吉田千文他著 ナーシング・グラフィカ  看護の統合と実践① 看護管理 メディカ出版 

 

参考書 

久保真人他:よくわかる看護組織論 ミネルブァ書房 

 

研究室／オフィスアワー 

アポイントを取り質問に応じる 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ガイダンス看護管理概論（看護管理とは）；

到達目標①看護学生が看護管理を学ぶ意義

を説明できる 

予習：臨地実習での「看護管理」に関する体

験を想起しておく復習：看護管理と

は何か、について自分の意見をまと

めておく 

小西 

2 

組織とマネジメント到達目標①組織とは何

か、組織の構造、組織が機能する仕組みにつ

いて理解する②組織目的・目標を達成する

ためのマネジメントプロセスを理解する 

予習：教科書の当該箇所を読んでくる復習：

授業の振り返りを行う 
小西 



3 

サービスマネジメントと医療の質保証到達

目標①看護のサービスの質とは何かを説明

できる②質の高い看護サービスを提供する

ための看護管理のあり方について考察でき

る 

予習：教科書の当該箇所を読んでくる復習：

授業の振り返りを行う 
小西 

4 

資源管理（人材管理、物品管理、コスト管理、

情報管理）到達目標①看護サービスを生み

出す資源であるヒト、モノ、カネ、情報の管

理の実際を理解する 

予習：教科書の当該箇所を読んでくる復習：

授業の振り返りを行う 
小西 

5 
看護におけるリーダーシップ到達目標①多

様なリーダーシップ理論について理解する 

予習：教科書の当該箇所を読んでくる復習：

授業の振り返りを行う 
小西 

6 

看護職のキャリアと継続教育到達目標①看

護職としてキャリアを歩むプロセスと取り

組むべき課題について理解できる 

予習：教科書の当該箇所を読んでくる復習：

授業の振り返りを行う 
小西 

7 

働き方のマネジメント到達目標①交代制勤

務に潜む健康課題を考え、健康な働き方を

理解する②健康な働き方を創り出す看護管

理を考える 

予習：教科書の当該箇所を読んでくる復習：

授業の振り返りを行う 
小西 

8 
医療安全①医療安全に関する考え方を理解

し、説明できる 

予習：教科書の当該箇所を読んでくる復習：

授業の振り返りを行う 
小西 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．2/3 以上の出席が必要 2．60 点以上で単位認定とする 3．①筆記試験、②課題内容で評価する 

 

① 筆 記

試 験



80%②

課 題 内

容 20％ 



授業科目名 災害・国際看護論 (看護) 

主担当教員 升田 寿賀子 担当教員 升田 寿賀子／久木元 由紀子 

科目ナンバリング IpI409 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 
木曜 1 限、金曜

1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

災害看護では、災害発生に備えた心構えと看護の方法を学び、平常時から地域全体で備えるとともに、被災

時に被災地域や被災者の看護に必要な知識を学ぶ。また、災害時の安全なケア環境の提供について理解する。

(5 回/升田）国際看護では、グローバルヘルスの現状と課題を理解すると共に、異文化などの多様性を尊重す

る看護を学ぶことで、国際的な視野を養う。（3回/和田） 

 

学修目標 

・災害の種類や災害サイクルについて理解できる。DP1 ・災害時の医療救護活動のフェーズ（超急性期、急性期、亜

急性期、慢性期、静穏期）と各期の看護について理解できる。DP1・災害看護活動の場における食事、排泄、睡眠、清

潔、環境といった生活への援助、身体的・精神的健康管理について理解できる。DP1 3 4・災害時の医療チームと看

護の役割を理解する。DP2 4・グローバルヘルスの現状と対策を理解することができる。DP1 4・異文化や多様性を尊

重する看護を理解することができる。DP1 3・国際協力活動における看護の役割を理解することができる。DP1 2 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目は、看護の統合科目である。自己の意見を持ちディスカッションに参加するなど、主体的に学ぶ姿勢

を求める。 

 

教科書 

なし（資料配布） 

 

参考書 

酒井明子・菊池志津子編:災害看護,改訂第 3版,南江堂.2018.南裕子・山本あい子：災害看護学習テキスト実

践編,日本看護協会出版会,2007.小原真理子、酒井明子：災害看護,南山堂，2019 浦田喜久子、小原真理子編:

災害看護学・国際看護学 看護の統合と実践（３）医学書院, 2019 他、授業で提示する 

 

研究室／オフィスアワー 

W 棟 331 研究室 升田 随時 S棟 11 研究室 久木元 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
授業ガイダンス災害看護 1   災害の定義、

法制度、災害看護の災害サイクル 

予習：近年発生した災害について 予習時間

2 時間復習：授業内容 復習時間 2

時間 

升田 

2 
災害看護 2   災害サイクルにおける看護師

の役割 急性期 トリアージ 

予習：災害サイクル、トリアージについて 

予習時間 2時間復習：授業内容 復

習時間 2時間 

升田 

3 
災害看護 3 災害サイクルにおける看護師

の役割 亜急性期から静穏期、 避難所に

予習：避難所、仮設住宅で起こる健康問題に

ついて 予習時間 2 時間復習：授業
升田 



おける健康支援 内容 復習時間 2時間 

4 
災害看護 4 災害看護の倫理、病院防災と

BCP、 

予習：配布資料の熟読と疑問についてのま

とめ 予習時間 2時間復習：授業内

容 復習時間 2時間 

升田 

5 
災害看護 5 災害時の心のケア、要支援者支

援 

予習：配布資料の熟読と疑問についてのま

とめ 予習時間２時間復習：授業内

容  復習時間 2時間 

升田 

6 国際看護 1  看護とグローバリゼーション 

予習：世界の保健医療の問題について 予

習時間 2時間復習：授業内容 復習

時間 2時間 

久木元 

7 
国際看護 2  グローバルな看護の実際、開

発と健康 

予習：授業で提示する 予習時間2時間復習：

授業内容 復習時間 2時間 
久木元 

8 
国際看護3 発展途上国でのSDGｓの実際と

課題 

予習：授業で提示する 予習時間2時間復習：

授業内容 復習時間 2時間 
久木元 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 災害看護  授業中に行う筆記試験 35 点 DP1~4 レポート課題「看護師として災害に備えること」30

点 DP1~42. 国際看護  授業中の行うレポート課題 35 点 DP1~4 「看護と世界の保健医療について」

１．２ともに授業内でレポート内容のフィードバックを行う。 

 

1. レポ

ー ト 課

題 30％ 

筆 記 試

験 35％



2. レポ

ー ト 課

題 35％ 



授業科目名 公衆衛生看護学実習 (看護) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰／七山 知佳 

科目ナンバリング PHN418 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 4.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

地域で生活する個人、家族、集団を対象とした疾病予防と健康増進に関する公衆衛生看護活動の理解を深め、

保健師の機能である実態把握、計画策定・評価、相談・支援、教育・普及啓発、実際の調整・ネットワーク機

能などを実践的に学ぶ。また公衆衛生看護活動を展開していくうえで必要なシステムや施策について考える

力を養う。 

 

学修目標 

１）地域の健康課題を明らかにし、解決・改善する方向性を見出すことができる。DP①②③④２）健康課題を解決、

改善し健康増進能力を高める活動の展開について理解し、その一部を実施することができる。DP①②③④３）地域の

人々や関係機関との協働および社会資源の活用について理解できる。DP①②③④４）地域の健康危機管理について理

解できる。DP①②③④５）公衆衛生看護活動について他者に伝えることができる。DP①②③④６）実習を通して健康

課題の対応策を考え地域看護計画を立案し、計画の根拠について明文化することができる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１、３年次までの各領域に関する復習を行い、地域看護学領域に関しては、概論から活動論、保健福祉行政

論を十分に学習して臨むこと。２、主題実習Ⅰで行った地域診断を本実習で確認・検討を重ねる。３、訪問・

面接技術の復習・練習をしておくこと。４、実習中に行う健康教育の準備工程を十分に持ち臨むこと。 

 

教科書 

これまでに使用した教科書 

 

参考書 

随時紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

関口：桜棟 12 研究室 随時七山：桜棟合同研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 実習期間  4 年次前期 

1.実習施設で行われる事業について事前に

学習する。2.主題実習Ⅰで行った地

域診断について、不足している情報

を収集し、完成させる。3.HIA を活

用し地域診断から明らかになった

健康課題について、事業計画を立案

し、評価について考える。 

関口敏

彰七山

知佳 

2 
実習場所  大阪府内保健所および市町村

保健センター 

学修目標に従い、実習要項を確認すること。

実習施設で行う実習内容について

情報収集すること。健康教育の実施

については、実習前から計画的に行

関口敏

彰七山

知佳 



い、実習施設指導者と連携をはかり

つつ、十分に練習を重ねること。 

3 

実習方法 実習施設の事業予定に従い、担

当保健師の指導の下に行う。詳細は公衆衛

生看護活動論実習要項を参照 

グループカンファレンスを十分に行い、情

報を共有すること。 

関口敏

彰七山

知佳 

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

（DP①②③④）実習態度、実習内容、実習記録等を総合的に評価する実習は全日出席が前提である 

 
1 



授業科目名 主題実習Ⅰ (看護) 

主担当教員 蓮池 光人 担当教員 

蓮池 光人／村上 生美／吉村 

弥須子／外村 昌子／関口 敏彰

／久木元 由紀子／升田 寿賀子

／徳島 佐由美／安井 渚／宮本 

佳子／樋口 優子／小西 由起子

／川添 英利子／齋藤 雅子／小

林 妙子／岩佐 由美／七山 知

佳／岡田 公江／日髙 朋美／北

島 謙吾／市後 昌代／西原 か

おり／森本 朱実／井上 さや子

／武 ユカリ／下岡 ちえ／八幡 

久美子／寺田 美和子／木村 淸

子／水本 英佑 

科目ナンバリング TOP501 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本実習は、3年次までに修得した知識や技術あるいは臨地実習における学修を統合し、各自が掲げた主題（テ

ーマ）を主体的に追究・実践することにより、看護実践能力育成に繋がることを目指したものである。学生

は、過去の学修を振り返り、各領域（基礎・成人急性・成人慢性・老年・母性・小児・精神・在宅・公衆衛生）

が定めた多様なサブカテゴリーを基に主題（テーマ）の焦点を絞り、実習希望領域を選択する。主題（テー

マ）はこれまでの実習における制限や限界をこえて視野を拡大したもの、経験を活かしてさらに専門性を深

めるもの、今後の看護実践能力に繋がるようなものについて焦点を絞る。これは卒業研究と連携することが

可能である。学生は、確定した領域の指導のもと、各自の主題（テーマ）に応じた実習計画を立案し、実践す

る。さらには、一連の過程をまとめ、プレゼンテーションする。詳細は別途、全体オリエンテーションおよび

各領域オリエンテーションで説明する。 

 

学修目標 

1.これまでの学修経験を統合して課題を認識することができる。2.各自が選択した領域のサブカテゴリーを基に主題

（テーマ）を絞ることができる。3.主題（テーマ）の意義を説明することができる。4.主題（テーマ）に関する知識

や先行研究を活用することができる。5.主題（テーマ）に関する実践現場の現実を認識することができる。6.実現可

能な実習計画を立案することができる。7.計画のもとに主体的に実践することができる。8.一連の過程をまとめ、プ

レゼンテーションすることができる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.主題実習Ⅰは、専門分野Ⅱ「臨地実習」（急性・慢性・老年・母性・小児・精神）16 単位のうち 10 単位を

修得しておかなければ履修できない。なお、履修しても実習で不可となった領域は選択できない。また、在

宅看護論実習が当該年度において履修できない学生は、在宅領域での選択は出来ない。（学生便覧、看護学臨

地実習要項参照）。2.実習領域については、事前に希望調査を行う。学生は希望の 3領域を選択し、希望調査

票に記載し提出する。ただし各領域の担当学生人数を超える場合は、希望の領域で実習できないことがある。

3.領域によって、在宅看護論実習と重なっている時期がある。在宅看護論実習の時期を確認し、領域の選択



をする。4.公衆衛生看護学領域での実習は、保健師課程学生のみが対象となる。5.各領域、実習内容が異な

るため、実習に関する詳細は担当教員の指示に従う。6.各領域のサブカテゴリーは、下記の「学修内容」参

照。 

 

教科書 

担当教員の指示を受ける 

 

参考書 

担当教員の指示を受ける 

 

研究室／オフィスアワー 

担当教員の指示を受ける 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

基礎看護学 1 ) チーム医療（他職種カンフ

ァレンス、専門チームラウンド、退院支援カ

ンファレンス等）2 )看護管理（医療安全、

看護チームにおけるリーダーシップ、現任

教育等）3 ) 外来看護（ケモ・WOC 等の看護

専門外来、入退院センター等） 

担当教員の指示を受ける  

2 

成人看護学（急性期）1 ) 急性期の看護 ・

高度救命救急センター（TCU） ・急性期病

棟（術後急性期の看護等）2 ) 手術室の看

護 上記に、チーム医療、継続看護、看護マ

ネジメント・看護管理、災害看護などを含む 

担当教員の指示を受ける  

3 

成人看護学（慢性期）1 ) 慢性期の看護（病

棟から在宅までの多職種連携による地域医

療連携・退院支援等）2 ) 看護マネジメン

ト（緩和ケア・感染管理認定看護師や病棟看

護師のシャドウ）3）チーム医療（緩和ケア・

感染対策・糖尿病透析予防外来・ケースカン

ファレンス）4）看護専門外来（糖尿病看護・

緩和ケア・ストーマ）の看護上記に、看護管

理、災害看護などを含む 

担当教員の指示を受ける  

4 

老年看護学 1 ) 老年期における看護（施設

や在宅へ向けた多職種連携、継続看護）2 ) 

認知症高齢者に関する看護（認知症対応型

グループホームなどにおける看護） 

担当教員の指示を受ける  

5 

母性看護学 1) 周産期における妊産褥婦・

新生児看護の統合 2) 周産期におけるハイ

リスク妊産褥婦・新生児の看護  上記に、

看護管理を含む。 

担当教員の指示を受ける  

6 
小児看護学小児と家族の発達段階に応じた

看護 
担当教員の指示を受ける  

7 

精神看護学 1）精神疾患患者の健康の段階に

応じた看護 2）精神疾患患者の地域生活を支

える看護 

担当教員の指示を受ける  

8 

在宅看護論訪問看護利用者とその家族の看

護・難病、慢性期、終末期、小児、精神疾患

を持つ利用者を支援する看護・地域包括ケ

アシステム、多職種連携、チーム医療、リス

クマネジメント 

担当教員の指示を受ける  

9 公衆衛生看護学 1 ) 学校における保健活動 担当教員の指示を受ける  



（保健教育、保健指導、学校環境管理等の理

解）2 ) 産業における保健活動（就業者の

健康課題の把握および職場環境管理を踏ま

えた保健活動の理解）3 ) 地域における保

健活動（地域包括支援センターや保健福祉

行政における健康課題の把握および支援体

制の理解） 

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

担当教員が実習態度、実習内容、実習記録等を総合的に評価する。原則として全出席が評価の対象。

DP①②③④ 

 

評 価 表

100％ 



授業科目名 主題実習Ⅱ (看護) 

主担当教員 教員未確定 担当教員 
教員未確定／関口 敏彰／七山 

知佳 

科目ナンバリング TOP502 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

地域で障がいを抱えながら生活する人々や家族の生活や健康課題、地域で生活している障がい者の支援体制、

障がい者がその人らしく生きることのできる地域社会づくりについて理解を深め、保健師としての必要な能

力を養う。 

 

学修目標 

1.地域で生活している障がい者の生活や健康課題について理解する。DP①②③④2.障がい者を支える家族の生活や健

康課題について理解する。DP①②③④3.地域の障がい者支援体制について理解する。DP①②③④4.障がい者支援にか

かわる専門職とその役割について理解する。DP①②③④5.障がい者に焦点を当てたヘルスプロモーションについて理

解する。DP①②③④6.障がい者がその人らしく生きることのできる地域社会づくりや支援体制について考えることが

できる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１、地域看護活動論実習の集大成と考え取り組むこと。 

 

教科書 

今までに使用した教科書、資料とする。 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

関口：桜棟 12 研究室 随時七山：桜棟合同研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

障がいのある方を対象とした、就労継続支

援事業所、生活介護事業所、障害福祉サービ

ス事業所、障害者支援施設、地域生活支援セ

ンターでの実習を行う。 

各施設の特徴や対象者について事前学習を

行う。関係法規や社会資源について

確認する。グループメンバー間での

情報の共有をし、学びを深めること 

関口敏

彰七山

知佳 

2    

3    

4    

5    

6    



7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

（DP①②③④）実習態度、実習内容、実習記録等を総合的に評価する原則として全出席をもって評価の

対象とする 

 

1 



授業科目名 卒業研究 (看護) 

主担当教員 齋藤 雅子 担当教員 

齋藤 雅子／村上 生美／吉村 

弥須子／住田 陽子／外村 昌子

／関口 敏彰／木田 岩男／久木

元 由紀子／蓮池 光人／升田 

寿賀子／福島 信也／徳島 佐由

美／安井 渚／宮本 佳子／樋口 

優子／小西 由起子／川添 英利

子／小林 妙子／岩佐 由美／七

山 知佳／岡田 公江／日髙 朋

美／北島 謙吾／市後 昌代／西

原 かおり／森本 朱実／井上 さ

や子／武 ユカリ／下岡 ちえ／

八幡 久美子／寺田 美和子／木

村 淸子／水本 英佑／安部 辰

夫／森 美侑紀 

科目ナンバリング GR504 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

これまでの既修得知識や演習、臨地実習等の経験を想起し、3年前期に学修した「看護研究」の知識や技術を

活用し、各自が立てた研究計画をもとにデータ収集、解析、考察を深め、卒業論文としてその成果をまとめ

る。なお、本科目は「主題実習Ⅰ」と関連させて取り組むことができる。 

 

学修目標 

1．研究倫理について理解することができる。（DP①④）2．既修得知識や臨地実習経験の中から興味を持ったことに

ついてテーマを絞ることができる。（DP①④）3．先行研究について文献検索し、そのテーマに取り組む意味を理解す

ることができる。（DP①④）4．テーマに対する実現可能な研究計画を立案することができる。（DP①④）5．計画に沿

って研究を実行することができる。（DP①④）6．研究のデータを集計、解析し結果を出すことができる。（DP①④）

7．結果を分析し、考察することができる。（DP①④）8．一連の過程を論文としてまとめる（プレゼンテーションを

含む）ことができる。（DP①④）9．ゼミ活動において主体的に参加し、コミュニケーションをとることができる。

（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

≪先修条件≫卒業研究は次の要件を充足しなければ履修できない。なお、卒業研究のテーマに関連する領域

の必修科目（在宅看護論実習を除く）を修得しておくこと。(1)教養科目群の必修科目 14 単位のうち 10 単位

(2)専門基礎分野のうち、「人体の構造と機能」及び「疾病の成り立ちと回復の促進」の中の必修科目 14 単位

(3)専門分野Ⅱ「臨地実習」（急性・慢性・老年・母性・小児・精神）16 単位のうち 10 単位※論文集と抄録集

を作成し大学で保管する。 

 

教科書 

担当教員より指示する。 



 

参考書 

担当教員より指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

ガイダンス時に担当教員より指示する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ガイダンス 1．卒業研究は通常の講義ではな

く、担当教員ごとのゼミナール活動とする。

2．4年前期に開購されている「主題実習Ⅰ」

と関連させることができる。3．ガイダンス

で目的・1年間のスケジュール等の方法、論

文提出に関する規定、評価方法などを説明

する。4．ゼミ活動は担当教員と協議しなが

ら主体的に進める。5．個人の活動計画は研

究計画にそって主体的に決める。6．論文の

提出、プレゼンテーションや参加態度が単

位認定の対象となる。 

予習：既習の看護研究（復習 0.5H）復習：

次回準備（課題 0.5H） 
齋藤 

2 

【基礎看護学領域】テーマは以下の①～④

から選択する。①看護技術(清拭、足浴、手

浴、洗髪、罨法、手指巧緻性、コミュニケー

ション等)の実験的検討②外来における継

続看護（小児･精神･母性を除く）、地域包括

ケアに関するテーマ③チーム医療に関する

テーマ④看護管理（医療安全、現任教育、リ

ーダーシップ等）について 

領域と担当教員からの指示をうけること 
担当教

員全員 

3 

【成人/急性看護学領域】テーマは以下の①

～④から選択する。①周手術期にある患者

および家族への看護②手術を受けるがん患

者の看護③救命救急、集中治療室、手術室に

おける看護④主題実習Ⅰに関連したテーマ

あるいは、成人看護学実習Ⅰで受け持った

事例を振り返りケーススタディを行う 

領域と担当教員からの指示をうけること 
担当教

員全員 

4 

【成人/慢性看護学領域】テーマは以下の①

～④から選択する。①成人看護学実習Ⅱで

受け持った事例を振り返り、ケーススタデ

ィを行う②チーム医療の現状や多職種連携

について③慢性期、回復期、終末期にある患

者および家族への看護④災害看護、感染管

理における看護 

領域と担当教員からの指示をうけること 
担当教

員全員 

5 

【老年看護学領域】テーマは以下の①～④

から選択する。①老年看護学全般に関連し

たテーマ（継続看護、多職種連携）②認知症

高齢者に関する看護③障害のある高齢者へ

の看護援助（移乗、食事など）④老年看護学

実習Ⅰで受け持った事例 

領域と担当教員からの指示をうけること 
担当教

員全員 

6 

【母性看護学領域】テーマは以下の①～④

から選択する。①ハイリスク女性の妊娠、出

産、育児に関するテーマ②セクシャリティ

やジェンダーに関するテーマ③主題実習Ⅰ

の看護実践に関するテーマ④主題実習Ⅰや

母性看護学実習で受け持った事例を振り返

るケーススタディ 

領域と担当教員からの指示をうけること 
担当教

員全員 

7 

【小児看護領域】テーマは以下の①～④か

ら選択する。①健康障害をもつ小児に関す

るテーマ②養育者に対する看護支援に関す

領域と担当教員からの指示をうけること 
担当教

員全員 



るテーマ③保育園や放課後デイなどで過ご

す小児および地域連携に関するテーマ④主

題実習Ⅰや小児看護学実習で受け持った事

例を振り返るケーススタディ 

8 

【精神看護領域】テーマは以下の①～④か

ら選択する。①精神科病棟での看護実践に

かかわる内容②地域精神医療保健福祉にか

かわる内容③メンタルヘルス（特に青年期）

にかかわる内容④精神疾患をもつ人および

その家族に関する内容 

領域と担当教員からの指示をうけること 

担当教

員

全

員 

9 
【在宅看護領域】地域・在宅看護に関したテ

ーマ 
領域と担当教員からの指示をうけること 

担当教

員全員 

10 

【公衆衛生看護学領域】テーマは以下の①

～④から選択する。①地域で生活する人が

抱える健康課題②予防に視点をおいた支援

のあり方（各対象別保健活動）③健康教育に

かかわる内容④保健医療福祉に関する課題 

領域と担当教員からの指示をうけること 

担当教

員

全

員 

11 

【基礎教育領域】テーマは以下の①～③か

ら選択する。①病理学からみる病態の解析・

研究（安部辰夫）②学校教育(特に道徳教育)

に関する研究（福島信也）③アロマセラピー

に関する基礎的研究（森美侑紀） 

領域と担当教員からの指示をうけること 

担当教

員

全

員 

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.卒業論文とプレゼンテーション、活動のプロセス全体を総合して次の視点で評価する。(DP①④)評価基

準（ルーブリックを活用する） ①テーマの有用性 ②方法の妥当性 ③解析の確実性 ④考察の客観性 

⑤論旨の一貫性 ⑥プレゼンテーション ⑦ゼミへの主体的参加 ⑧主張、今後の発展性 2.4/5 以上の出

席が必要 

卒 業 論

文 100% 



授業科目名 臨床看護学セミナーⅠ (看護) 

主担当教員 木田 岩男 担当教員 木田 岩男 

科目ナンバリング IPII505 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 3 限、月曜

4 限 、 水 曜 3

限、水曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 形態機能学（解剖生理学）・生化学・微生物学・臨床薬理学・病理学・臨床病態学・看護学で学んだ知識を

統合することで、看護の実践に役立てる事が出来る方法論の獲得を目標とする。具体的には、呼吸器系・循

環器系・消化器系・腎泌尿器系・内分泌代謝系・血液造血器系・免疫系・神経系・運動器系・生殖器系の各系

統別に、それぞれ代表的な疾患を取り上げ、その病理病態、治療、看護についてそれぞれの関連性を明らか

にし、エビデンスに基づいた看護が出来る能力を修得する。各テーマの説明に先立って、学生に治療や看護

の根拠を考えることを通じて、看護の実践における考える力を養う。 

 

学修目標 

臨床において必要な基礎知識と看護の実践における考える力を習得する。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布資料は教科書の補足資料として学習の参考にする。２．講義前には予習として教科書の該当箇所を

一読しておく。３．講義中に指示するので、教科書の重要箇所にアンダーラインを引き、そこは必ず復習す

る。４．ノートを必ずとる。５．出席は重視する。 

 

教科書 

レビューブック 2023（第 24 版）出版社：株式会社メディックメディア 

 

参考書 

クエスチョン・バンク看護師国家試験問題解説 2023（第 23 版）出版社：株式会社メディックメディア 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：西棟 233 研究室オフィスアワー：月曜 5限・水曜 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 呼吸器系の解剖生理 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

2 呼吸器系の主な疾患 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

3 呼吸器疾患の治療と看護 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

4 循環器系の解剖生理 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

5 循環器系の主な疾患 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 



6 循環器疾患の治療と看護 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

7 消化器系の解剖生理 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

8 消化器系の主な疾患 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

9 消化器系疾患の治療と看護 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

10 腎泌尿器系の解剖生理 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

11 腎泌尿器系の主な疾患 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

12 腎泌尿器系疾患の治療と看護 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

13 内分泌代謝系の解剖生理 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

14 内分泌代謝系の主な疾患 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

15 内分泌代謝系疾患の治療と看護 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

16 血液造血器系の解剖生理 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

17 血液造血器系の主な疾患 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

18 血液造血器系疾患の治療と看護 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

19 免疫系の解剖生理 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

20 免疫系の主な疾患 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

21 免疫系疾患の治療と看護 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

22 神経系の解剖生理 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

23 神経系の主な疾患 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

24 神経系疾患の治療と看護 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

25 運動器系の解剖生理 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

26 運送器系の主な疾患 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

27 運動器系疾患の治療と看護 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

28 生殖器系の解剖生理 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

29 生殖器系の主な疾患 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

30 生殖器系疾患の治療と看護 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

成績評価方法と基準 割合 

①学力評価試験<DP①>②平常点（授業態度・授業への参加姿勢）で評価する。<DP①>4/5 以上の出席

を必要とする 

 

①80%

②20% 



授業科目名 臨床看護学セミナーⅡ (看護) 

主担当教員 木田 岩男 担当教員 

木田 岩男／関口 敏彰／徳島 

佐由美／宮本 佳子／齋藤 雅子

／北島 謙吾／市後 昌代／森本 

朱実／武 ユカリ／下岡 ちえ／

八幡 久美子 

科目ナンバリング IPII506 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 2 限、火曜

3 限 、 火 曜 4

限、木曜 3 限、

木曜 4 限、金曜

3 限、金曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 形態機能学（解剖生理学）・生化学・微生物学・臨床薬理学・病理学・臨床病態学・看護学で学んだ知識を

統合することで、看護の実践に役立てる事が出来る方法論の獲得を目標とする。具体的には、基礎看護学・

公衆衛生・在宅看護論・成人看護学・老年看護学・小児看護学・母性看護学・精神看護学・統合分野・災害国

際看護の領域について、主な症例・事例の分析・検討を通して、エビデンスに基づいた看護が出来る能力を

修得する。各テーマの説明に先立って、学生に治療や看護の根拠を考えることを通じて、看護の実践におけ

る考える力を養う。 

 

学修目標 

臨床において必要な基礎知識と看護の実践における考える力を習得する。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布資料は教科書の補足資料として学習の参考にする。２．講義前には予習として教科書の該当箇所を

一読しておく。３．講義中に指示するので、教科書の重要箇所にアンダーラインを引き、そこは必ず復習す

る。４．ノートを必ずとる。５．出席は重視する。 

 

教科書 

レビューブック 2023 第 24 版出版社：株式会社メディックメディア 

 

参考書 

クエスチョン・バンク看護師国家試験問題解説 2023 第 23 版出版社：株式会社メディックメディア 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室オフィスアワー：随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 基礎看護学総論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 



2 基礎看護学各論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

3 基礎看護学まとめ 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

4 公衆衛生総論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

5 公衆衛生各論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

6 公衆衛生まとめ 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

7 在宅看護論総論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

8 在宅看護論各論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

9 在宅看護論まとめ 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

10 成人看護学（急性期） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

11 成人看護学（慢性期） 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

12 成人看護学まとめ 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

13 老年看護学総論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

14 老年看護学各論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

15 老年看護学まとめ 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

16 小児看護学総論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

17 小児看護学各論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

18 小児看護学まとめ 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

19 母性看護学総論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

20 母性看護学各論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

21 母性看護学まとめ 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

22 精神看護学総論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

23 精神看護学各論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

24 精神看護学まとめ 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

25 統合分野総論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

26 統合分野各論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

27 統合分野まとめ 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

28 災害国際看護総論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

29 災害国際看護各論 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

30 災害国際看護まとめ 
予習：教科書の該当箇所を一読する。（1 時

間） 
 

成績評価方法と基準 割合 

①学力評価試験<DP①>②平常点（授業態度・授業への参加姿勢）で評価する。<DP①>4/5 以上の出席

を必要とする 

①80%

②20% 



授業科目名 公衆衛生看護セミナー (看護) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰／七山 知佳 

科目ナンバリング IPII507 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 1 限、火曜

2 限 、 火 曜 3

限、火曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では公衆衛生看護学関係実習を経て、地域における実践事例やフィールドワークから公衆衛生看護の

活動方法と特性を明確にし、卒業後の公衆衛生看護実践能力の向上を目指す。 

 

学修目標 

1．人権に配慮した看護活動を考えることができる。DP①2．効果的・効率的なケアの提供を立案し、ケアの公平性と

継続性の保証について考えを述べることができる。DP①3．地域社会の流動化に伴う社会格差・健康格差についての

洞察力を養う。 DP① 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．事前学習に際して、文献等資料を把握すること。2．グループワーク、発表での積極的な参加 

 

教科書 

これまでに使用した教科書、参考書、配布資料とし、不足は適宜配布する。 

 

参考書 

白波瀬達也著『貧困と地域―あいりん地区から見る高齢化と孤立化―』 中公新書ハンセン病家族たちの物

語 黒坂愛衣 世織書房家族がハンセン病だった ハンセン病家族訴訟弁護団編 六花出版 

 

研究室／オフィスアワー 

白井：桜棟 13 研究室関口：桜棟 12 研究室七山：桜棟合同研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 フィールドワークの地域について知る。 

予習:フィールドワークの地域に関する文

献を読む。（1.5 時間）復習：文献整

理を行う。（1.5 時間） 

白井関

口七山 

2 フィールドワークの地域について知る。 

予習:フィールドワークの地域に関する文

献を読む。（1.5 時間）復習：文献整

理を行う。（1.5 時間） 

白井関

口七山 

3 フィールドワークの地域について知る。 

予習：フィールドワークの地域に関する文

献を読む。（1.5 時間）復習：抽出さ

れた健康課題について情報収集 

（1.5 時間） 

白井関

口七山 

4 フィールドワーク 

予習：フィールドワークを行う地域の資料

や文献を確認する。（1.5 時間）復習：

フィールドワークからの情報を整

理する。（1.5 時間 

白井関

口七山 



5 フィールドワーク 

予習：フィールドワークを行う地域の資料

や文献を確認する。（1.5 時間）復習：

フィールドワークからの情報を整

理する。（1.5 時間 

白井関

口七山 

6 フィールドワーク 

予習：フィールドワークを行う地域の資料

や文献を確認する。（1.5 時間）復習：

フィールドワークからの情報を整

理する。（1.5 時間 

白井関

口七山 

7 フィールドワークの振り返り 

予習：フィールドワークを行う地域の資料

や文献を確認する。（1.5 時間）復習：

フィールドワークからの情報を整

理する。（1.5 時間） 

白井関

口七山 

8 ハンセン病強制隔離政策 

予習：ハンセン病隔離政策についての資料

や文献を調べる。（1.5 時間）復習：

情報を整理する。（1.5 時間） 

白井関

口

七

山 

9 ハンセン病強制隔離政策 

予習：ハンセン病隔離政策についての資料

や文献を調べる。（1.5 時間）復習：

情報を整理する。（1.5 時間） 

白井関

口七山 

10 フィールドワーク 

予習：フィールドワークを行う国立療養所

の資料や文献を確認する。（1.5 時

間）復習：フィールドワークからの

情報を整理する （1.5 時間） 

白井関

口

七

山 

11 フィールドワーク 

予習：フィールドワークを行う国立療養所

の資料や文献を確認する。（1.5 時

間）復習：フィールドワークからの

情報を整理する （1.5 時間） 

白井関

口

七

山 

12 フィールドワーク 

予習：フィールドワークを行う国立療養所

の資料や文献を確認する。（1.5 時

間）復習：フィールドワークからの

情報を整理する （1.5 時間） 

白井関

口

七

山 

13 フィールドワーク 

予習：フィールドワークを行う国立療養所

の資料や文献を確認する。（1.5 時

間）復習：フィールドワークからの

情報を整理する （1.5 時間） 

白井関

口

七

山 

14 フィールドワークの振り返り 

予習：フィールドワークを行う地域の資料

や文献を確認する。（1.5 時間）復習：

フィールドワークからの情報を整

理する。（1.5 時間） 

白井関

口

七

山 

15 公衆衛生看護の活動方法と特性の発表 
予習：発表の資料の検討（1.5 時間）復習：

レポート作成（1.5 時間） 

白井関

口

七

山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．フィールドワークにおける取り組み（事前を含む）(DP1) 2．自己の課題に関するレポート(DP1)  3．1

～2 については、ルーブリックの評価表を活用する(DP1)4/5 以上の出席が必要 

 

ル ー ブ

リック評

価 表 に

基 づ く

（ 100 ％

） 



授業科目名 臨床看護技術セミナー (看護) 

主担当教員 升田 寿賀子 担当教員 

升田 寿賀子／村上 生美／久木

元 由紀子／徳島 佐由美／岡田 

公江／日髙 朋美／西原 かおり

／井上 さや子／武 ユカリ／下

岡 ちえ／木村 淸子／水本 英

佑 

科目ナンバリング IPII508 科目区分 統合分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 3 限、木曜

4 限 、 木 曜 5

限、金曜 3 限、

金曜 4 限、金曜

5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療現場や地域社会において必要とされる看護ケアを認識し、対象の状況に応じた看護が実践できる能力を

養う。これまでに学修した専門的知識と技術、臨地実習での体験を統合し、根拠や倫理観に基づく看護ケア

を立案し実践する。事例患者の看護過程と看護技術の演習を通して、自己の看護実践における課題を明確に

し、課題解決につなげる方略を学修する。 

 

学修目標 

1.事例患者のアセスメントが実施できる。2.事例患者に必要な看護計画が立案できる。3.看護計画に基づき看護技術

を実施し評価できる。4.自己の看護実践における課題を見出し、課題解決に向けた演習が実施できる。5.自己の課題

を実践し評価できる。 DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.事例患者の看護に必要な事前学習を行い、個人ワークを行う。2.個人ワークができていなければグループ

ワークに参加できない。3.グループワークには積極的に参加する。4.看護技術演習の際は、臨地実習に準じ

た身だしなみに整える。 

 

教科書 

1.これまでの授業や実習などで使用した教科書、参考書 2.授業資料 

 

参考書 

必要時配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

升田研究室 331 研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 
ガイダンス看護師教育の技術項目と卒業時

の到達度の確認事例の説明 

事例患者の看護過程に必要な学習を行い資

料を持参する。看護師教育の技術項

目と卒業時の到達度を確認し、自己

の看護実践における課題を見出す。

自己学修1時間→課題レポート①提

出。 

全教員 

2 事例の内容学修個人ワーク① 

事例患者の看護過程に必要な学習を行い資

料を持参する。患者の状態をアセス

メントする。事例患者 2事例の自己

学修 時間 1時間→自己学習内容の

提出 

全教員 

3 看護過程 アセスメント個人ワーク② 

事例患者の看護過程に必要な学習を行い資

料を持参する。患者の状態をアセス

メントする。事例患者のアセスメン

ト自己学修2時間→アセスメント提

出 

全教員 

4 
看護過程 関連図作成・看護計画立案グル

ープワーク①  ＊個人ワーク持参 

予習：提出したアセスメントの修正を行う。

自修 1 時間  個人ワークをもと

に、グループワークで患者の状態を

アセスメントし、関連図を描き、看

護計画を立案する。 

全教員 

5 
看護過程 関連図作成・看護計画立案グル

ープワーク② 

予習：提出したアセスメントの修正を行う。

自修 1 時間  個人ワークをもと

に、グループワークで患者の状態を

アセスメントし、関連図を描き、看

護計画を立案する。 

全教員 

6 
看護過程 関連図作成・看護計画立案グル

ープワーク③ 

予習：グループで作成したアセスメントか

ら看護系飼うを立案する自修時間 1

時間個人ワークをもとに、グループ

ワークで患者の状態をアセスメン

トし、関連図を描き、看護計画を立

案する。 

全教員 

7 
看護過程 関連図作成・看護計画立案グル

ープワーク④ 

予習：グループで作成したアセスメントか

ら看護系飼うを立案する自修時間 1

時間個人ワークをもとに、グループ

ワークで患者の状態をアセスメン

トし、関連図を描き、看護計画を立

案する。 

全教員 

8 看護技術演習① 実践・評価 

予習：演習に必要な看護技術を学修する自

修時間1時間看護計画に基づき看護

技術を実施し、看護実践の評価を行

う。 

全教員 

9 看護技術演習② 実践・評価 

予習：演習に必要な看護技術を学修する自

修時間1時間看護計画に基づき看護

技術を実施し、看護実践の評価を行

う。 

全教員 

10 看護技術演習③ 実践・評価 

予習：演習で行った看護技術・看護計画を振

り返り修正を行う自修時間1時間看

護計画に基づき看護技術を実施し、

看護実践の評価を行う。 

全教員 

11 看護技術演習④ 実践・評価 

予習：演習で行った看護技術・看護計画を振

り返り修正を行う自修時間1時間看

護計画に基づき看護技術を実施し、

看護実践の評価を行う。 

全教員 

12 看護過程、看護技術演習のまとめ発表準備 

予習：演習内容を振り返り、修正を行う自修

時間 1時間看護過程、看護技術演習

の一連のプロセスを評価しまとめ

る。発表の準備を行う。 

全教員 

13 発表会、振り返り① 

予習：発表会の準備自修時間 1 時間看護過

程、看護技術演習の一連のプロセス

を評価し発表する。質疑応答、教員

からの講評など 

全教員 



14 発表会、振り返り② 

予習：発表会の準備自修時間 1 時間看護過

程、看護技術演習の一連のプロセス

を評価し発表する。質疑応答、教員

からの講評など 

全教員 

15 

看護師教育の技術項目と卒業時の到達度の

確認自己の看護実践の評価、レポート作成、

提出 

自己の看護実践における課題の達成状況を

評価し、レポートにまとめる。自修

時間 1時間→課題レポート②提出 

全教員 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

ルーブリック評価表に基づき評価する。評価項目は以下のとおり。DP1234・ 2 事例の内容自己学習・レ

ポート  課題①：「自己の看護実践における課題と課題への取り組み」         課題②：「自己の看

護実践における課題の達成状況と評価」       ページ設定：余白 上下左右 25mm 40 字×30 行・看

護過程 アセスメント 個人ワーク・看護過程 関連図作成・看護計画 グループワーク・看護技術演習・

発表・授業への取り組み・4/5 回以上の出席が必要。アセスメントは授業 

 

1 



授業科目名 養護実習（事前事後指導含む） (教職課程：看護) 

主担当教員 福島 信也 担当教員 
福島 信也／老田 準司／阿部 

秀高／松田 智子 

科目ナンバリング SE626 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限、実習 

授業形態 実習 単位数 5.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

養護実習事前指導としては、これまで身につけてきた教職科目・養護専門科目における学びを活用して、学

校現場において実践するために確認する。養護実習事後指導としては、養護実習の報告を通して、養護教諭

や児童生徒との関わりによって得た学びについて確認、自覚を促す。 

 

学修目標 

事前指導目標：養護実習に臨むための準備、心構えができる。養護実習目標：実習校において、養護教諭の仕事を理

解し、最後まで粘り強く実習をやり遂げる。事後指導目標：養護実習全体を振り返り、成果と課題を明らかにし、養

護教諭に必要な資質/能力を理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

養護実習を通して、自らの養護教諭に懸ける思いを寄り確かなものにしてください。 

 

教科書 

改定「養護実習ハンドブック」東山書房 大谷尚子他編著 

 

参考書 

必要に応じて提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

イスートポート 4階 研究室 5・13・20 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
・授業計画について・養護実習の目標・内容・

実習日誌の書き方 

予習：養護実習要綱を読んでおく（１時間）

復習：本時で学んだことをまとめる

（１時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

2 
・養護実習の評価について・保健室来室者へ

の対応について 

予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

3 
・保健室で行う外科的・内科的救急処置につ

いて 

予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

4 ・保健室で行う健康相談について 
予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 



5 

・健康診断の知識・技術・身体計測・視力検

査・視力検査などについて・健康診断表の記

録について 

予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

6 ・保健教育の目的と意義 
予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

7 
・指導案の構成と書き方について・模擬授業

の教材選定、教材研究 

予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

8 
・模擬授業の指導案作成、授業資料、教材の

作成 

予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿

部

・

松

田

・

福

島 

9 
・養護教諭の専門性を活かした保健授業（小

学校） 

予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

10 
・養護教諭の専門性を活かした保健授業（中

学校） 

予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿

部

・

松

田

・

福

島 

11 
・養護教諭の専門性を活かした保健授業（高

等学校） 

予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿

部

・

松

田

・

福

島 

12 ・養護実習体験談から学ぶ 
予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿

部

・

松

田

・

福

島 

13 ・災害共済給付制度について 
予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿

部

・

松

田

・

福

島 

14 ・実習報告会①（小学校・中学校） 
予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿



部

・

松

田

・

福

島 

15 ・実習報告会②（高等学校） 
予習：前時の学びを振り返る（１時間）復習：

本時の学びをまとめる（１時間） 

老田・

阿

部

・

松

田

・

福

島 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①養護実習校での提出・内容②課題の提出・内容③振り返りシートの提出・内容 

 

①70 ％

②20 ％

③10％ 



授業科目名 教職実践演習（養護教諭） (教職課程：看護) 

主担当教員 阿部 秀高 担当教員 
阿部 秀高／老田 準司／福島 

信也／松田 智子 

科目ナンバリング SE627 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

看護学科で身につけた専門性をもとに、養護実践力のある養護教育の育成を目指す。履修カルテの作成によ

って、これまで身につけた知見の修得について確認し、養護教諭としての自らの資質・能力をさらに向上す

るための講義・演習を行う。 

 

学修目標 

看護学及び教職科目の履修及び養護実習により修得した専門的な知識・技能をもとに、養護教諭としての必須な資質

や能力・技能の修得を目指す。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本授業を通して養護教諭となるために必要な資質・能力に関して振り返り、自らに身についているかの確認

を行ってください。 

 

教科書 

授業中に必要に応じて提示する 

 

参考書 

授業中、必要に応じて提示する 

 

研究室／オフィスアワー 

・イーストポート 4階 研究室 5・13・20 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 教職実践演習の意義・目的・内容の理解 

予習：シラバスを読み、演習の目的を理解す

る（2 時間）復習：学んだことを記

録をまとめ、データ化する。（2時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

2 
履修カルテに基づいて自らの教育実践力の

評価を行う 

予習：これまで書いてきた履修カルテを読

んでおく（2 時間）復習：本時での

学びを振り返り、データ化する（2時

間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

3 
履修カルテの自己評価によって自らの教育

課題を認識する 

予習：履修カルテを読み返す（2時間）復習：

本時の学びを振り返り、データ化す

る（2時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

4 
学校教育目標・学校保健目標と養護教諭の

役割について 

予習：養護実習要綱、記録を読み返す（2 時

間）復習：本時の学びを振り返り、

データ化する（2時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 



5 
保健室経営計画・学校保健計画・学校安全計

画についてグループ討議を行う 

予習：養護実習要綱、記録を読み返す（2 時

間）復習：本時の学びを振り返り、

データ化する（2時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

6 
子どもの心身の発達に応じた課題の理解と

指導の実際 

予習：養護実習で体験した養護教諭の仕事

を洗い出しておく（2 時間）復習：

本時の学びを振り返り、データ化す

る（2時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

7 
保健室来室者への対応・救急処置  ロール

プレイ 

予習：養護実習記録で児童生徒への関わり

を振り返る（2 時間）復習：本時の

学びの振り返りとデータ化（2時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

8 
保健室来室者への対応・健康相談活動 ロ

ールプレイ 

予習：養護実習記録で児童生徒への関わり

を振り返る（2 時間）復習：本時の

学びの振り返りとデータ化（2時間） 

老田・

阿

部

・

松

田

・

福

島 

9 養護活動の実際（小学校・中学校） 

予習：養護実習記録で児童生徒への関わり

を振り返る（2 時間）復習：本時の

学びの振り返りとデータ化（2時間） 

老田・

阿部・

松田・

福島 

10 養護活動の実際（高等学校・特別支援学校） 

予習：養護実習記録で児童生徒への関わり

を振り返る（2 時間）復習：本時の

学びの振り返りとデータ化（2時間） 

老田・

阿

部

・

松

田

・

福

島 

11 保健指導・保健学習の模擬授業計画 

予習：養護実習記録で指導案、授業記録を振

り返る（2 時間）復習：本時の学び

の振り返りとデータ化（2時間） 

老田・

阿

部

・

松

田

・

福

島 

12 保健指導・保健学習の模擬授業発表 

予習：養護実習記録で指導案、授業記録を振

り返る（2 時間）復習：本時の学び

の振り返りとデータ化（2時間） 

老田・

阿

部

・

松

田

・

福

島 

13 
学級担任の役割や実務、他の教職員との協

力について グループ討議 

予習：養護実習記録で観察した養護教師の

仕事を振り返る（2 時間）復習：本

時の学びの振り返りとデータ化（2

時間） 

老田・

阿

部

・

松

田

・

福

島 

14 
養護教諭の科目と養護教諭の職務の関連に

ついて 

予習：養護実習記録で観察した養護教師の

仕事を振り返る（2 時間）復習：本

老田・

阿



時の学びの振り返りとデータ化（2

時間） 

部

・

松

田

・

福

島 

15 履修カルテに基づく養護実践力の総括 
予習：履修カルテの確認（2 時間）復習：履

修カルテの校正と完成（2時間） 

老田・

阿

部

・

松

田

・

福

島 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①履修カルテの提出・記入内容②模擬授業の指導案並びに発表③各時間に出す課題並びに振り返りシ

ートの提出と内容 

 

①40 ％

②30 ％

③30％ 



授業科目名 情報処理 (看護 B) 

主担当教員 佐久間 俊 担当教員 佐久間 俊 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

木曜 1 限、木曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では，コンピュータを利用する上で必要な基礎知識のほか，レポート作成等役立つ情報処理技術，す

なわちワープロや表計算，プレゼンテーションを中心としたソフトウェアの基礎知識と基本操作の習得を目

標とする．また、コンピュータ利用技術の習得に加えて，情報化社会に必要な倫理観と情報の保護を学ぶた

めに，技術的な面に加えて個人情報保護法等の法令や指針についても学ぶ．なお，コンピュータのオペレー

ティングシステム（OS）は Windows を，ソフトウェアはマイクロソフトの Word，Excel，PowerPoint 等を使

用する． 

 

学修目標 

１．PC 利用に限らず，広く，情報倫理と個人情報保護の重要性を理解し，説明できる．２．Word による文書（レポ

ート，論文）の作成ができる．３．Excelによる基本的なデータの集計・解析ができる．４．PowerPointを用いて資

料を作成し，効果的なプレゼンテーションができる． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．PC を使った演習を行なうので、出席をすること．２．作業内容（作成したファイル等）を保存するため

の USB メモリを用意すること．３．PC 演習室での飲食は禁止（机の上に置くのも禁止）する． 

 

教科書 

中村健壽監修，森由紀著，医療従事者のための情報リテラシー，日経 BP 社 

 

参考書 

適宜指示する． 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階共同研究室／授業前後，その他随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス（授業の進め方，コンピュータの

概論） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PC の操作方

法やマイクロソフト Office（Word, 

Excel, PowerPoint）について教科書

等によって概要を調べる．復習：授

業内容の確認と課題．※課題につい

ては，毎回の授業内で指示する．以

下同様． 

信太 

2 
・情報セキュリティと情報モラル・Word①

（文字入力やファイル管理等の基本操作） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：キーボード

による文字入力方法の概要を教科
信太 



書等によって確認する．復習：授業

内容の確認と課題． 

3 Word②（基本的な文章の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

4 Word③（表の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

5 Word④（図形とイラストの挿入） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

6 Word⑤（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Word に関する操

作・機能を確認し，復習テストに備

える． 

信太 

7 Excel①（表計算の基礎） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

8 Excel②（関数を使った表計算） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

9 Excel③（統計処理） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

10 Excel④（グラフ作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

11 Excel⑤（データの活用） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

12 Excel⑥（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Excel に関する操

作・機能を確認し，復習テストに備

える． 

信太 

13 PowerPoint①（資料作成の基礎） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

14 
PowerPoint②（プレゼンテーションの実行

方法） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

15 PowerPoint③（資料作成の演習） 

＜予習・復習 各 2時間＞PowerPoint に関す

る操作・機能を確認し，資料の作成

内容を決定する． 

信太 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験②課題の提出状況及び完成度、授業態度含む③小テスト（授業内で実施）Word 及び Excel 

 

①50%

②30%

③20% 



授業科目名 情報処理 (看護 A) 

主担当教員 佐久間 俊 担当教員 佐久間 俊 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

木曜 1 限、木曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では，コンピュータを利用する上で必要な基礎知識のほか，レポート作成等役立つ情報処理技術，す

なわちワープロや表計算，プレゼンテーションを中心としたソフトウェアの基礎知識と基本操作の習得を目

標とする．また、コンピュータ利用技術の習得に加えて，情報化社会に必要な倫理観と情報の保護を学ぶた

めに，技術的な面に加えて個人情報保護法等の法令や指針についても学ぶ．なお，コンピュータのオペレー

ティングシステム（OS）は Windows を，ソフトウェアはマイクロソフトの Word，Excel，PowerPoint 等を使

用する． 

 

学修目標 

１．PC 利用に限らず，広く，情報倫理と個人情報保護の重要性を理解し，説明できる．２．Word による文書（レポ

ート，論文）の作成ができる．３．Excelによる基本的なデータの集計・解析ができる．４．PowerPointを用いて資

料を作成し，効果的なプレゼンテーションができる． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．PC を使った演習を行なうので、出席をすること．２．作業内容（作成したファイル等）を保存するため

の USB メモリを用意すること．３．PC 演習室での飲食は禁止（机の上に置くのも禁止）する． 

 

教科書 

中村健壽監修，森由紀著，医療従事者のための情報リテラシー，日経 BP 社 

 

参考書 

適宜指示する． 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階共同研究室／授業前後，その他随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス（授業の進め方，コンピュータの

概論） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PC の操作方

法やマイクロソフト Office（Word, 

Excel, PowerPoint）について教科書

等によって概要を調べる．復習：授

業内容の確認と課題．※課題につい

ては，毎回の授業内で指示する．以

下同様． 

信太 

2 
・情報セキュリティと情報モラル・Word①

（文字入力やファイル管理等の基本操作） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：キーボード

による文字入力方法の概要を教科
信太 



書等によって確認する．復習：授業

内容の確認と課題． 

3 Word②（基本的な文章の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

4 Word③（表の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

5 Word④（図形とイラストの挿入） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

6 Word⑤（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Word に関する操

作・機能を確認し，復習テストに備

える． 

信太 

7 Excel①（表計算の基礎） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

8 Excel②（関数を使った表計算） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

9 Excel③（統計処理） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

10 Excel④（グラフ作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

11 Excel⑤（データの活用） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

12 Excel⑥（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Excel に関する操

作・機能を確認し，復習テストに備

える． 

信太 

13 PowerPoint①（資料作成の基礎） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

14 
PowerPoint②（プレゼンテーションの実行

方法） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

15 PowerPoint③（資料作成の演習） 

＜予習・復習 各 2時間＞PowerPoint に関す

る操作・機能を確認し，資料の作成

内容を決定する． 

信太 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験②課題の提出状況及び完成度、授業態度含む③小テスト（授業内で実施）Word 及び Excel 

 

①50%

②30%

③20% 



授業科目名 統計学 (看護) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

統計学の基礎や概念を学び、実験や調査で得られたデータをどのような統計手法を用いて分析し、どのよう

に解釈すればよいかを理解し、それらを元に実際に自分たちでデータを分析することによって、基礎的な統

計処理を身につけることを目指す。 

 

学修目標 

１．統計学の基礎を理解する〈DP③〉２．推定と検定の考え方を理解し，説明することができる〈DP③〉３．量的デ

ータに対して適切な分析方法を選択することができる〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回の授業のつながりが非常に重要です．また，毎回小テストを実施しますので，欠席のないように留意す

ること 

 

教科書 

向後千春・冨永敦子，ファーストブック 統計学がわかる，技術評論社 

 

参考書 

市原清志 著， 「バイオサイエンスの統計学 -正しく活用するための実践理論-」，南江堂 古川俊之 監修，

丹後俊郎 著，「統計ライブラリー 医学への統計学 第３版」，朝倉書店 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 

シラバスを確認して，テキスト「はじめに」

を読む（単に読むだけではなく，わ

からない専門用語等について下調

べをしておく，以下同様）．【4時間．

以下，文末の【】内の数値は，予習

復習の時間を示す】 

 

2 測定値の性質（尺度水準） 「尺度水準」とは何か調べる．【4】  

3 平均と度数分布・分散と標準偏 テキスト１章を読む【4】  

4 母集団と標本・区間推定と信頼区間 テキスト２章を読む【4】  

5 相関係数：２変数間の関係 
ピアソンの積率相関係数，スピアマンの順

位相関係数，ケンドールの順位相関
 



係数について調べる【4】 

6 仮説検定の考え方と帰無仮説 テキスト 3-1 を読む【4】  

7 観測度数と期待度数 テキスト 3-2，3-3 を読む【4】  

8 カイ２乗検定 テキスト 3-4 を読む【4】  

9 被験者ごとの差の平均の信頼区間 テキスト 4-1，4-2 を読む【4】  

10 
対応がないデータによる t 検定（ウェルチ

の方法） 
テキスト 4-3 を読む【4】  

11 対応があるデータによる t 検定 テキスト５章を読む【4】  

12 １要因の分散分析-1- テキスト 6-1，6-2 を読む【4】  

13 １要因の分散分析-2- テキスト 6-3 を読む【4】  

14 ２要因の分散分析-1- テキスト 7-1，7-2 を読む【4】  

15 ２要因の分散分析-2- テキスト 7-3 を読む【4】  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 定期試験〈DP③〉② 平常点（小テスト，授業内課題等）〈DP③〉 

 

① 

80%② 

20% 



授業科目名 心理学 (看護) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 心理学が扱う問題・領域は多岐にわたっているが，それらに共通しているのは，「心」を理解しようとして

いることである．しかしながら，一見すると，一体どこに「心」があるのか疑問になるような問題を扱ってい

ることも多い． 本講義では，心理学における基礎的領域について概説した後に，生活や健康，心理臨床の

領域に関わる応用的領域について解説を展開する． また，医療の現場では，様々な状況に置かれた人々と

関わりを持つ機会が非常に多い．心理学を学び，「心」に関する知識を修得することで，医療人としての皆さ

んに，直接的に，また，間接的に役立つことを期待している． 

 

学修目標 

１．「心」の働きをつくる諸機能について説明できる〈DP③〉２．「心」と，生活や健康との関わりについて説明でき

る〈DP③〉３．「心」の基礎的領域と応用的領域の知見について系統立てて説明できる〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

PC によるプレゼンテーション資料を活用した講義形式を中心に授業を進める。適宜、簡単な実習形式の実験

を実施し、レポート提出を求めたり、小テストを課すことがある。 

 

教科書 

大川一郎・土田宣明・高木美保 編著，「基礎から学べる 医療現場で役立つ心理学」，ミネルヴァ書房 

 

参考書 

鹿取廣人・杉本敏夫・鳥居修晃 編,「心理学［第５版 補訂版］」,東京大学出版会樫村正美・野村俊明 編著，

「医療系のための心理学」，講談社大竹文雄・平井啓 編著，「医療現場の行動経済学―すれ違う医者と患者―」，

東洋経済新報社その他、適宜指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
心とはなにか？ 心理学とはどのような学

問か？ 

「心理学」がどのような学問であるか，書籍

（教科書を含む），Web 等を活用して

調べる．（単に調べるだけではなく，

わからない専門用語等について下

調べをし，イメージ（ゆるふわで良

い）を持っておく．以下同様）【4時

間．以下，文末の【】内の数値は，

予習復習の時間を示す】 

 



2 
感覚・知覚 視覚，聴覚，触覚の構造と働き

について解説する． 
テキスト第１章を読む【4】  

3 
認知 主に，空間の認識，記憶，知能といっ

た高度な知的機能について解説する． 
テキスト第２章を読む【4】  

4 

学習-１-「学習」の基礎，および条件付け（古

典的条件づけ，道具的条件付け）について解

説する． 

テキスト第３章 1，2，3節を読む【4】  

5 
学習-２- 学習の生理的基礎，教育・臨床場

面への応用について解説する． 
テキスト第３章 4，5節を読む【4】  

6 

感情・情動・動機 行動が発生する要因の１

つである感情・情動・動機付けについて検討

する． 

テキスト第４章を読む【4】  

7 
パーソナリティ 個々人の特性の違いとし

ての人格・性格について解説する． 
テキスト第５章を読む【4】  

8 

発達-１- 発達理解に重要な「生涯発達」の

視点について解説し，発達段階順に解説す

る．ここでは，乳幼児期，児童期・思春期を

扱う． 

テキスト第６章 1，2，3節を読む【4】  

9 
発達-２- 発達段階別の解説を継続し，青

年期，成人期，老年期を扱う． 
テキスト第６章 4，5，6節を読む【4】  

10 

人間関係-１- 今回より，現場で役に立つ

心理学的知見について紹介する．そのはじ

めとして，人と人との関わりに関する心理

学的知見，その中でも基礎的な知見につい

て解説する． 

テキスト第７章 1，2，3節を読む【4】  

11 

人間関係-２- 人と人との関わりに関する

心理学的知見について，医療領域における

人間関係について解説する． 

テキスト第７章 4，5節を読む【4】  

12 

健康心理学-１- 健康と心の関わりについ

て，「健康とはなにか」について考えながら，

心との関わりについて解説する． 

テキスト第８章 1，2，3節を読む【4】  

13 

健康心理学-２- 健康と心の関わりについ

て，医療領域における心身の健康について

解説する． 

テキスト第８章 4，5節を読む【4】  

14 

心理的問題への理解と支援-１- 医療現場

では，もちろん「患者」の心理的問題に配慮

することが重要であるが，それだけにとど

まらず，様々な関係者の心理的問題に留意

する必要がある．そうした心理的問題と，そ

れらに対する基本的な考え方について解説

する． 

テキスト第 9 章 1，2節を読む【4】  

15 
心理的問題への理解と支援-２- 心理問題

への対処方法について解説する． 
テキスト 9章 3，4，5節を読む【4】  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験〈DP③〉②平常点（小テスト・レポート等）〈DP③〉 

 

①80%

②20% 



授業科目名 生命倫理学 (看護) 

主担当教員 神田 靖士 担当教員 神田 靖士 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 生命をめぐる倫理（道徳･規範）的諸問題をさまざまな視点から考察し、医療領域における今日的かつ具体

的問題に対処できる思考能力を養います。生命科学・医学研究の発展は目覚しく､その成果をもとにした先端

医療技術はわれわれに希望をもたらすとともに多くの新たな問題を提起しています。本講義では、生命倫理

の誕生と展開を概説し、続いてどのように日本に受容されたのかを論じます。特に人権尊重を視野に入れ、

最近の生命倫理学上の事例をとり入れつつ論じます。授業は、講義を中心として、ＶＴＲ，質疑、グループ討

論を交えて行います。 

 

学修目標 

  生命倫理学の歴史的背景と法律並びに国際比較することにより現在の問題点について理解し、具体的な倫理的問

題を包括的な観点から把握することを目標とします。特に最近の医療領域（出生前診断と妊娠中絶、脳死と臓器移植、

終末期医療、再生医療、遺伝情報の取り扱い）において生じた倫理的諸問題を個別に取り上げ、討論を行いながら個々

の倫理観を構築することを到達目標とします。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．生命倫理は医療関係を志す者として根底にある倫理的な考え方を学習する科目であるので、自ら疑問及

び興味を持ち積極的に講義に臨むことを強く希望します。２．グループ討論には積極的に参加すること。３．

出席者は、私語・スマホの使用は厳禁。講義中の私語は授業妨害・他学生への迷惑行為なので退室させます。

その場合、速やかに退室すること。４．最低限の礼儀をわきまえること。 

 

教科書 

特に指定なし。講義資料を適宜配布します。 

 

参考書 

伏木信次、樫 則章、霜田 求 『生命倫理と医療倫理』 金芳堂小林亜津子 『看護のための生命倫理』 

ナカニシヤ出版グレゴリー・ペンス 『医療倫理Ⅰ・Ⅱ』 みすず書房 

 

研究室／オフィスアワー 

在室時は訪問可。質問がある場合は授業終了時に各自申し出て下さい。また、メールでも随時受付を行いま

す。メールアドレス：kandas@hirakata.kmu.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
生命倫理概論（生命倫理とはどのような学

問か） 

※隔週でグループ討論を行うので、前の週

に行った授業内容に関して復習を
 



し、分からない箇所の理解を深めた

上でグループ討論に臨むこと。本時

についての予習・復習に各 2時間 

2 尊厳死と安楽死 本時についての予習・復習に各 2時間  

3 尊厳死と安楽死について討論及び発表 
本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

4 着床前診断と出生前診断 本時についての予習・復習に各 2時間  

5 
着床前診断と出生前診断について討論及び

発表 

本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

6 臓器移植と脳死 本時についての予習・復習に各 2時間  

7 臓器移植と脳死について討論及び発表 
本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

8 再生医療とクローン技術 本時についての予習・復習に各 2時間  

9 
再生医療とクローン技術について討論及び

発表 

本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

10 代理出産における倫理観 本時についての予習・復習に各 2時間  

11 
代理出産における倫理観について討論及び

発表 

本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

12 
インフォームド・コンセント（十分な説明と

同意、告知） 
本時についての予習・復習に各 2時間  

13 

インフォームド・コンセント（十分な説明と

同意、告知）における倫理観について討論及

び発表 

本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

14 動物を対象とした研究における倫理観 本時についての予習・復習に各 2時間  

15 
動物を対象とした研究における倫理観につ

いて討論及び発表 

本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

・定期試験は行わず、平常評価（出席、レポート等）で総合評価する。①グループ討論への参加状況（出

欠を含む）<DP③>②討論後の発表<DP③>③課題レポート<DP③> 

 

①20%

②20%

③60% 



授業科目名 哲学 (看護) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング LA20017 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 哲学における重大な問題の一つである「懐疑論」をテーマにして、われわれは何をどのような仕方で正し

く認識できるのか・知ることができるのかについて学んでいく。 「哲学」のもともとの意味合いは、「知を

愛すること」である。人間にとっての「知識」「知恵」がどのようなものであるのか、あるいはどのような仕

方でそれらをわれわれは手に入れることができるのか、は哲学における大きな問題の一つである。どのよう

な分野であれ、何らかの学問をやっていく上でこの問題は避けて通れないものである。このような問題系は

一般には認識論・知識論と呼ばれている。 この授業ではこの認識論・知識論という問題について、「懐疑論」

というものを手掛かりに考察を深めていきたい。物事を正しく捉えようとするときに、様々な側面からその

対象を疑うという作業は必須のものであろう。哲学における「懐疑論」はその「疑う」という作業を徹底的に

行ってみたらどうなるか、が中心テーマとなる。加えてそれらの議論を踏まえた上で、自然科学的な知識は

どのような仕方で正当化されるのかについても考察する。今回は特に現代科学の直接的な源流である 17 世紀

の自然科学について論じる。 

 

学修目標 

１．ヘレニズム時代の古代懐疑主義が、どのような背景で生まれ、その内容・独自性が何であるかを充分に理解する

ことができる。<DP③>２．近代において復活した古代懐疑主義が近代においてどのように受容され、改変されていっ

たのかを充分に理解することができる。具体的にはモンテーニュの信仰主義、デカルトの方法的懐疑を充分に理解す

ることができる。<DP③>３．極端な懐疑の論理構造がいかなるものであるのかを、ウィトゲンシュタインの思想を手

掛かりに、批判的に充分に理解することができる。<DP③>４．近代の自然科学的知識がどのように成立していったの

かを、17世紀に活躍したデカルトやニュートンの思想を参照することを通じて、充分に理解することができる。<DP③>

５．近代以降の自然科学が発展するにあたって、その方法論がどのようなものであったのかを充分に理解することが

できる。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代では何の疑いもなく受け容れられている思想も、過去に様々な変遷をたどってきている。この授業で

はそのような思想のダイナミズムの一端を感じ取ってもらいたい。 「哲学」および「懐疑論」におけるさま

ざまな思想を習得するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授

業では予習として前回までの授業内容を充分におさらいして受講することが求められる。また評価方法に記

してあるように、授業中に不定期で小テストを行うが、その設問内容は当日の授業だけでなく、それ以前の

授業内容を踏まえたものであるので、毎回の予習・復習を怠らないようにすること。小テストについては、

行った回の次回以降で授業中にコメントをするので、それも踏まえて授業内容のより深い理解に努めること。 

他の受講者の迷惑になるので、私語は厳禁。ひどい場合は成績評価においてペナルティを与える。 

 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 



 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ガイダンス：講義全体の趣旨・概要と成績評

価などについて説明。講義の導入としてソ

クラテスの哲学を紹介する。 

（予習）「哲学」および「懐疑論」について

のイメージを自分なりに考えてお

くこと。（2 時間）（復習）レジュメ

プリント・資料プリントに目を通

し、授業内容に対する理解を深めて

おくこと。（2時間） 

 

2 

ソクラテスの哲学：「哲学」とはどういう営

みかについて、前回に引き続き、ソクラテス

を紹介しつつ論じる。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
ヘレニズム時代の思想①：懐疑論とはそも

そも何か？ およびストア主義の思想。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 

ヘレニズム時代の思想②：古代懐疑主義の

思想。ピュロン、アルケシラオス、アイネシ

デモス、アグリッパなど。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 

近代の懐疑主義的思想①：モンテーニュに

おけるピュロン主義、およびデカルト思想

の全体像。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
近代の懐疑主義的思想②：デカルトの方法

的懐疑その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 
近代の懐疑主義的思想③：デカルトの方法

的懐疑その２。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 
懐疑論に抗して：ウィトゲンシュタインの

思想。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その①：デカルトの自然学その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

10 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その②：デカルトの自然学その 2、お

よびデカルトにおける心身問題その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

 



プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解努めること。（2時間） 

11 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その③：デカルトにおける心身問題

その２。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

12 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その④：デカルトの自然学とニュー

トン物理学、および近代における自然科学

と形而上学との関係。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

13 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その⑤：近代における自然科学の方

法論（帰納法）。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

14 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その⑥：近代における自然科学の方

法論（仮説演繹法）。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ

せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

① 期 末

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト



月以上前の講義中 

 

50％ 



授業科目名 社会福祉学 (看護) 

主担当教員 掛川 直之 担当教員 掛川 直之 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

〈貧困〉という問題をつうじて、社会福祉の基礎を学ぶ。社会福祉にかんする考え方、制度、課題等につい

て、時事的な問題や映像素材などをとおして、医療との関係にも留意しながら具体的に学んでいく。一方通

行にならないように、受講生の意見を聴いたり、グループワークをとりいれるなど、できるだけ退屈になら

ないような参加型の講義を心がける。 

 

学修目標 

日本社会に生起するさまざまな社会（福祉）問題とその背景について、社会福祉の観点から理解することで、その解

決に向けて自分の考えを自分のことばで説明できるコメディカルとなることを目標とする。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義の進め方や成績評価の方法等の詳細については、初回の授業において説明する。なお、講義毎に、質問

や感想を記したコミュニケーションペーパーの提出を求める。ここで出された質問等については、次回の講

義の冒頭で解説をくわえる。 

 

教科書 

毎回の講義においてレジュメを配布する。 

 

参考書 

岩田正美『社会福祉への招待』（放送大学教育振興会、2016 年）金子充『入門 貧困論：ささえあう／たすけ

あう社会をつくるために』（明石書店、2017 年）掛川直之『犯罪からの社会復帰を問いなおす：地域共生社会

におけるソーシャルワークのかたち』（旬報社、2020 年） 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の前後、あるいはメール等にて質問等を受け付ける。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

〔オリエンテーション〕貧困問題から社会

福祉を考える：あなたはどんな「溜め」をも

っている？ 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

2 

〔社会福祉の基本①〕社会（福祉）問題の見

方を身につける：ワードがワールドをつく

る 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

3 
〔社会福祉の基本②〕自助・共助・公助？：

人間はひとりでは生きられない 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 



4 
〔社会福祉の基本③〕社会保障のしくみ：国

や自治体の役割を考える 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

5 

〔社会福祉の基本④〕ドラマ『サイレント・

プア』から考えるソーシャルワーク：ソーシ

ャルワーカーと連携していくために 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

6 
〔社会福祉の分野①〕拡大する高齢者の貧

困：地域包括ケアシステムについて考える 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

7 
〔社会福祉の分野②〕病気や障害をもつ人

と貧困：適切な医療を受けるために 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

8 

〔社会福祉の分野③〕女性やマイノリティ

は貧困に陥りやすい？：ジェンダーについ

て考える 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

9 
〔社会福祉の分野④〕子どもの貧困も自己

責任？：成長発達の権利 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

10 

〔社会福祉の分野⑤〕漫画『健康で文化的な

最低限度の生活』から考える生活保護制度：

生きるための最後の砦 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

11 

〔社会福祉の分野⑥〕映画『わたしは、ダニ

エル・ブレイク』から考える生活保護受給と

バッシング：差別と偏見の背後にある誤解 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

12 

〔社会福祉の応用①〕釜ヶ崎とホームレス

問題：医療・保健・福祉の機能が集約された

逃れのまち 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

13 

〔社会福祉の応用②〕どうして〈犯罪者〉に

福祉が必要なの？：貧困・社会的排除のスパ

イラル 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

14 
〔社会福祉の応用③〕社会の〈障害〉をみつ

ける：社会を変えることはできるのか？ 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

15 
〔社会福祉の応用④〕医療と福祉はつなが

っている：第 1回～第 14 回のまとめ 

＜予習・復習 各 2時間＞本講義全体を見直

す 
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成績評価方法と基準 割合 



①定期試験<DP③>②コミュニケーションペーパー<DP③> 

 

①70%

②30% 



授業科目名 東洋史概説 (看護) 

主担当教員 重信 あゆみ 担当教員 重信 あゆみ 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

古代より人類は多くの活動を連携して行ってきた。その積み重ねが歴史である。そして、現在の医療には、

チーム力が必須であり、そのためにはどのようにチームに貢献していくのかを各人が考えていく必要がある。

人間活動の痕跡である歴史は、人間関係の構築を知る格好の材料である。歴史を俯瞰的にみることにより、

チームに貢献するための人間力を向上させる。 

 

学修目標 

中国文化の基盤となっている歴史、思想を理解する。中国の思想には「いかに生き抜くか」が根底にある。その中で、

諸子百家と呼ばれる人々は多くの思想を生み出し、広めてきた。思想やその背景となる歴史を人間関係の構築という

観点からみることにより、チームに貢献するための「行動」について考える力を養う。また、生の先にある死に対す

る考え方を図像や文献を通して学んでいく。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．配付された資料には必ず目を通すこと。2．出席は重視する。3．疑問点は大切にし、解決に向けて行動す

ること。 

 

教科書 

プリントを配布する。 

 

参考書 

マイケル・ピュエット／クリスティ―ン・グロス＝ロー著 熊谷淳子訳『ハーバードの人生が変わる東洋哲

学』早川書房 2016 年 

 

研究室／オフィスアワー 

授業後、非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 教科科目のガイダンス 
＜予習・復習 各 2時間＞半期でする時代の

流れを復習すること 
 

2 死生観のあらわれ 
＜予習・復習 各 2時間＞中国の墓の壁画を

通じて、死生観を学ぶ 
 

3 孔子の理想とした西周 
＜予習・復習 各 2時間＞西周の遺物を中心

に文化・歴史を学ぶ 
 

4 黄泉の国 「中国と日本の比較」 
＜予習・復習 各 2時間＞中国と日本の死後

の世界を図像を通して比較する 
 



5 孫子の兵法 

＜予習・復習 各 2時間＞孫子の兵法が三国

時代や現在にまで影響を及ぼして

いることを学ぶ 

 

6 古代中国における病気の退散方法 

＜予習・復習 各 2時間＞古代中国の人々は

病気の原因を何に求めたのか、そし

て、それを退散させるには、どのよ

うに考えていたのかを考える。 

 

7 道教の神「西王母」 

＜予習・復習 各 2時間＞不老長寿の神であ

る西王母について学ぶ。西王母は古

来より現在に至るまで信仰されて

いる神である。なぜ、ひとびとは、

不老長寿を追いかけるのか。西王母

の変遷を通じて考える。 

 

8 張目吐舌 

＜予習・復習 各 2時間＞ひとびとは生き抜

くためにあらゆる手段を講じた。そ

のなかでも悪霊から自身を守るた

めに魔除けをつくる。その共通点が

「張目吐舌」である。東西交渉を通

じて伝えられた「「張目吐舌」につい

て考える。 

 

9 「精」「気」「神」 

＜予習・復習 各 2時間＞「精」「気」という

人にとって基本となる思想につい

て触れる。ほんとうの元気とは何か

について考える。 

 

10 老子 「道」 

＜予習・復習 各2時間＞「柔は剛より強い」、

この思想を通して、どのように実践

されてきたのか、現在にどのように

実践していくのかを考える。 

 

11 科挙制度を学ぶ 

＜予習・復習 各2時間＞科挙制度を通じて、

古代中国における人材確保の仕方

を学ぶ。また、教育についても触れ

る。 

 

12 日本の中の中国① 
＜予習・復習 各 2時間＞日本における中国

の影響を学ぶ。 
 

13 日本の中の中国② 

＜予習・復習 各 2時間＞前講義につづき、

日本の中の中国の影響、そして、変

容を学ぶ。 

 

14 「癒し」 

＜予習・復習 各 2時間＞ストレス社会であ

る現在、さまざまな「癒し」がある。

各自の癒しついて考えてもらい、な

ぜ癒されるのかを科学的に検証し

ていく。 

 

15 思想と東洋医学 

＜予習・復習 各 2時間＞半期のまとめを行

う。ひとはなぜ「不老長寿」を追い

求めてきたのかをまとめを行いな

がら考えていく。 

 

16    
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成績評価方法と基準 割合 

①授業ごとの感想文<DP③>②レポート課題<DP③>③定期試験<DP③> 

 

①10%

②20%

③70% 



授業科目名 西洋史概説 (看護) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 現代の日本社会においては、意識するしないに関わらず、様々な分野で西洋社会（ヨーロッパ諸国・北ア

メリカ）の影響を受けている。とりわけ江戸時代が終わり明治時代になって以降、政治・経済システムや文

化といった側面で、日本は多くのものを西洋社会から受け入れ、伝統的な日本社会に溶け込ませようとして

きた（それがうまくいった例もあれば、失敗に終わった例もあろう）。 本講義では、そのような点で重要な

ものである西洋社会の特色について、西洋の歴史を古代から現代まで概観していくことで、理解を深めてい

くことを目指したい。 西洋の歴史もかなり古く、数多くの重大な出来事が起こっているが、本講義ではそ

れらを網羅的に事細かく解説することは避け、いくつかのトピックに絞って西洋文化・社会の特徴を把握す

ることを試みる。例えば古代ギリシャ・ローマ文明、中世のキリスト教社会の成立、近代の様々な革命的な

出来事（科学革命・産業革命・政治革命）などである。 また本講義では西洋における自然科学史、特に医療

にかかわる歴史についても適時紹介し解説していきたい。現代の医療もまた様々な面で西洋文化の影響下に

あり、西洋において「医」の考え方がどのように変遷していったのかを理解することは、現代の医療を学ぶ

上でも重要な視点を与えてくれるだろう。 

 

学修目標 

１．現在の西洋社会の出発点ともいえる古代ギリシャ・ローマ文明の内実と特徴を理解することができる。<DP③>２．

現代の西洋社会においても重要な一部を成しているキリスト教が西洋中世においてどのように社会に浸透していっ

たのかを理解することができる。<DP③>３．ルネサンス期から近世にかけて、西洋社会で巻き起こった様々な変化を

理解することができる。具体的には宗教改革や、17 世紀の科学革命、18 世紀の啓蒙思想などの内実と特徴を理解す

ることができる。<DP③>４．近代から現代にかけて、西洋社会で巻き起こった様々な変化を理解することができる。

具体的には産業革命やフランス革命、アメリカの独立戦争や第一次・第二次世界大戦、東西冷戦などの内実と特徴を

理解することができる。<DP③>５．西洋の歴史において、医療についての考え方や医療技術がどのような変遷を経て

きたのかを理解することができる。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代の日本社会・文化においては、西洋社会・文化に由来するものが数多くあり、常識となっているもの

もあろう（逆に違和感があり馴染めないというものもあろう）。本講義では、そういったもののルーツとなる

ものを、西洋の歴史をたどって概観していくことで理解を深めてもらい、またそういったものについていろ

いろと考えを巡らせてみるきっかけとしてもらいたい。 西洋史におけるさまざまなトピックを充分に学修

するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授業では予習として

前回までの授業内容を充分におさらいして受講することが求められる。また評価方法に記してあるように、

授業中に不定期で小テストを行うが、その設問内容は当日の授業だけでなく、それ以前の授業内容を踏まえ

たものであるので、毎回の予習・復習を怠らないようにすること。小テストについては、行った回の次回以

降で授業中にコメントをするので、それも踏まえて授業内容のより深い理解に努めること。 他の受講者の

迷惑になるので、私語は厳禁。ひどい場合は成績評価においてペナルティを与える。 



 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 

 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

講義全体の趣旨・概要と成績評価などにつ

いて説明（ガイダンス）。また講義の導入と

して古代ギリシャの文化・社会について①。 

（予習）西洋社会・文化について自分がどう

いうイメージを抱いているのかを

考えておくこと。（2 時間）（復習）

レジュメプリント・資料プリントに

目を通し、授業内容に対する理解を

深めておくこと。（2時間） 

 

2 
古代ギリシャの文化・社会について②。およ

びヒポクラテスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
古代ローマの文化・社会について。およびガ

レノスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 
中世キリスト教社会の成立について①。お

よびアヴィケンナの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 
中世キリスト教社会の成立について②。お

よび「ペスト（黒死病）」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
ルネサンス、ルターの宗教改革、三十年戦争

について。および「解剖学」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 

１７世紀の西洋社会・文化について（近代的

な国家の形成過程や科学革命など）。および

ハーヴィの「血液循環論」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 

１８世紀の啓蒙思想について（モンテスキ

ュー、ルソー、アダム・スミスなどの思想）。

およびレーウェンフックの「顕微鏡」につい

て。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
産業革命とフランス革命について。および

パストゥールの「フラスコ」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時
 



間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

10 
ウィーン体制と国民国家の形成過程、帝国

主義について。および「X線装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

11 
アメリカ独立戦争とアメリカ合衆国の成立

について。および「天然痘」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

12 

第一次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（ロシア革命やヴェルサイユ体制な

ど）。および「人工心肺装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

13 

第二次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（世界大恐慌やファシズムの台頭な

ど）。およびクリックとワトソンの「二重ら

せん」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

14 

第二次世界大戦後の西洋社会・文化につい

て（冷戦とポスト冷戦など）。および「MRI ス

キャナー」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ ① 期 末



せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

月以上前の講義中 

 

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト

50％ 



授業科目名 医学英語 (看護) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング LA20025 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

金曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療従事者に必要な英語のコミュニケーション能力を身につけるため、臨床現場で患者の主訴等の発話を正

確に理解したり、患者に正確な指示を伝えたりするために必要となる表現や語彙を習得する。また、医学関

連の文献や論文、その他情報の収集方法と論文の構成を習得し、専門分野における最先端の研究情報を得る

ためのスキルを身につける。将来医療従事者となる皆さんに、ぜひ受講をお勧めする。 

 

学修目標 

最低限患者とコミュニケーションがとれる。<DP②>最低限の医学用語が理解できる。<DP②>医学分野の英語の論文が

どのような構成になっているのか理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。 宿題や予習（特にリーディング）は必ずしてから授業に臨むこと。携帯電

話の使用、私語は慎むこと。 

 

教科書 

実践看護英語（竹林修一、英宝社、2014） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
Introduction / Medical terminology / 

Getting to know the patients 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

2 Getting to know the patients 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

3 Getting to know the patients 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと 

4 Getting to know the patients 4 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

5 Examination 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

6 Examination 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

7 Instructing medication 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

8 Treating the patients 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

9 Treating the patients 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

10 Treating the patients 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

11 
Operation / Pubmed について、論文の構成

について 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

12 Pregnancy / Articles on Nursing 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

13 In the hospital / Articles on Nursing 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

14 Emergencies / Articles on Nursing 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

15 Living a healthy life / Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テスト<DP②>プレゼンテーションおよびその他課題<DP②> 授業参加態度<DP②>2/3 回以上の出席

が必要。 

 

30%40% 

30% 



授業科目名 栄養学 (看護) 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 森 美侑紀 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

栄養素の種類や働きを学び、消化吸収と代謝経路およびその調節系を理解する。 

 

学修目標 

1) 三大栄養素（糖・脂質・タンパク質）の消化吸収・代謝の基礎を説明できる。<DP③> 2) 食事摂取基準および身

体活動に応じた消費エネルギー算出の理論を説明できる。<DP③> 3) ビタミンの作用と欠乏症について説明できる。

<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書を中心に講義を行いますが、板書内容や配布資料も参考にして理解を深めてください。 

 

教科書 

『イラスト基礎栄養学』大口健司 他著/東京教学社  

 

参考書 

系統看護学講座 栄養学 人体の構造と機能 ③ 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 14 研究室/火曜日・水曜日以外の 17:00～19:00 その他、質問等あればいつでもお越しください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 栄養の概念 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

2 食物の摂取 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

3 消化・吸収と栄養素の体内動態① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

4 消化・吸収と栄養素の体内動態② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

5 タンパク質の栄養 
予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ
 



て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

6 炭水化物の栄養① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

7 炭水化物の栄養② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

8 脂質の栄養 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

9 ビタミンの栄養① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

10 ビタミンの栄養② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

11 ミネラル（無機質）の栄養 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

12 水・電解質の栄養的意義 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

13 エネルギー代謝① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

14 エネルギー代謝② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も併せて

振り返りを行うこと。予習復習を各

2時間行うこと。 

 

15 全体のまとめと振り返り 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験<DP③>小テスト・レポート課題・問題に関しては必要に応じて解説する。 

 
①100% 



授業科目名 身体運動科学 (看護) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／杉本 圭／松尾 浩

希 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

運動・身体活動が身体にもたらす生理学的な反応やメカニズム、適切な運動やその他の身体活動を効果的ま

た安全に実施する方法および運動療法の実施について学修する。 

 

学修目標 

１．運動が身体にもたらす生理学的な反応やメカニズムについて理解し、具体的に述べることができる。【DP③】２．

適切な運動やその他の身体活動を効果的また安全に実施する方法について理解し、具体的に述べることができる。

【DP③】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．シラバスに明記されている予習復習を必ず行うこと。２．必要出席回数は、授業回数の 4/5 以上とする。

３．授業が実技形式の場合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して参加すること。４．運

動・身体活動に関わる学問であり、解剖学・生理学・運動学の復習が必要です。５．質問等があれば、授業後

に直接研究室に来る、もしくは MORIPA クラスプロファイル「Q＆A」から連絡ください。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

杉本圭：E棟 4 階  研究室 7／木曜日 4・5時限目（時間は事前に相談してください）松尾浩希：E棟 4階 共

同研究室／金曜日 5時限目以降（時間は事前に相談してください）中根征也：E 棟 4階 研究室 19／木曜日 4

時限目以降（時間は事前に相談してください） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
なぜ、運動が必要なのか？-運動を無理なく

続けられる秘訣を探ってみよう！- 

予習：身体にとって運動が必要な理由につ

いて考えておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、運動が必要な理由

について理解する。（2時間） 

中根 

2 
運動と傷害-やりすぎは NG！過度な運動は

逆効果- 

予習：運動時に発生する外傷と障害の原因

について確認しておく。（2 時間）復

習：授業内容をまとめ、運動時に発

生する外傷と障害の違いを理解す

松尾 



る。（2時間） 

3 
筋肉はどのように収縮するのか？-運動で

用いられる骨格筋について学ぼう！- 

予習：骨格筋の構造と収縮の仕組みについ

て確認しておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、運動が骨格筋に及

ぼす影響について理解する。（2 時

間） 

杉本 

4 
運動時の生理機能は？-運動による身体の

反応について学ぼう！- 

予習：運動時の生理機能について確認して

おく。（2時間）復習：授業内容をま

とめ、運動時の生理機能について理

解する。（2時間） 

中根 

5 
セルフチェック①-まずは自分の身体に目

を向けてみよう！- 

予習：身体組成に関わる評価方法について

確認しておく。（2時間）復習：授業

内容をまとめ、評価結果と効果的な

運動療法の実践について理解する。

（2時間） 

中根 

6 
ストレッチングの基礎と実際-使えていな

い関節を探してみよう！- 

予習：ストレッチングの種類、生理学につい

て確認しておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、ストレッチングが

運動に及ぼす影響について理解す

る。（2時間） 

松尾 

7 
有酸素運動の基礎と実際-効率の良い走り

方とは？- 

予習：有酸素運動はどのような運動が当て

はまるのかを確認しておく。（2 時

間）復習：授業内容をまとめ、有酸

素運動が身体に及ぼす影響につい

て理解する。（2時間） 

中根 

8 
無酸素運動の基礎と実際-筋肉量が増える

のは良いことか？- 

予習：無酸素運動は、どのような運動が当て

はまるのかを確認しておく。（2 時

間）復習：授業内容をまとめ、無酸

素運動が身体に及ぼす影響につい

て理解する。（2時間） 

杉本 

9 運動と環境-運動すると体温はどうなる？- 

予習：熱産生と熱放散について確認してお

く。（2時間）復習：授業内容をまと

め、運動時における体温調節反応、

脱水、水分補給について理解する。

（2時間） 

松尾 

10 
運動の強度はどう決めるのか？-自分に合

った強度を見つけよう！- 

予習：運動の強度の決め方について確認し

ておく。（2時間）復習：授業内容を

まとめ、運動の強度の決め方につい

て理解する。（2時間） 

松尾 

11 
運動と栄養・食生活-運動時、あなたなら何

を食べますか？- 

予習：栄養素の役割および食事バランスガ

イドを確認しておく。（2時間）復習：

授業内容をまとめ、日常の食事と運

動の関係について理解する。（2 時

間） 

松尾 

12 
運動と疲労-運動して疲れた身体を超回

復！- 

予習：運動における疲労について確認して

おく。（2時間）復習：授業内容をま

とめ、運動と疲労の関係について理

解する。（2時間） 

杉本 

13 
セルフチェック②-継続は力なり。身体は変

化する！- 

予習：身体組成に関わる評価方法について

確認しておく。（2時間）復習：授業

内容をまとめ、評価結果と効果的な

運動療法の実践について理解する。

（2時間） 

中根 

14 
運動と医療-運動と医療の関わりについて

考えてみよう！- 

予習：運動が身体に及ぼす影響について確

認しておく．（2時間）復習：授業内

容をまとめ，運動と医療の関係性に

ついて理解する．（2時間） 

中根 

15 講義全体のまとめ 

予習：講義全体を復習しておくこと。（2 時

間）復習：講義全体を復習しておく

こと。（2時間） 

中根 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．筆記試験【DP③】２．毎回の授業後に課すレポート課題【DP③】＊試験・課題に対して，必要に応じて

随時解説を実施する。 

 

60%40% 



授業科目名 東洋医療概論 (看護) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

伝統医学である東洋医学の歴史と基本的な概念について説明し、現代医学における補完代替医療としての東

洋医学（鍼灸治療）の診察法や治療法について解説を行う。また、医療に応用できる知識を身に着けること

を目的とし、医療現場で用いることができる経穴を応用したツボ押しなどの手技療法や温熱療法である灸に

ついて説明する。 

 

学修目標 

下記の内容の概要を理解する。１．東洋医学の基本的な成り立ちや構成を説明できる。２．東洋医学の診察において

重要な脈診・舌診などの四診などの基本的な診断ができる。３．鍼治療（小児鍼）、灸の基本的な方法を理解する。

４．経穴を応用したツボ押しなどの手技療法を理解する。DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布された資料に目を通すこと。２．東洋医学用語に親しむこと。３．できれば、自分の東洋医学のノー

トをつくること。４．出席は重視する。 

 

教科書 

配布資料 

 

参考書 

基本的にはなし但し、図書館にある新版 東洋医学概論（東洋療法学校協会）が分かりやすく説明している。

(編：公益社団法人東洋療法学校協会、著者：教科書検討小委員会、ISBN:978-4-7529-5173-5） 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 9（仲西）昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス、東洋医学の歴史と基本概念に

ついて 

復習：授業の内容を振り返る 予習：東洋医

学の歴史について理解すること 
仲西 

2 東洋医学の基本概念について陰陽・五行説 
復習：授業の内容を振り返る 予習：東洋医

学の診察法について調べること 
仲西 

3 
東洋医学診察法（四診法：望診、問診、聞診、

切診）切診：脈診望診：舌診 

復習：授業の内容を振り返る 予習：漢方薬

について 
仲西 

4 症状と基本的な漢方薬の処方について 
復習：授業の内容を振り返る 予習：鍼灸の

効果について調べること 
仲西 

5 鍼灸の作用機序について 
復習：授業の内容を振り返る 予習：作用機

序について調べること 
仲西 



6 日本の鍼について（小児鍼、古代九鍼など） 
復習：授業の内容を振り返る 予習：小児鍼

の仕方 
仲西 

7 灸について（モグサの作り方、灸の作成） 
復習：授業の内容を振り返る 予習：日本鍼

灸について調べる 
仲西 

8 
呼吸器系の鍼灸治療と手技療法：風邪、息切

れ 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

9 消化器系の鍼灸治療と手技療法：下痢・便秘 
復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

10 
運動器系の鍼灸治療と手技療法：腰下肢痛、

肩こり 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

11 
耳鼻咽喉科の鍼灸治療と手技療法：めまい、

難聴 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

12 眼科の鍼灸治療と手技療法：眼性疲労 
復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

13 
婦人科の鍼灸治療と手技療法：月経困難、骨

盤位 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

14 
精神・神経系の鍼灸治療と手技療法：頭痛、

不眠 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

15 まとめ 
復習：授業の内容を振り返る 予習：授業全

体を振り返る 
仲西 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【評価の配点】１．出席２．レポート提出 <DP②③> 

 
50%50% 



授業科目名 統合医療概論 (看護) 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 
森 美侑紀／山下 仁／増山 祥

子 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 1 限、木曜

2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

統合医療という言葉が医療の中で使われるようになってきたが、実際に統合医療が何を指し、どうあるべき

なのかについては合意が得られていない。本授業では、統合医療の概念と現状について解説するとともに、

統合医療の重要な構成要素である EBM と補完代替医療について概説する。また、各種治療の有効性と安全性

について、エビデンスにもとづく批判的吟味のポイントについても解説する。 

 

学修目標 

１．統合医療の概念と現状について理解する。２．EBMの概念と手法について理解する。３．補完代替医療の種類と

概要について説明できる。４．各種医療手段についてエビデンスにもとづく批判的吟味ができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医療や行政において統合医療は賛否両論である。医師その他の医療従事者も支持派と反対派に分かれている。

本学学生も卒業すればいずれその議論に巻き込まれる。なぜ賛否両論があるのか、よく考えながら受講して

いただきたい。 

 

教科書 

資料を配布する。 

 

参考書 

各教員が必要に応じて授業担当時に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医療におけるエビデンスの重要性 健康関連商品の広告に目を通す 山下 

2 EBM EBM について調べる 山下 

3 EBM シミュレーション 
自分の専門領域のエビデンスについて調べ

る 
増山 

4 EBM と診療ガイドライン 
自分の専門領域または興味のある疾患の診

療ガイドラインを調べる 
山下 

5 健康産業と研究倫理・利益相反 
利益相反状態と利益相反行為の違いについ

て調べる 
山下 

6 補完代替医療概論 代替医療と補完医療の違いについて調べる 山下 



7 代表的な補完代替療法 
自分が興味のある補完代替療法についてネ

ットや図書館で調べる 
山下 

8 鍼灸と経穴 鍼灸に関する書籍や雑誌を図書館で調べる 山下 

9 アロマセラピー① 
エッセンシャルオイルの種類について調べ

る 
森 

10 アロマセラピー② 
エッセンシャルオイルの種類について調べ

る 
森 

11 ヨガ・マインドフルネス 
ヨガ・マインドフルネスに関するネット動

画を見る 
増山 

12 サプリメント 

興味のあるサプリメントを幾つか選んでそ

の広告の内容に関する疑問点を調

べる 

山下 

13 統合医療とスピリチュアルと NBM スピリチュアルという概念について調べる 山下 

14 緩和ケア・難病ケアと統合医療 
末期がんまたは難病の患者の実情について

調べる 
増山 

15 総括：統合医療は何を統合するのか 14 回までに習った内容を整理する 山下 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②課題提出物 

 

①70%

②30% 



授業科目名 基礎看護学実習Ⅰ (看護) 

主担当教員 小西 由起子 担当教員 

小西 由起子／村上 生美／住田 

陽子／日髙 朋美／森本 朱実／

下岡 ちえ／水本 英佑 

科目ナンバリング FN20C108 科目区分 専門分野Ⅰ 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

実習 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 基礎看護学実習Ⅰでは、看護の対象となる全ての人の生活を知るために、地域で生活される方やそれを支

える活動や現状を知る。また健康であれば通常、意識し難い人間の日常生活に対する援助が看護の基本であ

ることを理解する。健康に障害を来した場合、日常生活の様々な側面に影響を及ぼすことを看護師と患者と

の直接的かかわりを通して具体的に知る。本実習は、教室の学修とは違い、人々の生活の場である地域、ま

た看護が実践されている現場での学修を主とする。したがって、看護職が患者の健康問題に対してどのよう

な側面から援助する専門家であるか、援助はどのような性質を持つのかをよく観る、聴く、あるいは積極的

に五感と身体を使ってよく活動して考えを深め、今後の学修の動機づけにする。また、健康な方をはじめ、

療養中の対象者とのコミュニケーションを通して看護におけるコミュニケーションの意義について考察する

機会とする。 

 

学修目標 

1．人間の生活についてその特徴を理解する。2．実習施設の場の構造や機能について理解する。3．対象者の生活や

社会的役割などを通して人（全体像）を理解する。4．人間の基本的欲求に基づく日常生活行動について理解する。

5．健康障害による基本的欲求の変化と生活への影響を理解する。6．患者の自立できない日常生活行動に対する援助

の意味を理解する。7．対象者との関わりを通し、看護におけるコミュニケーションを理解する。 8．専門家として

の看護師の活動を理解する。＜ＤＰ①②③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．補習実習はできないので、体調を整えて全出席すること。2．全体あるいはグループごとのオリエンテー

ションには必ず出席すること。3．学修の場が地域の施設や医療施設であることをよくわきまえ、看護学生と

しての自覚と責任、緊張感を持って臨むこと。 

 

教科書 

ガイダンスで指示する。 

 

参考書 

ガイダンスで指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

1．実習期間 2022 年 8 月 22 日(月)～8 月

26 日(金)2．実習場所大阪府立急性期総合医

療センター、大阪国際がんセンターJCHO 星

ヶ丘医療センター、JCHO 大阪みなと中央病

院 3．実習方法 8 月 22 日～24 日 病院実

習 8月 25 日  地域活動 8月 26 日 学内で

まとめンファレンス 

実習での疑問・不明点を自主的に調べる 全員 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



日々の行動、カンファレンスの参加状況、実習レポート、看護師からの情報等を総合して 60 点以上を単

位認定する。 詳細は別途配布する、基礎看護学実習Ⅰ要項による。＜DP①②③④＞ 

 

1 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理学療法学科 

（2022 年度入学生対象） 



授業科目名 基礎ゼミナール (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／角田 晃啓／松尾 

浩希／阿部 秀高 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 1 限、金曜

3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

第 1・9・10 回（角田担当分）あらゆる学問において基礎知識（または基礎力）は欠かせないものである。理

学療法学では一定の科学的（生物・物理・化学）、数学的知識が必須となる。この講義の第 1～3 回は、以下

のことを目的として行われる。・自己（学生）の基本的な科学、数学的知識の現状を正しくとらえる。・上述

の知識がなぜ大切なのかを知る。・上述の知識を正しく円滑に用いられるよう練習する。第 2～8 回，第 11～

15 回（阿部、中根、松尾担当分）本演習では，本学の沿革と教育理念の理解，主体的学習態度の育成、アカ

デミックスキルズの習得を目標とする。また、幅広く明確な職業観を養うために必要な社会人基礎力を理解

することも目標とし、さらには、自分や他者と向き合い、刺激しあい、思考を深め、創造するというコミュニ

ケーションの本質を理解する。 

 

学修目標 

第 1・9・10 回（角田担当分）1）学生が自己の基礎学力を正しくとらえる。【D②③】2）学生が基礎学力と理学療法

学の関係を述べることができる。【D②③】3）学生が基礎学力の不足分を自主的に補うために行動できるようになる。

【D②③④】第2～8回，第11～15 回（阿部、中根、松尾担当分）1）自大学理解（森ノ宮医療大学の教育理念が理解

できる。）【D③】2）大学におけるアカデミックスキルズを身につけることができる。【D④】3）コミュニケーション

スキルが構築できる。【D②】4）幅広く明確な職業観を身につける。【D②③】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業中は、積極的に質問や発言を行い、担当教員と十分なコミュニケーションを図ること。＊質問があれば、

直接研究室にお越しください。また、MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも構いません。 

 

教科書 

指定しない。必要に応じて資料を配布する。 

 

参考書 

第 1～3回：指定しない。第 4回～15 回：佐藤望編：アカデミック・スキルズ大学生のための知的技法入門第

2 版，慶応義塾大学出版会，2012        松本 茂他：大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディ

ベート」の方法第 2版，玉川大学出版部，2017 

 

研究室／オフィスアワー 

阿部秀高：W棟 1 階研究室／在室時は随時中根征也：E棟 4 階研究室／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に

相談することが望ましい）角田晃啓：E棟 4 階研究室／在室時は随時松尾浩希：E棟 4 階研究室／金曜日 4

時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい） 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション、基礎学力チェック

（１） 

予習：当科目のシラバスならびに学生手帳、

特に履修案内の内容を確認する（2

時間）復習：基礎学力チェックにて

自身の学力が不足していると感じ

た課題を復習する（2時間） 

角田 

2 
オリエンテーション（講義への取り組み方・

大学生としての自分を見つめる） 

予習：シラバスの確認（２時間）復習：学び

の履歴シートによる大学生として

必要な資質/能力についてのまとめ

（２時間） 

阿部 

3 

アカデミックスキルズ｜１大学生としての

学びの姿勢授業における記録の取り方・扱

い方 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と（2 時間）復習：学びの履歴シー

トをもとに講義を振り返りまとめ

る（2時間） 

阿部 

4 
アカデミックスキルズ｜２資料・文献の活

用法意見の述べ方・交流の仕方討論の作法 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と（2 時間）復習：学びの履歴シー

トをもとに講義を振り返りまとめ

る（2時間） 

阿部 

5 

アカデミックスキルズ｜３論理的な文章

（レポート）の書き方①場に応じた適切な

表現方法 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と（2 時間）復習：これまで３回の

学びの履歴シートをまとめる（2 時

間） 

阿部 

6 

アカデミックスキルズ｜４論理的な文章

（レポート）の書き方?場に応じた適切な表

現方法 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と（2 時間）復習：これまで３回の

学びの履歴シートをまとめる（2 時

間） 

阿部 

7 
アカデミックスキルズ｜５プレゼンテーシ

ョンスキル 

予習：プレゼンテーションについて高校ま

でに学んだことを想起しておく（２

時間）復習：プレゼンテーションの

作り方、発表の仕方についてまとめ

る（２時間） 

阿部 

8 
第 2～7回分の授業における学びのまとめ・

振り返り 

予習：自分の作成したプレゼンテーション

の練習）（２時間）復習：７回の講義

で学んだ社会人基礎力に関してま

とめておく（２時間） 

阿部 

9 
化学・生物と理学療法学の関係化学・生物の

基礎知識が理学療法にどうかかわるのか 

予習：事前配布資料をよく読み、内容を確認

する（2 時間）   ＊その内容に

基づいた小テストが授業の冒頭で

実施される。復習：講義内容を振り

返り、表題についての理解を深める

（2時間） 

角田 

10 
数学・物理と理学療法の関係数学・物理の基

礎知識が理学療法にどうかかわるのか 

予習：事前配布資料をよく読み、内容を確認

する（2 時間）   ＊その内容に

基づいた小テストが授業の冒頭で

実施される。復習：講義内容を振り

返り、表題についての理解を深める

（2時間） 

角田 

11 本学理学療法学科での学び 

予習：本学HPで理学療法学科の教育方針（３

つのポリシー）を確認し，この先の

自身の学修の方法を考えておくこ

と（2時間）。復習：授業内容を振り

返り、表題についての理解を深める

（2時間）。 

中根 

12 
社会人とは？-医療福祉関係者，理学療法士

の職業理解- 

予習：社会人，医療福祉関係者，理学療法士

に必要な要素を自分なりに考えて

おく（2時間）。復習：授業内容を振

り返り、表題についての理解をまと

めておく（2時間）。 

中根 

13 
理学療法士の役割-対象者との関係を考え

る- 

予習：医療福祉関係者，理学療法士がその対

象者と接する際に必要な要素を自

分なりに考えておく（2時間）。復習：

中根 



授業内容を振り返り、表題について

の理解をまとめておく（2時間）。 

14 医療倫理 

予習：医療倫理について調べておく。（2 時

間）復習：授業を振り返り、自分な

りの「医療倫理」をまとめる。（2時

間） 

中根 

15 感染予防対策手洗いマスク装着ガウン装着 

予習：「感染予防対策」について調べておく。

（2 時間）復習：授業を振り返り、

「感染予防対策」を実践できるよう

練習すること。（2時間） 

松尾 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

第 1～3 回（角田担当分）①第 1～3 回の小テストの結果【D②③】＊小テストの解説を行う。第 6 回～14

回（阿部、中根担当分）②レポート課題【D②③④】③毎回のコメントシート【D②④】＊レポート課題の解説

を行う。提出物は基本的に返却しませんが、希望者のみに返却します。①②③を右記の割合で計算し、

60%以上の者を合格とする。 

 

①20 ％

②60 ％

③20％ 



授業科目名 物理学 (理学) 

主担当教員 久国 正章 担当教員 久国 正章 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

さまざまな自然現象もよく観察してみると簡単な基本原理に基づいていることがわかります。物理学とはそ

のような基本原理を論理的に説明する学問であり、工学はもとより生物学、医学などの幅広い分野の基礎と

なっています。本講義は力学、熱力学に絞り、理学療法士として最低限必要な物理学の教養を身につけるこ

とができるようにしてあります。 

 

学修目標 

物理量・単位力のつりあい力のモーメントてこの原理の人体中での応用血圧とは 上記の内容を学習していきます。

<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．自然現象を理解するための基本となる科目であることを認識して下さい。２．配布された資料を使用し、

講義を行います。 

 

教科書 

プリントを使用します。 

 

参考書 

ベッドサイドを科学する 平田雅子 著 Gakken 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤控室 月曜 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
水の体積と温度の関係、スカラーとベクト

ル 

＜予習・復習 各 2時間＞ベクトルという数

学で扱う内容が書かれていますが、

力を作図するとき必要になります

ので、わからなくなったら教科書を

読みなおしてください。 

 

2 比熱、力の合成 

＜予習・復習 各 2時間＞力の合成は、平行

四辺形を作る、ということだけ覚え

ましょう。 

 

3 代謝量、力の分解 

＜予習・復習 各 2時間＞力の分解は、力の

合成の逆というだけですが、内容が

難しいので、教科書や小テストを何

回も読みなおしましょう。 

 

4 
小テスト①とその解説、ニュートンの運動

の法則 

＜予習・復習 各 2時間＞自転車や車の運転

を考えると、加速度は力に比例、質

量に反比例することがわかります。 

 

5 作用・反作用の法則、力のモーメント 
＜予習・復習 各 2時間＞シーソーの話しは

簡単ですが、次回以降につながりま
 



すので、しっかり復習しましょう。 

6 摩擦力、第１種のてこ 
＜予習・復習 各 2時間＞重い頭を支えてい

るのは誰でしょう？ 
 

7 心臓マッサージ、第２種のてこ 
＜予習・復習 各 2時間＞第２種のてこは、

人体にはあまりないのです。 
 

8 質量と重さの違い、第３種のてこ 
＜予習・復習 各 2時間＞第３種のてこの利

点をおさえましょう。 
 

9 力と圧力の違い、腰にかかる力 

＜予習・復習 各 2時間＞腰への負担を減ら

すにはどうすべきだったでしょう

か？ 

 

10 小テスト②とその解説 

＜予習・復習 各 2時間＞第１種～第３種の

てこについて復習しておきましょ

う。 

 

11 気圧とは 

＜予習・復習 各 2時間＞私たちには１気圧

の力が働いていますが、それを認識

すると、いろいろなことが見えてき

ます。 

 

12 入浴の圧力効果 

＜予習・復習 各 2時間＞和式風呂と洋式風

呂による、人体への影響について確

認しましょう。 

 

13 酸素ボンベ、仕事 
＜予習・復習 各 2時間＞酸素ボンベに残る

酸素の量の求め方について 
 

14 浮力 

＜予習・復習 各 2時間＞以前、献血のとき

に使われていた血液比重。その仕組

みについて確認しましょう。 

 

15 血圧、運動量 
＜予習・復習 各 2時間＞体への衝撃は何に

よるのでしょうか？ 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト（計２回）<DP③>②確認テスト<DP③>③定期試験<DP③>小テスト（計２回）と定期試験は必ず

受験して下さい。 

 

①30%

②30%

③40% 



授業科目名 生物学 (理学) 

主担当教員 久国 正章 担当教員 久国 正章 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

専門科目の理解を深めるための基礎的な生物学を学習する。具体的には、下記単元を中心に、ヒトのからだ

について理解を深める。【細胞の構造】細胞小器官の種類とその働き【代謝】代謝・消化・吸収【個体の恒常

性と調節】恒常性の維持・ホルモン【刺激の受容と反応】刺激・受容・神経系 

 

学修目標 

ヒトの生命の仕組みについて、その基本的事項を習得することを目的とする。<DP③>好気呼吸の過程を理解する。

<DP③>恒常性について理解を深める。<DP③>体液性免疫と細胞性免疫の違いを説明できる。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

この講座を通して基礎用語を確認することが出来ます。高校で生物を学習していない、または不得意科目で

あった学生はぜひ受講して下さい。 

 

教科書 

書籍名：視覚でとらえる生物図録著者名：鈴木孝仁 監修出版社名：数研出版 

 

参考書 

カラー図解 アメリカ版 大学生物学の教科書 第 1巻 細胞生物学 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤控室 月曜と、水曜の午前中 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 細胞の構造とその働き 

＜予習・復習 各 2時間＞細胞の種類はたく

さんありますが、細胞の大きさや構

造はどう違っているのでしょうか? 

 

2 
細胞の構造とその働き細胞を構成する物質

（炭水化物と脂肪） 

＜予習・復習 各 2時間＞私たちの体にはた

くさんの細胞がありますが、細胞の

基本構造は同じです。その構造につ

いて確認しておきましょう。 

 

3 細胞を構成する物質（タンパク質）浸透性 

＜予習・復習 各 2時間＞ヒトの細胞がどん

な物質からできているか確認して

みましょう。 

 

4 選択透過性、動物の組織 

＜予習・復習 各 2時間＞能動輸送にはＡＴ

Ｐが必要ですが、その理由を考えて

みてください。 

 

5 細胞内での代謝、酵素の性質 

＜予習・復習 各2時間＞日常生活でいう「代

謝」と生物学で扱う「代謝」は少し

異なります。その違いも含めて確認

しておきましょう。 

 



6 酵素の性質 

＜予習・復習 各 2時間＞酵素の性質はたく

さんありますが、一つ一つ確認して

ください。 

 

7 外呼吸と内呼吸 
＜予習・復習 各 2時間＞生物学でいう「呼

吸」は内呼吸のことです。 
 

8 好気呼吸の過程 

＜予習・復習 各 2時間＞「クエン酸回路」

について簡単に説明します。復習し

た上で他の教材も読んでみてくだ

さい。 

 

9 消化・吸収、恒常性 

＜予習・復習 各 2時間＞食べ物を食べると

栄養になりますね。その仕組みにつ

いて調べてみましょう。 

 

10 血液の組成、血液の凝固血管系 
＜予習・復習 各 2時間＞血液は体重の何分

の一をしめていたでしょうか？ 
 

11 心臓と肝臓 

＜予習・復習 各 2時間＞肝臓はお酒を分解

するのはもちろん、他にもたくさん

の仕事を担っています。 

 

12 腎臓の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞私たちは毎日何回

もおしっこをします。おしっこの役

割は何なのでしょうか？ 

 

13 免疫系 

＜予習・復習 各 2時間＞病気から守ってく

れる白血球の仕事について確認し

ましょう。 

 

14 細胞性免疫、アレルギー 

＜予習・復習 各 2時間＞免疫反応が生体に

不利に働くアレルギー。最近はアレ

ルギーに悩まされる人が増えてき

ていますが、その基本について学習

しましょう。 

 

15 神経系、脳の構造と働き 
＜予習・復習 各 2時間＞脳は不思議な存在

です。少し覗いてみましょう。 
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成績評価方法と基準 割合 

①定期試験１００点のうち６０点以上で単位認定する。<DP③> 

 
①100% 



授業科目名 化学 (理学) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

基礎医学科目に必要な化学的事項を正しく理解できることを念頭に置いている。 

 

学修目標 

生体反応に見られる各種の化学反応を正しく理解することができる。それらが生理機能に密接に連関することを認識

できる。 ＜DP③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

たとえすでに化学を履修していようとも、基礎医学科目で取り上げられる化学はある種生体内の反応に特化

しているため、新たに学びなおす必要があると捉えておいて欲しい。 

 

教科書 

「ライフサイエンスのための化学」 化学同人 

 

参考書 

「理工系の基礎化学」 化学同人 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 １ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 原子の構造と周期表 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 電子配置とイオン化 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 化学結合 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

4 物質の三態 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

 



い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

5 化学平衡と反応速度論１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 化学平衡と反応速度論 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 酸と塩基の反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 酸化と還元反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 炭化水素化合物１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 炭化水素化合物 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 糖質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 脂質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 タンパク質・アミノ酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 核酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 



15 化学全体のまとめと振り返り 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 
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成績評価方法と基準 割合 

１ 期末試験 ＜DP③＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 日本国憲法 (理学) 

主担当教員 植田 重幸 担当教員 植田 重幸 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

社会規範たる法の理念を理解する中で、法体系のしくみ並びに日本の最高法規としての日本国憲法の現行の

概要解釈と、今日の基本的人権規定に関する論点について解説を行うとともに、時事関連・医療関連条項に

関わる問題点及び今後の課題に対しても説明を進める。また、コ・メディカルをもとに、診療の補助の一員

として業務に従事するにおいて、必要不可欠な保健衛生に関する法規（保健衛生関連法規）の理解と把握、

並びに職務遂行に伴う人権に対する法的責任の現状について、更なる理解を深めるための指導を行う。 

 

学修目標 

1. 日本国憲法の成立経緯と特色を理解する。2. 基本的人権の尊重規定をもとに、個人の尊厳に関して法的側面か

ら、その理解を深める。3. 医療と人権に関する大切さを理解する。4. 理学療法学科における『理学療法士及び作業

療法士法』をもとに、今後の業務遂行に必要な関係法規のしくみを学習し理解する。5. 現在の医療過誤に関する状

況と、人権に対する法的責任の実態を検証する。6. 時事関連問題として、高齢者の増加に伴う業務連絡に関わる行

政面の諸対応や憲法改正論議の現状とその是非についての理解を深める。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 日本国憲法の内容理解とともに、医療法規に関する指導説明が加わることから、補充解説たる板書筆記が

重要となる。2. 指導内容に即した市販書籍は多数に亘るため、教科書代用の資料冊子にて講義を行う。3. 疑

問点や分かりにくい事項が生じた場合は、適宜質問を行うことで理解を進めること。4. 将来の業務実践を見

据え、指導内容に対する人権・人格の尊重に十分留意し積極的取り組みを求める。 

 

教科書 

指定しない。 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業前後の非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
法と社会生活① 法の成立並びに社会と規

範 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認を行う復習：キ

ーワード、重要語句の確認を行う 

 

2 
法と社会生活② 法と道徳、法の支配、法体

系のしくみ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：社会規範と

しての法の意義を考える復習：法の

概念の理解と確認を行う 

 

3 
日本国憲法の制定史と特色 日本国憲法の

基本理念と基本原理 明治憲法との比較 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：日本国憲法

の成立経緯を確認する復習：講義内
 



容をもとに、基本的人権規定の各事

項を理解し把握する 

4 
基本的人権規定① 基本的人権の成立経緯

と人権規定 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：重

要語句について再チェックする 

 

5 
基本的人権規定② 新しい人権（人格権と

幸福追求権） 包括的基本権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より第 13 条の役割を確認する復

習：講義内容の完全理解に努める 

 

6 

基本的人権規定③ 自律的自己決定権 新

型コロナウイルス感染症対策特別措置法と

基本的人権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、本項の確認を行う 特別措

置法の立法化とその経緯を確認す

る復習：講義内容の完全理解に努め

る 本項目の現状と人権保障問題を

深める 

 

7 
衛生法規並び衛生行政 衛生法規の体系と

分類 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：保健衛

生法規のしくみの理解と確認を行

う 

 

8 
関係法規① 施術者に対する関係法規のし

くみと位置づけ、名称独占、業務独占 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認復習：講義内容

をもとに、施術者の役割を確認する 

 

9 関係法規② 免許取得、欠格条件等 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の中の法律用語の確認を行う復

習：キーワード、重要語句の確認を

行う 

 

10 
医療過誤と法的責任① 医療過誤の実態と

権利侵害 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

11 
医療過誤と法的責任② 医療過誤における

法的責任 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

12 
統治行為① 国会・内閣規定より、選挙制度

並びに議院内閣制 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行の選挙

制度を確認する復習：1 票の格差問

題について理解を深める 

 

13 
統治行為② 裁判所規定より、違憲立法審

査権並びに裁判員制度の現状 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

14 日本国憲法の改正手続 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行憲法の

改正の必要性を調べる復習：国民投

票法の改正における影響を確認す

る 

 

15 今後の課題と検討 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 
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成績評価方法と基準 割合 

①指導項目に関し、筆記試験を行う。※60 点以上で単位認定する。 

 
①100% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (理学 B) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (理学 A) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (理学 B) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (理学 A) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 MBS(Morinomiya Basic Seminar) (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／山下 仁／前川 佳

敬 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 4 限、火曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本授業は、大学生としての学習や生活をスムーズにスタートさせるために、大学生としてふさわしい「学び

方」や「スキル」を身につけること、学園の歴史や建学の精神の意味やディプロマポリシーを理解すること

で、本学への帰属意識を確立させることを目的とする。また、履修に関することや教育課程（カリキュラム）、

学生生活に関するルール等を理解することで、大学で学ぶために必要な能力を身につけることを目的とする。

医療の歴史及び医療の現在と未来を知ることで、医療全体への興味をより深めることを目的とする。 

 

学修目標 

・本学の建学の精神及びディプロマポリシーを理解している。<DP②③>・大学で学ぶために必要な能力を身につけて

いる。<DP②③>・生徒から学生へ移行する（主体的・能動的な学習スタイルを身につける）<DP②③>・医療人を目指

す学生であることに対しての自覚を強く持つ。<DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

理想の大学生活とは？想像している内容と異なる話を聞くこともあるでしょうが、4 年間を有意義に過ごせ

るようこれからの生活を考えるきっかけとなることを願います。＊質問があれば、直接研究室にお越しくだ

さい。また、MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも構いません。 

 

教科書 

教科書は使用しない。適宜資料を配布する。 

 

参考書 

指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

別途連絡する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【本学の歩みと未来／生徒から学生へ】・理

事長による「本学の起源や今後の展望」、・学

長による「医療・医学を学ぶ上での心構え」

についての講義。 

予習：本学の Web サイトで「建学の精神」

「森ノ宮医療学学園の歴史」「本学

の特徴」について調べる．（1時間）

復習：大学生としての心得を考え，

まとめる．（1時間） 

中根 

2 

【理学療法学科のカリキュラムについて】・

カリキュラムについて・カリキュラムポリ

シーについて・ディプロマポリシーについ

て 

予習：学生手帳の「理学療法学科 授業科目・

単位数」と「本学学士過程における

三つのポリシー」「理学療法学科に

おける三つのポリシー」について調

中根 



べる．（2時間）復習：授業をまとめ，

自分にとって今後の大学生活で必

要なことを考える．（2時間） 

3 

【情報化社会における情報リテラシーと情

報モラルについて】・情報リテラシーと情報

モラル（SNS の取り扱い）・医療情報の取り

扱いについて・その他社会問題等 

予習：「情報リテラシー」「情報モラル」につ

いて調べ，自分の考えをまとめる．

（2 時間）復習：授業をまとめ，多

くの情報から適切に情報を得る方

法を考える．（2時間） 

中根 

4 

【理学療法士のキャリアについて】・自身の

キャリアについて・履修モデルの解説と自

身のキャリア形成プランの検討・理学療法

士に必要な学びと研究 

予習：自分自身，将来どのような「大人」に

なりたいか，また，目標とする「理

学療法士像」を考え，まとめる．（2

時間）復習：授業をまとめ，自分の

将来像を明確にする．（2時間） 

中根 

5 
地域医療について住之江区長による「住之

江区の医療・福祉の現状」についての講話 

予習：本学が位置する「住之江区」の Web サ

イト「広報誌 さざんか」にて，住之

江区における「福祉・健康」の施策

について調べる（2 時間）復習：授

業をまとめ，今の自分でも参加でき

ることを（ボランティア等）を探す．

（2時間） 

中根 

6 

西洋医学とは医師による西洋医学の概説と

西洋医学の起源と現状と未来についての講

義 

予習：西洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：西洋医学の中での理学療

法の重要性を調べ，まとめる．（2時

間） 

前川 

7 

東洋医学とは鍼灸師による東洋医学の概説

と西洋医学の起源と現状と未来についての

講義 

予習：東洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：授業をまとめ，西洋医学

との違いを理解し，東洋医学の重要

性をまとめる．（2時間） 

山下 

8 チーム医療とは・チーム医療について知る 

予習：本学の Web サイトで「チーム医療」

について調べる．（2時間）復習：授

業をまとめ，チーム医療の重要性を

理解する．（2時間） 

中根 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート試験：「自己のキャリア構築のために今後の大学生活で何をすべきか」を 1600 字程度で述べる。

<DP②③>＊レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-

17」を参照のこと。 レポート課題の解説を行う。提出物は基本的に返却しませんが、希望者のみに返却

します。 

 

1 



授業科目名 チーム医療見学実習 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 中根 征也 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 4

限)、後期(集中

講義) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１．医療の実践の場である病院等の施設で医療従事者の 1 日を体験することにより、医療職への理解を深め

る。２．保健医療施設における自己の目指す専門職の役割や機能を知ると共にチーム医療を構成する様々な

専門職の役割・機能について知識を深める。３．チーム医療の実際を知り、インター・プロフェッショナル・

エデュケーションの視点から、医療における多職種連携の重要性を知る。＜施設見学の実施概要＞開講時期：

※2020 年度は実施時期未定実習施設：大阪急性期・総合医療センター(日程調整中)、大阪国際がんセンター

(日程調整中)、日本生命病院(日程調整中)、関西メディカル病院(日程調整中)※実施が決まり次第、詳細を

案内します。＜実施方法＞１．本見学実習は大学内で実施する事前授業（4コマ）と施設見学（4 コマ）とす

る。２．1班 8 名程度の学科混成グループを作り、各グループ上記施設の中から 1 施設を見学する。３．1班

ごとに 1 名の本学教員が引率し、基本的には引率教員の指示のもと決められたスケジュール通りに施設内を

見学する 

 

学修目標 

１．実習を通じて医療施設の全体的な業務や役割について知ることができる。DP2 ２．実習を通じてチーム医療の構

成を知り、目指す専門職の役割および責任を自覚することができる。DP2３．実習を通じて医療に取り組む姿勢を養

い、専門科目の学習への意欲向上のきっかけとし、今後、専門的学習に臨む上での自己の考えを述べることができる。

DP23 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

見学時は、担当者のみならず院内の全ての方(就業者や患者さん等)に迷惑がかからない行動を取るとともに、

発言にも最大限配慮すること。見学当日はバスで送迎を行います。集合場所や時間を等は引率教員の指示に

従うこと。 

 

教科書 

とくになし 

 

参考書 

とくになし 

 

研究室／オフィスアワー 

別途連絡します 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 事前授業①（授業の目的や概要について） 

【事前授業１】（授業の目的や概要につい

て）予習：本学に設置されている学

科の仕事内容を調べる。（3 時間）復

習：授業内容をまとめ、チーム医療

についての考えをまとめる。（3 時

間） 

中根 

2 事前授業②（授業の目的や概要について） 

【事前授業２】（施設見学における注意事項

について）予習：大学生としてのマ

ナー、社会人としてのマナーについ

て調べる。（3時間）復習：授業内容

をまとめ、大学生としてのマナー、

社会人としてのマナーについて実

践できるようにする（3時間） 

中根 

3 
事前授業③（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

中根 

4 
事前授業④（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

中根 

5 

【学修内容：⑤～⑧】「施設見学」＜見学ス

ケジュール例＞①リハビリテーション室の

見学→それぞれの職種間でのコミュニケー

ションを学ぶ②ICU・CCU→医師や看護師の

連携について学ぶ。最新機器等の設備につ

いて知識を深める③各種検査室の見学→検

査技師と医師や看護師など他の職種との連

携について学ぶ④透析室→透析の機器等に

ついて知識を深める⑤手術室→手術室とは

どのような環境の部屋なのか、実際の設備

や雰囲気を知る 

復習：見学実習での学びをレポートにまと

める。自修時間 6時間→課題提出 
中根 

6    

7    

8    

9    
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13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    
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成績評価方法と基準 割合 

レポート課題<DP②③>  「施設見学を終えて、チーム医療の重要性について自己の考えを述べよ」1600

字程度＊レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-17」を

参照のこと。 

 

1.  

100% 



授業科目名 基礎体育 (理学 B) 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 
伊奈 新太郎／中原 英博／佐野 

加奈絵／信江 彩加 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本スポーツ健康科学演習では、学生が自らの適正に応じてスポーツ種目を選択できるよう、軽スポーツ、球

技スポーツ、ニュースポーツ、ダンスなど多種多様なスポーツ種目を用意し、各種目特性を生かして、「思い

っきり体を動かす爽快感」と「プレーを通じて感じる理屈抜きの楽しさ」を存分に経験できるようなゲーム

主体の授業プログラムを提供する。その中で、体力のレベルアップや身体動作の向上を図ると同時に、ゲー

ムを自主的に運営する能力を養う。また、スポーツの実践を通じて、学生同士の心の交流や人間関係を育み、

生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を育成することも本実習の大きな狙いである。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、学科の枠を超えた学生同士の心の交流や人間関係を育むことができる。〈DP③〉２．ス

ポーツ活動を通じて、基礎体力や、技術が向上する。３．スポーツ活動を通じて、チームワークの重要性を認識でき

る。〈DP③〉４．生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を身につけることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について（１）各教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、

更衣した後、授業に臨むこと。（２）シューズは屋外用、屋内用ともにゴム底の運動靴を用意すること。 屋

外でのスポーツ種目を実施するクラスの者は、雨天により急きょ屋内種目に変更する場合があるので、毎回

の授業時において、屋内用シューズは必ず用意しておくこと。（３）授業中におけるメガネや時計などの破損、

コンタクトレンズや装飾品の紛失について担当教員は責任を負わない。注意事項（１）集合場所  

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

原則月曜日 3 時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポー

ツ、ダンスなど多種多様なスポーツ

種目の特性について理解を深めて

おく。予習・復習 1時間 

 



2 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

3 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

4 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

5 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

6 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

7 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

8 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

9 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

10 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

11 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営① 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

12 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営② 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

13 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営③ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

14 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営④ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

15 
ゲームの展開  学生主体のゲーム運営⑤・

レポート 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業回数の 2/3(10 コマ)以上出席すること。授業開始後、30 分を超えての遅刻は欠席とみなす。成績の

評価は、原則として 2/3 以上出席した者を対象とする。①技能・理解・積極性などを総合的に判定すると

ともに、授業最終日にはレポートの提出を義務づける。〈DP③〉    その成績が６０点未満の者は不可と

し単位を認定しない。 

①100% 



授業科目名 基礎体育 (理学 A) 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 
伊奈 新太郎／中原 英博／佐野 

加奈絵／信江 彩加 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本スポーツ健康科学演習では、学生が自らの適正に応じてスポーツ種目を選択できるよう、軽スポーツ、球

技スポーツ、ニュースポーツ、ダンスなど多種多様なスポーツ種目を用意し、各種目特性を生かして、「思い

っきり体を動かす爽快感」と「プレーを通じて感じる理屈抜きの楽しさ」を存分に経験できるようなゲーム

主体の授業プログラムを提供する。その中で、体力のレベルアップや身体動作の向上を図ると同時に、ゲー

ムを自主的に運営する能力を養う。また、スポーツの実践を通じて、学生同士の心の交流や人間関係を育み、

生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を育成することも本実習の大きな狙いである。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、学科の枠を超えた学生同士の心の交流や人間関係を育むことができる。〈DP③〉２．ス

ポーツ活動を通じて、基礎体力や、技術が向上する。３．スポーツ活動を通じて、チームワークの重要性を認識でき

る。〈DP③〉４．生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を身につけることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について（１）各教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、

更衣した後、授業に臨むこと。（２）シューズは屋外用、屋内用ともにゴム底の運動靴を用意すること。 屋

外でのスポーツ種目を実施するクラスの者は、雨天により急きょ屋内種目に変更する場合があるので、毎回

の授業時において、屋内用シューズは必ず用意しておくこと。（３）授業中におけるメガネや時計などの破損、

コンタクトレンズや装飾品の紛失について担当教員は責任を負わない。注意事項（１）集合場所  

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

原則月曜日 3 時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポー

ツ、ダンスなど多種多様なスポーツ

種目の特性について理解を深めて

おく。予習・復習 1時間 

 



2 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

3 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

4 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

5 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

6 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

7 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

8 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

9 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

10 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

11 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営① 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

12 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営② 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

13 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営③ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

14 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営④ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

15 
ゲームの展開  学生主体のゲーム運営⑤・

レポート 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業回数の 2/3(10 コマ)以上出席すること。授業開始後、30 分を超えての遅刻は欠席とみなす。成績の

評価は、原則として 2/3 以上出席した者を対象とする。①技能・理解・積極性などを総合的に判定すると

ともに、授業最終日にはレポートの提出を義務づける。〈DP③〉    その成績が６０点未満の者は不可と

し単位を認定しない。 

①100% 



授業科目名 健康科学（スポーツ社会学を含む） (理学) 

主担当教員 濱口 幹太 担当教員 濱口 幹太 

科目ナンバリング CS20108 科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

健康に対する意識が高まり、健康食品や健康器具などがブームとなっている近年、マスメディアを通じて流

されている情報には、科学的根拠が乏しいものも少なくはない。本授業では、生活習慣病、地域社会におけ

る健康維持、増進に関わる取り組みや考え方、運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識

を身につけることを目標とする。 

 

学修目標 

・運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識を身につける。<DP③④>・本邦における健康維持、増

進に関わる取り組みや考え方について理解する。<DP③④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・大学生として節度ある態度で授業に臨むこと 

 

教科書 

適宜、資料を配布する。 

 

参考書 

出村慎一監修「健康・スポーツ科学講義」杏林書院、2005 年 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 
予習：シラバスの確認（2時間）復習：内容

の確認（2時間） 
 

2 健康・体力の概念 
予習：健康に関する記事をチェック（2時間）

復習：今回の内容を再確認（2時間） 
 

3 アルコールの影響とは 
予習：身体に及ぼす影響をチェック（2時間）

復習：今回の内容を再確認（2時間） 
 

4 喫煙について 
予習：身体に及ぼす影響をチェック（2時間）

復習：今回の内容を再確認（2時間） 
 

5 高脂血症・動脈硬化症 

予習：どのような症状があるかチェック（2

時間）復習：今回の内容を再確認（2

時間） 

 

6 高血圧・脳卒中・心臓病 

予習：どのような症状があるかチェック（2

時間）復習：今回の内容を再確認（2

時間） 

 

7 糖尿病・メタボリックシンドローム 

予習：どのような症状があるかチェック（2

時間）復習：今回の内容を再確認（2

時間） 

 



8 前半まとめ 
予習：今まで内容の確認（2 時間）復習：今

回の内容の再確認（2時間） 
 

9 身体活動の必要性 
予習：運動習慣のチェック（2時間）復習：

今回の内容の再確認（2時間） 
 

10 肥満について 
予習：体型をチェック（2時間）復習：今回

の内容の再確認（2時間） 
 

11 薬物乱用について 
予習：薬物の影響のチェック（2時間）復習：

今回の内容の再確認（2時間） 
 

12 救急法 
予習：心肺蘇生法のチェック（2時間）復習：

今回の内容の再確認（2時間） 
 

13 スポーツトレーニング 
予習：スポーツの種目のチェック（2時間）

復習：今回の内容の再確認（2時間） 
 

14 健康に関する VTR 
予習：健康に関する記事をチェック（2時間）

復習：今回の内容の再確認（2時間） 
 

15 後半まとめ 
予習：今までの内容の確認（2時間）復習：

今回の内容の再確認（2時間） 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験で評価する。<DP③④>15 回の講義に対し、必要な時間数の出席が必須である。 

 
100 



授業科目名 人体の構造演習Ⅰ(運動器) (理学) 

主担当教員 堤 真大 担当教員 堤 真大 

科目ナンバリング SB20BPTA001 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造演習(運動器)（理学）のⅠとⅡでは、人体の基礎を構成し、運動器の中心的な役割を担う骨格系

と筋肉系を学習する。骨格系については、骨の分類・構造などの総論と、個々の骨の解剖構造や形態的特徴、

ならびに隣接骨間の連結などを、講義のみならず骨模型実習を通して学習する。筋肉系については、筋肉（筋）

の分類・構造などの総論に加えて、個々の筋の起始、停止、支配神経、作用などを学習する。これらの学習を

通じて、骨と筋が運動器として機能するときにどのような連携しているか考えるとともに、運動時に重要な

役割を果たしている関節や靱帯の形態と機能についても理解を深める。 前期に実施する「人体の構造演習

Ⅰ(運動器)(理学)」では、骨格系・骨の連結・筋肉系の総論、ならびに上肢の骨格系と筋肉系を学習する。 

 

学修目標 

（１）骨の構造と連結の概要、ならびに全身の骨格系の概要が説明できる（DP①②③）（２）筋肉の構造とはたらき

の概要、ならびに筋肉系を支える構造の概略が説明できる（DP①②③）（３）上肢の各骨の主要構造や主要部位の名

称が言えるとともに、これらがどう配置しているかが説明できる（DP①②③）（４）上肢の各筋の存在部位とはたら

き、ならびに他筋との位置関係が説明できる（DP①②③）（５）上肢の主要関節の構造とそれに係わる筋の作用が説

明できる（DP①②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書の内容を中心に、構造の理解に不可欠な図を多く取り込んだパワーポイント（スライド）を用

いて行う。講義内容はプリントにして、あらかじめに配布するので、これを元に予習ノートを作成する。講

義前に簡易な小テストを行い予習の程度を評価する。実習は講義室とは別の部屋で行われる。実習では口頭

試問を行い、これを成績評価に含める。 

 

教科書 

「標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学(第 5版) 」 編集 野村 嶬 （医学書院） 

 

参考書 

特に無し 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 6階インクルーシブ医科学研究所(655)／月～木 昼休み 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 解剖学とは・オリエンテーション 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

2 組織学総論 
予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習
堤 



ノートの加筆と修正（1時間） 

3 骨・関節学総論１ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

4 骨・関節学総論２ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

5 筋学総論１ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

6 筋学総論２ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

7 骨学各論：上肢の骨と連結１ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

8 骨学実習：上肢の骨の観察１(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

9 骨学実習：上肢の骨の観察２(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

10 骨学各論：上肢の骨と連結２ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

11 骨学実習：上肢の骨の観察３(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

12 骨学実習：上肢の骨の観察４(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

13 筋学各論：浅背筋群と浅胸筋群 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

14 筋学各論：上肢帯の筋と上腕の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

15 筋学各論：前腕の筋と手の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 学期末に筆記試験を行う（DP①②③）。筆記試験は 60 点満点、これに 30 点満点の口頭試問、講義前

の 10 点満点の小テストを合わせて合計 100 点満点とし、その 60％以上の得点でもって合格とする。合格

点に達しない場合には筆記試験の再試験を１回のみ行い、やはり口頭試問と小テストを合わせた 60%以

上の得点でもって合格とする。 

 

筆 記 試

験 60%

口 頭 試

問 30%

小 テ ス

ト 10％ 



授業科目名 人体の構造演習Ⅱ(運動器) (理学) 

主担当教員 堤 真大 担当教員 堤 真大 

科目ナンバリング SB20BPTA002 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造演習(運動器)（理学）のⅠとⅡでは、人体の基礎を構成し、運動器の中心的な役割を担う骨格系

と筋肉系を学習する。骨格系については、骨の分類・構造などの総論と、個々の骨の解剖構造や形態的特徴、

ならびに隣接骨間の連結などを、講義のみならず骨模型実習を通して学習する。筋肉系については、筋肉（筋）

の分類・構造などの総論に加えて、個々の筋の起始、停止、支配神経、作用などを学習する。これらの学習を

通じて、骨と筋が運動器として機能するときにどのような連携しているか考えるとともに、運動時に重要な

役割を果たしている関節や靱帯の形態と機能についても理解を深める。 後期に実施する「人体の構造演習

Ⅱ(運動器)(理学)」では、下肢と体幹（頭蓋・脊柱・胸郭）の骨格系と筋肉系を学習する。 

 

学修目標 

（１）下肢と体幹の各骨の主要解剖構造や主要部位の名称が言えるとともに、これらがどう配置しているかが説明で

きる（DP①②③） （２）下肢と体幹の各筋の存在部位とはたらき、ならびに他筋との位置関係が説明できる（DP①②③） 

（３）下肢と体幹の主要関節の構造とそれに係わる筋の作用が説明できる（DP①②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書の内容を中心に、構造の理解に不可欠な図を多く取り込んだパワーポイント（スライド）を用

いて行う。講義内容はプリントにして、あらかじめに配布するので、これを元に予習ノートを作成する。講

義前に簡易な小テストを行い予習の程度を評価する。実習は講義室とは別の部屋で行われる。実習では口頭

試問を行い、これを成績評価に含める。 

 

教科書 

「標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学(第 5版) 」 編集 野村 嶬 （医学書院） 

 

参考書 

特に無し 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 6階インクルーシブ医科学研究所(655)／月～木 昼休み 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 骨学各論：下肢の骨と連結１ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

2 骨学実習：下肢の骨の観察１(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

3 骨学実習：下肢の骨の観察２(実習） 
予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習
堤 



ノートの加筆と修正（1時間） 

4 骨学各論：下肢の骨と連結２ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

5 骨学実習：下肢の骨の観察３(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

6 骨学実習：下肢の骨の観察４(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

7 筋学各論：下肢帯の筋と大腿の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

8 筋学各論：下腿の筋と足の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

9 骨学各論：脊柱・胸郭 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

10 骨学実習：脊柱・胸郭の観察(実習) 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

11 骨学各論：頭蓋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

12 骨学実習：頭蓋の観察(実習) 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

13 筋学各論：表情筋・咀嚼筋・頸部の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

14 筋学各論：深胸部の筋と腹部の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

15 筋学各論：深背部の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

学期末に筆記試験を行う（DP①②③） 。筆記試験は 60 点満点、これに 30 点満点の口頭試問、講義前

の 10 点満点の小テストを合わせて合計 100 点満点とし、その 60％以上の得点でもって合格とする。合格

点に達しない場合には筆記試験の再試験を１回のみ行い、やはり口頭試問と小テストを合わせた 60%以

上の得点でもって合格とする。 

 

筆 記 試

験 60%

口 頭 試

問 30%

小 テ ス

ト 10％ 



授業科目名 人体の構造Ⅰ(神経系) (理学) 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之／吉田 篤 

科目ナンバリング SB20BPTA003 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造Ⅰ（神経系）では、系統解剖学の立場から、中枢神経系、末梢神経系、感覚器について学習する。

末梢神経系では、感覚器により得られた外界の情報を中枢神経に送り、中枢神経で処理された出力情報を末

梢効果器に伝えるシステムについて学修する。 さらに運動神経系、感覚神経系、自律神経系の機能と形態と

の関連性について学修する。中枢神経系では、外界からの様々な情報 を処理・統合して行動、情動、思考、

記憶など高度な機能を営むシステムについて学修する。感覚器では、外界の情報を受容する組織・器官の構

造と機能について学修する。これらの学修を通じて、生体が外界からの情報処理と統合を行うシステムの形

態学的構成・特徴について理解を深める。 

 

学修目標 

（１）感覚器の種類と基本的構造を説明できる（DP②③）（２）末梢神経系の基本的構成を説明できる（DP②③）（３）

中枢神経系の基本的構成を説明できる（DP②③）（４）感覚器、末梢神経系、中枢神経系による情報処理の仕組みの

概要を説明できる。（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書を中心に進めます。自発的な予習と復習を心掛けて下さい。適宜資料を配付するので、復習時

に活用して理解を深めて下さい。講義の進行・予定や単位認定の詳細等については、初回講義時に説明しま

す。 

 

教科書 

野村嶬 編集 『標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学（第 5版）』 医学書院 

 

参考書 

藤田恒太郎『人体解剖学 改訂第 42 版』（南江堂）クロスマン、ニアリー（水野、野村 訳）『神経解剖カラ

ーテキスト 第 2版』（医学書院） 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階（研究室 11） 月曜日午後 5 時～午後 7 時、各日昼休みの時間帯（金曜日を除く）は原則研究室に

在室しています。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 講義の概要、神経系総論① 

事前に教科書の目次や第 1 章「解剖学総論」

などを参考に、学習内容を概観して

下さい（2時間）。また、配布資料を

参考に復習して下さい（2時間）。。 

森谷 

2 神経系総論②、中枢神経①（脊髄） 
事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布
森谷 



資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

3 中枢神経②（脳幹） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

4 中枢神経③（小脳） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

吉田、

森谷 

5 中枢神経④（間脳、終脳①） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

6 中枢神経⑤（終脳②） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

7 中枢神経⑥（神経路） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

8 中枢神経のまとめ 

中枢神経系の形態とその特徴について、教

科書、配布資料などでこれまでの学

修内容を十分に復習して下さい（4

時間）。 

森谷 

9 感覚器①（外皮、視覚器） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

10 感覚器②（平衡聴覚器、嗅覚器、味覚器） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

11 末梢神経①（脊髄神経①） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

12 末梢神経②（脊髄神経②、脳神経総論） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

13 末梢神経③（脳神経①） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

14 末梢神経④（脳神経②、自律神経） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

15 感覚器と末梢神経のまとめ 

末梢神経系と感覚器の形態とその特徴につ

いて、教科書、配布資料などでこれ

までの学修内容を十分に復習して

下さい（4時間）。 

森谷 

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験（90％）（DP②③）②課題等の提出（10％）（DP②③）評価の具体的な内容については、初回

講義時に説明します。試験答案の返却はしませんが、希望者に閲覧できる機会を設けます。課題等の解

説は講義時間内に行います。 

 

①90 ％

②10％ 



授業科目名 人体の構造Ⅱ（循環・内臓） (理学) 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之 

科目ナンバリング SB20BPTA004 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造Ⅱ（循環・内臓）では、循環系と内臓系とを中心に人体の正常構造について系統解剖学の立場か

ら基本的な概念と知識の習得を目指す。臨床系専門科目に先駆けて、心臓血管系、リンパ系、消化器系、呼吸

器系、泌尿生殖器系、内分泌系など多岐におよぶ学習範囲を系統立てて学修する。単なる名称の記憶にとど

まらず、形態と機能との関わりを考え、医療に携わる者として基盤となる知識や論理性のある思考能力を身

につける。 

 

学修目標 

①循環系（心臓血管系、リンパ系など）の基本的構成を説明できる。（DP①②③） ②内臓系（消化器、呼吸器、泌尿

器、生殖器、内分泌器など）の基本的構成を説明できる。（DP①②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書を中心に進めます。自発的な予習と復習を心掛けて下さい。適宜資料を配付するので、復習時

に活用して理解を深めて下さい。講義の進行・予定や単位認定の詳細等については、初回講義時に説明しま

す。 

 

教科書 

野村嶬 編集 『標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学（第 5版）』 医学書院 

 

参考書 

藤田恒太郎『人体解剖学 改訂第 42 版』（南江堂） 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階（研究室 11） 月曜日午後 5時～午後 7時、各日昼休みの時間帯は原則研究室に在室しています。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
講義の概要血液とリンパ脈管系（循環器系）

総論 

事前に教科書の目次などを参考に、学習内

容を概観して下さい（2時間）。また、

配布資料を参考に復習して下さい

（2時間）。 

森谷 

2 心臓 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

3 
小循環（肺循環）と大循環（体循環）動脈系

①（総頚動脈、鎖骨下動脈、胸大動脈） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

4 動脈系②（腹大動脈、総腸骨動脈） 
事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布
森谷 



資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

5 静脈系 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

6 胎生期の循環系リンパ系 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

7 脈管系のまとめ 

脈管系の形態とその特徴について、教科書、

配布資料などでこれまでの学修内

容を十分に復習して下さい（4 時

間）。 

森谷 

8 内臓学総論消化器系①（口腔、咽頭、食道） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

9 消化器系②（胃、小腸、大腸） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

10 
消化器系③（肝臓、膵臓）呼吸器系①（外鼻、

鼻腔） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

11 呼吸器系②（気管、気管支、肺） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

12 泌尿器系 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

13 生殖器系①（男性生殖器） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

14 生殖器系②（女性生殖器）内分泌系 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

15 内臓系のまとめ 

内臓系の形態とその特徴について、教科書、

配布資料などでこれまでの学修内

容を十分に復習して下さい（4 時

間）。 

森谷 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験（90％）（DP①②③）②課題等の提出（10％）（DP①②③）評価の具体的な内容については、

初回講義時に説明します。試験答案の返却はしませんが、希望者に閲覧できる機会を設けます。課題等

の解説は講義時間内に行います。 

 

①90 ％

②10％ 



授業科目名 人体の機能Ⅰ(動物性機能) (理学) 

主担当教員 今村 行雄 担当教員 今村 行雄 

科目ナンバリング SB20BPTA006 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理学について学ぶ。人体の正常な機能について学習し、医学の他の分野を学ぶための基礎を身につけるこ

とを目的とする。人体の機能Ⅰでは、神経系と血液を中心に取り扱う。 

 

学修目標 

細胞の構造と機能のあらましを述べることができる。神経細胞とシナプスについて概説することができる。中枢神経

の主要部位の構造とその主な機能を述べることができる。感覚の受容について述べることができる。筋肉の収縮・弛

緩について述べることができる。血液の組成と、それぞれの成分の役割を説明できる。<DP①②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

参考書として推薦していますが、生理学第 5 版（医学書院）はわかりやすくとてもいい教科書なのでできる

だけ購入してください。講義はこの生理学の教科書（参考書として推薦）に基づいて作成した資料を使って

すすめていきます。生理学は皆さんにとってとても重要な科目の一つです。しかし、その内容は非常に多く、

初学者が陥りやすい悩みとしては、すべてを網羅して隅から隅まで頭に留めておくのは難しく、どこに力点

をおいたらいいか知りたいということだと思います。本講義では皆さんができるだけ迷わないようにするた

め、配慮した資料を作成してい 

 

教科書 

使用しない。生理学第 5版に基づき作成した資料で講義を進めます。 

 

参考書 

生理学 第 5版 (標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野)   医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

質問などありましたら、講義終了後、教室もしくは非常勤講師控室で受け付けます 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 序説, 生命現象と人体 

生理学とはどのような学問なのか, 人体の

諸臓器・体液の働き・ホメオスタシ

スについて述べられるようにする。 

 

2 ニューロンとシナプス 
細胞膜の働きと生体膜電位について述べら

れるようにする。 
 

3 神経の興奮伝導と末梢神経（その１） 
神経細胞の構造と末梢神経の種類について

述べられるようにする。 
 

4 神経の興奮伝導と末梢神経（その２） 
シナプスによる興奮伝達の仕組みについて

述べられるようにする。 
 

5 中枢神経系（その１） 

中枢神経系について概説できるようになる

とともに、脊髄から間脳に至る部位

の機能について述べられるように

 



する。 

6 中枢神経系（その２） 
小脳、大脳各部位の機能について述べられ

るようにする。 
 

7 中枢神経系（その３） 

脳の高次機能についてその測定方法や脳の

保護機能について述べられるよう

にする。 

 

8 前半のまとめ及び小テスト   

9 筋と骨（その１） 
骨格筋の機能について述べられるようにす

る。 
 

10 筋と骨（その２） 
心筋・平滑筋と骨の機能について述べられ

るようにする。 
 

11 感覚（その１） 

感覚の受容の仕組みについて概説できるよ

うになるとともに、体性感覚・内臓

感覚について説明できるようにす

る。 

 

12 感覚（その２） 

特殊感覚（視覚・聴覚・味覚・嗅覚）の受容

の仕組みについて説明できるよう

にする。 

 

13 血液（その１） 

血液の成分について概説できるようになる

とともに、赤血球の働きについて説

明できるようにする。 

 

14 血液（その２） 
白血球・血小板の働きと血液型の仕組みに

ついて説明できるようにする。 
 

15 後半のまとめ及び小テスト   

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.小テスト 2.期末テスト 3.授業態度で評価する。<DP①②③> 

 

1.30%2.

60%3.10

% 



授業科目名 人体の機能Ⅱ(植物性機能) (理学) 

主担当教員 今村 行雄 担当教員 今村 行雄 

科目ナンバリング SB20BPTA007 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理学について学ぶ。人体の正常な機能について学習し、医学の他の分野を学ぶための基礎を身につけるこ

とを目的とする。人体の機能 II では、循環器・消化器をはじめとした内臓を中心に取り扱う。 

 

学修目標 

心臓と血管のあらましを説明できるとともに、循環調節について概説することができる。呼吸力学とガスの運搬を概

説できるとともに、呼吸調節について説明できる。腎臓の働きについて説明できるとともに、体液調節の仕組みにつ

いて述べることができる。消化と吸収の仕組みを概説できる。さまざまなホルモンの分泌の仕組みと働きについて説

明できる。代謝と体温の調節について概説できる。生殖と発生のあらましを説明できる。成長と老化、さらに運動に

伴う人体の機能変化について説明できる。<DP①②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

参考書として推薦していますが、生理学第 5 版（医学書院）はわかりやすくとてもいい教科書なのでできる

だけ購入してください。講義はこの生理学の教科書（参考書として推薦）に基づいて作成した資料を使って

すすめていきます。生理学は皆さんにとってとても重要な科目の一つです。しかし、その内容は非常に多く、

初学者が陥りやすい悩みとしては、すべてを網羅して隅から隅まで頭に留めておくのは難しく、どこに力点

をおいたらいいか知りたいということだと思います。本講義では皆さんができるだけ迷わないようにするた

め、配慮した資料を作成してい 

 

教科書 

使用しない。生理学第 5版に基づき作成した資料で講義を進めます。 

 

参考書 

生理学 第 5版 (標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野)  医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

質問などありましたら、講義終了後、教室もしくは非常勤講師控室で受け付けます 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 心臓と循環（その１） 
心臓の興奮収縮連関・心臓電気生理・心電図

について述べられるようにする。 
 

2 心臓と循環（その２） 
血管の働きと血圧の成り立ちについて述べ

られるようにする。 
 

3 心臓と循環（その３） 
微小循環と諸臓器における循環調節の特徴

について述べられるようにする。 
 

4 呼吸とガスの運搬（その１） 
呼吸器の働きと換気力学について述べられ

るようにする。 
 



5 呼吸とガスの運搬（その２） 
ガス交換と呼吸調節の仕組みについて述べ

られるようにする。 
 

6 尿の生成と排泄（その１） 
尿生成の仕組みについて述べられるように

する。 
 

7 尿の生成と排泄（その２）と酸塩基平衡 

尿生成の調節の仕組みと、酸塩基平衡の異

常を含む体液成分変化への身体の

対応について述べられるようにす

る。 

 

8 前半のまとめ及び小テスト   

9 消化と吸収 
栄養素の消化と吸収の仕組みについて述べ

られるようにする。 
 

10 内分泌（その１） 

生理活性物質の分類とホルモンの作用の仕

組みについて概説できるようにす

る。 

 

11 内分泌（その２） 
いろいろなホルモンの分泌と作用の仕組み

について述べられるようにする。 
 

12 代謝と体温 
栄養素の代謝と体温の調節の仕組みについ

て述べられるようにする。 
 

13 生殖と発生 
生殖と発生の仕組みについて述べられるよ

うにする。 
 

14 成長と老化、運動生理 

成長と老化、および運動に伴う人体の機能

変化について説明できるようにす

る。 

 

15 後半のまとめ及び小テスト   

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.小テスト 2.期末テスト 3.授業態度で評価する。<DP①②③> 

 

1.30%2.

60%3.10

% 



授業科目名 基礎運動学 (理学) 

主担当教員 角田 晃啓 担当教員 角田 晃啓 

科目ナンバリング SB20BPTA008 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

基礎運動学では、人体の構造と機能（骨、筋、神経）をふまえ、人体が空間のなかでどのように動くかを学習

する。特に重力の影響を受けた状態での運動について理解することを目的とする。 

 

学修目標 

空間の中での身体の運動を理解できる。＜DP①②③＞身体の運動に関与している骨、関節、靱帯、筋について説明で

きる。＜DP①②③＞ また、各関節固有の運動について用語を理解・記憶し、他者に対して説明できる。＜DP①②③

＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

解剖学・生理学の知識が必要となるため必ず復習すること。 

 

教科書 

中村隆一 『基礎運動学』 医歯薬出版 

 

参考書 

Donald A. Neumann 『筋骨格系のキネシオロジー』 医歯薬出版 A.I.Kapandji 『カパンジー 関節の生理学』 

医歯薬出版 

 

研究室／オフィスアワー 

角田：在室時は随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 力学の基礎 

予習：教科書P12-46ならびに事前配布資料、

予習動画を確認し、【運動学の概要】

について理解する復習：講義内容な

らびに配布資料を確認する 

 

2 運動器の基礎 

予習：教科書P60-88ならびに事前配布資料、

予習動画を確認し、【運動器の基礎】

について理解する復習：講義内容な

らびに配布資料を確認する 

 

3 肘関節・前腕の運動 

予習：教科書 P213-216、226-229 ならびに

事前配布資料、予習動画を確認し、

【肘関節・前腕の運動】について理

解する復習：講義内容ならびに配布

資料を確認する 

 

4 肩関節の運動 

予習：教科書 P213-216、216-224 ならびに

事前配布資料、予習動画を確認し、

【肩関節の運動】について理解する

復習：講義内容ならびに配布資料を

確認する 

 



5 手関節・手の運動（１） 

予習：教科書 P213-216、229-245 ならびに

事前配布資料、予習動画を確認し、

【手関節・手の運動】について理解

する復習：講義内容ならびに配布資

料を確認する 

 

6 手関節・手の運動（２） 

予習：教科書 P213-216、229-245 ならびに

事前配布資料、予習動画を確認し、

【手関節・手の運動】について理解

する復習：講義内容ならびに配布資

料を確認する 

 

7 上肢の運動学 

予習：教科書 P213-245 ならびに事前配布資

料、予習動画を確認し、【上肢の運

動】について理解する復習：講義内

容ならびに配布資料を確認する 

 

8 股関節の運動学 

予習：教科書 P246-247、247-256 ならびに

事前配布資料、予習動画を確認し、

【股関節の運動】について理解する

復習：講義内容ならびに配布資料を

確認する 

 

9 膝関節・下腿の運動 

予習：教科書 P246-247、256-260 ならびに

事前配布資料、予習動画を確認し、

【膝関節・下腿の運動】について理

解する復習：講義内容ならびに配布

資料を確認する 

 

10 足関節・足部の運動（１） 

予習：教科書 P246-247、260-271 ならびに

事前配布資料、予習動画を確認し、

【足関節・足部の運動】について理

解する復習：講義内容ならびに配布

資料を確認する 

 

11 足関節・足部の運動（２） 

予習：教科書 P246-247、260-271 ならびに

事前配布資料、予習動画を確認し、

【足関節・足部の運動】について理

解する復習：講義内容ならびに配布

資料を確認する 

 

12 脊柱・体幹の運動（１） 

予習：教科書 P271-292 ならびに事前配布資

料、予習動画を確認し、【脊柱・体幹

の運動】について理解する復習：講

義内容ならびに配布資料を確認す

る 

 

13 脊柱・体幹の運動（２） 

予習：教科書 P271-292 ならびに事前配布資

料、予習動画を確認し、【脊柱・体幹

の運動】について理解する復習：講

義内容ならびに配布資料を確認す

る 

 

14 日常生活活動の運動学的解析 

予習：事前配布資料を確認し、【運動学的解

析】の実験計画を立てる復習：講義

中に行った実験結果をレポートに

まとめる 

 

15 歩行 

予習：教科書 P379-415 ならびに事前配布資

料、予習動画を確認し、【歩行の概要

と異常歩行】について理解する復

習：講義内容ならびに配布資料を確

認する 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

確認テスト・レポート＜DP①＞中間試験＜DP①②③＞期末試験＜DP①②③＞ 

 

20 ％

40 ％

40％ 



授業科目名 運動学実習 (理学) 

主担当教員 前田 薫 担当教員 
前田 薫／角田 晃啓／仲本 正

美／工藤 慎太郎 

科目ナンバリング SB20BPTA010 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 4 限、水曜

5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本授業において、学生は、運動学の知識を測定・解析に用いる方法の概略と論理的思考の基礎を習得するこ

とを目指し、各種測定機器を用いて、基礎～発展レベルの測定および実験を実施する。専門的な機器の操作

は難解なため、教員の指示にしたがって実施する。そして、一連の実験課程をレポートまたは発表動画にま

とめる。結果の予想、実験、発表作成の課程で、学生は論理的思考と順序立った報告書の作成を経験し、その

概要を習得する。 

 

学修目標 

・運動学の知識を測定・解析に用いる方法の概略と論理的思考の課程を説明できる（DP①②）・測定および実験のプ

ロセスについて、論理的な発表を行うことができる（DP①②） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・すべて【別途配布する授業進行表（前期中に配布）】にしたがって行動してください。・グループワークが

中心です。 

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

１）青木隆明（監修），運動療法のための機能解剖学的触診技術・上肢，メジカルビュー社２）青木隆明（監

修），運動療法のための機能解剖学的触診技術・下肢，メジカルビュー社３）中村隆一 『基礎運動学』 医歯

薬出版 ４）谷口興一・伊東春樹．心肺運動負荷テストと運動療法．南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員に事前にアポイントメントを取ってください。具体的には各担当教員から指示があります。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【オリエンテーション】・実習の進め方の説

明・研究における PICO の説明・エビデンス

レベルの説明・実験演習 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（30 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再視聴する

（30 分）。 

前田 

2 実験および測定の説明① 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（2時間）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再視聴する

（2時間）。 

角田、

仲本 



3 実験および測定の説明② 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（2時間）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再視聴する

（2時間）。 

工藤、

前田 

4 ここまでのまとめと筆記試験① 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（2時間）。復習：筆記試験で知識

が不確実であったと感じた項目に

ついて、ノートを参照して復習する

（2時間）。 

角田、

仲本 

5 ここまでのまとめと筆記試験② 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（2時間）。復習：筆記試験で知識

が不確実であったと感じた項目に

ついて、ノートを参照して復習する

（2時間）。 

工藤、

前田 

6 実験および測定の実施① 

予習：実施する測定および実験について、ノ

ートを参照して手順を確認してお

く（2 時間）復習：実施した測定よ

び実験の目的と手順を文章化して

おく（2時間） 

角田、

仲本 

7 実験および測定の実施② 

予習：実施する測定および実験について、ノ

ートを参照して手順を確認してお

く（2 時間）復習：実施した測定よ

び実験の目的と手順を文章化して

おく（2時間） 

工藤、

前田 

8 データ解析方法の解説① 

予習：予習動画中で解説されているデータ

分析手法をノートに書きだしてお

く（2時間）。復習：授業で説明され

たデータ解析手法を実施してみる

（2時間） 

工藤 

9 データ解析方法の解説② 

予習：予習動画中で解説されているデータ

分析手法をノートに書きだしてお

く（2時間）。復習：授業で説明され

たデータ解析手法を実施してみる

（2時間） 

前田 

10 データ解析方法の解説③ 

予習：予習動画中で解説されているデータ

分析手法をノートに書きだしてお

く（2時間）。復習：授業で説明され

たデータ解析手法を実施してみる

（2時間） 

角田 

11 データ解析方法の解説④ 

予習：予習動画中で解説されているデータ

分析手法をノートに書きだしてお

く（2時間）。復習：授業で説明され

たデータ解析手法を実施してみる

（2時間） 

仲本 

12 

グループ発表の作成①・発表テーマを設定

し、教員の指導のもとで発表動画を作成す

る。 

予習：グループのメンバーと役割分担を決

め、教員への質問事項を用意してお

く（2時間）。復習：授業における教

員からのアドバイスをもとに発表

動画の修正を行う（2時間）。 

角田、

仲

本 

13 

グループ発表の作成①・発表テーマを設定

し、教員の指導のもとで発表動画を作成す

る。 

予習：グループのメンバーと役割分担を決

め、教員への質問事項を用意してお

く（2時間）。復習：授業における教

員からのアドバイスをもとに発表

動画の修正を行う（2時間）。 

工藤、

前

田 

14 
総合討論①・半数のグループの発表内容に

ついて質疑応答をおこなう。 

予習：発表を行うグループの動画をあらか

じめ視聴し、質問を用意する（2 時

間）。復習：質問に対する回答をノー

トにまとめておく（2時間）。 

角田、

仲

本 

15 
総合討論②・半数のグループの発表内容に

ついて質疑応答をおこなう。 

予習：発表を行うグループの動画をあらか

じめ視聴し、質問を用意する（2 時

間）。復習：質問に対する回答をノー

トにまとめておく（2時間）。 

工藤、

前

田 



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．筆記試験（DP①②）２．発表動画（DP①②）３．総合討論で受けた質問に対する回答レポート

（DP①②） 

 

１．70％

２．15％

３．15％

60 ％ 以

上 で 単

位 認 定

す る 。

2/3 以

上 の 出

席 が 必

要。フィ

ー ド バ

ック：学

生 全 体

に 対

し 、 試

験 に お

い て 誤

り の 多

か っ た

事 項 、

発 表 を

よりよく



す る た

め に 必

要 と 思

わ れ た

事 項 を

伝 え

る。 



授業科目名 臨床心理学 (理学) 

主担当教員 海蔵寺 陽子 担当教員 海蔵寺 陽子 

科目ナンバリング SB20BPTA011 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床心理学は、人間の不適応行動の研究や治療を目的とする心理学です。授業では、人の心の構造のほか、

具体的な心理検査や心理療法について学習します。 

 

学修目標 

１．心の病気とその症状を理解する２．各種の心理検査について理解し、その特徴を説明できる３．各種の心理療法

について理解し、その特徴を説明できる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．身近な経験を臨床心理学的に考えてみること２．疑問を大切にし、解決に向けて行動すること 

 

教科書 

臨床心理学序説   高橋雅春・高橋依子 著   ナカニシヤ出版 

 

参考書 

はじめての臨床心理学   森谷寛之・竹松志乃 編著   北樹出版 

 

研究室／オフィスアワー 

なし 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 臨床心理学とは 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 教科書の

確認復習： 授業をもとにノート、

教科書の確認 

 

2 心理療法とは 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 心の健康

について考えてみる復習： 授業を

もとにノート、教科書の確認 

 

3 精神力動的心理療法１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 心の働き

について新聞・テレビ・メディア記

事などをひとつ調べる復習： 授業

をもとにノート、教科書の確認 

 

4 精神力動的心理療法２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 精神分析

について教科書を読んでおく復習： 

授業をもとにノート、教科書の確認 

 

5 精神力動的心理療法３ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 自分の見

た夢を記録してみる復習： 授業を

もとにノート、教科書の確認 

 

6 行動療法１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 行動療法

について教科書を読んでおく復習： 

授業をもとにノート、教科書の確認 

 

7 行動療法２ 
＜予習・復習 各 2時間＞予習： 学習理論

について調べておく復習： 授業を
 



もとにノート、教科書の確認 

8 クライエント中心療法 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 傾聴につ

いて調べておく復習： 授業をもと

にノート、教科書の確認 

 

9 その他の心理療法 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 心理療法

に関する新聞・テレビ・メディア記

事などをひとつ調べておく復習： 

授業をもとにノート、教科書の確認 

 

10 心理テストとは 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 心理テス

トを実施する際、注意すべきことは

何か考えてみる復習： 授業をもと

にノート、教科書の確認 

 

11 性格テスト１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 性格テス

トについて教科書を読んでおく復

習： 授業をもとにノート、教科書

の確認 

 

12 性格テスト２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 性格テス

トに関する新聞・テレビ・メディア

記事などをひとつ調べておく復習： 

授業をもとにノート、教科書の確認 

 

13 知能テスト１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 知能につ

いて考える復習： 授業をもとにノ

ート、教科書の確認 

 

14 知能テスト２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 知能テス

トについて教科書を読んでおく復

習： 授業をもとにノート、教科書

の確認 

 

15 講義全体のまとめと振り返り 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 心理療法、

心理テストを実施するときの注意

点について考えてみる復習： 授業

をもとにノート、教科書の確認 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験②平常点（レポート、授業態度など） 

 

①80%

②20% 



授業科目名 リハビリテーション概論 (理学) 

主担当教員 角田 晃啓 担当教員 
角田 晃啓／金尾 顕郎／中根 

征也 

科目ナンバリング SB20BPTA012 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

リハビリテーションについて、理学療法を中心にその概要を教授する。 

 

学修目標 

１．リハビリテーションをとりまく一般的な知識が理解できる。＜DP①＞２．リハビリテーションにおける理学療法

の職域、位置づけが理解できる。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

必要に応じてフィールドワークを行うことがあるので必ず参加すること。 

 

教科書 

上杉雅之監修「PT 入門 イラストで分かる理学療法概論」医歯薬出版株式会社．ISBN 978-4-263-26614-4 

 

参考書 

特になし（適宜、授業資料を配布） 

 

研究室／オフィスアワー 

角田：在室時は随時金尾：水曜日の 1限、もしくは、事前に連絡があれば随時対応します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 リハビリテーションの概要 

予習：教科書 P1-24 を読み【リハビリテー

ションの概要】について理解する（2

時間）復習：講義内容ならびに配布

資料を確認する（2時間） 

 

2 ICIDH と ICF 

予習：教科書 P159-172 を読み【疾病と障害

の関係】について理解する（2時間）

復習：講義内容ならびに配布資料を

確認する（2時間） 

 

3 理学療法士に必要なマインドセット 

予習：教科書 P25-72 を読み【理学療法士に

必要なマインドセット】について理

解する（2 時間）復習：講義内容な

らびに配布資料を確認する（2時間） 

 

4 日常生活活動の概念と評価 

予習：教科書 P145-158 を読み【機能障害と

その評価】について理解する（2 時

間）復習：講義内容ならびに配布資

料を確認する（2時間） 

 

5 理学療法士の活動領域 

予習：教科書 P73-96 を読み【理学療法士の

活動領域】について理解する（2 時

間）復習：講義内容ならびに配布資

料を確認する（2時間） 

 



6 理学療法の安全管理 

予習：教科書 P97-116 を読み【理学療法の

安全管理】について理解する（2 時

間）復習：講義内容ならびに配布資

料を確認する（2時間） 

 

7 理学療法評価① 関節可動域障害 

予習：教科書 P131-136 を読み【関節可動域

測定】について理解する（2 時間）

復習：講義内容ならびに配布資料を

確認する（2時間） 

 

8 理学療法評価② 筋力低下 

予習：教科書 P137-144 を読み【筋力測定】

について理解する（2 時間）復習：

講義内容ならびに配布資料を確認

する（2時間） 

 

9 理学療法における治療 

予習：教科書 P173-218 を読み【理学療法に

おける治療内容】について理解する

（2 時間）復習：講義内容ならびに

配布資料を確認する（2時間） 

 

10 疾患別リハビリテーション① 

予習：教科書 P219-282 を読み【疾患別のリ

ハビリテーション】について理解す

る（2 時間）復習：講義内容ならび

に配布資料を確認する（2時間） 

 

11 疾患別リハビリテーション② 

予習：教科書 P219-282 を読み【疾患別のリ

ハビリテーション】について理解す

る（2 時間）復習：講義内容ならび

に配布資料を確認する（2時間） 

 

12 病期別リハビリテーション① 

予習：事前配布資料を読み【病期別のリハビ

リテーション】について理解する（2

時間）復習：講義内容ならびに配布

資料を確認する（2時間） 

 

13 病期別リハビリテーション② 

予習：事前配布資料を読み【病期別のリハビ

リテーション】について理解する（2

時間）復習：講義内容ならびに配布

資料を確認する（2時間） 

 

14 地域包括ケアとリハビリテーション 

予習：事前配布資料を読み【地域包括ケアと

リハビリテーション】について理解

する（2 時間）復習：講義内容なら

びに配布資料を確認する（2時間） 

 

15 診療ガイドラインの活用 

予習：事前配布資料を読み【診療ガイドライ

ンの活用】について理解する（2 時

間）復習：講義内容ならびに配布資

料を確認する（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①試験②講義中の提出課題＜DP①＞ 

 

①50%

②50% 



授業科目名 公衆衛生学 (理学) 

主担当教員 今村 行雄 担当教員 今村 行雄 

科目ナンバリング SB20BPTB013 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

個人水準で健康を扱う臨床医学に対して、衛生･公衆衛生学は社会水準で健康を取り扱うので社会医学とも呼

ばれる。その範囲は多岐にわたり、健康に影響をおよぼす様々なリスクを同定し、予防活動に結びつける学

問である。本講義では「社会に役立つ公衆衛生」を基本として、衛生･公衆衛生学の理論、衛生行政、予防、

健康、老人・成人保健、生活習慣病や難病疾患、産業衛生、母子保健、衛生統計などについて学習する。さら

に、世界における日本の現状および動向について理解し、日本における公衆衛生のあり方について考える。 

 

学修目標 

私たちの生活や健康は、社会の制度に支えられている。公衆衛生学は、健康を支える制度そのものである。公衆衛生

の歴史や体制、内容を知り、自らの生活や健康を守り、向上を図るための知識を習得する。１．公衆衛生学とは何か

を知る。２．疫学について知り、曝露について理解する。３．健康を害する因子を探り、予防とは何かを理解する。

４．健康維持のための施策について理解する。５．日本の医療状況を理解し、世界各国の状況と比較できる。<DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．公衆衛生学は、進歩する医療技術や研究成果だけでなく、国の情勢や法律、予算などにも左右され、変化

していくものである。講義で習ったことは現時点での事実であることを認識し、講義終了後には統計データ

などは最新のものを各自、調べて知識をアップデートする必要がある（特に国家試験前）ことに留意する。

２．新聞やニュースなどを通じて、社会情勢に目を向けること。３．常に疑問を持ち、調べ、客観的に評価

し、自分の知識を深めること。 

 

教科書 

なし。（参考書 1に基づいて作成した配布資料を使って講義を進めます） 

 

参考書 

1.学生のための現代公衆衛生（南山堂）2.公衆衛生が見える（メディックメディア） 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康の科学としての公衆衛生学 課題：公衆衛生とは何か、WHO, 疫学研究  

2 人口の動向 
授業の復習課題：人口の増減が社会生活に

どう影響するか 
 

3 
妊娠・出産と胎児の保健と先天異常の仕組

み 

授業の復習および次回の講義の予習課題：

妊娠・出産時基の母体保健や先天異

常を理解する 

 



4 新生児・乳幼児期の保健 
授業の復習および次回の講義の予習課題：

胎児、乳幼児期の保健を理解する 
 

5 青少年の保健 
授業の復習と次回講義の予習課題：学校保

健について理解する 
 

6 成人期の保健 
授業の復習と次回講義の予習課題：生活習

慣病について理解する 
 

7 老年期の保健と死の問題 1 
授業の復習および次回の講義の予習課題：

高齢者福祉について理解する 
 

8 老年期の保健と死の問題 2 

予習：シラバス・資料確認課題：高齢者の健

康についての諸問題について理解

し、死や臓器移植について考察する 

 

9 心の健康と心身障害 
予習：シラバス・資料の確認課題：精神保健

について理解する 
 

10 環境の衛生 
予習：シラバス・資料の確認課題：環境とは

何か、理解する 
 

11 環境汚染と公害 
予習：シラバス・資料を確認課題：公害問題

について理解する 
 

12 感染症：微生物による病気 
予習：シラバス・資料の確認課題：感染症に

ついて理解 
 

13 食物と健康 
予習：シラバス・資料の確認課題：食中毒菌

などの理解を深める 
 

14 職業生活と健康 
予習：シラバス・資料の確認課題：職業病に

ついて理解する 
 

15 保健・医療の行政 
予習：資料の確認課題：衛生行政の種類につ

いて理解する 
 

16    

17    
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27    
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成績評価方法と基準 割合 

試験（90％）+授業態度（10%）で評価します。試験で評価し、単位認定とする。単位認定基準及び試験受

験資格は、大学の規定に従う。<DP②③> 

 

試 験

90% 受

講 態 度

10% 



授業科目名 医療関係法規論 (理学) 

主担当教員 李 庸吉 担当教員 李 庸吉 

科目ナンバリング SS20BPTA001 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

ここで勉強することになる分野は「医事法」と称される領域になりますが、それは憲法をはじめ民法、刑法、

行政法等、複数の法の複合領域ともいえます。そこで、まず医事法全体を概観しながら法の基本的な概念を

身につけていき、次いで理学療法士にとって関連の深い諸法について学び、裁判例などにも触れてみたいと

思います。また、実際の報道事例や医療ドラマ、法廷ドラマなども活用し、法の実践がどのようになされて

いるかある種の疑似体験を通して一緒に考え、学ぶことも予定しています。 

 

学修目標 

１．理学療法士に関連を有する法律並びに行政について理解させる。２．基本的な法概念と法感覚を身につけた上、

理学療法士及び作業療法士法を理解させる。３．医師法はじめとする医療関係者法並びに医療法の概要、さらに理学

療法士の法的な位置づけについての知識を習得させる。４．また責任法という観点から、法を学ぶことが医療者の行

動指針につながることも理解させる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

他の教科もそうでしょうが、法学も一夜漬けでどうこうできるものではありません。欠席が多いと訳が分か

らなくなるのは必至でしょうから、毎回の出席と復習が何より大事だと思います。 

 

教科書 

手嶋豊『医事法入門[第 5版]』（有斐閣アルマ） 

 

参考書 

授業の中で適宜ご紹介いたします。 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
イントロダクション、医療者が法を学ぶ意

義 

配布資料を基に復習することが望ましいと

思います。まずは用語に慣れること

も念頭においておくとよいでしょ

う。 

 

2 法とは何か、法の種類と体系 
同上 最初は予習より復習の方に主眼をお

くことでよいと思います。 
 

3 医療と人権（総説） 
同上 個別具体的な事項については講義の

中で適宜お伝えします。 
 

4 自己決定権、プライバシー権等 同上  

5 医療における刑法上の問題（総説） 同上  



6 終末期医療、安楽死、尊厳死等 同上  

7 医療における民法上の問題（総説） 同上  

8 医療契約、不法行為、医療事故 同上  

9 生殖補助医療と生命倫理 同上  

10 理学療法士及び作業療法士法① 同上  

11 理学療法士及び作業療法士法② 同上  

12 
医療関係者法（医師法、歯科医師法、保健師

助産師看護師法等） 
同上  

13 
医療法（医療提供の理念、医療提供の施設及

びその管理等） 

同上加えて参考資料等を適宜紹介するよう

にします。 
 

14 
医療安全（医療の質、リスクマネジメント

等） 
同上  

15 講義全体のまとめと振り返り 

試験に向けて総復習となるでしょうが、と

にかく反復すること、考えることが

しっかりした理解にも結びつきま

す。法学は決して暗記オンリーの科

目ではないことに留意する必要が

あるでしょう。 
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成績評価方法と基準 割合 

①平常点（出席、ミニレポート等）②定期試験 

 

①30%

②70% 



授業科目名 理学療法評価学総論 (理学) 

主担当教員 杉本 圭 担当教員 
杉本 圭／仲本 正美／松尾 浩

希 

科目ナンバリング SS20BPTA008 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 理学療法評価は対象者の生活機能を分析する方法の一つであり、リハビリテーション計画の立案やその効

果判定等を目的として実施されるものである。本科目では、理学療法評価から治療計画までのプロセスを学

修する。また、情報収集、医療面接、基本的評価手技の一部（触診、形態測定、関節可動域測定）を修得す

る。これらの評価項目について意義・目的を理解し、その内容を対象者に説明して測定できることを目標と

する※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1)  理学療法評価の意義、目的、およびプロセスについて概説できる。【DP①】2)  生活機能・障害の分類（ICD、

ICIDH、ICF）について概説できる。【DP①】3)  形態測定、関節可動域測定、脈拍と血圧測定の意義や目的について

説明できる。【DP①】4)  上記の基本的評価手技を、筋骨格系の解剖学の知識と結びつけて説明できる。【DP①】5)  上

記の基本的評価手技を実施することができる。【DP①】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1)  本科目は演習科目に該当し、必要出席回数は 「授業回数の 5分の 4以上」 を採用します。2)  指定さ

れた教科書を毎回の授業に持参すること。3)  実技形式の場合には、ジャージー上下、および本学指定の上

履きを着用して参加すること。また、インナーには、すぐに肘、膝、足部を露出できるものを着用すること。 

 

教科書 

1)  潮見泰藏, 下田信明(編).  PT・OT ビジュアルテキスト. リハビリテーション基礎評価学. 第 2版, 羊

土社, 2019.2)  中村隆一, 齋藤宏, 長崎浩(著).  基礎運動学. 第 6 版補訂, 医歯薬出版, 2012.3)  MKPT

研究会，工藤慎太郎(編)．機能解剖と触診．羊土社，2019． 

 

参考書 

1)  野村嶬(編).  解剖学. 第 5版, 医学書院, 2020. (標準 PT・OT シリーズ).2)  Neumann DA(原著). 

Andrew PD, 有馬慶美・日髙正巳(監訳).  筋骨格系のキネシオロジー, 原著第 3版, 医歯薬出版, 2018.3)  

河上敬介, 磯貝香.  骨格筋の形と触察法. 改訂第 2版, 大峰閣社, 2013. 

 

研究室／オフィスアワー 

杉本 圭： E 棟 4階研究室／水曜日 4限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）仲本正美： E 棟 4

階研究室／金曜日 3限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）松尾浩希： E 棟 4階研究室／金曜日

3時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 評価の概念、医療面接の基礎 

予習：教科書 1）の p18～52 を読んでおくこ

と復習：学習範囲の実技※それぞれ

30 分以上を目安に行うこと 

杉本 

2 
対象者への触れ方の基礎触診と形態測定

①： 四肢長（下肢） 

予習：教科書 1）の p162～176 を読んでおく

こと。測定に使うランドマークの確

認をしておくこと復習：学習範囲の

実技※それぞれ 30 分以上を目安に

行うこと 

杉本仲

本 

3 触診と形態測定②： 四肢長（上肢） 

予習：測定に使うランドマークの確認をし

ておくこと復習：学習範囲の実技※

それぞれ 30 分以上を目安に行うこ

と 

仲本 

4 触診と形態測定③： 周径 

予習：測定に使うランドマークの確認をし

ておくこと復習：学習範囲の実技※

それぞれ 30 分以上を目安に行うこ

と 

仲本 

5 
触診と形態測定④： 周径、これまでのまと

め 

予習：測定に使うランドマークの確認をし

ておくこと復習：学習範囲の実技※

それぞれ 30 分以上を目安に行うこ

と 

仲本、

杉本、

松尾 

6 関節可動域測定①： 概論、膝関節 

予習：教科書 1）の p218～241 を読んでおく

こと．測定に使うランドマーク、基

本軸・移動軸・参考可動域の確認を

しておくこと復習：学習範囲の実技

※それぞれ 30 分以上を目安に行う

こと 

松尾 

7 関節可動域測定②： 股関節 

予習：測定に使うランドマーク、基本軸・移

動軸・参考可動域の確認をしておく

こと復習：学習範囲の実技※それぞ

れ 30 分以上を目安に行うこと 

松尾 

8 関節可動域測定③： 足関節、足部 

予習：測定に使うランドマーク、基本軸・移

動軸・参考可動域の確認をしておく

こと復習：学習範囲の実技※それぞ

れ 30 分以上を目安に行うこと 

松尾 

9 関節可動域測定④： 肩関節 

予習：測定に使うランドマーク、基本軸・移

動軸・参考可動域の確認をしておく

こと復習：学習範囲の実技※それぞ

れ 30 分以上を目安に行うこと 

松尾 

10 関節可動域測定⑤： 肩甲帯、肘関節 

予習：測定に使うランドマーク、基本軸・移

動軸・参考可動域の確認をしておく

こと復習：学習範囲の実技※それぞ

れ 30 分以上を目安に行うこと 

杉本 

11 関節可動域測定⑥： 前腕、手関節 

予習：測定に使うランドマーク、基本軸・移

動軸・参考可動域の確認をしておく

こと復習：学習範囲の実技※それぞ

れ 30 分以上を目安に行うこと 

杉本 

12 関節可動域測定⑦：脊柱（頸部、胸腰部） 

予習：測定に使うランドマーク、基本軸・移

動軸・参考可動域の確認をしておく

こと復習：学習範囲の実技※それぞ

れ 30 分以上を目安に行うこと 

杉本 

13 
関節可動域測定⑧：脊柱（頸部、胸腰部）、

これまでのまとめ 

予習：測定に使うランドマーク、基本軸・移

動軸・参考可動域の確認をしておく

こと復習：学習範囲の実技※それぞ

れ 30 分以上を目安に行うこと 

杉本、

仲

本

、

松

尾 

14 脈拍と血圧の測定① 

予習：教科書 1）の p83～95 を読んでおくこ

と復習：学習範囲の実技※それぞれ

30 分以上を目安に行うこと 

杉本 

15 脈拍と血圧の測定②、講義全体のまとめ 

予習：教科書 1）の p83～95 を読んでおくこ

と復習：学習範囲の実技※それぞれ

30 分以上を目安に行うこと 

杉本、

仲

本

、



松

尾 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1)  単位認定のための必要出席回数は「総授業回数の 5 分の 4 以上」とする。2)  実技テスト（配分 60%）

と筆記テスト（配分 40％）で評価し、総合成績の得点率 60％以上（小数切捨て）を単位認定基準とする。

ただし、実技テストの平均得点率が 60％未満（小数切捨て）の場合は、筆記試験の結果によらず不可と

する。【DP①】3)  実技テストの評価には事前に配付するルーブリックを使用する。 

 

実 技 テ

スト 60%

筆 記 テ

スト 40% 



授業科目名 基礎日常生活活動学 (理学) 

主担当教員 仲本 正美 担当教員 
仲本 正美／平川 正彦／檜垣 

奨／林 真太郎 

科目ナンバリング SS20BPTA012 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

基礎日常生活活動学では、人間の日常生活の基本として遂行される食事、排泄、整容、更衣、移動、移乗など

の代表的な動作を取り上げ、それらの動作遂行に必要な条件を解説するとともに、日常生活活動の概念、位

置づけを教授する。Barthel index、FIM などの日常生活活動の代表的な評価スケールと動作の実用性、自立

尺度について教授する。また演習では、移動補助具（杖、車椅子）や自助具の使用方法や、基本動作の運動学

的分析や症例別の指導方法について教授する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．基礎日常生活活動（ADL）の概念を理解し動作の自立度・実用性が想起できる。２．日常生活活動の評価スケー

ルを適切に使用できる。３．基本動作（寝返り、起き上がり、立ち上がり、歩行、移乗）を理解できる。４．移動補

助具（杖、車椅子）や自助具の使用方法について理解でき、適切に使用できる。 ５．症例毎のリスク管理と動作指

導が理解できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．演習の日時と場所は担当教員の指示に従うこと。２．演習では大学指定のジャージ、シューズを着用し、

フェイスシールドを持参すること。３．演習を通して理解した後、必ず復習し、知識を整理すること。４．授

業内容の予習復習では、自分で調べる学習を意識すること。５．解剖学・生理学・運動学の知識と統合させる

ように復習すること。 

 

教科書 

細田多穂．シンプル理学療法学シリーズ．日常生活活動学テキスト，南江堂潮見泰藏, 下田信明. PT・OT ビ

ジュアルテキスト. リハビリテーション基礎評価学，羊土社 

 

参考書 

奈良勲他著：標準理学療法学 日常生活活動・生活環境学，医学書院キルステンゲッツ・ノイマン著：観察に

よる歩行分析，医学書院畠中泰彦編：これならできる！姿勢・動作・歩行分析，羊土社 

 

研究室／オフィスアワー 

平日 9:00-16:00 授業時間以外 ※必ず予約をとってください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 日常生活活動の総論移動 

予習：南江堂「１総論」「9 基本動作③床上

動作・車いす移動」「10 基本動作④

歩行」を読む（1時間）復習：日常生

活活動における移動について講義

内容をまとめる（1時間） 

仲本 



2 【演習】移動補助具１：歩行補助具 

予習：南江堂「6補装具（移動補助具を中心

に）」を読む（1時間）復習：杖の種

類とチェックアウトについて講義

内容をまとめる（1時間） 

仲本・

平川 

3 【演習】移動補助具２：車椅子 

予習：南江堂「6補装具（移動補助具を中心

に）」「9 基本動作③床上動作・車い

す移動」を読む（1時間）復習：車椅

子の構造と種類、松葉杖のチェック

アウトについて講義内容をまとめ

る（1時間） 

平川・

仲本 

4 【演習】移動補助具の使用方法 

予習：南江堂「6補装具（移動補助具を中心

に）」「9 基本動作③床上動作・車い

す移動」「10 基本動作④歩行」を読

む（1 時間）復習：歩行補助具と車

椅子の使用方法について講義内容

をまとめる（1時間） 

仲本・

平川・

林・檜

垣 

5 
移動補助具に関する演習のまとめ日常生活

活動の評価 

予習：南江堂「２ADL 評価とその実際②ADL

評価の概要と評価法」「３ADL 評価と

その実際②動作分析の視点」、羊土

社「第 6章 3観察に基づく動作分析」

を読む（1 時間）復習：日常生活活

動学の評価方法について講義内容

をまとめる（1時間） 

仲本 

6 起居動作 

予習：南江堂「7 基本動作①総論」「8 基本

動作②起居動作」を読む（1 時間）

復習：起居動作について講義内容を

まとめる（1時間） 

仲本 

7 【演習】起居動作：寝返り・起き上がり 

予習：南江堂「14 疾患別 ADL 指導」の寝返

り・起き上がりの箇所を読む（1 時

間）復習：疾患別の寝返り・起き上

がりについて演習内容をまとめる

（1時間） 

檜垣・

平川 

8 【演習】起居動作：立ち座り（椅子） 

予習：南江堂「14 疾患別 ADL 指導」の立ち

座り（椅子）の箇所を読む（1時間）

復習：疾患別の立ち座り（椅子）に

ついて演習内容をまとめる（1時間） 

檜垣・

平

川 

9 【演習】起居動作：立ち座り（床） 

予習：南江堂「14 疾患別 ADL 指導」の立ち

座り（床）の箇所を読む（1時間）復

習：疾患別の立ち座り（床）につい

て演習内容をまとめる（1時間） 

仲本・

林 

10 
起居動作に関する演習のまとめ身の回り動

作移乗 

予習：南江堂「11 身の回り動作」と「14 疾

患別 ADL 指導」の移乗の箇所を読む

（1 時間）復習：身の回り動作と移

乗について講義内容をまとめる（1

時間） 

仲本 

11 【演習】自助具・更衣動作 

予習：南江堂「12ADL を支援する機器」「14

疾患別 ADL 指導」の更衣動作の箇所

を読む（1時間）復習：自助具・更衣

動作について演習内容をまとめる

（1時間） 

林・仲

本 

12 【演習】トイレ・入浴・食事動作・移乗 

予習：南江堂「11 身の回り動作」と「14 疾

患別 ADL 指導」の移乗の箇所を読む

（1時間）復習：トイレ・入浴・食事

動作・移乗について演習内容をまと

める（1時間） 

仲本・

林 

13 
身の回り動作・移乗に関する演習のまとめ

日常生活活動の評価１：Barthel Index 

予習：南江堂「４ADL 評価とその実際③バー

セルインデックス（BI）」、羊土社「第

6章 1日常生活活動評価」を読む（1

時間）復習：Barthel index につい

て講義内容をまとめる（1時間） 

仲本 

14 日常生活活動の評価２：FIM 

予習：南江堂「５ADL 評価とその実際④機能

的自立度評価法（FIM）」と羊土社「第

6章 1日常生活活動評価」を読む（1

仲本 



時間）復習：FIM について講義内容

をまとめる（1時間） 

15 日常生活活動のまとめ 

予習：教科書の「15 疾患別 ADL の症例演習」

を読む（1時間）復習：第 14～15 講

の授業資料を整理する（1時間） 

仲本 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義中に作成するレポート②【演習】中に作成するワークシート筆記試験は実施せず、①+②の成績が

60%以上（小数点切捨て）の場合に単位を認定する。授業時数の 2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②60% 



授業科目名 物理療法学 (理学) 

主担当教員 仲本 正美 担当教員 
仲本 正美／檜垣 奨／林 真太

郎 

科目ナンバリング SS20BPTA015 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医学的リハビリテーションにおける物理療法の位置付け、目的を理解する。物理療法で用いられる手段が人

体に作用する機序を種類別に理解し、それに関連付けてそれぞれの適応と禁忌を想起できるようにする。※

本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

物理療法の位置付け、目的が理解できる。種類別に作用機序・適応・禁忌が想起できる。物理療法の機器を操作する

ことができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．演習の日時と場所は担当教員の指示に従うこと。２．演習では大学指定のジャージ、シューズを着用し、

フェイスシールドを持参すること。３．演習で機器の操作を体験することがあるが、安全のために必ず教員

の指示に従うこと。４．演習を通して理解した後、必ず復習し、知識を整理すること。５．授業内容の予習復

習では、自分で調べる学習を意識すること。 

 

教科書 

最新理学療法学講座 物理療法学：烏野大・川村博文，医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

物理療法学 改訂第 3版：松澤正・江口勝彦，金原出版株式会社 EBM 物理療法：Michelle H. Cameron 編著，

医歯薬出版株式会社エビデンスから身につける物理療法：庄本康治，羊土社 

 

研究室／オフィスアワー 

平日 9:00-16:00 授業時間以外 ※必ず予約をとってください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 物理療法学総論リスク管理 

予習：教科書１章を読む（1 時間）復習：講

義で出てきた解剖学・生理学の知識

を調べる（1時間） 

仲本 

2 温熱・寒冷の生理学的作用 

予習：教科書２、３、４章を読む（1時間）

復習：講義で出てきた解剖学・生理

学の知識を調べる（1時間） 

仲本 

3 温熱・寒冷療法 各論 

予習：教科書３、４章を読む（1時間）復習：

講義で出てきた解剖学・生理学の知

識を調べる（1時間） 

仲本 

4 極超短波・超短波療法 

予習：教科書５章を読む（1 時間）復習：講

義で出てきた計算問題を復習する

（1時間） 

仲本 



5 光線療法：赤外線・レーザー・紫外線 

予習：教科書９章を読む（1 時間）復習：講

義で出てきた解剖学・生理学の知識

を調べる（1時間） 

仲本 

6 演習① 温熱・寒冷療法 

予習：第 1～5 講の授業内容（1時間）復習：

演習で体験した内容をまとめる（1

時間）※小グループで実施。 

仲本・

林・檜

垣 

7 演習② 温熱・寒冷療法の臨床応用 

予習：第 1～5 講の授業内容（1時間）復習：

演習で体験した内容をまとめる（1

時間） 

仲本・

林・檜

垣 

8 超音波療法 

予習：教科書６章を読む（1 時間）復習：講

義で出てきた解剖学・生理学の知識

を調べる（1時間） 

仲本 

9 牽引療法・水治療法 

予習：教科書 10、11 章を読む（1 時間）復

習：講義で出てきた解剖学・生理学

の知識を調べる（1時間） 

仲本 

10 電気刺激療法Ⅰ 

予習：教科書７章を読む（1 時間）復習：講

義で出てきた解剖学・生理学の知識

を調べる（1時間） 

仲本 

11 電気刺激療法Ⅱ 

予習：教科書８章を読む（1 時間）復習：講

義で出てきた解剖学・生理学の知識

を調べる（1時間） 

仲本 

12 
演習③ 超音波療法・牽引療法・電気刺激療

法 

教科書第 9章、第 10 章を読んできてくださ

い。前回の内容の小テストをしま

す。 

仲本 

13 演習④ 超音波・牽引療法 

予習：第８～12 講の授業内容（1 時間）復

習：演習で体験した内容をまとめる

（1時間） 

仲本・

林

・

檜

垣 

14 電気刺激療法の臨床応用 

予習：教科書 12、13 章を読む（1 時間）復

習：講義で出てきた解剖学・生理学

の知識を調べる（1時間） 

仲本 

15 物理療法学のまとめ 
予習：教科書 14、15 章を読む（1 時間）復

習：講義内容をまとめる（1時間） 
仲本 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



①演習ワークシート（3 回）：演習中に記載し提出する②課題レポート（2 回）③定期試験①＋②＋③の得

点率 60%以上（小数点切捨て）の場合に単位を認定する。2/3 以上の出席が必要。 

 

①10%

②40%

③50% 



授業科目名 臨床見学実習 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 

中根 征也／河村 廣幸／三木屋 

良輔／前田 薫／角田 晃啓／澤

田 優子／仲本 正美／工藤 慎

太郎／堀 竜次／杉本 圭／松尾 

浩希／平川 正彦／檜垣 奨／林 

真太郎／国宗 翔／木内 隆裕 

科目ナンバリング SS20BPTA043 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

これまでに履修した教養科目群・学部共通科目群および学科専門基礎科目で修得した内容をもとに、対象者

との接触を通じて、社会人，医療人としての対応力を経験することを目的する。また、学内での履修内容だ

けでなく社会的マナーや TPO に応じたコミュニケーションを経験し、その能力の向上を目的とする。 

 

学修目標 

1年次に行う臨床見学実習では「対象者や職員とコミュニケーションを図り、社会における理学療法士の役割を認識

する」ことを目標とします。これを実現するための行動目標を以下の通りとする。①実習施設の全体的な業務と機能

を知る。【DP①③④】②理学療法士の臨床業務の概要を知る。 【DP①③④】③リハビリテーションチームの構成を知

り、その一員として理学療法士の役割責任及び協調性を自覚する。【DP①③④】④問診・医療面接を経験する。

【DP①③④】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．医療人であるという自覚をもって実習態度には十分に注意する。２．臨床実習のため，原則欠席は認め

ない。３．「学外実習の手引き」を熟読し、理解しておくこと。４．実習前後にオリエンテーションやホーム

ルームを行うが、単位取得にはそのオリエンテーションやホームルームに出席することが必要である。 

 

教科書 

適宜、実習に必要なことを各自で調べること。 

 

参考書 

適宜、実習に必要なことを各自で調べること。 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習施設担当教員のオフィスアワーに準ずる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

病院・施設における理学療法部門の位置づ

けおよび現場における理学療法士の業務全

般・他職種との役割分担やチーム活動を学

ぶ。 

日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 



2 

患者・患児と直接かかわり、医療人としての

医療倫理に基づく基本的マナーを身につけ

る。 

日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

3 

医学的兆候を知る為の血圧測定や脈拍の計

測などのバイタルチェックや問診などの実

技も経験する。 

日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

4 
今まで履修した分野の知識を臨床の場で確

認する。 

日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

5 
実習開始時と現在までの変化を自覚し、弱

点の克服に努める。 

前日までの学習内容をまとめデイリーノー

トに記載する。実習後レポートを提

出する。 

 

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．実習評価【DP①③④】2．実習記録と終了後のグループワーク・プレゼンテーション【DP①③④】の総合

評価にて 60 点以上の評価に値する内容で単位認定する。 

 

1 ．

70%2 ．

30% 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理学療法学科 

（2020 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 理学療法触診法 (理学) 

主担当教員 工藤 慎太郎 担当教員 
工藤 慎太郎／前田 薫／平川 

正彦 

科目ナンバリング SS205a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
水曜 4 限、水曜

5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

理学療法士は手で対象者の症状を診て，治療します．その基本となる技術を習得する科目です．具体的には

骨部位の正確な触診，筋の正確な触診を通じて，触診と徒手療法の技術を学びます．しっかりと練習するこ

とで，解剖学的な情報に基づく評価・徒手療法が可能になります． 

 

学修目標 

１．関節が正確に触診できる．２．筋が正確に触診できる．３．狙った筋を選択的に収縮させられる． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・触診部位を露出できる格好を準備して下さい．（男性；スパッツ，女性；スパッツ＆キャミソール）・水性の

サインペン（黒・青・赤・緑）を用意して下さい．（蛍光ペンは不可）・ジャージを用意して下さい． 

 

教科書 

機能解剖と触診 

 

参考書 

運動療法の「なぜ？」がわかる超音波解剖学(医学書院)運動療法のための機能解剖学的触診技術（メジカル

ビュー社） 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟４F１７研究室 月曜日１限／時間が空いているときは対応します（要予約） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 股関節の触診１ 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

2 股関節の触診２ 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

3 股関節の触診３ 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

4 股関節の触診４ 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

5 膝関節の触診１ 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 



6 膝関節の触診２ 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

7 膝関節の触診３ 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

8 下腿の触診１ 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

9 足関節の触診１ 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

10 足関節の触診２ 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

11 肩の触診 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

12 肩甲骨の触診 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

13 肘の触診 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

14 肘の触診 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

15 講義全体のまとめ 

該当部位の教科書を読み、解剖学的構造（起

始・停止・神経支配・作用等）を覚

えてくること(1h) 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

講義中の口頭試問（40％），定期テスト（60％）4/5 以上の出席を必要とする。 

 

筆 記 試

験 60%、

口 頭 試



問 40％ 



授業科目名 英会話 (理学) 

主担当教員 Corinne Pitt 担当教員 Corinne Pitt 

科目ナンバリング LA20024 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

英会話Ⅰでは、基本的な英語によるコミュニケーション能力を習得することを目的とする。英会話の基本的

ルールである、（１）主語の存在、（２）語順（主語・動詞、疑問文、疑問詞など）、（３）瞬発力、を意識しな

がら、日常生活の中で、道を尋ねる、買い物をする、自己紹介をするなどといった他人と関わる際に最低限

必要な会話力を身につける。 

 

学修目標 

・自己紹介ができる。・最低限の日常会話ができる。 ・自分の考えを最低限伝えることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ペアワーク、グループワークなどによる会話の練習が多いため、積極的に授業に参加すること。前回の授業

の復習を必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

書名／Title ： CHALLENGER BOOK α １著者名／Authors ： ECC 総合教育研究所出版社・出版年／ ECC 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1階非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Course introduction, Classroom English 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

2 Introduction yourselfGreetings 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

3 Greetings friendsCasual Greetings 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

4 
What’s your sister’s name?Talk about 

people 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

5 Free timeTalk about activities 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

6 ExerciseTalk about exercise 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

7 
What kind of bike do you have?Closed 

questions and follow-up questions 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

8 
Food you likeOpen questions and closed 

questions 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

9 ClothesTalk about shopping 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

10 
Is it expensive?Adjectives and 

recommendations 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  



11 Visiting someoneTalking someone 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

12 Saying peopleOffering something 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

13 
What’s this wooden thing?Talk about 

objects 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

14 Describing peopleWh～questions 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

15 講義全体のまとめ 授業の復習並びに総括小テスト準備  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業参加度②小テスト③確認テスト 

 

①20%

②60%

③20% 



授業科目名 基礎英語演習 (理学) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング LA20026 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC500点相当の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 1 Travel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 品詞①：名詞（可算名詞・不可算名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 2 Dining Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 品詞②：形容詞（名詞修飾、補語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 



5 Unit 3 Media 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 品詞③：副詞（動詞・形容詞修飾） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 4 Entertainment 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 時制（現在・過去・未来・現在進行形） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 5 Purchasing 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 3 単現の s（修飾語句を伴う主語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 6 Clients 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 能動態・受動態（感情を表す表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Unit 7 Recruiting 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
動詞の後ろの動名詞・不定詞（前置詞の後ろ

の動名詞、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②60% 



授業科目名 応用英語演習 (理学) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング LA20027 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

文法、語彙、表現を徹底的に習得する。TOEIC550点相当程度の英語力を身に着ける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019)（前期に基礎英語演習を履修した者は、再度購入する必要はありません） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 8 Personnel 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

2 代名詞（主格・所有格・目的格・所有代名詞） 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

3 Unit 9 Advertising 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

4 比較（比較級、最上級、as ... as） 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

 



それらをもう一度確認しておくこ

と。 

5 Unit 10 Meetings 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

6 前置詞（理由・譲歩・時、定型表現） 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

7 Unit 11 Finance 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

8 接続詞（理由・譲歩・時） 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

9 Unit 12 Offices 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

10 前置詞・接続詞対比 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

11 Unit 13 Daily Life 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

12 関係代名詞（主格・所有格・目的格） 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

13 
Unit 14 Sales & Marketing 語彙①（名詞・

形容詞） 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

14 Unit 15 Events 語彙②（動詞・副詞） 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

15 Review 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と。 

 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト②その他課題・授業態度・参加③Review Test2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②20%

③40% 



授業科目名 医療コミュニケーション (理学) 

主担当教員 三木屋 良輔 担当教員 
三木屋 良輔／平川 正彦／檜垣 

奨 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

社会人および理学療法士にとって，必要なコミュニケーションの理論と実施について学修する．この授業で

は，コミュニケーションの実践や，自分自身の性格や特性を理解するために，ペアワークやグループワーク

を予定している． 

 

学修目標 

1．社会人として求められるコミュニケーション能力を身に着ける．2．理学療法士として患者・家族と関わる上で求

められるコミュニケーション能力を身に着ける．<DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．講義の中で学ぶ内容は日々の生活でも応用できる理論ばかりです．知識だけでなく，実践を通じて身に着

けていくことに重点を置いてください．2．講義の中で考えたこと，感じたことを可能な限り言語化するよう

心掛けてください． 

 

教科書 

三宅わか子・他編：理学療法コミュニケーション論．医歯薬出版 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

平川 正彦：4階研究室/水曜日・金曜日（時間は事前に相談することが望ましい）三木屋良輔：金曜日以外

で空いている時間檜垣 奨 ：4階研究室/水曜日・金曜日（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 なぜコミュニケーションを学ぶのか 

予習：「理学療法コミュニケーション論」（以

下，テキストとする）の pp.1-9 を読

んでおくこと．復習：コミュニケー

ションの必要性と理論が説明でき

る．※予習・復習はそれぞれ 30 分間

以上を目安に行う． 

平川，

三 木

屋，檜

垣 

2 社会人基礎力とは 

予習：テキストの pp.13-19 を読んでおくこ

と．復習：社会人基礎力について理

解し，説明できる．※予習・復習は

それぞれ30分間以上を目安に行う． 

平川，

三 木

屋，檜

垣 

3 伝える・伝わるコミュニケーション 

予習：テキストの pp.23-31 を読んでおくこ

と．復習：コミュニケーションスキ

ルを実践できる．※予習・復習はそ

れぞれ 30 分間以上を目安に行う． 

平川，

三 木

屋，檜

垣 



4 コミュニケーションのタイプ 

予習：テキストの pp.35-40 を読んでおくこ

と．復習：自分の性格を理解するこ

とができる．※予習・復習はそれぞ

れ 30 分間以上を目安に行う． 

平川，

三 木

屋，檜

垣 

5 コミュニケーションにおける解決と解消 

予習：テキストの pp.45-54 を読んでおくこ

と．復習：解決型および解消型のコ

ミュニケーションを説明できる．※

予習・復習はそれぞれ 30 分間以上

を目安に行う． 

平川，

三 木

屋，檜

垣 

6 養成校でのコミュニケーション 

予習：テキストの pp.57-65 を読んでおくこ

と．復習：学生時代に身に付けたい

コミュニケーションを理解する．※

予習・復習はそれぞれ 30 分間以上

を目安に行う． 

平川，

三 木

屋，檜

垣 

7 
臨床実習で求められるコミュニケーション

① 

予習：テキストの pp.67-75 を読んでおくこ

と．復習：臨床現場で必要なコミュ

ニケーションを理解する．※予習・

復習はそれぞれ 30 分間以上を目安

に行う． 

平川，

三 木

屋，檜

垣 

8 
臨床実習で求められるコミュニケーション

② 

予習：テキストの pp.67-75 を読んでおくこ

と．復習：臨床現場で必要なコミュ

ニケーションを理解する．※予習・

復習はそれぞれ 30 分間以上を目安

に行う． 

平川，

三

木

屋

，

檜

垣 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

単位認定には，2/3 以上の出席が必要．授業内課題およびレポートの成績 6 割以上で単位認定します．

<DP②③＞ 

 

1．授業

内 課 題

30％2．

レ ポ ー

ト 70％ 



授業科目名 チーム医療論 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 

中根 征也／増山 祥子／河村 

廣幸／森谷 正之／青木 元邦／

三木屋 良輔／前田 薫／角田 

晃啓／澤田 優子／仲本 正美／

工藤 慎太郎／堀 竜次／松尾 

安希子／杉本 圭／松尾 浩希／

平川 正彦／檜垣 奨／林 真太

郎／堤 真大／国宗 翔／吉村 

弥須子／木内 隆裕／脇 英彦／

藤江 建朗／由利 禄巳／奥村 

雅彦／西浦 素子／山本 浩一 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

チーム医療とは，「医療に従事する多様な医療スタッフが，各々の高い専門性を基に，目的と情報を共有し，

業務を分担しつつも互いに連携・補完し合い，対象者（患者・利用者）の状況に的確に対応した医療を提供す

ること」である。医療の高度化・細分化に伴い，医療スタッフの知識・技術の向上は必須である。さらに，質

が高く，安心・安全な医療の提供を対象者やその家族から求められるようになってきている。このように質

の高い医療等を提供するには一人一人の医療スタッフの専門性を高め，その専門性に委ねつつも，各スタッ

フが協働し，それらの専門性をチーム医療によって統合することが不可欠である。本学は 7 つ学科を擁する

医療系総合大学である。本授業ではその強みを活かし，チーム医療の構成となる他職種の理解を深める。さ

らに実際の症例検討を通じて，他職種と理学療法士がどのように連携する必要があり，またどのようにチー

ム医療が実践されているのかを理解・経験する。 

 

学修目標 

1） 医療専門職種が理解（職能・役割等）できる2） 対象者・疾患におけるチーム医療の重要性を理解する 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1） 授業中の私語，携帯電話使用などには厳しく対処する。2） 疑問点を大切にし，常に自己で調べたり，質

問したり解決する行動をとること。3） グループ討論を行うときには，積極的に発言すること。＊質問があ

れば、直接研究室にお越しください。また、MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも構いませ

ん。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特に指定しない 

 



研究室／オフィスアワー 

都度，指示する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
イントロダクションチーム医療論の授業の

進め方チーム医療とは？ 

予習：理学療法士の専門性（職能・役割等），

チーム医療の重要性について，自分

の考えをまとめておくこと。（30 分）

復習：チーム医療の重要性について

理解する。（30 分） 

中根角

田国宗 

2 医療系専門職種の理解｜1【作業療法士】 

予習：本学作業療法学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で作業療法士の仕

事について調べておくこと。（30 分）

復習：作業療法士の職能や役割を理

解し，理学療法士との接点を理解す

る。（30 分） 

由利 

3 医療系専門職種の理解｜2【臨床検査技師】 

予習：本学臨床検査学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で臨床検査技師の

仕事について調べておくこと。（30

分）復習：臨床検査技師の職能や役

割を理解し，理学療法士との接点を

理解する。（30 分） 

関根 

4 医療系専門職種の理解｜3【臨床工学技士】 

予習：本学臨床工学科のカリキュラムに目

を通しておく。また，本学ホームペ

ージ（以下，HP）の「まるわかり 医

療の仕事図鑑」で臨床工学技士の仕

事について調べておくこと。（30 分）

復習：臨床工学技士の職能や役割を

理解し，理学療法士との接点を理解

する。（30 分） 

藤江大

久保 

5 医療系専門職種の理解｜4【鍼灸師】 

予習：本学鍼灸学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で鍼灸師の仕事につい

て調べておくこと。（30 分）復習：

鍼灸師の職能や役割を理解し，理学

療法士との接点を理解する。（30 分） 

増山 

6 
医療系専門職種の理解｜5【診療放射線技

師】 

予習：本学診療放射線学科のカリキュラム

に目を通しておく。また，本学ホー

ムページ（以下，HP）の「まるわか

り 医療の仕事図鑑」で診療放射線

技師の仕事について調べておくこ

と。（30 分）復習：診療放射線技師

の職能や役割を理解し，理学療法士

との接点を理解する。（30 分） 

奥村 

7 医療系専門職種の理解｜6【看護師】 

予習：本学看護学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で看護師の仕事につい

て調べておくこと。（30 分）復習：

看護師の職能や役割を理解し，理学

療法士との接点を理解する。（30 分） 

吉村 

8 医療系職種専門の理解｜7【医師】 

予習：医師の仕事について調べておくこと。

（30 分）復習：医師の職能や役割を

理解し，理学療法士との接点を理解

する。（30 分） 

 



9 症例検討｜1 

予習：理学療法士の職能・役割等を再確認し

ておく。（30 分）復習：症例を通し

てチーム医療内での理学療法士の

役割，チーム医療の重要性を理解す

る。（30 分） 

中根角

田国宗 

10 症例検討｜2 

予習：理学療法士の職能・役割等を再確認し

ておく。（30 分）復習：症例を通し

てチーム医療内での理学療法士の

役割，チーム医療の重要性を理解す

る。（30 分） 

中根角

田

国

宗 

11 症例検討｜3 

予習：理学療法士の職能・役割等を再確認し

ておく。（30 分）復習：症例を通し

てチーム医療内での理学療法士の

役割，チーム医療の重要性を理解す

る。（30 分） 

中根角

田

国

宗 

12 症例検討｜4 

予習：理学療法士の職能・役割等を再確認し

ておく。（30 分）復習：症例を通し

てチーム医療内での理学療法士の

役割，チーム医療の重要性を理解す

る。（30 分） 

中根角

田

国

宗 

13 
チーム医療の実際【教員による Case 

Conference】 

予習：各医療スタッフの専門性（職能・役割

等）について再確認しておく。（30

分 ） 復 習 ： 教 員 に よ る Case 

Conference を通じ，チーム医療での

理学療法士の役割を理解し，チーム

医療の重要性を理解する。（30 分） 

中根角

田

国

宗 

14 授業全体のまとめ｜1 

予習：これまでの授業を復習しておく。（30

分）復習：チーム医療での理学療法

士の役割やチーム医療の重要性に

ついてまとめる。（30 分） 

中根角

田

国

宗 

15 授業全体のまとめ｜2 

予習：これまでの授業を復習しておく。（30

分）復習：チーム医療での理学療法

士の役割やチーム医療の重要性に

ついてまとめる。（30 分） 

中根角

田

国

宗 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①「チーム医療における医療系専門職種（他職種）の理解」授業後レポート②最終レポート＊レポートは， ①50 ％



事前に配布する「森ノ宮医療大学 コモンルーブリック」を利用して評価します。＜DP②③＞ レポート課

題の解説を行う。提出物は基本的に返却しませんが、希望者のみに返却します。 

 

②50％ 



授業科目名 IPW 論 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／角田 晃啓／国宗 

翔 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 5 限、金曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各学科において、他学科の連携や知識・技術に触れることを目的に看護学・鍼灸学・作業療法学・臨床検査

学・臨床工学・放射線技術学および理学療法学を学び、IPW（Interprofessional Work = 専門職連携）を 7学

科協働で演習形式にて実践する。2年次後期「チーム医療論」で学んだ各分野の特徴やチーム内での役割とそ

の専門性を理解しつつ、看護・鍼灸・作業療法・臨床検査・臨床工学・診療放射線・理学療法の各分野で共通

する疾患や障害を基に、IPW の実際について、討議・経験・学修する。 

 

学修目標 

各分野の専門性を理解しつつ、実際の症例を基にIPWを経験し、チーム医療の実践に求められる豊かな感性と倫理観

を養う。＜DP②③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語、メールなどには厳しく対処する。2）疑問点を大切にして常に自己で調べて解決するよう

に行動すること。3）出席は 2/3 以上を必要とし、その基準を満たした者について成績評価を行う。＊質問が

あれば、直接研究室にお越しください。また、MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも構いませ

ん。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

必要であれば、各自準備すること 

 

研究室／オフィスアワー 

都度、指示する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【復習】チーム医療の実際（各学科教員によ

る Case Conference）症例提示におけるアプ

ローチ立案とその考察｜1 

予習：各分野の専門性について復習し、Case 

Conference を再度視聴しておく。理

学療法士の役割を再確認しておく。

（2 時間）復習：立案したアプロー

チを各分野に説明できように準備

をしておく。（2時間） 

 

2 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察｜2 

予習：理学療法士の役割を再確認しておく。

（2 時間）復習：立案したアプロー

チを各分野に説明できように準備

 



をしておく。（2時間） 

3 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察｜3 

予習：理学療法士の役割を再確認しておく。

（2 時間）復習：立案したアプロー

チを各分野に説明できように準備

をしておく。（2時間） 

 

4 IPW｜1（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

5 IPW｜2（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

6 IPW｜3（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

7 IPW｜4（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

8 IPW｜5【プレゼンテーション】 

予習：プレゼンテーションの準備。（2時間）

復習：IPW や発表で得たことをまと

めておく。（2時間） 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

プレゼンテーション（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP②③④＞ 出席は 2/3 以上を必要と 1 



し、その基準を満たした者について成績評価を行う＊プレゼンテーション終了後に総評を伝える。 

 



授業科目名 健康管理学Ⅰ (理学) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病の危険因子が明らかにされつつある。危険因子を多く有する人は疾患に罹患する確率が高

くなることから、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、運動不

足の健康への影響を学び、ライフステージに応じた健康づくりのための身体活動基準、目的に応じた効果的

なトレーニング法の原理・原則を学修する。特に、有酸素性運動の健康上の必要性を学び、運動処方の条件

（強度・時間・頻度）に関する知識を養う。また、運動強度の指標を理解し、ウオーミングアップとクーリン

グダウン、及びレジスタンス運動を含めた、運動処方プログラムの構成についても学修する。 

 

学修目標 

1．健康管理と疾病の予防に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康づくりのための運動に

必要な知識、生活習慣病予防に役立つ基礎知識を説明できる。3．健康管理のための正しい知識を身につけ、健康の

保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①寝ない ②喋らない ③内職しない ④スマホを触らない以上のルールを守って熱心に学習して下さい。 

 

教科書 

特にありません。 

 

参考書 

健康・スポーツ科学の基礎（出村愼一監修・杏林書院）健康・スポーツ科学テキスト トレーニング科学（北

川薫編集・文光堂）特定健診・保健指導に役立つ 健康運動指導マニュアル（佐藤祐造編集・文光堂）、他 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前は非常勤講師室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理について １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

2 健康管理について ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

3 生活習慣病と運動 １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

4 生活習慣病と運動 ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

5 生活習慣病と運動 ３ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

6 トレーニングの基礎知識 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 



7 全身持久力トレーニングについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

8 筋持久力・筋力トレーニングについて １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

9 筋持久力・筋力トレーニングについて ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

10 パワートレーニングについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

11 
トレーニングでの注意点 １ウォームアッ

プとウォームダウン １ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

12 
トレーニングでの注意点 ２ウォームアッ

プとウォームダウン ２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

13 
トレーニングでの注意点 ３オーバーエク

ササイズによる身体的の問題 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

14 
トレーニングでの注意点 ４障害を予防す

るためのアイシング 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

15 講義全体のまとめ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②授業ごとの小テスト・課題提出・全授業のうち 2/3 以上の出席が必要 

 

①70%

②30% 



授業科目名 健康管理学Ⅱ (理学) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病だけでなく、加齢に伴う生活機能低下を防ぐ対策が重要課題となってきている。健康寿命

を延伸するために、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、疾病

構造の変化と身体活動・運動不足の関連性、身体運動のメカニズム、および健康度の一つの尺度となる体力・

日常動作について理解を深めると同時に、第一次予防の視点に立って運動が健康づくり、特に生活習慣病予

防・介護予防に役立つ根拠について学修する。生活習慣病とロコモ―ティブシンドロームを予防し、健康寿

命を延伸するための理論、並びに具体的な実践方法についても理解を深める。 

 

学修目標 

1．生活習慣病・加齢に伴う生活機能低下に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康寿命の

延伸に必要な基礎知識、生活習慣病予防・介護予防に役立つ健康づくり運動の知識を説明できる。3．健康管理のた

めの正しい知識を身につけ、健康の保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①寝ない ②喋らない ③内職しない ④スマホを触らない以上のルールを守って熱心に学習して下さい。 

 

教科書 

特にありません 

 

参考書 

健康・スポーツ科学の基礎（出村愼一監修・杏林書院）健康・スポーツ科学テキスト トレーニング科学（北

川薫編集・文光堂）特定健診・保健指導に役立つ 健康運動指導マニュアル（佐藤祐造編集・文光堂）、他 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前は非常勤講師室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理について １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

2 健康管理について ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

3 中高年者の身体的特徴と運動 １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

4 骨粗鬆症と運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

5 変形性関節症と運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

6 
生活習慣病と運動 １メタボリックシンド

ローム 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 



7 生活習慣病と運動 ２高血圧症 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

8 生活習慣病と運動 ３糖尿病 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

9 生活習慣病と運動 ４高脂血症 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

10 生活習慣病と運動 ５虚血性心疾患 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

11 有酸素エクササイズについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

12 レジスタンスエクササイズについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

13 
ウォームアップとウォームダウンについて 

１ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

14 
ウォームアップとウォームダウンについて 

２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

15 講義全体のまとめ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験 ②授業ごとの小テスト・課題提出 授業の 2/3 回以上の出席が必要 

 

①70%

②30% 



授業科目名 人体の構造実習 (理学) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 川畑 浩久 

科目ナンバリング SB20BPTB005 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造的、機能的最小単位である細胞には様々な形態を有しているものがあり、器官・臓器はそれらが

一定の秩序に従って構成されている。本実習ではヒトの身体から頂いた組織標本の顕微鏡観察を通じて、こ

れまで学習した「人体の構造」と「人体の機能」について、ミクロからマクロまで関連づけながら理解を深め

るとともに、生命の尊厳についても学習する。 

 

学修目標 

生物の最小単位である細胞がいかなる「形態」を有し、どのような「機能」を発揮しうるのかについて「観察」を通

じて理解を深めることで、各器官・臓器の機能についてもより深く理解し、さらに疾病における形態変化がどのよう

な機能障害を生じるかについても考察できるようにする。〈DP②③④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．組織学の理解を深めることは、解剖学や生理学のみならず病理学や病態学の理解を深めることにつながる

ことから、積極的に学習すること。2．顕微鏡観察においては観察力を身につける努力をすること。3．毎回

テーマが異なるため極力欠席をしないようにすること。4．実習で扱う顕微鏡やプレパラートは精密機器かつ

貴重な資料であることから、丁寧に取り扱うこと。5．実習室は精密機器を扱うことから飲食を禁止する。6．

受講にあたっては最低限の礼儀をわきまえること。また私語などは授業妨害・他学生への迷惑行為なので退 

 

教科書 

1．適宜プリントを配布する 

 

参考書 

1．牛木辰男 著．入門組織学 改訂第 2版．南江堂．2016 年.2．伊藤隆、阿部和厚 著．組織学 第 19 版． 

南山堂．2005 年．3．野上晴雄 著．新組織学 (Q シリーズ) 改訂第 6 版．日本医事新報社．2016 年. 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟研究室 707：木、金曜日 17:00～18:00 ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
実習の進め方、組織学の歴史、組織学総論（4

大組織）についての解説、顕微鏡の使用方法 

予習：人体の構造、機能で学んだ組織・細胞

の確認（解剖学 p11-18）復習： 4 大

組織について復習すること（解剖学

p11-18、配布資料）なお予習、復習

はそれぞれ 2 時間は行うこと。 

川畑 

2 
上皮組織 1：上皮組織（皮膚組織）について

の解説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p11-12,327-

330）の確認復習：観察した上皮組織

および皮膚組織の構造について復

習すること（解剖学 p11-12,327-

川畑 



330、配布資料）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

3 
消化器系 1：消化管（食道、胃）についての

解説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p374-376）

の確認復習：観察した食道、胃の構

造について復習すること（解剖学

p374-376、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

4 
消化器系 2：消化管（小腸、大腸）について

の解説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p376-379）

の確認復習：観察した小腸、大腸の

構造について復習すること（解剖学

p376-379、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

5 
消化器系 3：肝臓、胆嚢についての解説およ

び観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p379-381）

の確認復習：観察した肝臓、胆嚢の

構造について復習すること（解剖学

p379-381、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

6 
消化器系 4：膵臓、唾液腺についての解説お

よび観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p373-

374,381-382）の確認復習：観察した

唾液腺、膵臓の構造について復習す

ること（解剖学 p373-374,381-382、

配布資料）なお予習、復習はそれぞ

れ 2時間は行うこと。 

川畑 

7 
呼吸器系：気管、肺についての解説および観

察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p384-391）

の確認復習：観察した気管、肺の構

造について復習すること（解剖学

p384-391、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

8 
循環器系：心・血管（動静脈）についての解

説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p339-345）

の確認復習：観察した心・血管（動

静脈）の構造について復習すること

（解剖学 p339-345、配布資料）なお

予習、復習はそれぞれ 2時間は行う

こと。 

川畑 

9 
泌尿器系：腎（糸球体および尿細管）につい

ての観察および解説 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p392-395）

の確認復習：観察した腎、膀胱の構

造について復習すること（解剖学

p392-395、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

10 
内分泌系：内分泌腺（甲状腺・膵・副腎）に

ついての観察および解説 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p406-410）

の確認復習：観察した内分泌腺（甲

状腺・膵・副腎）の構造について復

習すること（解剖学 p406-410、配布

資料）なお予習、復習はそれぞれ 2

時間は行うこと。 

川畑 

11 
筋組織：横紋筋、平滑筋、心筋についての解

説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p163-167）

の確認復習：観察した筋組織の構造

について復習すること（解剖学

p163-167、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

12 
骨格系：骨・軟骨組織（気管軟骨・骨端軟骨）

についての解説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p15-16,31-

35）の確認復習：観察した骨・軟骨

組織の構造について復習すること

（解剖学 p15-16,31-35、配布資料）

なお予習、復習はそれぞれ 2時間は

行うこと。 

川畑 

13 
神経組織：神経組織（脊髄、大脳、小脳）に

ついての解説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p250-

254,260-262,266-271）の確認復習：

観察した神経組織の構造について

復 習 す る こ と （ 解 剖 学 p250-

254,260-262,266-271、配布資料）な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間は行

うこと。 

川畑 



14 
生殖器系：生殖腺（精巣、前立腺、卵巣、子

宮についての解説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p399-404）

の確認復習：観察した精巣、卵巣、

子宮の構造について復習すること

（解剖学 p399-404、配布資料）なお

予習、復習はそれぞれ 2時間は行う

こと。 

川畑 

15 
組織学のまとめ：これまで観察してきた正

常組織像の総復習 

予習：これまでの講義を振り返る（教科書、

配布資料）復習：教科書、配布資料

などの振り返りを行うこと。なお予

習、復習はそれぞれ 2時間は行うこ

と。 

川畑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．実習ノートの提出〈DP②～④〉（※実習ノートは授業終了後必ず提出すること。評価基準は授業開始時

に提示する。なおノートの未提出は欠席とみなす場合もある。）2．定期試験〈DP④〉3．4/5 以上の出席が

必要 4．実習レポートに対するフィードバックの方法：実習レポートや授業内の小テストは翌回の授業時間

に返却し、あわせてフィードバックも行う。また希望者には試験答案を開示する。 

 

1．50％

2．50％ 



授業科目名 臨床運動学 (理学) 

主担当教員 工藤 慎太郎 担当教員 工藤 慎太郎 

科目ナンバリング SB20BPTB009 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

身体の運動を解剖学的・生体力学的側面から学び，種々の疾患において生じる症候を運動学的に理解し，理

学療法アプローチを考察できるようになるための基盤を形成する． 

 

学修目標 

１．四肢の正常な関節運動の軌跡を説明できる．２．四肢の運動機能障害を運動学的に説明できる．<DP①②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．１年次に行った解剖学・運動学を復習して臨むこと２．理学療法の基盤をなす重要な科目です．十分な

予習と復習をして下さい．３．事前に配布する動画を確認して小テストを実施してください． 

 

教科書 

工藤慎太郎編：運動器疾患の「なぜ？」がわかる臨床解剖学；医学書院 

 

参考書 

坂井建男：プロメテウス人体解剖学；医学書院中村隆一編：基礎運動学；医歯薬出版株式会社 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟４F17 研究室/月曜 1限または時間が空いているときに対応します（要予約）． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 解剖学・運動学の復習(1h)  

2 
肩関節の安定化機構に関するディスカッシ

ョン 
動画の視聴と小テスト回答(1h)  

3 肩関節の安定化機構に関するまとめ 

【予習】ディスカッション内容のまとめ

（0.5h）【復習】まとめた内容の整理

(1.0h)【課題】指定のフォームで指

示(0.5h) 

 

4 
肩甲胸郭関節機能に関するディスカッショ

ン 
動画の視聴と小テスト回答(1h)  

5 肩甲胸郭関節機能のまとめ 

【予習】ディスカッション内容のまとめ

（0.5h）【復習】まとめた内容の整理

(1.0h)【課題】指定のフォームで指

示(0.5h) 

 

6 股関節安定化機構に関するディカッション 動画の視聴と小テスト回答(1h)  

7 股関節安定化機構のまとめ 

【予習】ディスカッション内容のまとめ

（0.5h）【復習】まとめた内容の整理

(1.0h)【課題】指定のフォームで指

示(0.5h) 

 

8 膝関節安定化機構のディスカッション 動画の視聴と小テスト回答(1h)  



9 膝関節安定化機構のまとめ 

【予習】ディスカッション内容のまとめ

（0.5h）【復習】まとめた内容の整理

(1.0h)【課題】指定のフォームで指

示(0.5h) 

 

10 膝関節機能に関するディスカッション 動画の視聴と小テスト回答(1h)  

11 膝関節機能のまとめ 

【予習】ディスカッション内容のまとめ

（0.5h）【復習】まとめた内容の整理

(1.0h)【課題】指定のフォームで指

示(0.5h) 

 

12 足関節機能に関するディスカッション 動画の視聴と小テスト回答(1h)  

13 足関節機能のまとめ 

【予習】ディスカッション内容のまとめ

（0.5h）【復習】まとめた内容の整理

(1.0h)【課題】指定のフォームで指

示(0.5h) 

 

14 補足説明 別途指定  

15 講義全体のまとめ まとめ(1h)  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

２・４・６・８・１０・１２回の前に課す課題テスト（30 点）３・５・７・９・１１・１３回の前に課す課題の提出状況

（10 点）定期テスト’（60 点）<DP①②③> 

 

課 題 ・

小 テ ス

ト

（40％）

定 期 試

験

（60％） 



授業科目名 生化学 (理学) 

主担当教員 南方 克之 担当教員 南方 克之 

科目ナンバリング SB20BPTB014 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

ヒトが生きていくためにはまずエネルギーが必要である。このエネルギーを生み出す仕組みはどうなってい

るのか。また体内の恒常性を維持する仕組みはどうなっているのか、生体防御の仕組みはどうなっているの

か。これらの仕組みの必要性をまずは大きな枠で捉え、その細部のシステムについて、我々の体の中で起こ

っている様々な化学反応について学修する。 

 

学修目標 

１．人体の仕組みについて理解し、説明できる。２．栄養素の種類とその構造・はたらきについて理解し、説明でき

る。３．生体の恒常性を保つシステムと防御するシステムについて理解し、説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．「人体の仕組み」について興味を持って授業に臨んでください。２．初回授業で実施の詳細を説明します。 

 

教科書 

『イラスト生化学入門第 3 版』相原英孝・大森正英・尾庭きよ子・竹中晃子・田村明・長村洋一・野澤義則

／東京数学社 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

森ノ宮医療大学：西棟 4F434 研究室（木曜日 11：00～20：00）森ノ宮医療学園専門学校：2F 教員事務室／授

業外対応可能（木曜日以外） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 人体の仕組み① 
[予習]教科書（P2～12）の確認[復習]授業を

もとに授業内容の確認 
 

2 たんぱく質の構造とはたらき① 
[予習]教科書（P14～32）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

3 たんぱく質の構造とはたらき② 
[予習]教科書（P14～32）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

4 糖質の構造とはたらき① 
[予習]教科書（P34～50）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

5 糖質の構造とはたらき② 
[予習]教科書（P34～50）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

6 脂質の構造とはたらき① 
[予習]教科書（P52～62）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

7 脂質の構造とはたらき② 
[予習]教科書（P52～62）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 



8 核酸の構造とはたらき 
[予習]教科書（P64～76）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

9 酵素の性質とはたらき 
[予習]教科書（P78～88）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

10 ビタミンの種類とはたらき 
[予習]教科書（P90～100）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

11 水・無機質のはたらき 
[予習]教科書（P102～114）の確認[復習]授

業をもとに授業内容の確認 
 

12 栄養素の消化・吸収 
[予習]教科書（P116～126）の確認[復習]授

業をもとに授業内容の確認 
 

13 生体の恒常性を保つシステム 
[予習]教科書（P128～136）の確認[復習]授

業をもとに授業内容の確認 
 

14 エネルギーの消費と供給 
[予習]教科書（P138～150）の確認[復習]授

業をもとに授業内容の確認 
 

15 生体の防御システム～免疫～ 
[予習]教科書（P152～158）の確認[復習]授

業をもとに授業内容の確認 
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成績評価方法と基準 割合 

定期試験 出題範囲：授業内で扱った範囲 

 
1 



授業科目名 病理学 (理学) 

主担当教員 竹下 ひかり 担当教員 竹下 ひかり 

科目ナンバリング SB20BPTB015 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学生が将来臨床の現場に立つ時に目の当たりにする疾患を中心に、その病因や成り立ち、病態を理解できる

よう、さまざまな疾患についての詳細な解説を行う。 

 

学修目標 

病気の成り立ちを十分に理解し、その知識を将来臨床の場で生かせるようにする。（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

病理学の専門用語やいろいろな病態に対する概念は、他の医学分野でも共通に用いるものである。それらを

しっかりと理解し、自らも用いることができ、かつ的確に表現できなければならない。そのためにはそれら

を確実に理解し、記憶に留めておかなければならない。 

 

教科書 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 病理学  監修：梶原博毅 編集：横井豊治、村雲芳樹 

ISBN978-4-260-02871-4 医学書院 

 

参考書 

シンプル病理学 南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 １ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 病理学とは退行性病変と進行性病変① 

・教科書 5～6 ページ、15～23 ページ の退

行性病変（壊死、アポトーシス、変

性、萎縮）につて理解でき、退行性

病変を説明できる。・予習・復習に 4

時間 

 

2 退行性病変と進行性病変② 

・教科書 15～23 ページの進行片病変（肥大、

過形成、化生）について理解でき進

行性病変を説明できる。・予習・復習

に 4時間 

 

3 炎症① 

・教科書 61～72 ページの炎症について理解

でき急性炎症、慢性炎症につて説明

できる。・予習・復習に 4時間 

 

4 炎症②再生と創傷治癒 

・教科書 61～72 ページの炎症について理解

でき炎症の種類につて説明できる。

教科書 23～25 ページの再生と創傷

治癒について理解し説明できる。・

予習・復習に 4時間 

 



5 循環傷害① 

・教科書 37～48 ページの循環霜害（浮腫、

充血とうっ血、出血）について理解

でき浮腫、充血とうっ血、出血を説

明できる。・予習・復習に 4 時間 

 

6 循環傷害② 

・教科書 37～45 ページの循環霜害（血栓症、

塞栓症、虚血と梗塞、高血圧、側副

循環）について理解でき血栓症、塞

栓症、虚血と梗塞、高血圧、側副循

環を説明できる。・予習・復習に 4時

間 

 

7 免疫と感染症① 

・教科書 50～59 ページの免疫（自然免疫と

獲得免疫）につて理解でき自然免疫

と獲得免疫、免疫にかかわる細胞、

抗体について説明できる。・予習・復

習に 4時間 

 

8 免疫と感染症② 

・教科書 50～59 ぺージの免疫について理解

できアレルギー、免疫不全について

理解できる。教科書 65～72 ページ

の感染症について理解でき説明で

きる。・予習・復習に 4時間 

 

9 腫瘍① 

・教科症 73～92 ページの腫瘍（腫瘍の定義、

腫瘍の命名と分類）について理解で

き腫瘍の定義、腫瘍の命名と分類に

ついて説明できる。・予習・復習に 4

時間 

 

10 腫瘍② 

・教科症 73～92 ページの腫瘍（腫瘍の形態、

転移、腫瘍の発生病理と原因）につ

いて理解でき腫瘍の形態、転移、腫

瘍の発生病理と原因について説明

できる。・予習・復習に 4時間 

 

11 先天異常と奇形① 

・教科症 101～112 ページの先天異常につい

て理解でき単一遺伝子疾患、メンデ

ルの法則に従わない遺伝性疾患に

ついて説明できる。・予習・復習に 4

時間 

 

12 先天異常と奇形② 

・教科症 101～112 ページの先天異常につい

て理解でき染色体異常症について

説明できる。奇形について理解でき

発生原因、種類について説明でき

る。・予習・復習に 4時間 

 

13 代謝異常① 

・教科書 27～35 ページの代謝傷害（アミノ

酸代謝障害、核酸代謝障害、脂質代

謝傷害）について理解でき説明でき

る。・予習・復習に 4時間 

 

14 代謝異常②老化 

・教科書 27～35 ページの代謝傷害（糖質代

謝障害、色素代謝傷害）について理

解でき説明できる。教科書 93～100

ページの老化について理解でき説

明で見る。・予習・復習に 4 時間 

 

15 重点項目の復習 
・病理総論の重要項目について学習の一助

とせよ。・予習・復習に 4時間 
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成績評価方法と基準 割合 

①期末試験（DP②③） 

 
①100% 



授業科目名 臨床病態学Ⅰ (理学) 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 五十嵐 淳介 

科目ナンバリング SB20BPTB016 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

よき医療人になる上で必要不可欠な内科学の知識・考え方について講義する。診断学・症候学を理解し、医

療の現場で応用できるようにする。また各種疾患について臓器別に講義を行い、その病態・治療を論理的に

理解・説明できるようにすると同時に、患者の訴え・状態から検査・治療の必要性の有無が判断できる能力

を身につける。 

 

学修目標 

DP①②に対応し、チーム医療実践で必要な専門的知識を獲得するための授業科目です。１．各種臓器の働きを理解し

説明できる。DP①②に対応２．各種疾病の本質・病態を論理的に理解し説明できる。DP①②に対応３．各種疾病の臨

床症状・治療法・ケアを合理的に説明できる。DP①②に対応 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．内科学（疾病の理解）は現代医療の基礎知識であることを認識して取り組むこと。２．講義を聞かずに教

科書だけ読んでも理解困難と考えられるため、出席して講義を聞くこと。３．学習すべき量が多いため、効

率よく理解すべく必ずノートに板書内容を記載すること。４．試験前に全部覚えるのは不可能であるから、

日常からノートに沿って教科書を活用すること。５．疾患について論理的なイメージを理解する努力をする

こと。６．疑問点は大切にし、解決に向けて自発的に行動を起こすこと。７．努力をしない学生・態度不良の

学 

 

教科書 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 内科学 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

金曜日昼休み。Ｃ棟七階１５番研究室。電子メールによる面談予約を推奨。junsuke_igarashi@morinomiya-

u.ac.jp※上記以外の希望時間がある場合、事前にメールで相談すること。面談予約なき訪問には対応しない

場合がある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
循環器疾患（その１）：動脈硬化性疾患総論・

血圧の異常 

心血管系の解剖生理について1時間予習し、

学んだ疾患の病態・所見・治療を合

理的に説明できるように1時間復習

しておくこと。 

 

2 
循環器疾患（その２）：虚血性心疾患・心筋

の疾患・心不全 

心血管系の解剖生理と循環器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の
 



病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

3 循環器疾患（その３）：心臓弁膜症 

心血管系の解剖生理と循環器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

4 循環器疾患（その４）：心不全・不整脈 

心血管系の解剖生理と循環器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

5 
循環器疾患（その５）：先天性心疾患・血管

の疾患 

心血管系の解剖生理と循環器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

6 
呼吸器疾患（その１）：呼吸器系解剖生理学・

呼吸器感染症（１） 

呼吸器系の解剖生理について1時間予習し、

学んだ疾患の病態・所見・治療を合

理的に説明できるように1時間復習

しておくこと。 

 

7 
呼吸器疾患（その２）：呼吸器感染症（２）・

拘束性肺疾患 

呼吸器系の解剖生理と呼吸器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

8 
呼吸器疾患（その３）：閉塞性肺疾患・呼吸

調節の異常を伴う疾患 

呼吸器系の解剖生理と呼吸器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

9 
呼吸器疾患（その４）：肺癌・その他の呼吸

器疾患 

呼吸器系の解剖生理と呼吸器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

10 
腎・尿路疾患（その１）：泌尿器系解剖生理

学・慢性腎臓病・糸球体疾患 

泌尿器系の解剖生理について1時間予習し、

学んだ疾患の病態・所見・治療を合

理的に説明できるように1時間復習

しておくこと。 

 

11 

腎・尿路疾患（その２）：全身性疾患に伴う

腎臓病・尿路感染症と結石・泌尿器系腫瘍・

前立腺疾患 

泌尿器系の解剖生理と腎･尿路疾患の病態

について 1時間予習し、学んだ疾患

の病態・所見・治療を合理的に説明

できるように1時間復習しておくこ

と。 

 

12 
腎・尿路疾患（その３）：電解質と酸塩基平

衡の異常 

体液とホメオスタシスの生理学的事項を一

時間予習し、学んだ疾患の病態・所

見・治療を合理的に説明できるよう

に 1時間復習しておくこと。 

 

13 
血液疾患（その１）：血液総論・赤血球の疾

患・白血球の疾患（１） 

血液と血球系の生理学的事項を一時間予習

し、学んだ疾患の病態・所見・治療

を合理的に説明できるように1時間

復習しておくこと。 

 

14 
血液疾患（その２）：白血球の疾患（１）・血

小板と凝固の異常 

血液と血球系の生理学的事項と血液疾患の

病態を一時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

15 総括：確認テスト問題の振り返り 

期間中に学んだ疾患の病態・所見・治療を 1

時間予習し、講義後には確認テスト

問題や教科書を利用して1時間復習

しておくこと。また、本授業の総ま

 



とめを 30 時間自宅学習すること。 
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成績評価方法と基準 割合 

＜成績評価＞１）１～１４コマの講義終了後に確認テストを実施する（小テスト）。選択式。MORIPA アンケ

ート利用。講義資料・教科書を見ながら解答して構わない。講義終了後７２時間以内に提出せよ。正答率

とともに、期限内に提出したか否かを重視する。未提出者は当該テストの評点を０点とする。（DP①②）２）

期末試験。マークシート式。定期試験期間内に実施。（DP①②）※追再試験は規程に基づき一回だけ実

施する。＜フィードバックの方法＞確認テストの解答は期間中に数回に分けて公表する。また確認テスト

問題の 

 

評 価 ：

１ ） 30%

２）70% 



授業科目名 臨床病態学Ⅱ (理学) 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 五十嵐 淳介 

科目ナンバリング SB20BPTB017 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

よき医療人になる上で必要不可欠な内科学の知識・考え方について講義する。診断学・症候学を理解し、医

療の現場で応用できるようにする。また各種疾患について臓器別に講義を行い、その病態・治療を論理的に

理解・説明できるようにすると同時に、患者の訴え・状態から検査・治療の必要性の有無が判断できる能力

を身につける。 

 

学修目標 

DP①②に対応し、チーム医療実践で必要な専門的知識を獲得するための授業科目です。１．各種臓器の働きを理解し

説明できる。DP①②に対応２．各種疾病の本質・病態を論理的に理解し説明できる。DP①②に対応３．各種疾病の臨

床症状・治療法・ケアを合理的に説明できる。DP①②に対応 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．内科学（疾病の理解）は現代医療の基礎知識であることを認識して取り組むこと。２．講義を聞かずに教

科書だけ読んでも理解困難と考えられるため、出席して講義を聞くこと。３．学習すべき量が多いため、効

率よく理解すべく必ずノートに板書内容を記載すること。４．試験前に全部覚えるのは不可能であるから、

日常からノートに沿って教科書を活用すること。５．疾患について論理的なイメージを理解する努力をする

こと。６．疑問点は大切にし、解決に向けて自発的に行動を起こすこと。７．努力をしない学生・態度不良の

学 

 

教科書 

標準理学療法学・作業療法学 内科学 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日昼休み。Ｃ棟七階１５番研究室。電子メールによる面談予約を推奨。junsuke_igarashi@morinomiya-

u.ac.jp※上記以外の希望時間がある場合、事前にメールで相談すること。面談予約なき訪問には対応しない

場合がある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
消化器疾患（その１）：口腔と食道の疾患・

胃の良性疾患 

消化器系の解剖生理について1時間予習し、

学んだ疾患の病態・所見・治療を合

理的に説明できるように1時間復習

しておくこと。 

 

2 
消化器疾患（その２）：胃癌・炎症性腸疾患・

大腸癌 

消化器系の解剖生理と消化器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の
 



病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

3 
消化器疾患（その３）：種々の消化管疾患・

肝疾患総論・ウイルス性肝炎 

消化器系の解剖生理と消化器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

4 消化器疾患（その４）：その他の肝疾患 

消化器系の解剖生理と消化器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

5 消化器疾患（その５）：胆道疾患・膵疾患 

消化器系の解剖生理と消化器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

6 
内分泌疾患（その１）：内分泌器官の解剖生

理学・視床下部-下垂体疾患・副腎疾患（１） 

内分泌器官の解剖生理について 1 時間予習

し、学んだ疾患の病態・所見・治療

を合理的に説明できるように1時間

復習しておくこと。 

 

7 
内分泌疾患（その２）：副腎疾患（２）・甲状

腺疾患（１） 

内分泌器官の解剖生理と内分泌疾患の病態

について 1時間予習し、学んだ疾患

の病態・所見・治療を合理的に説明

できるように1時間復習しておくこ

と。 

 

8 

内分泌疾患（その３）：甲状腺疾患（２）・副

甲状腺疾患代謝疾患（その１）：生体代謝の

概観・糖尿病 

内分泌器官の解剖生理・生体代謝・内分泌疾

患の病態について 1時間予習し、学

んだ疾患の病態・所見・治療を合理

的に説明できるように1時間復習し

ておくこと。 

 

9 
代謝疾患（その２）：脂質異常症・尿酸代謝

の異常・骨粗鬆症 

生体代謝と代謝疾患の病態について 1 時間

予習し、学んだ疾患の病態・所見・

治療を合理的に説明できるように 1

時間復習しておくこと。 

 

10 

膠原病・アレルギー疾患（その１）：生体防

御総論・アレルギー・膠原病総論・膠原病各

論（１） 

生体防御と免疫について 1 時間予習し、学

んだ疾患の病態・所見・治療を合理

的に説明できるように1時間復習し

ておくこと。 

 

11 
膠原病・アレルギー疾患（その２）：膠原病

各論（２）・膠原病類縁疾患・免疫不全症 

生体防御と免疫について 1 時間予習し、学

んだ疾患の病態・所見・治療を合理

的に説明できるように1時間復習し

ておくこと。 

 

12 
感染症（その１）：感染症総論・細菌感染症

（１） 

生体防御と免疫について 1 時間予習し、学

んだ疾患の病態・所見・治療を合理

的に説明できるように1時間復習し

ておくこと。 

 

13 
感染症（その２）：細菌感染症（２）・真菌症・

原虫、寄生虫感染症 

生体防御と免疫について 1 時間予習し、学

んだ疾患の病態・所見・治療を合理

的に説明できるように1時間復習し

ておくこと。 

 

14 感染症（その３）：ウイルス感染症 

生体防御と免疫について 1 時間予習し、学

んだ疾患の病態・所見・治療を合理

的に説明できるように1時間復習し

ておくこと。 

 

15 総括：確認テスト問題の振り返り 

期間中に学んだ疾患の病態・所見・治療を 1

時間予習し、講義後には確認テスト

問題や教科書を利用して1時間復習

しておくこと。また、本授業の総ま

とめを 30 時間自宅学習すること。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

＜成績評価＞１）１～１４コマの講義終了後に確認テストを実施する（小テスト）。選択式。MORIPA アンケ

ート利用。講義資料・教科書を見ながら解答して構わない。講義終了後７２時間以内に提出せよ。正答率

とともに、期限内に提出したか否かを重視する。未提出者は当該テストの評点を０点とする。（DP①②）２）

期末試験。マークシート式。定期試験期間内に実施。（DP①②）※追再試験は規程に基づき一回だけ実

施する。＜フィードバックの方法＞確認テストの解答は期間中に数回に分けて公表する。また確認テスト

問題の 

 

評 価 ：

１ ） 30%

２）70% 



授業科目名 臨床病態学Ⅲ (理学) 

主担当教員 松﨑 伸介 担当教員 松﨑 伸介 

科目ナンバリング SB20BPTB018 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

よき医療人として必要不可欠な病態学の知識・考え方について講義します。診断学・症候学を理解し、医療

の現場で応用できるようになること、各種疾患の病態・治療を論理的に理解・説明できるようになること、

を学ぶと同時に、患者の訴え・状態から検査・治療の必要性の有無が判断できる能力を修得する。また、リハ

ビリテーションの実施中やスポーツ中に不慮の心肺停止が起こることを想定し、それに対応できる知識と処

置の実際を学びます。その一例として、医療従事者として必要な心肺蘇生法について学びます。 

 

学修目標 

１．老化に関係する各種疾病の本質・病態を論理的に理解し、臨床症状・治療法・ケアが合理的に説明できる能力を

修得する。２．わが国における救急医療システムを理解する。さらに、心・呼吸停止、心肺蘇生について理論的に説

明・イメージできるようになるとともに、心肺蘇生法の基本を学び修得する。３．中枢神経系の解剖生理を通じ脳神

経系共通の病態生理の理解を行う。これに基づき、各種疾患の論理的に理解し、臨床症状・治療法・ケアが合理的に

説明できる能力を修得する。<DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．初回講義を除き次回の講義範囲について指示しますので、参考書などの関連項目に目を通してきてくださ

い。2．講義項目毎に復習課題を提示しますので、それらを中心に講義内容を復習してください。3．復習課

題をもとに出席を兼ねた復習テストを実施し、成績評価に使用します。4．講義中の質問等は問題ございませ

んが私語は慎んでください。積極的な参加も成績評価に加味します。 

 

教科書 

特定の教科書は指定せず、資料を配布します。ただし、参考図書としていくつかの教科書等を提示します。 

 

参考書 

標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 内科学(第 3版) ISBN978-4-260-01707-7（医学書院）臨床工学

講座 臨床医学総論  日本臨床工学技士教育施設協議会監修／篠原一彦・小谷透編著救急蘇生法の指針２０

１５（医療従事者用、改訂第５版） へるす出版標準理学療法学・作業療法学老年学（著者：大内尉義医学書

院）病気が見えるシリーズ 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：サクラ棟 5階 508 研究室 部屋にいれば基本的にはいつでも訪問可です。質問等いつでも対応しま

す。確実に訪問したい場合は、事前にメールにて連絡ください。 e-mail： shinsuke_matsuzaki@morinomiya-

u.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 
老化のメカニズムと独立した概念としての

老年病医学の理解 

予習：特に必要なし復習：講義内容をまと

め、復習課題に取り組み、復習テス

トに備えること。 

松﨑 

2 中枢神経系の解剖生理頭部外傷 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

3 脳血管障害 1 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

4 脳血管障害２ 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

5 
認知症（アルツハイマー病・脳血管性認知

症） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

6 大脳基底核疾患 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

7 運動神経・骨格筋の疾患 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

8 脳腫瘍、感染性疾患、てんかん、など 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

9 老年性疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

10 老年性疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

11 老年性疾患（３） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

12 

救急医療の特徴、救急医療体制と搬送シス

テム死の判定と心肺停止の基準循環の 3 要

素とショックの分類、ショック時の体液・循

環動態と輸液療法の基本、心肺蘇生術 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

13 
症候学・症候論と老年症候群における代表

的な症候の理解（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

14 
症候学・症候論と老年症候群における代表

的な症候の理解（2） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

15 授業全体の総復習 
予習：講義内で指示します復習：講義内容を

復習し定期テストに備える 
松﨑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義内復習テスト：30~40 点 ②中間テスト：60~70 点第一段階として、単元ごとの合格判定を①と②で

実施する。（中間テストは 3 回程度実施予定）③最終成績評価は、各単元テストの得点を平均化して最終

成績とする。ただし、全ての単元で合格判定を得ない限り、最終成績対象者とはせず再試験の対象者と

する。これらテストによる評価に加えて、講義態度点（＋10 点 ～ ‐10 点）により判定する。出席は受験資

格の判定のみに使用する。出席回数を点数化はしない。<DP①②> 

 

①30~4

0 点 

②60~7

0 点 ③

単 元 ご

と の 成

績

（①②よ

り算出）

の 平 均

値 ＋ 講

義 態 度

点：ただ

し 単 元

ご と の

成 績 が

合 格 判

定 ラ イ

ン を 超

え た 場

合 の み

成 績 評

価 対 象

となる。 



授業科目名 整形外科学 (理学) 

主担当教員 宮田 重樹 担当教員 宮田 重樹 

科目ナンバリング SB20BPTB019 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 4 限、水曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

整形外科疾患は、理学療法士が治療する中心の一つである。四肢・体幹疾患の理学療法を行う上で知ってお

くべき整形外科学を学ぶ。実習に際して必要な知識、国家試験に際して必要な知識、理学療法士として仕事

するうえで必要な知識を学ぶ。教科書、スライドを中心に進め、知識を深める。 

 

学修目標 

1．整形外科疾患をどのように診断するのか学ぶ。2．整形外科疾患をどのように治療するのか学ぶ。3．整形外科疾

患の保存療法と手術療法を学ぶ。4．整形外科疾患に対する治療をすすめる上で必要な整形外科学基礎知識を学ぶ。

5．整形外科疾患が原因の身体障害者に対する基本的動作能力の回復を図るには、何が必要か学ぶ。6．運動器の問題

を見つける目を育てる。 <DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

私語ｅｔｃ授業の妨げとなる生徒は退場してもらう。 

 

教科書 

TEXT 整形外科 南山堂 

 

参考書 

整形外科疾患の理学療法 金原出版運動機能障害症候群のマネジメント 医歯薬出版 

 

研究室／オフィスアワー 

講義日の非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 運動器の構造と機能、姿勢、アライメント 授業に使うスライドのプリント  

2 整形外科的診断法、整形外科的治療法 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

3 脊椎・脊髄（頸椎）疾患 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

4 脊椎・脊髄（腰椎）疾患 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

5 上肢疾患（肩、肘、手）とリハビリ 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

6 下肢疾患（股、膝、足）とリハビリ 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

7 骨代謝疾患・骨関節系統疾患 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

8 関節症・骨壊死 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

9 骨端症・関節リウマチ・感染性骨関節疾患・ 授業に使うスライドのプリント 小テスト  



骨軟部腫瘍 

10 ロコモ,フレイル、介護予防、介護保険 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

11 外傷 1 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

12 外傷 2 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

13 末梢神経障害、脊椎損傷 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

14 脊髄損傷 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

15 スポーツ障害（肩、肘、手、膝、足） 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験②小テスト  <DP①②> 

 

①86 ％

②14％ 



授業科目名 小児科学（人間発達学） (理学) 

主担当教員 澤田 優子 担当教員 澤田 優子 

科目ナンバリング SB20BPTB020 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

小児の正常発達および疾患・治療について講義する。小児の特性について、運動機能面、認知機能面、言語機

能面などの多側面から解説する。また、小児疾患に関わる多職種の役割についても解説する。講義中には症

例検討やグループワークを実施し、治療の実際を理解することを目標とする。 

 

学修目標 

１．人間発達について理解する。２．小児の疾患・障害を理解する。３．小児疾患の治療を理解する。 <DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義前、講義後に教科書を読んでおくこと。随時確認テストを実施します。 

 

教科書 

Crosslink 理学療法学テキスト 小児理学療法学 藪中良彦 メジカルビュー社 

 

参考書 

１．イラストでわかる人間発達学 上杉 雅之 (監修)  医歯薬出版株式会社２．イラストでわかる小児理学

療法  上杉 雅之 (監修)  医歯薬出版株式会社３．リハビリテーションのための発達科学入門 浅野大喜 

(著) 出版社: 協同医書出版社その他、講義中に紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 3時限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 全般的発達 1 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

2 全般的発達 2 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

3 筋・骨関節系 1 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

4 骨・関節系 2 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

5 神経系 1 
予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義
澤田 



該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

6 神経系 2 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

7 呼吸・循環器系 1 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

8 呼吸・循環器系 2 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

9 姿勢と粗大運動 1 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

10 姿勢と粗大運動 2 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

11 姿勢と粗大運動 3 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

12 歩行・上肢機能・遊び 1 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

13 歩行・上肢機能・遊び 2 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

14 その他の小児疾患 1 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

15 その他の小児疾患 2 

予習(2 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(2 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    
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25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価 <DP①②> 1.課題（各講義）  2.筆記試験 2/3 の出席が必要 

 

・ 成 績

評 価

1.20%2.

80% 



授業科目名 精神医学 (理学) 

主担当教員 石井 淳一 担当教員 
石井 淳一／太尾 恵理／広田 

知行 

科目ナンバリング SB20BPTB021 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

精神疾患の発症頻度は高く、一部の疾患では近年有病率の高まりが指摘されている。実際、総合病院を受診

する患者のうち、約２割は何らかの精神疾患を合併するとも言われており、精神医学の知識は全ての領域に

おける医療職にとって必須であると考えられる。ここでは、精神疾患一般に関する基本的な知識と対応につ

いて学ぶ。 

 

学修目標 

精神医学の対象となる疾病概念、診断法、治療法について、理解できる。精神疾患患者に対する対応方法について理

解できる。<DP①②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

何らかの精神疾患を有する患者に全く出会うことがない医療職というのは存在しない。理学療法を必要とす

る患者においては、何らかの精神科的な問題を抱えていることも少なくはなく、精神疾患の治療に直接携わ

ることはなくとも臨床における素養として必要不可欠であることを認識する。 

 

教科書 

メディカルスタッフ専門基礎科目シリーズ 精神医学 （飯高哲也編著 理工図書） 

 

参考書 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 精神医学  （監修：奈良 勲/鎌倉 矩子 編集：上野 武

治 医学書院） 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の前後の時間、非常勤講師控室にて質問や相談を受ける。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス及び精神症状の診かた 予習は不要。講義内容を復習すること。 
石 井 /

太尾 

2 精神科の診断と検査 予習は不要。講義内容を復習すること。 
石 井 /

太尾 

3 統合失調症 予習は不要。講義内容を復習すること。 
石 井 /

太尾 

4 うつ病、双極性障害 予習は不要。講義内容を復習すること。 
石 井 /

太尾 

5 不安症、強迫症、PTSD 予習は不要。講義内容を復習すること。 
石 井 /

太尾 

6 摂食障害 予習は不要。講義内容を復習すること。 
石 井 /

太尾 



7 物質使用障害 予習は不要。講義内容を復習すること。 
石 井 /

太尾 

8 パーソナリティ障害 予習は不要。講義内容を復習すること。 

石井/

太

尾 

9 睡眠、覚醒障害 予習は不要。講義内容を復習すること。 
石 井 /

太尾 

10 認知症 予習は不要。講義内容を復習すること。 

石井/

太

尾 

11 神経発達症 予習は不要。講義内容を復習すること。 

石井/

太

尾 

12 身体症状症と総合病院精神医学 予習は不要。講義内容を復習すること。 

石井/

太

尾 

13 てんかん 予習は不要。講義内容を復習すること。 

石井/

太

尾 

14 精神科薬物療法 予習は不要。講義内容を復習すること。 

石井/

太

尾 

15 
精神科リハビリテーションと精神医療関連

法規 
予習は不要。講義内容を復習すること。 

石井/

太

尾 

16    
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成績評価方法と基準 割合 

1.レポートもしくは小テスト（詳細は授業内で説明）2.筆記試験（定期試験）上記をそれぞれ評価した上で合

計 60 点以上を単位認定とする。<DP①②③> 

 

1.50%2.

50% 



授業科目名 リハビリテーション医学 (理学) 

主担当教員 前田 薫 担当教員 前田 薫 

科目ナンバリング SB20BPTB022 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では、リハビリテーション医学の全体像について説明する。リハビリテーション医学の基礎と思われ

る事項について講義を行う。 

 

学修目標 

リハビリテーション医学の概要を説明できる。(DP①②) 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義内容が多岐に渡る。したがって、講義内容をより良く理解するためには、各回に指定されている予習・

復習を行うことが重要である。 

 

教科書 

千野直一（監修），現代リハビリテーション医学，金原出版 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

実習施設訪問等で不在のことがあるため、アポイントメントを事前にとってください。対応困難な時間帯：

毎週月曜２限、毎週火曜、第 3・第４木曜の３限、金曜 15 時以前 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 総論、ICF、ICIDH 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

2 組織の修復① 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

3 組織の修復② 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

4 関節拘縮 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

5 リハビリテーション診断① 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 



6 リハビリテーション診断② 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

7 ADL① 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

8 ADL② 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

9 神経筋疾患① 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

10 神経筋疾患② 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

11 脳卒中 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

12 脊髄損傷 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

13 画像診断とリハビリテーション 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

14 リハビリテーションと薬剤 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

15 リハビリテーションと栄養管理 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 
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成績評価方法と基準 割合 

レポート提出（５回）（DP①②） 

 

レ ポ ー

ト 100％

60 ％ 以

上 の 得

点 率 で

単 位 を

認 定 す

る 。 2/3

以 上 の

出 席 が

必 要 。

フィード

バック：

毎 回 の

レ ポ ー

ト の 解

答 例 を

全 学 生

に 提 示

する。 



授業科目名 チームリハビリテーション概論 (理学) 

主担当教員 堀 竜次 担当教員 

堀 竜次／小林 貴代／橋本 弘

子／金森 幸／東 泰弘／小川 

泰弘／渋谷 静英／戸名 久美子 

科目ナンバリング SB20BPTB023 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 4 限、火曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

近年、社会・医療現場におけるリハビリテーションのニーズが高まる中、QOL の向上、質の高いリハビリテー

ションの提供には、各専門職の役割・専門性を理解し、共通の目標に向け互いに専門性を活かし合いながら

協働・連携することが不可欠である。そのため本講義では、チームリハビリテーションの概念や重要性、リ

ハビリテーション専門職である理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の役割・専門性を理解、学修し、社会・

医療現場での多職種連携を卒前より想起できるよう教授する。（作業療法学 小林 貴代／４回） 作業療法

と作業療法士の定義、概念、作業療法の手段、役割と専門性、リハビリテーションチームの他の関連分野と

の連携等について教授する。（芸術療法 橋本 弘子／４回） 芸術療法（ダンスセラピー、補完医療など）

の体験を通じて自身や他者に表れた身体的・精神的効果を実感し、その効果がなぜ表れるのかを脳機能から

も理解し、芸術療法がどのようにリハビリテーションに生かされるのかについて教授する。（嚥下障害学 堀 

竜次／３回） 摂食嚥下のメカニズムと嚥下機能の評価および誤嚥性肺炎予防のアプローチについて教授す

る。（言語聴覚療法 渋谷 静英／２回・戸名久美子／２回）言語・高次脳機能障害におけるコミュニケーシ

ョン障害の内容と評価・訓練方法について教授する。 

 

学修目標 

理学療法士として作業療法、言語聴覚士などの役割、専門性を理解し、リハビリテーションチームにおける協業と連

携の重要性を考える事が出来る。<DP②③④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

<作業療法概論>  作業療法は、大きく分けて４つの領域（身体障害、精神障害、発達障害、老年期障害）が

ある。このような幅広い領域の概論を 4 回の講義にて理解を深める。作業療法の歴史を理解し、作業療法の

職種としての専門性を学ぶことで、理学療法の専門性についての理解が深まることを期待したい。<芸術療法

論>  体験することで自身に起こった変化を鋭敏に察知して、それらが身体や精神、認知に与える影響などを

考える機会としてほしい。そのため 4 回の講義をひとくくりと考え欠席をしないでください。1.芸術療法の

概 

 

教科書 

＜作業療法概論＞特に定めない配布プリント等で対応する＜芸術療法＞特に定めない配布プリント等で対応

する<嚥下障害学＞見えるわかる摂食嚥下のすべて 上羽瑠美 学研＜言語聴覚療法＞「絵でわかる言語障

害」毛束真知子 学研 

 

参考書 

・表現アートセラピー入門 小野京子 誠信書房 

 



研究室／オフィスアワー 

作業療法学科教員：木曜日（10：40～12：10）、その他 C棟 7階研究室にて、授業・会議などない時間で随時

対応する（橋本：C棟 7 階 22 ）堀：金曜日の３・４限目（研究室）戸名・渋谷：講義後、非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
［作業療法概論］作業療法の歴史と定義、領

域精神障害領域の作業療法 

予習：作業療法の定義について日本作業療

法士協会の HP を参照し、あらかじ

め知識を得ておく復習：配布資料を

理解する（予習復習含めて４時間） 

小林・

小川 

2 
［作業療法概論］老年期障害領域の作業療

法 

予習：認知症の病態について予習をしてお

く復習：配布資料を理解する（予習

復習含めて４時間） 

小林・

松下 

3 ［作業療法概論］身体障害領域の作業療法 

予習：脳血管障害の病態について予習をし

ておく復習：配布資料を理解する

（予習復習含めて４時間） 

小林・

東 

4 
［作業療法概論］小児・発達障害領域の作業

療法 

予習：自閉症スペクトラム障害の病態につ

いて予習をしておく復習：配布資料

を理解する（予習・復習含めて 4時

間） 

小林・

金森 

5 
芸術療法とはなにかオリエンテーション芸

術療法の歴史芸術療法の表現様式と適応 

習：芸術療法の歴史や様々な様式について

知るために書籍やインターネット

などで知識を得ておく復習：芸術療

法がどのような疾患に適応するの

かを学ぶ。また、作業療法、理学療

法との接点を考える。配布資料を理

解する（予習・復習含めて 4時間） 

橋本 

6 ニューロダンス 

予習：リハビリテーションにおけるダンス

の在り方について調べておく。復

習：ダンスを体験し、身体的および

精神的変化を体験する。体験した事

について認知機能面からレポート

にまとめ提出する。（予習・復習含め

て 4時間） 

橋本 

7 補完医療 

予習：補完医療について予習を行う復習：経

験したことで自身の行動や精神面

がどのように変化したかを考察し

まとめる（予習・復習含めて 4 時間） 

橋本 

8 補完医療 

予習：補完医療について予習を行う復習：経

験したことで自身の行動や精神面

がどのように変化したかを考察し

まとめる（予習・復習含めて 4 時間） 

橋本 

9 嚥下のメカニズム 

予習：嚥下の５期モデルについて予習して

おく(30 分）復習：嚥下に関わる解

剖学と運動学を復習する(30 分） 

堀 

10 摂食嚥下にかかわる神経機構と障害 

予習：教科書の 25～55 ページを予習してお

く(30 分）復習：摂食嚥下にかかわ

る神経機構を復習する(30 分） 

堀 

11 誤嚥性肺炎の予防と理学療法 

予習：事前資料をもとに誤嚥性肺炎につい

て予習しておく(30 分）復習：誤嚥

性肺炎予防の概念について復習す

る(30 分） 

堀 

12 言葉とは？ 

予習：教科書の第Ⅰ章を予習しておく(30

分）復習：講義で実施した小テスト

の復習(30 分） 

戸名 

13 言語聴覚士の職域と協同 

予習：「高次脳機能障害」のプリントを予習

しておく(30 分）復習：講義で実施

した小テストの復習(30 分） 

戸名 

14 構音障害・音声障害 予習：教科書の 24～53 ページを予習してお 渋谷 



く(30 分）復習：発声・発語の仕組

みについて復習する(30 分） 

15 失語症 

予習：教科書の 58～99 ページを予習してお

く(30 分）復習：失語症の概念と症

状について復習する(30 分） 

渋谷 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.学期末の筆記試験＜DP②④＞2.提出物・レポート・小テスト・出席状況（2/3）＜DP②③④＞これらを総

合的に評価する 

 

1. 

70%2. 

30% 



授業科目名 介護学概論・ボランティア活動論 (理学) 

主担当教員 前田 薫 担当教員 前田 薫 

科目ナンバリング SB20BPTB024 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

【介護学概論】地域包括ケアおよび介護保険の仕組みについて学び、将来その関係者と協業する時に必要な

基礎を形成する。また、患者および利用者の身体アセスメントおよび介助ついての基礎技術を身につけるた

めに、実技練習を行う。【ボランティア活動論】自発性に裏付けされた主体的な活動であるボランティアにつ

いて理解を深め、医療人としての前に障害のある方や高齢者の方を思える人間形成としてボランティアにつ

いて学ぶ。また NPO/NGO 法人について学び、理学療法士として将来活躍できるフィールドの拡がりについて

イメージを形成する。 

 

学修目標 

1.ケア（介護）について説明できる（DP②）2.日本の社会保障制度について説明できる（DP②）3.高齢者や障害のあ

る人の支援の方法について説明できる（DP②）4.将来ボランティアとして活躍できるフィールドについて説明できる

（DP②） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・配布資料を事前に読むこと。・自発性を発揮してボランティアを体験することを勧める。 

 

教科書 

教科書の指定はなし。資料を配布する。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

前田：月曜 2 限、火曜、第 3木曜 3限以外で予約をとり、来室してください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
日本における介護の現状と問題点を考える

① 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

2 
日本における介護の現状と問題点を考える

② 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

3 認知症と記憶① 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

4 認知症と記憶② 
予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参
前田 



照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

5 認知症患者の介護 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

6 
介護現場で必要なフィジカルアセスメント

① 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

7 
介護現場で必要なフィジカルアセスメント

② 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

8 介助技術練習 

予習：事前配布資料を参照し、実技の手順を

イメージしておく（120 分）。復習：

授業で実施した内容を練習してお

く（120 分）。 

前田 

9 「ボランティア」とは何か？ 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

10 NGO/NPO とは何か？ 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

11 人権 NGO 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

12 環境 NGO 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

13 医療 NGO 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

14 こどもを支援する NPO 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

15 国際協力 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義ノートを参

照しながら予習動画を再度視聴す

る（120 分）。 

前田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート課題（3 回）（DP②） 

 

レ ポ ー

ト 課 題

100 ％

＊ 合 計

60 点以

上 で 単

位 を 認

定 す

る。フィ

ー ド バ

ッ ク ： レ

ポ ー ト

の 総 評

を 履 修

学 生 全

員 に 提

示 す

る。 



授業科目名 スポーツ医学 (理学) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 川畑 浩久／吉岡  敏治 

科目ナンバリング SB20BPTC025 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

2 年次の整形外科学で学んだ運動器の解剖とスポーツ傷害について、メディカルチェックや症状、対処法など

についてより理解を深め、またスポーツ外傷における救急処置の重要性についても学ぶ。あわせてスポーツ

現場で遭遇しやすい内科疾患についてもメディカルチェックや症状について学ぶ。 

 

学修目標 

1．重症度と緊急度を理解し、スポーツ現場で発生する最も重篤な心肺停止に対応できるようになること、また、発

生頻度の高い脳震盪と頭部外傷、熱中症の病態を理解し、発生現場における予防や救急処置法を習得する。〈DP①②③〉

2．さらにスポーツ現場で遭遇する運動器の外傷や障害、内科疾患についてのメディカルチェックや対処法について

も習得する。〈DP①②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

スポーツ医学は、運動器の解剖学、生理学を土台にするもので、他の講義で学んだ局所解剖や運動機能の評

価方法、理学所見の取り方等を質問することから始める。ほとんどの授業内容は、資料として配付するスラ

イドを中心に進めるので、講義に出席せず、資料だけを見ても理解困難である。心停止や頭部外傷、熱中症

等の傷害発生の理論的なイメージを獲得する努力をすることが重要である。 

 

教科書 

配布プリント（適宜配布いたします。） 

 

参考書 

1．臨床医学各論（第 2版）医歯薬出版 179 頁～185 頁、288 頁～301 頁 2．救急蘇生法の指針 2015（医療従事

者用、改訂第 5版）へるす出版 3．標準整形外科学 第 12 版.中村利孝/松野丈夫 監修.医学書院.2014.4．新

版 スポーツ整形外科マニュアル.福林徹 監修. 中外医学社.2013.5．スポーツ整形外科学.中嶋寛之 編集.南

江堂.1998 年． 

 

研究室／オフィスアワー 

吉岡敏治（C棟研究室４）／原則月曜日２・３時間目ですが、その他、部屋にいれば、いつでも訪問可です。

川畑浩久（C棟研究室 707）／木、金曜日 17:00～18:00 ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
スポーツ外傷の救急処置：重症度と緊急度、

心肺蘇生について 

予習：整形外科学の外傷部分（臨床医学総

論、各論の当該箇所）復習：配布プ

リントならびに臨床医学総論、各論

の当該箇所を参照なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

吉岡 



2 
スポーツ外傷の救急処置：脳震盪と頭部外

傷、脊髄損傷、熱中症について 

予習：スポーツにより発生する重篤な外傷

として、頭部外傷や脊髄損傷、熱中

症の講義が他の講座で行われてい

れば、その部分をみなおしておくこ

と（臨床医学総論、各論の当該箇所

参照）復習：配布プリントならびに

臨床医学総論、各論の当該箇所を参

照なお予習、復習はそれぞれ 2時間

は行うこと。 

吉岡 

3 

スポーツ障害の総論：1）運動器疾患に対す

る健診およびメディカルチェック 2）運動器

外傷に対する応急処置 3）内科的疾患に対す

る健診およびメディカルチェック 

予習：スポーツにより発生する主な運動器

疾患ならびに内科的疾患について

予習しておくこと（臨床医学各論の

該当箇所）復習：これまで学んだ運

動器疾患ならびに内科的疾患の検

査法、治療法などについて復習する

こと（配布資料ならびに臨床医学各

論の該当箇所）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

4 

肩関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法） 

予習：肩関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ肩関節

の外傷について復習すること（配布

資料ならびに臨床医学各論（教科

書）の該当箇所参照）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

5 

肩関節のスポーツ外傷・障害：1）慢性的な

障害の症状（自覚症状・他覚所見）と治療法

ならびに予防法 

予習：肩関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ肩関節

の障害について復習すること（配布

資料ならびに臨床医学各論の該当

箇所参照）なお予習、復習はそれぞ

れ 2時間は行うこと。 

川畑 

6 

肘関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法）および 2）慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法 

予習：肘関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ肘関節

の外傷、障害について復習すること

（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所）なお予習、復習はそれ

ぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

7 

手関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法）および 2）慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法 

予習：手関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ手関節

の外傷、障害について復習すること

（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所参照）なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

8 

指関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法）および 2）慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法 

予習：指関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ指関節

の外傷、障害について復習すること

（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所参照）なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

9 

股関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法）および 2）慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法 

予習：股関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ股関節

の外傷、障害について復習すること

（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所参照）なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

10 

膝関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

予習：膝関節の解剖学、運動学について予習

しておくこと（解剖学（教科書）の

該当箇所参照）復習：授業で学んだ

川畑 



治療法） 膝関節の外傷について復習するこ

と（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所参照）なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

11 

膝関節のスポーツ外傷・障害：1）慢性的な

障害の症状（自覚症状・他覚所見）と治療法

ならびに予防法 

予習：膝関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ膝関節

の障害について復習すること（配布

資料ならびに臨床医学各論の該当

箇所参照）なお予習、復習はそれぞ

れ 2時間は行うこと。 

川畑 

12 

下腿部・足関節・足部のスポーツ外傷・障害：

1）急性外傷の症状（自覚症状・他覚所見）

と処置方法（スポーツの中止と応急処置な

らびにその後の治療法） 

予習：下腿、足関節、足部の解剖学について

予習しておくこと（解剖学（教科書）

の該当箇所参照）復習：授業で学ん

だ下腿、足関節、足部の外傷につい

て復習すること（配布資料ならびに

臨床医学各論の該当箇所参照）なお

予習、復習はそれぞれ 2時間は行う

こと。 

川畑 

13 

下腿部・足関節・足部のスポーツ外傷・障害：

1）慢性的な障害の症状（自覚症状・他覚所

見）と治療法ならびに予防法 

予習：下腿、足関節、足部の解剖学について

予習しておくこと（解剖学（教科書）

の該当箇所参照）復習：授業で学ん

だ下腿、足関節、足部の障害につい

て復習すること（配布資料ならびに

臨床医学各論の該当箇所参照）なお

予習、復習はそれぞれ 2時間は行う

こと。 

川畑 

14 

体幹（頚部、胸部、腰部）のスポーツ外傷・

障害： 1）急性外傷の症状（自覚症状・他覚

所見）と処置方法（スポーツの中止と応急処

置ならびにその後の治療法）および 2）慢性

的な障害の症状（自覚症状・他覚所見）と治

療法ならびに予防法 

予習：頚部、胸部、腰部の解剖学、運動学に

ついて予習しておくこと（解剖学

（教科書）の該当箇所参照）復習：

授業で学んだ頚部、胸部、腰部の外

傷、障害について復習すること（配

布資料ならびに臨床医学各論の該

当箇所参照）なお予習、復習はそれ

ぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

15 

スポーツによる内科的疾患：1）循環器・呼

吸器疾患における慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法

2）消化器・泌尿器疾患における慢性的な障

害の症状（自覚症状・他覚所見）と治療法な

らびに予防法 

予習：スポーツにより発生する主な循環器、

呼吸器、消化器、泌尿器などの疾患

の症状などについて予習しておく

こと（臨床医学総論、各論の当該箇

所）復習：これまで学んだ循環器、

呼吸器、消化器、泌尿器疾患につい

て復習すること（配布プリントなら

びに臨床医学総論、各論の当該箇

所）なお予習、復習はそれぞれ 2時

間は行うこと。 

川畑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．定期試験〈DP①②③〉2．試験に対するフィードバックの方法：授業内の小テストは翌回の授業時間に

返却し、あわせてフィードバックも行う。また希望者には試験答案を開示し、必要に応じて解説を行う。 

 

0.011 



授業科目名 テーピング技術論 (理学) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二／杉本 圭 

科目ナンバリング SB20BPTB026 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

リハビリテーション分野の臨床技術として利用価値が高い外傷の応急処置に必要な包帯法、副子固定法およ

び骨折や軟部組織損傷に対する鑑別法を教授する。また、スポーツ中に起こり得る外傷及び障害について学

び、それら処置の必要性を理解するとともに処置法を習得する。さらにテーピングの技術に必要な基礎知識

および関節の固定と運動の制限、組織の圧迫等に用いられるテーピング法、応急処置や再発防止も含めた外

傷の予防、運動の矯正に加えテーピング前の診断、材料・用具の使用法、テーピング後の確認、巻き替えや除

去を学び、上・下肢の運動器傷害のテーピング法・応急処置法についても学習する。 

 

学修目標 

１．基本包帯法について理解し実践できる。２．骨折、脱臼の応急処置を理解し実践できる。３．軟部組織損傷の応

急処置について理解し実践できる。４．テーピングの基本的知識を習得し説明できる。５．各部のテーピング法につ

いて理解し実践できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．受講に関して材料費として 8,000 円が必要である。（指定した材料を購入していない場合は受講不可とす

る）２．実習室を使用する際には白衣もしくはスポーツウエアの着用を義務付ける。 

 

教科書 

授業時に配付する資料 

 

参考書 

特にありません 

 

研究室／オフィスアワー 

授業の前後は非常勤講師控え室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 運動器の外傷について １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

2 運動器の外傷について ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

3 外傷の応急処置 １ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実

技について練習 

 

4 外傷の応急処置 ２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実

技について練習 

 

5 テーピングの基礎的知識と技術 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実
 



技について練習 

6 足関節のテーピング 1 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実

技について練習 

 

7 足関節のテーピング 2 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実

技について練習 

 

8 足関節のテーピング 3 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実

技について練習 

 

9 足関節の応急処置テーピング 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実

技について練習 

 

10 足底・足趾のテーピング 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実

技について練習 

 

11 膝関節のテーピング１ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実

技について練習 

 

12 膝関節のテーピング２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実

技について練習 

 

13 膝関節の応急処置テーピング 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実

技について練習 

 

14 筋のテーピング 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実

技について練習 

 

15 手指のテーピング、総合練習 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認、実施した実

技について練習 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．出席は 2/3 以上を必要とし、基準を満たした者について試験を実施する。２．期末試験は課題提出

（100％）で評価する。３．60 点以上で単位認定する。 
2. 10 割 



授業科目名 基礎理学療法学Ⅰ (理学) 

主担当教員 角田 晃啓 担当教員 
角田 晃啓／澤田 優子／工藤 

慎太郎 

科目ナンバリング SS20BPTB003 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では理学療法の実践における思考過程を解剖学・生理学・運動学の知識に基づいて教授する。※本科

目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

種々の疾患や病態を、解剖学・生理学・運動学の観点から理解することができる。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

到達目標の達成には１年次に学習した解剖学・生理学・運動学の内容に基づいて思考していくプロセスが必

要です。１年次に学習した解剖学・生理学・運動学の知識について復習してから望んでください。これにつ

いての学習が不足していた場合、目標達成は困難になるので自己学習に努めて下さい。 

 

教科書 

なし。適宜資料を配布する。 

 

参考書 

適宜資料を配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

在室時は適宜 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 【オリエンテーション】【Pre テスト】 
予習：シラバスの確認（2 時間）復習：Pre

テストの見直し（2時間） 

角田澤

田工藤 

2 【運動器疾患の基礎知識】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

工藤 

3 【中枢神経疾患の基礎知識】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

澤田 

4 【内部障害の基礎知識】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

角田 

5 講義全体のまとめおよび確認テスト 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

澤田角

田工藤 

6 【運動器疾患の基礎知識 PBL①】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

工藤 



7 【運動器疾患の基礎知識 PBL②】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

工藤 

8 【運動器疾患の基礎知識 PBL③】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

工藤 

9 【中枢神経疾患の基礎知識 PBL①】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

澤田 

10 【中枢神経疾患の基礎知識 PBL②】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

澤田 

11 【中枢神経疾患の基礎知識 PBL③】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

澤田 

12 【内部障害の基礎知識 PBL①】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

角田 

13 【内部障害の基礎知識 PBL②】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

角田 

14 【内部障害の基礎知識 PBL③】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

角田 

15 講義全体のまとめおよび確認テスト 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

角田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

・成績評価１．確認試験＜DP①＞２．期末試験＜DP①＞・基準：4/5 以上の出席を必要とする。 

 

１ ． 60%

２．40% 



授業科目名 基礎理学療法学Ⅱ (理学) 

主担当教員 角田 晃啓 担当教員 
角田 晃啓／澤田 優子／工藤 

慎太郎 

科目ナンバリング SS20BPTC004 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では理学療法の実践における思考過程を解剖学・生理学・運動学の知識に基づいて教授する。 

 

学修目標 

種々の疾患や病態を、解剖学・生理学・運動学の観点から理解することができる。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

到達目標の達成には２年次までに学習した各種疾患についての知識とその評価プロセス実践のトレーニング

が必要です。これについての学習が不足していた場合、目標達成は困難になるので自己学習に努めて下さい。 

 

教科書 

なし。適宜資料を配布する。 

 

参考書 

適宜資料を配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

在室時は適宜 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 【オリエンテーション】【Pre テスト】 
予習：シラバスの確認（2 時間）復習：Pre

テストの見直し（2時間） 

角田澤

田工藤 

2 【運動器疾患の基礎知識】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

工藤 

3 【中枢神経疾患の基礎知識】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

澤田 

4 【内部障害の基礎知識】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

角田 

5 講義全体のまとめおよび確認テスト 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

澤田角

田工藤 

6 【運動器疾患の基礎知識 PBL①】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

工藤 

7 【運動器疾患の基礎知識 PBL②】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

工藤 



8 【運動器疾患の基礎知識 PBL③】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

工藤 

9 【中枢神経疾患の基礎知識 PBL①】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

澤田 

10 【中枢神経疾患の基礎知識 PBL②】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

澤田 

11 【中枢神経疾患の基礎知識 PBL③】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

澤田 

12 【内部障害の基礎知識 PBL①】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

角田 

13 【内部障害の基礎知識 PBL②】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

角田 

14 【内部障害の基礎知識 PBL③】 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

角田 

15 講義全体のまとめおよび確認テスト 

予習：配布課題にしたがって予習する（２時

間）復習：授業内容にしたがって復

習する（２時間） 

角田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

・成績評価１．確認試験＜DP①＞２．期末試験＜DP①＞・基準：4/5 以上の出席を必要とする。 

 

１ ． 60%

２．40% 



授業科目名 基礎理学療法学実習 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 

中根 征也／三木屋 良輔／堀 

竜次／杉本 圭／松尾 浩希／平

川 正彦／檜垣 奨／林 真太郎

／国宗 翔 

科目ナンバリング SS20BPTB005 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 月 曜 3

限)、後期(月曜

1 限) 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学生同士の小グループ（模擬患者役、理学療法士役、実施内容確認役）に分かれ、講義内容に記載された項目

を通じて、臨床上必要な知識・技術・態度について学修・修得し、各自に対して試験（客観的臨床能力試験：

OSCE）を実施する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

①臨床上必要な最低限の知識・技術・態度について理解し、修得する。【D①】②理解し、習得した知識・技術・態度

を臨床で活用することができる。【D①】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）必要出席回数は、授業回数の 4/5 以上とし、その基準を満たした者について OSCE を実施する。2）授業が

実技形式の場合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して参加すること。3）必要に応じて、

適宜「補講」を開催する。＊質問があれば、直接研究室にお越しください。また、MORIPA クラスプロファイ

ル「Q & A」からの質問でも構いません。 

 

教科書 

才藤栄一 監修：PT・OT のための臨床技能と OSCE コミュニケーションと介助・検査測定編 第 2 版，金原出

版株式会社，2019 

 

参考書 

才藤栄一 監修：PT・OT のための臨床技能と OSCE 機能障害・能力低下への介入編，金原出版株式会社，2017 

 

研究室／オフィスアワー 

中根 征也：4 階研究室／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）三木屋良輔：4階研

究室／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）堀 竜次：4階研究室／金曜日の 3・4

限目（時間は事前に相談することが望ましい）杉本 圭：4階研究室／木曜日 4・5時限目（時間は事前に相

談することが望ましい）国宗 翔：4回研究室／金曜日３・4時限目（時間は事前に相談することが望ましい）

松尾 浩希：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）林 真 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 標準予防策｜１ 

予習復習：「PT・OT のための臨床技能と OSCE 

コミュニケーションと介助・検査測

定編」（以下、テキストとする）の

pp.16-20 を読み、授業後、各自にて

練習をし、技術向上に努める。 

松尾 

2 HOW TO TOUCH｜１リスク管理｜１ 

予習復習：事前に配布する資料，テキストの

pp.21-34 を読み、授業後、各自にて

練習をし、技術向上に努める。 

中根松

尾 

3 コミュニケーション技法 

予習復習：テキストの pp.35-43 を読み、授

業後、各自にて練習をし、技術向上

に努める。 

平川 

4 ホットパック実施の補助 

予習復習：テキストの pp.44-54 を読み、授

業後、各自にて練習をし、技術向上

に努める。 

檜垣 

5 車椅子の駆動介助 

予習復習：テキストの pp.81-92 を読み，授

業後，各自にて練習をし，技術向上

に努める。 

国宗 

6 面接技法｜１ 

予習復習：テキストの pp.120-127 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

杉本 

7 脈拍と血圧の測定｜１ 

予習復習：テキストの pp.140-156 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

堀 

8 形態測定｜１ 

予習復習：テキストの pp.227-241 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

三木屋 

9 関節可動域測定｜１【股関節屈曲】 

予習復習：テキストの pp.172-176、pp.187-

193 を読み、授業後、各自にて練習

をし、技術向上に努める。 

中根 

10 徒手筋力測定｜１【股関節外転】 

予習復習：テキストの pp.194-201、pp.212-

216 を読み、授業後、各自にて練習

をし、技術向上に努める。 

中根 

11 これまでの授業のまとめ｜１ 

予習：これまでの学修内容を復習し，学生同

士でできるようになっておく。復

習：各自にて練習をし、技術向上に

努める。 

全員 

12 授業のまとめと確認テスト｜１ 

予習：これまでの学修内容を確認し，学生同

士で練習し技術向上に努めててお

くこと。復習：各自にて練習をし、

技術向上に努める。 

全員 

13 HOW TO TOUCH｜２ 

予習復習：事前に配布する資料を読み、授業

後、各自にて練習をし、技術向上に

努める。 

中根 

14 標準予防策｜２リスク管理｜２ 

予習復習：テキストのの pp.16-20，21-34 を

読み、授業後、各自にて練習をし、

技術向上に努める。 

松尾 

15 面接技法｜２ 

予習復習：テキストの pp.120-127 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

杉本平

川 

16 脈拍と血圧の測定｜２ 

予習復習：テキストの pp.140-156 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

堀 

17 形態測定｜２ 

予習復習：テキストの pp.227-241 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

三木屋 

18 関節可動域測定｜２【肩関節外転】 

予習復習：テキストの pp.172-181 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

中根 

19 徒手筋力測定｜２【肩関節屈曲】 

予習復習：テキストの pp.194-206 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

中根 

20 これまでの授業のまとめ｜２ 
予習：これまでの学修内容を復習し，学生同

士でできるようになっておく。復
全員 



習：各自にて練習をし、技術向上に

努める。 

21 これまでの授業のまとめ｜３ 

予習：これまでの学修内容を復習し，学生同

士でできるようになっておく。復

習：各自にて練習をし、技術向上に

努める。 

全員 

22 これまでの授業のまとめ｜４ 

予習：これまでの学修内容を復習し，学生同

士でできるようになっておく。復

習：各自にて練習をし、技術向上に

努める。 

全員 

23 授業のまとめと確認テスト｜２ 

予習：これまでの学修内容を確認し，学生同

士で練習し技術向上に努めててお

くこと。復習：各自にて練習をし、

技術向上に努める。 

全員 

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

実技試験（OSCE：客観的臨床能力試験）【D①】 学修したすべての項目から出題する。 ①1-11 回目終

了後に OSCE（客観的臨床能力試験）を実施する。 ②13-22 回目終了後に OSCE（客観的臨床能力試

験）を実施する。 ①②の OSCE において、それぞれ 60％以上の得点の者に単位を与える。【出席】4/5

以上の出席を必要とする。 ＊OSCE 終了後、採点用紙を基にフィードバックを実施する。  再試験対象

者には補講（実技練習会）を行い、技術習得に努める。 

 

1 



授業科目名 職場管理(教育を含む) (理学) 

主担当教員 三木屋 良輔 担当教員 三木屋 良輔 

科目ナンバリング SS20BPTC006 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

理学療法士として勤務する場合、対象者のもっているリスクを把握することは当然のこと、危機を防ぐマネ

ジメント能力が不可欠である。本授業では、臨床領域を中心に管理・マネジメント全般について取り上げ、

理解を深める。 

 

学修目標 

１．病院・施設・在宅などでの対象者に対する課題の把握とリスク管理やマネジメントについて理解できる。２．病

期別の対象者に対して必要なマネジメントが理解できる。３．実習時のマネジメントが理解できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．ディスカッションなどの場面では積極的に参加すること。２．実習先での振る舞い、また自身のキャリ

ア構築を意識して授業に臨むこと。 

 

教科書 

奈良勲編：理学療法管理学，医歯薬出版 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

金曜日以外で空いている時間。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 組織運営とマネジメント 

予習：病院内におけるリハビリテーション

部門について教科書を読んでおく

（１時間）復習；授業をもとに教科

書４章の確認（１時間） 

三木屋 

2 理学療法士の職場管理① 

予習：病院内におけるリハビリテーション

の組織について教科書を読んでお

く（１時間）復習；授業をもとに教

科書５章の確認（１時間） 

三木屋 

3 理学療法士の職場管理② 

予習：病院内における情報の管理について

教科書を読んでおく（１時間）復習；

授業をもとに教科書５章の確認（１

時間） 

三木屋 

4 実習時のマネジメント 

予習：実習におけるマネジメントについて

過去の実習を振り返っておく（１時

間）復習；授業をもとに内容の確認

（１時間） 

三木屋 

5 理学療法業務のマネジメント 
予習：理学療法業務について教科書を読ん

でおく（１時間）復習；授業をもと
三木屋 



に教科書６章の確認（１時間） 

6 
保健・医療・福祉を取り巻く諸制度とマネジ

メント 

予習：理学療法業務について教科書を読ん

でおく（１時間）復習；授業をもと

に教科書８章の確認（１時間） 

三木屋 

7 疾患別・病気別のリスクマネジメント① 

予習：疾患別のリスクマネジメントについ

て教科書を読んでおく（１時間）復

習；授業をもとに教科書９章の確認

（１時間） 

三木屋 

8 疾患別・病気別のリスクマネジメント② 

予習：病期別のリスクマネジメントについ

て教科書を読んでおく（１時間）復

習；授業をもとに教科書９章の確認

（１時間） 

三木屋 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．レポート課題 ※提出期限・作成方法等は授業内で説明します ※評価基準：ルーブリックを提示しま

す ※【フィードバック方法】  ルーブリック評価の結果とともに必要に応じてコメントを付記して返却す

る。《出席基準》２/３以上の出席にて評価対象とする。 

 

１．レポ

ー ト 課

題 ： １ ０

０％ 



授業科目名 職業倫理 (理学) 

主担当教員 三木屋 良輔 担当教員 三木屋 良輔 

科目ナンバリング SS20BPTC007 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

昨今、社会性、道徳観や倫理観などについて、社会から理学療法士へ向けられる目が厳しくなっている。以

上のことを踏まえ、本授業では理学療法士の職業倫理、研究倫理、さらに臨床現場で生じるコンフリクトマ

ネジメントを中心に学修する。 

 

学修目標 

１．コンプライアンス・法令違反について説明できる２．ハラスメントについて説明できる３．医療広告ガイドライ

ンについて説明できる４．研究倫理について説明できる５．対象者・他職種との利害衝突ならびにコンフリクトマネ

ジメントについて説明できる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．ディスカッションなどには積極的に参加すること 

 

教科書 

無し 

 

参考書 

理学療法管理学：医歯薬出版,奈良勲編 

 

研究室／オフィスアワー 

平日金曜日以外の夕方に対応。事前にアポイントとってください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 理学療法士の職業倫理について 

予習：理学療法士の職業倫理ガイドライン

を参考にする（１時間）復習；授業

をもとにガイドラインの確認（１時

間） 

三木屋 

2 ハラスメントについて 

予習：ハラスメントについて事前に調べる

（１時間）復習；授業をもとに配布

資料の確認（１時間） 

三木屋 

3 医療広告ガイドラインについて 

予習：医療広告について事前に調べる（１時

間）復習；授業をもとに配布資料の

確認（１時間） 

三木屋 

4 研究倫理について 

予習：研究倫理について事前に調べる（１時

間）復習；授業をもとに配布資料の

確認（１時間） 

三木屋 

5 コンフリクトマネジメントについて 

予習：コンフリクトマネジメントについて

事前に調べる（１時間）復習；授業

をもとに配布資料の確認（１時間） 

三木屋 

6 ロールプレイング① 
予習：医療メディエーションについて事前

に調べる（１時間）復習；授業をも
三木屋 



とにロールプレイの振り返り（１時

間） 

7 ロールプレイング② 

予習：セルフメディエーションについて事

前に調べる（１時間）復習；授業を

もとにロールプレイの振り返り（１

時間） 

三木屋 

8 ロールプレイング③ 

予習：医療メディエーションの聴くスキル

について事前に調べる（１時間）復

習；授業をもとにロールプレイの振

り返り（１時間） 

三木屋 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．レポート課題 ※提出期限・作成方法等は授業内で説明します ※評価基準：ルーブリックを提示しま

す ※【フィードバック方法】  ルーブリック評価の結果とともに必要に応じてコメントを付記して返却す

る。《出席基準》２/３以上の出席にて評価対象とする。 

 

１，レポ

ー ト 課

題 ： １ ０

０％ 



授業科目名 理学療法評価学各論 (理学) 

主担当教員 木内 隆裕 担当教員 
木内 隆裕／仲本 正美／杉本 

圭／松尾 浩希 

科目ナンバリング SS20BPTB009 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 2 限、火曜

3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 理学療法評価は対象者の生活機能を分析する方法の一つであり、リハビリテーション計画の立案やその効

果判定等を目的として実施されるものである。本科目では 1 年次「理学療法評価学総論」から継続して基本

的評価手技を修得する。具体的には、筋力、感覚、疼痛、反射の評価手技を背景知識と結びつけながら学習

し、さらにはトップダウン型の定性的評価手技である姿勢・動作観察（分析）の基本を学習する。※本科目は

実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1)  徒手筋力検査に必要な解剖学・生理学・運動学の知識を述べることができる。2)  徒手筋力検査を適切な方法で

実施することができる。3)  感覚検査・反射検査に必要な解剖学・生理学の知識を述べることができる。4)  感覚検

査・反射検査を適切な方法で実施することができる。5)  立位・座位の観察（分析）に必要な解剖学・生理学・運動

学の知識を述べることができる。6)  立位・座位の観察（分析）を行い、記述できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1)  本科目は演習科目であり、必要出席回数は 「授業回数の 5分の 4以上」 を採用する。2)  指定された

教科書を毎回の授業に持参すること。3)  実技形式の場合には、ジャージー上下、および本学指定の上履き

を着用して参加すること。また、ジャージーの内側には肘や膝を露出できるシャツなどを着用すること。4)  

髪が長い場合は実技に支障の無いようにくくること。5)  授業中の食事は禁止とする。 

 

教科書 

1) 潮見泰藏, 下田信明(編).  リハビリテーション基礎評価学. 第 2 版, 羊土社, 2020.2) Avers & 

Brown(著).  津山直一, 中村耕三(訳), 新・徒手筋力検査法. 原著第 10 版, 協同医書出版社, 2020.3) 鈴

木則宏(編).  神経診察クローズアップ. 正しい病巣診断のコツ.  改訂第3版, メジカルビュー社, 2020.4) 

工藤慎太郎(編).  機能解剖と触診.  羊土社, 2019.5) 野村嶬(編). 標準理学療法学･作業療法学.  解剖

学. 

 

参考書 

1) 田崎義昭, 斎藤佳雄, 坂井文彦(著).  ベッドサイドの神経の診かた. 第 18 版, 南山堂, 2016.2) 中山

恭秀(編).  3 日間で行う理学療法臨床評価プランニング. 改訂第 2 版, 南江堂, 2021.3) 黒川幸雄, 大西秀

明, 小林量作ら(編).  6 ステップ式臨床動作分析マニュアル. 第 2 版, 文光堂, 2010.4) 中村隆一, 齋藤宏

ら(著).  基礎運動学. 第 6 版補訂, 医歯薬出版, 2012.5) 林典雄(編),  運動療法のための機能解剖学的触

診技術. 上肢 

 

研究室／オフィスアワー 



木内隆裕：  E 棟 4 階研究室／火・金 4限以降仲本正美：  E 棟 4 階研究室／火曜日 1-2 限目（時間は事前に

相談することが望ましい）杉本 圭：  E 棟 4 階研究室／水曜日 3-5 限目（時間は事前に相談することが望

ましい）松尾浩希：  E 棟 4 階研究室／金曜日 4時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
徒手筋力検査 1：原理・原則・注意点股関節

①（伸展） 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲本、

杉本、

松尾 

2 
徒手筋力検査 2：股関節②（屈曲 a、屈曲 b、

外転 a、外転 b） 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲本、

杉本、

松尾 

3 
徒手筋力検査 3：股関節③（内転、外旋、内

旋）膝関節（屈曲、伸展） 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲本、

杉本、

松尾 

4 
徒手筋力検査 4：足関節①（底屈、背屈）Hand-

held dynamometer を用いた筋力測定実習 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲本、

杉本、

松尾 

5 
徒手筋力検査 5：足関節②（外返し、内返し）

体幹①（伸展、屈曲、回旋） 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲本、

杉本、

松尾 

6 

徒手筋力検査 6：体幹②（骨盤挙上）頭頸部

①（頭部伸展、頸部伸展、頭部屈曲、頸部屈

曲 a） 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲本、

杉本、

松尾 

7 
徒手筋力検査 7：頭頸部②（頸部屈曲 b、頚

部回旋） 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲本、

杉本、

松尾 

8 
徒手筋力検査 8：Hand-held dynamometer を

用いた筋力測定実習、その他 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

9 
徒手筋力検査 9：肩関節①（屈曲、外転、伸

展、水平外転） 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲本、

杉本、

松尾 

10 
徒手筋力検査 10：肩関節②（水平内転、外

旋、内旋） 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

11 実技試験 セクション 1 
下肢、体幹、頭頸部の MMT（事前練習 8 時

間） 

木内、

仲

本

、



杉

本

、

松

尾 

12 実技試験 セクション 1 
下肢、体幹、頭頸部の MMT（事前練習 8 時

間） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

13 
徒手筋力検査 11：肩甲骨①（外転+上方回旋、

挙上、内転） 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

14 
徒手筋力検査 12：肩甲骨②（下制+内転、内

転+下方回旋）広背筋肘関節（屈曲、伸展） 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

15 
徒手筋力検査 13：前腕（回外、回内）手関

節（掌屈、背屈） 

・力のモーメント・左記の運動に関わる筋

の起始、停止、支配神経（予習 1時

間、復習 1時間） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

16 感覚検査 1：概論、触圧覚 
・触圧覚の伝導路、デルマトーム（予習 1時

間、復習 1時間） 

杉本、

仲

本

、

木

内

、

松

尾 

17 感覚検査 2：温痛覚、疼痛 
・温痛覚の伝導路、デルマトーム・疼痛の評

価票（予習 1 時間、復習 1 時間） 

杉本、

仲

本

、

木

内

、

松

尾 

18 感覚検査 3：関節覚、振動覚 
・関節覚の伝導路・振動覚の伝導路（予習 1

時間、復習 1 時間） 

杉本、

仲

本

、



木

内

、

松

尾 

19 実技試験 セクション 2 上肢・肩甲帯の MMT（事前練習 8時間） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

20 実技試験 セクション 2 上肢・肩甲帯の MMT（事前練習 8時間） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

21 感覚検査 4：複合感覚（二点識別覚、その他） 
・複合感覚の伝導路（予習 1 時間、復習 1時

間） 

仲本、

木

内

、

杉

本

、

松

尾 

22 
反射検査 1：概論腱反射①（上腕二頭筋、腕

橈骨筋、上腕三頭筋） 

・反射弓・錐体路、錐体外路（予習 1時間、

復習 1時間） 

松尾、

木

内

、

仲

本

、

杉

本 

23 反射検査 2：腱反射②（膝蓋腱、アキレス腱） 
・反射弓・錐体路、錐体外路（予習 1時間、

復習 1時間） 

松尾、

木

内

、

仲

本

、

杉

本 

24 反射検査 3：皮膚反射、病的反射 
・反射弓・錐体路、錐体外路（予習 1時間、

復習 1時間） 

松尾、

木

内

、

仲

本

、

杉

本 

25 姿勢・動作観察 1：概論、立位 レポート課題：立位の記述（2時間以上） 

木内、

仲

本

、



杉

本

、

松

尾 

26 姿勢・動作観察 2：立位・座位 
レポート課題：立位・座位の記述（2時間以

上） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

27 実技試験 セクション 3 感覚検査、反射検査（事前練習 8時間） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

28 実技試験 セクション 3 感覚検査、反射検査（事前練習 8時間） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

29 筆記試験 

MMT・感覚検査・反射検査に関わる解剖学・

生理学、姿勢動作観察の基礎知識

（事前学習 8 時間） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

30 筆記試験 

MMT・感覚検査・反射検査に関わる解剖学・

生理学、姿勢動作観察の基礎知識

（事前学習 8 時間） 

木内、

仲

本

、

杉

本

、

松

尾 

成績評価方法と基準 割合 

1)  単位認定のための必要出席回数は 「総授業回数の 5 分の 4 以上」 とする。2)  実技テスト（配分

50％）、筆記テスト（配分 40％）、レポート（配分 10％）で評価する。ただし、再試験については、実技テスト

と筆記テスト（各々配分50％）で評価する。3)  実技テストの評価には事前に配付するルーブリックを使用

する。4)  総合成績の得点率 60％以上（小数切捨て）を単位認定基準とする。ただし、実技テストの平均

得点率が 60％未満（小数切捨て）の場合は、筆記試験の結果によらず不可とする。 

 

実 技

50 ％ 試

験 40％

レ ポ ー

ト 10％ 



授業科目名 臨床理学療法評価学（動作分析） (理学) 

主担当教員 三木屋 良輔 担当教員 三木屋 良輔／中根 征也 

科目ナンバリング SS20BPTC010 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床理学療法評価学では、人の各正常動作のメカニズムを理解し、実演を交えながら学修する。正常を理解

することで異常動作のメカニズムを理解し、観察から評価項目を上げつつ、推論力を高める。 

 

学修目標 

１、人の姿勢について理解できる２、人の寝返り動作について理解、実演できる３、人の起き上がり動作について理

解、実演できる４、人の起立・着座動作について理解、実演できる５、人の歩行動作について理解、実演できる６、

異常動作について理解、実演できる <DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．基礎日常生活活動学、臨床運動学、基礎運動療法総論、各論を復習しておいてください。２．教科書を読

みこまないと理解できないので、十分教科書を活用してください。３．実技を行う時はジャージで臨んでく

ださい。 

 

教科書 

石井慎一郎著：動作分析臨床活用講座．メジカルビュー 

 

参考書 

畠中泰彦編：姿勢・動作・歩行分析.羊土社 K.G. Neumann 『観察による歩行分析』 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

平日金曜日以外の夕方に対応。事前にアポイントとってください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 障害論 
予習・復習：障害構造について講義資料を確

認する（１時間） 

三 木

屋・中

根 

2 動作分析総論 
予習・復習：動作分析について講義資料を確

認する（１時間） 

三 木

屋・中

根 

3 寝返り動作の概要 
予習・復習：寝返り動作の概要について教科

書Ⅲ章１を確認する（１時間） 

三 木

屋・中

根 

4 寝返り動作分析 
予習・復習：寝返り動作の概要について教科

書Ⅲ章２・３を確認する（１時間） 

三 木

屋・中

根 

5 起き上がり動作の概要 
予習・復習：起き上がり動作の概要について

教科書Ⅳ章１を確認する（１時間） 

三 木

屋・中

根 

6 起き上がり動作分析 
予習・復習：起き上がり動作の概要について

教科書Ⅳ章２・３を確認する（１時

三 木

屋・中



間） 根 

7 起立・着座動作の概要 
予習・復習：起立・着座動作の概要について

教科書Ⅴ章１を確認する（１時間） 

三 木

屋・中

根 

8 起立・着座動作分析 

予習・復習：起立・着座動作の概要について

教科書Ⅴ章２・３を確認する（１時

間） 

三木

屋

・

中

根 

9 正常歩行動作の概要 
予習・復習：正常歩行動作の概要について教

科書Ⅵ章１を確認する（１時間） 

三 木

屋・中

根 

10 正常歩行動作のメカニズム 
予習・復習：正常歩行動作の概要について教

科書Ⅵ章２を確認する（１時間） 

三木

屋

・

中

根 

11 目視による歩行動作分析① 
予習・復習：正常歩行動作の概要について教

科書Ⅵ章３を確認する（１時間） 

三木

屋

・

中

根 

12 目視による歩行動作分析② 
予習・復習：正常歩行動作の概要について教

科書Ⅵ章３を確認する（１時間） 

三木

屋

・

中

根 

13 姿勢観察 
予習・復習：姿勢観察について講義資料を確

認する（１時間） 

三木

屋

・

中

根 

14 症例歩行動作分析 
予習・復習：症例歩行を理解し評価項目を想

起する（１時間） 

三木

屋

・

中

根 

15 症例のまとめ方について 
予習・復習：症例を理解し評価項目とレポー

ト作成する（１時間） 

三木

屋

・

中

根 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．レポート課題＜DP①②＞ ※提出期限・作成方法等は授業内で説明します ※評価基準：ルーブリッ

クを提示します ※【フィードバック方法】  ルーブリック評価の結果とともに必要に応じてコメントを付記し

て返却する。２．筆記試験＜DP①②＞ ※出題範囲：授業内の配布資料、教科書で扱った範囲《出席基

準》４/５以上の出席にて評価対象とする。 

 

１．レポ

ー ト 課

題 ２

０％２．

筆 記 試

験 ８

０％ 



授業科目名 臨床理学療法評価学実習 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 

中根 征也／三木屋 良輔／堀 

竜次／杉本 圭／松尾 浩希／平

川 正彦／檜垣 奨／林 真太郎

／国宗 翔 

科目ナンバリング SS20BPTC011 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 月 曜 1

限)、後期(月曜

3 限、月曜 4 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学生同士の小グループ（模擬患者役、理学療法士役、実施内容確認役）に分かれ、講義内容に記載された項目

を通じて、臨床上必要な知識・技術・態度について学習・修得し、各自に対して試験（客観的臨床能力試験：

OSCE）を実施する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

①臨床上必要な最低限の知識・技術・態度について理解し、修得する。【D①】②理解し、取得した知識・技術・態度

を臨床で活用することができる。【D①】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）必要出席回数は、授業回数の 4/5 以上とし、その基準を満たした者について OSCE を実施する。2）授業が

実技形式の場合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して参加すること。3）必要に応じて、

適宜「補講」を開催する。＊質問があれば、直接研究室にお越しください。また、MORIPA クラスプロファイ

ル「Q & A」からの質問でも構いません。 

 

教科書 

才藤栄一 監修：PT・OT のための臨床技能と OSCE コミュニケーションと介助・検査測定編 第 2 版，金原出

版株式会社，2019 

 

参考書 

才藤栄一 監修：PT・OT のための臨床技能と OSCE 機能障害・能力低下への介入編，金原出版株式会社，2017 

 

研究室／オフィスアワー 

中根 征也：4 階研究室／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）三木屋良輔：4階研

究室／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）堀 竜次：4階研究室／金曜日 3・4時

限目（時間は事前に相談することが望ましい）杉本 圭：4階研究室／木曜日 4・5時限目（時間は事前に相

談することが望ましい）国宗 翔：4階研究室／金曜日 3・4時限目（時間は事前に相談することが望ましい）

松尾 浩希：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）林 真 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 感覚検査｜１【触覚検査】 

予習復習：「PT・OT のための臨床技能と OSCE 

コミュニケーションと介助・検査測

定編」（以下、テキストとする）の

pp.275-285 を読み、授業後、各自に

て練習をし、技術向上に努める。 

杉本 

2 反射検査｜１【腱反射・病的反射】 

予習復習：テキストの pp.291-301 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

松尾 

3 脳神経検査【視野検査】 

予習復習：テキストの pp.302-311 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

杉本 

4 
整形外科的テスト【drop arm test・下肢伸

展挙上テスト】 

予習復習：テキストの pp.242-263 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

松尾 

5 運動失調検査｜１ 

予習復習：テキストの pp.356-369 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

三木屋 

6 立位バランス評価｜１ 

予習復習：テキストの pp.370-381 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

中根 

7 脳卒中の麻痺側機能評価｜１【BRST】 

予習復習：テキストの pp.312-326 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

平川 

8 呼吸パターンと動脈血酸素飽和度の評価 

予習復習：テキストの pp.157-171 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

堀 

9 下肢装具装着介助 

予習復習：テキストの pp.65-80 を読み、授

業後、各自にて練習をし、技術向上

に努める。 

中根 

10 これまでの授業のまとめ｜１ 

予習：これまでに学んだ検査測定技術を練

習し、注意事項確認しておくこと。

復習：各自にて練習をし、技術向上

に努める。 

全員 

11 これまでの授業のまとめ｜２ 

予習：これまでに学んだ検査測定技術を練

習し、注意事項確認しておくこと。

復習：各自にて練習をし、技術向上

に努める。 

全員 

12 授業全体のまとめと確認テスト｜１ 

予習：これまでの学修内容を復習し、学生同

士でできるようになっておく。復

習：各自にて練習をし、技術向上に

努める。 

全員 

13 上肢管理【三角巾の装着】 

予習復習：テキストの pp.55-64 を読み、授

業後、各自にて練習をし、技術向上

に努める。 

国宗 

14 感覚検査｜2【受動運動覚検査】 

予習復習：「PT・OT のための臨床技能と OSCE 

コミュニケーションと介助・検査測

定編」（以下、テキストとする）の

pp.275-281、pp.286-290 を読み、授

業後、各自にて練習をし、技術向上

に努める。 

杉本 

15 反射検査｜２【腱反射・病的反射】 

予習復習：テキストの pp.291-301 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

松尾 

16 運動失調検査｜2 

予習復習：テキストの pp.356-369 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

三木屋 

17 立位バランス評価｜2 

予習復習：テキストの pp.370-381 を読み、

授業後、各自にて練習をし、技術向

上に努める。 

中根 

18 脳卒中の麻痺側機能評価｜2【SIAS】 

予習復習：テキストの pp.312-321、pp.327-

330 を読み、授業後、各自にて練習

をし、技術向上に努める。 

中根 



19 これまでの授業のまとめ｜3 

予習：これまでに学んだ検査測定技術を練

習し、注意事項確認しておくこと。

復習：各自にて練習をし、技術向上

に努める。 

全員 

20 これまでの授業のまとめ｜4 

予習：これまでに学んだ検査測定技術を練

習し、注意事項確認しておくこと。

復習：各自にて練習をし、技術向上

に努める。 

全員 

21 これまでの授業のまとめ｜5 

予習：これまでに学んだ検査測定技術を練

習し、注意事項確認しておくこと。

復習：各自にて練習をし、技術向上

に努める。 

全員 

22 
脈拍と血圧の測定関節可動域測定【股関節

屈曲・肩関節外転】 

予習復習：テキスト pp.140-156、pp.172-193

を読み，授業後，各自にて練習をし，

技術向上に努める。 

堀中根 

23 
形態測定徒手筋力測定【股関節外転・肩関節

屈曲】 

予習復習：テキスト pp.227-241、pp.194-216

を読み，授業後，各自にて練習をし，

技術向上に努める。 

三木屋

中

根 

24 授業全体のまとめと確認テスト｜2 

予習：これまでの学修内容を復習し、学生同

士でできるようになっておく。復

習：各自にて練習をし、技術向上に

努める。 

全員 

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

実技試験（OSCE：客観的臨床能力試験）【D①】 学修したすべての項目から出題する。 ①1-11 回目終

了後に OSCE（客観的臨床能力試験）を実施する。 ②13-23 回目終了後に OSCE（客観的臨床能力試

験）を実施する。 ①②の OSCE において、それぞれ 60％以上の得点の者に単位を与える。【出席】4/5

以上の出席を必要とする。 ＊OSCE 終了後、採点用紙を基にフィードバックを実施する。  再試験対象

者には補講（実技練習会）を行い、技術習得に努める。 

 

1 



授業科目名 基礎運動療法学総論 (理学) 

主担当教員 前田 薫 担当教員 
前田 薫／三木屋 良輔／平川 

正彦 

科目ナンバリング SS20BPTB013 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

ヒトの動作を構成する要素として“柔らかさ”，“力強さ”，“巧みさ”が重要になる．理学療法において

多く用いられる運動療法では，それらを“関節可動域運動”，“筋力強化トレーニング”，“運動学習”と

して組み込んでいる．本科目では，学生自身にそれぞれの理論を用いた運動療法を経験し、レポートとして

報告していただく．この経験を通じて，運動療法の理論を理解し，対象者に適した理学療法プログラムを考

案していくための基礎を形成する．※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．筋力トレーニングの理論を理解し，健常者に対するトレーニングを提案できる（DP①）．２．関節可動域制限の

病理とストレッチの理論を理解し，健常者に対するストレッチを提案できる（DP①）．３．運動学習理論を理解し，

健常者の運動学習を進めるトレーニングを提案できる（DP①）． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．１年次に行った解剖学・運動学を復習して臨むこと２．授業と並行して取り組んでいただく演習課題が

あります。計画的に遂行してください。 

 

教科書 

1.  市橋則明編. 運動療法学. 障害別アプローチの理論と実際, 文光堂, 2014 

 

参考書 

石井直方．究極の筋力トレーニング 最新スポーツ生理学と効率的体づくり沖田実．関節可動域制限―病態

の理解と治療の考え方リチャード･A･シュミット．運動学習とパフォーマンス 

 

研究室／オフィスアワー 

各担当教員に個別にアポイントメントを取ってください。適宜対応します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション筋力強化の基礎理論① 

予習：教科書の該当範囲を読み、理解ができ

なかったところを明確にしておく

（120 分）。復習：予習段階で理解が

できなかった点について、授業を通

してどのように解決できたのかを

ノートに記載する（120 分）。 

前 田

（オリ

エンテ

ーショ

ン）三

木 屋

（筋力

強化の

基礎理

論①） 



2 筋力強化の基礎理論② 

予習：教科書の該当範囲を読み、理解ができ

なかったところを明確にしておく

（120 分）。復習：予習段階で理解が

できなかった点について、授業を通

してどのように解決できたのかを

ノートに記載する（120 分）。 

三木屋 

3 ストレッチングの基礎理論① 

予習：教科書の該当範囲を読み、理解ができ

なかったところを明確にしておく

（120 分）。復習：予習段階で理解が

できなかった点について、授業を通

してどのように解決できたのかを

ノートに記載する（120 分）。 

平川 

4 ストレッチングの基礎理論② 

予習：教科書の該当範囲を読み、理解ができ

なかったところを明確にしておく

（120 分）。復習：予習段階で理解が

できなかった点について、授業を通

してどのように解決できたのかを

ノートに記載する（120 分）。 

平川 

5 運動学習の基礎理論① 

予習：教科書の該当範囲を読み、理解ができ

なかったところを明確にしておく

（120 分）。復習：予習段階で理解が

できなかった点について、授業を通

してどのように解決できたのかを

ノートに記載する（120 分）。 

前田 

6 運動学習の基礎理論② 

予習：教科書の該当範囲を読み、理解ができ

なかったところを明確にしておく

（120 分）。復習：予習段階で理解が

できなかった点について、授業を通

してどのように解決できたのかを

ノートに記載する（120 分）。 

前田 

7 筋力強化の理論の応用（実技含む）① 

予習：該当範囲の基礎理論を、教科書とノー

トで復習しておく（120 分）。復習：

授業内容の応用を考案し、実践する

（120 分）。 

三木屋 

8 ストレッチングの理論の応用①（実技含む） 

予習：該当範囲の基礎理論を、教科書とノー

トで復習しておく（120 分）。復習：

授業内容の応用を考案し、実践する

（120 分）。 

平川 

9 運動学習の理論の応用① 

予習：該当範囲の基礎理論を、教科書とノー

トで復習しておく（120 分）。復習：

授業内容の応用を考案し、実践する

（120 分）。 

前田 

10 筋力強化の理論の応用②（実技含む） 

予習：該当範囲の基礎理論を、教科書とノー

トで復習しておく（120 分）。復習：

授業内容の応用を考案し、実践する

（120 分）。 

三木屋 

11 ストレッチングの理論の応用②（実技含む） 

予習：該当範囲の基礎理論を、教科書とノー

トで復習しておく（120 分）。復習：

授業内容の応用を考案し、実践する

（120 分）。 

平川 

12 運動学習の理論の応用② 

予習：該当範囲の基礎理論を、教科書とノー

トで復習しておく（120 分）。復習：

授業内容の応用を考案し、実践する

（120 分）。 

前田 

13 筋力強化の理論の応用③（実技含む） 

予習：該当範囲の基礎理論を、教科書とノー

トで復習しておく（120 分）。復習：

授業内容の応用を考案し、実践する

（120 分）。 

三木屋 

14 ストレッチングの理論の応用③（実技含む） 

予習：該当範囲の基礎理論を、教科書とノー

トで復習しておく（120 分）。復習：

授業内容の応用を考案し、実践する

（120 分）。 

平川 



15 運動学習の理論の応用③ 

予習：該当範囲の基礎理論を、教科書とノー

トで復習しておく（120 分）。復習：

授業内容の応用を考案し、実践する

（120 分）。 

前田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

演習レポート（DP①），筆記試験（DP①）2/3 以上の出席を必要とする。 

 

演 習 レ

ポ ー ト

(40%) ，

筆 記 試

験 (60%)

＊ 合 計

60 点以

上 で 単

位 を 認

定 す

る。フィ

ー ド バ

ック：演

習 レ ポ

ー ト の

総 評 お

よ び 筆

記 試 験

で 誤 答

が 多 か

っ た 箇



所 の 解

説 を 、

学 生 全

員 に 一

括 で 実

施 す

る。 



授業科目名 基礎運動療法学各論 (理学) 

主担当教員 工藤 慎太郎 担当教員 工藤 慎太郎 

科目ナンバリング SS20BPTB014 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

運動学，臨床運動学，基礎運動療法総論の内容を踏まえて，実際の症例の情報を基にどのような運動療法プ

ログラムを設定するかを検討する．これにより、３年次に行う評価実習および疾患別理学療法での思考過程

の基盤を形成する．※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．運動療法のプログラムを実際の症例に合わせて組むことができる．２．運動療法の効果と適応を理解することが

できる．３．運動療法を実施する上での注意点を説明することができる． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．臨床運動学・基礎運動療法総論の内容を復習して下さい．２．自分たちで十分な量の文献的調査が必要

です．分からないことは積極的に担当教員と密に連携をとって進めて下さい．３．発表の時や討論の時は積

極的に参加し，否定的な発言をしないようにして下さい． 

 

教科書 

運動療法学 文光堂 市橋則明（編） 

 

参考書 

観察による歩行分析．医学書院運動療法の「なぜ？」がわかる超音波解剖 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日１限：その他授業時間外、放課後空いている時間に随時対応しますが予約するようにしてください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 基礎運動療法各論に対する意気を込める 工藤 

2 ストレッチングで何がよくなるのか？ 動画を見て，課題を実施する．(1.5 時間) 工藤 

3 ストレッチングで何がよくなるのか？ 討論の内容をまとめる(1 時間) 工藤 

4 硬いところはどこ？ 動画を見て，課題を実施する．(1.5 時間) 工藤 

5 硬いところはどこ？ 討論の内容をまとめる(1 時間) 工藤 

6 痛いのは筋膜？ 動画を見て，課題を実施する．(1.5 時間) 工藤 

7 痛いのは筋膜？ 討論の内容をまとめる(1 時間) 工藤 

8 痛いのは神経？ 動画を見て，課題を実施する．(1.5 時間) 工藤 

9 痛いのは神経？ 討論の内容をまとめる(1 時間) 工藤 



10 大腿四頭筋セッティングの意義は？ 動画を見て，課題を実施する．(1.5 時間) 工藤 

11 大腿四頭筋セッティングの意義は？ 討論の内容をまとめる(1 時間) 工藤 

12 筋トレの狙いは？ 動画を見て，課題を実施する．(1.5 時間) 工藤 

13 筋トレ狙いは？ 討論の内容をまとめる(1 時間) 工藤 

14 歩行を改善させるには？ 動画を見て，課題を実施する．(1.5 時間) 工藤 

15 歩行を改善させるには？ 討論の内容をまとめる(1 時間) 工藤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

課題の提出状況（20％）定期試験（80％）出席状況：4/5 以上の出席が必要 

 

課 題 ：

20 ％ 試

験 ：

80％ 



授業科目名 運動器系理学療法学Ⅰ (理学) 

主担当教員 工藤 慎太郎 担当教員 工藤 慎太郎 

科目ナンバリング SS20BPTB016 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

運動器に対する理学療法評価の臨床的思考過程を経験し，各種運動器疾患に対する理学療法評価を健常者に

対して実施できるようにする． ※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．臨床的思考過程を説明できる．２．運動器疾患に対する理学療法評価を健常者に対して実施できる．３．学習し

た内容をグループ討論の中で、披露することができる． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．自分たちで十分な量の文献的調査が必要です．分からないことは積極的に担当教員と密に連携をとって

進めて下さい．２．発表の時や討論の時は積極的に参加し，否定的な発言をしないようにして下さい． 

 

教科書 

工藤慎太郎．運動機能障害の「なぜ？」がわかる評価戦略 

 

参考書 

工藤慎太郎 運動器疾患の「なぜ？」がわかる臨床解剖学 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4F17 研究室/月曜 1限または時間が空いているときに対応します（要予約）． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

2 股関節の運動学的評価［実習］ 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

3 股関節の運動学的評価［実習］ 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

4 股関節の運動学的評価［実習］ 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

5 膝関節の運動学的評価［実習］ 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

6 膝関節の運動学的評価［実習］ 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

7 足関節の運動学的評価［実習］ 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

8 足関節の運動学的評価［実習］ 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

9 肩関節の運動学的評価 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

10 肩関節の運動学的評価 必要な実技の練習と疾患に対する知識の整 工藤 



理(1h) 

11 肩関節の運動学的評価 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

12 変形性膝関節症の理学療法と評価 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

13 変形性膝関節症の理学療法と評価 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

14 講義全体のまとめ１ 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

15 講義全体のまとめ２ 
必要な実技の練習と疾患に対する知識の整

理(1h) 
工藤 

16    
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20    
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成績評価方法と基準 割合 

定期試験により単位認定を行う．4/5 以上の出席を必要とする。 

 

100%: 試

験 



授業科目名 運動器系理学療法学Ⅱ (理学) 

主担当教員 前田 薫 担当教員 
前田 薫／河村 廣幸／工藤 慎

太郎 

科目ナンバリング SS20BPTC017 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

整形外科疾患の知識を踏まえて、評価、治療計画、日常生活指導について解説する。 

 

学修目標 

１．運動器疾患に対する理学療法の基礎理論とその背景が理解できる（DP①）２．運動学と運動器疾患の病態を結び

つけての治療の進め方を理解する（DP①）３．運動器疾患の治療技術を知る（DP①） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．臨床で最も多く遭遇し、評価・治療できなくてはならない領域であることを理解する。２．解剖学、運動

学、評価学、物理療法学、基礎運動療法および整形外科学の知識がこの講義を受けるベースとして必要であ

る。したがって、予習が大切である。３．配布資料と教科書は相互に補完する関係にある。４．講義の都度、

理解が確実であるかを判断し、不十分な点については速やかに担当教員に質問すること。 

 

教科書 

河村廣幸・他：ここがポイント整形外科疾患の理学療法．金原出版．工藤慎太郎・他：機能解剖と運動療法．

羊土社． 

 

参考書 

松野丈夫・中村利孝（総編集）：標準整形外科学．医学書院．石川朗（総編集）：15 レクチャーシリーズ運動

器障害理学療法学ⅠおよびⅡ．中山出版．河村廣幸（編）：リハビリに直結する！運動器画像の見かた．羊土

社． 

 

研究室／オフィスアワー 

各担当教員ともに、実習施設訪問などで不在のことがあるため、必ず予約を取った上で来室してください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 運動器画像のみかた 

予習：教科書の該当範囲を読む（120 分）。

復習：ノートや講義資料を見直して

理解ができていないところをピッ

クアップし、自己学習する（120 分）。 

河村 

2 変形性関節症 

予習：予習動画（教員が作成したもの）を視

聴する（120 分）。復習：ノートや講

義資料を見直して理解ができてい

ないところをピックアップし、自己

学習する（120 分）。 

前田 

3 TKA／THA 

予習：教科書の該当範囲を読む（120 分）。

復習：ノートや講義資料を見直して

理解ができていないところをピッ

河村 



クアップし、自己学習する（120 分）。 

4 大腿骨頚部骨折 

予習：予習動画（教員が作成したもの）を視

聴する（120 分）。復習：ノートや講

義資料を見直して理解ができてい

ないところをピックアップし、自己

学習する（120 分）。 

前田 

5 椎体圧迫骨折 

予習：予習動画（教員が作成したもの）を視

聴する（120 分）。復習：ノートや講

義資料を見直して理解ができてい

ないところをピックアップし、自己

学習する（120 分）。 

前田 

6 橈骨遠位端骨折 

予習：予習動画（教員が作成したもの）を視

聴する（120 分）。復習：ノートや講

義資料を見直して理解ができてい

ないところをピックアップし、自己

学習する（120 分）。 

前田 

7 上腕骨近位端骨折 

予習：予習動画（教員が作成したもの）を視

聴する（120 分）。復習：ノートや講

義資料を見直して理解ができてい

ないところをピックアップし、自己

学習する（120 分）。 

前田 

8 症例検討① 

予習：模擬症例の資料の不明点について調

べてる（120 分）。復習：模擬症例の

評価と治療の流れについてノート

に記載する（120 分）。 

河村、

工

藤

、

前

田 

9 ここまでのまとめと中間試験 

予習：ノートや講義資料を見直して理解が

できていないところをピックアッ

プし、自己学習する（120 分）。復習：

試験で不明確であった点について、

教科書などで調べる（120 分）。 

河村、

工藤、

前田 

10 腱板損傷 

予習：予習動画（教員が作成したもの）を視

聴する（120 分）。復習：ノートや講

義資料を見直して理解ができてい

ないところをピックアップし、自己

学習する（120 分）。 

工藤 

11 アキレス腱断裂 

予習：予習動画（教員が作成したもの）を視

聴する（120 分）。復習：ノートや講

義資料を見直して理解ができてい

ないところをピックアップし、自己

学習する（120 分）。 

工藤 

12 膝靭帯損傷 

予習：予習動画（教員が作成したもの）を視

聴する（120 分）。復習：ノートや講

義資料を見直して理解ができてい

ないところをピックアップし、自己

学習する（120 分）。 

工藤 

13 足部靭帯損傷 

予習：予習動画（教員が作成したもの）を視

聴する（120 分）。復習：ノートや講

義資料を見直して理解ができてい

ないところをピックアップし、自己

学習する（120 分）。 

工藤 

14 末梢神経損傷 

予習：予習動画（教員が作成したもの）を視

聴する（120 分）。復習：ノートや講

義資料を見直して理解ができてい

ないところをピックアップし、自己

学習する（120 分）。 

前田 

15 症例検討② 

予習：模擬症例の資料の不明点について調

べてる（120 分）。復習：模擬症例の

評価と治療の流れについてノート

に記載する（120 分）。 

河村、

工

藤

、

前



田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

中間試験（DP①）期末試験（DP①） 

 

筆 記 試

験

100 ％

（ 中 間

50 ％ 、

期 末

50 ％ ）

60 ％ 以

上 で 単

位 認 定

す る 。

＊ 2/3

以 上 の

出 席 が

必 要 。

フィード

バック：

採 点 内

容 は 開

示 せ

ず 、 誤

答 が 特



に 多 か

っ た 事

項 に つ

い て の

解 説

を 、 学

生 全 員

に 一 括

で 提 示

する。 



授業科目名 運動器系理学療法学Ⅲ (理学) 

主担当教員 前田 薫 担当教員 
前田 薫／河村 廣幸／三木屋 

良輔／工藤 慎太郎 

科目ナンバリング SS20BPTC018 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

運動器系理学療法学Ⅱで学習した内容を踏まえ、運動器疾患に対する評価・治療手技について、実技を主体

に学習する。学生は８～９名のグループを作り、各班が担当する紙面患者に対する評価・治療を考え、プレ

ゼンテーションを行う。実技の内容を患者にどう生かすことができるかを考えながら授業に臨まなくてはな

らない。このプレゼンテーションのほかに、期末には臨床場面を想定した形式での実技試験を行う。主体的・

積極的な受講が期待される。 

 

学修目標 

１．運動器系理学療法の評価・治療技術を理解する（DP①）２．治療技術の理論を説明できる（DP①）３．評価・治

療技術を実施できる（DP①） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．運動器系理学療法学Ⅱで配布された資料を再学習する。２．実技練習にはリスクを伴うので、緊張感を

持ち、細心の注意を払って臨むこと。３．授業の復習過程を重視する。反復学習が必要である。 

 

教科書 

工藤慎太郎・他：機能解剖と運動療法．羊土社． 

 

参考書 

松野丈夫、中村利孝（監修）：標準整形外科学．医学書院．石川朗（総編集）：15 レクチャーシリーズ運動器

系理学療法学ⅠおよびⅡ．中山出版． 

 

研究室／オフィスアワー 

実習訪問などで不在のことがあるため、その都度、予約をとること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 運動器の理学療法の基本的実技 

予習：教科書（機能解剖と運動療法）の該当

範囲を読む（120 分）。復習：ノート

や講義資料を見直して理解ができ

ていないところをピックアップし、

自己学習する（120 分）。 

河村、

三 木

屋、工

藤、前

田 

2 変形性関節症 

予習：教科書（機能解剖と運動療法）の該当

範囲を読む（120 分）。復習：ノート

や講義資料を見直して理解ができ

ていないところをピックアップし、

自己学習する（120 分）。 

前田、

三 木

屋、河

村、工

藤 

3 TKA/THA 
予習：教科書（機能解剖と運動療法）の該当

範囲を読む（120 分）。復習：ノート

河村、

三 木



や講義資料を見直して理解ができ

ていないところをピックアップし、

自己学習する（120 分）。 

屋、工

藤、前

田 

4 大腿骨頸部骨折 

予習：教科書（機能解剖と運動療法）の該当

範囲を読む（120 分）。復習：ノート

や講義資料を見直して理解ができ

ていないところをピックアップし、

自己学習する（120 分）。 

前田、

三 木

屋、河

村、工

藤 

5 椎体圧迫骨折 

予習：教科書（機能解剖と運動療法）の該当

範囲を読む（120 分）。復習：ノート

や講義資料を見直して理解ができ

ていないところをピックアップし、

自己学習する（120 分）。 

前田、

三 木

屋、河

村、工

藤 

6 橈骨遠位端骨折 

予習：教科書（機能解剖と運動療法）の該当

範囲を読む（120 分）。復習：ノート

や講義資料を見直して理解ができ

ていないところをピックアップし、

自己学習する（120 分）。 

前田、

三 木

屋、河

村、工

藤 

7 上腕骨近位端骨折 

予習：教科書（機能解剖と運動療法）の該当

範囲を読む（120 分）。復習：ノート

や講義資料を見直して理解ができ

ていないところをピックアップし、

自己学習する（120 分）。 

前田、

三 木

屋、河

村、工

藤 

8 グループ発表① 

予習：模擬症例に対する評価と治療の発表

準備をしておく（120 分）。復習：発

表で質問を受けた事項について教

科書などで調べておく（120 分）。 

三木

屋

、

河

村

、

工

藤

、

前

田 

9 ここまでの実技のまとめ 

予習：ここまでの実技内容を復習し、不明確

な点をピックアップしておく（120

分）。復習：予習でピックアップした

不明確点がどのように解決できた

のかをノートに記載する（120 分）。 

三 木

屋、河

村、工

藤、前

田 

10 腱板損傷 

予習：教科書（機能解剖と運動療法）の該当

範囲を読む（120 分）。復習：ノート

や講義資料を見直して理解ができ

ていないところをピックアップし、

自己学習する（120 分）。 

工藤、

三

木

屋

、

河

村

、

前

田 

11 アキレス腱断裂 

予習：教科書（機能解剖と運動療法）の該当

範囲を読む（120 分）。復習：ノート

や講義資料を見直して理解ができ

ていないところをピックアップし、

自己学習する（120 分）。 

工藤、

三

木

屋

、

河

村

、

前

田 

12 膝靭帯損傷 

予習：教科書（機能解剖と運動療法）の該当

範囲を読む（120 分）。復習：ノート

や講義資料を見直して理解ができ

ていないところをピックアップし、

工藤、

三

木

屋



自己学習する（120 分）。 、

河

村

、

前

田 

13 足部靭帯損傷 

予習：教科書（機能解剖と運動療法）の該当

範囲を読む（120 分）。復習：ノート

や講義資料を見直して理解ができ

ていないところをピックアップし、

自己学習する（120 分）。 

工藤、

三

木

屋

、

河

村

、

前

田 

14 末梢神経損傷 

予習：教科書（機能解剖と運動療法）の該当

範囲を読む（120 分）。復習：ノート

や講義資料を見直して理解ができ

ていないところをピックアップし、

自己学習する（120 分）。 

前田、

三

木

屋

、

河

村

、

工

藤 

15 症例検討② 

予習：模擬症例に対する評価と治療の発表

準備をしておく（120 分）。復習：発

表で質問を受けた事項について教

科書などで調べておく（120 分）。 

三木

屋

、

河

村

、

工

藤

、

前

田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

１）グループでの症例発表（DP①）２）実技試験（DP①）＊実技試験を実施する予定であるが、他の形式に

変更となることもあります。＊4/5 以上の出席が必要です。 

 

１）30％

２）70％

フィード

バック：

症 例 発

表 に 対

す る 総

評 は 、

授 業 中

に 実 施

す る 。

実 技 試

験 に お

い て 再

学 習 を

要 す る

点 に つ

い て

は 、 試

験 期 間

に お い

て 適 宜

指 導 す

る。 



授業科目名 神経系理学療法学Ⅰ (理学) 

主担当教員 木内 隆裕 担当教員 
木内 隆裕／金尾 顕郎／杉本 

圭／松尾 浩希／平川 正彦 

科目ナンバリング SS20BPTB019 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

中枢神経疾患と末梢神経疾患の病態や発症メカニズム、及び理学療法の理論と実際について学修する。※本

科目は実務経験のある教員等による授業科目です。 

 

学修目標 

1)  神経系の構造と機能を理解し、図表などを用いて説明できる。【DP①】2)  中枢神経疾患と末梢神経疾患の病態

や発症メカニズム、及び理学療法について理解し、具体的に説明できる。【DP①】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1)  必要出席回数は、授業回数の 4/5 以上とする。2)  指定された教科書を毎回の授業に持参すること。3)  

1 回の講義内容が多いので、シラバスに明記されている予習復習を必ず行うこと。4)  授業が実技形式の場

合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して参加すること。 

 

教科書 

① 吉尾雅春, 森岡周ら(編).  標準理学療法学.  神経理学療法学. 第 2版, 医学書院, 2018.② 医療情報

科学研究所(編).  病気がみえる. 脳･神経. 第 2版, メディックメディア, 2017. ③ 岩崎洋(編).  脊髄損

傷マニュアル. 第 3版, 文光堂, 2020.④ 鈴木則宏(編).  神経診察クローズアップ. 正しい病巣診断のコ

ツ. 改訂第 3 版, メジカルビュー社, 2020. 

 

参考書 

1)  潮見泰蔵(編).  PT・OT ビジュアルテキスト 神経障害理学療法学, 第 1版, 羊土社, 2018.2)  田崎義

昭, 斎藤佳雄(著).  ベッドサイドの神経の診かた. 改訂 18 版, 南山堂, 2016.3)  Shumway-Cook & 

Woollacott(著). 田中繁, 蜂須賀研二(訳).  モーターコントロール. 原著第 5版, 医歯薬出版, 2020.4)  

Schenkman ML ら(著). 水野昇ら(監訳).  臨床神経科学とリハビリテーション, 西村書店, 2020 

 

研究室／オフィスアワー 

木内隆裕：4階研究室／火曜日・金曜日 4 時限目以降杉本 圭：4階研究室／水曜日 4 時限目以降（時間は

事前に相談することが望ましい）松尾浩希：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談すること

が望ましい）平川正彦：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 脳卒中理学療法の概要脳卒中の障害構造 

予習：教科書①pp.76-88 を読んでおくこと。

復習：脳卒中理学療法の概要と脳卒

中の障害構造について説明できる。

※それぞれ 30 分間以上を目安に行

うこと。 

杉本 



2 
中枢神経系の構造と機能脳画像と各種経路

の把握 

予習：教科書①pp.4-29 の通読復習：上記範

囲の再読※それぞれ 30 分間以上を

目安に行うこと。 

木内 

3 脳卒中の病態とリスク管理意識障害 

予習：教科書①pp.30-43、pp.94-101 を読ん

でおくこと。復習：①脳卒中の病態

とリスク管理について説明できる。

②意識障害とその理学療法につい

て説明できる。※それぞれ 30 分間

以上を目安に行うこと。 

松尾 

4 脳卒中の回復メカニズム 運動麻痺 

予習：教科書①pp.67-75、pp.102-117 を読

んでおくこと。復習：①脳卒中後の

神経可塑性の機序、機能回復に影響

する因子について説明できる。②運

動麻痺の発生メカニズムと理学療

法について説明できる。※それぞれ

30 分間以上を目安に行うこと。 

杉本 

5 感覚障害異常筋緊張 

予習：教科書①pp.118-130、131-139 の通読

復習：上記範囲の再読※それぞれ 30

分間以上を目安に行うこと。 

木内 

6 姿勢バランス障害姿勢定位障害 

予習：教科書①pp.229-252 を読んでおくこ

と。復習：姿勢定位障害・姿勢バラ

ンス障害の発生メカニズムと理学

療法について説明できる。※それぞ

れ 30 分間以上を目安に行うこと。 

松尾 

7 高次脳機能障害（記憶・注意） 

予習：教科書①pp.187-193、pp.194-202 の

通読復習：上記範囲の再読※それぞ

れ 30 分間以上を目安に行うこと。 

木内 

8 痛み二次的機能障害 

予習：教科書?pp.203-216、pp.217-226 を読

んでおくこと。復習：?脳卒中の痛み

のメカニズムについて説明できる。

②脳卒中後の二次的機能障害につ

いて説明できる。※それぞれ 30 分

間以上を目安に行うこと。 

平川 

9 
中間テスト神経変性疾患①：筋萎縮性側索

硬化症 

※中間テスト実施後に，筋萎縮性側索硬化

症の授業を行う。予習：教科書

①pp.335-351 を読んでおくこと。復

習：筋萎縮性側索硬化症の病態と治

療方針を理解し、理学療法の目的と

実際を説明できる。※それぞれ30分

間以上を目安に行うこと。 

平川 

10 神経変性疾患②：Parkinson 病 

予習：教科書①pp.307-320 の通読復習：上

記範囲の再読※それぞれ 30 分間以

上を目安に行うこと。 

木内 

11 運動失調神経変性疾患③：脊髄小脳変性症 

予習：教科書①pp.140-153、pp.323-334 を

読んでおくこと。復習：①運動失調

の発生メカニズムと理学療法につ

いて説明できる。②脊髄小脳変性症

の病態と治療方針を理解し、理学療

法の目的と実際を説明できる。※そ

れぞれ 30 分間以上を目安に行うこ

と。 

杉本 

12 
脱髄性疾患①：多発性硬化症脱髄性疾患②：

Guillain-Barr?症候群 

予習：教科書①pp.352-364、pp.368-376 の

通読復習：上記範囲の再読※それぞ

れ 30 分間以上を目安に行うこと。 

木内 

13 脊髄損傷理学療法の概要脊髄損傷の病態① 

予習：脊髄の解剖・生理について予習する。

復習：脊髄の解剖・生理から脊髄損

傷の障害が予測できる。※それぞれ

30 分間以上を目安に行うこと。 

松尾 

14 脊髄損傷の病態② 

予習：脊髄の解剖・生理について予習する。

復習：脊髄の解剖・生理から脊髄損

傷の障害が予測できる。※それぞれ

30 分間以上を目安に行うこと。 

松尾 



15 神経系理学療法の実践例 

予習：脳卒中、神経筋疾患、脊髄損傷の復習

復習：講義全体について※それぞれ

30 分間以上を目安に行うこと。 

金尾、

木

内

、

杉

本

、

松

尾

、

平

川 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1)  筆記試験【DP①】2)  中間テスト【DP①】※中間テストは 9 講目の前半部分で実施する。※単位認定

のための必要出席時間数は「授業時数の 4/5 以上」とする。 

 

1)  

70 ％ 2)  

30％ 



授業科目名 神経系理学療法学Ⅱ (理学) 

主担当教員 木内 隆裕 担当教員 
木内 隆裕／金尾 顕郎／杉本 

圭／松尾 浩希／平川 正彦 

科目ナンバリング SS20BPTC020 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 1 限、金曜

1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

中枢神経疾患の障害像、及び、重症度・進行度を把握する評価手法を学ぶ。 

 

学修目標 

中枢神経疾患の障害に対する検査・測定を理解し、実践できる。【DP①】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1)  演習科目であるため、必要出席時間数は「授業時数の 3分の 2 以上」を採用する。2)  中枢神経系疾患

の障害に対する評価の基盤となる学問であり、解剖学・生理学・運動学の復習が必要である。3)  単純暗記

だけでなく、論理的に理解することを目指すこと。4)  指定された教科書を毎回の授業に持参すること。5)  

実技を行う授業形式の場合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して受講すること。また、

ジャージの内側には肘や膝を露出できるシャツを着用すること。 

 

教科書 

① 鈴木則宏(編).  神経診察クローズアップ. 正しい病巣診断のコツ. 改訂第 3 版, メジカルビュー社, 

2020.② 潮見泰蔵, 下田信明(編).  PT・OT ビジュアルテキスト. リハビリテーション基礎評価学. 第 2版, 

羊土社, 2020.③ 吉尾雅春, 森岡周, 阿部浩明(編).  標準理学療法学.  神経理学療法学. 第 2版, 医学書

院, 2018.④ 医療情報科学研究所(編).  病気がみえる. 脳･神経. 第 2版, メディックメディア, 2017. ⑤ 

岩崎洋(編).  脊 

 

参考書 

1)  田崎義昭, 斎藤佳雄, 坂井文彦(著).  ベッドサイドの神経の診かた. 改訂 18 版, 南山堂, 2016.2)  

潮見泰蔵(編).  PT・OT ビジュアルテキスト. 神経障害理学療法学, 第 1版, 羊土社, 2018.3)  Shumway-

Cook & Woollacott(著). 田中繁, 蜂須賀研二(訳).  モーターコントロール. 原著第 5版, 医歯薬出版, 

2020.4)  Schenkman ML ら(著). 水野昇ら(監訳).  臨床神経科学とリハビリテーション, 西村書 

 

研究室／オフィスアワー 

木内隆裕：4階研究室／火曜日・金曜日 4 時限目以降杉本 圭：4階研究室／水曜日 4 時限目以降（時間は

事前に相談することが望ましい）松尾浩希：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談すること

が望ましい）平川正彦：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
脳卒中による障害の総合評価（NIHSS，SIAS

など） 

予習：教科書①pp.446-455、教科書④pp.68-

73 の通読復習：上記範囲の再読※そ
木内 



れぞれ120分間以上を目安に行うこ

と。 

2 運動麻痺と異常筋緊張の評価 

予習：教科書①pp.62-73、教科書②pp.213-

217 を読んでおくこと。復習：①随

意運動のメカニズムについて説明

でき、検査測定を実施できる。②異

常筋緊張のメカニズムについて説

明でき、検査測定を実施できる。※

それぞれ120分間以上を目安に行う

こと。 

杉本 

3 脳神経障害の評価 

予習：教科書①pp.8-61 の通読復習：上記範

囲の再読※それぞれ120分間以上を

目安に行うこと。 

平川 

4 上肢機能障害と痛みの評価 

予習：教科書③pp.288-304、pp.203-214 の

通読復習：上記範囲の再読※それぞ

れ 120 分間以上を目安に行うこと。 

杉本 

5 姿勢バランス障害の評価 

予習：教科書③pp.227-252 を読んでおくこ

と。復習：平衡機能検査・バランス

検査を実施できる。※それぞれ 120

分間以上を目安に行うこと。 

松尾 

6 脳卒中による起居動作障害の評価 

予習：教科書③pp.253-264 を読んでおくこ

と。復習：脳卒中片麻痺の起居動作

障害の特徴について理解できる。※

それぞれ120分間以上を目安に行う

こと。 

松尾 

7 脳卒中による歩行障害の評価 

予習：教科書③pp.268-287 を読んでおくこ

と。復習：脳卒中片麻痺の歩行障害

の特徴について理解できる。※それ

ぞれ 120 分間以上を目安に行うこ

と。 

杉本 

8 運動失調の評価 

予 習 ： 教 科 書 ①pp.174-189 、 教 科 書

④pp.173-203 を読んでおくこと。復

習：運動失調に対する検査測定を実

施できる。※それぞれ 120 分間以上

を目安に行うこと。 

平川 

9 高次脳機能障害（失認・失行・失語）の評価 

予習：教科書③pp.154-186 の通読復習：上

記範囲の再読※それぞれ120分間以

上を目安に行うこと。 

木内 

10 
Parkinson 病による障害の総合評価（UPDRS

など） 

予習：教科書③pp.307-320 の通読復習：上

記範囲の再読※それぞれ120分間以

上を目安に行うこと。 

木内 

11 
脊髄損傷による障害の総合評価（ASIA-

ISNCSCI、Zancolli分類、Frankel分類、SCIM） 

予習：教科書⑤pp.8-13、pp.42-56 の通読復

習：上記範囲の再読※それぞれ 120

分間以上を目安に行うこと。 

木内 

12 脊髄損傷急性期の評価（全身状態管理など） 

予習：教科書⑤pp.42-67、pp.84-90 を読ん

でおくこと。復習：脊髄損傷患者に

対する急性期の理学療法について

説明できる。※それぞれ 120 分間以

上を目安に行うこと。 

松尾 

13 脊髄損傷回復期の評価（起居動作など） 

予習：教科書⑤pp.91-135 を読んでおくこ

と。復習：脊髄損傷患者に対する回

復期理学療法について説明できる。

※それぞれ120分間以上を目安に行

うこと。 

杉本 

14 脊髄損傷生活期の評価（移動動作など） 

予習：教科書⑤pp.136-176 を読んでおくこ

と。復習：脊髄損傷患者に対する生

活期の理学療法について説明でき

る。※それぞれ 120 分間以上を目安

に行うこと。 

松尾 

15 神経系理学療法の実践例 

予習：特に脳卒中と脊髄損傷の理学療法評

価復習：講義全体について※それぞ

れ 120 分間以上を目安に行うこと。 

金尾、

木

内

、



杉

本

、

松

尾

、

平

川 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1)  筆記試験【DP①】2)  レポート【DP①】※第 6 講・第 7 講の後にレポート課題を課す。採点基準として

ルーブリックを提示する。※単位認定のための必要出席時間数は「授業時数の 2/3 以上」とする。 

 

1)  

70 ％ 2)  

30％ 



授業科目名 神経系理学療法学Ⅲ (理学) 

主担当教員 木内 隆裕 担当教員 
木内 隆裕／金尾 顕郎／杉本 

圭／松尾 浩希／平川 正彦 

科目ナンバリング SS20BPTC021 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 2 限、金曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

神経系理学療法学Ⅰや神経系理学療法学Ⅱで学修した中枢神経障害対する評価・理学療法の知識を現場で活

用できるものにすることを目指す。主に脳血管障害および脊髄障害について、実技や患者モデル（paper-

patient）を用い、障害把握のための評価計画やリハビリテーションプログラムを自ら立案し、実践する。 

 

学修目標 

神経系の解剖学・生理学的理解を深め、それらの病態や障害構造を理解し、より実践的な理学療法の知識と技術を身

につける。【DP①】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1)  演習科目であるため、必要出席時間数は「授業時数の 5分の 4 以上」を採用する。2)  実技を行う授業

形式の場合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して受講すること。3)  神経疾患には原因

や治療方法が明らかにされていないものも多いため、既存のエビデンスレベルに応じて、柔軟に思考を変化

させること。 

 

教科書 

① 吉尾雅春, 森岡周ら(編).  標準理学療法学.  神経理学療法学. 第 2版, 医学書院, 2018.② 医療情報

科学研究所(編).  病気がみえる. 脳･神経. 第 2版, メディックメディア, 2017.③ 岩崎洋(編).  脊髄損

傷マニュアル. 第 3版, 文光堂, 2020. 

 

参考書 

1)  潮見泰蔵(編).  PT・OT ビジュアルテキスト. 神経障害理学療法学, 第 1 版, 羊土社, 2018.2)  

Shumway-Cook & Woollacott(著). 田中繁, 蜂須賀研二(訳).  モーターコントロール. 原著第 5版, 医歯薬

出版, 2020.3)  鈴木則宏(編).  神経診察クローズアップ. 正しい病巣診断のコツ. 改訂第 3版, メジカル

ビュー社, 2020.4)  河村廣幸(編).  ここがポイント! 脳卒中の理学療法. 第 1版, 金原出版, 2018. 

 

研究室／オフィスアワー 

木内隆裕：4階研究室／火曜日・金曜日 4 時限目以降杉本 圭：4階研究室／水曜日 4 時限目以降（時間は

事前に相談することが望ましい）松尾浩希：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談すること

が望ましい）平川正彦：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 脳卒中の理学療法①（早期離床） 
予習：教科書①pp.36-43、pp.389-399 の通

読復習：上記範囲の再読※それぞれ
木内 



30 分間以上を目安に行うこと。 

2 脳卒中の理学療法②（関節拘縮の予防） 

予習：関節可動域運動について予習してお

くこと。復習：脳卒中患者に対する

関節可動域運動について説明・介入

できる。※それぞれ 30 分間以上を

目安に行うこと。 

杉本 

3 脳卒中の理学療法③（運動麻痺の回復） 

予 習 ： 教 科 書 ②pp.194-207 、 教 科 書

①pp.102-115 の通読復習：上記範囲

の再読※それぞれ 30 分間以上を目

安に行うこと。 

木内 

4 脳卒中の理学療法④（ベッド上動作） 

予習：起居動作の動作分析について予習し

ておくこと。復習：脳卒中患者の起

居動作について説明・介入できる。

※それぞれ 30 分間以上を目安に行

うこと。 

杉本 

5 脳卒中の理学療法⑤（起立・着座動作） 

予習：起立・着座動作の動作分析について予

習しておくこと。復習：脳卒中患者

の起立・着座動作障害について説

明・介入できる。※それぞれ 30 分間

以上を目安に行うこと。 

松尾 

6 脳卒中の理学療法⑥（移乗動作） 

予習：移乗動作の動作分析について予習し

ておくこと。復習：脳卒中患者の移

乗動作について説明・介入できる。

※それぞれ 30 分間以上を目安に行

うこと。 

平川 

7 脳卒中の理学療法⑦（歩行） 

予習：歩行の動作分析について予習してお

くこと。復習：脳卒中患者の歩行動

作について説明・介入できる。※そ

れぞれ 30 分間以上を目安に行うこ

と。 

杉本 

8 脳卒中の理学療法⑧（補装具） 

予習：教科書①pp.116-117、pp.268-287、

pp.389-399 の通読復習：上記範囲の

再読※それぞれ 30 分間以上を目安

に行うこと。 

木内 

9 
脳卒中の理学療法⑨（半側空間無視、半側身

体失認） 

予習：教科書②pp.34-39、①pp.154-172 の

通読復習：上記範囲の再読※それぞ

れ 30 分間以上を目安に行うこと。 

木内 

10 脳卒中の理学療法⑩（生活期） 

予習：脳卒中患者の理学療法について復習

しておくこと。復習：脳卒中患者の

生活期においての理学療法を理解

できる。※それぞれ 30 分間以上を

目安に行うこと。 

平川 

11 脊髄損傷の理学療法①（ASIA-ISNCSCI など） 

予習：教科書③pp.17-36 の通読復習：上記

範囲の再読※それぞれ 30 分間以上

を目安に行うこと。 

木内 

12 脊髄損傷の理学療法②（急性期管理） 

予習：運動療法の基本的概念を予習しおく

こと。復習：脊髄損傷患者に対する

急性期理学療法について説明・介入

できる。※それぞれ 30 分間以上を

目安に行うこと。 

松尾 

13 脊髄損傷の理学療法③（起居動作など） 

予習：運動療法の基本的概念を予習してお

くこと。復習：脊髄損傷患者に対す

る回復期理学療法について説明・介

入できる。※それぞれ 30 分間以上

を目安に行うこと。 

杉本 

14 脊髄損傷の理学療法④（移乗動作など） 

予習：運動療法の基本的概念を予習してお

くこと。復習：脊髄損傷患者に対す

る生活期理学療法について説明・介

入できる。※それぞれ 30 分間以上

を目安に行うこと。 

松尾 

15 脊髄損傷の理学療法⑤（実践例） 
予習：脊髄損傷の理学療法について復習：講

義全体について※それぞれ 30 分間

金尾、

木



以上を目安に行うこと。 内

、

杉

本

、

松

尾

、

平

川 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1) 筆記試験【DP①】※単位認定のための必要出席時間数は「授業時数の 4/5 以上」とする。 

 

1)  

100% 



授業科目名 内部障害系理学療法学Ⅰ (理学) 

主担当教員 堀 竜次 担当教員 堀 竜次／角田 晃啓／国宗 翔 

科目ナンバリング SS20BPTB022 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

(概要)オムニバス方式にて内部障害に起因する運動機能・生活機能の低下について、理学療法評価を中心に

教授する。【内部障害の基礎 堀 竜次/ 角田晃啓 全 4 回】呼吸・循環・代謝を担う諸器官の解剖学的・生

理学的知識から、内部障害の基礎知識と運動生理までを教授する。【呼吸器疾患 堀 竜次/ 角田晃啓全 4回】

呼吸器疾患の病理学的特性やそれに起因する運動機能・生活機能障害を理解し、これに対する理学療法評価

に必要な基礎知識とその実践について教授する。【循環器疾患 堀 竜次 全 4回】循環器疾患の病理学的特性

やそれに起因する運動機能・生活機能障害を理解し、これに対する理学療法評価に必要な基礎知識とその実

践について教授する。【代謝性疾患 角田晃啓 全 3回】糖尿病などの代謝性疾患に起因する運動機能・生活機

能障害を理解し、これに対する理学療法評価に必要な基礎知識とその実践について教授する。※本科目は実

務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．内部障害の病理学的特性やそれに起因する運動・生活機能の低下を理解できる。＜DP①＞２．内部障害患者の抱

える問題点について理解し、それに対する理学療法評価を実践できる。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．小テストを行いますので教科書の出題範囲を必ず予習すること。２．疑問点について、必ず解決の行動

をとること 

 

教科書 

松尾善美 編．PT・OT ビジュアルテキスト 内部障害理学療法学．羊土社 ISBN：978-4-7581-0217-9 医療情

報科学研究所 編．病気が見える vol.2 循環器．MEDIC MEDIA ISBN：978-4-89632-643-7 医療情報科学研

究所 編．病気が見える vol.4 呼吸器．MEDIC MEDIA  ISBN：978-4-89632-730-４ 

 

参考書 

医療情報科学研究所 編．病気が見える vol.3 糖尿病・代謝・内分泌．MEDIC MEDIA 安達仁編著.CPX・運動療

法ハンドブック改訂４版 中外医学社 

 

研究室／オフィスアワー 

堀 ：金曜 3・4限角田：木曜５限国宗：金曜 3・4限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 【内部障害の基礎 全 2回】１．疾病構造 

予習：学習内容について、教科書で確認し、

予習をしてから望むこと（60 分）復

習：講義資料を基に内部疾患につい

て整理して理解する（60 分） 

角田 



2 
【内部障害の基礎 全２回】２．内臓諸器官

の構造と機能 

予習：学習内容について、教科書で確認し、

予習をしてから望むこと（60 分）復

習：講義資料を基に内臓の構造と機

能について整理して理解する（60

分） 

角田 

3 
【呼吸器疾患 全５回】1．呼吸理学療法のた

めのフィジカルアセスメント１ 

予習：教科書「病気がみえる・呼吸器」の該

当箇所を予習・復習すること（60 分）

復習：講義資料を基に呼吸のフィジ

カルアセスメントについて整理し

て理解する（60 分） 

国宗 

4 
【呼吸器疾患 全５回】２．呼吸のフィジカ

ルアセスメント２（演習） 

予習：教科書「病気がみえる・呼吸器」の該

当箇所を予習・復習すること（60 分）

復習：講義資料を基に呼吸のフィジ

カルアセスメントについて整理し

て理解する（60 分） 

国宗 

5 【呼吸器疾患 全５回】3．血液ガス検査 

予習：教科書「病気がみえる・呼吸器」の該

当箇所を予習・復習すること（60 分）

復習：講義資料を基に血液ガス検査

について整理して理解する（60 分） 

国宗 

6 【呼吸器疾患 全５回】4．肺機能検査（演習） 

予習：教科書「病気がみえる・呼吸器」の該

当箇所を予習・復習すること（60 分）

復習：講義資料を基に肺機能検査に

ついて整理して理解する（60 分） 

国宗 

7 
【循環器疾患 全 4 回】1．循環器疾患のフ

ィジカルアセスメント 1 

予習：教科書「病気がみえる・循環器」の該

当箇所を予習・復習すること（60 分）

復習：講義資料を基に循環のフィジ

カルアセスメントについて整理し

て理解する（60 分） 

堀 

8 
【循環器疾患 全 4 回】2．循環器疾患のフ

ィジカルアセスメント 2（演習） 

予習：教科書「病気がみえる・循環器」の該

当箇所を予習・復習すること（60 分）

復習：講義資料を基に循環のフィジ

カルアセスメントについて整理し

て理解する（60 分） 

堀 

9 【循環器疾患 全 4回】3．心電図の基礎 1 

予習：教科書「病気がみえる・循環器」の該

当箇所を予習・復習すること（60 分）

復習：講義資料を基に心電図につい

て整理して理解する（60 分） 

堀 

10 
【循環器疾患 全 4 回】４．心電図の基礎 2

（演習） 

予習：教科書「病気がみえる・循環器」の該

当箇所を予習・復習すること（60 分）

復習：講義資料を基に心電図につい

て整理して理解する（60 分） 

堀 

11 【代謝性疾患 全 3回】１．血糖の調節機構 

予習：該当箇所について教科書・配布資料を

確認し、予習をしてから望むこと。

（60 分）復習：講義資料を基に血糖

の調節機構について整理して理解

する（60 分） 

角田 

12 【代謝性疾患 全 3回】2．糖尿病合併症 

予習：該当箇所について教科書・配布資料を

確認し、予習をしてから望むこと。

（60 分）復習：講義資料を基に糖尿

病合併症について整理して理解す

る（60 分） 

角田 

13 
【代謝性疾患 全 3 回】3．運動負荷と血糖

値（演習） 

予習：該当箇所について教科書・配布資料を

確認し、予習をしてから望むこと。

（60 分）復習：講義資料を基に運動

負荷と血糖値について整理して理

解する（60 分） 

角田 

14 【呼吸器疾患 全 5回】5．歩行負荷テスト 

予習：該当箇所について教科書・配布資料を

確認し、予習をしてから望むこと。

（60 分）復習：講義資料を基に歩行

負荷テストについて整理して理解

する（60 分） 

国宗 

15 講義全体のまとめ 
予習：これまでの小テスト・課題について見

直してから望むこと（60 分）復習：

堀・角

田



小テストの解説を元に内部障害の

病態について整理して理解する（60

分） 

・

国

宗 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    
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28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．学期末の筆記試験により評価する（概論：10％、呼吸器系：40％、循環器系：30％、代謝系：20％）＜

DP①＞２．呼吸循環器系に関しては別途、授業中に実施される課題レポート・小テストを評価の対象とす

る＜DP①＞2/3 以上の出席が必要 

 

1.80%2.

20% 



授業科目名 内部障害系理学療法学Ⅱ (理学) 

主担当教員 堀 竜次 担当教員 堀 竜次／角田 晃啓／国宗 翔 

科目ナンバリング SS20BPTC023 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

(概要)オムニバス方式にて内部障害に起因する運動機能・生活機能の低下について、その理学療法プロセス、

日常生活動作指導の基礎知識を教授する。【呼吸器疾患 堀 竜次】呼吸器疾患の病理学的特性やそれに起因

する運動機能・生活機能障害を理解し、その理学療法プロセス、日常生活動作指導の基礎知識を教授する。

【循環器疾患 堀 竜次】循環器疾患の病理学的特性やそれに起因する運動機能・生活機能障害を理解し、そ

の理学療法プロセス、日常生活動作指導の基礎知識を教授する。【代謝性疾患 角田晃啓】糖尿病などの代謝

性疾患に起因する運動機能・生活機能障害を理解し、その理学療法プロセス、日常生活動作指導の基礎知識

を教授する。 

 

学修目標 

内部障害系障害の成り立ちや評価方法を理解し、運動療法の組み立てが理解できる。＜DP①＞リスク管理が理解でき

る。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．内部障害系の理学療法は理学療法を進めるにあたり必要な科目であることを認識すること 2．小テストを

行いますので教科書の出題範囲を必ず予習すること。3．疑問点について、必ず解決の行動をとること 

 

教科書 

松尾善美 編．PT・OT ビジュアルテキスト 内部障害理学療法学．羊土社 ISBN：978-4-7581-0217-9 医療情

報科学研究所 編．病気が見える vol.2 循環器．MEDIC MEDIA ISBN：978-4-89632-643-7 医療情報科学研究

所 編．病気が見える vol.4 呼吸器．MEDIC MEDIA  ISBN：978-4-89632-730-４堀 竜次.呼吸コンディショ

ニングテクニック.メディカ出版 ISBN：978-4-8404-5363-9 

 

参考書 

医療情報科学研究所 編．病気が見える vol.3 糖尿病・代謝・内分泌．MEDIC MEDIA 

 

研究室／オフィスアワー 

堀：金曜 3・4 限目（研究室）角田：在室時は随時（研究室）国宗：金曜 3・4限目（研究室） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 【運動生理】１.運動生理の基礎 

予習：事前に渡す資料に目を通しておく

（120 分）復習：講義資料を基に運

動生理の基礎について整理して理

解する（120 分） 

角田 

2 【運動生理】２.運動負荷試験と運動処方 

予習：事前に渡す資料に目を通しておく

（120 分）復習：講義資料を基に運

動生理の基礎について整理して理

解する（120 分） 

堀 



3 
【循環器疾患】1．心大血管リハビリテーシ

ョン総論 

予習：事前に渡す資料に目を通しておく

（120 分）復習：講義資料を基に心

大血管リハビリテーション総論に

ついて整理して理解する（120 分） 

堀 

4 
【循環器疾患】2．虚血性心疾患・慢性心不

全 

予習：教科書（内部障害理学療法学：P148-

165,P175-183 病気が見える循環器：

P38-55,P286-296）を確認する（120

分）復習：講義資料を基に虚血性心

疾患・慢性心不全の理学療法につい

て整理して理解する（120 分） 

堀 

5 【循環器疾患】3．末梢動脈疾患 

予習：教科書（内部障害理学療法学：P175-

183,病気が見える循環器：P286-

296）を確認する（120 分）復習：講

義資料を基に末梢動脈疾患の理学

療法について整理して理解する

（120 分） 

堀 

6 【呼吸器疾患】１．コンディショニング 

予習：教科書(呼吸コンディショニングテク

ニック）を確認する（120 分）復習：

講義資料を基にコンディショニン

グについて整理して理解する（120

分） 

堀・国

宗 

7 【呼吸器疾患】２．気道クリアランス法 

予習：教科書（内部障害理学療法学：P243-

257）を確認する（120 分）復習：講

義資料を基に気道クリアランス法

について整理して理解する（120 分） 

堀・国

宗 

8 
【呼吸器疾患】３．慢性呼吸不全の ADL 指

導 

予習：事前配布資料にて ADL 指導を確認す

る（120 分）復習：授業内容を基に

ADL 指導について整理して理解する

（120 分） 

堀・国

宗 

9 【代謝性疾患】１．糖尿病① 

予習：教科書（内部障害理学療法学：P263-

280）を確認すること（120 分）復習：

授業は連続性をもって進むので当

日の配布資料を復習し、各回で消化

してすすめること（120 分） 

角田 

10 【代謝性疾患】２．糖尿病② 

予習：教科書（内部障害理学療法学：P263-

280）を確認すること（120 分）復習：

授業は連続性をもって進むので当

日の配布資料を復習し、各回で消化

してすすめること（120 分） 

角田 

11 【代謝性疾患】３．患者教育 

予習：教科書（内部障害理学療法学：P314-

326）を確認すること（120 分）復習：

授業は連続性をもって進むので当

日の配布資料を復習し、各回で消化

してすすめること（120 分） 

角田 

12 【代謝性疾患】4．行動変容アプローチ 

予習：教科書（内部障害理学療法学：P314-

326）を確認すること（120 分）復習：

授業は連続性をもって進むので当

日の配布資料を復習し、各回で消化

してすすめること（120 分） 

角田 

13 【呼吸器疾患】４．COPD の理学療法 

予習：教科書（内部障害理学療法学：P184-

200、病気が見える呼吸器：P206-

221）を確認する（120 分）復習：講

義資料を基に COPD について整理し

て理解する（120 分） 

堀・国

宗 

14 【呼吸器疾患】５．間質性肺炎の理学療法 

予習：教科書（内部障害理学療法学：P184-

200、病気が見える呼吸器：P190-

205）を確認する（120 分）復習：講

義資料を基に間質性肺炎について

整理して理解する（120 分） 

堀・国

宗 

15 【呼吸器疾患】６．急性呼吸不全の理学療法 

予習：事前配布資料にて急性呼吸不全につ

いて確認する（120 分）復習：講義

資料を基に急性呼吸不全について

整理して理解する（120 分） 

堀・国

宗 
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成績評価方法と基準 割合 

１．学期末の筆記試験により評価する（呼吸器系：45％、循環器系：25％、代謝系：30％）＜DP①＞２．呼

吸循環器系に関しては別途、授業中に実施される課題レポート・小テストを評価の対象とする ＜DP①＞ 

 

１．80％

２．20％ 



授業科目名 内部障害系理学療法学Ⅲ (理学) 

主担当教員 堀 竜次 担当教員 堀 竜次／角田 晃啓／国宗 翔 

科目ナンバリング SS20BPTC024 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

(概要)オムニバス方式にて呼吸循環器疾患および生活習慣病等の理学療法プロセス、日常生活動作指導につ

いて、理学療法の実際、リスク管理、再評価などの技術を学習する。【内部疾患 / 堀竜次/角田晃啓/国宗翔】

内部障害の運動負荷試験および運動処方について学習する。【呼吸器・循環器疾患 / 堀竜次】呼吸器・循環

器疾患の病態把握として胸部画像・心電図（不整脈）について学習する。【呼吸器疾患 / 堀竜次/国宗翔】主

に呼吸器系障害の理学療法技術について学習する。【代謝性疾患 / 角田晃啓】主に代謝系障害の理学療法技

術について学習する。 【症例検討 / 堀竜次/角田晃啓/国宗翔】内部障害事例から評価・プログラムの立案

について学習する。 

 

学修目標 

１．内部障害患者に対する運動処方の理解と理学療法プログラムの立案ができる＜DP①＞２．理学療法プログラムを

実施し、再評価ができる＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．講義内容は特殊なものではなく、多くの障害に対して理学療法を進める上で必要だと認識すること。２．

疑問点について、必ず解決の行動をとること。３．下記授業計画は時系列ではなく、授業内容はあくまでも

各教員ごとに展開されるので注意すること。  また、一部の実技内容について、グループ毎に実施日を分

けることがあるので、担当教員の指示に従うこと。 

 

教科書 

松尾善美 編．PT・OT ビジュアルテキスト 内部障害理学療法学．羊土社 ISBN：978-4-7581-0217-9 堀 竜

次.呼吸コンディショニングテクニック.メディカ出版 ISBN：978-4-8404-5363-9 医療情報科学研究所 編．

病気が見える vol.2 循環器．MEDIC MEDIA 医療情報科学研究所 編．病気が見える vol.4 呼吸器．MEDIC 

MEDIA 

 

参考書 

医療情報科学研究所 編．病気が見える vol.3 糖尿病・代謝・内分泌．MEDIC 安達仁編著.CPX・運動療法ハン

ドブック改訂４版 中外医学社 

 

研究室／オフィスアワー 

堀：金曜 3・4 限目（研究室）角田：在室時は随時（研究室）国宗：金曜 3・4限目（研究室） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
【呼吸器・循環器・代謝性疾患】1．運動負

荷試験 ランプ負荷（実技） 

予習：教科書および事前資料を確認するこ

と（30 分）復習：測定値から運動処

方を考えること（30 分） 

堀角田

国宗 



2 

【呼吸器・循環器・代謝性疾患】２．運動負

荷試験 定常負荷・インターバル負荷（実

技） 

予習：教科書および事前資料を確認するこ

と（30 分）復習：測定値から運動処

方を考えること（30 分） 

堀角田

国宗 

3 
【呼吸器・循環器・代謝性疾患】3．運動処

方（演習） 

予習：教科書および事前資料を確認するこ

と（30 分）復習：測定値から運動処

方を考えること（30 分） 

角田 

4 【呼吸器・循環器疾患】1.聴診（実技） 

予習：教科書（病気が見える呼吸器：P280-

285)に目を通しておく（30 分）復習：

講義資料を基に聴診について整理

して理解する（30 分） 

堀国宗 

5 
【呼吸器・循環器疾患】2.胸部画像所見のみ

かた 

予習：事前に渡す資料に目を通しておく（30

分）復習：講義資料を基に胸部画像

のみかたについて整理して理解す

る（30 分） 

堀 

6 【循環器疾患】3.不整脈のみかた 

予習：教科書（病気が見える循環器：P160 -

209)に目を通しておく（30 分）復習：

講義資料を基に不整脈について整

理して理解する（30 分） 

堀 

7 【呼吸器疾患】4．喀痰吸引の基礎知識 

予習：教科書（呼吸コンディショニングテク

ニック：P110-125）に目を通してお

くこと（30 分）復習：講義資料を基

に吸引に必要な知識について整理

し理解すること（30 分） 

堀 

8 
【呼吸器疾患】1.コンディショニング（実

技） 

予習：教科書（呼吸コンディショニングテク

ニック：P10-33）に目を通しておく

こと（30 分）復習：実技を反復して

練習すること（30 分） 

堀角田

国

宗 

9 【呼吸器疾患】2.呼吸介助（実技） 

予習：教科書（呼吸コンディショニングテク

ニック：P72-105）および事前資料を

確認すること（30 分）復習：実技を

反復して練習すること（30 分） 

堀角田

国宗 

10 
【呼吸器疾患】3.気道クリアランス法（実

技） 

予習：教科書（呼吸コンディショニングテク

ニック：P98-105）に目を通しておく

こと（30 分）復習：咳嗽介助につい

て注意するポイントについて整理

し理解すること（30 分） 

堀角田

国

宗 

11 【呼吸器疾患】4．吸引療法（実技） 

予習：教科書（呼吸コンディショニングテク

ニック：P110-125）に目を通してお

くこと（30 分）復習：吸引の実際に

ついて注意するポイントについて

整理し理解すること（30 分） 

堀角田

国

宗 

12 【代謝性疾患】１．血糖測定演習（実技） 

予習：血糖変動について学習する（30 分）

復習：実習内容をレポートにまとめ

る（30 分） 

角田 

13 
【呼吸器・循環器・代謝性疾患】４．症例検

討（呼吸器） 

予習：事前資料を元に病態を理解し理学療

法プログラムを立案する(60 分)復

習：講義内容をグループワークの中

で積極的に討論し、討議内容を整理

復習しておく（60 分） 

国宗 

14 
【呼吸器・循環器・代謝性疾患】５．症例検

討（循環器） 

予習：事前資料を元に病態を理解し理学療

法プログラムを立案する(60 分)復

習：講義内容をグループワークの中

で積極的に討論し、討議内容を整理

復習しておく（60 分） 

堀 

15 
【呼吸器・循環器・代謝性疾患】６．症例検

討（代謝） 

予習：事前資料を元に病態を理解し理学療

法プログラムを立案する(60 分)復

習：講義内容をグループワークの中

で積極的に討論し、討議内容を整理

復習しておく（60 分） 

角田 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【成績評価】１．学期末の筆記試験により評価する（呼吸器系：40％、循環器系：35％、代謝系：25％）＜

DP①＞２．授業で行う症例の発表および討議内容を評価の対象とする＜DP①＞単位認定のための必要

出席回数は「授業時間の 5 分の 4 以上」とする 

 

１ ． 80%

２．20% 



授業科目名 発達障害理学療法学 (理学) 

主担当教員 澤田 優子 担当教員 澤田 優子 

科目ナンバリング SS20BPTC025 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

小児の理学療法は、疾患や障害の特性のみならず、発達について知る必要がある。また、小児の発達を支え

る環境調整についても学び、その中で理学療法士の役割について考えることが重要である。本講義では小児

理学療法を実施するための発達・疾患・障害および環境調整について理解することを目的とする。 

 

学修目標 

１．小児の発達を理解する。２．小児の疾患・障害を理解する。３．小児の理学療法の評価、治療を理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義前、講義後に教科書を読んでおくこと。随時確認テストを実施します。 

 

教科書 

Crosslink 小児理学療法学  藪中良彦（編） メジカルビュー(2 年後期小児科学で使用） 

 

参考書 

小児理学療法学テキスト（改訂第 3 版） 細田多穂監修 南江堂小児科学（第 4 版） 富田豊（編） 医学

書院 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 3時限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 小児理学療法学概論 1 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

2 小児理学療法学概論 2 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

3 子どもの発達と評価 1 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

4 子どもの発達と評価 2 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

5 子どもの発達と評価 3 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 



6 
疾患別理学療法（低出生体重児・ハイリスク

児） 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

7 疾患別理学療法（脳性麻痺 1 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

8 疾患別理学療法（脳性麻痺 2) 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

9 疾患別理学療法（重症心身障害） 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

10 疾患別理学療法（小児整形疾患 1） 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

11 疾患別理学療法（小児整形疾患 2） 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

12 疾患別理学療法（筋ジストロフィー） 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

13 疾患別理学療法（ダウン症） 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

14 疾患別理学療法（発達障害） 

予習(1 時間)：教科書の講義該当箇所を読ん

でおく復習(1 時間)：教科書の講義

該当箇所を読み、講義内容をまとめ

る 

澤田 

15 地域学校での理学療法 

予習(1 時間)：これまでの講義内容を復習

し、疑問点を整理しておく復習(1 時

間)：教科書を熟読し、理解を深める 

澤田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価＜DP①＞1．課題（各講義）2．筆記試験 2/3 以上の出席が必要 

 

成 績 評

価 1 ．

20％2．

80％ 



授業科目名 義肢装具学 (理学) 

主担当教員 河村 廣幸 担当教員 河村 廣幸／仲本 正美 

科目ナンバリング SS20BPTB026 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

装具は、理学療法においてもっともよく遭遇する補助機器です。その構造と理論、種類と適応について理解

し、臨床に繋げられるよう学習します。義肢は、下肢切断に対する義足を中心に切断術後の断端ケア・理学

療法から義肢を使用しての日常生活動作獲得までの流れと、義肢自体の理解を目指します。※本科目は実務

経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．義肢・装具の分類と名称・構造・アライメントを説明できる。<DP①②>２．義足歩行・装具歩行の運動機構につ

いて説明できる。<DP①②>３．義肢装具の適応を説明できる。 <DP①②>４．義肢装具にかかわる理学療法が説明で

きる。<DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

義肢装具は馴染みのないものかと思います。一つ一つの名称など授業ごとに確実に記憶していかないと学習

が追いつかなくなります。暗記しなくてはいけないことも多いかと思いますが、頑張ってください。 

 

教科書 

15 レクチャーシリーズ理学療法テキスト：装具学 第２版：石川 朗責任編集：中山書店：ISBN-10 : 

452174491515 レクチャーシリーズ理学療法テキスト：義肢学：石川 朗責任編集：中山書店：ISBN-10 : 

4521732259 

 

参考書 

日本整形外科学会・日本リハビリテーション学会 監修：「義肢装具のチェックポイント」 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

河村：月・金曜日 13～18 時 ただし、実習訪問など不在の時もあるので予約が望ましい。仲本：平日 9時～

16 時 ただし、実習訪問など不在の時もあるので予約が望ましい。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
装具学 Lecture１，8 装具学総論 3 点固定

の原理 

予習：装具学 Lecture１について予習とまと

め作成（２時間）復習：3 点固定の

原理を理解する（２時間） 

仲 本 

正美 

2 
装具学 Lecture８，９、義肢学 Lecture12 体

幹装具・側彎症装具・上肢装具 

予習：装具学 Lecture８，９、義肢学

Lecture12 について予習とまとめ作

成（２時間）復習：装具の名称・コ

ントロール・適応を覚える（２時間） 

仲 本 

正美 

3 
装具学 Lecture２，４股装具・膝装具股継手・

膝継手 

予習：装具学 Lecture２，４について予習と

まとめ作成（２時間）復習：装具の

名称・コントロール・適応を覚える

（２時間） 

仲 本 

正美 



4 装具学 Lecture２，３短下肢装具足継手 

予習：装具学 Lecture３について予習とまと

め作成（２時間）復習：装具の名称・

コントロール・適応を覚え、後方制

動と前方制動を理解する（２時間） 

仲 本 

正美 

5 
装具学 Lecture２，４，６長下肢装具免荷装

具下肢装具のチェックアウト 

予習：装具学 Lecture４，６について予習と

まとめ作成（２時間）復習：装具の

名称・コントロール・適応、チェッ

クアウトを覚える（２時間） 

仲 本 

正美 

6 装具学 Lecture５，13 靴型装具 

予習：装具学 Lecture５，13 について予習

とまとめ作成（２時間）復習：装具

の名称・コントロール・適応を覚え

る（２時間） 

仲 本 

正美 

7 
装具学 Lecture11，12 脳卒中・整形外科・

神経内科など臨床における装具の利用 

予習：装具学 Lecture11，12 について予習

と疑問点のまとめ作成（２時間）復

習：ここまでの授業で学んできたこ

との再学習とまとめ（２時間） 

河 村 

廣幸 

8 
装具学 Lecture1～14 中間試験頸椎・体幹・

上肢・靴の暗記系学習 

予習：装具学 Lecture１～14 について予習

とまとめ作成（２時間）復習：頸椎・

体幹・上肢・靴の授業まとめ（２時

間） 

仲本 

正

美

，

河

村 

廣

幸 

9 

義肢学 Lecture１，２義肢総論：切断と義肢

の基礎知識早期義肢装着法と義足適合の流

れ－アライメントの概念 

予習：末梢循環障害と切断術・義肢について

予習（２時間）復習：授業のまとめ

（２時間） 

河 村 

廣幸 

10 
義肢学 Lecture３大腿切断・膝離断の基本と

義足構造 

予習：大腿部の断面での筋配置、スカルパ三

角、大腿切断・膝離断の基本と義足

構造について予習（２時間）復習：

授業のまとめ（２時間） 

河村 

廣

幸 

11 義肢学 Lecture４大腿義足のアライメント 

予習：運動学のモーメント・梃子・歩行につ

いて再学習しておく。大腿義足のア

ライメント予習する（２時間）復習：

授業のまとめ（２時間） 

河村 

廣

幸 

12 
義肢学 Lecture４下腿切断・サイム切断の基

本と義足構造 

予習：下腿部の断面での筋配置、膝関節およ

び下腿部の解剖、下腿切断・サイム

切断の基本と義足構造について予

習（２時間）復習：授業のまとめ（２

時間） 

河村 

廣

幸 

13 義肢学 Lecture５下腿義足のアライメント 

予習：運動学のモーメント・梃子・歩行につ

いて再学習しておく。下腿義足のア

ライメントについて予習（２時間）

復習：授業のまとめ（２時間） 

河村 

廣

幸 

14 
義肢学 Lecture７股離断・片側骨盤切除・足

部切断の義足構造とアライメント 

予習：股離断・片側骨盤切除・足部切断の義

足構造とアライメントについて復

習しておく（２時間）復習：授業の

まとめ（２時間） 

河村 

廣

幸 

15 
義肢学 Lecture11 義足装着理学療法と応用

動作 

予習：下肢切断を想定し、床上動作・立ち上

がり・階段・スロープでの活動を行

っておく（２時間）復習：下肢切断

者の応用動作がまねできるよう身

体を動かし復習する（２時間） 

河村 

廣

幸 

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト（記述）②中間試験（記述）：装具学の範囲③定期試験（記述）：全範囲①～③の合計が 60 点

以上で単位認定とする単位認定のための必要出席回数は、4/5 以上とする＜DP１・２＞ 

 

①30 ％

②30 ％

③40% 



授業科目名 地域理学療法学 (理学) 

主担当教員 澤田 優子 担当教員 澤田 優子 

科目ナンバリング SS20BPTB028 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

地域理学療法は疾患特性を踏まえたうえで、地域でどのような生活をしていくかを考えていくことが重要で

ある。本講義では、地域理学療法の概念および介護保険制度などの関連制度について解説する。また、症例

検討やグループワークを積極的に実施し、地域理学療法の実際を理解できることを目標とする。※本科目は

実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．地域理学療法の概念を理解する２．地域理学療法に関する制度を理解する３．地域理学療法の実際を理解する 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義前、講義後に教科書および配布資料を読んでおくこと随時確認テストを実施する 

 

教科書 

最新理学療法学講座 地域理学療法学 牧迫飛雄馬・吉松竜貴（編著）医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

Crosslink 地域理学療法学 浅川康吉（編）メジカルビュー地域リハビリテーション学テキスト（改訂第 3

版） 備酒伸彦 南江堂ビジュアルレクチャー地域理学療法学 浅川育世 医歯薬出版株式会社地域包括リ

ハビリテーション 実践マニュアル 河野眞（編） 羊土社 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 3時限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 地域における理学療法士の役割 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

2 介護保険制度の理解 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

3 地域理学療法に求められる医学的管理 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

4 地域での理学療法評価 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 



5 
サービス種別にみる地域理学療法の実際

〈訪問理学療法〉 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

6 
サービス種別にみる地域理学療法の実際

〈通所系サービス〉 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

7 
サービス種別にみる地域理学療法の実際

〈入所系サービス〉 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

8 
疾患別にみる地域理学療法の特異性〈中枢

神経疾患〉 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

9 
疾患別にみる地域理学療法の特異性〈運動

器疾患〉 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

10 
疾患別にみる地域理学療法の特異性〈循環

器疾患〉 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

11 疾患別にみる地域理学療法の特異性〈がん〉 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

12 生活環境の整備 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

13 理学療法士による街づくり 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

14 小児領域の地域理学療法 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる 

澤田 

15 地域における理学療法研究 

予習(2 時間)：教科書または配布資料の当該

箇所を読んでおく復習(2 時間)：教

科書または配布資料の当該箇所を

読み、講義内容をまとめる。これま

での講義内容を復習しておく。 

澤田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価＜DP①＞1.課題(各回)2.筆記試験 2/3 の出席が必要 

 

1.20%2.

80% 



授業科目名 生活環境論 (理学) 

主担当教員 三木屋 良輔 担当教員 
三木屋 良輔／檜垣 奨／林 真

太郎 

科目ナンバリング SS20BPTB029 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

この授業では、障がいのある人や高齢者が、日常生活をする上で、個人の障がいの因子だけでなく、周りの

環境と相互に影響を及ぼすことを述べるとともに、国際生活分類(ICF)に基づき、現状の障がいが地域ケアに

おいてどのような影響を及ぼしているのか、それを解消するためにどのようなことが理学療法士に求めれて

いるのかをを理解する。具体的には、高齢者の日常生活や心身機能について述べるとともに、福祉のまちづ

くり、住宅改修、その他の福祉用具（起居関連用具・移乗関連用具・入浴関連用具・自助具関連・排泄関連）

について述べる。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1.生活環境論の目的を理解することができる。DP①2.国際生活機能分類（ICF）について理解することができる。DP①3.

福祉用具や住宅について理解することができる。DP①4.高齢者の心身機能や日常生活を理解できる。DP① 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.教科書や配布された講義資料は、事前に読んでおくこと。2.出席と態度は重視する。携帯は授業中に触ら

ないこと。3.わからない箇所があれば、必ず質問すること。4.講義中のメモをとること、試験に出題有り。 

 

教科書 

1)細田多穂、生活環境テキスト、南江堂、2020 改訂第２版 

 

参考書 

奈良勲：日常生活活動・生活環境学第 4 版、医学書院、2012 

 

研究室／オフィスアワー 

授業時間、金曜日以外の空き時間 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生活環境とは 

予習・復習：教科書１章を読んでおく。授業

を元に教科書・配布資料を見直す

（１時間） 

三木屋 

2 障害構造分類について 

予習・復習：教科書１章の障害のとらえ方を

読んでおく。授業を元に教科書・配

布資料の確認（１時間） 

三木屋 

3 高齢者の身体特性・ADL について 

予習・復習：教科書２章を読んでおく。授業

を元に教科書・配布資料の確認（１

時間） 

三木屋 

4 ノーマライゼーションとバリアフリー概念 
予習・復習：配布資料を読んでおく。授業を

元に配布資料の確認（１時間） 
三木屋 



5 生活環境整備に関する法的制度について 

予習・復習：教科書３章を読んでおく。授業

を元に教科書・配布資料の確認（１

時間） 

三木屋 

6 介護保険制度について 

予習・復習：教科書３章介護保険制度につい

て読んでおく。授業を元に教科書・

配布資料の確認（１時間） 

三木屋 

7 住宅改修について 

予習・復習：教科書４章を読んでおく。授業

を元に教科書・配布資料の確認（１

時間） 

三木屋 

8 トイレ改修について 

予習・復習：教科書９章を読んでおく。授業

を元に教科書・配布資料の確認（１

時間） 

三木屋 

9 浴室改修について 

予習・復習：教科書１０章を読んでおく。授

業を元に教科書・配布資料の確認

（１時間） 

三木屋 

10 現場で使える住宅改修基礎 

予習・復習：教科書１４章を読んでおく。授

業を元に教科書・配布資料の確認

（１時間） 

三木屋 

11 環境整備グループワーク① 

予習・復習：教科書１４章図面の書き方を確

認しておく。授業を元に教科書・配

布資料の確認（１時間） 

三木屋 

12 環境整備グループワーク② 

予習・復習：教科書１４章図面の書き方を確

認しておく。授業を元に教科書・配

布資料の確認（１時間） 

三木屋 

13 起居・移乗・移動関連用具 1（実技） 
予習・復習：配布資料を確認しておく。授業

を元に配布資料の再確認（１時間） 

三木

屋

、

林

、

檜

垣 

14 起居・移乗・移動関連用具 2（実技） 
予習・復習：配布資料を確認しておく。授業

を元に配布資料の再確認（１時間） 

三木

屋

、

林

、

檜

垣 

15 生活環境整備について 

予習・復習：これまでの授業を確認してお

く。授業を元に教科書・配布資料の

確認（１時間） 

三木屋 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１、図面課題<DP①> ※提出期限・作成方法等は授業内で説明します ※評価基準：ルーブリックを提示

します ※【フィードバック方法】  ルーブリック評価の結果とともに必要に応じてコメントを付記して返却

する。２、筆記試験<DP①> ※１，２の結果 60 点以上で単位を認定する。<DP①>《出席基準》２/３以上の

出席にて評価対象とする。 

 

１、図面

課 題 ２

０％２、

筆 記 試

験 ８

０％ 



授業科目名 老年期理学療法学 (理学) 

主担当教員 澤田 優子 担当教員 
澤田 優子／檜垣 奨／林 真太

郎 

科目ナンバリング SS20BPTC030 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
金曜 1 限、金曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

老年期の理学療法においては、老年期の特性を正しく認識し、総合的に機能を把握することが必要である。

本講義では、老年期の特性について、運動機能面、認知機能面など、多側面から解説する。また、症例検討や

グループワークを実施し、理学療法の実際を理解することを目標とする。 

 

学修目標 

１．老年期の特徴を理解する２．老年期の理学療法の実際を理解する 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義前、講義後に配布資料を読んでおくこと。随時確認テストを実施する。グループワークに積極的に参加

すること。 

 

教科書 

随時資料を配布する 

 

参考書 

リハビリテーション基礎評価学：潮見泰藏（編集）羊土社日常生活活動学・生活環境学：奈良勲（監修）鶴見

隆正／隆島研吾（編集）医学書院高齢者理学療法学テキスト 細田多穂（監修）南江堂高齢者の理学療法  森

本 榮（編集） 三輪書店高齢者の機能障害に対する運動療法 運動療法学各論 市橋 則明（編集） 文光堂

高齢者理学療法学 島田裕之（総編集） 医歯薬出版 Crosslink 理学療法学テキスト 高齢者理学療法学 池

添冬芽（編） メジカルビュー社 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日３時限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 老年期の理学療法評価 1 

予習(1 時間)：老年学についてのこれまでの

知識を整理しておく。講義該当箇所

を読んでおく。復習(1 時間)：配布

資料の講義該当箇所を読み、講義内

容をまとめる 

澤田林

檜垣 

2 老年期の理学療法評価 2 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜垣 

3 老年期の理学療法評価 3 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜垣 



4 老年期の理学療法評価 4 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜垣 

5 老年期の特徴と理学療法 1 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜垣 

6 老年期の特徴と理学療法 2 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜垣 

7 老年期の疾患特性別理学療法 1 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜垣 

8 老年期の疾患特性別理学療法 2 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜

垣 

9 老年期の疾患特性別理学療法 3 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜垣 

10 老年期の疾患特性別理学療法 4 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜

垣 

11 老年期の疾患特性別理学療法 5 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜

垣 

12 老年期の疾患特性別理学療法 6 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜

垣 

13 老年期の疾患特性別理学療法 7 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜

垣 

14 老年期の疾患特性別理学療法 8 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜

垣 

15 高齢社会の課題と展望、講義のまとめ 

予習(1 時間)：配布資料の該当箇所を読んで

おく復習(1 時間)：配布資料の該当

箇所を読み、講義内容をまとめる 

澤田林

檜

垣 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

成績評価＜DP①＞１．課題（各講義）２．筆記試験 2/3 以上の出席が必要 

 

1.20%2.

80% 



授業科目名 理学療法臨床推論概論 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／杉本 圭／平川 正

彦／国宗 翔 

科目ナンバリング SS20BPTB031 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

これまでに修得した知識・技術を整理し，理学療法評価における臨床推論を向上させる。そのため，授業内

で患者モデル（Paper patient＝紙上患者）を用いて，理学療法評価における情報の収集（観察，検査・測定）」

の必要性を理解し，「情報の分析（統合と解釈，問題点の抽出）」の過程について演習を通して学修する。 

 

学修目標 

1．能動的学習方法を理解し，実践できる。【DP①】2．症例の問題を解決するための理学療法臨床推論の経験し，実

践できる。【DP①】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．授業中は，積極的に質問や発言を行ってください。2．担当教員と十分なコミュニケーションを図ってく

ださい。3．授業が実技形式の場合には，ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して参加すること。

＊質問があれば，直接研究室にお越しください。また，MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも

構いません。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

有馬慶美 編：基本編 ケースで学ぶ理学療法臨床思考 第 2版，文光堂，2019 有馬慶美 編：実践編 ケースで

学ぶ理学療法臨床思考 第 2 版，文光堂，2019 豊田輝 編：症例動画でわかる 理学療法臨床推論 統合と解釈

実践テキスト，羊土社，2021 

 

研究室／オフィスアワー 

中根 征也：4 階研究室／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）杉本 圭：4階研究

室／木曜日 4・5時限目（時間は事前に相談することが望ましい）国宗 翔：4階研究室／金曜日 3・4時限目

（時間は事前に相談することが望ましい）平川 正彦：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相

談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション PBL の進め方 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（2時間）復習：講義内容を振り

返り，その理解を深める（2時間） 

中根 

2 
理学療法における「臨床推論」とは？理学療

法における障害モデル 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（2時間）復習：講義内容を振り

返り，その理解を深める（2時間） 

中根 



3 
模擬症例【大腿骨転子部骨折】｜１ 病態を

理解する 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（2時間）復習：講義内容を振り

返り，その理解を深める（2時間） 

平川 

4 
模擬症例【大腿骨転子部骨折】｜２リスク管

理を実践する 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（2時間）復習：講義内容を振り

返り，その理解を深める（2時間） 

国宗 

5 
模擬症例【大腿骨転子部骨折】｜３検査測定

を考える 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（2時間）復習：講義内容を振り

返り，その理解を深める（2時間） 

杉本 

6 
模擬症例【大腿骨転子部骨折】｜４ これま

での授業のまとめ（実技） 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（2時間）復習：講義内容を振り

返り，その理解を深める（2時間） 

全員 

7 
模擬症例【大腿骨転子部骨折】｜５ 統合と

解釈 

予習：事前に配布する資料を読み，事前に配

信すると動画を視聴しておくこと。

（2 時間）復習：講義内容を振り返

り，その理解を深める（2時間） 

全員 

8 授業全体のまとめ 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（2時間）復習：講義内容を振り

返り，その理解を深める（2時間） 

全員 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①各授業後の課題【DP①④】②模擬症例におけるポートフォリオシート【DP①④】＊各授業後の課題につ

いては授業中に解説を行う。 ポートフォリオシートについては解説を行い、返却する。 

①40%

②60% 



授業科目名 理学療法臨床推論演習 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／杉本 圭／平川 正

彦／国宗 翔 

科目ナンバリング SS20BPTC032 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

理学療法士にとって、臨床推論は「患者さんや対象となる方にとってよりよい理学療法を実践する」ために

必要不可欠なものである。臨床場面ではその臨床推論を繰り返す必要があり、またそれによって理学療法士

としての専門性を磨くことができる。本演習授業では理学療法評価をトップダウン的に経験し、臨床推論の

過程について演習を通して学修する。 

 

学修目標 

1．能動的学習方法を理解し、実践できる。【DP①】2．理学療法評価における「動作観察・動作分析」の力を養うこと

ができる。【DP①④】3．症例の問題を解決するための理学療法臨床推論を経験し、実践できる。【DP①④】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．授業中は、積極的に質問や発言を行ってください。2．担当教員と十分なコミュニケーションを図ってく

ださい。3．授業が実技形式の場合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して参加すること。

＊質問があれば，直接研究室にお越しください。また、MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも

構いません。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

有馬慶美 編：基本編 ケースで学ぶ理学療法臨床思考 第 2版、文光堂、2019 有馬慶美 編：実践編 ケースで

学ぶ理学療法臨床思考 第 2 版、文光堂、2019 豊田輝 編：症例動画でわかる 理学療法臨床推論 統合と解釈

実践テキスト、羊土社、2021 

 

研究室／オフィスアワー 

中根 征也：4 階研究室／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）杉本 圭：4階研究

室／木曜日 4・5時限目（時間は事前に相談することが望ましい）国宗 翔：4階研究室／金曜日 3・4時限目

（時間は事前に相談することが望ましい）平川 正彦：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相

談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション理学療法における臨床

推論とは？【復習含む】 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業内容を振り

返り、その理解を深める。（30 分） 

中根 

2 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜1 病態の

理解とリスク管理① 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業内容を振り
平川 



返り、その理解を深める。（30 分） 

3 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜2 病態の

理解とリスク管理② 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業内容を振り

返り、その理解を深める。（30 分） 

杉本 

4 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜3 動作観

察・分析①【歩行（観察）】 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業内容を振り

返り、その理解を深める。（30 分） 

中根 

5 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜4  動作

観察・分析②【歩行（分析）】 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業内容を振り

返り、その理解を深める。（30 分） 

中根 

6 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜5  動作

観察・分析③【立ち上がり（観察）】 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業内容を振り

返り、その理解を深める。（30 分） 

国宗 

7 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜6  動作

観察・分析④【立ち上がり（分析）】 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業内容を振り

返り、その理解を深める。（30 分） 

国宗 

8 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜7  動作

観察・分析⑤【起き上がり（観察）】 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業内容を振り

返り、その理解を深める。（30 分） 

中根 

9 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜8 動作観

察・分析⑥【起き上がり（分析）】 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業内容を振り

返り、その理解を深める。（30 分） 

中根 

10 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜9 動作観

察・分析⑦【これまでのまとめ】 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業後の課題に

取り組む。（30 分） 

中根 

11 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜10 検査測

定を考える 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業後の課題に

取り組む。（30 分） 

杉本 

12 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜11 これま

での授業のまとめ（実技） 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業後の課題に

取り組む。（30 分） 

全員 

13 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜12 統合と

解釈① 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業内容を振り

返り、その理解を深める。（30 分） 

全員 

14 
模擬症例【脳血管障害回復期】｜13 統合と

解釈② 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：授業後の課題に

取り組む。（30 分） 

全員 

15 授業全体のまとめ 

予習：事前に配布する資料を読んでおくこ

と。（30 分）復習：ポートフォリオ

シートの作成。（30 分） 

全員 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①第 10・11・12・13 回の授業後の課題【DP①④】②模擬症例におけるポートフォリオシート【DP①④】＊授

業後の課題については授業中に解説を行う。 ポートフォリオシートについては解説を行い、返却する。 

 

①40 ％

②60％ 



授業科目名 総合リハビリテーション IPW 演習 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／角田 晃啓／国宗 

翔／松下 太 

科目ナンバリング SS20BPTC033 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

リハビリテーション医療は、応用的動作能力や社会適応能力の回復などを目的とした作業療法、言語聴覚能

力の回復などを目的とした言語聴覚療法、基本的動作能力の回復などを目的とした理学療法により構成され

る。いずれも実用的な日常生活における諸活動の実現を目的として行われるものである。本授業では，リハ

ビリテーション医療を担う専門職の中でも作業療法士と理学療法士を養成する２学科協働で共通演習形式に

て実践する。互いの専門性を理解しつつ、患者モデル（Paper patient=紙上患者）を用いて、リハビリテー

ション医療におけるチームアプローチを討議・経験・学修する。 

 

学修目標 

①リハビリテーション医療におけるチームアプローチの重要性を述べることができる。②リハビリテーション医療に

おけるIPWを経験し、他職種と相互に作用することの重要性を知る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語、メールなどには厳しく対処する。2）疑問点を大切にして常に自己で調べて解決するよう

に行動すること。3）出席は 4/5 以上を必要とし、その基準を満たした者について成績評価を行う。＊質問が

あれば，直接研究室にお越しください。また，MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも構いませ

ん。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

必要であれば，各自準備すること 

 

研究室／オフィスアワー 

松下 太：C棟 7 階研究室 17／木曜日２限目・昼休み（時間は事前に相談することが望ましい）中根征也：

E棟 4 階研究室／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）角田晃啓：E棟 4 階研究室

／在室時は随時国宗 翔：E棟 4 階研究室／金曜日 3・4 時限目（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーションと症例提示 

予習：リハビリテーション医療における専

門性を復習しておく。作業療法士

（理学療法士）の役割を再確認して

おく。（30 分）復習：立案したアプ

ローチをわかりやすく説明できる

ように準備しておく。（30 分） 

中根松

下 



2 作業療法と理学療法の接点 

予習：作業療法士（理学療法士）の役割を再

確認しておく。（30 分）復習：作業

療法と理学療法の違いと接点をま

とめておく。（30 分） 

松下中

根 

3 症例検討｜１ 

予習：作業療法士（理学療法士）の役割を再

確認しておく。（30 分）復習：立案

したアプローチをわかりやすく説

明できるように準備しておく。（30

分） 

角田国

宗中根 

4 症例検討｜２ 

予習：作業療法士（理学療法士）の役割を再

確認しておく。（30 分）復習：立案

したアプローチをわかりやすく説

明できるように準備しておく。（30

分） 

角田国

宗中根 

5 症例検討｜３ 

予習：作業療法士（理学療法士）の役割を再

確認しておく。（30 分）復習：立案

したアプローチをわかりやすく説

明できるように準備しておく。（30

分） 

角田国

宗中根 

6 
リハビリテーションカンファレンスの実際

【教員による Case Conference】 

予習：作業療法士と理学療法士の専門性（職

能・役割など）について再確認して

おく。（30 分）復習：教員による Case 

Conference を通じ、リハビリテーシ

ョン医療におけるチーム医療の重

要性を理解する。（30 分） 

松下中

根 

7 リハビリテーション IPW｜１ 

予習：作業療法士と理学療法士の専門性に

ついて復習をしておく。（30 分）復

習：IPW で討議したことをまとめて

おく。（30 分） 

松下角

田国宗

中根 

8 リハビリテーション IPW｜２ 

予習：作業療法士と理学療法士の専門性に

ついて復習をしておく。（30 分）復

習：IPW で討議したことをまとめて

おく。（30 分） 

松下角

田

国

宗

中

根 

9 リハビリテーション IPW｜３ 

予習：作業療法士と理学療法士の専門性に

ついて復習をしておく。（30 分）復

習：IPW で討議したことをまとめて

おく。（30 分） 

松下角

田国宗

中根 

10 リハビリテーション IPW｜４ 

予習：作業療法士と理学療法士の専門性に

ついて復習をしておく。（30 分）復

習：IPW で討議したことをまとめて

おく。（30 分） 

松下角

田

国

宗

中

根 

11 プレゼンテーション｜１ 

予習：プレゼンテーションの準備（30 分）

復習：IPW や発表で得たことをまと

めておく。（30 分） 

松下角

田

国

宗

中

根 

12 プレゼンテーション｜２ 

予習：プレゼンテーションの準備（30 分）

復習：IPW や発表で得たことをまと

めておく。（30 分） 

松下角

田

国

宗

中

根 

13 プレゼンテーション｜３ 

予習：プレゼンテーションの準備（30 分）

復習：IPW や発表で得たことをまと

めておく。（30 分） 

松下角

田

国

宗

中

根 



14 
授業全体のまとめ｜１（グループでの振り

返り） 

予習：これまでの授業を復習しておく。（30

分）復習：リハビリテーション医療

の重要性についてまとめる。（30 分） 

松下角

田

国

宗

中

根 

15 授業全体のまとめ｜２（学科でのまとめ） 

予習：これまでの授業を復習しておく。（30

分）復習：リハビリテーション医療

における作業療法士・理学療法士の

役割や重要性についてまとめる。

（30 分） 

角田国

宗

中

根 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①プレゼンテーション（提示するルーブリックに基づき評価する）②最終レポート【出席】4/5 以上の出席を

必要とする。＊プレゼンテーション終了後に総評を伝える。レポート課題の解説を行う。提出物は基本的

に返却しませんが、希望者のみに返却します。 

 

①60 ％

②40％ 



授業科目名 理学療法特論Ⅰ (理学) 

主担当教員 杉本 圭 担当教員 杉本 圭 

科目ナンバリング SS20BPTC034 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

これまでに学んだ種々の領域の(a)代表的な疾患の病態、(b)それらに対する理学療法（評価及び治療）につ

いて説明し、(c)それらを理解するために必要な解剖学・生理学・病理学・運動学の知識との関係を学修する。

これにより、疾患の病態理解や、理学療法プログラム立案のための思考を促進する。 

 

学修目標 

1) 代表的疾患の病態と、その理解の基盤となる解剖学・生理学・病理学の知識を関係づけることができる。〈DP①〉

2) 代表的疾患に対する典型的な理学療法（評価及び治療）と、その理解の基盤となる解剖学・生理学・運動学の知

識を関係づけることがきでる。〈DP①〉3) 代表的疾患の病態と、それらに対する典型的な理学療法（評価及び治療）

の知識を関係づけることがきでる。〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1) 授業進行において、項目毎の予習・復習が必須となるため、怠らないように注意すること。2) 下記授業

計画は時系列ではなく、授業内容はあくまでも教員ごとに展開されるので注意すること。 

 

教科書 

1)  医歯薬出版編. 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント  専門基礎分野 基礎医学 2023,  医歯

薬出版.2)  医歯薬出版編. 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント  専門基礎分野 臨床医学 2023,  

医歯薬出版.3)  医歯薬出版編. 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント  基礎 PT 学 2023,  医歯薬

出版.4)  医歯薬出版編. 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント  障害別 PT 治療学 2023,  医歯薬

出版. 5) 各授業の予習・復習欄に記 

 

参考書 

1)  リハドリル. アイペック社. 

 

研究室／オフィスアワー 

在室時は随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 呼吸器疾患と理学療法 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 松

尾善美(編).  PT・OT ビジュアルテ

キスト. 内部障害理学療法学. 第 1

版, 羊土社, 2016. を確認する。※

予習・復習はそれぞれ 60 分間以上

を目安に行うこと。 

国宗 

2 循環器疾患と理学療法 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 松

尾善美(編).  PT・OT ビジュアルテ

キスト. 内部障害理学療法学. 第 1

国宗 



版, 羊土社, 2016. を確認する。※

予習・復習はそれぞれ 60 分間以上

を目安に行うこと。 

3 糖尿病と理学療法 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 松

尾善美(編).  PT・OT ビジュアルテ

キスト. 内部障害理学療法学. 第 1

版, 羊土社, 2016. を確認する。※

予習・復習はそれぞれ 60 分間以上

を目安に行うこと。 

国宗 

4 骨折と基礎評価① 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 潮

見泰藏, 下田信明(編). PT・OT ビジ

ュアルテキスト. リハビリテーシ

ョン基礎評価学. 第 2版, 羊土社, 

2020.3) 富士武史, 河村広幸, 小

柳磨毅.  整形外科疾患の理学療法

-ここがポイント!.  改訂第 2 版, 

金原出版, 2006.4) Kirsten Gotz-

Neumann(原著).  月城慶一ら(訳).  

観察による歩行分析. 第 1版, 医学

書院, 2005. を確認する。 ※予習・

復習はそれぞれ 60 分間以上を目安

に 

杉本 

5 骨折と基礎評価② 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 潮

見泰藏, 下田信明(編). PT・OT ビジ

ュアルテキスト. リハビリテーシ

ョン基礎評価学. 第 2版, 羊土社, 

2020.3) 富士武史, 河村広幸, 小

柳磨毅.  整形外科疾患の理学療法

-ここがポイント!.  改訂第 2 版, 

金原出版, 2006.4) Kirsten Gotz-

Neumann(原著).  月城慶一ら(訳).  

観察による歩行分析. 第 1版, 医学

書院, 2005. を確認する。※予習・

復習はそれぞれ 60 分間以上を目安

に行 

杉本 

6 骨折と基礎評価③ 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 潮

見泰藏, 下田信明(編). PT・OT ビジ

ュアルテキスト. リハビリテーシ

ョン基礎評価学. 第 2版, 羊土社, 

2020.3) 富士武史, 河村広幸, 小

柳磨毅.  整形外科疾患の理学療法

-ここがポイント!.  改訂第 2 版, 

金原出版, 2006.4) Kirsten Gotz-

Neumann(原著).  月城慶一ら(訳).  

観察による歩行分析. 第 1版, 医学

書院, 2005. を確認する。※予習・

復習はそれぞれ 60 分間以上を目安

に行 

杉本 

7 高齢疾患と ADL① 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 潮

見泰藏, 下田信明(編). PT・OT ビジ

ュアルテキスト. リハビリテーシ

ョン基礎評価学. 第 2版, 羊土社, 

2020.3)奈良 勲(編).  標準理学療

法学. 日常生活活動学・生活環境

学. 第 5版, 医学書院, 2017.を確

認する。※予習・復習はそれぞれ 60

分間以上を目安に行うこと。 

林、澤

田 

8 高齢疾患と ADL② 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 潮

見泰藏, 下田信明(編). PT・OT ビジ

ュアルテキスト. リハビリテーシ

ョン基礎評価学. 第 2版, 羊土社, 

2020.3)奈良 勲(編).  標準理学療

法学. 日常生活活動学・生活環境

林、澤

田 



学. 第 5版, 医学書院, 2017.を確

認する。※予習・復習はそれぞれ 60

分間以上を目安に行うこと。 

9 脳卒中と理学療法① 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 潮

見泰藏, 下田信明(編). PT・OT ビジ

ュアルテキスト. リハビリテーシ

ョン基礎評価学. 第 2版, 羊土社, 

2020.3) 医療情報科学研究所(編). 

病気がみえる. 脳･神経. 第 2 版, 

メディックメディア, 2017.4) 吉尾

雅春, 森岡周ら(編). 標準理学療

法学.  神経理学療法学. 第 2 版, 

医学書院, 2018.を確認する。※予

習・復習はそれぞれ 60 分間以上を

目安に行うこと。 

木内 

10 脳卒中と理学療法② 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 潮

見泰藏, 下田信明(編). PT・OT ビジ

ュアルテキスト. リハビリテーシ

ョン基礎評価学. 第 2版, 羊土社, 

2020.3) 医療情報科学研究所(編). 

病気がみえる. 脳･神経. 第 2 版, 

メディックメディア, 2017.4) 吉尾

雅春, 森岡周ら(編). 標準理学療

法学.  神経理学療法学. 第 2 版, 

医学書院, 2018.を確認する。※予

習・復習はそれぞれ 60 分間以上を

目安に行うこと。 

木内 

11 脊髄損傷と理学療法① 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 潮

見泰藏, 下田信明(編). PT・OT ビジ

ュアルテキスト. リハビリテーシ

ョン基礎評価学. 第 2版, 羊土社, 

2020.3) 医療情報科学研究所(編). 

病気がみえる. 脳･神経. 第 2 版, 

メディックメディア, 2017.4) 岩﨑

洋(編著).  脊髄損傷理学療法マニ

ュアル. 第 3 版, 文光堂, 2020.を

確認する。※予習・復習はそれぞれ

60 分間以上を目安に行うこと。 

木内 

12 脊髄損傷と理学療法② 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 潮

見泰藏, 下田信明(編). PT・OT ビジ

ュアルテキスト. リハビリテーシ

ョン基礎評価学. 第 1版, 羊土社, 

2014.3) 医療情報科学研究所(編). 

病気がみえる. 脳･神経. 第 2 版, 

メディックメディア, 2017.4) 岩﨑

洋(編著).  脊髄損傷理学療法マニ

ュアル. 第 3 版, 文光堂, 2020.を

確認する。※予習・復習はそれぞれ

60 分間以上を目安に行うこと。 

木内 

13 補装具と理学療法① 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 永

冨史子(責任編集)．15 レクチャーシ

リーズ 義肢学．中山書店．2011．3) 

佐竹將宏(責任編集)．15 レクチャー

シリーズ 装具学．中山書店．2020．

を確認する。※予習・復習はそれぞ

れ 60 分間以上を目安に行うこと。 

仲本 

14 補装具と理学療法② 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 永

冨史子(責任編集)．15 レクチャーシ

リーズ 義肢学．中山書店．2011．3) 

佐竹將宏(責任編集)．15 レクチャー

シリーズ 装具学．中山書店．2020．

を確認する。※予習・復習はそれぞ

れ 60 分間以上を目安に行うこと。 

仲本 



15 補装具と理学療法③ 

1) 上記教科書の1)～4)の該当ページ2) 永

冨史子(責任編集)．15 レクチャーシ

リーズ 義肢学．中山書店．2011．3) 

佐竹將宏(責任編集)．15 レクチャー

シリーズ 装具学．中山書店．2020．

を確認する。※予習・復習はそれぞ

れ 60 分間以上を目安に行うこと。 

仲本 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1) 授業ごとに提示される課題（配分 30%）ならびに定期試験（配分 70%）で評価する。〈DP①〉※ 総合成績

で 60%以上（小数切り捨て）の得点を取得した場合に単位を認定する。※ 2/3 以上の出席を必要とする。 

 

課 題

30 ％ 試

験 70％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：檜垣 

主担当教員 檜垣 奨 担当教員 檜垣 奨 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：平川 

主担当教員 平川 正彦 担当教員 平川 正彦 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：国宗 

主担当教員 国宗 翔 担当教員 国宗 翔 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。理学療法分野の中でも主に「高齢者の理学療法」、「高齢者の生活・健康支援」、

「転倒予防」、「姿勢制御・視覚運動制御における加齢変化」に関する研究を行う。研究テーマに関連した分

野の文献抄読や、各自またはグループ単位で卒業研究に向けた予備的研究を実施していく。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．専門領域における資料および文献収集ができる。３．専門領域に

おける実験または調査などの研究方法を理解する。４．研究計画を作成し、プレゼンテーションができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

原則的にゼミを週 1 回のペースで行う。ゼミ時間以外でも事前事後学習に積極的に取り組むこと。担当教員

への報告・連絡・相談はしっかり行いながら、学生が主体的に動き進めていくこと。 

 

教科書 

特に定めない。必要に応じて資料を配布する。 

 

参考書 

随時紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

金曜日の 3・4 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション／卒業研究Ⅰについて

説明する。 

予習：「研究とは何か」をまとめる。（30 分）

復習：「卒業研究について」をまとめ

る。（30 分） 

 

2 
卒業論文のテーマの見つけ方／テーマの見

つけ方について説明する。 

予習：自分が取り組みたい「研究テーマ」を

考える。（60 分）復習：「研究テーマ」

を幾つか抽出する。（60 分） 

 

3 
卒業論文執筆について／論文執筆方法につ

いて説明する。 

予習：レポートや論文の書き方について調

べる。（30 分）復習：論文の書き方

についてまとめる。（30 分） 

 

4 
文献読解と要約の方法／テキストや文献、

論文の読解と要約方法を説明する。 

予習：自分の研究テーマに関連する「論文」

を入手する。（30 分）復習：入手し

た「論文」を要約する。（30 分） 

 

5 文献抄読① 

予習：論文を読み、「要約」する。（60 分）

復習：授業内でディスカッションし

た内容をまとめる。（60 分） 

 

6 文献抄読② 
予習：論文を読み、「要約」する。（60 分）

復習：自分の研究テーマに関する自
 



己学習を行う。（60 分） 

7 文献抄読③ 

予習：論文を読み、「要約」する。（60 分）

復習：自分の研究テーマに関する自

己学習を行う。（60 分） 

 

8 文献抄読④ 

予習：論文を読み、「要約」する。（60 分）

復習：自分の研究テーマに関する自

己学習を行う。（60 分） 

 

9 文献抄読⑤ 

予習：論文を読み、「要約」する。（60 分）

復習：自分の研究テーマに関する自

己学習を行う。（60 分） 

 

10 文献抄読⑥ 

予習：論文を読み、「要約」する。（60 分）

復習：自分の研究テーマに関する自

己学習を行う。（60 分） 

 

11 
研究テーマの検討①／2－3 名ずつ、各自の

研究テーマについて発表を行う。 

予習：自分の研究テーマについての発表を

準備する。（60 分）復習：自分の研

究テーマに関する自己学習を行う。

（60 分） 

 

12 
研究テーマの検討②／2－3 名ずつ、各自の

研究テーマについて発表を行う。 

予習：自分の研究テーマについての発表を

準備する。（60 分）復習：自分の研

究テーマに関する自己学習を行う。

（60 分） 

 

13 
研究テーマの検討③／2－3 名ずつ、各自の

研究テーマについて発表を行う。 

予習：自分の研究テーマについての発表を

準備する。（60 分）復習：自分の研

究テーマに関する自己学習を行う。

（60 分） 

 

14 
研究テーマの決定①／各自、研究テーマに

ついて担当教員と話し合い、決定する。 

予習：自分の研究テーマについての発表を

準備する。（60 分）復習：自分の研

究テーマに関する自己学習を行う。

（60 分） 

 

15 
研究テーマの決定②／各自、研究テーマに

ついて担当教員と話し合い、決定する。 

予習：自分の研究テーマについての発表を

準備する。（60 分）復習：自分の研

究テーマに関する自己学習を行う。

（60 分） 

 

16 
オリエンテーション／後期の取り組みを説

明する。 

予習：これまでの授業内容をまとめる。（30

分）復習：研究活動計画をたてる。

（60 分） 

 

17 
研究テーマ発表①／2-3 名ずつ、前期で決定

した研究テーマの内容を発表する。 

予習：発表準備（30 分）復習：授業内でデ

ィスカッションした内容をまとめ

る。（30 分） 

 

18 
研究テーマ発表②／2-3 名ずつ、前期で決定

した研究テーマの内容を発表する。 

予習：発表準備（30 分）復習：授業内でデ

ィスカッションした内容をまとめ

る。（30 分） 

 

19 
研究テーマ発表②／2-3 名ずつ、前期で決定

した研究テーマの内容を発表する。 

予習：発表準備（30 分）復習：授業内でデ

ィスカッションした内容をまとめ

る。（30 分） 

 

20 
研究計画の仮立案①／担当教員と話し合い

ながら、研究計画の仮立案を行う。 

予習：研究計画書について調べる。（60 分）

復習：研究計画をまとめる。（60 分） 
 

21 
研究計画の仮立案②／担当教員と話し合い

ながら、研究計画の仮立案を行う。 

予習：研究計画書について調べる。（60 分）

復習：研究計画をまとめる。（60 分） 
 

22 プレ卒業研究の検討①／準備① 

予習：プレ実験の準備（30 分）復習：プレ

実験ができるように準備をすすめ

る。（30 分） 

 

23 プレ卒業研究の検討②／準備② 

予習：プレ実験の準備（30 分）復習：プレ

実験ができるように準備をすすめ

る。（30 分） 

 

24 プレ卒業研究の実験① 
予習：プレ実験の準備（60 分）復習：実験

結果をまとめる。（60 分） 
 

25 プレ卒業研究の実験② 
予習：プレ実験の準備（60 分）復習：実験

結果をまとめる。（60 分） 
 

26 
研究計画書の作成①／担当教員と話し合い

をしながら作成する。 

予習：研究計画書の作成（60 分）復習：研

究計画書を修正する。（60 分） 
 



27 
研究計画書の作成②／担当教員と話し合い

をしながら作成する。 

予習：研究計画書の作成（60 分）復習：研

究計画書を修正する。（60 分） 
 

28 
研究計画書の作成③／担当教員と話し合い

をしながら作成する。 

予習：研究計画書の作成（60 分）復習：研

究計画書を修正する。（60 分） 
 

29 
研究計画書の作成④／担当教員と話し合い

をしながら作成する。 

予習：研究計画書の作成（60 分）復習：研

究計画書を修正する。（60 分） 
 

30 発表会 

予習：発表資料の準備（60 分）復習：ディ

スカッションした内容をまとめる。

（60 分） 

 

成績評価方法と基準 割合 

①研究計画書の提出②中間報告会での発表③4/5 以上の出席が必要 

 

① 計 画

書 ：

50 ％ ②

報 告

会：50% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：林 

主担当教員 林 真太郎 担当教員 林 真太郎 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。主な研究テーマとして、高齢者の理学療法、介護予防について、特に自己の環

境への適応や認知・コミュニケーションの課題に関する研究を行う。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．専門領域における資料および文献収集ができる。３．専門領域に

おける実験または調査などの研究方法を理解する。４．研究計画を作成し、プレゼンテーションができる。 <DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

担当教員としっかり連絡や相談を行いながら研究活動を進めていくため、学生自身が主体となり積極的に取

り組むこと。 

 

教科書 

特に定めない。 

 

参考書 

山田実・編著：PT・OT のための臨床研究 はじめの一歩．羊土社，2016．池添冬芽・編集：Crosslink 理学療

法学テキスト 高齢者理学療法学．メジカルビュー社，2020．島田裕之・総編集：高齢者理学療法学，医歯薬

出版，2017． 

 

研究室／オフィスアワー 

4 階研究室／ 金曜日 5 時限目（その他の時間も含め、事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究テーマの決定と情報収集 

卒業研究を開始するにあたり、自身が考え

る疑問や構想、課題などをまとめて

おく 

 

2 研究テーマの決定と情報収集 
関心領域の文献や書籍を検索・収集し、整理

しておく 
 

3 研究テーマの決定と情報収集 
関心領域の文献や書籍を検索・収集し、整理

しておく 
 

4 研究テーマの決定と情報収集 
関心領域の文献や書籍を検索・収集し、整理

しておく 
 

5 研究テーマの決定と情報収集 
関心領域の文献や書籍を検索・収集し、整理

しておく 
 

6 文献抄読 
課題文献を事前に予習し、研究計画につな

げられるよう事後はまとめておく 
 

7 文献抄読 
課題文献を事前に予習し、研究計画につな

げられるよう事後はまとめておく 
 



8 文献抄読 
課題文献を事前に予習し、研究計画につな

げられるよう事後はまとめておく 
 

9 文献抄読 
課題文献を事前に予習し、研究計画につな

げられるよう事後はまとめておく 
 

10 文献抄読 
課題文献を事前に予習し、研究計画につな

げられるよう事後はまとめておく 
 

11 文献抄読 
課題文献を事前に予習し、研究計画につな

げられるよう事後はまとめておく 
 

12 研究倫理 
研究活動における倫理上の問題について事

前・事後の自己学習を行う 
 

13 研究倫理 
研究活動における倫理上の問題について事

前・事後の自己学習を行う 
 

14 研究計画およびスケジュール立案 

実施可能な具体的計画の立案に向け、事前・

事後に関連文献や資料を読んでお

く 

 

15 研究計画およびスケジュール立案 

実施可能な具体的計画の立案に向け、事前・

事後に関連文献や資料を読んでお

く 

 

16 研究計画およびスケジュール立案 

実施可能な具体的計画の立案に向け、事前・

事後に関連文献や資料を読んでお

く 

 

17 研究計画およびスケジュール立案 

実施可能な具体的計画の立案に向け、事前・

事後に関連文献や資料を読んでお

く 

 

18 研究計画およびスケジュール立案 

実施可能な具体的計画の立案に向け、事前・

事後に関連文献や資料を読んでお

く 

 

19 予備調査・実験 
予備調査・実験の検討および実践にあたり、

必要なものの準備をしておく 
 

20 予備調査・実験 
予備調査・実験の検討および実践にあたり、

必要なものの準備をしておく 
 

21 予備調査・実験 
予備調査・実験の検討および実践にあたり、

必要なものの準備をしておく 
 

22 予備調査・実験 
予備調査・実験の検討および実践にあたり、

必要なものの準備をしておく 
 

23 予備調査・実験 
予備調査・実験の検討および実践にあたり、

必要なものの準備をしておく 
 

24 研究計画書作成と中間報告会準備 
計画書の作成とともに、プレゼンテーショ

ンの事前準備を行っていく 
 

25 研究計画書作成と中間報告会準備 
計画書の作成とともに、プレゼンテーショ

ンの事前準備を行っていく 
 

26 研究計画書作成と中間報告会準備 
計画書の作成とともに、プレゼンテーショ

ンの事前準備を行っていく 
 

27 研究計画書作成と中間報告会準備 
計画書の作成とともに、プレゼンテーショ

ンの事前準備を行っていく 
 

28 研究計画書作成と中間報告会準備 
計画書の作成とともに、プレゼンテーショ

ンの事前準備を行っていく 
 

29 研究計画書作成と中間報告会準備 
計画書の作成とともに、プレゼンテーショ

ンの事前準備を行っていく 
 

30 中間報告会発表 
発表後、意見をもとに必要に応じて計画書

を修正する 
 

成績評価方法と基準 割合 

１．研究計画書の提出、中間報告会での発表を評価対象とする  4/5 以上の出席が必要  <DP①④> 

 
1. 100% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：松尾 

主担当教員 松尾 浩希 担当教員 松尾 浩希 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。主な研究テーマとして、「傷害予防教育」「生態心理学的概念に基づいた運動療

法」「視覚と姿勢制御」などについて研究を行う。研究テーマに関連した分野の文献抄読や卒業研究に向けた

予備的研究を各自（各グループ）で実施していく。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。【DP①④】２．専門領域における資料および文献収集ができる。【DP①④】

３．専門領域における実験または調査などの研究方法を理解する。【DP①④】４．研究計画を作成し、プレゼンテー

ションができる。【DP①④】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

原則的にゼミを週 1回のペースで行う。また、中根先生、平川先生、杉本先生、国宗先生のゼミと合同ゼミ・

勉強会を行うことがあります。卒業研究の作成に向けて自分のやるべきことに真摯に取り組むこと。学生が

主体となり、積極的に担当教員や学生同士で議論しながら卒業研究を進めてください。 

 

教科書 

特に定めない。必要に応じて資料を配布する。 

 

参考書 

石黒圭：この 1冊できちんと書ける！論文・レポートの基本，日本実業出版社，2012 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階共同研究室／金曜日 4時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション／卒業研究Ⅰについて

説明する。 

事前学習として、授業において紹介する書

籍や資料の事前読了、先行研究の調

査と要約などを行う。（1時間）事後

学習として、計画書の作成、データ

の取りまとめ、プレゼンテーション

資料の作成などを行う。（1時間） 

 

2 
卒業論文のテーマの見つけ方／テーマの見

つけ方について説明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

3 
卒業論文執筆について／論文執筆方法につ

いて説明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

4 
文献読解と要約の方法／テキストや文献、

論文の読解と要約方法を説明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

5 文献抄読① 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 



6 文献抄読② 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

7 文献抄読③ 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

8 文献抄読④ 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

9 文献抄読⑤ 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

10 文献抄読⑥ 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

11 
研究テーマの検討①／2－3 名ずつ、各自の

研究テーマについて発表を行う。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

12 
研究テーマの検討②／2－3 名ずつ、各自の

研究テーマについて発表を行う。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

13 
研究テーマの検討③／2－3 名ずつ、各自の

研究テーマについて発表を行う。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

14 
研究テーマの決定①／各自、研究テーマに

ついて担当教員と話し合い、決定する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

15 
研究テーマの決定②／各自、研究テーマに

ついて担当教員と話し合い、決定する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

16 
オリエンテーション／後期の取り組みを説

明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

17 
研究テーマ発表①／2－3 名ずつ、前期で決

定した研究テーマのあらましを発表する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

18 
研究テーマ発表②／2－3 名ずつ、前期で決

定した研究テーマのあらましを発表する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

19 
研究テーマ発表③／2－3 名ずつ、前期で決

定した研究テーマのあらましを発表する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

20 
研究計画の仮立案①／担当教員と話し合い

ながら、研究計画の仮立案を行う。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

21 
研究計画の仮立案②／担当教員と話し合い

ながら、研究計画の仮立案を行う。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

22 プレ卒業研究の検討①／準備① 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

23 プレ卒業研究の検討②／準備② 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

24 プレ卒業研究の実験① 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

25 プレ卒業研究の実験② 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

26 
研究計画書の作成①／担当教員と話し合い

ながら詳細計画を作成する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

27 
研究計画書の作成②／担当教員と話し合い

ながら詳細計画を作成する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

28 
研究計画書の作成③／担当教員と話し合い

ながら詳細計画を作成する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

29 
研究計画書の作成④／担当教員と話し合い

ながら詳細計画を作成する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

30 中間報告会 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

成績評価方法と基準 割合 

1．研究計画書の提出【DP①④】2．中間報告会での発表【DP①④】4/5 以上の出席を必要とする 

 

1 ．

50%2 ．

50% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：杉本 

主担当教員 杉本 圭 担当教員 杉本 圭 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め，先行研究レビュー，研究計画作成を行う。学習成果として，研究計

画を中間発表会で報告する。理学療法の分野の中でも特に，「神経発達症児への運動介入の効果に関する研究」

「身体活動時にヒトがどこを視ているのかに関する研究」「生態心理学概念に基づいた運動療法に関する研

究」「患者の知覚・認知領域に関する研究」について，理学療法士の評価技術や運動療法の必要性や効果につ

いて研究を行う。具体的には，関連分野の基本文献ならびに各自（各グループ）の研究テーマに即した論文

を輪読し，各自またはグループ単位で卒業研究に向けた予備的研究を実施する。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。【DP①④】２．専門領域における資料および文献収集ができる。【DP①④】

３．専門領域における実験または調査などの研究方法を理解する。【DP①④】４．研究計画を作成し、プレゼンテー

ションができる。【DP①④】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

原則的に週 1 回のペースでゼミを行う。また中根ゼミ，松尾ゼミと合同でゼミや勉強会を行うことがある。

定められたゼミ時間以外でも事前事後学習に積極的に取り組み，何事も楽しむこと。学生主体のゼミではあ

るが，各学生の状況に合わせながら，担当教員と報告・連絡・相談をしっかり行いながら進めて行く。 

 

教科書 

特に定めない。 

 

参考書 

松本茂 他：大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法，玉川大学出版部，2014 佐藤望 編：

アカデミック・スキルズ大学生のための知的技法入門 第 2版，慶應義塾大学出版会，2012 

 

研究室／オフィスアワー 

水曜日：4・5限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション/卒業研究について説

明する。 

事前学習として，授業において紹介する書

籍や資料の事前読了，先行研究の調

査と要約を求める場合がある。（1時

間）事後学習として，計画書の作成，

データの取りまとめ，プレゼンテー

ション資料の作成を求める場合が

ある。（1時間） 

 

2 
卒業論文テーマの見つけ方/テーマの見つ

け方について説明する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 



3 
卒業論文執筆について/論文執筆方法につ

いて説明する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

4 
文献読解と要約の方法/テキストや文献，論

文の読解と要約方法を説明する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

5 文献抄読① 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

6 文献抄読② 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

7 文献抄読③ 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

8 文献抄読④ 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

9 文献抄読⑤ 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

10 文献抄読⑥ 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

11 
研究テーマの検討①/2-3 名ずつ，各自の研

究テーマについて発表を行う。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

12 
研究テーマの検討②/2-3 名ずつ，各自の研

究テーマについて発表を行う。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

13 
研究テーマの検討③/2-3 名ずつ，各自の研

究テーマについて発表を行う。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

14 
研究テーマの決定①/各自，研究テーマにつ

いて担当教員と話し合い，決定する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

15 
研究テーマの決定②/各自，研究テーマにつ

いて担当教員と話し合い，決定する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

16 
オリエンテーション/後期の取り組みを説

明する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

17 
研究テーマ①/2-3 名ずつ，前期で決定した

研究テーマのあらましを発表する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

18 
研究テーマ②/2-3 名ずつ，前期で決定した

研究テーマのあらましを発表する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

19 
研究テーマ③/2-3 名ずつ，前期で決定した

研究テーマのあらましを発表する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

20 
研究計画の仮立案①/教員と話し合いなが

ら，研究計画の仮立案を行う。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

21 
研究計画の仮立案②/教員と話し合いなが

ら，研究計画の仮立案を行う。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

22 プレ卒業研究の検討①/準備① 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

23 プレ卒業研究の検討②/準備② 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

24 プレ卒業研究の実験① 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

25 プレ卒業研究の実験② 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

26 
研究計画書の作成①/担当教員と話し合い

をしながら作成する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

27 
研究計画書の作成②/担当教員と話し合い

をしながら作成する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

28 
研究計画書の作成③/担当教員と話し合い

をしながら作成する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

29 
研究計画書の作成④/担当教員と話し合い

をしながら作成する。 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

30 中間報告会 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う。（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

成績評価方法と基準 割合 

①研究計画書の提出、中間報告会での発表を評価対象とする【DP①④】4/5 以上の出席が必要 

 
①100% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：仲本 

主担当教員 仲本 正美 担当教員 仲本 正美 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。＜研究テーマ＞立位姿勢制御にお

ける体性感覚の役割についての研究 Virtual Reality を用いた理学療法研究足底感覚情報の上位中枢におけ

る統合処理に関する研究 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．研究計画をたてることができる。３．予備実験で収集したデータ

を解析、解釈し、論理的解釈にもとづき説明できる。４．予備実験の結果についてプレゼンテーションとディスカッ

ションができる。 <DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員の研究活動への参加を通じて研究プロセスを経験できます。学生のアイデアに基づき実験を追加す

ることも可能ですが、その場合には主体的に進めてください。 

 

教科書 

配布資料、文献など 

 

参考書 

随時紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

平日 9:00-16:00 授業時間以外 ※必ず予約をとってください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究背景の講義① 
予習：研究倫理について調べる（1時間）復

習：講義内容をまとめる（1時間） 
 

2 研究背景の講義② 
予習：研究倫理について調べる（1時間）復

習：講義内容をまとめる（1時間） 
 

3 研究背景の講義③ 
予習：研究倫理について調べる（1時間）復

習：講義内容をまとめる（1時間） 
 

4 研究背景の講義④ 
予習：研究倫理について調べる（1時間）復

習：講義内容をまとめる（1時間） 
 

5 研究背景の講義⑤ 
予習：研究倫理について調べる（1時間）復

習：講義内容をまとめる（1時間） 
 

6 研究手法の実践① 

予習：研究手法についての文献を読む（1時

間）復習：研究手法の手順をまとめ

る（1時間） 

 

7 研究手法の実践② 

予習：研究手法についての文献を読む（1時

間）復習：研究手法の手順をまとめ

る（1時間） 

 



8 研究手法の実践③ 

予習：研究手法についての文献を読む（1時

間）復習：研究手法の手順をまとめ

る（1時間） 

 

9 研究手法の実践④ 

予習：研究手法についての文献を読む（1時

間）復習：研究手法の手順をまとめ

る（1時間） 

 

10 研究手法の実践⑤ 

予習：研究手法についての文献を読む（1時

間）復習：研究手法の手順をまとめ

る（1時間） 

 

11 研究計画① 

予習：必要文献を集める（1 時間）復習：指

導内容を研究計画に反映させる（1

時間） 

 

12 研究計画② 

予習：必要文献を集める（1 時間）復習：指

導内容を研究計画に反映させる（1

時間） 

 

13 研究計画③ 

予習：必要文献を集める（1 時間）復習：指

導内容を研究計画に反映させる（1

時間） 

 

14 研究計画④ 

予習：必要文献を集める（1 時間）復習：指

導内容を研究計画に反映させる（1

時間） 

 

15 研究計画⑤ 

予習：必要文献を集める（1 時間）復習：指

導内容を研究計画に反映させる（1

時間） 

 

16 研究計画⑥ 

予習：必要文献を集める（1 時間）復習：指

導内容を研究計画に反映させる（1

時間） 

 

17 研究計画⑦ 

予習：必要文献を集める（1 時間）復習：指

導内容を研究計画に反映させる（1

時間） 

 

18 研究計画⑧ 

予習：必要文献を集める（1 時間）復習：指

導内容を研究計画に反映させる（1

時間） 

 

19 研究計画⑨ 

予習：必要文献を集める（1 時間）復習：指

導内容を研究計画に反映させる（1

時間） 

 

20 研究計画⑩ 

予習：必要文献を集める（1 時間）復習：指

導内容を研究計画に反映させる（1

時間） 

 

21 予備実験① 

予習：研究計画に基づき、実験準備をする（1

時間）復習：予備実験データを分析

し解釈する（1時間） 

 

22 予備実験② 

予習：研究計画に基づき、実験準備をする（1

時間）復習：予備実験データを分析

し解釈する（1時間） 

 

23 予備実験③ 

予習：研究計画に基づき、実験準備をする（1

時間）復習：予備実験データを分析

し解釈する（1時間） 

 

24 予備実験④ 

予習：研究計画に基づき、実験準備をする（1

時間）復習：予備実験データを分析

し解釈する（1時間） 

 

25 予備実験⑤ 

予習：研究計画に基づき、実験準備をする（1

時間）復習：予備実験データを分析

し解釈する（1時間） 

 

26 中間発表の準備① 

予習：中間発表資料を作成する（1時間）復

習：指導内容を発表資料に反映させ

る（1時間） 

 

27 中間発表の準備② 

予習：中間発表資料を作成する（1時間）復

習：指導内容を発表資料に反映させ

る（1時間） 

 

28 中間発表の準備③ 

予習：中間発表資料を作成する（1時間）復

習：指導内容を発表資料に反映させ

る（1時間） 

 



29 中間発表の準備④ 

予習：中間発表資料を作成する（1時間）復

習：指導内容を発表資料に反映させ

る（1時間） 

 

30 中間発表の準備⑤ 

予習：中間発表資料を作成する（1時間）復

習：指導内容を発表資料に反映させ

る（1時間） 

 

成績評価方法と基準 割合 

１．研究計画過程を評価対象とする２．中間発表での発表および討議内容を評価対象とする３．単位認定

のための必要出席回数は、4/5 以上とする  <DP①④> 

 

１．50％

２．50％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：角田 

主担当教員 角田 晃啓 担当教員 角田 晃啓 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。＜DP①＞２．専門領域における資料および文献収集ができる。＜DP①④

＞３．専門領域における実験または調査などの研究方法を理解する。＜DP①④＞４．研究計画を作成し、プレゼンテ

ーションができる。＜DP④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

各自必要な図書を探すこと 

 

研究室／オフィスアワー 

在室時は随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究テーマの決定① 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

2 研究テーマの決定② 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

3 文献抄読① 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

4 文献抄読② 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

5 研究倫理① 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

6 研究倫理② 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

7 文献抄読③ 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

8 文献抄読④ 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

9 研究テーマの構造化① 
PECO について学習し、自身のテーマを構造

化する 
 

10 研究テーマの構造化② PECO について学習し、自身のテーマを構造  



化する 

11 研究テーマの構造化③ 
PECO について学習し、自身のテーマを構造

化する 
 

12 文献抄読⑤ 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

13 文献抄読⑥ 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

14 研究テーマ発表会① プレゼンテーションの準備を行う  

15 研究テーマ発表会② プレゼンテーションの準備を行う  

16 文献抄読⑦ 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

17 文献抄読⑧ 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

18 文献抄読⑨ 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

19 研究計画発表会① プレゼンテーションの準備を行う  

20 研究計画発表会② プレゼンテーションの準備を行う  

21 研究倫理③ 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

22 研究倫理④ 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

23 研究倫理⑤ 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

24 予備実験① 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

25 予備実験② 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

26 予備実験③ 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

27 研究計画の修正① 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

28 研究計画の修正② 
課題の遂行に必要な知識の充足につとめる

こと。 
 

29 研究報告会① プレゼンテーションの準備を行う  

30 研究報告会② プレゼンテーションの準備を行う  

成績評価方法と基準 割合 

１．研究計画書の提出＜DP①＞２．中間報告会での発表＜DP①④＞３．ゼミ内でのディスカッション＜

DP④＞4/5 以上の出席が必要 

 

１．40％

２．40％

３．20％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：前田 

主担当教員 前田 薫 担当教員 前田 薫 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：中根 

主担当教員 中根 征也 担当教員 中根 征也 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。理学療法の分野の中でも特に、「神経発達症児（発達障害児）への運動指導の効

果検証」「特別支援学校の教諭（先生）やそれに関連する専門職（心理士・保育士など）と協働した子どもた

ちへの運動指導の効果検証」「生態心理学的概念に基づいた運動療法」「高齢者の転倒原因の追究」「当事者（障

害者・高齢者）同士の支え合いに関する研究」「障害者の QOL に関する研究」などについて理学療法の必要性

や効果について研究を行なう。具体的には、関連分野の基本文献ならびに各自（各グループ）の研究テーマ

に即した論文を輪読し、各自またはグループ単位で卒業研究に向けた予備的研究を実施する。なお、前述し

た領域以外でも学生の提案で教員が指導可能と判断した研究でも積極的に受け入れる。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。【D①④】２．専門領域における資料および文献収集ができる。【D①④】

３．専門領域における実験または調査などの研究方法を理解する。【D①④】４．研究計画を作成し、プレゼンテーシ

ョンができる。【D①④】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

原則的にゼミを週 1 回のペースで行なっている。定められたゼミ時間以外でも事前事後学習に積極的に取り

組み、何事もしっかり楽しむこと。学生主体のゼミではあるが、各学生の状況に合わせながら、担当教員と

報告・連絡・相談をしっかり行ないながら進めて行く。 

 

教科書 

特に定めない。 

 

参考書 

松本茂 他：大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法，玉川大学出版部，2014 佐藤望 編：

アカデミック・スキルズ 大学生のための知的技法入門 第 2版，慶応義塾大学出版会，2012 山田実 編：PT・

OT のための臨床研究はじめの一歩，羊土社，2016 

 

研究室／オフィスアワー 

中根征也：4階研究室／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）平川正彦：4階研究室

／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）檜垣奨：4階研究室／木曜日 4 時限目以降

（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション／卒業研究について説

明する。 

予習：卒業研究への期待と不安を自分なり

にまとめる。（30 分）復習：授業で
 



述べた「卒業研究について」をまと

める。（30 分） 

2 
卒業論文テーマの見つけ方／テーマの見つ

け方について説明する。 

予習：取り組みたい「研究テーマ」を考える。

（30 分）復習：研究テーマを幾つか

抽出する。（30 分） 

 

3 
卒業論文執筆について／論文執筆方法につ

いて説明する。 

予習：レポートや論文の書き方について調

べる。（30 分）復習：論文の書き方

についてまとめる。（30 分） 

 

4 
文献読解と要約の方法／テキストや文献、

論文の読解と要約方法を説明する。 

予習：興味のある「文献」を入手する。（30

分）復習：入手した「文献」を要約

する。（30 分） 

 

5 文献抄読① 

予習：提示された論文を読み，「要約」する。

（30 分）復習：授業内でディスカッ

ションした内容をまとめる．（30 分） 

 

6 文献抄読② 

予習：提示された論文を読み，「要約」する。

（30 分）復習：授業内でディスカッ

ションした内容をまとめる．（30 分） 

 

7 文献抄読③ 

予習：提示された論文を読み，「要約」する。

（30 分）復習：授業内でディスカッ

ションした内容をまとめる．（30 分） 

 

8 文献抄読④ 

予習：提示された論文を読み，「要約」する。

（30 分）復習：授業内でディスカッ

ションした内容をまとめる．（30 分） 

 

9 文献抄読⑤ 

予習：提示された論文を読み，「要約」する。

（30 分）復習：授業内でディスカッ

ションした内容をまとめる．（30 分） 

 

10 文献抄読⑥ 

予習：提示された論文を読み，「要約」する。

（30 分）復習：授業内でディスカッ

ションした内容をまとめる．（30 分） 

 

11 
研究テーマの検討①／2-3 名ずつ、各自の研

究テーマについて発表を行う。 

予習：研究テーマについての発表準備。（30

分）復習：授業内でディスカッショ

ンした内容をまとめる．（30 分） 

 

12 
研究テーマの検討②／2-3 名ずつ、各自の研

究テーマについて発表を行う。 

予習：研究テーマについての発表準備。（30

分）復習：授業内でディスカッショ

ンした内容をまとめる．（30 分） 

 

13 
研究テーマの検討③／2-3 名ずつ、各自の研

究テーマについて発表を行う。 

予習：研究テーマについての発表準備。（30

分）復習：授業内でディスカッショ

ンした内容をまとめる．（30 分） 

 

14 
研究テーマの決定①／各自、研究テーマに

ついて担当教員と話し合い、決定する。 

予習：研究テーマについての発表準備。（30

分）復習：授業内でディスカッショ

ンした内容をまとめる．（30 分） 

 

15 
研究テーマの決定②／各自、研究テーマに

ついて担当教員と話し合い、決定する。 

予習：研究テーマについての発表準備。（30

分）復習：授業内でディスカッショ

ンした内容をまとめる．（30 分） 

 

16 
オリエンテーション／後期の取り組みを説

明する。 

予習：これまでの授業内容をまとめる。（30

分）復習：これからの研究活動計画

をたてる。（30 分） 

 

17 
研究テーマ発表①／2-3 名ずつ、前期で決定

した研究テーマのあらましを発表する。 

予習：発表準備（30 分）復習：授業内でデ

ィスカッションした内容をまとめ

る．（30 分） 

 

18 
研究テーマ発表②／2-3 名ずつ、前期で決定

した研究テーマのあらましを発表する。 

予習：発表準備（30 分）復習：授業内でデ

ィスカッションした内容をまとめ

る．（30 分） 

 

19 
研究テーマ発表③／2-3 名ずつ、前期で決定

した研究テーマのあらましを発表する。 

予習：発表準備（30 分）復習：授業内でデ

ィスカッションした内容をまとめ

る．（30 分） 

 

20 
研究計画の仮立案①／教員と話し合いをし

ながら、研究計画の仮立案を行う。 

予習：研究計画書について調べる。（30 分）

復習：授業内容をまとめる。（30 分） 
 

21 
研究計画の仮立案②／教員と話し合いをし

ながら、研究計画の仮立案を行う。 

予習：研究計画書について調べる。（30 分）

復習：授業内容をまとめる。（30 分） 
 

22 プレ卒業研究の検討①／準備① 
予習：プレ実験の準備（30 分）復習：授業

内容をまとめる。（30 分） 
 



23 プレ卒業研究の検討②／準備② 
予習：プレ実験の準備（30 分）復習：授業

内容をまとめる。（30 分） 
 

24 プレ卒業研究の実験① 
予習：プレ実験の準備（30 分）復習：実験

結果をまとめる。（30 分） 
 

25 プレ卒業研究の実験② 
予習：プレ実験の準備（30 分）復習：実験

結果をまとめる。（30 分） 
 

26 
研究計画書の作成①／担当教員と話し合い

をしながら作成する。 

予習：研究計画書の作成（30 分）復習：授

業内容をまとめ，研究計画書を修正

する。（30 分） 

 

27 
研究計画書の作成②／担当教員と話し合い

をしながら作成する。 

予習：研究計画書の作成（30 分）復習：授

業内容をまとめ，研究計画書を修正

する。（30 分） 

 

28 
研究計画書の作成③／担当教員と話し合い

をしながら詳細計画を作成する。 

予習：研究計画書の作成（30 分）復習：授

業内容をまとめ，研究計画書を修正

する。（30 分） 

 

29 
研究計画書の作成④／担当教員と話し合い

をしながら詳細計画を作成する。 

予習：研究計画書の作成（30 分）復習：授

業内容をまとめ，研究計画書を修正

する。（30 分） 

 

30 発表会 

予習：発表資料の準備（30 分）復習：授業

内でディスカッションした内容を

まとめる．（30 分） 

 

成績評価方法と基準 割合 

①研究計画書の提出【D①④】②中間報告会での発表【D①④】【出席】4/5 以上の出席が必要＊採点を

開示する。 

 

① 計 画

書 ：

50 ％ ②

報 告

会：50% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：澤田 

主担当教員 澤田 優子 担当教員 澤田 優子 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。研究テーマは、小児の理学療法および地域で実施する健康増進などとする。研

究手法として、調査研究を実施する。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．専門領域における資料および文献収集ができる。３．専門領域に

おける実験または調査などの研究方法を理解する。４．研究計画を作成し、プレゼンテーションができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。 

 

教科書 

配布資料、文献など 

 

参考書 

随時紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日１限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究テーマの決定（１） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

2 研究テーマの決定（２） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

3 研究テーマの決定（３） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

4 研究テーマの決定（４） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

5 研究テーマの決定（５） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

6 関心領域の文献検討（１） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

7 関心領域の文献検討（２） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

8 関心領域の文献検討（３） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

9 関心領域の文献検討（４） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

10 関心領域の文献検討（５） ＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに 澤田 



関する事前、事後の自己学習を行う 

11 研究計画作成（１） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

12 研究計画作成（２） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

13 研究計画作成（３） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

14 研究計画作成（４） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

15 研究計画作成（５） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

16 倫理審査申請（１） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

17 倫理審査申請（２） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

18 倫理審査申請（３） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

19 倫理審査申請（４） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

20 倫理審査申請（５） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

21 予備調査（１） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

22 予備調査（２） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

23 予備調査（３） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

24 予備調査（４） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

25 予備調査（５） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

26 中間報告会準備（１） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

27 中間報告会準備（２） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

28 中間報告会準備（３） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

29 中間報告会準備（４） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

30 中間報告会準備（５） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞実施テーマに

関する事前、事後の自己学習を行う 
澤田 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間報告会での発表を評価対象とする 4/5 以上の出席が必要 

 

課 題 へ

の 取 り

組 み 姿

勢 50％

研 究 計

画 書 の

提 出 、

中 間 報

告 会 で

の 発 表

50％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：工藤 

主担当教員 工藤 慎太郎 担当教員 工藤 慎太郎 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。運動器系理学療法・スポーツ理学療法の臨床研究，基礎研究を行います．三次

元動作解析，超音波エコーを用いた運動解析を行います．運動器理学療法やスポーツ理学療法に興味のある

学生が履修することを望みます． 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．専門領域における資料および文献収集ができる。３．専門領域に

おける実験または調査などの研究方法を理解する。４．研究計画を作成し、プレゼンテーションができる。 <DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。  特に運動器・スポーツ理学療法に関わるテーマの臨床

研究・基礎研究に関わります． 

 

教科書 

特に指定はありません．ゼミ活動の進捗に応じて適宜必要な資料は指導教員から提示します． 

 

参考書 

特に指定はありません．ゼミ活動の進捗に応じて適宜必要な資料は指導教員から提示します． 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 4 ｰ 5 限 東棟 4F17 研究室（要事前アポイントメント） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究テーマ決定のための文献抄読と講義 研究テーマに関する文献検索  

2 研究テーマ決定のための文献抄読と講義   

3 研究テーマ決定のための文献抄読と講義   

4 研究テーマ決定のための文献抄読と講義   

5 研究テーマ決定のための文献抄読と講義   

6 研究テーマ決定のための文献抄読と講義   

7 研究テーマ決定のための文献抄読と講義   

8 研究テーマ決定のための文献抄読と講義   

9 研究テーマ決定のための文献抄読と講義   



10 研究テーマ決定のための文献抄読と講義   

11 実験仮説と方法の立案   

12 実験仮説と方法の立案   

13 実験仮説と方法の立案   

14 プレ実験   

15 プレ実験   

16 実験計画書作成   

17 実験計画書作成   

18 実験計画書作成   

19 実験計画書作成   

20 実験開始   

21 実験開始   

22 実験開始   

23 実験開始   

24 実験開始   

25 実験開始   

26 実験開始   

27 実験開始   

28 実験開始   

29 実験開始   

30 実験結果のまとめ   

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間報告会での発表を評価対象とする 4/5 以上の出席を必要とする。  <DP①④> 

 

中 間 報

告 会 １

００％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：木内 

主担当教員 木内 隆裕 担当教員 木内 隆裕 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。ヒトを対象とした実験研究（主に神経生理学研究、あるいは心理生理学研究）

の初歩について学び、シンプルな実験を計画することを目標とする。その目標達成のため、各自の進捗状況

に合わせて適宜、課題を課す（英語論文の部分抄読を含む）。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．専門領域における資料および文献収集ができる。３．専門領域に

おける実験または調査などの研究方法を理解する。４．研究計画を作成し、プレゼンテーションができる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・指導教員への報告・連絡・相談を怠らないこと。・実験補助には積極的に参加し、互いに助け合うこと。・プ

レゼンテーションを行う場合は、自分で事前に資料を準備すること。・実験機器は丁寧かつ慎重に扱うこと。 

 

教科書 

1)  市橋則明(編).  運動療法学. 障害別アプローチの理論と実際. 第 2版, 文光堂, 2014. 

 

参考書 

1)  水野昇, 野村嶬, 三谷章(監訳).  臨床神経科学とリハビリテーション. 西村書店, 2020.2)  木塚朝

博, 木竜徹, 増田正, 他 (著).  表面筋電図. 第 1版, 東京電機大学出版局, 2006.3)  神田善伸(著). フ

リー統計ソフト EZR(Easy R)で誰でも簡単統計解析. 第 1版, 南江堂, 2014.4)  対馬栄輝, 木村雅彦(編).  

リハビリテーション統計学. 第 1版, 中山書店, 2015. (15 レクチャーシリーズ). 

 

研究室／オフィスアワー 

随時（ただし、授業及び会議の時間以外） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究入門 
限られた範囲内でどのような研究ができる

かを考える。 
 

2 卒業研究入門 
限られた範囲内でどのような研究ができる

かを考える。 
 

3 卒業研究入門 
限られた範囲内でどのような研究ができる

かを考える。 
 

4 卒業研究入門 
限られた範囲内でどのような研究ができる

かを考える。 
 

5 卒業研究入門 
限られた範囲内でどのような研究ができる

かを考える。 
 

6 論文検索及び抄読 
"医学中央雑誌"、"Medical Online"、"J-

stage"、"医書.jp"による文献検索
 



を独習する。 

7 論文検索及び抄読 

"医学中央雑誌"、"Medical Online"、"J-

stage"、"医書.jp"による文献検索

を独習する。 

 

8 論文検索及び抄読 

"医学中央雑誌"、"Medical Online"、"J-

stage"、"医書.jp"による文献検索

を独習する。。 

 

9 論文検索及び抄読 

"医学中央雑誌"、"Medical Online"、"J-

stage"、"医書.jp"による文献検索

を独習する。 

 

10 論文検索及び抄読 

"医学中央雑誌"、"Medical Online"、"J-

stage"、"医書.jp"による文献検索

を独習する。 

 

11 実験の体験、及び、具体的研究内容の考案 
限られた範囲内でどのような研究ができる

かを考える。 
 

12 実験の体験、及び、具体的研究内容の考案 
限られた範囲内でどのような研究ができる

かを考える。 
 

13 実験の体験、及び、具体的研究内容の考案 
限られた範囲内でどのような研究ができる

かを考える。 
 

14 実験の体験、及び、具体的研究内容の考案 
限られた範囲内でどのような研究ができる

かを考える。 
 

15 実験の体験、及び、具体的研究内容の考案 
限られた範囲内でどのような研究ができる

かを考える。 
 

16 予備実験の実施 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

17 予備実験の実施 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

18 予備実験の実施 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

19 予備実験の実施 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

20 予備実験の実施 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

21 予備実験の実施、及び、研究計画の立案 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

22 予備実験の実施、及び、研究計画の立案 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

23 予備実験の実施、及び、研究計画の立案 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

24 予備実験の実施、及び、研究計画の立案 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

25 予備実験の実施、及び、研究計画の立案 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

26 研究計画の説明用スライド作成 積極的に添削を受けに来る。  

27 研究計画の説明用スライド作成 積極的に添削を受けに来る。  

28 研究計画の説明用スライド作成 積極的に添削を受けに来る。  

29 研究計画の説明用スライド作成 積極的に添削を受けに来る。  

30 研究計画の説明用スライド作成 積極的に添削を受けに来る。  

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間報告会での発表を評価対象とする。4/5 以上の出席を必要とする。<DP①④> 

 

研 究 計

画 書 中

間 報 告

会 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：森谷 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。動物実験により口腔顔面領域の感覚情報伝達、運動制御に関わる神経機構の解

明を目指す。動物実験の実施に関わる倫理規程等を習得すると共に、基本的な実験手技、データの記録と取

りまとめ、実験結果の整理について学ぶ。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる（DP①④）。２．専門領域における資料および文献収集ができる（DP①④）。

３．専門領域における実験または調査などの研究方法を理解する（DP①④）。４．研究計画を作成し、プレゼンテー

ションができる（DP①④）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。  動物実験に関わる教育訓練を受講すること。 

 

教科書 

教科書として指定する書物はないが、必要に応じて資料等を配布する。 

 

参考書 

必要に応じて資料等を配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階（研究室 11） 月曜日午後 5時～午後 7時、各日昼休みの時間帯は原則研究室に在室しています。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 

予習：予め準備しておいた資料等を読んで

下さい（1時間）。復習：講義内容と

収集資料等を参考に実験計画つい

て考察して下さい（1時間）。 

 

2 
専門領域における資料および文献収集（神

経解剖学の基礎） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

3 
専門領域における資料および文献収集（口

腔顔面領域の解剖学） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

4 
専門領域における資料および文献収集（咀

嚼運動の基礎知識） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

 



験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

5 
専門領域における資料および文献収集（嚥

下の基礎知識） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

6 
動物実験に関わる研究倫理と実験動物の特

性についての学習（関連法規の基礎知識） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

7 
動物実験に関わる研究倫理と実験動物の特

性についての学習（研究倫理の基礎知識） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

8 
動物実験に関わる研究倫理と実験動物の特

性についての学習（実験動物の種類と特性） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

9 実験動物の取り扱い（飼養方法の概要） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

10 
実験動物の取り扱い（麻酔方法の種類と特

徴） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

11 
実験動物の取り扱い（人畜共通感染症と対

策） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

12 
研究テーマと方法の検討（文献検索による

これまでの研究成果の蓄積） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

13 
研究テーマと方法の検討（未知の事象の整

理） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

14 
研究テーマと方法の検討（研究計画書の作

成） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

15 動物実験①（データ収集） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

16 動物実験②（データ収集） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 



17 動物実験③（データ収集） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

18 動物実験④（データ収集） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

19 動物実験⑤（データ収集） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

20 動物実験⑥（データ収集） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

21 動物実験⑦（データ収集） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

22 動物実験⑧（データ収集） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

23 動物実験⑨（データ収集） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

24 動物実験⑩（データ収集） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

25 動物実験データの取りまとめ（結果の整理） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

26 
動物実験データの取りまとめ（結果の統計

処理） 

予習：前回の講義内容を再確認し、必要な資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

27 中間報告会の準備（得られた結果の検証） 

予習：中間報告会に向けて、データ検証と資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

28 中間報告会の準備（データ整理） 

予習：中間報告会に向けて、データ検証と資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

 

29 中間報告会の準備（結果の考察） 

予習：中間報告会に向けて、データ検証と資

料収集をして下さい（1時間）。復習：

講義内容と収集資料等を参考に実

 



験計画ついて考察して下さい（1 時

間）。 

30 
中間報告会の準備（プレゼンテーションの

準備） 

予習：中間報告会に向けて、プレゼンテーシ

ョンの準備をして下さい（2時間）。 
 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間報告会等での発表を評価対象とする 4/5 以上の出席が必要動物実験を行う場

合は、動物実験に関わる教育訓練を受講すること①研究計画書の内容（DP①④）②中間報告会等での

発表（DP①④）その他詳細は初回講義時に説明します。 

 

①50 ％

②50％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：堀 

主担当教員 堀 竜次 担当教員 堀 竜次 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。呼吸理学療法トピックスを知るため、呼吸理学療法講習会等へ参加する。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。<DP①>２．専門領域における資料および文献収集ができる。<DP①④>

３．専門領域における実験または調査などの研究方法を理解する。<DP①④>４．研究計画を作成し、プレゼンテーシ

ョンができる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員と話し合って研究活動を進めるが、学生自身が主体的に取り込むこと。 

 

教科書 

教科書を使用しない資料は随時配布する 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

金曜日３・４限（研究室）、それ以外は個別に相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究課題の決定と情報収集 文献を検索、整理しておく 堀 

2 研究課題の決定と情報収集 文献を検索、整理しておく 堀 

3 研究課題の決定と情報収集 文献を検索、整理しておく 堀 

4 研究課題の決定と情報収集 文献を検索、整理しておく 堀 

5 研究課題の決定と情報収集 文献を検索、整理しておく 堀 

6 研究課題の決定と情報収集 文献を検索、整理しておく 堀 

7 研究課題の決定と情報収集 文献を検索、整理しておく 堀 

8 研究課題の決定と情報収集 文献を検索、整理しておく 堀 

9 研究計画およびスケジュール立案 配布資料を読んでおく 堀 

10 研究計画およびスケジュール立案 配布資料を読んでおく 堀 

11 研究計画およびスケジュール立案 配布資料を読んでおく 堀 



12 研究計画およびスケジュール立案 配布資料を読んでおく 堀 

13 研究計画およびスケジュール立案 配布資料を読んでおく 堀 

14 研究計画およびスケジュール立案 配布資料を読んでおく 堀 

15 パイロット・スタディの実施 測定機器等の準備を行う 堀 

16 パイロット・スタディの実施 測定機器等の準備を行う 堀 

17 パイロット・スタディの実施 測定機器等の準備を行う 堀 

18 パイロット・スタディの実施 測定機器等の準備を行う 堀 

19 パイロット・スタディの実施 測定機器等の準備を行う 堀 

20 パイロット・スタディの実施 測定機器等の準備を行う 堀 

21 パイロット・スタディの実施 測定機器等の準備を行う 堀 

22 パイロット・スタディの実施 測定機器等の準備を行う 堀 

23 研究計画書作成とプレゼンテーション プレゼンテーション事前準備を行う 堀 

24 研究計画書作成とプレゼンテーション プレゼンテーション事前準備を行う 堀 

25 研究計画書作成とプレゼンテーション プレゼンテーション事前準備を行う 堀 

26 研究計画書作成とプレゼンテーション プレゼンテーション事前準備を行う 堀 

27 研究計画書作成とプレゼンテーション プレゼンテーション事前準備を行う 堀 

28 研究計画書作成とプレゼンテーション プレゼンテーション事前準備を行う 堀 

29 研究計画書作成とプレゼンテーション プレゼンテーション事前準備を行う 堀 

30 中間報告会発表 発表後、意見をもとに計画書を修正する 堀 

成績評価方法と基準 割合 

１．提出された研究計画書の内容を評価対象とする２．中間報告会での発表および討議内容を評価対象

とする３．単位認定のための必要出席回数は、4/5 以上とする <DP①④> 

 

1.50%2.

50% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：河村 

主担当教員 河村 廣幸 担当教員 河村 廣幸 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。基本的な研究方法やごく基本的な統計学など、スムーズな研究進行のための基

礎知識を得ると共に、パイロットスタディが考えられるようにする。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．専門領域における資料および文献収集ができる。３．専門領域に

おける実験または調査などの研究方法を理解する。４．研究計画を作成し、プレゼンテーションができる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。 

 

教科書 

随時資料は提供する 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

相談の上、決定する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 本卒業研究の概要説明 

予習：卒業研究を開始するにあたり、疑問や

構想などをまとめておく（２時間）

課題：卒業研究計画を立てる（２時

間） 

 

2 医学研究のあり方 

予習：医学研究とは何か、ネット上でよいの

で詳しく調べておく（２時間）課題：

講義についてまとめるとともに、関

連情報を集める（２時間） 

 

3 理学療法研究について 

予習：理学療法士の行っている研究につい

て、学会抄録から概要を検索してお

く（２時間）課題：自分が行う研究

方法について関連文献を収集する

（２時間） 

 

4 理学療法研究について 

予習：理学療法研究について、学会抄録から

研究方法を学習しておく（２時間）

課題：自分が行う研究の対象および

方法を作成していく（２時間） 

 

5 理学療法研究について③ 

予習：研究活動における被験者の権利につ

いて学習しておく（２時間）課題：

被験者への実験承諾書、実験内容の

 



書類作成（２時間） 

6 情報処理と研究法① 

予習：１年時に学習した情報処理について

再学習しておく（２時間）課題：講

義についてまとめる（２時間） 

 

7 情報処理と研究法② 

予習：自身の PC についての辞書登録につい

て調べておく（２時間）課題：必要

な用語や医学辞書を PC に登録する

（２時間） 

 

8 情報処理と研究法③ 

予習：自身の PC 上で、IME・ワープロ・表計

算ソフトの基本的な使い方を予習

しておく（２時間）課題：研究に必

要なデータベースの素案を作成す

る（２時間） 

 

9 情報処理と研究法④ 

予習：データベースの概念について調べて

おく（２時間）課題：研究に必要な

データベースを作成する（２時間） 

 

10 情報処理と研究法⑤ 

予習：データベースにしたい情報について

収集しておく（２時間）課題；デー

タベースにひつよな情報を入力し

ておく（２時間） 

 

11 卒業研究例の掲示①他校の事例から 

予習：ネット上でよいので、分野を問わず、

大学の卒業研究論文について、少な

くとも５つ以上は読んでおくこと

（２時間）課題：研究方法について

具体的にまとめる（２時間） 

 

12 卒業研究例の掲示②本校の事例から 

予習：図書館に有る当校の卒業研究を一読

しておく（２時間）課題：実験の流

れ図を作成する（２時間） 

 

13 パイロットスタディ 

予習：データ収集準備・機材および人材を準

備しておく（２時間）課題：実験結

果をまとめる（２時間） 

 

14 パイロットスタディ 

予習：データ収集準備・機材および人材を準

備しておく（２時間）課題：実験結

果をまとめる（２時間） 

 

15 中間発表会 

予習：発表会の準備、プレゼンソフトにて発

表資料を作成しておく（２時間）課

題：発表会の質問および反省点をま

とめる（２時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間報告会での発表を評価対象とする＜DP１・４＞4/5 以上の出席が必要 

 
1 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：金尾 

主担当教員 金尾 顕郎 担当教員 金尾 顕郎 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (理学)：三木屋 

主担当教員 三木屋 良輔 担当教員 三木屋 良輔 

科目ナンバリング SS20BPTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。本ゼミのメインテーマは、高齢者の骨格筋増強、運動耐容能向上、QOL 向上であ

る。具体的には高齢者に見られる筋減少症（サルコペニア）を改善するための科学的基礎データの蓄積を目

指す。また地域高齢者の介護予防について、高齢者の行動変容を生み出すシステム作りも目指す。よって本

ゼミでは、高齢者の骨格筋増強のメカニズムを中心とした学習を中心に展開する。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。<DP①④>２．専門領域における資料および文献収集ができる。<DP①④>

３．専門領域における実験または調査などの研究方法を理解する。<DP①④>４．研究計画を作成し、プレゼンテーシ

ョンができる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．グループ討議には積極的に参加すること。２．指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。３．自

身が知りたいことを具現化する努力をすること。 

 

教科書 

無し 

 

参考書 

市橋則明 著：運動療法学．文光堂鈴木隆雄 監修：完全版介護予防マニュアル．法研 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日午後、金曜日以外の時間に予めアポイントを取ってください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ゼミオリエンテーション 

予習：シラバス・年間行動予定の確認（１時

間）復習：年間行動予定の立案（１

時間） 

三木屋 

2 研究概論 

予習：研究課題を考えておく（１時間）復習：

研究課題のデザインを確認（１時

間） 

三木屋 

3 体操実技演習 
予習：予防体操を予習する（１時間）復習：

体操の確認（１時間） 
三木屋 

4 地域介護予防活動１ 
予習：予防体操の準備（１時間）復習：予防

体操の振り返り（１時間） 
三木屋 

5 筋力測定実技演習 

予習：MMT について予習しておく（１時間）

復習：検査の注意事項振り返り（１

時間） 

三木屋 



6 可動域測定実技演習 
予習：ROM-T を予習しておく（１時間）復習：

検査の注意事項振り返り（１時間） 
三木屋 

7 文献抄読会 1 

予習：高齢者認知症に関する課題文献を予

習しておく（１時間）復習：高齢者

認知症に関する課題文献を読み直

す（１時間） 

三木屋 

8 文献抄読会 2 

予習：要介護に関する課題文献を予習して

おく（１時間）復習：要介護に関す

る課題文献を読み直す（１時間） 

三木屋 

9 文献抄読会 3 

予習：熱中症に関する課題文献を予習して

おく（１時間）復習：熱中症に関す

る課題文献を読み直す（１時間） 

三木屋 

10 文献抄読会４ 

予習：関節トルクについて予習しておく（１

時間）復習：筋力測定器の使用方法

振り返り（１時間） 

三木屋 

11 文献抄読会５ 

予習：高齢者運動習慣と抑うつに関する課

題文献を予習しておく（１時間）復

習：高齢者運動習慣と抑うつに関す

る課題文献を読み直す（１時間） 

三木屋 

12 文献抄読会６ 

予習：高齢者筋力トレーニングに関する文

献を予習しておく（１時間）復習：

高齢者筋力トレーニングに関する

文献を読み直す（１時間） 

三木屋 

13 文献抄読会７ 

予習：高齢者骨折術後の栄養摂取に関する

文献を予習しておく（１時間）復習：

高齢者骨折術後の栄養摂取に関す

る文献を読み直す（１時間） 

三木屋 

14 症例検討会 

予習：臨床データに妥当性ついて予習して

おく（１時間）復習：臨床データの

信頼性について復習する（１時間） 

三木屋 

15 4 年生発表会 

予習：発表会に参加し質問を考える（１時

間）復習：発表内容の振り返り（１

時間） 

三木屋 

16 研究デザインの具体化 

予習：研究デザインのテーマを予め絞って

おく（１時間）復習：研究デザイン

作成を修正する（１時間） 

三木屋 

17 研究デザインの想起 

予習：研究デザインのテーマを複数想起す

る（１時間）復習：研究デザインテ

ーマの振り返り（１時間） 

三木屋 

18 実習の準備 

予習：臨床に役立つ文献を整理しておく（１

時間）復習：臨床に役立つ文献を読

み直す（1時間） 

三木屋 

19 臨床での評価実技演習 

予習：臨床で必要な評価項目を想起してお

く（１時間）復習：臨床での評価実

技のポイントを整理する（１時間） 

三木屋 

20 研究背景について 

予習：研究背景について予習しておく（１時

間）復習：研究背景について確認す

る（１時間） 

三木屋 

21 研究デザインにおける対象・方法について 

予習：研究の対象確保・実現性について予習

しておく（１時間）復習：実現性に

ついて確認する（１時間） 

三木屋 

22 地域介護予防活動２ 
予習：予防体操の準備（１時間）復習：予防

体操の振り返り（１時間） 
三木屋 

23 研究アウトカムについて 

予習：研究方法のアウトカムについて予習

しておく（１時間）復習：アウトカ

ムについて確認する（１時間） 

三木屋 

24 アウトカムの妥当性、信頼性について 

予習：アウトカムの妥当性、信頼性について

予習しておく（１時間）復習：アウ

トカムについて確認する（１時間） 

三木屋 

25 地域介護予防活動３ 
予習：予防体操の準備（１時間）復習：予防

体操の振り返り（１時間） 
三木屋 

26 研究計画作成 1 
予習：実施予定の研究計画を立てる。（１時

間）復習：実施予定の研究計画を確
三木屋 



認する。（１時間） 

27 研究計画作成 2 

予習：実施予定の研究計画を立てる。（１時

間）復習：実施予定の研究計画を確

認する。（１時間） 

三木屋 

28 研究計画作成 3 

予習：実施予定の研究計画を立てる。（１時

間）復習：実施予定の研究計画を確

認する。（１時間） 

三木屋 

29 倫理委員会申請書類の作成 

予習：倫理委員会申請書類の準備をする（１

時間）復習：倫理委員会申請書類の

確認（１時間） 

三木屋 

30 中間発表会 
予習：中間発表会の準備をする（１時間）復

習：中間発表会の反省（１時間） 
三木屋 

成績評価方法と基準 割合 

１、研究計画、２、中間報告会を評価対象とする<DP①④＞4/5 以上の出席が必要 １，２共にルーブリッ

ク評価を行います。 

 

１、研究

計 画 ２

０ ％ 、

２、中間

報 告 会

８０％ 



授業科目名 検査測定実習 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 

中根 征也／河村 廣幸／森谷 

正之／青木 元邦／三木屋 良輔

／前田 薫／角田 晃啓／澤田 

優子／仲本 正美／工藤 慎太郎

／堀 竜次／松尾 安希子／杉本 

圭／松尾 浩希／平川 正彦／檜

垣 奨／林 真太郎／堤 真大／

国宗 翔／木内 隆裕／澤田 悦

子 

科目ナンバリング SS20BPTB044 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

これまでに履修した教養科目群・学部共通科目群および学科専門基礎科目で修得した内容をもとに、対象者

への検査・測定を経験し、臨床評価実習へむけた技術を向上させることを目的に行われる１週間の実習であ

る。また、専門職、社会人としてのマナーやルールに基づいて行動し、リハビリテーションチームの構成に

ついて学び、理学療法士の役割を把握することも目的とする。 

 

学修目標 

2年次に行う検査測定実習では「理学療法士の臨床業務の概要を把握し、対象者への検査・測定の技術を向上させる」

ことを目標とする。①実習施設におけるリハビリテーションチームの構成および理学療法部門の位置づけを把握でき

る。【DP①③④】②実習指導者が対象者に対して実践した理学療法内容を認識できる。【DP①③④】③問診・医療面接

をもとに、必要な検査・測定を想起できる。【DP①③④】④実習指導者の指導のもと、安全に配慮した検査・測定を

経験する。【DP①③④】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．医療人であるという自覚をもって実習態度には十分に注意する。２．臨床実習のため，原則欠席は認め

ない。３．「学外実習の手引き」を熟読し、理解しておくこと。４．実習前後にオリエンテーションやホーム

ルームを行うが、単位取得にはそのオリエンテーションやホームルームに出席することが必要である。 

 

教科書 

適宜、実習に必要なことを各自で調べること。 

 

参考書 

適宜、実習に必要なことを各自で調べること。 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習施設担当教員のオフィスアワーに準ずる。 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

病院・施設における理学療法部門の位置づ

けおよび現場における理学療法士の業務全

般・他職種との役割分担やチーム活動を学

ぶ。 

日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

2 

患者・患児と直接かかわり、医療人としての

医療倫理に基づく基本的マナーを身につけ

る。 

日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

3 患者情報の収集。 
日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

4 問診・医療面接の経験。 
日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

5 検査・測定項目の想起。 
日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

6 検査・測定の経験。 
日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

7 
実習開始時と現在までの変化を自覚し、弱

点の克服に努める。 

前日までの学習内容をまとめ、デイリーノ

ートに記載する。実習後レポートを

提出する。 

 

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．実習評価【DP①③④】2．実習記録と終了後のグループワーク・プレゼンテーション【DP①③④】の総合 1 ．



評価にて 60 点以上の評価に値する内容で単位認定する。 

 

70%2 ．

30% 



授業科目名 臨床評価実習 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 

中根 征也／河村 廣幸／三木屋 

良輔／前田 薫／角田 晃啓／澤

田 優子／仲本 正美／工藤 慎

太郎／堀 竜次／杉本 圭／松尾 

浩希／平川 正彦／檜垣 奨／林 

真太郎／国宗 翔／木内 隆裕 

科目ナンバリング SS20BPTC045 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

2 年次までに学修した知識と技術をもとに、対象者への検査・測定の実施を通じて、理学療法評価の実践能力

を向上させることを目的に行われる 4週間の実習である。 

 

学修目標 

問診と検査・測定の実戦を通じて、対象者の生活機能を理解することを目標とする。これを実現するための行動目標

を以下のとおりとする。①対象者への問診を通じて、対象者の主訴やHopeを理解できる。【DP①③④】②疾病の症候

学を理解し、必要な検査・測定項目を想起できる。【DP①③④】③実習指導者の指導のもと、安全に配慮した検査・

測定を経験する。【DP①③④】④問診内容ならびに、検査・測定結果について考察する。【DP①③④】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．医療人であるという自覚をもって実習態度には十分に注意する。２．履修要件として、臨床見学実習、検

査測定実習、基礎理学療法学Ⅰ、基礎理学療法学実習の単位を取得しておくこと。３．臨床実習のため、原則

欠席は認めない。４．「学外実習の手引き」を熟読し、理解しておくこと。５．実習前後にオリエンテーショ

ンやホームルームを行うが、単位取得にはそのオリエンテーションやホームルームに出席することが必要で

ある。 

 

教科書 

適宜、実習に必要なことを各自で調べること。 

 

参考書 

適宜、実習に必要なことを各自で調べること。 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習施設担当教員のオフィスアワーに準ずる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

病院・施設における理学療法部門の位置づ

けおよび現場における理学療法士の業務全

般・他職種との役割分担やチーム活動を学

ぶ。 

日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 



2 

患者・患児と直接かかわり、医療人としての

医療倫理に基づく基本的マナーを身につけ

る。 

日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

3 患者情報の収集の経験。 
日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

4 患者の接遇の実際を経験。 
日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

5 検査・測定・理学療法評価の経験。 

検査・測定の記録を簡潔に評価レポートに

まとめる。可能であればレジュメを

作成し、口頭報告できることが望ま

しい。 

 

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．実習前評価：事前準備（個人票，実習前レポート作成など）【DP①③④】2．実習中評価：ポートフォリオ

作成など【DP①③④】3．実習後評価：実習報告会【DP①③④】の総合評価にて 60 点以上の評価に値す

る内容で単位認定する。 

 

1 ．

10%2 ．

70%3 ．

20% 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理学療法学科 

（2018 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 臨床理学療法治療学演習 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 

中根 征也／三木屋 良輔／堀 

竜次／杉本 圭／松尾 浩希／平

川 正彦／檜垣 奨／林 真太郎

／国宗 翔 

科目ナンバリング SS324a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 2

限)、後期(水曜

2 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学生同士の小グループ（模擬患者役、理学療法士役、実施内容確認役）に分かれ、講義内容に記載された項目

を通じて、臨床上必要な知識・技術・態度について学修・修得し、各自に対して試験（客観的臨床能力試験：

OSCE）を実施する。 

 

学修目標 

①臨床上必要な最低限の知識・技術・態度について理解し、修得する。【D①】②理解し、習得した知識・技術・態度

を臨床で活用することができる。【D①】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）必要出席回数は、授業回数の 4/5 以上とし、その基準を満たした者について OSCE を実施する。2）授業が

実技形式の場合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して参加すること。3）授業期間中や試

験前に実技練習を行うが、単位取得にはその練習会に出席することが必要である。4）必要に応じて、適宜「補

講」を開催する。＊質問があれば、直接研究室にお越しください。また、MORIPA クラスプロファイル「Q & A」

からの質問でも構いません。 

 

教科書 

才藤栄一 監修：PT・OT のための臨床技能と OSCE 機能障害・能力低下への介入編，金原出版株式会社，2017 

 

参考書 

才藤栄一 監修：PT・OT のための臨床技能と OSCE コミュニケーションと介助・検査測定編 第 2 版，金原出

版株式会社，2019 

 

研究室／オフィスアワー 

中根 征也：4 階研究室／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）三木屋良輔：4階研

究室／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）堀 竜次：4階研究室／金曜日 3・4限

目（時間は事前に相談することが望ましい）杉本 圭：4階研究室／木曜日 4・5時限目（時間は事前に相談

することが望ましい）国宗 翔：4階研究室／金曜日 3・4時限目（時間は事前に相談することが望ましい）

松尾 浩希：4 階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）林 真太郎：4階研

究室／ 金曜日 5 時限目（時間は事前に相談することが望ましい）  平川 正彦：4階研究室／金曜日 4 時

限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）檜垣 奨：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事



前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 関節可動域運動 

予習復習：「PT・OT のための臨床技能と OSCE 

機能障害・能力低下への介助編」（以

下、テキストとする）の pp.28-39 を

読み、授業後、各自にて練習をし、

技術向上に努める。（1時間） 

中根 

2 筋力増強運動 

予習復習：テキストの pp.40-50 を読み，授

業後，各自にて練習をし，技術向上

に努める。（1時間） 

杉本 

3 部分荷重練習 

予習復習：テキストの pp.71-79 を読み，授

業後，各自にて練習をし，技術向上

に努める。（1時間） 

松尾 

4 呼吸練習・排痰手技 

予習復習：テキストの pp.94-118 を読み，

授業後，各自にて練習をし，技術向

上に努める。（1時間） 

堀 

5 ポジショニング 

予習復習：テキストの pp.150-157 を読み，

授業後，各自にて練習をし，技術向

上に努める。（1時間） 

平川 

6 車椅子駆動 

予習復習：テキストの pp.234-251 を読み，

授業後，各自にて練習をし，技術向

上に努める。（1時間） 

三木屋 

7 起立・着座動作 

予習復習：テキストの pp.177-200 を読み，

授業後，各自にて練習をし，技術向

上に努める。（1時間） 

杉本 

8 移乗動作 

予習復習：テキストの pp.201-233 を読み，

授業後，各自にて練習をし，技術向

上に努める。（1時間） 

国宗 

9 授業のまとめと確認テスト｜１ 

予習：これまでの学修内容を確認し，学生同

士で練習し技術向上に努めててお

くこと。（30 分）復習：各自にて練

習をし、技術向上に努める。（30 分） 

全員 

10 歩行 

予習復習：テキストの pp.252-272 を読み，

授業後，各自にて練習をし，技術向

上に努める。（1時間） 

中根 

11 
これまでの授業のまとめ｜１【関節可動域

運動・筋力増強運動】 

予習：「関節可動域運動」「筋力増強運動」の

手順を確認しておくこと。（30 分）

復習：各自にて練習をし、技術向上

に努める。（30 分） 

全員 

12 
これまでの授業のまとめ｜２【部分荷重練

習・呼吸練習，排痰手技】 

予習：「部分荷重練習」「呼吸練習・排痰手技」

の手順を確認しておくこと。（30 分）

復習：各自にて練習をし、技術向上

に努める。（30 分） 

全員 

13 
これまでの授業のまとめ｜３【ポジショニ

ング・車椅子駆動】 

予習：「ポジショニング」「車椅子駆動」の手

順を確認しておくこと。（30 分）復

習：各自にて練習をし、技術向上に

努める。（30 分） 

全員 

14 
これまでの授業のまとめ｜４【起立，着座動

作・移乗動作・歩行】 

予習：「起立・着座動作」「移乗動作」「歩行」

の手順を確認しておくこと。（30 分）

復習：各自にて練習をし、技術向上

に努める。（30 分） 

全員 

15 授業のまとめと確認テスト｜２ 

予習：これまでの学修内容を確認し，学生同

士で練習し技術向上に努めててお

くこと。（30 分）復習：各自にて練

習をし、技術向上に努める。（30 分） 

全員 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

実技試験（OSCE：客観的臨床能力試験）【D①】 学修したすべての項目から出題する。 ①1-8 回目終了

後に OSCE（客観的臨床能力試験）を実施する。 ②9-14 回目終了後に OSCE（客観的臨床能力試験）を

実施する。 ①②の OSCE において、それぞれ 60％以上の得点の者に単位を与える。 【出席】4/5 以上

の出席を必要とする。 ＊OSCE 終了後、採点用紙を基にフィードバックを実施する。  再試験対象者に

は補講（実技練習会）を行い、技術習得に努める。 

 

1 



授業科目名 理学療法特論Ⅱ (理学) 

主担当教員 杉本 圭 担当教員 
杉本 圭／澤田 優子／仲本 正

美／国宗 翔／木内 隆裕 

科目ナンバリング SS508a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

水曜 3 限、水曜

4 限 、 水 曜 5

限、木曜 1 限、

木曜 2 限、木曜

3 限 、 木 曜 4

限、木曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

理学療法士として臨床で働くために必要な基礎知識及び専門知識を、特に主要な箇所に焦点を当てて体系的

かつ網羅的に学習する。 

 

学修目標 

 下記 1) ～ 3) について、本学で設定している難易度の問題を解答できること。〈DP①〉1)  主な運動器疾患・神

経系疾患・内科系疾患の理学療法評価2)  主な運動器疾患・神経系疾患・内科系疾患の基礎医学的知識3)  主な運

動器疾患・神経系疾患・内科系疾患に対する基礎理学療法 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1)  下記授業計画は時系列ではなく、授業内容はあくまでも教員ごとに展開されるので注意すること。2)  教

科書以外の問題集に取り組むことは推奨しない。 3)  授業進行において、項目毎の予習・復習が必須とな

るため、怠らないように注意すること。 

 

教科書 

1)  医歯薬出版編. 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント  専門基礎分野 基礎医学 2022,  医歯

薬出版.2)  医歯薬出版編. 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント  専門基礎分野 臨床医学 2022,  

医歯薬出版.3)  医歯薬出版編. 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント  基礎 PT 学 2022,  医歯薬

出版.4)  医歯薬出版編. 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント  障害別 PT 治療学 2022,  医歯薬

出版. 

 

参考書 

1) リハドリル. アイペック社.その他、各自で標準的かつ最小限の書籍をみつけること。 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員とも随時対応する。ただし、事前に予約すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 評価と運動療法の基礎 1 ROM テスト，MMT など（2時間） 仲本 



2 評価と運動療法の基礎 2 ROM 運動，筋力強化運動など（2時間） 仲本 

3 評価と運動療法の基礎 3 運動処方，運動分析など（2時間） 仲本 

4 神経疾患と理学療法 1 脳卒中など（2時間） 木内 

5 神経疾患と理学療法 2 脳卒中など（2時間） 木内 

6 神経疾患と理学療法 3 脊髄損傷など（2時間） 木内 

7 神経疾患と理学療法 4 神経変性疾患、神経筋疾患など（2時間） 杉本 

8 運動器疾患と理学療法 1 正常歩行の運動学・運動力学など（2時間） 杉本 

9 運動器疾患と理学療法 2 関節リウマチ，変形性関節症など（2時間） 杉本 

10 運動器疾患と理学療法 3 骨折，整形外科テストなど（2時間） 杉本 

11 小児疾患と理学療法 1 人間発達学など（2時間） 澤田 

12 小児疾患と理学療法 2 小児疾患と理学療法（2時間） 澤田 

13 呼吸器疾患と理学療法 慢性閉塞性肺疾患など（2時間） 国宗 

14 循環器疾患と理学療法 虚血性心疾患など（2時間） 国宗 

15 代謝疾患と理学療法 糖尿病など（2時間） 国宗 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1)  マークシート形式の中間試験（配分 30％）及び期末試験（配分 70％）を実施する。〈DP①〉※ 総合成

績で 60%以上（小数切り捨て）の得点を取得した場合に単位を認定する。※ 2/3 以上の出席を必要とす

る。 

 

中 間 試

験 30%

期 末 試

験 70% 



授業科目名 理学療法特論Ⅲ (理学) 

主担当教員 海蔵寺 陽子 担当教員 海蔵寺 陽子／木内 隆裕 

科目ナンバリング SS509a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 2 限、火曜

2 限、金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 解剖学や生理学などの基礎分野から理学療法学の評価（特に関節可動域検査や徒手筋力検査などの基礎評

価）及び治療までを網羅し、障害を有する患者に対する経験的あるいは標準的理学療法の知識体系を理解す

ることを目的とする。対象は小児から高齢者までを含み、神経難病や精神疾患などもこの科目の範疇とする。 

 

学修目標 

 下記 1) ～ 3) について、本学で設定している難易度の問題を解答できること。〈DP①〉1)  解剖学、生理学、運

動学、病理学などの基礎分野2)  障害を有する患者に対する理学療法評価3)  障害を有する患者に対する経験的あ

るいは標準的な理学療法 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1)  下記授業計画は時系列でなく、授業内容はあくまでも教員ごとに展開されるので注意すること。2)  各

授業範囲に該当する教科書を必ず持参すること。3)  各授業範囲に該当する書籍のうち、問題集以外に自己

学習でよく参照している書籍 1冊を持参すること。4)  授業時間外に課されている課題を適宜実施し、指定

された日時に提出すること。 

 

教科書 

1)  医歯薬出版編. 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント  専門基礎分野 基礎医学 2022,  医歯

薬出版.2)  医歯薬出版編. 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント  専門基礎分野 臨床医学 2022,  

医歯薬出版.3)  医歯薬出版編. 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント  基礎 PT 学 2022,  医歯薬

出版.4)  医歯薬出版編. 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント  障害別 PT 治療学 2022,  医歯薬

出版. 

 

参考書 

1) リハドリル. アイペック社.その他、各自で標準的かつ最小限の書籍をみつけること。 

 

研究室／オフィスアワー 

各担当教員の他科目のオフィスアワーに準ずる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 神経の解剖・生理学と臨床 A 

・画像検査，神経伝導検査を含む。・少なく

とも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

木内 

2 神経の解剖・生理学と臨床 B 
・画像検査，神経伝導検査を含む。・少なく

とも、教科書の中で左記範囲に該当
木内 



する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

3 内臓の解剖・生理学と臨床 A 

・画像検査，心電図を含む。・少なくとも、

教科書の中で左記範囲に該当する

範囲を横断的に予習・復習しておく

こと（2時間）。 

三木屋 

4 内臓の解剖・生理学と臨床 B 

・画像検査，心電図を含む。・少なくとも、

教科書の中で左記範囲に該当する

範囲を横断的に予習・復習しておく

こと（2時間）。 

三木屋 

5 骨関節の解剖・生理学と臨床 A 

・画像検査を含む。・少なくとも、教科書の

中で左記範囲に該当する範囲を横

断的に予習・復習しておくこと（2時

間）。 

工藤 

6 骨関節の解剖・生理学と臨床 B 

・画像検査を含む。・少なくとも、教科書の

中で左記範囲に該当する範囲を横

断的に予習・復習しておくこと（2時

間）。 

工藤 

7 病理学・がん・感染症 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

安部 

8 基礎評価学 

ROM テストや MMT などの基礎的な評価方法

について、横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

杉本 

9 運動学・運動療法 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

国宗 

10 物理療法 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

仲本 

11 義肢・装具 A 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

仲本 

12 義肢・装具 B 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

仲本 

13 呼吸障害 A 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

堀 

14 呼吸障害 B 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

堀 

15 循環障害 A 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

三木屋 

16 循環障害 B 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

三木屋 

17 代謝障害 A 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

角田 

18 代謝障害 B 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

角田 

19 運動器障害 A 

予習：X線画像・MRI 画像など、医療画像に

ついて予習しておく（1時間）。復習：

基本的な運動器疾患の理学療法に

ついて復習する（1時間）。 

河村 

20 運動器障害 B 

予習：X線画像・MRI 画像など、医療画像に

ついて予習しておく（1時間）。復習：

基本的な運動器疾患の理学療法に

ついて復習する（1時間）。 

河村 



21 運動器障害 C 

・熱傷を含む。予習：X線画像・MRI 画像な

ど、医療画像について予習しておく

（1時間）。復習：基本的な運動器疾

患の理学療法について復習する（1

時間）。 

河村 

22 精神医学・臨床心理学 A 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

海蔵寺 

23 精神医学・臨床心理学 B 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

海蔵寺 

24 神経変性疾患・神経筋疾患 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

杉本 

25 脳卒中 A 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

杉本 

26 脳卒中 B 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

杉本 

27 脊髄損傷 A 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

松尾 

28 脊髄損傷 B 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

松尾 

29 小児 A 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

澤田 

30 小児 B 

少なくとも、教科書の中で左記範囲に該当

する範囲を横断的に予習・復習して

おくこと（2時間）。 

澤田 

成績評価方法と基準 割合 

1) マークシート形式の試験を複数回行い、その合計点が全体の 60%以上であった者に単位を認定する。

〈DP①〉※ 2/3 以上の出席を必要とする。 

 

試 験

100% 



授業科目名 運動器系理学療法セミナー (理学) 

主担当教員 河村 廣幸 担当教員 
河村 廣幸／三木屋 良輔／前田 

薫／工藤 慎太郎 

科目ナンバリング SS510b 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

臨床理学療法を効率的に進めるには，多職種連携が必須になる．特に運動器においては，整形外科医との連

携が重要であるし，スポーツ現場ではスポーツ医やアスレティックトレーナーとの連携が重要になる．そこ

で，関連多職種が理学療法士に期待することを学び，運動器系理学療法を効果的に進められる理学療法士に

なるために必要となる知識を学ぶ．とくに近年注目されている治療に関する知識と技術を習得する． 

 

学修目標 

１．運動器系理学療法に関連する多職種との連携に必要な理学療法士としての知識と技術を習得する．２．理学療法

士としてのキャリアを描くことができる３．基本的な超音波画像診断装置の特徴を説明できる．４．運動器の構造を

超音波で描出することができる． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．十分な予習と復習が必要になります．２．基本的な解剖学と運動学を習得している必要があります．３．

毎回の講義で課題が出題されますので，必ず課題提出するようにしてください．４．ゲストスピーカーの講

義は Web でリアルタイムに入れる通信環境を整備してください． 

 

教科書 

運動療法の「なぜ？」がわかる超音波解剖 

 

参考書 

ここがポイント！整形外科疾患の理学療法（金原出版）運動器疾患のなぜがわかる臨床解剖学（医学書院） 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員とも実習訪問などで不在になる事もあるため、あらかじめ予約すること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 

【予習】理学療法と理学療法士としてのキ

ャリアとは何か資料を集めておく

（２時間）【課題】自身の理学療法士

としてのキャリアプランを考えま

とめる（２時間） 

工藤 

2 教員のキャリア紹介 

【予習】自身のキャリアプランについて具

体的にまとめる（２時間）【課題】講

義内容と自身のキャリアプランを

比べて、考察する（２時間） 

河村 

3 教員のキャリア紹介 

【予習】自身のキャリアプランについて具

体的にまとめる（２時間）【課題】講

義内容と自身のキャリアプランを

工藤 



比べて、考察する（２時間） 

4 エコー以外の画像の見かた 

【予習】運動器系理学療法・整形外科学の画

像の見かたについて関連講義内容

の復習（２時間）【課題】講義内容を

まとめ、より講義内容を理解するた

めの資料を集める（２時間） 

河村 

5 スポーツ現場が期待する運動器理学療法 

【予習】今までの講義内容の復習（２時間）

【課題】講義を基にスポーツ現場で

必要とされる PT とは？をまとめる

（２時間） 

工藤 

6 スポーツ現場が期待する運動器理学療法 

【予習】今までの講義内容の復習（２時間）

【課題】講義を基にスポーツ現場で

必要とされる PT とは？をまとめる

（２時間） 

工藤 

7 スポーツ現場が期待する運動器理学療法 

【予習】今までの講義内容の復習（２時間）

【課題】講義を基にスポーツ現場で

必要とされる PT とは？をまとめる

（２時間） 

工藤 

8 難治性疼痛に対する保存療法 

【予習】体外衝撃波治療について文献を収

集し、まとめておく（２時間）【課題】

講義を基にスポーツ現場で必要と

される PT とは？をまとめる（２時

間） 

工藤 

9 難治性疼痛に対する保存療法 

【予習】慢性痛の理学療法について文献を

収集し、まとめておく（２時間）【課

題】講義を基にスポーツ現場で必要

とされる PT とは？をまとめる（２

時間） 

工藤 

10 エコーガイド下運動療法 

【予習】必要な部位の解剖学の復習してお

く（２時間）【課題】講義内容をまと

める（２時間） 

工藤 

11 エコーガイド下運動療法 

【予習】必要な部位の解剖学の復習してお

く（２時間）【課題】講義内容をまと

める（２時間） 

工藤 

12 エコーガイド下運動療法 

【予習】必要な部位の解剖学の復習してお

く（２時間）【課題】講義内容をまと

める（２時間） 

工藤 

13 エコーガイド下運動療法 

【予習】必要な部位の解剖学の復習してお

く（２時間）【課題】講義内容をまと

める（２時間） 

工藤 

14 エコーガイド下運動療法 

【予習】必要な部位の解剖学の復習してお

く（２時間）【課題】講義内容をまと

める（２時間） 

工藤 

15 エコーガイド下運動療法 

【予習】必要な部位の解剖学の復習してお

く（２時間）【課題】講義内容をまと

める（２時間） 

工藤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

課題の提出状況と内容の到達度にて総合的に判定する．4/5 以上の出席を必要とする。 

 

課 題

100％ 



授業科目名 神経系理学療法セミナー (理学) 

主担当教員 木内 隆裕 担当教員 
木内 隆裕／中根 征也／杉本 

圭／松尾 浩希／平川 正彦 

科目ナンバリング SS511b 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

神経系の解剖学的・生理学的理解を深めるとともに、臨床で遭遇する典型的な事象に対する問題点の発見、

及び、その解決方法について学ぶ。また、業界でトピックスになっているテーマを理解するための、歴史的

背景や基礎的知識・技術について学ぶ。 

 

学修目標 

1) 神経系の解剖学・生理学について、発展的な知識を身につける。【DP①】2) 臨床で遭遇する典型的な事象に対す

る問題点の発見方法について概説できる。【DP①】3) 臨床で遭遇する典型的な事象に対する問題点の解決方法につい

て概説できる。【DP①】4) 神経系理学療法のトピックスを理解するための歴史的背景や基礎的知識・技術について学

ぶ。【DP①】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1) 単位判定のためには「授業回数の 2/3 以上」の出席が必要となる。2) 受講者の希望を調査し、可能な範

囲で内容を調整することもある。3) 臨床総合実習前の時期であることも意識しており、基本的な知識も扱

う。 

 

教科書 

① 吉尾雅春, 森岡周ら(編).  標準理学療法学.  神経理学療法学. 第 2版, 医学書院, 2018.② 武田功

(編).  PT マニュアル. 脊髄損傷の理学療法. 第 3版, 医歯薬出版, 2017.③ 市橋則明(編).  運動療法学. 

障害別アプローチの理論と実際. 第 2版, 文光堂, 2014. 

 

参考書 

1)  長谷公隆(編著).  運動学習理論に基づくリハビリテーションの実践. 第 2 版, 医歯薬出版, 2016.2)  

Shumway-Cook & Woollacott(著). 田中繁, 蜂須賀研二(訳).  モーターコントロール. 原著第 5版, 医歯薬

出版, 2020.3)  潮見泰蔵(編).  PT・OT ビジュアルテキスト. 神経障害理学療法学, 第 1 版, 羊土社, 

2018.5)  河村廣幸(編).  ここがポイント! 脳卒中の理学療法. 第 1版, 金原出版, 2018.6)  Schenkman 

ML ら(著). 水野昇ら(監訳).  臨床神経科学とリハビリテーション, 西村書店, 2020. 

 

研究室／オフィスアワー 

木内隆裕：4階研究室／火曜日・金曜日 4 時限目以降中根征也：4階研究室／木曜日 4 時限目以降（時間は

事前に相談することが望ましい）杉本 圭：4階研究室／水曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談すること

が望ましい）松尾浩希：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）平川正

彦：4階研究室／金曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 神経系理学療法の潮流 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

木内、

中根、

杉本、

松尾、

平川 

2 神経系理学療法と運動学習 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

木内、

中根、

杉本、

松尾、

平川 

3 神経系理学療法と課題指向型アプローチ 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

木内、

中根、

杉本、

松尾、

平川 

4 神経系理学療法と物理刺激（主に電気刺激） 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容、及び、物理療法学で学んだ内

容復習：授業で学んだ内容※合計で

60 分間以上を目安として行うこと。 

木内、

中根、

杉本、

松尾、

平川 

5 神経発達症（発達障害）と脳科学 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

中根、

木内、

杉本、

松尾、

平川 

6 神経発達症に対するアセスメント 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

中根、

木内、

杉本、

松尾、

平川 

7 神経発達症に対する理学療法の可能性 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

中根、

木内、

杉本、

松尾、

平川 

8 脳卒中のケーススタディー 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

杉本、

木

内

、

中

根

、

松

尾

、

平

川 

9 情動報酬系を考慮した治療介入 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

杉本、

木内、

中根、

松尾、

平川 

10 機能障害と能力低下に対する治療介入 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

杉本、

木

内

、

中

根

、

松

尾



、

平

川 

11 半側空間無視って？ 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

松尾、

木

内

、

中

根

、

杉

本

、

平

川 

12 半側空間無視の評価と治療① 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

松尾、

木

内

、

中

根

、

杉

本

、

平

川 

13 半側空間無視の評価と治療② 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

松尾、

木

内

、

中

根

、

杉

本

、

平

川 

14 脳画像の臨床応用① 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

平川、

木

内

、

中

根

、

杉

本

、

松

尾 

15 脳画像の臨床応用② 

予習：神経系理学療法学 1・2・3 で学んだ

内容復習：授業で学んだ内容※合計

で 60 分間以上を目安として行うこ

と。 

平川、

木

内

、

中

根

、

杉

本

、

松

尾 



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1) 小レポート（各テーマにつき A4 用紙 1～2 枚の分量とし、配点はコマ数の割合で按分する。）【DP①】

2/3 以上の出席を必要とする。 

 

1)  

100% 



授業科目名 内部障害系理学療法セミナー (理学) 

主担当教員 堀 竜次 担当教員 
堀 竜次／金尾 顕郎／角田 晃

啓／国宗 翔 

科目ナンバリング SS512b 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

(概要)オムニバス方式にて内部障害理学療法学の臨床応用として呼吸理学療法技術・急性期管理および生活

習慣病等の理学療法を学習する。【呼吸器疾患 堀 竜次、金尾 顕郎、角田 晃啓、国宗 翔】主に呼吸理

学療法技術について学習する。【急性期管理 堀 竜次】主に急性期管理について学習する。【代謝性疾患 角

田晃啓】主に代謝系障害の理学療法について学習する。 

 

学修目標 

１．内部障害患者に対する臨床応用技術の習得ができる＜DP①＞２．急性期管理を理解し急性期理学療法プログラム

を立案できる＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．講義・実技内容は、理学療法以外の知識を必要とするが、理学療法を進める上で必要だと認識すること。

２．疑問点について、必ず解決の行動をとること。３．下記授業計画は時系列ではなく、授業内容はあくまで

も各教員ごとに展開されるので注意すること。  また、一部の実技内容について、グループ毎に実施日を

分けることがあるので、担当教員の指示に従うこと。 

 

教科書 

松尾善美 編．PT・OT ビジュアルテキスト 内部障害理学療法学．羊土社 ISBN：978-4-7581-0217-9 堀 竜

次.呼吸コンディショニングテクニック.メディカ出版 ISBN：978-4-8404-5363-9 医療情報科学研究所 編．

病気が見える vol.2 循環器．MEDIC MEDIA ISBN：978-4-89632-643-7 

 

参考書 

大阪はびきの医療センターIRCU はじめての人工呼吸器 パワーアップ版 メディカ出版 ISBN 978-4-

8404-5618-0 

 

研究室／オフィスアワー 

堀：金曜 3・4 限目（研究室）角田：在室時は随時（研究室） 国宗：金曜 3・4限目（研究室） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
【呼吸器疾患】１．コンディショニング(実

技） 

予習：教科書（呼吸コンディショニングテク

ニック：P10-26）に目を通しておく

（30 分）復習：実技を反復して練習

すること（30 分） 

堀金尾

角田国

宗 

2 【呼吸器疾患】２．呼吸介助①（実技） 

予習：教科書（呼吸コンディショニングテク

ニック：P72-88）を確認すること（30

分）復習：実技を反復して練習する

こと（30 分） 

堀金尾

角田国

宗 



3 【呼吸器疾患】3．呼吸介助②（実技） 

予習：教科書（呼吸コンディショニングテク

ニック：P90-105）を確認すること

（30 分）復習：実技を反復して練習

すること（30 分） 

堀金尾

角田国

宗 

4 【呼吸器疾患】４．気管内吸引療法（実技） 

予習：教科書（呼吸コンディショニングテク

ニック：P110-125）を確認すること

（30 分）復習：実技を反復して練習

すること（30 分） 

堀 

5 【呼吸器疾患】5．Bagging 手技（実技） 

予習：教科書（呼吸コンディショニングテク

ニック：P128-133）に目を通してお

くこと（30 分）復習：実技を反復し

て練習すること（30 分） 

堀 

6 
【急性期管理】1．急性期脳卒中のリスク管

理（講義） 

予習：講義資料に目を通しておくこと（30

分）復習：リスク管理について整理

すること（30 分） 

堀 

7 
【急性期管理】2．人工呼吸管理の基礎知識

（講義） 

予習：事前資料に目を通しておくこと（30

分）復習：講義資料を基に人工呼吸

管理の基礎知識について整理し理

解すること（30 分） 

堀 

8 【急性期管理】3．人工呼吸器の実際（実技） 

予習：事前資料に目を通しておくこと（30

分）復習：講義資料を基に人工呼吸

管理の基礎知識について整理し理

解すること（30 分） 

堀 

9 
【急性期管理】４．人工呼吸管理と呼吸理学

療法（講義） 

予習：事前資料に目を通しておくこと（30

分）復習：講義資料を基に人工呼吸

管理と呼吸理学療法について整理

し理解すること（30 分） 

堀 

10 
【代謝性疾患】１．糖尿病足病変の評価（講

義） 

予習：事前資料に目を通しておくこと（30

分）復習：講義資料を基に糖尿病足

病変の評価について整理し理解す

ること（30 分） 

角田 

11 
【代謝性疾患】２．糖尿病足病変の評価（実

技） 

予習：事前資料に目を通しておくこと（30

分）復習：講義資料を基に糖尿病足

病変の評価について整理し理解す

ること（30 分） 

角田 

12 
【代謝性疾患】３．運動負荷と血糖変動（講

義） 

予習：事前資料に目を通しておくこと（30

分）復習：講義資料を基に運動負荷

と血糖変動について整理し理解す

ること（30 分） 

角田 

13 
【代謝性疾患】４．運動負荷と血糖変動（実

技） 

予習：事前資料に目を通しておくこと（30

分）復習：講義資料を基に運動負荷

と血糖変動について整理し理解す

ること（30 分） 

角田 

14 【循環器疾患】１．心音聴診（講義） 

予習：事前資料に目を通しておくこと（30

分）復習：講義資料を基に心音聴診

について整理し理解すること（30

分） 

堀 

15 
【循環器疾患】２．心エコー検査・その他の

循環器検査（講義） 

予習：事前資料に目を通しておくこと（30

分）復習：講義資料を基にしんエコ

ー検査・その他の循環器検査につい

て整理し理解すること（30 分） 

堀角田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【成績評価】１．学期末の筆記試験により評価する＜DP①＞２．課題、小テストを評価の対象とする＜

DP①＞単位認定のための必要出席回数は「授業時間の 5 分の 4 以上」とする 

 

１ ． 70%

２．30% 



授業科目名 地域理学療法セミナー (理学) 

主担当教員 澤田 優子 担当教員 澤田 優子／林 真太郎 

科目ナンバリング SS513b 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

小児から老年期まで、地域で生活するすべての世代を対象とした地域理学療法を学ぶ。地域理学療法の概念

および関連制度について理解し、理学療法学的支援の実際を学ぶ。症例やグループディスカッションを通じ

て、実践に結び付く知識と技術を習得することを目的とする。講義内では量的質的調査方法など、フィール

ドワークの実践を活用し、演習を進める。キーワード：コミュニティエンパワメント、地域包括ケアシステ

ム、アクションリサーチ 

 

学修目標 

１．地域理学療法の概念および関連制度を理解する２．地域理学療法のトピックを理解する３．地域理学療法の実際

を理解する 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義前、講義後に教科書および配布資料を読んでおくこと随時課題を実施する 

 

教科書 

適宜資料を配布する 

 

参考書 

地域リハビリテーション学テキスト（改訂第 3 版） 備酒伸彦 南江堂地域リハビリテーション原論 大田 

仁史   (著) 医歯薬出版株式会社地域理学療法学 重森健太(著) 羊土社 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 3時限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 地域理学療法総論 1 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

2 地域理学療法総論 2 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

3 地域理学療法総論 3 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

4 地域理学療法総論 4 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

澤田、

林 



を読み、講義内容をまとめる 

5 地域理学療法総論 5 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

6 地域理学療法の実際 1 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

7 地域理学療法の実際 2 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

8 地域理学療法の実際 3 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

9 個別支援の技術 1 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

10 個別支援の技術 2 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

11 個別支援の技術 3 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

12 個別支援の技術 4 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

13 個別支援の技術 5 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

14 まとめ 1 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

15 まとめ 2 

予習（1 時間）：教科書または配布資料の当

該箇所を読んでおく復習（1 時間）：

教科書または配布資料の当該箇所

を読み、講義内容をまとめる 

澤田、

林 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.課題・確認テスト(各回)2/3 の出席が必要 

 
1. 100% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：平川 

主担当教員 平川 正彦 担当教員 平川 正彦 

科目ナンバリング SS502a 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：林 

主担当教員 林 真太郎 担当教員 林 真太郎 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。また最終的な成果として、研究テ

ーマについての発表を行う。主な研究テーマとして、高齢者の理学療法、介護予防について、特に自己の環

境への適応や認知・コミュニケーションの課題に関する研究を行う。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。 <DP①④>２．研究計画に基づき、研究をすすめることができる。 

<DP①④>３．収集したデータを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる。 <DP①④>４．研究結果と

解釈についてプレゼンテーションとディスカッションができる。 <DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

担当教員としっかり連絡や相談を行いながら研究活動を進めていくため、学生自身が主体となり積極的に取

り組むこと。 

 

教科書 

特に定めない。 

 

参考書 

山田実・編著：PT・OT のための臨床研究 はじめの一歩．羊土社，2016．池添冬芽・編集：Crosslink 理学療

法学テキスト 高齢者理学療法学．メジカルビュー社，2020．島田裕之・総編集：高齢者理学療法学，医歯薬

出版，2017． 

 

研究室／オフィスアワー 

4 階研究室／ 金曜日 5 時限目（その他の時間も含め、事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション・研究計画の確認 
年間計画の確認および研究計画の確認を行

い、課題などをまとめておく 
 

2 研究計画の確認 
事前の準備、事後の整理を行い、計画を立て

て研究を進めていく 
 

3 研究計画の確認／調査・実験の準備 
事前の準備、事後の整理を行い、計画を立て

て研究を進めていく 
 

4 調査・実験の準備 
事前の準備、事後の整理を行い、計画を立て

て研究を進めていく 
 

5 調査・実験の実施およびデータ収集① 
事前の準備、事後の整理を行い、計画を立て

て研究を進めていく 
 

6 調査・実験の実施およびデータ収集② 
事前の準備、事後の整理を行い、計画を立て

て研究を進めていく 
 

7 調査・実験の実施およびデータ収集③ 
事前の準備、事後の整理を行い、計画を立て

て研究を進めていく 
 



8 調査・実験の実施およびデータ収集④ 
事前の準備、事後の整理を行い、計画を立て

て研究を進めていく 
 

9 調査・実験の実施およびデータ収集⑤ 
事前の準備、事後の整理を行い、計画を立て

て研究を進めていく 
 

10 データ解析① 
事前の準備、事後の整理を行い、計画を立て

て研究を進めていく 
 

11 データ解析② 
事前の準備、事後の整理を行い、計画を立て

て研究を進めていく 
 

12 データ解析③ 
事前の準備、事後の整理を行い、計画を立て

て研究を進めていく 
 

13 データ解析④ 
事前の準備、事後の整理を行い、計画を立て

て研究を進めていく 
 

14 データ解析⑤ 
これまでの内容をまとめ論文を作成してい

く 
 

15 卒業論文の執筆① 
これまでの内容をまとめ論文を作成してい

く 
 

16 卒業論文の執筆② 
これまでの内容をまとめ論文を作成してい

く 
 

17 卒業論文の執筆③ 
これまでの内容をまとめ論文を作成してい

く 
 

18 卒業論文の執筆④ 
これまでの内容をまとめ論文を作成してい

く 
 

19 卒業論文の執筆⑤ 
これまでの内容をまとめ論文を作成してい

く 
 

20 卒業論文の執筆⑥ 
これまでの内容をまとめ論文を作成してい

く 
 

21 卒業論文の執筆⑦ 
これまでの内容をまとめ論文を作成してい

く 
 

22 最終報告会準備① 
プレゼンテーションの作成、発表の事前準

備を行っていく 
 

23 最終報告会準備② 
プレゼンテーションの作成、発表の事前準

備を行っていく 
 

24 最終報告会準備③ 
プレゼンテーションの作成、発表の事前準

備を行っていく 
 

25 最終報告会準備④ 
プレゼンテーションの作成、発表の事前準

備を行っていく 
 

26 最終報告会 プレゼンテーションを実施する  

27 卒業論文執筆・修正① 
発表内容も踏まえて論文をまとめ、作成・修

正していく 
 

28 卒業論文執筆・修正② 
発表内容も踏まえて論文をまとめ、作成・修

正していく 
 

29 卒業論文執筆・修正③ 
発表内容も踏まえて論文をまとめ、作成・修

正していく 
 

30 卒業論文完成 
発表内容も踏まえて論文をまとめ、作成・修

正していく 
 

成績評価方法と基準 割合 

1．最終報告会での発表 <DP①④>2．卒業論文抄録の提出 <DP①④>4/5 以上の出席が必要 

 

1 ．

50%2 ．

50% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：松尾 

主担当教員 松尾 浩希 担当教員 松尾 浩希 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。主な研究テーマとして、「傷害予防

教育」「生態心理学的概念に基づいた運動療法」「視覚と姿勢制御」などについて研究を行う。研究テーマに

関連した分野の文献抄読や卒業研究に向けた予備的研究を各自（各グループ）で実施していく。卒業研究Ⅰ

と卒業研究Ⅱを通じた最終的な成果物として、各自（各グループ）の研究テーマについての卒業論文作成と

発表を行う。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。【D①④】２．研究計画に基づき、研究を進めることができる。【D①④】

３．収集したデータを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる。【D①④】４．研究結果と解釈につい

てプレゼンテーションとディスカッションができる。【D①④】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

原則的にゼミを週 1回のペースで行う。また、中根先生、平川先生、杉本先生、国宗先生のゼミと合同ゼミ・

勉強会を行うことがあります。卒業研究の作成に向けて自分のやるべきことに真摯に取り組むこと。学生が

主体となり、積極的に担当教員や学生同士で議論しながら卒業研究を進めてください。 

 

教科書 

特に定めない。必要に応じて資料を配布する。 

 

参考書 

石黒圭：この 1冊できちんと書ける！論文・レポートの基本，日本実業出版社，2012 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室／金曜日 4時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション／卒業研究Ⅱについて

説明する。 

事前学習として、授業において紹介する書

籍や資料の事前読了、先行研究の調

査と要約を求める場合がある。事後

学習として、計画書の作成、データ

の取りまとめ、プレゼンテーション

資料の作成を求める場合がある。 

 

2 
研究構想の紹介①／2-3 名ずつ、各自の研究

計画を発表する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

3 
研究構想の紹介②／2-3 名ずつ、各自の研究

計画を発表する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

4 
研究構想の紹介③／2-3 名ずつ、各自の研究

計画を発表する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 



5 
研究計画の確認①／担当教員と研究計画に

ついて最終確認を行なう。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

6 
研究計画の確認②／担当教員と研究計画に

ついて最終確認を行なう。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

7 卒業研究の実験① 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

8 卒業研究の実験② 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

9 卒業研究の実験③ 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

10 卒業研究の実験④ 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

11 卒業研究の実験データの確認① 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

12 卒業研究の実験データの確認② 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

13 卒業研究の実験データの分析方針の確認① 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

14 卒業研究の実験データの分析方針の確認② 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

15 発表会／進捗状況の発表を行なう。 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

16 
オリエンテーション／論文執筆方法につい

て再度、説明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

17 卒業研究の実験データの分析① 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

18 卒業研究の実験データの分析② 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

19 
卒業論文の構想の検討①／2-3 名ずつ、各自

の卒業論文の構想について発表を行なう。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

20 
卒業論文の構想の検討②／2-3 名ずつ、各自

の卒業論文の構想について発表を行なう。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

21 
卒業論文の構想の検討③／2-3 名ずつ、各自

の卒業論文の構想について発表を行なう。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

22 
卒業論文執筆①／担当教員と相談をしなが

ら執筆する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

23 
卒業論文執筆②／担当教員と相談をしなが

ら執筆する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

24 
卒業論文執筆③／担当教員と相談をしなが

ら執筆する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

25 
卒業論文執筆④／担当教員と相談をしなが

ら執筆する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

26 発表会／進捗状況の発表を行なう。 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

27 
卒業論文執筆⑤／担当教員と相談をしなが

ら執筆する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

28 卒業論文のまとめと最終報告会の準備① 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

29 最終報告会の準備② 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

30 最終報告会 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う。（事前 1時間、事後 1 時間） 
 

成績評価方法と基準 割合 

1．最終報告会での発表【D①④】2．卒業論文抄録の提出【D①④】4/5 以上の出席が必要 

 

1 ．

50%2 ．

50% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：杉本 

主担当教員 杉本 圭 担当教員 杉本 圭 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め，先行研究レビュー，研究計画作成を行う．学習成果として，研究計

画を中間発表会で報告する．理学療法の分野の中でも特に，「神経発達症児への運動介入の効果に関する研究」

「身体活動時にヒトがどこを視ているのかに関する研究」「生態心理学概念に基づいた運動療法に関する研

究」「患者の知覚・認知領域に関する研究」について，理学療法士の評価技術や運動療法の必要性や効果につ

いて研究を行う．具体的には，関連分野の基本文献ならびに各自（各グループ）の研究テーマに即した論文

を輪読し，各自ま 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる．【DP①④】２．研究計画に基づき，研究をすすめることができる．【DP①④】

３．収集したデータを解析，解釈し，論理的解釈にもとづき論文執筆ができる．【DP①④】４．研究結果と解釈につ

いてプレゼンテーションとディスカッションができる．【DP①④】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

原則的に週 1 回のペースでゼミを行う．また中根ゼミ，松尾ゼミと合同でゼミや勉強会を行うことがある．

定められたゼミ時間以外でも事前事後学習に積極的に取り組み，何事も楽しむこと．学生主体のゼミではあ

るが，各学生の状況に合わせながら，担当教員と報告・連絡・相談をしっかり行いながら進めて行く． 

 

教科書 

特に定めない． 

 

参考書 

小笠原喜康：新版 大学生のためのレポート・論文術，講談社現代新書，2009 戸田山和久：論文の教室 レポ

ートから卒論まで，NHK ブックス，2010 

 

研究室／オフィスアワー 

水曜日：4・5限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション/卒業研究Ⅱについて

詳細を説明する． 

事前学習として，授業において紹介する書

籍や資料の事前読了，先行研究の調

査と要約を求める場合がある．（1時

間）事後学習として，計画書の作成，

データの取りまとめ，プレゼンテー

ション資料の作成を求める場合が

ある．（1時間） 

 

2 
研究構想の紹介①/2-3 名ずつ，各自の研究

計画を発表する． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 



3 
研究構想の紹介②/2-3 名ずつ，各自の研究

計画を発表する． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

4 
研究構想の紹介③/2-3 名ずつ，各自の研究

計画を発表する． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

5 
研究計画の確認①/担当教員と研究計画に

ついて最終確認を行う． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

6 
研究計画の確認②/担当教員と研究計画に

ついて最終確認を行う． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

7 卒業研究の実験① 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

8 卒業研究の実験② 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

9 卒業研究の実験③ 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

10 卒業研究の実験④ 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

11 卒業研究の実験データの確認① 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

12 卒業研究の実験データの確認② 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

13 卒業研究の実験データの分析方針の確認① 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

14 卒業研究の実験データの分析方法の確認② 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

15 発表会/進捗状況の発表を行う. 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

16 
オリエンテーション/論文執筆方法につい

て再度，説明する． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

17 卒業研究の実験データの分析① 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

18 卒業研究の実験データの分析② 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

19 
卒業論文の構想の検討①/2-3 名ずつ，各自

の卒業論文の構想について発表を行う． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

20 
卒業論文の構想の検討②/2-3 名ずつ，各自

の卒業論文の構想について発表を行う． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

21 
卒業論文の構想の検討③/2-3 名ずつ，各自

の卒業論文の構想について発表を行う． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

22 
卒業論部執筆①/担当教員と相談をしなが

ら執筆する． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

23 
卒業論部執筆②/担当教員と相談をしなが

ら執筆する． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

24 
卒業論部執筆③/担当教員と相談をしなが

ら執筆する． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

25 
卒業論部執筆④/担当教員と相談をしなが

ら執筆する． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

26 発表会/進捗状況の発表を行う． 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

27 
卒業論部執筆⑤/担当教員と相談をしなが

ら執筆する． 

実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

28 卒業論文のまとめと最終報告会の準備① 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

29 最終報告会の準備② 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

30 最終報告会 
実施テーマに関する事前，事後の自己学習

を行う．（事前 1時間，事後 1 時間） 
 

成績評価方法と基準 割合 

①最終報告会での発表，卒業論文抄録を評価対象とする．【DP①④】※4/5 以上の出席が必要 

 
①100% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：仲本 

主担当教員 仲本 正美 担当教員 仲本 正美 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。＜研究テーマ＞立位姿勢制御にお

ける体性感覚の役割についての研究 Virtual Reality を用いた理学療法研究足底感覚情報の上位中枢におけ

る統合処理に関する研究 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．研究計画に基づき、研究をすすめることができる。３．収集した

データを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる。４．研究結果と解釈についてプレゼンテーション

とディスカッションができる。 <DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員の研究活動への参加を通じて研究プロセスを経験できます。学生のアイデアに基づき実験を追加す

ることも可能ですが、その場合には主体的に進めてください。 

 

教科書 

配布資料、文献など 

 

参考書 

随時紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

平日 9:00-16:00 授業時間以外 ※必ず予約をとってください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 実験① 

予習：被験者集め、日程調整、実験準備をす

る（1 時間）復習：記録データを整

理する（1時間） 

 

2 実験② 

予習：被験者集め、日程調整、実験準備をす

る（1 時間）復習：記録データを整

理する（1時間） 

 

3 実験③ 

予習：被験者集め、日程調整、実験準備をす

る（1 時間）復習：記録データを整

理する（1時間） 

 

4 実験④ 

予習：被験者集め、日程調整、実験準備をす

る（1 時間）復習：記録データを整

理する（1時間） 

 

5 実験⑤ 

予習：被験者集め、日程調整、実験準備をす

る（1 時間）復習：記録データを整

理する（1時間） 

 

6 実験⑥ 
予習：被験者集め、日程調整、実験準備をす

る（1 時間）復習：記録データを整
 



理する（1時間） 

7 実験⑦ 

予習：被験者集め、日程調整、実験準備をす

る（1 時間）復習：記録データを整

理する（1時間） 

 

8 実験⑧ 

予習：被験者集め、日程調整、実験準備をす

る（1 時間）復習：記録データを整

理する（1時間） 

 

9 実験⑨ 

予習：被験者集め、日程調整、実験準備をす

る（1 時間）復習：記録データを整

理する（1時間） 

 

10 実験⑩ 

予習：被験者集め、日程調整、実験準備をす

る（1 時間）復習：記録データを整

理する（1時間） 

 

11 分析① 
予習：分析計画を立てる（1 時間）復習：分

析結果を考察する（1時間） 
 

12 分析② 
予習：分析計画を立てる（1 時間）復習：分

析結果を考察する（1時間） 
 

13 分析③ 
予習：分析計画を立てる（1 時間）復習：分

析結果を考察する（1時間） 
 

14 分析④ 
予習：分析計画を立てる（1 時間）復習：分

析結果を考察する（1時間） 
 

15 分析⑤ 
予習：分析計画を立てる（1 時間）復習：分

析結果を考察する（1時間） 
 

16 分析⑥ 
予習：分析計画を立てる（1 時間）復習：分

析結果を考察する（1時間） 
 

17 分析⑦ 
予習：分析計画を立てる（1 時間）復習：分

析結果を考察する（1時間） 
 

18 分析⑧ 
予習：分析計画を立てる（1 時間）復習：分

析結果を考察する（1時間） 
 

19 分析⑨ 
予習：分析計画を立てる（1 時間）復習：分

析結果を考察する（1時間） 
 

20 分析⑩ 
予習：分析計画を立てる（1 時間）復習：分

析結果を考察する（1時間） 
 

21 文献検討① 

予習：結果に対する考察を裏付ける文献を

集める（1 時間）復習：必要文献を

整理し、まとめる（1時間） 

 

22 文献検討② 

予習：結果に対する考察を裏付ける文献を

集める（1 時間）復習：必要文献を

整理し、まとめる（1時間） 

 

23 文献検討③ 

予習：結果に対する考察を裏付ける文献を

集める（1 時間）復習：必要文献を

整理し、まとめる（1時間） 

 

24 文献検討④ 

予習：結果に対する考察を裏付ける文献を

集める（1 時間）復習：必要文献を

整理し、まとめる（1時間） 

 

25 最終報告会準備① 

予習：報告資料を作成する（1時間）復習：

指導内容を発表原稿に反映させる

（1時間） 

 

26 最終報告会準備② 

予習：報告資料を作成する（1時間）復習：

指導内容を発表原稿に反映させる

（1時間） 

 

27 最終報告会準備③ 

予習：報告資料を作成する（1時間）復習：

指導内容を発表原稿に反映させる

（1時間） 

 

28 論文執筆① 

予習：報告時の質疑応答内容を踏まえ研究

内容を文章化する（1 時間）復習：

指導内容を論文に反映させる（1 時

間） 

 

29 論文執筆② 

予習：報告時の質疑応答内容を踏まえ研究

内容を文章化する（1 時間）復習：

指導内容を論文に反映させる（1 時

間） 

 



30 論文執筆③ 

予習：報告時の質疑応答内容を踏まえ研究

内容を文章化する（1 時間）復習：

指導内容を論文に反映させる（1 時

間） 

 

成績評価方法と基準 割合 

１．最終報告会での発表および討議内容を評価対象とする２．卒業論文抄録の内容を評価対象とする３．

単位認定のための必要出席回数は、4/5 以上とする  <DP①④> 

 

１．50％

２．50％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：角田 

主担当教員 角田 晃啓 担当教員 角田 晃啓 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。＜DP①＞２．研究計画に基づき、研究をすすめることができる。＜

DP①④＞３．収集したデータを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる。＜DP①④＞４．研究結果と

解釈についてプレゼンテーションとディスカッションができる。＜DP④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。 

 

教科書 

特に無し 

 

参考書 

適宜必要な文献を探すこと 

 

研究室／オフィスアワー 

在室時は随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 本実験① 計画を立て、実施する。  

2 本実験② 計画を立て、実施する。  

3 本実験③ 計画を立て、実施する。  

4 本実験④ 計画を立て、実施する。  

5 本実験⑤ 計画を立て、実施する。  

6 データの見直し① 必要に応じて計画を修正する  

7 データの見直し② 計画を立て、実施する。  

8 本実験⑥ 計画を立て、実施する。  

9 本実験⑦ 計画を立て、実施する。  

10 本実験⑧ 計画を立て、実施する。  

11 本実験⑨ 計画を立て、実施する。  

12 本実験⑩ 計画を立て、実施する。  



13 統計解析① 自身の研究に必要な統計手法を選択する  

14 統計解析② 
自身の研究に必要な統計手法を理解し、解

析を行う 
 

15 統計解析③ 
自身の研究に必要な統計解析を実行し、結

果の解釈を行う 
 

16 論文作成① 適宜関連領域の研究を review する  

17 論文作成② 適宜関連領域の研究を review する  

18 論文作成③ 適宜関連領域の研究を review する  

19 論文作成④ 適宜関連領域の研究を review する  

20 論文作成⑤ 適宜関連領域の研究を review する  

21 論文作成⑥ 適宜関連領域の研究を review する  

22 論文作成⑦ 適宜関連領域の研究を review する  

23 論文作成⑧ 適宜関連領域の研究を review する  

24 論文作成⑨ 適宜関連領域の研究を review する  

25 論文作成⑩ 適宜関連領域の研究を review する  

26 研究発表① プレゼンテーションの準備を行う  

27 研究発表② プレゼンテーションの準備を行う  

28 研究発表③ プレゼンテーションの準備を行う  

29 研究報告会① プレゼンテーションの準備を行う  

30 研究報告会② プレゼンテーションの準備を行う  

成績評価方法と基準 割合 

１．卒業論文抄録＜DP①＞２．最終報告会での発表＜DP①④＞３．ゼミ内でのディスカッション＜DP④

＞4/5 以上の出席が必要 

 

１．40％

２．40％

３．20％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：前田 

主担当教員 前田 薫 担当教員 前田 薫 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。当卒業研究では、立位姿勢制御機

構の神経生理学的検討を大テーマとする研究を行う。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．研究計画に基づき、研究をすすめることができる。３．収集した

データを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる。４．研究結果と解釈についてプレゼンテーション

とディスカッションができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。 

 

教科書 

文献、資料、記事等を随時配布する。 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

金曜日とするが、事前に予約をすること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 実験の準備と実施① 

予習：計画にもとづいた実験の準備を行い

手順を確認しておく。復習：実験の

実施全般にわたる問題点を研究ノ

ートに記録し、次回の実験で修正で

きるよう準備する。 

 

2 実験の準備と実施② 

予習：計画にもとづいた実験の準備を行い

手順を確認しておく。復習：実験の

実施全般にわたる問題点を研究ノ

ートに記録し、次回の実験で修正で

きるよう準備する。 

 

3 実験の準備と実施③ 

予習：計画にもとづいた実験の準備を行い

手順を確認しておく。復習：実験の

実施全般にわたる問題点を研究ノ

ートに記録し、次回の実験で修正で

きるよう準備する。 

 

4 実験の準備と実施④ 

予習：計画にもとづいた実験の準備を行い

手順を確認しておく。復習：実験の

実施全般にわたる問題点を研究ノ

ートに記録し、次回の実験で修正で

きるよう準備する。 

 



5 実験の準備と実施⑤ 

予習：計画にもとづいた実験の準備を行い

手順を確認しておく。復習：実験の

実施全般にわたる問題点を研究ノ

ートに記録し、次回の実験で修正で

きるよう準備する。 

 

6 実験の準備と実施⑥ 

予習：計画にもとづいた実験の準備を行い

手順を確認しておく。復習：実験の

実施全般にわたる問題点を研究ノ

ートに記録し、次回の実験で修正で

きるよう準備する。 

 

7 実験の準備と実施⑦ 

予習：計画にもとづいた実験の準備を行い

手順を確認しておく。復習：実験の

実施全般にわたる問題点を研究ノ

ートに記録し、次回の実験で修正で

きるよう準備する。 

 

8 実験の準備と実施⑧ 

予習：計画にもとづいた実験の準備を行い

手順を確認しておく。復習：実験の

実施全般にわたる問題点を研究ノ

ートに記録し、次回の実験で修正で

きるよう準備する。 

 

9 実験の準備と実施⑨ 

予習：計画にもとづいた実験の準備を行い

手順を確認しておく。復習：実験の

実施全般にわたる問題点を研究ノ

ートに記録し、次回の実験で修正で

きるよう準備する。 

 

10 実験の準備と実施⑩ 

予習：計画にもとづいた実験の準備を行い

手順を確認しておく。復習：実験の

実施全般にわたる問題点を研究ノ

ートに記録する。 

 

11 データ分析① 

予習：データの分析手順を確認してくる。復

習：授業において担当教員から得た

アドバイスをもとに、分析手順を見

直し、それにもとづいたデータ分析

を行う。 

 

12 データ分析② 

予習：データの分析手順を確認してくる。復

習：授業において担当教員から得た

アドバイスをもとに、分析手順を見

直し、それにもとづいたデータ分析

を行う。 

 

13 データ分析③ 

予習：データの分析手順を確認してくる。復

習：授業において担当教員から得た

アドバイスをもとに、分析手順を見

直し、それにもとづいたデータ分析

を行う。 

 

14 データ分析④ 

予習：データの分析手順を確認してくる。復

習：授業において担当教員から得た

アドバイスをもとに、分析手順を見

直し、それにもとづいたデータ分析

を行う。 

 

15 データ分析⑤ 

予習：データの分析手順を確認してくる。復

習：授業において担当教員から得た

アドバイスをもとに、分析手順を見

直し、それにもとづいたデータ分析

を行う。 

 

16 データ分析⑥ 

予習：データの分析手順を確認してくる。復

習：授業において担当教員から得た

アドバイスをもとに、分析手順を見

直し、それにもとづいたデータ分析

を行う。 

 

17 データ分析⑦ 

予習：データの分析手順を確認してくる。復

習：授業において担当教員から得た

アドバイスをもとに、分析手順を見

直し、それにもとづいたデータ分析

 



を行う。 

18 データ分析⑧ 

予習：データの分析手順を確認してくる。復

習：授業において担当教員から得た

アドバイスをもとに、分析手順を見

直し、それにもとづいたデータ分析

を行う。 

 

19 データの解釈と論文作成① 

予習：データの分析結果の解釈を考え、研究

ノートに記載してくる。復習：授業

における討論にもとづいて論文を

作成する。 

 

20 データの解釈と論文作成② 

予習：データの分析結果の解釈を考え、研究

ノートに記載してくる。復習：授業

における討論にもとづいて論文を

作成する。 

 

21 データの解釈と論文作成③ 

予習：データの分析結果の解釈を考え、研究

ノートに記載してくる。復習：授業

における討論にもとづいて論文を

作成する。 

 

22 データの解釈と論文作成④ 

予習：データの分析結果の解釈を考え、研究

ノートに記載してくる。復習：授業

における討論にもとづいて論文を

作成する。 

 

23 データの解釈と論文作成⑤ 

予習：データの分析結果の解釈を考え、研究

ノートに記載してくる。復習：授業

における討論にもとづいて論文を

作成する。 

 

24 データの解釈と論文作成⑥ 

予習：データの分析結果の解釈を考え、研究

ノートに記載してくる。復習：授業

における討論にもとづいて論文を

作成する。 

 

25 データの解釈と論文作成⑦ 

予習：データの分析結果の解釈を考え、研究

ノートに記載してくる。復習：授業

における討論にもとづいて論文を

作成する。 

 

26 データの解釈と論文作成⑧ 

予習：データの分析結果の解釈を考え、研究

ノートに記載してくる。復習：授業

における討論にもとづいて論文を

作成する。 

 

27 研究プレゼンテーションの準備① 

予習：研究全般にわたるプレゼンテーショ

ンのスライドを作成してくる。復

習：授業での討論にもとづいて、ス

ライドを修正する。 

 

28 研究プレゼンテーションの準備② 

予習：研究全般にわたるプレゼンテーショ

ンのスライドを作成してくる。復

習：授業での討論にもとづいて、ス

ライドを修正する。 

 

29 研究プレゼンテーションの準備③ 

予習：研究全般にわたるプレゼンテーショ

ンのスライドを作成してくる。復

習：授業での討論にもとづいて、ス

ライドを修正する。 

 

30 研究プレゼンテーションの実施 

予習：プレゼンテーションの練習復習：質疑

応答の内容にもとづいて論文に必

要な修正を行う。 

 

成績評価方法と基準 割合 

最終報告会での発表、卒業論文抄録を評価対象とする 4/5 以上の出席が必要 

 
1 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：中根 

主担当教員 中根 征也 担当教員 中根 征也 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。理学療法の分野の中でも特に、「神

経発達症児（発達障がい児）への運動指導の効果検証」「特別支援学校の教諭（先生）やそれに関連する専門

職（心理士・保育士など）と協働した子どもたちへの運動指導の効果検証」「生態心理学的概念に基づいた運

動療法」「高齢者の転倒原因の追究」「当事者（障害者・高齢者）同士の支え合いに関する研究」「障害者の QOL

に関する研究」などについて理学療法の必要性や効果について研究を行ないます。具体的には、関連分野の

基本文献 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。【D①④】２．研究計画に基づき、研究をすすめることができる。【D①④】

３．収集したデータを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる。【D①④】４．研究結果と解釈につい

てプレゼンテーションとディスカッションができる。【D①④】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

原則的にゼミを週 1 回のペースで行なっている。定められたゼミ時間以外でも事前事後学習に積極的に取り

組み、何事もしっかり楽しんでください。学生主体のゼミではあるが、各学生の状況に合わせながら、担当

教員と報告・連絡・相談をしっかり行ないながら進めて行く。 

 

教科書 

特に定めない。 

 

参考書 

小笠原喜康：新版 大学生のためのレポート・論文術，講談社現代新書，2009 戸田山和久：論文教室 レポー

トから卒論まで，NHK ブックス，2010 山田実 編：PT・OT のための臨床研究はじめの一歩，羊土社，2016 

 

研究室／オフィスアワー 

中根征也：4階研究室／E棟 木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）平川正彦：4階

研究室／E棟 木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）檜垣奨：4階研究室／E棟 木曜

日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション／卒業研究Ⅱについて

詳細を説明する。 

予習：卒業研究Ⅰの進捗状況を確認する。

（30 分）復習：授業で述べた「卒業

研究Ⅱについて」をまとめる。（30

分） 

 

2 
研究構想の紹介①／2-3 名ずつ、各自の研究

計画を発表する。 

予習：研究計画書を確認し，発表の準備を行

う。（30 分）復習：授業内でディス
 



カッションした内容をまとめる。

（30 分） 

3 
研究構想の紹介②／2-3 名ずつ、各自の研究

計画を発表する。 

予習：研究計画書を確認し，発表の準備を行

う。（30 分）復習：授業内でディス

カッションした内容をまとめる。

（30 分） 

 

4 
研究構想の紹介③／2-3 名ずつ、各自の研究

計画を発表する。 

予習：研究計画書を確認し，発表の準備を行

う。（30 分）復習：授業内でディス

カッションした内容をまとめる。

（30 分） 

 

5 
研究計画の確認①／担当教員と研究計画に

ついて最終確認を行なう。 

予習：実験に向けて，具体的な方法論を立案

する。（30 分）復習：授業内でディ

スカッションした内容をまとめる。

（30 分） 

 

6 
研究計画の確認②／担当教員と研究計画に

ついて最終確認を行なう。 

予習：実験に向けて，具体的な方法論を立案

する。（30 分）復習：授業内でディ

スカッションした内容をまとめる。

（30 分） 

 

7 卒業研究の実験① 

＊これ以降は、これまで以上に担当教員と

の話し合いの機会を多く設けるこ

と。予習：実験準備（30 分）復習：

実験データをまとめる。（30 分） 

 

8 卒業研究の実験② 
予習：実験準備（30 分）復習：実験データ

をまとめる。（30 分） 
 

9 卒業研究の実験③ 
予習：実験準備（30 分）復習：実験データ

をまとめる。（30 分） 
 

10 卒業研究の実験④ 
予習：実験準備（30 分）復習：実験データ

をまとめる。（30 分） 
 

11 卒業研究の実験データの確認① 

予習：得られた実験データをまとめる。（30

分）復習：授業内でディスカッショ

ンした内容をまとめる。（30 分） 

 

12 卒業研究の実験データの確認② 

予習：得られた実験データをまとめる。（30

分）復習：授業内でディスカッショ

ンした内容をまとめる。（30 分） 

 

13 卒業研究の実験データの分析方針の確認① 

予習：得られた実験データをまとめる。（30

分）復習：授業内でディスカッショ

ンした内容をまとめる。（30 分） 

 

14 卒業研究の実験データの分析方針の確認② 

予習：得られた実験データをまとめる。（30

分）復習：授業内でディスカッショ

ンした内容をまとめる。（30 分） 

 

15 発表会／進捗状況の発表を行なう。 

予習：発表資料の準備（30 分）復習：授業

内でディスカッションした内容を

まとめる。（30 分） 

 

16 
オリエンテーション／論文執筆方法につい

て再度、説明する。 

予習：「論文の書き方」について復習する。

（30 分）復習：「論文の書き方」に

ついてまとめる。（30 分） 

 

17 卒業研究の実験データの分析① 

予習：得られた実験データをまとめる。（30

分）復習：授業内でディスカッショ

ンした内容をまとめる。（30 分） 

 

18 卒業研究の実験データの分析② 

予習：得られた実験データをまとめる。（30

分）復習：授業内でディスカッショ

ンした内容をまとめる。（30 分） 

 

19 
卒業論文の構想の検討①／2-3 名ずつ、各自

の卒業論文の構想について発表を行なう。 

予習：発表資料の準備（30 分）復習：授業

内でディスカッションした内容を

まとめる。（30 分） 

 

20 
業論文の構想の検討②／2-3 名ずつ、各自の

卒業論文の構想について発表を行なう。 

予習：発表資料の準備（30 分）復習：授業

内でディスカッションした内容を

まとめる。（30 分） 

 

21 
業論文の構想の検討③／2-3 名ずつ、各自の

卒業論文の構想について発表を行なう 

予習：発表資料の準備（30 分）復習：授業

内でディスカッションした内容を

まとめる。（30 分） 

 

22 
卒業論文執筆①／担当教員と相談をしなが

ら執筆する。 

予習：論文の執筆（30 分）復習：授業内で

ディスカッションした内容をまと
 



める。（30 分） 

23 
卒業論文執筆②／担当教員と相談をしなが

ら執筆する。 

予習：論文の執筆（30 分）復習：授業内で

ディスカッションした内容をまと

める。（30 分） 

 

24 
卒業論文執筆③／担当教員と相談をしなが

ら執筆する。 

予習：論文の執筆（30 分）復習：授業内で

ディスカッションした内容をまと

める。（30 分） 

 

25 
卒業論文執筆④／担当教員と相談をしなが

ら執筆する。 

予習：論文の執筆（30 分）復習：授業内で

ディスカッションした内容をまと

める。（30 分） 

 

26 発表会／進捗状況の発表を行なう。 

予習：発表資料の準備（30 分）復習：授業

内でディスカッションした内容を

まとめる。（30 分） 

 

27 
卒業論文執筆⑤／担当教員と相談をしなが

ら執筆する。 

予習：論文の執筆（30 分）復習：授業内で

ディスカッションした内容をまと

める。（30 分） 

 

28 卒業論文のまとめと最終報告会の準備① 

予習：発表資料の準備（30 分）復習：授業

内でディスカッションした内容を

まとめる。（30 分） 

 

29 最終報告会の準備② 

予習：発表資料の準備（30 分）復習：授業

内でディスカッションした内容を

まとめる。（30 分） 

 

30 最終報告会 

予習：発表資料の準備（30 分）復習：授業

内でディスカッションした内容を

まとめる。（30 分） 

 

成績評価方法と基準 割合 

①最終報告会での発表【D①④】②卒業論文抄録【D①④】【出席】4/5以上の出席が必要＊採点を開示す

る。 

 

① 最 終

報 告 ：

30 ％ ②

論 文 抄

録 ：

70％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：澤田 

主担当教員 澤田 優子 担当教員 澤田 優子 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。研究テーマは、小児の理学療法お

よび地域で実施する健康増進などとする。研究手法として、調査研究を実施する。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．研究計画に基づき、研究をすすめることができる。３．収集した

データを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる。４．研究結果と解釈についてプレゼンテーション

とディスカッションができる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。 

 

教科書 

配布資料、文献など 

 

参考書 

随時紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 1時限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 データ収集（１） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

2 データ収集（２） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

3 データ収集（３） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

4 データ収集（４） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

5 データ収集（５） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

6 データ解析（１） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

7 データ解析（２） 
＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究
澤田 



を進める 

8 データ解析（３） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

9 データ解析（４） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

10 データ解析（５） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

11 最終報告会準備（１） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

12 最終報告会準備（２） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

13 最終報告会準備（３） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

14 最終報告会準備（４） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

15 最終報告会準備（５） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

16 文献検討（１） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

17 文献検討（２） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

18 文献検討（３） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

19 文献検討（４） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

20 文献検討（５） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

21 論文執筆（１） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

22 論文執筆（２） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

23 論文執筆（３） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

24 論文執筆（４） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

25 論文執筆（５） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

26 論文執筆（６） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

27 論文執筆（７） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 



28 論文執筆（８） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

29 論文執筆（９） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

30 論文執筆（１０） 

＜予習 1 時間・復習 1 時間＞事前準備、事

後の整理を行い、計画を立てて研究

を進める 

澤田 

成績評価方法と基準 割合 

最終報告会での発表、卒業論文抄録を評価対象とする 4/5 以上の出席が必要<DP①④> 

 

課 題 へ

の 取 り

組 み 姿

勢 50％

最 終 報

告 会 で

の 発

表 、 卒

業 論 文

抄 録

50％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：工藤 

主担当教員 工藤 慎太郎 担当教員 工藤 慎太郎 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。運動器系理学療法・スポーツ理学

療法の臨床研究，基礎研究を行います．三次元動作解析，超音波エコーを用いた運動解析を行います．運動

器理学療法やスポーツ理学療法に興味のある学生が履修することを望みます． 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．研究計画に基づき、研究をすすめることができる。３．収集した

データを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる。４．研究結果と解釈についてプレゼンテーション

とディスカッションができる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。  研究成果の外部への公開（学会発表）を積極的に進め

ましょう． 

 

教科書 

特になし．必要資料は指導教員から適宜配布します． 

 

参考書 

特になし．必要なものは適宜，指導教員から配布します． 

 

研究室／オフィスアワー 

個別にアポイントメントを取って応じます． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 追加実験 計画を立て、実施する。  

2 追加実験   

3 追加実験   

4 追加実験   

5 追加実験   

6 追加実験   

7 追加実験まとめ   

8 追加実験まとめ   

9 卒業論文作成   



10 卒業論文作成   

11 卒業論文作成   

12 プレゼンテーション資料作成   

13 プレゼンテーション資料作成   

14 プレゼンテーション資料作成   

15 プレゼンテーション資料作成   

16 プレゼンテーション資料作成   

17 プレゼンテーション練習   

18 プレゼンテーション練習   

19 プレゼンテーション練習   

20 プレゼンテーション練習   

21 卒業研究発表予演   

22 追加データ分析   

23 追加データ分析   

24 追加データ分析   

25 追加データ分析   

26 卒業研究発表予演   

27 卒業研究発表会   

28 卒業論文修正   

29 卒業論文修正   

30 卒業論文完成   

成績評価方法と基準 割合 

最終報告会での発表、卒業論文抄録を評価対象とする 4/5 以上の出席を必要とする。  <DP①④> 

 

卒 業 論

文 １ ０

０％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：木内 

主担当教員 木内 隆裕 担当教員 木内 隆裕 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。ヒトを対象とした実験研究（主に

神経生理学研究、あるいは心理生理学研究）で得られたデータを統計学的に解析し、その結果を丁寧に洞察

しながら論文にまとめることを目標とする。その目標達成のため、各自の進捗状況に合わせて、ラボのメン

バーでデータ検討を重ねる（プレゼンテーションを含む）。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．研究計画に基づき、研究をすすめることができる。３．収集した

データを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる。４．研究結果と解釈についてプレゼンテーション

とディスカッションができる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・指導教員への報告・連絡・相談を怠らないこと。・実験補助には積極的に参加し、互いに助け合うこと。・プ

レゼンテーションを行う場合は、自分で事前に資料を準備すること。・実験機器は丁寧かつ慎重に扱うこと。 

 

教科書 

1)  市橋則明(編).  運動療法学. 障害別アプローチの理論と実際. 第 2版, 文光堂, 2014. 

 

参考書 

1)  水野昇, 野村嶬, 三谷章(監訳).  臨床神経科学とリハビリテーション. 西村書店, 2020.2)  神田善伸

(著). フリー統計ソフト EZR(Easy R)で誰でも簡単統計解析. 第 1版, 南江堂, 2014.3)  対馬栄輝, 木村雅

彦(編).  リハビリテーション統計学. 第 1版, 中山書店, 2015. (15 レクチャーシリーズ).4)  木塚朝博, 

木竜徹, 増田正, 他 (著).  表面筋電図. 第 1版, 東京電機大学出版局, 2006. 

 

研究室／オフィスアワー 

随時（ただし、授業及び会議の時間以外） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究計画に基づく実験データの取得 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

2 研究計画に基づく実験データの取得 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

3 研究計画に基づく実験データの取得 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

4 研究計画に基づく実験データの取得 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

5 研究計画に基づく実験データの取得 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 



6 研究計画に基づく実験データの取得 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

7 研究計画に基づく実験データの取得 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

8 研究計画に基づく実験データの取得 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

9 研究計画に基づく実験データの取得 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

10 研究計画に基づく実験データの取得 
・実験準備は自発的に行う。・必ず実験記録

をつける。 
 

11 研究計画に基づく実験データの解析 
・解析にはマイ PC かラボ PC を用いる。・必

ず解析記録をつける。 
 

12 研究計画に基づく実験データの解析 
・解析にはマイ PC かラボ PC を用いる。・必

ず解析記録をつける。 
 

13 研究計画に基づく実験データの解析 
・解析にはマイ PC かラボ PC を用いる。・必

ず解析記録をつける。 
 

14 研究計画に基づく実験データの解析 
・解析にはマイ PC かラボ PC を用いる。・必

ず解析記録をつける。 
 

15 研究計画に基づく実験データの解析 
・解析にはマイ PC かラボ PC を用いる。・必

ず解析記録をつける。 
 

16 研究計画に基づく実験データの解析 
・解析にはマイ PC かラボ PC を用いる。・必

ず解析記録をつける。 
 

17 研究計画に基づく実験データの解析 
・解析にはマイ PC かラボ PC を用いる。・必

ず解析記録をつける。 
 

18 研究計画に基づく実験データの解析 
・解析にはマイ PC かラボ PC を用いる。・必

ず解析記録をつける。 
 

19 研究計画に基づく実験データの解析 
・解析にはマイ PC かラボ PC を用いる。・必

ず解析記録をつける。 
 

20 研究計画に基づく実験データの解析 
・解析にはマイ PC かラボ PC を用いる。・必

ず解析記録をつける。 
 

21 
卒業論文及び抄録の作成（場合によっては、

実験データの再解析） 
積極的に添削を受けに来る。  

22 
卒業論文及び抄録の作成（場合によっては、

実験データの再解析） 
積極的に添削を受けに来る。  

23 
卒業論文及び抄録の作成（場合によっては、

実験データの再解析） 
積極的に添削を受けに来る。  

24 
卒業論文及び抄録の作成（場合によっては、

実験データの再解析） 
積極的に添削を受けに来る。  

25 
卒業論文及び抄録の作成（場合によっては、

実験データの再解析） 
積極的に添削を受けに来る。  

26 卒業論文及び抄録の作成 
細部まで目を通しながら丁寧に修正を行

う。 
 

27 卒業論文及び抄録の作成 
細部まで目を通しながら丁寧に修正を行

う。 
 

28 卒業論文及び抄録の作成 
細部まで目を通しながら丁寧に修正を行

う。 
 

29 卒業論文及び抄録の作成 
細部まで目を通しながら丁寧に修正を行

う。 
 

30 卒業論文及び抄録の作成 
細部まで目を通しながら丁寧に修正を行

う。 
 

成績評価方法と基準 割合 

最終報告会での発表、卒業論文抄録を評価対象とする。4/5 以上の出席を必要とする。<DP①④> 

 

最 終 報

告 会 卒

業 研 究

抄録 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：森谷 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。動物実験により口腔顔面領域の感

覚情報伝達、運動制御に関わる神経機構の解明を目指す。動物実験の実施に関わる倫理規程等を習得すると

共に、基本的な実験手技、データの記録と取りまとめ、実験結果の整理について学ぶ。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる（DP①④）。２．研究計画に基づき、研究をすすめることができる（DP①④）。

３．収集したデータを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる（DP①④）。４．研究結果と解釈につ

いてプレゼンテーションとディスカッションができる（DP①④）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。  動物実験に関わる教育訓練を受講すること。 

 

教科書 

教科書として指定する書物はないが、必要に応じて資料等を配布する。 

 

参考書 

必要に応じて資料等を配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階（研究室 11） 月曜日午後 5時～午後 7時、各日昼休みの時間帯は原則研究室に在室しています。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

学生は、学修目標が達成できるよう、ゼミ担

当教員と密に連絡をとり、学修計画を立て

る。卒業研究Ⅰの中間報告会での成果発表

内容を検証し、必要に応じて研究計画の修

正を行う。 

計画を立て、実施に向けての検討をして下

さい（2時間）。 
森谷 

2 動物実験①（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

3 動物実験②（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

4 動物実験③（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

5 動物実験④（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

6 動物実験⑤（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

7 動物実験⑥（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 



8 動物実験⑦（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

9 動物実験⑧（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

10 動物実験⑨（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

11 動物実験⑩（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

12 動物実験⑪（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

13 動物実験⑫（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

14 これまでのデータ整理 

これまでの収集データを取りまとめて、研

究指導者と内容を検証できるよう

に整理しておいて下さい（2時間）。 

森谷 

15 動物実験⑬（データ収集） 

前回のデータの取りまとめで明らかとなっ

た問題点を修正する。適正な実験の

実施と正確な記録を取れるように

準備しておいて下さい（2時間）。 

森谷 

16 動物実験⑭（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

17 動物実験⑮（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

18 動物実験⑯（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

19 動物実験⑰（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

20 動物実験⑱（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

21 動物実験⑲（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

22 動物実験⑳（データ収集） 
適正な実験の実施と正確な記録を取れるよ

うに準備して下さい（2時間）。 
森谷 

23 動物実験の経過と結果の整理 

研究指導者の指導の下、経過と結果の整理

ができるように準備しておいて下

さい（2時間）。 

森谷 

24 動物実験結果の整理（統計処理） 

研究指導者の指導の下、実験結果の整理（統

計処理）ができるように準備してお

いて下さい（2時間）。 

森谷 

25 動物実験結果の整理（図表の作成） 

研究指導者の指導の下、実験結果の整理（図

表の作成）ができるように準備して

おいて下さい（2時間）。 

森谷 

26 卒業論文の作成（緒言、材料と方法） 

研究指導者の指導の下、「緒言」と「材料と

方法」を記述することができるよう

に準備しておいて下さい（2時間）。 

森谷 

27 卒業論文の作成（結果、図表） 

研究指導者の指導の下、「結果」と説明用の

図表を記載できるように準備して

おいて下さい（2時間）。 

森谷 

28 卒業論文の作成（考察、図表） 

研究指導者の指導の下、「考察」と説明用の

図表を記載できるように準備して

おいて下さい（2時間）。 

森谷 

29 卒業論文の作成（引用文献、要約） 

研究指導者の指導の下、「引用文献」と「要

約」を記述することができるように

準備しておいて下さい（2時間）。 

森谷 

30 卒業論文の作成（最終）と報告会の準備 

卒業論文の内容を確認すると共に、発表会

の準備をしておいて下さい（2 時

間）。 

森谷 

成績評価方法と基準 割合 

最終報告会での発表、卒業論文（抄録を含む）を評価対象とする 4/5 以上の出席が必要動物実験を行う

場合は、動物実験に関わる教育訓練を受講すること ①最終報告会での発表（DP①④）②卒業論文（抄

①50 ％

②50％ 



録を含む）（DP①④）その他詳細は初回講義時に説明します。 

 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：堀 

主担当教員 堀 竜次 担当教員 堀 竜次 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。内科系理学療法トピックスを知る

ため、学会等へ参加する。研究成果のあったものは、学会発表にエントリーする。. 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。<DP①>２．研究計画に基づき、研究をすすめることができる。<DP①④>

３．収集したデータを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる。<DP①④>４．研究結果と解釈につい

てプレゼンテーションとディスカッションができる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員と話し合って研究活動を進めるが、学生自身が主体的に取り込むこと。 

 

教科書 

教科書は使用しない資料は随時配布する 

 

参考書 

フリー統計ソフト EZR(EasyR)で誰でも簡単統計解析,２０１５、南江堂、神田善信著 

 

研究室／オフィスアワー 

金曜日３・４限（研究室）、それ以外は個別に相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究計画に基づきデータ測定 
予習：データ測定の準備をする復習：測定し

たデータ管理を行う 
堀 

2 研究計画に基づきデータ測定 
予習：データ測定の準備をする復習：測定し

たデータ管理を行う 
堀 

3 研究計画に基づきデータ測定 
予習：データ測定の準備をする復習：測定し

たデータ管理を行う 
堀 

4 研究計画に基づきデータ測定 
予習：データ測定の準備をする復習：測定し

たデータ管理を行う 
堀 

5 研究計画に基づきデータ測定 
予習：データ測定の準備をする復習：測定し

たデータ管理を行う 
堀 

6 研究計画に基づきデータ測定 
予習：データ測定の準備をする復習：測定し

たデータ管理を行う 
堀 

7 研究計画に基づきデータ測定 
予習：データ測定の準備をする復習：測定し

たデータ管理を行う 
堀 

8 研究計画に基づきデータ測定 
予習：データ測定の準備をする復習：測定し

たデータ管理を行う 
堀 

9 研究計画に基づきデータ測定 
予習：データ測定の準備をする復習：測定し

たデータ管理を行う 
堀 

10 研究計画に基づきデータ測定 予習：データ測定の準備をする復習：測定し 堀 



たデータ管理を行う 

11 データの解析および統計 

予習：教科書等を利用して事前にデータ解

析を行う復習：データ解析結果をま

とめる 

堀 

12 データの解析および統計 

予習：教科書等を利用して事前にデータ解

析を行う復習：データ解析結果をま

とめる 

堀 

13 データの解析および統計 

予習：教科書等を利用して事前にデータ解

析を行う復習：データ解析結果をま

とめる 

堀 

14 データの解析および統計 

予習：教科書等を利用して事前にデータ解

析を行う復習：データ解析結果をま

とめる 

堀 

15 データの解析および統計 

予習：教科書等を利用して事前にデータ解

析を行う復習：データ解析結果をま

とめる 

堀 

16 データの解析および統計 

予習：教科書等を利用して事前にデータ解

析を行う復習：データ解析結果をま

とめる 

堀 

17 データの解析および統計 

予習：教科書等を利用して事前にデータ解

析を行う復習：データ解析結果をま

とめる 

堀 

18 データの解析および統計 

予習：教科書等を利用して事前にデータ解

析を行う復習：データ解析結果をま

とめる 

堀 

19 データの解析および統計 

予習：教科書等を利用して事前にデータ解

析を行う復習：データ解析結果をま

とめる 

堀 

20 データの解析および統計 

予習：教科書等を利用して事前にデータ解

析を行う復習：データ解析結果をま

とめる 

堀 

21 論文作成および研究発表準備 

予習：論文・プレゼンテーション資料を事前

に準備しておく復習：論文・プレゼ

ンテーション資料を修正する 

堀 

22 論文作成および研究発表準備 

予習：論文・プレゼンテーション資料を事前

に準備しておく復習：論文・プレゼ

ンテーション資料を修正する 

堀 

23 論文作成および研究発表準備 

予習：論文・プレゼンテーション資料を事前

に準備しておく復習：論文・プレゼ

ンテーション資料を修正する 

堀 

24 論文作成および研究発表準備 

予習：論文・プレゼンテーション資料を事前

に準備しておく復習：論文・プレゼ

ンテーション資料を修正する 

堀 

25 論文作成および研究発表準備 

予習：論文・プレゼンテーション資料を事前

に準備しておく復習：論文・プレゼ

ンテーション資料を修正する 

堀 

26 論文作成および研究発表準備 

予習：論文・プレゼンテーション資料を事前

に準備しておく復習：論文・プレゼ

ンテーション資料を修正する 

堀 

27 論文作成および研究発表準備 

予習：論文・プレゼンテーション資料を事前

に準備しておく復習：論文・プレゼ

ンテーション資料を修正する 

堀 

28 論文作成および研究発表準備 

予習：論文・プレゼンテーション資料を事前

に準備しておく復習：論文・プレゼ

ンテーション資料を修正する 

堀 

29 論文作成および研究発表準備 

予習：論文・プレゼンテーション資料を事前

に準備しておく復習：論文・プレゼ

ンテーション資料を修正する 

堀 

30 最終研究発表会 予習：論文を最終修正し完成させておく 堀 

成績評価方法と基準 割合 



１．提出された卒業論文抄録の内容を評価対象とする<DP①④>２．最終報告会での発表および討議内

容を評価対象とする<DP①④>３．単位認定のための必要出席回数は、4/5 以上とする 

 

1.50%2.

50% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：河村 

主担当教員 河村 廣幸 担当教員 河村 廣幸 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。実験研究を通して、文献検索・標本

抽出・予備実験・本実験・データ処理・論文作成の家庭を経験する。実験研究を通して、文献検索・標本抽

出・予備実験・本実験・データ処理・論文作成の家庭を経験する。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。２．研究計画に基づき、研究をすすめることができる。３．収集した

データを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる。４．研究結果と解釈についてプレゼンテーション

とディスカッションができる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

はじめての研究法：神陵文庫 

 

研究室／オフィスアワー 

要相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

学生は、学修目標が達成できるよう、ゼミ担

当教員と密に連絡をとり、学修計画を立て

る。 

計画を立て、実施しする。  

2 研究計画の修正 

予習：中間発表会での意見をまとめ、修正案

を作成しておく（２時間）課題：計

画を修正し再提出準備をする 

 

3 パイロットスタディ① 

予習：予備実験のための準備をしておく（２

時間）課題：パイロットスタディか

ら修正点を明確にまとめる（２時

間） 

 

4 パイロットスタディ② 

予習：パイロットスタディ①からの修正点

をまとめる（２時間）課題：修正点

の不具合をまとめる（２時間） 

 

5 本実験データ収集① 

予習：実験データをまとめるデータベース

を作成しておく（２時間）課題：デ

ータをまとめ、過不足がないか確認

する（２時間） 

 



6 本実験データ収集② 

予習：本実験①のデータをまとめておく（２

時間）課題：実験データ①②をまと

める（２時間） 

 

7 本実験データ収集③ 

本実験①②のデータをまとめておく（２時

間）予習：本実験データ収集①②③

（２時間） 

 

8 本実験データ収集④ 

予習：本実験①②③のデータをまとめてお

く（２時間）課題：予習：本実験デ

ータ収集①②③④（２時間） 

 

9 データ分析① 

予習：本実験データを処理しやすいように

PC データとしてまとめておく（２時

間）課題：分析に必要な情報を収集

する（２時間） 

 

10 データ分析② 

予習：データ分析①からデータの特徴を掴

む（２時間）課題：データ分析②か

ら修正を行う（２時間） 

 

11 データ分析③ 

予習：データ分析②からデータの特徴を掴

む（２時間）課題：データ分析③か

ら修正を行う（２時間） 

 

12 論文作成① 
予習：論文のアウトラインを作成しておく

（２時間）課題：論文執筆（２時間） 
 

13 論文作成② 
予習：論文執筆（２時間）課題：論文執筆（２

時間） 
 

14 抄録作成 
予習：卒業論文をまとめ、要約しておく（２

時間）課題：抄録執筆 
 

15 発表会 

予習：スライドおよび発表原稿を作成して

おく（２時間）課題：発表会での質

問や反省点をまとめる（２時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

最終報告会での発表、卒業論文抄録提出を必須条件とし、卒業論文を評価対象とする＜DP１・４＞4/5

以上の出席が必要 

 

1 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：金尾 

主担当教員 金尾 顕郎 担当教員 金尾 顕郎 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究を進め、学習成果として、卒業論文を作成する。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。＜DP①④＞２．研究計画に基づき、研究をすすめることができる。＜

DP①④＞３．収集したデータを解析、解釈し、論理的解釈にもとづき論文執筆ができる。＜DP①④＞４．研究結果と

解釈についてプレゼンテーションとディスカッションができる。＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。  計画的に進めること。 

 

教科書 

特に定めない。 

 

参考書 

特に定めない。 

 

研究室／オフィスアワー 

水曜日の午前研究室に在室時事前の連絡が必要 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 講義①オリエンテーション 計画を立て、研究を進める準備と整理  

2 講義② 計画を立て、研究を進める準備と整理  

3 本実験① 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

4 本実験② 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

5 本実験③ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

6 本実験④ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

7 本実験⑤ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

8 本実験⑥ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

9 本実験⑦ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

10 本実験⑧ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

11 本実験⑨ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 



12 本実験⑩ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

13 本実験⑪ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

14 本実験⑫ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

15 実験結果の報告 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

16 実験の見直し① 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

17 実験の見直し② 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

18 論文の作成① 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

19 論文の作成② 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

20 論文の作成③ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

21 論文の作成④ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

22 論文の作成⑤ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

23 論文の作成⑥ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

24 論文の作成⑦ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

25 論文の作成⑧ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

26 論文の作成⑩ 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

27 論文の報告会 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

28 論文の修正① 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

29 論文の修正② 
事前準備と事後の整理を行い、計画的に進

める 
 

30 論文最終報告 最終報告会の準備とまとめを行う  

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席が必要最終報告会での発表、卒業論文抄録を評価対象とする１．課題への取り組み姿

勢＜DP①④＞２．最終報告会での発表と卒業論文抄録＜DP①④＞ 

 

1. 50%2. 

50% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (理学)：三木屋 

主担当教員 三木屋 良輔 担当教員 三木屋 良輔 

科目ナンバリング SS502a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 5

限)、後期(月曜

1 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。学習成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。本ゼミのメインテーマは、高齢者の骨格筋増強、運動耐容能向上、QOL 向上であ

る。具体的には高齢者に見られる筋減少症（サルコペニア）を改善するための科学的基礎データの蓄積を目

指す。また地域高齢者の介護予防について、高齢者の行動変容を生み出すシステム作りも目指す。よって本

ゼミでは、高齢者の骨格筋増強のメカニズムを中心とした学習を中心に展開する。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。<DP①④>２．専門領域における資料および文献収集ができる。<DP①④>

３．専門領域における実験または調査などの研究方法を理解する。<DP①④>４．研究計画を作成し、プレゼンテーシ

ョンができる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．グループ討議には積極的に参加すること。２．指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。３．自

身が知りたいことを具現化する努力をすること。 

 

教科書 

無し 

 

参考書 

市橋則明 著：運動療法学．文光堂鈴木隆雄 監修：完全版介護予防マニュアル．法研 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日午後、金曜日以外の時間に予めアポイントを取ってください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ゼミオリエンテーション 

予習：シラバス・年間行動予定の確認（１時

間）復習：年間行動予定の立案（１

時間） 

三木屋 

2 研究資料の作成 
予習：研究資料を揃える（１時間）復習：研

究資料を印刷する（１時間） 
三木屋 

3 体操実技演習 
予習：予防体操を予習する（１時間）復習：

体操の確認（１時間） 
三木屋 

4 地域介護予防活動１ 
予習：予防体操の準備（１時間）復習：予防

体操の振り返り（１時間） 
三木屋 

5 筋力測定実技演習 
予習：MMT について予習しておく（１時間）

復習：検査の注意事項振り返り（１
三木屋 



時間） 

6 可動域測定実技演習 
予習：ROM-T を予習しておく（１時間）復習：

検査の注意事項振り返り（１時間） 
三木屋 

7 データ収集１ 

予習：研究データの収集を準備する（１時

間）復習：収集したデータを整理す

る（１時間） 

三木屋 

8 データ収集２ 

予習：研究データの収集を準備する（１時

間）復習：収集したデータを整理す

る（１時間） 

三木屋 

9 データ収集３ 

予習：研究データの収集を準備する（１時

間）復習：収集したデータを整理す

る（１時間） 

三木屋 

10 データ解析１ 

予習：研究データの解析を準備する（１時

間）復習：解析したデータを整理す

る（１時間） 

三木屋 

11 データ解析２ 

予習：研究データの解析を準備する（１時

間）復習：解析したデータを整理す

る（１時間） 

三木屋 

12 解析結果の考察 

予習：解析した研究データ結果の考察を準

備する（１時間）復習：考察を整理

する（１時間） 

三木屋 

13 解析結果のまとめ 

予習：解析した研究データ結果をまとめる

準備する（１時間）復習：まとめた

結果を整理する（１時間） 

三木屋 

14 症例検討会 

予習：臨床データに妥当性ついて予習して

おく（１時間）復習：臨床データの

信頼性について復習する（１時間） 

三木屋 

15 最終研究発表会 

予習：発表会に参加し質問を考える（１時

間）復習：発表内容の振り返り（１

時間） 

三木屋 

16 地域介護予防活動２ 
予習：予防体操の準備（１時間）復習：予防

体操の振り返り（１時間） 
三木屋 

17 抄録作成準備 

予習：卒業研究抄録について準備する（１時

間）復習：抄録について確認する（１

時間） 

三木屋 

18 実習の準備 

予習：臨床に役立つ文献を整理しておく（１

時間）復習：臨床に役立つ文献を読

み直す（1時間） 

三木屋 

19 臨床での評価実技演習 

予習：臨床で必要な評価項目を想起してお

く（１時間）復習：臨床での評価実

技のポイントを整理する（１時間） 

三木屋 

20 抄録作成１：研究背景について 

予習：研究背景について予習しておく（１時

間）復習：研究背景について確認す

る（１時間） 

三木屋 

21 
抄録作成２：研究デザインにおける対象・方

法について 

予習：研究の対象確保・実現性について予習

しておく（１時間）復習：実現性に

ついて確認する（１時間） 

三木屋 

22 地域介護予防活動３ 
予習：予防体操の準備（１時間）復習：予防

体操の振り返り（１時間） 
三木屋 

23 抄録作成３：研究アウトカムについて 

予習：研究方法のアウトカムについて予習

しておく（１時間）復習：アウトカ

ムについて確認する（１時間） 

三木屋 

24 
抄録作成４：アウトカムの妥当性、信頼性に

ついて 

予習：アウトカムの妥当性、信頼性について

予習しておく（１時間）復習：アウ

トカムについて確認する（１時間） 

三木屋 

25 地域介護予防活動４ 
予習：予防体操の準備（１時間）復習：予防

体操の振り返り（１時間） 
三木屋 

26 抄録作成：結果について 
予習：研究結果を確認する。（１時間）復習：

研究限界を確認する。（１時間） 
三木屋 

27 抄録の仮完成 
予習：抄録の体裁を確認する。（１時間）復

習：抄録を読み返す。（１時間） 
三木屋 



28 抄録の仮提出 

予習：抄録のフォーマットを確認する。（１

時間）復習：抄録を担当教員に提出

する。（１時間） 

三木屋 

29 抄録の修正 
予習：修正抄録を確認する（１時間）復習：

抄録を修正する（１時間） 
三木屋 

30 抄録完成版の提出 
予習：完成した抄録を確認する（１時間）復

習：完成版を提出する（１時間） 
三木屋 

成績評価方法と基準 割合 

１、研究計画、２、中間報告会を評価対象とする<DP①④＞4/5 以上の出席が必要 １，２共にルーブリッ

ク評価を行います。 

 

１、研究

計 画 ２

０ ％ 、

２、中間

報 告 会

８０％ 



授業科目名 臨床総合実習Ⅰ (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 

中根 征也／河村 廣幸／三木屋 

良輔／前田 薫／角田 晃啓／澤

田 優子／仲本 正美／工藤 慎

太郎／堀 竜次／杉本 圭／松尾 

浩希／平川 正彦／檜垣 奨／林 

真太郎／国宗 翔／木内 隆裕 

科目ナンバリング SS505a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 7.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

3 年次までに履修した理学療法全般にわたる知識と技術、評価実習で習得した理学療法評価の実践能力をも

とに、臨床実習指導者の指導のもと、自己で計画した理学療法プログラムの実践を経験するための 7 週間の

実習である。4年次を通じて 14 週間行う。 

 

学修目標 

対象者の生活機能の理解を通じて、理学療法プログラムを立案し、これを実施することを目標とする。これを実現す

るための行動目標を以下のとおりとする。①理学療法評価の経験を通じて、対象者の生活機能を想起できる。

【DP①③④】②対象者の生活機能をふまえた理学療法プログラムを想起できる。【DP①③④】③実習指導者の指導の

下、安全に配慮した理学療法介入を経験する。【DP①③④】④理学療法介入を通じて、対象者が日々変化しているこ

とを認識する。【DP①③④】⑤対象者の変化を通じて、理学療法評価の内容を再 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．医療人であるという自覚をもって実習態度には十分に注意する。２．履修要件として、臨床理学療法評

価学、基礎理学療法学Ⅱ、臨床理学療法評価学演習、臨床評価実習の単位を取得しておくこと。３．臨床実習

のため，原則欠席は認めない。４．「学外実習の手引き」を熟読し、理解しておくこと。５．実習前後にオリ

エンテーションやホームルームを行うが、単位取得にはそのオリエンテーションやホームルームに出席する

ことが必要である。 

 

教科書 

適宜、実習に必要なことを各自で調べること。 

 

参考書 

適宜、実習に必要なことを各自で調べること。 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習施設担当教員のオフィスアワーに準ずる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
病院・施設における理学療法部門の位置づ

けおよび現場における理学療法士の業務全

日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 



般・他職種との役割分担やチーム活動を学

ぶ 

2 

患者・患児と直接かかわり、医療人としての

医療倫理に基づく基本的マナーを身につけ

る 

日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

3 患者情報の収集 
日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

4 患者の接遇の実際 
日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

5 検査・測定・評価 

検査・測定の記録を簡潔に評価レポートに

まとめる。可能であればレジュメを

作成し、口頭報告できることが望ま

しい。 

 

6 問題点の抽出と訓練プログラムの立案 

検査・測定の記録を簡潔に評価レポートに

まとめる。可能であればレジュメを

作成し、口頭報告できることが望ま

しい。 

 

7 訓練プログラムの実施 

訓練プログラムを実施する。実施において

はこれまでの学習内容を復習し、最

大限の注意を払うこと。 

 

8 再評価・考察 

実施した訓練プログラムの効果について検

証する。できる限り客観的に他者に

対して説明しうる内容であること

が望ましい。 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

1．実習評価【DP①③④】2．実習記録と終了後の報告会【DP①③④】の総合評価にて 60 点以上の評価

に値する内容で単位認定する。 

 

1 ．

70%2 ．

30% 



授業科目名 臨床総合実習Ⅱ (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 

中根 征也／河村 廣幸／金尾 

顕郎／三木屋 良輔／前田 薫／

角田 晃啓／澤田 優子／仲本 

正美／工藤 慎太郎／堀 竜次／

杉本 圭／松尾 浩希／檜垣 奨

／林 真太郎／国宗 翔／木内 

隆裕 

科目ナンバリング SS506a 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 7.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

3 年次までに履修した理学療法全般にわたる知識と技術、評価実習で習得した理学療法評価の実践能力をも

とに、臨床実習指導者の指導のもと、自己で計画した理学療法プログラムの実践を経験するための 7 週間の

実習である。4年次を通じて 14 週間行う。 

 

学修目標 

対象者の生活機能の理解を通じて、理学療法プログラムを立案し、これを実施することを目標とする。これを実現す

るための行動目標を以下のとおりとする。①理学療法評価の経験を通じて、対象者の生活機能を想起できる。

【DP①③④】②対象者の生活機能をふまえた理学療法プログラムを想起できる。【DP①③④】③実習指導者の指導の

下、安全に配慮した理学療法介入を経験する。【DP①③④】④理学療法介入を通じて、対象者が日々変化しているこ

とを認識する。【DP①③④】⑤対象者の変化を通じて、理学療法評価の内容を再 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．医療人であるという自覚をもって実習態度には十分に注意する。２．履修要件として、臨床総合実習Ⅰ

の単位を取得しておくこと。３．臨床実習のため、原則欠席は認めない。４．「学外実習の手引き」を熟読し、

理解しておくこと。５．実習前後にオリエンテーションやホームルームを行うが、単位取得にはそのオリエ

ンテーションやホームルームに出席することが必要である。 

 

教科書 

適宜、実習に必要なことを各自で調べること。 

 

参考書 

適宜、実習に必要なことを各自で調べること。 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習施設担当教員のオフィスアワーに準ずる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
病院・施設における理学療法部門の位置づ

けおよび現場における理学療法士の業務全

日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 



般・他職種との役割分担やチーム活動を学

ぶ 

2 

患者・患児と直接かかわり、医療人としての

医療倫理に基づく基本的マナーを身につけ

る 

日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

3 患者情報の収集 
日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

4 患者の接遇の実際 
日々の学習内容をデイリーノートに整理す

る。 
 

5 検査・測定・評価 

検査・測定の記録を簡潔に評価レポートに

まとめる。可能であればレジュメを

作成し、口頭報告できることが望ま

しい。 

 

6 問題点の抽出と訓練プログラムの立案 

検査・測定の記録を簡潔に評価レポートに

まとめる。可能であればレジュメを

作成し、口頭報告できることが望ま

しい。 

 

7 訓練プログラムの実施 

訓練プログラムを実施する。実施において

はこれまでの学習内容を復習し、最

大限の注意を払うこと。 

 

8 再評価・考察 

実施した訓練プログラムの効果について検

証する。できる限り客観的に他者に

対して説明しうる内容であること

が望ましい。 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

1．実習評価【DP①③④】2．実習記録と終了後の報告会【DP①③④】の総合評価にて 60 点以上の評価

に値する内容で単位認定する。 

 

1 ．

70%2 ．

30% 



授業科目名 情報処理 (理学) 

主担当教員 河村 廣幸 担当教員 河村 廣幸／角田 晃啓 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③④ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医学教育においては膨大な情報が存在する。その情報を効率良く収集・整理・分析・発表するために必要な

能力を育成する。そのために、コンピュータやタブレット・スマートフォン・デジタルカメラなどを利用す

る上で必要な基礎知識、レポート作成等に役立つ情報処理技術の習得を目標とする。また、これらデジタル

機器の利用技術の習得に加えて、情報化社会に必要な倫理観と情報の保護ついても学ぶ。なお、コンピュー

タのオペレーティングシステム（OS）は Windows あるいは macOS を、ソフトウェアは主としてマイクロソフ

ト社の Word・E 

 

学修目標 

コンピュータやデジタルカメラなどディジタル機器の基礎知識と基本操作を習得する。コンピュータやインターネッ

ト利用における情報倫理と情報保護を理解する。医療情報の記録・整理の基本を習得する。ワープロソフト、表計算

ソフト、プレゼンテーションソフトの基本的な操作方法を習得し、資料を作成できる。<DP③④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

# USB メモリを必ず持参すること（授業中に作成したファイルを保管する為）。# PC 演習室での飲食は厳禁と

する（机の上に置くのも禁止）。## できるだけ、自身が所有するノートパソコン（Window あるいは Mac）を

持参し、修得できるようにする。## 重要事項は各自がノートに記載すること。## 下記授業計画は予定であ

り、学生の修得状況により前後することがあるので留意すること。 

 

教科書 

配付資料のみ 

 

参考書 

アカデミックスキルとしての ICT 活用：高橋直子監修：技術評論社：ISBN978-4-287-11053-6 

 

研究室／オフィスアワー 

河村：在室時は随時角田：在室時は随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
コンピュータの基礎知識（用語・Windows / 

Mac）パソコンの選び方 

予習：中学・高校の「情報」や「技術家庭」

で習った情報について可能な限り

復習しておく（２時間）復習：用語

の復習と自分の身の回りにある ICT

機材を確認する（２時間） 

河村・

角田 



2 

ドライブ・フォルダ・ファイルを理解するネ

ットからの情報収集の基本タッチタイピン

グの基本 

予習：手持ちのパソコンやスマートフォン・

タブレットのファイルの階層構造

について Net を活用し調べておく

（２時間）課題：タッチタイピング

の基本技能を身に付ける（２時間） 

角田・

河村 

3 ブラウザを使いこなそう 

予習：ブラウザの種類と特徴について調べ

ておく（２時間）課題：危険なサイ

トの判断法を確認する（２時間） 

角田・

河村 

4 ワープロソフトの使い方① 

予習：word で 1,000 文字程度を目安に文字

入力の練習をしておく（２時間）課

題：授業にて作成した word ファイ

ルを提出する（２時間） 

角田・

河村 

5 ワープロソフトの使い方② 

予習：word にてインデント・タブ・箇条書

きの使い方について調べておく（２

時間）課題：授業にて作成した word

ファイルを提出する（２時間） 

角田・

河村 

6 表計算ソフトの使い方① 

予習：Excel で合計や四則演算する方法を調

べておく（２時間） 復習：課題を

作成、Excel 書類で提出する（２時

間） 

角田・

河村 

7 表計算ソフトの使い方② 

予習：Excel の関数の使い方について調べて

おく（２時間）復習：授業にて作成

した Excel ファイルを提出する（２

時間） 

角田・

河村 

8 プレゼンテーションソフトの使い方① 

予習：PowerPoint の起動、スライド作成、

文字入力について予習しておく（２

時間）復習：デフォルトの設定で

PowerPoint のスライドを自由に作

成できるよう復習しておく（２時

間） 

河村・

角

田 

9 
画像作成ソフトの使い方① ：ベクター画

像 

予習：net でビットマップとドローについて

調べる（1.5 時間）PowerPoint の作

図機能（ベクター画像）を確認して

おく（0.5 時間）課題：指定ベクタ

ー画像（PowerPoint 書類）の作成・

提出（２時間） 

河村・

角田 

10 画像作成ソフトの使い方②：ラスター画像 

予習：ペイント（Windows）、Paintbrush（Mac）

を使えるようにしておく。なお、ペ

イントはデフォルトで PC に同梱、

Paintbrushはnetよりダウンロード

しておく（２時間）復習：PowerPoint

で自己紹介データを作成する（１時

間）課題：bmp にて 10 年後の自画像

について提出（１時間） 

河村・

角

田 

11 
プレゼンテーションソフトの使い方②  

PowerPoint での自己紹介 

予習：PowerPoint を使用したの自己紹介に

ついてプレゼンテーションを予習

しておく。（２時間）復習：他の学生

のプレゼンテーションの良かった

点につきまとめておく。（２時間） 

河村・

角

田 

12 デジタルカメラの使い方 

予習：家にあるデジカメ（スマホカメラでも

可）の説明書を読む（１時間）課題：

デジカメで動作記録する・指定画像

の提出（３時間） 

河村・

角

田 

13 デジタルビデオの使い方 

予習：家にあるビデオカメラあるいはスマ

ホのビデオ機能の仕様について調

べる（２時間）復習：患者記録のた

めの撮影方法についてまとめる（１

時間）課題：起立動作の記録提出（１

時間） 

河村・

角

田 

14 スマホ・タブレットの使い方 

予習：自分の所有しているスマホ・タブレッ

トの説明書を読み、Net 上でその機

能全般について情報収集しておく

（２時間）課題：歩行動作の記録提

河村・

角

田 



出（２時間） 

15 個人情報保護・情報リテラシー 

予習：学生手帳の「SNS について」を確認し、

SNS のトラブルについて調べておく

（２時間）復習：個人情報保護・情

報リテラシーについてまとめる。自

分が使用しているスマホや PC の対

策が十分か確認する（２時間） 

河村・

角

田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．定期試験＜DP３・４＞２．課題＜DP４＞ 

 

１ ． 70%

２．30% 



授業科目名 統計学 (理学) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 4 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

統計学の基礎や概念を学び、実験や調査で得られたデータをどのような統計手法を用いて分析し、どのよう

に解釈すればよいかを理解し、それらを元に実際に自分たちでデータを分析することによって、基礎的な統

計処理を身につけることを目指す。 

 

学修目標 

１．統計学の基礎を理解する〈DP③〉２．推定と検定の考え方を理解し，説明することができる〈DP③〉３．量的デ

ータに対して適切な分析方法を選択することができる〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回の授業のつながりが非常に重要です．また，毎回小テストを実施しますので，欠席のないように留意す

ること 

 

教科書 

向後千春・冨永敦子，ファーストブック 統計学がわかる，技術評論社 

 

参考書 

市原清志 著， 「バイオサイエンスの統計学 -正しく活用するための実践理論-」，南江堂古川俊之 監修，丹

後俊郎 著，「統計ライブラリー 医学への統計学 第３版」，朝倉書店 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 

シラバスを確認して，テキスト「はじめに」

を読む（単に読むだけではなく，わ

からない専門用語等について下調

べをしておく，以下同様）．【4時間．

以下，文末の【】内の数値は，予習

復習の時間を示す】 

 

2 測定値の性質（尺度水準） 「尺度水準」とは何か調べる．【4】  

3 平均と度数分布・分散と標準偏 テキスト１章を読む【4】  

4 母集団と標本・区間推定と信頼区間 テキスト２章を読む【4】  

5 相関係数：２変数間の関係 
ピアソンの積率相関係数，スピアマンの順

位相関係数，ケンドールの順位相関
 



係数について調べる【4】 

6 仮説検定の考え方と帰無仮説 テキスト 3-1 を読む【4】  

7 観測度数と期待度数 テキスト 3-2，3-3 を読む【4】  

8 カイ２乗検定 テキスト 3-4 を読む【4】  

9 被験者ごとの差の平均の信頼区間 テキスト 4-1，4-2 を読む【4】  

10 
対応がないデータによる t 検定（ウェルチ

の方法） 
テキスト 4-3 を読む【4】  

11 対応があるデータによる t 検定 テキスト５章を読む【4】  

12 １要因の分散分析-1- テキスト 6-1，6-2 を読む【4】  

13 １要因の分散分析-2- テキスト 6-3 を読む【4】  

14 ２要因の分散分析-1- テキスト 7-1，7-2 を読む【4】  

15 ２要因の分散分析-2- テキスト 7-3 を読む【4】  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 定期試験〈DP③〉② 平常点（小テスト，授業内課題等）〈DP③〉 

 

① 

80%② 

20% 



授業科目名 心理学 (理学) 

主担当教員 海蔵寺 陽子 担当教員 海蔵寺 陽子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

心理学は、人の心の仕組みや働きがどのようになっているかを研究する学問です。授業では人の性格、知覚

や感情のほか、人の成長過程や人間関係の心理などについても学習します。 

 

学修目標 

１．人間の一般的心理、基本的心理、行動を理解することができる２．身近な経験について心理学的に説明すること

ができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．身近な経験を心理学的に考えてみること２．疑問点を大切にし、解決に向けて行動すること 

 

教科書 

イラストレート心理学入門   齋藤勇 著   誠信書房 

 

参考書 

心理学の基礎   今田寛・宮田洋・賀集寛 共編   培風館 

 

研究室／オフィスアワー 

なし 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 心理学とは 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 教科書の

確認復習： 授業をもとにノート、

教科書の確認 

 

2 知覚と認知 1 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 認知機能

について教科書を読んでおく復習： 

授業をもとにノート、教科書の確認 

 

3 知覚と認知２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： ヒトの情

報処理システムについて教科書を

読んでおく復習： 授業をもとにノ

ート、教科書の確認 

 

4 感情と情動 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 情動表出

について教科書を読んでおく復習： 

授業をもとにノート、教科書の確認 

 

5 欲求と動機づけ 1 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 生理的欲

求、心理的欲求について教科書を読

んでおく復習： 授業をもとにノー

ト、教科書の確認 

 



6 欲求と動機付け 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 達成動機

について新聞・テレビ・メディア記

事などを一つ調べる復習： 授業を

もとにノート、教科書の確認 

 

7 学習 1 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 条件反射

について新聞・テレビ・メディア記

事などを一つ調べる復習： 授業を

もとにノート、教科書の確認 

 

8 学習２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 学習理論

について教科書を読んでおく復習： 

授業をもとにノート、教科書の確認 

 

9 記憶 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 記憶につ

いて教科書を読んでおく復習： 授

業をもとにノート、教科書の確認 

 

10 性格と気質 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 性格とは

何か考える復習： 授業をもとにノ

ート、教科書の確認 

 

11 臨床心理 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 心の健康

について新聞・テレビ・メディア記

事などを一つ調べる復習： 授業を

もとにノート、教科書の確認 

 

12 無意識と深層心理 1 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 無意識に

ついて教科書を読んでおく復習： 

授業をもとにノート、教科書の確認 

 

13 無意識と深層心理 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 自我防衛

機制について教科書を読んでおく

復習： 授業をもとにノート、教科

書の確認 

 

14 発達心理 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 発達段階

とその特徴について教科書を読ん

でおく復習： 授業をもとにノー

ト、教科書の確認 

 

15 社会心理 1 

＜予習・復習 各 2時間＞予習： 自己評価

について教科書を読んでおく復習： 

授業をもとにノート、教科書の確認 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



①定期試験②平常点（レポート、授業態度など） 

 

①80%

②20% 



授業科目名 生命倫理学 (理学) 

主担当教員 神田 靖士 担当教員 神田 靖士 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 生命をめぐる倫理（道徳･規範）的諸問題をさまざまな視点から考察し、医療領域における今日的かつ具体

的問題に対処できる思考能力を養います。生命科学・医学研究の発展は目覚しく､その成果をもとにした先端

医療技術はわれわれに希望をもたらすとともに多くの新たな問題を提起しています。本講義では、生命倫理

の誕生と展開を概説し、続いてどのように日本に受容されたのかを論じます。特に人権尊重を視野に入れ、

最近の生命倫理学上の事例をとり入れつつ論じます。授業は、講義を中心として、ＶＴＲ，質疑、グループ討

論を交えて行います。 

 

学修目標 

  生命倫理学の歴史的背景と法律並びに国際比較することにより現在の問題点について理解し、具体的な倫理的問

題を包括的な観点から把握することを目標とします。特に最近の医療領域（出生前診断と妊娠中絶、脳死と臓器移植、

終末期医療、再生医療、遺伝情報の取り扱い）において生じた倫理的諸問題を個別に取り上げ、討論を行いながら個々

の倫理観を構築することを到達目標とします。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．生命倫理は医療関係を志す者として根底にある倫理的な考え方を学習する科目であるので、自ら疑問及

び興味を持ち積極的に講義に臨むことを強く希望します。２．グループ討論には積極的に参加すること。３．

出席者は、私語・スマホの使用は厳禁。講義中の私語は授業妨害・他学生への迷惑行為なので退室させます。

その場合、速やかに退室すること。４．最低限の礼儀をわきまえること。 

 

教科書 

特に指定なし。講義資料を適宜配布します。 

 

参考書 

伏木信次、樫 則章、霜田 求 『生命倫理と医療倫理』 金芳堂小林亜津子 『看護のための生命倫理』 

ナカニシヤ出版グレゴリー・ペンス 『医療倫理Ⅰ・Ⅱ』 みすず書房 

 

研究室／オフィスアワー 

在室時は訪問可。質問がある場合は授業終了時に各自申し出て下さい。また、メールでも随時受付を行いま

す。メールアドレス：kandas@hirakata.kmu.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
生命倫理概論（生命倫理とはどのような学

問か） 

※隔週でグループ討論を行うので、前の週

に行った授業内容に関して復習を
 



し、分からない箇所の理解を深めた

上でグループ討論に臨むこと。本時

についての予習・復習に各 2時間 

2 尊厳死と安楽死 本時についての予習・復習に各 2時間  

3 尊厳死と安楽死について討論及び発表 
本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

4 着床前診断と出生前診断 本時についての予習・復習に各 2時間  

5 
着床前診断と出生前診断について討論及び

発表 

本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

6 臓器移植と脳死 本時についての予習・復習に各 2時間  

7 臓器移植と脳死について討論及び発表 
本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

8 再生医療とクローン技術 本時についての予習・復習に各 2時間  

9 
再生医療とクローン技術について討論及び

発表 

本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

10 代理出産における倫理観 本時についての予習・復習に各 2時間  

11 
代理出産における倫理観について討論及び

発表 

本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

12 
インフォームド・コンセント（十分な説明と

同意、告知） 
本時についての予習・復習に各 2時間  

13 

インフォームド・コンセント（十分な説明と

同意、告知）における倫理観について討論及

び発表 

本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

14 動物を対象とした研究における倫理観 本時についての予習・復習に各 2時間  

15 
動物を対象とした研究における倫理観につ

いて討論及び発表 

本時についての予習 2 時間レポート（2 時

間） 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

・定期試験は行わず、平常評価（出席、レポート等）で総合評価する。①グループ討論への参加状況（出

欠を含む）<DP③>②討論後の発表<DP③>③課題レポート<DP③> 

 

①20%

②20%

③60% 



授業科目名 哲学 (理学) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング LA20017 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 哲学における重大な問題の一つである「懐疑論」をテーマにして、われわれは何をどのような仕方で正し

く認識できるのか・知ることができるのかについて学んでいく。 「哲学」のもともとの意味合いは、「知を

愛すること」である。人間にとっての「知識」「知恵」がどのようなものであるのか、あるいはどのような仕

方でそれらをわれわれは手に入れることができるのか、は哲学における大きな問題の一つである。どのよう

な分野であれ、何らかの学問をやっていく上でこの問題は避けて通れないものである。このような問題系は

一般には認識論・知識論 

 

学修目標 

１．ヘレニズム時代の古代懐疑主義が、どのような背景で生まれ、その内容・独自性が何であるかを充分に理解する

ことができる。<DP③>２．近代において復活した古代懐疑主義が近代においてどのように受容され、改変されていっ

たのかを充分に理解することができる。具体的にはモンテーニュの信仰主義、デカルトの方法的懐疑を充分に理解す

ることができる。<DP③>３．極端な懐疑の論理構造がいかなるものであるのかを、ウィトゲンシュタインの思想を手

掛かりに、批判的に充分に理解することができる。<DP③>４．近代の自然科学 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代では何の疑いもなく受け容れられている思想も、過去に様々な変遷をたどってきている。この授業で

はそのような思想のダイナミズムの一端を感じ取ってもらいたい。 「哲学」および「懐疑論」におけるさま

ざまな思想を習得するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授

業では予習として前回までの授業内容を充分におさらいして受講することが求められる。また評価方法に記

してあるように、授業中に不定期で小テストを行うが、その設問内容は当日の授業だけでなく、それ以前の

授業内容を踏まえたもので 

 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 

 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

ガイダンス：講義全体の趣旨・概要と成績評

価などについて説明。講義の導入としてソ

クラテスの哲学を紹介する。 

（予習）「哲学」および「懐疑論」について

のイメージを自分なりに考えてお

くこと。（2 時間）（復習）レジュメ

プリント・資料プリントに目を通

し、授業内容に対する理解を深めて

おくこと。（2時間） 

 

2 

ソクラテスの哲学：「哲学」とはどういう営

みかについて、前回に引き続き、ソクラテス

を紹介しつつ論じる。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
ヘレニズム時代の思想①：懐疑論とはそも

そも何か？ およびストア主義の思想。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 

ヘレニズム時代の思想②：古代懐疑主義の

思想。ピュロン、アルケシラオス、アイネシ

デモス、アグリッパなど。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 

近代の懐疑主義的思想①：モンテーニュに

おけるピュロン主義、およびデカルト思想

の全体像。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
近代の懐疑主義的思想②：デカルトの方法

的懐疑その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 
近代の懐疑主義的思想③：デカルトの方法

的懐疑その２。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 
懐疑論に抗して：ウィトゲンシュタインの

思想。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その①：デカルトの自然学その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

10 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その②：デカルトの自然学その 2、お

よびデカルトにおける心身問題その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解努めること。（2時間） 

 

11 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その③：デカルトにおける心身問題

その２。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

12 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その④：デカルトの自然学とニュー

トン物理学、および近代における自然科学

と形而上学との関係。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

13 
自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その⑤：近代における自然科学の方

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時
 



法論（帰納法）。 間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

14 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その⑥：近代における自然科学の方

法論（仮説演繹法）。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ

せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

月以上前の講義中 

 

① 期 末

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト

50％ 



授業科目名 社会福祉学 (理学) 

主担当教員 伊東 香純 担当教員 伊東 香純 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では、社会福祉学の基本的な概念や理論を学習し、それらを用いて社会を観察、分析する力を養う。

家族や地域、病院など身近なテーマについて、「常識」とされていることを批判的、相対的に検討していく。 

 

学修目標 

家族や地域、病院など福祉に関する身近なテーマについて、社会福祉学の基本的な概念や理論を用いて批判的、相対

的な視点から考察できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業の進捗状況等により、講義の順序や内容は変更する可能性がある。 

 

教科書 

指定なし 

 

参考書 

授業の中で適宜紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

連絡先電子メール：itokasumi24(at)gmail.com (at)→@ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション、社会福祉制度の歴史 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

2 介助の現場 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

3 家族制度 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

4 生活保護制度 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

5 少子高齢社会 
予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら
 



に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

6 ゲストスピーカー① 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

7 国際協力 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

8 グローバル・エイズ 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

9 非西洋医療 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

10 開発原病・帝国医療 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

11 ゲストスピーカー② 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

12 医療化 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

13 ジェンダー 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

14 障害と文化 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

15 自己決定？ 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業参加度（コミュニケーションペーパー）（ＤＰ③）最終レポート（ＤＰ③） 

 
60%40% 



授業科目名 東洋史概説 (理学) 

主担当教員 重信 あゆみ 担当教員 重信 あゆみ 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

古代より人類は多くの活動を連携して行ってきた。その積み重ねが歴史である。そして、現在の医療には、

チーム力が必須であり、そのためにはどのようにチームに貢献していくのかを各人が考えていく必要がある。

人間活動の痕跡である歴史は、人間関係の構築を知る格好の材料である。歴史を俯瞰的にみることにより、

チームに貢献するための人間力を向上させる。 

 

学修目標 

中国文化の基盤となっている歴史、思想を理解する。中国の思想には「いかに生き抜くか」が根底にある。その中で、

諸子百家と呼ばれる人々は多くの思想を生み出し、広めてきた。思想やその背景となる歴史を人間関係の構築という

観点からみることにより、チームに貢献するための「行動」について考える力を養う。また、生の先にある死に対す

る考え方を図像や文献を通して学んでいく。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．配付された資料には必ず目を通すこと。2．出席は重視する。3．疑問点は大切にし、解決に向けて行動す

ること。 

 

教科書 

プリントを配布する。 

 

参考書 

マイケル・ピュエット／クリスティ―ン・グロス＝ロー著 熊谷淳子訳『ハーバードの人生が変わる東洋哲

学』早川書房 2016 年 

 

研究室／オフィスアワー 

授業後、非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 教科科目のガイダンス 
＜予習・復習 各 2時間＞半期でする時代の

流れを復習すること 
 

2 死生観のあらわれ 
＜予習・復習 各 2時間＞中国の墓の壁画を

通じて、死生観を学ぶ 
 

3 孔子の理想とした西周 
＜予習・復習 各 2時間＞西周の遺物を中心

に文化・歴史を学ぶ 
 

4 黄泉の国 「中国と日本の比較」 
＜予習・復習 各 2時間＞中国と日本の死後

の世界を図像を通して比較する 
 



5 孫子の兵法 

＜予習・復習 各 2時間＞孫子の兵法が三国

時代や現在にまで影響を及ぼして

いることを学ぶ 

 

6 古代中国における病気の退散方法 

＜予習・復習 各 2時間＞古代中国の人々は

病気の原因を何に求めたのか、そし

て、それを退散させるには、どのよ

うに考えていたのかを考える。 

 

7 道教の神「西王母」 

＜予習・復習 各 2時間＞不老長寿の神であ

る西王母について学ぶ。西王母は古

来より現在に至るまで信仰されて

いる神である。なぜ、ひとびとは、

不老長寿を追いかけるのか。西王母

の変遷を通じて考える。 

 

8 張目吐舌 

＜予習・復習 各 2時間＞ひとびとは生き抜

くためにあらゆる手段を講じた。そ

のなかでも悪霊から自身を守るた

めに魔除けをつくる。その共通点が

「張目吐舌」である。東西交渉を通

じて伝えられた「「張目吐舌」につい

て考える。 

 

9 「精」「気」「神」 

＜予習・復習 各 2時間＞「精」「気」という

人にとって基本となる思想につい

て触れる。ほんとうの元気とは何か

について考える。 

 

10 老子 「道」 

＜予習・復習 各2時間＞「柔は剛より強い」、

この思想を通して、どのように実践

されてきたのか、現在にどのように

実践していくのかを考える。 

 

11 科挙制度を学ぶ 

＜予習・復習 各2時間＞科挙制度を通じて、

古代中国における人材確保の仕方

を学ぶ。また、教育についても触れ

る。 

 

12 日本の中の中国① 
＜予習・復習 各 2時間＞日本における中国

の影響を学ぶ。 
 

13 日本の中の中国② 

＜予習・復習 各 2時間＞前講義につづき、

日本の中の中国の影響、そして、変

容を学ぶ。 

 

14 「癒し」 

＜予習・復習 各 2時間＞ストレス社会であ

る現在、さまざまな「癒し」がある。

各自の癒しついて考えてもらい、な

ぜ癒されるのかを科学的に検証し

ていく。 

 

15 思想と東洋医学 

＜予習・復習 各 2時間＞半期のまとめを行

う。ひとはなぜ「不老長寿」を追い

求めてきたのかをまとめを行いな

がら考えていく。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業ごとの感想文<DP③>②レポート課題<DP③>③定期試験<DP③> 

 

①10%

②20%

③70% 



授業科目名 西洋史概説 (理学) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 現代の日本社会においては、意識するしないに関わらず、様々な分野で西洋社会（ヨーロッパ諸国・北ア

メリカ）の影響を受けている。とりわけ江戸時代が終わり明治時代になって以降、政治・経済システムや文

化といった側面で、日本は多くのものを西洋社会から受け入れ、伝統的な日本社会に溶け込ませようとして

きた（それがうまくいった例もあれば、失敗に終わった例もあろう）。 本講義では、そのような点で重要な

ものである西洋社会の特色について、西洋の歴史を古代から現代まで概観していくことで、理解を深めてい

くことを目指したい。 西 

 

学修目標 

１．現在の西洋社会の出発点ともいえる古代ギリシャ・ローマ文明の内実と特徴を理解することができる。<DP③>２．

現代の西洋社会においても重要な一部を成しているキリスト教が西洋中世においてどのように社会に浸透していっ

たのかを理解することができる。<DP③>３．ルネサンス期から近世にかけて、西洋社会で巻き起こった様々な変化を

理解することができる。具体的には宗教改革や、17 世紀の科学革命、18 世紀の啓蒙思想などの内実と特徴を理解す

ることができる。<DP③>４．近代から現代にかけて、西洋社会で巻き起こっ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代の日本社会・文化においては、西洋社会・文化に由来するものが数多くあり、常識となっているもの

もあろう（逆に違和感があり馴染めないというものもあろう）。本講義では、そういったもののルーツとなる

ものを、西洋の歴史をたどって概観していくことで理解を深めてもらい、またそういったものについていろ

いろと考えを巡らせてみるきっかけとしてもらいたい。 西洋史におけるさまざまなトピックを充分に学修

するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授業では予習として

前回までの授業内容を充分 

 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 

 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

講義全体の趣旨・概要と成績評価などにつ

いて説明（ガイダンス）。また講義の導入と

して古代ギリシャの文化・社会について①。 

（予習）西洋社会・文化について自分がどう

いうイメージを抱いているのかを

考えておくこと。（2 時間）（復習）

レジュメプリント・資料プリントに

目を通し、授業内容に対する理解を

深めておくこと。（2時間） 

 

2 
古代ギリシャの文化・社会について②。およ

びヒポクラテスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
古代ローマの文化・社会について。およびガ

レノスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 
中世キリスト教社会の成立について①。お

よびアヴィケンナの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 
中世キリスト教社会の成立について②。お

よび「ペスト（黒死病）」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
ルネサンス、ルターの宗教改革、三十年戦争

について。および「解剖学」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 

１７世紀の西洋社会・文化について（近代的

な国家の形成過程や科学革命など）。および

ハーヴィの「血液循環論」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 

１８世紀の啓蒙思想について（モンテスキ

ュー、ルソー、アダム・スミスなどの思想）。

およびレーウェンフックの「顕微鏡」につい

て。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
産業革命とフランス革命について。および

パストゥールの「フラスコ」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

10 
ウィーン体制と国民国家の形成過程、帝国

主義について。および「X線装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

11 
アメリカ独立戦争とアメリカ合衆国の成立

について。および「天然痘」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

12 

第一次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（ロシア革命やヴェルサイユ体制な

ど）。および「人工心肺装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

13 
第二次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（世界大恐慌やファシズムの台頭な

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時
 



ど）。およびクリックとワトソンの「二重ら

せん」について。 

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

14 

第二次世界大戦後の西洋社会・文化につい

て（冷戦とポスト冷戦など）。および「MRI ス

キャナー」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ

せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

月以上前の講義中 

 

① 期 末

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト

50％ 



授業科目名 医学英語 (理学) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング LA20025 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療従事者に必要な英語のコミュニケーション能力を身につけるため、臨床現場で患者の主訴等の発話を正

確に理解したり、患者に正確な指示を伝えたりするために必要となる表現や語彙を習得する。また、医学関

連の文献や論文、その他情報の収集方法と論文の構成を習得し、専門分野における最先端の研究情報を得る

ためのスキルを身につける。将来医療従事者となる皆さんに、ぜひ受講をお勧めする。 

 

学修目標 

最低限患者とコミュニケーションがとれる。最低限の医学用語が理解できる。医学分野の英語の論文がどのような構

成になっているのか理解できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。 宿題や予習（特にリーディング）は必ずしてから授業に臨むこと。携帯電

話の使用、私語は慎むこと。 

 

教科書 

実践看護英語（竹林修一、英宝社、2014） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
Introduction / Medical terminology / 

Getting to know the patients 1 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

2 Getting to know the patients 2 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

3 Getting to know the patients 3 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

 



と 

4 Getting to know the patients 4 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

5 Examination 1 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

6 Examination 2 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

7 Instructing medication 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

8 Treating the patients 1 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

9 Treating the patients 2 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

10 Treating the patients 3 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

11 
Operation / Pubmed について、論文の構成

について 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

12 Pregnancy / Articles on PT 1 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

13 In the hospital / Articles on PT 2 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

14 Emergencies / Articles on PT 3 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

15 Living a healthy life / Review 

次回学習する範囲に目を通し、語彙や表現、

その他わからない箇所について調

べてくること。授業後の復習では、

それらをもう一度確認しておくこ

と 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テストプレゼンテーションおよびその他課題 授業参加態度 2/3 回以上の出席が必要。 

 

30%40% 

30% 



授業科目名 栄養学 (理学) 

主担当教員 南方 克之 担当教員 南方 克之 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

国民総医療費は 38 兆 5850 億円に達し、その医療費の 55.6％は 65 歳以上の高齢者が占めているとのことで

ある。2013 年度の高齢者数は 3190 万人（全人口の 25.1％）であるが、2030 年度には 3685 万人（31.6％）に

達すると予測されている。総医療費の半分以上を占める高齢者が、15 年後には 3人に 1人の割合になること

を考えると、いかにして高齢者の健康寿命を長くするかがとても重要になる。1人でも多くの高齢者が健康で

過ごせるように医療従事者が食事指導できることが大切と考え、健康の保持増進に欠くことのできない 

 

学修目標 

１．栄養素の種類と働きについて理解し、食生活と疾病の関係性について説明できる。２．消化と吸収およびエネル

ギー代謝について説明できる。３．ライフサイクルと栄養摂取について理解し、栄養アセスメントについて説明でき

る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．「人体の仕組み」に興味を持って授業に臨んでください。２．初回授業で実施の詳細を説明します。 

 

教科書 

『イラスト基礎栄養学第 3 版』大口健司・小野廣紀・田村明／東京教学社 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

森ノ宮医療大学：西棟４F434 研究室（火曜日 11：00～18：00）森ノ宮医療学園専門学校：２F職員事務室／

授業外対応可能（木曜日以外） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 栄養の概念 
予習：教科書（P2～15）の確認復習：授業を

もとに授業内容の確認 
 

2 食物の摂取 
予習：教科書（P18～23）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

3 消化・吸収と栄養素の体内動態① 
予習：教科書（P26～44）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

4 消化・吸収と栄養素の体内動態② 
予習：教科書（P26～44）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

5 炭水化物の栄養① 
予習：教科書（P46～58）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 



6 炭水化物の栄養② 
予習：教科書（P46～58）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

7 たんぱく質の栄養① 
予習：教科書（P60～74）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

8 たんぱく質の栄養② 
予習：教科書（P60～74）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

9 脂質の栄養① 
予習：教科書（P76～87）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

10 脂質の栄養② 
予習：教科書（P76～87）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

11 ビタミンの栄養① 
予習：教科書（P90～108）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

12 ビタミンの栄養② 
予習：教科書（P90～108）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

13 ミネラルの栄養 
予習：教科書（P110～122）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

14 ミネラルの栄養 
予習：教科書（P110～122）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

15 水・電解質の栄養的意義 
予習：教科書（P124～132）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    
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29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験 出題範囲：授業内で扱った範囲 

 
1 



授業科目名 身体運動科学 (理学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／杉本 圭／松尾 浩

希 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

運動・身体活動が身体にもたらす生理学的な反応やメカニズム、適切な運動やその他の身体活動を効果的ま

た安全に実施する方法および運動療法の実施について学修する。 

 

学修目標 

１．運動が身体にもたらす生理学的な反応やメカニズムについて理解し、具体的に述べることができる。【DP③】２．

適切な運動やその他の身体活動を効果的また安全に実施する方法について理解し、具体的に述べることができる。

【DP③】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．シラバスに明記されている予習復習を必ず行うこと。２．必要出席回数は、授業回数の 4/5 以上とする。

３．授業が実技形式の場合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して参加すること。４．運

動・身体活動に関わる学問であり、解剖学・生理学・運動学の復習が必要です。５．質問等があれば、授業後

に直接研究室に来る、もしくは MORIPA クラスプロファイル「Q＆A」から連絡ください。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

杉本圭：E棟 4 階  研究室 7／木曜日 4・5時限目（時間は事前に相談してください）松尾浩希：E棟 4階 共

同研究室／金曜日 5時限目以降（時間は事前に相談してください）中根征也：E 棟 4階 研究室 19／木曜日 4

時限目以降（時間は事前に相談してください） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
なぜ、運動が必要なのか？-運動を無理なく

続けられる秘訣を探ってみよう！- 

予習：身体にとって運動が必要な理由につ

いて考えておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、運動が必要な理由

について理解する。（2時間） 

中根 

2 
運動と傷害-やりすぎは NG！過度な運動は

逆効果- 

予習：運動時に発生する外傷と障害の原因

について確認しておく。（2 時間）復

習：授業内容をまとめ、運動時に発

生する外傷と障害の違いを理解す

松尾 



る。（2時間） 

3 
筋肉はどのように収縮するのか？-運動で

用いられる骨格筋について学ぼう！- 

予習：骨格筋の構造と収縮の仕組みについ

て確認しておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、運動が骨格筋に及

ぼす影響について理解する。（2 時

間） 

杉本 

4 
運動時の生理機能は？-運動による身体の

反応について学ぼう！- 

予習：運動時の生理機能について確認して

おく。（2時間）復習：授業内容をま

とめ、運動時の生理機能について理

解する。（2時間） 

中根 

5 
セルフチェック①-まずは自分の身体に目

を向けてみよう！- 

予習：身体組成に関わる評価方法について

確認しておく。（2時間）復習：授業

内容をまとめ、評価結果と効果的な

運動療法の実践について理解する。

（2時間） 

中根 

6 
ストレッチングの基礎と実際-使えていな

い関節を探してみよう！- 

予習：ストレッチングの種類、生理学につい

て確認しておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、ストレッチングが

運動に及ぼす影響について理解す

る。（2時間） 

松尾 

7 
有酸素運動の基礎と実際-効率の良い走り

方とは？- 

予習：有酸素運動はどのような運動が当て

はまるのかを確認しておく。（2 時

間）復習：授業内容をまとめ、有酸

素運動が身体に及ぼす影響につい

て理解する。（2時間） 

中根 

8 
無酸素運動の基礎と実際-筋肉量が増える

のは良いことか？- 

予習：無酸素運動は、どのような運動が当て

はまるのかを確認しておく。（2 時

間）復習：授業内容をまとめ、無酸

素運動が身体に及ぼす影響につい

て理解する。（2時間） 

杉本 

9 運動と環境-運動すると体温はどうなる？- 

予習：熱産生と熱放散について確認してお

く。（2時間）復習：授業内容をまと

め、運動時における体温調節反応、

脱水、水分補給について理解する。

（2時間） 

松尾 

10 
運動の強度はどう決めるのか？-自分に合

った強度を見つけよう！- 

予習：運動の強度の決め方について確認し

ておく。（2時間）復習：授業内容を

まとめ、運動の強度の決め方につい

て理解する。（2時間） 

松尾 

11 
運動と栄養・食生活-運動時、あなたなら何

を食べますか？- 

予習：栄養素の役割および食事バランスガ

イドを確認しておく。（2時間）復習：

授業内容をまとめ、日常の食事と運

動の関係について理解する。（2 時

間） 

松尾 

12 
運動と疲労-運動して疲れた身体を超回

復！- 

予習：運動における疲労について確認して

おく。（2時間）復習：授業内容をま

とめ、運動と疲労の関係について理

解する。（2時間） 

杉本 

13 
セルフチェック②-継続は力なり。身体は変

化する！- 

予習：身体組成に関わる評価方法について

確認しておく。（2時間）復習：授業

内容をまとめ、評価結果と効果的な

運動療法の実践について理解する。

（2時間） 

中根 

14 
運動と医療-運動と医療の関わりについて

考えてみよう！- 

予習：運動が身体に及ぼす影響について確

認しておく．（2時間）復習：授業内

容をまとめ，運動と医療の関係性に

ついて理解する．（2時間） 

中根 

15 講義全体のまとめ 

予習：講義全体を復習しておくこと。（2 時

間）復習：講義全体を復習しておく

こと。（2時間） 

中根 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．筆記試験【DP③】２．毎回の授業後に課すレポート課題【DP③】＊試験・課題に対して，必要に応じて

随時解説を実施する。 

 

60%40% 



授業科目名 東洋医療概論 (理学) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

伝統医学である東洋医学の歴史と基本的な概念について説明し、現代医学における補完代替医療としての東

洋医学（鍼灸治療）の診察法や治療法について解説を行う。また、医療に応用できる知識を身に着けること

を目的とし、医療現場で用いることができる経穴を応用したツボ押しなどの手技療法や温熱療法である灸に

ついて説明する。 

 

学修目標 

下記の内容の概要を理解する。１．東洋医学の基本的な成り立ちや構成を説明できる。２．東洋医学の診察において

重要な脈診・舌診などの四診などの基本的な診断ができる。３．鍼治療（小児鍼）、灸の基本的な方法を理解する。

４．経穴を応用したツボ押しなどの手技療法を理解する。DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布された資料に目を通すこと。２．東洋医学用語に親しむこと。３．できれば、自分の東洋医学のノー

トをつくること。４．出席は重視する。 

 

教科書 

配布資料 

 

参考書 

基本的にはなし但し、図書館にある新版 東洋医学概論（東洋療法学校協会）が分かりやすく説明している。

(編：公益社団法人東洋療法学校協会、著者：教科書検討小委員会、ISBN:978-4-7529-5173-5） 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 9（仲西）昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス、東洋医学の歴史と基本概念に

ついて 

復習：授業の内容を振り返る 予習：東洋医

学の歴史について理解すること 
仲西 

2 東洋医学の基本概念について陰陽・五行説 
復習：授業の内容を振り返る 予習：東洋医

学の診察法について調べること 
仲西 

3 
東洋医学診察法（四診法：望診、問診、聞診、

切診）切診：脈診望診：舌診 

復習：授業の内容を振り返る 予習：漢方薬

について 
仲西 

4 症状と基本的な漢方薬の処方について 
復習：授業の内容を振り返る 予習：鍼灸の

効果について調べること 
仲西 

5 鍼灸の作用機序について 
復習：授業の内容を振り返る 予習：作用機

序について調べること 
仲西 



6 日本の鍼について（小児鍼、古代九鍼など） 
復習：授業の内容を振り返る 予習：小児鍼

の仕方 
仲西 

7 灸について（モグサの作り方、灸の作成） 
復習：授業の内容を振り返る 予習：日本鍼

灸について調べる 
仲西 

8 
呼吸器系の鍼灸治療と手技療法：風邪、息切

れ 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

9 消化器系の鍼灸治療と手技療法：下痢・便秘 
復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

10 
運動器系の鍼灸治療と手技療法：腰下肢痛、

肩こり 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

11 
耳鼻咽喉科の鍼灸治療と手技療法：めまい、

難聴 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

12 眼科の鍼灸治療と手技療法：眼性疲労 
復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

13 
婦人科の鍼灸治療と手技療法：月経困難、骨

盤位 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

14 
精神・神経系の鍼灸治療と手技療法：頭痛、

不眠 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

15 まとめ 
復習：授業の内容を振り返る 予習：授業全

体を振り返る 
仲西 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【評価の配点】１．出席２．レポート提出 <DP②③> 

 
50%50% 



授業科目名 統合医療概論 (理学) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 
山下 仁／増山 祥子／森 美侑

紀 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

木曜 4 限、木曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

統合医療という言葉が医療の中で使われるようになってきたが、実際に統合医療が何を指し、どうあるべき

なのかについては合意が得られていない。本授業では、統合医療の概念と現状について解説するとともに、

統合医療の重要な構成要素である EBM と補完代替医療について概説する。また、各種治療の有効性と安全性

について、エビデンスにもとづく批判的吟味のポイントについても解説する。 

 

学修目標 

１．統合医療の概念と現状について理解する。２．EBMの概念と手法について理解する。３．補完代替医療の種類と

概要について説明できる。４．各種医療手段についてエビデンスにもとづく批判的吟味ができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医療や行政において統合医療は賛否両論である。医師その他の医療従事者も支持派と反対派に分かれている。

本学学生も卒業すればいずれその議論に巻き込まれる。なぜ賛否両論があるのか、よく考えながら受講して

いただきたい。 

 

教科書 

資料を配布する。 

 

参考書 

各教員が必要に応じて授業担当時に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医療におけるエビデンスの重要性 健康関連商品の広告に目を通す 山下 

2 EBM① EBM について調べる 山下 

3 EBM② 理学療法学領域の EBM について調べる 増山 

4 EBM と診療ガイドライン 理学療法学関連の診療ガイドラインを読む 山下 

5 健康産業と研究倫理・利益相反 
健康関連商品の広告を見て問題点を抽出す

る 
山下 

6 補完代替医療概論 補完代替医療と統合医療の違いを調べる 山下 



7 代表的な補完代替療法 

自分や家族がよく使う補完代替療法の有効

性と安全性についてネットや書籍

で調べる 

山下 

8 鍼灸と経穴 
附属図書館にある鍼灸関連の書籍や雑誌を

見る 
山下 

9 アロマセラピー① エッセンシャルオイルについて調べる 森 

10 アロマセラピー② エッセンシャルオイルについて調べる 森 

11 ヨガ・マインドフルネス 
ヨガ・マインドフルネスについてネット動

画を見る 
増山 

12 サプリメント 

最近よく売れている補完代替医療系の商品

やサービスをネットで調べ、批判的

に考察する 

山下 

13 緩和ケア・難病ケアと統合医療 緩和ケアについて書籍及びネットで調べる 増山 

14 スピリチュアル・ケアと NBM スピリチュアルの概念について調べる 山下 

15 総括・統合医療は何を統合するのか 14 回までに習った内容を整理する 山下 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②課題提出物 

 

①70%

②30% 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業療法学科 

（2022 年度入学生対象） 
  



 
授業科目名 基礎ゼミナール (作業) 

主担当教員 中村 めぐみ 担当教員 
中村 めぐみ／阿部 秀高／伊藤 

直子／金森 幸 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 2限、木曜

1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本演習は，新入生が大学生としての役割を身につけることができるように，学生を支援することを目的とし

ている．具体的には，学生を少人数のグループに分けて担当教員に配属し，(1)大学での学修に必要で，かつ

高等学校までの教育において習得すべき内容の教育，(2)講義ノートの取り方・教科書の読み方，レポート・

論文の書き方や文献の探し方，(3)大学生に求められる一般常識や態度，(4)専門教育への橋渡しとなるよう

な基礎的知識・技能の教育などについて，ディスカッションを交えて演習を行う．（オムニバス方式/全 15回）

（作業療法学科教員/前半 8回）(共同)専門教育への橋渡しとなるような基礎的知識・技能の教育などについ

て，ディスカッションを交えて演習を行う．（阿部秀高/後半 7回）  (1)大学での学修に必要で，かつ高等学

校までの教育において取得すべき内容の教育，(2)講義ノートの取り方・教科書の読み方，レポート・論文の

書き方や文献の探し方，(3)大学生に求められる一般常識や態度について解説する． 

 

学修目標 

1．受動的ではなく自ら学ぶ意志を示す．＜DP②③④＞ 2．自ら課題を見つけそれを解決するための手段がわかる．

＜DP②③④＞3．集団構成メンバーと積極的に関わる態度が見られる．＜DP②③④＞4．意欲的に発表し，意見や質問

を積極的に行う．＜DP②③④＞5．講義ノートの取り方を理解し，実行できる．＜DP②④＞6．基礎的なレポートやレ

ジュメを作成できるようになる．＜DP②④＞7．論理的に自分の意見を表現できるようになる． ＜DP②③④＞8．課

題に対する文献検索の方法を知っており，実行できる．＜DP②③④＞9．グループで討議したことを論理的に発表す

ることができる．＜DP②③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

準備学習として，ノートを授業後に整理して復習をしてください．また，図書館でレポートの書き方や文章

の書き方などに関する図書を積極的に読んでください． 

 

教科書 

論文，記事，関連資料を適宜配布する．教科書の指定はない． 

 

参考書 

授業内で随時提示します． 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員のオフィスアワーに準ずる． 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 大学での学び 

予習・復習：高校での学びと大学での学びの

違いを考え，学士力を養うための方

法をまとめる（4時間）． 

学科教

員 

2 学ぶ姿勢について 

予習：自身のこれまでの学びを振り返る（2

時間）．復習：講義後に学びについて

の目標を設定する（2時間． 

松下 

3 グループディスカッションの方法 

予習：集団討議に必要なルールを考え，まと

める．KJ法とは何か調べる（2時間）．

復習：グループワークの方法につい

てまとめる（2時間）． 

1 年担

任 

4 
レポートの作成方法とプレゼンテーション

の基本 

予習・復習：レポート作成とプレゼンに必要

な知識を考え，まとめる（4時間）． 

1 年担

任 

5 
「医療従事者に求められるもの」① グル

ープ討議 

予習：脳卒中について調べる（2 時間）．復

習：実際の事例と出会い，作業療法

士としてどのようなことができる

か考える．グループ討議後に再検討

する（2時間）． 

中村・

ゲスト

スピー

カー 

6 
「医療従事者に求められるもの」② グル

ープ討議 

予習・復習：人，環境，作業の理解について

考える（4時間）． 

学科教

員 

7 
「医療従事者に求められるもの」③ 発表

会 

予習・復習：発表資料作成と発表準備（4時

間）． 

学科教

員 

8 
「医療従事者に求められるもの」と「作業療

法士の魅力」 

予習：講義 5，6，7 を振り返り，まとめる

（1時間）．復習：講演後の気づきを

踏まえレポートを作成し提出する

（3時間）． 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー 

9 
オリエンテーション（講義への取り組み方・

大学生としての自分を見つめる） 

予習：シラバスの確認。（２時間）復習：学

びの履歴シートによる大学生とし

て必要な資質/能力についてのまと

め（２時間） 

阿部秀

高 

10 理事長に学ぶ（学園・大学・学生への思い） 

予習：学園の 3 つポリシーや設立理念の確

認。（２時間）復習：講話から学んだ

ことを記録をもとにまとめる。（２

時間） 

阿部秀

高 

11 
学長・学科長に学ぶ（医療人・作業療法士を

目指すものに対する思い） 

予習：作業療法士の仕事の概要を調べてお

く。（２時間）復習：講話から学んだ

ことを記録をもとにまとめる。（２

時間） 

阿部秀

高 

12 
コミュニケーションスキル・学修スキル向

上 

予習：レポートの書き方について高校まで

に学んだことを想起しておく（２時

間）復習：学んだレポートの書き方

について記録をもとにまとめる。

（２時間） 

阿部秀

高 

13 論理的文章の書き方・資料活用の方法 

予習：言語技術について、高校までに学んだ

ことを想起しておく（２時間）復習：

学んだ言語技術について記録をも

とにまとめる。（２時間） 

阿部秀

高 

14 プレゼンテーション・スキル 

予習：プレゼンテーションについて高校ま

でに学んだことを想起しておく。

（２時間）復習：プレゼンテーショ

ンの作り方、発表の仕方についてま

とめる。（２時間） 

阿部秀

高 

15 本授業における学びのまとめ・振り返り 

予習：自分の作成したプレゼンテーション

の練習）（２時間）復習：７回の講義

で学んだ社会人基礎力に関してま

とめておく。（２時間） 

阿部秀

高 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【作業療法学科教員】①授業内での課題 ＜DP②③④＞ ②レポート課題 ＜DP②③④＞   【阿部秀

高】③平常点評価（授業毎回の振り返りなど）６０％＜DP②③④＞④講義最終回に作成した課題レポート

４０％＜DP②③④＞ 

 

【 学 科

教 員 】

①70%

②30%

【 阿 部

秀 高 】

③60%

④40%

① か ら

④の平

均 と す

る． 



授業科目名 物理学 (作業) 

主担当教員 久国 正章 担当教員 久国 正章 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

さまざまな自然現象もよく観察してみると簡単な基本原理に基づいていることがわかります。物理学とはそ

のような基本原理を論理的に説明する学問であり、工学はもとより生物学、医学などの幅広い分野の基礎と

なっています。本講義は力学、熱力学に絞り、作業療法士として最低限必要な物理学の教養を身につけるこ

とができるようにしてあります。 

 

学修目標 

物理量・単位力のつりあい力のモーメントてこの原理の人体中での応用血圧とは 上記の内容を学習していきます。

<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．自然現象を理解するための基本となる科目であることを認識して下さい。２．配布された資料を使用し、

講義を行います。 

 

教科書 

プリントを使用します。 

 

参考書 

ベッドサイドを科学する 平田雅子 著 Gakken 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤控室 月曜 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
水の体積と温度の関係、スカラーとベクト

ル 

＜予習・復習 各 2時間＞ベクトルという数

学で扱う内容が書かれていますが、

力を作図するとき必要になります

ので、わからなくなったら教科書を

読みなおしてください。 

 

2 比熱、力の合成 

＜予習・復習 各 2時間＞力の合成は、平行

四辺形を作る、ということだけ覚え

ましょう。 

 

3 代謝量、力の分解 

＜予習・復習 各 2時間＞力の分解は、力の

合成の逆というだけですが、内容が

難しいので、教科書や小テストを何

回も読みなおしましょう。 

 

4 
小テスト①とその解説、ニュートンの運動

の法則 

＜予習・復習 各 2時間＞自転車や車の運転

を考えると、加速度は力に比例、質

量に反比例することがわかります。 

 

5 作用・反作用の法則、力のモーメント 
＜予習・復習 各 2時間＞シーソーの話しは

簡単ですが、次回以降につながりま
 



すので、しっかり復習しましょう。 

6 摩擦力、第１種のてこ 
＜予習・復習 各 2時間＞重い頭を支えてい

るのは誰でしょう？ 
 

7 心臓マッサージ、第２種のてこ 
＜予習・復習 各 2時間＞第２種のてこは、

人体にはあまりないのです。 
 

8 質量と重さの違い、第３種のてこ 
＜予習・復習 各 2時間＞第３種のてこの利

点をおさえましょう。 
 

9 力と圧力の違い、腰にかかる力 

＜予習・復習 各 2時間＞腰への負担を減ら

すにはどうすべきだったでしょう

か？ 

 

10 小テスト②とその解説 

＜予習・復習 各 2時間＞第１種～第３種の

てこについて復習しておきましょ

う。 

 

11 気圧とは 

＜予習・復習 各 2時間＞私たちには１気圧

の力が働いていますが、それを認識

すると、いろいろなことが見えてき

ます。 

 

12 入浴の圧力効果 

＜予習・復習 各 2時間＞和式風呂と洋式風

呂による、人体への影響について確

認しましょう。 

 

13 酸素ボンベ、仕事 
＜予習・復習 各 2時間＞酸素ボンベに残る

酸素の量の求め方について 
 

14 浮力 

＜予習・復習 各 2時間＞以前、献血のとき

に使われていた血液比重。その仕組

みについて確認しましょう。 

 

15 血圧、運動量 
＜予習・復習 各 2時間＞体への衝撃は何に

よるのでしょうか？ 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト（計２回）<DP③>②確認テスト<DP③>③定期試験<DP③>小テスト（計２回）と定期試験は必ず

受験して下さい。 

 

①30%

②30%

③40% 



授業科目名 生物学 (作業) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療人にとって必要な生物学的知識を学習し、この後に展開する基礎医学への理解を容易にする。 

 

学修目標 

生物に共通する生体のシステムやその仕組みについて理解を深めることができ、人体と連関して思考できる。＜DP③

＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

生物学自体は高校までの教科としてすでに学んでいるかもしれないが、医学に直結する領域についてはまだ

学んでいないか、理解が不十分であろうと思われる。既に学んでいる、知っている学問という認識は排除し

て新たな教科を学ぶ姿勢で臨んでほしい。 

 

教科書 

「理工系のための生物学」 裳華房 

 

参考書 

生物学 カレッジ版 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 1 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生命と栄養と代謝 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

2 糖質の種類 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

3 糖代謝 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

4 脂質とその代謝 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

5 ビタミンの種類と機能 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

6 細胞の構造とオルガネラ 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

7 核酸の種類と機能 
予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認
 



をしておくこと。(2時間) 

8 転写と翻訳 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

9 タンパク質の種類と機能 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

10 細胞のシグナル伝達 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

11 細胞分裂と増殖 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

12 発生と分化 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

13 免疫システム 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

14 細胞の初期化と再生医療 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

15 細胞死とアポトーシス 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2時間) 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１ 定期試験 ＜DP③＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 化学 (作業) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

基礎医学科目に必要な化学的事項を正しく理解できることを念頭に置いている。 

 

学修目標 

生体反応に見られる各種の化学反応を正しく理解することができる。それらが生理機能に密接に連関することを認識

できる。 ＜DP③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

たとえすでに化学を履修していようとも、基礎医学科目で取り上げられる化学はある種生体内の反応に特化

しているため、新たに学びなおす必要があると捉えておいて欲しい。 

 

教科書 

「ライフサイエンスのための化学」 化学同人 

 

参考書 

「理工系の基礎化学」 化学同人 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 １ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 原子の構造と周期表 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 電子配置とイオン化 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 化学結合 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

4 物質の三態 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

 



い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

5 化学平衡と反応速度論１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 化学平衡と反応速度論 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 酸と塩基の反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 酸化と還元反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 炭化水素化合物１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 炭化水素化合物 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 糖質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 脂質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 タンパク質・アミノ酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 核酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 



15 化学のまとめ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１ 期末試験 ＜DP③＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 日本国憲法 (作業) 

主担当教員 植田 重幸 担当教員 植田 重幸 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

社会規範たる法の理念を理解する中で、法体系のしくみ並びに日本の最高法規としての日本国憲法の現行の

概要解釈と、今日の基本的人権規定に関する論点について解説を行うとともに、時事関連・医療関連条項に

関わる問題点及び今後の課題に対しても説明を進める。また、コ・メディカルをもとに、診療の補助の一員

として業務に従事するにおいて、必要不可欠な保健衛生に関する法規（保健衛生関連法規）の理解と把握、

並びに職務遂行に伴う人権に対する法的責任の現状について、更なる理解を深めるための指導を行う。 

 

学修目標 

1. 日本国憲法の成立経緯と特色を理解する。2. 基本的人権の尊重規定をもとに、個人の尊厳に関して法的側面か

ら、その理解を深める。3. 医療と人権に関する大切さを理解する。4. 作業療法学科における『理学療法士及び作業

療法士法』をもとに、今後の業務遂行に必要な関係法規のしくみを学習し理解する。5. 現在の医療過誤に関する状

況と、人権に対する法的責任の実態を検証する。6. 時事関連問題として、高齢者の増加に伴う業務連絡に関わる行

政面の諸対応や憲法改正論議の現状とその是非についての理解を深める。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 日本国憲法の内容理解とともに、医療法規に関する指導説明が加わることから、補充解説たる板書筆記が

重要となる。2. 指導内容に即した市販書籍は多数に亘るため、教科書代用の資料冊子にて講義を行う。3. 疑

問点や分かりにくい事項が生じた場合は、適宜質問を行うことで理解を進めること。4. 将来の業務実践を見

据え、指導内容に対する人権・人格の尊重に十分留意し積極的取り組みを求める。 

 

教科書 

指定しない。 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業前後の非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
法と社会生活① 法の成立並びに社会と規

範 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認を行う復習：キ

ーワード、重要語句の確認を行う 

 

2 
法と社会生活② 法と道徳、法の支配、法体

系のしくみ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：社会規範と

しての法の意義を考える復習：法の

概念の理解と確認を行う 

 

3 
日本国憲法の制定史と特色 日本国憲法の

基本理念と基本原理 明治憲法との比較 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：日本国憲法

の成立経緯を確認する復習：講義内
 



容をもとに、基本的人権規定の各事

項を理解し把握する 

4 
基本的人権規定① 基本的人権の成立経緯

と人権規定 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：重

要語句について再チェックする 

 

5 
基本的人権規定② 新しい人権（人格権と

幸福追求権） 包括的基本権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より第 13 条の役割を確認する復

習：講義内容の完全理解に努める 

 

6 

基本的人権規定③ 自律的自己決定権 新

型コロナウイルス感染症対策特別措置法と

基本的人権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、本項の確認を行う 特別措

置法の立法化とその経緯を確認す

る復習：講義内容の完全理解に努め

る 本項目の現状と人権保障問題を

深める 

 

7 
衛生法規並び衛生行政 衛生法規の体系と

分類 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：保健衛

生法規のしくみの理解と確認を行

う 

 

8 
関係法規① 施術者に対する関係法規のし

くみと位置づけ、名称独占、業務独占 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認復習：講義内容

をもとに、施術者の役割を確認する 

 

9 関係法規② 免許取得、欠格条件等 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の中の法律用語の確認を行う復

習：キーワード、重要語句の確認を

行う 

 

10 
医療過誤と法的責任① 医療過誤の実態と

権利侵害 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

11 
医療過誤と法的責任② 医療過誤における

法的責任 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

12 
統治行為① 国会・内閣規定より、選挙制度

並びに議院内閣制 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行の選挙

制度を確認する復習：1 票の格差問

題について理解を深める 

 

13 
統治行為② 裁判所規定より、違憲立法審

査権並びに裁判員制度の現状 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

14 日本国憲法の改正手続 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行憲法の

改正の必要性を調べる復習：国民投

票法の改正における影響を確認す

る 

 

15 今後の課題と検討 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①指導項目に関し、筆記試験を行う。※60 点以上で単位認定する。 

 
①100% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (作業 B) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (作業 A) 

主担当教員 竹内 恵子 担当教員 竹内 恵子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟１階講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    
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30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (作業 B) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (作業 A) 

主担当教員 竹内 恵子 担当教員 竹内 恵子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 1階講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 MBS(Morinomiya Basic Seminar) (作業) 

主担当教員 橋本 弘子 担当教員 
橋本 弘子／山下 仁／前川 佳

敬／金森 幸／鍵野 将平 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 4限、火曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本授業は、大学生としての学習や生活をスムーズにスタートさせるために、大学生としてふさわしい「学び

方」や「スキル」を身につけること、学園の歴史や建学の精神の意味やディプロマポリシーを理解すること

で、本学への帰属意識を確立させることを目的とする。また、履修に関することや教育課程（カリキュラム）、

学生生活に関するルール等を理解することで、大学で学ぶために必要な能力を身につけることを目的とする。

医療の歴史及び医療の現在と未来を知ることで、医療全体への興味をより深めることを目的とする。 

 

学修目標 

・本学の建学の精神及びディプロマポリシーを理解している。<DP②③>・大学で学ぶために必要な能力を身につけて

いる。<DP②③>・生徒から学生へ移行する（主体的・能動的な学習スタイルを身につける）<DP②③>・医療人を目指

す学生であることに対しての自覚を強く持つ。<DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

理想の大学生活とは？想像している内容と異なる話を聞くこともあるでしょうが、4 年間を有意義に過ごせ

るようこれからの生活を考えるきっかけとなることを願います。 

 

教科書 

教科書は使用しない。適宜資料を配布する。 

 

参考書 

指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

橋本研究室 共同研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【本学の歩みと未来／生徒から学生へ】・理

事長による「本学の起源や今後の展望」、・学

長による「医療・医学を学ぶ上での心構え」

についての講義。 

予習：本学の Web サイトで「建学の精神」

「森ノ宮医療学学園の歴史」「本学

の特徴」について調べる．（1時間）

復習：大学生としての心得を考え，

まとめる．（1時間） 

橋本金

森 

2 

【作業療法学科のカリキュラムについて】・

カリキュラムについて・カリキュラムポリ

シーについて・ディプロマポリシーについ

て 

予習：学生手帳の「作業療法学科 授業科目・

単位数」と「本学学士過程における

三つのポリシー」「作業療法学科に

おける三つのポリシー」について調

べる．（2時間）復習：授業をまとめ，

自分にとって今後の大学生活で必

橋本金

森 



要なことを考える．（2時間） 

3 

【情報化社会における情報リテラシーと情

報モラルについて】・情報リテラシーと情報

モラル（SNS の取り扱い）・医療情報の取り

扱いについて・その他社会問題等 

予習：「情報リテラシー」「情報モラル」につ

いて調べ，自分の考えをまとめる．

（2 時間）復習：授業をまとめ，多

くの情報から適切に情報を得る方

法を考える．（2時間） 

橋本金

森 

4 

【作業療法士のキャリアについて】・自身の

キャリアについて・履修モデルの解説と自

身のキャリア形成プランの検討・作業療法

士に必要な学びと研究 

予習：自分自身，将来どのような「大人」に

なりたいか，また，目標とする「作

業療法士像」を考え，まとめる．（2

時間）復習：授業をまとめ，自分の

将来像を明確にする．（2時間） 

橋本金

森 

5 
地域医療について住之江区長による「住之

江区の医療・福祉の現状」についての講話 

予習：本学が位置する「住之江区」の Webサ

イト「広報誌 さざんか」にて，住之

江区における「福祉・健康」の施策

について調べる（2 時間）復習：授

業をまとめ，今の自分でも参加でき

ることを（ボランティア等）を探す．

（2時間） 

橋本金

森 

6 

西洋医学とは医師による西洋医学の概説と

西洋医学の起源と現状と未来についての講

義 

予習：西洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：西洋医学の中での作業療

法の重要性を調べ，まとめる．（2時

間） 

橋本金

森 

7 

東洋医学とは鍼灸師による東洋医学の概説

と西洋医学の起源と現状と未来についての

講義 

予習：東洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：授業をまとめ，西洋医学

との違いを理解し，東洋医学の重要

性をまとめる．（2時間） 

橋本金

森 

8 チーム医療とは・チーム医療について知る 

予習：本学の Web サイトで「チーム医療」

について調べる．（2時間）復習：授

業をまとめ，チーム医療の重要性を

理解する．（2時間） 

橋本金

森 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート試験：「自己のキャリア構築のために今後の大学生活で何をすべきか」を 1600 字程度で述べる。

<DP②③>＊レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-

17」を参照のこと。 

 

1 



授業科目名 チーム医療見学実習 (作業) 

主担当教員 金森 幸 担当教員 

金森 幸／伊藤 直子／松下 太

／小林 貴代／橋本 弘子／中村 

めぐみ／中西 一／東 泰弘／由

利 禄巳／兼田 敏克 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前期 ( 火曜 3

限)、後期(集中

講義) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１．医療の実践の場である病院等の施設で医療従事者の 1 日を体験することにより、医療職への理解を深め

る。２．保健医療施設における自己の目指す専門職の役割や機能を知ると共にチーム医療を構成する様々な

専門職の役割・機能について知識を深める。３．チーム医療の実際を知り、インター・プロフェッショナル・

エデュケーションの視点から、医療における多職種連携の重要性を知る。＜施設見学の実施概要＞開講時期：

※2020 年度は実施時期未定実習施設：大阪急性期・総合医療センター(日程調整中)、大阪国際がんセンター

(日程調整中)、日本生命病院(日程調整中)、関西メディカル病院(日程調整中)※実施が決まり次第、詳細を

案内します。＜実施方法＞１．本見学実習は大学内で実施する事前授業（4コマ）と施設見学（4コマ）とす

る。２．1班 8名程度の学科混成グループを作り、各グループ上記施設の中から 1施設を見学する。３．1班

ごとに 1 名の本学教員が引率し、基本的には引率教員の指示のもと決められたスケジュール通りに施設内を

見学する 

 

学修目標 

１．実習を通じて医療施設の全体的な業務や役割について知ることができる。DP2 ２．実習を通じてチーム医療の構

成を知り、目指す専門職の役割および責任を自覚することができる。DP2３．実習を通じて医療に取り組む姿勢を養

い、専門科目の学習への意欲向上のきっかけとし、今後、専門的学習に臨む上での自己の考えを述べることができる。

DP23 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

見学時は、担当者のみならず院内の全ての方(就業者や患者さん等)に迷惑がかからない行動を取るとともに、

発言にも最大限配慮すること。見学当日はバスで送迎を行います。集合場所や時間を等は引率教員の指示に

従うこと。 

 

教科書 

とくになし 

 

参考書 

とくになし 

 

研究室／オフィスアワー 

橋本、金森の研究室 随時 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 事前授業①（授業の目的や概要について） 

【事前授業１】（授業の目的や概要につい

て）予習：本学に設置されている学

科の仕事内容を調べる。（3時間）復

習：授業内容をまとめ、チーム医療

についての考えをまとめる。（3 時

間） 

橋本金

森 

2 事前授業②（授業の目的や概要について） 

【事前授業２】（施設見学における注意事項

について）予習：大学生としてのマ

ナー、社会人としてのマナーについ

て調べる。（3時間）復習：授業内容

をまとめ、大学生としてのマナー、

社会人としてのマナーについて実

践できるようにする（3時間） 

橋本金

森 

3 
事前授業③（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

橋本金

森 

4 
事前授業④（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

橋本金

森 

5 

【学修内容：⑤～⑧】「施設見学」＜見学ス

ケジュール例＞①リハビリテーション室の

見学→それぞれの職種間でのコミュニケー

ションを学ぶ②ICU・CCU→医師や看護師の

連携について学ぶ。最新機器等の設備につ

いて知識を深める③各種検査室の見学→検

査技師と医師や看護師など他の職種との連

携について学ぶ④透析室→透析の機器等に

ついて知識を深める⑤手術室→手術室とは

どのような環境の部屋なのか、実際の設備

や雰囲気を知る 

復習：見学実習での学びをレポートにまと

める。自修時間 6時間→課題提出 

橋本金

森 

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート課題<DP②③>  「施設見学を終えて、チーム医療の重要性について自己の考えを述べよ」1600

字程度＊レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-17」を

参照のこと。 

 

0.011 



授業科目名 基礎体育 (作業 B) 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 
伊奈 新太郎／中原 英博／佐野 

加奈絵／信江 彩加 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本スポーツ健康科学演習では、学生が自らの適正に応じてスポーツ種目を選択できるよう、軽スポーツ、球

技スポーツ、ニュースポーツ、ダンスなど多種多様なスポーツ種目を用意し、各種目特性を生かして、「思い

っきり体を動かす爽快感」と「プレーを通じて感じる理屈抜きの楽しさ」を存分に経験できるようなゲーム

主体の授業プログラムを提供する。その中で、体力のレベルアップや身体動作の向上を図ると同時に、ゲー

ムを自主的に運営する能力を養う。また、スポーツの実践を通じて、学生同士の心の交流や人間関係を育み、

生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を育成することも本実習の大きな狙いである。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、学科の枠を超えた学生同士の心の交流や人間関係を育むことができる。〈DP③〉２．ス

ポーツ活動を通じて、基礎体力や、技術が向上する。３．スポーツ活動を通じて、チームワークの重要性を認識でき

る。〈DP③〉４．生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を身につけることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について（１）各教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、

更衣した後、授業に臨むこと。（２）シューズは屋外用、屋内用ともにゴム底の運動靴を用意すること。 屋

外でのスポーツ種目を実施するクラスの者は、雨天により急きょ屋内種目に変更する場合があるので、毎回

の授業時において、屋内用シューズは必ず用意しておくこと。（３）授業中におけるメガネや時計などの破損、

コンタクトレンズや装飾品の紛失について担当教員は責任を負わない。注意事項（１）集合場所  

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

原則月曜日 3時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポー

ツ、ダンスなど多種多様なスポーツ

種目の特性について理解を深めて

おく。予習・復習 1時間 

 



2 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

3 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

4 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

5 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

6 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

7 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

8 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

9 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

10 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

11 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営① 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

12 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営② 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

13 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営③ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

14 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営④ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

15 
ゲームの展開  学生主体のゲーム運営⑤・

レポート 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業回数の 2/3(10 コマ)以上出席すること。授業開始後、30 分を超えての遅刻は欠席とみなす。成績の

評価は、原則として 2/3 以上出席した者を対象とする。①技能・理解・積極性などを総合的に判定すると

ともに、授業最終日にはレポートの提出を義務づける。〈DP③〉    その成績が６０点未満の者は不可と

し単位を認定しない。 

①100% 



授業科目名 基礎体育 (作業 A) 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 
伊奈 新太郎／中原 英博／佐野 

加奈絵／信江 彩加 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本スポーツ健康科学演習では、学生が自らの適正に応じてスポーツ種目を選択できるよう、軽スポーツ、球

技スポーツ、ニュースポーツ、ダンスなど多種多様なスポーツ種目を用意し、各種目特性を生かして、「思い

っきり体を動かす爽快感」と「プレーを通じて感じる理屈抜きの楽しさ」を存分に経験できるようなゲーム

主体の授業プログラムを提供する。その中で、体力のレベルアップや身体動作の向上を図ると同時に、ゲー

ムを自主的に運営する能力を養う。また、スポーツの実践を通じて、学生同士の心の交流や人間関係を育み、

生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を育成することも本実習の大きな狙いである。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、学科の枠を超えた学生同士の心の交流や人間関係を育むことができる。〈DP③〉２．ス

ポーツ活動を通じて、基礎体力や、技術が向上する。３．スポーツ活動を通じて、チームワークの重要性を認識でき

る。〈DP③〉４．生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を身につけることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について（１）各教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、

更衣した後、授業に臨むこと。（２）シューズは屋外用、屋内用ともにゴム底の運動靴を用意すること。 屋

外でのスポーツ種目を実施するクラスの者は、雨天により急きょ屋内種目に変更する場合があるので、毎回

の授業時において、屋内用シューズは必ず用意しておくこと。（３）授業中におけるメガネや時計などの破損、

コンタクトレンズや装飾品の紛失について担当教員は責任を負わない。注意事項（１）集合場所  

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

原則月曜日 3時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポー

ツ、ダンスなど多種多様なスポーツ

種目の特性について理解を深めて

おく。予習・復習 1時間 

 



2 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

3 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

4 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

5 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

6 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

7 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

8 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

9 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

10 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

11 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営① 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

12 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営② 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

13 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営③ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

14 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営④ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

15 
ゲームの展開  学生主体のゲーム運営⑤・

レポート 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業回数の 2/3(10 コマ)以上出席すること。授業開始後、30 分を超えての遅刻は欠席とみなす。成績の

評価は、原則として 2/3 以上出席した者を対象とする。①技能・理解・積極性などを総合的に判定すると

ともに、授業最終日にはレポートの提出を義務づける。〈DP③〉    その成績が６０点未満の者は不可と

し単位を認定しない。 

①100% 



授業科目名 健康科学（スポーツ社会学を含む） (作業) 

主担当教員 佐野 加奈絵 担当教員 佐野 加奈絵 

科目ナンバリング CS20108 科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

健康に対する意識が高まり、健康食品や健康器具などがブームとなっている近年、マスメディアを通じて流

されている情報には、科学的根拠が乏しいものも少なくはない。本授業では、生活習慣病、地域社会におけ

る健康維持、増進に関わる取り組みや考え方、運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識

を身につけることを目標とする。 

 

学修目標 

・運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識を身につける（DP③）。・本邦における健康維持、増進

に関わる取り組みや考え方について理解する（DP③）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回配布する資料を用いて、必ず復習してください。 

 

教科書 

適宜、資料を配布する。 

 

参考書 

出村慎一監修「健康・スポーツ科学講義」杏林書院、2005年田中喜代次編「健康運動の支援と実践」金芳堂、

2006年 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4F 月曜 9:00-10.30 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康とは？ 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

2 運動・栄養と肥満症との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

3 運動・栄養と糖尿病との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

4 運動・栄養と脂質異常症との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

5 
三大栄養素（糖質・脂質・タンパク質）の役

割 

予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

6 
微量栄養素（ビタミン・ミネラル）と水の役

割 

予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

7 消化器の構造と機能 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

8 食品群の理解と応用 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 



9 エネルギー摂取量と消費量との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

10 運動時におけるエネルギー産生メカニズム 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

11 運動処方の原則と実際 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

12 運動と食欲の関係－最新のトピックス－ 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

13 日本人の食事摂取基準について 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

14 健康づくりに関する本邦の取り組み 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

15 講義全体のまとめと振り返り 
予習： これまでのプリントの確認．復習： 

配布プリント，キーワードの確認． 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験で評価する（DP③）。15 回の講義に対し、必要な時間数の出席が必須である。課題（試験や

レポート等）に対するフィードバックの方法課題・テスト後、各設問の解答を解説する。希望者には個別に

採点後の試験答案を開示する。 

 

①100% 



授業科目名 人体の構造演習Ⅰ(運動器) (作業) 

主担当教員 堤 真大 担当教員 堤 真大 

科目ナンバリング SB20BOTA001 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造演習(運動器)（作業）のⅠとⅡでは、人体の基礎を構成し、運動器の中心的な役割を担う骨格系

と筋肉系を学習する。骨格系については、骨の分類・構造などの総論と、個々の骨の解剖構造や形態的特徴、

ならびに隣接骨間の連結などを、講義のみならず骨模型実習を通して学習する。筋肉系については、筋肉（筋）

の分類・構造などの総論に加えて、個々の筋の起始、停止、支配神経、作用などを学習する。これらの学習を

通じて、骨と筋が運動器として機能するときにどのような連携しているか考えるとともに、運動時に重要な

役割を果たしている関節や靱帯の形態と機能についても理解を深める。 前期に実施する「人体の構造演習

Ⅰ(運動器)(作業)」では、骨格系・骨の連結・筋肉系の総論、ならびに上肢の骨格系と筋肉系を学習する。 

 

学修目標 

（１）骨の構造と連結の概要、ならびに全身の骨格系の概要が説明できる（DP②③④）（２）筋肉の構造とはたらき

の概要、ならびに筋肉系を支える構造の概略が説明できる（DP②③④）（３）上肢の各骨の主要構造や主要部位の名

称が言えるとともに、これらがどう配置しているかが説明できる（DP②③④）（４）上肢の各筋の存在部位とはたら

き、ならびに他筋との位置関係が説明できる（DP②③④）（５）上肢の主要関節の構造とそれに係わる筋の作用が説

明できる（DP②③④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書の内容を中心に、構造の理解に不可欠な図を多く取り込んだパワーポイント（スライド）を用

いて行う。講義内容はプリントにして、あらかじめに配布するので、これを元に予習ノートを作成する。講

義前に簡易な小テストを行い予習の程度を評価する。実習は講義室とは別の部屋で行われる。実習では口頭

試問を行い、これを成績評価に含める。 

 

教科書 

「標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学(第 5版) 」 編集 野村 嶬 （医学書院） 「カ

ラーアトラス人体 解剖と機能 第 4版」 横地千仞ら 医学書院 

 

参考書 

特に無し 

 

研究室／オフィスアワー 

C棟 6階インクルーシブ医科学研究所(655)／月～木 昼休み 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 解剖学とは・オリエンテーション 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 



2 組織学総論 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

3 骨・関節学総論１ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

4 骨・関節学総論２ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

5 筋学総論１ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

6 筋学総論２ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

7 骨学各論：上肢の骨と連結１ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

8 骨学実習：上肢の骨の観察１(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

9 骨学実習：上肢の骨の観察２(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

10 骨学各論：上肢の骨と連結２ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

11 骨学実習：上肢の骨の観察３(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

12 骨学実習：上肢の骨の観察４(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

13 筋学各論：浅背筋群と浅胸筋群 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

14 筋学各論：上肢帯の筋と上腕の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

15 筋学各論：前腕の筋と手の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（1 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（1時間） 

堤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

学期末に筆記試験を行う（DP②③④）。筆記試験は 60 点満点、これに 30 点満点の口頭試問、講義前の

10 点満点の小テストを合わせて合計 100 点満点とし、その 60％以上の得点でもって合格とする。合格点

に達しない場合には筆記試験の再試験を１回のみ行い、やはり口頭試問と小テストを合わせた 60%以上

の得点でもって合格とする。 

 

筆記試

験 60%

口頭試

問 30%

小 テ ス

ト 10% 



授業科目名 人体の構造演習Ⅱ(運動器) (作業) 

主担当教員 堤 真大 担当教員 堤 真大 

科目ナンバリング SB20BOTA002 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造演習(運動器)（作業）のⅠとⅡでは、人体の基礎を構成し、運動器の中心的な役割を担う骨格系

と筋肉系を学習する。骨格系については、骨の分類・構造などの総論と、個々の骨の解剖構造や形態的特徴、

ならびに隣接骨間の連結などを、講義のみならず骨模型実習を通して学習する。筋肉系については、筋肉（筋）

の分類・構造などの総論に加えて、個々の筋の起始、停止、支配神経、作用などを学習する。これらの学習を

通じて、骨と筋が運動器として機能するときにどのような連携しているか考えるとともに、運動時に重要な

役割を果たしている関節や靱帯の形態と機能についても理解を深める。 後期に実施する「人体の構造演習

Ⅱ(運動器)(作業)」では、下肢と体幹（頭蓋・脊柱・胸郭）の骨格系と筋肉系を学習する。 

 

学修目標 

（１）下肢と体幹の各骨の主要解剖構造や主要部位の名称が言えるとともに、これらがどう配置しているかが説明で

きる（DP②③④） （２）下肢と体幹の各筋の存在部位とはたらき、ならびに他筋との位置関係が説明できる（DP②③④） 

（３）下肢と体幹の主要関節の構造とそれに係わる筋の作用が説明できる（DP②③④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書の内容を中心に、構造の理解に不可欠な図を多く取り込んだパワーポイント（スライド）を用

いて行う。講義内容はプリントにして、あらかじめに配布するので、これを元に予習ノートを作成する。講

義前に簡易な小テストを行い予習の程度を評価する。実習は講義室とは別の部屋で行われる。実習では口頭

試問を行い、これを成績評価に含める。 

 

教科書 

「標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学(第 5版) 」 編集 野村 嶬 （医学書院） 「カ

ラーアトラス人体 解剖と機能 第 4版」 横地千仞ら 医学書院    

 

参考書 

特に無し 

 

研究室／オフィスアワー 

C棟 6階インクルーシブ医科学研究所(655)／月～木 昼休み 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 骨学各論：下肢の骨と連結１ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

2 骨学実習：下肢の骨の観察１(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 



3 骨学実習：下肢の骨の観察２(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

4 骨学各論：下肢の骨と連結２ 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

5 骨学実習：下肢の骨の観察３(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

6 骨学実習：下肢の骨の観察４(実習） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

7 筋学各論：下肢帯の筋と大腿の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

8 筋学各論：下腿の筋と足の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

9 骨学各論：脊柱・胸郭 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

10 骨学実習：脊柱・胸郭の観察(実習) 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

11 骨学各論：頭蓋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

12 骨学実習：頭蓋の観察(実習) 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

13 筋学各論：表情筋・咀嚼筋・頸部の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

14 筋学各論：深胸部の筋と腹部の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

15 筋学各論：深背部の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（１時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（１時間） 

堤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

学期末に筆記試験を行う（DP②③④）。筆記試験は 60 点満点、これに 30 点満点の口頭試問、講義前の

10 点満点の小テストを合わせて合計 100 点満点とし、その 60％以上の得点でもって合格とする。合格点

に達しない場合には筆記試験の再試験を１回のみ行い、やはり口頭試問と小テストを合わせた 60%以上

の得点でもって合格とする。 

 

筆記試

験 60%

口頭試

問 30%

小 テ ス

ト 10% 



授業科目名 人体の構造Ⅰ（神経系） (作業) 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之／吉田 篤 

科目ナンバリング SB20BOTA003 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造Ⅰ（神経系）では、系統解剖学の立場から、中枢神経系、末梢神経系、感覚器について学習する。

末梢神経系では、感覚器により得られた外界の情報を中枢神経に送り、中枢神経で処理された出力情報を末

梢効果器に伝えるシステムについて学修する。 さらに運動神経系、感覚神経系、自律神経系の機能と形態と

の関連性について学修する。中枢神経系では、外界からの様々な情報 を処理・統合して行動、情動、思考、

記憶など高度な機能を営むシステムについて学修する。感覚器では、外界の情報を受容する組織・器官の構

造と機能について学修する。これらの学修を通じて、生体が外界からの情報処理と統合を行うシステムの形

態学的構成・特徴について理解を深める。 

 

学修目標 

（１）感覚器の種類と基本的構造を説明できる（DP②③）（２）末梢神経系の基本的構成を説明できる（DP②③）（３）

中枢神経系の基本的構成を説明できる（DP②③）（４）感覚器、末梢神経系、中枢神経系による情報処理の仕組みの

概要を説明できる。（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書を中心に進めます。自発的な予習と復習を心掛けて下さい。適宜資料を配付するので、復習時

に活用して理解を深めて下さい。講義の進行・予定や単位認定の詳細等については、初回講義時に説明しま

す。 

 

教科書 

野村嶬 編集 『標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学（第 5版）』 医学書院 

 

参考書 

藤田恒太郎『人体解剖学 改訂第 42版』（南江堂）クロスマン、ニアリー（水野、野村 訳）『神経解剖カラ

ーテキスト 第 2版』（医学書院） 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階（研究室 11） 月曜日午後 5 時～午後 7 時、各日昼休みの時間帯（金曜日を除く）は原則研究室に

在室しています。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 講義の概要、神経系総論① 

事前に教科書の目次や第 1章「解剖学総論」

などを参考に、学習内容を概観して

下さい（2時間）。また、配布資料を

参考に復習して下さい（2時間）。。 

森谷 

2 神経系総論②、中枢神経①（脊髄） 
事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布
森谷 



資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

3 中枢神経②（脳幹） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

4 中枢神経③（小脳） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

吉田、

森谷 

5 中枢神経④（間脳、終脳①） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

6 中枢神経⑤（終脳②） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

7 中枢神経⑥（神経路） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

8 中枢神経のまとめ 

中枢神経系の形態とその特徴について、教

科書、配布資料などでこれまでの学

修内容を十分に復習して下さい（4

時間）。 

森谷 

9 感覚器①（外皮、視覚器） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

10 感覚器②（平衡聴覚器、嗅覚器、味覚器） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

11 末梢神経①（脊髄神経①） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

12 末梢神経②（脊髄神経②、脳神経総論） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

13 末梢神経③（脳神経①） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

14 末梢神経④（脳神経②、自律神経） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

15 感覚器と末梢神経のまとめ 

末梢神経系と感覚器の形態とその特徴につ

いて、教科書、配布資料などでこれ

までの学修内容を十分に復習して

下さい（4時間）。 

森谷 

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験（90％）（DP②③）②課題等の提出（10％）（DP②③）評価の具体的な内容については、初回

講義時に説明します。試験答案の返却はしませんが、希望者に閲覧できる機会を設けます。課題等の解

説は講義時間内に行います。 

 

①90 ％

②10％ 



授業科目名 人体の構造Ⅱ（循環・内臓） (作業) 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之 

科目ナンバリング SB20BOTA004 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造Ⅱ（循環・内臓）では、循環系と内臓系とを中心に人体の正常構造について系統解剖学の立場か

ら基本的な概念と知識の習得を目指す。臨床系専門科目に先駆けて、心臓血管系、リンパ系、消化器系、呼吸

器系、泌尿生殖器系、内分泌系など多岐におよぶ学習範囲を系統立てて学修する。単なる名称の記憶にとど

まらず、形態と機能との関わりを考え、医療に携わる者として基盤となる知識や論理性のある思考能力を身

につける。 

 

学修目標 

①循環系（心臓血管系、リンパ系など）の基本的構成を説明できる。（DP②③） ②内臓系（消化器、呼吸器、泌尿

器、生殖器、内分泌器など）の基本的構成を説明できる。（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書を中心に進めます。自発的な予習と復習を心掛けて下さい。適宜資料を配付するので、復習時

に活用して理解を深めて下さい。講義の進行・予定や単位認定の詳細等については、初回講義時に説明しま

す。 

 

教科書 

野村嶬 編集 『標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学（第 5版）』 医学書院 

 

参考書 

藤田恒太郎『人体解剖学 改訂第 42版』（南江堂） 

 

研究室／オフィスアワー 

E棟４階（研究室 11） 月曜日午後 5時～午後 7時、各日昼休みの時間帯は原則研究室に在室しています。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
講義の概要血液とリンパ脈管系（循環器系）

総論 

事前に教科書の目次などを参考に、学習内

容を概観して下さい（2時間）。また、

配布資料を参考に復習して下さい

（2時間）。 

森谷 

2 心臓 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

3 
小循環（肺循環）と大循環（体循環）動脈系

①（総頚動脈、鎖骨下動脈、胸大動脈） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

4 動脈系②（腹大動脈、総腸骨動脈） 
事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布
森谷 



資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

5 静脈系 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

6 胎生期の循環系リンパ系 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

7 脈管系のまとめ 

脈管系の形態とその特徴について、教科書、

配布資料などでこれまでの学修内

容を十分に復習して下さい（4 時

間）。 

森谷 

8 内臓学総論消化器系①（口腔、咽頭、食道） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

9 消化器系②（胃、小腸、大腸） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

10 
消化器系③（肝臓、膵臓）呼吸器系①（外鼻、

鼻腔） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

11 呼吸器系②（気管、気管支、肺） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

12 泌尿器系 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

13 生殖器系①（男性生殖器） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

14 生殖器系②（女性生殖器）内分泌系 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

15 内臓系のまとめ 

内臓系の形態とその特徴について、教科書、

配布資料などでこれまでの学修内

容を十分に復習して下さい（4 時

間）。 

森谷 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験（90％）（DP②③）②課題等の提出（10％）（DP②③）評価の具体的な内容については、初回

講義時に説明します。試験答案の返却はしませんが、希望者に閲覧できる機会を設けます。課題等の解

説は講義時間内に行います。 

 

①90 ％

②10％ 



授業科目名 人体の機能Ⅰ(動物性機能) (作業) 

主担当教員 竹下 ひかり 担当教員 竹下 ひかり 

科目ナンバリング SB20BOTA006 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理学について学ぶ。人体の正常な機能について学習し、医学の他の分野を学ぶための基礎を身につけるこ

とを目的とする。人体の機能Ⅰでは、神経系と血液を中心に取り扱う。 

 

学修目標 

細胞の構造と機能のあらましを述べることができる。（DP②③）神経細胞とシナプスについて概説することができる。

（DP②③）中枢神経の主要部位の構造とその主な機能を述べることができる。（DP②③）感覚の受容について述べる

ことができる。（DP②③）筋?の収縮・弛緩について述べることができる。（DP②③）?液の組成と、それぞれの成分の

役割を説明できる。（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）授業態度について：集中して講義を聴講すること。毎回、講義スライドを印刷したプリントを配布する。

それをもとに、各自が可能な限り詳しくノートを作成すること。講義中の私語は厳禁とする。私語を止めら

れない者は退席させる。２）予習・復習について：講義内容は膨大であるから、講義ごとの予習復習は必須で

ある。一コマあたり２～４ヶ所で「小括」を設ける。問題形式にしてあるので、講義後に自力で解くことで復

習の一助とせよ。３）確認テストについて：ほとんどの授業で「確認テスト」を行う。講義後に資料を見なが

ら解答を作成し 

 

教科書 

生理学 (標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野) 執筆：岡田隆夫、鈴木敦子、長岡正範 ISBN978-4-

260-03644-3 医学書院 

 

参考書 

指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

オフィスアワーは?曜昼休み（Ｃ棟七階研究室１５）。質問・相談は歓迎する。これ以外の時間に来室を希望

する場合は事前予約の連絡を ?うこと。講義時に ?頭で、または随時電 ?メールにて受け付ける

（junsuke_igarashi@morinomiya-u.ac.jp）。なお、オフィスアワー以外の来室であって予約がない場合、対

応しないことがある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生理学序論 

予習：要さない復習：講義プリントを用い

よ。在学中に自らが学ぶべき事柄の

多きを知れ。学習所要時間目安：合

計二時間 

 



2 体液・生体の恒常性 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

3 細胞の構造と機能 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

4 神経生理学総論 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

5 シナプスと神経伝達の仕組み 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

6 中枢神経（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

7 中枢神経（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

8 中枢神経（３）・感覚（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

9 感覚（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

10 感覚（３）・骨 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

11 筋肉（その１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

12 筋肉（その２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

13 血液（その１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

14 血液（２） 

予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間（別途、

練習問題を解く時間を要する） 

 

15 重点項目の復習 

予習：練習問題復習：第１～１５回講義学習

所要時間目安：合計二時間（別途、

定期試験準備の必要がある） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

確認テスト（MORIPA 提出：全１４回の合計として）（DP②③）期末定期試験（DP②③）いずれの試験も、基

礎知識の確実な理解に重きを置いて評価する。確認テストについては指示した期限に間に合うよう提出

すること（学修習慣づけを企図）。 

30%70% 



授業科目名 人体の機能Ⅱ(植物性機能) (作業) 

主担当教員 竹下 ひかり 担当教員 竹下 ひかり 

科目ナンバリング SB20BOTA007 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

?理学について学ぶ。?体の正常な機能について学習し、医学の他の分野を学ぶための基礎を?につけることを

目的とする。?体の機能 IIでは、循環器・消化器をはじめとした内臓を中?に取り扱う。 

 

学修目標 

?臓と?管のあらましを説明できるとともに、循環調節について概説することができる。〈DP②③〉呼吸?学とガスの運

搬を概説できるとともに、呼吸調節について説明できる。〈DP②③〉腎臓の働きについて説明できるとともに、体液

調節の仕組みについて述べることができる。〈DP②③〉消化と吸収の仕組みを概説できる。〈DP②③〉さまざまなホル

モンの分泌の仕組みと働きについて説明できる。〈DP②③〉代謝と体温の調節について概説できる。〈DP②③〉?殖と

発?のあらましを説明できる。〈DP②③〉運動に伴う?体の機能変化について説明できる。〈DP②③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）授業態度について：集中して講義を聴講すること。毎回、講義スライドを印刷したプリントを配布する。

それをもとに、各自が可能な限り詳しくノートを作成すること。講義中の私語は厳禁とする。私語を止めら

れない者は退席させる。２）予習・復習について：講義内容は膨大であるから、講義ごとの予習復習は必須で

ある。一コマあたり２～４ヶ所で「小括」を設ける。問題形式にしてあるので、講義後に自力で解くことで復

習の一助とせよ。３）確認テストについて：ほとんどの授業で「確認テスト」を行う。講義後に資料を見なが

ら解答を作成し 

 

教科書 

生理学 (標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野) 執筆：岡田隆夫、鈴木敦子、長岡正範 ISBN978-4-

260-03644-3 医学書院 

 

参考書 

指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

オフィスアワーは?曜昼休み（Ｃ棟七階研究室１５）。質問・相談は歓迎する。これ以外の時間に来室を希望

する場合は事前予約の連絡を ?うこと。講義時に ?頭で、または随時電 ?メールにて受け付ける

（junsuke_igarashi@morinomiya-u.ac.jp）。なお、オフィスアワー以外の来室であって予約がない場合、対

応しないことがある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 呼吸（１） 

予習：要さない復習：講義プリントを用い

よ。在学中に自らが学ぶべき事柄の

多きを知れ。学習所要時間目安：合

 



計二時間 

2 呼吸（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

3 腎臓（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

4 腎臓（２）・酸塩基平衡 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

5 消化（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

6 消化（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

7 代謝と体温 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

8 内分泌（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

9 内分泌（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

10 生殖と発生 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

11 循環（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

12 循環（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

13 循環（３） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

14 運動生理 

予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間（別途、

練習問題を解く時間を要する） 

 

15 重点項目の復習 

予習：練習問題復習：第１～１５回講義学習

所要時間目安：合計二時間（別途、

定期試験準備の必要がある） 
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成績評価方法と基準 割合 

確認テスト（MORIPA 提出：全１４回の合計として）（DP②③〉期末定期試験（DP②③）いずれの試験も、基

礎知識の確実な理解に重きを置いて評価する。確認テストについては指示した期限に間に合うよう提出
30%70% 



すること（学修習慣づけを企図）。 

 



授業科目名 基礎運動学 (作業) 

主担当教員 中西 一 担当教員 中西 一 

科目ナンバリング SB20BOTA008 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 4限、月曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1．身体運動の仕組みを運動器の構造と機能を中心に理解する。2．解剖学で学んだ運動器の知識をもとに、

学生相互の身体で構造等を確認する。 

 

学修目標 

①関節運動と運動に関与する筋がいえる。＜DP3＞②各筋の支配神経（末梢神経）、脊髄レベルがいえる。＜DP3＞③

体表から観察できる筋・腱・ランドマーク等を正確に触知できる。＜DP3＞④筋の弛緩・収縮および収縮の程度を触

知判別できる。＜DP3＞⑤運動を力学的に説明できる。＜DP3＞⑥観察された現象を客観的に、専門用語を用いて記載

できる。＜DP3＞⑦観察された現象を、運動学（関節運動・筋活動・力学）の観点から記載できる。＜DP3＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①身体運動や筋収縮を実際に触知し、確認・学習する機会がある科目は、作業療法士の教育課程では限られ

ている。数少ない学習機会に、確実に習得するという自覚を持って臨むこと。②学習部位の触知がしやすい

衣類を着用。③グループで実習を行う。全員で協力して取り組むこと。 

 

教科書 

『PT・OT のための運動学テキスト』小柳・西村・山下・大西編 金原出版株式会社 PT・OT基礎から学ぶ 運

動学ノート 医歯薬出版株式会社運動療法のための 機能解剖学的触診技術 上肢 MEDICAL VIEW 運動療法の

ための 機能解剖学的触診技術 下肢・体幹  MEDICAL VIEW 

 

参考書 

『基礎運動学』中村・斎藤・長崎著 医歯薬出版『図解 四肢と脊椎の診かた』野島元雄監訳 医歯薬出版 

 

研究室／オフィスアワー 

C棟 7階教職員室/月曜火曜 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
コースオリエンテーション・総論・運動学の

基礎 

予習：教科書 P2-62 復習：教科書・プリン

ト予習復習時間は 4時間 

中西・

東 

2 運動学の基礎 
予習：教科書 P2-62 復習：教科書・プリン

ト予習復習時間は 4時間 

中西・

東 

3 肩甲帯の骨関節運動と筋 

予習：該当部位の筋骨系解剖学復習：教科

書・プリントの授業終了範囲、ワー

クシートの完成予習復習時間は 4時

間 

中西・

東 

4 肩の骨関節運動と筋 

予習：該当部位の筋骨系解剖学復習：教科

書・プリントの授業終了範囲、ワー

クシートの完成予習復習時間は 4時

中西・

東 



間 

5 肘・前腕の骨関節運動と筋 

予習：該当部位の筋骨系解剖学復習：教科

書・プリントの授業終了範囲、ワー

クシートの完成予習復習時間は 4時

間 

中西・

東 

6 手関節の骨関節運動と筋 

予習：該当部位の筋骨系解剖学復習：教科

書・プリントの授業終了範囲、ワー

クシートの完成予習復習時間は 4時

間 

中西・

東 

7 手の骨関節運動と筋 

予習：該当部位の筋骨系解剖学復習：教科

書・プリントの授業終了範囲、ワー

クシートの完成予習復習時間は 4時

間 

中西・

東 

8 上肢の骨関節運動（まとめ） 

予習：該当部位の筋骨系解剖学復習：教科

書・プリントの授業終了範囲、ワー

クシートの完成予習復習時間は 4時

間 

中西・

東 

9 骨盤帯・股関節の骨関節運動と筋 

予習：該当部位の筋骨系解剖学復習：教科

書・プリントの授業終了範囲、ワー

クシートの完成予習復習時間は 4時

間 

中西・

東 

10 膝関節・下腿の骨関節運動と筋 

予習：該当部位の筋骨系解剖学復習：教科

書・プリントの授業終了範囲、ワー

クシートの完成予習復習時間は 4時

間 

中西・

東 

11 足関節・足の骨関節運動と筋 

予習：該当部位の筋骨系解剖学復習：教科

書・プリントの授業終了範囲、ワー

クシートの完成予習復習時間は 4時

間 

中西・

東 

12 頸部・体幹の骨関節運動と筋 

予習：該当部位の筋骨系解剖学復習：教科

書・プリントの授業終了範囲、ワー

クシートの完成予習復習時間は 4時

間 

中西・

東 

13 下肢・体幹のまとめ 

予習：該当部位の筋骨系解剖学復習：教科

書・プリントの授業終了範囲、ワー

クシートの完成予習復習時間は 4時

間 

中西・

東 

14 運動学習 

予習：該当部位の筋骨系解剖学復習：教科

書・プリントの授業終了範囲、ワー

クシートの完成予習復習時間は 4時

間 

中西・

東 

15 全体のまとめ 

予習：今までの範囲の復習復習：教科書・プ

リントの授業終了範囲、ワークシー

トの完成予習復習時間は 4時間 

中西・

東 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

平常点：20％（小テスト、提出物など）定期試験：80％平常点と定期試験の点数を合わせて 100 点とする。 

 

平常点

20％定

期試験

80％ 



授業科目名 リハビリテーション概論 (作業) 

主担当教員 由利 禄巳 担当教員 

由利  禄巳／伊藤  直子／松下 

太／金森 幸／兼田 敏克／鍵野 

将平 

科目ナンバリング SB20BOTA010 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

リハビリテーション概論では，リハビリテーション全体像を理解し，作業療法のあり方を教授する．その主

な指導内容は，リハビリテーションの概念，理念，歴史，障害と病気の違い，障害者の心理と受容過程，対象

者の生活機能の理解（国際障害分類および国際生活機能分類），人の生活の理解（ADL,IADL)，社会保障制度，

記録と個人情報保護などである．作業療法のさまざまな領域の実践を専門教員からの講義を通して対象者，

目的，役割について教授するとともに，臨地見学実習の準備学習を行う．由利（主担当：10コマ），金森（副

担当：4コマ），兼田（2コマ），小川（1コマ），松下（1コマ），伊藤（1コマ），新任教員（1コマ） 

 

学修目標 

1．リハビリテーションの歴史，目的，概念や理念や定義を説明することができる．＜DP①②③＞ 2．ICF，ICIDHと

いったリハビリテーションにおける基本的な分析方法について説明ができる．＜DP①②③＞3．社会におけるリハビ

リテーションの位置づけについて説明することができる．＜DP①②③＞4．病気と障害の関係，障害受容と心理につ

いて説明することができる．＜DP①②③＞5．社会保障制度（施設別，病期別）と施設の社会的役割（医療・介護・療

育・就労支援など）について説明できる．＜DP①②③＞6．作業療法の 4 領域（身体障害，精神障害，老年期障害，

発達障害）において学ぶ視点の説明ができる．＜DP①②③＞7．臨床現場における健康管理・感染予防の必要性につ

いて説明ができる＜DP①②③＞8．臨地見学実習で必要なマナー・対応・リスクの必要性について説明ができる＜

DP①②③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

リハビリテーションを学ぶ上で必要な基礎知識を学修します．リハビリテーションとは何か？リハビリテー

ションの役割とは何か？を問いながら学んでください．臨地見学実習を視野に入れ，必要な知識を身に着け

ていけるよう指導します．臨床現場をイメージしながら学んでください．作業療法の様々な分野について，

経験ある先生方からの講義があります．レポート課題など，指示された課題は期限内に提出してください． 

 

教科書 

１）田島文博編著，医学生・コメディカルのための手引書 リハビリテーション概論－改訂第 4 版－ 永井

書店，2021.２）石川齊，古川宏編，図解作業療法技術ガイド第 4版，文光堂，2021. 

 

参考書 

１．リハビリテーションビジュアルブック 第 2 版 落合慈之 学研２．最新リハビリテーション医学 第

３版 江藤文夫，里宇明元 医歯薬出版３．ICF国際生活機能分類ー国際障害分類改定版ー 中央法規出版 

 

研究室／オフィスアワー 

由利：木曜日の午前中金森：木曜日の午前中 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
リハビリテーションの概念１ 理念・歴史・

定義 

予習・復習：リハビリテーションの概念・歴

史、リハビリテーションの理念（IL

運動、ノーマライゼーション）につ

いてまとめる（4時間）． 

由利 

2 
リハビリテーションの概念２ 健康と疾病

（病気）と障害 

予習：障害を起こす代表的な疾病、廃用症候

群についてまとめる（2時間）．復習：

疾病（病気）と障害の違いについて

考え，まとめる（2時間）． 

由利 

3 

リハビリテーションの理解１（社会におけ

るリハビリテーションの位置付け・役割），

リハビリテーションと心理（障害の受容過

程） 

予習・復習：当事者の資料を視聴し，社会に

おけるリハビリテーションの位置

づけ・役割，心理と障害受容に関し

て理解したことをまとめる（4 時

間）． 

由利 

4 
日常生活活動（ADL），生活関連活動（IADL)，

生活の質（QOL） 

予習・復習：ADL，IADL，QOL について内容

を理解し感想をまとめる（2時間）． 
由利 

5 
生活機能の理解（生活機能分類）（ICIDH と

ICF) 

予習・復習：ICIDH，ICF について理解した

ことをまとめる（4時間）． 
由利 

6 

社会保障制度とリハビリテーション関連施

設（施設別、病期別）（医療・介護・療育・

就労支援など） 

予習・復習：リハビリテーションに関連する

社会保障制度と施設についてまと

める．施設に関して調べる項目をま

とめる（４時間）． 

由利 

7 

身体障害領域のリハビリテーション（作業

療法，チームアプローチ，手段，対象者，実

習について）． 

予習：身体障害領域のリハビリテーション

についてまとめる（2時間）．復習：

臨地見学実習で学ぶ視点について

まとめる（２時間）． 

兼田 

8 

発達障害領域のリハビリテーション（作業

療法，チームアプローチ，手段，対象者，実

習について）． 

予習：発達障害領域のリハビリテーション

についてまとめる（2時間）．復習：

臨地見学実習で学ぶ視点について

まとめる（２時間）． 

金森 

9 

精神障害領域のリハビリテーション（作業

療法，チームアプローチ，手段，対象者，実

習について）． 

予習：精神障害領域のリハビリテーション

についてまとめる（2時間）．復習：

臨地見学実習で学ぶ視点について

まとめる（２時間）． 

小川 

10 

老年期障害・地域のリハビリテーション（介

護老人保健施設リハビリテーションの展開

（作業療法，チームアプローチ，手段，対象

者，実習について）． 

予習：老年期障害・地域リハビリテーション

についてまとめる（2時間）．復習：

臨地見学実習で学ぶ視点について

まとめる（２時間）． 

松下 

11 臨床現場における衛生管理 

予習・復習：臨床現場で求められる衛生管

理、臨地見学実習中のリスクについ

てまとめる 

金森 

12 臨床現場における健康管理・感染予防 

予習・復習：臨床現場で求められる健康管理

及び感染予防、臨地見学実習中のリ

スクについてまとめる（4時間）． 

伊藤・

金

森 

13 
リハビリテーションにおける協業 臨地見

学実習に必要な知識と技術（実技） 

予習・復習：車椅子の名称や施設物品の名称

をまとめる．車椅子の操作方法，臨

地見学実習中の行動についてまと

める（4時間）． 

兼田・

鍵

野 

14 
リハビリテーションにおける協業 臨地見

学実習に必要な知識と技術（実技） 

予習・復習：臨地見学実習で必要なマナー・

対応，臨地見学実習中のリスクにつ

いてまとめる（4時間）． 

金森・

由

利 

15 
リハビリテーションにおける協業 臨地見

学実習に必要な知識と技術（実技） 

予習・復習：臨地見学実習で必要なマナー・

対応，臨地見学実習中のリスクにつ

いてまとめる（4時間）． 

金森・

由

利 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験＜DP①②③＞②個人ワーク課題（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP①②③＞

③実技課題（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP①②③＞レポート課題のフィードバックは講

義内で行います．定期試験の結果は再試験対象者には解説を行います． 

 

①50%

②30%

③20% 



授業科目名 公衆衛生学 (作業) 

主担当教員 今村 行雄 担当教員 今村 行雄 

科目ナンバリング SB20BOTA011 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

個人水準で健康を扱う臨床医学に対して、衛生･公衆衛生学は社会水準で健康を取り扱うので社会医学とも呼

ばれる。その範囲は多岐にわたり、健康に影響をおよぼす様々なリスクを同定し、予防活動に結びつける学

問である。本講義では「社会に役立つ公衆衛生」を基本として、衛生･公衆衛生学の理論、衛生行政、予防、

健康、老人・成人保健、生活習慣病や難病疾患、産業衛生、母子保健、衛生統計などについて学習する。さら

に、世界における日本の現状および動向について理解し、日本における公衆衛生のあり方について考える。 

 

学修目標 

私たちの生活や健康は、社会の制度に支えられている。公衆衛生学は、健康を支える制度そのものである。公衆衛生

の歴史や体制、内容を知り、自らの生活や健康を守り、向上を図るための知識を習得する。１．公衆衛生学とは何か

を知る。２．疫学について知り、曝露について理解する。３．健康を害する因子を探り、予防とは何かを理解する。

４．健康維持のための施策について理解する。５．日本の医療状況を理解し、世界各国の状況と比較できる。<DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．公衆衛生学は、進歩する医療技術や研究成果だけでなく、国の情勢や法律、予算などにも左右され、変化

していくものである。講義で習ったことは現時点での事実であることを認識し、講義終了後には統計データ

などは最新のものを各自、調べて知識をアップデートする必要がある（特に国家試験前）ことに留意する。

２．新聞やニュースなどを通じて、社会情勢に目を向けること。３．常に疑問を持ち、調べ、客観的に評価

し、自分の知識を深めること。 

 

教科書 

なし。（参考書 1に基づいて作成した配布資料を使って講義を進めます） 

 

参考書 

1.学生のための現代公衆衛生（南山堂）2.公衆衛生が見える（メディックメディア） 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康の科学としての公衆衛生学 課題：公衆衛生とは何か、WHO, 疫学研究  

2 人口の動向 
授業の復習課題：人口の増減が社会生活に

どう影響するか 
 

3 
妊娠・出産と胎児の保健と先天異常の仕組

み 

授業の復習および次回の講義の予習課題：

妊娠・出産時基の母体保健や先天異

常を理解する 

 



4 新生児・乳幼児期の保健 
授業の復習および次回の講義の予習課題：

胎児、乳幼児期の保健を理解する 
 

5 青少年の保健 
授業の復習と次回講義の予習課題：学校保

健について理解する 
 

6 成人期の保健 
授業の復習と次回講義の予習課題：生活習

慣病について理解する 
 

7 老年期の保健と死の問題 1 
授業の復習および次回の講義の予習課題：

高齢者福祉について理解する 
 

8 老年期の保健と死の問題 2 

予習：シラバス・資料確認課題：高齢者の健

康についての諸問題について理解

し、死や臓器移植について考察する 

 

9 心の健康と心身障害 
予習：シラバス・資料の確認課題：精神保健

について理解する 
 

10 環境の衛生 
予習：シラバス・資料の確認課題：環境とは

何か、理解する 
 

11 環境汚染と公害 
予習：シラバス・資料を確認課題：公害問題

について理解する 
 

12 感染症：微生物による病気 
予習：シラバス・資料の確認課題：感染症に

ついて理解 
 

13 食物と健康 
予習：シラバス・資料の確認課題：食中毒菌

などの理解を深める 
 

14 職業生活と健康 
予習：シラバス・資料の確認課題：職業病に

ついて理解する 
 

15 保健・医療の行政 
予習：資料の確認課題：衛生行政の種類につ

いて理解する 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

試験（90％）+授業態度（10%）で評価します。試験で評価し、単位認定とする。単位認定基準及び試験受

験資格は、大学の規定に従う。<DP②③> 

 

試 験

90% 受

講態度

10% 



授業科目名 基礎作業学 (作業) 

主担当教員 由利 禄巳 担当教員 
由利  禄巳／橋本  弘子／小川 

泰弘／鍵野 将平 

科目ナンバリング SS20BOTA001 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 3限、月曜

4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義は，作業療法の治療手段である作業の体験を通し作業を多面的に理解することを目的とする．作業活

動を行うために必要な認知・身体機能，作業活動が人に及ぼす心理・認知・身体への影響，さらには作業活動

が人と人との関係に及ぼす社会的な影響について理解を深める.加えて，作業活動の分析を通して作業や作品

の持つ特性，リスク，文化的な側面など，作業の特徴を踏まえた治療的応用についても学修する.本講義を通

し，作業療法の核である「人が営む作業」に関心を持ち，集団の中で協調して動くことができるようになる

ことが目標である．各種作業活動に関心を抱き，感性豊に探究心を持って挑んでほしい.※本科目は実務経験

のある教員等による授業科目です.全教員が全ての講義を担当します. 

 

学修目標 

・作業療法で用いる作業活動の実践を通し，作業活動に必要な工程を知る<DP①④>・作業活動と心理面・認知機能面・

身体機能面との関連を理解し説明できる<DP①④>・作業活動の工程分析を通じ，作業活動に含まれる治療効果につい

て理解する<DP①④>・作業活動の準備・計画・実施を行うことができる<DP①④>・作業活動を行い，その作業実施に

必要な環境・身体機能・材料・手順を説明することができる<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

作業活動を経験しながら学びます．準備物は適宜指示します．作業活動の実践を通し，自分自身の心理面や

身体面の変化を感じ、言語化して説明するよう努力してください．グループワークでは，意見交換や役割を

担うなど積極的に参加してください．制作した作品やレポート課題の提出は期限を厳守すること． 陶芸は外

部施設での体験になるため，授業日程が変更される可能性があります．発表課題はルーブリックを用いた評

価を行います． 

 

教科書 

濱口豊太編，標準作業療法学専門分野基礎作業学，医学書院. 

 

参考書 

1. つくる・あそぶを治療にいかす作業活動実習マニュアル 監修：古川宏 医歯薬出版株式会社 2.基礎作

業学(作業療法学全書) 改訂第 3版 澤田 雄二 (著, 編集), 日本作業療法士協会 (監修, 監修) 協同医書出

版社 

 

研究室／オフィスアワー 

担当教員の研究室／木曜日午前 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション：基礎作業学とは（講義

の目的・実施方法）作業分析の方法と理解 

予習：教科書を読み基礎作業学の学修目的

を理解する（２時間）.復習：作業分

析の方法についてまとめる（２時

間）. 

全教員 

2 
作業活動（くす玉づくり）①：作業活動を行

うために必要な身体機能の理解 

予習・復習：作業活動（くす玉づくり）に関

連する身体機能についてまとめる

（２時間）. 

全教員 

3 
作業活動（くす玉づくり）②：作業活動を行

うために必要な認知機能の理解 

予習・復習：作業活動（くす玉づくり）に関

連する認知機能についてまとめる

（２時間）. 

全教員 

4 
作業活動（くす玉づくり）③：作業活動と心

理機能・リスクの関係. 

予習：作業活動（くす玉づくり）に関連する

心理機能とリスクについてまとめ

る（２時間）.復習：くす玉づくりの

作業分析をテキストを見ながらま

とめる（2時間）. 

全教員 

5 

作業活動（革細工）①：革細工の歴史と文化，

特徴，工程，使用物品の管理・使用方法，環

境の理解. 

予習：作業活動（革細工）の歴史と文化につ

いて調べる．復習：革細工での特徴，

工程について理解したことをまと

める（２時間）. 

全教員 

6 
作業活動（革細工）②：革細工の歴史と文化，

作業活動の特徴・技法・環境の理解. 

予習：使用物品の管理・使用方法について調

べる（2時間）.復習：投影的・構成

的作業の特徴についてまとめる（2

時間）． 

全教員 

7 
作業活動（革細工）③：使用する物品の把握

と管理方法・使用方法・環境・リスクの理解. 

予習：投影的・構成的作業の特徴について調

べる（2時間）.復習：革細工のリス

クについてまとめる（2時間）． 

全教員 

8 作業活動（革細工）④：身体的側面の理解 

予習：革細工を行う際の身体的影響につい

て調べる（2時間）.復習：革細工を

行う際の身体的影響について体験

したことをまとめる（2時間）． 

全教員 

9 
作業活動（革細工）⑤：学習，認知的側面の

理解. 

予習：革細工を行う際の学習とはについて

調べる（2時間）.復習：革細工を行

う際の学習，認知的側面についてま

とめる（2時間）． 

全教員 

10 作業活動（革細工）⑥：心理的側面の理解 

予習：革細工における心理的な影響につい

て調べる（2時間）.復習：革細工を

行う際の心理的側面についてまと

める（2時間）． 

全教員 

11 作業活動（革細工）⑦：治療的応用の理解 

予習：革細工を用いた作業療法の文献を調

べる（2時間）.復習：革細工を用い

た治療的応用についてまとめる（2

時間）． 

全教員 

12 作業活動（手工芸）①：計画と準備． 

予習：実施する手工芸の制作方法，工程，準

備物，リスクについて調べ，作品案

を考える（2時間）．復習：実施計画

書，準備物調達方法など担当教員に

相談しながら計画書を作成する（2

時間）． 

全教員 

13 
金工①（七宝焼き）：作業活動の特徴・技法・

環境・リスクの理解． 

予習：七宝焼きの制作方法，工程，準備物，

リスクについて調べる（2時間）.復

習：七宝焼きの特徴・技法・環境・

リスクのについてまとめる（2 時

間）． 

全教員 

14 
金工②（七宝焼）：作業活動の特徴・身体的

側面の理解． 

予習：七宝焼きの特徴について調べる（2時

間）.復習：七宝焼きの特徴・身体的

側面について理解したことをまと

める（2時間）． 

全教員 

15 
金工③（七宝焼）：認知的・心理的側面の理

解． 

予習：七宝焼きの作品について調べる（2時

間）.復習：七宝焼きの認知的・心理

的側面について理解したことをま

とめる（2時間）． 

全教員 



16 金工④（七宝焼）：治療的応用の理解． 

予習：七宝焼きを用いた作業療法の文献を

調べる（2時間）.復習：七宝焼きを

用いた治療的応用についてまとめ

る（2時間）． 

全教員 

17 

陶芸①：作業活動の特徴と治療的応用の理

解．ひもづくりで作る小鉢，手回しろくろで

作るマグカップ陶芸の基本的な流れ（作成

ー素焼きー色付けー焼成）について学ぶ． 

予習：陶芸の技法，制作方法，工程，準備物，

リスクについて調べる（2時間）.復

習：陶芸の特徴・技法・環境・リス

クのについてまとめる（2時間）． 

全教員 

18 

陶芸②：作業活動の特徴と治療的応用の理

解．ひもづくりで作る小鉢，手回しろくろで

作るマグカップ陶芸の基本的な流れ（作成

ー素焼きー色付けー焼成）について学ぶ． 

予習：陶芸の技法，制作方法，工程，準備物，

リスクについて調べる（2時間）.復

習：陶芸の特徴・技法・環境・リス

クのについてまとめる（2時間）． 

全教員 

19 

作業活動（手工芸）②：実施する手工芸の歴

史と文化，作業活動の特徴・技法・環境の理

解 

予習：実施する手工芸の準備をグループで

相談して行う（2時間）．復習：実施

した手工芸の作業分析を行う（2 時

間）． 

全教員 

20 
作業活動（手工芸）③：実施する手工芸の身

体的側面理解 

予習：実施する手工芸の準備をグループで

相談して行う（2時間）．復習：実施

した手工芸の作業分析を行う（2 時

間）． 

全教員 

21 
作業活動（手工芸）④：実施する手工芸の認

知的側面の理解 

予習：実施する手工芸の準備をグループで

相談して行う（2時間）．復習：実施

した手工芸の作業分析を行う（2 時

間）． 

全教員 

22 
作業活動（手工芸）⑤：実施する手工芸の心

理的側面の理解 

予習：実施する手工芸の準備をグループで

相談して行う（2時間）．復習：実施

した手工芸の作業分析を行う（2 時

間）． 

全教員 

23 
作業活動（手工芸）⑥：実施する手工芸の治

療的応用の理解と発表準備 

予習：実施する手工芸の準備をグループで

相談して行う（2時間）．復習：実施

した手工芸の作業分析の発表準備

を行う（2時間）． 

全教員 

24 
作業活動（手工芸）⑦：実施した手工芸の治

療的応用の理解と発表準備 

予習：実施する手工芸の準備をグループで

相談して行う（2時間）．復習：実施

した手工芸の作業分析の発表準備

を行う（2時間）． 

全教員 

25 教授法：作業の治療的応用の理解 

予習：作業活動を用いた作業療法の文献を

調べる（2時間）.復習：作業活動を

用いた治療的応用についてまとめ

る（2時間）． 

全教員 

26 
作業活動（手工芸）⑧：実施した手工芸の治

療的応用の発表・理解 

予習：グループで協力して発表準備を行う

（2時間）．復習：他の発表を聴いて

理解したことをまとめる（2時間）． 

全教員 

27 
作業活動（手工芸）⑨：実施した手工芸の治

療的応用の発表・理解 

予習：グループで協力して発表準備を行う

（2時間）．復習：他の発表を聴いて

理解したことをまとめる（2時間）． 

全教員 

28 
作業活動（手工芸）⑩：実施した手工芸の治

療的応用の発表・理解 

予習：グループで協力して発表準備を行う

（2時間）．復習：他の発表を聴いて

理解したことをまとめる（2時間）． 

全教員 

29 
作業活動（手工芸）⑪：実施した手工芸の治

療的応用の発表・理解 

予習：グループで協力して発表準備を行う

（2時間）．復習：他の発表を聴いて

理解したことをまとめる（2時間）． 

全教員 

30 
目的としての作業・手段としての作業の理

解 

予習：目的としての作業・手段としての作業

に関連した文献を読む（2時間）．復

習：基礎作業学で学修したことをま

とめてレポートする（2時間）． 

全教員 

成績評価方法と基準 割合 

１.作業活動実施後に作業活動の結果の作品やレポート課題<DP①④>２.作業活動の準備・計画・実施・

発表課題＜DP①④＞ ３.定期試験（作業の治療的目的と作業分析，治療効果についての設問と基礎作

業学領域における国家試験に出題される問題＜DP①④＞ ・4/5 以上の出席が必要。レポート課題や発

1.50%2.

20%3.30

% 



表へのフィードバックは講義内で行う．質問がある場合は講義内及びメールで受け付ける．定期試験は

返却はしないが，1 週間程度の期間で希望者には説明を行う． 

 



授業科目名 作業科学入門 (作業) 

主担当教員 橋本 弘子 担当教員 
橋本  弘子／小川  泰弘／由利 

禄巳 

科目ナンバリング SS20BOTA002 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 2限、水曜

3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

作業を分析して利用することは作業療法の核である．中でも大切なことは，クライエントが必要とする作業

が，個人にとってどのような意味を持ち，どの程度ニーズに沿ったものであるのかということである．対象

者を作業的存在として捉え，クライエント中心の援助が行えるよう作業の概念を構築する．また，実際の作

業場面を通して，その人らしさや作業ニーズをとらえる技術を教授する．（由利禄巳：前半 7回）作業療法評

価および介入の核となる作業について，作業の意味，機能，形態の解説を行い，人の生活・人生と作業との関

係について教授する．（作業の形態，作業の意味，作業の機能，作業の領域）できるようにする．加えて，作

業療法の作業の歴史を振り返ることの重要性を知り，作業的存在の意味を考察できるようにする．（橋本 弘

子・小川泰弘：後半 8 回）人が日々の生活へ参加・従事することは，毎日の生活における満足感や健康を達

成する可能性を担っている．そこでまず自身の生活を振り返り，その日常生活についてどのような環境のも

と活動参加が可能になっているかを分析的に捉えることができるようにする.※本科目は実務経験のある教

員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．すべての人によりよい作業があることを知り，その人を定義づけられる作業に関心を持つ．（作業とは何かを説明

できる）＜DP①＞ 2．作業により，その人が存在するという考えを持つようになる．（作業的存在を説明できる）＜

DP①＞ 3．その人にとって必要な作業の形態，意味，機能が何であるかを考えるようになる．（作業の特性を説明で

きる）＜DP①＞ 4．クライエント中心の作業療法実践のために，作業を分析し，必要とする作業を引き出すための

マネジメントツールを使用できる．そして，マネジメントが生活行為向上につながることを説明できる．（作業ニー

ズを捉えることができる．作業基盤の介入プロセスを説明できる）＜DP①②＞ 5．人にとっての「生活」の意味を

考えながら、日常生活における意味ある作業とは何かを考える視点を持つことができるようになる．（作業の視点で

人を捉えることができる）＜DP①②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業後にノートを整理して復習してください．また，図書館で雑誌「作業療法」や「作業療法ジャーナル」の

中で，作業に焦点を当てた特集を積極的に読んでください． 

 

教科書 

１）吉川ひろみ，「作業」って何だろう  作業科学入門， 医歯薬出版.２）濱口豊太編，標準作業療法学 専

門分野 基礎作業学版，医学書院. 

 

参考書 

1）Ruth Zemke (編著)，Florence Clark (編著)，佐藤 剛 (翻訳)：作業科学―作業的存在としての人間の研

究．三輪書店．2）エリザベス・タウンゼン (編著)，ヘレン・ポラタイコ (編著)，吉川ひろみ（監訳），吉野

英子（監訳）：作業療法の視点 続 作業を通しての健康と公正．大学教育出版．3) 吉川ひろみ：カナダモデ



ルで読み解く作業療法．シービーアール．4) ヨシタニシンノスケ：リンゴかもしれない、ブロンズ新社 

 

研究室／オフィスアワー 

由利：木曜日 2限 (10：40-12：10) 橋本：木曜日 2限 (10：40-12：10)小川：木曜日 2限 (10：40-12：

10) 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 「作業」とは何であるか 

予習：「作業」の定義をまとめる．作業と活

動の違いをまとめる（2時間）．復習：

自分の作業と他者の作業を比較す

る（2時間）． 

由利 

2 
「作業」に焦点をあてた実践 人‐環境‐

作業モデル 

予習：「作業」の 3 つの特性をまとめる（2

時間）．復習：「作業」に共通する特

性とは何かをまとめる（2時間）． 

由利 

3 
「作業」に焦点をあてた実践 人間作業モ

デル 

予習・復習：身内の「作業」の意味を分析す

る（4時間）． 
由利 

4 
COPM(Canadian Occupational Performance 

Measure)について 
予習・復習：COPMを実施する（4時間）． 由利 

5 作業遂行プロセスモデルと人間作業モデル 

予習・復習：作業遂行プロセスモデルと人間

作業モデルについて調べ、理解した

ことをまとめる（4時間）． 

由利 

6 ライフステージと作業 
予習・復習：ライフステージと作業の関連を

まとめる（4時間）． 
由利 

7 作業の意味・形態・機能 

予習・復習：作業の意味・形態・機能とは何

か,前半の講義をまとめ理解する（4

時間）． 

由利 

8 考え方を考える 

予習：考えるとはどういうことかを考える

（2時間）復習：テーマ（考える）に

ついて考えまとめる（2時間） 

橋本 

9 生・老・病・死を考える 

予習：テーマ（老・病気）について考えまと

める（2 時間）復習：テーマ（老・

生・死）について考えまとめる（2時

間 

橋本 

10 作業的存在について（講義） 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく（2 時間）復習：翌週の

発表準備（2時間） 

小川 

11 「作業的存在」について（発表） 
予習：発表準備（2時間）復習：授業をもと

にシラバス・教科書の確認（2時間） 
小川 

12 作業的公正/不公正について 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく（2 時間）復習：作業公

正/不公正に関するレポート提出（2

時間） 

小川 

13 生活における作業の重要性について知る 1 

予習：生活の中の作業はどんな行為から成

り立っているかを考える（2 時間）

復習：日常生活における作業の活動

分析を行いまとめる（2時間） 

橋本 

14 生活における作業の重要性について知る２ 

予習：生活に必要な作業とどんな活動で成

り立っているかをまとめる（2時間）

復習：生活の中の作業はどんな行為

から成り立っているか,またその行

為を可能にする機能は何かを考え

る.レポートを作成する（2時間） 

橋本 

15 
生活に対する満足感や達成感に与える影響

は何かを考える 

予習：生活に対する満足感や達成感は何か

らくるものかを考える（2 時間）復

習：生活に対する満足感や達成感は

何からくるものかを考え.レポート

を作成する（2時間） 

橋本 



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験＜DP①②＞ ②課題レポート，グループワーク課題および発表（提示するルーブリックに基づ

き評価する）＜DP①②＞ 基本的にレポートは返却しません。また採点も公表しません。全体に向けて講

評は行います。希望者には個別にフィードバックします。（橋本）レポート課題や発表へのフィードバックは

講義内で行う．質問がある場合は講義内及びメールで受け付ける．定期試験は返却はしないが，1 週間

程度の期間で希望者には解説を行う．（由利） 

 

①80%

②20% 



授業科目名 作業療法概論 (作業) 

主担当教員 伊藤 直子 担当教員 伊藤 直子／兼田 敏克 

科目ナンバリング SS20BOTA003 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

世界と日本の作業療法の歴史を学び、作業療法が人の健康と幸福に貢献する専門職であることを確認する。

日本や大阪における各領域の先人の功績を知る機会を通じて、自分たちがどのような作業療法士になりたい

のか自らイメージできるように、自分自身で調べ創造する姿勢を身につける。市民として地域に貢献できる

作業療法士のキャリアデザインを行い、自分の人生とともにある作業療法を構築する。この授業は予習内容

を発表して議論し、対象者に医療職として出会う準備をする。後半の授業では実際に当事者の経験を伺い、

傾聴の姿勢など、臨床にむかう態度を学ぶ。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．世界と日本の作業療法の歴史を説明できる。<DP①>２．自分や家族の健康な生活に必要な「作業」を捉えること

ができる。<DP①>３．どんなに重い障害をもっていても、人を「作業的存在」として捉えることができる。<DP①>４．

障害を受けた人に必要な「作業療法」を説明できる。<DP①>５．「どのような作業療法士になりたいか」現実的に説

明できる。<DP①>６．「作業療法」を支える理論的枠組みを説明できる。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

これから、自分が取り組む「作業療法士」という職業を正しく理解し、学校や地域で学ぶ姿勢を高めてほし

い。人との出会いや地域での医療と生活に向き合うことで、人の「作業」を理解し、地域に貢献できる作業療

法士になることを、自分自身の成長の課題として、現実的に捉えてほしい。 

 

教科書 

作業療法学ゴールドマスターテキスト「作業療法概論」Medical View 

 

参考書 

『事例で学ぶ生活行為向上マネジメント 2015(日本作業療法士協会著)』医歯薬出版社『大阪作業療法ジャー

ナル』 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日：10:40～12:10 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
第１章：イントロダクション・作業療法は難

しいか 

予習：シラバス・教科書（P.0-20）復習：資

料を作成し家族や友人に作業療法

を説明する。自分の担当領域を決め

る。 

伊藤 

2 第 2章：作業療法の歴史 

予習：分担領域の作業療法の歴史を調べる

（教科書 p22-84）復習：年表を作成

する 

伊藤 



3 
第 3 章：作業療法の定義・自分の健康と必

要な医療機関の調査 

予習：教科書（P.96-194）に基づいて調査復

習：実際の地域の作業療法士を調査

する 

伊藤 

4 
第 4 章：作業療法の対象①身体障害の作業

療法 

予習：自分や家族の健康状態の調査と二次

医療圏の医療機関調査復習：必要な

医療情報の調査 

伊藤 

5 

②精神障害の作業療法：「ライフステージ」

年令や時期による「価値観」の違いやその時

期の作業を知る 

予習：家族や高齢者への聞き取り(生活時間

や作業バランス、ライフヒストリ

ー）復習：地域医療（二次医療圏）

の現状を知る 

伊藤 

6 

③発達障害の作業療法：周産期・NICU・乳幼

児期を取り巻く問題.就学を取り巻く状況

と作業療法「特別支援教育とインクルーシ

ブ教育」 

予習：一日、一週間、一月、一年の作業分析

復習：自身の健康な生活 tと作業に

ついて考える 

伊藤 

7 

④高齢期の作業療法：ライフクライシス・高

齢化 障害を持ったり高齢化することと作

業療法 

予習：学習すべき項目の整理復習：疾病につ

いて調査する方法を確認する 
伊藤 

8 
⑤高次脳機能障害の作業療法「障害」のある

人の「生活」と「人生」と「作業療法」 

予習：当事者に会う前に調べる事や質問の

準備復習：当事者の「生活」と「人

生」を考える 

伊藤 

9 

⑥地域作業療法：「法・制度・サービス」障

害者の生活実態を学び、「自立生活」を考え

る 

予習：当事者を取り巻く地域資源を調べる

復習：居住地の資源を報告する 
 

10 

第 5 章：作業療法の周辺「作業療法プロセ

ス」「活動/参加支援」「移行期支援：人生の

転換期を支える」 

予習：関心のある人生の移行期を調べる復

習：小テスト 
 

11 第 6章：作業療法の理論． 
予習：人の出生にまつわる制度を知る復習：

自分の出生について考える 
 

12 

第 7章：作業療法部門の管理｡「管理・運営、

記録と報告」作業療法士のキャリアデザイ

ンをレポートする 

予習：自分の学生時代を振り返る復習：子ど

もを育てる環境と制度を調べる 
 

13 
自立支援・就労支援 世界の障害者自立運

動や当事者運動を知る 

予習：障害者総合支援法を調べる復習：障害

者差別解消法を理解する 
 

14 
当事者の話を伺い、作業療法士の役割を考

える 

予習：障害者の生活を支える制度を知る復

習：自分のできる支援を考える 
 

15 当事者と語る。自分の目指す作業療法 
予習：自分の目指す作業療法を考える復習：

そのために、何をするか考える 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

①出席/授業シートの提出  授業態度  <DP①>②発表  <DP①>③レポート  <DP①>④定期試験 

<DP①> 

 

①20%

②20%

③20%

④40% 



授業科目名 作業療法評価学総論 (作業) 

主担当教員 松下 太 担当教員 
松下 太／橋本 弘子／小川 泰

弘／鍵野 将平 

科目ナンバリング SS20BOTA006 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
水曜 4限、金曜

3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

作業療法を実施するには，クライエントの作業ニーズを把握する必要がある．そして，クライエントの心身

機能とクライエントを取りまく環境，クライエントが必要とする作業の 3 つの側面と治療計画が適切に関係

づけられなければならない．そのためには作業を基盤とした評価が重要になる．評価は，作業ニーズの把握，

作業遂行の観察，検査測定から得た情報を整理・分析・解釈することで対象者の全体像を把握し，問題点と

強みを明らかにして作業療法での対応課題を導き出していく一連の過程である．この講義では，作業療法評

価の意義と目的，対象と過程，評価の流れなど講義形式で評価の概要について学修する．そして，今後習得

する領域別の評価学に結び付けるための手掛かりとする．松下（前半 7 回）作業療法を必要としている全て

のクライエントを対象に，作業療法プロセスで必要となる評価（「作業ニーズの特定」，「作業遂行の観察」，

｢全体像の予測と焦点化｣，｢全体像の再構成｣）の流れについて学修する．また，評価に必要な面接法やバイ

タルサイン，四肢形態計測について演習を行う.橋本・小川（後半 8回）精神障害における対象者の生活上の

困り事と必要な作業ニーズを把握するため，精神障害リハビリテーションの歴史，精神障害の実態とニーズ，

精神障害リハビリテーションの基本的な考え方を教授する．その上で精神障害作業療法評価に対するプロセ

スを教授する．※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．障がいのある「その人」を評価するという ICF の概念を学び，「その人」に関心を持つ．＜DP①＞ 2．作業療法

評価の意義と目的を理解し，口頭で説明できるようになる．＜DP①＞ 3．作業療法プロセスについて図を用いて表

出できるようになる．＜DP①＞ 4．作業療法全体のプロセスを理解した上で，作業療法評価を正しく捉えることが

できる．＜DP①＞ 5．精神科作業療法の必要性について述べ評価の視点について説明できるようになる．＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

準備学習として，ノートを授業後に整理して復習をしてください．また，図書館で雑誌「作業療法」や「作業

療法ジャーナル」の作業療法評価関連の特集を積極的に読んでください．松下（前半 7回）授業後半（5回目

～7回目）では，他者の身体を触る機会があるため，爪を短く切り清潔な身だしなみで受講するようにしてく

ださい．本科目を受講するためには，骨を正確に触知できる必要があるため，解剖学（特に体表から触知で

きる骨および骨の特徴的構造物）を復習しておいてください．教科書は，7回の授業すべてにおいて，下記 

 

教科書 

1）岩崎テル子他，標準作業療法学・専門分野/作業療法評価学，医学書院 2）林典雄 編著，機能解剖学的触

診技術上肢，メジカルビュー社 3）林典雄 編著，機能解剖学的触診技術下肢・体幹，メジカルビュー社 4）

石川齊，古川宏編，図解作業療法技術ガイド，文光堂 5）『国際生活機能分類 ICFの理解と活用』 上田敏/萌

文社 ISBN978-4-89491-096-66）『精神障害と作業療法 新版』 山根 寛/三輪書店 ISBN978-4-89590-583-

1 

 



参考書 

授業内で随時提示します． 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 2限 (10：40-12：10) 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
１）作業療法評価の意義と目的２）作業ニー

ズの捉え方 

予習：作業療法における評価と何かをまと

める（2時間）．復習：作業ニーズと

は何かをまとめる（2時間）． 

松下 

2 
１）ICFの概念と全体像の捉え方，２）作業

療法評価の手順① 

予習：リハビリテーション評価プロセスと

作業療法プロセスを図示する（2 時

間）．復習：教科書第１章を読み込む

（2時間）． 

松下 

3 
１）作業療法評価の手順②２）面接法につい

て 

予習：教科書第１章を読み込む（2 時間）．

復習：教科書第２章Ⅰ「面接法・観

察法」を読み込む（2時間）． 

松下 

4 
１）面接におけるコミュニケーション技術

２）リスク管理とバイタルサイン 

予習：コミュニケーションにおける共感や

傾聴についてまとめる（2時間）．復

習：生理学（体温、脈拍、血圧）の

復習（2時間）． 

松下 

5 
１）脈拍・血圧測定演習２）リハビリテーシ

ョンの中止基準について 

予習：YouTubeにて血圧測定の実際の動画を

視聴し予習する（2時間）．復習：次

回の小テストに向けて、リハビリテ

ーションの中止基準を覚える（2 時

間）． 

松下 

6 １）小テスト２）四肢形態計測 

予習：リハビリテーションの中止基準を理

解し応用できるようにする（2 時

間）． 復習：解剖学（特に骨）の復

習（2時間）． 

松下 

7 
１）四肢形態計測演習２）作業療法評価学総

論のまとめ 

予習：表面解剖学、特にランドマークを正確

に触知できるようにする（2時間）．

復習：作業療法評価の位置づけを再

確認する（2時間）． 

松下 

8 
精神障碍者のとらえ方について事例を通し

て考える． 

予習：配布した資料を読む. (2時間)復習：

レポートを作成する. (2時間) 
橋本 

9 
精神障害リハビリテーションの歴史 1 古代

中世から近代までの歴史を学ぶ． 

予習：精神科リハビリテーションの流れを

調べておく(2 時間)復習：歴史の流

れを把握する (2時間) 

橋本 

10 
精神障害リハビリテーションの歴史 2 近代

から現代までの歴史を学ぶ． 

予習：精神科の歴史にとって要となる事件、

法律などがある。それらの内容とそ

の後に与えた影響などを調べる。 

(2 時間)復習：精神科の歴史にとっ

て要となる事件、法律などがある。

それらの内容とその後に与えた影

響を理解する。 (2時間) 

橋本 

11 

精神障害リハビリテーションの歴史 3 現在

の精神障害に対する医療とリハビリテーシ

ョンについて考える 

予習：自分たちが考えている、イメージして

いる精神科医療やリハビリテーシ

ョンとはどういうものかを考える 

(2 時間)復習：現在の精神障害に対

する医療とリハビリテーションに

ついてまとめる。 (2時間) 

橋本 

12 精神科医療を取り巻く現在の状況 

予習：精神障害の患者数、入院患者数の推移

を調べておく。精神科の入院形態に

ついて調べておく。 (2時間)復習：

現在の精神科医療の動向について

のレポート作成． (2時間) 

小川 



13 
精神科リハビリテーションの考え方（リカ

バリーモデル/ストレングスモデル） 

予習：精神障害領域におけるリカバリーモ

デルとストレングスモデルについ

て調べておく (2 時間)復習：精神

科リハビリテーションについて理

解する (2時間) 

小川 

14 
精神科作業療法における面接（評価として/

関係構築の手段として/治療としての面接） 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく。(2 時間)復習：講義内

容とシラバスに該当する教科書の

部分の復習 (2時間) 

小川 

15 
精神障害リハビリテーションにおける作業

療法の治療・支援構造． 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく。(2 時間)復習：精神科

作業療法がおこなわれる場と治療

構造について理解(2時間) 

小川 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験＜DP①＞ 定期試験は開示しない②レポート課題,発表および小テスト＜DP①＞ レポート

課題や小テストについてはフィードバックを行う 

 

①80%

②20% 



授業科目名 日常生活活動学 (作業) 

主担当教員 小林 貴代 担当教員 
小林 貴代／東 泰弘／兼田 敏

克 

科目ナンバリング SS20BOTA011 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

日常生活動作とその概念を知り、疾病や障がいをもたらす問題点や課題を考える。誰もが繰り返し毎日営む、

その人らしい日常生活動作を分析し、その過程を通して作業や活動の特性・個別性を知り、人としての生き

る力を支えることへの理解を深める。作業療法士として QOLを支える基本動作（起居・移乗移動）・セルフケ

ア（食事・排泄・整容・更衣・入浴・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ等）・応用動作・生活関連動作等の評価及び支援技術を理解

し、QOL を向上させるための ADL 支援について学修する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目

です 

 

学修目標 

１ADLの概念や評価方法について説明できる＜DP①＞２動作分析・活動分析により日常生活活動の特性・個別性が理

解できる＜DP①＞３障がいﾓﾃﾞﾙと生活環境整備などの関連付けが説明できる＜DP①＞４作業療法としての ADL 支援

技術・適応技術について理解できる＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

＜授業の進め方＞視聴覚教材・配布教材を用いた講義と、演習・ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議・発表などを並行して行う 

 

教科書 

作業療法学全書 作業療法技術学３ 日常生活動作：協同医書出版：日本作業療法士協会監修 

 

参考書 

新版 日常生活活動（ADL）評価と支援の実際 ： 医歯薬出版：編集伊藤利之ら ADL（PTOTビジュアルテキ

スト）第 1版 ：羊土社：柴喜崇編集 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：C棟 7階 19号室又は共同研究室にて、授業・会議などない時間で随時対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション ADL の概念を知り、視

聴覚教材にて理解を深める 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東・兼

田 

2 

ADL の総論：ADL・APDL・QOL 障がいの有無

にかかわらず、人生を通しての生活を知る。

生活機能から見た ADLの位置付けを知る。 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東・兼

田 

3 
ADL各論：摂食活動の基礎摂食嚥下の基本を

知り、評価や支援の理論を学ぶ 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東・兼

田 

4 
ADL各論：排泄活動の基礎排泄活動の基本を

知り、評価や支援の理論を学ぶ 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

小林・

東・兼



書の確認＜2時間＞ 田 

5 

ADL各論：更衣・整容・入浴活動の基礎更衣・

整容・入浴活動の基本を知り、評価や支援の

理論を学ぶ 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東・兼

田 

6 
ADL各論：移乗・移動の基礎移乗・移動の基

本を知り、評価や支援の理論を学ぶ 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東・兼

田 

7 

ADL各論：コミュニケーションの基礎コミュ

ニケーションの基本を知り、評価や支援の

理論を学ぶ 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東・兼

田 

8 
学外研修：ATCエイジレスセンターにて実習

を行う 

予習：今まで学習した ADL各論の復習＜2時

間＞復習：学外研修で学んだことを

レポートにまとめる＜2時間＞ 

小林・

東

・

兼

田 

9 

ADL応用：義肢装具と ADL機能の代償である

義肢装具の活用について評価や支援の理論

を学ぶ 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東・兼

田 

10 

ADL応用：自助具・福祉用具と ADL機能の代

償である福祉用具の評価や支援の理論を学

ぶ 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東

・

兼

田 

11 
ADL応用：自助具・福祉用具と ADL自助具を

作成、発表する 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東

・

兼

田 

12 ADL評価１ADLの構成要素や評価方法を知る 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東

・

兼

田 

13 
ADL評価２各評価方法の特性を学び、体験す

る 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東

・

兼

田 

14 
ADL応用：居住環境と ADL機能の代償である

居住環境の評価や支援の理論を学ぶ 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東

・

兼

田 

15 

疾患別 ADL 支援技術疾患別の特性に基づい

た ADL の事例を通して、作業療法の生活機

能向上支援技術としての ADL 支援を理解す

る 

予習：シラバスに該当する教科書の確認＜2

時間＞復習：授業をもとにした教科

書の確認＜2時間＞ 

小林・

東

・

兼

田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

2/3 回以上の出席が必要 1.期末テスト＜DP①＞2.小テスト、レポート（ルーブリックにて評価）、課題提出

＜DP①＞これらを総合的に評価する 

 

1.70 ％

2.30% 



授業科目名 臨地見学実習 (作業) 

主担当教員 金森 幸 担当教員 

金森 幸／伊藤 直子／松下 太

／小林 貴代／橋本 弘子／中村 

めぐみ／東 泰弘／小川 泰弘／

由利 禄巳 

科目ナンバリング SS20BOTA036 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

保健・医療・福祉領域における臨地・臨床現場での見学実習を通して，作業療法の対象となる人々の特性を

理解し，専門職，社会人としてのルールやマナーに基づいて行動できるようになることを目的にする．それ

に加えて，作業療法で用いる作業（セルフケア，生産活動，レジャー）の目的を考え，対象者とコミュニケー

ションの取り方についても学修する．さらに，対象者を中心としたリハビリテーションチームの構成につい

て学び，その役割を把握する． 

 

学修目標 

1．1年前期に開講される「リハビリテーション概論」や「基礎作業学」、「作業科学入門」などの知識を実際の臨床現

場で確認できる．＜DP①＞2．1日の行動予定を立てるとともに，参加・見学した内容をデイリーノートにまとめる．

デイリーノートには見たこと，体験したことなどの事実を記録し，事実に対する考察を記録できる．＜DP①④＞3．

実習生としての基本的態度をとることができる．＜DP①②③④＞4．対象者を一人の人間として尊重する．＜DP①②③

＞5．実習指導者に必要な報告、連絡、相談ができる．＜DP①②④＞6．自ら対象者とのコミュニケーションの機会を

持つことができる．＜DP②③④＞7．対象者の話を傾聴できる．対象者に不安を与えない対応ができる．＜DP②③④

＞8．見学した施設における作業療法の役割を述べることができる．＜DP①②＞9．見学した施設におけるチームの役

割を述べることができる．＜DP①②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．臨地見学実習を履修するためには実習前後に開催される実習セミナー（オリエンテーション含む）に必ず

出席し，必要な課題を提出しなければならない．2．臨地見学実習前に配布される実習の手引きを熟読し，分

からない点は質問すること．3．リハビリテーション概論で学んだ医療人としての対応、施設概要の調べ方等

について復習し、活用すること．4．出席日数も評価対象とします． 

 

教科書 

PT・OT のためのこれで安心コミュニケーション実践ガイド第 2 版 山口美和 医学書院 ISBN978-4-260-

02787-8 

 

参考書 

必要に応じて紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習施設担当教員のオフィスアワーに準ずる． 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

1）病院・施設見学および作業療法場面を見

学する．2）施設の概要と作業療法の役割に

ついて学ぶ．3）保健・医療・福祉の専門職

としての基本的マナーを学ぶ． 

予習・復習：実習オリエンテーションで説明

した実習内容を十分に理解した上

で，見学する施設の概要と作業療法

の役割についてまとめる．そして、

日々の学習内容をデイリーノート

に整理する．また，疑問に感じたこ

とを言語化して表出する準備を行

う．予習・復習を 1時間行うこと。 

学科教

員 

2 

1）病院・施設見学および作業療法場面を見

学する．2）施設の概要と作業療法の役割に

ついて学ぶ．3）保健・医療・福祉の専門職

としての基本的マナーを学ぶ．4）「作業」の

目的を学ぶ． 

予習・復習：日々の学習内容をデイリーノー

トに整理する．また，疑問に感じた

ことを言語化して表出する準備を

行う．予習・復習を 1時間行うこと。 

学科教

員 

3 
1）施設の概要と作業療法の役割について学

ぶ．2）チーム医療について学ぶ． 

予習・復習：見学施設の概要と作業療法の役

割をまとめる．実習で学んだことを

まとめる．予習・復習を 1時間行う

こと。 

学科教

員 

4 学内セミナー 

予習・復習：見学した内容について知識・技

術・態度の面から再検討する．他の

学生と情報交換して，実習で学んだ

ことをまとめる．実習で指導を受け

た内容について発展学習する．見学

施設の概要と作業療法の役割をま

とめ発表する .予習・復習を 1時間

行うこと。 

学科教

員 

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.実習地での成績＜DP①②③④＞2.学内でのセミナー，提出物＜DP①②④＞※1.2 より総合的に判断し

ます 3.実習前後セミナーにおける客観的臨床能力試験（OSCE）＜DP①②③④＞ 

 

1.60%2.

40%3. に

合格す

る こ と

は実習

参加の

条 件 と

する 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業療法学科 

（2020 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 英会話 (作業) 

主担当教員 Corinne Pitt 担当教員 Corinne Pitt 

科目ナンバリング LA20024 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

英会話Ⅰでは、基本的な英語によるコミュニケーション能力を習得することを目的とする。英会話の基本的

ルールである、（１）主語の存在、（２）語順（主語・動詞、疑問文、疑問詞など）、（３）瞬発力、を意識しな

がら、日常生活の中で、道を尋ねる、買い物をする、自己紹介をするなどといった他人と関わる際に最低限

必要な会話力を身につける。 

 

学修目標 

・自己紹介ができる。・最低限の日常会話ができる。 ・自分の考えを最低限伝えることができる。〈DP②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ペアワーク、グループワークなどによる会話の練習が多いため、積極的に授業に参加すること。前回の授業

の復習を必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

書名／Title ： CHALLENGER BOOK α １著者名／Authors ： ECC 総合教育研究所出版社・出版年／ ECC 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1階非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Course introduction, Classroom English 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

2 Introduction yourselfGreetings 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

3 Greetings friendsCasual Greetings 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

4 
What’s your sister’s name?Talk about 

people 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

5 Free timeTalk about activities 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

6 ExerciseTalk about exercise 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

7 
What kind of bike do you have?Closed 

questions and follow-up questions 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

8 
Food you likeOpen questions and closed 

questions 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

9 ClothesTalk about shopping 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

10 
Is it expensive?Adjectives and 

recommendations 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  



11 Visiting someoneTalking someone 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

12 Saying peopleOffering something 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

13 
What’s this wooden thing?Talk about 

objects 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

14 Describing peopleWh～questions 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

15 講義全体のまとめ 授業の復習並びに総括小テスト準備  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業参加度②小テスト③確認テスト 

 

①20%

②60%

③20% 



授業科目名 基礎英語演習 (作業) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20026 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC500点相当の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 1 Travel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 品詞①：名詞（可算名詞・不可算名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 2 Dining Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 品詞②：形容詞（名詞修飾、補語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 



5 Unit 3 Media 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 品詞③：副詞（動詞・形容詞修飾） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 4 Entertainment 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 時制（現在・過去・未来・現在進行形） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 5 Purchasing 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 3 単現の s（修飾語句を伴う主語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 6 Clients 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 能動態・受動態（感情を表す表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Unit 7 Recruiting 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
動詞の後ろの動名詞・不定詞（前置詞の後ろ

の動名詞、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①確認テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②60% 



授業科目名 応用英語演習 (作業) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20027 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC550点相当程度の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019)（前期に基礎英語演習を履修した者は、再度購入する必要はありません） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 8 Personnel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 代名詞（主格・所有格・目的格・所有代名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 9 Advertising 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 比較（比較級、最上級、as ... as） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

 



こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

5 Unit 10 Meetings 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 前置詞（理由・譲歩・時、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 11 Finance 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 接続詞（理由・譲歩・時） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 12 Offices 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 前置詞・接続詞対比 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 13 Daily Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 関係代名詞（主格・所有格・目的格） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 
Unit 14 Sales & Marketing 語彙①（名詞・

形容詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Unit 15 Events 語彙②（動詞・副詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>③Review Test<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②20%

③40% 



授業科目名 医療コミュニケーション (作業) 

主担当教員 中村 めぐみ 担当教員 中村 めぐみ 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療現場において、医療の専門性を発揮し、患者に適切な医療を行うためには患者とのコミュニケーション

は欠かすことができない。また、他の医療従事者と連携をして患者の治療にあたることが求められるが、コ

ミュニケーションは連携のための重要な手段の 1 つである。本講義では、患者や医療従事者とコミュニケー

ションをとるために必要な知識、技術を教授する。 

 

学修目標 

1．チーム医療の必要性や意義を理解し，説明できる．＜DP②＞ 2．コミュニケーションの種類やスキルを理解し，

説明できる．＜DP②＞3．他者の意見を聞き，自分の意見を伝えることができる．＜DP②③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．チームワークが医療の質向上，安全性，クライエントの QOL 向上に不可欠であることを認識してください．

2．会話だけでなく態度を含めたコミュニケーション力（見る力、聞く力、理解する力、思考する力、伝える

力）の向上とこれらを使えるスキルの向上に努力してくだい。3．グループワークでは積極的に参加してくだ

さい。 

 

教科書 

PT・OT のためのこれで安心コミュニケーション実践ガイド第 2 版 山口美和 医学書院 ISBN978-4-260-

02787-8 

 

参考書 

1) 福原麻希：チーム医療を成功させる 10 か条ー現場に学ぶチームメンバーの心得．中山書店．2) 細田満和

子：「チーム医療」とは何か―医療ケアに生かす社会学からのアプローチ．日本看護協会出版会．3)平木典子

他：ナースのためのアサーション 、金子書房 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 2限 (10：40-12：10) 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
IPW とは、チームとはチームにおいてコンセ

ンサスに必要な要素とは何か 

予習：IPW とは、コンセンサスとは何かを調

べる（2時間）．復習：コンセンサス

を得るために必要な要素を考える

（2時間）． 

中村 

2 
①ディベートとは②ディベートのデモンス

トレーション 

予習・復習：チームとは何か，リーダーシッ

プとは何かをまとめる（4時間）． 
中村 

3 
ディベート準備（SWOT 分析）グループワー

ク 

予習・復習：テーマに対するメリットとデメ

リットを考える．リンクマップ、

SWOT 分析を作成し、シナリオを作成

中村 



する（4時間）． 

4 ディベート発表１ 
予習・復習：ディベート発表の準備と振り返

り（4時間）． 
中村 

5 ディベート発表２ 
予習・復習：ディベート発表の準備と振り返

り（4時間）． 
中村 

6 コミュニケーションの種類 

予習：コミュニケーションの種類について

調べる（2 時間）復習：コミュニケ

ーションについて理解したことを

まとめる（2時間）． 

中村 

7 チームにおけるコミュニケーションスキル 

予習：コミュニケーションについて課題を

行いまとめる（2 時間）復習：コミ

ュニケーションについて理解した

ことをまとめる（2時間）． 

中村 

8 
対象者とのコミュニケーションスキルまと

め 

予習：コミュニケーションについて課題を

行いまとめる（2 時間）復習：コミ

ュニケーションについて理解した

ことをまとめる（2時間）． 

中村 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①テスト＜DP②＞②個人課題レポート（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP②＞③ディベート

（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP②③＞ 

 

①30%

②40%

③30% 



授業科目名 チーム医療論 (作業) 

主担当教員 由利 禄巳 担当教員 

由利 禄巳／増山 祥子／角田 

晃啓／中根 征也／国宗 翔／外

村 昌子／脇 英彦／藤江 建朗

／奥村 雅彦／西浦 素子／山本 

浩一 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

チーム医療とは，「医療に従事する多様な医療スタッフが，各々の高い専門性を基に，目的と情報を共有し，

業務を分担しつつも互いに連携・補完し合い，対象者（患者・利用者）の状況に的確に対応した医療を提供す

ること」である。医療の高度化・細分化に伴い，医療スタッフの知識・技術の向上は必須である。さらに，質

が高く，安心・安全な医療の提供を対象者やその家族から求められるようになってきている。このように質

の高い医療等を提供するには一人一人の医療スタッフの専門性を高め，その専門性に委ねつつも，各スタッ

フが協働し，それらの専門性をチーム医療によって統合することが不可欠である。本学は 7 つ学科を擁する

医療系総合大学である。本授業ではその強みを活かし，チーム医療の構成となる他職種の理解を深める。さ

らに実際の症例検討を通じて，他職種と作業療法士がどのように連携する必要があり，またどのようにチー

ム医療が実践されているのかを理解・経験する。 

 

学修目標 

1）医療専門職種が理解（職能・役割等）できる〈DP②③〉2）対象者・疾患におけるチーム医療の重要性を理解する

〈DP②③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語，携帯電話使用などには厳しく対処する。2）疑問点を大切にし，常に自己で調べたり，質問

したり解決する行動をとること。3）グループ討論を行うときには，積極的に発言すること。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特に指定しない 

 

研究室／オフィスアワー 

都度，指示する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
イントロダクションチーム医療論の授業の

進め方チーム医療とは？ 

予習：作業療法士の専門性（職能・役割等），

チーム医療の重要性について，自分

の考えをまとめる．（１時間）復習：

由利 



チーム医療の重要性について理解

する．（１時間） 

2 医療系専門職種の理解｜1【臨床検査技師】 

予習：本学臨床検査学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で臨床検査技師の

仕事について調べる．（１時間）復

習：臨床検査技師の職能や役割を理

解し，作業療法士との接点を理解す

る．（１時間） 

関根 

3 医療系専門職種の理解｜2【臨床工学技士】 

予習：本学臨床工学科のカリキュラムに目

を通しておく。また，本学ホームペ

ージ（以下，HP）の「まるわかり 医

療の仕事図鑑」で臨床工学技士の仕

事について調べる．（１時間）復習：

臨床工学技士の職能や役割を理解

し，作業療法士との接点を理解す

る．（１時間） 

藤江大

久保 

4 医療系専門職種の理解｜3【鍼灸師】 

予習：本学鍼灸学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で鍼灸師の仕事につい

て調べる．（１時間）復習：鍼灸師の

職能や役割を理解し，作業療法士と

の接点を理解する．（１時間） 

増山 

5 
医療系専門職種の理解｜4【診療放射線技

師】 

予習：本学診療放射線学科のカリキュラム

に目を通しておく。また，本学ホー

ムページ（以下，HP）の「まるわか

り 医療の仕事図鑑」で診療放射線

技師の仕事について調べる．（１時

間）復習：診療放射線技師の職能や

役割を理解し，作業療法士との接点

を理解する．（１時間） 

診療放

射線学

科教員 

6 医療系専門職種の理解｜5【看護師】 

予習：本学看護学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で看護師の仕事につい

て調べてる．（１時間）復習：看護師

の職能や役割を理解し，作業療法士

との接点を理解する．（１時間） 

久木元 

7 医療系専門職種の理解｜6【理学療法士】 

予習：本学理学療法学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で理学療法士の仕

事について調べる．（１時間）復習：

理学療法士の職能や役割を理解し，

作業療法士との接点を理解する．

（１時間） 

中根 

8 医療系職種専門の理解｜7【医師】 

予習：医師の仕事について調べてる．（１時

間）復習：医師の職能や役割を理解

し，作業療法士との接点を理解す

る．（１時間） 

医師 

9 症例検討｜1 

予習：作業療法士の職能・役割等を再確認

し，症例情報を調べる．（１時間）復

習：症例を通してチーム医療内での

作業療法士の役割，チーム医療の重

要性を理解する．（１時間） 

由利 

10 症例検討｜2 

予習：作業療法士の職能・役割等を再確認

し，症例情報を ICF で分析する．（１

時間）復習：症例を通してチーム医

療内での作業療法士の役割，チーム

医療の重要性を理解する．（１時間） 

由利 



11 症例検討｜3 

予習：ICF の相互作用を理解する．作業療法

士の職能・役割等を再確認し，作業

療法が課題とする問題点を検討す

る．（１時間）復習：症例を通してチ

ーム医療内での作業療法士が課題

とする問題点とその理由について

検討する．（１時間） 

由利 

12 症例検討｜4 

予習：ICF の相互作用を理解する．作業療法

士の職能・役割等を再確認し，作業

療法が課題とする問題点を検討す

る．（１時間）復習：症例を通してチ

ーム医療内での作業療法士が課題

とする問題点とその理由について

検討する．（１時間） 

由利 

13 
チーム医療の実際【教員による Case 

Conference】 

予習：ICF の相互作用を理解する．作業療法

士の職能・役割等を再確認し，作業

療法が課題とする問題点の発表資

料を作成する．（１時間）復習：症例

を通してチーム医療内での作業療

法士が課題とする問題点とその理

由について発表準備をする．（１時

間） 

由利 

14 授業全体のまとめ｜1 

予習：発表準備をする．（１時間）復習：チ

ーム医療での作業療法士の役割や

チーム医療の重要性についてまと

める．（１時間） 

由利 

15 授業全体のまとめ｜2 

予習：発表準備をする．（１時間）復習：チ

ーム医療での作業療法士の役割や

チーム医療の重要性についてまと

める．（１時間） 

由利 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①「チーム医療における医療系専門職種（他職種）の理解」授業後レポート② 個人課題、取り組み課題、

発表レポート＊レポートは，事前に配布する「森ノ宮医療大学 コモンルーブリック」を利用して評価しま

す。＜DP②③＞ 

①50 ％

②50％ 



授業科目名 IPW 論 (作業) 

主担当教員 橋本 弘子 担当教員 

橋本 弘子／伊藤 直子／松下 

太／小林 貴代／中村 めぐみ／

中西 一／金森 幸／東 泰弘／

小川 泰弘／由利 禄巳／兼田 

敏克 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各学科において、他学科の連携や知識・技術に触れることを目的に看護学・鍼灸学・理学療法学・作業療法

学・臨床検査学・臨床工学・放射線技術学を学び、IPW（Interprofessional Work = 専門職連携）を 7学科

協働で演習形式にて実践する。2年次後期「チーム医療論」で学んだ各分野の特徴やチーム内での役割とその

専門性を理解しつつ、看護・鍼灸・理学療法・作業療法・臨床検査・臨床工学・診療放射線の各分野で共通す

る疾患や障害を基に、IPW の実際について、討議・経験・学修する。 

 

学修目標 

各分野の専門性を理解しつつ、実際の症例を基にIPWを経験し、チーム医療の実践に求められる豊かな感性と倫理観

を養う。＜DP②③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語、メールなどには厳しく対処する。2）疑問点を大切にして常に自己で調べて解決するよう

に行動すること。3）出席は 2/3 以上を必要とし、その基準を満たした者について成績評価を行う。＊質問が

あれば、直接研究室にお越しください。また、MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも構いませ

ん。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

必要であれば、各自準備すること 

 

研究室／オフィスアワー 

都度、指示する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【復習】チーム医療の実際（各学科教員によ

る Case Conference）症例提示におけるアプ

ローチ立案とその考察｜1 

予習：各分野の専門性について復習し、Case 

Conference を再度視聴しておく。作

業療法士の役割を再確認しておく。

（2 時間）復習：立案したアプロー

チを各分野に説明できように準備

をしておく。（2時間） 

 



2 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察｜2 

予習：作業療法士の役割を再確認しておく。

（2 時間）復習：立案したアプロー

チを各分野に説明できように準備

をしておく。（2時間） 

 

3 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察｜3 

予習：作業療法士の役割を再確認しておく。

（2 時間）復習：立案したアプロー

チを各分野に説明できように準備

をしておく。（2時間） 

 

4 IPW｜1（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

5 IPW｜2（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

6 IPW｜3（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

7 IPW｜4（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

8 IPW｜5【プレゼンテーション】 

予習：プレゼンテーションの準備。（2時間）

復習：IPW や発表で得たことをまと

めておく。（2時間） 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



プレゼンテーション（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP②③④＞ 出席は 2/3 以上を必要と

し、その基準を満たした者について成績評価を行う＊プレゼンテーション終了後に総評を伝える。 

 

1 



授業科目名 健康管理学Ⅰ (作業) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病の危険因子が明らかにされつつある。危険因子を多く有する人は疾患に罹患する確率が高

くなることから、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、運動不

足の健康への影響を学び、ライフステージに応じた健康づくりのための身体活動基準、目的に応じた効果的

なトレーニング法の原理・原則を学修する。特に、有酸素性運動の健康上の必要性を学び、運動処方の条件

（強度・時間・頻度）に関する知識を養う。また、運動強度の指標を理解し、ウオーミングアップとクーリン

グダウン、及びレジスタンス運動を含めた、運動処方プログラムの構成についても学修する。 

 

学修目標 

1．健康管理と疾病の予防に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康づくりのための運動に

必要な知識、生活習慣病予防に役立つ基礎知識を説明できる。3．健康管理のための正しい知識を身につけ、健康の

保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①寝ない ②喋らない ③内職しない ④スマホを触らない以上のルールを守って熱心に学習して下さい。 

 

教科書 

特にありません。 

 

参考書 

健康・スポーツ科学の基礎（出村愼一監修・杏林書院）健康・スポーツ科学テキスト トレーニング科学（北

川薫編集・文光堂）特定健診・保健指導に役立つ 健康運動指導マニュアル（佐藤祐造編集・文光堂）、他 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前は非常勤講師室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理について １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

2 健康管理について ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

3 生活習慣病と運動 １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

4 生活習慣病と運動 ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

5 生活習慣病と運動 ３ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

6 トレーニングの基礎知識 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 



7 全身持久力トレーニングについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

8 筋持久力・筋力トレーニングについて １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

9 筋持久力・筋力トレーニングについて ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

10 パワートレーニングについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

11 
トレーニングでの注意点 １ウォームアッ

プとウォームダウン １ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

12 
トレーニングでの注意点 ２ウォームアッ

プとウォームダウン ２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

13 
トレーニングでの注意点 ３オーバーエク

ササイズによる身体的の問題 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

14 
トレーニングでの注意点 ４障害を予防す

るためのアイシング 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

15 講義全体のまとめと振り返り 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

16    

17    

18    
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20    
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成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②授業ごとの小テスト・課題提出・全授業のうち 2/3 以上の出席が必要 

 

①70%

②30% 



授業科目名 健康管理学Ⅱ (作業) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病だけでなく、加齢に伴う生活機能低下を防ぐ対策が重要課題となってきている。健康寿命

を延伸するために、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、疾病

構造の変化と身体活動・運動不足の関連性、身体運動のメカニズム、および健康度の一つの尺度となる体力・

日常動作について理解を深めると同時に、第一次予防の視点に立って運動が健康づくり、特に生活習慣病予

防・介護予防に役立つ根拠について学修する。生活習慣病とロコモ―ティブシンドロームを予防し、健康寿

命を延伸するための理論、並びに具体的な実践方法についても理解を深める。 

 

学修目標 

1．生活習慣病・加齢に伴う生活機能低下に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康寿命の

延伸に必要な基礎知識、生活習慣病予防・介護予防に役立つ健康づくり運動の知識を説明できる。3．健康管理のた

めの正しい知識を身につけ、健康の保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①寝ない ②喋らない ③内職しない ④スマホを触らない以上のルールを守って熱心に学習して下さい。 

 

教科書 

特にありません 

 

参考書 

健康・スポーツ科学の基礎（出村愼一監修・杏林書院）健康・スポーツ科学テキスト トレーニング科学（北

川薫編集・文光堂）特定健診・保健指導に役立つ 健康運動指導マニュアル（佐藤祐造編集・文光堂）、他 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前は非常勤講師室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理について １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

2 健康管理について ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

3 中高年者の身体的特徴と運動 １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

4 骨粗鬆症と運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

5 変形性関節症と運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

6 
生活習慣病と運動 １メタボリックシンド

ローム 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 



7 生活習慣病と運動 ２高血圧症 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

8 生活習慣病と運動 ３糖尿病 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

9 生活習慣病と運動 ４高脂血症 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

10 生活習慣病と運動 ５虚血性心疾患 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

11 有酸素エクササイズについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

12 レジスタンスエクササイズについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

13 
ウォームアップとウォームダウンについて 

１ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

14 
ウォームアップとウォームダウンについて 

２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

15 講義全体のまとめ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験 ②授業ごとの小テスト・課題提出授業の 2/3 回以上の出席が必要 

 

①70%

②30% 



授業科目名 人体の構造実習 (作業) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 川畑 浩久 

科目ナンバリング SB20BOTB005 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造的、機能的最小単位である細胞には様々な形態を有しているものがあり、器官・臓器はそれらが

一定の秩序に従って構成されている。本実習ではヒトの身体から頂いた組織標本の顕微鏡観察を通じて、こ

れまで学習した「人体の構造」と「人体の機能」について、ミクロからマクロまで関連づけながら理解を深め

るとともに、生命の尊厳についても学習する。 

 

学修目標 

生物の最小単位である細胞がいかなる「形態」を有し、どのような「機能」を発揮しうるのかについて「観察」を通

じて理解を深めることで、各器官・臓器の機能についてもより深く理解し、さらに疾病における形態変化がどのよう

な機能障害を生じるかについても考察できるようにする。〈DP②③④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．組織学の理解を深めることは、解剖学や生理学のみならず病理学や病態学の理解を深めることにつながる

ことから、積極的に学習すること。2．顕微鏡観察においては観察力を身につける努力をすること。3．毎回

テーマが異なるため極力欠席をしないようにすること。4．実習で扱う顕微鏡やプレパラートは精密機器かつ

貴重な資料であることから、丁寧に取り扱うこと。5．実習室は精密機器を扱うことから飲食を禁止する。6．

受講にあたっては最低限の礼儀をわきまえること。また私語などは授業妨害・他学生への迷惑行為なので退 

 

教科書 

1．適宜プリントを配布する 

 

参考書 

1．牛木辰男 著．入門組織学 改訂第 2版．南江堂．2016 年.2．伊藤隆、阿部和厚 著．組織学 第 19 版． 

南山堂．2005 年．3．野上晴雄 著．新組織学 (Q シリーズ) 改訂第 6 版．日本医事新報社．2016 年. 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟研究室 707：木、金曜日 17:00～18:00 ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
実習の進め方、組織学の歴史、組織学総論（4

大組織）についての解説、顕微鏡の使用方法 

予習：人体の構造、機能で学んだ組織・細胞

の確認（解剖学 p11-18）復習： 4 大

組織について復習すること（解剖学

p11-18、配布資料）なお予習、復習

はそれぞれ 2 時間は行うこと。 

川畑 

2 
上皮組織 1：上皮組織（皮膚組織）について

の解説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p11-12,327-

330）の確認復習：観察した上皮組織

および皮膚組織の構造について復

習すること（解剖学 p11-12,327-

川畑 



330、配布資料）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

3 
消化器系 1：消化管（食道、胃）についての

解説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p374-376）

の確認復習：観察した食道、胃の構

造について復習すること（解剖学

p374-376、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

4 
消化器系 2：消化管（小腸、大腸）について

の解説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p376-379）

の確認復習：観察した小腸、大腸の

構造について復習すること（解剖学

p376-379、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

5 
消化器系 3：肝臓、胆嚢についての解説およ

び観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p379-381）

の確認復習：観察した肝臓、胆嚢の

構造について復習すること（解剖学

p379-381、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

6 
消化器系 4：膵臓、唾液腺についての解説お

よび観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p373-

374,381-382）の確認復習：観察した

唾液腺、膵臓の構造について復習す

ること（解剖学 p373-374,381-382、

配布資料）なお予習、復習はそれぞ

れ 2時間は行うこと。 

川畑 

7 
呼吸器系：気管、肺についての解説および観

察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p384-391）

の確認復習：観察した気管、肺の構

造について復習すること（解剖学

p384-391、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

8 
循環器系：心・血管（動静脈）についての解

説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p339-345）

の確認復習：観察した心・血管（動

静脈）の構造について復習すること

（解剖学 p339-345、配布資料）なお

予習、復習はそれぞれ 2時間は行う

こと。 

川畑 

9 
泌尿器系：腎（糸球体および尿細管）につい

ての観察および解説 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p392-395）

の確認復習：観察した腎、膀胱の構

造について復習すること（解剖学

p392-395、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

10 
内分泌系：内分泌腺（甲状腺・膵・副腎）に

ついての観察および解説 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p406-410）

の確認復習：観察した内分泌腺（甲

状腺・膵・副腎）の構造について復

習すること（解剖学 p406-410、配布

資料）なお予習、復習はそれぞれ 2

時間は行うこと。 

川畑 

11 
筋組織：横紋筋、平滑筋、心筋についての解

説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p163-167）

の確認復習：観察した筋組織の構造

について復習すること（解剖学

p163-167、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

12 
骨格系：骨・軟骨組織（気管軟骨・骨端軟骨）

についての解説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p15-16,31-

35）の確認復習：観察した骨・軟骨

組織の構造について復習すること

（解剖学 p15-16,31-35、配布資料）

なお予習、復習はそれぞれ 2時間は

行うこと。 

川畑 

13 
神経組織：神経組織（脊髄、大脳、小脳）に

ついての解説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p250-

254,260-262,266-271）の確認復習：

観察した神経組織の構造について

復 習 す る こ と （ 解 剖 学 p250-

254,260-262,266-271、配布資料）な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間は行

うこと。 

川畑 



14 
生殖器系：生殖腺（精巣、前立腺、卵巣、子

宮についての解説および観察 

予習：シラバス・教科書（解剖学 p399-404）

の確認復習：観察した精巣、卵巣、

子宮の構造について復習すること

（解剖学 p399-404、配布資料）なお

予習、復習はそれぞれ 2時間は行う

こと。 

川畑 

15 
組織学のまとめ：これまで観察してきた正

常組織像の総復習 

予習：これまでの講義を振り返る（教科書、

配布資料）復習：教科書、配布資料

などの振り返りを行うこと。なお予

習、復習はそれぞれ 2時間は行うこ

と。 

川畑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．実習ノートの提出〈DP②～④〉（※実習ノートは授業終了後必ず提出すること。評価基準は授業開始時

に提示する。なおノートの未提出は欠席とみなす場合もある。）2．定期試験〈DP④〉3．4/5 以上の出席が

必要 4．実習レポートに対するフィードバックの方法：実習レポートや授業内の小テストは翌回の授業時間

に返却し、あわせてフィードバックも行う。また希望者には試験答案を開示する。 

 

1．50％

2．50％ 



授業科目名 臨床運動学 (作業) 

主担当教員 中西 一 担当教員 中西 一／東 泰弘 

科目ナンバリング SB20BOTB009 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 4 限、月曜

5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1 年次の基礎運動学をもとに、基本的動作の運動学的理解を深め、臨床における動作分析の基礎技術を習得す

る 

 

学修目標 

１．身体活動を運動学的に記述できる＜DP③④＞  ①正確に専門用語が使える２．身体活動を運動学的に分析でき

る＜DP③④＞  ①相分類ができる  ②各関節運動を記載できる  ③各部位の運動の主動筋を言える  ④ラ

ンドマークや筋・腱が触知できる  ④運動様式の違いを言える  ⑤基底面と姿勢の安定性、力学的および運動軌

跡の観点から運動を分析できる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①授業計画を常に確認し、教科書の該当単元を予習する②グループでの実習が多くなるので、全員が協力し、

積極的に参加する③時間内に課題が終了できるよう、速やかに行動する④動きやすい服装(原則ジャージの上

下)で授業に臨む 

 

教科書 

PT・OT のための運動学テキスト 小柳・西村・山下・大西編 金原出版株式会社 

 

参考書 

『基礎運動学』中村・斎藤・長崎著 医歯薬出版『図解 四肢と脊椎の診かた』野島元雄監訳 医歯薬出版 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階共同研究室/月曜、火曜の 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 運動分析とは 

予習：教科書の該当ページを読むこと復習：

終了範囲の教科書・プリント    

ワークシートの完成予習復習時間

は 60 分 

中西・

東 

2 姿勢 
予習：教科書の該当ページを読むこと復習：

同上予習復習時間は 60 分 

中西・

東 

3 姿勢 

予習：教科書の該当ページを読むこと復習：

ワークシート完成予習復習時間は

60 分 

中西・

東 

4 歩行 
予習：教科書の該当ページを読むこと復習：

同上予習復習時間は 60 分 

中西・

東 

5 階段昇降 

予習：教科書の該当ページを読むこと復習：

ワークシート完成予習復習時間は

60 分 

中西・

東 



6 寝返り 

予習：教科書の該当ページを読むこと復習：

ワークシート完成予習復習時間は

60 分 

中西・

東 

7 起き上がり 
予習：教科書の該当ページを読むこと復習：

同上予習復習時間は 60 分 

中西・

東 

8 立ち座り 

予習：教科書の該当ページを読むこと復習：

ワークシート完成予習復習時間は

60 分 

中西・

東 

9 車いす 

予習：教科書の該当ページを読むこと復習：

ワークシート完成予習復習時間は

60 分 

中西・

東 

10 トイレ動作 
予習：授業中に提示復習：ワークシート完成

予習復習時間は 60 分 

中西・

東 

11 トイレ動作 
予習：授業中に提示復習：ワークシート完成

予習復習時間は 60 分 

中西・

東 

12 運動分析 
予習：授業中に提示復習：授業中に提示予習

復習時間は 60 分 

中西・

東 

13 運動分析 
予習：授業中に提示復習：授業中に提示予習

復習時間は 60 分 

中西・

東 

14 運動分析(自由課題) 発表 
予習：発表用レジュメ提出と発表の準備予

習復習時間は 60 分 

中西・

東 

15 講義全体のまとめ・質問 予習：疑問点のまとめ予習復習時間は 60 分 
中西・

東 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

平常点 20％(提出物・小テスト)、定期試験 80％2/3 以上の出席が必要 

 

平 常 点

20 ％ 定

期 試 験

80％ 



授業科目名 生化学 (作業) 

主担当教員 南方 克之 担当教員 南方 克之 

科目ナンバリング SB20BOTB012 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

ヒトが生きていくためにはまずエネルギーが必要である。このエネルギーを生み出す仕組みはどうなってい

るのか。また体内の恒常性を維持する仕組みはどうなっているのか、生体防御の仕組みはどうなっているの

か。これらの仕組みの必要性をまずは大きな枠で捉え、その細部のシステムについて、我々の体の中で起こ

っている様々な化学反応について学修する。 

 

学修目標 

１．人体の仕組みについて理解し、説明できる。２．栄養素の種類とその構造・はたらきについて理解し、説明でき

る。３．生体の恒常性を保つシステムと防御するシステムについて理解し、説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．「人体の仕組み」について興味を持って授業に臨んでください。２．初回授業で実施の詳細を説明します。 

 

教科書 

『イラスト生化学入門第 3 版』相原英孝・大森正英・尾庭きよ子・竹中晃子・田村明・長村洋一・野澤義則

／東京数学社 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

森ノ宮医療大学：西棟 4F434 研究室（木曜日 11：00～20：00）森ノ宮医療学園専門学校：2F 教員事務室／授

業外対応可能（木曜日以外） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 人体の仕組み 
[予習]教科書（P2～12）の確認[復習]授業を

もとに授業内容の確認 
 

2 蛋白質の構造と働き① 
[予習]教科書（P14～32）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

3 蛋白質の構造と働き② 
[予習]教科書（P14～32）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

4 糖質の構造と働き① 
[予習]教科書（P34～50）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

5 糖質の構造と働き② 
[予習]教科書（P34～50）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

6 脂質の構造と働き① 
[予習]教科書（P52～62）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

7 脂質の構造と働き② 
[予習]教科書（P52～62）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 



8 核酸の構造と働き 
[予習]教科書（P64～76）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

9 酵素の性質と働き 
[予習]教科書（P78～88）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

10 ビタミンの種類と働き 
[予習]教科書（P90～100）の確認[復習]授業

をもとに授業内容の確認 
 

11 水・無機質の働き 
[予習]教科書（P102～114）の確認[復習]授

業をもとに授業内容の確認 
 

12 栄養素の消化と吸収 
[予習]教科書（P116～126）の確認[復習]授

業をもとに授業内容の確認 
 

13 生体の恒常性を保つシステム 
[予習]教科書（P128～136）の確認[復習]授

業をもとに授業内容の確認 
 

14 エネルギーの消費と供給 
[予習]教科書（P138～150）の確認[復習]授

業をもとに授業内容の確認 
 

15 免疫 
[予習]教科書（P152～158）の確認[復習]授

業をもとに授業内容の確認 
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成績評価方法と基準 割合 

定期試験 出題範囲：授業内で扱った範囲 
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授業科目名 病理学 (作業) 

主担当教員 竹下 ひかり 担当教員 竹下 ひかり 

科目ナンバリング SB20BOTB013 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学生が将来臨床の現場に立つ時に目の当たりにする疾患を中心に、その病因や成り立ち、病態を理解できる

よう、さまざまな疾患についての詳細な解説を行う。 

 

学修目標 

病気の成り立ちを十分に理解し、その知識を将来臨床の場で生かせるようにする。（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

病理学の専門用語やいろいろな病態に対する概念は、他の医学分野でも共通に用いるものである。それらを

しっかりと理解し、自らも用いることができ、かつ的確に表現できなければならない。そのためにはそれら

を確実に理解し、記憶に留めておかなければならない。 

 

教科書 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 病理学  監修：梶原博毅 編集：横井豊治、村雲芳樹 

ISBN978-4-260-02871-4 医学書院 

 

参考書 

シンプル病理学 南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 １ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 病理学とは退行性病変と進行性病変① 

・教科書 5～6 ページ、15～23 ページ の退

行性病変（壊死、アポトーシス、変

性、萎縮）につて理解でき、退行性

病変を説明できる。・予習・復習に 4

時間 

 

2 退行性病変と進行性病変② 

・教科書 15～23 ページの進行片病変（肥大、

過形成、化生）について理解でき進

行性病変を説明できる。・予習・復習

に 4時間 

 

3 炎症① 

・教科書 61～72 ページの炎症について理解

でき急性炎症、慢性炎症につて説明

できる。・予習・復習に 4時間 

 

4 炎症②再生と創傷治癒 

・教科書 61～72 ページの炎症について理解

でき炎症の種類につて説明できる。

教科書 23～25 ページの再生と創傷

治癒について理解し説明できる。・

予習・復習に 4時間 

 



5 循環傷害① 

・教科書 37～48 ページの循環霜害（浮腫、

充血とうっ血、出血）について理解

でき浮腫、充血とうっ血、出血を説

明できる。・予習・復習に 4 時間 

 

6 循環傷害② 

・教科書 37～45 ページの循環霜害（血栓症、

塞栓症、虚血と梗塞、高血圧、側副

循環）について理解でき血栓症、塞

栓症、虚血と梗塞、高血圧、側副循

環を説明できる。・予習・復習に 4時

間 

 

7 免疫と感染症① 

・教科書 50～59 ページの免疫（自然免疫と

獲得免疫）につて理解でき自然免疫

と獲得免疫、免疫にかかわる細胞、

抗体について説明できる。・予習・復

習に 4時間 

 

8 免疫と感染症② 

・教科書 50～59 ぺージの免疫について理解

できアレルギー、免疫不全について

理解できる。教科書 65～72 ページ

の感染症について理解でき説明で

きる。・予習・復習に 4時間 

 

9 腫瘍① 

・教科症 73～92 ページの腫瘍（腫瘍の定義、

腫瘍の命名と分類）について理解で

き腫瘍の定義、腫瘍の命名と分類に

ついて説明できる。・予習・復習に 4

時間 

 

10 腫瘍② 

・教科症 73～92 ページの腫瘍（腫瘍の形態、

転移、腫瘍の発生病理と原因）につ

いて理解でき腫瘍の形態、転移、腫

瘍の発生病理と原因について説明

できる。・予習・復習に 4時間 

 

11 先天異常と奇形① 

・教科症 101～112 ページの先天異常につい

て理解でき単一遺伝子疾患、メンデ

ルの法則に従わない遺伝性疾患に

ついて説明できる。・予習・復習に 4

時間 

 

12 先天異常と奇形② 

・教科症 101～112 ページの先天異常につい

て理解でき染色体異常症について

説明できる。奇形について理解でき

発生原因、種類について説明でき

る。・予習・復習に 4時間 

 

13 代謝異常① 

・教科書 27～35 ページの代謝傷害（アミノ

酸代謝障害、核酸代謝障害、脂質代

謝傷害）について理解でき説明でき

る。・予習・復習に 4時間 

 

14 代謝異常②老化 

・教科書 27～35 ページの代謝傷害（糖質代

謝障害、色素代謝傷害）について理

解でき説明できる。教科書 93～100

ページの老化について理解でき説

明で見る。・予習・復習に 4 時間 

 

15 重点項目の復習 
・病理総論の重要項目について学習の一助

とせよ。・予習・復習に 4時間 
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成績評価方法と基準 割合 

①期末試験（DP②③） 

 
①100% 



授業科目名 臨床病態学Ⅰ (作業) 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 五十嵐 淳介 

科目ナンバリング SB20BOTB014 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

よき医療人になる上で必要不可欠な内科学の知識・考え方について講義する。診断学・症候学を理解し、医

療の現場で応用できるようにする。また各種疾患について臓器別に講義を行い、その病態・治療を論理的に

理解・説明できるようにすると同時に、患者の訴え・状態から検査・治療の必要性の有無が判断できる能力

を身につける。 

 

学修目標 

DP①②に対応し、チーム医療実践で必要な専門的知識を獲得するための授業科目です。１．各種臓器の働きを理解し

説明できる。DP①②に対応２．各種疾病の本質・病態を論理的に理解し説明できる。DP①②に対応３．各種疾病の臨

床症状・治療法・ケアを合理的に説明できる。DP①②に対応 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．内科学（疾病の理解）は現代医療の基礎知識であることを認識して取り組むこと。２．講義を聞かずに教

科書だけ読んでも理解困難と考えられるため、出席して講義を聞くこと。３．学習すべき量が多いため、効

率よく理解すべく必ずノートに板書内容を記載すること。４．試験前に全部覚えるのは不可能であるから、

日常からノートに沿って教科書を活用すること。５．疾患について論理的なイメージを理解する努力をする

こと。６．疑問点は大切にし、解決に向けて自発的に行動を起こすこと。７．努力をしない学生・態度不良の

学 

 

教科書 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 内科学 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

金曜日昼休み。Ｃ棟七階１５番研究室。電子メールによる面談予約を推奨。junsuke_igarashi@morinomiya-

u.ac.jp※上記以外の希望時間がある場合、事前にメールで相談すること。面談予約なき訪問には対応しない

場合がある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
循環器疾患（その１）：動脈硬化性疾患総論・

血圧の異常 

心血管系の解剖生理について1時間予習し、

学んだ疾患の病態・所見・治療を合

理的に説明できるように1時間復習

しておくこと。 

 

2 
循環器疾患（その２）：虚血性心疾患・心筋

の疾患・心不全 

心血管系の解剖生理と循環器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の
 



病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

3 循環器疾患（その３）：心臓弁膜症 

心血管系の解剖生理と循環器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

4 循環器疾患（その４）：心不全・不整脈 

心血管系の解剖生理と循環器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

5 
循環器疾患（その５）：先天性心疾患・血管

の疾患 

心血管系の解剖生理と循環器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

6 
呼吸器疾患（その１）：呼吸器系解剖生理学・

呼吸器感染症（１） 

呼吸器系の解剖生理について1時間予習し、

学んだ疾患の病態・所見・治療を合

理的に説明できるように1時間復習

しておくこと。 

 

7 
呼吸器疾患（その２）：呼吸器感染症（２）・

拘束性肺疾患 

呼吸器系の解剖生理と呼吸器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

8 
呼吸器疾患（その３）：閉塞性肺疾患・呼吸

調節の異常を伴う疾患 

呼吸器系の解剖生理と呼吸器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

9 
呼吸器疾患（その４）：肺癌・その他の呼吸

器疾患 

呼吸器系の解剖生理と呼吸器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

10 
腎・尿路疾患（その１）：泌尿器系解剖生理

学・慢性腎臓病・糸球体疾患 

泌尿器系の解剖生理について1時間予習し、

学んだ疾患の病態・所見・治療を合

理的に説明できるように1時間復習

しておくこと。 

 

11 

腎・尿路疾患（その２）：全身性疾患に伴う

腎臓病・尿路感染症と結石・泌尿器系腫瘍・

前立腺疾患 

泌尿器系の解剖生理と腎･尿路疾患の病態

について 1時間予習し、学んだ疾患

の病態・所見・治療を合理的に説明

できるように1時間復習しておくこ

と。 

 

12 
腎・尿路疾患（その３）：電解質と酸塩基平

衡の異常 

体液とホメオスタシスの生理学的事項を一

時間予習し、学んだ疾患の病態・所

見・治療を合理的に説明できるよう

に 1時間復習しておくこと。 

 

13 
血液疾患（その１）：血液総論・赤血球の疾

患・白血球の疾患（１） 

血液と血球系の生理学的事項を一時間予習

し、学んだ疾患の病態・所見・治療

を合理的に説明できるように1時間

復習しておくこと。 

 

14 
血液疾患（その２）：白血球の疾患（１）・血

小板と凝固の異常 

血液と血球系の生理学的事項と血液疾患の

病態を一時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

15 総括：確認テスト問題の振り返り 

期間中に学んだ疾患の病態・所見・治療を 1

時間予習し、講義後には確認テスト

問題や教科書を利用して1時間復習

しておくこと。また、本授業の総ま

 



とめを 30 時間自宅学習すること。 
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成績評価方法と基準 割合 

＜成績評価＞１）１～１４コマの講義終了後に確認テストを実施する（小テスト）。選択式。MORIPA アンケ

ート利用。講義資料・教科書を見ながら解答して構わない。講義終了後７２時間以内に提出せよ。正答率

とともに、期限内に提出したか否かを重視する。未提出者は当該テストの評点を０点とする。（DP①②）２）

期末試験。マークシート式。定期試験期間内に実施。（DP①②）※追再試験は規程に基づき一回だけ実

施する。＜フィードバックの方法＞確認テストの解答は期間中に数回に分けて公表する。また確認テスト

問題の 

 

評 価 ：

１ ） 30%

２）70% 



授業科目名 臨床病態学Ⅱ (作業) 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 五十嵐 淳介 

科目ナンバリング SB20BOTB015 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

よき医療人になる上で必要不可欠な内科学の知識・考え方について講義する。診断学・症候学を理解し、医

療の現場で応用できるようにする。また各種疾患について臓器別に講義を行い、その病態・治療を論理的に

理解・説明できるようにすると同時に、患者の訴え・状態から検査・治療の必要性の有無が判断できる能力

を身につける。 

 

学修目標 

DP①②に対応し、チーム医療実践で必要な専門的知識を獲得するための授業科目です。１．各種臓器の働きを理解し

説明できる。DP①②に対応２．各種疾病の本質・病態を論理的に理解し説明できる。DP①②に対応３．各種疾病の臨

床症状・治療法・ケアを合理的に説明できる。DP①②に対応 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．内科学（疾病の理解）は現代医療の基礎知識であることを認識して取り組むこと。２．講義を聞かずに教

科書だけ読んでも理解困難と考えられるため、出席して講義を聞くこと。３．学習すべき量が多いため、効

率よく理解すべく必ずノートに板書内容を記載すること。４．試験前に全部覚えるのは不可能であるから、

日常からノートに沿って教科書を活用すること。５．疾患について論理的なイメージを理解する努力をする

こと。６．疑問点は大切にし、解決に向けて自発的に行動を起こすこと。７．努力をしない学生・態度不良の

学 

 

教科書 

標準理学療法学・作業療法学 内科学 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日昼休み。Ｃ棟七階１５番研究室。電子メールによる面談予約を推奨。junsuke_igarashi@morinomiya-

u.ac.jp※上記以外の希望時間がある場合、事前にメールで相談すること。面談予約なき訪問には対応しない

場合がある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
消化器疾患（その１）：口腔と食道の疾患・

胃の良性疾患 

消化器系の解剖生理について1時間予習し、

学んだ疾患の病態・所見・治療を合

理的に説明できるように1時間復習

しておくこと。 

 

2 
消化器疾患（その２）：胃癌・炎症性腸疾患・

大腸癌 

消化器系の解剖生理と消化器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の
 



病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

3 
消化器疾患（その３）：種々の消化管疾患・

肝疾患総論・ウイルス性肝炎 

消化器系の解剖生理と消化器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

4 消化器疾患（その４）：その他の肝疾患 

消化器系の解剖生理と消化器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

5 消化器疾患（その５）：胆道疾患・膵疾患 

消化器系の解剖生理と消化器疾患の病態に

ついて 1時間予習し、学んだ疾患の

病態・所見・治療を合理的に説明で

きるように 1 時間復習しておくこ

と。 

 

6 
内分泌疾患（その１）：内分泌器官の解剖生

理学・視床下部-下垂体疾患・副腎疾患（１） 

内分泌器官の解剖生理について 1 時間予習

し、学んだ疾患の病態・所見・治療

を合理的に説明できるように1時間

復習しておくこと。 

 

7 
内分泌疾患（その２）：副腎疾患（２）・甲状

腺疾患（１） 

内分泌器官の解剖生理と内分泌疾患の病態

について 1時間予習し、学んだ疾患

の病態・所見・治療を合理的に説明

できるように1時間復習しておくこ

と。 

 

8 

内分泌疾患（その３）：甲状腺疾患（２）・副

甲状腺疾患代謝疾患（その１）：生体代謝の

概観・糖尿病 

内分泌器官の解剖生理・生体代謝・内分泌疾

患の病態について 1時間予習し、学

んだ疾患の病態・所見・治療を合理

的に説明できるように1時間復習し

ておくこと。 

 

9 
代謝疾患（その２）：脂質異常症・尿酸代謝

の異常・骨粗鬆症 

生体代謝と代謝疾患の病態について 1 時間

予習し、学んだ疾患の病態・所見・

治療を合理的に説明できるように 1

時間復習しておくこと。 

 

10 

膠原病・アレルギー疾患（その１）：生体防

御総論・アレルギー・膠原病総論・膠原病各

論（１） 

生体防御と免疫について 1 時間予習し、学

んだ疾患の病態・所見・治療を合理

的に説明できるように1時間復習し

ておくこと。 

 

11 
膠原病・アレルギー疾患（その２）：膠原病

各論（２）・膠原病類縁疾患・免疫不全症 

生体防御と免疫について 1 時間予習し、学

んだ疾患の病態・所見・治療を合理

的に説明できるように1時間復習し

ておくこと。 

 

12 
感染症（その１）：感染症総論・細菌感染症

（１） 

生体防御と免疫について 1 時間予習し、学

んだ疾患の病態・所見・治療を合理

的に説明できるように1時間復習し

ておくこと。 

 

13 
感染症（その２）：細菌感染症（２）・真菌症・

原虫、寄生虫感染症 

生体防御と免疫について 1 時間予習し、学

んだ疾患の病態・所見・治療を合理

的に説明できるように1時間復習し

ておくこと。 

 

14 感染症（その３）：ウイルス感染症 

生体防御と免疫について 1 時間予習し、学

んだ疾患の病態・所見・治療を合理

的に説明できるように1時間復習し

ておくこと。 

 

15 総括：確認テスト問題の振り返り 

期間中に学んだ疾患の病態・所見・治療を 1

時間予習し、講義後には確認テスト

問題や教科書を利用して1時間復習

しておくこと。また、本授業の総ま

とめを 30 時間自宅学習すること。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

＜成績評価＞１）１～１４コマの講義終了後に確認テストを実施する（小テスト）。選択式。MORIPA アンケ

ート利用。講義資料・教科書を見ながら解答して構わない。講義終了後７２時間以内に提出せよ。正答率

とともに、期限内に提出したか否かを重視する。未提出者は当該テストの評点を０点とする。（DP①②）２）

期末試験。マークシート式。定期試験期間内に実施。（DP①②）※追再試験は規程に基づき一回だけ実

施する。＜フィードバックの方法＞確認テストの解答は期間中に数回に分けて公表する。また確認テスト

問題の 

 

評 価 ：

１ ） 30%

２）70% 



授業科目名 臨床病態学Ⅲ (作業) 

主担当教員 松﨑 伸介 担当教員 松﨑 伸介 

科目ナンバリング SB20BOTB016 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

よき医療人として必要不可欠な病態学の知識・考え方について講義します。診断学・症候学を理解し、医療

の現場で応用できるようになること、各種疾患の病態・治療を論理的に理解・説明できるようになること、

を学ぶと同時に、患者の訴え・状態から検査・治療の必要性の有無が判断できる能力を修得する。また、リハ

ビリテーションの実施中やスポーツ中に不慮の心肺停止が起こることを想定し、それに対応できる知識と処

置の実際を学びます。その一例として、医療従事者として必要な心肺蘇生法について学びます。 

 

学修目標 

１．老化に関係する各種疾病の本質・病態を論理的に理解し、臨床症状・治療法・ケアが合理的に説明できる能力を

修得する。２．わが国における救急医療システムを理解する。さらに、心・呼吸停止、心肺蘇生について理論的に説

明・イメージできるようになるとともに、心肺蘇生法の基本を学び修得する。３．中枢神経系の解剖生理を通じ脳神

経系共通の病態生理の理解を行う。これに基づき、各種疾患の論理的に理解し、臨床症状・治療法・ケアが合理的に

説明できる能力を修得する。<DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．初回講義を除き次回の講義範囲について指示しますので、参考書などの関連項目に目を通してきてくださ

い。2．講義項目毎に復習課題を提示しますので、それらを中心に講義内容を復習してください。3．復習課

題をもとに出席を兼ねた復習テストを実施し、成績評価に使用します。4．講義中の質問等は問題ございませ

んが私語は慎んでください。積極的な参加も成績評価に加味します。 

 

教科書 

特定の教科書は指定せず、資料を配布します。ただし、参考図書としていくつかの教科書等を提示します。 

 

参考書 

標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 内科学(第 3版) ISBN978-4-260-01707-7（医学書院）臨床工学

講座 臨床医学総論  日本臨床工学技士教育施設協議会監修／篠原一彦・小谷透編著救急蘇生法の指針２０

１５（医療従事者用、改訂第５版） へるす出版標準理学療法学・作業療法学老年学（著者：大内尉義医学書

院）病気が見えるシリーズ 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：サクラ棟 5階 508 研究室 部屋にいれば基本的にはいつでも訪問可です。質問等いつでも対応しま

す。確実に訪問したい場合は、事前にメールにて連絡ください。 e-mail： shinsuke_matsuzaki@morinomiya-

u.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 
老化のメカニズムと独立した概念としての

老年病医学の理解 

予習：特に必要なし復習：講義内容をまと

め、復習課題に取り組み、復習テス

トに備えること。 

松﨑 

2 中枢神経系の解剖生理頭部外傷 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

3 脳血管障害 1 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

4 脳血管障害２ 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

5 
認知症（アルツハイマー病・脳血管性認知

症） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

6 大脳基底核疾患 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

7 運動神経・骨格筋の疾患 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

8 脳腫瘍、感染性疾患、てんかん、など 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

9 老年性疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

10 老年性疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

11 老年性疾患（３） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

12 

救急医療の特徴、救急医療体制と搬送シス

テム死の判定と心肺停止の基準循環の 3 要

素とショックの分類、ショック時の体液・循

環動態と輸液療法の基本、心肺蘇生術 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

13 
症候学・症候論と老年症候群における代表

的な症候の理解（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

14 
症候学・症候論と老年症候群における代表

的な症候の理解（2） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。 

松﨑 

15 授業全体の総復習 
予習：講義内で指示します復習：講義内容を

復習し定期テストに備える 
松﨑 

16    
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25    



26    

27    
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成績評価方法と基準 割合 

①講義内復習テスト：30~40 点 ②中間テスト：60~70 点第一段階として、単元ごとの合格判定を①と②で

実施する。（中間テストは 3 回程度実施予定）③最終成績評価は、各単元テストの得点を平均化して最終

成績とする。ただし、全ての単元で合格判定を得ない限り、最終成績対象者とはせず再試験の対象者と

する。これらテストによる評価に加えて、講義態度点（＋10 点 ～ ‐10 点）により判定する。出席は受験資

格の判定のみに使用する。出席回数を点数化はしない。<DP①②> 

 

①30~4

0 点 

②60~7

0 点 ③

単 元 ご

と の 成

績

（①②よ

り算出）

の 平 均

値 ＋ 講

義 態 度

点：ただ

し 単 元

ご と の

成 績 が

合 格 判

定 ラ イ

ン を 超

え た 場

合 の み

成 績 評

価 対 象

となる。 



授業科目名 整形外科学 (作業) 

主担当教員 宮田 重樹 担当教員 宮田 重樹 

科目ナンバリング SB20BOTB017 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
水曜 4 限、水曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

整形外科（運動器）疾患は、作業療法士が治療する中心の一つである。四肢・体幹疾患の作業療法を行う上で

知っておくべき整形外科学を学ぶ。実習に際して必要な知識、国家試験に際して必要な知識、作業療法士と

して仕事するうえで必要な知識を学ぶ。教科書、スライドを中心に進め、知識を深める。 

 

学修目標 

1．整形外科疾患をどのように診断するのか学ぶ。2．整形外科疾患をどのように治療するのか学ぶ。3．整形外科疾

患の保存療法と手術療法を学ぶ。4．整形外科疾患に対する治療をすすめる上で必要な整形外科学基礎知識を学ぶ。

5．整形外科疾患が原因の身体障害者に対する基本的動作能力の回復を図るには、何が必要か学ぶ。6．運動器の問題

を見つける目を育てる。<DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

私語ｅｔｃ授業の妨げとなる生徒は退場してもらう。 

 

教科書 

TEXT 整形外科 南山堂 

 

参考書 

整形外科疾患の理学療法 金原出版運動機能障害症候群のマネジメント 医歯薬出版 

 

研究室／オフィスアワー 

講義日の非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 運動器の構造と機能、姿勢、アライメント 授業に使うスライドのプリント  

2 整形外科的診断法、整形外科的治療法 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

3 脊椎・脊髄（頸椎）疾患 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

4 脊椎・脊髄（腰椎）疾患 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

5 上肢疾患（肩、肘、手）とリハビリ 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

6 下肢疾患（股、膝、足）とリハビリ 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

7 骨代謝疾患・骨関節系統疾患 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

8 関節症・骨壊死 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

9 骨端症・関節リウマチ・感染性骨関節疾患・ 授業に使うスライドのプリント 小テスト  



骨軟部腫瘍 

10 ロコモ,フレイル、介護予防、介護保険 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

11 外傷 1 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

12 外傷 2 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

13 末梢神経障害、脊椎損傷 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

14 脊髄損傷 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

15 スポーツ障害、痛み 授業に使うスライドのプリント 小テスト  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験②小テスト <DP①②> 

 

①84%

②16% 



授業科目名 小児科学（人間発達学） (作業) 

主担当教員 伊藤 直子 担当教員 伊藤 直子／金森 幸 

科目ナンバリング SB20BOTB018 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

作業療法の対象となる，種々な小児疾患を知り、新たな疾患に対応するための手順を学習する。これまで学

習した医療の基礎知識を再確認するとともに実際に子どもに出会ったときの健康管理、リスク管理ができる

こと。チーム医療で必要な各種疾患の理解と作業療法との関係を説明し，次年度の治療学にむけた準備を行

う。国家試験で求められる知識水準を理解する。 

 

学修目標 

①1 年で学んだ基礎知識を再確認し、病態や検査法を理解する.＜DP①②＞②出産後の機能的変化と、その後の発達

期のリスクを理解する。＜DP①②＞③作業療法の対象となった場合の、作業療法士の役割を理解する。＜DP①②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各疾患について 1 年生で学んだ内容を元に各自で発表する形式の授業です。少子高齢化がすすむ社会で、低

出生体重児や発達障害児の増加は重大な課題である。ひとりひとりの子どもの発達を見守り、健全な育成を

はかる役割を地域医療は担っている。病院や地域で出会う子どもたちの健康に配慮し、安全な教育環境では

ぐくむための医療職としての基本的な知識と態度を学んでほしい。生活障がいと各種検査の関連、バイタル

や聴診の意味を理解し,医療職に求められる技術水準を理解してください。 

 

教科書 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野「小児科学」第五版 医学書院イラストでわかる発達障害の作

業療法 監修上杉雅之、編集辛島千恵子 医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

リハビリテーションのための人間発達学第２版 編集大城昌平 メディカルプレス 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日・火曜日の午後 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 小児の成長・発達・成熟 

予習：授業の進め方の理解。教科書の通読

（P.1-29)復習：担当領域の調査(2

時間) 

伊藤 

2 胎児期・新生児・低出生体重児 

予習：出生時のリスク。教科書の通読（P.30-

57)復習：地域の検診システムの調

査(2 時間) 

伊藤 

3 先天異常と遺伝病 

予習：障がい発生の理解。教科書の通読

（P.58-76)復習：地域の療育機関の

調査(2 時間) 

伊藤 

4 神経筋骨系疾患 
予習：神経筋障害の理解。教科書の通読

(P.77-120)復習：主要疾患の整理(2
伊藤 



時間) 

5 循環器疾患 

予習：出産時の変化の理解。教科書の通読

(P.121-132)バイタルの意味（聴診

①）(2 時間) 

伊藤 

6 呼吸器疾患 

予習：呼吸リハビリテーション。教科書の通

読(P.133-141)復習：医療ケア（聴診

②）(2 時間) 

伊藤 

7 感染症 

予習：スタンダードプリコーション。

(P.142-155)復習：医療職としての

感染管理(2 時間) 

金森 

8 消化器疾患 

予習：摂食嚥下障害の基礎。教科書通読

(156-167)復習：栄養サポートチー

ム(2 時間) 

伊藤 

9 内分泌・代謝疾患・血液疾患 

予習：ホルモン・糖尿病教科書通読(P.168-

186)復習：糖尿病のリハビリテーシ

ョン・血液検査の理解①(2 時間) 

竹 岡

( 臨 床

検査学

科) 

10 腎・泌尿器、生殖器疾患 

予習：腎臓リハビリテーション教科書通読

(P.196-202)復習：血液検査の理解

②(2 時間) 

小宮山

(

臨

床

検

査

学

科

) 

11 免疫・アレルギー疾患、膠原病・腫瘍性疾患 

予習：がんリハビリテーション。教科書通読

(186-207)復習：血液検査の理解

③(2 時間) 

伊藤 

12 習癖・睡眠関連疾患・心身症・虐待 

予習：子どもを取り巻く環境の理解。教科書

通読(206-212)復習：近隣の養護施

設などを知る(2 時間) 

金森 

13 重症心身障害児 

予習：医療的ケア、超重症・準超重症児。教

科書通読(P.213-219)復習：重症心

身障害児施設・小児在宅医療(2 時

間) 

伊藤 

14 眼科・耳鼻科的疾患 

予習：視覚・聴覚の情報処理。教科書通読

(P.220-226)復習：学習障害児の理

解(2 時間) 

金森 

15 
小児疾患の特徴と作業療法を展開するうえ

での注意事項 

予習：セルフアセスメント(P.227-240)模擬

テスト復習：健康教育の実際・一次

予防・二次予防・三次予防(2 時間) 

伊藤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①出席/授業シートの提出 授業態度 ＜DP①②＞②発表 ＜DP①②＞③定期試験 ＜DP①②＞出席

を重視します。各自の担当の調査や発表の内容と態度。他者の発表の内容のまとめなど、提出物やテス

トで判断します。 

 

①30%

②30%

③40% 



授業科目名 精神医学 (作業) 

主担当教員 正木 慶大 担当教員 正木 慶大／小川 泰弘 

科目ナンバリング SB20BOTB019 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 1 限、火曜

2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では精神医学を総論的に学ぶ。医学・医療における精神医学の意義と役割り、基本的な理念、精神医

療の歴史を概観したのち、多様な精神症状の概念的知識と評価・検査法を体系的に学ぶとともに、身体的基

盤を有する精神障害から環境や心理的側面の関与が大きい精神障害に至るまで精神障害の成因論と、薬物・

身体療法および精神療法に関する基本的知識を体系的に習得する。 

 

学修目標 

１．精神医学の意義と基本的理念を理解し、説明できる。２．基本的な精神症状の概念を理解し、用語を正しく使用

できる。３．精神障害を生物・心理・社会的な観点から多面的に捉えることができる。４．精神疾患の分類体系を理

解し、その概要を説明できる。５．代表的な精神疾患の特徴を理解し、その概要を説明できる。６．精神科的治療の

種類と方法を理解し、その概要を説明できる。DP①② 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

将来医療従事者となる自覚を持ち、精神医学を学んでください。まず前期では精神疾患の概要を学んでもら

います。普段臨床の場で起こった出来事を交えながら講義を行っていく予定です。精神疾患は意外に身近な

疾患です。精神疾患は一見するととっつきにくい言葉も多く難しい印象がありますが、理解すればわかりや

すく自身のメンタルヘルスにも生かせることがあります。精神医学を楽しく学びましょう。 

 

教科書 

精神医学マイテキスト 改訂 2版、金芳堂 B5 判・216 頁、定価（本体 3,800 円＋税） 

 

参考書 

「精神神経疾患ビジュアルブック」学研メディカル秀潤社 B5 判・326 頁、定価（本体 3,600 円＋税） 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師なので質問は講義終了後に教室内で受けることにします 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 精神医学概論 

予習：教科書 39～44、195～203 復習：精神

科の歴史・法律・医療体系などを見

直す。 

 

2 中枢神経の解剖と生理 

予習：教科書 30～38 復習：精神科に関連す

る中枢神経の解剖、生理学の基礎知

識を見直す。 

 

3 神経徴候 

予習：教科書 15～29 復習：精神状態の異常

（意識障害・記憶障害・失語）特に

せん妄も含めて理解する。 

 



4 
F1 精神作用物質による精神および行動の

障害 

予習：教科書 109～115 復習：アルコール依

存症、その他の依存症を理解する。 
 

5 F2 統合失調症圏①総論 
予習：教科書 63～74 復習：統合失調症の概

要（疫学や仮説について）理解する。 
 

6 F2 統合失調症圏②各論 
予習：教科書 63～74 復習：統合失調症の治

療について理解する。 
 

7 F3 気分障害①総論 
予習：教科書 75～84 復習：気分障害の概要

を理解する。 
 

8 F3 気分障害②各論 
予習：教科書 75～84 復習：気分障害の治療

および自殺について理解する。 
 

9 F0 器質性精神障害①総論 
予習：教科書 117～129 復習：認知症の概要

を理解する。 
 

10 F0 器質性精神障害②各論 

予習：教科書 117～129 復習：代表的な認知

症の症状や治療介入について症例

を交えて理解する。 

 

11 F4 神経症性・ストレス関連障がい 

予習：教科書 85～10 復習：パニック障害・

不安障害・強迫性障害・ストレス反

応・身体表現性障害等を理解する。 

 

12 
F5 生理的障がい・身体的要因に関連した行

動症候群 

予習：教科書 139～148、157～169 復習：睡

眠障害・摂食障害等を理解する。 
 

13 F6 人格障害 
予習：教科書 103～108 復習：人格障害につ

いて理解する。 
 

14 
てんかん、心理検査、児童思春期の精神障が

い、など 

予習：教科書 45～51、131～138、149～156

復習：てんかん、発達障害、心理検

査等の理解をする。 

 

15 授業全体のまとめ 予習：1～14 を見直す。  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験 DP①② 

 
1 



授業科目名 精神医学各論 (作業) 

主担当教員 正木 慶大 担当教員 正木 慶大／小川 泰弘 

科目ナンバリング SB20BOTB020 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 1 限、火曜

2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期で学習した精神医学についての復習を行い、興味ある分野についてさらに掘り下げて講義を行う。また

症例について知る機会を作る。さらに全員に対してプレゼンテーションする機会を作る。 

 

学修目標 

1．前期で学習した精神医学に基づき、精神症候の機能領域・精神疾患の症候学的分類にもとづいて体系的に理解す

ることを身につける。2．前期で学習した精神医学に基づき、代表的な精神疾患の病態・診断・治療に関する基本的

知識をさらに充実させる。3．「精神医学とは何か？」を bio-psycho-social という 3 視点で考える姿勢を身につけ

る。4．発表等のプレゼンテーション能力を身につける。DP①② 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

前期は講義中心でまず精神医学の知的を身に着けていただきました。後期はその復習からスタートし、興味

分野の研究について紹介します。また座学だけではなく、参加型の模擬症例見学、全員を班に分けて班ごと

に課題を与えてプレゼンテーションを行ってもらいます。 

 

教科書 

精神医学マイテキスト 改訂 2版、金芳堂 B5 判・216 頁、定価（本体 3,800 円＋税） 

 

参考書 

「精神神経疾患ビジュアルブック」学研メディカル秀潤社 B5 判・326 頁、定価（本体 3,600 円＋税） 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師なので質問は講義終了後に教室内で受けることにします 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション・復習① 
予習：前期の講義資料復習：講義内容を振り

返る。 
 

2 復習② 同上  

3 テーマ学習①内容は選択 予習：特になし復習：講義内容を振り返る。  

4 テーマ学習②内容は選択 同上  

5 演習①（症例学習） 
予習；教科書 53～62 復習：講義内容を振り

返る。 
 

6 演習②（症例学習） 同上  

7 課題発表①統合失調症 

予習：あらかじめ論文を発表班はプレゼン

テーションを作る。質問班は質問を

考える。その他の班は論文を読む。

 



復習：理解を深める。 

8 課題発表②統合失調症 同上  

9 課題発表③気分障害 同上  

10 課題発表④気分障害 同上  

11 課題発表⑤認知症 同上  

12 課題発表⑥認知症 同上  

13 課題発表⑦精神作用物質 同上  

14 課題発表⑧精神作用物質 同上  

15 最終講義 
予習：特になし復習：最終課題について考え

る。 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

各プレゼンテーションの出来栄えについて＋提出課題 DP①② 

 
1 



授業科目名 臨床心理学 (作業) 

主担当教員 神澤 創 担当教員 神澤 創 

科目ナンバリング SB20BOTB021 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床心理学は心の健康を維持・増進するための理論と技法からなり、その背景には長年にわたる、科学的心

理学と臨床実践の積み重ねがある。本講義では、心理的健康に関する基本的な理論とアセスメントおよび心

理的支援技法について学ぶことを目的とする。基本的には講義形式で行うが必要に応じて、視聴覚教材の活

用や心理検査実習、ロールプレイなどを導入する。 

 

学修目標 

１． 患者・利用者・クライエントなどと呼ばれる人たちの心理的側面に配慮できるようになる。２．作業療法評価

の一つとして、臨床心理学的視点を加えられるようになる。３．講義で学んだ知識や技術を実際に臨床場面で活用で

きるようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業計画表はあくまでも予定ですので、進度に合わせて変更することもあります。 

 

教科書 

適宜資料を配布します。 

 

参考書 

「臨床心理面接の実践」心理学のポイント・シリーズ」第９巻 臨床心理学、玉瀬耕治編、学文社「PACT モ

デル～精神保健コミュニティケア プログラム～」Ｄ．オールネス著亀島信也・神澤創監訳,メディカ出版 

 

研究室／オフィスアワー 

講義日_非常勤講師なので質問は講義終了後に教室内で受けることにします. 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 臨床心理学とは何か 

予習：こころとからだを柔らかくしてくる。

復習：推奨される文献を読み、映画

を観る。 

神澤 

2 臨床心理学の基礎理論 1 力動論 
予習：「夢」を記録してくる。復習：「無意識」

について考えてみる。 
神澤 

3 臨床心理学の基礎理論 2 行動論 
予習：犬と猫ではどちらが「賢い」か考えて

みる復習：「学習」の意味を確認する 
神澤 

4 臨床心理学の基礎理論 3 人間性心理学 

予習：「自分らしさ」について考えてみる復

習：心の「成長」について考えてみ

る。 

神澤 

5 心理アセスメント 1 検査と面接 

予習：アセスメントの目的について考える

復習：アセスメントの意味を確認す

る 

神澤 

6 心理アセスメント 2 知能検査 
予習：知能とは何か考えてみる。復習：知能

の意味について確認する。 
神澤 



7 心理アセスメント 3 質問紙法 

予習：「占い」と「心理テスト」の違いにつ

いて考えてくる。復習：質問紙の特

性について理解する。 

神澤 

8 心理アセスメント 4 投影法 

予習：占いと心理テストの違いについて考

えてみる。復習：質問紙の特性につ

いて理解する。 

神澤 

9 心理療法の実際 1  カウンセリング 

予習：できれば映画グッドウイルハンティ

ング」か「普通の人々」を観る。復

習：人の話しを聴いてみる 

神澤 

10 心理療法の実際 ２ ブリーフセラピー 

予習：Mental Rsearch Instittute の HP を

のぞいておく復習：使えそう技法を

練習する。 

神澤 

11 心理療法の実際 ３ ＳＳＴ 

予習：ＳＳＴ普及協会のＨＰをのぞいてく

る復習：地域にある施設や活動を見

学する 

神澤 

12 心理療法の実際 ４ 表現療法 
予習：自分が気になった絵や写真を集めて

おく復讐：ひとりでやってみる 
神澤 

13 臨床心理的地域支援 1  自殺予防対策 

予習：日本自殺予防学会のホームページを

のぞいてくる復習：自分にできそう

な自殺対策について考える 

神澤 

14 
臨床心理的地域支援 2  精神障害者の

活動支援 

予習：精神障害の種類や症状について勉強

しておく復習：地域にある施設や活

動を見学する 

神澤 

15 講義全体のまとめと振り返り 予習：復習： 神澤 
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成績評価方法と基準 割合 

筆記試験 60 点以上平常点 
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授業科目名 リハビリテーション医学(画像診断・予防・栄養含む) (作業) 

主担当教員 前田 薫 担当教員 前田 薫 

科目ナンバリング SB20BOTC022 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

本講義では、リハビリテーション医学の全体像について説明する。リハビリテーション医学の基礎と思われ

る事項について講義を行う。 

 

学修目標 

リハビリテーション医学の概要を説明できる。(DP①②) 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義内容が多岐に渡る。したがって、講義内容をより良く理解するためには、各回に指定されている予習・

復習を行うことが重要である。 

 

教科書 

千野直一（監修），現代リハビリテーション医学，金原出版 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

実習施設訪問等で不在のことがあるため、アポイントメントを事前にとってください。対応困難な時間帯：

毎週月曜２限、毎週火曜、第 3・第４木曜の３限、金曜 15 時以前 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 総論、ICF、ICIDH 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

2 組織の修復、関節拘縮 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

3 リハビリテーション診断（画像診断を含む） 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

4 ADL 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

5 神経筋疾患 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 



6 脳卒中、脊髄損傷 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

7 リハビリテーションと栄養管理 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 

8 リハビリテーションと介護予防 

予習：予習動画（教員が作成）を視聴してお

く（120 分）。復習：講義内容をもと

に教科書の該当範囲を読み、内容の

理解に努める（120 分）。 

前田 
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成績評価方法と基準 割合 

レポート提出（4 回）（DP①②） 

 

レ ポ ー

ト 100％

60 ％ 以

上 の 得

点 率 で

単 位 を

認 定 す



る 。 2/3

以 上 の

出 席 が

必 要 。

フィード

バック：

レ ポ ー

ト の 解

答 例 お

よ び 総

評 を 全

学 生 に

提 示 す

る。 



授業科目名 医療関係法規論 (作業) 

主担当教員 李 庸吉 担当教員 李 庸吉 

科目ナンバリング SB20BOTB023 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

ここで勉強することになる分野は「医事法」と称される領域になりますが、それは憲法をはじめ民法、刑法、

行政法等、複数の法の複合領域ともいえます。そこで、まず医事法全体を概観しながら法の基本的な概念を

身につけていき、次いで作業療法士にとって関連の深い諸法について学び、裁判例などにも触れてみたいと

思います。また、実際の報道事例や医療ドラマ、法廷ドラマなども活用し、法の実践がどのようになされて

いるかある種の疑似体験を通して一緒に考え、学ぶことも予定しています。 

 

学修目標 

1．作業療法士に関連を有する法律並びに行政について理解させる。2．基本的な法概念と法感覚を身につけた上、理

学療法士及び作業療法士法を理解させる。3．医師法はじめとする医療関係者法並びに医療法の概要、さらに作業療

法士の法的な位置づけについての知識を習得させる。4．また責任法という観点から、法を学ぶことが医療者の行動

指針につながることも理解させる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

他の教科もそうでしょうが、法学も一夜漬けでどうこうできるものではありません。欠席が多いと訳が分か

らなくなるのは必至でしょうから、毎回の出席と復習が何より大事だと思います。 

 

教科書 

手嶋豊『医事法入門[第 5版]』（有斐閣アルマ） 

 

参考書 

授業の中で適宜ご紹介いたします。 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
イントロダクション、医療者が法を学ぶ意

義 

配布資料を基に復習することが望ましいと

思います。まずは用語に慣れること

も念頭においておくとよいでしょ

う。 

 

2 法とは何か、法の種類と体系 
同上 また、最初は予習より復習の方に主

眼をおくことでよいと思います。 
 

3 医療と人権（総説） 
同上 個別具体的な事項については講義の

中で適宜お伝えします。 
 

4 自己決定権、プライバシー権等 同上  

5 医療における刑法上の問題（総説） 同上  



6 終末期医療、安楽死、尊厳死等 同上  

7 医療における民法上の問題（総説） 同上  

8 医療契約、不法行為、医療事故 同上  

9 生殖補助医療と生命倫理 同上  

10 理学療法士及び作業療法士法① 同上  

11 理学療法士及び作業療法士法② 同上  

12 
医療関係者法（医師法、歯科医師法、保健師

助産師看護師法） 
同上  

13 
医療法（医療提供の理念、医療提供施設及び

その管理等） 

同上加えて参考資料等を適宜紹介するよう

にします。 
 

14 
医療安全（医療の質、リスクマネジメント

等） 
同上  

15 講義全体のまとめと振り返り 

試験に向けて総復習となるでしょうが、と

にかく反復すること、考えることが

しっかりした理解にも結びつきま

す。法学は決して暗記オンリーの科

目ではないことに留意する必要が

あるでしょう。 
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成績評価方法と基準 割合 

①平常点（出席、ミニレポート）②定期試験 

 

①30%

②70% 



授業科目名 チームリハビリテーション概論 (作業) 

主担当教員 橋本 弘子 担当教員 

橋本 弘子／三木屋 良輔／中根 

征也／堀 竜次／渋谷 静英／戸

名 久美子 

科目ナンバリング SB20BOTB024 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 1 限、火曜

2 限 、 火 曜 4

限、火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

近年、社会・医療現場におけるリハビリテーションのニーズが高まる中、QOL の向上、質の高いリハビリテー

ションの提供には、各専門職の役割・専門性を理解し、共通の目標に向け互いに専門性を活かし合いながら

協働・連携することが不可欠である。そのため本講義では、チームリハビリテーションの概念や重要性、リ

ハビリテーション専門職である理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の役割・専門性を理解、学修し、社会・

医療現場での多職種連携を卒前より想起できるよう教授する。 （理学療法学 中根 征也／5回) リハビリ

テーションにおける作業療法と理学療法の位置づけを理解し，理学療法の概念，歴史，理論，具体的手段に

について学修する．（芸術療法 橋本 弘子／5回） 芸術療法（ダンスセラピー、補完医療など）の体験を

通じて自身や他者に表れた身体的・精神的効果を実感し、その効果がなぜ表れるのかを脳機能からも理解し、

芸術療法がどのようにリハビリテーションに生かされるのかについて教授する。（嚥下障害学 堀 竜次／1

回） 摂食嚥下のメカニズムと嚥下機能の評価および誤嚥性肺炎予防のアプローチについて教授する。（言語

聴覚療法 渋谷 静英／２回・戸名久美子／２回）言語・高次脳機能障害におけるコミュニケーション障害

の内容と評価・訓練方法について教授する。 

 

学修目標 

（理学療法学） ・理学療法を概観し，理解する． ・作業療法と理学療法の違いを理解する． ・理学療法に関す

る基本的知識を知る．（芸術療法 橋本 弘子／5回） ・芸術療法（ダンスセラピー、補完医療など）の体験する ・

芸術療法を経験し身体的・精神的効果がなぜ表れるのかを脳機能からも理解する（嚥下障害学） ・嚥下障害につい

て理解し、理学療法士・作業療法士がどのように介入できるかを考えられるようになる（言語聴覚療法） ・言語語

障害について理解し、意思伝達時の留意点・工夫などを 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

芸術療法論においては、体験することで自身に起こった変化を鋭敏に察知して、それらが身体や精神、認知

に与える影響などを考える機会としてほしい。そのため 5 回の講義をひとくくりと考え欠席をしないでくだ

さい。1.芸術療法の概念を学んだ後、体験を通し理解を深める 2.体験を通して身体とこころのあり方を学ぶ 

嚥下障害学、言語聴覚療法の講義内容は、理学療法を進めるにあたり必要な内容であることを認識し、演習

やグループワークには積極的に参加し、疑問点について、必ず解決の行動をとること。 

 

教科書 

（理学療法） ・適宜，資料を配布する（芸術療法）特に定めない（嚥下障害学） ・資料のみ配布（言語聴

覚療法） ・「絵でわかる言語障害」毛束真知子 学研 

 

参考書 



<嚥下障害学＞見えるわかる摂食嚥下のすべて 上羽瑠美 学研＜芸術療法＞表現アートセラピー入門 小

野京子 誠信書房 

 

研究室／オフィスアワー 

堀：金曜日の３・４限目（研究室）戸名・渋谷：講義後、非常勤講師室中根征也：E 棟 4階 研究室 19／木曜

日４時限目以降（時間は事前に相談してください）作業療法学科教員：研究室 C 棟 7 階研究室にて、授業・

会議などない時間で随時対応する（橋本：C棟 7 階 22 ） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
リハビリテーション医療と作業療法・理学

療法 

予習：１年次のリハビリテーション概論、作

業療法概論を復習しておく。（１時

間）復習：授業内容をまとめ，作業

療法、理学療法の共有点、相違点を

理解する．（１時間） 

三木屋 

2 運動と身体 

予習：1年次に学修した「人体の機能Ⅰ・Ⅱ」

について復習しておく．（１時間）復

習：授業内容をまとめ，運動中に生

じる身体の機能と変化に理解する．

（１時間） 

中根 

3 運動療法 

予習：１年次の基礎運動学（関節運動）を復

習しておく。（１時間）復習：授業内

容をまとめ，関節可動域の治療につ

いて理解する．（１時間） 

三木屋 

4 物理療法 

予習：事前に配布した資料を熟読し，物理療

法の知識を深めておく．（１時間）復

習：授業内容をまとめ，物理療法の

適応と禁忌について理解する．（１

時間） 

中根 

5 理学療法の実際と授業のまとめ 

予習：運動学・力学を復習しておく．（１時

間）復習：授業内容を身体機能と照

らし合わせて理解する．（１時間） 

三 木

屋、中

根 

6 嚥下のメカニズムと誤嚥性肺炎の予防 

予習：嚥下の５期モデルと誤嚥性肺炎につ

いて予習しておく(30 分）復習：嚥

下に関わる解剖学・運動学と誤嚥性

肺炎の予防を復習する（30 分） 

堀 

7 
芸術療法とはなにかオリエンテーション芸

術療法の歴史芸術療法の表現様式と適応 

予習：芸術療法の歴史や様々な様式につい

て知るために書籍やインターネッ

トなどで知識を得ておく復習：芸術

療法がどのような疾患に適応する

のかを学ぶ。また、作業療法、理学

療法との接点を考える。配布資料を

理解する（予習・復習含めて 4 時間） 

橋本 

8 ニューロダンス 

予習：リハビリテーションにおけるダンス

の在り方について調べておく。復

習：ダンスを体験し、身体的および

精神的変化を体験する。体験した事

について認知機能面からレポート

にまとめ提出する。（予習・復習含め

て 4時間） 

橋本 

9 補完医療 

予習：補完医療について予習を行う復習：経

験したことで自身の行動や精神面

がどのように変化したかを考察し

まとめる（予習・復習含めて 4 時間） 

橋 本 /

金森 

10 動物介在療法 

予習：動物介在療法について予習を行う復

習：経験したことで自身の行動や精

神面がどのように変化したかを考

橋本 



察しまとめる（予習・復習含めて 4

時間） 

11 動物介在療法 

予習：動物介在療法について予習を行う復

習：経験したことで自身の行動や精

神面がどのように変化したかを考

察しまとめる（予習・復習含めて 4

時間） 

橋本 

12 言葉とは？ 

予習：教科書の第Ⅰ章を予習しておく(30

分)復習：講義で実施した小テスト

の復習(30 分) 

戸名 

13 言語聴覚士の職域と協同 

予習：教科書 P24-53,58-99 以外を予習して

おく (30 分)復習：講義で実施した

小テストの復習(30 分) 

戸名 

14 構音障害・音声障害 

予習：教科書の 24～53 ページを予習してお

く(30 分)復習：発声・発語の仕組み

について復習する(30 分) 

渋谷 

15 失語症 

予習：教科書の 58～99 ページを予習してお

く(30 分)復習：失語症の概念と症状

について復習する(30 分) 

渋谷 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.学期末の筆記試験 2.提出物・レポート・小テスト・出席状況（2/3）これらを総合的に評価する  芸術療

法ではレポートは返却しないが、授業内でレポート課題に対してフィードバックする〈DP②③④〉 

 

1. 

70%2. 

30% 



授業科目名 介護学概論・ボランティア活動論 (作業) 

主担当教員 上田 喜敏 担当教員 上田 喜敏 

科目ナンバリング SB20BOTB025 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

介護学概論では、日本の高齢者や障害のある人々のケア（介護）ついて述べる。具体的には介護に必要な基

本技術について述べてゆき、理解を深める。将来介護保険などの関係者と協業したり、介護保険現場に就職

した時に必要な介護の基本について理解する。ボランティア活動論ではボランティアについての理解と医療

人として障害のある人々や高齢者の方を思える人間形成として学ぶ。 

 

学修目標 

1.ケア（介護）について理解する。＜DP②＞2.日本の社会制度について理解することができる。＜DP②＞3.ボランテ

ィアについて理解することができる。＜DP③＞ 4.車いす介助操作を理解する。＜DP①＞5.自発性を養うことができ

る。＜DP③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.必ず復習はすること（初めての言葉等が多いので）2.興味を持つこと 3.講義中は携帯電話等はカバンに入

れること 4.車いす介助の実技がある（季節によって前にする場合がある） 

 

教科書 

配布資料ですすめる。 

 

参考書 

介護支援専門員テキスト 

 

研究室／オフィスアワー 

上田：研究室 7/木曜日午前 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 社会保障について 
予習：初回でなし復習：社会保障について確

認（2時間） 
 

2 社会保障と社会構造 

予習：社会保障制度について（2時間）復習：

社会保障制度と社会構造の変化に

ついて確認（2時間） 

 

3 
社会保障（介護保険の背景）について と介

護目的 

予習：介護居ついて調べる（2時間）復習：

介護の目的について確認（2時間） 
 

4 車いす 
予習：車いすに就て調べる（2時間）復習：

車いすについて確認（2時間） 
 

5 介護保険 

予習：介護保険について調べる（2時間）復

習：介護保険制度について確認する

（2時間） 

 

6 介護保険（居宅サービス） 

予習：居宅サービスについて調べる（2時間）

復習：居宅サービスについて確認（2

時間） 

 



7 介護保険（その他と施設） 

予習：施設について調べる（2時間）復習：

その他のサービスと施設について

確認（2時間） 

 

8 高齢者支援 

予習：介護について調べる（2時間）復習：

介護と食事介護について確認（2 時

間） 

 

9 排泄 
予習：排泄について調べる（2時間）復習：

排泄についてまとめる（2時間） 
 

10 褥瘡と安眠 
予習：褥瘡について調べる（2時間）復習：

褥瘡・安眠についてまとめる。 
 

11 入浴と口腔 
予習：浴槽で入りについて調べる（2時間）

復習：入浴と口腔について確認 
 

12 ボランティアとコミュニケーション 
予習：ボランティアについて調べる（2時間）

復習：ボランティアについて確認 
 

13 言葉遣いと虐待 

予習：虐待について調べる（2時間）復習：

言葉遣いと虐待について確認（2 時

間） 

 

14 車いす介助 実技での練習  

15 福祉用具について 実技での練習  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.定期試験（90 点）2.レポート等（10 点）・全授業のうち 2/3 以上の出席が必要 

 

1 ．

90%2 ．

10% 



授業科目名 スポーツ医学 (作業) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 川畑 浩久／吉岡  敏治 

科目ナンバリング SB20BOTC026 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

2 年次の整形外科学で学んだ運動器の解剖とスポーツ傷害について、メディカルチェックや症状、対処法など

についてより理解を深め、またスポーツ外傷における救急処置の重要性についても学ぶ。あわせてスポーツ

現場で遭遇しやすい内科疾患についてもメディカルチェックや症状について学ぶ。 

 

学修目標 

1．重症度と緊急度を理解し、スポーツ現場で発生する最も重篤な心肺停止に対応できるようになること、また、発

生頻度の高い脳震盪と頭部外傷、熱中症の病態を理解し、発生現場における予防や救急処置法を習得する。〈DP①②③〉

2．さらにスポーツ現場で遭遇する運動器の外傷や障害、内科疾患についてのメディカルチェックや対処法について

も習得する。〈DP①②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

スポーツ医学は、運動器の解剖学、生理学を土台にするもので、他の講義で学んだ局所解剖や運動機能の評

価方法、理学所見の取り方等を質問することから始める。ほとんどの授業内容は、資料として配付するスラ

イドを中心に進めるので、講義に出席せず、資料だけを見ても理解困難である。心停止や頭部外傷、熱中症

等の傷害発生の理論的なイメージを獲得する努力をすることが重要である。 

 

教科書 

配布プリント（適宜配布いたします。） 

 

参考書 

1．臨床医学各論（第 2版）医歯薬出版 179 頁～185 頁、288 頁～301 頁 2．救急蘇生法の指針 2015（医療従事

者用、改訂第 5版）へるす出版 3．標準整形外科学 第 12 版.中村利孝/松野丈夫 監修.医学書院.2014.4．新

版 スポーツ整形外科マニュアル.福林徹 監修. 中外医学社.2013.5．スポーツ整形外科学.中嶋寛之 編集.南

江堂.1998 年． 

 

研究室／オフィスアワー 

吉岡敏治（C棟研究室４）／原則月曜日２・３時間目ですが、その他、部屋にいれば、いつでも訪問可です。

川畑浩久（C棟研究室 707）／木、金曜日 17:00～18:00 ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
スポーツ外傷の救急処置：重症度と緊急度、

心肺蘇生について 

予習：整形外科学の外傷部分（臨床医学総

論、各論の当該箇所）復習：配布プ

リントならびに臨床医学総論、各論

の当該箇所を参照なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

吉岡 



2 
スポーツ外傷の救急処置：脳震盪と頭部外

傷、脊髄損傷、熱中症について 

予習：スポーツにより発生する重篤な外傷

として、頭部外傷や脊髄損傷、熱中

症の講義が他の講座で行われてい

れば、その部分をみなおしておくこ

と（臨床医学総論、各論の当該箇所

参照）復習：配布プリントならびに

臨床医学総論、各論の当該箇所を参

照なお予習、復習はそれぞれ 2時間

は行うこと。 

吉岡 

3 

スポーツ障害の総論：1）運動器疾患に対す

る健診およびメディカルチェック 2）運動器

外傷に対する応急処置 3）内科的疾患に対す

る健診およびメディカルチェック 

予習：スポーツにより発生する主な運動器

疾患ならびに内科的疾患について

予習しておくこと（臨床医学各論の

該当箇所）復習：これまで学んだ運

動器疾患ならびに内科的疾患の検

査法、治療法などについて復習する

こと（配布資料ならびに臨床医学各

論の該当箇所）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

4 

肩関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法） 

予習：肩関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ肩関節

の外傷について復習すること（配布

資料ならびに臨床医学各論（教科

書）の該当箇所参照）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

5 

肩関節のスポーツ外傷・障害：1）慢性的な

障害の症状（自覚症状・他覚所見）と治療法

ならびに予防法 

予習：肩関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ肩関節

の障害について復習すること（配布

資料ならびに臨床医学各論の該当

箇所参照）なお予習、復習はそれぞ

れ 2時間は行うこと。 

川畑 

6 

肘関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法）および 2）慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法 

予習：肘関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ肘関節

の外傷、障害について復習すること

（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所）なお予習、復習はそれ

ぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

7 

手関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法）および 2）慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法 

予習：手関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ手関節

の外傷、障害について復習すること

（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所参照）なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

8 

指関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法）および 2）慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法 

予習：指関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ指関節

の外傷、障害について復習すること

（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所参照）なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

9 

股関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法）および 2）慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法 

予習：股関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ股関節

の外傷、障害について復習すること

（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所参照）なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

10 

膝関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

予習：膝関節の解剖学、運動学について予習

しておくこと（解剖学（教科書）の

該当箇所参照）復習：授業で学んだ

川畑 



治療法） 膝関節の外傷について復習するこ

と（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所参照）なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

11 

膝関節のスポーツ外傷・障害：1）慢性的な

障害の症状（自覚症状・他覚所見）と治療法

ならびに予防法 

予習：膝関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ膝関節

の障害について復習すること（配布

資料ならびに臨床医学各論の該当

箇所参照）なお予習、復習はそれぞ

れ 2時間は行うこと。 

川畑 

12 

下腿部・足関節・足部のスポーツ外傷・障害：

1）急性外傷の症状（自覚症状・他覚所見）

と処置方法（スポーツの中止と応急処置な

らびにその後の治療法） 

予習：下腿、足関節、足部の解剖学について

予習しておくこと（解剖学（教科書）

の該当箇所参照）復習：授業で学ん

だ下腿、足関節、足部の外傷につい

て復習すること（配布資料ならびに

臨床医学各論の該当箇所参照）なお

予習、復習はそれぞれ 2時間は行う

こと。 

川畑 

13 

下腿部・足関節・足部のスポーツ外傷・障害：

1）慢性的な障害の症状（自覚症状・他覚所

見）と治療法ならびに予防法 

予習：下腿、足関節、足部の解剖学について

予習しておくこと（解剖学（教科書）

の該当箇所参照）復習：授業で学ん

だ下腿、足関節、足部の障害につい

て復習すること（配布資料ならびに

臨床医学各論の該当箇所参照）なお

予習、復習はそれぞれ 2時間は行う

こと。 

川畑 

14 

体幹（頚部、胸部、腰部）のスポーツ外傷・

障害： 1）急性外傷の症状（自覚症状・他覚

所見）と処置方法（スポーツの中止と応急処

置ならびにその後の治療法）および 2）慢性

的な障害の症状（自覚症状・他覚所見）と治

療法ならびに予防法 

予習：頚部、胸部、腰部の解剖学、運動学に

ついて予習しておくこと（解剖学

（教科書）の該当箇所参照）復習：

授業で学んだ頚部、胸部、腰部の外

傷、障害について復習すること（配

布資料ならびに臨床医学各論の該

当箇所参照）なお予習、復習はそれ

ぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

15 

スポーツによる内科的疾患：1）循環器・呼

吸器疾患における慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法

2）消化器・泌尿器疾患における慢性的な障

害の症状（自覚症状・他覚所見）と治療法な

らびに予防法 

予習：スポーツにより発生する主な循環器、

呼吸器、消化器、泌尿器などの疾患

の症状などについて予習しておく

こと（臨床医学総論、各論の当該箇

所）復習：これまで学んだ循環器、

呼吸器、消化器、泌尿器疾患につい

て復習すること（配布プリントなら

びに臨床医学総論、各論の当該箇

所）なお予習、復習はそれぞれ 2時

間は行うこと。 

川畑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．定期試験〈DP①②③〉2．試験に対するフィードバックの方法：授業内の小テストは翌回の授業時間に

返却し、あわせてフィードバックも行う。また希望者には試験答案を開示し、必要に応じて解説を行う。 

 

0.011 



授業科目名 職場管理(教育を含む) (作業) 

主担当教員 松下 太 担当教員 松下 太 

科目ナンバリング SS20BOTC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

作業療法士の業務は，クライエントへの介入（治療，訓練，援助）はもちろんのこと，近年では作業療法部門

における人材育成，医療安全管理，経営管理などの必要性が高まり，作業療法士一人ひとりが組織の管理運

営に責任を負う時代となっている．本科目では，リハビリテーション部門および作業療法部門の組織体系に

ついて理解し，作業療法業務の管理運営（マネジメント）とそのための基本的知識を学習する．また，作業療

法士が後進育成に必要な教育法についての理解を深める． 

 

学修目標 

①作業療法部門の管理・運営（マネジメント）について説明できる。②作業療法に関わる職能団体の役割と運営につ

いて説明できる。③医療機関の中における他部門と作業療法部門の役割を理解する。④作業療法部門の管理・運営に

関する法律・制度について理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

事前に「基礎ゼミ」や「作業療法概論」で学習した内容を復習しておくこと．授業には，ディスカションを多

く取り入れる予定であるため，授業内での積極的な発言や学習態度を期待する． 

 

教科書 

大庭潤平編著：作業療法管理学入門．医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

澤田辰徳編集：作業で結ぶマネジメント．医学書院，2016． 

 

研究室／オフィスアワー 

南棟 7階研究室 17／木曜日 2限目，昼休み（10：40-12：10，12：10-13：00） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 作業療法とマネジメント 

予習：作業療法におけるマネジメントとは

何か？（2 時間）復習：あなたの身

近にある課題に対してマネジメン

ト課題を立案する（2時間） 

 

2 組織の成り立ちとマネジメント 

予習：組織の管理運営に必要な基本的条件

を調べる（2 時間）復習：作業療法

部門の労務管理の項目をまとめる

（2時間） 

 

3 作業療法と医療サービス 

予習：サービスの基本的特性と構成につい

てまとめる（2 時間）復習：質の高

い作業療法サービスを提供するた

めのマネジメントについてまとめ

る（2時間） 

 



4 医療安全のマネジメント 

予習：アクシデントとは何か，インシデント

とアクシデントの違いについて調

べる（2 時間）復習：ヒューマンエ

ラーを防止する方法および標準予

防策についてまとめる（2時間） 

 

5 作業療法業務のマネジメント 

予習：作業療法におけるコンピテンシーモ

デルを調べる（2 時間）復習：タイ

ムマネジメント・ストレスマネジメ

ントの重要性についてまとめる（2

時間） 

 

6 作業療法業務のマネジメントの実際（1） 

復習：医療機関でのリハビリテーション部

門における管理者の役割について

まとめる（4時間） 

 

7 作業療法業務のマネジメントの実際（2） 
復習：地域・行政で活躍する作業療法士の役

割についてまとめる（4時間） 
 

8 作業療法業務のマネジメントの実際（3） 
復習：災害時の作業療法士の役割について

まとめる（4時間） 
 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１）レポート＜DP①＞２）定期試験＜DP①④＞＊レポートは基本的に返却します．定期試験・再試験は返

却しませんが希望者には開示します． 

 

１）40％

２）60％ 



授業科目名 職業倫理 (作業) 

主担当教員 松下 太 担当教員 松下 太 

科目ナンバリング SS20BOTC005 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

一般社会における倫理的問題について認識し，倫理原則や価値観について理解を深める．その上で，医療や

福祉における倫理的判断や行動について，その重要性を認識して，医療人として必要な生命倫理について学

ぶ．さらに作業療法士としての基本的姿勢と態度を学び，患者の権利擁護（アドボカシー）をめざした作業

療法士の行動について考察する． 

 

学修目標 

①倫理とは何かを説明できる②作業療法士を取り巻く臨床での倫理的問題について理解する③臨床での倫理的問題

を解決するための原則を理解する④専門職である作業療法士の職業規範について説明できる⑤倫理的問題に対し皆

が納得できる解決策を，その根拠とともに説明できる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業では，ディスカッションやグループワークを多く取り入れる予定であるため，授業には積極的な態度で

臨むこと. 

 

教科書 

大庭潤平編著：作業療法管理学入門第 2 版．医歯薬出版株式会社，2021． 

 

参考書 

適宜紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

南棟 7階研究室 17／木曜日 2限目，昼休み（10：40-12：10，12：10-13：00） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 作業療法士の役割と職域 

予習：作業療法に関連する法律および定義

をまとめる（2 時間）復習：職能団

体の意義・役割、作業療法の領域に

ついてまとめる（2時間） 

 

2 作業療法士の職業倫理（1） 

予習：倫理的態度についてまとめる（2時間）

復習：作業療法士の職業倫理・研究

倫理についてまとめる（2時間） 

 

3 作業療法士の職業倫理（2） 

予習：患者・対象者（児）の権利と尊厳につ

いてまとめる（2 時間）復習：ハラ

スメントとその防止についてまと

める（2時間） 

 

4 作業療法士のキャリア開発 

予習：ワークライフバランスとは何かをま

とめる（2 時間）復習：あなた自身

のキャリア開発について考えをま

とめる（2時間） 

 



5 作業療法士のキャリア開発の実際（1） 
復習：自分自身のキャリア開発を熟考する

（4時間） 
 

6 作業療法士のキャリア開発の実際（2） 
復習：自分自身のキャリア開発を熟考する

（4時間） 
 

7 作業療法士のキャリア開発の実際（3） 
復習：自分自身のキャリア開発を熟考する

（4時間） 
 

8 作業療法士のキャリア開発の実際（4） 
復習：自分自身のキャリア開発を熟考する

（4時間） 
 

9    

10    

11    

12    
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18    
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23    

24    

25    
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27    

28    
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成績評価方法と基準 割合 

１）レポート＜DP①＞２）定期試験＜DP①④＞＊レポートは基本的に返却します．定期試験・再試験は返

却しませんが希望者には開示します． 

 

１）40％

２）60％ 



授業科目名 身体障害作業療法評価学 (作業) 

主担当教員 松下 太 担当教員 
松下 太／中村 めぐみ／兼田 

敏克／鍵野 将平 

科目ナンバリング SS20BOTB007 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
金曜 4 限、金曜

5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

身体障害を有する人々に作業療法を実践していくには、クライエントの作業ニーズを把握した上で、身体機

能の状態を正しく捉えてクライエントの障害像を明確に理解する必要がある。この講義では、身体機能障害

の障害像を正確に捉えるための評価プロセスや方法、技術（検査・測定）を学修する。特に関節可動域測定、

徒手筋力テスト、感覚検査、反射検査などの主要な身体機能評価についてその概要や方法、あるいは基礎技

法を実習し修得する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1） 関節可動域測定の意義や目的について説明できる。＜DP①④＞2） 筋力検査の意義や目的について説明できる。

＜DP①④＞3） 感覚検査、反射検査、上肢機能検査の意義や目的を説明できる。＜DP①④＞4） 上記の基本的評価

手技を、解剖学・生理学・運動学の知識と結びつけて説明できる。＜DP①＞5） 上記の基本的評価手技を適切な方

法で実施することができる。 ＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1） 本科目は演習科目であり、必要出席時間数は「授業時数の 5 分の 4 以上」を採用する。2） 指定され

た教科書を毎回の授業に持参すること。3） 関節可動域測定実習の授業時にはゴニオメーター、伸張反射・

病的反射検査の授業時には打腱器を持参すること。4） 実習形式の場合には、本学指定のジャージー上下、

ポロシャツを着用して参加すること。また、骨や筋の触知等を行なうため、肩甲帯・上腕部・大腿部が露出で

きるようアンダーウエア（ノースリーブ、タンクトップ、短パン等）を着用しておくこと。5） 身だしなみ

につ 

 

教科書 

1） 矢谷令子 監修：標準作業療法学専門分野 作業療法評価学、医学書院、20112） 津山直一、中村耕三 

訳：新・徒手筋力検査法、協同医書出版社、20143） 田崎義昭、斎藤佳雄 著：ベッドサイドの神経の診か

た、南山堂、20164） 林典雄 編著：機能解剖学的触診技術上肢、メジカルビュー社、20115） 林典雄 編

著：機能解剖学的触診技術下肢・体幹、メジカルビュー社、2012 

 

参考書 

1） 佐竹勝、石井文康 編：作業療法評価学、メジカルビュー社 2） 青木主税 著：動画で学ぶ関節可動域

測定法 ROM ナビ、ラウンドフラット 3） 伊藤俊一 監修：PT・OT のための測定評価 DVD シリーズ 1・2・3・

4・7、三輪書店 

 

研究室／オフィスアワー 

松下 太 ：C 棟 7階研究室／木曜日 1・2・3限目中村めぐみ：C 棟 7階教職員室／木曜日 1・2限目兼田  敏



克  ：C棟 7階教職員室／月曜日 16:30-18:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
関節可動域測定 1：概論関節可動域測定 2：

実習（上肢） 

予習：1.教科書「作業療法評価学（第 2 版）

P81-89 を熟読しておくこと 2.左記

部位におけるランドマーク位置※

予習・復習に要する時間 80 分 

 

2 関節可動域測定 3：実習（上肢・手指） 
予習：左記部位におけるランドマーク位置

※予習・復習に要する時間 80 分 
 

3 関節可動域測定 4：実習（下肢） 
予習：左記部位におけるランドマーク位置

※予習・復習に要する時間 80 分 
 

4 関節可動域測定 5：実習（体幹） 
予習：左記部位におけるランドマーク位置

※予習・復習に要する時間 80 分 
 

5 OSCE（ROM-T の確認実技テスト） 
予習：それまで学習した ROM-T のすべて※

予習に要する時間 80 分以上 
 

6 
徒手筋力検査法 1：原理原則、注意点握力、

ピンチ力測定法 

予習：教科書「作業療法評価学（第 2 版）

P104-108 を熟読しておくこと※予

習・復習に要する時間 80 分 

 

7 徒手筋力検査法 2：実習（上肢） 

予習：左記の運動に関わる筋の起始、停止、

及び支配神経※予習・復習に要する

時間 80 分 

 

8 徒手筋力検査法 3：実習（上肢・手指） 

予習：左記の運動に関わる筋の起始、停止、

及び支配神経※予習・復習に要する

時間 80 分 

 

9 徒手筋力検査法 4：実習（手指・体幹） 

予習：左記の運動に関わる筋の起始、停止、

及び支配神経※予習・復習に要する

時間 80 分 

 

10 徒手筋力検査法 5：実習（下肢） 

予習：左記の運動に関わる筋の起始、停止、

及び支配神経※予習・復習に要する

時間 80 分 

 

11 
徒手筋力検査法 6：実習（下肢・頭頸部）小

テスト 

予習：左記の運動に関わる筋の起始、停止、

及び支配神経小テスト範囲：筋の神

経支配（髄節レベル）と MMT の代償

動作※予習・復習に要する時間80分

以上 

 

12 OSCE（MMT の確認実技テスト) 

テスト範囲：上肢、手指、頭頸部、体幹、下

肢の MMT※予習に要する時間 80 分

以上 

 

13 感覚検査 

予習：生理学で学んだ表在感覚の伝導路、デ

ルマトームについて復習しておく

こと※予習・復習に要する時間80分

以上 

 

14 伸張反射・病的反射検査・上肢機能検査 

予習：解剖学や生理学で学んだ反射弓、錐体

路、錐体外路について復習しておく

こと※予習・復習に要する時間80分 

 

15 
上肢機能検査（STEF、片麻痺機能テストな

ど） 

予習：教科書「作業療法評価学」の「上肢機

能検査」の単元を熟読しておくこと

※予習・復習に要する時間 80 分 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１）実技テスト＜DP①＞２）小テスト＜DP①＞３）定期試験＜DP①④＞※先修条件科目であることから、

原則として欠席は認めない。単位認定のための必要出席時間数は「5 分の 4 以上」とする。※レポートは

基本的に返却します．定期試験・再試験は返却しません．各試験（実技テスト含む）の結果は希望者には

開示します． 

 

１）30％

２）10％

３）60％ 



授業科目名 精神障害作業療法評価学 (作業) 

主担当教員 橋本 弘子 担当教員 橋本 弘子／小川 泰弘 

科目ナンバリング SS20BOTB008 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

精神障害作業療法における評価は、一通りの評価を終えてから治療を開始するといった方法が取りにくい。

初回の面接時から援助関係を築きながら評価を随時行っていく事となる。その評価の基本的な流れ（導入評

価→初期評価→再評価→最終評価）といった、評価のプロセス、そして面接、観察の具体的方法、基本的な留

意点について学修し、実施できるようにする。また対象者主体に考えた評価項目（過去・現在の生活、これか

らの生活、環境因子、個人因子、自己理解と受容）と評価の視点を理解し、精神科作業療法における評価手段

を習得する。 

 

学修目標 

1．精神科作業療法評価の意義と目的を理解し、口頭で説明できるようになる＜DP①＞2．精神科作業療法評価のプロ

セスを説明できるようになる＜DP①＞3．精神科作業療法評価の評価項目について学修し、説明できるようになる＜

DP①＞4．精神科作業療法評価における基本的技法である面接、観察の具体的方法を学び実施できるようにする＜

DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業後には復習を必ず行い、理解を深めてください。また精神科作業療法に関する文献などを積極的に読む

ようにしてください。 

 

教科書 

1)「精神障害と作業療法 新版」 山根 寛/三輪書店 ISBN978-4-89590-583-12)「国際生活機能分類ＩＣＦ

の理解と活用」 上田 敏/萌文社 ISBN978-4-89491-096-63)作業療法学 ゴールド・マスター・テキスト 精

神障害作業療法学（改訂第２版） 改訂第２版 山口 芳文 メジカルビュー社 ISBN978-4-7583-1675-0 

 

参考書 

1）「国際生活機能分類ー国際障害分類改訂版ー」 /WHO 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日（１０：４０～１２：１０） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
精神科作業療法評価のプロセスについて学

ぶ 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく復習：精神科作業療法プ

ロセスを図示する予習復習ともに 2

時間行う 

橋本・

小川 

2 
精神科作業療法における情報収集と評価に

ついて学ぶ 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく復習：精神科作業療法評

価の流れと情報収集の位置付けに

ついて理解する予習復習ともに2時

小川 



間行う 

3 精神科作業療法評価と ICF について学ぶ 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく精神科作業療法におけ

る ICF を理解し、図示しながら説明

する予習復習ともに 2時間行う 

橋本 

4 精神障碍とはどんな病気かを知る① 

予習：これまでの授業の復習を行い、実際の

精神障害者の生活を想像しておく

課題：当事者のＤＶＤを見てレポー

トを提出予習課題ともに2時間ずつ

行う 

橋本 

5 精神障碍とはどんな病気かを知る ② 

予習：DVD の内容と自身の抱いた感想につい

て内省を深めておく復習：他者の感

想と自身の感想を比較し、理解を深

める予習課題ともに2時間ずつ行う 

橋本・

小川 

6 

神科作業療法の評価項目について学ぶ １

（外観、第一印象、話し方、運動系自律神経

系,対人パターン 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく復習・課題：精神科作業

療法の評価項目について説明でき

るレポートを提出する（ウォッチン

グリスト、対人パターンチェックリ

スト）予習復習ともに 2時間行う 

橋本 

7 
精神科作業療法の評価項目について学ぶ 

（日常生活機能評価、社会参加能力評価） 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく復習：精神科作業療法の

評価項目について理解する (日常

生活機能評価・社会参加能力評価)。

予習復習ともに 2時間行う 

小川 

8 
精神科作業療法の評価項目について学ぶ 

（作業遂行機能評価） 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく復習：精神科作業療法の

評価項目について説明できる (作

業遂行機能評価）。第 10 回の授業で

小テストあり。予習復習ともに 2時

間行う 

橋本 

9 
精神科作業療法における検査・評価表（尺

度）について学ぶ（BACS-J, LASMI, 等） 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく復習：：授業をもとに、

シラバス、教科書の確認予習復習と

もに 2時間行う 

小川 

10 精神科作業療法の面接について学ぶ（講義） 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく復習：授業をもとに、シ

ラバス、教科書の確認予習復習とも

に 2時間行う 

小川 

11 精神科作業療法の面接について学ぶ（演習） 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく復習・課題：面接技法を

用いながら課題について面接を実

施し、その内容をレポートにまとめ

る．予習復習ともに 2時間行う 

小川 

12 
精神科作業療法の作業を通した観察評価に

ついて学ぶ 1（構成的作業と非構成的作業） 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく復習・課題：構成的作業

と非構成的作業の評価についてレ

ポート提出予習復習ともに2時間行

う 

橋本・

小

川 

13 
精神科作業療法の作業を通した観察評価に

ついて学ぶ２（構成的作業と非構成的作業） 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく復習：構成的作業と非構

成的作業の評価についてレポート

提出予習復習ともに 2時間行う 

橋本・

小

川 

14 精神科作業療法評価の面接演習 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく復習・課題：3 年生に対

し面接を実施する．レポート作成予

習復習ともに 2時間行う 

小川・

橋

本 

15 精神科作業療法評価の実際について学ぶ 

予習：シラバスに該当する教科書の部分を

読んでおく復習・課題：ビデオ映像

から観察評価しレポート提出する

予習復習ともに 2時間行う 

橋本・

小

川 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.定期試験＜DP①＞ ※出題範囲：授業で扱った範囲 2.レポート課題＜DP①④＞レポートは返却しない

が、全体へ講評を行う。3.授業中に行う小テスト＜DP①＞小テストは返却し、解答を示す。 

 

1.70%2.

20%3.10

% 



授業科目名 発達障害作業療法評価学 (作業) 

主担当教員 伊藤 直子 担当教員 伊藤 直子／金森 幸 

科目ナンバリング SS20BOTB009 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

子どもの月齢や年令による変化や行動を観察できるようにする。乳幼児期からの発達を身体運動面から理解

し、それに伴う感覚・知覚・認知発達、対象操作や言語コミュニケーション能力との関連を理解する。授業は

実技と観察を中心とし、治療者としての身体イメージの獲得、医療者としての表象（言語や文章・描画によ

る）、を高める。各種評価尺度の理解を含みます。 

 

学修目標 

1．月齢による運動発達の変化と連続性の理解＜DP①＞2．感覚・知覚・認知発達の理解＜DP①＞3．身体企画・身体

イメージ・身体概念の理解＜DP④＞4．自律反応と自発運動の関係の理解＜DP①④＞5．言語発達の基盤の理解＜DP①

＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業では、実技演習を重視します。実習用の服装と態度で臨んでください。自分の身体的特徴を十分理解し、

健康管理と準備（柔軟性の獲得や協調運動の理解）を日ごろから行ってください。自身のボディイメージを

整備し、健康を維持しておくことは、スポーツ選手と同様、医療職としてのパフォーマンスを最大化するた

めに重要です。 

 

教科書 

イラストでわかる人間発達学 医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

写真でみる乳児の運動発達 Lois Bly 協同医書出版小児リハ評価ガイド MEDICALVIEW 発達を学ぶ 森岡

周著 協同医書出版社リハビリテーションのための人間発達学第二版 編集大城昌平 メディカルプレス正

常発達第２版 脳性まひの治療アイデイア Jung Sun Hong 三輪書店 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：木曜日午後 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 総論：正常発達を学ぶ意義 授業の進め方 
予習：教科書の概覧(第１章)発達概念復習：

柔軟体操・可動域確認(1 時間) 
伊藤 

2 
第２章：人間発達(発達理論)第３章：発達検

査(遠城寺・デンバー) 

予習：運動学の復習。教科書通読復習：観察

のポイントの理解、シートの準備(1

時間) 

伊藤 

3 
第４章：姿勢反射/反応第５章：(０～３ヶ

月）:頭のコントロール、対称的姿勢の獲得 

予習：原始反射の意義。教科書通読 

Milani-Comparetti 運動発達評価表

復習：視覚の発達・肩甲上腕関節の

重要性(1 時間) 

伊藤 



4 

第６章：運動発達(４～６ヶ月児):抗重力姿

勢の発達、四肢の運動、随意運動の発達のし

くみ 

予習：抗重力活動。教科書通読復習：体幹・

四肢の発達・リーチの発達(1 時間) 
伊藤 

5 
第７章：(７～９ヶ月）:寝返りの獲得、視覚

と体性感覚の統合 座位に至る過程 

予習：体軸内回旋.。教科書通読(177-222)復

習：視覚と体性感覚の統合・上下肢

の分離(1 時間) 

伊藤 

6 
第８章：(10 ヶ月から 12 か月）座位の獲得

と三項関係の理解 

予習：四つ這い移動教科書通読復習：座位の

獲得・上肢や認知発達との関連性(1

時間) 

伊藤 

7 
第９章：13～18 か月）立位の獲得、平衡反

応、両手動作 

予習：上肢機能の発達。平衡反応：教科書通

読復習：リーチ・グラスプ・リリー

ス・マニュプレーション(1 時間) 

伊藤 

8 第 10 章：姿勢反射反応と 6 歳までの発達 
予習：K-ABC、WISL-4、新版 K式発達検査復

習：両手動作・道具操作(1 時間) 
伊藤 

9 第 11 章：上肢機能の発達 
予習：ピアジェ：発生的認知論復習：感覚運

動期・前概念(1 時間) 
伊藤 

10 
第 12 章：ADL の発達(遊び・食事・排泄・更

衣) 

予習：ブルーナー：学習過程復習：ボウルビ

ー：母子相互作用(1 時間) 
伊藤 

11 第 13 章：感覚・知覚・認知・社会性の発達 
予習：集団遊びの発達復習：Vineland-Ⅱ(1

時間) 
伊藤 

12 第 14 章：学童・青年・成人・老年期の発達 
予習：視知覚認知発達復習：エリクソンの心

理社会的発達(1 時間) 
伊藤 

13 第 15 章：まとめ・模擬試験 予習：学童期の発達復習：実技練習(1 時間) 伊藤 

14 実技練習 

予習：日常生活技能・ライフスキル・マズロ

ー復習：教科学習の基礎(文部科学

省）(1 時間) 

伊藤 

15 ノートの編集と実技テスト 
予習：実技試験の準備復習：ノートの完成と

提出(1 時間) 
伊藤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①各期で実技試験を行います。＜DP①④＞②平常点数（授業態度を含む）、提出レポート、ノートの管

理。＜DP①④＞③定期試験の実施(実技試験・ノートの作成・基礎知識の確認）＜DP①④＞4/5 以上の

出席が必要 

 

①20%

②20%

③60% 



授業科目名 高次脳機能障害作業療法評価学 (作業) 

主担当教員 中村 めぐみ 担当教員 
中村 めぐみ／中西 一／兼田 

敏克 

科目ナンバリング SS20BOTB010 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 本演習では，人間が日常生活や社会生活を営む上で必要な高次脳機能の働きについて学ぶ．また，様々な

高次脳機能の評価方法を実際の評価・検査・測定を用いて学習する． 臨床で接する，高次脳機能障害を呈

する対象者に対し，適切な評価を選択し，かつその評価結果を解釈する力を養う機会となることを期待して

いる．そのためには，脳の機能局在や神経の成り立ちを含めた解剖学・生理学の知識が必要である．本演習

で学習する様々な脳の働きは，我々が普段行っている活動を支えている．演習を通じて，生活活動の分析が

より深く行えるようになるために，評価の方法だけでは区，幅広い視点で学習していくことを目指している．

それゆえに，定期試験では選択式ではなく，記述式の解答を求めることがある．また，評価の演習では，セラ

ピストとしての態度を含めて指導する．演習中は作業療法士としての振る舞いを求められていることを忘れ

ず，礼節のある態度をとること． 

 

学修目標 

1）認知機能の定義や評価の目的について説明できる＜DP①④＞2）注意機能，遂行機能の定義や評価項目，評価の目

的について説明できる＜DP①④＞3）講義で紹介した評価や検査に関連する用語について，解剖学・生理学の知識と

結び付けて理解できる＜DP①④＞4）講義で紹介し評価を適切な方法で実施することができる＜DP①④＞5）高次脳機

能障害の臨床症状や評価項目，評価の目的について説明できる＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）講義では配布されたプリントは全てファイリングし，必要に応じ持参すること 2）本演習を履修するには，

脳と神経にかかわる解剖学・生理学の知識が必要であるため，復習をしておくこと 3)本講義は演習であるた

め，必要出席時間数は「授業時数の 5 分の 4 以上」を採用する．4)学習状況の確認のために小テストを実施

することがある 

 

教科書 

1）石合純夫：高次脳機能障害学（第 2 版），医歯薬出版株式会社，2012 年 2）田崎義昭，斎藤佳雄著，坂井

文彦改訂：ベッドサイドの神経の診かた（改訂 17 版），南山堂，2010 年．3）岩﨑テル子他編．標準作業療法

学専門分野 作業療法評価学（第 2版），医学書院，2011． 

 

参考書 

能登真一 編：標準作業療法学専門分野 高次脳機能作業療法学．医学書院，2012 年．生田宗博 編：作業

療法学全書第 3巻 作業療法評価学（第 3 版），協同医書出版社，2009 年．渕 雅子 編：作業療法学全書第

8巻 作業治療学５高次脳機能障害（第 3 版），共同医書出版社，2011 年．森岡 周：リハビリテーションの

ための脳・神経科学入門（改訂第 2 版），共同医書出版社，2016 年．石原 健司：CD-ROM でレッスン脳画像

の読み方 医歯薬出版株式会社，2010 年． 

 



研究室／オフィスアワー 

中村めぐみ：7階教職員室／月曜 5限，木曜日 1・2・3 限目中西 一  ：7階教職員室／月曜火曜 5限目兼

田 敏克 ：7階教職員室／月曜 5限，金曜 5限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
高次脳機能とは 脳の図を書く，意識の評

価を学ぶ（JSC,GCS） 

予習：「高次脳機能作業療法学」p.1-21．「ベ

ッドサイド神経の診かた」p.281-

306.復習：予習範囲の教科書の見直

し予習復習時間は 60 分 

中村・

中西・

兼田 

2 脳の局在と機能を学ぶ 

予習：「高次脳機能作業療法学」p.10-21．「ベ

ッドサイド神経の診かた」p.129-

142．復習：予習範囲の教科書の見直

し予習復習時間は 60 分 

中村・

中西・

兼田 

3 
注意機能の評価（CAT）と評価バッテリーの

採点，活用について 

予習：「高次脳機能作業療法学」p.193-197.

復習：予習範囲の教科書の見直し予

習復習時間は 60 分 

中村・

中西・

兼田 

4 前頭葉機能とは：前頭葉機能の評価（FAB 他） 

予習：「高次脳機能作業療法学」p.136-154,

「作業療法評価学」p.220-231．復

習：予習範囲の教科書の見直し予習

復習時間は 60 分 

中村・

中西・

兼田 

5 

記憶について：記憶障害の評価（三宅式，

WMS-R,リバーミード行動記憶検査，ベント

ン視覚記名検査等） 

予習：「高次脳機能作業療法学」p.197-219．

「ベッドサイド神経の診かた」

p.133．復習：予習範囲の教科書の見

直し予習復習時間は 60 分 

中村・

中西・

兼田 

6 
高次脳機能障害の評価：失認について（視空

間認知障害（BIT 等） 

予習：「高次脳機能作業療法学」p.151-180.

「ベッドサイド神経の診かた」

p.259-265．復習：予習範囲の教科書

の見直し予習復習時間は 60 分 

中村・

中西・

兼田 

7 高次脳機能の評価：身体失認 

予習：「高次脳機能作業療法学」p.179-188.

「ベッドサイド神経の診かた」

p.259-265 復習：予習範囲の教科書

の見直し予習復習時間は 60 分 

中村・

中西・

兼田 

8 高次脳機能障害の評価：失語症等 

予習：「高次脳機能作業療法学」p.23-57．「ベ

ッドサイド神経の診かた」p.247-

258．復習：予習範囲の教科書の見直

し予習復習時間は 60 分 

中村・

中

西

・

兼

田 

9 高次脳機能の評価：失行 

予習：「高次脳機能作業療法学」p.61-104.

「ベッドサイド神経の診かた」

p.259-265．復習：予習範囲の教科書

の見直し予習復習時間は 60 分 

中村・

中西・

兼田 

10 

遂行機能とは：遂行機能の評価（BADS，レー

ブン色彩マトリックス検査，WCST,ハノイの

塔，ティンカートイテスト等） 

予習：「高次脳機能作業療法学」p.193-231.

「ベッドサイド神経の診かた」

p.259-265．復習：予習範囲の教科書

の見直し予習復習時間は 60 分 

中村・

中

西

・

兼

田 

11 評価体験 

これまでの評価項目を復習し，対象や目的

の確認をしてください．予習復習時

間は 60 分 

中村・

中

西

・

兼

田 

12 臨床における高次脳機能障害の評価と治療 
予習：事前連絡復習：授業範囲の復習予習復

習時間は 60 分 

兼田、

中

村

、



中

西 

13 画像について 

予習：「高次脳機能作業療法学」p.10-21.復

習：予習範囲の教科書の見直し予習

復習時間は 60 分 

中村・

中

西

・

兼

田 

14 ケーススタディ（ゲストスピーカー） 

予習：各自必要な用語を調べる復習：演習課

題作成（配点 10 点）予習復習時間は

60 分 

担当教

員

と

作

業

療

法

士 

15 評価のまとめ，実技体験 

予習：各自学習・実習したい評価バッテリー

の資料を持参する復習：予習範囲の

見直し予習復習時間は 60 分 

中村・

中

西

・

兼

田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1）①定期試験<DP①④>，②演習課題への取り組み<DP①④> により採点する．2）必要出席時間は授業

時数の 5 分の 4 以上である．3）講義で配布した資料はファイリングして次回以降も必ず持参すること．4）

教科書はテーマに合わせ忘れず持参すること 

 

①90 ％

②10% 



授業科目名 身体障害作業療法治療学総論 (作業) 

主担当教員 中村 めぐみ 担当教員 
中村 めぐみ／小林 貴代／中西 

一／東 泰弘／兼田 敏克 

科目ナンバリング SS20BOTC012 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

身体障害領域における作業療法の治療的介入方法を知り、疾患の特性に合わせた治療および支援・技術を学

ぶ。治療学として、評価の選択・評価の実施・問題点の抽出・目標設定・治療プログラム立案の経過に合わ

せ、患者自身の「生活」を支援する技術を学ぶ。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1.作業療法的介入を学び、作業療法士の役割を考える<DP①>2.疾患別に評価から治療までの経過を説明することがで

きる<DP①>3.作業療法で用いられる治療的支援技術について学修する<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．基礎医学の知識の総まとめとして疾患に展開できるよう、解剖学・生理学・運動学など復習しておく２．

作業療法的介入を考えるにあたり、作業遂行や作業科学について復習しておく３．作業の遂行を考えるにあ

たり、日常生活活動学について復習しておく４．総合臨床実習に向けて事例検討を行う 

 

教科書 

作業療法学 ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰﾃｷｽﾄ４ 身体障害作業療法学 長崎重信編集監修 MEDICAL VIEW 

 

参考書 

１．PT/OT ビジュアルテキスト リハビリテーション基礎評価学 羊土社２．リハビリテーションビジュアル

ブック 学研３．病気が見える７ 脳・神経 MEDIC MEDIA４．絵で見る脳と神経 しくみと障害のメカニズ

ム第３版 医学書院５．標準作業療法学 専門分野 身体機能作業療法学 第３版６．作業療法学全書 ４ 

作業治療学１ 身体障害 日本作業療法士会 共同医書出版７．クリニカル作業療法シリーズ 身体領域の

作業療法 第２版 中央法規８．リハビリテーションリスク管理ハンドブック 第 4版 

 

研究室／オフィスアワー 

中村：月曜 5 限，木曜３，４限そのほかの先生については，「教員時間割表」を参照願います． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
治療学概論：作業療法治療モデルと作業療

法的介入 

予習・復習：シラバスに該当する内容ついて

予習し、授業内容を確認しまとめる

（4時間） 

中村 

2 治療学概論：脳画像の見方と作業療法 

CVA などに関する画像の見方を学ぶ．予習・

復習：シラバスに該当する内容つい

て予習し、授業内容を確認しまとめ

る（4時間） 

中村 

3 治療学概論：中枢神経障害１：脳血管障害 
予習・復習：シラバスに該当する内容ついて

予習し、授業内容を確認しまとめる
東 



（4時間） 

4 
身体障害作業療法治療学 中枢神経障害

２：脳血管障害 

予習・復習：シラバスに該当する内容ついて

予習し、授業内容を確認しまとめる

（4時間） 

東 

5 治療学総論：評価から治療へ 

CVA 症例を用い，評価から治療計画立案につ

いて学ぶ．予習・復習：シラバスに

該当する内容ついて予習し、授業内

容を確認しまとめる（4時間） 

東 

6 
治療学概論：整形外科画像の見方と作業療

法 

骨折など外傷に関する画像の見方を学ぶ．

予習・復習：シラバスに該当する内

容ついて予習し、授業内容を確認し

まとめる（4時間） 

中村 

7 治療学概論：手の骨折と作業療法 

骨折など外傷に関する画像の見方を学ぶ．

予習・復習：シラバスに該当する内

容ついて予習し、授業内容を確認し

まとめる（4時間） 

中村 

8 
治療学概論：足の骨折と高齢者の骨折（大腿

部頸部骨折・圧迫骨折）ついて学習する． 

予習・復習：シラバスに該当する内容ついて

予習し、授業内容を確認しまとめる

（4時間） 

中西 

9 
治療学概論：廃用症候群などの高齢者の疾

患と作業療法 

サルコペニア，フレイル，中心性脊髄損傷な

ど高齢者に多い疾患の作業療法に

ついて学ぶ．予習・復習：シラバス

に該当する内容ついて予習し、授業

内容を確認しまとめる（4時間） 

全員 

10 治療学概論：リスク管理の重要性 

リスク管理について学ぶ．予習・復習：シラ

バスに該当する内容ついて予習し、

授業内容を確認しまとめる（4時間） 

兼田 

11 
治療学概論：リスク管理の重要性と作業療

法 

リスク管理について学ぶ．予習・復習：シラ

バスに該当する内容ついて予習し、

授業内容を確認しまとめる（4時間） 

兼田 

12 SOAP 法①基本編 

臨床実習で必要な SOAP 法について学ぶ．予

習・復習：シラバスに該当する内容

ついて予習し、授業内容を確認しま

とめる（4時間） 

全員 

13 SOAP 法②実践編 

臨床実習で必要なSOAP法について演習を交

えて学習する．予習・復習：シラバ

スに該当する内容ついて予習し、授

業内容を確認しまとめる（4時間） 

全員 

14 OSCE①（作業療法評価課題） 

OSCE を用いた模擬患者への作業療法評価を

行う．予習・復習：シラバスに該当

する内容ついて予習し、授業内容を

確認しまとめる（4時間） 

全員 

15 OSCE②（作業療法評価課題） 

OSCE を用いた模擬患者への作業療法評価を

行う．予習・復習：シラバスに該当

する内容ついて予習し、授業内容を

確認しまとめる（4時間） 

全員 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

2/3 回の出席必要 1.期末テスト<DP①>2.OSCE<DP①>これらを総合的に評価する 

 

1.80%2.

20% 



授業科目名 精神障害作業療法治療学総論 (作業) 

主担当教員 橋本 弘子 担当教員 橋本 弘子／小川 泰弘 

科目ナンバリング SS20BOTC013 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

精神科疾患の特徴を理解しながら、日常生活における問題点について学修する。日常生活における問題点を

国際生活機能分類（ICF:International Classification of Functioning）に基づいて心身機能・参加・活動・

環境因子・個人因子から把握できるようにし、相互依存や相対的独立の関連性をみつけ、精神科疾患の行動

特性と脳機能を関連させて考察できるように学修する。さらに精神科作業療法実践における基本的理論につ

いて学修し、精神科作業療法における論理的な思考を習得する。※本科目は実務経験のある教員等による授

業科目です 

 

学修目標 

1.国際生活機能分類（ICF:International Classification of Functioning）に基づいた心身機能・参加・活動・環

境因子・個人因子における相互依存や相対的独立の関連性を理解する<DP①>2.精神科疾患の行動特性と脳機能を関連

させて考察できる<DP①>3.精神科作業療法における理論を理解する<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各因子の関連性、理論、脳機能を統合的に考えることによって、対象者一人一人にどのように治療すればい

いかが見えてきます。様々な要因を統合的に考えられる思考過程を身につけましょう。授業内で実施する小

テストは 8割を超えるように、毎回の授業の復習をしてください。 

 

教科書 

1）『精神障害と作業療法 新版』 山根 寛/三輪書店 ISBN978-4-89590-583-12）統合失調症患者の行動特

性  その支援とＩＣＦ [第三版]  昼田源四郎 金剛出版 ISBN978-4-7724-1793-83）作業療法学 ゴー

ルド・マスター・テキスト 精神障害作業療法学（改訂第２版） 改訂第２版 山口 芳文 メジカルビュー

社 ISBN978-4-7583-1675-04)   国際機能分類―国際障害分類改訂版ー ＷＨＯ 中央法規 ISBN978-4-

8058-4417-5 

 

参考書 

1）作業療法実践のための 6 つの理論―理論の形成と発展 岩崎テル子監訳 共同医書出版社 2)『国際生活

機能分類 ICF の理解と活用』 上田敏/萌文社 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 2限（10：40～12：10） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 作業療法実践のプロセス 

予習：これまでに実施した精神科作業療法

の授業から評価から治療までのプ

ロセスについて教科書、レジュメ等

橋本・

小川 



で復習しておく復習：作業療法治療

プロセスについて理解しておく（予

習・復習含めて 4時間） 

2 回復状態に応じた作業療法の役割 

予習：疾患の回復状態について予習復習：回

復状態に応じた作業療法の役割（予

習・復習含めて 4時間） 

橋本 

3 ICF の特性と各因子の関連性小テスト実施 

予習：回復状態に応じた作業療法の役割に

ついて小テスト復習：ICF の特性と

各因子の関連性について教科書を

熟読（予習・復習含めて 4 時間） 

橋本 

4 
ICF における精神機能１―全般的精神機能

ー 

予習：全般的機能について配布資料を見て

おく復習：全般的機能について理解

し憶える（予習・復習含めて 4 時間） 

橋本 

5 
ICFにおける精神機能2―個別的精神機能ー

小テスト実施 

予習：全般的機能について小テスト準備復

習：注意、記憶等について配布資料

を見ておく（予習・復習含めて 4時

間） 

橋本 

6 
ICFにおける精神機能3―個別的精神機能ー

小テスト実施 

予習：個別的機能について小テスト復習：情

動、思考等について配布資料を見て

おく（予習・復習含めて 4 時間） 

橋本 

7 
ICFにおける精神機能4―個別的精神機能ー

小テスト実施 

予習：個別的機能について小テスト復習：高

次認知機能等について配布資料を

見ておく（予習・復習含めて 4 時間） 

小川 

8 
疾患の行動特性およびその支援とＩＣＦ1

小テスト実施 

予習：個別的機能について小テスト復習：行

動特性について教科書を見ておく

（予習・復習含めて 4時間） 

小川 

9 
疾患の行動特性およびその支援とＩＣＦ2

小テスト実施 

予習：行動特性について小テスト復習：行動

特性について教科書を見ておく（予

習・復習含めて 4時間） 

小川 

10 理論とは？小テスト実施 

予習：行動特性について小テスト復習：理論

について教科書を見ておく（予習・

復習含めて 4 時間） 

橋本 

11 精神科作業療法における理論について 

予習：精神科作業療法における理論につい

て教科書を熟読復習：精神科作業療

法における理論についてまとめ理

解する（予習・復習含めて 4時間） 

小川 

12 
症例検討１全体像の把握から治療計画まで

（データの整理,要約）小テスト実施 

予習：理論について小テスト復習：治療プロ

セスに関するこれまでの配布資料

を見ておく、教科書熟読（予習・復

習含めて 4時間） 

小川・

橋

本 

13 
症例検討２全体像の把握から治療計画まで

（全体像の把握） 

予習：症例を熟読復習：全体像を考える（予

習・復習含めて 4時間） 

小川・

橋

本 

14 
症例検討 3 全体像の把握から治療計画まで

（治療計画立案） 

予習：症例を熟読復習：全体像を考える（予

習・復習含めて 4時間） 

小川・

橋

本 

15 
症例検討 4 全体像の把握から治療計画まで

（治療計画立案） 

予習：精神科病院で実践されている作業療

法について学び理解する復習：治療

プロセスに必要な治療的要素を整

理し理解する（予習・復習含めて 4

時間） 

小川・

橋

本 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.定期試験<DP①>開示しません 2.小テスト 小テストは返却し解答を示す 3.課題レポート 基本的に返却

はしません。全体に講評を行います。希望者には個別にフィードバックを行う。2/3 以上の出席を必要とす

る 

 

1.70%2.

20%3.10

% 



授業科目名 高齢期障害作業療法治療学総論 (作業) 

主担当教員 松下 太 担当教員 松下 太／鍵野 将平 

科目ナンバリング SS20BOTC014 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

この科目では、身体機能低下・脳血管障害・骨関節疾患・認知症等の変性疾患・自立生活困難・健康維持など

高齢者が抱える生活上の問題を加齢や生涯発達という枠組みの中で捉えながら介入していく視点と、介入技

術や作業療法プログラムについて学修する。また入院・入所や廃用性低下など環境の変化や周囲からの関わ

り方が活動・参加に及ぼす影響をプラス面だけでなくマイナス面からも理解する包括的な視野を養う。 ※

本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1.高齢社会とその問題点について説明できる。＜DP①＞2.高齢者を対象に作業療法を実施する場合に考慮すべき加齢

現象を列挙し，かつその内容を簡潔に説明できる。＜DP①＞3.高齢期の対象者に対する作業療法士の役割を説明でき

る。＜DP①＞4.高齢期の特徴的な疾患に対する作業療法の評価，介入について説明できる。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

必ず復習をして十分に理解してください。常日頃より，高齢者問題に関心を持って，新聞やニュース等のメ

ディアを通じて情報を取り入れてください。 

 

教科書 

1）松房利憲，新井健五 編，標準作業療法学専門分野，高齢期作業療法学，医学書院 2）宮口英樹 監修，認

知症をもつ人への作業療法アプローチ，メジカルビュー社 

 

参考書 

1.小川敬之，竹田徳則，認知症の作業療法，医歯薬出版  2.山口晴保，認知症の正しい理解と包括的医療・

ケアのポイント，協同医書出版  3.宮永和夫 編，若年認知症－本人・家族が紡ぐ７つの物語－，中央法規 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室 17／木曜日 2限目，14:00～16:30 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
高齢社会とその課題高齢期障害作業療法の

概念 

高齢社会の問題や課題について予習・復習

すること．（予習復習に 2時間） 
 

2 加齢に伴う身体・精神的変化と特徴（1） 
加齢に伴う心身変化と特徴について予習復

習すること．（予習復習に 2 時間） 
 

3 加齢に伴う身体・精神的変化と特徴（2） 

心理学や精神医学等で学修した「知能」や

「記憶」に関して予習しておくこ

と．（予習復習に 2時間） 

 

4 認知症総論（サポーター養成講座兼ねる） 

（予習）4大認知症疾患の概要（1時間）（復

習）4大認知症疾患の症状特徴（1時

間） 

 



5 認知症疾患各論 

（予習）4大認知症疾患の病態特徴（1時間）

（復習）4 大認知症疾患の特徴を踏

まえた関わり方（1時間） 

 

6 
認知症の人に対するパーソン・センタード・

ケアとコミュニケーション（1） 

パーソン・センタード・ケアの概念を復習す

ること．（予習復習に 2時間） 
 

7 
認知症の人に対するパーソン・センタード・

ケアとコミュニケーション（2） 

パーソン・センタード・ケアの「認知症の人

の心理的ニーズ」「well being、ill 

being」を復習すること．（復習に 2

時間） 

 

8 
認知症の人に対するパーソン・センタード・

ケアとコミュニケーション（3） 

パーソン・センタード・ケアを基本に認知症

の人とのコミュニケーションにつ

いて復習する（復習に 2時間） 

 

9 認知症の人に対する OT 評価（1） 

（予習）認知症の人に対する評価項目（1時

間）（復習）認知症の人に対する評価

の内容（1時間） 

 

10 認知症の人に対する OT 評価（2） 

認知症の人に対するOT評価の実際を予習復

習しておくこと．（予習復習に 2 時

間） 

 

11 老年期の障害別作業療法（認知症疾患 1） 

（予習）4大認知症の病態（1時間）（復習）

4 大認知症の特徴と作業療法（1 時

間） 

 

12 老年期の障害別作業療法（認知症疾患 2） 
（予習）非薬物療法の理論（1時間）（復習）

非薬物療法の実際（1時間） 
 

13 老年期の障害別作業療法（認知症疾患 3） 

（予習）認知症の人の作業療法の特徴（1時

間）（復習）認知症の人の作業療法の

実際（1時間） 

 

14 
老年期の障害別作業療法（中枢性疾患，運動

器疾患，廃用性症候群など） 

（予習）身体障害作業療法治療学の中でで

学んだ中枢神経障害や骨関節系障

害に対する作業療法について（1 時

間）（復習）高齢者における中枢神経

障害や骨関節系障害に対する作業

療法の実際（1時間） 

 

15 介護保険施設における作業療法について 

（予習）介護保険施設の特徴と概要（1時間）

（復習）介護保険施設における作業

療法の特徴（1時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



１）定期試験＜DP①＞２）授業内発表＜DP①＞３）レポート＜DP①＞※レポートは基本的に返却します．

定期試験・再試験は返却しませんが希望者にはフィードバックします． 

 

１）60％

２）20％

３）20％ 



授業科目名 発達障害作業療法治療学総論 (作業) 

主担当教員 伊藤 直子 担当教員 伊藤 直子／金森 幸 

科目ナンバリング SS20BOTC015 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

周産期から思春期にかけての障がいのある子どもの発達と作業療法士のアプローチを学びます。障がいや年

齢にそった日常生活や学業の支援技術を教科書にそって学びながら、より具体的な対応方法を検討します。

※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

①作業療法概論・小児科学・発達障害作業療法評価学をふまえ、子どもの発達課題を疾患別に理解します。＜DP①＞

②ICFを基盤とし、生活行為向上マネジメントの考え方をふまえて目標設定できるようにします。＜DP①＞③生活の

場で必要となる機能を目標に、子ども自身が主体的に取り組める「作業」を見出します。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①1，2年生の復習をしっかり行う事（教科書・ノートの活用）②教科書、図書館などを利用して事前学習を

してください。③基本的な作業療法士の在り方を考えてください。 

 

教科書 

イラストでわかる発達障害の作業療法 監修上杉雅之、編集辛島千恵子 医歯薬出版株式会社「小児リハ評

価ガイド 統合と解釈を理解するための道しるべ」 楠本泰士/メジカルビュー社 ISBN 978-4758319485 

 

参考書 

発達を学ぶ 森岡周著 協同医書出版社 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 13:00～15:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション・小児の作業療法過程 

予習：2年次の学習（小児科学・評価学）の

復習。教科書の通読(P.1-11)(2 時

間)復習：こどものライフステージ、

ピアジェ、エリクソン(2 時間) 

金森 

2 
評価・治療・援助のための基礎知識（心身機

能と発達過程） 

予習：発達課程と評価表、発達の各項目の整

理。教科書通読(P.13-61)(2 時間)復

習：小児の評価と検査(1 時間)視覚・

上肢機能・口腔運動の発達(1 時間) 

伊藤 

3 
発達障害：自閉症スペクトラム（広汎性発達

障害） 

予習：感覚情報処理過程。教科書通読(P.63-

79)(2 時間)復習：疾患特性、感覚統

合療法、コミュニケーション(2 時

間) 

金森 

4 発達障害：注意欠如・多動症、学習障害 

予習：粗大運動発達と ADL。教科書通読

(P.81-90)、眼球運動と教科学習。教

科書通読(P.91-102)（2 時間）復習：

金森 



疾患特性、時間空間概念、視覚支援

プログラム、応用行動分析（2時間） 

5 神経発達障害児の感覚の偏りと行動特性 

予習：神経発達障害の疾患特性、体性感覚（2

時間)復習：センソリープロファイ

ル、特別支援教育(2 時間) 

金森 

6 発達障害：症例を通した評価・介入 

予習：ICF、アセスメントシート。教科書通

読(P.4-61)(2 時間)復習：特性に合

わせた具体的な支援方法(2 時間) 

金森 

7 脳性麻痺：痙直型脳性麻痺 

復習：GMFCS と二次障害予防。教科書通読

(P.103 -125)(2 時間)復習：各タイ

プの ADL 及び支援技術(2 時間) 

ゲスト

スピー

カー 

8 脳性麻痺：アテトーゼ型脳性麻痺 

予習：上肢操作と二次障害。教科書通読

(P.127-145)(2 時間)復習：姿勢・介

助方法など(2 時間) 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー 

9 重症心身障害 

予習：三間表・感覚評価・医療ケア。教科書

通読(147-158)(2 時間)復習：姿勢介

助・スヌーズレン(2 時間) 

ゲスト

スピー

カー 

10 知的障害：ダウン症 

予習：聴覚認知・ワーキングメモリ・言語発

達。教科書通読(P.159-175)(2 時間)

復習：言語発達の支援(2 時間) 

伊藤 

11 デュシャンヌ型筋ジストロフィー 

予習：特別支援教育と IT 支援。教科書通読

(P.177-191)(2 時間)復習：ホームプ

ログラム(2 時間) 

伊藤 

12 
小児整形外科疾患（二分脊椎・分娩麻痺・骨

形成不全症） 

予習：子どもの最善の利益とインフォーム

ドアセント。教科書通読(P.193-

210)(2 時 間 ) 復 習 ： Hoffer と

Sharrard の評価(2 時間) 

伊藤 

13 小児リハビリテーションと支援制度 

予習：児童福祉法、年齢、疾患と制度。教科

書通読(P.211-222)(2 時間)復習：児

童福祉法、特別支援教育、自立・移

行期支援(2 時間) 

伊藤 

14 障がい児の保護者への子育て支援 

予習：母子相互作用、家族支援、地域支援。

教科書通読(223-232)(2 時間)復習：

子育て支援(2 時間) 

伊藤 

15 知識の整理と試験準備 

予習：関連する国家試験問題を確認(2 時間)

復習：活動参加支援について検討(2

時間) 

伊藤・

金

森 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業態度、授業内課題、主体性と積極性 ＜DP①＞②筆記試験     ＜DP①＞ 

 

①20%

②80% 



授業科目名 身体障害作業療法治療学各論 (作業) 

主担当教員 中西 一 担当教員 

中西 一／西垣 孝行／藤江 建

朗／辻 義弘／小林 貴代／中村 

めぐみ／東 泰弘／兼田 敏克 

科目ナンバリング SS20BOTC016 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

身体障害領域における作業療法の治療的介入方法を知り、疾患の特性に合わせた治療および支援・技術を学

ぶ。治療学として、評価の選択・評価の実施・問題点の抽出・目標設定・治療プログラム立案の経過に合わ

せ、患者自身の「生活」を支援する技術を学ぶ。 

 

学修目標 

1.作業療法的介入を学び、作業療法士の役割を考える<DP①>2.疾患別に評価から治療までの経過を説明することがで

きる<DP①>3.作業療法で用いられる治療的支援技術について学修する<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．基礎医学の知識の総まとめとして疾患に展開できるよう、解剖学・生理学・運動学など復習しておく 2．

作業療法的介入を考えるにあたり、作業遂行や作業科学について復習しておく 3．作業の遂行を考えるにあた

り、日常生活活動学について復習しておく 4．総合臨床実習に向けて事例検討を行う 

 

教科書 

クリニカル作業療法シリーズ 身体領域の作業療法 第 2版 大嶋伸雄編集 中央法規 

 

参考書 

1．PT/OT ビジュアルテキスト リハビリテーション基礎評価学 羊土社 2．リハビリテーションビジュアル

ブック 学研 3．病気が見える７ 脳・神経 MEDIC MEDIA4．絵で見る脳と神経 しくみと障害のメカニズム

第３版 医学書院 5．標準作業療法学 専門分野 身体機能作業療法学 第３版 6．作業療法学全書 ４ 作

業治療学１ 身体障害 日本作業療法士会 共同医書出版 7．クリニカル作業療法シリーズ 身体領域の作

業療法 第２版 中央法規 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 C棟 7 階 19 号室と共同研究室にて、授業・会議などない時間で随時対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
身体障害作業療法治療学 各論:リウマチ

について学習する 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

2 
身体障害作業療法治療学 各論:リウマチ

について学習する 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

3 身体障害作業療法治療学 各論:癌 
予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す
全員 



る（4時間） 

4 身体障害作業療法治療学 各論:脊髄損傷 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

5 身体障害作業療法治療学 各論:神経難病 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

6 身体障害作業療法治療学 各論:神経難病 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

7 
身体障害作業療法治療学 各論:ハンドセ

ラピー 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

8 
身体障害作業療法治療学 各論:ハンドセ

ラピー 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

9 
身体障害作業療法治療学 各論:パーキン

ソン病 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

10 
身体障害作業療法治療学 各論:脊髄小脳

変性症 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

11 
身体障害作業療法治療学 各論:心臓リハ

ビリテーション 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

12 
身体障害作業療法治療学 各論：呼吸リハ

ビリテーション 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

13 
身体障害作業療法治療学 各論腎臓リハビ

リテーション 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

14 
身体障害作業療法治療学 各論国家試験対

策 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

15 
身体障害作業療法治療学 各論国家試験対

策 

予習・復習：シラバスに該当する内容につい

て予習し、授業内容をまとめ確認す

る（4時間） 

全員 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

2/3 回の出席必要 1.期末テスト<DP①> 

 
0.011 



授業科目名 精神障害作業療法治療学各論 (作業) 

主担当教員 小川 泰弘 担当教員 小川 泰弘 

科目ナンバリング SS20BOTC017 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各精神科疾患に対する精神科作業療法の治療の実際について学ぶ。各疾患の障害像の概要、その作業療法の

目的と課題、回復過程にあった援助、留意点を学ぶ。そして学習したことを事例をとおして、その症例にあ

った治療法を立案し、実際にロールプレイなどを行いながら疾患ごとに違う治療法について理解を深めてい

く。 

 

学修目標 

1. 各疾患に対する障害像を理解する＜DP①＞2. 各疾患にあった作業療法の目的と課題を考えることができる＜

DP①＞3. 各疾患にあった評価方法を立案できる＜DP①＞4. プログラムを立案できる＜DP①＞5. 回復過程に応

じた作業療法を考えることができる＜DP①＞6. 作業療法実施上の留意点について述べることができる＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

これまで学習してきたことの集大成となります。自ら考え問題解決行動をとるように授業に参加してくださ

い。 

 

教科書 

1）『精神障害と作業療法 新版』 山根 寛/三輪書店 ISBN978-4-89590-583-12)統合失調症患者の行動特性  

その支援とＩＣＦ [第三版]  昼田源四郎 金剛出版 ISBN978-4-7724-1793-83）作業療法学 ゴールド・

マスター・テキスト 精神障害作業療法学（改訂第２版） 改訂第２版 山口 芳文 メジカルビュー社 

ISBN978-4-7583-1675-0 4）PT/OT 国家試験 必修ポイント 障害別ＯＴ治療学 身体障害領域 発達障害

領域 精神障害領域 医歯薬出版 

 

参考書 

1）作業療法実践のための 6 つの理論―理論の形成と発展 岩崎テル子監訳 共同医書出版社 2）『国際生活

機能分類 ICF の理解と活用』 上田敏/萌文社 3）国際機能分類―国際障害分類改訂版ー ＷＨＯ 中央法規 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 2限（10:40~12:10） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
精神科作業療法疾患別アプローチについて

統合失調症に対する作業療法 1 

復習：精神科作業療法プロセスについて予

習：教科書にて疾患の勉強をしてお

く※予習、復習 2時間ずつ行う 

小川 

2 統合失調症に対する作業療法 2 

復習：精神科作業療法プロセスについて予

習：教科書にて疾患の勉強をしてお

く※予習、復習 2時間ずつ行う 

小川 

3 気分障害に対する作業療法 1 
復習：精神科作業療法プロセスについて予

習：教科書にて疾患の勉強をしてお
小川 



く※予習、復習 2時間ずつ行う 

4 気分障害に対する作業療法 2 

復習：精神科作業療法プロセスについて予

習：教科書にて疾患の勉強をしてお

く※予習、復習 2時間ずつ行う 

小川 

5 神経症性障害に対する作業療法 1 

復習：精神科作業療法プロセスについて予

習：教科書にて疾患の勉強をしてお

く※予習、復習 2時間ずつ行う 

小川 

6 神経症性障害に対する作業療法 2 

復習：精神科作業療法プロセスについて予

習：教科書にて疾患の勉強をしてお

く※予習、復習 2時間ずつ行う 

小川 

7 
摂食障害、パーソナリティ障害に対する作

業療法 1   

復習：精神科作業療法プロセスについて予

習：教科書にて疾患の勉強をしてお

く※予習、復習 2時間ずつ行う 

小川 

8 
摂食障害、パーソナリティ障害に対する作

業療法 2 

復習：精神科作業療法プロセスについて予

習：教科書にて疾患の勉強をしてお

く※予習、復習 2時間ずつ行う 

小川 

9 
てんかん、アルコール・薬物依存に対する作

業療法 1 

復習：精神科作業療法プロセスについて予

習：教科書にて疾患の勉強をしてお

く※予習、復習 2時間ずつ行う 

小川 

10 
心理教育・SST・認知行動療法・認知矯正療

法について 

復習：心理教育・SST・認知行動療法・認知

矯正療法の実施について予習：認知

行動療法について※予習、復習 2時

間ずつ行う 

小川 

11 治療者とは作業療法の基本構造 

予習：作業療法の基本構造について復習：精

神科作業療法プロセスについて※

予習、復習 2 時間ずつ行う 

小川 

12 
症例検討：症例提示(外観、第一印象をまと

める) 

復習：精神科作業療法プロセスについて予

習：教科書にて疾患の勉強をしてお

く※予習、復習 2時間ずつ行う 

小川 

13 
症例検討：治療計画立案まで（一般情報のま

とめ） 

復習：精神科作業療法の評価法について予

習：教科書にて疾患の勉強をしてお

く※予習、復習 2時間ずつ行う 

小川 

14 
症例検討：治療計画立案まで（作業療法評価

と行動特性の理解１） 

予習：精神科作業療法における ICF につい

て復習：症例を ICF の視点で理解す

る※予習、復習 2時間ずつ行う 

小川 

15 
症例検討：治療計画立案まで（作業療法評価

と行動特性の理解 2） 

予習：統合失調症の行動特性について復習：

症例の問題点と利点の抽出※予習、

復習 2時間ずつ行う 

小川 
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成績評価方法と基準 割合 

1.定期試験＜DP1＞ 

 
0.011 



授業科目名 高齢期障害作業療法治療学各論 (作業) 

主担当教員 由利 禄巳 担当教員 由利 禄巳／鍵野 将平 

科目ナンバリング SS20BOTC018 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

老年期障害作業療法とともに，認知機能に関連する記憶・注意・遂行などの高次機能障害の作業療法治療の

方法・根拠について学修する． 

 

学修目標 

老年期における作業療法の理解を有機的に深め，老年期の各種疾患や機能障害に対する作業療法実践の根拠を説明で

きる.＜DP①＞高次機能障害の作業療法治療プログラムについて説明できる＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．認知機能障害と高次機能障害の治療について学びます．認知症・高次機能障害の基本的な知識は各自整理

してください．2．ワークシートをまとめたノートを提出してもらいます．ファイリングして整理して期限内

に提出してください． 

 

教科書 

1.標準作業療法学専門分野，高齢期作業療法学第 3 版  松房利憲，新井健五 編  医学書院 2.認知症をも

つ人への作業療法アプローチ  宮口英樹 監修  メジカルビュー社 

 

参考書 

1. 小川敬之、竹田徳則、認知症の作業療法 第 2版、医歯薬出版  2. 山口晴保、認知症の正しい理解と包

括的医療・ケアのポイント 第 3版、協同医書出版  3. 宮永和夫 編、若年認知症－本人・家族が紡ぐ７つ

の物語－、中央法規 4. 本田哲三編、高次機能障害のリハビリテーション 実践的アプローチ 医学書院 5．

能登真一編、標準作業療法学専門分野 高次機能作業療法学 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

由利研究室／木曜日 2限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション・認知症のリハビリテ

ーションと作業療法 

予習：3年前期開講の「老年期障害作業療法

治療学総論」で学んだことを，復習

しておく．（2時間）復習：ワークシ

ートに講義概要のポイントをまと

める（2時間） 

由利 

2 薬物療法と非薬物療法 

予習：薬物療法・非薬物療法の目的，方法に

ついて調べる（2時間）．復習：ワー

クシートに講義のポイントをまと

める（2時間）． 

由利 

3 高次機能障害の作業療法（概論・注意障害） 

予習：高次機能障害・注意障害に対する作業

療法の目的，方法について調べる（2

時間）．復習：ワークシートに講義の

由利 



ポイントをまとめる（2時間）． 

4 半側空間無視に対する作業療法 

予習：半側空間無視に対する作業療法の目

的，方法について調べる（2時間）．

復習：ワークシートに講義のポイン

トをまとめる（2時間）． 

由利 

5 記憶障害に対する作業療法 

予習：記憶障害に対する作業療法の目的，方

法について調べる（2時間）．復習：

ワークシートに講義のポイントを

まとめる（2時間）． 

由利 

6 行為・行動障害に対する作業療法 

予習：行為・行動障害に対する作業療法の目

的，方法について調べる（2時間）．

復習：ワークシートに講義のポイン

トをまとめる（2時間）． 

由利 

7 遂行機能障害に対する作業療法 

予習：遂行機能障害に対する作業療法の目

的，方法について調べる（2時間）．

復習：ワークシートに講義のポイン

トをまとめる（2時間）． 

由利 

8 
老年期障害・認知機能障害に対する作業療

法 まとめ 

予習：老年期障害・認知機能障害に対する作

業療法の目的，方法について調べる

（2時間）．復習：ワークシートに講

義のポイントをまとめる（2時間）． 

由利 

9    
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11    
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成績評価方法と基準 割合 



１）講義で配布したワークシートをファイリングして提出.＜DP①＞２）認知症・高次機能障害の作業療法治

療に関する試験＜DP①＞質問は基本的に講義内でフィードバックします．定期試験の結果は再試験対

象者には解説を行います． 

 

１）ワー

クシート

（ノート）

20％２）

定 期 試

験 80％ 



授業科目名 発達障害作業療法治療学各論 (作業) 

主担当教員 伊藤 直子 担当教員 伊藤 直子／金森 幸 

科目ナンバリング SS20BOTC019 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１，２年生で学んだ、健常児の発達や小児の病理を基盤に、疾患をもつ子どもの年齢に応じた作業療法プロ

グラムを作成していく。作業療法を必要とする子どもたちのシナリオを題材に、必要な情報収集や調査を行

いながら、評価や治療計画を作成、実際の治療や指導のプログラムを遂行する。 

 

学修目標 

発達領域でよく使われる治療手法を理解する。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

具体的な支援技術を学びます。基本的な学習は前期ですませておいてください。 

 

教科書 

イラストでわかる発達障害の作業療法 監修上杉雅之、編集辛島千恵子 医歯薬出版株式会社「小児リハ評

価ガイド 統合と解釈を理解するための道しるべ」 楠本泰士/メジカルビュー社 ISBN 978-4758319485 

 

参考書 

作業療法学ゴールドマスターテキスト「発達障害作業療法学」Medical View 社 

 

研究室／オフィスアワー 

金曜日 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション、低出生体重児の育児

支援 

課題：NICU 環境や後方支援の仕組み、障害

児の育児環境を知る関連内容に関

しての予習・復習を各 1時間ずつ行

うこと。 

伊藤 

2 脳性麻痺 痙直型 

運動発達の重要性と上肢活動・視覚認知・巧

緻協調動作の発達関連内容に関し

ての予習・復習を各 2時間ずつ行う

こと。 

ゲスト

スピー

カー 

3 脳性麻痺 アテトーゼ型 

運動発達の重要性と上肢活動・視覚認知・巧

緻協調動作の発達関連内容に関し

ての予習・復習を各 2時間ずつ行う

こと。 

ゲスト

スピー

カー 

4 重症心身障害児 

集団生活での支援・友達関係関連内容に関

しての予習・復習を各 2時間ずつ行

うこと。 

ゲスト

スピー

カー 

5 知的障害・ダウン症 

言語発達の基盤作りと日常生活指導関連内

容に関しての予習・復習を各 2時間

ずつ行うこと。 

ゲスト

スピー

カー 

6 発達障害（自閉性スペクトラム症） 
感覚運動障害を考慮した支援方法、生活に

おける支援関連内容に関しての予

ゲスト

スピー



習・復習を各 2時間ずつ行うこと。 カー 

7 発達障害（注意欠陥多動症、学習障害） 

障害特性と学校生活で求められることの関

係とその準備関連内容に関しての

予習・復習を各2時間ずつ行うこと。 

ゲスト

スピー

カー 

8 発達障害児の地域生活 

地域生活における目標設定・多職種との連

携・家族支援関連内容に関しての予

習・復習を各 2時間ずつ行うこと。 

伊藤 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①出席と授業態度＜DP①＞②定期試験＜DP①＞ 

 

①20%

②80% 



授業科目名 義肢装具学 (作業) 

主担当教員 小林 貴代 担当教員 
小林 貴代／中村 めぐみ／兼田 

敏克 

科目ナンバリング SS20BOTB020 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

義肢・装具・補装具における、種類・機能・構造を知り、適応・処方などが理解できるよう学修する。また日

常生活活動における機能の代償・代替・補完としての義肢装具療法を知り、QOL の維持拡大について考えるこ

とが出来るよう学修する。 

 

学修目標 

１．義肢・装具・補装具の基本的な種類・構造・機能について説明できる<DP①④> ２．各義肢・装具の適応につい

て考えることが出来る<DP①④> ３．作業療法における基本的な装具療法を考えることが出来る<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書・参考書・視聴覚教材・配付資料など全ての内容に目を通すこと。＜授業の進め方＞１総論・各論は視

聴覚教材を導入した一斉講義を行う２装具制作実習では演習・グループ討議・発表などを行う 

 

教科書 

義肢装具と作業療法 評価から実践まで 大庭潤平・西村誠次・柴田八衣子編著 医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

義肢装具のチェックポイント 第 8 版 監修日本整形外科学会 医学書院作業療法学全書 改訂第 3 版 作

業療法技術学１ 「義肢装具学」 古川宏編集 共同医書出版リハビリテーション義肢装具学 清水順市・

青木主税編集 Medical View 装具学 日本技師装具学会監修 飛松好子・高嶋孝倫編 医歯薬出版株式会社

義肢学 日本義肢装具学会監修 澤村誠志・田澤英二・内田充彦編 医歯薬出版株式会社 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 C棟 7 階 19 号室,共同研究室にて、木曜午前，講義時間後 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション（学修の目的・授業内容

について）義肢装具に関するオリエンテー

ション 

教科書で予習し配布プリント等で復習する

（1時間） 

中村・

兼田・

小林 

2 
義肢装具の歴史と概要義肢・装具の種類と

分類 

義肢装具の歴史を知り、総論を学ぶ。視聴覚

教材にて理解を深める。教科書で予

習し配布プリント等で復習する（1

時間） 

中村・

兼田・

小林 

3 
義肢（義足について）・義足の構造と機能下

肢装具 

義足/・下肢装具の構造と機能について学

ぶ.教科書で予習し配布プリント等

で復習する（1時間） 

河村 

4 上肢装具末梢神経損傷 
装具を知り、種類と構造を学ぶ。教科書で予

習し配布プリント等で復習する（1

中村・

兼田・



時間） 小林 

5 
上肢装具（アクティブラーニング・グループ

ワーク①） 

教科書で予習し配布プリント等で復習する

（1時間） 

中村・

兼田・

小林 

6 
上肢装具（アクティブラーニング・グループ

ワーク②） 

教科書で予習し配布プリント等で復習する

（1時間） 

中村・

兼田・

小林 

7 義手の構造と機能義手適応の実際 

義手の構造と機能について学ぶ。教科書で

予習し配布プリント等で復習する

（1時間） 

中村・

兼田・

小林 

8 
義手（アクティブラーニング・グループワー

ク①） 

教科書で予習し配布プリント等で復習する

（1時間） 

中村・

兼

田

・

小

林 

9 義手，装具に関する総合学習 
教科書で予習し配布プリント等で復習する

（1時間） 

中村・

兼田・

小林 

10 スプリント作成演習① 

熱可塑性樹脂を使ったスプリントの作成に

ついて事前学習を行う．教科書で予

習し配布プリント等で復習する（1

時間） 

中村・

兼

田

・

小

林 

11 装具（上肢装具）スプリント制作演習② 

上肢装具スプリントを作成する熱可逆性素

材使用 教科書で予習し配布プリ

ント等で復習する（1時間） 

中村・

兼

田

・

小

林 

12 スプリント制作演習③ 

上肢装具スプリントを作成する熱可逆性素

材使用 教科書で予習し配布プリ

ント等で復習する（1時間） 

中村・

兼

田

・

小

林 

13 スプリント制作演習④ 

上肢装具スプリントを作成する熱可逆性素

材使用 教科書で予習し配布プリ

ント等で復習する（1時間） 

中村・

兼

田

・

小

林 

14 グループワーク１義手体験演習① 

電動義手・体験型義手などを体験する教科

書で予習し配布プリント等で復習

する（1時間） 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー

，

中

村

・

兼

田

・

小

林 

15 グループワーク２義手体験演習② 

電動義手・体験型義手などを体験する教科

書で予習し配布プリント等で復習

する（1時間） 

ゲスト

ス

ピ

ー



カ

ー

，

中

村

・

兼

田

・

小

林 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

2/3 回以上の出席が必要 1.期末テスト<DP①④> 2.レポート・課題提出<DP①④> これらを総合的に評

価する 

 

1.80%2.

20% 



授業科目名 身体障害作業療法治療学演習 (作業) 

主担当教員 東 泰弘 担当教員 

東 泰弘／西垣 孝行／藤江 建

朗／辻 義弘／小林 貴代／中村 

めぐみ／中西 一／兼田 敏克 

科目ナンバリング SS20BOTC023 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

身体障害領域における作業療法の治療的介入方法を知り、疾患の特性に合わせた治療および支援・技術を学

ぶ。治療学として、評価の選択・評価の実施・問題点の抽出・目標設定・治療プログラム立案の経過に合わ

せ、患者自身の「生活」を支援する技術を学ぶ。 

 

学修目標 

1.作業療法的介入を学び、作業療法士の役割を考える<DP①④> 2.疾患別に評価から治療までの経過を説明すること

ができる<DP①④> 3.作業療法で用いられる治療的支援技術について学修する<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．基礎医学の知識の総まとめとして疾患に展開できるよう、解剖学・生理学・運動学など復習しておく２．

作業療法的介入を考えるにあたり、作業遂行や作業科学について復習しておく３．作業の遂行を考えるにあ

たり、日常生活活動学について復習しておく４．総合臨床実習に向けて事例検討を行う 

 

教科書 

特に定めない配布プリント 

 

参考書 

１．PT/OT ビジュアルテキスト リハビリテーション基礎評価学 羊土社２．リハビリテーションビジュアル

ブック 学研３．病気が見える７ 脳・神経 MEDIC MEDIA４．絵で見る脳と神経 しくみと障害のメカニズ

ム第３版 医学書院５．標準作業療法学 専門分野 身体機能作業療法学 第３版６．作業療法学全書 ４ 

作業治療学１ 身体障害 日本作業療法士会 共同医書出版７．クリニカル作業療法シリーズ 身体領域の

作業療法 第２版 中央法規 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 C棟 7 階 19 号室と共同研究室にて、授業・会議などない時間で随時対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション、臨床評価実習の振り

返り 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1 時間）臨床評価実習で経験し

た症例を振り返り共有する。 

小林・

中村・

中西・

東 

2 
身体作業療法治療学演習:臨床評価実習の

振り返り 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1 時間）臨床評価実習で経験し

た症例を振り返り共有する。 

小林・

中村・

中西・

東 



3 
身体作業療法治療学演習:評価実技グルー

プ学習 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1 時間）臨床評価実習で経験し

た症例に対して実施した評価をグ

ループ単位で復習し実践する。 

小林・

中村・

中西・

東 

4 
身体作業療法治療学演習:評価実技グルー

プ学習 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1 時間）臨床評価実習で経験し

た症例に対して実施した評価をグ

ループ単位で復習し実践する。 

小林・

中村・

中西・

東 

5 
身体作業療法治療学演習:paper patient レ

ジュメ作成 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1時間）paper patient に対して

の統合と解釈を実施し、プログラム

立案をするまでのレジュメを作成

する。 

小林・

中村・

中西・

東 

6 
身体作業療法治療学演習:paper patient レ

ジュメ作成 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1時間）paper patient に対して

の統合と解釈を実施し、プログラム

立案をするまでのレジュメを作成

する。 

小林・

中村・

中西・

東 

7 
身体作業療法治療学演習:プログラム立案

と実技 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1時間）paper patient に対して

立案したプログラムをグループ内

で実践する。 

小林・

中村・

中西・

東 

8 
身体作業療法治療学演習:プログラム立案

と実技 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1時間）paper patient に対して

立案したプログラムをグループ内

で実践する。 

小林・

中

村

・

中

西

・

東 

9 
身体作業療法治療学演習:OSCE（プログラム

実施） 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1 時間）実践したプログラムの

実技試験を OSCE 形式で実施する。 

小林・

中村・

中西・

東 

10 
身体作業療法治療学演習:OSCE（プログラム

実施） 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1 時間）実践したプログラムの

実技試験を OSCE 形式で実施する。 

小林・

中

村

・

中

西

・

東 

11 
身体作業療法治療学演習呼吸・循環・透析

（臨床工学実習室演習） 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1時間） 

藤江・

西

垣

・

辻 

12 
身体作業療法治療学演習摂食嚥下ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝ

ｸﾞ 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1時間） 

小林・

中

村

・

中

西

・

東 

13 
身体作業療法治療学演習摂食嚥下ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝ

ｸﾞ 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1時間） 

小林・

中

村

・

中

西

・

東 



14 
身体作業療法治療学演習ハンドセラピー超

音波 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1時間） 

小林・

中

村

・

中

西

・

東 

15 
身体作業療法治療学演習ハンドセラピー超

音波 

予習・復習：演習の準備と振り返り学修を行

う（1時間） 

小林・

中

村

・

中

西

・

東 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

4/5 回は出席必要１．OSCE<DP①④> ２．提出物<DP①④> など総合的に評価する。なお、OSCE 試験

およびレポートなどの提出物はルーブリックを用いて評価する。 

 

1.70%2.

30% 



授業科目名 精神障害作業療法治療学演習 (作業) 

主担当教員 橋本 弘子 担当教員 橋本 弘子／小川 泰弘 

科目ナンバリング SS20BOTC024 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

治療は評価が終了してから始まるのではなく、作業療法士と出会ったときから始まっている。その治療をは

じめるにあたり、まずは作業療法の特徴である、作業という媒体を多様な場で使用するために論理的に治療

条件を整理する方法を学修する。そして治療構造を理解できるようにする。さらに理解を深めるために、様々

な症例検討を通して、疾患別に治療目標、プログラム作成、実施計画を立案できるようにし、授業の演習を

経て、臨床実習にて実施できるようにする。 

 

学修目標 

1.  対象者にあった作業療法の目的と課題を考えることができる＜DP①④＞2. 評価方法を立案できる＜DP①④＞

3. 理論をベースにした治療法を考えることができる＜DP①④＞4. プログラムを立案できる＜DP①④＞5. 治療

実施計画を立案できる＜DP①④＞6.  論理的な思考に基づいて評価から治療計画までが一貫して立案、実施できるよ

うになる。＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

この授業は主に症例検討を行います。臨床的疑問を持ちそれらを明らかにしていく過程を身につけられるよ

うに、積極的に授業に参加してください。 

 

教科書 

１）『精神障害と作業療法 新版』 山根 寛/三輪書店 ISBN978-4-89590-583-1２）統合失調症患者の行動

特性  その支援とＩＣＦ [第三版]  昼田源四郎 金剛出版 ISBN978-4-7724-1793-8３）改訂第 2 版 

作業療法学 ゴールド・マスター・テキスト 精神障害作業療法学 ISBN978-4-7583-1675-0 

 

参考書 

１）作業療法実践のための 6つの理論―理論の形成と発展 岩崎テル子監訳 共同医書出版社２）『国際生活

機能分類 ICF の理解と活用』 上田敏/萌文社３）国際機能分類―国際障害分類改訂版ー ＷＨＯ 中央法規 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 2限（10:40~12:10） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 症例検討：治療計画立案①全体像の把握１ 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読症例の特性を考

える※予習、復習ともに 1 時間ずつ

行う 

橋本・

小川 

2 
症例検討：治療計画立案－全体像の把握と

問題点、治療目標の設定 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読,問題点の抽出

※予習、復習ともに 1時間ずつ行う 

橋本・

小川 



3 
症例検討：治療計画立案－全体像の把握と

治療計画立案１ 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読,治療計画立案

心身機能を考える※予習、復習とも

に 1時間ずつ行う 

橋本・

小川 

4 
症例検討：治療計画立案－全体像の把握と

治療計画立案 2 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読,全体像を考え

本人の希望、ニーズと照らし合わせ

る※予習、復習ともに 1時間ずつ行

う 

橋本・

小川 

5 
症例検討：治療計画立案－全体像の把握と

治療計画立案 3 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読,利点、問題点の

抽出※予習、復習ともに 1 時間ずつ

行う 

橋本・

小川 

6 
症例検討：治療計画立案－全体像の把握と

治療計画立案 4 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読,治療計画立案

※予習、復習ともに 1時間ずつ行う 

橋本・

小川 

7 特別講義 実際の治療について 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読,治療計画準備

※予習、復習ともに 1時間ずつ行う 

橋本・

小川 

8 
症例検討：治療計画立案－全体像の把握と

治療計画立案 5 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読,治療計画準備

※予習、復習ともに 1時間ずつ行う 

橋本・

小

川 

9 治療プログラム SST/心理教育を学ぶ 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：SST/心理教育について調べ

る※予習、復習ともに 1時間ずつ行

う 

橋本・

小川 

10 治療プログラム SST/心理教育を学ぶ 

復習：SST/心理教育について予習：SST/心理

教育について※予習、復習ともに 1

時間ずつ行う 

橋本・

小

川 

11 
症例検討：治療計画立案－全体像の把握と

治療計画立案 6 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読,治療計画準備

※予習、復習ともに 1時間ずつ行う 

橋本・

小

川 

12 症例検討：発表準備 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読,治療計画実施

について再考※予習、復習ともに 1

時間ずつ行う 

橋本・

小

川 

13 症例検討：発表準備 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読,治療計画実施

について発表準備※予習、復習とも

に 1時間ずつ行う 

橋本・

小

川 

14 症例検討：症例発表 1 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読,治療計画実施

について発表※予習、復習ともに 1

時間ずつ行う 

橋本・

小

川 

15 症例検討：症例発表 2振り返り 

復習：評価から治療までのプロセスについ

て予習：症例の熟読,治療計画実施

について発表※予習、復習ともに 1

時間ずつ行う 

橋本・

小

川 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.定期試験（口頭試問：ルーブリック評価）＜DP1＞再試対象者には本試験でのフィードバックを行う 2.発

表＜DP1,4＞講評を行う 3.課題レポート＜DP1,4＞返却しフィードバックを行う 4/5 以上の出席を成績評価

対象とする 

 

1.60%2.

10%3.30

% 



授業科目名 高齢期障害作業療法治療学演習 (作業) 

主担当教員 由利 禄巳 担当教員 由利 禄巳／鍵野 将平 

科目ナンバリング SS20BOTC025 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

老年期障害領域における作業療法の主要な対象疾患である認知症の非薬物療法について再確認し、実際に学

外の施設等に出向いて認知症高齢者とのコミュニケーションをはかり、認知症高齢者とのコミュニケーショ

ン力を養うとともに、観察力を通じてアセスメントを行い、非薬物療法の理論に基づいた集団療法について、

グループごとに企画する。企画した集団療法は、先に出向いた学外の施設等でコミュニケーションをはかり

観察をした認知症高齢者を対象に行う。また、集団療法実施後に振り返りを行い、更に作業療法士として認

知症高齢者に対する非薬物療法、そして集団療法の担い手となれるよう、その能力を養う． 

 

学修目標 

老年期障領域におけるさまざまな問題を理解し，作業療法のより実践的な知識と技術を身につける．＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．集団療法をグループごとに企画・実施するため，グループ内でのディスカッションや実践が中心となる．

そのため，各自が積極的に取り組むこと２．単なるレクリェーションにとどまらず，非薬物療法（特に回想

法や RO や音楽療法）の理論を取り入れた集団療法を考えること．２．学外施設での体験が多いため、遅刻等

は厳禁である．感染症対策が不十分な場合は学外施設実習の参加を認めないことがある．３．健康管理に関

する提出物・その他レポート等の提出期限・時間は厳守すること． 

 

教科書 

標準作業療法学専門分野，高齢期作業療法学第 3版  松房利憲，新井健五 編  医学書院認知症をもつ人へ

の作業療法アプローチ  宮口英樹 監修  メジカルビュー社 

 

参考書 

1.小川敬之、竹田徳則、認知症の作業療法 第 2版、医歯薬出版  2.山口晴保、認知症の正しい理解と包括

的医療・ケアのポイント 第 3版、協同医書出版  3.宮永和夫 編、若年認知症－本人・家族が紡ぐ７つの物

語－、中央法規 

 

研究室／オフィスアワー 

由利研究室／木曜日 2限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション・非薬物療法とは 

あらかじめ，老年期作業療法治療学総論や

各論で学修した，認知症の人に対す

る非薬物療法について復習してお

くこと．（予習復習 2時間） 

由利 

2 非薬物療法・コミュニケーション実施計画 
予習：認知症高齢者の症状とコミュニケー

ションの留意点について調べる復
由利 



習：非薬物療法の目的、方法につい

て復習し、施設実習におけるコミュ

ニケーションと情報収集の計画を

立案する（2時間） 

3 
学外施設における施設におけるコミュニケ

ーション演習 

予習：施設の方からの情報収集項目，集団療

法の対象となる認知症高齢者のア

セスメント項目（観察や会話）をイ

メージする（2時間）．復習：施設の

方から得られた情報，集団療法の対

象となる認知症高齢者について観

察・コミュニケーション記録を SOAP

法で記録する（2時間）． 

由利 

4 
学外施設における施設におけるコミュニケ

ーション演習 

予習：施設の方からの情報収集項目，集団療

法の対象となる認知症高齢者のア

セスメント項目（観察や会話）をイ

メージする（2時間）．復習：施設の

方から得られた情報，集団療法の対

象となる認知症高齢者について観

察・コミュニケーション記録を SOAP

法で記録する（2時間）． 

由利 

5 
学外施設における施設におけるコミュニケ

ーション演習 

予習：施設の方からの情報収集項目，集団療

法の対象となる認知症高齢者のア

セスメント項目（観察や会話）をイ

メージする（2時間）．復習：施設の

方から得られた情報，集団療法の対

象となる認知症高齢者について観

察・コミュニケーション記録を SOAP

法で記録する（2時間）． 

由利 

6 
コミュニケーション演習の振り返り 非薬

物療法計画立案 

予習：グループで情報収集項目や対象者の

情報を共有する（2時間）．復習：集

団療法計画書の作成と提出（2時間） 

由利 

7 
ゲストスピーカー介護老人保健施設の作業

療法士より非薬物療法実施の実際 

予習：グループで情報収集項目や対象者の

情報を共有する（2時間）．復習：集

団療法計画書の作成と提出（2時間） 

由利 

8 
グループディスカッション（非薬物療法計

画立案） 

予習：グループで情報収集項目や対象者の

情報を共有する（2時間）．復習：集

団療法計画書の作成と提出（2時間） 

由利 

9 
学外施設における体験学習（集団療法の実

施） 

予習：非薬物療法実施計画書の提出と実施

準備（2時間）．復習：事後課題（対

象者への効果・振り返り）の作成（2

時間）． 

由利 

10 
学外施設における体験学習（集団療法の実

施） 

予習：非薬物療法実施計画書の提出と実施

準備（2時間）．復習：事後課題（対

象者への効果・振り返り）の作成（2

時間）． 

由利 

11 
学外施設における体験学習（集団療法の実

施） 

予習：非薬物療法実施計画書の提出と実施

準備（2時間）．復習：事後課題（対

象者への効果・振り返り）の作成（2

時間）． 

由利 

12 
学外施設における体験学習（集団療法の実

施）の報告（発表） 

予習：実施した非薬物療法の実施内容・対象

者への効果，振り返りについて発表

資料にまとめる（2時間）．復習：他

のグループの発表を聴いて，非薬物

療法の効果，実施における注意点，

作業療法士の役割についてまとめ

る（2時間）． 

由利 

13 
学外施設における体験学習（集団療法の実

施）の報告（発表） 

予習：実施した非薬物療法の実施内容・対象

者への効果，振り返りについて発表

資料にまとめる（2時間）．復習：他

のグループの発表を聴いて，非薬物

療法の効果，実施における注意点，

作業療法士の役割についてまとめ

る（2時間） 

由利 



14 
学外施設における体験学習（集団療法の実

施）の報告（発表） 

予習：実施した非薬物療法の実施内容・対象

者への効果，振り返りについて発表

資料にまとめる（2時間）．復習：他

のグループの発表を聴いて，非薬物

療法の効果，実施における注意点，

作業療法士の役割についてまとめ

る（2時間） 

由利 

15 
老年期障害作業療法治療学演習のまとめ 

治療実施とは 

予習：他のグループの発表を聴いて，非薬物

療法の効果，実施における注意点，

作業療法士の役割についてまとめ

る（2 時間）復習：老年期障害作業

療法治療演習で学んだことをまと

める（2時間）． 

由利 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1)学外施設での集団療法の計画書および実施内容（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP①④

＞2)レポート（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP①④＞3)演習科目であるため、必要出席回

数は「授業回数の 5 分の 4 以上」を採用する課題に対するフィードバックは講義時に行う． 

 

1)60%2)

40% 



授業科目名 発達障害作業療法治療学演習 (作業) 

主担当教員 伊藤 直子 担当教員 伊藤 直子／金森 幸 

科目ナンバリング SS20BOTC026 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

前半の授業では、各論と合わせて発達領域の主だった疾患の作業療法の実際を、外部講師(臨床実習地教育者)

の講義で学ぶ。また、作業療法に必要な技術を確認する。後半は、総論で学んだ知識や評価を用いて、年齢や

障害を配慮した作業を創造する｡ 

 

学修目標 

要請にこたえる支援技術の獲得＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

日頃から素材の確保やアイデアの集積を行う対象者の全体像を把握した支援機器の作成を心掛ける 

 

教科書 

「小児リハ評価ガイド 統合と解釈を理解するための道しるべ」 楠本泰士/メジカルビュー社 ISBN 978-

4758319485 

 

参考書 

子どもの AAC 入門など 

 

研究室／オフィスアワー 

金曜日 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション・集団活動 

ライフステージに応じた発達課題について

自己の治療的応用、作業の活用、グ

ループワークの必要性予習・復習を

合計 1時間行うこと。 

全教員 

2 肢体不自由児への介入・実技① 

正常発達、姿勢反応、運動学、姿勢分析、座

位と上肢機能の関係性予習・復習を

合計 1時間行うこと。 

ゲスト

スピー

カー 

3 肢体不自由児への介入・実技② 

正常発達、姿勢反応、運動学、姿勢分析、座

位と上肢機能の関係性予習・復習を

合計 1時間行うこと。 

ゲスト

スピー

カー 

4 重度心身障害児への介入・実技 
姿勢変換と介助方法予習・復習を合計 1 時

間行うこと。 

ゲスト

スピー

カー 

5 摂食について 介入方法と支援方法 
食事姿勢、嚥下機能、食形態、介助技術予習・

復習を合計 1 時間行うこと。 
伊藤 

6 
感覚運動遊び（運動あそびと感覚）と生活課

題 

姿勢反応、感覚について、発達障害児の特

性、遊具使用時のリスク管理予習・

復習を合計 1 時間行うこと。 

ゲスト

スピー

カー 

7 視覚情報・聴覚情報の整備 
正常発達、作業分析、小児疾患の知識、道具

を用いた治的療介入や支援予習・復
金森 



習を合計 1時間行うこと。 

8 眼球運動・前庭迷路系刺激の評価と介入 
ビジョントレーニング予習・復習を合計1時

間行うこと。 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー 

9 上肢機能の評価と介入 
上肢運動機能、上肢機能の発達過程予習・復

習を合計 1時間行うこと。 

ゲスト

スピー

カー 

10 年齢別分析 

各年齢（1歳から小学校 6年まで）に求めら

れる学習内容や発達課題の確認予

習・復習を合計 1時間行うこと。 

全教員 

11 インクルーシブ実習① 

各年齢で障害児も含めた遊びや教育を設定

する予習・復習を合計 1時間行うこ

と。 

全教員 

12 インクルーシブ実習② 
グループで実際に活動を企画する予習・復

習を合計 1時間行うこと。 
全教員 

13 インクルーシブ実習③ 
発表用の資料を作成する予習・復習を合計 1

時間行うこと。 
全教員 

14 発表① 発表する予習・復習を合計 1 時間行うこと。 全教員 

15 発表② 発表する予習・復習を合計 1 時間行うこと。 全教員 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業中の取り組み＜DP①④＞②作品やレポート、提出物＜DP①④＞③プレゼンテーション＜DP①④

＞評価にはルーブリックを使用する 4/5 以上の出席が必要 

 

①20%

②20%

③60% 



授業科目名 総合リハビリテーション IPW 演習 (作業) 

主担当教員 松下 太 担当教員 松下 太／鍵野 将平 

科目ナンバリング SS20BOTC027 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

リハビリテーション医療は、応用的動作能力や社会適応能力の回復などを目的とした作業療法、言語聴覚能

力の回復などを目的とした言語聴覚療法、基本的動作能力の回復などを目的とした理学療法により構成され

る。いずれも実用的な日常生活における諸活動の実現を目的として行われるものである。本授業では，リハ

ビリテーション医療を担う専門職の中でも作業療法士と理学療法士を養成する２学科協働で共通演習形式に

て実践する。互いの専門性を理解しつつ、患者モデル（Paper patient=紙上患者）を用いて、リハビリテー

ション医療におけるチームアプローチを討議・経験・学修する。 

 

学修目標 

①リハビリテーション医療におけるチームアプローチの重要性を述べることができる。②リハビリテーション医療に

おけるIPWを経験し、他職種と相互に作用することの重要性を知る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語、メールなどには厳しく対処する。2）疑問点を大切にして常に自己で調べて解決するよう

に行動すること。3）出席は 4/5 以上を必要とし、その基準を満たした者について成績評価を行う。＊質問が

あれば，直接研究室にお越しください。また，MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも構いませ

ん。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

必要であれば，各自準備すること 

 

研究室／オフィスアワー 

松下 太：C棟 7 階研究室 17／木曜日２限目・昼休み（時間は事前に相談することが望ましい）中根征也：

E棟 4 階研究室／木曜日 4 時限目以降（時間は事前に相談することが望ましい）角田晃啓：E棟 4 階研究室

／在室時は随時国宗 翔：E棟 4 階研究室／金曜日 3・4 時限目（時間は事前に相談することが望ましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーションと症例提示 

予習：リハビリテーション医療における専

門性を復習しておく。理学療法士

（作業療法士）の役割を再確認して

おく。（30 分）復習：立案したアプ

ローチをわかりやすく説明できる

ように準備しておく。（30 分） 

中根松

下 

2 作業療法と理学療法の接点 
予習：作業療法士（理学療法士）の役割を再

確認しておく。（30 分）復習：作業

松下中

根 



療法と理学療法の違いと接点をま

とめておく。（30 分） 

3 症例検討１ 

予習：理学療法士（作業療法士）の役割を再

確認しておく。（30 分）復習：立案

したアプローチをわかりやすく説

明できるように準備しておく。（30

分） 

松下 

4 症例検討２ 

予習：理学療法士（作業療法士）の役割を再

確認しておく。（30 分）復習：立案

したアプローチをわかりやすく説

明できるように準備しておく。（30

分） 

松下 

5 症例検討３ 

予習：理学療法士（作業療法士）の役割を再

確認しておく。（30 分）復習：立案

したアプローチをわかりやすく説

明できるように準備しておく。（30

分） 

松下 

6 
リハビリテーションカンファレンスの実際

【教員による Case Conference】 

予習：作業療法士と理学療法士の専門性（職

能・役割など）について再確認して

おく。（30 分）復習：教員による Case 

Conference を通じ、リハビリテーシ

ョン医療におけるチーム医療の重

要性を理解する。（30 分） 

松下中

根 

7 リハビリテーション IPW｜１ 

予習：作業療法士と理学療法士の専門性に

ついて復習をしておく。（30 分）復

習：IPW で討議したことをまとめて

おく。（30 分） 

松下角

田国宗

中根 

8 リハビリテーション IPW｜２ 

予習：作業療法士と理学療法士の専門性に

ついて復習をしておく。（30 分）復

習：IPW で討議したことをまとめて

おく。（30 分） 

松下角

田

国

宗

中

根 

9 リハビリテーション IPW｜３ 

予習：作業療法士と理学療法士の専門性に

ついて復習をしておく。（30 分）復

習：IPW で討議したことをまとめて

おく。（30 分） 

松下角

田国宗

中根 

10 リハビリテーション IPW｜４ 

予習：作業療法士と理学療法士の専門性に

ついて復習をしておく。（30 分）復

習：IPW で討議したことをまとめて

おく。（30 分） 

松下角

田

国

宗

中

根 

11 プレゼンテーション｜１ 

予習：プレゼンテーションの準備（30 分）

復習：IPW や発表で得たことをまと

めておく。（30 分） 

松下角

田

国

宗

中

根 

12 プレゼンテーション｜２ 

予習：プレゼンテーションの準備（30 分）

復習：IPW や発表で得たことをまと

めておく。（30 分） 

松下角

田

国

宗

中

根 

13 プレゼンテーション｜３ 

予習：プレゼンテーションの準備（30 分）

復習：IPW や発表で得たことをまと

めておく。（30 分） 

松下角

田

国

宗

中

根 

14 
授業全体のまとめ｜１（グループでの振り

返り） 

予習：これまでの授業を復習しておく。（30

分）復習：リハビリテーション医療

松下角

田



の重要性についてまとめる。（30 分） 国

宗

中

根 

15 授業全体のまとめ｜２（学科でのまとめ） 

予習：これまでの授業を復習しておく。（30

分）復習：リハビリテーション医療

における理学療法士（作業療法士）

の役割や重要性についてまとめる。

（30 分） 

松下 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①プレゼンテーション（提示するルーブリックに基づき評価する）②最終レポート【出席】4/5 以上の出席を

必要とする。＊プレゼンテーション終了後に総評を伝える。 

 

①60 ％

②40％ 



授業科目名 地域作業療法学 (作業) 

主担当教員 由利 禄巳 担当教員 由利 禄巳 

科目ナンバリング SS20BOTC028 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

すべての人が住み慣れた地域で安心して暮らすために必要な制度や社会資源を理解した上で，その人が地域

生活を営むための基本的な知識・技術について学ぶ．地域特性をとらえる地域評価，地域リハビリテーショ

ンの概念，生活モデルの視点など地域作業療法における基本的な作業療法について教授する．この授業では

地域で生活する人への支援において，多職種とどのように協働していけばよいのか，その中で，作業療法理

論がどのように実践されるのかについて学ぶ．また，作業に焦点を当てた生活行為を向上させる作業療法を

提供するための支援ツールである「生活行為向上マネジメント（MTDLP）」の基本的な実施手順を教授する．

さらに，地域包括ケアシステムや総合事業において健康づくりを支援する予防作業療法について教授する． 

 

学修目標 

1) 地域リハビリテーションの概念を理解し，説明できる．＜DP①＞2) 地域作業療法に関わる法制度・社会資源・施

策とのつながりを理解し，説明できる．＜DP①＞3) 地域評価を実践し，地域の特性を捉え，理解し，報告すること

ができる．＜DP①④＞4) 予防作業療法について理解し，説明できる．＜DP①＞5) 生活向上マネジメント（MTDLP）

の基本的な実施手順を理解・説明し，各シートの作成ができる．＜DP①②＞6) 地域作業療法に関わる多職種との連

携について理解し，説明できる．＜DP①②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1) 積極的に地域リハビリテーション実践者の症例報告を読む．2) 地域評価ではフィールドワークも推奨す

る．3) 社会保障制度に関する新聞記事を読む． 

 

教科書 

1）大熊明・加藤明子編，標準作業療法学専門分野，地域作業療法学，医学書院. 

 

参考書 

1) 『地域リハビリテーション論 第 5版』 大田仁史，下斗米貴子，澤俊二，浜村明徳 / 三輪書店 2) PT・

OT ビジュアルテキスト 地域リハビリテーション学 重森健太，横井賀津志，羊土社． 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 2限目（10：40-12：10） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
地域リハビリテーションの歴史，対象，法制

度，実施施設． 

予習：法制度を整理する（2時間）． 復習：

地域リハビリテーションの概念を

まとめる（2時間）． 

由利 

2 

地域リハビリテーションの制度（医療保健、

介護保険と介護予防日常生活支援総合事

業） 

予習：地域リハビリテーションのプロセス

を図示する（2時間）．復習：医療保

健、介護保険の制度および関連施

由利 



設、利用方法についてまとめる(2 時

間）． 

3 

地域リハビリテーションの制度（ノーマラ

イゼーション、ソーシャルインクルージョ

ン、CBR、障害者総合支援法） 

予習・復習：地域リハビリテーションの制度

（ノーマライゼーション、ソーシャ

ルインクルージョン、CBR、障害者総

合支援法）について調べ、理解した

ことをまとめる（4時間）． 

由利 

4 地域包括ケアシステムとは 

予習：地域包括ケアシステムについて調べ

る（2時間）．復習：地域包括ケアシ

ステムに関する制度や社会資源お

よび自助，互助，共助，公助につい

て整理する（2時間）． 

由利 

5 

予防作業療法の目的と意義，プログラム，自

助・共助を促進する方法，ヘルスプロモーシ

ョンとは 

予習：予防作業療法の文献を読む（2時間）．

復習：予防作業療法に関連した評

価・プログラムなどについて整理す

る（2時間）． 

由利 

6 

地域評価：地域評価：地域の特徴と地域資源

について発表準備各地域の特徴と地域資源

について小グループで発表する 

予習：自分の関連する地域の特徴と地域資

源について調べまとめる（2時間）．

復習：自分の関連する地域の特徴と

地域資源についてパワーポイント

で発表できるよう準備する（2 時

間）． 

由利 

7 各地域の特徴と地域資源について発表する 

予習・復習：地域の特性とそれに応じた地域

資源の違いについてまとめる（4 時

間）．予習・復習：地域の特性とそれ

に応じた地域資源の違いについて

まとめる（4時間）． 

由利 

8 生活行為向上マネジメント（MTDLP）とは 

予習：MTDLPの背景について調べる（2時間）．

復習：生活行為と生活行為の障害に

ついて説明する（1時間）． 

由利 

9 
事例を通した生活行為向上マネジメント

（MTDLP）の理解①アセスメント 

予習：MTDLP を用いた事例について調べる（2

時間）．復習：模擬事例について

MTDLP の各シートに記載する（2 時

間）． 

由利 

10 
事例を通した生活行為向上マネジメント

（MTDLP）の理解②プラン 

予習：MTDLP を用いたプランについて調べる

（2時間）．復習：模擬事例について

MTDLP の各シートに記載する（2 時

間）． 

由利 

11 
事例を通した生活行為向上マネジメント

（MTDLP）の理解②連携 

予習：MTDLP を用いた連携について調べる（2

時間）．復習：模擬事例について

MTDLP の各シートに記載する（2 時

間）． 

由利 

12 
地域ケアシステムにおける作業療法士の役

割（1次予防～3次予防） 

予習：地域ケアシステムの概念図を書いて

理解し，作業療法の位置づけをまと

める（2時間）．復習：1,2,3 次予防

とは何かをまとめる．作業療法士が

実践する論文を講読する（2時間）． 

由利 

13 予防作業療法の実践（総合事業） 

予習：介護予防に関する総説を講読する（2

時間）．復習：予防作業療法の実践か

ら作業療法の役割について考えを

まとめる（2時間）． 

由利・

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー 

14 訪問作業療法の実践 

予習：訪問作業療法の役割をまとめる（2時

間）．復習：訪問作業療法の流れを図

示する（2時間）． 

由利・

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー



カ

ー 

15 
・地域作業療法の知識と技術の確認・確認試

験 

予習・復習：地域作業療法で学んだことを整

理する（2時間）． 
由利 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験＜DP①②＞②レポート（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP①②＞③発表（提示

するルーブリックに基づき評価する）＜DP①④＞レポート課題や発表へのフィードバックは講義内で行う．

質問がある場合は講義内及びメールで受け付ける．定期試験は返却はしないが，1 週間程度の期間で希

望者には説明を行う． 

 

①50%

②40%

③10% 



授業科目名 生活環境論 (作業) 

主担当教員 東 泰弘 担当教員 
東 泰弘／小林 貴代／兼田 敏

克 

科目ナンバリング SS20BOTC029 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

作業療法は機能の回復を目指すことはもちろんであるが、障害とともに自身の環境下で生活を営むことへの

支援も重要である。福祉用具の選択や活用技術、住宅改修などの生活環境論を学び、その人らしい生活を支

援することが作業療法の核であり、専門性である。身体機能・精神心理的機能・社会的背景など生活に必要

なすべての要因を広く捉え、作業療法士として、人の行為を支えることについて考え、学修する 

 

学修目標 

1.福祉用具について学び、名称や特徴、使用方法など説明できる<DP①④> 2.住宅環境について学び、略式平面図な

ど簡易に作成し改造案を考えることができる<DP①④> 3.人とモノの総合的な適応を考えることができる<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

作業療法の専門分野である生活環境の調整において、福祉用具や住宅改修を学び、作業療法士としての役割

を考えることができるよう、１・２年生で履修した日常生活活動学などの科目の復習を行う。 

 

教科書 

テクニカル作業療法シリーズ 「福祉用具・住環境整備の作業療法」 玉垣努・渡辺慎一編集 中央法規 

 

参考書 

標準作業療法学専門分野「日常生活活動・社会生活行為学」 浜口豊太編集 医学書院作業療法学ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏｽﾀ

ｰﾃｷｽﾄ「日常生活活動・福祉用具学」木之瀬隆編集 Medical View 福祉住環境コーディネーター検定試験 3級

公式テキスト 東京商工会議所編福祉住環境コーディネーター検定試験 2 級公式テキスト 東京商工会議所

編作業療法ジャーナル増刊号保存版 テクニカルエイド 生活の視点で役立つ選び方・使い方 三輪書店 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 C棟 7 階 19 号室にて、授業・会議などない時間で随時対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生活環境論 総論 
教科書の予習と配布物の復習を行う(1 時

間) 

小林・

東・兼

田 

2 福祉用具の概念と種類 

福祉用具の種類を知り、名称や特徴などを

学ぶ。目的や場面による選定や活用

についても学ぶ。教科書の予習と配

布物の復習を行う(1 時間) 

小林・

東・兼

田 

3 ADL と疾患（ベッド・床上動作関連） 

ベッド・マットレス・体圧測定・ポジショニ

ングなどを学ぶ教科書の予習と配

布物の復習を行う(1 時間) 

小林・

東・兼

田 



4 ADL と疾患（移乗移動関連） 

杖・歩行器・車いす・クッション・リフト・

スリング・ボード・シートなどにつ

いて学ぶ教科書の予習と配布物の

復習を行う(1 時間) 

小林・

東・兼

田 

5 ADL と疾患（食事関連） 

摂食嚥下機能について学び、食事用具など

の自助具を学ぶ。教科書の予習と配

布物の復習を行う(1 時間) 

小林・

東・兼

田 

6 ADL と疾患（整容・更衣関連） 

整容・更衣動作から衣類の工夫や動作分析

を行い、自助具などについて学ぶ。

教科書の予習と配布物の復習を行

う(1 時間) 

小林・

東・兼

田 

7 ADL と疾患（入浴関連） 

入浴に関連する、リフトやｽﾘﾝｸﾞ・シャワー

チェアーを学び、洗体に関連する自

助具についても学ぶ。教科書の予習

と配布物の復習を行う(1 時間) 

小林・

東・兼

田 

8 ADL と疾患（排泄関連） 

排泄関連用具を学び、おむつなどの装着体

験と解除技術を体験する教科書の

予習と配布物の復習を行う(1 時間) 

小林・

東

・

兼

田 

9 ADL と疾患（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・環境制御装置関連） 

コミュニケーション機器を体験し、使用方

法を学ぶ教科書の予習と配布物の

復習を行う(1 時間) 

小林・

東・兼

田 

10 住宅環境整備・住宅改修１ 
住環境評価を学ぶ(準備を行い資料を作成

する 1時間) 

小林・

東

・

兼

田 

11 住宅環境整備・住宅改修２ 
簡易略式平面図を学ぶ(準備を行い資料を

作成する 1時間) 

小林・

東

・

兼

田 

12 福祉用具プランニングの実際１ 事例１(準備を行い資料を作成する 1時間) 

小林・

東

・

兼

田 

13 福祉用具プランニングの実際２ 事例 2(準備を行い資料を作成する 1時間) 

小林・

東

・

兼

田 

14 福祉用具プランニングの実際 3 事例 3(準備を行い資料を作成する 1時間) 

小林・

東

・

兼

田 

15 福祉用具プランニングの実際 4 まとめ(準備を行い資料を作成する 1時間) 

小林・

東

・

兼

田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

4/5 回の出席が必要 1.期末テスト<DP①④> 2.小テスト、課題、レポートなど<DP①④> これらを総合的

に評価する 

 

1.70%2.

30% 



授業科目名 障害者地域生活支援論 (作業) 

主担当教員 伊藤 直子 担当教員 
伊藤 直子／小川 泰弘／鍵野 

将平 

科目ナンバリング SS20BOTC030 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

子どもや成人障害者の社会参加を支援するために、近隣の社会資源を実際に見学し、そこで働く人たちや利

用者にインタビューして、当事者の生活や将来への希望を傾聴する。 

 

学修目標 

ICFおよびMTDLP(活行為向上マネジメント）における、活動参加支援に必要な情報収集や環境調整に必要な手続きを

学ぶ<DP①②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自分の家族や近隣の人たちへの洞察を深め、支援技術を高める。発達・精神・身体・高齢期に関わらず包括的

な作業療法士をめざします。自分自身のふるまいや言動にも客観的な視点をもち、作業療法士としてふさわ

しい行動ができるようにしてください。 

 

教科書 

特にありません。各自で HP や図書館、フィールドワークで調査します 

 

参考書 

ケアからエンパワメントへ 北野誠一 ミネルヴァ書房 

 

研究室／オフィスアワー 

金曜日 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

基本的な考え方と用語の理解/MTDLP 生活行

為向上マネジメントの実践のためにライフ

ステージと作業療法日本の制度の現状 障

害者総合支援法などの理解 

予習：教科書・厚生労働省 HP で制度の確認

復習：ワークシートの作成（1時間） 
伊藤 

2 
外部講師①重度な障害をもつ人の自立生活

を知る 

予習：市民として、必要な制度を調べておく

復習：地域情報の調査（1時間） 

ゲスト

スピー

カー 

3 外部講師②生きづらさを持つ人への支援 
予習：現代社会の問題復習：地域資源の調査

（1時間） 

ゲスト

スピー

カー 

4 外部講師③精神科の地域包括支援・ACT など 
予習：精神科領域の地域支援復習：ACT の機

能（1時間） 

ゲスト

スピー

カー 

5 

乳幼児を取り巻く環境母子保健保育所等訪

問支援事業児童発達支援事業・相談支援課

題発表① 

予習：障がい児支援施策（厚生労働省 HP）

復習：児童発達支援・放課後等デイ

サービス調査（1時間） 

伊藤 



6 
学童期の課題・不登校など放課後等デイサ

ービス課題発表② 

予習：障がい児の就学について(大阪府 HP)

インクルーシブ教育（文部科学省

HP)復習：特別支援学校調査・教科学

習の調査（1時間） 

伊藤 

7 思春期・青年期の課題・就労支援課題発表③ 
予習：自立支援・就労支援の仕組み復習：就

労支援 A型・B 型調査（1時間） 
小川 

8 
青年期の課題・精神科領域の地域支援課題

発表④ 

予習：精神科関連の制度復習：自身の地域で

の課題や取り組み 
小川 

9 
成人期の課題・身体障害領域精神面のサポ

ート・リエゾン課題発表⑤ 

予習：この時期に見られる重度な障害と障

害者総合支援法復習：身近な地域で

の支援のための施設を調べる（1 時

間） 

小川 

10 
自立支援センター・相談支援施設課題発表

⑥ 

予習：重い障害をもつ人の地域生活復習：障

害者相談支援事業所調査（1時間） 
伊藤 

11 壮年期に見られる病気と予防課題発表⑦ 
予習：生活習慣病の予防復習：一次予防・二

次予防・三次予防 
伊藤 

12 
障がい者雇用・ハローワーク・定年課題発表

⑧ 

予習：障がい者就労の現実復習：就労支援施

設調査（1時間） 
小川 

13 
高齢期に見られる問題・介護予防課題発表

⑨ 

予習：背景を理解する学習復習：介護保険（1

時間） 
伊藤 

14 認知症と予防・ケア課題発表⑩ 
予習：認知症予防復習：地域の社会資源を知

る(1 時間) 
伊藤 

15 終末期・緩和ケア課題発表⑪ 
予習：背景を理解する学習復習：がんリハビ

リテーション・ホスピス（1時間） 
伊藤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業態度・提出物・質問<DP①②③>②テスト<DP①②③>③プレゼンテーション<DP①②③>4/5 以上

の出席を必要とする 

 

①20%

②20%

③60% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (作業)：伊藤 

主担当教員 伊藤 直子 担当教員 伊藤 直子 

科目ナンバリング SS20BOTC031 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

作業療法士は保健・医療・福祉領域のリハビリテーション専門職であり，臨床実践の質を高め，社会に貢献

していくためには実践の内容について研究していくことが重要な位置を占める．この科目では，作業療法研

究における必要性と意義を理解し，作業療法発展に繋がる研究を進めるための方法を修得する．具体的な内

容は、質的研究を中心に、インタビューやアンケート、参与観察などにより、臨床的な情報を収集し、その分

析手法を学ぶ。臨床的な思考や効果判定など、実際の現場にも役立つ研究方法を中心に取り組む。 

 

学修目標 

1）研究倫理について理解することができる．＜DP①②③④＞2）科学的・論理的に自分の意見を表現する．＜DP①④

＞3）作業療法研究の必要性と意義を説明できる．＜DP①④＞4）研究計画書を作成できる．＜DP①④＞5) 予備調査

や予備実験ができる．＜DP①④＞6）結果を分析し，解釈することができる．＜DP①④＞7）卒業論文作成の準備がで

きる．＜DP①④＞ 8）プレゼンテーションができる．＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）研究準備学習として，関心のあるテーマを幾つか提示できるように準備しておくこと．２）図書館で「作

業療法」や「作業療法ジャーナル」をはじめとする各学術雑誌の原著論文や総説を積極的に読んでおくこと．

３）常に，指導教員には研究の進捗状況の報告・連絡・相談をしながら，指導教員とよく話し合って研究活動

を進めること．４）期日や時間は必ず守ること． 

 

教科書 

竹田徳則・大浦智子編著，作業療法研究法，医歯薬出版株式会社，2017.山本澄子・谷浩明監修，すぐできる！

リハビリテーション統計，南江堂，2012. 

 

参考書 

グレッグ美鈴・麻原きよみ・横山美江編著，よくわかる質的研究の進め方・まとめ方 看護研究のエキスパ

ートをめざして第二版,医歯薬出版株式会社柴山真琴，こどものエスノグラフィー入門ー技法の基礎から活用

までー新曜社，2006 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 13:00～16:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究を始めるにあたって（1）・研究とは？・

臨床倫理と研究倫理・臨床疑問と研究の種

類 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味ある研究テーマを検討す

る（復習に 1 時間） 

松下 



2 
研究を始めるにあたって（2）・研究対象者の

選定・アウトカム・文献レビュー 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味あるテーマについて文献

検索をする（予習に 1時間） 

松下 

3 

研究の種類とデザイン・量的研究，調査研

究，質的研究，事例研究，尺度開発，文献研

究 

予習：量的研究と質的研究の違いについて

調べる（予習に 1時間）復習：調査

研究，事例研究，文献研究について

調べる（復習に 1時間） 

松下 

4 

統計の基礎・なぜ「統計」が必要なのか？・

統計学的手法の種類と選定方法・母集団と

標本・推計統計学とバイアス・度数分布・正

規分布・標準偏差 

予習：教科書の「統計の基礎」の章を熟読す

る（予習に 1 時間）復習：教科書の

例題を熟読し理解する（復習に 1時

間） 

松下 

5 研究計画，小テスト 

予習：統計の基礎について学習する（予習に

1 時間）復習：研究疑問を考え，研

究計画を推敲する（復習に 1時間） 

松下 

6 文献検索(１) 

予習：研究疑問からキーワードを抽出(予習

に 1 時間)復習：キーワードの関連

する文献を検索(復習に 1時間) 

伊藤 

7 文献検索(２) 

予習：キーワードの関する文献検索(予習に

1時間)復習：キーワードに関する文

献検索(復習に 1時間) 

伊藤 

8 文献レビューの作成(１) 

予習：文献レビューを作成(予習 1 時間)復

習：文献レビューを作成(復習 1 時

間) 

伊藤 

9 文献レビュー(２) 
予習：研究計画書の作成(予習 1時間)復習：

研究計画書の推敲(復習 1時間) 
伊藤 

10 
研究計画の作成(１)：研究疑問・テーマの焦

点化 

予習：研究計画書作成(予習に 1時間)復習：

研究計画書作成(復習に 1時間) 
伊藤 

11 研究計画作成(２)：対象と方法 
予習：研究計画書作成(予習に 1時間)復習：

研究計画書作成(復習に 1時間) 
伊藤 

12 研究計画作成(３)：分析方法・その他 
予習：研究計画書作成(予習に 1時間)復習：

研究計画書作成(復習に 1時間) 
伊藤 

13 
研究計画の作成(４)：研究計画確定・倫理申

請書の準備 

予習：研究計画書作成(予習に 1時間)復習：

研究計画書作成(復習に 1時間) 
伊藤 

14 フィールドワーク 
予習：研究環境の整備(予習に 1時間)復習：

データの整理(復習に 1時間) 
伊藤 

15 フィールドワーク 
予習：研究環境の準備(予習に 1時間)復習：

データの整理(復習に 1時間) 
伊藤 

16 フィールドワーク 
予習：研究環境の準備(予習に 1時間)復習：

データの整理(復習に 1時間) 
伊藤 

17 研究実施準備 
予習：実施準備(予習に 1 時間)復習：実施

準備(復習に 1 時間) 
伊藤 

18 中間発表準備(１) 
予習：中間発表準備(予習に 1 時間)復習：

スライドの作成(復習に 1時間) 
伊藤 

19 中間発表準備(２) 
予習：スライドの作成(予習に 1時間)復習：

スライドの遂行(復習に 1時間) 
伊藤 

20 研究進捗中間発表 
予習：発表準備(予習に 1時間)復習：反省・

質問の確認(復習に 1時間) 
伊藤 

21 中間発表の振り返り 
予習：質問の整理(予習に 1 時間)復習：意

見を確認(復習に 1時間) 
伊藤 

22 研究実施：データ収集 
予習：データの整理(予習に 1 時間)復習：

データの整理(復習に 1時間) 
伊藤 

23 研究実施：データ収集 
予習：データの整理(予習に 1 時間)復習：

データの整理(復習に 1時間) 
伊藤 

24 研究実施：データ収集 
予習：データの整理(予習に 1 時間)復習：

データの整理(復習に 1時間) 
伊藤 

25 研究実施：データ収集 
予習：データの整理(予習に 1 時間)復習：

データの整理(復習に 1時間) 
伊藤 

26 データ分析 
予習：データの整理(予習に 1 時間)復習：

データの整理(復習に 1時間) 
伊藤 

27 データ分析 
予習：データの整理(予習に 1 時間)復習：

データの整理(復習に 1時間) 
伊藤 



28 データ分析 
予習：データの整理(予習に 1 時間)復習：

データの整理(復習に 1時間) 
伊藤 

29 データ分析 
予習：データの整理(予習に 1 時間)復習：

データの整理(復習に 1時間) 
伊藤 

30 結果に対する考察 
予習：データ分析(予習に 1 時間)復習：文

書の作成(復習に 1時間) 
伊藤 

成績評価方法と基準 割合 

１）小テスト＜DP①④＞２）研究進捗中間発表＜DP①④＞※単位認定のための必要出席時間数は「5 分

の 4 以上」とする 

 

１）40％

２）60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (作業)：兼田 

主担当教員 兼田 敏克 担当教員 兼田 敏克 

科目ナンバリング SS20BOTC031 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

作業療法士は保険・医療・福祉りゅいきのリハビリテーション専門職であり、臨床実践の質を高め、社会に

貢献していくためには実践の内容について研究していくことが重要となる。この科目では、作業療法研究に

おける必要性と意義を理解し、作業療法発展につながる研究を進めるための方法を修得する。具体的な内容

としては、研究指導教員の元で研究テーマを決め、先行研究のレビュー、研究計画の作成を行う。学習成果

として、研究計画を中間発表会で報告する。研究領域は、主に身体障害領域の作業療法に結びつくような研

究テーマを取り上げる。対象としては、脳血管障害（高次脳機能障害を含む）、上肢機能、ADL、IADL、家族支

援、介護負担などである。研究手法は、観察研究や調査研究、複数の関連を調べる関連性の研究、介入研究、

尺度開発などの量的研究である。 

 

学修目標 

１．研究倫理について理解することができる。＜DP①②③④＞２．科学的・論理的に自分の意見を表現する。＜DP①④

＞３．作業療法研究の必要性と意義を説明できる。＜DP①④＞４．専門領域における資料及び文献収集ができる。＜

DP①④＞５．専門領域における調査などの研究方法を理解する。＜DP①④＞６．研究計画を作成できる。＜DP①④＞

７．予備調査や予備実験ができる。＜DP①④＞８．結果を分析し、解釈することができる。＜DP①④＞９．卒業論文

作成の準備ができる。＜DP①④＞１０．プ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．研究準備学習として、関心のあるテーマを幾つか提示できるように準備しておくこと２．図書館で「作

業療法」や「作業療法ジャーナル」をはじめとする各学術雑誌の原著論文や総説を積極的に読んでおくこと

３．常に、指導教員には研究の進捗状況の報告・連絡・相談をしながら、指導教員とよく話し合って研究を進

めること。４．学生自身が主体的に取り組むこと。５．期日や時間は必ず守ること 

 

教科書 

1)竹田徳則・大浦智子編著，作業療法研究法，医歯薬出版株式会社，20172)山本澄子・谷浩明監修，すぐでき

る！リハビリテーション統計，南江堂，2012 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜 3限、事前に話し合って日時を相談する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
研究を始めるにあたって（１）・研究とは？・

臨床倫理と研究倫理・臨床疑問と研究の種

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原
松下 



類 著論文を読む。（予習に 1 時間）復

習：予習と同様（復習に 1 時間） 

2 
研究を始めるにあたって（２）・研究対象者

の選定・アウトカム 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を読む。（予習に 1 時間）復

習：予習と同様（復習に 1 時間） 

松下 

3 

研究の種類とデザイン・量的研究、調査研

究、質的研究、事例研究、尺度開発、文献研

究 

予習：量的研究と質的研究の違いについて

調べる。（予習に 1時間）復習：調査

研究、事例研究、文献研究について

調べる（復習に 1時間） 

松下 

4 文献レビューと研究計画 

予習：興味のあるテーマについて文献検索

をする。（予習に 1時間）復習：研究

疑問を考え、研究計画を推敲する。

（復習に 1時間） 

松下 

5 研究計画、小テスト 

予習：統計の基礎について学習する。（予習

に 1時間）復習：研究疑問を考え、

研究計画を推敲する。（復習に 1 時

間） 

松下 

6 研究課題決定と文献検索・文献抄読 

文献レビュー方法を確認し、研究疑問に関

するキーワードの検討、キーワード

に関する文献を検索する（予習に 2

時間） 

兼田 

7 研究課題決定と文献検索・文献抄読 

文献レビュー方法を確認し、研究疑問に関

するキーワードの検討、キーワード

に関する文献を検索する（予習に 2

時間） 

兼田 

8 
研究課題決定と文献検索・文献抄読・文献レ

ビューの作成 

検索した文献から文献レビューを作成する

（予習復習に 2時間） 
兼田 

9 
研究課題決定と文献検索・文献抄読・文献レ

ビューの作成 

検索した文献から文献レビューを作成する

（予習復習に 2時間） 
兼田 

10 研究計画作成 研究計画の推敲（予習復習に 2時間） 兼田 

11 研究計画の作成 研究計画の推敲（予習復習に 2時間） 兼田 

12 研究計画の作成 研究計画の推敲（予習復習に 2時間） 兼田 

13 研究計画発表 
ゼミ内で研究計画を発表し、研究計画の確

定を行う（予習復習に 2時間） 
兼田 

14 予備調査 
研究計画に基づいた資料の作成と実際にゼ

ミ内で行う（予習復習に 2 時間） 
兼田 

15 予備調査 
研究計画に基づいた資料の作成と実際にゼ

ミ内で行う（予習復習に 2 時間） 
兼田 

16 予備調査 

予備調査を結果をまとめて研究計画の修正

を確認し、ゼミ内で共有する資料を

作成する（予習復習に 2時間） 

兼田 

17 研究実施準備 
倫理審査書類の作成をおこなう 必要な物

品を準備する（予習復習に 2時間） 
兼田 

18 中間発表準備 中間発表資料の作成（予習復習に 2時間） 兼田 

19 中間発表準備 中間発表資料の作成（予習復習に 2時間） 兼田 

20 研究進捗中間発表 

予習：発表の準備（1時間）復習：発表で受

けた質問や助言を振り返り、まとめ

る（1時間） 

兼田 

21 中間発表の振り返り 
中間発表の内容をもとに研究計画の修正、

整理を行う（復習に 2時間） 
兼田 

22 データ収集 

収集したデータの保管と実施した記録をエ

クセルデータとして記録する（復習

に 2時間） 

兼田 

23 データ収集 

収集したデータの保管と実施した記録をエ

クセルデータとして記録する（復習

に 2時間） 

兼田 

24 データ収集 
収集したデータの保管と実施した記録をエ

クセルデータとして記録する（復習
兼田 



に 2時間） 

25 データ分析 
収集したデータをゼミ内で報告する（予習

復習に 2時間） 
兼田 

26 データ分析 

統計処理ソフトを用いてデータの分析を実

施する準備を行う（予習復習に 2時

間） 

兼田 

27 データの分析 
統計処理ソフトを用いてデータの分析を行

う（予習復習に 2時間） 
兼田 

28 データの分析 
統計処理ソフトを用いてデータの分析を行

う（予習復習に 2時間） 
兼田 

29 結果の考察 

結果を発表する形にまとめる 結果と先行

研究との関連を検討しながら行う

（予習復習に 2時間） 

兼田 

30 結果の考察 

結果を発表する形にまとめる 結果と先行

研究との関連を検討しながら行う

（予習復習に 2時間） 

兼田 

成績評価方法と基準 割合 

１．小テストの実施＜DP①④＞２．研究進捗中間発表＜DP①④＞※単位認定のための必要出席時間数

は「5 分の 4 以上」とする 

 

１．40％

２．60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (作業)：由利 

主担当教員 由利 禄巳 担当教員 由利 禄巳 

科目ナンバリング SS20BOTC031 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

作業療法士は保健・医療・福祉領域のリハビリテーション専門職であり，臨床実践の質を高め，社会に貢献

していくためには実践の内容について研究していくことが重要な位置を占める．この科目では，作業療法研

究における必要性と意義を理解し，作業療法における対象者の支援につながる研究を進めるための方法を修

得する．具体的には主に高齢者の生活に関して作業療法に結びつくような研究テーマを取り上げる．対象は

地域在住高齢者を主とするが，実験研究の場合は学生を対象に行うこともある．内容は身体機能の低下や認

知症，心理的側面，活動・参加の側面に関して，観察研究，アンケートなどを用いた調査研究や実験的な介入

研究などであり，量的研究を用いて高齢者の生活を支援する作業療法研究を指導する。 

 

学修目標 

1）研究倫理について理解することができる．＜DP①④＞2）科学的・論理的に自分の意見を表現する．＜DP①④＞3）

作業療法研究の必要性と意義を説明できる．＜DP①④＞4）研究計画書を作成できる．＜DP①④＞5) 予備実験ができ

る．＜DP①④＞6）結果を分析し，解釈することができる．＜DP①④＞7）卒業論文作成の準備ができる．＜DP①④＞ 

8）プレゼンテーションができる．＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）研究準備学習として，関心のあるテーマを幾つか提示できるように準備しておくこと．２）図書館で雑

誌「作業療法」や「作業療法ジャーナル」などの原著論文や総説を積極的に読んでおくこと．３）常に，指導

教員には研究の進捗状況の報告・連絡・相談をしながら，指導教員とよく話し合って研究活動を進めること．

４）期日や時間は必ず守ること． 

 

教科書 

1）竹田徳則・大浦智子編著，作業療法研究法，医歯薬出版株式会社，2017.2）山本澄子・谷浩明監修，すぐ

できる！リハビリテーション統計，南江堂，2012. 

 

参考書 

ゼミ活動の進捗に応じて適宜必要な参考書，論文，資料等は指導教員から提示する． 

 

研究室／オフィスアワー 

由利研究室／木曜日 2限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究を始めるにあたって（１）・研究とは？・

臨床倫理と研究倫理・臨床疑問と研究の種

類 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する．（予習に 1時間）

復習：興味のある研究テーマを検討

する．（復習に 1時間） 

松下 



2 
研究を始めるにあたって（２）・研究対象の

選定・アウトカム・文献レビュー 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する．（予習に 1時間）

復習：興味のある研究テーマについ

て文献検索をする．（復習に 1時間） 

松下 

3 

研究の種類とデザイン・量的研究，質的研

究，調査研究，事例研究，尺度開発，文献研

究 

予習：量的研究と質的研究の違いについて

調べる．（予習に 1時間）復習：調査

研究，事例研究，文献研究について

調べる．（復習に 1時間） 

松下 

4 

統計の基礎・なぜ「統計」が必要なのか？・

統計学的手法の種類と選定方法・母集団と

標本・推定統計学とバイアス・度数分布・正

規分布・標準偏差 

予習：教科書の「統計の基礎」の章を熟読す

る．（予習に 1 時間）復習：教科書の

例題を熟読し理解する．（復習に1時

間） 

松下 

5 研究に関する小テスト 

・１～４回で学んだ研究に関する基礎的な

知識について復習して小テストに

備える.（予習に 2時間） 

松下 

6 文献検索 

研究疑問からキーワードの検討，キーワー

ドに関連する文献を検索する.（予

習復習に 2時間） 

由利 

7 文献レビュー（文献抄録）の作成（1） 
文献レビューを作成する.（予習復習に 2 時

間） 
由利 

8 文献レビュー（文献抄録）の作成 2 
文献レビューを作成する．（予習復習に 2 時

間） 
由利 

9 研究計画作成 1（テーマの焦点化） 研究計画書の推敲（予習復習に 2時間） 由利 

10 研究計画作成 2（対象と方法） 研究計画書の推敲（予習復習に 2時間） 由利 

11 研究計画作成 3（解析方法，その他） 研究計画書の推敲（予習復習に 2時間） 由利 

12 研究計画の作成 4（研究計画確定） 
研究計画書を完成させる．（予習復習に 2 時

間） 
由利 

13 研究環境の整備 
研究計画を確定させて，研究環境を整備す

る．（予習復習に 2時間） 
由利 

14 研究環境・研究対象の確保 

研究環境を確定し，対象者を選定・依頼す

る．対象者には同意書を得る．（予習

復習に 2時間） 

由利 

15 プレ実験 1 

計画に準じプレ実験を実施する．同時に，倫

理委員会への申請準備を進める．

（予習復習に 2時間） 

由利 

16 プレ実験 2 

計画に準じ，プレ実験を実施する．同時に，

倫理委員会への申請を行なう．（予

習復習に 2時間） 

由利 

17 プレ実験の結果の解釈と研究計画の微調整 
プレ実験の結果に基づき，研究計画を微調

整する．（予習復習に 2時間） 
由利 

18 データ収集 研究実施ノートを作成する．（復習に2時間） 由利 

19 データ収集 研究実施ノートを作成する．（復習に2時間） 由利 

20 データ収集 研究実施ノートを作成する．（復習に2時間） 由利 

21 データ収集 研究実施ノートを作成する．（復習に2時間） 由利 

22 データ収集 研究実施ノートを作成する．（復習に2時間） 由利 

23 データの分析 1 
解析ソフトで統計処理を行なう．（予習復習

に 2時間） 
由利 

24 データの分析 2 
統計処理したデータを解釈する．（予習復習

に 2時間） 
由利 

25 データの分析 3 
統計処理したデータを解釈する．（予習復習

に 2時間） 
由利 

26 研究進捗中間発表 1 
PowerPoint を用いた発表の準備（予習に 2

時間） 
由利 

27 研究進捗中間発表 2 
PowerPoint を用いた発表の準備（予習に 2

時間） 
由利 



28 研究進捗中間発表 3 
PowerPoint を用いた発表の準備（予習に 2

時間） 
由利 

29 研究進捗中間発表 4 
PowerPoint を用いた発表の準備（予習に 2

時間） 
由利 

30 結果に対する考察 先行文献を整理する．（復習に 2時間） 由利 

成績評価方法と基準 割合 

１）小テスト２）研究計画書＜DP①④＞３）研究進捗中間発表＜DP①④＞４）単位認定のための必要出席

時間数は「5 分の 4 以上」とする 

 

１）20％

２）40％

３）40％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (作業)：東 

主担当教員 東 泰弘 担当教員 東 泰弘 

科目ナンバリング SS20BOTC031 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

作業療法士は保健・医療・福祉領域のリハビリテーション専門職であり，臨床実践の質を高め，社会に貢献

していくためには実践の内容について研究していくことが重要な位置を占める．この科目では，作業療法研

究における必要性と意義を理解し，作業療法発展に繋がる研究を進めるための方法を修得する．具体的な内

容は主に高次脳機能障害（注意，記憶など）や運動機能障害、生活機能障害の作業療法に結びつくような研

究テーマを取り上げる．研究領域・対象としては，高次脳機能（記憶，注意など），日常生活活動，運動学習，

動作学習，健康と幸福についてなどである．研究手法は，質的および量的研究法であり，学生などの対象者

に調査票（アンケートなど）を用いた調査研究や実際に疾患をお持ちの対象者に対する臨床研究が主である．

過去には，「自閉症児の感覚特性とマスクの関係」や「マインドフルネスが医療系大学生の不安に与える影響」

など身体障害領域以外のテーマで研究を実施した学生もいる．基本的には各学生の興味関心に沿って研究を

実施する予定であるが，研究したいテーマがない学生には，希望があれば指導教員が現在進行中の研究のデ

ータなどを提供し研究を進めることも可能である． 

 

学修目標 

1）研究倫理について理解することができる．＜DP①②③④＞2）科学的・論理的に自分の意見を表現する．＜DP①④

＞3）作業療法研究の必要性と意義を説明できる．＜DP①④＞4）研究計画書を作成できる．＜DP①④＞5) 予備調査

や予備実験ができる．＜DP①④＞6）結果を分析し，解釈することができる．＜DP①④＞7）卒業論文作成の準備がで

きる．＜DP①④＞ 8）プレゼンテーションができる．＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）研究準備学習として，関心のあるテーマを幾つか提示できるように準備しておくこと．２）テーマが決

まっていない場合も皆でアイデアを出し合いゼミで議論しテーマを決めていくため，他者の意見を否定せず

建設的な態度で参加すること．３）図書館で「作業療法」や「作業療法ジャーナル」をはじめとする各学術雑

誌の原著論文や総説を積極的に読んでおくこと．４）常に，指導教員には研究の進捗状況の報告・連絡・相談

をしながら，指導教員とよく話し合って研究活動を進めること．５）期日や時間は必ず守ること． 

 

教科書 

竹田徳則・大浦智子編著，作業療法研究法，医歯薬出版株式会社，2017.山本澄子・谷浩明監修，すぐできる！

リハビリテーション統計，南江堂，2012. 

 

参考書 

山田実編著：PT・OT のための臨床研究はじめの一歩，羊土社，2016． 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階共同研究室／木曜日 1,2 限・昼休み 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究を始めるにあたって（1）・研究とは？・

臨床倫理と研究倫理・臨床疑問と研究の種

類 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味ある研究テーマを検討す

る（復習に 1 時間） 

松下 

2 
研究を始めるにあたって（2）・研究対象者の

選定・アウトカム・文献レビュー 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味あるテーマについて文献

検索をする（予習に 1時間） 

松下 

3 

研究の種類とデザイン・量的研究，調査研

究，質的研究，事例研究，尺度開発，文献研

究 

予習：量的研究と質的研究の違いについて

調べる（予習に 1時間）復習：調査

研究，事例研究，文献研究について

調べる（復習に 1時間） 

松下 

4 

統計の基礎・なぜ「統計」が必要なのか？・

統計学的手法の種類と選定方法・母集団と

標本・推計統計学とバイアス・度数分布・正

規分布・標準偏差 

予習：教科書の「統計の基礎」の章を熟読す

る（予習に 1 時間）復習：教科書の

例題を熟読し理解する（復習に 1時

間） 

松下 

5 研究計画，小テスト 

予習：統計の基礎について学習する（予習に

1 時間）復習：研究疑問を考え，研

究計画を推敲する（復習に 1時間） 

松下 

6 文献検索① 

文献検索の方法について確認，実践し文献

レビューを作成する（予習復習に 2

時間） 

東 

7 文献検索② 

文献検索の方法について確認，実践し文献

レビューを作成する（予習復習に 2

時間） 

東 

8 研究計画の作成① 研究計画の推敲を行う（予習復習に2時間）． 東 

9 研究計画の作成② 研究計画の推敲を行う（予習復習に2時間）． 東 

10 研究計画の作成③ 研究計画の推敲を行う（予習復習に2時間）． 東 

11 研究計画の作成④ 研究計画の推敲を行う（予習復習に2時間）． 東 

12 研究計画の発表 
ゼミ内で研究計画を発表し研究計画の確定

を行う．（予習復習に 2時間） 
東 

13 予備調査① 

研究計画に基づいた資料の作成を行い，ゼ

ミ内あるいは学外で実際に行う．

（予習復習に 2時間） 

東 

14 予備調査② 

研究計画に基づいた資料の作成を行い，ゼ

ミ内あるいは学外で実際に行う．

（予習復習に 2時間） 

東 

15 予備調査③ 
予備調査の結果をまとめて修正箇所などの

確認を行う．（予習復習に 2 時間） 
東 

16 予備調査④ 

予備調査結果をゼミ内でシェアするための

資料を作成する．（予習復習に 2 時

間） 

東 

17 研究実施準備 
倫理審査書類の作成を行う．必要物品の準

備をする．（予習復習に 2時間） 
東 

18 中間発表準備① 中間発表資料の作成．（予習復習に 2時間） 東 

19 中間発表準備② 中間発表資料の作成（予習復習に 2時間） 東 

20 研究進捗中間発表 
発表の準備（1 時間），発表で受けた質問や

助言の振り返りと解釈（1時間） 
東 

21 データ収集① 

収集したデータの保管と実施した記録をエ

クセルデータとして記録を行う．

（予習復習に 2時間） 

東 

22 データ収集② 
収集したデータの保管と実施した記録をエ

クセルデータとして記録を行う．
東 



（予習復習に 2時間） 

23 データ収集③ 

収集したデータの保管と実施した記録をエ

クセルデータとして記録を行う．

（予習復習に 2時間） 

東 

24 データ収集④ 
記録した結果のまとめを作成する．（予習復

習に 2時間） 
東 

25 データ分析① 
収集したデータをゼミ内で結果報告する．

（予習復習に 2時間） 
東 

26 データ分析② 

統計処理ソフトを用いてデータの分析を行

うためのエクセルデータ転送準備

を行う．（予習復習に 2時間） 

東 

27 データ分析③ 
統計処理ソフトを用いてデータ分析を行

う．（予習復習に 2時間） 
東 

28 データ分析④ 
統計処理ソフトを用いてデータ分析を行

う．（予習復習に 2時間） 
東 

29 結果考察① 

結果を発表する形にまとめる．結果と先行

研究との関連を文献検索と整理を

しながら行う．（予習復習に 2時間） 

東 

30 結果考察② 

結果を発表する形にまとめる．結果と先行

研究との関連を文献検索と整理を

しながら行う．（予習復習に 2時間） 

東 

成績評価方法と基準 割合 

１）小テスト＜DP①④＞２）研究進捗中間発表＜DP①④＞※単位認定のための必要出席時間数は「5 分

の 4 以上」とする 

 

１）40％

２）60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (作業)：中村 

主担当教員 中村 めぐみ 担当教員 中村 めぐみ 

科目ナンバリング SS20BOTC031 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

作業療法士は保健・医療・福祉領域のリハビリテーション専門職であり，臨床実践の質を高め，社会に貢献

していくためには実践の内容について研究していくことが重要な位置を占める．この科目では，作業療法研

究における必要性と意義を理解し，作業療法発展に繋がる研究を進めるための方法を修得する．具体的な内

容は，ヘルスプロモーション，地域包括ケア，関節リウマチ患者の運動アドヒアランス（積極性）向上などの

身体障害領域の対象者に関するテーマについてのアンケート調査や介入研究等となる．主に量的データの収

集と解析を行う．そのほか身体障害領域の自身の疑問を持っているテーマを探し，それを臨床的意義のある

疑問として形作ること，そのための文献検索やゼミ活動を行うことが挙げられる．テーマの見つけ方，文献

検索および文献抄読の方法，調査・データ収集の実施方法，研究計画書作成，倫理審査書類作成，研究結果の

検証方法，研究発表の方法などを学ぶ．また研究論文の作成方法についても学ぶ． 

 

学修目標 

1）研究倫理について理解することができる．＜DP①②③④＞2）科学的・論理的に自分の意見を表現する．＜DP①④

＞3）作業療法研究の必要性と意義を説明できる．＜DP①④＞4）研究計画書を作成できる．＜DP①④＞5) 予備調査

や予備実験ができる．＜DP①④＞6）結果を分析し，解釈することができる．＜DP①④＞7）卒業論文作成の準備がで

きる．＜DP①④＞ 8）プレゼンテーションができる．＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）研究準備学習として，関心のあるテーマを幾つか提示できるように準備しておくこと．２）図書館で「作

業療法」や「作業療法ジャーナル」をはじめとする各学術雑誌の原著論文や総説を積極的に読んでおくこと．

３）常に，指導教員には研究の進捗状況の報告・連絡・相談をしながら，指導教員とよく話し合って研究活動

を進めること．４）期日や時間は必ず守ること． 

 

教科書 

竹田徳則・大浦智子編著，作業療法研究法，医歯薬出版株式会社，2017.山本澄子・谷浩明監修，すぐできる！

リハビリテーション統計，南江堂，2012. 

 

参考書 

山田実編著：PT・OT のための臨床研究はじめの一歩，羊土社，2016．宮本聡介：山田実編著：PT・OT のため

の臨床研究はじめの一歩，羊土社，2016． 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜・木曜１，２限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

研究を始めるにあたって（1）・研究とは？・

臨床倫理と研究倫理・臨床疑問と研究の種

類 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味ある研究テーマを検討す

る（復習に 1 時間） 

松下 

2 
研究を始めるにあたって（2）・研究対象者の

選定・アウトカム・文献レビュー 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味あるテーマについて文献

検索をする（予習に 1時間） 

松下 

3 

研究の種類とデザイン・量的研究，調査研

究，質的研究，事例研究，尺度開発，文献研

究 

予習：量的研究と質的研究の違いについて

調べる（予習に 1時間）復習：調査

研究，事例研究，文献研究について

調べる（復習に 1時間） 

松下 

4 

統計の基礎・なぜ「統計」が必要なのか？・

統計学的手法の種類と選定方法・母集団と

標本・推計統計学とバイアス・度数分布・正

規分布・標準偏差 

予習：教科書の「統計の基礎」の章を熟読す

る（予習に 1 時間）復習：教科書の

例題を熟読し理解する（復習に 1時

間） 

松下 

5 研究計画，小テスト 

予習：統計の基礎について学習する．（予習

に 1時間）復習：研究疑問を考え，

研究計画を推敲する．（復習に 1 時

間） 

松下 

6 文献検索① 

文献レビューの方法について確認，実践し

文献レビューを作成する．（予習復

習に 2時間） 

中 村

（ゼミ

担当教

員） 

7 文献検索② 

文献レビューの方法について確認，実践し

文献レビューを作成する．（予習復

習に 2時間） 

中村 

8 研究計画の作成① 研究計画の推敲を行う．（予習復習に2時間） 中村 

9 研究計画の作成② 研究計画の推敲を行う．（予習復習に2時間） 中村 

10 研究計画の作成? 研究計画の推敲を行う．（予習復習に2時間） 中村 

11 研究計画の作成④ 
研究計画の発表準備を行う．（予習復習に 2

時間） 
中村 

12 研究計画発表 
研究計画をゼミ内で発表し研究計画の確定

を行う．（予習復習に 2時間） 
中村 

13 予備調査① 

研究計画に基づいた資料の作成を行い，ゼ

ミ内で実際に行う．（予習復習に2時

間） 

中村 

14 予備調査① 

研究計画に基づいた資料の作成を行い，ゼ

ミ内で実際に行う．（予習復習に2時

間） 

中村 

15 予備調査? 
予備調査結果をまとめて修正箇所などの確

認を行う．（予習復習に 2時間） 
中村 

16 予備調査④ 

予備調査の結果をゼミ内でシェアするため

の資料を作成する．（予習復習に2時

間） 

中村 

17 研究実施準備 
倫理審査書類の作成を行う．必要物品の準

備をする．（予習復習に 2時間） 
中村 

18 中間発表準備① 中間発表資料の作成．（予習復習に 2時間） 中村 

19 中間発表準備② 中間発表資料の作成．（予習復習に 2時間） 中村 

20 研究進捗中間発表 
発表の準備（1 時間），発表で受けた質問や

助言の振り返りと解釈．（1時間） 
中村 

21 データ収集① 

収集したデータの保管と，実施した記録を

エクセルデータとしての記録を行

う．（復習に 2 時間） 

中村 

22 データ収集② 

収集したデータの保管と，実施した記録を

エクセルデータとしての記録を行

う．．（復習に 2時間） 

中村 



23 データ収集? 

収集したデータの保管と，実施した記録を

エクセルデータとしての記録を行

う．（復習に 2 時間） 

中村 

24 データ収集④ 
記録した結果のまとめを作成する．（復習に

2時間） 
中村 

25 データ分析① 
収集したデータをゼミ内で結果報告する．

（予習復習に 2時間） 
中村 

26 データ分析② 

統計処理ソフトを用いてデータの分析を行

うためのエクセルデータ転送準備

を行う．（予習復習に 2時間） 

中村 

27 データ分析? 
統計処理ソフトを用いてデータの分析を行

う．（予習復習に 2時間） 
中村 

28 データ分析④ 
統計処理ソフトを用いてデータの分析を行

う．（予習復習に 2時間） 
中村 

29 結果考察① 

結果を発表する形にまとめる．結果と先行

研究との関連を文献検索と整理を

しながら行う．（予習復習に 2時間） 

中村 

30 結果考察② 

結果を発表する形にまとめる．結果と先行

研究との関連を文献検索と整理を

しながら行う．（予習復習に 2時間） 

中村 

成績評価方法と基準 割合 

１）小テスト＜DP①④＞２）研究進捗中間発表＜DP①④＞※単位認定のための必要出席時間数は「5 分

の 4 以上」とする 

 

１）40％

２）60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (作業)：中西 

主担当教員 中西 一 担当教員 中西 一 

科目ナンバリング SS20BOTC031 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

作業療法士は保健・医療・福祉領域のリハビリテーション専門職であり，臨床実践の質を高め，社会に貢献

していくためには実践の内容について研究していくことが重要な位置を占める．この科目では，作業療法研

究における必要性と意義を理解し，作業療法発展に繋がる研究を進めるための方法を修得する．具体的な内

容は、身体障害領域の疾患（パーキンソン病などの神経難病中心）、運動イメージ想起能力や運動時の脳活動、

表情認知や情動反応などの計測、眼球運動をもとにした注意集中の計測などである。主に観察研究や介入研

究を中心とした量的研究である。 

 

学修目標 

1）研究倫理について理解することができる．＜DP①②③④＞2）科学的・論理的に自分の意見を表現する．＜DP①④

＞3）作業療法研究の必要性と意義を説明できる．＜DP①④＞4）研究計画書を作成できる．＜DP①④＞5) 予備調査

や予備実験ができる．＜DP①④＞6）結果を分析し，解釈することができる．＜DP①④＞7）卒業論文作成の準備がで

きる．＜DP①④＞ 8）プレゼンテーションができる．＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）研究準備学習として，関心のあるテーマを幾つか提示できるように準備しておくこと．２）図書館で「作

業療法」や「作業療法ジャーナル」をはじめとする各学術雑誌の原著論文や総説を積極的に読んでおくこと．

３）常に，指導教員には研究の進捗状況の報告・連絡・相談をしながら，指導教員とよく話し合って研究活動

を進めること．４）期日や時間は必ず守ること． 

 

教科書 

竹田徳則・大浦智子編著，作業療法研究法，医歯薬出版株式会社，2017.山本澄子・谷浩明監修，すぐできる！

リハビリテーション統計，南江堂，2012. 

 

参考書 

飯尾淳，世界一やさしい統計学の教科書，ソーテック社，2021. 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜 5限 C 棟 7階共同研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究を始めるにあたって（1）・研究とは？・

臨床倫理と研究倫理・臨床疑問と研究の種

類 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味ある研究テーマを検討す

る（復習に 1 時間） 

松下 



2 
研究を始めるにあたって（2）・研究対象者の

選定・アウトカム・文献レビュー 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味あるテーマについて文献

検索をする（予習に 1時間） 

松下 

3 

研究の種類とデザイン・量的研究，調査研

究，質的研究，事例研究，尺度開発，文献研

究 

予習：量的研究と質的研究の違いについて

調べる（予習に 1時間）復習：調査

研究，事例研究，文献研究について

調べる（復習に 1時間） 

松下 

4 

統計の基礎・なぜ「統計」が必要なのか？・

統計学的手法の種類と選定方法・母集団と

標本・推計統計学とバイアス・度数分布・正

規分布・標準偏差 

予習：教科書の「統計の基礎」の章を熟読す

る（予習に 1 時間）復習：教科書の

例題を熟読し理解する（復習に 1時

間） 

松下 

5 研究計画，小テスト 

予習：統計の基礎について学習する（予習に

1 時間）復習：研究疑問を考え，研

究計画を推敲する（復習に 1時間） 

松下 

6 研究計画 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

7 研究計画 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

8 研究計画 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

9 研究計画 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

10 研究計画 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

11 研究計画 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

12 研究計画 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

13 研究計画 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

14 研究計画 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

15 研究計画 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

16 研究計画・調査実施 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

17 研究計画・調査実施 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

中西 



（復習に 1時間） 

18 研究計画・調査実施 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

19 研究計画・調査実施 

予習：研究疑問を考え，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

20 中間発表 

予習：発表資料の作成，研究計画を推敲する

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、研究計画を推敲する

（復習に 1時間） 

中西 

21 研究計画・調査実施 

予習：調査の実施準備、データ処理を行う

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、調査の実施準備とデ

ータ処理を行う（復習に 1 時間） 

中西 

22 研究計画・調査実施 

予習：調査の実施準備、データ処理を行う

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、調査の実施準備とデ

ータ処理を行う（復習に 1 時間） 

中西 

23 研究計画・調査実施 

予習：調査の実施準備、データ処理を行う

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、調査の実施準備とデ

ータ処理を行う（復習に 1 時間） 

中西 

24 研究計画・調査実施 

予習：調査の実施準備、データ処理を行う

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、調査の実施準備とデ

ータ処理を行う（復習に 1 時間） 

中西 

25 研究計画・調査実施 

予習：調査の実施準備、データ処理を行う

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、調査の実施準備とデ

ータ処理を行う（復習に 1 時間） 

中西 

26 研究計画・調査実施 

予習：調査の実施準備、データ処理を行う

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、調査の実施準備とデ

ータ処理を行う（復習に 1 時間） 

中西 

27 研究計画・調査実施 

予習：調査の実施準備、データ処理を行う

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、調査の実施準備とデ

ータ処理を行う（復習に 1 時間） 

中西 

28 研究計画・調査実施 

予習：調査の実施準備、データ処理を行う

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、調査の実施準備とデ

ータ処理を行う（復習に 1 時間） 

中西 

29 研究計画・調査実施 

予習：調査の実施準備、データ処理を行う

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、調査の実施準備とデ

ータ処理を行う（復習に 1 時間） 

中西 

30 研究計画・調査実施 

予習：調査の実施準備、データ処理を行う

（予習に 1時間）復習：フィードバ

ックをもとに、調査の実施準備とデ

ータ処理を行う（復習に 1 時間） 

中西 

成績評価方法と基準 割合 

１）小テスト＜DP①④＞２）研究進捗中間発表＜DP①④＞※単位認定のための必要出席時間数は「5 分

の 4 以上」とする 

 

１）40％

２）60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (作業)：小川 

主担当教員 小川 泰弘 担当教員 小川 泰弘 

科目ナンバリング SS20BOTC031 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

作業療法士は保健・医療・福祉領域のリハビリテーション専門職であり，臨床実践の質を高め，社会に貢献

していくためには実践の内容について研究していくことが重要な位置を占める．この科目では，作業療法研

究における必要性と意義を理解し，作業療法発展に繋がる研究を進めるための方法を修得する．具体的な内

容は、主に精神障害の作業療法に結びつくような研究テーマを取り上げる。ひとの心は、身長や体重のよう

に直接測定することはできない。しかし、心の中の特定の要素を測定するための「物差し」を使えば、研究と

して扱うことが可能である。そのような「物差し」を用いて測定された心理的な変数を扱う観察研究や介入

研究を中心とした量的研究に関する指導を行う。なお、心理学的な変数は、不安、抑うつ、防衛規制などの精

神病理学的な変数、認知スキーマやストレスコーピングなどの認知行動的変数、幸福感や健康感などの主観

的な変数、睡眠などの身体的な変数、ADHD や ASD などの傾向や人格特性など幅広く扱う。 

 

学修目標 

1）研究倫理について理解することができる．＜DP①②③④＞2）科学的・論理的に自分の意見を表現する．＜DP①④

＞3）作業療法研究の必要性と意義を説明できる．＜DP①④＞4）研究計画書を作成できる．＜DP①④＞5) 予備調査

や予備実験ができる．＜DP①④＞6）結果を分析し，解釈することができる．＜DP①④＞7）卒業論文作成の準備がで

きる．＜DP①④＞ 8）プレゼンテーションができる．＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）研究準備学習として，関心のあるテーマを幾つか提示できるように準備しておくこと．２）図書館で「作

業療法」や「作業療法ジャーナル」をはじめとする各学術雑誌の原著論文や総説を積極的に読んでおくこと．

３）常に，指導教員には研究の進捗状況の報告・連絡・相談をしながら，指導教員とよく話し合って研究活動

を進めること．４）期日や時間は必ず守ること． 

 

教科書 

竹田徳則・大浦智子編著，作業療法研究法，医歯薬出版株式会社，2017.山本澄子・谷浩明監修，すぐできる！

リハビリテーション統計，南江堂，2012. 

 

参考書 

宮本聡介・宇井美代子編著 質問紙調査と心理測定尺度―計画から実施・解析まで, サイエンス社, 2014 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟７階共同研究室／木曜日昼休み・３限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
研究を始めるにあたって（1）・研究とは？・

臨床倫理と研究倫理・臨床疑問と研究の種

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原
松下 



類 著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味ある研究テーマを検討す

る（復習に 1 時間） 

2 
研究を始めるにあたって（2）・研究対象者の

選定・アウトカム・文献レビュー 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味あるテーマについて文献

検索をする（予習に 1時間） 

松下 

3 

研究の種類とデザイン・量的研究，調査研

究，質的研究，事例研究，尺度開発，文献研

究 

予習：量的研究と質的研究の違いについて

調べる（予習に 1時間）復習：調査

研究，事例研究，文献研究について

調べる（復習に 1時間） 

松下 

4 

統計の基礎・なぜ「統計」が必要なのか？・

統計学的手法の種類と選定方法・母集団と

標本・推計統計学とバイアス・度数分布・正

規分布・標準偏差 

予習：教科書の「統計の基礎」の章を熟読す

る（予習に 1 時間）復習：教科書の

例題を熟読し理解する（復習に 1時

間） 

松下 

5 研究計画，小テスト 

予習：統計の基礎について学習する（予習に

1 時間）復習：研究疑問を考え，研

究計画を推敲する（復習に 1時間） 

松下 

6 

先行研究論文抄読①・研究テーマに関する

論文を解説する・その中で理解できたこと/

できなかったことを整理し、全体での学習

を深める・論文の抄読を通じて各自の研究

計画をブラッシュアップする 

予習：興味のある論文を解説するための資

料（スライド）を作成する（1時間）

復習：論文抄読を通じて、自身の研

究計画のブラッシュアップを行う

（1時間） 

小川 

7 

先行研究論文抄読②・研究テーマに関する

論文を解説する・その中で理解できたこと/

できなかったことを整理し、全体での学習

を深める・論文の抄読を通じて各自の研究

計画をブラッシュアップする 

予習：興味のある論文を解説するための資

料（スライド）を作成する（1時間）

復習：論文抄読を通じて、自身の研

究計画のブラッシュアップを行う

（1時間） 

小川 

8 

先行研究論文抄読③・研究テーマに関する

論文を解説する・その中で理解できたこと/

できなかったことを整理し、全体での学習

を深める・論文の抄読を通じて各自の研究

計画をブラッシュアップする 

予習：興味のある論文を解説するための資

料（スライド）を作成する（1時間）

復習：論文抄読を通じて、自身の研

究計画のブラッシュアップを行う

（1時間） 

小川 

9 

先行研究論文抄読④・研究テーマに関する

論文を解説する・その中で理解できたこと/

できなかったことを整理し、全体での学習

を深める・論文の抄読を通じて各自の研究

計画をブラッシュアップする 

予習：興味のある論文を解説するための資

料（スライド）を作成する（1時間）

復習：論文抄読を通じて、自身の研

究計画のブラッシュアップを行う

（1時間） 

小川 

10 

先行研究論文抄読⑤・研究テーマに関する

論文を解説する・その中で理解できたこと/

できなかったことを整理し、全体での学習

を深める・論文の抄読を通じて各自の研究

計画をブラッシュアップする 

予習：興味のある論文を解説するための資

料（スライド）を作成する（1時間）

復習：論文抄読を通じて、自身の研

究計画のブラッシュアップを行う

（1時間） 

小川 

11 研究計画発表①・研究計画の発表・質疑応答 

予習：研究計画の資料（スライド）を作成す

る（1時間）復習：発表、質疑応答を

通じて、自身の研究計画のブラッシ

ュアップを行う（1時間） 

小川 

12 研究計画発表②・研究計画の発表・質疑応答 

予習：研究計画の資料（スライド）を作成す

る（1時間）復習：発表、質疑応答を

通じて、自身の研究計画のブラッシ

ュアップを行う（1時間） 

小川 

13 研究計画発表③・研究計画の発表・質疑応答 

予習：研究計画の資料（スライド）を作成す

る（1時間）復習：発表、質疑応答を

通じて、自身の研究計画のブラッシ

ュアップを行う（1時間） 

小川 

14 研究計画発表④・研究計画の発表・質疑応答 

予習：研究計画の資料（スライド）を作成す

る（1時間）復習：発表、質疑応答を

通じて、自身の研究計画のブラッシ

ュアップを行う（1時間） 

小川 

15 研究計画発表⑤・研究計画の発表・質疑応答 

予習：研究計画の資料（スライド）を作成す

る（1時間）復習：発表、質疑応答を

通じて、自身の研究計画のブラッシ

小川 



ュアップを行う（1時間） 

16 
研究倫理について・研究倫理審査申請書の

作成方法についての講義 

予習：研究倫理審査についての例を熟読す

る（1 時間）復習：自身の研究計画

を基に、倫理審査申請書を作成する

（1時間） 

小川 

17 研究倫理審査申請書作成① 

予習：自身の研究計画を基に、倫理審査申請

書を作成する（1 時間）復習：ゼミ

内で指摘された点を修正する（1 時

間） 

小川 

18 研究倫理審査申請書作成② 

予習：自身の研究計画を基に、倫理審査申請

書を作成する（1 時間）復習：ゼミ

内で指摘された点を修正する（1 時

間） 

小川 

19 研究中間発表準備 

予習：研究計画の資料（スライド）を作成す

る（1時間）復習：プレ発表、質疑応

答を通じて、自身の研究計画のブラ

ッシュアップを行う（1時間） 

小川 

20 研究進捗中間発表 

予習：研究計画の資料（スライド）を作成す

る（1時間）復習：発表、質疑応答を

通じて、自身の研究計画のブラッシ

ュアップを行う（1時間） 

小川 

21 研究データの収集・進捗報告① 
予習：進捗報告資料の作成（1時間）復習：

指摘事項の修正（1時間） 
小川 

22 研究データの収集・進捗報告② 
予習：進捗報告資料の作成（1時間）復習：

指摘事項の修正（1時間） 
小川 

23 研究データの収集・進捗報告③ 
予習：進捗報告資料の作成（1時間）復習：

指摘事項の修正（1時間） 
小川 

24 データ分析・進捗報告① 
予習：進捗報告資料の作成（1時間）復習：

指摘事項の修正（1時間） 
小川 

25 データ分析・進捗報告② 
予習：進捗報告資料の作成（1時間）復習：

指摘事項の修正（1時間） 
小川 

26 データ分析・進捗報告③ 
予習：進捗報告資料の作成（1時間）復習：

指摘事項の修正（1時間） 
小川 

27 卒業研究発表準備① 

予習：研究発表の資料（スライド）を作成す

る（1時間）復習：プレ発表、質疑応

答を通じて、自身の発表内容のブラ

ッシュアップを行う（1時間） 

小川 

28 卒業研究発表準備② 

予習：研究発表の資料（スライド）を作成す

る（1時間）復習：プレ発表、質疑応

答を通じて、自身の発表内容のブラ

ッシュアップを行う（1時間） 

小川 

29 卒業研究発表準備③ 

予習：研究発表の資料（スライド）を作成す

る（1時間）復習：プレ発表、質疑応

答を通じて、自身の発表内容のブラ

ッシュアップを行う（1時間） 

小川 

30 卒業研究発表 予演 

予習：研究発表の完成スライドを作成する

（1 時間）復習：予演、質疑応答を

通じて、自身の発表内容のブラッシ

ュアップを行う（1時間） 

小川 

成績評価方法と基準 割合 

１）小テスト＜DP①④＞２）研究進捗中間発表＜DP①④＞※単位認定のための必要出席時間数は「5 分

の 4 以上」とする 

 

１）40％

２）60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (作業)：金森 

主担当教員 金森 幸 担当教員 金森 幸 

科目ナンバリング SS20BOTC031 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

作業療法士は保健・医療・福祉領域のリハビリテーション専門職であり，臨床実践の質を高め，社会に貢献

していくためには実践の内容について研究していくことが重要な位置を占める．この科目では，作業療法研

究における必要性と意義を理解し，作業療法発展に繋がる研究を進めるための方法を修得する．具体的な内

容は，小児・発達障害領域を中心とした生活支援に貢献できるテーマを見つけ，自身の疑問を質的研究法を

用いて分析・考察し，将来の臨床における問題解決の思考過程を身に着ける。テーマの見つけ方，文献検索

および文献抄読の方法，調査・データ収集の実施方法，研究計画書作成，倫理審査の方法と書類作成，研究論

文の基本的な構成，研究発表の方法などを教授する．さらに，卒業論文作成に向けての準備も指導する． 

 

学修目標 

1）研究倫理について理解することができる．＜DP①②③④＞2）科学的・論理的に自分の意見を表現する．＜DP①④

＞3）作業療法研究の必要性と意義を説明できる．＜DP①④＞4）研究計画書を作成できる．＜DP①④＞5) 予備調査

や予備実験ができる．＜DP①④＞6）結果を分析し，解釈することができる．＜DP①④＞7）卒業論文作成の準備がで

きる．＜DP①④＞ 8）プレゼンテーションができる．＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）研究準備学習として，関心のあるテーマを幾つか提示できるように準備しておくこと．２）図書館で「作

業療法」や「作業療法ジャーナル」をはじめとする各学術雑誌の原著論文や総説を積極的に読んでおくこと．

３）常に，指導教員には研究の進捗状況の報告・連絡・相談をしながら，指導教員とよく話し合って研究活動

を進めること．４）期日や時間は必ず守ること． 

 

教科書 

竹田徳則・大浦智子編著，作業療法研究法，医歯薬出版株式会社，2017.山本澄子・谷浩明監修，すぐできる！

リハビリテーション統計，南江堂，2012. 

 

参考書 

ゼミ活動の進捗に応じて適宜必要な参考書，論文，資料等は指導教員から提示する． 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室／木曜日 1・2・3限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究を始めるにあたって（1）・研究とは？・

臨床倫理と研究倫理・臨床疑問と研究の種

類 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味ある研究テーマを検討す

る（復習に 1 時間） 

松下 



2 
研究を始めるにあたって（2）・研究対象者の

選定・アウトカム・文献レビュー 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味あるテーマについて文献

検索をする（予習に 1時間） 

松下 

3 

研究の種類とデザイン・量的研究，調査研

究，質的研究，事例研究，尺度開発，文献研

究 

予習：量的研究と質的研究の違いについて

調べる（予習に 1時間）復習：調査

研究，事例研究，文献研究について

調べる（復習に 1時間） 

松下 

4 

統計の基礎・なぜ「統計」が必要なのか？・

統計学的手法の種類と選定方法・母集団と

標本・推計統計学とバイアス・度数分布・正

規分布・標準偏差 

予習：教科書の「統計の基礎」の章を熟読す

る（予習に 1 時間）復習：教科書の

例題を熟読し理解する（復習に 1時

間） 

松下 

5 研究計画，小テスト 

予習：統計の基礎について学習する（予習に

1 時間）復習：研究疑問を考え，研

究計画を推敲する（復習に 1時間） 

松下 

6 文献検索（１） 

研究疑問からキーワードの検討，キーワー

ドに関連する文献を検索する.（予

習復習に 2時間） 

以降、

ゼミ担

当教員 

7 文献検索（２） 

研究疑問からキーワードの検討，キーワー

ドに関連する文献を検索する.（予

習復習に 2時間） 

 

8 文献レビュー（文献抄録）の作成（1） 
文献レビューを作成する.（予習復習に 2 時

間） 
 

9 文献レビュー（文献抄録）の作成（２） 
文献レビューを作成する．（予習復習に 2 時

間） 
 

10 研究計画作成 1（研究疑問・テーマの焦点化） 研究計画書の推敲（予習復習に 2時間）  

11 研究計画作成 2（対象と方法） 研究計画書の推敲（予習復習に 2時間）  

12 研究計画作成 3（分析方法，その他） 研究計画書の推敲（予習復習に 2時間）  

13 研究計画の作成 4（研究計画確定） 

研究計画書を完成させる．同時に，倫理委員

会への申請準備を進める．（予習復

習に 2時間） 

 

14 
フィールドワーク（研究環境の整備，研究環

境・研究対象の確保） 

研究計画を確定させて，研究フィールドに

おいて研究環境を整備する．同時

に，倫理委員会への申請準備を進め

る．（予習復習に 2時間） 

 

15 
フィールドワーク（研究環境の整備，研究環

境・研究対象の確保） 

研究環境を確定し，対象者を選定・依頼す

る．対象者には同意書を得る．同時

に，倫理委員会への申請準備を進め

る．（予習復習に 2時間） 

 

16 
フィールドワーク（研究環境の整備，研究環

境・研究対象の確保） 

研究環境を確定し，対象者を選定・依頼す

る．対象者には同意書を得る．同時

に，倫理委員会への申請を行う．（予

習復習に 2時間） 

 

17 研究実施準備 

倫理申請を完了する．研究計画を微調整す

る．必要物品を準備する．（予習復習

に 2時間） 

 

18 中間発表準備① 中間発表の発表資料の作成（2時間）  

19 中間発表準備② 中間発表の発表資料の作成（2時間）  

20 研究進捗中間発表 

PowerPoint を用いた発表の準備．（１時間）

中間発表で受けた質問内容・助言の

振り返り、解釈（1時間） 

 

21 中間発表の振り返り 
中間発表の内容をもとに研究内容の修正、

情報整理．（復習に 2時間） 
 

22 データ収集 研究実施ノートを作成する．（復習に2時間）  

23 データ収集 研究実施ノートを作成する．（復習に2時間）  

24 データ収集 研究実施ノートを作成する．（復習に2時間）  



25 データ収集 研究実施ノートを作成する．（復習に2時間）  

26 データ分析 データを分析する．（予習復習に 2時間）  

27 データ分析 データを分析する．（予習復習に 2時間）  

28 データ分析 データを分析する．（予習復習に 2時間）  

29 データ分析 データを分析する．（予習復習に 2時間）  

30 結果に対する考察 先行文献を整理する．（復習に 2時間）  

成績評価方法と基準 割合 

１）小テスト＜DP①④＞２）研究進捗中間発表＜DP①④＞※単位認定のための必要出席時間数は「5 分

の 4 以上」とする※学生の課題進行に合わせて、随時相談・提出物に対して FB を行う。 

 

１）40％

２）60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (作業)：松下 

主担当教員 松下 太 担当教員 松下 太 

科目ナンバリング SS20BOTC031 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

作業療法士は保健・医療・福祉領域のリハビリテーション専門職であり，臨床実践の質を高め，社会に貢献

していくためには実践の内容について研究していくことが重要な位置を占める．この科目では，作業療法研

究における必要性と意義を理解し，作業療法発展に繋がる研究を進めるための方法を修得する．具体的な内

容は，主に高齢期障害や身体障害（高次脳機能含む）の作業療法に結びつくような研究テーマを取り上げる．

研究領域・対象としては，認知症，認知症の人に対する非薬物療法，コミュニケーション，笑いの効用，認知

症予防，介護予防，脳機能，前頭葉機能，注意機能，多発性硬化症（MS），高次脳機能障害，認知機能障害な

どである．研究手法は，主に観察研究や介入研究を中心とした量的研究であり，調査票（アンケート）等を用

いた研究や，近赤外光イメージング装置（fNIRS : functional Near-Infrared Spectroscopy）を使った脳血

流測定の実験研究を指導することもある．また、研究テーマが特に見つからないという学生には、希望があ

れば指導教員が現在進行中の研究（主に認知症のコミュニケーションに関する研究）の一部を提供し研究を

進めることも可能である。 

 

学修目標 

1）研究倫理について理解することができる．＜DP①②③④＞2）科学的・論理的に自分の意見を表現する．＜DP①④

＞3）作業療法研究の必要性と意義を説明できる．＜DP①④＞4）研究計画書を作成できる．＜DP①④＞5) 予備調査

や予備実験ができる．＜DP①④＞6）結果を分析し，解釈することができる．＜DP①④＞7）卒業論文作成の準備がで

きる．＜DP①④＞ 8）プレゼンテーションができる．＜DP①④＞9）倫理的な配慮を理解し，研究倫理審査委員会に

提出する書類が作成できる．＜DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）研究準備学習として，関心のあるテーマを幾つか提示できるように準備しておくこと．２）図書館で「作

業療法」や「作業療法ジャーナル」をはじめとする各学術雑誌の原著論文や総説を積極的に読んでおくこと．

＊３）常に，指導教員には研究の進捗状況の報告・連絡・相談をしながら，指導教員とよく話し合って研究活

動を進めること．４）期日や時間は必ず守ること． ＊文献複写が必要な場合は，ゼミ担当教員に申し出る

こと． 

 

教科書 

1）竹田徳則・大浦智子編著，作業療法研究法，医歯薬出版株式会社，2017.2）山本澄子・谷浩明監修，すぐ

できる！リハビリテーション統計，南江堂，2012. 

 

参考書 

山田実編著：PT・OT のための臨床研究はじめの一歩，羊土社，2016．その他，ゼミ活動の進捗に応じて適宜

必要な参考書，論文，資料等は指導教員から提示する． 文献複写が必要な場合は，ゼミ担当教員に申し出

ること． 

 



研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室 17／木曜日 1・2限目・昼休み 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究を始めるにあたって（1）・研究とは？・

臨床倫理と研究倫理・臨床疑問と研究の種

類 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に0.5時間）

復習：興味ある研究テーマを検討す

る（復習に 0.5 時間） 

松下 

2 
研究を始めるにあたって（2）・研究対象者の

選定・アウトカム・文献レビュー 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に0.5時間）

復習：興味あるテーマについて文献

検索をする（予習に 0.5 時間） 

松下 

3 

研究の種類とデザイン・量的研究，調査研

究，質的研究，事例研究，尺度開発，文献研

究 

予習：量的研究と質的研究の違いについて

調べる（予習に 0.5 時間）復習：調

査研究，事例研究，文献研究につい

て調べる（復習に 0.5 時間） 

松下 

4 

統計の基礎・なぜ「統計」が必要なのか？・

統計学的手法の種類と選定方法・母集団と

標本・推計統計学とバイアス・度数分布・正

規分布・標準偏差 

予習：教科書の「統計の基礎」の章を熟読す

る（予習に 0.5 時間）復習：教科書

の例題を熟読し理解する（復習に

0.5 時間） 

松下 

5 研究計画，小テスト 

予習：統計の基礎について学習する（予習に

1 時間）復習：研究疑問を考え，研

究計画を推敲する（復習に 1時間） 

松下 

6 研究テーマの検討＆文献検索（1） 

リサーチクエスチョンからキーワードの検

討，キーワードに関連する文献を検

索する.（予習復習に 1時間） 

松下 

7 文献検索（2） 

研究テーマからキーワードの検討，キーワ

ードに関連する文献を検索する.

（予習復習に 1時間） 

松下 

8 文献レビュー（文献抄録）の作成 
文献レビュー表（文献カードもしくは抄録）

を作成する.（予習復習に 1 時間） 
松下 

9 
研究計画（プロトコール）作成 1＜テーマの

焦点化＞ 
研究計画書の推敲（予習復習に 1時間） 松下 

10 
研究計画（プロトコール）作成 2＜対象と方

法＞ 
研究計画書の推敲（予習復習に 1時間） 松下 

11 
研究計画（プロトコール）作成 3＜分析方法，

その他＞ 

予習：統計手法について学習する（0.5 時間）

復習：研究計画書の推敲（0.5 時間） 
松下 

12 
研究計画（プロトコール）の作成 4＜研究計

画確定＞ 

研究計画書を完成させる．（予習復習に 1 時

間） 
松下 

13 研究環境の整備 
研究計画を確定させて，研究環境を整備す

る．（予習復習に 1時間） 
松下 

14 研究環境の確保・研究対象のリクルート 

研究環境を確定し，対象者を選定・依頼す

る．対象者には同意書を得る．（予習

復習に 1時間） 

松下 

15 プレ実験 1 
計画に準じプレ実験を実施する．（予習復習

に 1時間） 
松下 

16 プレ実験 2 
計画に準じ，プレ実験を実施する．（予習復

習に 1時間） 
松下 

17 プレ実験の結果の解釈と研究計画の微調整 
プレ実験の結果に基づき，研究計画を微調

整する．（予習復習に 1時間） 
松下 

18 中間発表に向けた PowerPoint 資料の作成 
PowerPoint を用いた発表の準備（予習復習

に 1時間） 
松下 

19 中間発表に向けた予演会 

予習：PowerPoint を用いた発表の準備（0.5

時間）復習：予演会での指摘事項を

踏まえて発表資料を修正する（0.5

時間） 

松下 



20 研究進捗中間発表 

中間発表に向けた準備（PowerPoint での発

表資料）をする（0.5 時間）中間発

表での指摘事項をまとめ研究計画

を修正する（0.5 時間） 

全教員 

21 研究計画の見直し 
中間発表会での指摘事項を踏まえて研究計

画を見直す．（1時間） 
松下 

22 研究倫理審査会申請資料の準備 
研究倫理審査会に提出する書類を準備する

（1時間） 
松下 

23 研究倫理審査会申請資料完成および申請 

予習：研究倫理審査会に提出する書類を作

成する（0.5 時間）復習：研究倫理

審査会への提出資料の推敲（0.5 時

間） 

松下 

24 データの収集 
研究経過ノート（progress note）を作成す

る．（予習復習に 1時間） 
松下 

25 データ収集 
研究経過ノート（progress note）を作成す

る．（予習復習に 1時間） 
松下 

26 データの分析 1 
解析ソフトで統計処理を行なう．（予習復習

に 1時間） 
松下 

27 データの分析 2 
統計処理したデーターを解釈する．（予習復

習に 1時間） 
松下 

28 データの分析 3 
統計処理したデーターを解釈する．（予習復

習に 1時間） 
松下 

29 結果に対する考察の熟考 

研究結果の解釈のために必要な文献を取り

寄せ、研究結果を解釈する.（予習復

習に 1時間） 

松下 

30 考察のまとめ 先行文献を整理する（予習復習に 1時間） 松下 

成績評価方法と基準 割合 

１）小テスト＜DP①④＞２）研究進捗中間発表＜DP①④＞※単位認定のための必要出席時間数は「5 分

の 4 以上」とする 

 

１）40％

２）60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (作業)：橋本 

主担当教員 橋本 弘子 担当教員 橋本 弘子 

科目ナンバリング SS20BOTC031 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

作業療法士は保健・医療・福祉領域のリハビリテーション専門職であり，臨床実践の質を高め，社会に貢献

していくためには実践の内容について研究していくことが重要な位置を占める．この科目では，作業療法研

究における必要性と意義を理解し，作業療法発展に繋がる研究を進めるための方法を修得する．研究領域・

対象・内容は精神科領域に関すること、老年期におけるフレイルやサルコペニアに対するヘルスプロモーシ

ョンに関すること、各疾患に対する補完医療・代替医療に関すること、ニューロリハビリテーションに関す

ること、発達障害の生活障害に関すること、パーキンソン病のリハビリテーションに関すること、脳機能・

認知機能に関すること、ニューロダンスに関することなどである。研究手法は主に介入研究を中心とした量

的研究や調査研究（アンケート）である。 

 

学修目標 

1）研究倫理について理解することができる．＜DP①②③④＞2）科学的・論理的に自分の意見を表現する．＜DP①④

＞3）作業療法研究の必要性と意義を説明できる．＜DP①④＞4）研究計画書を作成できる．＜DP①④＞5) 予備調査

や予備実験ができる．＜DP①④＞6）結果を分析し，解釈することができる．＜DP①④＞7）卒業論文作成の準備がで

きる．＜DP①④＞ 8）プレゼンテーションができる．＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）研究準備学習として，関心のあるテーマを幾つか提示できるように準備しておくこと．２）図書館で「作

業療法」や「作業療法ジャーナル」をはじめとする各学術雑誌の原著論文や総説を積極的に読んでおくこと．

３）常に，指導教員には研究の進捗状況の報告・連絡・相談をしながら，指導教員とよく話し合って研究活動

を進めること．４）期日や時間は必ず守ること． 

 

教科書 

竹田徳則・大浦智子編著，作業療法研究法，医歯薬出版株式会社，2017.山本澄子・谷浩明監修，すぐできる！

リハビリテーション統計，南江堂，2012. 

 

参考書 

ゼミ活動の進捗に応じて適宜必要な参考書、論文、資料等を提示する 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟７階研究室 22 連絡をください。随時対応します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究を始めるにあたって（1）・研究とは？・

臨床倫理と研究倫理・臨床疑問と研究の種

類 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

松下 



復習：興味ある研究テーマを検討す

る（復習に 1 時間） 

2 
研究を始めるにあたって（2）・研究対象者の

選定・アウトカム・文献レビュー 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味あるテーマについて文献

検索をする（予習に 1時間） 

松下 

3 

研究の種類とデザイン・量的研究，調査研

究，質的研究，事例研究，尺度開発，文献研

究 

予習：量的研究と質的研究の違いについて

調べる（予習に 1時間）復習：調査

研究，事例研究，文献研究について

調べる（復習に 1時間） 

松下 

4 

統計の基礎・なぜ「統計」が必要なのか？・

統計学的手法の種類と選定方法・母集団と

標本・推計統計学とバイアス・度数分布・正

規分布・標準偏差 

予習：教科書の「統計の基礎」の章を熟読す

る（予習に 1 時間）復習：教科書の

例題を熟読し理解する（復習に 1時

間） 

松下 

5 研究計画，小テスト 

予習：統計の基礎について学習する（予習に

1 時間）復習：研究疑問を考え，研

究計画を推敲する（復習に 1時間） 

松下 

6 文献検索と文献レビュー作成１ 

研究疑問からキーワードを検討し、キーワ

ードの関する文献を検索する。そし

て文献レビューを作成する。（予習

復習に 2時間） 

橋本 

7 文献検索と文献レビュー作成 2 

研究疑問からキーワードを検討し、キーワ

ードの関する文献を検索する。そし

て文献レビューを作成する。（予習

復習に 2時間） 

橋本 

8 文献検索と文献レビュー作成３ 

研究疑問からキーワードを検討し、キーワ

ードの関する文献を検索する。そし

て文献レビューを作成する。（予習

復習に 2時間） 

橋本 

9 
研究計画作成１（テーマの焦点化と方法の

検討） 
研究計画の推敲（予習復習に 2時間） 橋本 

10 研究計画作成 2（方法と対象を明確にする） 研究計画の推敲（予習復習に 2時間） 橋本 

11 
研究計画作成 3（研究方法と分析方法を確定

する） 
研究計画の推敲（予習復習に 2時間） 橋本 

12 研究計画作成 4（研究計画確定） 研究計画の推敲（予習復習に 2時間） 橋本 

13 研究倫理審査委員会へ申請書提出準備 
研究倫理審査申請内容の推敲（予習復習に 2

時間） 
橋本 

14 研究倫理審査申請書提出とプレ実験・調査 
研究計画に必要なプレ実験を実施する（予

習復習に 2時間） 
橋本 

15 研究計画修正・完成 

研究計画に必要なプレ実験を実施する。プ

レ実験・調査も踏まえて研究計画を

完成させる（予習復習に 2 時間） 

橋本 

16 研究開始・データー収集 1 
研究実施状況の把握とデータの整理（復習

に 2時間） 
橋本 

17 データー収集 2 
研究実施状況の把握とデータの整理（復習

に 2時間） 
橋本 

18 データー収集 3・中間発表に向けて準備 
研究実施状況の把握とデータの整理。中間

発表に向けて準備（復習に 2時間） 
橋本 

19 中間発表に向けて準備 
研究実施状況の把握とデータの整理。中間

発表に向けて準備（復習に 2時間） 
橋本 

20 研究進捗中間発表 
研究実施状況の把握とデータの整理。発表

内容の振り返り（復習に 2 時間） 
橋本 

21 データの分析 1 
解析ソフトで統計処理を行う（予習復習に 2

時間） 
橋本 

22 データの分析 2 解析結果の考察を行う（予習復習で 2時間） 橋本 

23 分析結果の考察 1 
解析結果を先行文献などとともに考察を行

う（予習復習で 2時間） 
橋本 

24 分析結果の考察 2 
解析結果を先行文献などとともに考察を行

う（予習復習で 2時間） 
橋本 



25 分析結果の考察 3 
解析結果を先行文献などとともに考察を行

う（予習復習で 2時間） 
橋本 

26 分析結果の考察 3 
解析結果を先行文献などとともに考察を行

う（予習復習で 2時間） 
橋本 

27 卒業研究発表準備１ 

これまでの結果を踏まえて「要旨、はじめ

に、研究方法、結果、考察、研究の

限界、今後の展望、終わりに」を論

理だてて power point 作成を行う（2

時間） 

橋本 

28 卒業研究発表準備２ 

これまでの結果を踏まえて「要旨、はじめ

に、研究方法、結果、考察、研究の

限界、今後の展望、終わりに」を論

理だてて power point 作成を行う（2

時間） 

橋本 

29 卒業研究発表準備 3 

これまでの結果を踏まえて「要旨、はじめ

に、研究方法、結果、考察、研究の

限界、今後の展望、終わりに」を論

理だてて power point 作成を行う（2

時間） 

橋本 

30 卒業研究発表準備 4 

これまでの結果を踏まえて「要旨、はじめ

に、研究方法、結果、考察、研究の

限界、今後の展望、終わりに」を論

理だてて power point 作成を行う（2

時間） 

橋本 

成績評価方法と基準 割合 

１）小テスト＜DP①④＞２）研究進捗中間発表＜DP①④＞※単位認定のための必要出席時間数は「5 分

の 4 以上」とする 

 

１）40％

２）60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (作業)：小林 

主担当教員 小林 貴代 担当教員 小林 貴代 

科目ナンバリング SS20BOTC031 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

作業療法士は保健・医療・福祉領域のリハビリテーション専門職であり，臨床実践の質を高め，社会に貢献

していくためには実践の内容について研究していくことが重要な位置を占める．この科目では，作業療法研

究における必要性と意義を理解し，調査研究と実験研究を進めるための方法を修得する．具体的な内容は，

老年期における各種の課題・問題を中心に取り上げ，臨床に結びつくような基礎的な臨床研究も行う．研究

デザインとしては，主に疫学研究や実験・介入研究などの量的研究とアンケート等を用いた調査研究である．

テーマとしては，「神経筋難病関連」「コミュニケーション関連」「生活環境・福祉用具・住宅改修関連」「身体

障害関連」などである． 

 

学修目標 

1）研究倫理について理解することができる．＜DP①②③④＞2）科学的・論理的に自分の意見を表現する．＜DP①④

＞3）作業療法研究の必要性と意義を説明できる．＜DP①④＞4）研究計画書を作成できる．＜DP①④＞5) 予備調査

や予備実験ができる．＜DP①④＞6）結果を分析し，解釈することができる．＜DP①④＞7）卒業論文作成の準備がで

きる．＜DP①④＞ 8）プレゼンテーションができる．＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）研究準備学習として，関心のあるテーマを幾つか提示できるように準備しておくこと．２）図書館で雑

誌「作業療法」や「作業療法ジャーナル」をはじめとする各種の学術雑誌の原著論文や総説を積極的に読ん

でおくこと．３）常に，指導教員には研究の進捗状況の報告・連絡・相談をしながら，指導教員とよく話し合

って研究活動を進めること．４）期日や時間は必ず守ること． 

 

教科書 

1）竹田徳則・大浦智子編著，作業療法研究法，医歯薬出版株式会社，2017.2）山本澄子・谷浩明監修，すぐ

できる！リハビリテーション統計，南江堂，2012. 

 

参考書 

1）山田実編著：PT・OT のための臨床研究はじめの一歩，羊土社，2016．2）その他，ゼミ活動の進捗に応じ

て適宜必要な参考書，論文，資料等は指導教員から提示する． 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室 17／月曜日・木曜日 1・2 限目 会議授業のない時間帯 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究を始めるにあたって（1）・研究とは？・

臨床倫理と研究倫理・臨床疑問と研究の種

類 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

松下 



復習：興味ある研究テーマを検討す

る（復習に 1 時間） 

2 
研究を始めるにあたって（2）・研究対象者の

選定・アウトカム・文献レビュー 

予習：「作業療法」や「作業療法ジャーナル」

等の作業療法関連の学術雑誌の原

著論文を熟読する（予習に 1時間）

復習：興味あるテーマについて文献

検索をする（予習に 1時間） 

松下 

3 

研究の種類とデザイン・量的研究，調査研

究，質的研究，事例研究，尺度開発，文献研

究 

予習：量的研究と質的研究の違いについて

調べる（予習に 1時間）復習：調査

研究，事例研究，文献研究について

調べる（復習に 1時間） 

松下 

4 

統計の基礎・なぜ「統計」が必要なのか？・

統計学的手法の種類と選定方法・母集団と

標本・推計統計学とバイアス・度数分布・正

規分布・標準偏差 

予習：教科書の「統計の基礎」の章を熟読す

る（予習に 1 時間）復習：教科書の

例題を熟読し理解する（復習に 1時

間） 

松下 

5 研究計画，小テスト 

予習：統計の基礎について学習する（予習に

1 時間）復習：研究疑問を考え，研

究計画を推敲する（復習に 1時間） 

松下 

6 文献検索 

研究疑問からキーワードの検討，キーワー

ドに関連する文献を検索し，文献を

取り寄せる.（予習復習に 2 時間） 

小林 

7 文献レビュー（文献抄録）の作成（1） 
文献レビューを作成する.（予習復習に 2 時

間） 
小林 

8 文献レビュー（文献抄録）の作成 2 
文献レビューを作成する．（予習復習に 2 時

間） 
小林 

9 研究計画作成 1（テーマの焦点化） 研究計画書の推敲（予習復習に 2時間） 小林 

10 研究計画作成 2（対象と方法） 研究計画書の推敲（予習復習に 2時間） 小林 

11 研究計画作成 3（解析方法，その他） 研究計画書の推敲（予習復習に 2時間） 小林 

12 研究計画の作成 4（研究計画確定） 
研究計画書を完成させる．（予習復習に 2 時

間） 
小林 

13 研究環境の整備 
研究計画を確定させて，研究環境を整備す

る．（予習復習に 2時間） 
小林 

14 研究環境・研究対象の確保 

研究環境を確定し，対象者を選定・依頼す

る．対象者には同意書を得る．（予習

復習に 2時間） 

小林 

15 プレ実験 1 

計画に準じプレ実験を実施する．同時に，倫

理委員会への申請準備を進める．

（予習復習に 2時間） 

小林 

16 プレ実験 2 

計画に準じ，プレ実験を実施する．同時に，

倫理委員会への申請を行なう．（予

習復習に 2時間） 

小林 

17 プレ実験の結果の解釈と研究計画の完成 
プレ実験の結果に基づき，研究計画書を完

成する．（予習復習に 2時間） 
小林 

18 
研 究 計 画 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン

（PowerPoint）作成 

PowerPoint にて研究計画のプレゼンを作成

する．（復習に 2時間） 
小林 

19 中間発表に向けた予演会の実施と微調整 

発表原稿を作成する．（予習に 1時間）予演

会での指摘事項を踏まえて，

PowerPoint と発表原稿の修正を行

う．（復習に 1 時間） 

小林 

20 研究進捗中間発表 
発表会での指摘事項を踏まえて，研究計画

の修正を行う．（復習に 2時間） 
小林 

21 データ収集 研究実施ノートを作成する．（復習に2時間） 小林 

22 データ収集 研究実施ノートを作成する．（復習に2時間） 小林 

23 データの分析 1 
解析ソフトで統計処理を行なう．（予習復習

に 2時間） 
小林 

24 データの分析 2 
統計処理したデータを解釈する．（予習復習

に 2時間） 
小林 

25 データの分析 3 
統計処理したデータを解釈する．（予習復習

に 2時間） 
小林 



26 結果に対する考察の検討１ 先行文献を整理する．（復習に 2時間） 小林 

27 結果に対する考察の検討２ 先行文献を整理する．（復習に 2時間） 小林 

28 全体のまとめ１ 抄録をまとめる（予習に 2 時間） 小林 

29 全体のまとめ２ 抄録をまとめる（予習に 2 時間） 小林 

30 全体のまとめ３ 抄録をまとめる（復習に 2 時間） 小林 

成績評価方法と基準 割合 

１）小テスト＜DP①④＞２）研究進捗中間発表＜DP①④＞※単位認定のための必要出席時間数は「5 分

の 4 以上」とする 

 

１）40％

２）60％ 



授業科目名 臨床検査実習 (作業) 

主担当教員 小川 泰弘 担当教員 
小川 泰弘／小林 貴代／橋本 

弘子／中村 めぐみ 

科目ナンバリング SS20BOTB037 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床現場での実習を通じて，作業療法プロセスで必要となる心身機能，身体構造，活動，参加，個人因子，環

境など ICF で分類されている項目の検査・測定を実践する機会とする．これまで修得してきた各領域での作

業療法の面接・観察および検査・測定を，クライエントに正確に実施できる技術を修得する．さらに，得られ

た検査・測定結果に対して解釈を加え，その結果が生活場面にどのように影響するかを予測できるようにな

ることも目的とする． 

 

学修目標 

1．2年前後期に開講される各領域の「作業療法評価学」の知識を活用し，検査・測定を実際の臨床現場で明らかな誤

りのない範囲で遂行できる．そのために，以下の4つの下位目標を提示する．1)検査・測定実施前に場所の設定や必

要な道具の準備をする，2)検査・測定時に，クライエントに目的を適切に説明する，3)検査・測定時にクライエント

が理解できる言葉で手順を説明する，4)検査・測定を適切に実施する，5)検査・測定中は，クライエントの状態を観

察し，必要に応じて柔軟に内容を変更する．DP＜①②③④＞2．作業療法士の面接・ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．臨床検査実習の前後に開催される実習セミナーに必ず出席すること．2．臨床検査実習前に配布される実

習の手引きを熟読し，分からない点は質問すること．3．実習オリエンテーションを含めた出席日数も評価対

象とする． 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

2 年次までの全ての授業で使用した教科書 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習施設の担当教員のオフィスアワーに準ずる． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
作業療法士の面接・観察および検査・測定場

面を見学・模倣し，その内容を記録する． 

1．各領域の「作業療法評価学」を復習して

おくこと．特に，検査・測定の目的

を整理し，正確に実施できるように

繰り返し練習しておくこと．2．実習

オリエンテーションで説明した実

習内容を十分に理解した上で，実習

施設の概要についてまとめる． 

学科教

員 



2 

検査・測定を遂行する．1)場所を設定し，必

要な道具を準備する，2)クライエントに目

的を適切に説明する，3)クライエントに手

順を説明する，4)クライエントの状態に応

じて柔軟に対応する． 

日々の実習内容をデイリーノートに整理す

る．実習中に疑問に感じたことを言

語表出するとともに，解決するため

の手立てを講じる． 

学科教

員 

3 

クライエント一人ひとりに対応方法が異な

ることを理解し，検査・測定技術の幅を広げ

る． 

1．検査・測定した内容について知識・技術・

態度の面から振り返る．2．他の学生

と情報交換して，実習で学んだこと

をまとめる．3．実習で指導を受けた

内容について発展学習する．4．実習

で経験した検査・測定について，ま

とめた事を発表する． 

学科教

員 

4 実習後セミナー 

上記課題に関する学びを学内での発表や報

告により共有する．そして，3 年次

の学びに関する目標と実行すべき

課題を明確にする． 

学科教

員 

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



①実習地での成績＜DP①②③④＞②学内でのセミナー，提出物によりルーブリックを用いて総合的に判

断します＜DP①②③④＞． 

 

①70 ％

②30％ 



授業科目名 臨床評価実習 (作業) 

主担当教員 由利 禄巳 担当教員 

由利 禄巳／伊藤 直子／松下 

太／小林 貴代／橋本 弘子／中

村 めぐみ／中西 一／金森 幸 

科目ナンバリング SS20BOTC039 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床現場での実習を通して，「作業ニーズの特定」，「特定された作業の観察」，｢検査・測定による確認｣，｢全

体像の予測と焦点化｣，｢全体像の再構成｣という作業療法評価の過程を経験し修得することを目的とする．対

象者への面接，観察，検査・測定実施と生活場面の情報収集から対象者の生活障害を構造的に捉え，全体像

をまとめ，問題点を抽出し作業療法介入プログラムを立案することを目標にする．実習では，臨床教育指導

者が実施する評価を見学・模倣して経験を積み重ねるプロセスを重視する．さらに，臨床教育指導者が実施

する疾患別の作業療法評価場面を見学し，疾患に対する作業療法評価の特性を教授する．以下に 4 週間のお

おまかな実習概要を記載する．第 1 週 作業ニーズの把握，評価計画を立案し実施する．第 2 週 評価の実

施，実施した評価結果から全体像をまとめる．第 3 週 追加評価実施と作業療法で取り組む課題の抽出をす

る．第 4週 追加評価実施と作業療法実施に向けてのプログラムを立案し，実習全体を振り返る． 

 

学修目標 

1）2年次の臨床検査実習において習得した検査・測定に関する知識と技術を踏まえ，3年前期に開講される各領域の

「作業療法総論」の知識・技術を活用し，作業療法評価を実際の臨床現場で明らかな誤りのない範囲で遂行できる．

作業療法評価のプロセスは，クライエントの作業ニーズを捉え，作業遂行場面を観察し，検査・測定によりクライエ

ントの強み（肯定的側面）と弱み（否定的側面）を明確にして，全体像を把握することである．そして，可能な範囲

で治療プログラムを立案することを含む．加えて，作業療法の領域別，疾患別の評価にも対応できるよ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）臨床評価実習を履修するためには実習前後に開催される実習セミナー（オリエンテーション含む）に必ず

出席し，必要な課題を提出しなければならない．2）臨床評価実習前に配布される実習の手引きを熟読し，分

からない点は質問すること．3）出席日数も成績評価の対象とします． 

 

教科書 

石川齊，古川宏編，図解作業療法技術ガイド第 4版，文光堂，2021. 

 

参考書 

随時提示する． 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習施設の担当教員のオフィスアワーに準ずる． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 
実習前セミナー（客観的臨床能力試験

（OSCE）を含む）実習オリエンテーション 

予習・復習：客観的臨床能力試験（OSCE）の

準備．実習オリエンテーションで説

明した実習内容を十分に理解した

上で，実習施設の概要についてまと

める． 

学科教

員 

2 

臨床教育指導者（作業療法士）の評価場面を

見学・模倣し，客観的事実と考察を，臨床教

育指導者の指導のもとに記録する． 

予習・復習：各領域の「作業療法評価学」お

よび「作業療法総論」をすべて復習

しておくこと．特に，領域別・疾患

別評価の目的を整理しておく．2 年

次に実施した検査・測定は正確に実

施できるように繰り返し練習して

おくこと． 

学科教

員 

3 

臨床教育指導者（作業療法士）の指導のも

と，検査・測定を含めた作業療法評価を遂行

する． 

予習・復習：日々の実習内容をデイリーノー

トに整理する．実習中に疑問に感じ

たことを言語表出するとともに，解

決するための手立てを記録する． 

学科教

員 

4 

臨床教育指導者（作業療法士）の評価場面を

見学・模倣し，客観的事実と考察を，臨床教

育指導者の指導のもとに記録する． 

予習・復習：学生自身で実習の中間評価を行

い，臨床実習指導者の評価との乖離

に気づく．そして，実習目標を達成

するために後半の実習に向けて具

体的な行動計画を立てる． 

学科教

員 

5 

検査・測定を含めた作業療法評価を遂行す

る．クライエントの強み（肯定的側面）と弱

み（否定的側面）を明確にして，臨床教育指

導者の指導のもと，全体像をまとめる． 

予習・復習：日々の学習内容をデイリーノー

トに整理する．実習中に疑問に感じ

たことを言語表出するとともに，解

決するための手立てを記録する． 

学科教

員 

6 

臨床教育指導者（作業療法士）の指導のも

と，作業療法評価の一連のプロセスをまと

める．可能な範囲で，作業療法介入プログラ

ムを立案する． 

予習・復習：評価した内容について知識・技

術・態度の面から振り返る．担当し

た症例について，レジメを作成す

る． 

学科教

員 

7 実習後セミナー 

予習・復習：実施した評価項目・方法・結果

について再確認する．実施した評価

の結果からの考察について再検討

する．担当した症例について総合的

に報告し，指導を受ける．症例報告

で指導を受けた内容について発展

的に学習する． 

学科教

員 

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①実習地での成績＜DP①②③④＞②学内でのセミナー＜DP①②③④＞③提出物＜DP①②③④＞④

実習前後セミナーにおける客観的臨床能力試験（OSCE）,（提示するルーブリックに基づき評価する）＜

DP①②③④＞ 

 

①60%

②③40

%④ は

実 習 参

加 の 条

件 と す

る． 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業療法学科 

（2018 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 作業療法特論Ⅰ (作業) 

主担当教員 小林 貴代 担当教員 

小林 貴代／伊藤 直子／松下 

太／橋本 弘子／中村 めぐみ／

中西 一／金森 幸／東 泰弘／

小川 泰弘／由利 禄巳／兼田 

敏克 

科目ナンバリング SS311 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

解剖学・生理学・運動学や一般臨床医学などの基礎分野から，基礎作業療法学・作業療法評価学・作業療法治

療学・地域作業療法学などの専門分野まで，国家試験の出題範囲の主要な箇所に焦点を当て，体系的かつ網

羅的に学修する． 

 

学修目標 

臨床において必要な基礎知識と作業療法の実践における考える力を習得する。＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業進行において、日々の予習・復習が必須となるため、怠らないように注意すること。 

 

教科書 

１）医歯薬出版編：理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント専門基礎分野 基礎医学 ２）医歯薬出版

編：理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント専門基礎分野 臨床医学 ３）医歯薬出版編：理学療法士・

作業療法士国家試験必修ポイント基礎 OT 学 ４）医歯薬出版編：理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイ

ント障害別 OT 治療学 

 

参考書 

3 年次までの全ての授業で使用した教科書 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員のオフィスアワーに準ずる． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 解剖生理学 I（植物機能） 
循環器系，消化器系，泌尿器系，呼吸器系，

代謝，内分泌系，発生と組織など 
 

2 解剖生理学 II（動物機能） 中枢神経，末梢神経，骨格筋，感覚など  

3 運動機能学 

骨，関節，体表解剖，上肢，下肢，脊柱，四

肢・体幹の筋，神経支配，正常歩行，

バイオメカニクス，立位姿勢，運動

学習など 

 

4 人間発達学 
小児の反射・反応，小児の運動発達，小児の

歩行など 
 



5 病理学 
創傷治癒，組織の病理変化，炎症，感染，腫

瘍，病理所見，病因など 
 

6 内科学 

循環器疾患，代謝性疾患，呼吸器疾患，消化

器疾患，肝疾患，内分泌疾患，膠原

病・自己免疫疾患，慢性腎不全，薬

物療法など 

 

7 整形外科学 

骨折，骨髄腫，関節リウマチ，脊椎，変形性

関節症，四肢血行障害，末梢神経障

害，小児整形外科疾患，脊髄損傷，

切断，骨粗鬆症など 

 

8 神経内科学 

脳血管障害，高次脳機能障害，変性疾患，嚥

下障害，頭蓋内圧亢進，正常圧水頭

症，運動ニューロン疾患，脱髄性疾

患，神経筋接合部疾患，筋疾患，複

合問題，脳波，髄膜刺激症候など 

 

9 臨床心理学 
防衛機制，心理療法，心理検査，障害受容，

学習理論，心理発達など 
 

10 精神医学 

統合失調症，気分（感情）障害，認知症，せ

ん妄，依存症，薬物療法，てんかん，

神経症性障害・ストレス関連障害・

身体表現性障害，摂食障害，パーソ

ナリティ障害/種々のパーソナリテ

ィ障害，高齢者の精神・心理障害，

青年期の精神・心理障害，小児期の

精神・心理・発達障害，精神疾患，

自殺など 

 

11 リハビリテーション医学 

廃用症候群，高齢者にみられる変化・老年症

候群，小児疾患，クリニカルパス，

ADL，IADL，個人情報保護法，脳卒中

治療ガイドライン，予防医学（一次

予防・二次予防・三次予防）など 

 

12 リハビリテーション概論 

国際生活機能分類（ICF），ユニバーサルデザ

イン，ノーマライゼーション，バリ

アフリー新法，身体障害者障害程度

等級表，介護保険法など 

 

13 作業療法の基礎 作業療法概要，正常動作分析など  

14 作業療法評価学 

運動系感覚系の評価，発達の評価，高次脳機

能障害の評価，日常生活活動の評

価，作業能力・職業関連活動の評価，

日常生活活動・作業能力・職業関連

活動の総合評価など 

 

15 作業療法治療学 
基本介入手段，義肢学，装具学，自助具・福

祉用具など 
 

16 地域作業療法学 地域生活支援・家庭生活支援など  

17 障害別治療学（身体障害領域） 
骨関節系障害領域，中枢神経系障害領域，神

経筋系障害領域，内部障害領域など 
 

18 障害別治療学（精神障害領域） 

精神障害総論，精神科集団作業療法，統合失

調症・気分（感情）障害等の精神心

理障害領域など 

 

19 障害別治療学（発達障害領域） 

脳性麻痺・Down 症候群・重症心身障害児・

二分脊椎等の運動発達障害領域，知

的障害・自閉症スペクトラム障害・

注意欠如・多動性障害（ADHD）・障害

児療育/感覚統合的アプローチ・プ

レイセラピー等の精神心理発達障

害領域など 

 

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1）国家試験形式に準じた最終試験と日頃の学習態度で評価する．＜DP①④＞2）必要出席回数は「授業

回数の 5 分の 4 以上」を採用する．＊最終試験は返却しません． 

 

1）最終

試 験 ：

10 割 2）

学 習 態

度 ： 減

点方式 



授業科目名 作業療法特論Ⅱ (作業) 

主担当教員 小林 貴代 担当教員 

小林 貴代／伊藤 直子／松下 

太／橋本 弘子／中村 めぐみ／

中西 一／金森 幸／東 泰弘／

小川 泰弘／由利 禄巳／兼田 

敏克 

科目ナンバリング SS312 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

作業療法特論Ⅰで学修した，国家試験の出題範囲（基礎分野から専門分野まで）について，国家試験に準じ

た出題基準・内容・時間で 4回の模擬試験を実施し，国家試験前の総仕上げを行う． 

 

学修目標 

本学で設定している難易度（国家試験に準ずる）の問題を6割以上解答できること．＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）国家試験の出題形式・内容・時間に準じた模擬試験を 4 回実施する．２）国家試験に準じるため遅刻は

厳禁とする．３）2時間 40 分の試験時間で途中退席することなく，試験時間を有効活用する．４）マークシ

ートの記載用に HB の鉛筆を用意しておくこと． 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

１）医歯薬出版編：理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント専門基礎分野 基礎医学 2022 電子版・オ

ンラインテスト付 ２）医歯薬出版編：理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント専門基礎分野 臨床医

学 2022 電子版・オンラインテスト付 ３）医歯薬出版編：理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント基

礎 OT 学 2022 電子版・オンラインテスト付 ４）医歯薬出版編：理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイ

ント障害別 OT 治療学 2022 電子版・オンラインテスト付  ５）3年次までの全ての授業で使用した教科書 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員のオフィスアワーに準ずる． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 模擬試験１ 国家試験の出題基準に準ずる  

2 模擬試験２ 国家試験の出題基準に準ずる  

3 模擬試験 3 国家試験の出題基準に準ずる  

4 模擬試験 4 国家試験の出題基準に準ずる  



5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1）4 回の模擬試験において 6 割以上の成績を単位認定する.＜DP①④＞2）必要出席回数は「授業回数

の 5 分の 4 以上」を採用する ＊各試験は返却しません． 

 

試験 10

割 



授業科目名 卒業研究Ⅱ（身体障害） (作業)：兼田 

主担当教員 兼田 敏克 担当教員 兼田 敏克 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

「運動学」，「日常生活活動学」，「身体障害作業療法学」等で学んだ動作分析，ＡＤＬ，身体障害領域の知識

や技術，病院，施設，在宅における課題を中心に，担当教員の指導の下に研究テーマにそって研究のすべて

の過程を遂行する．研究テーマに基づき，リサーチクエッションを明確にし，研究計画を作成し，実験等に

よるデータの収集と分析，結果の考察というプロセスを修得する．その総括として，地域作業療法分野の論

文完成を目指す． 

 

学修目標 

1．研究テーマに関する先行研究について検索・入手・通読し，それらの詳細を理解している．<DP①④> 2．自分の

計画した研究のオリジナリティと限界を説明することができる．<DP①④> 3．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審

査委員会に提出する書類が作成できる．<DP①④> 4．研究プロトコールを作成できる．<DP①④> 5．予備的研究結

果を踏まえ，実験することができる．<DP①④> 6．実験結果を解釈し，考察することができる．<DP①④> 7．研究

成果を論文にすることができ，抄録ならびにパワーポイントを用いて発表できる．<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身の研究テーマに関連する論文を講読し，文献レビューを作成する． 

 

教科書 

指定する教科書はなし． 

 

参考書 

研究領域に関連する資料，論文，記事を随時提示します． 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 5限目（16：20-17：50） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究テーマの確立 1 から 6 回において，研

究倫理審査資料を作成し提出する（卒業研

究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査を提出済

みの場合は，研究結果解釈のための先行研

究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
兼田 

2 

リサーチクエッションの明確化 1 から 6 回

において，研究倫理審査資料を作成し提出

する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審

査を提出済みの場合は，研究結果解釈のた

めの先行研究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
兼田 

3 
プロトコールの見直しと確立 1 から 6 回に

おいて，研究倫理審査資料を作成し提出す

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
兼田 



る（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査

を提出済みの場合は，研究結果解釈のため

の先行研究を講読する） 

4 

予備実験①1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
兼田 

5 

予備実験②1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
兼田 

6 

予備実験結果の解釈と実験開始準備 1 から

6回において，研究倫理審査資料を作成し提

出する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理

審査を提出済みの場合は，研究結果解釈の

ための先行研究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
兼田 

7 データ収集① 
予習・復習：（4 時間）倫理審査に提出した

データ管理の方法を確認する． 
兼田 

8 データ収集② 
予習・復習：（4 時間）倫理審査に提出した

データ管理の方法を確認する． 
兼田 

9 データ収集③ 予習・復習：（4時間）外れ値を解釈する． 兼田 

10 データ収集④ 
予習・復習：（4 時間）収集済みデータを入

力する． 
兼田 

11 データ収集⑤ 
予習・復習：（4 時間）収集済みデータを入

力する． 
兼田 

12 論文作成① 
予習・復習：（4 時間）結果を分析するため

の分析手法を整理する． 
兼田 

13 論文作成② 
予習・復習：（4 時間）結果を分析するため

の分析手法を整理する． 
兼田 

14 論文作成③ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 
兼田 

15 論文作成④ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 
兼田 

16 論文作成⑤ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 
兼田 

17 論文作成⑥ 
予習・復習：（4 時間）背景と研究目的を完

成させる． 
兼田 

18 論文作成⑦ 
予習・復習：（4 時間）研究方法記載に不足

がないか確認する 
兼田 

19 論文作成⑧ 
予習・復習：（4 時間）結果を示す文章よび

図表に過不足がないか確認する． 
兼田 

20 論文作成⑨ 
予習・復習：（4 時間）飛躍した考察がない

か確認する． 
兼田 

21 論文作成⑩ 
予習・復習：（4 時間）飛躍した考察がない

か確認する． 
兼田 

22 成果発表① 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

兼田 

23 成果発表② 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

兼田 

24 成果発表③ 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

兼田 

25 成果発表④ 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

兼田 

26 研究の限界の振り返り① 

予習・復習：（4 時間）成果発表時のコメン

トを参考に，研究の限界についてま

とめておく． 

兼田 



27 研究の限界の振り返り② 

予習・復習：（4 時間）成果発表時のコメン

トを参考に，研究の限界についてま

とめておく． 

兼田 

28 研究成果の社会的貢献① 
予習・復習：研究成果の社会への発信方法を

まとめる．（4時間） 
兼田 

29 研究成果の社会的貢献② 
予習・復習：研究成果の社会への発信方法を

まとめる．（4時間） 
兼田 

30 臨床応用について検討する 
予習・復習：自身が就職する領域での研究に

ついて考えておく．（4時間） 
兼田 

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする．①論文作成．<DP①④> ②研究成果発表．<DP①④> 

 

①60%

②40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ（身体障害） (作業)：東 

主担当教員 東 泰弘 担当教員 東 泰弘 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

「運動学」，「日常生活活動学」，「身体障害作業療法学」等で学んだ動作分析，ＡＤＬ，身体障害領域の知識

や技術，病院，施設，在宅における課題を中心に，担当教員の指導の下に研究テーマにそって研究のすべて

の過程を遂行する．研究テーマに基づき，リサーチクエッションを明確にし，研究計画を作成し，実験等に

よるデータの収集と分析，結果の考察というプロセスを修得する．その総括として，地域作業療法分野の論

文完成を目指す． 

 

学修目標 

1．研究テーマに関する先行研究について検索・入手・通読し，それらの詳細を理解している．<DP①④> 2．自分の

計画した研究のオリジナリティと限界を説明することができる．<DP①④> 3．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審

査委員会に提出する書類が作成できる．<DP①④> 4．研究プロトコールを作成できる．<DP①④> 5．予備的研究結

果を踏まえ，実験することができる．<DP①④> 6．実験結果を解釈し，考察することができる．<DP①④> 7．研究

成果を論文にすることができ，抄録ならびにパワーポイントを用いて発表できる．<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身の研究テーマに関連する論文を講読し，文献レビューを作成する． 

 

教科書 

指定する教科書はなし． 

 

参考書 

研究領域に関連する資料，論文，記事を随時提示します． 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 5限目（16：20-17：50） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究テーマの確立 1 から 6 回において，研

究倫理審査資料を作成し提出する（卒業研

究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査を提出済

みの場合は，研究結果解釈のための先行研

究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
東 

2 

リサーチクエッションの明確化 1 から 6 回

において，研究倫理審査資料を作成し提出

する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審

査を提出済みの場合は，研究結果解釈のた

めの先行研究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
東 

3 
プロトコールの見直しと確立 1 から 6 回に

おいて，研究倫理審査資料を作成し提出す

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
東 



る（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査

を提出済みの場合は，研究結果解釈のため

の先行研究を講読する） 

4 

予備実験①1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
東 

5 

予備実験②1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
東 

6 

予備実験結果の解釈と実験開始準備 1 から

6回において，研究倫理審査資料を作成し提

出する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理

審査を提出済みの場合は，研究結果解釈の

ための先行研究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
東 

7 データ収集① 
予習・復習：（4 時間）倫理審査に提出した

データ管理の方法を確認する． 
東 

8 データ収集② 
予習・復習：（4 時間）倫理審査に提出した

データ管理の方法を確認する． 
東 

9 データ収集③ 予習・復習：（4時間）外れ値を解釈する． 東 

10 データ収集④ 
予習・復習：（4 時間）収集済みデータを入

力する． 
東 

11 データ収集⑤ 
予習・復習：（4 時間）収集済みデータを入

力する． 
東 

12 論文作成① 
予習・復習：（4 時間）結果を分析するため

の分析手法を整理する． 
東 

13 論文作成② 
予習・復習：（4 時間）結果を分析するため

の分析手法を整理する． 
東 

14 論文作成③ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 
東 

15 論文作成④ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 
東 

16 論文作成⑤ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 
東 

17 論文作成⑥ 
予習・復習：（4 時間）背景と研究目的を完

成させる． 
東 

18 論文作成⑦ 
予習・復習：（4 時間）研究方法記載に不足

がないか確認する 
東 

19 論文作成⑧ 
予習・復習：（4 時間）結果を示す文章よび

図表に過不足がないか確認する． 
東 

20 論文作成⑨ 
予習・復習：（4 時間）飛躍した考察がない

か確認する． 
東 

21 論文作成⑩ 
予習・復習：（4 時間）飛躍した考察がない

か確認する． 
東 

22 成果発表① 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

東 

23 成果発表② 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

東 

24 成果発表③ 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

東 

25 成果発表④ 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

東 

26 研究の限界の振り返り① 

予習・復習：（4 時間）成果発表時のコメン

トを参考に，研究の限界についてま

とめておく． 

東 



27 研究の限界の振り返り② 

予習・復習：（4 時間）成果発表時のコメン

トを参考に，研究の限界についてま

とめておく． 

東 

28 研究成果の社会的貢献① 
予習・復習：研究成果の社会への発信方法を

まとめる．（4時間） 
東 

29 研究成果の社会的貢献② 
予習・復習：研究成果の社会への発信方法を

まとめる．（4時間） 
東 

30 臨床応用について検討する 
予習・復習：自身が就職する領域での研究に

ついて考えておく．（4時間） 
東 

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする．①論文作成．<DP①④> ②研究成果発表．<DP①④> 

 

①60%

②40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ（身体障害） (作業)：中西 

主担当教員 中西 一 担当教員 中西 一 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

「運動学」，「日常生活活動学」，「身体障害作業療法学」等で学んだ動作分析，ＡＤＬ，身体障害領域の知識

や技術，病院，施設，在宅における課題を中心に，担当教員の指導の下に研究テーマにそって研究のすべて

の過程を遂行する．研究テーマに基づき，リサーチクエッションを明確にし，研究計画を作成し，実験等に

よるデータの収集と分析，結果の考察というプロセスを修得する．その総括として，地域作業療法分野の論

文完成を目指す． 

 

学修目標 

1．研究テーマに関する先行研究について検索・入手・通読し，それらの詳細を理解している．<DP①④> 2．自分の

計画した研究のオリジナリティと限界を説明することができる．<DP①④> 3．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審

査委員会に提出する書類が作成できる．<DP①④> 4．研究プロトコールを作成できる．<DP①④> 5．予備的研究結

果を踏まえ，実験することができる．<DP①④> 6．実験結果を解釈し，考察することができる．<DP①④> 7．研究

成果を論文にすることができ，抄録ならびにパワーポイントを用いて発表できる．<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身の研究テーマに関連する論文を講読し，文献レビューを作成する． 

 

教科書 

指定する教科書はなし． 

 

参考書 

研究領域に関連する資料，論文，記事を随時提示します． 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 5限目（16：20-17：50） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究テーマの確立 1 から 6 回において，研

究倫理審査資料を作成し提出する（卒業研

究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査を提出済

みの場合は，研究結果解釈のための先行研

究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
中西 

2 

リサーチクエッションの明確化 1 から 6 回

において，研究倫理審査資料を作成し提出

する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審

査を提出済みの場合は，研究結果解釈のた

めの先行研究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
中西 

3 
プロトコールの見直しと確立 1 から 6 回に

おいて，研究倫理審査資料を作成し提出す

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
中西 



る（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査

を提出済みの場合は，研究結果解釈のため

の先行研究を講読する） 

4 

予備実験①1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
中西 

5 

予備実験②1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
中西 

6 

予備実験結果の解釈と実験開始準備 1 から

6回において，研究倫理審査資料を作成し提

出する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理

審査を提出済みの場合は，研究結果解釈の

ための先行研究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
中西 

7 データ収集① 
予習・復習：（4 時間）倫理審査に提出した

データ管理の方法を確認する． 
中西 

8 データ収集② 
予習・復習：（4 時間）倫理審査に提出した

データ管理の方法を確認する． 
中西 

9 データ収集③ 予習・復習：（4時間）外れ値を解釈する． 中西 

10 データ収集④ 
予習・復習：（4 時間）収集済みデータを入

力する． 
中西 

11 データ収集⑤ 
予習・復習：（4 時間）収集済みデータを入

力する． 
中西 

12 論文作成① 
予習・復習：（4 時間）結果を分析するため

の分析手法を整理する． 
中西 

13 論文作成② 
予習・復習：（4 時間）結果を分析するため

の分析手法を整理する． 
中西 

14 論文作成③ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 
中西 

15 論文作成④ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 
中西 

16 論文作成⑤ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 
中西 

17 論文作成⑥ 
予習・復習：（4 時間）背景と研究目的を完

成させる． 
中西 

18 論文作成⑦ 
予習・復習：（4 時間）研究方法記載に不足

がないか確認する 
中西 

19 論文作成⑧ 
予習・復習：（4 時間）結果を示す文章よび

図表に過不足がないか確認する． 
中西 

20 論文作成⑨ 
予習・復習：（4 時間）飛躍した考察がない

か確認する． 
中西 

21 論文作成⑩ 
予習・復習：（4 時間）飛躍した考察がない

か確認する． 
中西 

22 成果発表① 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

中西 

23 成果発表② 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

中西 

24 成果発表③ 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

中西 

25 成果発表④ 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

中西 

26 研究の限界の振り返り① 

予習・復習：（4 時間）成果発表時のコメン

トを参考に，研究の限界についてま

とめておく． 

中西 



27 研究の限界の振り返り② 

予習・復習：（4 時間）成果発表時のコメン

トを参考に，研究の限界についてま

とめておく． 

中西 

28 研究成果の社会的貢献① 
予習・復習：研究成果の社会への発信方法を

まとめる．（4時間） 
中西 

29 研究成果の社会的貢献② 
予習・復習：研究成果の社会への発信方法を

まとめる．（4時間） 
中西 

30 臨床応用について検討する 
予習・復習：自身が就職する領域での研究に

ついて考えておく．（4時間） 
中西 

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする．①論文作成．<DP①④> ②研究成果発表．<DP①④> 

 

①60%

②40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ（身体障害） (作業)：中村 

主担当教員 中村 めぐみ 担当教員 中村 めぐみ 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

「運動学」，「日常生活活動学」，「身体障害作業療法学」等で学んだ動作分析，ＡＤＬ，身体障害領域の知識

や技術，病院，施設，在宅における課題を中心に，担当教員の指導の下に研究テーマにそって研究のすべて

の過程を遂行する．研究テーマに基づき，リサーチクエッションを明確にし，研究計画を作成し，実験等に

よるデータの収集と分析，結果の考察というプロセスを修得する．その総括として，身体障害領域作業療法

分野の論文完成を目指す． 

 

学修目標 

1．研究テーマに関する先行研究について検索・入手・通読し，それらの詳細を理解している．<DP①④> 2．自分の

計画した研究のオリジナリティと限界を説明することができる．<DP①④> 3．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審

査委員会に提出する書類が作成できる．<DP①④> 4．研究プロトコールを作成できる．<DP①④> 5．予備的研究結

果を踏まえ，実験することができる．<DP①④> 6．実験結果を解釈し，考察することができる．<DP①④> 7．研究

成果を論文にすることができ，抄録ならびにパワーポイントを用いて発表できる．<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身の研究テーマに関連する論文を講読し，文献レビューを作成する． 

 

教科書 

指定する教科書はなし． 

 

参考書 

研究領域に関連する資料，論文，記事を随時提示します． 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜２，３，４限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究テーマの確立 1 から 6 回において，研

究倫理審査資料を作成し提出する（卒業研

究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査を提出済

みの場合は，研究結果解釈のための先行研

究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 

小林中

村中西

東 

2 

リサーチクエッションの明確化 1 から 6 回

において，研究倫理審査資料を作成し提出

する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審

査を提出済みの場合は，研究結果解釈のた

めの先行研究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 

小林中

村中西

東 

3 
プロトコールの見直しと確立 1 から 6 回に

おいて，研究倫理審査資料を作成し提出す

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 

小林中

村中西



る（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査

を提出済みの場合は，研究結果解釈のため

の先行研究を講読する） 

東 

4 

予備実験①1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 

小林中

村中西

東 

5 

予備実験②1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 

小林中

村中西

東 

6 

予備実験結果の解釈と実験開始準備 1 から

6回において，研究倫理審査資料を作成し提

出する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理

審査を提出済みの場合は，研究結果解釈の

ための先行研究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 

小林中

村中西

東 

7 データ収集① 
予習・復習：（4 時間）倫理審査に提出した

データ管理の方法を確認する． 

小林中

村中西

東 

8 データ収集② 
予習・復習：（4 時間）倫理審査に提出した

データ管理の方法を確認する． 

小林中

村

中

西

東 

9 データ収集③ 予習・復習：（4時間）外れ値を解釈する． 

小林中

村中西

東 

10 データ収集④ 
予習・復習：（4 時間）収集済みデータを入

力する． 

小林中

村

中

西

東 

11 データ収集⑤ 
予習・復習：（4 時間）収集済みデータを入

力する． 

小林中

村

中

西

東 

12 論文作成① 
予習・復習：（4 時間）結果を分析するため

の分析手法を整理する． 

小林中

村

中

西

東 

13 論文作成② 
予習・復習：（4 時間）結果を分析するため

の分析手法を整理する． 

小林中

村

中

西 

14 論文作成③ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 

小林中

村

中

西 

15 論文作成④ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 

小林中

村

中

西 

16 論文作成⑤ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 

小林中

村

中

西 

17 論文作成⑥ 
予習・復習：（4 時間）背景と研究目的を完

成させる． 

小林中

村

中



西 

18 論文作成⑦ 
予習・復習：（4 時間）研究方法記載に不足

がないか確認する 

小林中

村

中

西 

19 論文作成⑧ 
予習・復習：（4 時間）結果を示す文章よび

図表に過不足がないか確認する． 

小林中

村

中

西 

20 論文作成⑨ 
予習・復習：（4 時間）飛躍した考察がない

か確認する． 

小林中

村

中

西 

21 論文作成⑩ 
予習・復習：（4 時間）飛躍した考察がない

か確認する． 

小林中

村

中

西 

22 成果発表① 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

小林中

村

中

西 

23 成果発表② 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

小林中

村

中

西 

24 成果発表③ 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

小林中

村

中

西 

25 成果発表④ 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

小林中

村

中

西 

26 研究の限界の振り返り① 

予習・復習：（4 時間）成果発表時のコメン

トを参考に，研究の限界についてま

とめておく． 

小林中

村

中

西 

27 研究の限界の振り返り② 

予習・復習：（4 時間）成果発表時のコメン

トを参考に，研究の限界についてま

とめておく． 

小林中

村

中

西 

28 研究成果の社会的貢献① 
予習・復習：研究成果の社会への発信方法を

まとめる．（4時間） 

小林中

村

中

西 

29 研究成果の社会的貢献② 
予習・復習：研究成果の社会への発信方法を

まとめる．（4時間） 

小林中

村

中

西 

30 臨床応用について検討する 
予習・復習：自身が就職する領域での研究に

ついて考えておく．（4時間） 

小林中

村

中

西 

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする．①論文作成．<DP①④> ②研究成果発表．<DP①④> 

 

①60%

②40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ（身体障害） (作業)：小林 

主担当教員 小林 貴代 担当教員 

小林 貴代／松下 太／橋本 弘

子／中村 めぐみ／中西 一／金

森 幸／東 泰弘／小川 泰弘／

由利 禄巳／兼田 敏克 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

「運動学」，「日常生活活動学」，「身体障害作業療法学」等で学んだ動作分析，ＡＤＬ，身体障害領域の知識

や技術，病院，施設，在宅における課題を中心に，担当教員の指導の下に研究テーマにそって研究のすべて

の過程を遂行する．研究テーマに基づき，リサーチクエッションを明確にし，研究計画を作成し，実験等に

よるデータの収集と分析，結果の考察というプロセスを修得する．その総括として，地域作業療法分野の論

文完成を目指す． 

 

学修目標 

1．研究テーマに関する先行研究について検索・入手・通読し，それらの詳細を理解している．<DP①④> 2．自分の

計画した研究のオリジナリティと限界を説明することができる．<DP①④> 3．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審

査委員会に提出する書類が作成できる．<DP①④> 4．研究プロトコールを作成できる．<DP①④> 5．予備的研究結

果を踏まえ，実験することができる．<DP①④> 6．実験結果を解釈し，考察することができる．<DP①④> 7．研究

成果を論文にすることができ，抄録ならびにパワーポイントを用いて発表できる．<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身の研究テーマに関連する論文を講読し，文献レビューを作成する． 

 

教科書 

指定する教科書はなし． 

 

参考書 

研究領域に関連する資料，論文，記事を随時提示します． 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 5限目（16：20-17：50） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究テーマの確立 1 から 6 回において，研

究倫理審査資料を作成し提出する（卒業研

究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査を提出済

みの場合は，研究結果解釈のための先行研

究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
小林 

2 

リサーチクエッションの明確化 1 から 6 回

において，研究倫理審査資料を作成し提出

する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
小林 



査を提出済みの場合は，研究結果解釈のた

めの先行研究を講読する） 

3 

プロトコールの見直しと確立 1 から 6 回に

おいて，研究倫理審査資料を作成し提出す

る（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査

を提出済みの場合は，研究結果解釈のため

の先行研究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
小林 

4 

予備実験①1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
小林 

5 

予備実験②1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
小林 

6 

予備実験結果の解釈と実験開始準備 1 から

6回において，研究倫理審査資料を作成し提

出する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理

審査を提出済みの場合は，研究結果解釈の

ための先行研究を講読する） 

予習・復習：（4 時間）先行研究をレビュー

し，まとめておく． 
小林 

7 データ収集① 
予習・復習：（4 時間）倫理審査に提出した

データ管理の方法を確認する． 
小林 

8 データ収集② 
予習・復習：（4 時間）倫理審査に提出した

データ管理の方法を確認する． 
小林 

9 データ収集③ 予習・復習：（4時間）外れ値を解釈する． 小林 

10 データ収集④ 
予習・復習：（4 時間）収集済みデータを入

力する． 
小林 

11 データ収集⑤ 
予習・復習：（4 時間）収集済みデータを入

力する． 
小林 

12 論文作成① 
予習・復習：（4 時間）結果を分析するため

の分析手法を整理する． 
小林 

13 論文作成② 
予習・復習：（4 時間）結果を分析するため

の分析手法を整理する． 
小林 

14 論文作成③ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 
小林 

15 論文作成④ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 
小林 

16 論文作成⑤ 
予習・復習：（4 時間）結果を解釈するため

の先行研究を追加する． 
小林 

17 論文作成⑥ 
予習・復習：（4 時間）背景と研究目的を完

成させる． 
小林 

18 論文作成⑦ 
予習・復習：（4 時間）研究方法記載に不足

がないか確認する 
小林 

19 論文作成⑧ 
予習・復習：（4 時間）結果を示す文章よび

図表に過不足がないか確認する． 
小林 

20 論文作成⑨ 
予習・復習：（4 時間）飛躍した考察がない

か確認する． 
小林 

21 論文作成⑩ 
予習・復習：（4 時間）飛躍した考察がない

か確認する． 
小林 

22 成果発表① 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

小林 

23 成果発表② 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

小林 

24 成果発表③ 

予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい

ての意見を述べる． 

小林 

25 成果発表④ 
予習・復習：（4 時間）成果発表時の質疑，

意見を整理する．他者の研究につい
小林 



ての意見を述べる． 

26 研究の限界の振り返り① 

予習・復習：（4 時間）成果発表時のコメン

トを参考に，研究の限界についてま

とめておく． 

小林 

27 研究の限界の振り返り② 

予習・復習：（4 時間）成果発表時のコメン

トを参考に，研究の限界についてま

とめておく． 

小林 

28 研究成果の社会的貢献① 
予習・復習：研究成果の社会への発信方法を

まとめる．（4時間） 
小林 

29 研究成果の社会的貢献② 
予習・復習：研究成果の社会への発信方法を

まとめる．（4時間） 
小林 

30 臨床応用について検討する 
予習・復習：自身が就職する領域での研究に

ついて考えておく．（4時間） 
小林 

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする．①論文作成．<DP①④> ②研究成果発表．<DP①④> 

 

①60%

②40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ（精神障害） (作業)：小川 

主担当教員 小川 泰弘 担当教員 小川 泰弘 

科目ナンバリング SS503 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

作業療法士は保健・医療・福祉領域のリハビリテーション専門職であり，臨床実践の質を高め，社会に貢献

していくためには実践の内容について研究していくことが重要な位置を占める．この科目では，作業療法研

究における必要性と意義を理解し，調査研究と実験研究を進めるための方法を修得する．卒業研究Ⅰで考え

た調査・実験の実施方法について、データの収集と分析、結果の考察というプロセスを、段階を踏みながら

習得する。その総括として, 卒業論文作成と研究発表に向けての準備する． 

 

学修目標 

1）研究倫理について理解することができる<DP①④>2）科学的・論理的に自分の意見を表現する<DP①④>3）作業療

法研究の必要性と意義を説明できる<DP①④>4）研究計画書を作成できる<DP①④>5) 予備実験ができる<DP①④>6）

結果を分析し，解釈することができる<DP①④>7）卒業論文作成ができる<DP①④> 8）プレゼンテーションができる

<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身の研究目的に沿って、研究疑問を明らかにすべく主体的に取り組むようにしてください。 

 

教科書 

指定する教科書はない． 

 

参考書 

研究領域に関連する資料，論文，記事を随時提示します． 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日（13:00～14:10） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究計画の検討 
中間発表を踏まえて研究計画書を見直し修

正する．(1 時間) 

橋本・

小川 

2 研究計画の検討 
研究実施のための具体的なプラン作成(1 時

間) 

橋本・

小川 

3 研究計画実施の準備(1 時間) 研究実施のための物品等の準備(1 時間) 
橋本・

小川 

4 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施 (1 時間) 

橋本・

小川 

5 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施 (1 時間) 

橋本・

小川 

6 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施(1 時間) 

橋本・

小川 

7 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施(1 時間) 

橋本・

小川 



8 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施    (1 時間) 

橋本・

小

川 

9 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施 (1 時間) 

橋本・

小川 

10 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施(1 時間) 

橋本・

小

川 

11 データの分析 結果の解析(1 時間) 

橋本・

小

川 

12 データの分析 結果の解析(1 時間) 

橋本・

小

川 

13 データの分析 結果の解析(1 時間) 

橋本・

小

川 

14 データの分析 結果の解析(1 時間) 

橋本・

小

川 

15 分析結果の考察 
分析結果を先行文献などとともに考察を深

める    (1 時間) 

橋本・

小

川 

16 分析結果の考察 
分析結果を先行文献などとともに考察を深

める(1 時間) 

橋本・

小

川 

17 分析結果の考察 
分析結果を先行文献などとともに考察を深

める(1 時間) 

橋本・

小

川 

18 分析結果の考察 
分析結果を先行文献などとともに考察を深

める(1 時間) 

橋本・

小

川 

19 論文作成 

これまでの結果を踏まえ、「要旨、はじめに、

方法、結果、考察、研究の限界、今

後の展望、おわりに」を論理だてて

書き進める(1 時間) 

橋本・

小

川 

20 論文作成 

これまでの結果を踏まえ、「要旨、はじめに、

方法、結果、考察、研究の限界、今

後の展望、おわりに」を論理だてて

書き進める(1 時間) 

橋本・

小

川 

21 論文作成 

これまでの結果を踏まえ、「要旨、はじめに、

方法、結果、考察、研究の限界、今

後の展望、おわりに」を論理だてて

書き進める(1 時間) 

橋本・

小

川 

22 論文作成 

これまでの結果を踏まえ、「要旨、はじめに、

方法、結果、考察、研究の限界、今

後の展望、おわりに」を論理だてて

書き進める(1 時間) 

橋本・

小

川 

23 論文作成と発表準備 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 

橋本・

小

川 

24 論文作成と発表準備 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 

橋本・

小

川 

25 卒業論文発表 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 

橋本・

小

川 

26 卒業論文発表 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 

橋本・

小

川 

27 卒業論文発表 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 

橋本・

小

川 



28 卒業論文発表 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 

橋本・

小

川 

29 卒業論文発表 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 

橋本・

小

川 

30 卒業論文発表 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 

橋本・

小

川 

成績評価方法と基準 割合 

1.論文の作成<DP①④>2.論文発表<DP①④>4/5 の出席を必要とする 

 

1.60%2.

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ（精神障害） (作業)：橋本 

主担当教員 橋本 弘子 担当教員 橋本 弘子 

科目ナンバリング SS503 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

作業療法士は保健・医療・福祉領域のリハビリテーション専門職であり，臨床実践の質を高め，社会に貢献

していくためには実践の内容について研究していくことが重要な位置を占める．この科目では，作業療法研

究における必要性と意義を理解し，調査研究と実験研究を進めるための方法を修得する．卒業研究Ⅰで考え

た調査・実験の実施方法について、データの収集と分析、結果の考察というプロセスを、段階を踏みながら

習得する。その総括として, 卒業論文作成と研究発表に向けての準備する． 

 

学修目標 

1）研究倫理について理解することができる<DP①④>2）科学的・論理的に自分の意見を表現する<DP①④>3）作業療

法研究の必要性と意義を説明できる<DP①④>4）研究計画書を作成できる<DP①④>5) 予備実験ができる<DP①④>6）

結果を分析し，解釈することができる<DP①④>7）卒業論文作成ができる<DP①④> 8）プレゼンテーションができる

<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身の研究目的に沿って、研究疑問を明らかにすべく主体的に取り組むようにしてください。 

 

教科書 

指定する教科書はない． 

 

参考書 

研究領域に関連する資料，論文，記事を随時提示します． 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究計画の検討 
中間発表を踏まえて研究計画書を見直し修

正する．(1 時間) 
 

2 研究計画の検討 
研究実施のための具体的なプラン作成(1 時

間) 
 

3 研究計画実施の準備 研究実施のための物品等の準備(1 時間)  

4 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施    (1 時間) 
 

5 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施 (1 時間) 
 

6 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施(1 時間) 
 

7 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施(1 時間) 
 



8 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施    (1 時間) 
 

9 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施 (1 時間) 
 

10 データを収集 
方法に準じ依頼からデータ収集と整理まで

を実施(1 時間) 
 

11 データの分析 結果の解析(1 時間)  

12 データの分析 結果の解析(1 時間)  

13 データの分析 結果の解析(1 時間)  

14 データの分析 結果の解析(1 時間)  

15 分析結果の考察 
分析結果を先行文献などとともに考察を深

める    (1 時間) 
 

16 分析結果の考察 
分析結果を先行文献などとともに考察を深

める(1 時間) 
 

17 分析結果の考察 
分析結果を先行文献などとともに考察を深

める(1 時間) 
 

18 分析結果の考察 
分析結果を先行文献などとともに考察を深

める(1 時間) 
 

19 論文作成 

これまでの結果を踏まえ、「要旨、はじめに、

方法、結果、考察、研究の限界、今

後の展望、おわりに」を論理だてて

書き進める(1 時間) 

 

20 論文作成 

これまでの結果を踏まえ、「要旨、はじめに、

方法、結果、考察、研究の限界、今

後の展望、おわりに」を論理だてて

書き進める(1 時間) 

 

21 論文作成 

これまでの結果を踏まえ、「要旨、はじめに、

方法、結果、考察、研究の限界、今

後の展望、おわりに」を論理だてて

書き進める(1 時間) 

 

22 論文作成 

これまでの結果を踏まえ、「要旨、はじめに、

方法、結果、考察、研究の限界、今

後の展望、おわりに」を論理だてて

書き進める(1 時間) 

 

23 論文作成と発表準備 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 
 

24 論文作成と発表準備 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 
 

25 卒業論文発表 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 
 

26 卒業論文発表 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 
 

27 卒業論文発表 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 
 

28 卒業論文発表 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 
 

29 卒業論文発表 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 
 

30 卒業論文発表 
論文を作成しながら、パワーポイントで発

表原稿を作成する(1 時間) 
 

成績評価方法と基準 割合 

1.論文の作成<DP①④>2.論文発表）の評価基準となるルーブリックを提示します。  ＜DP①④＞4/5 の

出席を必要とする 

 

1.60%2.

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ（老年期障害・地域） (作業)：由利 

主担当教員 由利 禄巳 担当教員 由利 禄巳 

科目ナンバリング SS504 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

「老年期障害作業療法に関する科目」，「作業科学入門」，「地域作業療法学」で学んだ作業の健康への貢献，

認知症に対する作業療法，介護予防の知識や技術，施設や在宅における課題を中心に，担当教員指導の下に

研究テーマにそって研究のすべての過程を遂行する．研究テーマに基づき，リサーチクエッションを明確に

し，研究計画を作成し，実験等によるデータの収集と分析，結果の考察というプロセスを修得する．その総

括として，老年期障害または地域作業療法分野の論文完成を目指す． 

 

学修目標 

1．研究テーマに関する先行研究について検索・入手・通読し，それらの詳細を理解している．＜DP①＞ 2．自分の

計画した研究のオリジナリティと限界を説明することができる．＜DP①④＞3．倫理的な配慮を理解し，研究倫理審

査委員会に提出する書類が作成できる．＜DP①④＞4．研究プロトコールを作成できる．＜DP①④＞5．予備的研究結

果を踏まえ，実験することができる．＜DP①④＞6．実験結果を解釈し，考察することができる．＜DP①④＞7．研究

成果を論文にすることができ，抄録ならびにパワーポイントを用いて発表できる．＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身の研究テーマに関連する論文を講読し，文献レビュー表を作成する． 

 

教科書 

指定する教科書はなし． 

 

参考書 

研究領域に関連する資料，論文，記事を随時提示します． 文献複写が必要な場合は，ゼミ担当に申し出る

こと． 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日午前中 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究テーマの確立 1 から 6 回において，研

究倫理審査資料を作成し提出する（卒業研

究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査を提出済

みの場合は，研究結果解釈のための先行研

究を講読する） 

予習・復習：総説，文献レビュー，文献研究

などを購読し，文献レビュー表の作

成方法を知る（4時間） 

由利 

2 

リサーチクエッションの明確化 1 から 6 回

において，研究倫理審査資料を作成し提出

する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審

査を提出済みの場合は，研究結果解釈のた

めの先行研究を講読する） 

予習・復習：先行研究をレビューし，まとめ

る．研究倫理審査のための資料を作

成する（4時間）． 

由利 



3 

プロトコールの見直しと確立 1 から 6 回に

おいて，研究倫理審査資料を作成し提出す

る（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査

を提出済みの場合は，研究結果解釈のため

の先行研究を講読する） 

予習・復習：先行研究をレビューし，まとめ

る．研究倫理審査のための資料を作

成する（4時間）． 

由利 

4 

予備実験①1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予習・復習：先行研究をレビューし，まとめ

る．研究倫理審査のための資料を作

成する（4時間）． 

由利 

5 

予備実験②1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予習・復習：先行研究をレビューし，まとめ

る．研究倫理審査のための資料を作

成する（4時間）． 

由利 

6 

予備実験結果の解釈と実験開始準備 1 から

6回において，研究倫理審査資料を作成し提

出する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理

審査を提出済みの場合は，研究結果解釈の

ための先行研究を講読する） 

予習・復習：先行研究をレビューし，まとめ

る．研究倫理審査のための資料を作

成する（4時間）． 

由利 

7 データ収集① 
予習・復習：倫理審査に提出したデータ管理

の方法を確認する（4時間）． 
由利 

8 データ収集② 
予習・復習：倫理審査に提出したデータ管理

の方法を確認する（4時間）． 
由利 

9 データ収集③ 予習・復習：外れ値を解釈する（4時間）． 由利 

10 データ収集④ 
予習・復習：収集済みデータを入力する（4

時間）． 
由利 

11 データ収集⑤ 
予習・復習：収集済みデータを入力する（4

時間）． 
由利 

12 論文作成① 
予習・復習：結果を分析するための分析手法

を整理する（4時間）． 
由利 

13 論文作成② 
予習・復習：結果を分析するための分析手法

を整理する（4時間）． 
由利 

14 論文作成③ 
予習・復習：結果を解釈するための先行研究

を追加する（4時間）． 
由利 

15 論文作成④ 
予習・復習：結果を解釈するための先行研究

を追加する（4時間）． 
由利 

16 論文作成⑤ 
予習・復習：結果を解釈するための先行研究

を追加する（4時間）． 
由利 

17 論文作成⑥ 
予習・復習：背景と研究目的を完成させる（4

時間）． 
由利 

18 論文作成⑦ 
予習・復習：研究方法記載に不足がないか確

認する（4時間）． 
由利 

19 論文作成⑧ 
予習・復習：結果を示す文章よび図表に過不

足がないか確認する（4時間）． 
由利 

20 論文作成⑨ 
予習・復習：飛躍した考察がないか確認する

（4時間）． 
由利 

21 論文作成⑩ 
予習・復習：飛躍した考察がないか確認する

（4時間）． 
由利 

22 成果発表① 

予習・復習：成果発表時の質疑，意見を整理

する（4時間）．他者の研究について

の意見を述べる． 

由利 

23 成果発表② 

予習・復習：成果発表時の質疑，意見を整理

する（4時間）．他者の研究について

の意見を述べる． 

由利 

24 成果発表③ 

予習・復習：成果発表時の質疑，意見を整理

する（4時間）．他者の研究について

の意見を述べる． 

由利 

25 成果発表④ 

予習・復習：成果発表時の質疑，意見を整理

する（4時間）．他者の研究について

の意見を述べる． 

由利 



26 研究の限界の振り返り① 

予習・復習：成果発表時のコメントを参考

に，研究の限界についてまとめてお

く（4時間）． 

由利 

27 研究の限界の振り返り② 

予習・復習：成果発表時のコメントを参考

に，研究の限界についてまとめてお

く（4時間）． 

由利 

28 研究成果の社会的貢献① 
予習・復習：研究成果の社会への発信方法を

まとめる（4時間）． 
由利 

29 研究成果の社会的貢献② 

予習・復習：成果発表時のコメントを参考

に，研究の限界についてまとめてお

く（4時間）． 

由利 

30 臨床応用について検討する 
予習・復習：自身が就職する領域での研究に

ついて考える（4時間）． 
由利 

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする．①論文作成＜DP①④＞②研究成果発表：成績評価基準はルーブリックに

て提示します．＜DP①④＞希望者には評価を開示する。 

 

①60%

②40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ（老年期障害・地域） (作業)：松下 

主担当教員 松下 太 担当教員 松下 太 

科目ナンバリング SS504 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

「高齢期障害作業療法に関する科目」，「地域作業療法学」で学んだ作業の健康への貢献，認知症に対する作

業療法，介護予防の知識や技術，施設や在宅における課題を中心に，担当教員指導の下に研究テーマにそっ

て研究のすべての過程を遂行する．研究テーマに基づき，リサーチクエッションを明確にし，研究計画を作

成し，実験等によるデータの収集と分析，結果の考察というプロセスを修得する．その総括として，老年期

障害または地域作業療法分野の論文完成を目指す． 

 

学修目標 

1．研究テーマに関する先行研究について検索・入手・通読し，それらの詳細を理解している．＜DP①＞ 2．自分の

計画した研究のオリジナリティと限界を説明することができる．＜DP①④＞3．研究プロトコールに基づいた実験や

リサーチ等を遂行できる．＜DP①④＞4．研究結果を踏まえ，追実験することができる．＜DP①④＞5．実験やリサー

チ等の結果を適切な統計解析方法を用いて分析することができる.＜DP①④＞6．研究成果を抄録ならびにパワーポイ

ントを用いて発表できる．＜DP①④＞7．研究成果を論文にすることができる.＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）自らの研究テーマに関する論文や書籍を定期的に検索・入手し積極的に熟読しておくこと．＊２）卒業

研究Ⅰで得られたデーターの統計解析方法について検討しておくこと.３）常に，指導教員には研究の進捗状

況の報告・連絡・相談をしながら，指導教員とよく話し合って研究活動を進めること．４）期日や時間は必ず

守ること． ＊文献複写が必要な場合は，ゼミ担当教員に申し出ること． 

 

教科書 

指定する教科書はなし． 

 

参考書 

研究領域に関連する資料，論文，記事を随時提示します．文献複写が必要な場合は，ゼミ担当教員に申し出

ること． 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 2限目（10：40-12：10） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

予備実験（卒業研究Ⅰにおいて，研究倫理審

査を未提出の場合は，研究倫理審査の申請

書を作成） 

予習：卒業研究Ⅰで実施できなかった実験

や不足している内容を検討する

（0.5 時間）復習：予備実験の研究

経過記録（progress note）を記載す

る（0.5 時間） 

松下 



2 

予備実験（卒業研究Ⅰにおいて，研究倫理審

査を未提出の場合は，研究倫理審査の申請

書を作成し申請する） 

予習：卒業研究Ⅰで実施できなかった実験

や不足している内容を検討する

（0.5 時間）復習：予備実験の研究

経過記録（progress note）を記載す

る（0.5 時間） 

松下 

3 研究全体のまとめと研究の限界の振り返り 

これまでの研究計画・実施内容・実験デー

タ・考察など研究全体のまとめを

し、研究の限界についてのまとめを

する（1時間）． 

松下 

4 抄録作成① 
抄録に必要な項目を確認し卒論発表用の抄

録をまとめる（予習復習 1 時間）． 
松下 

5 抄録作成② 
卒論発表会用の抄録をまとめる（予習復習 1

時間）． 
松下 

6 抄録作成③ 
卒論発表会用の抄録をまとめる（予習復習 1

時間） 
松下 

7 卒論発表会用 PowerPoint 作成 
卒論発表会用の PowerPoint をまとめる（予

習復習 1時間） 
松下 

8 卒論発表予演会① 

予習：卒論発表会の発表原稿を作成する．

（0.5 時間）復習：卒論発表会の発

表原稿を修正する．（0.5 時間） 

松下 

9 卒論発表予演会② 

予習：卒論発表会の発表原稿を作成する．

（0.5 時間）復習：卒論発表会の発

表原稿を修正する．（0.5 時間） 

松下 

10 卒論発表会 

予習：卒論発表の練習をする．（0.5 時間）

復習：卒論発表での指摘事項を整理

する．（0.5 時間） 

松下 

11 研究全体の見直し（特に考察） 

復習：卒業研究発表会での指摘事項を踏ま

えて、考察を中心に論文全体を見直

す．また，研究の限界についてまと

めておく（1時間） 

松下 

12 論文作成① 
予習・復習：結果を分析するための分析手法

を整理する（1時間）． 
松下 

13 論文作成② 
予習・復習：結果を分析するための分析手法

を整理する（1時間）． 
松下 

14 論文作成③ 
予習・復習：結果を解釈するための先行研究

を追加する（1時間）． 
松下 

15 論文作成④ 
予習・復習：結果を解釈するための先行研究

を追加する（1時間）． 
松下 

16 論文作成⑤ 
予習・復習：結果を解釈するための先行研究

を追加する（1時間）． 
松下 

17 論文作成⑥ 
予習・復習：背景と研究目的を完成させる（1

時間）． 
松下 

18 論文作成⑦ 
予習・復習：研究方法記載に不足がないか確

認する．（1時間）． 
松下 

19 論文作成⑧ 
予習・復習：結果を示す文章よび図表に過不

足がないか確認する（1時間）． 
松下 

20 論文作成⑨ 
予習・復習：飛躍した考察がないか確認す

る．（1時間） 
松下 

21 論文作成⑩ 
予習・復習：飛躍した考察がないか確認す

る．（1時間） 
松下 

22 論文作成⑪ 
予習・復習：論文の文章表現を見直す．（1 時

間） 
松下 

23 論文作成⑫ 
予習・復習：論文の文章表現を見直す．（1 時

間） 
松下 

24 論文作成⑬ 
予習・復習：論文の文章表現を見直す．（1 時

間） 
松下 

25 論文作成⑭ 
予習・復習：論文の文章表現を見直す．（1 時

間） 
松下 

26 論文作成⑮ 
予習・復習：論文の文章表現を見直す．（1 時

間） 
松下 

27 論文作成⑯ 
予習・復習：論文の文章表現を見直す．（1 時

間） 
松下 



28 論文完成 
予習・復習：論文投稿規定に準じているか確

認する．（1時間） 
松下 

29 
研究成果の社会的貢献と臨床応用について

の検討 

予習・復習：研究成果の社会への発信および

臨床での応用について検討しまと

める（1時間）． 

松下 

30 論文投稿 
予習・復習：論文投稿規定の最終確認（1時

間）． 
松下 

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする．①論文作成＜DP①④＞②研究成果発表：成績評価基準はルーブリックに

て提示します．＜DP①④＞ 

 

①60%

②40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ（発達障害） (作業)：金森 

主担当教員 金森 幸 担当教員 金森 幸 

科目ナンバリング SS505 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

「質的研究の進め方、まとめ方」を参考にして、各自ですすめている研究計画にそって、文献研究や結果の

考察をすすめる。担当教員には、適時経過を報告し、研究テーマにそって研究のすべての過程を遂行する．

研究テーマに基づき，リサーチクエッションを明確にし，研究計画を作成し，インタビューやフィールドワ

ーク等によるデータの収集と分析，結果の考察というプロセスを修得する．その総括として，作業療法士と

しての論文完成を目指す． 

 

学修目標 

1．研究テーマに関する先行研究について検索・入手・通読し，それらの詳細を理解している．＜DP①④＞2．自分の

計画した研究のオリジナリティと限界を説明することができる．＜DP①④＞3．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審

査委員会に提出する書類が作成できる．＜DP①④＞4．研究プロトコールを作成できる．＜DP①④＞5．予備的研究結

果を踏まえ，観察、インタビューやフィールドワークを行うことができる．＜DP①④＞6．実験結果を解釈し，考察

することができる．＜DP①④＞7．研究成果を論文にすることができ，抄録ならびにパワーポイントを用いて発表で

きる．＜DP①④＞8．卒業後も発達領域に役立つ作業療法士としての研究活動を継続できるようになること．＜DP①④

＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身の研究テーマに関連する論文を講読し，文献レビューを作成する．研究活動は、各自で自覚をもって主

体的に取り組んでください。 

 

教科書 

特に指定はありません 

 

参考書 

「質的研究入門」小田博志著.春秋社「エスノグラフィー入門」小田博志著.春秋社「子どもの参画」ロジャ

ー・ハート著.Unicef 萌文社 

 

研究室／オフィスアワー 

教員のオフィスアワーを確認し、事前に相談御予約を取ってください（基本週に１回以上は経過を報告する） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究計画の確認 1 から 6 回において，研究

倫理審査資料を作成し提出する（卒業研究

Ⅰにおいて，既に研究倫理審査を提出済み

の場合は，研究結果解釈のための先行研究

を講読する） 

倫理審査の提出先行研究をレビューし，ま

とめておく．自己学習を 1 時間以上

行うこと． 

 



2 

リサーチクエッションの明確化 1 から 6 回

において，研究倫理審査資料を作成し提出

する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審

査を提出済みの場合は，研究結果解釈のた

めの先行研究を講読する） 

同意書・研究環境の整備先行研究をレビュ

ーし，まとめておく．自己学習を 1

時間以上行うこと． 

 

3 

プロトコールの見直しと確立 1 から 6 回に

おいて，研究倫理審査資料を作成し提出す

る（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査

を提出済みの場合は，研究結果解釈のため

の先行研究を講読する） 

準備に必要な資料や文献の整備先行研究を

レビューし，まとめておく．自己学

習を 1時間以上行うこと． 

 

4 

予備実験①1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

研究方法の確認先行研究をレビューし，ま

とめておく．自己学習を 1 時間以上

行うこと． 

 

5 

予備実験②1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予備実験の結果の整理先行研究をレビュー

し，まとめておく．自己学習を 1時

間以上行うこと． 

 

6 

予備実験結果の解釈と実験開始準備 1 から

6回において，研究倫理審査資料を作成し提

出する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理

審査を提出済みの場合は，研究結果解釈の

ための先行研究を講読する） 

本研究の準備先行研究をレビューし，まと

めておく．自己学習を 1時間以上行

うこと． 

 

7 データ収集① 

倫理審査に提出したデータ管理の方法を確

認する自己学習を1時間以上行うこ

と． 

 

8 データ収集② 

倫理審査に提出したデータ管理の方法を確

認する．自己学習を 1時間以上行う

こと． 

 

9 データ収集③ 
データを確認する．自己学習を 1 時間以上

行うこと． 
 

10 データ収集④ 
収集したデータを入力する． 自己学習を 1

時間以上行うこと． 
 

11 データ収集⑤ 
収集したデータを入力する自己学習を 1 時

間以上行うこと． 
 

12 論文作成① 
分析方法を確認する自己学習を 1 時間以上

行うこと． 
 

13 論文作成② 
分析方法を確認する自己学習を 1 時間以上

行うこと． 
 

14 論文作成③ 
結果を解釈するための先行研究を追加する

自己学習を 1 時間以上行うこと． 
 

15 論文作成④ 
結果を解釈するための先行研究を追加する

自己学習を 1 時間以上行うこと． 
 

16 論文作成⑤ 
結果を解釈するための先行研究を追加する

自己学習を 1 時間以上行うこと． 
 

17 論文作成⑥ 
背景と研究目的を完成させる自己学習を 1

時間以上行うこと． 
 

18 論文作成⑦ 
研究方法記載に不足がないか確認する 自

己学習を 1時間以上行うこと． 
 

19 論文作成⑧ 

結果を示す文章よび図表に過不足がないか

確認する． 自己学習を 1 時間以上

行うこと． 

 

20 論文作成⑨ 
飛躍した考察がないか確認する．自己学習

を 1時間以上行うこと． 
 

21 論文作成⑩ 
飛躍した考察がないか確認する． 自己学

習を 1時間以上行うこと． 
 

22 成果発表① 

成果発表時の質疑，意見を整理する．他者の

研究についての意見を述べる． 自

己学習を 1時間以上行うこと． 

 

23 成果発表② 
成果発表時の質疑，意見を整理する．他者の

研究についての意見を述べる．  
 



自己学習を 1 時間以上行うこと． 

24 成果発表③ 

成果発表時の質疑，意見を整理する．他者の

研究についての意見を述べる．  

自己学習を 1 時間以上行うこと． 

 

25 成果発表④ 

成果発表時の質疑，意見を整理する．他者の

研究についての意見を述べる．  

自己学習を 1 時間以上行うこと． 

 

26 研究の限界の振り返り① 

成果発表時のコメントを参考に，研究の限

界についてまとめておく． 自己学

習を 1時間以上行うこと． 

 

27 研究の限界の振り返り② 

成果発表時のコメントを参考に，研究の限

界についてまとめておく． 自己学

習を 1時間以上行うこと． 

 

28 研究成果の社会的貢献① 
研究成果の社会への発信方法をまとめる． 

自己学習を 1 時間以上行うこと． 
 

29 研究成果の社会的貢献② 
研究成果の社会への発信方法をまとめる． 

自己学習を 1 時間以上行うこと． 
 

30 臨床応用について検討する 

自身が就職する領域での研究について考え

ておく．自己学習を 1時間以上行う

こと． 

 

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする．①論文作成＜DP①④＞②研究成果発表＜DP①④＞  随時研究の進行

状況に応じて、研究内容や方法、報告内容及び提出物に対して FB する。 

 

割 合  

①60%

②40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ（発達障害） (作業)：伊藤 

主担当教員 伊藤 直子 担当教員 伊藤 直子 

科目ナンバリング SS505 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

「質的研究の進め方、まとめ方」を参考にして、各自ですすめている研究計画にそって、文献研究や結果の

考察をすすめる。担当教員には、適時経過を報告し、研究テーマにそって研究のすべての過程を遂行する．

研究テーマに基づき，リサーチクエッションを明確にし，研究計画を作成し，インタビューやフィールドワ

ーク等によるデータの収集と分析，結果の考察というプロセスを修得する．その総括として，作業療法士と

しての論文完成を目指す． 

 

学修目標 

1．研究テーマに関する先行研究について検索・入手・通読し，それらの詳細を理解している．＜DP①④＞2．自分の

計画した研究のオリジナリティと限界を説明することができる．＜DP①④＞3．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審

査委員会に提出する書類が作成できる．＜DP①④＞4．研究プロトコールを作成できる．＜DP①④＞5．予備的研究結

果を踏まえ，観察、インタビューやフィールドワークを行うことができる．＜DP①④＞6．実験結果を解釈し，考察

することができる．＜DP①④＞7．研究成果を論文にすることができ，抄録ならびにパワーポイントを用いて発表で

きる．＜DP①④＞8．卒業後も発達領域に役立つ作業療法士としての研究活動を継続できるようになること．＜DP①④

＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身の研究テーマに関連する論文を講読し，文献レビューを作成する．研究活動は、各自で自覚をもって主

体的に取り組んでください。 

 

教科書 

特に指定はありません 

 

参考書 

「質的研究入門」小田博志著.春秋社「エスノグラフィー入門」小田博志著.春秋社「子どもの参画」ロジャ

ー・ハート著.Unicef 萌文社 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｔeams 等で、事前に相談の予約をとってください（基本的に週１回程度） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究計画の確認 1 から 6 回において，研究

倫理審査資料を作成し提出する（卒業研究

Ⅰにおいて，既に研究倫理審査を提出済み

の場合は，研究結果解釈のための先行研究

を講読する） 

倫理審査の提出先行研究をレビューし，ま

とめておく．自己学習を 1 時間以上

行うこと． 

伊藤 



2 

リサーチクエッションの明確化 1 から 6 回

において，研究倫理審査資料を作成し提出

する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審

査を提出済みの場合は，研究結果解釈のた

めの先行研究を講読する） 

同意書・研究環境の整備先行研究をレビュ

ーし，まとめておく．自己学習を 1

時間以上行うこと． 

伊藤 

3 

プロトコールの見直しと確立 1 から 6 回に

おいて，研究倫理審査資料を作成し提出す

る（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理審査

を提出済みの場合は，研究結果解釈のため

の先行研究を講読する） 

準備に必要な資料や文献の整備先行研究を

レビューし，まとめておく．自己学

習を 1時間以上行うこと． 

伊藤 

4 

予備実験①1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

研究方法の確認先行研究をレビューし，ま

とめておく．自己学習を 1 時間以上

行うこと． 

伊藤 

5 

予備実験②1から 6回において，研究倫理審

査資料を作成し提出する（卒業研究Ⅰにお

いて，既に研究倫理審査を提出済みの場合

は，研究結果解釈のための先行研究を講読

する） 

予備実験の結果の整理先行研究をレビュー

し，まとめておく．自己学習を 1時

間以上行うこと． 

伊藤 

6 

予備実験結果の解釈と実験開始準備 1 から

6回において，研究倫理審査資料を作成し提

出する（卒業研究Ⅰにおいて，既に研究倫理

審査を提出済みの場合は，研究結果解釈の

ための先行研究を講読する） 

本研究の準備先行研究をレビューし，まと

めておく．自己学習を 1時間以上行

うこと． 

伊藤 

7 データ収集① 

倫理審査に提出したデータ管理の方法を確

認する自己学習を1時間以上行うこ

と． 

伊藤 

8 データ収集② 

倫理審査に提出したデータ管理の方法を確

認する．自己学習を 1時間以上行う

こと． 

伊藤 

9 データ収集③ 
データを確認する．自己学習を 1 時間以上

行うこと． 
伊藤 

10 データ収集④ 
収集したデータを入力する． 自己学習を 1

時間以上行うこと． 
伊藤 

11 データ収集⑤ 
収集したデータを入力する自己学習を 1 時

間以上行うこと． 
伊藤 

12 論文作成① 
分析方法を確認する自己学習を 1 時間以上

行うこと． 
伊藤 

13 論文作成② 
分析方法を確認する自己学習を 1 時間以上

行うこと． 
伊藤 

14 論文作成③ 
結果を解釈するための先行研究を追加する

自己学習を 1 時間以上行うこと． 
伊藤 

15 論文作成④ 
結果を解釈するための先行研究を追加する

自己学習を 1 時間以上行うこと． 
伊藤 

16 論文作成⑤ 
結果を解釈するための先行研究を追加する

自己学習を 1 時間以上行うこと． 
伊藤 

17 論文作成⑥ 
背景と研究目的を完成させる自己学習を 1

時間以上行うこと． 
伊藤 

18 論文作成⑦ 
研究方法記載に不足がないか確認する 自

己学習を 1時間以上行うこと． 
伊藤 

19 論文作成⑧ 

結果を示す文章よび図表に過不足がないか

確認する． 自己学習を 1 時間以上

行うこと． 

伊藤 

20 論文作成⑨ 
飛躍した考察がないか確認する．自己学習

を 1時間以上行うこと． 
伊藤 

21 論文作成⑩ 
飛躍した考察がないか確認する． 自己学

習を 1時間以上行うこと． 
伊藤 

22 成果発表① 

成果発表時の質疑，意見を整理する．他者の

研究についての意見を述べる． 自

己学習を 1時間以上行うこと． 

伊藤 

23 成果発表② 
成果発表時の質疑，意見を整理する．他者の

研究についての意見を述べる．  
伊藤 



自己学習を 1 時間以上行うこと． 

24 成果発表③ 

成果発表時の質疑，意見を整理する．他者の

研究についての意見を述べる．  

自己学習を 1 時間以上行うこと． 

伊藤 

25 成果発表④ 

成果発表時の質疑，意見を整理する．他者の

研究についての意見を述べる．  

自己学習を 1 時間以上行うこと． 

伊藤 

26 研究の限界の振り返り① 

成果発表時のコメントを参考に，研究の限

界についてまとめておく． 自己学

習を 1時間以上行うこと． 

伊藤 

27 研究の限界の振り返り② 

成果発表時のコメントを参考に，研究の限

界についてまとめておく． 自己学

習を 1時間以上行うこと． 

伊藤 

28 研究成果の社会的貢献① 
研究成果の社会への発信方法をまとめる． 

自己学習を 1 時間以上行うこと． 
伊藤 

29 研究成果の社会的貢献② 
研究成果の社会への発信方法をまとめる． 

自己学習を 1 時間以上行うこと． 
伊藤 

30 臨床応用について検討する 

自身が就職する領域での研究について考え

ておく．自己学習を 1時間以上行う

こと． 

伊藤 

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする．①論文作成＜DP①④＞②研究成果発表＜DP①④＞   

 

割 合  

①60%

②40% 



授業科目名 臨床総合実習 (作業) 

主担当教員 松下 太 担当教員 

松下 太／伊藤 直子／小林 貴

代／橋本 弘子／中村 めぐみ／

中西 一／金森 幸／由利 禄巳 

科目ナンバリング SS509 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 16.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

3 年次までに履修した作業療法全般にわたる知識と技術，臨床評価実習で習得した作業療法評価の実践能力

をもとに，臨床現場で臨床教育実習指導者の指導のもと，「評価→プログラム立案→プログラム実施→再評価

→プログラム検討・修正」という作業療法の過程を経験し修得することを目的とする．作業療法を実施する

中で，クライエントおよび自己の変化を捉え，プログラムの検討を行う．それに加えて，クライエントへの

援助方法や治療的存在としての作業療法士の態度や行動を身につけ，多職種連携チームの中の作業療法士の

役割を学修する．1カ所 

 

学修目標 

臨床現場での実習を通いて，クライエントのニーズを把握し，クライエントへの面接，観察，評価実施と生活場面の

情報収集から，クライエントの生活障害を構造的に捉える．そして，全体像をまとめ，予後予測・焦点化をおこない，

作業療法プロセスを実施し，学生自身で検討・修正できることを目標とする．これを実現するための目標を以下の通

りとする．＜DP①②③④＞①職業人として望ましい態度や行動をとることができる．②クライエントの全体像を把握

できる．③クライエントへの作業療法介入計画を立案できる． ④クライエントへ治療・指導・援助を実施すること

ができる． ⑤作業療法の成果を確認し，必要に応じて作業療法計画を見直すことができる． ⑥記録・報告をするこ

とができる． ⑦管理・運営について理解することができる． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）臨床総合実習を履修するためには，必ず事前および事後に開催される実習セミナーに出席することと客観

的臨床能力試験（OSCE）に合格することが条件となる．2）上記以外の履修要件として，学科専門科目群・専

門基礎科目の必修科目の単位を取得しておくこと．3）実習態度には十分に注意する．(言葉遣い，身だしな

み，素行，時間・期限の厳守など，前医療人・学生としての規律やマナーの遵守)4）臨床総合実習前に配布さ

れる実習の手引きを熟読し，分からない点は質問すること．5）出席日数も成績評価の対象とします． 

 

教科書 

指定する教科書はないが，3年次までの全ての授業で使用した教科書を用いる． 

 

参考書 

随時提示する． 

 

研究室／オフィスアワー 

各臨床実習施設の担当教員のオフィスアワーに準ずる． 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 実習前セミナーオリエンテーション 

1．実習前の準備として客観的臨床能力試験

（OSCE）を実施する．2．実習オリエ

ンテーションで説明した実習内容

を十分に理解した上で，実習施設の

概要についてまとめる． 

学科教

員 

2 

臨床教育指導者（作業療法士）の指導の下，

クライエントの情報収集を行い，臨床教育

指導者の指導のもと評価計画を立案する． 

各領域の「作業療法評価学」および「作業療

法総論」をすべて復習しておくこ

と．特に，領域別・疾患別評価の目

的を整理しておく． 

学科教

員 

3 

臨床教育指導者（作業療法士）の指導のも

と，面接・観察・検査・測定を含めた作業療

法評価を遂行する． 

1．2年および 3 年次の授業で実施した検査・

測定等の評価技術は正確に実施で

きるように繰り返し練習しておく

こと．2．実施内容をケースノートに

記載・整理する．実習中に疑問に感

じたことを言語表出するとともに，

解決するための手立てを講じる． 

学科教

員 

4 

実施した作業療法評価をもとに，クライエ

ントの強み（肯定的側面）と弱み（否定的側

面）を明確にして，臨床教育指導者の指導の

もと，全体像をまとめる． 

実施内容等をケースノートに整理する．実

習中に疑問に感じたことを言語表

出するとともに，解決するための手

立てを講じる． 

学科教

員 

5 

臨床教育指導者（作業療法士）の指導のも

と，作業療法評価の一連のプロセスをまと

め，目標を立案し，クライエントのニーズを

踏まえ，作業療法介入プログラムを立案す

る． 

1．「作業療法治療学総論」および各領域の

「作業療法治療学各論・演習」をす

べて復習しておくこと．2．担当した

症例の介入プログラム立案までに

ついて，レジュメを作成する． 

学科教

員 

6 

臨床教育指導者（作業療法士）の指導のも

と，計画された作業療法介入プログラムを

実施する． 

1．日々の経過をケースノートに記載・整理

する．2．クライエントの状況変化に

応じて，実施するプログラムを修正

する．3．学生自身で実習の中間評価

を行い，臨床教育指導者の評価との

乖離に気づく．そして，実習目標を

達成するために後半の実習に向け

て具体的な行動計画を立てる． 

学科教

員 

7 

臨床教育指導者（作業療法士）の指導のも

と，再評価計画を立案し，臨床教育指導者の

指導のもと，面接・観察・検査・測定を含め

た再評価を遂行する． 

1．実施した介入プログラムの効果について

検証する。2．立案した短期目標と照

らし合わせ，その到達度に応じた考

察を行う．3．再評価結果により，必

要があれば介入プログラムを修正

する．4．担当した事例について，レ

ジュメを作成する． 

学科教

員 

8 実習後セミナー 

1．実施した評価・介入プログラム・再評価

について再確認する． 2．実施内容

の結果からの考察について再検討

する．3．レジュメを使って，担当事

例を総合的に報告し，指導を受け

る．4．事例報告で指導を受けた内容

について発展的に学習する． 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①実習地での成績＜DP①②③④＞②学内でのセミナー＜DP①②③④＞③提出物＜DP①②③④＞※

いずれも提示するルーブリックに基づき評価する 

 

①60%

②③40

% 



授業科目名 情報処理 (作業) 

主担当教員 佐久間 俊 担当教員 佐久間 俊 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本講義では，コンピュータを利用する上で必要な基礎知識のほか，レポート作成等役立つ情報処理技術，す

なわちワープロや表計算，プレゼンテーションを中心としたソフトウェアの基礎知識と基本操作の習得を目

標とする．また、コンピュータ利用技術の習得に加えて，情報化社会に必要な倫理観と情報の保護を学ぶた

めに，技術的な面に加えて個人情報保護法等の法令や指針についても学ぶ．なお，コンピュータのオペレー

ティングシステム（OS）は Windows を，ソフトウェアはマイクロソフトの Word，Excel，PowerPoint 等を使

用 

 

学修目標 

１．PC 利用に限らず，広く，情報倫理と個人情報保護の重要性を理解し，説明できる．２．Word による文書（レポ

ート，論文）の作成ができる．３．Excelによる基本的なデータの集計・解析ができる．４．PowerPointを用いて資

料を作成し，効果的なプレゼンテーションができる． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．PC を使った演習を行なうので、出席をすること．２．作業内容（作成したファイル等）を保存するため

の USB メモリを用意すること．３．PC 演習室での飲食は禁止（机の上に置くのも禁止）する． 

 

教科書 

中村健壽監修，森由紀著，医療従事者のための情報リテラシー，日経 BP 社 

 

参考書 

適宜指示する． 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階共同研究室／授業前後，その他随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス（授業の進め方，コンピュータの

概論） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PC の操作方

法やマイクロソフト Office（Word, 

Excel, PowerPoint）について教科書

等によって概要を調べる．復習：授

業内容の確認と課題．※課題につい

ては，毎回の授業内で指示する．以

下同様． 

信太 

2 
・情報セキュリティと情報モラル・Word①

（文字入力やファイル管理等の基本操作） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：キーボード

による文字入力方法の概要を教科
信太 



書等によって確認する．復習：授業

内容の確認と課題． 

3 Word②（基本的な文章の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

4 Word③（表の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

5 Word④（図形とイラストの挿入） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

6 Word⑤（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Word に関する操

作・機能を確認し，復習テストに備

える． 

信太 

7 Excel①（表計算の基礎） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Word に関する操

作・機能を確認復習テストに備えて

おくこと 

信太 

8 Excel②（関数を使った表計算） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

9 Excel③（統計処理） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

10 Excel④（グラフ作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

11 Excel⑤（データの活用） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

12 Excel⑥（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Excel に関する操

作・機能を確認し，復習テストに備

える． 

信太 

13 PowerPoint①（資料作成の基礎） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

14 
PowerPoint②（プレゼンテーションの実行

方法） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：教科書等を

用いた学修内容の確認．復習：授業

内容の確認と課題． 

信太 

15 PowerPoint③（資料作成の演習） 

＜予習・復習 各 2時間＞PowerPoint に関す

る操作・機能を確認し，資料の作成

内容を決定する． 

信太 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験②課題の提出状況及び完成度、授業態度含む ③小テスト（授業内で実施）Word 及び Excel 

 

①50%

②30%

③20% 



授業科目名 統計学 (作業) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

統計学の基礎や概念を学び、実験や調査で得られたデータをどのような統計手法を用いて分析し、どのよう

に解釈すればよいかを理解し、それらを元に実際に自分たちでデータを分析することによって、基礎的な統

計処理を身につけることを目指す。 

 

学修目標 

１．統計学の基礎を理解する〈DP③〉２．推定と検定の考え方を理解し，説明することができる〈DP③〉３．量的デ

ータに対して適切な分析方法を選択することができる〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回の授業のつながりが非常に重要です．また，毎回小テストを実施しますので，欠席のないように留意す

ること 

 

教科書 

向後千春・冨永敦子，ファーストブック 統計学がわかる，技術評論社 

 

参考書 

市原清志 著， 「バイオサイエンスの統計学 -正しく活用するための実践理論-」，南江堂古川俊之 監修，丹

後俊郎 著，「統計ライブラリー 医学への統計学 第３版」，朝倉書店 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 

シラバスを確認して，テキスト「はじめに」

を読む（単に読むだけではなく，わ

からない専門用語等について下調

べをしておく，以下同様）．【4時間．

以下，文末の【】内の数値は，予習

復習の時間を示す】 

 

2 測定値の性質（尺度水準） 「尺度水準」とは何か調べる．【4】  

3 平均と度数分布・分散と標準偏 テキスト１章を読む【4】  

4 母集団と標本・区間推定と信頼区間 テキスト２章を読む【4】  

5 相関係数：２変数間の関係 
ピアソンの積率相関係数，スピアマンの順

位相関係数，ケンドールの順位相関
 



係数について調べる【4】 

6 仮説検定の考え方と帰無仮説 テキスト 3-1 を読む【4】  

7 観測度数と期待度数 テキスト 3-2，3-3 を読む【4】  

8 カイ２乗検定 テキスト 3-4 を読む【4】  

9 被験者ごとの差の平均の信頼区間 テキスト 4-1，4-2 を読む【4】  

10 
対応がないデータによる t 検定（ウェルチ

の方法） 
テキスト 4-3 を読む【4】  

11 対応があるデータによる t 検定 テキスト５章を読む【4】  

12 １要因の分散分析-1- テキスト 6-1，6-2 を読む【4】  

13 １要因の分散分析-2- テキスト 6-3 を読む【4】  

14 ２要因の分散分析-1- テキスト 7-1，7-2 を読む【4】  

15 ２要因の分散分析-2- テキスト 7-3 を読む【4】  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 定期試験〈DP③〉② 平常点（小テスト，授業内課題等）〈DP③〉 

 

① 

80%② 

20% 



授業科目名 心理学 (作業) 

主担当教員 神澤 創 担当教員 神澤 創 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

心理学は、人の心の仕組みや働きがどのようになっているかを研究する学問です。授業では性格や認知のほ

か、こころの健康や人間関係の心理などについても学習します。基本的には講義形式で行いますが必要に応

じて、視聴覚教材の活用や心理検査実習、ロールプレイなどを導入する予定です。LA20BOTA007 

 

学修目標 

１．心理学の基本的な研究方法について説明できる２．心理学の諸理論について説明ができる３．心理学の諸問題と

日常生活上の諸問題を結びつけて理解、解決ができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業計画表はあくまでも予定ですので、進度に合わせて変更することもあります。 

 

教科書 

西川隆三他著,「心自己理解の心理学」福村出版 

 

参考書 

適宜指示します。 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師なので質問は講義終了後に教室内で受けることにします 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 

予習：テキスト第 1 章を読む（単に読むだ

けではなく，わからない専門用語等

について下調べをしておく，以下同

様） 

 

2 性格とは何か 
予習：テキスト第 1 章を読む復習：心の働

きについて考えてみる。 
 

3 性格のタイプと特性 
予習：テキスト第 2 章を読む復習：自分の

性格について考えてみる。 
 

4 心の深層を探る 
予習：テキスト第 3 章を読む復習：無意識

の働きについて考えてみる。 
 

5 行動から心を見る 
予習：テキスト第 4 章を読む復習：行動や

経験の働きについて考えてみる。。 
 

6 認知と性格 
予習：テキスト第 5を読む復習：「認知」の

働きについて考えてみる 
 

7 「自己」を見つめて 

予習：テキスト第 5 章を読む復習：自分を

好きになる方法について考えてみ

る。 

 



8 対人関係と行動 

予習：テキスト第 7 章を読む復習：他者と

ののかかわり方について考えてみ

る。 

 

9 文化と性格 

予習：テキスト第 8 章を読む復習：時代や

文化が心に与える影響について考

えてみる。 

 

10 親子関係と愛着 

予習：テキスト第 9 章を読む復習：初期経

験と愛着の意味について考えてみ

る。 

 

11 ライフサイクルと心の健康 

予習：テキスト第 10 章を読む復習：人生の

各段階におけるこころの健康につ

いて考えてみる。 

 

12 ストレスと心の病理 

予習：テキスト第 11 章を読む復習：ストレ

スマネージメントについて考えて

みる。 

 

13 人間関係と癒し 

予習：テキスト第 12 章を読む復習：他者と

のかかわりと癒しについて考えて

みる。 

 

14 幸福の心理学 

予習：ポジティブ心理学について調べてみ

る復讐：幸福について自分なりに理

解する 

 

15 授業全体の振返り 前期の講義を振り返る  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験 60 点以上②平常点（レポート、授業態度など） 

 

①80%

②20% 



授業科目名 生命倫理学 (作業) 

主担当教員 日髙 明 担当教員 日髙 明 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では、倫理学の基礎や宗教的死生観について概観した上で、現代の社会で起こっている多様な生命倫

理上の問題とともに、医療やケアの現場で起こる倫理的な問題を取り上げます。受講者がこれらについての

考察を行い討議することで、自身の生命観や人間観を捉え直し、ひいては医療人としていかに患者に向き合

うかを自覚することを目指します。 

 

学修目標 

1．講義で扱った生命倫理問題を理解する。具体的には、各テーマについて、大まかな説明ができる。2．広く生命倫

理の問題を知ることで、生命観・人間観を養う。具体的には、「生命とはなにか」「人間とはなにか」 という問いに、

先人の知見や社会通念を引いて答えることができる。あるいは自分の経験を交えて語ることができる。３．生命倫理

的な社会問題について、広く関心を持つようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義で取り扱った倫理学および生命倫理にかかわるケースについて、他の受講者と話をしてみてください。

相手の考えに同意できなければ、なぜ自分の考えと食い違うのかという「食い違いのポイント」を一緒に探

してください。また、二者択一ではなく、他の方法はないのかも考えてみましょう。受講に当たっての細か

いルールは、第一回の講義で説明します。 

 

教科書 

使用しない(適宜、資料を配布する) 

 

参考書 

小泉博明ほか『テーマで読み解く生命倫理』教育出版、2016 年。そのほか必要に応じて紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の前後に兼任講師控室にて対応可 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
倫理とは、生命倫理学とは（概要、分類、な

ぜ学ぶのか） 
シラバスの確認、資料の復習 日高明 

2 
人間とは（「人間」の定義、人間と動物との

ギャップ、人間の社会性） 

配布資料の復習とノートのまとめ。人間と

その他の動物を分けるものはなに

か、考える。 

日高明 

3 規範倫理学①（功利主義、義務論） 

多数を救うために少数が犠牲になる事例を

ひとつ想定し、功利主義と義務論そ

れぞれの立場では、どのような態度

日高明 



をとりうるかをまとめる。 

4 規範倫理学②（徳倫理学、ケアの倫理） 
資料の復習。規範倫理学のそれぞれの立場

についてまとめる。 
日高明 

5 西洋と東洋の生命観① 
近代医学（科学）は生命をどのようなものと

して捉えるか、まとめる。 
日高明 

6 西洋と東洋の生命観② 

講義中に説明した複数の「死後のあり方」の

うち、自分がどれにリアリティを感

じるか、またなぜそう感じるのかに

ついて考える。 

日高明 

7 個人情報保護 

講義で紹介された事例をもとに、医療・介護

施設において、なにが個人情報にあ

たるか、第三者へ提供するさいにど

ういった制限があるかについて、ま

とめる。 

日高明 

8 
死について考える①（死の捉え方の変遷、死

のプロセス、死の疑似体験） 

「10 年後の自分」を想定し、そこから「今

の自分」を振り返り、「喪失したも

の」について語ってみる。 

日高明 

9 死について考える②（EOL のケア、ACP） 

実際にアドバンスディレクティブ（事前指

示書）に記入し、その時点で指示し

た代理人と、話し合う。 

日高明 

10 死について考える③（安楽死・尊厳死） 
尊厳死肯定派と否定派、双方の立場につい

てまとめる。 
日高明 

11 臨床のコミュニケーション 話し合った内容をまとめる。 日高明 

12 
生について考える①（出生前診断、代理出

産） 

人間の生命のはじまりはどの時点からか、

考える。代理出産をめぐって、どの

ような問題が生じうるか。講義で説

明した事例をもとにまとめる。 

日高明 

13 
生について考える②（卵子・精子提供、デザ

イナーベイビー） 

生殖補助医療はどこまで認められているか

について調べ、どこまで認められる

べきかを考える。 

日高明 

14 患者の権利と自己決定 

患者の権利と医療倫理の善行原則や公平性

原則がバッティングするケースに

ついて考える。 

日高明 

15 グループワーク 話し合った内容をまとめる。  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

１．課題（毎回の講義で課される課題への回答を 10 点満点で評価し、すべての回の課題評価を総合して

成績を算出します）  ※各回の課題の評価は、選択問題の場合は正解率に応じて点数をつけ、記述問

題の場合は内容の説得性・独自性・主体性の観点から採点します。 

 

11 



授業科目名 哲学 (作業) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング LA20017 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 哲学における重大な問題の一つである「懐疑論」をテーマにして、われわれは何をどのような仕方で正し

く認識できるのか・知ることができるのかについて学んでいく。 「哲学」のもともとの意味合いは、「知を

愛すること」である。人間にとっての「知識」「知恵」がどのようなものであるのか、あるいはどのような仕

方でそれらをわれわれは手に入れることができるのか、は哲学における大きな問題の一つである。どのよう

な分野であれ、何らかの学問をやっていく上でこの問題は避けて通れないものである。このような問題系は

一般には認識論・知識論 

 

学修目標 

１．ヘレニズム時代の古代懐疑主義が、どのような背景で生まれ、その内容・独自性が何であるかを充分に理解する

ことができる。<DP③>２．近代において復活した古代懐疑主義が近代においてどのように受容され、改変されていっ

たのかを充分に理解することができる。具体的にはモンテーニュの信仰主義、デカルトの方法的懐疑を充分に理解す

ることができる。<DP③>３．極端な懐疑の論理構造がいかなるものであるのかを、ウィトゲンシュタインの思想を手

掛かりに、批判的に充分に理解することができる。<DP③>４．近代の自然科学的知識がどのように成立していったの

かを、17世紀に活躍したデカルトやニュートンの思想を参照することを通じて、充分に理解することができる。<DP③>

５．近代以降の自然科学が発展するにあたって、その方法論がどのようなものであったのかを充分に理解することが

できる。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代では何の疑いもなく受け容れられている思想も、過去に様々な変遷をたどってきている。この授業で

はそのような思想のダイナミズムの一端を感じ取ってもらいたい。 「哲学」および「懐疑論」におけるさま

ざまな思想を習得するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授

業では予習として前回までの授業内容を充分におさらいして受講することが求められる。また評価方法に記

してあるように、授業中に不定期で小テストを行うが、その設問内容は当日の授業だけでなく、それ以前の

授業内容を踏まえたもので 

 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 

 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ガイダンス：講義全体の趣旨・概要と成績評

価などについて説明。講義の導入としてソ

クラテスの哲学を紹介する。 

（予習）「哲学」および「懐疑論」について

のイメージを自分なりに考えてお

くこと。（2 時間）（復習）レジュメ

プリント・資料プリントに目を通

し、授業内容に対する理解を深めて

おくこと。（2時間） 

 

2 

ソクラテスの哲学：「哲学」とはどういう営

みかについて、前回に引き続き、ソクラテス

を紹介しつつ論じる。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
ヘレニズム時代の思想①：懐疑論とはそも

そも何か？ およびストア主義の思想。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 

ヘレニズム時代の思想②：古代懐疑主義の

思想。ピュロン、アルケシラオス、アイネシ

デモス、アグリッパなど。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 

近代の懐疑主義的思想①：モンテーニュに

おけるピュロン主義、およびデカルト思想

の全体像。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
近代の懐疑主義的思想②：デカルトの方法

的懐疑その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 
近代の懐疑主義的思想③：デカルトの方法

的懐疑その２。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 
懐疑論に抗して：ウィトゲンシュタインの

思想。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その①：デカルトの自然学その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

10 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その②：デカルトの自然学その 2、お

よびデカルトにおける心身問題その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解努めること。（2時間） 

 

11 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その③：デカルトにおける心身問題

その２。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

12 
自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その④：デカルトの自然学とニュー

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時
 



トン物理学、および近代における自然科学

と形而上学との関係。 

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

13 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その⑤：近代における自然科学の方

法論（帰納法）。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

14 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その⑥：近代における自然科学の方

法論（仮説演繹法）。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    
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20    

21    

22    

23    
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25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ

せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

月以上前の講義中 

 

① 期 末

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト

50％ 



授業科目名 社会福祉学 (作業) 

主担当教員 掛川 直之 担当教員 掛川 直之 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

〈貧困〉という問題をつうじて、社会福祉の基礎を学ぶ。社会福祉にかんする考え方、制度、課題等につい

て、時事的な問題や映像素材などをとおして、医療との関係にも留意しながら具体的に学んでいく。一方通

行にならないように、受講生の意見を聴いたり、グループワークをとりいれるなど、できるだけ退屈になら

ないような参加型の講義を心がける。 

 

学修目標 

日本社会に生起するさまざまな社会（福祉）問題とその背景について、社会福祉の観点から理解することで、その解

決に向けて自分の考えを自分のことばで説明できるコメディカルとなることを目標とする。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義の進め方や成績評価の方法等の詳細については、初回の授業において説明する。なお、講義毎に、質問

や感想を記したコミュニケーションペーパーの提出を求める。ここで出された質問等については、次回の講

義の冒頭で解説をくわえる。 

 

教科書 

毎回の講義においてレジュメを配布する。 

 

参考書 

岩田正美『社会福祉への招待』（放送大学教育振興会、2016 年）金子充『入門 貧困論：ささえあう／たすけ

あう社会をつくるために』（明石書店、2017 年）掛川直之『犯罪からの社会復帰を問いなおす：地域共生社会

におけるソーシャルワークのかたち』（旬報社、2020 年） 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の前後、あるいはメール等にて質問等を受け付ける。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

〔オリエンテーション〕貧困問題から社会

福祉を考える：あなたはどんな「溜め」をも

っている？ 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

2 

〔社会福祉の基本①〕社会（福祉）問題の見

方を身につける：ワードがワールドをつく

る 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

3 
〔社会福祉の基本②〕自助・共助・公助？：

人間はひとりでは生きられない 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 



4 
〔社会福祉の基本③〕社会保障のしくみ：国

や自治体の役割を考える 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

5 

〔社会福祉の基本④〕ドラマ『サイレント・

プア』から考えるソーシャルワーク：ソーシ

ャルワーカーと連携していくために 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

6 
〔社会福祉の分野①〕拡大する高齢者の貧

困：地域包括ケアシステムについて考える 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

7 
〔社会福祉の分野②〕病気や障害をもつ人

と貧困：適切な医療を受けるために 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

8 

〔社会福祉の分野③〕女性やマイノリティ

は貧困に陥りやすい？：ジェンダーについ

て考える 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

9 
〔社会福祉の分野④〕子どもの貧困も自己

責任？：成長発達の権利 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

10 

〔社会福祉の分野⑤〕漫画『健康で文化的な

最低限度の生活』から考える生活保護制度：

生きるための最後の砦 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

11 

〔社会福祉の分野⑥〕映画『わたしは、ダニ

エル・ブレイク』から考える生活保護受給と

バッシング：差別と偏見の背後にある誤解 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

12 

〔社会福祉の応用①〕釜ヶ崎とホームレス

問題：医療・保健・福祉の機能が集約された

逃れのまち 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

13 

〔社会福祉の応用②〕どうして〈犯罪者〉に

福祉が必要なの？：貧困・社会的排除のスパ

イラル 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

14 
〔社会福祉の応用③〕社会の〈障害〉をみつ

ける：社会を変えることはできるのか？ 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

15 
〔社会福祉の応用④〕医療と福祉はつなが

っている：第 1回～第 14 回のまとめ 

＜予習・復習 各 2時間＞本講義全体を見直

す 
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成績評価方法と基準 割合 



①定期試験<DP③>②コミュニケーションペーパー<DP③> 

 

①70%

②30% 



授業科目名 東洋史概説 (作業) 

主担当教員 重信 あゆみ 担当教員 重信 あゆみ 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

古代より人類は多くの活動を連携して行ってきた。その積み重ねが歴史である。そして、現在の医療には、

チーム力が必須であり、そのためにはどのようにチームに貢献していくのかを各人が考えていく必要がある。

人間活動の痕跡である歴史は、人間関係の構築を知る格好の材料である。歴史を俯瞰的にみることにより、

チームに貢献するための人間力を向上させる。 

 

学修目標 

中国文化の基盤となっている歴史、思想を理解する。中国の思想には「いかに生き抜くか」が根底にある。その中で、

諸子百家と呼ばれる人々は多くの思想を生み出し、広めてきた。思想やその背景となる歴史を人間関係の構築という

観点からみることにより、チームに貢献するための「行動」について考える力を養う。また、生の先にある死に対す

る考え方を図像や文献を通して学んでいく。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．配付された資料には必ず目を通すこと。2．出席は重視する。3．疑問点は大切にし、解決に向けて行動す

ること。 

 

教科書 

プリントを配布する。 

 

参考書 

マイケル・ピュエット／クリスティ―ン・グロス＝ロー著 熊谷淳子訳『ハーバードの人生が変わる東洋哲

学』早川書房 2016 年 

 

研究室／オフィスアワー 

授業後、非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 教科科目のガイダンス 
＜予習・復習 各 2時間＞半期でする時代の

流れを復習すること 
 

2 死生観のあらわれ 
＜予習・復習 各 2時間＞中国の墓の壁画を

通じて、死生観を学ぶ 
 

3 孔子の理想とした西周 
＜予習・復習 各 2時間＞西周の遺物を中心

に文化・歴史を学ぶ 
 

4 黄泉の国 「中国と日本の比較」 
＜予習・復習 各 2時間＞中国と日本の死後

の世界を図像を通して比較する 
 



5 孫子の兵法 

＜予習・復習 各 2時間＞孫子の兵法が三国

時代や現在にまで影響を及ぼして

いることを学ぶ 

 

6 古代中国における病気の退散方法 

＜予習・復習 各 2時間＞古代中国の人々は

病気の原因を何に求めたのか、そし

て、それを退散させるには、どのよ

うに考えていたのかを考える。 

 

7 道教の神「西王母」 

＜予習・復習 各 2時間＞不老長寿の神であ

る西王母について学ぶ。西王母は古

来より現在に至るまで信仰されて

いる神である。なぜ、ひとびとは、

不老長寿を追いかけるのか。西王母

の変遷を通じて考える。 

 

8 張目吐舌 

＜予習・復習 各 2時間＞ひとびとは生き抜

くためにあらゆる手段を講じた。そ

のなかでも悪霊から自身を守るた

めに魔除けをつくる。その共通点が

「張目吐舌」である。東西交渉を通

じて伝えられた「「張目吐舌」につい

て考える。 

 

9 「精」「気」「神」 

＜予習・復習 各 2時間＞「精」「気」という

人にとって基本となる思想につい

て触れる。ほんとうの元気とは何か

について考える。 

 

10 老子 「道」 

＜予習・復習 各2時間＞「柔は剛より強い」、

この思想を通して、どのように実践

されてきたのか、現在にどのように

実践していくのかを考える。 

 

11 科挙制度を学ぶ 

＜予習・復習 各2時間＞科挙制度を通じて、

古代中国における人材確保の仕方

を学ぶ。また、教育についても触れ

る。 

 

12 日本の中の中国① 
＜予習・復習 各 2時間＞日本における中国

の影響を学ぶ。 
 

13 日本の中の中国② 

＜予習・復習 各 2時間＞前講義につづき、

日本の中の中国の影響、そして、変

容を学ぶ。 

 

14 「癒し」 

＜予習・復習 各 2時間＞ストレス社会であ

る現在、さまざまな「癒し」がある。

各自の癒しついて考えてもらい、な

ぜ癒されるのかを科学的に検証し

ていく。 

 

15 思想と東洋医学 

＜予習・復習 各 2時間＞半期のまとめを行

う。ひとはなぜ「不老長寿」を追い

求めてきたのかをまとめを行いな

がら考えていく。 
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成績評価方法と基準 割合 

①授業ごとの感想文<DP③>②レポート課題<DP③>③定期試験<DP③> 

 

①10%

②20%

③70% 



授業科目名 西洋史概説 (作業) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 現代の日本社会においては、意識するしないに関わらず、様々な分野で西洋社会（ヨーロッパ諸国・北ア

メリカ）の影響を受けている。とりわけ江戸時代が終わり明治時代になって以降、政治・経済システムや文

化といった側面で、日本は多くのものを西洋社会から受け入れ、伝統的な日本社会に溶け込ませようとして

きた（それがうまくいった例もあれば、失敗に終わった例もあろう）。 本講義では、そのような点で重要な

ものである西洋社会の特色について、西洋の歴史を古代から現代まで概観していくことで、理解を深めてい

くことを目指したい。 西 

 

学修目標 

１．現在の西洋社会の出発点ともいえる古代ギリシャ・ローマ文明の内実と特徴を理解することができる。<DP③>２．

現代の西洋社会においても重要な一部を成しているキリスト教が西洋中世においてどのように社会に浸透していっ

たのかを理解することができる。<DP③>３．ルネサンス期から近世にかけて、西洋社会で巻き起こった様々な変化を

理解することができる。具体的には宗教改革や、17 世紀の科学革命、18 世紀の啓蒙思想などの内実と特徴を理解す

ることができる。<DP③>４．近代から現代にかけて、西洋社会で巻き起こった様々な変化を理解することができる。

具体的には産業革命やフランス革命、アメリカの独立戦争や第一次・第二次世界大戦、東西冷戦などの内実と特徴を

理解することができる。<DP③>５．西洋の歴史において、医療についての考え方や医療技術がどのような変遷を経て

きたのかを理解することができる。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代の日本社会・文化においては、西洋社会・文化に由来するものが数多くあり、常識となっているもの

もあろう（逆に違和感があり馴染めないというものもあろう）。本講義では、そういったもののルーツとなる

ものを、西洋の歴史をたどって概観していくことで理解を深めてもらい、またそういったものについていろ

いろと考えを巡らせてみるきっかけとしてもらいたい。 西洋史におけるさまざまなトピックを充分に学修

するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授業では予習として

前回までの授業内容を充分 

 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 

 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

講義全体の趣旨・概要と成績評価などにつ

いて説明（ガイダンス）。また講義の導入と

して古代ギリシャの文化・社会について①。 

（予習）西洋社会・文化について自分がどう

いうイメージを抱いているのかを

考えておくこと。（2 時間）（復習）

レジュメプリント・資料プリントに

目を通し、授業内容に対する理解を

深めておくこと。（2時間） 

 

2 
古代ギリシャの文化・社会について②。およ

びヒポクラテスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
古代ローマの文化・社会について。およびガ

レノスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 
中世キリスト教社会の成立について①。お

よびアヴィケンナの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 
中世キリスト教社会の成立について②。お

よび「ペスト（黒死病）」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
ルネサンス、ルターの宗教改革、三十年戦争

について。および「解剖学」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 

１７世紀の西洋社会・文化について（近代的

な国家の形成過程や科学革命など）。および

ハーヴィの「血液循環論」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 

１８世紀の啓蒙思想について（モンテスキ

ュー、ルソー、アダム・スミスなどの思想）。

およびレーウェンフックの「顕微鏡」につい

て。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
産業革命とフランス革命について。および

パストゥールの「フラスコ」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

10 
ウィーン体制と国民国家の形成過程、帝国

主義について。および「X線装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

11 
アメリカ独立戦争とアメリカ合衆国の成立

について。および「天然痘」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

12 
第一次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（ロシア革命やヴェルサイユ体制な

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時
 



ど）。および「人工心肺装置」について。 間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

13 

第二次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（世界大恐慌やファシズムの台頭な

ど）。およびクリックとワトソンの「二重ら

せん」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

14 

第二次世界大戦後の西洋社会・文化につい

て（冷戦とポスト冷戦など）。および「MRI ス

キャナー」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ

せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

月以上前の講義中 

 

① 期 末

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト

50％ 



授業科目名 医学英語 (作業) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20025 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

水曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療従事者に必要な英語のコミュニケーション能力を身につけるため、臨床現場で患者の主訴等の発話を正

確に理解したり、患者に正確な指示を伝えたりするために必要となる表現や語彙を習得する。また、医学関

連の文献や論文、その他情報の収集方法と論文の構成を習得し、専門分野における最先端の研究情報を得る

ためのスキルを身につける。将来医療従事者となる皆さんに、ぜひ受講をお勧めする。 

 

学修目標 

最低限患者とコミュニケーションがとれる。<DP②>最低限の医学用語が理解できる。<DP②>医学分野の英語の論文が

どのような構成になっているのか理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。 宿題や予習（特にリーディング）は必ずしてから授業に臨むこと。携帯電

話の使用、私語は慎むこと。 

 

教科書 

実践看護英語（竹林修一、英宝社、2014） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
Introduction / Medical terminology / 

Getting to know the patients 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

2 Getting to know the patients 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

3 Getting to know the patients 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと 

4 Getting to know the patients 4 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

5 Examination 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

6 Examination 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

7 Instructing medication 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

8 Treating the patients 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

9 Treating the patients 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

10 Treating the patients 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

11 
Operation / Pubmed について、論文の構成

について 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

12 Pregnancy / Articles on OT 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

13 In the hospital / Articles on OT 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

14 Emergencies / Articles on OT 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

15 Living a healthy life / Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テスト<DP②>プレゼンテーションおよびその他課題<DP②> 授業参加態度<DP②>2/3 回以上の出席

が必要。 

 

30%40% 

30% 



授業科目名 栄養学 (作業) 

主担当教員 南方 克之 担当教員 南方 克之 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

国民総医療費は 38 兆 5850 億円に達し、その医療費の 55.6％は 65 歳以上の高齢者が占めているとのことで

ある。2013 年度の高齢者数は 3190 万人（全人口の 25.1％）であるが、2030 年度には 3685 万人（31.6％）に

達すると予測されている。総医療費の半分以上を占める高齢者が、15 年後には 3人に 1人の割合になること

を考えると、いかにして高齢者の健康寿命を長くするかがとても重要になる。1人でも多くの高齢者が健康で

過ごせるように医療従事者が食事指導できることが大切と考え、健康の保持増進に欠くことのできない 

 

学修目標 

１．栄養素の種類と働きについて理解し、食生活と疾病の関係性について説明できる。２．消化と吸収およびエネル

ギー代謝について説明できる。３．ライフサイクルと栄養摂取について理解し、栄養アセスメントについて説明でき

る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．「人体の仕組み」に興味を持って授業に臨んでください。２．初回授業で実施の詳細を説明します。 

 

教科書 

『イラスト基礎栄養学第 3 版』大口健司・小野廣紀・田村明／東京教学社 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

森ノ宮医療大学：西棟４F434 研究室（火曜日 11：00～18：00）森ノ宮医療学園専門学校：２F職員事務室／

授業外対応可能（木曜日以外） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 栄養の概念 
予習：教科書（P2～15）の確認復習：授業を

もとに授業内容の確認 
 

2 食物の摂取 
予習：教科書（P18～23）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

3 消化・吸収と栄養素の体内動態① 
予習：教科書（P26～44）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

4 消化・吸収と栄養素の体内動態② 
予習：教科書（P26～44）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

5 炭水化物の栄養① 
予習：教科書（P46～58）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 



6 炭水化物の栄養② 
予習：教科書（P46～58）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

7 たんぱく質の栄養① 
予習：教科書（P60～74）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

8 たんぱく質の栄養② 
予習：教科書（P60～74）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

9 脂質の栄養① 
予習：教科書（P76～87）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

10 脂質の栄養② 
予習：教科書（P76～87）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

11 ビタミンの栄養① 
予習：教科書（P90～108）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

12 ビタミンの栄養② 
予習：教科書（P90～108）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

13 ミネラルの栄養① 
予習：教科書（P110～122）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

14 ミネラルの栄養② 
予習：教科書（P110～122）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

15 水・電解質の栄養的意義 
予習：教科書（P124～132）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
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成績評価方法と基準 割合 

定期試験 出題範囲：授業内で扱った範囲 

 
1 



授業科目名 身体運動科学 (作業) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／杉本 圭／松尾 浩

希 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

運動・身体活動が身体にもたらす生理学的な反応やメカニズム、適切な運動やその他の身体活動を効果的ま

た安全に実施する方法および運動療法の実施について学修する。 

 

学修目標 

１．運動が身体にもたらす生理学的な反応やメカニズムについて理解し、具体的に述べることができる。【DP③】２．

適切な運動やその他の身体活動を効果的また安全に実施する方法について理解し、具体的に述べることができる。

【DP③】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．シラバスに明記されている予習復習を必ず行うこと。２．必要出席回数は、授業回数の 4/5 以上とする。

３．授業が実技形式の場合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して参加すること。４．運

動・身体活動に関わる学問であり、解剖学・生理学・運動学の復習が必要です。５．質問等があれば、授業後

に直接研究室に来る、もしくは MORIPA クラスプロファイル「Q＆A」から連絡ください。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

杉本圭：E棟 4 階  研究室 7／木曜日 4・5時限目（時間は事前に相談してください）松尾浩希：E棟 4階 共

同研究室／金曜日 5時限目以降（時間は事前に相談してください）中根征也：E 棟 4階 研究室 19／木曜日 4

時限目以降（時間は事前に相談してください） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
なぜ、運動が必要なのか？-運動を無理なく

続けられる秘訣を探ってみよう！- 

予習：身体にとって運動が必要な理由につ

いて考えておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、運動が必要な理由

について理解する。（2時間） 

中根 

2 
運動と傷害-やりすぎは NG！過度な運動は

逆効果- 

予習：運動時に発生する外傷と障害の原因

について確認しておく。（2 時間）復

習：授業内容をまとめ、運動時に発

生する外傷と障害の違いを理解す

松尾 



る。（2時間） 

3 
筋肉はどのように収縮するのか？-運動で

用いられる骨格筋について学ぼう！- 

予習：骨格筋の構造と収縮の仕組みについ

て確認しておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、運動が骨格筋に及

ぼす影響について理解する。（2 時

間） 

杉本 

4 
運動時の生理機能は？-運動による身体の

反応について学ぼう！- 

予習：運動時の生理機能について確認して

おく。（2時間）復習：授業内容をま

とめ、運動時の生理機能について理

解する。（2時間） 

中根 

5 
セルフチェック①-まずは自分の身体に目

を向けてみよう！- 

予習：身体組成に関わる評価方法について

確認しておく。（2時間）復習：授業

内容をまとめ、評価結果と効果的な

運動療法の実践について理解する。

（2時間） 

中根 

6 
ストレッチングの基礎と実際-使えていな

い関節を探してみよう！- 

予習：ストレッチングの種類、生理学につい

て確認しておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、ストレッチングが

運動に及ぼす影響について理解す

る。（2時間） 

松尾 

7 
有酸素運動の基礎と実際-効率の良い走り

方とは？- 

予習：有酸素運動はどのような運動が当て

はまるのかを確認しておく。（2 時

間）復習：授業内容をまとめ、有酸

素運動が身体に及ぼす影響につい

て理解する。（2時間） 

中根 

8 
無酸素運動の基礎と実際-筋肉量が増える

のは良いことか？- 

予習：無酸素運動は、どのような運動が当て

はまるのかを確認しておく。（2 時

間）復習：授業内容をまとめ、無酸

素運動が身体に及ぼす影響につい

て理解する。（2時間） 

杉本 

9 運動と環境-運動すると体温はどうなる？- 

予習：熱産生と熱放散について確認してお

く。（2時間）復習：授業内容をまと

め、運動時における体温調節反応、

脱水、水分補給について理解する。

（2時間） 

松尾 

10 
運動の強度はどう決めるのか？-自分に合

った強度を見つけよう！- 

予習：運動の強度の決め方について確認し

ておく。（2時間）復習：授業内容を

まとめ、運動の強度の決め方につい

て理解する。（2時間） 

松尾 

11 
運動と栄養・食生活-運動時、あなたなら何

を食べますか？- 

予習：栄養素の役割および食事バランスガ

イドを確認しておく。（2時間）復習：

授業内容をまとめ、日常の食事と運

動の関係について理解する。（2 時

間） 

松尾 

12 
運動と疲労-運動して疲れた身体を超回

復！- 

予習：運動における疲労について確認して

おく。（2時間）復習：授業内容をま

とめ、運動と疲労の関係について理

解する。（2時間） 

杉本 

13 
セルフチェック②-継続は力なり。身体は変

化する！- 

予習：身体組成に関わる評価方法について

確認しておく。（2時間）復習：授業

内容をまとめ、評価結果と効果的な

運動療法の実践について理解する。

（2時間） 

中根 

14 
運動と医療-運動と医療の関わりについて

考えてみよう！- 

予習：運動が身体に及ぼす影響について確

認しておく．（2時間）復習：授業内

容をまとめ，運動と医療の関係性に

ついて理解する．（2時間） 

中根 

15 講義全体のまとめ 

予習：講義全体を復習しておくこと。（2 時

間）復習：講義全体を復習しておく

こと。（2時間） 

中根 
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成績評価方法と基準 割合 

１．筆記試験【DP③】２．毎回の授業後に課すレポート課題【DP③】＊試験・課題に対して，必要に応じて

随時解説を実施する。 

 

60%40% 



授業科目名 東洋医療概論 (作業) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

伝統医学である東洋医学の歴史と基本的な概念について説明し、現代医学における補完代替医療としての東

洋医学（鍼灸治療）の診察法や治療法について解説を行う。また、医療に応用できる知識を身に着けること

を目的とし、医療現場で用いることができる経穴を応用したツボ押しなどの手技療法や温熱療法である灸に

ついて説明する。 

 

学修目標 

下記の内容の概要を理解する。１．東洋医学の基本的な成り立ちや構成を説明できる。２．東洋医学の診察において

重要な脈診・舌診などの四診などの基本的な診断ができる。３．鍼治療（小児鍼）、灸の基本的な方法を理解する。

４．経穴を応用したツボ押しなどの手技療法を理解する。DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布された資料に目を通すこと。２．東洋医学用語に親しむこと。３．できれば、自分の東洋医学のノー

トをつくること。４．出席は重視する。 

 

教科書 

配布資料 

 

参考書 

基本的にはなし但し、図書館にある新版 東洋医学概論（東洋療法学校協会）が分かりやすく説明している。

(編：公益社団法人東洋療法学校協会、著者：教科書検討小委員会、ISBN:978-4-7529-5173-5） 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 9（仲西）昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス、東洋医学の歴史と基本概念に

ついて 

復習：授業の内容を振り返る 予習：東洋医

学の歴史について理解すること 
仲西 

2 東洋医学の基本概念について陰陽・五行説 
復習：授業の内容を振り返る 予習：東洋医

学の診察法について調べること 
仲西 

3 
東洋医学診察法（四診法：望診、問診、聞診、

切診）切診：脈診望診：舌診 

復習：授業の内容を振り返る 予習：漢方薬

について 
仲西 

4 症状と基本的な漢方薬の処方について 
復習：授業の内容を振り返る 予習：鍼灸の

効果について調べること 
仲西 

5 鍼灸の作用機序について 
復習：授業の内容を振り返る 予習：作用機

序について調べること 
仲西 



6 日本の鍼について（小児鍼、古代九鍼など） 
復習：授業の内容を振り返る 予習：小児鍼

の仕方 
仲西 

7 灸について（モグサの作り方、灸の作成） 
復習：授業の内容を振り返る 予習：日本鍼

灸について調べる 
仲西 

8 
呼吸器系の鍼灸治療と手技療法：風邪、息切

れ 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

9 消化器系の鍼灸治療と手技療法：下痢・便秘 
復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

10 
運動器系の鍼灸治療と手技療法：腰下肢痛、

肩こり 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

11 
耳鼻咽喉科の鍼灸治療と手技療法：めまい、

難聴 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

12 眼科の鍼灸治療と手技療法：眼性疲労 
復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

13 
婦人科の鍼灸治療と手技療法：月経困難、骨

盤位 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

14 
精神・神経系の鍼灸治療と手技療法：頭痛、

不眠 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

15 まとめ 
復習：授業の内容を振り返る 予習：授業全

体を振り返る 
仲西 
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成績評価方法と基準 割合 

【評価の配点】１．出席２．レポート提出 <DP②③> 

 
50%50% 



授業科目名 統合医療概論 (作業) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 
山下 仁／増山 祥子／森 美侑

紀 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

木曜 4 限、木曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

統合医療という言葉が医療の中で使われるようになってきたが、実際に統合医療が何を指し、どうあるべき

なのかについては合意が得られていない。本授業では、統合医療の概念と現状について解説するとともに、

統合医療の重要な構成要素である EBM と補完代替医療について概説する。また、各種治療の有効性と安全性

について、エビデンスにもとづく批判的吟味のポイントについても解説する。 

 

学修目標 

１．統合医療の概念と現状について理解する。２．EBMの概念と手法について理解する。３．補完代替医療の種類と

概要について説明できる。４．各種医療手段についてエビデンスにもとづく批判的吟味ができる。<DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医療や行政において統合医療は賛否両論である。医師その他の医療従事者も支持派と反対派に分かれている。

本学学生も卒業すればいずれその議論に巻き込まれる。なぜ賛否両論があるのか、よく考えながら受講して

いただきたい。 

 

教科書 

資料を配布する。 

 

参考書 

各教員が必要に応じて授業担当時に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医療におけるエビデンスの重要性 健康関連商品の広告に目を通す 山下 

2 EBM EBM について調べる 山下 

3 EBM シミュレーション 
自分の専門領域のエビデンスについて調べ

る 
増山 

4 EBM と診療ガイドライン 
自分の専門領域または興味のある疾患の診

療ガイドラインを調べる 
山下 

5 健康産業と研究倫理・利益相反 
利益相反状態と利益相反行為の違いについ

て調べる 
山下 

6 補完代替医療概論 代替医療と補完医療の違いについて調べる 山下 



7 代表的な補完代替療法 
自分の興味のある補完代替療法について調

べる 
山下 

8 鍼灸と経穴 本学図書館にある鍼灸の書籍と雑誌を見る 山下 

9 アロマセラピー① 
エッセンシャルオイルの種類について調べ

る 
森 

10 アロマセラピー② 
エッセンシャルオイルの種類について調べ

る 
森 

11 ヨガ・マインドフルネス 
ヨガ・マインドフルネスについてネット動

画を見る 
増山 

12 サプリメント 

興味のあるサプリメントを幾つか選んでそ

の広告の内容に関する疑問点を調

べる 

山下 

13 統合医療とスピリチュアルと NBM スピリチュアルという概念について調べる 山下 

14 緩和ケア・難病ケアと統合医療 
末期がんまたは難病の患者の実情について

調べる 
増山 

15 総括：統合医療は何を統合するのか 14 回までに習った内容を整理する 山下 
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成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②課題提出物 <DP②③> 

 

①70%

②30% 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床検査学科 

（2022 年度入学生対象） 
  



授業科目名 基礎ゼミナール (検査) 

主担当教員 脇 英彦 担当教員 

脇 英彦／川畑 浩久／阿部 秀

高／森 誠司／小宮山 恭弘／小

林 吉晴／前川 佳敬／竹岡 啓

子／佐伯 康匠／藤原 牧子／小

林 彩香／関根 将／田路 英作

／小林 渉／野田 大孝／由谷 

親夫 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 2 限、木曜

1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

【脇英彦、森誠司、小林吉晴、小宮山恭弘、竹岡啓子、小林彩香、佐伯康匠、藤原牧子、関根将・8回】本演

習は、新入生が大学生としての役割を身につけることができるように、学生を支援することを目的としてい

る。具体的には、(1) 講義ノートの取り方・教科書の読み方、レポート・論文の書き方や文献の探し方、(2)

大学での学修に必要で、かつ高等学校までの教育において取得すべき内容の教育、 (3)大学生に求められる

一般常識や態度、(4)専門教育への橋渡しとなるような基礎的知識・技能の教育などについて、グループに分

かれてディスカッションを交えて演習を行う。【阿部秀高・7 回】大学では、「自ら問いを立て答えを導く」

という与えられた課題に対して主体的に文献を集め、レポートにまとめていく技法が必要になる。本科目で

は、そのために必要となる技能を基礎から学び習得していくことを目指す。 

 

学修目標 

【脇英彦、森誠司、小林吉晴、小宮山恭弘、竹岡啓子、小林彩香、佐伯康匠、藤原牧子、関根将・8回】１．レポー

トの書き方、文献検索などのスタディスキル・アカデミックスキルを修得する。２．大学生に求められる基礎学力と

社会常識を理解する。３．医学を学ぶという自覚を確立する。４．臨床検査学の各分野で必要な基礎的知識を理解す

る。DP②③④【阿部秀高】自分の考えを理論的な文章として表現できるようにすることを重視する。具体的には、①

ノートを取ろう（ノートの取り方）②大学図書館の利用方法（文献検索）③文章表現について（大学のレポートにふ

さわしい用語・符号の使い方や構成など文章表現）を学んでいく。DP②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

在学中はもちろんのこと卒業後も新しい知識や技術を学び身につけていく必要がある。そのために効果的な

学習法の修得が重要である。自分にあった学習スタイルを早期に獲得し、生涯にわたり役立ててもらうこと

を期待する。また検査学科教員より提供される話題から臨床検査に求められている基礎的な知識・技能とは

どのようなものか積極的な議論を通して理解してもらいたい。 

 

教科書 

【脇英彦、森誠司、小林吉晴、小宮山恭弘、竹岡啓子、小林彩香、佐伯康匠、藤原牧子、関根将・8回】適宜

資料を配布する。【阿部秀高】特に指定はしない。授業時にプリントを配布するので、各自紛失しないように

ファイリングし毎回持参すること。 

 

参考書 



【脇英彦、森誠司、小林吉晴、小宮山恭弘、竹岡啓子、小林彩香、佐伯康匠、藤原牧子、関根将・8回】担当

教員が適宜指示する。【阿部秀高】講義内で適宜指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

臨床検査学科 各研究室に準じる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
臨床検査技師の職業理解と医療の関係につ

いて考える。（脇英彦） 

予習：臨床検査技師の業務内容について調

べる。（2時間）復習：授業内容をま

とめる。（2時間） 

脇英彦 

2 

生体成分の分析法の原理を理解するために

必要な、化学の基礎知識を修得する。（小林

吉晴） 

予習：「元素周期表」とは何か調べておく。

（2時間） 

小林吉

晴 

3 

生理機能検査はどのような場合に実施され

るのか、その目的と有用性について考える。

（小宮山恭弘） 

予習：生理機能検査にはどの様な検査があ

るのか調べておく。（2時間） 

小宮山 

恭弘 

4 

免疫学検査は免疫の概念について学修し、

臨床検査における免疫反応について考え

る。（竹岡啓子） 

予習：予防接種とは何か、どのような種類が

あるかを調べておく。（2時間） 

竹岡啓

子 

5 
遺伝子検査・遺伝学的検査のメリット・デメ

リットについて議論する。（森誠司） 

予習：DTC（Direct-to-Consumer Genetic 

Testing）にどのようなものがある

か調べる。（2時間）復習：検査から

得られる遺伝情報の扱いについて

考える。（2時間） 

森 誠

司 

6 
病理検査とは何か。基本的な知識と技術を

理解し、イメージをつかむ。(小林綾香) 

予習：組織診検査と細胞診検査とは何かに

ついて調べておく。（2時間）復習：

病理検査の役割を知る。（2時間）。 

小林綾

香 

7 
微生物と感染症の関連性、および感染制御

の重要性について考える。（佐伯康匠） 

予習：「標準予防策」について調べておく。

（2 時間）復習：効果的な感染防御

法を習慣づける。（2時間） 

佐伯康

匠 

8 
血液検査が医療現場でどのように活用され

ているか考える。（藤原牧子） 

予習：自分や家族が今まで受けた健康診断

の血液検査結果用紙を確認してく

る。血液検査項目より１項目選び、

検査の意義などを調べてくる。（2時

間）復習：血液検査の意義を考える。

また、将来自分がどのような臨床検

査技師になりたいか考える。（2 時

間） 

藤原牧

子 

9 
オリエンテーション（講義への取り組み方・

大学生としての自分を見つめる） 

予習：シラバスの確認。（２時間）復習：学

びの履歴シートによる大学生とし

て必要な資質/能力についてのまと

め（２時間） 

阿部秀

高 

10 理事長に学ぶ（学園・大学・学生への思い） 

予習：学園の 3 つポリシーや設立理念の確

認。（２時間）復習：講話から学んだ

ことを記録をもとにまとめる。（２

時間） 

阿部秀

高 

11 
学長・学科長に学ぶ（医療人・臨床検査技師

を目指すものに対する思い） 

予習：看護師の仕事の概要を調べておく。

（２時間）復習：講話から学んだこ

とを記録をもとにまとめる。（２時

間） 

阿部秀

高 

12 
コミュニケーションスキル・学修スキル向

上 

④予習：レポートの書き方について高校ま

でに学んだことを想起しておく（２

時間）復習：学んだレポートの書き

方について記録をもとにまとめる。

（２時間） 

阿部秀

高 

13 論理的文章の書き方・資料活用の方法 
予習：言語技術について、高校までに学んだ

ことを想起しておく（２時間）復習：

阿部秀

高 



学んだ言語技術について記録をも

とにまとめる。（２時間） 

14 プレゼンテーション・スキル 

予習：プレゼンテーションについて高校ま

でに学んだことを想起しておく。

（２時間）復習：プレゼンテーショ

ンの作り方、発表の仕方についてま

とめる。（２時間） 

阿部秀

高 

15 本授業における学びのまとめ・振り返り 

予習：自分の作成したプレゼンテーション

の練習）（２時間）復習：７回の講義

で学んだ社会人基礎力に関してま

とめておく。（２時間） 

阿部秀

高 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①【臨床検査学科教員】 教員ごとに小テストを行い評価する。 50％②【阿部秀高】平常点評価（授業内

での課題小テストなど）30％。         講義最終回に作成したアウトラインに基づく課題レポート

20％。 ①及び②での評価各々50％ずつを合計したものを総合評価とする。 全体の 2/3 以上の出席が

必要。  DP②③④ 

 

①50%

②50% 



授業科目名 物理学 (検査) 

主担当教員 久国 正章 担当教員 久国 正章 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

さまざまな自然現象をよく観察してみると簡単な基本原理に基づいていることがわかる。物理学とはそのよ

うな基本原理を論理的に説明する学問であり、工学はもとより生物学、医学などの幅広い分野の基礎となっ

ている。本講義は力学・熱力学・電磁気学などについて幅広い知識を学習し、医療現場で実際に活用できる

知識を習得できる授業構成である。 

 

学修目標 

電気(回路計算)、電磁気の基本知識水の比熱と日本の気候との関係についててこと原理と人体中での応用注射器の先

端が皮膚に及ぼす圧力について血圧とは 上記の内容を学修していく。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．自然現象を理解するための基本となる科目であることを認識する。２．配布された資料を使用し、講義

を行う。３．出席は重視する。４．身近な自然現象を物理学の観点で考察する。５．疑問点は大切にし、解決

に向けて努力する。 

 

教科書 

プリント使用 

 

参考書 

電気基礎講座１プログラム学習による基礎電気工学 直流編 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤控室 月曜 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 熱力学 比熱 単位について 

＜予習・復習 各 2時間＞水の比熱が大きい

ことで人間は体温を一定に保つこ

とができる。スマートフォンのバッ

テリーの単位などについて学習し

ます。 

 

2 
熱力学 クーロンの法則・電流について回

路のイメージをつかむ 

＜予習・復習 各2時間＞水分が蒸発する際、

必要となる熱量について電気の基

本について一つ一つ確認していき

ましょう。 

 

3 
熱力学電圧・抵抗についてオームの法則を

用いた計算 

＜予習・復習 各 2時間＞コンセントの電圧

は１００Ｖですね。このボルトにつ

いて学習していきます。また、抵抗

の単位はオームです。 

 

4 
力とは色々なオームの法則を用いた計算を

練習する 

＜予習・復習 各 2時間＞最も重要な法則で

す。頑張って覚えましょう。 
 



5 力学直列回路の考え方について 

＜予習・復習 各 2時間＞電圧降下、内部抵

抗、合成抵抗という言葉が出てきま

した。 

 

6 力学並列回路の考え方について 
＜予習・復習 各 2時間＞直列回路、並列回

路の計算に慣れていきましょう。 
 

7 力学複雑な回路計算 
＜予習・復習 各 2時間＞直列・並列の融合

問題を扱います。 
 

8 力学ブリッジ回路 
＜予習・復習 各 2時間＞いろんな回路の計

算を復習しましょう。 
 

9 力学直流と交流の違いジュール熱 
＜予習・復習 各 2時間＞直流と交流の違い

を確認しましょう。 
 

10 力学１００Vは何を表しているか。電力 

＜予習・復習 各 2時間＞最大値・実効値・

瞬時値・平均値言葉の確認をしまし

ょう。電力とは、電灯が光を出した

り、モーターが力を出すときに使わ

れる電気エネルギーの大きさを表

します。 

 

11 
コイル(インダクタ)コイルのリアクタンス

(誘導性リアクタンス) 

＜予習・復習 各 2時間＞リアクタンスは周

波数で大きさが変わります。 
 

12 
コンデンサ(キャパシタ)コンデンサのリア

クタンス(容量性リアクタンス) 

＜予習・復習 各 2時間＞コンデンサは電気

を蓄えたり、放出したりする電子部

品です。電子機器には欠かせない部

品です。 

 

13 インピーダンスとは位相とは 

＜予習・復習 各 2時間＞交流回路の計算を

するときには位相を考える必要が

あります。 

 

14 RL 直列回路 

＜予習・復習 各 2時間＞直列回路のインピ

ーダンスを計算できるようにしよ

う。 

 

15 RC 直列回路 RLC 直列回路の計算 
＜予習・復習 各 2 時間＞14 回目・15 回目

の回路計算を見直してみましょう。 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験５５点<DP③>②小テスト４５点<DP③>合計１００点のうち、６０点以上で単位認定する。 

 

① ５

５ ％ ②



４５％ 



授業科目名 生物学 (検査) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療人にとって必要な生物学的知識を学習し、この後に展開する基礎医学への理解を容易にする。 

 

学修目標 

生物に共通する生体のシステムやその仕組みについて理解を深めることができ、人体と連関して思考できる。＜DP③

＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

生物学自体は高校までの教科としてすでに学んでいるかもしれないが、医学に直結する領域についてはまだ

学んでいないか、理解が不十分であろうと思われる。既に学んでいる、知っている学問という認識は排除し

て新たな教科を学ぶ姿勢で臨んでほしい。 

 

教科書 

 「理工系のための生物学」 裳華房 

 

参考書 

生物学 カレッジ版 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 1 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生命と栄養と代謝 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

2 糖質の種類 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

3 糖代謝 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

4 脂質とその代謝 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

5 ビタミンの種類と機能 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

6 細胞の構造とオルガネラ 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

7 核酸の種類と機能 
予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認
 



をしておくこと。(2 時間) 

8 転写と翻訳 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

9 タンパク質の種類と機能 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

10 細胞のシグナル伝達 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

11 細胞分裂と増殖 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

12 発生と分化 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

13 免疫システム 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

14 細胞の初期化と再生医療 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

15 細胞死とアポトーシス 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１ 定期試験 ＜DP③＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 化学 (検査) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

基礎医学科目に必要な化学的事項を正しく理解できることを念頭に置いている。 

 

学修目標 

生体反応に見られる各種の化学反応を正しく理解することができる。それらが生理機能に密接に連関することを認識

できる。 ＜DP③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

たとえすでに化学を履修していようとも、基礎医学科目で取り上げられる化学はある種生体内の反応に特化

しているため、新たに学びなおす必要があると捉えておいて欲しい。 

 

教科書 

「ライフサイエンスのための化学」 化学同人 

 

参考書 

「理工系の基礎化学」 化学同人 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 １ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 原子の構造と周期表 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 電子配置とイオン化 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 化学結合 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

4 物質の三態 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

 



い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

5 化学平衡と反応速度論１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 化学平衡と反応速度論 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 酸と塩基の反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 酸化と還元反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 炭化水素化合物１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 炭化水素化合物 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 糖質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 脂質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 タンパク質・アミノ酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 核酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 



15 「化学」のまとめと振り返り 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１ 期末試験 ＜DP③＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 日本国憲法 (検査) 

主担当教員 植田 重幸 担当教員 植田 重幸 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

社会規範たる法の理念を理解する中で、法体系のしくみ並びに日本の最高法規としての日本国憲法の現行の

概要解釈と、今日の基本的人権規定に関する論点について解説を行うとともに、時事関連・医療関連条項に

関わる問題点及び今後の課題に対しても説明を進める。また、コ・メディカルをもとに、診療の補助の一員

として業務に従事するにおいて、必要不可欠な保健衛生に関する法規（保健衛生関連法規）の理解と把握、

並びに職務遂行に伴う人権に対する法的責任の現状について、更なる理解を深めるための指導を行う。 

 

学修目標 

1. 日本国憲法の成立経緯と特色を理解する。2. 基本的人権の尊重規定をもとに、個人の尊厳に関して法的側面か

ら、その理解を深める。3. 医療と人権に関する大切さを理解する。4. 臨床検査学科における『臨床検査技師等に関

わる法律』をもとに、今後の業務遂行に必要な関係法規のしくみを学習し理解する。5. 現在の医療過誤に関する状

況と、人権に対する法的責任の実態を検証する。6. 時事関連問題として、高齢者の増加に伴う業務連絡に関わる行

政面の諸対応や憲法改正論議の現状とその是非についての理解を深める。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 日本国憲法の内容理解とともに、医療法規に関する指導説明が加わることから、補充解説たる板書筆記が

重要となる。2. 指導内容に即した市販書籍は多数に亘るため、教科書代用の資料冊子にて講義を行う。3. 疑

問点や分かりにくい事項が生じた場合は、適宜質問を行うことで理解を進めること。4. 将来の業務実践を見

据え、指導内容に対する人権・人格の尊重に十分留意し積極的取り組みを求める。 

 

教科書 

指定しない。 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業前後の非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
法と社会生活① 法の成立並びに社会と規

範 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認を行う復習：キ

ーワード、重要語句の確認を行う 

 

2 
法と社会生活② 法と道徳、法の支配、法体

系のしくみ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：社会規範と

しての法の意義を考える復習：法の

概念の理解と確認を行う 

 

3 
日本国憲法の制定史と特色 日本国憲法の

基本理念と基本原理 明治憲法との比較 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：日本国憲法

の成立経緯を確認する復習：講義内
 



容をもとに、基本的人権規定の各事

項を理解し把握する 

4 
基本的人権規定① 基本的人権の成立経緯

と人権規定 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：重

要語句について再チェックする 

 

5 
基本的人権規定② 新しい人権（人格権と

幸福追求権） 包括的基本権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より第 13 条の役割を確認する復

習：講義内容の完全理解に努める 

 

6 

基本的人権規定③ 自律的自己決定権 新

型コロナウイルス感染症対策特別措置法と

基本的人権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、本項の確認を行う 特別措

置法の立法化とその経緯を確認す

る復習：講義内容の完全理解に努め

る 本項目の現状と人権保障問題を

深める 

 

7 
衛生法規並び衛生行政 衛生法規の体系と

分類 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：保健衛

生法規のしくみの理解と確認を行

う 

 

8 
関係法規① 施術者に対する関係法規のし

くみと位置づけ、名称独占、業務独占 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認復習：講義内容

をもとに、施術者の役割を確認する 

 

9 関係法規② 免許取得、欠格条件等 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の中の法律用語の確認を行う復

習：キーワード、重要語句の確認を

行う 

 

10 
医療過誤と法的責任① 医療過誤の実態と

権利侵害 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

11 
医療過誤と法的責任② 医療過誤における

法的責任 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

12 
統治行為① 国会・内閣規定より、選挙制度

並びに議院内閣制 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行の選挙

制度を確認する復習：1 票の格差問

題について理解を深める 

 

13 
統治行為② 裁判所規定より、違憲立法審

査権並びに裁判員制度の現状 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

14 日本国憲法の改正手続 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行憲法の

改正の必要性を調べる復習：国民投

票法の改正における影響を確認す

る 

 

15 今後の課題と検討 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①指導項目に関し、筆記試験を行う。※60 点以上で単位認定する。 

 
①100% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (検査 B) 

主担当教員 竹内 恵子 担当教員 竹内 恵子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟１階講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (検査 A) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (検査 B) 

主担当教員 竹内 恵子 担当教員 竹内 恵子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 1階講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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18    

19    

20    

21    
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23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (検査 A) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 MBS(Morinomiya Basic Seminar) (検査) 

主担当教員 関根 将 担当教員 関根 将／山下 仁／前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 4 限、火曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本授業は、大学生としての学習や生活をスムーズにスタートさせるために、大学生としてふさわしい「学び

方」や「スキル」を身につけること、学園の歴史や建学の精神の意味やディプロマポリシーを理解すること

で、本学への帰属意識を確立させることを目的とする。また、履修に関することや教育課程（カリキュラム）、

学生生活に関するルール等を理解することで、大学で学ぶために必要な能力を身につけることを目的とする。

医療の歴史及び医療の現在と未来を知ることで、医療全体への興味をより深めることを目的とする。 

 

学修目標 

・本学の建学の精神及びディプロマポリシーを理解している。<DP②③>・大学で学ぶために必要な能力を身につけて

いる。<DP②③>・生徒から学生へ移行する（主体的・能動的な学習スタイルを身につける）<DP②③>・医療人を目指

す学生であることに対しての自覚を強く持つ。<DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

理想の大学生活とは？想像している内容と異なる話を聞くこともあるでしょうが、4 年間を有意義に過ごせ

るようこれからの生活を考えるきっかけとなることを願います。 

 

教科書 

教科書は使用しない。適宜資料を配布する。 

 

参考書 

指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

関根研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【本学の歩みと未来／生徒から学生へ】・理

事長による「本学の起源や今後の展望」、・学

長による「医療・医学を学ぶ上での心構え」

についての講義。 

予習：本学の Web サイトで「建学の精神」

「森ノ宮医療学学園の歴史」「本学

の特徴」について調べる．（1時間）

復習：大学生としての心得を考え，

まとめる．（1時間） 

関根 

2 

【臨床検査学科のカリキュラムについて】・

カリキュラムについて・カリキュラムポリ

シーについて・ディプロマポリシーについ

て 

予習：学生手帳の「臨床検査学科 授業科目・

単位数」と「本学学士過程における

三つのポリシー」「臨床検査学科に

おける三つのポリシー」について調

べる．（2時間）復習：授業をまとめ，

自分にとって今後の大学生活で必

要なことを考える．（2時間） 

関根 



3 

【情報化社会における情報リテラシーと情

報モラルについて】・情報リテラシーと情報

モラル（SNS の取り扱い）・医療情報の取り

扱いについて・その他社会問題等 

予習：「情報リテラシー」「情報モラル」につ

いて調べ，自分の考えをまとめる．

（2 時間）復習：授業をまとめ，多

くの情報から適切に情報を得る方

法を考える．（2時間） 

関根 

4 

【臨床検査技師のキャリアについて】・自身

のキャリアについて・履修モデルの解説と

自身のキャリア形成プランの検討・臨床検

査技師に必要な学びと研究 

予習：自分自身，将来どのような「大人」に

なりたいか，また，目標とする「臨

床検査技師像」を考え，まとめる．

（2 時間）復習：授業をまとめ，自

分の将来像を明確にする．（2時間） 

関根 

5 
地域医療について住之江区長による「住之

江区の医療・福祉の現状」についての講話 

予習：本学が位置する「住之江区」の Web サ

イト「広報誌 さざんか」にて，住之

江区における「福祉・健康」の施策

について調べる（2 時間）復習：授

業をまとめ，今の自分でも参加でき

ることを（ボランティア等）を探す．

（2時間） 

関根 

6 

西洋医学とは医師による西洋医学の概説と

西洋医学の起源と現状と未来についての講

義 

予習：西洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：西洋医学の中での臨床検

査の重要性を調べ，まとめる．（2時

間） 

関根 

7 

東洋医学とは鍼灸師による東洋医学の概説

と西洋医学の起源と現状と未来についての

講義 

予習：東洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：授業をまとめ，西洋医学

との違いを理解し，東洋医学の重要

性をまとめる．（2時間） 

関根 

8 チーム医療とは・チーム医療について知る 

予習：本学の Web サイトで「チーム医療」

について調べる．（2時間）復習：授

業をまとめ，チーム医療の重要性を

理解する．（2時間） 

関根 
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成績評価方法と基準 割合 

レポート試験：「自己のキャリア構築のために今後の大学生活で何をすべきか」を 1600 字程度で述べる。

<DP②③>＊レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-

17」を参照のこと。 

 

1 



授業科目名 チーム医療見学実習 (検査) 

主担当教員 関根 将 担当教員 関根 将 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 4

限)、後期(集中

講義) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１．医療の実践の場である病院等の施設で医療従事者の 1 日を体験することにより、医療職への理解を深め

る。２．保健医療施設における自己の目指す専門職の役割や機能を知ると共にチーム医療を構成する様々な

専門職の役割・機能について知識を深める。３．チーム医療の実際を知り、インター・プロフェッショナル・

エデュケーションの視点から、医療における多職種連携の重要性を知る。＜施設見学の実施概要＞開講時期：

※2020 年度は実施時期未定実習施設：大阪急性期・総合医療センター(日程調整中)、大阪国際がんセンター

(日程調整中)、日本生命病院(日程調整中)、関西メディカル病院(日程調整中)※実施が決まり次第、詳細を

案内します。＜実施方法＞１．本見学実習は大学内で実施する事前授業（4コマ）と施設見学（4 コマ）とす

る。２．1班 8 名程度の学科混成グループを作り、各グループ上記施設の中から 1 施設を見学する。３．1班

ごとに 1 名の本学教員が引率し、基本的には引率教員の指示のもと決められたスケジュール通りに施設内を

見学する 

 

学修目標 

１．実習を通じて医療施設の全体的な業務や役割について知ることができる。DP2 ２．実習を通じてチーム医療の構

成を知り、目指す専門職の役割および責任を自覚することができる。DP2３．実習を通じて医療に取り組む姿勢を養

い、専門科目の学習への意欲向上のきっかけとし、今後、専門的学習に臨む上での自己の考えを述べることができる。

DP23 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

見学時は、担当者のみならず院内の全ての方(就業者や患者さん等)に迷惑がかからない行動を取るとともに、

発言にも最大限配慮すること。見学当日はバスで送迎を行います。集合場所や時間を等は引率教員の指示に

従うこと。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階職員室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 事前授業①（授業の目的や概要について） 

【事前授業１】（授業の目的や概要につい

て）予習：本学に設置されている学

科の仕事内容を調べる。（3 時間）復

習：授業内容をまとめ、チーム医療

についての考えをまとめる。（3 時

間） 

関根 

2 事前授業②（授業の目的や概要について） 

【事前授業２】（施設見学における注意事項

について）予習：大学生としてのマ

ナー、社会人としてのマナーについ

て調べる。（3時間）復習：授業内容

をまとめ、大学生としてのマナー、

社会人としてのマナーについて実

践できるようにする（3時間） 

関根 

3 
事前授業③（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

関根 

4 
事前授業④（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

関根 

5 

【学修内容：⑤～⑧】「施設見学」＜見学ス

ケジュール例＞①リハビリテーション室の

見学→それぞれの職種間でのコミュニケー

ションを学ぶ②ICU・CCU→医師や看護師の

連携について学ぶ。最新機器等の設備につ

いて知識を深める③各種検査室の見学→検

査技師と医師や看護師など他の職種との連

携について学ぶ④透析室→透析の機器等に

ついて知識を深める⑤手術室→手術室とは

どのような環境の部屋なのか、実際の設備

や雰囲気を知る 

復習：見学実習での学びをレポートにまと

める。自修時間 6時間→課題提出 
関根 
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成績評価方法と基準 割合 

レポート課題<DP②③>  「施設見学を終えて、チーム医療の重要性について自己の考えを述べよ」1600

字程度＊レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-17」を

参照のこと。 

 

1 



授業科目名 基礎体育 (検査 B) 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 
伊奈 新太郎／中原 英博／佐野 

加奈絵／信江 彩加 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本スポーツ健康科学演習では、学生が自らの適正に応じてスポーツ種目を選択できるよう、軽スポーツ、球

技スポーツ、ニュースポーツ、ダンスなど多種多様なスポーツ種目を用意し、各種目特性を生かして、「思い

っきり体を動かす爽快感」と「プレーを通じて感じる理屈抜きの楽しさ」を存分に経験できるようなゲーム

主体の授業プログラムを提供する。その中で、体力のレベルアップや身体動作の向上を図ると同時に、ゲー

ムを自主的に運営する能力を養う。また、スポーツの実践を通じて、学生同士の心の交流や人間関係を育み、

生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を育成することも本実習の大きな狙いである。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、学科の枠を超えた学生同士の心の交流や人間関係を育むことができる。〈DP③〉２．ス

ポーツ活動を通じて、基礎体力や、技術が向上する。３．スポーツ活動を通じて、チームワークの重要性を認識でき

る。〈DP③〉４．生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を身につけることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について（１）各教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、

更衣した後、授業に臨むこと。（２）シューズは屋外用、屋内用ともにゴム底の運動靴を用意すること。 屋

外でのスポーツ種目を実施するクラスの者は、雨天により急きょ屋内種目に変更する場合があるので、毎回

の授業時において、屋内用シューズは必ず用意しておくこと。（３）授業中におけるメガネや時計などの破損、

コンタクトレンズや装飾品の紛失について担当教員は責任を負わない。注意事項（１）集合場所  

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

原則月曜日 3 時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポー

ツ、ダンスなど多種多様なスポーツ

種目の特性について理解を深めて

おく。予習・復習 1時間 

 



2 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

3 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

4 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

5 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

6 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

7 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

8 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

9 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

10 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

11 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営① 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

12 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営② 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

13 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営③ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

14 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営④ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

15 
ゲームの展開  学生主体のゲーム運営⑤・

レポート 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業回数の 2/3(10 コマ)以上出席すること。授業開始後、30 分を超えての遅刻は欠席とみなす。成績の

評価は、原則として 2/3 以上出席した者を対象とする。①技能・理解・積極性などを総合的に判定すると

ともに、授業最終日にはレポートの提出を義務づける。〈DP③〉    その成績が６０点未満の者は不可と

し単位を認定しない。 

①100% 



授業科目名 基礎体育 (検査 A) 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 
伊奈 新太郎／中原 英博／佐野 

加奈絵／信江 彩加 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本スポーツ健康科学演習では、学生が自らの適正に応じてスポーツ種目を選択できるよう、軽スポーツ、球

技スポーツ、ニュースポーツ、ダンスなど多種多様なスポーツ種目を用意し、各種目特性を生かして、「思い

っきり体を動かす爽快感」と「プレーを通じて感じる理屈抜きの楽しさ」を存分に経験できるようなゲーム

主体の授業プログラムを提供する。その中で、体力のレベルアップや身体動作の向上を図ると同時に、ゲー

ムを自主的に運営する能力を養う。また、スポーツの実践を通じて、学生同士の心の交流や人間関係を育み、

生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を育成することも本実習の大きな狙いである。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、学科の枠を超えた学生同士の心の交流や人間関係を育むことができる。〈DP③〉２．ス

ポーツ活動を通じて、基礎体力や、技術が向上する。３．スポーツ活動を通じて、チームワークの重要性を認識でき

る。〈DP③〉４．生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を身につけることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について（１）各教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、

更衣した後、授業に臨むこと。（２）シューズは屋外用、屋内用ともにゴム底の運動靴を用意すること。 屋

外でのスポーツ種目を実施するクラスの者は、雨天により急きょ屋内種目に変更する場合があるので、毎回

の授業時において、屋内用シューズは必ず用意しておくこと。（３）授業中におけるメガネや時計などの破損、

コンタクトレンズや装飾品の紛失について担当教員は責任を負わない。注意事項（１）集合場所  

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

原則月曜日 3 時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポー

ツ、ダンスなど多種多様なスポーツ

種目の特性について理解を深めて

おく。予習・復習 1時間 

 



2 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

3 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

4 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

5 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

6 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

7 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

8 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

9 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

10 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

11 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営① 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

12 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営② 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

13 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営③ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

14 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営④ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

15 
ゲームの展開  学生主体のゲーム運営⑤・

レポート 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業回数の 2/3(10 コマ)以上出席すること。授業開始後、30 分を超えての遅刻は欠席とみなす。成績の

評価は、原則として 2/3 以上出席した者を対象とする。①技能・理解・積極性などを総合的に判定すると

ともに、授業最終日にはレポートの提出を義務づける。〈DP③〉    その成績が６０点未満の者は不可と

し単位を認定しない。 

①100% 



授業科目名 健康科学（スポーツ社会学を含む） (検査) 

主担当教員 佐野 加奈絵 担当教員 佐野 加奈絵 

科目ナンバリング CS20108 科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

健康に対する意識が高まり、健康食品や健康器具などがブームとなっている近年、マスメディアを通じて流

されている情報には、科学的根拠が乏しいものも少なくはない。本授業では、生活習慣病、地域社会におけ

る健康維持、増進に関わる取り組みや考え方、運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識

を身につけることを目標とする。 

 

学修目標 

・運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識を身につける（DP③）。・本邦における健康維持、増進

に関わる取り組みや考え方について理解する（DP③）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回配布する資料を用いて、必ず復習してください。 

 

教科書 

適宜、資料を配布する。 

 

参考書 

出村慎一監修「健康・スポーツ科学講義」杏林書院、2005 年田中喜代次編「健康運動の支援と実践」金芳堂、

2006 年 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4F 月曜 9:00-10.30 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康とは？ 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

2 運動・栄養と肥満症との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

3 運動・栄養と糖尿病との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

4 運動・栄養と脂質異常症との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

5 
三大栄養素（糖質・脂質・タンパク質）の役

割 

予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

6 
微量栄養素（ビタミン・ミネラル）と水の役

割 

予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

7 消化器の構造と機能 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

8 食品群の理解と応用 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 



9 エネルギー摂取量と消費量との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

10 運動時におけるエネルギー産生メカニズム 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

11 運動処方の原則と実際 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

12 運動と食欲の関係－最新のトピックス－ 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

13 日本人の食事摂取基準について 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

14 健康づくりに関する本邦の取り組み 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

15 講義全体のまとめと振り返り 
予習： これまでのプリントの確認．復習： 

配布プリント，キーワードの確認． 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験で評価する（DP③）。15 回の講義に対し、必要な時間数の出席が必須である。課題（試験や

レポート等）に対するフィードバックの方法課題・テスト後、各設問の解答を解説する。希望者には個別に

採点後の試験答案を開示する。 

 

①100% 



授業科目名 人体の構造Ⅰ (検査) 

主担当教員 北村 清一郎 担当教員 北村 清一郎 

科目ナンバリング SB20BMTA001 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造Ⅰでは、人体の概要、細胞と組織、脈管系、および内臓系（内分泌系を除く）を学習する。人体の

概要や、細胞と組織では、以後の学習に必要な基礎的概念を把握する。循環器系は、引き続き学習する消化

器系や呼吸器系、泌尿器系と密接に関連しており、これらのつながりを把握することも重要である。内臓系

では，各系の内臓の構造を、細胞・組織レベルから理解し、機能と関連させることが重要である。 

 

学修目標 

（１）細胞の構造、組織の概要、細胞・組織・器官の層序性を説明できる（DP②③）（２）循環器系の構成と体内での

分布、消化器系、呼吸器系、泌尿器系との関わりを説明できる（DP②③）（３）各内臓系を構成する臓器の位置と形

態が分かるとともに、各臓器の構造を機能との関わりから説明できる（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書の内容を中心に、構造の理解に不可欠な図を多く取り込んだパワーポイント（スライド）を用

いて行う。講義内容はプリントにして、あらかじめ配布するので、これを元に予習ノートを作成する。 

 

教科書 

「最新臨床検査学講座 解剖学」 秋田恵一、星 治 （医歯薬出版） 

 

参考書 

特に無し 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階研究室５／毎週月曜日・火曜日・木曜日の昼休み。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 解剖学序論 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

2 細胞 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

3 上皮組織、筋組織 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

4 支持組織、神経組織 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

5 血液循環、血管壁の構造、心臓 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 



6 動脈系 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

7 静脈系、胎児循環 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

8 リンパ系、胸腺、脾臓 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

9 消化器系総論、口腔、咽頭 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

10 食道、胃、小腸、大腸、肛門 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

11 肝臓、胆嚢、膵臓、腹腔 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

12 呼吸器系 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

13 泌尿器系 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

14 男性生殖器 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

15 女性生殖器 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

学期末に筆記試験を行う（DP②③）。筆記試験は 100 点満点とし、60％以上の得点でもって合格とする。

合格点に達しない場合には、筆記試験の再試験を 1 回のみ行う。 

 

筆 記 試

験 100% 



授業科目名 人体の構造Ⅱ (検査) 

主担当教員 北村 清一郎 担当教員 北村 清一郎 

科目ナンバリング SB20BMTA002 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造Ⅱでは、ヒトの発生の概要、および内分泌系、神経系、感覚器系、骨格系、筋系の構造を学習す

る。内分泌系ではホルモン分泌の仕組みや神経系との関わりを理解する。神経系と感覚器系では、人体内外

での情報の受容、伝達、処理、統合、出力などの仕組みを理解する。骨格系と筋系では、体の動く仕組みを理

解する。 

 

学修目標 

（１）ヒトの発生の概要を説明できる（DP②③）（２）内分泌器官の構造を機能との係わりから説明できる（DP②③）

（３）中枢神経系の形態と、各部の役割を説明できる（DP②③）（４）末梢神経系の分布と、主要神経の役割を説明

できる（DP②③）（５）感覚器の構造を機能の面から説明できる（DP②③）（６）人体を構成する骨の名称と部位を述

べることができる（DP②③）（７）人体を構成する筋の名称と部位、役割を述べることができる（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書の内容を中心に、構造の理解に不可欠な図を多く取り込んだパワーポイント（スライド）を用

いて行う。講義内容はプリントにして、あらかじめ配布するので、これを元に予習ノートを作成する。 

 

教科書 

「最新臨床検査学講座 解剖学」 秋田恵一、星 治 （医歯薬出版） 

 

参考書 

特に無し 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階研究室５／毎週月曜日・水曜日・木曜日の昼休み。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ヒトの発生 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

2 内分泌系 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

3 神経系の構成、中枢神経系（脊髄） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

4 中枢神経系（脳幹、小脳、間脳、大脳） 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

5 脊髄神経、脳神経 
予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習
北村 



ノートの加筆と修正（2時間） 

6 脳神経、自律神経 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

7 視覚器 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

8 聴覚器・平衡覚器 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

9 味覚器、嗅覚器、皮膚 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

10 骨格系総論 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

11 頭蓋・体幹の骨 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

12 上肢の骨、下肢の骨 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

13 筋系総論、頭頸部の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

14 胸部・腹部・背部の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

15 上肢の筋、下肢の筋 

予習：講義プリントに沿って予習ノート作

成（2 時間）復習：授業を元に予習

ノートの加筆と修正（2時間） 

北村 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

学期末に筆記試験を行う（DP②③）。筆記試験は 100 点満点とし、60％以上の得点でもって合格とする。

合格点に達しない場合には、筆記試験の再試験を 1 回のみ行う。 

筆 記 試

験 100% 



授業科目名 人体の構造実習 (検査) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 川畑 浩久／小林 彩香 

科目ナンバリング SB20BMTA003 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体の構造的、機能的最小単位である細胞には様々な形態を有しているものがあり、器官・臓器はそれらが

一定の秩序に従って構成されている。本実習ではヒトの身体から頂いた組織標本の顕微鏡観察を通じて、こ

れまで学習した「人体の構造」と「人体の機能」について、ミクロからマクロまで関連づけながら理解を深め

るとともに、生命の尊厳についても学習する。 

 

学修目標 

生物の最小単位である細胞がいかなる「形態」を有し、どのような「機能」を発揮しうるのかについて「観察」を通

じて理解を深めることで、各器官・臓器の機能についてもより深く理解し、さらに疾病における形態変化がどのよう

な機能障害を生じるかについても考察できるようにする。〈DP②③④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．組織学の理解を深めることは、解剖学や生理学のみならず病理学や病態学の理解を深めることにつながる

ことから、積極的に学習すること。2．顕微鏡観察においては観察力を身につける努力をすること。3．毎回

テーマが異なるため極力欠席をしないようにすること。4．実習で扱う顕微鏡やプレパラートは精密機器かつ

貴重な資料であることから、丁寧に取り扱うこと。5．実習室は精密機器を扱うことから飲食を禁止する。6．

受講にあたっては最低限の礼儀をわきまえること。また私語などは授業妨害・他学生への迷惑行為なので退 

 

教科書 

1．入門組織学 改訂第 2版. 牛木辰男 著. 南江堂. 2016 年. ISBN978-4-524-21617-8.2．その他適宜プリン

トを配布する 

 

参考書 

1．伊藤隆、阿部和厚 著．組織学 第 19 版． 南山堂．2005 年．2．野上晴雄 著．新組織学 (Q シリーズ) 

改訂第 6版．日本医事新報社．2016 年. 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟研究室 707：木、金曜日 17:00～18:00 ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
実習の進め方、組織学の歴史、組織学総論（4

大組織）についての解説、顕微鏡の使用方法 

予習：人体の構造、機能で学んだ組織・細胞

の確認（解剖学 p7-24,169-181）復

習： 4 大組織について復習すること

（解剖学 p7-24,169-181、配布資料）

なお予習、復習はそれぞれ 2時間は

行うこと。 

川畑 

2 
上皮組織 1：上皮組織（皮膚組織）について

の解説および観察 

予習：シラバス・教科書（p29-44,295-302）

の確認復習：観察した上皮組織およ
川畑 



び皮膚組織の構造について復習す

ること（教科書 p29-44,295-302、配

布資料）なお予習、復習はそれぞれ

2時間は行うこと。 

3 
消化器系 1：消化管（食道、胃）についての

解説および観察 

予習：シラバス・教科書（p164-172）の確認

復習：観察した食道、胃の構造につ

いて復習すること（教科書 p164-

172、配布資料）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

4 
消化器系 2：消化管（小腸、大腸）について

の解説および観察 

予習：シラバス・教科書（p172-183）の確認

復習：観察した小腸、大腸の構造に

ついて復習すること（教科書 p172-

183、配布資料）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

5 
消化器系 3：肝臓、胆嚢についての解説およ

び観察 

予習：シラバス・教科書（p183-192）の確認

復習：観察した肝臓、胆嚢の構造に

ついて復習すること（教科書 p183-

192、配布資料）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

6 
消化器系 4：膵臓、唾液腺についての解説お

よび観察 

予習：シラバス・教科書（p154-158,192-198）

の確認復習：観察した唾液腺、膵臓

の構造について復習すること（教科

書 p154-158,192-198、配布資料）な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間は行

うこと。 

川畑 

7 
呼吸器系：気管、肺についての解説および観

察 

予習：シラバス・教科書（p202-210）の確認

復習：観察した気管、肺の構造につ

いて復習すること（教科書 p202-

210、配布資料）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

8 
循環器系：心・血管（動静脈）についての解

説および観察 

予習：シラバス・教科書（p104-116）の確認

復習：観察した心・血管（動静脈）

の構造について復習すること（教科

書 p104-116、配布資料）なお予習、

復習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

9 
泌尿器系：腎（糸球体および尿細管）につい

ての観察および解説 

予習：シラバス・教科書（p211-226）の確認

復習：観察した腎、膀胱の構造につ

いて復習すること（教科書 p211-

226、配布資料）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

10 
内分泌系：内分泌腺（甲状腺・膵・副腎）に

ついての観察および解説 

予習：シラバス・教科書（p278-282,196-

198,284-289）の確認復習：観察した

内分泌腺（甲状腺・膵・副腎）の構

造について復習すること（教科書

p278-282,196-198,284-289、配布資

料）なお予習、復習はそれぞれ 2時

間は行うこと。 

川畑 

11 
筋組織：横紋筋、平滑筋、心筋についての解

説および観察 

予習：シラバス・教科書（p69-82）の確認復

習：観察した筋組織の構造について

復習すること（教科書 p69-82、配布

資料）なお予習、復習はそれぞれ 2

時間は行うこと。 

川畑 

12 
骨格系：骨・軟骨組織（気管軟骨・骨端軟骨）

についての解説および観察 

予習：シラバス・教科書（p58-67）の確認復

習：観察した骨・軟骨組織の構造に

ついて復習すること（教科書 p58-

67、配布資料）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

13 
神経組織：神経組織（脊髄、大脳、小脳）に

ついての解説および観察 

予習：シラバス・教科書（p83-97）の確認復

習：観察した神経組織の構造につい

て復習すること（教科書 p83-97、配

布資料）なお予習、復習はそれぞれ

2時間は行うこと。 

川畑 



14 
生殖器系：生殖腺（精巣、前立腺、卵巣、子

宮についての解説および観察 

予習：シラバス・教科書（p227-236,245-258）

の確認復習：観察した精巣、卵巣、

子宮の構造について復習すること

（教科書 p227-236,245-258、配布資

料）なお予習、復習はそれぞれ 2時

間は行うこと。 

川畑 

15 
組織学のまとめ：これまで観察してきた正

常組織像の総復習 

予習：これまでの講義を振り返る（教科書、

配布資料）復習：教科書、配布資料

などの振り返りを行うこと。なお予

習、復習はそれぞれ 2時間は行うこ

と。 

川畑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．実習ノートの提出〈DP②～④〉（※実習ノートは授業終了後必ず提出すること。評価基準は授業開始時

に提示する。なおノートの未提出は欠席とみなす場合もある。）2．定期試験〈DP④〉3．4/5 以上の出席が

必要 4．実習レポートに対するフィードバックの方法：実習レポートや授業内の小テストは翌回の授業時間

に返却し、あわせてフィードバックも行う。また希望者には試験答案を開示する。 

 

1．50％

2．50％ 



授業科目名 人体の機能Ⅰ (検査) 

主担当教員 竹下 ひかり 担当教員 竹下 ひかり 

科目ナンバリング SB20BMTA004 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理学について学ぶ。人体の正常な機能について学習し、医学の他の分野を学ぶための基礎を身につけるこ

とを目的とする。人体の機能Ⅰでは、循環器・呼吸器・消化器をはじめとした内臓系を中心に取り扱う。 

 

学修目標 

・体細胞の構造と機能のあらましを述べることができる。（DP②③）・心臓と血管のあらましを説明できるとともに、

循環調節について概説することができる。（DP②③）・呼吸力学とガスの運搬を概説できるとともに、呼吸調節につい

て説明できる。（DP②③）・腎臓の働きについて説明できるとともに、体液調節の仕組みについて述べることができる。

（DP②③）・消化器の働きを説明できるとともに、栄養素の消化・吸収・代謝について概説できる。（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）授業態度について：集中して講義を聴講すること。毎回、講義スライドを印刷したプリントを配布する。

それをもとに、各自が可能な限り詳しくノートを作成すること。講義中の私語は厳禁とする。私語を止めら

れない者は退席させる。２）予習・復習について：講義内容は膨大であるから、講義ごとの予習復習は必須で

ある。一コマあたり２～４ヶ所で「小括」を設ける。問題形式にしてあるので、講義後に自力で解くことで復

習の一助とせよ。３）確認テストについて：ほとんどの授業で「確認テスト」を行う。講義後に資料を見なが

ら解答を作成し 

 

教科書 

奈良信雄、和田隆志 編集、「臨床検査学講座 生理学」 ISBN978-4-263-22373-4 医歯薬出版 

 

参考書 

指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

オフィスアワーは?曜昼休み（Ｃ棟七階研究室１５）。質問・相談は歓迎する。これ以外の時間に来室を希望

する場合は事前予約の連絡を?うこと。講義時に?頭で、または随時電?メールにて受け付ける

（junsuke_igarashi@morinomiya-u.ac.jp）。なお、オフィスアワー以外の来室であって予約がない場合、対

応しないことがある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 序論・細胞生理学 

予習：要さない復習：講義プリントを用い

よ。在学中に自らが学ぶべき事柄の

多きを知れ。学習所要時間目安：合

計二時間 

 

2 人体組織論・体液・ホメオスタシス 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 



3 膜電位・循環（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

4 循環（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

5 循環（３） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

6 循環（４） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

7 呼吸（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

8 呼吸（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

9 腎・尿路（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

10 腎・尿路（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

11 消化・代謝（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

12 消化・代謝（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

13 消化・代謝（３） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

14 消化・代謝（４） 

予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間（別途、

練習問題を解く時間を要する） 

 

15 講義全体の総復習 

予習：練習問題復習：第１～１５回講義学習

所要時間目安：合計二時間（別途、

定期試験準備の必要がある） 
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27    

28    
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30    

成績評価方法と基準 割合 

確認テスト（MORIPA 提出：全１４回の合計として）（DP②③）期末定期試験（DP②③）いずれの試験も、基

礎知識の確実な理解に重きを置いて評価する。確認テストについては指示した期限に間に合うよう提出

すること（学修習慣づけを企図）。 

 

30%70% 



授業科目名 人体の機能Ⅱ (検査) 

主担当教員 竹下 ひかり 担当教員 竹下 ひかり 

科目ナンバリング SB20BMTA005 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理学について学ぶ。人体の正常な機能について学習し、医学の他の分野を学ぶための基礎を身につけるこ

とを目的とする。人体の機能Ⅱでは、血液・内分泌・神経を中心に取り扱う。 

 

学修目標 

・血液と血球の働きを説明できる。（DP②③）・さまざまなホルモンの分泌の仕組みと働きについて説明できる。

（DP②③）・生殖と発生のあらましを説明できる。：さまざまなホルモンの分泌の仕組みと働きについて説明できる。

（DP②③）・神経細胞とシナプスについて概説することができる。中枢神経の主要部位の構造とその主な機能を述べ

ることができる。（DP②③）・感覚の受容について述べることができる。（DP②③）・筋肉の収縮・弛緩について述べる

ことができる。（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）授業態度について：集中して講義を聴講すること。毎回、講義スライドを印刷したプリントを配布する。

それをもとに、各自が可能な限り詳しくノートを作成すること。講義中の私語は厳禁とする。私語を止めら

れない者は退席させる。２）予習・復習について：講義内容は膨大であるから、講義ごとの予習復習は必須で

ある。一コマあたり２～４ヶ所で「小括」を設ける。問題形式にしてあるので、講義後に自力で解くことで復

習の一助とせよ。３）確認テストについて：ほとんどの授業で「確認テスト」を行う。講義後に資料を見なが

ら解答を作成し 

 

教科書 

奈良信雄、和田隆志 編集、「臨床検査学講座 生理学」 ISBN978-4-263-22373-4 医歯薬出版 

 

参考書 

指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

オフィスアワーは?曜昼休み（Ｃ棟七階研究室１５）。質問・相談は歓迎する。これ以外の時間に来室を希望

する場合は事前予約の連絡を?うこと。講義時に?頭で、または随時電?メールにて受け付ける

（junsuke_igarashi@morinomiya-u.ac.jp）。なお、オフィスアワー以外の来室であって予約がない場合、対

応しないことがある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 血液（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

2 血液（２）・生体リズム 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 



3 内分泌・生殖（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

4 内分泌・生殖（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

5 内分泌・生殖（３） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

6 内分泌・生殖（４） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

7 神経生理（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

8 神経生理（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

9 神経生理（３） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

10 神経生理（４） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

11 感覚（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

12 感覚（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

13 運動（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

14 運動（２） 

予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間（別途、

練習問題を解く時間を要する） 

 

15 講義全体の総復習 

予習：練習問題復習：第１～１５回講義学習

所要時間目安：合計二時間（別途、

定期試験準備の必要がある） 
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成績評価方法と基準 割合 

確認テスト（MORIPA 提出：全１４回の合計として）（DP②③）期末定期試験（DP②③）いずれの試験も、基

礎知識の確実な理解に重きを置いて評価する。確認テストについては指示した期限に間に合うよう提出

すること（学修習慣づけを企図）。 

 

30%70% 



授業科目名 生化学 (検査) 

主担当教員 森 誠司 担当教員 森 誠司 

科目ナンバリング SB20BMTA006 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生化学は生命現象を分子レベルで学ぶ学問である。本講義では人体を構成している化学物質の生体内での生

物化学反応と生命維持との関わりについて学ぶ。糖質、アミノ酸、タンパク質、脂質、核酸などの主要な生体

構成物質の構造と機能について学び、生命が多様な物質より構成されていることを理解する。 

 

学修目標 

生体を構成する糖質、タンパク質、脂質といった分子の構造と性質について理解する。生体内での化学反応、すなわ

ち酵素反応について理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

高校までの生物と化学について復習しておくこと。 

 

教科書 

シンプル生化学 （南江堂） 

 

参考書 

マッキー生化学 （化学同人）リッピンコットシリーズイラストレイテッド生化学 （丸善）カラーイラス

トで学ぶ集中講義 生化学 （メジカルビュー社） 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生命現象と生化学 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

2 糖の定義と分類 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

3 単糖類、オリゴ糖類、多糖類 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

4 糖タンパク質とプロテオグリカン 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

5 脂質の定義と分類 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

6 脂肪酸の基本的な構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

7 単純脂質と複合脂質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

8 アミノ酸の構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

9 タンパク質の構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 



10 核酸とヌクレオチドの構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

11 DNA・RNA の構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

12 酵素の一般的な構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

13 酵素の構造と活性中心 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

14 酵素反応速度論 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

15 酵素活性の調節 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
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成績評価方法と基準 割合 

小テストの回答と解説は講義内で行う。１．小テスト２．定期試験 

 

20 ％

80% 



授業科目名 生化学特論 (検査) 

主担当教員 森 誠司 担当教員 森 誠司 

科目ナンバリング SB20BMTA007 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生化学は生命現象を分子レベルで学ぶ学問である。本講義では人体を構成している化学物質の生体内での生

物化学反応と生命維持との関わりについて学ぶ。糖質、脂質、アミノ酸、核酸などの合成と分解の代謝経路

の詳細について学修することで、生命活動が多様なシステムより構築されていることを理解する。また免疫

反応や腫瘍における生化学，分子生物学，ゲノム解析学，実験技術などの最新の進歩に関しても学修する。 

 

学修目標 

糖質、脂質、アミノ酸、核酸の代謝経路を理解する。ミトコンドリアにおけるエネルギー代謝を理解するそれぞれの

代謝経路の相互関係と調節機構を理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

前期の「生化学」について復習をしておくこと。 

 

教科書 

シンプル生化学 （南江堂） 

 

参考書 

マッキー生化学 （化学同人）リッピンコットシリーズイラストレイテッド生化学 （丸善）カラーイラス

トで学ぶ集中講義 生化学 （メジカルビュー社） 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生体内におけるビタミンの働き 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

2 生体膜の構造と物質輸送 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

3 消化と吸収 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

4 糖質の代謝・解糖系 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

5 グリコーゲン合成と分解 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

6 
クエン酸回路・糖新生・ペントースリン酸回

路 

予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

7 脂質の代謝・貯蔵と動員 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

8 脂肪酸の分解・脂肪酸の生合成 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 



9 リン脂質・ステロイド化合物の代謝 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

10 アミノ酸の分解 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

11 アミノ酸から合成される生体物質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

12 アミノ酸の生合成 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

13 新生経路によるモノヌクレオチドの代謝 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

14 デオキシリボヌクレオチドの合成 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

15 ヌクレオチドの代謝分解と再生経路 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テストの回答と解説は講義内で行う。１．小テスト２．定期試験 

 

20 ％

80% 



授業科目名 分析化学 (検査) 

主担当教員 小林 吉晴 担当教員 小林 吉晴 

科目ナンバリング SB20BMTA009 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

臨床検査で生体分子を測定するために必要な代表的な分析法（各種クロマトグラフィー、電気泳動、紫外・

可視吸光度測定法、蛍光光度測定法、質量分析、NMR などの原理）や検体の前処理法と分析学の基礎理論を修

得する。 

 

学修目標 

１．生体を構成する元素、原子、分子、化合物を理解する。２．溶液の濃度、電解質、イオン強度、について理解す

る。３．酸と塩基、酸化・還元反応について説明できる。４．電気泳動法の原理を説明できる。５．化学物質の分離・

精製方法について理解する。６．電磁波について説明できる。７．紫外可視分析法、蛍光・りん光分析、赤外分光法

を理解する。８．核磁気共鳴法、質量分析法、原子吸光法の原理を理解し、臨床検査での利用を理解する。９． クロ

マトグラフィーの原理を理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．分析化学は臨床検査の基礎となる学問であることを認識する。２．生体成分の分析は生体を構成する元

素、原子、分子、化合物を分析することと認識する。３．種々の分析法の特徴について理解し、どの分析法が

目的物質の分析に最適か考える。 

 

教科書 

「よくわかる最新分析化学の基本と仕組み」秀和システム ・津村ゆかり著 ISBN978-4-7980-4650-1 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

小林吉晴研究室/在室時随時可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
水素、窒素、炭素、酸素などの元素としての

特徴や元素周期表を学ぶ。 

予習：不要復習：元素周期表を第３周期まで

自分で書ける。 
 

2 
水素、窒素、炭素、酸素などの電子軌道を学

ぶ。電子について理解する。 

予習：不要復習：水素、窒素、炭素、酸素の

電子軌道を書ける。 
 

3 
溶液の濃度の単位や電解質の意味を理解す

る。 

予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 

4 酸と塩基の定義を理解する。 
予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 

5 酸化還元反応を理解する。 
予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 

6 
分析化学で使用する試薬、ガラス器具の使

用方法を正しく知る。 

予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 



7 
電気泳動法の原理を理解し、臨床検査での

応用例を説明できる。 

予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 

8 
電磁波の種類とその特徴について説明でき

る。 

予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 

9 
紫外・可視分析法の特徴とランバートベア

の法則を説明できる。 

予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 

10 蛍光とりん光の違いを説明できる。 
予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 

11 
赤外分光法の原理と測定法の特徴を説明で

きる。 

予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 

12 
核磁気共鳴法の原理と測定法の特徴を説明

できる。 

予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 

13 
質量分析法の原理と測定法の特徴を説明で

きる。 

予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 

14 
原子吸光法の原理と測定法の特徴を説明で

きる。 

予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 

15 クロマトグラフィーの原理を説明できる。 
予習：不要復習：授業内容をノートにまとめ

る。 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．小テスト(DP1)：２０点２．定期試験(DP1)：８０点 

 

小 テ ス

ト  20%

本 試 験 

80% 



授業科目名 臨床検査学総論 (検査) 

主担当教員 小林 吉晴 担当教員 小林 吉晴／竹岡 啓子 

科目ナンバリング SB20BMTA015 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では尿・糞便などの一般検査を主として、概要および代表的な臨床検査と病気と健康との関係につい

て学修する。 

 

学修目標 

１．臨床検査それぞれの意義と重要性を学修する。２．臨床検査部門の業務と管理について学修する（１回目）。３．

臨床検査部門の業務と管理について学修する（2回目）。４．尿検査を中心に検体採取と保存について学修する（１回

目）。５．糞便検査、脳脊髄液検査を中心に検体採取と保存について学修する（２回目）。６．その他の一般検査①検

体採取と保存について学修する（３回目）。７．その他の一般検査②の検体採取と保存について学修する（４回目）。

８．採血手順・手技（標準採血法ガイドライン）について学修する。９．採血行為の範囲、業務に際しての注意事項

および採血時の患者状態と血液検体の取り扱い上の留意点を学修する。１０．尿化学検査について理解する（１回

目）。１１．尿化学検査について理解する（２回目）。１２．尿化学検査について理解する（３回目）。１３．尿化学検

査について理解する（４回目）。１４．尿化学検査について理解する（５回目）。１５．腎機能検査を理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．疾病と臨床検査の関係を理解するように努める。２．各種測定法の原理を理解し、生体成分の測定意義

を説明できるようにする。３．講義終了後のノート整理とまとめの作業で、理解の確認が大切。４．臨床検査

データの読める臨床検査技師を目指す。5．予習・復習は 2時間ずつする。 

 

教科書 

最新臨床検査学講座一般検査学 三村邦裕 宿谷賢一 編 医歯薬出版 ISBN978-4-263-22367-3 C3347 標準

採血法ガイドライン GP4-A3 JCCLS 日本臨床検査標準協議会 

 

参考書 

最新臨床検査学講座 検査総合管理学 高木 康 三村邦裕 編 医歯薬出版 ISBN978-4-263-22366-6 

C3347 臨床検査ガイドライン JSLM2018 日本臨床検査医学会標準臨床検査学 臨床検査総論 伊藤機一・

松尾収二 編 医学書院 臨床検査提要 第 35 版 金原出版 

 

研究室／オフィスアワー 

小林吉晴研究室/ 在室時随時竹岡啓子研究室/ 在室時随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 臨床検査の意義と重要性を学修する。 

予習：最新臨床検査学講座 一般検査学の

学習内容について調べる。復習：授

業内容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修

する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 



2 
臨床検査部門の検査体制、業務および管理

について学修する（１回目）。 

予習：最新臨床検査学講座 一般検査学の

学習内容について調べる。復習：授

業内容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修

する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

3 
臨床検査部門の検査体制、業務および管理

について学修する（2回目）。 

予習：最新臨床検査学講座 一般検査学の

学習内容について調べる。復習：授

業内容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修

する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

4 
尿検査の基礎知識および検体採取と保存に

ついて学修する。 

予習：新臨床検査学講座 一般検査学の各

章のを内容を調べる。復習：授業内

容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

5 
糞便検査、脳脊髄液検査の基礎知識および

検体採取と保存について学修する。 

予習：新臨床検査学講座 一般検査学の各

章のを内容を調べる。復習：授業内

容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

6 

喀痰検査、胃液検査、十二指腸液検査、穿刺

液検査の基礎知識および検体採取と保存に

ついて学修する。 

予習：新臨床検査学講座 一般検査学の各

章のを内容を調べる。復習：授業内

容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

7 

精液検査、その他の体液検査、結石検査の基

礎知識および検体採取と保存について学修

する。 

予習：新臨床検査学講座 一般検査学の各

章のを内容を調べる。復習：授業内

容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

8 

採血の目的、採血（標準採血法ガイドライ

ン）時の安全管理（注意事項・留意点等）に

ついて学修する。 

予習：標準採血法ガイドラインの内容を確

認する。復習：授業内容をﾉｰﾄにまと

め、理解し学修する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

9 

採血手順・手技（標準採血法ガイドライン）

について採血シュミレータを用いて学修す

る。 

予習：採血手技とリスクについて調べる。復

習：授業内容をﾉｰﾄにまとめ、理解し

学修する。 

竹 岡 

啓 子 

小 林 

渉 

10 腎臓の構造と機能を理解する。 
復習：授業内容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修

する。 

小林 

吉

晴

小

林 

渉 

11 尿比重と尿蛋白について理解する。 
復習：授業内容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修

する。 

小林 

吉

晴

小

林 

渉 

12 
尿糖、尿アセトン体、尿ビリルビン理解す

る。 

復習：授業内容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修

する。 

小林 

吉

晴

小

林 

渉 

13 
尿中アスコルビン酸、尿中薬物、ヒト絨毛性

ゴナドトロピンについて理解する。 

復習：授業内容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修

する。 

小林 

吉

晴

小

林 

渉 

14 

尿中ポルフィリン体、フェニルケトン体、ア

ルカプトン、ＶＭＡ、脂肪について理解す

る。 

復習：授業内容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修

する。 

小林 

吉

晴

小

林 

渉 

15 
腎機能検査(クリアランス、eGFR)などを理

解する。 

復習：授業内容をﾉｰﾄにまとめ、理解し学修

する。 

小林 

吉

晴



小

林 

渉 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．小テスト(DP1)：２０点２．定期試験(DP1)：８０点 

 

小 テ ス

ト  20%

定 期 試

験 80% 



授業科目名 検査技術科学序論 (検査) 

主担当教員 久国 正章 担当教員 

久国 正章／川畑 浩久／森 誠

司／小宮山 恭弘／小林 吉晴／

前川 佳敬／竹岡 啓子／脇 英

彦／佐伯 康匠／藤原 牧子／小

林 彩香／関根 将／田路 英作

／小林 渉／野田 大孝／由谷 

親夫 

科目ナンバリング SB20BMTA016 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 4 限、水曜

2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床検査は科学技術（テクノロジー）に基礎をなす学問でありその応用である。検体検査および生理学検査

ともに機械工学、電子工学、生命工学といった技術に基づいて発展し、現在の高度化・効率化された検査を

構築している。またこれら科学技術を用いて検査を実践するのは臨床検査技師であり、そのために検体や生

体あるいは機器を取り扱うために専門的な技能（スキル）を修得する必要がある。各種検査をおこなう上で

必要な基礎的な知識から先端技術までを各教員の専門領域の紹介も含めオムニバス形式で講義する。【脇英彦

1回】、【小林吉晴・1回】、【小宮山恭弘・2回】、【竹岡啓子・1回】、【森誠司・2回】、【久国正章・2回】、【小

林彩香・1回】、【佐伯康匠・1回】、【藤原牧子・1回】、【関根将・1回】【小林渉・1回】、【野田大孝・1回】 

 

学修目標 

１．臨床検査を技術的観点からとらえ、それを支える基礎的事項について理解する。２．医療において技術を駆使す

るのは医療従事者でありスキルの重要性を理解する。３．科学の進歩に伴い臨床検査の技術も日々進歩していること

を理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各教員の専門とする検査領域の学問的・技術的な背景が講義の主軸となるが、最新の医療技術についての紹

介もある。１年次後期ではまだ十分な知識が備わってないこともあるので、分からないことは積極的に質問

すること。また学習内容と事前指導を確認し準備をしておくこと。 

 

教科書 

適宜資料を配布する 

 

参考書 

担当教員が適宜指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

臨床検査学科 各研究室 月-金曜日 18 時以降 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
臨床検査の業務範囲と最新技術  担当：脇

英彦 

予習：不要復習：講義内容を整理・確認する.

（2 時間） 
脇英彦 

2 
病理学検査の基礎から最新技術 担当：小林

彩香 

予習：不要復習：講義内容を整理・確認する

（2 時間） 

小林彩

香 

3 
臨床化学検査の基礎から最新技術  担当：

小林吉晴 

予習：不要復習：講義の内容をﾉｰﾄに整理す

る（2 時間） 

小林吉

晴 

4 検体検査の基礎から最新技術 担当：小林渉 
予習：不要復習：講義の内容をﾉｰﾄに整理す

る（2 時間） 
小林渉 

5 
生理学的検査の基礎から最新技術 ① 担

当：小宮山恭弘 

予習：臨床生理学の心電図検査とはどのよ

うなものか理解してくること。（2 

時間） 復習：心電図と他の循環器機

能検査との違いを考える。（2 時間） 

小宮山 

恭弘 

6 
生理学的検査の基礎から最新技術 ②担当：

小宮山恭弘 

予習：臨床生理学の脳波検査とはどのよう

なものか理解してくること。（2 時

間） 復習：脳波記録時に波形に影響

を与える要因について考える。 （2 

時間） 

小宮山 

恭弘 

7 
免疫学的検査の基礎から最新技術  担当：

竹岡啓子 

予習：免疫学と臨床検体検査との関連性に

ついて理解してくる。（2 時間） 復

習：免疫学に関するキーワードを整

理・確認する。（2 時間） 

竹岡啓

子 

8 
病理検査の基礎から最新技術 担当：野田

大孝 

予習：不要復習：講義の内容をﾉｰﾄに整理す

る。（2 時間） 

野田大

孝 

9 
生化学・遺伝子検査の基礎から最新技術 ① 

担当：森誠司 

予習：高校の生物基礎（DNA、遺伝子、ゲノ

ム）に関して理解してくること。（2 

時間） 復習：キーワードの再確認（2 

時間） 

森 誠

司 

10 
生化学・遺伝子検査の基礎から最新技術② 

担当：森誠司 

予習：「オーダーメード医療」という言葉を

理解してくること。（2 時間） 復習：

遺伝子工学の医療への応用につい

て考える。（2 時間） 

森 誠

司 

11 
臨床検査に必要な物理 ①直流と交流の違

い・ジュール熱担当：久国正章 

予習：不要復習：講義資料を見直し、用語・

公式等、確認をする。（2 時間） 

久国正

章 

12 
臨床検査に必要な物理 ②電力の計算・電磁

誘導担当：久国正章 

予習：不要復習：計算問題をもう一度解いて

みる。電磁誘導のページについては

プリントを一通り読み直す。（2 時

間） 

久国正

章 

13 寄生虫感染症の現状 担当：関根将 

予習：寄生虫疾患 (特に顧みられない感染

症) について調べてくる。（2 時間） 

復習： 寄生虫感染症の現状と対策

について確認する。（2 時間） 

関根将 

14 
微生物学検査の基礎から最新技術 担当：

佐伯康匠 

予習：微生物学の検査（主に細菌）の手法に

どのようなものがあるかを理解し

てくること。（2 時間） 復習：微生

物の検査結果の活用について考え

る。（2 時間） 

佐伯康

匠 

15 
血液学検査の基礎から最新技術 担当：藤

原牧子 

予習：赤血球、白血球、血小板が生体内で担

う役割について調べてくること。（2 

時間） 復習：赤血球、白血球、血小

板のいずれかが数的あるいは機能

的に異常となった場合について、考

えられることをまとめる。（2 時間） 

藤原牧

子 
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成績評価方法と基準 割合 

1.授業中に行う小テスト ※次回の授業で採点したものを返却する。2.小テストを合算し、定期試験の振替

とする。 100% 

 

1. 100% 



授業科目名 医学概論 (検査) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬／脇 英彦／関根 将 

科目ナンバリング SB20BMTA018 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医学・医療技術の革新的進歩、超高齢社会の到来、価値観の多様化、社会構造の変化などに伴い、医療を取巻

く環境は大きく変化している。本講座では、医療の本質、現代医療の問題点、生命倫理、患者の権利、

EBM(evidence based medicine)、インフォームドコンセント、医療経済等を概説し、医療人の基盤となるべ

き精神・考え方・知識を学修する。さらに、チーム医療の重要性を鑑み、他医療専門職分野の知識・現状も概

説し、広く横断的な視点を持ちつつ、医療における臨床検査学の在り方を教授する。 

 

学修目標 

１．大学生に求められる基礎学力と社会常識を修得する。２．医療従事者になるという動機を明確なものとして確立

する。３．臨床検査学の各分野で必要な基礎的知識を理解する。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医学・医療に対する考え方や、よき医療人になるための意識・心構えを培うための講座である。医学・医療に

関する知識や情報を習得するだけではなく、自分の意見をもち、かつそれを表出できるようになってほしい。

講義内容にあらかじめ目を通し、自分の考えをもっておくことが望ましい。古代医学の誕生から近代医学誕

生までの歴史の変遷を学び、医療従事者の一員として臨床検査の成り立ちから今日までの臨床検査の歴史を

学び､臨床検査の将来展望と検査技術の発展について学ぶ。 

 

教科書 

＜系統看護学講座 専門基礎分野＞健康支援と社会保障制度（１） 総合医療論 ISBN978-4-260-04224-6 

C3347 

 

参考書 

なし教材がある場合は適宜配布する。参考書は特に指定しないが、テーマごとに図書館などを利用して積極

的に学習する。 

 

研究室／オフィスアワー 

前川：C棟研究室８／部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどうぞ。脇：在室時は対

応可能です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生きることと死ぬこと? 

私たち人間にとってかけがえのない命と健

康について予習し、授業で学んだ内

容を教科書で再確認しておくこと 

前川 

2 生きることと死ぬこと② 

老化と終末期医療について予習し、授業で

学んだ内容を教科書で再確認して

おくこと 

前川 



3 医学と医療? 

医学の歴史について予習し、授業で学んだ

内容を教科書で再確認しておくこ

と 

前川 

4 医学と医療② 

疫学と EBM について予習し、授業で学んだ

内容を教科書で再確認しておくこ

と 

前川 

5 保健・医療・介護を取り巻く社会環境の変化 

少子高齢化や疾病構造の変化について予習

し、授業で学んだ内容を教科書で再

確認しておくこと 

前川 

6 感染症対策と国際保健① 

感染症を起こす生物や感染症が関連する歴

史的事項について調べる。世界中の

人々の健康を守るためにどのよう

な取り組みがなされているか調べ

る。講義の内容と教科書を照らし合

わせ、自分自身の考えをまとめるこ

とで復習を行うこと。予習復習は各

2時間。 

関根 

7 感染症対策と国際保健② 

感染症を起こす生物や感染症が関連する歴

史的事項について調べる。世界中の

人々の健康を守るためにどのよう

な取り組みがなされているか調べ

る。講義の内容と教科書を照らし合

わせ、自分自身の考えをまとめるこ

とで復習を行うこと。予習復習は各

2時間。 

関根 

8 母子保健、学校保健、精神保健 

妊婦や産まれた子を守るための法律や制度

について調べておく。学校保健の体

制について調べておく。精神疾患と

は何か、どのような支援がなされて

いるのかについて調べておく。講義

の内容と教科書を照らし合わせ、自

分自身の考えをまとめることで復

習を行うこと。予習復習は各2時間。 

関根 

9 産業保健、環境保健、生活習慣病 

産業保健とは何か、労働災害とは何か調べ

ておく。日本国内、世界における環

境問題についてそれぞれ調べてお

く。生活習慣病の種類、予防法につ

いて調べておく。講義の内容と教科

書を照らし合わせ、自分自身の考え

をまとめることで復習を行うこと。

予習復習は各 2時間。 

関根 

10 がん予防 

そもそも「がん」とは何か生存率や死亡率は

どのようになっているのか予防方

法はあるのか などについて調べ

ておく。講義の内容と教科書を照ら

し合わせ、自分自身の考えをまとめ

ることで復習を行うこと。予習復習

は各 2時間。 

関根 

11 
わが国の医療システム:①病院と診療所②

受診から入院まで③地域医療連携 

予習：各医療従事者の業務範囲を調べる。（2

時間）復習：講義内容をまとめる。

（2時間） 

脇 

12 
救急医療・集中医療：①心肺蘇生②救急医療

体制③災害医療④集中医療 

予習：心肺蘇生の手順を調べる。（2 時間）

復習：講義内容をまとめる（2時間） 
脇 

13 

医療の概要：①がん治療②周産期医療③画

像診断④チーム医療⑤リハビリテーション

⑥介護   

予習：がん治療の概要と画像診断の種類に

ついて調べる。（2時間）復習：講義

内容をまとめる（2時間） 

脇 

14 
医療と社会：①医の倫理②生命倫理③患者

の権利④研究倫理⑤医療安全 

予習：医の倫理、生命倫理、患者の権利につ

いて調べる（2 時間）復習：講義内

容をまとめる（2時間） 

脇 

15 
医療と社会：①医薬品②先端医療③再生医

療④ゲノム医療⑤医療情報⑥医療政策 

予習：最近の医療政策についての概要をま

とめる。（2時間）復習：講義内容を

まとめる（2時間） 

脇 
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成績評価方法と基準 割合 

筆記テスト DP②③ 

 

筆 記 テ

ス ト

(100%) 



授業科目名 公衆衛生学 (検査) 

主担当教員 小林 彩香 担当教員 小林 彩香 

科目ナンバリング SB20BMTA019 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

個人水準で健康を扱う臨床医学に対して、公衆衛生学は社会水準で健康を取り扱うので社会医学とも呼ばれ

ます。その範囲は多岐にわたり、健康に影響をおよぼす様々なリスクを同定し、予防活動に結びつける学問

です。本講義では、多要因から成る健康の成り立ちを理解し、健康的な生活の保持増進と疾病の予防のため

に、広い視野に立って考え行動することができるように、知識と方法論を修得します。 

 

学修目標 

広い視野に立って、人々の健康的な生活の保持増進と疾病予防のために考え行動することができるように、以下のこ

とを修得します。 １）健康事象を人と社会・環境の相互作用として捉え、理解できる。 ２）人間集団の観察技術を

身につけ、社会集団や地域における健康問題を分析・考察できる。 ３）広い社会的視野を持ち、社会変動と健康の

関係を洞察できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

公衆衛生学に関する知識や情報を習得するだけではなく、自分の意見をもち、かつそれを表出できるように

なってほしい。講義内容にあらかじめ目を通し、自分の考えをもっておくことが望ましい。 

 

教科書 

1.公衆衛生がみえる出版社 ? : ? メディックメディア ISBN-10 ? : ? 4896327799ISBN-13 ? : ? 978-

48963277932.講義プリント 

 

参考書 

1.最新臨床検査学講座 公衆衛生学（医歯薬出版）2.シンプル衛生公衆衛生学（南江堂） 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階職員室／部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

公衆衛生の意義について健康・疾病・予防ａ 

疾病予防と健康増進ｂ 一次予防、二次予

防、三次予防ｃ スクリーニング、健康診断

ｄ 疾病・障害の概念ーー 国際疾病分類

<ICD>、国際生活機能分類<ICF>ｅ ノーマラ

イゼーションの考え方 

予習：学修内容のキーワードを参考に公衆

衛生の概念や意義について予習し

ておく。復習：授業で学んだ内容を

教科書と講義プリントで再確認し

ておくこと。（各２時間） 

小林彩

香 

2 

人口統計と健康水準について Ａ人口静態

統計  ａ 日本の人口 ーー年少人口、生

産年齢人口、老年人口、従属人口  ｂ 国

勢調査 Ｂ 人口動態統計   a   出生、

出生率、合計特殊出生率、再生産率   b   

死亡、粗死亡率、年齢調整死亡率、死産  

予習：学修内容のキーワードを参考に人口

統計と健康水準について予習して

おく。復習：授業で学んだ内容を教

科書と講義プリントで再確認して

おくこと。（各２時間） 

小林彩

香 



ｃ 婚姻、離婚  ｄ 平均余命と平均寿命、

生命表Ｃ 疾病・障害統計      ａ 国民生

活基礎調査、有訴者率      ｂ 患者調査、

受療率 

3 

疫学と疫学的分析法① Ａ 疫学の考え方  

ａ 公衆衛生と疫学  ｂ リスクとリスク

ファクター  ｃ 妥当性  ｄ バイアス

とエラー、交絡因子  ｅ 疫学と因果関

係、Hill の基準Ｂ 疫学指標  ａ 頻度を

表す指標 ーー死亡率、罹患率、有病率  

ｂ 関連を表す指標 ーー相対危険度、寄与

危険度、オッズ比など 

予習：学修内容のキーワードを参考に疫学

について予習しておく。復習：授業

で学んだ内容を教科書と講義プリ

ントで再確認しておくこと。（各２

時間） 

小林彩

香 

4 

疫学と疫学的分析法② Ｃ 疫学調査法  

ａ 記述疫学、分析疫学  ｂ 縦断研究と

横断研究  ｃ コホート研究、症例対照研

究  ｄ ランダム化比較対照試験<RCT> 

ーー臨床試験、治験  ｅ システマティッ

クレビュー   f  メタ分析<メタアナリ

シス> 

予習：学修内容のキーワードを参考に疫学

について予習しておく。復習：授業

で学んだ内容を教科書と講義プリ

ントで再確認しておくこと。（各２

時間） 

小林彩

香 

5 

環境と健康① Ａ 地球環境  ａ 地球環

境問題  ｂ 地球温暖化  ｃ オゾン層

破壊  ｄ 酸性雨 Ｂ 生活環境  ａ 

屋内環境  ｂ 上水  ｃ 下水 ーー生

物化学的酸素要求量<BOD>、化学的酸素要求

量<COD>、溶存酸素量<DO>など  ｄ 廃棄

物  ｅ 悪臭  ｆ 環境たばこ煙と受動

喫煙  ｇ 温熱環境 

予習：学修内容のキーワードを参考に環境

と健康について予習しておく。復

習：授業で学んだ内容を教科書と講

義プリントで再確認しておくこと。

（各２時間） 

小林彩

香 

6 

環境と健康② Ｃ 生物環境   ａ 感染

の成立要因<感染源、感染経路、感受性>  

ｂ 新興感染症、再興感染症、検疫感染症ー

ー結核を含む  ｃ 医療関連感染<院内感

染>  ｄ 感染予防<感染源・感染経路・感

受性対策>  ｅ 予防接種  ｆ 感染症

流行予測事業・発生動向調査事業 Ｄ 物理

環境  ａ 電離放射線  ｂ 非電離放射

線  ｃ 寒冷・高温ーー 熱中症  ｄ 気

圧 ーー減圧症  ｅ 騒音 ーー騒音性難

聴  ｆ 振動 

予習：学修内容のキーワードを参考に環境

と健康について予習しておく。復

習：授業で学んだ内容を教科書と講

義プリントで再確認しておくこと。

（各２時間） 

小林彩

香 

7 

環境と健康③ Ｅ 化学環境  ａ 大気  

ｂ 有害ガス  ｃ 粉じん  ｄ 石綿<ア

スベスト> ーー石綿肺  ｅ 有機物質  

ｆ 金属  ｇ 発がん物質 ーー職業がん  

ｈ 内分泌かく乱物質  ｉ 大気汚染 ー

ーPM2.5 を含む  ｊ 水質汚濁  ｋ 土

壌汚染  ｌ 公害のエピソード ーー水俣

病を含む Ｆ 環境リスクの評価  ａ 量

反応関係、閾値、LOEL、NOEL、LD50、ED50  

ｂ 環境基準、許容濃度  ｃ 1 日許容摂

取量\ 

予習：学修内容のキーワードを参考に環境

と健康について予習しておく。復

習：授業で学んだ内容を教科書と講

義プリントで再確認しておくこと。

（各２時間） 

小林彩

香 

8 

健康の保持増進と予防医学① Ａ 栄養保

健  ａ 国民栄養の現状  ｂ 国民健

康・栄養調査 Ｂ 食品安全および食品衛生  

ａ 食品添加物  ｂ 食中毒  ｃ 食品

監視 ーーハサップ法<HACCP>  ｄ 輸入

食品 Ｃ 母子保健  ａ 母子保健の指標 

ーー乳児死亡、周産期死亡、幼児死亡、妊産

婦死亡  ｂ 妊産婦、乳幼児健康診査  

ｃ 少子化社会対策 ーー健やか親子 21  

ｄ 新生児マス・スクリーニング Ｄ 学校

保健  ａ 健康教育・保健管 

予習：学修内容のキーワードを参考に健康

の保持増進について予習しておく。

復習：授業で学んだ内容を教科書と

講義プリントで再確認しておくこ

と。（各２時間） 

小林彩

香 

9 

健康の保持増進と予防医学② Ｅ 成人保

健  ａ 生活習慣病の発症と予防、リスク

ファクター  ｂ 国民健康づくり対策 ー

予習：学修内容のキーワードを参考に健康

の保持増進について予習ておく。復

習：授業で学んだ内容を教科書と講

小林彩

香 



ー健康日本 21 Ｆ 老人保健  ａ 高齢者

福祉対策 ーー認知症、閉じこもり、廃用症

候群、フレイル、サルコペニア  ｂ 在宅

医療 Ｇ 精神保健  ａ 精神保健福祉対

策、精神保健福祉センター  ｂ 入院形

態、精神保健指定医 ーー措置入院、医療保

護入院など  ｃ 薬物依存 Ｈ 産業保健  

ａ 労働災害と業務上疾病  ｂ 労働衛生

管理 

義プリントで再確認しておくこと。

（各２時間） 

10 

衛生行政① Ａ 衛生行政   ａ 一般衛

生行政  ｂ 労働衛生行政  ｃ 環境保

全行政 Ｂ 医療制度、地域保健（地域包括

ケアシステムを含む）  ａ 地域医療計画

と一次医療、二次医療、三次医療  ｂ 保

健所の役割  ｃ 地域包括支援センター 

ーー 地域包括ケアシステム  ｄ 救急医

療  ｅ 災害医療ーー 災害派遣医療チー

ム<DMAT>、災害拠点病院  ｆ 僻地医療 

予習：学修内容のキーワードを参考に衛生

行政について予習しておく。復習：

授業で学んだ内容を教科書と講義

プリントで再確認しておくこと。

（各２時間） 

小林彩

香 

11 

衛生行政② Ｃ 社会保険   ａ 医療保

険  ｂ 年金保険  ｃ 雇用保険  ｄ 

労災保険  ｅ 介護保険 ーー介護保険施

設[介護老人福祉施設<特別養護老人ホーム

>、介護老人保健施設、介護療養型医療施設] 

Ｄ 社会福祉  ａ 児童福祉・母子福祉  

ｂ 老人福祉  ｃ 心身障害者福祉 

予習：学修内容のキーワードを参考に衛生

行政について予習しておく。復習：

授業で学んだ内容を教科書と講義

プリントで再確認しておくこと。

（各２時間） 

小林彩

香 

12 

国際保健 Ａ 国際機関・医療協力  ａ 

国際連合<UN>  ｂ 世界保健機関<WHO>  

ｃ 国際労働機関<ILO>  ｄ 国連環境計

画<UNEP>  ｅ 国際協力機構<JICA>ーー 

政府開発援助<ODA>、二国間協力、多国間協

力など Ｂ 世界の保健状況  ａ 世界の

人口  ｂ 死亡統計  ｃ 感染症の実態

ーー HIV、結核、マラリアなど  ｄ プラ

イマリーヘルスケア、ヘルスプロモーショ

ンーーSDGs<持続可能な開発目標> 

予習：学修内容のキーワードを参考に国際

保健について予習しておく。復習：

授業で学んだ内容を教科書と講義

プリントで再確認しておくこと。

（各２時間） 

小林彩

香 

13 

関係法規① Ａ 臨床検査技師等に関する

法律  ａ 総則  ｂ 免許  ｃ 試験  

ｄ 業務  ｅ 罰則 Ｂ 医事法規  ａ 

医療法ーー 内部精度管理、外部精度管理調

査など  ｂ 医師法  ｃ 保健師助産師

看護師法  ｄ 診療放射線技師法  ｅ 

臨床工学技士法  ｆ 死体解剖保存法  

ｇ 個人情報保護法  ｈ 臨床研究法 Ｃ 

薬事法規   ａ 毒物及び劇物取締法  

ｂ 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び

安全性の確保等に関する法 

予習：学修内容のキーワードを参考に関係

法規について予習しておく。復習：

授業で学んだ内容を教科書と講義

プリントで再確認しておくこと。

（各２時間） 

小林彩

香 

14 

関係法規② Ｅ 予防衛生法規  ａ 感染

症の予防及び感染症患者に対する医療に関

する法律<感染症法>  ｂ 予防接種法  

ｃ 検疫法 Ｆ 環境衛生法規  ａ 食品

衛生法  ｂ 環境基本法  ｃ 公害健康

被害の補償等に関する法律  Ｇ 労働衛生

法規   ａ 労働基準法  ｂ 労働安全

衛生法  ｃ 労働者災害補償保険法 Ｈ 

社会保障・福祉関連法規  ａ 生活保護法  

ｂ 障害者基本法  ｃ 障害者自立支援法 

予習：学修内容のキーワードを参考に関係

法規について予習しておく。復習：

授業で学んだ内容を教科書と講義

プリントで再確認しておくこと。

（各２時間） 

小林彩

香 

15 講義の総復習 1～14 回の講義について、総復習をする。 
小林彩

香 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト（DP③）フィードバック方法：実施後に解答を開示し解説を行う。②定期テスト（DP③）出題範

囲：授業で扱った範囲（教科書と講義資料から出題） 

 

① 小 テ

ス ト

20%、②

定 期 テ

スト 80% 



授業科目名 微生物検査学Ⅰ (検査) 

主担当教員 木下 承皓 担当教員 木下 承皓 

科目ナンバリング SS20BMTA015 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

微生物は人類と共存し生命活動に必須ですが、一方で人類の健康や生命を脅かす病原微生物による感染症を

起こします。微生物検査は感染症の診断・治療に必須の検査で、細菌、真菌、寄生虫、ウイルスに分類されま

す。主に臨床的に重要な微生物の分類・形態、基本的な性状について解説し、その感染経路や予防法、患者検

体の取り扱いに必要な滅菌・消毒の仕方について説明します。細菌の培養法、化学療法剤と問題となってい

る薬剤耐性菌について講義します。微生物感染のメカニズム、感染症の治療と感染対策、法律についても概

説します。 

 

学修目標 

微生物の歴史と微生物の基本構造や性質・形態について理解します。病原微生物の病原因子と感染症を起こす病態を

理解します。感染経路を理解し、必要な消毒・滅菌法および予防対策を説明できるようにする。常在細菌叢を理解し、

感染症との関連性を考えます。基本的な顕微鏡的検査法・培養法・同定法について説明できるようにします。化学療

法薬について作用機序と特徴を理解し、薬剤耐性菌の重要性を考えます。感染症で用いられる医学的用語（日和見感

染、院内感染、敗血症、化学療法など）を理解し、患者さんに説明できるようにします。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

微生物名は学名で覚える必要があるため、普段から菌種名を書くようにする。グラム染色による細菌分類を

理解し説明できる。感染症の診断に必要な微生物検査法の理論と実際を習得する。 

 

教科書 

「最新 臨床検査学講座 臨床微生物学」医歯薬出版株式会社編集／松本哲也 

 

参考書 

新・カラーアトラス微生物検査 山中喜代治／編集 医歯薬出版医科ウイルス学 南山堂 高田賢藏 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の日 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 感染症・微生物学の歴史、微生物の分類 
予習：細菌・真菌・原虫・ウイルスの理解復

習：教科書 p1-9・配布資料 
 

2 細菌の形態と構造 
予習：細菌の構造・配列と性状、形態復習：

教科書 p10-15・配布資料 
 

3 細菌の代謝と発育 
予習：細菌の発育、栄養要求、呼吸と発酵復

習：教科書 p15-22・配布資料 
 

4 顕微鏡の種類と細菌の観察法・染色法 
予習：顕微鏡による観察法、微生物の染色復

習：教科書 p22-31・配布資料 
 



5 細菌の発育に必要な環境および栄養 

予習：細菌の栄養素、培地の分類と成分復

習：教科書 p31-40、p331-332・配布

資料 

 

6 細菌の培養法および集落観察・同定 

予習：培地の種類と目的、培養法と集落観察

復習：教科書 p41-45、p333-338・配

布資料 

 

7 微生物の遺伝・変異と遺伝子診断 

予習：遺伝子の構成、形質転換、形質導入、

接合、プラスミド、遺伝子診断復習：

教科書 p46-52・配布資料 

 

8 滅菌および消毒 
予習：滅菌・消毒の概念、消毒薬の種類と方

法復習：教科書 p52-59・配布資料 
 

9 化学療法の概念と抗菌薬・抗ウイルス薬 

予習：抗菌薬の種類と特徴、抗結核薬、抗ウ

イルス薬復習：教科書 p59-66・配布

資料 

 

10 薬剤耐性菌、ワクチンの概念・種類 
予習：細菌の薬剤耐性機序、ワクチン接種復

習：教科書 p66-73・配布資料 
 

11 正常細菌叢の分布と感染 
予習：正常細菌叢の概念、分布、役割復習：

教科書 p72-79・配布資料 
 

12 病原性と抵抗力 

予習：感染経路、感染因子、生体防御と免疫

応答、菌交代現象、日和見感染復習：

教科書 p79-85・配布資料 

 

13 
各種感染症の概念、標準予防策と感染経路

別予防策、バイオセーフティ 

予習：各種感染症の感染経路と概念、新興・

再興感染症、性感染症復習：教科書

p85-94・配布資料 

 

14 医療関連感染と感染制御チーム 
予習：市中感染と院内感染、感染防止対策復

習：教科書 p94-99・配布資料 
 

15 
感染症細菌検査の精度管理、感染症関連法

規、感染症法・食品衛生法等、まとめ 

予習：感染症法と特定病原体、検疫法復習：

教科書 p99-105・配布資料 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．小テスト  30 点 2．定期試験 70 点 

 

1 ．

30%2 ．

70% 



授業科目名 生理機能検査学Ⅰ (検査) 

主担当教員 小宮山 恭弘 担当教員 小宮山 恭弘 

科目ナンバリング SS20BMTA024 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理機能検査学Ⅰは、診療等で行われている生理検査につき、測定装置、原理、測定方法、検査の目的や臨床

的意義を学修する。生理検査機器を用いて被検者から生理的情報を取得・解析し、そのデータの臨床的意義

を教授する。さらにそのデータを基に疾病の診断、治療に役立たせることを学修する。学修に際しては、検

査に使用する機器の構造や取り扱い方法と検査実施に際して安全対策・感染対策についても教授する。内容

は、循環器系検査（心電図、心音図、脈波）、神経・筋機能検査（脳波、筋電図、神経伝導検査）、呼吸機能検

査、聴覚・平衡検査、基礎代謝、眼底検査などである。これらの生理学的検査を通して、臨床検査技師の役

割、病院の外来・病棟・手術室（術中生体情報モニタリング含む）などにおける検査の多様なニーズについて

学ぶ。さらに、臨床現場で起こりうる患者急変時（パニック値）での対応法についても教授する。※本科目は

実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．生理機能検査の業務範囲と特徴を理解する。心臓の機能と心電図の基礎を理解する2．異常心電図（不整脈）の臨

床的意義を理解する。3．異常心電図（心筋疾患）の臨床的意義を理解する。運動負荷心電図の臨床的意義を理解す

る。4．ホルター心電図、ヒス束心電図、加算平均心電図の臨床的意義を理解する。5．心音図の臨床的意義を理解す

る。6．脈波の臨床的意義を理解する。7．脳波の臨床的意義を理解する。8．筋電図の臨床的意義を理解する。9．呼

吸機能の臨床的意義を理解する。10．動脈血液ガス分析の臨床的意義を理解する。11．睡眠呼吸検査の臨床的意義を

理解する。12．基礎代謝の検査の臨床的意義を理解する。13．聴覚検査の臨床的意義を理解する。14．平衡機能検査

の臨床的意義を理解する。15．眼底検査の臨床的意義を理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．医療人としての臨床検査技師の心構えを理解する。2．疾病と生理検査の関係を理解するように努める。

3．各種測定法の原理を理解し、その臨床的意義を説明できるようにする。4．講義終了後のノート整理とま

とめの作業で、生理検査の理解と確認が重要である。5．臨床検査データの読める臨床検査技師を目指す。 

 

教科書 

生理機能検査学 (臨床検査学講座） 東條 尚子 川良 徳弘著  医師薬出版 ISBN978-4-163-22368-0 

 

参考書 

心電図を学ぶ人のために 医学書院 ISBN978-4-260-33381-8 臨床検査提要 第３４版 金原出版 

 

研究室／オフィスアワー 

小宮山恭弘研究室/  月曜日 16：00-18：00 火曜日 16：00-18：00 脇 英彦研究室/ 月曜日 16：00-

18：00 火曜日 16：00-18：00 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

臨床検査技師等に関する法律で定義されて

いる生理検査の業務範囲を理解する。検査

時の注意事項、患者心理と対応方法につい

て理解する。心臓機能と心電図の成り立ち

を理解する。 

予習：生理検査の種類を調べる復習：授業内

容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭 弘 

脇 英

彦 

2 
異常心電図（不整脈）の心電図波形を理解す

る。 

予習：不整脈の種類について調べる。復習：

授業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭 弘 

脇 英

彦 

3 
異常心電図（心筋疾患）の心電図波形を理解

する。運動負荷試験臨床的意義を理解する。 

予習：心筋梗塞、心筋炎について調べる。復

習：授業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭 弘 

脇 英

彦 

4 
ホルター心電図、ヒス束心電図、加算平均心

電図の臨床的意義を理解する。 

予習：不整脈の種類について調べる。復習：

授業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭 弘 

脇 英

彦 

5 
心周期と心音の成り立ち、心雑音の性質、心

疾患と心雑音について理解する。 

予習：心臓弁膜症の概要について調べる復

習：授業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭 弘 

脇 英

彦 

6 

脈管系検査の臨床的意義（脈波伝搬速度検

査、足関節上腕血圧比、血管内皮機能検査）

について理解する。熱画像検査（サーモグラ

フィ）の臨床的意義を理解する。 

予習：動脈硬化の概要について調べる。復

習：授業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭 弘 

脇 英

彦 

7 

脳波検査の臨床的意義、正常脳波、年齢によ

る脳波の変化、異常脳波を示す疾患につい

て理解する。 

予習：脳の解剖生理について調べる。復習：

授業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭 弘 

脇 英

彦 

8 
筋電図検査と誘発筋電図検査の臨床的意義

と異常を示す疾患について理解する。 

予習： 神経の解剖生理について調べる。復

習： 授業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭

弘 

脇 

英

彦 

9 
呼吸機能検査の臨床的意義、肺気量分画、フ

ローボリューム曲線について理解する。 

予習： 換気機能について調べる。復習：授

業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭 弘 

脇 英

彦 

10 

動脈血液ガス分析の臨床的意義を理解す

る。検体採取法と検体の取り扱いについて

理解する。 

予習： 酸塩基平衡について調べる。復習：

授業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭

弘 

脇 

英

彦 

11 
睡眠呼吸検査の臨床的意義を理解する。睡

眠ポリグラフ(PSG)について理解する。 

予習：睡眠と呼吸生理について調べる復習：

授業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭

弘 

脇 

英

彦 

12 
眼底検査・眼底撮影の臨床的意義を理解す

る。 

予習：眼の構造と機能について調べる。復

習：授業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭

弘 

脇 

英

彦 

13 純音聴覚検査の臨床的意義を理解する。 
予習：難聴の種類について調べる。復習：授

業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭

弘 

脇 



英

彦 

14 味覚・嗅覚検査の臨床的意義を理解する。 

予習： 味覚障害、嗅覚障害の原因について

調べておく。復習：授業内容をﾉｰﾄに

まとめる。 

小宮山 

恭

弘 

脇 

英

彦 

15 
生理機能諸検査における検査結果の解釈と

評価方法 

予習：1-14 の講義内容を復習しておく。復

習：授業内容をﾉｰﾄにまとめる。 

小宮山 

恭

弘 

脇 

英

彦 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．小テスト：30 点      2 講義目より前回の授業範囲の重要部分について小テストを実施。   解説

を行い前回授業の習熟度のチェックを行う。   ２．定期試験：70 点 

 

1.30%2.

70% 



授業科目名 病態生理学 (検査) 

主担当教員 脇 英彦 担当教員 
脇 英彦／川畑 浩久／小宮山 

恭弘 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 3 限、水曜

1 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 病態生理学は生体の正常機能を学ぶ生理学に対して、正常機能の破綻と調節異常の原因を解明し、疾病の

機序と経過を理解する学問である。病態生理学が網羅する領域は多岐にわたり、健康に影響をおよぼす生理

学上の特徴を捉え診断・病状・治療についての知識を学ぶ。体系しては体液病態生理学、循環病態生理学、代

謝病態生理学、神経病態生理学、呼吸病態生理学について理解する。（オムニバス方式／全８回）（1 川畑 浩

久/２回）体液病態生理学、代謝病態生理学の概要について理解する。（2 脇 英彦/３回）呼吸器病態疾患、

循環病態疾患、消化器病態疾患の概要について理解する。（３ 小宮山 恭弘/３回）代謝リウマチ病態疾患、

血液病態疾患、腎尿路系病態疾患、脳神経病態疾患、感染性病態疾患について理解する。 

 

学修目標 

 人体の構造Ⅰ Ⅱ 人体の機能 Ⅰ Ⅱの授業で学修した人体の構造・機能の知識を総合して病態額として理解で

きる。  呼吸器系疾患、循環器系疾患、消化器系疾患、代謝性疾患、血液疾患、腎尿路系疾患、脳神経疾患、感染

性疾患について、その概要を説明できる。  ①呼吸器系疾患 閉塞性障害・拘束性障害の病態について説明できる  

②循環器系疾患 心不全 代表的な先天性疾患 心筋症 虚血性心疾患 不整脈 の各病態について説明できる。  

③消化器系疾患 胃 食道 大腸の代表的な疾患について説明できる。 肝疾患 胆道系疾患 膵疾患の各病態につ

いて説明できる。  ④代謝系疾患  糖尿病 脂質代謝異常 リウマチ 甲状腺疾患の各病態について説明でき

る。  ⑤血液疾患   貧血 止血（凝固）異常 白血病 悪性リンパ腫 の各病態について説明できる。  ⑥

腎尿路系疾患 腎不全 腎炎の病態について説明できる。  ⑦脳神経系疾患 パーキンソン氏病 認知症の病態に

ついて説明できる。  ⑧感染症    細菌性 ウイルス性感染症の病態について説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

人体の機能 人体の構造の復習をきちんと行って授業に参加すること。 

 

教科書 

病態生理 基礎のキソ 学研メディカル 秀潤社 竹田津 文俊 著 ISBN：978-4-7809-1087-2 

 

参考書 

人体組織図譜南江堂相磯 貞和 著 ISBN：978-4-524-26004-1 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 18 時以降 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 呼吸器系・循環器系の解剖生理学 

予習：呼吸器・循環器の構造と機能を復習し

ておく（2 時間）復習：講義で学ん

だ内容について復習する（2時間） 

川 畑 

浩久 

2 消化器系・内分泌系の解剖生理学 

予習：消化器・内分泌の構造と機能を復習し

ておく（2 時間）復習：講義で学ん

だ内容について復習する（2時間） 

川 畑 

浩久 

3 
呼吸器系疾患 閉塞性障害・拘束性障害の

病態 

内呼吸 外呼吸について予習しておく。（2

時間） 

 脇 

英彦 

4 

循環器系疾患 心不全 代表的な先天性疾

患 心筋症 虚血性心疾患 不整脈 の各

病態 

急性冠症候群と狭心症の違いについて調べ

ておく。（2時間） 

 脇 

英彦 

5 
胃 食道 大腸の代表的な疾患 肝疾患 

胆道系疾患 膵疾患の病態 

肝臓の働き 膵臓の働き（内分泌 外分泌）

について調べておく。（2時間） 

脇 英

彦 

6 
代謝系疾患  糖尿病 脂質代謝異常 リ

ウマチ 甲状腺疾患の各病態 

糖尿病の 3 大合併症について調べておく。

（2時間） 

小宮山 

恭弘 

7 
血液疾患   貧血 止血（凝固）異常 白

血病 悪性リンパ腫 の各病態 

大球性貧血 小球性貧血について調べてお

く。（2時間） 

小宮山 

恭弘 

8 

腎尿路系疾患 腎不全 腎炎の病態脳神経

系疾患 パーキンソン氏病 認知症の病態

感染症    細菌性 ウイルス性感染症

の病態 

認知症と物忘れの違いについて調べてお

く。（2時間） 

小宮山 

恭

弘 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト：2 講義目より前回の授業範囲の重要部分について小テストを実施し、解説を行い、前回授業 ① 小 テ



の習熟度のチェックを行う。②定期試験フィードバック：小テストは返却する。低解答問題は解説をする。 

 

ス ト

30 ％ ②

定 期 試

験 70％ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床検査学科 

（2020 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 英会話 (検査) 

主担当教員 Corinne Pitt 担当教員 Corinne Pitt 

科目ナンバリング LA20024 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

英会話Ⅰでは、基本的な英語によるコミュニケーション能力を習得することを目的とする。英会話の基本的

ルールである、（１）主語の存在、（２）語順（主語・動詞、疑問文、疑問詞など）、（３）瞬発力、を意識しな

がら、日常生活の中で、道を尋ねる、買い物をする、自己紹介をするなどといった他人と関わる際に最低限

必要な会話力を身につける。 

 

学修目標 

・自己紹介ができる。・最低限の日常会話ができる。 ・自分の考えを最低限伝えることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ペアワーク、グループワークなどによる会話の練習が多いため、積極的に授業に参加すること。前回の授業

の復習を必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

書名／Title ： CHALLENGER BOOK α １著者名／Authors ： ECC 総合教育研究所出版社・出版年／ ECC 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1階非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Course introduction, Classroom English 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

2 Introduction yourselfGreetings 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

3 Greetings friendsCasual Greetings 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

4 
What’s your sister’s name?Talk about 

people 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

5 Free timeTalk about activities 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

6 ExerciseTalk about exercise 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

7 
What kind of bike do you have?Closed 

questions and follow-up questions 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

8 
Food you likeOpen questions and closed 

questions 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

9 ClothesTalk about shopping 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

10 
Is it expensive?Adjectives and 

recommendations 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  



11 Visiting someoneTalking someone 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

12 Saying peopleOffering something 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

13 
What’s this wooden thing?Talk about 

objects 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

14 Describing peopleWh～questions 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

15 講義全体のまとめ 授業の復習並びに総括小テスト準備  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業参加度②小テスト③確認テスト 

 

①20%

②60%

③20% 



授業科目名 基礎英語演習 (検査) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20026 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC500点相当の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 1 Travel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 品詞①：名詞（可算名詞・不可算名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 2 Dining Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 品詞②：形容詞（名詞修飾、補語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 



5 Unit 3 Media 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 品詞③：副詞（動詞・形容詞修飾） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 4 Entertainment 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 時制（現在・過去・未来・現在進行形） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 5 Purchasing 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 3 単現の s（修飾語句を伴う主語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 6 Clients 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 能動態・受動態（感情を表す表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Unit 7 Recruiting 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
動詞の後ろの動名詞・不定詞（前置詞の後ろ

の動名詞、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①確認テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②60% 



授業科目名 応用英語演習 (検査) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20027 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC550点相当程度の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019)（前期に基礎英語演習を履修した者は、再度購入する必要はありません） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 8 Personnel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 代名詞（主格・所有格・目的格・所有代名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 9 Advertising 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 比較（比較級、最上級、as ... as） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

 



こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

5 Unit 10 Meetings 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 前置詞（理由・譲歩・時、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 11 Finance 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 接続詞（理由・譲歩・時） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 12 Offices 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 前置詞・接続詞対比 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 13 Daily Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 関係代名詞（主格・所有格・目的格） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 
Unit 14 Sales & Marketing 語彙①（名詞・

形容詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Unit 15 Events 語彙②（動詞・副詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>③Review Test<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②20%

③40% 



授業科目名 医療コミュニケーション (検査) 

主担当教員 脇 英彦 担当教員 
脇 英彦／小宮山 恭弘／関根 

将／小林 渉／野田 大孝 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床検査技師の専門知識を生かして、医師を中心としたチーム医療に参画するためのコミュニケーションス

キルを学ぶ。授業では、対人コミュニケーション方の基本を学ぶほか、ブレーンシトーミングや KJ 法といっ

た問題分析の進め方、PDCA サイクルなどの医療スタッフ間での問題提起やその解決方法を探る具体的な方法

論を実践を交えて習得していく。 

 

学修目標 

医療職種間でのコミュニケーションスキルを学び、実践可能な知識・技術を習得する。〈DP②③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業内ではグループディスカッションを行う機会が多いので、積極的に参画できるようにしてください。 

 

教科書 

JAMT 教本シリーズ 臨床検査技師のためのチーム医療読本 

 

参考書 

適時配布資料を用いる 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日１８時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 チーム医療とは P2-8 第一章を予習しておくこと 
小宮山 

脇 

2 チーム医療に必要な問題解決能力スキル 1 
傾聴 3 つのクエスチョンスタイル 沈黙

の意味について予習しておく 

小宮山 

脇 

3 チーム医療に必要な問題解決能力スキル 2 
K-J 法 ブレーンストーミングについて予

習しておく 

小宮山 

脇 

4 チーム医療に必要な問題解決能力スキル 3 PDCA サイクルについて予習しておく 
小宮山 

脇 

5 患者とのコミュニケーションスキル 1 教科書 P114-140 予習しておく 
小宮山 

脇 

6 チーム医療に必要な問題解決能力スキル 2 教科書 P114-140 予習しておく 
小宮山 

脇 

7 チーム医療に必要となるスキルの実際 1 教科書 P172-183 予習しておく 
小宮山 

脇 

8 チーム医療に必要となるスキルの実際 2 教科書 P172-183 予習しておく 
小宮山 

脇 

9    



10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業内での課題 30％ 定期試験 70％     2/3 以上の出席を要する〈DP②③〉 授業冒頭に前回授業

の振り返りと簡単なテストを実施し、学生の習熟度を確認する。 

 

課題 30

試験 70 



授業科目名 チーム医療論 (検査) 

主担当教員 脇 英彦 担当教員 

脇 英彦／増山 祥子／角田 晃

啓／中根 征也／国宗 翔／吉村 

弥須子／小宮山 恭弘／関根 将

／藤江 建朗／由利 禄巳／奥村 

雅彦／西浦 素子／山本 浩一 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

チーム医療とは，「医療に従事する多様な医療スタッフが，各々の高い専門性を基に，目的と情報を共有し，

業務を分担しつつも互いに連携・補完し合い，対象者（患者・利用者）の状況に的確に対応した医療を提供す

ること」である。医療の高度化・細分化に伴い，医療スタッフの知識・技術の向上は必須である。さらに，質

が高く，安心・安全な医療の提供を対象者やその家族から求められるようになってきている。このように質

の高い医療等を提供するには一人一人の医療スタッフの専門性を高め，その専門性に委ねつつも，各スタッ

フが協働し，それらの専門性をチーム医療によって統合することが不可欠である。本学は 7 つ学科を擁する

医療系総合大学である。本授業ではその強みを活かし，チーム医療の構成となる他職種の理解を深める。さ

らに実際の症例検討を通じて，他職種と臨床検査技師がどのように連携する必要があり，またどのようにチ

ーム医療が実践されているのかを理解・経験する。 

 

学修目標 

1）医療専門職種が理解（職能・役割等）できる〈DP②③〉2）対象者・疾患におけるチーム医療の重要性を理解する

〈DP②③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語，携帯電話使用などには厳しく対処する。2）疑問点を大切にし，常に自己で調べたり，質問

したり解決する行動をとること。3）グループ討論を行うときには，積極的に発言すること。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特に指定しない 

 

研究室／オフィスアワー 

都度，指示する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
イントロダクションチーム医療論の授業の

進め方チーム医療とは？ 

予習：臨床検査技師の専門性（職能・役割

等），チーム医療の重要性について，

自分の考えをまとめておくこと。復

脇英彦 



習：チーム医療の重要性について理

解する。 

2 医療系専門職種の理解｜1【作業療法士】 

予習：本学作業療法学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で作業療法士の仕

事について調べておくこと。復習：

作業療法士の職能や役割を理解し，

臨床検査技師との接点を理解する。 

由利 

3 医療系専門職種の理解｜2【理学療法士】 

予習：本学理学療法学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で臨床検査技師の

仕事について調べておくこと。復

習：理学療法士の職能や役割を理解

し，臨床検査技師との接点を理解す

る。 

中根 

4 医療系専門職種の理解｜3【臨床工学技士】 

予習：本学臨床工学科のカリキュラムに目

を通しておく。また，本学ホームペ

ージ（以下，HP）の「まるわかり 医

療の仕事図鑑」で臨床工学技士の仕

事について調べておくこと。復習：

臨床工学技士の職能や役割を理解

し，臨床検査技師との接点を理解す

る。 

藤江大

久保 

5 医療系専門職種の理解｜4【鍼灸師】 

予習：本学鍼灸学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で鍼灸師の仕事につい

て調べておくこと。復習：鍼灸師の

職能や役割を理解し，臨床検査技師

との接点を理解する。 

増山 

6 
医療系専門職種の理解｜5【診療放射線技

師】 

予習：本学診療放射線学科のカリキュラム

に目を通しておく。また，本学ホー

ムページ（以下，HP）の「まるわか

り 医療の仕事図鑑」で診療放射線

技師の仕事について調べておくこ

と。復習：診療放射線技師の職能や

役割を理解し，臨床検査技師との接

点を理解する。 

 

7 医療系専門職種の理解｜6【看護師】 

予習：本学看護学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で看護師の仕事につい

て調べておくこと。復習：看護師の

職能や役割を理解し，臨床検査技師

との接点を理解する。 

吉村 

8 医療系職種専門の理解｜7【医師】 

予習：医師の仕事について調べておくこと。

復習：医師の職能や役割を理解し，

臨床検査技師との接点を理解する。 

 

9 症例検討｜1 

予習：臨床検査技師の職能・役割等を再確認

しておく。臨床検査項目の基準値を

きちんと復習しておく。復習：症例

を通してチーム医療内での臨床検

査技師の役割，チーム医療の重要性

を理解する。 

小宮山 

10 症例検討｜2 

予習：臨床検査技師の職能・役割等を再確認

しておく。臨床検査項目の基準値を

きちんと復習しておく。復習：症例

を通してチーム医療内での臨床検

査技師の役割，チーム医療の重要性

を理解する。 

小宮山 



11 症例検討｜3 

予習：臨床検査技師の職能・役割等を再確認

しておく。臨床検査項目の基準値を

きちんと復習しておく。復習：症例

を通してチーム医療内での臨床検

査技師の役割，チーム医療の重要性

を理解する。 

小宮山 

12 症例検討｜4 

予習：臨床検査技師の職能・役割等を再確認

しておく。臨床検査項目の基準値を

きちんと復習しておく。復習：症例

を通してチーム医療内での臨床検

査技師の役割，チーム医療の重要性

を理解する。 

小宮山 

13 
チーム医療の実際【教員による Case 

Conference】 

予習：各医療スタッフの専門性（職能・役割

等）について再確認しておく。復習：

教員による Case Conference を通

じ，チーム医療での臨床検査技師の

役割を理解し，チーム医療の重要性

を理解する。 

関根 

14 授業全体のまとめ｜1 

予習：これまでの授業を復習しておく。復

習：チーム医療での臨床検査技師の

役割やチーム医療の重要性につい

てまとめる。 

関根 

15 授業全体のまとめ｜2 

予習：これまでの授業を復習しておく。復

習：チーム医療での臨床検査技師の

役割やチーム医療の重要性につい

てまとめる。 

関根 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①「チーム医療における医療系専門職種（他職種）の理解」授業後レポート②最終レポート＊レポートは，

事前に配布する「森ノ宮医療大学 コモンルーブリック」を利用して評価します。＜DP②③＞ 

 

①50 ％

②50％ 



授業科目名 IPW 論 (検査) 

主担当教員 関根 将 担当教員 

関根 将／川畑 浩久／森 誠司

／小宮山 恭弘／小林 吉晴／前

川 佳敬／竹岡 啓子／脇 英彦

／佐伯 康匠／藤原 牧子／小林 

彩香／田路 英作／小林 渉／野

田 大孝／由谷 親夫 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 3 限、水曜

5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各学科において、他学科の連携や知識・技術に触れることを目的に看護学・鍼灸学・作業療法学・臨床検査

学・臨床工学・放射線技術学および理学療法学を学び、IPW（Interprofessional Work = 専門職連携）を 7学

科協働で演習形式にて実践する。2年次後期「チーム医療論」で学んだ各分野の特徴やチーム内での役割とそ

の専門性を理解しつつ、看護・鍼灸・作業療法・臨床検査・臨床工学・診療放射線・理学療法の各分野で共通

する疾患や障害を基に、IPW の実際について、討議・経験・学修する。 

 

学修目標 

各分野の専門性を理解しつつ、実際の症例を基にIPWを経験し、チーム医療の実践に求められる豊かな感性と倫理観

を養う。＜DP②③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語、メールなどには厳しく対処する。2）疑問点を大切にして常に自己で調べて解決するよう

に行動すること。3）出席は 2/3 以上を必要とし、その基準を満たした者について成績評価を行う。＊質問が

あれば、直接研究室にお越しください。また、MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも構いませ

ん。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

必要であれば、各自準備すること 

 

研究室／オフィスアワー 

都度、指示する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【復習】チーム医療の実際（各学科教員によ

る Case Conference）症例提示におけるアプ

ローチ立案とその考察｜1 

予習：各分野の専門性について復習し、Case 

Conference を再度視聴しておく。理

学療法士の役割を再確認しておく。

 



（2 時間）復習：立案したアプロー

チを各分野に説明できように準備

をしておく。（2時間） 

2 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察｜2 

予習：理学療法士の役割を再確認しておく。

（2 時間）復習：立案したアプロー

チを各分野に説明できように準備

をしておく。（2時間） 

 

3 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察｜3 

予習：理学療法士の役割を再確認しておく。

（2 時間）復習：立案したアプロー

チを各分野に説明できように準備

をしておく。（2時間） 

 

4 IPW｜1（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

5 IPW｜2（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

6 IPW｜3（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

7 IPW｜4（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

8 IPW｜5【プレゼンテーション】 

予習：プレゼンテーションの準備。（2時間）

復習：IPW や発表で得たことをまと

めておく。（2時間） 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

プレゼンテーション（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP②③④＞ 出席は 2/3 以上を必要と

し、その基準を満たした者について成績評価を行う＊プレゼンテーション終了後に総評を伝える。 

 

1 



授業科目名 健康管理学Ⅰ (検査) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病の危険因子が明らかにされつつある。危険因子を多く有する人は疾患に罹患する確率が高

くなることから、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、運動不

足の健康への影響を学び、ライフステージに応じた健康づくりのための身体活動基準、目的に応じた効果的

なトレーニング法の原理・原則を学修する。特に、有酸素性運動の健康上の必要性を学び、運動処方の条件

（強度・時間・頻度）に関する知識を養う。また、運動強度の指標を理解し、ウオーミングアップとクーリン

グダウン、及びレジスタンス運動を含めた、運動処方プログラムの構成についても学修する。 

 

学修目標 

1．健康管理と疾病の予防に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康づくりのための運動に

必要な知識、生活習慣病予防に役立つ基礎知識を説明できる。3．健康管理のための正しい知識を身につけ、健康の

保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①寝ない ②喋らない ③内職しない ④スマホを触らない以上のルールを守って熱心に学習して下さい。 

 

教科書 

特にありません。 

 

参考書 

健康・スポーツ科学の基礎（出村愼一監修・杏林書院）健康・スポーツ科学テキスト トレーニング科学（北

川薫編集・文光堂）特定健診・保健指導に役立つ 健康運動指導マニュアル（佐藤祐造編集・文光堂）、他 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前は非常勤講師室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理について １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

2 健康管理について ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

3 生活習慣病と運動 １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

4 生活習慣病と運動 ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

5 生活習慣病と運動 ３ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

6 トレーニングの基礎知識 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 



7 全身持久力トレーニングについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

8 筋持久力・筋力トレーニングについて １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

9 筋持久力・筋力トレーニングについて ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

10 パワートレーニングについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

11 
トレーニングでの注意点 １ウォームアッ

プとウォームダウン １ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

12 
トレーニングでの注意点 ２ウォームアッ

プとウォームダウン ２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

13 
トレーニングでの注意点 ３オーバーエク

ササイズによる身体的の問題 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

14 
トレーニングでの注意点 ４障害を予防す

るためのアイシング 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

15 講義全体のまとめと振り返り 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②授業ごとの小テスト・課題提出・全授業のうち 2/3 以上の出席が必要 

 

①70%

②30% 



授業科目名 健康管理学Ⅱ (検査) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病だけでなく、加齢に伴う生活機能低下を防ぐ対策が重要課題となってきている。健康寿命

を延伸するために、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、疾病

構造の変化と身体活動・運動不足の関連性、身体運動のメカニズム、および健康度の一つの尺度となる体力・

日常動作について理解を深めると同時に、第一次予防の視点に立って運動が健康づくり、特に生活習慣病予

防・介護予防に役立つ根拠について学修する。生活習慣病とロコモ―ティブシンドロームを予防し、健康寿

命を延伸するための理論、並びに具体的な実践方法についても理解を深める。 

 

学修目標 

1．生活習慣病・加齢に伴う生活機能低下に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康寿命の

延伸に必要な基礎知識、生活習慣病予防・介護予防に役立つ健康づくり運動の知識を説明できる。3．健康管理のた

めの正しい知識を身につけ、健康の保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①寝ない ②喋らない ③内職しない ④スマホを触らない以上のルールを守って熱心に学習して下さい。 

 

教科書 

特にありません 

 

参考書 

健康・スポーツ科学の基礎（出村愼一監修・杏林書院）健康・スポーツ科学テキスト トレーニング科学（北

川薫編集・文光堂）特定健診・保健指導に役立つ 健康運動指導マニュアル（佐藤祐造編集・文光堂）、他 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前は非常勤講師室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理について １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

2 健康管理について ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

3 中高年者の身体的特徴と運動 １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

4 骨粗鬆症と運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

5 変形性関節症と運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

6 
生活習慣病と運動 １メタボリックシンド

ローム 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 



7 生活習慣病と運動 ２高血圧症 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

8 生活習慣病と運動 ３糖尿病 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

9 生活習慣病と運動 ４高脂血症 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

10 生活習慣病と運動 ５虚血性心疾患 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

11 有酸素エクササイズについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

12 レジスタンスエクササイズについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

13 
ウォームアップとウォームダウンについて 

１ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

14 
ウォームアップとウォームダウンについて 

２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

15 講義全体のまとめと振り返り 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験 ②授業ごとの小テスト・課題提出授業の 2/3 回以上の出席が必要 

 

①70%

②30% 



授業科目名 生化学実習 (検査) 

主担当教員 森 誠司 担当教員 
森 誠司／佐伯 康匠／野田 大

孝 

科目ナンバリング SB20BMTB008 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
木曜 4 限、木曜

5 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体を構成する有機物質および高分子物質の性質と機能ならびにそれらの合成と分解のメカニズムを理解す

る。生化学および生化学各論の講義で学んだ生体構成物質それぞれについて特異的な定性法や定量法、また

混合物から特定の生体成分の分離同定をおこなう。酵素反応に関しては反応速度の実験から酵素の性質や機

能について学修する。これら生化学的実験を通して生命現象は様々な物質と化学反応から構成されるもので

あることを理解する。 

 

学修目標 

以下のような事項を理解し実践できるようにする。１．分光光度計をはじめ機器の正しい取り扱いができる２．生化

学実験の組み立てと論理の進め方を理解できる。３．生体物質分析の原理について説明できるDP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習を通して生化学をより深く理解し、科学的操作や物質の定量的測定法になれ、分析することの重要性を

修得する。共同実験者と協調的かつ丁寧に実習すること。 

 

教科書 

配布する実習書 

 

参考書 

シンプル生化学 （南江堂） 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション、機器の基本的な取り

扱いについて 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

2 アミノ酸の定性／定量－１ 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

3 〃 〃  

4 アミノ酸の定性／定量－２ 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

5 〃 〃  



6 糖質の定性／定量－１ 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

7 〃 〃  

8 糖の定性／定量ー２ 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

9 〃 〃  

10 酵素活性の測定 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

11 〃 〃  

12 タンパク質の分離／精製 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

13 〃 〃  

14 タンパク質の定量法 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

15 〃 〃  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

テーマごとにレポートをまとめ期限内に提出すること。レポートの点数が基準点に満たないものは救済と

して再試験期間中に筆記試験をおこなう。評価について希望があれば開示する。評価法の詳細は実習書

に記載がある。4/5 以上の出席が必要。DP①④ 

 

レ ポ ー

ト 100％ 



授業科目名 小児医学 (検査) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング SB20BMTB010 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

未来を担う子どもたちの健やかな成長は、人類共通の願いであると言える。子どもをとりまく医療水準は、

近年、飛躍的進歩を遂げているが、他方、今日でもなお、病気で苦しむ子どもたちが多いことも事実である。

本講義では、小児期に特徴的な疾患の知識・考え方について学修する。 

 

学修目標 

1. 各種臓器に起こる小児疾患の特徴・病態を、論理的に理解する。２．各種小児疾患の原因、病理、症状などにつ

いて、説明できる。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１． 講義は教科書を中心に進めるが、講義を聞かずに教科書を読んでも理解が難しいと考えられるので、

講義には出席すること。２． わからないことは、積極的に質問すること。 

 

教科書 

小児臨床看護各論 （医学書院） 

 

参考書 

標準小児科学 第８版、医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟研究室 8／部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 先天異常 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「先天異常」について、授業で学ん

だ内容を教科書で再確認しておく

こと。 

 

2 新生児疾患 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「新生児疾患」について、授業で学

んだ内容を教科書で再確認してお

くこと。 

 

3 小児代謝性疾患 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「小児代謝性疾患」について、授業

で学んだ内容を教科書で再確認し

ておくこと。 

 

4 小児内分泌疾患 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「小児内分泌疾患」について、授業

で学んだ内容を教科書で再確認し

ておくこと。 

 

5 免疫疾患・アレルギー疾患・リウマチ性疾患 
学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「免疫疾患・アレルギー疾患・リウ
 



マチ性疾患」について、授業で学ん

だ内容を教科書で再確認しておく

こと。 

6 小児感染症 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「小児感染症」について、授業で学

んだ内容を教科書で再確認してお

くこと。 

 

7 小児呼吸器疾患 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「小児呼吸器疾患」について、授業

で学んだ内容を教科書で再確認し

ておくこと。 

 

8 小児循環器疾患 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「小児循環器疾患」について、授業

で学んだ内容を教科書で再確認し

ておくこと。 

 

9 小児消化器疾患 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「小児消化器疾患」について、授業

で学んだ内容を教科書で再確認し

ておくこと。 

 

10 小児血液・造血器疾患 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「小児血液・造血器疾患」について、

授業で学んだ内容を教科書で再確

認しておくこと。 

 

11 小児悪性新生物 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「小児悪性新生物」について、授業

で学んだ内容を教科書で再確認し

ておくこと。 

 

12 小児腎・泌尿器・生殖器疾患 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「小児腎・泌尿器・生殖器疾患」に

ついて、授業で学んだ内容を教科書

で再確認しておくこと。 

 

13 小児神経疾患 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「小児神経疾患」について、授業で

学んだ内容を教科書で再確認して

おくこと。 

 

14 小児耳鼻咽喉科疾患 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「小児耳鼻咽喉科疾患」について、

授業で学んだ内容を教科書で再確

認しておくこと。 

 

15 小児眼疾患 

学習予定の教科書の部分を予習すること。 

「小児眼疾患」について、授業で学

んだ内容を教科書で再確認してお

くこと。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験を行う。 DP②③ 

 

定 期 試

験  

100% 



授業科目名 老年医学 (検査) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング SB20BMTB011 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

現在の日本は、これまで先進国が経験したことがないスピードで超高齢社会に突入している。高齢者医療・

介護・福祉は、現代社会における大きな課題であり、これからの医療者にとって老年医学は必要不可欠の学

問である。 

 

学修目標 

１高齢社会の現況とその対策 ２老化による生体の構造や機能の変化 ３高齢者の代表的疾患と特徴 ４高齢者の介

護・福祉などを習得する DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

老年医学に関する知識や情報を習得するだけではなく、自分の意見をもち、かつそれを表出できるようにな

ってほしい。 

 

教科書 

指定の教科書はありません。随時資料を配布します。 

 

参考書 

老年医学 系統講義テキスト 日本老年医学会老年病・認知症～長寿の秘訣～ 監修：荻原俊男 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟研究室 8／部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 老年医学総論 

毎回レジュメは用意し、参考書などから図

表を抜粋する。授業で学んだ内容を

再確認しておくこと。 

 

2 老年医学を学ぶうえでの基本的な事項 〃  

3 老化メカニズムと老化制御 〃  

4 高齢者の診かたと高齢者総合機能評価 〃  

5 老年症候群 〃  

6 臓器の加齢変化と老年疾患の発症（１） 〃  

7 臓器の加齢変化と老年疾患の発症（２） 〃  

8 老年疾患の臨床に必要な基礎知識（１） 〃  

9 老年疾患の臨床に必要な基礎知識（２） 〃  



10 高齢者における主な疾患（１） 〃  

11 高齢者における主な疾患（２） 〃  

12 高齢者における主な疾患（３） 〃  

13 高齢者における主な疾患（４） 〃  

14 高齢者の介護と在宅医療 〃  

15 高齢者の緩和医療・終末期医療 〃  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

筆記テスト DP②③ 

 

筆 記 テ

ス ト

100% 



授業科目名 救急災害医学 (検査) 

主担当教員 吉岡  敏治 担当教員 吉岡  敏治 

科目ナンバリング SB20BMTB012 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

救急医療は医療の原点であると同時に、内科的知識と外科的知識の両方が必要で、応用医療でもある。講義

では多岐にわたる内因性、外因性疾患の救急病態を概説すると同時に、診断と治療が同時に進行する救急医

療現場で、どのような対応が求められるかを学ぶ。中でも応急処置の一部は一般市民にも要求される基本的

なものであり、これを確実に身につけることが必要である。一方、わが国は近年、耐えまなく地震・台風・豪

雨災害等、自然災害に見舞われているが、隣国北朝鮮の存在もさることながら世界では国際的なテロネット

ワークを有するイスラム過激派の活動もあり、災害医学は自然災害とテロ災害の両面からの理解と対応が必

要である。 

 

学修目標 

１）わが国における救急医療システムを理解し、対応の基本を学ぶ（DP②）。２）内因性、外因性救急疾患の代表事

例の病態、診断・治療の原則を学ぶ（DP②③）。３）蘇生法、止血法、体位保持法、運搬法等、各救急場面における基

本処置技術を習得する（DP②）。４）わが国における大規模自然災害に対して構築されたシステムと特殊災害（CBRNE

テロ：化学兵器、生物兵器、核、爆弾テロへの対応を理解する（DP②）。５）卒業後の資格として救急認定看護師、救

急認定薬剤師、救急検査認定技師等があるが、その基礎を学ぶ（D 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

救急患者とは健康状態が急変した人であり、救急医療とはただちに何らかの医学的介入を必要とする状態を

指す。救急医療に従事した 40 年余の経験から、実際の事例や研究結果をスライドに示して、対話型で授業を

進める。なお、選択科目であることから、最初に受講者名簿を確定し、出席を重視する。注意事項１．救急疾

患について論理的なイメージを構築する努力をすること。２．疑問点を大切にし、解決に向けて行動するこ

と。質問は大歓迎。３．救急医療の講義が主体で、災害医療は 14 回、15 回にまとめて講義するが、災害医療

に興味 

 

教科書 

救急検査指針：救急検査認定技師テキスト へるす出版 

 

参考書 

救急蘇生法の指針２０２０（医療従事者用） へるす出版集団災害医療マニュアル へるす出版 

 

研究室／オフィスアワー 

吉岡敏治（C棟、研究室４）／原則月曜日 2・3時間目ですが、その他、部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
・オリエンテーション（自己紹介、学習目標

の設定）・救急診療の特徴、救急医療体制に

予習：シラバスの確認・教科書（P.1～７、

8～14、15～16）（２時間）復習：配
 



ついて・重症度と緊急度 布資料で、わが国の救急医療体制の

概要と ABCDE アプローチ、尖鋭度

（acuity）を理解する。以下、全て

の講義で配布する資料をもとに、復

習する習慣を身につけてほしい（2

時間）。 

2 
・救急搬送システムと救急医療情報システ

ム。・災害の分類と対応の原則 

予習：教科書（P.3～7）、（P.137～140）の確

認（2 時間）復習：左記講義プリン

トの確認（2 時間）三次コーディネ

ートとは／緊急度と重症度を理解

する。 

 

3 

・救急医療総論：心肺蘇生、救急初期診療、

根本治療、集中治療、院内連携・災害医療体

制と災害医療システム 

予習：教科書（P.8～10）、（P.15～18）、（P.137

～140）の確認（2時間）復習：配布

資料の確認（2 時間）CPR が、なぜ現

在の術式になったのかを理解する。

災害拠点病院と患者管理システム

を理解する。 

 

4 
・ショック：その分類と血行動態・日本 DMAT

と地域（大阪）DMAT 

予習：教科書（P.75～78）の確認（2時間）

復習：配布資料の確認（2 時間）シ

ョックの特徴と生体反応を理解す

る。災害派遣チームの訓練内容：

CSCATTT を身につける。 

 

5 

・救急医療における内因性疾患（１）：中枢

神経系疾患・広域災害救急医療情報システ

ム（EMIS）と、全国瞬時警報システム（J-

ALERT） 

予習：教科書（P.79～86）の確認（2時間）

復習：配布資料の確認（2 時間）脳

血管障害の診断、病態、医師のアプ

ローチの仕方を理解する。国の構築

した災害医療情報システムを理解

する。 

 

6 
・救急医療における内因性疾患（2）：循環器

系疾患・災害対策に関連する法律 

予習：教科書（P.87～91）の確認（2時間）

復習：配布資料の確認（2 時間）急

性冠症候群を中心に症状、診断、治

療について復習する。災害対策基本

法と国民保護法、その他関連の法令

を理解する。 

 

7 

・救急医療における内因性疾患（3）：呼吸器

系疾患・集団災害発生時における現地関係

機関（消防、警察、保健所、自衛隊、その他）

の役割と連携 

予習：教科書（P.92～96）の確認（2時間）

復習：配布資料の確認（2 時間）ガ

ス交換傷害の機序（換気・血流比、

肺気量分画等）と代表的な呼吸器系

疾患を理解する。国や自治体の定め

る現地関係機関連携指針を理解す

る。 

 

8 
・救急医療における内因性疾患（4）：消化器

系疾患・阪神・淡路大震災の患者搬送状況 

予習：教科書（P.97～102）の確認（2時間）

復習：配布資料の確認（2 時間）消

化管の炎症、穿孔、閉塞、感染、血

管疾患、その他の急性腹症を理解す

る。都市直下型地震時の患者搬送手

段と転送状況から、大規模災害時の

初期対応を学ぶ。 

 

9 

・救急医療における内因性疾患（5）：泌尿・

生殖器系疾患・阪神・淡路大震災時の傷病別

入院患者数と転帰 

予習：教科書（P.103～106）の確認（2時間）

復習：配布資料の確認（2 時間）尿

路結石、尿閉、腎梗塞、尿路感染等

の症状と初療を理解する。地震時に

発生する外傷の種類と被災地の震

災後の疾病構造の変化を理解する。 

 

10 

・救急医療における内因性疾患（6）：内分

泌・代謝系疾患・地震災害とクラッシュ症候

群 

予習：教科書（P.107～114）の確認（2時間）

復習：配布資料の確認（2 時間）糖

尿病性ケトアシドーシス、非ケトン

性高浸透圧症の病態と治療を理解

する。クラッシュ症候群の発生状

況、病態、治療を理解する。 

 

11 
・救急医療における外因性疾患（1）：外傷・

阪神・淡路大震災から学んだこと 

予習：教科書（P.115～120）の確認（2時間）

復習：配布資料の確認（2 時間）多

発外傷の定義、頭部・胸部・腹部外

 



傷、心血管損傷の外傷学会分類を理

解する。災害医療体制構築の理論的

背景を理解する。 

12 

・救急医療における外因性疾患（2）：熱傷、

熱中症、偶発性低体温症、電撃傷・災害拠点

病院と広域搬送拠点基地（SCU）について 

予習：教科書（P.115～120）、（P.137～140）

の確認（2 時間）復習：配布資料の

確認（2時間）熱傷、凍傷、熱中症、

電撃傷等の診断と治療を理解する。

災害拠点病院の指定条件、SCU

（Staging Care Unit）、災害医療コ

ントロールセンターの役割を理解

する。 

 

13 
・救急医療における外因性疾患（3）：中毒・

東南海地震の被害想定 

予習：教科書（P.133～136）の確認（2時間）

復習：配布資料の確認（2 時間）中

毒、化学損傷の発生状況、治療の原

則、中毒情報センターの役割を理解

する。東南海地震の想定津波高、想

定死者数、ライフラインの断絶期間

を知る。 

 

14 
・東日本大震災における医療支援・DMAT と

ドクターヘリの活動 

予習：教科書（P.137～140）の確認（2時間）

復習：配布資料の確認（2 時間）阪

神淡路大震災時の災害急性期から

亜急性期、慢性期に大阪府の行った

医療支援を理解する。 

 

15 

・大量殺傷兵器（NBC テロ災害）について

（CBRNE）東日本大震災における DMAT とド

クターヘリの活動・化学テロを中心に 

予習：教科書にはないが、化学テロについて

は中毒情報センターのホームペー

ジ、放射線災害に着いては、放射線

医学研究所のホームページをイン

ターネットで検索し、事態を理解す

る（2 時間）復習：配布資料の確認

（2 時間）NBC 災害の特徴と対応体

制について学ぶ。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業中の質問への解答（20 点）②前期期末レポート（30 点）③前期末テスト（50 点）DP②③ 

 

①20%

②30%

③50％ 



授業科目名 薬理学 (検査) 

主担当教員 小林 吉晴 担当教員 小林 吉晴 

科目ナンバリング SB20BMTB013 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

体内で薬物と生体内分子がどのように関わりあい、作用を示すのか学ぶ。 

 

学修目標 

薬物の主作用、副作用、相互作用,中毒作用、解毒薬などを説明できる。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

生化学、人体の構造と機能、生物学の知識が必要なのでこれらの科目と合わせて復習をしておくこと。 

 

教科書 

集中講義 薬理学 渡邊康裕 編 メジカルビュー社 ISBN978-4-7583-0096-4 

 

参考書 

シンプル薬理学 南江堂標準薬理学 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 16:00-17:00、火曜日 16:00-17:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 薬理学総論Ⅰ受容体 
講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

2 
薬理学総論Ⅱ トランスポーター、オータコ

イド、サイトカイン 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

3 
自律神経系と骨格筋に作用する薬物、作用

機序、副作用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

4 
統合失調症、躁うつ病、睡眠障害治療薬の薬

物名、作用機序、副作用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

5 
麻薬性鎮痛薬、全身麻酔薬の薬物名、作用機

序、副作用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

6 
てんかん、アルツハイマー病、パーキンソン

病治療薬の薬物名、作用機序、副作用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

7 
高血圧症、狭心症、うっ血性心不全に用いら

れる薬物名、作用機序、副作用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

8 
ジギタリス中毒について。抗不整脈薬の分

類と代表的な薬物、作用機序 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

9 
関節リウマチ、痛風・高尿酸血症、の薬物名、

作用機序、副作用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

10 

非ステロイド性抗炎症薬、副腎皮質ステロ

イド、免疫抑制薬の薬物名、作用機序、副作

用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

11 
呼吸器系薬物、消化性潰瘍治療薬、下剤と止

瀉薬、利尿薬の薬物名、作用機序、副作用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 



12 

糖尿病治療薬、脂質低下薬、性ホルモン薬、

甲状腺疾患治療薬の薬物名、作用機序、副作

用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

13 
骨粗鬆症、貧血治療薬,抗血液凝固作用薬の

薬物名、作用機序、副作用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

14 抗感染症薬の薬物名、作用機序、副作用 
講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

15 抗腫瘍薬の薬物名、作用機序、副作用 
講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．小テスト：(DP2)２０点２．定期試験：(DP2,3)８０点 

 

小 テ ス

ト  20%

定 期 試

験 80% 



授業科目名 リハビリテーション概論 (検査) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／三木屋 良輔／杉本 

圭／松尾 浩希／小林 貴代 

科目ナンバリング SB20BMTC014 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

リハビリテーションは障害を有する者を対象とする．医学や医療技術の進歩，超高齢化社会の到来とともに，

障害とかかわって生活することは誰にでも起こりうる社会となった．もちろん，リハビリテーション関連職

以外の医療従事者にも「リハビリテーション」の知識が求められる時代である．本授業ではリハビリテーシ

ョンの基本理念，生活機能とその障害を正しく理解し，リハビリテーション医療の特性と包括的なアプロー

チを学修する． 

 

学修目標 

１）社会におけるリハビリテーションの位置づけや役割，歴史，目的を理解する．＜DP②③＞２）リハビリテーショ

ンの諸領域と専門職連携について理解する．＜DP②③＞３）特にリハビリテーション医療における臨床検査技師とリ

ハビリテーション専門職との連携を考える．＜DP②③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）授業中の私語，メールなどには厳しく対処する．２）疑問点を大切にして常に自己で調べて解決するよ

うに行動すること．。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

中根征也：E棟 4階 研究室 19／木曜日４時限目以降（時間は事前に相談してください）小林貴代：C棟 7階 

研究室 19/時間は事前に相談してください三木屋良輔：E 棟 4階 研究室 10／金曜日以外平日５限目以降（時

間は事前に相談してください）杉本 圭：E 棟 4階 共同研究室／水曜日 4限目以降（時間は事前に相談して

ください）松尾浩希：E棟 4 階 共同研究室／金曜日 5時限目以降（時間は事前に相談してください） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 リハビリテーション医療の概要 

予習：リハビリテーションの概念について

調べておく.（２時間）復習：授業内

容をまとめ，リハビリテーション医

療の概念・理念・定義について理解

する．（２時間） 

三木屋 

2 
フィールド・ワーク｜１【バリアフリー展へ

の参加】 

予習：バリアフリー展の概要を Web などで

調べ，見学したいブースを調べる．

（４時間）復習：見学したブースを

全員 



まとめる．（4時間） 

3 
フィールド・ワーク｜２【バリアフリー展へ

の参加】 

予習：バリアフリー展の概要を Web などで

調べ，見学したいブースを調べる．

（４時間）復習：見学したブースを

まとめる．（4時間） 

全員 

4 ワークショップ【バリアフリー展への参加】 

予習：見学したブースの内容をまとめ，発表

準備をする（2 時間）復習：授業内

容をまとめる．（2時間） 

全員 

5 疾病と障害（障害学） 

予習：リハビリテーションにおける「障害」

とは何か？を調べ，まとめる．（２時

間）復習：授業内容をまとめ，リハ

ビリテーションにおける障害像を

理解する．（２時間） 

中根 

6 ADL・QOL の概念 

予習：ADL・QOL の概念について調べ，まと

める．（2時間）復習：授業の内容を

まとめ，ADL・QOL の概念とその関係

について理解する．（2時間） 

松尾 

7 理学療法の実際｜１（運動器・神経系障害） 

予習：運動器系・神経系の解剖学・生理学に

ついて，復習しておく．（２時間）復

習：授業内容をまとめ，運動器系・

神経系障害の理学療法を理解する．

（２時間） 

杉本 

8 
理学療法の実際｜２（呼吸・循環・代謝系障

害） 

予習：呼吸・循環・代謝における生理学につ

いて，再度確認する．（２時間）復習：

臨床検査技術にて障害を明確にす

る方法をまとめる．（２時間） 

三木屋 

9 作業療法の実際｜１ 

予習：作業療法について調べ，まとめる．（２

時間）復習：授業内容をまとめ，作

業療法における実際について理解

を深める．（２時間） 

小林 

10 作業療法の実際｜２ 

予習：作業療法について調べ，まとめる．（２

時間）復習：授業内容をまとめ，作

業療法における実際について理解

を深める．（２時間） 

小林 

11 言語聴覚療法の実際 

予習：言語聴覚士について調べ，まとめる．

（２時間）復習：授業内容をまとめ，

言語聴覚士の仕事を理解する．（２

時間） 

中根 

12 病期別リハビリテーション｜１（急性期） 

予習：急性期医療の対象について調べるこ

と．（２時間）復習：ICU・HUC・SCU・

NICU にある機器についてまとめる

こと．（２時間） 

中根 

13 病期別リハビリテーション｜２（回復期） 

予習：病期（回復期）とは何かを調べ，まと

める．（２時間）復習：授業内容をま

とめ，回復期におけるリハビリテー

ションの特徴を理解する．（２時間） 

松尾 

14 
病期別リハビリテーション｜３（在宅期・終

末期） 

予習：在宅・終末期のリハビリテーションに

ついて調べておく.（２時間）復習：

授業内容をまとめ，在宅・終末期の

リハビリテーションについて理解

する．（２時間） 

三木屋 

15 
チームアプローチ（臨床検査技師とリハビ

リテーションのつながり） 

予習：臨床検査技師とリハビリテーション

職種（OT・PT）のつながりについて

考えをまとめる．（２時間）復習：授

業内容をまとめ，臨床検査技師とリ

ハビリテーション職種（OT・PT）の

つながりについて理解する．（２時

間） 

中根杉

本 

16    

17    
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20    

21    
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27    
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30    

成績評価方法と基準 割合 

１．定期試験【DP②③】２．レポート課題【DP②③】 

 

1. 80%2. 

20% 



授業科目名 病理学 (検査) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 
川畑 浩久／小林 彩香／田路 

英作／野田 大孝 

科目ナンバリング SB20BMTB017 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

病理学とは、病気の原因、発症メカニズム、病態、形態変化などを解明する学問である。また病理学は、臨床

医学を学修する際に、その基本となる。先ず病理学総論として、病理学の意義、染色体・遺伝子の異常、組織

細胞傷害と修復、物質代謝異常、循環障害、炎症、免疫異常、腫瘍などに関する病理学の基本的概念を学ぶ。

次に、病理学各論として、各臓器における主な病気に関する病理学を学ぶ。 

 

学修目標 

１．各臓器における主な疾患の病因、成り立ち、病理学的特徴などを説明できる。 ２．病理学で学ぶ「医学用語」

は、病理検査学や臨床医学を学ぶ基本となるので、正しく理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．人体の正常構造や正常機能を理解していないと、病理学を理解することはできないので、１年次の解剖

学、組織学、生理学の教科書を復習してから、病理学の講義にのぞむこと。２．病理学の講義は、教科書を中

心に進めるが、講義を聞かずに教科書を読んでも理解が難しいと考えられるので、講義には出席すること。

３．わからないことは、積極的に質問すること。 

 

教科書 

病理学／病理検査学 （医歯薬出版） 

 

参考書 

解明病理学、第２版、医歯薬出版 「入門組織学」 南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

川畑 浩久      C 棟研究室 707／木、金曜日 17:00～18:00 ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。田

路 英作      C 棟 7 階(研究室番号 13)/在室時には、いつでも訪問可です。小林 彩香      C 棟 7 階(職

員室)／在室時には、いつでも訪問可です。金曜日は不在です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
第 1 章 病理学総論：「病理学とは何か」、

「染色体・遺伝子・発生の異常」 

予習：人体の構造、人体の構造実習、人体の

機能で学んだ組織・細胞の確認（解

剖学、生理学教科書の当該箇所）。教

科書p1～5についての予習ならびに

シラバスの確認。復習： 授業で学ん

だ内容（教科書 p1～5）ついて復習

すること。なお予習、復習はそれぞ

れ 2時間は行うこと。 

 



2 
第 1章 病理学総論：「組織細胞傷害とその

修復機構」、「物質代謝異常」 

予習：教科書 p6～21 についての予習ならび

にシラバスの確認。復習： 復習： 授

業で学んだ内容（教科書 p6～21）つ

いて復習すること。なお予習、復習

はそれぞれ 2 時間は行うこと。 

 

3 第 1章 病理学総論：「循環障害」 

予習：教科書 p21～26 についての予習なら

びにシラバスの確認。復習： 復習： 

授業で学んだ内容（教科書 p21～26）

ついて復習すること。なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

 

4 第 1章 病理学総論：「炎症」 

予習：教科書 p26～35 についての予習なら

びにシラバスの確認。復習： 復習： 

授業で学んだ内容（教科書 p26～35）

ついて復習すること。なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

 

5 第 1章 病理学総論：「免疫異常」 

予習：教科書 p35～42 についての予習なら

びにシラバスの確認。復習： 復習： 

授業で学んだ内容（教科書 p35～42）

ついて復習すること。なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

 

6 第 1章 病理学総論：「腫瘍」 

予習：教科書 p42～53 についての予習なら

びにシラバスの確認。復習： 復習： 

授業で学んだ内容（教科書 p42～53）

ついて復習すること。なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

 

7 第 2章 病理学各論：「循環器系」 

予習：教科書 p55～66 についての予習なら

びにシラバスの確認。復習： 復習： 

授業で学んだ内容（教科書 p55～66）

ついて復習すること。なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

 

8 第 2章 病理学各論：「呼吸器系」 

予習：教科書 p67～80 についての予習なら

びにシラバスの確認。復習： 復習： 

授業で学んだ内容（教科書 p67～80）

ついて復習すること。なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

 

9 第 2章 病理学各論：「消化器系」1 

予習：教科書 p80～93 についての予習なら

びにシラバスの確認。復習： 復習： 

授業で学んだ内容（教科書 p80～93）

ついて復習すること。なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

 

10 第 2章 病理学各論：「消化器系」2 

予習：教科書 p94～103 についての予習なら

びにシラバスの確認。復習： 復習： 

授業で学んだ内容（教科書 p94～

103）ついて復習すること。なお予

習、復習はそれぞれ 2時間は行うこ

と。 

 

11 第 2章 病理学各論：「内分泌系」 

予習：教科書 p103～120 についての予習な

らびにシラバスの確認。復習： 復

習： 授業で学んだ内容（教科書 p103

～120）ついて復習すること。なお予

習、復習はそれぞれ 2時間は行うこ

と。 

 

12 
第 2章 病理学各論：「泌尿器系」、「生殖器

および乳腺」 

予習：教科書 p121～141 についての予習な

らびにシラバスの確認。復習： 復

習： 授業で学んだ内容（教科書 p121

～141）ついて復習すること。なお予

習、復習はそれぞれ 2時間は行うこ

と。 

 

13 第 2章 病理学各論：「造血臓器系」 

予習：教科書 p141～156 についての予習な

らびにシラバスの確認。復習： 復

習： 授業で学んだ内容（教科書 p141

～156）ついて復習すること。なお予

習、復習はそれぞれ 2時間は行うこ

 



と。 

14 第 2章 病理学各論：「神経系」、「運動器系」 

予習：教科書 p157～180 についての予習な

らびにシラバスの確認。復習： 復

習： 授業で学んだ内容（教科書 p157

～180）ついて復習すること。なお予

習、復習はそれぞれ 2時間は行うこ

と。 

 

15 
第2章 病理学各論：「感覚器系」、「皮膚系」、

「膠原病（自己免疫疾患）」 

予習：教科書 p181～198 についての予習な

らびにシラバスの確認。復習： 復

習： 授業で学んだ内容（教科書 p181

～198）ついて復習すること。なお予

習、復習はそれぞれ 2時間は行うこ

と。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．定期試験〈DP②〉2．授業内の小テストや課題は翌回の授業時間に返却し、あわせてフィードバックも

行う。また希望者には試験答案を開示する。 

 

0.011 



授業科目名 医用工学概論 (検査) 

主担当教員 吉田 靖 担当教員 吉田 靖／脇 英彦／小林 渉 

科目ナンバリング SB20BMTB020 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療の分野で行われる生体情報の収集・分析や治療における工学技術の基本となる電気電子工学の基礎につ

いて講義した後，生体計測機器，診断装置，治療機器の使用目的，原理，構造，特徴について概説するととも

に，医用機器・設備の安全対策について教授する 

 

学修目標 

電気電子工学の基礎を理解する．生体計測機器，医療機器の概要を理解する．医用機器，設備の安全対策を理解する． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医用工学の専門用語や概念が難解ですが、医療資格として不可欠な基礎的な内容が多いので教科書を通読し、

講義のサブノートを作成して習得すべきポイントを項目ごとに整理し理解する。 

 

教科書 

嶋津秀昭ほか(2018)「最新臨床検査学講座 医用工学概論」(医歯薬出版) 

 

参考書 

木村雄治(2001)「医用工学入門」（コロナ社）他、電気・電子工学に関するテキスト 

 

研究室／オフィスアワー 

担当教員に確認すること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
科目内容の説明、医用工学の役割、生体の物

理的特異性 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

2 生体物性の基礎 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

3 電気・電子の基礎(1) 電気回路の基本 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

4 電気・電子の基礎(2) 直流回路 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

5 電気・電子の基礎(3) 交流回路 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

6 電気・電子の基礎(4) 能動素子 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

7 
医用電子回路(1) アナログ回路（電源回路、

増幅回路） 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに
吉田靖 



整理する。（2時間） 

8 
医用電子回路(2) アナログ回路（オペアン

プ、フィルタ回路） 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

9 
医用電子回路(3) デジタル回路（ 論理回

路） 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

10 
医用電子回路(4) デジタル回路（発振回路、

変換）、通信の基礎 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

11 
生体からの情報収集(センサ、トランスジュ

ーサ) 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

12 
医療検査機器（波形情報と画像診断装置と

治療機器） 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

13 
安全対策(1) 電撃とその対策 医用機器の

安全基準 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

14 安全対策(2) 漏れ電流とその対策 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

15 医用工学の臨床応用 

教科書の該当項目を通読し不明な単語を抽

出する。講義資料をポイントごとに

整理する。（2時間） 

吉田靖 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験（80%）と②小テスト（20%）で評価する 

 

①80%

②20% 



授業科目名 医用工学実習 (検査) 

主担当教員 吉田 靖 担当教員 吉田 靖／脇 英彦／小林 渉 

科目ナンバリング SB20BMTB021 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

電気電子工学の基礎実験，医用エレクトロニクス回路の特性解析，医療測定装置，変換機器などの安全性試

験や特性試験などの実験を行う． 

 

学修目標 

測定値を適切に処理できる．電気素子の測定原理と測定方法を理解し，正しく測定できる．オシロスコープを用いて，

各種電気現象を解析できる．医療測定機器を用いて，生体信号を正しく測定できる．DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実験をする前に必ず実験の目的、原理、方法、注意事項、機器及び電子部品の構造、特性などを良く理解して

おくこと。 数人が共同にて実験を行うので各自協力して円滑に実験を行う。 実験終了後は必ず器具を片

付け、万一機器及び電子部品を破損させたときは直ちに教官に報告すること。 レポートは、簡潔で要領を

得たものとすること。 

 

教科書 

嶋津秀昭ほか(2018)「最新臨床検査学講座 医用工学概論」(医歯薬出版) 

 

参考書 

木村雄治(2001)「医用工学入門」（コロナ社）他、電気・電子工学に関するテキスト 

 

研究室／オフィスアワー 

担当教員に確認すること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション／実習レポート作成概

要 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間）） 

吉田靖 

2 テスタの取扱とその応用 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

3 
オシロスコープの基本操作の取得/抵抗素

子・コンデンサの特徴 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

4 C-R 結合回路の周波数特性と時定数の測定 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

5 ダイオードの特性/半波整流・全波整流回路 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

6 ダイオードを用いた平滑回路 
教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理
吉田靖 



する。（2時間） 

7 トランジスタの増幅度測定 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

8 トランジスタの特性の測定 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

9 オペアンプの特性 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

10 オペアンプの各種演算回路 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

11 各種論理回路の特性 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

12 各種論理回路の動作確認 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

13 サーミスタと光電素子の動作 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

14 医用機器安全 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

15 安全と雑音 

教科書を通読しキーワードを理解する。実

習レポートをポイントごとに整理

する。（2時間） 

吉田靖 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験（60%）と②実習レポート（40%）で評価する 4/5 の出席が必要 DP①④ 

 

①60%

②40% 



授業科目名 臨床病態学Ⅰ (検査) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング SS20BMTB001 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

よき医療人になる上で必要不可欠な臨床病態学の知識・考え方について講義する。診断学・症候学を理解し、

医療の現場で応用できるようにする。また各種疾患について、その病態・治療を論理的に理解・説明できる

ようにすると同時に、検査結果から治療の必要性の有無が判断できる能力を身につける。 

 

学修目標 

１．各種臓器の働きを理解する。２．各種疾病の本質・病態を論理的に理解する。３．各種疾病の臨床症状・検査法・

治療法が合理的に説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

臨床病態学に関する知識や情報を習得するだけではなく、自分の意見をもち、かつそれを表出できるように

なってほしい。講義内容にあらかじめ目を通し、自分の考えをもっておくことが望ましい。 

 

教科書 

臨床医学総論/臨床検査医学概論（医歯薬出版株式会社） 

 

参考書 

病気がみえる シリーズ MEDIC MEDIA 教材がある場合は適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟研究室 8／部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医学概論 

教科書の目次通りのタイトルであり、授業

の順番も目次どおりに行う。授業に

該当する疾患臓器などの解剖・生理

機能については、必ず自宅学習で知

識を確実にしておくこと。学んだ疾

患の病態・検査・治療を合理的に説

明できるようにしておくこと。小テ

ストや課題提出の可能性もありま

す。 

 

2 循環器疾患（１） 〃  

3 循環器疾患（２） 〃  

4 循環器疾患（３） 〃  

5 呼吸器疾患（１) 〃  

6 呼吸器疾患（２) 〃  



7 消化器疾患（１） 〃  

8 消化器疾患（２） 〃  

9 肝・胆・膵疾患（１） 〃  

10 肝・胆・膵疾患（２） 〃  

11 感染症（１) 〃  

12 感染症（２) 〃  

13 感染症（３) 〃  

14 感染症（４) 〃  

15 授業全体のまとめ 
授業での総復習を確認しつつ、総合的な復

習を自宅で行うこと。 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

筆記テスト 

 

筆 記 テ

ス ト

100% 



授業科目名 臨床病態学Ⅱ (検査) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング SS20BMTB002 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

よき医療人になる上で必要不可欠な臨床病態学の知識・考え方について講義する。診断学・症候学を理解し、

医療の現場で応用できるようにする。また各種疾患について、その病態・治療を論理的に理解・説明できる

ようにすると同時に、検査結果から治療の必要性の有無が判断できる能力を身につける。 

 

学修目標 

１．各種臓器の働きを理解する。２．各種疾病の本質・病態を論理的に理解する。３．各種疾病の臨床症状・検査法・

治療法が合理的に説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

臨床病態学に関する知識や情報を習得するだけではなく、自分の意見をもち、かつそれを表出できるように

なってほしい。講義内容にあらかじめ目を通し、自分の考えをもっておくことが望ましい。 

 

教科書 

臨床医学総論/臨床検査医学概論（医歯薬出版株式会社） 

 

参考書 

病気がみえる シリーズ MEDIC MEDIA 教材がある場合は適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟研究室 8／部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 血液・造血器疾患（１） 

教科書の目次通りのタイトルであり、授業

の順番も目次どおりに行う。授業に

該当する疾患臓器などの解剖・生理

機能については、必ず自宅学習で知

識を確実にしておくこと。学んだ疾

患の病態・検査・治療を合理的に説

明できるようにしておくこと。 

 

2 血液・造血器疾患（２） 〃  

3 血液・造血器疾患（３） 〃  

4 内分泌疾患（１） 〃  

5 内分泌疾患（２） 〃  

6 腎・尿路疾患 〃  

7 男性・女性生殖器疾患 〃  



8 神経・運動器疾患（１） 〃  

9 神経・運動器疾患（２） 〃  

10 アレルギー性疾患、膠原病、免疫不全症（１） 〃  

11 アレルギー性疾患、膠原病、免疫不全症（２） 〃  

12 代謝・栄養障害（１） 〃  

13 代謝・栄養障害（２） 〃  

14 感覚器疾患（眼・耳鼻） 中毒 〃  

15 
染色体・遺伝子異常症皮膚および乳腺の疾

患 
〃  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

筆記テスト 

 

筆 記 テ

ス ト

100% 



授業科目名 血液検査学Ⅰ (検査) 

主担当教員 藤原 牧子 担当教員 藤原 牧子 

科目ナンバリング SS20BMTB003 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

血液検査は、貧血、白血病、凝固異常症などの診断や、炎症の有無、抗凝固療法のモニタリングなど各種疾患

のスクリーニング、治療後の効果判定、経過観察などに用いられている。最も一般的に行われる検査であり、

正確な検査結果を報告するためには、血液の構成要素について熟知し、検査の原理、異常値の出る要因につ

いての知識を修得することが必要である。血液検査学Ⅰでは血液検査の基礎となる血球、凝固・線溶系につ

いて基礎知識を習得し、検査方法と結果の判定について学ぶ。※本科目は実務経験のある教員等による授業

科目です 

 

学修目標 

1.血球の機能を理解し、産生と崩壊について説明できる。〈 DP① 〉2.血球の形態が判別できる。〈 DP① 〉3.凝固・

線溶機構について理解し、分子マーカーについて説明できる。〈 DP① 〉4.血液検査の意義を理解し、異常値につい

て考察できる。〈 DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

血液検査Ⅰは血液検査学Ⅱ（2 年次後期）、血液検査学実習（3 年次前期）の基礎知識として非常に重要な内

容です。毎回予習、復習に努め、知識を積み重ねてください。 

 

教科書 

 『最新臨床検査学講座 血液検査学』 奈良信雄 他/医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｃ棟７階職員室 17 時～ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 第１章血液の基礎① 血液の成分 造血 

予習：教科書を読んでくる(2 時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

2 
第１章血液の基礎② 検体の採取と保存 

自動分析法 

予習：教科書を読んでくる(2 時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

3 
第２章赤血球① 赤血球の産生と崩壊 赤

血球の機能 エネルギー代謝 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

4 
第２章赤血球② 鉄の代謝 ビタミン・葉

酸の代謝 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 



5 第２章血小板、白血球 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

6 第３章止血機構① 

予習：今まで習った範囲を復習（2時間）復

習：授業をもとに重要個所を各自整

理する（2時間） 

藤原 

7 第３章止血機構② 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

8 第４章凝固・線溶系① 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

9 第４章凝固・線溶系② 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

講義内容を整理し、再確認する（2時

間） 

藤原 

10 第４章凝固・線溶系③ 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

11 第９章血液検査結果の評価（赤血球系） 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

12 第９章血液検査結果の評価（白血球系） 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

13 第９章血液検査結果の評価（造血器腫瘍） 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

14 第９章血液検査結果の評価（血小板の異常） 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

15 
第９章血液検査結果の評価（凝固・線溶因子

の異常） 

予習：これまで習った範囲を教科書で確認

する（2 時間）復習：講義内容を整

理し、再確認する（2時間） 

藤原 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.小テスト 〈 DP①〉 2.定期試験 〈 DP①〉【フィードバック方法】小テストについては講義内で解答・解説 1．20％



を行います。 

 

2．80％ 



授業科目名 血液検査学Ⅱ (検査) 

主担当教員 藤原 牧子 担当教員 藤原 牧子 

科目ナンバリング SS20BMTB004 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

血液検査は、貧血、白血病、凝固異常症などの診断や、炎症の有無、抗凝固療法のモニタリングなど各種疾患

のスクリーニング、治療後の効果判定、経過観察などに用いられている。最も一般的に行われる検査であり、

正確な検査結果を報告するためには、血液の構成要素について熟知し、検査の原理、異常値の出る要因につ

いての知識を修得することが必要である。血液検査学Ⅱでは血液検査学Ⅰで修得した知識を検査結果の評価

と診断への応用、疾患の鑑別に用いる過程について学ぶ。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目

です 

 

学修目標 

1.血液検査結果が正しく評価できる 。2.主要な血液疾患についての知識を習得し、診断に用いられる検査項目を列

挙することができる。〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

血液検査Ⅱでは、より臨床に即した知識を修得します。血液検査学Ⅰ（2年次前期）が基礎知識として必要で

あるため、前期の学修内容を含めて毎回予習、復習に努め、知識を積み重ねてください。 

 

教科書 

 『最新臨床検査学講座 血液検査学』 奈良信雄 他/医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

必要に応じて紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｃ棟７階職員室 17 時～ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
赤血球系疾患① 血球数算定法（用手・機

械） 赤血球数恒数 形態異常 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

2 赤血球系疾患② 貧血・多血症 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

3 赤血球系疾患③ 貧血の検査 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

4 赤血球系疾患④ 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

5 
血小板の異常による出血性素因① 血小板

機能検査 偽性血小板減少症 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する
藤原 



（2時間） 

6 
血小板の異常による出血性素因② 血小板

減少・増加症 血小板機能異常症 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

7 
凝固・線溶因子の異常① 凝固検査 線溶

検査 分子マーカー 血友病 VWD 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

8 
凝固・線溶因子の異常② クロスミキシン

グ試験 循環抗凝血素 DIC APS 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

9 
血管の異常・血管性紫斑病・血栓性素因 紫

斑病 先天性血栓性素因 深部静脈血栓症 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

10 凝固・線溶因子の異常 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

11 

白血球系疾患① 末梢血標本作製法 正常

血液像 形態異常 白血球増加・減少症 

リンパ球の異常 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

12 
造血器の疾患① 白血病 FAB 分類 骨髄

像 特殊染色 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

13 
造血器の疾患② 白血病 WHO 分類 細胞

表面抗原検査 遺伝子・染色体検査 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

14 
造血器の疾患③ 白血病 WHO 分類 細胞

表面抗原検査 遺伝子・染色体検査 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

15 
造血器の疾患④ 慢性骨髄増殖性疾患 骨

髄腫 

予習：教科書を読んでくる（2時間）復習：

授業をもとに教科書を再確認する

（2時間） 

藤原 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.小テスト〈DP①〉2.定期試験〈DP①〉【フィードバック方法】小テストについては講義内で解答・解説を行い

ます。 

1．20％

2．80％ 



授業科目名 血液検査学実習 (検査) 

主担当教員 藤原 牧子 担当教員 
藤原 牧子／野田 大孝／馴松 

麻悠 

科目ナンバリング SS20BMTC005 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 2 限、水曜

3 限、木曜 4 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

血液検査学Ⅰ、Ⅱで学んだ知識をもとに、実際の血液検査法の臨床的意義について理解を深めながら基本的

手技を学ぶ。本実習では、計数学的検査及び形態学的検査、血小板機能検査、止血凝固検査を行い、手技を学

ぶとともに測定原理や臨床的意義、アーチファクトの原因について考察する。 

 

学修目標 

１．検査目的について説明できる〈DP①〉２・正しい手技で検査を実施することができる〈DP①〉３．検査結果につ

いて考察することができる〈DP①④〉４．クラスメートと協力して実習を進めることができる〈DP①②③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

予め教科書や動画視聴によって、目的や手順を十分理解して実習に臨んでください。 

 

教科書 

1 回目の授業で実習のてびきを配布する。 

 

参考書 

『血液検査学第２版』奈良信雄他／医歯薬出版株式会社 ISBN 978-4-263-22381-9 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階職員室 17 時～ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 実習オリエンテーション 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤 原 

馴 松 

野田 

2 正常血液標本の観察① 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤 原 

馴 松 

野田 

3 血球数目視算定 薄層塗抹標本作製① 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤 原 

馴 松 

野田 

4 正常血液標本の観察② 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤 原 

馴 松 

野田 



5 
血沈 ヘマトクリット 赤血球浸透圧抵抗

試験 薄層塗抹標本作製② 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤 原 

馴 松 

野田 

6 
血液疾患の標本観察①（末梢血・骨髄） 特

殊染色① 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤 原 

馴 松 

野田 

7 
血液疾患の標本観察②（末梢血・骨髄）特殊

染色② 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤 原 

馴 松 

野田 

8 
血液疾患の標本観察③（末梢血・骨髄）特殊

染色③ 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤原 

馴

松 

野

田 

9 
血液疾患の標本観察④（末梢血・骨髄）特殊

染色④ 特殊染色標本の観察① 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤 原 

馴 松 

野田 

10 
特殊染色標本の観察② 血小板粘着能 血

小板数算定 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤原 

馴

松 

野

田 

11 特殊染色標本の観察③ 凝固検査① 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤原 

馴

松 

野

田 

12 血液疾患の標本観察⑤ 凝固検査② 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤原 

馴

松 

野

田 

13 血液疾患の標本観察⑥ 凝固検査③ 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤原 

馴

松 

野

田 

14 血液疾患の標本観察⑦ 凝固検査④ 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤原 

馴

松 

野

田 

15 総合テスト 凝固検査⑤ 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱの講義で学んだ内容

を復習する（2 時間）復習：次回実

習する内容について手順書と教科

書を用いて確認する（2時間） 

藤原 

馴

松 

野

田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．実習中の手技確認、総合テスト〈DP①④〉２．毎回のレポート提出〈DP①④〉※提出期限・作成方法・

評価基準等は授業内で説明します【フィードバック方法】必要に応じてコメントを付記して返却する 

 

１．20％

２．80％ 



授業科目名 病理検査学 (検査) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 
川畑 浩久／小林 彩香／田路 

英作／野田 大孝 

科目ナンバリング SS20BMTC006 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

病理検査は、人体から採取された組織や細胞の一部を顕微鏡で観察し、病変の有無や種類、広がりなどを調

べるもので、患者の診断や治療方針にも直結する重要な検査の１つである。正しい病理診断には、迅速で誤

りのない標本作製が必須であり、標本作製を担当する臨床検査技師の知識・技量が大きく関わる。本講義で

は、病理検査法の意義、種類、標本作製法などを学び、人体の臓器、組織、細胞の形態と機能の変化を通じ

て、疾患の原因・成り立ち・経過・転帰を理解する。 

 

学修目標 

1. 病理検査の意義と標本作製法が説明できる。2. 様々な染色法の意義・目的・原理・手技などを説明することが

でき、病理検査学実習へスムーズに移行できる。3. 上記の知識を習得し、これを用いて正常形態や病的形態を、肉

眼レベル・顕微鏡レベルで判断できる。DP① 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．人体の構造および人体の構造実習（組織学）を理解しておくこと。２．項目ごとに小テストを行うので、

講義後に教科書をよく読み復習を十分に行うこと。 

 

教科書 

著書名 ? : ? 「病理学／病理検査学」 医歯薬出版出版社 ? : ? 医歯薬出版 ISBN-10 ? : ? 4263223640ISBN-

13 ? : ? 978-4263223642 

 

参考書 

「入門組織学」 南江堂「臨床検査学入門」 KTC 中央出版「標準病理学」 医学書院「シンプル病理学」 南

江堂臨床検査学講座「解剖学」 医歯薬出版 

 

研究室／オフィスアワー 

小林 彩香      C 棟 7 階(職員室)／在室時には、いつでも訪問可です。金曜日は不在です。川畑 浩久      

C 棟研究室 707／木、金曜日 17:00～18:00 ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。田路 英作      C

棟 7 階(研究室番号 13)/在室時には、いつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

病理学的検査の意義（組織検査・細胞診検査

の意義と検査）、業務管理、病理解剖につい

て 

予習：「人体の構造」「病理学」を復習してく

る。復習：授業内容をノートにまと

める。（各 2時間） 

小林彩

香 

2 
病理組織標本作製法① （固定、切り出し、

脱脂、脱灰）、組織検査法 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 



3 
病理組織標本作製法② （包埋、薄切）、凍

結切片標本作製法 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

4 染色法の一般理論と操作概要 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

5 ヘマトキシリン・エオジン染色 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

6 
結合組織の染色法① （膠原線維）線維素の

染色法 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

7 
結合組織の染色法② （弾性線維、細網線

維） 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

8 多糖類、腎糸球体基底膜の染色法 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

9 
脂質、核酸、アミロイド、組織内無機物質の

染色法 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

10 生体内色素、内分泌細胞の染色法 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

11 組織内病原体、神経組織の染色法 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

12 
免疫組織化学染色法、遺伝子の染色法（病理

遺伝子解析の意義） 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

13 電子顕微鏡標本作製法 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

14 
細胞学的検査法① （意義、処理法）、細胞

診検査法 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

15 
細胞学的検査法② （染色、スクリーニン

グ） 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

（各 2時間） 

小林彩

香 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.   授業中に行う小テスト DP①小テストに対するフィードバック方法：実施後に解答を開示し解説を行

う。2.   定期試験 DP①出題範囲：講義で扱った範囲（講義内で配布した資料・ワークブックから出題）出

席基準 2/3 以上 

 

1. 小 テ

ス ト

20 ％ 2.

定 期 試

験 80％ 



授業科目名 病理検査学実習 (検査) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 
川畑 浩久／小林 彩香／田路 

英作／野田 大孝 

科目ナンバリング SS20BMTC007 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 4 限、月曜

5 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

病理検査学で学習した項目(固定、薄切、HE 染色、特殊染色など)を習得する。標本作製に関した専門的知識

の重要性と必要性を理解する。特殊染色と疾患との関連性について学ぶ。 

 

学修目標 

１．固定、包埋、薄切～染色までの病理組織学的検査法の一連の流れを説明できる。２．HE染色・特殊染色の原理、

染色手順、結果を説明できる。３．観察目的に応じた染色法を選択できる。実習を通じて、学習したことについて知

識と技術の定着を図る。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．実習中は、安全な服装に白衣を着用し長い髪は束ねる。鋭利な刃物、有害な薬品等の使用も多いためケ

ガや事故には十分注意する。諸注意を聞かない状態での途中入室は認めない。（詳細は、事前のオリエンテー

ションと実習計画書を参照）２．スケッチは色鉛筆を使用するので持参すること。３．本実習では、病理検査

学の講義内容と関連づけて理解すること。 

 

教科書 

１．著書名 ? : ? 「病理学／病理検査学」出版社 ? : ? 医歯薬出版 ISBN-10 ? : ? 4263223640ISBN-13 ? : ? 

978-4263223642２．著書名 ? : ? 「入門組織学」出版社 ? : ? 南江堂 ISBN-10 ? : ? 4524216170ISBN-

13 ? : ? 978-4524216178３．実習計画書、参考資料（事前に配布する） 

 

参考書 

「最新 染色法のすべて」 医歯薬出版「臨床検査学入門」 KTC 中央出版「標準病理学」 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

川畑 浩久      C 棟研究室 707／木、金曜日 17:00～18:00 ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。田

路 英作      C 棟 7 階(研究室番号 13)/在室時には、いつでも訪問可です。小林 彩香      C 棟 7 階(職

員室)／在室時には、いつでも訪問可です。金曜日は不在です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

1,2 ガイダンス（実習内容の説明・注意事

項）、染色の準備固定、切り出し、脱灰、脱

脂、パラフィン浸透 

予習：実習計画書の該当項目を勉強してく

る。復習：実習内容をレポートにま

とめる。（２時間） 

川 畑 

浩久田

路 英

作小林 

彩香 



2 
3,4 包埋、薄切、脱パラフィン～HE 染色(検

査結果の解析と評価)、封入 

予習：実習計画書の該当項目を勉強してく

る。復習：実習内容をレポートにま

とめる。（２時間） 

川 畑 

浩久田

路 英

作小林 

彩香 

3 

5,6 結合組織の染色法（アザン染色、マッ

ソン・トリクローム染色）、検査結果の解析

と評価 

予習：実習計画書の該当項目を勉強してく

る。復習：実習内容をレポートにま

とめる。（２時間） 

川 畑 

浩久田

路 英

作小林 

彩香 

4 
7,8 結合組織の染色法（EVG 染色、渡邉の鍍

銀染色）、検査結果の解析と評価 

予習：実習計画書の該当項目を勉強してく

る。復習：実習内容をレポートにま

とめる。（２時間） 

川 畑 

浩久田

路 英

作小林 

彩香 

5 
9,10 多糖類の染色（PAS 反応、アルシアン

青染色）、検査結果の解析と評価 

予習：実習計画書の該当項目を勉強してく

る。復習：実習内容をレポートにま

とめる。（２時間） 

川 畑 

浩久田

路 英

作小林 

彩香 

6 

11,12 腎臓の糸球体の染色（PAM 染色）組織

内病原体の染色（グロコット染色）検査結果

の解析と評価 

予習：実習計画書の該当項目を勉強してく

る。復習：実習内容をレポートにま

とめる。（２時間） 

川 畑 

浩久田

路 英

作小林 

彩香 

7 

13,14 無機物質の染色（ベルリン青染色）

脂肪染色（オイル赤 O）検査結果の解析と評

価 

予習：実習計画書の該当項目を勉強してく

る。復習：実習内容をレポートにま

とめる。（２時間） 

川 畑 

浩久田

路 英

作小林 

彩香 

8 

15 細胞学的検査法（検体の観察と処理・保

存）、パパニコロウ染色検査結果の解析と評

価 

予習：実習計画書の該当項目を勉強してく

る。復習：実習内容をレポートにま

とめる。（1時間） 

川畑 

浩

久

田

路 

英

作

小

林 

彩

香 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．レポート提出期限：実習内で説明します。フィードバックの方法：レポートは評価後、全て本人に返却す

る。２．定期試験出題範囲：病理検査学の講義、本実習で扱った範囲（ワークブックの内容から出題しま

す）３．実習での積極性実習計画書の注意事項を守り、安全に実習できているかを評価します。DP①④

出席基準 4/5 以上の出席を必要とする。 

 

１．40％

２．50％

３．10％ 



授業科目名 一般検査学 (検査) 

主担当教員 小宮山 恭弘 担当教員 
小宮山 恭弘／小林 渉／竹浦 

久司 

科目ナンバリング SS20BMTB008 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

一般検査学では、尿・便・体液検査等の各項目について、目的・原理・方法・注意点を学修する。また、測定

結果の解釈を学ぶとともに、検査がどのような病態変化をとらえるために検査が依頼されるのかを理解する。

尿検査と糞便検査は、患者の負担が少ない非侵襲的検査であり、クリニックから大学病院まであらゆる検査

室において実施されており、スクリーニング検査としての一面も有している。臨床検査技師が一度は経験す

る分野であるため、本授業で知識と技術の定着を図る。 

 

学修目標 

１．検体の取り扱いを理解して説明できる。２．尿・便・体液検査の各項目について、目的・原理・方法・注意点を

理解し行える。３．測定結果がどのような病態を反映しているのかを解釈できる。講義・実習を通じて学習したこと

について知識と技術の定着を図る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習の際には、テキストやノート等の勉強道具以外は持ち込まない。荷物やコートはロッカーに入れておく。

実習中は、白衣を着用し長い髪は束ねる。また、遅刻により諸注意を聞かない状態での実習は不可のため、

途中入室は認めない。実習では、自分の尿を用いることで患者心理理解の一助とする。 

 

教科書 

「臨床検査学講座一般検査学」 医歯薬出版 ISBN978-4-263-22367-3 C3347「臨床検査学実習書シリーズ 一

般検査学実習書」 医歯薬出版 

 

参考書 

「臨床検査学入門」 KTC 中央出版「臨床検査法提要」 金原出版 

 

研究室／オフィスアワー 

小宮山 恭弘 研究室/  月曜日 16：30-17：30 火曜日 16：30-17：30 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

一般検査の概論、尿の基礎知識、尿の生成、

と組成について。尿の一般的性状、尿検体・

尿試験紙取り扱いについて 

予習：１年前期の「臨床検査学総論」の尿に

関する部分の復習をしてくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

ｐ１～13 

竹 浦 

久司 

2 

尿比重、尿浸透圧、尿ｐH、尿蛋白、尿糖、

ケトン体の測定について定性検査と定量

（化学的検査法）について 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

ｐ13～24 

竹 浦 

久司 

3 
ビリルビン、ウロビリン体、血尿、亜硝酸塩、

白血球、アスコルビン酸、hCG 妊娠反応につ

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

竹 浦 

久司 



いて P24～35 

4 
ポルフィリン体、フェニルケトン体、アルカ

プトン等の病的代謝物質について 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

ｐ35～47 

竹 浦 

久司 

5 
腎機能検査について  クレアチニンクリ

アランス検査 eGFR について 

予習：教科書の該当部分を読んでくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

p48～50 

竹 浦 

久司 

6 
尿沈渣、尿中の有形成分と細胞について実

習の諸注意について 

予習：実習書を読んでくる。復習：授業内容

をノートにまとめる。p50～87 

竹 浦 

久司 

7 
尿の性状検査（尿量、色調、混濁の鑑別）、

尿試験紙、尿自動分析装置 実習 

予習：実習書を読んでくる。復習：実習内容

をノートにまとめる。 

竹 浦 

久 司 

小宮山 

恭 弘 

小 林 

渉 

8 尿沈渣（無染色 S 染色）顕微鏡操作実習 
予習：実習書を読んでくる。復習：実習内容

をノートにまとめる. 

竹浦 

久

司 

小

宮

山 

恭

弘 

小

林 

渉 

9 尿沈渣成分と臨床的意義について 
予習：実習書を読んでくる。復習：授業内容

をノートにまとめる。 

竹 浦 

久司 

10 
便検査、糞便の生成と組成について、一般的

性状について 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

ｐ89～97、113～120、p147、148 

竹浦 

久

司 

11 便潜血反応検査 実習 
予習：実習書を読んでくる。復習：実習内容

をノートにまとめる。 

竹浦 

久

司 

小

宮

山 

恭

弘 

小

林 

渉 

12 
喀痰、体液、穿刺液について 穿刺液の一般

的性状と検査法 

予習：教科書の該当部分を読んでくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

ｐ107～111、121～127、137～145 

竹浦 

久

司 

13 

精液、髄液 髄液の生成と組成について 

髄液の一般的性状と化学的検査  精液の

生成と組成について 精液の検査法につい

て 

予習：教科書の該当部分を学習してくる。復

習：授業内容をノートにまとめる。

ｐ129～136、99～105 

竹浦 

久

司 

14 髄液検査 髄液の細胞学的検査法について 
予習：実習書を読んでくる。復習：授業内容

をノートにまとめる。 

竹浦 

久

司 

小

宮

山 

恭

弘 

小

林 

渉 

15 
総復習（尿の基礎知識から結石まで） 各種

検査法と検査結果の解析及び評価法につい

予習：予習：第 1～14 回の講義・実習の復

習をしてくる。復習：授業内容をノ

竹浦 

久



て ートにまとめる。 司 

小

宮

山 

恭

弘 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．講義のときは、小テスト。実習のときは、レポート提出   授業冒頭で前回の授業内容の重要点につ

いて小テストと解説を行い、前回授業の習熟度チェックを行います。２．定期試験３．4/5 以上の出席が必

要です 

 

１．30％

２．70％ 



授業科目名 臨床化学検査学Ⅰ (検査) 

主担当教員 小林 吉晴 担当教員 小林 吉晴 

科目ナンバリング SS20BMTB009 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 1 限、水曜

3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

基本的な臨床化学分析法について解説し、各生体成分の測定原理、疾患との関連について解説する。また、

臨床化学分析によって得られるデータから、総合的に病態を理解できるようになり、さらに検査データが疾

病の早期発見や治療効果の判定に用いられることを習得する。 

 

学修目標 

臨床検査値の臨床的意義を理解できるとともに、生体成分の測定法の原理について学ぶ。病態の変動に伴う検査デー

タから病態を解析できるようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

生化学、人体の構造と機能、生物学の知識が必要なのでこれらの科目と合わせて復習をしておくこと。 

 

教科書 

最新 臨床検査学講座 臨床化学検査学 医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-263-22363-5 C3347 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

小林 吉晴研究室/在室であれば随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 臨床化学分析とその意義 教科書 P1-36 復習  

2 臨床化学分析の単位と標準物質 教科書 P8-10 復習  

3 測定値の管理 教科書 P11-18 復習  

4 基準範囲 教科書 P19-22 復習  

5 臨床判断値 教科書 P23-24 復習  

6 
生理的変動と測定技術変動臨床化学分析の

標準体系 
教科書 P25-36 復習  

7 
自動分析装置（ディスクリート型・ドライケ

ム） 
精密さの評価、正確さの評価について復習  

8 電解質と微量分析の分析法と意義① Ｎａ～重炭酸イオン（教科書P115-124予習）  

9 電解質と微量分析の分析と意義② Ｃａ～Ｚｎ（亜鉛）（教科書 P125-142 予習）  

10 糖質及び血糖関連検査の分析と意義 Ｇｌｕ～乳酸（教科書 P143-153 予習）  



11 脂質とリポ蛋白の分析と意義① リポ蛋白～TG（教科書 P154-168 予習）  

12 脂質とリポ蛋白の分析と意義② リン脂質～ケトン体（教科書P168-182予習）  

13 蛋白質と蛋白分画の分析と意義 ＴＰ～BJ 蛋白（教科書 P183-200 予習）  

14 その他蛋白・窒素化合物の分析と意義 CRP～Ｃｒｅ（教科書 P204-215 予習）  

15 非蛋白性窒素化合物の分析と意義 UA～ビリルビン（教科書 P215-223 予習）  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テスト(DP1) 20 点 定期試験、筆記試験（DP1）80 点 

 

小 テ ス

ト  20%

定 期 試

験 

(DP1) 

80% 



授業科目名 臨床化学検査学Ⅱ(放射性同位元素学含む) (検査) 

主担当教員 小林 吉晴 担当教員 
小林 吉晴／森 誠司／前田 育

宏 

科目ナンバリング SS20BMTB010 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床化学分析の標準法とその原理について学修する。分析項目の測定値と疾患との関連性について病態を交

えて知識を深める。その基礎から検査データが疾病の早期発見や治療効果判定に用いられることを習得する。

また、放射性同位体を用いた各種の検査法について、基礎的事項から安全管理まで学修する。 

 

学修目標 

臨床検査値の臨床的意義を理解できるとともに、生体成分の測定法の原理について学修する。疾患の進行に伴う検査

データ変化から病態を解析できるようになる。放射線の性質について理解し、医療への応用について説明できるよう

になる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

国家試験の出題頻度の高い履修科目であり、学修する検査項目も多いため、事前の予習をしっかりと行い準

備をすること。 

 

教科書 

最新 臨床検査学講座 臨床化学検査学 医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-263-22363-5 C3347 臨床検査学講座 

放射性同位元素検査技術学 （医?薬出版株式会社） 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

小林 吉晴研究室  在室であれば随時森 誠司研究室  在室であれば随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 酵素活性分析と意義① AST～ALT（教科書 P224-239 予習） 
小林吉

晴 

2 酵素活性分析と意義② LD～ALP（教科書 P239-255 予習） 
小林吉

晴 

3 酵素活性分析と意義③ γGT～LIP（教科書 P255-267 予習） 
小林吉

晴 

4 酵素活性分析と意義④ ACP～NAG（教科書 P267-275 予習） 
小林吉

晴 

5 骨代謝マーカー分析と意義 BAP～TR-AcP（教科書 P276-280 予習） 
小林吉

晴 

6 放射線の性質 予習?復習?重要事項をノートにまとめる 
森  誠

司 

7 放射線の測定 
予習?前回の講義を理解してくる復習?重要

事項をノートにまとめる 

森  誠

司 



8 放射性物質を用いた検体検査法 
予習?前回の講義を理解してくる復習?重要

事項をノートにまとめる 

森 誠

司 

9 放射線損傷と細胞応答 
予習?前回の講義を理解してくる復習?重要

事項をノートにまとめる 

森  誠

司 

10 放射線の安全取扱法と管理法 
予習?前回の講義を理解してくる復習?重要

事項をノートにまとめる 

森 誠

司 

11 
肝臓、胆道、膵臓系疾、循環器系および腎臓

における疾患と臨床化学検査 

予習：教科書による事前学習復習：教科書を

参考にした講義内容確認 

前田 

育

宏 

12 酸塩基平衡、代謝性疾患と臨床化学検査 
予習：教科書による事前学習復習：教科書を

参考にした講義内容確認 

前田 

育

宏 

13 炎症と腫瘍における臨床化学検査 
予習：教科書による事前学習復習：教科書を

参考にした講義内容確認 

前田 

育

宏 

14 薬物の体内動態と薬物血中濃度測定 
予習：教科書による事前学習復習：教科書を

参考にした講義内容確認 

前田 

育

宏 

15 
臨床化学検査のスクリーニング検査結果の

病態解釈 

予習：教科書による事前学習復習：教科書を

参考にした講義内容確認 

前田 

育

宏 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テスト(DP1)20 点 定期試験(DP1)80 点 

 

小 テ ス

ト  20%

定 期 試

験 80% 



授業科目名 臨床化学検査学実習 (検査) 

主担当教員 小林 吉晴 担当教員 小林 吉晴／関根 将／小林 渉 

科目ナンバリング SS20BMTC011 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 2 限、水曜

3 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床化学の検体検査で用いられる器具や機器の取り扱いを習熟する。同時に検体の取り扱い方について学ぶ。

また、生体成分の中の代表的な検査法の測定原理を理解し、各生体成分を用手法により測定して測定手技を

修得する。さらに、得られた検査結果を病態と関連させて考察する。あわせて薬物などが検査結果に影響を

与えることを確認する。レポートの書き方も学修する。 

 

学修目標 

（1）検体の取り扱い方、注意点を習得する。（2）測定法の実技を習得し、測定項目の目的や臨床的意義を理解する。

（3）得られた結果を考察し、レポートとしてまとめる能力を養う。〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1mm 方眼紙、A4 レポート用紙を持参すること。積極的に実習に取り組み、実習レポートは毎回期日までに提

出すること。 

 

教科書 

プリント及び臨床化学検査学  医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-263-22363-5 C3347 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
分光光度分析の基礎、器具・試薬・検体およ

びデータの取り扱い方、レポートの書き方 

実験手順を再確認する。レポートの書き方

を確認する。 

小林吉

晴、関

根 将、

小 林 

渉 

2 

血清グルコースのグルコースオキシダー

ゼ・ペルオキシダーゼ・色素生成法による測

定。検体中のアスコルビン酸のグルコース

測定に及ぼす影響。測定法の特異性の確認

（フルクトース、ガラクトースによる呈

色）。 

臨床化学検査学で使用した教科書 p88、p97、

p145 を参考に、予習すること 

小林吉

晴、関

根 将、

小 林 

渉 

3 

血清尿酸のウリカーゼ・ペルオキシダーゼ・

色素生成法による測定。総コレステロール

のコレステロールオキシダーゼ・ペルオキ

シダーゼ・色素生成法コレステロールオキ

臨床化学検査学で使用した教科書 p217、

p162 を参考に、予習すること 

小林吉

晴、関

根 将、

小 林 



シダーゼ・ペルオキシダーゼ・色素生成法に

よる測定。 

渉 

4 
血清総タンパク質を屈折計法、ビュレット

法、電気泳動法で測定。 

臨床化学検査学で使用した教科書 p185、

p186、p193 を参考に、予習すること。 

小林吉

晴、関

根 将、

小 林 

渉 

5 

血清乳酸脱水素酵素 （LD）活性を紫外部吸

収法（UV 法）で測定。アスパラギン酸アミ

ノトランスフェラーゼ（AST）を紫外部吸収

法で測定。 

臨床化学検査学で使用した教科書 p233、

p240 を参考に、予習すること。 

小林吉

晴、関

根 将、

小 林 

渉 

6 
血清クレアチニンをヤッフェ反応直接法で

測定。クレアチニンクリアランスを求める。 

臨床化学検査学で使用した教科書 p213、

p347 を参考に、予習すること。 

小林吉

晴、関

根 将、

小 林 

渉 

7 
血清総ビリルビンを Evelyn-Malloy 変法で

測定。ドライケミストリーによる検体測定。 

臨床化学検査学で使用した教科書 p219、

p221 を参考に、予習すること。 

小林吉

晴、関

根 将、

小 林 

渉 

8 

血清鉄をバソフェナンスロリン直接法で測

定。血清アルカリホスファターゼを Kind-

King 法で測定。 

臨床化学検査学で使用した教科書 p136、

p251 を参考に、予習すること。 

小林吉

晴

、

関

根 

将

、

小

林 

渉 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

各項目ごとにレポートをまとめ期限内に提出すること(DP1,4)。4/5 回以上の出席が必要。 

 
1 



授業科目名 遺伝子検査学 (検査) 

主担当教員 森 誠司 担当教員 森 誠司 

科目ナンバリング SS20BMTB012 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

遺伝子検査は分子生物学的解析技術の進歩に伴い、発展の著しい臨床検査の分野である。感染症や血液疾患

を中心に一部は日常検査として定着している。講義では実際の遺伝子検査について具体的な検査項目を取り

上げ教授する。とくに先進的な医療での応用例なども積極的に紹介し遺伝子検査の可能性を学修する。※本

科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

以下の事項を修得する。１．遺伝子とその発現機構について理解する２．遺伝子の基本的な取扱について理解する３．

遺伝子解析法の原理と遺伝子検査の実際を理解する 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

生物基礎（DNA、遺伝子、ゲノム）に関して理解してくること。また一年次の生物、生化学の核酸についても

復習しておくこと。 

 

教科書 

標準臨床検査学 遺伝子検査学 （医学書院）編集：宮地 勇人／横田 浩充 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 セントラルドグマについて 
予習：生物・生化学の復習をしてくる復習：

重要事項をノートにまとめる 
 

2 染色体の構造と機能 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

3 染色体異常の種類 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

4 遺伝子マッピング 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

5 染色体の検査法 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

6 染色体異常症と疾患 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

7 ゲノムとは 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

8 遺伝子の異常 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 



9 遺伝病と遺伝様式 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

10 遺伝子診断その１ 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

11 遺伝子診断その２ 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

12 遺伝子治療 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

13 遺伝子検査法 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

14 遺伝子検査用機器とその保守管理 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

15 遺伝子検査の応用と課題 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テストの回答と解説は講義内で行う。1. 小テスト 2. 期末試験 

 

1. 20%2. 

80% 



授業科目名 遺伝子検査学実習 (検査) 

主担当教員 森 誠司 担当教員 
森 誠司／佐伯 康匠／野田 大

孝 

科目ナンバリング SS20BMTB013 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
水曜 4 限、水曜

5 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

遺伝子検査学の講義で学んだ知識をもとに基礎的な遺伝子分析技術を修得し、臨床検査への応用に必要な基

礎技術を学ぶ。組織から DNA・RNA の抽出を試み、その原理と方法を修得する。制限酵素を利用した DNA の組

み換えや形質転換、ポリメラーゼ連鎖反応（PCR 法）による DNA の増幅、電気泳動による遺伝子を分離同定す

る技術などを修得する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

遺伝子検査に必要なサンプルを適切に取扱うことができる。DNA およびRNA の抽出と定量が適切にできる。PCR 法の

原理を理解し実施できる。核酸の電気泳動ができる。これら実習を通して遺伝子検査学の基本的な技術を修得し理論

を体得することを目標とする。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

手順書を熟読し原理を予習してくること。 

 

教科書 

事前に手順書を配布する。 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション、機器の基本的な取り

扱いについて 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

2 組織からの核酸の抽出と定量 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

3 〃   

4 細胞からの核酸抽出と増幅 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

5 〃   



6 遺伝子発現定量 RT-PCR 法 ① 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

7 〃   

8 遺伝子発現定量 RT-PCR 法 ② 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

9 〃   

10 多型解析：PCR-RFLP 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

11 〃   

12 遺伝子組換え実験① 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

13 〃   

14 遺伝子組換え実験② 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとにレポートを作成す

る 

 

15 〃 〃  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

テーマごとにレポートをまとめ期限内に提出する事。レポートが基準に満たない場合は再試験期間中に

筆記試験を課す。評価について希望があれば開示する。評価法の詳細は実習書に記載がある。4/5 以

上の出席が必要。DP①④ 

 

レ ポ ー

ト 100% 



授業科目名 生命工学概論 (検査) 

主担当教員 森 誠司 担当教員 森 誠司 

科目ナンバリング SS20BMTB014 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生命工学は生命が持つ多様な機能を解き明かすことを目指した学問であり、それを利用する技術である。医

薬品開発、食品生産、品種改良、環境保全など多くの分野に応用されており、基礎研究を通して新しい生物

機能の開発や生理活性物質の探索など人々の生活に活用されることがさらに期待されている。反面バイオハ

ザードの危険性、倫理的な問題もあり医学における生命工学の課題についても学ぶ。将来この分野の知識を

生して活躍できるように遺伝子工学、タンパク質工学、細胞工学の基礎的知識と技術を教授する。 

 

学修目標 

遺伝子工学でもちいる酵素の特性や使用法を理解する。遺伝子増幅法の各種応用、および遺伝子組み換え技術とその

応用を理解する。広く産業界で利用されるタンパク質工学、細胞工学の基礎的事項を理解する遺伝子工学の医療への

応用を理解する。DP① 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

バイオテクノロジーはさまざまな分野で応用されており発展は目覚ましい、興味ある領域に関しては自ら進

んで情報収集をしてほしい。講義ではどの分野であっても理解できる基礎的知識を修得してもらいたい。 

 

教科書 

資料等は配布する。 

 

参考書 

基礎から学ぶ遺伝子工学 羊土社理系総合のための生命科学 第３版 東京大学生命科学教科書編集委員会

／編 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生物工学の基礎：遺伝子工学イントロ・基礎 
予習：生化学・遺伝子検査学を復習してくる

復習：重要事項をノートにまとめる 
 

2 生物工学の技術①：クローニング、増殖法 
予習：生化学・遺伝子検査学を復習してくる

復習：重要事項をノートにまとめる 
 

3 生物工学の技術②：遺伝子導入 
予習：生化学・遺伝子検査学を復習してくる

復習：重要事項をノートにまとめる 
 

4 生物工学の技術③：タンパク質工学 
予習：生化学・遺伝子検査学を復習してくる

復習：重要事項をノートにまとめる 
 

5 
細胞工学①：培養技術、核酸導入（発現量の

制御） 

予習：生化学・遺伝子検査学を復習してくる

復習：重要事項をノートにまとめる 
 

6 細胞工学②：培養技術、応用 
予習：生化学・遺伝子検査学を復習してくる

復習：重要事項をノートにまとめる 
 



7 生殖・発生工学 
予習：生化学・遺伝子検査学を復習してくる

復習：重要事項をノートにまとめる 
 

8 ゲノム医療・創薬 
予習：生化学・遺伝子検査学を復習してくる

復習：重要事項をノートにまとめる 
 

9    

10    

11    

12    

13    

14    
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29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テストの回答と解説は講義内で行う。1. 期末試験 2. 小テスト DP① 

 

80 ％

20% 



授業科目名 微生物検査学Ⅱ (検査) 

主担当教員 木下 承皓 担当教員 木下 承皓 

科目ナンバリング SS20BMTB016 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

感染症の原因微生物について学習し、その病態と強毒微生物、常在菌、日和見感染菌の関係を理解する。感

染症検査に必要な知識と考え方および微生物の病原性・毒素を解説する。臨床材料から原因微生物を分離・

同定をするために必要な顕微鏡観察、培養方法、性状試験と薬剤感受性や耐性菌の考え方を学ぶ。培養・同

定検査以外の迅速診断検査（POCT）や検出法についても理解する。また、臨床的に重要なウイルス感染症お

よび真菌（酵母や糸状菌）の病態を学び、補助診断としての検出法を説明する。 

 

学修目標 

感染症診断に必要な基本的な微生物検査法（グラム染色、培養、同定、感受性）を理解する。臨床検査材料から分離

される病原微生物の種類と感染症の病態を理解し説明できる。無菌材料と常在菌が混入する検査材料を理解し、原因

微生物を考える。診断に求められる新たな検査法（遺伝子検査、質量分析法、迅速診断検査、血清学的検査）を理解

する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

微生物名は学名で覚える必要があるため、普段から菌種名を書くようにする。塗抹検査においてグラム染色・

抗酸菌染色による細菌分類を理解し説明できる。培養に用いる培地選択と培養法を理解する。感染症の診断

に必要な微生物検査法の理論と実際を習得する。 

 

教科書 

最新 臨床検査学講座 臨床微生物学医歯薬出版株式会社編集 松本哲哉 

 

参考書 

新・カラーアトラス微生物検査 山中喜代治／編集 医歯薬出版医科ウイルス学 南山堂 高田賢藏 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の日、連絡及び問い合わせメール kino@med.kobe-u.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 感染症・病原微生物の対応と検査法 

予習・復習：教科書 p323-339 課題：臨床材

料から検査の進め方、各種染色法、

分離・選択培地 

 

2 グラム陽性球菌の性状・病原性・検査法 

予習：教科書 p107-119 復習：配布資料、ミ

ニテストの確認課題：ブドウ球菌、

連鎖球菌、腸球菌の分類 

 

3 
グラム陰性菌の性状・病原性・検査法グラム

陰性桿菌（腸内細菌科）の概要 

予習：教科書 p120-126、p127-130 復習：同

上、配布資料課題：ナイセリア、モ

ラクセラ、腸内細菌科 

 

4 グラム陰性桿菌 1の性状・病原性・検査法 
予習：教科書 p131-149 復習：同上、配布資

料課題：腸内細菌科の菌種名と性状
 



理解 

5 グラム陰性桿菌 2の性状・病原性・検査法 

予習：教科書 p150-168 復習：同上、配布資

料課題：ビブリオ、エロモナス、ヘ

モフィルス 

 

6 グラム陽性桿菌 3の性状・病原性・検査法 

予習：教科書 p169-183 復習：同上、配布資

料課題：ブドウ糖非発酵菌、レジオ

ネラ 

 

7 
グラム陰性らせん菌の性状・病原性・検査法

グラム陽性桿菌の性状・病原性・検査法 

予習：教科書 184-196 復習：同上、配布資

料課題：微好気性菌、バチルス、リ

ステリア、コリネバクテリウム 

 

8 抗酸菌の性状・病原性・検査法 
予習：教科書 p197-207 復習：同上、配布資

料課題：結核菌、ノカルジア 
 

9 偏性嫌気性菌の性状・病原性・検査法 

予習：教科書 p208-231 復習：同上、配布資

料課題：クロストリジウム、バクテ

ロイデス、フゾバクテリウム、グラ

ム陽性球菌 

 

10 その他細菌の性状・病原性・検査法 

予習：教科書 p232-249 復習：同上、配布資

料課題：マイコプラズマ、リケッチ

ア、クラミジア、ボレリア、スピロ

ヘータ 

 

11 真菌の分類および病原性・検査法 

予習：教科書 p250-280 復習：同上、配布資

料課題：輸入真菌症、皮膚糸状菌、

酵母・糸状菌、同定、β-D グルカン 

 

12 
ウイルス学総論（構造・形態・分類）ウイル

スの各論（DNA ウイルス） 

予習：教科書 p282-296 復習：同上、配布資

料課題：病態、抗ウイルス薬、ヘル

ペスウイルス 

 

13 ウイルスの各論（RNA ウイルス 1） 

予習：教科書 p297-306 復習：同上、配布資

料課題：インフルエンザウイルス、

麻疹・水痘・風疹・ムンプスウイル

ス 

 

14 ウイルスの各論（RNA ウイルス 2） 
予習：教科書 p306-315 復習：同上、配布資

料課題：HIV、肝炎ウイルス 
 

15 
臨床検査材料の採取・取り扱いと病原微生

物の分離法・同定 

予習：教科書 p340-359 復習：同上、配布資

料課題：血液・髄液、腸管感染症、

尿路・泌尿器培養、上気道・下気道

等の培養法と考え方 
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成績評価方法と基準 割合 

1．定期試験：70％2．小テスト：30％ 

 

1 ．

70%2 ．

30% 



授業科目名 微生物検査学実習 (検査) 

主担当教員 木下 承皓 担当教員 
木下 承皓／佐伯 康匠／関根 

将 

科目ナンバリング SS20BMTB017 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
木曜 4 限、金曜

2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

実習を通じて感染症の原因となる微生物について学び、微生物検査を行うのに必要な知識を理解する。臨床

検査材料の取扱者が感染しないことや周囲環境の汚染を起こさないように消毒・殺菌および標準予防策を学

ぶ。細菌を中心とした微生物の基本的な取り扱い方法と無菌操作、標本作成法と顕微鏡観察、培養・同定法、

薬剤感受性法の理論と手技を学び習得する。 

 

学修目標 

感染症診断に必要である基本的な微生物検査法の考え方を理解する。実習を通して無菌操作、顕微鏡観察法、分離・

同定法、薬剤感受性検査法を習得する。各種染色法により細菌・真菌を推定できるようにする。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

日頃から健康状態に注意すること。自己の感染防御に注意するとともに疑義があるときは個人で判断せずに

教官に申し出ること。環境汚染や取り扱いで事故等がある場合は必ず教官等に連絡して対処すること。実習

レポートは実際に行った方法（培地・試薬）・結果・考察などを記載し、できる限り実習後直ちに提出するこ

と。 

 

教科書 

最新 臨床検査学講座 臨床微生物学医歯薬出版株式会社編集 松本哲哉 

 

参考書 

新・カラーアトラス微生物検査 山中喜代治／編集 医歯薬出版 JAMT「臨床微生物検査技術教本」 丸善出

版 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の日、連絡及び問い合わせメール kino@med.kobe-u.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 実習ガイダンスと器材の取り扱い 

無菌操作、器材の取り扱い、培地調整、消毒

と滅菌、標準予防策（手洗い、手袋、

マスク、エプロンなど） 

 

2 環境検査、手指の検査培地作成、各種培養法 

培地接種、釣菌法、菌数定量、培養法培地の

取り扱い（手指検査用寒天培地、血

液寒天培地、チョコレート寒天培

地、選択培地） 

 

3 塗抹標本作製とグラム染色法 
標準菌株（GPC,GNR）等の標本作成グラム染

色、芽胞染色 
 



4 顕微鏡による観察・発育集落観察 グラム染色、芽胞染色、生鮮標本（運動性）  

5 グラム陽性球菌の分離・同定 ブドウ球菌、連鎖球菌、腸球菌の性状試験  

6 グラム陰性桿菌の培地選択・集落観察 腸内細菌、ブドウ糖非発酵菌の分離  

7 グラム陰性桿菌の分離・同定 腸内細菌、ブドウ糖非発酵菌の同定  

8 腸管感染症の毒素検査と O 抗原検査 大腸菌、赤痢菌、サルモネラ、ビブリオ  

9 その他グラム陰性菌の分離・集落観察・同定 ヘモフィルス、リステリア、ナイセリア  

10 嫌気培養・微好気培養法 

バクテロイデス、クロストリジウムの培養

（BBE寒天培地、HK半流動寒天培地、

CCMA 寒天培地）、キャンピロバクタ

ーの培養（スキロー寒天培地） 

 

11 薬剤感受性試験 1、ディスク拡散法 
同定およびディスク拡散法の実施・判定、抗

菌薬の選定 
 

12 薬剤感受性試験 2、MIC 法 
MIC 測定、同定感受性の判定、耐性菌の簡易

鑑別（MRSA、ESBL、CPE、MDRP/A） 
 

13 抗酸菌の染色と培地観察、真菌培養 
チールネルセン染色法・鏡検、小川培地、ス

ライド培養 
 

14 
真菌の分離培養、集落およびスライド培養

標本の観察 

サブローデキストロース寒天（平板・斜面）

酵母、皮膚糸状菌、アスペルギルス 
 

15 迅速診断検査法とまとめ 
尿中抗原、各種ウイルス検査（イムノクロマ

トグラフィー） 
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成績評価方法と基準 割合 

1．実習試験：30%2．実技・レポート：70%DP①④ 

 

1 ．

50%2 ．

50% 



授業科目名 寄生虫検査学 (検査) 

主担当教員 関根 将 担当教員 関根 将／大西 義博 

科目ナンバリング SS20BMTC018 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

寄生虫病の検査学を習得し、検査によって検出された寄生虫そのもの（栄養型原虫、シスト、オーシスト、虫

卵、幼虫、虫体）を観察し、スケッチする。 

 

学修目標 

寄生虫検査法である糞便検査法や血液検査法などを習得し、検出した寄生虫の特徴的な形態を観察することによって

これら寄生虫を鑑別し同定できるようにする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

寄生虫（原虫を含む）とこれらによって惹起される寄生虫病（生活環など）については予習しておくこと。実

習では教科書、参考書、白衣、白紙のノート（初回実習時に配布する）、色鉛筆を持参すること。 

 

教科書 

医動物学カラーアトラス改訂７版、大西義博著、三恵社 

 

参考書 

医動物学第２版、平山謙二、医歯薬出版株式会社 

 

研究室／オフィスアワー 

講義前後の 10 分程度 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

寄生虫の分類と疾患の関係についての概説

はじめに、顕微鏡の扱い方、検査法の種類糞

便検査Ⅰ：直接薄層塗抹法、ヨードヨードカ

リウム液染色法,スケッチ：赤痢アメーバ栄

養型原虫と大腸アメーバのシスト、回虫卵、

日本海裂頭条虫卵の観察（３つ以上をスケ

ッチする）上記の生態・鑑別法・疾患との関

連・寄生虫検査法を学ぶ 

予習：赤痢アメーバ症、大腸アメーバ症（非

病原性）、回虫症、日本海裂頭条虫症

復習：同上（次回に小テストを行う）

予習・復習は各 2時間とする。 

大西・

関根 

2 

糞便検査Ⅱ:ギムザ染色、コーン染色法、抗

酸染色法、スケッチ：赤痢アメーバとランブ

ル鞭毛虫のシスト、膣トリコモナス栄養型、

クリプトスポリジウムのオーシスト、ニュ

ーモシスチスのシストの観察復習：小テス

ト１（赤痢アメーバ症、回虫症、日本海裂頭

条虫症）上記の生態・鑑別法・疾患との関連・

寄生虫検査法を学ぶ 

予習：ランブル鞭毛虫症、クリプトスポリジ

ウム症、膣トリコモナス症、ニュー

モシスチス症復習：同上（次回に小

テストを行う）予習・復習は各 2時

間とする。 

大西・

関根 

3 

糞便検査Ⅲ：ホルマリンエーテル法と AMSⅢ

法、スケッチ：肝吸虫卵、日本住血吸虫卵、

マンソン住血吸虫卵の観察復習：小テスト

２（ランブル鞭毛虫症、クリプトスポリジウ

予習：肝吸虫症、横川吸虫症、日本住血吸虫

症、マンソン住血吸虫症、鞭虫症復

習：同上（次回に小テストを行う）

予習・復習は各 2時間とする。 

大西・

関根 



ム症、膣トリコモナス症、ニューモシスチス

症）上記の生態・鑑別法・疾患との関連・寄

生虫検査法を学ぶ 

4 

糞便検査法Ⅳ：セロファン肛囲検査法、浮遊

法と培養法、スケッチ：蟯虫卵、横川吸虫卵、

無鉤条虫卵、鞭虫卵、犬鉤虫卵、サル糞線虫

の三期幼虫の観察復習：小テスト３（肝吸虫

症、住血吸虫症、鞭虫症）上記の生態・鑑別

法・疾患との関連・寄生虫検査法を学ぶ 

予習：蟯虫症、無鉤条虫症、ズビニ鉤虫症、

糞線虫症復習：同上（次回に小テス

トを行う）予習・復習は各 2時間と

する。 

大西・

関根 

5 

血液検査法Ⅰ：マラリアの検査法、スケッ

チ：各種マラリア原虫の観察復習：小テスト

４（蟯虫症、無鉤条虫症、ズビニ鉤虫症、糞

線虫症）上記の生態・鑑別法・疾患との関連・

寄生虫検査法を学ぶ 

予習：マラリア復習：同上（次回に小テスト

を行う）予習・復習は各 2 時間とす

る。 

大西・

関根 

6 

血液検査法Ⅱ：トリパノソーマ症とフィラ

リア症の検査、スケッチ：ガンビアトリパノ

ソーマ錘鞭毛期、クルーズトリパノソーマ

無鞭毛期、犬糸状虫ミクロフィラリアの観

察復習：小テスト５（マラリア）上記の生態・

鑑別法・疾患との関連・寄生虫検査法を学ぶ 

予習：ガンビアトリパノソーマ症、クルーズ

トリパノソーマ症、バンクロフト糸

状虫症復習：同上（次回に小テスト

を行う）予習・復習は各 2 時間とす

る。 

大西・

関根 

7 

組織寄生の寄生虫病の検査法：病理組織検

査学、トキソプラズマ症、マンソン弧虫症、

包虫症、旋毛虫症、犬回虫幼虫移行症、アニ

サキス症、顎口虫症の検査スケッチ：マンソ

ン住血吸虫の虫卵結節、宮崎肺吸虫症、旋毛

虫症などの観察復習：小テスト 6（トリパノ

ソーマ症、フィラリア症）上記の生態・鑑別

法・疾患との関連・寄生虫検査法を学ぶ 

予習：トキソプラズマ症、マンソン弧虫症、

包虫症、旋毛虫症、犬回虫幼虫移行

症、アニサキス症、顎口虫症復習：

同上（次回に小テストを行う）予習・

復習は各 2時間とする。 

大西・

関根 

8 

節足動物による疾病の検査法：節足動物の

観察、スケッチ：疥癬（ヒゼンダニ）などの

観察復習：小テスト７（トキソプラズマ症、

マンソン弧虫症、包虫症、旋毛虫症、犬回虫

幼虫移行症、アニサキス症、顎口虫症）上記

の生態・鑑別法・疾患との関連・寄生虫検査

法を学ぶ 

予習：疥癬、ダニ媒介性疾患、蚊媒介性疾患

復習：同上（後日に筆記試験を行う）

予習・復習は各 2時間とする。 

大西・

関

根 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．スケッチの提出２．復習で行う小テスト(国家試験に出題されたもの)３．定期試験出題範囲：小テストか

ら出題(文章問題と写真による問題)４．4/5 回以上の出席が必要です。 

 

1.40%2.

10%3.50

% 



授業科目名 免疫検査学Ⅰ (検査) 

主担当教員 竹岡 啓子 担当教員 竹岡 啓子 

科目ナンバリング SS20BMTB019 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

免疫は“自己と非自己を識別して非自己を排除する生体のしくみ”で、いわば生体の防御反応であり、複雑

な免疫機構で成立しています。免疫検査学は臨床検査において、大きなウェイトを占める科目の一つで、血

液検査学とも関連性があります。 また、免疫機構を利用した検査は検体検査分野で広範囲に活用されていま

す。免疫検査学Ⅰでは教科書の第 1 章と第 2 章を学修します。免疫に関するの基礎知識を深め、たくさん出

てくる用語を理解し、臨床免疫および疾患との関わりを学修しましょう。※本科目は実務経験のある教員等

による授業科目です 

 

学修目標 

1. 免疫の仕組みと生体防御について理解して説明できるようにする。2. 免疫と疾患の関わりについて理解して説明

できるようにする。3. 免疫学的検査について理解して説明できるようにする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 免疫は検体検査の各分野とも関連性が深く重要です。繰り返し学修することが大切です。2. 講義の内容

について説明できるように、各自で教科書・資料をまとめましょう。3. 学修内容が多岐に亘るので、疑問点

はおろそかにせずに、その都度解決しましょう。4.予習・復習は 2 時間ずつする。 

 

教科書 

「最新臨床検査学講座 免疫検査学」 窪田哲朗編集/医歯薬出版 

 

参考書 

必要に応じて紹介します。 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7 階 研究室 10 ／在室時随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
教科書 第 1 章「免疫系のしくみ」Ⅰ免疫

系の構成要素 

予習：教科書 第 1 章『免疫系のしくみ』

Ⅰ免疫系の構成要素について調べ

る。復習：教科書、配布資料を確認

する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

2 
教科書 第 1 章『免疫系のしくみ』Ⅱ自然

免疫Ⅲ獲得免疫系への抗原提示 

予習：教科書 第 1 章『免疫系のしくみ』

Ⅱ自然免疫、Ⅲ獲得免疫系について

調べる。復習：授業内容を教科書・

配布資料でする復習小テスト実施

する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

3 

教科書 第 1 章『免疫系のしくみ』Ⅳ獲得

免疫における抗原の認識Ⅴ獲得免疫におけ

る T細胞の活性化機構と役割 

予習：教科書 第 1 章『免疫系のしくみ』

Ⅳ獲得免疫における抗原の認識、Ⅴ

獲得免疫におけるT細胞の活性化機

竹 岡 

啓子小

林 渉 



構と役割について調べる。復習：授

業内容を教科書・配布資料でする復

習小テスト実施する。 

4 
教科書 第 1 章『免疫系のしくみ』Ⅵ獲得

免疫における抗体の産生機構と役割 

予習：教科書 第 1 章『免疫系のしくみ』

Ⅵ獲得免疫における抗体の産生機

構と役割について調べる。復習：授

業内容を教科書・配布資料でする復

習小テスト実施する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

5 
教科書 第 1 章『免疫系のしくみ』Ⅶ補体

系の役割Ⅷ能動免疫と受動免疫Ⅸ自己寛容 

予習：教科書 第 1 章『免疫系のしくみ』

Ⅶ補体系の役割、Ⅷ能動免疫と受動

免疫、Ⅸ自己寛容について調べる。

復習：授業内容を教科書・配布資料

でする復習小テスト実施する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

6 
教科書 第１章『免疫系のしくみ』につい

て、復習と演習問題 

教科書の第１章『免疫系のしくみ』につい

て、各自で重要ポイントを整理す

る。復習小テスト実施する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

7 
第 2 章『免疫学検査が有用な疾患』Ⅰ感染

症① 

予習：教科書の第 2章 『免疫学検査が有用

な疾患」Ⅰ感染症について調べる。

復習：教科書、配布資料を確認する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

8 
教科書の第2章 『免疫学検査が有用な疾患』

Ⅰ感染症② 

予習：教科書の第 2章 『免疫学検査が有用

な疾患」Ⅰ感染症について調べる。

復習：授業内容を教科書・配布資料

でする復習小テスト実施する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

9 
教科書の第2章 『免疫学検査が有用な疾患』

Ⅱ腫瘍性疾患Ⅲアレルギー 

予習：教科書の第 2章 『免疫学検査が有用

な疾患」Ⅱ腫瘍性疾患、Ⅲアレルギ

ーについて調べる。復習：授業内容

を教科書・配布資料でする復習小テ

スト実施する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

10 
教科書の第2章 『免疫学検査が有用な疾患』

Ⅳ自己免疫疾患① 

予習：教科書の第 2章 『免疫学検査が有用

な疾患」Ⅳ自己免疫疾患について調

べる。復習：授業内容を教科書・配

布資料でする復習小テスト実施す

る。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

11 
教科書の第2章 『免疫学検査が有用な疾患」

Ⅳ自己免疫疾患② 

予習：教科書の第 2章 『免疫学検査が有用

な疾患」Ⅳ自己免疫疾患について調

べる。復習：授業内容を教科書・配

布資料でする復習小テスト実施す

る。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

12 
教科書の第2章 『免疫学検査が有用な疾患」

Ⅴ免疫不全症 

予習：教科書の第 2章 『免疫学検査が有用

な疾患」Ⅴ免疫不全症について調べ

る。復習：授業内容を教科書・配布

資料でする復習小テスト実施する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

13 
教科書の第2章 『免疫学検査が有用な疾患」

について、復習と演習問題 

教科書の第2章 『免疫学検査が有用な疾患」

について、各自で重要ポイントを整

理する。復習小テスト実施する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

14 

教科書 第 1 章『免疫のしくみ』第 2章『免

疫学的検査が有用な疾患』総合復習と演習

問題 

予習：教科書 第 1章『免疫のしくみ』第 2

章『免疫学的検査が有用な疾患』を

熟読する。配布演習問題で免疫検査

学全般について復習する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

15 第 3章へのイントロダクション 

予習：教科書の第 3 章に目を通しておく。

免疫検査学前期の範囲で総復習テ

ストを実施する。 

竹岡 

啓

子



小

林 

渉 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.出席基準 2/3 以上 2.授業への出席、授業中に行う小テスト 3..定期試験 

 

1.30%2.

70% 



授業科目名 免疫検査学Ⅱ (検査) 

主担当教員 竹岡 啓子 担当教員 竹岡 啓子 

科目ナンバリング SS20BMTB020 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

免疫は“自己と非自己を識別して非自己を排除する生体のしくみ”で、いわば生体の防御反応であり、複雑

な免疫機構で成立しています。免疫検査学は臨床検査において、大きなウェイトを占める科目の一つで、血

液検査学とも関連性があります。 また、免疫機構を利用した抗原抗体反応原理は検体検査分野で広範囲に活

用されています。免疫検査学Ⅱでは教科書の第 3 章を学修します。免疫学的検査の測定原理に関する知識を

深め、たくさん出てくる用語を理解する。さらに疾患と関連する免疫学的検査について学修しましょう。※

本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1. 免疫学的検査法の基礎となる試験管内抗原抗体反応や沈降反応、非標識・標識抗原抗体測定法、免疫電気泳動法

などの原理について理解し説明できるようにする。2. 免疫関連疾患の免疫学的検査法について理解し説明できるよ

うにする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 免疫は検体検査の各分野とも関連性が深く重要です。繰り返し学修することが大切です。2. 講義の内容

について説明できるように、各自で教科書・資料をまとめましょう。3. 学修内容が多岐に亘るので、疑問点

はおろそかにせずに、その都度解決しましょう。4．予習・復習は 2 時間ずつする。 

 

教科書 

「最新臨床検査学講座 免疫検査学」 窪田哲朗編集/医歯薬出版 

 

参考書 

必要に応じて紹介します。 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7 階 研究室 10 ／在室時随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
教科書 第 1 章 『免疫系のしくみ』、第 2 章

『免疫学的検査が有用な疾患』の復習 

予習：教科書 第 1章 『免疫系のしくみ』、

第2章『免疫学的検査が有用な疾患』

を熟読する。復習：教科書、配布資

料を確認する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

2 

教科書 第 3 章 『免疫学的検査の現場 』

「A.免疫学的検査の原理」Ⅰ試験管内抗原

抗体反応の基礎Ⅱ沈降反応 

予習：教科書 第 3章 『免疫学的検査の現

場 』「A.免疫学的検査の原理」Ⅰ試

験管内抗原抗体反応の基礎、Ⅱ沈降

反応について調べる。復習：授業内

容を教科書・配布資料でする復習小

テスト実施する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 



3 

教科書 第 3 章 『免疫学的検査の現場 』

「A.免疫学的検査の原理」Ⅲ凝集反応Ⅳ溶

解反応Ⅴ中和反応 

予習：教科書 第 3章 『免疫学的検査の現

場 』「A.免疫学的検査の原理」Ⅲ凝

集反応、Ⅳ溶解反応、Ⅴ中和反応に

ついて調べる。復習：授業内容を教

科書・配布資料でする復習小テスト

実施する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

4 

教科書 第 3 章 『免疫学的検査の現場 』

「A.免疫学的検査の原理」Ⅵ 非標識免疫測

定法Ⅶ 標識免疫測定法① 

予習：教科書 第 3章 『免疫学的検査の現

場 』「A.免疫学的検査の原理」Ⅵ 非

標識免疫測定法、Ⅶ 標識免疫測定

法について調べる。復習：授業内容

を教科書・配布資料でする復習小テ

スト実施する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

5 

教科書 第 3 章 『免疫学的検査の現場 』

「A.免疫学的検査の原理」Ⅶ標識免疫測定

法②Ⅷ 電気泳動法 

予習：教科書 第 3章 『免疫学的検査の現

場 』「A.免疫学的検査の原理」Ⅶ標

識免疫測定法、Ⅷ 電気泳動法につ

いて調べる。復習：授業内容を教科

書・配布資料でする復習小テスト実

施する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

6 

教科書 第 3 章 『免疫学的検査の現場 』

「A.免疫学的検査の原理」について、復習&

演習問題 

教科書『第 3 章 免疫学的検査の現場 』「A.

免疫学的検査の原理」について、各

自で重要ポイントを整理する。復習

小テスト実施する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

7 

教科書 第 3 章 『免疫学的検査の現場 』

「B.免疫学的検査の実際」Ⅰ感染症の検査

① 

予習：教科書 第 3章 『免疫学的検査の現

場 』「B.免疫学的検査の実際」Ⅰ感

染症の検査について調べる。復習：

授業内容を教科書・配布資料でする

復習小テスト実施する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

8 

教科書 第 3 章 『免疫学的検査の現場 』

「B.免疫学的検査の実際」Ⅰ感染症の検査

② 

予習：教科書 第 3章 『免疫学的検査の現

場 』「B.免疫学的検査の実際」Ⅰ感

染症の検査について調べる。復習：

授業内容を教科書・配布資料でする

復習小テスト実施する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

9 

教科書 第 3 章 『免疫学的検査の現場 』

「B.免疫学的検査の実際」Ⅰ感染症の検査

③Ⅱアレルギーの検査 

予習：教科書 第 3章 『免疫学的検査の現

場 』「B.免疫学的検査の実際」Ⅰ感

染症の検査③、Ⅱアレルギーの検査

について調べる。復習：授業内容を

教科書・配布資料でする復習小テス

ト実施する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

10 

教科書 第 3 章 『免疫学的検査の現場 』

「B.免疫学的検査の実際」Ⅲ自己免疫疾患

関連検査① 

予習：教科書 第 3章 『免疫学的検査の現

場 』「B.免疫学的検査の実際」自己

免疫疾患関連検査について調べる。

復習：授業内容を教科書・配布資料

でする復習小テスト実施する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

11 

教科書 第 3 章 『免疫学的検査の現場 』

「B.免疫学的検査の実際」Ⅲ自己免疫疾患

関連検査② 

予習：教科書 第 3章 『免疫学的検査の現

場 』「B.免疫学的検査の実際」Ⅲ自

己免疫疾患関連検査について調べ

る。復習：教科書、配布資料を確認

する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

12 

教科書 第 3 章 『免疫学的検査の現場 』

「B.免疫学的検査の実際」Ⅳ免疫不全関連

検査Ⅴ腫瘍マーカー 

予習：教科書 第 3章 『免疫学的検査の現

場 』「B.免疫学的検査の実際」Ⅳ免

疫不全関連検査、Ⅴ腫瘍マーカーに

ついて調べる。復習：授業内容を教

科書・配布資料でする復習小テスト

実施する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

13 

教科書 Ⅴ腫瘍マーカー第 3章 『免疫学的

検査の現場 』「B.免疫学的検査の実際」Ⅵ血

清蛋白異常症関連検査 

予習：教科書 第 3章 『免疫学的検査の現

場 』「B.免疫学的検査の実際」Ⅵ血

清蛋白異常症関連検査について調

べる。復習：授業内容を教科書・配

布資料でする復習小テスト実施す

る。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 



14 

教科書 第 3 章 『免疫学的検査の現場 』

「B.免疫学的検査の実際」について、復習と

演習問題復習小テスト実施する。 

教科書 第3章 『免疫学的検査の現場』 「B.

免疫学的検査の実際」について、各

自で重要ポイントを整理する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

15 
第 3 章『免疫学的検査の現場』の総合復習

と演習問題 

予習：教科書、配布資料を見直す。配布演習

問題で免疫検査学全般について復

習する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.出席基準 2/3 以上 2.授業への出席、授業冒頭に実施する復習小テスト 3.定期試験 

 

2.30%3.

70% 



授業科目名 免疫検査学実習 (検査) 

主担当教員 竹岡 啓子 担当教員 竹岡 啓子／関根 将 

科目ナンバリング SS20BMTC021 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
金曜 2 限、金曜

3 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

免疫検査学 Ⅰ、Ⅱで学修した免疫の仕組みと生体防御、免疫と疾患の関わり、免疫学的検査法の知識を基に

試験管内での抗原抗体反応をはじめとする免疫検査法について理解を深める。実習する検査法の測定原理と

検査手技を修得し、各実習について検査結果の解析と評価ができるようになる。 

 

学修目標 

1．各測定法の原理を理解し説明できる。2．分析時のピペット操作を完全マスターする。3．分析機器等の適切な取

り扱いができる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習を通して免疫検査学について、より理解を深め検体検査全般に関連する免疫学の重要性を認識する。実

習は限られた時間内で行うため、共同実験者とのコミュニケーションを図り、疑問点はそのままにせずに１

つ１つ丁寧に理解できるよう心掛ける。予習・復習は 2時間ずつする。 

 

教科書 

配布する『免疫検査学実習の手引書』「最新臨床検査学講座 免疫検査学」 窪田哲朗編集/医歯薬出版 

 

参考書 

臨床免疫検査 技術教本  丸善出版 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7 階 研究室 10 ／在室時随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーションマイクロピペットの操

作法と精度チェック 

予習 ：マイクロピペットの操作法と実習内

容について、予習書（目的・方法・

対象）を作成する。復習：テーマ毎

にレポート（結果、考察、結語）を

作成提出する 

竹 岡 

啓子関

根 将

小 林 

渉 

2 抗原抗体反応(抗原測定）① 

予習 ：2 回目の実習内容について、予習書

（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹 岡 

啓子関

根 将

小 林 

渉 

3 抗原抗体反応(抗原測定）② 

予習 ：3 回目の実習内容について、予習書

（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹 岡 

啓子関

根 将

小 林 

渉 



4 抗原抗体反応(抗体測定）① 

予習 ：4 回目の実習内容について、予習書

（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹 岡 

啓子関

根 将

小 林 

渉 

5 抗原抗体反応(抗体測定）② 

予習 ：5 回目の実習内容について、予習書

（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹 岡 

啓子関

根 将

小 林 

渉 

6 補体結合反応検査① 

予習 ：6 回目の実習内容について、予習書

（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹 岡 

啓子関

根 将

小 林 

渉 

7 補体結合反応検査② 

予習 ：7 回目の実習内容について、予習書

（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹 岡 

啓子関

根 将

小 林 

渉 

8 梅毒検査① 

予習 ：8 回目の実習内容について、予習書

（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹岡 

啓

子

関

根 

将

小

林 

渉 

9 梅毒検査② 

予習 ：9 回目の実習内容について、予習書

（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹 岡 

啓子関

根 将

小 林 

渉 

10 免疫電気泳動① 

予習 ：10 回目の実習内容について、予習書

（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹岡 

啓

子

関

根 

将

小

林 

渉 

11 免疫電気泳動② 

予習 ：11 回目の実習内容について、予習

書（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹岡 

啓

子

関

根 

将

小

林 

渉 

12 二重免疫拡散法① 

予習 ：12 回目の実習内容について、予習

書（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹岡 

啓

子

関

根 

将

小

林 

渉 

13 二重免疫拡散法② 
予習 ：13 回目の実習内容について、予習

書（目的・方法・対象）を作成する。

竹岡 

啓



復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

子

関

根 

将

小

林 

渉 

14 酵素免疫測定法① 

予習 ：14 回目の実習内容について、予習

書（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹岡 

啓

子

関

根 

将

小

林 

渉 

15 酵素免疫反応法② 

予習 ：15 回目の実習内容について、予習

書（目的・方法・対象）を作成する。

復習：テーマ毎にレポート（結果、

考察、結語）を作成提出する。 

竹岡 

啓

子

関

根 

将

小

林 

渉 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 出席基準：4/5 以上 2. テーマ毎にレポートを提出。提出は 1 週間以内。 評価ポイントは結果、考察で

す。3. 成績評価方法：実習操作・結果・考察レポート 、定期試験 DP①④ 

 

2. 20％ 

3. 80％ 



授業科目名 輸血・移植検査学 (検査) 

主担当教員 押田 眞知子 担当教員 押田 眞知子 

科目ナンバリング SS20BMTB022 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

輸血は疾患に伴う貧血、また外傷や手術に伴う出血に対して不可欠な補充療法である。輸血用血液製剤は献

血によって得られる血液を原料としていることから原料の確保には限界がある。したがって適正な使用が必

要である。また輸血には免疫性・感染性、その他の副反応のリスクも存在する。本授業では安全で適正な輸

血療法に必要な、血液製剤の種類・特性・適正使用、輸血検査、輸血副反応などについて理解し、必要な知識

を習得することを目標とする。また、造血幹細胞移植や臓器移植について、移植における免疫反応、移植時

に必要な検査、移植時の輸血に関する注意点について、必要な知識を習得することを目的とする。HLA や移植

時の輸血に関しても正しい知識が必要となってきている。本授業では、安全で適正な輸血療法を行うために

必要な知識・検査方法を理解し、習得することを目標とする。 

 

学修目標 

安全で適正な輸血療法に必要な、血液製剤の種類・特性・管理方法・適正使用、輸血副反応などについて理解するこ

とをも目標とする。自己血輸血の適応・採血や保管方法などについて理解する。輸血検査を理解するために必要な赤

血球抗原と抗体、白血球抗原と抗体、血小板抗原と抗体について必要な知識を習得することを目標とする。輸血時に

必要な検査（血液型検査・不規則抗体検査・交差適合試験）について検査の目的・原理・検査方法を理解するために

必要な知識を習得することを目標とする。母児免疫（血液型不適合妊娠）の機序・検査 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

配布資料に目を通すなど、予習・復習を必ず行うこと。不明点については、その都度確認し理解するよう努

める事。 

 

教科書 

最新臨床検査学講座「免疫検査学」医歯薬出版株式会社配布資料 

 

参考書 

特に無し 

 

研究室／オフィスアワー 

授業日の非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
輸血療法について。輸血の歴史輸血用血液

製剤の製造方法・種類と特性 
予習：教科書の確認復習：授業資料の再確認  

2 

輸血療法に関する法律、指針輸血用血液製

剤の保存と管理輸血の目的、適応と製剤の

選択、輸血効果 

予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 



3 

輸血療法や輸血検査に必要な基礎知識血液

の役割、構成成分赤血球の抗原抗体反応に

関する基礎知識 

予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 

4 
輸血時に必要な検査 ABO 血液型について遺

伝・抗原と抗体・検査について 

予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 

5 
輸血時に必要な検査 Rh 血液型の遺伝・抗原

と抗体・検査について 

予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 

6 
ABO・Rh 以外の赤血球血液型の遺伝・抗原と

抗体について 

予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 

7 赤血球不規則抗体の意義と検査法について 
予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 

8 
交差適合試験の意義と検査法および結果の

解釈について 

予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 

9 
直接抗グロブリン試験の意義と検査法につ

いて 

予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 

10 
母児免疫について血液型不適合妊娠と検査

法、結果の解釈について 

予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 

11 

白血球抗原（HLA、HNA）の遺伝、抗原と抗体、

検査法について血小板抗原の抗原と抗体、

検査法について 

予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 

12 
輸血副反応の種類、原因、発生時の対応につ

いて 

予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 

13 

臓器・細胞移植医療と免疫反応、について臓

器・細胞移植の種類、免疫反応（拒絶反応、

移植後 GVHD）、検査、移植時の輸血に関する

注意点について臓器移植造血幹細胞移植 

予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 

14 

自己血輸血について自己血輸血の種類と適

応自己血の採血と保管管理、注意点につい

て輸血用血液製剤の保存と管理について 

予習：授業資料、教科書の確認復習：授業資

料の再確認 
 

15 
輸血療法に必要な知識、検査についてのま

とめ 

予習：今までの授業資料の確認復習：理解不

足の部分を理解する 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

筆記試験 

 
1 



授業科目名 輸血・移植検査学実習 (検査) 

主担当教員 押田 眞知子 担当教員 
押田 眞知子／竹岡 啓子／佐伯 

康匠 

科目ナンバリング SS20BMTC023 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 4 限、火曜

5 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

輸血を安全に実施するために最低限必要な基本的な技術の習得、および検査結果の解析と評価が行えるよう

に、血液型検査、赤血球不規則抗体検査、交差適合試験と適合血の選択、間接抗グロブリン試験、直接抗グロ

ブリン試験などについて実習する。 

 

学修目標 

安全な輸血療法を実施するために下記の項目について実習することで、輸血検査に関する正しい知識を得ること、基

本的な技術を習得できることを目標とする。各実習時に検査結果を発表し、レポートを作成することで検査結果の解

釈、説明、評価ができることを目標とする。実習項目はABO,RhD血液型検査、抗体価の測定、赤血球不規則抗体検査、

交差適合試験と適合血の選択、直接抗グロブリン試験および直接抗グロブリン試験陽性時の精査（抗体の解離および

感作抗体の特異性の確認）とする。〈DP①②④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

予習：輸血・移植検査学の講義資料・実習資料に目を通す復習：レポート作成を通じて検査の目的、検査原

理、技術、結果の解釈について理解する。 

 

教科書 

臨床検査学講座 免疫検査学（医歯薬出版株式会社）、輸血・移植検査学講義での配布資料、輸血・移植検査

学実習時の配布資料 

 

参考書 

臨床検査学講座 免疫検査学（医歯薬出版株式会社） 

 

研究室／オフィスアワー 

授業日の非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

輸血検査の流れ、検体に関する注意点、試

薬・器具の取り扱い方、その他実習時におけ

る注意点 ABO 血液型検査、RhＤ血液型検査 

① 試験管法、スライド法（ABO 血液型オモ

テ検査のみ） 

予習：講義資料および配布資料に目を通し

ておくこと復習：レポート作成を通

して、実習内容を理解する。 

押 田 

真知子

竹 岡 

啓子佐

伯 康

匠 

2 

ABO 血液型検査、RhＤ血液型検査 ② カラ

ム凝集法、試験管法 ABO オモテ検査・ウラ

検査不一致時の精査、吸着解離試験 RhD 陰

予習：講義資料および配布資料に目を通し

ておくこと復習：レポート作成を通

して、実習内容を理解する。 

押 田 

真知子

竹 岡 



性確認試験（間接抗グロブリン法） 啓子佐

伯 康

匠 

3 
抗体価の測定。凝集抑制試験による唾液中

の血液型物質の測定 

予習：講義資料および配布資料に目を通し

ておくこと復習：レポート作成を通

して、実習内容を理解する。 

押 田 

真知子

竹 岡 

啓子佐

伯 康

匠 

4 

赤血球不規則抗体検査（不規則抗体スクリ

ーニング検査、不規則抗体同定検査） 試験

管法（生理食塩液法、間接抗グロブリン法）、

カラム凝集法（間接抗グロブリン法） 

予習：講義資料および配布資料に目を通し

ておくこと復習：レポート作成を通

して、実習内容を理解する。 

押 田 

真知子

竹 岡 

啓子佐

伯 康

匠 

5 交差適合試験と適合血の選択 

予習：講義資料および配布資料に目を通し

ておくこと復習：レポート作成を通

して、実習内容を理解する。 

押 田 

真知子

竹 岡 

啓子佐

伯 康

匠 

6 

直接抗グロブリン試験直接抗グロブリン試

験陽性時の精査 直接抗グロブリン試験陽

性検体からの感作抗体の解離、解離液中の

抗体特異性の決定 

予習：講義資料および配布資料に目を通し

ておくこと復習：レポート作成を通

して、実習内容を理解する。 

押 田 

真知子

竹 岡 

啓子佐

伯 康

匠 

7 

実技試験 ABO,RhD 血液型検査 不規則抗

体検査 交差適合試験と適合血の選択 検

査結果報告書の作成 

輸血検査の流れ、検査内容、特に血液型、赤

血球不規則抗体検査、交差適合試

験、適合血の選択、報告書の作成に

ついて理解しておくこと。 

押 田 

真知子

竹 岡 

啓子佐

伯 康

匠 

8 
輸血・移植検査学実習のまとめ 実習内容

の復習と確認 
輸血・移植検査実習のまとめ 

押田 

真

知

子 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験②レポート点、実技試験〈DP①④〉 

 

①80 ％

②20％ 



授業科目名 生理機能検査学Ⅱ (検査) 

主担当教員 小宮山 恭弘 担当教員 小宮山 恭弘 

科目ナンバリング SS20BMTB025 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理機能検査学Ⅰでの学修内容をベースに、各々の検査での異常所見について学修を深める。検査所見の特

徴とそこから予測される疾患を学修する。内容は、循環器系検査（各種異常心電図、各種異常心音図、脈波伝

搬速度、足関節上腕血圧比）、神経・筋機能検査（脳波、針筋電図、神経伝導検査、脳幹誘発脳波（術中生体

情報モニタリング含む）、精密呼吸機能検査（機能的残気量・クロージングボリューム・DLco)、終夜睡眠ポリ

グラフ検査、動脈血ガス分析、磁気共鳴画像法（MRI)などの諸検査について、測定意義（検査目的）や注意

点、検査にあたっての安全・感染対策について学修する。これらの生理学的検査を通して、臨床検査技師の

役割、病院の外来・病棟・手術室などにおける検査の多様なニーズについても学修する。さらに、臨床現場で

起こりうる患者急変時（パニック値）での対応法についても教授する。※本科目は実務経験のある教員等に

よる授業科目です 

 

学修目標 

循環器・呼吸器・神経生理・その他検査での測定原理・基本的な検査手技を学修する。各検査での、異常所見と疾患

名の紐付けが行えるように系統的に学習する。1．生理機能検査業務での患者対応、患者心理を理解する。2．異常心

電図（頻脈性・徐脈性不整脈）の臨床的意義を理解する。3．異常心電図（心筋疾患）の臨床的意義を理解する。運動

負荷心電図の負荷量の決定方法、陽性（異常）判定基準を理解する。4．ホルター心電図と安静時12誘導心電図法と

の違い、ホルター心電図検査の適応疾患を理解する。5．脈波伝搬速度 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

異常所見を見る際に重要なことは、基本的知識がきちんと整理できているかが重要となる。正常所見をしっ

かり学修した上で、どこに違いがあり、なぜ違いが生じるかを学んで欲しい。検査目的（検査意義）はもちろ

ん、各種検査の異常から予想される疾患とその特徴をきちんと理解し、正しい検査結果の解釈法を学ぶこと

で臨床側の多様なニーズに応える臨床検査技師を目指して欲しい。 

 

教科書 

JAMT 技術教本シリーズ循環器機能検査技術教本  じほう社 JAMT 技術教本シリーズ呼吸機能検査技術教本  

じほう社 JAMT 技術教本シリーズ神経生理検査技術教本  じほう社 

 

参考書 

適時プリント配布し補足する 15 回目講義はインターネット情報などを閲覧する 

 

研究室／オフィスアワー 

脇 英彦研究室 （月）16：30～17：30 （火）16：30～17：30 小宮山 恭弘研究室 （月）16：30～17：

30 （火）16：30～17：30 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 異常心電図  頻脈性不整脈① 期外収縮について調べておく。 
脇 小

宮山 

2 異常心電図 徐脈性不整脈② 人工ペースメーカーについて調べておく。 
脇 小

宮山 

3 異常心電図 伝導異常 伝導障害について調べる 
脇 小

宮山 

4 異常心電図 虚血性心疾患 急性心筋梗塞について調べておく。 
脇 小

宮山 

5 
負荷心電図 マスター2 段階負荷心電図 

トレッドミル心電図 

発作性心房細動、異形（安静時）狭心症につ

いて調べておく。 

脇 小

宮山 

6 
精密呼吸機能検査（機能的残気量・クロージ

ングボリューム・DLco) 
肺での拡散について調べておく。 

脇 小

宮山 

7 異常心音図 収縮期雑音・拡張期雑音について調べる 
脇 小

宮山 

8 動脈硬化と脈管系検査 
PAD（下肢動脈閉塞性疾患）についてを調べ

る 

脇 小

宮

山 

9 異常脳波 ① てんかん てんかんの種類を調べる 
脇 小

宮山 

10 
異常脳波 ② 代謝性疾患 ウイルス感染

等が原因の異常脳波 
プリオンについて調べておく。 

脇 小

宮

山 

11 

異常筋電図  脳幹誘発反応 （ABR 

SEP(術中モニタリング含む）VEP 事象関連

電位（P-300)認知機能検査（認知症の検査） 

脳幹の働きと大脳の部位別役割について調

べる 

脇 小

宮

山 

12 異常筋電図 針筋電図 
筋原性疾患と神経原性疾患について調べて

おく。 

脇 小

宮

山 

13 
睡眠呼吸検査 中枢型・閉塞型・混合型 低

呼吸 
睡眠時無呼吸症候群について調べる 

脇 小

宮

山 

14 眼底検査  光トポグラフィー検査 

高血圧症・糖尿病での眼底所見について理

解する。緑内障の眼底所見特徴につ

いて調べる 

脇 小

宮

山 

15 味覚検査・嗅覚検査・聴力検査 味覚異常・臭覚異常について調べる 

脇 小

宮

山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

1．小テスト 30 点  2 講義目より前回の授業範囲の重要部分について小テストを実施。  解説を行い

前回授業の習熟度のチェックを行う。2．定期試験 70 点 

 

1 ．

30%2 ．

70% 



授業科目名 生理機能検査学実習 I (検査) 

主担当教員 小宮山 恭弘 担当教員 
小宮山 恭弘／脇 英彦／田上 

展子 

科目ナンバリング SS20BMTB026 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理機能検査学Ⅰ Ⅱでの学修内容をベースに、各種機器の特徴やその取扱い、医療現場における多様なニ

ーズについて学修する。検査時の患者対応と注意点（患者プライバシー保護）、安全に検査を実施するための

方法・感染症対策について学修する。内容は、循環器系検査（安静心電図、マスター負荷心電図）、神経・筋

機能検査（脳波、神経伝導検査、脳幹誘発脳波について、機器の設定や検査方法を模擬患者（学生同士）を用

いて実践する。これらの生理学的検査を通して、臨床検査技師の役割、病院の外来・病棟・手術室などにおけ

る検査の多様なニーズについても学修する。さらに、臨床現場で起こりうる患者急変時（パニック値）での

対応法についても教授する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です。 

 

学修目標 

生理機能検査の手技 機器の取り扱いの習得を目指す〈DP①④〉①患者プライバシーに配慮した、患者対応について

説明できる。②安静時心電図の測定方法と心電図機器の機器規格や安全対策方法を説明できる。。四肢誘導・胸部誘

導電極を装着できる。 アーチファクトの種類とその対応方法を説明できる。③マスター負荷心電図を測定できる。

検査の禁忌を説明できる。④神経伝導速度検査の測定方法が説明できる。⑤脳幹誘発反応検査の電極位置を説明でき

る。⑥脈波伝搬速度 足関節上腕血圧比の測定方法を説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

心電図 呼吸機能 脳波 筋電図 脈波伝搬速度の検査手技検査意義について事前に予習をして臨むこと 

実習時には白衣着用のこと 爪などは短く清潔に保っておくこと 

 

教科書 

JAMT 技術教本シリーズ 循環器機能検査 JAMT 技術教本シリーズ 呼吸機能検査 JAMT 技術教本シリーズ 

神経生理検査 

 

参考書 

適時資料配布 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日１８時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 心電図検査 1 患者呼び込み 心電図誘導法について学ぶ 
小宮山 

脇 

2 心電図検査 2 
心電図誘導法（復習）心電図アーチファクト

について学ぶ 

小宮山 

脇 



3 心電図検査 3 
心電図誘導（復習）心電図ファイリングシス

テムについて学ぶ 

小宮山 

脇 

4 心電図検査 4 
四肢誘導 胸部誘導の手技について実技試

験を行う 

小宮山 

脇  田

上 

5 呼吸機能 1 患者呼び込み 肺活量測定法について学ぶ 
小宮山 

脇 

6 呼吸機能 2 
肺活量測定法について学ぶ(復習）努力性肺

活量について学ぶ 

小宮山 

脇 

7 呼吸機能 3 
肺活量及び努力性肺活量測定時のデータ妥

当性についての検証方法を学ぶ 

小宮山 

脇 

8 呼吸機能 4 肺活量測定手技において実技試験を行う 
小宮山 

脇 

9 呼吸機能 5 
努力性肺活量測定手技について実技試験を

行う 

小宮山 

脇 

10 脈波伝搬速度 足関節上腕血圧比 
脈波伝搬速度 足関節上腕血圧比 測定手

技を学ぶ 

小宮山 

脇 

11 脳波 1 
CZ A1 A2 FP1 FP2 O1 O2 T3 T4 の

各電極位置を予習しておく 

小宮山 

脇 

12 脳波 2 

前回授業で習得した電極位置に加え、F7 

F8T5 T6 の電極位置について予

習しておく 

小宮山 

脇 

13 脳波 3(総合） 

前回授業で習得した電極位置に加え、F3 

F4C3 C4 P3 P4 の電極位置を予習

しておくこと 

小宮山 

脇 

14 神経伝導速度検査 運動神経 NCS について予習しておく 
小宮山 

脇 

15 ホルター心電図解析 不整脈について予習しておく 
小宮山 

脇 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

心電図及び呼吸機能実技試験 30％ 実技試験にて授業の習熟度についてのチェックを行う。定期試験 

70％ レポートの提出に加え 4/5 以上の出席を要する〈DP①④〉 

 

実技 30

試験 70 



授業科目名 生理機能検査学実習 II (検査) 

主担当教員 小宮山 恭弘 担当教員 
小宮山 恭弘／脇 英彦／田上 

展子 

科目ナンバリング SS20BMTB027 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理機能検査学Ⅰ Ⅱでの学修内容をベースに、各種機器の特徴やその取扱い、医療現場における多様なニ

ーズについて学修する。検査時の患者対応と注意点（患者プライバシー保護）、安全に検査を実施するための

方法・感染症対策について学修する。内容は、循環器系検査 （脈拍測定 CV-R-R 検査 血圧測定 足関節

上腕血圧比測定 マスター2段階負荷心電図） 神経・筋機能検査（脳波、神経伝導検査運動誘発電位検査、

体性感覚誘発電位検査 造影超音波検査時の造影剤注入 直腸肛門検査 消化器内視鏡（組織生検手技） 喀

痰吸引（経鼻・気管カニューレ）嗅覚 味覚検査 熱画像検査（サーモグラフィー）について、機器の設定や

検査方法を模擬患者（学生同士）を用いて実践する。MRI 核磁気共鳴の測定原理と検査時の注意について学

修する。これらの生理学的検査を通して、臨床検査技師の役割、病院の外来・病棟・手術室などにおける検査

の多様なニーズについても学修する。さらに、臨床現場で起こりうる患者急変時（パニック値）での対応法

についても教授する。※本科目は 30 年以上の実務経験のある教員等による授業科目です。 

 

学修目標 

生理機能検査全般について幅広い知識を習得する。〈DP①④〉①患者プライバシーに配慮した、患者対応について説

明できる。②脈拍測定 CVR-R検査 血圧測定 足関節上腕血圧比の手順と方法を説明できる。③マスター負荷心電

図を測定できる。検査の禁忌を説明できる。ホルター心電図検査の電極位置を説明できる。④神経伝導速度検査の測

定方法が説明できる。⑤脳幹誘発反応検査 運動誘発電位検査、体性感覚誘発電位検査の検査目的 検査手順を説明

できる。⑥脈波伝搬速度 足関節上腕血圧比の測定方法を説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

3 年生後期の臨地実習への準備として生理機能検査の機器についての知識と各検査の基本手技を習得してほ

しい。生理検査業務は患者と接する業務であり、患者対応や検査の意義説明ができることが重要である。患

者に安心して検査を受けてもらえるように検査知識とそれを説明できるコミュニケーション能力を培って欲

しい。 

 

教科書 

JAMT 技術教本シリーズ 循環器機能検査 JAMT 技術教本シリーズ 呼吸機能検査 JAMT 技術教本シリーズ 

神経生理検査 

 

参考書 

適時資料配布する 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日１８時 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
心電図記録 ファイリングシステム CV R-R

検査 

心電図基本手技 CV-R-R 間隔検査について

予習しておく 

小宮山 

脇 

2 血圧測定 足関節上腕血圧比 血圧測定の方法について調べておく。 
小宮山 

脇 

3 運動誘発電位検査、体性感覚誘発電位検査 脳幹誘発脳波について調べておく。 
小宮山 

脇 

4 脳波 過呼吸賦活 光刺激時 脳波検査 賦活法について予習しておく 
小宮山 

脇 

5 直腸肛門検査 
大腸の解剖と機能について予習をしてお

く。 

小宮山 

脇 

6 消化器内視鏡（組織生検手技） 胃の解剖と機能について予習しておく。 
小宮山 

脇 

7 喀痰吸引（経鼻・気管カニューレ） 気道の解剖について予習をしておく。 
小宮山 

脇 

8 
超音波造影検査の適応疾患と静脈ルート

（側管）からの造影剤注入 
超音波造影剤について調べておく。 

小宮山 

脇 

9 嗅覚検査 嗅覚障害について調べておく 
小宮山 

脇 

10 味覚検査 味覚障害について調べておく。 
小宮山 

脇 

11 サーモグラフィ画像検査 
サーモグラフィーの測定原理について予習

しておく 

小宮山 

脇 

12 ホルター心電図検査 NASA CM5 誘導について調べておく。 
小宮山 

脇 

13 MRI1 MRI 原理について予習しておく 
小宮山 

脇 

14 MRI2 MRI 造影剤について予習しておく 
小宮山 

脇 

15 MRI3 
MRI  検査時の注意点について予習してお

く 

小宮山 

脇 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート 30  レポート課題について、解説を行い前回授業の習熟度のチェックを行う。定期試験 704/5 レ ポ ー



以上の出席を要する（DP①④〉 

 

ト 30 試

験 70 



授業科目名 画像検査学 (検査) 

主担当教員 脇 英彦 担当教員 脇 英彦／小宮山 恭弘 

科目ナンバリング SS20BMTC028 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
金曜 2 限、金曜

3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

画像検査学は、診療・治療等で広く行われている医用画像診断の方法、原理、手順、測定装置、データ管理・

保存の方法、安全対策、画像所見判読の仕方を学修する。臨床検査技師が業務として行えるものは、超音波

検査、磁気共鳴画像検査、サーモグラフィーなどに限られているが、画像診断では、多くの方法で得られた

画像と生化学検査を総合的に判断する能力が必要とされている。超音波検査、レントゲン検査、CT、内視鏡

検査、血管撮影、PET 等の画像の基礎的知識と実際の画像から判読について学修する。 

 

学修目標 

超音波検査、X線検査、CT、内視鏡検査、血管撮影、PET等の画像の基礎的知識と実際の画像からの判読できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

診療の実践で行われている画像診断を模擬経験し、病院で行われている診断・治療の内容を理解できるよう

に心がける。 

 

教科書 

生理機能検査学 東條尚子 他 医歯薬出版 ISBN978-4-263-22310-0 C3347 

 

参考書 

超音波検査技術教本 日本臨床衛生検査技師会 じほう ISBN978-4-8407-4748-6 C3347 

 

研究室／オフィスアワー 

脇 英彦研究室 （月）16：30～17：30 （火）16：30～17：30 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 MRI 検査の原理と造影剤の種類 MRI の原理を調べる。（2時間） 脇英彦 

2 超音波検査の基本的解剖構造（循環器） 循環器の解剖学的構造を調べる。（2時間） 脇英彦 

3 超音波検査の基本的解剖構造（肝胆膵） 肝胆膵の解剖学的構造を調べる。（2時間） 脇英彦 

4 超音波検査の基本的解剖構造（表在臓器） 
乳腺、甲状腺の解剖学的構造を調べる。（2時

間） 
脇英彦 

5 画像診断 症例分析 1 （循環器） 
提示症例の疾病について予習・復習する。（2

時間） 
脇英彦 

6 画像診断 症例分析 2 （循環器） 
提示症例の疾病について予習・復習する。（2

時間） 
脇英彦 

7 画像診断 症例分析 3 （循環器） 
提示症例の疾病について予習・復習する。（2

時間） 
脇英彦 

8 画像診断 症例分析 4 （循環器） 
提示症例の疾病について予習・復習する。（2

時間） 
脇英彦 



9 画像診断 症例分析 5 （循環器） 
提示症例の疾病について予習・復習する。（2

時間） 
脇英彦 

10 画像診断 症例分析 1 （肝胆膵） 
提示症例の疾病について予習・復習する。（2

時間） 
脇英彦 

11 画像診断 症例分析 2 （肝胆膵） 
提示症例の疾病について予習・復習する。（2

時間） 
脇英彦 

12 画像診断 症例分析 3 （肝胆膵） 
提示症例の疾病について予習・復習する。（2

時間） 
脇英彦 

13 画像診断 症例分析 4 （肝胆膵） 
提示症例の疾病について予習・復習する。（2

時間） 
脇英彦 

14 画像診断 症例分析 1 （表在臓器） 
提示症例の疾病について予習・復習する。（2

時間） 
脇英彦 

15 画像診断 症例分析 2 （表在臓器） 
提示症例の疾病について予習・復習する。（2

時間） 
脇英彦 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．小テスト 2.定期試験フィードバック：小テストは返却し、低解答率問題の解説を行う。定期試験の返却

はなし。 

 

1．小テ

ス ト 

20 ％ 2.

定 期 試

験 

80％ 



授業科目名 超音波検査学Ⅰ (検査) 

主担当教員 脇 英彦 担当教員 
脇 英彦／小宮山 恭弘／田上 

展子 

科目ナンバリング SS20BMTC029 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

心臓超音波検査及び血管（頚動脈・下肢静脈）検査基本技術を習得する。超音波の性質（物理特性） アーチ

ファクトや機器の設定方法を習得する。臓器別（血管別）の検査方法を習得する。超音波装置における機器

構造と取り扱い方法を理解するとともに、検査にあたっての患者心理と対応方法・安全対策・感染対策方法

を習得する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

心臓超音波検査(Bモード Mモード Doppler THI )各モードでの検査ができる。正常断層像を描出することができ

る。頚動脈検査及び下肢静脈検査ができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

心臓及び血管の超音波検査は、計測系の検査であり、超音波の基本原理をしっかりとイメージしながらきれ

いな画像を描出するテクニック（技術）を身に付けてもらいます。 

 

教科書 

医歯薬出版 心臓超音波テキスト 第 2 版 日本超音波検査学会 監修 増田喜一 遠田栄一 編集医歯薬

出版 血管超音波テキスト 日本超音波検査学会監修 

 

参考書 

じほう社 JAMT 技術教本シリーズ 超音波検査技術教本 一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 監修 

 

研究室／オフィスアワー 

脇研究室/月曜 火曜 18 時～小宮山研究室/月曜 、木曜 18 時～ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 心臓超音波検査総論 心臓構造と循環生理を理解しておく 
脇、小

宮山 

2 心臓超音波 B モード画像 左室短軸像 左室長軸像 心尖部像 
脇、小

宮山 

3 心臓超音波 左心機能計測 左心機能計測法を調べておく 
脇、小

宮山 

4 心臓超音波 Doppler 法 4 つの弁の狭窄、閉鎖不全調べておく 
脇、小

宮山 

5 心臓超音波 THI 法 拡張能の計測法について調べておく 
脇、小

宮山 

6 頚部動脈超音波総論 頚動脈 椎骨動脈の解剖を理解する 
脇、小

宮山 

7 頚部動脈超音波 IMT 計測 IMT 計測法と年齢毎基準値を調べる 
脇、小

宮山 



8 頚部超音波 Doppler 法 頚部血管流速波形を調べておく 

脇、小

宮

山 

9 経頭蓋超音波総論 事前配布資料にて予習 
脇、小

宮山 

10 経頭蓋超音波 Doppler 法 事前配布資料にて予習 

脇、小

宮

山 

11 下肢血管超音波総論 下肢血管の検査意義を調べる 

脇、小

宮

山 

12 下肢血管超音波 動脈 Doppler 法 下肢動脈の構造を理解しておく 

脇、小

宮

山 

13 下肢血管超音波 静脈 B モード法 下肢静脈の構造を理解しておく 

脇、小

宮

山 

14 下肢血管超音波 静脈 Doppler 法 深部静脈血栓症について調べる 

脇、小

宮

山 

15 演習全体のまとめと振り返り 1-14 演習内容を復習しておく 

脇、小

宮

山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. レポート30％  レポート課題について解説を行い、前回授業の習熟度のチェックを行う。2. 定期試験

70％3. 4/5 以上の出席が必要 

 

1.30 ％

2.70％ 



授業科目名 超音波検査学Ⅱ (検査) 

主担当教員 脇 英彦 担当教員 
脇 英彦／小宮山 恭弘／田上 

展子 

科目ナンバリング SS20BMTC030 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

腹部超音波検査及び表在（甲状腺・乳腺）検査基本技術を習得する。超音波の性質（物理特性） アーチファ

クトや機器の設定方法を習得する。臓器別の検査方法を習得する。超音波装置における機器構造と取り扱い

方法を理解するとともに、検査にあたっての患者心理と対応方法・安全対策・感染対策方法を習得する。腹

部造影超音波検査法を理解する。造影剤の副作用・禁忌事項を理解する。 静脈ルート確保法と側管からの

造影剤注入法について理解する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

腹部超音波検査(上腹部 消化管 腎尿路系)検査ができる。正常断層像を描出することができる。甲状腺・乳腺超音

波基本断面が描出できる。超音波装置における機器構造と取り扱い方法を説明できる。検査にあたっての患者心理と

対応方法・安全対策・感染対策方法について説明できる。腹部造影超音波での造影剤の副作用・禁忌事項を説明でき

る。 静脈ルート確保法と側管からの造影剤注入法について理解し説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

腹部、甲状腺、乳腺超音波検査は、診断系の検査であり、超音波の基本原理をしっかりとイメージしながら

きれいな画像を描出するテクニック（技術）を身に付けてもらいます。またレポートについても学びます。 

 

教科書 

医歯薬出版 日超検 腹部超音波テキスト 第 2 版 日本超音波検査学会 監修 関根智紀 南里和秀 編

集 

 

参考書 

じほう社 JAMT 技術教本シリーズ超音波検査技術教本   一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 監

修 

 

研究室／オフィスアワー 

脇研究室/月曜 火曜 18 時～小宮山研究室/月曜 、木曜 18 時～ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 腹部超音波検査総論 各臓器の解剖を理解しておく 
脇 小

宮山 

2 腹部超音波 肝臓 1 肝臓のクイノ-8 区域を理解しておく 
脇 小

宮山 

3 腹部超音波 肝臓 2 胆管 門脈 肝動脈を理解する 
脇 小

宮山 

4 腹部超音波 胆嚢 胆嚢の構造を理解しておく 
脇 小

宮山 



5 腹部超音波 脾臓 腎臓 脾臓 腎臓の構造を理解しておく 
脇 小

宮山 

6 腹部超音波 膵臓 膵臓の構造を理解しておく 
脇 小

宮山 

7 腹部超音波 胃 大腸 胃 小腸 大腸の構造を理解する 
脇 小

宮山 

8 腹部超音波 Doppler 法 門脈 肝静脈流速波形を調べておく 

脇 小

宮

山 

9 腹部超音波 泌尿器 婦人科 膀胱 前立腺 婦人科臓器を調べる 
脇 小

宮山 

10 甲状腺超音波総論 甲状腺の構造を理解しておく 

脇 小

宮

山 

11 甲状腺及び副甲状腺 甲状腺検査の意義を調べる 

脇 小

宮

山 

12 腹部造影検査  患者急変時の対応方法 

肝臓の血流支配（門脈・肝動脈）について調

べておく。クッパ―細胞の機能につ

いて調べておく。 

脇 小

宮

山 

13 乳腺超音波 B モード法 乳腺超音波での走査法を理解する 

脇 小

宮

山 

14 乳腺超音波 SW エラストグラフィ- Shear wave 法について調べる 

脇 小

宮

山 

15 
腹部・甲状腺・乳腺超音波検査、腹部造影検

査の検査結果の解析と評価 
1-14 演習内容を復習しておく 

脇 小

宮

山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1． レポート   30 点 レポート課題について解説を行い 前回授業の習熟度チェックを行う。2．定期試験 

70 点・全授業のうち出席 4/5 以上を必要とする 

 

1.30%2.

70% 



授業科目名 検査総合管理学 (検査) 

主担当教員 竹岡 啓子 担当教員 竹岡 啓子／小林 渉 

科目ナンバリング SS20BMTC031 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
水曜 2 限、水曜

3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

検査総合管理学は、臨床検査技師の役割と使命を学修して、臨床検査の管理に必要な事項を総括的に知り、

日々変化する医療状況の中で臨床検査室の管理体制の構築の確立、信頼性の高い検査結果を提供するための

幅広い知識の修得を目指す。医療状況の変化を理解し、医療における臨床検査の位置づけを学修する。※本

科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

臨床検査部門における臨床検査技師の職業倫理と守秘義務、検査体制と業務内容、組織、人事、情報、財務、物品、

検査機器等の管理と医療安全、感染性廃棄物の管理について学修する。また、検査成績の信頼性を高める精度管理と

品質保証について学修する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．医療人としての臨床検査技師の心構えを理解する。2．臨床検査の精度管理を理解するように努める。3．

講義終了後のノート整理とまとめの作業で、検査総合管理学の理解と確認をする。4．予習・復習は 2時間ず

つする。 

 

教科書 

最新臨床検査学講座検査総合管理学 高木 康、三村邦裕編 医歯薬出版 ISBN978―4―263―22366―6 C3347

標準採血法ガイドライン GP4-A3 JCCLS 日本臨床検査標準協議会 

 

参考書 

バイオサイエンスの統計学 市原 清志著 必要な資料を随時配布 

 

研究室／オフィスアワー 

竹岡 啓子研究室/ 在室時随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教科書：第 1 章『臨床検査技師の役割と使

命』臨床検査の重要性、臨床検査技師の役

割、チーム医療との関わり、業務拡大 

予習：臨床検査技師の職業倫理と社会的貢

献について調べる。復習：講義内容

をノート整理する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

2 

教科書：第 2 章『臨床検査の意義』診断方

法の変遷、臨床検査の目的（スクリーニング

検査、精密検査、確定診断のための検査、診

察前検査、緊急検査、コンパニオン検査）に

応じた検査運用を学修する。 

予習：臨床検査の診断法や臨床検査の目的

について調べる。復習：講義内容を

ノート整理する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

3 

教科書：第 3 章『検査管理の概念』医療法

改正による医療サービス供給体制の制度改

革、検査管理の定義（医療機関と検査部門、

予習：医療機関の組織編制について調べる

復習：講義内容をノート整理する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 



臨床検査室の評価）、検査部門の役割、検査

の倫理（患者と検体の確認、検体の倫理規

定） 

4 

教科書：第 4 章『検査部門の組織と業務』

①検査体制の変遷（中央化、システム化、

POCT、OTC 検査、在宅医療、衛生検査所）、

検査部門の組織（病院、検査部、診療支援部） 

予習：検査体制の中央化になった意義につ

いて調べる。復習：講義内容をノー

ト整理する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

5 

教科書：第 4 章『検査部門の組織と業務』

②検査部門の業務（日常検査、迅速検査、治

験）、チーム医療 

予習：チーム医療の意義について調べる。復

習：講義内容をノート整理する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

6 

教科書：第 5 章『検査部門の管理と運営』

①業務管理（外部評価の導入、各種マニュア

ルの作成、検査成績の管理、人事管理）、検

査機器管理（購入、メンテナンス）、物品管

理（検査試薬・器材）、 

予習：検査部門における外部評価について

調べる。復習：講義内容をノート整

理する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

7 

教科書：第 5 章『検査部門の管理と運営』

②情報管理（個人情報保護、セキュリティ確

保、個人情報保護のための研修・教育など）、

財務管理（収支バランス）、医療安全（医療

事故と医療過誤、インシデント、医療事故対

策） 

予習：医療過誤について調べる。復習：講義

内容をノート整理する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

8 

教科書：第 5 章『検査部門の管理と運営』

③感染対策（標準予防策、針刺しと予防策）、

安全衛生管理（電気、医療ガス、薬品、感染

性医療廃棄物、労働衛生管理、災害対策） 

予習：感染性医療廃棄物の定義と分類につ

いて調べる。復習：講義内容をノー

ト整理する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

9 

教科書：第 6 章『検査の受付と報告』検査

受付、検体の前処理、検査結果の報告（異常

データ、パニック値の連絡、検査結果の保

存） 

予習：臨床検査におけるパニック値につい

て調べる。復習：講義内容をノート

整理する。 

竹 岡 

啓子小

林 渉 

10 

教科書：第 7 章『検査の精度保証』①精度

管理の概略（クオリティマネジメント、臨床

検査に関する国際標準化、臨床検査室の品

質と能力、必要な統計学） 

予習：臨床検査に関する標準化について調

べる。復習：講義内容をノート整理

する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

11 

教科書：第 7 章『検査の精度保証』②誤差

（真度と精密さ、測定の不確かさ、誤差の許

容限界、管理限界）、単位（化学分析の単位、

酵素活性の単位、SI 単位）教科書：第 7 章

『検査の精度保証』③精度管理法（方法の分

類、内部精度管理、外部精度管理、検査過誤

の管理） 

予習：検査の国際標準化について調べる。復

習：講義内容をノート整理する 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

12 

教科書：第 7 章『検査の精度保証』③精度

管理法（方法の分類、内部精度管理、外部精

度管理、検査過誤の管理） 

予習：内部精度管理と外部精度管理の違い

について調べる。復習：講義内容を

ノート整理する 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

13 

教科書：第 7 章『検査の精度保証』④標準

化（標準物質、トレーサビリティ連鎖）、測

定法信頼性の評価（技術的評価、検査結果の

評価） 

予習：トレーサビリティ連鎖について調べ

る。復習：講義内容をノート整理す

る。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

14 

採血の目的、採血（標準採血法ガイドライ

ン）時の安全管理（注意事項・留意点等）に

ついて学修する。 

標準採血法ガイドラインの内容を確認す

る。復習：講義内容をノート整理す

る 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 



15 

採血手順・手技（標準採血法ガイドライン）

について採血シュミレータを用いて学修す

る。 

予習：採血手技とリスクについて調べる。復

習：講義内容をノート整理する。 

竹岡 

啓

子

小

林 

渉 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①出席基準 2/3 以上②小テスト     20 点③定期テスト 80 点 

 

②20%

③80% 



授業科目名 医療情報科学 (検査) 

主担当教員 小宮山 恭弘 担当教員 小宮山 恭弘 

科目ナンバリング SS20BMTC032 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 1 限、月曜

2 限、火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1 年次から 3 年次で学習した専門科目の学習内容と、その報告形式や報告形態について学修する。病院（医

療）情報システムと臨床検査情報システム（検体・輸血・微生物・病理・生理検査）について学修する。コン

ピュータネットワークについて学修する。ネットワーク構成と通信プロトコルについて学修する。臨床検査

部門システムや電子カルテとの連携 病院セキュリティを学修する。医療情報の概念と情報収集及びその処

理法について学修する。医療情報システムを利用する際の、情報倫理と危機管理法について学修する。 個

人情報保護、情報の秘匿・暗号化、情報の 1次利用と 2次利用について学修する。 

 

学修目標 

情報系・統計に強い研究能力の高い、臨検査技師を目指す。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

臨床検査技師として働く際に、役立つ情報管理技術知識と、3年間学習してきた専門科目の内容を授業に盛り

込みます。臨地実習で学んだ知識と学校で学んだ知識を再確認する良い機会にしてください。 

 

教科書 

医療情報 情報処理技術編 （日本医療情報学会医療情報技師育成部会）  篠原出版 

 

参考書 

医療情報 病院システム編（日本医療情報学会医療情報技師育成部会）  篠原出版医葉薬出版 臨床検査

学講座 一般検査、血液検査、臨床化学、移植輸血学、微生物学、病理学、生理機能検査学を適時教員の指示

により使用する。 

 

研究室／オフィスアワー 

小宮山研究室/月 木  18 時以降 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

コンピュータシステムと情報の概念及び情

報収集法・処理法について 医療情報の危

機管理  個人情報保護法の制定と背景  

情報の秘匿と暗号化の必要性について  

情報の 1次利用と 2次利用について 

P3-64 小宮山 

2 プログラミング データベース P65-115 小宮山 

3 

ネットワーク技術と情報セキュリティー  

ネットワーク構成と通信プロトコル・ネッ

トワークセキュリティについて 

P119-349 小宮山 



4 臨床検査情報システム 適時指示する 小宮山 

5 臨床検査とシステム 2 適時指示する 小宮山 

6 臨床検査とシステム 3 適時指示する 小宮山 

7 臨床検査とシステム 4 配布資料 小宮山 

8 臨床検査とシステム 5 配布資料 小宮山 

9 病院部門システム 医事 薬剤 看護 配布資料 小宮山 

10 病院部門システム 臨床検査 1 配布資料 小宮山 

11 病院部門システム 臨床検査 2 配布資料 小宮山 

12 
病院部門システム 画像情報管理 DICOM

接続 
配布資料 小宮山 

13 画像情報機器とネットワーク接続 配布資料 小宮山 

14 臨床検査部門での精度管理手法 1 配布資料 小宮山 

15 臨床検査部門での精度管理手法 2 配布資料 小宮山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1 小テスト 30 点     2 講義目より前回の授業範囲の重要部分について小テストを実施。   解説を

行い前回授業の習熟度のチェックを行う。2. 定期試験 70点 授業は各担当教員のオムニバス形式で行

うため、時間割については担当教員の指示に従うこと。 出席は補講を含め 2/3 以上とする。 

 

① 

30 ％ ② 

70％ 



授業科目名 関係法規 (検査) 

主担当教員 小林 渉 担当教員 小林 渉 

科目ナンバリング SS20BMTC033 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

関係法規は、臨床検査技師として臨床検査業務に必要な法規を学び、業務遂行の指針とする知識を教授する。

また、チーム医療で適切な行動がとれるよう関連領域の法規や臨床検査に関連して起こりやすい医療過誤を

知り、それらを未然に防ぐ医療安全を教授する。 

 

学修目標 

医事法学の概要、臨床検査技師等に関する法律と政令、臨床検査技師等に関する省令、臨床検査技師に関する通達ま

たは通知、医療従事者の法規、医療関係法規について学修する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．医療人としての臨床検査技師の心構えを理解する。２．臨床検査技師の法律を理解するように努める。

３．講義終了後のノート整理とまとめの作業で、関係法規の理解と確認が重要である。 

 

教科書 

最新臨床検査学講座  関係法規 宮島喜文他 医歯薬出版 ISBN978―4―263―22383―3 C3347 

 

参考書 

必要資料は随時配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日 16：00-17：00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
憲法および関係法規臨床検査技師等に関す

る法律（免許、試験） 

予習：臨床検査技師等に関する法律（免許、

試験）について調べる。(1 時間)復

習：講義内容をノート整理する。(1

時間) 

小林渉 

2 
臨床検査技師等に関する法律（業務、衛生検

査所） 

予習：臨床検査技師の業務について調べる。

(1 時間)復習：講義内容をノート整

理する。(1 時間) 

小林渉 

3 医事法規（医療法、医師法）の概論 

予習：医事法規（医療法、医師法）について

調べる。(1 時間)復習：講義内容を

ノート整理する(1 時間) 

小林渉 

4 
医事法規（保健師助産師看護師法、診療放射

線技士法、臨床工学技士法）の概論 

予習：保健師助産師看護師法、診療放射線技

士法、臨床工学技士法について調べ

る。(1 時間)復習：講義内容をノー

ト整理する。(1 時間) 

小林渉 

5 薬事法規の概論 

予習：薬事法規について調べる。(1 時間)復

習：講義内容をノート整理する。(1

時間) 

小林渉 



6 

保健衛生法規（地域保健法、健康増進法、高

齢者の医療、精神保健）、予防衛生法規（感

染症法、予防接種法、検疫法）の概論 

予習：地域保健法、健康増進法、高齢者の医

療、精神保健、予防衛生法規につい

て調べる。(1 時間)復習：講義内容

をノート整理する。(1 時間) 

小林渉 

7 

環境衛生法規（食品衛生法、環境基本法）、

労働衛生法規（労働基準法、労働安全衛生

法）、社会福祉法法規の概論 

予習：環境衛生法規、労働衛生法規、社会福

祉法法規についてを調べる。(1 時

間)復習：講義内容をノート整理す

る。(1 時間) 

小林渉 

8 関係法規の総括、確認試験 
予習：臨床検査技師に関わる関係法規をま

とめる。(1 時間) 
小林渉 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テスト 20 点確認試験 80 点フィードバック：小テストは返却し、低解答率問題の解説を行う。定期試験

の返却はなし。 

 

小 テ ス

ト 20％

確 認 試

験 80％ 



授業科目名 医療安全管理学 (検査) 

主担当教員 脇 英彦 担当教員 脇 英彦／竹岡 啓子 

科目ナンバリング SS20BMTC034 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床検査業務を行う上で重要な臨床倫理、患者接遇とコミュニケーションスキル、患者同意、感染防御の標

準予防策、チーム医療、医療過誤、危機管理、リスクマネージメントについて学習する。臨床検査技師の責任

及び業務の範囲を理解し、感染管理及び医療安全と患者接遇に配慮して、適切に採血(静脈路確保、電解質輸

液の注入を含む)、静脈路への成分採血装置の接続並びに操作、運動誘発電位検査・体性感覚誘発電位検査に

係る電極装着(針電極含む)・脱着、超音波検査における静脈路からの造影剤注入、直腸肛門機能検査、持続

皮下グルコース測定、検体採取(経口、経鼻又は気管カニューレ内部か らの喀痰吸引、消化管内視鏡検査に

よる組織検体の採取を含む)が現場で実施できる実践的知識・技術を身につける。 採血・検体採取に伴う危

険因子を認識し、合併症の発生時に適切に対処できる能力を身につける。医療事故等発生の要因分析とその

対策について学ぶ。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

標準予防策の実践を理解する。患者同意の必要性を理解する。リスクマネージメントを理解する。法令改正に伴いタ

スク・シフト/シェアを推進する業務を理解する。安全な検体採取の方法を理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医療安全、感染管理、検体採取、医師のタスクシフトの伴う業務は, 医療従事者として極めて重要な知識で

ある。医療事故等発生の要因分析とその対策について十分に学ぶ。 

 

教科書 

医療安全管理学 諏訪部章他 医歯薬出版 ISBN978-4-263-22365-9 C3347 

 

参考書 

随時プリントを配布 

 

研究室／オフィスアワー 

脇英彦研究室 （月）16：00～17：00 （火）16：00～17：00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
医療倫理・医療安全と患者急変時の対応 

（1）医療倫理（2）医療安全の重要性 

予習：生命倫理について予習する。医療安全

の重要性について調べる。心肺蘇生

法について調べる。(1 時間)復習：

授業内容についてまとめる。(1 時

間) 

脇英彦 

2 

医療倫理・医療安全と患者急変時の対応（3）

感染管理対策（4）患者急変時の対応（5）法

的知識と責任範囲 

予習：感染管理対策、心肺蘇生、臨床検査技

師の業務範囲について調べる。(1 時

間)復習：授業に内容をまとめる。(1

時間) 

脇英彦 



3 患者接遇とコミュニケーションスキル 

予習：患者同意について予習する。(1 時間)

復習：授業内容についてまとめる。

(1 時間) 

脇英彦 

4 
医療事故、医療過誤（インシデント、アクシ

デント報告）について 

予習：医療事故、医療過誤について調べる。

(1 時間)復習：授業内容についてま

とめる。(1 時間) 

脇英彦 

5 

各種採血法と注意事項・安全管理（1）採血

時の安全管理（2）採血行為の範囲（3）採血

の種類（4）採血に際しての注意事項 

予習：採血の種類、手技、合併症とその対策

について調べる。(1 時間)復習：授

業内容についてまとめる。(1 時間) 

脇英彦 

6 

微生物学的検査等における検体採取と注意

事項・安全管理（1）皮膚表在組織病変部（2）

糞便検査の検体採取 

予習：皮膚表在組織病変部検体採取、糞便検

査の検体採取に必要な知識・技能・

安全管理について調べる。(1 時間)

復習：授業内容についてまとめる。

(1 時間) 

脇英彦 

7 

微生物学的検査等における検体採取と注意

事項・安全管理（3）鼻腔拭い液（4）咽頭拭

い液（5）鼻腔吸引 

予習：）鼻腔拭い液、咽頭拭い液、鼻腔吸引

検体採取に必要な知識・技能・安全

管理について調べる。(1 時間)復習：

授業内容についてまとめる。(1 時

間) 

脇英彦 

8 味覚検査、嗅覚検査について 

予習：味覚検査、嗅覚検査に必要な知識・技

能・安全管理について調べる。(1 時

間)復習：授業内容についてまとめ

る。(1 時間) 

脇英彦 

9 

タスクシフトに関わる業務（1）採血に伴い

静脈路を確保し電解質輸液に接続する行為

（2）持続皮下グルコース検査（当該機器を

行うための機器の装着と脱着）（3）直腸肛門

検査（バルーン、トランスデューサーの挿

入、送気） 

予習：静脈路確保、皮下グルコース検査、直

腸肛門検査に必要な知識・技能・安

全管理について調べる。(1 時間)復

習：授業内容についてまとめる。(1

時間) 

脇英彦 

10 

タスクシフトに関わる業務（4）運動誘発電

位検査・体性感覚誘発電位検査に関わる電

極（針電極）の装着と脱着について（5）経

口、経鼻、気管カニューレ内部からの喀痰吸

引について（6）成分輸血の概略と成分採血

の方法（静脈路確保から止血、成分採血装置

の操作） 

予習：運動誘発電位検査・体性感覚誘発電位

検査、経口、経鼻、気管カニューレ

内部からの喀痰吸引、成分輸血に関

わる必要な知識・技能・安全管理に

ついて調べる。(1 時間)復習：授業

内容についてまとめる。(1 時間) 

脇英彦 

11 

タスクシフトに関わる業務（7）内視鏡検査・

治療の概要と生検鉗子を用いて消化管から

の組織検体を採取する方法について（8）造

影超音波検査の概要と方法（静脈路確保か

ら造影剤注入、止血） 

予習：内視鏡検査・治療、造影超音波に必要

な知識・技能・安全管理について調

べる。(1 時間)復習：授業内容につ

いてまとめる。(1 時間) 

脇英彦 

12 
医療事故分析（過去の医療事故を分析し、そ

の原因を調べる。）① 

予習：医療過誤について調べる。(1 時間)復

習：授業内容についてまとめる。(1

時間) 

脇英彦 

13 
医療事故分析（過去の医療事故を分析し、対

策を考える。）② 

予習：医療事故の発生頻度と対策について

調べる。(1 時間)復習：授業内容に

ついてまとめる。(1 時間) 

脇英彦 

14 
医療安全に関する過去の国家試験問題を検

証する。 

予習：医療安全に関する過去の国家試験を

調べる。(1 時間)復習：授業内容に

ついてまとめる。(1 時間) 

脇英彦 

15 医療安全管理の確認試験 

予習：安全管理に関する国家試験過去問題

を調べる。(1 時間)復習：授業内容

についてまとめる。(1 時間) 

脇英彦 

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．小テスト 20 点 2. 医療安全管理の確認試験 80 点フィードバック：小テストは返却し、低解答率問題の

解説を行う。定期試験の返却はなし。 

 

小 テ ス

ト

20 ％ 、

医 療 安

全 管 理

の 確 認

試 験

80％ 



授業科目名 臨床薬理学 (検査) 

主担当教員 小林 吉晴 担当教員 小林 吉晴 

科目ナンバリング SS20BMTC035 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

薬理学・薬剤学の基礎知識を深め、主要な疾患別の治療薬ならびに予防薬の薬効、作用機構、副作用、リスク

マネジメント等、臨床における薬物の理論と実際について学習する。また、小児、女性、高齢者等、年齢によ

る特性、個体差のある薬理作用と主要薬物の安全管理を学ぶ. 

 

学修目標 

・薬理学・薬剤学の基礎知識を深め、薬物治療の基本概念を理解できる.・薬物の作用機序、生体内動態、及び薬理

作用と副作用の関係を説明できる.・各種疾病の病態生理や病状を考慮した上で、薬理学的根拠に基づいた適切な治

療薬物の使用方法を検討できる.・主要薬物の安全管理と処方の理論を理解できる. 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

生化学、生理学、人体の機能、人体の構造などの講義と合わせて復習する。 

 

教科書 

カラーイラストで学ぶ 集中講義 薬理学 渡邊康裕 編 メジカルビュー社 ISBN978-4-7583-0096-4 

 

参考書 

シンプル薬理学 野村 隆英 他 編 南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 薬物の作用（薬の役割、剤形） 
講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

2 
薬の体内動態（吸収・分布・代謝・排泄）、

副作用、相乗効果 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

3 中枢神経系の病態と用いられる薬剤 
講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

4 
中枢神経系疾患の臨床における薬剤、副作

用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

5 内分泌、代謝疾患の病態と用いられる薬剤 
講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

6 
内分泌、代謝疾患の臨床における薬剤の使

用方法、副作用。糖尿病・痛風など 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

7 循環器系の病態と用いられる薬剤。 
講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

8 

循環器系疾患の臨床における薬剤の使用方

法、副作用。利尿薬、抗不整脈・心筋梗塞な

ど 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 



9 消化器系の病態と用いられる薬剤 
講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

10 

消化器系疾患の臨床における薬剤の使用方

法、副作用。消化性潰瘍・過敏性腸症候群な

ど 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

11 腫瘍の病態と用いられる薬剤 
講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

12 
腫瘍の臨床における薬剤の使用方法、副作

用。 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

13 
骨疾患の病態と臨床で用いられる薬剤、副

作用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

14 
感染症、呼吸器系疾患の病態と用いられる

薬剤 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

15 
感染症、呼吸器系疾患の臨床における薬剤

の使用方法と副作用 

講義を受講後、配布プリントを参考に、まと

めノートを作成する。 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト (DP1) 20 点②定期試験  (DP1) 80 点 

 

①20%

②80% 



授業科目名 食品衛生学 (検査) 

主担当教員 南方 克之 担当教員 南方 克之 

科目ナンバリング SS20BMTC036 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
木曜 2 限、木曜

4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

食品衛生学は、現在の食中毒発生状況を認識し、食品がもたらす様々な危害について具体的な事例を通して

講義するとともに、食中毒発生を防止するための対処法について基本的な知識を教授する。また、臨床検査

技師の視点から、食品衛生行政、経口感染症、食品関係施設における衛生管理、食品などの規格基準などに

ついて教授する。さらに、残留農薬、遺伝子組み換え食品、有害物質による食品汚染など食品衛生学が抱え

る新たな課題についても教授する。 

 

学修目標 

氾濫する健康食品等に対して、 一般消費者がこの分野における様々な情報を正確にかつタイムリーに得て、自らの

健康維持増進の目的にあった食品を選択し、安全な生活ができるようにアドバイスできる知識を得る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

課される「課題」や「小テスト」に取り組み、期末試験に備えてください。 

 

教科書 

保健機能食品学(一般社団法人 日本食品安全協会) 

 

参考書 

健康食品管理士認定試験のための問題解説集(一般社団法人 日本食品安全協会) 

 

研究室／オフィスアワー 

森ノ宮医療大学：西棟 4F434 研究室（木曜日 11：00～20：00）森ノ宮医療学園専門学校：2F 教員事務室／授

業外対応可能（木曜日以外） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 保健機能食品総論① 授業内容の復習  

2 保健機能食品総論② 授業内容の復習  

3 保健機能食品各論① 授業内容の復習  

4 保健機能食品各論② 授業内容の復習  

5 食と栄養① 授業内容の復習  

6 食と栄養② 授業内容の復習  

7 医薬品と食品の相互作用① 授業内容の復習  

8 医薬品と食品の相互作用② 授業内容の復習  



9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験 出題範囲：授業内で扱った範囲 
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授業科目名 食品関係法規 (検査) 

主担当教員 竹岡 啓子 担当教員 竹岡 啓子 

科目ナンバリング SS20BMTC037 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 1 限、木曜

1 限、木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

食品関係法規では、保健機能食品学を学修するのに必要な関係法規も概要について学修する。関連する食品

安全基本法、食品衛生法、健康増進法、JAS 法、医薬品医療機器等法などを授業する。さらに臨床検査技師の

視点から保健機能食品が果たす疾患予防などの知識を深める。 

 

学修目標 

「機能性表示食品制度」の整備が進められている状況にあって、食全般の安全安心と健康に関することを学修する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

食品関係法規を履修上、授業前に「保健機能食品学」のテキストを予習すると理解度が向上するので、予習

をして下さい。予習・復習は 1時間ずつする。 

 

教科書 

保健機能食品学(一般社団法人 日本食品安全協会) 

 

参考書 

健康食品管理士認定試験のための問題解説集(一般社団法人 日本食品安全協会) 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7 階 研究室 10 ／在室時は随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 関係法規 ① 
予習：テキストを予習する．復習：講義内容

を復習、次週の小テストに備える． 
 

2 関係法規 ② 
予習：テキストを予習する．復習：講義内容

を復習、次週の小テストに備える． 
 

3 病態解析と栄養管理 ① 
予習：テキストを予習する．復習：講義内容

を復習、次週の小テストに備える． 
 

4 病態解析と栄養管理 ② 
予習：テキストを予習する．復習：講義内容

を復習、次週の小テストに備える． 
 

5 病態解析と栄養管理 ③ 
予習：テキストを予習する．復習：講義内容

を復習、次週の小テストに備える． 
 

6 食の安全性 ① 
予習：テキストを予習する．復習：講義内容

を復習、次週の小テストに備える． 
 

7 食の安全性 ②食品表示 
予習：テキストを予習する．復習：講義内容

を復習、次週の小テストに備える． 
 

8 授業全体のまとめ 予習：関係法規から食品表示まで復習する  

9    



10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価方法と基準 1. 出席基準 2/3 以上 2..定期試験 

 

2. 

100％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (検査)：野田 

主担当教員 野田 大孝 担当教員 野田 大孝 

科目ナンバリング SS20BMTC041 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限)、後期(木曜

5 限) 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (検査)：小林渉 

主担当教員 小林 渉 担当教員 小林 渉 

科目ナンバリング SS20BMTC041 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限)、後期(木曜

5 限) 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

臨床検査領域に既存の情報技術を応用する研究を行います。卒業研究Ⅰでは、文献の抄読を通して課題の抽

出、研究に必要な読解力を養うこと、および主な情報技術、統計手法の基礎を学ぶことを行います。 

 

学修目標 

1．研究倫理について理解することができる。〈DP①〉2．当該研究領域に関連する資料および文献収集ができる。〈DP①〉

3．当該研究における実験または調査などの研究方法を理解する。〈DP①〉4．実現可能な適切な研究計画を作成でき、

実行できる。〈DP①〉5．得られた結果を分析しまとめ考察ができる。〈DP①④〉6．研究成果をプレゼンテーションが

できる。〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組み

も重要である。 

 

教科書 

特に定めない。 

 

参考書 

特に定めない。 

 

研究室／オフィスアワー 

教員の指示に従う。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
研究領域の概要と研究に向けてのオリエン

テーション 

予習：医学領域への情報技術の応用につい

て図書館などを利用して、概略を調

べておくこと。復習：医学領域への

情報技術の応用について復習して

おくこと。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

2 研究に必要な統計手法についての理解① 

予習：研究に必要な統計手法について図書

館などを利用して、概略を調べてお

くこと。復習：研究に必要な統計手

法について復習しておくこと。なお

予習復習はそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

 

3 研究に必要な統計手法についての理解② 
予習：研究に必要な統計手法について図書

館などを利用して、概略を調べてお
 



くこと。復習：研究に必要な統計手

法について復習しておくこと。なお

予習復習はそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

4 文献検索・抄読① 

予習：研究領域について文献を読み、要約を

作成する。復習：学習内容の要約を

作成する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

5 文献検索・抄読② 

予習：研究領域について文献を読み、要約を

作成する。復習：学習内容の要約を

作成する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

6 文献検索・抄読③ 

予習：研究領域について文献を読み、要約を

作成する。復習：学習内容の要約を

作成する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

7 文献検索・抄読④ 

予習：研究領域について文献を読み、要約を

作成する。復習：学習内容の要約を

作成する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

8 文献検索・抄読⑤ 

予習：研究領域について文献を読み、要約を

作成する。復習：学習内容の要約を

作成する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

9 文献検索・抄読⑥ 

予習：研究領域について文献を読み、要約を

作成する。復習：学習内容の要約を

作成する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

10 情報活用の基礎① 

予習：データの収集、活用法について調べて

おくこと。復習：学習内容の要約を

作成する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

11 情報活用の基礎② 

予習：データの収集、活用法について調べて

おくこと。復習：学習内容の要約を

作成する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

12 情報活用の基礎③ 

予習：データの収集、活用法について調べて

おくこと。復習：学習内容の要約を

作成する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

13 情報活用の基礎④ 

予習：データの収集、活用法について調べて

おくこと。復習：学習内容の要約を

作成する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

14 情報活用の基礎⑤ 

予習：データの収集、活用法について調べて

おくこと。復習：学習内容の要約を

作成する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

15 情報活用の基礎⑥ 

予習：データの収集、活用法について調べて

おくこと。復習：学習内容の要約を

作成する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

16 研究テーマの仮設定① 

予習：これまでの知識と技術を基礎として、

課題の発見、調査を行う。復習：検

討内容を踏まえ計画の改善を行う。

なお予習復習はそれぞれ2時間ずつ

行うこと。 

 

17 研究テーマの仮設定② 

予習：これまでの知識と技術を基礎として、

課題の発見、調査を行う。復習：検

討内容を踏まえ計画の改善を行う。

なお予習復習はそれぞれ2時間ずつ

行うこと。 

 



18 予備実験① 

予習：設定した課題に対して予備実験を行

う。復習：予備実験の結果をまとめ

考察する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

19 予備実験② 

予習：設定した課題に対して予備実験を行

う。復習：予備実験の結果をまとめ

考察する。なお予習復習はそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

20 
研究テーマの決定：先行研究の現状と実現

可能性を踏まえて研究テーマ決定 

予習：これまで講義内で行ってきた説明や

議論から、最終的に研究テーマを遂

行するための根拠（設備や環境）を

確認しておくこと。復習：決定した

研究テーマについて、先行研究や講

義内で得られた情報を整理し、理解

を深めておくこと。なお予習復習を

それぞれ 2時間ずつ行うこと。 

 

21 

研究デザイン：リサーチ・クエスチョンに適

合した研究デザインの決定とその限界の考

察 

予習：研究デザインを決定するための根拠

（設備や環境も含めて）を確認して

おくこと。復習：講義内で得られた

情報を整理し、研究デザインにうい

ての理解を深めておくこと。なお予

習復習をそれぞれ2時間ずつ行うこ

と。 

 

22 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と作成 

予習：研究計画書の立案のために必要な資

料を収集し、まとめておくこと。復

習：講義内での説明・議論や収集資

料をもとに研究計画書を作成して

おくこと。なお予習復習をそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

23 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と作成 

予習：研究計画書の立案のために必要な資

料を収集し、まとめておくこと。復

習：講義内での説明・議論や収集資

料をもとに研究計画書を作成して

おくこと。なお予習復習をそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

24 倫理審査：研究倫理審査の必要性と申請 

予習：研究倫理について調べておくこと。復

習：講義内での説明・議論や資料を

もとに研究倫理審査の必要性と重

要性の理解を深めておくこと。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

 

25 実験環境の確立① 

予習内容：立案した実験計画を実施するた

めの実験環境を構築する。復習内

容：指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。なお予習復習をそれ

ぞれ 2時間ずつ行うこと。 

 

26 実験環境の確立② 

予習内容：立案した実験計画を実施するた

めの実験環境を構築する。復習内

容：指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。なお予習復習をそれ

ぞれ 2時間ずつ行うこと。 

 

27 実験の遂行（データの収集、分析）① 

予習内容：実施する実験の手順を要約する。

復習内容：実施した内容の要約を作

成する。なお予習復習をそれぞれ 2

時間ずつ行うこと。 

 

28 実験の遂行（データの収集、分析）② 

予習内容：実施する実験の手順を要約する。

復習内容：実施した内容の要約を作

成する。なお予習復習をそれぞれ 2

時間ずつ行うこと。 

 

29 結果の考察 

予習内容：収集したデータをまとめ、発表資

料を作成する。復習内容：指摘内容

を反映し、発表資料を改善する。な

お予習復習をそれぞれ2時間ずつ行

 



うこと。 

30 プレゼンテーション 

予習内容：発表練習を行う。復習内容：指摘

内容を反映した発表を改善する。な

お予習復習をそれぞれ2時間ずつ行

うこと。 

 

成績評価方法と基準 割合 

1.抄録の提出もしくは中間発表会（DP①④）2.出席は 4/5 以上とする。 

 
1 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (検査)：川畑 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 川畑 浩久 

科目ナンバリング SS20BMTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限)、後期(木曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1．1～2年生で学んだ知識と技術を基礎として、実験病理学領域について研究する。2．担当教員の指導を基

に研究計画、結果のまとめ方、発表方法の基礎について学ぶ。3．卒業発表に向けての基礎実践力を養う。 

 

学修目標 

1．研究倫理について理解することができる。〈DP①〉2．当該研究領域に関連する資料および文献収集ができる。〈DP①〉

3．当該研究における実験または調査などの研究方法を理解する。〈DP①〉4．実現可能な適切な研究計画を作成でき、

実行できる。〈DP①〉5．得られた結果を分析しまとめ考察ができる。〈DP①④〉6．研究成果をプレゼンテーションが

できる。〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．調査・研究テーマについて十分に理解し、積極的に行う。2．疑問点は指導教員への質問や討論を通して

理解に努める。3．学生として節度ある行動に心がける。 

 

教科書 

1．適宜プリントおよび資料を配布する。 

 

参考書 

1．新染色法のすべて. 医歯薬出版株式会社 著. 医歯薬出版株式会社 1999 年.2．渡辺・中根 酵素抗体法. 

名倉 宏ほか編集. 学際企画. 2002 年.3．バイオ実験イラストレイテッド①、②. 中山広樹、西方敬人著. 学

研メディカル秀潤社. 1995 年.4．マウス解剖イラストレイテッド. 野村慎太郎著. 学研メディカル秀潤社. 

2013 年. 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟研究室 707／木、金曜日 17:00～18:00 ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
実験病理学（組織学、分子生物学）の概要と

研究に向けてのオリエンテーション 

予習：組織学・分子生物学の研究手法につい

て図書館などを利用して、概略を調

べておくこと。復習：組織学・分子

生物学の研究手法について復習し

ておくこと。なお予習復習はそれぞ

れ 2時間ずつ行うこと。 

 

2 
実験病理学による病態の理解①：組織修復

（骨折、皮膚創傷など） 

予習：骨折修復過程、皮膚の創傷治癒過程に

ついて調べておくこと。復習：骨折

修復過程、皮膚の創傷治癒過程にお

 



ける細胞組織・遺伝子発現の変化に

ついて復習しておくこと（配布資料

参照）。なお予習復習はそれぞれ2時

間ずつ行うこと。 

3 

実験病理学による病態の理解②：メタボリ

ック症候群関連疾患（非アルコール性脂肪

性肝炎） 

予習：非アルコール性脂肪性肝炎の病態に

ついて調べておくこ。復習：非アル

コール性脂肪性肝炎の病態におけ

る細胞組織・遺伝子発現の変化につ

いて復習しておくこと（配布資料参

照）。なお予習復習はそれぞれ 2 時

間ずつ行うこと。 

 

4 実験病理学による病態の理解③：皮膚疾患 

予習：アレルギー性皮膚炎の病態について

調べておくこと。復習：アレルギー

性皮膚炎の病態における細胞組織・

遺伝子発現の変化について復習し

ておくこと（配布資料参照）。なお予

習復習はそれぞれ2時間ずつ行うこ

と。 

 

5 
実験病理学による病態の理解④：炎症性腸

炎 

予習：炎症性腸炎の病態について調べてお

くこと。復習：炎症性腸炎の病態に

おける細胞組織・遺伝子発現の変化

について復習しておくこと（配布資

料参照）。なお予習復習はそれぞれ 2

時間ずつ行うこと。 

 

6 実験病理学による病態の理解⑤：腫瘍 

予習：腫瘍について調べておくこと。復習：

腫瘍における組織学的特徴、腫瘍関

連分子の遺伝子発現について復習

しておくこと（配布資料参照）。なお

予習復習はそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

 

7 
研究テーマの仮設定：可能性のある研究テ

ーマのリストアップ 

予習：リストアップした研究テーマとその

内容について調べて把握しておく

こと。復習：講義で説明、議論した

内容について整理し、研究テーマを

絞っておくこと。またその内容につ

いての理解も深めておくこと。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

 

8 
研究テーマの仮設定：可能性のある研究テ

ーマのリストアップ 

予習：リストアップした研究テーマとその

内容について調べて把握しておく

こと。復習：講義で説明、議論した

内容について整理し、研究テーマを

絞っておくこと。またその内容につ

いての理解も深めておくこと。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

 

9 
研究テーマの仮設定：可能性のある研究テ

ーマのリストアップ 

予習：リストアップした研究テーマとその

内容について調べて把握しておく

こと。復習：講義で説明、議論した

内容について整理し、研究テーマを

絞っておくこと。またその内容につ

いての理解も深めておくこと。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

 

10 
研究テーマの決定：先行研究の現状と実行

可能性を踏まえて研究テーマ決定 

予習：これまで講義内で行ってきた説明や

議論から、最終的に研究テーマを遂

行するための根拠（設備や環境）を

確認しておくこと。復習：決定した

研究テーマについて、先行研究や講

義内で得られた情報を整理し、理解

を深めておくこと。なお予習復習を

それぞれ 2時間ずつ行うこと。 

 



11 

研究デザイン：リサーチ・クエスチョンに適

合した研究デザインの決定とその限界の考

察 

予習：研究デザインを決定するための根拠

（設備や環境も含めて）を確認して

おくこと。復習：講義内で得られた

情報を整理し、研究デザインにうい

ての理解を深めておくこと。なお予

習復習をそれぞれ2時間ずつ行うこ

と。 

 

12 
研究計画の作案：研究計画書（プロトコー

ル）の作案と作成 

予習：研究計画書の作案のために必要な資

料を収集し、まとめておくこと。復

習：講義内での説明・議論や関連資

料をもとに研究計画書を作成して

おくこと。なお予習復習をそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

13 
研究計画の作案：研究計画書（プロトコー

ル）の作案と作成 

予習：研究計画書の作案のために必要な資

料を収集し、まとめておくこと。復

習：講義内での説明・議論や関連資

料をもとに研究計画書を作成して

おくこと。なお予習復習をそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

14 
研究計画の作案：研究計画書（プロトコー

ル）の作案と作成 

予習：研究計画書の作案のために必要な資

料を収集し、まとめておくこと。復

習：講義内での説明・議論や関連資

料をもとに研究計画書を作成して

おくこと。なお予習復習をそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

 

15 倫理審査：研究倫理審査の必要性と申請 

予習：研究倫理について調べておくこと。復

習：講義内での説明・議論や資料を

もとに研究倫理審査の必要性と重

要性の理解を深めておくこと。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

 

16 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

17 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

18 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

19 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

20 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

 



析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

21 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

22 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

23 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

24 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

25 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

26 
結果の考察:先行研究と関連文献を参考に

結果を考察する 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果についての考察を

行い、自分の研究の妥当性を確認し

ておくこと。また疑問点や改善点が

ある場合には、抽出しておくこと。

なお予習復習をそれぞれ2時間ずつ

行うこと。 

 

27 
結果の考察:先行研究と関連文献を参考に

結果を考察する 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果についての考察を

行い、自分の研究の妥当性を確認し

ておくこと。また疑問点や改善点が

ある場合には、抽出しておくこと。

なお予習復習をそれぞれ2時間ずつ

行うこと。 

 

28 
発表準備：中間報告会のスライドおよび配

布資料の作成 

予習：予備研究の結果についてスライドお

よび配布資料を作成しておくこと。

復習：作成したスライドおよび配布

資料について、講義での説明・議論

をもとに修正しておくこと。なお予

習復習をそれぞれ2時間ずつ行うこ

と。 

 



29 
中間報告会：中間報告会における発表と質

疑応答 

予習：作成したスライドおよび配布資料に

ついて十分に理解し、質疑にも対応

できるように準備しておくこと。復

習：中間報告会での質疑をもとに、

スライドおよび配布資料を吟味し、

必要に応じて修正しておくこと。な

お予習復習をそれぞれ2時間ずつ行

うこと。 

 

30 
中間報告会：報告会における質疑応答と問

題点指摘を踏まえた研究計画の修正 

予習：プロトコール発表会における質疑応

答と問題点指摘を踏まえて、必要に

応じて研究計画の修正を図ること。

復習：プロトコール発表会での質疑

をもとに、スライドおよび配布資料

を吟味し、必要に応じて修正してお

くこと。なお予習復習をそれぞれ 2

時間ずつ行うこと。 

 

成績評価方法と基準 割合 

1．抄録の提出もしくは中間報告会〈DP①④〉2．出席は 4/5 以上とする。3．研究に対するフィードバック：

実験時や中間報告時に、必要に応じて指導、解説する。 

 

0.011 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (検査)：関根 

主担当教員 関根 将 担当教員 関根 将 

科目ナンバリング SS20BMTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限)、後期(木曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

主にウイルス, 寄生虫といった病原微生物を対象とした研究を行う。希望者がいれば実験動物を用いた臨床

化学的な研究も可能 (要相談)。卒業研究Ⅰでは研究計画, 結果の解析, 発表方法について学ぶ。また、外国

語文献の読解力を養う。 

 

学修目標 

1．研究倫理について理解することができる。〈DP①〉2．当該研究領域に関連する資料および文献収集ができる。〈DP①〉

3．当該研究における実験または調査などの研究方法を理解する。〈DP①〉4．実現可能な適切な研究計画を作成でき、

実行できる。〈DP①〉5．得られた結果を分析しまとめ考察ができる。〈DP①④〉6．研究成果をプレゼンテーションが

できる。〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．調査・研究テーマについて十分に理解し、積極的に行う。2．疑問点は指導教員への質問や討論を通して

理解に努める。3．学生として節度ある行動に心がける。 

 

教科書 

1．適宜プリントおよび資料を配布する。 

 

参考書 

1. 図説人体寄生虫学 南山堂 2. 寄生虫学テキスト 文光堂 3. 顧みられない熱帯病 - グローバルヘルスへ

の挑戦 東京大学出版 4. 標準微生物学 医学書院 5. 医科ウイルス学 南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階教員室 (在室時は随時)月曜は終日不在のことが多いです。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
寄生虫, ウイルスの概要と研究に向けての

オリエンテーション 

予習：寄生虫学, ウイルス学の研究手法に

ついて図書館などを利用して、概略

を調べておくこと。復習：寄生虫学, 

ウイルス学の研究手法について復

習しておくこと。なお予習復習はそ

れぞれ 2時間ずつ行うこと。 

 

2 寄生虫症についての理解① : 原虫類 

予習：原虫類およびその疾患について調べ

ておくこと。復習：原虫類およびそ

の疾患について復習しておくこと

（配布資料参照）。なお予習復習は

それぞれ 2時間ずつ行うこと。 

 



3 寄生虫症についての理解② : 蠕虫類-1 

予習：蠕虫類およびその疾患について調べ

ておくこと。復習：蠕虫類およびそ

の疾患について復習しておくこと

（配布資料参照）。なお予習復習は

それぞれ 2時間ずつ行うこと。 

 

4 寄生虫症についての理解② : 蠕虫類-2 

予習：蠕虫類およびその疾患について調べ

ておくこと。復習：蠕虫類およびそ

の疾患について復習しておくこと

（配布資料参照）。なお予習復習は

それぞれ 2時間ずつ行うこと。 

 

5 
ウイルス感染症についての理解① : DNA ウ

イルス 

予習：DNA ウイルスおよびその疾患について

調べておくこと。復習：DNA ウイル

スおよびその疾患について復習し

ておくこと（配布資料参照）。なお予

習復習はそれぞれ2時間ずつ行うこ

と。 

 

6 
ウイルス感染症についての理解② : RNA ウ

イルス 

予習：RNA ウイルスおよびその疾患について

調べておくこと。復習：RNA ウイル

スおよびその疾患について復習し

ておくこと（配布資料参照）。なお予

習復習はそれぞれ2時間ずつ行うこ

と。 

 

7 
研究テーマの仮設定：可能性のある研究テ

ーマのリストアップ 

予習：リストアップした研究テーマとその

内容について調べて把握しておく

こと。復習：講義で説明、議論した

内容について整理し、研究テーマを

絞っておくこと。またその内容につ

いての理解も深めておくこと。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

 

8 
研究テーマの仮設定：可能性のある研究テ

ーマのリストアップ 

予習：リストアップした研究テーマとその

内容について調べて把握しておく

こと。復習：講義で説明、議論した

内容について整理し、研究テーマを

絞っておくこと。またその内容につ

いての理解も深めておくこと。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

 

9 
研究テーマの仮設定：可能性のある研究テ

ーマのリストアップ 

予習：リストアップした研究テーマとその

内容について調べて把握しておく

こと。復習：講義で説明、議論した

内容について整理し、研究テーマを

絞っておくこと。またその内容につ

いての理解も深めておくこと。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

 

10 
研究テーマの決定：先行研究の現状と実行

可能性を踏まえて研究テーマ決定 

予習：これまで講義内で行ってきた説明や

議論から、最終的に研究テーマを遂

行するための根拠（設備や環境）を

確認しておくこと。復習：決定した

研究テーマについて、先行研究や講

義内で得られた情報を整理し、理解

を深めておくこと。なお予習復習を

それぞれ 2時間ずつ行うこと。 

 

11 

研究デザイン：リサーチ・クエスチョンに適

合した研究デザインの決定とその限界の考

察 

予習：研究デザインを決定するための根拠

（設備や環境も含めて）を確認して

おくこと。復習：講義内で得られた

情報を整理し、研究デザインにうい

ての理解を深めておくこと。なお予

習復習をそれぞれ2時間ずつ行うこ

と。 

 

12 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と作成 

予習：研究計画書の立案のために必要な資

料を入手し、まとめておくこと。復
 



習：講義内での説明・議論や資料を

もとに研究計画書を作成しておく

こと。なお予習復習をそれぞれ 2時

間ずつ行うこと。 

13 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と作成 

予習：研究計画書の立案のために必要な資

料を入手し、まとめておくこと。復

習：講義内での説明・議論や資料を

もとに研究計画書を作成しておく

こと。なお予習復習をそれぞれ 2時

間ずつ行うこと。 

 

14 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と作成 

予習：研究計画書の立案のために必要な資

料を入手し、まとめておくこと。復

習：講義内での説明・議論や資料を

もとに研究計画書を作成しておく

こと。なお予習復習をそれぞれ 2時

間ずつ行うこと。 

 

15 倫理審査：研究倫理審査の必要性と申請 

予習：研究倫理について調べておくこと。復

習：講義内での説明・議論や資料を

もとに研究倫理審査の必要性と重

要性の理解を深めておくこと。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

 

16 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

17 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

18 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

19 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

20 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

21 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

 



ずつ行うこと。 

22 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

23 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

24 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

25 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果について正確に分

析し、実験ノートをまとめておくこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

 

26 
結果の考察:先行研究と関連文献を参考に

結果を考察する 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果についての考察を

行い、自分の研究の妥当性を確認し

ておくこと。また疑問点や改善点が

ある場合には、抽出しておくこと。

なお予習復習をそれぞれ2時間ずつ

行うこと。 

 

27 
結果の考察:先行研究と関連文献を参考に

結果を考察する 

予習：関連分野の論文や資料を入手し、自分

の研究との関連性や結果の整合性

について検討、把握しておくこと。

復習：実験の結果についての考察を

行い、自分の研究の妥当性を確認し

ておくこと。また疑問点や改善点が

ある場合には、抽出しておくこと。

なお予習復習をそれぞれ2時間ずつ

行うこと。 

 

28 
発表準備：中間報告会のスライドおよび配

布資料の作成 

予習：予備研究の結果についてスライドお

よび配布資料を作成しておくこと。

復習：作成したスライドおよび配布

資料について、講義での説明・議論

をもとに修正しておくこと。なお予

習復習をそれぞれ2時間ずつ行うこ

と。 

 

29 
中間報告会：中間報告会における発表と質

疑応答 

予習：作成したスライドおよび配布資料に

ついて十分に理解し、質疑にも対応

できるように準備しておくこと。復

習：中間報告会での質疑をもとに、

スライドおよび配布資料を吟味し、

必要に応じて修正しておくこと。な

お予習復習をそれぞれ2時間ずつ行

うこと。 

 



30 
中間報告会：報告会における質疑応答と問

題点指摘を踏まえた研究計画の修正 

予習：プロトコール発表会における質疑応

答と問題点指摘を踏まえて、必要に

応じて研究計画の修正を図ること。

復習：プロトコール発表会での質疑

をもとに、スライドおよび配布資料

を吟味し、必要に応じて修正してお

くこと。なお予習復習をそれぞれ 2

時間ずつ行うこと。 

 

成績評価方法と基準 割合 

1．抄録の提出もしくは中間発表会〈DP①④〉2．出席は 4/5 以上とする。 

 
1 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (検査)：田路・小林彩香 

主担当教員 小林 彩香 担当教員 小林 彩香／田路 英作 

科目ナンバリング SS20BMTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限)、後期(木曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、データ解析などを行う。細胞診領域の研究を行う。研究成果として、

中間報告をまとめる。 

 

学修目標 

1.研究倫理について理解することができる。2.専門領域について文献収集ができる。3.専門領域における実験などの

研究方法を理解する。4.研究に関して、論理的思考・解析・考察ができる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.教員とよく話し合って研究活動を進めること。2.期日を守ること。 

 

教科書 

特に定めない。 

 

参考書 

特に定めない。 

 

研究室／オフィスアワー 

田路 英作 C 棟 7階（研究室 13）/在室時には、いつでも訪問可です。小林 彩香 C 棟 7階（職員室）/在

室時には、いつでも訪問可です。金曜日は不在です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 講義オリエンテーション 

研究領域について自己学習を行う。学習し

た内容をまとめる。課題学習（1.5 時

間） 

田路英

作小林

彩香 

2 文献検索・抄読① 

研究領域や研究の流れについて文献を読

む。文献の内容についてまとめる。

課題学習（1.5 時間） 

田路英

作小林

彩香 

3 文献検索・抄読② 

研究領域や研究の流れについて文献を読

む。文献の内容についてまとめる。

課題学習（1.5 時間） 

田路英

作小林

彩香 

4 文献検索・抄読③ 

研究領域や研究の流れについて文献を読

む。文献の内容についてまとめる。

課題学習（1.5 時間） 

田路英

作小林

彩香 

5 文献検索・抄読④ 

研究領域や研究の流れについて文献を読

む。文献の内容についてまとめる。

課題学習（1.5 時間） 

田路英

作小林

彩香 

6 文献検索・抄読⑤ 
研究領域や研究の流れについて文献を読

む。文献の内容についてまとめる。

田路英

作小林



課題学習（1.5 時間） 彩香 

7 
研究テーマの設定①（研究テーマについて

指導教員とディスカッションする） 

研究テーマについて検討を行う。ディスカ

ッションの内容について再検討し、

まとめる。課題学習（1.5 時間） 

田路英

作小林

彩香 

8 
研究テーマの設定②（研究テーマについて

指導教員とディスカッションする） 

研究テーマについて検討を行う。ディスカ

ッションの内容について再検討し、

まとめる。課題学習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

9 
研究テーマの設定③（研究テーマについて

指導教員とディスカッションする） 

研究テーマについて検討を行う。ディスカ

ッションの内容について再検討し、

まとめる。課題学習（1.5 時間） 

田路英

作小林

彩香 

10 
研究テーマの設定④（研究テーマについて

指導教員とディスカッションする） 

研究テーマについて検討を行う。ディスカ

ッションの内容について再検討し、

まとめる。課題学習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

11 研究テーマの参考文献抄読① 
研究テーマに関する参考文献を読み、理解

する。課題学習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

12 研究テーマの参考文献抄読② 
研究テーマに関する参考文献を読み、理解

する。課題学習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

13 研究テーマの参考文献抄読③ 
研究テーマに関する参考文献を読み、理解

する。課題学習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

14 研究テーマの参考文献抄読④ 
研究テーマに関する参考文献を読み、理解

する。課題学習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

15 研究テーマの参考文献抄読⑤ 
研究テーマに関する参考文献を読み、理解

する。課題学習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

16 研究計画の立案① 
研究計画をたて、まとめる。課題学習（1.5

時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

17 研究計画の立案② 
研究計画をたて、まとめる。課題学習（1.5

時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

18 研究データの収集と解析① 研究データを収集し、解析する。課題学習 田路英



（1.5 時間） 作

小

林

彩

香 

19 研究データの収集と解析② 
研究データを収集し、解析する。課題学習

（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

20 研究データの収集と解析③ 
研究データを収集し、解析する。課題学習

（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

21 研究データの収集と解析④ 
研究データを収集し、解析する。課題学習

（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

22 研究データの収集と解析⑤ 
研究データを収集し、解析する。課題学習

（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

23 研究データの収集と解析⑥ 
研究データを収集し、解析する。課題学習

（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

24 研究データの収集と解析⑦ 
研究データを収集し、解析する。課題学習

（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

25 中間報告の準備① 
文献を読み、中間報告の準備をする。課題学

習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

26 中間報告の準備② 
文献を読み、中間報告の準備をする。課題学

習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

27 中間報告の準備③ 
文献を読み、中間報告の準備をする。課題学

習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

28 中間報告の準備④ 
文献を読み、中間報告の準備をする。課題学

習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林



彩

香 

29 中間報告作成① 中間報告をまとめる。課題学習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

30 中間報告作成② 中間報告をまとめる。課題学習（1.5 時間） 

田路英

作

小

林

彩

香 

成績評価方法と基準 割合 

1.研究成果として、指導教員に中間報告を行う。期限までに中間報告をまとめる。2.全授業の 4/5 の出席

を必要とする。DP①④ 

 

0.011 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (検査)：藤原 

主担当教員 藤原 牧子 担当教員 藤原 牧子 

科目ナンバリング SS20BMTC041 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限)、後期(木曜

5 限) 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

医療に関する研究の一連の流れを修得するために、特に血液検査（形態学的検査、止血凝固検査）を用いて

疑問を解決する方法について学ぶ。この講義ではまず自らテーマを選定し、研究計画の作成を行う。その過

程でテーマの妥当性を文献検索など各方面からの情報収集によって確認することや、倫理的配慮など研究者

にとって必要な知識や手続きについて学修する。研究計画に沿って実際に研究に取り組みながらデータのと

り方、解析方法、結果の表し方について学び、考察する。 

 

学修目標 

・研究計画書を作成することができる〈DP①④〉・研究発表することができる〈DP①④〉・論文形式でまとめることが

できる〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・研究を計画的に進めるために、自ら積極的に行動することが望ましいです。・初回授業で実施の詳細を説明

します。 

 

教科書 

必要に応じて資料を配布する。 

 

参考書 

適宜指示します 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階職員室  17 時～ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
卒業研究オリエンテーション研究を実施す

るために必要な基礎知識の概要説明 

予習：血液検査学Ⅰ、Ⅱ、血液検査学実習で

学んだ内容の中から研究テーマ候

補を考えてくる（2 時間）復習：講

義で学んだ内容を参考に研究テー

マを決定する（2時間） 

藤原 

2 
研究計画書の作成①研究に関する倫理指針

ガイダンス 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2時間）復習：

研究計画書の作成（2時間） 

藤原 

3 研究計画書の作成②統計処理について 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2時間）復習：

研究計画書の作成（2時間） 

藤原 



4 研究計画の進捗発表 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

発表用資料の作成復習：研究計画書

の作成（2時間） 

藤原 

5 研究計画書の作成③ 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2時間）復習：

研究計画書の作成（2時間） 

藤原 

6 実験プロトコルの作成① 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験に必要な器具のリストアップ

復習：実験プロトコルの作成（2 時

間） 

藤原 

7 実験プロトコルの作成② 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験に必要な器具のリストアップ

復習：実験プロトコルの作成（2 時

間） 

藤原 

8 実験プロトコルの作成③ 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験に必要な器具のリストアップ

復習：実験プロトコルの作成（2 時

間） 

藤原 

9 実験・データ収集① 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験プロトコルの確認復習：実験記

録の作成と振り返り、課題抽出（2時

間） 

藤原 

10 実験・データ収集② 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験プロトコルの確認復習：実験記

録の作成と振り返り、課題抽出（2時

間） 

藤原 

11 実験・データ収集③ 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験プロトコルの確認復習：実験記

録の作成と振り返り、課題抽出（2時

間） 

藤原 

12 実験・データ収集④ 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験プロトコルの確認復習：実験記

録の作成と振り返り、課題抽出（2時

間） 

藤原 

13 実験・データ収集⑤ 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験プロトコルの確認復習：実験記

録の作成と振り返り、課題抽出（2時

間） 

藤原 

14 実験データの解析と追加実験① 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験データの確認復習：実験記録の

作成と振り返り、課題抽出（2時間） 

藤原 

15 実験データの解析と追加実験② 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験データの確認復習：実験記録の

作成と振り返り、課題抽出（2時間） 

藤原 

16 結果と考察の作成① 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験データの確認復習：実験データ

の解析と振り返り、課題抽出（2 時

間） 

藤原 

17 結果と考察の作成② 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験データの確認復習：実験データ

藤原 



の解析と振り返り、課題抽出（2 時

間） 

18 結果と考察の作成③ 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験データの確認復習：実験データ

の解析と振り返り、課題抽出（2 時

間） 

藤原 

19 結果と考察の作成④ 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

実験データの確認復習：実験データ

の解析と振り返り、課題抽出（2 時

間） 

藤原 

20 
中間報告各自の研究についての進捗報告会

を行う 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

発表用資料の作成復習：報告会での

指摘事項を踏まえた振り返り、課題

抽出（2時間） 

藤原 

21 卒業論文の作成① 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

復習：論文執筆（2時間） 

藤原 

22 卒業論文の作成② 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

復習：論文執筆（2時間） 

藤原 

23 卒業論文の作成③ 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

復習：論文執筆（2時間） 

藤原 

24 卒業論文の作成④ 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

復習：論文執筆（2時間） 

藤原 

25 卒業論文の作成⑤ 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

復習：論文執筆（2時間） 

藤原 

26 卒業論文の作成⑥ 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

復習：論文執筆（2時間） 

藤原 

27 卒業論文の作成⑦ 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

復習：論文執筆（2時間） 

藤原 

28 研究結果報告会 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）      

結果報告会の資料作成復習：論文執

筆（2時間） 

藤原 

29 論文修正、校閲の実施 

予習：研究テーマに関連する分野の情報収

集と学術論文の検索（2 時間）   

復習：論文執筆（2時間） 

藤原 

30 論文完成・提出 

予習：提出用論文の確認（2時間）  復習：

研究実施の一連の流れについて振

り返り、記録を確認する。（2時間） 

藤原 

成績評価方法と基準 割合 

１．論文の提出もしくは途中実施する進捗報告会〈DP①④〉  【フィードバック方法】   講義内で適宜説

明する。 

 

1 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (検査)：佐伯 

主担当教員 佐伯 康匠 担当教員 佐伯 康匠 

科目ナンバリング SS20BMTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限)、後期(木曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 微生物検査に関する研究をおこなう。卒業研究 II では、まず当該研究のバックグラウンドから課題を抽出

し方向性を見極める。「卒業研究 I」に引き続き実現可能な研究計画を立案する。仮説の検証のための実験を

中心に研究を進める。最終的には、得られたデータをまとめ、考察を加え、論文の作成をおこなう。 

 

学修目標 

１．当該研究領域に関連する資料および文献収集ができる２．当該研究における実験または調査などの研究方法を理

解する。３．実現可能な適切な研究計画を作成でき、実行できる４．得られた結果を分析しまとめ考察ができる。５．

研究成果をプレゼンテーションおよび論文作成ができる。〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指示する。 

 

参考書 

指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

キャナルポート 7階教職員室／随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読 背景について担当教員と議論し理解する  

2 研究領域の理解と文献抄読 背景について担当教員と議論し理解する  

3 研究領域の理解と文献抄読 背景について担当教員と議論し理解する  

4 実験仮説と方法の立案 論文検索をおこない課題を抽出する  

5 実験仮説と方法の立案 論文検索をおこない課題を抽出する  

6 実験仮説と方法の立案 論文検索をおこない課題を抽出する  

7 プロトコルの作成 論理的かつ実現可能な計画を策定する  

8 プロトコルの作成 論理的かつ実現可能な計画を策定する  



9 プロトコルの作成 論理的かつ実現可能な計画を策定する  

10 実験系の確立 実験条件の決定のため予備実験をおこなう  

11 実験系の確立 実験条件の決定のため予備実験をおこなう  

12 実験系の確立 実験条件の決定のため予備実験をおこなう  

13 実験系の確立 実験条件の決定のため予備実験をおこなう  

14 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

15 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

16 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

17 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

18 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

19 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

20 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

21 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

22 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

23 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

24 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

25 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

26 結果のまとめ、解釈 得られたデータを考察する。論文作成。  

27 結果のまとめ、解釈 得られたデータを考察する。論文作成。  

28 結果のまとめ、解釈 得られたデータを考察する。論文作成。  

29 結果のまとめ、解釈 得られたデータを考察する。論文作成。  

30 30 回：プレゼンテーションの準備 
図表等の発表資料の作成。論理的に説明す

る 
 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間報告会での発表を評価対象とする 4/5 以上の出席が必要 DP①④ 計画書・

発表内容は随時添削を行う。 

 

1 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (検査)：竹岡 

主担当教員 竹岡 啓子 担当教員 竹岡 啓子 

科目ナンバリング SS20BMTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限)、後期(木曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。研究成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。研究テーマ①は、ステロイドホルモンの分析法の開発とその病態解析への応用

とする (小林)。研究テーマ②は、免疫検査学に関連する分析法の開発とその病態解析への応用とする （竹

岡）。研究手法として、調査研究を実施する。 

 

学修目標 

1.研究倫理について理解することができる。2.専門領域における資料および文献収集ができる。3.専門領域における

実験または調査などの研究方法を理解する。4.研究計画を作成し、プレゼンテーションができる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。 

 

教科書 

配布資料、文献など 

 

参考書 

随時紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション/卒業研究について説

明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

2 
卒業論文テーマの見つけ方などについて説

明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

3 
卒業論文執筆について/論文執筆方法につ

いて説明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

4 
文献読解と要約の方法/テキストや文献、論

文の読解と要約方法を説明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

5 関連領域の論文抄読（１） 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 



6 関連領域の論文抄読（２） 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

7 関連領域の論文抄読（３） 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

8 関連領域の論文抄読（４） 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

9 関連領域の論文抄読（５） 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

10 関連領域の論文抄読（６） 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

11 関連領域の論文抄読（７） 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

12 
各自の研究テーマのまとめとグループ内で

の発表準備 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

13 
各自の研究テーマのまとめとグループ内で

の発表準備 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

14 
各自の研究テーマのまとめとグループ内で

の発表準備 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

15 グループ内で各テーマについて発表する 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

16 グループ内で各テーマについて発表する 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

17 グループ内で各テーマについて発表する 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 



18 グループ内で各テーマについて発表する 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

19 実験計画（プロトコル）作成 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

20 実験計画（プロトコル）作成 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

21 実験計画（プロトコル）作成 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

22 実験計画（プロトコル）作成 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

23 グループ内での実験計画発表会 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

24 グループ内での実験計画発表会 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

25 グループ内での実験計画発表会 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

26 中間報告会準備 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

27 中間報告会準備 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

28 中間報告会準備 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹



岡

啓

子 

29 中間報告会準備 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

30 発表会 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

成績評価方法と基準 割合 

研究テーマ報告書の提出(DP1,4). 中間報告会での発表を評価対象とする(DP1,4)。4/5 以上の出席が必

要。DP①④ 

 

プ レ ゼ

ン テ ー

シ ョ ン

70%、中

間 報 告

会 30% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (検査)：小林吉晴 

主担当教員 小林 吉晴 担当教員 小林 吉晴／竹岡 啓子 

科目ナンバリング SS20BMTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限)、後期(木曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、研究計画作成を行う。研究成果として、研究計

画を中間発表会で報告する。研究テーマ①は、ステロイドホルモンの分析法の開発とその病態解析への応用

とする (小林)。研究テーマ②は、免疫検査学に関連する分析法の開発とその病態解析への応用とする （竹

岡）。研究手法として、唾液中コルチゾール、アミラーゼ、クロモグラニン Aなどのストレスマーカーを測定

する。また、調査研究も実施する。 

 

学修目標 

1.研究倫理について理解することができる。2.専門領域における資料および文献収集ができる。3.専門領域における

実験または調査などの研究方法を理解する。4.研究計画を作成し、プレゼンテーションができる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員とよく話し合って研究活動を進めること。 

 

教科書 

配布資料、文献など 

 

参考書 

随時紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション/卒業研究について説

明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

2 
卒業論文テーマの見つけ方などについて説

明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

3 
卒業論文執筆について/論文執筆方法につ

いて説明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

4 
文献読解と要約の方法/テキストや文献、論

文の読解と要約方法を説明する。 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

5 関連領域の論文抄読（１） 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡



啓子 

6 関連領域の論文抄読（２） 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

7 関連領域の論文抄読（３） 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴竹岡

啓子 

8 関連領域の論文抄読（４） 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

9 
唾液中コルチゾールの測定原理を理解し、

測定キットを用いて測定する。 
実験結果をまとめ、考察する。 

小林吉

晴竹岡

啓子 

10 唾液中アミラーゼを測定する。 実験結果をまとめ、考察する。 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

11 唾液中クロモグラニン Aを測定する。 結果をまとめ、考察する。 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

12 
各自の研究テーマのまとめとグループ内で

の発表準備 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

13 
各自の研究テーマのまとめとグループ内で

の発表準備 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

14 
各自の研究テーマのまとめとグループ内で

の発表準備 

実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

15 グループ内で各テーマについて発表する 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

16 グループ内で各テーマについて発表する 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

17 グループ内で各テーマについて発表する 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡



啓

子 

18 グループ内で各テーマについて発表する 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

19 実験計画（プロトコル）作成 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

20 実験計画（プロトコル）作成 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

21 実験計画（プロトコル）作成 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

22 実験計画（プロトコル）作成 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

23 グループ内での実験計画発表会 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

24 グループ内での実験計画発表会 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

25 グループ内での実験計画発表会 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

26 中間報告会準備 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

27 中間報告会準備 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 



28 中間報告会準備 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

29 中間報告会準備 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

30 発表会 
実施テーマに関する事前、事後の自己学習

を行う 

小林吉

晴

竹

岡

啓

子 

成績評価方法と基準 割合 

研究テーマ報告書の提出(DP1,4). 中間報告会での発表を評価対象とする(DP1,4)。4/5 以上の出席が必

要。DP①④ 

 

プ レ ゼ

ン テ ー

シ ョ ン

70%、中

間 報 告

会 30% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (検査)：小宮山 

主担当教員 小宮山 恭弘 担当教員 小宮山 恭弘 

科目ナンバリング SS20BMTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限)、後期(木曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

小宮山医学、臨床検査分野での興味あるテーマについて、超音波検査やその他の生理機能検査について、先

行研究にて明らかになっている論理点とその根拠を理解し、未だ明らかにされていない未開の部分を自らの

クリティカルな発想により明らかにする。藤原臨床血液学、血液疾患、各種血液、凝固系検査やそれに関連

する病態について、先行研究にて明らかになっている論理点とその根拠を理解し、未だ明らかにされていな

い未開の部分を自らのクリティカルな発想により明らかにする。 

 

学修目標 

研究倫理について理解することができる。これまで大学で学修した医学、臨床検査分野の知識から個々に研究テーマ

を設定する。研究で得られた結果がどのような意味を持つものかを考える。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究とは明らかになっていない疑問点をどのように解釈していくかの 1 手法である。超音波診断や新しい超

音波検査手法、生理機能検査手法,また臨床血液学、凝固系検査、血液疾患などについて学ぶとともに、血液

データも加えた総合診断能力を身につけるようにともに勉強しましょう。 

 

教科書 

超音波技術教本  じほう  血液検査学 医歯薬出版 

 

参考書 

研究論文篇  クリティカルシンキング J・メルツォフ著 中澤 潤 監訳 北大路書房 

 

研究室／オフィスアワー 

小宮山 藤原 研究室/月曜 、木曜 18 時～ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究テーマ選定 1-30 まで随時指示をする 
小宮山

藤原 

2 研究方法と研究について  
小宮山

藤原 

3 最新の血液疾患治療  
小宮山

藤原 

4 最新の超音波診断技術  
小宮山

藤原 

5 
研究デザインに対する考え方   研究テ

ーマ決定 
 

小宮山

藤原 



6 
それぞれの研究テーマに沿った関係文献を

読み込む 
 小宮山 

7 
それぞれの研究テーマに沿った関係文献を

読み込む 
 小宮山 

8 
それぞれの研究テーマに沿った関係文献を

読み込む 
 小宮山 

9 卒業研究データ収集 1  
小宮山

藤原 

10 卒業研究データ収集 2  小宮山 

11 卒業研究データ収集 3  小宮山 

12 卒業研究データ収集 4  小宮山 

13 卒業研究データ収集 5  小宮山 

14 卒業研究データ収集 6  小宮山 

15 研究中間データ報告会 発表用データ持参すること 

小宮山

藤

原 

16 文献抄読会 1  

小宮山

藤

原 

17 文献抄読会 2  小宮山 

18 文献抄読会 3  小宮山 

19 研究結果統計解析 1  小宮山 

20 研究結果統計解析 2  小宮山 

21 研究結果統計解析 3  小宮山 

22 研究結果統計解析 4  小宮山 

23 研究結果統計解析 5  小宮山 

24 研究結果統計解析 6  小宮山 

25 研究室内発表会予演会  

小宮山

藤

原 

26 研究内容まとめ（研究データ作成）  

小宮山

藤

原 

27 研究内容まとめ 修正予備日 1  小宮山 

28 研究内容まとめ 修正予備日 2  小宮山 

29 研究内容まとめ 修正予備日 3  小宮山 

30 中間発表会 発表用データ持参すること 

小宮山

藤

原 

成績評価方法と基準 割合 

1．中間データ報告会 15 コマ目 2．中間発表会及び抄録の提出 30 コマ目・全授業のうち 4/5 以上の出

席を必要とする DP①④ 

 

1 ．

40%2 ．

60% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (検査)：森 

主担当教員 森 誠司 担当教員 森 誠司 

科目ナンバリング SS20BMTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限)、後期(木曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

がんの進展メカニズムについて in vitro の解析法を主体に研究をおこなう。卒業研究 Iではとくに研究に必

要な基礎的素養を見つける。まず当該研究のバックグラウンドから課題を抽出することに十分な時間を割き

方向性を見極める。この過程を通して外国語論文の読解力を養うとともに、論文作成の基礎を修得する。次

に、卒業研究 II を視野に入れて研究計画を立案する。実験の施行にあたっては、まず実験系の確立と予備実

験をおこなう。最終的には、得られたデータから仮説の検証等の考察を加え、他者に説明できるようにする。 

 

学修目標 

1．研究倫理について理解することができる。2．当該研究領域に関連する資料および文献収集ができる。3．当該研

究における実験または調査などの研究方法を理解する。4．実現可能な適切な研究計画を作成でき、実行できる。5．

得られた結果を分析しまとめ考察ができる。6．研究成果をプレゼンテーションができる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組み

も重要である。 

 

教科書 

指示する 

 

参考書 

指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 1 から６回：研究領域の理解と文献抄読 背景について担当教員と議論し理解する  

2 ７から９回：実験仮説と方法の立案 論文検索をおこない課題を抽出する  

3 １０から１２回：プロトコルの作成 論理的かつ実現可能な計画を策定する  

4 １３から１５回：実験系の確立 
実験手法を修得するとともに予備実験をお

こなう 
 

5 
１６から２５回：実験実施（データ収集、解

析） 

実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

6 ２６から２９回：結果のまとめ、解釈 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 



7 ３０回：プレゼンテーションの準備 
図表等の発表資料の作成。論理的に説明す

る 
 

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書および実験記録の内容 30%、実験の取り組み 30%、中間報告会での発表 40%を評価対象とす

る。4/5 以上の出席が必要 DP①④ 

 

30%30%

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (検査)：脇 

主担当教員 脇 英彦 担当教員 

脇 英彦／川畑 浩久／森 誠司

／小宮山 恭弘／小林 吉晴／前

川 佳敬／竹岡 啓子／佐伯 康

匠／藤原 牧子／小林 彩香／関

根 将／田路 英作／小林 渉／

野田 大孝／由谷 親夫 

科目ナンバリング SS20BMTC041 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限)、後期(木曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1～2 年生で学んだ知識と技術を基礎として、臨床病態学の検査領域について研究する。担当教員の指導を基

に研究計画、結果のまとめ方、発表方法の基礎について学ぶ。卒業発表に向けての基礎実践力を養う。 

 

学修目標 

① 研究倫理について理解することができる。② 本講座を通して、探究心を養う。③ 調査方法と結果のまとめ方

を養う。④ 結果の発表方法を学ぶ。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

調査・研究テーマについて十分に理解し、積極的に行う。疑問点は指導教員への質問や討論を通して理解に

努める。研究室のメンバーとして、節度ある行動に心がける。 

 

教科書 

特に定めない。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室における指導に準じる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

超音波診断学における（循環器、消化器疾

患）での研究テーマ、研究方法、結果のまと

め方、発表方法の概論① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

2 

超音波診断学における（循環器、消化器疾

患）での研究テーマ、研究方法、結果のまと

め方、発表方法の概論② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

3 

超音波診断学における（循環器、消化器疾

患）での研究テーマ、研究方法、結果のまと

め方、発表方法の概論③ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 



4 
心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の手技基礎編 ① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

5 
心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の手技基礎編 ② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

6 
心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の手技基礎編 ③ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

7 
心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の手技基礎編 ④ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

8 
心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の手技基礎編 ⑤ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

9 
心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の手技基礎編 ⑥ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

10 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の手技基礎編⑦ 研究デザインの

組み方① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

11 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の手技基礎編⑧ 研究デザインの

組み方② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

12 
心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編① 研究デザイン設定 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

13 
心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編② 研究課題設定 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

14 
心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編③ 研究課題決定 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇 英

彦 

15 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

16 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編卒業研究に必要なデータ

収集② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

17 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集③ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

18 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集④ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

19 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集⑤ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

20 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集⑥ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

21 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集⑦ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

22 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集⑧ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

23 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集⑨ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

24 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集⑩ 中間報告への小括準備① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 



25 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集⑪ 中間報告への小括準備② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

26 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集⑫ 中間報告への小括準備③ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

27 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集⑬ 中間報告への小括準備④ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

28 

心臓超音波検査、肝胆膵超音波検査、血管超

音波検査の実践編 卒業研究に必要なデー

タ収集⑭ 中間報告への小括準備⑤ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：疑問点を理解

する。（1時間） 

脇英彦 

29 中間発表会① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（1時間）復習：問題点を見つ

ける。（1時間） 

脇英彦 

30 中間発表会② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：問題点を見つける。（1

時間） 

脇英彦 

成績評価方法と基準 割合 

1、出席は 4/5 以上とする。2、中間発表会もしくは抄録の提出フィードバック：各ステップごとに進行状況を

提出、追加実験も含めて修正し、研究を進める。 

 

中 間 発

表 会 も

しくは抄

録

100％ 



授業科目名 臨地実習 (検査) 

主担当教員 脇 英彦 担当教員 

脇 英彦／森 誠司／小宮山 恭

弘／小林 吉晴／竹岡 啓子／佐

伯 康匠／藤原 牧子／小林 彩

香／関根 将 

科目ナンバリング SS20BMTC043 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 7.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨地実習病院で臨床検査を体験し、学習する。検体検査と生理検査の複数部署で診療の現場行われている検

査を見学、体験して学習する。臨地実習ガイドライン 2021 に沿って、到達目標を定め検査手技のみではなく、

患者のプライバシー保護を考慮した患者対応ができることを目指す。臨地実習での機器取り扱いについては、

医療安全を第一に優先しながら、機器操作手順を遵守する。病院情報システムの利用に際しては、データ漏

洩防止はもちろん、ネチケット・データの 1次利用・2 次利用についても学修する。 

 

学修目標 

① 実習病院で行われている検体検査の進め方と検査技術を理解する。② 採血業務と生理検査では、患者に対する

マナーと接遇の仕方を理解する。③ 臨床検査技師のチーム医療への役割について理解する。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

病院職員に礼儀正しい態度をとること。病院は患者の治療を行う施設であるため、実習中の行動には十分配

慮する。今まで学習したことが基礎となるため、予習と復習を怠らず、臨床現場の検査を有意義に学ぶよう

に努める。以下に記載されている授業内容を実習中に行います(進捗は各施設により異なります)。白衣・名

札着用のこと。デイリーレポート・各部署のまとめについて、期限を守って提出のこと。臨地実習中の体調

不良や交通機関の遅延による遅刻・休みなどは実習先の長へ電話連絡すること。臨地実習中も体温チェック 

 

教科書 

臨床検査実習マニュアル（森ノ宮医療大学臨床検査学科編集) 

 

参考書 

実習病院で配布される資料を用いる。 

 

研究室／オフィスアワー 

指導教員の指導に準じる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 臨床現場での臨床検査の意義を学ぶ 検査管理学を確認する。（2時間） 

指導教

員臨地

病院担

当技師 

2 医療現場の安全管理 医療安全学を復習する。（2時間） 
指導教

員臨地



病院担

当技師 

3 医療現場の感染対策 標準予防策を確認する。（2時間） 

指導教

員臨地

病院担

当技師 

4 採血業務の見学 採血手順を確認する。（2時間） 

指導教

員臨地

病院担

当技師 

5 検体部門（臨床化学・免疫・輸血等) ① 
実習病院で行われている検体検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員臨地

病院担

当技師 

6 検体部門（臨床化学・免疫・輸血等) ② 
実習病院で行われている検体検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員臨地

病院担

当技師 

7 検体部門（臨床化学・免疫・輸血等) ③ 
実習病院で行われている検体検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員臨地

病院担

当技師 

8 検体部門（臨床化学・免疫・輸血等) ④ 
実習病院で行われている検体検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

9 検体部門（臨床化学・免疫・輸血等) ⑤ 
実習病院で行われている検体検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員臨地

病院担

当技師 

10 検体部門（臨床化学・免疫・輸血等) ⑥ 
実習病院で行われている検体検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

11 検体部門（臨床化学・免疫・輸血等) ⑦ 
実習病院で行われている検体検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

12 検体部門（臨床化学・免疫・輸血等) ⑧ 
実習病院で行われている検体検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担



当

技

師 

13 検体部門（臨床微生物・病理等） ① 
実習病院で行われている検体検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

14 検体部門（臨床微生物・病理等） ② 

実習病院で行われている病理・微生物検査

の進め方と検査技術を理解する。（2

時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

15 検体部門（臨床微生物・病理等） ③ 

実習病院で行われている病理・微生物検査

の進め方と検査技術を理解する。（2

時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

16 検体部門（臨床微生物・病理等） ④ 

実習病院で行われている病理・微生物検査

の進め方と検査技術を理解する。（2

時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

17 検体部門（臨床微生物・病理等） ⑤ 

実習病院で行われている病理・微生物検査

の進め方と検査技術を理解する。（2

時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

18 検体部門（臨床微生物・病理等） ⑥ 

実習病院で行われている病理・微生物検査

の進め方と検査技術を理解する。（2

時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 



19 検体部門（臨床微生物・病理等） ⑦ 

実習病院で行われている病理・微生物検査

の進め方と検査技術を理解する。（2

時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

20 検体部門（臨床微生物・病理等） ⑧ 

実習病院で行われている病理・微生物検査

の進め方と検査技術を理解する。（2

時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

21 臨床生理部門 ① 
実習病院で行われている生理検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

22 臨床生理部門 ② 
実習病院で行われている生理検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

23 臨床生理部門 ③ 
実習病院で行われている生理検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

24 臨床生理部門 ④ 
実習病院で行われている生理検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

25 臨床生理部門 ⑤ 
実習病院で行われている生理検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨



地

病

院

担

当

技

師 

26 臨床生理部門 ⑥ 
実習病院で行われている生理検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

27 臨床生理部門 ⑦ 
実習病院で行われている生理検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

28 臨床生理部門 ⑧ 
実習病院で行われている生理検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

29 緊急検査 ① 
実習病院で行われている緊急検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

30 緊急検査 ② 
実習病院で行われている緊急検査の進め方

と検査技術を理解する。（2時間） 

指導教

員

臨

地

病

院

担

当

技

師 

成績評価方法と基準 割合 

臨地実習病院の指導者の評価と施設担当教員からの報告をもとに、学科長が総合評価をする。DP①④ 

フィードバック：各施設担当教員が、実習病院の巡回を行い学生の習熟度チェックを行う。 隣地実習終

了後に提出されたレポートをもとに口頭試問を行い、学修到達目標へ達しているかのチェックを行う。 

5 段 階

評価 



授業科目名 臨床細胞学概論 (検査) 

主担当教員 田路 英作 担当教員 
田路 英作／小林 彩香／由谷 

親夫 

科目ナンバリング SS20BMTB044 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
木曜 4 限、木曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

細胞診検査は腫瘍の良悪を判定する検査である。対象とする臓器は多岐にわたり、臓器により細胞採取方法

が異なる。本科目では、細胞診が有用とされる臓器を中心に、検体の取り扱いおよび処理方法を学び、さら

に細胞診断学を学ぶ上で必要な細胞像、組織像の形態的相違について理解する。剥離細胞診、擦過細胞診、

穿刺細胞診など採取方法による細胞像の相違について学び、細胞診断学が発展した歴史的背景や細胞検査士

の役割についても学ぶ。 

 

学修目標 

1.細胞診検査における標本作製法・染色法の原理と意義を説明できる。2.細胞診が有用とされる臓器の細胞像、組織

像の形態的相違について理解できる。3.悪性腫瘍の形態学的特徴を説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業準備のために下記の「授業展開及び授業計画」に示されている予習をしっかり行う。各論で示されてい

る臓器の基本的な組織像と細胞像について理解しておくこと。 

 

教科書 

「病理学／病理検査学」松原修・鴨志田伸吾・大河戸光章・小松京子・古田則行/医歯薬出版株式会社 ISBN978-

4-263-22364-2 

 

参考書 

「スタンダード細胞診テキスト」  医歯薬出版株式会社 

 

研究室／オフィスアワー 

由谷 親夫 C 棟 7階（研究室 23）/在室時には、いつでも訪問可です。田路 英作 C 棟 7階（研究室 13）

/在室時には、いつでも訪問可です。小林 彩香 C 棟 7 階（職員室）/在室時には、いつでも訪問可です。金

曜日は不在です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 細胞診の役割と細胞検査士 

予習（0.5 時間）：細胞診検査の対象臓器と

細胞検査士の役割について調べる。

復習（1時間）：授業内容をノートに

整理する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

2 組織診断と細胞診断の違い 

予習（0.5 時間）：組織診標本と細胞診標本

の違いについて調べる。復習：授業

内容をノートに整理する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 



3 各臓器における検体採取と処理法 

予習（0.5 時間）：教科書の該当部分を読ん

で理解する。復習（1時間）：授業内

容をノートに整理する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

4 細胞診発展の経緯と展望 

予習（0.5 時間）：細胞診検査発展の歴史に

ついて調べる。復習（1時間）：授業

内容をノートに整理する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

5 正常細胞と悪性細胞の特徴 

予習（0.5 時間）：教科書の「スクリーニン

グの目的と実際」の項を読んで理解

する。復習（1時間）：授業内容をノ

ートに整理する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

6 細胞診の組織型推定 

予習（0.5 時間）：細胞診検査対象臓器の正

常細胞種類について調べる。復習（1

時間）：授業内容をノートに整理す

る。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

7 婦人科細胞診の判定方法と基本的な見方 

予習（0.5 時間）：教科書の該当部分を読ん

で理解する。復習（1時間）：授業内

容をノートに整理する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

8 呼吸器細胞診の判定方法と基本的な見方 

予習（0.5 時間）：教科書の該当部分を読ん

で理解する。復習（1時間）：授業内

容をノートに整理する。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

9 消化器細胞診の判定方法と基本的な見方 

予習（0.5 時間）：教科書の該当部分を読ん

で理解する。復習（1時間）：授業内

容をノートに整理する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

10 
乳腺・甲状腺細胞診の判定方法と基本的な

見方 

予習（0.5 時間）：乳腺腫瘍と甲状腺腫瘍に

ついて調べる。復習（1時間）：授業

内容をノートに整理する。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

11 泌尿器細胞診の判定方法と基本的な見方 

予習（0.5 時間）：教科書の該当部分を読ん

で理解する。復習（1時間）：授業内

容をノートに整理する。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

12 体腔液細胞診の判定方法と基本的な見方 

予習（0.5 時間）：教科書の該当部分を読ん

で理解する。復習（1時間）：授業内

容をノートに整理する。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親



夫 

13 その他領域で実施される細胞診 

予習（0.5 時間）：教科書の「脳髄液の細胞

診と穿刺細胞診」の該当部分を読ん

で理解する。復習（1時間）：授業内

容をノートに整理する。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

14 液状化細胞診の特徴 

予習（0.5 時間）：細胞診の液状化検体につ

いて調べる。復習（1時間）：授業内

容をノートに整理する。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

15 集団検診における細胞診 

予習（0.5 時間）：集団検診に使われる細胞

診判定区分について調べる。復習（1

時間）：授業内容をノートに整理す

る。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.小テスト 2.定期試験 

 

1. 小 テ

ス ト



20%2. 定

期 試 験

80% 



授業科目名 臨床細胞学実習Ⅰ (検査) 

主担当教員 田路 英作 担当教員 
田路 英作／小林 彩香／由谷 

親夫 

科目ナンバリング SS20BMTB045 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
金曜 3 限、金曜

4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

細胞診標本には多数の細胞が塗抹されており、一例を挙げると子宮頸部細胞診では１枚の標本に数万個の細

胞が塗抹されている。細胞検査士は、スクリーニングにより標本中の異型細胞を検出し、良性・悪性・境界領

域の判定をする。本科目では、標本中に僅かに出現している異型細胞を検出するためのスクリーニングの基

礎実習を行う。これにより、各臓器の正常細胞の基本形態を習得するとともに、悪性細胞を含む異型細胞形

態についても学ぶ。また、顕微鏡の取り扱いや標本作製法についても学ぶ。 

 

学修目標 

1.顕微鏡の原理と取り扱い方が説明できる。2.細胞診標本の作製法が説明できる。3.特徴的形態を示す悪性細胞が判

定できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

標本作製実習中は白衣を着用のこと。諸注意を聞かない状態での途中入室は認めない。スケッチを行うので、

色鉛筆とスケッチノートを持参すること。国家試験では写真問題も出題されるので特徴的な細胞像は講義内

容と関連付けて理解すること。 

 

教科書 

「病理学／病理検査学」松原修・鴨志田伸吾・大河戸光章・小松京子・古田則行/医歯薬出版株式会社 ISBN978-

4-263-22364-2 

 

参考書 

「スタンダード細胞診テキスト」  医歯薬出版株式会社 

 

研究室／オフィスアワー 

由谷 親夫 C 棟 7階（研究室 23）/在室時には、いつでも訪問可です。田路 英作 C 棟 7階（研究室 13）

/在室時には、いつでも訪問可です。小林 彩香 C 棟 7 階（職員室）/在室時には、いつでも訪問可です。金

曜日は不在です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 顕微鏡の取り扱い方法 

予習（0.5 時間）：光学顕微鏡の構造につい

て調べる。復習（1時間）：実習内容

をノートに整理する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

2 スクリーニングの実際 
予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。復

田路英

作小林



習（1時間）：実習内容をノートに整

理する。 

彩香由

谷親夫 

3 尿細胞診検体の作成法 

予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。（液

状検体作成を中心に）復習（1時間）：

実習内容をノートに整理する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

4 Papanicolaou 染色法 

予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。

（Papanicolaou 染色を中心に）復習

（1時間）：実習内容をノートに整理

する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

5 子宮頸部の正常扁平上皮細胞と扁平上皮癌 

予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。（正

常細胞と扁平上皮癌細胞を中心に）

復習（1時間）：実習内容をノートに

整理する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

6 子宮頸部の正常腺細胞と腺癌 

予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。（正

常細胞と腺癌細胞を中心に）復習（1

時間）：実習内容をノートに整理す

る。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

7 子宮頸部扁平上皮系の前癌病変 

予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。

（LSIL と HSIL を中心に）復習（1時

間）：実習内容をノートに整理する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

8 喀痰細胞診の正常細胞と扁平上皮癌 

予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。復

習（1時間）：実習内容をノートに整

理する。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

9 喀痰細胞診の扁平上皮癌と腺癌 

予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。復

習（1時間）：実習内容をノートに整

理する。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

10 胃捺印標本の良性細胞と腺癌 

予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。復

習（1時間）：実習内容をノートに整

理する。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

11 乳腺穿刺細胞診の良性細胞と悪性細胞 

予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。復

習（1時間）：実習内容をノートに整

理する。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

12 甲状腺穿刺細胞診の良性細胞と悪性細胞 

予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。復

習（1時間）：実習内容をノートに整

理する。 

田路英

作

小

林



彩

香

由

谷

親

夫 

13 
尿路上皮の正常細胞、ウイルス感染細胞、尿

路上皮癌 

予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。復

習（1時間）：実習内容をノートに整

理する。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

14 反応性中皮細胞と転移性腺癌細胞 

予習（0.5 時間）：前期講義「臨床細胞学概

論」の該当部分を復習してくる。復

習（1時間）：実習内容をノートに整

理する。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

15 
細胞学実習総括（実習で鏡検した細胞像の

まとめ） 

予習（0.5 時間）：実習で鏡検した特徴的な

悪性細胞像について復習してくる。

復習（1時間）：実習内容をノートに

整理する。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

1.レポート 2.定期試験 

 

1. レ ポ

ー ト

30%2. 定

期 試 験

70% 



授業科目名 臨床細胞学実習Ⅱ (検査) 

主担当教員 田路 英作 担当教員 
田路 英作／小林 彩香／由谷 

親夫 

科目ナンバリング SS20BMTC046 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 3 限、火曜

4 限、火曜 5 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

細胞診の基本染色は Papanicoloau 染色・Giemsa 染色であるが、細胞診断学の発展に伴い、特殊染色や免疫化

学染色が実施され、より詳細な細胞診断が行われるようになった。これらの染色では染色までの前処理が重

要である。本科目では、染色の前処理方法である、塗抹固定法を学び、各種染色技術についての実習を行う。

また LBC 法、顕微鏡写真の撮影方法や、撮影画像を用いた細胞画像解析方法についても学ぶ。 

 

学修目標 

1.Papanicoloau染色・Giemsa染色・PAS反応・Alcian blue染色・免疫染色の原理、染色手順、結果が説明できる。

2.特殊染色と免疫染色の使用方法とマーカーの適応が選択できる。3.顕微鏡のメンテナンスと写真撮影が行える。4.

顕微鏡写真で画像解析を行い細胞面積、N/C比が計測できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.標本作製実習中は白衣を着用のこと。2.諸注意を聞かない状態での途中入室は認めない。3.スケッチは色

鉛筆を使用するので持参すること。 

 

教科書 

1.「スタンダード細胞診テキスト」 水口國雄/医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-263-22684-12.実習計画書、

参考資料（事前に配布する） 

 

参考書 

標準病理学 医学書院細胞検査技術教本 丸善出版 

 

研究室／オフィスアワー 

由谷 親夫 C 棟 7階（研究室 23）/在室時には、いつでも訪問可です。田路 英作 C 棟 7階（研究室 13）

/在室時には、いつでも訪問可です。小林 彩香 C 棟 7 階（職員室）/在室時には、いつでも訪問可です。金

曜日は不在です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 1.2 顕微鏡の基礎知識と操作法写真撮影法 

予習（1 時間）：教科書「顕微鏡とその取扱

い」を熟読しておくこと。また顕微

鏡写真の画質について調べる。復習

（1時間）：講義内容を整理し理解し

ておくこと。また実習内容をレポー

トにまとめる。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

2 
3.4 塗抹（LBC 法を含む）と湿固定法

Papanicolaou 染色 

予習（1 時間）：実習計画書の該当項目を勉

強してくる。復習（1時間）：講義内

田路英

作小林



容を整理し理解しておくこと。また

実習内容をレポートにまとめる。 

彩香由

谷親夫 

3 5.6 喀痰塗抹法と乾燥固定法 Giemsa 染色 

予習（1 時間）：実習計画書の該当項目を勉

強してくる。復習（1時間）：講義内

容を整理し理解しておくこと。また

実習内容をレポートにまとめる。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

4 7.8 細胞診スクリーニング PAS 反応 

予習（1 時間）：実習計画書の該当項目を勉

強してくる。復習（1時間）：講義内

容を整理し理解しておくこと。また

実習内容をレポートにまとめる。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

5 
9.10 細胞診スクリーニング Alcian blue 染

色 

予習（1 時間）：実習計画書の該当項目を勉

強してくる。復習（1時間）：講義内

容を整理し理解しておくこと。また

実習内容をレポートにまとめる。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

6 
11.12.13 免疫細胞化学染色Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（免

疫染色の原理、染色手順、結果） 

予習（1 時間）：実習計画書の該当項目を勉

強してくる。復習（2時間）：講義内

容を整理し理解しておくこと。また

実習内容をレポートにまとめる。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

7 
14.15 細胞画像解析法Ⅰ・Ⅱ（顕微鏡写真を

使用した像解析法） 

予習（1時間）：画像解析ソフト ImageJ を使

用しての細胞面積、N/C 比計測方法

について調べる。復習（1時間）：講

義内容を整理し理解しておくこと。

また実習内容をレポートにまとめ

る。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

1.レポート提出期限：実習内で説明します。フィードバックの方法：レポートは評価後、全て本人に返却す

る。2.定期試験出題範囲：本講義・実習で扱った範囲。3.実習での積極性実習計画書の注意事項を守り、

安全に実習できているかで評価します。 

 

1. 40%2. 

50%3. 

10% 



授業科目名 臨床細胞学総論Ⅰ (検査) 

主担当教員 田路 英作 担当教員 
田路 英作／小宮山 恭弘／脇 

英彦／小林 彩香／由谷 親夫 

科目ナンバリング SS20BMTC047 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 4 限、金曜

1 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

本科目では、正常細胞の基本構造、臓器により異なる細胞の種類と特徴など、細胞基本形態と組織構築像に

加え、悪性腫瘍の細胞像についても学ぶ。癌は遺伝子異常の蓄積により発症し、細胞形態に変化が現れるこ

とから腫瘍遺伝子学についても理解を深める。細胞診断は細胞形態のみで行うのではなく様々な臨床情報が

重要であることから、近年大きく進歩した腫瘍画像診断の知識も養う。 

 

学修目標 

細胞小器官、細胞像、組織像について構造と機能について説明できる。悪性腫瘍の細胞像や腫瘍遺伝子学・腫瘍画像

診断学の基礎知識を身に付ける。医療安全管理と労働安全管理について説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業準備のために下記の「授業展開及び授業計画」に示されている予習をしっかり行う。臓器の基本的な組

織像と細胞像について理解しておくこと。 

 

教科書 

「スタンダード細胞診テキスト」 水口國雄/医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-263-22684-1 

 

参考書 

標準病理学 医学書院細胞検査技術教本 丸善出版 

 

研究室／オフィスアワー 

由谷 親夫 C 棟 7階（研究室 23）/在室時には、いつでも訪問可です。田路 英作 C 棟 7階（研究室 13）

/在室時には、いつでも訪問可です。小林 彩香 C 棟 7 階（職員室）/在室時には、いつでも訪問可です。金

曜日は不在です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 細胞と細胞小器官 

予習（1 時間）：教科書「細胞の構造」を熟

読しておくこと。復習（1時間）：教

科書と講義内容を整理し理解して

おくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

2 細胞分裂と細胞の分化 

予習（1 時間）：教科書「細胞周期（cell 

cycle）と細胞分裂（cell division）」

を読む。また、組織の胚葉由来につ

いて調べる。復習（1時間）：教科書

と講義内容を整理し理解しておく

こと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 



3 細胞の種類と形態 

予習（1 時間）：四大組織の細胞種類と形態

について調べる。復習（1時間）：教

科書と講義内容を整理し理解して

おくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

4 病理組織学基礎（各臓器の組織像） 

予習（1 時間）：各臓器の組織像について調

べる。復習（1時間）：講義内容を整

理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

5 細胞の組織構築 

予習（1 時間）：細胞診で出現する細胞集塊

の特徴について調べる。復習（1 時

間）：教科書と講義内容を整理し理

解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

6 細胞診の適応と臓器 

予習（1 時間）：細胞診の対象臓器について

調べる。復習（1時間）：教科書と講

義内容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

7 
細胞像と組織診像の対比（扁平上皮と腺上

皮について） 

予習（1 時間）：扁平上皮・腺上皮について

組織像と細胞像の形態的類似点と

相違点について調べる。復習（1 時

間）：教科書と講義内容を整理し理

解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

8 癌の細胞像 

予習（1 時間）：癌の細胞像の特徴について

調べる。復習（1時間）：教科書と講

義内容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

9 
腫瘍遺伝子学Ⅰ（発がんにおける遺伝子変

異） 

予習（1 時間）：発がんにおける遺伝子変異

について調べる。復習（1時間）：講

義内容を整理し理解しておくこと。 

森誠司 

10 
腫瘍遺伝子学Ⅱ（病理検査で使われる遺伝

子検査方法） 

予習（1 時間）：病理検査で使われる遺伝子

検査方法について調べる。復習（1時

間）：教科書と講義内容を整理し理

解しておくこと。 

森誠司 

11 
良性腫瘍と悪性腫瘍Ⅰ（上皮性腫瘍の種類

と特徴） 

予習（1 時間）：上皮性腫瘍の種類と特徴に

ついて調べる。復習（1時間）：教科

書と講義内容を整理し理解してお

くこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

12 
良性腫瘍と悪性腫瘍Ⅱ（非上皮性腫瘍の種

類と特徴） 

予習（1 時間）：非上皮性腫瘍の種類と特徴

について調べる。復習（1時間）：講

義内容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

13 
腫瘍画像診断学Ⅰ（放射線を使用した画像

診断法） 

予習（1 時間）：放射線を使用した画像診断

法の種類とその画像について調べ

る。復習（1時間）：講義内容を整理

し理解しておくこと。 

脇英彦 



14 
腫瘍画像診断学Ⅱ（超音波を使用した画像

診断法） 

予習（1 時間）：超音波を使用した画像診断

法とその画像について調べる。復習

（1時間）：講義内容を整理し理解し

ておくこと。 

脇英彦 

15 細胞診の精度・危機管理 

予習（1 時間）：医療安全管理と労働安全管

理及び細胞診の内部精度管理と外

部精度管理について調べる。復習（1

時間）：教科書と講義内容を整理し

理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.小テスト 小テストは 2 回実施する。 ※次回の授業で、採点したものを返却し解説を行います。2.定期

試験 ※出題範囲：授業で扱った範囲 

 

1. 小 テ

ス ト

20%2. 定

期 試 験

80% 



授業科目名 臨床細胞学総論Ⅱ (検査) 

主担当教員 田路 英作 担当教員 
田路 英作／小林 彩香／由谷 

親夫 

科目ナンバリング SS20BMTC048 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

近年、子宮頸癌の判定方式である Bethesda System に端を発し、泌尿器の Paris System など臓器ごとに異な

る判定方式が採用されている。本科目では、各臓器の判定区分や組織型について学ぶ。細胞診の基本染色で

ある Papanicoloau 染色・Giemsa 染色、鑑別診断のための特殊染色や免疫細胞化学染色法の染色原理・方法お

よび検体処理方法についても学ぶ。また、各種顕微鏡の種類や原理についても理解を深める。 

 

学修目標 

各種顕微鏡の原理や特徴を説明できる。Papanicoloau 染色・Giemsa 染色・特殊染色・免疫化学染色法の特徴を理解

し、目的に応じた染色法を選択できる。各臓器の判定区分や腫瘍の組織型について説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業準備のために下記の「授業展開及び授業計画」に示されている予習をしっかり行う。 

 

教科書 

「スタンダード細胞診テキスト」 水口國雄/医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-263-22684-1 

 

参考書 

標準病理学 医学書院細胞検査技術教本 丸善出版 

 

研究室／オフィスアワー 

由谷 親夫 C 棟 7階（研究室 23）/在室時には、いつでも訪問可です。田路 英作 C 棟 7階（研究室 13）

/在室時には、いつでも訪問可です。小林 彩香 C 棟 7 階（職員室）/在室時には、いつでも訪問可です。金

曜日は不在です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 顕微鏡の種類と原理 

予習（1 時間）：教科書「顕微鏡とその取扱

い」を熟読しておくこと。復習（1時

間）：教科書と講義内容を整理し理

解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

2 細胞診スクリーニング法 

予習（1 時間）：教科書「スクリーニングの

実際」を熟読しておくこと。復習（1

時間）：教科書と講義内容を整理し

理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

3 各臓器毎に実施されている採取法 

予習（1 時間）：各臓器毎に実施されている

採取法について調べる。復習（1 時

間）：教科書と講義内容を整理し理

解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

4 
細胞診で使用される各種染色に対する固定

法 

予習（1 時間）：細胞診で使用される各種染

色に適した固定法について調べる。

田路英

作小林



復習（1時間）：教科書と講義内容を

整理し理解しておくこと。 

彩香由

谷親夫 

5 Papanicolaou 染色の原理と染色法 

予習（1時間）：Papanicolaou 染色の原理と

染色法について調べる。復習（1 時

間）：教科書と講義内容を整理し理

解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

6 Giemsa 染色法の原理と染色法 

予習（1時間）：Giemsa 染色法の原理と染色

法について調べる。復習（1時間）：

教科書と講義内容を整理し理解し

ておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

7 
細胞診で使用される特殊染色の種類と鑑別

診断 

予習（1 時間）：細胞診で使用される特殊染

色の種類と鑑別診断のための選択

方法について調べる。復習（1時間）：

教科書と講義内容を整理し理解し

ておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

8 
免疫細胞化学染色法Ⅰ（酵素抗体法の種類

と原理） 

予習（1 時間）：酵素抗体法の種類と原理に

ついて調べる。復習（1時間）：教科

書と講義内容を整理し理解してお

くこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

9 
免疫細胞化学染色法Ⅱ（酵素抗体法のマー

カー種類と適応） 

予習（1 時間）：酵素抗体法のマーカー種類

と適応について調べる。復習（1 時

間）：教科書と講義内容を整理し理

解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

10 FISH 法の原理と利点 

予習（1時間）：FISH 法の原理と利点につい

て調べる。復習（1時間）：講義内容

を整理し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

11 電子顕微鏡の基礎知識 

予習（1 時間）：透過型と走査型の違いにつ

いて調べる。復習（1時間）：講義内

容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

12 
細胞診の判定分類法Ⅰ（婦人科、呼吸器の判

定様式） 

予習（1 時間）：婦人科、呼吸器の判定様式

について調べる。復習（1時間）：教

科書と講義内容を整理し理解して

おくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

13 
細胞診の判定分類法Ⅱ（消化器、その他領域

の判定様式） 

予習（1 時間）：消化器、その他領域の判定

様式について調べる。復習（1時間）：

教科書と講義内容を整理し理解し

ておくこと。 

田路英

作

小

林



彩

香

由

谷

親

夫 

14 
組織型の推定Ⅰ（婦人科、呼吸器の悪性腫瘍

分類） 

予習（1 時間）：婦人科、呼吸器の悪性腫瘍

分類について調べる。復習（1時間）：

教科書と講義内容を整理し理解し

ておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

15 
組織型の推定Ⅱ（消化器、その他領域の悪性

腫瘍分類） 

予習（1 時間）：消化器、その他領域の悪性

腫瘍分類について調べる。復習（1時

間）：教科書と講義内容を整理し理

解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.小テスト 小テストは 2 回実施する。 ※次回の授業で、採点したものを返却し解説を行います。2.定期

試験 ※出題範囲：授業で扱った範囲 

 

1. 小 テ

ス ト

20%2. 定

期 試 験

80% 



授業科目名 臨床細胞学各論Ⅰ (検査) 

主担当教員 田路 英作 担当教員 
田路 英作／小林 彩香／由谷 

親夫 

科目ナンバリング SS20BMTC049 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 4 限、月曜

5 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

婦人科、呼吸器、縦隔の細胞診判定を行うために、各臓器の組織構築を理解し、構成細胞の種類と大きさを

含めた細胞基本形態像を理解する。また炎症を伴う良性疾患で生じる細胞像の変化や、各臓器特有の良性腫

瘍細胞像・悪性細胞像について学ぶ。 

 

学修目標 

婦人科、呼吸器、縦隔の各臓器構造と正常組織像、細胞像を説明できる。婦人科、呼吸器、縦隔の各臓器の良性疾患

と腫瘍性病変を説明できる。婦人科、呼吸器、縦隔の各臓器で罹患率の高い、良性疾患と腫瘍性病変の組織像と細胞

像を身に付ける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業準備のために下記の「授業展開及び授業計画」に示されている予習をしっかり行う。臓器の基本的な組

織像と細胞像について理解しておくこと。 

 

教科書 

「スタンダード細胞診テキスト」 水口國雄/医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-263-22684-1 

 

参考書 

標準病理学 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

由谷 親夫 C 棟 7階（研究室 23）/在室時には、いつでも訪問可です。田路 英作 C 棟 7階（研究室 13）

/在室時には、いつでも訪問可です。小林 彩香 C 棟 7 階（職員室）/在室時には、いつでも訪問可です。金

曜日は不在です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
子宮頸部、外陰・膣の病変とコルポスコピ

ー、ホルモン細胞診 

予習（1時間）：教科書の婦人科で組織発生、

構造と機能、子宮頸部、外陰・膣、

コルポスコピー、ホルモン細胞診の

部分を読む。復習（1時間）：教科書

と講義内容を整理し理解しておく

こと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

2 子宮体部、卵巣の病変 

予習（1 時間）：教科書の子宮体部、絨毛性

疾患、卵巣の部分を読む。復習（1時

間）：教科書と講義内容を整理し理

解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 



3 子宮頸部、外陰・膣の組織像 

予習（1 時間）：子宮頸部、外陰・膣の良性

疾患、腫瘍性疾患の組織像について

調べる。復習（1時間）：教科書と講

義内容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

4 子宮体部、卵巣の組織像 

予習（1時間）：子宮体部、卵巣の良性疾患、

腫瘍性疾患の組織像について調べ

る。復習（1時間）：教科書と講義内

容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

5 子宮頸部、外陰・膣の細胞像 

予習（1 時間）：子宮頸部、外陰・膣の良性

疾患、腫瘍性疾患の細胞像について

調べる。復習（1時間）：教科書と講

義内容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

6 子宮体部、卵巣の細胞像 

予習（1時間）：子宮体部、卵巣の良性疾患、

腫瘍性疾患の細胞像について調べ

る。復習（1時間）：教科書と講義内

容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

7 呼吸器の良性疾患 

予習（1時間）：教科書の呼吸器で組織発生、

構造と機能、細胞診検体の採取・処

理法、良性疾患（感染症を含む）の

部分を読む。復習（1時間）：教科書

と講義内容を整理し理解しておく

こと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

8 呼吸器の前癌病変を含む悪性腫瘍 

予習（1 時間）：教科書の呼吸器で悪性腫瘍

（前癌病変を含む）の部分を読む。

復習（1時間）：教科書と講義内容を

整理し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

9 
呼吸器の正常組織像、感染症を含む良性疾

患組織像 

予習（1 時間）：呼吸器の正常組織像、良性

疾患（感染症を含む）の組織像につ

いて調べる。復習（1時間）：教科書

と講義内容を整理し理解しておく

こと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

10 呼吸器の前癌病変を含む悪性腫瘍組織像 

予習（1 時間）：呼吸器の悪性腫瘍（前癌病

変を含む）の組織像について調べ

る。復習（1時間）：教科書と講義内

容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

11 
呼吸器の正常細胞像、感染症を含む良性疾

患細胞像 

予習：（1 時間）呼吸器の正常組織像、良性

疾患（感染症を含む）の細胞像につ

いて調べる復習（1時間）：教科書と

講義内容を整理し理解しておくこ

と。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

12 呼吸器の前癌病変を含む悪性腫瘍細胞像 

予習（1 時間）：呼吸器の悪性腫瘍（前癌病

変を含む）の細胞像について調べ

る。復習（1時間）：教科書と講義内

容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香



由

谷

親

夫 

13 縦隔と胸腺の病変 

予習（1 時間）：縦隔と胸腺の病変について

調べる。教科書の縦隔腫瘍の部分を

読む。復習（1時間）：教科書と講義

内容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

14 縦隔と胸腺の腫瘍病変の組織像 

予習（1 時間）：縦隔と胸腺の腫瘍病変の組

織像について調べる。復習（1時間）：

教科書と講義内容を整理し理解し

ておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

15 縦隔と胸腺の腫瘍病変の細胞像 

予習（1 時間）：縦隔と胸腺の腫瘍病変の組

織像について調べる。復習（1時間）：

教科書と講義内容を整理し理解し

ておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.小テスト 小テストは 2 回実施する。 ※次回の授業で採点したものを返却し、解説を行います。2.定期 1. 小 テ



試験 ※出題範囲：授業で扱った範囲 

 

ス ト

20%2. 定

期 試 験

80% 



授業科目名 臨床細胞学各論Ⅱ (検査) 

主担当教員 田路 英作 担当教員 
田路 英作／小林 彩香／由谷 

親夫 

科目ナンバリング SS20BMTC050 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 4 限、火曜

5 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

体腔、消化器、乳腺、甲状腺の細胞診判定を行うために、各臓器の組織構築を理解し、構成細胞の種類と大き

さを含めた細胞基本形態像を理解する。また炎症を伴う良性疾患で生じる細胞像の変化や、各臓器特有の良

性腫瘍細胞像・悪性細胞像について学ぶ。 

 

学修目標 

「授業展開及び授業計画」で示された各臓器構造の正常組織像、細胞像を説明できる。「授業展開及び授業計画」で

示された各臓器の良性疾患と腫瘍性病変を説明できる。「授業展開及び授業計画」で示された各臓器で罹患率の高い、

良性疾患と腫瘍性病変の組織像と細胞像を身に付ける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業準備のために下記の「授業展開及び授業計画」に示されている予習をしっかり行う。臓器の基本的な組

織像と細胞像について理解しておくこと。 

 

教科書 

「スタンダード細胞診テキスト」 水口國雄/医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-263-22684-1 

 

参考書 

標準病理学 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

由谷 親夫 C 棟 7階（研究室 23）/在室時には、いつでも訪問可です。田路 英作 C 棟 7階（研究室 13）

/在室時には、いつでも訪問可です。小林 彩香 C 棟 7 階（職員室）/在室時には、いつでも訪問可です。金

曜日は不在です。野田 大孝 C 棟 7階（職員室）/在室時には、いつでも訪問可です。水曜日は不在です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

唾液腺、口腔・咽頭、食道、胃、小腸・大腸、

肛門の機能と構造及び良性疾患と腫瘍性病

変 

予習（1 時間）：教科書の唾液腺、口腔・咽

頭、食道、胃、小腸・大腸、肛門の

部分を読む。復習（1時間）：教科書

と講義内容を整理し理解しておく

こと。 

田路英

作小林

彩香野

田大孝

由谷親

夫 

2 
肝臓、胆道・膵臓の機能と構造及び良性疾患

と腫瘍性病変 

予習（1 時間）：教科書の肝臓、胆道・膵臓

の部分を読む。復習（1時間）：教科

書と講義内容を整理し理解してお

くこと。 

田路英

作小林

彩香野

田大孝

由谷親



夫 

3 
唾液腺、口腔・咽頭、食道、胃、小腸・大腸、

肛門の組織像 

予習（1時間）：唾液腺、口腔・咽頭、食道、

胃、小腸・大腸、肛門の良性疾患、

腫瘍性疾患の組織像について調べ

る。復習（1時間）：教科書と講義内

容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香野

田大孝

由谷親

夫 

4 肝臓、胆道・膵臓の組織像 

予習（1 時間）：肝臓、胆道・膵臓の良性疾

患、腫瘍性疾患の組織像について調

べる。復習（1時間）：教科書と講義

内容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香野

田大孝

由谷親

夫 

5 
唾液腺、口腔・咽頭、食道、胃、小腸・大腸、

肛門の細胞像 

予習（1時間）：唾液腺、口腔・咽頭、食道、

胃、小腸・大腸、肛門の良性疾患、

腫瘍性疾患の細胞像について調べ

る。復習（1時間）：教科書と講義内

容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香野

田大孝

由谷親

夫 

6 肝臓、胆道・膵臓の細胞像 

予習（1 時間）：肝臓、胆道・膵臓の良性疾

患、腫瘍性疾患の細胞像について調

べる。復習（1時間）：教科書と講義

内容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香野

田大孝

由谷親

夫 

7 
乳腺の機能と構造及び良性疾患と腫瘍性病

変 

予習（1時間）：教科書の乳腺の部分を読む。

復習（1時間）：教科書と講義内容を

整理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香野

田大孝

由谷親

夫 

8 乳腺の組織像 

予習（1 時間）：乳腺の良性疾患、腫瘍性疾

患の組織像について調べる。復習（1

時間）：教科書と講義内容を整理し

理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

野

田

大

孝

由

谷

親

夫 

9 乳腺の細胞像 

予習（1 時間）：乳腺の良性疾患、腫瘍性疾

患の細胞像について調べる。復習（1

時間）：教科書と講義内容を整理し

理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香野

田大孝

由谷親

夫 

10 
甲状腺の機能と構造及び良性疾患と腫瘍性

病変 

予習（1 時間）：教科書の甲状腺の部分を読

む。復習（1時間）：教科書と講義内

容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

野

田

大

孝

由

谷



親

夫 

11 甲状腺の組織像 

予習（1 時間）：甲状腺の良性疾患、腫瘍性

疾患の組織像について調べる。復習

（1時間）：教科書と講義内容を整理

し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

野

田

大

孝

由

谷

親

夫 

12 甲状腺の細胞像 

予習（1 時間）：甲状腺の良性疾患、腫瘍性

疾患の細胞像について調べる。復習

（1時間）：教科書と講義内容を整理

し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

野

田

大

孝

由

谷

親

夫 

13 
体腔の機能と構造及び良性疾患と腫瘍性病

変 

予習（1 時間）：教科書の体腔液の部分を読

む。復習（1時間）：教科書と講義内

容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

野

田

大

孝

由

谷

親

夫 

14 体腔の組織像 

予習（1 時間）：体腔の良性疾患、腫瘍性疾

患の組織像について調べる。復習（1

時間）：教科書と講義内容を整理し

理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

野

田

大

孝

由

谷

親

夫 

15 体腔液の細胞像 

予習（1 時間）：体腔液の良性疾患、腫瘍性

疾患の細胞像について調べる。復習

（1時間）：教科書と講義内容を整理

し理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩



香

野

田

大

孝

由

谷

親

夫 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.小テスト 小テストは 2 回実施する。 ※次回の授業で採点したものを返却し、解説を行います。2.定期

試験 ※出題範囲：授業で扱った範囲 

 

1. 小 テ

ス ト

20%2. 定

期 試 験

80% 



授業科目名 臨床細胞学各論Ⅲ (検査) 

主担当教員 田路 英作 担当教員 
田路 英作／小林 彩香／由谷 

親夫 

科目ナンバリング SS20BMTC051 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
水曜 4 限、水曜

5 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

泌尿器、リンパ節、骨軟部、造血器、脳腫瘍の細胞診判定を行うために、各臓器の組織構築を理解し、構成細

胞の種類と大きさを含めた細胞基本形態像を理解する必要がある。また炎症を伴う良性疾患で生じる細胞像

の変化や、各臓器特有の良性腫瘍細胞像・悪性細胞像について学ぶ。 

 

学修目標 

「授業展開及び授業計画」で示された各臓器構造の正常組織像、細胞像を説明できる。「授業展開及び授業計画」で

示された各臓器の良性疾患と腫瘍性病変を説明できる。「授業展開及び授業計画」で示された各臓器で罹患率の高い、

良性疾患と腫瘍性病変の組織像と細胞像を身に付ける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業準備のために下記の「授業展開及び授業計画」に示されている予習をしっかり行う。臓器の基本的な組

織像と細胞像について理解しておくこと。 

 

教科書 

「スタンダード細胞診テキスト」 水口國雄/医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-263-22684-1 

 

参考書 

標準病理学 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

由谷 親夫 C 棟 7階（研究室 23）/在室時には、いつでも訪問可です。田路 英作 C 棟 7階（研究室 13）

/在室時には、いつでも訪問可です。小林 彩香 C 棟 7 階（職員室）/在室時には、いつでも訪問可です。金

曜日は不在です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
泌尿器の機能と構造及び良性疾患と腫瘍性

病変 

予習（1 時間）：教科書の泌尿器の部分を読

む。復習（1時間）：教科書と講義内

容を整理し理解しておくこと 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

2 泌尿器の組織像 

予習（1 時間）：泌尿器の良性疾患、腫瘍性

疾患の組織像について調べる。復習

（1時間）：教科書と講義内容を整理

し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

3 泌尿器の細胞像 

予習（1 時間）：泌尿器の良性疾患、腫瘍性

疾患の細胞像について調べる。復習

（1時間）：教科書と講義内容を整理

田路英

作小林

彩香由



し理解しておくこと。 谷親夫 

4 
リンパ節の機能と構造及び良性疾患と腫瘍

性病変 

予習（1 時間）：教科書のリンパ節の部分を

読む。復習（1時間）：教科書と講義

内容を整理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

5 リンパ節の組織像 

予習（1 時間）：リンパ節の良性疾患、腫瘍

性疾患の組織像について調べる。復

習（1時間）：教科書と講義内容を整

理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

6 リンパ節の細胞像 

予習（1 時間）：リンパ節の良性疾患、腫瘍

性疾患の細胞像について調べる。復

習（1時間）：教科書と講義内容を整

理し理解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

7 骨・軟部の分類と構造及び腫瘍性病変 

予習（1 時間）：教科書の骨・軟部腫瘍の部

分を読む。復習（1時間）：教科書と

講義内容を整理し理解しておくこ

と。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

8 骨・軟部の組織像 

予習（1 時間）：骨・軟部腫瘍の腫瘍性疾患

の組織像について調べる。復習（1時

間）：教科書と講義内容を整理し理

解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

9 骨・軟部の細胞像 

予習（1 時間）：骨・軟部腫瘍の腫瘍性疾患

の細胞像について調べる。復習（1時

間）：教科書と講義内容を整理し理

解しておくこと。 

田路英

作小林

彩香由

谷親夫 

10 
造血器（骨髄）の機能と構造及び良性疾患と

腫瘍性病変 

予習（1 時間）：教科書の造血器（骨髄）の

部分を読む。復習（1時間）：教科書

と講義内容を整理し理解しておく

こと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

11 造血器（骨髄）の組織像 

予習（1 時間）：造血器（骨髄）の腫瘍性疾

患の組織像について調べる。復習（1

時間）：教科書と講義内容を整理し

理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

12 造血器（骨髄）の細胞像 

予習（1 時間）：造血器（骨髄）の腫瘍性疾

患の細胞像について調べる。復習（1

時間）：教科書と講義内容を整理し

理解しておくこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

13 中枢神経の機能と構造及び脳の腫瘍性病変 予習（1 時間）：教科書の中枢神経の部分を 田路英



読む。復習（1時間）：教科書と講義

内容を整理し理解しておくこと。 

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

14 脳の組織像 

予習（1 時間）：脳の腫瘍性疾患の組織像に

ついて調べる。復習（1時間）：教科

書と講義内容を整理し理解してお

くこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

15 脳の細胞像 

予習（1 時間）：脳の腫瘍性疾患の細胞像に

ついて調べる。復習（1時間）：教科

書と講義内容を整理し理解してお

くこと。 

田路英

作

小

林

彩

香

由

谷

親

夫 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.小テスト 小テストは 2 回実施する。 ※次回の授業で採点したものを返却し、解説を行います。2.定期

試験 ※出題範囲：授業で扱った範囲 

 

1. 小 テ

ス ト

20%2. 定

期 試 験



80% 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床検査学科 

（2018 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 総合演習Ⅰ (検査) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 

川畑 浩久／森 誠司／小宮山 

恭弘／小林 吉晴／前川 佳敬／

竹岡 啓子／脇 英彦／佐伯 康

匠／藤原 牧子／小林 彩香／関

根 将／田路 英作／小林 渉／

野田 大孝／由谷 親夫 

科目ナンバリング SS404 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 月 曜 2

限、月曜 3 限、

火曜 2 限)、後

期(月曜 2 限、

月曜 3 限、火曜

2 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床検査学が網羅する学問領域は多岐にわたり、個々の専門科目を独立して学ぶが、検査の実践においては

横断的な理解が必要となる。本演習では臨床を見据え各検査を実践するために必要な知識・技術を統合的に

理解できるようになることを目標とする。総合演習 I では臨床病態学と形態検査学（血液検査学、病理検査

学、一般検査学）また基礎医学系科目（解剖学、病理学）を中心に基礎から応用まで重要なポイントを整理し

学習する。 

 

学修目標 

1) 病態理解の基盤となる解剖学・生理学・生化学・病理学の知識を確固たるものにする。2) 各検査法を実践するた

めに不可欠な原理・原則について理解を深める。3) 各種疾患に対して行われる臨床検査から得られるデータを統合

的に理解し評価できるようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

下記の授業計画は時系列ではない。詳細な日程は教員の指示に従うこと。授業進行には十分な予習と復習が

必要であるため、自宅学習は計画的に継続しておこなうこと。 理解の足りないところ、苦手なところは後

回しにせず早期に克服する術を講じること。 

 

教科書 

指示する。 

 

参考書 

指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員は随時対応する。ただし、事前に予約すること。 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
臨床検査技師の職業意識と自己のキャリア

アップについて 

臨床検査技師の社会における有用性につい

て調べる。予習ならびに復習をそれ

ぞれ 2時間は行うこと。 

 

2 解剖学：呼吸器系 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

3 解剖学：消化器系・内分泌系 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

4 解剖学：泌尿器・生殖器系 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

5 解剖学：神経系・感覚器系 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

6 病理学：組織障害・修復機構 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

7 病理学：代謝障害 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

8 病理学：循環障害 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

9 病理学；感染症・免疫異常 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

10 病理学：腫瘍 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

11 臨床病態学：循環器・呼吸器系疾患 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

12 臨床病態学：泌尿器系疾患 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

13 臨床病態学：感染症・自己免疫疾患 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

14 臨床病態学：内分泌系疾患 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

15 臨床病態学；神経・筋疾患 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

16 病理検査学：組織標本作成・包埋、薄切 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

17 病理検査学：一般染色・結合組織染色 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

18 病理検査学：糖質・酸性粘液多糖類の染色 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

19 
病理検査学: 核酸・アミロイド・脂質の染

色 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

20 病理検査学：免疫組織化学染色 
予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活
 



用し知識を定着させる。（2時間） 

21 病理検査学：細胞検査学 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

22 血液検査学：血球数算定 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

23 血液検査学：赤血球に関する検査 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

24 血液検査学：塗抹標本・染色 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

25 血液検査学：血液像の観察 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

26 血液検査学：凝固検査 1 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

27 血液検査学：凝固検査 2 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

28 一般検査学：尿沈査 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

29 一般検査学：尿の生化学検査 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

30 一般検査学：脳脊髄液・糞便・喀痰検査 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

成績評価方法と基準 割合 

1．マークシート形式の試験を前期末（中間テスト）、後期末（期末テスト）にそれぞれ複数回おこない、総

合成績が基準以上であった者に単位を認定する。到達度確認のため、不定期に実施する小テストも評価

に加える。2．4/5以上の出席を必要とする。3．試験に対するフィードバックの方法：小テストや課題につい

ては採点後に返却し、必要に応じて解説する。 

 

1．中間

テ ス ト

20%2 ．

期 末 テ

ス ト

80％ 



授業科目名 総合演習Ⅱ (検査) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 

川畑 浩久／森 誠司／小宮山 

恭弘／小林 吉晴／前川 佳敬／

竹岡 啓子／脇 英彦／佐伯 康

匠／藤原 牧子／小林 彩香／関

根 将／田路 英作／小林 渉／

野田 大孝／由谷 親夫 

科目ナンバリング SS405 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 3

限、水曜 2 限、

水曜 3 限)、後

期(火曜 3 限、

水曜 2 限、水曜

3 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床検査学が網羅する学問領域は多岐にわたり、個々の専門科目を独立して学ぶが、検査の実践においては

横断的な理解が必要となる。本演習では臨床を見据え各検査を実践するために必要な知識・技術を統合的に

理解できるようになることを目標とする。総合演習 II では生物化学分析検査学（臨床化学、遺伝子検査学、

放射性同位元素検査学）、病因・生体防御検査学（免疫検査学、輸血・移植検査学、微生物検査学、寄生虫検

査学）また基礎医学系科目（生化学）を中心に基礎から応用まで重要なポイントを整理し学習する。 

 

学修目標 

1) 病態理解の基盤となる解剖学・生理学・生化学・病理学の知識を確固たるものにする。2) 各検査法を実践するた

めに不可欠な原理・原則について理解を深める。3) 各種疾患に対して行われる臨床検査から得られるデータを統合

的に理解し評価できるようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

下記の授業計画は時系列ではない。詳細な日程は教員の指示に従うこと。授業進行には十分な予習と復習が

必要であるため、自宅学習は計画的に継続しておこなうこと。 理解の足りないところ、苦手なところは後

回しにせず早期に克服する術を講じること。 

 

教科書 

指示する。 

 

参考書 

指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時対応する。ただし、事前に予約すること。 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生化学：生体構成成分 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

2 生化学：解糖系・糖新生 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

3 生化学： 酵素反応 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

4 
生化学：TCA サイクル・電子伝達系、脂質代

謝 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

5 生化学：アミノ酸代謝 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

6 遺伝子検査学：核酸の性質、 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

7 
遺伝子検査学：遺伝学的検査・体細胞遺伝子

検査 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

8 遺伝子検査学：遺伝子検査技術 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

9 免疫検査学：生体防御のメカニズム 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

10 免疫検査学：感染防御・腫瘍免疫 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

11 免疫検査学：アレルギー・自己免疫疾患 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

12 
免疫検査学：抗原抗体反応を用いた分析法

① 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

13 
免疫検査学：抗原抗体反応を用いた分析法

② 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

14 免疫検査学：免疫機能検査 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

15 
輸血・移植検査学：血液型、ABO 型、Rh 型、

HLA 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

16 輸血・移植検査学：血液型検査、不規則抗体 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

17 輸血・移植検査学：クロスマッチ試験 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

18 輸血・移植検査学：輸血管理・製剤の種類 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

19 
輸血・移植検査学：移植免疫・HLA タイピン

グ 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

20 微生物検査学：無菌操作・検体採取・染色法 
予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活
 



用し知識を定着させる。（2時間） 

21 微生物検査学：細菌① 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

22 微生物検査学：細菌② 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

23 微生物検査学：細菌③ 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

24 微生物検査学：真菌・ウイルス 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

25 微生物検査学：微生物検査結果の評価 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

26 寄生虫検査学：感染経路と生活史 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

27 寄生虫検査学：線虫類・吸虫類・条虫類 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

28 寄生虫検査学：原虫類・衛生動物 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

29 放射性同位元素検査学：放射性物質の性質 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

30 放射性同位元素検査学：RI 検査技術 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

成績評価方法と基準 割合 

1．マークシート形式の試験を前期末（中間テスト）、後期末（期末テスト）にそれぞれ複数回おこない、総

合成績が基準以上であった者に単位を認定する。到達度確認のため、不定期に実施する小テストも評価

に加える。2．4/5以上の出席を必要とする。3．試験に対するフィードバックの方法：小テストや課題につい

ては採点後に返却し、必要に応じて解説する。 

 

1．中間

テ ス ト

20%2 ．

期 末 テ

ス ト

80％ 



授業科目名 総合演習Ⅲ (検査) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 

川畑 浩久／森 誠司／小宮山 

恭弘／小林 吉晴／前川 佳敬／

竹岡 啓子／脇 英彦／佐伯 康

匠／藤原 牧子／小林 彩香／関

根 将／田路 英作／小林 渉／

野田 大孝／由谷 親夫 

科目ナンバリング SS406 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 木 曜 2

限、木曜 3 限、

金曜 2 限)、後

期(木曜 2 限、

木曜 3 限、金曜

2 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床検査学が網羅する学問領域は多岐にわたり、個々の専門科目を独立して学ぶが、検査の実践においては

横断的な理解が必要となる。本演習では臨床を見据え各検査を実践するために必要な知識・技術を統合的に

理解できるようになることを目標とする。総合演習 III ではと生理機能検査学、検査総合管理学（検査総合

管理学、医療情報学、関係法規）また基礎医学系科目（生理学、公衆衛生学、医用工学）を中心に基礎から応

用まで重要なポイントを整理し学習する。 

 

学修目標 

1) 病態理解の基盤となる解剖学・生理学・生化学・病理学の知識を確固たるものにする。2) 各検査法を実践するた

めに不可欠な原理・原則について理解を深める。3) 各種疾患に対して行われる臨床検査から得られるデータを統合

的に理解し評価できるようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

下記の授業計画は時系列ではない。詳細な日程は教員の指示に従うこと。授業進行には十分な予習と復習が

必要であるため、自宅学習は計画的に継続しておこなうこと。 理解の足りないところ、苦手なところは後

回しにせず早期に克服する術を講じること。 

 

教科書 

指示する。 

 

参考書 

指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時対応する。ただし、事前に予約すること。 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生理学：循環器系・呼吸器系 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

2 生理学：消化器系 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

3 生理学：泌尿器・生殖器系 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

4 生理学：内分泌系 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

5 生理学：神経系・感覚器系 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

6 公衆衛生学：健康・予防・生活環境・保健 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

7 公衆衛生学：疫学調査 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

8 公衆衛生学：生物環境・感染予防 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

9 医用工学：電気回路の基本 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

10 医用工学：電源・内部抵抗、交流 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

11 
医用工学：抵抗、コンデンサ、コイル、CR 回

路 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

12 
医用工学：ダイオード、トランジスタ、増幅

器 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

13 医用工学：生体物性・生体計測・安全対策 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

14 生理機能検査学：循環器系検査 1 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

15 生理機能検査学：循環器系検査 2 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

16 生理機能検査学：呼吸器系検査 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

17 生理機能検査学：神経系検査 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

18 生理機能検査学：運動器系検査 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

19 生理機能検査学：感覚器系検査 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

20 生理機能検査学：画像検査 1 
予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活
 



用し知識を定着させる。（2時間） 

21 生理機能検査学：画像検査 2 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

22 検査総合管理学： 検査部門の安全管理 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

23 検査総合管理学： 精度管理・基準範囲 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

24 検査総合管理学： 採血・検体採取と保存 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

25 検査総合管理学：検査情報管理 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

26 
医療情報学：論理演算・データ形式と情報処

理 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

27 
医療情報学：プログラム言語・ネットワーク

システム 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

28 医療情報学：医療情報システム 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

29 関係法規 1 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

30 関係法規 2 

予習：教科書の該当範囲を予習する。（2 時

間）復習：ノート・配布資料等を活

用し知識を定着させる。（2時間） 

 

成績評価方法と基準 割合 

1．マークシート形式の試験を前期末（中間テスト）、後期末（期末テスト）にそれぞれ複数回おこない、総

合成績が基準以上であった者に単位を認定する。到達度確認のため、不定期に実施する小テストも評価

に加える。2．4/5以上の出席を必要とする。3．試験に対するフィードバックの方法：小テストや課題につい

ては採点後に返却し、必要に応じて解説する。 

 

1．中間

テ ス ト

20%2 ．

期 末 テ

ス ト

80％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (検査)：藤原 

主担当教員 藤原 牧子 担当教員 藤原 牧子 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療に関する研究の一連の流れを修得するために、特に血液検査（形態学的検査、止血凝固検査）を用いて

疑問を解決する方法について学ぶ。この講義では卒業研究Ⅰで実施した研究内容について客観的な視点から

その妥当性や追加検討の必要性について考察し、最終的な結論としてまとめる。その過程でプレゼンテーシ

ョンスキルの向上と研究の研鑽を目的とした研究発表の機会を設ける。 

 

学修目標 

・研究発表をすることができる〈DP①④〉・論文形式でまとめることができる〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究を計画的に進めるために自ら行動することが望ましい 

 

教科書 

必要に応じて資料を配布する 

 

参考書 

適宜指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階職員室 16 時～ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究１の進捗報告会① 
卒業研究Ⅰの成果をパワーポイントにまと

める 
藤原 

2 卒業研究１の進捗報告会② 
卒業研究Ⅰの成果をパワーポイントにまと

める 
藤原 

3 研究の振り返りと追加実験① 

過去に実施された類似の研究論文を検索

し、研究内容の整合性を確認する追

加実験計画の立案と実施 

藤原 

4 研究の振り返りと追加実験② 

過去に実施された類似の研究論文を検索

し、研究内容の整合性を確認する追

加実験計画の立案と実施 

藤原 

5 研究の振り返りと追加実験③ 

過去に実施された類似の研究論文を検索

し、研究内容の整合性を確認する追

加実験計画の立案と実施 

藤原 

6 研究の振り返りと追加実験④ 

過去に実施された類似の研究論文を検索

し、研究内容の整合性を確認する追

加実験計画の立案と実施 

藤原 

7 研究の振り返りと追加実験⑤ 

過去に実施された類似の研究論文を検索

し、研究内容の整合性を確認する追

加実験計画の立案と実施 

藤原 



8 研究の振り返りと追加実験⑥ 

過去に実施された類似の研究論文を検索

し、研究内容の整合性を確認する追

加実験計画の立案と実施 

藤原 

9 研究の振り返りと追加実験⑦ 

過去に実施された類似の研究論文を検索

し、研究内容の整合性を確認する追

加実験計画の立案と実施 

藤原 

10 研究の振り返りと追加実験⑧ 

過去に実施された類似の研究論文を検索

し、研究内容の整合性を確認する追

加実験計画の立案と実施 

藤原 

11 研究の振り返りと追加実験⑨ 

過去に実施された類似の研究論文を検索

し、研究内容の整合性を確認する追

加実験計画の立案と実施 

藤原 

12 研究の振り返りと追加実験⑩ 

過去に実施された類似の研究論文を検索

し、研究内容の整合性を確認する追

加実験計画の立案と実施 

藤原 

13 論文作成① 

過去に実施された類似の研究論文を参考に

卒業論文としてまとめる。背景、目

的、方法、結果、考察の流れで、図

表やグラフを用いてわかりやすく

記載すること。論文の形式などは適

宜具体的に指示する。 

藤原 

14 論文作成② 

過去に実施された類似の研究論文を参考に

卒業論文としてまとめる。背景、目

的、方法、結果、考察の流れで、図

表やグラフを用いてわかりやすく

記載すること。論文の形式などは適

宜具体的に指示する。 

藤原 

15 論文作成③ 

過去に実施された類似の研究論文を参考に

卒業論文としてまとめる。背景、目

的、方法、結果、考察の流れで、図

表やグラフを用いてわかりやすく

記載すること。論文の形式などは適

宜具体的に指示する。 

藤原 

16 論文作成④ 

過去に実施された類似の研究論文を参考に

卒業論文としてまとめる。背景、目

的、方法、結果、考察の流れで、図

表やグラフを用いてわかりやすく

記載すること。論文の形式などは適

宜具体的に指示する。 

藤原 

17 論文作成⑤ 

過去に実施された類似の研究論文を参考に

卒業論文としてまとめる。背景、目

的、方法、結果、考察の流れで、図

表やグラフを用いてわかりやすく

記載すること。論文の形式などは適

宜具体的に指示する。 

藤原 

18 論文作成⑥ 

過去に実施された類似の研究論文を参考に

卒業論文としてまとめる。背景、目

的、方法、結果、考察の流れで、図

表やグラフを用いてわかりやすく

記載すること。論文の形式などは適

宜具体的に指示する。 

藤原 

19 論文作成⑦ 

過去に実施された類似の研究論文を参考に

卒業論文としてまとめる。背景、目

的、方法、結果、考察の流れで、図

表やグラフを用いてわかりやすく

記載すること。論文の形式などは適

宜具体的に指示する。 

藤原 

20 論文作成⑧ 

過去に実施された類似の研究論文を参考に

卒業論文としてまとめる。背景、目

的、方法、結果、考察の流れで、図

表やグラフを用いてわかりやすく

記載すること。論文の形式などは適

宜具体的に指示する。 

藤原 



21 論文作成⑨ 

過去に実施された類似の研究論文を参考に

卒業論文としてまとめる。背景、目

的、方法、結果、考察の流れで、図

表やグラフを用いてわかりやすく

記載すること。論文の形式などは適

宜具体的に指示する。 

藤原 

22 論文作成⑩ 

過去に実施された類似の研究論文を参考に

卒業論文としてまとめる。背景、目

的、方法、結果、考察の流れで、図

表やグラフを用いてわかりやすく

記載すること。論文の形式などは適

宜具体的に指示する。 

藤原 

23 論文提出と修正① 

1 稿目の提出適宜修正箇所について具体的

に指示する。指摘箇所について、関

連する論文による考察を追加する

など修正を加えながら第２稿を作

成する。 

藤原 

24 論文提出と修正② 

1 稿目の提出適宜修正箇所について具体的

に指示する。指摘箇所について、関

連する論文による考察を追加する

など修正を加えながら第２稿を作

成する。 

藤原 

25 論文提出と修正③ 

1 稿目の提出適宜修正箇所について具体的

に指示する。指摘箇所について、関

連する論文による考察を追加する

など修正を加えながら第２稿を作

成する。 

藤原 

26 論文提出と修正④ 

1 稿目の提出適宜修正箇所について具体的

に指示する。指摘箇所について、関

連する論文による考察を追加する

など修正を加えながら第２稿を作

成する。 

藤原 

27 論文提出と修正⑤ 

1 稿目の提出適宜修正箇所について具体的

に指示する。指摘箇所について、関

連する論文による考察を追加する

など修正を加えながら第２稿を作

成する。 

藤原 

28 論文提出と修正⑥ 

1 稿目の提出適宜修正箇所について具体的

に指示する。指摘箇所について、関

連する論文による考察を追加する

など修正を加えながら第２稿を作

成する。 

藤原 

29 論文提出と修正⑦ 

1 稿目の提出適宜修正箇所について具体的

に指示する。指摘箇所について、関

連する論文による考察を追加する

など修正を加えながら第２稿を作

成する。 

藤原 

30 論文提出（最終） 
最終的な文書の校正をおこない、卒業論文

として提出する 
藤原 

成績評価方法と基準 割合 

論文の提出と講義内に実施する進捗報告会での発表〈DP①④〉【フィードバック方法】講義内で適宜説明

する 

 

1 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (検査)：小林彩 

主担当教員 小林 彩香 担当教員 小林 彩香 

科目ナンバリング SS502 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅱ (検査)：森 

主担当教員 森 誠司 担当教員 森 誠司 

科目ナンバリング SS502 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

がんの進展メカニズムについて in vitro の解析法を主体に研究をおこなう。卒業研究 II では、まず当該研

究のバックグラウンドから課題を抽出し方向性を見極める。「卒業研究 I」に引き続き実現可能な研究計画を

立案する。仮説の検証のための実験を中心に研究を進める。最終的には、得られたデータをまとめ、考察を

加え、論文の作成をおこなう。 

 

学修目標 

１．当該研究領域に関連する資料および文献収集ができる２．当該研究における実験または調査などの研究方法を理

解する。３．実現可能な適切な研究計画を作成でき、実行できる４．得られた結果を分析しまとめ考察ができる。５．

研究成果をプレゼンテーションおよび論文作成ができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組み

も重要である。 

 

教科書 

指示する。 

 

参考書 

指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 1 から 3回：研究領域の理解と文献抄読 背景について担当教員と議論し理解する  

2 4 から 6回：実験仮説と方法の立案 論文検索をおこない課題を抽出する  

3 7 から 9回：プロトコルの作成 論理的かつ実現可能な計画を策定する  

4 10 から 13 回：実験系の確立 実験条件の決定のため予備実験をおこなう  

5 
14 から 25 回：実験実施（データ収集、解

析） 

実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

6 26 から 29 回：結果のまとめ、解釈 得られたデータを考察する。論文作成。  

7 30 回：プレゼンテーションの準備 
図表等の発表資料の作成。論理的に説明す

る 
 

8    



9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①研究計画書および実験記録の内容②実験の取り組み③研究発表④研究報告書（卒業論文）を評価対

象とする。4/5 以上の出席が必要 DP①④ 

 

① 

20%② 

20%③ 

20%④ 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (検査)：関根 

主担当教員 関根 将 担当教員 関根 将 

科目ナンバリング SS502 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

今までに学んだ知識と技術を基礎にして研究活動を行う。担当教員の指導を基に研究計画、結果のまとめ方、

発表方法について学ぶ。卒業発表に向けての実践力を養う。 

 

学修目標 

調査方法と結果をまとめる技術を身につける。結果の発表方法を学ぶ。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究テーマについて十分に理解し、積極的に参加する。疑問点は質問や議論を通じて解決を図る。研究室の

メンバーとして節度ある行動に努める。 

 

教科書 

適宜資料を配布する。 

 

参考書 

適宜指示を行う。 

 

研究室／オフィスアワー 

在室時は適宜。月曜は終日不在のことが多いです。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 データ収集 1 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

2 データ収集 2 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

3 データ収集 3 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

4 データ収集 4 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

5 データ収集 5 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

6 データ収集 6 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

7 データ収集 7 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

8 データ収集 8 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

9 データの解析と分析 1 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

10 データの解析と分析 2 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 



11 データの解析と分析 3 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

12 データの解析と分析 4 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

13 データの解析と分析 5 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

14 データの解析と分析 6 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

15 データの解析と分析 7 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

16 データの解析と分析 8 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

17 データの解析と分析 9 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

18 データの解析と分析 10 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

19 データの解析と分析 11 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

20 データの解析と分析 12 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

21 データの解析と分析 13 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

22 データの解析と分析 14 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

23 データの解析と分析 15 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

24 データの解析と分析 16 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

25 データの解析と分析 17 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

26 成果発表 1 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

27 成果発表 2 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

28 成果発表 3 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

29 成果発表 4 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

30 成果発表 5 
予習：研究テーマについて十分に理解する。

復習：疑問点を理解する。 
関根 

成績評価方法と基準 割合 

出席は 4/5 以上とする。発表会もしくは抄録の提出。 

 

発 表 会

もしくは

抄 録 

100% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (検査)：川畑 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 川畑 浩久 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1～3 年生で学んだ知識と技術を基礎として、実験病理学の検査領域について研究する。担当教員の指導を基

に研究計画、結果のまとめ方、発表方法について学ぶ。卒業発表に向けての実践力を養う。 

 

学修目標 

① 調査方法と結果のまとめ方を養う。② 結果の発表方法を学ぶ。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

調査・研究テーマについて十分に理解し、積極的に行う。疑問点は指導教員への質問や討論を通して理解に

努める。研究室のメンバーとして、節度ある行動に心がける。 

 

教科書 

適宜資料などを配布いたします。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟研究室 707／木、金 17：00 以降ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究に必要なデータ収集① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

2 卒業研究に必要なデータ収集② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

3 卒業研究に必要なデータ収集③ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

4 卒業研究に必要なデータ収集④ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

5 卒業研究に必要なデータ収集⑤ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 



6 卒業研究に必要なデータ収集⑥ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

7 卒業研究に必要なデータ収集⑦ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

8 卒業研究に必要なデータ収集⑧ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

9 データの解析と分析① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

10 データの解析と分析② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

11 データの解析と分析③ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

12 データの解析と分析④ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

13 データの解析と分析⑤ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

14 データの解析と分析⑥ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

15 データの解析と分析⑦ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

16 データの解析と分析⑧ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

17 データの解析と分析⑨ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

18 データの解析と分析⑩ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

19 データの解析と分析⑪ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

20 データの解析と分析⑫ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

21 データの解析と分析⑬ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

川畑 



こなうこと。 

22 データの解析と分析⑭ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

23 データの解析と分析⑮ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

24 データの解析と分析⑯ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

25 データの解析と分析⑰ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

26 成果発表① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

27 成果発表② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

28 成果発表③ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

29 成果発表④ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

30 成果発表⑤ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。な

お予習、復習はそれぞれ 2 時間はお

こなうこと。 

川畑 

成績評価方法と基準 割合 

1．卒業論文（もしくは抄録）の提出 DP①④2．出席は 4/5 以上とする。3．研究に対するフィードバック：実

験時や卒業論文作成時に、必要に応じて指導、解説する。 

 

0.011 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (検査)：野田 

主担当教員 野田 大孝 担当教員 野田 大孝 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1～3 年生で学んだ知識と技術を基礎として、臨床病態学の検査領域について研究する。担当教員の指導を基

に研究計画、結果のまとめ方、発表方法について学ぶ。卒業発表に向けての実践力を養う。 

 

学修目標 

① 調査方法と結果のまとめ方を養う。② 結果の発表方法を学ぶ。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

調査・研究テーマについて十分に理解し、積極的に行う。疑問点は指導教員への質問や討論を通して理解に

努める。研究室のメンバーとして、節度ある行動に心がける。 

 

教科書 

特に定めない。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室における指導に準じる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究に必要なデータ収集① 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

2 卒業研究に必要なデータ収集② 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

3 卒業研究に必要なデータ収集③ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

4 卒業研究に必要なデータ収集④ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

5 卒業研究に必要なデータ収集⑤ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

6 卒業研究に必要なデータ収集⑥ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

7 卒業研究に必要なデータ収集⑦ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 



8 卒業研究に必要なデータ収集⑧ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

9 データの解析と分析① 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

10 データの解析と分析② 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

11 データの解析と分析③ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

12 データの解析と分析④ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

13 データの解析と分析⑤ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

14 データの解析と分析⑥ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

15 データの解析と分析⑦ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

16 データの解析と分析⑧ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

17 データの解析と分析⑨ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前



川

佳

敬 

18 データの解析と分析⑩ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

19 データの解析と分析⑫ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

20 データの解析と分析⑬ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

21 データの解析と分析⑭ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

22 データの解析と分析⑮ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

23 データの解析と分析⑯ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

24 データの解析と分析⑰ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

25 データの解析と分析⑱ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

26 成果発表① 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前



川

佳

敬 

27 成果発表② 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

28 成果発表③ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

29 成果発表④ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

30 成果発表⑤ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

成績評価方法と基準 割合 

1、出席は 4/5 以上とする。2、発表会もしくは抄録の提出 DP①④ 

 

発 表 も

しくは抄

録

100％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (検査)：小林渉 

主担当教員 小林 渉 担当教員 小林 渉 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1～3 年生で学んだ知識と技術を基礎として、臨床病態学の検査領域について研究する。担当教員の指導を基

に研究計画、結果のまとめ方、発表方法について学ぶ。卒業発表に向けての実践力を養う。 

 

学修目標 

① 調査方法と結果のまとめ方を養う。② 結果の発表方法を学ぶ。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

調査・研究テーマについて十分に理解し、積極的に行う。疑問点は指導教員への質問や討論を通して理解に

努める。研究室のメンバーとして、節度ある行動に心がける。 

 

教科書 

特に定めない。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室における指導に準じる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究に必要なデータ収集① 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

2 卒業研究に必要なデータ収集② 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

3 卒業研究に必要なデータ収集③ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

4 卒業研究に必要なデータ収集④ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

5 卒業研究に必要なデータ収集⑤ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

6 卒業研究に必要なデータ収集⑥ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

7 卒業研究に必要なデータ収集⑦ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 



8 卒業研究に必要なデータ収集⑧ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

9 データの解析と分析① 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇 英

彦・前

川佳敬 

10 データの解析と分析② 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

11 データの解析と分析③ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

12 データの解析と分析④ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

13 データの解析と分析⑤ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

14 データの解析と分析⑥ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

15 データの解析と分析⑦ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

16 データの解析と分析⑧ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

17 データの解析と分析⑨ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前



川

佳

敬 

18 データの解析と分析⑩ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

19 データの解析と分析⑫ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

20 データの解析と分析⑬ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

21 データの解析と分析⑭ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

22 データの解析と分析⑮ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

23 データの解析と分析⑯ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

24 データの解析と分析⑰ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

25 データの解析と分析⑱ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

26 成果発表① 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前



川

佳

敬 

27 成果発表② 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

28 成果発表③ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

29 成果発表④ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

30 成果発表⑤ 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。復習：疑問点を理解する。 

脇英

彦

・

前

川

佳

敬 

成績評価方法と基準 割合 

1、出席は 4/5 以上とする。2、発表会もしくは抄録の提出 DP①④ 

 

発 表 も

しくは抄

録

100％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (検査)：佐伯 

主担当教員 佐伯 康匠 担当教員 佐伯 康匠 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 微生物検査に関する研究をおこなう。卒業研究 II では、まず当該研究のバックグラウンドから課題を抽出

し方向性を見極める。「卒業研究 I」に引き続き実現可能な研究計画を立案する。仮説の検証のための実験を

中心に研究を進める。最終的には、得られたデータをまとめ、考察を加え、論文の作成をおこなう。 

 

学修目標 

１．当該研究領域に関連する資料および文献収集ができる２．当該研究における実験または調査などの研究方法を理

解する。３．実現可能な適切な研究計画を作成でき、実行できる４．得られた結果を分析しまとめ考察ができる。５．

研究成果をプレゼンテーションおよび論文作成ができる。〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指示する。 

 

参考書 

指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

キャナルポート 7階教職員室／随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読 背景について担当教員と議論し理解する  

2 研究領域の理解と文献抄読 背景について担当教員と議論し理解する  

3 研究領域の理解と文献抄読 背景について担当教員と議論し理解する  

4 実験仮説と方法の立案 論文検索をおこない課題を抽出する  

5 実験仮説と方法の立案 論文検索をおこない課題を抽出する  

6 実験仮説と方法の立案 論文検索をおこない課題を抽出する  

7 プロトコルの作成 論理的かつ実現可能な計画を策定する  

8 プロトコルの作成 論理的かつ実現可能な計画を策定する  

9 プロトコルの作成 論理的かつ実現可能な計画を策定する  



10 実験系の確立 実験条件の決定のため予備実験をおこなう  

11 実験系の確立 実験条件の決定のため予備実験をおこなう  

12 実験系の確立 実験条件の決定のため予備実験をおこなう  

13 実験系の確立 実験条件の決定のため予備実験をおこなう  

14 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

15 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

16 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

17 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

18 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

19 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

20 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

21 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

22 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

23 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

24 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

25 実験実施（データ収集、解析） 
実験データを収集し適宜解釈を加え方向性

を見極める 
 

26 結果のまとめ、解釈 得られたデータを考察する。論文作成。  

27 結果のまとめ、解釈 得られたデータを考察する。論文作成。  

28 結果のまとめ、解釈 得られたデータを考察する。論文作成。  

29 結果のまとめ、解釈 得られたデータを考察する。論文作成。  

30 30 回：プレゼンテーションの準備 
図表等の発表資料の作成。論理的に説明す

る 
 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、卒業研究報告会での発表および卒業研究論文を評価対象とする。〈DP①④〉4/5 以

上の出席が必要 発表内容・論文については随時添削を行う。 

 

1 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (検査)：脇 

主担当教員 脇 英彦 担当教員 

脇 英彦／川畑 浩久／森 誠司

／小宮山 恭弘／小林 吉晴／前

川 佳敬／竹岡 啓子／佐伯 康

匠／藤原 牧子／小林 彩香／関

根 将／田路 英作／小林 渉／

野田 大孝／由谷 親夫 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1～3 年生で学んだ知識と技術を基礎として、超音波診断学の検査領域について研究する。担当教員の指導を

基に研究計画、結果のまとめ方、発表方法について学ぶ。卒業発表に向けての実践力を養う。 

 

学修目標 

① 調査方法と結果のまとめ方を養う。② 結果の発表方法を学ぶ。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

調査・研究テーマについて十分に理解し、積極的に行う。疑問点は指導教員への質問や討論を通して理解に

努める。研究室のメンバーとして、節度ある行動に心がける。 

 

教科書 

特に定めない。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室における指導に準じる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究に必要なデータ収集① 
予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間） 
脇英彦 

2 卒業研究に必要なデータ収集② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

3 卒業研究に必要なデータ収集③ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

4 卒業研究に必要なデータ収集④ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

5 卒業研究に必要なデータ収集⑤ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 



6 卒業研究に必要なデータ収集⑥ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

7 卒業研究に必要なデータ収集⑦ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

8 データの解析と分析① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

9 データの解析と分析② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

10 データの解析と分析③ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

11 データの解析と分析④ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

12 データの解析と分析⑤ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

13 データの解析と分析⑥ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

14 データの解析と分析⑦ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

15 データの解析と分析⑧ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

16 データの解析と分析⑨ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

17 データの解析と分析⑩ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

18 卒業研究報告書作成準備① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

19 卒業研究報告書作成準備② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

20 卒業研究報告書作成準備③ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

21 卒業研究報告書作成準備④ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

22 卒業研究報告書作成準備⑤ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

23 卒業研究報告書作成① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

24 卒業研究報告書作成② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

25 卒業研究報告書作成③ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

26 卒業研究報告書作成④ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 



27 卒業研究報告書作成⑤ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

28 成果発表① 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

29 成果発表② 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

30 成果発表③ 

予習：調査・研究テーマについて十分に理解

する。（2時間）復習：疑問点を理解

する。（2時間） 

脇英彦 

成績評価方法と基準 割合 

1．抄録「研究テーマの実験結果と考察」(1200 文字程度) ＜DP1＞※提出期限・作成方法等は授業内で

説明 ※評価基準：ルーブリックを提示※【フィードバック方法】 ルーブリック評価の結果とともに必要によ

りコメントを付記して返却する。 出席基準：出席率は 4/5 以上とする。DP①④ 

 

発 表 も

しくは抄

録

100％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (検査)：小林吉 

主担当教員 小林 吉晴 担当教員 小林 吉晴／竹岡 啓子 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

これまでの既得修得知識や臨地実習を想起し 3 年次に学修した「臨床検査研究」の知識や技術を活用し、各

自が立てた研究計画をもとにデータ収集、解析、考察を深め、卒業論文としてその成果をまとめる。 

 

学修目標 

1. 研究課題に関連する研究成果を調査し、評価することができる。2. 研究課題達成のために解決すべき問題点を

抽出することができる。3. 研究課題の内容をまとめることができる。4. 研究課題の成果を発表し、適切に質疑応

答することができる。5. 研究課題の成果を報告書としてまとめることができる。6. 自らの研究課題に基づいて、

次の研究課題を提案することができる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に欧文誌も参考論文として取り入れるように心がける。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

在室の時、随時対応可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 関連領域の論文抄読（１） 
研究課題に関する事前、事後の自己学習を

行う 
 

2 関連領域の論文抄読（2）   

3 関連領域の論文抄読（3）   

4 関連領域の論文抄読（4）   

5 関連領域の論文抄読（5）   

6 関連領域の論文抄読（6）   

7 関連領域の論文抄読（7）   

8 関連領域の論文抄読（8）   

9 関連領域の論文抄読（9）   

10 関連領域の論文抄読（10）   



11 関連領域の論文抄読（11）   

12 関連領域の論文抄読（12）   

13 関連領域の論文抄読（13）   

14 関連領域の論文抄読（14）   

15 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 
  

16 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 
  

17 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 
  

18 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 
  

19 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 
  

20 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 
  

21 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 
  

22 グループ内で各研究課題について発表する   

23 グループ内で各研究課題について発表する   

24 グループ内で各研究課題について発表する   

25 グループ内で各研究課題について発表する   

26 グループ内で各研究課題について発表する   

27 研究課題を発表会で発表する   

28 
研究課題について報告書をまとめる準備

（１） 
  

29 
研究課題について報告書をまとめる準備

（2） 
  

30 研究課題について報告書を提出する   

成績評価方法と基準 割合 

研究課題報告書の提出(DP1,4). 研究報告会での発表を評価対象とする(DP1,4)。4/5 以上の出席が必要

DP①④ 

 

プ レ ゼ

ン テ ー

シ ョ ン 

50% 報

告 書 

50% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (検査)：小宮山 

主担当教員 小宮山 恭弘 担当教員 小宮山 恭弘 

科目ナンバリング SS502 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

演習 

 

学修目標 

3年次実施した研究前のデータ収集法より求めた、実験データから予測された結果との相違点やその理由など、過去

の文献などから考察する。今回の実験方法の検証結果、方法、結果、考察にまとめ参考引用文献を加え卒業論文を作

成する。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

3 年次に実施した実験方法の検証データをまとめておくこと。 

 

教科書 

卒業研究 1で使用したものを継続して使用する。 

 

参考書 

演習内で適時配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 18 時以降 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究方法に関連する過去の文献の整理。 統計手法確認しておく。 小宮山 

2 研究方法に関連する過去の文献の整理。 統計手法確認しておく。 小宮山 

3 実験計画に基づきデータ収集 適時具体的に指示する。 小宮山 

4 実験計画に基づきデータ収集 適時具体的に指示する。 小宮山 

5 実験計画に基づきデータ収集 適時具体的に指示する。 小宮山 

6 実験計画に基づきデータ収集 適時具体的に指示する。 小宮山 

7 実験計画に基づきデータ収集 適時具体的に指示する。 小宮山 

8 実験計画に基づきデータ収集 適時具体的に指示する。 小宮山 

9 実験計画に基づきデータ収集 適時具体的に指示する。 小宮山 

10 実験計画に基づきデータ収集 適時具体的に指示する。 小宮山 

11 収集データ 統計学的検討 適時具体的に指示する。 小宮山 

12 収集データ 統計学的検討 適時具体的に指示する。 
小宮山 

藤



原 

13 実験計画に基づきデータ収集 適時具体的に指示する。 小宮山 

14 卒業論文下書き 適時具体的に指示する。 小宮山 

15 卒業論文下書き 

卒業論文下書き 誤字脱字 フォント等 

体裁に問題がないか自信でチェッ

ク 

小宮山 

16 卒業論文 下書き 

卒業論文下書き 誤字脱字 フォント等 

体裁に問題がないか自信でチェッ

ク 

小宮山 

17 図表 グラフ 作成 医療で用いる統計学的手法を学習しておく 小宮山 

18 図表 グラフ 作成 医療で用いる統計学的手法を学習しておく 小宮山 

19 実験データ 統計解析と検証 
過去の関係文献と比較して検証を行ってお

く 
小宮山 

20 実験データ 統計解析と検証 
過去の関係文献と比較して検証を行ってお

く 
小宮山 

21 実験データ 統計解析と検証 
過去の関係文献と比較して検証を行ってお

く 
小宮山 

22 実験データ 統計解析と検証 
過去の関係文献と比較して検証を行ってお

く 
小宮山 

23 追加実験 検証作業 
自身の作成した図表と関連文献とを比較し

て検証を行っておく 
小宮山 

24 追加実験 検証作業 
自身の作成した図表と関連文献とを比較し

て検証を行っておく 
小宮山 

25 論文作成作業 
自身の作成した論文下書きと関連文献とを

比較して検証を行っておく 
小宮山 

26 論文作成作業 
自身の作成した論文下書きと関連文献とを

比較して検証を行っておく 
小宮山 

27 予演会 
自身の作成した論文下書きと関連文献とを

比較して検証を行っておく 
小宮山 

28 論文修正作業 参考引用文献を整理 小宮山 

29 論文修正作業 参考引用文献を整理 小宮山 

30 論文完成 論文を自身で校正しておく。 小宮山 

成績評価方法と基準 割合 

卒業論文提出をもって単位取得とする。2/3 以上の出席が必要。DP①④ 

 

論 文 提

出

100％ 



授業科目名 情報処理 (検査 B) 

主担当教員 佐久間 俊 担当教員 佐久間 俊 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本講義では、コンピュータを利用する上で必要な基礎知識のほか、レポート作成等役立つ情報処理技術、す

なわちワープロや表計算、プレゼンテーションを中心としたソフトウェアの基礎知識と基本操作の習得を目

標とする。また、コンピュータ利用技術の習得に加えて、情報化社会に必要な倫理観と情報の保護を学ぶた

めに、技術的な面に加えて個人情報保護法等の法令や指針についても学ぶ。なお、コンピュータのオペレー

ティングシステム(OS)は Windows を、ソフトウェアはマイクロソフトの Word, Excel, PowerPoint 等を 

 

学修目標 

１．PC利用に限らず，広く，情報倫理と個人情報保護の重要性を理解し，説明できる<DP③>２．Wordによる文書（レ

ポート，論文）の作成ができる<DP③>３．Excelによる基本的なデータの集計・解析ができる<DP③>４．PowerPoint

を用いて資料を作成し，効果的なプレゼンテーションができる<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．PC を使った演習を行なうので、出席をすること２．学校の PC で Moripa を使用するので、ID とパスワー

ドを忘れずにメモしてくること３．作業内容（作成したファイル等）を保存するための USB メモリを用意す

ること４．PC 演習室での飲食は禁止(机の上に置くのも禁止) する 

 

教科書 

中村健壽監修，森由紀著，医療従事者のための情報リテラシー，日経 BP 社 

 

参考書 

適宜指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1 階 学修支援センターMANABEL/月曜日 5 限目 （空いていたら適宜対応しますので事前に相談してくだ

さい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス（授業の進め方、コンピュータの

概論） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PC の操作方

法やマイクロソフト Office（Word、

Excel、PowerPoint）について教科書

等によって概要を調べる。USB を用

意する。復習：授業内容の確認と課

題。※課題については、毎回の授業

内で指示します。以下同様。 

佐久間 



2 
・情報セキュリティと情報モラル・Word①

（文字入力やファイル管理等の基本操作） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson15【情

報セキュリティと情報モラル】、

Lesson2【文字入力とファイル管理】

を読む復習：授業内容の確認と課

題。 

佐久間 

3 Word②（基本的な文章の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson3【基

本的な文書の作成】、Lesson4【ビジ

ネス文書の作成】を読む復習：授業

内容の確認と課題。 

佐久間 

4 Word③（表の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson5【表

の作成】を読む 復習：授業内容の

確認と課題。 

佐久間 

5 Word④（図形とイラストの挿入） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson6【図

形とイラストの挿入】を読む復習：

授業内容の確認と課題。 

佐久間 

6 Word⑤（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Word に関する操

作・機能を確認。復習テストに備え

ておくこと。 

佐久間 

7 Excel①（表計算の基礎） 

＜予習・復習 各 2 時間＞予習：テキスト

Lesson7【集計表の作成】を読む復

習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

8 Excel②（関数を使った表計算） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson8【関

数を使った表計算 1】、Lesson9【関

数を使った表計算 2】を読む復習：

授業内容の確認と課題。 

佐久間 

9 Excel③（統計処理） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson10【統

計処理】を読む復習：授業内容の確

認と課題。 

佐久間 

10 Excel④（グラフ作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson11【デ

ータとグラフ】を読む復習：授業内

容の確認と課題。 

佐久間 

11 Excel⑤（データの活用） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson12【デ

ータの活用】を読む復習：授業内容

の確認と課題。 

佐久間 

12 Excel⑥（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Excel に関する操

作・機能を確認する。復習テストに

備えておくこと 

佐久間 

13 PowerPoint①（資料作成の基礎） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson13【プ

レゼンテーションの作成】を読む 

復習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

14 
PowerPoint②（プレゼンテーションの実行

方法・資料作成の演習） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson14【プ

レゼンテーションのデザイン】を読

む復習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

15 PowerPoint③（プレゼンテーション） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PowerPoint

に関する操作・機能を確認し、資料

の作成内容を決定する。 

佐久間 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題の提出状況及び完成度、授業態度含む<DP③>②小テスト（授業内で実施）WORD 及び

EXCEL<DP③>③Power Point 発表資料<DP③><課題・小テストに対するフィードバック方法>授業課題に

ついては Moripa にて個別に講評します。小テストは希望者のみ評価を開示する。 

 

①30%

②50%

③20% 



授業科目名 情報処理 (検査 A) 

主担当教員 佐久間 俊 担当教員 佐久間 俊 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本講義では、コンピュータを利用する上で必要な基礎知識のほか、レポート作成等役立つ情報処理技術、す

なわちワープロや表計算、プレゼンテーションを中心としたソフトウェアの基礎知識と基本操作の習得を目

標とする。また、コンピュータ利用技術の習得に加えて、情報化社会に必要な倫理観と情報の保護を学ぶた

めに、技術的な面に加えて個人情報保護法等の法令や指針についても学ぶ。なお、コンピュータのオペレー

ティングシステム(OS)は Windows を、ソフトウェアはマイクロソフトの Word, Excel, PowerPoint 等を 

 

学修目標 

１．PC利用に限らず，広く，情報倫理と個人情報保護の重要性を理解し，説明できる<DP③>２．Wordによる文書（レ

ポート，論文）の作成ができる<DP③>３．Excelによる基本的なデータの集計・解析ができる<DP③>４．PowerPoint

を用いて資料を作成し，効果的なプレゼンテーションができる<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．PC を使った演習を行なうので、出席をすること２．学校の PC で Moripa を使用するので、ID とパスワー

ドを忘れずにメモしてくること３．作業内容（作成したファイル等）を保存するための USB メモリを用意す

ること４．PC 演習室での飲食は禁止(机の上に置くのも禁止) する 

 

教科書 

中村健壽監修，森由紀著，医療従事者のための情報リテラシー，日経 BP 社 

 

参考書 

適宜指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1 階 学修支援センターMANABEL/月曜日 5 限目 （空いていたら適宜対応しますので事前に相談してくだ

さい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス（授業の進め方、コンピュータの

概論） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PC の操作方

法やマイクロソフト Office（Word、

Excel、PowerPoint）について教科書

等によって概要を調べる。USB を用

意する。復習：授業内容の確認と課

題。※課題については、毎回の授業

内で指示します。以下同様。 

佐久間 



2 
・情報セキュリティと情報モラル・Word①

（文字入力やファイル管理等の基本操作） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson15【情

報セキュリティと情報モラル】、

Lesson2【文字入力とファイル管理】

を読む復習：授業内容の確認と課

題。 

佐久間 

3 Word②（基本的な文章の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson3【基

本的な文書の作成】、Lesson4【ビジ

ネス文書の作成】を読む復習：授業

内容の確認と課題。 

佐久間 

4 Word③（表の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson5【表

の作成】を読む 復習：授業内容の

確認と課題。 

佐久間 

5 Word④（図形とイラストの挿入） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson6【図

形とイラストの挿入】を読む復習：

授業内容の確認と課題。 

佐久間 

6 Word⑤（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Word に関する操

作・機能を確認。復習テストに備え

ておくこと。 

佐久間 

7 Excel①（表計算の基礎） 

＜予習・復習 各 2 時間＞予習：テキスト

Lesson7【集計表の作成】を読む復

習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

8 Excel②（関数を使った表計算） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson8【関

数を使った表計算 1】、Lesson9【関

数を使った表計算 2】を読む復習：

授業内容の確認と課題。 

佐久間 

9 Excel③（統計処理） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson10【統

計処理】を読む復習：授業内容の確

認と課題。 

佐久間 

10 Excel④（グラフ作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson11【デ

ータとグラフ】を読む復習：授業内

容の確認と課題。 

佐久間 

11 Excel⑤（データの活用） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson12【デ

ータの活用】を読む復習：授業内容

の確認と課題。 

佐久間 

12 Excel⑥（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Excel に関する操

作・機能を確認する。復習テストに

備えておくこと 

佐久間 

13 PowerPoint①（資料作成の基礎） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson13【プ

レゼンテーションの作成】を読む 

復習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

14 
PowerPoint②（プレゼンテーションの実行

方法・資料作成の演習） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson14【プ

レゼンテーションのデザイン】を読

む復習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

15 PowerPoint③（プレゼンテーション） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PowerPoint

に関する操作・機能を確認し、資料

の作成内容を決定する。 

佐久間 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題の提出状況及び完成度、授業態度含む<DP③>②小テスト（授業内で実施）WORD 及び

EXCEL<DP③>③Power Point 発表資料<DP③><課題・小テストに対するフィードバック方法>授業課題に

ついては Moripa にて個別に講評します。小テストは希望者のみ評価を開示する。 

 

①30%

②50%

③20% 



授業科目名 統計学 (検査) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

統計学の基礎や概念を学び、実験や調査で得られたデータをどのような統計手法を用いて分析し、どのよう

に解釈すればよいかを理解し、それらを元に実際に自分たちでデータを分析することによって、基礎的な統

計処理を身につけることを目指す。 

 

学修目標 

１．統計学の基礎を理解する〈DP③〉２．推定と検定の考え方を理解し，説明することができる〈DP③〉３．量的デ

ータに対して適切な分析方法を選択することができる〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回の授業のつながりが非常に重要です．また，毎回小テストを実施しますので，欠席のないように留意す

ること 

 

教科書 

向後千春・冨永敦子，ファーストブック 統計学がわかる，技術評論社 

 

参考書 

市原清志 著， 「バイオサイエンスの統計学 -正しく活用するための実践理論-」，南江堂古川俊之 監修，丹

後俊郎 著，「統計ライブラリー 医学への統計学 第３版」，朝倉書店 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 

シラバスを確認して，テキスト「はじめに」

を読む（単に読むだけではなく，わ

からない専門用語等について下調

べをしておく，以下同様）．【4時間．

以下，文末の【】内の数値は，予習

復習の時間を示す】 

 

2 測定値の性質（尺度水準） 「尺度水準」とは何か調べる．【4】  

3 平均と度数分布・分散と標準偏 テキスト１章を読む【4】  

4 母集団と標本・区間推定と信頼区間 テキスト２章を読む【4】  

5 相関係数：２変数間の関係 
ピアソンの積率相関係数，スピアマンの順

位相関係数，ケンドールの順位相関
 



係数について調べる【4】 

6 仮説検定の考え方と帰無仮説 テキスト 3-1 を読む【4】  

7 観測度数と期待度数 テキスト 3-2，3-3 を読む【4】  

8 カイ２乗検定 テキスト 3-4 を読む【4】  

9 被験者ごとの差の平均の信頼区間 テキスト 4-1，4-2 を読む【4】  

10 
対応がないデータによる t 検定（ウェルチ

の方法） 
テキスト 4-3 を読む【4】  

11 対応があるデータによる t 検定 テキスト５章を読む【4】  

12 １要因の分散分析-1- テキスト 6-1，6-2 を読む【4】  

13 １要因の分散分析-2- テキスト 6-3 を読む【4】  

14 ２要因の分散分析-1- テキスト 7-1，7-2 を読む【4】  

15 ２要因の分散分析-2- テキスト 7-3 を読む【4】  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 定期試験〈DP③〉② 平常点（小テスト，授業内課題等）〈DP③〉 

 

① 

80%② 

20% 



授業科目名 心理学 (検査) 

主担当教員 海蔵寺 陽子 担当教員 海蔵寺 陽子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

心理学は、人の心の仕組みや働きがどのようになっているかを研究する学問です。授業では人の性格、知覚

や感情のほか、人の成長過程や人間関係の心理などについても学習します。 

 

学修目標 

１．人間の一般的心理、基本的心理、行動を理解することができる２．身近な経験について心理学的に説明すること

ができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義形式を中心に授業を進める。レポート提出を求めたり、小テストを課すことがある。 

 

教科書 

イラストレート心理学入門 斎藤勇 著  誠信書房 

 

参考書 

心理学の基礎  今田寛・宮田洋・賀集寛 共編  培風館その他、適宜指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

なし 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 心理学とは 

予習：教科書の目次を読み、わからない用語

等について調べをしておく（2時間）

復習：復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

2 知覚と認知 1 

予習：認知機能について教科書を読む。（2時

間）復習：本時を振り返り、ポイン

トをまとめる（2時間） 

 

3 知覚と認知２ 

予習：ヒトの情報処理システムについて教

科書を読む（2 時間）復習：本時を

振り返り、ポイントをまとめる（2時

間） 

 

4 感情と情動 

予習：情動表出について教科書を読む（2時

間）復習：本時を振り返り、ポイン

トをまとめる（2時間） 

 

5 欲求と動機付け１ 

予習：生理的欲求、心理的欲求について教科

書を読む（2 時間）復習：本時を振

り返り、ポイントをまとめる（2 時

間） 

 



6 欲求と動機付け２ 

予習：心理的欲求について教科書を読む（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

7 学習１ 

予習：古典的条件付けについて教科書を読

む（2時間）復習：本時を振り返り、

ポイントをまとめる（2時間） 

 

8 学習２ 

予習：学習理論について教科書を読む（2時

間）復習：本時を振り返り、ポイン

トをまとめる（2時間） 

 

9 記憶 

予習：記憶について教科書を読む（2時間）

復習：本時を振り返り、ポイントを

まとめる（2時間） 

 

10 性格と気質 

予習：性格について教科書を読む（2時間）

復習：本時を振り返り、ポイントを

まとめる（2時間） 

 

11 臨床心理 

予習：臨床心理について教科書を読む（2時

間）復習：本時を振り返り、ポイン

トをまとめる（2時間） 

 

12 無意識と深層心理１ 

予習：無意識について教科書を読む（2時間）

復習：本時を振り返り、ポイントを

まとめる（2時間） 

 

13 無意識と深層心理２ 

予習：自我防衛機制について教科書を読む

（2 時間）復習：本時を振り返り、

ポイントをまとめる（2時間） 

 

14 発達心理 

予習：発達段階とその特徴について教科書

を読む（2 時間）復習：本時を振り

返り、ポイントをまとめる（2時間） 

 

15 社会心理 

予習：自己評価について教科書を読む（2時

間）復習：本時を振り返り、ポイン

トをまとめる（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験②小テスト・レポート等 

 

①80%

②20% 



授業科目名 生命倫理学 (検査) 

主担当教員 日髙 明 担当教員 日髙 明 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本講義では、倫理学の基礎や宗教的死生観について概観した上で、現代の社会で起こっている多様な生命倫

理上の問題とともに、医療やケアの現場で起こる倫理的な問題を取り上げます。受講者がこれらについての

考察を行い討議することで、自身の生命観や人間観を捉え直し、ひいては医療人としていかに患者に向き合

うかを自覚することを目指します。 

 

学修目標 

1．講義で扱った生命倫理問題を理解する。具体的には、各テーマについて、大まかな説明ができる。2．広く生命倫

理の問題を知ることで、生命観・人間観を養う。具体的には、「生命とはなにか」「人間とはなにか」 という問いに、

先人の知見や社会通念を引いて答えることができる。あるいは自分の経験を交えて語ることができる。３．生命倫理

的な社会問題について、広く関心を持つようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義で取り扱った倫理学および生命倫理にかかわるケースについて、他の受講者と話をしてみてください。

相手の考えに同意できなければ、なぜ自分の考えと食い違うのかという「食い違いのポイント」を一緒に探

してください。また、二者択一ではなく、他の方法はないのかも考えてみましょう。受講に当たっての細か

いルールは、第一回の講義で説明します。 

 

教科書 

使用しない(適宜、資料を配布する) 

 

参考書 

小泉博明ほか『テーマで読み解く生命倫理』教育出版、2016 年。そのほか必要に応じて紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の前後に兼任講師控室にて対応可 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
倫理とは、生命倫理学とは（概要、分類、な

ぜ学ぶのか） 
シラバスの確認、資料の復習 日高明 

2 
人間とは（「人間」の定義、人間と動物との

ギャップ、人間の社会性） 

配布資料の復習とノートのまとめ。人間と

その他の動物を分けるものはなに

か、考える。 

日高明 

3 規範倫理学①（功利主義、義務論） 

多数を救うために少数が犠牲になる事例を

ひとつ想定し、功利主義と義務論そ

れぞれの立場では、どのような態度

日高明 



をとりうるかをまとめる。 

4 規範倫理学②（徳倫理学、ケアの倫理） 
資料の復習。規範倫理学のそれぞれの立場

についてまとめる。 
日高明 

5 西洋と東洋の生命観① 
近代医学（科学）は生命をどのようなものと

して捉えるか、まとめる。 
日高明 

6 西洋と東洋の生命観② 

講義中に説明した複数の「死後のあり方」の

うち、自分がどれにリアリティを感

じるか、またなぜそう感じるのかに

ついて考える。 

日高明 

7 個人情報保護 

講義で紹介された事例をもとに、医療・介護

施設において、なにが個人情報にあ

たるか、第三者へ提供するさいにど

ういった制限があるかについて、ま

とめる。 

日高明 

8 
死について考える①（死の捉え方の変遷、死

のプロセス、死の疑似体験） 

「10 年後の自分」を想定し、そこから「今

の自分」を振り返り、「喪失したも

の」について語ってみる。 

日高明 

9 死について考える②（EOL のケア、ACP） 

実際にアドバンスディレクティブ（事前指

示書）に記入し、その時点で指示し

た代理人と、話し合う。 

日高明 

10 死について考える③（安楽死・尊厳死） 
尊厳死肯定派と否定派、双方の立場につい

てまとめる。 
日高明 

11 臨床のコミュニケーション 話し合った内容をまとめる。 日高明 

12 
生について考える①（出生前診断、代理出

産） 

人間の生命のはじまりはどの時点からか、

考える。代理出産をめぐって、どの

ような問題が生じうるか。講義で説

明した事例をもとにまとめる。 

日高明 

13 
生について考える②（卵子・精子提供、デザ

イナーベイビー） 

生殖補助医療はどこまで認められているか

について調べ、どこまで認められる

べきかを考える。 

日高明 

14 患者の権利と自己決定 

患者の権利と医療倫理の善行原則や公平性

原則がバッティングするケースに

ついて考える。 

日高明 

15 グループワーク 話し合った内容をまとめる。  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

１．課題（毎回の講義で課される課題への回答を 10 点満点で評価し、すべての回の課題評価を総合して

成績を算出します）  ※各回の課題の評価は、選択問題の場合は正解率に応じて点数をつけ、記述問

題の場合は内容の説得性・独自性・主体性の観点から採点します。 

 

11 



授業科目名 哲学 (検査) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング LA20017 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 哲学における重大な問題の一つである「懐疑論」をテーマにして、われわれは何をどのような仕方で正し

く認識できるのか・知ることができるのかについて学んでいく。 「哲学」のもともとの意味合いは、「知を

愛すること」である。人間にとっての「知識」「知恵」がどのようなものであるのか、あるいはどのような仕

方でそれらをわれわれは手に入れることができるのか、は哲学における大きな問題の一つである。どのよう

な分野であれ、何らかの学問をやっていく上でこの問題は避けて通れないものである。このような問題系は

一般には認識論・知識論 

 

学修目標 

１．ヘレニズム時代の古代懐疑主義が、どのような背景で生まれ、その内容・独自性が何であるかを充分に理解する

ことができる。<DP③>２．近代において復活した古代懐疑主義が近代においてどのように受容され、改変されていっ

たのかを充分に理解することができる。具体的にはモンテーニュの信仰主義、デカルトの方法的懐疑を充分に理解す

ることができる。<DP③>３．極端な懐疑の論理構造がいかなるものであるのかを、ウィトゲンシュタインの思想を手

掛かりに、批判的に充分に理解することができる。<DP③>４．近代の自然科学 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代では何の疑いもなく受け容れられている思想も、過去に様々な変遷をたどってきている。この授業で

はそのような思想のダイナミズムの一端を感じ取ってもらいたい。 「哲学」および「懐疑論」におけるさま

ざまな思想を習得するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授

業では予習として前回までの授業内容を充分におさらいして受講することが求められる。また評価方法に記

してあるように、授業中に不定期で小テストを行うが、その設問内容は当日の授業だけでなく、それ以前の

授業内容を踏まえたもので 

 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 

 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

ガイダンス：講義全体の趣旨・概要と成績評

価などについて説明。講義の導入としてソ

クラテスの哲学を紹介する。 

（予習）「哲学」および「懐疑論」について

のイメージを自分なりに考えてお

くこと。（2 時間）（復習）レジュメ

プリント・資料プリントに目を通

し、授業内容に対する理解を深めて

おくこと。（2時間） 

 

2 

ソクラテスの哲学：「哲学」とはどういう営

みかについて、前回に引き続き、ソクラテス

を紹介しつつ論じる。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
ヘレニズム時代の思想①：懐疑論とはそも

そも何か？ およびストア主義の思想。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 

ヘレニズム時代の思想②：古代懐疑主義の

思想。ピュロン、アルケシラオス、アイネシ

デモス、アグリッパなど。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 

近代の懐疑主義的思想①：モンテーニュに

おけるピュロン主義、およびデカルト思想

の全体像。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
近代の懐疑主義的思想②：デカルトの方法

的懐疑その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 
近代の懐疑主義的思想③：デカルトの方法

的懐疑その２。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 
懐疑論に抗して：ウィトゲンシュタインの

思想。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その①：デカルトの自然学その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

10 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その②：デカルトの自然学その 2、お

よびデカルトにおける心身問題その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解努めること。（2時間） 

 

11 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その③：デカルトにおける心身問題

その２。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

12 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その④：デカルトの自然学とニュー

トン物理学、および近代における自然科学

と形而上学との関係。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

13 
自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その⑤：近代における自然科学の方

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時
 



法論（帰納法）。 間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

14 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その⑥：近代における自然科学の方

法論（仮説演繹法）。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ

せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

月以上前の講義中 

 

① 期 末

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト

50％ 



授業科目名 社会福祉学 (検査) 

主担当教員 伊東 香純 担当教員 伊東 香純 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本講義では、社会福祉学の基本的な概念や理論を学習し、それらを用いて社会を観察、分析する力を養う。

家族や地域、病院など身近なテーマについて、「常識」とされていることを批判的、相対的に検討していく。 

 

学修目標 

家族や地域、病院など福祉に関する身近なテーマについて、社会福祉学の基本的な概念や理論を用いて批判的、相対

的な視点から考察できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業の進捗状況等により、講義の順序や内容は変更する可能性がある。 

 

教科書 

指定なし 

 

参考書 

授業の中で適宜紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

連絡先電子メール：itokasumi24(at)gmail.com (at)→@ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション、社会福祉制度の歴史 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

2 障害者の自立生活運動 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

3 介助の現場 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

4 家族制度 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

5 生活保護制度 
予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら
 



に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

6 少子高齢社会 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

7 技能実習制度 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

8 国際協力 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

9 グローバル・エイズ 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

10 非西洋医療 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

11 開発原病・帝国医療 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

12 医療化 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

13 ジェンダー 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

14 障害と文化 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

15 自己決定？ 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業参加度（コミュニケーションペーパー）（検査鍼灸ともにＤＰ③）最終レポート（検査鍼灸ともにＤＰ③） 

 
60%40% 



授業科目名 東洋史概説 (検査) 

主担当教員 重信 あゆみ 担当教員 重信 あゆみ 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

古代より人類は多くの活動を連携して行ってきた。その積み重ねが歴史である。そして、現在の医療には、

チーム力が必須であり、そのためにはどのようにチームに貢献していくのかを各人が考えていく必要がある。

人間活動の痕跡である歴史は、人間関係の構築を知る格好の材料である。歴史を俯瞰的にみることにより、

チームに貢献するための人間力を向上させる。 

 

学修目標 

中国文化の基盤となっている歴史、思想を理解する。中国の思想には「いかに生き抜くか」が根底にある。その中で、

諸子百家と呼ばれる人々は多くの思想を生み出し、広めてきた。思想やその背景となる歴史を人間関係の構築という

観点からみることにより、チームに貢献するための「行動」について考える力を養う。また、生の先にある死に対す

る考え方を図像や文献を通して学んでいく。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．配付された資料には必ず目を通すこと。2．出席は重視する。3．疑問点は大切にし、解決に向けて行動す

ること。 

 

教科書 

プリントを配布する。 

 

参考書 

マイケル・ピュエット／クリスティ―ン・グロス＝ロー著 熊谷淳子訳『ハーバードの人生が変わる東洋哲

学』早川書房 2016 年 

 

研究室／オフィスアワー 

授業後、非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 教科科目のガイダンス 
＜予習・復習 各 2時間＞半期でする時代の

流れを復習すること 
 

2 死生観のあらわれ 
＜予習・復習 各 2時間＞中国の墓の壁画を

通じて、死生観を学ぶ 
 

3 孔子の理想とした西周 
＜予習・復習 各 2時間＞西周の遺物を中心

に文化・歴史を学ぶ 
 

4 黄泉の国 「中国と日本の比較」 
＜予習・復習 各 2時間＞中国と日本の死後

の世界を図像を通して比較する 
 



5 孫子の兵法 

＜予習・復習 各 2時間＞孫子の兵法が三国

時代や現在にまで影響を及ぼして

いることを学ぶ 

 

6 古代中国における病気の退散方法 

＜予習・復習 各 2時間＞古代中国の人々は

病気の原因を何に求めたのか、そし

て、それを退散させるには、どのよ

うに考えていたのかを考える。 

 

7 道教の神「西王母」 

＜予習・復習 各 2時間＞不老長寿の神であ

る西王母について学ぶ。西王母は古

来より現在に至るまで信仰されて

いる神である。なぜ、ひとびとは、

不老長寿を追いかけるのか。西王母

の変遷を通じて考える。 

 

8 張目吐舌 

＜予習・復習 各 2時間＞ひとびとは生き抜

くためにあらゆる手段を講じた。そ

のなかでも悪霊から自身を守るた

めに魔除けをつくる。その共通点が

「張目吐舌」である。東西交渉を通

じて伝えられた「「張目吐舌」につい

て考える。 

 

9 「精」「気」「神」 

＜予習・復習 各 2時間＞「精」「気」という

人にとって基本となる思想につい

て触れる。ほんとうの元気とは何か

について考える。 

 

10 老子 「道」 

＜予習・復習 各2時間＞「柔は剛より強い」、

この思想を通して、どのように実践

されてきたのか、現在にどのように

実践していくのかを考える。 

 

11 科挙制度を学ぶ 

＜予習・復習 各2時間＞科挙制度を通じて、

古代中国における人材確保の仕方

を学ぶ。また、教育についても触れ

る。 

 

12 日本の中の中国① 
＜予習・復習 各 2時間＞日本における中国

の影響を学ぶ。 
 

13 日本の中の中国② 

＜予習・復習 各 2時間＞前講義につづき、

日本の中の中国の影響、そして、変

容を学ぶ。 

 

14 「癒し」 

＜予習・復習 各 2時間＞ストレス社会であ

る現在、さまざまな「癒し」がある。

各自の癒しついて考えてもらい、な

ぜ癒されるのかを科学的に検証し

ていく。 

 

15 思想と東洋医学 

＜予習・復習 各 2時間＞半期のまとめを行

う。ひとはなぜ「不老長寿」を追い

求めてきたのかをまとめを行いな

がら考えていく。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業ごとの感想文<DP③>②レポート課題<DP③>③定期試験<DP③> 

 

①10%

②20%

③70% 



授業科目名 西洋史概説 (検査) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 現代の日本社会においては、意識するしないに関わらず、様々な分野で西洋社会（ヨーロッパ諸国・北ア

メリカ）の影響を受けている。とりわけ江戸時代が終わり明治時代になって以降、政治・経済システムや文

化といった側面で、日本は多くのものを西洋社会から受け入れ、伝統的な日本社会に溶け込ませようとして

きた（それがうまくいった例もあれば、失敗に終わった例もあろう）。 本講義では、そのような点で重要な

ものである西洋社会の特色について、西洋の歴史を古代から現代まで概観していくことで、理解を深めてい

くことを目指したい。 西 

 

学修目標 

１．現在の西洋社会の出発点ともいえる古代ギリシャ・ローマ文明の内実と特徴を理解することができる。<DP③>２．

現代の西洋社会においても重要な一部を成しているキリスト教が西洋中世においてどのように社会に浸透していっ

たのかを理解することができる。<DP③>３．ルネサンス期から近世にかけて、西洋社会で巻き起こった様々な変化を

理解することができる。具体的には宗教改革や、17 世紀の科学革命、18 世紀の啓蒙思想などの内実と特徴を理解す

ることができる。<DP③>４．近代から現代にかけて、西洋社会で巻き起こっ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代の日本社会・文化においては、西洋社会・文化に由来するものが数多くあり、常識となっているもの

もあろう（逆に違和感があり馴染めないというものもあろう）。本講義では、そういったもののルーツとなる

ものを、西洋の歴史をたどって概観していくことで理解を深めてもらい、またそういったものについていろ

いろと考えを巡らせてみるきっかけとしてもらいたい。 西洋史におけるさまざまなトピックを充分に学修

するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授業では予習として

前回までの授業内容を充分 

 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 

 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

講義全体の趣旨・概要と成績評価などにつ

いて説明（ガイダンス）。また講義の導入と

して古代ギリシャの文化・社会について①。 

（予習）西洋社会・文化について自分がどう

いうイメージを抱いているのかを

考えておくこと。（2 時間）（復習）

レジュメプリント・資料プリントに

目を通し、授業内容に対する理解を

深めておくこと。（2時間） 

 

2 
古代ギリシャの文化・社会について②。およ

びヒポクラテスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
古代ローマの文化・社会について。およびガ

レノスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 
中世キリスト教社会の成立について①。お

よびアヴィケンナの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 
中世キリスト教社会の成立について②。お

よび「ペスト（黒死病）」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
ルネサンス、ルターの宗教改革、三十年戦争

について。および「解剖学」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 

１７世紀の西洋社会・文化について（近代的

な国家の形成過程や科学革命など）。および

ハーヴィの「血液循環論」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 

１８世紀の啓蒙思想について（モンテスキ

ュー、ルソー、アダム・スミスなどの思想）。

およびレーウェンフックの「顕微鏡」につい

て。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
産業革命とフランス革命について。および

パストゥールの「フラスコ」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

10 
ウィーン体制と国民国家の形成過程、帝国

主義について。および「X線装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

11 
アメリカ独立戦争とアメリカ合衆国の成立

について。および「天然痘」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

12 

第一次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（ロシア革命やヴェルサイユ体制な

ど）。および「人工心肺装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

13 
第二次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（世界大恐慌やファシズムの台頭な

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時
 



ど）。およびクリックとワトソンの「二重ら

せん」について。 

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

14 

第二次世界大戦後の西洋社会・文化につい

て（冷戦とポスト冷戦など）。および「MRI ス

キャナー」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ

せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

月以上前の講義中 

 

① 期 末

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト

50％ 



授業科目名 医学英語 (検査) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20025 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

水曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療従事者に必要な英語のコミュニケーション能力を身につけるため、臨床現場で患者の主訴等の発話を正

確に理解したり、患者に正確な指示を伝えたりするために必要となる表現や語彙を習得する。また、医学関

連の文献や論文、その他情報の収集方法と論文の構成を習得し、専門分野における最先端の研究情報を得る

ためのスキルを身につける。将来医療従事者となる皆さんに、ぜひ受講をお勧めする。 

 

学修目標 

最低限患者とコミュニケーションがとれる。<DP②>最低限の医学用語が理解できる。<DP②>医学分野の英語の論文が

どのような構成になっているのか理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。 宿題や予習（特にリーディング）は必ずしてから授業に臨むこと。携帯電

話の使用、私語は慎むこと。 

 

教科書 

実践看護英語（竹林修一、英宝社、2014） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
Introduction / Medical terminology / 

Getting to know the patients 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

2 Getting to know the patients 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

3 Getting to know the patients 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと 

4 Getting to know the patients 4 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

5 Examination 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

6 Examination 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

7 Instructing medication 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

8 Treating the patients 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

9 Treating the patients 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

10 Treating the patients 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

11 
Operation / Pubmed について、論文の構成

について 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

12 
Pregnancy / Articles on Medical 

Technology 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

13 
In the hospital / Articles on Medical 

Technology 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

14 
Emergencies / Articles on Medical 

Technology 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

15 Living a healthy life / Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テスト<DP②>プレゼンテーションおよびその他課題<DP②> 授業参加態度<DP②>2/3 回以上の出席

が必要。 

 

30%40% 

30% 



授業科目名 栄養学 (検査) 

主担当教員 南方 克之 担当教員 南方 克之 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

国民総医療費は 38 兆 5850 億円に達し、その医療費の 55.6％は 65 歳以上の高齢者が占めているとのことで

ある。2013 年度の高齢者数は 3190 万人（全人口の 25.1％）であるが、2030 年度には 3685 万人（31.6％）に

達すると予測されている。総医療費の半分以上を占める高齢者が、15 年後には 3人に 1人の割合になること

を考えると、いかにして高齢者の健康寿命を長くするかがとても重要になる。1人でも多くの高齢者が健康で

過ごせるように医療従事者が食事指導できることが大切と考え、健康の保持増進に欠くことのできない 

 

学修目標 

１．栄養素の種類と働きについて理解し、食生活と疾病の関係性について説明できる。２．消化と吸収およびエネル

ギー代謝について説明できる。３．ライフサイクルと栄養摂取について理解し、栄養アセスメントについて説明でき

る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．「人体の仕組み」に興味を持って授業に臨んでください。２．初回授業で実施の詳細を説明します。 

 

教科書 

『イラスト基礎栄養学第 3 版』大口健司・小野廣紀・田村明／東京教学社 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

森ノ宮医療大学：西棟４F434 研究室（火曜日 11：00～18：00）森ノ宮医療学園専門学校：２F職員事務室／

授業外対応可能（木曜日以外） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 栄養の概念 
予習：教科書（P2～15）の確認復習：授業を

もとに授業内容の確認 
 

2 食物の摂取 
予習：教科書（P18～23）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

3 消化・吸収と栄養素の体内動態① 
予習：教科書（P26～44）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

4 消化・吸収と栄養素の体内動態② 
予習：教科書（P26～44）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

5 炭水化物の栄養① 
予習：教科書（P46～58）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 



6 炭水化物の栄養② 
予習：教科書（P46～58）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

7 たんぱく質の栄養① 
予習：教科書（P60～74）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

8 たんぱく質の栄養② 
予習：教科書（P60～74）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

9 脂質の栄養① 
予習：教科書（P76～87）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

10 脂質の栄養② 
予習：教科書（P76～87）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

11 ビタミンの栄養① 
予習：教科書（P90～108）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

12 ビタミンの栄養② 
予習：教科書（P90～108）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

13 ミネラルの栄養① 
予習：教科書（P110～122）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

14 ミネラルの栄養② 
予習：教科書（P110～122）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

15 水・電解質の栄養的意義 
予習：教科書（P124～132）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験 出題範囲：授業内で扱った範囲 

 
1 



授業科目名 身体運動科学 (検査) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 中根 征也 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

運動・身体活動が身体にもたらす生理学的な反応やメカニズム、適切な運動やその他の身体活動を効果的ま

た安全に実施する方法および運動療法の実施について学修する。 

 

学修目標 

１．運動が身体にもたらす生理学的な反応やメカニズムについて理解し、具体的に述べることができる。【DP③】２．

適切な運動やその他の身体活動を効果的また安全に実施する方法について理解し、具体的に述べることができる。

【DP③】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．シラバスに明記されている予習復習を必ず行うこと。２．必要出席回数は、授業回数の 4/5 以上とする。

３．授業が実技形式の場合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して参加すること。４．運

動・身体活動に関わる学問であり、解剖学・生理学・運動学の復習が必要です。５．質問等があれば、授業後

に直接研究室に来る、もしくは MORIPA クラスプロファイル「Q＆A」から連絡ください。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

杉本圭：E棟 4 階  研究室 7／木曜日 4・5時限目（時間は事前に相談してください）松尾浩希：E棟 4階 共

同研究室／金曜日 5時限目以降（時間は事前に相談してください）中根征也：E 棟 4階 研究室 19／木曜日 4

時限目以降（時間は事前に相談してください） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
なぜ、運動が必要なのか？-運動を無理なく

続けられる秘訣を探ってみよう！- 

予習：身体にとって運動が必要な理由につ

いて考えておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、運動が必要な理由

について理解する。（2時間） 

中根 

2 
運動と傷害-やりすぎは NG！過度な運動は

逆効果- 

予習：運動時に発生する外傷と障害の原因

について確認しておく。（2 時間）復

習：授業内容をまとめ、運動時に発

生する外傷と障害の違いを理解す

る。（2時間） 

松尾 



3 
筋肉はどのように収縮するのか？-運動で

用いられる骨格筋について学ぼう！- 

予習：骨格筋の構造と収縮の仕組みについ

て確認しておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、運動が骨格筋に及

ぼす影響について理解する。（2 時

間） 

杉本 

4 
運動時の生理機能は？-運動による身体の

反応について学ぼう！- 

予習：運動時の生理機能について確認して

おく。（2時間）復習：授業内容をま

とめ、運動時の生理機能について理

解する。（2時間） 

中根 

5 
セルフチェック①-まずは自分の身体に目

を向けてみよう！- 

予習：身体組成に関わる評価方法について

確認しておく。（2時間）復習：授業

内容をまとめ、評価結果と効果的な

運動療法の実践について理解する。

（2時間） 

中根 

6 
ストレッチングの基礎と実際-使えていな

い関節を探してみよう！- 

予習：ストレッチングの種類、生理学につい

て確認しておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、ストレッチングが

運動に及ぼす影響について理解す

る。（2時間） 

松尾 

7 
有酸素運動の基礎と実際-効率の良い走り

方とは？- 

予習：有酸素運動はどのような運動が当て

はまるのかを確認しておく。（2 時

間）復習：授業内容をまとめ、有酸

素運動が身体に及ぼす影響につい

て理解する。（2時間） 

中根 

8 
無酸素運動の基礎と実際-筋肉量が増える

のは良いことか？- 

予習：無酸素運動は、どのような運動が当て

はまるのかを確認しておく。（2 時

間）復習：授業内容をまとめ、無酸

素運動が身体に及ぼす影響につい

て理解する。（2時間） 

杉本 

9 運動と環境-運動すると体温はどうなる？- 

予習：熱産生と熱放散について確認してお

く。（2時間）復習：授業内容をまと

め、運動時における体温調節反応、

脱水、水分補給について理解する。

（2時間） 

松尾 

10 
運動の強度はどう決めるのか？-自分に合

った強度を見つけよう！- 

予習：運動の強度の決め方について確認し

ておく。（2時間）復習：授業内容を

まとめ、運動の強度の決め方につい

て理解する。（2時間） 

松尾 

11 
運動と栄養・食生活-運動時、あなたなら何

を食べますか？- 

予習：栄養素の役割および食事バランスガ

イドを確認しておく。（2時間）復習：

授業内容をまとめ、日常の食事と運

動の関係について理解する。（2 時

間） 

松尾 

12 
運動と疲労-運動して疲れた身体を超回

復！- 

予習：運動における疲労について確認して

おく。（2時間）復習：授業内容をま

とめ、運動と疲労の関係について理

解する。（2時間） 

杉本 

13 
セルフチェック②-継続は力なり。身体は変

化する！- 

予習：身体組成に関わる評価方法について

確認しておく。（2時間）復習：授業

内容をまとめ、評価結果と効果的な

運動療法の実践について理解する。

（2時間） 

中根 

14 
運動と医療-運動と医療の関わりについて

考えてみよう！- 

予習：運動が身体に及ぼす影響について確

認しておく．（2時間）復習：授業内

容をまとめ，運動と医療の関係性に

ついて理解する．（2時間） 

中根 

15 講義全体のまとめ 

予習：講義全体を復習しておくこと。（2 時

間）復習：講義全体を復習しておく

こと。（2時間） 

中根 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．筆記試験【DP③】２．毎回の授業後に課すレポート課題【DP③】＊試験・課題に対して，必要に応じて

随時解説を実施する。 

 

60%40% 



授業科目名 東洋医療概論 (検査) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

伝統医学である東洋医学の歴史と基本的な概念について説明し、現代医学における補完代替医療としての東

洋医学（鍼灸治療）の診察法や治療法について解説を行う。また、医療に応用できる知識を身に着けること

を目的とし、医療現場で用いることができる経穴を応用したツボ押しなどの手技療法や温熱療法である灸に

ついて説明する。 

 

学修目標 

下記の内容の概要を理解する。１．東洋医学の基本的な成り立ちや構成を説明できる。２．東洋医学の診察において

重要な脈診・舌診などの四診などの基本的な診断ができる。３．鍼治療（小児鍼）、灸の基本的な方法を理解する。

４．経穴を応用したツボ押しなどの手技療法を理解する。DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布された資料に目を通すこと。２．東洋医学用語に親しむこと。３．できれば、自分の東洋医学のノー

トをつくること。４．出席は重視する。 

 

教科書 

配布資料 

 

参考書 

基本的にはなし但し、図書館にある新版 東洋医学概論（東洋療法学校協会）が分かりやすく説明している。

(編：公益社団法人東洋療法学校協会、著者：教科書検討小委員会、ISBN:978-4-7529-5173-5） 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 9（仲西）昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス、東洋医学の歴史と基本概念に

ついて 

復習：授業の内容を振り返る 予習：東洋医

学の歴史について理解すること 
仲西 

2 東洋医学の基本概念について陰陽・五行説 
復習：授業の内容を振り返る 予習：東洋医

学の診察法について調べること 
仲西 

3 
東洋医学診察法（四診法：望診、問診、聞診、

切診）切診：脈診望診：舌診 

復習：授業の内容を振り返る 予習：漢方薬

について 
仲西 

4 症状と基本的な漢方薬の処方について 
復習：授業の内容を振り返る 予習：鍼灸の

効果について調べること 
仲西 

5 鍼灸の作用機序について 
復習：授業の内容を振り返る 予習：作用機

序について調べること 
仲西 



6 日本の鍼について（小児鍼、古代九鍼など） 
復習：授業の内容を振り返る 予習：小児鍼

の仕方 
仲西 

7 灸について（モグサの作り方、灸の作成） 
復習：授業の内容を振り返る 予習：日本鍼

灸について調べる 
仲西 

8 
呼吸器系の鍼灸治療と手技療法：風邪、息切

れ 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

9 消化器系の鍼灸治療と手技療法：下痢・便秘 
復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

10 
運動器系の鍼灸治療と手技療法：腰下肢痛、

肩こり 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

11 
耳鼻咽喉科の鍼灸治療と手技療法：めまい、

難聴 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

12 眼科の鍼灸治療と手技療法：眼性疲労 
復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

13 
婦人科の鍼灸治療と手技療法：月経困難、骨

盤位 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

14 
精神・神経系の鍼灸治療と手技療法：頭痛、

不眠 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

15 まとめ 
復習：授業の内容を振り返る 予習：授業全

体を振り返る 
仲西 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【評価の配点】１．出席２．レポート提出 <DP②③> 

 
50%50% 



授業科目名 統合医療概論 (検査) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 
山下 仁／増山 祥子／森 美侑

紀 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

木曜 4 限、木曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

統合医療という言葉が医療の中で使われるようになってきたが、実際に統合医療が何を指し、どうあるべき

なのかについては合意が得られていない。本授業では、統合医療の概念と現状について解説するとともに、

統合医療の重要な構成要素である EBM と補完代替医療について概説する。また、各種治療の有効性と安全性

について、エビデンスにもとづく批判的吟味のポイントについても解説する。 

 

学修目標 

１．統合医療の概念と現状について理解する。２．EBMの概念と手法について理解する。３．補完代替医療の種類と

概要について説明できる。４．各種医療手段についてエビデンスにもとづく批判的吟味ができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医療や行政において統合医療は賛否両論である。医師その他の医療従事者も支持派と反対派に分かれている。

本学学生も卒業すればいずれその議論に巻き込まれる。なぜ賛否両論があるのか、よく考えながら受講して

いただきたい。 

 

教科書 

資料を配布する。 

 

参考書 

各教員が必要に応じて授業担当時に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医療におけるエビデンスの重要性 健康関連商品の広告に目を通す 山下 

2 EBM EBM について調べる 山下 

3 EBM シミュレーション 
自分の専門領域のエビデンスについて調べ

る 
増山 

4 EBM と診療ガイドライン 
自分の専門領域または興味のある疾患の診

療ガイドラインを調べる 
山下 

5 健康産業と研究倫理・利益相反 
利益相反状態と利益相反行為の違いについ

て調べる 
山下 

6 補完代替医療概論 代替医療と補完医療の違いについて調べる 山下 



7 代表的な補完代替療法 
自分が興味のある補完代替療法についてネ

ットや図書館で調べる 
山下 

8 鍼灸と経穴 鍼灸に関する書籍や雑誌を図書館で調べる 山下 

9 アロマセラピー① 
エッセンシャルオイルの種類について調べ

る 
森 

10 アロマセラピー② 
エッセンシャルオイルの種類について調べ

る 
森 

11 ヨガ・マインドフルネス 
ヨガ・マインドフルネスに関するネット動

画を見る 
増山 

12 サプリメント 

興味のあるサプリメントを幾つか選んでそ

の広告の内容に関する疑問点を調

べる 

山下 

13 統合医療とスピリチュアルと NBM スピリチュアルという概念について調べる 山下 

14 緩和ケア・難病ケアと統合医療 
末期がんまたは難病の患者の実情について

調べる 
増山 

15 総括：統合医療は何を統合するのか 14 回までに習った内容を整理する 山下 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②課題提出物 

 

①70%

②30% 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床工学科 

（2022 年度入学生対象） 
  



授業科目名 生化学 (工学)別途開講 

主担当教員 森 誠司 担当教員 森 誠司 

科目ナンバリング SB107 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生化学は生命現象を分子レベルで学ぶ学問である。糖質、アミノ酸、タンパク質、脂質、核酸などの主要な生

体構成物質の構造と機能について学び、生命が多様な物質より構成されていることを理解する。またこれら

人体を構成している化学物質の生体内での生物化学反応と生命維持との関わりについて学ぶ。 

 

学修目標 

生体を構成する糖質、タンパク質、脂質といった分子の構造と性質について理解する。生体内での化学反応、すなわ

ち酵素反応について理解する。糖質、脂質、アミノ酸、核酸の代謝経路を理解する。ミトコンドリアにおけるエネル

ギー代謝を理解するそれぞれの代謝経路の相互関係と調節機構を理解する。DP①② 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

高校までの生物と化学について復習しておくこと。 

 

教科書 

シンプル生化学 （南江堂） 

 

参考書 

マッキー生化学 （化学同人）リッピンコットシリーズイラストレイテッド生化学 （丸善）カラーイラス

トで学ぶ集中講義 生化学 （メジカルビュー社） 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 糖の定義と分類 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

2 単糖類、オリゴ糖類、多糖類 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

3 脂質の定義と分類 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

4 脂肪酸の基本的な構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

5 アミノ酸の構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

6 タンパク質の構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

7 核酸とヌクレオチドの構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

8 酵素の構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 



9 酵素反応の調節 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

10 
糖質の代謝・解糖系・糖新生・ペントースリ

ン酸回路 

予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

11 クエン酸回路・電子伝達系 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

12 脂肪酸の分解・脂肪酸の生合成 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

13 アミノ酸の分解 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

14 アミノ酸から合成される生体物質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

15 ヌクレオチドの代謝分解と再生経路 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

期末試験小テスト DP①② 

 

小 テ ス

ト の 回

答 と 解

説 は 講

義 内 で

行 う 。

80%20% 



授業科目名 基礎ゼミナール (工学) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 
加納 寛也／阿部 秀高／片山 

俊郎／中沢 一雄／五十嵐 淳介 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 1 限、木曜

1 限、木曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床工学科教員の専門的関心を背景にした素材を通じて、真の勉強(研究)の仕方やその成果の発表(報告)の

仕方などを学び、その後、大学で学ぶことの初歩から専門的分野まで、そして資料の読み方から、議論の仕

方、レポート・論文の作成まで幅広く学んでいきます。 

 

学修目標 

①講義を聞いて、学術的な文章を読んでその内容を理解できる。 <DP②③④>②調べたいテーマに関する文献を検索・

収集でき、テーマに即した論理的な文章を書くことができる。<DP②③④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

履修上の注意・履修要件 無断の遅刻・欠席は厳禁です。一人ひとりの自主性を尊重しますので、目的意識を

持って積極的にゼミナール活動に参加してください。 

 

教科書 

使用しない（資料を講義時に配布） 

 

参考書 

使用しない 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員の指示に従うこと 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
臨床工学科での学び（カリキュラム、履修方

法等について） 

予習：シラバスの確認復習：キーワード調

査・レポート作成 2時間予習・復習

を行う。 

加 納 

片山 

2 
臨床工学技士について（役割、業務等につい

て） 

予習：シラバスの確認復習：キーワード調

査・レポート作成 2時間予習・復習

を行う。 

加納 

3 
ロジカルシンキングとディスカッションの

作法と実践 

予習：シラバスの確認復習：キーワード調

査・レポート作成 1時間予習・復習

を行う。 

片山 

4 キャリア設計に向けて 

予習：シラバスの確認復習：キーワード調

査・レポート作成 1時間予習・復習

を行う。 

片山 

5 医療の世界：心臓と血管 

予習：シラバスの確認復習：キーワード調

査・レポート作成学習所要時間目

安：合計二時間 

五十嵐 



6 医療の世界：腎臓と体液 

予習：シラバスの確認復習：キーワード調

査・レポート作成学習所要時間目

安：合計二時間 

五十嵐 

7 
工学のすすめ１：シミュレーション医学・医

療（工学的考え・技術文章の作成について） 

予習：シラバスの確認  復習：講義資料の

確認課題：レポート作成学習所要時

間目安：4時間 

中沢 

8 
工学のすすめ２：シミュレーション医学・医

療（工学研究のトピックスなど） 

予習：シラバス・前回講義資料の確認  復

習：講義資料の確認課題：レポート

作成学習所要時間目安：4時間 

中沢 

9   山本 

10   山本 

11   山本 

12   山本 

13   山本 

14   山本 

15   山本 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【臨床工学科教員】①平常点評価（受講態度、発表内容、議論への貢献度など）<DP②③④>②課題評価

（レポート提出、内容など）<DP②③④>学生へのフィードバックは各講義もしくはモリパにて指示。【阿部】

①平常点評価（授業内での課題小テストなど）<DP②③④>②講義最終回に作成したアウトラインに基づく

課題レポート<DP②③④> 

 

【 臨 床

工 学 科

教 員 】

①60%

②40%

【阿部】

①60%

②40% 



授業科目名 物理学 (工学) 

主担当教員 久国 正章 担当教員 久国 正章 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

さまざまな自然現象をよく観察してみると簡単な基本原理に基づいていることがわかる。物理学とはそのよ

うな基本原理を論理的に説明する学問であり、工学はもとより生物学、医学などの幅広い分野の基礎となっ

ている。本講義は力学・熱力学・電磁気学などについて幅広い知識を学習し、医療現場で実際に活用できる

知識を習得できる授業構成である。 

 

学修目標 

電気(回路計算)、電磁気の基本知識水の比熱と日本の気候との関係についててこと原理と人体中での応用注射器の先

端が皮膚に及ぼす圧力について血圧とは 上記の内容を学修していく。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．自然現象を理解するための基本となる科目であることを認識する。２．配布された資料を使用し、講義

を行う。３．出席は重視する。４．身近な自然現象を物理学の観点で考察する。５．疑問点は大切にし、解決

に向けて努力する。 

 

教科書 

プリント使用 

 

参考書 

電気基礎講座１プログラム学習による基礎電気工学 直流編 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤控室 月曜と水曜の午前中 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 熱力学 比熱 単位について 

＜予習・復習 各 2時間＞水の比熱が大きい

ことで人間は体温を一定に保つこ

とができる。スマートフォンのバッ

テリーの単位などについて学習し

ます。 

 

2 
熱力学 クーロンの法則・電流について回

路のイメージをつかむ 

＜予習・復習 各2時間＞水分が蒸発する際、

必要となる熱量について電気の基

本について一つ一つ確認していき

ましょう。 

 

3 
熱力学電圧・抵抗についてオームの法則を

用いた計算 

＜予習・復習 各 2時間＞コンセントの電圧

は１００Ｖですね。このボルトにつ

いて学習していきます。また、抵抗

の単位はオームです。 

 

4 
力とは色々なオームの法則を用いた計算を

練習する 

＜予習・復習 各 2時間＞最も重要な法則で

す。頑張って覚えましょう。 
 



5 力学直列回路の考え方について 

＜予習・復習 各 2時間＞電圧降下、内部抵

抗、合成抵抗という言葉が出てきま

した。 

 

6 力学並列回路の考え方について 
＜予習・復習 各 2時間＞直列回路、並列回

路の計算に慣れていきましょう。 
 

7 力学複雑な回路計算 
＜予習・復習 各 2時間＞直列・並列の融合

問題を扱います。 
 

8 力学ブリッジ回路 
＜予習・復習 各 2時間＞いろんな回路の計

算を復習しましょう。 
 

9 力学直流と交流の違いジュール熱 
＜予習・復習 各 2時間＞直流と交流の違い

を確認しましょう。 
 

10 力学１００Vは何を表しているか。電力 

＜予習・復習 各 2時間＞最大値・実効値・

瞬時値・平均値言葉の確認をしまし

ょう。電力とは、電灯が光を出した

り、モーターが力を出すときに使わ

れる電気エネルギーの大きさを表

します。 

 

11 電磁誘導 

＜予習・復習 各 2時間＞右ネジの法則・フ

レミングの左手の法則の確認 IH 調

理器、リニアモーターカーなど電磁

誘導について復習しておきましょ

う。 

 

12 
コイル(インダクタ)コイルのリアクタンス

(誘導性リアクタンス) 

＜予習・復習 各 2時間＞リアクタンスは周

波数で大きさが変わります。 
 

13 
コンデンサ(キャパシタ)コンデンサのリア

クタンス(容量性リアクタンス) 

＜予習・復習 各 2時間＞コンデンサは電気

を蓄えたり、放出したりする電子部

品です。電子機器には欠かせない部

品です。 

 

14 インピーダンスとは位相とは 

＜予習・復習 各 2時間＞交流回路の計算を

するときには位相を考える必要が

あります。 

 

15 
RL 直列回路 RC 直列回路 RLC 直列回路の計

算 

＜予習・復習 各 2時間＞直列回路のインピ

ーダンスを計算できるようにしよ

う。 

 

16    
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成績評価方法と基準 割合 



①定期試験５５点<DP③>②小テスト４５点<DP③>合計１００点のうち、６０点以上で単位認定する。 

 

① ５

５ ％ ②

４５％ 



授業科目名 生物学 (工学) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療人にとって必要な生物学的知識を学習し、この後に展開する基礎医学への理解を容易にする。 

 

学修目標 

生物に共通する生体のシステムやその仕組みについて理解を深めることができ、人体と連関して思考できる。＜DP③

＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

生物学自体は高校までの教科としてすでに学んでいるかもしれないが、医学に直結する領域についてはまだ

学んでいないか、理解が不十分であろうと思われる。既に学んでいる、知っている学問という認識は排除し

て新たな教科を学ぶ姿勢で臨んでほしい。 

 

教科書 

「理工系のための生物学」 裳華房 

 

参考書 

生物学 カレッジ版 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 1 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生命と栄養と代謝 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

2 糖質の種類 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

3 糖代謝 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

4 脂質とその代謝 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

5 ビタミンの種類と機能 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

6 細胞の構造とオルガネラ 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

7 核酸の種類と機能 
予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認
 



をしておくこと。(2 時間) 

8 転写と翻訳 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

9 タンパク質の種類と機能 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

10 細胞のシグナル伝達 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

11 細胞分裂と増殖 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

12 発生と分化 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

13 免疫システム 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

14 細胞の初期化と再生医療 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

15 細胞死とアポトーシス 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 
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成績評価方法と基準 割合 

１ 定期試験 ＜DP③＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 化学 (工学) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

基礎医学科目に必要な化学的事項を正しく理解できることを念頭に置いている。 

 

学修目標 

生体反応に見られる各種の化学反応を正しく理解し、それらが生理機能に密接に連関することを理解して欲しい。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

たとえすでに化学を履修していようとも、基礎医学科目で取り上げられる化学はある種生体内の反応に特化

しているため、新たに学びなおす必要があると捉えておいて欲しい。 

 

教科書 

「ライフサイエンスのための化学」 化学同人 

 

参考書 

「理工系の基礎化学」 化学同人 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 １ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 原子の構造と周期表 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 電子配置とイオン化 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 化学結合 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

4 物質の三態 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

 



欲しい。 

5 化学平衡と反応速度論１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 化学平衡と反応速度論 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 酸と塩基の反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 酸化と還元反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 炭化水素化合物１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 炭化水素化合物 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 糖質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 脂質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 タンパク質・アミノ酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 核酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

15 「化学」のまとめと振り返り ＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習  



予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験 

 
①100% 



授業科目名 日本国憲法 (工学) 

主担当教員 植田 重幸 担当教員 植田 重幸 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

社会規範たる法の理念を理解する中で、法体系のしくみ並びに日本の最高法規としての日本国憲法の現行の

概要解釈と、今日の基本的人権規定に関する論点について解説を行うとともに、時事関連・医療関連条項に

関わる問題点及び今後の課題に対しても説明を進める。また、コ・メディカルをもとに、診療の補助の一員

として業務に従事するにおいて、必要不可欠な保健衛生に関する法規（保健衛生関連法規）の理解と把握、

並びに職務遂行に伴う人権に対する法的責任の現状について、更なる理解を深めるための指導を行う。 

 

学修目標 

1. 日本国憲法の成立経緯と特色を理解する。2. 基本的人権の尊重規定をもとに、個人の尊厳に関して法的側面か

ら、その理解を深める。3. 医療と人権に関する大切さを理解する。4. 臨床工学科における『臨床工学士法』をもと

に、今後の業務遂行に必要な関係法規のしくみを学習し理解する。5. 現在の医療過誤に関する状況と、人権に対す

る法的責任の実態を検証する。6. 時事関連問題として、高齢者の増加に伴う業務連絡に関わる行政面の諸対応や憲

法改正論議の現状とその是非についての理解を深める。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 日本国憲法の内容理解とともに、医療法規に関する指導説明が加わることから、補充解説たる板書筆記が

重要となる。2. 指導内容に即した市販書籍は多数に亘るため、教科書代用の資料冊子にて講義を行う。3. 疑

問点や分かりにくい事項が生じた場合は、適宜質問を行うことで理解を進めること。4. 将来の業務実践を見

据え、指導内容に対する人権・人格の尊重に十分留意し積極的取り組みを求める。 

 

教科書 

指定しない。 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業前後の非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
法と社会生活① 法の成立並びに社会と規

範 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認を行う復習：キ

ーワード、重要語句の確認を行う 

 

2 
法と社会生活② 法と道徳、法の支配、法体

系のしくみ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：社会規範と

しての法の意義を考える復習：法の

概念の理解と確認を行う 

 

3 
日本国憲法の制定史と特色 日本国憲法の

基本理念と基本原理 明治憲法との比較 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：日本国憲法

の成立経緯を確認する復習：講義内
 



容をもとに、基本的人権規定の各事

項を理解し把握する 

4 
基本的人権規定① 基本的人権の成立経緯

と人権規定 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：重

要語句について再チェックする 

 

5 
基本的人権規定② 新しい人権（人格権と

幸福追求権） 包括的基本権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より第 13 条の役割を確認する復

習：講義内容の完全理解に努める 

 

6 

基本的人権規定③ 自律的自己決定権 新

型コロナウイルス感染症対策特別措置法と

基本的人権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、本項の確認を行う 特別措

置法の立法化とその経緯を確認す

る復習：講義内容の完全理解に努め

る 本項目の現状と人権保障問題を

深める 

 

7 
衛生法規並び衛生行政 衛生法規の体系と

分類 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：保健衛

生法規のしくみの理解と確認を行

う 

 

8 
関係法規① 施術者に対する関係法規のし

くみと位置づけ、名称独占、業務独占 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認復習：講義内容

をもとに、施術者の役割を確認する 

 

9 関係法規② 免許取得、欠格条件等 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の中の法律用語の確認を行う復

習：キーワード、重要語句の確認を

行う 

 

10 
医療過誤と法的責任① 医療過誤の実態と

権利侵害 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

11 
医療過誤と法的責任② 医療過誤における

法的責任 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

12 
統治行為① 国会・内閣規定より、選挙制度

並びに議院内閣制 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行の選挙

制度を確認する復習：1 票の格差問

題について理解を深める 

 

13 
統治行為② 裁判所規定より、違憲立法審

査権並びに裁判員制度の現状 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

14 日本国憲法の改正手続 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行憲法の

改正の必要性を調べる復習：国民投

票法の改正における影響を確認す

る 

 

15 今後の課題と検討 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①指導項目に関し、筆記試験を行う。※60 点以上で単位認定する。 

 
①100% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (工学 B) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (工学 A) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    
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成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (工学 B) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (工学 A) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 MBS(Morinomiya Basic Seminar) (工学) 

主担当教員 藤江 建朗 担当教員 
藤江 建朗／山下 仁／前川 佳

敬 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 4 限、火曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本授業は、大学生としての学習や生活をスムーズにスタートさせるために、大学生としてふさわしい「学び

方」や「スキル」を身につけること、学園の歴史や建学の精神の意味やディプロマポリシーを理解すること

で、本学への帰属意識を確立させることを目的とする。また、履修に関することや教育課程（カリキュラム）、

学生生活に関するルール等を理解することで、大学で学ぶために必要な能力を身につけることを目的とする。

医療の歴史及び医療の現在と未来を知ることで、医療全体への興味をより深めることを目的とする。 

 

学修目標 

・本学の建学の精神及びディプロマポリシーを理解している。<DP②③>・大学で学ぶために必要な能力を身につけて

いる。<DP②③>・生徒から学生へ移行する（主体的・能動的な学習スタイルを身につける）<DP②③>・医療人を目指

す学生であることに対しての自覚を強く持つ。<DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

理想の大学生活とは？想像している内容と異なる話を聞くこともあるでしょうが、4 年間を有意義に過ごせ

るようこれからの生活を考えるきっかけとなることを願います。 

 

教科書 

教科書は使用しない。適宜資料を配布する。 

 

参考書 

指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

在席していれば，いつでも対応可水曜日は大学不在日で対応できません。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【本学の歩みと未来／生徒から学生へ】・理

事長による「本学の起源や今後の展望」、・学

長による「医療・医学を学ぶ上での心構え」

についての講義。 

予習：本学の Web サイトで「建学の精神」

「森ノ宮医療学学園の歴史」「本学

の特徴」について調べる．（1時間）

復習：大学生としての心得を考え，

まとめる．（1時間） 

藤江 

2 

【臨床工学科のカリキュラムについて】・カ

リキュラムについて・カリキュラムポリシ

ーについて・ディプロマポリシーについて 

予習：学生手帳の「臨床工学科 授業科目・

単位数」と「本学学士過程における

三つのポリシー」「臨床工学科にお

ける三つのポリシー」について調べ

る．（2時間）復習：授業をまとめ，

自分にとって今後の大学生活で必

藤江 



要なことを考える．（2時間） 

3 

【情報化社会における情報リテラシーと情

報モラルについて】・情報リテラシーと情報

モラル（SNS の取り扱い）・医療情報の取り

扱いについて・その他社会問題等 

予習：「情報リテラシー」「情報モラル」につ

いて調べ，自分の考えをまとめる．

（2 時間）復習：授業をまとめ，多

くの情報から適切に情報を得る方

法を考える．（2時間） 

藤江 

4 

【臨床工学技士のキャリアについて】・自身

のキャリアについて・履修モデルの解説と

自身のキャリア形成プランの検討・臨床工

学技士に必要な学びと研究 

予習：自分自身，将来どのような「大人」に

なりたいか，また，目標とする「臨

床工学技士像」を考え，まとめる．

（2 時間）復習：授業をまとめ，自

分の将来像を明確にする．（2時間） 

藤江 

5 
地域医療について住之江区長による「住之

江区の医療・福祉の現状」についての講話 

予習：本学が位置する「住之江区」の Web サ

イト「広報誌 さざんか」にて，住之

江区における「福祉・健康」の施策

について調べる（2 時間）復習：授

業をまとめ，今の自分でも参加でき

ることを（ボランティア等）を探す．

（2時間） 

藤江 

6 

西洋医学とは医師による西洋医学の概説と

西洋医学の起源と現状と未来についての講

義 

予習：西洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：西洋医学の中での臨床工

学の重要性を調べ，まとめる．（2時

間） 

藤江 

7 

東洋医学とは鍼灸師による東洋医学の概説

と西洋医学の起源と現状と未来についての

講義 

予習：東洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：授業をまとめ，西洋医学

との違いを理解し，東洋医学の重要

性をまとめる．（2時間） 

藤江 

8 チーム医療とは・チーム医療について知る 

予習：本学の Web サイトで「チーム医療」

について調べる．（2時間）復習：授

業をまとめ，チーム医療の重要性を

理解する．（2時間） 

藤江 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート試験：「自己のキャリア構築のために今後の大学生活で何をすべきか」1600 字程度<DP②③>＊

レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-17」を参照のこ

と。 

 

1 



授業科目名 チーム医療見学実習 (工学) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 加納 寛也 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(集中

講義) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１．医療の実践の場である病院等の施設で医療従事者の 1 日を体験することにより、医療職への理解を深め

る。２．保健医療施設における自己の目指す専門職の役割や機能を知ると共にチーム医療を構成する様々な

専門職の役割・機能について知識を深める。３．チーム医療の実際を知り、インター・プロフェッショナル・

エデュケーションの視点から、医療における多職種連携の重要性を知る。＜施設見学の実施概要＞開講時期：

※2020 年度は実施時期未定実習施設：大阪急性期・総合医療センター(日程調整中)、大阪国際がんセンター

(日程調整中)、日本生命病院(日程調整中)、関西メディカル病院(日程調整中)※実施が決まり次第、詳細を

案内します。＜実施方法＞１．本見学実習は大学内で実施する事前授業（4コマ）と施設見学（4 コマ）とす

る。２．1班 8 名程度の学科混成グループを作り、各グループ上記施設の中から 1 施設を見学する。３．1班

ごとに 1 名の本学教員が引率し、基本的には引率教員の指示のもと決められたスケジュール通りに施設内を

見学する。 

 

学修目標 

１．実習を通じて医療施設の全体的な業務や役割について知ることができる。DP2 ２．実習を通じてチーム医療の構

成を知り、目指す専門職の役割および責任を自覚することができる。DP2３．実習を通じて医療に取り組む姿勢を養

い、専門科目の学習への意欲向上のきっかけとし、今後、専門的学習に臨む上での自己の考えを述べることができる。

DP23 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

見学時は、担当者のみならず院内の全ての方(就業者や患者さん等)に迷惑がかからない行動を取るとともに、

発言にも最大限配慮すること。見学当日はバスで送迎を行います。集合場所や時間等は引率教員の指示に従

うこと。 

 

教科書 

とくになし 

 

参考書 

とくになし 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階：教職員室（事前予約制：金曜日を除く） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 事前授業①（授業の目的や概要について） 

【事前授業１】（授業の目的や概要につい

て）予習：本学に設置されている学

科の仕事内容を調べる。（3 時間）復

習：授業内容をまとめ、チーム医療

についての考えをまとめる。（3 時

間） 

加納 

2 事前授業②（授業の目的や概要について） 

【事前授業２】（施設見学における注意事項

について）予習：大学生としてのマ

ナー、社会人としてのマナーについ

て調べる。（3時間）復習：授業内容

をまとめ、大学生としてのマナー、

社会人としてのマナーについて実

践できるようにする（3時間） 

加納 

3 
事前授業③（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

加納 

4 
事前授業④（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

加納 

5 

【学修内容：⑤～⑧】「施設見学」＜見学ス

ケジュール例＞①リハビリテーション室の

見学→それぞれの職種間でのコミュニケー

ションを学ぶ②ICU・CCU→医師や看護師の

連携について学ぶ。最新機器等の設備につ

いて知識を深める③各種検査室の見学→検

査技師と医師や看護師など他の職種との連

携について学ぶ④透析室→透析の機器等に

ついて知識を深める⑤手術室→手術室とは

どのような環境の部屋なのか、実際の設備

や雰囲気を知る 

復習：見学実習での学びをレポートにまと

める。自修時間 6時間→課題提出 
加納 

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    
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成績評価方法と基準 割合 

レポート課題<DP②③>  「施設見学を終えて、チーム医療の重要性について自己の考えを述べよ」1600

字程度＊レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-17」を

参照のこと。 

 

1. 100% 



授業科目名 基礎体育 (工学 B) 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 
伊奈 新太郎／中原 英博／佐野 

加奈絵／信江 彩加 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本スポーツ健康科学演習では、学生が自らの適正に応じてスポーツ種目を選択できるよう、軽スポーツ、球

技スポーツ、ニュースポーツ、ダンスなど多種多様なスポーツ種目を用意し、各種目特性を生かして、「思い

っきり体を動かす爽快感」と「プレーを通じて感じる理屈抜きの楽しさ」を存分に経験できるようなゲーム

主体の授業プログラムを提供する。その中で、体力のレベルアップや身体動作の向上を図ると同時に、ゲー

ムを自主的に運営する能力を養う。また、スポーツの実践を通じて、学生同士の心の交流や人間関係を育み、

生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を育成することも本実習の大きな狙いである。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、学科の枠を超えた学生同士の心の交流や人間関係を育むことができる。〈DP③〉２．ス

ポーツ活動を通じて、基礎体力や、技術が向上する。３．スポーツ活動を通じて、チームワークの重要性を認識でき

る。〈DP③〉４．生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を身につけることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について（１）各教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、

更衣した後、授業に臨むこと。（２）シューズは屋外用、屋内用ともにゴム底の運動靴を用意すること。 屋

外でのスポーツ種目を実施するクラスの者は、雨天により急きょ屋内種目に変更する場合があるので、毎回

の授業時において、屋内用シューズは必ず用意しておくこと。（３）授業中におけるメガネや時計などの破損、

コンタクトレンズや装飾品の紛失について担当教員は責任を負わない。注意事項（１）集合場所  

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

原則月曜日 3 時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポー

ツ、ダンスなど多種多様なスポーツ

種目の特性について理解を深めて

おく。予習・復習 1時間 

 



2 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

3 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

4 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

5 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

6 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

7 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

8 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

9 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

10 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

11 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営① 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

12 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営② 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

13 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営③ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

14 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営④ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

15 
ゲームの展開  学生主体のゲーム運営⑤・

レポート 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業回数の 2/3(10 コマ)以上出席すること。授業開始後、30 分を超えての遅刻は欠席とみなす。成績の

評価は、原則として 2/3 以上出席した者を対象とする。①技能・理解・積極性などを総合的に判定すると

ともに、授業最終日にはレポートの提出を義務づける。〈DP③〉    その成績が６０点未満の者は不可と

し単位を認定しない。 

①100% 



授業科目名 基礎体育 (工学 A) 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 
伊奈 新太郎／中原 英博／佐野 

加奈絵／信江 彩加 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本スポーツ健康科学演習では、学生が自らの適正に応じてスポーツ種目を選択できるよう、軽スポーツ、球

技スポーツ、ニュースポーツ、ダンスなど多種多様なスポーツ種目を用意し、各種目特性を生かして、「思い

っきり体を動かす爽快感」と「プレーを通じて感じる理屈抜きの楽しさ」を存分に経験できるようなゲーム

主体の授業プログラムを提供する。その中で、体力のレベルアップや身体動作の向上を図ると同時に、ゲー

ムを自主的に運営する能力を養う。また、スポーツの実践を通じて、学生同士の心の交流や人間関係を育み、

生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を育成することも本実習の大きな狙いである。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、学科の枠を超えた学生同士の心の交流や人間関係を育むことができる。〈DP③〉２．ス

ポーツ活動を通じて、基礎体力や、技術が向上する。３．スポーツ活動を通じて、チームワークの重要性を認識でき

る。〈DP③〉４．生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を身につけることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について（１）各教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、

更衣した後、授業に臨むこと。（２）シューズは屋外用、屋内用ともにゴム底の運動靴を用意すること。 屋

外でのスポーツ種目を実施するクラスの者は、雨天により急きょ屋内種目に変更する場合があるので、毎回

の授業時において、屋内用シューズは必ず用意しておくこと。（３）授業中におけるメガネや時計などの破損、

コンタクトレンズや装飾品の紛失について担当教員は責任を負わない。注意事項（１）集合場所  

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

原則月曜日 3 時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポー

ツ、ダンスなど多種多様なスポーツ

種目の特性について理解を深めて

おく。予習・復習 1時間 

 



2 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

3 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

4 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

5 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

6 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

7 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

8 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

9 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

10 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

11 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営① 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

12 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営② 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

13 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営③ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

14 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営④ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

15 
ゲームの展開  学生主体のゲーム運営⑤・

レポート 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業回数の 2/3(10 コマ)以上出席すること。授業開始後、30 分を超えての遅刻は欠席とみなす。成績の

評価は、原則として 2/3 以上出席した者を対象とする。①技能・理解・積極性などを総合的に判定すると

ともに、授業最終日にはレポートの提出を義務づける。〈DP③〉    その成績が６０点未満の者は不可と

し単位を認定しない。 

①100% 



授業科目名 健康科学（スポーツ社会学を含む） (工学) 

主担当教員 佐野 加奈絵 担当教員 佐野 加奈絵 

科目ナンバリング CS20108 科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

健康に対する意識が高まり、健康食品や健康器具などがブームとなっている近年、マスメディアを通じて流

されている情報には、科学的根拠が乏しいものも少なくはない。本授業では、生活習慣病、地域社会におけ

る健康維持、増進に関わる取り組みや考え方、運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識

を身につけることを目標とする。 

 

学修目標 

・運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識を身につける（DP③）。・本邦における健康維持、増進

に関わる取り組みや考え方について理解する（DP③）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回配布する資料を用いて、必ず復習してください。 

 

教科書 

適宜、資料を配布する。 

 

参考書 

出村慎一監修「健康・スポーツ科学講義」杏林書院、2005 年田中喜代次編「健康運動の支援と実践」金芳堂、

2006 年 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4F 月曜 9:00-10.30 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康とは？ 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

2 運動・栄養と肥満症との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

3 運動・栄養と糖尿病との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

4 運動・栄養と脂質異常症との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

5 
三大栄養素（糖質・脂質・タンパク質）の役

割 

予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

6 
微量栄養素（ビタミン・ミネラル）と水の役

割 

予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

7 消化器の構造と機能 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

8 食品群の理解と応用 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 



9 エネルギー摂取量と消費量との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

10 運動時におけるエネルギー産生メカニズム 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

11 運動処方の原則と実際 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

12 運動と食欲の関係－最新のトピックス－ 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

13 日本人の食事摂取基準について 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

14 健康づくりに関する本邦の取り組み 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

15 講義全体のまとめと振り返り 
予習： これまでのプリントの確認．復習： 

配布プリント，キーワードの確認． 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験で評価する（DP③）。15 回の講義に対し、必要な時間数の出席が必須である。課題（試験や

レポート等）に対するフィードバックの方法課題・テスト後、各設問の解答を解説する。希望者には個別に

採点後の試験答案を開示する。 

 

①100% 



授業科目名 医学概論 (工学) 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 五十嵐 淳介 

科目ナンバリング SB20BMEA001 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

少子高齢化の進展する今日、医療施設においては IT 化、入院期間の短縮化、疾病に対する高度な治療技術の

導入が進んでいる。本教科目では、現代医療をめぐる社会環境の変化・動向を把握し、患者中心の医療が成

果をあげるために、まずは進歩する現代医療の実態を把握するとともに、各専門職のチームワークが重要で

あることを、広い視点から学修する。医療の本質、現代医療の課題、EＢM（Evidence Based Medicine）、医

療の対象としての個人や集団、インフォームドコンセント、医療安全、生命の誕生と死（脳死）、臓器移植、

医療経済、各種専門職の役割、IPW（Inter-professional Work）、IPE（Inter-professional Education）等に

ついて学修する。 

 

学修目標 

DP①②③④に対応し、医療者を目指す内発的動機を涵養するための授業科目である。１．社会環境や疾病構造の変化

を理解する。２．患者の権利宣言や医療倫理に関する事項を理解する。３．患者に提供されている医療の実態を把握

し，現状を理解する。４．医療の対象としての人間（生と死、個人・家族・集団）について考え、理解する。５．医

療の成果を挙げるための仕組みやチーム医療、各学科の垣根を越えた専門職種間連携（IPW）について理解する。６．

実験的最新医療の臨床応用と災害医療における生命倫理について考え、 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．医療者の考えと患者の医療に対する考えのずれを認識する。２．医療システムと上手な受診、医療者の

モラルを考える。３．「医学概論」は医療する側の原点であることを認識する。４．グループ討議には積極的

に参加する。５．日々の学生生活の中から現代医療に関する情報を収集し、考える習慣をつける。 

 

教科書 

小泉俊三，平尾智広，有吉浩美：総合医療論 健康支援と社会保障制度① 医学書院 

 

参考書 

中島泉：医学概論 医学のコンセプトと医療のエッセンス 南江堂厚生の指標 増刊 61(9) 国民衛生の動

向 2014/2015 厚生労働統計協会.その他，講義時に紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

金曜日昼休み。Ｃ棟七階１５番研究室。電子メールによる面談予約を推奨。junsuke_igarashi@morinomiya-

u.ac.jp※上記以外の希望時間がある場合、事前にメールで相談すること。面談予約なき訪問には対応しない

場合がある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医療者の心構え・医療倫理 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
五十嵐 



2 医療の高度化・生命倫理 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
五十嵐 

3 生と死の倫理 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
五十嵐 

4 診療録／医療記録・患者-医療者関係 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
五十嵐 

5 医療事故の発生と再発の防止（１） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
五十嵐 

6 医療事故の発生と再発の防止（２） 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
五十嵐 

7 院内感染対策 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
五十嵐 

8 医薬品・医療機器の副作用・不具合 
予習：教科書復習：講義プリント・教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
五十嵐 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

＜成績評価＞１）１～８コマの講義終了後に確認テストを実施する（小テスト）。選択式。MORIPA アンケー

ト利用。講義資料・教科書を見ながら解答して構わない。講義終了後７２時間以内に提出せよ。正答率と

ともに、期限内に提出したか否かを重視する。未提出者は当該テストの評点を０点とする。（DP①②③④）

２）期末レポート。記述式。課題は８コマめの講義で発表する。（DP①②③④）※追再試験は規程に基づ

き一回だけ実施する。＜フィードバックの方法＞確認テストの解答は期間中に数回に分けて公表する。 

 

評 価 ：

１ ） 60%

２）40% 



授業科目名 公衆衛生学 (工学) 

主担当教員 神田 靖士 担当教員 神田 靖士 

科目ナンバリング SB20BMEA002 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 公衆衛生学は、ひとびとの健康維持、増進を実践する方法や技術を学ぶ専門科です。すなわち、何が健康

を邪魔しているのか、何をすれば健康が守れるのか、どのような仕組みを作れば健康の維持、増進にプラス

になるのかなどを科学的に解析し、それらを実践する学問です。 本講義では、衛生･公衆衛生学の総論、衛

生行政、予防医学、健康、老人・成人保健、生活習慣病や難病疾患、産業衛生、母子保健、衛生統計などにつ

いて学習する。 

 

学修目標 

 国民の基本的人権としての健康を保障するための科学、技術、倫理を医学の観点から学ぶ学問である。国民の健康

を守るべき看護学生として、国民の健康状態と保健、衛生、福祉の体制を正しく理解し、国民の健康を守るための保

健医療サービスと公衆衛生事業のしくみと方法について学習し、会得することが目標である。<DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．講義を積極的に受講すれば行政のしくみや法におよび統計を理解できるようにしています。２．講義内

容の他に社会の福祉・保健・統計については新聞に記載されることがあり、日頃から注意してみることで学

ぶことができます。新聞を読んでください。３．出席者は、私語・スマホの使用は厳禁。講義中の私語は授業

妨害・他学生への迷惑行為なので退室させます。その場合、速やかに退室すること。４．最低限の礼儀をわき

まえること。 

 

教科書 

わかりやすい公衆衛生学（ヌーヴェルヒロカワ） 

 

参考書 

国民衛生の動向（厚生統計協会） 

 

研究室／オフィスアワー 

在室時は訪問可。質問がある場合は授業終了時に各自申し出て下さい。また、メールでも随時受付を行いま

す。メールアドレス：kandas@hirakata.kmu.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 公衆衛生学概論と歴史 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業を基に配布資料確認（2 時

間） 

 

2 疫学 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：意義と現状、疫学とその応用に

ついて学ぶ。（2時間） 

 

3 人口統計 
予習：人口の諸問題を考える。（2 時間）復

習：授業を基に配付資料・教科書の
 



確認（2時間） 

4 保健統計 出生と死亡 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業を基に配布資料・教科書の

確認（2時間） 

 

5 感染症とその予防 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業を基に微生物・予防接種法

など確認（2時間） 

 

6 食品保健と公衆衛生栄養 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業を基に配布資料・教科書の

確認（2時間） 

 

7 生活環境保全 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：配布資料を基に重要語句の確認

（2時間） 

 

8 医療の制度（医療保険、公費負担制度） 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：配付資料を基に重要語句の確認

（2時間） 

 

9 地域保健活動 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：配布資料を基に重要語句の確認

（2時間） 

 

10 母子保健 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：配付資料を基に重要語句の確

認。（2時間） 

 

11 学校保健 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：配付資料を基に重要語句の確認

（2時間） 

 

12 生活習慣病対策 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：疾病の種類、リスクと予防の確

認（2時間） 

 

13 介護保険制度と難病対策 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：高齢者医療の仕組みと介護制

度、難病対策の確認（2時間） 

 

14 精神保健福祉 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：精神保健福祉法、インフォーム

ドコンセントを確認。（2時間） 

 

15 産業保健 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業を基に配付資料・教科書の

確認（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP①②> ②平常評価（出席状況等）<DP①②>上記①②で総合評価します。 

 

①80%

②20% 



授業科目名 人体の構造Ⅰ (工学) 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之 

科目ナンバリング SB20BMEA003 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体に関する基本事項を形態機能学を基盤として学修する。当科目では細胞、組織など生体を構成する要素

の概要、運動器系、神経系を取り扱う。臨床系専門科目に先駆けて、運動器系、神経系を系統立てて学修し理

解を深める。単なる名称の記憶にとどまらず、形態と機能との関わりを考え、医療に携わる者として基盤と

なる知識や論理性のある思考能力を身につける。 

 

学修目標 

生命現象の基盤となる細胞や組織の概要について説明できる。（DP②③）骨格や筋など運動器を構成する要素の機能

と形態について概要を説明できる。（DP②③）中枢神経系と末梢神経系の機能と形態について概要を説明できる。

（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）講義は教科書を中心に進めます。適宜「参考書」を活用しつつ、自発的な予習と復習を心掛けて下さい。

2）「資料」を配付します。復習時に活用して理解を深めて下さい。3）講義の進行・予定や単位認定の詳細等

については、初回講義時に説明します。学習内容の特性を踏まえて、積極的に学習に取り組んで下さい。4）

「人体の機能Ⅰ」と共通の教科書で並行して講義が進行します。両科目での学習項目を十分に整理して理解

するように心掛けて下さい。 

 

教科書 

原田 玲子他 編集 『人体の構造と機能（第 5版）』 医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

坂井建夫 岡田隆夫 『専門基礎分野 解剖生理学 人体の構造と機能①』 医学書院日本人体解剖学（南

山堂）、人体解剖学（南江堂）、標準生理学（医学書院）、生理学テキスト（文光堂）など 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階（研究室 11） 月曜日午後 5時～午後 7時、各日昼休みの時間帯は原則研究室に在室しています。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 講義の概要、細胞、組織、器官、器官系 

事前に教科書の目次などを参考に、学習内

容を概観して下さい（2時間）。また、

配布資料を参考に復習して下さい

（2時間）。 

森谷 

2 
運動系とは?（運動系総論）、骨格（骨の構造

と機能、全身の骨格） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 



3 骨格（脊柱、胸郭、四肢の骨、頭蓋骨） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

4 関節、骨格筋（骨格筋の構造と機能） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

5 
骨格筋（筋収縮の機構）、全身の骨格筋（抗

重力筋） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

6 
全身の骨格筋（四肢の筋、頸部の筋、頭部の

筋、呼吸筋、骨盤底筋） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

7 運動の調節（骨格筋の神経支配、運動反射） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

8 
細胞、組織、運動器系の形態と機能に関する

まとめ 

細胞、組織、運動器系の形態と機能につい

て、教科書、配布資料などでこれま

での学修内容を十分に復習して下

さい（4時間）。 

森谷 

9 
神経系とは?（神経系総論）、神経細胞と神経

組織 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

10 
中枢神経系（中枢神経系の構造、中枢神経系

の統合機能、大脳） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

11 
中枢神経系（大脳・視床と視床下部・脳幹・

小脳の構造と機能） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

12 
中枢神経系（脊髄の構造と機能、伝導路、脳

室系） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

13 末梢神経系（末梢神経総論、脳神経） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

14 末梢神経系（脊髄神経、自律神経） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

15 
中枢神経系と末梢神経系の形態と機能に関

するまとめ 

中枢神経系と末梢神経系の形態と機能につ

いて、教科書、配布資料などでこれ

までの学修内容を十分に復習して

下さい（4時間）。 

森谷 

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験（90％）（DP②③）②課題等の提出（10％）（DP②③）評価の具体的な内容については、初回

講義時に説明します。試験答案の返却はしませんが、希望者に閲覧できる機会を設けます。課題等の解

説は講義時間内に行います。 

 

①90 ％

②10％ 



授業科目名 人体の構造Ⅱ (工学) 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之 

科目ナンバリング SB20BMEA004 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体に関する基本事項を形態機能学を基盤として学修する。当科目では感覚器系、体温調節、生体リズム、

内分泌、生殖と老化について、恒常性維持の視点から形態機能学的特徴を取り扱う。臨床系専門科目に先駆

けて、恒常性維持に関わる器官系について学修し理解を深める。単なる名称の記憶にとどまらず、形態と機

能との関わりを考え、医療に携わる者として基盤となる知識や論理性のある思考能力を身につける。 

 

学修目標 

感覚器を構成する要素の機能と形態について概要を説明できる（DP②③）。体温調節、生体リズムの形成に関わる仕

組みの概要について説明できる（DP②③）。内分泌系の機能と形態について概要を説明できる（DP②③）。生殖と老化

に関わる臓器・器官の機能と形態について概要を説明できる（DP②③）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）教科書と配布資料を用いて講義を進行します。また、課題の提出を課すので、必ず提出して下さい。２）

前期の「人体の構造Ⅰ」、「人体の機能Ⅰ」と密接に関連している事項を学習します。必要に応じて、前期の

関連項目を十分に復習して下さい。３）初回講義時に講義の進行について説明します。学習内容の特性を踏

まえて、積極的に学習に取り組んで下さい。４）「人体の機能Ⅱ」と共通の教科書で並行して講義が進行しま

す。両科目での学習項目を十分に整理して理解するように心掛けて下さい。 

 

教科書 

原田 玲子他 編集 『人体の構造と機能（第 4版）』 医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

坂井建夫 岡田隆夫 『専門基礎分野 解剖生理学 人体の構造と機能①』 医学書院日本人体解剖学（南

山堂）、人体解剖学（南江堂）、標準生理学（医学書院）、生理学テキスト（文光堂）など 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階（研究室 11） 月曜日午後 5時～午後 7時、各日昼休みの時間帯は原則研究室に在室しています。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
感覚器系（感覚器の一般的性質）視覚①（概

要） 

事前に教科書の目次などを参考に、学習内

容を概観して下さい（1時間）。また、

配布資料を参考に復習して下さい

（1時間）。 

森谷 

2 視覚②（各論） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 



3 聴覚、平衡覚 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

4 味覚、嗅覚、体性感覚 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

5 内臓感覚、痛覚 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

6 感覚器系のまとめ 

感覚器系の形態と機能について、教科書、配

布資料などでこれまでの学修内容

を十分に復習して下さい（4時間）。 

森谷 

7 内分泌系①（ホルモンの種類と分泌調節） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

8 
内分泌系②（視床下部・下垂体、甲状腺、上

皮小体、膵島） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

9 

内分泌系③（副腎皮質、副腎髄質、消化管の

ホルモン、腎臓のホルモン、性腺ホルモン、

その他のホルモン） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

10 体温調節と生体リズム①（体温とその調節） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

11 
体温調節と生体リズム②（体温異常、生体リ

ズム） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

12 
生殖と老化①（生殖とは？、女性の生殖器

系） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

13 
生殖と老化②（男性の生殖器系、受精と発

生） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

14 生殖と老化③（成長と老化） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

15 
内分泌系、体温調節、生体リズム、生殖と老

化のまとめ 

内分泌系、体温調節、生体リズム、生殖と老

化に関わる形態と機能について、教

科書、配布資料などでこれまでの学

修内容を十分に復習して下さい（4

時間）。 

森谷 

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験（DP②③）②課題等の提出（DP②③）評価の具体的な内容については、初回講義時に説明し

ます。試験答案の返却はしませんが、希望者に閲覧できる機会を設けます。課題等の解説は講義時間

内に行います。 

 

①90%

②10% 



授業科目名 人体の機能Ⅰ (工学) 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 五十嵐 淳介 

科目ナンバリング SB20BMEA005 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理学・解剖学を含めた、人体に関する基本事項について学ぶ。当科目では自律機能（不随意機能）を有する

臓器を中心に取り扱う。 

 

学修目標 

ホメオスタシス（生体の恒常性）について説明できる。体液の分類および、細胞の構造と機能のあらましを述べられ

る。血液と血球の働きを説明できる。心臓と血管のあらましを説明できるとともに、循環調節について概説すること

ができる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）授業態度について：集中して講義を聴講すること。毎回、講義スライドを印刷したプリントを配布する。

それをもとに、各自が可能な限り詳しくノートを作成すること。講義中の私語は厳禁とする。私語を止めら

れない者は退席させる。２）予習・復習について：講義内容は膨大であるから、講義ごとの予習復習は必須で

ある。一コマあたり２～４ヶ所で「小括」を設ける。問題形式にしてあるので、講義後に自力で解くことで復

習の一助とせよ。３）確認テストについて：ほとんどの授業で「確認テスト」を行う。講義後に資料を見なが

ら解答を作成し 

 

教科書 

人体の構造と機能 第５版 医歯薬出版株式会社 原田 玲子ほか編集（ISBN978-4-263-23721-2） 

 

参考書 

系統看護学講座 解剖生理学 第 9版 医学書院 坂井建雄ほか編集（ISBN978-4-260-01826-5）図表は指定教科

書・参考書以外からも多数引用するが、可能な限り個々の出典を示す。発展学習を希望する者にはさらに高

度な教科書を個別に推薦するので、申し出よ。 

 

研究室／オフィスアワー 

金曜日昼休み。Ｃ棟七階１５番研究室。電子メールによる面談予約を推奨。junsuke_igarashi@morinomiya-

u.ac.jp※上記以外の希望時間がある場合、事前にメールで相談すること。面談予約なき訪問には対応しない

場合がある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 自律機能性臓器による生体機能の調節 

予習：要さない復習：講義プリントを用い

よ。在学中に自らが学ぶべき事柄の

多きを知れ。学習所要時間目安：合

計二時間 

 

2 生体の恒常性 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 



3 体液 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

4 血液（１）：総論、赤血球 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

5 血液（２）：血小板、止血機構 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

6 
血液（３）：血液型生体防御（１）：非特異的

防御機構 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

7 
生体防御（２）：特異的防御機構、リンパ系

器官 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

8 自律神経 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

9 
循環器（１）：循環器の概観、心臓の構造、

心臓電気生理 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

10 
循環器（２）：心臓興奮収縮連関、心電図、

心周期 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

11 循環器（３）：血管の構造と機能 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

12 循環器（４）：人体各部位の血管 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

13 循環器（５）：血圧の成因、心機能調節 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

14 
循環器（６）：血圧の調節、循環器系のスト

レス応答、リンパ管 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間（別途、

練習問題を解く時間を要する） 

 

15 総復習 

予習：練習問題復習：第１～１５回講義学習

所要時間目安：合計二時間（別途、

定期試験準備の必要がある） 
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27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

＜成績評価＞１）１～１４コマの講義終了後に確認テストを実施する（小テスト）。選択式。MORIPA アンケ

ート利用。講義資料・教科書を見ながら解答して構わない。講義終了後７２時間以内に提出せよ（学修習

慣づけを企図）。正答率とともに、期限内に提出したか否かを重視する。未提出者は当該テストの評点を

０点とする。（DP①④）２）期末試験。マークシート式。定期試験期間内に実施。（DP①④）※いずれの試

評 価 ：

１ ） 30%

２）70% 



験も、基礎知識の確実な理解に重きを置いて評価する。追再試験は規程に基づき一回だけ実施する。＜

フィードバッ 

 



授業科目名 人体の機能Ⅱ (工学) 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 五十嵐 淳介 

科目ナンバリング SB20BMEA006 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理学・解剖学を含めた、人体に関する基本事項について学ぶ。当科目では自律機能（不随意機能）を有する

臓器を中心に取り扱う。 

 

学修目標 

呼吸力学とガスの運搬を概説できるとともに、呼吸調節について説明できる。腎臓の働きについて説明できるととも

に、体液調節の仕組みについて述べることができる。消化器の働きを説明できるとともに、栄養素の消化・吸収につ

いて概説できる。人体における代謝の仕組みについて説明できる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）授業態度について：集中して講義を聴講すること。毎回、講義スライドを印刷したプリントを配布する。

それをもとに、各自が可能な限り詳しくノートを作成すること。講義中の私語は厳禁とする。私語を止めら

れない者は退席させる。２）予習・復習について：講義内容は膨大であるから、講義ごとの予習復習は必須で

ある。一コマあたり２～４ヶ所で「小括」を設ける。問題形式にしてあるので、講義後に自力で解くことで復

習の一助とせよ。３）確認テストについて：ほとんどの授業で「確認テスト」を行う。講義後に資料を見なが

ら解答を作成し 

 

教科書 

人体の構造と機能 第５版 医歯薬出版株式会社 原田 玲子ほか編集（ISBN978-4-263-23721-2） 

 

参考書 

系統看護学講座 解剖生理学 第 9版 医学書院 坂井建雄ほか編集（ISBN978-4-260-01826-5）図表は指定教科

書・参考書以外からも多数引用するが、可能な限り個々の出典を示す。発展学習を希望する者にはさらに高

度な教科書を個別に推薦するので、申し出よ。 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日昼休み。Ｃ棟七階１５番研究室。電子メールによる面談予約を推奨。junsuke_igarashi@morinomiya-

u.ac.jp※上記以外の希望時間がある場合、事前にメールで相談すること。面談予約なき訪問には対応しない

場合がある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 上皮組織：構造と機能 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

2 呼吸器（１）：概観、上気道 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

3 呼吸器（２）：肺、換気力学 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 



4 呼吸器（３）：ガスの交換と輸送 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

5 呼吸器（４）：呼吸調節 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

6 腎臓（１）：ネフロン、腎機能測定 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

7 腎臓（２）：腎機能調節、蓄尿・排尿 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

8 電解質異常・酸塩基平衡 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

9 消化器（１）：概観、上部消化管運動 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

10 消化器（２）：下部消化管運動 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

11 消化器（３）：消化液の分泌 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

12 消化器（４）：栄養素の消化と吸収 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

13 代謝（１）：栄養素の代謝 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

14 代謝（２）：生体物質の代謝 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間（別途、

練習問題を解く時間を要する） 

 

15 総復習 

予習：練習問題復習：第１～１５回講義学習

所要時間目安：合計二時間（別途、

定期試験準備の必要がある） 
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成績評価方法と基準 割合 

＜成績評価＞１）１～１４コマの講義終了後に確認テストを実施する（小テスト）。選択式。MORIPA アンケ

ート利用。講義資料・教科書を見ながら解答して構わない。講義終了後７２時間以内に提出せよ（学修習

慣づけを企図）。正答率とともに、期限内に提出したか否かを重視する。未提出者は当該テストの評点を

０点とする。（DP①④）２）期末試験。マークシート式。定期試験期間内に実施。（DP①④）※いずれの試

験も、基礎知識の確実な理解に重きを置いて評価する。追再試験は規程に基づき一回だけ実施する。＜

フィードバッ 

評 価 ：

１ ） 30%

２）70% 



授業科目名 生化学 (工学) 

主担当教員 森 誠司 担当教員 森 誠司 

科目ナンバリング SB20BMEA007 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生化学は生命現象を分子レベルで学ぶ学問である。糖質、アミノ酸、タンパク質、脂質、核酸などの主要な生

体構成物質の構造と機能について学び、生命が多様な物質より構成されていることを理解する。またこれら

人体を構成している化学物質の生体内での生物化学反応と生命維持との関わりについて学ぶ。 

 

学修目標 

生体を構成する糖質、タンパク質、脂質といった分子の構造と性質について理解する。生体内での化学反応、すなわ

ち酵素反応について理解する。糖質、脂質、アミノ酸、核酸の代謝経路を理解する。ミトコンドリアにおけるエネル

ギー代謝を理解するそれぞれの代謝経路の相互関係と調節機構を理解する。DP①② 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

高校までの生物と化学について復習しておくこと。 

 

教科書 

シンプル生化学 （南江堂） 

 

参考書 

マッキー生化学 （化学同人）リッピンコットシリーズイラストレイテッド生化学 （丸善）カラーイラス

トで学ぶ集中講義 生化学 （メジカルビュー社） 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 糖の定義と分類 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

2 単糖類、オリゴ糖類、多糖類 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

3 脂質の定義と分類 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

4 脂肪酸の基本的な構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

5 アミノ酸の構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

6 タンパク質の構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

7 核酸とヌクレオチドの構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

8 酵素の構造と性質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 



9 酵素反応の調節 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

10 
糖質の代謝・解糖系・糖新生・ペントースリ

ン酸回路 

予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

11 クエン酸回路・電子伝達系 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

12 脂肪酸の分解・脂肪酸の生合成 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

13 アミノ酸の分解 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

14 アミノ酸から合成される生体物質 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
 

15 ヌクレオチドの代謝分解と再生経路 
予習：前回の講義を理解してくる復習：重要

事項をノートにまとめる 
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成績評価方法と基準 割合 

期末試験小テスト DP①② 

 

小 テ ス

ト の 回

答 と 解

説 は 講

義 内 で

行 う 。

80%20% 



授業科目名 医用工学 (工学) 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 布江田 友理／片山 俊郎 

科目ナンバリング SB20BMEA013 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医用工学は医学と工学の融合された学問で、この歴史的発展を追いながら、生体情報の収集?分析に使用され

る生体計測機器の原理，構造，特徴，安全対策を講義した後、臨床工学技士業務で使用する治療機器、生体機

能代行装置の使用目的、原理、構造、特徴について教授する。 

 

学修目標 

1. 医用工学の領域と意義、生体の構造・機能の特徴概要について説明できる。＜DP①④＞2. 様々な医療機器につい

て知り、その原理や用途についての概要が説明できる。＜DP①④＞3.第 2種 ME 実力検定試験に対する基礎学力を高

める。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書の「授業計画」欄に記載されている内容に相当する部分を予め読み、講義後は、疑問点を放置せず、自

ら解決できるように努力し、授業内容を自分自身の言葉でまとめ直すこと。 

 

教科書 

ME の基礎知識と安全管理  南江堂 ISBN:  978-4-524-26959-4 

 

参考書 

「イラスト図解医療機器と検査・治療のしくみ」 日本実業出版社講義中に紹介する参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

適宜相談に応じる 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医用工学の歴史と発展 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

片山 

2 生体の構造と物理化学的特性 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

片山 

3 
生体電気現象の計測 1：心電計・脳波計・筋

電計 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

片山 

4 生体電気現象の計測 2：血圧・心音 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

片山 

5 生体化学現象の計測：ｐH・O2・CO2 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

片山 

6 生体を媒体とする計測：医用画像診断装置 
予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成
布江田 



1 時間予習・復習を行う。 

7 治療機器１：電気メス 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

布江田 

8 治療機器２：除細動器・AED 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

布江田 

9 治療機器３：ペースメーカ 機能 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

布江田 

10 治療機器４：ペースメーカ 設定項目 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

布江田 

11 治療機器５：輸液ポンプ・シリンジポンプ 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

布江田 

12 生体機能代行装置 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

布江田 

13 医療機器の設置環境 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

布江田 

14 医療機器の安全システム 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

布江田 

15 講義 7～14 に関する問題演習 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワード確認・講義ノートの完成

1時間予習・復習を行う。 

布江田 
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成績評価方法と基準 割合 

2/3 回以上の出席が必要である。【片山】①平常点評価（受講態度、講義ノートの確認）②試験評価＜

DP①④＞【布江田】①平常点評価（受講態度、小テストまたは課題）②試験評価＜DP①④＞＜フィードバ

ックの方法＞講義開始前に、前回の復習を行う。小テストまたは課題について、講義後に講評を発表す

る。 

【片山】

①30 ％

②70 ％

【 布 江



 田 】

①30 ％

②70％ 



授業科目名 数学演習 (工学) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎 

科目ナンバリング SB20BMEA014 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床工学技士として，生体の特性や医用機械の理解に必要となる数学の基本的な事項について，指数関数，

対数関数，三角関数などを演習形式で計算問題を中心に具体的に例題等を提示しながら概説する．さらに各

種数式等について実際にグラフを書く演習と徹底した解説を通して，数学的なものの見方・考え方および表

現方法について理解を深めることを目標とする． 

 

学修目標 

三角関数の性質や相互関係を理解し，その応用やそれを用いた計算ができる．<DP①>指数関数と対数関数の性質を理

解し，計算できる．<DP①> 関数の微分・積分の考え方を理解し，それを用いた計算ができる．<DP①> 複素数の性質

や相互関係を理解し，その応用やそれを用いた計算ができる．<DP①>関数の展開・変換の考えを理解し，その意味を

説明することができる．<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

事前に，シラバスに沿って教科書・参考等でその内容を調べておく．演習問題は必ず手を動かして行い，分

からないことは出来る限り次の講義の前までに解決する． 

 

教科書 

Primary 大学テキスト これだけはおさえたい理工系の基礎数学，金原粲など編集，実務出版株式会社

ISBN978-4-407-31830-2 

 

参考書 

・Primary 大学テキスト 専門へのステップアップ理工系の基礎数学，金原粲など編集，実務出版株式会社，  

ISBN978-4-407-34460-8・高校課程の教科書，参考書等 

 

研究室／オフィスアワー 

片山 俊郎：片山研究室／随時信太 宗也：C棟 7階共同研究室／随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンスと導入，確認テスト 

予習：高校数学課程の内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う． 

片山，

信太 

2 数学の基礎事項の確認 

予習：高校数学課程の内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う． 

信太 

3 三角関数①（定義，グラフ） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

4 三角関数②（加法定理，極座標） 
予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1
信太 



時間と復習 1 時間を行う． 

5 指数関数・対数関数 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

6 微分①（極限値，導関数） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

7 微分②（微分公式，関数の増減） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

8 微分③（色々な関数の微分） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

9 積分①（不定積分） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

10 積分②（定積分） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

11 積分③（面積と体積） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

12 複素数（計算，複素平面，極形式） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

13 関数の展開と変換①（テイラー展開） 

予習：学修内容の確認復習：授業内容の確認

と問題の解答予習 1時間と復習 1時

間を行う． 

片山 

14 関数の展開と変換②（フーリエ変換） 

予習：学修内容の確認復習：授業内容の確認

と問題の解答予習 1時間と復習 1時

間を行う． 

片山 

15 学修内容の総括 

予習：学修内容の確認復習：授業内容の確認

と問題の解答予習 1時間と復習 1時

間を行う． 

片山 
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成績評価方法と基準 割合 



①確認課題演習<DP①>②定期試験<DP①> 

 

① 

50%② 

50% 



授業科目名 電気工学Ⅰ (工学) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭 

科目ナンバリング SB20BMEA018 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人工心肺装置や人工透析装置といった臨床工学技士が取り扱う医療機器の多くは電気を動力源としており、

内部では様々な電気回路が動作している。また、神経信号の伝達や筋肉の収縮などは電気が重要な役目を果

たしている。したがって、臨床工学技士にとって電気に関する知識は必要不可欠である。電気工学 1 では、

電気回路の基礎的な知識習得を目的に、電荷や電圧といった電気に関する基礎的な要素から始め、直流回路、

交流回路、電力、共振回路について学習する。 

 

学修目標 

1.電荷や電圧、電流といった電気工学の基礎的な専門用語について数値的な定義に基づき説明できる。<DP①>2.受動

素子からなる直流回路について、オームの法則やキルヒホッフの法則などを用いて、回路中の電圧や電流などの計算

ができる。<DP①>3.受動素子の特性について、数式を用いて説明できる。<DP①>4.受動素子からなる交流回路につい

ても、回路中の電圧や電流、インピーダンスなどを計算できる。また、求めた値を用いて、回路をベクトル図や複素

数を用いて表現できる。<DP①>5.電力を数値的な定義に基 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.電気工学 I は積み上げ型の教科であるため、各講義内容は、以前の講義内容を理解していることを前提と

しています。したがって、わからない箇所を放置すると、それ以降の講義が全てわからなくなります。その

ため、講義終了後には必ず復習を行い、授業内容の理解度について確認して下さい。復習中にわからないこ

とがあれば、必ず質問に来て下さい。 

 

教科書 

1.『臨床工学講座 医用電気工学 1』監修一般社団法人日本臨床工学技士教育施設協議会 / 医歯薬出版株式

会社 2.『図解でわかる はじめての電気回路 改訂新版』大熊康弘 / 技術評論社 

 

参考書 

1.『電気基礎講座 1 プログラム学習による基礎電気工学 直流編』監修 末武国弘, 編著 松下電器工学院 

/ 廣済堂出版 2.『電気基礎講座 3 プログラム学習による基礎電気工学 交流編』監修 末武国弘, 編著 松

下電器工学院 / 廣済堂出版 3.『電気基礎講座 4 プログラム学習による基礎電気工学 電気回路編』監修 

末武国弘, 編著 松下電器工学院 / 廣済堂出版 4.『算数からはじめる入門電気数学』 平出治久 / 翔泳社 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟７階 教職員室 / 金曜日４限 面談は可能な限り事前予約すること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
電気工学の基礎・臨床工学技士にとって電

気工学の知識が不可欠な理由を説明でき

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について
 



る・電流、電位などを説明できるようにな

る。・電圧計、電流計の接続方法を説明でき

るようになる 

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.1-11, 153-156)の要約を

作成復習時間: 2 時間復習内容: 

講義内容の要約を作成 

2 

オームの法則と抵抗の性質・オームの法則

を用いて回路の電圧、電流及び抵抗を算出

できる。・直列接続された抵抗、並列接続さ

れた抵抗の合成値を算出できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.22-32)の要約を作成復習

時間: 2 時間復習内容: 講義内容

の要約を作成 

 

3 

キルヒホッフの法則と重ねの理・キルヒホ

ッフの法則を用いて複雑な回路を解くこと

ができる。・重ねの理を用いて複雑な回路を

解くことができる 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.33-39)の要約を作成復習

時間: 2 時間復習内容: 講義内容

の要約を作成 

 

4 

抵抗・電圧・電流の測定方法・抵抗を測定す

る方法を説明できる。・電圧を測定する方法

を説明できる。・電流を測定する方法を説明

できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.13-21, 15-158)の要約を

作成復習時間: 2 時間復習内容: 

講義内容の要約を作成 

 

5 

ブリッジ回路と電圧源の内部抵抗・電圧源

の内部抵抗を数式で説明できる・ブリッジ

回路の平衡条件を数式で説明できる。また、

未知抵抗の抵抗値を計算できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.39-50)の要約を作成復習

時間: 2 時間復習内容: 講義内容

の要約を作成 

 

6 

直流回路の電力・電流による発熱作用を数

式で説明できる。また、発熱量を計算でき

る。・電力について、定義の説明、供給電力

が最大になる条件の説明と最大供給電力の

算出ができる。・送配電について、送配電に

おける電力損失及び漏電と感電について説

明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.51-61, 42-43)の要約を

作成復習時間: 2 時間復習内容: 

講義内容の要約を作成 

 

7 

複雑な回路の解法・テブナンの定理を用い

て複雑な回路を解くことができる。・ミルマ

ンの定理を用いて複雑な回路を解くことが

できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.63-75)の要約を作成復習

時間: 2 時間復習内容: 講義内容

の要約を作成 

 

8 

交流の特性・直流と交流の違いを説明でき

る。・周波数や位相など交流波形を特徴付け

る値を説明できる。・三角関数を用いて交流

波形を表現できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.77-89, 158-162)の要約

を作成復習時間: 2 時間復習内容: 

講義内容の要約を作成 

 

9 

交流回路における受動素子（抵抗、インダク

タ、キャパシタ）の特性・ベクトルで交流波

形を表すことができる。・交流回路における

抵抗の特性を数式で説明できる。・交流回路

におけるインダクタの特性を数式で説明で

きる。・交流回路におけるキャパシタの特性

を数式で説明できる。・インピーダンスの説

明と算出ができる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.89-100)の要約を作成復

習時間: 2 時間復習内容: 講義内

容の要約を作成 

 

10 

受動素子を直列に接続した交流回路の特

性・RL 直列回路、RC 直列回路及び RLC 直列

回路の各回路について、特性の説明、電圧、

電流及びインピーダンスの計算ができる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.100-106)の要約を作成復

習時間: 2 時間復習内容: 講義内

容の要約を作成 

 

11 
受動素子を並列に接続した交流回路の特性

と複素数・RL 並列回路、RC 並列回路及び RLC

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について
 



並列回路の各回路について、特性の説明、電

圧、電流及びインピーダンスの計算ができ

る。・複素数の性質について説明できる 

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.107-113, 163-168)の要

約を作成復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の要約を作成 

12 

直列回路の複素数表記・RL 直列回路、RC 直

列回路及びRLC直列回路の各回路について、

複素数を用いた表現及び電圧・電流・インピ

ーダンスの算出ができる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.113-118)の要約を作成復

習時間: 2 時間復習内容: 講義内

容の要約を作成 

 

13 

並列回路の複素数表記・RL 並列回路、RC 並

列回路及びRLC並列回路の各回路について、

複素数を用いた表現及び電圧・電流・インピ

ーダンスの算出ができる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.118-120)の要約を作成復

習時間: 2 時間復習内容: 講義内

容の要約を作成 

 

14 

交流回路の電力・交流回路における電力の

特徴である、瞬時電圧、電圧と電流の位相差

が電力に及ぼす影響、力率について数式で

説明できる。・皮相電力、有効電力、無効電

力について数式で説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.120-125)の要約を作成復

習時間: 2 時間復習内容: 講義内

容の要約を作成 

 

15 

共振回路について・共振回路の特徴を電力

に関連づけて説明できる。・直列共振回路の

特性について数式を用いて説明できる。・並

列共振回路の特性について数式を用いて説

明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲について

要約を作成。指定がない場合は、教

科書 1(pp.125-135)の要約を作成復

習時間: 2 時間復習内容: 講義内

容の要約を作成 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    
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28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.定期試験<DP①>※出題範囲: 講義内で扱った範囲を対象として筆記試験を行います。詳細は講義中

に説明します。※フィードバック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。 

 

1. 100% 



授業科目名 電気工学Ⅱ (工学) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭 

科目ナンバリング SB20BMEA019 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

電気工学 II では、電気工学 Iで学習した直流回路と磁気の発展として、静電気と交流回路を学ぶ。静電気で

は、電界や電束について理解を深め、キャパシタの静電容量を導出できる知識を身につける。交流回路では、

交流回路における抵抗器やキャパシタ、インダクタの特性を学習する。その後、交流回路を解析する手法と

してベクトルでの表示法や複素数での表示法について示す。また、電気工学 I で学習した知識と併せて、医

療機器の取り扱いで重要な基礎知識であるフィルタ回路や過渡応答、電力装置、電磁波についても学習する。 

 

学修目標 

1. 電気力線、電束、仕事に対する電圧と電位の関係といった静電気に関して説明できるようになる。<DP①>2. キャ

パシタに関しては、誘電率や導体形状が静電容量に及ぼす影響、複数のキャパシタを連結したときの合成静電容量及

びキャパシタが蓄えるエネルギーなどを説明できるようになる。また、実際のどの様な種類のキャパシタがあるかに

ついて説明できるようになる。<DP①>3. 受動素子の特性について、数式を用いて説明できるようになる。<DP①>4. 

受動素子からなる交流回路についても、回路中の電圧や電流、イ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 電気工学 II は積み上げ型の教科であるため、各講義は、以前の講義内容及び電子工学 Iを理解している

ことを前提としています。したがって、わからない箇所を放置すると、それ以降の講義が全てわからなくな

ります。そのため、講義終了後には必ず復習を行い、授業内容の理解度について確認して下さい。復習中に

わからないことがあれば、必ず質問に来て下さい。 

 

教科書 

1.『臨床工学講座 医用電気工学 1』 監修 一般社団法人 日本臨床工学技士教育施設協議会 / 医歯薬出版株

式会社 2.『臨床工学講座 医用電気工学 2』 監修 一般社団法人 日本臨床工学技士教育施設協議会 / 医歯薬

出版株式会社 3. 『基本からわかる電磁気学 講義ノート』監修 松瀬貢規 / オーム社 

 

参考書 

１.『電気基礎講座２ プログラム学習による基礎電気工学 磁気・静電気編』監修 末武国弘, 編著 松下電

器工学院 / 廣済堂出版３.『電気基礎講座４ プログラム学習による基礎電気工学 電気回路編』監修 末武

国弘, 編著 松下電器工学院 / 廣済堂出版 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟７階 教職員室 / 金曜日４限 面談は可能な限り事前予約すること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
フィルタ回路・キャパシタと抵抗で構成さ

れるフィルタ回路の特性について数式を用

予習時間: 2 時間予習内容: 電気工学 1の

最後の講義で指定された教科書の
 



いて説明できる。 範囲を確認。指定がない場合は、教

科書 1(p.137-140)及び教科書 2(p. 

182-190)の確認復習時間: 2 時間復

習内容: 講義内容の確認。特に、微

分と積分の考え方には十分に慣れ

ること 

2 

過度現象・電気回路における過渡現象とし

て、充放電時及び方形波入力時における電

圧及び電流の変化を数式に基づいて説明で

きる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 1(pp.141-

152)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認 

 

3 

電荷と電界・電荷と電界についてクーロン

の法則に基づいて数式で説明できる・電気

力線と電束を数式で説明できる 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.1-18)

の確認復習時間: 2 時間復習内容: 

講義内容の確認 

 

4 
電圧と電位 1・電荷と電界の関係を物理的な

仕事として説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.19-

36)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認 

 

5 

電圧と電位 2・電位を電界から求めることが

できる。・電位を物理における仕事と関連付

けて説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.37-

49)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認 

 

6 

静電界の性質・静電界における導体及び絶

縁体の性質について数式を用いて説明でき

る。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.51-

66)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認 

 

7 

キャパシタの性質・電流の定義を理解し、電

流密度や導線を流れる電流と電界について

説明できる。・静電容量が説明できる。また、

誘電率や導体形状が静電容量に及ぼす影響

を数式に基づき説明できる。・キャパシタの

種類や特性を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.67-

82)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認 

 

8 

キャパシタの合成静電容量・複数のキャパ

シタを接続した際の合成静電容量を計算で

きる。・キャパシタが蓄えるエネルギーや充

放電特性につて数式で説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.82-

96)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認 

 

9 

磁気の性質・磁極におけるクーロンの法則

を数式に基づいて説明できる。・磁界、磁束、

磁束密度について数式を用いて説明でき

る。・磁化とヒステリシスを説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.97-

106)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認 

 

10 

電流による磁界・電流による磁界について

数式を用いて説明できる。・ローレンツ力に

ついて数式を用いて説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.107-

117)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認 

 

11 

電磁誘導・ファラデーの電磁誘導の法則、レ

ンツの法則とフレミングの右手の法則を説

明できる。・誘導起電力について数式を用い

て説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.119-

125)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認 

 

12 

インダクタ・自己誘導、相互誘導及びインダ

クタに蓄えられるエネルギーについて数式

を用いて説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.127-

134)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認 

 



13 

電磁力・フレミングの左手の法則について

説明できる。・電流力について数式を交えな

がら説明できる。・電磁力によって行われる

仕事について数式を用いて説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.135-

142)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認 

 

14 

電力装置・変圧器の仕組みについて数式に

基づき説明できるようになる。・コンバータ

とインバータを説明できるようになる。・電

動機の仕組みについて数式を用いて説明で

きるようになる。・電動機と発電機の関係を

説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.143-

157)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認。 

 

15 

電磁波の性質・電磁波の種類と性質につい

て数式を交えながら説明できるようにな

る。・電磁波障害とノイズ対策について説明

できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書の範囲を確認。指

定がない場合は、教科書 2(pp.159-

173)の確認復習時間: 2 時間復習内

容: 講義内容の確認。 

 

16    
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成績評価方法と基準 割合 

1.定期試験<DP①>※出題範囲: 講義内で扱った範囲を対象として筆記試験を行います。詳細は講義中

に説明します。※フィードバック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。 

 

1. 100% 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床工学科 

（2020 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 計測工学 (工学)別途開講 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎 

科目ナンバリング SS205 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体医用計測機器は日進月歩で技術が進化しており、臨床工学に必須の技術であり、電子工学の応用である

様々な手法が開発されている。生体情報の性質や生体計測法の基本技術である運動系、電気電子系、熱系、

生体系の各システムにおいて利用されているセンサの原理、計測用センサについての電気・電子工学的知識

を修得し、センシングを有した新たな機器・システム開発の基礎を修得し、医用計測の原理とその応用機器

について学びます。 

 

学修目標 

１．生体計測の基礎が理解できる。<DP①>２．医療現場で用いられる生体計測装置の構造と機能が理解できる。<DP①>

３．種々の測定機器の原理を知り、説明できる。<DP①>４．アナログ式とディジタル式の測定器の、それぞれの特徴

や長所を説明できる。<DP①>５．応用技術が理解できる。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

電磁気学、電気回路、電子回路などに関する基礎的な知識と理解のあることが前提となります。電気工学、

電子工学を十分に復習しておいてください。 

 

教科書 

臨床工学講座 生体計測装置学 日本臨床工学技士教育施設協議会監修 医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-

263-73406-3 

 

参考書 

生体計測工学入門 橋本成広著 コロナ社 ISBN 4-339-00720-X 

 

研究室／オフィスアワー 

片山俊郎研究室／在室時は何時でも大丈夫です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 単位系と標準：基本単位と組立単位 

予習：(1 時間)目的、授業計画、到達目標を

知る。復習：(1 時間)単位系、次元

についてまとめる。 

片山 

2 誤差の種類と特徴 

予習：(1 時間)誤差について教科書を読む。

復習：(1 時間)系統誤差、偶然誤差

についてまとめる。 

片山 

3 雑音とその対策 

予習：(1 時間)雑音について教科書を読む。

復習：(1 時間)雑音とその対策につ

いてまとめる。 

片山 

4 差動増幅と CMRR 

予習：(1 時間)雑音について教科書を読む。

復習：(1 時間)差動増幅と CMRR につ

いてまとめる。 

片山 



5 トランスデューサと入力インピーダンス 

予習：(1 時間)トランスデューサについて調

べる。復習：(1 時間)トランスデュ

ーサについてまとめる。 

片山 

6 電極 
予習：(1 時間)電極について調べる。復習：

(1 時間)電極についてまとめる。 
片山 

7 抵抗型センサ(ストレインゲージ等) 

予習：(1 時間)抵抗型センサについて調べ

る。復習：(1 時間)抵抗型センサに

ついてまとめる。 

片山 

8 圧センサ(変位→抵抗) 

予習：(1 時間)圧センサについて調べる。復

習：(1 時間)圧センサについてまと

める。 

片山 

9 圧センサ(圧電素子) 

予習：(1 時間)圧電素子について調べる。復

習：(1 時間)圧電素子についてまと

める。 

片山 

10 超音波センサ１ 
予習：(1 時間)超音波について調べる。復習：

(1 時間)超音波についてまとめる。 
片山 

11 超音波センサ２ 

予習：(1 時間)ドプラ法について調べる。復

習：(1 時間)ドプラ法についてまと

める。 

片山 

12 温度センサ１ 

予習：(2 時間)サーミスタについて調べる。

復習：(2 時間)サーミスタについて

まとめる。 

片山 

13 温度センサ２ 

予習：(1 時間)サーモパイルについて調べ

る。復習：(1 時間)サーモパイルに

ついてまとめる。 

片山 

14 光センサ１ 

予習：(1 時間)光センサについて調べる。復

習：(1 時間)光センサについてまと

める。 

片山 

15 光センサ２ 
予習：(1 時間)赤外光について調べる。復習：

(1 時間)赤外光についてまとめる。 
片山 
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成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP①>②定期試験<DP①>出席基準：2/3 以上 

 

① 

30%② 

70% 



授業科目名 英会話 (工学) 

主担当教員 Corinne Pitt 担当教員 Corinne Pitt 

科目ナンバリング LA20024 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

基本的な英語によるコミュニケーション能力を習得することを目的とする。英会話の基本的ルールである、

（１）主語の存在、（２）語順（主語・動詞、疑問文、疑問詞など）、（３）瞬発力、を意識しながら、日常生

活の中で、道を尋ねる、買い物をする、自己紹介をするなどといった他人と関わる際に最低限必要な会話力

を身につける。指定教科書は、日常生活についての表現を学べるものになっていて、語彙や表現を増やすた

めに活用する。教科書以外でもＣＤ教材やインターネットなどを利用し、リスニングや発音練習をしていく

予定である。 

 

学修目標 

・自己紹介ができる。・最低限の日常会話ができる。 ・自分の考えを最低限伝えることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ペアワーク、グループワークなどによる会話の練習が多いため、積極的に授業に参加すること。前回の授業

の復習を必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Expressions for Everyday Actions: 日常動作を表す英語表現 (Hidehiko Konaka 著、南雲堂, 2019) 

 

参考書 

英和・和英辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 22 / 木曜日 3限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Getting to know each other 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Talking about interests 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about past experiences 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 



4 Talking about future events 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Describing what people look like 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 
Asking and talking about family and 

relatives 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Explaining where things are 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Talking about high school days 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Talking about 'if' 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 At restaurants and stores 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about Japanese things 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Giving your opinions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about physical condition 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review and oral exam 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①口頭試問②授業参加態度 ③その他プレゼンテーションや課題など 2/3 以上の出席が必要。 

 

①30%

②40%

③30% 



授業科目名 基礎英語演習 (工学) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20026 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC500点相当の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 1 Travel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 品詞①：名詞（可算名詞・不可算名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 2 Dining Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 品詞②：形容詞（名詞修飾、補語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 



5 Unit 3 Media 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 品詞③：副詞（動詞・形容詞修飾） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 4 Entertainment 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 時制（現在・過去・未来・現在進行形） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 5 Purchasing 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 3 単現の s（修飾語句を伴う主語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 6 Clients 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 能動態・受動態（感情を表す表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Unit 7 Recruiting 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
動詞の後ろの動名詞・不定詞（前置詞の後ろ

の動名詞、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①確認テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②60% 



授業科目名 応用英語演習 (工学) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20027 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC550点相当程度の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019)（前期に基礎英語演習を履修した者は、再度購入する必要はありません） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 8 Personnel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 代名詞（主格・所有格・目的格・所有代名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 9 Advertising 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 比較（比較級、最上級、as ... as） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

 



こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

5 Unit 10 Meetings 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 前置詞（理由・譲歩・時、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 11 Finance 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 接続詞（理由・譲歩・時） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 12 Offices 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 前置詞・接続詞対比 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 13 Daily Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 関係代名詞（主格・所有格・目的格） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 
Unit 14 Sales & Marketing 語彙①（名詞・

形容詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Unit 15 Events 語彙②（動詞・副詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>③Review Test<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②20%

③40% 



授業科目名 医療コミュニケーション (工学) 

主担当教員 藤江 建朗 担当教員 藤江 建朗／大久保 さやか 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

現代の医療は，高度化と細分化により各専門職種は互いに連携しチームとして治療に携わることが必然とな

っている．また，厚生労働省の在宅医療推進により，臨床工学技士も在宅医療チームに参加しはじめており，

臨床工学技士が携わるチーム医療の規模は膨らみつつある．それらの現状を踏まえ，本科目では臨床工学技

士の専門性とチーム医療内での役割を理解し，医療人として必要なコミュニケーション能力（基盤となる聞

く・表現する・話し合うの 3技法）の基本を身に着ける． 

 

学修目標 

1. 臨床工学技士の役割について理解し説明ができる．＜DP2-3＞2. チーム医療を実践するためのコミュニケーシ

ョン能力について理解し習得できる．＜DP2-3＞  （具体的には，他者の立場や意見を理解し，自らの意見を表現

することがきでる） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業中は適宜，グループワークを行います．限られた時間内に意見をまとめ，どのようにしてグループ内の

意見を作り上げればよいか考えてみてください． 

 

教科書 

適宜資料を配布します． 

 

参考書 

1. 福原麻希：チーム医療を成功させる 10 か条ー現場に学ぶチームメンバーの心得．中山書店．2. 水本清

久他編：実践チーム医療論．医歯薬出版．3. 東京慈恵会医科大学付属病院 看護部・医療安全管理部編著：

TeamSTEPPS を活用したヒューマンエラー防止策．日本看護協会出版会． 

 

研究室／オフィスアワー 

在席していれば，いつでも対応可水曜日は大学不在日で対応できません． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
本科目のガイダンス臨床工学技士の誕生と

役割 

予習：臨床工学技士とは何をする職種なの

か調べる．（1時間）復習：学修内容

1で学んだ事をまとめる．（1時間） 

藤江，

大久保 

2 患者の心理とキーパーソンの心理について 

予習：患者・キーパーソンとは何か，調べて

くる．（1時間）復習：学修内容 2で

学んだ事をまとめる．（1時間） 

藤江，

大久保 

3 ”聞く”について考える 

予習：傾聴とは何かについて調べてくる．（1

時間）復習：学修内容 3で学んだ事

をまとめる．（1時間） 

藤江，

大久保 

4 ”伝わる”について考える 
予習：発言するとは何かについて調べてく

る．（1時間）復習：学修内容 4で学

藤江，

大久保 



んだ事をまとめる．（1時間） 

5 ”表現する”について考える 

予習：ディスカッションとは何か調べてく

る．（1時間）復習：学修内容 5で学

んだ事をまとめる．（1時間） 

藤江，

大久保 

6 ”話し合う”について考える 

予習：ディスカッションとは何か調べてく

る．（1時間）復習：学修内容 6で学

んだ事をまとめる．（1時間） 

藤江，

大久保 

7 アンガーマネジメントについて 

予習：なぜ人は怒ってしまうのかについて

調べてくる．（1時間）復習：学修内

容 7 で学んだ事をまとめる．（1 時

間） 

藤江，

大久保 

8 上手な叱り方について 

予習：叱る目的について調べてくる．（1 時

間）復習：学修内容 8で学んだ事を

まとめる．（1時間） 

藤江，

大

久

保 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 授業参加度＜DP2-3＞2. 定期試験＜DP2-3＞ 

 

1. 

30%2. 

70% 



授業科目名 チーム医療論 (工学) 

主担当教員 藤江 建朗 担当教員 

藤江 建朗／増山 祥子／角田 

晃啓／中根 征也／国宗 翔／吉

村 弥須子／脇 英彦／大久保 

さやか／由利 禄巳／奥村 雅彦

／西浦 素子／山本 浩一 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

チーム医療とは，「医療に従事する多様な医療スタッフが，各々の高い専門性を基に，目的と情報を共有し，

業務を分担しつつも互いに連携・補完し合い，対象者（患者・利用者）の状況に的確に対応した医療を提供す

ること」である。医療の高度化・細分化に伴い，医療スタッフの知識・技術の向上は必須である。さらに，質

が高く，安心・安全な医療の提供を対象者やその家族から求められるようになってきている。このように質

の高い医療等を提供するには一人一人の医療スタッフの専門性を高め，その専門性に委ねつつも，各スタッ

フが協働し，それらの専門性をチーム医療によって統合することが不可欠である。本学は 7 つ学科を擁する

医療系総合大学である。本授業ではその強みを活かし，チーム医療の構成となる他職種の理解を深める。さ

らに実際の症例検討を通じて，他職種と臨床工学技士がどのように連携する必要があり，またどのようにチ

ーム医療が実践されているのかを理解・経験する。 

 

学修目標 

1）医療専門職種が理解（職能・役割等）できる2）対象者・疾患におけるチーム医療の重要性を理解する〈DP②③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語，携帯電話使用などには厳しく対処する。2）疑問点を大切にし，常に自己で調べたり，質問

したり解決する行動をとること。3）グループ討論を行うときには，積極的に発言すること。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特に指定しない 

 

研究室／オフィスアワー 

藤江（水曜以外）大久保（火曜以外） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
イントロダクションチーム医療論の授業の

進め方チーム医療とは？ 

予習：臨床工学技士の専門性（職能・役割

等），チーム医療の重要性について，

自分の考えをまとめておくこと。（1

時間）復習：チーム医療の重要性に

ついて理解する。（1時間） 

藤江大

久保 



2 医療系専門職種の理解｜1【作業療法士】 

予習：本学作業療法学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で作業療法士の仕

事について調べておくこと。（1 時

間）復習：作業療法士の職能や役割

を理解し，臨床工学技士との接点を

理解する。（1時間） 

由利 

3 医療系専門職種の理解｜2【臨床検査技師】 

予習：本学臨床検査学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で臨床検査技師の

仕事について調べておくこと。（1時

間）復習：臨床検査技師の職能や役

割を理解し，臨床工学技士との接点

を理解する。（1時間） 

関根 

4 医療系専門職種の理解｜3【理学療法士】 

予習：本学理学療法学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で理学療法士の仕

事について調べておくこと。（1 時

間）復習：理学療法士の職能や役割

を理解し，臨床工学技士との接点を

理解する。（1時間） 

中根 

5 医療系専門職種の理解｜4【鍼灸師】 

予習：本学鍼灸学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で鍼灸師の仕事につい

て調べておくこと。（1時間）復習：

鍼灸師の職能や役割を理解し，臨床

工学技士との接点を理解する。（1時

間） 

増山 

6 
医療系専門職種の理解｜5【診療放射線技

師】 

予習：本学診療放射線学科のカリキュラム

に目を通しておく。また，本学ホー

ムページ（以下，HP）の「まるわか

り 医療の仕事図鑑」で診療放射線

技師の仕事について調べておくこ

と。（1時間）復習：診療放射線技師

の職能や役割を理解し，臨床工学技

士との接点を理解する。（1時間） 

 

7 医療系専門職種の理解｜6【看護師】 

予習：本学看護学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で看護師の仕事につい

て調べておくこと。（1時間）復習：

看護師の職能や役割を理解し，臨床

工学技士との接点を理解する。（1時

間） 

吉村 

8 医療系職種専門の理解｜7【医師】 

予習：医師の仕事について調べておくこと。

（1 時間）復習：医師の職能や役割

を理解し，臨床工学技士との接点を

理解する。（1時間） 

 

9 症例検討｜1 

予習：臨床工学技士の職能・役割等を再確認

しておく。（1時間）復習：症例を通

してチーム医療内での臨床工学技

士の役割，チーム医療の重要性を理

解する。（1時間） 

藤江大

久保 

10 症例検討｜2 

予習：臨床工学技士の職能・役割等を再確認

しておく。（1時間）復習：症例を通

してチーム医療内での臨床工学技

士の役割，チーム医療の重要性を理

解する。（1時間） 

藤江大

久

保 



11 症例検討｜3 

予習：臨床工学技士の職能・役割等を再確認

しておく。（1時間）復習：症例を通

してチーム医療内での臨床工学技

士の役割，チーム医療の重要性を理

解する。（1時間） 

藤江大

久

保 

12 症例検討｜4 

予習：臨床工学技士の職能・役割等を再確認

しておく。（1時間）復習：症例を通

してチーム医療内での臨床工学技

士の役割，チーム医療の重要性を理

解する。（1時間） 

藤江大

久

保 

13 
チーム医療の実際【教員による Case 

Conference】 

予習：各医療スタッフの専門性（職能・役割

等）について再確認しておく。（1時

間 ） 復 習 ： 教 員 に よ る Case 

Conference を通じ，チーム医療での

臨床工学技士の役割を理解し，チー

ム医療の重要性を理解する。（1 時

間） 

 

14 授業全体のまとめ｜1 

予習：これまでの授業を復習しておく。（1時

間）復習：チーム医療での理学療法

士の役割やチーム医療の重要性に

ついてまとめる。（1時間） 

藤江大

久

保 

15 授業全体のまとめ｜2 

予習：これまでの授業を復習しておく。（1時

間）復習：チーム医療での理学療法

士の役割やチーム医療の重要性に

ついてまとめる。（1時間） 

藤江大

久

保 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①「チーム医療における医療系専門職種（他職種）の理解」授業後レポート②最終レポート＊レポートは，

事前に配布する「森ノ宮医療大学 コモンルーブリック」を利用して評価します。＜DP②③＞ 

 

①50 ％

②50％ 



授業科目名 IPW 論 (工学) 

主担当教員 藤江 建朗 担当教員 藤江 建朗／西垣 孝行 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各学科において、他学科の連携や知識・技術に触れることを目的に看護学・鍼灸学・作業療法学・臨床検査

学・理学療法学・放射線技術学および臨床工学を学び、IPW（Interprofessional Work = 専門職連携）を 7学

科協働で演習形式にて実践する。2年次後期「チーム医療論」で学んだ各分野の特徴やチーム内での役割とそ

の専門性を理解しつつ、看護・鍼灸・作業療法・臨床検査・理学療法・診療放射線・臨床工学の各分野で共通

する疾患や障害を基に、IPW の実際について、討議・経験・学修する。 

 

学修目標 

各分野の専門性を理解しつつ、実際の症例を基にIPWを経験し、チーム医療の実践に求められる豊かな感性と倫理観

を養う。＜DP②③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語、メールなどには厳しく対処する。2）疑問点を大切にして常に自己で調べて解決するよう

に行動すること。3）出席は 2/3 以上を必要とし、その基準を満たした者について成績評価を行う。＊質問が

あれば、直接研究室にお越しください。また、MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも構いませ

ん。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

必要であれば、各自準備すること 

 

研究室／オフィスアワー 

都度、指示する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【復習】チーム医療の実際（各学科教員によ

る Case Conference）症例提示におけるアプ

ローチ立案とその考察｜1 

予習：各分野の専門性について復習し、Case 

Conference を再度視聴しておく。臨

床工学技士の役割を再確認してお

く。（2時間）復習：立案したアプロ

ーチを各分野に説明できように準

備をしておく。（2時間） 

藤江，

西垣 

2 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察｜2 

予習：臨床工学技士の役割を再確認してお

く。（2時間）復習：立案したアプロ

ーチを各分野に説明できように準

備をしておく。（2時間） 

藤江，

西垣 

3 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察｜3 

予習：臨床工学技士の役割を再確認してお

く。（2時間）復習：立案したアプロ

藤江，

西垣 



ーチを各分野に説明できように準

備をしておく。（2時間） 

4 IPW｜1（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

各科教

員 

5 IPW｜2（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

各科教

員 

6 IPW｜3（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

各科教

員 

7 IPW｜4（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

各科教

員 

8 IPW｜5【プレゼンテーション】 

予習：プレゼンテーションの準備。（2時間）

復習：IPW や発表で得たことをまと

めておく。（2時間） 

各科教

員 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

プレゼンテーション（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP②③④＞ 出席は 2/3 以上を必要と

し、その基準を満たした者について成績評価を行う＊プレゼンテーション終了後に総評を伝える。 

 

1 



授業科目名 健康管理学Ⅰ (工学) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病の危険因子が明らかにされつつある。危険因子を多く有する人は疾患に罹患する確率が高

くなることから、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、運動不

足の健康への影響を学び、ライフステージに応じた健康づくりのための身体活動基準、目的に応じた効果的

なトレーニング法の原理・原則を学修する。特に、有酸素性運動の健康上の必要性を学び、運動処方の条件

（強度・時間・頻度）に関する知識を養う。また、運動強度の指標を理解し、ウオーミングアップとクーリン

グダウン、及びレジスタンス運動を含めた、運動処方プログラムの構成についても学修する。 

 

学修目標 

1．健康管理と疾病の予防に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康づくりのための運動に

必要な知識、生活習慣病予防に役立つ基礎知識を説明できる。3．健康管理のための正しい知識を身につけ、健康の

保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①寝ない ②喋らない ③内職しない ④スマホを触らない以上のルールを守って熱心に学習して下さい。 

 

教科書 

特にありません。 

 

参考書 

健康・スポーツ科学の基礎（出村愼一監修・杏林書院）健康・スポーツ科学テキスト トレーニング科学（北

川薫編集・文光堂）特定健診・保健指導に役立つ 健康運動指導マニュアル（佐藤祐造編集・文光堂）、他 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前は非常勤講師室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理について １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

2 健康管理について ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

3 生活習慣病と運動 １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

4 生活習慣病と運動 ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

5 生活習慣病と運動 ３ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

6 トレーニングの基礎知識 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 



7 全身持久力トレーニングについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

8 筋持久力・筋力トレーニングについて １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

9 筋持久力・筋力トレーニングについて ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

10 パワートレーニングについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

11 
トレーニングでの注意点 １ウォームアッ

プとウォームダウン １ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

12 
トレーニングでの注意点 ２ウォームアッ

プとウォームダウン ２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

13 
トレーニングでの注意点 ３オーバーエク

ササイズによる身体的の問題 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

14 
トレーニングでの注意点 ４障害を予防す

るためのアイシング 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

15 講義全体のまとめと振り返り 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②授業ごとの小テスト・課題提出・全授業のうち 2/3 以上の出席が必要 

 

①70%

②30% 



授業科目名 健康管理学Ⅱ (工学) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病だけでなく、加齢に伴う生活機能低下を防ぐ対策が重要課題となってきている。健康寿命

を延伸するために、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、疾病

構造の変化と身体活動・運動不足の関連性、身体運動のメカニズム、および健康度の一つの尺度となる体力・

日常動作について理解を深めると同時に、第一次予防の視点に立って運動が健康づくり、特に生活習慣病予

防・介護予防に役立つ根拠について学修する。生活習慣病とロコモ―ティブシンドロームを予防し、健康寿

命を延伸するための理論、並びに具体的な実践方法についても理解を深める。 

 

学修目標 

1．生活習慣病・加齢に伴う生活機能低下に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康寿命の

延伸に必要な基礎知識、生活習慣病予防・介護予防に役立つ健康づくり運動の知識を説明できる。3．健康管理のた

めの正しい知識を身につけ、健康の保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①寝ない ②喋らない ③内職しない ④スマホを触らない以上のルールを守って熱心に学習して下さい。 

 

教科書 

特にありません 

 

参考書 

健康・スポーツ科学の基礎（出村愼一監修・杏林書院）健康・スポーツ科学テキスト トレーニング科学（北

川薫編集・文光堂）特定健診・保健指導に役立つ 健康運動指導マニュアル（佐藤祐造編集・文光堂）、他 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前は非常勤講師室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理について １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

2 健康管理について ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

3 中高年者の身体的特徴と運動 １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

4 骨粗鬆症と運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

5 変形性関節症と運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

6 
生活習慣病と運動 １メタボリックシンド

ローム 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 



7 生活習慣病と運動 ２高血圧症 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

8 生活習慣病と運動 ３糖尿病 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

9 生活習慣病と運動 ４高脂血症 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

10 生活習慣病と運動 ５虚血性心疾患 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

11 有酸素エクササイズについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

12 レジスタンスエクササイズについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

13 
ウォームアップとウォームダウンについて 

１ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

14 
ウォームアップとウォームダウンについて 

２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

15 講義全体のまとめ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験 ②授業ごとの小テスト・課題提出授業の 2/3 回以上の出席が必要 

 

①70%

②30% 



授業科目名 病理学 (工学) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング SB20BMEB008 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学生が将来臨床の現場に立つ時に目の当たりにする疾患を中心に、その病因や成り立ち、病態を理解できる

よう、さまざまな疾患についての詳細な説明と演習を行う。 

 

学修目標 

学生が将来臨床の現場に立つ時に目の当たりにする疾患について、その病因や成り立ち、病態を把握し ＜DP①＞ 

理解できる。＜DP②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

病理学の専門用語やいろいろな病態に対する概念は、他の医学分野でも共通に用いるものである。それらを

しっかりと理解し、自らも用いることができ、かつ的確に表現できなければならない。そのためにはそれら

を確実に理解し、記憶に留めておかなければならない。 

 

教科書 

「シンプル病理学 改訂第 8版」  南江堂 

 

参考書 

「新病理学（Ｑシリーズ）」 日本医事新報社 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 1 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 病理学の概要 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 病因論 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 退行性病変 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 



4 進行性病変 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

5 循環障害 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 免疫 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 炎症 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 感染症 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 腫瘍 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 腫瘍２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 放射線障害 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 老化 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 先天異常 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 総論のまとめと振り返り１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

 



い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

15 総論のまとめと振り返り２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１ 期末試験 ＜DP①・②＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 免疫学 (工学) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング SB20BMEB009 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床工学技士に求められる免疫学を体系的に学習する。 

 

学修目標 

臨床の現場で必要とされる免疫学的知識が得られる。 ＜DP①・②＞ 国家試験で出題される免疫学的知識を理解す

ることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

はじめて聞く用語や概念が続々と出てくるため、予習復習は欠かせない。 

 

教科書 

「薬系免疫学(改訂第 3版) 」 南江堂 

 

参考書 

「免疫生物学」 南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 1 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 免疫に基本構造 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 自然免疫 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 獲得免疫 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

4 抗原レセプター 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

 



欲しい。 

5 抗原提示 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 リンパ球の分化 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 抗体の構造と種類 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 抗体遺伝子再構成 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 サイトカインの機能 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 免疫不全 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 アレルギーの分類１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 アレルギーの分類２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 移植免疫 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 自己免疫疾患 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

15 腫瘍免疫 ＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習  



予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１ 期末試験 ＜DP①・②＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 薬理学 (工学) 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 五十嵐 淳介 

科目ナンバリング SB20BMEB010 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

疾病の治療や予防に用いられる薬物に関する基本的な知識を修得することで、薬物を用いた医療行為の円滑

な実践と、薬物による医療事故の防止を行う能力を身につける。 

 

学修目標 

１．主要な薬物の作用機序を理解する。２．主要な薬物の主な作用と重篤な副作用についての知識を得る。３．薬物

の適正な使い方を、事例を通して理解する。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）授業態度について：集中して講義を聴講すること。毎回、講義スライドを印刷したプリントを配布する。

それをもとに、各自が可能な限り詳しくノートを作成すること。講義中の私語は厳禁とする。私語を止めら

れない者は退席させる。２）予習・復習について：講義内容は膨大であるから、講義ごとの予習復習は必須で

ある。科目の性質上、講義後に多くの疑問点が生じるはずである。いかなる内容でも歓迎するので、積極的

に質問を行うこと。３）練習問題について：第十四回目の講義終了時に練習問題を配付する。補助教材とし

て活用せよ。 

 

教科書 

カラーイラストで学ぶ 集中講義 薬理学 改訂 2版 ISBN978-4-7583-0096-4 

 

参考書 

NEW 薬理学改訂第 7版 ISBN：978-4-524-26175-8 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日昼休み。Ｃ棟七階１５番研究室。電子メールによる面談予約を推奨。junsuke_igarashi@morinomiya-

u.ac.jp※上記以外の希望時間がある場合、事前にメールで相談すること。面談予約なき訪問には対応しない

場合がある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 薬理学序論 

予習：人体の機能・人体の構造復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間 

 

2 臨床薬理学 

予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間 

 

3 麻酔薬・鎮痛薬（１） 

予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間 

 

4 麻酔薬・鎮痛薬（２） 
予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：
 



合計二時間 

5 麻酔薬・鎮痛薬（３） 

予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間 

 

6 麻酔薬・鎮痛薬（４） 

予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間 

 

7 循環薬理（１） 

予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間 

 

8 循環薬理（２） 

予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間 

 

9 循環薬理（３） 

予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間 

 

10 腎臓・呼吸薬理 

予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間 

 

11 抗凝固薬 

予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間 

 

12 抗感染症薬（１） 

予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間 

 

13 抗感染症薬（２） 

予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間 

 

14 抗感染症薬（３） 

予習：前回までの講義・教科書復習：講義プ

リント・教科書学習所要時間目安：

合計二時間（別途、練習問題を解く

時間を要する） 

 

15 総復習 

予習：練習問題復習：第１～１５回講義学習

所要時間目安：合計二時間（別途、

定期試験準備の必要がある） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

期末定期試験（マークシート式） DP①④＜評価基準＞＃臨床工学技士国家試験出題基準を参照し、必

要な薬理学知識を確実に理解している＃生理学・解剖学等の基礎医学知識を保持しその応用としての薬

理学が学べている＃臨床医学学修へ進むため、疾病に関する基礎知識の理解を始めている＜フィード

バックの方法＞練習問題については１５コマ目で作意と解答例について講評する。 

 

1 



授業科目名 看護学概論 (工学) 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美 

科目ナンバリング SB20BMEB011 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療を目指す者としてまた質の高い多職種連携を行なうためには、共に協働する専門職者がそれぞれの役割

や必要な能力を理解することは重要である。本講義では、国民の健康や生活に着目し、健康とは何か、看護

の対象は誰なのか、看護の目的や方法など実践的学問としての看護について全体像を概観する。また、医療

事故など医療安全や倫理、施策についても考えていく。 

 

学修目標 

1. 国民の健康・生活の全体像を把握できる。(DP①)2. 人間の基本的欲求と日常生活の関連が理解できる。(DP①)3. 

健康とは何か、看護の対象と家族について理解できる。(DP①)4. 看護とは何か、、看護の役割と機能について理解

できる。(DP①)5. 倫理、医療安全・施策について理解できる。(DP①②)6. 看護活動について理解できる。(DP①②)7. 

看護実践について理解できる。(DP①②) 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.  身近な経験を通して看護を考えてみる 2.. 専門職を目指す者として看護について理解する 3    講義

資料は配布するためよく読んでおく 4． 他職種連携について自己の役割について考えてみる 

 

教科書 

使用しない 

 

参考書 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ基礎看護学① 看護学概論 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

初回に伝達する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教科ガイダンス（目標・教育の方法・単位認

定・学生へのメッセージ）看護学のアウトラ

インを理解する（対象・環境・健康・看護の

方法）看護実践（展開）の特徴を理解する。 

予習 1 時間：人間の健康や障害について考

えてくる。復習 1時間：講義で話題

になったことの論点を整理してお

く。 

 

2 
看護の対象について理解する。NO.1（人間の

理解、家族の理解、地域の理解） 

予習 1 時間：人間とは？ 家族とは？ 医

療の対象となる地域とは？ 考え

てくる。復習 1時間：講義で話題に

なったことの論点整理。 

 

3 
看護の対象について理解する。NO.2（人間の

理解、家族の理解、地域の理解） 

予習１時間：前回と同様復習１時間：講義で

話題になったことの論点整理。 
 

4 
人間と環境を理解する。・環境の構成要素・

人間と環境の関係 

予習１時間：環境とは？ 環境にはどんな

ものが含まれるか？ 考えてくる

復習１時間：講義で話題になたこと

を論点整理する。 

 



5 

人間の健康や障がいについて理解する。 ・

健康の定義、考え方 ・健康のモデル ・健

康と疾病の関係 ・障がいの捉え方 ・プラ

イマリーヘルスケア、ヘルスプロモーショ

ン   

予習１時間：あなたは健康ですか？ その

根拠は？ 障害とは？ 考えてく

る。復習１時間：講義で話題になっ

たことの論点整理。 

 

6 
看護実践について。NO.1・看護とは何か・看

護実践の特性（看護過程、看護ケア） 

予習１時間：看護職の仕事内容について考

えてくる。復習１時間：学修内容の

論点整理。 

 

7 看護実践。NO.2   予習ならびに復習時間：前回と同じ。  

8 
看護倫理について。・倫理の重要性・倫理綱

領 

予習１時間：倫理とは？ 自分の領域の倫

理について考えてみる。復習１時

間：学修内容の論点整理。 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート（テーマ、ルーブリックは講義の中で伝達する）80%②小テスト 2 回 20% 

 

①80%

②20% 



授業科目名 基礎医学実習 (工学 B) 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 
布江田 友理／片山 俊郎／西垣 

孝行／大久保 さやか 

科目ナンバリング SB20BMEB012 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 2 限、月曜

3 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

①生理機能を測定し、測定法やその技術を学び、 得られた結果からその生理学的意義について理解する。②

生体構成主要成分である糖質・脂質・タンパク質・核酸について、それぞれ の構造・性質・代謝を、実習を

通して理解する。 

 

学修目標 

①生体の働きについてのメカニズムの基本的事項を，人体構造学の知識を基盤に人体の生理機能を理解させる事を目

標とする。＜DP①②＞②生物体を構成する物質の構造、性質、機能、分布、存在状態などを学び、物質の示す生物学

的機能と化学構造との関係や生命現象における意義について理解することを目的とする。＜DP①②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

あらかじめ実習書・講義資料・教科書などを参考に、実習内容について十分下調べを行った上で、目的意識

を持って積極的に実習に臨んでください。無断の遅刻・欠席は厳禁です。白衣の着用がないと、受講できま

せん。 

 

教科書 

オリエンテーション時に実習書を配布します。 

 

参考書 

1 年及び 2年前期までに開講された人体の構造、人体の機能、生化学及び病理学の教科書・講義資料 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習担当のオフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
臨床工学科担当教員カンファレンス（実習

書の説明、履修方法について） 

予習：シラバスの確認復習：実習書の熟読・

実習準備 1 時間予習・復習(レポー

ト含む）を行う。 

布江田 

友理 

2 【生理機能実習】心拍測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

布江田 

友理 

3 【生理機能実習】血圧測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

布江田 

友理 

4 【生理機能実習】心電計の構成および操作 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

西 垣 

孝行 



5 【生理機能実習】心電図測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

西 垣 

孝行 

6 
【生理機能実習】酸素飽和度計の構成およ

び操作 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

大久保

さやか 

7 【生理機能実習】酸素飽和度測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

大久保

さやか 

8 
【生理機能実習】超音波診断装置の講義・実

習 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

脇 英

彦 

9 生理機能実習まとめ 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：実習内

容の見直し 1 時間予習・復習（レポ

ート作成含む）を行う。 

布江田 

友理 

10 
【生化学実習】実験器具の指導およびレポ

ートの書き方指導 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

トの書き方の見直し 1時間予習・復

習（レポート作成含む）を行う。 

小林吉

晴

、

関

根

将

、

小

林

渉 

11 【生化学実習】糖：グルコース測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1時間予習・復習（レポート

作成含む）を行う。 

小林吉

晴

、

関

根

将

、

小

林

渉 

12 【生化学実習】蛋白質：総蛋白測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1時間予習・復習（レポート

作成含む）を行う。 

小林吉

晴

、

関

根

将

、

小

林

渉 

13 【生化学実習】脂質：中性脂肪測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1時間予習・復習（レポート

作成含む）を行う。 

小林吉

晴

、

関

根

将

、

小

林

渉 

14 
【生化学実習】非蛋白性窒素：クレアチニン

測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1時間予習・復習（レポート

作成含む）を行う。 

小林吉

晴

、

関

根

将

、

小



林

渉 

15 【病理学実習】組織標本の顕微鏡観察 

予習：レポート作成復習：本講義総まとめ 1

時間予習・復習(レポート含む）を行

う。 

川畑 

浩

久 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

出席基準：4/5 以上。出席は、各実習に対するレポート提出も行う事を必須とする。【臨床工学科教員】①

平常点評価（受講態度、発表内容、議論への貢献度など）＜DP①②＞②課題評価（レポート提出、内容

など）＜DP①②＞【臨床検査学科教員】①平常点評価（受講態度、発表内容、議論への貢献度など）＜

DP①②＞②課題評価（レポート提出、内容など）＜DP①②＞【フィードバック方法】レポートの返却はしな

い。レポートで指摘・注意が必要な場合は、口頭または MOIRIPA「課題管理」内のフィ 

 

【 臨 床

工 学 科

教 員 】

①20%

②30%

【 臨 床

検 査 学

科 教

員 】

①20%

②30% 



授業科目名 基礎医学実習 (工学 A) 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 
布江田 友理／片山 俊郎／西垣 

孝行／大久保 さやか 

科目ナンバリング SB20BMEB012 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 2 限、月曜

3 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

①生理機能を測定し、測定法やその技術を学び、 得られた結果からその生理学的意義について理解する。②

生体構成主要成分である糖質・脂質・タンパク質・核酸について、それぞれ の構造・性質・代謝を、実習を

通して理解する。 

 

学修目標 

①生体の働きについてのメカニズムの基本的事項を，人体構造学の知識を基盤に人体の生理機能を理解させる事を目

標とする。＜DP①②＞②生物体を構成する物質の構造、性質、機能、分布、存在状態などを学び、物質の示す生物学

的機能と化学構造との関係や生命現象における意義について理解することを目的とする。＜DP①②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

あらかじめ実習書・講義資料・教科書などを参考に、実習内容について十分下調べを行った上で、目的意識

を持って積極的に実習に臨んでください。無断の遅刻・欠席は厳禁です。白衣の着用がないと、受講できま

せん。 

 

教科書 

オリエンテーション時に実習書を配布します。 

 

参考書 

1 年及び 2年前期までに開講された人体の構造、人体の機能、生化学及び病理学の教科書・講義資料 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習担当のオフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
臨床工学科担当教員カンファレンス（実習

書の説明、履修方法について） 

予習：シラバスの確認復習：実習書の熟読・

実習準備 1 時間予習・復習(レポー

ト含む）を行う。 

布江田 

友理 

2 【生理機能実習】心拍測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

布江田 

友理 

3 【生理機能実習】血圧測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

布江田 

友理 

4 【生理機能実習】心電計の構成および操作 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

西 垣 

孝行 



5 【生理機能実習】心電図測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

西 垣 

孝行 

6 
【生理機能実習】酸素飽和度計の構成およ

び操作 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

大久保

さやか 

7 【生理機能実習】酸素飽和度測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

大久保

さやか 

8 
【生理機能実習】超音波診断装置の講義・実

習 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1 時間予習・復習(レポート

含む）を行う。 

脇 英

彦 

9 生理機能実習まとめ 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：実習内

容の見直し 1 時間予習・復習（レポ

ート作成含む）を行う。 

布江田 

友理 

10 
【生化学実習】実験器具の指導およびレポ

ートの書き方指導 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

トの書き方の見直し 1時間予習・復

習（レポート作成含む）を行う。 

小林吉

晴

、

関

根

将

、

小

林

渉 

11 【生化学実習】糖：グルコース測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1時間予習・復習（レポート

作成含む）を行う。 

小林吉

晴

、

関

根

将

、

小

林

渉 

12 【生化学実習】蛋白質：総蛋白測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1時間予習・復習（レポート

作成含む）を行う。 

小林吉

晴

、

関

根

将

、

小

林

渉 

13 【生化学実習】脂質：中性脂肪測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1時間予習・復習（レポート

作成含む）を行う。 

小林吉

晴

、

関

根

将

、

小

林

渉 

14 
【生化学実習】非蛋白性窒素：クレアチニン

測定 

予習：実習書の熟読・実習準備復習：レポー

ト作成 1時間予習・復習（レポート

作成含む）を行う。 

小林吉

晴

、

関

根

将

、

小



林

渉 

15 【病理学実習】組織標本の顕微鏡観察 

予習：レポート作成復習：本講義総まとめ 1

時間予習・復習(レポート含む）を行

う。 

川畑 

浩

久 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

出席基準：4/5 以上。出席は、各実習に対するレポート提出も行う事を必須とする。【臨床工学科教員】①

平常点評価（受講態度、発表内容、議論への貢献度など）＜DP①②＞②課題評価（レポート提出、内容

など）＜DP①②＞【臨床検査学科教員】①平常点評価（受講態度、発表内容、議論への貢献度など）＜

DP①②＞②課題評価（レポート提出、内容など）＜DP①②＞【フィードバック方法】レポートの返却はしな

い。レポートで指摘・注意が必要な場合は、口頭または MOIRIPA「課題管理」内のフィ 

 

【 臨 床

工 学 科

教 員 】

①20%

②30%

【 臨 床

検 査 学

科 教

員 】

①20%

②30% 



授業科目名 応用数学 (工学) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎 

科目ナンバリング SB20BMEB015 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床工学技士の国家試験や在学中に受験可能な第 2種 ME 検定、更には臨床工学技士となってからも各種認定

試験の資格取得では多くの計算問題が出題される。この講義では、微分方程式の数学的解法やラプラス変換

による解法任意について学習し、実際の現象に数学を適用する応用力を身につける。 

 

学修目標 

①電気工学で必要となる三角関数、指数関数、対数関数について復習する。 <DP①>②複素数を使った交流の表記法

及び周波数特性について理解する。 <DP①>③必要とされる微分・積分の具体的な計算を体得し、過渡特性と微分方

程式との関係を理解する。 <DP①>④微分方程式を解析する手法としてのラプラス変換を理解する。 <DP①>⑤周期関

数としての任意の波形を数学的に表記するフーリエ級数についても理解する。 <DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義内容に従って、理解を深めるための演習を行うので、復習を忘れないように行い、講義内容で分かった

ことと分からないことを明確にし、分からないことは質問すること。 

 

教科書 

使用しない講義毎に問題と資料を配布 

 

参考書 

電気工学・電子工学の教科書、参考書「基礎科学のための数学的手法」、小田垣孝著、裳華房 

 

研究室／オフィスアワー 

南棟 7階研究室 21／電気がついていれば在室です。質問があればいつでもどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【指数と対数】 （指数と対数は、臨床工学

分野では必須の概念であり、電気工学での

指数と対数を理解し応用できる。） 

予習：(1 時間)数学演習の資料の確認復習：

(1 時間)テスト・課題内容の確認 
片山 

2 

【複素数と三角関数（１）】 （複素数につい

て復習し、三角関数との関係を説明でき

る。） 

予習：(1 時間)数学演習の資料の確認復習：

(1 時間)テスト・課題内容の確認 
片山 

3 

【複素数と三角関数（２）】  （複素数につ

いて習をし、三角関数との関係を説明でき

る。） 

予習：(1 時間)複素空間の予習復習：(1 時

間)テスト・課題内容の確認 
片山 

4 
【微分法（１）】 （電気回路において用いら

れる微分を理解し、微分法を応用できる。） 

予習：(1 時間)数学演習の資料と電気回路の

確認復習：(1 時間)テスト・課題内

容の確認 

片山 

5 
【微分法（２）】 （電気回路において用いら

れる微分を理解し、微分法を応用できる。） 

予習：(1 時間)数学演習の資料と電気回路の

確認復習：(1 時間)テスト・課題内

容の確認 

片山 



6 
【積分法（１）】 （電気回路において用いら

れる積分を理解し、積分法を応用できる。） 

予習：(1 時間)数学演習の資料と電気回路の

確認復習：(1 時間)テスト・課題内

容の確認 

片山 

7 
【積分法（２）】 （電気回路において用いら

れる積分を理解し、積分法を応用できる。） 

予習：(1 時間)数学演習の資料と電気回路の

確認復習：(1 時間)テスト・課題内

容の確認 

片山 

8 

【微分方程式（１）】 （微分方程式を解くこ

とで過渡現象を理解し、時定数を説明でき

る。） 

予習：(1 時間)微分法・積分法の確認復習：

(1 時間)テスト・課題内容の確認 
片山 

9 

【微分方程式（２）】 （微分方程式を解くこ

とで過渡現象を理解し、時定数を説明でき

る。） 

予習：(1 時間)微分法・積分法の確認復習：

(1 時間)テスト・課題内容の確認 
片山 

10 

【ラプラス変換（１）】 （微分方程式をラプ

ラス変換で解き、システム制御を説明でき

る。） 

予習：(1 時間)微分方程式の確認復習：(1 時

間)テスト・課題内容の確認 
片山 

11 

【ラプラス変換（２）】 （微分方程式をラプ

ラス変換で解き、システム制御を説明でき

る。） 

予習：(1 時間)微分方程式の確認復習：(1 時

間)テスト・課題内容の確認 
片山 

12 

【周波数応答（１）】 （電気回路において用

いられる周波数特性を理解し、周波数応答

に応用する。） 

予習：(1 時間)電気回路の確認復習：(1 時

間)テスト・課題内容の確認 
片山 

13 

【周波数応答（２）】 （電気回路において用

いられる周波数特性を理解し、周波数応答

に応用する。） 

予習：(1 時間)電気回路の確認復習：(1 時

間)テスト・課題内容の確認 
片山 

14 

【周波数応答（３）】 （電気回路において用

いられる周波数特性を理解し、周波数応答

に応用する。） 

予習：(1 時間)電気回路の確認復習：(1 時

間)テスト・課題内容の確認 
片山 

15 講義内容の確認 
予習：(2 時間)使用した全問題の確認復習：

(2 時間)使用した全問題の復習 
片山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価の種別：1.筆記試験、2.小テスト、3.平常点(問題演習への取り組み等)<DP①>成績評価の基準：

筆記試験、小テスト、平常点を総合して評価し、60 点以上を可とする出席基準：2/3 回 

 

1.60 ％

2.20 ％

3.20％ 



授業科目名 応用物理学 (工学) 

主担当教員 稲田 慎 担当教員 稲田 慎 

科目ナンバリング SB20BMEB016 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療機器を扱う臨床工学技士は，生体計測や治療において，エネルギーの生体への作用を安全かつ効果的に

行うために，人体生理の機序や医用機器の動作原理を熟知している必要がある．そのための基礎となる科目

が物理学や電気工学である．物理学を学ぶ目的の一つは，少数の原理を用いて多様な現象を理解・説明する

という，理学・工学的思考法を習得することである．応用物理学では，物理学や電気工学など，これまでに学

んだ基礎科目と生体現象や医療機器とがどのように関係しているかを理解し，説明できるようにすることを

目標とする． 

 

学修目標 

1． 基本単位，組立単位について理解し，説明することができる2． 簡単な運動，電気回路について微分方程式を

立て，解くことができる 3． ポンプの原理について理解し，説明することができる 4． 生体計測に必要なフィル

タ回路について理解し，説明することができる5． 除細動器の原理について理解し，説明することができる6． 音

波に関する特性について理解し，説明することができる7． 光に関する特性について理解し，説明することができ

る8． 放射線，X線に関する特性について理解し，説明することが 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回，講義内容に関連した演習問題を配付する．演習問題を用いて復習をしっかりすること．理解が不十分

な項目については早めに対応し，理解できるように努力すること． 

 

教科書 

使用しない．毎回，資料を配付する． 

 

参考書 

必要に応じて参考書を紹介する． 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
授業形態の説明，物理の基礎に関する小テ

スト 
復習：小テストの復習（2時間） 稲田 

2 基本単位，組立単位，次元解析，接頭辞 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

3 三角関数，微分方程式 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

4 等速運動，等加速度運動 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

5 微分方程式の立て方 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 



6 微分方程式の解き方 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

7 単振動 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

8 円運動，遠心ポンプ 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

9 電気工学（フィルタ回路） 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

10 電気工学（除細動器の原理） 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

11 波（音波，ドップラー効果，衝撃波） 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

12 光（屈折，反射） 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

13 放射線，X線 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

14 熱（比熱，熱伝導，熱膨張） 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

15 講義全体のまとめ 

予習：全講義内容，全演習問題の確認（0.5

時間）復習：全講義内容，全演習問

題の復習（2時間） 

稲田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１． 定期試験 

 

１ ． 

100% 



授業科目名 応用化学 (工学) 

主担当教員 稲田 慎 担当教員 稲田 慎 

科目ナンバリング SB20BMEB017 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本科目は，血液浄化装置や体外循環装置の動作原理の理解に必要な化学の基礎知識を高めることを目的とし

た演習科目である．これらの装置の動作原理を理解するためには，有機化学や血液の流体力学，溶液中の物

質移動現象について理解する必要がある．本科目では，血液浄化装置や体外循環装置で用いられている材料

の基礎となる有機化合物，濃度や浸透圧などの溶液化学について概説する． 

 

学修目標 

1．有機化学の基礎を理解し，説明できる2．溶液化学の基礎を理解し．説明できる3．流体力学の基礎を理解し，血

液の性質および流動特性を説明できる4．血液浄化装置の動作原理である透析，濾過，吸着について理解し，説明で

きる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回，講義内容に関連した演習問題を配付する．演習問題を用いて，復習をしっかりすること．理解が不十

分な項目については早めに対応し，理解できるように努力すること． 

 

教科書 

使用しない．毎回，資料を配付する． 

 

参考書 

必要に応じて参考書を紹介する． 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
授業形態の説明，化学の基礎に関する小テ

スト 
復習：小テストの復習（2時間） 稲田 

2 原子軌道と原子配置 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

3 有機化合物の命名法 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

4 官能基，有機化合物の反応 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

5 官能基，有機化合物の反応 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

6 有機化学（糖質，脂質） 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

7 有機化学（アミノ酸，タンパク質，核酸） 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

8 物質量と濃度，当量，規定度，拡散，浸透圧 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 



9 物質量と濃度，当量，規定度，拡散，浸透圧 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

10 物質量と濃度，当量，規定度，拡散，浸透圧 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

11 流体力学（血液の性質，血液の流動特性） 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

12 流体力学（血液の性質，血液の流動特性） 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

13 
血液浄化（透析，濾過，吸着の原理とその応

用） 
復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

14 
血液浄化（透析，濾過，吸着の原理とその応

用） 
復習：講義内容，演習問題の復習（2時間） 稲田 

15 講義全体のまとめ 

予習：全講義内容，全演習問題の確認（1 時

間）復習：全講義内容，全演習問題

の復習（2時間） 

稲田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１． 定期試験 

 

１ ． 

100% 



授業科目名 電気工学実習 (工学 B) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭／稲田 慎 

科目ナンバリング SB20BMEB020 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
金曜 1 限、金曜

2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

電気工学 Iおよび電気工学 II では、受動素子の特性や静電気・磁気について学習した。電気工学実習では、

電気現象を計測するために計測機器の取り扱いを学び、受動素子にかかる電圧などを計測する。電気工学 I

や電気工学 II で学習した理論から求めた値と実際に計測された値を比較し、差異について考察することで電

気工学 I及び電気工学 II で学んだ理論の定着を図る。 

 

学修目標 

計測機器の取り扱いを学習し、電気工学Iおよび電気工学IIで学んだ理論値と計測された値の比較やシミュレーシ

ョンによる再現などを主体的に取り組むことで、電気回路Iと電気回路IIに関する知識を深める。具体的には、1. 

オシロスコープ、ファンクションジェネレータ、テスタといった計測装置を適切に取り扱えるようになる。<DP①④>2. 

複数の抵抗器を組み合わせた合成抵抗器の値を計測したり、閉回路における起電力と降下電圧を計測したりすること

で、合成抵抗及びキルヒホッフの法則の理解を深める。<DP①④>3. 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習手順をイメージできるように、配布する手順書を事前に熟読してください。 

 

教科書 

1. 『オシロスコープ超入門』 測定器学習研究委員会 / アドウィン備考: 事前に手順書を配布します。 

 

参考書 

1 年次で学習した電気工学 1 および電気工学 2の教科書と参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

原  C 棟７階 教職員室 / 木曜日 2限稲田 C 棟研究室 14 / 木曜日 1限信太 C 棟７階 教職員室 / 木曜日

2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション:・実習装置の取り扱い

方やレポートに提出方法など実習に関する

注意事項を説明する。 

予習時間: 0.5 時間予習内容: 電気工学 I

および電気工学IIの復習復習時間: 

0.5 時間復習内容: 配布された実

習の注意事項の確認 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

2 

レポートの作成方法①・Word ファイルの書

式設定方法を知り、レポートとして適切な

書式を設定できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 



3 

レポートの作成方法②・レポートに掲載す

る図表の作成方法や参考文献の書式などを

知る。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

4 

回路シミュレータを用いた直流回路のシミ

ュレーション:・回路シミュレータを用い

て、1 年生後期の電気工学 1 及び 2 で学習

した直流回路のシミュレーションを行う事

ができるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

5 

回路シミュレータを用いた共振回路のシミ

ュレーション:・回路シミュレータを用いて

共振回路のシミュレーションを行い、共振

回路に対する理解を深め、より適切な説明

を行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

6 
計測装置の取り扱い①:・直流安定化電源お

よびテスタを使用できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

7 
計測装置の取り扱い②:・オシロスコープと

周波数発振器を使用できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

8 

入出力インピーダンスが及ぼす影響:・周波

数発振器の出力インピーダンスが回路に及

ぼす影響を実感し説明できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

9 

回路シミュレータによるフィルタ回路のシ

ミュレーション:・回路シミュレータを用い

てLRフィルタ回路のシミュレーションを行

えるようになる。・LR フィルタ回路のシミュ

レーション結果から、LR フィルタ回路につ

いての理解を深め、より適切な説明を行え

るようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

10 

実機を用いたフィルタ回路の確認:・実際に

構築した CR フィルタ回路に対して、正弦波

を入力し、C や R の端子間電圧を観察する

ことで、フィルタ回路の特性に対する理解

を深め、CR フィルタ回路に対するより適切

な説明を行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

11 

回路シミュレータによる過渡応答:・回路シ

ミュレータを用いてLR回路の過渡応答をシ

ミュレーションすることができるようにな

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

原 良

昭

稲



る。・LR 回路の過渡応答に対するシミュレー

ション結果から、LR 回路についての理解を

深め、過渡応答のより適切な説明を行える

ようになる。 

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

田 

慎

信

太 

宗

也 

12 

実機を用いた過渡応答の確認:・実際に構築

した CR 回路に対して、矩形波を入力し、C

や R の端子間電圧を観察することで、過渡

応答への理解を深め、過渡応答へのより適

切な説明を行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

13 

電流と電磁力の確認:・コイルを作成し、巻

き数と電磁力の関係を体感することで理解

を深め、より良い説明を行えるようにな

る。・コイルに流れる電流と電磁力の関係を

体感することで理解を深め、より良い説明

を行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

14 

電気による仕事の測定:・電気による仕事と

して水を電気によって温めることにより、

電気が行う仕事であるジュール熱を説明で

きるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

15 

DC モータの特性評価:・DC モータの動作に

は一定以上の電流が必要なことを理解し、

説明できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 定期試験<DP①④>※出題範囲: 実習で行った内容及び 1 年生後期必修科目である電気工学 I およ

び電気工学 II で学習した範囲を対象として筆記試験を行います。詳細は講義中に説明します。※フィード

バック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。※注意事項: 実習内容に対するレポートを

課す場合があります。この場合、レポートが未提出であれば、定期試験の点数は大幅に減点されます。ま

た、内容が不十分であれば、不十分さに応じて応じて定期試験の点数を減点します。レポートの提出期

限、内容、評価基準は 

 

1. 100% 



授業科目名 電気工学実習 (工学 A) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭／稲田 慎 

科目ナンバリング SB20BMEB020 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
金曜 1 限、金曜

2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

電気工学 Iおよび電気工学 II では、受動素子の特性や静電気・磁気について学習した。電気工学実習では、

電気現象を計測するために計測機器の取り扱いを学び、受動素子にかかる電圧などを計測する。電気工学 I

や電気工学 II で学習した理論から求めた値と実際に計測された値を比較し、差異について考察することで電

気工学 I及び電気工学 II で学んだ理論の定着を図る。 

 

学修目標 

計測機器の取り扱いを学習し、電気工学Iおよび電気工学IIで学んだ理論値と計測された値の比較やシミュレーシ

ョンによる再現などを主体的に取り組むことで、電気回路Iと電気回路IIに関する知識を深める。具体的には、1. 

オシロスコープ、ファンクションジェネレータ、テスタといった計測装置を適切に取り扱えるようになる。<DP①④>2. 

複数の抵抗器を組み合わせた合成抵抗器の値を計測したり、閉回路における起電力と降下電圧を計測したりすること

で、合成抵抗及びキルヒホッフの法則の理解を深める。<DP①④>3. 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習手順をイメージできるように、配布する手順書を事前に熟読してください。 

 

教科書 

1. 『オシロスコープ超入門』 測定器学習研究委員会 / アドウィン備考: 事前に手順書を配布します。 

 

参考書 

1 年次で学習した電気工学 1 および電気工学 2の教科書と参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

原  C 棟７階 教職員室 / 木曜日 2限稲田 C 棟研究室 14 / 木曜日 1限信太 C 棟７階 教職員室 / 木曜日

2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション:・実習装置の取り扱い

方やレポートに提出方法など実習に関する

注意事項を説明する。 

予習時間: 0.5 時間予習内容: 電気工学 I

および電気工学IIの復習復習時間: 

0.5 時間復習内容: 配布された実

習の注意事項の確認 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

2 

レポートの作成方法①・Word ファイルの書

式設定方法を知り、レポートとして適切な

書式を設定できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 



3 

レポートの作成方法②・レポートに掲載す

る図表の作成方法や参考文献の書式などを

知る。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

4 

回路シミュレータを用いた直流回路のシミ

ュレーション:・回路シミュレータを用い

て、1 年生後期の電気工学 1 及び 2 で学習

した直流回路のシミュレーションを行う事

ができるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

5 

回路シミュレータを用いた共振回路のシミ

ュレーション:・回路シミュレータを用いて

共振回路のシミュレーションを行い、共振

回路に対する理解を深め、より適切な説明

を行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

6 
計測装置の取り扱い①:・直流安定化電源お

よびテスタを使用できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

7 
計測装置の取り扱い②:・オシロスコープと

周波数発振器を使用できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

8 

入出力インピーダンスが及ぼす影響:・周波

数発振器の出力インピーダンスが回路に及

ぼす影響を実感し説明できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

9 

回路シミュレータによるフィルタ回路のシ

ミュレーション:・回路シミュレータを用い

てLRフィルタ回路のシミュレーションを行

えるようになる。・LR フィルタ回路のシミュ

レーション結果から、LR フィルタ回路につ

いての理解を深め、より適切な説明を行え

るようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

10 

実機を用いたフィルタ回路の確認:・実際に

構築した CR フィルタ回路に対して、正弦波

を入力し、C や R の端子間電圧を観察する

ことで、フィルタ回路の特性に対する理解

を深め、CR フィルタ回路に対するより適切

な説明を行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

11 

回路シミュレータによる過渡応答:・回路シ

ミュレータを用いてLR回路の過渡応答をシ

ミュレーションすることができるようにな

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

原 良

昭

稲



る。・LR 回路の過渡応答に対するシミュレー

ション結果から、LR 回路についての理解を

深め、過渡応答のより適切な説明を行える

ようになる。 

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

田 

慎

信

太 

宗

也 

12 

実機を用いた過渡応答の確認:・実際に構築

した CR 回路に対して、矩形波を入力し、C

や R の端子間電圧を観察することで、過渡

応答への理解を深め、過渡応答へのより適

切な説明を行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

13 

電流と電磁力の確認:・コイルを作成し、巻

き数と電磁力の関係を体感することで理解

を深め、より良い説明を行えるようにな

る。・コイルに流れる電流と電磁力の関係を

体感することで理解を深め、より良い説明

を行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

14 

電気による仕事の測定:・電気による仕事と

して水を電気によって温めることにより、

電気が行う仕事であるジュール熱を説明で

きるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

15 

DC モータの特性評価:・DC モータの動作に

は一定以上の電流が必要なことを理解し、

説明できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 定期試験<DP①④>※出題範囲: 実習で行った内容及び 1 年生後期必修科目である電気工学 I およ

び電気工学 II で学習した範囲を対象として筆記試験を行います。詳細は講義中に説明します。※フィード

バック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。※注意事項: 実習内容に対するレポートを

課す場合があります。この場合、レポートが未提出であれば、定期試験の点数は大幅に減点されます。ま

た、内容が不十分であれば、不十分さに応じて応じて定期試験の点数を減点します。レポートの提出期

限、内容、評価基準は 

 

1. 100% 



授業科目名 電子工学Ⅰ (工学) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭 

科目ナンバリング SB20BMEB021 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 3 限、火曜

4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療機器を取り扱う臨床工学技士にとって、医療機器に組み込まれている電子回路の動作・仕組みを理解す

ることは必要不可欠である。電子工学 I では、電子回路の基本となるダイオードやトランジスタ、オペアン

プの仕組みを学ぶ。また、これらを組み合わせて構築される様々な電子回路についても取り組む。 

 

学修目標 

1. ダイオードの仕組みや基本特性について説明できるようになる<DP①>2. ダイオードを用いた整流回路をはじめ

とする波形整形回路の仕組みや基本特性を説明できるようになる<DP①>3. トランジスタの種類や仕組み、基本特性

について説明できるようになる<DP①>4. トランジスタを用いた増幅回路について説明できるようになる<DP①>5. 

オペアンプの種類や特性などについて説明できるようになる<DP①>6. オペアンプを用いた反転増幅回路や非反転増

幅回路など基本的な回路について動作を説明で 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 電子工学 I は積み上げ型の教科であるため、各講義内容は、以前の講義内容を理解していることを前提と

しています。したがって、わからない箇所を放置すると、それ以降の講義が全てわからなくなります。その

ため、講義終了後には必ず復習を行い、授業内容の理解度について確認して下さい。復習中にわからないこ

とがあれば、必ず質問に来て下さい。2. 電気工学 Iと電気工学 II の内容を確認しておくこと 

 

教科書 

1. 『臨床工学講座 医用電子工学 第２版』監修 一般社団法人日本臨床工学技士教育施設協議会、医歯薬

出版株式会社 2. 『世界一わかりやすい電気・電子回路』藪 哲朗、講談社 

 

参考書 

『臨床工学技士のための基礎電子工学』, 稲岡秀検・野城真理, コロナ社 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟７階 教職員室 / 木曜日 2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
半導体とは・半導体の性質を導体と絶縁体

と比較しながら説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:電気工学 1及び

電気工学 2 の復習および教科書

①pp.1-12 までを確認し、理解が難

しかった事項をまとめる。復習時

間: 2 時間復習内容:講義内容をノ

ートに要約する。また、講義でも理

解が難しいことがあった場合は、教

員に確認すること 

原 良

昭 



2 

ダイオードの仕組み:・ダイオードの仕組み

をpn接合と拡散電位を用いて説明できるよ

うになる・LED やフォトダイオードなどダイ

オードの種類について説明できるようにな

る・ツェナーダイオードについて特徴を説

明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 p13-p20

までを確認し、理解が難しかった事

項をまとめる。復習時間: 2 時間復

習内容:講義内容をノートに要約す

る。また、講義でも理解が難しいこ

とがあった場合は、教員に確認する

こと 

原 良

昭 

3 

ダイオードを用いた整流平滑化回路:・ダイ

オードを用いた整流回路の仕組みを説明で

きるようになる。・半波整流回路及び全波整

流回路の違いを平滑化の観点から説明でき

るようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 p21-p27

までを確認し、理解が難しかった事

項をまとめる。復習時間: 2 時間復

習内容:講義内容をノートに要約す

る。また、講義でも理解が難しいこ

とがあった場合は、教員に確認する

こと 

原 良

昭 

4 

ダイオードによる波形整形回路:・ダイオー

ドを用いた波形整形回路として、クリッパ

回路、リミッタ回路、スライサ回路、クラン

パ回路の動作を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 p29-p40

までを確認し、理解が難しかった事

項をまとめる。復習時間: 2 時間復

習内容:講義内容をノートに要約す

る。また、講義でも理解が難しいこ

とがあった場合は、教員に確認する

こと 

原 良

昭 

5 

トランジスタの基礎と信号増幅:・トランジ

スタの種類や特徴を説明できるようにな

る。・信号増幅について、電流利得、電圧利

得、電力利得の違いを説明できるようにな

る。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 p41-p50

までを確認し、理解が難しかった事

項をまとめる。復習時間: 2 時間復

習内容:講義内容をノートに要約す

る。また、講義でも理解が難しいこ

とがあった場合は、教員に確認する

こと 

原 良

昭 

6 

バイポーラトランジスタ:・バイポーラトラ

ンジスタの入力特性や電流伝達特性といっ

た静特性について説明できるようになる。・

エミッタ接地、コレクタ接地、ベース接地の

各回路について動作および特徴を説明でき

るようになる。・入出力特性や周波数特性と

いった増幅回路の性質について説明できる

ようになる。・負帰還について説明できるよ

うになる。・入力インピーダンスと出力イン

ピーダンスを用いてインピーダンス変換回

路の特徴を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 p51-p80

までを確認し、理解が難しかった事

項をまとめる。復習時間: 2 時間復

習内容:講義内容をノートに要約す

る。また、講義でも理解が難しいこ

とがあった場合は、教員に確認する

こと 

原 良

昭 

7 

電界効果トランジスタ・電界効果トランジ

スタの仕組みを説明できるようになる。・電

界効果トランジスタの特徴を電流制御と電

圧制御の観点から説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 p81-p92

までを確認し、理解が難しかった事

項をまとめる。復習時間: 2 時間復

習内容:講義内容をノートに要約す

る。また、講義でも理解が難しいこ

とがあった場合は、教員に確認する

こと 

原 良

昭 

8 

ダイオードとトランジスタのまとめ・ダイ

オードとトランジスタについて学習した内

容を要約することで、ダイオードとトラン

ジスタに対する理解を深める。 

予習時間: 3 時間予習内容:教科書 p1-p92

までの要約を作成する。復習時間: 1

時間復習内容:講義により露わにな

った理解が不十分であった内容に

ついてノートに要約を作成する。 

原 良

昭 

9 

オペアンプの基本特性・オペアンプの基本

特性や種類、特徴を説明できるようにな

る。・オペアンプが容易にコンパレータとし

て利用できることを、オペアンプの特性を

用いて説明できるようになる。 

予習時間: 2時間予習内容:教科書p93-p104

までを確認し、理解が難しかった事

項をまとめる。復習時間: 2 時間復

習内容:講義内容をノートに要約す

る。また、講義でも理解が難しいこ

とがあった場合は、教員に確認する

こと 

原 良

昭 

10 

オペアンプによる反転増幅回路・反転増幅

回路の仕組みを数式を用いて説明できるよ

うになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 p104-

p107 までを確認し、理解が難しかっ

た事項をまとめる。復習時間: 2 時

間復習内容:講義内容をノートに要

約する。また、講義でも理解が難し

原 良

昭 



いことがあった場合は、教員に確認

すること 

11 

オペアンプによる非反転増幅回路:・非反転

増幅回路の仕組みを数式を用いて説明でき

るようになる。・ボルテージフォロワー回路

をインピーダンス変換の観点から説明でき

るようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 p108-

p111 までを確認し、理解が難しかっ

た事項をまとめる。復習時間: 2 時

間復習内容:講義内容をノートに要

約する。また、講義でも理解が難し

いことがあった場合は、教員に確認

すること 

原 良

昭 

12 

オペアンプを用いた積分回路・オペアンプ

を用いた積分回路の仕組みと特徴を、オペ

アンプを用いないCR回路と比較して説明で

きるようになる。・積分回路における抵抗器

とキャパシタをインピーダンスとして扱う

ことで、反転増幅回路を等価であることを

説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 p111-

p114 までを確認し、理解が難しかっ

た事項をまとめる。復習時間: 2 時

間復習内容:講義内容をノートに要

約する。また、講義でも理解が難し

いことがあった場合は、教員に確認

すること 

原 良

昭 

13 

オペアンプを用いた微分回路・オペアンプ

を用いた微分回路の仕組みと特徴を、オペ

アンプを用いないCR回路と比較して説明で

きるようになる。・微分回路における抵抗器

とキャパシタをインピーダンスとして扱う

ことで、反転増幅回路を等価であることを

説明できるようになる。・負帰還増幅回路の

周波数特性について、オペアンプのスルー

レートを用いて説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 p115-

p118 までを確認し、理解が難しかっ

た事項をまとめる。復習時間: 2 時

間復習内容:講義内容をノートに要

約する。また、講義でも理解が難し

いことがあった場合は、教員に確認

すること 

原 良

昭 

14 

オペアンプを用いた差動増幅回路・生体信

号計測とノイズ対策の観点から差動増幅回

路の有益性を説明できるようになる。・同相

信号除去比について説明できるようにな

る。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 p118-

p120 までを確認し、理解が難しかっ

た事項をまとめる。復習時間: 2 時

間復習内容:講義内容をノートに要

約する。また、講義でも理解が難し

いことがあった場合は、教員に確認

すること 

原 良

昭 

15 

オペアンプを用いた加減算回路と比較回

路・加減算回路の仕組みと動作を説明でき

るようになる・ヒステリシス特性がある比

較回路について説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 p120-

p126 までを確認し、理解が難しかっ

た事項をまとめる。復習時間: 2 時

間復習内容:講義内容をノートに要

約する。また、講義でも理解が難し

いことがあった場合は、教員に確認

すること 

原 良

昭 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

1.定期試験<DP①>※出題範囲: 講義内で扱った範囲を対象として筆記試験を行います。詳細は講義中

に説明します。※フィードバック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。 

 

1. 100% 



授業科目名 電子工学Ⅱ (工学) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭 

科目ナンバリング SB20BMEB022 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 3 限、火曜

4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療機器を取り扱う臨床工学技士にとって、医療機器に組み込まれている電子回路の動作・仕組みを理解す

ることは必要不可欠である。電子工学 II では、ディジタル回路を主題として、論理回路や A/D 及び D/A 変換

回路などを学ぶ。また、変調・復調回路を取り扱う。 

 

学修目標 

1. LEDや受光素子など代表的な電子回路部品や主なセンサなどの特徴や仕様を説明できるようになる。<DP①>2. ア

ナログとディジタルの差異を理解し、二進法を使いこなせるようになる。<DP①>3. 論理代数を理解し、ベン図やカ

ルノー図を活用しながら論理演算を行うことができるようになる。<DP①>4. 論理演算を実際の電子回路で行うため

に、各論理素子における回路の動作を説明できるようになる。<DP①>5. フリップフロップ回路及びカウンタ回路の

動作を説明できるようになる。<DP①>6. 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 電子工学 II は積み上げ型の教科であるため、各講義内容は、以前の講義内容を理解していることを前提

としています。したがって、わからない箇所を放置すると、それ以降の講義が全てわからなくなります。そ

のため、講義終了後には必ず復習を行い、授業内容の理解度について確認して下さい。復習中にわからない

ことがあれば、必ず質問に来て下さい。 

 

教科書 

『臨床工学講座 医用電子工学 第２版』監修 一般社団法人日本臨床工学技士教育施設協議会、医歯薬出版

株式会社 

 

参考書 

『臨床工学技士のための基礎電子工学』, 稲岡秀検・野城真理, コロナ社 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟７階 教職員室 / 木曜日 2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

電子回路部品:・LED や受光素子など代表的

な電子回路部品の特徴や仕様を説明できる

ようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.127-

133 を確認し、わからなかった事柄

を要約する。復習時間: 2 時間復習

内容：講義内容についてノートに要

約を作成する。 

 

2 

電子回路における主なセンサ・電子回路で

用いられる代表的なセンサの特徴について

説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.133-

136 を確認し、わからなかった事柄

を要約する。復習時間: 2 時間復習

 



内容：講義内容についてノートに要

約を作成する。 

3 

アナログとディジタルの基礎:・アナログと

ディジタルの差異を説明できるようにな

る。・二進法を含む N進法での計算を説明で

きるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.137-

142 を確認し、わからなかった事柄

を要約する。復習時間: 2 時間復習

内容：講義内容についてノートに要

約を作成する。 

 

4 
論理代数:・論理代数の説明及び実際の計算

ができるようになる 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.143-

145 を確認し、わからなかった事柄

を要約する。復習時間: 2 時間復習

内容：講義内容についてノートに要

約を作成する。 

 

5 

論理ゲート・AND, OR, NOT といった基本的

な論理素子の回路図をダイオードやトラン

ジスタを用いて作成できるようになる。作

成した回路の動作を説明できるようにな

る。・NAND, NOR, ExOR を含む基本的な論理

素子の動作を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.146-

150 を確認し、わからなかった事柄

を要約する。復習時間: 2 時間復習

内容：講義内容についてノートに要

約を作成する。 

 

6 

ベン図とカルノー図：・ベン図やカルノー図

の説明ができるようになる。具体的にはベ

ン図を用いた論理演算の可視化でき、カル

ノー図を用いた論理演算の簡略化ができる

ようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.150-

-158 を確認し、わからなかった事

柄を要約する。復習時間: 2 時間復

習内容：講義内容についてノートに

要約を作成する。 

 

7 

論理ゲートの組み合わせによる論理回路・

基本的な論理素子を組み合わせて半加算器

回路や全加算回路、一致回路などを構築で

きるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.158-

162 を確認し、わからなかった事柄

を要約する。復習時間: 2 時間復習

内容：講義内容についてノートに要

約を作成する。 

 

8 

フリップフロップ回路とカウンタ回路・フ

リップフロップ回路の動作を説明できる。・

一般的なカウンタ回路を構築し、動作を説

明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.163-

176 を確認し、わからなかった事柄

を要約する。復習時間: 2 時間復習

内容：講義内容についてノートに要

約を作成する。 

 

9 

A/D 変換回路および D/A 変換回路・A/D 変換

における基本的な用語である標本化やサン

プリング定理、量子化などを説明できるよ

うになる。・A/D 変換を行う各方法について、

基本的な仕組みに加えてメリット・デメリ

ットなどを説明できるようになる。 ・復号

化や補間、アパーチャ効果など D/A 変換で

用いる用語について説明できるようにな

る。・D/A 変換を行う回路について説明でき

るようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.177-

188 を確認し、わからなかった事柄

を要約する。復習時間: 2 時間復習

内容：講義内容についてノートに要

約を作成する。 

 

10 

発振回路・発振回路の基本的な仕組みを説

明できるようになる・様々な発振回路から

代表的な発振回路であるLC発振回路の種類

やその仕組みと特徴を説明できるようなな

る。・水晶発振回路の説明ができるような

る。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.189-

195 を確認し、わからなかった事柄

を要約する。復習時間: 2 時間復習

内容：講義内容についてノートに要

約を作成する。 

 

11 

マルチバイブレータ・マルチバイブレータ

の概念を説明できるようになる。・無安定マ

ルチバイブレータの動作を説明できるよう

なる。・単安定マルチバイブレータの動作を

説明できるようになる。・双安定マルチバイ

ブレータの動作を説明できるようなる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.195-

200 を確認し、わからなかった事柄

を要約する。復習時間: 2 時間復習

内容：講義内容についてノートに要

約を作成する。 

 

12 

通信の基礎・現在社会における通信の果た

す役割の概要を説明できるようになる。・変

調・復調の概念について説明できるように

なる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.201-

223 を確認し、わからなかった事柄

を要約する。復習時間: 2 時間復習

内容：講義内容についてノートに要

約を作成する。 

 

13 

アナログ変調・復調・振幅変調の概念を理解

し、振幅変調及び復調を行う回路の動作を

説明できるようになる。・周波数変調の概念

予習時間: 2 時間予習内容:先の講義で指定

された教科書の範囲を確認し、わか

らなかった事柄を要約する。復習時

 



を理解し、その内容を説明できるようにな

る。・位相変調の概念を理解し、その内容を

説明できるようなる。 

間: 2 時間復習内容：講義内容につ

いてノートに要約を作成する。 

14 

ディジタル信号を対象とした変調・復調・デ

ィジタル信号を対象とした変調・復調方法

の原理と特徴を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 pp.223-

234 を確認し、わからなかった事柄

を要約する。復習時間: 2 時間復習

内容：講義内容についてノートに要

約を作成する。 

 

15 

機器制御で用いられている電子回路・機器

制御で用いられている主な電子回路につい

て説明できるようになる。 

予習時間: 3 時間予習内容:前回までに学習

した内容について、ノートを確認

し、不明瞭な項目をリスト化する。

リスト化した項目について学習す

る。復習時間: 1 時間復習内容：講

義内容についてノートに要約を作

成する。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.定期試験<DP①>※出題範囲: 講義内で扱った範囲を対象として筆記試験を行います。詳細は講義中

に説明します。※フィードバック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。 

 

1. 100% 



授業科目名 電子工学実習 (工学 B) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭／稲田 慎 

科目ナンバリング SB20BMEB023 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療機器には電子回路が含まれており、電子回路の深い理解は、医療機器を扱う臨床工学技士にとって必須

である。本字集では、電子工学 1 及び電子工学 2 で学習した電子工学の回路を、実際に組み上げ作成し特性

評価を行うことで、電子工学 1及び電子工学 2で学習した知識の定着を図る。 

 

学修目標 

電子工学Iおよび電子工学IIで学習した知識と実際の電子回路での計測値を比較することで、電子回路に関する知

識を深める。具体的には、1. ダイオードを用いた波形整形回路を構築することで、ダイオードの特性および波形整

形回路の特性に関する知識を深める。<DP①④>2. トランジスタを用いた増幅回路を構築することで、トランジスタ

の特性および増幅回路の特性に関する知識を深める。<DP①④>3. オペアンプを用いた反転増幅回路・非反転増幅回

路を構築し特性を評価することで、オペアンプの特性に関する知識を深める 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習手順をイメージできるように、配布する手順書を事前に熟読してください。 

 

教科書 

事前に手順書を配布します 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

原 C 棟教職員室 / 金曜日 4 限稲田 C 棟研究室 14 / 木曜日 1限信太 C 棟７階 教職員室 / 木曜日 2 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション:実習装置の取り扱い

方、実習結果のまとめ方、レポートの作成方

法など実習に関する注意事項を説明する。 

予習時間: 0.5 時間予習内容: 電子工学 I

および電子工学 II について復習を

する。復習時間: 0.5 時間復習内容: 

配布された手順書を確認する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

2 

回路シミュレータによるダイオード・トラ

ンジスタを利用した回路のシミュレーショ

ン:・回路シミュレータを用いて基本的なダ

イオードの回路に対するシミュレーション

が行えるようになる・シミュレーションを

行う事でダイオードの特性及び特性を利用

した回路への理解を深め、より適切な説明

が行えるようになる。・回路シミュレータを

用いて基本的なトランジスタの回路に対す

るシミュレーションが行えるようになる・

シミュレーションを行う事でトランジスタ

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 



の特性及び特性を利用した回路への理解を

深め、より適切な説明が行えるように 

3 

実機によるダイオードを用いた回路の確

認:・半波整流回路を作成し、ダイオードの

特性について理解を深め、ダイオードにつ

いてより適切な説明を行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

4 

実機によるトランジスタを用いた回路の確

認:・トランジスタを用いた増幅回路を作成

し、その回路の内容を説明できるようにな

る。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

5 

トランジスタを用いたDCモータの動作回路

の作成:・微弱な電流しか流せない周波数発

振器の信号を制御信号としてDCモータを回

転させるトランジスタの回路を作成し、そ

の回路について説明できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

6 

回路シミュレータを用いたオペアンプのシ

ミュレーション:・回路シミュレータを用い

たオペアンプの代表的な回路を作成し、動

作について説明できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

7 

実機によるオペアンプの回路作成①:・反転

増幅回路・非反転増幅回路を構築し、その回

路について説明できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

8 

実機によるオペアンプの回路作成②・オペ

アンプの微分・積分回路といった応用的回

路を作成し、その動作を説明できるように

なる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

9 

実機によるオペアンプの回路作成③・オペ

アンプの加算・差動増幅回路といった応用

的回路を作成し、その動作を説明できるよ

うになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

10 

回路シミュレータによるディジタル回路の

特性評価・代表的なディジタル回路につい

て、その動作を説明できるようになる。 

予習時間: 1 時間予習内容:講義開始時から

実習を遅滞なく行うため、実習書を

熟読し理解しておくこと。もし、わ

からないことがあれば、先に実習を

行った班もしくは教員に確認する

こと 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 



11 

実機によるディジタル回路の確認:・論理式

の結果とディジタル回路の結果が一致する

ことを確認することで、ディジタル回路に

対する理解を深め、論理式についてより適

切な説明を行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

12 

回路シミュレータによる発振回路シミュレ

ーション:・代表的な発振回路をシミュレー

ションできるようになる。・発振回路への理

解を深め、より適切な説明が行えるように

なる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

13 

実機による発振回路シミュレーション:・デ

ィジタル回路を用いた発振回路を作成し、

その動作原理について説明できるようにな

る。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

14 

アナログセンサ:・CdS セルといった測定値

によってアナログ的に出力が変化するセン

サを利用した回路を作成し、その回路の動

作について説明できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

15 

ディジタルセンサ:・マイコンボードでディ

ジタル信号で出力されるセンサを用いた計

測を行うことで、マイコンボード及びセン

サへの理解を深め、これらについてより適

切な説明が行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 定期試験<DP①④>※出題範囲: 実習で行った内容及び 1 年生後期必修科目である電気工学 I およ

び電気工学 II で学習した範囲を対象として筆記試験を行います。詳細は講義中に説明します。※フィード

バック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。※注意事項: 実習内容に対するレポートを

課す場合があります。この場合、レポートが未提出であれば、定期試験の点数は大幅に減点されます。ま

た、内容が不十分であれば、不十分さに応じて応じて定期試験の点数を減点します。レポートの提出期

限、内容、評価基準は 

 

1. 100% 



授業科目名 電子工学実習 (工学 A) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭／稲田 慎 

科目ナンバリング SB20BMEB023 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療機器には電子回路が含まれており、電子回路の深い理解は、医療機器を扱う臨床工学技士にとって必須

である。本字集では、電子工学 1 及び電子工学 2 で学習した電子工学の回路を、実際に組み上げ作成し特性

評価を行うことで、電子工学 1及び電子工学 2で学習した知識の定着を図る。 

 

学修目標 

電子工学Iおよび電子工学IIで学習した知識と実際の電子回路での計測値を比較することで、電子回路に関する知

識を深める。具体的には、1. ダイオードを用いた波形整形回路を構築することで、ダイオードの特性および波形整

形回路の特性に関する知識を深める。<DP①④>2. トランジスタを用いた増幅回路を構築することで、トランジスタ

の特性および増幅回路の特性に関する知識を深める。<DP①④>3. オペアンプを用いた反転増幅回路・非反転増幅回

路を構築し特性を評価することで、オペアンプの特性に関する知識を深める 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習手順をイメージできるように、配布する手順書を事前に熟読してください。 

 

教科書 

事前に手順書を配布します 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

原 C 棟教職員室 / 金曜日 4 限稲田 C 棟研究室 14 / 木曜日 1限信太 C 棟７階 教職員室 / 木曜日 2 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション:実習装置の取り扱い

方、実習結果のまとめ方、レポートの作成方

法など実習に関する注意事項を説明する。 

予習時間: 0.5 時間予習内容: 電子工学 I

および電子工学 II について復習を

する。復習時間: 0.5 時間復習内容: 

配布された手順書を確認する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

2 

回路シミュレータによるダイオード・トラ

ンジスタを利用した回路のシミュレーショ

ン:・回路シミュレータを用いて基本的なダ

イオードの回路に対するシミュレーション

が行えるようになる・シミュレーションを

行う事でダイオードの特性及び特性を利用

した回路への理解を深め、より適切な説明

が行えるようになる。・回路シミュレータを

用いて基本的なトランジスタの回路に対す

るシミュレーションが行えるようになる・

シミュレーションを行う事でトランジスタ

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 



の特性及び特性を利用した回路への理解を

深め、より適切な説明が行えるように 

3 

実機によるダイオードを用いた回路の確

認:・半波整流回路を作成し、ダイオードの

特性について理解を深め、ダイオードにつ

いてより適切な説明を行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

4 

実機によるトランジスタを用いた回路の確

認:・トランジスタを用いた増幅回路を作成

し、その回路の内容を説明できるようにな

る。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

5 

トランジスタを用いたDCモータの動作回路

の作成:・微弱な電流しか流せない周波数発

振器の信号を制御信号としてDCモータを回

転させるトランジスタの回路を作成し、そ

の回路について説明できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

6 

回路シミュレータを用いたオペアンプのシ

ミュレーション:・回路シミュレータを用い

たオペアンプの代表的な回路を作成し、動

作について説明できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

7 

実機によるオペアンプの回路作成①:・反転

増幅回路・非反転増幅回路を構築し、その回

路について説明できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

8 

実機によるオペアンプの回路作成②・オペ

アンプの微分・積分回路といった応用的回

路を作成し、その動作を説明できるように

なる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

9 

実機によるオペアンプの回路作成③・オペ

アンプの加算・差動増幅回路といった応用

的回路を作成し、その動作を説明できるよ

うになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭稲田 

慎信太 

宗也 

10 

回路シミュレータによるディジタル回路の

特性評価・代表的なディジタル回路につい

て、その動作を説明できるようになる。 

予習時間: 1 時間予習内容:講義開始時から

実習を遅滞なく行うため、実習書を

熟読し理解しておくこと。もし、わ

からないことがあれば、先に実習を

行った班もしくは教員に確認する

こと 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 



11 

実機によるディジタル回路の確認:・論理式

の結果とディジタル回路の結果が一致する

ことを確認することで、ディジタル回路に

対する理解を深め、論理式についてより適

切な説明を行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

12 

回路シミュレータによる発振回路シミュレ

ーション:・代表的な発振回路をシミュレー

ションできるようになる。・発振回路への理

解を深め、より適切な説明が行えるように

なる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

13 

実機による発振回路シミュレーション:・デ

ィジタル回路を用いた発振回路を作成し、

その動作原理について説明できるようにな

る。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

14 

アナログセンサ:・CdS セルといった測定値

によってアナログ的に出力が変化するセン

サを利用した回路を作成し、その回路の動

作について説明できるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

15 

ディジタルセンサ:・マイコンボードでディ

ジタル信号で出力されるセンサを用いた計

測を行うことで、マイコンボード及びセン

サへの理解を深め、これらについてより適

切な説明が行えるようになる。 

予習時間:  0.5 時間予習内容: 講義開始

時から実習を遅滞なく行うため、実

習書を熟読し理解しておくこと。も

し、わからないことがあれば、教員

に確認すること復習時間: 0.5 時間

復習内容:  実習内容の要約を作成

する。 

原 良

昭

稲

田 

慎

信

太 

宗

也 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 定期試験<DP①④>※出題範囲: 実習で行った内容及び 1 年生後期必修科目である電気工学 I およ

び電気工学 II で学習した範囲を対象として筆記試験を行います。詳細は講義中に説明します。※フィード

バック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。※注意事項: 実習内容に対するレポートを

課す場合があります。この場合、レポートが未提出であれば、定期試験の点数は大幅に減点されます。ま

た、内容が不十分であれば、不十分さに応じて応じて定期試験の点数を減点します。レポートの提出期

限、内容、評価基準は 

 

1. 100% 



授業科目名 放射線工学概論 (工学) 

主担当教員 奥村 雅彦 担当教員 
奥村 雅彦／今井 信也／山畑 

飛鳥 

科目ナンバリング SB20BMEB024 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

放射線工学概論では放射線医学に関する基礎を学習し、多職種との連携に必要な放射線全般の知識を身に付

ける。また、近年飛躍的に進歩を遂げている放射線治療の原理や治療の流れについて概説する。さらに放射

線の身体への影響およびその防護方法についても学習する。 

 

学修目標 

① 医療における放射線の役割を説明できる。<DP①>② 放射線を用いた各検査における臨床工学技士の役割を説明で

きる。<DP①>③ 放射線治療に用いる照射法と腫瘍各論について説明できる。<DP①>④ 放射線における障害である確

定的影響と確率的影響について説明できる。<DP①>⑤ 放射線防護の概要について説明できる。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義中の私語は慎むこと。 

 

教科書 

「≪系統看護学講座 別巻≫ 臨床放射線医学 (第 10 版)」医学書院  ISBN:978-4-260-04217-8 

 

参考書 

「臨床工学講座 生体計測装置学」医歯薬出版 石原 謙 ISBN:978-4-263-73406-3 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5F 各教員研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 【概要】放射線工学概論について 

予習：シラバスと教科書・参考書を確認する

（2 時間）復習：放射線工学概論で

学ぶ内容と学習計画を立てる（2 時

間） 

奥村今

井山畑

山本西

浦 

2 
【放射線の基礎】電離放射線とその性質臨

床工学技士と放射線の関わり 

予習：教科書 p2-9、臨床工学技士と放射線

の関わりを考える（2 時間）復習：

臨床工学技士が放射線に関わると

きの注意を整理しノートにまとめ

る （2時間） 

山畑 

3 

【放射線医学の基礎】放射線関連検査・治療

の概要臨床工学技士と診療放射線技師との

関わり 

予習：教科書 p10-15 （2 時間）復習：新た

に学んだ知識を整理しノートにま

とめる（2時間） 

西浦 

4 
【放射線治療概論】放射線治療の現状と生

物学 

予習：教科書  p182-195（2 時間）復習：放

射線の種類と生物学的効果の違い

について整理しノートにまとめる 

（2時間） 

山本 



5 
【放射線治療装置と治療法】直線加速装置

の構造と外部照射法・内部照射法 

予習：教科書 p196-209（2 時間）復習：放

射線発生の原理と各治療法の目的

を整理しノートにまとめる（2時間） 

奥村 

6 
【放射線治療各論】各部位における放射線

治療の実際 

予習：教科書 p224-262（2 時間）復習：疾

患別の放射線治療の現状について

整理しノートにまとめる（2時間） 

奥村 

7 【放射線による障害と防護①】放射線障害 

予習：教科書 p266-270（2 時間）復習：放

射線による人体への影響について

整理しノートにまとめる（2時間） 

今井 

8 【放射線による障害と防護②】放射線防護 

予習：教科書 p270-280（2 時間）復習：放

射線防護の基本的な考え方につい

て整理しノートにまとめる（2時間） 

今井 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 定期テスト② 授業に取り組む姿勢授業の出席は、授業時間数の 2/3 以上とする。（6 回の出席が必

要なので注意すること） 

 

①80%

②20% 



授業科目名 情報処理工学 (工学) 

主担当教員 中沢 一雄 担当教員 中沢 一雄 

科目ナンバリング SB20BMEB025 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では、 デジタル信号の表現と論理演算、論理回路、コンピュータの基本構成とコンピュータの動作原

理、オペレーティングシステム、プログラム開発とプログラミング言語、ユーザインタフェース、データ処

理アルゴリズム、データベース、データ通信とネットワーク、コンピュータによる計測・制御の考え方と方

法、コンピュータが構成要素となっている医療・治療機器事例や計測システム、医療情報システム事例、医

療現場でのセキュリティ対策など情報技術の基礎を学ぶ。 

 

学修目標 

医療従事者として知っておいてもらいたいコンピュータの基本技術や情報処理の基礎的考え方を理解する。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

情報処理工学に関する基本的な知識を身につけ、専門用語に親しんでください。 

 

教科書 

寺嶋廣克ほか著 「はじめて学ぶコンピュータ概論  ハードウェア・ソフトウェアの基本」コロナ社 

ISBN978-4-339-02850-8 

 

参考書 

監修：日本臨床工学技士教育施設協議会  編集：戸畑裕志ほか「臨床工学講座  医用情報処理工学」第 2版 

医歯薬出版 ISBN978-4-263-73423-0 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室 720/金曜日 9時～10 時 30 分 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 
予習：特になし 復習：講義資料の確認学習

所要時間目安：4時間 

中 沢 

一雄 

2 
10 進数と 2 進数、ビットとバイト、数の表

現 

予習：教科書の確認（pp.1-9）  復習：講

義資料の確認学習所要時間目安：２

時間 

中 沢 

一雄 

3 基数変換、2進数の演算、負数の表現方法 

予習：教科書の確認（pp.10-19） 復習：講

義資料の確認学習所要時間目安：4

時間 

中 沢 

一雄 

4 論理演算、論理回路 

予習：教科書の確認（pp.24-32） 復習：講

義資料の確認学習所要時間目安：4

時間 

中 沢 

一雄 

5 

コンピュータの種類と特徴、コンピュータ

の構成要素：CPU、記憶装置、入出力装置、

インタフェース 

予習：教科書の確認（pp.39-57） 復習：講

義資料の確認学習所要時間目安：4

時間 

中 沢 

一雄 



6 小テスト、小テスト問題の解説 

予習：教科書（pp.1-57）・これまでの講義資

料の確認  復習：小テスト問題の

確認学習所要時間目安：4時間 

中 沢 

一雄 

7 

情報処理システムの構成：処理形態、利用形

態、システム構成、システムの信頼性、デー

タの信頼性 

予習：教科書の確認（pp.58-72） 復習：講

義資料の確認学習所要時間目安：4

時間 

中 沢 

一雄 

8 

ソフトウェア：システムソフト、アプリケー

ション、オープンソース、数の表現：実数の

表し方、誤差 

予習：教科書の確認（pp19-23, 73-76）  

復習：講義資料の確認学習所要時間

目安：4時間 

中沢 

一

雄 

9 

オペレーティングシステム：API、ジョブ管

理、タスク管理、主記憶管理、入出力管理、

ファイル管理 

予習：教科書の確認（pp.78-87）  復習：

講義資料の確認学習所要時間目安：

4時間 

中 沢 

一雄 

10 
ＡＤ変換：生体信号処理・解析、応用ソフト

ウェア：種類、代表的なソフトウェア 

予習：教科書の確認（pp.88-94）  復習：

講義資料の確認学習所要時間目安：

4時間 

中沢 

一

雄 

11 

ユーザインタフェース：進展と構成要素、

GUI 部品、画面設計、帳票設計、Web デザイ

ン、ユニバーサルデザイン 

予習：教科書の確認（pp.95-102）  復習：

講義資料の確認学習所要時間目安：

4時間 

中沢 

一

雄 

12 

ネットワーク：インターネット、プロトコ

ル、ネットワークの接続形態、接続装置、Ｉ

Ｐアドレス 

予習：ネットワークについての確認  復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：4時間 

中沢 

一

雄 

13 

マルチメディア：文字、画像、情報セキュリ

ティ：概念、定義、脅威と脆弱性、セキュリ

ティ対策 

予習：教科書の確認（pp.103-118） 復習：

講義資料の確認学習所要時間目安：

4時間 

中沢 

一

雄 

14 
データベース：関係データベース、設計、正

規化、操作、トランザクション処理 

予習：教科書の確認（pp.119-137） 復習：

講義資料の確認学習所要時間目安：

4時間 

中沢 

一

雄 

15 
プログラム言語：種類、アルゴリズム、デー

タ構造 

予習：教科書の確認（pp.139-150） 復習：

講義資料の確認学習所要時間目安：

4時間 

中沢 

一

雄 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験<DP①>②小テスト<DP①>小テストの解答は終了後に開示する。 

 

①80 ％

②20％ 



授業科目名 医療統計学 (工学) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎 

科目ナンバリング SB20BMEB026 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

統計学とは、集団データに潜む規則性や法則性を、表し（記述）、見出し（検出）、または証明（検証）するた

めの、主として数量的な方法論の体系である。統計学は過去から様々な分野（医療もその一つ）で実践的関

心のもとに発達し、数学的に統合されてきたものである。本講義では統計学の基礎をしっかりと学ぶ。 

 

学修目標 

①保健・医療分野の研究においてデータ解析を行う上で必須となる統計学の基礎知識を理解する。 <DP①>②臨床現

場及び臨床研究に於いて求められる統計学の実践的技術を習得する。 <DP①>③統計学の臨床データにおいて結果の

解釈方法を習得する。 <DP①>④適切な臨床データの収集方法とデータセットの作成法習得する。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義内容に従って、理解を深めるための演習を行うので、復習を忘れないように行い、講義内容で分かった

ことと分からないことを明確にし、分からないことは質問すること。 

 

教科書 

「バイオサイエンスのための統計学」／市原清志／南江堂講義毎に問題と資料を配布 

 

参考書 

「エクセル活用コメディカル統計テキスト」／宮城重二／医歯薬出版｢やさしく学ぶ統計学 Ｅｘｃｅｌによ

る統計解析」／石村貞夫他／東京図書 

 

研究室／オフィスアワー 

南棟 7階研究室 21／電気がついていれば在室です。質問があればいつでもどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
【標本と母集団】［母集団と標本について説

明でき、無作為抽出法について説明できる］ 

予習：(1 時間)シラバスの確認復習：(1 時

間)統計用語の確認 
片山 

2 
【確率分布】［正規分布について説明でき

る、他の分布について概要を説明できる］ 

予習：(1 時間)テキストの予習復習：(1 時

間)統計用語の確認 
片山 

3 

【標本と母集団、点推定と区間推定】［標本

と母集団および点推定と区間推定について

理解し、説明できる］ 

予習：(1 時間)テキストの予習復習：(1 時

間)統計用語の確認 
片山 

4 
【データの種類（尺度水準）】[尺度水準につ

いて理解し、説明できる］ 

予習：(1 時間)テキストの予習復習：(1 時

間)統計用語の確認 
片山 

5 

【分布の特徴を記述する①：代表値】［算術

平均の計算ができる；中央値、最頻値につい

て説明ができる］ 

予習：(1 時間)テキストの予習復習：(1 時

間)統計用語の確認 
片山 

6 

【分布の特徴を記述する②：散布度】 ［分

散と標準偏差について説明できる；範囲と

四分位数について説明できる］ 

予習：(1 時間)テキストの予習復習：(1 時

間)統計用語の確認 
片山 



7 

【演習：算術平均と標準偏差を中心に】［デ

ータの種類、内容により、様々な分布の特徴

があることを理解する］ 

予習：(1 時間)統計用語の確認復習：(1 時

間)演習内容の確認 
片山 

8 

【２変数間の関連性とその強さの記述(1)】 

［相関係数、回帰直線、クロス表、連関係数

等について理解し、説明できる］ 

予習：(1 時間)テキストの予習復習：(1 時

間)統計用語の確認 
片山 

9 

【２変数間の関連性とその強さの記述(2)】 

［相関係数、回帰直線、クロス表、連関係数

等について理解し、説明できる］ 

予習：(1 時間)テキストの予習復習：(1 時

間)統計用語の確認 
片山 

10 

【演習：相関係数、回帰直線を中心に】［デ

ータの種類、内容により、様々な解釈がある

ことを理解する］ 

予習：(1 時間)統計用語の確認復習：(1 時

間)演習内容の確認 
片山 

11 

【統計的検定（量的データ）】［統計的検定と

は何かを説明でき、帰無仮説と対立仮説、両

側検定と片側検定の違いを説明できる］ 

予習：(1 時間)テキストの予習復習：(1 時

間)統計用語の確認 
片山 

12 
【統計的検定（質的データ）】［質的データの

検定に用いる検定法を理解し、説明できる］ 

予習：(1 時間)テキストの予習復習：(1 時

間)統計用語の確認 
片山 

13 
【検定方法の選択】［データの種類、検定内

容により、様々な検定方法を理解する］ 

予習：(1 時間)テキストの予習復習：(1 時

間)統計用語の確認 
片山 

14 

【演習：ｔ検定とχ二乗検定を中心に】［デ

ータの種類、検定内容により、様々な検定方

法があることを理解する］ 

予習：(1 時間)統計用語の確認復習：(1 時

間)演習内容の確認 
片山 

15 講義内容の確認 

予習：(1 時間)使用した演習問題の確認復

習：(1 時間)使用した演習問題の確

認 

片山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価の種別：1.筆記試験、2.小テスト、3.平常点(問題演習への取り組み等)<DP①>成績評価の基準：

筆記試験、小テスト、平常点を総合して評価し、60 点以上を可とする出席基準：2/3 回 

 

1.50 ％

2.20 ％

3.30％ 



授業科目名 システム制御工学 (工学) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭 

科目ナンバリング SB20BMEB027 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体や臨床工学技士が扱う医療機器の仕組みを理解するにはシステムとして把握することが重要である。ま

た、医療機器の多くは機械的・電子的に制御されているため、臨床工学技士にとって制御工学の理解は必須

である。本講義では、工学的見地からシステムについての説明を行い、システムの信頼性などを学ぶ。その

後、制御工学として、制御方式の一般的な説明を皮切りに、ラプラス変換・逆変換、伝達関数、ブロック線

図、過渡応答、周波数応答を学習する。そして、特に重要な制御方式であるフィードバック制御の 1 つであ

る PID 制御の特徴について理解を深める。 

 

学修目標 

・複数のサブシステムから構築されるシステムの信頼度を数式を用いて説明できるようになる。＜DP①＞・ラプラス

変換・逆変換を数式を用いて説明できるようになる。＜DP①＞・比例要素、積分要素、微分要素、一次遅れ要素、二

次遅れ要素の伝達関数について説明できる。＜DP①＞・各要素を繋ぐブロック線図を作成することができる。また、

ブロック線図の等価変換を行うことができる。＜DP①＞・比例要素、積分要素、微分要素、一次遅れ要素、二次遅れ

要素について、過渡応答および周波数応答が説明できる。＜DP①＞・ボ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. システム制御工学は積み上げ型の教科であるため、各講義内容は、以前の講義内容を理解していることを

前提としています。したがって、わからない箇所を放置すると、それ以降の講義が全てわからなくなります。

そのため、講義終了後には必ず復習を行い、授業内容の理解度について確認して下さい。復習中にわからな

いことがあれば、必ず質問に来て下さい。2. システム制御工学では、「システムの信頼性」や「周波数応答」

などの算出に数学的知識が必要となります。数学演習で学んだ三角関数や微分積分については、十分に慣れ

るまで復習して 

 

教科書 

1. 『臨床工学講座 医用システム・制御工学』, 医歯薬出版株式会社, 嶋津秀昭・堀内邦雄 2. 『絵ときで

わかる機械制御 第２版』, オーム社, 宇津木論 

 

参考書 

1. 『新 FTA 技法』, 日科技連, 信頼性技術叢書編集委員会 2. 『新 FMEA 技法』, 日科技連, 信頼性技術叢

書編集委員会 3. 『制御工学の基礎』, 東京電機大学出版局, 足立修一 4. 『ゼロからはじめる PID 制御』, 

日刊工業新聞社, 熊谷英樹 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟７階 教職員室 / 木曜日 2限 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

システムの設計と生体システム・システム

工学の基本的な考え方であるサブシステム

について説明できるようになる。 

予習時間:２時間予習内容:教科書 1 の

pp.1-35 までを確認し、理解が不十

分であったことをまとめておくこ

と復習時間:２時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること 

原 良

昭 

2 

システムの信頼性と安全性・システムの信

頼度を数式を用いて説明できるようにな

る。・平均修理時間と平均故障間隔を数式を

用いて説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:教科書 1 の

pp.36-43 までを確認し、理解が不十

分であったことをまとめておくこ

と復習時間: ２時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること 

原 良

昭 

3 

システムの故障解析・代表的な故障解析法

である FTA と FEMA について、両手法の特徴

を説明できるようになる。・フールプルーフ

やフェイルセーフを具体的な例を挙げなが

ら説明できるようになる。 

予習時間: ２時間予習内容:教科書 1 の

pp.37-60 までを確認し、理解が不十

分であったことをまとめておくこ

と復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること 

原 良

昭 

4 
自動制御の概要・制御方法の種類や各制御

方法の特徴を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること 

原 良

昭 

5 

制御系における関数の扱い・線形関数につ

いて説明できるようになる。・ラプラス変換

とラプラス逆変換について説明できるよう

になる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること。 

原 良

昭 

6 

伝達関数の基本・伝達関数について説明が

できるようになる。・比例・積分・微分要素

について説明ができるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること。 

原 良

昭 

7 
一次遅れ要素の伝達関数・一次遅れ要素に

ついて説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること。 

原 良

昭 

8 

二次遅れ要素の伝達関数・二時遅れ要素の

説明ができるようになる。・むだ時間につい

て説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

原 良

昭 



る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること。 

9 

ブロック線図:・ブロック線図について説明

できるようになる。・結合則を用いてブロッ

ク線図を等価変換できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること。 

原 良

昭 

10 

基本要素と一次遅れの過渡応答・過渡応答

に用いる代表的な入力信号を説明できる・

比例要素、積分要素、微分要素の過渡応答を

説明できる・一次遅れ要素の過渡応答を説

明できる 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること。 

原 良

昭 

11 

基本要素と一次遅れの過渡応答・過渡応答

に用いる代表的な入力信号を説明できる。・

比例要素、積分要素、微分要素の過渡応答を

説明できる。・一次遅れ要素の過渡応答を説

明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること。 

原 良

昭 

12 

基本要素と一次遅れの周波数応答・周波数

応答の表示に用いるボード線図を説明でき

る。・比例要素、積分要素、微分要素の周波

数応答を説明できる。・一次遅れ要素の周波

数応答を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること。 

原 良

昭 

13 

2 次遅れ要素の過渡応答と周波数応答・2次

遅れ要素の過渡応答を説明できるようにな

る。・2 次遅れ要素の周波数応答を説明でき

るようになる。・過渡応答と周波数応答の関

係を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること。 

原 良

昭 

14 

フィードバック制御系・正帰還と負帰還に

ついて説明できるようになる。・フィードバ

ック制御における各指標を説明できるよう

になる。・フィードバック制御における指標

として、特に、定常偏差について説明できる

ようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること。 

原 良

昭 

15 

PID 制御・P制御について説明できるように

なる。・PI 制御について説明できるようにな

る。・PID 制御について説明できるようにな

る。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容:予習

でわからなかったことを中心に講

義内容を再確認し、ノートにまとめ

る。復習でもわからなかった内容が

ある場合は、教員に確認すること 

原 良

昭 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 定期試験<DP①>※出題範囲: 講義内で扱った範囲を対象として筆記試験を行います。詳細は講義中

に説明します。※フィードバック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。 

 

1 



授業科目名 情報処理・システム制御工学実習 (工学 B) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 
片山 俊郎／中沢 一雄／稲田 

慎／原 良昭 

科目ナンバリング SB20BMEB028 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１．２年次前期で学習した「情報処理工学」の内容を実習において確認する。特にエクセル VBA において実

用的なデータの表示や処理、さらにアルゴリズムの基本となる考え方を実践する。２．2年次前期で学習した

「システム制御工学」の内容を実習において確認する。特に医療機器の制御で用いられている各制御方法の

特徴について実習を通じて理解を深める３．自作プログラムの入力方法、実行方法を習得するとともに、デ

ータ処理の基本を体験する。 

 

学修目標 

１．医療従事者として必要と思われる実務的なデータ処理が実行できる。<DP①④>２．実習を通じてPID制御方法の

特徴に対する理解を深め、適切な制御方法を選択できる知識を習得する。<DP①④>３．プログラミングの基礎を習得

する。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

無断の遅刻・欠席は厳禁です。遅刻は全体の実習計画の遅延につながるので注意願います。実習書は、必ず

事前に目を通しておいてください。目的意識を持って積極的に実習を行ってください。実習終了後は必ず実

習機材を片付け、実習機材を破損させたときは直ちに教員に報告してください。 

 

教科書 

1. みんなの Arudino 入門: 高本孝頼, リックテレコム 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

中沢：C棟７階 研究室 720 /金曜日９時～１０時３０分原  ：C棟７階 教職員室 / 水曜日 5限稲田：C棟７

階 研究室 714 / 授業後信太：C棟７階 教職員室 /授業後 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンスと情報リテラシーの復習 

予習：エクセルの基本機能の確認復習：講義

内容の確認学習所要時間目安：１時

間 

中沢・

信太 

2 
エクセル：ワークシートで関数グラフをつ

くる（１） 

予習：実習書の確認学習所要時間目安：１時

間  

中沢・

信太・

稲田・

片山 

3 
エクセル：ワークシートで関数グラフをつ

くる（２） 

プログラムの実行結果などを提出する。学

習所要時間の目安：１時間 

中沢・

信太・



稲田・

片山 

4 エクセル：VBA で組む簡単プログラム（１） 
予習：実習書の確認学習所要時間目安：１時

間  

中沢・

信太・

稲田・

片山 

5 エクセル：VBA で組む簡単プログラム（２） 
プログラムの実行結果などを提出する。学

習所要時間の目安：１時間 

中沢・

信太・

稲田・

片山 

6 
エクセル：VBA でつくる動くグラフィックス

（１） 

予習：実習書の確認学習所要時間目安：１時

間 

中沢・

信太・

稲田・

片山 

7 
エクセル：VBA でつくる動くグラフィックス

（２） 

復習時間: １時間プログラムの実行結果な

どを提出する。学習所要時間の目

安：１時間 

中沢・

信太・

稲田・

片山 

8 

マイコンボードを用いたPID制御実習(1):・

対象となるマイコンの仕組み及び開発環境

を説明できるようになる。 

予習時間: １時間予習内容:実習書を確認

し、対象となるマイコンボードや開

発環境について予習を行う 

原・片

山 

9 

マイコンボードを用いたPID制御実習(2):・

マイボードとPCをシリアル通信で接続する

プログラムを作成できるようになる 

復習時間: １時間復習内容:対象となるマ

イコンボードや開発環境の特徴を

まとめる。 

原・片

山 

10 
マイコンボードを用いたPID制御実習(3):・

変数と定数について学ぶ 

予習時間: １時間予習内容:実習書を確認

し、変数と定数、関数および if 文の

概念を調べ予習する。 

原・片

山 

11 

マイコンボードを用いたPID制御実習(4):・

関数について説明できるようになる・if 文

について説明できるようになる 

復習時間: １時間復習内容:変数、定数、関

数および if 文の特徴を要約し理解

の確認を行う。 

原・片

山 

12 

マイコンボードを用いたPID制御実習(5):・

マイコンボードに対してPCからシリアル通

信経由で制御信号を送れるようになる。・マ

イコンボードで A/D 変換を行えるようにな

る。・マイコンボードで D/A 変換を行えるよ

うになる。 

予習時間: １時間予習内容:実習書を確認

し、A/D 変換および D/A 変換につい

て調べる。 

原・片

山 

13 

マイコンボードを用いたPID制御実習(6):・

On-OFF 制御のプログラムを作成できるよう

になる。 

復習時間: １時間復習内容:・マイコンボー

ドにおける A/D 変換、D/A 変換の特

徴を要約し理解の確認を行う。・On-

OFF 制御のプログラムをについて要

約を作成し理解を深める。 

原・片

山 

14 

マイコンボードを用いたPID制御実習(7):・

P 制御を行うプログラムを作成できるよう

になる。 

予習時間: １時間予習内容:実習書を確認

し、PID 制御について予習を行う。 

原・片

山 

15 

マイコンボードを用いたPID制御実習(8):・

PID 制御を行うプログラムを作成できるよ

うになる。 

復習時間: １時間復習内容:PID 制御を行う

プログラムについて、動作説明を行

い、説明が難しい箇所について復習

を行う。 

原・片

山 

16    
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20    
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23    



24    

25    

26    

27    
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29    
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成績評価方法と基準 割合 

① レポート課題<DP①④>※内容: 講義にて説明します。※評価内容: 講義にて説明します。※提出期

限: 講義にて説明します。② 定期試験<DP①④>※出題範囲: 実習で行った内容及び 2 年生前期必修

科目である情報処理工学およびシステム制御工学で扱った範囲を対象として筆記試験を行います。詳細

は講義中に説明します。※フィードバック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。 

 

①20 ％

②80％ 



授業科目名 情報処理・システム制御工学実習 (工学 A) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 
片山 俊郎／中沢 一雄／稲田 

慎／原 良昭 

科目ナンバリング SB20BMEB028 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１．２年次前期で学習した「情報処理工学」の内容を実習において確認する。特にエクセル VBA において実

用的なデータの表示や処理、さらにアルゴリズムの基本となる考え方を実践する。２．2年次前期で学習した

「システム制御工学」の内容を実習において確認する。特に医療機器の制御で用いられている各制御方法の

特徴について実習を通じて理解を深める３．自作プログラムの入力方法、実行方法を習得するとともに、デ

ータ処理の基本を体験する。 

 

学修目標 

１．医療従事者として必要と思われる実務的なデータ処理が実行できる。<DP①④>２．実習を通じてPID制御方法の

特徴に対する理解を深め、適切な制御方法を選択できる知識を習得する。<DP①④>３．プログラミングの基礎を習得

する。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

無断の遅刻・欠席は厳禁です。遅刻は全体の実習計画の遅延につながるので注意願います。実習書は、必ず

事前に目を通しておいてください。目的意識を持って積極的に実習を行ってください。実習終了後は必ず実

習機材を片付け、実習機材を破損させたときは直ちに教員に報告してください。 

 

教科書 

1. みんなの Arudino 入門: 高本孝頼, リックテレコム 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

中沢：C棟７階 研究室 720 /金曜日 9時～１0時 30 分原  ：C棟７階 教職員室 / 水曜日 5限稲田：C棟７

階 研究室 714 / 授業後信太：C棟７階 教職員室 /授業後 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンスと情報リテラシーの復習 

予習：エクセルの基本機能の確認復習：講義

内容の確認学習所要時間目安：１時

間 

中沢・

信太 

2 
エクセル：ワークシートで関数グラフをつ

くる（１） 

予習：実習書の確認学習所要時間目安：１時

間  

中沢・

信太・

稲田・

片山 

3 
エクセル：ワークシートで関数グラフをつ

くる（２） 

プログラムの実行結果などを提出する。学

習所要時間の目安：１時間 

中沢・

信太・



稲田・

片山 

4 エクセル：VBA で組む簡単プログラム（１） 
予習：実習書の確認学習所要時間目安：１時

間  

中沢・

信太・

稲田・

片山 

5 エクセル：VBA で組む簡単プログラム（２） 
プログラムの実行結果などを提出する。学

習所要時間の目安：１時間 

中沢・

信太・

稲田・

片山 

6 
エクセル：VBA でつくる動くグラフィックス

（１） 

予習：実習書の確認学習所要時間目安：１時

間 

中沢・

信太・

稲田・

片山 

7 
エクセル：VBA でつくる動くグラフィックス

（２） 

復習時間: １時間プログラムの実行結果な

どを提出する。学習所要時間の目

安：１時間 

中沢・

信太・

稲田・

片山 

8 

マイコンボードを用いたPID制御実習(1):・

対象となるマイコンの仕組み及び開発環境

を説明できるようになる。 

予習時間: １時間予習内容:実習書を確認

し、対象となるマイコンボードや開

発環境について予習を行う 

原・片

山 

9 

マイコンボードを用いたPID制御実習(2):・

マイボードとPCをシリアル通信で接続する

プログラムを作成できるようになる 

復習時間: １時間復習内容:対象となるマ

イコンボードや開発環境の特徴を

まとめる。 

原・片

山 

10 
マイコンボードを用いたPID制御実習(3):・

変数と定数について学ぶ 

予習時間: １時間予習内容:実習書を確認

し、変数と定数、関数および if 文の

概念を調べ予習する。 

原・片

山 

11 

マイコンボードを用いたPID制御実習(4):・

関数について説明できるようになる・if 文

について説明できるようになる 

復習時間: １時間復習内容:変数、定数、関

数および if 文の特徴を要約し理解

の確認を行う。 

原・片

山 

12 

マイコンボードを用いたPID制御実習(5):・

マイコンボードに対してPCからシリアル通

信経由で制御信号を送れるようになる。・マ

イコンボードで A/D 変換を行えるようにな

る。・マイコンボードで D/A 変換を行えるよ

うになる。 

予習時間: １時間予習内容:実習書を確認

し、A/D 変換および D/A 変換につい

て調べる。 

原・片

山 

13 

マイコンボードを用いたPID制御実習(6):・

On-OFF 制御のプログラムを作成できるよう

になる。 

復習時間: １時間復習内容:・マイコンボー

ドにおける A/D 変換、D/A 変換の特

徴を要約し理解の確認を行う。・On-

OFF 制御のプログラムをについて要

約を作成し理解を深める。 

原・片

山 

14 

マイコンボードを用いたPID制御実習(7):・

P 制御を行うプログラムを作成できるよう

になる。 

予習時間: １時間予習内容:実習書を確認

し、PID 制御について予習を行う。 

原・片

山 

15 

マイコンボードを用いたPID制御実習(8):・

PID 制御を行うプログラムを作成できるよ

うになる。 

復習時間: １時間復習内容:PID 制御を行う

プログラムについて、動作説明を行

い、説明が難しい箇所について復習

を行う。 

原・片

山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① レポート課題<DP①④>※内容: 講義にて説明します。※評価内容: 講義にて説明します。※提出期

限: 講義にて説明します。② 定期試験<DP①④>※出題範囲: 実習で行った内容及び 2 年生前期必修

科目である情報処理工学およびシステム制御工学で扱った範囲を対象として筆記試験を行います。詳細

は講義中に説明します。※フィードバック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。 

 

①20 ％

②80％ 



授業科目名 生体物性工学 (工学) 

主担当教員 稲田 慎 担当教員 稲田 慎 

科目ナンバリング SS20BMEB001 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床において使用される生体計測機器や治療機器の多くは，様々な物理エネルギーを生体に加えている．そ

のため，これらの機器を安全かつ効果的に使用するためには，生体へのエネルギーの作用に対する応答を予

測することが重要であり，そのためには生体の物理的特性を理解する必要がある．本講義では，物理学や応

用物理学で学んだ内容を基盤とし，物理的エネルギーと生体との関係について講義する． 

 

学修目標 

1．生体物質について理解し，説明することができる 2．生体の電気的特性について理解し，説明することができる

3．生体の音響特性について理解し，説明することができる4．生体の力学的特性について理解し，説明することがで

きる 5．生体の流体的特性について理解し，説明することができる 6．生体の熱的特性について理解し，説明するこ

とができる 7．生体の光特性について理解し，説明することができる 8．生体の放射線特性について理解し，説明す

ることができる9．計測工学，生体計測装置学，治療機器学，医療 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回，講義内容に関連した演習問題を配付する．演習問題を用いて復習をしっかりすること．理解が不十分

な項目については早めに対応し，理解できるように努力すること． 

 

教科書 

中島章夫，氏平政伸編著，生体物性・医用材料工学，医歯薬出版，ISBN978-4-263-73407-0 

 

参考書 

必要に応じて参考書を紹介する． 

 

研究室／オフィスアワー 

稲田：C棟 7階研究室 14，信太：C棟 7階共同研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 授業形態の説明，小テスト 復習：小テストの復習（2時間） 稲田 

2 生体物性の概要 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

3 生体物性に重要な生体物質 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

4 生体の電気的特性（受動的特性） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

5 生体の電気的特性（能動的特性） 
予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復
稲田 



習（2時間） 

6 
生体の電気的特性（電流の生体作用，電磁界

の生体作用） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

7 生体の音響特性 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

8 生体の音響特性 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

9 生体の力学的特性（力学的性質） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

10 
生体の力学的特性（生体組織の力学モデル，

生体組織の力学的特性） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

11 生体の流体的特性（血液，血流，血液循環） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

信太 

12 生体の熱的特性 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

13 生体の光特性 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

14 生体の放射線特性 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

15 講義全体のまとめ 

予習：全講義内容，全演習問題の確認（2 時

間）復習：全演習問題の復習（2 時

間） 

稲田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1． 定期試験 

 

1 ． 

100% 



授業科目名 生体材料工学 (工学) 

主担当教員 稲田 慎 担当教員 稲田 慎 

科目ナンバリング SS20BMEB002 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

現代の医療では様々な医用材料が医療用具や医療機器に用いられている．安全かつ適切な医療を提供するた

めには，医用材料の特性を正しく理解する必要がある．本講義では，まず医用材料を学ぶために必要な化学

の基礎について講義し，次に医用材料の種類，性質，用途，生体適合性等について講義する． 

 

学修目標 

1．医用材料の基礎となる化学の基礎（金属材料，無機材料，有機材料）について理解し，説明することができる2．

医用材料の種類について理解し，説明することができる3．医用材料の応用について理解し，説明することができる

4．医用材料と生体との相互作用について理解し，説明することができる5．医用材料の生体適合性について理解し，

説明することができる 6．医用材料の滅菌について理解し，説明することができる 7．医用材料の安全性評価につい

て理解し，説明することができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回，講義内容に関連した演習問題を配付する．演習問題を用いて復習をしっかりすること．理解が不十分

な項目については早めに対応し，理解できるように努力すること． 

 

教科書 

中島章夫，氏平政伸編著，生体物性・医用材料工学，医歯薬出版，ISBN978-4-263-73407-0 

 

参考書 

必要に応じて参考書を紹介する． 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
授業形態の説明，小テスト，医用材料の基礎

（原子の結合と材料） 
復習：小テストの復習（2時間） 稲田 

2 医用材料の基礎（金属材料，無機材料） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

3 医用材料の基礎（有機材料） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

4 医用材料の種類（金属材料，無機材料 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

5 
医用材料の種類（高分子材料，生体由来材

料） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 



6 医用材料の応用（非観血的組織代替材料） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

7 医用材料の応用（観血的組織代替材料） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

8 医用材料の応用（体外循環治療用材料） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

9 医用材料の応用（インタフェース材料） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

10 
医用材料の生体適合性（医用材料と生体の

相互作用） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

11 医用材料の生体適合性（血栓形成反応） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

12 
医用材料の生体適合性（補体活性化反応，そ

の他の反応） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

13 医用材料の滅菌 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

14 医用材料の安全性評価 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

15 講義全体のまとめ 

予習：全講義内容，全演習問題の確認（2 時

間）復習：全講義内容，全演習問題

の復習（2時間） 

稲田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1． 定期試験 

 

1 ． 

100% 



授業科目名 バイオメカニクス (工学) 

主担当教員 稲田 慎 担当教員 稲田 慎 

科目ナンバリング SS20BMEB003 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

バイオメカニクスは，生体の構造や機能を力学的に解析し，医学に役立てる学問である．本講義では，流体

力学，熱力学，材料力学，機械力学等を講義する． 

 

学修目標 

1．圧力について理解し，問題を解くことができる2．流体力学に関する基礎的な定理，法則を理解し，問題を解くこ

とができる 3．熱に関する概念，法則を理解し，問題を解くことができる 4．機械要素の強度，変形に関する概念，

法則を理解し，問題を解くことができる 5．機械要素について理解し，説明できる 6．剛体の力学に関する原理を理

解し，問題を解くことができる 7．音波，超音波に関する法則を理解し，問題を解くことができる 8．摩擦に関する

概念について理解し，説明することができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回，前回の講義内容に関する演習問題を配付する．演習問題を用いて復習をしっかりすること．理解が不

十分な項目については早めに対応し，理解できるように努力すること． 

 

教科書 

西村生哉，臨床工学技士のための機械工学，コロナ社，ISBN978-4-339-07232-7 

 

参考書 

必要に応じて参考書を紹介する． 

 

研究室／オフィスアワー 

稲田：C棟 7階研究室 14，信太：C棟 7階共同研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 授業形態の説明，小テスト 復習：小テストの復習（2時間） 
稲田，

信太 

2 流体力学①（導入，流体力学の基礎） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

信太 

3 
流体力学②（ベルヌーイの定理，流体の粘

性） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

信太 

4 流体力学③（管内流れ，乱流と層流） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

信太 

5 熱力学（温度と熱） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 



6 熱力学（温度管理） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

7 材料力学（強度，応力，ひずみ） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

8 材料力学（弾性係数，梁の曲げ，安全率） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

9 機械要素 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

10 機械力学（剛体の力学） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

11 機械力学（リンク機構） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

12 波動工学 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

13 トライボロジー（固体の接触，摩擦） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

14 トライボロジー（摩耗，潤滑） 

予習：教科書を用いた講義内容の確認（2時

間）復習：講義内容，演習問題の復

習（2時間） 

稲田 

15 講義全体のまとめ 

予習：全講義内容，全演習問題の確認（2 時

間）復習：全講義内容，全演習問題

の復習（2時間） 

稲田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１． 定期試験 

 

１ ． 

100% 



授業科目名 バイオレオロジー (工学) 

主担当教員 中沢 一雄 担当教員 中沢 一雄／福島 修一郎 

科目ナンバリング SS20BMEC004 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

生体組織の力学的特性は弾性・粘性・塑性のいずれか 1 つに分類される単純なものではなく、これら 3 つの

特性が混在した複雑な様相を呈する。こうした力学的特性を対象とする学問分野をレオロジーといい、とり

わけ生体組織を対象とするレオロジーをバイオレオロジーという。血管の変形や血液の流動といった複雑な

現象の理解には、単純化された数理モデルから出発することがその助けとなるため、単に現象の定性的記述

にとどまらず、数式を用いた現象の表現などを教授する。 

 

学修目標 

バイオレオロジーを理解するための数学・物理学の基礎を理解する。循環器病の診断に用いられるカテーテルや超音

波装置で得られる心臓や血管内の圧や血流速度の合理的解釈を身につける。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

やや高度な数学や物理学の理解が必要になります。数式が示す意味や物理的な解釈の方法に慣れてください。 

 

教科書 

無し。講義資料を配布する。 

 

参考書 

菅原基晃、前田信治 著、血流のレオロジー、コロナ社、2003 

 

研究室／オフィスアワー 

中沢：C 棟 7 階研究室 720/金曜日９時～１０時３０分福島：E 棟１階非常勤講師控室／授業の前後のみ対応

可能信太：C棟７階 教職員室 /授業後 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 入門、バイオレオロジーとは何か 
予習：特になし 復習：講義資料の確認小テ

スト復習時間の目安は 4時間 

中 沢 

一雄福

島修一

郎 

2 力学の基礎 
予習：特になし 復習：講義資料の確認小テ

スト復習時間の目安は 4時間 

福島修

一郎 

3 固体の変形の記述方法 

予習：材料力学 復習：講義資料の確認小テ

スト予習時間と復習時間の合算は 4

時間 

福島修

一郎 

4 流体の流動の記述方法 

予習：流体力学 復習：講義資料の確認小テ

スト予習時間と復習時間の合算は 4

時間 

福島修

一郎 

5 
“中間的性質（粘弾性）”をもつ物体の記述

方法 

予習：材料力学・流体力学 復習：講義資料

の確認小テスト予習時間と復習時

間の合算は 4 時間 

福島修

一郎 



6 生体組織のレオロジー的特性 

予習：生体物性工学 復習：講義資料の確認

小テスト予習時間と復習時間の合

算は 4時間 

福島修

一郎 

7 
臨床工学における血液レオロジー①（血液

ポンプと補助人工心臓の概説） 

予習：血液ポンプと補助人工心臓 復習：授

業資料の確認．小テスト予習時間と

復習時間の合算は 4時間 

福島修

一郎信

太 宗

也 

8 
臨床工学における血液レオロジー②（血液

ポンプや血管内の血流） 

予習：血液ポンプと補助人工心臓 復習：授

業資料の確認．小テスト予習時間と

復習時間の合算は 4時間 

福島修

一

郎

信

太 

宗

也 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①平常点評価<DP①>②課題評価（小テスト）<DP①> 

 

①40%

②60% 



授業科目名 計測工学 (工学) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎 

科目ナンバリング SS20BMEC005 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体医用計測機器は日進月歩で技術が進化しており、臨床工学に必須の技術であり、電子工学の応用である

様々な手法が開発されている。生体情報の性質や生体計測法の基本技術である運動系、電気電子系、熱系、

生体系の各システムにおいて利用されているセンサの原理、計測用センサについての電気・電子工学的知識

を修得し、センシングを有した新たな機器・システム開発の基礎を修得し、医用計測の原理とその応用機器

について学びます。 

 

学修目標 

１．生体計測の基礎が理解できる。<DP①>２．医療現場で用いられる生体計測装置の構造と機能が理解できる。<DP①>

３．種々の測定機器の原理を知り、説明できる。<DP①>４．アナログ式とディジタル式の測定器の、それぞれの特徴

や長所を説明できる。<DP①>５．応用技術が理解できる。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

電磁気学、電気回路、電子回路などに関する基礎的な知識と理解のあることが前提となります。電気工学、

電子工学を十分に復習しておいてください。 

 

教科書 

臨床工学講座 生体計測装置学 日本臨床工学技士教育施設協議会監修 医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-

263-73406-3 

 

参考書 

生体計測工学入門 橋本成広著 コロナ社 ISBN 4-339-00720-X 

 

研究室／オフィスアワー 

片山俊郎研究室／在室時は何時でも大丈夫です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 単位系と標準：基本単位と組立単位 

予習：(1 時間)目的、授業計画、到達目標を

知る。復習：(1 時間)単位系、次元

についてまとめる。 

片山 

2 誤差の種類と特徴 

予習：(1 時間)誤差について教科書を読む。

復習：(1 時間)系統誤差、偶然誤差

についてまとめる。 

片山 

3 雑音とその対策 

予習：(1 時間)雑音について教科書を読む。

復習：(1 時間)雑音とその対策につ

いてまとめる。 

片山 

4 差動増幅と CMRR 

予習：(1 時間)雑音について教科書を読む。

復習：(1 時間)差動増幅と CMRR につ

いてまとめる。 

片山 



5 トランスデューサと入力インピーダンス 

予習：(1 時間)トランスデューサについて調

べる。復習：(1 時間)トランスデュ

ーサについてまとめる。 

片山 

6 電極 
予習：(1 時間)電極について調べる。復習：

(1 時間)電極についてまとめる。 
片山 

7 抵抗型センサ(ストレインゲージ等) 

予習：(1 時間)抵抗型センサについて調べ

る。復習：(1 時間)抵抗型センサに

ついてまとめる。 

片山 

8 圧センサ(変位→抵抗) 

予習：(1 時間)圧センサについて調べる。復

習：(1 時間)圧センサについてまと

める。 

片山 

9 圧センサ(圧電素子) 

予習：(1 時間)圧電素子について調べる。復

習：(1 時間)圧電素子についてまと

める。 

片山 

10 超音波センサ１ 
予習：(1 時間)超音波について調べる。復習：

(1 時間)超音波についてまとめる。 
片山 

11 超音波センサ２ 

予習：(1 時間)ドプラ法について調べる。復

習：(1 時間)ドプラ法についてまと

める。 

片山 

12 温度センサ１ 

予習：(2 時間)サーミスタについて調べる。

復習：(2 時間)サーミスタについて

まとめる。 

片山 

13 温度センサ２ 

予習：(1 時間)サーモパイルについて調べ

る。復習：(1 時間)サーモパイルに

ついてまとめる。 

片山 

14 光センサ１ 

予習：(1 時間)光センサについて調べる。復

習：(1 時間)光センサについてまと

める。 

片山 

15 光センサ２ 
予習：(1 時間)赤外光について調べる。復習：

(1 時間)赤外光についてまとめる。 
片山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP①>②定期試験<DP①>出席基準：2/3 以上 

 

① 

30%② 

70% 



授業科目名 生体情報処理工学 (工学) 

主担当教員 中沢 一雄 担当教員 中沢 一雄／稲田 慎 

科目ナンバリング SS20BMEB006 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

生体情報の基礎となる知識を身につける、特に脳神経系および心臓循環器系の情報処理機構を学び、AI を含

めた生体情報の理論的基礎や処理手法について学習する。さらに、医用画像処理や人工心臓についても基本

知識や最新の研究成果などについて知識を広める。 

 

学修目標 

脳神経系および心臓循環器系を中心に種々の生体情報の特性を理解する。<DP①>生体情報のデータ処理やモデル・シ

ミュレーションの手法の考え方を身につける。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

臨床工学技士として業務に役立つ知識を身につけ、できれば研究分野への応用にも興味を広げてほしいと思

います。 

 

教科書 

無し。講義資料を配布する。 

 

参考書 

授業の中で紹介します。 

 

研究室／オフィスアワー 

中沢：C棟 7階研究室 720/金曜日金曜日９時～１０時３０分稲田：C棟７階研究室 714/水曜日 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス：生体の情報処理に学ぶ 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポートの作成学習所要時間目安：4

時間 

中沢一

雄 

2 
脳神経系の情報処理（１）：ニューロンと神

経回路 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間目安：4 時

間 

中沢一

雄 

3 脳神経系の情報処理（２） 学習・記憶・AI 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間目安：4 時

間 

中沢一

雄 

4 
脳の疾患と外科治療：脳神経外科領域での

手術支援の進歩 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間目安：4 時

間 

中沢一

雄（ゲ

ストス

ピ ー

カ） 

5 脳神経系の情報処理（３）：AI その２ 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間目安：4 時

間 

中沢一

雄 



6 脳神経系の情報処理（４）：AI その３ 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間目安：4 時

間 

中沢一

雄 

7 
心臓循環器系の情報処理（１）：心臓の機能

と構造，心臓電気生理学概論 

予習：特になし復習：講義資料、講義内容の

確認学習所要時間の目安：4時間 
稲田慎 

8 
心臓循環器系の情報処理（２）：心電図解析

による不整脈発生起源の同定 

予習：特になし復習：講義資料、講義内容の

確認学習所要時間の目安：4時間 
稲田慎 

9 
心臓循環器系の情報処理（３）：計算科学概

論，活動電位モデル・心臓形状モデルの構築 

予習：特になし復習：講義資料、講義内容の

確認学習所要時間の目安：4時間 
稲田慎 

10 
心臓循環器系の情報処理（４）：計測とシミ

ュレーションによる心臓刺激伝導系の解析 

予習：特になし復習：講義資料、講義内容の

確認学習所要時間の目安：4時間 
稲田慎 

11 
人工心臓：血液循環に使用される医療機器

の解説 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間目安：4 時

間 

中沢一

雄

（

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー

） 

12 

心臓循環器系の情報処理（５）：スーパーコ

ンピュータを用いた大規模シミュレーショ

ンによる不整脈解析 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間目安：4 時

間 

稲田 

慎 

13 医用画像処理（１） 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間目安：4 時

間 

中沢一

雄

（

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

） 

14 医用画像処理（２） 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間目安：4 時

間 

中沢一

雄

（

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

） 

15 医用画像処理（３） 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間目安：4 時

間 

中沢一

雄

（

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

） 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

課題評価（レポート提出、内容など）<DP①> 

 
1 



授業科目名 医用機器学概論 (工学) 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 布江田 友理 

科目ナンバリング SS20BMEB007 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医用機器の全体像と臨床医療における医用機器の役割を教授する。具体的には、病院内の医療機器安全管理

責任者の設置意義を説明し、生体計測・監視用機器の構成、原理、使用環境および使用条件、治療用機器の構

成、原理、使用環境および使用条件、医用機器で使用する電磁波、超音波、放射線、レーザなどの人体への影

響と適用原理、医用機器の事故事例と安全対策、医用機器適用時の倫理などについて解説する。※本科目は

実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1. 様々な医療機器の構造・機能の特徴・概要について説明できる。<DP①④>2. 第2種ME検定試験問題に対応でき

る。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

「授業計画」欄に記載されている内容に相当する部分を予め調べ、講義後は、疑問点を放置せず、自ら解決

できるように努力し、授業内容を自分自身の言葉でまとめ直すこと。 

 

教科書 

臨床工学技士標準テキスト ISBN978-4-307-77180-1 

 

参考書 

ME の基礎知識と安全管理改訂第 6版 （監修）日本生体医工学会 ME 技術教育委員会 南江堂 ISBN:  978-

4-524-26959-4 医療機器＆材料ディテールＢＯＯＫ 医学通信社 ISBN: 978-4-87058-660-4「イラスト図解

医療機器と検査・治療のしくみ」日本実業出版社 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医療機器とは 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認・課題・授業をも

とに自己学習ノート作成 1 時間予

習・復習を行う。 

布江田 

2 医療機器の安全対策 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認・課題・授業をも

とに自己学習ノート作成 1 時間予

習・復習を行う。 

布江田 

3 生体計測機器１；心電計、心電図モニタ 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認・課題・授業をも

とに自己学習ノート作成 1 時間予

習・復習を行う。 

布江田 



4 生体計測機器 2；血圧計 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認・課題・授業をも

とに自己学習ノート作成 1 時間予

習・復習を行う。 

布江田 

5 生体計測機器 3；パルスオキシメータ 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認・課題・授業をも

とに自己学習ノート作成 1 時間予

習・復習を行う。 

布江田 

6 生体計測機器 4；カプノメータ 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認・課題・授業をも

とに自己学習ノート作成 1 時間予

習・復習を行う。 

布江田 

7 生体計測機器 5；体温計 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認・課題・授業をも

とに自己学習ノート作成 1 時間予

習・復習を行う。 

布江田 

8 講義全体のまとめ 1 

予習：講義 1～7に関する問題を解き、これ

までの講義内容を理解する。復習：

キーワードの確認・授業をもとに自

己学習ノート作成 1時間予習・復習

を行う。 

布江田 

9 
治療の基礎医用治療機器 1; 輸液ポンプ・

シリンジポンプ 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認・課題・授業をも

とに自己学習ノート作成 1 時間予

習・復習を行う。 

布江田 

10 医用治療機器 2; 除細動器・AED 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認・課題・授業をも

とに自己学習ノート作成 1 時間予

習・復習を行う。 

布江田 

11 医用治療機器 3; 心臓ペースメーカ 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認・課題・授業をも

とに自己学習ノート作成 1 時間予

習・復習を行う。 

布江田 

12 医用治療機器 4; 電気手術器 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認・課題・授業をも

とに自己学習ノート作成 1 時間予

習・復習を行う。 

布江田 

13 講義全体のまとめ２ 

予習：講義 9～12 に関する問題を解き、こ

れまでの講義内容を理解する。復

習：キーワードの確認・課題 1時間

予習・復習を行う。 

布江田 

14 
医療機器の事故事例 安全対策(グループ

ディスカッション） 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認 1時間予習・復習

を行う。 

布江田 

15 
医療機器の事故事例 安全対策(グループ

ディスカッション） 

予習：シラバス確認・講義内容の把握復習：

キーワードの確認 1時間予習・復習

を行う。 

布江田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 平常点評価（受講態度、小テスト、課題）＜DP①④＞2. 定期試験  出題範囲：授業内に扱った全範

囲（配布したプリントも含む）＜DP①④＞3. 2/3 回以上出席が必要である。【フィードバック方法】講義前

に、前回の復習を行う。MORIPA「テスト管理」のフィードバック機能を活用する。小テストまたは課題の提

出締切後に講評を発表する。 

 

１ ． 30%

２．70% 



授業科目名 生体計測装置学 (工学) 

主担当教員 大久保 さやか 担当教員 
大久保 さやか／小宮山 恭弘／

脇 英彦／片山 俊郎 

科目ナンバリング SS20BMEC008 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体計測は様々な生体現象を計測対象としている。従って、生体現象である能動的電気現象、熱輸送現象、

生体内圧や血流等の物理現象及び受動的物理エネルギの反応現象を理解するために、生体電気計測機器、生

体温度計測機器、血圧・血流計測機器、呼吸機能計測機器及び画像計測機器の原理、仕組み、得られるデータ

の特性などについて学びます。 

 

学修目標 

1.  生体計測装置の原理と特徴を理解する。<DP①>2.  生体計測装置により計測させる生体現象を理解する。

<DP①>。3.  生体電気計測機器の原理、仕組み、得られるデータの特性を理解する。<DP①>。4.  カプノメータの

原理、仕組み、得られるデータの特性を理解する。<DP①>。5.  呼吸機能計測機器の原理、仕組み、得られるデータ

の特性を理解する。<DP①>。  6.  血圧・血流計測機器の原理、仕組み、得られるデータの特性を理解する。<DP①>。  

7.  心拍出量計の原 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 生体計測装置学の原理を理解するための電気・電子工学の知識を深める。2. 生体計測装置により計測さ

せる生体現象を理解するように努める。3. 生体計測装置の原理を理解し、その特徴を説明できるようにす

る。 

 

教科書 

臨床工学講座 生体計測装置学 日本臨床工学技士教育施設協議会監修 医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-

263-73406-3 

 

参考書 

最新臨床検査学講座 生理機能検査学 東條尚子・川良徳弘緒 医歯薬出版 ISBN-13: 978-4263223680 

 

研究室／オフィスアワー 

（検査学科）脇英彦研究室／小宮山恭弘研究室（臨床工学科）片山俊郎研究室／C棟 7階 職員室※各教員、

不在日が異なるため訪問の際は必ず事前予約をしてください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生体計測装置学について 

予習：(1 時間)目的、授業計画、到達目標を

知る。復習：(1 時間)授業内容をノ

ートにまとめる。 

片山 

2 非観血式血圧計 

予習：(1 時間)非観血式血圧計について教科

書を読む。復習：(1 時間)授業内容

をノートにまとめる。 

大久保 



3 観血式血圧計 

予習：(1 時間)観血式血圧計について教科書

を読む。復習：(1 時間)授業内容を

ノートにまとめる。 

大久保 

4 カプノメータ 

予習：(1 時間)カプノメータについて教科書

を読む。復習：(1 時間)授業内容を

ノートにまとめる。 

脇小宮

山 

5 パルスオキシメータ 

予習：(1 時間)パルスオキシメータについて

教科書を読む。復習：(1 時間)授業

内容をまとめる。 

片山 

6 血流計 

予習：(1 時間)血流計について教科書を読

む。復習：(1 時間)授業内容をまと

める。 

片山 

7 心拍出量計 

予習：(1 時間)心拍出量計について教科書を

読む復習：(1 時間)心拍出量計につ

いてまとめる。 

大久保

片山 

8 心電計 

予習：(1 時間)心電計について教科書を読

む。復習：(1 時間)心電計について

まとめる。 

小宮山 

脇 

9 脳波計 

予習：(1 時間)脳波計について教科書を読

む。復習：(1 時間)脳波計について

まとめる。 

小宮山 

脇 

10 筋電計 

予習：(1 時間)筋電計について教科書を読

む。復習：(1 時間)筋電計について

まとめる 

小宮山 

脇 

11 呼吸機能装置 

予習：(1 時間)呼吸機能装置について教科書

を読む。復習：(1 時間)呼吸機能装

置についてまとめる。 

小宮山 

脇 

12 超音波診断装置 1 

予習：(1 時間)超音波診断装置について教科

書を読む。復習：(1 時間)超音波診

断装置についてまとめる。 

小宮山 

脇 

13 超音波診断装置 2 

予習：(1 時間)超音波診断装置について教科

書を読む。復習：(1 時間)超音波診

断装置についてまとめる。 

小宮山 

脇 

14 核磁気共鳴画像計測装置 1 

予習：(1 時間)核磁気共鳴画像計測装置につ

いて教科書を読む。復習：(1 時間)

核磁気共鳴画像計測装置について

まとめる。 

小宮山 

脇 

15 核磁気共鳴画像計測装置 2 

予習：(1 時間)核磁気共鳴画像計測装置につ

いて教科書を読む。復習：(1 時間)

核磁気共鳴画像計測装置について

まとめる。 

脇小宮

山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テストもしくはレポート<DP①>②定期試験<DP①> 

 

① 

30%② 

70% 



授業科目名 生体計測装置学実習 (工学 B) 

主担当教員 大久保 さやか 担当教員 
大久保 さやか／小宮山 恭弘／

脇 英彦／片山 俊郎 

科目ナンバリング SS20BMEC009 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
金曜 1 限、金曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体計測装置は日進月歩で技術が進化しており、臨床工学に必須の技術であり、電子工学の応用である様々

な手法が開発されている。生体情報の性質や生体計測法の基本技術である電気的手法、物理学的手法に基づ

く生体計測の機器構成とその操作法について実習を通して学修する。 

 

学修目標 

1. 生体計測装置の原理や構造について理解する。<DP①④>2. 生体計測装置の適切な操作および保守点検ができるよ

うになる。<DP①④>3. 生体計測装置の検査結果を理解し、生理的現象について理解できるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

人体の構造と機能および臨床生理学について復習をし、生体計測装置学で学んだ知識を整理すること。 

 

教科書 

臨床工学講座 生体計測装置学 日本臨床工学技士教育施設協議会監修 医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-

263-73406-3 

 

参考書 

最新臨床検査学講座 生理機能検査学 東條尚子・川良徳弘緒 医歯薬出版 ISBN-13: 978-4263223680 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習担当のオフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 

予習：シラバスの確認復習：注意事項の確認

予習 1時間予習・復習（レポート作

成含む）を行う。 

片山脇 

2 循環器関連モニター① 

予習：心電計・心電モニタについて教科書を

読む。復習：実習結果からレポート

を作成する。1 時間予習・復習（レ

ポート作成含む）を行う。 

藤江布

江田大

久保 

3 非観血式血圧計・観血式血圧計 

予習：非観血式血圧・観血式血圧計について

教科書を読む。復習：実習結果から

レポートを作成する。1 時間予習・

復習（レポート作成含む）を行う。 

藤江布

江田大

久保 

4 パルスオキシメータ・血圧脈波検査装置 

予習：パルスオキシメータ・血圧脈波検査装

置について教科書を読む。復習：実

習結果からレポートを作成する。1

時間予習・復習（レポート作成含む）

藤江布

江田大

久保 



を行う。 

5 スパイロメータ・カプノメータ 

予習：スパイロメータ・カプノメータについ

て教科書を読む。復習：実習結果か

らレポートを作成する。1時間予習・

復習（レポート作成含む）を行う。 

藤江布

江田大

久保 

6 心電図計測 

予習：心電計について教科書を読む。復習：

実習結果からレポートを作成する。

1 時間予習・復習（レポート作成含

む）を行う。 

藤江布

江田大

久保 

7 呼吸計測 

予習：心電計について教科書を読む。復習：

実習結果からレポートを作成する。

1 時間予習・復習（レポート作成含

む）を行う。 

藤江布

江田大

久保 

8 心電図検査 

予習：心電計について教科書を読む。復習：

実習結果からレポートを作成する。

1 時間予習・復習（レポート作成含

む）を行う。 

小宮山 

脇 

9 負荷心電図 

予習：負荷心電図の種類について調べる復

習：負荷心電図の意義についてまと

める 1時間予習・復習（レポート作

成含む）を行う。 

小宮山 

脇 

10 呼吸機能検査実習 1 

予習：呼吸機能検査について教科書を読む

復習：実習内容についてまとめる 1

時間予習・復習（レポート作成含む）

を行う。 

小宮山 

脇 

11 呼吸機能検査実習 2 

予習：呼吸機能検査について教科書を読む

復習：実習内容についてまとめる 1

時間予習・復習（レポート作成含む）

を行う。 

小宮山 

脇 

12 筋電図検査(神経伝導速度検査） 

予習：筋電図検査について教科書を読む復

習：実習内容についてまとめる 1時

間予習・復習（レポート作成含む）

を行う。 

小宮山 

脇 

13 超音波検査 1 B モード法 

予習：超音波査について教科書を読む復習：

実習内容についてまとめる1時間予

習・復習（レポート作成含む）を行

う。 

小宮山 

脇 

14 超音波検査 2 カラードプラ法 

予習：超音波査について教科書を読む復習：

実習内容についてまとめる1時間予

習・復習（レポート作成含む）を行

う。 

小宮山 

脇 

15 超音波検査 3 FFT 解析 

予習：超音波査について教科書を読む復習：

実習内容についてまとめる1時間予

習・復習（レポート作成含む）を行

う。 

小宮山 

脇 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 平常点評価(受講態度、発表内容、議論への貢献度など) <DP①④>② 課題評価(レポート提出、内容

など)<DP①④>出席基準：4/5 以上 

 

① 

60%② 

40% 



授業科目名 生体計測装置学実習 (工学 A) 

主担当教員 大久保 さやか 担当教員 
大久保 さやか／小宮山 恭弘／

脇 英彦／片山 俊郎 

科目ナンバリング SS20BMEC009 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
金曜 1 限、金曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体計測装置は日進月歩で技術が進化しており、臨床工学に必須の技術であり、電子工学の応用である様々

な手法が開発されている。生体情報の性質や生体計測法の基本技術である電気的手法、物理学的手法に基づ

く生体計測の機器構成とその操作法について実習を通して学修する。 

 

学修目標 

1. 生体計測装置の原理や構造について理解する。<DP①④>2. 生体計測装置の適切な操作および保守点検ができるよ

うになる。<DP①④>3. 生体計測装置の検査結果を理解し、生理的現象について理解できるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

人体の構造と機能および臨床生理学について復習をし、生体計測装置学で学んだ知識を整理すること。 

 

教科書 

臨床工学講座 生体計測装置学 日本臨床工学技士教育施設協議会監修 医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-

263-73406-3 

 

参考書 

最新臨床検査学講座 生理機能検査学 東條尚子・川良徳弘緒 医歯薬出版 ISBN-13: 978-4263223680 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習担当のオフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 

予習：シラバスの確認復習：注意事項の確認

予習 1時間予習・復習（レポート作

成含む）を行う。 

片山脇 

2 循環器関連モニター① 

予習：心電計・心電モニタについて教科書を

読む。復習：実習結果からレポート

を作成する。1 時間予習・復習（レ

ポート作成含む）を行う。 

藤江布

江田大

久保 

3 非観血式血圧計・観血式血圧計 

予習：非観血式血圧・観血式血圧計について

教科書を読む。復習：実習結果から

レポートを作成する。1 時間予習・

復習（レポート作成含む）を行う。 

藤江布

江田大

久保 

4 パルスオキシメータ・血圧脈波検査装置 

予習：パルスオキシメータ・血圧脈波検査装

置について教科書を読む。復習：実

習結果からレポートを作成する。1

時間予習・復習（レポート作成含む）

藤江布

江田大

久保 



を行う。 

5 スパイロメータ・カプノメータ 

予習：スパイロメータ・カプノメータについ

て教科書を読む。復習：実習結果か

らレポートを作成する。1時間予習・

復習（レポート作成含む）を行う。 

藤江布

江田大

久保 

6 心電図計測 

予習：心電計について教科書を読む。復習：

実習結果からレポートを作成する。

1 時間予習・復習（レポート作成含

む）を行う。 

藤江布

江田大

久保 

7 呼吸計測 

予習：心電計について教科書を読む。復習：

実習結果からレポートを作成する。

1 時間予習・復習（レポート作成含

む）を行う。 

藤江布

江田大

久保 

8 心電図検査 

予習：心電計について教科書を読む。復習：

実習結果からレポートを作成する。

1 時間予習・復習（レポート作成含

む）を行う。 

小宮山 

脇 

9 負荷心電図 

予習：負荷心電図の種類について調べる復

習：負荷心電図の意義についてまと

める 1時間予習・復習（レポート作

成含む）を行う。 

小宮山 

脇 

10 呼吸機能検査実習 1 

予習：呼吸機能検査について教科書を読む

復習：実習内容についてまとめる 1

時間予習・復習（レポート作成含む）

を行う。 

小宮山 

脇 

11 呼吸機能検査実習 2 

予習：呼吸機能検査について教科書を読む

復習：実習内容についてまとめる 1

時間予習・復習（レポート作成含む）

を行う。 

小宮山 

脇 

12 筋電図検査(神経伝導速度検査） 

予習：筋電図検査について教科書を読む復

習：実習内容についてまとめる 1時

間予習・復習（レポート作成含む）

を行う。 

小宮山 

脇 

13 超音波検査 1 B モード法 

予習：超音波査について教科書を読む復習：

実習内容についてまとめる1時間予

習・復習（レポート作成含む）を行

う。 

小宮山 

脇 

14 超音波検査 2 カラードプラ法 

予習：超音波査について教科書を読む復習：

実習内容についてまとめる1時間予

習・復習（レポート作成含む）を行

う。 

小宮山 

脇 

15 超音波検査 3 FFT 解析 

予習：超音波査について教科書を読む復習：

実習内容についてまとめる1時間予

習・復習（レポート作成含む）を行

う。 

小宮山 

脇 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 平常点評価(受講態度、発表内容、議論への貢献度など) <DP①④>② 課題評価(レポート提出、内容

など)<DP①④>出席基準：4/5 以上 

 

① 

60%② 

40% 



授業科目名 医用治療機器学 (工学) 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 
布江田 友理／西垣 孝行／加納 

寛也 

科目ナンバリング SS20BMEC010 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 2 限、水曜

3 限、水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床医学における治療には様々あり、薬剤療法における内科的療法、手術や人工臓器療法を中心とした外科

的療法、物理エネルギーを用いた理学・放射線療法、精神療法に大別される。最近では、薬剤と何らかの物理

的作用を併用した薬剤溶出性ステントや、画像支援下のナビゲーション手術による経内視鏡や経カテーテル

的治療法があり、治療機器を用いて治療が行われることが多い。そのため、臨床工学技士の業務内容は拡大

しており、原理や機能、操作運用、保守管理に関わる基礎知識をもつ必要がある。 本講義では、各治療機器

の原理および構造を学び、治療効果ならびに保守管理技術を教授する。※本科目は実務経験のある教員等に

よる授業科目です 

 

学修目標 

1. 医用治療機器学における各機器について、原理構造、操作運用、保守管理に関わる基礎知識を深め、理解する。

<DP①④>2. 第２種ME技術実力検定試験の範囲内容を理解する。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書の「授業計画」欄に記載されている内容に相当する部分を予め読み、講義後は、疑問点を放置せず、自

ら解決できるように努力し、授業内容を自分自身の言葉でまとめ直すこと。 

 

教科書 

臨床工学講座 医用治療機器学 医歯薬出版株式会社 ISBN; 978-4-263-73419-3 

 

参考書 

・ME の基礎知識と安全管理  南江堂 ISBN:  978-4-524-26959-4 ・講義中に紹介する書籍 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員 研究室および教職員室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 各種医用治療機器の概論 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

布江田 

2 
機械的治療機器 (輸液ポンプとシリンジ

ポンプ） 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

西垣 

3 
電磁気治療機器(体外式・体内式ペースメー

カ) 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

西垣 



4 電磁気治療機器(除細動器） 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

西垣 

5 最新の不整脈治療機器(PM と ICD と CRT-D） 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

西垣 

6 
最新の不整脈カテーテル治療機器（カテー

テルアブレーション装置） 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

西垣 

7 機械的治療機器(吸引器) 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

加納 

8 機械的治療機器(結石砕石装置) 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

加納 

9 
機械的治療機器(冠動脈インターベンショ

ン） 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

加納 

10 
機械的治療機器(大動脈と末梢血管に対す

るインターベンション） 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

加納 

11 光治療機器 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

布江田 

12 超音波治療機器 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

布江田 

13 内視鏡 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

布江田 

14 熱治療機器 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

布江田 

15 講義全体のまとめ 

予習：シラバス確認・講義内容の把握(2 時

間)復習：キーワード確認・講義ノー

トの完成(2 時間) 

布江田

加

納

・

西

垣 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

出席基準：2/3 回以上必要である。①平常点評価（受講態度、講義内で行われた小テストまたは課題を含

む）②試験評価＜DP①④＞＜フィードバックの方法＞講義開始前に、前回の復習を行う。小テストまたは

課題について、講義後に講評を発表する。 

 

①20 ％

②80％ 



授業科目名 医用治療機器学実習 (工学 B) 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 
布江田 友理／西垣 孝行／加納 

寛也／大久保 さやか 

科目ナンバリング SS20BMEC011 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 3 限、水曜

4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体に物理的エネルギーを加えて治療を行う医療機器について、原理や構造を含めて治療効果および組織障

害などの副作用について、医用治療機器学で学修しました。本講義では、その知識をもとに、実際に治療機

器を触れながら、治療機器の原理および操作方法、保守管理技術を学修する。さらに、医用治療機器の概要

及び注意点について説明できる能力を身につける。 

 

学修目標 

1. 医用治療機器の機能および構造と保守管理技術を理解させ、実践できる。＜DP①④＞2. 医用治療機器に用いる物

理エネルギーによる生体および他の機器への影響を理解し、説明できる。＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

無断の遅刻・欠席は厳禁です。臨床現場で実践している外部講師も招待するため、臨床実習を想定し、実習

に取り組んで下さい。 あらかじめ実習書・講義資料・教科書などを参考に、実習内容について十分下調べ

を行った上で、目的意識を持って積極的に実習に臨んでください。白衣およびフェイスシールドを着用しな

ければ、受講できません。 

 

教科書 

実習前に配布される実習書や参考資料（プリント） 

 

参考書 

開講中の医用治療機器学および２年までに開講された医用工学、医用機器学概論、人体機能補助装置学の教

科書・講義資料・ME の基礎知識と安全管理  南江堂 ISBN:  978-4-524-26959-4・臨床工学講座 医用治療

機器学 医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-263-73419-3 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習担当のオフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 【ブタ心臓解剖１】構造の理解 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

加納・

西垣大

久保 

2 【ブタ心臓解剖２】機能の理解 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

加納・

西垣大

久保 



3 
【心臓ペースメーカ】特性・原理の演習・実

習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

西垣大

久保 

4 【心臓ペースメーカ】操作技術の演習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

西垣大

久保 

5 【心臓ペースメーカ】保守点検の演習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

西垣大

久保 

6 【電気手術器】特性・原理の演習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

西垣 

7 【電気手術器】操作技術の演習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

西垣 

8 
【経皮的血管内治療器】特性・原理の演習・

実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

加納大

久

保 

9 
【経皮的血管内治療器】操作技術の演習・実

習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

加納大

久保 

10 
【内視鏡外科・内科手術器】特性・原理の演

習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

西

垣 

11 
【内視鏡外科・内科手術器】操作技術の演

習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

西

垣 

12 
【超音波凝固切開装置】特性・原理・操作技

術の演習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

大

久

保 

13 
【光学治療機器】特性・原理・操作技術の演

習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

大

久

保 

14 防護服作成１ 

予習：防護服構造・構成復習：標準予防策、

感染対策 2 時間防護服作成に費や

す。 

布江田

加

納

・

西

垣

大

久

保 

15 防護服作成２ 

予習：防護服構造・構成復習：標準予防策、

感染対策 2 時間防護服作成に費や

す。 

布江田

加

納

・

西

垣

大

久

保 



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席が必要であるが、全実習の出席を求む。また、各項目のレポートを提出することが必要で

あり、提出遅れは減点とする。①平常点評価（受講態度、発表内容、議論への貢献度など）＜DP①④＞

②課題評価（レポート提出、内容など）＜DP①④＞【フィードバック方法】レポートの返却はしない。レポー

トで指摘・注意が必要な場合は、口頭または MOIRIPA「課題管理」内のフィードバック機能を活用する。 

 

①20%

②80% 



授業科目名 医用治療機器学実習 (工学 A) 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 
布江田 友理／西垣 孝行／加納 

寛也／大久保 さやか 

科目ナンバリング SS20BMEC011 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 1 限、水曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体に物理的エネルギーを加えて治療を行う医療機器について、原理や構造を含めて治療効果および組織障

害などの副作用について、医用治療機器学で学修しました。本講義では、その知識をもとに、実際に治療機

器を触れながら、治療機器の原理および操作方法、保守管理技術を学修する。さらに、医用治療機器の概要

及び注意点について説明できる能力を身につける。 

 

学修目標 

1. 医用治療機器の機能および構造と保守管理技術を理解させ、実践できる。＜DP①④＞2. 医用治療機器に用いる物

理エネルギーによる生体および他の機器への影響を理解し、説明できる。＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

無断の遅刻・欠席は厳禁です。臨床現場で実践している外部講師も招待するため、臨床実習を想定し、実習

に取り組んで下さい。 あらかじめ実習書・講義資料・教科書などを参考に、実習内容について十分下調べ

を行った上で、目的意識を持って積極的に実習に臨んでください。白衣およびフェイスシールドを着用しな

ければ、受講できません。 

 

教科書 

実習前に配布される実習書や参考資料（プリント） 

 

参考書 

開講中の医用治療機器学および２年までに開講された医用工学、医用機器学概論、人体機能補助装置学の教

科書・講義資料・ME の基礎知識と安全管理  南江堂 ISBN:  978-4-524-26959-4・臨床工学講座 医用治療

機器学 医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-263-73419-3 

 

研究室／オフィスアワー 

各実習担当のオフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 【ブタ心臓解剖１】構造の理解 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

加納・

西垣大

久保 

2 【ブタ心臓解剖２】機能の理解 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

加納・

西垣大

久保 



3 
【心臓ペースメーカ】特性・原理の演習・実

習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

西垣大

久保 

4 【心臓ペースメーカ】操作技術の演習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

西垣大

久保 

5 【心臓ペースメーカ】保守点検の演習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

西垣大

久保 

6 【電気手術器】特性・原理の演習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

西垣 

7 【電気手術器】操作技術の演習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

西垣 

8 
【経皮的血管内治療器】特性・原理の演習・

実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

加納大

久

保 

9 
【経皮的血管内治療器】操作技術の演習・実

習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

加納大

久保 

10 
【内視鏡外科・内科手術器】特性・原理の演

習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

西

垣 

11 
【内視鏡外科・内科手術器】操作技術の演

習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

西

垣 

12 
【超音波凝固切開装置】特性・原理・操作技

術の演習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

大

久

保 

13 
【光学治療機器】特性・原理・操作技術の演

習・実習 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

布江田

大

久

保 

14 防護服作成１ 

予習：防護服構造・構成復習：標準予防策、

感染対策 2 時間防護服作成に費や

す。 

布江田

加

納

・

西

垣

大

久

保 

15 防護服作成２ 

予習：防護服構造・構成復習：標準予防策、

感染対策 2 時間防護服作成に費や

す。 

布江田

加

納

・

西

垣

大

久

保 



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席が必要であるが、全実習の出席を求む。また、各項目のレポートを提出することが必要で

あり、提出遅れは減点とする。①平常点評価（受講態度、発表内容、議論への貢献度など）＜DP①④＞

②課題評価（レポート提出、内容など）＜DP①④＞【フィードバック方法】レポートの返却はしない。レポー

トで指摘・注意が必要な場合は、口頭または MOIRIPA「課題管理」内のフィードバック機能を活用する。 

 

①20%

②80% 



授業科目名 画像診断装置学 (工学) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 

片山 俊郎／山口 功／大西 英

雄／船橋 正夫／垣本 晃宏／小

縣 裕二 

科目ナンバリング SS20BMEB012 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

人体を傷つけることなく、外部からは目視できない生体内部を画像化し、断層像や 3 次元画像を得る医用画

像装置の普及は目覚ましいものがある。本講義では、臨床現場で利用されている X線撮影装置、X線 CT 装置、

MRI 装置、核医学診断装置などの原理を学び、さらに医用画像装置の臨床応用から安全管理に至るまで幅広く

講義する。また、臨床現場で利用されている医用画像分野における情報通信工学の技術者となるために必要

な基礎知識を習得する。 

 

学修目標 

1．各種医用画像装置の撮像原理、構造、要素技術の概要を理解する。＜DP①＞2．各種医用画像装置の臨床での役割、

臨床工学技士との関わりおよび各種医用画像の特徴を理解する。＜DP①＞3．各種医用画像装置の安全管理方法の概

要を理解する。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．遅刻早退、講義中の私語等の迷惑行為は厳禁。迷惑行為が正されない場合は退室を命じる。2．授業を受

講するマナーを守ること。 

 

教科書 

「≪系統看護学講座 別巻≫ 臨床放射線医学（第 10 版）」 医学書院 尾尻博也 ISBN：978-4-260-04217-8 

 

参考書 

「臨床工学講座 生体計測装置学」 医歯薬出版 石原謙 ISBN：978-4-263-73406-3 

 

研究室／オフィスアワー 

南棟 7階研究室 21（片山）、さくら棟 5階研究室（診療放射線学科教員） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 【概要】画像診断装置学について 

予習：シラバスと教科書・参考書を確認する

（2 時間）復習：放射線工学概論で

学ぶ内容と学習計画を立てる（2 時

間） 

片山 

2 
【X 線発生装置①】X 線の発見、X 線と画像

のなりたち 

予習：教科書 p2-14、参考書 p221-224、p226-

231（2 時間）復習：X線について整

理しノートにまとめる（2時間） 

小縣 

3 
【X線発生装置②】X線源装置、高電圧発生

装置、制御装置 

予習：教科書 p26-39、参考書 p224-226（2

時間）復習：X 線装置について整理

しノートにまとめる（2時間） 

小縣 



4 
【X線診断装置①】画像診断装置の概要と検

査の実際および最新画像処理の紹介 

予習：教科書 p26-46（2 時間）復習：各種検

査について整理しノートにまとめ

る。（2時間） 

船橋 

5 
【X線診断装置②】X-TV 造影検査/治療の概

要と臨床工学技士の関わり 

予習：教科書 p148-167（2 時間）復習：各種

検査について整理しノートにまと

める。（2時間） 

船橋 

6 
【X 線診断装置③】血管造影検査/治療の概

要と臨床工学技士の関わり 

予習：教科書 p148-167（2 時間）復習：臨床

工学技士の画像診断検査/治療への

関わりを整理しノートにまとめる。

（2時間） 

船橋 

7 【X線 CT 装置①】CT 装置、画像の成り立ち 

予習：教科書 p47-55（2 時間）復習：CT 装

置の特徴と画像の成り立ちを整理

しノートにまとめる（2時間） 

山口 

8 
【X線 CT 装置②】CT 装置の安全管理、CT 検

査の実際 

予習：教科書 p56-70（2 時間）復習：CT 装

置の安全管理について整理しノー

トにまとめる（2時間） 

山口 

9 
【核磁気共鳴画像計測①】MRI の特徴、MRI

装置 

予習：教科書 p71-76（2 時間）復習：MRI 装

置の特徴と撮像原理を整理しノー

トにまとめる（2時間） 

山口 

10 
【核磁気共鳴画像計測②】MRI 画像の成り立

ち 

予習：教科書 p76-84（2 時間）復習：MRI 画

像の特徴と画像の成り立ちを整理

しノートにまとめる（2時間） 

山口 

11 
【核磁気共鳴画像計測③】MRI 装置の安全管

理、MRI 検査の実際 

予習：教科書 p84-90（2 時間）復習：MRI 装

置の安全管理について整理しノー

トにまとめる（2時間） 

山口 

12 

【RI による画像計測①】核医学検査の特徴、

放射性医薬品の特徴、シンチレーションカ

メラ及び各種測定機器の原理 

予習：教科書 p126-145（2 時間）復習：核医

学検査の長所と短所、放射性同位元

素およびシンチレーションカメラ

の構造について整理しノートにま

とめる（2時間） 

大西 

13 
【RI による画像計測②】SPECT 装置ならび

に各種核医学検査の実際 

予習：教科書 p126-145（2 時間）復習：SPECT

検査、血流動態、核医学画像の特徴

について整理しノートにまとめる

（2時間） 

大西 

14 

【RI による画像計測③】放射性核種のβ＋

壊変、消滅放射線(γ 線)、PET 製剤に関す

る基礎知識 

予習：教科書 p145-146（2 時間）復習：β＋

壊変、γ線および PET 製剤について

整理しノートにまとめる（2時間） 

垣本 

15 

【RI による画像計測④】【学習到達度の確認

テスト】PET 装置による画像取得原理の習得

および臨床検査学習到達度の確認テストを

行う 

予習：教科書 p145-146（2 時間）復習：FDG-

PET 検査、脳検査の特徴について整

理しノートにまとめる（2時間） 

垣本 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 学習到達度の確認テスト② 授業に取り組み姿勢・試験・課題に対するフィードバック方法  確認テ

ストは基本的に返却しないが、希望者には評価を開示する。 

 

①70%

②30% 



授業科目名 医用監視システム装置学 (工学) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎 

科目ナンバリング SS20BMEC013 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

集中治療室では、術後症例、多臓器障害例、急性呼吸器不全、慢性呼吸器不全の急性憎悪、急性心 不全、意

識障害等あらゆる重症疾患患者が収容されており、血圧、酸素、体温、心電図モニタ等の各種監視装置が使

用されている。病態と治療内容、各種モニタを観察し集中治療領域における医療機器について理解を深める。

※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。 

 

学修目標 

集中治療室における臨床工学技士として基礎的な実践能力を身につけ、医療における臨床工学の重要性を理解する。 

<DP①>①集中治療室における医用監視システム装置の機能について理解する。<DP①>②循環モニタの構成と機能と適

応疾患について理解する。<DP①>③呼吸モニタの構成と機能と適応疾患について理解する。<DP①>④代謝モニタの構

成と機能と適応疾患について理解する。<DP①>⑤各種モニタの実際について理解する。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 医用監視システム装置学の原理を理解するための電気・電子工学の知識を深める。2. 医用監視システム

装置により計測させる生体現象を理解するように努める。3. 医用監視システム装置の原理を理解し、その特

徴を説明できるようにする。 

 

教科書 

臨床工学講座 生体計測装置学 日本臨床工学技士教育施設協議会監修 医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-

263-73406-3 

 

参考書 

ICU・CCU のベッドサイドモニタリング―写真と図解でマスター!  妙中信之監修 メディカ出版 ISBN-13: 

978-4840421492 

 

研究室／オフィスアワー 

片山俊郎研究室(C 棟７F研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は何時でも大丈夫です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医用監視システムとは 
予習：目的、授業計画、到達目標を知る。復

習：授業内容をまとめる。 
片山 

2 循環モニタ(心電図 1) 
予習：心電図について教科書を読む。復習：

授業内容をまとめる。 
片山 

3 循環モニタ(心電図 2) 

予習：循環モニタについて教科書を読む復

習：心電図モニタについてまとめ

る。 

片山 

4 循環モニタ(血圧) 
予習：血圧について教科書を読む。復習：血

圧モニタについてまとめる。 
片山 



5 循環モニタ(心機能評価) 
予習：心機能評価について教科書を読む。復

習：心機能評価についてまとめる。 
片山 

6 循環モニタ(中心静脈圧・肺動脈圧) 

予習：中心静脈圧・肺動脈圧について教科書

を読む。復習：中心静脈圧・肺動脈

圧について纏める 

片山 

7 呼吸モニタ(パルスオキシメータ) 

予習：パルスオキシメータについて教科書

を読む。復習：パルスオキシメータ

についてまとめる。 

片山 

8 呼吸モニタ(カプノメータ 1) 
予習：呼吸について教科書を読む。復習：呼

吸モニタについてまとめる。 
片山 

9 呼吸モニタ(カプノメータ 2) 

予習：呼吸モニタについて教科書を読む。復

習：カプノメータについてまとめ

る。 

片山 

10 呼吸モニタ(血液ガス) 
予習：血液ガスについて教科書を読む。復

習：血液ガスについてまとめる。 
片山 

11 呼吸モニタ(酸塩基平衡) 
予習：酸塩基平衡について教科書を読む。復

習：酸塩基平衡についてまとめる。 
片山 

12 代謝モニタ(尿量・性状) 
予習：尿量・性状について教科書を読む。復

習：尿量・性状についてまとめる。 
片山 

13 代謝モニタ(体温１) 
予習：体温について教科書を読む。復習：体

温モニタについてまとめる。 
片山 

14 代謝モニタ(体温２) 
予習：代謝モニタについて教科書を読む。復

習：体温測定についてまとめる。 
片山 

15 モニタリングに関するまとめ 
予習：まとめたノートを確認する。復習：追

加・補足を行う。 
片山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

出席基準：2/3 回以上必要である。①平常点評価（受講態度、講義ノートの確認、小テストなど）②試験評

価＜DP①④＞＜フィードバックの方法＞講義開始前に、前回の復習を行う。小テストまたは課題につい

て、講義後に講評を発表する。 

 

① 

30%② 

70% 



授業科目名 体外循環装置学 (工学) 

主担当教員 西垣 孝行 担当教員 西垣 孝行 

科目ナンバリング SS20BMEB014 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生命維持管理装置の一つである人工心肺システムを構成する材料をはじめ血液ポンプ、人工肺、フィルター、

リザーバなどについてその基礎から最新の技術面を含めて教授する。まず、血液ポンプ、人工肺、人工心肺

の原理と構成について解説する。次に血液に対する影響、内分泌、免疫への影響、循環動態などの体外循環

の病態生理について解説し、さらに人工心肺充填液、適正灌流量、モニタリング、心筋保護などの体外循環

技術を学習させる。また体外循環のトラブル対策、合併症など安全管理について教授する。※本科目は実務

経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

人工心肺の歴史から現在の臨床現場で使用されているシステム構成と特徴が説明できる。＜DP①＞体外循環の病態生

理が説明できる。＜DP①＞人工心肺装置の操作に必要なモニターや充填液組成、心筋保護液組成などが説明できる。

＜DP①＞人工心肺装置のトラブルや合併症の対策について、説明できる。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

人工心肺装置は、全身の生理学や解剖学、血液学など、非常に多岐にわたる基礎知識を患者さんの病態に合

わせて結びつけながら学習しなければなりません。さらに人工心肺の管理中は、非生理学と言われる程、人

体は非常に特殊な状況になります。予習・復習を必ず実施してください。 

 

教科書 

臨床工学講座「生体機能代行装置学 体外循環装置」、医歯薬出版株式会社、監修：一般社団法人 日本臨床

工学技士教育施設協議会 編集：見目 恭一、福長 一義、ISBN978-4-263-73411-7 C3347 

 

参考書 

日本体外循環技術医学会ホームページ「http://jasect.sakura.ne.jp/」近畿地方会ホームページ

「http://jasect-k.umin.jp/」 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階：教員室/オフィスアワー：水曜日午前、木曜日午前・午後必ず事前に連絡してください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 人工心肺の概要と歴史 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

2 人工心肺総論 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 



3 人工心肺回路のデバイス構成 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

4 人工心肺装置の周辺機器と構成 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

5 生体との接続とトラブル 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

6 人工心肺装置のモニタリング 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

7 心臓手術時の生体側モニタリング 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

8 体外循環の生理 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

9 体外循環の病態生理 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

10 心筋保護の目的と概念 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

11 心筋保護液の注入の種類と実際 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

12 通常の体外循環操作の実際 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

13 
人工心肺の安全管理（トラブルシューティ

ング） 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

14 人工心肺の離脱と止血操作 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

15 人工心肺の実際のまとめ 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて自修を１

時間実施する。 

西垣 

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１、授業で生じた質問に対するレポート＜DP①＞２、授業の範囲に対して実施する小テスト＜DP①＞   

＊提出期限・作成方法等の詳細は、授業内で説明します。小テストは、その都度、回答と解説を開示す

る。授業範囲の質問に関しては、補足説明をオンデマンド配信する。３、定期試験＜DP①＞  出題範

囲：授業内で扱った範囲（小テストの内容を含む）４、4/5 回以上の出席が必要。 

 

１ 、 ２

０％２、

２ ０ ％

３ 、 ６

０％ 



授業科目名 体外循環療法学 (工学) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 加納 寛也 

科目ナンバリング SS20BMEC015 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生命維持管理装置の一つである人工心肺装置を必要とする心臓血管外科手術の主な対象疾患である、虚血性

心疾患・心臓弁膜症・大血管疾患・静脈疾患・先天性心疾患などを解説し、これら疾患に対する人工心肺操作

の必要性に繋げ心臓血管外科手術内容の理解を深め、人工心肺装置にかかわる合併症などについても教授す

る。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

人工心肺の構成、原理が説明できる DP1各疾患ごとの病態生理が説明できる DP1各疾患に対する人工心肺操作の手

順、原理について説明できる DP1 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

心臓血管外科手術は他の外科的手術とは異なり、特異性が増します。人工心肺装置と患者が手術中に繋がる

なかで、その疾患を理解した人工心肺管理ができるよう身につけてください。体外循環学はもちろん病理学、

血液学など幅が広いですが、気になることは調べて予習復習に取り組んでください。 

 

教科書 

臨床工学技士標準テキスト 第 3版増補 2019   ：金原出版臨床工学講座 生体機能代行装置学 体外循

環、医歯薬出版株式会社（2年後期：体外循環装置学指定教科書） 

 

参考書 

日本循環器学会ガイドラインシリーズ http://j-circ.or.jp/guideline/体外循環装置学で使用した資料一

式心臓血管外科手術のまずはここから：メジカルビュー社心臓血管外科手術エクセレンス・弁膜症の手術：

中山書店心臓血管外科手術エクセレンス２弁膜症の手術：中山書店心臓血管外科手術エクセレンス・冠動脈

疾患の手術：中山書店心臓血管外科手術エクセレンス・大動脈疾患手術：中山書店臨床工学技士イエローノ

ート（臨床編）：メジカルビュー社 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階：教職員室（事前予約制：金曜日を除く） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 心臓血管外科手術とは 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

2 人工心肺歴史/静脈疾患 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

加納 



理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

3 虚血性心疾患 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

4 弁膜症疾患 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

5 心不全 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

6 大動脈疾患（大動脈瘤） 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

7 大動脈疾患（急性大動脈解離） 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

8 中間試験（小テスト） 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

9 先天性心疾患 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

10 急性大動脈解離に合併する臓器灌流不全 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

11 胸腹部大動脈疾患１ 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

12 胸腹部大動脈疾患２ 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

13 急性大動脈解離に合併する臓器灌流不全 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

14 特殊症例 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 



15 総論、まとめおよび確認 

予習：今までの講義内容に沿った教科書お

よび参考資料、作成ノートを用いて

確認復習：講義内容時に作成した自

身のノートを見直し理解を深めこ

れまでの項目において自宅で合計

30 時間程度の自己学習をしておく

こと 

加納 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1、中間テスト(DP1)2、定期テスト(DP1)フィードバック：講義毎にモリパで講義に対する総括を掲示 

 

1 、 

30%2 、 

70% 



授業科目名 体外循環実習 (工学 B) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 加納 寛也／西垣 孝行 

科目ナンバリング SS20BMEC016 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 3 限、月曜

4 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

体外循環装置学、体外循環療法学を教授し、実際の人工心肺装置に触れ操作し、実臨床で必要な技術知識を

習得させる。実臨床に近い形で、シミュレータを用いた人工心肺操作や、トラブルシューティング等を習得

し、模擬患者情報の収集から手術プランまでのカンファレンスを実施し、各疾患症例に対する人工心肺プラ

ンの提示、模擬手術の実際にいたるまで教授する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1、人工心肺回路のプライミングができる DP1.42、心疾患の症例に応じた手術プラン、人工心肺管理プランの提示が

できる DP1.43、人工心肺操作を振り返り、術後経過についてプレゼンテーションができる DP1.4 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習毎にて学生自身で手順書を作成します。体外循環装置学、体外循環療法学を十分に復習し理解したうえ

で実習に挑んでください。（購入した白衣・ズボン・シューズ持参の事）病院での業務同様に準備から実習と

なります。2班に分け各項目を隔週で行い、班別からさらに２グループに分けし実習します。時間厳守で開始

できるよう事前確認を前回の班もしくは担当教員に確認してください 

 

教科書 

体外循環装置学および体外循環療法学に使用した教科書、資料 

 

参考書 

日本循環器学会ガイドラインシリーズ http://j-circ.or.jp/guideline/関連する講義で用いた資料、参考

書 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階：教職員室（事前予約制、金曜日不在：加納） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 体外循環オリエンテーション 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を自己学

習で復習し理解しておくこと。ま

た、わからない事があれば、教員に

確認すること 

加納西

垣大久

保 

2 人工心肺回路プライミング 
復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣大久

保 

3 人工心肺回路プライミング 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を自己学

習で復習し理解しておくこと。ま

加納西

垣 



た、わからない事があれば、先に実

習を行った班もしくは教員に確認

すること 

4 トラブルシューティング 
復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣 

5 トラブルシューティング 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を復習し

自己学習で理解しておくこと。ま

た、わからない事があれば、先に実

習を行った班もしくは教員に確認

すること 

加納西

垣 

6 人工心肺装置メンテナンス及び内部構造 
復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣 

7 人工心肺装置メンテナンス及び内部構造 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を自己学

習で復習し理解しておくこと。ま

た、わからない事があれば、先に実

習を行った班もしくは教員に確認

すること 

加納西

垣 

8 
術前カンファレンス、術前模擬患者データ

収集、画像検査収集、人工心肺プラン検討 

復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣 

9 
術前カンファレンス、術前模擬患者データ

収集、画像検査収集、人工心肺プラン検討 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を復習し

自己学習で理解しておくこと。ま

た、わからない事があれば、先に実

習を行った班もしくは教員に確認

すること 

加納西

垣 

10 
術前カンファレンス手術および人工心肺操

作・管理プレゼンテーション 

復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣 

11 
術前カンファレンス手術および人工心肺操

作・管理プレゼンテーション 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を自己学

習で復習し理解しておくこと。ま

た、わからない事があれば、先に実

習を行った班もしくは教員に確認

すること 

加納西

垣 

12 模擬手術の実施（模擬手術室内実施） 
復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣 

13 模擬手術の実施（模擬手術室内実施） 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を自己学

習で復習し理解しておくこと。ま

た、わからない事があれば、先に実

習を行った班もしくは教員に確認

すること 

加納西

垣 

14 
術後カンファレンス、人工心肺操作・管理プ

レゼンテーション 

復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣 

15 
術後カンファレンス、人工心肺操作・管理プ

レゼンテーション 

予習復習：全ての実習過程において得た知

識をまとめる。自宅にてこれまでの

復習時間を合計 15 時間すませ、わ

からないことがあれば理解でいる

ようにオフィスアワーを利用する

こと 

加納西

垣 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1、課題評価（レポート提出：期限内厳守、班・チームごとにおける実習に対する協力体制など） 

DP(1,4)2、模擬手術実技、症例報告プレゼン DP(4) 

 

1,80%2,

20% 



授業科目名 体外循環実習 (工学 A) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 加納 寛也／西垣 孝行 

科目ナンバリング SS20BMEC016 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 3 限、月曜

4 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

体外循環装置学、体外循環療法学を教授し、実際の人工心肺装置に触れ操作し、実臨床で必要な技術知識を

習得させる。実臨床に近い形で、シミュレータを用いた人工心肺操作や、トラブルシューティング等を習得

し、模擬患者情報の収集から手術プランまでのカンファレンスを実施し、各疾患症例に対する人工心肺プラ

ンの提示、模擬手術の実際にいたるまで教授する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1、人工心肺回路のプライミングができる DP1.42、心疾患の症例に応じた手術プラン、人工心肺管理プランの提示が

できる DP1.43、人工心肺操作を振り返り、術後経過についてプレゼンテーションができる DP1.4 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習毎にて学生自身で手順書を作成します。体外循環装置学、体外循環療法学を十分に復習し理解したうえ

で実習に挑んでください。（購入した白衣・ズボン・シューズ持参の事）病院での業務同様に準備から実習と

なります。2班に分け各項目を隔週で行い、班別からさらに２グループに分けし実習します。時間厳守で開始

できるよう事前確認を前回の班もしくは担当教員に確認してください 

 

教科書 

体外循環装置学および体外循環療法学に使用した教科書、資料 

 

参考書 

日本循環器学会ガイドラインシリーズ http://j-circ.or.jp/guideline/関連する講義で用いた資料、参考

書 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階：教職員室（事前予約制、金曜日不在：加納） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 体外循環オリエンテーション 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を自己学

習で復習し理解しておくこと。ま

た、わからない事があれば、教員に

確認すること 

加納西

垣大久

保 

2 人工心肺回路プライミング 
復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣大久

保 

3 人工心肺回路プライミング 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を自己学

習で復習し理解しておくこと。ま

加納西

垣 



た、わからない事があれば、先に実

習を行った班もしくは教員に確認

すること 

4 トラブルシューティング 
復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣 

5 トラブルシューティング 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を復習し

自己学習で理解しておくこと。ま

た、わからない事があれば、先に実

習を行った班もしくは教員に確認

すること 

加納西

垣 

6 人工心肺装置メンテナンス及び内部構造 
復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣 

7 人工心肺装置メンテナンス及び内部構造 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を自己学

習で復習し理解しておくこと。ま

た、わからない事があれば、先に実

習を行った班もしくは教員に確認

すること 

加納西

垣 

8 
術前カンファレンス、術前模擬患者データ

収集、画像検査収集、人工心肺プラン検討 

復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣 

9 
術前カンファレンス、術前模擬患者データ

収集、画像検査収集、人工心肺プラン検討 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を復習し

自己学習で理解しておくこと。ま

た、わからない事があれば、先に実

習を行った班もしくは教員に確認

すること 

加納西

垣 

10 
術前カンファレンス手術および人工心肺操

作・管理プレゼンテーション 

復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣 

11 
術前カンファレンス手術および人工心肺操

作・管理プレゼンテーション 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を自己学

習で復習し理解しておくこと。ま

た、わからない事があれば、先に実

習を行った班もしくは教員に確認

すること 

加納西

垣 

12 模擬手術の実施（模擬手術室内実施） 
復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣 

13 模擬手術の実施（模擬手術室内実施） 

講義開始から実習を遅滞なく行うため、体

外循環装置学で得た知識を自己学

習で復習し理解しておくこと。ま

た、わからない事があれば、先に実

習を行った班もしくは教員に確認

すること 

加納西

垣 

14 
術後カンファレンス、人工心肺操作・管理プ

レゼンテーション 

復習：レポート作成時にわからなくなった

ことを自己学習で 2時間は調べる 

加納西

垣 

15 
術後カンファレンス、人工心肺操作・管理プ

レゼンテーション 

予習復習：全ての実習過程において得た知

識をまとめる。自宅にてこれまでの

復習時間を合計 15 時間すませ、わ

からないことがあれば理解でいる

ようにオフィスアワーを利用する

こと 

加納西

垣 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1、課題評価（レポート提出：期限内厳守、班・チームごとにおける実習に対する協力体制など） 

DP(1,4)2、模擬手術実技、症例報告プレゼン DP(4) 

 

1,80%2,

20% 



授業科目名 血液浄化装置学 (工学) 

主担当教員 辻 義弘 担当教員 辻 義弘／人見 泰正 

科目ナンバリング SS20BMEB017 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

血液浄化療法は，腎機能の低下により，慢性腎臓病に陥り体液の恒常性を維持できなくなった状態を体外循

環技術を応用して是正する治療法である． 本講義では，血液浄化療法について，原理・適応疾患・装置構成・

操作方法について総合的に概説する．※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

本講義では，血液透析を中心とした血液浄化療法の原理，人工腎臓，透析液，バスキュラーアクセスなどを理解する．

また，血液浄化装置の構造及び保守点検管理，水処理システムなどを学び，治療の実際と患者管理についての基礎知

識の習得を目標とする． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1)毎回，講義スライドを印刷したプリントと演習問題のプリントを配布する．各講義の予習・復習は必ず行

うこと．2)適宜，小テスト，課題，レポートを課す．3)血液浄化装置学は臨床工学技士にとって非常に重要な

科目の 1つであるので積極的な態度と姿勢で授業へ参加すること． 

 

教科書 

臨床工学講座 生体機能代行装置学 血液浄化療法装置 第 2 版 日本臨床工学技士教育施設協議会 医歯

薬出版株式会社 

 

参考書 

血液浄化療法ハンドブック 2022  透析療法合同専門委員会 企画・編集  協同医書出版社 

 

研究室／オフィスアワー 

在室していればいつでも対応します． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
腎臓病の病態と症状，血液透析の適応につ

いて 

予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
辻 

2 
血液浄化装置の構成とその周辺装置につい

て，血液回路の構成と役割 

予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
辻 

3 血液透析の原理 
予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
辻 

4 透析液の種類と特徴 
予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
辻 

5 血液透析器の種類と特徴 
予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
辻 

6 
血長期透析に伴う合併症，薬物療法と食事

療法 

予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
人見 

7 バスキュラーアクセス 
予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
人見 



8 血液浄化療法における抗凝固薬 
予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
辻 

9 水処理装置と透析液の清浄化 
予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
辻 

10 血液濾過と血液透析濾過の原理 
予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
辻 

11 血液透析の実際 
予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
辻 

12 適正透析について 
予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
辻 

13 血液浄化療法施行中の安全管理 
予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
辻 

14 CRRT について 
予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
人見 

15 
我が国における透析療法の現況と血液浄化

療法の歴史 

予習：教科書の当該範囲を読む復習：配布し

た演習問題を行う 
辻 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

出席は 4/5 以上を必要とし，その基準を満たした者について成績評価を行う．1.小テスト・課題・レポート

2.定期試験<フィードバックの方法> 講義終了後に，課題に関する講評を発表する． 

 

1.20%2.

80% 



授業科目名 血液浄化療法学 (工学) 

主担当教員 辻 義弘 担当教員 
辻 義弘／藤江 建朗／大久保 

さやか／人見 泰正 

科目ナンバリング SS20BMEC018 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
金曜 4 限、金曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では，腎不全（急性期，保存期，末期，慢性）の理解，患者管理，心理的ケアなど，血液浄化療法に必

要な基礎知識の習得に向けて学習する．※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1. 腎疾患の病態と進行度の変化について理解し，患者の状態および検査結果から病状が理解できる．<DP①>2. 臨床

工学技士に必要な透析患者の基礎的な管理方法について習得できる．<DP①>3. 臨床工学技士に必要な透析患者のケ

アのについて理解できる．<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 外部講師を招聘して講義を行うため，シラバスの学修内容が前後する場合がある．その場合，事前に授業

中に説明する．2. 血液浄化装置学の内容について復習をしておくこと．3. 予習・復習をしなければ，学習

の理解が追い付かないため必ずすることを勧める． 

 

教科書 

血液浄化療法ハンドブック 2022  協同医書出版社，透析療法合同専門委員会 企画・編集 

 

参考書 

臨床工学講座 生体機能代行装置学 血液浄化療法装置 第 2版  竹澤真吾他編 医歯薬出版 

 

研究室／オフィスアワー 

在室していればいつでも対応可能． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 腎疾患の病態と生理 ① 

予習：血液浄化装置学の内容復習：授業内容

の整理と不明点を理解する各1時間

ずつ 

人見 

2 腎疾患の病態と生理 ② 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

人見 

3 透析患者の管理 ① 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

辻 

4 透析患者の管理 ② 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

藤江 

5 血液検査データの見方 
予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時
人見 



間ずつ 

6 透析患者の管理 ③ 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

人見 

7 透析患者の管理 ④ 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

人見 

8 中間試験 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

辻大久

保

藤

江 

9 腹膜透析 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

辻 

10 透析患者の看護 
過去 9 回分の授業の復習，授業内容の整理

と不明点を理解する 5時間 

辻大久

保

藤

江 

11 腎臓病患者の心理的ケア，倫理的問題 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

辻大久

保

藤

江 

12 透析患者の薬物療法 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

人見 

13 透析患者の管理 ⑤ 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

大久保 

14 
持続的血液浄化療法，特殊血液浄化療法の

適応 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

人見 

15 透析患者の管理 ⑥ 

予習：シラバス・教科書の確認復習：期末テ

ストに向けて 15 コマの授業内容を

復習する（30 時間） 

人見 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



①中間試験②期末試験<DP①> 

 

①50%

②50% 



授業科目名 血液浄化実習 (工学 B) 

主担当教員 辻 義弘 担当教員 
辻 義弘／藤江 建朗／大久保 

さやか／人見 泰正 

科目ナンバリング SS20BMEC019 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
金曜 4 限、金曜

5 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

血液浄化療法は，腎機能の低下により，慢性腎臓病に陥り体液の恒常性を維持できなくなった状態を体外循

環技術を応用して是正する治療法である．血液浄化実習では，透析室を模した実習室にて実際に作業やデー

タ解析を行う．臨床工学技士の血液浄化業務に関する一連の流れを理解することを目的に血液浄化療法の原

理，装置構成，機器原理や操作方法，関連する医療材料の特性，トラブルシューティングの詳細について総

合的に教授する．※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

臨床工学技士として血液浄化業務における基礎的な知識と実践能力を身につけ，チーム医療の一員としての責任と役

割を自覚することを目標とする．また，各種血液浄化法の構成と基礎的な構造および動作原理，血液浄化器の機能，

血液浄化監視装置の構成と機能，各種血液浄化療法の実際について，水処理装置の保守管理について体系的な知識を

修得することを目標とする． DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・血液浄化学は臨床工学技士にとって非常に重要な科目の 1 つであるので積極的な態度と姿勢で授業へ参加

すること．・講義開始時間には遅れずに入室していること。講義開始後の入室は遅刻とする。また、講義中の

飲食、及び携帯電話等の使用については禁止とする．・白衣またはスクラブを着用し，名札を必ずつけること．

標準予防策（スタンダードプリコーション）として，マスク，ゴーグル，手袋を必ず着用し，手洗いを徹底す

ること．また必要時，ガウンを着用すること．・逸脱した行為を行なった者に対しては，担当教員の判断で実

習を停止 

 

教科書 

血液浄化療法ハンドブック 2020、共同医書出版社 

 

参考書 

生体機能代行装置学 血液浄化療法装置 第 2版  血液浄化療法装置 竹澤真吾他編 医歯薬出版 

 

研究室／オフィスアワー 

在室していればいつでも対応します． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス(実習の心得及び注意事項など) 

予習：教科書の当該範囲を読む 復習：配布

資料を熟読し，実習の各テーマにお

いて目的や方法をよく理解してお

担当教

員全員 



くこと 

2 
プライミング実技練習・血液透析業務に必

要な周辺機器 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

3 
プライミング実技練習・血液透析業務に必

要な周辺機器 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

4 透析液の管理と作成 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

5 透析液の管理と作成 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

6 水処理装置と透析液，透析用水の管理 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

7 水処理装置と透析液，透析用水の管理 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

8 血液浄化器の性能評価 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員

全

員 

9 血液浄化器の性能評価 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

10 バスキュラーアクセスの管理 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員

全

員 

11 バスキュラーアクセスの管理 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員

全

員 

12 患者監視装置の仕組みと操作，各種設定 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員

全

員 

13 患者監視装置の仕組みと操作，各種設定 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員

全

員 

14 
客 観 的 臨 床 能 力 試 験 (Objective 

Structured Clinical Examination : OSCE) 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法などをよく理解

しておくこと復習：接遇や身だしな

みなど注意を受けた項目について

臨床実習までに改善すること 

担当教

員

全

員 

15 
客 観 的 臨 床 能 力 試 験 (Objective 

Structured Clinical Examination : OSCE) 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法などをよく理解

しておくこと復習：接遇や身だしな

みなど注意を受けた項目について

臨床実習までに改善すること 

担当教

員

全

員 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 臨床実習および課題、実習態度・意欲等を総合的に評価② 実習報告書・発表 DP①④ 

 

①30[%]

②70[%] 



授業科目名 血液浄化実習 (工学 A) 

主担当教員 辻 義弘 担当教員 
辻 義弘／藤江 建朗／大久保 

さやか／人見 泰正 

科目ナンバリング SS20BMEC019 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
金曜 4 限、金曜

5 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

血液浄化療法は，腎機能の低下により，慢性腎臓病に陥り体液の恒常性を維持できなくなった状態を体外循

環技術を応用して是正する治療法である．血液浄化実習では，透析室を模した実習室にて実際に作業やデー

タ解析を行う．臨床工学技士の血液浄化業務に関する一連の流れを理解することを目的に血液浄化療法の原

理，装置構成，機器原理や操作方法，関連する医療材料の特性，トラブルシューティングの詳細について総

合的に教授する．※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

臨床工学技士として血液浄化業務における基礎的な知識と実践能力を身につけ，チーム医療の一員としての責任と役

割を自覚することを目標とする．また，各種血液浄化法の構成と基礎的な構造および動作原理，血液浄化器の機能，

血液浄化監視装置の構成と機能，各種血液浄化療法の実際について，水処理装置の保守管理について体系的な知識を

修得することを目標とする． DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・血液浄化学は臨床工学技士にとって非常に重要な科目の 1 つであるので積極的な態度と姿勢で授業へ参加

すること．・講義開始時間には遅れずに入室していること。講義開始後の入室は遅刻とする。また、講義中の

飲食、及び携帯電話等の使用については禁止とする．・白衣またはスクラブを着用し，名札を必ずつけること．

標準予防策（スタンダードプリコーション）として，マスク，ゴーグル，手袋を必ず着用し，手洗いを徹底す

ること．また必要時，ガウンを着用すること．・逸脱した行為を行なった者に対しては，担当教員の判断で実

習を停止 

 

教科書 

血液浄化療法ハンドブック 2020、共同医書出版社 

 

参考書 

生体機能代行装置学 血液浄化療法装置 第 2版  血液浄化療法装置 竹澤真吾他編 医歯薬出版 

 

研究室／オフィスアワー 

在室していればいつでも対応します． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス(実習の心得及び注意事項など) 

予習：教科書の当該範囲を読む 復習：配布

資料を熟読し，実習の各テーマにお

いて目的や方法をよく理解してお

担当教

員全員 



くこと 

2 
プライミング実技練習・血液透析業務に必

要な周辺機器 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

3 
プライミング実技練習・血液透析業務に必

要な周辺機器 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

4 透析液の管理と作成 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

5 透析液の管理と作成 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

6 水処理装置と透析液，透析用水の管理 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

7 水処理装置と透析液，透析用水の管理 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

8 血液浄化器の性能評価 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員

全

員 

9 血液浄化器の性能評価 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員全員 

10 バスキュラーアクセスの管理 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員

全

員 

11 バスキュラーアクセスの管理 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員

全

員 

12 患者監視装置の仕組みと操作，各種設定 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員

全

員 

13 患者監視装置の仕組みと操作，各種設定 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法をよく理解して

おくこと復習：教科書の当該範囲を

読み内容について復習すること 

担当教

員

全

員 

14 
客 観 的 臨 床 能 力 試 験 (Objective 

Structured Clinical Examination : OSCE) 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法などをよく理解

しておくこと復習：接遇や身だしな

みなど注意を受けた項目について

臨床実習までに改善すること 

担当教

員

全

員 

15 
客 観 的 臨 床 能 力 試 験 (Objective 

Structured Clinical Examination : OSCE) 

予習：配布資料を熟読し，実習の各テーマに

おいて目的や方法などをよく理解

しておくこと復習：接遇や身だしな

みなど注意を受けた項目について

臨床実習までに改善すること 

担当教

員

全

員 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 臨床実習および課題、実習態度・意欲等を総合的に評価② 実習報告書・発表 DP①④ 

 

①30[%]

②70[%] 



授業科目名 人工呼吸装置学 (工学) 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 布江田 友理 

科目ナンバリング SS20BMEB020 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

補助装置を含めた人工呼吸器の構造・装置・操作について総合的に教授する。まず、人工呼吸器の目的と医

用ガスの物性と気体力学などの原理および人工呼吸器の種類と構造について学習させる。人工呼吸の技術と

して、自発呼吸と人工呼吸、換気モード、開始基準、人工呼吸器の設定、患者状態の把握等について解説す

る。さらに、在宅呼吸管理（酸素療法、人工呼吸）、安全管理の手法として各機器の安全管理、日常・定期点

検、消毒と洗浄などについて解説する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．人工呼吸器の構造・原理・機能、さらに付属部品の必要性について説明ができる。<DP①>２．臨床工学技士が関

わる呼吸治療業務を把握し、現状を説明ができる。<DP④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．「授業計画」に記載されている学習内容に相当する内容を教科書で確認し、予習しておく。２．講義後は

復習（課題）を行い、理解度を確認する。３．疑問点があれば、次回の講義までに解決しておく。 

 

教科書 

これならわかる！人工呼吸器の使い方 初期対応から設定、管理、抜管まで ナツメ社 ISBN 978-4-8163-

6451-8 病気がみえる 呼吸器  MEDIC MEDIA 社 ISBN 978-4-89632-730-4 

 

参考書 

臨床工学技士のための呼吸治療ガイドブック MEDICAL VIEW 社 ISBN 978-4-7583-1480-0 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
呼吸療法総論 呼吸療法の歴史・現状呼吸

管理に必要な解剖・呼吸器系の役割など 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに教科書の確認・課

題・自己学習ノート作成（2時間） 

布江田 

2 呼吸不全の病態 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに教科書の確認・課

題・自己学習ノート作成（2時間） 

布江田 

3 酸素療法 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに教科書の確認・課

題・自己学習ノート作成（2時間） 

布江田 

4 高気圧酸素療法 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに教科書の確認・課

題・自己学習ノート作成（2時間） 

布江田 

5 人工呼吸器１ 基本構造・付属品 
予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに教科書の確認・課
布江田 



題・自己学習ノート作成（2時間） 

6 人工呼吸器２ 管理・医療ガスの基礎 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに教科書の確認・課

題・自己学習ノート作成（2時間） 

布江田 

7 講義 1～7のまとめ 

予習：講義 1～7の課題の見直し、シラバス・

教科書の確認（2 時間）復習：授業

をもとに教科書の確認・課題・自己

学習ノート作成（2時間） 

布江田 

8 人工呼吸器の機能 1 換気方式(量式） 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノート作成（2時間） 

布江田 

9 人工呼吸器の機能 2 換気方式(圧式） 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノート作成（2時間） 

布江田 

10 人工呼吸器の機能 3 換気モード 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに教科書の確認・講

義 9～10 の課題・自己学習ノート作

成（2時間） 

布江田 

11 人工呼吸器の機能 4 モニタ―波形 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに教科書の確認・課

題・自己学習ノート作成（2時間） 

布江田 

12 人工呼吸器の機能5 各種アラームと対応1 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノート作成（2時間） 

布江田 

13 人工呼吸器の機能6 各種アラームと対応2 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに教科書の確認・課

題・自己学習ノート作成（2時間） 

布江田 

14 
人工呼吸器の機能 7 設定項目と記録方法

講義 9～14 回のまとめ 

予習：講義 9～14 回の課題、シラバス・教

科書の確認（2 時間）復習：授業を

もとに教科書の確認・課題・自己学

習ノート作成（2時間） 

布江田 

15 

人工呼吸器の機能 7 （グループワーク）タ

ブレットに挿入した、アプリ「人工呼吸器シ

ミュレータ」を操作する、 

予習：講義 6～14 までの講義内容を見直す。

（2 時間）復習：授業をもとに教科

書の確認・自己学習ノート作成（2時

間） 

布江田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

１．小テストまたは課題＜DP①④＞２．定期試験  出題範囲：授業内に扱った全範囲（配布したプリント

も含む）＜DP①④＞３．4/5 回以上の出席が必要である。【フィードバック方法】MORIPA「テスト管理」を活

用し、提出後に解答を開示する。次回の講義で解説する。 

 

１ ． 30%

２．70% 



授業科目名 人工呼吸療法学 (工学) 

主担当教員 藤江 建朗 担当教員 藤江 建朗 

科目ナンバリング SS20BMEC021 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1 年次に学習した人工呼吸療法学に関する解剖生理学について復習し，人工呼吸療法が必要な病態について

学習する．また，人工呼吸装置および周辺機器を使用した人工呼吸療法技術のための知識を習得し，患者管

理，災害と医療安全管理対策の基礎について学ぶ．※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

人工呼吸療法が必要な病態生理，人工呼吸管理の基礎を理解し，臨床工学技士として必要な人工呼吸療法の基礎知識

を身に付け説明することができる．<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・呼吸器系に関する人体の構造，人体の機能と人工呼吸装置学について復習しておくこと．・講義は，指定教

科書 2 冊により進めますが，参考書の内容も使用します．参考書については，適宜内容をまとめたものをプ

リントで配布する予定です． 

 

教科書 

・病気がみえる vol.4．呼吸器 第 3版．（株）メディックメディア・これならわかる！人工呼吸器の使い方 

~初期対応から設定，管理，抜管まで~．ナツメ社．（※2年生の時に購入済） 

 

参考書 

授業中に適宜紹介する． 

 

研究室／オフィスアワー 

在席していれば適宜対応します． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
本科目のガイダンス・自発呼吸について理

解する・酸素化と換気について考える 

予習：人工呼吸装置学の内容復習：授業内容

の整理と不明点を理解する各1時間

ずつ 

藤江 

2 
人工呼吸器装着患者のアセスメントフィジ

カル編 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

藤江 

3 
人工呼吸器装着患者のアセスメントベンチ

レーター編 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

藤江 

4 
気道管理と気道クリアランスについて理解

する 

予習：シラバス・教科書の確認人工呼吸装置

学のグラフィックモニタを復習し

ておく．復習：授業内容の整理と不

明点を理解する各 1時間ずつ 

藤江 

5 人工呼吸中に必要な薬理学 
予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時
藤江 



間ずつ 

6 血液ガスと酸塩基を理解する 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

藤江 

7 酸素療法の基礎と応用 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

藤江 

8 
コンプライアンス，レジスタンスと人工呼

吸器設定- グラフィック波形を中心に - 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

藤江 

9 
人工呼吸器の合併症の基礎知識主に VAP と

VILI 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

藤江 

10 急性期人工呼吸療法について 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

藤江 

11 慢性期人工呼吸療法について 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

藤江 

12 人工呼吸器からの離脱とその後の管理 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

藤江 

13 
非侵襲的換気療法の管理導入，維持・管理，

離脱，在宅管理 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

藤江 

14 

睡眠中の呼吸管理・睡眠時無呼吸症候群の

疫学，検査，治療・睡眠中の肺胞低換気の考

え方 

予習：シラバス・教科書の確認復習：授業内

容の整理と不明点を理解する各1時

間ずつ 

藤江 

15 人工呼吸器に関連した災害対策の考え方 

予習：シラバス・教科書の確認復習：期末テ

ストに向けて 15 コマの授業内容を

復習する（30 時間） 

藤江 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 期末試験＜DP①＞ 

 
1. 100% 



授業科目名 人工呼吸実習 (工学 B) 

主担当教員 藤江 建朗 担当教員 
藤江 建朗／布江田 友理／玉元 

由果莉 

科目ナンバリング SS20BMEC022 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 3 限、火曜

4 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

①人工呼吸装置学，人工呼吸療法学の知識をもとに，人工呼吸装置および周辺機器の操作方法や保守管理方

法の技術の習得を目指す．②人工呼吸器が必要な病態について理解を深め，各疾患に対する人工呼吸器管理

技術の基礎知識の習得を身に付ける．※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

人工呼吸装置学，人工呼吸療法学の知識をもとに，臨床工学技士に必要な人工呼吸療法技術の基礎が習得できる．

<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・事前に実習内容について予習を行い，積極的に実習に取り組みようにしてください．・無断の遅刻・欠席は

厳禁です．また外部講師も招聘して実習を行うため，実習態度，言葉使いなどには十分配慮すること．・客観

的臨床能力試験(Objective Structured Clinical Examination : OSCE) は，態度，身だしなみ，服装も評

価対象とする．臨床実習と同等の態度で臨むこと．・学内実習は臨床実習前の大切な実習の位置づけであるた

め，出席については遅刻も含め厳しく評価する． 

 

教科書 

適宜，資料を配布します． 

 

参考書 

・人工呼吸装置学，人工呼吸療法学で使用した教科書・その他の参考書については，実習中に適宜紹介しま

す． 

 

研究室／オフィスアワー 

各担当教員が在室時に適宜対応します． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 人工呼吸器回路試験 

予習・復習人工呼吸器の回路構成について

実技試験を行うため，人工呼吸装置

学，人工呼吸療法学の授業の復習を

行い理解しておくこと．また，ビデ

オオンデマンドで人工呼吸器の回

路構成について配信を行うため予

習を行っておくこと． 

布 江

田，藤

江 

2 
人工呼吸器のモードとグラフィックモニタ

と設定方法の考え方① 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤



江 

3 
人工呼吸器のモードとグラフィックモニタ

と設定方法の考え方② 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤

江 

4 
人工呼吸器のモードとグラフィックモニタ

と設定方法の考え方③ 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤

江 

5 
人工呼吸器のモードとグラフィックモニタ

と設定方法の考え方④ 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤

江 

6 BLS について 
1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤

江 

7 用手人工換気，気管内挿管，気管内吸引 
1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤

江 

8 
使用前点検，使用中点検，人工呼吸器の各種

アラームの特徴と評価① 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布江

田

，

藤

江 

9 
使用前点検，使用中点検，人工呼吸器の各種

アラームの特徴と評価② 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤

江 

10 NPPV 装置と酸素療法 
1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布江

田

，

藤

江 

11 特別講演：呼吸生理学 
1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

外部講

師

を

招

聘

予

定

布

江

田

，

藤

江 

12 

人工呼吸器実技試験，客観的臨床能力試験

(Objective Structured Clinical 

Examination : OSCE) 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布江

田

，

藤

江 

13 

人工呼吸器実技試験，客観的臨床能力試験

(Objective Structured Clinical 

Examination : OSCE) 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布江

田

，

藤

江 

14 
豚肺による人工換気と気管内吸引の肺への

影響 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布江

田

，

藤

江 

15 筆記試験 
1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布江

田

，

藤

江 



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①試験<DP①④>②課題評価（レポート提出，内容など）<DP①④> 

 

①50%

②50% 



授業科目名 人工呼吸実習 (工学 A) 

主担当教員 藤江 建朗 担当教員 
藤江 建朗／布江田 友理／玉元 

由果莉 

科目ナンバリング SS20BMEC022 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 3 限、火曜

4 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

①人工呼吸装置学，人工呼吸療法学の知識をもとに，人工呼吸装置および周辺機器の操作方法や保守管理方

法の技術の習得を目指す．②人工呼吸器が必要な病態について理解を深め，各疾患に対する人工呼吸器管理

技術の基礎知識の習得を身に付ける．※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

人工呼吸装置学，人工呼吸療法学の知識をもとに，臨床工学技士に必要な人工呼吸療法技術の基礎が習得できる．

<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・事前に実習内容について予習を行い，積極的に実習に取り組みようにしてください．・無断の遅刻・欠席は

厳禁です．また外部講師も招聘して実習を行うため，実習態度，言葉使いなどには十分配慮すること．・客観

的臨床能力試験(Objective Structured Clinical Examination : OSCE) は，態度，身だしなみ，服装も評

価対象とする．臨床実習と同等の態度で臨むこと．・学内実習は臨床実習前の大切な実習の位置づけであるた

め，出席については遅刻も含め厳しく評価する． 

 

教科書 

適宜，資料を配布します． 

 

参考書 

・人工呼吸装置学，人工呼吸療法学で使用した教科書・その他の参考書については，実習中に適宜紹介しま

す． 

 

研究室／オフィスアワー 

各担当教員が在室時に適宜対応します． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 人工呼吸器回路試験 

予習・復習人工呼吸器の回路構成について

実技試験を行うため，人工呼吸装置

学，人工呼吸療法学の授業の復習を

行い理解しておくこと．また，ビデ

オオンデマンドで人工呼吸器の回

路構成について配信を行うため予

習を行っておくこと． 

布 江

田，藤

江 

2 
人工呼吸器のモードとグラフィックモニタ

と設定方法の考え方① 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤



江 

3 
人工呼吸器のモードとグラフィックモニタ

と設定方法の考え方② 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤

江 

4 
人工呼吸器のモードとグラフィックモニタ

と設定方法の考え方③ 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤

江 

5 
人工呼吸器のモードとグラフィックモニタ

と設定方法の考え方④ 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤

江 

6 BLS について 
1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤

江 

7 用手人工換気，気管内挿管，気管内吸引 
1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤

江 

8 
使用前点検，使用中点検，人工呼吸器の各種

アラームの特徴と評価① 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布江

田

，

藤

江 

9 
使用前点検，使用中点検，人工呼吸器の各種

アラームの特徴と評価② 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布 江

田，藤

江 

10 NPPV 装置と酸素療法 
1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布江

田

，

藤

江 

11 特別講演：呼吸生理学 
1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

外部講

師

を

招

聘

予

定

布

江

田

，

藤

江 

12 

人工呼吸器実技試験，客観的臨床能力試験

(Objective Structured Clinical 

Examination : OSCE) 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布江

田

，

藤

江 

13 

人工呼吸器実技試験，客観的臨床能力試験

(Objective Structured Clinical 

Examination : OSCE) 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布江

田

，

藤

江 

14 
豚肺による人工換気と気管内吸引の肺への

影響 

1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布江

田

，

藤

江 

15 筆記試験 
1 時間ずつ予習・復習（レポート作成）を行

う． 

布江

田

，

藤

江 



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①試験<DP①④>②課題評価（レポート提出，内容など）<DP①④> 

 

①50%

②50% 



授業科目名 人体機能補助装置学 (工学) 

主担当教員 西垣 孝行 担当教員 西垣 孝行／大久保 さやか 

科目ナンバリング SS20BMEB023 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

人体機能補助装置学では、循環器系の補助装置である大動脈内バルーンパンピング（IABP）、経皮的心肺補助

装置（PCPS）、ペースメーカーおよび補助人工心臓などの目的、原理、使用する物品・機器および装着手順と

操作法について解説し、動作チェックおよびトラブル対策について教授する。さらに脈管カテーテル治療・

検査の目的・原理・使用する物品・機器および装着手順と操作方法について解説し、動作チェックをおよび

トラブル対策について教授する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

各種補助循環装置およびカテーテル治療機器の歴史から現在の臨床現場で使用されているシステム構成と特徴が説

明できる。〈DP①〉各種補助循環装置およびカテーテル治療機器の病態生理が説明できる。〈DP①〉各種補助循環装置

およびカテーテル治療機器の特徴や操作の流れが説明できる。〈DP①〉各種補助循環装置およびカテーテル治療機器

のトラブルや合併症の対策について説明できる。〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各種補助循環装置およびカテーテル治療機器は、全身の生理学や解剖学、血液学など、非常に多岐にわたる

基礎知識を患者さんの病態に合わせて結びつけながら学習しなければなりません。さらに各種補助循環装置

は、非生理学と言われる程、人体は非常に特殊な状況になります。さらにカテーテル治療機器は、新規デバ

イスがどんどん開発され低侵襲化が非常に進んでいます。予習・復習を必ず実施してください。 

 

教科書 

臨床工学講座「医用治療機器学」、医歯薬出版株式会社、監修：一般社団法人 日本臨床工学技士教育施設協

議会 編集：篠原 一彦、ISBN978-4-263-73400-1 C3347 

 

参考書 

人体のメカニズムから学ぶ臨床工学「循環器治療学」、メジカルビュー社、監修：的場 聖明、編集：白山 武

司 、 八 木 克 史 、 ISBN978-4-7583-1716-0 C3347 日 本 体 外 循 環 技 術 医 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ

「http://jasect.sakura.ne.jp/」近畿地方会ホームページ「http://jasect-k.umin.jp/」日本人工臓器学会

ホームページ「http://www.jsao.org/」 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階：教員室オフィスアワー：(西垣)水曜日午前・午後、木曜日午前・午後         (大久保)

火曜日を除く、月曜から金曜午前・午後※例外のパターンもあり得ますので、必ず事前に連絡してください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
各種補助循環装置およびカテーテル治療機

器の総論 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の
西垣 



内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

2 
大動脈内バルーンパンピング（IABP）の目

的、原理、使用する物品・機器、合併症 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる合わせて1時間程度

自修すること。 

西垣 

3 
経皮的心肺補助装置（PCPS）の目的、原理、

使用する物品・機器、合併症 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

西垣 

4 
補助人工心臓の目的、原理、使用する物品・

機器、合併症 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

西垣 

5 
心内留置型ポンプカテーテルの目的、原理、

使用する物品・機器、合併症 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

西垣 

6 各種補助循環デバイスの選択基準と併用 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

西垣 

7 
冠動脈カテーテル治療の目的、原理、使用す

る物品・機器、合併症 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

西垣 

8 
弁膜症カテーテル治療の目的、原理、使用す

る物品・機器、合併症 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

西垣 

9 
人工血管グラフト治療の目的、原理、使用す

る物品・機器、合併症 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

大久保 

10 
ペースメーカーの目的、原理、使用する物

品・機器、合併症 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

大久保 

11 
植え込み型除細動装置（ICD）の目的、原理、

使用する物品・機器、合併症 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

大久保 

12 

両心室ペーシング機能付き除細動装置

（CRT-D）の目的、原理、使用する物品・機

器、合併症 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

大久保 

13 
カテーテルアブレーション装置のの目的、

原理、使用する物品・機器、合併症 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

大久保 

14 
各種補助循環装置およびカテーテル治療機

器における臨床の実際まとめ 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

西垣 

15 
各種補助循環装置およびカテーテル治療機

器に関する遠隔医療の実際と将来性 

予習：教科書および参考資料を用いて関連

する事項に目を通す。復習：授業の

内容をまとめる。合わせて 1時間程

度自修すること。 

西垣 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１、授業で生じた質問に対するレポート＜DP①＞２、授業の範囲に対して実施する小テスト＜DP①＞   

＊提出期限・作成方法等の詳細は、授業内で説明します。小テストは、その都度、回答と解説を開示す

る。授業範囲の質問に関しては、補足説明をオンデマンド配信する。３、定期試験＜DP①＞  出題範

囲：授業内で扱った範囲（小テストの内容を含む）４、2/3 回以上の出席が必要。 

 

１ 、 ２

０％２、

２ ０ ％

３ 、 ６

０％ 



授業科目名 人体機能補助療法学 (工学) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 加納 寛也／大久保 さやか 

科目ナンバリング SS20BMEC024 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

人体機能補助療法学では、循環器系の補助装置である大動脈バルーンパンピング（IABP）や心肺補助装置

（PCPS・ECMO）、人工心臓などの目的、適応疾患および禁忌事項について解説しモニタリングのポイント、離

脱条件、血液データおよび患者確認について教授する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目で

す 

 

学修目標 

各補助循環装置の構成、原理が説明できる DP1各疾患ごとの病態生理が説明できる DP1各疾患に対する補助循環操

作の手順、原理について説明できる DP1 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

手術室、集中治療室、心臓カテーテル室、救急外来など多くの現場で使用する機器です。装置と患者が繋が

るなかで、その疾患を理解した管理ができるよう身につけてください。人体機能補助循環学はもちろん病理

学、血液学など幅が広いですが、気になることは調べて予習復習に取り組んでください。 

 

教科書 

臨床工学技士標準テキスト 第 3版増補 2019   ：金原出版（体外循環療法学指定教科書）臨床工学講座 

生体機能代行装置学 体外循環、医歯薬出版株式会社（2年後期：体外循環装置学指定教科書） 

 

参考書 

日本循環器学会ガイドラインシリーズ http://j-circ.or.jp/guideline/人体補助装置学で使用した資料一

式 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階：教職員室（事前予約制：水・金曜日を除く） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 循環不全、補助循環とは 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

2 IABP を要する疾患及び循環状態 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

大久保 

3 IABP を要する疾患及び循環状態からの離脱 
予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時
大久保 



に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

4 PCPS（ECMO）を要する疾患及び循環状態 1 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

5 PCPS（ECMO）を要する疾患及び循環状態 2 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

6 
PCPS（ECMO）を要する疾患及び循環状態から

の離脱 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

7 人工心臓について 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

8 中間テスト（小テスト） 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

9 小児補助循環 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

10 集中治療室での補助循環の役割、管理１ 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

大久保 

11 集中治療室での補助循環の役割、管理 2 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

12 補助循環管理における合併症１ 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

13 補助循環管理における合併症 2 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

14 脳死 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

15 総括、まとめおよび確認 

予習：今までの講義内容に沿った教科書お

よび参考資料、作成ノートを用いて

確認復習：講義内容時に作成した自

身のノートを見直し理解を深め自

宅にて今までの項目の復習時間の

加納 



合計が 30 時間程度の自己学習済で

あること 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1、授業中に行う小テスト(DP1)2、定期テスト(DP1)フィードバック：講義毎にモリパで講義に対する総括を

掲示 

 

1 、 

30%2 、 

70% 



授業科目名 人体機能補助実習 (工学 B) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 
加納 寛也／西垣 孝行／大久保 

さやか 

科目ナンバリング SS20BMEC025 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
木曜 4 限、木曜

5 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

人体機能補助装置学、人体機能補助療法学を教授し、実際の機能補助装置に触れ操作し、実臨床で必要な技

術知識を習得させる。実臨床に近い形で、シミュレータを用いた操作や、トラブルシューティング等を習得

する。人間の循環動態を把握するために、各疾患や各装置の利点欠点を体験できる模擬患者システムを作成

し、その概要についてプレゼンテーションを実施する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目で

す 

 

学修目標 

1、IABPのセッティングができ、トラブル対応ができる DP1,42、PCPSのプライミングができ、トラブル対応ができ

る DP1,43、集中治療室での患者に応じた補助循環管理プランの提示ができる DP1,44、模擬患者システムを作成し、

その概要についてプレゼンテーションができる DP1,4 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

手術室、集中治療室、心臓カテーテル室、救急外来など多くの現場で使用する機器です。装置と患者が繋が

るなかで、その疾患を理解した管理ができるよう技術・知識を身につけてください・購入した白衣・ズボン・

シューズ持参の事病院での業務同様に準備から実習となります。時間厳守で開始できるよう事前確認を前回

の班もしくは担当教員に確認してください 

 

教科書 

人体機能循環装置学および人体機能循環療法学に使用した教科書、資料 

 

参考書 

日本循環器学会ガイドラインシリーズ http://j-circ.or.jp/guideline/関連する講義で用いた資料、参考

書 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階：教職員室（事前予約制、金曜日不在：加納、西垣 火曜日不在：大久保） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 人体機能補助循環装置オリエンテーション 

人体機能補助装置学および人体機能補助療

法学をしっかり復習すること予習

復習含めて自修は１時間実施する

こと 

加納西

垣大久

保 

2 補助循環回路（PCPS）プライミング 
実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

加納西

垣大久



療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

保 

3 補助循環回路（PCPS）プライミング 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣大久

保 

4 IABP の原理 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣大久

保 

5 IABP の原理 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣大久

保 

6 IABP の導入操作 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣大久

保 

7 IABP の導入操作 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣大久

保 

8 
補助循環カンファレンス（模擬患者データ

プラン検討） 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣 

9 
補助循環カンファレンス（模擬患者データ

プラン検討） 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣 

10 
補助循環トラブルシューティング、事例症

例報告 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣

大

久

保 

11 
補助循環トラブルシューティング、事例症

例報告 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣

大

久

保 

12 補助循環装置装着患者搬送実技 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣 

13 補助循環装置装着患者搬送実技 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣 

14 補助循環プレゼンテーション 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣

大

久

保 



15 補助循環プレゼンテーション 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣

大

久

保 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1、課題評価（レポート提出：期限内厳守、班・チームごとにおける実習に対する協力体制など） 

DP(1,4)2、レポート提出 DP(4) 

 

1,80%2,

20% 



授業科目名 人体機能補助実習 (工学 A) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 
加納 寛也／西垣 孝行／大久保 

さやか 

科目ナンバリング SS20BMEC025 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
木曜 4 限、木曜

5 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

人体機能補助装置学、人体機能補助療法学を教授し、実際の機能補助装置に触れ操作し、実臨床で必要な技

術知識を習得させる。実臨床に近い形で、シミュレータを用いた操作や、トラブルシューティング等を習得

する。人間の循環動態を把握するために、各疾患や各装置の利点欠点を体験できる模擬患者システムを作成

し、その概要についてプレゼンテーションを実施する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目で

す 

 

学修目標 

1、IABPのセッティングができ、トラブル対応ができる DP1,42、PCPSのプライミングができ、トラブル対応ができ

る DP1,43、集中治療室での患者に応じた補助循環管理プランの提示ができる DP1,44、模擬患者システムを作成し、

その概要についてプレゼンテーションができる DP1,4 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

手術室、集中治療室、心臓カテーテル室、救急外来など多くの現場で使用する機器です。装置と患者が繋が

るなかで、その疾患を理解した管理ができるよう技術・知識を身につけてください・購入した白衣・ズボン・

シューズ持参の事病院での業務同様に準備から実習となります。時間厳守で開始できるよう事前確認を前回

の班もしくは担当教員に確認してください 

 

教科書 

人体機能循環装置学および人体機能循環療法学に使用した教科書、資料 

 

参考書 

日本循環器学会ガイドラインシリーズ http://j-circ.or.jp/guideline/関連する講義で用いた資料、参考

書 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階：教職員室（事前予約制、金曜日不在：加納、西垣 火曜日不在：大久保） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 人体機能補助循環装置オリエンテーション 

人体機能補助装置学および人体機能補助療

法学をしっかり復習すること予習

復習含めて自修は１時間実施する

こと 

加納西

垣大久

保 

2 補助循環回路（PCPS）プライミング 
実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

加納西

垣大久



療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

保 

3 補助循環回路（PCPS）プライミング 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣大久

保 

4 IABP の原理 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣大久

保 

5 IABP の原理 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣大久

保 

6 IABP の導入操作 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣大久

保 

7 IABP の導入操作 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣大久

保 

8 
補助循環カンファレンス（模擬患者データ

プラン検討） 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣 

9 
補助循環カンファレンス（模擬患者データ

プラン検討） 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣 

10 
補助循環トラブルシューティング、事例症

例報告 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣

大

久

保 

11 
補助循環トラブルシューティング、事例症

例報告 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣

大

久

保 

12 補助循環装置装着患者搬送実技 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣 

13 補助循環装置装着患者搬送実技 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣 

14 補助循環プレゼンテーション 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣

大

久

保 



15 補助循環プレゼンテーション 

実習内容に関係する箇所について、人体機

能補助装置学および人体機能補助

療法学をしっかり復習すること予

習復習含めて自修は１時間実施す

ること 

加納西

垣

大

久

保 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1、課題評価（レポート提出：期限内厳守、班・チームごとにおける実習に対する協力体制など） 

DP(1,4)2、レポート提出 DP(4) 

 

1,80%2,

20% 



授業科目名 医用機器安全管理学 (工学) 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 
布江田 友理／片山 俊郎／藤江 

建朗 

科目ナンバリング SS20BMEC026 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 1 限、火曜

2 限、火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療の進化が、医療機器を進化させ、近年、病院では医療機器安全管理責任者が設置されている。臨床工学

技士業務の一つとして医療機器の安全管理があるため、医療機器安全管理責任者は臨床工学技士がなること

が望ましい。本講義では、医療機器の安全管理の基礎概念から点検方法を含めた安全対策、病院の電気設備

および事故事例をもとに医療機器の安全管理を教授する。 

 

学修目標 

1. 医療機器の生体および他の機器への影響を説明できる。<DP①④>2. 医療機器の安全基準について学び、そのため

の安全対策法を説明できる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書の「授業計画」欄に記載されている内容に相当する部分を予め読み、講義後は、疑問点を放置せず、自

ら解決できるように努力し、授業内容を自分自身の言葉でまとめ直すこと。 

 

教科書 

ME の基礎知識と安全管理  南江堂 ISBN:  978-4-524-26959-4 

 

参考書 

・臨床工学講座 医用機器安全管理学 医歯薬出版株式会社 ISBN; 978-4-263-73415-5・講義中に紹介する書

籍 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員 研究室および教職員室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 安全管理とは 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

片山 

2 エネルギーと生体反応の関係 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

片山 

3 
電撃に対する生体特性ーマクロショック・

ミクロショック 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

片山 

4 医用機器の安全基準と分類 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

片山 



5 医用機器の漏れ電流と許容値 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

片山 

6 
病院電気設備の安全基準１－接地・EPR シス

テム 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

片山 

7 
病院電気設備の安全基準２－非接地配線方

式・非常電源 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

布江田 

8 医療ガスに関する安全基準 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

布江田 

9 電磁環境 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間）。 

布江田 

10 安全管理技術１―保守点検技術 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

布江田 

11 安全管理技術２－保守点検技術 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

布江田 

12 システム安全 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

布江田 

13 洗浄・消毒・滅菌 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

藤江 

14 リスク・マネジメント 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

藤江 

15 医療安全管理の実際 

予習：シラバス確認・講義内容の把握（2 時

間）復習：キーワード確認・講義ノ

ートの完成（2時間） 

藤江 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

出席基準：2/3 回以上必要である。①平常点評価（受講態度、講義ノートの確認、小テストなど）②試験評 ①30 ％



価＜DP①④＞＜フィードバックの方法＞講義開始前に、前回の復習を行う。小テストまたは課題につい

て、講義後に講評を発表する。 

 

②70％ 



授業科目名 医用機器安全管理学実習 (工学 B) 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 

布江田 友理／片山 俊郎／原 

良昭／藤江 建朗／大久保 さや

か 

科目ナンバリング SS20BMEC027 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 1 限、火曜

2 限、火曜 3 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 臨床工学技士の重要な業務である医用機器安全管理業務について、実習を通して学ぶ。実習では、医用電

気安全通則や病院電気設備の JIS による安全基準を理解するため、医用機器の漏れ電流や電源プラグの保持

力などを測定する。また、医療ガスに関する安全基準を点検器具を用いて測定する。さらに、医用機器の操

作方法を理解し、事故を防止するための保守点検方法（定期点検、日常点検など）を理解し、実践する。 

 

学修目標 

医用機器安全管理学で習得した知識をもとに、実際に医用機器の操作及び安全点検を行うことができる。＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

あらかじめ実習書・講義資料・教科書などを参考に、実習内容について十分下調べを行った上で、目的意識

を持って積極的に実習に臨んでください。無断の遅刻・欠席は厳禁です。また、臨床現場で実践している外

部講師も招待するため、臨床実習を想定し、実習に取り組んで下さい。 

 

教科書 

実習前に配布される実習書や参考資料（プリント） 

 

参考書 

・ME の基礎知識と安全管理  南江堂 ISBN:  978-4-524-26959-4・臨床工学講座 医用機器安全管理学 第 2

版 医歯薬出版株式会社 ISBN; 978-4-263-73415-5 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員 研究室および教職員室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 清潔・不潔の概念 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

藤江大

久保 

2 清潔・不潔の操作技術取得１ 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

藤江大

久保 

3 清潔・不潔の操作技術取得２ 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

藤江大

久保 



ト作成含む）を行う。 

4 
医療ガス配管設備とアウトレット 保守点

検技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

原布江

田 

5 電気手術器・生体情報モニタの基礎知識 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

藤江布

江田大

久保 

6 電気手術器の保守点検の技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

藤江布

江田大

久保 

7 生体情報モニタの保守点検の技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

藤江布

江田大

久保 

8 除細動器・体外式ペースメーカの基礎知識 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

藤

江

布

江

田

大

久

保 

9 体外式ペースメーカの保守点検の技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

藤江布

江田大

久保 

10 除細動器の保守点検の技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

藤

江

布

江

田

大

久

保 

11 
輸液ポンプ・シリンジポンプの保守点検の

技術習得１ 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

原・布

江

田 

12 
輸液ポンプ・シリンジポンプの保守点検の

技術習得２ 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

原・布

江

田 

13 保育器 保守点検および技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

藤江布

江

田

大

久

保 

14 麻酔器 特性などの基礎知識 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

藤江布

江

田

大

久

保 

15 麻酔器 保守点検および技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

藤江布

江

田



ト作成含む）を行う。 大

久

保 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

全実習の出席を求む。各項目のレポートを提出することが必要である。①平常点評価（受講態度、発表

内容、議論への貢献度など）＜DP①④＞②課題評価（レポート提出、内容など）＜DP①④＞③定期試験

＜DP①④＞【フィードバック方法】レポートの返却はしない。レポートで指摘・注意が必要な場合は、口頭

または MOIRIPA「課題管理」内のフィードバック機能を活用する。 

 

1. 10%2. 

60%3. 

30% 



授業科目名 医用機器安全管理学実習 (工学 A) 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 

布江田 友理／片山 俊郎／原 

良昭／藤江 建朗／大久保 さや

か 

科目ナンバリング SS20BMEC027 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 1 限、火曜

2 限、火曜 3 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 臨床工学技士の重要な業務である医用機器安全管理業務について、実習を通して学ぶ。実習では、医用電

気安全通則や病院電気設備の JIS による安全基準を理解するため、医用機器の漏れ電流や電源プラグの保持

力などを測定する。また、医療ガスに関する安全基準を点検器具を用いて測定する。さらに、医用機器の操

作方法を理解し、事故を防止するための保守点検方法（定期点検、日常点検など）を理解し、実践する。 

 

学修目標 

医用機器安全管理学で習得した知識をもとに、実際に医用機器の操作及び安全点検を行うことができる。＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

あらかじめ実習書・講義資料・教科書などを参考に、実習内容について十分下調べを行った上で、目的意識

を持って積極的に実習に臨んでください。無断の遅刻・欠席は厳禁です。また、臨床現場で実践している外

部講師も招待するため、臨床実習を想定し、実習に取り組んで下さい。 

 

教科書 

実習前に配布される実習書や参考資料（プリント） 

 

参考書 

・ME の基礎知識と安全管理  南江堂 ISBN:  978-4-524-26959-4・臨床工学講座 医用機器安全管理学 第 2

版 医歯薬出版株式会社 ISBN; 978-4-263-73415-5 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員 研究室および教職員室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 清潔・不潔の概念 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

藤江大

久保 

2 清潔・不潔の操作技術取得１ 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

藤江大

久保 

3 清潔・不潔の操作技術取得２ 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

藤江大

久保 



ト作成含む）を行う。 

4 
医療ガス配管設備とアウトレット 保守点

検技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

原布江

田 

5 電気手術器・生体情報モニタの基礎知識 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

藤江布

江田大

久保 

6 電気手術器の保守点検の技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

藤江布

江田大

久保 

7 生体情報モニタの保守点検の技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

藤江布

江田大

久保 

8 除細動器・体外式ペースメーカの基礎知識 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

藤

江

布

江

田

大

久

保 

9 体外式ペースメーカの保守点検の技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

藤江布

江田大

久保 

10 除細動器の保守点検の技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

片山・

藤

江

布

江

田

大

久

保 

11 
輸液ポンプ・シリンジポンプの保守点検の

技術習得１ 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

原・布

江

田 

12 
輸液ポンプ・シリンジポンプの保守点検の

技術習得２ 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

原・布

江

田 

13 保育器 保守点検および技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

藤江布

江

田

大

久

保 

14 麻酔器 特性などの基礎知識 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

ト作成含む）を行う。 

藤江布

江

田

大

久

保 

15 麻酔器 保守点検および技術習得 

予習：シラバスの確認・実習書の熟読・実習

準備復習：キーワードの確認・レポ

ート作成 1時間予習・復習（レポー

藤江布

江

田



ト作成含む）を行う。 大

久

保 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

全実習の出席を求む。各項目のレポートを提出することが必要である。①平常点評価（受講態度、発表

内容、議論への貢献度など）＜DP①④＞②課題評価（レポート提出、内容など）＜DP①④＞③定期試験

＜DP①④＞【フィードバック方法】レポートの返却はしない。レポートで指摘・注意が必要な場合は、口頭

または MOIRIPA「課題管理」内のフィードバック機能を活用する。 

 

1. 10%2. 

60%3. 

30% 



授業科目名 関係法規 (工学) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎 

科目ナンバリング SS20BMEC028 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床工学技士法に基づく臨床工学技士の身分及び業務について理解し、医療機器の品質、有効性及び安全性

の確保に関する薬機法について学び、医療機器に関する知識を習得し、医療事故防止に寄与できるようにす

る。加えて、臨床工学技士が業務を行なう病院等に関する医療制度を規定した医療法について学び、社会保

障の内容を理解し、臨床工学技士として責任を持った行動ができるような知識を備える。※本科目は実務経

験のある教員等による授業科目です。 

 

学修目標 

１．臨床工学技士法に規定されている身分及び業務について理解する。<DP①②>２．臨床工学技士の相対的欠格事由

について熟知する。<DP①②>３．医療機器関連法について理解し、有効性及び安全性の確保についての知識を備える。

<DP①②>４．医療法について理解し、医療制度に関して熟知する。<DP①②>５．医師法、看護師法を理解し、チーム

医療に寄与できるようにする。<DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

配布した資料の内容につき、教科書のみならず厚生労働省ホームページの「所管の法令等」を閲覧し、内容

の確認に務めてください。 

 

教科書 

臨床工学講座 関係法規 日本臨床工学技士教育施設協議会監修 医歯薬出版株式会社 ISBN978-4-263-734 

14-8 

 

参考書 

看護・医療を学ぶ人のための よくわかる関係法規 (Basic&Practice 看護学テキスト専門基礎分野)  松原孝

明著 学研メディカル秀潤社 ISBN-13: 978-4780913866 

 

研究室／オフィスアワー 

片山俊郎研究室(C 棟７F研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は何時でも大丈夫です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 法について 

予習：目的、授業計画、到達目標を知る。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

2 臨床工学技士法１ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

3 臨床工学技士法２ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 



4 臨床工学技士法３ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

5 臨床工学技士法４ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

6 臨床工学技士法５ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

7 医薬品医療機器等法１ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

8 医薬品医療機器等法２ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

9 医薬品医療機器等法３ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

10 医療法１ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

11 医療法２ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

12 医療法３ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

13 その他の関連法１ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

14 その他の関連法２ 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

1時間予習・復習を行う。 

片山 

15 関係法規に関するまとめ 

予習：まとめのノートを確認する。復習：追

加・訂正等を行い、ノートを仕上げ

る。1時間予習・復習を行う。 

片山 

16    

17    

18    

19    

20    
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30    



成績評価方法と基準 割合 

出席基準：2/3 回以上必要である。①平常点評価（受講態度、講義ノートの確認、小テストなど）②試験評

価＜DP①②＞＜フィードバックの方法＞講義開始前に、前回の復習を行う。小テストまたは課題につい

て、講義後に講評を発表する。 

 

① 

30%② 

70% 



授業科目名 臨床医学総論（内科学・外科学） (工学) 

主担当教員 松﨑 伸介 担当教員 松﨑 伸介／久保 忠彦 

科目ナンバリング SS20BMEC029 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 1 限、金曜

1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床工学技士として必要な外科学の基礎を理解し、病院実習のために必要な知識を修める。臨床工学技士と

して必要な内科学の基礎を理解し、病院実習のために必要な知識を修める。 

 

学修目標 

（外科）本講座では、外科学の基礎を学び、兆候から診断、治療について、総合的に理解することを目的とする。外

科学の基礎を理解し、代表的疾患を通じてその病態生理の理解と、応用ができる学力を養成することを目標とする。 

（内科）本講座では内科学の基礎を学び、兆候から診断、治療について、総合的に理解することを目的とする。同時

に開講されている内科学各論と補完しあうことで、内科学全般の基礎を理解し、代表的疾患を通じてその病態生理の

理解と応用ができる学力を養成することを目標とする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

（外科）講義は基本的に教科書に準じて進め、試験も講義内容から出題するため、日々の講義内容を理解す

ることに努め、予習復習を旨として欲しい。評価に際し、出席、小テストは重視します。（内科）講義は基本

的に教科書（内科学各論と共通）に準じて進め、試験も講義内容から出題する。日々の講義内容を理解する

ことに努め、予習復習を旨として欲しい。評価に際し、小テストは重視します。 

 

教科書 

（外科）臨床工学講座 臨床医学総論日本臨床工学技士教育施設協議会監修医歯薬出版（内科）なるほどな

っとく！内科学（改定 2版）（南山堂） 

 

参考書 

（内科・外科）国家試験問題（内科）病気が見えるシリーズわかりやすい内科学 （第 4 版）（文光堂）標準

理学療法学・作業療法学専門基礎分野 内科学(第 4版) （医学書院）人体のメカニズムから学ぶ画像診断技

術学（MEDICAL VIEW） 

 

研究室／オフィスアワー 

（外科）アポイントメント: 06-6976-3901（内科）研究室：サクラ棟 5階 508 研究室 部屋にいれば基本的

にはいつでも訪問可です。質問等いつでも対応します。確実に訪問したい場合は、事前にメールにて連絡く

ださい。 e-mail： shinsuke_matsuzaki@morinomiya-u.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 内科学：免疫・アレルギー・膠原病（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

 



時間：3時間 

2 内科学：免疫・アレルギー・膠原病（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

3 内科学：代謝・内分泌疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

4 内科学：代謝・内分泌疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

5 内科学：代謝・内分泌疾患（３） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

6 内科学：脳・神経内科疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

7 内科学：脳・神経内科疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

8 内科学：脳・神経内科疾患（３） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

9 外科概論１ 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

10 外科概論２ 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

11 新しい医療１：臓器移植など 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

12 新しい医療２：再生医療 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

13 プライマリケアー１ 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

14 プライマリケアー２ 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

15 まとめ 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
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28    
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成績評価方法と基準 割合 

（外科学）１．定期試験 DP1,2２．小テスト DP1,2 （内科学について）①講義内復習テスト：30~40 点 ②中

間テスト：60~70 点第一段階として、単元ごとの合格判定を①と②で実施する。（中間テストは 2 回程度実

施予定）③最終成績評価は、各単元テストの得点を平均化して最終成績とする。ただし、全ての単元で合

格判定を得ない限り、最終成績対象者とはせず再試験の対象者とする。出席は受験資格の判定のみに

使用する。出席回数を点数化はしない。 

 

最 終 評

価 は 、

内 科 学

（50 点）

と 外 科

学 （ 50

点 ） の

総 合 成

績 で 評

価 す

る。（内

科 学 ）

①30~4

0 点 

②60~7

0 点 ③

単 元 ご

と の 成

績

（①②よ

り算出）

の 平 均

値 得 点

率を 50

点 に 換

算：ただ

し 単 元

ご と の

成 績 が

合 格 判

定 ラ イ

ン を 超

え た 場

合 の み

成 績 評

価 対 象



となる。

（ 外 科

学 ） 1. 

80%2. 

20% 



授業科目名 内科学各論(循環器・呼吸器・腎・感染症) (工学) 

主担当教員 松﨑 伸介 担当教員 松﨑 伸介 

科目ナンバリング SS20BMEC030 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床工学技士として必要な内科学の基礎を理解し、病院実習のために必要な知識を修める。 

 

学修目標 

本講座では内科学の基礎を学び、兆候から診断、治療について、総合的に理解することを目的とする。同時に開講さ

れている臨床医学総論（内科）と補完しあうことで、内科学全般の基礎を理解し、代表的疾患を通じてその病態生理

の理解と応用ができる学力を養成することを目標とする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

（内科）講義は基本的に教科書（内科学各論と共通）に準じて進め、試験も講義内容から出題する。日々の講

義内容を理解することに努め、予習復習を旨として欲しい。評価に際し、小テストは重視します。 

 

教科書 

なるほどなっとく！内科学（改定 2版）（南山堂） 

 

参考書 

病気が見えるシリーズわかりやすい内科学 （第 4 版）（文光堂）標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 

内科学(第 4版) （医学書院）人体のメカニズムから学ぶ画像診断技術学（MEDICAL VIEW）国家試験問題 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：サクラ棟 5階 508 研究室 部屋にいれば基本的にはいつでも訪問可です。質問等いつでも対応しま

す。確実に訪問したい場合は、事前にメールにて連絡ください。 e-mail： shinsuke_matsuzaki@morinomiya-

u.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 血液疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

2 血液疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

3 呼吸器疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

4 呼吸器疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

 



時間：3時間 

5 呼吸器疾患（３） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

6 循環器（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

7 循環器（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

8 循環器（３） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

9 消化器・肝胆膵（１） 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 3時間 
 

10 消化器・肝胆膵（２） 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 3時間 
 

11 消化器・肝胆膵（３） 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 3時間 
 

12 腎泌尿器（１） 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 3時間 
 

13 腎・泌尿器（２） 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 3時間 
 

14 感染症（１） 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 3時間 
 

15 感染症（２） 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 3時間 
 

16    
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19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義内復習テスト：30~40 点 ②中間テスト：60~70 点第一段階として、単元ごとの合格判定を①と②で

実施する。（中間テストは 3 回程度実施予定）③最終成績評価は、各単元テストの得点を平均化して最終

①30~4

0 点 



成績とする。ただし、全ての単元で合格判定を得ない限り、最終成績対象者とはせず再試験の対象者と

する。これらテストによる評価に加えて、講義態度点（＋10 点 ～ ‐10 点）により判定する。出席は受験資

格の判定のみに使用する。出席回数を点数化はしない。<DP①②> 

 

②60~7

0 点 ③

単 元 ご

と の 成

績

（①②よ

り算出）

の 平 均

値 ＋ 講

義 態 度

点：ただ

し 単 元

ご と の

成 績 が

合 格 判

定 ラ イ

ン を 超

え た 場

合 の み

成 績 評

価 対 象

となる。 



授業科目名 外科学各論(循環・呼吸・泌尿器・麻酔・集中治療学) (工学) 

主担当教員 久保 忠彦 担当教員 久保 忠彦 

科目ナンバリング SS20BMEC031 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床工学技士として必要な外科学の基礎を理解し、病院実習のために必要な知識を修める。 

 

学修目標 

本講座では、外科学の基礎を学び、兆候から診断、治療について、総合的に理解することを目的とする。外科学の基

礎を理解し、代表的疾患を通じてその病態生理の理解と、応用ができる学力を養成することを目標とする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は基本的に教科書に準じて進め、試験も講義内容から出題するため、日々の講義内容を理解することに

努め、予習復習を旨として欲しい。評価に際し、出席、小テストは重視します。 

 

教科書 

臨床工学講座 臨床医学総論日本臨床工学技士教育施設協議会監修医歯薬出版 

 

参考書 

国家試験問題 

 

研究室／オフィスアワー 

アポイントメント: 06-6976-3901 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 イントロダクション：授業計画、総論 予習：復習：学習時間：  

2 
循環器系の外科１：心筋梗塞、心停止、ショ

ック、弁置換術など 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

3 
循環器系の外科２：心筋梗塞、心停止、ショ

ック、弁置換術など 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

4 呼吸器系および胸部の外科１：肺がんなど 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

5 呼吸器系および胸部の外科２：肺がんなど 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

6 
消化器系の外科１：胃がん、大腸がん、食道

がん、胆石など 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

7 
消化器系の外科２：胃がん、大腸がん、食道

がん、胆石など 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

8 
消化器系の外科３：胃がん、大腸がん、食道

がん、胆石など 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

9 乳腺、内分泌の外科：乳がん、子宮がんなど 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

10 脳神経系の外科：脳腫瘍、脳動脈瘤など 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

11 整形外科：人工関節置換術、脊椎手術、先天 予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス  



性股関節脱臼など ト学習時間：合計約 1時間 

12 
腎・泌尿器の外科１：前立腺肥大、前立腺が

ん、膀胱がんなど 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

13 
腎・泌尿器の外科１：前立腺肥大、前立腺が

ん、膀胱がんなど 

予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

14 外傷外科 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

15 麻酔学：全身、硬膜外麻酔など 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．定期試験 DP1,2２．小テスト DP1,2 

 

1. 80%2. 

20% 



授業科目名 臨床医学演習 (工学) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 
加納 寛也／片山 俊郎／藤江 

建朗／辻 義弘／大久保 さやか 

科目ナンバリング SS20BMEC032 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

臨床工学演習は基本的な生命維持管理技術の理解と治療効果およびチーム医療の中での臨床工学技士の役割

や責任等について解説し、臨床実習での事前準備となる臨床工学技士の使命を自覚し臨床工学技士業務に必

要な医学知識・臨床推論法・技能・態度を身につけさせることを目標とする。 

 

学修目標 

1、臨床工学技士業務における、呼吸・循環・代謝の 3 本柱となる人工呼吸器・人工心肺・人工透析の知識・技能を

身につける)<DP①②④>2、臨床実習に必要な態度、能力について自己分析しまとめることができる)<DP①②④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

臨床実習に出る事前の心得として重要なところですので演習を通じディスカッション、グループワークを重

ねていきましょう。（白衣持参）時間厳守で開始できるよう予習復習を行い積極的に取り組んでください 

 

教科書 

関連する科目に相当する教科書および資料 

 

参考書 

日本循環器学会ガイドラインシリーズ http://j-circ.or.jp/guideline/関連する科目に相当する教科書お

よび資料 

 

研究室／オフィスアワー 

各担当教員の指示に従うこと 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 臨床工学技士の役割と責任 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し自己学習を 2

時間程度行うこと 

片山 

2 腸管虚血における小腸粘膜障害 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し自己学習を 2

時間程度行うこと 

加納 

3 海外における心輸送システム 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し自己学習を 2

時間程度行うこと 

加納 



4 集中治療室業務１ 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し自己学習を 2

時間程度行うこと 

大久保 

5 血管カテーテル室業務 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し自己学習を 2

時間程度行うこと 

藤江 

6 一般病棟業務と在宅業務 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し自己学習を 2

時間程度行うこと 

藤江 

7 集中治療室業務 2 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し自己学習を 2

時間程度行うこと 

大久保 

8 血液浄化療法業務① 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し自己学習を 2

時間程度行うこと 

辻 

9 血液浄化療法業務② 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し自己学習を 2

時間程度行うこと 

辻 

10 集中治療業務 3 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成 

大久保 

11 業務内容に関するまとめ 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと(小

テスト範囲：講義 10 までの講義内

容から)復習：授業をもとに教科書

の確認・自己学習ノートの作成し自

己学習を 2時間程度行うこと 

加納辻

藤

江 

12 臨床工学技士の役割とチーム医療 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し自己学習を 2

時間程度行うこと 

加納辻

藤

江 

13 症例検討グループワーク 1 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し自己学習を 2

時間程度行うこと 

加納辻

藤

江 

14 症例検討グループワーク 2 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し自己学習を 2

時間程度行うこと 

加納辻

藤

江 

15 授業全体のまとめ 

予習：シラバス内容に対する内容について

教科書・資料を用いておくこと復

習：授業をもとに教科書の確認・自

己学習ノートの作成し理解を深め

これまでの項目において自宅で合

計 30 時間程度の自己学習をしてお

くこと 

加納辻

藤

江 



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1、授業中に行う小テスト(DP1,2,4)2、定期試験(DP1,2,4)3、4/5 以上出席すること 

 

1 、

30%2 、

70% 



授業科目名 先進科学技術論 (工学) 

主担当教員 中沢 一雄 担当教員 中沢 一雄／稲田 慎／原 良昭 

科目ナンバリング SS20BMEC039 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

先進科学技術論では、臨床工学や医療機器に関する最先端の知識や学際的な知識を広く学習させることによ

り、医療人としての将来像の構築、研修・研究などの動機づけの一助とすることを目標として教授する。現

在進歩が著しく、将来の発展が期待されている分野のトピックスなどを紹介・教授する。 

 

学修目標 

1. AI研究の背景・基礎を理解する。<DP①④>2. 眼科領域、脳の視覚情報処理機構の知識を身につける。<DP①④>3. 

心臓や心筋細胞の働きをイオンチャネルから説明できる。<DP①④>4. 最新の不整脈アブレーション治療の知識を身

につける。<DP①④>5. 心臓の電気現象の計測手法に関する知識を身につける。<DP①④>6. コンピュータシミュレー

ションの医学研究への応用に関する知識を身につける。<DP①④>7. 放射光の発生機序・医療的応用について説明で

きるようになる。<DP① 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

最新の研究事情やトピックスに触れて、医療人としての知識の幅を広げて欲しいと思います。 

 

教科書 

無し。講義資料を配布する。 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

中沢：C 棟 7 階研究室 720/金曜日９時～１０時３０分稲田：C 棟７階研究室 714/水曜日 5 限原 ：C 棟 7 階

教職員室/水曜日 5限信太：C 棟 7階教職員室/水曜日 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ガイダンス、ＡＩ研究の基礎知識ＡＩ（人工

知能）に関して研究の背景や基本用語の理

解ができるようになる。 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中 沢 

一雄 

2 
心房細動リアルタイム映像化手法に基づく

アブレーション治療 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中 沢 

一 雄

（ゲス

トスピ

ー カ

ー） 

3 視覚情報処理 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中 沢 

一 雄

（ゲス

トスピ

ー カ



ー） 

4 
コンピュータ上の仮想空間で心臓や心筋細

胞の働きを再現する電子教材 

予習：特になし復習：講義資料の確認  レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中 沢 

一 雄

（ゲス

トスピ

ー カ

ー） 

5 

イメージング科学・心筋細胞の電気現象の

計測原理について説明できるようにする・

マッピングの原理について説明できるよう

にする 

予習：2時間電極を用いた細胞外電位の計測

原理を理解するためには，電気工学

で学んだ電気回路，生体物性工学で

学んだ生体の電気的特性を復習し

ておく必要がある．また，計測対象

である洞結節の役割についての知

識も必要である．復習：2 時間講義

資料の確認、レポート作成 

稲田慎 

6 

シミュレーションの医学研究への応用・コ

ンピュータシミュレーションを不整脈研究

に応用した研究の概要を理解する 

予習：2時間講義資料、関連論文の概要を確

認し、関連事項について調べる復

習：2時間講義内容についてまとめ、

レポートを作成する 

稲田慎 

7 

放射光科学の理論的基礎・放射光の発生機

序について説明できるようになる。・放射光

の特徴について説明できるようになる。 

予習時間:2 時間予習内容:放射光の発生機

序は、電気工学 1 及び 2、電子工学

1及び2で学んだ内容が基盤となり、

特に電磁気学におけるローレンツ

力の理解が重要となる。電磁気学を

中心に電気工学 1 及び 2、電子工学

1 及び 2 を復習しておくこと。復習

時間:2 時間復習内容:一般的な光と

比較した放射光の特徴を、文章で説

明できるようになるまで、復習に努

める。 

原 良

昭 

8 

・流体工学と臨床工学の関連・流体工学の手

法・流体工学に基づく医工学研究事例紹介 

1)血管モデルを用いた血流の可視化計測 

2)補助人工心臓用の遠心血液ポンプの高性

能化及びスマート化 

予習：2時間バイオメカニクス及び生体物性

工学における流体力学分野，血液バ

イオレオロジーで学習した内容を

復習しておくこと．復習：2 時間講

義内容をまとめ，レポートを作成す

る． 

信太 

宗

也 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①平常点評価<DP①④>②課題評価（レポート提出、内容など）<DP①④> 

 

①40%

②60% 



授業科目名 先進計測技術学 (工学) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 
片山 俊郎／西垣 孝行／布江田 

友理 

科目ナンバリング SS20BMEC040 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
水曜 4 限、水曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体計測の基礎としての光、レーザー、超音波などの物理的性質の基盤の元に、近赤外生体酸素計測法が医

療に必須の技術や手法として近年注目を集めているので、先進計測技術学では循環動態の時間分解分析、体

循環における酸素濃度分布の３次元解析などについて解説し、急速に発展してきた脳の機能を可視化する機

能的近赤外分光分析法(fNIRS)の原理、目的、機器構成及び構造について解説し、得られた情報を効率よく利

用するための時系列データの分析法について教授し、生体の酸素分布情報と組織の機能との関連について学

びます。 

 

学修目標 

１．機能的近赤外分光分析法の計測原理と方法を理解する。＜DP①④＞２．組織中の酸素化ヘモグロビン、脱酸素化

ヘモグロビンについて理解する。＜DP①④＞３．時系列データの分析法について理解する。＜DP①④＞４．生体の酸

素分布情報と組織の機能との関連について理解する。＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

近赤外分光分析法はパルスオキシメータの測定原理であるので、この原理を再確認しておくこと。時系列デ

ータの分析法は、心電図や脳波のデータ分析に使用されている分析法を再確認しておくこと。 

 

教科書 

講義ごとに資料を配布する。 

 

参考書 

必要時に講義毎に指定する。 

 

研究室／オフィスアワー 

西垣研究室／C棟 7F 教職員室 /面談は可能な限り事前予約すること布江田研究室／片山俊郎研究室(C 棟７F

研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は何時でも大丈夫です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 近赤外分光分析法の原理 

予習：パルスオキシメータの測定原理の確

認復習：講義内容をまとめる。2 時

間ずつ予習・復習を行う。 

片山 

2 機能的近赤外分光分析法の計測原理と方法 

予習：前回の講義内容の確認復習：講義内容

をまとめる。2 時間ずつ予習・復習

を行う。 

片山 

3 時系列データの分析法 
予習：データ分析法の確認復習：講義内容を

まとめる。2 時間ずつ予習・復習を
片山 



行う。 

4 血行動態モニタリングシステム １ 
予習：配布資料の確認復習：講義内容をまと

める。2時間ずつ予習・復習を行う。 

西 垣 

孝行 

5 血行動態モニタリングシステム ２ 

予習：前回の講義内容の確認復習：講義内容

をまとめる。2 時間ずつ予習・復習

を行う。 

西 垣 

孝行 

6 機能的近赤外分光分析機器１ 
予習：配布資料の確認復習：講義内容をまと

める。2時間ずつ予習・復習を行う。 
布江田 

7 機能的近赤外分光分析機器２ 

予習：前回の講義内容の確認復習：講義内容

をまとめる。2 時間ずつ予習・復習

を行う。 

布江田 

8 先進計測技術学に関するまとめ 

予習：前回までの講義内容の確認復習：全講

義内容をまとめる。2時間ずつ予習・

復習を行う。 

片山 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義ごとの課題評価＜DP①④＞②レポート評価＜DP①④＞【フィードバック方法】講義前に、前回の

復習を行う。 

 

①50 ％

②50％ 



授業科目名 先進治療技術学 (工学) 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 
五十嵐 淳介／加納 寛也／藤江 

建朗／辻 義弘 

科目ナンバリング SS20BMEC041 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

最新の医療技術について学ぶ。医療ニーズに対応して臨床医学がどのように進歩してきたかをさまざまな観

点から俯瞰する。分野で述べると、分子細胞生物学・免疫感染症学・腫瘍医学・組織再生医療学・生体機能代

行装置学・臓器細胞工学などである。 

 

学修目標 

大目標：医学・医療進歩の歴史・現状・未来展望について、自らの考えを述べることができる個別目標：１）医療技

術の進歩によって可能になった新しい診療内容について述べることができる２）１）の技術的背景について、医学生

物学的な知識を踏まえて説明できる３）１）によって新たに満たされた医療ニーズについて述べることができる４）

１）によっても未だ解決できていない医療ニーズの例を挙げることができる５）今後どのような医療技術が開発され

ることが望まれるか、論じることができるDP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は一回完結方式とする。特段の予習は要しない。講義は集中して聴講し、授業内レポート（小テスト）を

注意深く作成・提出せよ。講義後は配布資料を材料に、医学・医療の過去・現在・未来展望について学習せ

よ。その際、これまでに履修した医学生物学系科目の内容を基盤とせよ。自らが今後の医療技術発展に貢献

するとの意志を持ち、主体的に学習することが望まれる。 

 

教科書 

指定しない 

 

参考書 

指定しない 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員の指示に適宜従うこと 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 動脈硬化予防における血管内皮の役割 
予習：要しない復習：講義資料を基に行え

（目安：２時間） 
五十嵐 

2 虚血性心疾患に対する血管新生促進治療 
予習：要しない復習：講義資料を基に行え

（目安：２時間） 
五十嵐 

3 特殊体外循環についての疾患対応 
予習：要しない復習：講義資料を基に行え

（目安：２時間） 
加納 

4 体外循環における凝固線溶系について 
予習：要しない復習：講義資料を基に行え

（目安：２時間） 
加納 



5 
人工呼吸器関連肺傷害の構成要素と肺保護

換気戦略 

予習：要しない復習：講義資料を基に行え

（目安：２時間） 
藤江 

6 
患者-人工呼吸器間の同調性と非同調性因

子の対応 

予習：要しない復習：講義資料を基に行え

（目安：２時間） 
藤江 

7 特殊血液浄化療法について① 
予習：要しない復習：講義資料を基に行え

（目安：２時間） 
辻 

8 特殊血液浄化療法について② 
予習：要しない復習：講義資料を基に行え

（目安：２時間） 
辻 
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成績評価方法と基準 割合 

＜評価＞授業内レポート（小テスト）：DP①④＜評価基準＞＃講義中に提示された題材について、背景と

内容を理解している＃上記について、自分の意見を述べられる＃上記について、今後どのような改良案

が考えられるか述べられる＜フィードバックの方法＞講義終了後に、授業内レポートに関する講評を発表

する。 

 

1 



授業科目名 機能評価分析学 (工学) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 
加納 寛也／片山 俊郎／藤江 

建朗／辻 義弘 

科目ナンバリング SS20BMEC042 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

機能評価分析学では、生体内の臓器と人工臓器の機能的な違いや特性、さらに具体的な機能評価の方法につ

いて教授する。それぞれの人工臓器、生体機能の測定方法や機能を理解させ解説を行いデータの分析・評価

法を教授し、その結果から生体臓器との違いについて理解させる。 

 

学修目標 

1、生体臓器と人工臓器との違いが理解でき説明ができる DP1.42、生体臓器と人工臓器の違いから使用目的や病態が

理解できる DP1.4 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は一回完結方式とする。他の講義にて得た知識をしっかりと復習しておくこと。講義は集中して聴講し、

授業内レポート（小テスト）を注意深く作成・提出せよ。自らが今後の医療技術発展に貢献するとの意志を

持ち、主体的に学習することが望まれる。 

 

教科書 

臨床工学技士標準テキスト 第 3版増補 2019   ：金原出版臨床工学講座 生体機能代行装置学 体外循

環、医歯薬出版株式会社（2年後期：体外循環装置学指定教科書） 

 

参考書 

関連する講義の資料など 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員の指示に従うこと片山俊郎研究室(C 棟７F 研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は適時対応

します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 機能評価のデータ分析と評価法 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

片山 

2 
体外循環と心拍出量（人工心肺、PCPS およ

び人工心臓の違い） 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

3 動脈血酸素飽和度と自発呼吸 
予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時
藤江 



に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

4 腎臓と人工腎臓 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

辻 

5 振り返り中間テスト（小テスト） 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納藤

江辻 

6 
症例に対する人工肺の選択（構造および使

用用途） 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納 

7 呼気を考える 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

藤江 

8 機能評価分析に関するまとめ 

予習：今までの講義内容に沿った教科書お

よび参考資料、作成ノートを用いて

確認復習：講義内容時に作成した自

身のノートを見直し理解を深めこ

れまでの項目において自宅で合計

30 時間程度の自己学習をしておく

こと 

片山加

納

藤

江

辻 
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成績評価方法と基準 割合 

1．平常点評価（受講態度、講義ノートの確認、小テストなど）＜DP①④＞2．定期試験評価 ＜DP①④＞

出席基準：2/3 以上の出席を必要とする＜フィードバックの方法＞小テストまたは課題については講義後

に講評を発表する。 

 

1 ．

30%2 ．

70% 



授業科目名 機能評価学演習 (工学) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 
加納 寛也／片山 俊郎／藤江 

建朗／辻 義弘／大久保 さやか 

科目ナンバリング SS20BMEC043 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

機能評価分析学演習では、生体内の臓器と人工臓器の機能的な違いや特性、さらに具体的な機能評価の方法

について理解する。それぞれの人工臓器、生体機能の測定方法や機能を理解させ解説を行いデータの分析・

評価法を教授し、その結果から生体臓器との違いについて理解させる。 

 

学修目標 

1、臨床工学技士業務における、呼吸・循環・代謝の 3 本柱となる心臓・腎臓・肺の人工臓器について知識・技能を

身につける<DP①④>2、演習に必要な態度、能力について自己分析しまとめることができる <DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は一回完結方式とする。他の講義にて得た知識をしっかりと復習しておくこと。講義は集中して聴講し、

授業内レポート（小テスト）を注意深く作成・提出せよ。自らが今後の医療技術発展に貢献するとの意志を

持ち、主体的に学習することが望まれる。 

 

教科書 

関連する科目に相当する教科書および資料 

 

参考書 

関連する科目に相当する教科書および資料 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員の指示に従うこと片山俊郎研究室(C 棟７F 研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は適時対応

します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 機能評価のおけるデータ解析、総論 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

片山 

2 PCPS および人工心臓と体循環 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納藤

江辻大

久保 

3 人工呼吸器と陽圧人工換気装置 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

加納藤

江辻大

久保 



習を 2時間行う 

4 人工呼吸器のトリガー機構と換気モード 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納藤

江辻大

久保 

5 血液浄化における機能評価① 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納藤

江辻大

久保 

6 血液浄化における機能評価② 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納藤

江辻大

久保 

7 グループディスカッション① 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納藤

江辻大

久保 

8 グループディスカッション② 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

片山加

納

藤

江

辻

大

久

保 

9 人工肺の機能（臨床使用の実際） 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納藤

江辻大

久保 

10 人工肺の機能（エアートラップ機能の評価） 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納藤

江

辻

大

久

保 

11 
人工呼吸器と Positive End-Expiratory 

Pressure 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納藤

江

辻

大

久

保 

12 人工呼吸器のまとめ 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納藤

江

辻

大

久

保 

13 血液浄化における機能評価③ 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を 2時間行う 

加納藤

江

辻

大

久

保 

14 血液浄化における機能評価④ 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

加納藤

江

辻

大



習を 2時間行う 久

保 

15 グループディスカッション③ 

予習：今までの講義内容に沿った教科書お

よび参考資料、作成ノートを用いて

確認復習：講義内容時に作成した自

身のノートを見直し理解を深めこ

れまでの項目において自宅で合計

30 時間程度の自己学習をしておく

こと 

片山加

納

藤

江

辻

大

久

保 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．中間試験評価 ＜DP①④＞2．定期試験評価 ＜DP①④＞出席基準：4/5 以上の出席を必要とする 

 

1 ．

30%2 ．

70% 



授業科目名 医療情報システム学 (工学) 

主担当教員 中沢 一雄 担当教員 中沢 一雄／稲田 慎／辻 義弘 

科目ナンバリング SS20BMEC044 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療の特質を踏まえ、最適な情報処理技術に基づいて医療情報を安全かつ有効に活用・提供することができ

る知識および技術について、医療情報技師の試験問題を題材として具体的に教授する。 

 

学修目標 

１．医療情報システムについて、運用・管理を含めた一般知識を取得する。<DP①④> ２．医療機関における医療情

報の流れを説明できる。<DP①④> ３．情報処理技術について、医療情報システムの担当者の実務に見合った知識レ

ベルを習得する。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医療情報技師の試験問題の解説を中心として、医療情報全般の理解を深め、医療情報技師の資格取得（医療

情報システム系・情報処理技術系）を目指します。 

 

教科書 

無し。講義資料を配布する。 

 

参考書 

医療情報の基礎知識 改訂第２版 編集 一般社団法人日本医療情報学会医療情報技師育成部会 南江堂 

2019 ISBN978-4-52424993-0 

 

研究室／オフィスアワー 

中沢：C棟７階 研究室 720 / 金曜日９時～１０時３０分 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 コンピュータの基礎 

予習：特になし  復習：講義資料の確認、

演習問題の再実行学習所要時間目

安：4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘 

2 ネットワーク技術 

予習：特になし  復習：講義資料の確認、

演習問題の再実行学習所要時間目

安：4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘 

3 データベース技術 

予習：特になし  復習：講義資料の確認、

演習問題の再実行学習所要時間目

安：4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘 

4 情報セキュリティとシステム管理 
予習：特になし  復習：講義資料の確認、

演習問題の再実行学習所要時間目

中 沢 

一雄稲



安：２時間 田 慎

辻 義

弘 

5 医療情報の特性と医療情報システム 

予習：特になし  復習：講義資料の確認、

演習問題の再実行学習所要時間目

安：4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘 

6 病院情報システム（１） 

予習：特になし  復習：講義資料の確認、

演習問題の再実行学習所要時間目

安：4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘 

7 病院情報システム（２） 

予習：特になし  復習：講義資料の確認、

演習問題の再実行学習所要時間目

安：4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘 

8 その他の医療情報システム及びまとめ 

予習：特になし  復習：講義資料の確認、

演習問題の再実行学習所要時間目

安：4時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎

辻 

義

弘 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

筆記試験<DP①④>4/5 以上の出席を必要とする。 

 
1 



授業科目名 医療情報システム学演習 (工学) 

主担当教員 中沢 一雄 担当教員 
中沢 一雄／稲田 慎／辻 義弘

／入江 真行 

科目ナンバリング SS20BMEC045 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療の情報化は着実に進展し、医療のあり方や医療現場の環境を変革しつつある。医療従事者にはその環境

の変化に対応するための知識と対応力が求められる。医療情報システム学演習では、医療の情報化の現状、

各種の医療情報システムの機能、医療の情報化に関連する法規やガイドライン等を教授するとともに、個人

情報としての医療情報の取り扱いについて解説する。さらに、これらの知識を演習問題によって確認させる。 

 

学修目標 

医療情報技師能力検定試験（医療情報システム系）に合格できる水準の知識を習得する。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医療情報の重要性や、病院における部門間の業務連携と情報の流れを理解し、実践に役立てるようにしてく

ださい。 

 

教科書 

第４版 医療情報サブノート 日本医療情報学会医療情報技師育成部会 篠原出版新社 ISBN 978-4-88412-

398-7 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

中沢：C棟７階 研究室 720 / 金曜日９時～１０時３０分入江：E棟１階非常勤講師控室/授業の前後のみ対

応可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction「医療情報技師とは」 

予習：特になし課題：講義の振り返り、レポ

ート作成復習：講義資料の確認学習

所要時間目安：1時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘入江 

真行 

2 医療情報の特性と医療情報システム （１） 

予習：教科書（pp.189～206）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：1時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘入江 

真行 

3 医療情報の特性と医療情報システム （２） 
予習：教科書（pp.189～206）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

中 沢 

一雄稲



習：講義資料の確認学習所要時間目

安：1時間 

田 慎

辻 義

弘入江 

真行 

4 医療を支える情報システムの構成 （１） 

予習：教科書（pp.207～222）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：1時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘入江 

真行 

5 医療を支える情報システムの構成 （２） 

予習：教科書（pp.207～222）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：1時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘入江 

真行 

6 病院情報システムの機能 （１） 

予習：教科書（pp.223～276）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：1時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘入江 

真行 

7 病院情報システムの機能 （２） 

予習：教科書（pp.223～276）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：1時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘入江 

真行 

8 病院情報システムの機能 （３） 

予習：教科書（pp.223～276）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：1時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎

辻 

義

弘

入

江 

真

行 

9 病院情報システムの機能 （４） 

予習：教科書（pp.223～276）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：1時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎

辻 義

弘入江 

真行 

10 病院情報システムの機能（５） 

予習：教科書（pp.223～276）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：1時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎

辻 

義

弘

入

江 

真

行 

11 病院情報システムの機能（６） 

予習：教科書（pp.223～276）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

習：講義資料の確認学習所要時間目

中沢 

一

雄



安：1時間 稲

田 

慎

辻 

義

弘

入

江 

真

行 

12 病院情報システムの導入 

予習：教科書（pp.277～290）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：1時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎

辻 

義

弘

入

江 

真

行 

13 病院情報システムの運用 

予習：教科書（pp.229～300）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：1時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎

辻 

義

弘

入

江 

真

行 

14 医療情報の標準化 

予習：教科書（pp.307～322）の確認課題：

講義の振り返り、レポート作成復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：1時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎

辻 

義

弘

入

江 

真

行 

15 

病院情報システムの評価と改善医療情報技

師の３Cを支える手法・スキル医療情報分野

の将来 

予習：教科書（pp.301～306、pp.323～332）

の確認課題：講義の振り返り、レポ

ート作成復習：講義資料の確認学習

所要時間目安：1時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎

辻 

義

弘

入

江 

真

行 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．各回の講義毎にレポート、演習問題等の課題を課す。〈DP①④〉２．定期試験〈DP①④〉講義内容が

確実に理解できていれば「可」とする。4/5 以上の出席を必要とする。 

 

１ ． 50%

２．50% 



授業科目名 医用ロボット工学 (工学) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭／西垣 孝行 

科目ナンバリング SS20BMEC046 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

ロボットの動きは数式で表現されるため、医用ロボット工学では、まず、必要とされる数学的知識の確認を

行う。その後、ロボットを動作させるアクチュエータやロボットが外界の情報を認識・知覚するために必要

なセンサ、センサから得られた情報を適切に処理する信号処理方法について学ぶ。その後、医療現場で活用

されているロボットの具体的な例として、電子制御型義足、埋め込み型人工心臓、手術ロボット、医療用 AI

などについて理解を深める。 

 

学修目標 

・ロボットに用いられる多様なセンサの種類と特性を数式を交えながら説明でき、また、必要に応じて適切なセンサ

を選択できるようになる。<DP①④>・ロボットに用いられる多様なアクチュエータの種類と特性を数式を交えながら

説明でき、必要に応じて適切なアクチュエータを選択できるようになる。<DP①④>・埋め込み型人工心臓、手術ロボ

ット、医療用AIなどについて、構造や特徴が説明できるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・ロボット工学自体が複数の工学的学問分野の知識が必要とされる学際領域と呼ばれ分野である。医用ロボ

ット工学はロボット工学に加えて医療系の知識も必要となる。そのため、本科目では、３年次前期までに履

修した専門基礎科目および専門科目の深い理解が必要となる。 

 

教科書 

『イラストで学ぶロボット工学』, 木野仁, 谷口忠大, 講談社 

 

参考書 

『絵ときでわかる ロボット工学(第 2版)』, 川嶋 健嗣, 只野 耕太郎, オーム社 

 

研究室／オフィスアワー 

西垣: C 棟 7F 教職員室 /面談は可能な限り事前予約すること  原:    C 棟 7F 教職員室 / 金曜日 4限  面

談は可能な限り事前予約すること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ロボット工学で必要とされる数学および物

理について・三角関数について説明できる

ようになる。・ベクトルについて説明できる

ようになる。・行列について説明できるよう

になる。・微分の概念を説明できるようにな

る。・積分の概念を説明できるようになる。・

運動方程式について説明できるようにな

る。 

予習時間:2 時間予習内容: ・学修内容に記

されている内容にいて、ノートにキ

ーワードを記載し、講義にて質問・

理解すべき内容を明確にする。復習

時間:1 時間復習内容: ・講義内容

の要約を作成する。 

原 良

昭 



2 

ロボットの知覚と運動器:・主なセンサの種

類と特性について説明できるようになる。・

アクチュエータの種類と特性について説明

できるようになる。 

予習時間:2 時間予習内容:・前回の講義にて

指定された教科書の内容を要約し、

わからない事をまとめる。復習時

間:2 時間復習内容:・講義内容の要

約を作成する。 

原 良

昭 

3 

ロボットの機構:・自由度について具体例を

挙げながら定量的に説明できるようにな

る。・順運動学と逆運動学について説明でき

るようになり、順運動学および逆運動学の

数値解を求めることができるようになる。 

予習時間:2 時間予習内容:・前回の講義にて

指定された教科書の内容を要約し、

わからない事をまとめる。復習時

間:2 時間復習内容:・講義内容の要

約を作成する。 

原 良

昭 

4 

ロボットの基礎的制御法:・ロボットの主な

基礎的制御手法について特徴を説明できる

ようになる 

予習時間:2 時間予習内容:・前回の講義にて

指定された教科書の内容を要約し、

わからない事をまとめる。復習時

間:2 時間復習内容:・講義内容の要

約を作成する。 

原 良

昭 

5 

医療福祉におけるロボット工学の活用:・義

肢を対象にロボット工学がどのように応用

されているかを説明できるようになる。 

予習時間:1 時間予習内容:第４回の講義に

て配布する義肢に関する資料につ

いて理解が難しい単語などを調べ

る。復習内容:2 時間復習内容: 講義

内容についてまとめたノートを作

成する。 

原 良

昭 

6 
医療現場で応用されているロボットの概要

ロボットと AI の進化 

予習時間:2 時間予習内容:医療現場で応用

が進んでいるロボットやAIついて、

興味が沸いた内容をまとめる。復習

時間:2 時間復習内容: 講義にて配

布する資料について理解が難しい

単語などを調べる。講義内容を復習

しノートを作成する。 

西 垣 

孝行 

7 
医療現場で応用されているロボット事例

（１）ダビンチ 

予習時間:2 時間予習内容:医療現場で応用

が進んでいるロボットやAIついて、

興味が沸いた内容をまとめる。復習

時間:2 時間復習内容: 講義にて配

布する資料について理解が難しい

単語などを調べる。講義内容を復習

しノートを作成する。 

西 垣 

孝行 

8 
医療現場で応用されているロボット事例

（２）補助人工心臓 

予習時間:2 時間予習内容:医療現場で応用

が進んでいるロボットやAIついて、

興味が沸いた内容をまとめる。復習

時間:2 時間復習内容: 講義にて配

布する資料について理解が難しい

単語などを調べる。講義内容を復習

しノートを作成する。 

西垣 

孝

行 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期テスト＜DP①④＞※出題範囲: 講義範囲となります。詳細は講義初回に説明します。※フィード

バック: 定期試験後の問題持ち帰りは可とし、正答を掲示します。②レポート評価＜DP①④＞※提出期

限: 講義中に説明します。※評価基準: 講義中に説明します。※フィードバック: レポートの点数について

は問い合わせがあれば開示します。 

 

①70 ％

②30％ 



授業科目名 遺伝子検査学 (工学) 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 
五十嵐 淳介／布江田 友理／藤

江 建朗 

科目ナンバリング SS20BMEC047 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

遺伝学は急速に進歩している学術分野である。こんにちの臨床医学では遺伝子レベルでの診断が日常的に行

われ、その結果が治療に反映されるようになっている。当科目では遺伝学の基礎とともに、臨床で用いる遺

伝子検査において用いる手技と、臨床工学技士が取り扱う可能性が高い遺伝性疾患について概説する。 

 

学修目標 

１）遺伝子とその発現機構について理解する<DP①④>２）遺伝子検体の基本的な取扱について理解する<DP①④>３）

遺伝子解析法の原理と遺伝子検査の実際を理解する<DP①④>４）遺伝子異常を伴う疾患の例を理解する<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

高校理科の生物基礎（DNA、遺伝子、ゲノム）に関して理解しておくこと。また一年次の医学系基礎科目（生

物学、生化学、人体の構造、人体の機能）を復習しておくこと。各講義ごとに小テストまたはレポートを実施

する。指示に従って提出せよ。期限厳守。 

 

教科書 

遺伝子検査学 矢冨 裕 (著)、医学書院 ISBN-13: 978-426001519 理系総合のための生命科学 第 4 版 分

子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ 東京大学生命科学教科書編集委員会（編）、羊土社 ISBN-13：  

9784758120869 

 

参考書 

カラー図解 アメリカ版 大学生物学の教科書 第 2 巻 分子遺伝学、デイヴィッド・サダヴァほか(著)、講談

社 ISBN-13: 978-4062576734 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員の指示に適宜従うこと 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 セントラルドグマ 

予習：高校理科・医学系基礎科目復習：講義

プリント（所要時間目安：合計二時

間） 

五十嵐 

2 染色体の構造と機能 

予習：高校理科・医学系基礎科目復習：講義

プリント（所要時間目安：合計二時

間） 

五十嵐 

3 ゲノム 

予習：高校理科・医学系基礎科目復習：講義

プリント（所要時間目安：合計二時

間） 

五十嵐 

4 細胞機能と遺伝子の関係 
予習：高校理科・医学系基礎科目復習：講義

プリント（所要時間目安：合計二時
五十嵐 



間） 

5 染色体と遺伝子の検査法（１） 

予習：高校理科・医学系基礎科目復習：講義

プリント（所要時間目安：合計二時

間） 

布江田 

6 染色体と遺伝子の検査法（２） 

予習：高校理科・医学系基礎科目復習：講義

プリント（所要時間目安：合計二時

間） 

布江田 

7 遺伝子異常を伴う疾患（１） 

予習：高校理科・医学系基礎科目復習：講義

プリント（所要時間目安：合計二時

間） 

藤江 

8 遺伝子異常を伴う疾患（２） 

予習：高校理科・医学系基礎科目復習：講義

プリント（所要時間目安：合計二時

間） 

藤江 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テストまたはレポートの総計：DP①④＜評価基準＞＃臨床工学技士国家試験出題基準に準拠した知

識を確実に修得している＃遺伝学の応用分野について、講義内容を把握している＜フィードバックの方

法＞小テストまたはレポートついて、全コマ終了後に講評を発表する。 

 

1 



授業科目名 先進科学技術演習 (工学) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 
原 良昭／布江田 友理／藤江 

建朗 

科目ナンバリング SS20BMEC048 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
木曜 2 限、木曜

3 限、金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本科目では医用ロボット工学および遺伝子検査学で学習した内容について演習を介して理解を深める。科目

前半では医用ロボット工学で学習した内容の理解を深めるために、グループワークとしてセンサを用いたモ

ータの制御演習を実施する。科目後半では遺伝子検査学で学習した内容の理解を深めるために、遺伝子検体

を取扱い、遺伝子解析を実施するまでの過程を教授する。 

 

学修目標 

1. ロボットにおけるアクチュエータの1つであるモータの仕組みを説明できるようになる。<DP①④>2. モータ制御

を行うプログラムを作成できるようになる。<DP①④>3. 遺伝子検査に用いる機器や器具操作を理解し、実践できる

<DP①④>4. 遺伝子検体の基本的な取扱を理解し、実践できる<DP①④>5. 遺伝子解析法の原理と遺伝子検査を理解

し、実践できる<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医用ロボット工学および遺伝子検査学で学習した内容に基づき演習が実施されるため、医用ロボット工学お

よび遺伝子工学を履修しておくことが望ましい。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

RNA 実験ノート 上巻 RNA の基本的な取り扱いから解析手法まで ISBN 978-4-89706-924-1RNA 実験ノート 

下巻 小分子 RNA の解析から RNAi への応用まで ISBN 978-4-89706-925-8 

 

研究室／オフィスアワー 

原           C 棟 7F 教職員室 / 金曜日 4限 面談では可能な限り事前予約を行うこと布江田 C 棟７F教職

員室藤江  C 棟７F教職員室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

モータの制御演習①・プログラムの作成方

法及び作成したプログラムをターゲットに

転送する方法を説明できるようになる。・ 

予習時間: 2 時間予習内容:・医用ロボット

工学で学習したモータの仕組みに

ついて要約を作成する。・システム

制御工学で学習したフィードバッ

ク制御およびPID制御について要約

を作成する。・情報処理システム制

御工学実習で学習したマイコンボ

ードへのプログラム作成方法およ

原 



び文法について要約を作成する。復

習時間: 1 時間復習内容:・講義内容

について要約をまとめる。 

2 

モータの制御演習②・ライントレースロボ

ットのモデル化とON-OFF制御のプログラム

作成を行い、その内容を説明できるように

なる。 

予習時間: 3 時間予習内容:・配付資料を確

認し、制御用プログラムの動作につ

いて要約をまとめる。復習時間: 1

時間復習内容:・講義内容について

要約をまとめる。 

原 

3 

モータの制御演習③・PID 制御を行うプログ

ラムを製作できるようになる。・製作したプ

ログラムでロボットを動かし、指定された

作業を素早く行うためのプログラム改善案

を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容:・配付資料を確

認し、PID 制御について要約する。・

PID 制御を行うためのプログラム案

を作成する。復習時間: 2 時間復習

内容:・講義内容について要約をま

とめる。 

原 

4 

モータの制御演習④・作成したプログラム

の性能評価を行うために履修者間でロボッ

トが指定した作業を行うために要する時間

について、競争を行う。・他者と自分のプロ

グラムを比較することで、同じ事を行うに

も様々な工夫が可能であることを理解す

る。 

予習時間: 3 時間予習内容:・配付資料を確

認し、これまでに作成した自分のプ

ログラムの改善を行う。復習時間: 1

時間復習内容:・他者のプログラム

で参考になる記述方法について要

約を作成する。 

原 

5 
動物組織から DNA 抽出１（エタノール沈殿

法） 

予習時間: 2 時間予習内容:・遺伝子検査に

関わる機器や器具の操作を理解す

る。・「遺伝子工学」資料を確認する。

復習時間: 1 時間復習内容:・講義内

容について要約をまとめる。 

布江田

藤江 

6 
動物組織から DNA 抽出２（DNA 濃度の定量測

定） 

予習 実習資料および「遺伝子工学」資料を

確認する予習時間: 2 時間予習内

容:・核酸抽出法を理解する。・「遺伝

子工学」資料を確認する。復習時間: 

1 時間復習内容:・講義内容について

要約をまとめる。 

布江田

藤江 

7 動物組織から抽出した DNA の増幅（PCR 法） 

予習 実習資料および「遺伝子工学」資料を

確認する予習時間: 2 時間予習内

容:・遺伝子増幅法を理解する。・「遺

伝子工学」資料を確認する。復習時

間: 1 時間復習内容:・講義内容につ

いて要約をまとめる。 

布江田

藤江 

8 
動物組織から抽出した DNA の定性評価（電

気泳動法） 

予習 実習資料および「遺伝子工学」資料を

確認する予習時間: 2 時間予習内

容:・遺伝子解析法を理解する。・「遺

伝子工学」資料を確認する。復習時

間: 1 時間復習内容:・講義内容につ

いて要約をまとめる。 

布江田

藤

江 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 定期試験<DP①>※出題範囲: 講義にて扱った範囲としますが、詳細は講義中に説明します。※フィー

ドバック: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。2. レポート<DP①④>※内容: 実習内容※提出

期限: 講義中に説明します。※評価内容: 講義中に説明します。※フィードバック: 実習終了後に、説明し

ます。 

 

1. 70%2. 

30% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (工学)：五十嵐 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 五十嵐 淳介 

科目ナンバリング SS20BMEC049 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

循環生理を題材に、生体機能測定の実技と機能調節機序の考察を行う。具体的には血圧と心拍数を主要な指

標とし、種々の負荷のもとでの測定・記録を行う。負荷の例としては寒冷・姿勢変化・運動・過呼吸などが考

えられる。教員監修のもと、検者・被検者はいずれもゼミ生が務める。循環生理学の歴史を学ぶ・計画を策定

する・実技を行う・データを解析する・文献的考察を行うなど、さまざまな方向に展開していくことが望ま

れる。 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

毎週の活動時間中に受け付けます 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 



4 研究領域の理解と文献抄読④ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

担当教

員

全



の合算は 1時間 員 

19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

成績評価方法と基準 割合 

＜成績評価＞1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④>4/5 以上の出席を

必要とする＜フィードバックの方法＞研究活動を通じて相互の議論を深める。参加学生が自発的に疑問・

仮説を設定してある程度まで自分で探求できる状態を目指す。 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (工学)：信太 

主担当教員 信太 宗也 担当教員 信太 宗也 

科目ナンバリング SS20BMEC049 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (工学)：大久保 

主担当教員 大久保 さやか 担当教員 大久保 さやか 

科目ナンバリング SS20BMEC049 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

3 年時は、既修得知識や演習での知識を活用し、研究内容を考える。また、研究とは何かを考える。4年時は、

臨地実習等の経験を生かし、虚血性心疾患治療、カテーテル検査関連で得られる生体情報解析、あるいは、

アロマセラピーが人体に及ぼす役割について臨床工学の視点から解析していく。各自のテーマに沿った文献

研究とそれらより生じた新たな問題点や疑問点を解明する。 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容: 学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

4 研究領域の理解と文献抄読④ 
予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内

担当教

員全員 



容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

7 実験仮設の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

8 実験仮設の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

9 実験仮設の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

10 実験仮設の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

11 実験仮設の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

12 実験仮設の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 



19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:   指摘内容を反映

した考察を考える。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:   指摘内容を反映

した考察を考える。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:   指摘内容を反映

した考察を考える。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容: 指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容: 指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④> 4/5 以上の出席を必要とする 

 

1.60%2.

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (工学)：辻 

主担当教員 辻 義弘 担当教員 辻 義弘 

科目ナンバリング SS20BMEC049 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

血液浄化療法一般、総合的生体情報解析を研究テーマとする．総合的生体情報解析では、人間の行動の心理

的機能と生理的機能の対応関係を調べ，人間の感性という主観的で論理的に説明しにくい反応を科学的手法

によって説明し，研究成果を血液浄化療法分野，実社会に還元・応用することを目的とする． 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

4 研究領域の理解と文献抄読④ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

担当教

員全員 



習時間の合算は 1時間 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 予習内容: 実施する実験の手順を要約す 担当教



る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

員

全

員 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④>4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (工学)：藤江 

主担当教員 藤江 建朗 担当教員 藤江 建朗 

科目ナンバリング SS20BMEC049 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体機能計測あるいは人工呼吸器に関するテーマの中から自ら選択し，実験，分析，文章作成とプレゼンテ

ーションを通して研究手法について学ぶ．具体的には，生体計測記録装置を使った生体信号（電気信号や画

像など）の記録，保存，解析を行い，生理現象との関連性について解明する．人工呼吸器については，各機種

の性能評価を行い特徴について整理し新たな機能の開発を行っていきたい． 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

4 研究領域の理解と文献抄読④ 
予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

担当教

員全員 



容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 



19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④>4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (工学)：布江田 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 布江田 友理 

科目ナンバリング SS20BMEC049 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

これまで、非侵襲的陽圧換気に対する生化学物質の定量評価およびデータ解析や冠動脈狭窄モデルにおける

冠血流予備量比の基礎的研究を行ってきました。今後も病態モデルを作製し、NPPV の生体反応評価を行う予

定です。また、携帯端末を利用した学習教材の効果およびウェアラブルデバイスを利用した教材作成・評価

も検討しています。ICT 教材の活用報告は多数されており、国家試験および各試験対策の教材作成および評価

を行います。 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

布江田 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

布江田 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

布江田 



4 研究領域の理解と文献抄読④ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

布江田 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

布江田 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

布江田 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

布江田 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

布江田 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

布江田 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

布江田 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

布江田 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

布江田 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

布江田 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

布江田 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

布江田 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

布江田 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

布江田 



の合算は 1時間 

19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

布江田 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

布江田 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

布江田 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

布江田 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

布江田 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④>4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (工学)：加納 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 加納 寛也 

科目ナンバリング SS20BMEC049 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床工学技士の視点からの心臓血管外科学、体外循環関連についての実技、考察を行う。ゼミ生は、人工心

肺・PCPS/IABP などの生命維持管理装置の手技操作、研究や、周術期における集中治療管理、心臓血管外科領

域全般について客員教授、教員の指導・監修の下学ぶ。研究について計画策定しデータ解析、文献検索、文献

的考察を行い循環器領域について学ぶことが望まれる。 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

4 研究領域の理解と文献抄読④ 
予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

担当教

員全員 



容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 



19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④>4/5 以上の出席を必要とするフィ

ードバック：面談により研究内容を対応 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (工学)：原 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭 

科目ナンバリング SS20BMEC049 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療・教育に対する工学的支援を軸に研究を行います。具体的な研究テーマとしては、3D プリンタを用いた

自助具製作及び製作した自助具の評価、統計・データ処理環境の構築・整備などです。実際の研究テーマは、

履修者と対話を重ね決定していきます。本ゼミの目的は、前述した研究テーマの遂行を通じて、課題解決を

目的とした計画立案能力や信号・統計処理に基づく各種データの活用能力といった医療人として必要な能力

を養うことです。 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟７階 教職員室 / 前期:火曜日 2限, 後期:金曜日４限 面談は可能な限り事前予約すること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

 



4 研究領域の理解と文献抄読④ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

 



の合算は 1時間 

19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>※評価内容: 講義にて説明します。※提出期限: 講義にて説明しま

す。2. プレゼンテーション内容<DP①④>※評価内容: 講義にて説明します。※提出期限: 講義にて説明

します。4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (工学)：西垣 

主担当教員 西垣 孝行 担当教員 西垣 孝行 

科目ナンバリング SS20BMEC049 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床現場（人工心肺・補助循環・ペースメーカー業務など）と大学をつなぐ VR 体験型教材の開発、補助循環

システムの人工肺結露予防のための温風装置開発、ウェアラブル体温計の開発を、多施設共同研究や企業と

の共同研究開発として実施する。これらの研究案件を社会実装する過程について実践的に学習することによ

り、社会人基礎力を磨く。特徴は、アントレプレナーシップを学びながらビジネスモデルキャンバスやバリ

ュープロポジションキャンバスを応用しつつ視野を広げて研究を遂行する能力を養うことである。 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。3. 実験・調査

などの研究方法を理科し説明できるようになる。4. 実現可能な研究計画を作成し、遂行できるようになる。5. 得ら

れた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。6. 研究成果をプレゼンテーションす

ることができるようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容: 学習内容の

要約を作成する。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員全員 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 



4 研究領域の理解と文献抄読④ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容: 指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容: 指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容: 指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容: 指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

担当教

員

全



合算は 1時間 員 

19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容: 指摘内容を反映した

考察を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容: 指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容: 指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容: 指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容: 指

摘内容を反映した発表内容を作成

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書 2. プレゼンテーション内容 4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (工学)：稲田 

主担当教員 稲田 慎 担当教員 稲田 慎 

科目ナンバリング SS20BMEC049 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

卒業研究では研究手法の習得を目的とし，研究テーマの設定，課題解決のための計画立案，研究実施，学内

外での研究成果の発表までを 2 年間で行う．研究テーマは，心臓の不整脈発生メカニズム解析を目指した電

気現象のシミュレーションや心電図の解析等がある．研究を進めるために必要なプログラミングや可視化手

法の技術等を身につけてもらうことを原則とする． 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

4 研究領域の理解と文献抄読④ 
予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

担当教

員全員 



容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 



19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④>4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (工学)：中沢 

主担当教員 中沢 一雄 担当教員 中沢 一雄 

科目ナンバリング SS20BMEC049 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

シミュレーション医工学に関わる研究を行う。生体情報や医療情報に関連する広範な領域において、数学モ

デルやコンピュータシミュレーションを応用した診療支援を図るためのシステム開発やシステム評価などを

実施する。基本的に、一般的な情報処理や機器の取り扱いなどに関わる知識を習得した上で、個々の課題の

設定から解決、さらに学会発表や研究論文の作成など、研究成果の公表に至るプロセスについても（可能な

限り）体験させる予定である。 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理解し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 4時間 

中 沢 

一雄 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 4時間 

中 沢 

一雄 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 4時間 

中 沢 

一雄 



4 研究領域の理解と文献抄読④ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 4時間 

中 沢 

一雄 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 4時間 

中 沢 

一雄 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 4時間 

中 沢 

一雄 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

4時間 

中 沢 

一雄 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

4時間 

中沢 

一

雄 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

4時間 

中 沢 

一雄 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

4時間 

中沢 

一

雄 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

4時間 

中沢 

一

雄 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

4時間 

中沢 

一

雄 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 4 時間 

中沢 

一

雄 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 4 時間 

中沢 

一

雄 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 4 時間 

中沢 

一

雄 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 4 時間 

中沢 

一

雄 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 4時間 

中沢 

一

雄 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

中沢 

一

雄 



の合算は 4時間 

19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 4時間 

中沢 

一

雄 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 4時間 

中沢 

一

雄 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 4時間 

中沢 

一

雄 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 4時間 

中沢 

一

雄 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 4時間 

中沢 

一

雄 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 4時間 

中沢 

一

雄 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 4時間 

中沢 

一

雄 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 4 時間 

中沢 

一

雄 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 4時間 

中沢 

一

雄 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 4時間 

中沢 

一

雄 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 4時間 

中沢 

一

雄 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 4時間 

中沢 

一

雄 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④>4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (工学)：片山 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎 

科目ナンバリング SS20BMEC049 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

近赤外生体酸素計測法による循環動態の時間分解分析、体循環における酸素濃度分布の３次元解析から心拍

出量の非侵襲的計測、脳領域の各深度における酸素濃度の非侵襲的計測を実施するとともに、AppleWatch や

Fitbit 等のウェアラブルデバイスによる心拍数や睡眠記録の活用により、透析患者や呼吸器循環器疾患によ

る睡眠障害の評価を行います。ゼミ生は、研究デザインに即したプロトコルの作成法を学び、近赤外生体酸

素計測法による自分自身の計測データから呼吸循環器系の生理機能メカニズムの解析やウェアラブルデバイ

スによる睡眠障害の評価・検討を行い、医療への直接的な貢献を目指します。 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

片山俊郎研究室(C 棟７F研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は何時でも大丈夫です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

片山 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

片山 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

片山 



習時間の合算は 1時間 

4 研究領域の理解と文献抄読④ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

片山 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

片山 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

片山 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

片山 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

片山 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

片山 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

片山 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

片山 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

片山 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

片山 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

片山 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

片山 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

片山 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 予習内容: 実施する実験の手順を要約す 片山 



る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

片山 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

片山 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

片山 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

片山 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

片山 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④>出席基準：4/5 以上の出席を必要

とする。＜フィードバックの方法＞プレゼンテーション内容については適時対応します。 

 

1. 60%2. 

40% 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床工学科 

（2018 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 臨床実習 (工学) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 

加納 寛也／片山 俊郎／稲田 

慎／西垣 孝行／原 良昭／布江

田 友理／藤江 建朗／辻 義弘

／大久保 さやか 

科目ナンバリング SS320 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

大学指定の臨床実習病院の手術部、集中治療部、人工透析部、高気圧酸素治療部及び ME 管理部において臨床

工学技士の業務を実際に体験し学習する。 人工心肺業務、脈管カテーテル治療業務、人工呼吸器業務、人工

透析業務、高気圧酸素治療業務及び医用機器の保守点検管理業務を学ぶことで、その重要性を理解し、体験

する。 

 

学修目標 

1.病院の各部署で行われる臨床工学技士の業務の進め?や業務技術を理解できる。 <DP①④＞2.集中治療室業務、人

工透析業務及び高気圧酸素治療業務では患者に対するマナーや接遇の仕?を理解できる。<DP③＞ 3.臨床工学技士の

チーム医療への寄与ができる。<DP①③④＞ 4.臨床工学技士の病院での業務を体験し、その重要性を理解できる。＜

DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各教科書および授業資料により、生体機能代行装置学をはじめ、医用治療機器学、医用機器安全管理学、生

体計測装置学、臨床関連医学、などの復習・予習をしておくとともに、実習に関する配布資料や施設のホー

ムページなどを参考に、各施設の特性や臨床工学技士業務の概要を理解しておく。 

 

教科書 

臨床工学科作成の臨床実習指導書 

 

参考書 

これまでに履修した科目の教科書および参考図書、授業資料 

 

研究室／オフィスアワー 

全担当教官 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
各臨床実習施設の実習指導者の指示に従

う。 

実習計画に基づいて、予習復習を 1 時間ず

つ行う。 
全教員 

2    

3    

4    



5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

各臨床実習病院の実習指導者の評価を元に総合100%で評価する。全て出席し、レポート提出を必須とす

る。<DP①③④>臨床実習終了後、面談をおこない実習についてフィードバックする 

 

1 



授業科目名 医用生体工学特講 (工学) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎／稲田 慎 

科目ナンバリング ST401 科目区分 専門特講 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医用生体工学特講では、バイオメカニクス、生体物性工学、生体材料工学の 3 科目について、相互に関連さ

せながら系統的に復習し、理解を深めることを目的とする。また、生体物性工学と生体材料工学の間では互

いに関連する項目も多く、生体内で起こる種々の受動的・能動的反応を含め、幅広く講義する。 

 

学修目標 

生体に関連する基本的な物理化学的現象について、工学的観点から説明することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義内容について、理解が不十分な項目については早急に台頭し、理解できるようにすること。 

 

教科書 

使用しない。講義内容に関連した資料を配付する。 

 

参考書 

バイオメカニクス、生体物性工学、生体材料工学で使用した教科書 

 

研究室／オフィスアワー 

片山研究室、稲田研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 バイオメカニクス（力学） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲田 

2 バイオメカニクス（流体力学） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲田 

3 バイオメカニクス（熱力学） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲田 

4 バイオメカニクス（材料力学） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲田 

5 バイオメカニクス（機械力学） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲田 

6 バイオメカニクス（波動工学） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲田 

7 生体物性工学（総論、電気的特性） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲田 

8 生体物性工学（音響特性、力学的特性） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲

田 

9 生体物性工学（流体的特性、熱的特性） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲田 

10 生体物性工学（光特性、放射線特性） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲



田 

11 生体材料工学（医用材料の基礎） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲

田 

12 生体材料工学（医用材料の応用） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲

田 

13 生体材料工学（医用材料の生体適合性） 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲

田 

14 
生体材料工学（医用材料の滅菌・安全性評

価） 

予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲

田 

15 全体のまとめ 
予習：講義内容の確認（2時間）復習：講義

内容，演習問題の復習（2時間） 

片山、

稲

田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

試験<DP①> 
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授業科目名 医用機器学特講 (工学) 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 

布江田 友理／片山 俊郎／西垣 

孝行／加納 寛也／藤江 建朗／

辻 義弘／大久保 さやか 

科目ナンバリング ST402 科目区分 専門特講 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医用生体工学特講では、生体計測装置学、医用治療機器学、医用機器安全管理学の 3 科目について、相互に

関連させながら系統的に復習し、理解を深めることを目的とする。さらに、生体計測装置学では、生体の信

号発生メカニズム及び各種計測の原理・解析方法について十分な知識を獲得する。医用治療機器学では、治

療機器の原理構造、操作運用、主な疾患、治療方法について統合的な知識を獲得する。医用機器安全管理学

では、病院設備（電気設備、医療ガス設備）の安全対策、個別機器（治療機器、生体計測機器等）の原理およ

び保守点検技術を中心とした安全管理技術について統合的な知識を獲得する。 

 

学修目標 

臨床工学技士国家試験の問題に相当する知識を有することが最低限の目標である。DP① 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各科目において、理解が不十分な項目については早急に対処し、理解する。 

 

教科書 

臨床工学技士標準テキスト ISBN：978-4-307-77180-1 

 

参考書 

生体計測装置学、医用治療機器学、医用機器安全管理学で使用した教科書、講義資料、ME の基礎知識と安全

管理 等 

 

研究室／オフィスアワー 

各担当教員の指示に従う。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
光治療機器、超音波治療機器、内視鏡機器、

熱治療機器 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

布江田

友理 

2 
医療機器の安全基準（漏れ電流・クラス分

類、システム安全）、電気的安全性の測定 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

布江田

友理 



が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

3 
病院における医用ガス設備（種類・危険性・

管理方法法律・配管設備・事故） 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

布江田

友理 

4 医療機器の安全対策、感染対策 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

藤江建

朗 

5 電磁気治療機器 1 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

西垣孝

行 

6 電磁気治療機器 2 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

西垣孝

行 

7 機械的治療器１ 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

加納寛

也 

8 機械的治療器２、手術支援ロボット 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

加納寛

也 

9 まとめ 

予習時間:2 時間予習内容:生体計測装置学、

医用治療器医学、医用機器安全管理

学の国家試験範囲を確認する。復習

時間:2 時間復習内容: 講義にて配

布する資料について理解が難しい

用語や演習問題などを調べ、講義内

容をノートにまとめる。 

布江田

友理 

10 生体物理情報の計測（血圧・血流速度 等） 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

大久保

さ

や

か 

11 
生体電気信号の計測（心電図・脳波・筋電図・

誘発筋電図） 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

片山俊

郎 



が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

12 画像計測（超音波・X線 CT・MRI・内視鏡） 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山俊

郎 

13 生体化学計測（?・ガス分圧 等） 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山俊

郎 

14 生体磁気計測（脳磁図・心磁図）と電磁波 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山俊

郎 

15 
病院電気設備の安全基準と安全対策（関係

法規、医用接地方式、非常用電源、電磁環境） 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山俊

郎 
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成績評価方法と基準 割合 

2/3 以上の出席が必要。1. 試験<DP①> ＜フィードバックの方法＞各講義で行う小テストついて、講義内

または終了ごとに発表する。 

 

1. 

100％ 



授業科目名 生体機能代行技術特講 (工学) 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 

加納 寛也／西垣 孝行／布江田 

友理／藤江 建朗／辻 義弘／大

久保 さやか 

科目ナンバリング ST403 科目区分 専門特講 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体機能代行技術には血液浄化関連、体外循環関連、人工呼吸器関連の科目について技術・治療の相互に関

連させながら系統的に復習し、理解を深めさせる。そのための講義法としてグループディスカッション、デ

ィベート、グループワークなどのアクティブラーニングなども活用し学生の主体的な学修を促す。これらの

機器の原理・使用目的・構成・操作方法及び適応疾患、禁忌事項について説明できるレベルの知識を修得さ

せることを目標とし、これらの業務に関連した内容について教授する。 

 

学修目標 

生体機能代行装置の原理・使用目的・構成・操作方法について十分理解でき説明できる DP①生体機能代行装置に対

する適応疾患・禁忌事項について十分理解でき、説明できる。 DP① 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

国家試験に重要な領域になるので必ず講義前には事前学習をし講義を受け十分な知識を習得するように取り

組むこと。講義後には必ず受けた講義内容について復習をし国家試験対策の一環に取り組むこと。 

 

教科書 

各教員の指示に従う 

 

参考書 

各担当教員の指示に従う 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員の指示に従う 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
心臓ペースメーカー、脈管カテーテル等の

業務に関連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

西垣 

2 不整脈、補助循環に関連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

西垣 

3 不整脈、補助循環に関連した内容 
予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時
西垣 



に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

4 体外循環の業務に関連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

加納 

5 体外循環の業務に関連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

加納 

6 体外循環の業務に関連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

加納 

7 体外循環の業務に関連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

加納 

8 人工呼吸器の機器業務に関連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

布江田 

9 人工呼吸器の機器業務に関連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

布江田 

10 
人工呼吸器業務および集中治療室業務に関

連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

藤江 

建

朗 

11 
人工呼吸器業務および集中治療室業務に関

連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

藤江 

建

朗 

12 
人工呼吸器業務および集中治療室業務に関

連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

藤江 

建

朗 

13 血液浄化の業務に関連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

辻 

14 血液浄化の業務に関連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め次回授業までに自己学

習を少なくとも 2時間は行う 

辻 

15 血液浄化の業務に関連した内容 

予習：講義内容に沿った教科書および参考

資料を用いて確認復習：講義内容時

に作成した自身のノートを見直し

理解を深め自己学習を少なくとも 2

時間は行う 

辻 
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成績評価方法と基準 割合 

各講義の出席および講義ごとの小テスト、定期テスト DP①講義内で解説し学生へフィードバックする 

 

100 ％ 

DP① 



授業科目名 関連臨床医学特講 (工学) 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 

五十嵐 淳介／片山 俊郎／西垣 

孝行／加納 寛也／布江田 友理

／藤江 建朗／辻 義弘／大久保 

さやか 

科目ナンバリング ST404 科目区分 専門特講 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

関連臨床医学特講では、医学概論として人体の構造及び機能、公衆衛生学、臨床生理学、病理学概論、臨床生

化学、臨床免疫学、臨床薬理学、関係法規について、臨床医学総論として内科学概論、外科学概論及び各論と

して呼吸器系、循環器系、内分泌・代謝系、神経・筋肉系、腎臓・泌尿器・生殖器系、消化器系、血液系、感

染症等について、相互に関連させながら系統的に復習し、理解を深めることを目的とし、臨床工学技士業務

において必要な医学的知識について統合的な知識を獲得する。 

 

学修目標 

臨床工学技士国家試験の問題に相当する知識を有することが最低限の目標である。 <DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各科目において、理解が不十分な項目については早急に対処し、理解する。 

 

教科書 

使用しない。講義内容に関連した資料を配付する。 

 

参考書 

医学概論、臨床医学総論としての各科目で使用した教科書、講義資料、臨床工学技士標準テキスト 等 

 

研究室／オフィスアワー 

片山：加納：藤江： 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 公衆衛生学・関係法規 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納藤江 

2 人の構造 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納藤江 



3 人の機能 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納藤江 

4 臨床生理学・病理学概論・臨床薬理学 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納藤江 

5 臨床生化学・臨床免疫学 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納藤江 

6 内科学概論 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納藤江 

7 外科学概論 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納藤江 

8 循環器系疾患 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納

藤

江 

9 呼吸器系疾患 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納藤江 

10 腎臓・泌尿器系疾患 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納

藤

江 

11 消化器系、神経・筋肉系疾患 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納

藤

江 



12 内分泌・代謝系疾患 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納

藤

江 

13 血液系疾患 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納

藤

江 

14 麻酔化学、救急・集中治療医学 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納

藤

江 

15 臨床生理学検査、免疫・移植 

予習時間:2 時間予習内容:前回の講義ノー

トを確認し、シラバスや講義予告を

もとに講義準備をノートに作成す

る。復習時間:2 時間復習内容: 講

義にて配布する資料について理解

が難しい用語などを調べ、講義内容

をノートにまとめる。 

片山加

納

藤

江 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.試験<DP①> 

 

1. 

100％ 



授業科目名 基礎工学特講 (工学) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭 

科目ナンバリング ST405 科目区分 専門特講 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1 年次から 3 年次まで学習した基礎工学分野に関して、臨床工学技士として必要な観点から統合的に再学習

を行う。具体的には、医用電気電子工学を構成する電気工学、電子工学、情報処理工学およびシステム工学

の 4 つの科目について臨床工学分野での活用内容を踏まえながら、科目関を関連させて説明することで、医

用電気電子工学のより深い理解を目指す。 

 

学修目標 

1. 臨床工学技士として必要とされる医用電気電子工学の知識を習得し、医療チームにおいて臨床工学分野を先導で

きる能力を獲得する。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 3 年次までに学習した電気工学 1・2、電子工学 1・2、システム制御工学、医療情報処理工学および関連科

目 に つ い て 予 め 復 習 し て お く こ と 。 ま た 、  復 習 に 際 し て は 、 <a 

href="http://www.jaame.or.jp/rinsyo/rinsyosiken.html" target="_blank">臨床工学技士国家試験出題基

準</a>に医用電気電子工学として記載されている内容を確認し、その内容に沿って行うこと。 

 

教科書 

3 年次までに購入した関連科目（電気工学 1, 電気工学 2, 電子工学 1, 電子工学 2, システム制御工学, 情

報処理工学）の教科書を用います。 

 

参考書 

3 年次までに購入した関連科目（電気工学 1, 電気工学 2, 電子工学 1, 電子工学 2, システム制御工学, 情

報処理工学）の参考書を用います。 

 

研究室／オフィスアワー 

原  C 棟 7F 教職員室 / 金曜日 4限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

電磁気学: 静電界と磁界・静電界の特徴を

説明できるようになる。・磁界の特徴を説明

できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

片山俊

郎原良

昭 

2 

電磁気学: 電磁誘導と電磁波・電磁誘導を

説明できるようになる。・電磁波を説明でき

るようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

片山俊

郎原良

昭 



を説明するノートを作成する。 

3 
直流回路 1: ・オームの法則、合成抵抗、分

圧、分流を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

原良昭 

4 

直流回路 2:・キルヒホッフの法則、テブナ

ンの定理、ミルマンの定理を説明できるよ

うになる。・ホイートストーンブリッジ回路

を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

原良昭 

5 

交流回路 1:・交流波形の表示方法を説明で

きるようになる。・複素数を用いて受動素子

のインピーダンスを説明できるようにな

る。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

原良昭 

6 

交流回路 2: ・複数の受動素子を合成して

合成複素インピーダンスを算出できるよう

になる。・共振回路が説明できるようにな

る。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

原良昭 

7 

電力・直流回路および交流回路における受

動素子の消費電力を説明できるようにな

る。・交流回路での電力を皮相電力、無効電

力、有効電力を用いて説明できるようにな

る。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

原良昭 

8 

過渡応答とフィルタ回路・RC および RL 回路

の時定数を説明できるようになる。・時定数

を用いて過渡応答を説明できるようにな

る。・時定数および複素インピーダンスを用

いてフィルタ回路を説明できるようにな

る。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

原良昭 

9 

半導体と半導体素子・半導体の構造と性質

を説明できるようになる。・ダイオードの仕

組みと代表的な回路を説明できるようにな

る。・トランジスタの種類と仕組みを説明で

きるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

原良昭 

10 

オペアンプ・増幅回路を説明できるように

なる・オペアンプの特性を説明できるよう

になる。・オペアンプの基本的回路を説明で

きるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

原良昭 

11 

制御方法の種類と応用・制御方法の種類と

特徴を説明できるようになる。・伝達関数を

説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

原良昭 

12 

システム理論・ブロック線図を説明できる

ようになる。・時定数を用いて一次遅れ要素

の特徴を説明できるようになる。・二次遅れ

を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

原良昭 

13 情報の表現・情報の表現方法を説明できる 予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し 中沢一



ようになる。・論理回路を説明できるように

なる。 

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

雄

信

太

宗

也 

14 

ネットワークと情報セキュリティ・ネット

ワークの仕組み・構成を説明できるように

なる。・情報セキュリティについて内容や対

策を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

中沢一

雄

信

太

宗

也 

15 

医療における情報技術・医療情報システム

の種類や内容などを説明できるようにな

る。 

予習時間: 2 時間予習内容: 事前に配布し

た問題を行い、講義中に質問する問

題と理解が不十分な箇所をリスト

アップする。復習時間: 2 時間復習

内容: 理解が不十分であった箇所

を説明するノートを作成する。 

中沢一

雄

信

太

宗

也 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 試験<DP①>※出題範囲: 講義内で扱った範囲を対象として筆記試験を行います。詳細は講義初回に

説明します。※フィードバック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。 

 

1. 100% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (工学)：大久保 

主担当教員 大久保 さやか 担当教員 大久保 さやか 

科目ナンバリング FS512 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

3 年時は、既修得知識や演習での知識を活用し、研究内容を考える。また、研究とは何かを考える。4年時は、

臨地実習等の経験を生かし、虚血性心疾患治療、カテーテル検査関連で得られる生体情報解析、あるいは、

アロマセラピーが人体に及ぼす役割について臨床工学の視点から解析していく。各自のテーマに沿った文献

研究とそれらより生じた新たな問題点や疑問点を解明する。 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

4 研究領域の理解と文献抄読④ 
予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

担当教

員全員 



容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 



19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④>4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (工学)：藤江 

主担当教員 藤江 建朗 担当教員 藤江 建朗 

科目ナンバリング FS512 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体機能計測あるいは人工呼吸器に関するテーマの中から自ら選択し，実験，分析，文章作成とプレゼンテ

ーションを通して研究手法について学ぶ．具体的には，生体計測記録装置を使った生体信号（電気信号や画

像など）の記録，保存，解析を行い，生理現象との関連性について解明する．人工呼吸器については，人工呼

吸器のトラブルに対するシミュレーション教育の確立，各機種の性能評価を行い特徴について整理し新たな

機能の開発を行っていきたい． 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 



4 研究領域の理解と文献抄読④ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

担当教

員

全



の合算は 1時間 員 

19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④>4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (工学)：布江田 

主担当教員 布江田 友理 担当教員 布江田 友理 

科目ナンバリング FS512 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

これまで、非侵襲的陽圧換気に対する生化学物質の定量評価およびデータ解析や冠動脈狭窄モデルにおける

冠血流予備量比の基礎的研究を行ってきました。今後も病態モデルを作製し、NPPV の生体反応評価を行う予

定です。また、携帯端末を利用した学習教材の効果およびウェアラブルデバイスを利用した教材作成・評価

も検討しています。ICT 教材の活用報告は多数されており、国家試験および各試験対策の教材作成および評価

を行います。 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

布江田 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

布江田 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

布江田 



4 研究領域の理解と文献抄読④ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

布江田 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

布江田 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

布江田 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

布江田 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

布江田 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

布江田 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

布江田 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

布江田 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

布江田 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

布江田 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

布江田 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

布江田 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

布江田 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

布江田 



の合算は 1時間 

19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

布江田 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

布江田 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

布江田 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

布江田 

29 プレゼンテーション① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

布江田 

30 プレゼンテーション② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

布江田 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④>4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (工学)：原 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭 

科目ナンバリング FS512 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療・教育に対する工学的支援を軸に研究を行います。履修者は原則、3年次の卒業研究 Iで実施した研究テ

ーマの発展を行って頂きます。本ゼミの目的は、前述した研究テーマの遂行を通じて、課題解決を目的とし

た計画立案能力や信号・統計処理に基づく各種データの活用能力といった医療人として必要な能力を養うこ

とです。 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟７階 教職員室 / 前期:火曜日 2限, 後期:金曜日４限 面談は可能な限り事前予約すること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

 

4 研究領域の理解と文献抄読④ 
予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内
 



容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 



19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

 

成績評価方法と基準 割合 

1. 卒業論文<DP①>※評価内容: 講義にて説明します。※提出期限: 講義にて説明します。2. 卒業論文

のプレゼンテーション内容<DP①④>※評価内容: 講義にて説明します。※提出期限: 講義にて説明しま

す。4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (工学)：西垣 

主担当教員 西垣 孝行 担当教員 西垣 孝行 

科目ナンバリング FS512 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

臨床現場（人工心肺・補助循環・ペースメーカー業務など）と大学をつなぐ VR 体験型教材の開発、補助循環

システムの人工肺結露予防のための温風装置開発、ウェアラブル体温計の開発を、多施設共同研究や企業と

の共同研究開発として実施する。これらの研究案件を社会実装する過程について実践的に学習することによ

り、社会人基礎力を磨く。特徴は、アントレプレナーシップを学びながらビジネスモデルキャンバスやバリ

ュープロポジションキャンバスを応用しつつ視野を広げて研究を遂行する能力を養うことである。 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。3. 実験・調査

などの研究方法を理科し説明できるようになる。4. 実現可能な研究計画を作成し、遂行できるようになる。5. 得ら

れた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。6. 研究成果をプレゼンテーションす

ることができるようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容: 学習内容の

要約を作成する。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員全員 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 



4 研究領域の理解と文献抄読④ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容: 学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容: 

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容: 指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容: 指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容: 指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容: 指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

担当教

員

全



合算は 1時間 員 

19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容: 実施した内容の要約

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容: 指摘内容を反映した

考察を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容: 指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容: 指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容: 指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容: 指

摘内容を反映した発表内容を作成

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書 2. プレゼンテーション内容 4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (工学)：辻 

主担当教員 辻 義弘 担当教員 辻 義弘 

科目ナンバリング FS512 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

血液浄化療法一般、総合的生体情報解析を研究テーマとする．総合的生体情報解析では、人間の行動の心理

的機能と生理的機能の対応関係を調べ，人間の感性という主観的で論理的に説明しにくい反応を科学的手法

によって説明し，研究成果を血液浄化療法分野，実社会に還元・応用することを目的とする． 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組み

も重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容:研究倫理について調べて要約を

作成する。復習内容:学習内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員全員 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容:研究倫理について調べて要約を

作成する。復習内容:学習内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員全員 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容:研究倫理について調べて要約を

作成する。復習内容:学習内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員全員 

4 研究領域の理解と文献抄読④ 

予習内容:研究倫理について調べて要約を

作成する。復習内容:学習内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

担当教

員全員 



の合算は 1時間 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容:研究倫理について調べて要約を

作成する。復習内容:学習内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員全員 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容:研究倫理について調べて要約を

作成する。復習内容:学習内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員全員 

7 実験仮説の立案① 

予習内容:実験仮説を考える。復習内容:指

摘内容を踏まえ、実験仮説を改善す

る。予習時間と復習時間の合算は 1

時間 

担当教

員全員 

8 実験仮説の立案② 

予習内容:実験仮説を考える。復習内容:指

摘内容を踏まえ、実験仮説を改善す

る。予習時間と復習時間の合算は 1

時間 

担当教

員

全

員 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容:実験仮説を考える。復習内容:指

摘内容を踏まえ、実験仮説を改善す

る。予習時間と復習時間の合算は 1

時間 

担当教

員全員 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容:実験仮説を考える。復習内容:指

摘内容を踏まえ、実験仮説を改善す

る。予習時間と復習時間の合算は 1

時間 

担当教

員

全

員 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容:実験仮説を考える。復習内容:指

摘内容を踏まえ、実験仮説を改善す

る。予習時間と復習時間の合算は 1

時間 

担当教

員

全

員 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容:実験仮説を考える。復習内容:指

摘内容を踏まえ、実験仮説を改善す

る。予習時間と復習時間の合算は 1

時間 

担当教

員

全

員 

13 実験環境の確立① 

予習内容:立案した実験計画を実施するた

めの実験環境を考案する。復習内

容:指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

14 実験環境の確立② 

予習内容:立案した実験計画を実施するた

めの実験環境を考案する。復習内

容:指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

15 実験環境の確立③ 

予習内容:立案した実験計画を実施するた

めの実験環境を考案する。復習内

容:指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

16 実験環境の確立④ 

予習内容:立案した実験計画を実施するた

めの実験環境を考案する。復習内

容:指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 予習内容:実施する実験の手順を要約する。 担当教



復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

員

全

員 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容:計測結果に対する考察を考える。

復習内容:指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容:計測結果に対する考察を考える。

復習内容:指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容:計測結果に対する考察を考える。

復習内容:指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容:発表資料を作成する。復習内容:

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容:発表資料を作成する。復習内容:

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④> 4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (工学)：加納 

主担当教員 加納 寛也 担当教員 加納 寛也 

科目ナンバリング FS512 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

これまでの既得修得知識や臨床実習を想起し 3 年次までに学修した知識を活用し、各自が立てた研究計画を

もとにデータ収集、解析、考察を深め卒業論文としてその成果をまとめる 

 

学修目標 

１．研究課題に関連する研究成果を調査し評価することができる２．研究課題達成のために解決する問題点を抽出す

ることができる３．研究課題をまとめることができる４．研究課題の成果を発表し、適切に質疑応答ができる５．研

究課題の成果を報告書としてまとめることができる６．自ら研究課題に基づいて次の研究課題を提案することができ

る〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に海外論文も参考にとりいれるように心がける 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

在室時適宜対応（事前にアポイントを得ることを心がける） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 関連領域の論文査読、考案１ 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

2 関連領域の論文査読、考案 2 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

3 関連領域の論文査読、考案 3 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

4 関連領域の論文査読、考案 4 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

5 関連領域の論文査読、考案 5 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

6 関連領域の論文査読、考案 6 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

7 関連領域の論文査読、考案 7 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

8 関連領域の論文査読、考案 8 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

9 関連領域の論文査読、考案 9 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 



10 関連領域の論文査読、考案 10 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

11 関連領域の論文査読、考案 11 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

12 関連領域の論文査読、考案 12 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

13 関連領域の論文査読、考案 13 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

14 関連領域の論文査読、考案 14 
研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

15 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 

研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

16 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 

研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

17 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 

研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

18 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 

研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

19 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 

研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

20 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 

研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

21 
各自の研究課題のまとめとグループ内での

発表準備 

研究課題に関する事前・事後の自己学習を 2

時間以上行う 
加納 

22 各研究課題について発表する 
研究課題に関する自己学習を 2 時間以上行

う 
加納 

23 各研究課題について発表する 
研究課題に関する自己学習を 2 時間以上行

う 
加納 

24 各研究課題について発表する 
研究課題に関する自己学習を 2 時間以上行

う 
加納 

25 各研究課題について発表する 
研究課題に関する自己学習を 2 時間以上行

う 
加納 

26 各研究課題について発表する 
研究課題に関する自己学習を 2 時間以上行

う 
加納 

27 研究課題を発表会で発表する 
研究課題に関する自己学習を 2 時間以上行

う 
加納 

28 研究課題について報告書をまとめる準備 
研究課題に関する自己学習を 2 時間以上行

う 
加納 

29 研究課題について報告書をまとめる準備 
研究課題に関する自己学習を 2 時間以上行

う 
加納 

30 研究課題について報告書を提出する 
研究課題に関するまとめを自己学習 2 時間

以上行う 
加納 

成績評価方法と基準 割合 

研究課題報告書の提出、研究報告会での発表評価対象（DP1,4）4/5 以上の出席を必要とする（面談によ

り研究内容について対応） 

 

プ レ ゼ

ン テ ー

シ ョ ン

50 ％

（ DP1,4

） 報 告

書 50％

（ DP1,4

） 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (工学)：中沢 

主担当教員 中沢 一雄 担当教員 中沢 一雄 

科目ナンバリング FS512 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

シミュレーション医工学に関わる研究を行う。生体情報や医療情報に関連する広範な領域において、数学モ

デルやコンピュータシミュレーションを応用した診療支援を図るためのシステム開発やシステム評価などを

実施する。基本的に、一般的な情報処理や機器の取り扱いなどに関わる知識を習得した上で、個々の課題の

設定から解決、さらに学会発表や研究論文の作成など、研究成果の公表に至るプロセスについても（可能な

限り）体験させる予定である。 

 

学修目標 

1. 研究論文執筆要領について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理解し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組み

も重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容:研究論文執筆要領について調べ

て要約を作成する。復習内容:学習

内容の要約を作成する。予習時間と

復習時間の合算は 4時間 

中 沢 

一雄 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容:研究領域および文献内容の要約

を作成する。復習内容: 学習内容の

要約を作成する。予習時間と復習時

間の合算は 4 時間 

中 沢 

一雄 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容:研究領域および文献内容の要約

を作成する。復習内容: 学習内容の

要約を作成する。予習時間と復習時

間の合算は 4 時間 

中 沢 

一雄 



4 研究領域の理解と文献抄読④ 

予習内容:研究領域および文献内容の要約

を作成する。復習内容: 学習内容の

要約を作成する。予習時間と復習時

間の合算は 4 時間 

中 沢 

一雄 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容:研究領域および文献内容の要約

を作成する。復習内容: 学習内容の

要約を作成する。予習時間と復習時

間の合算は 4 時間 

中 沢 

一雄 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容:研究領域および文献内容の要約

を作成する。復習内容: 学習内容の

要約を作成する。予習時間と復習時

間の合算は 4 時間 

中 沢 

一雄 

7 実験仮説の立案① 

予習内容:実験仮説を考える。復習内容:指

摘内容を踏まえ、実験仮説を改善す

る。予習時間と復習時間の合算は 4

時間。 

中 沢 

一雄 

8 実験仮説の立案② 

予習内容:実験仮説を考える。復習内容:指

摘内容を踏まえ、実験仮説を改善す

る。予習時間と復習時間の合算は 4

時間。 

中沢 

一

雄 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容:実験仮説を考える。復習内容:指

摘内容を踏まえ、実験仮説を改善す

る。予習時間と復習時間の合算は 4

時間。 

中 沢 

一雄 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容:実験仮説を考える。復習内容:指

摘内容を踏まえ、実験仮説を改善す

る。予習時間と復習時間の合算は 4

時間。 

中沢 

一

雄 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容:実験仮説を考える。復習内容:指

摘内容を踏まえ、実験仮説を改善す

る。予習時間と復習時間の合算は 4

時間。 

中沢 

一

雄 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容:実験仮説を考える。復習内容:指

摘内容を踏まえ、実験仮説を改善す

る。予習時間と復習時間の合算は 4

時間。 

中沢 

一

雄 

13 実験環境の確立① 

予習内容:立案した実験計画を実施するた

めの実験環境を考案する。復習内

容:指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 4時間。 

中沢 

一

雄 

14 実験環境の確立② 

予習内容:立案した実験計画を実施するた

めの実験環境を考案する。復習内

容:指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 4時間。 

中沢 

一

雄 

15 実験環境の確立③ 

予習内容:立案した実験計画を実施するた

めの実験環境を考案する。復習内

容:指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 4時間。 

中沢 

一

雄 

16 実験環境の確立④ 

予習内容:立案した実験計画を実施するた

めの実験環境を考案する。復習内

容:指摘内容を踏まえ、実験環境の

改善を考える。予習時間と復習時間

の合算は 4時間。 

中沢 

一

雄 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 4時間。 

中沢 

一

雄 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

中沢 

一

雄 



は 4時間。 

19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 4時間。 

中沢 

一

雄 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 4時間。 

中沢 

一

雄 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 4時間。 

中沢 

一

雄 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 4時間。 

中沢 

一

雄 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 4時間。 

中沢 

一

雄 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 4時間。 

中沢 

一

雄 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容:実施する実験の手順を要約する。

復習内容:実施した内容の要約を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 4時間。 

中沢 

一

雄 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容:考察の発表資料を作成する。復習

内容:指摘内容を反映した考察を考

える。予習時間と復習時間の合算は

4時間。 

中沢 

一

雄 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容:考察の発表資料を作成する。復習

内容:指摘内容を反映した考察を考

える。予習時間と復習時間の合算は

4時間。 

中沢 

一

雄 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容:考察の発表資料を作成する。復習

内容:指摘内容を反映した考察を考

える。予習時間と復習時間の合算は

4時間。 

中沢 

一

雄 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容:発表資料を作成する。復習内容:

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 4時間。 

中沢 

一

雄 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容:発表資料を作成する。復習内容:

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 4時間。 

中沢 

一

雄 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書や要約・資料など<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④> 4/5 以上の出

席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (工学)：稲田 

主担当教員 稲田 慎 担当教員 稲田 慎 

科目ナンバリング FS512 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

卒業研究では研究手法の習得を目的とし，研究テーマの設定，課題解決のための計画立案，研究実施，学内

外での研究成果の発表までを 2 年間で行う．研究テーマは，心臓の不整脈発生メカニズム解析を目指した電

気現象のシミュレーションや心電図の解析等がある．研究を進めるために必要なプログラミングや可視化手

法の技術等を身につけてもらうことを原則とする． 

 

学修目標 

1. 研究倫理について理解し説明できるようになる。<DP①>2. 研究に必要な資料を収集できるようになる。

<DP①④>3. 実験・調査などの研究方法を理科し説明できるようになる。<DP①>4. 実現可能な研究計画を作成し、遂

行できるようになる。<DP①④>5. 得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得ることができるようになる。

<DP①④>6. 研究成果をプレゼンテーションすることができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の理解と文献抄読① 

予習内容: 研究倫理について調べて要約

を作成する。復習内容:  学習内容

の要約を作成する。予習時間と復習

時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

2 研究領域の理解と文献抄読② 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

3 研究領域の理解と文献抄読③ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

4 研究領域の理解と文献抄読④ 
予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

担当教

員全員 



容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

5 研究領域の理解と文献抄読⑤ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

6 研究領域の理解と文献抄読⑥ 

予習内容: 研究領域および文献内容の要

約を作成する。復習内容:  学習内

容の要約を作成する。予習時間と復

習時間の合算は 1時間 

担当教

員全員 

7 実験仮説の立案① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

8 実験仮説の立案② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

9 実験仮説の立案③ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員全員 

10 実験仮説の立案④ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

11 実験仮説の立案⑤ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

12 実験仮説の立案⑥ 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

担当教

員

全

員 

13 実験環境の確立① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

14 実験環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

15 実験環境の確立③ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

16 実験環境の確立④ 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

17 実験の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

18 実験の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 



19 実験の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

20 実験の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

21 実験の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

22 実験の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

23 実験の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

24 実験の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

25 実験の遂行（データ収集、分析）⑨ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

26 結果のまとめ、解釈① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

担当教

員

全

員 

27 結果のまとめ、解釈② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

28 結果のまとめ、解釈③ 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

担当教

員

全

員 

29 プレゼンテーションの準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

担当教

員

全

員 

30 プレゼンテーションの準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

担当教

員

全

員 

成績評価方法と基準 割合 

1. 提出された研究計画書<DP①>2. プレゼンテーション内容<DP①④>4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (工学)：五十嵐 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 五十嵐 淳介 

科目ナンバリング FS512 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

卒業研究Ⅰにおいて、研究倫理について理解し、研究に必要な資料を収集し、実験・調査などの研究方法を

理解し、研究計画を作成し、得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得、研究成果をプレゼンテ

ーションすることができるといった研究についての一連の方法論を再確認する。ゼミ生は、専門知識と実験

技術を問題解決に利用できる能力を修得し、さらに計画的に問題解決を遂行する能力を身につけることを目

的として、個別のテーマを持って研究を実施する。また、論文作成や発表会を通して、基本的なプレゼンテ

ーション能力を会得する。 

 

学修目標 

1. 研究テーマの目的を、社会的背景や既往の研究と関連付けて理解できるようになる。<DP①④>2. 研究目的に沿っ

て実験を遂行し、その結果を観察・記録し、実験ノートに整理できるようになる。<DP①④>3. 得られた実験データ

から導かれる解釈を正しく理解できるようになる。<DP①④>4. 実験成果を取りまとめ、論理的に文章で記述できる

ようになる。<DP①④>5. 実験成果を口頭で発表し、討論において的確に受け答えができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

毎週の活動時間中に受け付ける 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の決定① 

予習内容: 研究倫理について確認する。復

習内容:  授業内容の要約を作成す

る。予習時間と復習時間の合算は 1

時間 

五十嵐 

2 研究領域の決定② 

予習内容: 研究領域の要約を作成する。復

習内容: 重業内容の要約を作成す

る。予習時間と復習時間の合算は 1

時間 

五十嵐 

3 研究課題の絞込みと文献検索① 

予習内容: 研究領域の要約を確認し、課題

を検討する。復習内容:  授業での

協議内容の要約を作成する。予習時

五十嵐 



間と復習時間の合算は 1時間 

4 研究課題の絞込みと文献検索② 

予習内容: 研究領域の要約を確認し、課題

を検討する。復習内容:  授業での

協議内容の要約を作成し、抄読す

る。予習時間と復習時間の合算は 1

時間 

五十嵐 

5 研究課題の絞込みと文献検索③ 

予習内容: 研究領域の文献を抄読し、レジ

メを作成する。復習内容:  文献の

内容確認と他の文献の抄読を行う。

予習時間と復習時間の合算は2時間 

五十嵐 

6 研究課題の絞込みと文献検索④ 

予習内容: 研究領域の文献を抄読し、レジ

メを作成する。復習内容:  文献の

内容確認と他の文献の抄読を行う。

予習時間と復習時間の合算は2時間 

五十嵐 

7 研究課題の決定① 

予習内容: 実験課題を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験課題を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

2時間 

五十嵐 

8 研究課題の決定② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

五十嵐 

9 研究計画書作成① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

五十嵐 

10 研究計画書作成②倫理的配慮 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

五十嵐 

11 
研究計画書作成③倫理審査用書類の作成・

審査 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

五十嵐 

12 研究環境の確立① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

五十嵐 

13 研究環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

五十嵐 

14 研究環境の確立③データの収集と分析法 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

五十嵐 

15 研究環境の確立④データの収集と分析法 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

五十嵐 

16 研究の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

五十嵐 

17 研究の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

五十嵐 



18 研究の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

五十嵐 

19 研究の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

五十嵐 

20 研究の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

五十嵐 

21 研究の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

五十嵐 

22 研究の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

五十嵐 

23 研究の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

五十嵐 

24 結果の解析と考察① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

五十嵐 

25 結果の解析と考察② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

五十嵐 

26 卒業論文作成① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

五十嵐 

27 卒業論文作成② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

五十嵐 

28 卒業論文作成③抄録作成・提出 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

五十嵐 

29 卒業研究の発表準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

五十嵐 

30 卒業研究の発表準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

五十嵐 

成績評価方法と基準 割合 

＜成績評価＞1. 卒業論文<DP①>2. 卒業論文発表内容<DP①④>4/5 以上の出席を必要とする＜フィー

ドバックの方法＞研究活動を通じて相互の議論を深める。参加学生が自発的に疑問・仮説を設定してあ

る程度まで自分で探求できる状態を目指す。 

 

1. 70%2. 

30% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (工学)：片山 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎 

科目ナンバリング FS512 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

卒業研究Ⅰにおいて、研究倫理について理解し、研究に必要な資料を収集し、実験・調査などの研究方法を

理解し、研究計画を作成し、得られた結果を分析し、分析結果から妥当な考察を得、研究成果をプレゼンテ

ーションすることができるといった研究についての一連の方法論を再確認する。ゼミ生は、専門知識と実験

技術を問題解決に利用できる能力を修得し、さらに計画的に問題解決を遂行する能力を身につけることを目

的として、個別のテーマを持って研究を実施する。また、論文作成や発表会を通して、基本的なプレゼンテ

ーション能力を会得する。 

 

学修目標 

1. 研究テーマの目的を、社会的背景や既往の研究と関連付けて理解できるようになる。<DP①④>2. 研究目的に沿っ

て実験を遂行し、その結果を観察・記録し、実験ノートに整理できるようになる。<DP①④>3. 得られた実験データ

から導かれる解釈を正しく理解できるようになる。<DP①④>4. 実験成果を取りまとめ、論理的に文章で記述できる

ようになる。<DP①④>5. 実験成果を口頭で発表し、討論において的確に受け答えができるようになる。<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 指導教員との十分なディスカッションのもと研究活動を進めるが、学生自身の積極的かつ主体的な取り組

みも重要である。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料や論文などを随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時: ただし、可能な限り事前に予約を得ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究領域の決定① 

予習内容: 研究倫理について確認する。復

習内容:  授業内容の要約を作成す

る。予習時間と復習時間の合算は 1

時間 

片山 

2 研究領域の決定② 

予習内容: 研究領域の要約を作成する。復

習内容: 重業内容の要約を作成す

る。予習時間と復習時間の合算は 1

時間 

片山 

3 研究課題の絞込みと文献検索① 

予習内容: 研究領域の要約を確認し、課題

を検討する。復習内容:  授業での

協議内容の要約を作成する。予習時

片山 



間と復習時間の合算は 1時間 

4 研究課題の絞込みと文献検索② 

予習内容: 研究領域の要約を確認し、課題

を検討する。復習内容:  授業での

協議内容の要約を作成し、抄読す

る。予習時間と復習時間の合算は 1

時間 

片山 

5 研究課題の絞込みと文献検索③ 

予習内容: 研究領域の文献を抄読し、レジ

メを作成する。復習内容:  文献の

内容確認と他の文献の抄読を行う。

予習時間と復習時間の合算は2時間 

片山 

6 研究課題の絞込みと文献検索④ 

予習内容: 研究領域の文献を抄読し、レジ

メを作成する。復習内容:  文献の

内容確認と他の文献の抄読を行う。

予習時間と復習時間の合算は2時間 

片山 

7 研究課題の決定① 

予習内容: 実験課題を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験課題を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

2時間 

片山 

8 研究課題の決定② 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

片山 

9 研究計画書作成① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

片山 

10 研究計画書作成②倫理的配慮 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

片山 

11 
研究計画書作成③倫理審査用書類の作成・

審査 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

片山 

12 研究環境の確立① 

予習内容: 実験仮説を考える。復習内容:  

指摘内容を踏まえ、実験仮説を改善

する。予習時間と復習時間の合算は

1時間 

片山 

13 研究環境の確立② 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

片山 

14 研究環境の確立③データの収集と分析法 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

片山 

15 研究環境の確立④データの収集と分析法 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

片山 

16 研究の遂行（データ収集、分析）① 

予習内容: 立案した実験計画を実施する

ための実験環境を考案する。復習内

容:  指摘内容を踏まえ、実験環境

の改善を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

片山 

17 研究の遂行（データ収集、分析）② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 



18 研究の遂行（データ収集、分析）③ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

19 研究の遂行（データ収集、分析）④ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

20 研究の遂行（データ収集、分析）⑤ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

21 研究の遂行（データ収集、分析）⑥ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

22 研究の遂行（データ収集、分析）⑦ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

23 研究の遂行（データ収集、分析）⑧ 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

24 結果の解析と考察① 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

25 結果の解析と考察② 

予習内容: 実施する実験の手順を要約す

る。復習内容:  実施した内容の要

約を作成する。予習時間と復習時間

の合算は 1時間 

片山 

26 卒業論文作成① 

予習内容: 計測結果に対する考察を考え

る。復習内容:  指摘内容を反映し

た考察を考える。予習時間と復習時

間の合算は 1 時間 

片山 

27 卒業論文作成② 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

片山 

28 卒業論文作成③抄録作成・提出 

予習内容: 考察の発表資料を作成する。復

習内容:  指摘内容を反映した考察

を考える。予習時間と復習時間の合

算は 1時間 

片山 

29 卒業研究の発表準備① 

予習内容: 発表資料を作成する。復習内

容:  指摘内容を反映した発表内容

を作成する。予習時間と復習時間の

合算は 1時間 

片山 

30 卒業研究の発表準備② 

予習内容: 発表練習を行う。復習内容:  

指摘内容を反映した発表内容を作

成する。予習時間と復習時間の合算

は 1時間 

片山 

成績評価方法と基準 割合 

1. 卒業論文<DP①>2. 卒業論文発表内容<DP①④>4/5 以上の出席を必要とする 

 

1. 70%2. 

30% 



授業科目名 情報処理 (工学 B) 

主担当教員 佐久間 俊 担当教員 佐久間 俊 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本講義では、コンピュータを利用する上で必要な基礎知識のほか、レポート作成等役立つ情報処理技術、す

なわちワープロや表計算、プレゼンテーションを中心としたソフトウェアの基礎知識と基本操作の習得を目

標とする。また、コンピュータ利用技術の習得に加えて、情報化社会に必要な倫理観と情報の保護を学ぶた

めに、技術的な面に加えて個人情報保護法等の法令や指針についても学ぶ。なお、コンピュータのオペレー

ティングシステム(OS)は Windows を、ソフトウェアはマイクロソフトの Word, Excel, PowerPoint 等を使用

する。 

 

学修目標 

１．PC利用に限らず、広く、情報倫理と個人情報保護の重要性を理解し、説明できる<DP③>２．Wordによる文書（レ

ポート，論文）の作成ができる<DP③>３．Excelによる基本的なデータの集計・解析ができる<DP③>４．PowerPoint

を用いて資料を作成し，効果的なプレゼンテーションができる<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．PC を使った演習を行なうので、出席をすること２．学校の PC で Moripa を使用するので、ID とパスワー

ドを忘れずにメモしてくること３．作業内容（作成したファイル等）を保存するための USB メモリを用意す

ること４．PC 演習室での飲食は禁止(机の上に置くのも禁止) する 

 

教科書 

中村健壽監修，森由紀著，医療従事者のための情報リテラシー，日経 BP 社 

 

参考書 

適宜指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1 階 学修支援センターMANABEL/月曜日 5 限目 （空いていたら適宜対応しますので事前に相談してくだ

さい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス（授業の進め方、コンピュータの

概論） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PC の操作方

法やマイクロソフト Office（Word、

Excel、PowerPoint）について教科書

等によって概要を調べる。USB を用

意する。復習：授業内容の確認と課

題。※課題については、毎回の授業

佐久間 



内で指示します。以下同様。 

2 
・情報セキュリティと情報モラル・Word①

（文字入力やファイル管理等の基本操作） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson15【情

報セキュリティと情報モラル】、

Lesson2【文字入力とファイル管理】

を読む復習：授業内容の確認と課

題。 

佐久間 

3 Word②（基本的な文章の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson3【基

本的な文書の作成】、Lesson4【ビジ

ネス文書の作成】を読む復習：授業

内容の確認と課題。 

佐久間 

4 Word③（表の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson5【表

の作成】を読む 復習：授業内容の

確認と課題。 

佐久間 

5 Word④（図形とイラストの挿入） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson6【図

形とイラストの挿入】を読む復習：

授業内容の確認と課題。 

佐久間 

6 Word⑤（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Word に関する操

作・機能を確認。復習テストに備え

ておくこと。 

佐久間 

7 Excel①（表計算の基礎） 

＜予習・復習 各 2 時間＞予習：テキスト

Lesson7【集計表の作成】を読む復

習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

8 Excel②（関数を使った表計算） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson8【関

数を使った表計算 1】、Lesson9【関

数を使った表計算 2】を読む復習：

授業内容の確認と課題。 

佐久間 

9 Excel③（統計処理） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson10【統

計処理】を読む復習：授業内容の確

認と課題。 

佐久間 

10 Excel④（グラフ作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson11【デ

ータとグラフ】を読む復習：授業内

容の確認と課題。 

佐久間 

11 Excel⑤（データの活用） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson12【デ

ータの活用】を読む復習：授業内容

の確認と課題。 

佐久間 

12 Excel⑥（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Excel に関する操

作・機能を確認する。復習テストに

備えておくこと 

佐久間 

13 PowerPoint①（資料作成の基礎） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson13【プ

レゼンテーションの作成】を読む 

復習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

14 
PowerPoint②（プレゼンテーションの実行

方法・資料作成の演習） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson14【プ

レゼンテーションのデザイン】を読

む復習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

15 PowerPoint③（プレゼンテーション） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PowerPoint

に関する操作・機能を確認し、資料

の作成内容を決定する。 

佐久間 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題の提出状況及び完成度、授業態度含む<DP③>②小テスト（授業内で実施）WORD 及び

EXCEL<DP③>③Power Point 発表資料<DP③><課題・小テストに対するフィードバック方法>授業課題に

ついては Moripa にて個別に講評します。小テストは希望者のみ評価を開示する。 

 

①30%

②50%

③20% 



授業科目名 情報処理 (工学 A) 

主担当教員 佐久間 俊 担当教員 佐久間 俊 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本講義では、コンピュータを利用する上で必要な基礎知識のほか、レポート作成等役立つ情報処理技術、す

なわちワープロや表計算、プレゼンテーションを中心としたソフトウェアの基礎知識と基本操作の習得を目

標とする。また、コンピュータ利用技術の習得に加えて、情報化社会に必要な倫理観と情報の保護を学ぶた

めに、技術的な面に加えて個人情報保護法等の法令や指針についても学ぶ。なお、コンピュータのオペレー

ティングシステム(OS)は Windows を、ソフトウェアはマイクロソフトの Word, Excel, PowerPoint 等を使用

する。 

 

学修目標 

１．PC利用に限らず、広く、情報倫理と個人情報保護の重要性を理解し、説明できる<DP③>２．Wordによる文書（レ

ポート，論文）の作成ができる<DP③>３．Excelによる基本的なデータの集計・解析ができる<DP③>４．PowerPoint

を用いて資料を作成し、効果的なプレゼンテーションができる<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．PC を使った演習を行なうので、出席をすること２．学校の PC で Moripa を使用するので、ID とパスワー

ドを忘れずにメモしてくること３．作業内容（作成したファイル等）を保存するための USB メモリを用意す

ること４．PC 演習室での飲食は禁止(机の上に置くのも禁止) する 

 

教科書 

中村健壽監修，森由紀著，医療従事者のための情報リテラシー，日経 BP 社 

 

参考書 

適宜指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1 階 学修支援センターMANABEL/月曜日 5 限目 （空いていたら適宜対応しますので事前に相談してくだ

さい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス（授業の進め方、コンピュータの

概論） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PC の操作方

法やマイクロソフト Office（Word、

Excel、PowerPoint）について教科書

等によって概要を調べる。USB を用

意する。復習：授業内容の確認と課

題。※課題については、毎回の授業

佐久間 



内で指示します。以下同様。 

2 
・情報セキュリティと情報モラル・Word①

（文字入力やファイル管理等の基本操作） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson15【情

報セキュリティと情報モラル】、

Lesson2【文字入力とファイル管理】

を読む復習：授業内容の確認と課

題。 

佐久間 

3 Word②（基本的な文章の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson3【基

本的な文書の作成】、Lesson4【ビジ

ネス文書の作成】を読む復習：授業

内容の確認と課題。 

佐久間 

4 Word③（表の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson5【表

の作成】を読む 復習：授業内容の

確認と課題。 

佐久間 

5 Word④（図形とイラストの挿入） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson6【図

形とイラストの挿入】を読む復習：

授業内容の確認と課題。 

佐久間 

6 Word⑤（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Word に関する操

作・機能を確認。復習テストに備え

ておくこと。 

佐久間 

7 Excel①（表計算の基礎） 

＜予習・復習 各 2 時間＞予習：テキスト

Lesson7【集計表の作成】を読む復

習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

8 Excel②（関数を使った表計算） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson8【関

数を使った表計算 1】、Lesson9【関

数を使った表計算 2】を読む復習：

授業内容の確認と課題。 

佐久間 

9 Excel③（統計処理） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson10【統

計処理】を読む復習：授業内容の確

認と課題。 

佐久間 

10 Excel④（グラフ作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson11【デ

ータとグラフ】を読む復習：授業内

容の確認と課題。 

佐久間 

11 Excel⑤（データの活用） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson12【デ

ータの活用】を読む復習：授業内容

の確認と課題。 

佐久間 

12 Excel⑥（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Excel に関する操

作・機能を確認する。復習テストに

備えておくこと 

佐久間 

13 PowerPoint①（資料作成の基礎） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson13【プ

レゼンテーションの作成】を読む 

復習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

14 
PowerPoint②（プレゼンテーションの実行

方法・資料作成の演習） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson14【プ

レゼンテーションのデザイン】を読

む復習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

15 PowerPoint③（プレゼンテーション） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PowerPoint

に関する操作・機能を確認し、資料

の作成内容を決定する。 

佐久間 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題の提出状況及び完成度、授業態度含む<DP③>②小テスト（授業内で実施）WORD 及び

EXCEL<DP③>③Power Point 発表資料<DP③><課題・小テストに対するフィードバック方法>授業課題に

ついては Moripa にて個別に講評します。小テストは希望者のみ評価を開示する。 

 

①30%

②50%

③20% 



授業科目名 統計学 (工学) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

統計学の基礎や概念を学び、実験や調査で得られたデータをどのような統計手法を用いて分析し、どのよう

に解釈すればよいかを理解し、それらを元に実際に自分たちでデータを分析することによって、基礎的な統

計処理を身につけることを目指す。 

 

学修目標 

１．統計学の基礎を理解する〈DP③〉２．推定と検定の考え方を理解し，説明することができる〈DP③〉３．量的デ

ータに対して適切な分析方法を選択することができる〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回の授業のつながりが非常に重要です．また，毎回小テストを実施しますので，欠席のないように留意す

ること 

 

教科書 

向後千春・冨永敦子，ファーストブック 統計学がわかる，技術評論社 

 

参考書 

市原清志 著， 「バイオサイエンスの統計学 -正しく活用するための実践理論-」，南江堂古川俊之 監修，丹

後俊郎 著，「統計ライブラリー 医学への統計学 第３版」，朝倉書店 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 

シラバスを確認して，テキスト「はじめに」

を読む（単に読むだけではなく，わ

からない専門用語等について下調

べをしておく，以下同様）．【4時間．

以下，文末の【】内の数値は，予習

復習の時間を示す】 

 

2 測定値の性質（尺度水準） 「尺度水準」とは何か調べる．【4】  

3 平均と度数分布・分散と標準偏 テキスト１章を読む【4】  

4 母集団と標本・区間推定と信頼区間 テキスト２章を読む【4】  

5 相関係数：２変数間の関係 
ピアソンの積率相関係数，スピアマンの順

位相関係数，ケンドールの順位相関
 



係数について調べる【4】 

6 仮説検定の考え方と帰無仮説 テキスト 3-1 を読む【4】  

7 観測度数と期待度数 テキスト 3-2，3-3 を読む【4】  

8 カイ２乗検定 テキスト 3-4 を読む【4】  

9 被験者ごとの差の平均の信頼区間 テキスト 4-1，4-2 を読む【4】  

10 
対応がないデータによる t 検定（ウェルチ

の方法） 
テキスト 4-3 を読む【4】  

11 対応があるデータによる t 検定 テキスト５章を読む【4】  

12 １要因の分散分析-1- テキスト 6-1，6-2 を読む【4】  

13 １要因の分散分析-2- テキスト 6-3 を読む【4】  

14 ２要因の分散分析-1- テキスト 7-1，7-2 を読む【4】  

15 ２要因の分散分析-2- テキスト 7-3 を読む【4】  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 定期試験〈DP③〉② 平常点（小テスト，授業内課題等）〈DP③〉 

 

① 

80%② 

20% 



授業科目名 心理学 (工学) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 心理学が扱う問題・領域は多岐にわたっているが，それらに共通しているのは，「心」を理解しようとして

いることである．しかしながら，一見すると，一体どこに「心」があるのか疑問になるような問題を扱ってい

ることも多い． 本講義では，心理学における基礎的領域について概説した後に，生活や健康，心理臨床の

領域に関わる応用的領域について解説を展開する． また，医療の現場では，様々な状況に置かれた人々と

関わりを持つ機会が非常に多い．心理学を学び，「心」に関する知識を修得することで，医療人としての皆さ

んに，直接的に，また，間接的に役立つことを期待している． 

 

学修目標 

１．「心」の働きをつくる諸機能について説明できる〈DP③〉２．「心」と，生活や健康との関わりについて説明でき

る〈DP③〉３．「心」の基礎的領域と応用的領域の知見について系統立てて説明できる〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

PC によるプレゼンテーション資料を活用した講義形式を中心に授業を進める。適宜、簡単な実習形式の実験

を実施し、レポート提出を求めたり、小テストを課すことがある。 

 

教科書 

大川一郎・土田宣明・高木美保 編著，「基礎から学べる 医療現場で役立つ心理学」，ミネルヴァ書房 

 

参考書 

鹿取廣人・杉本敏夫・鳥居修晃 編,「心理学［第５版 補訂版］」,東京大学出版会樫村正美・野村俊明 編著，

「医療系のための心理学」，講談社大竹文雄・平井啓 編著，「医療現場の行動経済学―すれ違う医者と患者―」，

東洋経済新報社その他、適宜指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
心とはなにか？ 心理学とはどのような学

問か？ 

「心理学」がどのような学問であるか，書籍

（教科書を含む），Web 等を活用して

調べる．（単に調べるだけではなく，

わからない専門用語等について下

調べをし，イメージ（ゆるふわで良

い）を持っておく．以下同様）【4時

間．以下，文末の【】内の数値は，

予習復習の時間を示す】 

 



2 
感覚・知覚 視覚，聴覚，触覚の構造と働き

について解説する． 
テキスト第１章を読む【4】  

3 
認知 主に，空間の認識，記憶，知能といっ

た高度な知的機能について解説する． 
テキスト第２章を読む【4】  

4 

学習-１-「学習」の基礎，および条件付け（古

典的条件づけ，道具的条件付け）について解

説する． 

テキスト第３章 1，2，3節を読む【4】  

5 
学習-２- 学習の生理的基礎，教育・臨床場

面への応用について解説する． 
テキスト第３章 4，5節を読む【4】  

6 

感情・情動・動機 行動が発生する要因の１

つである感情・情動・動機付けについて検討

する． 

テキスト第４章を読む【4】  

7 
パーソナリティ 個々人の特性の違いとし

ての人格・性格について解説する． 
テキスト第５章を読む【4】  

8 

発達-１- 発達理解に重要な「生涯発達」の

視点について解説し，発達段階順に解説す

る．ここでは，乳幼児期，児童期・思春期を

扱う． 

テキスト第６章 1，2，3節を読む【4】  

9 
発達-２- 発達段階別の解説を継続し，青

年期，成人期，老年期を扱う． 
テキスト第６章 4，5，6節を読む【4】  

10 

人間関係-１- 今回より，現場で役に立つ

心理学的知見について紹介する．そのはじ

めとして，人と人との関わりに関する心理

学的知見，その中でも基礎的な知見につい

て解説する． 

テキスト第７章 1，2，3節を読む【4】  

11 

人間関係-２- 人と人との関わりに関する

心理学的知見について，医療領域における

人間関係について解説する． 

テキスト第７章 4，5節を読む【4】  

12 

健康心理学-１- 健康と心の関わりについ

て，「健康とはなにか」について考えながら，

心との関わりについて解説する． 

テキスト第８章 1，2，3節を読む【4】  

13 

健康心理学-２- 健康と心の関わりについ

て，医療領域における心身の健康について

解説する． 

テキスト第８章 4，5節を読む【4】  

14 

心理的問題への理解と支援-１- 医療現場

では，もちろん「患者」の心理的問題に配慮

することが重要であるが，それだけにとど

まらず，様々な関係者の心理的問題に留意

する必要がある．そうした心理的問題と，そ

れらに対する基本的な考え方について解説

する． 

テキスト第 9 章 1，2節を読む【4】  

15 
心理的問題への理解と支援-２- 心理問題

への対処方法について解説する． 
テキスト 9章 3，4，5節を読む【4】  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験〈DP③〉②平常点（小テスト・レポート等）〈DP③〉 

 

①80%

②20% 



授業科目名 生命倫理学 (工学) 

主担当教員 田中 美子 担当教員 田中 美子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

「生命倫理学」の主なトピックを取り上げながら、その是非について一緒に真剣に考える時間をもちます。

また、いのちの大切さについても考えます。授業は講義が中心ですが、ディスカッションも行う予定です。 

 

学修目標 

１．「『いのち』は誰が決めるのか」と、どの現場でも考えられる習慣を身につける。〈DP③〉２．「誰のための医療か」

「誰のためのケアか」を、他の人の立場でも考えられる。（DP③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書『はじめて学ぶ生命倫理学』は、初回の授業から使いますので、必ず購入してください。ノートを用意

してください。授業の内容は、時事問題等の関係で、多少、変更することがあります。 

 

教科書 

『はじめて学ぶ生命倫理学』 小林亜津子著 ちくまプリマー新書 167（筑摩書房） 2011 年 

 

参考書 

『生命倫理学とは何か』 アラステア・Ｖ・キャンベル著 山本圭一郎他訳 勁草書房 2016 年『生命倫理

の教科書』 黒崎剛・野村俊明編著 ミネルヴァ書房 2014 年『生命倫理・医事法』塚田敬義・前田和彦編 

医療科学社 2015 年『QOL って何だろう』 小林亜津子著 ちくまプリマー新書 2018 年『看護師という生

き方』 宮子あずさ著 ちくまプリマー新書 2013 年『いのちはなぜ大切なのか』 小澤竹俊著 ちくまプ

リマー新書 2007 年『安楽死・尊厳死を語る前に知っておきたいこと』安藤泰至著 

 

研究室／オフィスアワー 

授業の前後に、質問等を受け付けます。自宅への電話でも受け付けます。番号は改めてお伝えします。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生命倫理学で考えること 
いのちに関わる問題をピックアップしてお

きましょう。 
 

2 いのちの「終わり」は誰が決めるのか 教科書第 1章を読んでおきましょう。  

3 安楽死事件と安楽死に伴う諸問題 
自分の考えをノートに記録しておきましょ

う。 
 

4 安楽死・尊厳死を語る前に 
言葉のポリティクスに注意を払いましょ

う。 
 

5 子どもの医療は誰が決めるのか 教科書第 2章を読んでおきましょう。  



6 判断能力は誰が決めるのか 教科書第 3章を読んでおきましょう。  

7 人の心を支えるもの 
自分の支えが何かを考え直してみましょ

う。 
 

8 いのちの「質」は誰が決めるのか 教科書第 4章を読んでおきましょう。  

9 いのちの「始まり」は誰が決めるのか 教科書第 7章を読んでおきましょう。  

10 生殖医療の諸問題――出生前診断を中心に 
自分の考えをノートに記録しておきましょ

う。 
 

11 
生殖医療の諸問題――受精卵等の研究利用

を中心に 

自分の考えをノートに記録しておきましょ

う。 
 

12 双子の生死は誰が決めるのか 教科書第 5章を読んでおきましょう。  

13 いのちの「優先順位」は誰が決めるのか 教科書第 6章を読んでおきましょう。  

14 いのちと時間について 
自分の考えをノートに記録しておきましょ

う。 
 

15 人体実験からインフォームドコンセントへ 
自分の考えをノートに記録しておきましょ

う。 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①毎授業の「振り返り（ミニレポート）」。〈DP③〉 授業の内容が反映されていること。       ②学期末

の「レポート」。〈DP③〉 調べた内容が客観的にまとめられていること。 自分の考察が書かれているこ

と。 

 

① 約

50%②

約 50% 



授業科目名 哲学 (工学) 

主担当教員 田中 美子 担当教員 田中 美子 

科目ナンバリング LA20017 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

「何のために生きるのか」をテーマに、「人生を支えるもの」を考えます。元気なときには人生について思い

悩まない人でも、けがや病気をきっかけに、人生について考えるようになります。患者さんの思いに寄り添

えることを目ざして、古今東西のさまざまな思想や宗教を、おもに講義形式で学びます。 

 

学修目標 

１．患者さんの悩み（「なぜ私はがんになったのでしょう」など）を、具体的に想像できる。〈DP③〉２．（患者さんの

立場に立ってみて）悩む自分を、さらにその外側から捉えられる。〈DP③〉３．古今東西の哲学や宗教の概略を知る。

〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ノートを用意してください。授業の内容は、受講者の関心に応じて大幅に変更することがあります。 

 

教科書 

使用しない。 

 

参考書 

『がん哲学外来へようこそ』 樋野興夫著 新潮新書（新潮社） 2016 年『死を迎える心構え』 加藤尚武

著 ＰＨＰ研究所 2016 年『哲学の使い方』 鷲田清一著 岩波新書（岩波書店） 2014 年『くじけそうな

時の臨床哲学クリニック』 鷲田清一著 ちくま学芸文庫（筑摩書房） 2011 年『4 コマ哲学教室』 南部

ヤスヒロ・相原コージ著 イースト・プレス 2006 年『哲学のヒント』 藤田正勝著 岩波新書（岩波書店） 

2013 年『はじめての哲学』 藤田正勝著 岩波ジュニア新書（岩波書店） 202 

 

研究室／オフィスアワー 

授業の前後に、質問等を受け付けます。自宅への電話でも受け付けます。番号は改めてお伝えします。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 「哲学」の授業で考えたいこと 
考えてみたい問題をピックアップしておき

ましょう。 
 

2 
「がん哲学外来」という試み（病理医 樋野

興夫） 
患者さんの悩みを想像してみましょう。  

3 最大の悩みは人間関係か（和辻倫理学） 
人間関係の重要性について考えてみましょ

う。 
 

4 
つらい気持ちを吐き出すことと個性化（ユ

ング心理学） 

悩みを人に話すと、なぜ心が軽くなるのか

考えてみましょう。 
 



5 
「暇気な風貌」のすすめ（樋野興夫、鷲田清

一の哲学） 

「仕事」と「遊び」のどちらが生きがいか、

考えてみましょう。 
 

6 
暇なときに湧き上がる不安（ハイデッガー

哲学） 

漠然として不安とその対処について考えて

みましょう。 
 

7 
確かな支えがない中で生きること（ニーチ

ェの哲学） 

自分や人生を受け入れる強さについて考え

てみましょう。 
 

8 
なぜ病室に千羽鶴があるのか（折り紙の思

想） 

千羽鶴に込められた意味を知り、他の日本

の伝統文化についても調べてみま

しょう。 

 

9 
仏教の「毒矢のたとえ」（初期仏教の実践哲

学） 

和辻、ユング、ハイデッガー、ニーチェに通

じる仏教的な考え方に目を向けま

しょう。 

 

10 キリスト教の死生観 

医師の樋野興夫や日野原重明からも窺える

キリスト教の考え方に目を向けま

しょう。 

 

11 イスラームについて知ろう 
過激派はごく一部であることなど、イスラ

ームについて知っておきましょう。 
 

12 
友だちについて（社会学、ニーチェ、和辻、

老荘思想など） 

「いい友だち」や「男女間の友情」について

哲学的に考えてみましょう。 
 

13 
正義の味方はだれの味方か（ロールズ、やな

せたかしなど） 

アンパンマンのマーチの「愛と勇気だけが

ともだちさ」の意味を考えてみまし

ょう。 

 

14 
悲劇はなぜ人を救うのか（美学、カタルシス

について） 

泣ける歌や小説、映画などが、なぜ求められ

るのかを考えてみましょう。 
 

15 ケース・スタディとディスカッション 

患者さんの気持ちを想像して、目に見えな

い大切なものについて考えてみま

しょう。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①毎授業の「振り返り（ミニレポート）」。〈DP③〉 授業の内容が反映されていること。     ②学期末の

「レポート」。〈DP③〉 調べた内容が客観的にまとめられていること。 自分の考察が書かれていること。 

 

① 約

50%②

約 50% 



授業科目名 社会福祉学 (工学) 

主担当教員 掛川 直之 担当教員 掛川 直之 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

〈貧困〉という問題をつうじて、社会福祉の基礎を学ぶ。社会福祉にかんする考え方、制度、課題等につい

て、時事的な問題や映像素材などをとおして、医療との関係にも留意しながら具体的に学んでいく。一方通

行にならないように、受講生の意見を聴いたり、グループワークをとりいれるなど、できるだけ退屈になら

ないような参加型の講義を心がける。 

 

学修目標 

日本社会に生起するさまざまな社会（福祉）問題とその背景について、社会福祉の観点から理解することで、その解

決に向けて自分の考えを自分のことばで説明できるコメディカルとなることを目標とする。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義の進め方や成績評価の方法等の詳細については、初回の授業において説明する。なお、講義毎に、質問

や感想を記したコミュニケーションペーパーの提出を求める。ここで出された質問等については、次回の講

義の冒頭で解説をくわえる。 

 

教科書 

毎回の講義においてレジュメを配布する。 

 

参考書 

岩田正美『社会福祉への招待』（放送大学教育振興会、2016 年）金子充『入門 貧困論：ささえあう／たすけ

あう社会をつくるために』（明石書店、2017 年）掛川直之『犯罪からの社会復帰を問いなおす：地域共生社会

におけるソーシャルワークのかたち』（旬報社、2020 年） 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の前後、あるいはメール等にて質問等を受け付ける。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

〔オリエンテーション〕貧困問題から社会

福祉を考える：あなたはどんな「溜め」をも

っている？ 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

2 

〔社会福祉の基本①〕社会（福祉）問題の見

方を身につける：ワードがワールドをつく

る 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

3 
〔社会福祉の基本②〕自助・共助・公助？：

人間はひとりでは生きられない 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 



4 
〔社会福祉の基本③〕社会保障のしくみ：国

や自治体の役割を考える 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

5 

〔社会福祉の基本④〕ドラマ『サイレント・

プア』から考えるソーシャルワーク：ソーシ

ャルワーカーと連携していくために 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

6 
〔社会福祉の分野①〕拡大する高齢者の貧

困：地域包括ケアシステムについて考える 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

7 
〔社会福祉の分野②〕病気や障害をもつ人

と貧困：適切な医療を受けるために 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

8 

〔社会福祉の分野③〕女性やマイノリティ

は貧困に陥りやすい？：ジェンダーについ

て考える 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

9 
〔社会福祉の分野④〕子どもの貧困も自己

責任？：成長発達の権利 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

10 

〔社会福祉の分野⑤〕漫画『健康で文化的な

最低限度の生活』から考える生活保護制度：

生きるための最後の砦 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

11 

〔社会福祉の分野⑥〕映画『わたしは、ダニ

エル・ブレイク』から考える生活保護受給と

バッシング：差別と偏見の背後にある誤解 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

12 

〔社会福祉の応用①〕釜ヶ崎とホームレス

問題：医療・保健・福祉の機能が集約された

逃れのまち 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

13 

〔社会福祉の応用②〕どうして〈犯罪者〉に

福祉が必要なの？：貧困・社会的排除のスパ

イラル 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

14 
〔社会福祉の応用③〕社会の〈障害〉をみつ

ける：社会を変えることはできるのか？ 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

15 
〔社会福祉の応用④〕医療と福祉はつなが

っている：第 1回～第 14 回のまとめ 

＜予習・復習 各 2時間＞本講義全体を見直

す 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



①定期試験<DP③>②コミュニケーションペーパー<DP③> 

 

①70%

②30% 



授業科目名 東洋史概説 (工学) 

主担当教員 重信 あゆみ 担当教員 重信 あゆみ 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

古代より人類は多くの活動を連携して行ってきた。その積み重ねが歴史である。そして、現在の医療には、

チーム力が必須であり、そのためにはどのようにチームに貢献していくのかを各人が考えていく必要がある。

人間活動の痕跡である歴史は、人間関係の構築を知る格好の材料である。歴史を俯瞰的にみることにより、

チームに貢献するための人間力を向上させる。 

 

学修目標 

中国文化の基盤となっている歴史、思想を理解する。中国の思想には「いかに生き抜くか」が根底にある。その中で、

諸子百家と呼ばれる人々は多くの思想を生み出し、広めてきた。思想やその背景となる歴史を人間関係の構築という

観点からみることにより、チームに貢献するための「行動」について考える力を養う。また、生の先にある死に対す

る考え方を図像や文献を通して学んでいく。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．配付された資料には必ず目を通すこと。2．出席は重視する。3．疑問点は大切にし、解決に向けて行動す

ること。 

 

教科書 

プリントを配布する。 

 

参考書 

マイケル・ピュエット／クリスティ―ン・グロス＝ロー著 熊谷淳子訳『ハーバードの人生が変わる東洋哲

学』早川書房 2016 年 

 

研究室／オフィスアワー 

授業後、非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 教科科目のガイダンス 
＜予習・復習 各 2時間＞半期でする時代の

流れを復習すること 
 

2 死生観のあらわれ 
＜予習・復習 各 2時間＞中国の墓の壁画を

通じて、死生観を学ぶ 
 

3 孔子の理想とした西周 
＜予習・復習 各 2時間＞西周の遺物を中心

に文化・歴史を学ぶ 
 

4 黄泉の国 「中国と日本の比較」 
＜予習・復習 各 2時間＞中国と日本の死後

の世界を図像を通して比較する 
 



5 孫子の兵法 

＜予習・復習 各 2時間＞孫子の兵法が三国

時代や現在にまで影響を及ぼして

いることを学ぶ 

 

6 古代中国における病気の退散方法 

＜予習・復習 各 2時間＞古代中国の人々は

病気の原因を何に求めたのか、そし

て、それを退散させるには、どのよ

うに考えていたのかを考える。 

 

7 道教の神「西王母」 

＜予習・復習 各 2時間＞不老長寿の神であ

る西王母について学ぶ。西王母は古

来より現在に至るまで信仰されて

いる神である。なぜ、ひとびとは、

不老長寿を追いかけるのか。西王母

の変遷を通じて考える。 

 

8 張目吐舌 

＜予習・復習 各 2時間＞ひとびとは生き抜

くためにあらゆる手段を講じた。そ

のなかでも悪霊から自身を守るた

めに魔除けをつくる。その共通点が

「張目吐舌」である。東西交渉を通

じて伝えられた「「張目吐舌」につい

て考える。 

 

9 「精」「気」「神」 

＜予習・復習 各 2時間＞「精」「気」という

人にとって基本となる思想につい

て触れる。ほんとうの元気とは何か

について考える。 

 

10 老子 「道」 

＜予習・復習 各2時間＞「柔は剛より強い」、

この思想を通して、どのように実践

されてきたのか、現在にどのように

実践していくのかを考える。 

 

11 科挙制度を学ぶ 

＜予習・復習 各2時間＞科挙制度を通じて、

古代中国における人材確保の仕方

を学ぶ。また、教育についても触れ

る。 

 

12 日本の中の中国① 
＜予習・復習 各 2時間＞日本における中国

の影響を学ぶ。 
 

13 日本の中の中国② 

＜予習・復習 各 2時間＞前講義につづき、

日本の中の中国の影響、そして、変

容を学ぶ。 

 

14 「癒し」 

＜予習・復習 各 2時間＞ストレス社会であ

る現在、さまざまな「癒し」がある。

各自の癒しついて考えてもらい、な

ぜ癒されるのかを科学的に検証し

ていく。 

 

15 思想と東洋医学 

＜予習・復習 各 2時間＞半期のまとめを行

う。ひとはなぜ「不老長寿」を追い

求めてきたのかをまとめを行いな

がら考えていく。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    
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27    

28    
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30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業ごとの感想文<DP③>②レポート課題<DP③>③定期試験<DP③> 

 

①10%

②20%

③70% 



授業科目名 西洋史概説 (工学) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 現代の日本社会においては、意識するしないに関わらず、様々な分野で西洋社会（ヨーロッパ諸国・北ア

メリカ）の影響を受けている。とりわけ江戸時代が終わり明治時代になって以降、政治・経済システムや文

化といった側面で、日本は多くのものを西洋社会から受け入れ、伝統的な日本社会に溶け込ませようとして

きた（それがうまくいった例もあれば、失敗に終わった例もあろう）。 本講義では、そのような点で重要な

ものである西洋社会の特色について、西洋の歴史を古代から現代まで概観していくことで、理解を深めてい

くことを目指したい。 西洋の歴史もかなり古く、数多くの重大な出来事が起こっているが、本講義ではそ

れらを網羅的に事細かく解説することは避け、いくつかのトピックに絞って西洋文化・社会の特徴を把握す

ることを試みる。例えば古代ギリシャ・ローマ文明、中世のキリスト教社会の成立、近代の様々な革命的な

出来事（科学革命・産業革命・政治革命）などである。 また本講義では西洋における自然科学史、特に医療

にかかわる歴史についても適時紹介し解説していきたい。現代の医療もまた様々な面で西洋文化の影響下に

あり、西洋において「医」の考え方がどのように変遷していったのかを理解することは、現代の医療を学ぶ

上でも重要な視点を与えてくれるだろう。 

 

学修目標 

１．現在の西洋社会の出発点ともいえる古代ギリシャ・ローマ文明の内実と特徴を理解することができる。<DP③>２．

現代の西洋社会においても重要な一部を成しているキリスト教が西洋中世においてどのように社会に浸透していっ

たのかを理解することができる。<DP③>３．ルネサンス期から近世にかけて、西洋社会で巻き起こった様々な変化を

理解することができる。具体的には宗教改革や、17 世紀の科学革命、18 世紀の啓蒙思想などの内実と特徴を理解す

ることができる。<DP③>４．近代から現代にかけて、西洋社会で巻き起こっ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代の日本社会・文化においては、西洋社会・文化に由来するものが数多くあり、常識となっているもの

もあろう（逆に違和感があり馴染めないというものもあろう）。本講義では、そういったもののルーツとなる

ものを、西洋の歴史をたどって概観していくことで理解を深めてもらい、またそういったものについていろ

いろと考えを巡らせてみるきっかけとしてもらいたい。 西洋史におけるさまざまなトピックを充分に学修

するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授業では予習として

前回までの授業内容を充分 

 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 

 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 



研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

講義全体の趣旨・概要と成績評価などにつ

いて説明（ガイダンス）。また講義の導入と

して古代ギリシャの文化・社会について①。 

（予習）西洋社会・文化について自分がどう

いうイメージを抱いているのかを

考えておくこと。（2 時間）（復習）

レジュメプリント・資料プリントに

目を通し、授業内容に対する理解を

深めておくこと。（2時間） 

 

2 
古代ギリシャの文化・社会について②。およ

びヒポクラテスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
古代ローマの文化・社会について。およびガ

レノスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 
中世キリスト教社会の成立について①。お

よびアヴィケンナの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 
中世キリスト教社会の成立について②。お

よび「ペスト（黒死病）」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
ルネサンス、ルターの宗教改革、三十年戦争

について。および「解剖学」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 

１７世紀の西洋社会・文化について（近代的

な国家の形成過程や科学革命など）。および

ハーヴィの「血液循環論」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 

１８世紀の啓蒙思想について（モンテスキ

ュー、ルソー、アダム・スミスなどの思想）。

およびレーウェンフックの「顕微鏡」につい

て。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
産業革命とフランス革命について。および

パストゥールの「フラスコ」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

10 
ウィーン体制と国民国家の形成過程、帝国

主義について。および「X線装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

11 
アメリカ独立戦争とアメリカ合衆国の成立

について。および「天然痘」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

 



容の理解に努めること。（2時間） 

12 

第一次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（ロシア革命やヴェルサイユ体制な

ど）。および「人工心肺装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

13 

第二次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（世界大恐慌やファシズムの台頭な

ど）。およびクリックとワトソンの「二重ら

せん」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

14 

第二次世界大戦後の西洋社会・文化につい

て（冷戦とポスト冷戦など）。および「MRI ス

キャナー」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ

せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

月以上前の講義中 

 

① 期 末

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト

50％ 



授業科目名 医学英語 (工学) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング LA20025 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療従事者に必要な英語のコミュニケーション能力を身につけるため、臨床現場で患者の主訴等の発話を正

確に理解したり、患者に正確な指示を伝えたりするために必要となる表現や語彙を習得する。また、医学関

連の文献や論文、その他情報の収集方法と論文の構成を習得し、専門分野における最先端の研究情報を得る

ためのスキルを身につける。将来医療従事者となる皆さんに、ぜひ受講をお勧めする。 

 

学修目標 

最低限患者とコミュニケーションがとれる。<DP②>最低限の医学用語が理解できる。<DP②>医学分野の英語の論文が

どのような構成になっているのか理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。 宿題や予習（特にリーディング）は必ずしてから授業に臨むこと。携帯電

話の使用、私語は慎むこと。 

 

教科書 

実践看護英語（竹林修一、英宝社、2014） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
Introduction / Medical terminology / 

Getting to know the patients 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

2 Getting to know the patients 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

3 Getting to know the patients 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと 

4 Getting to know the patients 4 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

5 Examination 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

6 Examination 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

7 Instructing medication 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

8 Treating the patients 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

9 Treating the patients 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

10 Treating the patients 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

11 
Operation / Pubmed について、論文の構成

について 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

12 
Pregnancy / Articles on Medical 

Engineering 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

13 
In the hospital / Articles on Medical 

Engineering 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

14 
Emergencies / Articles on Medical 

Engineering 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

15 Living a healthy life / Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テスト<DP②>プレゼンテーションおよびその他課題<DP②> 授業参加態度<DP②>2/3 回以上の出席

が必要。 

 

30%40% 

30% 



授業科目名 栄養学 (工学) 

主担当教員 南方 克之 担当教員 南方 克之 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

国民総医療費は 38 兆 5850 億円に達し、その医療費の 55.6％は 65 歳以上の高齢者が占めているとのことで

ある。2013 年度の高齢者数は 3190 万人（全人口の 25.1％）であるが、2030 年度には 3685 万人（31.6％）に

達すると予測されている。総医療費の半分以上を占める高齢者が、15 年後には 3人に 1人の割合になること

を考えると、いかにして高齢者の健康寿命を長くするかがとても重要になる。1人でも多くの高齢者が健康で

過ごせるように医療従事者が食事指導できることが大切と考え、健康の保持増進に欠くことのできない「栄

養」に関する正しい知識を学修する。 

 

学修目標 

１．栄養素の種類と働きについて理解し、食生活と疾病の関係性について説明できる。２．消化と吸収およびエネル

ギー代謝について説明できる。３．ライフサイクルと栄養摂取について理解し、栄養アセスメントについて説明でき

る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．「人体の仕組み」に興味を持って授業に臨んでください。２．初回授業で実施の詳細を説明します。 

 

教科書 

『イラスト基礎栄養学第 3 版』大口健司・小野廣紀・田村明／東京教学社 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

森ノ宮医療大学：西棟４F434 研究室（火曜日 11：00～18：00）森ノ宮医療学園専門学校：２F職員事務室／

授業外対応可能（木曜日以外） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 栄養の概念 
予習：教科書（P2～15）の確認復習：授業を

もとに授業内容の確認 
 

2 食物の摂取 
予習：教科書（P18～23）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

3 消化・吸収と栄養素の体内動態① 
予習：教科書（P26～44）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

4 消化・吸収と栄養素の体内動態② 
予習：教科書（P26～44）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 



5 炭水化物の栄養① 
予習：教科書（P46～58）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

6 炭水化物の栄養② 
予習：教科書（P46～58）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

7 たんぱく質の栄養① 
予習：教科書（P60～74）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

8 たんぱく質の栄養② 
予習：教科書（P60～74）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

9 脂質の栄養① 
予習：教科書（P76～87）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

10 脂質の栄養② 
予習：教科書（P76～87）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

11 ビタミンの栄養① 
予習：教科書（P90～108）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

12 ビタミンの栄養② 
予習：教科書（P90～108）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

13 ミネラルの栄養① 
予習：教科書（P110～122）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

14 ミネラルの栄養② 
予習：教科書（P110～122）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

15 水・電解質の栄養的意義 
予習：教科書（P124～132）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験 出題範囲：授業内で扱った範囲 

 
1 



授業科目名 身体運動科学 (工学) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／杉本 圭／松尾 浩

希 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

運動・身体活動が身体にもたらす生理学的な反応やメカニズム、適切な運動やその他の身体活動を効果的ま

た安全に実施する方法および運動療法の実施について学修する。 

 

学修目標 

１．運動が身体にもたらす生理学的な反応やメカニズムについて理解し、具体的に述べることができる。【DP③】２．

適切な運動やその他の身体活動を効果的また安全に実施する方法について理解し、具体的に述べることができる。

【DP③】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．シラバスに明記されている予習復習を必ず行うこと。２．必要出席回数は、授業回数の 4/5 以上とする。

３．授業が実技形式の場合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して参加すること。４．運

動・身体活動に関わる学問であり、解剖学・生理学・運動学の復習が必要です。５．質問等があれば、授業後

に直接研究室に来る、もしくは MORIPA クラスプロファイル「Q＆A」から連絡ください。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

杉本圭：E棟 4 階  研究室 7／木曜日 4・5時限目（時間は事前に相談してください）松尾浩希：E棟 4階 共

同研究室／金曜日 5時限目以降（時間は事前に相談してください）中根征也：E 棟 4階 研究室 19／木曜日 4

時限目以降（時間は事前に相談してください） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
なぜ、運動が必要なのか？-運動を無理なく

続けられる秘訣を探ってみよう！- 

予習：身体にとって運動が必要な理由につ

いて考えておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、運動が必要な理由

について理解する。（2時間） 

中根 

2 
運動と傷害-やりすぎは NG！過度な運動は

逆効果- 

予習：運動時に発生する外傷と障害の原因

について確認しておく。（2 時間）復

習：授業内容をまとめ、運動時に発

生する外傷と障害の違いを理解す

松尾 



る。（2時間） 

3 
筋肉はどのように収縮するのか？-運動で

用いられる骨格筋について学ぼう！- 

予習：骨格筋の構造と収縮の仕組みについ

て確認しておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、運動が骨格筋に及

ぼす影響について理解する。（2 時

間） 

杉本 

4 
運動時の生理機能は？-運動による身体の

反応について学ぼう！- 

予習：運動時の生理機能について確認して

おく。（2時間）復習：授業内容をま

とめ、運動時の生理機能について理

解する。（2時間） 

中根 

5 
セルフチェック①-まずは自分の身体に目

を向けてみよう！- 

予習：身体組成に関わる評価方法について

確認しておく。（2時間）復習：授業

内容をまとめ、評価結果と効果的な

運動療法の実践について理解する。

（2時間） 

中根 

6 
ストレッチングの基礎と実際-使えていな

い関節を探してみよう！- 

予習：ストレッチングの種類、生理学につい

て確認しておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、ストレッチングが

運動に及ぼす影響について理解す

る。（2時間） 

松尾 

7 
有酸素運動の基礎と実際-効率の良い走り

方とは？- 

予習：有酸素運動はどのような運動が当て

はまるのかを確認しておく。（2 時

間）復習：授業内容をまとめ、有酸

素運動が身体に及ぼす影響につい

て理解する。（2時間） 

中根 

8 
無酸素運動の基礎と実際-筋肉量が増える

のは良いことか？- 

予習：無酸素運動は、どのような運動が当て

はまるのかを確認しておく。（2 時

間）復習：授業内容をまとめ、無酸

素運動が身体に及ぼす影響につい

て理解する。（2時間） 

杉本 

9 運動と環境-運動すると体温はどうなる？- 

予習：熱産生と熱放散について確認してお

く。（2時間）復習：授業内容をまと

め、運動時における体温調節反応、

脱水、水分補給について理解する。

（2時間） 

松尾 

10 
運動の強度はどう決めるのか？-自分に合

った強度を見つけよう！- 

予習：運動の強度の決め方について確認し

ておく。（2時間）復習：授業内容を

まとめ、運動の強度の決め方につい

て理解する。（2時間） 

松尾 

11 
運動と栄養・食生活-運動時、あなたなら何

を食べますか？- 

予習：栄養素の役割および食事バランスガ

イドを確認しておく。（2時間）復習：

授業内容をまとめ、日常の食事と運

動の関係について理解する。（2 時

間） 

松尾 

12 
運動と疲労-運動して疲れた身体を超回

復！- 

予習：運動における疲労について確認して

おく。（2時間）復習：授業内容をま

とめ、運動と疲労の関係について理

解する。（2時間） 

杉本 

13 
セルフチェック②-継続は力なり。身体は変

化する！- 

予習：身体組成に関わる評価方法について

確認しておく。（2時間）復習：授業

内容をまとめ、評価結果と効果的な

運動療法の実践について理解する。

（2時間） 

中根 

14 
運動と医療-運動と医療の関わりについて

考えてみよう！- 

予習：運動が身体に及ぼす影響について確

認しておく．（2時間）復習：授業内

容をまとめ，運動と医療の関係性に

ついて理解する．（2時間） 

中根 

15 講義全体のまとめ 

予習：講義全体を復習しておくこと。（2 時

間）復習：講義全体を復習しておく

こと。（2時間） 

中根 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．筆記試験【DP③】２．毎回の授業後に課すレポート課題【DP③】＊試験・課題に対して，必要に応じて

随時解説を実施する。 

 

60%40% 



授業科目名 東洋医療概論 (工学) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

伝統医学である東洋医学の歴史と基本的な概念について説明し、現代医学における補完代替医療としての東

洋医学（鍼灸治療）の診察法や治療法について解説を行う。また、医療に応用できる知識を身に着けること

を目的とし、医療現場で用いることができる経穴を応用したツボ押しなどの手技療法や温熱療法である灸に

ついて説明する。 

 

学修目標 

下記の内容の概要を理解する。１．東洋医学の基本的な成り立ちや構成を説明できる。２．東洋医学の診察において

重要な脈診・舌診などの四診などの基本的な診断ができる。３．鍼治療（小児鍼）、灸の基本的な方法を理解する。

４．経穴を応用したツボ押しなどの手技療法を理解する。DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布された資料に目を通すこと。２．東洋医学用語に親しむこと。３．できれば、自分の東洋医学のノー

トをつくること。４．出席は重視する。 

 

教科書 

配布資料 

 

参考書 

基本的にはなし但し、図書館にある新版 東洋医学概論（東洋療法学校協会）が分かりやすく説明している。

(編：公益社団法人東洋療法学校協会、著者：教科書検討小委員会、ISBN:978-4-7529-5173-5） 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 9（仲西）昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス、東洋医学の歴史と基本概念に

ついて 

復習：授業の内容を振り返る 予習：東洋医

学の歴史について理解すること 
仲西 

2 東洋医学の基本概念について陰陽・五行説 
復習：授業の内容を振り返る 予習：東洋医

学の診察法について調べること 
仲西 

3 
東洋医学診察法（四診法：望診、問診、聞診、

切診）切診：脈診望診：舌診 

復習：授業の内容を振り返る 予習：漢方薬

について 
仲西 

4 症状と基本的な漢方薬の処方について 
復習：授業の内容を振り返る 予習：鍼灸の

効果について調べること 
仲西 

5 鍼灸の作用機序について 
復習：授業の内容を振り返る 予習：作用機

序について調べること 
仲西 



6 日本の鍼について（小児鍼、古代九鍼など） 
復習：授業の内容を振り返る 予習：小児鍼

の仕方 
仲西 

7 灸について（モグサの作り方、灸の作成） 
復習：授業の内容を振り返る 予習：日本鍼

灸について調べる 
仲西 

8 
呼吸器系の鍼灸治療と手技療法：風邪、息切

れ 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

9 消化器系の鍼灸治療と手技療法：下痢・便秘 
復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

10 
運動器系の鍼灸治療と手技療法：腰下肢痛、

肩こり 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

11 
耳鼻咽喉科の鍼灸治療と手技療法：めまい、

難聴 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

12 眼科の鍼灸治療と手技療法：眼性疲労 
復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

13 
婦人科の鍼灸治療と手技療法：月経困難、骨

盤位 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

14 
精神・神経系の鍼灸治療と手技療法：頭痛、

不眠 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

15 まとめ 
復習：授業の内容を振り返る 予習：授業全

体を振り返る 
仲西 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【評価の配点】１．出席２．レポート提出 <DP②③> 

 
50%50% 



授業科目名 統合医療概論 (工学) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 
山下 仁／増山 祥子／森 美侑

紀 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 1 限、木曜

2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

統合医療という言葉が医療の中で使われるようになってきたが、実際に統合医療が何を指し、どうあるべき

なのかについては合意が得られていない。本授業では、統合医療の概念と現状について解説するとともに、

統合医療の重要な構成要素である EBM と補完代替医療について概説する。また、各種治療の有効性と安全性

について、エビデンスにもとづく批判的吟味のポイントについても解説する。 

 

学修目標 

１．統合医療の概念と現状について理解する。２．EBMの概念と手法について理解する。３．補完代替医療の種類と

概要について説明できる。４．各種医療手段についてエビデンスにもとづく批判的吟味ができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医療や行政において統合医療は賛否両論である。医師その他の医療従事者も支持派と反対派に分かれている。

本学学生も卒業すればいずれその議論に巻き込まれる。なぜ賛否両論があるのか、よく考えながら受講して

いただきたい。 

 

教科書 

資料を配布する。 

 

参考書 

各教員が必要に応じて授業担当時に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医療におけるエビデンスの重要性 健康関連商品の広告に目を通す 山下 

2 EBM EBM について調べる 山下 

3 EBM シミュレーション 
自分の専門領域のエビデンスについて調べ

る 
増山 

4 EBM と診療ガイドライン 
自分の専門領域または興味のある疾患の診

療ガイドラインを調べる 
山下 

5 健康産業と研究倫理・利益相反 
利益相反状態と利益相反行為の違いについ

て調べる 
山下 

6 補完代替医療概論 代替医療と補完医療の違いについて調べる 山下 



7 代表的な補完代替療法 
自分が興味のある補完代替療法についてネ

ットや図書館で調べる 
山下 

8 鍼灸と経穴 鍼灸に関する書籍や雑誌を図書館で調べる 山下 

9 アロマセラピー① 
エッセンシャルオイルの種類について調べ

る 
森 

10 アロマセラピー② 
エッセンシャルオイルの種類について調べ

る 
森 

11 ヨガ・マインドフルネス 
ヨガ・マインドフルネスに関するネット動

画を見る 
増山 

12 サプリメント 

興味のあるサプリメントを幾つか選んでそ

の広告の内容に関する疑問点を調

べる 

山下 

13 統合医療とスピリチュアルと NBM スピリチュアルという概念について調べる 山下 

14 緩和ケア・難病ケアと統合医療 
末期がんまたは難病の患者の実情について

調べる 
増山 

15 総括：統合医療は何を統合するのか 14 回までに習った内容を整理する 山下 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②課題提出物 

 

①70%

②30% 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療放射線学科 

（2022 年度入学生対象） 
  



授業科目名 基礎ゼミナール (放射線) 

主担当教員 今井 信也 担当教員 
今井 信也／阿部 秀高／大橋 

明日香／栗山 巧／小縣 裕二 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
木曜 2 限、木曜

3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本演習では、学生を少人数のグループに分けて担当教員を配属し、（1）大学での学修に必要で、かつ高等学

校までの教育において修得すべき内容の教育、（2）講義ノートの取り方・教科書の読み方、レポート・論文

の書き方や文献の探し方、（3）大学生に求められる一般常識や態度、（4）専門教育への橋渡しとなるような

基礎的知識・技能の教育などについて、ディスカッションを交えて演習を行う。 

 

学修目標 

１． 大学生として必要な基礎学習能力を身に着けている。＜DP④＞２． 自分の想いを伝え、相手の想いを理解す

ることができる。＜DP②③＞３． テーマについて問題点の発見と解決策についてディスカッションすることができ

る。＜DP④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１． 初回授業で実施の詳細を説明します。２． 与えられた学修内容に関連したテーマについて、ディス

カッションできるように十分に準備して授業に臨むこと。３． グループディスカッションには積極的に参

加すること。 

 

教科書 

診療放射線技術 上巻改訂第 14 版 ISBN: 9784524258598 小塚隆弘・稲邑清也・監 南江堂診療放射線技

術 下巻改訂第 14 版 ISBN: 9784524258611 小塚隆弘・稲邑清也・監 南江堂 

 

参考書 

放射線について考えよう。 ISBN: 9784991034800 多田将 明幸堂医用放射線辞典 第 5 版     ISBN: 

9784320061750 医用放射線辞典編集委員会 共立出版 

 

研究室／オフィスアワー 

小縣 裕二 さくら棟 5階 研究室 1 ／ 随時対応 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 スタディーズスキル, 自己紹介 

予習：シラバスを確認する。(2h)復習：講義

から学んだことをレポートにまと

める。(2h) 

小 縣 

裕二、

今 井 

信也、

大 橋 

明日香 

2 
自然科学を学ぶための超基礎講座（数学・物

理を中心に） 

予習：高校数学の内容を見直す。（指数対数

を中心に）(2h)復習：これから学ぶ

西 浦 

素子 



講義に必要な知識を整理する。(2h) 

3 「大学」について考える 

予習：与えられたテーマについて調べる。

(2h)復習：講義から学んだことをレ

ポートにまとめる。(2h) 

小 縣 

裕二 

4 図書館の利用方法と情報検索 

予習：与えられたテーマについて調べる。

(2h)復習：講義から学んだことをレ

ポートにまとめる。(2h) 

図書館

司書、

今 井 

信也、

大 橋 

明日香 

5 レポートの書き方 

予習：資料を確認する。(2h)復習：講義から

学んだことをレポートにまとめる。

(2h) 

今 井 

信也、

大 橋 

明日香 

6 「単位制度」について考える 

予習：与えられたテーマについて調べる。

(2h)復習：講義から学んだことをレ

ポートにまとめる。(2h) 

小 縣 

裕二 

7 ワークアウトセッション① 

予習：ワークアウトについて調べる。(2h)復

習：ワークアウトで学んだことをレ

ポートにまとめる。(2h) 

今 井 

信也、

大 橋 

明日香 

8 ワークアウトセッション② 

予習：ワークアウトについて調べる。(2h)復

習：ワークアウトで学んだことをレ

ポートにまとめる。(2h) 

今井 

信

也

、

大

橋 

明

日

香 

9 
オリエンテーション（講義への取り組み方・

大学生としての自分を見つめる） 

予習：シラバスの確認。（２時間）復習：学

びの履歴シートによる大学生とし

て必要な資質/能力についてのまと

め（２時間） 

阿 部 

秀高 

10 理事長に学ぶ（学園・大学・学生への思い） 

予習：学園の 3 つポリシーや設立理念の確

認。（２時間）復習：講話から学んだ

ことを記録をもとにまとめる。（２

時間） 

阿部 

秀

高 

11 
学長・学科長に学ぶ（医療人・放射線技師を

目指すものに対する思い） 

予習:放射線技師の仕事の概要を調べてお

く。（２時間）復習：講話から学んだ

ことを記録をもとにまとめる。（２

時間） 

阿部 

秀

高 

12 
コミュニケーションスキル・学修スキル向

上 

予習：レポートの書き方について高校まで

に学んだことを想起しておく（２時

間）復習：学んだレポートの書き方

について記録をもとにまとめる。

（２時間） 

阿部 

秀

高 

13 論理的文章の書き方・資料活用の方法 

予習：言語技術について、高校までに学んだ

ことを想起しておく（２時間）復習：

学んだ言語技術について記録をも

とにまとめる。（２時間） 

阿部 

秀

高 

14 プレゼンテーション・スキル 

予習：プレゼンテーションについて高校ま

でに学んだことを想起しておく。

（２時間）復習：プレゼンテーショ

ンの作り方、発表の仕方についてま

とめる。（２時間） 

阿部 

秀

高 

15 本授業における学びのまとめ・振り返り 

予習：自分の作成したプレゼンテーション

の練習）（２時間）復習：７回の講義

で学んだ社会人基礎力に関してま

とめておく。（２時間） 

阿部 

秀

高 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【学科教員】①授業中討論し、発表した内容を期日までにレポートにまとめ提出する。＜DP②③④＞【阿

部秀高】②平常点評価（授業毎回の振り返りなど）６０％＜DP②③④＞    講義最終回に作成した課題

レポート４０％＜DP②③④＞ 

 

①50%

②50% 



授業科目名 物理学 (放射線) 

主担当教員 久国 正章 担当教員 久国 正章 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

さまざまな自然現象をよく観察してみると簡単な基本原理に基づいていることがわかる。物理学とはそのよ

うな基本原理を論理的に説明する学問であり、工学はもとより生物学、医学などの幅広い分野の基礎となっ

ている。本講義は力学・熱力学・電磁気学などについて幅広い知識を学習し、医療現場で実際に活用できる

知識を習得できる授業構成である。 

 

学修目標 

電気(回路計算)、電磁気の基本知識直流と交流の違いについてベルヌーイの定理・血圧とは 上記の内容を学修して

いく。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．自然現象を理解するための基本となる科目であることを認識する。２．配布された資料を使用し、講義

を行う。３．出席は重視する。４．身近な自然現象を物理学の観点で考察する。５．疑問点は大切にし、解決

に向けて努力する。 

 

教科書 

プリント使用 

 

参考書 

電気基礎講座１プログラム学習による基礎電気工学 直流編 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤控室 月曜と水曜の午前中 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 熱力学 比熱 単位について 

＜予習・復習 各 2時間＞水の比熱が大きい

ことで人間は体温を一定に保つこ

とができる。スマートフォンのバッ

テリーの単位などについて学習し

ます。 

 

2 
熱力学 クーロンの法則・電流について回

路のイメージをつかむ 

＜予習・復習 各2時間＞水分が蒸発する際、

必要となる熱量について電気の基

本について一つ一つ確認していき

ましょう。 

 

3 
熱力学電圧・抵抗についてオームの法則を

用いた計算 

＜予習・復習 各 2時間＞コンセントの電圧

は１００Ｖですね。このボルトにつ

いて学習していきます。また、抵抗

の単位はオームです。 

 

4 
力とは色々なオームの法則を用いた計算を

練習する 

＜予習・復習 各 2時間＞最も重要な法則で

す。頑張って覚えましょう。 
 



5 力学直列回路の考え方について 

＜予習・復習 各 2時間＞電圧降下、内部抵

抗、合成抵抗という言葉が出てきま

した。 

 

6 力学並列回路の考え方について 
＜予習・復習 各 2時間＞直列回路、並列回

路の計算に慣れていきましょう。 
 

7 力学複雑な回路計算 
＜予習・復習 各 2時間＞直列・並列の融合

問題を扱います。 
 

8 力学ブリッジ回路 
＜予習・復習 各 2時間＞いろんな回路の計

算を復習しましょう。 
 

9 力学直流と交流の違いジュール熱 
＜予習・復習 各 2時間＞直流と交流の違い

を確認しましょう。 
 

10 力学１００Vは何を表しているか。電力 

＜予習・復習 各 2時間＞最大値・実効値・

瞬時値・平均値言葉の確認をしまし

ょう。電力とは、電灯が光を出した

り、モーターが力を出すときに使わ

れる電気エネルギーの大きさを表

します。 

 

11 電磁誘導 

＜予習・復習 各 2時間＞右ネジの法則・フ

レミングの左手の法則の確認 IH 調

理器、リニアモーターカーなど電磁

誘導について復習しておきましょ

う。 

 

12 
コイル(インダクタ)コイルのリアクタンス

(誘導性リアクタンス) 

＜予習・復習 各 2時間＞リアクタンスは周

波数で大きさが変わります。 
 

13 
コンデンサ(キャパシタ)コンデンサのリア

クタンス(容量性リアクタンス) 

＜予習・復習 各 2時間＞コンデンサは電気

を蓄えたり、放出したりする電子部

品です。電子機器には欠かせない部

品です。 

 

14 インピーダンスとは位相とは 

＜予習・復習 各 2時間＞交流回路の計算を

するときには位相を考える必要が

あります。 

 

15 
RL 直列回路 RC 直列回路 RLC 直列回路の計

算 

＜予習・復習 各 2時間＞直列回路のインピ

ーダンスを計算できるようにしよ

う。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



①定期試験５５点<DP③>②小テスト４５点<DP③>合計１００点のうち、６０点以上で単位認定する。 

 

① ５

５ ％ ②

４５％ 



授業科目名 生物学 (放射線) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療人にとって必要な生物学的知識を学習し、この後に展開する基礎医学への理解を容易にする。 

 

学修目標 

生物に共通する生体のシステムやその仕組みについて理解を深めることができ、人体と連関して思考できる。＜DP③

＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

生物学自体は高校までの教科としてすでに学んでいるかもしれないが、医学に直結する領域についてはまだ

学んでいないか、理解が不十分であろうと思われる。既に学んでいる、知っている学問という認識は排除し

て新たな教科を学ぶ姿勢で臨んでほしい。 

 

教科書 

 「理工系のための生物学」 裳華房 

 

参考書 

生物学 カレッジ版 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 1 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生命と栄養と代謝 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

2 糖質の種類 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

3 糖代謝 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

4 脂質とその代謝 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

5 ビタミンの種類と機能 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

6 細胞の構造とオルガネラ 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

7 核酸の種類と機能 
予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認
 



をしておくこと。(2 時間) 

8 転写と翻訳 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

9 タンパク質の種類と機能 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

10 細胞のシグナル伝達 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

11 細胞分裂と増殖 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

12 発生と分化 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

13 免疫システム 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

14 細胞の初期化と再生医療 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

15 細胞死とアポトーシス 

予習 テキストを読み込んでおいてほし

い。(2 時間)復習 講義内容の確認

をしておくこと。(2 時間) 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１ 定期試験 ＜DP③＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 化学 (放射線) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

基礎医学科目に必要な化学的事項を正しく理解できることを念頭に置いている。 

 

学修目標 

放射性物質などを取り扱う際、必要とされる基本的な化学的知識が得られる。さらに、生体反応に見られる各種の化

学反応を正しく理解し、それらが生理機能に密接に連関することを理解得られすることができる。 ＜DP③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

たとえすでに化学を履修していようとも、基礎医学科目で取り上げられる化学はある種生体内の反応に特化

しているため、新たに学びなおす必要があると捉えておいて欲しい。 

 

教科書 

「ライフサイエンスのための化学」 化学同人 

 

参考書 

「理工系の基礎化学」 化学同人 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 １ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 原子の構造と周期表 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 電子配置とイオン化 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 化学結合 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

4 物質の三態 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

 



い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

5 化学平衡と反応速度論１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 化学平衡と反応速度論 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 酸と塩基の反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 酸化と還元反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 炭化水素化合物１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 炭化水素化合物 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 糖質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 脂質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 タンパク質・アミノ酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 核酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 



15 「化学」のまとめと振り返り 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1 期末試験 ＜DP③＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 日本国憲法 (放射線) 

主担当教員 植田 重幸 担当教員 植田 重幸 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

社会規範たる法の理念を理解する中で、法体系のしくみ並びに日本の最高法規としての日本国憲法の現行の

概要解釈と、今日の基本的人権規定に関する論点について解説を行うとともに、時事関連・医療関連条項に

関わる問題点及び今後の課題に対しても説明を進める。また、コ・メディカルをもとに、診療の補助の一員

として業務に従事するにおいて、必要不可欠な保健衛生に関する法規（保健衛生関連法規）の理解と把握、

並びに職務遂行に伴う人権に対する法的責任の現状について、更なる理解を深めるための指導を行う。 

 

学修目標 

1. 日本国憲法の成立経緯と特色を理解する。2. 基本的人権の尊重規定をもとに、個人の尊厳に関して法的側面か

ら、その理解を深める。3. 医療と人権に関する大切さを理解する。4. 診療放射線学科における『診療放射線技師法』

をもとに、今後の業務遂行に必要な関係法規のしくみを学習し理解する。5. 現在の医療過誤に関する状況と、人権

に対する法的責任の実態を検証する。6. 時事関連問題として、高齢者の増加に伴う業務連絡に関わる行政面の諸対

応や憲法改正論議の現状とその是非についての理解を深める。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 日本国憲法の内容理解とともに、医療法規に関する指導説明が加わることから、補充解説たる板書筆記が

重要となる。2. 指導内容に即した市販書籍は多数に亘るため、教科書代用の資料冊子にて講義を行う。3. 疑

問点や分かりにくい事項が生じた場合は、適宜質問を行うことで理解を進めること。4. 将来の業務実践を見

据え、指導内容に対する人権・人格の尊重に十分留意し積極的取り組みを求める。 

 

教科書 

指定しない。 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業前後の非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
法と社会生活① 法の成立並びに社会と規

範 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認を行う復習：キ

ーワード、重要語句の確認を行う 

 

2 
法と社会生活② 法と道徳、法の支配、法体

系のしくみ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：社会規範と

しての法の意義を考える復習：法の

概念の理解と確認を行う 

 

3 
日本国憲法の制定史と特色 日本国憲法の

基本理念と基本原理 明治憲法との比較 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：日本国憲法

の成立経緯を確認する復習：講義内
 



容をもとに、基本的人権規定の各事

項を理解し把握する 

4 
基本的人権規定① 基本的人権の成立経緯

と人権規定 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：重

要語句について再チェックする 

 

5 
基本的人権規定② 新しい人権（人格権と

幸福追求権） 包括的基本権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より第 13 条の役割を確認する復

習：講義内容の完全理解に努める 

 

6 

基本的人権規定③ 自律的自己決定権 新

型コロナウイルス感染症対策特別措置法と

基本的人権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、本項の確認を行う 特別措

置法の立法化とその経緯を確認す

る復習：講義内容の完全理解に努め

る 本項目の現状と人権保障問題を

深める 

 

7 
衛生法規並び衛生行政 衛生法規の体系と

分類 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：保健衛

生法規のしくみの理解と確認を行

う 

 

8 
関係法規① 施術者に対する関係法規のし

くみと位置づけ、名称独占、業務独占 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認復習：講義内容

をもとに、施術者の役割を確認する 

 

9 関係法規② 免許取得、欠格条件等 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の中の法律用語の確認を行う復

習：キーワード、重要語句の確認を

行う 

 

10 
医療過誤と法的責任① 医療過誤の実態と

権利侵害 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

11 
医療過誤と法的責任② 医療過誤における

法的責任 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

12 
統治行為① 国会・内閣規定より、選挙制度

並びに議院内閣制 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行の選挙

制度を確認する復習：1 票の格差問

題について理解を深める 

 

13 
統治行為② 裁判所規定より、違憲立法審

査権並びに裁判員制度の現状 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

14 日本国憲法の改正手続 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行憲法の

改正の必要性を調べる復習：国民投

票法の改正における影響を確認す

る 

 

15 今後の課題と検討 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①指導項目に関し、筆記試験を行う。※60 点以上で単位認定する。 

 
①100% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (放射線 B) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (放射線 A) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (放射線 B) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (放射線 A) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 MBS(Morinomiya Basic Seminar) (放射線) 

主担当教員 山口 功 担当教員 山口 功／山下 仁／前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 4 限、火曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本授業は、大学生としての学習や生活をスムーズにスタートさせるために、大学生としてふさわしい「学び

方」や「スキル」を身につけること、学園の歴史や建学の精神の意味やディプロマポリシーを理解すること

で、本学への帰属意識を確立させることを目的とする。また、履修に関することや教育課程（カリキュラム）、

学生生活に関するルール等を理解することで、大学で学ぶために必要な能力を身につけることを目的とする。

医療の歴史及び医療の現在と未来を知ることで、医療全体への興味をより深めることを目的とする。 

 

学修目標 

・本学の建学の精神及びディプロマポリシーを理解している。<DP②③>・大学で学ぶために必要な能力を身につけて

いる。<DP②③>・生徒から学生へ移行する（主体的・能動的な学習スタイルを身につける）<DP②③>・医療人を目指

す学生であることに対しての自覚を強く持つ。<DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

理想の大学生活とは？想像している内容と異なる話を聞くこともあるでしょうが、4 年間を有意義に過ごせ

るようこれからの生活を考えるきっかけとなることを願います。 

 

教科書 

教科書は使用しない。適宜資料を配布する。 

 

参考書 

指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5階 研究室 2 山口研究室 随時（在室時は対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【本学の歩みと未来／生徒から学生へ】・理

事長による「本学の起源や今後の展望」、・学

長による「医療・医学を学ぶ上での心構え」

についての講義。 

予習：本学の Web サイトで「建学の精神」

「森ノ宮医療学学園の歴史」「本学

の特徴」について調べる．（1時間）

復習：大学生としての心得を考え，

まとめる．（1時間） 

山口 

2 

【診療放射線学科のカリキュラムについ

て】・カリキュラムについて・カリキュラム

ポリシーについて・ディプロマポリシーに

ついて 

予習：学生手帳の「診療放射線学科 授業科

目・単位数」と「本学学士過程にお

ける三つのポリシー」「診療放射線

学科における三つのポリシー」につ

いて調べる．（2時間）復習：授業を

まとめ，自分にとって今後の大学生

活で必要なことを考える．（2時間） 

山口 



3 

【情報化社会における情報リテラシーと情

報モラルについて】・情報リテラシーと情報

モラル（SNS の取り扱い）・医療情報の取り

扱いについて・その他社会問題等 

予習：「情報リテラシー」「情報モラル」につ

いて調べ，自分の考えをまとめる．

（2 時間）復習：授業をまとめ，多

くの情報から適切に情報を得る方

法を考える．（2時間） 

山口 

4 

【診療放射線技師のキャリアについて】・自

身のキャリアについて・履修モデルの解説

と自身のキャリア形成プランの検討・診療

放射線技師に必要な学びと研究 

予習：自分自身，将来どのような「大人」に

なりたいか，また，目標とする「診

療放射線技師像」を考え，まとめる．

（2 時間）復習：授業をまとめ，自

分の将来像を明確にする．（2時間） 

山口 

5 

【地域医療について】・住之江区長による

「住之江区の医療・福祉の現状」についての

講話 

予習：本学が位置する「住之江区」の Web サ

イト「広報誌 さざんか」にて，住之

江区における「福祉・健康」の施策

について調べる（2 時間）復習：授

業をまとめ，今の自分でも参加でき

ることを（ボランティア等）を探す．

（2時間） 

山口 

6 

【西洋医学とは】・医師による西洋医学の概

説と西洋医学の起源と現状と未来について

の講義 

予習：西洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：西洋医学の中での診療放

射線の重要性を調べ，まとめる．（2

時間） 

山口 

7 

【東洋医学とは】・鍼灸師による東洋医学の

概説と西洋医学の起源と現状と未来につい

ての講義 

予習：東洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：授業をまとめ，西洋医学

との違いを理解し，東洋医学の重要

性をまとめる．（2時間） 

山口 

8 
【チーム医療とは】・チーム医療について知

る 

予習：本学の Web サイトで「チーム医療」

について調べる．（2時間）復習：授

業をまとめ，チーム医療の重要性を

理解する．（2時間） 

山口 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート試験：「自己のキャリア構築のために今後の大学生活で何をすべきか」を 1600 字程度で述べる。

<DP②③>＊レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-

17」を参照のこと。・試験・課題に対するフィードバック方法  レポート等の提出物は基本的に返却しない

が、希望者には返却する。 

 

1 



授業科目名 チーム医療見学実習 (放射線) 

主担当教員 大西 英雄 担当教員 大西 英雄／垣本 晃宏 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 4

限)、後期(集中

講義) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１．医療の実践の場である病院等の施設で医療従事者の 1 日を体験することにより、医療職への理解を深め

る。２．保健医療施設における自己の目指す専門職の役割や機能を知ると共にチーム医療を構成する様々な

専門職の役割・機能について知識を深める。３．チーム医療の実際を知り、インター・プロフェッショナル・

エデュケーションの視点から、医療における多職種連携の重要性を知る。＜施設見学の実施概要＞開講時期：

※2020 年度は実施時期未定実習施設：大阪急性期・総合医療センター(日程調整中)、大阪国際がんセンター

(日程調整中)、日本生命病院(日程調整中)、関西メディカル病院(日程調整中)※実施が決まり次第、詳細を

案内します。＜実施方法＞１．本見学実習は大学内で実施する事前授業（4コマ）と施設見学（4 コマ）とす

る。２．1班 8 名程度の学科混成グループを作り、各グループ上記施設の中から 1 施設を見学する。３．1班

ごとに 1 名の本学教員が引率し、基本的には引率教員の指示のもと決められたスケジュール通りに施設内を

見学する 

 

学修目標 

１．実習を通じて医療施設の全体的な業務や役割について知ることができる。DP2 ２．実習を通じてチーム医療の構

成を知り、目指す専門職の役割および責任を自覚することができる。DP2３．実習を通じて医療に取り組む姿勢を養

い、専門科目の学習への意欲向上のきっかけとし、今後、専門的学習に臨む上での自己の考えを述べることができる。

DP23 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

見学時は、担当者のみならず院内の全ての方(就業者や患者さん等)に迷惑がかからない行動を取るとともに、

発言にも最大限配慮すること。見学当日はバスで送迎を行います。集合場所や時間を等は引率教員の指示に

従うこと。 

 

教科書 

とくになし 

 

参考書 

とくになし 

 

研究室／オフィスアワー 

別途連絡します 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 事前授業①（授業の目的や概要について） 

【事前授業１】（授業の目的や概要につい

て）予習：本学に設置されている学

科の仕事内容を調べる。（3 時間）復

習：授業内容をまとめ、チーム医療

についての考えをまとめる。（3 時

間） 

大西垣

本 

2 事前授業②（授業の目的や概要について） 

【事前授業２】（施設見学における注意事項

について）予習：大学生としてのマ

ナー、社会人としてのマナーについ

て調べる。（3時間）復習：授業内容

をまとめ、大学生としてのマナー、

社会人としてのマナーについて実

践できるようにする（3時間） 

大西垣

本 

3 
事前授業③（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

大西垣

本 

4 
事前授業④（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

大西垣

本 

5 

【学修内容：⑤～⑧】「施設見学」＜見学ス

ケジュール例＞①リハビリテーション室の

見学→それぞれの職種間でのコミュニケー

ションを学ぶ②ICU・CCU→医師や看護師の

連携について学ぶ。最新機器等の設備につ

いて知識を深める③各種検査室の見学→検

査技師と医師や看護師など他の職種との連

携について学ぶ④透析室→透析の機器等に

ついて知識を深める⑤手術室→手術室とは

どのような環境の部屋なのか、実際の設備

や雰囲気を知る 

復習：見学実習での学びをレポートにまと

める。自修時間 6時間→課題提出 

大西垣

本 

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート課題  「施設見学を終えて、チーム医療の重要性について自己の考えを述べよ」1600 字程度＊

レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-17」を参照のこ

と。2/3 以上の出席を必要とする、 

 

0.011 



授業科目名 基礎体育 (放射線 B) 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 
伊奈 新太郎／中原 英博／佐野 

加奈絵／信江 彩加 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本スポーツ健康科学演習では、学生が自らの適正に応じてスポーツ種目を選択できるよう、軽スポーツ、球

技スポーツ、ニュースポーツ、ダンスなど多種多様なスポーツ種目を用意し、各種目特性を生かして、「思い

っきり体を動かす爽快感」と「プレーを通じて感じる理屈抜きの楽しさ」を存分に経験できるようなゲーム

主体の授業プログラムを提供する。その中で、体力のレベルアップや身体動作の向上を図ると同時に、ゲー

ムを自主的に運営する能力を養う。また、スポーツの実践を通じて、学生同士の心の交流や人間関係を育み、

生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を育成することも本実習の大きな狙いである。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、学科の枠を超えた学生同士の心の交流や人間関係を育むことができる。〈DP③〉２．ス

ポーツ活動を通じて、基礎体力や、技術が向上する。３．スポーツ活動を通じて、チームワークの重要性を認識でき

る。〈DP③〉４．生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を身につけることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について（１）各教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、

更衣した後、授業に臨むこと。（２）シューズは屋外用、屋内用ともにゴム底の運動靴を用意すること。 屋

外でのスポーツ種目を実施するクラスの者は、雨天により急きょ屋内種目に変更する場合があるので、毎回

の授業時において、屋内用シューズは必ず用意しておくこと。（３）授業中におけるメガネや時計などの破損、

コンタクトレンズや装飾品の紛失について担当教員は責任を負わない。注意事項（１）集合場所  

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

原則月曜日 3 時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポー

ツ、ダンスなど多種多様なスポーツ

種目の特性について理解を深めて

おく。予習・復習 1時間 

 



2 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

3 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

4 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

5 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

6 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

7 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

8 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

9 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

10 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

11 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営① 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

12 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営② 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

13 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営③ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

14 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営④ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

15 
ゲームの展開  学生主体のゲーム運営⑤・

レポート 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業回数の 2/3(10 コマ)以上出席すること。授業開始後、30 分を超えての遅刻は欠席とみなす。成績の

評価は、原則として 2/3 以上出席した者を対象とする。①技能・理解・積極性などを総合的に判定すると

ともに、授業最終日にはレポートの提出を義務づける。〈DP③〉    その成績が６０点未満の者は不可と

し単位を認定しない。 

①100% 



授業科目名 基礎体育 (放射線 A) 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 
伊奈 新太郎／中原 英博／佐野 

加奈絵／信江 彩加 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本スポーツ健康科学演習では、学生が自らの適正に応じてスポーツ種目を選択できるよう、軽スポーツ、球

技スポーツ、ニュースポーツ、ダンスなど多種多様なスポーツ種目を用意し、各種目特性を生かして、「思い

っきり体を動かす爽快感」と「プレーを通じて感じる理屈抜きの楽しさ」を存分に経験できるようなゲーム

主体の授業プログラムを提供する。その中で、体力のレベルアップや身体動作の向上を図ると同時に、ゲー

ムを自主的に運営する能力を養う。また、スポーツの実践を通じて、学生同士の心の交流や人間関係を育み、

生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を育成することも本実習の大きな狙いである。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、学科の枠を超えた学生同士の心の交流や人間関係を育むことができる。〈DP③〉２．ス

ポーツ活動を通じて、基礎体力や、技術が向上する。３．スポーツ活動を通じて、チームワークの重要性を認識でき

る。〈DP③〉４．生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を身につけることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について（１）各教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、

更衣した後、授業に臨むこと。（２）シューズは屋外用、屋内用ともにゴム底の運動靴を用意すること。 屋

外でのスポーツ種目を実施するクラスの者は、雨天により急きょ屋内種目に変更する場合があるので、毎回

の授業時において、屋内用シューズは必ず用意しておくこと。（３）授業中におけるメガネや時計などの破損、

コンタクトレンズや装飾品の紛失について担当教員は責任を負わない。注意事項（１）集合場所  

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

原則月曜日 3 時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポー

ツ、ダンスなど多種多様なスポーツ

種目の特性について理解を深めて

おく。予習・復習 1時間 

 



2 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

3 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

4 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

5 
基本技術の習得 スポーツ種目に応じた基

本技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

6 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

7 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

8 
応用技術の習得 スポーツ種目に応じた応

用技術の習得③ 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

9 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解① 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

10 
基本・応用技術の発展 模擬ゲームの実施と

ルールの理解② 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

11 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営① 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

12 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営② 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

13 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営③ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

14 ゲームの展開  学生主体のゲーム運営④ 
実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

15 
ゲームの展開  学生主体のゲーム運営⑤・

レポート 

実技種目の競技特性理解を行う予習・復習 1

時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業回数の 2/3(10 コマ)以上出席すること。授業開始後、30 分を超えての遅刻は欠席とみなす。成績の

評価は、原則として 2/3 以上出席した者を対象とする。①技能・理解・積極性などを総合的に判定すると

ともに、授業最終日にはレポートの提出を義務づける。〈DP③〉    その成績が６０点未満の者は不可と

し単位を認定しない。 

①100% 



授業科目名 健康科学（スポーツ社会学を含む） (放射線) 

主担当教員 佐野 加奈絵 担当教員 佐野 加奈絵 

科目ナンバリング CS20108 科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

健康に対する意識が高まり、健康食品や健康器具などがブームとなっている近年、マスメディアを通じて流

されている情報には、科学的根拠が乏しいものも少なくはない。本授業では、生活習慣病、地域社会におけ

る健康維持、増進に関わる取り組みや考え方、運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識

を身につけることを目標とする。 

 

学修目標 

・運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識を身につける。<DP③④>・本邦における健康維持、増

進に関わる取り組みや考え方について理解する。<DP③④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・大学生として節度ある態度で授業に臨むこと 

 

教科書 

適宜、資料を配布する。 

 

参考書 

出村慎一監修「健康・スポーツ科学講義」杏林書院、2005 年田中喜代次編「健康運動の支援と実践」金芳堂、

2006 年 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 
予習：シラバスの確認（2時間）復習：内容

の確認（2時間） 
 

2 健康・体力の概念 
予習：健康に関する記事をチェック（2時間）

復習：今回の内容を再確認（2時間） 
 

3 アルコールの影響とは 
予習：身体に及ぼす影響をチェック（2時間）

復習：今回の内容を再確認（2時間） 
 

4 喫煙について 
予習：身体に及ぼす影響をチェック（2時間）

復習：今回の内容を再確認（2時間） 
 

5 高脂血症・動脈硬化症 

予習：どのような症状があるかチェック（2

時間）復習：今回の内容を再確認（2

時間） 

 

6 高血圧・脳卒中・心臓病 

予習：どのような症状があるかチェック（2

時間）復習：今回の内容を再確認（2

時間） 

 

7 糖尿病・メタボリックシンドローム 

予習：どのような症状があるかチェック（2

時間）復習：今回の内容を再確認（2

時間） 

 



8 前半まとめ 
予習：今まで内容の確認（2 時間）復習：今

回の内容の再確認（2時間） 
 

9 身体活動の必要性 
予習：運動習慣のチェック（2時間）復習：

今回の内容の再確認（2時間） 
 

10 肥満について 
予習：体型をチェック（2時間）復習：今回

の内容の再確認（2時間） 
 

11 薬物乱用について 
予習：薬物の影響のチェック（2時間）復習：

今回の内容の再確認（2時間） 
 

12 救急法 
予習：心肺蘇生法のチェック（2時間）復習：

今回の内容の再確認（2時間） 
 

13 スポーツトレーニング 
予習：スポーツの種目のチェック（2時間）

復習：今回の内容の再確認（2時間） 
 

14 健康に関する VTR 
予習：健康に関する記事をチェック（2時間）

復習：今回の内容の再確認（2時間） 
 

15 後半まとめ 
予習：今までの内容の確認（2時間）復習：

今回の内容の再確認（2時間） 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験で評価する。<DP③④>15 回の講義に対し、必要な時間数の出席が必須である。課題（試験や

レポート等）に対するフィードバックの方法課題・テスト後、各設問の解答を解説する。希望者には個別に

採点後の試験答案を開示する。 

 

100 



授業科目名 数学 (放射線) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎 

科目ナンバリング SB20BRSA001 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

数学は数量および空間図形の性質について理解する学問であり、自然科学の学修には数学の基礎知識とシン

ボルを用いた表現力は不可欠である。本講義では放射線科学・技術の理解を深めるために必要となる指数関

数、対数関数、三角関数、複素関数、微分及び積分などを中心に数学的なものの見方・考え方に関する基礎を

教授する。 

 

学修目標 

三角関数の性質や相互関係を理解し、その応用やそれを用いた計算ができる。<DP①>指数・対数関数の性質を理解し、

計算できる。<DP①> 複素数・複素関数の基本的性質を理解し、その応用やそれを用いた計算ができる。<DP①> 関数

の微分・積分の考え方を理解し、それを用いた計算ができる。<DP①> 多変数関数の微積分の方法を理解し、計算で

きる。<DP①> 微分方程式の意味を理解し、簡単な微分方程式を解くことができる。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

事前に、シラバスに沿って参考文献等でその定義を調べておくこと。 演習問題は必ず手を動かして下さい。

わからないことは、出来る限り次の講義の前までに解決するようにして下さい。 

 

教科書 

Primary 大学テキスト これだけはおさえたい理工系の基礎数学、金原粲など編集、実務出版株式会社

ISBN978-4-407-31830-2 

 

参考書 

放射線技師のための数学、福田 覚、医療科学社 3 訂版、ISBN-13: 978-4860034689 高校課程の教科書等 

 

研究室／オフィスアワー 

片山俊郎研究室(C 棟７F研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は何時でも大丈夫です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 三角関数(単振動・弧度法) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

2 三角関数(三角比・グラフ) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

3 三角関数(加法定理・関連公式) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

4 指数関数(指数法則・グラフ) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 



5 対数関数(対数法則・グラフ) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

6 指数関数・対数関数(応用) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

7 複素数(定義・基本的性質) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

8 複素関数(定義・基本的性質) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

9 複素関数(応用) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

10 1 変数関数の微分(微分係数・導関数) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

11 1 変数関数の微分(応用・計算) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

12 １変数関数の積分(不定積分等) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

13 １変数関数の積分(置換積分等) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

14 微分方程式(1 階常微分方程式) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

15 微分方程式(応用・計算) 

予習：シラバスによる内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う。 

片山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

出席基準：2/3 回以上必要である。①平常点評価（受講態度、講義ノートの確認、小テストなど）②試験評 ① 



価＜DP①＞＜フィードバックの方法＞講義開始前に、前回の復習を行う。小テストまたは課題について、

講義後に講評を発表する。 

 

30%② 

70% 



授業科目名 数学演習 (放射線) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎 

科目ナンバリング SB20BRSA002 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

診療放射線技師として放射線科学・技術の理解に必要となる数学の基礎的事項について，「数学」で学修した

指数関数，対数関数，三角関数などを演習形式で計算問題を中心に具体的に例題等を提示しながら概説する．

さらに各種数式等について実際にグラフを書く演習と徹底した解説を通して，数学的なものの見方・考え方

および表現方法について理解を深めることを目標とする． 

 

学修目標 

三角関数の性質や相互関係を理解し，その応用やそれを用いた計算ができる．<DP①>指数関数と対数関数の性質を理

解し，計算できる．<DP①> 関数の微分・積分の考え方を理解し，それを用いた計算ができる．<DP①> 複素数の性質

や相互関係を理解し，その応用やそれを用いた計算ができる．<DP①>関数の展開・変換の考えを理解し，その意味を

説明することができる．<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

事前に，シラバスに沿って教科書・参考等でその内容を調べておく．演習問題は必ず手を動かして行い，分

からないことは出来る限り次の講義の前までに解決する． 

 

教科書 

Primary 大学テキスト これだけはおさえたい理工系の基礎数学，金原粲など編集，実務出版株式会社

ISBN978-4-407-31830-2 

 

参考書 

・放射線技師のための数学，福田 覚，医療科学社 3 訂版，ISBN-13: 978-4860034689・Primary 大学テキス

ト 専門へのステップアップ理工系の基礎数学，金原粲など編集，実務出版株式会社，  ISBN978-4-407-

34460-8・高校課程の教科書，参考書等 

 

研究室／オフィスアワー 

片山俊郎研究室(C 棟７F研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は何時でも大丈夫です。信太 宗也：

C棟 7階共同研究室／随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンスと導入，確認テスト 

予習：高校数学課程の内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う． 

片山，

信太 

2 数学の基礎事項の確認 

予習：高校数学課程の内容の確認復習：授業

内容の確認と問題の解答予習1時間

と復習 1時間を行う． 

信太 

3 三角関数①（定義，グラフ） 
予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1
信太 



時間と復習 1 時間を行う． 

4 三角関数②（加法定理，極座標） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

5 指数関数・対数関数 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

6 微分①（極限値，導関数） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

7 微分②（微分公式，関数の増減） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

8 微分③（色々な関数の微分） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

9 積分①（不定積分） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

10 積分②（定積分） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

11 積分③（面積と体積） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

12 複素数（計算，複素平面，極形式） 

予習：教科書を用いた学修内容の確認復習：

授業内容の確認と問題の解答予習 1

時間と復習 1 時間を行う． 

信太 

13 関数の展開と変換①（テイラー展開） 

予習：学修内容の確認復習：授業内容の確認

と問題の解答予習 1時間と復習 1時

間を行う． 

片山 

14 関数の展開と変換②（フーリエ変換） 

予習：学修内容の確認復習：授業内容の確認

と問題の解答予習 1時間と復習 1時

間を行う． 

片山 

15 学修内容の総括 

予習：学修内容の確認復習：授業内容の確認

と問題の解答予習 1時間と復習 1時

間を行う． 

片山 
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30    

成績評価方法と基準 割合 

出席基準：4/5 回以上必要である。①確認課題演習<DP①>②定期試験<DP①>＜フィードバックの方法

＞講義開始前に、前回の復習を行う。小テストまたは課題について、講義後に講評を発表する。 

 

① 

50%② 

50% 



授業科目名 物理学演習 (放射線) 

主担当教員 稲田 慎 担当教員 稲田 慎 

科目ナンバリング SB20BRSA003 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

診療放射線技師として放射線科学・技術の理解に必要となる物理学の基礎的事項について，自然現象を定量

的に理解するために必要な数学的事項，物体の運動を理解する力学，波の性質，光の性質，相対性理論，原子

と原子核などについて演習形式で概説し，物理学的なものの見方・考え方および表現方法について理解を深

めることを目標とする． 

 

学修目標 

1． 力学の基礎について理解し，説明することができる2． 波動工学の基礎について理解し，説明することができ

る 3． 光学の基礎について理解し，説明することができる 4． 熱力学の基礎について理解し，説明することがで

きる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回，講義内容に関連した演習問題を配付する．演習問題を用いて復習をしっかりすること．理解が不十分

な項目については早めに対応し，理解できるように努力すること． 

 

教科書 

指定しない．適宜，資料を配付する． 

 

参考書 

大塚徳勝，これならわかる物理学，共立出版，2012 年． 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 力：力の単位，質量，重さなど 復習：講義内容，演習問題の復習  

2 
運動の法則：等速運動，等加速度運動，運動

の法則，運動方程式など 
復習：講義内容，演習問題の復習  

3 
重力による運動，万有引力：自由落下，鉛直

投射，放物運動，斜面の運動など 
復習：講義内容，演習問題の復習  

4 円運動：角速度，周期，向心力，遠心力など 復習：講義内容，演習問題の復習  

5 
仕事，エネルギー：仕事の原理，仕事率，力

学的エネルギー保存の法則など 
復習：講義内容，演習問題の復習  

6 
運動量，力積：運動量保存の法則，はね返り

係数，衝突など 
復習：講義内容，演習問題の復習  

7 
単振動：ばね振り子，単振り子，振動のエネ

ルギーなど 
復習：講義内容，演習問題の復習  

8 
波動：波，縦波，横波，波動，波動のエネル

ギー，定常波など 
復習：講義内容，演習問題の復習  



9 
波の伝わり方：ホイヘンスの原理，反射，屈

折，干渉，回折，うなりなど 
復習：講義内容，演習問題の復習  

10 
音波：音の 3要素，共鳴，超音波，衝撃波な

ど 
復習：講義内容，演習問題の復習  

11 光：光，光速，屈折，全反射など 復習：講義内容，演習問題の復習  

12 
光波，スペクトル：光の干渉，光の回折，偏

光，分散，スペクトルなど 
復習：講義内容，演習問題の復習  

13 

熱と温度：熱，温度，ボイルの法則，シャル

ルの法則，ボイル・シャルルの法則，気体の

状態方程式 

復習：講義内容，演習問題の復習  

14 
熱の移動と物質の状態変化：熱伝導，対流，

熱放射，飽和蒸気圧，湿度 
復習：講義内容，演習問題の復習  

15 

気体分子の運動と熱力学：気体の圧力，気体

の温度，内部エネルギー，熱力学の第 1 法

則 

復習：全講義内容，全演習問題の復習  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１． 定期試験 

 

１ ． 

100% 



授業科目名 生物学演習 (放射線) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング SB20BRSA004 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

これまでで生物学を学んできたものの、いまひとつ理解できないでいるという人や全く学習してないという

人の為に一から生物学を見直そうとする授業となる。 

 

学修目標 

生物学の基本的事項を確認でき、それらが何を意味するのかが理解できる。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

生物学を履修していない、あるいは、履修はしたけれどあまり得意ではないといった学生もいると思う。そ

うした学生の不安を取り除くべく講義を展開したいと考えている。 

 

教科書 

「身近な生物学」 羊土社 

 

参考書 

「理工系のための生物学」 裳華房 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 １ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ヒトの体とエネルギー 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 糖の種類とエネルギー 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 資質の構造と性質 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

4 脂質の構造と性質 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

 



い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

5 脂質の代謝 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 ビタミンの働き 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 細胞の構造と機能 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 DNA の構造と働き 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 タンパク室の働き 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 細胞分裂のしくみ 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 発生と分化 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 細胞のストレス応答機構 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 免疫とは何か 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 ES 細胞と iPS 細胞と再生医療 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 



15 細胞死とアポトーシス 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 
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成績評価方法と基準 割合 

１ 終了試験 ＜DP①＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 化学演習 (放射線) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング SB20BRSA005 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

放射性物質などの取り扱いには化学的知識が必要となる。その理解に役立つ事項を取り上げて解説する。 

 

学修目標 

化学の基本的事項の確認ができ、今後の各分野でさまざまに展開される化学の理解がより深まる。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

化学を履修していない、あるいは、履修はしたけれどあまり得意ではないといった学生もいると思う。そう

した学生の不安を取り除くべく講義を展開したいと考えている。 

 

教科書 

「教養の化学」 東京化学同人 

 

参考書 

「ライフサイエンスのための化学」 化学同人 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 １ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 暮らしの中の化学 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 原子と元素 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 化学結合 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

4 エネルギーと暮らし 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

 



欲しい。 

5 食品とエネルギー 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 物理変化と化学変化 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 水と溶液と気体 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 酸と塩基 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 放射能の化学 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 電子移動とエネルギー 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 きれいの化学 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 クスリと遺伝子 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 石油化学と環境汚染 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 食品の成分 

＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

15 生命科学の中の化学 ＜予習・復習 各 30 分＞予習として、学習  



予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１ 終了試験 ＜DP①＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 医学概論 (放射線) 

主担当教員 松﨑 伸介 担当教員 松﨑 伸介 

科目ナンバリング SB20BRSB006 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 

基本的に講義

形式。ただし、

学 生 に よ る 発

表、ディスカッシ

ョン等を課す場

合もある 

単位数 1.00 単位 必修・選択 

必修 

授業概要 

本科目では，これから臨床放射線学の各教科を学ぶに先立ち、現代医療の全体像を把握することを目的とし

ている。そのため、医療の本質、現代医療の課題、 EBM（Evidence Based Medicine）、医療の対象としての

個人や集団、インフォームドコンセント、脳死、臓器移植、医療経済、専門職の役割等について学修する。ま

た、患者やクライエント（あるいは一般市民）を中心とした医療が成果をあげるために、少子高齢化の進展、

医療施設における IT 化、入院期間の短縮化、疾病に対する高度治療技術の進展、といった現代医療をめぐる

社会環境の動向を把握するとともに、専門職のチームワークが重要であることを広い視点から学修する。 

 

学修目標 

１．社会環境や疾病構造の変化を理解する.２．患者をはじめとしたクライエントに提供されている医療の実態を把

握し，現状を理解する.３．医療の対象としての人間（個人・家族・集団，生と死）について理解する.４．医療の成

果を挙げるための仕組みやチーム医療について理解する.５．チーム医療における各専門職の役割について理解する.

６．脳死判定や臓器移植とコーディネイターの役割について理解する.７．入院期間の短縮化と連携医療の必要性に

ついて理解する.８．患者の権利宣言や医療倫理に関する事項を理解 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書と補助プリントを併用して行ないます。初回講義を除き、次回の講義範囲について指示する教

科書の範囲に目を通してきてください。また、講義中に発表・レポート課題を提示しますので、講義内容に

加えて、自らの学びを加えて資料を作成してください。これらの内容を成績評価に使用します。講義中の質

問等は問題ございませんが私語は慎んでください。積極的な参加も成績評価に加味します。 

 

教科書 

【系統看護学講座 専門基礎分野】健康支援と社会保障制度[1] 医療概論 医学書院 

 

参考書 

厚生の指標増刊国民衛生の動向 2019/2020 厚生労働統計協会.なるほどなっとく！内科学（改定 2 版）（南山

堂）わかりやすい内科学 （第 4版）（文光堂）その他，講義時に紹介します。 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：サクラ棟 5階 508 研究室部屋にいればいつでも訪問可です。質問等いつでも対応します。確実に訪

問したい場合は、事前にメールにて連絡ください。 Shinsuke_matsuzaki@morinomiya-u.ac.jp 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 わが国の医療の仕組み（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組む

こと。学習時間：3時間 

松﨑 

2 わが国の医療の仕組み（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組む

こと。学習時間：3時間 

松﨑 

3 医療コミュニケーション医療の歩みと変遷 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組む

こと。学習時間：3時間 

松﨑 

4 命と健康について病と癒しについて 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組む

こと。学習時間：3時間 

松﨑 

5 
医療の最前線と新たな課題臓器移植と脳死

判定 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組む

こと。学習時間：3時間 

松﨑 

6 
インフォームドコンセントと医療情報の開

示・共有医療安全 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組む

こと。学習時間：3時間 

松﨑 

7 

チーム医療・チームケアプライマリケアの

新たな展開とケアの視点医療における家

族・地域コミュニティー 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組む

こと。学習時間：3時間 

松﨑 

8 
・医療に携わる様々な職種（チーム医療）・

医療における種々の検査・症候・症状 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組む

こと。学習時間：3時間 

松﨑 
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成績評価方法と基準 割合 

①講義期間中に指定するレポート・発表課題：100 点    これらの評価点に加えて、講義中のディスカッ

ションへの積極的な参加、出席状況、等を考慮し総合的に評価を行う（±10 点程度） 

 

①100

％ 



授業科目名 公衆衛生学 (放射線) 

主担当教員 神田 靖士 担当教員 神田 靖士 

科目ナンバリング SB20BRSB007 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 公衆衛生学は、ひとびとの健康維持、増進を実践する方法や技術を学ぶ専門科です。すなわち、何が健康

を邪魔しているのか、何をすれば健康が守れるのか、どのような仕組みを作れば健康の維持、増進にプラス

になるのかなどを科学的に解析し、それらを実践する学問です。 本講義では、衛生･公衆衛生学の総論、衛

生行政、予防医学、健康、老人・成人保健、生活習慣病や難病疾患、産業衛生、母子保健、衛生統計などにつ

いて学習する。 

 

学修目標 

 国民の基本的人権としての健康を保障するための科学、技術、倫理を医学の観点から学ぶ学問である。国民の健康

を守るべき看護学生として、国民の健康状態と保健、衛生、福祉の体制を正しく理解し、国民の健康を守るための保

健医療サービスと公衆衛生事業のしくみと方法について学習し、会得することが目標である。<DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．講義を積極的に受講すれば行政のしくみや法におよび統計を理解できるようにしています。２．講義内

容の他に社会の福祉・保健・統計については新聞に記載されることがあり、日頃から注意してみることで学

ぶことができます。新聞を読んでください。３．出席者は、私語・スマホの使用は厳禁。講義中の私語は授業

妨害・他学生への迷惑行為なので退室させます。その場合、速やかに退室すること。４．最低限の礼儀をわき

まえること。 

 

教科書 

わかりやすい公衆衛生学（ヌーヴェルヒロカワ） 

 

参考書 

国民衛生の動向（厚生統計協会） 

 

研究室／オフィスアワー 

在室時は訪問可。質問がある場合は授業終了時に各自申し出て下さい。また、メールでも随時受付を行いま

す。メールアドレス：kandas@hirakata.kmu.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 公衆衛生学概論と歴史 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業を基に配布資料確認（2 時

間） 

 

2 疫学 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：意義と現状、疫学とその応用に

ついて学ぶ。（2時間） 

 

3 人口統計 
予習：人口の諸問題を考える。（2 時間）復

習：授業を基に配付資料・教科書の
 



確認（2時間） 

4 保健統計 出生と死亡 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業を基に配布資料・教科書の

確認（2時間） 

 

5 感染症とその予防 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業を基に微生物・予防接種法

など確認（2時間） 

 

6 食品保健と公衆衛生栄養 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業を基に配布資料・教科書の

確認（2時間） 

 

7 生活環境保全 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：配布資料を基に重要語句の確認

（2時間） 

 

8 医療の制度（医療保険、公費負担制度） 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：配付資料を基に重要語句の確認

（2時間） 

 

9 地域保健活動 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：配布資料を基に重要語句の確認

（2時間） 

 

10 母子保健 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：配付資料を基に重要語句の確

認。（2時間） 

 

11 学校保健 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：配付資料を基に重要語句の確認

（2時間） 

 

12 生活習慣病対策 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：疾病の種類、リスクと予防の確

認（2時間） 

 

13 介護保険制度と難病対策 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：高齢者医療の仕組みと介護制

度、難病対策の確認（2時間） 

 

14 精神保健福祉 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：精神保健福祉法、インフォーム

ドコンセントを確認。（2時間） 

 

15 産業保健 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業を基に配付資料・教科書の

確認（2時間） 

 

16    

17    
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30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP①②> ②平常評価（出席状況等）<DP①②>上記①②で総合評価します。 

 

①80%

②20% 



授業科目名 人体の構造Ⅰ (放射線) 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之 

科目ナンバリング SB20BRSB008 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体に関する基本事項を形態機能学を基盤として学修する。当科目では細胞、組織など生体を構成する要素

の概要、運動器系、神経系を取り扱う。臨床系専門科目に先駆けて、運動器系、神経系を系統立てて学修し理

解を深める。単なる名称の記憶にとどまらず、形態と機能との関わりを考え、医療に携わる者として基盤と

なる知識や論理性のある思考能力を身につける。 

 

学修目標 

生命現象の基盤となる細胞や組織の概要について説明できる。（DP②③）骨格や筋など運動器を構成する要素の機能

と形態について概要を説明できる。（DP②③）中枢神経系と末梢神経系の機能と形態について概要を説明できる。

（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）講義は教科書を中心に進めます。適宜「参考書」を活用しつつ、自発的な予習と復習を心掛けて下さい。

2）「資料」を配付します。復習時に活用して理解を深めて下さい。3）講義の進行・予定や単位認定の詳細等

については、初回講義時に説明します。学習内容の特性を踏まえて、積極的に学習に取り組んで下さい。4）

「人体の機能Ⅰ」と共通の教科書で並行して講義が進行します。両科目での学習項目を十分に整理して理解

するように心掛けて下さい。 

 

教科書 

原田 玲子他 編集 『人体の構造と機能（第 5版）』 医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

坂井建夫 岡田隆夫 『専門基礎分野 解剖生理学 人体の構造と機能①』 医学書院日本人体解剖学（南

山堂）、人体解剖学（南江堂）、標準生理学（医学書院）、生理学テキスト（文光堂）など 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階（研究室 11） 月曜日午後 5時～午後 7時、各日昼休みの時間帯は原則研究室に在室しています。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 講義の概要、細胞、組織、器官、器官系 

事前に教科書の目次などを参考に、学習内

容を概観して下さい（2時間）。また、

配布資料を参考に復習して下さい

（2時間）。 

森谷 

2 
運動系とは?（運動系総論）、骨格（骨の構造

と機能、全身の骨格） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 



3 骨格（脊柱、胸郭、四肢の骨、頭蓋骨） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

4 関節、骨格筋（骨格筋の構造と機能） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

5 
骨格筋（筋収縮の機構）、全身の骨格筋（抗

重力筋） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

6 
全身の骨格筋（四肢の筋、頸部の筋、頭部の

筋、呼吸筋、骨盤底筋） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

7 運動の調節（骨格筋の神経支配、運動反射） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

8 
細胞、組織、運動器系の形態と機能に関する

まとめ 

細胞、組織、運動器系の形態と機能につい

て、教科書、配布資料などでこれま

での学修内容を十分に復習して下

さい（4時間）。 

森谷 

9 
神経系とは?（神経系総論）、神経細胞と神経

組織 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

10 
中枢神経系（中枢神経系の構造、中枢神経系

の統合機能、大脳） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

11 
中枢神経系（大脳・視床と視床下部・脳幹・

小脳の構造と機能） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

12 
中枢神経系（脊髄の構造と機能、伝導路、脳

室系） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

13 末梢神経系（末梢神経総論、脳神経） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

14 末梢神経系（脊髄神経、自律神経） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（2時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（2 時

間）。 

森谷 

15 
中枢神経系と末梢神経系の形態と機能に関

するまとめ 

中枢神経系と末梢神経系の形態と機能につ

いて、教科書、配布資料などでこれ

までの学修内容を十分に復習して

下さい（4時間）。 

森谷 

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験（90％）（DP②③）②課題等の提出（10％）（DP②③）評価の具体的な内容については、初回

講義時に説明します。試験答案の返却はしませんが、希望者に閲覧できる機会を設けます。課題等の解

説は講義時間内に行います。 

 

①90 ％

②10％ 



授業科目名 人体の構造Ⅱ (放射線) 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之 

科目ナンバリング SB20BRSB009 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体に関する基本事項を形態機能学を基盤として学修する。当科目では感覚器系、体温調節、生体リズム、

内分泌、生殖と老化について、恒常性維持の視点から形態機能学的特徴を取り扱う。臨床系専門科目に先駆

けて、恒常性維持に関わる器官系について学修し理解を深める。単なる名称の記憶にとどまらず、形態と機

能との関わりを考え、医療に携わる者として基盤となる知識や論理性のある思考能力を身につける。 

 

学修目標 

感覚器を構成する要素の機能と形態について概要を説明できる（DP②③）。体温調節、生体リズムの形成に関わる仕

組みの概要について説明できる（DP②③）。内分泌系の機能と形態について概要を説明できる（DP②③）。生殖と老化

に関わる臓器・器官の機能と形態について概要を説明できる（DP②③）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）教科書と配布資料を用いて講義を進行します。また、課題の提出を課すので、必ず提出して下さい。２）

前期の「人体の構造Ⅰ」、「人体の機能Ⅰ」と密接に関連している事項を学習します。必要に応じて、前期の

関連項目を十分に復習して下さい。３）初回講義時に講義の進行について説明します。学習内容の特性を踏

まえて、積極的に学習に取り組んで下さい。４）「人体の機能Ⅱ」と共通の教科書で並行して講義が進行しま

す。両科目での学習項目を十分に整理して理解するように心掛けて下さい。 

 

教科書 

原田 玲子他 編集 『人体の構造と機能（第 4版）』 医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

坂井建夫 岡田隆夫 『専門基礎分野 解剖生理学 人体の構造と機能①』 医学書院日本人体解剖学（南

山堂）、人体解剖学（南江堂）、標準生理学（医学書院）、生理学テキスト（文光堂）など 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階（研究室 11） 月曜日午後 5時～午後 7時、各日昼休みの時間帯は原則研究室に在室しています。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
感覚器系（感覚器の一般的性質）視覚①（概

要） 

事前に教科書の目次などを参考に、学習内

容を概観して下さい（1時間）。また、

配布資料を参考に復習して下さい

（1時間）。 

森谷 

2 視覚②（各論） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 



3 聴覚、平衡覚 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

4 味覚、嗅覚、体性感覚 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

5 内臓感覚、痛覚 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

6 感覚器系のまとめ 

感覚器系の形態と機能について、教科書、配

布資料などでこれまでの学修内容

を十分に復習して下さい（4時間）。 

森谷 

7 内分泌系①（ホルモンの種類と分泌調節） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

8 
内分泌系②（視床下部・下垂体、甲状腺、上

皮小体、膵島） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

9 

内分泌系③（副腎皮質、副腎髄質、消化管の

ホルモン、腎臓のホルモン、性腺ホルモン、

その他のホルモン） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

10 体温調節と生体リズム①（体温とその調節） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

11 
体温調節と生体リズム②（体温異常、生体リ

ズム） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

12 
生殖と老化①（生殖とは？、女性の生殖器

系） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

13 
生殖と老化②（男性の生殖器系、受精と発

生） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

14 生殖と老化③（成長と老化） 

事前に教科書の該当部分を読んで予習して

おいて下さい（1時間）。また、配布

資料を参考に復習して下さい（1 時

間）。 

森谷 

15 
内分泌系、体温調節、生体リズム、生殖と老

化のまとめ 

内分泌系、体温調節、生体リズム、生殖と老

化に関わる形態と機能について、教

科書、配布資料などでこれまでの学

修内容を十分に復習して下さい（4

時間）。 

森谷 

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験（DP②③）②課題等の提出（DP②③）評価の具体的な内容については、初回講義時に説明し

ます。試験答案の返却はしませんが、希望者に閲覧できる機会を設けます。課題等の解説は講義時間

内に行います。 

 

①90%

②10% 



授業科目名 人体の機能Ⅰ (放射線) 

主担当教員 竹下 ひかり 担当教員 竹下 ひかり 

科目ナンバリング SB20BRSB010 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理学・解剖学を含めた、人体に関する基本事項について学ぶ。当科目では自律機能（不随意機能）を有する

臓器を中心に取り扱う。 

 

学修目標 

ホメオスタシス（生体の恒常性）について説明できる。体液の分類および、細胞の構造と機能のあらましを述べられ

る。血液と血球の働きを説明できる。心臓と血管のあらましを説明できるとともに、循環調節について概説すること

ができる。＜DP②③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）授業態度について：集中して講義を聴講すること。毎回、講義スライドを印刷したプリントを配布する。

それをもとに、各自が可能な限り詳しくノートを作成すること。講義中の私語は厳禁とする。私語を止めら

れない者は退席させる。２）予習・復習について：講義内容は膨大であるから、講義ごとの予習復習は必須で

ある。一コマあたり２～４ヶ所で「小括」を設ける。問題形式にしてあるので、講義後に自力で解くことで復

習の一助とせよ。３）確認テストについて：ほとんどの授業で「確認テスト」を行う。講義後に資料を見なが

ら解答を作成し 

 

教科書 

人体の構造と機能 第５版 医歯薬出版株式会社 原田 玲子ほか編集（ISBN978-4-263-23721-2） 

 

参考書 

系統看護学講座 解剖生理学 第 9版 医学書院 坂井建雄ほか編集（ISBN978-4-260-01826-5）図表は指定教科

書・参考書以外からも多数引用するが、可能な限り個々の出典を示す。発展学習を希望する者にはさらに高

度な教科書を個別に推薦するので、申し出よ。 

 

研究室／オフィスアワー 

オフィスアワーは?曜昼休み（Ｃ棟七階研究室１５）。質問・相談は歓迎する。これ以外の時間に来室を希望

する場合は事前予約の連絡を?うこと。講義時に?頭で、または随時電?メールにて受け付ける

（junsuke_igarashi@morinomiya-u.ac.jp）。なお、オフィスアワー以外の来室であって予約がない場合、対

応しないことがある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 自律機能性臓器による人体機能の調節 

予習：要さない復習：講義プリントを用い

よ。在学中に自らが学ぶべき事柄の

多きを知れ。学習所要時間目安：合

計二時間 

 



2 生体の恒常性 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

3 体液 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

4 血液（１）：総論、赤血球 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

5 血液（２）：血小板、止血機構 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

6 
血液（３）：血液型生体防御（１）：非特異的

防御機構 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

7 
生体防御（２）：特異的防御機構、リンパ系

器官 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間（別途、

中間試験準備の必要がある） 

 

8 講義前半の振り返りと中間試験 
予習：第１～７回講義復習：中間試験問題学

習所要時間目安：合計二時間 
 

9 
循環器（１）：循環器の概観、心臓の構造、

心臓電気生理 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

10 
循環器（２）：心臓興奮収縮連関、心電図、

心周期 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

11 循環器（３）：血管の構造と機能 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

12 循環器（４）：人体各部位の血管 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

13 循環器（５）：血圧の成因、心機能調節 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

14 
循環器（６）：血圧の調節、循環器系のスト

レス応答、リンパ管 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間（別途、

練習問題を解く時間を要する） 

 

15 講義全体の総復習 

予習：練習問題復習：第１～１５回講義学習

所要時間目安：合計二時間（別途、

定期試験準備の必要がある） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

確認テスト（MORIPA 提出：全１３回の合計として）（DP②③）中間試験（マークシート式）（DP②③）期末定

期試験（マークシート式）（DP②③）いずれの試験も、基礎知識の確実な理解に重きを置いて評価する。

20%20%

60% 



確認テストについては指示した期限に間に合うよう提出すること（学修習慣づけを企図）。 

 



授業科目名 人体の機能Ⅱ (放射線) 

主担当教員 竹下 ひかり 担当教員 竹下 ひかり 

科目ナンバリング SB20BRSB011 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理学・解剖学を含めた、人体に関する基本事項について学ぶ。当科目では自律機能（不随意機能）を有する

臓器を中心に取り扱う。 

 

学修目標 

呼吸力学とガスの運搬を概説できるとともに、呼吸調節について説明できる。腎臓の働きについて説明できるととも

に、体液調節の仕組みについて述べることができる。消化器の働きを説明できるとともに、栄養素の消化・吸収につ

いて概説できる。人体における代謝の仕組みについて説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）授業態度について：集中して講義を聴講すること。毎回、講義スライドを印刷したプリントを配布する。

それをもとに、各自が可能な限り詳しくノートを作成すること。講義中の私語は厳禁とする。私語を止めら

れない者は退席させる。２）予習・復習について：講義内容は膨大であるから、講義ごとの予習復習は必須で

ある。一コマあたり２～４ヶ所で「小括」を設ける。問題形式にしてあるので、講義後に自力で解くことで復

習の一助とせよ。３）確認テストについて：ほとんどの授業で「確認テスト」を行う。講義後に資料を見なが

ら解答を作成し 

 

教科書 

人体の構造と機能 第５版 医歯薬出版株式会社 原田 玲子ほか編集（ISBN978-4-263-23721-2） 

 

参考書 

系統看護学講座 解剖生理学 第 9版 医学書院 坂井建雄ほか編集（ISBN978-4-260-01826-5）図表は指定教科

書・参考書以外からも多数引用するが、可能な限り個々の出典を示す。発展学習を希望する者にはさらに高

度な教科書を個別に推薦するので、申し出よ。 

 

研究室／オフィスアワー 

オフィスアワーは?曜昼休み（Ｃ棟七階研究室１５）。質問・相談は歓迎する。これ以外の時間に来室を希望

する場合は事前予約の連絡を?うこと。講義時に?頭で、または随時電?メールにて受け付ける

（junsuke_igarashi@morinomiya-u.ac.jp）。なお、オフィスアワー以外の来室であって予約がない場合、対

応しないことがある。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 呼吸器（１）：概観、上気道 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

2 呼吸器（２）：肺、換気力学 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 



3 呼吸器（３）：ガスの交換と輸送 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

4 呼吸器（４）：呼吸調節 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

5 腎臓（１）：ネフロン、腎機能測定 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

6 腎臓（２）：腎機能調節、蓄尿・排尿 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

7 電解質異常・酸塩基平衡 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間（別途、

中間試験準備の必要がある） 

 

8 講義前半の振り返りと中間試験 
予習：第１～７回講義復習：中間試験問題学

習所要時間目安：合計二時間 
 

9 消化器（１）：概観、上部消化管運動 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

10 消化器（２）：下部消化管運動 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

11 消化器（３）：消化液の分泌 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

12 消化器（４）：栄養素の消化と吸収 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

13 代謝（１）：栄養素の代謝 
予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間 
 

14 代謝（２）：生体物質の代謝 

予習：教科書復習：講義プリント、教科書学

習所要時間目安：合計二時間（別途、

練習問題を解く時間を要する） 

 

15 講義全体の総復習 

予習：練習問題復習：第１～１５回講義学習

所要時間目安：合計二時間（別途、

定期試験準備の必要がある） 
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成績評価方法と基準 割合 

確認テスト（MORIPA 提出：全１３回の合計として）（DP②③）中間試験（マークシート式）（DP②③）期末定

期試験（マークシート式）（DP②③）いずれの試験も、基礎知識の確実な理解に重きを置いて評価する。

確認テストについては指示した期限に間に合うよう提出すること（学修習慣づけを企図）。 

 

20%20%

60% 



授業科目名 電気・電子工学 (放射線) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭 

科目ナンバリング SB20BRSB021 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

診療放射線技師が取り扱う医療機器の多くは電気を動力源としており、内部では様々な電子回路が動作して

いる。また、神経信号の伝達や筋収縮などでも電気は重要な役割を果たしている。このように診療放射線技

師にとって電気・電子に関する知識は不可欠である。電気・電子工学では、電気・電子工学の知識取得を目的

に、直流回路や交流回路といった電気に関する基礎的内容から始め、ダイオードやオペアンプを用いた電子

回路および電気が生体へ及ぼす影響について学習する。 

 

学修目標 

1. 電荷や電圧、電流といった電気工学の基礎的な専門用語について数値的な定義に基づき説明できる。<DP①>2. 抵

抗やキャパシタといった受動素子からなる直流回路について、オームの法則やキルヒホッフの法則などを用いて、回

路中の電圧や電流などの計算ができる。<DP①>3. 受動素子の特性について、数式を用いて説明できる。<DP①>4. 受

動素子からなる交流回路についても、回路中の電圧や電流、インピーダンスなどを計算できる。また、求めた値を用

いて、回路をベクトル図や複素数を用いて表現できる。<DP① 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 電気・電子工学は積み上げ型の教科であるため、各講義内容は、以前の講義内容を理解していることを

前提としています。したがって、わからない箇所を放置すると、それ以降の講義が全てわからなくなります。

そのため、講義終了後には必ず復習を行い、授業内容の理解度について確認して下さい。復習中にわからな

いことがあれば、必ず質問に来て下さい。 

 

教科書 

1.『医用工学 改訂第 2版（診療放射線技師 スリム・ベーシック）』 福士 政広, メジカルビュー社 2.『世

界一わかりやすい電気・電子回路』藪哲朗 / 講談社 

 

参考書 

1.『電気基礎講座１ プログラム学習による基礎電気工学 直流編』監修 末武国弘, 編著 松下電器工学院 

/ 廣済堂出版 2.『電気基礎講座２ プログラム学習による基礎電気工学 交流編』監修 末武国弘, 編著 松

下電器工学院 / 廣済堂出版 3.『電気基礎講座４ プログラム学習による基礎電気工学 電気回路編』監修 

末武国弘, 編著 松下電器工学院 / 廣済堂出版 4. 『診療放射線基礎テキストシリーズ 医用工学』, 共立出

版, ISBN978-4-320-06187-3 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7F 教職員室/水曜日 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

電気の基礎・電圧（電位差）、電流、抵抗値

など基礎的な単語について説明できるよう

になる。・オームの法則を用いて回路の電

圧、抵抗値、電流が求められるようになる。・

抵抗器の抵抗値と長さや面積などとの関係

について理解を深める。 

予習時間: 2 時間予習内容: シラバス内容

を確認し、教科書 1の 3章の内容を

要約し、わからなかった事項をまと

める。復習時間: 2 時間復習内容: 

予習でまとめたわからなかった事

を中心に講義内容の要約を作成し、

課題を行う。 

 

2 

直流と交流における受動素子の特性・直流

と交流の違いを説明できるようになる。・交

流波形を特徴付ける特徴量を説明できるよ

うになる。・受動素子である抵抗器、コイル

（インダクタ）、コンデンサ（キャパシタ）

について、直流回路における働きと交流回

路における働きを説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

3 

複素インピーダンスと受動素子の直並列接

続・複素数の基礎的な演算を説明できるよ

うになる。・複素数を用いて受動素子のイン

ピーダンス（複素インピーダンス）を表現で

きるようになる。・受動素子の直列接続によ

って生じる合成複素インピーダンスを計算

できるようになる。・受動素子の並列接続に

よって生じる合成複素インピーダンスを計

算できるようになる。・複素インピーダンス

と対比して複素アドミタンスを説明できる

ようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

4 

分圧・分流とフィルタ回路・受動素子の直列

接続における分圧を説明できるようにな

る。・受動素子の並列接続で生じる分流を説

明できるようになる。・分圧の概念を用いて

CR フィルタ回路の振幅特性を説明できるよ

うになる。・CR フィルタ回路の複素インピー

ダンスからCRフィルタ回路の振幅特性と位

相特性を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

5 

直流回路及び交流回路の電力・直流回路に

おける消費電力を計算できるようにな

る。 ・交流回路における 3 つの電力、皮

相電力、有効電力、無効電力について説明で

きるようになる。 ・皮相電力、有効電力、

無効電力を計算できるようになる。・力率と

無効率を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

6 

過渡応答・定常状態と過渡状態を説明でき

るようになる。・CR 回路の過渡応答を説明で

き、時定数秒後の抵抗器、キャパシタの端子

間電圧と回路に流れる電流について計算で

きるようになる。・LR 回路の過渡応答を説明

でき、時定数秒後の抵抗器、インダクタの端

子間電圧と回路に流れる電流について計算

できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

7 

半導体とダイオード・半導体の基礎的事項

について説明できるようになる。・半導体を

利用した代表的な素子であるダイオードの

働きを説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

8 

変圧器と整流回路・理想変圧器の作用を説

明できるようになる。・整流回路について説

明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

9 3 相交流・3相交流について概要を説明でき 予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で  



るようになる。 指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

10 

インバータ回路と半導体スイッチ・直流信

号から交流信号を発生させるインバータ回

路について概要を説明できるようになる。・

トランジスタを半導体スイッチの観点から

概要を説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

11 

半導体スイッチと共振回路・半導体スイッ

チとして利用されるサイリスタやトライア

ックについて概要を説明できるようにな

る。・共振回路の特性を説明できるようにな

る。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

12 

センサと増幅回路・発光素子や受光素子を

説明できるようになる。・センサに利用され

ている代表的素子について概要を説明でき

るようになる。・増幅回路で利用される単位

であるデシベルについて説明できるように

なる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

13 

オペアンプの基礎・差動増幅器であるオペ

アンプの特徴を説明できるようになる。・同

相信号除去比(CMRR)を説明できるようにな

り、計算もできるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

14 

オペアンプの代表的な回路 1・反転増幅回路

を説明できるようになる。・非反転増幅回路

を説明できるようになる。・ボルテージフォ

ロワーを説明できるようになる。・加算回路

を説明できるようになる。・差動増幅回路を

説明できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

15 

オペアンプの代表的な回路 2・積分回路を説

明できるようになる。・微分回路を説明でき

るようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 定期試験<DP①>※出題範囲: 講義内で扱った範囲を対象として筆記試験を行います。詳細は講義中

に説明します。※フィードバック方法: 試験問題は持ち帰り可とし、正答を掲示します。 

 

1 



授業科目名 医用工学 (放射線) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎 

科目ナンバリング SB20BRSB022 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

放射線診療で使用する医療機器の原理を理解するために必要となる医用工学分野の知識を修得させることを

目標とする。具体的には、機器工学の学修に必要な電気・電子回路の基礎知識および医療安全の確保に必要

な電子工学的技術について概説する。Ｘ線を発生するのに必要な交流回路、変圧器・高電圧回路およびコン

デンサ回路、整流回路などの基礎を学ぶことで、放射線診療機器の原理を理解していく上で必要となる力を

身に付けさせることを目指す。 

 

学修目標 

１．場の量(電場と磁場)の概念およびそれらの相互作用を説明できる。<DP①>２．簡単な直流回路の電圧、電流、電

力を説明できる。<DP①>３．交流回路のインピーダンス、電圧、電流、それらの周波数特性について説明できる。<DP①>

４．直流回路、交流回路の定常応答、過渡応答について説明できる。<DP①>５．半導体の特性を理解し、ダイオード、

トランジスタについて説明できる。<DP①>６．演算増幅器による簡単な増幅回路の利得や同相除去比について説明で

きる。<DP①>７．２進数、１６進数、サン 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医用放射線機器の動作や取り扱いに関する理解を深めるために必要科目なので、教科書・配布資料・演習問

題を利用して予習・復習に努めてください。 

 

教科書 

診療放射線基礎テキストシリーズ医用工学 富永孝宏他著 共立出版 ISBN 978-4-320-06187-3 診療放射線

基礎テキストシリーズ医用工学 富永孝宏他著 共立出版 ISBN 978-4-320-06187-3 

 

参考書 

医用工学 改訂第 2版 (診療放射線技師 スリム・ベーシック)  小倉泉著・福祉政広編集 メジカルビュー社 

ISBN-13: 978-4758319171 

 

研究室／オフィスアワー 

片山俊郎研究室(C 棟７F研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は何時でも大丈夫です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
電荷、クーロン力、電界、電位、電流、静電

容量について 

予習：目的、授業計画、到達目標を知る。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

2 
磁界、フレミングの法則、電流と磁界、コイ

ル、誘導作用について 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

3 
導体、抵抗、オームの法則、抵抗の直列、並

列接続、コンデンサの直列、並列接続、キル

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。
片山 



ヒホッフの法則について 予習 1時間と復習 1時間を行う。 

4 
電力、熱量、ブリッジ回路、ブリッジ回路の

応用について 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

5 
複素平面における正弦波、交流電力、コンデ

ンサと交流回路、皮相電力について 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

6 
コイルと交流回路、トランスによる昇圧、Ｌ

ＣＲ回路と共振について 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

7 
CR 回路、LR 回路の過渡応答、時定数、周波

数特性について 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

8 
半導体の基礎、ダイオードの性質、整流回路

と平滑化、各種ダイオード回路について 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

9 
バイポーラトランジスタと FET および交流

増幅回路の基礎について 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

10 
増幅回路、作動増幅回路と CMRR、微分回路、

積分回路について 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

11 フィルター回路と周波数特性について 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

12 
演算増幅器、反転増幅回路、非反転増幅回

路、ボルテージフォロアについて 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

13 
論理回路、論理回路を用いた発振回路につ

いて 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

14 
２進数、8 進数、16 進数、ブール代数につ

いて 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 

15 AD 変換、DA 変換、フーリエ解析について 

予習：学習内容について教科書を読む。復

習：講義内容をノートにまとめる。

予習 1時間と復習 1時間を行う。 

片山 
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30    

成績評価方法と基準 割合 

出席基準：2/3 回以上必要である。①平常点評価（受講態度、講義ノートの確認、小テストなど）＜DP①＞

②試験評価＜DP①＞＜フィードバックの方法＞講義開始前に、前回の復習を行う。小テストまたは課題

について、講義後に講評を発表する。 

 

① 

30%② 

70% 



授業科目名 工学演習 (放射線) 

主担当教員 稲田 慎 担当教員 稲田 慎 

科目ナンバリング SB20BRSB023 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

工学演習では，「電気・電子工学」「医用工学」で学んだ知識を基盤として，診療放射線技師として必要な保

健医療福祉における理工学的基礎に関する知識ならびに放射線の科学および技術について理解を深める．特

に，電磁気学，電気工学，電子工学および医用工学に関する基礎的な内容について演習と通して理論的な体

系づけを行う．さらに知識の整理と統合化を図り診療放射線技師としての物の見方・考え方および表現方法

を身につけ，診療放射線技術を実践するための基礎的な能力を高めることを目標とする． 

 

学修目標 

1． 原子，原子核の構造について理解し，説明することができる<DP①④>2． 放射線の基礎について理解し，説明

することができる<DP①④>3． 相対性理論の基礎について理解し，説明することができる<DP①④>4． 電気工学，

電子工学の基礎について理解し，説明することができる<DP①④>5． 電磁波，X線の基礎について理解し，説明する

ことができる<DP①④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回，講義内容に関連した演習問題を配付する．演習問題を用いて復習をしっかりすること．理解が不十分

な項目については早めに対応し，理解できるように努力すること． 

 

教科書 

指定しない．必要に応じて資料を配付する． 

 

参考書 

大塚徳勝，これならわかる物理学，共立出版，2012 年．福田覚，放射線技師のための物理学，医療科学社，

2000 年． 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
光，原子の構造：光量子説，物質波，不確定

性原理 
復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

2 

原子核の構造・性質：核力，放射能，半減期，

核反応，結合エネルギー，質量欠損，核分裂，

核融合 

復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

3 

放射線の性質と作用：放射線の種類，放射線

の性質，光電効果，コンプトン効果，電子対

創生，放射線の強さ，放射線の量，放射線の

応用 

復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

4 X 線 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  



5 

相対性理論：特殊相対性理論，マイケルソ

ン・モーリーの実験，ローレンツ収縮，質量

とエネルギーの等価性 

復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

6 

静電気とコンデンサー：静電気，クーロンの

法則，静電誘導，誘電分極，電場，電位コン

デンサー，静電エネルギー 

復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

7 
磁気と電流の磁気作用：磁場，ローレンツ

力，サイクロトロン 
復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

8 

電流と直流回路の性質：オームの法則，抵抗

率，合成抵抗，内部抵抗，キルヒホッフの法

則など 

復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

9 

電流と直流回路の性質：オームの法則，抵抗

率，合成抵抗，内部抵抗，キルヒホッフの法

則など 

復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

10 電磁誘導：電磁誘導，自己誘導，相互誘導 復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

11 
交流：交流発電機の原理，実効値，RCL 共振

回路，交流の電力 
復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

12 
電磁波：電気振動，共振，電磁波，電磁波の

応用 
復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

13 

電気エネルギーと半導体：電力，ジュール

熱，半導体，ダイオード，トランジスタ，オ

ペアンプ，集積回路，太陽電池 

復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

14 

電気エネルギーと半導体：電力，ジュール

熱，半導体，ダイオード，トランジスタ，オ

ペアンプ，集積回路，太陽電池 

復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  

15 

電気エネルギーと半導体：電力，ジュール

熱，半導体，ダイオード，トランジスタ，オ

ペアンプ，集積回路，太陽電池 

復習：講義内容，演習問題の復習（2時間）  
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成績評価方法と基準 割合 

１． 定期試験<DP①④> 

 

１ ． 

100% 



授業科目名 情報処理工学 (放射線) 

主担当教員 中沢 一雄 担当教員 中沢 一雄 

科目ナンバリング SB20BRSB024 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では、 デジタル信号の表現と論理演算、論理回路、コンピュータの基本構成とコンピュータの動作原

理、オペレーティングシステム、プログラム開発とプログラミング言語、ユーザインタフェース、データ処

理アルゴリズム、データベース、データ通信とネットワーク、コンピュータによる計測・制御の考え方と方

法、コンピュータが構成要素となっている医療・治療機器事例や計測システム、医療情報システム事例、医

療現場でのセキュリティ対策など情報技術の基礎を学ぶ。 

 

学修目標 

医療従事者として知っておいてもらいたいコンピュータの基本技術や情報処理の基礎的考え方を理解する。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

情報処理工学に関する基本的な知識を身につけ、専門用語に親しんでください。 

 

教科書 

寺嶋廣克ほか著 「はじめて学ぶコンピュータ概論  ハードウェア・ソフトウェアの基本」コロナ社 

ISBN978-4-339-02850-8 

 

参考書 

監修：日本臨床工学技士教育施設協議会  編集：戸畑裕志ほか「臨床工学講座  医用情報処理工学」第 2版 

医歯薬出版 ISBN978-4-263-73423-0 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階研究室 720/金曜日 9時～10 時 30 分 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 
予習：特になし 復習：講義資料の確認学習

所要時間目安：4時間 

中 沢 

一雄 

2 
10 進数と 2 進数、ビットとバイト、数の表

現 

予習：教科書の確認（pp.1-9）  復習：講

義資料の確認学習所要時間目安：２

時間 

中 沢 

一雄 

3 基数変換、2進数の演算、負数の表現方法 

予習：教科書の確認（pp.10-19） 復習：講

義資料の確認学習所要時間目安：4

時間 

中 沢 

一雄 

4 論理演算、論理回路 

予習：教科書の確認（pp.24-32） 復習：講

義資料の確認学習所要時間目安：4

時間 

中 沢 

一雄 

5 

コンピュータの種類と特徴、コンピュータ

の構成要素：CPU、記憶装置、入出力装置、

インタフェース 

予習：教科書の確認（pp.39-57） 復習：講

義資料の確認学習所要時間目安：4

時間 

中 沢 

一雄 



6 小テスト、小テスト問題の解説 

予習：教科書（pp.1-57）・これまでの講義資

料の確認  復習：小テスト問題の

確認学習所要時間目安：4時間 

中 沢 

一雄 

7 

情報処理システムの構成：処理形態、利用形

態、システム構成、システムの信頼性、デー

タの信頼性 

予習：教科書の確認（pp.58-72） 復習：講

義資料の確認学習所要時間目安：4

時間 

中 沢 

一雄 

8 

ソフトウェア：システムソフト、アプリケー

ション、オープンソース、数の表現：実数の

表し方、誤差 

予習：教科書の確認（pp19-23, 73-76）  

復習：講義資料の確認学習所要時間

目安：4時間 

中沢 

一

雄 

9 

オペレーティングシステム：API、ジョブ管

理、タスク管理、主記憶管理、入出力管理、

ファイル管理 

予習：教科書の確認（pp.78-87）  復習：

講義資料の確認学習所要時間目安：

4時間 

中 沢 

一雄 

10 
ＡＤ変換：生体信号処理・解析、応用ソフト

ウェア：種類、代表的なソフトウェア 

予習：教科書の確認（pp.88-94）  復習：

講義資料の確認学習所要時間目安：

4時間 

中沢 

一

雄 

11 

ユーザインタフェース：進展と構成要素、

GUI 部品、画面設計、帳票設計、Web デザイ

ン、ユニバーサルデザイン 

予習：教科書の確認（pp.95-102）  復習：

講義資料の確認学習所要時間目安：

4時間 

中沢 

一

雄 

12 

ネットワーク：インターネット、プロトコ

ル、ネットワークの接続形態、接続装置、Ｉ

Ｐアドレス 

予習：ネットワークについての確認  復

習：講義資料の確認学習所要時間目

安：4時間 

中沢 

一

雄 

13 

マルチメディア：文字、画像、情報セキュリ

ティ：概念、定義、脅威と脆弱性、セキュリ

ティ対策 

予習：教科書の確認（pp.103-118） 復習：

講義資料の確認学習所要時間目安：

4時間 

中沢 

一

雄 

14 
データベース：関係データベース、設計、正

規化、操作、トランザクション処理 

予習：教科書の確認（pp.119-137） 復習：

講義資料の確認学習所要時間目安：

4時間 

中沢 

一

雄 

15 
プログラム言語：種類、アルゴリズム、デー

タ構造 

予習：教科書の確認（pp.139-150） 復習：

講義資料の確認学習所要時間目安：

4時間 

中沢 

一

雄 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験<DP①>②小テスト<DP①>小テストの解答は終了後に開示する。 

 

①80 ％

②20％ 



授業科目名 医療統計学 (放射線) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング SB20BRSB025 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 統計学に関する知識や技術は，文系も含めた，あらゆる領域において必要とされるようになってきており，

医療の領域においては必須と言って良い．かつては，多大な労力を必要とした統計学的分析も，現在は，コ

ンピュータ関連技術の発達によって，その労力はかなり軽減されている．しかしながら，データの性質や分

析手法に関する知識が不十分なためか，必ずしも正しく処理されていない場合もある． データを通して正

しく現象を理解するためには，データの性質・特徴を理解し，収集・分析を正しく行うことが重要であるが，

データの収集・分析方法は多岐にわたり，研究内容に応じて適切に選択するための知識と技術が必要となる． 

本講義では，医療に関連する様々な現象を，データに基づいて明らかにするために必要な，統計学的知識と

技術を身につけることを目標としている． 

 

学修目標 

１）データ分析を考慮したデータ収集方法を説明・選択できる．〈DP①④〉２）データの性質・特徴を的確に捉え，

適切な分析手法を説明・選択できる．〈DP①④〉３）公表されている統計資料を分析し，社会の健康や安全に貢献で

きる．〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

８回の講義であることと，演習形式を取り入れますので，一度の欠席が理解に大きな影響を与えます．休む

ことの無いよう，出席して下さい． 

 

教科書 

適宜資料を配付する． 

 

参考書 

市原清志 著， 「バイオサイエンスの統計学 -正しく活用するための実践理論-」，南江堂古川俊之 監修，丹

後俊郎 著，「統計ライブラリー 医学への統計学 第３版」，朝倉書店 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス: 医療データの統計処理 

日常場面で目にする医療関連領域のデータ

やその解釈について意識し，どのよ

うにしてそのデータが得られたの

か，なぜ，そのような解釈がなされ

るのかを考える（２時間．以下，文

末の括弧内の数は，予習復習の時間

を示す） 

 



2 母集団と標本と無作為抽出 

予習）母集団と標本の違いと，無作為抽出の

必要性について調べる（3）復習）予

習で調べた内容と，講義内容・配付

資料を照らし合わせて，どの程度理

解できたか確認する（2） 

 

3 代表値・散布度・相関 

予習）代表値と散布度，および相関について

調べる（3）復習）予習で調べた内容

と，講義内容・配付資料を照らし合

わせて，どの程度理解できたか確認

する（2） 

 

4 データ収集方法と尺度水準 

予習）データ収集方法と尺度水準，また，デ

ータ収集方法と尺度水準の対応に

ついて調べる（3）復習）予習で調べ

た内容と，講義内容・配付資料を照

らし合わせて，どの程度理解できた

か確認する（2） 

 

5 データの特徴と統計手法 

予習）データの特徴に応じた統計手法を調

べる（3）復習）予習で調べた内容と，

講義内容・配付資料を照らし合わせ

て，どの程度理解できたか確認する

（2） 

 

6 バイアスの取り扱い 

予習）バイアス・交絡，またその制御方法に

ついて調べる（3）復習）予習で調べ

た内容と，講義内容・配付資料を照

らし合わせて，どの程度理解できた

か確認する（2） 

 

7 データに適した分析手法を考える 

予習）配付のデータに対して，異なる分析手

法を用いて分析し，分析結果を解釈

してみる（3）復習）予習で調べた内

容と，講義内容・配付資料を照らし

合わせて，どの程度理解できたか確

認する（2） 

 

8 国や自治体が公表している統計資料の活用 

予習）厚生労働省や地方自治体の web サイ

トにアクセスして，公表されている

統計資料を調べる（3）復習）予習で

調べた内容と，講義内容・配付資料

を照らし合わせて，どの程度理解で

きたか確認する（2） 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．定期試験〈DP①④〉  （状況によって，レポートを課す場合があります）２．小テスト・小レポート

〈DP①④〉 

 

１．80％

２．20％ 



授業科目名 放射化学 (放射線) 

主担当教員 垣本 晃宏 担当教員 垣本 晃宏 

科目ナンバリング SB20BRSB026 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 放射化学は、放射線科学・技術の修得に必要な放射線の化学的性質について基礎的な知識を身に付けさせ

ることを目標とする。放射性同位体と核種、放射性壊変の種類と壊変の法則、放射平衡、天然放射性核種の

種類と人工放射性核種の製造法、放射性同位元素（RI）の化学的諸性質と分離、RI 標識化合物の合成法につ

いて教授し、必要な計算力を高める。診療放射線技術の修得と実践に必要な放射化学に関する知識を身に付

け、専門科目である「核医学検査技術学Ⅰ」「核医学検査技術学Ⅱ」「放射線安全管理学」などを理解するた

めに必要となる基礎学力を修得させる。 

 

学修目標 

1． 放射線の化学的性質を理解し、有益な作用と有害な作用の二面性を説明できる2． 現代社会において利用され

ている放射線や放射性同位体元素を説明できる3． 国家試験・放射線取扱主任者試験のためのベースとなる知識を

習得する 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1． 初回の授業で講義の詳細、単位認定・評価の方法を説明する 2． レポート等の提出期限を厳守するこ

と 3． 教科書をベースとし、必要に応じて参考書等で補足する 

 

教科書 

『診療放射線技師 スリム・ベーシック 放射化学 (改訂第 2版)』編集・福士政広／MEDICAL VIEWISBN：

978-4-7583-1916-4 

 

参考書 

※購入不要『放射線概論 －第 1種放射線取扱主任者試験受験用テキスト－ (改訂第 12 版)』編集・柴田徳

思／通商産業研究社 ISBN：978-4-86045-130-1 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5F 共同研究室： 水曜日 13:00～14:30 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
[ガイダンス]講義の詳細、単位認定・評価方

法の説明 
課題：放射能発見の歴史 垣本 

2 元素の性質 
予習：教科書 p15～23 復習：キーワード・

重要語句の確認 
垣本 

3 放射能と単位 
予習：教科書 p24～33 復習：キーワード・

重要語句の確認 
垣本 

4 放射性壊変 
予習：教科書 p33～45 復習：キーワード・

重要語句の確認 
垣本 



5 放射性核種 
予習：教科書 p47～66 復習：キーワード・

重要語句の確認 
垣本 

6 ジェネレータ 課題：ジェネレータ 垣本 

7 放射性核種の製造(1) 
予習：教科書 p67～80 復習：キーワード・

重要語句の確認 
垣本 

8 放射性核種の製造(2) 
予習：教科書 p81～98 復習：キーワード・

重要語句の確認 
垣本 

9 放射性核種の分離(1) 
予習：教科書 p99～110 復習：キーワード・

重要語句の確認 
垣本 

10 放射性核種の分離(2) 
予習：教科書 p111～124 復習：キーワード・

重要語句の確認 
垣本 

11 放射性標識化合物 
予習：教科書 p125～140 復習：キーワード・

重要語句の確認 
垣本 

12 放射性核種の化学的利用 
予習：教科書 p141～162 復習：キーワード・

重要語句の確認 
垣本 

13 1～12 回目の復習テスト 予習：教科書全範囲復習：テスト問題の復習 垣本 

14 問題解説および定期試験 予習：教科書全範囲復習：テスト問題の復習 垣本 

15 定期試験の問題解説 予習：教科書全範囲復習：テスト問題の復習 垣本 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1． 課題(1)および課題(2) <DP1>   ※提出期限・作成方法等は授業内で説明する   ※評価基準は

ルーブリックを提示する   ※期限内に 2 つの課題を提出していない者は再試験の受験資格を与えない

ので注意すること 2． 授業中に行う小テスト 3． 定期試験   ※出題範囲：授業で扱った範囲(小テスト

に準ずる)2/3 以上の出席を必要とする 

 

1 ．

15%2 ．

15%3 ．

70% 



授業科目名 放射線生物学 (放射線) 

主担当教員 山本 浩一 担当教員 山本 浩一 

科目ナンバリング SB20BRSB027 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1.放射線の被ばくによって分子・細胞・組織・個体に発生する生物的な影響とその発症機序を概説する。2.

なぜ放射線でがん治療が可能なのかについて、基礎的な機序を概説する。3.放射線被ばくを受けたとしても、

どのようにその障害から回復していくか機序を概説する。 

 

学修目標 

1.放射線が発生する生物学的な影響が発症する機序について理解し、他者に説明できるようになる。2.放射線の急性

障害・晩発障害・遺伝的影響について理解し、他者に説明できるようになる。3.主要臓器に対する放射線の影響（感

受性）について理解し、他者に説明できるようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各回講義時に小テスト（試験範囲は前回講義内容）を実施しますので、復習を欠かさず行ってください。講

義は主に配付資料にて行います。オンライン講義のため各自で印刷・保管をお願いします。教科書を使って

予習・復習をしてください。講義に関する説明を行うため、第 1回目は必ず参加してください。 

 

教科書 

人体のメカニズムから学ぶ放射線生物学 松本義久編集 メジカルビュー社 

 

参考書 

1. 診療放射線技師スリムベーシック放射線生物学 福士政広編集 メジカルビュー社 2. 診療放射線技師国

家試験 受験対策本（放射線生物学）3. 放射線取扱主任者 受験対策本（放射線生物学） 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟研究室 6番不在もあるので、可能ならばメール（kouichi_yamamoto@morinomiya-u.ac.jp）にてアポ

イントを取って下さい。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
放射線生物学とは 放射線による生命現象

への影響とは 

予習：どのような内容を学習する講義かを

知るため、教科書を眺めておく。復

習：講義終了時にTake home message

を伝えるので、確認しておく。 

山本浩

一 

2 
放射線の基礎（1） α 線、β 線、γ 線、

X線 放射線の単位 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

3 
放射線の基礎（2） 被ばくとは（内部・外

部被ばく） 放射性核種 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 



4 
生物学の基礎（1） 細胞の構造と機能 DNA

の複製 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

5 
生物学の基礎（2） 細胞分裂と細胞死 細

胞周期とは 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

6 

分子・細胞レベルでの放射線影響(1) 直接

作用・間接作用、ラジカルとは 放射線の遺

伝子への影響 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

7 

分子・細胞レベルでの放射線影響(2) 染色

体異常・細胞死 放射線による細胞障害か

らの回復 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

8 
分子・細胞レベルでの放射線影響(3) LET・

RBE・OER とは 細胞周期と放射線感受性 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

9 

組織・個体レベルでの放射線影響(1) 正常

細胞・正常組織の放射線感受性 ベルゴニ

ー・トリボンドーの法則 臓器への影響 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

10 
組織・個体レベルでの放射線影響(2) 全身

被曝の影響  急性放射線症候群 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

11 

組織・個体レベルでの放射線影響(3) 内部

被曝における核種と決定臓器 放射線によ

る発がん・遺伝的影響 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

12 

放射線治療に影響を与える要因(1) 生存

率モデル・標的論 1 標的 1ヒット、多標的

1ヒット 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

13 
放射線治療に影響を与える要因(2) 生存

率モデル・LQ モデル α/β値 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

14 
放射線治療に影響を与える要因(3) 分割

照射・4つの R・ 腫瘍細胞のα/β値 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

15 
放射線治療に影響を与える要因(4) 粒子

線治療・BNCT・温熱療法講義のまとめ 

予習：シラバスを確認し、学習内容の用語を

調べておく。復習：講義終了時に

Take home message を伝えるので、

確認しておく。 

山本浩

一 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.事後学習を評価するため講義開始時に小テスト 2.期末試験（なお、期末試験等の成績内容によっては

別途課題を与えることがあります。） 

 

1.15%2.

85% 



授業科目名 放射線化学・生物学演習 (放射線) 

主担当教員 西浦 素子 担当教員 西浦 素子／山畑 飛鳥 

科目ナンバリング SB20BRSB028 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

放射線化学・生物学演習は、「放射化学」「放射線生物学」で学んだ知識を基盤として、診療放射線技師とし

て必要な“保健医療福祉における理工学的基礎に関する知識並びに放射線の科学及び技術”について理解を

深めさせる。特に（1）放射性核種の製造、（2）放射性核種の化学的作用、（3）放射線の人体への影響、（4）

放射線の生物学的効果に関する知識について演習を通して理論的な体系づけを行う。さらに知識の整理と統

合化を図り診療放射線技師としての物の見方・考え方および表現方法を身に付けさせ、診療放射線技術を実

践するための基礎的な能力を高めることを目標とする。 

 

学修目標 

1.「放射化学」「放射線生物学」の習得にあたり、必須な基礎的知識を説明できる〈DP①〉2.「放射化学」「放射線生

物学」の習得にあたり、必須な基礎演習問題を解くことができる〈DP④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・当科目は「放射化学」「放射線生物学」の補習的位置づけの科目です。・高等学校教育における化学や生物

に苦手意識のある学生、あるいは当科目の演習を通して「放射化学」「放射線生物学」の知識を深めたい学生

の受講を想定しています。・「放射化学演習」、「放射線生物学演習」を交互に実施します。・「放射化学」、「放

射線生物学」の演習問題解説と理解度確認用の小テストを行います。? ― 演習課題に関する資料がある場

合は事前配布します。配布方法については、授業内もしくは MORIPA で案内します。     

 

教科書 

1 授業時の配布物を持参してください（上記参照）。※放射化学演習では「放射化学（必修）」、放射線生物学

演習では「放射線生物学（必修）」の教科書を持参してください。2『アイソトープ手帳』日本アイソトープ協

会/丸善出版 ISBN 978-4-89073-211-1（放射線物理学指定教科書） 

 

参考書 

・『診療放射線技師 スリム・ベーシック 放射化学 (改訂第 2版)』 編集・福士政広／MEDICAL VIEW ISBN：

978-4-7583-1916-4・人体のメカニズムから学ぶ放射線生物学 松本義久編集 メジカルビュー社 ISBN-13: 

978-4758317252・診療放射線技術 上巻(改訂第 14 版) 南江堂 小塚隆弘 ISBN:9784524258598・診療放射線技

術 下巻(改訂第 14 版) 南江堂 小塚隆弘 ISBN:9784524258611・医用放射線辞典 第 5 版 共立出版 

 

研究室／オフィスアワー 

担当教員研究室／随時（不在である可能性があるため、事前にアポイントがあった方がのぞましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
【ガイダンス】講義の進め方、評価方法等に

関する説明導入講義・演習 

予習：放射線生物学、放射化学の教科書・参

考書を通読し、学習内容を把握(30

西浦山

畑 



分)復習：放射線生物学、放射化学演

習の学習計画立案 (30 分) 

2 【放射化学演習１】元素の性質 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

山畑 

3 
【放射線生物学演習１】放射線の基礎被ば

くとは（内部・外部被ばく） 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

西浦 

4 【放射化学演習２】放射能と単位 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

山畑 

5 

【放射線生物学演習２】生物学の基礎（細胞

分裂と細胞死）直接作用・間接作用、ラジカ

ルとは 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

西浦 

6 
【放射化学演習３】放射性壊変①：壊変の種

類、壊変図 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

山畑 

7 

【放射線生物学演習３】放射線による細胞

死、染色体異常亜致死損傷・潜在的致死損傷

からの回復 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

西浦 

8 
【放射化学演習４】放射性壊変②：半減期、

放射平衡 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

山畑 

9 

【放射線生物学演習４】亜致死損傷・潜在的

致死損傷からの回復放射線による臓器への

影響放射線による発がん 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

西浦 

10 
【放射化学演習５】放射性核種の製造：核反

応、サイクロトロン、ジェネレータ 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

山畑 

11 
【放射線生物学演習５】細胞障害からの修

復機能放射線による影響を左右する因子 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

西浦 

12 【放射化学演習６】放射性核種の分離 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

山畑 

13 
【放射線生物学演習６】放射線増感剤・放射

線防護剤放射線によるがん治療 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

西浦 

14 【放射化学演習７】放射性標識化合物 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深め次回の小テストに

備える(30 分) 

山畑 

15 

【放射線生物学演習７】正常細胞と腫瘍細

胞での放射線感受性放射線防護と安全管理

の概要【小テスト（総まとめ：放射化学・放

射線生物学）】※この回は①冒頭に放射線生

物学の小テスト②放射線生物学の上記内容

③終了前に放射化学・放射線生物学の総ま

とめ小テストを実施します。 

予習：シラバスを確認し、関連科目をまとめ

る (30 分)復習：配布資料、演習問

題の理解を深める(30 分) 

西浦山

畑 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 小テスト? ― 各回の講義内容の理解度を確認するため、講義内で小テストを実施〈DP①④〉? ― 小

テストを以って評価 2. 座席指定（履修登録締め切り後座席を指定する）※評価には 2/3 以上の出席を要

する 

 

1:100%

（第 2 回

～第 15

回 の 放

射 化

学 ・ 放

射 線 生

物 学 そ

れ ぞ れ

の 小 テ

ス ト ：

40%、第

15 回の

総 ま と

め の 小

テ ス ト

の 割 合

を 60%と

する。） 



授業科目名 放射線物理学 (放射線) 

主担当教員 岩元 新一郎 担当教員 岩元 新一郎 

科目ナンバリング SB20BRSB029 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 1 限、月曜

2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

放射線物理学は、放射線科学・技術を修得するための最も根幹をなす科目である。「物理学」の学修を基盤と

して、電離放射線の発生原理および電離放射線と物質との相互作用に関する詳細を修得し、診療放射線技術

に関連する専門基礎科目・専門科目群の学修に繋げるとともに、診療放射線技師国家試験や第 1 種放射線取

扱主任者試験の放射線物理学関連問題に対応できる力を養う。具体的には、①電離放射線の基礎、②原子と

原子核の構造、③電離放射線の発生原理とエネルギー変換過程、④電離放射線と物質との相互作用の種類と

エネルギー伝達過程についての基礎的理解を深める。 

 

学修目標 

1 ICRUの電離放射線の定義を理解し、診断・治療に用いられる電離放射線の種類と特徴を正しく説明できる。＜DP①

＞2 原子物理の基礎的事項を理解し、各種電離放射線の発生原理とエネルギーを概念図を示して正しく説明できる。

＜DP①＞3 電離放射線と物質との多様な相互作用の現象と特徴を概念図を示して混乱することなく説明できる。＜

DP①＞4 種々の電離放射線の物質中における減弱過程と物質へのエネルギー伝達過程を混乱することなく説明でき

る。＜DP①＞5 上記2～4の説明に必要な式やグラフの挙動を正し 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

＜履修上の留意事項＞1 受講は教科書・関数電卓（スマートフォン不可）・アイソトープ手帳を必携としま

す。2 授業の進度や理解度に応じてシラバスの内容を適宜調整します。3 授業で提示した到達目標の達成

度を自己確認するための課題として毎回Ｍｉｃｒｏｓｆｔ Ｆｏｒｍｓで受講後確認テストを実施しま

す． ・送信期限あり（翌授業日前日の 23：59 まで） ・送信有効期間後の送信忘れには原則対応しませ

ん． ・確認テストの送信状況は成績評価に反映します．4 質問は下記アドレスの電子メールへ 

 

教科書 

1 『診療放射線基礎テキストシリーズ 放射線物理学』鬼塚昌彦 他著/共立出版 ISBN 978-4-320-06188-02 

『アイソトープ手帳』日本アイソトープ協会/丸善出版 ISBN 978-4-89073-211-13 関数電卓（三角関数，対

数関数，指数関数等が計算できること） 

 

参考書 

『放射線概論』柴田得思 編/通商産業研究社 ISBN 978-4-86045-099-1 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師控室/授業の前後のみ対応可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

第 1 章 放射線の基礎＜1＞1.1 放射線の

定義と分類（教科書：pp.1-3, pp.6-8）＜到

達目標＞① ICRU に定める「電離放射線」

の定義を正確に述べることができる．② 

粒子の概念を説明できる．③ 間接電離放

射線と直接電離放射線のエネルギー伝達の

過程を理解して説明できる．④ 診療用に

用いられる種々の電離放射線の実体，電荷

および静止質量を知っている．1.２ 粒子

の性質（教科書：pp.2-3, p.18）＜到達目標

＞① 粒子を区別する量を知っている．② 

３つの 

予習：教科書 pp.1～3 を通読し、主要なキ

ーワードをチェックする。（20 分）

復習：①講義時に説明した事項と教

科書の内容を関連づけてノートに

再整理し、理解を深める。（40 分）

②確認テストの問題を解いて送信

期限までに送信する。（30 分）※ 時

間は目安ですので学修の理解度に

合わせて調整してください． 

 

2 

第1章 放射線の基礎＜2＞1.３ 光子の性

質（教科書：pp.4-5, pp.50-51）＜到達目標

＞① 電磁波の波としての伝播形態の特徴

を知っている．② 電磁波の波長，振動数，

伝播速度との関係を式で説明し計算するこ

とができる．③ 光は波動性と粒子性の２

面性を有することを理解し，それぞれの根

拠となる現象を列挙できる．④ 光子の電

荷と静止質量を知っている．⑤ 光子１個

のエネルギーと運動量を式で説明し，具体

的に計算することができる．⑥ 診断・治療

領域で用いられる光子のおよその波長 

予習：教科書 pp.4～6 を通読し、主要なキ

ーワードをチェックする。（20 分）

復習：①前回授業の確認テストの解

説を見て理解できていなかった事

項を再復習する．（15 分）② 講義時

に説明した事項と教科書の内容を

関連づけてノートに再整理し、理解

を深める。（40 分）③今回授業の確

認テストの問題を解いて送信期限

までに送信する。（30 分）※ 時間は

目安ですので学修の理解度に合わ

せて調整してください． 

 

3 

第 2 章 原子と原子核＜1＞２.１ ボーア

の原子模型（教科書：pp.9-12）＜到達目標

＞① ボーア模型以前に提唱された原子モ

デルの種類とそれぞれの欠点を知ってい

る．② 水素原子から放出される光の波長

はどのような性質を持っているかを式で説

明できる．③ 原子模型に関するボーアの

２つの仮説を式で説明することができる．

④ 軌道電子の軌道半径の式をボーアの量

子仮説から誘導することができる．⑤ 軌

道電子のエネルギー準位の式をボーアの量

子仮説から誘導することができる．⑥ 水

素類似元素の軌 

予習：教科書 pp.9～14 を通読し、主要なキ

ーワードをチェックする。（20 分）

復習：①前回授業の確認テストの解

説を見て理解できていなかった事

項を再復習する．（15 分）② 講義時

に説明した事項と教科書の内容を

関連づけてノートに再整理し、理解

を深める。（40 分）③今回授業の確

認テストの問題を解いて送信期限

までに送信する。（30 分）※ 時間は

目安ですので学修の理解度に合わ

せて調整してください． 

 

4 

第 2 章 原子と原子核＜2＞２.３  原子

核の構造（教科書：pp.15-21, pp.27-28）＜

到達目標＞① 原子核の構成と表記法を知

っており，核種を電荷や核子数に応じて分

類することができる．② 原子核の半径を

式で説明し，具体的に計算することができ

る．③ 原子核の質量欠損を定義し，具体的

に計算することができる．④ 原子核の結

合エネルギーを質量欠損を用いて説明し，

具体的に計算することができる．⑤ 安定

核の核子結合エネルギーと核子数の関係を

グラフを示してその挙動を説明できる． 

予習：教科書 pp.15～21，pp.27-28 を通読

し、主要なキーワードをチェックす

る。（20 分）復習：①前回授業の確

認テストの解説を見て理解できて

いなかった事項を再復習する．（15

分）② 講義時に説明した事項と教

科書の内容を関連づけてノートに

再整理し、理解を深める。（40 分）

③今回授業の確認テストの問題を

解いて送信期限までに送信する。

（30 分）※ 時間は目安ですので学

修の理解度に合わせて調整してく

ださい． 

 

5 

第 3章 放射線の発生＜1＞３．１ 原子核

の壊変（１）壊変の種類と特徴（教科書：

pp.33-45）＜到達目標＞① 放射性壊変と

は何かを定義でき，壊変の前後で保存する

量を列挙できる．② 壊変で放出されるエ

ネルギー（Ｑ値）を定義でき，具体的に計算

することができる．③ 放射性壊変の種類

を正しく分類し，それぞれの壊変で放出さ

れる粒子と娘核の核子数の変化を説明でき

る．④ α 壊変を式を用いて説明し，放出

されるα粒子の運動エネルギーと娘核の反

跳エネルギーを具体的に計算できる．⑤ 

ガイガーヌッタ 

予習：教科書 pp.33～45 を通読し、主要な

キーワードをチェックする。（20 分）

復習：①前回授業の確認テストの解

説を見て理解できていなかった事

項を再復習する．（15 分）② 講義時

に説明した事項と教科書の内容を

関連づけてノートに再整理し、理解

を深める。（40 分）③今回授業の確

認テストの問題を解いて送信期限

までに送信する。（30 分）※ 時間は

目安ですので学修の理解度に合わ

せて調整してください． 

 



6 

第 3章 放射線の発生＜2＞３．１ 原子核

の壊変（２） 放射能（教科書：pp.29-33，

pp.45-50）＜到達目標＞① 放射能を正確

に定義し，具体的に核種の放射能を計算す

ることができる．② 壊変定数，半減期，平

均寿命を定義し，それぞれを壊変の法則か

ら誘導することができる．③ 親核種の個

数の時間的変化，放射能の時間的変化をそ

れぞれ式とグラフで正しく説明できる．④ 

逐次壊変に関する微分方程式の解を理解

し，親核種と娘核種の個数の時間的変化お

よび放射能の時間的変化のグラフをそれぞ

れ描いて 

予習：教科書 pp.29～33，pp.45-50 を通読

し、主要なキーワードをチェックす

る。（20 分）復習：①前回授業の確

認テストの解説を見て理解できて

いなかった事項を再復習する．（15

分）② 講義時に説明した事項と教

科書の内容を関連づけてノートに

再整理し、理解を深める。（40 分）

③今回授業の確認テストの問題を

解いて送信期限までに送信する。

（30 分）※ 時間は目安ですので学

修の理解度に合わせて調整してく

ださい． 
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第 3 章 放射線の発生＜3＞３.３ X 線の

発生 （1）特性 X線の発生（教科書：pp.55-

56）＜到達目標＞① Ｘ線の 2 つの発生過

程を混乱することなく正しく説明できる．

② 特性Ｘ線の発生のメカニズムを図を示

して説明できる．③ 特性Ｘ線の名称を正

しく理解し，エネルギー準位図から特性Ｘ

線のエネルギーや波長を正しく計算でき

る．④ Ｘ線管から特性Ｘ線が発生する原

理を正しく説明できる．⑤ モーズレーの

法則を理解して正しく説明できる．⑥ オ

ージェ電子が発生するメカニズムを図を示

して説明で 

予習：教科書 pp.51～57 を通読し、主要な

キーワードをチェックする。（20 分）

復習：①前回授業の確認テストの解

説を見て理解できていなかった事

項を再復習する．（15 分）② 講義時

に説明した事項と教科書の内容を

関連づけてノートに再整理し、理解

を深める。（40 分）③今回授業の確

認テストの問題を解いて送信期限

までに送信する。（30 分）※ 時間は

目安ですので学修の理解度に合わ

せて調整してください． 
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第４章 光子と物質との相互作用＜1＞4.

１ 断面積の概念（教科書：p.61）＜到達目

標＞① 断面積の概念を正しく理解し，原

子断面積の定義を図を示して説明できる．

② 断面積の次元（単位）と特別単位を正確

に説明できる．③ 放射線物理学で学ぶ断

面積の種類を列挙して正しく説明できる．

④ 断面積の概念を用いて粒子の相互作用

数を正しく計算できる．4.2 光子の散乱過

程と断面積（教科書：p.61 ｰ 68，p.72 ｰ 80）

＜到達目標＞① 光子の相互作用の種類

（５つ）の名称と相互作用の 

予習：教科書 p.61 ｰ 68，p.72 ｰ 80 を通読

し、主要なキーワードをチェックす

る。（20 分）復習：①前回授業の確

認テストの解説を見て理解できて

いなかった事項を再復習する．（15

分）② 講義時に説明した事項と教

科書の内容を関連づけてノートに

再整理し、理解を深める。（40 分）

③今回授業の確認テストの問題を

解いて送信期限までに送信する。

（30 分）※ 時間は目安ですので学

修の理解度に合わせて調整してく

ださい． 
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第４章 光子と物質との相互作用＜2＞4.3 

光子の吸収過程と断面積（教科書：p.68ｰ72, 

84 ｰ 87）＜到達目標＞① 光電効果の現象

と生起条件を概念図を示して正しく説明で

きる．② 光電効果の生起後に引き続き起

こる過程を正しく説明できる．③ 吸収端

エネルギーと光電子の運動エネルギーの関

係を正しく説明できる．④ 光電効果の現

象に関する計算問題を正しく解くことがで

きる．⑤ 光電効果の原子断面積の挙動（光

子エネルギーと原子番号）をグラフを示し

て正しく説明できる．⑥ 電子対生成の 

予習：教科書 p.68 ｰ 72，p.84 ｰ 87 を通読

し、主要なキーワードをチェックす

る。（20 分）復習：①前回授業の確

認テストの解説を見て理解できて

いなかった事項を再復習する．（15

分）② 講義時に説明した事項と教

科書の内容を関連づけてノートに

再整理し、理解を深める。（40 分）

③今回授業の確認テストの問題を

解いて送信期限までに送信する。

（30 分）※ 時間は目安ですので学

修の理解度に合わせて調整してく

ださい． 

 

10 

第４章 光子と物質との相互作用＜3＞4．4  

単色光子束の減弱（教科書：pp.87-90）＜到

達目標＞① 単色光子束の物質による減弱

の式を図を減弱の法則から誘導できる．② 

半価層と線減弱係数の関係を減弱の式から

誘導することができる．③ 減弱曲線の定

義を明確にし，単色光子束の減弱曲線を読

み取ることができる．④ 単色光子束の物

質による減弱に関する種々の計算問題を正

しく解くことができる．⑤ 物質の違いに

よる減弱曲線の挙動と半価層の変化を正し

予習：教科書 p.87 ｰ 90 を通読し、主要なキ

ーワードをチェックする。（20 分）

復習：①前回授業の確認テストの解

説を見て理解できていなかった事

項を再復習する．（15 分）② 講義時

に説明した事項と教科書の内容を

関連づけてノートに再整理し、理解

を深める。（40 分）③今回授業の確

認テストの問題を解いて送信期限

までに送信する。（30 分）※ 時間は

目安ですので学修の理解度に合わ

 



く説明できる．⑥ 光子エネルギーの違い

に 

せて調整してください． 

11 

第４章 光子と物質との相互作用＜4＞4．5 

線減弱係数と原子断面積（教科書：pp. 87-

92）＜到達目標＞① 原子断面積を式を用

いて定義し，線減弱係数に繋げることがで

きる．② 光子の相互作用の断面積と全線

減弱係数との関係を式で説明できる．③ 

線減弱係数と原子断面積の関係に関する計

算問題を正しく解くことができる．④ 線

減弱係数を決定する因子とその依存関係を

正しく説明できる．⑤ 質量減弱係数を定

義し，具体的に計算することができる．⑥ 

線減弱係数が光子エネルギーと物質の種類

によ 

予習：教科書 p.87 ｰ 92 を通読し、主要なキ

ーワードをチェックする。（20 分）

復習：①前回授業の確認テストの解

説を見て理解できていなかった事

項を再復習する．（15 分）② 講義時

に説明した事項と教科書の内容を

関連づけてノートに再整理し、理解

を深める。（40 分）③今回授業の確

認テストの問題を解いて送信期限

までに送信する。（30 分）※ 時間は

目安ですので学修の理解度に合わ

せて調整してください． 

 

12 

第４章 光子と物質との相互作用＜5＞4．6 

連続スペクトル光子束の減弱（教科書該当

ページなし）＜到達目標＞① 連続スペク

トル光子束の物質中でのスペクトルの変化

の様子を図で説明できる．② 線質硬化と

はどんな現象か，線質硬化がなぜ起こるの

かを図を示して正しく説明できる．③ 連

続スペクトル光子束の減弱曲線から半価

層，均等度，実効線減弱係数を計算すること

ができる．④ 連続スペクトル光子束の減

弱曲線から内挿法を用いて実効エネルギー

を計算することができる．⑤ 連続スペク

トル光子束の半価層， 

予習：連続スペクトル光子束が物質を通過

すると平均エネルギーはどうなる

かを，線減弱係数のエネルギー依存

性を踏まえて考えてくる。（20 分）

復習：①前回授業の確認テストの解

説を見て理解できていなかった事

項を再復習する．（15 分）② 講義時

に説明した事項と教科書の内容を

関連づけてノートに再整理し、理解

を深める。（40 分）③今回授業の確

認テストの問題を解いて送信期限

までに送信する。（30 分）※ 時間は

目安ですので学修の理解度に合わ

せて調整してください． 
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第５章 荷電粒子と物質との相互作用＜1

＞５.１ 相互作用の種類と阻止能（教科

書：pp.92-97，111-114）＜到達目標＞① 荷

電粒子の相互作用の種類を明確にし，エネ

ルギー損失の過程を正しく説明できる．② 

粒子の弾性散乱と非弾性散乱をそれぞれ定

義し，概念図を示して正しく説明できる．③ 

荷電粒子の弾性散乱の現象とエネルギーや

原子番号との依存関係を説明できる．④ 

荷電粒子による電離過程の様子を正しくイ

メージし，δ線を正しく説明できる．⑤ 線

阻止能を定義し，その定義が意味するとこ 

予習：教科書 pp.92-97，111-115 を通読し、

主要なキーワードをチェックする。

（20 分）復習：①前回授業の確認テ

ストの解説を見て理解できていな

かった事項を再復習する．（15 分）

② 講義時に説明した事項と教科書

の内容を関連づけてノートに再整

理し、理解を深める。（40 分）③今

回授業の確認テストの問題を解い

て送信期限までに送信する。（30 分）

※ 時間は目安ですので学修の理解

度に合わせて調整してください． 
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第５章 荷電粒子と物質との相互作用＜2

＞５．３ 電子・β線（教科書：pp.92-111）

① 重荷電粒子と比較した電子線・β 線の

相互作用の特徴を正しく列挙できる．② 

電子線の衝突損失に関するベーテの式をグ

ラフを示して正しく説明し，最小電離点エ

ネルギーをグラフに示すことができる．③ 

電子の線衝突損失とエネルギー，原子番号，

密度との関係を正しく説明できる．④ 電

子線の放射損失に関するハイトラーの式を

グラフを示して正しく説明できる．⑤ 電

子線の衝突損失，放射損失，全エネルギー損

失の関係をグ 

予習：教科書 pp.92-11 を通読し、主要なキ

ーワードをチェックする。（20 分）

復習：①前回授業の確認テストの解

説を見て理解できていなかった事

項を再復習する．（15 分）② 講義時

に説明した事項と教科書の内容を

関連づけてノートに再整理し、理解

を深める。（40 分）③今回授業の確

認テストの問題を解いて送信期限

までに送信する。（30 分）※ 時間は

目安ですので学修の理解度に合わ

せて調整してください． 
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第 6 章 中性子と物質との相互作用 6．1  

熱中性子（教科書：pp.125-126）＜到達目標

＞① 中性子の粒子としての特徴と相互作

用の特徴を正しく説明できる．② 熱中性

子を正しく定義し，エネルギーや速度の最

確値を計算することができる．③ 熱中性

子の 1/v 法則を正しく説明できる．④ 熱

中性子核反応断面積が特に大きな４つの核

種とその反応式および応用例を正確に言え

予習：教科書 pp.92-11 を通読し、主要なキ

ーワードをチェックする。（20 分）

復習：①前回授業の確認テストの解

説を見て理解できていなかった事

項を再復習する．（15 分）② 講義時

に説明した事項と教科書の内容を

関連づけてノートに再整理し、理解

を深める。（40 分）③今回授業の確

認テストの問題を解いて送信期限

 



る．6．２  高速中性子（教科書：pp.125-

126）＜到達目標＞① 高速中性子の相互作

用の特徴を知っている 

までに送信する。（30 分）※ 時間は

目安ですので学修の理解度に合わ

せて調整してください． 
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成績評価方法と基準 割合 

1. 自己学修（事前学修・事後学修）の遂行状況 ＜DP①＞  ※自己学修状況は合計 15 回の確認テス

トの送信状況および回答の内容を評価します。2. 定期試験 ＜DP①＞  ※出題範囲：①授業で説明し

た内容，②確認テストの内容，③教科書の該当する範囲，④教科書の章末問題 

 

1. 20%2. 

80% 



授業科目名 放射線計測学 (放射線) 

主担当教員 今井 信也 担当教員 今井 信也 

科目ナンバリング SB20BRSB030 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

放射線計測学は人間の感覚でとらえられない放射線を放射線計測機器を用いて計測する技術を学ぶ学問であ

る。ここでは放射線の性質や物質との相互作用、放射線検出の原理と特徴など基礎的な知識を習得する。さ

らに、放射線測定に必要な測定機器や測定技術を理解することで、核医学検査技術や放射線治療技術、放射

線安全管理学等の関連分野に繋げる。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目である。 

 

学修目標 

1. 放射線測定に必要な単位や検出器の特徴を説明できる。＜DP①＞2. 各種放射線の線量およびエネルギーの測定

技術を説明できる。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 講義中の私語は慎むこと。2. 放射線と物質の相互作用を理解しておくこと。3. 初回授業でシラバス

について説明します。 

 

教科書 

放射線計測学 改訂第２版 メジカルビュ-社 福士政広 ISBN：9784758319188 

 

参考書 

・診療放射線技術 上巻(改訂第 14 版)  南江堂  小塚隆弘 ISBN：9784524258598・診療放射線技術 下巻

(改訂第 14 版)  南江堂  小塚隆弘 ISBN：9784524258611・医用放射線辞典 第５版 共立出版 医用放射

線辞典編集委員会 ISBN：9784320061750 

 

研究室／オフィスアワー 

授業中に指示する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 放射線計測学の目的と対象 

予習：シラバス・教科書（P3 ~17 ）の確認

復習：授業をもとにシラバス・教科

書（P3 ~17 ）の確認 

 

2 放射線に関する量と単位 

予習：シラバス・教科書（P19 ~27 ）の確認

復習：授業をもとにシラバス・教科

書（P19 ~27 ）の確認 

 

3 放射線と物質の相互作用（光子、電子） 

予習：シラバス・教科書（P30 ~52 ）の確認

復習：授業をもとにシラバス・教科

書（P30~52 ）の確認 

 

4 
放射線と物質の相互作用（重荷電粒子、中性

子） 

予習：シラバス・教科書（P52 ~71 ）の確認

復習：授業をもとにシラバス・教科

書（P52 ~71 ）の確認 

 

5 吸収線量及びブラッグ・グレイの空洞理論 
予習：シラバス・教科書（P72 ~78 ）の確認

復習：授業をもとにシラバス・教科
 



書（P72 ~78 ）の確認 

6 測定値の処理 

予習：シラバス・教科書（P79 ~83 ）の確認

復習：授業をもとにシラバス・教科

書（P79 ~83）の確認 

 

7 
放射線の計測装置（電離箱、比例計数管）確

認テスト 

予習：シラバス・教科書（P88 ~108 ）の確

認復習：授業をもとにシラバス・教

科書（P88 ~108 ）の確認 

 

8 放射線の計測装置（GM 計数管） 

予習：シラバス・教科書（P109 ~115 ）の確

認復習：授業をもとにシラバス・教

科書（P109 ~115 ）の確認 

 

9 
放射線の計測装置（シンチレーション検出

器、半導体検出器） 

予習：シラバス・教科書（P117 ~148 ）の確

認復習：授業をもとにシラバス・教

科書（P117 ~148 ）の確認 

 

10 
放射線の計測装置（熱傾向線量計、蛍光ガラ

ス線量計、OSL 線量計） 

予習：シラバス・教科書（P149 ~181 ）の確

認復習：授業をもとにシラバス・教

科書（P149 ~181 ）の確認 

 

11 照射線量及び吸収線量の測定 

予習：シラバス・教科書（P192 ~210 ）の確

認復習：授業をもとにシラバス・教

科書（P192 ~210 ）の確認 

 

12 個人被ばく線量確認テスト 

予習：シラバス・教科書（P210 ~214 ）の確

認復習：授業をもとにシラバス・教

科書（P210 ~214 ）の確認 

 

13 放射能の測定 

予習：シラバス・教科書（P216 ~225 ）の確

認復習：授業をもとにシラバス・教

科書（P216 ~225 ）の確認 

 

14 放射能エネルギーの測定 

予習：シラバス・教科書（P226 ~235 ）の確

認復習：授業をもとにシラバス・教

科書（P226 ~235 ）の確認 

 

15 講義全体のまとめ これまでの講義について振り返る  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 確認テスト 2. 定期試験 <DP1>   ※出題範囲：授業で扱った範囲 

 

1. 20%2. 

80% 



授業科目名 放射線物理学・計測学演習 (放射線) 

主担当教員 奥村 雅彦 担当教員 奥村 雅彦 

科目ナンバリング SB20BRSB031 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

放射線物理学・計測学演習は、「放射線物理学」「放射線計測学」で学んだ知識を基盤として、2年次から学ぶ

放射線治療に必要な理工学的基礎に関する知識ならびに放射線物理技術について理解を深めていく。ICRU レ

ポート 60 の線量計測量の理論およびそれに関連する放射線計測技術に関する演習を通じて理論的な体系づ

けを行う。さらに知識の整理と統合化を図り、診療放射線技師としての物の見方・考え方および表現方法を

見に付け、診療放射線技術を実践するための基礎的な能力を高めることを目標とする。 

 

学修目標 

1．線量計測量の概念について説明できる。（DP①）2．電離箱線量計の原理、構造について説明できる。（DP①）3．水

吸収線量に関する空洞理論について説明できる。（DP①）4．絶対線量としての吸収線量計測理論について説明できる。

（DP①④）5．放射線治療における水吸収線量を求めることができる。（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は配布プリントを基に解説します。授業では、ノート、関数電卓（スマートフォン不可）、筆記用具を準

備すること。演習問題は講義終了後各自で実施し、期日までに提出してください。演習問題に関する質問は

受け付けますので研究室まで来てください。 

 

教科書 

配布プリント 

 

参考書 

・『診療放射線基礎テキストシリーズ放射線物理学』鬼塚昌彦 /共立出版 ISBN:9784320061880・診療放射線

技師スリム・ベーシック放射線計測学/Medical View ISBN:9784758319188・診療放射線技師スリム・ベーシ

ック放射線物理学/Medical View ISBN:9784758319157・診療放射線技術 上巻(改訂第 14 版)小塚隆弘/南江堂

ISBN:9784524258598・診療放射線技術 下巻(改訂第 14 版) 小塚隆弘/南江堂 ISBN:978452 

 

研究室／オフィスアワー 

授業中に指示する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 放射線に関する基本 

予習：放射線・放射能に関する基本を予習を

実施する（30 分）復習：配布資料お

よび演習問題の理解を深める（30

分） 

奥村 

2 放射線場の計測 

予習：光放射線場（ラジオメトリック量）に

関して予習する（30 分）復習：配布

資料および演習問題の理解を深め

る（30 分） 

奥村 



3 相互作用係数 I 

予習：X線、電子線の相互作用に関する予習

を行う（30 分）復習：配布資料およ

び演習問題の理解を深める（30 分） 

奥村 

4 相互作用係数 II 

予習：線減弱係数について予習する（30 分）

復習：配布資料および演習問題の理

解を深める（30 分） 

奥村 

5 相互作用係数 III 

予習：質量減弱係数、質量阻止能について予

習する（30 分）復習：配布資料およ

び演習問題の理解を深める（30 分） 

奥村 

6 線量計測Ⅰ 

予習：カーマに関して予習する（30 分）復

習：配布資料および演習問題の理解

を深める（30 分） 

奥村 

7 線量計測Ⅱ 

予習：吸収線量に関して予習する（30 分）

復習：配布資料および演習問題の理

解を深める（30 分） 

奥村 

8 
放射線場・相互作用係数・線量計測に関する

復習、確認テスト 

予習：第 1回から第 7回資料の予習（30 分）

復習：配布資料と確認テストの理解

を深める（30 分） 

奥村 

9 放射能に関する物理量 

予習：放射能・放射性同位元素に関して予習

する（30 分）復習：配布資料および

演習問題の理解を深める（30 分） 

奥村 

10 電離箱線量計の原理 

予習：電離箱線量計について予習する（30

分）復習：配布資料および演習問題

の理解を深める（30 分） 

奥村 

11 空洞電離箱を用いた線量計測 

予習：放射線計測に用いる線量計について

予習する（30 分）復習：配布資料お

よび演習問題の理解を深める（30

分） 

奥村 

12 空洞理論 

予習：放射線計測に用いる線量計について

予習する（30 分）復習：配布資料お

よび演習問題の理解を深める（30

分） 

奥村 

13 トレーサービリティ 

予習：空洞理論について予習する（30 分）

復習：配布資料および演習問題の理

解を深める（30 分） 

奥村 

14 水吸収線量計測基礎 

予習：高エネルギー放射線の水吸収線量計

測について予習する（30 分）復習：

配布資料および演習問題の理解を

深める（30 分） 

奥村 

15 電離箱線量計・線量計測まとめ、確認テスト 

予習：水吸収線量計測で実施した演習問題

のまとめ（30 分）復習：演習問題（13

回）と確認テスト（2 回）の理解を

深める（30 分） 

奥村 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．確認テスト（DP①④）2．演習問題の提出（DP①④）授業の出席は、授業時間数の 2/3 以上とする。 

 

1.50 ％

2.50％ 



授業科目名 放射線科学 (放射線) 

主担当教員 小縣 裕二 担当教員 小縣 裕二 

科目ナンバリング SB20BRSB032 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

放射線科学は、これから大学で診療放射線技術学に関する専門知識を学修するにあたり、診療放射線技師の

役割と義務について教授する。診療放射線技術の修得に必要な放射線の科学・取扱技術及び放射線機器の原

理・構造を学ぶために必要となる理工学の基礎的知識を概説する。 

 

学修目標 

１． 放射線を理解し、説明できる。＜DP①＞２． 診療放射線技師になるために必要な学習内容の概要を理解して

いる。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１． 初回授業で実施の詳細を説明します。 

 

教科書 

放射線について考えよう。 ISBN: 9784991034800 多田将 明幸堂医用放射線辞典 第 5 版    ISBN: 

9784320061750 医用放射線辞典編集委員会 共立出版 

 

参考書 

診療放射線技術 上巻改訂第 14 版 ISBN: 9784524258598 小塚隆弘・稲邑清也・監 南江堂診療放射線技

術 下巻改訂第 14 版 ISBN: 9784524258611 小塚隆弘・稲邑清也・監 南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

小縣 裕二 さくら棟 5階 研究室 1 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 放射線を勉強するために 

予習：シラバスの確認(2h)復習：・ノートを

中心に授業内容を振り返りレポー

トにまとめる。(2h) 

小 縣 

裕二 

2 放射線とは 

予習：学修内容について調べておく。(2h)復

習：・ノートを中心に授業内容を振

り返りレポートにまとめる。(2h) 

小 縣 

裕二 

3 放射線物理・化学・生物① 

予習：学修内容について調べておく。(2h)復

習：・ノートを中心に授業内容を振

り返りレポートにまとめる。(2h) 

小 縣 

裕二 

4 放射線物理・化学・生物② 

予習：学修内容について調べておく。(2h)復

習：・ノートを中心に授業内容を振

り返りレポートにまとめる。(2h) 

小 縣 

裕二 

5 診療放射線学とは 

予習：学修内容について調べておく。(2h)復

習：・ノートを中心に授業内容を振

り返りレポートにまとめる。(2h) 

小 縣 

裕二 

6 診療放射線技術学とは 
予習：学修内容について調べておく。(2h)復

習：・ノートを中心に授業内容を振

小 縣 

裕二 



り返りレポートにまとめる。(2h) 

7 診療放射線技師を知る 

予習：学修内容について調べておく。(2h)復

習：・ノートを中心に授業内容を振

り返りレポートにまとめる。(2h) 

小 縣 

裕二 

8 診療放射線技師になるためには 

予習：学修内容について調べておく。(2h)復

習：・ノートを中心に授業内容を振

り返りレポートにまとめる。(2h) 

小縣 

裕

二 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１． 授業内容を期日までにレポートにまとめ提出する。＜DP①＞２． 定期試験＜DP①＞ 

 

１．40％

２．60％ 



授業科目名 放射線医学概論 (放射線) 

主担当教員 小水 満 担当教員 小水 満 

科目ナンバリング SS20BRSB001 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

・放射線技術の発展の経緯を文献的に歴史年表から学ぶ。・放射線技術学／技術と、それを医療で駆使する診

療放射線技師の現状と将来、そして医療倫理・職業倫理について考える。 

 

学修目標 

医療／医学のなかで、放射線技術学／技術とは何か、診療放射線技師はどんな仕事をする職業なのかを理解し説明で

きる。あわせて診療放射線技師の医療倫理・職業倫理が説明できる。〈DP①②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業は、教科書に従って解説しながら、要約をパワーポイントでプレゼンテーションする。したがって授業

には教科書を予め必ず読んで、概要が理解できるようにする。 

 

教科書 

医療放射線技術学概論講義 放射線医療を学ぶ道標 日本放射線技師会出版 2009 年 ISBN978-4-86157-

031-5 

 

参考書 

系統看護学講座 別巻「医学概論」医学書院 2019 年第 8版 ISBN978-4-260-35508-7 

 

研究室／オフィスアワー 

授業終了後、都度、個別に対応する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
・放射線医学概論講義の概要説明第 1講 医

療放射線技術学概論を学ぶ」 

予習：教科書の第 1講を予め読む復習：「な

ぜ診療放射線技師の道を選んだの

か」自分自身についてまとめる 

小水 

2 
第 2 講診療放射線技師が扱う医療放射線装

置と機器の概要」を学ぶ 

予習：教科書第 2講を予め読む復習：「専門

分野における各種X線検査装置の概

要」まとめる 

小水 

3 
第 2 講診療放射線技師が扱う医療放射線装

置と機器の概要を学ぶ 

予習：教科書の第 2 講を予め読む復習：「X

線を用いない画像診断機器、放射線

治療機器、核医学検査機器」をまと

める 

小水 

4 
第 3講「「医学」に「技術」を架橋した人々」

について学ぶ 

予習：教科書の第 3講を予め読む復習：「レ

ントゲンの X 線の発見」をまとめる 
小水 

5 
第 3講「「医学」に「技術」を架橋した人々」

について学ぶ 

予習：教科書の第 3 講を予め読む復習：花

の冠を発見したキュリー夫妻をま

とめる 

小水 

6 
第 3講「「医学」に「技術」を架橋した人々」

について学ぶ 

予習：教科書の第 3 講を予め読む。復習：

ハンスフィールドを支援した「技

術」をまとめる 

小水 



7 
第 4 講「診療放射線技師の歴史的背景と現

状と将来」を学ぶ 

予習：教科書の第 4講を予め読む復習：「診

療放射線技師の出立とあゆみ」をま

とめる 

小水 

8 
第 4 講「診療放射線技師の歴史的背景と現

状と将来」を学ぶ 

予習：教科書の第 4講を予め読む復習：「専

門職としての診療放射線技師」特徴

をまとめる 

小水 

9 
第 4 講「診療放射線技師の歴史的背景と現

状と将来」を学ぶ 

予習：教科書の第 4講を予め読む復習：「医

師と技師との分業の接点と連携」に

ついてまとめる 

小水 

10 
第 5 講「放射線障害と防護と管理の概要」

を学ぶ 

予習：教科書の第 5講を予め読む復習：「放

射線管理の概要」をまとめる 
小水 

11 
第 5 講「放射線障害と防護と管理の概要」

を学ぶ 

予習：教科書の第 6講を予め読む復習：「原

子力」についてまとめる 
小水 

12 
第 6 講「医療倫理についてー事例を中心に

学ぶ」 

予習：教科書の第 6講を予め読む復習：「医

療倫理に」ついてまとめる 
小水 

13 
第 6 講「医療倫理についてー事例を中心に

学ぶ」 

予習：教科書の第 7 講を予め読む復習：事

例について感じることをまとめる 
小水 

14 第 7講「技術と科学・医療と医学」を学ぶ 
予習：教科書の第 7講を予め読む復習：「技

術と科学」についてまとめる 
小水 

15 
第 7 講「技術と科学・医療と医学」および

画像解剖について学ぶ 

予習：これまでの講義全般を考える復習：

「医療と医学」についてまとめる 
小水 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

期末試験<DP①②> 

 
1 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療放射線学科 

（2020 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 情報処理 (放射線 B) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

水曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本講義では、PC を用いて錯視実験を行い，そのレポートを作成する過程を通して，コンピュータを利用する

上で必要な基礎知識のほか、レポート作成等に役立つ基礎的な情報処理技術、すなわちワープロや表計算、

プレゼンテーションを中心としたソフトウェアの基礎知識と基本操作の習得を目標とする。また、コンピュ

ータ利用技術の習得に加えて、情報化社会に必要な倫理観と情報の保護を学ぶために、技術的な面に加えて

個人情報保護法等の法令や指針についても学ぶ。なお、コンピュータのオペレーティングシステム(OS)は

Windows を、ソフトウェアはマイクロソフトの Word, Excel, PowerPoint 等を使用する。 

 

学修目標 

１．PC利用に限らず，広く，情報倫理と個人情報保護の重要性を理解し，説明できる〈DP③〉２．Excelによる基本

的なデータの集計・解析ができる〈DP③〉３．Wordによる文書（レポート，論文）の作成ができる〈DP③〉４．PowerPoint

を用いて資料を作成し，効果的なプレゼンテーションができる〈DP③〉５．インターネットを利用した情報検索のス

キルを習得する〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．PC を使った演習を行なうので，休むことなく参加すること２．作業内容（作成したファイル等）を保存

するための USB メモリを用意すること３．PC 演習室ての飲食は禁止(机の上に置くのも禁止) する 

 

教科書 

特に指定しない．適宜資料を配付する． 

 

参考書 

適宜指示する． 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 

授業をすすめるに際して，また今後の学生

生活においても必要となるアイテ

ムについて説明をする．そのアイテ

ムは，次回までに用意すること．．【4

時間．以下，文末の【】内の数値は，

予習復習の時間を示す】 

 

2 情報セキュリティと情報モラル 
情報セキュリティに関する意識の欠如や，

情報モラルの欠如によって，主にイ
 



ンターネット上で起こった，問題事

例について調べる．．【4】 

3 コンピュータを利用した錯視実験の実施 ミューラー・リヤー錯視について調べる【4】  

4 Excel 基礎-１-Excel の基本操作の習得 
前回収集したデータを，分析しやすい形に

成形する【4】 
 

5 Excel 基礎-２-関数を使った計算の基礎 
成形したデータの基本的な統計量を算出す

る【4】 
 

6 Excel 応用-1-データの図式化 
算出した統計量の特徴に応じて，適切な図

を作成する【4】 
 

7 
Excel 応用-2-図や表を大学レポート向けに

修正する 

レポートとして利用する際の注意点に従っ

て，適切な形式に修正する【4】 
 

8 Word 基礎-1-Word の基本操作の習得 
キーボード操作に習熟するため，タイピン

グの練習を継続して実施する【4】 
 

9 Word 基礎-2-文書のレイアウト機能の習得 
レイアウト操作および操作結果を確認する

【4】 
 

10 Word 応用 Excel で作成した図表の利用 

Excel から図表を取り込む際の方法の違い

を理解し，使い分けられるようにす

る【4】 

 

11 
PowerPoint 基礎-1-PowerPoint の基本操作

の習得 

スライドの概念について理解し，実験デー

タの発表の流れについて考える【4】 
 

12 PowerPoint 基礎-2-スライドの修飾 
スライドを修飾し，興味関心を引く工夫を

する【4】 
 

13 PowerPoint 応用アニメーションの設定 
より強調したい箇所について考え，特に注

目してもらえるように工夫する【4】 
 

14 
プレゼンテーション-1-錯視実験のデータ

について発表を行う 

これまでに作成したスライドを使用して，

クラスで発表する内容を考える【4】 
 

15 
プレゼンテーション-2-錯視実験のデータ

について発表を行う 

前回の発表を参考に，より良い発表ができ

るように工夫する【4】 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 課題の完成度〈DP③〉 1.1. Excel 資料〈DP③〉 1.2. Word 資料〈DP③〉 1.3. Powerpoint 資料〈DP③〉 

 

1. 100% 

1.1. 40% 

1.2. 40% 

1.3. 20% 



授業科目名 情報処理 (放射線 A) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

水曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本講義では、PC を用いて錯視実験を行い，そのレポートを作成する過程を通して，コンピュータを利用する

上で必要な基礎知識のほか、レポート作成等に役立つ基礎的な情報処理技術、すなわちワープロや表計算、

プレゼンテーションを中心としたソフトウェアの基礎知識と基本操作の習得を目標とする。また、コンピュ

ータ利用技術の習得に加えて、情報化社会に必要な倫理観と情報の保護を学ぶために、技術的な面に加えて

個人情報保護法等の法令や指針についても学ぶ。なお、コンピュータのオペレーティングシステム(OS)は

Windows を、ソフトウェアはマイクロソフトの Word, Excel, PowerPoint 等を使用する。 

 

学修目標 

１．PC利用に限らず，広く，情報倫理と個人情報保護の重要性を理解し，説明できる〈DP③〉２．Excelによる基本

的なデータの集計・解析ができる〈DP③〉３．Wordによる文書（レポート，論文）の作成ができる〈DP③〉４．PowerPoint

を用いて資料を作成し，効果的なプレゼンテーションができる〈DP③〉５．インターネットを利用した情報検索のス

キルを習得する〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．PC を使った演習を行なうので，休むことなく参加すること２．作業内容（作成したファイル等）を保存

するための USB メモリを用意すること３．PC 演習室ての飲食は禁止(机の上に置くのも禁止) する 

 

教科書 

特に指定しない．適宜資料を配付する． 

 

参考書 

適宜指示する． 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 

授業をすすめるに際して，また今後の学生

生活においても必要となるアイテ

ムについて説明をする．そのアイテ

ムは，次回までに用意すること．．【4

時間．以下，文末の【】内の数値は，

予習復習の時間を示す】 

 

2 情報セキュリティと情報モラル 
情報セキュリティに関する意識の欠如や，

情報モラルの欠如によって，主にイ
 



ンターネット上で起こった，問題事

例について調べる．．【4】 

3 コンピュータを利用した錯視実験の実施 ミューラー・リヤー錯視について調べる【4】  

4 Excel 基礎-１-Excel の基本操作の習得 
前回収集したデータを，分析しやすい形に

成形する【4】 
 

5 Excel 基礎-２-関数を使った計算の基礎 
成形したデータの基本的な統計量を算出す

る【4】 
 

6 Excel 応用-1-データの図式化 
算出した統計量の特徴に応じて，適切な図

を作成する【4】 
 

7 
Excel 応用-2-図や表を大学レポート向けに

修正する 

レポートとして利用する際の注意点に従っ

て，適切な形式に修正する【4】 
 

8 Word 基礎-1-Word の基本操作の習得 
キーボード操作に習熟するため，タイピン

グの練習を継続して実施する【4】 
 

9 Word 基礎-2-文書のレイアウト機能の習得 
レイアウト操作および操作結果を確認する

【4】 
 

10 Word 応用 Excel で作成した図表の利用 

Excel から図表を取り込む際の方法の違い

を理解し，使い分けられるようにす

る【4】 

 

11 
PowerPoint 基礎-1-PowerPoint の基本操作

の習得 

スライドの概念について理解し，実験デー

タの発表の流れについて考える【4】 
 

12 PowerPoint 基礎-2-スライドの修飾 
スライドを修飾し，興味関心を引く工夫を

する【4】 
 

13 PowerPoint 応用アニメーションの設定 
より強調したい箇所について考え，特に注

目してもらえるように工夫する【4】 
 

14 
プレゼンテーション-1-錯視実験のデータ

について発表を行う 

これまでに作成したスライドを使用して，

クラスで発表する内容を考える【4】 
 

15 
プレゼンテーション-2-錯視実験のデータ

について発表を行う 

前回の発表を参考に，より良い発表ができ

るように工夫する【4】 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 課題の完成度〈DP③〉 1.1. Excel 資料〈DP③〉 1.2. Word 資料〈DP③〉 1.3. Powerpoint 資料〈DP③〉 

 

1. 100% 

1.1. 40% 

1.2. 40% 

1.3. 20% 



授業科目名 統計学 (放射線) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

統計学の基礎や概念を学び、実験や調査で得られたデータをどのような統計手法を用いて分析し、どのよう

に解釈すればよいかを理解し、それらを元に実際に自分たちでデータを分析することによって、基礎的な統

計処理を身につけることを目指す。 

 

学修目標 

１．統計学の基礎を理解する〈DP③〉２．推定と検定の考え方を理解し，説明することができる〈DP③〉３．量的デ

ータに対して適切な分析方法を選択することができる〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回の授業のつながりが非常に重要です．また，毎回小テストを実施しますので，欠席のないように留意す

ること 

 

教科書 

向後千春・冨永敦子，ファーストブック 統計学がわかる，技術評論社 

 

参考書 

市原清志 著， 「バイオサイエンスの統計学 -正しく活用するための実践理論-」，南江堂古川俊之 監修，丹

後俊郎 著，「統計ライブラリー 医学への統計学 第３版」，朝倉書店 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 

シラバスを確認して，テキスト「はじめに」

を読む（単に読むだけではなく，わ

からない専門用語等について下調

べをしておく，以下同様）．【4時間．

以下，文末の【】内の数値は，予習

復習の時間を示す】 

 

2 測定値の性質（尺度水準） 「尺度水準」とは何か調べる．【4】  

3 平均と度数分布・分散と標準偏 テキスト１章を読む【4】  

4 母集団と標本・区間推定と信頼区間 テキスト２章を読む【4】  

5 相関係数：２変数間の関係 
ピアソンの積率相関係数，スピアマンの順

位相関係数，ケンドールの順位相関
 



係数について調べる【4】 

6 仮説検定の考え方と帰無仮説 テキスト 3-1 を読む【4】  

7 観測度数と期待度数 テキスト 3-2，3-3 を読む【4】  

8 カイ２乗検定 テキスト 3-4 を読む【4】  

9 被験者ごとの差の平均の信頼区間 テキスト 4-1，4-2 を読む【4】  

10 
対応がないデータによる t 検定（ウェルチ

の方法） 
テキスト 4-3 を読む【4】  

11 対応があるデータによる t 検定 テキスト５章を読む【4】  

12 １要因の分散分析-1- テキスト 6-1，6-2 を読む【4】  

13 １要因の分散分析-2- テキスト 6-3 を読む【4】  

14 ２要因の分散分析-1- テキスト 7-1，7-2 を読む【4】  

15 ２要因の分散分析-2- テキスト 7-3 を読む【4】  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 定期試験〈DP③〉② 平常点（小テスト，授業内課題等）〈DP③〉 

 

① 

80%② 

20% 



授業科目名 心理学 (放射線) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 心理学が扱う問題・領域は多岐にわたっているが，それらに共通しているのは，「心」を理解しようとして

いることである．しかしながら，一見すると，一体どこに「心」があるのか疑問になるような問題を扱ってい

ることも多い． 本講義では，心理学における基礎的領域について概説した後に，生活や健康，心理臨床の

領域に関わる応用的領域について解説を展開する． また，医療の現場では，様々な状況に置かれた人々と

関わりを持つ機会が非常に多い．心理学を学び，「心」に関する知識を修得することで，医療人としての皆さ

んに，直接的に，また，間接的に役立つことを期待している． 

 

学修目標 

１．「心」の働きをつくる諸機能について説明できる〈DP③〉２．「心」と，生活や健康との関わりについて説明でき

る〈DP③〉３．「心」の基礎的領域と応用的領域の知見について系統立てて説明できる〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

PC によるプレゼンテーション資料を活用した講義形式を中心に授業を進める。適宜、簡単な実習形式の実験

を実施し、レポート提出を求めたり、小テストを課すことがある。 

 

教科書 

大川一郎・土田宣明・高木美保 編著，「基礎から学べる 医療現場で役立つ心理学」，ミネルヴァ書房 

 

参考書 

鹿取廣人・杉本敏夫・鳥居修晃 編,「心理学［第５版 補訂版］」,東京大学出版会樫村正美・野村俊明 編著，

「医療系のための心理学」，講談社大竹文雄・平井啓 編著，「医療現場の行動経済学―すれ違う医者と患者―」，

東洋経済新報社その他、適宜指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
心とはなにか？ 心理学とはどのような学

問か？ 

「心理学」がどのような学問であるか，書籍

（教科書を含む），Web 等を活用して

調べる．（単に調べるだけではなく，

わからない専門用語等について下

調べをし，イメージ（ゆるふわで良

い）を持っておく．以下同様）【4時

間．以下，文末の【】内の数値は，

予習復習の時間を示す】 

 



2 
感覚・知覚 視覚，聴覚，触覚の構造と働き

について解説する． 
テキスト第１章を読む【4】  

3 
認知 主に，空間の認識，記憶，知能といっ

た高度な知的機能について解説する． 
テキスト第２章を読む【4】  

4 

学習-１-「学習」の基礎，および条件付け（古

典的条件づけ，道具的条件付け）について解

説する． 

テキスト第３章 1，2，3節を読む【4】  

5 
学習-２- 学習の生理的基礎，教育・臨床場

面への応用について解説する． 
テキスト第３章 4，5節を読む【4】  

6 

感情・情動・動機 行動が発生する要因の１

つである感情・情動・動機付けについて検討

する． 

テキスト第４章を読む【4】  

7 
パーソナリティ 個々人の特性の違いとし

ての人格・性格について解説する． 
テキスト第５章を読む【4】  

8 

発達-１- 発達理解に重要な「生涯発達」の

視点について解説し，発達段階順に解説す

る．ここでは，乳幼児期，児童期・思春期を

扱う． 

テキスト第６章 1，2，3節を読む【4】  

9 
発達-２- 発達段階別の解説を継続し，青

年期，成人期，老年期を扱う． 
テキスト第６章 4，5，6節を読む【4】  

10 

人間関係-１- 今回より，現場で役に立つ

心理学的知見について紹介する．そのはじ

めとして，人と人との関わりに関する心理

学的知見，その中でも基礎的な知見につい

て解説する． 

テキスト第７章 1，2，3節を読む【4】  

11 

人間関係-２- 人と人との関わりに関する

心理学的知見について，医療領域における

人間関係について解説する． 

テキスト第７章 4，5節を読む【4】  

12 

健康心理学-１- 健康と心の関わりについ

て，「健康とはなにか」について考えながら，

心との関わりについて解説する． 

テキスト第８章 1，2，3節を読む【4】  

13 

健康心理学-２- 健康と心の関わりについ

て，医療領域における心身の健康について

解説する． 

テキスト第８章 4，5節を読む【4】  

14 

心理的問題への理解と支援-１- 医療現場

では，もちろん「患者」の心理的問題に配慮

することが重要であるが，それだけにとど

まらず，様々な関係者の心理的問題に留意

する必要がある．そうした心理的問題と，そ

れらに対する基本的な考え方について解説

する． 

テキスト第 9 章 1，2節を読む【4】  

15 
心理的問題への理解と支援-２- 心理問題

への対処方法について解説する． 
テキスト 9章 3，4，5節を読む【4】  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験〈DP③〉②平常点（小テスト・レポート等）〈DP③〉 

 

①80%

②20% 



授業科目名 生命倫理学 (放射線) 

主担当教員 田中 美子 担当教員 田中 美子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

「生命倫理学」の主なトピックを取り上げながら、その是非について一緒に真剣に考える時間をもちます。

また、いのちの大切さについても考えます。授業は講義が中心ですが、ディスカッションも行う予定です。 

 

学修目標 

１．「『いのち』は誰が決めるのか」と、どの現場でも考えられる習慣を身につける。〈DP③〉２．「誰のための医療か」

「誰のためのケアか」を、他の人の立場でも考えられる。（DP③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書『はじめて学ぶ生命倫理学』は、初回の授業から使いますので、必ず購入してください。ノートを用意

してください。授業の内容は、時事問題等の関係で、多少、変更することがあります。 

 

教科書 

『はじめて学ぶ生命倫理学』 小林亜津子著 ちくまプリマー新書 167（筑摩書房） 2011 年 

 

参考書 

『生命倫理学とは何か』 アラステア・Ｖ・キャンベル著 山本圭一郎他訳 勁草書房 2016 年『生命倫理

の教科書』 黒崎剛・野村俊明編著 ミネルヴァ書房 2014 年『生命倫理・医事法』塚田敬義・前田和彦編 

医療科学社 2015 年『QOL って何だろう』 小林亜津子著 ちくまプリマー新書 2018 年『看護師という生

き方』 宮子あずさ著 ちくまプリマー新書 2013 年『いのちはなぜ大切なのか』 小澤竹俊著 ちくまプ

リマー新書 2007 年『安楽死・尊厳死を語る前に知っておきたいこと』安藤泰至著 岩波ブックレット 2019

年 

 

研究室／オフィスアワー 

授業の前後に、質問等を受け付けます。自宅への電話でも受け付けます。番号は改めてお伝えします。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生命倫理学で考えること 
いのちに関わる問題をピックアップしてお

きましょう。 
 

2 いのちの「終わり」は誰が決めるのか 教科書第 1章を読んでおきましょう。  

3 安楽死事件と安楽死に伴う諸問題 
自分の考えをノートに記録しておきましょ

う。 
 

4 安楽死・尊厳死を語る前に 
言葉のポリティクスに注意を払いましょ

う。 
 

5 子どもの医療は誰が決めるのか 教科書第 2章を読んでおきましょう。  



6 判断能力は誰が決めるのか 教科書第 3章を読んでおきましょう。  

7 人の心を支えるもの 
自分の支えが何かを考え直してみましょ

う。 
 

8 いのちの「質」は誰が決めるのか 教科書第 4章を読んでおきましょう。  

9 いのちの「始まり」は誰が決めるのか 教科書第 7章を読んでおきましょう。  

10 生殖医療の諸問題――出生前診断を中心に 
自分の考えをノートに記録しておきましょ

う。 
 

11 
生殖医療の諸問題――受精卵等の研究利用

を中心に 

自分の考えをノートに記録しておきましょ

う。 
 

12 双子の生死は誰が決めるのか 教科書第 5章を読んでおきましょう。  

13 いのちの「優先順位」は誰が決めるのか 教科書第 6章を読んでおきましょう。  

14 いのちと時間について 
自分の考えをノートに記録しておきましょ

う。 
 

15 人体実験からインフォームドコンセントへ 
自分の考えをノートに記録しておきましょ

う。 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①毎授業の「振り返り（ミニレポート）」。〈DP③〉 授業の内容が反映されていること。       ②学期末

の「レポート」。〈DP③〉 調べた内容が客観的にまとめられていること。 自分の考察が書かれているこ

と。 

 

① 約

50%②

約 50% 



授業科目名 哲学 (放射線) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング LA20017 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 哲学における重大な問題の一つである「懐疑論」をテーマにして、われわれは何をどのような仕方で正し

く認識できるのか・知ることができるのかについて学んでいく。 「哲学」のもともとの意味合いは、「知を

愛すること」である。人間にとっての「知識」「知恵」がどのようなものであるのか、あるいはどのような仕

方でそれらをわれわれは手に入れることができるのか、は哲学における大きな問題の一つである。どのよう

な分野であれ、何らかの学問をやっていく上でこの問題は避けて通れないものである。このような問題系は

一般には認識論・知識論と呼ばれている。 この授業ではこの認識論・知識論という問題について、「懐疑論」

というものを手掛かりに考察を深めていきたい。物事を正しく捉えようとするときに、様々な側面からその

対象を疑うという作業は必須のものであろう。哲学における「懐疑論」はその「疑う」という作業を徹底的に

行ってみたらどうなるか、が中心テーマとなる。加えてそれらの議論を踏まえた上で、自然科学的な知識は

どのような仕方で正当化されるのかについても考察する。今回は特に現代科学の直接的な源流である 17 世紀

の自然科学について論じる。 

 

学修目標 

１．ヘレニズム時代の古代懐疑主義が、どのような背景で生まれ、その内容・独自性が何であるかを充分に理解する

ことができる。<DP③>２．近代において復活した古代懐疑主義が近代においてどのように受容され、改変されていっ

たのかを充分に理解することができる。具体的にはモンテーニュの信仰主義、デカルトの方法的懐疑を充分に理解す

ることができる。<DP③>３．極端な懐疑の論理構造がいかなるものであるのかを、ウィトゲンシュタインの思想を手

掛かりに、批判的に充分に理解することができる。<DP③>４．近代の自然科学的知識がどのように成立していったの

かを、17世紀に活躍したデカルトやニュートンの思想を参照することを通じて、充分に理解することができる。<DP③>

５．近代以降の自然科学が発展するにあたって、その方法論がどのようなものであったのかを充分に理解することが

できる。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代では何の疑いもなく受け容れられている思想も、過去に様々な変遷をたどってきている。この授業で

はそのような思想のダイナミズムの一端を感じ取ってもらいたい。 「哲学」および「懐疑論」におけるさま

ざまな思想を習得するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授

業では予習として前回までの授業内容を充分におさらいして受講することが求められる。また評価方法に記

してあるように、授業中に不定期で小テストを行うが、その設問内容は当日の授業だけでなく、それ以前の

授業内容を踏まえたものであるので、毎回の予習・復習を怠らないようにすること。小テストについては、

行った回の次回以降で授業中にコメントをするので、それも踏まえて授業内容のより深い理解に努めること。 

他の受講者の迷惑になるので、私語は厳禁。ひどい場合は成績評価においてペナルティを与える。 

 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 



 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ガイダンス：講義全体の趣旨・概要と成績評

価などについて説明。講義の導入としてソ

クラテスの哲学を紹介する。 

（予習）「哲学」および「懐疑論」について

のイメージを自分なりに考えてお

くこと。（2 時間）（復習）レジュメ

プリント・資料プリントに目を通

し、授業内容に対する理解を深めて

おくこと。（2時間） 

 

2 

ソクラテスの哲学：「哲学」とはどういう営

みかについて、前回に引き続き、ソクラテス

を紹介しつつ論じる。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
ヘレニズム時代の思想①：懐疑論とはそも

そも何か？ およびストア主義の思想。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 

ヘレニズム時代の思想②：古代懐疑主義の

思想。ピュロン、アルケシラオス、アイネシ

デモス、アグリッパなど。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 

近代の懐疑主義的思想①：モンテーニュに

おけるピュロン主義、およびデカルト思想

の全体像。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
近代の懐疑主義的思想②：デカルトの方法

的懐疑その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 
近代の懐疑主義的思想③：デカルトの方法

的懐疑その２。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 
懐疑論に抗して：ウィトゲンシュタインの

思想。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その①：デカルトの自然学その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

10 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その②：デカルトの自然学その 2、お

よびデカルトにおける心身問題その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

 



プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解努めること。（2時間） 

11 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その③：デカルトにおける心身問題

その２。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

12 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その④：デカルトの自然学とニュー

トン物理学、および近代における自然科学

と形而上学との関係。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

13 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その⑤：近代における自然科学の方

法論（帰納法）。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

14 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その⑥：近代における自然科学の方

法論（仮説演繹法）。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ

せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

① 期 末

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト



月以上前の講義中に通知する。 

 

50％ 



授業科目名 社会福祉学 (放射線) 

主担当教員 掛川 直之 担当教員 掛川 直之 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

〈貧困〉という問題をつうじて、社会福祉の基礎を学ぶ。社会福祉にかんする考え方、制度、課題等につい

て、時事的な問題や映像素材などをとおして、医療との関係にも留意しながら具体的に学んでいく。一方通

行にならないように、受講生の意見を聴いたり、グループワークをとりいれるなど、できるだけ退屈になら

ないような参加型の講義を心がける。 

 

学修目標 

日本社会に生起するさまざまな社会（福祉）問題とその背景について、社会福祉の観点から理解することで、その解

決に向けて自分の考えを自分のことばで説明できるコメディカルとなることを目標とする。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義の進め方や成績評価の方法等の詳細については、初回の授業において説明する。なお、講義毎に、質問

や感想を記したコミュニケーションペーパーの提出を求める。ここで出された質問等については、次回の講

義の冒頭で解説をくわえる。 

 

教科書 

毎回の講義においてレジュメを配布する。 

 

参考書 

岩田正美『社会福祉への招待』（放送大学教育振興会、2016 年）金子充『入門 貧困論：ささえあう／たすけ

あう社会をつくるために』（明石書店、2017 年）掛川直之『犯罪からの社会復帰を問いなおす：地域共生社会

におけるソーシャルワークのかたち』（旬報社、2020 年） 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の前後、あるいはメール等にて質問等を受け付ける。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

〔オリエンテーション〕貧困問題から社会

福祉を考える：あなたはどんな「溜め」をも

っている？ 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

2 

〔社会福祉の基本①〕社会（福祉）問題の見

方を身につける：ワードがワールドをつく

る 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

3 
〔社会福祉の基本②〕自助・共助・公助？：

人間はひとりでは生きられない 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 



4 
〔社会福祉の基本③〕社会保障のしくみ：国

や自治体の役割を考える 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

5 

〔社会福祉の基本④〕ドラマ『サイレント・

プア』から考えるソーシャルワーク：ソーシ

ャルワーカーと連携していくために 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

6 
〔社会福祉の分野①〕拡大する高齢者の貧

困：地域包括ケアシステムについて考える 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

7 
〔社会福祉の分野②〕病気や障害をもつ人

と貧困：適切な医療を受けるために 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

8 

〔社会福祉の分野③〕女性やマイノリティ

は貧困に陥りやすい？：ジェンダーについ

て考える 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

9 
〔社会福祉の分野④〕子どもの貧困も自己

責任？：成長発達の権利 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

10 

〔社会福祉の分野⑤〕漫画『健康で文化的な

最低限度の生活』から考える生活保護制度：

生きるための最後の砦 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

11 

〔社会福祉の分野⑥〕映画『わたしは、ダニ

エル・ブレイク』から考える生活保護受給と

バッシング：差別と偏見の背後にある誤解 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

12 

〔社会福祉の応用①〕釜ヶ崎とホームレス

問題：医療・保健・福祉の機能が集約された

逃れのまち 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

13 

〔社会福祉の応用②〕どうして〈犯罪者〉に

福祉が必要なの？：貧困・社会的排除のスパ

イラル 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

14 
〔社会福祉の応用③〕社会の〈障害〉をみつ

ける：社会を変えることはできるのか？ 

＜予習・復習 各 2時間＞今回の講義内容に

ついて見直し、次回の講義テーマに

ついて調べる 

 

15 
〔社会福祉の応用④〕医療と福祉はつなが

っている：第 1回～第 14 回のまとめ 

＜予習・復習 各 2時間＞本講義全体を見直

す 
 

16    
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成績評価方法と基準 割合 



①定期試験<DP③>②コミュニケーションペーパー<DP③> 

 

①70%

②30% 



授業科目名 東洋史概説 (放射線) 

主担当教員 重信 あゆみ 担当教員 重信 あゆみ 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

古代より人類は多くの活動を連携して行ってきた。その積み重ねが歴史である。そして、現在の医療には、

チーム力が必須であり、そのためにはどのようにチームに貢献していくのかを各人が考えていく必要がある。

人間活動の痕跡である歴史は、人間関係の構築を知る格好の材料である。歴史を俯瞰的にみることにより、

チームに貢献するための人間力を向上させる。 

 

学修目標 

中国文化の基盤となっている歴史、思想を理解する。中国の思想には「いかに生き抜くか」が根底にある。その中で、

諸子百家と呼ばれる人々は多くの思想を生み出し、広めてきた。思想やその背景となる歴史を人間関係の構築という

観点からみることにより、チームに貢献するための「行動」について考える力を養う。また、生の先にある死に対す

る考え方を図像や文献を通して学んでいく。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．配付された資料には必ず目を通すこと。2．出席は重視する。3．疑問点は大切にし、解決に向けて行動す

ること。 

 

教科書 

プリントを配布する。 

 

参考書 

マイケル・ピュエット／クリスティ―ン・グロス＝ロー著 熊谷淳子訳『ハーバードの人生が変わる東洋哲

学』早川書房 2016 年 

 

研究室／オフィスアワー 

授業後、非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 教科科目のガイダンス 
＜予習・復習 各 2時間＞半期でする時代の

流れを復習すること 
 

2 死生観のあらわれ 
＜予習・復習 各 2時間＞中国の墓の壁画を

通じて、死生観を学ぶ 
 

3 孔子の理想とした西周 
＜予習・復習 各 2時間＞西周の遺物を中心

に文化・歴史を学ぶ 
 

4 黄泉の国 「中国と日本の比較」 
＜予習・復習 各 2時間＞中国と日本の死後

の世界を図像を通して比較する 
 



5 孫子の兵法 

＜予習・復習 各 2時間＞孫子の兵法が三国

時代や現在にまで影響を及ぼして

いることを学ぶ 

 

6 古代中国における病気の退散方法 

＜予習・復習 各 2時間＞古代中国の人々は

病気の原因を何に求めたのか、そし

て、それを退散させるには、どのよ

うに考えていたのかを考える。 

 

7 道教の神「西王母」 

＜予習・復習 各 2時間＞不老長寿の神であ

る西王母について学ぶ。西王母は古

来より現在に至るまで信仰されて

いる神である。なぜ、ひとびとは、

不老長寿を追いかけるのか。西王母

の変遷を通じて考える。 

 

8 張目吐舌 

＜予習・復習 各 2時間＞ひとびとは生き抜

くためにあらゆる手段を講じた。そ

のなかでも悪霊から自身を守るた

めに魔除けをつくる。その共通点が

「張目吐舌」である。東西交渉を通

じて伝えられた「「張目吐舌」につい

て考える。 

 

9 「精」「気」「神」 

＜予習・復習 各 2時間＞「精」「気」という

人にとって基本となる思想につい

て触れる。ほんとうの元気とは何か

について考える。 

 

10 老子 「道」 

＜予習・復習 各2時間＞「柔は剛より強い」、

この思想を通して、どのように実践

されてきたのか、現在にどのように

実践していくのかを考える。 

 

11 科挙制度を学ぶ 

＜予習・復習 各2時間＞科挙制度を通じて、

古代中国における人材確保の仕方

を学ぶ。また、教育についても触れ

る。 

 

12 日本の中の中国① 
＜予習・復習 各 2時間＞日本における中国

の影響を学ぶ。 
 

13 日本の中の中国② 

＜予習・復習 各 2時間＞前講義につづき、

日本の中の中国の影響、そして、変

容を学ぶ。 

 

14 「癒し」 

＜予習・復習 各 2時間＞ストレス社会であ

る現在、さまざまな「癒し」がある。

各自の癒しついて考えてもらい、な

ぜ癒されるのかを科学的に検証し

ていく。 

 

15 思想と東洋医学 

＜予習・復習 各 2時間＞半期のまとめを行

う。ひとはなぜ「不老長寿」を追い

求めてきたのかをまとめを行いな

がら考えていく。 

 

16    
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25    
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成績評価方法と基準 割合 

①授業ごとの感想文<DP③>②レポート課題<DP③>③定期試験<DP③> 

 

①10%

②20%

③70% 



授業科目名 西洋史概説 (放射線) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 現代の日本社会においては、意識するしないに関わらず、様々な分野で西洋社会（ヨーロッパ諸国・北ア

メリカ）の影響を受けている。とりわけ江戸時代が終わり明治時代になって以降、政治・経済システムや文

化といった側面で、日本は多くのものを西洋社会から受け入れ、伝統的な日本社会に溶け込ませようとして

きた（それがうまくいった例もあれば、失敗に終わった例もあろう）。 本講義では、そのような点で重要な

ものである西洋社会の特色について、西洋の歴史を古代から現代まで概観していくことで、理解を深めてい

くことを目指したい。 西洋の歴史もかなり古く、数多くの重大な出来事が起こっているが、本講義ではそ

れらを網羅的に事細かく解説することは避け、いくつかのトピックに絞って西洋文化・社会の特徴を把握す

ることを試みる。例えば古代ギリシャ・ローマ文明、中世のキリスト教社会の成立、近代の様々な革命的な

出来事（科学革命・産業革命・政治革命）などである。 また本講義では西洋における自然科学史、特に医療

にかかわる歴史についても適時紹介し解説していきたい。現代の医療もまた様々な面で西洋文化の影響下に

あり、西洋において「医」の考え方がどのように変遷していったのかを理解することは、現代の医療を学ぶ

上でも重要な視点を与えてくれるだろう。 

 

学修目標 

１．現在の西洋社会の出発点ともいえる古代ギリシャ・ローマ文明の内実と特徴を理解することができる。<DP③>２．

現代の西洋社会においても重要な一部を成しているキリスト教が西洋中世においてどのように社会に浸透していっ

たのかを理解することができる。<DP③>３．ルネサンス期から近世にかけて、西洋社会で巻き起こった様々な変化を

理解することができる。具体的には宗教改革や、17 世紀の科学革命、18 世紀の啓蒙思想などの内実と特徴を理解す

ることができる。<DP③>４．近代から現代にかけて、西洋社会で巻き起こった様々な変化を理解することができる。

具体的には産業革命やフランス革命、アメリカの独立戦争や第一次・第二次世界大戦、東西冷戦などの内実と特徴を

理解することができる。<DP③>５．西洋の歴史において、医療についての考え方や医療技術がどのような変遷を経て

きたのかを理解することができる。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代の日本社会・文化においては、西洋社会・文化に由来するものが数多くあり、常識となっているもの

もあろう（逆に違和感があり馴染めないというものもあろう）。本講義では、そういったもののルーツとなる

ものを、西洋の歴史をたどって概観していくことで理解を深めてもらい、またそういったものについていろ

いろと考えを巡らせてみるきっかけとしてもらいたい。 西洋史におけるさまざまなトピックを充分に学修

するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授業では予習として

前回までの授業内容を充分におさらいして受講することが求められる。また評価方法に記してあるように、

授業中に不定期で小テストを行うが、その設問内容は当日の授業だけでなく、それ以前の授業内容を踏まえ

たものであるので、毎回の予習・復習を怠らないようにすること。小テストについては、行った回の次回以

降で授業中にコメントをするので、それも踏まえて授業内容のより深い理解に努めること。 他の受講者の

迷惑になるので、私語は厳禁。ひどい場合は成績評価においてペナルティを与える。 



 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 

 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

講義全体の趣旨・概要と成績評価などにつ

いて説明（ガイダンス）。また講義の導入と

して古代ギリシャの文化・社会について①。 

（予習）西洋社会・文化について自分がどう

いうイメージを抱いているのかを

考えておくこと。（2 時間）（復習）

レジュメプリント・資料プリントに

目を通し、授業内容に対する理解を

深めておくこと。（2時間） 

 

2 
古代ギリシャの文化・社会について②。およ

びヒポクラテスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
古代ローマの文化・社会について。およびガ

レノスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 
中世キリスト教社会の成立について①。お

よびアヴィケンナの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 
中世キリスト教社会の成立について②。お

よび「ペスト（黒死病）」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
ルネサンス、ルターの宗教改革、三十年戦争

について。および「解剖学」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 

１７世紀の西洋社会・文化について（近代的

な国家の形成過程や科学革命など）。および

ハーヴィの「血液循環論」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 

１８世紀の啓蒙思想について（モンテスキ

ュー、ルソー、アダム・スミスなどの思想）。

およびレーウェンフックの「顕微鏡」につい

て。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
産業革命とフランス革命について。および

パストゥールの「フラスコ」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時
 



間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

10 
ウィーン体制と国民国家の形成過程、帝国

主義について。および「X線装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

11 
アメリカ独立戦争とアメリカ合衆国の成立

について。および「天然痘」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

12 

第一次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（ロシア革命やヴェルサイユ体制な

ど）。および「人工心肺装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

13 

第二次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（世界大恐慌やファシズムの台頭な

ど）。およびクリックとワトソンの「二重ら

せん」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

14 

第二次世界大戦後の西洋社会・文化につい

て（冷戦とポスト冷戦など）。および「MRI ス

キャナー」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ ① 期 末



せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

月以上前の講義中に通知する。 

 

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト

50％ 



授業科目名 英会話 (放射線 B) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング LA20024 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

基本的な英語によるコミュニケーション能力を習得することを目的とする。英会話の基本的ルールである、

（１）主語の存在、（２）語順（主語・動詞、疑問文、疑問詞など）、（３）瞬発力、を意識しながら、日常生

活の中で、道を尋ねる、買い物をする、自己紹介をするなどといった他人と関わる際に最低限必要な会話力

を身につける。指定教科書は、日常生活についての表現を学べるものになっていて、語彙や表現を増やすた

めに活用する。教科書以外でもＣＤ教材やインターネットなどを利用し、リスニングや発音練習をしていく

予定である。 

 

学修目標 

・自己紹介ができる。<DP②>・最低限の日常会話ができる。<DP②> ・自分の考えを最低限伝えることができる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ペアワーク、グループワークなどによる会話の練習が多いため、積極的に授業に参加すること。前回の授業

の復習を必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Expressions for Everyday Actions: 日常動作を表す英語表現 (Hidehiko Konaka 著、南雲堂, 2019) 

 

参考書 

英和・和英辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 22 / 木曜日 3限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Getting to know each other 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Talking about interests 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about past experiences 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 



4 Talking about future events 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Describing what people look like 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 
Asking and talking about family and 

relatives 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Explaining where things are 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Talking about high school days 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Talking about 'if' 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 At restaurants and stores 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about Japanese things 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Giving your opinions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about physical condition 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review and oral exam 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①口頭試問<DP②>②授業参加態度<DP②>  ③その他プレゼンテーションや課題など<DP②>2/3 以上

の出席が必要。 

 

①30%

②40%

③30% 



授業科目名 英会話 (放射線 A) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20024 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

基本的な英語によるコミュニケーション能力を習得することを目的とする。英会話の基本的ルールである、

（１）主語の存在、（２）語順（主語・動詞、疑問文、疑問詞など）、（３）瞬発力、を意識しながら、日常生

活の中で、道を尋ねる、買い物をする、自己紹介をするなどといった他人と関わる際に最低限必要な会話力

を身につける。指定教科書は、日常生活についての表現を学べるものになっていて、語彙や表現を増やすた

めに活用する。教科書以外でもＣＤ教材やインターネットなどを利用し、リスニングや発音練習をしていく

予定である。 

 

学修目標 

・自己紹介ができる。<DP②>・最低限の日常会話ができる。<DP②> ・自分の考えを最低限伝えることができる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ペアワーク、グループワークなどによる会話の練習が多いため、積極的に授業に参加すること。前回の授業

の復習を必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Expressions for Everyday Actions: 日常動作を表す英語表現 (Hidehiko Konaka 著、南雲堂, 2019) 

 

参考書 

英和・和英辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 22 / 木曜日 3限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Getting to know each other 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Talking about interests 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about past experiences 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 



4 Talking about future events 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Describing what people look like 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 
Asking and talking about family and 

relatives 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Explaining where things are 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Talking about high school days 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Talking about 'if' 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 At restaurants and stores 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about Japanese things 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Giving your opinions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about physical condition 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review and oral exam 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①口頭試問<DP②>②授業参加態度<DP②>  ③その他プレゼンテーションや課題など<DP②>2/3 以上

の出席が必要。 

 

①30%

②40%

③30% 



授業科目名 医学英語 (放射線) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング LA20025 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療従事者に必要な英語のコミュニケーション能力を身につけるため、臨床現場で患者の主訴等の発話を正

確に理解したり、患者に正確な指示を伝えたりするために必要となる表現や語彙を習得する。また、医学関

連の文献や論文、その他情報の収集方法と論文の構成を習得し、専門分野における最先端の研究情報を得る

ためのスキルを身につける。将来医療従事者となる皆さんに、ぜひ受講をお勧めする。 

 

学修目標 

最低限患者とコミュニケーションがとれる。<DP②>最低限の医学用語が理解できる。<DP②>医学分野の英語の論文が

どのような構成になっているのか理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。 宿題や予習（特にリーディング）は必ずしてから授業に臨むこと。携帯電

話の使用、私語は慎むこと。 

 

教科書 

実践看護英語（竹林修一、英宝社、2014） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
Introduction / Medical terminology / 

Getting to know the patients 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

2 Getting to know the patients 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

3 Getting to know the patients 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと 

4 Getting to know the patients 4 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

5 Examination 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

6 Examination 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

7 Instructing medication 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

8 Treating the patients 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

9 Treating the patients 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

10 Treating the patients 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

11 
Operation / Pubmed について、論文の構成

について 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

12 
Pregnancy / Articles on Radiological 

Sciences 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

13 
In the hospital / Articles on 

Radiological Sciences 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

14 
Emergencies / Articles on Radiological 

Sciences 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

15 Living a healthy life / Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テスト<DP②>プレゼンテーションおよびその他課題<DP②> 授業参加態度<DP②>2/3 回以上の出席

が必要。 

 

30%40% 

30% 



授業科目名 基礎英語演習 (放射線) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20026 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC500点相当の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 1 Travel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 品詞①：名詞（可算名詞・不可算名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 2 Dining Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 品詞②：形容詞（名詞修飾、補語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 



5 Unit 3 Media 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 品詞③：副詞（動詞・形容詞修飾） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 4 Entertainment 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 時制（現在・過去・未来・現在進行形） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 5 Purchasing 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 3 単現の s（修飾語句を伴う主語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 6 Clients 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 能動態・受動態（感情を表す表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Unit 7 Recruiting 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
動詞の後ろの動名詞・不定詞（前置詞の後ろ

の動名詞、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①確認テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②60% 



授業科目名 応用英語演習 (放射線) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20027 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC550点相当程度の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019)（前期に基礎英語演習を履修した者は、再度購入する必要はありません） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 8 Personnel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 代名詞（主格・所有格・目的格・所有代名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 9 Advertising 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 比較（比較級、最上級、as ... as） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

 



こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

5 Unit 10 Meetings 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 前置詞（理由・譲歩・時、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 11 Finance 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 接続詞（理由・譲歩・時） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 12 Offices 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 前置詞・接続詞対比 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 13 Daily Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 関係代名詞（主格・所有格・目的格） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 
Unit 14 Sales & Marketing 語彙①（名詞・

形容詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Unit 15 Events 語彙②（動詞・副詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>③Review Test<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②20%

③40% 



授業科目名 医療コミュニケーション (放射線) 

主担当教員 船橋 正夫 担当教員 船橋 正夫／西浦 素子 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 医療現場において、医療の専門性を発揮し、患者に適切な医療を行うためには患者とのコミュニケーショ

ンは欠かすことができない。また、他の 医療従事者と連携をして患者の治療にあたることが求められるが、

コミュ ニケーションは連携のための重要な手段１つである。本講義では、患者や医療従事者とコミュニケー

ションをとるために必要な知識、技術を教授する。 

 

学修目標 

１． 人に共感し、人に物事を伝えるというコミュニケーションの基本を理解する。２． 医療におけるコミュニケ

ーションの特徴を理解する。３． 放射線部門でのコミュニケーションのあり方を学ぶ。４． グループワークを通

じてコミュニケーションを実践し、成果をプレゼンテーションし人に伝える。〈DP②③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

コミュニケーション能力は医療だけにかかわらず社会人として求められる基本能力であり、チーム医療の一

員として貢献するための重要な要素であるため、真摯に取り組んでほしい。 

 

教科書 

1. 診療放射線技術上巻 小塚隆弘 南江堂 978-4-524-26324-0  （購入済み） 

 

参考書 

診療放射線技師 プロフェッショナルガイド 東村享治 文光堂 978-4-8306-4220-3 新医用放射線科学講

座 放射線画像技術学 小水満 医歯薬出版 978-4-263-20644-7 （他講義で教科書として使用予定） 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5 階 研究室 4   月～木曜日授業時間以外。金曜日不在。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医療コミュニケーションの概念 

予習：医療コミュニケーションについて教

科書（p1-5）を調べる。復習： 講義

の内容をまとめる 

船橋 

2 
医療コミュニケーションの実際グルプワー

クによるコミュニケーションの実践。 

予習：前回講義内容を確認する復習：グルー

プワークの内容をまとめる 

船橋西

浦今井

山畑 

3 

一般撮影領域（乳房検査含む）のコミュニケ

ーション血管撮影領域におけるコミュニケ

ーション 

予習：講義分野の内容を調べる復習：講義の

内容をまとめる 

今井西

浦 

4 CT,MRI 検査におけるコミュニケーション 
予習：講義分野の内容を調べる復習：講義の

内容をまとめる 
山口 

5 
放射線治療におけるコミュニケーション核

医学検査におけるコミュニケーション 

予習：講義分野の内容を調べる復習：講義の

内容をまとめる 

奥村垣

本 



6 グループワーク 
予習：これまでの講義内容を確認する復習：

グループワークの内容をまとめる 

船橋西

浦山畑 

7 グループワーク、発表用 PPT 作成 
予習：発表内容を準備する復習：他グループ

の内容を確認する 

船橋西

浦山畑 

8 グループワーク発表 総括 

予習：発表内容を準備する復習：医療コミュ

ニケーションの講義全体について

まとめる 

船橋西

浦

山

畑 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．平常評価 50% 講義前の予習、グループワーク中の態度、主体性、協調性、貢献度を評価する 2．レ

ポート評価 50%  考察を重視する 2/3 以上出席することを原則とする ＜DP②③＞ 

 

1.50 ％

2.50％ 



授業科目名 チーム医療論 (放射線) 

主担当教員 奥村 雅彦 担当教員 

奥村 雅彦／増山 祥子／角田 

晃啓／中根 征也／国宗 翔／外

村 昌子／脇 英彦／藤江 建朗

／由利 禄巳／船橋 正夫／西浦 

素子／山本 浩一 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

チーム医療とは，「医療に従事する多様な医療スタッフが，各々の高い専門性を基に，目的と情報を共有し，

業務を分担しつつも互いに連携・補完し合い，対象者（患者・利用者）の状況に的確に対応した医療を提供す

ること」である。医療の高度化・細分化に伴い，医療スタッフの知識・技術の向上は必須である。さらに，質

が高く，安心・安全な医療の提供を対象者やその家族から求められるようになってきている。このように質

の高い医療等を提供するには一人一人の医療スタッフの専門性を高め，その専門性に委ねつつも，各スタッ

フが協働し，それらの専門性をチーム医療によって統合することが不可欠である。本学は 7 つ学科を擁する

医療系総合大学である。本授業ではその強みを活かし，チーム医療の構成となる他職種の理解を深める。さ

らに実際の症例検討を通じて，他職種と診療放射線技師がどのように連携する必要があり，またどのように

チーム医療が実践されているのかを理解・経験する。 

 

学修目標 

1） 医療専門職種が理解（職能・役割等）できる。 DP②③2） 対象者・疾患におけるチーム医療の重要性を理解す

る。DP② 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1） 授業中の私語，携帯電話使用などには厳しく対処する。2） 疑問点を大切にし，常に自己で調べたり，質

問したり解決する行動をとること。3） グループ討論を行うときには，積極的に発言すること。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特に指定しない 

 

研究室／オフィスアワー 

都度，指示する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
イントロダクションチーム医療論の授業の

進め方チーム医療とは？ 

予習：診療放射線技師の専門性（職能・役割

等），チーム医療の重要性について，

自分の考えをまとめておくこと。復

奥村西

浦山本 



習：チーム医療の重要性について理

解する。 

2 医療系専門職種の理解｜1【看護師】 

予習：本学看護学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で看護師の仕事につい

て調べておくこと。復習：看護師の

職能や役割を理解し，診療放射線技

師との接点を理解する。 

吉村 

3 医療系専門職種の理解｜2【理学療法士】 

予習：本学理学療法学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で臨床検査技師の

仕事について調べておくこと。復

習：理学療法士の職能や役割を理解

し，診療放射線技師との接点を理解

する。 

中根 

4 医療系専門職種の理解｜3【作業療法士】 

予習：本学作業療法学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で作業療法士の仕

事について調べておくこと。復習：

作業療法士の職能や役割を理解し，

診療放射線技師との接点を理解す

る。 

由利 

5 医療系専門職種の理解｜4【臨床検査技師】 

予習：本学臨床検査学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で臨床検査技師の

仕事について調べておくこと。復

習：臨床検査技師の職能や役割を理

解し診療放射線技師との接点を理

解する。 

関根 

6 医療系専門職種の理解｜5【臨床工学技士】 

予習：本学臨床工学科のカリキュラムに目

を通しておく。また，本学ホームペ

ージ（以下，HP）の「まるわかり 医

療の仕事図鑑」で臨床工学技士の仕

事について調べておくこと。復習：

臨床工学技士の職能や役割を理解

し診療放射線技師との接点を理解

する。 

藤江大

久保 

7 医療系専門職種の理解｜6【鍼灸師】 

予習：本学鍼灸学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で鍼灸師の仕事につい

て調べておくこと。復習：鍼灸師の

職能や役割を理解し，診療放射線技

師との接点を理解する。 

増山 

8 医療系職種専門の理解｜7【医師】 

予習：医師の仕事について調べておくこと。

復習：医師の職能や役割を理解し，

診療放射線技師との接点を理解す

る。 

 

9 グループワークのための 3 症例ガイダンス 

予習：診療放射線技師の職能・役割等を再確

認しておく。復習：各グループで与

えられた症例に関する調査計画を

立てておく。 

奥村西

浦山本 

10 グループワーク；プロセスマップの検討 

予習：プロセスマップの計画を立てる。復

習：プロセスマップの進捗状況を把

握しておく。 

奥村西

浦

山

本 

11 グループワーク；各症例に関する調査報告 

予習：症例に関する診療と医療チームにつ

いて確認しておく。復習：症例を通

してチーム医療内での診療放射線

奥村西

浦

山



技師の役割，チーム医療の重要性を

理解する。 

本 

12 グループワーク；プロセスマップの作成 

予習：各症例に対する診療放射線技師の職

能・役割等を再確認しておく。復習：

症例を通してチーム医療内での診

療放射線技師の役割，チーム医療の

重要性を理解する。 

奥村西

浦

山

本 

13 
チーム医療の実際【教員による Case 

Conference】 

予習：各医療スタッフの専門性（職能・役割

等）について再確認しておく。復習：

教員による Case Conference を通

じ，チーム医療での診療放射線技師

の役割を理解し，チーム医療の重要

性を理解する。 

 

14 グループワーク報告 1（G1-G6） 

予習：これまでの授業を復習しておく。復

習：各症例での診療放射線技師の役

割とチーム医療の重要性について

まとめる。 

奥村西

浦

山

本 

15 グループワーク報告 2（G7-G12） 

予習：これまでの授業を復習しておく。復

習：各症例での診療放射線技師の役

割とチーム医療の重要性について

まとめる。 

奥村西

浦

山

本 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①「チーム医療における医療系専門職種（他職種）の理解」授業後レポート②最終レポート＊レポートは，

事前に配布する「森ノ宮医療大学 コモンルーブリック」を利用して評価します。＜DP②③＞ 

 

①50 ％

②50％ 



授業科目名 IPW 論 (放射線) 

主担当教員 西浦 素子 担当教員 
西浦 素子／山畑 飛鳥／大橋 

明日香／栗山 巧／小縣 裕二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各学科において、他学科の連携や知識・技術に触れることを目的に看護学・鍼灸学・作業療法学・臨床検査

学・臨床工学・放射線技術学および理学療法学を学び、IPW（Interprofessional Work = 専門職連携）を 7学

科協働で演習形式にて実践する。2年次後期「チーム医療論」で学んだ各分野の特徴やチーム内での役割とそ

の専門性を理解しつつ、看護・鍼灸・作業療法・臨床検査・臨床工学・診療放射線・理学療法の各分野で共通

する疾患や障害を基に、IPW の実際について、討議・経験・学修する。 

 

学修目標 

各分野の専門性を理解しつつ、実際の症例を基にIPWを経験し、チーム医療の実践に求められる豊かな感性と倫理観

を養う。＜DP②③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語、メールなどには厳しく対処する。2）疑問点を大切にして常に自己で調べて解決するよう

に行動すること。3）出席は 2/3 以上を必要とし、その基準を満たした者について成績評価を行う。＊質問が

あれば、直接研究室にお越しください。また、MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも構いませ

ん。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

必要であれば、各自準備すること 

 

研究室／オフィスアワー 

都度、指示する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【復習】チーム医療の実際（各学科教員によ

る Case Conference）症例提示におけるアプ

ローチ立案とその考察｜1 

予習：各分野の専門性について復習し、Case 

Conference を再度視聴しておく。診

療放射線技師の役割を再確認して

おく。（2時間）復習：立案したアプ

ローチを各分野に説明できように

準備をしておく。（2時間） 

 

2 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察｜2 

予習：診療放射線技師の役割を再確認して

おく。（2時間）復習：立案したアプ

ローチを各分野に説明できように

準備をしておく。（2時間） 

 



3 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察｜3 

予習：診療放射線技師の役割を再確認して

おく。（2時間）復習：立案したアプ

ローチを各分野に説明できように

準備をしておく。（2時間） 

 

4 IPW｜1（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

5 IPW｜2（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

6 IPW｜3（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

7 IPW｜4（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性についての復習をし

ておく。（2時間）復習：IPW で討議

したことをまとめておく。（2時間） 

 

8 IPW｜5【プレゼンテーション】 

予習：プレゼンテーションの準備。（2時間）

復習：IPW や発表で得たことをまと

めておく。（2時間） 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

プレゼンテーション（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP②③④＞ 出席は 2/3 以上を必要と

し、その基準を満たした者について成績評価を行う＊プレゼンテーション終了後に総評を伝える。 
1 



授業科目名 健康管理学Ⅰ (放射線) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病の危険因子が明らかにされつつある。危険因子を多く有する人は疾患に罹患する確率が高

くなることから、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、運動不

足の健康への影響を学び、ライフステージに応じた健康づくりのための身体活動基準、目的に応じた効果的

なトレーニング法の原理・原則を学修する。特に、有酸素性運動の健康上の必要性を学び、運動処方の条件

（強度・時間・頻度）に関する知識を養う。また、運動強度の指標を理解し、ウオーミングアップとクーリン

グダウン、及びレジスタンス運動を含めた、運動処方プログラムの構成についても学修する。 

 

学修目標 

1．健康管理と疾病の予防に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康づくりのための運動に

必要な知識、生活習慣病予防に役立つ基礎知識を説明できる。3．健康管理のための正しい知識を身につけ、健康の

保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①寝ない ②喋らない ③内職しない ④スマホを触らない以上のルールを守って熱心に学習して下さい。 

 

教科書 

特にありません。 

 

参考書 

健康・スポーツ科学の基礎（出村愼一監修・杏林書院）健康・スポーツ科学テキスト トレーニング科学（北

川薫編集・文光堂）特定健診・保健指導に役立つ 健康運動指導マニュアル（佐藤祐造編集・文光堂）、他 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前は非常勤講師室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理について １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

2 健康管理について ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

3 生活習慣病と運動 １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

4 生活習慣病と運動 ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

5 生活習慣病と運動 ３ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

6 トレーニングの基礎知識 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 



7 全身持久力トレーニングについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

8 筋持久力・筋力トレーニングについて １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

9 筋持久力・筋力トレーニングについて ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

10 パワートレーニングについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

11 
トレーニングでの注意点 １ウォームアッ

プとウォームダウン １ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

12 
トレーニングでの注意点 ２ウォームアッ

プとウォームダウン ２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

13 
トレーニングでの注意点 ３オーバーエク

ササイズによる身体的の問題 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

14 
トレーニングでの注意点 ４障害を予防す

るためのアイシング 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

15 講義全体のまとめ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②授業ごとの小テスト・課題提出・全授業のうち 2/3 以上の出席が必要 

 

①70%

②30% 



授業科目名 健康管理学Ⅱ (放射線) 

主担当教員 伊黒 浩二 担当教員 伊黒 浩二 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病だけでなく、加齢に伴う生活機能低下を防ぐ対策が重要課題となってきている。健康寿命

を延伸するために、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、疾病

構造の変化と身体活動・運動不足の関連性、身体運動のメカニズム、および健康度の一つの尺度となる体力・

日常動作について理解を深めると同時に、第一次予防の視点に立って運動が健康づくり、特に生活習慣病予

防・介護予防に役立つ根拠について学修する。生活習慣病とロコモ―ティブシンドロームを予防し、健康寿

命を延伸するための理論、並びに具体的な実践方法についても理解を深める。 

 

学修目標 

1．生活習慣病・加齢に伴う生活機能低下に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康寿命の

延伸に必要な基礎知識、生活習慣病予防・介護予防に役立つ健康づくり運動の知識を説明できる。3．健康管理のた

めの正しい知識を身につけ、健康の保持増進に役立てることができる。〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①寝ない ②喋らない ③内職しない ④スマホを触らない以上のルールを守って熱心に学習して下さい。 

 

教科書 

特にありません 

 

参考書 

健康・スポーツ科学の基礎（出村愼一監修・杏林書院）健康・スポーツ科学テキスト トレーニング科学（北

川薫編集・文光堂）特定健診・保健指導に役立つ 健康運動指導マニュアル（佐藤祐造編集・文光堂）、他 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前は非常勤講師室にいます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理について １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

2 健康管理について ２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

3 中高年者の身体的特徴と運動 １ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

4 骨粗鬆症と運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

5 変形性関節症と運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

6 
生活習慣病と運動 １メタボリックシンド

ローム 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 



7 生活習慣病と運動 ２高血圧症 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

8 生活習慣病と運動 ３糖尿病 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

9 生活習慣病と運動 ４高脂血症 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

10 生活習慣病と運動 ５虚血性心疾患 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

11 有酸素エクササイズについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

12 レジスタンスエクササイズについて 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

13 
ウォームアップとウォームダウンについて 

１ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

14 
ウォームアップとウォームダウンについて 

２ 

予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

15 講義全体のまとめ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験 ②授業ごとの小テスト・課題提出授業の 2/3 回以上の出席が必要〈DP③〉 

 

①70%

②30% 



授業科目名 栄養学 (放射線) 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 森 美侑紀 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

栄養素の種類や働きを学び、消化吸収と代謝経路およびその調節系を理解する。 

 

学修目標 

1) 三大栄養素（糖・脂質・タンパク質）の消化吸収・代謝の基礎を説明できる。<DP③> 2) 食事摂取基準および身

体活動に応じた消費エネルギー算出の理論を説明できる。<DP③> 3) ビタミンの作用と欠乏症について説明できる。

<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書を中心に講義を行いますが、板書内容や配布資料も参考にして理解を深めてください。 

 

教科書 

『イラスト基礎栄養学』大口健司 他著/東京教学社 

 

参考書 

系統看護学講座 栄養学 人体の構造と機能 ③ 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 14 研究室/火曜日・水曜日以外の 17:00～19:00 その他、質問等あればいつでもお越しください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 栄養の概念 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

2 食物の摂取 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

3 消化・吸収と栄養素の体内動態① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

4 消化・吸収と栄養素の体内動態② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

5 タンパク質の栄養 
予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ
 



て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

6 炭水化物の栄養① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

7 炭水化物の栄養② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

8 脂質の栄養 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

9 ビタミンの栄養① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

10 ビタミンの栄養② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

11 ミネラル（無機質）の栄養 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

12 水・電解質の栄養的意義 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

13 エネルギー代謝① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

14 エネルギー代謝② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も併せて

振り返りを行うこと。予習復習を各

2時間行うこと。 

 

15 全体のまとめと振り返り 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験<DP③>小テスト・レポート課題・問題に関しては必要に応じて解説する。 

 
①100% 



授業科目名 身体運動科学 (放射線) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／杉本 圭／松尾 浩

希 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

運動・身体活動が身体にもたらす生理学的な反応やメカニズム、適切な運動やその他の身体活動を効果的ま

た安全に実施する方法および運動療法の実施について学修する。 

 

学修目標 

１．運動が身体にもたらす生理学的な反応やメカニズムについて理解し、具体的に述べることができる。【DP③】２．

適切な運動やその他の身体活動を効果的また安全に実施する方法について理解し、具体的に述べることができる。

【DP③】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．シラバスに明記されている予習復習を必ず行うこと。２．必要出席回数は、授業回数の 4/5 以上とする。

３．授業が実技形式の場合には、ジャージ上下、および本学指定の上履きを着用して参加すること。４．運

動・身体活動に関わる学問であり、解剖学・生理学・運動学の復習が必要です。５．質問等があれば、授業後

に直接研究室に来る、もしくは MORIPA クラスプロファイル「Q＆A」から連絡ください。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

杉本圭：E棟 4 階  研究室 7／木曜日 4・5時限目（時間は事前に相談してください）松尾浩希：E棟 4階 共

同研究室／金曜日 5時限目以降（時間は事前に相談してください）中根征也：E 棟 4階 研究室 19／木曜日 4

時限目以降（時間は事前に相談してください） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
なぜ、運動が必要なのか？-運動を無理なく

続けられる秘訣を探ってみよう！- 

予習：身体にとって運動が必要な理由につ

いて考えておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、運動が必要な理由

について理解する。（2時間） 

中根 

2 
運動と傷害-やりすぎは NG！過度な運動は

逆効果- 

予習：運動時に発生する外傷と障害の原因

について確認しておく。（2 時間）復

習：授業内容をまとめ、運動時に発

生する外傷と障害の違いを理解す

松尾 



る。（2時間） 

3 
筋肉はどのように収縮するのか？-運動で

用いられる骨格筋について学ぼう！- 

予習：骨格筋の構造と収縮の仕組みについ

て確認しておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、運動が骨格筋に及

ぼす影響について理解する。（2 時

間） 

杉本 

4 
運動時の生理機能は？-運動による身体の

反応について学ぼう！- 

予習：運動時の生理機能について確認して

おく。（2時間）復習：授業内容をま

とめ、運動時の生理機能について理

解する。（2時間） 

中根 

5 
セルフチェック①-まずは自分の身体に目

を向けてみよう！- 

予習：身体組成に関わる評価方法について

確認しておく。（2時間）復習：授業

内容をまとめ、評価結果と効果的な

運動療法の実践について理解する。

（2時間） 

中根 

6 
ストレッチングの基礎と実際-使えていな

い関節を探してみよう！- 

予習：ストレッチングの種類、生理学につい

て確認しておく。（2時間）復習：授

業内容をまとめ、ストレッチングが

運動に及ぼす影響について理解す

る。（2時間） 

松尾 

7 
有酸素運動の基礎と実際-効率の良い走り

方とは？- 

予習：有酸素運動はどのような運動が当て

はまるのかを確認しておく。（2 時

間）復習：授業内容をまとめ、有酸

素運動が身体に及ぼす影響につい

て理解する。（2時間） 

中根 

8 
無酸素運動の基礎と実際-筋肉量が増える

のは良いことか？- 

予習：無酸素運動は、どのような運動が当て

はまるのかを確認しておく。（2 時

間）復習：授業内容をまとめ、無酸

素運動が身体に及ぼす影響につい

て理解する。（2時間） 

杉本 

9 運動と環境-運動すると体温はどうなる？- 

予習：熱産生と熱放散について確認してお

く。（2時間）復習：授業内容をまと

め、運動時における体温調節反応、

脱水、水分補給について理解する。

（2時間） 

松尾 

10 
運動の強度はどう決めるのか？-自分に合

った強度を見つけよう！- 

予習：運動の強度の決め方について確認し

ておく。（2時間）復習：授業内容を

まとめ、運動の強度の決め方につい

て理解する。（2時間） 

松尾 

11 
運動と栄養・食生活-運動時、あなたなら何

を食べますか？- 

予習：栄養素の役割および食事バランスガ

イドを確認しておく。（2時間）復習：

授業内容をまとめ、日常の食事と運

動の関係について理解する。（2 時

間） 

松尾 

12 
運動と疲労-運動して疲れた身体を超回

復！- 

予習：運動における疲労について確認して

おく。（2時間）復習：授業内容をま

とめ、運動と疲労の関係について理

解する。（2時間） 

杉本 

13 
セルフチェック②-継続は力なり。身体は変

化する！- 

予習：身体組成に関わる評価方法について

確認しておく。（2時間）復習：授業

内容をまとめ、評価結果と効果的な

運動療法の実践について理解する。

（2時間） 

中根 

14 
運動と医療-運動と医療の関わりについて

考えてみよう！- 

予習：運動が身体に及ぼす影響について確

認しておく．（2時間）復習：授業内

容をまとめ，運動と医療の関係性に

ついて理解する．（2時間） 

中根 

15 講義全体のまとめ 

予習：講義全体を復習しておくこと。（2 時

間）復習：講義全体を復習しておく

こと。（2時間） 

中根 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．筆記試験【DP③】２．毎回の授業後に課すレポート課題【DP③】＊試験・課題に対して，必要に応じて

随時解説を実施する。 

 

60%40% 



授業科目名 東洋医療概論 (放射線) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

伝統医学である東洋医学の歴史と基本的な概念について説明し、現代医学における補完代替医療としての東

洋医学（鍼灸治療）の診察法や治療法について解説を行う。また、医療に応用できる知識を身に着けること

を目的とし、医療現場で用いることができる経穴を応用したツボ押しなどの手技療法や温熱療法である灸に

ついて説明する。 

 

学修目標 

下記の内容の概要を理解する。１．東洋医学の基本的な成り立ちや構成を説明できる。２．東洋医学の診察において

重要な脈診・舌診などの四診などの基本的な診断ができる。３．鍼治療（小児鍼）、灸の基本的な方法を理解する。

４．経穴を応用したツボ押しなどの手技療法を理解する。DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布された資料に目を通すこと。２．東洋医学用語に親しむこと。３．できれば、自分の東洋医学のノー

トをつくること。４．出席は重視する。 

 

教科書 

配布資料 

 

参考書 

基本的にはなし但し、図書館にある新版 東洋医学概論（東洋療法学校協会）が分かりやすく説明している。

(編：公益社団法人東洋療法学校協会、著者：教科書検討小委員会、ISBN:978-4-7529-5173-5） 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 9（仲西）昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス、東洋医学の歴史と基本概念に

ついて 

復習：授業の内容を振り返る 予習：東洋医

学の歴史について理解すること 
仲西 

2 東洋医学の基本概念について陰陽・五行説 
復習：授業の内容を振り返る 予習：東洋医

学の診察法について調べること 
仲西 

3 
東洋医学診察法（四診法：望診、問診、聞診、

切診）切診：脈診望診：舌診 

復習：授業の内容を振り返る 予習：漢方薬

について 
仲西 

4 症状と基本的な漢方薬の処方について 
復習：授業の内容を振り返る 予習：鍼灸の

効果について調べること 
仲西 

5 鍼灸の作用機序について 
復習：授業の内容を振り返る 予習：作用機

序について調べること 
仲西 



6 日本の鍼について（小児鍼、古代九鍼など） 
復習：授業の内容を振り返る 予習：小児鍼

の仕方 
仲西 

7 灸について（モグサの作り方、灸の作成） 
復習：授業の内容を振り返る 予習：日本鍼

灸について調べる 
仲西 

8 
呼吸器系の鍼灸治療と手技療法：風邪、息切

れ 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

9 消化器系の鍼灸治療と手技療法：下痢・便秘 
復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

10 
運動器系の鍼灸治療と手技療法：腰下肢痛、

肩こり 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

11 
耳鼻咽喉科の鍼灸治療と手技療法：めまい、

難聴 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

12 眼科の鍼灸治療と手技療法：眼性疲労 
復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

13 
婦人科の鍼灸治療と手技療法：月経困難、骨

盤位 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

14 
精神・神経系の鍼灸治療と手技療法：頭痛、

不眠 

復習：授業の内容を振り返る 予習：手技療

法ができるように 
仲西 

15 まとめ 
復習：授業の内容を振り返る 予習：授業全

体を振り返る 
仲西 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    
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25    

26    
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28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【評価の配点】１．出席２．レポート提出 <DP②③> 

 
50%50% 



授業科目名 統合医療概論 (放射線) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 
山下 仁／増山 祥子／森 美侑

紀 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

木曜 4 限、木曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

統合医療という言葉が医療の中で使われるようになってきたが、実際に統合医療が何を指し、どうあるべき

なのかについては合意が得られていない。本授業では、統合医療の概念と現状について解説するとともに、

統合医療の重要な構成要素である EBM と補完代替医療について概説する。また、各種治療の有効性と安全性

について、エビデンスにもとづく批判的吟味のポイントについても解説する。 

 

学修目標 

１．統合医療の概念と現状について理解する。２．EBMの概念と手法について理解する。３．補完代替医療の種類と

概要について説明できる。４．各種医療手段についてエビデンスにもとづく批判的吟味ができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医療や行政において統合医療は賛否両論である。医師その他の医療従事者も支持派と反対派に分かれている。

本学学生も卒業すればいずれその議論に巻き込まれる。なぜ賛否両論があるのか、よく考えながら受講して

いただきたい。 

 

教科書 

資料を配布する。 

 

参考書 

各教員が必要に応じて授業担当時に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医療におけるエビデンスの重要性 健康関連商品の広告に目を通す 山下 

2 EBM EBM について調べる 山下 

3 EBM シミュレーション 
自分の専門領域のエビデンスについて調べ

る 
増山 

4 EBM と診療ガイドライン 
自分の専門領域または興味のある疾患の診

療ガイドラインを調べる 
山下 

5 健康産業と研究倫理・利益相反 
利益相反状態と利益相反行為の違いについ

て調べる 
山下 

6 補完代替医療概論 代替医療と補完医療の違いについて調べる 山下 



7 代表的な補完代替療法 
自分が興味のある補完代替療法についてネ

ットや図書館で調べる 
山下 

8 鍼灸と経穴 鍼灸に関する書籍や雑誌を図書館で調べる 山下 

9 アロマセラピー① 
エッセンシャルオイルの種類について調べ

る 
森 

10 アロマセラピー② 
エッセンシャルオイルの種類について調べ

る 
森 

11 ヨガ・マインドフルネス 
ヨガ・マインドフルネスに関するネット動

画を見る 
増山 

12 サプリメント 

興味のあるサプリメントを幾つか選んでそ

の広告の内容に関する疑問点を調

べる 

山下 

13 統合医療とスピリチュアルと NBM スピリチュアルという概念について調べる 山下 

14 緩和ケア・難病ケアと統合医療 
末期がんまたは難病の患者の実情について

調べる 
増山 

15 総括：統合医療は何を統合するのか 14 回までに習った内容を整理する 山下 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②課題提出物 

 

①70%

②30% 



授業科目名 生化学 (放射線) 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 森 美侑紀 

科目ナンバリング SB20BRSB012 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生体の恒常性維持に必要な基本物質の構造と機能、それらの代謝に関する知識を学ぶ。 

 

学修目標 

1) 細胞の基本構造と細胞内小器官の役割について説明できる。<DP②>2) 三大栄養素（タンパク質・糖質・脂質）の

構造と機能、代謝の概略について説明できる。<DP②>3) 酵素の反応機構ならびに調節機構の概略を説明できる。

<DP②>4) 核酸の構造と機能、遺伝情報からのタンパク質合成について説明できる。<DP②>5) 無機質やホルモンの作

用について説明できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書を中心に講義を行いますが、配布資料も参考にして理解を深めてください。 

 

教科書 

『イラスト 生化学入門』相原英孝 他著/東京教学社 

 

参考書 

医学書院 生化学 人体の構造と機能② 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 14 研究室/火曜日・水曜日以外の 17:00～19:00 その他、質問等あればいつでもお越しください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 人体の仕組み 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

2 タンパク質の構造と働き① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。 予習復習

を各 2時間行うこと。 

 

3 タンパク質の構造と働き② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

4 糖質の構造と働き① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

5 糖質の構造と働き② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 



6 脂質の構造と働き① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

7 脂質の構造と働き② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

8 核酸の構造と働き 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

9 酵素の性質と働き 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

10 ビタミンの種類と働き 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

11 水・無機質の働き 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

12 栄養素の消化と吸収 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。 予習復習

を各 2時間行うこと。 

 

13 生体の恒常性を保つシステム 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

14 エネルギーの消費と供給 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

15 生体の防御システム（免疫） 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 
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29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験<DP②>小テスト・レポート課題・問題に関しては必要に応じて解説する。 

 
①100% 



授業科目名 病理学 (放射線) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング SB20BRSB013 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学生が将来臨床の現場に立つ時に目の当たりにする疾患を中心に、その病因や成り立ち、病態を理解できる

よう、さまざまな疾患についての詳細な説明と演習を行う。 

 

学修目標 

学生が将来臨床の現場に立つ時に目の当たりにする疾患について、その病因や成り立ち、病態を把握し ＜DP①＞ 

理解できる。＜DP②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

病理学の専門用語やいろいろな病態に対する概念は、他の医学分野でも共通に用いるものである。それらを

しっかりと理解し、自らも用いることができ、かつ的確に表現できなければならない。そのためにはそれら

を確実に理解し、記憶に留めておかなければならない。 

 

教科書 

「シンプル病理学 改訂第 8版」 南江堂 

 

参考書 

「新病理学（Ｑシリーズ）」 日本医事新報社 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 1 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 病理学の概要 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 病因論 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 退行性病変 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 



4 進行性病変 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

5 循環障害 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 免疫 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 炎症 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 感染症 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 腫瘍 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 腫瘍２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 放射線障害 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 老化 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 先天異常 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 総論のまとめと振り返り１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

 



い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

15 総論のまとめと振り返り２ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 
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成績評価方法と基準 割合 

１ 期末試験 ＜DP①・②＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 内科学Ⅰ (放射線) 

主担当教員 松﨑 伸介 担当教員 松﨑 伸介 

科目ナンバリング SB20BRSB014 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療人として必要不可欠な内科学の知識・考え方について学修する。診断学・症候学を理解し、医療の現場

で応用できるようにする。各種疾患について臓器別に講義を行い、その病態・治療（外科治療を含む）を論理

的に理解・説明できるようにする。 

 

学修目標 

１．各種臓器の働きを理解する。２．症状・症候の病的意義が説明できる。３．各種疾病の病態を理解し、それら知

識に基づき臨床症状・治療（外科治療を含む）が合理的に説明できる。〈DP①②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書と補助プリントを併用して行ないます。初回講義を除き、次回の講義範囲について指示する教

科書の範囲に目を通してきてください。講義項目毎に復習課題を提示しますので、それらを中心に講義内容

を復習してください。復習課題をもとに出席を兼ねた復習テストを実施し、成績評価に使用します。講義中

の質問等は問題ございませんが私語は慎んでください。積極的な参加も成績評価に加味します。 

 

教科書 

なるほどなっとく！内科学（改定 2版）（南山堂） 

 

参考書 

病気が見えるシリーズわかりやすい内科学 （第 4 版）（文光堂）標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 

内科学(第 4版) （医学書院）人体のメカニズムから学ぶ画像診断技術学（MEDICAL VIEW） 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：サクラ棟 5階 508 研究室 部屋にいればいつでも訪問可です。質問等いつでも対応します。 確実

に訪問したい場合は、事前にメールにて連絡ください。 e-mail：shinsuke_matsuzaki@morinomiya-u.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 代謝・内分泌性疾患（１） 

予習：特に必要なし復習：講義内容をまと

め、復習課題に取り組み、復習テス

トに備えること。学習時間：3時間 

松﨑 

2 代謝・内分泌性疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

3 代謝・内分泌性疾患（３） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 



4 循環器疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

5 循環器疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

6 循環器疾患（３） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

7 循環器疾患（４） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

8 呼吸器疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

9 呼吸器疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

10 呼吸器疾患（３） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

11 消化器・肝胆膵疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

12 消化器・肝胆膵疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

13 消化器・肝胆膵疾患（３） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

14 消化器・肝胆膵疾患（４） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

15 総まとめ学習 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 
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21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義内復習テスト：30~40 点 ②中間テスト：60~70 点第一段階として、単元ごとの合格判定を①と②で

実施する。（中間テストは 3 回程度実施予定）③最終成績評価は、各単元テストの得点を平均化して最終

成績とする。ただし、全ての単元で合格判定を得ない限り、最終成績対象者とはせず再試験の対象者と

する。これらテストによる評価に加えて、講義態度点（＋10 点 ～ ‐10 点）により判定する。出席は受験資

格の判定のみに使用する。出席回数を点数化はしない。<DP①②> 

 

①30~4

0 点 

②60~7

0 点 ③

単 元 ご

と の 成

績

（①②よ

り算出）

の 平 均

値 ＋ 講

義 態 度

点：ただ

し 単 元

ご と の

成 績 が

合 格 判

定 ラ イ

ン を 超

え た 場

合 の み

成 績 評

価 対 象

となる。 



授業科目名 内科学Ⅱ (放射線) 

主担当教員 松﨑 伸介 担当教員 松﨑 伸介 

科目ナンバリング SB20BRSB015 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療人として必要不可欠な内科学の知識・考え方について学修する。診断学・症候学を理解し、医療の現場

で応用できるようにする。各種疾患について臓器別に講義を行い、その病態・治療（外科治療を含む）を論理

的に理解・説明できるようにする。 

 

学修目標 

１．各種臓器の働きを理解する。２．症状・症候の病的意義が説明できる。３．各種疾病の病態を理解し、それら知

識に基づき臨床症状・治療（外科治療を含む）が合理的に説明できる。〈DP①②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書と補助プリントを併用して行ないます。初回講義を除き、次回の講義範囲について指示する教

科書の範囲に目を通してきてください。講義項目毎に復習課題を提示しますので、それらを中心に講義内容

を復習してください。復習課題をもとに出席を兼ねた復習テストを実施し、成績評価に使用します。講義中

の質問等は問題ございませんが私語は慎んでください。積極的な参加も成績評価に加味します。 

 

教科書 

なるほどなっとく！内科学（改定 2版）（南山堂） 

 

参考書 

病気が見えるシリーズわかりやすい内科学 （第 4 版）（文光堂）標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 

内科学(第 4版) （医学書院）人体のメカニズムから学ぶ画像診断技術学（MEDICAL VIEW） 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：サクラ棟 5階 508 研究室 部屋にいればいつでも訪問可です。質問等いつでも対応します。 確実

に訪問したい場合は、事前にメールにて連絡ください。 e-mail：shinsuke_matsuzaki@morinomiya-u.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 免疫・アレルギー・膠原病（１） 

予習：特に必要なし復習：講義内容をまと

め、復習課題に取り組み、復習テス

トに備えること。学習時間：3時間 

松﨑 

2 免疫・アレルギー・膠原病（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

3 神経疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 



4 神経疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

5 神経疾患（３） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

6 神経疾患（４） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

7 腎・泌尿器疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

8 腎・泌尿器疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

9 腎・泌尿器疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

10 腎・泌尿器疾患（３） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

11 感染症（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

12 感染症（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

13 血液疾患（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

14 血液疾患（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

15 総まとめ学習 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

松﨑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義内復習テスト：30~40 点 ②中間テスト：60~70 点第一段階として、単元ごとの合格判定を①と②で

実施する。（中間テストは 3 回程度実施予定）③最終成績評価は、各単元テストの得点を平均化して最終

成績とする。ただし、全ての単元で合格判定を得ない限り、最終成績対象者とはせず再試験の対象者と

する。これらテストによる評価に加えて、講義態度点（＋10 点 ～ ‐10 点）により判定する。出席は受験資

格の判定のみに使用する。出席回数を点数化はしない。<DP①②> 

 

①30~4

0 点 

②60~7

0 点 ③

単 元 ご

と の 成

績

（①②よ

り算出）

の 平 均

値 ＋ 講

義 態 度

点：ただ

し 単 元

ご と の

成 績 が

合 格 判

定 ラ イ

ン を 超

え た 場

合 の み

成 績 評

価 対 象

となる。 



授業科目名 薬理学 (放射線) 

主担当教員 山本 浩一 担当教員 山本 浩一 

科目ナンバリング SB20BRSB016 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

1. 疾患の薬物治療を主点に置き、主要薬物の薬理作用を解説することで、なぜ薬物は病気に効くのか理解す

ることを目指す。2. この講義を理解するには生理学・生化学の知識が必要となるため、これらの内容も概説

する。3. 放射線検査時（特に造影検査時）に用いられる医薬品について理解を深める。4. チーム医療を担

う医療従事者として他のスタッフとともに適切な医薬品の使用に貢献できるようになることを目指す。 

 

学修目標 

1. 医薬品の作用機序について理解し、他者に説明できるようになる。2. X線造影剤・MRI造影剤とはどのようなも

のか理解し、他者に説明できるようになる。3. 造影剤の使用によって現れる有害作用について理解し、他者に説明

できるようになる。4. 造影剤の使用によって現れる有害作用の予防方法、回避方法について理解し、他者に説明で

きるようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各回講義時に小テスト（試験範囲は前回講義内容）を実施しますので、復習を欠かさず行ってください。各

種疾患（循環器疾患、感染症、免疫疾患など）に使用する薬剤や、造影剤の種類とその使用時に現れる有害作

用について講義します。化学式などは極力使わず、なぜその薬を使うのか？体はどう反応するのか？に絞っ

て講義していきます。講義は主に配付資料にて行いますが、関連する他講義（生理学・生化学・病理学・内科

学など）の教科書や資料も随時参照して下さい。 

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

○×問題でマスター薬理学 第 2版 執筆：山本浩一 医歯薬出版 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5F 研究室 6不在の時があるため、事前にメール（kouichi_yamamoto@morinomiya-u.ac.jp）にてア

ポイントメントを取って頂くと助かります。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 薬理学総論 1 「薬・クスリ・医薬品」とは シラバスを確認しておく 
山本浩

一 

2 薬理学総論 2 「薬の効き方、効かせ方」 

第 1回講義時に Take home message を伝え

るので、それに関連する教科書・プ

リントを確認しておく。 

山本浩

一 

3 中枢神経に作用する薬物 

第 2回講義時に Take home message を伝え

るので、それに関連する教科書・プ

リントを確認しておく。 

山本浩

一 



4 末梢神経に作用する薬物 

第 3回講義時に Take home message を伝え

るので、それに関連する教科書・プ

リントを確認しておく。 

山本浩

一 

5 循環器系に作用する薬物 

第 4回講義時に Take home message を伝え

るので、それに関連する教科書・プ

リントを確認しておく。 

山本浩

一 

6 消化器系に作用する薬物 

第 5回講義時に Take home message を伝え

るので、それに関連する教科書・プ

リントを確認しておく。 

山本浩

一 

7 代謝機能に作用する薬物 

第 6回講義時に Take home message を伝え

るので、それに関連する教科書・プ

リントを確認しておく。 

山本浩

一 

8 内分泌機能に作用する薬物 

第 7回講義時に Take home message を伝え

るので、それに関連する教科書・プ

リントを確認しておく。 

山本浩

一 

9 
炎症を治療する薬物・免疫系に作用する薬

物 

第 8回講義時に Take home message を伝え

るので、それに関連する教科書・プ

リントを確認しておく。 

山本浩

一 

10 感染症対策に使用する薬物 

第 9回講義時に Take home message を伝え

るので、それに関連する教科書・プ

リントを確認しておく。 

山本浩

一 

11 造影剤の薬理学 

第 10 回講義時に Take home message を伝え

るので、関連する教科書・プリント

を確認しておく。 

山本浩

一 

12 造影剤の有害作用対策 

第 11 回講義時に Take home message を伝え

るので、関連する教科書・プリント

を確認しておく。 

山本浩

一 

13 放射線検査と医薬品 

第 12 回講義時に Take home message を伝え

るので、関連する教科書・プリント

を確認しておく。 

山本浩

一 

14 定期試験  
山本浩

一 

15 定期試験解説講義ならび講義全体のまとめ  
山本浩

一 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



1.事後学習を評価するため講義開始時に小テスト 2.期末試験 1 と 2 を総合評価し、状況によっては課題

を与えることがあります。詳細は講義に説明します。 

 

1. 30%2. 

70% 



授業科目名 看護学概論 (放射線) 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美 

科目ナンバリング SB20BRSB017 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療を目指す者としてまた質の高い多職種連携を行なうためには、共に協働する専門職者がそれぞれの役割

や必要な能力を理解することは重要である。本講義では、国民の健康や生活に着目し、健康とは何か、看護

の対象は誰なのか、看護の目的や方法など実践的学問としての看護について全体像を概観する。また、医療

事故など医療安全や倫理、施策についても考えていく。 

 

学修目標 

1. 国民の健康・生活の全体像を把握できる。(DP①)2. 人間の基本的欲求と日常生活の関連が理解できる。(DP①)3. 

健康とは何か、看護の対象と家族について理解できる。(DP①)4. 看護とは何か、、看護の役割と機能について理解

できる。(DP①)5. 倫理、医療安全・施策について理解できる。(DP①②)6. 看護活動について理解できる。(DP①②)7. 

看護実践について理解できる。(DP①②) 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.  身近な経験を通して看護を考えてみる 2.  専門職を目指す者として看護について理解する 3 .   講

義資料は配布するためよく読んでおく 4.  他職種連携について自己の役割について考えてみる 

 

教科書 

使用しない 

 

参考書 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ基礎看護学① 看護学概論 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教科ガイダンス（目標・教育の方法・単位認

定・学生へのメッセージ）看護学のアウトラ

インを理解する（対象・環境・健康・看護の

方法）看護実践（展開）の特徴を理解する。 

予習 1 時間：人間の健康や障害について考

えてくる。復習 1時間：講義で話題

になったことの論点を整理してお

く。 

 

2 
看護の対象について理解する。NO.1（人間の

理解、家族の理解、地域の理解） 

予習 1 時間：人間とは？ 家族とは？ 医

療の対象となる地域とは？ 考え

てくる。復習 1時間：講義で話題に

なったことの論点整理。 

 

3 
看護の対象について理解する。NO.2（人間の

理解、家族の理解、地域の理解）   
予習と復習は前回と同様。  

4 
人間と環境を理解する。・環境の構成要素・

人間と環境の関係    

予習１時間：環境とは？ 環境にはどんな

ものが含まれるか？ 考えてくる

復習１時間：講義で話題になたこと

を論点整理する。 

 



5 

人間の健康や障がいについて理解する。 ・

健康の定義、考え方 ・健康のモデル ・健

康と疾病の関係 ・障がいの捉え方 ・プラ

イマリーヘルスケア、ヘルスプロモーショ

ン          

予習１時間：あなたは健康ですか？ その

根拠は？ 障害とは？ 考えてく

る。復習１時間：講義で話題になっ

たことの論点整理。 

 

6 
看護実践について。NO.1・看護とは何か・看

護実践の特性（看護過程、看護ケア）    

予習１時間：看護職の仕事内容について考

えてくる。復習１時間：学修内容の

論点整理。 

 

7 看護実践。NO.2     予習ならびに復習時間：前回と同じ。  

8 
看護倫理について。・倫理の重要性・倫理綱

領 

予習１時間：倫理とは？ 自分の領域の倫

理について考えてみる。復習１時

間：学修内容の論点整理。 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート②小テスト上記を総合して単位を認定する。 

 

①80%

②20% 



授業科目名 外科学 (放射線) 

主担当教員 松﨑 伸介 担当教員 松﨑 伸介 

科目ナンバリング SB20BRSB019 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療人として必要な外科学の基礎を理解し、病院実習のために必要な知識を修める。 

 

学修目標 

本講座では、外科学の基礎を学び、兆候から診断、治療について、総合的に理解することを目的とする。外科学の基

礎を理解し、代表的疾患を通じてその病態生理の理解と、応用ができる学力を養成することを目標とする。関連する

内科学で学んだ主要疾患の病態生理の理解、および病態に基づく治療選択について、総合的に理解・説明できること

を目標とする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は基本的に配布資料に準じて進める。試験については、講義内容から出題するため、日々の講義内容を

理解することに努め、予習復習を旨として欲しい。評価に際し、小テストは重視する。 

 

教科書 

特定の教科書は指定しない 

 

参考書 

人体のメカニズムから学ぶ画像診断技術学（MEDICAL VIEW）わかりやすい外科学（文光堂）改訂第３版 救急

撮影ガイドライン：救急撮影認定技師標準テキスト 日本救急撮影技師認定機構 (監修) へるす出版救急検

査指針：救急検査認定技師テキストへるす出版救急蘇生法の指針２０１５（医療従事者用、改訂第５版） へ

るす出版 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：サクラ棟 5階 508 研究室 部屋にいれば基本的にはいつでも訪問可です。質問等いつでも対応しま

す。確実に訪問したい場合は、事前にメールにて連絡ください。 e-mail： shinsuke_matsuzaki@morinomiya-

u.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 外科総論 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

2 プライマリーケア・救急（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

3 プライマリーケア・救急（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

 



時間：3時間 

4 周術期・麻酔（１） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

5 周術期・麻酔（２） 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

6 心臓外科 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

7 血管外科 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

8 呼吸器外科 

予習：講義内で範囲を指示します復習：講義

内容をまとめ、復習課題に取り組

み、復習テストに備えること。学習

時間：3時間 

 

9 泌尿器・婦人科・乳腺外科 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

10 消化管外科 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

11 肝・胆・膵外科 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

12 内分泌・脳外科 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

13 脳外科・整形外科 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

14 皮膚科・眼科 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

15 総まとめ学習 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

①講義内復習テスト：30~40 点 ②中間テスト：60~70 点第一段階として、単元ごとの合格判定を①と②で

実施する。（中間テストは 2 回程度実施予定）③最終成績評価は、各単元テストの得点を平均化して最終

成績とする。ただし、全ての単元で合格判定を得ない限り、最終成績対象者とはせず再試験の対象者と

する。出席は受験資格の判定のみに使用する。出席回数を点数化はしない。 

 

①30~4

0 点 

②60~7

0 点 ③

単 元 ご

と の 成

績

（①②よ

り算出）

の 平 均

値 得 点

率を 50

点 に 換

算：ただ

し 単 元

ご と の

成 績 が

合 格 判

定 ラ イ

ン を 超

え た 場

合 の み

成 績 評

価 対 象

となる。 



授業科目名 救急災害医学 (放射線) 

主担当教員 松﨑 伸介 担当教員 松﨑 伸介 

科目ナンバリング SB20BRSB020 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 

講義＋学生に

よるプレゼンテ

ーション 

単位数 1.00 単位 必修・選択 

選択 

授業概要 

救急医療は内科的知識と外科的知識の両方が必要とされる応用医療です。本講義では医療従事者として必要

となる我が国における救急医療体制、災害医療体制について学修するとともに、多岐にわたる内因性・外因

性疾患の救急病態の概説、および救急医療・災害医療現場で必要とされる診断と治療、必要とされる対応に

ついて学修します。さらには、救急医療で必要とされる応急処置や画像検査についても学修します。 

 

学修目標 

１）わが国における救急医療システムを理解し、対応の基本を学ぶ。DP①②２）内因性、外因性救急疾患の代表事例

の病態、診断・治療の原則を学ぶ。DP①②３）蘇生法、止血法、体位保持法、運搬法等、各救急場面における基本処

置技術を習得する。DP①②４）卒業後の資格として救急撮影認定技師、救急検査認定技師等があるが、その基礎を学

ぶ。DP①②５）実際の救急医療・災害医療の例示をもとに、その重要性について考える。DP①② 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

＊講義の出席を兼ねた小テストを実施し成績判定に使用します。＊講義中の質問・ディスカッション、等は

大いに歓迎ですが、私語は慎んでください。 

 

教科書 

特定の教科書は指定しない 

 

参考書 

人体のメカニズムから学ぶ画像診断技術学（MEDICAL VIEW）わかりやすい外科学（文光堂）改訂第３版 救急

撮影ガイドライン：救急撮影認定技師標準テキスト 日本救急撮影技師認定機構 (監修) へるす出版救急検

査指針：救急検査認定技師テキストへるす出版救急蘇生法の指針２０１５（医療従事者用、改訂第５版） へ

るす出版 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室：サクラ棟 5階 508 研究室 部屋にいればいつでも訪問可です。質問等いつでも対応します。 確実

に訪問したい場合は、事前にメールにて連絡ください。 e-mail:  shinsuke_matsuzaki@morinomiya-u.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

・救急診療の特徴、救急医療体制について・

救急搬送システムと救急医療情報システ

ム・災害の分類と対応の原則・災害医療体制

と災害医療システム・重症度と緊急度・救急

医療総論：心肺蘇生、救急初期診療、根本治

予習：特に必要なし復習：講義内容をまと

め、講義で提示する復習課題に取り

組むこと。 

松﨑 



療、集中治療、院内連携・救急時の症候・シ

ョック：その分類と血行動態 

2 課題疾患（学生プレゼンテーション）① 

予習：発表担当者：発表用準備をすること発

表者以外：発表内容に対して質問で

きるように対象疾患・関連疾患を予

習してくること復習：講義内容をま

とめ、講義で提示する復習課題に取

り組み、総まとめテストに備えるこ

と。 

松﨑 

3 課題疾患（学生プレゼンテーション）② 

予習：発表担当者：発表用準備をすること発

表者以外：発表内容に対して質問で

きるように対象疾患・関連疾患を予

習してくること復習：講義内容をま

とめ、講義で提示する復習課題に取

り組み、総まとめテストに備えるこ

と。 

松﨑 

4 課題疾患（学生プレゼンテーション）③ 

予習：発表担当者：発表用準備をすること発

表者以外：発表内容に対して質問で

きるように対象疾患・関連疾患を予

習してくること復習：講義内容をま

とめ、講義で提示する復習課題に取

り組み、総まとめテストに備えるこ

と。 

松﨑 

5 課題疾患（学生プレゼンテーション）④ 

予習：発表担当者：発表用準備をすること発

表者以外：発表内容に対して質問で

きるように対象疾患・関連疾患を予

習してくること復習：講義内容をま

とめ、講義で提示する復習課題に取

り組み、総まとめテストに備えるこ

と。 

松﨑 

6 課題疾患（学生プレゼンテーション）⑥ 

予習：発表担当者：発表用準備をすること発

表者以外：発表内容に対して質問で

きるように対象疾患・関連疾患を予

習してくること復習：講義内容をま

とめ、講義で提示する復習課題に取

り組み、総まとめテストに備えるこ

と。 

松﨑 

7 課題疾患（学生プレゼンテーション）⑦ 

予習：発表担当者：発表用準備をすること発

表者以外：発表内容に対して質問で

きるように対象疾患・関連疾患を予

習してくること復習：講義内容をま

とめ、講義で提示する復習課題に取

り組み、総まとめテストに備えるこ

と。 

松﨑 

8 総まとめ学習 

予習：これまで扱った疾患に対する復習を

してくること復習：講義内容をまと

め、講義で扱った症例について復習

すること。 

松﨑 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題発表に対する評価（全員最低 1 回はプレゼンテーションを担当してもらいます）②講義態度（課題

に対する質問など）③総まとめテスト〈DP①②〉 

 

① に 対

し て の

評 価 点

（100 点

満 点 ）

② 各 講

義 に お

い て 最

大 ±3

点 で 評

価 （ 合

計 最 大

±24 点

の 評 価

点 ） ③

得 点 率

に 応 じ

て 、

0~20 点

で 評 価

①~③

の 評 価

を 合 算

し て 最

終 成 績



とする。

欠 席 に

つ い

て 、 理

由 に 関

わらず-

3 点 評

価 と す

る 。 た

だし、公

欠 の 場

合 は 、

レ ポ ー

ト 提 出

に よ り

出 席 と

み な

す 。 学

生 プ レ

ゼ ン テ

ーション

に 参 加

し な か

っ た も

の は 如

何 な る

理 由 で

あ っ て

も 単 位

を 認 定

しない。

公 欠 で

休 ん だ

も の

は 、 別

講 義 日

程 で の

発 表 又

は 、 担

当 教 員

の 前 で

の 発 表



を行うこ

と で プ

レ ゼ ン

テ ー シ

ョ ン 完

了 と す

る。 



授業科目名 専門基礎科目実験 (放射線) 

主担当教員 今井 信也 担当教員 

今井 信也／垣本 晃宏／山畑 

飛鳥／大橋 明日香／栗山 巧／

小縣 裕二 

科目ナンバリング SB20BRSB033 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 3 限、火曜

4 限、火曜 5 限 

授業形態 実験 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

専門基礎科目に該当する「人体の構造・機能」「医用工学」「情報処理工学」「放射化学」「放射線物理学」「放

射線計測学」の各講義で学んだ内容について学習実験を通して基礎知識や技能をより深めていくこと目的と

する。また、実験の基礎であるデータの取り扱い方や処理方法について学び、レポートの作成手順を習得す

る。 

 

学修目標 

・実験を通して探求心を養うとともに、専門基礎科目の知識や技術を説明し、実践できる。（DP ①）・チームの一員

としての協調性、リーダーシップ、コミュニケーション能力、ディスカッション能力、問題解決能力を養うことが出

来る。（DP④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. KC および白衣、白のシューズを着用する。2. アクセサリーは身につけない。3. 身だしなみを整える。

4. 欠席者・公欠者については原則別途追加実習を行う。 

 

教科書 

実習書を配布する。マルマン スケッチブック B4(352X251mm) S120 

 

参考書 

各科目の教科書を参考する。 

 

研究室／オフィスアワー 

オリエンテーションにて通知する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション① 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとに実験内容を確認す

る 

全担当

教員 

2 オリエンテーション② 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：テーマごとに実験内容を確認す

る 

全担当

教員 

3 データ処理 
予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：実習の内容をまとめる 

全担当

教員 

4 レポートの書き方 
予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：実習の内容をまとめる 

全担当

教員 



5 放射化学実験① 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：実験内容の確認及びレポートを

作成する 

垣本 

6 放射化学実験② 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：実験内容の確認及びレポートを

作成する 

垣本 

7 医用工学実験① 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：実験内容の確認及びレポートを

作成する 

山畑 

8 医用工学実験② 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：実験内容の確認及びレポートを

作成する 

山畑 

9 放射線計測学実験① 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：実験内容の確認及びレポートを

作成する 

今井 

10 放射線計測学実験② 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：実験内容の確認及びレポートを

作成する 

今井 

11 放射線物理学実験 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：実験内容の確認及びレポートを

作成する 

小縣 

12 情報処理工学実験 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：実験内容の確認及びレポートを

作成する 

小縣 

13 解剖学実習（骨格器） 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：実習内容の確認及びレポートを

作成する 

武本 

14 解剖学実習（循環器） 

予習：実習書を熟読し理解してくること復

習：実習内容の確認及びレポートを

作成する 

武本 

15 各実習のまとめ 

予習：すべての実験について整理する復習：

テーマごとのレポートを再修正す

る 

全担当

教

員 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

全出席を原則とする。1. 実験態度（DP①④）2. レポート評価 ただし、提出するべきレポート（欠席者・公 1. 



欠者への別途課題含む）がすべて提出されていない場合、レポート評価点は 0 点とする。（DP④） 

 

50 ％ 2. 

50％ 



授業科目名 Ｘ線撮影技術学Ⅰ (放射線) 

主担当教員 船橋 正夫 担当教員 船橋 正夫／西浦 素子 

科目ナンバリング SS20BRSB002 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本科目では診療放射線技師の基礎となるＸ線単純撮影技術を通して、Ｘ線画像の成り立ちや撮影法の成り立

ち、およびＸ線撮影装置の使用法を学び、画像読影のポイントや解剖学的知識を習得する。診療放射線技師

として適切なＸ線画像を医師に提供するためのＸ線撮影技術について、具体的には頭部、胸郭、脊柱、上肢、

下肢などの骨撮影および胸・腹部を中心とするＸ線単純撮影法を概説する。患者の視点に立って医療におけ

る撮影技術学を理解する授業である。＊実務経験を有する教員が授業を行う。 

 

学修目標 

1.  Ｘ線画像の成り立ちや撮影法の成り立ちを理解し、Ｘ線撮影の意義を述べることができる。2.  人体の各部位ご

との撮影技術を習得し、患者やスタッフに説明することができる。3.  疾患と画像の関係を理解し、患者の状況を把

握し対応を考えることができる。〈DP①②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

診療放射線技師としての素養の基礎となる科目なので、確実に理解し、応用できる撮影技術を身に着けてほ

しい。 

 

教科書 

X 線撮影技術学 小田敍弘 オーム社 978-4-274-22598-7 

 

参考書 

診療放射線技術上巻 小塚隆弘 南江堂 978-4-524-26324-0 （購入済み）新医用放射線科学講座 放射線

画像技術学 小水満 医歯薬出版 978-4-263-20644-7 （他講義で教科書として使用予定） 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5 階  研究室 4 月～木曜日授業時間以外。金曜日不在。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 X 線撮影技術学概論 X 線画像基本知識 

予習：教科書（p24－41）の確認復習：授業

をもとに配布資料・教科書（p24－

41）の確認 

船橋 

2 撮影基礎・基準面・体表解剖 

予習：教科書（p24－41）の確認復習：授業

をもとに配布資料・教科書（p24－

41）の確認 

船橋 

3 一般撮影 胸部撮影 

予習：教科書（p70－88）の確認復習：授業

をもとに配布資料・教科書（p70－

88）の確認 

船橋 

4 一般撮影 腹部・骨盤 

予習：教科書（p98－105）の確認復習：授業

をもとに配布資料・教科書（p98－

105）の確認 

船橋 



5 一般撮影 頭部Ⅰ,グループワーク 

予習：教科書（p44－48）の確認復習：授業

をもとに配布資料・教科書（p44－

48）の確認 

船橋 

6 一般撮影 頭部Ⅱ 

予習：教科書（p52－59）の確認復習：授業

をもとに配布資料・教科書（p52－

67）の確認 

船橋 

7 一般撮影 脊椎Ⅰ 

予習：教科書（p164－182）の確認復習：授

業をもとに配布資料・教科書（p164

－182）の確認 

船橋 

8 一般撮影 脊椎Ⅱ 

予習：教科書（p183－204）の確認復習：授

業をもとに配布資料・教科書（p183

－204）の確認 

船橋 

9 一般撮影 胸郭 

予習：教科書（p91－97）の確認復習：授業

をもとに配布資料・教科書（p91－

97）の確認 

船橋 

10 一般撮影 上肢Ⅰ 

予習：教科書（p206－226）の確認復習：授

業をもとに配布資料・教科書（p206

－226）の確認 

船橋 

11 一般撮影 上肢Ⅱ 

予習：教科書（p227－257）の確認復習：授

業をもとに配布資料・教科書（p227

－257）の確認 

船橋 

12 一般撮影 股関節・下肢Ⅰ 

予習：教科書（p260－283）の確認復習：授

業をもとに配布資料・教科書（p206

－283）の確認 

船橋 

13 一般撮影 下肢Ⅱ 

予習：教科書（p284－310）の確認復習：授

業をもとに配布資料・教科書（p284

－310）の確認 

船橋 

14 一般撮影 乳腺 歯科パノラマ 

予習：教科書（p110－124,p60-67）の確認復

習：授業をもとに配布資料・教科書

（p110－124,p60-67）の確認 

船橋西

浦 

15 
一般撮影 小児 病室撮影、術中撮影、撮影

技術Ⅰ全体のまとめ 

予習：教科書（p88，p158-161）の確認復習：

授業をもとに配布資料・教科書

（p88，p158-161）の確認 

船橋 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 平常評価 20% 講義の出席、講義前の予習、講義中の態度を評価する。グループワーク中の態度、主体 1.20% 



性、協調性、貢献度を評価する 2． 定期試験評価 80% 2/3 以上出席することを原則とする〈DP①②〉 

 

2.80% 



授業科目名 Ｘ線撮影技術学Ⅱ (放射線) 

主担当教員 船橋 正夫 担当教員 船橋 正夫 

科目ナンバリング SS20BRSB003 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 Ｘ線撮影技術学Ⅱは、Ｘ線による画像検査法や造影検査法および検査装置の操作法を学び、診療放射線技

師として適切なＸ線画像を医師に提供するためのＸ線撮影技術を教授する。Ｘ線 TV、血管造影、IVR,Ｘ線断

層撮影、トモシンセシスなど特殊撮影法について概説する。＊実務経験を有する教員が授業を行う。 

 

学修目標 

それぞれの検査の特徴、 検査目的、画像形成理論、撮影方法、画像解剖、写真の見方、被曝の低減と防護など画像

検査技術に関する専門知識を身に付け、診療放射線技術を実践するための基礎的な能力を高めることを目標とする。

〈DP①②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

一般撮影検査と異なり、造影剤などの薬剤使用および、カテーテルなどの機材を使用しながら検査がすすめ

られ、医師、看護師。臨床工学技士などとチームを組んで患者に取り組むことが多い検査や治療である。検

査や病態を理解しながら、チーム医療の実践について考える機会としてほしい。 

 

教科書 

新医用放射線科学講座 放射線画像技術学 小水満 医歯薬出版 978-4-263-20644-7 

 

参考書 

診療放射線技術上巻 小塚隆弘 南江堂 978-4-524-26324-0 （購入済み） 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5 階  研究室 4 月～木曜日 授業時間以外。金曜日不在 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 造影剤を用いる特殊検査 

予習：撮影技術学Ⅰ用教科書（p128－160、

ｐ260-276）の確認復習：授業をもと

に教科書（p128－160、ｐ260-276）

の確認 

船橋 

2 X 線 TV 検査①上部消化管撮影 
予習：教科書(p124－142)の確認復習：授業

をもとに教科書（p124－142）の確認 
船橋 

3 X 線 TV 検査②下部消化管撮影 
予習：教科書(p143－163)の確認復習：授業

をもとに教科書（p143－163）の確認 
船橋 

4 X 線 TV 検査③肝胆膵の造影検査 
予習：教科書(p164－171)の確認復習：授業

をもとに教科書(p172－193)の確認 
船橋 

5 
血管撮影①頭部系 IVR 含む（清潔と不潔の

概念） 

予習：教科書(p172－193)の確認復習：授業

をもとに教科書(p172－193)の確認 
船橋 

6 血管撮影②心臓・循環器系①IVR 含む 
予習：教科書(p172－193)の確認復習：授業

をもとに教科書(p172－193)の確認 
船橋 



7 血管撮影②心臓・循環器系②IVR 含む 
予習：教科書(p172－193)の確認復習：授業

をもとに教科書(p172－193)の確認 
船橋 

8 血管撮影②心臓・循環器系の疾患 
予習：教科書(p172－193)の確認復習：授業

をもとに教科書(p172－193)の確認 
船橋 

9 血管撮影③腹部系 IVR 含む 
予習：教科書(p172－193)の確認復習：授業

をもとに教科書(p172－193)の確認 
船橋 

10 血管撮影③腹部系の疾患 
予習：教科書(p172－193)の確認復習：授業

をもとに教科書(p172－193)の確認 
船橋 

11 その他の IVR 検査 
予習：教科書(p172－193)の確認復習：授業

をもとに教科書(p172－193)の確認 
船橋 

12 その他の IVR 検査 

予習：教科書（p277－294）の確認復習：授

業をもとに教科書(p172－193)の確

認 

船橋 

13 
X 線 TV 検査⑤婦人科撮影，その他の造影検

査 

予習：教科書（p226－231，p295－300）の確

認復習：授業をもとに配布資料・教

科書（p226－231，p295－300）の確

認 

船橋 

14 X 線 TV 検査④泌尿器科撮影、イレウス等 

予習：教科書（p277－294）の確認復習：授

業をもとに教科書(p172－193)の確

認 

船橋 

15 講義全体のまとめと確認テスト 予習：全講義内容について確認する復習： 船橋 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1． 平常評価 20% 講義の出席、講義前の予習、講義中の態度を評価する。2． 定期試験評価 80% 2/3

以上出席することを原則とする〈DP①②〉 

 

1.20% 

2.80% 



授業科目名 Ｘ線機器工学 (放射線) 

主担当教員 小縣 裕二 担当教員 小縣 裕二 

科目ナンバリング SS20BRSB004 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

診療放射線技師として安全に X 線を制御し、放射線医学に貢献するためには、X 線発生装置に関する機器の

知識を身につける必要がある。本講義では主に診断用 X 線装置の主要構成要素である X線発生装置に関して、

診療放射線技術に必要な専門知識を身につけることを目的とする。 

 

学修目標 

１． X 線の発生に関する基本的な知識を習得している。＜DP①＞２． X 線管、高電圧装置、制御装置などの構造

および動作原理について学修している。＜DP①＞３． X線発生装置の特性について十分に理解している。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

初回授業で実施の詳細を説明します。 

 

教科書 

『改訂新版 放射線機器学（I）』（青柳泰司他,コロナ社）ISBN：9784339072419 

 

参考書 

『医用放射線辞典 第 5版』（医用放射線辞典編集委員会編,共立出版）ISBN:978432006175（1 年次購入済み） 

 

研究室／オフィスアワー 

小縣 裕二 さくら棟 5階 研究室 1 ／ 随時対応 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 『X線の発見』について 

予習：キーワード「陰極線」「放電管」「レン

トゲン博士」を中心に教科書・参考

書などで調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

小縣 

2 『X線の発生』について 

予習：キーワードキーワード「原理」「制動

放射」「連続 X 線」「特性 X線」「焦点

外 X線」を中心に教科書・参考書な

どで調べておく。(2h)復習：授業内

容を復習し、自分だけのオリジナル

テキストを作成する。(2h) 

小縣 

3 『X線管①』について 

予習：キーワード「歴史」「構造」「真空度」

を中心に教科書・参考書などで調べ

ておく。(2h)復習：授業内容を復習

し、自分だけのオリジナルテキスト

を作成する。(2h) 

小縣 

4 『X線管②』について 

予習：キーワード「フィラメント」「特性」

を中心に教科書・参考書などで調べ

ておく。(2h)復習：授業内容を復習

し、自分だけのオリジナルテキスト

小縣 



を作成する。(2h) 

5 『X線管焦点』について 

予習：キーワード「ターゲットの材質」「固

定陽極と回転陽極」「ターゲットア

ングル」「実焦点と実効焦点」を中心

に教科書・参考書などで調べてお

く。(2h)復習：授業内容を復習し、

自分だけのオリジナルテキストを

作成する。(2h) 

小縣 

6 『単相制御』について 

予習：キーワード「高電圧発生の原理」「脈

動率」「特性」を中心に教科書・参考

書などで調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

小縣 

7 『三相制御』について 

予習：キーワード「高電圧発生の原理」「脈

動率」「特性」を中心に教科書・参考

書などで調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

小縣 

8 『インバータ制御①』について 

予習：キーワード「インバータ装置の分類」

「インバータ装置の特徴」「基本原

理」を中心に教科書・参考書などで

調べておく。(2h)復習：授業内容を

復習し、自分だけのオリジナルテキ

ストを作成する。(2h) 

小縣 

9 『インバータ制御②』について 

予習：キーワード「変圧器形」「共振形と非

共振形」を中心に教科書・参考書な

どで調べておく。(2h)復習：授業内

容を復習し、自分だけのオリジナル

テキストを作成する。(2h) 

小縣 

10 『インバータ制御③』について 

予習：キーワード「エネルギー蓄積形」「イ

ンバータ装置の特性」を中心に教科

書・参考書などで調べておく。(2h)

復習：授業内容を復習し、自分だけ

のオリジナルテキストを作成する。

(2h) 

小縣 

11 
『フォトタイマーとフィードバック制御』

について 

予習：キーワード「フィードバック制御の原

理」「フォトタイマーの種類」「動作

特性」を中心に教科書・参考書など

で調べておく。(2h)復習：授業内容

を復習し、自分だけのオリジナルテ

キストを作成する。(2h) 

小縣 

12 『許容負荷』について 

予習：キーワード「短時間負荷」「長時間負

荷」「熱容量」「冷却曲線」を中心に

教科書・参考書などで調べておく。

(2h)復習：授業内容を復習し、自分

だけのオリジナルテキストを作成

する。(2h) 

小縣 

13 『Ｘ線機械装置・Ｘ線映像装置』について 

予習：キーワード「Ｘ線透視撮影台」「Ｘ線

撮影台」「イメージインテンシファ

イア」「Ｘ線ＴＶ装置」を中心に教科

書・参考書などで調べておく。(2h)

復習：授業内容を復習し、自分だけ

のオリジナルテキストを作成する。

(2h) 

小縣 

14 『診断用Ｘ線装置システム』について 

予習：キーワード「一般撮影装置」「Ｘ線透

視撮影装置」「断層撮影装置」「循環

器用Ｘ線診断装置」「乳房用Ｘ線診

断装置」を中心に教科書・参考書な

どで調べておく。(2h)復習：授業内

容を復習し、自分だけのオリジナル

テキストを作成する。(2h) 

小縣 

15 『X線発生装置関連の JIS 規格』について 予習：キーワード「X 線管装置」「X 線高電 小縣 



圧装置」「X線制御装置」を中心に教

科書・参考書などで調べておく。

(2h)復習：授業内容を復習し、自分

だけのオリジナルテキストを作成

する。(2h) 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験＜DP①＞ 

 
1 



授業科目名 放射線撮影技術学 (放射線) 

主担当教員 山口 功 担当教員 山口 功／西浦 素子 

科目ナンバリング SS20BRSB005 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 本科目は、放射線物理学、医用工学などの専門基礎科目の知識を基礎として、眼底写真撮影および超音波

検査の基本的撮影原理、装置の構成、安全管理ならびに基本的検査技術などの基礎的事項を学修する。そし

て、具体的な画像解析法を学ぶ臨床画像解剖学、臨床画像解析学に接続する基礎を習得する。※本科目は実

務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．眼底写真撮影・超音波検査の基本的撮影原理について説明できる。<DP①②>2．眼底写真撮影装置の構成、撮影手

技および、基本的眼底像について説明できる。<DP①②>3．超音波検査装置の構成、画像表示法、安全管理、および、

基本的検査法について説明できる。<DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．遅刻早退、講義中の私語等の迷惑行為は厳禁。迷惑行為が正されない場合は退室を命じる。2．アクティ

ブ・ラーニングとして、当日レポート方式（BRD） を取り入れる。3．毎時間実施する BRD のテーマは次回の

講義冒頭で解説を行う。4．授業初回に配布する CT 画像で基本的な画像解剖を習得する。（予習・復習として

行うこと） 

 

教科書 

「MR･超音波･眼底 基礎知識図解ノート 第 2版」 金原出版 新津 守 ISBN：978-4-307-07107-9 

 

参考書 

「解剖と正常像がわかる！エコーの撮り方 完全マスター」 医学書院 種村 正 ISBN：978-4-260-02018-3 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5階 研究室 2 山口研究室 随時（在室時は対応します）さくら棟 5階 研究室 7 西浦研究室 随

時（在室時は対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
「超音波の基礎」超音波検査の概略および

超音波の物理特性について解説する。 

予習：シラバスを確認し授業内容を把握す

る。教科書 p348～358 を確認し、超

音波の特性について調べる。（2 時

間）復習：超音波の物理特性を整理

し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

2 

「超音波診断装置」超音波診断装置の構成、

深触子の構成と役割および超音波画像の空

間分解能について解説する。 

予習：教科書 p360～364 を確認し、超音波

診断装置の構成について調べる。（2

時間）復習：超音波診断装置の構成、

深触子の構成と役割を整理し、ノー

トにまとめる。（2時間） 

山口 



3 
「超音波画像」超音波画像の空間分解能、画

像表示法について解説する。 

予習：教科書 p359、p365～371 を確認し、

空間分解能、超音波画像表示につい

て調べる。（2時間）復習：超音波の

空間分解能、画像表示法を整理し、

ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

4 
「ドプラ法」ドプラ法の原理、ドプラ法の種

類について解説する。 

予習：教科書 p372～380 を確認し、ドプラ

法について調べる。（2時間）復習：

ドプラ法の原理、ドプラ法の種類を

整理し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

5 

「超音波画像のアーチファクト」超音波の

物理特性によって画像上に発生するアーチ

ファクトについて解説する。 

予習：教科書 p381～394 を確認し、超音波

画像のアーチファクトについて調

べる。（2時間）復習：超音波の物理

特性によって画像上に発生するア

ーチファクトを整理し、ノートにま

とめる。（2時間） 

山口 

6 

「超音波装置の安全性」装置の安全性、安全

性の指標および保守管理について解説す

る。 

予習：教科書 p503～516 を確認し、超音波

装置の安全性について調べる。（2時

間）復習：超音波装置の安全性、安

全性の指標および保守管理を整理

し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

7 

「眼底写真撮影検査の基礎と手法」眼底写

真撮影検査の概略および眼底写真撮影に必

要な解剖生理学、無散瞳眼底写真の撮影原

理、検査の流れについて解説する。 

予習：教科書 p518～529 を確認し、視覚の

解剖生理学を復習する。（2 時間）復

習：眼球、眼底の構造および無散瞳

眼底写真の撮影原理、検査の流れを

整理し、ノートにまとめる。（2時間） 

西浦 

8 

「装置、アーチファクト、眼底像」眼底カメ

ラ装置、眼底写真に発生するアーチファク

トおよび、基本的な眼底像について解説す

る。 

予習：教科書 p530～545 を確認し、眼底カ

メラ装置およびアーチファクトに

ついて調べる。（2時間）復習：眼底

カメラ装置の構造、眼底写真に発生

するアーチファクトおよび、基本的

な眼底像の特徴を整理し、ノートに

まとめる。（2時間） 

西浦 

9 
「まとめ、確認テスト」第 1～8回までの授

業内容を総括する。確認テストを実施する。 

予習：第 1 回～第 8 回までの授業内容をノ

ートで確認し、疑問点を抽出する。

（2 時間）復習：確認テストを見直

し、講義ノートを整理し完成する。

（2時間） 

山口 

10 

「超音波画像の基礎」超音波検査の基本的

検査法および超音波画像の基本断面につい

て解説する。 

予習：教科書 p395～400 を確認し、超音波

画像の見え方について調べる。（2時

間）復習：超音波断層画像の基本的

な観察方法を整理し、ノートにまと

める。（2時間） 

山口 

11 

「超音波検査の臨床（上腹部領域）」上腹部

領域超音波検査の概要と画像解剖について

解説する。 

予習：教科書 p401～429、p437～443 を確認

し、上腹部の解剖生理学を復習す

る。（2時間）復習：上腹部領域超音

波検査の概要と画像解剖を整理し、

ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

12 

「超音波検査の臨床（腹部・骨盤部領域）」

腹部・骨盤部領域超音波検査の概要と画像

解剖について解説する。 

予習：教科書 p430～436 を確認し、腎臓・

骨盤部の解剖生理学を復習する。（2

時間）復習：腹部・骨盤部超音波検

査の概要と画像解剖を整理し、ノー

トにまとめる。（2時間） 

山口 

13 

「超音波検査の臨床（心臓）」心臓領域超音

波検査の概要と画像解剖について解説す

る。 

予習：教科書 p467～487 を確認し、心臓の

解剖生理学を復習する。（2 時間）復

習：心臓領域超音波検査の概要と画

像解剖を整理し、ノートにまとめ

る。（2時間） 

山口 

14 

「超音波検査の臨床（体表臓器、血管）」体

表臓器（乳房・甲状腺）および血管領域超音

波検査の概要と画像解剖について解説す

る。 

予習：教科書 p444～466、p488～502 を確認

し、乳房、頚部および頸部血管、下

肢血管の解剖生理学を復習する。（2

時間）復習：体表臓器（乳房・甲状

腺）および頸部血管、下肢血管の超

音波検査の概要と画像解剖を整理

山口 



し、ノートにまとめる。（2時間） 

15 

「まとめ、確認テスト」第 10～14 回までの

授業内容を総括する。確認テストを実施す

る。 

予習：第 10 回～第 14 回までの授業内容を

ノートで確認し、疑問点を抽出す

る。（2時間）復習：確認テストを見

直し、講義ノートを整理し完成す

る。（2時間） 

山口 
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成績評価方法と基準 割合 

1．学習態度（予習・復習、BRD、出席等） <DP①②>2．確認テスト<DP①②>3．定期試験 <DP①②> ・試

験・課題に対するフィードバック方法  BRD のテーマは次回の講義冒頭で解説し、希望者には返却す

る。  確認テスト、定期試験は模範解答を公開し、希望者には個別に採点後の試験答案を開示する。 

 

1 ．

10%2 ．

20%3 ．

70% 



授業科目名 CT・MRI 撮影技術学 (放射線) 

主担当教員 山口 功 担当教員 山口 功 

科目ナンバリング SS20BRSB006 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

本科目は、CT･MRI 機器工学、画像解剖学などの専門科目の知識を基礎として、X線 CT 検査および MRI 検査を

実施するための基本的撮影（撮像）法、画像表示法、画像評価などの基礎的事項を学修する。そして、具体的

な画像診断技術を学ぶ臨床画像解析学および臨床実習に接続する基礎を習得する。＊実務経験を有する教員

が授業を行う。 

 

学修目標 

1．各部位におけるX線CT検査、MRI検査の基本的撮影（撮像）法について説明できる。< DP①②>2．各部位におけ

るX線CT検査、MRI検査の画像表示法および正常画像解剖について説明できる。< DP①②>3．X線CT検査、MRI検

査に関わる安全管理について説明できる。< DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．遅刻早退、講義中の私語等の迷惑行為は厳禁。迷惑行為が正されない場合は退室を命じる。2．アクティ

ブ・ラーニングとして、当日レポート方式（BRD） を取り入れる。3．毎時間実施する BRD のテーマは次回の

講義冒頭で解説を行う。4．CT･MRI 機器工学で学んだ知識および CT･MR 画像の基本的な画像解剖は理解して

いることを前提に講義を進める。 

 

教科書 

「CT 撮影技術学 第 3版」 オーム社 日本放射線技術学会 ISBN：978-4-274-22132-3「MR 撮影技術学 第 3

版」 オーム社 日本放射線技術学会 ISBN：978-4-274-22109-5 

 

参考書 

「MR･超音波･眼底 基礎知識図解ノート 第 2版」 金原出版 新津 守 ISBN:978-4-307-07107-9 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5階 研究室 2 山口研究室 随時（在室時は対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 「CT 造影検査技術、撮影パラメータと画質」 

予習：シラバスを確認し授業内容を把握す

る。教科書 p128～139、p152～156

を読み、必要な項目を調べる。（2時

間）復習：CT 用造影剤の特性および

Ｘ撮影パラメータと画質の関係を

整理し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

2 「CT 撮影技術（頭部・頸部）」 

予習：頭部･頸部の解剖の復習および教科書

p157～168 を読み、必要な項目を調

べる。（2 時間）復習：頭部･頸部の

CT 検査法および撮影・画像表示のポ

イントを整理し、ノートにまとめ

山口 



る。（2時間） 

3 「CT 撮影技術（胸部・腹部）」 

予習：胸部・腹部の解剖の復習および教科書

p169～185 を読み、必要な項目を調

べる。（2時間）復習：胸部・腹部の

CT 検査法および撮影・画像表示のポ

イントを整理し、ノートにまとめ

る。（2時間） 

山口 

4 「CT 撮影技術（心臓・大血管）」 

予習：心臓・大血管の解剖の復習および教科

書 p186～195 を読み、必要な項目を

調べる。（2時間）復習：心臓・大血

管の CT 検査法および撮影・画像表

示のポイントを整理し、ノートにま

とめる。（2時間） 

山口 

5 「CT 撮影技術（骨関節・IVR-CT）」 

予習：脊椎･四肢の解剖の復習および教科書

p196～204 を読み、必要な項目を調

べる。（2時間）復習：骨関節・IVR-

CT の CT 検査法および撮影・画像表

示のポイントを整理し、ノートにま

とめる。（2時間） 

山口 

6 「CT 検査の安全管理、まとめ」 

予習：1～5 回の授業内容の復習および教科

書 p142～147 を読み、必要な項目を

調べる。（2時間）復習：CT 検査の安

全管理および確認試験の内容を整

理し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

7 「MR 造影検査技術」 

予習：教科書 p158～170 を読み、必要な項

目を調べる。（2時間）復習：MR 用造

影剤の特性および使用用途を整理

し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

8 「MR 撮像パラメータと画質」 

予習：参考書 p87～93 を読み、必要な項目

を調べる。（2 時間）復習：MR 撮像パ

ラメータと画質の関係を整理し、ノ

ートにまとめる。（2時間） 

山口 

9 「組織信号抑制法、特殊撮像法」 

予習：教科書 p77～104、参考書 p146～150

を読み、必要な項目を調べる。（2時

間）復習：組織信号抑制法および特

殊撮像法の原理と用途を整理し、ノ

ートにまとめる。（2時間） 

山口 

10 「MR 撮像技術（頭部・頸部）」 

予習：頭部･頸部の解剖の復習および教科書

p242～259 を読み、必要な項目を調

べる。（2 時間）復習：頭部･頸部の

MR 検査法および撮像・画像表示のポ

イントを整理し、ノートにまとめ

る。（2時間） 

山口 

11 「MR 撮像技術（脊椎・脊髄）」 

予習：脊椎・脊髄の解剖の復習および教科書

p260～275 を読み、必要な項目を調

べる。（2時間）復習：脊椎・脊髄の

MR 検査法および撮像・画像表示のポ

イントを整理し、ノートにまとめ

る。（2時間） 

山口 

12 「MR 撮像技術（心臓・乳房）」 

予習：心臓・乳房の解剖の復習および教科書

p277～296、参考書 p292～294 を読

み、必要な項目を調べる。（2時間）

復習：心臓・乳房の MR 検査法および

撮像・画像表示のポイントを整理

し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

13 「MR 撮像技術（腹部・骨盤部）」 

予習：腹部・骨盤部の解剖の復習および教科

書 p298～335 を読み、必要な項目を

調べる。（2時間）復習：腹部・骨盤

部の MR 検査法および撮像・画像表

示のポイントを整理し、ノートにま

とめる。（2時間） 

山口 

14 「MR 撮像技術（骨・関節）」 予習：四肢･関節の解剖の復習および教科書 山口 



p337～350 を読み、必要な項目を調

べる。（2時間）復習：骨・関節の MR

検査法および撮像・画像表示のポイ

ントを整理し、ノートにまとめる。

（2時間） 

15 「MR 検査の安全管理、まとめ」 

予習：7～14 回の授業内容の復習および教科

書 p224～237 を読み、必要な項目を

調べる。（2時間）復習：MR 検査の安

全管理および確認試験の内容を整

理し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．学習態度（予習・復習、BRD、出席等） <DP①②>2．確認テスト<DP①②>3．定期試験 <DP①②> ・試

験・課題に対するフィードバック方法  BRD のテーマは次回の講義冒頭で解説し、希望者には返却す

る。  確認テスト、定期試験は模範解答を公開し、希望者には個別に採点後の試験答案を開示する。 

 

1 ．

10%2 ．

20%3 ．

70% 



授業科目名 CT・MRI 機器工学 (放射線) 

主担当教員 山口 功 担当教員 山口 功 

科目ナンバリング SS20BRSB007 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本科目は、放射線計測学、放射線物理学、医用工学などの専門基礎科目の知識を基礎として、X 線 CT および

MRI の基本的撮影（撮像）原理、装置の構成、画像再構成理論、性能評価などの基礎的事項を学修する。そし

て、具体的な臨床検査法を学ぶ CT･MRI 撮影技術学、臨床画像解剖学に接続する基礎を習得する。※本科目は

実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．X線CT、MRIの基本的撮影（撮像）原理について説明できる。<DP①②>2．X線CT装置の構成、性能評価、線量評

価について説明できる。<DP①②>3．MR装置の構成、画像再構成理論、基本的なパルスシーケンスとその特徴につい

て説明できる。<DP①②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．遅刻早退、講義中の私語等の迷惑行為は厳禁。迷惑行為が正されない場合は退室を命じる。2．アクティ

ブ・ラーニングとして、当日レポート方式（BRD） を取り入れる。3．毎時間実施する BRD のテーマは次回の

講義冒頭で解説を行う。 

 

教科書 

「CT 撮影技術学 第 3版」 オーム社 日本放射線技術学会 ISBN：978-4-274-22132-3「MR 撮影技術学 第 3

版」 オーム社 日本放射線技術学会 ISBN：978-4-274-22109-5 

 

参考書 

「MR･超音波･眼底 基礎知識図解ノート 第 2版」 金原出版 新津 守 ISBN:978-4-307-07107-9 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5階 研究室 2 山口研究室 随時（在室時は対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
「CT 装置の原理と構造」Ｘ線発生機構およ

びＸ線検出機構について解説する。 

予習：教科書 p2～15 を読み、必要な項目を

調べる。（2時間）復習：Ｘ線発生機

構およびＸ線検出機構の役割を整

理し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

2 

「画像再構成、画像表示」投影データの取

得、CT 値、画像再構成法および画像表示法

について解説する。 

予習：教科書 p18～28 を読み、必要な項目

を調べる（2時間）復習：CT の画像

再構成法および画像表示法の特徴

を整理し、ノートにまとめる。（2時

間） 

山口 

3 
「CT スキャン」マルチスライス CT の特徴、

画像再構成法、画像特性について解説する。 

予習：教科書 p32～47 を読み、必要な項目

を調べる。（2時間）復習：マルチス

ライス CT の特徴、画像再構成法、画

山口 



像特性を整理し、ノートにまとめ

る。（2時間） 

4 

「CT 画像のアーチファクト」CT 画像に生じ

るアーチファクトと発生機序について解説

する。 

予習：教科書 p50～55 を読み、必要な項目

を調べる。（2 時間）復習：CT 画像に

生じるアーチファクトと発生機序

を整理し、ノートにまとめる。（2時

間） 

山口 

5 

「CT の画像処理」CT 画像フィルタリング処

理、3次元画像処理について基礎と臨床応用

を解説する。 

予習：教科書 p58～72 を読み、必要な項目

を調べる。（2 時間）復習：CT 画像フ

ィルタリング処理、3 次元画像処理

の特徴を整理し、ノートにまとめ

る。（2時間） 

山口 

6 

「CT の性能評価・線量評価」CT 画像の画質

評価法、および線量測定法について解説す

る。 

予習：教科書 p78～109 を読み、必要な項目

を調べる。（2 時間）復習：CT 画像の

画質評価法、および線量測定法を整

理し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

7 
「まとめ、確認テスト」第 1～6回までの授

業内容を総括する。確認テストを実施する。 

予習：第 1 回～第 6 回までの授業内容をノ

ートで確認し、疑問点を抽出する。

（2 時間）復習：確認テストを見直

し、講義ノートを整理し完成する。

（2時間） 

山口 

8 

「MR 撮像技術の原理」MR 検査の概要および

RF パルスを送ることで生じる励起および緩

和現象について解説する。 

予習：教科書 p2～19、p134-152 を読み、必

要な項目を調べる。（2時間）復習：

MR の撮像原理を整理し、ノートにま

とめる。（2時間） 

山口 

9 

「画像再構成理論」傾斜磁場による空間エ

ンコード方法について理解する。周波数空

間（k空間）と実空間、フーリエ変換につい

て解説する。 

予習：教科書 p21～26 を読み、必要な項目

を調べる。（2時間）復習：空間エン

コード方法と周波数空間の特徴を

整理し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

10 
「MR 装置、性能評価」MR 装置の構成と特徴

および性能評価法について解説する。 

予習：教科書 p110～130、p208～220 を読

み、必要な項目を調べる。（2時間）

復習：MR 装置の構成と性能評価法を

整理し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

11 

「撮像パラメータと組織コントラスト（SE

法）」基本的な撮像パラメータ（繰り返し時

間、エコー時間、加算回数、マトリクス、FOV、

バンド幅等）について解説する。 

予習：教科書 p30～35 を読み、必要な項目

を調べる。（2 時間）復習：SE 法にお

けるパラメータと組織コントラス

トを整理し、ノートにまとめる。（2

時間） 

山口 

12 

「MRI のパルスシーケンス」マルチエコー

法、高速 SE 法、反転回復法、GRE 法、EPI 法

について解説する。 

予習：教科書 p35～50 を読み、必要な項目

を調べる。（2時間）復習：それぞれ

のパルスシーケンスの原理と特徴

を整理し、ノートにまとめる。（2時

間） 

山口 

13 

「MR angiography」flow void、time of 

flight 法、phase contrast 法について解説

する。 

予習：教科書 p54～76 を読み、必要な項目

を調べる。（2時間）復習：MRA の TOF

法、PC 法の原理と特徴を整理し、ノ

ートにまとめる。（2時間） 

山口 

14 

「MR 画像のアーチファクト」MR 画像に生じ

るアーチファクトの発生機序について解説

する。 

予習：教科書 p110～130 を読み、必要な項

目を調べる。（2時間）復習：MR 画像

のアーチファクトの発生機序と対

策を整理し、ノートにまとめる。（2

時間） 

山口 

15 

「まとめ、確認テスト」第 8～14 回までの

授業内容を総括する。確認テストを実施す

る。 

予習：第 8回～第 14 回までの授業内容をノ

ートで確認し、疑問点を抽出する。

（2 時間）復習：確認テストを見直

し、講義ノートを整理し完成する。

（2時間） 

山口 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．学習態度（予習・復習、BRD、出席等） <DP①②>2．確認テスト<DP①②>3．定期試験 <DP①②> ・試

験・課題に対するフィードバック方法  BRD のテーマは次回の講義冒頭で解説し、希望者には返却す

る。  確認テスト、定期試験は模範解答を公開し、希望者には個別に採点後の試験答案を開示する。 

 

1 ．

10%2 ．

20%3 ．

70% 



授業科目名 撮影技術学・機器工学実験Ⅰ (放射線) 

主担当教員 船橋 正夫 担当教員 
船橋 正夫／山畑 飛鳥／西浦 

素子／栗山 巧 

科目ナンバリング SS20BRSB008 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 3 限、火曜

4 限、火曜 5 限 

授業形態 実験 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 実際のＸ線装置を用いて骨撮影および胸・腹部・乳房撮影、Ⅹ線 CＴ検査・Ｘ線透視検査などを中心にポジ

ショニングから撮影までを行うことで、検査目的、画像表示法、検査の安全性、写真の見方および機器の原

理と構造、装置の操作法、装置に関する関連規格と品質管理について理解を深めさせる。また、実験内容を

報告書にまとめることでＸ線検査に関する必要な知識と技術を修得させ、診療放射線技術の実践能力を高め

ることを目指す。 

 

学修目標 

撮影技術学・機器工学実験Ⅰは、「Ｘ線撮影技術学Ⅰ」「Ｘ線撮影技術 学Ⅱ」「Ｘ線機器工学」で学んだ知識を実践す

る能力を身に付けさせることを目標とする。〈DP①②④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 実習時の服装はケーシー上下、?衣、?い靴とする。※?だしなみはオリエンテーション時に説明する  2. 

グループ内でよく対話し、サポートしあいながら協調性をもって実験に取り組むこと 3. レポートの提出期

限を遵守すること。原則的に締?後の提出は認めない 

 

教科書 

実習書を配布する 

 

参考書 

新・医用放射線技術実験―臨床編― 第 4 版 978-4-320-06196-5 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5 階 研究室 4  月～木曜日 授業時間以外。金曜日不在。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション①各回の実験内容を詳

細に説明する 

予習：X 線撮影技術学 1 機器工学①で学ん

だことを確認する復習：実験の内容

を確認しておく 

船橋山

畑西浦 

2 
オリエンテーション②各回の実験内容を詳

細に説明する 

予習：X 線撮影技術学 1 機器工学①で学ん

だことを確認する復習：実験の内容

を確認しておく 

船橋山

畑西浦 

3 
撮影の幾何学的配置①撮影方向・撮影距離

の変化と画質 

予習：実験の配置を確認する復習：実験結果

をまとめてレポートを提出する 
山畑 

4 
撮影の幾何学的配置②距離の逆自乗則と撮

影線量の関係 

予習：実験の配置を確認する復習：実験結果

をまとめてレポートを提出する 
山畑 



5 
照射線量と画像の変化①撮影線量と画質の

関係 

予習：実験の配置を確認する復習：実験結果

をまとめてレポートを提出する 
船橋 

6 
照射線量と画像の変化②散乱線と画質の関

係 

予習：実験の配置を確認する復習：実験結果

をまとめてレポートを提出する 
船橋 

7 乳房 X線撮影実習① 
予習：実験の配置を確認する復習：実験結果

をまとめてレポートを提出する 
西浦 

8 乳房 X線撮影実習① 
予習：実験の配置を確認する復習：実験結果

をまとめてレポートを提出する 
西浦 

9 
人体ファントムを用いた撮影技術③線減弱

係数と CT 値、ウインドウ条件と画像比較 

予習：実験の配置を確認する復習：実験結果

をまとめてレポートを提出する 
船橋 

10 
線減弱係数と CT 値、ウインドウ条件と画像

比較 

予習：実験の配置を確認する復習：実験結果

をまとめてレポートを提出する 
船橋 

11 乳房 X線撮影実習② 
予習：実験の配置を確認する復習：実験結果

をまとめてレポートを提出する 
西浦 

12 乳房 X線撮影実習② 
予習：実験の配置を確認する復習：実験結果

をまとめてレポートを提出する 
西浦 

13 X 線画像検出器の性能比較 
予習：実験の配置を確認する復習：実験結果

をまとめてレポートを提出する 
山畑 

14 X 線画像検出器の性能比較 
予習：実験の配置を確認する復習：実験結果

をまとめてレポートを提出する 
山畑 

15 実験・実習のまとめ 実験・実習のまとめ 

船橋西

浦

山

畑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1． 平常評価 50%    実験前の予習、実験中の態度、主体性、協調性、貢献度を評価する 2． レポー

ト評価 50%  撮影法への理解、考察を重視する(ただし、提出するべきレポートがすべて提出されていな

い場合のレポート点は 0 点とする)4/5 以上出席することを原則とする 〈DP①②④〉 

 

1.50%   

2.50% 



授業科目名 撮影技術学・機器工学実験Ⅱ (放射線) 

主担当教員 山口 功 担当教員 
山口 功／今井 信也／大橋 明

日香／栗山 巧 

科目ナンバリング SS20BRSB009 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 3 限、月曜

4 限、月曜 5 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

撮影技術学・機器工学実験Ⅱは、「放射線撮影技術学」「CT・MRI 機器工学」「CT・MRI 撮影技術学」で学んだ

それぞれの検査法を実践する能力を身につける。Ｘ線 CT 装置、磁気共鳴画像診断装置、超音波装置および眼

底カメラ等を使用してファントムを撮影する実験・実習を行うことで、臨床の現場で行われているそれぞれ

の検査法について検査目的、画像表示法、検査の安全性、写真の見方などを学修する。また、実習内容を報告

書にまとめることでに臨床で行われている画像検査に関する必要な知識と専門技術を確認し、診療放射線技

術を実践能力を高める。＊実務経験を有する教員が授業を行う。 

 

学修目標 

・X線CT画像を理解し、撮影条件にともなう画質の変化について説明できる。< DP①②>・MR画像を理解し、撮像条

件にともなう画質の変化について説明できる。< DP①②>・超音波検査における上腹部、乳房の基本的走査法と画像

解剖が説明できる。< DP①②>・眼底写真撮影の基本的検査法と画像解剖が説明できる。< DP①②>・X線CT検査、MR

検査および超音波検査における患者接遇が実践できる。< DP①②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．実習時の服装はケーシー上下、?衣、?靴とする。2．頭髪、化粧等は、他者、特に年長者に不快を与えない

身だしなみを基本とする。  ※?だしなみはオリエンテーション時に説明する。2．グループ内でよく対話

し、サポートしあいながら協調性をもって実験に取り組むこと。3．レポートの提出期限を遵守すること。原

則的に締?後の提出は認めない。4．欠席者・公欠者については原則別途追加実習を行う。 

 

教科書 

実習書を配布する 

 

参考書 

「新・医用放射線技術実験―臨床編― 第 4 版」共立出版 安部真治 ISBN：978-4-320-06196-5「MR･超音波･

眼底 基礎知識図解ノート 第 2版」 金原出版 新津 守 ISBN：978-4-307-07107-9 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5 階 研究室 2 山口研究室 随時（在室時は対応します）さくら棟 5 階 共同研究室（今井）随時

（在室時は対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション①各実験内容を詳細に

説明する。 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習する。復習：実験の内容を確

山口今

井 



認しグループで共有する。 

2 
オリエンテーション②各実験内容を詳細に

説明する。 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習する。復習：実験の内容を確

認しグループで共有する。 

山口今

井 

3 上部消化管造影検査① 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習し、クループで実験計画を共

有する。復習：実験目的および結果

をグループで共有し、考察をまとめ

てレポートを提出する。 

山口今

井 

4 上部消化管造影検査② 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習し、クループで実験計画を共

有する。復習：実験目的および結果

をグループで共有し、考察をまとめ

てレポートを提出する。 

山口今

井 

5 CT 画像の画質評価① 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習し、クループで実験計画を共

有する。復習：実験目的および結果

をグループで共有し、考察をまとめ

てレポートを提出する。 

山口今

井 

6 CT 画像の画質評価② 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習し、クループで実験計画を共

有する。復習：実験目的および結果

をグループで共有し、考察をまとめ

てレポートを提出する。 

山口今

井 

7 MR 画像のアーチファクト① 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習し、クループで実験計画を共

有する。復習：実験目的および結果

をグループで共有し、考察をまとめ

てレポートを提出する。 

山口今

井 

8 MR 画像のアーチファクト② 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習し、クループで実験計画を共

有する。復習：実験目的および結果

をグループで共有し、考察をまとめ

てレポートを提出する。 

山口今

井 

9 人体ファントムを用いた X 線撮影技術① 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習し、クループで実験計画を共

有する。復習：実験目的および結果

をグループで共有し、考察をまとめ

てレポートを提出する。 

山口今

井 

10 人体ファントムを用いた X 線撮影技術② 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習し、クループで実験計画を共

有する。復習：実験目的および結果

をグループで共有し、考察をまとめ

てレポートを提出する。 

山口今

井 

11 上腹部・乳房超音波検査、眼底写真撮影① 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習し、クループで実験計画を共

有する。復習：実験目的および結果

をグループで共有し、考察をまとめ

てレポートを提出する。 

山口今

井 

12 上腹部・乳房超音波検査、眼底写真撮影② 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習し、クループで実験計画を共

有する。復習：実験目的および結果

をグループで共有し、考察をまとめ

てレポートを提出する。 

山口今

井 

13 MR 用造影剤の特性① 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習し、クループで実験計画を共

有する。復習：実験目的および結果

をグループで共有し、考察をまとめ

てレポートを提出する。 

山口今

井 

14 MR 用造影剤の特性② 

予習：実験に関連する講義科目の学修内容

を復習し、クループで実験計画を共

有する。復習：実験目的および結果

をグループで共有し、考察をまとめ

山口今

井 



てレポートを提出する。 

15 実験・実習のまとめ 

予習：クループで発表用プレゼンテーショ

ン資料を作成する。復習：プレゼン

テーションで指摘された内容をグ

ループで共有し、レポートを提出す

る。 

山口今

井 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．実験態度：実験前の予習、実験中の態度、主体性、協調性、貢献度を評価する。<DP①②>2.レポート

評価：実験目的の理解およびレポートの記述内容を総合的に評価する。ただし、提出するべきレポート

（欠席者・公欠者への別途課題含む）がすべて提出されていない場合、レポート評価は「0 点」とする。 

<DP①②> 

 

1．50％

2．50％ 



授業科目名 画像解剖学 (放射線) 

主担当教員 西浦 素子 担当教員 西浦 素子 

科目ナンバリング SS20BRSB010 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

画像解剖学の目的および X 線を使用した単純 X 線撮影、血管造影撮影、消化管造影撮影など診療画像に関す

る正常解剖の知識を習得する。 

 

学修目標 

1．画像の基礎知識を理解する。2．単純X線：骨・関節・胸部・腹部・乳房撮影などについて、撮影目的と画像解剖

を理解する。<DP①②>3．X線造影：消化管造影や血管造影などについて、撮影目的と画像解剖を理解する。<DP①②>4． 

各部位のＸ線検査で得られる画像の異常像の形成要因と形状表現を理解する。<DP①②>5．検査対象部位の二次元画

像から三次元画像の立体解剖が構築できる。〈DP①②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

正常な画像解剖を理解するためには、人体の構造（名称・位置関係）に関する知識は必須です。臨床実習等で

も指導者から画像を示され、「この臓器の名称を答えなさい」というケースは良くみられます。既に関連する

履修科目についてしっかり復習し、授業に臨むようにしてください。※上部・下部消化管画像は 3 年次前期

の内容となります。 

 

教科書 

『若葉マークの画像解剖学』磯辺智範 編/メジカルビュー社 ISBN978-4-7583-1930-0『X 線撮影技術学』 小

田敍弘 オーム社  ISBN：978-4-274-22598-7『診療放射線技術』 上巻改訂第 14 版 小塚隆弘・稲邑清

也・監、南江堂、ISBN: 9784524258598 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 研究室 7/随時（不在のことが多いため、事前アポイントがあった方がのぞましい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 X 線画像の形成 

予習：人体の構造について確認（1時間）復

習：授業をもとに教科書の再確認（2

時間） 

西浦 

2 
胸部（縦隔・肺）を中心に各撮影法の基本と

画像の位置関係を理解する。 

予習：胸部の基本的構造と機能について理

解する。（1時間）復習：授業をもと

に教科書の再確認（2時間） 

西浦 

3 
腹部を中心に各撮影法の基本と画像に示さ

れる臓器の位置関係を理解する。 

予習：腹部の基本的構造と機能について理

解する。（1時間）復習：授業をもと

に教科書の再確認（2時間） 

西浦 

4 
「膵胆道系」その他膵胆道系造影検査法を

復習（予習）し、膵胆道系造影における正常

予習：「膵胆道系」正常解剖、検査法を調べ

ておく。（1時間）復習：授業をもと
西浦 



および異常像の形成要因と形状表現を解説

する。 

に教科書の再確認（2時間） 

5 

「尿路系・生殖器系」「関節腔」「脊髄腔」尿

路系・生殖器系、関節腔、脊髄腔造影検査法

を復習（予習）し、それぞれにおける正常お

よび異常像の形成要因と形状表現を解説す

る。 

予習：「尿路系・生殖器系」「関節腔」「脊髄

腔」の正常解剖、検査法を調べてお

く。（1時間）復習：授業をもとに教

科書の再確認（2時間） 

西浦 

6 頭部の単純 X 線画像 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

（1 時間）復習：授業をもとに教科

書の再確認（2時間） 

西浦 

7 上肢の単純 X 線画像 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

（1 時間）復習：授業をもとに教科

書の再確認（2時間） 

西浦 

8 下肢の X線画像 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

（1 時間）復習：授業をもとに教科

書の再確認（2時間） 

西浦 

9 下肢の単純 X 線画像 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

（1 時間）復習：授業をもとに教科

書の再確認（2時間） 

西浦 

10 骨盤・股関節の単純 X線画像 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

（1 時間）復習：授業をもとに教科

書の再確認（2時間） 

西浦 

11 乳房の単純 X 線画像 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

（1 時間）復習：授業をもとに教科

書の再確認（2時間） 

西浦 

12 

「腹部血管」腹部血管造影検査法を復習（予

習）し、腹部血管造影における正常および異

常像の形成要因と形状表現を解説する。 

予習：「心臓・大血管血管」の正常解剖、検

査法を調べておく。（1時間）復習：

授業をもとに教科書の再確認（2 時

間） 

西浦 

13 

「心臓・大血管血管」心臓・大血管血管造影

検査法を復習（予習）し、心臓・大血管血管

造影における正常および異常像の形成要因

と形状表現を解説する。 

予習：「心臓・大血管血管」の正常解剖、検

査法を調べておく。（1時間）復習：

授業をもとに教科書の再確認（2 時

間） 

西浦 

14 

「頭頸部血管」頭頸部血管造影検査法を復

習（予習）し、頭頸部血管造影における正常

および異常像の形成要因と形状表現を解説

する。 

予習：「頭頸部血管」の正常解剖、検査法を

調べておく。（1時間）復習：授業を

もとに教科書の再確認（2時間） 

西浦 

15 

「画像下治療（Interventional Radiology：

IVR）血管系 IVR、心臓系 IVR、非血管系 IVR

の種類と特徴を概説し、治療や生検に必要

な画像とその意義を解説する。 

予習：「Interventional Radiology：IVR」の

概要を調べておく。（1時間）復習：

授業をもとに教科書の再確認（2 時

間） 

西浦 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．定期試験<DP①>2．授業開始前に実施する小テスト試験<DP①>※ 100 点満点の 60％（60 点）以上を

単位認定します。 

 

1 ．

80%2 ．

20% 



授業科目名 核医学検査技術学Ⅰ (放射線) 

主担当教員 大西 英雄 担当教員 大西 英雄／垣本 晃宏 

科目ナンバリング SS20BRSB013 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

核医学検査技術学Ⅰは、放射性同位元素を使用する核医学の検査法及び治療法、測定装置などの核医学診療

技術の基礎知識を教授する。核医学診断に関する基礎知識を得るために、シンチレーションカメラ装置、SPECT

装置及び PET 装置など核医学検査で用いられる装置の構造、原理、各種補正、画像再構成法、及び付属機器

などについて概説する。また性能評価，保守管理及び点検項目など安全管理に必要な知識を身に付けさせ、

診療放射線技術を実践するための基礎的な能力を高めることを目指す。なお、一般核医学及びシングルフォ

トン系（大西/13 回）、ポジトロン核医学（垣本/2 回）について学修する。 

 

学修目標 

放射性医薬品を用いた生体機能画像化を行う核医学検査の特徴を理解し説明できる。<DP①>核医学検査技術学Ⅰは、

核医学検査の技術的な内容を正確に理解して、核医学検査技術の概念を説明できる。<DP①>各種検査機器や動態機能

検査解析法に関する原理や性能の基本的な内容を説明できる。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

これまでに履修した専門基礎科目の知識を総動員して、非密封放射性同位元素を用いた検査機器の画像化及

び定量化の基本的な概念を十分理解する。診療放射線技師国家試験や第 1 種放射線取扱主任者試験などの関

連科目の合格水準への到達を目指す。 

 

教科書 

放射線技術学シリーズ 核医学検査技術学 改訂 4版 大西英雄、他編（オーム社）ISBN：：978-4-274-22826-

1 

 

参考書 

診療放射線技術選書「核医学検査技術学 改訂 3 版」 佐々木雅之、他編（南山堂）新核医学技術総論 技

術編 山代印刷株式会社 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5階 3研究室/火曜日 17:00-18:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

核医学検査の基礎知識：インビボ検査、機能

画像、放射線安全管理放射性医薬品の特徴

と集積機序：有効半減期、ジェネレータ、集

積機序 

予習：放射線物理、放射化学、計測等を十分

理解する。復習：インビボ検査の特

徴及び放射線安全管理(以降、予数、

復習とも各 2 時間） 

大西 

2 

シンチレーションカメラの概要と構成①：

コリメータ、NaI(Tl)シンチレータ、光電子

増倍管、エネルギー弁別、摂取率測定装置、

動態機能検査 

予習： シンチカメラの概要（2時間）復習：

コリメータの特性、エネルギー分解

能（2時間） 

大西 



3 

シンチレーションカメラ装置の概要と構成

②：SPECT 装置、半導体カメラ、試料測定装

置 

予習：シンチカメラの概要（2時間）復習： 

SPECT 装置、半導体カメラの原理、

試料測定装置の原理（2時間） 

大西 

4 
核医学画像論①：デジタル画像の基礎、

Nyquist 周波数、部分容積効果 

予習：デジタルサンプリング（2時間）復習：

標本化定理、最適マトリクス（2 時

間） 

大西 

5 
核医学画像論②とシンチカメラの撮像原

理：フィルタ処理、コリメータ、収集方法 

予習： 標本化定理、シンチカメラの原理（2

時間）復習： 収集方法の撮像原理（2

時間） 

大西 

6 

SPECT の撮像原理：回転軌道、角度サンプリ

ング、データ収集法、投影データ、データ収

集法 

予習： 収集方法の原理（2時間）復習： SPECT

撮像の原理（2時間） 
大西 

7 
画像再構成理論：中央断面定理、フィルタ補

正逆投影法、逐次近似画像再構成法 

予習： SPECT 画像再構成理論（2 時間）復

習：逐次近似画像再構成、FBP（2 時

間） 

大西 

8 各種補正法の理論①：散乱補正、減弱補正 

予習：散乱線、減弱補正法（2時間）復習：

各種補正理論の理解とその応用（2

時間） 

大西 

9 
各種補正法の理論②：減弱補正、空間分解能

補正 

予習：減弱及び分解能劣化補正法（2時間）

復習：各種補正理論の理解とその応

用（2時間） 

大西 

10 
核医学データ解析：画像処理、フィルタ処

理、時間放射能曲線 

予習：画像再構成理論の理解（2時間）復習：

前処理、後処理フィルタ（2時間） 
大西 

11 
画像評価と性能及び保守管理：均一性、空間

分解能、エネルギー分解能 

予習：性能評価の指標の特性（2時間）復習：

均一性、空間分解能の測定方法、安

全管理（2時間） 

大西 

12 

核医学画像の特徴と薬物動態解析：関心領

域処理、平均通過時間、コンパートメントモ

デル解析、統計学的脳機能解析 

予習：薬物動態の原理（2時間）復習：脳血

流の定量化（2時間） 
大西 

13 

PET 装置の概要、撮像原理：同時計測、2D 収

集、3D 収集、遅延同時計測、及びデータ収

集法 

予習：同時計数、消滅放射線(511keV)（2 時

間）復習：2D,3D 収集の相違、PET 撮

像理論（2時間） 

垣本 

14 
PET の画像再構成法及び性能評価：画像再構

成理論、補正処理、SUV、均一性 

予習：PET 画像再構成理論（2時間）復習：

雑音等価計数率、CCF、SUV、安全管

理（2時間） 

垣本 

15 
全体のまとめ：講義を通して説明が不足し

ている個所を補足する。 

予習：質問事項をまとめておく（2時間）復

習：全体の内容の把握（2時間） 
大西 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

下記の小テストと定期試験の点数で総合的に評価する。1.  講義期間中に３～４回の小テストを実施   

授業内で解説を行う。2.  定期試験を実施＜DP①>   出題範囲は；小テスト及び授業で扱った全ての

範囲 2/3 以上の出席を必要とする 

 

1. 20％

2. 80％ 



授業科目名 核医学検査技術学Ⅱ (放射線) 

主担当教員 大西 英雄 担当教員 大西 英雄／垣本 晃宏 

科目ナンバリング SS20BRSB014 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

核医学検査技術学Ⅱは、核医学診断で必要とされる系統別の核医学検査法と定量的データ解析に関する知識

の修得を目標とする。脳神経系、呼吸器系、循環器系、消化器系、泌尿器系、骨系、血液及び造血臓器系、腫

瘍及び炎症系、PET 検査、インビトロ検査、及び非密封核種内用療法などを教授する。放射性同位元素を投与

して行う各検査の概要や集積機序及びそれに伴う撮像方法、また動態解析法など核医学検査に必要な知識を

身に付けさせ、診療放射線技術を実践するための基礎的な能力を高めることを目標とする。核医学全般、シ

ングルフォトン系検査及び核医学治療（大西/14 回）ポジトロン核医学（垣本/１回） 

 

学修目標 

臨床で行われている核医学検査の内容や特徴を、核医学検査技術学Ⅰの知識を踏まえて説明できる。＜DP1＞検査の

原理、検査方法、画像解析法及び臨床的意義について各部位ごとの内容及び特徴を説明できる。＜DP1＞放射性同位

元素を用いた核医学治療の原理や方法、および放射線防護の観点から特徴を説明できる。＜DP1＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

これまで履修した専門基礎科目並びに核医学検査技術学Ⅰの知識を総動員して核医学検査の重要性とその特

徴を十分理解する。予習＆復習を各 2時間行う。 

 

教科書 

放射線技術学シリーズ  核医学検査技術学 改訂 4版 大西英雄、他編（オーム社） 「核医学検査ハンドブ

ック」 大西英雄 編（オーム社） ISBN978-4-274-22329-7 

 

参考書 

核医学ノート 第 6版 久保敦司 ほか（金原出版）ISBN(978-4-307^07113-0) 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5階 3研究室/木曜日 17:00-18:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
脳神経系：脳血流、中枢神経受容体、神経伝

達系、脳脊髄腔 

予習：脳の機能（2時間）復習：それぞれの

検査の用いる標識薬剤（2時間） 
大西 

2 
脳神経系の定量解析：MS 法、コンパートメ

ントモデル、ARG 法、統計学的脳機能解析 

予習：定量解析の手法（2時間）復習：それ

ぞれの検査の用いる標識薬剤（2 時

間） 

大西 

3 
内分泌系：甲状腺、副甲状腺、副腎皮質、副

腎髄質 

予習：甲状腺の機能（2時間）復習：それぞ

れの検査の用いる標識薬剤（2時間） 
大西 

4 呼吸器系：肺血流、肺換気、肺吸入 

予習：肺血流と肺換気の生理的相違（2時間）

復習：それぞれの検査の用いる標識

薬剤（2時間） 

大西 



5 
循環器系①：心筋血流、心筋脂肪酸代謝、心

筋交感神経、 

予習：心筋の生理的要因（2 時間）復習：そ

れぞれの検査の用いる標識薬剤（2

時間） 

大西 

6 
循環器系②：心筋壊死、心機能、末しょう循

環動態 

予習：心機能及び体循環系の機能（2時間）

復習：それぞれの検査の用いる標識

薬剤（2時間） 

大西 

7 
消化器系：肝、肝受容体、肝胆道、消化管出

血、唾液腺 

予習：肝臓の機能及び肝胆道系の機能（2時

間）復習：それぞれの検査の用いる

標識薬剤（2時間） 

大西 

8 泌尿器系：腎静態、腎動態 
予習：腎臓の機能（2時間）復習：それぞれ

の検査の用いる標識薬剤（2時間） 
大西 

9 骨・カルシューム系：骨、関節 

予習：骨の構造と生理（2時間）復習：それ

ぞれの検査の用いる標識薬剤（2 時

間） 

大西 

10 
血液・造血臓器系：骨髄、リンパ節、脾臓、

鉄代謝など 

予習：造血臓器の機能と生理（2時間）復習：

それぞれの検査の用いる標識薬剤

（2時間） 

大西 

11 
腫瘍・炎症系：腫瘍全般、特異的腫瘍、炎症

性疾患 

予習：腫瘍系の生理と要因（2時間）復習：

それぞれの検査の用いる標識薬剤

（2時間） 

大西 

12 
ポジトロン核医学①：腫瘍ブドウ糖、腫瘍ア

ミノ酸、脳循環代謝 

予習：ブドウ糖代謝と脳循環代謝（2時間）

復習：それぞれの検査の用いる標識

薬剤（2時間） 

垣本 

13 
ポジトロン核医学②：心・血管系 PET,アン

モニア心筋、交感神経 

予習：心筋及び交感神経系の生理（2時間）

復習：それぞれの検査の用いる標識

薬剤（2時間） 

大西 

14 
核医学治療：131I の治療、甲状腺がん、悪

性リンパ腫 

予習：核医学治療に用いる線源（2時間）復

習：それぞれの治療に用いる標識製

剤（2時間） 

大西 

15 
全体のまとめ：講義を通して説明が不足し

ている個所を補足する。 

予習：質問事項をまとめておく（2時間）復

習：全体の内容の把握（2時間） 
大西 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

下記の小テストと定期試験の点数で総合的に評価する。1.  講義期間中に３～４回の小テストを実施   

授業内で解説を行う。2.  定期試験を実施＜DP①>   出題範囲は；授業で扱った全ての範囲 2/3 以上

1. 20％

2. 80％ 



の出席を必要とする 

 



授業科目名 核医学検査技術学実験 (放射線) 

主担当教員 大西 英雄 担当教員 
大西 英雄／垣本 晃宏／山畑 

飛鳥 

科目ナンバリング SS20BRSB015 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 3 限、月曜

4 限、月曜 5 限 

授業形態 実験 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

核医学検査技術学実験は、「核医学検査技術学Ⅰ」「核医学検査技術学Ⅱ」で学んだ核医学検査技術学を実践

する能力を身に付けさせることを目標とする。放射線の測定・管理、機器の操作、被検体の撮像、画像の評価

に関する実験や実習を行うことで、臨床の現場で行われているそれぞれの検査法について検査目的、画像表

示法、検査の安全性、画質の評価などの理解を深めさせる。また、実験内容を報告書にまとめることで核医

学検査技術学に関する必要な知識と技術を修得させ、診療放射線技術の実践能力を高めることを目指す。 

 

学修目標 

核医学検査技術学Ⅱの履修した内容と核医学検査技術学Ⅰで習得した知識を踏まえて現象などを説明できる。DP①検

査の原理、検査方法及びそれに付随する画像処理や画像解析法の内容とその影響を説明できる。DP①チームの一員と

しての協調性、コミュニケーション能力、問題解決及び論理的思考を養うことが出来る。DP④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

これまで履修した専門基礎科目並びに核医学検査技術学Ⅰ及びⅡの知識を総動員して核医学検査の重要性と

その特徴を十分理解する。実験時の服装はケーシー上下、白衣、白靴とする。＊身だしなみはオリエンテー

ション時に説明する。グループ内で良く対話して、サポートしながら協調性をもって実験に取り組む。レポ

ートの提出期限は厳守すること。締め切り後の提出は認めない。実験最終回に各テーマの結果及び考察のプ

レゼンを班ごとに行う。尚、欠席者及び公欠者については原則、別途追加実学を行う。 

 

教科書 

放射線技術学スキル UP シリーズ「核医学画像評価」大西英雄、他編（オーム社）ISBN(978-4-274-22169-9)

及び実験書を配布 

 

参考書 

放射線技術学シリーズ「核医学検査技術学 改訂 3版」大西英雄、他編（オーム社） 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5階 3研究室/火曜日 17:00-18:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション１ 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本山畑 

2 シンチカメラの性能 
予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

大西垣

本山畑 



する 

3 シンチカメラの性能 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本山畑 

4 SPECT 画像再構成 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本山畑 

5 SPECT 画像再構成 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本山畑 

6 PET 画像の定量化手法 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本山畑 

7 PET 画像の定量化手法 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本山畑 

8 オリエンテーション２ 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本

山

畑 

9 線源の取り扱い 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本山畑 

10 線源の取り扱い 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本

山

畑 

11 補正効果（散乱、減弱、空間分解能補正） 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本

山

畑 

12 補正効果（散乱、減弱、空間分解能補正） 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本

山

畑 

13 脳 PET 画像の動態解析 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本

山

畑 

14 脳 PET 画像の動態解析 

予習：実験書を熟読し、事前課題を理解す

る。復習：テーマごとに方法を確認

する 

大西垣

本

山

畑 

15 各実験のプレゼンテーション 

予習：担当する実験内容の精査と考察を考

える。復習：各テーマの内容、考察

などを再確認する。 

大西垣

本

山

畑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１，平常評価：実験の予習、事前課題、実験中の態度、主体性、協調性及び貢献度を評価する。２，レポ

ート評価：核医学検査技術の広範囲な理解と実験内容の考察の内容などを重視して評価する。4/5 以上

出席することを原則とする。 

 

30 ％

70 ％

〈 DP①

②④〉 



授業科目名 放射性薬品学 (放射線) 

主担当教員 山本 浩一 担当教員 山本 浩一／垣本 晃宏 

科目ナンバリング SS20BRSB016 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

核医学検査で用いられる医薬品の他、放射線検査や放射線治療の際に併用される医薬品に関して、診療放射

線技師が知っておくべき基礎知識を概説する。 

 

学修目標 

1）核医学検査で用いられる放射性医薬品にはどのようなものがあり、なぜそれらを用いる必要があるかを理解し、

他者に説明できるようになる。2）CTやMRIなどの画像検査の際に併用される医薬品にはどのようなものがあり、な

ぜそれらを用いる必要があるかを理解し、他者に説明できるようになる。3）放射線によるがん治療の際に併用され

る医薬品にはどのようなものがあり、なぜそれらを用いる必要があるかを理解し、他者に説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各回講義時に小テスト（試験範囲は前回講義内容）を実施しますので、復習を欠かさず行ってください。1年

後期～3年前期に習得した放射化学・薬理学・核医学技術学の内容を復習し、放射性医薬品に関する理解を深

めてください。 

 

教科書 

特に指定しない 

 

参考書 

新 放射化学・放射性医薬品学 改訂第 4版佐治英郎・前田稔・小島周二南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

山本 浩一（さくら棟 5F 研究室 6）垣本 晃宏（さくら棟 5F 共同研究室／水曜日 13:00～14:30） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション シラバスを確認しておく 

山本浩

一 / 垣

本晃宏 

2 放射線検査の際に用いる薬 その 1 

第 1 回目講義終了時に Take home message

を伝えるので、その内容を予習復習

しておく。 

山本浩

一 

3 放射線検査の際に用いる薬 その 2 

第 2 回目講義終了時に Take home message

を伝えるので、その内容を予習復習

しておく。 

山本浩

一 

4 放射線治療の際に用いる薬 

第 3 回目講義終了時に Take home message

を伝えるので、その内容を予習復習

しておく。 

山本浩

一 

5 核医学検査の際に用いる薬 その 1 

第 4 回目講義終了時に Take home message

を伝えるので、その内容を予習復習

しておく。 

垣本晃

宏 



6 核医学検査の際に用いる薬 その 2 

第 5 回目講義終了時に Take home message

を伝えるので、その内容を予習復習

しておく。 

垣本晃

宏 

7 期末試験  

山本浩

一 / 垣

本晃宏 

8 期末試験の解説講義  

山本浩

一

/

垣

本

晃

宏 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.事後学習を評価するため講義開始時に小テスト 2.期末試験 1 と 2 を総合評価して判定するが、状況に

よっては別途課題を与えることがあります。詳細は講義時に説明します。 

 

1. 20％

2. 80％ 



授業科目名 放射線治療技術学Ⅰ (放射線) 

主担当教員 奥村 雅彦 担当教員 奥村 雅彦 

科目ナンバリング SS20BRSB017 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

高エネルギーX 線、電子線による放射線治療に関する知識の修得を目的とする。電子直線加速器、円形加速

器、放射線治療計画装置、各種補助機器、器具、線量計システムの基本構成、動作原理および特性を理解する

とともに、放射線治療計測に関する理論および演習を学ぶ。人体に高エネルギーX線、電子線を照射する責任

と重要度に関する知識を身につけることで診療放射線技師としての基礎的能力を高めることを目指す。※本

科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．がん医療における放射線治療の現状と放射線治療生物に関して説明できる。（DP①）2．電子直線加速装置の原理、

構造について説明できる。（DP①）3．円形加速装置や高精度放射線治療装置の原理、構成について説明できる。（DP①）

4．放射線治療計測に関する理論（空洞理論、定数・係数）について説明できる。（DP①）5．X線、電子線の水吸収線

量を求めることができる。（DP①） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書、配布レジュメ（要旨）を中心に実施する。各自で専用のノートに重要な内容は記録すること。

授業中は、私語厳禁、スマートフォンは電源オフまたはマナーモードで鞄に入れて保管すること。 

 

教科書 

① 放射線治療 基礎知識図解ノート ISBN：9784307071024 榮武二・櫻井英幸・監 金原出版株式会社② 

外部放射線治療における水吸収線量の標準計測法―標準計測法 12 ISBN：9784860451202 日本医学物理学

会編 通称産業研究社③ 診療放射線技術 下巻改訂第 14 版 ISBN：9784524258611 小塚隆弘・稲邑清也・

監 南江堂（1年時に購入済み） 

 

参考書 

・放射線治療物理学 第 3 版 ISBN：978-4-8306-4227-2 西臺武宏 文光堂 

 

研究室／オフィスアワー 

授業中に指示する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
放射線治療概論 I（悪性腫瘍・TNM・治療可

能比） 

予習：悪性腫瘍・TNM・治療可能比（2時間）

復習：講義内容の理解を深める（2時

間） 

奥村 

2 
放射線治療概論 II（治療の目的・有害事象・

耐容線量） 

予習：治療の目的・有害事象・耐容線量（2

時間）復習：講義内容の理解を深め

る（2時間） 

奥村 

3 
外部放射線治療装置 I（外部構造・電子銃・

加速管・マグネトロン、クライストロン） 

予習：外部構造・電子銃・加速管・マグネト

ロン、クライストロン（2 時間）復
奥村 



習：講義内容の理解を深める（2 時

間） 

4 
外部放射線治療装置 II（ヘッド構造・X線、

電子線ビーム） 

予習：ヘッド構造・X 線、電子線ビーム（2

時間）復習：講義内容の理解を深め

る（2時間） 

奥村 

5 
外部放射線治療装置 III（円形加速装置・

高精度照射装置） 

予習：円形加速装置・高精度照射装置（2 時

間）復習：講義内容の理解を深める

（2時間） 

奥村 

6 
照射関連補助具（照射野整形・線量修飾・患

者固定具・照準器具） 

予習：照射野整形・線量修飾・患者固定具・

照準器具（2 時間）復習：講義内容

の理解を深める（2時間） 

奥村 

7 
放射線治療計画 I（治療計画の流れ・体積の

定義・位置誤差とマージン・ICRU 基準点） 

予習：治療計画の流れ・体積の定義・位置誤

差とマージン・ICRU 基準点（2 時間）

復習：講義内容の理解を深める（2時

間） 

奥村 

8 
放射線治療計画 II（線量計算アルゴリズム・

CT シミュレータ・DVH） 

予習：線量計算アルゴリズム・CT シミュレ

ータ・DVH（2 時間）復習：講義内容

の理解を深める（2時間） 

奥村 

9 
放射線治療計測（計測概論・トレーサービリ

ティ） 

予習：計測概論・トレーサービリティ（2 時

間）復習：講義内容の理解を深める

（2時間） 

奥村 

10 
放射線治療計測（電離箱線量計・電位計・フ

ァントム） 

予習：電離箱線量計・電位計・ファントム（2

時間）復習：講義内容の理解を深め

る（2時間） 

奥村 

11 
放射線治療計測（水吸収線量計測の各種補

正係数） 

予習：水吸収線量計測の各種補正係数（2時

間）復習：講義内容の理解を深める

（2時間） 

奥村 

12 
放射線治療計測（水吸収線量計測による出

力校正） 

予習：水吸収線量計測による出力校正（2時

間）復習：講義内容の理解を深める

（2時間） 

奥村 

13 放射線治療機器・治療計画装置のまとめ 

予習：放射線治療機器・治療計画装置のまと

め（2 時間）復習：講義内容の理解

を深める（2時間） 

奥村 

14 水吸収線量計測（X線、電子線）のまとめ 

予習：水吸収線量計測（X線、電子線）のま

とめ（2 時間）復習：講義内容の理

解を深める（2時間） 

奥村 

15 講義全体の総括 今までの講義内容の復習 奥村 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

期末テスト（DP①）授業態度（小テスト含む）（DP①）授業の出席は、授業時間数の 2/3 以上とする。 

 

80 ％

20％ 



授業科目名 放射線治療技術学Ⅱ (放射線) 

主担当教員 奥村 雅彦 担当教員 奥村 雅彦 

科目ナンバリング SS20BRSB018 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

放射線治療技術学 II では、臨床で行われる各部位の悪性腫瘍に対する放射線治療照射技術の修得を目的とす

る。高エネルギーX線、電子線に関する深部量関数、出力線量計算、各種照射法を修得するとともに、密封小

線源治療、核医学治療および陽子線・重粒子線治療、ホウ素中性子捕捉療法について教授する。放射線治療

技術の精度管理および安全管理および関係法規を学ぶことで診療放射線技師の放射線治療の安全管理体制を

学ぶ。 

 

学修目標 

1． 高エネルギーX線の深部量関数、等価照射野および出力係数について説明できる。（DP①）2． 高エネルギーX線

の矩形照射野、不整形照射野のMU計算ができる。3． 高エネルギー電子線の深部量関数、出力係数およびMU計算に

ついて説明できる。（DP①）4． 外部照射法（通常照射法、特殊照射法）について説明できる。（DP①）5． 粒子線治

療、中性子捕捉療法について説明できる。DP①）6． 密封小線源治療について説明できる。（DP①） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書、配布レジュメ（要旨）を中心に実施する。各自で専用のノートに重要な内容は記録すること。

授業中は、私語厳禁、スマートフォンは電源オフまたはマナーモードで鞄に入れて保管すること。 

 

教科書 

① 放射線治療 基礎知識図解ノート 第 2版 ISBN：9784307071178 榮武二・櫻井英幸・監 金原出版株

式会社② 外部放射線治療における水吸収線量の標準計測法―標準計測法 12 ISBN：9784860451202 日本医

学物理学会編 通称産業研究社③ 教科書 3：診療放射線技術 下巻改訂第 14 版 ISBN：9784524258611 小

塚隆弘・稲邑清也・監 南江堂（1年時に購入済み） 

 

参考書 

・放射線治療物理学 第 3 版 ISBN：978-4-8306-4227-2 西臺武宏 文光堂 

 

研究室／オフィスアワー 

授業中に指示する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 深部線量関数 
予習：PDD、TMR 等の深部量関数（2時間）復

習：教科書・配布資料（2時間） 
奥村 

2 出力係数・モニタ単位 
予習：出力係数に関する予習（2時間）復習：

教科書・配布資料（2時間） 
奥村 

3 等価正方形 
予習：等価正方形に関する予習（２時間）復

習：教科書・配布資料（2時間） 
奥村 

4 高エネルギーX線、電子線の MU 計算 
予習：高エネルギーX 線、電子線 MU 計算の

予習（２時間）復習：教科書・配布
奥村 



資料（2時間） 

5 外部照射法① 
予習：外部照射法に関する予習（2時間）復

習：教科書・配布資料（2時間） 
奥村 

6 外部照射法② 
予習：外部照射法に関する予習（2時間）復

習：教科書・配布資料（2時間） 
奥村 

7 外部照射技術① 
予習：外部照射技術に関する予習（2時間）

復習：教科書・配布資料（2時間） 
奥村 

8 外部照射技術② 
予習：外部照射技術に関する予習（2時間）

復習：教科書・配布資料（2時間） 
奥村 

9 高精度照射技術① 

予習：高精度放射線治療に関する予習（2時

間）復習：教科書・配布資料（2 時

間） 

奥村 

10 高精度照射技術② 

予習：高精度放射線治療に関する予習（2時

間）復習：教科書・配布資料（2 時

間） 

奥村 

11 密封小線源治療 
予習：密封小線源治療に関する予習（2時間）

復習：教科書・配布資料（2時間） 
奥村 

12 粒子線治療・中性子捕捉療法 
予習：粒子線治療、BNCT（2 時間）復習：教

科書・配布資料（2時間） 
奥村 

13 QA/QC 

予習：臨床 QA,物理的・技術的 QA、点検項

目（2時間）復習：教科書・配布資料

（2時間） 

奥村 

14 部位別放射線治療の概要と治療法 

予習：各部位の放射線治療適応例と照射法

（2 時間）復習：教科書・配布資料

（2時間） 

奥村 

15 講義全体の総括（確認テスト含む） 今までの講義内容の復習 奥村 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

期末テスト（DP①）授業態度（確認テスト含む）（DP①）授業の出席は、授業時間数の 2/3 以上とする。 

 

80 ％

20％ 



授業科目名 放射線治療技術学実験 (放射線) 

主担当教員 奥村 雅彦 担当教員 奥村 雅彦／大橋 明日香 

科目ナンバリング SS20BRSB019 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 1 限、月曜

2 限 、 月 曜 3

限、火曜 1 限、

火曜 2 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

放射線治療技術学実験では、「放射線治療技術学 I」および「放射線治療技術学 II」で得た知識をベースに、

測定ビームデータおよび放射線治療計画装置を用いて、高エネルギーX線、電子線における深部線量評価、物

理特性ならびに CT 値－相対電子濃度曲線の取り扱いについて学修する。この実験を通じて、高エネルギーX

線、電子線を用いた放射線治療における物理技術知識の重要性を認識することを目標とする。 

 

学修目標 

1. 高エネルギーX線の深部量曲線の物理特性を理解する。DP（①②④）2. CT値-相対電子濃度変換テーブルのCT撮

影最適条件を説明できる。DP（①②④）3. 高エネルギー電子線深部量百分率曲線を作成できる。DP（①②④）4. X

線の出力係数と矩形照射野における反転効果を説明できる。DP（①②④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 実習時の服装はケーシー上下、?衣、?靴とする。2. グループ内でディスカッションを十分に行ない、

協調性をもって実験に取り組むこと。3. レポートの提出期限を遵守すること。原則的に締?後の提出は認め

ない。4. 欠席者・公欠者については原則別途追加実習を行う。 

 

教科書 

実験書を配布する。 

 

参考書 

新・医用放射線技術実験-臨床編-第 4版（共立出版） ISBN:9784320061965 診療放射線技術 下巻(改訂第 14

版) （南江堂）ISBN:9784524258611 

 

研究室／オフィスアワー 

授業中に指示する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション①各回の実験内容を詳

細に説明する。 

予習：各実験に関する予習を行う。復習：配

布資料およびオリエンテーション

の理解を深める。 

奥村山

畑大橋 

2 
オリエンテーション②各回の実験内容を詳

細に説明する。 

予習：各実験に関する予習を行う。復習：配

布資料およびオリエンテーション

の理解を深める。 

奥村山

畑大橋 

3 
高エネルギーX 線の深部量百分率物理的特

性 

予習：実験手順の理解復習：高エネルギーX

線の深部量百分率曲線の特性につ

奥村山

畑大橋 



いて。 

4 
CT 値－相対電子濃度ファントム変換テーブ

ル 

予習：実験手順の理解復習：CT 値－相対電

子濃度ファントム変換テーブル 

奥村山

畑大橋 

5 高エネルギー電子線の深部量百分率曲線 
予習：実験手順の理解復習：高エネルギー電

子線の深部量百分率曲線 

奥村山

畑大橋 

6 X 線の出力係数（OPF） 
予習：実験手順の理解復習： X 線の出力係

数（OPF） 

奥村山

畑大橋 

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1． 平常評価 50% ・・・実験前の予習、実験中の態度、主体性、協調性、貢献度を評価する 2． レポート

評価 50%・・ただし、提出するべきレポート（欠席者・公欠者への別途課題含む）がすべて提出されていな

い場合、レポート評価は 0 点とする。4/5 以上の出席を必要とする 

 

1.50 ％

2.50％ 



授業科目名 放射線治療学 (放射線) 

主担当教員 川守田 龍 担当教員 川守田 龍 

科目ナンバリング SS20BRSB020 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

放射線治療学では，「放射線物理学」「放射線生物学」「放射線治療技術学Ⅰ，Ⅱ」の知識を基礎とし，癌の発

生・増殖・進展・転移・再発などを理解し腫瘍の病理と病期．正常組織と腫瘍の放射線感受性，放射線治療指

針，放射線と他の治療法との併用について概説する．また，各種癌（部位別）に対する放射線療法と有害事象

について必要な知識を身に付け，診療放射線技術を実践するための基礎的な能力を高めることを目指す． 

 

学修目標 

①放射線治療学では，「放射線物理学」で学んだ放射線種類の物理特性，「放射線生物学」で学んだ内容をもとに，各

種放射線治療方法（X線，電子線，小線源，粒子線）の目的と特徴を理解すること．②がん医療の概念および治療方

法を理解，説明できることを目標とする． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

放射線治療（腫瘍）学は，解剖学，放射線物理学，放射線生物学，放射線治療技術学等多くの科目が関連して

います．皆さんが，なぜ多くの科目を学ぶ必要があるのかここで理解できると思いますので，本科目の受講

前には，放射線治療学に関連する科目（特に放射線生物学）の復習を行ってください． 

 

教科書 

①新医用放射線科学講座 放射線腫瘍学 ISBN978-4-263-20649-2 松本光弘 監修，医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

①人体のメカニズムから学ぶ放射線生物学 松本義久編集 メジカルビュー社②放射線治療 基礎知識図解

ノート 榮武二・櫻井英幸・監 金原出版株式会社 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師のため大学内には居りません．質問があれば，授業終了後にお願いします． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
放射線生物学の復習（正常細胞，がん細胞，

4R，LQ モデル，α/β値）と概要 

予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

2 
放射線治療概論（放射線治療の特徴，ターゲ

ットの種類と目的，分割照射法） 

予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

3 
放射線治療法(通常照射，強度変調放射線治

療，定位放射線治療) 

予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

4 
脳腫瘍（良性，悪性，原発性，転移性）にお

ける放射線療法と有害事象 

予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

5 
頭頸部腫瘍（上,中,下咽頭，副鼻腔，口腔，

喉頭）における放射線療法と有害事象 

予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

6 食道癌における放射線療法と有害事象 
予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 



7 乳癌における放射線療法と有害事象 
予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

8 
肺癌，縦郭腫瘍における放射線療法と有害

事象 

予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

9 
肝臓，胆のう，膵臓における放射線療法と有

害事象 

予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

10 
子宮癌，卵巣がんにおける放射線療法と有

害事象 

予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

11 前立腺癌における放射線療法と有害事象 
予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

12 
直腸癌・膀胱癌における放射線療法と有害

事象 

予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

13 転移性腫瘍，悪性リンパ腫，白血病（ＴＢＩ） 
予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

14 皮膚癌，小児癌 
予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

15 緩和照射，良性腫瘍 
予習：学習内容に関する項目復習：講義内容

の重要項目の理解を深める 
川守田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験②受講態度 

 

①80%

②20% 



授業科目名 画像工学 (放射線) 

主担当教員 小縣 裕二 担当教員 小縣 裕二 

科目ナンバリング SS20BRSB021 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

画像工学は、増感紙／フィルム系のアナログ画像の画像形成・画像解析および画質評価技術に関する知識を

修得させることを目的とする。特に、医用画像の形成、入出力特性、解像特性、雑音特性など画像の特性およ

び定量評価法、画像解析、画像処理について教授する。＊実務経験を有する教員が授業を行う。 

 

学修目標 

１． Ｘ線を用いた画像形成を理解している。＜DP①＞２． 診療放射線技師として画質評価に関する知識を習得し

ている。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

初回授業で実施の詳細を説明します。 

 

教科書 

診療放射線技術 上巻改訂第 14 版 ISBN: 9784524258598 小塚隆弘・稲邑清也・監 南江堂 

 

参考書 

『医用放射線辞典 第 5版』（医用放射線辞典編集委員会編,共立出版）ISBN:978432006175 

 

研究室／オフィスアワー 

小縣 裕二 さくら棟 5階 研究室 1 ／ 随時対応 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 画像工学とは？ 

予習：キーワード「診療放射線技師」「X 線

撮影技術学」「画像」を中心に教科

書・参考書などで調べておく。(2h)

復習：授業内容を復習し、自分だけ

のオリジナルテキストを作成する。

(2h) 

小縣 

2 画像の形成と画像情報の伝達・変換 

予習：キーワード「伝達路」「信号変換」「雑

音」を中心に教科書・参考書などで

調べておく。(2h)復習：授業内容を

復習し、自分だけのオリジナルテキ

ストを作成する。(2h) 

小縣 

3 写真濃度 

予習：キーワード「透過濃度」「化学濃度」

「光学濃度」を中心に教科書・参考

書などで調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

小縣 

4 特性曲線① 

予習：キーワード「入出力特性」「露光量」

「感度」を中心に教科書・参考書な

どで調べておく。(2h)復習：授業内

容を復習し、自分だけのオリジナル

小縣 



テキストを作成する。(2h) 

5 特性曲線② 

予習：キーワード「階調渡」「相反則不軌」

「センシトメトリー」を中心に教科

書・参考書などで調べておく。(2h)

復習：授業内容を復習し、自分だけ

のオリジナルテキストを作成する。

(2h) 

小縣 

6 コントラスト 

予習：キーワード「増感紙」「散乱線」「線質」

を中心に教科書・参考書などで調べ

ておく。(2h)復習：授業内容を復習

し、自分だけのオリジナルテキスト

を作成する。(2h) 

小縣 

7 鮮鋭度① 

予習：キーワード「不鋭」「チャート」「C-D

ダイアグラム」「を中心に教科書・参

考書などで調べておく。(2h)復習：

授業内容を復習し、自分だけのオリ

ジナルテキストを作成する。(2h) 

小縣 

8 鮮鋭度② 

予習：キーワード「チャート」「「空間周波数」

「広がり関数」を中心に教科書・参

考書などで調べておく。(2h)復習：

授業内容を復習し、自分だけのオリ

ジナルテキストを作成する。(2h) 

小縣 

9 鮮鋭度③ 

予習：キーワード「スリット法」「インパル

ス応答」「コルトマンの補正式」を中

心に教科書・参考書などで調べてお

く。(2h)復習：授業内容を復習し、

自分だけのオリジナルテキストを

作成する。(2h) 

小縣 

10 鮮鋭度④ 

予習：キーワード「幾何学的因子」「偽解像」

「アパーチュア」を中心に教科書・

参考書などで調べておく。(2h)復

習：授業内容を復習し、自分だけの

オリジナルテキストを作成する。

(2h) 

小縣 

11 粒状度(性）① 

予習：キーワード「mottle」「粒状模様」「統

計的ゆらぎ」を中心に教科書・参考

書などで調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

小縣 

12 粒状度(性）② 

予習：キーワード「RMS 粒状度」「自己相関

関数」「Wiener スペクトル」を中心

に教科書・参考書などで調べてお

く。(2h)復習：授業内容を復習し、

自分だけのオリジナルテキストを

作成する。(2h) 

小縣 

13 ROC 解析① 

予習：キーワード「信号検出理論」「刺激－

反応行列」「感度・特異度」を中心に

教科書・参考書などで調べておく。

(2h)復習：授業内容を復習し、自分

だけのオリジナルテキストを作成

する。(2h) 

小縣 

14 ROC 解析② 

予習：キーワード「真陽性率」「評定実験」

「確率密度」を中心に教科書・参考

書などで調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

小縣 

15 画像工学のまとめ 

予習：キーワード「コントラスト」「鮮鋭度」

「粒状性」を中心に教科書・参考書

などで調べておく。(2h)復習：授業

内容を復習し、自分だけのオリジナ

ルテキストを作成する。(2h) 

小縣 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験＜DP①＞ 

 
1 



授業科目名 医療情報学 (放射線) 

主担当教員 川眞田 実 担当教員 川眞田 実 

科目ナンバリング SS20BRSB022 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

医療を取り巻く情報システムは動いて当たり前の最重要インフラとなっており，臨床現場では欠かせない基

盤となっている．本講義では，病院を取り巻く情報システムに焦点を充て，データの発生から保管までと情

報の利用方法について触れる．特に，放射線部門の情報システムを構成する主要システムについて講じ，更

には，最新の臨床現場における情報システムやデータ利用方法についての紹介を行う．情報技術だけではな

く，病院を支える実例に触れることで，臨床実習や臨床現場を意識しつつ，情報学の視点でのものの考え方

を身につけていただくことを目指す． 

 

学修目標 

放射線部門に従事する医療従事者として，医療情報システムを構成する技術や知識を習得する． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

臨床現場で働く放射線技師の視点で講義を行う予定にしています．国家試験における出題範囲は少ないです

が臨床実習をイメージしながら受講していただけたらと思います． 

 

教科書 

「放射線システム情報学」日本放射線技術学会監修 / オーム社 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

質問は電子メール（kawamata@oici.jp）にて受付けます． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 放射線技術領域における医療情報 

予習：教科書の確認(1 時間) 復習：講義資

料の確認(2 時間)学習所要時間目

安：3時間 

川眞田 

実 

2 病院情報システム 

予習：教科書の確認(1 時間) 復習：講義資

料の確認(2 時間)学習所要時間目

安：3時間 

川眞田 

実 

3 PACS 

予習：教科書の確認(1 時間) 復習：講義資

料の確認(2 時間)学習所要時間目

安：3時間 

川眞田 

実 

4 標準規格① 

予習：教科書の確認(1 時間) 復習：講義資

料の確認(2 時間)学習所要時間目

安：3時間 

川眞田 

実 

5 標準規格② 

予習：教科書の確認(1 時間) 復習：講義資

料の確認(2 時間)学習所要時間目

安：3時間 

川眞田 

実 



6 ネットワークと情報セキュリティ 

予習：教科書の確認(1 時間) 復習：講義資

料の確認(2 時間)学習所要時間目

安：3時間 

川眞田 

実 

7 ガイドライン 

予習：教科書の確認(1 時間) 復習：講義資

料の確認(2 時間)学習所要時間目

安：3時間 

川眞田 

実 

8 システム構築とマネジメント 

予習：教科書の確認(1 時間) 復習：講義資

料の確認(2 時間)学習所要時間目

安：3時間 

川眞田 

実 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 授業後の小テスト② 筆記試験 

 

① 

40%② 

60% 



授業科目名 医用画像情報学 (放射線) 

主担当教員 船橋 正夫 担当教員 船橋 正夫／垣本 晃宏 

科目ナンバリング SS20BRSB023 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

現在の医療現場ではフィルムレスかつデジタルデータが主流であり、各 Modality で画像が生成された後に大

量のデータが PACS にストレージされている。日々これらの医用画像情報を扱う診療放射線技師にとって、関

連知識や取扱法の習得は必須である。本講義では、診療放射線技師にとって重要なポイントに焦点を当て、

医用画像の構成・生成、保存・管理、ハードウェアやソフトウェア、ネットワークに関する基礎から応用まで

を講ずる。さらに、正確性の高い画像を提供するための画像評価項目、読影しやすい画像を生成するための

解析処理法、サポートツールとしての診断支援法や AI 技術についても触れる。 

 

学修目標 

1. 医用画像情報学に関する基礎および専門知識を定着させる 2. 診療放射線技師国家試験の出題基準に該当する

技術用語を網羅的に習得する 3. 医用画像を取扱う専門職として、実践的な技術力を身に付ける 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 初回の授業で講義の詳細、単位認定・評価の方法を説明する 2. 教科書をベースとし、必要に応じて参

考書等で補足する 

 

教科書 

実践！医用画像情報学 基礎から実験・演習まで 監修： 福士政広 MEDICALVIEW ISBN：978-4-7583-2021-

4 

 

参考書 

参考書： オーム社 よくわかる医用画像情報学 石田隆行参考書： オーム社 ディジタル X 線画像計測 

石田隆行 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5F 研究室 4 水曜日 13:00～15:00 masao_funahashi@morinomiya-u.ac.jp さくら棟 5F 共同研究

室 水曜日 13:00～14:30 akihiro_kakimoto@morinomiya-u.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス、情報の表現、論理回路 
予習：p1～22 復習：キーワード・重要語句

の確認 

船橋・

垣本 

2 医用画像の基礎 
予習：p23～35 復習：キーワード・重要語句

の確認 

船橋・

垣本 

3 コンピュータの基礎 
予習：p36～66 復習：キーワード・重要語句

の確認 
垣本 

4 デジタル画像 
予習：p83～115 復習：キーワード・重要語

句の確認 
垣本 



5 画像処理① 
予習：p116～152 復習：キーワード・重要語

句の確認 
船橋 

6 画像処理② 
予習：p153～174 復習：キーワード・重要語

句の確認 
船橋 

7 画像解析 
予習：2～6 回講義復習：キーワード・重要

語句の確認 
船橋 

8 アナログ画像とデジタル画像 
予習：p67～82 復習：キーワード・重要語句

の確認 
船橋 

9 CR/FPD の構造と特性 
予習：１～8回の復習：キーワード・重要語

句の確認 
船橋 

10 画質因子と評価方法 
予習：p175～180 復習：キーワード・重要語

句の確認 
船橋 

11 入出力特性、解像特性 
予習：p181～194 復習：キーワード・重要語

句の確認 
船橋 

12 雑音特性、信号検出理論 
予習：p195～208 復習：キーワード・重要語

句の確認 
船橋 

13 ROC、DQE、NEQ 
予習：p209～230 復習：キーワード・重要語

句の確認 
船橋 

14 臨床で用いる画像処理 
予習：１～13 回講義復習：キーワード・重

要語句の確認 
船橋 

15 画質と被ばく線量・管理（EI） 
予習：１～13 回講義復習：キーワード・重

要語句の確認 
船橋 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 定期試験 出題範囲は国試基準に準ずる 100% 2. 合格点は 60 点以上 3. 2／3 以上の出席を必要

とする 

 

定 期 試

験 ：

100% 



授業科目名 医用画像情報学実験 (放射線) 

主担当教員 小縣 裕二 担当教員 
小縣 裕二／今井 信也／山畑 

飛鳥 

科目ナンバリング SS20BRSB024 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 1 限、月曜

2 限 、 月 曜 3

限、火曜 1 限、

火曜 2 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

医用画像情報学実験は、アナログ画像およびディジタル画像の画像形成、画質評価、画像解析、画像伝送に

関する実験を行うことで、臨床の現場で行われている画質評価法や画像情報の管理上で施される種々の画像

処理の理論と手法などの理解を深めさせる。また、実験内容を報告書にまとめることで「画像工学」および

「医用画像情報学」に関する必要な知識と専門技術を修得させ、診療放射線技術を実践する能力を高めるこ

とを目指す。 

 

学修目標 

「Ｘ線機器工学」の知識を基に画像を形成し、「画像工学」および「医用画像情報学」で学んだ画像処理を実践する

能力を身に付けさせることを目標とする。〈DP①②④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 実習時の服装はケーシー上下、白衣、白い靴とする  ※身だしなみはオリエンテーション時に説明す

る 2. Ｘ線発生装置の取扱いには十分注意すること 3. グループ内でよく対話し、サポートしあいながら協

調性をもって実験に取り組むこと 4. レポートの提出期限を遵守すること。原則的に締切後の提出は認めな

い 5.  欠席者・公欠者については原則別途追加実習を行う。 

 

教科書 

実習書を配布する 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5階研究室／随時対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 

予習：「画像工学」および「医用画像情報学」

について調べておく復習：実験の内

容を確認しておく 

小縣今

井山畑 

2 医用画像情報学実験① 

予習：実験書をよく読み実験内容について

調べておく復習：実験結果をまとめ

てレポートを提出する 

小縣今

井山畑 

3 医用画像情報学実験② 
予習：実験書をよく読み実験内容について

調べておく復習：実験結果をまとめ

小縣今

井山畑 



てレポートを提出する 

4 医用画像情報学実験③ 

予習：実験書をよく読み実験内容について

調べておく復習：実験結果をまとめ

てレポートを提出する 

小縣今

井山畑 

5 医用画像情報学実験④ 

予習：実験書をよく読み実験内容について

調べておく復習：実験結果をまとめ

てレポートを提出する 

小縣今

井山畑 

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1． 平常評価 50%    実験前の予習、実験中の態度、主体性、協調性、貢献度を評価する 2． レポー

ト評価 50%    考察を重視する   ただし、提出するべきレポート（欠席者・公欠者への別途課題含む）

がすべて提出されていない場合、レポート評価点は 0 点とする。4/5 以上の出席を必要とする 

 

1 ．

50%2 ．

50% 



授業科目名 放射線安全管理学 (放射線) 

主担当教員 大西 英雄 担当教員 大西 英雄 

科目ナンバリング SS20BRSB025 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

放射線安全管理学は、放射線の管理と防護の基本概念に関する知識を修得し、医療現場で放射線被ばくの影

響について説明できることを目標とする。特に放射線の人体への影響、放射線の測定と定量評価方法、個人

被ばくの管理、環境への放射線の影響、放射線疫学、事故時の対応などを教授する。診療放射線技師として、

放射線を安全に人体に照射し、放射線被ばくの影響を最小限に留めるために必要な知識を身に付けさせ、診

療放射線技術を実践するための基礎的な能力を高めることを目指す。※本科目は実務経験のある教員等によ

る授業科目です 

 

学修目標 

放射線自体を正確に理解し、正しく管理して安全な医療を提供するための放射線防護の概念を説明できる。< DP①>

放射線を利用する施設や環境における放射線計測や被ばく管理にかかわる基本的な内容を実践できる。< DP①>放射

線事故や緊急作業及び緊急被ばく医療について、放射線安全管理に関する専門的な知識を説明できる。< DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

これまで履修した専門基礎科目をもとに、実際の放射線安全に関する重要なポイントを概念に始まり詳細な

方法論までをしっかりと理解する。診療放射線技師国家試験や第 1 種放射線取扱主任者試験などの関連科目

の合格水準への到達を目指す。予習、復習共に各 2時間程度必要である。 

 

教科書 

放射線技術学シリーズ 放射線安全管理学 改訂 3版 （オーム社）ISBN:978-4-274-22418-8 

 

参考書 

放射線概論 第 13 版（通商産業研究所）医療関係者のための放射線安全利用マニュアル 監修：大学等放射

線施設協議会 （丸善出版） 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5階 3研究室/火曜日 17:00-18:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

専門基礎の復習確認放射線安全管理の基本

理念：放射線管理の意義と放射線防護に関

する量について 

予習：放射線量の単位系を調べる復習：実効

線量と等価線量の定義と算出法   

以下、予習＆復習は各２時間 

大西 

2 

国際放射線防護委員会の勧告：ICRP 勧告の

内容、放射線被ばく体系並びに線量限度な

どについて 

予習：ICRP 勧告の調査復習：ICRP 勧告の要

点と各種評価基準 
大西 

3 

自然放射線源と人工放射線源：自然放射性

核種、人工放射性核種、医療用放射線源など

について 

予習：自然放射線源と人工放射線源の種類

復習：それぞれの核種及び線源の特

性とその利用方法 

大西 



4 
放射線防護の基本概念：放射線被ばくの生

物学的影響を理解する 

予習：放射線と組織の影響を放射線生物学

から調べる復習：確定的影響と確率

的影響など組織感受性の違いなど

を理解 

大西 

5 被ばくの種類：外部及び内部被ばくの防護 
予習：被ばくの種類を調べる復習：防護の 3

原則や有効半減期など 
大西 

6 
職業被ばく、公衆被ばくおよび医療被ばく

の理解 

予習：1-5 回までの知識を再度まとめておく

復習：被ばく線量限度など、違いを

理解する 

大西 

7 

放射線取り扱い施設の管理：診断用Ｘ線装

置や密封、非密封線源および高エネルギー

放射線発生装置の使用施設 

予習：放射線取り扱い施設に関する調査復

習：各使用施設の遮蔽計算を理解す

る 

大西 

8 
環境の管理：管理区域の定義、及び医療放射

線機器など 

予習：放射線モリタリング機器の特性復習：

各種サーベイメータの特徴 
大西 

9 
外部放射線の測定と評価：空気中及び水中

放射性同位元素の測定と評価 

予習：外部放射線測定機器の種類の調査復

習：空気中及び水中放射性同位元素

の測定方法 

大西 

10 
表面汚染及び空気中及び排気中放射性同位

元素濃度の計算法 

予習：放射能汚染に関する知識を理解復習：

それぞれの計算方法を理解する 
大西 

11 
個人被ばく線量の管理：個人被ばく線量計

と環境測定 

予習：6-10 回までの知識を再度まとめる。

復習：各種個人被ばく線量計の特徴 
大西 

12 
放射性廃棄物の処理：放射性固体、気体及び

液体廃棄物などの処理方法 

予習：放射性固体、気体及び液体の種類と特

性を調査復習：固体、気体及び液体

の必要性と有用性 

大西 

13 
放射線事故と対策：事故の分類と原因及び

その対策 

予習：今までの放射線事故を事前に調査復

習：事故の分類と対策の理解 
大西 

14 
医療被ばく：診断参考レベル(DRLs2015)、医

療被ばくの現状とその低減への対策 

予習：診断参考レベルの調査復習：DRLs の

内容を十分理解する 
大西 

15 全般に渡る内容に関する説明 
予習：11-14 回までの知識を再度まとめる。

復習：各章の演習問題を見直す 
大西 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

下記の小テストと定期試験の点数で総合的に評価する。1.  講義期間中に３～４回の小テストを実施   

授業内で解説を行う。2.  定期試験を実施＜DP①>   出題範囲は；小テスト及び授業で扱った全ての

範囲 2/3 以上の出席を必要とする 

1. 20％

2. 80％ 



授業科目名 放射線関係法規 (放射線) 

主担当教員 山口 和也 担当教員 山口 和也 

科目ナンバリング SS20BRSB026 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

診療放射線技師に必要な放射線関係法規について、以下の内容を学習し、放射線を安全に利用するための基

本的な知識を備える。（１）法令に関する基礎知識、法令の種類とその役割（２）各法令の目的、規制対象、

基本原則、防護基準、事故時等への対応 等（３）各法令の制定・改正の経緯とその背景となった国際的な動

向、放射線防護基準の変遷 

 

学修目標 

１）放射線関係法規を理解し、概要が説明できる 。〈DP①②〉２）放射線安全規制を説明できる。〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）新しい世界に入るためには、関係する法律を学び理解する必要があります。２）放射線関係法規は、規制

の対象と内容、用語の定義と条文の正しい理解が必要です。 

 

教科書 

決定しましたらお知らせします。 

 

参考書 

１）放射線関係法規概説－医療分野も含めて－第 10 版、川井恵一著、通商産業研究社２）詳解テキスト 医

療放射線法令〔改訂 3版〕、西澤邦秀 編、名古屋大学出版会３）2022 年版アイソトープ法令集Ⅰ 放射性同

位元素等規制法関係法令、日本アイソトープ協会、丸善出版４）2022 年版アイソトープ法令集Ⅱ 医療放射線

関係法令、日本アイソトープ協会、丸善出版５）2022 年版アイソトープ法令集Ⅲ 労働安全・輸送・その他関

係法令、日本アイソトープ協会、丸善出版 

 

研究室／オフィスアワー 

講義中に質問時間を設けます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
放射線関係法令の種類と役割、法律の体系、

放射線の防護基準 

予習：放射線の利用と防護の歴史を調べる。

復習：法律の体系、各法令の目的、

規制対象の概要と法令相互の関係

性を理解する。 

山口 

2 診療放射線技師法医療法 

予習：医療における放射線利用とその特殊

性を調べる。復習：①診療放射線技

師法の制定・改正の歴史から診療放

射線技師を理解する。   ②医療

法の概要を理解する。 

山口 

3 医療法施行規則 

予習：診療に用いる放射線装置・薬物と設置

する部屋の用語・定義を調べる。復

習：申請・届出の手続き、放射線装

山口 



置等の防護基準、使用室等の構造基

準、診療用放射線の安全管理を理解

して纏める。 

4 医療法施行規則医薬品医療機器等法 

予習：従事者、患者、一般公衆の防護基準を

調べる。復習：管理者の義務、線量

限度・濃度限度、放射性医薬品の規

制を理解して纏める。 

山口 

5 労働安全衛生法電離放射線障害防止規則 

予習：放射線業務、労働者の放射線障害防止

の基本原則を調べる。復習：放射線

障害から労働者を守るための事業

者の義務を纏める。 

山口 

6 放射性同位元素等の規制に関する法律 

予習：①原子力基本法の目的、基本方針、理

念を調べる。②放射線取扱主任者の

職務、放射線障害予防規定に定める

事項を調べる。復習：用語の定義、

規制値、許可と届出、放射線取扱主

任者、放射線障害予防規定を理解し

て纏める。 

山口 

7 放射性同位元素等の規制に関する法律 

予習：従事者の義務、法定帳簿に記帳する事

項、特定放射性同位元素を調べる。

復習：人の行為基準と施設基準、事

故・危険時の措置、特定放射性同位

元素の防護を理解して纏める。 

山口 

8 
輸送関連法令その他の法律講義全体のまと

め 

予習：放射性物質の輸送経路を調べる。復

習：放射性物質の危険性と運搬規制

を理解して纏める。 

山口 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    
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29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

期末試験 〈DP①②〉出題範囲：授業で扱った範囲 

 
1 



授業科目名 安全管理学実験 (放射線) 

主担当教員 山本 浩一 担当教員 
山本 浩一／垣本 晃宏／大橋 

明日香 

科目ナンバリング SS20BRSB027 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 3 限、火曜

4 限、火曜 5 限 

授業形態 実験 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

安全管理学実験は、専門基礎科目および放射線安全管理学で得た知識をベースに、実際の放射線源、放射線

発生装置、放射線計測機器を取扱うことで、それらの基本的な操作手技の習得および放射線防護意識の定着

を目標とする。実験を通して、放射線防護の三原則である「時間・距離・遮へい」の重要性、放射線の種類に

応じた適切な遮へい方法、放射能や線量当量などの計算方法を実践的に学ぶ。また、「安全管理学」分野では、

医療従事者としてのリスクマネジメントについてグループ内でディスカッションする。 

 

学修目標 

1. 放射線源および放射線発生装置を安全に取扱うことができる 2. 放射線の種類によって適切な放射線計測器や

防護方法を選択することができる 3. 医療従事者として患者、チームスタッフ、自身を安全に守るための行動がと

れる＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 実習時の服装はケーシー上下、白衣、白い靴とする  ※身だしなみはオリエンテーション時に説明す

る 2. 放射線源の取扱いには十分注意すること 3. グループ内でよく対話し、サポートしあいながら協調性

をもって実験に取り組むこと 4. レポートの提出期限を遵守すること。原則的に締切後の提出は認めない 5. 

欠席者・公欠者については原則別途追加実習を行う 

 

教科書 

実習書を配布する 

 

参考書 

新・医用放射線技術実験―基礎編― 第 4 版 (共立出版) 978-4-320-06195-8 放射線技術学シリーズ 放射

線安全管理学 改訂 2版 (オーム社) 978-4-274-21133-1 アイソトープ手帳 12 版 ポケット版 日本アイ

ソトープ協会 (丸善) 978-4-89073-277-7 

 

研究室／オフィスアワー 

山本 浩一（さくら棟 5F 研究室 6）垣本 晃宏（さくら棟 5F 共同研究室／水曜日 13:00～14:30） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション各回の実験内容を詳細

に説明する 

予習：専門基礎科目の基礎を把握しておく

復習：実験計画書の理解 

山 本 /

垣本 

2 アルコール代謝酵素の検出 

予習：実習書の「事前課題」についてノート

にまとめる復習：実習書の「考察と

検討」についてレポートにまとめる 

山本 



3 RI／X 線教育訓練 

予習：実習書の「事前課題」についてノート

にまとめる復習：実習書の「考察と

検討」についてレポートにまとめる 

垣本 

4 散乱線および管理区域漏洩線量の測定 

予習：実習書の「事前課題」についてノート

にまとめる復習：実習書の「考察と

検討」についてレポートにまとめる 

山 本 /

垣本 

5 X 線スペクトルの測定 

予習：実習書の「事前課題」についてノート

にまとめる復習：実習書の「考察と

検討」についてレポートにまとめる 

山本 

6 
試薬分注および汚染密度計測(コールドラ

ン) 

予習：実習書の「事前課題」についてノート

にまとめる復習：実習書の「考察と

検討」についてレポートにまとめる 

垣本 

7 サーベイメータの特性 

予習：実習書の「事前課題」についてノート

にまとめる復習：実習書の「考察と

検討」についてレポートにまとめる 

山 本 /

垣本 

8 実習内容の報告会 

予習：実習班ごとに発表内容をまとめてる

復習：実習班ごとに実習および考察

内容を振り返る 

山本/

垣

本 

9    

10    
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成績評価方法と基準 割合 

1． 平常評価 50% <DP1><DP4>   実験前の予習、実験中の態度、主体性、協調性、貢献度を評価す

る 2． レポート評価 50% <DP1><DP4>   考察を重視する 4/5 以上の出席を必要とする提出するべき

レポート（欠席者・公欠者への別途課題含む）がすべて提出されていない場合はレポート評価点は 0 点と

1 ．

50%2 ．

50% 



する 

 



授業科目名 医療安全管理学 (放射線) 

主担当教員 山口 功 担当教員 山口 功 

科目ナンバリング SS20BRSB028 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

本科目は、診療放射線技師の責任および業務範囲を理解し、感染管理および医療安全に配慮して、造影剤の

投与など適切な検査行為を行うための基礎的事項を学修する。そして、造影剤投与に伴う危険因子を認識し、

アナフィラキシーなど重篤な合併症の発生時に適切に対処する能力を習得する。＊実務経験を有する教員が

授業を行う。 

 

学修目標 

1．医療安全の目的および医療事故の発生メカニズムとその防止対策について説明できる。<DP①②③>2．放射線診療

における安全管理（感染対策、造影剤、一次救命処置など）について説明できる。<DP①②③>3．放射線検査別の安

全に関する留意点について説明できる。<DP①②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．遅刻早退、講義中の私語等の迷惑行為は厳禁。迷惑行為が正されない場合は退室を命じる。2．アクティ

ブ・ラーニングとして、当日レポート方式（BRD） を取り入れる。3．毎時間実施する BRD のテーマは次回の

講義冒頭で解説を行う。4．危険予知トレーニング（KYT）などのグループディスカッションに積極的に参加

すること。 

 

教科書 

「放射線技術学シリーズ 医療安全管理学」 オーム社 日本放射線技術学会 ISBN：978-4-274-21959-7 

 

参考書 

WHO 患者安全カリキュラムガイド：多職種版 2011（東京医科大学医学教育学分野 HP より日本語翻訳版閲覧

可） 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5階 研究室 2 山口研究室 随時（在室時は対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 「医療安全の基礎知識①」 

予習：シラバスを確認し授業内容を把握す

る。教科書 p2～16 を読み、必要な

項目を調べる。（2時間）復習：医療

安全の目的およびヒューマンエラ

ーについて整理し、ノートにまとめ

る。（2時間） 

山口 

2 「医療安全の基礎知識②」 

予習：教科書 p17～35 を読み、必要な項目

を調べる。（2時間）復習：医療安全

とコミュニケーションについて整

理し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 



3 「医療安全の基礎知識③」 

予習：教科書 p35～46 を読み、必要な項目

を調べる。（2時間）復習：医療機関

における医療安全管理体制につい

て整理し、ノートにまとめる。（2時

間） 

山口 

4 「放射線診療における安全管理①」 

予習：教科書 p52～69 を読み、必要な項目

を調べる。（2時間）復習：感染対策

の方法および体内インプラントの

特徴について整理し、ノートにまと

める。（2時間） 

山口 

5 「放射線診療における安全管理②」 

予習：教科書 p70～93 を読み、必要な項目

を調べる。（2時間）復習：造影剤使

用に伴う副作用と発現時の対応に

ついて整理し、ノートにまとめる。

（2時間） 

山口 

6 「放射線診療における安全管理③」 

予習：教科書 p95～140 を読み、必要な項目

を調べる。（2時間）復習：インシデ

ントの改善策および検査説明の必

要性について整理し、ノートにまと

める。（2時間） 

山口 

7 
「放射線検査別の安全に関する留意点①」  

一般撮影･造影検査・超音波検査 

予習：教科書 p142～152 を読み、必要な項

目を調べる。（2時間）復習：一般撮

影･造影検査・超音波検査の安全に

関する留意点を整理し、ノートにま

とめる。（2時間） 

山口 

8 
「放射線検査別の安全に関する留意点②」  

CT 検査の安全管理 

予習：教科書 p154～166 を読み、必要な項

目を調べる。（2時間）復習：CT 検査

の安全に関する留意点を整理し、ノ

ートにまとめる。（2時間） 

山口 

9 
「放射線検査別の安全に関する留意点③」  

MR 検査の安全管理 

予習：教科書 p168～181 を読み、必要な項

目を調べる。（2時間）復習：MR 検査

の安全に関する留意点を整理し、ノ

ートにまとめる。（2時間） 

山口 

10 
「放射線検査別の安全に関する留意点④」  

血管造影検査の安全管理 

予習：教科書 p182～198 を読み、必要な項

目を調べる。（2時間）復習：血管造

影検査の安全に関する留意点を整

理し、ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

11 
「放射線検査別の安全に関する留意点⑤」  

核医学検査の安全管理 

予習：教科書 p200～214 を読み、必要な項

目を調べる。（2時間）復習：核医学

検査の安全に関する留意点を整理

し、ノートにまとめる。（2時間） 

大西 

12 
「放射線検査別の安全に関する留意点⑥」  

放射線治療の安全管理 

予習：教科書 p218～230 を読み、必要な項

目を調べる。（2時間）復習：放射線

治療の安全に関する留意点を整理

し、ノートにまとめる。（2時間） 

奥村 

13 「放射線機器の安全管理」 

予習：教科書 p234～262 を読み、必要な項

目を調べる。（2時間）復習：医療機

器の安全管理体制について整理し、

ノートにまとめる。（2時間） 

山口 

14 
「危険予知トレーニング（KYT）」  グルー

プディスカッション 

予習：危険予知トレーニングの方法をグル

ープ内で共有し、役割分担および必

要物品を準備する。（2時間）復習：

危険予知トレーニングの結果を整

理し、プレゼンテーションの準備を

行う。（2時間） 

山口 

15 
「危険予知トレーニング（KYT）」  プレゼ

ンテーション 

予習：危険予知トレーニングの結果を整理

し、プレゼンテーションの準備を行

う。（2時間）復習：1～13 回の講義

内容をまとめたノートを完成させ

る。（2時間） 

山口 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．学習態度（予習・復習、BRD、出席等） <DP①②③>2．グループディスカッションおよびプレゼンテーシ

ョン、レポート<DP①②③>3．定期試験 <DP①②③> ・試験・課題に対するフィードバック方法  BRD の

テーマは次回の講義冒頭で解説し、希望者には返却する。  定期試験は模範解答を公開し、希望者に

は個別に採点後の試験答案を開示する。 

 

1 ．

10%2 ．

30%3 ．

60% 



授業科目名 臨床画像解剖学 (放射線) 

主担当教員 今井 信也 担当教員 今井 信也 

科目ナンバリング SS20BRSC029 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

画像診断を行う上で重要な CT・MRI 及び超音波検査に関する画像の成り立ちや全身の正常画像解剖について

解説する。また、病態の異常画像に関する知識についても解説し、人体や生命活動のメカニズムの内容を習

得する。 

 

学修目標 

1. 各種画像の成り立ちについて理解する。2. CT 及び MRI の正常画像解剖について理解する。3. 超音波検査の

正常画像解剖について理解する。4. 各臓器の病態と異常画像について理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

初回授業でシラバスの詳細を説明します。私語は慎むこと。 

 

教科書 

人体のメカニズムから学ぶ画像診断技術学 森 墾, 小倉 明夫 編/メジカルビュー社 ISBN978-4-7583-

2020-7 若葉マークの画像解剖学 第 3版 松村 明, 阿武 泉/メジカルビュー社  ISBN978-4-7583-1930-0 

 

参考書 

診療放射線技師 画像診断マスター・ノート  土屋 一洋/メジカルビュー社  ISBN978-4-7583-0657-7 

 

研究室／オフィスアワー 

初回授業で説明します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 頭部の正常画像解剖 

予習：頭部の画像解剖について調べておく

（2 時間）復習：資料を中心に授業

内容を振り返りノートにまとめる

（2時間） 

今井 

2 頭部の異常画像 

予習：頭部の異常画像について調べておく

（2 時間）復習：資料を中心に授業

内容を振り返りノートにまとめる

（2時間） 

今井 

3 頸部の正常画像解剖及び異常画像 

予習：頸部の画像解剖について調べておく

（2 時間）復習：資料を中心に授業

内容を振り返りノートにまとめる

（2時間） 

今井 

4 胸部及び心臓の正常画像解剖及び異常画像 

予習：胸部及び心臓の画像解剖について調

べておく（2 時間）復習：資料を中

心に授業内容を振り返りノートに

まとめる（2時間） 

今井 

5 
腹部の正常画像解剖及び異常画像（消化管・

肝臓） 

予習：消化管・肝臓の画像解剖について調べ

ておく（2 時間）復習：資料を中心
今井 



に授業内容を振り返りノートにま

とめる（2時間） 

6 
腹部の正常画像解剖及び異常画像（胆嚢・膵

臓） 
予習：胆嚢・膵 今井 

7 
腹部の正常画像解剖及び異常画像（副腎・腎

臓） 

予習：副腎・腎臓の画像解剖について調べて

おく（2 時間）復習：資料を中心に

授業内容を振り返りノートにまと

める（2時間） 

今井 

8 
骨盤部の正常画像解剖及び異常画像（膀胱・

前立腺） 

予習：膀胱・前立腺の画像解剖について調べ

ておく（2 時間）復習：資料を中心

に授業内容を振り返りノートにま

とめる（2時間） 

今井 

9 
骨盤部の正常画像解剖及び異常画像（女性

生殖器） 

予習：女性生殖器の画像解剖について調べ

ておく（2 時間）復習：資料を中心

に授業内容を振り返りノートにま

とめる（2時間） 

今井 

10 乳房の正常画像解剖及び異常画像 

予習：乳房の画像解剖について調べておく

（2 時間）復習：資料を中心に授業

内容を振り返りノートにまとめる

（2時間） 

今井 

11 脊椎の正常画像解剖及び異常画像 

予習：脊椎の画像解剖について調べておく

（2 時間）復習：資料を中心に授業

内容を振り返りノートにまとめる

（2時間） 

今井 

12 運動器（関節）の正常画像解剖 

予習：各関節の画像解剖について調べてお

く（2 時間）復習：資料を中心に授

業内容を振り返りノートにまとめ

る（2時間） 

今井 

13 運動器（関節）の異常画像 

予習：各関節の異常画像について調べてお

く（2 時間）復習：資料を中心に授

業内容を振り返りノートにまとめ

る（2時間） 

今井 

14 血管の正常画像解剖及び異常画像 

予習：血管の画像解剖について調べておく

（2 時間）復習：資料を中心に授業

内容を振り返りノートにまとめる

（2時間） 

今井 

15 学修全体の総括 

予習：全資料及びノートの内容を振り返っ

ておく（2 時間）復習：全資料及び

ノートの内容について知識を定着

させる（2時間） 

今井 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 定期試験 2. 小テスト 

 

1. 

80 ％ 2. 

20％ 



授業科目名 臨床画像解析学 (放射線) 

主担当教員 中西 克之 担当教員 

中西 克之／柏木 伸夫／酒井 

美緒／田中 淳一郎／中矢 泰裕

／本行 秀成／前田 登／渡辺 

晋一郎 

科目ナンバリング SS20BRSC030 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 4 限、月曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

「臨床画像解析学」は、医師の要求に対し、適切かつ良質の画像を提供する知識と技術の修得を目標とする。

画像処理・画像解析、画像診断に伴って必要な病態生理学、臨床解剖学を理解し、診療放射線業務を行う上

で必要な画像診断における読影補助について学修する。 

 

学修目標 

①適切な診療画像を医師に提供するための診療放射線技師に要求される画像診断に必要な知識と専門技術を身につ

ける。＜DP①②＞②診療放射線技術を実践するための基礎的な能力を構築する。＜DP①②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義時に各先生から行う。 

 

教科書 

指定なし 

 

参考書 

若葉マークの画像解剖学 ISBN978-4-7583-1930-0 監修：松村 明、阿武 泉 メジカルビュー社画像診断

技術学 ISBN978-4-7583-2020-7 編集：森 墾、小倉 明夫 メジカルビュー社 

 

研究室／オフィスアワー 

授業時に個別に対応する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 総論 (放射線医学の歴史、検査法の変遷) 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

中西 

2 骨、関節、軟部 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

中西 

3 神経放射線① 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

酒井 

4 神経放射線② 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

酒井 



5 頭頸部① 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

柏木 

6 頭頸部② 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

柏木 

7 腹部① 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

中矢 

8 腹部② 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

中矢 

9 骨盤① 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

田中 

10 骨盤② 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

田中 

11 I V R① 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

前田 

12 I V R② 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

前田 

13 I V R③ 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

本行 

14 核医学① 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

渡辺 

15 核医学② 

予習：学修内容を調べておく。(2h)復習：授

業内容を復習し、自分だけのオリジ

ナルテキストを作成する。(2h) 

渡辺 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業後の小テスト 1 



授業科目名 臨床実習Ⅰ (放射線) 

主担当教員 小縣 裕二 担当教員 

小縣 裕二／山口 功／船橋 正

夫／奥村 雅彦／今井 信也／垣

本 晃宏／山畑 飛鳥／大橋 明

日香 

科目ナンバリング SS20BRSC031 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態  単位数 6.00 単位 必修・選択  

授業概要 

臨床実習Ⅰでは、主に画像診断分野に関する診療放射線技師の業務の流れについて臨床の現場で確認し修得

することを目標とする。医療現場におけるコミュニケーション、患者との対人関係、チーム医療、診療放射

線技師の役割と義務について学修する。臨床実習施設の臨床実習指導者と連携し、Ｘ線単純撮影、造影検査、

Ｘ線 CT 検査、MRI 検査、核医学検査、超音波検査など画像診断検査に必要な診療放射線技術を実践するため

の基礎能力を向上させる。 

 

学修目標 

画像診断分野に関する診療放射線技師の職務を理解し、必要とされる知識、技術及び態度の基盤を形成する。患者お

よび医療チームとのコミュニケーションを実践的に学修し、医療人としての姿勢及び態度を息生する。（DP①②） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

臨床実習施設のルールに従い、行動すること。知りうる患者の個人情報ならび施設に関する情報に関しての

漏洩には十分注意し、臨床実習指導者の指示に従うこと。 

 

教科書 

RT 臨床実習ルートマップ ISBN：978-4-7583-1710-8 【編集】橋本光康 MEDICALVIEW 

 

参考書 

図解診療放射線技術実践ガイド ISBN：978-4-8306-4213-9  遠藤啓吾（編集主幹） 文光堂 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

画像診断分野に関する知識を臨床の現場で

再確認し、個々で不足している専門知識を

習得するために以下の内容を中心に臨床施

設において実習する。1.放射線治療の流れ

2.患者セットアップ 3.放射線治療装置の精

度管理4.患者接遇5.チーム医療コミュニケ

ーション各臨床実習施設の臨床実習指導者

の指示に従う。 

臨床実習計画書に基づいて、予習復習を1時

間ずつ行う。 
全教員 

2    

3    



4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    
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13    
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19    

20    
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23    

24    

25    
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27    

28    

29    
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成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 臨床実習Ⅱ (放射線) 

主担当教員 奥村 雅彦 担当教員 

奥村 雅彦／山口 功／船橋 正

夫／今井 信也／垣本 晃宏／山

畑 飛鳥／大橋 明日香／小縣 

裕二 

科目ナンバリング SS20BRSC032 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

臨床実習 II では、主に放射線治療技術および放射線安全管理学分野に関する診療放射線技師の業務の流れに

ついて臨床の現場で確認し習得することを目的とする。放射線治療現場における患者とのコミュニケーショ

ンや対人関係、チーム医療、診療放射線技師の役割と義務について学修する。臨床実習施設の臨床実習指導

者と連携し、放射線治療および放射線安全管理などに必要な診療放射線技術を実践するための基礎能力を向

上させることを目指す。 

 

学修目標 

放射線治療領域における診療放射線技師の職務を理解し、必要とされる知識、技術及び態度の基盤を形成する。放射

線治療患者および医療チームとのコミュニケーションを実践的に学修し、医療人としての姿勢及び態度を習得する。

外部照射装置ならびに小線源治療に関する安全な取り扱いおよび管理技術について習得する。（DP①②） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

臨床実習施設のルールに従い、行動すること。知りうる患者の個人情報ならび施設に関する情報に関しての

漏洩には十分注意し、施設の臨床実習指導者の指示に従うこと。 

 

教科書 

RT 臨床実習ルートマップ ISBN：978-4-7583-1710-8 【編集】橋本光康 MEDICALVIEW 

 

参考書 

図解診療放射線技術実践ガイド ISBN：978-4-8306-4213-9  遠藤啓吾（編集主幹） 文光堂 

 

研究室／オフィスアワー 

適宜対応する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

放射線治療に関する知識を臨床の現場で再

確認し、個々で不足している専門知識を習

得するために以下の内容を中心に臨床施設

において実習する。1.放射線治療の流れ 2.

患者セットアップ 3.放射線治療装置の精度

管理4.患者接遇5.チーム医療コミュニケー

ション 

予習：予め提示された課題の学修を行う。復

習：実習時における課題について教

科書その他で調べてまとめる。 

全教員

各実習

施設の

指導者 

2    



3    
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15    

16    

17    

18    

19    

20    
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成績評価方法と基準 割合 

臨床実習施設の臨床教育指導者による評価、臨床実習レポートをもとに、担当教員が総合評価を行う。 
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授業科目名 臨床実習ゼミナール (放射線) 

主担当教員 小縣 裕二 担当教員 

小縣 裕二／山口 功／大西 英

雄／船橋 正夫／奥村 雅彦／今

井 信也／垣本 晃宏／山畑 飛

鳥／西浦 素子／松﨑 伸介／山

本 浩一／大橋 明日香 

科目ナンバリング SS20BRSC034 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 木 曜 1

限)、後期(木曜

4 限、木曜 5 限) 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

臨床実習ゼミナールは、臨床実習に必要な診療放射線技術学に関する知識を教授し、医療現場で実践できる

ことを目標とする。実際の臨床現場で必要となる診療放射線技術学、コミュニケーション能力、患者との対

人関 係能力、チーム医療の実践について概説し、OSCE など臨床技能教育を通して基本的な臨床技能について

学修する。臨床の現場で診療放射線技師の業務の流れやチーム医療の実践に必要な診療放射線技術を実践す

るための基 礎的な能力を高め、臨床実習に繋げていく。 

 

学修目標 

1. 臨床実習の意義、位置付けおよび臨床期間中の注意事項が説明できる。（DP①）2. 臨床実習に必要な基礎知識（接

遇、身だしなみ、情報管理、感染対策）を説明できる。（DP②③）3. 臨床実習に必要な検査、治療技術を説明できる。

（DP①）4. 臨床実習における日誌（レポート）、報告会に関する内容を理解し説明できる。（DP①）5. 具体的な臨床

技能（患者接遇、検査技術、移乗動作介助）を説明、再現できる。（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書、配布レジュメ（要旨）を中心に実施する。各自で専用のノートに重要な内容は記録すること。

授業中は、私語厳禁、スマートフォンは電源オフまたはマナーモードで鞄に入れて保管すること。 

 

教科書 

RT 臨床実習ルートマップ ISBN：978-4-7583-1710-8 【編集】橋本光康 MEDICALVIEW 

 

参考書 

図解診療放射線技術実践ガイド ISBN：978-4-8306-4213-9  遠藤啓吾（編集主幹） 文光堂 

 

研究室／オフィスアワー 

授業中に指示するオリエンテーション 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

小縣 



2 臨床実習に必要な基礎知識：接遇 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

西浦 

3 臨床実習に必要な基礎知識：情報管理 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

垣本 

4 臨床実習に必要な基礎知識：感染対策 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

松崎山

畑 

5 臨床実習に必要な基礎知識：感染対策 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

今井山

畑 

6 臨床実習に必要な技術：一般撮影 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

山口 

7 臨床実習に必要な技術：造影検査 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

山口 

8 臨床実習に必要な技術：血管造影 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。小縣 

船橋 

9 臨床実習に必要な技術：CT 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

西浦 

10 臨床実習に必要な技術：MR 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

今井 

11 臨床実習に必要な技術：核医学検査 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

大西 

12 臨床実習に必要な技術：放射線治療 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

奥村 

13 臨床実習に必要な技術：放射線安全管理 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

山本 

14 臨床実習に必要な技術：医療安全 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

外部講

師 

15 臨床実習に必要な技術：まとめ、評価 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

担当教

員 

16 臨床実習に関するオリエンテーション 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

小縣今

井

山

口 

17 臨床技能教育ガイダンス I 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

担当教

員 

18 臨床技能教育ガイダンス II 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

担当教

員 

19 臨床実習指導教員臨床講義 I 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

外部講

師 

20 臨床実習指導教員臨床講義 II 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

外部講

師 

21 臨床技能教育１ 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

担当教

員 

22 臨床技能教育１ 
指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

担当教

員 



と。 

23 臨床技能教育２ 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

担当教

員 

24 臨床技能教育２ 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

担当教

員 

25 臨床技能教育３ 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

担当教

員 

26 臨床技能教育３ 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

担当教

員 

27 臨床技能教育４ 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

担当教

員 

28 臨床技能教育４ 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

担当教

員 

29 臨床技能教育５ 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

担当教

員 

30 臨床技能教育５ 

指定された教科書を基に、臨床実習に関す

る知識、技術の予習、復習を行うこ

と。 

担当教

員 

成績評価方法と基準 割合 

1. 期末テスト（筆記と客観的臨床能力試験）授業の出席は、授業時間数の 4/5 以上とする。 
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授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：大橋 

主担当教員 大橋 明日香 担当教員 大橋 明日香 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 ①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研

究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報告する。当研究室では、① 診療放射線技術に関する研究② 

クルックス管から発生するＸ線の解析と測定法に関する研究③ 国家試験に関する調査研究 

 

学修目標 

１．研究法及び研究倫理について理解することが出来る。（DP①④）２．専門領域における資料及び文献収集などが

出来る。（DP①④）３．専門領域における実験または調査などの研究法を理解できる。（DP①④）４，実健計画書の立

案及びその実行性を伴うプレゼンテーションが出来る。（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもとに研究を進めていくこととともに、学生自身の主体的な研究活

動を求める。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料等は随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時：事前にアポイントメントを取ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認＆卒論の位置づけ。 小縣 

2 
「Radiological Science 研究法」（１）の

全体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容。 大西 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 西浦 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 大西 

5 研究領域の理解および文献抄読① 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

大橋 

6 研究領域の理解および文献抄読② 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

大橋 

7 研究領域の理解および文献抄読③ 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

大橋 



8 研究領域の理解および文献抄読④ 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

大橋 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 大橋 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 大橋 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 大橋 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 大橋 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関するレクチャーの準備 大橋 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関するレクチャーの準備 大橋 

15 中間発表の準備③ 研究計画書に関するレクチャーの準備 大橋 

16 中間発表の準備④ 研究計画書に関するレクチャーの準備 大橋 

17 予備実験① 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
大橋 

18 予備実験② 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
大橋 

19 予備実験③ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
大橋 

20 予備実験④ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
大橋 

21 研究計画書の再考① 予備実験の結果に基づく計画書の修正 大橋 

22 研究計画書の再考② 予備実験の結果に基づく計画書の修正 大橋 

23 研究計画書の再考③ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 大橋 

24 研究計画書の再考④ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 大橋 

25 本実験① 修正された実験計画書に基づく実験 大橋 

26 本実験② 修正された実験計画書に基づく実験 大橋 

27 本実験③ 修正された実験計画書に基づく実験 大橋 

28 本実験④ 修正された実験計画書に基づく実験 大橋 

29 実験結果のまとめ① 本実験に基づく実験結果のまとめ 大橋 

30 実験結果のまとめ② 本実験に基づく実験結果のまとめ 大橋 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間発表会での発表を評価対象とする。4/5 以上の出席が必要 
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授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：山畑 

主担当教員 山畑 飛鳥 担当教員 山畑 飛鳥 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 ①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研

究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報告する。当研究室は、研究のプラットホームとして、「プログ

ラミング技術」を習得し、論理的思考を養う。１，核医学検査技術学関連、２，ｆMRI を用いた脳機能関連、

３，VR を用いた開発及ぶ評価法などをテーマとする研究を行う。尚、詳細なテーマに関しては学生と相談し

た上で決定する。 

 

学修目標 

１．研究法及び研究倫理について理解することが出来る。（DP①④）２．専門領域における資料及び文献収集などが

出来る。（DP①④）３．専門領域における実験または調査などの研究法を理解できる。（DP①④）４，実健計画書の立

案及びその実行性を伴うプレゼンテーションが出来る。（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもとに研究を進めていくこととともに、学生自身の主体的な研究活

動を求める。１，毎月１回、個々のゼミ生の研究進捗状況報告のプレゼンを行う。２，３か月に１回、他の研

究グループとの合同プレゼン（オープンゼミ）を行う。自分の研究に関する内容の予習/復習は最低でも２時

間。 

 

教科書 

暫時、文献、参考資料などを配布する。 

 

参考書 

適宜、こちらから指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

随時：事前にアポイントメントを取ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認＆卒論の位置づけ。 小縣 

2 
「Radiological Science 研究法」（１）の

全体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容。 大西 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 西浦 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 大西 

5 先行研究レビュー① 
個々の研究テーマに関する文献を読み要約

を作成する。 
山畑 



6 先行研究レビュー② 
個々の研究テーマに関する文献を読み要約

を作成する。 
山畑 

7 先行研究レビュー③ 
個々の研究テーマに関する文献を読み要約

を作成する。 
山畑 

8 先行研究レビュー④ 
個々の研究テーマに関する文献を読み要約

を作成する。 
山畑 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 山畑 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 山畑 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 山畑 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 山畑 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関するレクチャーの準備 山畑 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関するレクチャーの準備 山畑 

15 中間発表の準備③ 研究計画書に関するレクチャーの準備 山畑 

16 中間発表の準備④ 研究計画書に関するレクチャーの準備 山畑 

17 予備実験① 個々の予備実験の方法＆実践 山畑 

18 予備実験② 個々の予備実験の方法＆実践 山畑 

19 予備実験③ 個々の予備実験の方法＆実践 山畑 

20 予備実験④ 個々の予備実験の方法＆実践 山畑 

21 研究計画書の修正① 予備実験の結果に基づく計画書の修正 山畑 

22 研究計画書の修正② 予備実験の結果に基づく計画書の修正 山畑 

23 研究計画書の修正③ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 山畑 

24 研究計画書の修正④ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 山畑 

25 本実験① 修正された実験計画書に基づく実験 山畑 

26 本実験② 修正された実験計画書に基づく実験 山畑 

27 本実験③ 修正された実験計画書に基づく実験 山畑 

28 本実験④ 修正された実験計画書に基づく実験 山畑 

29 実験結果のまとめ① 本実験に基づく実験結果のまとめ 山畑 

30 実験結果のまとめ② 本実験に基づく実験結果のまとめ 山畑 

成績評価方法と基準 割合 

毎月１回、個々の研究進捗状況報告、研究計画書の提出、中間発表会での発表を評価対象とする。4/5

以上の出席が必要 

 

1 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：栗山 

主担当教員 栗山 巧 担当教員 栗山 巧 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研

究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報告する。当研究室では放射線（紫外線を含む）や薬物の生体

への応用について検討を行う予定である。 

 

学修目標 

1. 研究法や研究倫理について理解することができる。2. 専門領域における資料や献収集などができる。3. 専門領

域における実験または調査などの研究法を理解することができる。4. 実験計画書の立案やその実行性を考えて展開

することができる。5. 得られた実験結果を論理的に考察し、何が起きているのか推考することができる。6. 結果を

プレゼンテーションすることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

履修する上で重要となる項目は以下の通りです。1. 研究テーマ（薬理学・行動生理学）に興味があること 2. 

実験動物を使用する研究であれば、高い生命倫理観をもつこと 3. 実験動物を研究する研究であれば、動物

の行動パターン（特に生体リズム）に理解して作業をすること 4. 決められた作業を誠実にきちんとこなせ

ること（嘘をつく・時間にルーズ・作業がいい加減は厳禁）5. 得られた結果に対し、一喜一憂せず何が起き

たのか推考し、必ず次の作業の糧とすること 6. 山本浩一と期間中は一緒に実験できること 

 

教科書 

暫時、文献、参考資料などを配布する 

 

参考書 

暫時、文献、参考資料などを配布する 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 研究室 6 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認と卒論の位置づけ。 
小縣教

授 

2 
「Radiological Science 研究法」（１）の

全体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容 

大西教

授 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 

西浦教

授 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 

大西教

授 

5 先行研究レビュー① 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 

山本浩

一 



6 先行研究レビュー② 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 

山本浩

一 

7 先行研究レビュー③ 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 

山本浩

一 

8 先行研究レビュー④ 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 

山本浩

一 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 
山本浩

一 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 
山本浩

一 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 
山本浩

一 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 
山本浩

一 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関するレクチャーの準備 
山本浩

一 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関するレクチャーの準備 
山本浩

一 

15 中間発表の準備③ 研究計画書に関するレクチャーの準備 
山本浩

一 

16 中間発表の準備④ 研究計画書に関するレクチャーの準備 
山本浩

一 

17 倫理申請書の作成 研究倫理に基づいて倫理申請書類作成 
山本浩

一 

18 予備実験① 個々の予備実験の方法＆実践 
山本浩

一 

19 予備実験② 個々の予備実験の方法＆実践 
山本浩

一 

20 予備実験③ 個々の予備実験の方法＆実践 
山本浩

一 

21 予備実験④ 個々の予備実験の方法＆実践 
山本浩

一 

22 研究計画書の変更 予備実験の結果に基づく計画書の修正 
山本浩

一 

23 本実験① 実験計画書に基づく実践 
山本浩

一 

24 本実験② 実験計画書に基づく実践 
山本浩

一 

25 本実験③ 実験計画書に基づく実践 
山本浩

一 

26 本実験④ 実験計画書に基づく実践 
山本浩

一 

27 本実験⑤ 実験計画書に基づく実践 
山本浩

一 

28 実験結果のまとめ① 個々の実験内容の結果に基づく考察 
山本浩

一 

29 実験結果のまとめ② 個々の実験内容の結果に基づく考察 
山本浩

一 

30 研究成果発表 
研究成果発表のためのプレゼンテーション

を作成し、発表する。 

山本浩

一 

成績評価方法と基準 割合 

1. 研究計画書の提出、中間発表会・成果報告会での発表を評価対象とする。4/5 以上の出席が必要課

せられた項目を期日までに全て行って頂く必要がある。詳細は講義の際に伝達する。 

 

1. 100% 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：垣本 

主担当教員 垣本 晃宏 担当教員 垣本 晃宏 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 ①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研

究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報告する。当研究室では、以下の研究テーマに基づき研究を実

施する。①細胞生物学的手技に基づく、タンパク質修飾機構に対する検討②運動（ヨガ、ピラティス、など）

がおよぼす精神的・肉体的影響に対する影響の検討③水素水が疲労に及ぼす影響についての検討④最新の知

見に基づく各種疾患の病態・検査・治療に対する検討 

 

学修目標 

１．研究法及び研究倫理について理解することが出来る。（DP①④）２．専門領域における資料及び文献収集などが

出来る。（DP①④）３．専門領域における実験または調査などの研究法を理解できる。（DP①④）４，実健計画書の立

案及びその実行性を伴うプレゼンテーションが出来る。（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもとに研究を進めていくこととともに、学生自身の主体的な研究活

動を求める。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料等は随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時：事前にアポイントメントを取ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認＆卒論の位置づけ。 小縣 

2 
「Radiological Science 研究法」（１）の

全体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容。 大西 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 西浦 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 大西 

5 研究領域の理解および文献抄読① 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

松﨑 

6 研究領域の理解および文献抄読② 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

松﨑 



7 研究領域の理解および文献抄読③ 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

松﨑 

8 研究領域の理解および文献抄読④ 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

松﨑 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 松﨑 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 松﨑 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 松﨑 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 松﨑 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関するレクチャーの準備 松﨑 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関するレクチャーの準備 松﨑 

15 中間発表の準備③ 研究計画書に関するレクチャーの準備 松﨑 

16 中間発表の準備④ 研究計画書に関するレクチャーの準備 松﨑 

17 予備実験① 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
松﨑 

18 予備実験② 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
松﨑 

19 予備実験③ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
松﨑 

20 予備実験④ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
松﨑 

21 研究計画書の再考① 予備実験の結果に基づく計画書の修正 松﨑 

22 研究計画書の再考② 予備実験の結果に基づく計画書の修正 松﨑 

23 研究計画書の再考③ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 松﨑 

24 研究計画書の再考④ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 松﨑 

25 本実験① 修正された実験計画書に基づく実験 松﨑 

26 本実験② 修正された実験計画書に基づく実験 松﨑 

27 本実験③ 修正された実験計画書に基づく実験 松﨑 

28 本実験④ 修正された実験計画書に基づく実験 松﨑 

29 実験結果のまとめ① 本実験に基づく実験結果のまとめ 松﨑 

30 実験結果のまとめ② 本実験に基づく実験結果のまとめ 松﨑 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間発表会での発表を評価対象とする。4/5 以上の出席が必要 

 
1 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：今井 

主担当教員 今井 信也 担当教員 今井 信也 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 ①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研

究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報告する。当研究室は、①乳腺に関する医用画像に関して②ブ

レストアウェアネスに関して調査を行うことで、現在の問題点を洗い出し、それを解決する方法について検

証を行う。 

 

学修目標 

１．研究法及び研究倫理について理解することが出来る。（DP①④）２．専門領域における資料及び文献収集などが

出来る。（DP①④）３．専門領域における実験または調査などの研究法を理解できる。（DP①④）４，実健計画書の立

案及びその実行性を伴うプレゼンテーションが出来る。（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもとに研究を進めていくこととともに、学生自身の主体的な研究活

動を求める。 

 

教科書 

関連する文献、参考資料などを配布、紹介する。 

 

参考書 

適宜、文献、参考資料などを紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時：事前にアポイントメントを取ることがのぞましい。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認＆卒論の位置づけ。 小縣 

2 
「Radiological Science 研究法」（１）の

全体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容。 大西 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 西浦 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 大西 

5 先行研究レビュー① 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
西浦 

6 先行研究レビュー② 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
西浦 

7 先行研究レビュー③ 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
西浦 

8 先行研究レビュー④ 個々の研究テーマに関する文献を読み、要 西浦 



約を作成する。 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 西浦 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 西浦 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 西浦 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 西浦 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関するレクチャーの準備 西浦 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関するレクチャーの準備 西浦 

15 中間発表の準備③ 研究計画書に関するレクチャーの準備 西浦 

16 中間発表の準備④ 研究計画書に関するレクチャーの準備 西浦 

17 予備実験① 個々の予備実験の方法＆実践 西浦 

18 予備実験② 個々の予備実験の方法＆実践 西浦 

19 予備実験③ 個々の予備実験の方法＆実践 西浦 

20 予備実験④ 個々の予備実験の方法＆実践 西浦 

21 研究計画書の再考① 予備実験の結果に基づく計画書の修正 西浦 

22 研究計画書の再考② 予備実験の結果に基づく計画書の修正 西浦 

23 研究計画書の再考③ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 西浦 

24 研究計画書の再考④ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 西浦 

25 本実験① 修正された実験計画書に基づく実験 西浦 

26 本実験② 修正された実験計画書に基づく実験 西浦 

27 本実験③ 修正された実験計画書に基づく実験 西浦 

28 本実験④ 修正された実験計画書に基づく実験 西浦 

29 実験結果のまとめ① 本実験に基づく実験結果のまとめ 西浦 

30 実験結果のまとめ② 本実験に基づく実験結果のまとめ 西浦 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間発表会での発表を評価対象とする。4/5 以上の出席が必要 
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授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：松﨑 

主担当教員 松﨑 伸介 担当教員 松﨑 伸介 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目 ①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

当研究室は、Virtual Reality（VR）を用いた、医療技術教育環境の構築を行う。当科目における研究は、診

療放射線技師養成教育において VR 内で胸部立位 X線撮影のロールプレイ学習を行い、撮影スキルと患者接遇

スキルを習得できる可能性について、実空間において実機を用いた実習効果と VR 空間での実習効果との比較

を行い、VR の有効性と有用性を検証することを目的とする。研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研

究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報

告する。 

 

学修目標 

１．研究法及び研究倫理について理解することが出来る。（DP①④）２．専門領域における資料及び文献収集などが

出来る。（DP①④）３．専門領域における実験または調査などの研究法を理解できる。（DP①④）４，実験計画書の立

案及びその実行性を伴うプレゼンテーションが出来る。（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

当研究室は研究指導内において、学生ではなく一社会人として接します。自律志向、主体性を求めます。自

ら学ぶ姿勢のない人を求めません。社会人に求められる基本的な礼儀、マナー、常識を備えて研究に臨んで

ください。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料等は随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時：事前にアポイントメントを取ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認＆卒論の位置づけ。 小縣 

2 
「Radiological Science 研究法」（１）の

全体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容。 大西 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 西浦 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 大西 

5 研究領域の理解および文献抄読① 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

自身の研究目的、方向性を理解す

る。 

山畑 



6 研究領域の理解および文献抄読② 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

自身の研究目的、方向性を理解す

る。 

山畑 

7 研究領域の理解および文献抄読③ 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

自身の研究目的、方向性を理解す

る。 

山畑 

8 研究領域の理解および文献抄読④ 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

自身の研究目的、方向性を理解す

る。 

山畑 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 山畑 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 山畑 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 山畑 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 山畑 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関する発表の準備 山畑 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関する発表の準備 山畑 

15 中間発表の準備③ 研究計画書に関する発表の準備 山畑 

16 中間発表の準備④ 研究計画書に関する発表の準備 山畑 

17 予備実験① 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
山畑 

18 予備実験② 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
山畑 

19 予備実験③ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
山畑 

20 予備実験④ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
山畑 

21 研究計画書の再考① 予備実験の結果に基づく計画書の修正 山畑 

22 研究計画書の再考② 予備実験の結果に基づく計画書の修正 山畑 

23 研究計画書の再考③ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 山畑 

24 研究計画書の再考④ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 山畑 

25 本実験① 修正された実験計画書に基づく実験 山畑 

26 本実験② 修正された実験計画書に基づく実験 山畑 

27 本実験③ 修正された実験計画書に基づく実験 山畑 

28 本実験④ 修正された実験計画書に基づく実験 山畑 

29 実験結果のまとめ① 本実験に基づく実験結果のまとめ 山畑 

30 実験結果のまとめ② 本実験に基づく実験結果のまとめ 山畑 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間発表会での発表を評価対象とする。4/5 以上の出席が必要 
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授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：西浦 

主担当教員 西浦 素子 担当教員 西浦 素子 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 ①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研

究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報告する。当研究室は、認知症患者の MR や PET 画像、運動機能

に関連する骨・関節および筋の MR 画像、バーチャル・リアリティ(VR)システム等を用いて、主に画像処理や

解析技術に関する研究を行う。研究に必要な各ソフトウェアの使用方法やプログラミング技術を習得すると

ともに、人工知能(AI)や深層学習(Deep Learning)についての根幹部分の基礎理解を深める。将来、診療放射

線技師として働く自身の付加価値の一つとして有効活用できるよう、能動的な研究活動を期待する。 

 

学修目標 

１．研究法及び研究倫理について理解することが出来る。（DP①④）２．専門領域における資料及び文献収集などが

出来る。（DP①④）３．専門領域における実験または調査などの研究法を理解できる。（DP①④）４．実健計画書の立

案及びその実行性を伴うプレゼンテーションが出来る。（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員と良く相談して研究活動を進める。 

 

教科書 

なし。 

 

参考書 

暫時、文献、参考資料などを配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

垣本 晃宏（さくら棟 5F 共同研究室／水曜日 13:00～14:30、その他応相談) 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認＆卒論の位置づけ。 小縣 

2 
「Radiological Science 研究法」（１）の

全体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容。 大西 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 西浦 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 大西 

5 先行研究レビュー① 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
垣本 

6 先行研究レビュー② 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
垣本 

7 先行研究レビュー③ 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
垣本 



8 先行研究レビュー④ 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
垣本 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 垣本 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 垣本 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 垣本 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 垣本 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関するレクチャーの準備 垣本 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関するレクチャーの準備 垣本 

15 倫理申請書の作成① 研究倫理に基づいて倫理申請書類作成 垣本 

16 倫理申請書の作成② 研究倫理に基づいて倫理申請書類作成 垣本 

17 予備実験① 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
垣本 

18 予備実験② 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
垣本 

19 予備実験③ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
垣本 

20 予備実験④ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
垣本 

21 研究計画書の再考① 予備実験の結果に基づく計画書の修正 垣本 

22 研究計画書の再考② 予備実験の結果に基づく計画書の修正 垣本 

23 研究計画書の再考③ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 垣本 

24 研究計画書の再考④ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 垣本 

25 本実験① 修正された実験計画書に基づく実験 垣本 

26 本実験② 修正された実験計画書に基づく実験 垣本 

27 本実験③ 修正された実験計画書に基づく実験 垣本 

28 本実験④ 修正された実験計画書に基づく実験 垣本 

29 実験結果のまとめ① 本実験に基づく実験結果のまとめ 垣本 

30 実験結果のまとめ② 本実験に基づく実験結果のまとめ 垣本 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間発表会での発表を評価対象とする。4/5 以上の出席が必要 
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授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：山本 

主担当教員 山本 浩一 担当教員 山本 浩一 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研

究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報告する。当研究室は、①IVR や CT 検査における放射線業務従

事者や患者の水晶体被ばく測定とその防護方法の検討 ②水晶体用線量計を装備した次世代型放射線防護メ

ガネの開発 ③VRを用いた体験型臨床実習用ソフトの開発 ④ビッグデータを用いた高額医療機器に対する

費用対効果 などについての研究を行う。これらの研究から、放射線計測装置の特性や使用方法学習し、放

射線検査の手順や白内障に対するリスクについての理解を深める。また、既存の放射線防護メガネの問題点

を改良して、社会実装に繋げるプロセスを学ぶ。 

 

学修目標 

１．研究法及び研究倫理について理解することが出来る。２．専門領域における資料及び文献収集などが出来る。３．

専門領域における実験または調査などの研究法を理解できる。４，実健計画書の立案及びその実行性を伴うプレゼン

テーションが出来る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員と良く相談して研究活動を進める 

 

教科書 

暫時、文献、参考資料などを配布する 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

今井信也（さくら棟 5F 共同研究室）随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認＆卒論の位置づけ 小縣 

2 
Radiological Science 研究法」（１）の全

体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容 大西 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 西浦 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 大西 

5 先行研究レビュー① 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
今井 

6 先行研究レビュー② 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
今井 



7 先行研究レビュー③ 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
今井 

8 先行研究レビュー④ 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
今井 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 今井 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 今井 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 今井 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 今井 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関するレクチャーの準備 今井 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関するレクチャーの準備 今井 

15 倫理申請書の作成① 研究倫理に基づいて倫理申請書類作成 今井 

16 倫理申請書の作成② 研究倫理に基づいて倫理申請書類作成 今井 

17 予備実験① 個々の予備実験の方法＆実践 今井 

18 予備実験② 個々の予備実験の方法＆実践 今井 

19 予備実験③ 個々の予備実験の方法＆実践 今井 

20 予備実験④ 個々の予備実験の方法＆実践 今井 

21 研究計画書の再考① 予備実験の結果に基づく計画書の修正 今井 

22 研究計画書の再考② 予備実験の結果に基づく計画書の修正 今井 

23 研究計画書の再考③ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 今井 

24 研究計画書の再考④ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 今井 

25 本実験① 修正された実験計画書に基づく実践 今井 

26 本実験② 修正された実験計画書に基づく実践 今井 

27 本実験③ 修正された実験計画書に基づく実践 今井 

28 本実験④ 修正された実験計画書に基づく実践 今井 

29 実験結果のまとめ① 個々の実験内容の結果に基づく考察 今井 

30 実験結果のまとめ② 個々の実験内容の結果に基づく考察 今井 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間発表会での発表を評価対象とする。4/5 以上の出席が必要 
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授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：奥村 

主担当教員 奥村 雅彦 担当教員 奥村 雅彦 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 ①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研

究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報告する。当研究室は、バーチャル教育ソリューション「VERT」

（外部照射装置システム）を用いて、臨床実習前の学内実習システムの具体的方法を構築するための研究を

行う。VERT が保有する臨床・物理技術に関する各機能の操作と目的を理解し、各パートの使用方法を通して

臨床実習における取り組み方ならびにバーチャルリアリィティーおける利点と問題点を明らかにしていく。 

 

学修目標 

１．研究法及び研究倫理について理解することが出来る。（DP①④）２．専門領域における資料及び文献収集などが

出来る。（DP①④）３．専門領域における実験または調査などの研究法を理解できる。（DP①④）４，実健計画書の立

案及びその実行性を伴うプレゼンテーションが出来る。（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもとに研究を進めていくこととともに、学生自身の主体的な研究活

動を求める。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料等は随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時：事前にアポイントメントを取ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認＆卒論の位置づけ。 小縣 

2 
「Radiological Science 研究法」（１）の

全体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容。 大西 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 西浦 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 大西 

5 研究領域の理解および文献抄読① 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

奥村 

6 研究領域の理解および文献抄読② 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

奥村 



7 研究領域の理解および文献抄読③ 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

奥村 

8 研究領域の理解および文献抄読④ 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

奥村 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 奥村 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 奥村 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 奥村 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 奥村 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関するレクチャーの準備 奥村 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関するレクチャーの準備 奥村 

15 中間発表の準備③ 研究計画書に関するレクチャーの準備 奥村 

16 中間発表の準備④ 研究計画書に関するレクチャーの準備 奥村 

17 予備実験① 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
奥村 

18 予備実験② 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
奥村 

19 予備実験③ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
奥村 

20 予備実験④ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
奥村 

21 研究計画書の再考① 予備実験の結果に基づく計画書の修正 奥村 

22 研究計画書の再考② 予備実験の結果に基づく計画書の修正 奥村 

23 研究計画書の再考③ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 奥村 

24 研究計画書の再考④ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 奥村 

25 本実験① 修正された実験計画書に基づく実験 奥村 

26 本実験② 修正された実験計画書に基づく実験 奥村 

27 本実験③ 修正された実験計画書に基づく実験 奥村 

28 本実験④ 修正された実験計画書に基づく実験 奥村 

29 実験結果のまとめ① 本実験に基づく実験結果のまとめ 奥村 

30 実験結果のまとめ② 本実験に基づく実験結果のまとめ 奥村 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間発表会での発表を評価対象とする。4/5 以上の出席が必要 
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授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：船橋 

主担当教員 船橋 正夫 担当教員 船橋 正夫 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 ①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研

究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報告する。当研究室は以下の研究を行う。、①デジタル画像処理

におけるフィルタ処理の研究。②被写体内散乱線についての研究。③一般撮影領域の被ばく線量の新しい算

出法の研究。研究成果は学内発表するとともに、学会地方会などで発表する。 

 

学修目標 

１．研究法及び研究倫理について理解することが出来る。（DP①④）２．専門領域における資料及び文献収集などが

出来る。（DP①④）３．専門領域における実験または調査などの研究法を理解できる。（DP①④）４，実健計画書の立

案及びその実行性を伴うプレゼンテーションが出来る。（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもとに研究を進めていくこととともに、学生自身の主体的な研究活

動を求める。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料等は随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時：事前にアポイントメントを取ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認＆卒論の位置づけ。 小縣 

2 
「Radiological Science 研究法」（１）の

全体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容。 大西 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 西浦 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 大西 

5 研究領域の理解および文献抄読① 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

船橋 

6 研究領域の理解および文献抄読② 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

船橋 

7 研究領域の理解および文献抄読③ 個々の研究テーマに関する文献等を読み、 船橋 



研究対象機器の操作をマスターす

る。 

8 研究領域の理解および文献抄読④ 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

船橋 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 船橋 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 船橋 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 船橋 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 船橋 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関するレクチャーの準備 船橋 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関するレクチャーの準備 船橋 

15 中間発表の準備③ 研究計画書に関するレクチャーの準備 船橋 

16 中間発表の準備④ 研究計画書に関するレクチャーの準備 船橋 

17 予備実験① 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
船橋 

18 予備実験② 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
船橋 

19 予備実験③ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
船橋 

20 予備実験④ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
船橋 

21 研究計画書の再考① 予備実験の結果に基づく計画書の修正 船橋 

22 研究計画書の再考② 予備実験の結果に基づく計画書の修正 船橋 

23 研究計画書の再考③ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 船橋 

24 研究計画書の再考④ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 船橋 

25 本実験① 修正された実験計画書に基づく実験 船橋 

26 本実験② 修正された実験計画書に基づく実験 船橋 

27 本実験③ 修正された実験計画書に基づく実験 船橋 

28 本実験④ 修正された実験計画書に基づく実験 船橋 

29 実験結果のまとめ① 本実験に基づく実験結果のまとめ 船橋 

30 実験結果のまとめ② 本実験に基づく実験結果のまとめ 船橋 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間発表会での発表を評価対象とする。4/5 以上の出席が必要 
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授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：大西 

主担当教員 大西 英雄 担当教員 大西 英雄 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 ①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研

究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報告する。当研究室は、研究のプラットホームとして、「プログ

ラミング技術」を習得し、論理的思考を養う。１，核医学検査技術学関連、２，ｆMRI を用いた脳機能関連、

３，VR を用いた開発及ぶ評価法などをテーマとする研究を行う。尚、詳細なテーマに関しては学生と相談し

た上で決定する。 

 

学修目標 

１．研究法及び研究倫理について理解することが出来る。（DP①④）２．専門領域における資料及び文献収集などが

出来る。（DP①④）３．専門領域における実験または調査などの研究法を理解できる。（DP①④）４，実健計画書の立

案及びその実行性を伴うプレゼンテーションが出来る。（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもとに研究を進めていくこととともに、学生自身の主体的な研究活

動を求める。１，毎月１回、個々のゼミ生の研究進捗状況報告のプレゼンを行う。２，３か月に１回、他の研

究グループとの合同プレゼン（オープンゼミ）を行う。自分の研究に関する内容の予習/復習は最低でも２時

間。 

 

教科書 

暫時、文献、参考資料などを配布する。 

 

参考書 

適宜、こちらから指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

随時：事前にアポイントメントを取ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認＆卒論の位置づけ。 小縣 

2 
「Radiological Science 研究法」（１）の

全体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容。 大西 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 西浦 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 大西 

5 先行研究レビュー① 
個々の研究テーマに関する文献を読み要約

を作成する。 
大西 



6 先行研究レビュー② 
個々の研究テーマに関する文献を読み要約

を作成する。 
大西 

7 先行研究レビュー③ 
個々の研究テーマに関する文献を読み要約

を作成する。 
大西 

8 先行研究レビュー④ 
個々の研究テーマに関する文献を読み要約

を作成する。 
大西 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 大西 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 大西 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 大西 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 大西 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関するレクチャーの準備 大西 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関するレクチャーの準備 大西 

15 中間発表の準備③ 研究計画書に関するレクチャーの準備 大西 

16 中間発表の準備④ 研究計画書に関するレクチャーの準備 大西 

17 予備実験① 個々の予備実験の方法＆実践 大西 

18 予備実験② 個々の予備実験の方法＆実践 大西 

19 予備実験③ 個々の予備実験の方法＆実践 大西 

20 予備実験④ 個々の予備実験の方法＆実践 大西 

21 研究計画書の修正① 予備実験の結果に基づく計画書の修正 大西 

22 研究計画書の修正② 予備実験の結果に基づく計画書の修正 大西 

23 研究計画書の修正③ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 大西 

24 研究計画書の修正④ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 大西 

25 本実験① 修正された実験計画書に基づく実験 大西 

26 本実験② 修正された実験計画書に基づく実験 大西 

27 本実験③ 修正された実験計画書に基づく実験 大西 

28 本実験④ 修正された実験計画書に基づく実験 大西 

29 実験結果のまとめ① 本実験に基づく実験結果のまとめ 大西 

30 実験結果のまとめ② 本実験に基づく実験結果のまとめ 大西 

成績評価方法と基準 割合 

毎月１回、個々の研究進捗状況報告、研究計画書の提出、中間発表会での発表を評価対象とする。4/5

以上の出席が必要 

 

1 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：山口 

主担当教員 山口 功 担当教員 山口 功 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研

究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報告する。当研究室は、「病理解剖学に基づいた単純Ｘ線画像解

析および撮影法の開発」「X線 CT・MRI における非侵襲的生体イメージング法および解析法の開発と画像評価」

を実施する。 

 

学修目標 

１．研究法及び研究倫理について理解することが出来る。（DP①④）２．専門領域における資料及び文献収集などが

出来る。（DP①④）３．専門領域における実験または調査などの研究法を理解できる。（DP①④）４，実健計画書の立

案及びその実行性を伴うプレゼンテーションが出来る。（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもとに研究を進めていくこととともに、学生自身の主体的な研究活

動を求める。 

 

教科書 

必要に応じて、参考文献、参考資料などを配布する。 

 

参考書 

各自、研究に必要な図書や参考文献を探すこと。 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5階 研究室 2 山口研究室 随時（在室時は対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認＆卒論の位置づけ。 小縣 

2 
「Radiological Science 研究法」（１）の

全体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容。 大西 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 西浦 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 大西 

5 先行研究レビュー① 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
山口 

6 先行研究レビュー② 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
山口 

7 先行研究レビュー③ 
個々の研究テーマに関する文献を読み、要

約を作成する。 
山口 

8 先行研究レビュー④ 個々の研究テーマに関する文献を読み、要 山口 



約を作成する。 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 山口 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 山口 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 山口 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 山口 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関するレクチャーの準備 山口 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関するレクチャーの準備 山口 

15 中間発表の準備③ 研究計画書に関するレクチャーの準備 山口 

16 中間発表の準備④ 研究計画書に関するレクチャーの準備 山口 

17 予備実験① 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
山口 

18 予備実験② 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
山口 

19 予備実験③ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
山口 

20 予備実験④ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
山口 

21 研究計画書の再考① 予備実験の結果に基づく計画書の修正 山口 

22 研究計画書の再考② 予備実験の結果に基づく計画書の修正 山口 

23 研究計画書の再考③ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 山口 

24 研究計画書の再考④ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 山口 

25 本実験① 修正された実験計画書に基づく実験 山口 

26 本実験② 修正された実験計画書に基づく実験 山口 

27 本実験③ 修正された実験計画書に基づく実験 山口 

28 本実験④ 修正された実験計画書に基づく実験 山口 

29 実験結果のまとめ① 個々の実験内容の結果に基づく考察 山口 

30 実験結果のまとめ② 個々の実験内容の結果に基づく考察 山口 

成績評価方法と基準 割合 

研究への取り組み姿勢、研究計画書、中間発表会を総合的に評価する。4/5 以上の出席が必要・研究計

画書および中間発表会用資料は適宜、個別指導を行い、最終的には返却する。 

 

1 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (放射線)：小縣 

主担当教員 小縣 裕二 担当教員 小縣 裕二 

科目ナンバリング SS20BRSC043 科目区分 研究分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 ①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー及び研究計画書を作成する。学習成果として、研

究計画及び予備実験等の結果を中間発表会で報告する。当研究室では、① 診療放射線技術に関する研究② 

クルックス管から発生するＸ線の解析と測定法に関する研究③ 国家試験に関する調査研究 

 

学修目標 

１．研究法及び研究倫理について理解することが出来る。（DP①④）２．専門領域における資料及び文献収集などが

出来る。（DP①④）３．専門領域における実験または調査などの研究法を理解できる。（DP①④）４，実健計画書の立

案及びその実行性を伴うプレゼンテーションが出来る。（DP①④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員との十分なディスカッションのもとに研究を進めていくこととともに、学生自身の主体的な研究活

動を求める。 

 

教科書 

指定する教科書はない。 

 

参考書 

研究内容に関する資料等は随時提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時：事前にアポイントメントを取ること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究のガイダンス（全体講義） 年間行動予定の確認＆卒論の位置づけ。 小縣 

2 
「Radiological Science 研究法」（１）の

全体講義 
研究に対する考え方＆倫理に関する内容。 大西 

3 
「Radiological Science 研究法」（２）の

全体講義 
「質的研究」に関する内容を把握する。 西浦 

4 
「Radiological Science 研究法」（３）の

全体講義 
「量的研究」に関する内容を把握する。 大西 

5 研究領域の理解および文献抄読① 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

小縣 

6 研究領域の理解および文献抄読② 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

小縣 

7 研究領域の理解および文献抄読③ 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

小縣 



8 研究領域の理解および文献抄読④ 

個々の研究テーマに関する文献等を読み、

研究対象機器の操作をマスターす

る。 

小縣 

9 研究計画書の作成① 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 小縣 

10 研究計画書の作成② 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 小縣 

11 研究計画書の作成③ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 小縣 

12 研究計画書の作成④ 個々の研究テーマに関する研究計画書作成 小縣 

13 中間発表の準備① 研究計画書に関するレクチャーの準備 小縣 

14 中間発表の準備② 研究計画書に関するレクチャーの準備 小縣 

15 中間発表の準備③ 研究計画書に関するレクチャーの準備 小縣 

16 中間発表の準備④ 研究計画書に関するレクチャーの準備 小縣 

17 予備実験① 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
小縣 

18 予備実験② 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
小縣 

19 予備実験③ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
小縣 

20 予備実験④ 
研究対象のパートにおける予備実験と研究

方法論の検討 
小縣 

21 研究計画書の再考① 予備実験の結果に基づく計画書の修正 小縣 

22 研究計画書の再考② 予備実験の結果に基づく計画書の修正 小縣 

23 研究計画書の再考③ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 小縣 

24 研究計画書の再考④ 予備実験の結果に基づく計画書の修正 小縣 

25 本実験① 修正された実験計画書に基づく実験 小縣 

26 本実験② 修正された実験計画書に基づく実験 小縣 

27 本実験③ 修正された実験計画書に基づく実験 小縣 

28 本実験④ 修正された実験計画書に基づく実験 小縣 

29 実験結果のまとめ① 本実験に基づく実験結果のまとめ 小縣 

30 実験結果のまとめ② 本実験に基づく実験結果のまとめ 小縣 

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書の提出、中間発表会での発表を評価対象とする。4/5 以上の出席が必要 
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鍼灸学科 

（2022 年度入学生対象） 
  



授業科目名 基礎ゼミナール (鍼灸) 

主担当教員 阿部 秀高 担当教員 
阿部 秀高／安田 実／中原 英

博／鍋田 智之／辻 涼太 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 本講義では、大学における学びの概略を知り、自ら考えて問題を解決する能力を養うことを目的としてい

る。第一に大学における学習方法や課題作成における注意事項を学ぶ。また、大学での情報収集のハード面・

ソフト面について理解する。実際に課題作成および報告のトレーニングも行う。本学教員による大学におけ

る学びのガイダンスと討論を 5回ローテーションで受講する。 

 

学修目標 

1)学内でゼミを展開する教員の専門分野を知り、テーマを持て討論する。2)与えられたテーマについて調査、整理、

報告のプロセスを実践する。3)大学での学習における情報編集能力（収集・加工・創造・表現）およびプレゼンテー

ション能力を習得する。4)批判的思考および主体的な問題解決方略を探求する態度・姿勢を身につける。5)図書館な

どの大学施設を利用した学習方法を身に着ける。6)グループワークの進行方法や討論方法について学ぶ。DP②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1)後半 5 回は少人数制教育のため、利用教室が異なる。スケジュールを確認し、教室移動に注意すること。

2)テーマを持って学び、積極的に調査、整理、報告を行うこと。3)グループワークには積極的に参加するこ

と。 

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

授業時に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業時の教員指示に従う。原則、各教員の研究室にて実施する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション（講義への取り組み方・

大学生としての自分を見つめる） 

予習：シラバスの確認。（２時間）復習：学

びの履歴シートによる大学生とし

て必要な資質/能力についてのまと

め（２時間） 

阿部教

授 

2 理事長に学ぶ（学園・大学・学生への思い） 

予習：学園の 3 つポリシーや設立理念の確

認。（２時間）復習：講話から学んだ

ことを記録をもとにまとめる。（２

時間） 

阿部教

授 

3 
学長・学科長に学ぶ（医療人・鍼灸・はり師

を目指すものに対する思い） 

予習：看護師の仕事の概要を調べておく。

（２時間）復習：講話から学んだこ

とを記録をもとにまとめる。（２時

阿部教

授 



間） 

4 
コミュニケーションスキル・学修スキル向

上 

予習：レポートの書き方について高校まで

に学んだことを想起しておく（２時

間）復習：学んだレポートの書き方

について記録をもとにまとめる。

（２時間） 

阿部教

授 

5 論理的文章の書き方・資料活用の方法 

予習：言語技術について、高校までに学んだ

ことを想起しておく（２時間）復習：

学んだ言語技術について記録をも

とにまとめる。（２時間） 

阿部教

授 

6 プレゼンテーション・スキル 

予習：プレゼンテーションについて高校ま

でに学んだことを想起しておく。

（２時間）復習：プレゼンテーショ

ンの作り方、発表の仕方についてま

とめる。（２時間） 

阿部教

授 

7 
７回の授業における学びのまとめ・振り返

り 

予習：自分の作成したプレゼンテーション

の練習）（２時間）復習：７回の講義

で学んだ社会人基礎力に関してま

とめておく。（２時間） 

阿部教

授 

8 
医療・社会福祉に関する報告（グループワー

ク） 

医療・社会福祉に関する情報を、新聞記事や

信頼できる情報ソースから抜き出

し、レポートにまとめてくること。

（4時間） 

鍋田教

授 

9 
医療・社会福祉に関する記事について（発

表） 

グループワークの内容をパワーポイントに

まとめてくること。（4時間） 

鍋田教

授 

10 
医療・社会福祉に関する記事について（発

表） 

グループワークの内容をパワーポイントに

まとめてくること。（4時間） 

鍋田教

授 

11 
5 グループ ローテーション授業「社会科学

関係分野の知識の理解とその応用」 

大学生として知っておきたい社会科学関係

分野のガイドライン知識の取得と

討議について学修します。レポート

提出。（4時間） 

安田教

授 

12 
5 グループ ローテーション授業「東洋医学

と鍼灸」 

東洋医学の治療法について WEB や図書館を

利用して調べてくること。レポート

提出。（4時間） 

熊野准

教

授 

13 
5 グループ ローテーション授業「鍼灸の実

験」 

鍼灸治療によるリラクゼーション効果につ

いて、WEB や図書館を利用して調べ

てくること。レポート提出。（4時間） 

松熊准

教

授 

14 
5 グループ ローテーション授業「スポーツ

の現場での鍼灸師の役割」 

スポーツの現場で活躍する鍼灸師について

調べてくること。レポート提出。（4

時間） 

髙﨑講

師 

15 
5 グループ ローテーション授業「鍼灸臨床

における診察から治療」 
鍼灸治療について調べてくること。（4時間） 

仲西教

授 
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26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【学科教員】 50 点①医療の諸問題 レポート 10 点②医療の諸問題プレゼンテーション 10 点③各教員

が指定する提出物の提出状況を評価する 6 点×５ 回 30 点２/３以上の出席【阿部秀高】 50 点④平常

点評価（授業毎回の振り返りなど） 30 点＜DP②③④＞⑤講義最終回に作成した課題レポート 20 点＜

DP②③④＞ 

 

【 学 科

教 員 】

①10%

②10%

③30%

【 阿 部

秀 高 】

④30%

⑤20% 



授業科目名 物理学 (鍼灸) 

主担当教員 久国 正章 担当教員 久国 正章 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

さまざまな自然現象をよく観察してみると簡単な基本原理に基づいていることがわかる。物理学とはそのよ

うな基本原理を論理的に説明する学問であり、工学はもとより生物学、医学などの幅広い分野の基礎となっ

ている。本講義は力学・熱力学・電磁気学などについて幅広い知識を学習し、医療現場で実際に活用できる

知識を習得できる授業構成である。 

 

学修目標 

水の比熱と日本の気候との関係についててこの原理の人体中での応用注射針の先端が皮膚に及ぼす圧力について血

圧とは電磁気の基本知識 上記の内容を学習していく。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．自然現象を理解するための基本となる科目であることを認識する。２．配布された資料を使用し、講義

を行う。３．出席は重視する。４．身近な自然現象を物理学の観点で考察する。５．疑問点は大切にし、解決

に向けて行動する。 

 

教科書 

プリント使用 

 

参考書 

ベッドサイドを科学する 平田雅子 著 Gakken 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤控室 月曜と木曜 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 熱力学 比熱 

＜予習・復習 各 2時間＞水の比熱が大きい

ことで人間は体温を一定に保つこ

とができる。授業用プリントを読み

直し、疑問点は質問してください。 

 

2 熱力学 潜熱、代謝量 

＜予習・復習 各2時間＞水分が蒸発する際、

必要となる熱について代謝量と年

齢・性別との関係について確認して

下さい。 

 

3 
力の合成と分解、力のつりあい、作用・反作

用の法則 

＜予習・復習 各 2時間＞力の分解の作図方

法を覚えると、授業プリントが理解

しやすくなります。 

 

4 力学 重心、力のモーメント 

＜予習・復習 各 2時間＞筋肉は私たちが思

っている以上の力を発揮している

ことが少なくありません。どれだけ

の力が働いているのか、力のモーメ

 



ントの分野を読み直し確認してみ

ましょう。 

5 力学 腰にかかる負担 

＜予習・復習 各 2時間＞腰を曲げたり、重

いものを持つと、腰にかなりの負担

を強いることになります。具体的な

数値を知ることで、日常生活から気

を付けるようにしましょう。 

 

6 力学 滑りにくい床 

＜予習・復習 各 2時間＞雪道の歩き方を確

認しましょう。理解が難しい場合

は、力の分解のプリントを見直して

下さい。 

 

7 力学 圧力、気圧 

＜予習・復習 各 2時間＞潜水病について確

認しておきましょう。１０ｍ潜ると

１気圧の力を受けます。 

 

8 力学 アルキメデスの原理 

＜予習・復習 各 2時間＞以前、献血の際に

用いられていた血液比重について

復習しておきましょう。 

 

9 力学 ベルヌーイの定理 

＜予習・復習 各 2時間＞血圧測定を勉強す

るときに登場する、動圧と静圧。こ

れらはベルヌーイの定理に記載さ

れています。 

 

10 力学 入浴効果 

＜予習・復習 各 2時間＞和式風呂と洋式風

呂の、人体への影響について復習し

ておきましょう。 

 

11 電気 オームの法則 

＜予習・復習 各 2時間＞冬になると静電気

という見えない敵に悩まされます

が、静電気がたまるとは、どういう

ことなのでしょうか。 

 

12 電気 感電ショック、アース 

＜予習・復習 各 2時間＞電流値と人体への

影響における表を一読しておいて

下さい。 

 

13 単位 ヘマトクリット値 

＜予習・復習 各 2時間＞多くの単位が登場

しましたが、わからないものがあれ

ば今回整理しておいて下さい。 

 

14 磁気 磁界、電磁誘導 

＜予習・復習 各 2時間＞ＩＨ調理器、リニ

アモーターカーなどに利用される

電磁誘導について復習しておきま

しょう。 

 

15 電磁波 紫外線 

＜予習・復習 各 2時間＞紫外線による人体

への影響について確認しておきま

しょう。 
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成績評価方法と基準 割合 

毎回レポートを提出してもらう。①定期試験５５点<DP③>②レポート４５点<DP③>合計１００点のうち、６０

点以上で単位認定する。 

 

①55%

②45% 



授業科目名 生物学 (鍼灸) 

主担当教員 久国 正章 担当教員 久国 正章 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

専門科目の理解を深めるための基礎的な生物学を学習する。具体的には、下記単元を中心に、ヒトのからだ

について理解を深める。【細胞の構造】細胞小器官の種類とその働き【代謝】代謝・消化・吸収【個体の恒常

性と調節】恒常性の維持・ホルモン【刺激の受容と反応】刺激・受容・神経系 

 

学修目標 

ヒトの生命の仕組みについて、その基本的事項を習得することを目的とする。<DP③>好気呼吸の過程を理解する。

<DP③>恒常性について理解を深める。<DP③>体液性免疫と細胞性免疫の違いを説明できる。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

この講座を通して基礎用語を確認することが出来ます。高校で生物を学習していない、または不得意科目で

あった学生はぜひ受講して下さい。 

 

教科書 

書籍名：視覚でとらえる生物図録著者名：鈴木孝仁 監修出版社名：数研出版 

 

参考書 

カラー図解 アメリカ版 大学生物学の教科書 第 1巻 細胞生物学 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤控室 月曜と、水曜の午前中 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 細胞の構造とその働き 

＜予習・復習 各 2時間＞細胞の種類はたく

さんありますが、細胞の大きさや構

造はどのように違っているのでし

ょうか？ 

 

2 
細胞の構造とその働き細胞を構成する物質

（炭水化物と脂肪） 

＜予習・復習 各 2時間＞私たちの体にはた

くさんの細胞がありますが、細胞の

基本構造は同じです。その構造につ

いて確認しておきましょう。 

 

3 細胞を構成する物質（タンパク質）浸透性 

＜予習・復習 各 2時間＞ヒトの細胞がどん

な物質でできているか確認してみ

ましょう。 

 

4 選択透過性、動物の組織 

＜予習・復習 各 2時間＞能動輸送にはＡＴ

Ｐが必要ですが、その理由を考えて

みてください。 

 

5 細胞内での代謝酵素の性質 

＜予習・復習 各2時間＞日常生活でいう「代

謝」と生物学で扱う「代謝」は少し

異なります。その違いも含めて確認

しておきましょう。 

 



6 酵素の性質 

＜予習・復習 各 2時間＞酵素の性質はたく

さんありますが、一つ一つ確認して

ください。 

 

7 外呼吸と内呼吸 
＜予習・復習 各 2時間＞生物学でいう「呼

吸」は内呼吸のことです。 
 

8 好気呼吸の過程 

＜予習・復習 各 2時間＞「クエン酸回路」

について簡単に説明します。復習し

た上で、他の教材も読んでみてくだ

さい。 

 

9 消化・吸収、恒常性 

＜予習・復習 各 2時間＞食べ物を食べると

栄養になりますね。その仕組みにつ

いて調べていきましょう。 

 

10 血液の組成、血液の凝固血管系 
＜予習・復習 各 2時間＞血液は体重の何分

の一を占めていたでしょうか？ 
 

11 心臓と肝臓 

＜予習・復習 各 2時間＞肝臓はお酒を分解

するのはもちろん、他にもたくさん

の仕事を担っています。 

 

12 腎臓の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞私たちは毎日何回

もおしっこをします。おしっこの役

割は何なのでしょうか？ 

 

13 免疫系 

＜予習・復習 各 2時間＞病気から守ってく

れる白血球の仕事について確認し

ましょう。 

 

14 細胞性免疫、アレルギー 

＜予習・復習 各 2時間＞免疫反応が生体に

不利に働くアレルギー。アレルギー

に悩まされる人が増えてきていま

すが、その基本を学習しましょう。 

 

15 神経系、脳の構造と働き 
＜予習・復習 各 2時間＞脳は不思議な存在

です。少し覗いてみましょう。 
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成績評価方法と基準 割合 

①定期試験１００点のうち、６０点以上で単位認定する。<DP③> 

 
①100% 



授業科目名 化学 (鍼灸) 

主担当教員 安部 辰夫 担当教員 安部 辰夫 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

基礎医学科目に必要な化学的事項を正しく理解できることを念頭に置いている。 

 

学修目標 

生体反応に見られる各種の化学反応を正しく理解することができる。それらが生理機能に密接に連関することを認識

できる。 ＜DP③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

たとえすでに化学を履修していようとも、基礎医学科目で取り上げられる化学はある種生体内の反応に特化

しているため、新たに学びなおす必要があると捉えておいて欲しい。 

 

教科書 

「ライフサイエンスのための化学」 化学同人 

 

参考書 

「理工系の基礎化学」 化学同人 

 

研究室／オフィスアワー 

火曜日から金曜日在室  イーストポート４階 研究室 １ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 原子の構造と周期表 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

2 電子配置とイオン化 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

3 化学結合 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

4 物質の三態 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

 



い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

5 化学平衡と反応速度論１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

6 化学平衡と反応速度論 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

7 酸と塩基の反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

8 酸化と還元反応 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

9 炭化水素化合物１ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

10 炭化水素化合物 2 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

11 糖質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

12 脂質の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

13 タンパク質・アミノ酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 

14 核酸の構造と働き 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 

 



15 講義全体のまとめと振り返り 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として、学習

予定にあたるテキストの部分を読

み込み、十分理解しておいて欲し

い。また、講義で学習した内容を復

習し、記憶にとどめるよう努力して

欲しい。 
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成績評価方法と基準 割合 

１ 期末試験 ＜DP③＞ 

 
１ 100% 



授業科目名 日本国憲法 (鍼灸) 

主担当教員 植田 重幸 担当教員 植田 重幸 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 
鍼灸：選択スポ

ーツ：必修 

授業概要 

社会規範たる法の理念を理解する中で、法体系のしくみ並びに日本の最高法規としての日本国憲法の現行の

概要解釈と、今日の基本的人権規定に関する論点について解説を行うとともに、時事関連・医療関連条項に

関わる問題点及び今後の課題に対しても説明を進める。また、国家資格をもとに、施術者の一員として業務

に従事するにおいて、必要不可欠な保健衛生に関する法規（保健衛生関連法規）の理解と把握、並びに職務

遂行に伴う人権に対する法的責任の現状について、更なる理解を深めるための指導を行う。 

 

学修目標 

1. 日本国憲法の成立経緯と特色を理解する。2. 基本的人権の尊重規定をもとに、個人の尊厳に関して法的側面か

ら、その理解を深める。3. 医療と人権に関する大切さを理解する。4. 鍼灸学科における『あはき法』をもとに、今

後の業務遂行に必要な関係法規のしくみを学習し理解する。5. 現在の医療過誤に関する状況と、人権に対する法的

責任の実態を検証する。6. 時事関連問題として、高齢者の増加に伴う業務連絡に関わる行政面の諸対応や憲法改正

論議の現状とその是非についての理解を深める。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 日本国憲法の内容理解とともに、医療法規に関する指導説明が加わることから、補充解説たる板書筆記が

重要となる。2. 指導内容に即した市販書籍は多数に亘るため、教科書代用の資料冊子にて講義を行う。3. 疑

問点や分かりにくい事項が生じた場合は、適宜質問を行うことで理解を進めること。4. 将来の業務実践を見

据え、指導内容に対する人権・人格の尊重に十分留意し積極的取り組みを求める。 

 

教科書 

指定しない。 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業前後の非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
法と社会生活① 法の成立並びに社会と規

範 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認を行う復習：キ

ーワード、重要語句の確認を行う 

 

2 
法と社会生活② 法と道徳、法の支配、法体

系のしくみ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：社会規範と

しての法の意義を考える復習：法の

概念の理解と確認を行う 

 



3 
日本国憲法の制定史と特色 日本国憲法の

基本理念と基本原理 明治憲法との比較 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：日本国憲法

の成立経緯を確認する復習：講義内

容をもとに、基本的人権規定の各事

項を理解し把握する 

 

4 
基本的人権規定① 基本的人権の成立経緯

と人権規定 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：重

要語句について再チェックする 

 

5 
基本的人権規定② 新しい人権（人格権と

幸福追求権） 包括的基本権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より第 13 条の役割を確認する復

習：講義内容の完全理解に努める 

 

6 

基本的人権規定③ 自律的自己決定権 新

型コロナウイルス感染症対策特別措置法と

基本的人権 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、本項の確認を行う 特別措

置法の立法化とその経緯を確認す

る復習：講義内容の完全理解に努め

る 本項目の現状と人権保障問題を

深める 

 

7 
衛生法規並び衛生行政 衛生法規の体系と

分類 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：保健衛

生法規のしくみの理解と確認を行

う 

 

8 
関係法規① 施術者に対する関係法規のし

くみと位置づけ、名称独占、業務独占 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：シラバス・

テキスト冊子の確認復習：講義内容

をもとに、施術者の役割を確認する 

 

9 関係法規② 免許取得、欠格条件等 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の中の法律用語の確認を行う復

習：キーワード、重要語句の確認を

行う 

 

10 
医療過誤と法的責任① 医療過誤の実態と

権利侵害 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

11 
医療過誤と法的責任② 医療過誤における

法的責任 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子の本項の確認を行う復習：キーワ

ード、重要語句の確認を行う 

 

12 
統治行為① 国会・内閣規定より、選挙制度

並びに議院内閣制 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行の選挙

制度を確認する復習：1 票の格差問

題について理解を深める 

 

13 
統治行為② 裁判所規定より、違憲立法審

査権並びに裁判員制度の現状 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

14 日本国憲法の改正手続 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：現行憲法の

改正の必要性を調べる復習：国民投

票法の改正における影響を確認す

る 

 

15 今後の課題と検討 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：テキスト冊

子より、キーワードの確認復習：講

義事項についての確認 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①指導項目に関し、筆記試験を行う。※60 点以上で単位認定する。 

 
①100% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (鍼灸 B) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅰ（初級） (鍼灸 A) 

主担当教員 竹内 恵子 担当教員 竹内 恵子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

英語Ⅰでは、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リーディングのスキルを総合的

に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やしながら、最低限自己表現できる

コミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英語に耳を慣らしていく。授業を

通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚を習得する。また、教科書に基

づく学習以外にも、以下の取り組みを行う。１．多読を行い、多量のインプットをすることにより、英語力ア

ップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

日常生活で目や耳にする英語に親しみ、それらを最低限理解できる。<DP②>基本的な文法、語彙、表現を身につける。

<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟１階講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Placement Test 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Meeting New People 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Talking about where people are from 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと。 

4 School Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Exchanging personal information 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Seeing a Doctor 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Describing symptoms of illnesses 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 1-3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Expressing Yourself 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Expressing feelings and emotions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Getting Around 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Describing modes of transportation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Talking about the Time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
Practicing having telephone 

conversations 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review: Unit 1-6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (鍼灸 B) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 英語Ⅱ（中級） (鍼灸 A) 

主担当教員 竹内 恵子 担当教員 竹内 恵子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

前期科目の英語Ⅰに引き続き、本授業でも、日常生活で最低限必要とされる、スピーキング、リスニング、リ

ーディングのスキルを総合的に習得する。基本的な文法を復習し、単語・熟語・慣用句などの語彙を増やし

ながら、最低限自己表現できるコミュニケーション力を身につける。また、多くのリスニングをこなし、英

語に耳を慣らしていく。授業を通して、英語に対する抵抗感をなくし、英語を学ぶことは楽しいという感覚

を習得する。前期に引き続き、以下の取り組みも続ける。１．多読を行い、多量のインプットをすることによ

り、英語力アップを目指す。２．医学用語の基礎知識を学ぶ。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙を確実に身につける。<DP②>英語で最低限のコミュニケーションが取れる。<DP②>簡単な英文を

正確に理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Live Escalate Book １: Base Camp  (角山照彦・LiveABC editors 共著、成美堂、2021)英語Ⅰで使用した

テキストを引き続き使用する。英語Ⅰを履修していない者のみ、購入すること。 

 

参考書 

英和辞典 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 1階講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Review Unit 1 - 6 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 Eating Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 
Practicing how to order a meal in a 

restaurant 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ
 



からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

4 At the Supermarket 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

5 Giving directions 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 Hobbies 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 
Talking about what people do in their 

free time 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 Review: Unit 7 - 9 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Shop till You Drop 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 Introducing clothes and accessories 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Going on Vacation 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 Talking about trip plans 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Talking about one's favorite sports 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review Unit 7 - 12 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①定期試験<DP②>②クラスワーク（小テスト・課題・プレゼンテーション・授業態度・授業参加度など）

<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 MBS(Morinomiya Basic Seminar) (鍼灸) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 
山下 仁／増山 祥子／大川 祐

世／前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 4 限、火曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本授業は、大学生としての学習や生活をスムーズにスタートさせるために、大学生としてふさわしい「学び

方」や「スキル」を身につけること、学園の歴史や建学の精神の意味やディプロマポリシーを理解すること

で、本学への帰属意識を確立させることを目的とする。また、履修に関することや教育課程（カリキュラム）、

学生生活に関するルール等を理解することで、大学で学ぶために必要な能力を身につけることを目的とする。

医療の歴史及び医療の現在と未来を知ることで、医療全体への興味をより深めることを目的とする。 

 

学修目標 

・本学の建学の精神及びディプロマポリシーを理解している。<DP②③>・大学で学ぶために必要な能力を身につけて

いる。<DP②③>・生徒から学生へ移行する（主体的・能動的な学習スタイルを身につける）<DP②③>・医療人を目指

す学生であることに対しての自覚を強く持つ。<DP②③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

理想の大学生活とは？想像している内容と異なる話を聞くこともあるでしょうが、4 年間を有意義に過ごせ

るようこれからの生活を考えるきっかけとなることを願います。 

 

教科書 

教科書は使用しない。適宜資料を配布する。 

 

参考書 

指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

別途連絡 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【本学の歩みと未来／生徒から学生へ】・理

事長による「本学の起源や今後の展望」、・学

長による「医療・医学を学ぶ上での心構え」

についての講義。 

予習：本学の Web サイトで「建学の精神」

「森ノ宮医療学学園の歴史」「本学

の特徴」について調べる．（1時間）

復習：大学生としての心得を考え，

まとめる．（1時間） 

山下増

山大川 

2 

【鍼灸学科のカリキュラムについて】・カリ

キュラムについて・カリキュラムポリシー

について・ディプロマポリシーについて 

予習：学生手帳の「鍼灸学科 授業科目・単

位数」と「本学学士過程における三

つのポリシー」「鍼灸学科における

三つのポリシー」について調べる．

（2 時間）復習：授業をまとめ，自

分にとって今後の大学生活で必要

山下増

山大川 



なことを考える．（2時間） 

3 

【情報化社会における情報リテラシーと情

報モラルについて】・情報リテラシーと情報

モラル（SNS の取り扱い）・医療情報の取り

扱いについて・その他社会問題等 

予習：「情報リテラシー」「情報モラル」につ

いて調べ，自分の考えをまとめる．

（2 時間）復習：授業をまとめ，多

くの情報から適切に情報を得る方

法を考える．（2時間） 

山下増

山大川 

4 

【鍼灸師のキャリアについて】・自身のキャ

リアについて・履修モデルの解説と自身の

キャリア形成プランの検討・鍼灸師に必要

な学びと研究 

予習：自分自身，将来どのような「大人」に

なりたいか，また，目標とする「鍼

灸師像」を考え，まとめる．（2時間）

復習：授業をまとめ，自分の将来像

を明確にする．（2時間） 

山下増

山大川 

5 
地域医療について住之江区長による「住之

江区の医療・福祉の現状」についての講話 

予習：本学が位置する「住之江区」の Web サ

イト「広報誌 さざんか」にて，住之

江区における「福祉・健康」の施策

について調べる（2 時間）復習：授

業をまとめ，今の自分でも参加でき

ることを（ボランティア等）を探す．

（2時間） 

山下増

山大川 

6 

西洋医学とは医師による西洋医学の概説と

西洋医学の起源と現状と未来についての講

義 

予習：西洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：西洋医学の中での鍼灸の

重要性を調べ，まとめる．（2時間） 

山下増

山大川 

7 

東洋医学とは鍼灸師による東洋医学の概説

と西洋医学の起源と現状と未来についての

講義 

予習：東洋医学とは何か？を調べる．（2 時

間）復習：授業をまとめ，西洋医学

との違いを理解し，東洋医学の重要

性をまとめる．（2時間） 

山下増

山大川 

8 チーム医療とは・チーム医療について知る 

予習：本学の Web サイトで「チーム医療」

について調べる．（2時間）復習：授

業をまとめ，チーム医療の重要性を

理解する．（2時間） 

山下増

山

大

川 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート試験：「自己のキャリア構築のために今後の大学生活で何をすべきか」を 1600 字程度で述べる。

<DP②③>＊レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-

17」を参照のこと。 

 

1 



授業科目名 チーム医療見学実習 (鍼灸) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 
山下 仁／増山 祥子／大川 祐

世 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 5

限)、後期(集中

講義) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１．医療の実践の場である病院等の施設で医療従事者の 1 日を体験することにより、医療職への理解を深め

る。２．保健医療施設における自己の目指す専門職の役割や機能を知ると共にチーム医療を構成する様々な

専門職の役割・機能について知識を深める。３．チーム医療の実際を知り、インター・プロフェッショナル・

エデュケーションの視点から、医療における多職種連携の重要性を知る。＜施設見学の実施概要＞開講時期：

※2020 年度は実施時期未定実習施設：大阪急性期・総合医療センター(日程調整中)、大阪国際がんセンター

(日程調整中)、日本生命病院(日程調整中)、関西メディカル病院(日程調整中)※実施が決まり次第、詳細を

案内します。＜実施方法＞１．本見学実習は大学内で実施する事前授業（4コマ）と施設見学（4 コマ）とす

る。２．1班 8 名程度の学科混成グループを作り、各グループ上記施設の中から 1 施設を見学する。３．1班

ごとに 1 名の本学教員が引率し、基本的には引率教員の指示のもと決められたスケジュール通りに設内を見

学する 

 

学修目標 

１．実習を通じて医療施設の全体的な業務や役割について知ることができる。DP2 ２．実習を通じてチーム医療の構

成を知り、目指す専門職の役割および責任を自覚することができる。DP2３．実習を通じて医療に取り組む姿勢を養

い、専門科目の学習への意欲向上のきっかけとし、今後、専門的学習に臨む上での自己の考えを述べることができる。

DP23 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

見学時は、担当者のみならず院内の全ての方(就業者や患者さん等)に迷惑がかからない行動を取るとともに、

発言にも最大限配慮すること。見学当日はバスで送迎を行います。集合場所や時間を等は引率教員の指示に

従うこと。 

 

教科書 

とくになし 

 

参考書 

とくになし 

 

研究室／オフィスアワー 

別途連絡します 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 事前授業①（授業の目的や概要について） 

【事前授業１】（授業の目的や概要につい

て）予習：本学に設置されている学

科の仕事内容を調べる。（3 時間）復

習：授業内容をまとめ、チーム医療

についての考えをまとめる。（3 時

間） 

山下増

山大川 

2 事前授業②（授業の目的や概要について） 

【事前授業２】（施設見学における注意事項

について）予習：大学生としてのマ

ナー、社会人としてのマナーについ

て調べる。（3時間）復習：授業内容

をまとめ、大学生としてのマナー、

社会人としてのマナーについて実

践できるようにする（3時間） 

山下増

山大川 

3 
事前授業③（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

山下増

山大川 

4 
事前授業④（施設見学における注意事項に

ついて） 

【事前授業３・４】（施設見学における注意

事項について）予習：見学させてい

ただく、施設の概要を調べる（3 時

間）復習：授業内容をまとめ、医療

者としての心得を理解する（3時間） 

山下増

山大川 

5 

【学修内容：⑤～⑧】「施設見学」＜見学ス

ケジュール例＞①リハビリテーション室の

見学→それぞれの職種間でのコミュニケー

ションを学ぶ②ICU・CCU→医師や看護師の

連携について学ぶ。最新機器等の設備につ

いて知識を深める③各種検査室の見学→検

査技師と医師や看護師など他の職種との連

携について学ぶ④透析室→透析の機器等に

ついて知識を深める⑤手術室→手術室とは

どのような環境の部屋なのか、実際の設備

や雰囲気を知る 

復習：見学実習での学びをレポートにまと

める。自修時間 6時間→課題提出 

山下増

山大川 

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート課題<DP②③>  「施設見学を終えて、チーム医療の重要性について自己の考えを述べよ」1600

字程度＊レポートの書き方については、オリエンテーション時に配布した「JOB GUIDE BOOK pp.14-17」を

参照のこと。 

 

1 



授業科目名 基礎体育 (鍼灸) 

主担当教員 中原 英博 担当教員 

中原 英博／佐野 加奈絵／伊奈 

新太郎／信江 彩加／濱口 幹太

／山口 晏奈／内田 昌孝 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
水曜 1 限、水曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 
鍼灸：選択スポ

ーツ：必修 

授業概要 

本スポーツ健康科学演習では、学生が自らの適正に応じてスポーツ・トレーニング種目を選択できるよう、

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポーツ、ダンス、レジスタンス運動など多種多様なスポーツ・トレーニ

ング種目を用意し、各種目特性を生かして、「思いっきり体を動かす爽快感」と「プレーを通じて感じる理屈

抜きの楽しさ」を存分に経験できるようなゲーム主体の授業プログラムを提供する。その中で、体力のレベ

ルアップや身体動作の向上を図ると同時に、ゲーム等を自主的に運営する能力を養う。また、スポーツ・ト

レーニングの実践を通じて、学生同士の心の交流や人間関係を育み、生涯にわたり楽しく、計画的にスポー

ツ・トレーニングを実践する習慣を育成することも本実習の大きな狙いである。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、学科の枠を超えた学生同士の心の交流や人間関係を育むことができる。〈DP③〉２．ス

ポーツ活動を通じて、基礎体力や、技術が向上する。３．スポーツ活動を通じて、チームワークの重要性を認識でき

る。〈DP③〉４．生涯にわたり楽しく、計画的にスポーツを実践する習慣を身につけることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について（１）各教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、

更衣した後、授業に臨むこと。（２）シューズは屋外用、屋内用ともにゴム底の運動靴を用意すること。 屋

外でのスポーツ種目を実施するクラスの者は、雨天により急きょ屋内種目に変更する場合があるので、毎回

の授業時において、屋内用シューズは必ず用意しておくこと。（３）授業中におけるメガネや時計などの破損、

コンタクトレンズや装飾品の紛失について担当教員は責任を負わない。注意事項（１）集合場所  

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

原則月曜日 3 時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション クラス分けガイダン

ス スポーツ種目の選択、コースの決定 

軽スポーツ、球技スポーツ、ニュースポー

ツ、ダンスなど多種多様なスポーツ

種目の特性について理解を深めて

おく。 

 

2 
スポーツ種目特性の理解 種目・用具特性

の把握 
予習・復習 1 時間  

3 
基本技術の習得    スポーツ種目に応

じた基本技術の習得① 
予習・復習 1 時間  

4 
基本技術の習得    スポーツ種目に応

じた基本技術の習得② 
予習・復習 1 時間  

5 
基本技術の習得    スポーツ種目に応

じた基本技術の習得③ 
予習・復習 1 時間  

6 
応用技術の習得    スポーツ種目に応

じた応用技術の習得① 
予習・復習 1 時間  

7 
応用技術の習得    スポーツ種目に応

じた応用技術の習得② 
予習・復習 1 時間  

8 
応用技術の習得    スポーツ種目に応

じた応用技術の習得③ 
予習・復習 1 時間  

9 
基本・応用技術の発展     模擬ゲーム

の実施とルールの理解① 
予習・復習 1 時間  

10 
基本・応用技術の発展     模擬ゲーム

の実施とルールの理解② 
予習・復習 1 時間  

11 
ゲームの展開      学生主体のゲー

ム運営① 
予習・復習 1 時間  

12 
ゲームの展開      学生主体のゲー

ム運営② 
予習・復習 1 時間  

13 
ゲームの展開      学生主体のゲー

ム運営③ 
予習・復習 1 時間  

14 
ゲームの展開      学生主体のゲー

ム運営④ 
予習・復習 1 時間  

15 
ゲームの展開      学生主体のゲー

ム運営⑤ 
予習・復習 1 時間  

16 健康づくりとレジスタンス運動 予習・復習 1 時間  

17 形態測定、身体組成の評価 予習・復習 1 時間  

18 レジスタンス運動の運類① 

筋の活動様式から見た分類とその特徴等尺

性筋収縮：アイソメトリックトレー

ニング            等張性筋収縮：

アイソトニックトレーニング            

等速性筋収縮：アイソキネティック

トレーニング 

 

19 レジスタンス運動の運類② 運動様式から見た分類  

20 アイソトニックトレーニングの実際① 適切なプログラムの立案の基礎  

21 アイソトニックトレーニングの実際② 基礎体力の養成  

22 アイソトニックトレーニングの実際③ 目的別トレーニング  

23 アイソトニックトレーニングの実際④ 最大筋力の測定法  

24 アイソトニックトレーニングの実際⑤ 
フリーウェイトトレーニングとマシントレ

ーニング 
 

25 アイソトニックトレーニングの実際⑥ 長所と短所  

26 身体各部のレジスタンストレーニング① 胸部のトレーニング種目  

27 身体各部のレジスタンストレーニング② 
上肢の筋群（上腕部・前腕部）のトレーニン

グ種目 
 

28 身体各部のレジスタンストレーニング③ 背部の筋群のトレーニング種目  

29 身体各部のレジスタンストレーニング④ 肩腕部・腹部の筋群のトレーニング種目  



30 身体各部のレジスタンストレーニング⑤ 
下肢の筋群（脚部・臀部）のトレーニング種

目 
 

成績評価方法と基準 割合 

授業回数の 2/3(20 コマ)以上出席すること（本授業科目においては１日で２コマ分の授業となっているの

で 10 日以上出席が必要です）。授業開始後、30 分を超えての遅刻は欠席とみなす。成績の評価は、原

則として 2/3 以上出席した者を対象とする。①技能・理解・積極性などを総合的に判定するとともに、授業

最終日にはレポートの提出を義務づける。〈DP③〉    その成績が６０点未満の者は不可とし単位を認定

しない。 

 

①100% 



授業科目名 健康科学（スポーツ社会学を含む） (鍼灸) 

主担当教員 佐野 加奈絵 担当教員 佐野 加奈絵 

科目ナンバリング CS20108 科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

健康に対する意識が高まり、健康食品や健康器具などがブームとなっている近年、マスメディアを通じて流

されている情報には、科学的根拠が乏しいものも少なくはない。本授業では、生活習慣病、地域社会におけ

る健康維持、増進に関わる取り組みや考え方、運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識

を身につけることを目標とする。 

 

学修目標 

・運動や食事指導に関する科学的根拠に基づいた専門的な知識を身につける（DP③）。・本邦における健康維持、増進

に関わる取り組みや考え方について理解する（DP③）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回配布する資料と授業中に作成したノートを用いて、必ず復習してください。 

 

教科書 

パワーポイントを用いて授業を実施する。適宜、資料を配布する。 

 

参考書 

出村慎一監修「健康・スポーツ科学講義」杏林書院、2005 年田中喜代次編「健康運動の支援と実践」金芳堂、

2006 年 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4F 月曜日 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康とは？ 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

2 運動・栄養と肥満症との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

3 運動・栄養と糖尿病との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

4 運動・栄養と脂質異常症との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

5 
三大栄養素（糖質・脂質・タンパク質）の役

割 

予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

6 
微量栄養素（ビタミン・ミネラル）と水の役

割 

予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

7 消化器の構造と機能 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

8 食品群の理解と応用 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 



9 エネルギー摂取量と消費量との関係 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

10 運動時におけるエネルギー産生メカニズム 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

11 運動処方の原則と実際 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

12 運動と食欲の関係－最新のトピックス－ 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

13 日本人の食事摂取基準について 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

14 健康づくりに関する本邦の取り組み 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

15 講義全体のまとめと振り返り 
予習： これまでのプリントの確認．復習： 

配布プリント，キーワードの確認． 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験で評価する（DP③）。15 回の講義に対し、必要な時間数の出席が必須である。 課題（試験や

レポート等）に対するフィードバックの方法課題・テスト後、各設問の解答を解説する。希望者には個別に

採点後の試験答案を開示する。 

 

①100% 



授業科目名 解剖学Ⅰ（骨・筋） (鍼灸) 

主担当教員 宮武 大貴 担当教員 宮武 大貴 

科目ナンバリング SB20BACB001 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 2

限)、後期(火曜

2 限) 

授業形態 講義 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

解剖学Ⅰ(骨･筋)では、人体の基礎を構成し、運動器系の中心的な役割を担う骨と筋を学習する。骨について

は、分類・構造などの総論と、各骨の部位や形態的特徴などを、講義のみならず骨模型実習を通して学習す

る。筋については、分類・構造などの総論に加えて、各筋の起始、停止、支配神経、作用などを学習する。こ

れらの理解を通じて、骨と筋が運動器として機能するときにどのような連携しているか考えるとともに、運

動時に重要な役割を果たしている関節や靱帯の形態と機能についても理解を深める。 

 

学修目標 

（１）骨格系と筋肉系に関わる主要構造や主要部位の名称が言えるとともに、これらがどう配置しているかが説明で

きる。（２）骨の連結と筋のはたらきの概要が説明できる。（３）主要関節の構造とそれに係わる筋の作用が説明でき

る。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書の内容を中心に解説を行う。適宜、小テストを行うので暗記作業をしっかりすること。 

 

教科書 

解剖学 第 2版（公益社団）東洋療法学校協会編、医歯薬出版会社 

 

参考書 

鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス、北村清一郎編集、南江堂分担解剖学１ 総説・骨学・

靱帯学・筋学、金原出版人体解剖学改訂第 42 版 藤田恒太郎 南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日、火曜日、水曜日 9：00～16：00 但し講義時間を除く 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

骨学(1)：骨格系：骨の形状・骨の連結・関

節の種類筋学(1)：筋 系：筋の付着・形・

神経・補助装置・筋の作用と運動 

予習と復習：解剖学第２版 骨格系 P.160～

163 、筋系 P.163～168 まで※教科

書で学習し、授業を元にノートの加

筆を行うこと予習・復習に要する時

間：4時間 

 

2 
骨学（2）：脊柱：構成・各部の椎骨・脊柱の

弯曲 

予習と復習：解剖学第２版 脊柱：構成・各

部の椎骨・脊柱の弯曲P.169～176ま

で※教科書で学習し、授業を元にノ

ートの加筆を行うこと予習・復習に

要する時間：4時間 

 



3 
骨学（3）：胸郭：胸骨・肋骨 上肢の骨格：

鎖骨 

予習と復習：解剖学第２版 胸郭：胸骨・肋

骨 P.177～179 上肢の骨格：鎖骨

P.179 まで※教科書で学習し、授業

を元にノートの加筆を行うこと予

習・復習に要する時間：4時間 

 

4 
骨学（4）：上肢の骨格：肩甲骨・上腕骨・尺

骨・橈骨 

予習と復習：解剖学第２版 上肢の骨格：肩

甲骨・上腕骨・尺骨・橈骨 P.179～

182※教科書で学習し、授業を元に

ノートの加筆を行うこと予習・復習

に要する時間：4時間 

 

5 
骨学（5）：上肢の骨格：手の骨（手根骨、中

手骨、指骨） 

予習と復習：解剖学第２版 上肢の骨格：手

の骨（手根骨、中手骨、指骨）P.182

～183※教科書で学習し、授業を元

にノートの加筆を行うこと予習・復

習に要する時間：4時間 

 

6 
骨学（6）：下肢の骨格（寛骨、大腿骨、膝蓋

骨、脛骨、腓骨） 

予習と復習：解剖学第２版 下肢の骨格（寛

骨 P.187～188、大腿骨、膝蓋骨、脛

骨、腓骨 P.190～192）※教科書で学

習し、授業を元にノートの加筆を行

うこと予習・復習に要する時間：4時

間 

 

7 
骨学（7）：下肢の骨格 足の骨（足根骨、中

足骨、足の指骨） 

予習と復習：解剖学第２版 下肢の骨格 足

の骨（足根骨、中足骨、足の指骨）

P.192※教科書で学習し、授業を元

にノートの加筆を行うこと予習・復

習に要する時間：4時間 

 

8 
骨学（8）：上肢の関節①（胸鎖関節、肩鎖関

節、肩関節） 

予習と復習：解剖学第２版 上肢の関節①

（胸鎖関節、肩鎖関節、肩関節）

P.183、184※教科書で学習し、授業

を元にノートの加筆を行うこと予

習・復習に要する時間：4時間 

 

9 
骨学（9）：上肢の関節②（肘関節、橈骨手根

関節～指の関節） 

予習と復習：解剖学第２版 上肢の関節②

（肘関節、橈骨手根関節～指の関

節）P.184～187※教科書で学習し、

授業を元にノートの加筆を行うこ

と予習・復習に要する時間：4時間 

 

10 
骨学（10）：下肢の関節①（股関節、膝関節

～指の関節まで） 

予習と復習：解剖学第２版 下肢の関節①

（股関節、膝関節～指の関節まで）

P.194～197※教科書で学習し、授業

を元にノートの加筆を行うこと予

習・復習に要する時間：4時間 

 

11 骨学（11）：頭蓋骨①（脳頭蓋） 

予習と復習：解剖学第２版 頭蓋骨①（脳頭

蓋）P.198～203※教科書で学習し、

授業を元にノートの加筆を行うこ

と予習・復習に要する時間：4時間 

 

12 骨学（12）：頭蓋骨②（顔面頭蓋） 

予習と復習：解剖学第２版 頭蓋骨②（顔面

頭蓋）P.203～204※教科書で学習

し、授業を元にノートの加筆を行う

こと予習・復習に要する時間：4 時

間 

 

13 
骨学（13）：頭蓋骨③（脳頭蓋をつくる骨）

（顔面頭蓋をつくる骨） 

予習と復習：解剖学第２版 頭蓋骨③（脳頭

蓋をつくる骨）P.204～207（顔面頭

蓋をつくる骨）P.207～210※教科書

で学習し、授業を元にノートの加筆

を行うこと予習・復習に要する時

間：4時間 

 

14 骨学（14）：頭蓋骨④顎関節 

予習と復習：解剖学第２版 頭蓋骨④顎関節

P.210 ※教科書で学習し、授業を

元にノートの加筆を行うこと予習・

復習に要する時間：4時間 

 

15 骨学（15）：骨盤 

予習と復習：解剖学第２版 骨盤 P.188～190 

※教科書で学習し、授業を元にノー

トの加筆を行うこと予習・復習に要

 



する時間：4時間 

16 
筋学(2)：体幹の筋（浅胸筋：大胸筋、小胸

筋、鎖骨下筋、前鋸筋） 

予習と復習：解剖学第２版 骨盤 P.211～

212※教科書で学習し、授業を元に

ノートの加筆を行うこと予習・復習

に要する時間：4時間 

 

17 筋学(3)：体幹の筋（深胸筋）と（腹筋） 

予習と復習：解剖学第２版 体幹の筋（深胸

筋）P.212～214 と（腹筋）P.214～

218※教科書で学習し、授業を元に

ノートの加筆を行うこと予習・復習

に要する時間：4時間 

 

18 筋学(4)：体幹の筋（浅背筋） 

予習と復習：解剖学第２版 筋学(4)：体幹の

筋（浅背筋）P.220～222※教科書で

学習し、授業を元にノートの加筆を

行うこと予習・復習に要する時間：

4時間 

 

19 筋学(5)：体幹の筋（深背筋） 

予習と復習：解剖学第２版 体幹の筋（深背

筋）P.222～224※教科書で学習し、

授業を元にノートの加筆を行うこ

と予習・復習に要する時間：4時間 

 

20 筋学(6)：上肢の筋（上肢帯の筋） 

予習と復習：解剖学第２版 上肢の筋（上肢

帯の筋）P.237～238※教科書で学習

し、授業を元にノートの加筆を行う

こと予習・復習に要する時間：4 時

間 

 

21 筋学(7)：上肢の筋（上腕の筋） 

予習と復習：解剖学第２版上肢の筋（上腕の

筋）P.238～242※教科書で学習し、

授業を元にノートの加筆を行うこ

と予習・復習に要する時間：4時間 

 

22 筋学(8)：上肢の筋（前腕の筋：屈筋群） 

予習と復習：解剖学第２版 上肢の筋（前腕

の筋：屈筋群）P.242～245※教科書

で学習し、授業を元にノートの加筆

を行うこと予習・復習に要する時

間：4時間 

 

23 筋学(9)：上肢の筋（前腕の筋：伸筋群） 

予習と復習：解剖学第２版 上肢の筋（前腕

の筋：伸筋群）P.245～249※教科書

で学習し、授業を元にノートの加筆

を行うこと予習・復習に要する時

間：4時間 

 

24 筋学(10)：上肢の筋（手の筋） 

予習と復習：解剖学第２版 上肢の筋（手の

筋）P.249～252※教科書で学習し、

授業を元にノートの加筆を行うこ

と予習・復習に要する時間：4時間 

 

25 
筋学(11)：下肢の筋（下肢帯の筋）と（大腿

の筋：伸筋群） 

予習と復習：解剖学第２版 下肢の筋（下肢

帯の筋）P.212～214 と（大腿の筋：

伸筋群）P.269～272※教科書で学習

し、授業を元にノートの加筆を行う

こと予習・復習に要する時間：4 時

間 

 

26 
筋学(12)：下肢の筋（大腿の筋：内転筋群）

と（大腿の筋：屈筋群） 

予習と復習：解剖学第２版 下肢の筋（大腿

の筋：内転筋群）P.272 と（大腿の

筋：屈筋群）と（腹筋）P.272～274※

教科書で学習し、授業を元にノート

の加筆を行うこと予習・復習に要す

る時間：4時間 

 

27 
筋学(13)：下肢の筋（下腿の筋：伸筋群、腓

骨筋群、屈筋群） 

予習と復習：解剖学第２版 下肢の筋（下腿

の筋：伸筋群、腓骨筋群、屈筋群）

P.274～279※教科書で学習し、授業

を元にノートの加筆を行うこと予

習・復習に要する時間：4時間 

 

28 筋学(14)：下肢の筋（足の筋） 

予習と復習：解剖学第２版 下肢の筋（足の

筋）P.279～282※教科書で学習し、

授業を元にノートの加筆を行うこ

 



と予習・復習に要する時間：4時間 

29 
筋学(15)：体幹・上肢・下肢の運動と局所解

剖 

予習と復習：解剖学第２版 体幹・上肢・下

肢の運動と局所解剖※教科書で学

習し、授業を元にノートの加筆を行

うこと予習・復習に要する時間：4時

間 

 

30 
筋学(まとめ)：頭頚部の筋・運動と局所解剖

と会陰筋 

予習と復習：解剖学第２版 頭頚部の筋・運

動と局所解剖 P.297～316 会陰筋

P.218～220※教科書で学習し、授業

を元にノートの加筆を行うこと予

習・復習に要する時間：4時間 

 

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験を 2 回実施する。  いずれにも合格することが必要で、合格点に達しない場合には各回につ

き再試験を行う。  試験は各 100 点満点。60 点以上で合格とする。定期試験及び小テストの成績不良者

は補習を行う。平常点を考慮する場合がある DP②③ 

 

①100% 



授業科目名 解剖学Ⅱ（神経） (鍼灸) 

主担当教員 森 優也 担当教員 森 優也 

科目ナンバリング SB20BACB002 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

地域医療やスポーツ、健康領域において、他分野の専門職とチームを構成し、はり師、きゅう師の専門知識

と専門技術を活用するためには、正常な人体の構造や解剖用語を理解しておくことが必須となる。したがっ

て、解剖学は他職種との協調や連携、コミュニケーションを図る上で最も重要な基礎専門科目のひとつであ

る。解剖学Ⅱ（神経）では、系統解剖学の立場から、中枢神経、末梢神経、感覚器、内分泌器について学習す

る。これらは、臨床系専門科目で学ぶ神経疾患や内分泌系、感覚系領域を理解するための基礎となり、これ

らの形態と構造に関わる基礎的知識を習得する。単なる暗記学問とならないためにも、人体の各構造物の形

態と機能に興味を持ち、医療に携わる者として基盤となる知識や論理性のある思考能力を身につける。 

 

学修目標 

（１）中枢神経の基本的構成を説明できる。＜DP②③＞（２）末梢神経の基本的構成を説明できる。＜DP②③＞（３）

感覚器の種類と基本的構造を説明できる。＜DP②③＞（４）感覚器、末梢神経、中枢神経による情報処理の仕組みの

概要を説明できる。＜DP②③＞（５）内分泌器の種類と構造や機能を説明できる。＜DP②③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書と配布プリントを中心に、重要な部分は板書やパワーポイントを使い授業を進めます。器官ご

との資料を授業前に配付するので、授業時はプリントの空欄を埋め、メモを取ってください。できればノー

トも板書用に用意してください。プリント等は復習時、参考にして理解を深めて下さい。講義の進行・予定

や単位認定については、あらためて初回講義時に説明します。 

 

教科書 

社団法人東洋療法学校協会編 『解剖学（第 2版）』 医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

藤田恒太郎『人体解剖学 改訂第 42 版』（南江堂） 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1階（学生支援課事務室） 月曜日午後 5時～午後 6時、その他適時 E棟学生ホールを巡回しますので、

質問があれば声をかけて下さい。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

解剖学を学ぶ意義を理解できる。解剖学基

礎（人体の構成、組織①上皮）について到達

目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 1時間）復習：配布資料への再記

入、授業の振り返り等、復習を怠ら

ないようにして下さい。（自修 1 時

間） 

森 



2 

解剖学基礎（組織②結合、筋、神経）につい

て体表構造(皮膚) 神経系総論について到

達目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

3 
中枢神経の形態について到達目標：上記を

説明できる。 

予習：事前に教科書の神経系全体を予習し

て下さい。必ず一読してください。

（自修 1時間）復習：配布資料への

再記入、授業の振り返り等、復習を

怠らないようにして下さい。（自修

１時間） 

森 

4 
中枢神経（脊髄①脊髄の構造）について到達

目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

5 
中枢神経（脳②脳幹 小脳）について到達目

標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

6 
中枢神経（脳①終脳、間脳）について到達目

標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

7 
中枢神経（伝導路・中枢神経系のまとめ・補

足）について到達目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

8 
末梢神経（脳神経① 第Ⅰ～Ⅵ脳神経）につ

いて到達目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

9 

末梢神経（脳神経②第Ⅶ～ⅩⅡ脳神経、脊髄

神経①頚神経）について到達目標：上記を説

明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

森 



記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

10 
末梢神経（脊髄神経②頚神経、胸神経、腰神

経）について到達目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

11 
末梢神経（脊髄神経③仙骨神経、自律神経）

について到達目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

12 
感覚器（視覚器）について到達目標：上記を

説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

13 
感覚器（平衡聴覚器、味覚器、嗅覚器）につ

いて到達目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

14 
感覚器と末梢神経（形態のまとめ・補足）に

ついて到達目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

15 
内分泌器系について到達目標：上記を説明

できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修１時間）復習：配布資料への再記

入、授業の振り返り等、復習を怠ら

ないようにして下さい。（自修１時

間） 

森 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

※成績評価を受けるには 2/3 以上の出席が必要です。①筆記試験（90％）＜DP②③＞②課題等の提

出（10％）＜DP②③＞最終的に筆記試験の点数と課題の提出回数で評価をします。講義終了後、10 回

以上 MORIPA から小テスト等の課題を配信しますので、必ず回答してください。さらに、毎回解答と解説に

ついても確認して、自身の理解度をチェックするとともに筆記試験に備えること。具体的な内容について

は、初回講義時に説明します。 

 

①90%

②10％ 



授業科目名 解剖学Ⅲ（内臓・脈管） (鍼灸) 

主担当教員 森 優也 担当教員 森 優也 

科目ナンバリング SB20BACB003 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

地域医療やスポーツ、健康領域において、他分野の専門職とチームを構成し、はり師、きゅう師の専門知識

と専門技術を活用するためには、正常な人体の構造を理解しておくことが必須となる。したがって、解剖学

は他職種との協調や連携、コミュニケーションを図る上で最も重要な基礎専門科目のひとつである。解剖学

Ⅲ（内臓・脈管）では、循環系と内臓系とを中心に人体の正常構造について系統解剖学の立場から基本的な

概念と知識の習得を目指す。臨床系専門科目に先駆けて、心臓血管系、リンパ系、消化器系、呼吸器系、泌尿

生殖器系など多岐におよぶ学習範囲を系統立てて学習する。単なる名称の記憶にとどまらず、形態と機能と

の関わりを考え、医療に携わる者として基盤となる知識や論理性のある思考能力を身につける。 

 

学修目標 

①循環系（心臓血管系、リンパ系など）の基本的構成と構造を説明できる。＜DP②③＞②内臓系（消化器、呼吸器、

泌尿器、生殖器など）の基本的構成と構造を説明できる。＜DP②③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は教科書と配布プリントを中心に、重要な部分は板書やパワーポイントを使い授業を進めます。器官ご

との資料を授業前に配付するので、授業時はプリントの空欄を埋め、メモを取ってください。できればノー

トも板書用に用意してください。プリント等は復習時、参考にして理解を深めて下さい。講義の進行・予定

や単位認定については、あらためて初回講義時に説明します。 

 

教科書 

社団法人東洋療法学校協会編 『解剖学（第 2版）』 医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

藤田恒太郎『人体解剖学 改訂第 42 版』（南江堂） 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1 階（学生支援課事務局） 月曜日午後 5 時～午後 6 時、適時 E 棟学生ホールを巡回しますので質問が

あれば声をかけて下さい。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

解剖学Ⅲの講義の概要について理解でき

る。脈管系総論について到達目標：上記を説

明できる。 

予習：事前に教科書で脈管系全体を予習し

て下さい。必ず一読してください。

（自修１時間）復習：配布資料への

再記入、授業の振り返り等、復習を

怠らないようにして下さい。（自修

１時間） 

森 

2 
心脈管系（心臓）について到達目標：上記を

説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自
森 



修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、脈管系を含め

た 本 講 時 内 容 の 小 テ ス ト を

「MORIPA」から配信しますので回答

し、解説についても確認してくださ

い。（自修 0.5 時間） 

3 
心脈管系（動脈系）について到達目標：上記

を説明できる。  

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

4 
心脈管系（静脈系）・胎児循環について到達

目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

5 
リンパ系（総論、リンパ節、リンパ管）につ

いて到達目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

6 

脈管系全体の復習と説明の補足について到

達目標：脈管系全体の解剖について説明で

きる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、脈管系全体の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

7 
消化器系総論および腹膜の構造について到

達目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書で消化器系について予

習して下さい。必ず一読してくださ

い。（自修 1時間）復習：配布資料へ

の再記入、授業の振り返り等、復習

を怠らないようにして下さい。（自

修１時間）課題：講義後、本講時内

容の小テストを「MORIPA」から配信

しますので回答し、解説についても

確認してください。（自修 0.5 時間） 

森 

8 
消化器①（口腔、咽頭、食道）について到達

目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

9 消化器②（胃、小腸、大腸）について到達目 予習：事前に教科書の該当部分を予習して 森 



標：上記を説明できる。 下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

10 
消化器③（肝臓、胆嚢、膵臓）について到達

目標：上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

11 

消化器系全体の復習と説明の補足について

呼吸器の総論について到達目標：上記を説

明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

12 
呼吸器について到達目標：上記を説明でき

る。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

13 
泌尿器について到達目標：上記を説明でき

る。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

14 
生殖器①（男性生殖器）について到達目標：

上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 

15 
生殖器②（女性生殖器）について到達目標：

上記を説明できる。 

予習：事前に教科書の該当部分を予習して

下さい。必ず一読してください。（自

修 0.5 時間）復習：配布資料への再

記入、授業の振り返り等、復習を怠

らないようにして下さい。（自修１

時間）課題：講義後、本講時内容の

小テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 
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成績評価方法と基準 割合 

※成績評価を受けるには 2/3 以上の出席が必要です。①筆記試験（90％）＜DP②③＞②課題等の提

出（10％）＜DP②③＞最終的に筆記試験の点数と課題の提出回数で評価をします。講義終了後、10 回

以上 MORIPA から小テスト等の課題を配信しますので、必ず回答してください。さらに、毎回解答と解説に

ついても確認して、自身の理解度をチェックするとともに筆記試験に備えること。具体的な内容について

は、初回講義時に説明します。 

 

①90%

②10% 



授業科目名 生理学Ⅰ（動物生理学） (鍼灸) 

主担当教員 鍋田 智之 担当教員 鍋田 智之 

科目ナンバリング SB20BACB004 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理学Ⅰでは、神経の基礎、筋運動、感覚について学習する。 

 

学修目標 

１．神経の興奮と伝達について理解する。２．筋収縮のメカニズムについて理解する。３．脊髄反射について理解す

る。４．皮膚感覚について理解する。５．特殊感覚について理解する。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．本講義では、国家試験の出題傾向から重要項目を抜粋して伝えるので、漏らさずに記録すること。２．講

義内容と病気・診察・鍼灸治療法などを関連づけて説明するので、鍼灸師になるために必要な科目であるこ

とを十分に理解して臨むこと。３．前回の授業内容について、5-10 問程度の小テストを毎講義前に行うので、

必ず復習して臨むこと。 

 

教科書 

「生理学」 東洋療法学校協会編 医歯薬出版 

 

参考書 

目で見るからだのメカニズム 堺章著 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

昼休みを中心として、研究室に在室中はいつでも相談に来ること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 第 1章：細胞 体液の組成 物質移動 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

2 第 11 章：ニューロン 興奮伝導 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

3 第 11 章：興奮伝達 脊髄 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

4 第 13 章：筋線維の種類 骨格筋の構造 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

 



で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

5 第 13 章：興奮収縮連関 筋の収縮型 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

6 第 13 章：筋のエネルギー代謝 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

7 第 14 章：骨格筋の神経支配と伸張反射 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

8 第 14 章：拮抗抑制 自己抑制 屈曲反射 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること中間テスト対策：1-8 単

元での学習内容について、国家試験

出題形式（4肢択一）にて 20 問出題

するので、再学習すること。 

 

9 第 14 章：その他の反射 中間テスト 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

10 第 15 章：感覚の一般 二点弁別測定 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

11 第 15 章：触圧覚 温度覚 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

12 第 15 章：痛覚 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

13 第 15 章：深部感覚 内臓感覚 味覚 嗅覚 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

14 第 15 章：聴覚 平衡覚 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

15 第 15 章：視覚 
予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①講義前に実施する全ての小テスト評価 正解数／10 問×4 回＝40 点（最大）②期末テスト（筆記） 60

点全評価合計で 60％以上を取得すること。DP②③ 

 

①40%

②60% 



授業科目名 生理学Ⅱ（植物生理学） (鍼灸) 

主担当教員 鍋田 智之 担当教員 鍋田 智之 

科目ナンバリング SB20BACB005 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理学Ⅱでは、血液、心臓、呼吸、消化、代謝について学習する。 

 

学修目標 

１．血液の組成と凝固について理解する。２．心臓の機能を理解する。３．循環の調節について理解する。４．呼吸

の調節について理解する。５．消化・吸収・排泄について理解する。６．代謝と体温調節について理解する。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．本講義では、国家試験の出題傾向から重要項目を抜粋して伝えるので、漏らさずに記録すること。２．講

義内容と病気・診察・鍼灸治療法などを関連づけて説明するので、鍼灸師になるために必要な科目であるこ

とを十分に理解して臨むこと。３．前回の授業内容について、5-10 問程度の小テストを毎講義前に行うので、

必ず復習して臨むこと。 

 

教科書 

「生理学」 東洋療法学校協会編 医歯薬出版 

 

参考書 

目で見るからだのメカニズム 堺章著 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜から木曜のお昼休み。その他、研究室にいればいつでも。予定表は東棟 4階研究室 20 のドアに貼ってい

ます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 前期確認テストと解説 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

2 第 2章：血液の組成 血液凝固 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

3 第 2章：血液型 大・小循環 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

4 第 3章：心臓 
予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ
 



いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

5 第 3章：血管運動と血圧 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

6 第 3章：循環の調節 リンパ系 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること中間テスト対策として、

これまでの再学習をすること 

 

7 中間テスト第 4章：呼吸運動と肺の機能 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

8 第 4章：ガス交換と呼吸調節 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

9 第 5章：口腔内の消化 嚥下 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

10 第 5章：胃 十二指腸の消化 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

11 第 5章：小腸の消化と吸収 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

12 第 5章：大腸の機能と排便 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

13 第 6章：栄養素と代謝 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

14 第 7章：産熱と放熱 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

15 第 7章：体温調節の仕組み 
予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。 
 

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義前に実施する全ての小テスト評価 正解数／10 問×4 回＝40 点（最大）②期末テスト（筆記） 60

点全評価合計で 60％以上を取得すること。DP②③ 

 

①40%

②60% 



授業科目名 生理学Ⅲ（応用生理学） (鍼灸) 

主担当教員 鍋田 智之 担当教員 鍋田 智之 

科目ナンバリング SB20BACB006 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生理学Ⅲでは、自律神経系、大脳による調節、生体の防御機構、排尿、内分泌について学習する。 

 

学修目標 

１．自律神経による生体の調節について理解する。２．脳が生体情報をどのようにコントロールしているかを理解す

る。３．生体が外敵からどのように身を守っているかを理解する。４．尿の生成と排泄について理解する。５．内分

泌による生体の調節について理解する。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．本講義では、国家試験の出題傾向から重要項目を抜粋して伝えるので、漏らさずに記録すること。２．講

義内容と病気・診察・鍼灸治療法などを関連づけて説明するので、鍼灸師になるために必要な科目であるこ

とを十分に理解して臨むこと。 

 

教科書 

「生理学」 東洋療法学校協会編 医歯薬出版。 

 

参考書 

目で見るからだのメカニズム 堺章著 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

昼休みを中心として、研究室に在室中はいつでも相談に来ること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 第 12 章：自律神経総論 交感神経系 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

2 第 12 章：副交感神経系 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

3 第 12 章：自律神経調節と反射 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

4 第 11 章：脳幹 間脳 小脳 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

 



で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

5 第 11 章：大脳 生体のフィードバック機構 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

6 第 16 章：炎症 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

7 第 16 章：免疫 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること中間テストに向けて、こ

れまでの学習内容を再学習するこ

と 

 

8 第 17 章：生体のリズム 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

9 第 8章：腎臓の構造と働き 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

10 第 8章：尿の生成と体液調節 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

11 第 8章：蓄尿と排尿 内分泌総論 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

12 
第 9 章：視床下部 下垂体 甲状腺 副甲

状腺 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

13 第 9章：副腎皮質 副腎髄質 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

14 第 9章：性ホルモン 血糖調節 

予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。復習：本単元の学習内容につ

いて、次単元にて小テストを行うの

で、授業中に重要と述べて項目を学

習すること 

 

15 第 10 章：生殖器の作用 
予習：教科書の該当部分を予め読んでくる

こと。 
 

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義前に実施する全ての小テスト評価 正解数／10 問×4 回＝40 点（最大）②期末テスト（筆記） 60

点全評価合計で 60％以上を取得すること。DP②③ 

 

①40%

②60% 



授業科目名 経絡経穴学Ⅰ (鍼灸 B) 

主担当教員 尾﨑 朋文 担当教員 尾﨑 朋文／仲村 正子 

科目ナンバリング SS20BACB001 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

経絡経穴は鍼灸の根幹をなすものである。その中で 1 年次には入門編という位置づけとし、経絡の種類、そ

れに属する経穴名、経穴を取穴するために必要な解剖学的知識、経穴の取穴部位などを学修する。経絡経穴

学Ⅰでは、任脈、督脈、手の太陰肺経、手の陽明大腸経、足の陽明胃経、足の太陰脾経、手の少陰心経の 158

穴の名称名、部位等を学修する。取穴に際しては骨度法や同身寸を理解すると共に、基準となる骨、筋腱、動

脈拍動部などを学修し、経穴の正確な部位の特定ができるよう学修する。※本科目は実務経験のある教員等

による授業科目です 

 

学修目標 

１．経絡と経穴を理解する。２．骨度法・同身寸法について理解する。３．経穴を取穴するために必要な解剖学的名

称を触り説明できる。４．履修した経穴を取穴することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．白衣の着用を義務とする。2．授業には、必ず教科書、参考図書を持参する。3．取穴の際しては、いつで

もモデル役ができるよう服装に気をつけること。4．取穴の際に必要な「水性のペン」を持参する。 

 

教科書 

「経絡経穴概論」医道の日本社 教科書執筆小委員会（尾﨑朋文他） 

 

参考書 

「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス」 南江堂 大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼

灸解剖グループ（尾﨑朋文他） 

 

研究室／オフィスアワー 

尾﨑：4階研究室 18 月曜日 5限 仲村：4 階研究室 13 金曜日 2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 経絡経穴学概論１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）経絡・経

穴の基礎（P2～P9）復習：講義資料、

教科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

2 経絡経穴学概論２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）骨度法、

解剖学的肢位と方向に関する用語

の確認（P9～P23）復習：講義資料、

教科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

3 任脈１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）任脈（会

陰～中?）の確認（P40～P47）復習：

尾 﨑 

朋文仲

村  正



講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

子 

4 任脈２（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）任脈(上?

～承漿）の確認（P46～P51）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

5 督脈１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）督脈（長

強～大椎）の確認（P26～P33）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

6 督脈２（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）督脈（?

門～齦交）の確認（P32～P39）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

7 手の太陰肺経（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）手の太

陰肺経（中府～少商）の確認（P52～

P59）復習：講義資料、教科書を見て

まとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

8 手の陽明大腸経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）手の陽

明大腸経（商陽～曲池）の確認（P60

～P67）復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

9 手の陽明大腸経２（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）手の陽

明大腸経（肘?～迎香）の確認（P66

～P71））復習：講義資料、教科書を

見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

10 足の陽明胃経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）足の陽

明胃経（承泣～屋翳）の確認（P72～

P79）復習：講義資料、教科書を見て

まとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

11 足の陽明胃経２（経絡と経穴名と取穴） 

復習：授業をもとにシラバス・教科書の確認

予習：シラバスを見て、次回講義の

範囲（教科書）を読むこと（1時間）

足の陽明胃経（膺窓～気衝）の確認

（P78～P85）復習：講義資料、教科

書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

12 足の陽明胃経３（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）足の陽

明胃経（髀関～厲兌）の確認（P84～

P91）復習：講義資料、教科書を見て

まとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

13 足の太陰脾経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：足の太陰脾経（隠白～衝門）の確認

（P92～P99）復習：授業をもとにシ

ラバス・教科書の確認 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 



14 足の太陰脾経２（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）足の太

陰脾経（府舎～大包）の確認（P98～

P103 習：講義資料、教科書を見てま

とめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

15 
手の少陰心経（経絡と経穴名と取穴）前期ま

とめ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）手の少

陰心経（極泉～少衝）の確認（P104

～P109）復習：講義資料、教科書を

見てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

16    
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19    
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23    
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27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験（筆記試験） 50％②期末試験（口答試問） 40％③小テストの平均点 10％評価は①～③の

合算（100％）とする。基準は①・②とも 60 点以上で単位認定とする。2/3 以上の出席を必要とする。フィー

ドバック方法：筆記テストの答案は、1 回目に関しては開示・解説を行うが、最終回に実施するものは、希

望者に開示・解説を行う。課題については授業内にフィードバックを行う。 

 

①50%

②40%

③10% 



授業科目名 経絡経穴学Ⅰ (鍼灸 A) 

主担当教員 尾﨑 朋文 担当教員 尾﨑 朋文／仲村 正子 

科目ナンバリング SS20BACB001 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

経絡経穴は鍼灸の根幹をなすものである。その中で 1 年次には入門編という位置づけとし、経絡の種類、そ

れに属する経穴名、経穴を取穴するために必要な解剖学的知識、経穴の取穴部位などを学修する。経絡経穴

学Ⅰでは、任脈、督脈、手の太陰肺経、手の陽明大腸経、足の陽明胃経、足の太陰脾経、手の少陰心経の 158

穴の名称名、部位等を学修する。取穴に際しては骨度法や同身寸を理解すると共に、基準となる骨、筋腱、動

脈拍動部などを学修し、経穴の正確な部位の特定ができるよう学修する。※本科目は実務経験のある教員等

による授業科目です 

 

学修目標 

１．経絡と経穴を理解する。２．骨度法・同身寸法について理解する。３．経穴を取穴するために必要な解剖学的名

称を触り説明できる。４．履修した経穴を取穴することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．白衣の着用を義務とする。2．授業には、必ず教科書、参考図書を持参する。3．取穴の際しては、いつで

もモデル役ができるよう服装に気をつけること。4．取穴の際に必要な「水性のペン」を持参する。 

 

教科書 

「経絡経穴概論」医道の日本社 教科書執筆小委員会（尾﨑朋文他） 

 

参考書 

「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス」 南江堂 大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼

灸解剖グループ（尾﨑朋文他） 

 

研究室／オフィスアワー 

尾﨑：4階研究室 18 月曜日 5限 仲村：4 階共同研究室 水曜日 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 経絡経穴学概論 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）経絡・経

穴の基礎（P2～P9）復習：講義資料、

教科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

2 経絡経穴学概論２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）骨度法、

解剖学的肢位と方向に関する用語

の確認（P9～P23）復習：講義資料、

教科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

3 任脈１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）任脈（会

陰～中?）の確認（P40～P47）復習：

尾 﨑 

朋文仲

村  正



講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

子 

4 任脈２（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）任脈（上?

～承漿）の確認（P46～P51）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

5 督脈１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）督脈（長

強～大椎）の確認（P26～P33）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

6 督脈２（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）督脈（?

門～齦交）の確認（P32～P39）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

7 手の太陰肺経（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）手の太

陰肺経（中府～少商）の確認（P52～

P59）復習：講義資料、教科書を見て

まとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

8 手の陽明大腸経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）手の陽

明大腸経（商陽～曲池）の確認（P60

～P67）復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

9 手の陽明大腸経２（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）手の陽

明大腸経（肘?～迎香）の確認（P66

～P71））復習：講義資料、教科書を

見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

10 足の陽明胃経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）足の陽

明胃経（承泣～屋翳）の確認（P72～

P79）復習：講義資料、教科書を見て

まとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

11 足の陽明胃経２（経絡と経穴名と取穴） 

復習：授業をもとにシラバス・教科書の確認

予習：シラバスを見て、次回講義の

範囲（教科書）を読むこと（1時間）

足の陽明胃経（膺窓～気衝）の確認

（P78～P85）復習：講義資料、教科

書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

12 足の陽明胃経３（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）足の陽

明胃経（髀関～厲兌）の確認（P84～

P91）復習：講義資料、教科書を見て

まとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

13 足の太陰脾経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：足の太陰脾経（隠白～衝門）の確認

（P92～P99）復習：授業をもとにシ

ラバス・教科書の確認 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 



14 足の太陰脾経２（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）足の太

陰脾経（府舎～大包）の確認（P98～

P103）復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

15 
手の少陰心経（経絡と経穴名と取穴）前期ま

とめ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）手の少

陰心経（極泉～少衝）の確認（P104

～P109）復習：講義資料、教科書を

見てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験（筆記試験） 50％②期末試験（口答試問） 40％③課題と小テストの平均点 10％評価は①

～③の合算（100％）とする。基準は①・②とも 60 点以上で単位認定とする。2/3 以上の出席を必要とす

る。フィードバック方法：筆記テストの答案は、1 回目に関しては開示・解説を行うが、最終回に実施する

ものは、希望者に開示・解説を行う。課題については授業内にフィードバックを行う。 

 

①50%

②40%

③10% 



授業科目名 経絡経穴学Ⅱ (鍼灸 B) 

主担当教員 尾﨑 朋文 担当教員 尾﨑 朋文／仲村 正子 

科目ナンバリング SS20BACB002 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

経絡経穴は鍼灸の根幹をなすものである。その中で 1 年次には入門編という位置づけとし、経絡の種類、そ

れに属する経穴名、経穴を取穴するために必要な解剖学的知識、経穴の取穴部位などを学修する。経絡経穴

学Ⅰでは、手の太陽小腸経、足の太陽膀胱経、足の少陰腎経、手の厥陰心包経、手の少陽三焦経、足の少陽胆

経、足の厥陰肝経の 203 穴の名称名、部位等を学修する。取穴に際しては骨度法や同身寸を理解すると共に、

基準となる骨、筋腱、動脈拍動部などを学修し、経穴の正確な部位の特定ができるよう学修する。※本科目

は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．経絡と経穴を理解する。２．骨度法・同身寸法について理解する。３．経穴を取穴するために必要な解剖学的名

称を触り説明できる。４．履修した経穴を取穴することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．白衣の着用を義務とする。2．授業には、必ず教科書、参考図書を持参する。3．取穴の際しては、いつで

もモデル役ができるよう服装に気をつけること。4．取穴の際に必要な「水性のペン」を持参する。 

 

教科書 

「経絡経穴概論」医道の日本社 教科書執筆小委員会（尾﨑朋文他） 

 

参考書 

「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス」 南江堂 大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼

灸解剖グループ（尾﨑朋文他） 

 

研究室／オフィスアワー 

尾﨑：4階研究室 18 月曜日 5限 仲村：4 階研究室 13 金曜日 2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 手の太陽小腸経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）少沢～

曲垣（P1102～P117）復習：講義資料、

教科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

2 
手の太陽小腸経 2（経絡と経穴名と取穴）足

の太陽膀胱経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）肩外兪

～聴宮、晴明～天柱（P116～125）復

習：講義資料、教科書を見てまとめ

ること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

3 足の太陽膀胱経 2（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）大杼～

大腸兪の確認（P126～P131）復習：

尾 﨑 

朋文仲

村  正



講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

子 

4 足の太陽膀胱経 3（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）関元兪

～委中の確認（P132～P137）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

5 足の太陽膀胱経 4（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）附分～

秩辺の確認（P138～P143）復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

6 足の太陽膀胱経 5（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）合陽～

至陰の確認（P144～P149）復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

7 足の j少陰腎経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）湧泉～

陰谷の確認（P150～P155）復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

8 足の j少陰腎経 2（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）横骨～

兪府の確認（P156～P163）復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

9 手の j厥陰心包経（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）天池～

中衝の確認（P166～P169））復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

10 手の少陽三焦経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）関衝～

天井の確認（P170～P175）復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

11 手の少陽三焦経 2（経絡と経穴名と取穴） 

復習：授業をもとにシラバス・教科書の確認

予習：シラバスを見て、次回講義の

範囲（教科書）を読むこと（1時間）

清冷淵～糸竹空の確認（P176～

P181）復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

12 足の少陽胆経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）瞳子?～

頭臨泣の確認（P182～P189）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

13 足の少陽胆経 2（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）目窓～

環跳の確認(P190～P195）復習：講義

資料、教科書を見てまとめること（1

時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 



14 足の少陽胆経 3（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）風市～

足竅陰の確認（P196～P201）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

15 足の厥陰肝経（経絡と経穴名と取穴）まとめ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）大敦～

期門の確認（P202～P209）復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験（筆記試験） 50％②期末試験（口答試問） 40％③小テストの平均点 10％評価は①～③の

合算（100％）とする。基準は①・②とも 60 点以上で単位認定とする。2/3 以上の出席を必要とする。フィー

ドバック方法：筆記テストの答案は、1 回目に関しては開示・解説を行うが、最終回に実施するものは、希

望者に開示・解説を行う。課題については授業内にフィードバックを行う。 

 

①50%

②40%

③10% 



授業科目名 経絡経穴学Ⅱ (鍼灸 A) 

主担当教員 尾﨑 朋文 担当教員 尾﨑 朋文／仲村 正子 

科目ナンバリング SS20BACB002 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

経絡経穴は鍼灸の根幹をなすものである。その中で 1 年次には入門編という位置づけとし、経絡の種類、そ

れに属する経穴名、経穴を取穴するために必要な解剖学的知識、経穴の取穴部位などを学修する。経絡経穴

学Ⅰでは、手の太陽小腸経、足の太陽膀胱経、足の少陰腎経、手の厥陰心包経、手の少陽三焦経、足の少陽胆

経、足の厥陰肝経の 203 穴の名称名、部位等を学修する。取穴に際しては骨度法や同身寸を理解すると共に、

基準となる骨、筋腱、動脈拍動部などを学修し、経穴の正確な部位の特定ができるよう学修する。※本科目

は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．経絡と経穴を理解する。２．骨度法・同身寸法について理解する。３．経穴を取穴するために必要な解剖学的名

称を触り説明できる。４．履修した経穴を取穴することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．白衣の着用を義務とする。2．授業には、必ず教科書、参考図書を持参する。3．取穴の際しては、いつで

もモデル役ができるよう服装に気をつけること。4．取穴の際に必要な「水性のペン」を持参する。 

 

教科書 

「経絡経穴概論」医道の日本社 教科書執筆小委員会（尾﨑朋文他） 

 

参考書 

「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス」 南江堂 大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼

灸解剖グループ（尾﨑朋文他） 

 

研究室／オフィスアワー 

尾﨑：4階研究室 18 月曜日 5限 仲村：4 階研究室 13 金曜日 2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 手の太陽小腸経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）少沢～

曲垣（P110～P117）復習：講義資料、

教科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

2 
手の太陽小腸経 2（経絡と経穴名と取穴）足

の太陽膀胱経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）肩外兪

～聴宮、晴明～天柱（P116～124）復

習：講義資料、教科書を見てまとめ

ること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

3 足の太陽膀胱経 2（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）大杼～

大腸兪）の確認（P126～P130）復習：

尾 﨑 

朋文仲

村  正



講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

子 

4 足の太陽膀胱経 3（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）関元兪

～委中の確認（P132～P136）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

5 足の太陽膀胱経 4（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）附分～

秩辺の確認（P138～P143）復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

6 足の太陽膀胱経 5（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）合陽～

至陰の確認（P144～P149）復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

7 足の少陰腎経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）湧泉～

陰谷の確認（P150～P155）復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

8 足の少陰腎経 2（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）横骨～

兪府の確認（P156～P163）復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

9 手の厥陰心包経（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）天池～

中衝の確認（P164～P169））復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

10 手の少陽三焦経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）関衝～

天井の確認（P170～P175）復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

11 手の少陽三焦経 2（経絡と経穴名と取穴） 

復習：授業をもとにシラバス・教科書の確認

予習：シラバスを見て、次回講義の

範囲（教科書）を読むこと（1時間）

清冷淵～糸竹空の確認（P176～

P181）復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

12 足の少陽胆経１（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）瞳子?～

足臨泣の確認（P182～P189）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

13 足の少陽胆経 2（経絡と経穴名と取穴） 

予習：予習：シラバスを見て、次回講義の範

囲（教科書）を読むこと（1時間）目

窓～環跳の確認（P190～P194）復習：

授業をもとにシラバス・教科書の確

認 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 



14 足の少陽胆経 3（経絡と経穴名と取穴） 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）風市～

足竅陰の確認（P196～P201）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

15 足の厥陰肝経（経絡と経穴名と取穴）まとめ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）大敦～

の期門の確認（P202～P209）復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験（筆記試験） 50％②期末試験（口答試問） 40％③小テストの平均点 10％評価は①～③の

合算（100％）とする。基準は①・②とも 60 点以上で単位認定とする。2/3 以上の出席を必要とする。フィー

ドバック方法：筆記テストの答案は、1 回目に関しては開示・解説を行うが、最終回に実施するものは、希

望者に開示・解説を行う。課題については授業内にフィードバックを行う。 

 

①50%

②40%

③10% 



授業科目名 東洋医学概論Ⅰ (鍼灸) 

主担当教員 熊野 弘子 担当教員 熊野 弘子 

科目ナンバリング SS20BACB007 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸師として東洋医学的な診断・治療をするための基礎を学ぶ。※本科目は実務経験のある教員等による授

業科目です 

 

学修目標 

１．陰陽・五行、天人相関ほか中国思想、人体への応用を理解する。２．精気血津液など生理物質を理解する。３．

東洋医学的な臓腑を理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．東洋医学の土台部分を扱うので、今後学ぶ東洋医学系授業の前提知識として身につけること。２．鍼灸

臨床における東洋医学的診断・治療の基礎となる重要な箇所であると認識すること。３．国家試験頻出範囲

となる。出題傾向をふまえて講義をするので、国家試験を念頭に置くこと。４．繰り返し学んで慣れること

が必要な科目。反復して理解・記憶を増強すること。 

 

教科書 

新版 東洋医学概論、東洋療法学校協会編、医道の日本社 

 

参考書 

配布プリント 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4F ／ 在室時は随時。他教員の迷惑にならないようにすること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 東洋医学の歴史と現状 復習：授業範囲のプリント・教科書を見る  

2 陰陽・五行、天人相関ほか中国思想 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

3 陰陽・五行の相互関係 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

4 医学における陰陽 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

5 医学における五行 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

6 医学における虚実 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

7 生理物質 精 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

8 生理物質 気 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 



9 生理物質 血 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

10 生理物質 津液 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

11 生理物質の相互関係 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

12 生理 精神 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

13 陰陽の人体作用 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

14 陰陽・虚実と証 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

15 講義全体のまとめ 
予習：これまでの講義を振り返る復習：これ

までのプリント・教科書を見る 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

（1）期末筆記試験（2）授業態度 

 
90%10% 



授業科目名 東洋医学概論Ⅱ (鍼灸) 

主担当教員 熊野 弘子 担当教員 熊野 弘子 

科目ナンバリング SS20BACB008 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸師として東洋医学的な診断・治療をするための知識を身につける。※本科目は実務経験のある教員等に

よる授業科目です 

 

学修目標 

弁証論治を理解する 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．上級学年で学ぶ東洋医学系授業の前提知識として身につけること。２．鍼灸臨床における東洋医学的診

断・治療に繋がると認識すること。３．国家試験の出題傾向をふまえて講義をするので、国家試験を念頭に

置くこと。４．繰り返し学んで慣れることが必要な科目。反復して理解・記憶を増強すること。 

 

教科書 

新版 東洋医学概論、東洋療法学校協会編、医道の日本社 

 

参考書 

配布プリント 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4F ／ 在室時は随時。他教員の迷惑にならないようにすること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 弁証論治 導入、蔵象学・臓腑弁証について 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

2 蔵象学・臓腑弁証 肝系 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

3 蔵象学・臓腑弁証 心系 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

4 蔵象学・臓腑弁証 脾系 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

5 蔵象学・臓腑弁証 肺系 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

6 蔵象学・臓腑弁証 腎系 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

7 蔵象学・臓腑弁証 その他 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

8 気機 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

9 病因 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

10 病機 予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範  



囲のプリント・教科書を見る 

11 八綱弁証 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

12 その他の弁証 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

13 臓腑関係 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

14 伝変・波及 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

15 2 年次で学ぶ四診 導入 
予習：これまでの講義を振り返る復習：これ

までのプリント・教科書を見る 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

（1）期末筆記試験（2）授業態度 

 
90%10% 



授業科目名 基礎鍼実技Ⅰ (鍼灸 B) 

主担当教員 髙﨑 雷太 担当教員 髙﨑 雷太／大川 祐世 

科目ナンバリング SS20BACA023 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１．鍼における衛生的操作と基本操作を指導する２．正確かつ安全な刺鍼を指導する３．自身・他人の体へ

の刺鍼を練習する※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．鍼おける衛生的操作と基本実技を理解することができる２．正確かつ安全な刺鍼を体得することができる３．自

身・他人の体への刺鍼を体得することができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．本実習は鍼灸の根幹をなすものであることを認識する。２．出席は重視する。３．始業時間には、授業に

必要な準備を済ませておく。４．実習における身なりを整える。特に白衣・名札の着用、頭髪、爪など。５．

実習の際、手足・体幹が出せる準備をしておく。 ６．片手挿管の練習及び実技授業の復習を２時間/週行う。

７．鍼実技においては、学内（実習室開放日等を利用）にて教員等の指導下で行う。 

 

教科書 

「鍼灸医療安全ガイドライン」 医歯薬出版株式会社尾崎昭弘・坂本歩・尾﨑朋文/鍼灸安全性委員会 

 

参考書 

「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス」 南江堂大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼灸

解剖グループ（尾﨑朋文他）「ポケット鍼灸臨床ガイド」アルテミシア 森ノ宮医療学園出版部坂本歩 

 

研究室／オフィスアワー 

髙﨑：東棟 4 階（不定期なため事前に確認が必要）大川：東棟 4階（不定期なため事前に確認が必要） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション：教員紹介、資料配布、

評価基準告知、道具確認、実技室のマナー・

身だしなみ説明 

スポーツ・美容鍼灸の紹介、鍼灸に関する実

技体験課題:練習及び実技授業の予

習または復習を２時間/週行う。 

 

2 
古代九鍼と現行の鍼学習：口頭説明両手挿

管の学習：説明(動画・デモ）・練習 

古代九鍼と現在日本で使われている鍼と鍼

法を学習し、パワーポイントにより

両手・片手挿管の操作を学ぶ。レジ

ュメにより、毫鍼各部の名称、規格、

材質、などを学習し、両手挿管を練

習する。課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

3 
両手挿管の学習：復習・練習片手挿管の学

習：説明(動画・デモ)・練習 

片手挿管の操作を学び、鍼枕を用いて刺鍼

の基本操作を学習する。課題:練習

及び実技授業の予習または復習を

２時間/週行う。 

 



4 
片手挿管の学習：練習医療過誤の学習：説明

(教科書) 

「鍼灸医療安全ガイドライン」を教科書に

鍼灸医療事故、有害事象の防止対策

について学習する。課題:練習及び

実技授業の予習または復習を２時

間/週行う。 

 

5 

片手挿管・送り込み刺入の学習：練習 人体

刺鍼の学習：説明(資料・教科書)・ゼリー鍼

台での練習(安全深度・手技等） 

鍼施術前準備として、心構え、態度、服装、

手洗い、消毒について教科書を中心

に学習する。ゼリー鍼台での練習を

行う。課題:練習及び実技授業の予

習または復習を２時間/週行う。 

 

6 

片手挿管・送り込み刺入の学習：練習人体刺

鍼の学習：説明(動画)、医療廃棄物の説明、

刺鍼(自身の下肢)・ゼリー鍼台での練習(安

全深度・手技等） 

自身の下腿部に刺鍼の基本操作通りに刺鍼

する。（手洗い、消毒、廃鍼、医療廃

棄物の処理を確実に行う）課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/週行う。 

 

7 

片手挿管の学習：練習人体刺鍼の学習：説明

(動画・デモ)、刺鍼(他人の下肢)・ゼリー鍼

台での練習(安全深度・手技等） 

他人の下腿部へ刺鍼の基本操作通りに刺鍼

する。（手洗い、消毒、廃鍼、医療廃

棄物の処理を確実に行う）課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/週行う。 

 

8 

片手挿管テスト 1 分間に 8 回行う。評価

として、8回未満は減点し、8 回を越える回

数は加点する。評価後、小テストを行う。 

衛生的な髪型および服装と、正しい方法に

よる片手挿管を評価する。課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/週行う。 

 

9 

片手挿管の学習：練習人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、刺鍼(他人の上肢)・ゼリー鍼台での

練習(安全深度・手技等） 

刺鍼法について講義を行い、ゼリー鍼台に

よって練習を行う。課題:練習及び

実技授業の予習または復習を２時

間/週行う。 

 

10 

片手挿管の学習：練習人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、刺鍼(他人の上肢)・ゼリー鍼台での

練習(安全深度・手技等） 

他人の上肢へ刺鍼の基本操作通りに刺鍼す

る。（     〃    、上肢の

安全深度について学習する）課題:

練習及び実技授業の予習または復

習を２時間/週行う。 

 

11 

片手挿管の学習：練習人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、刺鍼(他人の下肢)・ゼリー鍼台での

練習(安全深度・手技等） 

他人の下腿部へ刺鍼の基本操作通りに刺鍼

する。（     〃    、下肢

の安全深度について学習する）課

題:練習及び実技授業の予習または

復習を２時間/週行う。 

 

12 

片手挿管の学習：練習人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、刺鍼(他人の下腿後面)・ゼリー鍼台

での練習(安全深度・手技等） 

他人の下腿部へ刺鍼の基本操作通りに刺鍼

する。（     〃    、下腿

部の安全深度について学習する）課

題:練習及び実技授業の予習または

復習を２時間/週行う。 

 

13 

１３．片手挿管テスト 1 分間に 12 回行う。

評価として、12 回未満は減点し、12 回を越

える回数は加点する。評価後、手技の復習を

行う。 

衛生的な髪型および服装と、正しい方法に

よる片手挿管を評価する。課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/週行う。 

 

14 
１４．授業内試験①（一連の準備・消毒・刺

鍼操作について評価） 

鍼実技に必要な準備および衛生的操作ほ

か、前期実技授業の内容を総合に評

価する。課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

15 
１５.授業内試験②（一連の準備・消毒・刺

鍼操作について評価）  

鍼実技に必要な準備および衛生的操作ほ

か、前期実技授業の内容を総合に評

価する。課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．授業内試験（一連の準備・消毒・刺鍼操作について評価） ２．授業内テスト①（片手挿管の連続操作 

8 回） ３．授業内テスト②（片手挿管の連続操作 12 回）４．小テスト ※１～３において基準とする評価に

達していない者は、補講授業を必ず受講する。原則として授業時間数の 4/5 以上の出席を必要とし、60

点以上で単位認定する。※１～３は、到達目標１～３にて評価する。 

 

１ 、 60%

２ 、 15%

３ 、 15%

４、10％ 



授業科目名 基礎鍼実技Ⅰ (鍼灸 A) 

主担当教員 髙﨑 雷太 担当教員 髙﨑 雷太／大川 祐世 

科目ナンバリング SS20BACA023 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１．鍼における衛生的操作と基本操作を指導する２．正確かつ安全な刺鍼を指導する３．自身・他人の体へ

の刺鍼を練習する※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．鍼おける衛生的操作と基本実技を理解することができる２．正確かつ安全な刺鍼を体得することができる３．自

身・他人の体への刺鍼を体得することができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．本実習は鍼灸の根幹をなすものであることを認識する。２．出席は重視する。３．始業時間には、授業に

必要な準備を済ませておく。４．実習における身なりを整える。特に白衣・名札の着用、頭髪、爪など。５．

実習の際、手足・体幹が出せる準備をしておく。 ６．片手挿管の練習及び実技授業の復習を２時間/週行う。

７．鍼実技においては、学内（実習室開放日等を利用）にて教員等の指導下で行う。 

 

教科書 

「鍼灸医療安全ガイドライン」 医歯薬出版株式会社尾崎昭弘・坂本歩・尾﨑朋文/鍼灸安全性委員会 

 

参考書 

「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス」 南江堂大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼灸

解剖グループ（尾﨑朋文他）「ポケット鍼灸臨床ガイド」アルテミシア 森ノ宮医療学園出版部坂本歩 

 

研究室／オフィスアワー 

髙﨑：東棟 4 階（不定期なため事前に確認が必要）大川：東棟 4階（不定期なため事前に確認が必要） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション：教員紹介、資料配布、

評価基準告知、道具確認、実技室のマナー・

身だしなみ説明 

スポーツ・美容鍼灸の紹介、鍼灸に関する実

技体験課題:練習及び実技授業の予

習または復習を２時間/週行う。 

 

2 
古代九鍼と現行の鍼学習：口頭説明両手挿

管の学習：説明(動画・デモ）・練習 

古代九鍼と現在日本で使われている鍼と鍼

法を学習し、パワーポイントにより

両手・片手挿管の操作を学ぶ。レジ

ュメにより、毫鍼各部の名称、規格、

材質、などを学習し、両手挿管を練

習する。課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

3 
両手挿管の学習：復習・練習片手挿管の学

習：説明(動画・デモ)・練習 

片手挿管の操作を学び、鍼枕を用いて刺鍼

の基本操作を学習する。課題:練習

及び実技授業の予習または復習を

２時間/週行う。 

 



4 
片手挿管の学習：練習医療過誤の学習：説明

(教科書) 

「鍼灸医療安全ガイドライン」を教科書に

鍼灸医療事故、有害事象の防止対策

について学習する。課題:練習及び

実技授業の予習または復習を２時

間/週行う。 

 

5 

片手挿管・送り込み刺入の学習：練習 人体

刺鍼の学習：説明(資料・教科書)・ゼリー鍼

台での練習(安全深度・手技等） 

鍼施術前準備として、心構え、態度、服装、

手洗い、消毒について教科書を中心

に学習する。ゼリー鍼台での練習を

行う。課題:練習及び実技授業の予

習または復習を２時間/週行う。 

 

6 

片手挿管・送り込み刺入の学習：練習人体刺

鍼の学習：説明(動画)、医療廃棄物の説明、

刺鍼(自身の下肢)・ゼリー鍼台での練習(安

全深度・手技等） 

自身の下腿部に刺鍼の基本操作通りに刺鍼

する。（手洗い、消毒、廃鍼、医療廃

棄物の処理を確実に行う）課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/週行う。 

 

7 

片手挿管の学習：練習人体刺鍼の学習：説明

(動画・デモ)、刺鍼(他人の下肢)・ゼリー鍼

台での練習(安全深度・手技等） 

他人の下腿部へ刺鍼の基本操作通りに刺鍼

する。（手洗い、消毒、廃鍼、医療廃

棄物の処理を確実に行う）課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/週行う。 

 

8 

片手挿管テスト 1 分間に 8 回行う。評価

として、8回未満は減点し、8 回を越える回

数は加点する。評価後、小テスト等を行う。 

衛生的な髪型および服装と、正しい方法に

よる片手挿管を評価する。課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/週行う。 

 

9 

片手挿管の学習：練習人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、刺鍼(他人の上肢)・ゼリー鍼台での

練習(安全深度・手技等） 

刺鍼法について講義を行い、ゼリー鍼台に

よって練習を行う。課題:練習及び

実技授業の予習または復習を２時

間/週行う。 

 

10 

片手挿管の学習：練習人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、刺鍼(他人の上肢)・ゼリー鍼台での

練習(安全深度・手技等） 

他人の上肢へ刺鍼の基本操作通りに刺鍼す

る。（     〃    、上肢の

安全深度について学習する）課題:

練習及び実技授業の予習または復

習を２時間/週行う。 

 

11 

片手挿管の学習：練習人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、刺鍼(他人の下肢)・ゼリー鍼台での

練習(安全深度・手技等） 

他人の下腿部へ刺鍼の基本操作通りに刺鍼

する。（     〃    、下腿

部の安全深度について学習する）課

題:練習及び実技授業の予習または

復習を２時間/週行う。 

 

12 

片手挿管の学習：練習人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、刺鍼(他人の下腿後面)・ゼリー鍼台

での練習(安全深度・手技等） 

他人の下腿部へ刺鍼の基本操作通りに刺鍼

する。（     〃    、下腿

部の安全深度について学習する）課

題:練習及び実技授業の予習または

復習を２時間/週行う。 

 

13 

１３．片手挿管テスト 1 分間に 12 回行う。

評価として、12 回未満は減点し、12 回を越

える回数は加点する。評価後、手技の復習を

行う。 

衛生的な髪型および服装と、正しい方法に

よる片手挿管を評価する。課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/週行う。 

 

14 
１４．授業内試験①（一連の準備・消毒・刺

鍼操作について評価） 

鍼実技に必要な準備および衛生的操作ほ

か、前期実技授業の内容を総合に評

価する。課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

15 
１５.授業内試験②（一連の準備・消毒・刺

鍼操作について評価）  

鍼実技に必要な準備および衛生的操作ほ

か、前期実技授業の内容を総合に評

価する。課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．授業内試験（一連の準備・消毒・刺鍼操作について評価） ２．授業内テスト①（片手挿管の連続操作 

8 回） ３．授業内テスト②（片手挿管の連続操作 12 回）４・小テスト ※１～３において基準とする評価に

達していない者は、補講授業を必ず受講する。原則として授業時間数の 4/5 以上の出席を必要とし、60

点以上で単位認定する。※１～３は、到達目標１～３にて評価する。 

 

１ 、 60%

２ 、 15%

３ 、 15%

４、10％ 



授業科目名 基礎鍼実技Ⅱ (鍼灸 B) 

主担当教員 髙﨑 雷太 担当教員 髙﨑 雷太／大川 祐世 

科目ナンバリング SS20BACA024 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義は、前期までの基礎的な刺鍼操作の復習から始まり、現在鍼灸臨床上で主として行われている様々な

刺法を習得し、かつ解剖を理解した上で、体表指標から刺鍼点を捉えることが出来るように指導することを

目的としている。本講義で行う鍼灸臨床上で主として行われている刺法とは、小児鍼、皮内鍼法である。正

しく刺鍼点を捉える練習として、顔面部刺鍼、後仙骨孔刺鍼、坐骨神経刺鍼を指導する。その他、鍼灸臨床上

必要な技術として、血圧測定の方法・意義とその修練を行う。また、知識や技術だけでなく、患者に対する適

切な態度や配慮・衛生概念も併せて学習する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．鍼における基本実技を行える２．正確かつ安全な刺鍼を体得することができる３．自身・他人の体への刺鍼を体

得することができる４．各種鍼法の基本を理解し、正しく行うことができる５．特殊鍼法の基本を理解し、正しく刺

鍼することができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．本実習は鍼灸の根幹をなすものであることを認識する。２．出席は重視する。３．始業時間には、授業に

必要な準備を済ませておく。４．実習における身なりを整える。特に白衣・名札の着用、頭髪、爪など。５．

実習の際、手足・体幹が出せる準備をしておく。 ６．片手挿管の練習及び実技授業の復習を２時間/週行う。

７．鍼実技においては、学内（実習室開放日等を利用）にて教員等の指導下で行う。 

 

教科書 

「鍼灸医療安全ガイドライン」 医歯薬出版株式会社尾崎昭弘・坂本歩・尾﨑朋文/鍼灸安全性委員会 

 

参考書 

「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス」 南江堂大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼灸

解剖グループ（尾﨑朋文他）「ポケット鍼灸臨床ガイド」アルテミシア 森ノ宮医療学園出版部(坂本歩) 

 

研究室／オフィスアワー 

髙﨑：東棟 4 階（不定期なため事前に確認が必要）大川：東棟 4階（不定期なため事前に確認が必要） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション：後期試験評価課題と

基準説明刺鍼中の十七手技の学習：資料配

布血圧測定の学習：説明(デモ)、血圧測定 

衛生的な髪型および服装の確認。鍼灸と物

理療法の併用と、研究について。課

題:練習及び実技授業の予習または

復習を２時間/週行う。 

 

2 

片手挿管・堅物通しの学習：説明(デモ)、ゼ

リー鍼台での練習(安全深度・手技等）人体

刺鍼の学習：資料、深度確認、雀啄術・回旋

術による刺鍼(自身の下腿)渋鍼対策の学

自身へ刺鍼の基本操作通りに刺鍼する。（手

洗い、消毒、廃鍼、医療廃棄物の処

理を確実に行う）課題:練習及び実

技授業の予習または復習を２時間/

 



習：副刺激術・示指打法血圧測定の学習：血

圧測定 

週行う。 

3 

片手挿管・型物通しの学習：練習・ゼリー鍼

台での練習(安全深度・手技等）人体刺鍼の

学習：単刺術・刺鍼転向法による刺鍼(他人

の上肢)血圧測定の学習：血圧測定 

他人へ基本操作通りに施術する。（手洗い、

消毒、廃鍼、医療廃棄物の処理を確

実に行う）課題:練習及び実技授業

の予習または復習を２時間/週行

う。 

 

4 

片手挿管・型物通しの学習：練習・ゼリー鍼

台での練習(安全深度・手技等）人体刺鍼の

学習：旋撚術・置鍼術・副刺激術・示指打法

による刺鍼(他人の腰部)血圧測定の学習：

血圧測定 

他人へ基本操作通りに施術する。（手洗い、

消毒、廃鍼、医療廃棄物の処理を確

実に行う）課題:練習及び実技授業

の予習または復習を２時間/週行

う。 

 

5 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：雀啄

術による刺鍼(他人の下腿後面)血圧測定の

学習：血圧測定 

他人へ正しい方法で操作行う。（手洗い、消

毒、廃鍼、医療廃棄物の処理を確実

に行う）課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

6 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：回旋

術第 2 法による刺鍼(他人の肩背部)血圧測

定の学習：血圧測定 

他人へ正しい方法で操作行う。（手洗い、消

毒、廃鍼、医療廃棄物の処理を確実

に行う）課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

7 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、直刺・斜刺による刺鍼(他人の背部)

血圧測定の学習：血圧測定 

他人へ正しい方法で刺鍼操作行う。（手洗

い、消毒、廃鍼、医療廃棄物の処理

を確実に行う）課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/週

行う。 

 

8 

８．片手挿管テスト 1 分間に 13 回行う。

評価として、13 回未満は減点し、13 回を越

える回数は加点する。評価後、小テスト行

う。 

衛生的な髪型および服装と、正しい方法に

よる片手挿管を評価する。 課題:

練習及び実技授業の予習または復

習を２時間/週行う。 

 

9 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：前半

の復習人体刺鍼の学習：ゼリー鍼台での復

習血圧測定の学習：血圧測定 

衛生的な髪型および服装と、正しい方法に

よる片手挿管および血圧を測定す

る。課題:練習及び実技授業の予習

または復習を２時間/週行う。 

 

10 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、刺鍼(顔面部刺鍼＋腹部)血圧測定

の学習：血圧測定 

他人へ正しい方法で刺鍼操作行う。（手洗

い、消毒、廃鍼、医療廃棄物の処理

を確実に行う）課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/週

行う。 

 

11 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、刺鍼(臀部後仙骨孔)血圧測定の学

習：血圧測定 

他人へ正しい方法で刺鍼操作行う。（手洗

い、消毒、廃鍼、医療廃棄物の処理

を確実に行う）課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/週

行う。 

 

12 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：前期・

後期の総復習(腰部等）血圧測定の学習：血

圧測定 

他人へ正しい方法で刺鍼操作行う。（手洗

い、消毒、廃鍼、医療廃棄物の処理

を確実に行う）課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/週

行う。 

 

13 

片手挿管テスト 1 分間に 15 回行う。評価

として、15 回未満は減点し、15 回を越える

回数は加点する。評価後、手技の復習を行

う。 

衛生的な髪型および服装と、正しい方法に

よる片手挿管を評価する。課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/週行う。 

 

14 
授業内試験①（一連の刺鍼操作や各種鍼法

の刺鍼操作） 

鍼実技に必要な準備および衛生的操作ほ

か、後期実技授業の内容を総合に評

価する。課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

15 
授業内試験②（一連の刺鍼操作や各種鍼法

の刺鍼操作） 

鍼実技に必要な準備および衛生的操作ほ

か、後期実技授業の内容を総合に評

価する。課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．授業内試験（一連の刺鍼操作や特殊鍼法・各種鍼法の刺鍼操作） ２．授業内テスト①（片手挿管の

連続操作 13 回） ３．授業内テスト②（片手挿管の連続操作 15 回）4．小テスト ※１～３において基準

とする評価に達していない者は、補講授業を必ず受講する。原則として授業時間数の 4/5 以上の出席を

必要とし、60 点以上で単位認定する。※１～３は、到達目標１～３にて評価する。 

 

1. 60%2. 

15%3. 

15%4.10

% 



授業科目名 基礎鍼実技Ⅱ (鍼灸 A) 

主担当教員 髙﨑 雷太 担当教員 髙﨑 雷太／大川 祐世 

科目ナンバリング SS20BACA024 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義は、前期までの基礎的な刺鍼操作の復習から始まり、現在鍼灸臨床上で主として行われている様々な

刺法を習得し、かつ解剖を理解した上で、体表指標から刺鍼点を捉えることが出来るように指導することを

目的としている。本講義で行う鍼灸臨床上で主として行われている刺法とは、小児鍼、皮内鍼法である。正

しく刺鍼点を捉える練習として、顔面部刺鍼、後仙骨孔刺鍼、坐骨神経刺鍼を指導する。その他、鍼灸臨床上

必要な技術として、血圧測定の方法・意義とその修練を行う。また、知識や技術だけでなく、患者に対する適

切な態度や配慮・衛生概念も併せて学習する。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．鍼における基本実技を行える２．正確かつ安全な刺鍼を体得することができる３．自身・他人の体への刺鍼を体

得することができる４．各種鍼法の基本を理解し、正しく行うことができる５．特殊鍼法の基本を理解し、正しく刺

鍼することができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．本実習は鍼灸の根幹をなすものであることを認識する。２．出席は重視する。３．始業時間には、授業に

必要な準備を済ませておく。４．実習における身なりを整える。特に白衣・名札の着用、頭髪、爪など。５．

実習の際、手足・体幹が出せる準備をしておく。 ６．片手挿管の練習及び実技授業の復習を２時間/週行う。

７．鍼実技においては、学内（実習室開放日等を利用）にて教員等の指導下で行う。 

 

教科書 

「鍼灸医療安全ガイドライン」 医歯薬出版株式会社尾崎昭弘・坂本歩・尾﨑朋文/鍼灸安全性委員会 

 

参考書 

「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス」 南江堂大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼灸

解剖グループ（尾﨑朋文他）「ポケット鍼灸臨床ガイド」アルテミシア 森ノ宮医療学園出版部(坂本歩) 

 

研究室／オフィスアワー 

髙﨑：東棟 4 階（不定期なため事前に確認が必要）大川：東棟 4階（不定期なため事前に確認が必要） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション：後期試験評価課題と

基準説明刺鍼中の十七手技の学習：資料配

布血圧測定の学習：説明(デモ)、血圧測定 

衛生的な髪型および服装の確認。鍼灸と物

理療法の併用と、研究について。課

題:練習及び実技授業の予習または

復習を２時間/週行う。 

 

2 

片手挿管・堅物通しの学習：説明(デモ)、ゼ

リー鍼台での練習(安全深度・手技等）人体

刺鍼の学習：資料、深度確認、雀啄術・回旋

術による刺鍼(自身の下腿)渋鍼対策の学

自身へ刺鍼の基本操作通りに刺鍼する。（手

洗い、消毒、廃鍼、医療廃棄物の処

理を確実に行う）課題:練習及び実

技授業の予習または復習を２時間/

 



習：副刺激術・示指打法血圧測定の学習：血

圧測定 

週行う。 

3 

片手挿管・型物通しの学習：練習・ゼリー鍼

台での練習(安全深度・手技等）人体刺鍼の

学習：単刺術・刺鍼転向法による刺鍼(他人

の上肢)血圧測定の学習：血圧測定 

他人へ基本操作通りに施術する。（手洗い、

消毒、廃鍼、医療廃棄物の処理を確

実に行う）課題:練習及び実技授業

の予習または復習を２時間/週行

う。 

 

4 

片手挿管・型物通しの学習：練習・ゼリー鍼

台での練習(安全深度・手技等）人体刺鍼の

学習：旋撚術・置鍼術・副刺激術・示指打法

による刺鍼(他人の腰部)血圧測定の学習：

血圧測定 

他人へ基本操作通りに施術する。（手洗い、

消毒、廃鍼、医療廃棄物の処理を確

実に行う）課題:練習及び実技授業

の予習または復習を２時間/週行

う。 

 

5 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：雀啄

術による刺鍼(他人の下腿後面)血圧測定の

学習：血圧測定 

他人へ正しい方法で操作行う。（手洗い、消

毒、廃鍼、医療廃棄物の処理を確実

に行う）課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

6 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：回旋

術第 2 法による刺鍼(他人の肩背部)血圧測

定の学習：血圧測定 

他人へ正しい方法で操作行う。（手洗い、消

毒、廃鍼、医療廃棄物の処理を確実

に行う）課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

7 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、直刺・斜刺による刺鍼(他人の背部)

血圧測定の学習：血圧測定 

他人へ正しい方法で刺鍼操作行う。（手洗

い、消毒、廃鍼、医療廃棄物の処理

を確実に行う）課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/週

行う。 

 

8 

８．片手挿管テスト 1 分間に 13 回行う。

評価として、13 回未満は減点し、13 回を越

える回数は加点する。評価後、小テスト行

う。 

衛生的な髪型および服装と、正しい方法に

よる片手挿管を評価する。 課題:

練習及び実技授業の予習または復

習を２時間/週行う。 

 

9 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：前半

の復習人体刺鍼の学習：ゼリー鍼台での復

習血圧測定の学習：血圧測定 

衛生的な髪型および服装と、正しい方法に

よる片手挿管および血圧を測定す

る。課題:練習及び実技授業の予習

または復習を２時間/週行う。 

 

10 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、刺鍼(顔面部刺鍼＋腹部)血圧測定

の学習：血圧測定 

他人へ正しい方法で刺鍼操作行う。（手洗

い、消毒、廃鍼、医療廃棄物の処理

を確実に行う）課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/週

行う。 

 

11 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：説明

(デモ)、刺鍼(臀部後仙骨孔)血圧測定の学

習：血圧測定 

他人へ正しい方法で刺鍼操作行う。（手洗

い、消毒、廃鍼、医療廃棄物の処理

を確実に行う）課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/週

行う。 

 

12 

片手挿管の学習：練習・ゼリー鍼台での練習

(安全深度・手技等）人体刺鍼の学習：前期・

後期の総復習(腰部等）血圧測定の学習：血

圧測定 

他人へ正しい方法で刺鍼操作行う。（手洗

い、消毒、廃鍼、医療廃棄物の処理

を確実に行う）課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/週

行う。 

 

13 

片手挿管テスト 1 分間に 15 回行う。評価

として、15 回未満は減点し、15 回を越える

回数は加点する。評価後、手技の復習を行

う。 

衛生的な髪型および服装と、正しい方法に

よる片手挿管を評価する。課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/週行う。 

 

14 
授業内試験①（一連の刺鍼操作や各種鍼法

の刺鍼操作） 

鍼実技に必要な準備および衛生的操作ほ

か、後期実技授業の内容を総合に評

価する。課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

15 
授業内試験②（一連の刺鍼操作や各種鍼法

の刺鍼操作） 

鍼実技に必要な準備および衛生的操作ほ

か、後期実技授業の内容を総合に評

価する。課題:練習及び実技授業の

予習または復習を２時間/週行う。 

 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．授業内試験（一連の刺鍼操作や特殊鍼法・各種鍼法の刺鍼操作） ２．授業内テスト①（片手挿管の

連続操作 13 回） ３．授業内テスト②（片手挿管の連続操作 15 回） ４．小テスト※１～３において基準

とする評価に達していない者は、補講授業を必ず受講する。原則として授業時間数の 4/5 以上の出席を

必要とし、60 点以上で単位認定する。※１～３は、到達目標１～３にて評価する。 

 

1. 60%2. 

15%3. 

15%4.10

％ 



授業科目名 基礎灸実技Ⅰ (鍼灸 B) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明／橋垣 志帆 

科目ナンバリング SS20BACA025 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

きゅう師に必要な灸の基礎実技を知り、正確かつ安全に身体へ施灸することができるよう知識・技能を学修

する。施灸技術に習熟するには技術の鍛錬・研鑽が必要であり大切である。散艾から艾?(米粒大、半米粒大

など)を作る方法を学び、形状と大きさが均一の艾?を連続作成できるようにする。作り方によって燃焼温度

が上下することを理解し、一定の燃焼温度に成るよう艾?の作成技法を習得する。※本科目は実務経験のある

教員等による授業科目です 

 

学修目標 

正確かつ安全に身体へ施灸することができるよう知識・技能を学修する。散艾から一定の大きさおよび温度の艾?(米

粒大、半米粒大など)を作成できる。一定の速さで艾?に点火できる技術を身につける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.出席を重視する。2.授業態度が不良(私語、携帯を見ること等)の者は減点対象とする。3.宿題は全て提出

すること。 

 

教科書 

中村辰三著｢お灸入門｣医歯薬出版 

 

参考書 

教科書執筆小委員会「はりきゅう実技(基礎編)」医道の日本社 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 1(東棟 4F)/月曜日 3 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ひもの作成 復習：ひも作りの作成(2 時間) 
松熊、

熊野 

2 艾?の作成(米粒大) 
復習：艾?の作成(米粒大)(1 時間)課題：ひ

も作りが出来ること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

3 艾?（米粒大）のスムーズな作成 復習：施灸板を用いた施灸訓練(2 時間) 
松熊、

熊野 

4 艾?（米粒大）のスムーズな作成および点火 復習：施灸板を用いた施灸訓練(2 時間) 
松熊、

熊野 

5 
施灸用紙を用いた、一定時間内での施灸訓

練(米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(2 時間) 

松熊、

熊野 

6 紙上施灸(米粒大)、板上施灸(半米粒大) 
復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(2 時間) 

松熊、

熊野 

7 
スピード練習(米粒大)、紙上施灸(半米粒

大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(2 時間) 

松熊、

熊野 



8 スピード練習(米粒大、半米粒大) 
復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(2 時間) 

松熊、

熊

野 

9 
紙上施灸(米粒大、半米粒大)、スピード練習

(米粒大、半米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(1 時間)課題：施灸用紙を用い

た施灸訓練(1 時間) 

松熊、

熊野 

10 
紙上施灸(米粒大、半米粒大)、スピード練習

(半米粒大)、小テスト(スピード：米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(1 時間)課題：施灸用紙を用い

た施灸訓練(1 時間) 

松熊、

熊

野 

11 
紙上施灸(米粒大、半米粒大)、小テスト(ス

ピード：半米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(1 時間)課題：施灸用紙を用い

た施灸訓練(1 時間) 

松熊、

熊

野 

12 小テスト（紙上施灸：米粒大、半米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(1 時間)課題：施灸用紙を用い

た施灸訓練(1 時間) 

松熊、

熊

野 

13 小テスト(スピード、紙上施灸：米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(1 時間)課題：施灸用紙を用い

た施灸訓練(1 時間) 

松熊、

熊

野 

14 小テスト(スピード、紙上施灸：半米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(1 時間)課題：施灸用紙を用い

た施灸訓練(1 時間) 

松熊、

熊

野 

15 
総復習：板上施灸、紙上施灸（米粒大、半米

粒大） 
復習：板上施灸、紙上施灸訓練(2 時間) 

松熊、

熊

野 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.宿題<DP1>2.授業中に行う小テスト<DP1>3.定期試験。<DP1>・試験・課題に対するフィードバック方法宿

題は翌週以降にコメントをつけて返却する。必要に応じて小テスト、定期試験の解説を行う。 

 

1.20%2.

40%3.40

% 



授業科目名 基礎灸実技Ⅰ (鍼灸 A) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明／橋垣 志帆 

科目ナンバリング SS20BACA025 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

きゅう師に必要な灸の基礎実技を知り、正確かつ安全に身体へ施灸することができるよう知識・技能を学修

する。施灸技術に習熟するには技術の鍛錬・研鑽が必要であり大切である。散艾から艾?(米粒大、半米粒大

など)を作る方法を学び、形状と大きさが均一の艾?を連続作成できるようにする。作り方によって燃焼温度

が上下することを理解し、一定の燃焼温度に成るよう艾?の作成技法を習得する。※本科目は実務経験のある

教員等による授業科目です 

 

学修目標 

正確かつ安全に身体へ施灸することができるよう知識・技能を学修する。散艾から一定の大きさおよび温度の艾?(米

粒大、半米粒大など)を作成できる。一定の速さで艾?に点火できる技術を身につける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.出席を重視する。2.授業態度が不良(私語、携帯を見ること等)の者は減点対象とする。3.宿題は全て提出

すること。 

 

教科書 

中村辰三著｢お灸入門｣医歯薬出版 

 

参考書 

教科書執筆小委員会「はりきゅう実技(基礎編)」医道の日本社 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 1(東棟 4F)/月曜日 3 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ひもの作成 復習：ひも作りの作成(2 時間) 
松熊、

熊野 

2 艾?の作成(米粒大) 
復習：艾?の作成(米粒大)(1 時間)課題：ひ

も作りが出来ること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

3 艾?（米粒大）のスムーズな作成 復習：施灸板を用いた施灸訓練(2 時間) 
松熊、

熊野 

4 艾?（米粒大）のスムーズな作成および点火 復習：施灸板を用いた施灸訓練(2 時間) 
松熊、

熊野 

5 
施灸用紙を用いた、一定時間内での施灸訓

練(米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(2 時間) 

松熊、

熊野 

6 紙上施灸(米粒大)、板上施灸(半米粒大) 
復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(2 時間) 

松熊、

熊野 

7 
スピード練習(米粒大)、紙上施灸(半米粒

大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(2 時間) 

松熊、

熊野 



8 スピード練習(米粒大、半米粒大) 
復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(2 時間) 

松熊、

熊

野 

9 
紙上施灸(米粒大、半米粒大)、スピード練習

(米粒大、半米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(1 時間)課題：施灸用紙を用い

た施灸訓練(1 時間) 

松熊、

熊野 

10 
紙上施灸(米粒大、半米粒大)、スピード練習

(半米粒大)、小テスト(スピード：米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(1 時間)課題：施灸用紙を用い

た施灸訓練(1 時間) 

松熊、

熊

野 

11 
紙上施灸(米粒大、半米粒大)、小テスト(ス

ピード：半米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(1 時間)課題：施灸用紙を用い

た施灸訓練(1 時間) 

松熊、

熊

野 

12 小テスト（紙上施灸：米粒大、半米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(1 時間)課題：施灸用紙を用い

た施灸訓練(1 時間) 

松熊、

熊

野 

13 小テスト(スピード、紙上施灸：米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(1 時間)課題：施灸用紙を用い

た施灸訓練(1 時間) 

松熊、

熊

野 

14 小テスト(スピード、紙上施灸：半米粒大) 

復習：施灸板を用いた、一定時間内での施灸

訓練(1 時間)課題：施灸用紙を用い

た施灸訓練(1 時間) 

松熊、

熊

野 

15 
総復習：板上施灸、紙上施灸（米粒大、半米

粒大） 
復習：板上施灸、紙上施灸訓練(2 時間) 

松熊、

熊

野 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.宿題<DP1>2.授業中に行う小テスト<DP1>3.定期試験。<DP1>・試験・課題に対するフィードバック方法宿

題は翌週以降にコメントをつけて返却する。必要に応じて小テスト、定期試験の解説を行う。 

 

1.20%2.

40%3.40

% 



授業科目名 基礎灸実技Ⅱ (鍼灸 B) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明／橋垣 志帆 

科目ナンバリング SS20BACA026 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体への施灸を練習する。身体各部の構造的特徴、施灸方法と注意点を理解し実践する。施灸の簡単な部位

から行い、技術の向上に沿って施灸が困難な部位を実施する。また、無痕灸も併せて実施する。 ※本科目

は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

身体各部の構造的特徴と注意点を理解し、お互いに施灸できる。 直接灸および間接灸について理解し、実践するこ

とができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.出席を重視する。2.授業態度が不良(私語、携帯を見ること等)の者は減点対象とする。3.宿題は全て提出

すること。 

 

教科書 

中村辰三著｢お灸入門｣医歯薬出版 

 

参考書 

教科書執筆小委員会「はりきゅう実技(基礎編)」医道の日本社 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 1(東棟 4F)/月曜日 3 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
後期の授業内容、評価方法の説明。大腿部へ

の連続施灸の練習。スピードテストの練習。 

予習：スピードテストの練習。(0.5 時間)復

習：スピードテストの練習と大腿部

への連続施灸の練習。(0.5 時間)課

題：施灸用紙を用いた施灸訓練。(1

時間) 

松熊、

熊野 

2 乾燥よもぎから艾の作成 

予習/復習：スピードテストの練習と大腿部

への連続施灸の練習。(1 時間)課題：

施灸用紙を用いた施灸訓練。(1 時

間) 

松熊、

熊野 

3 
小テスト：スピードテスト（米粒大）棒灸作

り 

予習/復習：スピードテストの練習と大腿部

への連続施灸の練習。(1 時間)課題：

施灸用紙を用いた施灸訓練。(1 時

間) 

松熊、

熊野 

4 
小テスト：スピードテスト（半米粒大）箱灸、

温筒灸 

予習/復習：スピードテストの練習と大腿部

への連続施灸の練習。(1 時間)課題：

施灸用紙を用いた施灸訓練。(1 時

間) 

松熊、

熊野 



5 隔物灸 

予習/復習：スピードテストの練習と大腿部

への連続施灸の練習。(1 時間)課題：

施灸用紙を用いた施灸訓練。(1 時

間) 

松熊、

熊野 

6 
小テスト：大腿部への連続施灸透熱灸（下

肢） 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊野 

7 透熱灸（上肢） 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊野 

8 透熱灸（背部） 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

9 透熱灸（腹部） 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊野 

10 透熱灸（頭部） 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

11 小テスト：スピードテスト（米粒大）糸状灸 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

12 小テスト：スピードテスト（米粒大）多壮灸 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

13 小テスト：大腿部への連続施灸知熱灸 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

14 複数の部位への透熱灸１ 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

松熊、

熊

野 



習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

15 複数の部位への透熱灸 2 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.宿題<DP1>2.授業中に行う小テスト<DP1>3.定期試験。（ただし、期末試験で 29 点以下のものは不合格

とする）<DP1>・試験・課題に対するフィードバック方法宿題は翌週以降にコメントをつけて返却する。必要

に応じて小テスト、定期試験の解説を行う。 

 

1.20%2.

30%3.50

% 



授業科目名 基礎灸実技Ⅱ (鍼灸 A) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明／橋垣 志帆 

科目ナンバリング SS20BACA026 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

人体への施灸を練習する。身体各部の構造的特徴、施灸方法と注意点を理解し実践する。施灸の簡単な部位

から行い、技術の向上に沿って施灸が困難な部位を実施する。また、無痕灸も併せて実施する。 ※本科目

は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

身体各部の構造的特徴と注意点を理解し、お互いに施灸できる。 直接灸および間接灸について理解し、実践するこ

とができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.出席を重視する。2.授業態度が不良(私語、携帯を見ること等)の者は減点対象とする。3.宿題は全て提出

すること。 

 

教科書 

中村辰三著｢お灸入門｣医歯薬出版 

 

参考書 

教科書執筆小委員会「はりきゅう実技(基礎編)」医道の日本社 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 1(東棟 4F)/月曜日 3 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
後期の授業内容、評価方法の説明。大腿部へ

の連続施灸の練習。スピードテストの練習。 

予習：スピードテストの練習。(0.5 時間)復

習：スピードテストの練習と大腿部

への連続施灸の練習。(0.5 時間)課

題：施灸用紙を用いた施灸訓練。(1

時間) 

松熊、

熊野 

2 乾燥よもぎから艾の作成 

予習/復習：スピードテストの練習と大腿部

への連続施灸の練習。(1 時間)課題：

施灸用紙を用いた施灸訓練。(1 時

間) 

松熊、

熊野 

3 
小テスト：スピードテスト（米粒大）棒灸作

り 

予習/復習：スピードテストの練習と大腿部

への連続施灸の練習。(1 時間)課題：

施灸用紙を用いた施灸訓練。(1 時

間) 

松熊、

熊野 

4 
小テスト：スピードテスト（半米粒大）箱灸、

温筒灸 

予習/復習：スピードテストの練習と大腿部

への連続施灸の練習。(1 時間)課題：

施灸用紙を用いた施灸訓練。(1 時

間) 

松熊、

熊野 



5 隔物灸 

予習/復習：スピードテストの練習と大腿部

への連続施灸の練習。(1 時間)課題：

施灸用紙を用いた施灸訓練。(1 時

間) 

松熊、

熊野 

6 
小テスト：大腿部への連続施灸透熱灸（下

肢） 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊野 

7 透熱灸（上肢） 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊野 

8 透熱灸（背部） 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

9 透熱灸（腹部） 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊野 

10 透熱灸（頭部） 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

11 小テスト：スピードテスト（米粒大）糸状灸 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

12 小テスト：スピードテスト（米粒大）多壮灸 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

13 小テスト：大腿部への連続施灸知熱灸 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

14 複数の部位への透熱灸１ 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

松熊、

熊

野 



習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

15 複数の部位への透熱灸 2 

予習：指定された経穴を取穴できること。

(0.5 時間)復習：スピードテストの

練習と大腿部への連続施灸の練習。

習った内容をスムーズに行なえる

ようになるまで、何度も練習する。

(0.5 時間)課題：施灸用紙を用いた

施灸訓練。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.宿題<DP1>2.授業中に行う小テスト<DP1>3.定期試験。（ただし、期末試験で 29 点以下のものは不合格

とする）<DP1>・試験・課題に対するフィードバック方法宿題は翌週以降にコメントをつけて返却する。必要

に応じて小テスト、定期試験の解説を行う。 

 

1.20%2.

30%3.50

% 



授業科目名 キャリアデザイン (鍼灸) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 
松熊 秀明／鍋田 智之／宮武 

大貴 

科目ナンバリング SS20BACA040 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

大学進学は将来の自分像を考え、ステップアップするための重大な選択である。自身が描いた将来像を実現

するために、大学生活を有意義に過ごす必要がある。そのためには、1年次に明確な将来計画を考え、大学在

学中に何をしなければならないかを決める必要がある。自身が考え、実践した結果が社会に求められる人材

への成長に繋がり、就職活動とその結果にも結び付く。本授業では、業界研究を通じて自身のキャリアデザ

インを作成し、社会人として求められる「主体性」「協調性」「論理性」の基礎を身につける。 

 

学修目標 

１．本大学を選んだ進路選択理由について自己確認することができる。２．鍼灸業界の現状と将来性について理解し、

業界研究を通じて自分のキャリアデザインを作成できる。３．自己分析を通じて自分自身を知り、自己変革に繋げる

ことができる。４．社会人としてのマナーや態度を理解し、大学生活における生活習慣を身に付けることができる。

５．目標とする資格について理解し、大学生活における学習目標を明確にすることができる。DP②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．大学生活を有意義に過ごすだけでなく、卒業後の将来計画にも関係する科目であることを理解する。２．

社会人へのステップとして、大学では自ら情報を収集し、整理、報告しなければならないことを理解し、主

体的に取り組むこと。３．グループワークでは、互いの考えを尊重するとともに、自分の意見を相手に説明

する力が必要となる。４．自分のキャリアデザインについては、家族や周囲の助言を受けつつも、自分自身

が考えて決めなければいけないことを理解すること。５．業界セミナーについては、講師の都合により日程

が予定と異な 

 

教科書 

特にありません。 

 

参考書 

授業時に紹介します。 

 

研究室／オフィスアワー 

教員の研究室で対応する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーショングループワーク「鍼灸

学科を選択した理由と将来の目標」各自3分

間の発表 

「鍼灸学科を選択した理由と将来の目標」

について、指定の用紙に記入して持

参すること。(2 時間) 

 

2 
図書館セミナー図書館利用方法、WEB による

文献検索、収集方法について 

医療の諸問題について」のグループワーク、

レポート作成のために、学習した情
 



報収集作業を駆使して準備するこ

と。(2 時間) 

3 
社会人・医療人としてのマナーと態度自己

分析と自己アピールグループワーク 

自分の長所、短所について各10種類列記し、

それぞれ事例をもってアピールで

きるように準備してくること。(2 時

間)社会人・医療人としてのマナー

を心掛けて学生生活を送ること。 

 

4 鍼灸学科のカリキュラムと履修モデル 
学生手帳のカリキュラムや授業に関する項

目を読んでくること。(2 時間) 
 

5 

鍼灸師資格とその他の資格との関連につい

て専門性の高い資格・技術の応用範囲につ

いて 

興味をもった資格情報を自身で調査するこ

と。(2 時間) 
 

6 業界セミナー１「鍼灸業界団体」 
興味を持った内容について、WEB などを用い

て情報を収集すること。(2 時間) 
 

7 業界セミナー２「スポーツ鍼灸」 
興味を持った内容について、WEB などを用い

て情報を収集すること。(2 時間) 
 

8 業界セミナー３「美容鍼灸」 
興味を持った内容について、WEB などを用い

て情報を収集すること。(2 時間) 
 

9 業界セミナー４「治療院の役割」 
興味を持った内容について、WEB などを用い

て情報を収集すること。(2 時間) 
 

10 業界研究①WEB による業界情報の収集 

自身の目指す将来構想をまとめてくるこ

と。授業で調べた希望する業界情報

を整理してくること。(2 時間) 

 

11 

業界研究②WEB による業界情報の収集求人

情報の閲覧勤務希望地域、アクセス、希望条

件の検討 

架空でよいが、希望する就職条件を考えて

くること。授業で調査した結果をレ

ポートにまとめること。(2 時間) 

 

12 業界研究結果に関するグループワーク 

同じ目標を持つ者同士で業界の現状、目指

す資格、求められる技術、在学中の

プラン、就職活動についてまとめ、

次回の発表用のパワーポイントな

どプレゼンテーションの準備をす

ること。(2 時間) 

 

13 
業界研究結果に関するグループ発表パワー

ポイントによる発表 

同じ目標を持つ者同士で業界の現状、目指

す資格、求められる技術、在学中の

プラン、就職活動についてまとめ、

次回の発表用のパワーポイントな

どプレゼンテーションの準備をす

ること。(2 時間) 

 

14 
業界研究結果に関するグループ発表パワー

ポイントによる発表 

履歴書を作成するための基礎情報を整理し

てくること。自身の考えるキャリア

プランについて、保護者と話してく

ること。(2 時間) 

 

15 
履歴書の記載。キャリアデザインの作成と

提出 

面接試験のトレーニングを行うこと。(2 時

間) 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①業界研究レポート<DP2,3,4> ②履歴書・キャリアプラン<DP2,3,4> ③面接実技試験<DP2,3,4> 上記の

総合評価の結果、60 点以上で単位認定する。DP②③④・レポート、キャリアプラン、面接実技試験に対す

るフィードバック方法必要に応じて・レポート、キャリアプラン、面接実技試験に対する個別指導を行う。 

 

①20%

②20%

③60% 



授業科目名 スポーツ実習Ⅰ体つくり運動 (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 佐野 加奈絵 担当教員 佐野 加奈絵 

科目ナンバリング SS20BACA062 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本授業では、自己の身体に関心を持ち、体力・運動能力に関する課題をもって体をほぐし、体力を高めるこ

とを目的とする。特に、ウォーミングアップやクーリングダウンに関する基礎的な知識を習得することや多

様なストレッチングの特徴を理解することを目的とする。 

 

学修目標 

・自己の身体の特徴を把握し、それに応じた体つくり運動を実践できるようにする（DP①）。・科学的根拠に基づき、

適切なストレッチングを選択し、ウォーミングアップやクーリングダウンを行える能力を養う（DP①）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

諸事情により、授業を見学する際もスポーツウェアに着替えてください。 

 

教科書 

文部科学省「中学校学習指導要領解説 保健体育編」東山書房、2017 年文部科学省「高等学校学習指導要領

解説 保健体育編・体育編」東山書房、2009 年 

 

参考書 

細江文利編「動きの『感じ』と『気づき』を大切にした体つくり運動の授業づくり」教育出版、2011 年 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4F 月曜 AM9:00-16:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 体つくり運動の意義と目的 
予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

2 ストレッチングの種類と特性 
予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

3 ストレッチングの目的と効果 
予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

4 ストレッチングの実際 
予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

5 ストレッチング実施上のポイントと注意点 
予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

6 
ウォーミングアップとクーリングダウンと

は？ 

予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

7 
ウォーミングアップとクーリングダウンの

目的と効果 

予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

8 
ウォーミングアップとクーリングダウンの

実際 

予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

9 
ウォーミングアップとクーリングダウンの

注意点 

予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 



10 
体ほぐしの運動① 自分や仲間の体や心の

状態の確認 

予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

11 体ほぐしの運動② 体の状態を整える運動 
予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

12 
体ほぐしの運動③ 仲間と交流を豊かにす

るための運動 

予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

13 体力を高める運動① 調整力 
予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

14 体力を高める運動② 筋力 
予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

15 体力を高める運動③ 持久力 
予習： 学習指導要領の確認．復習： 配布

プリント，キーワードの確認． 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①指導案 20%、②授業への取り組み 50%、③課題レポート 30%で評価する（DP①）。課題に対するフィード

バックの方法模擬授業後、指導案や授業内容に対して解説をする。学生間のフィードバックレポートがあ

る場合についても取りまとめ、教師役へ返却する。 

 

①20%

②50%

③30% 



授業科目名 スポーツ実習Ⅲ陸上競技 (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 濱口 幹太 担当教員 濱口 幹太 

科目ナンバリング SS20BACB066 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 2 限、月曜

3 限、月曜 4 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本授業は教職課程認定科目の一つであり，中高体育科教育を教授するに足る専門的知識および技能を修得す

ることを一目標とする。受講生が，陸上競技における正しい記録測定の方法と実技中の安全対策を学修する

とともに，技能向上に積極的に取り組み，記録挑戦や競争への楽しさや喜びを体感することを期待する。高

等学校学習指導要領に基づき，トラック種目として 100ｍ，400ｍ，リレー，50ｍハードル及び 1500ｍ競争を，

フィールド種目として跳躍種目は走り幅跳び，走り高跳び及び三段跳びを，投てき種目は砲丸投げとやり投

げ（ターボジャブ使用）の計 10 種目の記録測定を実施する。 

 

学修目標 

本授業の学修目標は以下の3点とする。１）受講生自身が教育現場で見本をみせられるよう，各種目の基本的および

効率の良い動きを身につけることができるようにする。<DP①③>２）陸上競技のルールやマナーを理解し記録測定を

正確に実施できるようにする。<DP①③>３）陸上競技各種目の技術の名称や特有の動きのポイント，体力の高め方，

運動観察の方法を理解するとともに，安全性に配慮できるようにする。<DP①③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１回の授業で，複数の種目を組み合わせて練習や記録測定を実施するため，以下の授業計画表のまま進まな

いこともあります（詳細はオリエンテーションにおいて）。なお，天候，気温により計画等を変更する場合も

ある。陸上競技の面白さの部分である，自己記録の更新と相手記録との競争であるため、体験してもらう。

毎週，より高い記録を出すため研究，創意工夫，準備して授業に臨んでほしい。ランニングシューズとジャ

ージの着用は必須です（見学の場合でも）。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

日本陸連 公式サイト 陸上競技ルールブック  http://www.jaaf.or.jp/athlete/rule/ 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション（授業の進め方，各種目

の記録測定および記録の点数化についての

説明，ウォーミングアップの実施） 

＜事前事後学習：1時間＞予習：陸上競技の

種目について調査する（種目のルー

ル，動画）復習：実践した種目のル

ールや特性について復習 

 



2 

短距離走 100ｍ（正しいランニングフォーム

のための練習。スタートダッシュ～加速～

中間走～フィニッシュまでの流れを学修す

る。練習 50ｍ走の記録測定方法など） 

＜事前事後学習：1時間＞予習：学修内容に

ついて予習（種目のルール，動画）

復習：実践した種目のルールや特性

について復習 

 

3 
短距離走 400ｍ（特に中間走の高いスピード

を維持して走ることをねらう） 

＜事前事後学習：1時間＞予習：学修内容に

ついて予習（種目のルール，動画）

復習：実践した種目のルールや特性

について復習 

 

4 
ハードル走①（インターバルを 3 歩でリズ

ミカルに走る。ハードルを低く走り越す） 

＜事前事後学習：1時間＞予習：学修内容に

ついて予習（種目のルール，動画）

復習：実践した種目のルールや特性

について復習 

 

5 

ハードル走②（振り上げ脚を振り下ろしな

がら抜き脚を素早く前へ引き出す。50ｍ走

とハードル走とのタイム差からハードリン

グ技能を検証） 

＜事前事後学習：1時間＞予習：学修内容に

ついて予習（種目のルール，動画）

復習：実践した種目のルールや特性

について復習 

 

6 

リレー 4×100ｍ（4名の 100ｍ走の合計タ

イムをおおよそ揃えてチーム分けし，バト

ンパス練習をする） 

＜事前事後学習：1時間＞予習：学修内容に

ついて予習（種目のルール，動画）

復習：実践した種目のルールや特性

について復習 

 

7 
中長距離走 1500ｍ（自己に適したペースを

維持して走ること。） 

＜事前事後学習：1時間＞予習：学修内容に

ついて予習（種目のルール，動画）

復習：実践した種目のルールや特性

について復習 

 

8 

走り幅跳び （スピードに乗った助走と力強

い踏切，空中動作から効率良い着地動作ま

で） 

＜事前事後学習：1時間＞予習：学修内容に

ついて予習（種目のルール，動画）

復習：実践した種目のルールや特性

について復習 

 

9 

走り高跳び（ベリーロールの修得。はさみ跳

びから背面跳びへの移行。用具の安全性へ

の配慮） 

＜事前事後学習：1時間＞予習：学修内容に

ついて予習（種目のルール，動画）

復習：実践した種目のルールや特性

について復習 

 

10 
三段跳び（ホップ・ステップ・ジャンプの一

連の身体の使い方） 

＜事前事後学習：1時間＞予習：学修内容に

ついて予習（種目のルール，動画）

復習：実践した種目のルールや特性

について復習 

 

11 

砲丸投げ（サイドステップやグライドから

の投出し速度の獲得。事故防止などの安全

対策） 

＜事前事後学習：1時間＞予習：学修内容に

ついて予習（種目のルール，動画）

復習：実践した種目のルールや特性

について復習 

 

12 
やり投げ（クロスステップから投出し速度

の獲得。事故防止などの安全対策） 

＜事前事後学習：1時間＞予習：学修内容に

ついて予習（種目のルール，動画）

復習：実践した種目のルールや特性

について復習 

 

13 
希望種目の記録更新への再トライアル(ト

ラック種目) 

＜事前事後学習：1時間＞予習：ルールおよ

び測定方法の復習復習：実践した種

目のルールや特性について復習 

 

14 
希望種目の記録更新への再トライアル(跳

躍種目) 

＜事前事後学習：1時間＞予習：ルールおよ

び測定方法の復習復習：実践した種

目のルールや特性について復習 

 

15 
希望種目の記録更新への再トライアル(投

てき種目) 

＜事前事後学習：1時間＞予習：ルールおよ

び測定方法の復習復習：実践した種

目のルールや特性について復習 

 

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.技能点(測定記録を得点化し，短距離走，跳躍，投てきおよび長距離走の計 10 種目の平均

点)<DP①③>2.レポート<DP①③>を評価の対象とする。 

 

1.80%2.

20% 



授業科目名 スポーツ実習Ⅴダンス (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 古薮 直樹 担当教員 古薮 直樹 

科目ナンバリング SS20BACB068 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

ダンスの基礎的な身体の使い方、ダンスの指導法を学び、教育現場等での指導力を身につける。授業のまと

めとして、グループによる作品発表を通して、踊る・創る・観るという総合的な視点でダンスを学習する。ま

た、体つくり運動の効果的な指導法や、運動の苦手な学習者に対しての教育的配慮方法等も学習する。 

 

学修目標 

①ダンスの基礎的な身体の使い方を学び、創る、踊る、観るという総合的な視点でダンスの技能を身につける。②共

同作業を通して、互いの表現を認め合い、自己表現力を高め、積極的に取り組む姿勢を身につける。③教育現場等で

の指導力をみにつける。DP①③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

●本授業ではグループワークを中心とし、授業の成果として毎回発表を行います。仲間とコミュニケーショ

ンをとりながら積極的に取り組んでください。●教育研究の目的として、ビデオ撮影を行う場合があります。

撮影にあたっては、学生の権利・名誉を侵害することのないよう充分配慮します。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

健康運動実践指導者養成用テキスト（健康・体力づくり事業財団）中学校・高等学校学習指導要領解説 保

健体育編・体育編（文部科学省） 

 

研究室／オフィスアワー 

質問・相談はメールで受け付けております。問い合わせ：u214093@ouhs.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 第１回 オリエンテーション 
予習：シラバスの確認復習：シラバス・学習

指導要領を確認 
 

2 
第２回 学校体育におけるダンス授業につ

いて（１）創作ダンスについて 
予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

3 
第３回 学校体育におけるダンス授業につ

いて（２） フォークダンスについて 
予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

4 

第４回 学校体育におけるダンス授業につ

いて（３） 現代的なリズムのダンスについ

て 

予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

5 
第５回 学習指導要領のまとめ／体つくり

運動／即興的な表現 
予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

6 
第６回 動きの探求①日常的な動作をもと

に動きを工夫する／変化をつける 
予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  



7 第７回 動きの探求②ひとの流れ動き 予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

8 
第８回 動きの探求③身近な物をつかった

表現 
予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

9 

第９回 創作ダンスの指導法①：グループ

創作①(多様なテーマからイメージにあう

効果的な動きの探求) 

予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

10 

第 10 回 創作ダンスの指導法②：グループ

創作②(動きの変化・発展・空間構成、ひと

の流れ動き、ひとまとまりの表現を見つけ

る) 

予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

11 
第 11 回 実技試験：グループよる創作ダン

スの発表 
予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

12 第 12 回 リズムダンスの指導法 予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

13 第 13 回 学習指導案の作成 予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

14 第 14 回 ダンスの評価 予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

15 第 15 回 まとめと映像鑑賞 予習：授業資料の確認復習：授業記録の作成  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①平常点②授業内発表③レポート提出 DP①③ 

 

①50 ％

②20 ％

③30％ 



授業科目名 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学演習Ⅰ(ﾚｼﾞｽﾀﾝｽｴｸｻｻｲｽﾞ 1) (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 信江 彩加 担当教員 信江 彩加 

科目ナンバリング SS20BACB074 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

トレーニング科学および身体運動学等の学問分野に関する基本的な知識をベースとして、本演習では、バー

ベルやダンベルなどのフリーウェイト・マシン機器を用いた最大筋力の評価や、パワー、筋持久力、全身持

久力、柔軟性などの体力指標の評価を行い、そこで得られたデータを基にスポーツ種目、個人に応じたスポ

ーツ・レジスタンス系エクササイズトレーニングプログラムの作成に取り組む。 

 

学修目標 

・科学的なトレーニングに関する理論とその実践方法について学習する。〈DP①〉・レジスタンストレーニングに関す

る基礎理論をベースとして、安全で科学的なトレーニングを実践、指導できる能力を身につける。〈DP①③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

服装について教員からの指示がない限り、トレーニング用シャツ・パンツ・シューズは毎週持参し、更衣し

た後、授業に臨むこと。 

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

授業の進行に応じて都度教示します。 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 3/ 原則月曜日 3時限目・4 時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 トレーニング科学理論の概略 
健康づくりとレジスタンス運動予習・復習

各 2時間 
 

2 レジスタンストレーニングの基礎理論(１) トレーニングの目的予習・復習各 2時間  

3 レジスタンストレーニングの基礎理論(２) 身体特性の評価予習・復習各 2時間  

4 レジスタンストレーニングの応用展開(１) 
最大有酸素能力向上のための条件予習・復

習各 2時間 
 

5 レジスタンストレーニングの応用展開(２) 
最大無酸素性能力向上のための条件予習・

復習各 2時間 
 

6 レジスタンストレーニングの応用展開(３) 
最大筋力・筋パワー・筋持久力向上のための

条件予習・復習各 2時間 
 

7 レジスタンストレーニングの実践 

自重や身近な用具を使ったトレーニングの

実際インターバルトレーニングや

サーキットトレーニングの実際予

習・復習各 2 時間 

 



8 トレーニング適応の効果と適応 

呼吸・循環・代謝及び筋骨格系の形態及び機

能のトレーニング適応変化予習・復

習各 2時間 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績の評価は原則として４/５以上出席した者を対象とし、①課題レポート（70 点）〈DP①〉と②演習内容に

取り組む姿勢や理解度（30 点）〈DP①③〉を総合的に評価する。 課題（試験やレポート等）に対するフィ

ードバックの方法：レポート課題については、模範解答の提示と解説を実施する。 

 

①70%

②30% 



授業科目名 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学演習Ⅱ(ｴｱﾛﾋﾞ・ｳｫｰｷﾝｸﾞ・ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ) (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 折田 真弓 担当教員 折田 真弓 

科目ナンバリング SS20BACB075 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 4 限、月曜

5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

運動（スポーツ）トレーニングを実施する目的は、競技力向上、健康増進、筋力・持久力向上、ダイエット

等、実施する個人によって多種、多様である。本演習では、有酸素系エクササイズを演習プログラムの一環

として取り入れ、主に有酸素代謝機能の向上やダイエットを目的とする効果的なトレーニング方法の理論と

実践を体験学習できるような授業を展開する。また、健康体力に関する測定、講義も行いトレーニング科学

および運動生理学等の学問分野に関する基礎的な知識を養う。 

 

学修目標 

・エアロビックエクササイズの運動効果を理解し、安全に実践できる。・ウォーキングとジョギングの特性と効果を

理解し説明できる・対象者に応じた効果的な運動プログラムの作成と、安全な運動指導ができる。DP①③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

※重要※健康運動実践指導者資格試験を受験する学生は必ずこの講座を受講してください資格試験実技テス

トの試験対策となりますその他は初回授業オリエンテーションで説明いたします受講迷ってる学生は初回オ

リエンテーションで決定してください 

 

教科書 

適宜、資料を配布する。 

 

参考書 

健康運動実践指導者養成用テキスト（健康体力づくり事業財団） 

 

研究室／オフィスアワー 

なし 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康づくりとエアロビックエクササイズ 

予習：シラバスの確認健康づくり運動 ウ

ォーキングジョギングなど復習：授

業をもとにシラバス・プリントの確

認エアロビクス動きの練習 

オリエ

ンテー

ション 

2 ウォーキングの運動効果と特性 

予習：健康ウォーキング法について考える

復習：授業をもとにシラバス・プリ

ントの確認 

 

3 
ウォーキング測定、歩行速度・歩幅・歩数・

心拍数エアロビクス動作練習 

予習：運動プログラムを考える復習：測定結

果をもとに歩行分析をする 
 

4 
ウォーキングのプログラム作成・フォーム・

指導上の留意点エアロビクス指導練習 

予習：運動プログラムを考える・指導練習復

習：授業をもとにプリント・指導内

容の確認エアロビクス動作練習、指

 



導練習 

5 
エアロビックエクササイズの実践指導課題

練習 

予習：運動プログラムを作成する・指導練習

復習：指導の自己評価を行うエアロ

ビクス動作練習、指導練習、動画チ

ェック 

 

6 

ジョギングの運動効果・指導上の注意点エ

アロビクス動作練習、指導練習、指導チェッ

ク 

予習：ウォーキングとジョギングの違いに

ついて考える復習：授業をもとにプ

リント・指導内容の確認エアロビク

ス動作練習、指導練習、試験対策 

 

7 

ジョギング測定、心拍数、ＲＰＥ、プログラ

ム作成エアロビクス動作練習、指導練習、指

導テスト 

予習：運動プログラムを考える・指導練習復

習：測定結果を分析するエアロビク

ス動作練習、指導練習 

 

8 エアロビックエクササイズの実践指導２ 

予習：運動プログラムを作成する・指導練習

復習：指導の自己評価を行うエアロ

ビクス動作練習、指導練習、動画チ

ェック 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業に取り組む姿勢や態度（積極性、協調性）、参加、貢献の程度（７０％）②エアロビクス実技指導テ

スト技能の理解、習熟度、運動能力の水準、およびレポート（３０％）をそれぞれ評価する。４／５以上の

出席が必要。DP①③ 

 

①70%

②30% 



授業科目名 体力トレーニング論 (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 信江 彩加 担当教員 信江 彩加 

科目ナンバリング SS20BACA078 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本講義では、体力トレーニングに関連する機能解剖学や運動生理学などについて、講義形式にて学びを深め

る。トレーニングによる組織や器官（器官系）の構造的・機能的変化やそれに伴う生理機能の変化などにつ

いて学ぶとともに、各種トレーニングの効果について最新の学術的根拠についても解説する。また各種トレ

ーニングを実践するとともに、安全かつ効果的なトレーニング方法の取得と指導方法などについても学ぶ。

さらに目的に応じたトレーニングプログラム作成が可能となるよう授業を進めていく。 

 

学修目標 

１．体力・トレーニングに関連した機能解剖学・運動生理学・トレーニング科学を理解する。２．安全かつ効果的な

トレーニングの実践および指導が可能となる。３．目的に応じたトレーニングプロラムの作成が可能となる。〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．実技を実施するので動きやすい服装および室内履きを準備すること。２．実技では得手不得手は問わな

いので積極的に参加すること。 

 

教科書 

特になし。必要に応じてプリントなどを配布する。 

 

参考書 

『体力トレーニングの理論と実際』その他、必要に応じて提示する 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 3/ 原則月曜日 3時限目・4 時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス/体力トレーニング論とは 
予習：シラバスの確認（1時間）復習：体力

の定義について確認（2時間） 
 

2 体力トレーニングの科学的基礎１ 

予習・復習：トレーニング原理・原則につい

て事前にまとめ、再確認する（3 時

間） 

 

3 体力トレーニングの科学的基礎２ 

予習：骨学・関節学・筋学について確認（2

時間）復習：運動器の解剖学につい

てまとめる（2時間） 

 

4 体力トレーニングの科学的基礎３ 

予習：運動生理学の基礎を確認（2時間）復

習：キーワード・重要語句の確認（2

時間） 

 

5 ウォーミングアップ・クーリングダウン 

予習：ストレッチングの各種形態をまとめ

る（2 時間）復習：自身の競技特性

を考慮し応用する（2時間） 

 



6 レジスタンストレーニング１（実習） 

予習：上半身の機能解剖学について確認（2

時間）復習：自身の目的に応じて応

用実践する（2時間） 

 

7 レジスタンストレーニング２（実習） 

予習：下半身の機能解剖学について確認（2

時間）復習：自身の目的に応じて応

用実践する（2時間） 

 

8 レジスタンストレーニング３（実習） 

予習：体幹の機能解剖学について確認（2時

間）復習：自身の目的に応じて応用

実践する（2時間） 

 

9 パワー・スピード系トレーニング（実習） 

予習：オリンピックリフトについて理解（2

時間）復習：指定メディアを通じて

ポイントを確認（2時間） 

 

10 有酸素系トレーニング１（実習） 

予習：呼吸・循環器機能について確認（2時

間）復習：キーワード・重要語句の

確認（2時間） 

 

11 有酸素系トレーニング２（実習） 

予習：サーキットトレーニングをまとめる

（3 時間）復習：指定参考書の確認

（2時間） 

 

12 ピリオダイゼーション（期分け）とは 

予習：子どもの発育・発達について理解（2

時間）復習：課題について考察し次

週提出（2時間） 

 

13 トレーニングプログラムの作成 

予習：球技系競技の特性について理解（2時

間）復習：課題について考察し次週

発表する（2時間） 

 

14 トレーニングプログラムの指導 

予習：グループ発表について取り組む（3時

間）復習：発表について自己評価す

る（2時間） 

 

15 体力トレーニングにおける安全対策 

予習：CPR/RICE 処置を確認しておく（2 時

間）復習：臨床での応用を自己でま

とめる（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．原則 3 分の 2 以上の出席者を評価の対象とする。２．1.授業への参加度〈DP①〉50% ・ 2.グループ発

表〈DP①〉40% ・ 3.授業内レポート〈DP①〉10%３．授業への参加度とは、得手不得手に関わらない能動的

な実技への参加と、講義において教員からの質問に対する論理的かつ積極的な発言などを評価する。

2-

1:502-

2:402-



4．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：レポート課題については、模範解答の提示と

解説を実施する。 

 

3:10 



授業科目名 教職論 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 阿部 秀高 担当教員 阿部 秀高 

科目ナンバリング SE20BACA006 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

国内外の教育方法についての諸理論や実践記録等の検討を通して，これからの時代に求められる学力等を育

成する方法について学ぶとともに，実際の学校における，教育課程編成の理論と方法，指導と評価の計画の

作成等について考える。授業は，ペアやグループなどによる活動を重視する。 

 

学修目標 

学校における教育課程を編成，展開する教育方法についての基礎的基本的な内容を学び，教育方法の技術の基礎を身

に付けることを目標とする。あわせて，学生自身が受けてきた授業を相対化することによって，教育方法を柔軟に捉

え直すことを目指す。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回の課題に対して自分の学びをレポートすることによって、教育方法や技術に対する理解を深め、日常生

活において活用してもらいたい。 

 

教科書 

人間教育を実践する教師への道－インクルーシブ教育方法論－ 阿部秀高著 （株）ERP 

 

参考書 

授業中必要に応じて提示します。 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 20 研究室／在室時随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教育内容と教育方法 生徒に何を（教育内

容）どのように（教育方法）教えるのかをそ

の一連の過程における原理と方法を学ぶた

めの導入を行う。 

予習：「教育方法」の意味について調べてお

く。（2時間）復習：学んだ教育の原

理・方法を簡潔にまとめる。（2時間） 

 

2 

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習

得させるための教育方法  学力の重要な要

素の一つである基礎的・基本的な知識及び

技能を育成する教育方法について学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：授業、課外活動な

どに必要な基礎的・基本的知識技能

について学んだことをまとめる。（2

時間） 

 

3 

思考力・判断力・表現力等を育むための教育

方法  学力の重要な要素の一つである思考

力・判断力・表現力等を育成する教育方法に

ついて学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：学習指導要領の３

本柱の中心である思考力・判断力・

判断力の内実、関係をまとめる。（2

時間） 

 

4 

主体的に学習に取り組む態度を養うための

教育方法  学力の要素の一つである主体的

に学習に取り組む態度，学習意欲を高める

学習意欲の喚起、主体的な学びができた場

面を想起しておく。今回のポイント

を 800 字程度でレポートする。（課

 



教育方法について学ぶ。 題）予習：前時の履歴シートをもと

に振り返り（2 時間）復習：本時の

学びの履歴シートのまとめ・データ

化（2時間） 

5 

個性を生かす教育の充実を図るための教育

方法  個に応じた指導の充実など，現在求

められている指導の工夫改善等について幅

広く考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：求められている指

導の工夫改善について簡潔にまと

める。（2時間） 

 

6 

生徒理解の方法と実践生徒理解の重要性と

教育相談のあり方、人間関係の構築の方法

などについて学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：生徒指導や相談に

ついて経験を想起しておく。生徒理

解の重要性について自分の考えを

まとめる。（2時間） 

 

7 

これからの時代に求められる能力と教育方

法  学習指導要領の理念である生きる力

や，21 世紀に求められるスキル等を育成す

る教育の実践について考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2時間）復習：「生きる力」とは？

について考えをまとめておく。これ

から求められる教育実践の方向性

についてまとめる。（2時間） 

 

8 

教育課程編成の理論と方法学習指導要領に

基づいた，各学校における教育課程編成の

実際について学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：教育課程の編成に

ついて学んだことをまとめる。（2時

間） 

 

9 

年間の指導と評価の計画の作成方法  各学

校の教育課程に基づく具体的な年間の指導

と評価の計画の作成について考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：年間指導計画作成

の重要性についてまとめる。（2 時

間） 

 

10 

学習指導案の作成方法  各学校の年間の指

導と評価の計画に基づく具体的な学習指導

案の作成について考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：学習指導案の試案

について自分の考えをまとめる。（2

時間） 

 

11 

授業づくりと教材研究の方法  学習指導要

領の趣旨の実現に向けた各教科等の授業づ

くりと教材研究の在り方を考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：教材研究の方法に

ついて学んだことをまとめる。（2時

間） 

 

12 

メディアと教育方法 学習指導におけるＩ

ＣＴ等の活用について学び、授業に活用す

る方法について考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：これからの ICT 活

用方法についてまとめる。（2時間） 

 

13 

学習評価の意義と方法  指導と評価の一体

化の重要性を学びその具体的な展開につい

て考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：指導と評価の一体

化の重要性についてまとめる。（2時

間） 

 

14 

タイムリーな課題  各回で取り上げること

が出来なかった話題で，タイムリーなもの

や現代教育の課題について学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：興味を持った教育

時事について考えをまとめる。（2時

間） 

 

15 

これまでの学びの総括と課題レポート こ

れまでの学びの履歴を振り返り、課題レポ

ートに取り組む。 

予習：これまで書いた各回の履歴シートを

もとに自分の問題意識をレポート

する準備をしておく。（4時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①毎回の授業にて書くレポート②課題③論述試験としての最終レポート④授業中の発言・プレゼン 

 

①30 ％

②30 ％

③30 ％

④10％ 



授業科目名 教育原理 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 松田 智子 担当教員 松田 智子 

科目ナンバリング SE20BACA005 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

①教育の基礎・基本的な原理を学ぶために教育の歴史や思想などの視点から各時代において教育や学校がど

のように位置づけられてきたかについて理解を深める。②諸外国の教育について学び、現在の日本の教育が

どのような思想的・歴史的背景を有しているのかを理解することで、学校教育や社会教育の在り方について

理解する。③現代における教育の課題や教育改革等の動きにも理解を深め、現代に求められる教師として必

要な資質能力を習得できるようにする。 

 

学修目標 

①教育の基本的な概念や方法を踏まえた上での教育の意義・目的・理念を理解する。②日本及び諸外国の教育に関す

る歴史や思想、及び学校の営みについての知識を身につける。③現代の学校教育について理解を深め、教員として必

要な資質能力を身につける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書を購入して、その日の学習部分は事前に予習して、読んでくること。授業の終わりに、毎時間、理解度

をチェックするミニレポートを書くので、予習は不可欠である。 

 

教科書 

「哲学する教育原理」教育情報出版 伊藤潔志編集 （２０１９年） 

 

参考書 

授業中に適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業に関して何か質問等ありましたら、メールで、学籍番号・氏名を明記した上で送信してください（携帯

メール不可）。東棟 4 階 松田研究室 水曜日（午前中） 木曜日（午前中） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教育学と教育の成り立ちについての、学び

方の基本を身に付ける。自分が受けてきた

教育を振り返り、日本の教育の特色を理解

する。 

予習：「教育とは何か」について考えをまと

める（2 時間）復習：本時を振り返

り、ポイントをまとめる（2時間） 

 

2 

西洋の教育思想を学ぶ(古代・近世）古代ギ

リシヤから近世までの社会的な背景と教育

の関係を理解する 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

3 

西洋の教育思想を学ぶ(近代・現代）義務教

育の概念が広がった以降から現在までの教

育の変遷を理解する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

4 
日本の教育思想を学ぶ（古代・中世・近世）

日本の飛鳥時代から江戸時代までの、社会

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ
 



的な背景と教育の関係を理解する。 ントをまとめる（2時間） 

5 

日本の教育思想を学ぶ(近代・戦後）明治以

降の義務教育の変遷と、戦後から現在まで

の教育の変遷と目的を理解する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

6 

教育を基礎から考える（教育とは何か）今ま

での西洋と日本の教育史を振り返り、現在

の教育がどのように成立したかを考え、教

育の本質を理解する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

7 

教育を基礎から考える（子どもとは何か）ル

ソーから子ども観が変わる過程を理解し、

現在の子どもの状況と権利について知る。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

8 

教育を基礎から考える（学校とは何か）学校

が歴史的に果たした役割の変化に焦点を当

てて、現在の学校の長所と課題を理解する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

9 

教育を哲学する・どうすれば学校で哲学が

可能になるのか、学校組織と人的な構成か

ら考え、哲学できる教室にするため必要な

ことを知る。・対話・会話・議論の違いを理

解し、対話が学習となる学級の在り方、教師

の在り方を理解する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

10 

教育することの倫理・教育は善と、古代ギリ

シャから言われてきたが、歴史的過程にお

いて教育とは何かを理解する。・教育の本質

を、哲学的に対話を通して、学校で実現する

ための方策を身に付ける。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

11 

教師と子供の関係性・教師と子どもの信頼

関係は、教育には不可欠であるが、現代の学

校教育での現状を知る。・子どもと教師の信

頼関係を獲得するために、具体的な方策を

身に付ける。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

12 

公教育の役割と位置づけ・公教育の意義と

ともにデメリットを理解する・義務教育制

度の成果と課題について、世界と比較しつ

つ日本の教育を把握する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

13 

学校園と理論を結ぶ哲学・幼児教育の現場

と理論について理解する。・就学するまでに

育てたい10の力と学校教育の関連性を把握

する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

14 

学校園と理論を結ぶ哲学・初等教育の現場

と理論を知る。・中学校と小学校のシステム

の違いを理解し、義務教育学校の在り方を

把握する。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

15 

学校園と理論を結ぶ哲学・中等教育の現場

と理論を理解する。 ・高大連携やキャリア

教育の在り方を考える。 

予習：前時を振り返り、記録を読み返す（2

時間）復習：本時を振り返り、ポイ

ントをまとめる（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①毎回の授業後のレポート②定期試験 

 

①70%

②30% 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鍼灸学科 

（2020 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 運動生理機能学演習 (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 中原 英博 担当教員 
中原 英博／佐野 加奈絵／信江 

彩加／河合 英理子／伊藤 剛 

科目ナンバリング SS521 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では、運動生理学の体験学習を交えた学生参加型の授業を展開する。授業では小班単位で演習課題に

取り組み、自らの力でレポートを作成するという過程を通じて、運動時の生体機能に関する知識や理解を深

める。 

 

学修目標 

スポーツ選手の呼吸循環機能の評価，そしてスポーツバイオメカニクス的アプローチによる動作特性の評価を実施す

ることの意義を理解できる(DP①)。1年次に学んだ生理学・解剖学の知識をベースとして、運動時における生理学的

応答の測定方法や長期トレーニングによる生体反応の量的、時間的動態や適応変化を把握する，そしてヒトの筋・腱・

神経の形態と機能的特徴を理解し，それらが身体活動中にいかなる動きをするのかを評価することができる(DP①)。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

運動生理学・スポーツバイオメカニクスの知識をベースとした演習授業を展開するため、運動生理機能学演

習の履修にあたっては、原則として運動生理学・スポーツバイオメカニクスの講義を履修し、単位を取得し

たものに限ります。演習前の準備運動生理学・スポーツバイオメカニクスの授業で用いた教科書（運動処方

の指針）などを調べて、体力や呼吸循環代謝系，および筋・腱・神経に関する各測定項目についての知識や理

解を深めておく。 演習で修得すべき専門知識、専門技術を調べておく。 

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特に指定しない。 

 

研究室／オフィスアワー 

部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
健康増進における運動の意義、身体運動の

生理学・解剖学的基礎 （講義） 

スポーツ選手の運動機能の評価や、および

各種方法論についての理解を深め

ておく。 

 

2 
運動時における呼吸循環代謝システムの連

関メカニズムの概要 （講義） 
  

3 

運動時における生理学的応答（高次脳機能・

脳循環・呼吸調節機能）の測定・評価方法 

（講義） 

  



4 

運動時のエネルギー代謝機構(有酸素性代

謝と無酸素性代謝)の量的、時間的動態 

（講義） 

  

5 

最大酸素摂取量の測定及び評価① （実

習）：直接法を用いて最大酸素摂取量を測定

し、評価する。 

  

6 

最大酸素摂取量の測定及び評価②（実習）：

間接法を用いて最大酸素摂取量を測定し、

評価する。 

  

7 

無酸素性作業閾値の測定及び評価 （実

習）：ランプ運動負荷試験、炭酸ガス及び低

酸素ガス負荷試験、肺機能試験によって運

動時換気亢進反応の決定機構を定量的に評

価する方法を学習する。 

  

8 

新体力テストの測定とその評価方法の学習

①（実習）：20～64 歳を対象にした、体力テ

ストによって体力を測定し、評価する。 

  

9 

新体力テストの測定とその評価方法の学習

② （実習）：65～74 歳を対象にした、新体

力テストによって体力を測定し、評価する。 

  

10 

運動時における生理学的応答の測定及び評

価 （実習）：体力テスト実施中の生理学的

応答（心拍数及び血圧などの自律神経活動

の評価、深部体温、心エコー検査、筋電図解

析等）を測定し、評価する。 

  

11 

身体組成の測定とその評価 （実習）：皮脂

厚計及びインピーダンス法を用いて体脂肪

量を測定し、それぞれ評価する。 

  

12 

フィールドにおける体力指標の測定及び評

価 （実習）：フィールド場面で用いられる、

体力指標（腕時計型心拍計、乳酸、血糖、Borg

スケール）の測定法を学習し、測定する。 

  

13 

バイオメカニクスにおける分析法とその評

価① （実習）：身体動作を運動学的手法（映

像撮影法等）を用いて測定し、評価する。 

  

14 

バイオメカニクスにおける分析法とその評

価②（実習）：身体動作を生理学性手法（筋

電図等）を用いて測定し、評価する。 

  

15 
課題レポートの提出とそれに基づくプレゼ

ンテーションと質疑応答 
  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 課題レポート(DP①)。4/5 以上の出席を必要とする。課題（試験やレポート等）に対するフィードバック

の方法課題に関する評価・採点に関して、開示・解説する。希望者には、各個人にその都度フィードバック

を行う。 

 

1. 100% 



授業科目名 英会話 (鍼灸) 

主担当教員 Corinne Pitt 担当教員 Corinne Pitt 

科目ナンバリング LA20024 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 
鍼灸：選択スポ

ーツ：必修 

授業概要 

英会話Ⅰでは、基本的な英語によるコミュニケーション能力を習得することを目的とする。英会話の基本的

ルールである、（１）主語の存在、（２）語順（主語・動詞、疑問文、疑問詞など）、（３）瞬発力、を意識しな

がら、日常生活の中で、道を尋ねる、買い物をする、自己紹介をするなどといった他人と関わる際に最低限

必要な会話力を身につける。 

 

学修目標 

・自己紹介ができる。・最低限の日常会話ができる。 ・自分の考えを最低限伝えることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ペアワーク、グループワークなどによる会話の練習が多いため、積極的に授業に参加すること。前回の授業

の復習を必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

書名／Title ： CHALLENGER BOOK α １著者名／Authors ： ECC 総合教育研究所出版社・出版年／ ECC 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1階非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Course introduction, Classroom English 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

2 Introduction yourselfGreetings 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

3 Greetings friendsCasual Greetings 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

4 
What’s your sister’s name?Talk about 

people 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

5 Free timeTalk about activities 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

6 ExerciseTalk about exercise 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

7 
What kind of bike do you have?Closed 

questions and follow-up questions 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

8 
Food you likeOpen questions and closed 

questions 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

9 ClothesTalk about shopping 授業の復習並びに会話確認テスト準備  



10 
Is it expensive?Adjectives and 

recommendations 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

11 Visiting someoneTalking someone 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

12 Saying peopleOffering something 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

13 
What’s this wooden thing?Talk about 

objects 
授業の復習並びに会話確認テスト準備  

14 Describing peopleWh～questions 授業の復習並びに会話確認テスト準備  

15 講義全体のまとめ 授業の復習並びに総括小テスト準備  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業参加度②小テスト③確認テスト 

 

①20%

②60%

③20% 



授業科目名 基礎英語演習 (鍼灸) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20026 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

基本的な文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC500点相当の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019) 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 22 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 1 Travel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 品詞①：名詞（可算名詞・不可算名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 2 Dining Out 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 品詞②：形容詞（名詞修飾、補語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 



5 Unit 3 Media 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 品詞③：副詞（動詞・形容詞修飾） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 4 Entertainment 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 時制（現在・過去・未来・現在進行形） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 5 Purchasing 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 3 単現の s（修飾語句を伴う主語） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 6 Clients 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 能動態・受動態（感情を表す表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 Unit 7 Recruiting 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 
動詞の後ろの動名詞・不定詞（前置詞の後ろ

の動名詞、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①確認テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②60% 



授業科目名 応用英語演習 (鍼灸) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 藤重 仁子 

科目ナンバリング LA20027 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本授業では、TOEIC 形式の練習問題を解きながら、リーディング力とリスニング力を強化することを目的とす

る。頻出の語彙、熟語、慣用句を確認しつつ、日常生活を送るうえで相手と十分意思疎通を図ることのでき

る英語力を身に着ける。 

 

学修目標 

文法、語彙、表現を徹底的に習得する。<DP②>TOEIC550点相当程度の英語力を身に着ける。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。宿題（特にリーディングの予習）は必ずしてから授業に臨むこと。私語、携帯

電話の使用などは慎むこと。 

 

教科書 

Score Booster for the TOEIC L&R Test Pre-Intermediate (Yumiko Mizoguchi, Machiko Yanagita  / 金星

堂, 2019)（前期に基礎英語演習を履修した者は、再度購入する必要はありません） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Introduction / Unit 8 Personnel 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

2 代名詞（主格・所有格・目的格・所有代名詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

3 Unit 9 Advertising 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

4 比較（比較級、最上級、as ... as） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

 



こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

5 Unit 10 Meetings 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

6 前置詞（理由・譲歩・時、定型表現） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

7 Unit 11 Finance 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

8 接続詞（理由・譲歩・時） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

9 Unit 12 Offices 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

10 前置詞・接続詞対比 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

11 Unit 13 Daily Life 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

12 関係代名詞（主格・所有格・目的格） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

13 
Unit 14 Sales & Marketing 語彙①（名詞・

形容詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

14 Unit 15 Events 語彙②（動詞・副詞） 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

15 Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと。 

 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP②>②その他課題・授業態度・参加<DP②>③Review Test<DP②>2/3 以上の出席が必要。 

 

①40%

②20%

③40% 



授業科目名 医療コミュニケーション (鍼灸) 

主担当教員 鍋田 智之 担当教員 鍋田 智之／宮武 大貴 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

現代のはり師きゅう師は、単に治療法を習得するだけではなく、現在の患者や医療をとりまく社会環境を充

分に理解、認識し、患者とのコミュニケーションを図る必要がある。医療コミュニケーションでは複雑な社

会に生活する患者とのコミュニケーション形成を主体にし、医療面接技法を活用し、患者を取り巻く状況を

理解することを目指す。 

 

学修目標 

患者－医療者間のコミュニケーションの重要性を理解し、医療者としての基本的な態度や技術(検査等）を身につけ

る。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医療ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝについては、参加型の授業を実施するため、欠席しないようにすること. 

 

教科書 

臨床医学総論 公社団法人 東洋療法学校協会 編 奈良 信雄 著 

 

参考書 

目で見る運動機能検査法 竹内義享 澤田規 著 南江堂リハビリテーション医学 社団法人 東洋療法学

校協会 編 土肥 信之 著経絡経穴概論 日本理療教員連盟 社団法人 東洋療法学校協会 編 教科書執

筆小委員会 著 

 

研究室／オフィスアワー 

担当教員の研究室にて対応します. 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション臨床医学総論 第１～

２章 診察の概要と方法医療機関とのコミ

ュニケーション） 

予習：診察について調べてくること課題：次

回授業内容の予習と当日授業内容

の復習を２時間/週行う。 

 

2 医療面接 １ （医療面接と病態把握） 

予習：医療面接について調べてくること課

題：次回授業内容の予習と当日授業

内容の復習を２時間/週行う。 

 

3 
医療面接 2 （医療面接と病態把握）評価

レポート提出① 

予習：医療面接について調べてくること課

題：次回授業内容の予習と当日授業

内容の復習を２時間/日行う。 

 

4 検査１ （検査と病態把握） 

予習：検査について調べてくること課題：次

回授業内容の予習と当日授業内容

の復習を２時間/日行う。 

 

5 検査 2 （検査と病態把握） 

予習：検査について調べてくること課題：次

回授業内容の予習と当日授業内容

の復習を２時間/日行う。 

 



6 医療面接・検査・病態把握・治療１ 

予習：対象とする病態から適切な、治療（選

穴）について予習する。課題：次回

授業内容の予習と当日授業内容の

復習を２時間/日行う。 

 

7 医療面接・検査・病態把握・治療 2 

予習：対象とする病態から適切な、治療（選

穴）について予習する。課題：次回

授業内容の予習と当日授業内容の

復習を２時間/日行う。 

 

8 
OSCE 対策 評価および考察評価レポート提

出② 

予習：OSCE に対応する、医療面接、検査法

等を予習する。課題：当日授業内容

の復習を２時間/日行う。 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

評価レポート提出① 50 点評価レポート提出② 50 点 2/3 以上の出席が必要 DP②③60 点以上で単位

認定する。 

 

提 出 レ

ポ ー ト

① 

50 ％ 提

出 レ ポ

ー ト

②50％ 



授業科目名 チーム医療論 (鍼灸) 

主担当教員 増山 祥子 担当教員 

増山 祥子／角田 晃啓／中根 

征也／国宗 翔／吉村 弥須子／

脇 英彦／藤江 建朗／由利 禄

巳／奥村 雅彦／西浦 素子／山

本 浩一 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
木曜 4 限、木曜

5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

チーム医療とは，「医療に従事する多様な医療スタッフが，各々の高い専門性を基に，目的と情報を共有し，

業務を分担しつつも互いに連携・補完し合い，対象者（患者・利用者）の状況に的確に対応した医療を提供す

ること」である。医療の高度化・細分化に伴い，医療スタッフの知識・技術の向上は必須である。さらに，質

が高く，安心・安全な医療の提供を対象者やその家族から求められるようになってきている。このように質

の高い医療等を提供するには一人一人の医療スタッフの専門性を高め，その専門性に委ねつつも，各スタッ

フが協働し，それらの専門性をチーム医療によって統合することが不可欠である。本学は 7 つ学科を擁する

医療系総合大学である。本授業ではその強みを活かし，チーム医療の構成となる他職種の理解を深める。さ

らに実際の症例検討を通じて，他職種と鍼灸師がどのように連携する必要があり，またどのようにチーム医

療が実践されているのかを理解・経験する。 

 

学修目標 

1）医療専門職種が理解（職能・役割等）できる2）対象者・疾患におけるチーム医療の重要性を理解する〈DP②③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語，携帯電話使用などには厳しく対処する。2）疑問点を大切にし，常に自己で調べたり，質問

したり解決する行動をとること。3）グループ討論を行うときには，積極的に発言すること。 

 

教科書 

資料を配布する 

 

参考書 

特に指定しない 

 

研究室／オフィスアワー 

都度，指示する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
イントロダクションチーム医療論の授業の

進め方チーム医療とは？ 

予習：鍼灸師の専門性（職能・役割等），チ

ーム医療の重要性について，自分の

考えをまとめておくこと。復習：チ

増山 



ーム医療の重要性について理解す

る。 

2 
医療系専門職種の理解｜5【診療放射線技

師】 

予習：本学診療放射線学科のカリキュラム

に目を通しておく。また，本学ホー

ムページ（以下，HP）の「まるわか

り 医療の仕事図鑑」で診療放射線

技師の仕事について調べておくこ

と。復習：診療放射線技師の職能や

役割を理解し，鍼灸師との接点を理

解する。 

 

3 医療系専門職種の理解｜6【看護師】 

予習：本学看護学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で看護師の仕事につい

て調べておくこと。復習：看護師の

職能や役割を理解し，鍼灸師との接

点を理解する。 

久木元 

4 医療系専門職種の理解｜4【理学療法士】 

予習：本学鍼灸学科のカリキュラムに目を

通しておく。また，本学ホームペー

ジ（以下，HP）の「まるわかり 医療

の仕事図鑑」で鍼灸師の仕事につい

て調べておくこと。復習：理学療法

士の職能や役割を理解し，理学療法

士との接点を理解する。 

中根 

5 医療系専門職種の理解｜1【作業療法士】 

予習：本学作業療法学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で作業療法士の仕

事について調べておくこと。復習：

作業療法士の職能や役割を理解し，

鍼灸師との接点を理解する。 

由利 

6 医療系専門職種の理解｜2【臨床検査技師】 

予習：本学臨床検査学科のカリキュラムに

目を通しておく。また，本学ホーム

ページ（以下，HP）の「まるわかり 

医療の仕事図鑑」で臨床検査技師の

仕事について調べておくこと。復

習：臨床検査技師の職能や役割を理

解し，鍼灸師との接点を理解する。 

関根 

7 医療系専門職種の理解｜3【臨床工学技士】 

予習：本学臨床工学科のカリキュラムに目

を通しておく。また，本学ホームペ

ージ（以下，HP）の「まるわかり 医

療の仕事図鑑」で臨床工学技士の仕

事について調べておくこと。復習：

臨床工学技士の職能や役割を理解

し，鍼灸師との接点を理解する。 

藤江大

久保 

8 医療系職種専門の理解｜7【医師】 

予習：医師の仕事について調べておくこと。

復習：医師の職能や役割を理解し，

鍼灸師との接点を理解する。 

 

9 症例検討｜1 

予習：鍼灸師の職能・役割等を再確認してお

く。復習：症例を通してチーム医療

内での鍼灸師の役割，チーム医療の

重要性を理解する。 

増山 

10 症例検討｜2 

予習：鍼灸師の職能・役割等を再確認してお

く。復習：症例を通してチーム医療

内での鍼灸師の役割，チーム医療の

重要性を理解する。 

増山 

11 症例検討｜3 

予習：鍼灸師の職能・役割等を再確認してお

く。復習：症例を通してチーム医療

内での鍼灸師の役割，チーム医療の

重要性を理解する。 

増山 

12 症例検討｜4 

予習：鍼灸師の職能・役割等を再確認してお

く。復習：症例を通してチーム医療

内での鍼灸師の役割，チーム医療の

増山 



重要性を理解する。 

13 
チーム医療の実際【教員による Case 

Conference】 

予習：各医療スタッフの専門性（職能・役割

等）について再確認しておく。復習：

教員による Case Conference を通

じ，チーム医療での鍼灸師の役割を

理解し，チーム医療の重要性を理解

する。 

増山 

14 授業全体のまとめ｜1 

予習：これまでの授業を復習しておく。復

習：チーム医療での鍼灸師の役割や

チーム医療の重要性についてまと

める。 

増山 

15 授業全体のまとめ｜2 

予習：これまでの授業を復習しておく。復

習：チーム医療での鍼灸師の役割や

チーム医療の重要性についてまと

める。 

増山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①前半 1－8 回「チーム医療における医療系専門職種（他職種）の理解」各授業後レポート②後半 9-15 回

「各症例に対するグループによるプレゼンテーション」③最終レポート＊レポートは，事前に配布する「森ノ

宮医療大学 コモンルーブリック」を利用して評価します。＜DP①③＞ 

 

①50 ％

②③50

％ 



授業科目名 IPW 論 (鍼灸) 

主担当教員 増山 祥子 担当教員 
増山 祥子／山下 仁／大川 祐

世 

科目ナンバリング  科目区分 共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各学科において、他学科の連携や知識?技術に触れることを目的に看護学・鍼灸学 ・ 作業療法学・臨床検査

学・臨床工学・放射線技術学および理学療法学を学び、!PW(Interprofessional Work =専門職連携）を 7学

科協働で演習形式にて実践する。2年次後期「チーム医療誰」で学んだ各分野の特徴やチーム内での役割とそ

の専門性を理解しつつ、看護・鍼灸 ・ 作業療法・臨床検査・臨床工学・診療放射線・理学療法の各分野で共

通する疾患や障害を基に、!PW の実際について、討議 ・経験・学修する。 

 

学修目標 

各分野の専門性を理解しつつ、実際の症例を基に（洲を経験し、チーム医療の実践に求められる豊かな感性と倫理観

を養う。 <D的択荻v> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1）授業中の私語、メールなどには厳しく対処する。2）疑問点を大切にして常に自己で調べて解決するよう

に行動すること。3）出席は 2/3 以上を必要とし、その基準を満たした者について成績評価を行う。 

 

教科書 

指定なし。必要に応じて資料を配布する。 

 

参考書 

指定なし。図書館の蔵書を適宜利用すること。 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜５限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

チーム医療の実際（各学科教員による Case 

Conference）症例提示におけるアプローチ

立案とその考察① 

予習：各分野の専門性について復習し、Case 

Conference を再度視聴しておく。鍼

灸師の役割を再確認しておく。（2時

間）復習：立案したアプローチを各

分野に説明できるように準備して

おく。（2時間） 

山下、

増山、

大川、

他学科

担当教

員 

2 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察② 

予習：鍼灸師の役割を再確認しておく。（2時

間）復習：立案したアプローチを各

分野に説明できるように準備して

おく。（2時間） 

山下、

増山、

大川、

他学科

担当教

員 

3 
症例提示におけるアプローチ立案とその考

察③ 

予習：鍼灸師の役割を再確認しておく。（2時

間）復習：立案したアプローチを各

山下、

増山、



分野に説明できるように準備して

おく。（2時間） 

大川、

他学科

担当教

員 

4 IPW①（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性について復習してお

く。（2時間）復習：IPW で討議した

ことをまとめておく。（2時間） 

山下、

増山、

大川、

他学科

担当教

員 

5 IPW②（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性について復習してお

く。（2時間）復習：IPW で討議した

ことをまとめておく。（2時間） 

山下、

増山、

大川、

他学科

担当教

員 

6 IPW③（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性について復習してお

く。（2時間）復習：IPW で討議した

ことをまとめておく。（2時間） 

山下、

増山、

大川、

他学科

担当教

員 

7 IPW④（4回～7回は 4コマ連続） 

予習：各分野の専門性について復習してお

く。（2時間）復習：IPW で討議した

ことをまとめておく。（2時間） 

山下、

増山、

大川、

他学科

担当教

員 

8 IPW⑤【プレゼンテーション】 

予習：プレゼンテーションの準備。（2時間）

復習：IPW や発表で得たことをまと

めておく。（2時間） 

山下、

増

山

、

大

川

、

他

学

科

担

当

教

員 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

プレゼンテーション（提示するルーブリックに基づき評価する）＜DP②③④＞ 出席は 2/3 以上を必要と

し、その基準を満たした者について成績評価を行う＊プレゼンテーション終了後に総評を伝える。 

 

1 



授業科目名 健康管理学Ⅰ (鍼灸) 

主担当教員 河合 英理子 担当教員 河合 英理子 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病の危険因子が明らかにされつつある。危険因子を多く有する人は疾患に罹患する確率が高

くなることから、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、運動不

足の健康への影響を学び、ライフステージに応じた健康づくりのための身体活動基準、目的に応じた効果的

なトレーニング法の原理・原則を学修する。特に、有酸素性運動の健康上の必要性を学び、運動処方の条件

（強度・時間・頻度）に関する知識を養う。また、運動強度の指標を理解し、ウオーミングアップとクーリン

グダウン、及びレジスタンス運動を含めた、運動処方プログラムの構成についても学修する。 

 

学修目標 

1．健康管理と疾病の予防に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康づくりのための運動に

必要な知識、生活習慣病予防に役立つ基礎知識を説明できる。3．健康管理のための正しい知識を身につけ、健康の

保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

この講義では、健康実践指導者の資格取得に向けて運動や健康に関する基礎を学びます。一緒に頑張ってい

きましょう。 

 

教科書 

健康運動実践指導者養成用テキスト（健康体力づくり事業財団） 

 

参考書 

健康運動実践指導者試験 筆記対策 分野別&模擬問題集(NESTA JAPAN)「健康運動実践指導者」認定試験対策

問題集(西端 泉) 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の無い曜日は学校にいないので連絡があるときは講義の前後にお願いします。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康管理と運動の効果 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

2 運動不足と健康への影響 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

3 健康づくりのための身体活動基準 2013 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

4 健康づくりのための運動プログラム 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

5 トレーニングの原理・原則 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 



6 運動処方の条件 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

7 運動強度の指標 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

8 運動処方プログラムの構成 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

9 ウォーミングアップとクーリングダウン 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

10 有酸素性運動とその効果 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

11 有酸素性運動の強度 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

12 有酸素性運動の運動時間・頻度 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

13 有酸素性運動の指導上の留意点 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

14 レジスタンス運動 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

15 健康づくりの運動プログラムの実際 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントの確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 授業態度及び授業への参加姿勢 2. 筆記試験 

 

1. 30%2. 

70% 



授業科目名 健康管理学Ⅱ (鍼灸) 

主担当教員 河合 英理子 担当教員 河合 英理子 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年、生活習慣病だけでなく、加齢に伴う生活機能低下を防ぐ対策が重要課題となってきている。健康寿命

を延伸するために、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、疾病

構造の変化と身体活動・運動不足の関連性、身体運動のメカニズム、および健康度の一つの尺度となる体力・

日常動作について理解を深めると同時に、第一次予防の視点に立って運動が健康づくり、特に生活習慣病予

防・介護予防に役立つ根拠について学修する。生活習慣病とロコモ―ティブシンドロームを予防し、健康寿

命を延伸するための理論、並びに具体的な実践方法についても理解を深める。 

 

学修目標 

1．生活習慣病・加齢に伴う生活機能低下に関する基礎知識を習得し、予防医学の重要性を理解する。2．健康寿命の

延伸に必要な基礎知識、生活習慣病予防・介護予防に役立つ健康づくり運動の知識を説明できる。3．健康管理のた

めの正しい知識を身につけ、健康の保持増進に役立てることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

この講義では、健康実践指導者の資格取得に向けて運動や健康に関する基礎を学びます。一緒に頑張ってい

きましょう。 

 

教科書 

健康運動実践指導者養成用テキスト（健康体力づくり事業財団) 

 

参考書 

健康運動実践指導者試験 筆記対策 分野別&模擬問題集(NESTA JAPAN)「健康運動実践指導者」認定試験対策

問題集(西端 泉) 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の無い曜日は学校にいないので連絡があるときは講義の前後にお願いします。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 疾病構造の変化と健康管理 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

2 身体運動に関する筋肉・骨・関節 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

3 関節運動と筋機能 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

4 運動発現のメカニズム 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

5 骨格筋の収縮とエネルギー供給 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 



6 筋繊維の種類とその特徴 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

7 筋収縮の様式と筋力 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

8 トレーニングと骨格筋 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

9 体力・基本的動作スキルの発達 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

10 老化に伴う身体機能の変化 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

11 姿勢と歩行の発達と退行 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

12 運動実践の効果 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

13 健康管理の進め方と実際１ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

14 健康管理の進め方と実際２ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
 

15 健康管理の進め方と実際３ 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにノ

ート・プリントを確認 
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成績評価方法と基準 割合 

1. 授業態度及び授業への参加姿勢 2. 筆記試験 

 

1. 30%2. 

70% 



授業科目名 運動学 (鍼灸) 

主担当教員 髙橋 秀郎 担当教員 髙橋 秀郎 

科目ナンバリング SB20BACB007 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

関節の動きを理解する。関節の構成体である骨、筋を理解し、動力源である筋の作用を理解する。 

 

学修目標 

各関節の具体的な動きを理解、体験する。筋の作用と実際の動きを関連付けさせる。DP①③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

従前の解剖学の知識を復習する事遅刻の申告、延着証明の提出は当日に限り有効とする 

 

教科書 

リハビリテーション医学   東洋療法学校協会編 ・土肥信之著 ・医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

特に無し 

 

研究室／オフィスアワー 

共同研究室 /月曜日、水曜日、金曜日 各曜日 9:00～17:45 但し講義時間以外 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション 歩行とは 歩行サイ

クル 

歩行の動作について予習 2 時間、復習 2 時

間 
 

2 歩行 歩行の期 重心の軌跡とメカニズム 
動きと筋の作用の合致予習 2 時間、復習 2

時間 
 

3 異常歩行の種類 説明 
歩行に関する筋について予習 2 時間、復習

2時間 
 

4 関節運動とてこ トルク てこの３種類 
動きと筋の作用の合致予習 2 時間、復習 2

時間 
 

5 
空間における関節運動 運動面と軸 重心

線 下肢の荷重 異常姿勢 

関節構造の理解起始、停止の理解予習 2 時

間、復習 2時間 
 

6 
運動路と感覚路 錐体路と錐体外路 2 次

ニューロン 反射 反射弓 
反射の構成要素予習 2時間、復習 2時間  

7 
脊髄反射、姿勢反射と立ち直り反射 連合

反応と共同運動 
反射の構成要素予習 2時間、復習 2時間  

8 

随意運動と不随意運動 フィードバック制

御フィードフォワード制御 脊柱体幹の機

能 

運動の種類について予習 2 時間、復習 2 時

間 
 

9 
脊柱の動きと筋の作用 胸郭の動きと呼吸

筋の作用肩甲帯と肩の機能 

関節構造の理解起始停止の理解予習2時間、

復習 2時間 
 

10 
肩甲帯・肩とは、肩甲帯・肩の構造 肩甲骨

の動きと作用する筋 

動きと筋の作用の合致予習 2 時間、復習 2

時間 
 

11 
肩甲帯・肩とは、肩甲帯・肩の構造 肩甲骨

の動きと作用する筋 

関節構造の理解起始停止の理解予習2時間、

復習 2時間 
 



12 肘と前腕の機能 
動きと筋の作用の合致予習 2 時間、復習 2

時間 
 

13 手と手指の機能 手指の内転と外転まで 
関節構造の理解起始停止の理解予習2時間、

復習 2時間 
 

14 
母指に作用する筋 手の変形 骨盤と股関

節 

動きと筋の作用の合致予習 2 時間、復習 2

時間 
 

15 
膝関節の機能 骨の構造 半月板 膝関節

の靭帯 

関節構造の理解起始停止の理解予習2時間、

復習 2時間 
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成績評価方法と基準 割合 

定期試験 DP①③試験結果の開示希望学生には個別解説 

 
1 



授業科目名 生化学 (鍼灸) 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 森 美侑紀 

科目ナンバリング SB20BACB008 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

生体の恒常性維持に必要な基本物質の構造と機能、それらの代謝に関する知識を学ぶ。 

 

学修目標 

1) 細胞の基本構造と細胞内小器官の役割について説明できる。<DP②>2) 三大栄養素（タンパク質・糖質・脂質）の

構造と機能、代謝の概略について説明できる。<DP②>3) 酵素の反応機構ならびに調節機構の概略を説明できる。

<DP②>4) 核酸の構造と機能、遺伝情報からのタンパク質合成について説明できる。<DP②>5) 無機質やホルモンの作

用について説明できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教科書を中心に講義を行いますが、配布資料も参考にして理解を深めてください。 

 

教科書 

『イラスト 生化学入門』相原英孝 他著/東京教学社 

 

参考書 

医学書院 生化学 人体の構造と機能② 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 14 研究室/火曜日・水曜日以外の 17:00～19:00 その他、質問等あればいつでもお越しください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 人体の仕組み 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

2 タンパク質の構造と働き① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。 予習復習

を各 2時間行うこと。 

 

3 タンパク質の構造と働き② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

4 糖質の構造と働き① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

5 糖質の構造と働き② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 



6 脂質の構造と働き① 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

7 脂質の構造と働き② 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

8 核酸の構造と働き 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

9 酵素の性質と働き 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

10 ビタミンの種類と働き 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

11 水・無機質の働き 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

12 栄養素の消化と吸収 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。 予習復習

を各 2時間行うこと。 

 

13 生体の恒常性を保つシステム 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

14 エネルギーの消費と供給 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

15 生体の防御システム（免疫） 

予習：教科書の該当部分を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も合わせ

て振り返りを行うこと。予習復習を

各 2時間行うこと。 
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成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験<DP②>小テスト・レポート課題・問題に関しては必要に応じて解説する。 

 
①100% 



授業科目名 病理学 (鍼灸) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 川畑 浩久／川波 博 

科目ナンバリング SB20BACB009 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

解剖学に重ねて、各臓器の機能、その間を流れる物の代謝を理解し、正常（健康）な状態の身体を理解し、異

常（病的）な状態（病理学）と比較することで、病的状態の程度を診断できる力を身につける。 

 

学修目標 

身体（臓器）の働き（機能）を学び、正常（健康）な身体のメカニズムを理解した上で、疾病の病因や成り立ち、病

態を理解する。〈DP②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．病理学の理解を深めることは、解剖学や生理学のみならず病態学の理解を深めることにつながることから、

積極的に学習すること。2．疑問点は大切にし、解決に向けて積極的に行動すること。3．出席は授業の理解

にも影響することから、欠席をしないようにすること。 4．私語は授業妨害・他学生への迷惑行為なので退

室させる場合がある。その場合、速やかに退室すること。5．受講にあたっては最低限の礼儀をわきまえるこ

と。 

 

教科書 

1．病理学概論 第 2版．社団法人東洋療法学校協会 監修．医歯薬出版．2004.2．必要に応じて、適宜プリ

ントを配布する。 

 

参考書 

1．標準病理学 第 5版．坂本 穆彦監修．医学書院．2015 年． 

 

研究室／オフィスアワー 

1．川畑．C 棟研究室 707／木、金曜日 17:00～18:00 ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。2．川波．

兼任講師のため，質問等は授業前後の時間に受け付けます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 病理学の概要（概論、疾病について） 

予習：人体の構造、機能で学んだ組織・細胞

の確認（解剖学、生理学教科書の当

該箇所）、シラバスの確認復習： 授

業で学んだに病理学の概要（概論、

疾病について）ついて復習すること

（病理学概論 p1-5、配布資料）なお

予習、復習はそれぞれ 2時間は行う

こと。 

川畑 

2 病因 1（内因、栄養障害） 

予習：シラバス・教科書（p7-17）の確認復

習：授業で学んだ病因（内因、栄養

障害）について復習すること（教科

書 p7-17、配布資料）なお予習、復

川波 



習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

3 
病因２（物理的外因、化学的外因、生物学的

外因） 

予習：シラバス・教科書（p17-26）の確認復

習：授業で学んだ病因（物理的外因、

化学的外因、生物学的外因）につい

て復習すること（教科書 p17-26、配

布資料）なお予習、復習はそれぞれ

2時間は行うこと。 

川波 

4 
循環障害 1（充血、うっ血、貧血・虚血、出

血） 

予習：シラバス・教科書（p27-32）の確認復

習：授業で学んだ循環障害（充血、

うっ血、貧血・虚血、出血）につい

て復習すること（教科書 p27-32、配

布資料）なお予習、復習はそれぞれ

2時間は行うこと。 

川畑 

5 循環障害 2（血栓、塞栓、梗塞、浮腫） 

予習：シラバス・教科書（p32-38）の確認復

習：授業で学んだ循環障害（血栓、

塞栓、梗塞、浮腫）について復習す

ること（教科書 p32-38、配布資料）

なお予習、復習はそれぞれ 2時間は

行うこと。 

川畑 

6 炎症（炎症の一般、分類） 

予習：シラバス・教科書（p59-69）の確認復

習：授業で学んだ炎症（炎症の一般、

分類）について復習すること（教科

書 p59-69、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

7 退行性病変 1（萎縮、変性） 

予習：シラバス・教科書（p39-44）の確認復

習：授業で学んだ退行性病変（萎縮、

変性）について復習すること（教科

書 p39-44、配布資料）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川波 

8 
退行性病変 2（加齢と老化、生活習慣病、壊

死と死） 

予習：シラバス・教科書（p44-48）の確認復

習：授業で学んだ退行性病変（加齢

と老化、生活習慣病、壊死と死）に

ついて復習すること（教科書 p44-

48、配布資料）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

川波 

9 
進行性病変（肥大・増殖、再生、化生、移植、

創傷治癒・異物の処理） 

予習：シラバス・教科書（p49-58）の確認復

習：授業で学んだ進行性病変（肥大・

増殖、再生、化生、移植、創傷治癒・

異物の処理）について復習すること

（教科書 p49-58、配布資料）なお予

習、復習はそれぞれ 2時間は行うこ

と。 

川波 

10 
腫瘍 1（腫瘍の形態と構造、腫瘍細胞、組織

学、分類、発生諸段階） 

予習：シラバス・教科書（p71-81）の確認復

習：授業で学んだ腫瘍（腫瘍の形態

と構造、腫瘍細胞、組織学、分類、

発生諸段階） について復習するこ

と（教科書 p71-81、配布資料）なお

予習、復習はそれぞれ 2時間は行う

こと。 

川波 

11 
腫瘍（生体に及ぼす影響、発生原因、良性・

悪性腫瘍） 

予習：シラバス・教科書（p82-90）の確認復

習：授業で学んだ腫瘍（生体に及ぼ

す影響、発生原因、良性・悪性腫瘍）

について復習すること（教科書 p82-

90、配布資料）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

川波 

12 免疫異常 1（免疫の仕組み、アレルギー） 

予習：シラバス・教科書（p91-94）の確認復

習：授業で学んだ免疫異常（免疫の

仕組み、アレルギー）について復習

すること（教科書 p91-94、配布資料）

なお予習、復習はそれぞれ 2時間は

行うこと。 

川畑 

13 免疫異常 2（免疫不全、自己免疫疾患） 予習：シラバス・教科書（p94-97）の確認復 川畑 



習：授業で学んだ免疫異常（免疫不

全、自己免疫疾患）について復習す

ること（教科書 p94-97、配布資料）

なお予習、復習はそれぞれ 2時間は

行うこと。 

14 先天異常（奇形、遺伝性疾患、染色体異常） 

予習：シラバス・教科書（p99-108）の確認

復習：授業で学んだ先天異常（奇形、

遺伝性疾患、染色体異常）について

復習すること（教科書 p99-108、配

布資料）なお予習、復習はそれぞれ

2時間は行うこと。 

川畑 

15 病理学概論のまとめ 

予習：シラバス・教科書の確認復習：教科書

や板書内容、配布資料も合わせて復

習を行うこと。なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 
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成績評価方法と基準 割合 

1．定期試験〈DP②〉2．授業内の小テストや課題は翌回の授業時間に返却し、あわせてフィードバックも

行う。また希望者には試験答案を開示する。 

 

0.011 



授業科目名 臨床医学総論（症候学） (鍼灸) 

主担当教員 辻丸 泰永 担当教員 辻丸 泰永 

科目ナンバリング SB20BACC010 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

良き医療人になるためには、適切な診察法を理解し、疾患の主な症候を理解することが重要である。内科学・

整形外科学を基盤とした診察法・検査所見・症候学の理解を深める. 

 

学修目標 

1．症候の理解を深める。2．各症候、診察結果、検査結果から考えられる疾患を想起出来る様にする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．医療人として重要な知識であることを認識する。2．疑問点は大切にし、解決の向けて努力すること。3．

授業中の許可のない入退室および睡眠は認めない。4．最低限度の礼儀をわきまえること。5．3 分の 2以上の

出席を求める。6．各講義毎に予習１時間、復習１時間を必ずおこなって下さい。 

 

教科書 

臨床医学総論（東洋療法学校協会編 医歯薬出版株式会社） 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

水曜日、木曜日 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 頸肩腕痛（肩こり）、肩痛、上肢痛 

予習：頸肩腕痛（肩こり）、肩痛、上肢痛の

分類、発生機序を理解する。復習：

診察・検査から原因疾患を想起出来

る様にすること。各講義ごとに予習

1 時間、復習１時間おこなう事。以

下同様におこなって下さい。 

 

2 腰下肢痛、関節痛（肘・膝）、運動麻痺 

腰下肢痛、関節痛（肘・膝）、運動麻痺の分

類、発生機序を理解する。復習：診

察・検査から原因疾患を想起出来る

様にすること。各講義ごとに予習 1

時間、復習１時間おこなう事。以下

同様におこなって下さい。 

 

3 歯痛、眼精疲労、頭痛、顔面痛 

歯痛、眼精疲労、頭痛、顔面痛の分類、発生

機序を理解する。復習：診察・検査

から原因疾患を想起出来る様にす

ること。各講義ごとに予習 1時間、

復習１時間おこなう事。以下同様に

おこなって下さい。 

 

4 疲労・倦怠感、不眠 
疲労、倦怠感、不眠の分類、発生機序を理解

する。復習：診察・検査から原因疾
 



患を想起出来る様にすること。各講

義ごとに予習 1時間、復習１時間お

こなう事。以下同様におこなって下

さい。 

5 難聴、耳鳴り、めまい、眼振 

難聴、耳鳴り、めまい、眼振の分類、発生機

序を理解する。復習：診察・検査か

ら原因疾患を想起出来る様にする

こと。各講義ごとに予習 1 時間、復

習１時間おこなう事。以下同様にお

こなって下さい。 

 

6 動悸、胸痛、腹痛 

動悸、胸痛、腹痛の分類、発生機序を理解す

る。復習：診察・検査から原因疾患

を想起出来る様にすること。各講義

ごとに予習 1 時間、復習１時間おこ

なう事。以下同様におこなって下さ

い。 

 

7 鼻汁・鼻閉、咳・咳嗽、血痰・喀血 

鼻汁・鼻閉、咳・咳嗽、血痰・喀血の分類、

発生機序を理解する。復習：診察・

検査から原因疾患を想起出来る様

にすること。各講義ごとに予習 1時

間、復習１時間おこなう事。以下同

様におこなって下さい。 

 

8 呼吸困難、悪心・嘔吐、食欲不振 

呼吸困難、悪心・嘔吐、食欲不振の分類、発

生機序を理解する。復習：診察・検

査から原因疾患を想起出来る様に

すること。各講義ごとに予習1時間、

復習１時間おこなう事。以下同様に

おこなって下さい。 

 

9 便秘、下痢、吐血・下血、発熱 

便秘、下痢、吐血・下血、発熱の分類、発生

機序を理解する。復習：診察・検査

から原因疾患を想起出来る様にす

ること。各講義ごとに予習 1時間、

復習１時間おこなう事。以下同様に

おこなって下さい。 

 

10 出血傾向、ショック、貧血 

出血傾向、ショック、貧血の分類、発生機序

を理解する。復習：診察・検査から

原因疾患を想起出来る様にするこ

と。各講義ごとに予習 1時間、復習

１時間おこなう事。以下同様におこ

なって下さい。 

 

11 意識障害、のぼせ・冷え、胸水 

意識障害、のぼせ・冷え、胸水の分類、発生

機序を理解する。復習：診察・検査

から原因疾患を想起出来る様にす

ること。各講義ごとに予習 1時間、

復習１時間おこなう事。以下同様に

おこなって下さい。 

 

12 肥満、るいそう、嚥下困難 

肥満、るいそう、嚥下困難の分類、発生機序

を理解する。復習：診察・検査から

原因疾患を想起出来る様にするこ

と。各講義ごとに予習 1時間、復習

１時間おこなう事。以下同様におこ

なって下さい。 

 

13 月経異常・不正器出血 

月経異常・不正器出血の分類、発生機序を理

解する。復習：診察・検査から原因

疾患を想起出来る様にすること。各

講義ごとに予習 1時間、復習１時間

おこなう事。以下同様におこなって

下さい。 

 

14 排尿障害、乏尿・無尿、多尿、浮腫 

排尿障害、乏尿・無尿、多尿、浮腫の分類、

発生機序を理解する。復習：診察・

検査から原因疾患を想起出来る様

にすること。各講義ごとに予習 1時

間、復習１時間おこなう事。以下同

 



様におこなって下さい。 

15 易感染性、発疹、口渇、嗄声 

易感染性、発疹、口渇、嗄声の分類、発生機

序を理解する。復習：診察・検査か

ら原因疾患を想起出来る様にする

こと。各講義ごとに予習 1 時間、復

習１時間おこなう事。以下同様にお

こなって下さい。 
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成績評価方法と基準 割合 

1.筆記テスト 100％2.3 分 2 以上の出席 

 

1.100%

※3 分

の 2 以

上 の 出

席 が な

い と 受

験 資 格

が あ り

ません 



授業科目名 整形外科学 (鍼灸) 

主担当教員 髙橋 秀郎 担当教員 髙橋 秀郎 

科目ナンバリング SB20BACC011 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

整形外科疾患は、四肢・体幹の運動器の疾患で鍼灸やスポーツ医学では特に重要である。四肢体幹の診断・

治療をすすめていく上で知っておくべき整形外科学を学ぶ。 

 

学修目標 

1．整形外科医がどのように整形外科疾患を診断・治療するのかを学ぶ。2．基本は運動器の解剖である。3．整形外

科疾患の保存療法と手術療法を学ぶ。4．整形外科疾患に対する治療をすすめる上で必要な整形外科学基礎知識を学

ぶ。5．整形外科疾患が原因の身体障害者に対する基本的動作能力の回復を図るには、何が必要かを学ぶ。運動器の

問題点を見つける目を育てる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

整形外科学は解剖学、生理学、臨床病態学を土台とするものである。教科書、スライドを中心に授業を進め

るが、これまでに他の講義で学んできた局所解剖や運動機能の評価方法等について質問することから始める。

質問は座席表にしたがって行う。教科書にない疾患や病態も重要なものは一部講義対象にするが、これらは

配布するプリントでカバーする。注意事項１．講義を聞かずに教科書だけ読んでも理解困難と考えられるた

め、出席して講義を聞くこと。２．疾患について理論的なイメージを持ち、理解する努力をすること。３．疑

問点は 

 

教科書 

臨床医学各論（第２版）医歯薬出版 121 頁～192 頁 

 

参考書 

整形外科疾患の理学療法 金原出版、運動機能障害症候群のマネジメント 医歯薬出版標準整形外科学 医学

書院 

 

研究室／オフィスアワー 

共同研究室 /月曜日、水曜日、金曜日 各曜日 9:00～17:45 但し講義時間以外 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 自己紹介、今後の授業について 
インフォームドコンセントについて理解す

ること。予習 2時間、復習 2 時間 
 

2 
整形外科総論（１）：保存的治療と観血的治

療 

運動器の解剖、関節の動き（基本）について

解剖学で学んだことを予習してお

くこと予習 2 時間、復習 2 時間 

 

3 整形外科総論（２）：診断と検査 

授業で学んだ筋力評価、整形外科的診察法、

画像診断法の理解を深めること。予

習 2時間、復習 2時間 

 



4 関節疾患（１） 
関節の構造、関節症について復習し理解す

ること。予習 2時間、復習 2 時間 
 

5 関節疾患（２） 

小児関節疾患を含むその他の関節疾患につ

いて復習し理解を深めること。小テ

ストを実施する。予習 2時間、復習

2時間 

 

6 骨代謝性疾患、骨腫瘍 

骨粗鬆症、くる病・骨軟化症、骨腫瘍につい

て授業内容を復習し理解を深める

こと。予習 2 時間、復習 2 時間 

 

7 関節リウマチと類縁疾患 
授業に使うスライドとプリントを復習する

こと。予習 2 時間、復習 2 時間 
 

8 筋・腱膜疾患 

運動器疾患術後管理・合併症を理解し、周術

期を整理すること。予習 2 時間、復

習 2時間 

 

9 形態異常（小児整形） 

先天性股関節脱臼、内反足、筋性斜頸、側彎

症について理解を深めること。予習

2時間、復習 2 時間 

 

10 脊椎疾患（１） 

椎間板ヘルニア、後縦靱帯骨化症、変形性脊

椎症について理解を深めること。予

習 2時間、復習 2時間 

 

11 脊椎疾患（２） 

脊椎骨折、脊髄損傷について理解を深める

こと。小テストを実施する。予習 2

時間、復習 2 時間 

 

12 骨及び軟部組織の外傷（１） 
骨折、脱臼、捻挫について復習して理解を深

めること。予習 2時間、復習 2時間 
 

13 骨及び軟部組織の外傷（２） 

スポーツ障害（テニス肘、ゴルフ肘、野球肘

野球肩、ジャンパー膝）について復

習して理解を深めること。予習 2時

間、復習 2時間 

 

14 ロコモと高齢者運動療法 

授業に使うスライドとプリントを復習する

こと。小テストを実施する。予習 2

時間、復習 2 時間 

 

15 その他の整形外科疾患 

胸郭出口症候群、頚腕症候群、手根管症候群

について復習して理解を深めるこ

と。予習 2時間、復習 2時間 

 

16    
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23    
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29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



定期試験試験結果を開示する希望者には個別指導を行う 

 
1 



授業科目名 内科学 (鍼灸) 

主担当教員 森 優也 担当教員 森 優也 

科目ナンバリング SB20BACC012 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

内科領域の各臓器の構造や機能（解剖学・生理学）を理解した上で、病態生理を把握し、診断学・症候学を理

解して、臨床現場で応用できるようにする。また各種疾患について臓器別に学び、その病態・治療を論理的

に理解・説明できるようにする。 

 

学修目標 

１．消化器系、循環器系、呼吸器系、血液系の各種臓器の働きを理解する。〈DP②〉２．症状・症候の病的意義が説明

できる。〈DP②〉３．各種疾病の病態を理解し、そこから臨床症状が合理的に説明できる。〈DP②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．内科学の理解を深めることは、鍼灸臨床における鑑別や正確な判断につながることから、積極的に学習す

ること。2．各疾患の病態を理解するには、構造や機能（解剖学・生理学）の知識が必要であることから、復

習しておくこと。3．講義内容は膨大となるため、予習・復習は欠かさないこと。また、出席は授業の理解に

も影響することから、欠席をしないようにすること。4．講義後、本講時内容の確認テストを「MORIPA」から

配信しますので回答し、解説についても確認すること。5．授業内容や確認テストの内容が分からなければ 

 

教科書 

1．臨床医学各論 第 2版. 医歯薬出版株式会社. 東洋療法学校協会編. ISBN978-4-263-24168-42．適宜プリ

ントや資料を配布する。 

 

参考書 

1．臨床医学総論 第 2版. 東洋療法学校協会編/奈良信雄著. 医歯薬出版株式会社. 2．病気がみえる vol1、

2，4，5（消化器、循環器、呼吸器、血液）.  MEDIC MEDIA.3．なるほどなっとく内科学（改訂 2 版）南山堂

4．その他講義内で適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1 階（学生支援課事務室）午後 5 時～午後 6 時適時 E 棟学生ホールを巡回しますので、質問があれば呼

び止めてください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
消化管疾患-1（口腔・食道疾患）について到

達目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p21-25）を確認し

ておくこと。あわせて口腔と食道の

解剖学、生理学についても確認して

おくこと。（自修 0.5 時間）復習：授

業で学んだ消化器疾患（口腔・食道

疾患）について復習すること（教科

書 p21-25、ノート、配布資料等）。

（自修 1時間）課題：講義後、本講

森 優

也 



時内容の確認テストを「MORIPA」か

ら配信しますので回答し、解説につ

いても確認してください。（自修 0.5

時間） 

2 
消化管疾患-2（胃・十二指腸疾患）について

到達目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p26-31）を確認し

ておくこと。あわせて胃・十二指腸

の解剖学、生理学についても確認し

ておくこと。（自修 0.5 時間）復習：

授業で学んだ消化器疾患（胃・十二

指腸疾患）について復習すること

（教科書 p26-31、配布資料）。（自修

1 時間）課題：講義後、本講時内容

の確認テストを「MORIPA」から配信

しますので回答し、解説についても

確認してください。（自修 0.5 時間） 

森 優

也 

3 
消化管疾患-3（腸疾患＜腸炎・大腸疾患＞）

について到達目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p31-40）を確認し

ておくこと。あわせて大腸・腹膜の

解剖学、生理学についても確認して

おくこと。（自修 0.5 時間）復習：授

業で学んだ消化器疾患（腸疾患＜腸

炎・大腸疾患＞）について復習する

こと（教科書 p31-40、配布資料）。

（自修 1時間）課題：講義後、本講

時内容の確認テストを「MORIPA」か

ら配信しますので回答し、解説につ

いても確認してください。（自修 0.5

時間） 

森 優

也 

4 
肝胆膵疾患-1（肝疾患）について到達目標：

上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p41-51）を確認し

ておくこと。あわせて肝臓の解剖

学、生理学についても確認しておく

こと。（自修 1 時間）復習：授業で学

んだ消化器疾患（肝疾患）について

復習すること（教科書 p41-51、配布

資料）。（自修 1 時間）課題：講義後、

本 講 時 内 容 の 確 認 テ ス ト を

「MORIPA」から配信しますので回答

し、解説についても確認してくださ

い。（自修 0.5 時間） 

森 優

也 

5 
肝胆膵疾患-2（肝疾患・胆嚢・膵臓疾患）に

ついて到達目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p51-56）を確認し

ておくこと。あわせて胆嚢、膵臓の

解剖学、生理学についても確認して

おくこと。（自修 1時間）復習：授業

で学んだ消化器疾患（肝疾患・胆嚢・

膵臓疾患）について復習すること

（教科書 p51-56、配布資料）。（自修

1 時間）課題：講義後、本講時内容

の確認テストを「MORIPA」から配信

しますので回答し、解説についても

確認してください。（自修 0.5 時間） 

森 優

也 

6 
循環器疾患-1 （心不全・心臓弁膜症）につ

いて到達目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p193-206）を確認

しておくこと。あわせて心臓の解剖

学、生理学についても確認しておく

こと。（自修 1 時間）復習：授業で学

んだ心疾患について復習すること

（教科書 p193-206、配布資料）。（自

修 1時間）課題：講義後、本講時内

容の確認テストを「MORIPA」から配

信しますので回答し、解説について

も確認してください。（自修 0.5 時

間） 

森 優

也 

7 
循環器疾患-2（心臓弁膜症）について到達目

標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p196-206）を確認

しておくこと。あわせて心臓の解剖

学、生理学についても確認しておく

森 優

也 



こと。（自修 1 時間）復習：授業で学

んだ心疾患について復習すること

（教科書 p196-206、配布資料）。（自

修 1時間）課題：講義後、本講時内

容の確認テストを「MORIPA」から配

信しますので回答し、解説について

も確認してください。（自修 0.5 時

間） 

8 
循環器疾患-3（不整脈・先天性心疾患）につ

いて到達目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p206-208）を確認

しておくこと。あわせて心臓、動脈

の解剖学、生理学についても確認し

ておくこと。（自修 1時間）復習：授

業で学んだ心疾患について復習す

ること（教科書 p206-208、配布資

料）。（自修 1 時間）課題：講義後、

本 講 時 内 容 の 確 認 テ ス ト を

「MORIPA」から配信しますので回答

し、解説についても確認してくださ

い。（自修 0.5 時間） 

森 優

也 

9 
循環器疾患-4（虚血性心疾患）について到達

目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p208-212）を確認

しておくこと。あわせて心臓、動脈

（血圧）の解剖学、生理学について

も確認しておくこと。（自修 1時間）

復習：授業で学んだ虚血性心疾患に

ついて復習すること（教科書 p208-

212、配布資料）。（自修 1 時間）課

題：講義後、本講時内容の確認テス

トを「MORIPA」から配信しますので

回答し、解説についても確認してく

ださい。（自修 0.5 時間） 

森 優

也 

10 
循環器疾患-5（動脈疾患・血圧異常）につい

て到達目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p212-219）を確認

しておくこと。あわせて心臓、動脈

（血圧）の解剖学、生理学について

も確認しておくこと。（自修 1時間）

復習：授業で学んだ動脈疾患および

高血圧について復習すること（教科

書 p212-219、配布資料）。（自修 1時

間）課題：講義後、本講時内容の確

認テストを「MORIPA」から配信しま

すので回答し、解説についても確認

してください。（自修 0.5 時間） 

森 優

也 

11 
呼吸器疾患-1（感染性呼吸器疾患）について

到達目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p57-65）を確認し

ておくこと。あわせて呼吸器の解剖

学、生理学についても確認しておく

こと。（自修 1 時間）復習：授業で学

んだ感染性呼吸器疾患について復

習すること（教科書 pp57-65、配布

資料）。（自修 1 時間）課題：講義後、

本 講 時 内 容 の 確 認 テ ス ト を

「MORIPA」から配信しますので回答

し、解説についても確認してくださ

い。（自修 0.5 時間） 

森 優

也 

12 
呼吸器疾患-2（閉塞性・拘束性呼吸器疾患）

について到達目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p65-73）を確認し

ておくこと。あわせて呼吸器の解剖

学、生理学についても確認しておく

こと。（自修 1 時間）復習：授業で学

んだ閉塞性・拘束性呼吸器疾患につ

いて復習すること（教科書 p65-73、

配布資料）。（自修 1時間）課題：講

義後、本講時内容の確認テストを

「MORIPA」から配信しますので回答

し、解説についても確認してくださ

い。（自修 0.5 時間） 

森 優

也 



13 
呼吸器疾患-3（気胸・肺癌・気管支拡張症）

について到達目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p74-80）を確認し

ておくこと。あわせて呼吸器の解剖

学、生理学についても確認しておく

こと。（自修 1 時間）復習：授業で学

んだ気胸、肺癌、気管支拡張症など

について復習すること（教科書 p74-

80、配布資料）。（自修 1時間）課題：

講義後、本講時内容の確認テストを

「MORIPA」から配信しますので回答

し、解説についても確認してくださ

い。（自修 0.5 時間） 

森 優

也 

14 
血液・造血器疾患-1（赤血球疾患）について

到達目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p221-227）を確認

しておくこと。あわせて血について

生理学も確認しておくこと。（自修 1

時間）復習：授業で学んだ赤血球疾

患について復習すること（教科書

p221-227、配布資料）。（自修 1 時間）

課題：講義後、本講時内容の確認テ

ストを「MORIPA」から配信しますの

で回答し、解説についても確認して

ください。（自修 0.5 時間） 

森 優

也 

15 
血液・造血器疾患-2（白血球疾患・出血性素

因）について到達目標：上記を説明できる。 

予習：シラバス・教科書（p227-233）を確認

しておくこと。あわせて血液・止血

について生理学も確認しておくこ

と。（自修 1時間）復習：授業で学ん

だ白血球疾患・出血性素因について

復習すること（教科書 p227-233、配

布資料）。（自修 1時間）課題：講義

後、本講時内容の確認テストを

「MORIPA」から配信しますので回答

し、解説についても確認してくださ

い。（自修 0.5 時間） 

森 優

也 
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成績評価方法と基準 割合 

※成績評価を受けるには 2/3 以上の出席が必要です。①筆記試験（90％）＜DP②＞②課題等の提出

（10％）＜DP②＞最終的に筆記試験の点数と課題の提出回数で評価をします。講義終了後、10 回以上

①90 ％

②10％ 



MORIPA から小テスト等の課題を配信しますので、必ず回答してください。さらに、毎回解答と解説につい

ても確認して、自身の理解度をチェックするとともに筆記試験に備えること。 

 



授業科目名 臨床医学各論Ⅰ(脳神経外科・神経内科・心療内科) (鍼灸) 

主担当教員 久保 忠彦 担当教員 久保 忠彦 

科目ナンバリング SB20BACC013 科目区分 専門基礎分野 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸師として必要な外科学の基礎を理解し、臨床実習のために必要な知識を修める。本講座では、脳神経、

外科学の基礎を学び、兆候から診断、治療について、総合的に理解することを目標とする。 

 

学修目標 

代表的疾患を通じてその病態生理、診断、治療の理解と、応用ができる学力を養成することを目標とする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義は基本的に教科書に準じて進め、試験も講義内容から出題するため、日々の講義内容を理解することに

努め、予習復習を旨として欲しい。評価に際し、出席、小テストは重視します。 

 

教科書 

臨床医学各論東洋療法学校協会編医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

徹底攻略国家試験過去問題集明治東洋医学院編集委員会医道の日本社 

 

研究室／オフィスアワー 

アポイントメント: 06-6976-3901 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 イントロダクション：授業計画、総論 予習：復習：学習時間：  

2 神経内科総論 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

3 神経内科：脳血管障害 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

4 神経内科：神経変性疾患 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

5 神経・心療内科：神経炎症性疾患など 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

6 脳・脊髄外科１：脳腫瘍など 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

7 脳・脊髄外科２：頭部外傷など 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

8 脳・脊髄外科３；変性疾患など 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

9 脳・脊髄外科４：脊髄、脊椎腫瘍など 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

10 外科概論１ 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

11 外科概論２ 予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス  



ト学習時間：合計約 1時間 

12 新しい医療 1：再生医療 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

13 新しい医療２：ICT 治療 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

14 プライマリケアー１ 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
 

15 プライマリケアー2 
予習：教科書の授業内容テーマ復習：小テス

ト学習時間：合計約 1時間 
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成績評価方法と基準 割合 

１．定期試験 DP1,2２．小テスト DP1,2 
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授業科目名 臨床医学各論Ⅱ(外科学・麻酔科学・小児科・産婦人科) (鍼灸) 

主担当教員 小黒 亮輔 担当教員 小黒 亮輔 

科目ナンバリング SB20BACC014 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

臨床医学各論Ⅱでは、神経内科、婦人科、小児科、心療内科について基本的な知識を身につけることを目的

とする。神経内科領域では、脳・脊髄・末梢神経・筋肉の障害によって起こるさまざまな疾患について学び、

各疾患の病態、症状、診断、治療について学修する。婦人科系では、子宮癌、乳癌、月経異常や更年期障害を

中心に学修する。小児科系では小児神経症や夜尿症を中心に学修する。心療内科では心身症や神経性食行動

異常を中心に学修する。内容は教科書に準拠するが、必要と思われる領域については追加で解説を行う。 

 

学修目標 

１）各種疾患・病態を理解し、論理的に説明できる。２）病態から治療が合理的に説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．授業内容の理解のために、事前に教科書を読むことをお勧めします。２．教科書に記載のない項目につ

いて補足として解説するので、出席して講義を聞いて下さい。３．私語は授業の進行に支障を来し、他学生

への迷惑行為となりますので慎んでください。 

 

教科書 

東洋療法学校協会編：臨床医学各論 医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 4時限の授業前後 / 非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 脳血管疾患 

予習：教科書 236～243 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

2 感染性疾患 

予習：教科書 243～246 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

3 脳・脊髄腫瘍 

予習：教科書 247～252 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

4 基底核変性疾患 

予習：教科書 252～255 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

 



まとめる。 

5 その他の変性疾患 

予習：教科書 255～257 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

6 認知症性疾患 

予習：教科書 257～260 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

7 筋疾患 

予習：教科書 260～263 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

8 運動ニューロン疾患 

予習：教科書 263～264 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

9 末梢神経性疾患 

予習：教科書 264～269 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

10 神経痛 

予習：教科書 269～271 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

11 機能性疾患 

予習：教科書 272～274 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

12 小児科疾患 

予習：教科書 286～287 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

13 婦人科疾患 

予習：教科書 311～314 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

14 心療内科 

予習：教科書 325～326 ページを読んでおく

復習：配布された講義資料を参照し

ながら本授業を振り返りノートに

まとめる。 

 

15 授業の振り返りと確認テスト 
予習：過去の講義資料を読み、授業中に解説

した国家試験問題を解く 
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成績評価方法と基準 割合 

定期試験（筆記試験）＜DP②＞ 
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授業科目名 臨床医学各論Ⅲ（感覚器） (鍼灸) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元 

科目ナンバリング SB20BACC015 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

感覚器には聴覚器・視覚器・触覚器などがあり、特に授業では耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科領域の基礎知識、各

領域の重要な疾患、および診察法を学習する。 

 

学修目標 

耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科領域の構造と機能、領域の疾患の特徴を理解し、病態生理・検査方法・治療法が説明でき

る。〈DP②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布された資料にも眼を通すこと。２．出席は重視する。３．復習・予習を必ず各 1時間すること。 

 

教科書 

配布資料 

 

参考書 

系統看護学講座 成人看護学［12］皮膚 渡辺晋一 医学書院系統看護学講座 成人看護学［13］眼 大鹿

哲朗 医学書院系統看護学講座 成人看護学［14］耳鼻咽喉 小松浩子 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室９昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
耳鼻咽喉科１耳・鼻・口腔・咽喉頭の解剖学

的な構造と機能 

予習：解剖学と生理学を再度確認すること。

復習：基本的な構造を覚えること。 
 

2 耳鼻咽喉科２重要な症状の病態生理 

予習：症状から考えられる疾患を理解する

こと。復習：疾患の病態生理と症状

を理解すること。 

 

3 耳鼻咽喉科３耳鼻科の検査と治療法 

予習：簡易な検査方法の名称を理解するこ

と。復習：検査方法の意義を確認す

ること。 

 

4 耳鼻咽喉科４耳・鼻の重要な疾患について 

予習：耳・鼻の構造と症状について理解する

こと。復習：耳・鼻の疾患と症状の

関連性について理解すること。 

 

5 耳鼻咽喉科５咽喉頭の重要な疾患について 

予習：咽喉頭の構造と機能について理解す

ること。復習：咽喉頭の重要疾患に

ついて理解すること。 

 

6 耳鼻咽喉科６疾患の要点 

予習：耳鼻咽喉科疾患について理解するこ

と。復習：重要な疾患とその検査法

と治療法について理解すること。 

 

7 眼科１眼の解剖学的な構造と機能 
予習：解剖学と生理学を再度確認すること。

復習：基本的な構造を覚えること。 
 



8 眼科２重要な症状の病態生理 

予習：眼科の症状について理解すること。復

習：眼科の症状と考えられる疾患の

関連性について理解すること。 

 

9 眼科３眼科の検査と治療法 

予習：眼科の検査には何があるか理解する

こと。復習：検査結果と疾患の関連

性について理解すること。 

 

10 眼科４眼の重要な疾患について 

予習：眼の疾患について調べ理解すること。

復習：眼の疾患と症状、検査方法を

理解すること。 

 

11 皮膚科１皮膚の解剖学的な構造と機能 
予習：解剖学・生理学を再度確認すること。

復習：基本的な構造を覚えること 
 

12 皮膚科２重要な症状と病態生理 

予習：皮膚の症状について理解すること。復

習：皮膚科の症状と考えられる疾患

の関連性について理解すること。 

 

13 皮膚科３皮膚科の検査と治療法 

予習：皮膚科の検査について理解すること。

復習：検査結果と疾患の関連性につ

いて理解すること。 

 

14 皮膚科４皮膚の重要な疾患について 

予習：皮膚の構造と症状につい理解するこ

と。復習：皮膚科の疾患と症状の関

連性について理解すること。 

 

15 眼科・皮膚科疾患の要点 

予習：眼科・皮膚科の疾患について理解する

こと。復習：重要な疾患とその検査

法と治療法について理解すること。 
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成績評価方法と基準 割合 

定期試験の受験資格は２/３以上の出席。定期試験を実施して評価を行う。（60％以上）〈DP②〉 
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授業科目名 スポーツ医学 (鍼灸) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 川畑 浩久／吉岡  敏治 

科目ナンバリング SB20BACB016 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

2 年次の整形外科学で学んだ運動器の解剖とスポーツ傷害について、メディカルチェックや症状、対処法など

についてより理解を深め、またスポーツ外傷における救急処置の重要性についても学ぶ。あわせてスポーツ

現場で遭遇しやすい内科疾患についてもメディカルチェックや症状について学ぶ。 

 

学修目標 

1．重症度と緊急度を理解し、スポーツ現場で発生する最も重篤な心肺停止に対応できるようになること、また、発

生頻度の高い脳震盪と頭部外傷、熱中症の病態を理解し、発生現場における予防や救急処置法を習得する。〈DP①②③〉

2．さらにスポーツ現場で遭遇する運動器の外傷や障害、内科疾患についてのメディカルチェックや対処法について

も習得する。〈DP①②〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

スポーツ医学は、運動器の解剖学、生理学を土台にするもので、他の講義で学んだ局所解剖や運動機能の評

価方法、理学所見の取り方等を質問することから始める。ほとんどの授業内容は、資料として配付するスラ

イドを中心に進めるので、講義に出席せず、資料だけを見ても理解困難である。心停止や頭部外傷、熱中症

等の傷害発生の理論的なイメージを獲得する努力をすることが重要である。 

 

教科書 

配布プリント（適宜配布いたします。） 

 

参考書 

1．臨床医学各論（第 2版）医歯薬出版 179 頁～185 頁、288 頁～301 頁 2．救急蘇生法の指針 2015（医療従事

者用、改訂第 5版）へるす出版 3．標準整形外科学 第 12 版.中村利孝/松野丈夫 監修.医学書院.2014.4．新

版 スポーツ整形外科マニュアル.福林徹 監修. 中外医学社.2013.5．スポーツ整形外科学.中嶋寛之 編集.南

江堂.1998 年． 

 

研究室／オフィスアワー 

吉岡敏治（C棟研究室４）／原則月曜日２・３時間目ですが、その他、部屋にいれば、いつでも訪問可です。

川畑浩久（C棟研究室 707）／木、金曜日 17:00～18:00 ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
スポーツ外傷の救急処置：重症度と緊急度、

心肺蘇生について 

予習：整形外科学の外傷部分（臨床医学総

論、各論の当該箇所）復習：配布プ

リントならびに臨床医学総論、各論

の当該箇所を参照なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

吉岡 



2 
スポーツ外傷の救急処置：脳震盪と頭部外

傷、脊髄損傷、熱中症について 

予習：スポーツにより発生する重篤な外傷

として、頭部外傷や脊髄損傷、熱中

症の講義が他の講座で行われてい

れば、その部分をみなおしておくこ

と（臨床医学総論、各論の当該箇所

参照）復習：配布プリントならびに

臨床医学総論、各論の当該箇所を参

照なお予習、復習はそれぞれ 2時間

は行うこと。 

吉岡 

3 

スポーツ障害の総論：1）運動器疾患に対す

る健診およびメディカルチェック 2）運動器

外傷に対する応急処置 3）内科的疾患に対す

る健診およびメディカルチェック 

予習：スポーツにより発生する主な運動器

疾患ならびに内科的疾患について

予習しておくこと（臨床医学各論の

該当箇所）復習：これまで学んだ運

動器疾患ならびに内科的疾患の検

査法、治療法などについて復習する

こと（配布資料ならびに臨床医学各

論の該当箇所）なお予習、復習はそ

れぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

4 

肩関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法） 

予習：肩関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ肩関節

の外傷について復習すること（配布

資料ならびに臨床医学各論（教科

書）の該当箇所参照）なお予習、復

習はそれぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

5 

肩関節のスポーツ外傷・障害：1）慢性的な

障害の症状（自覚症状・他覚所見）と治療法

ならびに予防法 

予習：肩関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ肩関節

の障害について復習すること（配布

資料ならびに臨床医学各論の該当

箇所参照）なお予習、復習はそれぞ

れ 2時間は行うこと。 

川畑 

6 

肘関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法）および 2）慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法 

予習：肘関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ肘関節

の外傷、障害について復習すること

（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所）なお予習、復習はそれ

ぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

7 

手関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法）および 2）慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法 

予習：手関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ手関節

の外傷、障害について復習すること

（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所参照）なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

8 

指関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法）および 2）慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法 

予習：指関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ指関節

の外傷、障害について復習すること

（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所参照）なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

9 

股関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

治療法）および 2）慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法 

予習：股関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ股関節

の外傷、障害について復習すること

（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所参照）なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

10 

膝関節のスポーツ外傷・障害：1）急性外傷

の症状（自覚症状・他覚所見）と処置方法（ス

ポーツの中止と応急処置ならびにその後の

予習：膝関節の解剖学、運動学について予習

しておくこと（解剖学（教科書）の

該当箇所参照）復習：授業で学んだ

川畑 



治療法） 膝関節の外傷について復習するこ

と（配布資料ならびに臨床医学各論

の該当箇所参照）なお予習、復習は

それぞれ 2時間は行うこと。 

11 

膝関節のスポーツ外傷・障害：1）慢性的な

障害の症状（自覚症状・他覚所見）と治療法

ならびに予防法 

予習：膝関節の解剖学について予習してお

くこと（解剖学（教科書）の該当箇

所参照）復習：授業で学んだ膝関節

の障害について復習すること（配布

資料ならびに臨床医学各論の該当

箇所参照）なお予習、復習はそれぞ

れ 2時間は行うこと。 

川畑 

12 

下腿部・足関節・足部のスポーツ外傷・障害：

1）急性外傷の症状（自覚症状・他覚所見）

と処置方法（スポーツの中止と応急処置な

らびにその後の治療法） 

予習：下腿、足関節、足部の解剖学について

予習しておくこと（解剖学（教科書）

の該当箇所参照）復習：授業で学ん

だ下腿、足関節、足部の外傷につい

て復習すること（配布資料ならびに

臨床医学各論の該当箇所参照）なお

予習、復習はそれぞれ 2時間は行う

こと。 

川畑 

13 

下腿部・足関節・足部のスポーツ外傷・障害：

1）慢性的な障害の症状（自覚症状・他覚所

見）と治療法ならびに予防法 

予習：下腿、足関節、足部の解剖学について

予習しておくこと（解剖学（教科書）

の該当箇所参照）復習：授業で学ん

だ下腿、足関節、足部の障害につい

て復習すること（配布資料ならびに

臨床医学各論の該当箇所参照）なお

予習、復習はそれぞれ 2時間は行う

こと。 

川畑 

14 

体幹（頚部、胸部、腰部）のスポーツ外傷・

障害： 1）急性外傷の症状（自覚症状・他覚

所見）と処置方法（スポーツの中止と応急処

置ならびにその後の治療法）および 2）慢性

的な障害の症状（自覚症状・他覚所見）と治

療法ならびに予防法 

予習：頚部、胸部、腰部の解剖学、運動学に

ついて予習しておくこと（解剖学

（教科書）の該当箇所参照）復習：

授業で学んだ頚部、胸部、腰部の外

傷、障害について復習すること（配

布資料ならびに臨床医学各論の該

当箇所参照）なお予習、復習はそれ

ぞれ 2時間は行うこと。 

川畑 

15 

スポーツによる内科的疾患：1）循環器・呼

吸器疾患における慢性的な障害の症状（自

覚症状・他覚所見）と治療法ならびに予防法

2）消化器・泌尿器疾患における慢性的な障

害の症状（自覚症状・他覚所見）と治療法な

らびに予防法 

予習：スポーツにより発生する主な循環器、

呼吸器、消化器、泌尿器などの疾患

の症状などについて予習しておく

こと（臨床医学総論、各論の当該箇

所）復習：これまで学んだ循環器、

呼吸器、消化器、泌尿器疾患につい

て復習すること（配布プリントなら

びに臨床医学総論、各論の当該箇

所）なお予習、復習はそれぞれ 2時

間は行うこと。 

川畑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．定期試験〈DP①②③〉2．試験に対するフィードバックの方法：授業内の小テストは翌回の授業時間に

返却し、あわせてフィードバックも行う。また希望者には試験答案を開示し、必要に応じて解説を行う。 

 

0.011 



授業科目名 リハビリテーション医学 (鍼灸) 

主担当教員 髙橋 秀郎 担当教員 髙橋 秀郎 

科目ナンバリング SB20BACC017 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの概念や、代表的疾患のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの実際を概説する 

 

学修目標 

他職種である理学療法士との情報共有するための基礎知識を習得するDP①② 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

新しい知見の習得に努めること遅刻の申告、延着証明の提出は当日に限り有効とする 

 

教科書 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学   東洋療法学校協会編 ・土肥信之著 ・医歯薬出版株式会社 

 

参考書 

和才 嘉昭、細川 一郎 共著：リハビリテーション技術全書；株式会社 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

共同研究室 月曜日、水曜日、金曜日 各曜日の 9：00～17：45 但し講義の時間は除く 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

A ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝと障害  基本理念  自立生活

B ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学と医療  ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学

の概念 

教科書の熟読ノートの整理予習 2 時間、復

習 2時間 
 

2 
C 障害の評価  心身機能・身体構造の評価  

活動の評価 

身体構造の理解と解剖学の復習予習2時間、

復習 2時間 
 

3 
C 障害の評価  参加の評価  合併症（廃用

症候群）の評価  失行、失認ﾃｽﾄ 

身体構造の理解と解剖学の復習予習2時間、

復習 2時間 
 

4 D 医学的ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ  装具療法と義肢 
身体構造の理解と解剖学の復習予習2時間、

復習 2時間 
 

5 D 医学的ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ  装具療法と義肢 
身体構造の理解と解剖学の復習予習2時間、

復習 2時間 
 

6 
脳卒中のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ脳卒中とは評価急性期

のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ理学療法、作業療法 

教科書の用語の理解評価方法の復習予習 2

時間、復習 2 時間 
 

7 

脳卒中のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ回復期のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ理

学療法、作業療法言語療法脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ

ﾝのｺﾞｰﾙ 

教科書の用語の理解評価方法の復習予習 2

時間、復習 2 時間 
 

8 
脊髄損傷のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ  脊髄損傷とは  脊

髄損傷による症状と障害 

脊髄の構造について予習予習 2 時間、復習

2時間 
 

9 
脊髄損傷のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ  急性期のﾘﾊﾋﾞﾘﾃ

ｰｼｮﾝ  回復期のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 

教科書の用語の理解ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの目的の理

解予習 2時間、復習 2時間 
 

10 
切断のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ  切断の原因と分類  合

併症 

教科書の熟読ノートの整理予習 2 時間、復

習 2時間 
 

11 
小児のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ  小児のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの特

徴  脳性麻痺のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 

教科書の用語の理解ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの目的の理

解予習 2時間、復習 2時間 
 



12 
骨関節疾患末梢神経麻痺関節リウマチ呼吸

器疾患のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ慢性閉塞性肺疾患 

解剖学の復習特に末梢神経について予習 2

時間、復習 2 時間 
 

13 
正常歩行と異常歩行歩行とは歩行のサイク

ル 

下肢関節の構造と筋肉の予習予習 2 時間、

復習 2時間予習 2時間、復習 2時間 
 

14 
正常歩行と異常歩行 歩行の速度とエネル

ギー消費 歩行の分析 異常歩行 

下肢関節の構造と筋肉の予習予習 2 時間、

復習 2時間 
 

15 講義全体のまとめと振り返り 
講義全体のまとめ 予習 2 時間、復習 2 時

間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験（100%）DP①②試験結果を開示する希望者には個別指導を行う 
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授業科目名 画像診断学 (鍼灸) 

主担当教員 髙橋 秀郎 担当教員 髙橋 秀郎 

科目ナンバリング SB20BACC018 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

放射線の歴史を学び、画像診断とは、医療においてどのような役割を占めているのか、一般撮影、CT、MRI、

超音波などの検査の種類や基礎的なことを学ぶと共に専門職として鍼灸師を目指す学生にも、様々な医療画

像を読める力をつける。 

 

学修目標 

1.各画像より局所の構造を理解する 4.正常像を理解し局所の異常を見出す努力をする。6.検査の目的を理解する。

7.色々な検査や疾患との関わりを理解する8.各画像より疾患の概要を理解する。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.各モダリティでの画像診断の特徴を認識する。2.配布された講義資料に目を通すこと。3.授業内容での講

義内容に耳を傾けること。4.画像症例を通して、読影力を身につける。6.解剖学や疾患に対する知識が必要

とされる。7.医療職種として必要な知識なので興味を持って欲しい。 

 

教科書 

使用しない（プリント配布）。 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階共同研究室 月 水 金 但し講義時間を除く 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 脊柱読影 脊柱骨格復習 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

2 脊柱読影 脊柱骨格復習 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

3 肩関節の読影 肩関節骨格復習 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

4 肩関節の読影 肩関節骨格復習 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

5 変形性関節症 変形性関節症の病態 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

6 変形性関節症 変形性関節症の病態 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

7 肘関節の読影 肘関節骨格復習 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

8 肘関節の読影 肘関節骨格復習 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 



9 手関節の読影 手関節骨格復習 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

10 股関節の読影 股関節骨格復習 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

11 股関節、膝関節の読影 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

12 膝関節の読影 膝関節骨格復習 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

13 足関節の読影 足関節骨格復習 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

14 足関節の読影 足関節骨格復習 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

15 MRI と CT 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスとプリントの確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

期末試験平常点を考慮することがある DP②③ 
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授業科目名 衛生学公衆衛生学 (鍼灸) 

主担当教員 今村 行雄 担当教員 今村 行雄 

科目ナンバリング SB20BACB019 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

個人水準で健康を扱う臨床医学に対して、衛生･公衆衛生学は社会水準で健康を取り扱うので社会医学とも呼

ばれる。その範囲は多岐にわたり、健康に影響をおよぼす様々なリスクを同定し、予防活動に結びつける学

問である。本講義では「社会に役立つ公衆衛生」を基本として、衛生･公衆衛生学の理論、衛生行政、予防、

消毒法、健康、老人・成人保健、生活習慣病や難病疾患、産業衛生、母子保健、衛生統計などについて学習す

る。特に、鍼灸・柔道整復にとっては消毒法・安全確保について身に着けることは必須である。さらに、世界

における日本の現状および動向について理解し、日本における公衆衛生のあり方について考える。 

 

学修目標 

私たちの生活や健康は、社会の制度に支えられている。公衆衛生学は、健康を支える制度そのものである。公衆衛生

の歴史や体制、内容を知り、自らの生活や健康を守り、向上を図るための知識を習得する。１．公衆衛生学とは何か

を知る。２．疫学について知り、曝露について理解する。３．健康を害する因子を探り、予防とは何かを理解する。

４．健康維持のための施策について理解する。５．日本の医療状況を理解し、世界各国の状況と比較できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．公衆衛生学は、進歩する医療技術や研究成果だけでなく、国の情勢や法律、予算などにも左右され、変化

していくものである。講義で習ったことは現時点での事実であることを認識し、講義終了後には統計データ

などは最新のものを各自、調べて知識をアップデートする必要がある（特に国家試験前）ことに留意する。

２．新聞やニュースなどを通じて、社会情勢に目を向けること。３．常に疑問を持ち、調べ、客観的に評価

し、自分の知識を深めること。 

 

教科書 

なし。（参考書 1-3 に基づいて作成した配布資料を使って講義を進めます） 

 

参考書 

1.学生のための現代公衆衛生（南山堂）2. 衛生学・公衆衛生学（南江堂）3.公衆衛生が見える（メディック

メディア） 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康の科学としての公衆衛生学 課題：公衆衛生とは何か、WHO, 疫学研究  

2 人口の動向 
授業の復習課題：人口の増減が社会生活に

どう影響するか 
 



3 妊娠・出産と胎児の保健 
授業の復習および次回の講義の予習課題：

周産期の保健について理解する 
 

4 新生児・乳幼児期の保健 
授業の復習課題：胎児、乳幼児期の保健を理

解する 
 

5 青少年の保健 
授業の復習と次回講義の予習課題：学校保

健について理解する 
 

6 成人期の保健 
授業の復習および次回の講義の予習課題：

生活習慣病について理解する 
 

7 老年期の保健と死の問題 
予習：シラバス・資料確認課題：高齢者福祉

について理解する 
 

8 心の健康と心身障害 
予習：シラバス・資料確認課題：精神保健に

ついて理解する 
 

9 環境の衛生 
予習：シラバス・資料の確認課題：環境とは

何か、理解する 
 

10 環境汚染と公害 
予習：シラバス・資料の確認課題：公害問題

について理解する 
 

11 感染症：微生物による病気 
予習：シラバス・資料を確認課題：感染症に

ついて理解 
 

12 消毒法・安全確保と医療倫理 
予習：シラバス・資料の確認課題：消毒法、

ヒヤリハットなどについて理解 
 

13 食物と健康 
予習：シラバス・資料の確認課題：食中毒菌

などの理解を深める 
 

14 職業生活と健康 
予習：シラバス・資料の確認課題：職業病に

ついて理解する 
 

15 保健・医療の行政 
予習：資料の確認課題：衛生行政の種類につ

いて理解する 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

試験（90％）+授業態度（10%）で評価します。試験で評価し、単位認定とする。単位認定基準及び試験受

験資格は、大学の規定に従う。 

 

試 験

90% 受

講 態 度

10% 



授業科目名 経穴局所解剖演習Ⅰ (鍼灸 B) 

主担当教員 尾﨑 朋文 担当教員 尾﨑 朋文／仲村 正子 

科目ナンバリング SS20BACB003 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

経穴局所解剖は、経絡経穴学で学んだ経絡名、経穴名、取穴の知識を踏まえ、さらに経穴の局所解剖学的見

地から三次元的に考察する。すなわち、各経穴の筋、運動神経、知覚神経、血管、および経穴部に存在する神

経幹や動脈幹などを学修する。さらに各経穴の主治や要穴、および奇穴（新穴含む）36 穴の経穴名・取穴部

位・主治も学修する。および経絡・経穴の現代的研究も学修する。※本科目は実務経験のある教員等による

授業科目です 

 

学修目標 

1．各経穴の局所解剖（筋肉・運動神経・知覚神経・血管）を理解する。2．各経穴の主治を理解する。3．奇経八脈、

要穴を理解する。4．奇穴（新穴）の経穴名と取穴と主治を理解する。5．経絡・経穴の現代的研究を理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．白衣の着用を義務とする。2．授業には、必ず教科書、参考図書を持参する。3．取穴の際しては、いつで

もモデル役ができるよう服装に気をつけること。4．取穴の際、実技道具にある「灸点ペン」を持参する。 

 

教科書 

1.「経絡経穴概論」医道の日本社 教科書執筆小委員会（尾﨑朋文他）2.「鍼灸師・柔道整復師のための局所

解剖カラーアトラス」 南江堂 

 

参考書 

大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼灸解剖グループ（尾﨑朋文他） 

 

研究室／オフィスアワー 

尾﨑：4階研究室 18 月曜日 5 限仲村：4階研究室 13 金曜日 2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 経穴局所解剖演習概論奇穴（新穴を含む）１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）奇穴（四

神聡～患門）の確認（P216～223）復

習：講義資料、教科書を見てまとめ

ること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

2 奇穴（新穴を含む）２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）奇穴（肩

内陵～脚気八処の穴）の確認（P224

～229）復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

3 胸腹部１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）胸部の

筋と経穴の確認復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 



4 胸腹部２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）腹部の

筋と経穴の確認復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

5 胸腹部 3 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）胸腹部

の皮神経と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

6 胸腹部 4 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）胸腹部

の血管と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

7 背腰部１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）背腰部

の浅層筋と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

8 背腰部 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）背腰部

の深層筋・殿筋と経穴の確認復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

9 背腰部 3 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）背腰部

の皮神経と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

10 背腰部 4 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）背腰部

の血管と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

11 上肢１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）上肢帯

筋・上腕の筋と経穴の確認復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

12 上肢 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）前腕の

筋と経穴の確認復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

13 上肢 3 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）手の筋

と上肢の皮神経と経穴の確認復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

14 上肢 4 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）上肢の

血管と経穴の確認復習：講義資料、

教科書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲



村 

正

子 

15 前期まとめと復習 前期のまとめと復習 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験（筆記試験） 50％②期末試験（口答試問） 40％③小テストの平均点 10％評価は①～③の

合算（100％）とする。基準は①・②とも 60 点以上で単位認定とする。4/5 以上の出席を必要とする。小テ

ストは翌週に返却する。その際に解答を開示する。 

 

筆 記

50% 口

頭 40%

小 テ ス

ト 10% 



授業科目名 経穴局所解剖演習Ⅰ (鍼灸 A) 

主担当教員 尾﨑 朋文 担当教員 尾﨑 朋文／仲村 正子 

科目ナンバリング SS20BACB003 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

経穴局所解剖は、経絡経穴学で学んだ経絡名、経穴名、取穴の知識を踏まえ、さらに経穴の局所解剖学的見

地から三次元的に考察する。すなわち、各経穴の筋、運動神経、知覚神経、血管、および経穴部に存在する神

経幹や動脈幹などを学修する。さらに各経穴の主治や要穴、および奇穴（新穴含む）36 穴の経穴名・取穴部

位・主治も学修する。および経絡・経穴の現代的研究も学修する。※本科目は実務経験のある教員等による

授業科目です 

 

学修目標 

1．各経穴の局所解剖（筋肉・運動神経・知覚神経・血管）を理解する。2．各経穴の主治を理解する。3．奇経八脈、

要穴を理解する。4．奇穴（新穴）の経穴名と取穴と主治を理解する。5．経絡・経穴の現代的研究を理解する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．白衣の着用を義務とする。2．授業には、必ず教科書、参考図書を持参する。3．取穴の際しては、いつで

もモデル役ができるよう服装に気をつけること。4．取穴の際、実技道具にある「灸点ペン」を持参する。 

 

教科書 

1.「経絡経穴概論」医道の日本社 教科書執筆小委員会（尾﨑朋文他）2.「鍼灸師・柔道整復師のための局所

解剖カラーアトラス」 南江堂 

 

参考書 

大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼灸解剖グループ（尾﨑朋文他） 

 

研究室／オフィスアワー 

尾﨑：4階研究室 18 月曜日 5 限仲村：4階女子共同研究室 金曜日 2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 経穴局所解剖演習概論奇穴（新穴を含む）１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）奇穴（四

神聡～患門）の確認（P216～223）復

習：講義資料、教科書を見てまとめ

ること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

2 奇穴（新穴を含む）２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）奇穴（肩

内陵～脚気八処の穴）の確認（P224

～229）復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

3 胸腹部１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）胸部の

筋と経穴の確認復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 



4 胸腹部２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）腹部の

筋と経穴の確認復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

5 胸腹部３ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）胸腹部

の皮神経と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

6 胸腹部４ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）胸腹部

の血管と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

7 背腰部１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）背腰部

の浅層筋と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

8 背腰部 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）背腰部

の深層筋と殿筋と経穴の確認復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

9 背腰部 3 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）背腰部

の皮神経と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

10 背腰部 4 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）背腰部

の血管と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

11 上肢１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）上肢帯

筋・上腕の筋と経穴の確認復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

12 上肢２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）前腕の

筋と経穴の確認復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

13 上肢３ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）手の筋、

上肢の皮神経と経穴の確認復習：講

義資料、教科書を見てまとめること

（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

14 上肢 4 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）上肢の

血管と経穴の確認復習：講義資料、

教科書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲



村 

正

子 

15 前期まとめと復習 前期のまとめと復習 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験（筆記試験） 50％②期末試験（口答試問） 40％③小テストの平均点 10％評価は①～③の

合算（100％）とする。基準は①・②とも 60 点以上で単位認定とする。4/5 以上の出席を必要とする。小テ

ストは翌週に返却する。その際に解答を開示する。 

 

筆 記

50% 口

頭 40%

小 テ ス

ト 10% 



授業科目名 経穴局所解剖演習Ⅱ (鍼灸 B) 

主担当教員 尾﨑 朋文 担当教員 尾﨑 朋文／仲村 正子 

科目ナンバリング SS20BACB004 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

経穴局所解剖は、経絡経穴学で学んだ経絡名、経穴名、取穴の知識を踏まえ、経穴の局所解剖学的見地から

三次元的に考察する。各経穴の筋、運動神経、知覚神経、血管、および経穴部に存在する神経幹や動脈幹など

を学修する、さらに各経穴の主治や要穴を学修する。および経絡・経穴の現代学的研究も学習する。また、主

要経穴の局所解剖も含め刺鍼の安全深度等も学修する。＊本科目は実務経験のある教員等による授業科目で

す。 

 

学修目標 

１．各経穴の局所解剖（筋肉、運動神経、知覚神経、血管）を理解する。２．各経穴の主治を理解する。３．奇経八

脈、要穴を理解する。４．奇穴（新穴）の経穴名と取穴と主治を理解する。５．経絡・経穴の現代学的研究を理解す

る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.白衣の着用を義務とする。2.必ず教科書、参考図書を持参する。3.常に触診や取穴時にモデル役ができる

服装であること。4.触診や取穴の際に必要な水性ペン・または灸点ペンを常備しておくこと。 

 

教科書 

「経絡経穴概論」医道の日本社、教科書執筆小委員会（尾﨑朋文他）「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖

カラーアトラス」南江堂、大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼灸解剖グループ（北村清一郎、尾﨑朋文他） 

 

参考書 

特に指定しない 

 

研究室／オフィスアワー 

尾﨑：4階研究室 18 月曜日５限仲村：4階研究室 13 金曜日 2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 総論、下肢１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）大腿の

筋と経穴の確認復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

2 下肢２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）下腿の

筋と経穴の確認復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

3 下肢３ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）足の筋

と下肢の皮神経と経穴の確認復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 



と（1時間） 

4 下肢４ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）下肢の

血管と経穴の確認復習：講義資料、

教科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

5 頭頸部１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）頸部の

筋と経穴の確認復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

6 頭頸部２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）頭顔面

部の筋と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

7 頭頸部３ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）頭顔面

部の皮神経と経穴の確認復習：講義

資料、教科書を見てまとめること（1

時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

8 頭顔面部４ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）頭顔面

部の血管と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

9 奇経八脈 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）  奇経

八脈復習：講義資料、教科書を見て

まとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

10 経絡・経穴の現代的研究 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）経絡現

象、経穴現象 復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

11 経穴の局所解剖１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）神経幹・

動脈幹と経穴、解剖構造物と経穴復

習：講義資料、教科書を見てまとめ

ること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

12 経穴の局所解剖２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）主要経

穴と安全（安全深度） 復習：講義

資料、教科書を見てまとめること（1

時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

13 要穴まとめ 1 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）   五兪

穴・八会穴・四総穴・八総穴・下合

穴 復習：講義資料、教科書を見て

まとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

14 要穴まとめ２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間） 五行穴・

五要穴復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲



村 

正

子 

15 後期のまとめ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）後期の

まとめ復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト 10％②期末試験（筆記試験）50％③期末試験（口頭試問）40％④評価は①～③の合算

（100％）とする⑤基準は ①・②とも 60 点以上で単位認定とする 4/5 以上の出席を必要とする小テストは

翌週に返却する。その際に解答を開示する。 

 

10%50%

40% 



授業科目名 経穴局所解剖演習Ⅱ (鍼灸 A) 

主担当教員 尾﨑 朋文 担当教員 尾﨑 朋文／仲村 正子 

科目ナンバリング SS20BACB004 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

経穴局所解剖は、経絡経穴学で学んだ経絡名、経穴名、取穴の知識を踏まえ、経穴の局所解剖学的見地から

三次元的に考察する。各経穴の筋、運動神経、知覚神経、血管、および経穴部に存在する神経幹や動脈幹など

を学修する、さらに各経穴の主治や要穴を学修する。および経絡・経穴の現代学的研究も学習する。また、主

要経穴の局所解剖も含め刺鍼の安全深度等も学修する。＊本科目は実務経験のある教員等による授業科目で

す。 

 

学修目標 

１．各経穴の局所解剖（筋肉、運動神経、知覚神経、血管）を理解する。２．各経穴の主治を理解する。３．奇経八

脈、要穴を理解する。４．奇穴（新穴）の経穴名と取穴と主治を理解する。５．経絡・経穴の現代学的研究を理解す

る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.白衣の着用を義務とする。2.必ず教科書、参考図書を持参する。3.常に触診や取穴時にモデル役ができる

服装であること。4.触診や取穴の際に必要な水性ペン・または灸点ペンを常備しておくこと。 

 

教科書 

「経絡経穴概論」医道の日本社、教科書執筆小委員会（尾﨑朋文他）「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖

カラーアトラス」南江堂、大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼灸解剖グループ（北村清一郎、尾﨑朋文他） 

 

参考書 

特に指定しない 

 

研究室／オフィスアワー 

尾﨑：4階研究室 18 月曜日５限仲村：4階研究室 13 金曜日 2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 下肢 1 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）大腿の

筋と経穴の確認復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

2 下肢２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）下腿の

筋と経穴の確認復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

3 下肢３ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）足の筋

と皮神経と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 



間） 

4 下肢４ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）下肢の

血管と経穴の確認復習：講義資料、

教科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

5 頭頸部１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）頸部の

筋と経穴の確認復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

6 頭頸部２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）頭顔面

部の筋と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

7 頭頸部３ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）頭顔面

部の皮神経と経穴の確認復習：講義

資料、教科書を見てまとめること（1

時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

8 頭頚部４ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）頭顔面

部の血管と経穴の確認復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

9 奇経八脈 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）  奇経

八脈復習：講義資料、教科書を見て

まとめること（1時間） 

尾 﨑 

朋文仲

村  正

子 

10 経絡・経穴の現代的研究 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）経絡現

象、経穴現象 復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

11 経穴の局所解剖１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）神経幹・

動脈幹と経穴、解剖構造物と経穴復

習：講義資料、教科書を見てまとめ

ること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

12 経穴の局所解剖２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）主要経

穴と安全（安全深度） 復習：講義

資料、教科書を見てまとめること（1

時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

13 要穴まとめ 1 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）   五兪

穴・八会穴・四総穴・八総穴・下合

穴 復習：講義資料、教科書を見て

まとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

14 要穴まとめ２ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間） 五行穴・

五要穴復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲



村 

正

子 

15 後期のまとめ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）後期の

まとめ復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑 

朋

文

仲

村 

正

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト 10％②期末試験（筆記試験）50％③期末試験（口頭試問）40％④評価は①～③の合算

（100％）とする⑤基準は ①・②とも 60 点以上で単位認定とする 4/5 以上の出席を必要とする小テストは

翌週に返却する。その際に解答を開示する。 

 

10%50%

40% 



授業科目名 鍼灸科学概論Ⅰ (鍼灸) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明 

科目ナンバリング SS20BACB005 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸科学概論では、人体における感覚器の機能的役割を正確に理解し、人体に対し鍼灸刺激がどのように作

用するかについて学習する。 ※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

人体における感覚器の機能的役割を正確に理解し、そのことを説明できる。鍼灸刺激の治療効果のメカニズムを理解

し、説明できる。臨床の場で、容易な言葉で患者に説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.出席を重視する。2.授業態度が不良(私語、携帯を見ること等)の者は減点対象とする。3.配布された講義

資料にも目を通すこと。4.疑問点は大切にし、解決に向けて行動すること。 

 

教科書 

教科書執筆小委員会「はりきゅう理論」医道の日本社 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 1(東棟 4F)/月曜日 3 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
痛み感覚の受容と伝導～内因性発痛物質

（P.43-46） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

2 求心性神経線維の種類と特徴（P.46-48） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

3 痛覚投射部位～関連痛（P.48-49） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

4 温度感覚の受容と伝達（P.50-51） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

5 
触圧感覚の受容と伝達～触覚の伝導路

（P.52-54） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 



6 
筋の伸張刺激および筋の振動の受容と伝導

（P.54） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

7 鍼灸刺激と反射～鍼麻酔（P.54-60） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

8 鍼鎮痛～SPA（P.61-62） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

9 鍼鎮痛の発現機構（P.63-64） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

10 
鍼鎮痛の発現機構～ゲートコントロール説

（P.64-67） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

11 刺激と反応～内臓求心性神経（P.67-75） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

12 
自律神経系の化学的伝達と受容体～血管の

自律神経性調節機序（P.75-77） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

13 
鍼の血流に及ぼす影響～体性自律反射によ

る鍼の効果（P.78-79） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

14 
体性自律反射による鍼の効果～鍼刺激とポ

リモーダル受容器（P.80-83） 

予習：シラバスを見て、次回の講義の範囲

(教科書)を読むこと。(1 時間)復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(1 時間) 

松熊 

15 
生体防御機構に及ぼす鍼灸刺激の影響～白

血球機能への影響（P.84-86） 

復習：講義資料、教科書を見てまとめるこ

と。(2 時間) 
松熊 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP1>②期末試験<DP1>・試験・課題に対するフィードバック方法定期試験問題および模範解

答は開示し、必要に応じて再試験対象者には解説を行う。 

 

①30%

②70% 



授業科目名 鍼灸科学概論Ⅱ (鍼灸) 

主担当教員 大川 祐世 担当教員 大川 祐世 

科目ナンバリング SS20BACB006 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

鍼灸科学概論Ⅱでは鍼灸の有効性や安全性について科学的に考察する方法、および現時点において明らかに

なっている鍼灸治療の工ビデンス(科学的根拠) について学習する 

 

学修目標 

1. E B Mについて説明できる2. 必要な工ビテンスを自ら探すことが出来る3. 鍼灸治療の工ビテンスについて平易

な言葉で説明できる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

将来皆さんが患者やその家族、他の医療従事者に対して鍼灸治療について説明をしなければいけない場面で

科学的な視点から鍼灸治療を紹介できるようになっていただきたいとおもいます。本授業ではそのための考

え方や伝え方を学習します。グループワークやグループディスカッションも行いますので、積極的に授業に

参加してください。 

 

教科書 

授業内で資料配布 

 

参考書 

川喜田健司, 矢野忠. 「鍼灸臨床最新科学メカニズムとエビデンス」. 2014. 医歯薬出版株式会社.神田善

伸. 「ゼロから始めて一冊でわかる! みんなの EBM と臨床研究」. 2016. 南江堂.東洋療法学校協会 編. 教

科書執筆小委員会 著. 「はりきゅう理論」第 3版. 2021. 医道の日本社. 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 5限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 Evidence-Based Medicine (EBM) EBM について調べ概要を予習してくる 大川 

2 
Evidence-Based Medicine (EBM)と臨床研究

デザイン 

前回学習した内容を復習しておく臨床研究

について調べて概要を理解してお

く 

大川 

3 診療ガイドライン 

前回学習した内容を復習しておく診療ガイ

ドラインについて調べ概要を理解

しておく 

大川 

4 文献検索 理論編 

前回学習した内容を復習しておく医学文献

データベースについて調べて概要

を理解しておく 

大川 

5 文献検索 実践編 
前回学習した内容を復習しておく鍼灸に関

連した研究テーマを考えてくる 
大川 



6 鍼灸に関する研究論文の批判的吟味 
前回学習した内容を復習しておく鍼灸に関

する文献に目を通してくる 
大川 

7 鍼灸臨床試験における偽鍼 

前回学習した内容を復習しておく鍼灸臨床

で用いられる偽鍼について調べて

くる 

大川 

8 鍼灸治療の安全性① 

前回学習した内容を復習しておく鍼灸治療

に関連した有害事象について調べ

てくる 

大川 

9 鍼灸治療の安全性② 

前回学習した内容を復習しておく鍼灸安全

対策ガイドライン（全日本鍼灸学会

臨床情報部安全性委員会 編集）に

目を通しておく 

大川 

10 痛みに対する鍼灸治療 基礎編 
前回学習した内容を復習しておく鍼灸の鎮

痛機序について予習してくる 
大川 

11 痛みに対する鍼灸治療 臨床編 
前回学習した内容を復習しておく鍼麻酔に

ついて調べてくる 
大川 

12 筋骨格系疾患に対する鍼灸治療 

前回学習した内容を復習しておく筋骨格系

疾患に対する鍼灸治療の文献を調

べてくる 

大川 

13 内科領域における鍼灸治療の有効性 

前回学習した内容を復習しておく内科疾患

に対する鍼灸治療に文献を調べて

くる 

大川 

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.課題提出 DP①2.筆記試験 DP①2 /3 以上の出席を必要とする 

 

1. 課 題

提 出 

50%2. 筆

記 試 験 

50% 



授業科目名 東洋医学概論Ⅲ (鍼灸) 

主担当教員 熊野 弘子 担当教員 熊野 弘子 

科目ナンバリング SS20BACB009 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

東洋医学的な診察・治療法、弁証論治を学ぶ※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

国家試験的・臨床的に必要な診察・治療法の知識を身に付ける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．1年次の東洋医学概論Ⅰをふまえているので復習すること。２．今後学ぶ東洋医学系授業の前提知識とし

て身につけること。３．鍼灸臨床における東洋医学的診断・治療の基礎となる重要な箇所であると認識する

こと。４．国家試験頻出範囲となる。出題傾向をふまえて講義をするので、国家試験を念頭に置くこと。５．

繰り返し学んで慣れることが必要な科目。反復して理解・記憶を増強すること。 

 

教科書 

新版 東洋医学概論、東洋療法学校協会編、医道の日本社 

 

参考書 

配布プリント 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4F ／ 在室時は随時。他教員の迷惑にならないようにすること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
1 年次の東洋医学概論を振り返る。望聞問切 

導入 
復習：授業範囲のプリント・教科書を見る  

2 切診 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

3 切診 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

4 切診 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

5 望診 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

6 望診 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

7 聞診 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

8 聞診 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

9 問診 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

10 問診 予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範  



囲のプリント・教科書を見る 

11 
弁証：1年の復習、基礎弁証、臓腑関係、伝

変・波及 

予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

12 弁証：1年の復習、臓腑関係、伝変・波及 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

13 論治：治則 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

14 論治：治法 
予習：教科書の該当部分を見る復習：授業範

囲のプリント・教科書を見る 
 

15 論治：治療法。 講義全体のまとめ これまでの講義を振り返る  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

（1）期末筆記試験（2）授業態度 

 

（1）90%

（2）10% 



授業科目名 鍼灸安全学（はき適応を含む） (鍼灸) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 山下 仁／古瀬 暢達 

科目ナンバリング SS20BACB010 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸臨床におけるリスクを減らして患者および施術者の安全を確保するために必要な理論と手法を学ぶ。 

 

学修目標 

１．医療におけるリスクマネージメントの基本的な考え方が理解できる。２．鍼灸臨床における患者および施術者の

安全管理ができる。３．主要な鍼灸医療事故の対処・分析・予防ができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

患者と自身を守る重要な知識と心得なので真剣に取り組んでいただきたい。 

 

教科書 

なし （必要に応じて資料を配布する） 

 

参考書 

マンガ鍼灸臨床インシデント（増補改訂版） 山下仁監修・犬養ヒロ画 医道の日本社鍼灸安全対策ガイド

ライン 2020 年版 全日本鍼灸学会安全性委員会編（https://safety.jsam.jp/pg157.html） 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ヒューマンエラーとシステム要因 自分の経験したリスクを想起し列記する 山下 

2 医療安全に関する概念モデルと実践モデル 
自分の経験したリスクをモデルに当てはめ

る 
山下 

3 鍼灸の有害事象（１） 疫学的特徴 インターネットで関連有害事象を調べる 古瀬 

4 鍼灸の有害事象（２） 気胸 インターネットで関連有害事象を調べる 山下 

5 
鍼灸の有害事象（３） その他の臓器損傷と

折鍼 
インターネットで関連有害事象を調べる 山下 

6 鍼灸の有害事象（４） 神経傷害 インターネットで関連有害事象を調べる 山下 

7 鍼灸の有害事象（５） 感染 インターネットで関連有害事象を調べる 古瀬 

8 鍼灸の有害事象（６） その他の有害事象 インターネットで関連有害事象を調べる 山下 

9 副作用とインフォームド・コンセント 施術前に患者に説明する事項を考える 山下 

10 感染制御 
有害事象として報告されている主な細菌・

ウイルス感染について調べる 
山下 

11 鍼灸関連器具・機器と医療廃棄物 主要な鍼灸関連医療機器の仕様を調べる 山下 



12 患者の権利、情報管理、信頼維持 リスボン宣言について調べる 山下 

13 鍼灸の適応症と禁忌 適応症と禁忌について調べる 山下 

14 事故発生後の対応・対処 過去の訴訟と判例についてネットで調べる 山下 

15 授業総括と関連情報収集方法 附属図書館のデータベースと図書を調べる 山下 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②ワーク提出物 

 

①70%

②30% 



授業科目名 臨床生理学 (鍼灸) 

主担当教員 鍋田 智之 担当教員 鍋田 智之 

科目ナンバリング SS20BACB011 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

一般臨床医学において遭遇する症状を生理学的に読み解き、病態理解につなげる。また、模擬症例から生理

的反応を読み解き、鍼灸治療のアプローチ目的を推察できるようにする。※本科目は実務経験のある教員等

による授業科目です 

 

学修目標 

①症状から病態を推察できる。②病態を生理学的に解釈することができる。③臨床検査結果から病態を読み解くこと

ができる。④全ての患者が有するストレス反応を理解し、鍼灸治療に結び付けることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①授業の履修態度が著しく不良の場合は、退室を指示します。②教科書および教材（レジメ）を必ず持参し

てください。 

 

教科書 

臨床医学総論 東洋療法学校協会編 

 

参考書 

はりきゅう理論 東洋療法学校協会編生理学 東洋療法学校協会編 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階研究室 在室時（主に昼休みにいます） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 診察法の意義と方法 

予習：教科書を事前に学習すること復習：授

業で配布する国家試験過去問題を

次回授業までに回答してくること 

 

2 バイタルサインと病態 

予習：教科書を事前に学習すること復習：授

業で配布する国家試験過去問題を

次回授業までに回答してくること 

 

3 顔貌 精神状態 言語 

予習：教科書を事前に学習すること復習：授

業で配布する国家試験過去問題を

次回授業までに回答してくること 

 

4 体格 栄養状態 姿勢 歩行 

予習：教科書を事前に学習すること復習：授

業で配布する国家試験過去問題を

次回授業までに回答してくること 

 

5 皮膚 粘膜 皮下組織 爪 

予習：教科書を事前に学習すること復習：授

業で配布する国家試験過去問題を

次回授業までに回答してくること 

 

6 眼 鼻 耳 口腔 

予習：教科書を事前に学習すること復習：授

業で配布する国家試験過去問題を

次回授業までに回答してくること 

 



7 頸部 胸部 乳房 肺 腹部 

予習：教科書を事前に学習すること復習：授

業で配布する国家試験過去問題を

次回授業までに回答してくること 

 

8 中間試験 一般検査 

予習：中間試験の勉強をすること復習：授業

で配布する国家試験過去問題を次

回授業までに回答してくること 

 

9 血液生化学検査 
予習：自身または家族の血液検査結果を見

て理解すること復習：資料の復習 
 

10 生理学検査 総論まとめ 
予習：教科書を事前に読むこと復習：復習す

ること 
 

11 ストレスによる生体反応 

予習：自律神経・ストレスホルモンの作用を

生理学の教科書で予習すること復

習：身近な者を問診して症状を考察

すること 

 

12 ストレスと鍼灸 
予習：身近な者を問診すること復習：症状か

ら鍼灸治療部位を考えること 
 

13 自律神経反応と脈診・舌診 

予習：生理学の血管支配・血圧調節について

生理学の教科書を読むこと復習：身

近な者の脈・舌を診察すること 

 

14 睡眠と鍼灸 
予習：身近な者の睡眠を調査してくること

復習：自身の睡眠習慣を見直すこと 
 

15 症例検討 
予習：予め配布された症例を読み解くこと

復習：期末試験対策 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

全授業の２／３を出席すること①小テスト 50 点 ②期末試験 50 点 （附属施術所基礎実習 100 問試験

のうち 50 問を本科目の評価として実施する） 

 

①5０％

②5０％ 



授業科目名 臨床鍼灸学 (鍼灸) 

主担当教員 宮武 大貴 担当教員 宮武 大貴／鍋田 智之 

科目ナンバリング SS20BACC012 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

はり師・きゅう師国家試験科目である「東洋医学臨床論」は、現代医学領域と東洋医学領域に大別される。現

代医学領域では、整形外科疾患をはじめとして、外科・麻酔科・神経内科、心療内科、脳神経外科、歯科、眼

科など他領域に渡って鍼灸治療の診察・治療法が出題されている。これらの出題内容を実際の臨床に照らし

合わせて治療学するのが本講義の目的である。本講義を通じて、診察で得た情報から適切な病態把握を行い、

検査・治療を実践する能力を養う。 

 

学修目標 

１）短文の症例から病態把握を行い、適切な検査の選択と実践ができる。２）短文の症例から病態把握を行い、治療

計画の策定が出来る。３）短文の症例は国家試験過去問題を基本とするため、これらの理解が出来る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１）本講義は附属施術所基礎実習の教育内容と連動している。適切に受講し、臨床力の向上に努めること。

２）本講義における居眠り、無断退室、私語などは認めない。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

東洋療法学校協会編 「東洋医学臨床論」 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室に相談に来ること 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
国家試験出題傾向に基づく頸肩部の障害へ

の理解 

予習：国家試験過去 5 年分の当該分野につ

いて事前に学習すること復習：学習

した内容について短文の症例を作

成し、小テストの事前学習を行うこ

と予習・復習に要する時間：1時間 

 

2 
国家試験出題傾向に基づく上肢の障害への

理解 

予習：国家試験過去 5 年分の当該分野につ

いて事前に学習すること復習：学習

した内容について短文の症例を作

成し、小テストの事前学習を行うこ

と予習・復習に要する時間：1時間 

 

3 
国家試験出題傾向に基づく下肢の障害への

理解 

予習：国家試験過去 5 年分の当該分野につ

いて事前に学習すること復習：学習

した内容について短文の症例を作

成し、小テストの事前学習を行うこ

と予習・復習に要する時間：1時間 

 



4 
国家試験出題傾向に基づく腰下肢の障害へ

の理解 

予習：国家試験過去 5 年分の当該分野につ

いて事前に学習すること復習：学習

した内容について短文の症例を作

成し、小テストの事前学習を行うこ

と予習・復習に要する時間：1時間 

 

5 
国家試験出題傾向に基づく複合障害への理

解 

予習：国家試験過去 5 年分の当該分野につ

いて事前に学習すること復習：学習

した内容について短文の症例を作

成し、小テストの事前学習を行うこ

と予習・復習に要する時間：1時間 

 

6 
国家試験出題傾向に基づく内科・脳神経外

科障害への理解 

予習：国家試験過去 5 年分の当該分野につ

いて事前に学習すること復習：学習

した内容について短文の症例を作

成し、小テストの事前学習を行うこ

と予習・復習に要する時間：1時間 

 

7 
国家試験出題傾向に基づく外科・耳鼻科・歯

科・婦人科障害への理解 

予習：国家試験過去 5 年分の当該分野につ

いて事前に学習すること復習：学習

した内容について短文の症例を作

成し、小テストの事前学習を行うこ

と予習・復習に要する時間：1時間 

 

8 
国家試験出題傾向に基づく心療内科、フレ

イル、その他の障害への理解 

予習：国家試験過去 5 年分の当該分野につ

いて事前に学習すること復習：学習

した内容について短文の症例を作

成し、小テストの事前学習を行うこ

と予習・復習に要する時間：1時間 

 

9 
頸肩部上肢の障害に対する検査および病態

把握トレーニング 

予習：当該分野の模擬症例に対する適切な

検査法・治療穴の取穴を学習するこ

と復習：適切に実施できなかった検

査法および分からなかった取穴を

復習すること予習・復習に要する時

間：1時間 

 

10 
下肢の障害に対する検査および病態把握ト

レーニング 

予習：当該分野の模擬症例に対する適切な

検査法・治療穴の取穴を学習するこ

と復習：適切に実施できなかった検

査法および分からなかった取穴を

復習すること予習・復習に要する時

間：1時間 

 

11 
腰背部の障害に対する検査および病態把握

トレーニング 

予習：当該分野の模擬症例に対する適切な

検査法・治療穴の取穴を学習するこ

と復習：適切に実施できなかった検

査法および分からなかった取穴を

復習すること予習・復習に要する時

間：1時間 

 

12 
複合障害に対する検査および病態把握トレ

ーニング 

予習：当該分野の模擬症例に対する適切な

検査法・治療穴の取穴を学習するこ

と復習：適切に実施できなかった検

査法および分からなかった取穴を

復習すること予習・復習に要する時

間：1時間 

 

13 
複合障害に対する検査および病態把握トレ

ーニング 

予習：当該分野の模擬症例に対する適切な

検査法・治療穴の取穴を学習するこ

と復習：適切に実施できなかった検

査法および分からなかった取穴を

復習すること予習・復習に要する時

間：1時間 

 

14 OSCE 対策練習 

OSCE の手順を理解し、学習した全範囲の復

習をすること復習に要する時間：1

時間 

 

15 OSCE 対策練習 

OSCE の手順を理解し、学習した全範囲の復

習をすること復習に要する時間：1

時間 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．小テストを 10 点×5 回行う。２．4 択問題 50 問の筆記試験を行う。4/5 以上の出席を必要とする。 

 

1.50%2.

50% 



授業科目名 生体観察 (鍼灸 B) 

主担当教員 尾﨑 朋文 担当教員 尾﨑 朋文／仲村 正子 

科目ナンバリング SS20BACB013 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸師にとって人体の構造と機能を理解することは重要である。また、経穴の取穴の際、骨や筋や動脈など

の生体観察がなければ、経穴が取穴できない。そのためには生態を観察して身体各部の状態を知ることは重

要である。さらに鍼灸臨床を行うにあたり、生体観察は重要である。骨指標、関節、筋、筋束、神経、血管な

どの触診を中心に学習し、経穴も学習する。 

 

学修目標 

１．人体の観察で全体の形態や動き、皮膚や組織の状態、左右差を観察し学習する。２．骨、関節、筋、神経、血管

などの触診を習得する。３．履修した経穴を取穴することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．白衣の着用を義務とする。２．授業には、必ず教科書、参考図書を持参する。３．触診や取穴の際して

は、いつでもモデル役ができるよう服装に気をつけること。４．触診や取穴の際に必要な水性ペンを持参す

る。 

 

教科書 

「運動・からだ図解 筋と骨格の触診術の基本」、株式会社マイナビ出版（藤縄理） 

 

参考書 

「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス」南江堂、大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼灸

解剖グループ（北村清一郎、尾﨑朋文他） 

 

研究室／オフィスアワー 

尾﨑：4階研究室 18 月曜日５限仲村：4階研究室 13 金曜日 2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生体観察総論 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）観察と

触診 復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

2 体幹前面１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）胸腹部

の骨、胸筋、腹筋、横隔膜、?中と胸

骨裂孔復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

3 体幹前面 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間） 腹部大

動脈、心臓、肺、内臓投影、経穴と

内臓復習：講義資料、教科書を見て

まとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 



4 体幹後面１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）棘突起、

肩甲骨、骨盤、背部筋復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾﨑仲

村 

5 体幹後面 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）肋間神

経、肺、腎臓、内臓投影、経穴、膏

肓、肩井復習：講義資料、教科書を

見てまとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

6 上肢１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）上肢、前

腕、手の骨、上肢・前腕・手の筋復

習：講義資料、教科書を見てまとめ

ること（1時間） 

尾﨑仲

村 

7 上肢 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）血管、神

経、靭帯、上肢の経穴復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾﨑仲

村 

8 上肢３ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）経穴、合

谷復習：講義資料、教科書を見てま

とめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

9 下肢１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）大腿、下

腿、足の骨、筋復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

10 下肢 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）血管、神

経、靭帯、経穴復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

11 下肢 3 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）下肢の

経穴、太渓と後脛骨動脈、脛骨動脈、

復習：講義資料、教科書を見てまと

めること（1時間） 

尾﨑仲

村 

12 頭頚部 1 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）頸部の

骨、筋、胸膜頂と経穴復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾﨑仲

村 

13 頭頚部 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間） 頭部、

頸部の骨、表情筋、咀嚼筋、頸部の

筋、下関、翳風復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

14 頭頚部 3 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）頭部、血

管、神経、?門、天柱、頭頂孔と経穴

復習：講義資料、教科書を見てまと

めること（1時間） 

尾﨑仲

村 

15 会陰部とまとめ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）会陰の

筋、神経、血管、経穴、まとめ復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾﨑仲

村 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト      10％②期末試験（筆記試験）50％③期末試験（口頭試問）40％④評価は①～③の合

算（100％）とする⑤基準は ①・②とも 60 点以上で単位認定とする 4/5 以上の出席を必要とする小テスト

は翌週に返却する。その際に解答を開示する。 

 

10%50%

40% 



授業科目名 生体観察 (鍼灸 A) 

主担当教員 尾﨑 朋文 担当教員 尾﨑 朋文／仲村 正子 

科目ナンバリング SS20BACB013 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸師にとって人体の構造と機能を理解することは重要である。また、経穴の取穴の際、骨や筋や動脈など

の生体観察がなければ、経穴が取穴できない。そのためには生態を観察して身体各部の状態を知ることは重

要である。さらに鍼灸臨床を行うにあたり、生体観察は重要である。骨指標、関節、筋、筋束、神経、血管な

どの触診を中心に学習し、経穴も学習する。 

 

学修目標 

１．人体の観察で全体の形態や動き、皮膚や組織の状態、左右差を観察し学習する。２．骨、関節、筋、神経、血管

などの触診を習得する。３．履修した経穴を取穴することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．白衣の着用を義務とする。２．授業には、必ず教科書、参考図書を持参する。３．触診や取穴の際して

は、いつでもモデル役ができるよう服装に気をつけること。４．触診や取穴の際に必要な水性ペンを持参す

る。 

 

教科書 

「運動・からだ図解 筋と骨格の触診術の基本」、株式会社マイナビ出版（藤縄理） 

 

参考書 

「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス」南江堂、大阪大学歯学部口腔解剖学第二講座鍼灸

解剖グループ（北村清一郎、尾﨑朋文他） 

 

研究室／オフィスアワー 

尾﨑：4階研究室 18 月曜日５限仲村：4階研究室 13 金曜日 2限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生体観察総論 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）観察と

触診 復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

2 体幹前面１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）胸腹部

の骨、胸筋、腹筋、横隔膜、?中と胸

骨裂孔復習：講義資料、教科書を見

てまとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

3 体幹前面 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間） 腹部大

動脈、心臓、肺、内臓投影、経穴と

内臓復習：講義資料、教科書を見て

まとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 



4 体幹後面１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）棘突起、

肩甲骨、骨盤、背部筋復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾﨑仲

村 

5 体幹後面 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）肋間神

経、肺、腎臓、内臓投影、経穴、膏

肓、肩井復習：講義資料、教科書を

見てまとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

6 上肢１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）上肢、前

腕、手の骨、上肢・前腕・手の筋復

習：講義資料、教科書を見てまとめ

ること（1時間） 

尾﨑仲

村 

7 上肢 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）血管、神

経、靭帯、上肢の経穴復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾﨑仲

村 

8 上肢３ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）経穴、合

谷復習：講義資料、教科書を見てま

とめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

9 下肢１ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）大腿、下

腿、足の骨、筋復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

10 下肢 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）血管、神

経、靭帯、経穴復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

11 下肢 3 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）下肢の

経穴、太渓と後脛骨動脈、脛骨動脈、

復習：講義資料、教科書を見てまと

めること（1時間） 

尾﨑仲

村 

12 頭頚部 1 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）頸部の

骨、筋、胸膜頂と経穴復習：講義資

料、教科書を見てまとめること（1時

間） 

尾﨑仲

村 

13 頭頚部 2 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間） 頭部、

頸部の骨、表情筋、咀嚼筋、頸部の

筋、下関、翳風復習：講義資料、教

科書を見てまとめること（1時間） 

尾﨑仲

村 

14 頭頚部 3 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1時間）頭部、血

管、神経、?門、天柱、頭頂孔と経穴

復習：講義資料、教科書を見てまと

めること（1時間） 

尾﨑仲

村 

15 会陰部とまとめ 

予習：シラバスを見て、次回講義の範囲（教

科書）を読むこと（1 時間）会陰の

筋、神経、血管、経穴、まとめ復習：

講義資料、教科書を見てまとめるこ

と（1時間） 

尾﨑仲

村 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト      10％②期末試験（筆記試験）50％③期末試験（口頭試問）40％④評価は①～③の合

算（100％）とする⑤基準は ①・②とも 60 点以上で単位認定とする 4/5 以上の出席を必要とする小テスト

は翌週に返却する。その際に解答を開示する。 

 

10%50%

40% 



授業科目名 運動機能検査法 (鍼灸 B) 

主担当教員 宮武 大貴 担当教員 宮武 大貴／伊奈 新太郎 

科目ナンバリング SS20BACB014 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

①整形外科疾患の治療を行う際に必須となる,病態把握（診断）やその手順（診察）の方法を学ぶ②整形外科

疾患の病態を学習し、治療の適応であるかを適切に判断する手法を学習する以上の知識、技術を用いた運動

機能検査法を習得する 

 

学修目標 

①検査における「意義」「方法」「陽性所見」を学び、ストレスをかける方向と力加減（運動学）を実践することがで

きる②患者の状態から考えうる整形外科疾患を考察することができる③適応疾患であることを見極め、安全な治療を

計画的に行うことができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①実技、実習なので積極的に参加する事②多くのモデルが存在する講義実習なのでたくさんのモデルを経験

する事③実技授業の予習と復習を２時間/日行う事 

 

教科書 

臨床医学総論 奈良信雄 著  公益社団法人東洋療法学校協会目で見る運動機能検査法 竹内義享 澤田

規 著 南江堂 

 

参考書 

S.Hoppenfeld 著, 野島元雄 監訳 「図解四肢と脊椎の診かた」 医歯薬出版, 

 

研究室／オフィスアワー 

共同研究室／月曜日～ 金曜日 13：00～（不定期なため事前に確認が必要） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

肩関節疾患肩部の解剖 1 ﾀﾞｰﾊﾞﾝｻｲﾝ 2 腕落

下ﾃｽﾄ 3 ｽﾋﾟｰﾄﾞﾃｽﾄ 4 ﾔｰｶﾞｿﾝﾃｽﾄ 5 ペインフ

ルアークサイン 

関節構造の理解実技授業の予習と復習を２

時間/日行う。 
 

2 

肩関節疾患肩部の解剖腱板損傷の発生機序 

上腕二頭筋損傷の症状 1 ﾀﾞｰﾊﾞﾝｻｲﾝ 2 腕落

下ﾃｽﾄ 3 ｽﾋﾟｰﾄﾞﾃｽﾄ 4 ﾔｰｶﾞｿﾝﾃｽﾄ 5 アプ

リヘイジョンンテスト 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

3 

肘関節周囲の疾患肘部の解剖 1 中指伸展ﾃｽ

ﾄ 2 ﾁｪｱﾃｽﾄ 3 ﾁﾈﾙ徴候 4 ﾌｧﾚﾝﾃｽﾄ 5 手根

管のﾁﾈﾙ徴候 6 ﾌｨﾝｹﾙｽﾀｲﾝﾃｽﾄ 7 ｷﾞﾖﾝ管のﾁﾈ

ﾙ徴候 8 ﾄﾑｾﾞﾝﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

4 
肘関節周囲の疾患肘部の解剖 1 中指伸展ﾃｽ

ﾄ 2 ﾁｪｱﾃｽﾄ 3 ﾁﾈﾙ徴候 4 ﾌｧﾚﾝﾃｽﾄ 5 手根

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを
 



管のﾁﾈﾙ徴候 6 ﾌｨﾝｹﾙｽﾀｲﾝﾃｽﾄ 7 ｷﾞﾖﾝ管のﾁﾈ

ﾙ徴候 8 ﾄﾑｾﾞﾝﾃｽﾄ 

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

5 
頚部及び上肢の解剖 1 ｱﾄﾞｿﾝﾃｽﾄ 2 肋鎖（ｴﾃﾞ

ﾝ）ﾃｽﾄ 3 ﾗｲﾄﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

6 
頚部及び上肢の解剖 1 ｱﾄﾞｿﾝﾃｽﾄ 2 肋鎖（ｴﾃﾞ

ﾝ）ﾃｽﾄ 3 ﾗｲﾄﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

7 

頚部・背部の解剖 1 ｼﾞｬｸｿﾝ側屈圧迫ﾃｽ 2 ｼﾞ

ｬｸｿﾝ回旋圧迫ﾃｽﾄ 3 ｽﾊﾟｰﾘﾝｸﾞﾃｽﾄ 4 肩引き

下げﾃｽﾄ 5 棘突起叩打ﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

8 

頚部・背部の解剖 1 ｼﾞｬｸｿﾝ側屈圧迫ﾃｽ 2 ｼﾞ

ｬｸｿﾝ回旋圧迫ﾃｽﾄ 3 ｽﾊﾟｰﾘﾝｸﾞﾃｽﾄ 4 肩引き

下げﾃｽﾄ 5 棘突起叩打ﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

9 

腰部の解剖 1 棘突起叩打ﾃｽﾄ 2 下肢伸展挙

上テスト 3 ﾗｾｰｸﾞﾃｽﾄ 4 ﾌﾞﾗｶﾞｰﾄﾞﾃｽﾄ 5 大腿

神経伸展ﾃｽﾄ 6 ｹﾝﾌﾟﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

10 

仙骨周囲の解剖 1 仙腸関節ｽﾄﾚｯﾁﾃｽﾄ 2 ﾄｰﾏ

ｽﾃｽﾄ 3 ﾄﾚﾝﾌﾞﾙｸﾞﾃｽﾄ 4 ﾊﾟﾄﾘｯｸﾃｽﾄ 5 ゲンス

レン 6 ドレーマンテスト・徴候 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

11 

膝部の解剖半月板損傷の症状 1 ｱﾌﾟﾚｰ圧迫ﾃ

ｽﾄ 2 ﾏｯｸﾏﾚｰﾃｽﾄ 3 ｱﾌﾟﾚｰ牽引ﾃｽﾄ 4 ピボッ

トテスト 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

12 
膝部の解剖 1 ｱﾌﾟﾚｰ圧迫ﾃｽﾄ 2 ﾏｯｸﾏﾚｰﾃｽﾄ

3 ｱﾌﾟﾚｰ牽引ﾃｽﾄ  4 ピボットテスト 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

13 

膝部の解剖 1 ﾗｯｸﾏﾝﾃｽﾄ 2 後方引き出し徴

候 3 外反ｽﾄﾚｽﾃｽﾄ 4 内反ｽﾄﾚｽﾃｽﾄ(ベーラー

徴候） 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

14 
膝部の解剖 1 ﾗｯｸﾏﾝﾃｽﾄ 2 後方引き出し徴

候 3外反ｽﾄﾚｽﾃｽﾄ 4 内反ｽﾄﾚｽﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

15 

膝関節疾患 1 膝蓋骨圧迫ﾃｽﾄ 2 膝蓋骨不

安感ﾃｽﾄ 3 膝蓋跳動ﾃｽﾄ 足関節部の解剖 4

足根管のﾁﾈﾙ徴候 5 トンプソンテスト 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験※評価は①について評価する。出席基準 4/5 以上の出席が必要です。60 点以上で単位認定

する。 

 

①100% 



授業科目名 運動機能検査法 (鍼灸 A) 

主担当教員 宮武 大貴 担当教員 宮武 大貴／伊奈 新太郎 

科目ナンバリング SS20BACB014 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

①整形外科疾患の治療を行う際に必須となる,病態把握（診断）やその手順（診察）の方法を学ぶ②整形外科

疾患の病態を学習し、治療の適応であるかを適切に判断する手法を学習する以上の知識、技術を用いた運動

機能検査法を習得する 

 

学修目標 

①検査における「意義」「方法」「陽性所見」を学び、ストレスをかける方向と力加減（運動学）を実践することがで

きる②患者の状態から考えうる整形外科疾患を考察することができる③適応疾患であることを見極め、安全な治療を

計画的に行うことができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①実技、実習なので積極的に参加する事②多くのモデルが存在する講義実習なのでたくさんのモデルを経験

する事③実技授業の予習と復習を２時間/日行う事 

 

教科書 

目で見る運動機能検査法 竹内義享 澤田規 著 南江堂 

 

参考書 

S.Hoppenfeld 著, 野島元雄 監訳 「図解四肢と脊椎の診かた」 医歯薬出版臨床医学総論 奈良信雄 著 

公益社団法人東洋療法学校協会 

 

研究室／オフィスアワー 

共同研究室／月曜日～ 金曜日 13：00～（不定期なため事前に確認が必要） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

肩関節疾患肩部の解剖 1 ﾀﾞｰﾊﾞﾝｻｲﾝ 2 腕落

下ﾃｽﾄ 3 ｽﾋﾟｰﾄﾞﾃｽﾄ 4 ﾔｰｶﾞｿﾝﾃｽﾄ 5 ペインフ

ルアークサイン 

関節構造の理解実技授業の予習と復習を２

時間/日行う。 
 

2 

肩関節疾患肩部の解剖腱板損傷の発生機序 

上腕二頭筋損傷の症状 1 ﾀﾞｰﾊﾞﾝｻｲﾝ 2 腕落

下ﾃｽﾄ 3 ｽﾋﾟｰﾄﾞﾃｽﾄ 4 ﾔｰｶﾞｿﾝﾃｽﾄ 5 アプ

リヘイジョンテスト 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

3 

肘関節周囲の疾患肘部の解剖 1 中指伸展ﾃｽ

ﾄ 2 ﾁｪｱﾃｽﾄ 3 ﾁﾈﾙ徴候 4 ﾌｧﾚﾝﾃｽﾄ 5 手根

管のﾁﾈﾙ徴候 6 ﾌｨﾝｹﾙｽﾀｲﾝﾃｽﾄ 7 ｷﾞﾖﾝ管のﾁﾈ

ﾙ徴候 8 ﾄﾑｾﾞﾝﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

4 
肘関節周囲の疾患肘部の解剖 1 中指伸展ﾃｽ

ﾄ 2 ﾁｪｱﾃｽﾄ 3 ﾁﾈﾙ徴候 4 ﾌｧﾚﾝﾃｽﾄ 5 手根

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを
 



管のﾁﾈﾙ徴候 6 ﾌｨﾝｹﾙｽﾀｲﾝﾃｽﾄ 7 ｷﾞﾖﾝ管のﾁﾈ

ﾙ徴候 8 ﾄﾑｾﾞﾝﾃｽﾄ 

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

5 
頚部及び上肢の解剖 1 ｱﾄﾞｿﾝﾃｽﾄ 2 肋鎖（ｴﾃﾞ

ﾝ）ﾃｽﾄ 3 ﾗｲﾄﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

6 
頚部及び上肢の解剖 1 ｱﾄﾞｿﾝﾃｽﾄ 2 肋鎖（ｴﾃﾞ

ﾝ）ﾃｽﾄ 3 ﾗｲﾄﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

7 

頚部・背部の解剖 1 ｼﾞｬｸｿﾝ側屈圧迫ﾃｽ 2 ｼﾞ

ｬｸｿﾝ回旋圧迫ﾃｽﾄ 3 ｽﾊﾟｰﾘﾝｸﾞﾃｽﾄ 4 肩引き

下げﾃｽﾄ 5 棘突起叩打ﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

8 

頚部・背部の解剖 1 ｼﾞｬｸｿﾝ側屈圧迫ﾃｽ 2 ｼﾞ

ｬｸｿﾝ回旋圧迫ﾃｽﾄ 3 ｽﾊﾟｰﾘﾝｸﾞﾃｽﾄ 4 肩引き

下げﾃｽﾄ 5 棘突起叩打ﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

9 

腰部の解剖 1 棘突起叩打ﾃｽﾄ 2 下肢伸展挙

上テスト 3 ﾗｾｰｸﾞﾃｽﾄ 4 ﾌﾞﾗｶﾞｰﾄﾞﾃｽﾄ 5 大腿

神経伸展ﾃｽﾄ 6 ｹﾝﾌﾟﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

10 

仙骨周囲の解剖 1 仙腸関節ｽﾄﾚｯﾁﾃｽﾄ 2 ﾄｰﾏ

ｽﾃｽﾄ 3 ﾄﾚﾝﾌﾞﾙｸﾞﾃｽﾄ 4 ﾊﾟﾄﾘｯｸﾃｽﾄ 5 ゲンス

レンテスト 6 ドレーマンテスト・徴候 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

11 

膝部の解剖半月板損傷の症状 1 ｱﾌﾟﾚｰ圧迫ﾃ

ｽﾄ 2 ﾏｯｸﾏﾚｰﾃｽﾄ 3 ｱﾌﾟﾚｰ牽引ﾃｽﾄ 4 ピボッ

トテスト 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

12 
膝部の解剖 1 ｱﾌﾟﾚｰ圧迫ﾃｽﾄ 2 ﾏｯｸﾏﾚｰﾃｽﾄ 3

ｱﾌﾟﾚｰ牽引ﾃｽﾄ 4 ピボットテスト 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

13 

膝部の解剖 1 ﾗｯｸﾏﾝﾃｽﾄ 2 後方引き出し徴

候 3 外反ｽﾄﾚｽﾃｽﾄ 4 内反ｽﾄﾚｽﾃｽﾄ(ベーラー

徴候） 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

14 
膝部の解剖 1 ﾗｯｸﾏﾝﾃｽﾄ 2 後方引き出し徴

候 3外反ｽﾄﾚｽﾃｽﾄ 4 内反ｽﾄﾚｽﾃｽﾄ 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

15 

膝関節疾患 1 膝蓋骨圧迫ﾃｽﾄ 2 膝蓋骨不

安感ﾃｽﾄ 3 膝蓋跳動ﾃｽﾄ 足関節部の解剖 4

足根管のﾁﾈﾙ徴候 5 トンプソンテスト 

関節構造の理解検査における「意義」「方法」

「陽性所見」が言えて、ストレスを

かける方向と力加減（運動学）を実

践できる。実技授業の予習と復習を

２時間/日行う。 

 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験※評価は①について評価する。出席基準 4/5 以上の出席が必要です。60 点以上で単位認定

する。 

 

① 筆 記

試 験

100% 



授業科目名 現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系） (鍼灸 B) 

主担当教員 佐藤 正人 担当教員 
佐藤 正人／辻丸 泰永／鈴木 

信 

科目ナンバリング SS20BACC015 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 2 限、水曜

1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸臨床で最も多い愁訴の中から頸肩腕痛、腰下肢痛の２症候を取り上げて、それぞれの痛みの発生機序（基

礎知識）から診察～治療までを学ぶ。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．自覚／医療者としての自覚を育て、その責任の元に鍼灸師として行動ができる。2．知識／鍼灸臨床で遭遇しやす

い症候に対して基本的な診察、鑑別ができ、安全でより確実な治療法を工夫できる。3．技術／正確な診察法、治療

技術を駆使することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．常に対患者をイメージして愛護的態度を養いかつ正確な診察、治療技術の習得に励む。2．診察は推察で

有り、積極的に推察力を高め、またそれを行動に移す癖を身につける。3．徒手検査、治療に支障の無い服装

で臨む。 

 

教科書 

・「刺鍼基本テクニックのマスター教本」 発行：日本臨床鍼灸懇話会・授業時に配付する佐藤作成のテキス

ト（資料） 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

講師控え室／授業の前後の時間帯 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

診察および治療に関するオリエンテーショ

ン （鍼灸師と診察、適応不適応についてな

ど） 

予習／シラバスの確認復習／「鍼灸不適応

疾患・病態」暗記 
 

2 
治療に関するオリエンテーション（これま

でに学んできた学習内容の復習） 

予習／シラバスの確認復習／受講内容の再

確認 
 

3 
診察法総論 １．（臨床とカルテ、ペーパー

テスト） 

予習／テキストの内容の目を通す復習／

「鍼灸不適応疾患・病態」の暗記 
 

4 治療技術基礎 １． 
予習／シラバス確認復習／受講内容の再確

認 
 

5 
診察法総論 ２．（深部反射、病的反射の実

習、ペーパーテスト） 

予習／テキスト内容に目を通す復習／「深

部反射」の技術確認 
 



6 治療技術基礎 ２． 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

7 
頸肩腕痛の診察法 １．（頸肩腕部の解剖、

鑑別法など） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頸肩腕痛の鑑別指標」の暗記 
 

8 治療技術基礎 ３． 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

9 
頸肩腕痛の診察法 ２．（頸肩腕痛の病態、

理学検査、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頸肩腕痛の鑑別指標」の暗記 
 

10 頸肩腕痛の治療法 １．（鍼灸基礎技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

11 
頸肩腕痛の診察法 ３．（頸肩腕痛の問診、

身体診察、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頸肩腕痛の身体診察法」の技術確

認 

 

12 頸肩腕痛の治療法 ２．（鍼灸治療技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

13 
頸肩腕痛の診察法 ４．（インフォームドコ

ンセント、頸肩腕痛の診察まとめ） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頸肩腕痛のインフォームドコン

セント」のやり方をまとめる 

 

14 
頸肩腕痛の治療法 ３．（病態鑑別～治療技

術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

15 
腰下肢痛の診察法 １．（腰～下肢の解剖、

と腰下肢痛の鑑別法など） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「腰下肢痛の鑑別指標」の暗記 
 

16 頸肩腕痛の治療法 ４．（診察～治療技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

17 
腰下肢痛の診察法 ２．（腰痛の理学検査、

病態把握、身体診察、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「腰下肢痛の鑑別指標」の暗記 
 

18 腰下肢痛の治療法 １．（鍼灸基礎技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

19 
腰下肢痛の診察法 ３．（下肢痛の病態把

握、身体診察、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「腰痛の身体診察法」の技術確認 
 

20 腰下肢痛の治療法 ２．（鍼灸治療技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

21 
腰下肢痛の診察法 ４．（腰下肢痛の問診、

身体診察） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「腰下肢痛の身体診察法」の技術確

認 

 

22 腰下肢痛の治療法 ３．（鍼灸治療技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

23 
腰下肢痛の診察法 ５．（腰下肢痛の診察ま

とめ、インフォームドコンセント） 

予習／「医療面接を交えた診察法」考案復習

／配付資料の内容再認識 
 

24 
腰下肢痛の治療法 ４．（病態鑑別～治療技

術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

25 
診察法の総括 1．（頸肩腕痛、腰下肢痛のイ

ンフォームドコンセント） 

予習／全症候の学習内容の確認復習／全症

候の診察法の要点チェック 
 



26 腰下肢痛の治療法 ５．（診察～治療技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

27 
診察法の総括 ２．（頸肩腕痛、腰下肢痛の

インフォームドコンセント、身体所見実技） 

予習／全症候の診察時に必要かつ基本的な

インフォームドコンセントを列挙

する復習／学生同士で問診、身体診

察をシュミレーションしてみる 

 

28 
治療法の総括（頸肩腕痛、腰下肢痛の治療

法） 

予習／全症候の学習内容のチェック復習／

全症候の治療法の要点チェック 
 

29 

診察法の総括 ３．（頸肩腕痛、腰下肢痛の

問診、身体診察、インフォームドコンセント

全般） 

予習／全症候の診察時に必要かつ基本的な

インフォームドコンセントを列挙

する復習／学生同士で問診、身体診

察をシュミレーションしてみる 

 

30 
診察法と治療法の総括（頸肩腕痛、腰下肢痛

の診察～治療） 

予習／診察～治療までをイメージしてみる

復習／学生同士で診察～治療まで

をシュミレーションしてみる 

 

成績評価方法と基準 割合 

１）本試験＜DP①＞２）授業内でのペーパーテスト、提出物、授業中の態度の評価＜DP①＞上記の１）と

２）を総合する。授業中の態度としては以下の点が守られずに忠告を受け、その場で即座に改善されない

者に対して行う。１．「実技授業に適さない身だしなみ」は、授業が始まる前に全て整えることを怠らない。

２．ベット上、およびその周りには、授業に関わらない物（飲食物、カバン、上着など）は一切置かない。ま

た、ワゴンの上段は清潔を保つこと。３．授業中のやむ得ない「退出」は、その「理由」を教員に告げて 

 

①80%

②20% 



授業科目名 現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系） (鍼灸 A) 

主担当教員 佐藤 正人 担当教員 
佐藤 正人／辻丸 泰永／鈴木 

信 

科目ナンバリング SS20BACC015 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 1 限、水曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸臨床で最も多い愁訴の中から頸肩腕痛、腰下肢痛の２症候を取り上げて、それぞれの痛みの発生機序（基

礎知識）から診察～治療までの知識と技術を学ぶ。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

1．自覚／医療者としての自覚を育て、その責任の元に鍼灸師として行動ができる。2．知識／鍼灸臨床で遭遇しやす

い症候に対して基本的な診察、鑑別ができ、安全でより確実な治療法を工夫できる。3．技術／正確な診察法、治療

技術を駆使することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．常に対患者をイメージして愛護的態度を養いかつ正確な診察、治療技術の習得に励む。2．診察は推察で

有り、積極的に推察力を高め、またそれを行動に移す癖を身につける。3．徒手検査、治療に支障の無い服装

で臨む。 

 

教科書 

・「刺鍼基本テクニックのマスター教本」 発行：日本臨床鍼灸懇話会・授業時に配付する佐藤作成のテキス

ト（資料）配付する資料 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

講師控え室／授業の前後の時間帯 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

診察および治療に関するオリエンテーショ

ン （鍼灸師と診察、適応不適応についてな

ど） 

予習／シラバスの確認復習／「鍼灸不適応

疾患・病態」暗記 
 

2 
治療に関するオリエンテーション（これま

でに学んできた学習内容の復習） 

予習／シラバス確認復習／受講内容の再確

認 
 

3 
診察法総論 １．（臨床とカルテ、ペーパー

テスト） 

予習／テキストの内容の目を通す復習／

「鍼灸不適応疾患・病態」の暗記 
 

4 治療技術基礎 １． 
予習／シラバス確認復習／受講内容の再確

認 
 

5 
診察法総論 ２．（深部反射、病的反射の実

習、ペーパーテスト） 

予習／テキスト内容に目を通す復習／「深

部反射」の技術確認 
 



6 治療技術基礎 ２． 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

7 
頸肩腕痛の診察法 １．（頸肩腕部の解剖、

鑑別法など） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頸肩腕痛の鑑別指標」の暗記 
 

8 治療技術基礎 ３． 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

9 
頸肩腕痛の診察法 ２．（頸肩腕痛の病態、

理学検査、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頸肩腕痛の鑑別指標」の暗記 
 

10 頸肩腕痛の治療法 １．（鍼灸基礎技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

11 
頸肩腕痛の診察法 ３．（頸肩腕痛の問診、

身体診察、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頸肩腕痛の身体診察法」の技術確

認 

 

12 頸肩腕痛の治療法 ２．（鍼灸治療技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

13 
頸肩腕痛の診察法 ４．（インフォームドコ

ンセント、頸肩腕痛の診察まとめ） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頸肩腕痛のインフォームドコン

セント」のやり方をまとめる 

 

14 
腰下肢痛の治療法 ３．（病態鑑別～治療技

術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

15 
腰下肢痛の診察法 １．（腰～下肢の解剖、

と腰下肢痛の鑑別法など） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「腰下肢痛の鑑別指標」の暗記 
 

16 頸肩腕痛の治療法 ４．（診察～治療技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

17 
腰下肢痛の診察法 ２．（腰痛の理学検査、

病態把握、身体診察、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「腰下肢痛の鑑別指標」の暗記 
 

18 腰下肢痛の治療法 １．（鍼灸基礎技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

19 
腰下肢痛の診察法 ３．（下肢痛の病態把

握、身体診察、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「腰痛の身体診察法」の技術確認 
 

20 腰下肢痛の治療法 ２．（鍼灸治療技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

21 
腰下肢痛の診察法 ４．（腰下肢痛の問診、

身体診察） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「腰下肢痛の身体診察法」の技術確

認 

 

22 腰下肢痛の治療法 ３．（鍼灸治療技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

23 
腰下肢痛の診察法 ５．（腰下肢痛の診察ま

とめ、インフォームドコンセント） 

予習／「医療面接を交えた診察法」考案復習

／配付資料の内容再認識 
 

24 
腰下肢痛の治療法 ４．（病態鑑別～治療技

術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

25 
診察法の総括 1．（頸肩腕痛、腰下肢痛のイ

ンフォームドコンセント） 

予習／全症候の学習内容の確認復習／全症

候の診察法の要点チェック 
 



26 腰下肢痛の治療法 ５．（診察～治療技術） 

予習／テスト範囲の学習。診察授業で学ん

だ範囲に目を通す復習／刺鍼、施

灸、触診など学んだことを追試して

みる 

 

27 
診察法の総括 ２．（頸肩腕痛、腰下肢痛の

インフォームドコンセント、身体所見実技） 

予習／全症候の診察時に必要かつ基本的な

インフォームドコンセントを列挙

する復習／学生同士で問診、身体診

察をシュミレーションしてみる 

 

28 
治療法の総括（頸肩腕痛、腰下肢痛の治療

法） 

予習／全症候の学習内容のチェック復習／

全症候の治療法の要点チェック 
 

29 

診察法の総括 ３．（頸肩腕痛、腰下肢痛の

問診、身体診察、インフォームドコンセント

全般） 

予習／全症候の診察時に必要かつ基本的な

インフォームドコンセントを列挙

する復習／学生同士で問診、身体診

察をシュミレーションしてみる 

 

30 
診察法と治療法の総括（頸肩腕痛、腰下肢痛

の診察～治療） 

予習／診察～治療までをイメージしてみる

復習／学生同士で診察～治療まで

をシュミレーションしてみる 

 

成績評価方法と基準 割合 

１）本試験＜DP①＞２）授業内でのペーパーテスト、提出物、授業中の態度の評価＜DP①＞上記の１）と

２）を総合する。授業中の態度としては以下の点が守られずに忠告を受け、その場で即座に改善されない

者に対して行う。１．「実技授業に適さない身だしなみ」は、授業が始まる前に全て整えることを怠らない。

２．ベット上、およびその周りには、授業に関わらない物（飲食物、カバン、上着など）は一切置かない。ま

た、ワゴンの上段は清潔を保つこと。３．授業中のやむ得ない「退出」は、その「理由」を教員に告げて 

 

①80%

②20% 



授業科目名 現代医学系鍼灸学Ⅱ（整形外科系） (鍼灸 B) 

主担当教員 辻丸 泰永 担当教員 
辻丸 泰永／佐藤 正人／鈴木 

信 

科目ナンバリング SS20BACC016 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 2 限、水曜

1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸臨床で最も多い愁訴の中から肩痛、膝痛、頭痛の３症候を取り上げて、それぞれの痛みの発生機序（基

礎知識）から診察～治療までの知識と技術を学ぶ。 

 

学修目標 

1．情操／医療者としての自覚を育て、その責任のもとに鍼灸師として行動ができる。2．知識／鍼灸臨床で遭遇しや

すい症候に対して基本的な診察、鑑別ができ、安全でより確実な診察法を工夫できる。3．技術／正確な診察法、治

療技術を駆使することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．常に対患者をイメージして愛護的態度を養いかつ正確な診察、治療技術の習得に励む。2．診察は推察で

あり、積極的に推察力を高め、またそれを行動に移す癖を身につける。3．徒手検査、治療に支障の出ない服

装で臨む。 

 

教科書 

・「刺鍼基本テクニックのマスター教本」 発行：日本臨床鍼灸懇話会・授業時に配付する佐藤作成のテキス

ト（資料） 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

講師控え室／授業の前後の時間帯 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
診察法  基礎  １．診察法に関するオリエ

ンテーション（2年次の復習） 

予習／シラバスの確認復習／配布資料の内

容再認識 
 

2 
治療法  基礎  １．（2年次の復習／取穴、

刺鍼、施灸） 

予習／シラバスの確認復習／刺鍼、施灸、触

診など学んだことを復習する。 
 

3 
肩関節痛の診察法 １．（肩関節の解剖、鑑

別法など） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「肩関節痛の鑑別指標」の暗記 
 

4 肩関節痛の治療 １．（鍼灸基礎技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

5 
肩関節痛の診察法 ２．（肩関節痛の病態把

握、理学検査、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「肩関節痛の鑑別指標」の暗記 
 

6 肩関節痛の治療 2．（鍼灸治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 



7 
肩関節痛の診察法 ３．（肩関節痛の身体診

察、問診、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「肩関節痛の身体診察法」技術確認 
 

8 肩関節痛の治療 3．（病態鑑別～治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

9 
肩関節痛の診察法 ４．（肩関節痛の診察ま

とめ、インフォームドコンセント） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「肩関節痛のインフォームドコン

セント」をまとめる 

 

10 肩関節痛の治療 4．（診察～治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

11 
膝関節痛の診察法 １．（膝関節の解剖、鑑

別法など） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「膝関節痛の鑑別指標」の暗記 
 

12 膝関節痛の治療 １．（鍼灸基礎技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

13 
膝関節痛の診察法 ２．（膝関節痛の理学検

査、病態把握、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「膝関節痛の鑑別指標」の暗記 
 

14 膝関節痛の治療 2．（鍼灸治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

15 
膝関節痛の診察法 ３．（膝関節痛の問診、

身体診察、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「膝関節痛の身体診察法」の技術習

得 

 

16 膝関節痛の治療 3．（病態鑑別～治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

17 
膝関節痛の診察法 ４．（膝関節痛の診察ま

とめ、インフォームドコンセント） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「膝関節痛のインフォームドコン

セント」をまとめる 

 

18 膝関節痛の治療 ４．（診察～治療技術） 
予習／テキスト内容に目を通す復習／「身

体診察法」の復習 
 

19 頭痛の診察法 １．（頭痛とは、NIHA の理解） 
予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頭痛の鑑別指標」の暗記 
 

20 頭痛の治療 １．（鍼灸基礎技術） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「膝関節痛の診察スタートライン」

の暗記 

 

21 
頭痛の診察法 ２．（頭痛の神経学的検査、

ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頭痛の鑑別指標」の暗記 
 

22 頭痛の治療 ２．（鍼灸治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

23 
頭痛の診察法 ３．（頭痛の一次性頭痛と

は、身体診察、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頭痛の身体診察法」の技術習得 
 

24 頭痛の治療 ３．（病態鑑別～治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

25 
頭痛の診察法 ４．（二次性頭痛、頭痛の診

察まとめ、インフォームドコンセント） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頭痛のインフォームドコンセン

ト」をまとめる 

 

26 頭痛の治療 ４．（診察～治療技術） 
予習／テキスト内容に目を通す復習／「頭

痛の身体診察法」の復習 
 

27 
診察法の総括(1)  １．（肩関節、膝関節、

頭痛の診察法） 

予習／全症候の学習内容に目を通す復習／

全症候の診察法の要点チェック 
 

28 
治療法の総括（肩関節痛、膝関節痛、頭痛の

治療） 

予習／全症候の学習内容に目を通す復習／

全症候の治療法の要点チェック 
 

29 
診察法の総括(2) ２．（インフォームドコ

ンセントを中心に） 

予習／各症候の診察時に必要かつ基本的な

インフォームドコンセントを列挙

する。復習／学生同士で診察をシュ

ミレーションしてみる 

 

30 診察法と治療法の総括 

予習／診察～治療までをイメージしてみる

復習／学生同士で診察～治療まで

をシュミレーションしてみる 

 

成績評価方法と基準 割合 

①本試験②授業内でのペーパーテスト、提出物、授業中の態度評価①と②を総合する。授業中の態度と

しては、以下の点が守られずに忠告を受け、その場で即座に改善されない者に対して行う。１．「実技授

業に適さない身だしなみ」は、授業が始まる前に全て整えることを怠らない。２．ベット上、およびその周り

①80%

②20% 



には、授業に関わらない物（飲食物、カバン、上着など）は一切置かない。また、ワゴンの上段は清潔を保

つこと。３．授業中のやむ得ない「退出」は、その「理由」を教員に告げて了解を得え、「入室」時も教員に

帰っ 

 



授業科目名 現代医学系鍼灸学Ⅱ（整形外科系） (鍼灸 A) 

主担当教員 辻丸 泰永 担当教員 
辻丸 泰永／佐藤 正人／鈴木 

信 

科目ナンバリング SS20BACC016 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 1 限、水曜

2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸臨床で最も多い愁訴の中から肩痛、膝痛、頭痛の３症候を取り上げて、それぞれの痛みの発生機序（基

礎知識）から診察～治療までの知識と技術を学ぶ。 

 

学修目標 

1．情操／医療者としての自覚を育て、その責任のもとに鍼灸師として行動ができる。2．知識／鍼灸臨床で遭遇しや

すい症候に対して基本的な診察、鑑別ができ、安全でより確実な診察法を工夫できる。3．技術／正確な診察法、治

療技術を駆使することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．常に対患者をイメージして愛護的態度を養いかつ正確な診察、治療技術の習得に励む。2．診察は推察で

あり、積極的に推察力を高め、またそれを行動に移す癖を身につける。3．徒手検査、治療に支障の出ない服

装で臨む。 

 

教科書 

・「刺鍼基本テクニックのマスター教本」 発行：日本臨床鍼灸懇話会・授業時に配付する佐藤作成のテキス

ト（資料） 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

講師控え室／授業の前後の時間帯 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
診察法  基礎  １．診察法に関するオリエ

ンテーション（2年次の復習） 

予習／シラバスの確認復習／配布資料の内

容再認識 
 

2 
治療法  基礎  １．（2年次の復習／取穴、

刺鍼、施灸） 

予習／シラバスの確認復習／刺鍼、施灸、触

診など学んだことを復習する。 
 

3 
肩関節痛の診察法 １．（肩関節の解剖、鑑

別法など） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「肩関節痛の鑑別指標」の暗記 
 

4 肩関節痛の治療 １．（鍼灸基礎技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

5 
肩関節痛の診察法 ２．（肩関節痛の病態把

握、理学検査、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「肩関節痛の鑑別指標」の暗記 
 

6 肩関節痛の治療 2．（鍼灸治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 



7 
肩関節痛の診察法 ３．（肩関節痛の身体診

察、問診、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「肩関節痛の身体診察法」技術確認 
 

8 肩関節痛の治療 3．（病態鑑別～治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

9 
肩関節痛の診察法 ４．（肩関節痛の診察ま

とめ、インフォームドコンセント） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「肩関節痛のインフォームドコン

セント」をまとめる 

 

10 肩関節痛の治療 4．（診察～治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

11 
膝関節痛の診察法 １．（膝関節の解剖、鑑

別法など） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「膝関節痛の鑑別指標」の暗記 
 

12 膝関節痛の治療 １．（鍼灸基礎技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

13 
膝関節痛の診察法 ２．（膝関節痛の理学検

査、病態把握、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「膝関節痛の鑑別指標」の暗記 
 

14 膝関節痛の治療 2．（鍼灸治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

15 
膝関節痛の診察法 ３．（膝関節痛の問診、

身体診察、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「膝関節痛の身体診察法」の技術習

得 

 

16 膝関節痛の治療 3．（病態鑑別～治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

17 
膝関節痛の診察法 ４．（膝関節痛の診察ま

とめ、インフォームドコンセント） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「膝関節痛のインフォームドコン

セント」をまとめる 

 

18 膝関節痛の治療 ４．（診察～治療技術） 
予習／テキスト内容に目を通す復習／「身

体診察法」の復習 
 

19 頭痛の診察法 １．（頭痛とは、NIHA の理解） 
予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頭痛の鑑別指標」の暗記 
 

20 頭痛の治療 １．（鍼灸基礎技術） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「膝関節痛の診察スタートライン」

の暗記 

 

21 
頭痛の診察法 ２．（頭痛の神経学的検査、

ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頭痛の鑑別指標」の暗記 
 

22 頭痛の治療 ２．（鍼灸治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

23 
頭痛の診察法 ３．（頭痛の一次性頭痛と

は、身体診察、ペーパーテスト） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頭痛の身体診察法」の技術習得 
 

24 頭痛の治療 ３．（病態鑑別～治療技術） 
予習／テスト範囲の学習復習／刺鍼、施灸、

触診など学んだことを復習する。 
 

25 
頭痛の診察法 ４．（二次性頭痛、頭痛の診

察まとめ、インフォームドコンセント） 

予習／テキストの内容に目を通す復習／

「頭痛のインフォームドコンセン

ト」をまとめる 

 

26 頭痛の治療 ４．（診察～治療技術） 
予習／テキスト内容に目を通す復習／「頭

痛の身体診察法」の復習 
 

27 
診察法の総括(1)  １．（肩関節、膝関節、

頭痛の診察法） 

予習／全症候の学習内容に目を通す復習／

全症候の診察法の要点チェック 
 

28 
治療法の総括（肩関節痛、膝関節痛、頭痛の

治療） 

予習／全症候の学習内容に目を通す復習／

全症候の治療法の要点チェック 
 

29 
診察法の総括(2) ２．（インフォームドコ

ンセントを中心に） 

予習／各症候の診察時に必要かつ基本的な

インフォームドコンセントを列挙

する。復習／学生同士で診察をシュ

ミレーションしてみる 

 

30 診察法と治療法の総括 

予習／診察～治療までをイメージしてみる

復習／学生同士で診察～治療まで

をシュミレーションしてみる 

 

成績評価方法と基準 割合 

①本試験②授業内でのペーパーテスト、提出物、授業中の態度評価①と②を総合する。授業中の態度と

しては、以下の点が守られずに忠告を受け、その場で即座に改善されない者に対して行う。１．「実技授

業に適さない身だしなみ」は、授業が始まる前に全て整えることを怠らない。２．ベット上、およびその周り

①80%

②20% 



には、授業に関わらない物（飲食物、カバン、上着など）は一切置かない。また、ワゴンの上段は清潔を保

つこと。３．授業中のやむ得ない「退出」は、その「理由」を教員に告げて了解を得え、「入室」時も教員に

帰っ 

 



授業科目名 現代医学系鍼灸学Ⅲ（内科系） (鍼灸 B) 

主担当教員 鈴木 信 担当教員 鈴木 信 

科目ナンバリング SS20BACC017 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸臨床での common disease としての内科疾患を取り上げる。疾患の詳細のついては他科にゆずり、鑑別の

ための身体診察の習熟に focus する。 

 

学修目標 

各種疾患を鑑別するための身体診察技術を習得する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業時間の半分は診察実技としてペアでの練習になるが、常に「患者さん」を意識した思考と行動を徹底し

て欲しい。 

 

教科書 

毎時間の配布資料。 

 

参考書 

「刺鍼基本テクニックのマスター教本」 

 

研究室／オフィスアワー 

授業時間の前後/兼任講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 確認小テスト 予習：深部反射、兪穴の取穴復習：同上  

2 血圧測定 上肢深部反射 予習：血圧測定方法 深部反射復習：同上  

3 血圧測定 上肢深部反射小テスト 予習：前回と同様復習：同上  

4 血圧測定 下肢深部反射 
予習：下肢深部反射 下肢病的反射復習：同

上 
 

5 胸部心音聴診プレゼン 予習：心音聴診復習：同上  

6 虚血性心疾患プレゼン 予習：虚血性心疾患復習：同上  

7 下肢深部反射小テスト 胸部呼吸音聴診 予習：呼吸音聴診復習：同上  

8 兪穴診察 1 症例検討 予習：背部兪穴の取穴復習：同上  

9 兪穴診察 2 予習：同上復習：同上  

10 気胸プレゼン 予習：気胸について復習：同上  

11 督脈・兪穴取穴小テスト 予習：督脈・兪穴の取穴復習：同上  

12 腹部診察 予習：腹部の診察について復習：同上  



13 顔面神経麻痺プレゼン 予習：顔面神経麻痺について復習：同上  

14 総合症例検討 予習：上記までの診察実技復習：同上  

15 錐体路・錐体外路疾患プレゼン 予習：錐体路・錐体外路について復習：同上  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業内で行う診察実技小テスト②後期総合試験合計で評価する。また授業態度をそれに加味する。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 現代医学系鍼灸学Ⅲ（内科系） (鍼灸 A) 

主担当教員 鈴木 信 担当教員 鈴木 信 

科目ナンバリング SS20BACC017 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸臨床での common disease としての内科疾患を取り上げる。疾患の詳細のついては他科にゆずり、鑑別の

ための身体診察の習熟に focus する。 

 

学修目標 

各種疾患を鑑別するための身体診察技術を習得する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業時間の半分は診察実技としてペアでの練習になるが、常に「患者さん」を意識した思考と行動を徹底し

て欲しい。 

 

教科書 

毎時間の配布資料。 

 

参考書 

「刺鍼基本テクニックのマスター教本」 

 

研究室／オフィスアワー 

授業時間の前後/兼任講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 確認小テスト 予習：深部反射、兪穴の取穴復習：同上  

2 血圧測定 上肢深部反射 予習：血圧測定方法 深部反射復習：同上  

3 血圧測定 上肢深部反射小テスト 予習：前回と同様復習：同上  

4 血圧測定 下肢深部反射 
予習：下肢深部反射 下肢病的反射復習：同

上 
 

5 胸部心音聴診プレゼン 予習：心音聴診復習：同上  

6 虚血性心疾患プレゼン 予習：虚血性心疾患復習：同上  

7 下肢深部反射小テスト 胸部呼吸音聴診 予習：呼吸音聴診復習：同上  

8 兪穴診察 1 症例検討 予習：背部兪穴の取穴復習：同上  

9 兪穴診察 2 予習：同上復習：同上  

10 気胸プレゼン 予習：気胸について復習：同上  

11 督脈・兪穴取穴小テスト 予習：督脈・兪穴の取穴復習：同上  

12 腹部診察 予習：腹部の診察について復習：同上  



13 顔面神経麻痺プレゼン 予習：顔面神経麻痺について復習：同上  

14 総合症例検討 予習：上記までの診察実技復習：同上  

15 錐体路・錐体外路疾患プレゼン 予習：錐体路・錐体外路について復習：同上  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業内で行う診察実技小テスト②後期総合試験合計で評価する。また授業態度をそれに加味する。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 東洋医学系検査法 (鍼灸 B) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 
仲西 宏元／堀川 奈央／熊野 

弘子 

科目ナンバリング SS20BACB018 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1 年生で学習した東洋医学的な診察法である四診法について実技を行う。中医学では体の異常を四診（望診・

問診・聞診・切診）で診察し、診断を行い治療方法の計画を立て経穴に刺鍼や施灸が行えるように技術を修

得する。 

 

学修目標 

鍼灸治療には「理・法・方・穴・術」という流れによって弁証論治をおこなう。治療に行うのに必要となる情報を得

るための四診法を修得する。（DP①）１．望診（顔色の望診、腹診、舌診、背候診）２．問診３．聞診４．切診（脈

診、原穴診、背候診、腹診）これらの情報を修得する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布された講義資料にも目を通すこと。２．出席は重視する。３．予習復習を各 1時間実施する。 

 

教科書 

東洋医学概論（東洋療法学校協会）配布テキスト 

 

参考書 

鍼灸学基礎編 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 9（仲西）・共同研究室（堀川/橋垣）昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 講義概要中医学基礎理論と四診法 

予習：四診法に必要な虚実の判定について

勉強すること復習：虚実について理

解・説明できる 

仲西堀

川 

2 切診 脈診①中医脈診 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：脈の基本的な

所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

3 切診 脈診② 経絡治療脈診 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：脈診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

4 切診 脈診③脈状診 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：脈診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

5 切診 脈診④脈診応用 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：脈診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

6 切診 脈診⑤まとめ 
予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：脈診の基本的

仲西堀

川 



な所見を理解・説明できる 

7 望診 舌診①舌質について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：舌診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

8 望診 舌診?舌苔について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習:舌診の所見を

理解・説明できる 

仲西堀

川 

9 望診 舌診③舌質、舌苔応用 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：切診の所見を

理解・説明できる 

仲西堀

川 

10 望診 舌診④ 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：舌診からの基

本的な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

11 切診望診 腹診 顔面診 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：切診、望診か

ら所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

12 
問診、聞診の概要四診 応用練習グループ

学習 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：四診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

13 まとめグループ学習問診・望診 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：望診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

14 四診法の実施①グループ学習 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：四診法からの

情報を理解・説明できる 

仲西堀

川 

15 四診法の実施②グループ学習 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：四診法からの

情報を理解・説明できる 

仲西堀

川 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする。 筆記試験 100％、実技 100%（試験 70％、授業評価 30%）で評価する。筆

記試験と実技試験ともに 60%以上で単位を認定する〈DP①〉＊授業評価は授業態度、提出物、小テストな

ど但し、筆記試験は定期試験で実施し、実技試験は授業期間中に実施する。 

 

筆 記

50 ％ 、

実 技

50% 



授業科目名 東洋医学系検査法 (鍼灸 A) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 
仲西 宏元／堀川 奈央／熊野 

弘子 

科目ナンバリング SS20BACB018 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1 年生で学習した東洋医学的な診察法である四診法について実技を行う。中医学では体の異常を四診（望診・

問診・聞診・切診）で診察し、診断を行い治療方法の計画を立て経穴に刺鍼や施灸が行えるように技術を修

得する。 

 

学修目標 

鍼灸治療には「理・法・方・穴・術」という流れによって弁証論治をおこなう。治療に行うのに必要となる情報を得

るための四診法を修得する。（DP①）１．望診（顔色の望診、腹診、舌診、背候診）２．問診３．聞診４．切診（脈

診、原穴診、背候診、腹診）これらの情報を修得する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布された講義資料にも目を通すこと。２．出席は重視する。３．予習復習を各 1時間実施する。 

 

教科書 

新版 東洋医学概論（東洋療法学校協会）(編：公益社団法人東洋療法学校協会、著者：教科書検討小委員会、

ISBN:978-4-7529-5173-5）配布テキスト 

 

参考書 

鍼灸学基礎編 第３版 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 9（仲西）・共同研究室（堀川/橋垣）昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 講義概要中医学基礎理論と四診法 

予習：四診法に必要な虚実の判定について

勉強すること復習：虚実について理

解・説明できる 

仲西堀

川 

2 切診 脈診①中医脈診 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：脈の基本的な

所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

3 切診 脈診② 経絡治療脈診 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：脈診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

4 切診 脈診③脈状診 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：脈診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

5 切診 脈診④脈診応用 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：脈診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 



6 切診 脈診⑤まとめ 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：脈診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

7 望診 舌診①舌質について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：舌診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

8 望診 舌診?舌苔について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習:舌診の所見を

理解・説明できる 

仲西堀

川 

9 望診 舌診③舌質、舌苔応用 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：切診の所見を

理解・説明できる 

仲西堀

川 

10 望診 舌診④ 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：舌診からの基

本的な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

11 切診望診 腹診 顔面診 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：切診、望診か

ら所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

12 
問診、聞診の概要四診 応用練習グループ

学習 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：四診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

13 まとめグループ学習問診・望診 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：望診の基本的

な所見を理解・説明できる 

仲西堀

川 

14 四診法の実施①グループ学習 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：四診法からの

情報を理解・説明できる 

仲西堀

川 

15 四診法の実施②グループ学習 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：四診法からの

情報を理解・説明できる 

仲西堀

川 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする。 1.筆記試験 100％〈DP①〉2.実技 100%（試験 70％、授業評価 30%）

〈DP①〉筆記試験と実技試験ともに 60%以上で単位を認定する＊授業評価は授業態度、提出物、小テスト

など但し、筆記試験は定期試験で実施し、実技試験は授業期間中に実施する。 

筆 記

50 ％ 、

実 技



 50% 



授業科目名 東洋医学各論Ⅰ (鍼灸) 

主担当教員 辻 涼太 担当教員 辻 涼太 

科目ナンバリング SS20BACB019 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

中医診断学および中医弁証概論弁証による治療応用について症状に対する東洋医学的なとらえ方※本科目は

実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

中医診断学である、四診法の理論習得と弁証学の基礎を習得する。さらに弁証に応ずる治療原則を習得する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

東洋医学概論を基礎とした応用の理論になります。東洋医学的治療の要になります。治療家になる上での楽

しさを一緒に共有できればと思いますので、一緒にやり遂げましょう。 

 

教科書 

新版 東洋医学概論 教科書授業プリント 

 

参考書 

『針灸学[基礎篇]』 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階 共同研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 東洋医学的診断と意義 
1 年前期に行った五行色体表を復習してき

てください 
辻 

2 弁証の種類と意義 
2 年までに行った弁証に関する分類などを

復習しておいてください。 
辻 

3 四診法（望診） 
自宅や大学内で、望診を練習してみて下さ

い 
辻 

4 四診法（聞診）演習 
実技を踏まえた内容になりますので、これ

までの復習を行うこと 
辻 

5 四診法（問診）演習 
1 年次に行った五臭と五声を確認して下さ

い 
辻 

6 四診法（切診）演習 
講義内で行った問診項目について、まとめ

作成などの復習を必ずして下さい 
辻 

7 レポート作成 弁証方法の決定について 
講義内で行った内容をまとめ、レポートを

作成してください。 
辻 

8 各弁証の治療応用について① 
八綱弁証、気血津液弁証の治療原則を学び

ます。 
辻 

9 各弁証の治療応用について② 臓腑弁証の治療原則を学びます。 辻 

10 レポート作成 弁証方法の決定について 
各弁証の概要と治療への応用についてをま

とめてください。 
辻 



11 症状に対する東洋医学的なとらえ方① 
単位評価に関わりますので、試験勉強をし

て来てください。 
辻 

12 症状に対する東洋医学的なとらえ方② 
単位評価に関わりますので、試験勉強をし

て来てください。 
辻 

13 症状に対する東洋医学的なとらえ方③ 
単位評価に関わりますので、試験勉強をし

て来てください。 
辻 

14 総まとめ講義 
配布する総まとめプリントを仕上げてくだ

さい。 
辻 

15 グループワーク 
総まとめ資料に基づき、グループで学習を

行ってください。 
辻 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

講義内試験（四診法と弁証）：60 点満点小課題・レポート：40 点満点合計 100 点満点で評価する。 

 
1 



授業科目名 東洋医学各論Ⅱ (鍼灸) 

主担当教員 辻 涼太 担当教員 辻 涼太 

科目ナンバリング SS20BACB020 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

本講義では、1 年次の東洋医学概論、2年次の東洋医学各論Ⅰの応用科目として講義を行う。臓腑弁証の立て

方から治療までの概要、六経病証や三陰三陽病証、経脈弁証や奇形病証など幅広い弁証論治を習得する。 

 

学修目標 

①弁証を立てることが出来る。②弁証を立て、さらに治療を構築できるようになる。③各弁証の病理や説明が出来る

ようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

この科目は応用科目であり、これまでの東洋医学に関する知識が非常に重要です。これまでの講義資料を参

考にして下さい。分からないことなどはそのままにせず、積極的に質問に来てください。 

 

教科書 

新版 東洋医学概論 （東洋療法学校協会 編）東洋医学臨床論 はりきゅう編（東洋療法学校協会 編）

授業プリント 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階共同研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 これまでの復習 
授業で行う内容について、各自復習してく

ださい。 
辻 

2 八綱弁証を治療に活かす 

東洋医学各論Ⅰの復習となります。予習と

しては東洋医学各論Ⅰの授業資料

を参照してください。 

辻 

3 気血津液弁証を治療に活かす 

東洋医学各論Ⅰの復習となります。予習と

しては東洋医学各論Ⅰの授業資料

を参照してください。 

辻 

4 弁証練習 八綱・気血津液弁証の立て方 

課題学習となります。講義で行ったことを

参考にして症例問題に取り組んで

ください。 

辻 

5 
弁証練習 八綱・気血津液弁証の立て方 

解説 

第4講で取り組んだ課題の解説を行います。

解説は全てメモし、自身の資料に記

載してください。 

辻 

6 臓腑弁証を立てる。 

これまでに行ってきた四診法や弁証の理解

を再確認します。しっかり予習をお

願いします。 

辻 



7 臓腑弁証（肝・心）の概要と治療 

症例を交えながら、臓腑弁証の弁証論治を

習得します。これまでの資料も参考

にして予習復習をして下さい。 

辻 

8 臓腑弁証（脾・肺）の概要と治療 

症例を交えながら、臓腑弁証の弁証論治を

習得します。これまでの資料も参考

にして予習復習をして下さい。 

辻 

9 臓腑弁証（腎・六腑の病証）の概要と治療 

症例を交えながら、臓腑弁証の弁証論治を

習得します。これまでの資料も参考

にして予習復習をして下さい。 

辻 

10 八綱・気血津液・臓腑弁証  症例演習 
症例問題の演習を行います。課題に取り組

んでください。 
辻 

11 六経病証と三陰三陽病証 

難易度が高い分野です。講義で行った内容

について、自宅で復習をしておいて

下さい。 

辻 

12 経脈弁証と奇経病証 

難易度が高い分野です。講義で行った内容

について、自宅で復習をしておいて

下さい。 

辻 

13 各中医弁証の説明 

中医弁証の病理や状態の解説を行います。

試験範囲にもなりますのでしっか

り復習をお願いします。 

辻 

14 総復習 
総復習プリントを配布します。自宅で仕上

げてきてください。 
辻 

15 総復習 

総復習プリントの解説をします。テストも

近いですので、必ず覚えこんでくだ

さい。 

辻 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業内に小テストや小課題を提出物として行う。提出物は評価に加える。全講義数の 5 分の 3 以上、必

ず出席すること。下回る場合は評価しない。 

 

① 授 業

内 小 テ

スト・小

課 題 ：

30 点②

期 末 評



価 ： 70

点 ①②

の 合 計

100 点

で 評 価

し 、 60

点 以 上

を 合 格

とする。 



授業科目名 応用鍼灸実技Ⅰ（特殊鍼法） (鍼灸 B) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明／大川 祐世 

科目ナンバリング SS20BACB027 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

特殊鍼法（小児鍼、皮内鍼、円皮鍼、低周波鍼通電法、耳鍼、頭鍼療法）および、様々な刺鍼中の手技や灸術

について学ぶ。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

小児鍼、皮内鍼、円皮鍼、低周波鍼通電法、耳鍼、頭鍼療法を行うことが出来る。様々な刺鍼中の手技や灸術を行う

ことができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実技、実演を多用する予定積極的に実技に参加すること 1.出席を重視する。2.授業態度が不良(私語、携帯を

見ること等)の者は減点対象とする。 

 

教科書 

教科書執筆小委員会「はりきゅう理論」医道の日本社 教科書執筆小委員会「はりきゅう実技（基礎編）」医

道の日本社 

 

参考書 

図解 鍼灸臨床手技の実際 尾崎昭弘 医歯薬出版株式会社 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 1(東棟 4F)/月曜日 3 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション、刺鍼中の手技① 

予習：はりきゅう理論 13～14 頁、はりきゅ

う実技（基礎編）21～28 頁を読むこ

と。(1 時間)復習：学習した内容を

追試すること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

2 刺鍼中の手技② 

予習：はりきゅう理論 13～14 頁、はりきゅ

う実技（基礎編）21～28 頁を読むこ

と。(1 時間)復習：学習した内容を

追試すること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

3 刺鍼中の手技総括 

予習：はりきゅう理論 13～14 頁、はりきゅ

う実技（基礎編）21～28 頁を読むこ

と。(1 時間)復習：学習した内容を

追試すること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

4 温灸（箱灸、アロマ灸、つぼ灸） 

予習：はりきゅう理論 24 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

5 灸頭鍼法① 

予習：はりきゅう理論 17 頁、はりきゅう実

技（基礎編）101 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

松熊、

熊野 



ること。(1 時間) 

6 灸頭鍼法② 

予習：はりきゅう理論 17 頁、はりきゅう実

技（基礎編）101 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

7 灸頭鍼法総括 

予習：はりきゅう理論 17 頁、はりきゅう実

技（基礎編）101 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

8 皮内鍼・円皮鍼、耳鍼①（粒鍼） 

予習：はりきゅう理論 15～18 頁、はりきゅ

う実技（基礎編）100 頁、102 頁を読

むこと。(1 時間)復習：学習した内

容を追試すること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

9 耳鍼②（美容鍼）、直流電気鍼法 

予習：はりきゅう理論 18 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

10 低周波鍼通電療法① 

予習：はりきゅう理論 18 頁、はりきゅう実

技（基礎編）106 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

11 低周波鍼通電療法② 

予習：はりきゅう理論 18 頁、はりきゅう実

技（基礎編）106 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

12 低周波鍼通電療法③ 

予習：はりきゅう理論 18 頁、はりきゅう実

技（基礎編）106 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

13 低周波鍼通電療法総括 

予習：はりきゅう理論 18 頁、はりきゅう実

技（基礎編）106 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

14 小児鍼法 

予習：はりきゅう理論 15 頁、はりきゅう実

技（基礎編）98～99 頁を読むこと。

(1 時間)復習：学習した内容を追試

すること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

15 
総括（特殊鍼法、様々な刺鍼中の手技や灸

術） 

予習：はりきゅう理論 13～17 頁,はりきゅ

う実技（基礎編）21～28 頁、98～106

頁を読むこと。(1 時間)復習：学習

した内容を追試すること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP1>②期末試験<DP1>・試験・課題に対するフィードバック方法必要に応じて小テスト、定期

試験の解説を行う。 

 

①40%

②60% 



授業科目名 応用鍼灸実技Ⅰ（特殊鍼法） (鍼灸 A) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明／大川 祐世 

科目ナンバリング SS20BACB027 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

特殊鍼法（小児鍼、皮内鍼、円皮鍼、低周波鍼通電法、耳鍼、頭鍼療法）および、様々な刺鍼中の手技や灸術

について学ぶ。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

小児鍼、皮内鍼、円皮鍼、低周波鍼通電法、耳鍼、頭鍼療法を行うことが出来る。様々な刺鍼中の手技や灸術を行う

ことができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実技、実演を多用する予定積極的に実技に参加すること 1.出席を重視する。2.授業態度が不良(私語、携帯を

見ること等)の者は減点対象とする。 

 

教科書 

教科書執筆小委員会「はりきゅう理論」医道の日本社 教科書執筆小委員会「はりきゅう実技（基礎編）」医

道の日本社 

 

参考書 

図解 鍼灸臨床手技の実際 尾崎昭弘 医歯薬出版株式会社 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 1(東棟 4F)/月曜日 3 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション、刺鍼中の手技① 

予習：はりきゅう理論 13～14 頁、はりきゅ

う実技（基礎編）21～28 頁を読むこ

と。(1 時間)復習：学習した内容を

追試すること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

2 刺鍼中の手技② 

予習：はりきゅう理論 13～14 頁、はりきゅ

う実技（基礎編）21～28 頁を読むこ

と。(1 時間)復習：学習した内容を

追試すること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

3 刺鍼中の手技総括 

予習：はりきゅう理論 13～14 頁、はりきゅ

う実技（基礎編）21～28 頁を読むこ

と。(1 時間)復習：学習した内容を

追試すること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

4 温灸（箱灸、アロマ灸、つぼ灸） 

予習：はりきゅう理論 24 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

5 灸頭鍼法① 

予習：はりきゅう理論 17 頁、はりきゅう実

技（基礎編）101 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

松熊、

熊野 



ること。(1 時間) 

6 灸頭鍼法② 

予習：はりきゅう理論 17 頁、はりきゅう実

技（基礎編）101 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

7 灸頭鍼法総括 

予習：はりきゅう理論 17 頁、はりきゅう実

技（基礎編）101 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

8 皮内鍼・円皮鍼、耳鍼①（粒鍼） 

予習：はりきゅう理論 15～18 頁、はりきゅ

う実技（基礎編）100 頁、102 頁を読

むこと。(1 時間)復習：学習した内

容を追試すること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

9 耳鍼②（美容鍼）、直流電気鍼法 

予習：はりきゅう理論 18 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊野 

10 低周波鍼通電療法① 

予習：はりきゅう理論 18 頁、はりきゅう実

技（基礎編）106 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

11 低周波鍼通電療法② 

予習：はりきゅう理論 18 頁、はりきゅう実

技（基礎編）106 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

12 低周波鍼通電療法③ 

予習：はりきゅう理論 18 頁、はりきゅう実

技（基礎編）106 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

13 低周波鍼通電療法総括 

予習：はりきゅう理論 18 頁、はりきゅう実

技（基礎編）106 頁を読むこと。(1

時間)復習：学習した内容を追試す

ること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

14 小児鍼法 

予習：はりきゅう理論 15 頁、はりきゅう実

技（基礎編）98～99 頁を読むこと。

(1 時間)復習：学習した内容を追試

すること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

15 
総括（特殊鍼法、様々な刺鍼中の手技や灸

術） 

予習：はりきゅう理論 13～17 頁,はりきゅ

う実技（基礎編）21～28 頁、98～106

頁を読むこと。(1 時間)復習：学習

した内容を追試すること。(1 時間) 

松熊、

熊

野 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト<DP1>②期末試験<DP1>・試験・課題に対するフィードバック方法必要に応じて小テスト、定期

試験の解説を行う。 

 

①40%

②60% 



授業科目名 応用鍼灸実技Ⅱ(ロールプレイ・施術所見学) (鍼灸 B) 

主担当教員 髙﨑 雷太 担当教員 髙﨑 雷太 

科目ナンバリング SS20BACB028 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
金曜 3 限、金曜

4 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

ロールプレイを通じて、診療の流れを理解する。また、自身が患者になることによって、患者の立場を理解

する。ロールプレイおよびカンファレンスでは積極的にディスカッションに参加する。附属施術所の見学を

行い、3年次以降の実習に参加する心構えを持つ。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

①医療者として自覚と責任ある行動ができるようになる。②患者の立場を理解する。③診療の流れを身に着ける。④

ディスカッションに自らの意見を持って積極的に参加する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①常にそばに患者がいると想定しながら、現場を意識して授業に臨む。②学習グループは 9 月に実施する客

観的臨床能力試験（医療面接、整形外科的検査、鍼灸実技）の結果から 4 班に分ける。③習熟度が低い班は

検査法および実技の練習から開始するため、ロールプレイ教材を終えることができない場合は、補習授業へ

の出席を義務付ける。④学修内容に準じた予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

教科書 

授業中に配付する資料（テキスト） 

 

参考書 

目で見る運動機能検査法 竹内義享 澤田規 著 南江堂リハビリテーション医学 社団法人 東洋療法学

校協会 編 土肥 信之 著経絡経穴概論 日本理療教員連盟 社団法人 東洋療法学校協会 編 教科書執

筆小委員会 著 

 

研究室／オフィスアワー 

報告書の提出時に、各指導教員の指定する日時・場所にて実施する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション症例のロールプレイの

練習 

単元 1 で配布される実習所を熟読し、服装

や髪型について十分に注意するこ

と。学修内容に準じた予習・まとめ

等を、2時間/週行う。 

 

2 

カンファレンス ロールプレイ①上肢の整

形外科疾患に基づいたロールプレイ①症例

の問診②検査の選択と実施③治療計画の作

成④治療 

予習：現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系）、

運動機能検査法、チーム医療とコミ

ュニケーションを再度確認してお

くこと。復習：提示症例や外来診察

して症例について病態、治療法など

をまとめること。 学修内容に準じ

た予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 



3 

カンファレンス ロールプレイ②上肢の整

形外科疾患に基づいたロールプレイ①症例

の問診②検査の選択と実施③治療計画の作

成④治療 

予習：現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系）、

運動機能検査法、チーム医療とコミ

ュニケーションを再度確認してお

くこと。復習：提示症例や外来診察

して症例について病態、治療法など

をまとめること。 学修内容に準じ

た予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

4 

カンファレンス ロールプレイ③上肢の整

形外科疾患に基づいたロールプレイ①症例

の問診②検査の選択と実施③治療計画の作

成④治療 

予習：現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系）、

運動機能検査法、チーム医療とコミ

ュニケーションを再度確認してお

くこと。復習：提示症例や外来診察

して症例について病態、治療法など

をまとめること。 学修内容に準じ

た予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

5 

カンファレンス ロールプレイ④上肢の整

形外科疾患に基づいたロールプレイ①症例

の問診②検査の選択と実施③治療計画の作

成④治療 

予習：現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系）、

運動機能検査法、チーム医療とコミ

ュニケーションを再度確認してお

くこと。復習：提示症例や外来診察

して症例について病態、治療法など

をまとめること。 学修内容に準じ

た予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

6 

カンファレンス ロールプレイ⑤下肢の整

形外科疾患に基づいたロールプレイ①症例

の問診②検査の選択と実施③治療計画の作

成④治療 

予習：現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系）、

運動機能検査法、チーム医療とコミ

ュニケーションを再度確認してお

くこと。復習：提示症例や外来診察

して症例について病態、治療法など

をまとめること。 学修内容に準じ

た予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

7 

カンファレンス ロールプレイ⑥下肢の整

形外科疾患に基づいたロールプレイ①症例

の問診②検査の選択と実施③治療計画の作

成④治療 

予習：現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系）、

運動機能検査法、チーム医療とコミ

ュニケーションを再度確認してお

くこと。復習：提示症例や外来診察

して症例について病態、治療法など

をまとめること。 学修内容に準じ

た予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

8 
3 年生との合同実習 3 年生の患者として診

療を受ける。 

自身の治療終了後、受けた治療内容につい

て次回のカンファレンスまでに検

討すること学修内容に準じた予習・

まとめ等を、2時間/週行う。 

 

9 
3 年生との合同実習 3 年生の患者として診

療を受ける。 

自身の治療終了後、受けた治療内容につい

て次回のカンファレンスまでに検

討すること学修内容に準じた予習・

まとめ等を、2時間/週行う。 

 

10 

3 年生との合同カンファレンス各自が診療

を受けた内容について、２・3年生がディス

カッションする。 

カンファレンスで議論した内容について、

レポートを作成する。学修内容に準

じた予習・まとめ等を、2時間/週行

う。 

 

11 

3 年生との合同カンファレンス各自が診療

を受けた内容について、２・3年生がディス

カッションする。 

カンファレンスで議論した内容について、

レポートを作成する。学修内容に準

じた予習・まとめ等を、2時間/週行

う。 

 

12 

附属施術所見学施術所にて準備・施設につ

いての説明を受ける。教員が行う診療を見

学する。 

実習書を熟読してくること。実習終了後に

指定のレポート用紙を用いて、報告

書を作成し、1 週間以内に担当者へ

提出すること。学修内容に準じた予

習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

13 

附属施術所見学施術所にて準備・施設につ

いての説明を受ける。教員が行う診療を見

学する。 

実習書を熟読してくること。実習終了後に

指定のレポート用紙を用いて、報告

書を作成し、1 週間以内に担当者へ

提出すること。学修内容に準じた予

習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

14 
3 年生との合同実習 3 年生の患者として診

療を受ける。 

施術所見学を踏まえて、自身の症状に対す

る診療内容を事前に検討してくる
 



こと。学修内容に準じた予習・まと

め等を、2時間/週行う。 

15 

3 年生との合同カンファレンス各自が診療

を受けた内容について、２・3年生がディス

カッションする。 

カンファレンスを経て、報告書を提出する

こと。学修内容に準じた予習・まと

め等を、2時間/週行う。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①カンファレンス報告書 1 回②施術所見学報告書 1 回 報告書を全て提出すること。原則全出席とす

る。ロールプレイ教材の全てを終える必要がある。習熟度別班で 2 年次前期までの復習から開始した班

は、補習に出席して全教材を終えなければ評価しない。※到達目標 1 について、評価する。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 応用鍼灸実技Ⅱ(ロールプレイ・施術所見学) (鍼灸 A) 

主担当教員 髙﨑 雷太 担当教員 髙﨑 雷太 

科目ナンバリング SS20BACB028 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
金曜 1 限、金曜

2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

ロールプレイを通じて、診療の流れを理解する。また、自身が患者になることによって、患者の立場を理解

する。ロールプレイおよびカンファレンスでは積極的にディスカッションに参加する。附属施術所の見学を

行い、3年次以降の実習に参加する心構えを持つ。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

①医療者として自覚と責任ある行動ができるようになる。②患者の立場を理解する。③診療の流れを身に着ける。④

ディスカッションに自らの意見を持って積極的に参加する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①常にそばに患者がいると想定しながら、現場を意識して授業に臨む。②学習グループは 9 月に実施する客

観的臨床能力試験（医療面接、整形外科的検査、鍼灸実技）の結果から 4 班に分ける。③習熟度が低い班は

検査法および実技の練習から開始するため、ロールプレイ教材を終えることができない場合は、補習授業へ

の出席を義務付ける。④学修内容に準じた予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

教科書 

授業中に配付する資料（テキスト） 

 

参考書 

目で見る運動機能検査法 竹内義享 澤田規 著 南江堂リハビリテーション医学 社団法人 東洋療法学

校協会 編 土肥 信之 著経絡経穴概論 日本理療教員連盟 社団法人 東洋療法学校協会 編 教科書執

筆小委員会 著 

 

研究室／オフィスアワー 

報告書の提出時に、各指導教員の指定する日時・場所にて実施する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション症例のロールプレイの

練習 

単元 1 で配布される実習所を熟読し、服装

や髪型について十分に注意するこ

と。学修内容に準じた予習・まとめ

等を、2時間/週行う。 

 

2 

カンファレンス ロールプレイ①上肢の整

形外科疾患に基づいたロールプレイ①症例

の問診②検査の選択と実施③治療計画の作

成④治療 

予習：現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系）、

運動機能検査法、チーム医療とコミ

ュニケーションを再度確認してお

くこと。復習：提示症例や外来診察

して症例について病態、治療法など

をまとめること。 学修内容に準じ

た予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 



3 

カンファレンス ロールプレイ②上肢の整

形外科疾患に基づいたロールプレイ①症例

の問診②検査の選択と実施③治療計画の作

成④治療 

予習：現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系）、

運動機能検査法、チーム医療とコミ

ュニケーションを再度確認してお

くこと。復習：提示症例や外来診察

して症例について病態、治療法など

をまとめること。 学修内容に準じ

た予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

4 

カンファレンス ロールプレイ③上肢の整

形外科疾患に基づいたロールプレイ①症例

の問診②検査の選択と実施③治療計画の作

成④治療 

予習：現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系）、

運動機能検査法、チーム医療とコミ

ュニケーションを再度確認してお

くこと。復習：提示症例や外来診察

して症例について病態、治療法など

をまとめること。 学修内容に準じ

た予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

5 

カンファレンス ロールプレイ④上肢の整

形外科疾患に基づいたロールプレイ①症例

の問診②検査の選択と実施③治療計画の作

成④治療 

予習：現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系）、

運動機能検査法、チーム医療とコミ

ュニケーションを再度確認してお

くこと。復習：提示症例や外来診察

して症例について病態、治療法など

をまとめること。 学修内容に準じ

た予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

6 

カンファレンス ロールプレイ⑤下肢の整

形外科疾患に基づいたロールプレイ①症例

の問診②検査の選択と実施③治療計画の作

成④治療 

予習：現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系）、

運動機能検査法、チーム医療とコミ

ュニケーションを再度確認してお

くこと。復習：提示症例や外来診察

して症例について病態、治療法など

をまとめること。 学修内容に準じ

た予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

7 

カンファレンス ロールプレイ⑥下肢の整

形外科疾患に基づいたロールプレイ①症例

の問診②検査の選択と実施③治療計画の作

成④治療 

予習：現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系）、

運動機能検査法、チーム医療とコミ

ュニケーションを再度確認してお

くこと。復習：提示症例や外来診察

して症例について病態、治療法など

をまとめること。 学修内容に準じ

た予習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

8 
3 年生との合同実習 3 年生の患者として診

療を受ける。 

自身の治療終了後、受けた治療内容につい

て次回のカンファレンスまでに検

討すること学修内容に準じた予習・

まとめ等を、2時間/週行う。 

 

9 
3 年生との合同実習 3 年生の患者として診

療を受ける。 

自身の治療終了後、受けた治療内容につい

て次回のカンファレンスまでに検

討すること学修内容に準じた予習・

まとめ等を、2時間/週行う。 

 

10 

3 年生との合同カンファレンス各自が診療

を受けた内容について、２・3年生がディス

カッションする。 

カンファレンスで議論した内容について、

レポートを作成する。学修内容に準

じた予習・まとめ等を、2時間/週行

う。 

 

11 

3 年生との合同カンファレンス各自が診療

を受けた内容について、２・3年生がディス

カッションする。 

カンファレンスで議論した内容について、

レポートを作成する。学修内容に準

じた予習・まとめ等を、2時間/週行

う。 

 

12 

附属施術所見学施術所にて準備・施設につ

いての説明を受ける。教員が行う診療を見

学する。 

実習書を熟読してくること。実習終了後に

指定のレポート用紙を用いて、報告

書を作成し、1 週間以内に担当者へ

提出すること。学修内容に準じた予

習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

13 

附属施術所見学施術所にて準備・施設につ

いての説明を受ける。教員が行う診療を見

学する。 

実習書を熟読してくること。実習終了後に

指定のレポート用紙を用いて、報告

書を作成し、1 週間以内に担当者へ

提出すること。学修内容に準じた予

習・まとめ等を、2時間/週行う。 

 

14 
3 年生との合同実習 3 年生の患者として診

療を受ける。 

施術所見学を踏まえて、自身の症状に対す

る診療内容を事前に検討してくる
 



こと。学修内容に準じた予習・まと

め等を、2時間/週行う。 

15 

3 年生との合同カンファレンス各自が診療

を受けた内容について、２・3年生がディス

カッションする。 

カンファレンスを経て、報告書を提出する

こと。学修内容に準じた予習・まと

め等を、2時間/週行う。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①カンファレンス報告書 1 回②施術所見学報告書 1 回 報告書を全て提出すること。原則 全出席とす

る。ロールプレイ教材の全てを終える必要がある。習熟度別班で 2 年次前期までの復習から開始した班

は、補習に出席して全教材を終えなければ評価しない。※到達目標 1 について、評価する。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 現代医学系鍼灸学実習Ⅰ (鍼灸 B) 

主担当教員 宮武 大貴 担当教員 宮武 大貴 

科目ナンバリング SS20BACC029 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

整形外科的検査法のうち、関節可動域検査（ROM)、徒手筋力検査（MMT）に着目し、適切な検査法を学習する。

また、検査値に問題があった場合の病態理解および治療計画についても学習し、治療の実践も行う。※本科

目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．各関節の可動域検査を実施できる。２．主要な筋の徒手筋力検査を実施できる。３．検査結果から、主動筋・拮

抗筋・関節の問題に分類して病態把握ができる。４．治療計画を作成し、実践できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本授業では、無駄な私語や許可がない退室は認めない。指示以外の行為を行った場合、および授業妨害と認

められる場合は、退室を指示することがある。課題として、練習及び実技授業の予習または復習を２時間/日

行うこと。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

教員の研究室にて対応する。髙﨑：4階共同研究室／月曜日～ （不定期なため事前に確認が必要） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 肩関節の ROM・MMT 

肩関節を構成する筋肉と作用を学習してく

ること課題:練習及び実技授業の予

習または復習を２時間/日行う。 

 

2 肘関節の ROM・MMT 

肘関節を構成する筋肉と作用を学習してく

ること課題:練習及び実技授業の予

習または復習を２時間/日行う。 

 

3 股関節の ROM・MMT 

股関節を構成する筋肉と作用を学習してく

ること課題:練習及び実技授業の予

習または復習を２時間/日行う。 

 

4 膝関節の ROM・MMT 

膝関節を構成する筋肉と作用を学習してく

ること課題:練習及び実技授業の予

習または復習を２時間/日行う。 

 

5 手・足関節の ROM・MMT 

手・足関節を構成する筋肉と作用を学習し

てくること課題:練習及び実技授業

の予習または復習を２時間/日行

う。 

 



6 頸部の ROM・MMT 

頸部を構成する筋肉と作用を学習してくる

こと課題:練習及び実技授業の予習

または復習を２時間/日行う。 

 

7 腰部の ROM・MMT 

腰部を構成する筋肉と作用を学習してくる

こと課題:練習及び実技授業の予習

または復習を２時間/日行う。 

 

8 肩関節の症例トレーニング 

肩関節の代表的な障害と検査法を事前に学

習してくること課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/日

行う。 

 

9 肘関節の症例トレーニング 

肘関節の代表的な障害と検査法を事前に学

習してくること課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/日

行う。 

 

10 股関節の症例トレーニング 

股関節の代表的な障害と検査法を事前に学

習してくること課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/日

行う。 

 

11 膝関節の症例トレーニング 

膝関節の代表的な障害と検査法を事前に学

習してくること課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/日

行う。 

 

12 足・手関節の症例トレーニング 

足・手関節の代表的な障害と検査法を事前

に学習してくること課題:練習及び

実技授業の予習または復習を２時

間/日行う。 

 

13 頸部の症例トレーニング 

頸部の代表的な障害と検査法を事前に学習

してくること課題:練習及び実技授

業の予習または復習を２時間/日行

う。 

 

14 腰部の症例トレーニング 

腰部の代表的な障害と検査法を事前に学習

してくること課題:練習及び実技授

業の予習または復習を２時間/日行

う。 

 

15 第 1回目～第 15 回目の要点確認とまとめ 

これまでに学習した代表的な障害と検査法

を事前に学習してくること課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/日行う。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席が必要筆記試験 

 
1 



授業科目名 現代医学系鍼灸学実習Ⅰ (鍼灸 A) 

主担当教員 宮武 大貴 担当教員 宮武 大貴 

科目ナンバリング SS20BACC029 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

整形外科的検査法のうち、関節可動域検査（ROM)、徒手筋力検査（MMT）に着目し、適切な検査法を学習する。

また、検査値に問題があった場合の病態理解および治療計画についても学習し、治療の実践も行う。※本科

目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．各関節の可動域検査を実施できる。２．主要な筋の徒手筋力検査を実施できる。３．検査結果から、主動筋・拮

抗筋・関節の問題に分類して病態把握ができる。４．治療計画を作成し、実践できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本授業では、無駄な私語や許可がない退室は認めない。指示以外の行為を行った場合、および授業妨害と認

められる場合は、退室を指示することがある。課題として、練習及び実技授業の予習または復習を２時間/日

行うこと。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

医歯薬出版株式会社 リハビリテーション医学 

 

研究室／オフィスアワー 

教員の研究室にて対応する。髙﨑：4階共同研究室／月曜日～ （不定期なため事前に確認が必要） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 肩関節の ROM・MMT 

肩関節を構成する筋肉と作用を学習してく

ること課題:練習及び実技授業の予

習または復習を２時間/日行う。 

 

2 肩関節の ROM・MMT 

肘関節を構成する筋肉と作用を学習してく

ること課題:練習及び実技授業の予

習または復習を２時間/日行う。 

 

3 肘関節の ROM・MMT 

股関節を構成する筋肉と作用を学習してく

ること課題:練習及び実技授業の予

習または復習を２時間/日行う。 

 

4 股関節の ROM・MMT 

膝関節を構成する筋肉と作用を学習してく

ること課題:練習及び実技授業の予

習または復習を２時間/日行う。 

 

5 膝関節の ROM・MMT 

手・足関節を構成する筋肉と作用を学習し

てくること課題:練習及び実技授業

の予習または復習を２時間/日行

う。 

 



6 足関節の ROM・MMT 

頸部を構成する筋肉と作用を学習してくる

こと課題:練習及び実技授業の予習

または復習を２時間/日行う。 

 

7 手関節の ROM・MMT 

腰部を構成する筋肉と作用を学習してくる

こと課題:練習及び実技授業の予習

または復習を２時間/日行う。 

 

8 腰部の ROM・MMT 

肩関節の代表的な障害と検査法を事前に学

習してくること課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/日

行う。 

 

9 頸部の ROM・MMT 

肘関節の代表的な障害と検査法を事前に学

習してくること課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/日

行う。 

 

10 肩部の症例トレーニング 

股関節の代表的な障害と検査法を事前に学

習してくること課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/日

行う。 

 

11 下肢部の症例トレーニング 

膝関節の代表的な障害と検査法を事前に学

習してくること課題:練習及び実技

授業の予習または復習を２時間/日

行う。 

 

12 上肢の症例トレーニング 

足・手関節の代表的な障害と検査法を事前

に学習してくること課題:練習及び

実技授業の予習または復習を２時

間/日行う。 

 

13 腰部の症例トレーニング 

頸部の代表的な障害と検査法を事前に学習

してくること課題:練習及び実技授

業の予習または復習を２時間/日行

う。 

 

14 頸部の症例トレーニング 

腰部の代表的な障害と検査法を事前に学習

してくること課題:練習及び実技授

業の予習または復習を２時間/日行

う。 

 

15 第 1回目～第１５回目の要点確認とまとめ 

これまでに学習した代表的な障害と検査法

を事前に学習してくること課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/日行う。 
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30    

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席が必要筆記試験 

 
1 



授業科目名 現代医学系鍼灸学実習Ⅱ (鍼灸 B) 

主担当教員 髙﨑 雷太 担当教員 髙﨑 雷太 

科目ナンバリング SS20BACC030 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

筋骨格系の障害に対する対処法として、硬結・圧痛点の形成メカニズムと対処法を学ぶ。これらの延長上に

あるトリガーポイント鍼治療についても理解し、実施が出来ることを目指す。筋骨格系の鍼灸治療とストレ

ッチングの組み合わせは重要であり、一部骨格診断法や手技療法等を用いた運動器系のスペシャリストを目

指す。 

 

学修目標 

①硬結・圧痛点の形成メカニズムについて理解できる。②トリガーポイントの成因と特徴を理解できる。③代表的な

筋トリガーポイントの検索ができる。④代表的な筋へのストレッチングができる。⑤運動器障害の診察と治療ができ

る。〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本講義は運動器疾患を取り扱う上で基本とされる技術の修得を目指している。よって、実技中の私語や教員

の許可ない退室は認めない。また、指示事項以外の行動に対して、注意しても改善が見られない場合は退室

を指示する。 

 

教科書 

リハビリテーション医学 

 

参考書 

圧痛点と鍼灸臨床 医道の日本社はじめてのトリガーポイント鍼治療 医道の日本社 

 

研究室／オフィスアワー 

教員の研究室で対応する。授業時間外に技術の練習をしたいものは、教員が可能な場合に実技室を開室して

対応する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
筋硬結・圧痛点の形成メカニズムとトリガ

ーポイント(講義） 

1 年次生理学の筋および痛覚（特にポリモー

ダル受容器）について復習してくる

こと実技授業の予習と復習を２時

間/週行う 

 

2 身体のバランスと筋痛のメカニズム  

講義後に家族・友人の身体バランスを観察

すること 実技授業の予習と復習を

２時間/週行う 

 

3 骨格の視診・触診と罹患筋の検索 

頸肩部上肢の筋を復習し、関節 ROM・MMT を

復習してくること実技授業の予習

と復習を２時間/週行う 

 

4 脊柱・骨盤の触診・診察 
腰部・股関節周囲筋と ROM・MMT を復習して

くること実技授業の予習と復習を
 



２時間/週行う 

5 
頸肩部の診察とトリガーポイント・ストレ

ッチング 

対象部位の筋上の経穴・循経経絡を復習し

てくること筋と ROM・MMT を復習し

てくること実技授業の予習と復習

を２時間/週行う 

 

6 頸肩部の症例トレーニング 

前回授業内容を復習し、関連部位の運動器

疾患を調べてくること筋と ROM・MMT

を復習してくること実技授業の予

習と復習を２時間/週行う 

 

7 肩関節の症例トレーニング 

対象部位の筋上の経穴・循経経絡を復習し

てくること筋と ROM・MMT を復習し

てくること実技授業の予習と復習

を２時間/週行う 

 

8 肩関節の症例トレーニング  

前回授業内容を復習し、関連部位の運動器

疾患を調べてくること実技授業の

予習と復習を２時間/週行う 

 

9 
腰部の診察とトリガーポイント・ストレッ

チング  

対象部位の筋上の経穴・循経経絡を復習し

てくること実技授業の予習と復習

を２時間/週行う 

 

10 腰部の症例トレーニング  

前回授業内容を復習し、関連部位の運動器

疾患を調べてくること実技授業の

予習と復習を２時間/週行う 

 

11 
上肢の診察とトリガーポイント・ストレッ

チング 

対象部位の筋上の経穴・循経経絡を復習し

てくること実技授業の予習と復習

を２時間/週行う 

 

12 上肢の症例トレーニング 

前回授業内容を復習し、関連部位の運動器

疾患を調べてくること実技授業の

予習と復習を２時間/週行う 

 

13 
下肢の診察とトリガーポイント・ストレッ

チング 

対象部位の筋上の経穴・循経経絡を復習し

てくること実技授業の予習と復習

を２時間/週行う 

 

14 下肢の症例トレーニング試験対策 

前回授業内容を復習し、関連部位の運動器

疾患を調べてくること実技授業の

予習と復習を２時間/週行う 

 

15 
授業内試験成績評価方法①～④について筆

記試験を行う 
  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

筆記試験①硬結・圧痛点・トリガーポイントの形成メカニズム②骨格診察③代表的な筋トリガーポイント④

代表的な筋上の経穴と経絡〈DP①④〉原則として授業時間数の 4/5 以上の出席を必要とし、60 点以上で

単位認定する。 

 

① ～ ④ 

100％ 



授業科目名 現代医学系鍼灸学実習Ⅱ (鍼灸 A) 

主担当教員 髙﨑 雷太 担当教員 髙﨑 雷太 

科目ナンバリング SS20BACC030 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

筋骨格系の障害に対する対処法として、硬結・圧痛点の形成メカニズムと対処法を学ぶ。これらの延長上に

あるトリガーポイント鍼治療についても理解し、実施が出来ることを目指す。筋骨格系の鍼灸治療とストレ

ッチングの組み合わせは重要であり、一部骨格診断法や手技療法等を用いた運動器系のスペシャリストを目

指す。 

 

学修目標 

①硬結・圧痛点の形成メカニズムについて理解できる。②トリガーポイントの成因と特徴を理解できる。③代表的な

筋トリガーポイントの検索ができる。④代表的な筋へのストレッチングができる。⑤運動器障害の診察と治療ができ

る。〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本講義は運動器疾患を取り扱う上で基本とされる技術の修得を目指している。よって、実技中の私語や教員

の許可ない退室は認めない。また、指示事項以外の行動に対して、注意しても改善が見られない場合は退室

を指示する。 

 

教科書 

リハビリテーション医学 

 

参考書 

圧痛点と鍼灸臨床 医道の日本社はじめてのトリガーポイント鍼治療 医道の日本社 

 

研究室／オフィスアワー 

教員の研究室で対応する。授業時間外に技術の練習をしたいものは、教員が可能な場合に実技室を開室して

対応する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
筋硬結・圧痛点の形成メカニズムとトリガ

ーポイント(講義） 

1 年次生理学の筋および痛覚（特にポリモー

ダル受容器）について復習してくる

こと実技授業の予習と復習を２時

間/週行う 

 

2 身体のバランスと筋痛のメカニズム 

講義後に家族・友人の身体バランスを観察

すること 実技授業の予習と復習を

２時間/週行う 

 

3 骨格の視診・触診と罹患筋の検索 

頸肩部上肢の筋を復習し、関節 ROM・MMT を

復習してくること実技授業の予習

と復習を２時間/週行う 

 

4 脊柱・骨盤の触診・診察 
腰部・股関節周囲筋と ROM・MMT を復習して

くること実技授業の予習と復習を
 



２時間/週行う 

5 
頸肩部の診察とトリガーポイント・ストレ

ッチング 

対象部位の筋上の経穴・循経経絡を復習し

てくること筋と ROM・MMT を復習し

てくること実技授業の予習と復習

を２時間/週行う 

 

6 頸肩部の症例トレーニング 

前回授業内容を復習し、関連部位の運動器

疾患を調べてくること筋と ROM・MMT

を復習してくること実技授業の予

習と復習を２時間/週行う 

 

7 肩関節の症例トレーニング 

対象部位の筋上の経穴・循経経絡を復習し

てくること筋と ROM・MMT を復習し

てくること実技授業の予習と復習

を２時間/週行う 

 

8 肩関節の症例トレーニング 

前回授業内容を復習し、関連部位の運動器

疾患を調べてくること実技授業の

予習と復習を２時間/週行う 

 

9 
腰部の診察とトリガーポイント・ストレッ

チング 

対象部位の筋上の経穴・循経経絡を復習し

てくること実技授業の予習と復習

を２時間/週行う 

 

10 腰部の症例トレーニング 

前回授業内容を復習し、関連部位の運動器

疾患を調べてくること実技授業の

予習と復習を２時間/週行う 

 

11 
上肢の診察とトリガーポイント・ストレッ

チング 

対象部位の筋上の経穴・循経経絡を復習し

てくること実技授業の予習と復習

を２時間/週行う 

 

12 上肢の症例トレーニング 

前回授業内容を復習し、関連部位の運動器

疾患を調べてくること実技授業の

予習と復習を２時間/週行う 

 

13 
下肢の診察とトリガーポイント・ストレッ

チング 

対象部位の筋上の経穴・循経経絡を復習し

てくること実技授業の予習と復習

を２時間/週行う 

 

14 下肢の症例トレーニング試験対策 

前回授業内容を復習し、関連部位の運動器

疾患を調べてくること実技授業の

予習と復習を２時間/週行う 

 

15 
授業内試験成績評価方法①～④について筆

記試験を行う 
  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

筆記試験①硬結・圧痛点・トリガーポイントの形成メカニズム②骨格診察③代表的な筋トリガーポイント④

代表的な筋上の経穴と経絡〈DP①④〉原則として授業時間数の 4/5 以上の出席を必要とし、60 点以上で

単位認定する。 

 

① ～ ④ 

100％ 



授業科目名 現代医学系鍼灸応用実習 (鍼灸 B) 

主担当教員 藤川 直孝 担当教員 藤川 直孝 

科目ナンバリング SS20BACC031 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 現代医学系鍼灸応用実習 (鍼灸 A) 

主担当教員 藤川 直孝 担当教員 藤川 直孝 

科目ナンバリング SS20BACC031 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 2 年次に履修した現代医学系鍼灸学実習Ⅱでは主に運動器疾患の病態像、およびそれら疾患に対する検査

法、鍼灸治療について学習したが、本科目では実際の症例を取り上げ、的確に病態を把握し、それらに対す

る検査法を駆使して治療方針を立て、治療法も現代医学的手法や東洋医学的な観点からのアプローチができ

るように演習する。また適切な治療法を自分で考える能力を伸ばし、それらの結果を自分の言葉で記録でき

る能力を身につける。 

 

学修目標 

① 実際の症例から病態を把握できる。② 病態から検査および治療方針を選択できる。③ 適切な施術を安全に施

行できる。④ 限られた時間と環境でそれらを実践できる。⑤ ①～④について実践できた場合、筋骨格系の診察お

よび治療法を理解できる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 施術者としての技術のみならず、病を患う人に対する人間理解を深め、はり師・灸師としてもとめられる

必要かつ十分な技術を求めます。積極的に実習を行い、疑問点は教員に訪ね、自分で判断し、記録が出来る

よう努力してください。 

 

教科書 

「ポケット鍼灸臨床ガイド」 坂本 歩監修 アルテミシア刊 

 

参考書 

「目で見る運動機能検査法」南江堂刊 

 

研究室／オフィスアワー 

水曜日、午後４時限非常勤講師控え室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
頚肩腕部の症例（頸椎症性神経根症・胸郭出

口症候群、小胸筋症候群など） 

2 年次で学習した頚椎症、胸郭出口症候群に

ついて病態把握、検査法について復

習すること。 

 

2 
肩関節の症例（肩こり、五十肩、上腕二頭筋

長頭腱炎、腱板損傷など） 

肩関節周辺疾患について病態把握、検査法

について復習すること。 
 

3 診療演習１ 
1～2 回で学習した疾患を実際の症例で演習

する。 
 

4 
上肢症例（上腕骨内側・外側上顆炎、腱鞘炎、

ゴルフ肘、肘部管症候群） 

上肢の症例について病態把握、検査法につ

いて復習すること。 
 

5 
上肢の末梢神経傷害の症例（橈骨神経、正中

神経、尺骨神経） 

上肢の末梢神経傷害である橈骨・正中・尺骨

神経障害について復習すること。 
 



6 診療演習２ 
4～5 回で学習した疾患を実際の症例で演習

する。 
 

7 
腰痛の症例（筋筋膜性腰痛、腰椎椎間関節性

腰痛、仙腸関節性腰痛） 

腰痛の症例について病態把握し、検査法を

駆使して鑑別できるよう予習する

こと。 

 

8 
腰下肢痛の症例（変形性腰椎症、腰椎椎間板

ヘルニア、梨状筋症候群） 

腰下肢痛の症例について病態把握、検査法

を予習すること。 
 

9 診療演習３ 
７～８回で学習した疾患を実際の症例で演

習する。 
 

10 
ジャンパー膝、腸脛靱帯膝関節障害症例（変

形性膝関節症、靱帯損傷炎） 

膝関節障害の病態把握、検査法を復習する

こと。 
 

11 
下肢のスポーツ障害（シンスプリント、アキ

レス腱炎、足関節捻挫など） 

日常よく見られるスポーツ傷害について病

態把握し検査法を予習すること。 
 

12 診療演習４ 
10～11 回で学習した疾患について演習す

る。 
 

13 十二経筋について演習する。 十二経筋について復習する。  

14 十二皮部について演習する 十二皮部について復習する。  

15 全体のまとめと振り返り 
第1回目～第15回目の総まとめと全体の要

点の振り返り 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.レポート課題 2.定期試験 DP①④ 

 

1.60%2.

40% 



授業科目名 東洋医学系鍼灸実習Ⅰ (鍼灸 B) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 
仲西 宏元／堀川 奈央／熊野 

弘子 

科目ナンバリング SS20BACC032 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸臨床を行うにあたって、必要となる東洋医学的診察法である四診を中心とした弁証を修得する。特に東

洋医学的基礎を理解し、その中でもに四診法と弁証構成から弁証論治ができ、それに準じた治療法を考え身

に着けること。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．四診法（望・問・聞・切）を理解し、説明できる(DP①)２．四診法から患者の病態（弁証）ができ鍼灸治療に応

用できる(DP④)３．各疾患の弁証を理解し、鍼灸治療に応用できる(DP④)４．弁証を理解し、説明できる(DP④)５．

八綱弁証・病邪弁証・気血津液弁証・臓腑弁証などを理解し、説明できる(DP④) 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．前期 東洋医学系検査法で使用したテキスト・後期新たに配布する授業テキストに目を通すこと。２．

出席は重視する。 ３．予習復習を各 1 時間実施する。 

 

教科書 

1.「新版 東洋医学概論」東洋療法学校協会 2.配布テキスト 

 

参考書 

鍼灸学基礎編 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階共同研究室昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 概要説明（弁証構成） 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：基本的な構成

を覚えること 

仲西堀

川 

2 八綱弁証①表裏・寒熱について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：虚実・寒熱の

説明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

3 八綱弁証②虚実・陰陽について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：虚実・陰陽の

説明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

4 
病邪弁証概要説明傷寒・温病について内因・

外因・不外内因について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：傷寒・温病の

説明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

5 気血津液弁証①気の病証について 

予習：1 年生で学習した東洋医学の基礎 気

について復習しておくこと。復習：

気の病理変化を理解する。 

仲西堀

川 



6 気血津液弁証②血の病証について 

予習：1 年生で学習した東洋医学の基礎 血

を復習しておくこと。復習：気の病

理変化、血の病理変化を理解する。 

仲西堀

川 

7 気血津液弁証③津液の病証について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎津液

について復習しておくこと。復習：

気、血、津液の病理変化を理解し、

気血津液弁証の説明ができる。 

仲西堀

川 

8 小テスト（第 1 回目～第 7回目の総まとめ） 

予習：1～7 回目の授業の復習復習：テスト

で理解できてなかったところを再

学習し、次回の授業に挑むこと。 

仲西堀

川 

9 臓腑弁証①肝・胆の病証について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：臓腑弁証の説

明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

10 臓腑弁証②心・小腸の病証について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：臓腑弁証の説

明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

11 臓腑弁証③脾・胃の病証について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：臓腑弁証の説

明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

12 臓腑弁証④肺・大腸の病証について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：臓腑弁証の説

明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

13 臓腑弁証⑤腎・膀胱の病証について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：臓腑弁証の説

明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

14 
実技試験（東洋医学系鍼灸実習Ⅰの総まと

め） 

予習：実技試験の課題練習復習：実技試験で

の反省点を整理し、練習する。 

仲西堀

川 

15 学生同士で弁証論治から治療まで実施する 
東洋医学的な治療方法について自分自身で

考え治療ができるように 

仲西堀

川 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする。 筆記試験 (課題提出を含む)100％（DP①）、実技試験 100％（DP④）で

評価する。筆記試験と実技試験ともに 60%以上で単位を認定する。但し、筆記試験は定期試験で実施し、

実技試験は授業期間中に実施する。 

 

筆 記

50 ％ 、

実 技

50％ 



授業科目名 東洋医学系鍼灸実習Ⅰ (鍼灸 A) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 
仲西 宏元／堀川 奈央／熊野 

弘子 

科目ナンバリング SS20BACC032 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸臨床を行うにあたって、必要となる東洋医学的診察法である四診を中心とした弁証を修得する。特に東

洋医学的基礎を理解し、その中でもに四診法と弁証構成から弁証論治ができ、それに準じた治療法を考え身

に着けること。※本科目は実務経験のある教員等による授業科目です 

 

学修目標 

１．四診法（望・問・聞・切）を理解し、説明できる(DP①)２．四診法から患者の病態（弁証）ができ鍼灸治療に応

用できる(DP④)３．各疾患の弁証を理解し、鍼灸治療に応用できる(DP④)４．弁証を理解し、説明できる(DP④)５．

八綱弁証・病邪弁証・気血津液弁証・臓腑弁証などを理解し、説明できる(DP④) 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．前期 東洋医学系検査法で使用したテキスト・後期新たに配布する授業テキストに目を通すこと。２．

出席は重視する。 ３．予習復習を各 1 時間実施する。 

 

教科書 

1.「新版 東洋医学概論」東洋療法学校協会 2.配布テキスト 

 

参考書 

鍼灸学基礎編 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階共同研究室昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 概要説明（弁証構成） 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：基本的な構成

を覚えること 

仲西堀

川 

2 八綱弁証①表裏・寒熱について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：虚実・寒熱の

説明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

3 八綱弁証②虚実・陰陽について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：虚実・陰陽の

説明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

4 
病邪弁証概要説明傷寒・温病について内因・

外因・不外内因について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：傷寒・温病の

説明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

5 気血津液弁証①気の病証について 

予習：1 年生で学習した東洋医学の基礎 気

について復習しておくこと。復習：

気の病理変化を理解する。 

仲西堀

川 



6 気血津液弁証②血の病証について 

予習：1 年生で学習した東洋医学の基礎 血

を復習しておくこと。復習：気の病

理変化、血の病理変化を理解する。 

仲西堀

川 

7 気血津液弁証③津液の病証について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎津液

について復習しておくこと。復習：

気、血、津液の病理変化を理解し、

気血津液弁証の説明ができる。 

仲西堀

川 

8 小テスト（第 1 回目～第 7回目の総まとめ） 

予習：1～7 回目の授業の復習復習：テスト

で理解できてなかったところを再

学習し、次回の授業に挑むこと。 

仲西堀

川 

9 臓腑弁証①肝・胆の病証について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：臓腑弁証の説

明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

10 臓腑弁証②心・小腸の病証について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：臓腑弁証の説

明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

11 臓腑弁証③脾・胃の病証について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：臓腑弁証の説

明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

12 臓腑弁証④肺・大腸の病証について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：臓腑弁証の説

明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

13 臓腑弁証⑤腎・膀胱の病証について 

予習：1年生で学習した東洋医学の基礎を復

習しておくこと復習：臓腑弁証の説

明と鍼灸治療できるように 

仲西堀

川 

14 
実技試験（東洋医学系鍼灸実習Ⅰの総まと

め） 

予習：実技試験の課題練習復習：実技試験で

の反省点を整理し、練習する。 

仲西堀

川 

15 学生同士で弁証論治から治療まで実施する 
東洋医学的な治療方法について自分自身で

考え治療ができるように 

仲西堀

川 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

4/5 以上の出席を必要とする。 筆記試験 (課題提出を含む)100％（DP①）、実技試験 100％（DP④）で

評価する。筆記試験と実技試験ともに 60%以上で単位を認定する。但し、筆記試験は定期試験で実施し、

実技試験は授業期間中に実施する。 

 

筆 記

50 ％ 、

実 技

50％ 



授業科目名 東洋医学系鍼灸実習Ⅱ (鍼灸)：別途開講 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元 

科目ナンバリング SS20BACC033 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 東洋医学系鍼灸実習Ⅱ (鍼灸 B) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元／橋垣 志帆 

科目ナンバリング SS20BACC033 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸臨床では各疾患を外感病と内傷病に分類し治療を行う病因論がある。そのためには診察法である四診を

中心とした弁証を修得することが重要である。この科目では、東洋医学的基礎を理解し、特に外感病と経脈

についてに四診法と弁証構成から弁証論治ができ、それに準じた治療法を考え身に着けること。 

 

学修目標 

東洋医学における診断・治療の重要な手段である弁証論治について理解し、説明できる。〈DP①〉１．外感病に用い

る弁証方法である六経弁証・三焦弁証について理解し説明できる。〈DP④〉２．傷寒と六経弁証について理解し、鍼

灸治療に応用できる。〈DP④〉３．臓腑相関弁証について理解し、鍼灸治療に応用できる。〈DP④〉４．温病と三焦弁

証について理解し、鍼灸治療に応用できる。〈DP④〉５．経絡弁証と経病証について理解し、鍼灸治療に応用できる。

〈DP④〉６．経筋治療について理解し、鍼灸治療に応用でき 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．テキスト・配布された資料に眼を通すこと。２．出席は重視する。３．予習・復習は各１時間行うこと。 

 

教科書 

新版 東洋医学概論（医道の日本社） 

 

参考書 

針灸学 基礎編 東洋学術出版社 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 13 昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
弁証論理について弁証構成：外感病につい

て（六経弁証） 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：基本的な構成を覚

えること。 

 

2 傷寒と六経弁証 1太陽病について 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：太陽病の説明と鍼

灸治療ができること。 

 

3 傷寒と六経弁証２陽明病について 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：陽明病の説明と鍼

灸治療ができること。 

 

4 傷寒と六経弁証３少陽病について 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：少陽病の説明と鍼

灸治療ができること。 

 

5 傷寒と六経弁証４その他の陰病について 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：陰病の説明と鍼灸

治療ができること。 

 



6 
温病と三焦弁証について臓腑相関弁証につ

いて① 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：三焦弁証と臓腑相

関弁証の説明と鍼灸治療ができる

こと。 

 

7 臓腑相関弁証② 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：臓腑相関弁証の説

明と鍼灸治療ができること。 

 

8 臓腑相関弁証③ 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：臓腑相関弁証の説

明と鍼灸治療ができること。 

 

9 臓腑相関弁証④ 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：臓腑相関弁証の説

明と鍼灸治療ができること。 

 

10 正経十二経の病証（肺・大腸） 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：肺・大腸経病証の

説明と鍼灸治療ができること。 

 

11 経絡弁証２正経十二経の病証（胃・脾） 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：胃・脾経病証の説

明と鍼灸治療ができること。 

 

12 経絡弁証３正経十二経の病証（心・小腸） 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：心・小腸経病証の

説明と鍼灸治療ができること。 

 

13 経絡弁証４正経十二経の病証（膀胱・腎） 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：膀胱・腎経病証の

説明と鍼灸治療ができること。 

 

14 
経絡弁証５正経十二経の病証（心包・三焦） 

経筋病について① 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：心包・三焦経病証

と経筋病の説明と鍼灸治療ができ

ること。 

 

15 
経絡弁証６正経十二経の病証（胆・肝） 経

筋病について② 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：胆・肝経病証と経

筋病の説明と鍼灸治療ができるこ

と。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価には 4/5 以上の出席を必要とする。 筆記試験（100%） 。〈DP①④〉筆記試験の 60%以上で評価 1 



をする。但し実技授業のため実技中態度も評価を行う。但し、筆記試験は定期試験で実施する。 

 



授業科目名 東洋医学系鍼灸実習Ⅱ (鍼灸 A) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元／橋垣 志帆 

科目ナンバリング SS20BACC033 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸臨床では各疾患を外感病と内傷病に分類し治療を行う病因論がある。そのためには診察法である四診を

中心とした弁証を修得することが重要である。この科目では、東洋医学的基礎を理解し、特に外感病と経脈

についてに四診法と弁証構成から弁証論治ができ、それに準じた治療法を考え身に着けること。 

 

学修目標 

東洋医学における診断・治療の重要な手段である弁証論治について理解し、説明できる。〈DP①〉１．外感病に用い

る弁証方法である六経弁証・三焦弁証について理解し説明できる。〈DP④〉２．傷寒と六経弁証について理解し、鍼

灸治療に応用できる。〈DP④〉３．臓腑相関弁証について理解し、鍼灸治療に応用できる。〈DP④〉４．温病と三焦弁

証について理解し、鍼灸治療に応用できる。〈DP④〉５．経絡弁証と経病証について理解し、鍼灸治療に応用できる。

〈DP④〉６．経筋治療について理解し、鍼灸治療に応用でき 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．テキスト・配布された資料に眼を通すこと。２．出席は重視する。３．予習・復習は各１時間行うこと。 

 

教科書 

新版 東洋医学概論（医道の日本社） 

 

参考書 

針灸学 基礎編 東洋学術出版社 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 13 昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
弁証論理について弁証構成：外感病につい

て（六経弁証） 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：基本的な構成を覚

えること。 

 

2 傷寒と六経弁証 1太陽病について 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：太陽病の説明と鍼

灸治療ができること。 

 

3 傷寒と六経弁証２陽明病について 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：陽明病の説明と鍼

灸治療ができること。 

 

4 傷寒と六経弁証３少陽病について 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：少陽病の説明と鍼

灸治療ができること。 

 

5 傷寒と六経弁証４その他の陰病について 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：陰病の説明と鍼灸

治療ができること。 

 



6 
温病と三焦弁証について臓腑相関弁証につ

いて① 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：三焦弁証と臓腑相

関弁証の説明と鍼灸治療ができる

こと。 

 

7 臓腑相関弁証② 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：臓腑相関弁証の説

明と鍼灸治療ができること。 

 

8 臓腑相関弁証③ 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：臓腑相関弁証の説

明と鍼灸治療ができること。 

 

9 臓腑相関弁証④ 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：臓腑相関弁証の説

明と鍼灸治療ができること。 

 

10 正経十二経の病証（肺・大腸） 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：肺・大腸経病証の

説明と鍼灸治療ができること。 

 

11 経絡弁証２正経十二経の病証（胃・脾） 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：胃・脾経病証の説

明と鍼灸治療ができること。 

 

12 経絡弁証３正経十二経の病証（心・小腸） 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：心・小腸経病証の

説明と鍼灸治療ができること。 

 

13 経絡弁証４正経十二経の病証（膀胱・腎） 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：膀胱・腎経病証の

説明と鍼灸治療ができること。 

 

14 
経絡弁証５正経十二経の病証（心包・三焦） 

経筋病について① 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：心包・三焦経病証

と経筋病の説明と鍼灸治療ができ

ること。 

 

15 
経絡弁証６正経十二経の病証（胆・肝） 経

筋病について② 

予習：1・2 年生で学習した弁証論治を確認

すること。復習：胆・肝経病証と経

筋病の説明と鍼灸治療ができるこ

と。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価には 4/5 以上の出席を必要とする。 筆記試験（100%） 。〈DP①④〉筆記試験の 60%以上で評価 1 



をする。但し実技授業のため実技中態度も評価を行う。但し、筆記試験は定期試験で実施する。 

 



授業科目名 東洋医学系鍼灸応用実習 (鍼灸 B) 

主担当教員 赤丸 敏行 担当教員 赤丸 敏行 

科目ナンバリング SS20BACC034 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

鍼灸臨床で遭遇しうる症状を症例を基に紹介し、適応する鍼灸の守備範囲を理解する。また種々の症候に対

する東洋医学的な伝承思想や手技および現代医学的な治効理論や科学的情報の活用を学び、効果的な鍼灸施

術の構築を考える． 

 

学修目標 

鍼灸臨床において四診や現代医学的な検査および既往から得られた情報を速やかに解析し、的確な施術を構築提供で

きる技術を習得する．つまり伝承された医学思想および現代医療に対応した臨床情報の活用を学ぶ．Reality of The 

Bedsideをテーマに一般症状から難病に付随する症状あるいは不定で広範囲に渡る症状などに対し臨場感のある臨床

を想定し対応できる技量を身につける．加えて、大きな目標である「必要とされる臨床家」としての適応力、つまり

現代医療に携わる医療人（臨床家）としての自覚や知識・技量を研鑽し，人 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業では白衣着用 

 

教科書 

随時テキストを配布します． 

 

参考書 

参考になる書籍・引用文献は内容に応じて紹介します． 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前・講義後に対応可能です． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

四診の重要性の確認：望聞問切の重要性を

理解する．問診表の作成を行い施術に入る

前の確認条項を認識する． 

現代臨床に結びつく四診を理解する．各診

察法の特徴を理解する．問診表の作

成．復習：四診で何を診るのか確認

して下さい． 

 

2 
老化や疲労、加えて排尿障害を有する患者

の弁証から灸法の効果を検証する． 

疲労や老化の症状を検証し、適応する灸技

を磨く．陰虚と陽虚の症例を基に補

瀉の必要性を考える．復習：一般的

な灸法の種類、良い艾の特徴を知っ

ておく．下肢の陰経における腎経の

流れを確認しておきたい． 

 

3 

臨床において多く遭遇する腰痛を例に、部

位や使用鍼によって得られる鍼の響きの違

いなどから補瀉を理解する．腰部兪穴中心

に膀胱経の経穴を学ぶ． 

腰痛の施術構築を行うと共に、鍼の響きや

刺入感を確認する．復習：腰部督脈

と膀胱経を縦横の並びの経穴を確

認する． 

 



4 

肩背部の凝り症状の緩和について考えた

い．患者の中には既存の疾病を有する場合

がある．持参した検査結果も理解したい． 

肩背部を通る経絡を確認したい．また血液

検査情報など患者が持参する病状

情報も理解したい． 

 

5 

難病に伴う症状において鍼灸の守備範囲を

理解する．難病における鍼灸の対応を紐解

いてみたい．その中で鍼灸が適応する症状

と適応するドーゼを認識する． 

特定疾患の中にも鍼灸が適応する疾患や症

状が存在する．その導入には注意点

も多く、鍼灸の守備範囲を理解した

い．今回、下肢の神経障害を有する

スモンや動作が緩慢となるパーキ

ンソンに注目した．復習：紹介した

難病の特徴を知っておきたい．充分

な鍼刺激を必要とする場合が臨床

上存在する．得気の提供において通

電療法が効果的であった症例を挙

げて解説する． 

 

6 
消化器症状を有する症例を基に素因と現症

を理解し、施術の構築導入を考える． 

鍼術の効果を学ぶために、陰陽の特徴を認

識しやすい脾胃の経絡に注目する．

陰陽に対する灸の響きや鍼の刺入

感を体験する． 

 

7 
末梢性顔面神経麻痺の特徴と鍼灸施術の効

果を認識する． 

末梢性顔面神経麻痺の特徴と適応する鍼種

や鍼施術の対応を考えたい．復習：

末梢性顔面神経麻痺の症状を確認

しておく．知覚神経障害も存在す

る．また脳神経を確認しておきた

い． 

 

8 
不眠や入眠障害などの睡眠異常に適応する

鍼灸施術を考える． 

鍼灸の不眠改善効果は興味深いものがあ

り、その効果発現と施術構築を学

ぶ．復習：不眠の種類を覚えておき

たい． 

 

9 
更年期症状から波及する症状を基に集合穴

などの灸穴を理解する． 

男女の更年期特有症状に対する鍼灸を念頭

に、仙骨部や脾経・腎経における灸

療法を実施する．性ホルモンの種類

や作用を理解しておきたい．復習：

婦人科症状にく用いられる脾経や

仙骨部穴を確認しておく． 

 

10 

肩・膝関節の症状に対する鍼灸的対応を考

える．奇穴の臨床応用に有効性を見つける

場合がある． 

関節痛に対する灸法を学ぶ．正穴を埋める

ように配置される奇穴を理解し、そ

の運用を検証する．灸法を基本に実

技実習の中で奇穴を確認する．復

習：紹介した奇穴を見直しておきた

い． 

 

11 
VDT や難聴を例に感覚器に対する総合的な

治療の構築を行う． 

ＶＤＴや難聴などの感覚器における多岐に

渡る症状を理解する．症状の改善・

順応を意識し感覚器周囲だけでな

く後頚部、肩背部、腰部の経穴に注

目する．復習：VDT の症状を確認す

る． 

 

12 
卒中後遺症など四肢の麻痺性疾患に対する

鍼灸の施術を考える． 

上肢の麻痺や異常歩行あるいは失語など脳

血管障害後の症状ついて、症例をも

とに適応する鍼灸治療を検証する．

興味深い灸法や井穴への施灸も取

り上げる．復習：四肢の麻痺の形態

を認識しておきたい．失語症ではブ

ロカ失語症の特徴を認識する． 

 

13 
心身症に伴う種々の症状を基に問診術と適

応する手技を考える． 

心理状態の変動をとらえる技術も臨床では

必要である．心理試験から鍼灸の適

応範囲を検証し、自律神経の緊張緩

和に用いられる経穴の有効性を検

証する． 

 

14 

アンチエイジングの領域での鍼灸の守備範

囲を考える．つまり鍼灸の治効理論を理解

し検証することである．また、終末医療や老

人医療における鍼灸の実際と今後を考え

る．フレイルなどの消耗性症状や認知症へ

アンチエイジングﾞに関わる鍼灸の治効理

論と理解し、療法としての可能性を

検証し、養生への反映を考える．復

習：鍼灸の治効理論を理解する．終

末医療や老人医療におけるフレイ

 



の移行における鍼灸の関わりを考える． ルなどの虚弱症状に対する鍼灸の

守備範囲を理解し、補陰・補陽・補

血・補気・鎮痛・安神を目標とした

施術を検証する．現代医療の中で鍼

灸が貢献できる根拠を作用機序だ

けでなく治療術として、そして養生

法としての歴史的経験値を含めて

検証したい．.. 

15 

鍼灸的知識と技術の確認を行なうため、臨

床現場を念頭におき、問診からカルテ記入

を行う．その結果から施術構築を行い臨床

に反映させる技量を経験する．臨床情報の

活用を復習し、経験知を確認する． 

より具体的な臨床を経験するために四診情

報をカルテに記入し、施術構築を検

討する．（施術の実際は別途用意し

た課題を提供する） 復習：四診の手

法内容をもう一度確認する． 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 

筆 記 試

験 結 果

を 評 価

対 象 と

す る ．

授 業 へ

の 取 り

組 み 方

も 重 視

します． 



授業科目名 東洋医学系鍼灸応用実習 (鍼灸 A) 

主担当教員 赤丸 敏行 担当教員 赤丸 敏行 

科目ナンバリング SS20BACC034 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

鍼灸臨床で遭遇しうる症状を症例を基に紹介し、適応する鍼灸の守備範囲を理解する。また種々の症候に対

する東洋医学的な伝承思想や手技および現代医学的な治効理論や科学的情報の活用を学び、効果的な鍼灸施

術の構築を考える． 

 

学修目標 

鍼灸臨床において四診や現代医学的な検査および既往から得られた情報を速やかに解析し、的確な施術を構築提供で

きる技術を習得する．つまり伝承された医学思想および現代医療に対応した臨床情報の活用を学ぶ．Reality of The 

Bedsideをテーマに一般症状から難病に付随する症状あるいは不定で広範囲に渡る症状などに対し臨場感のある臨床

を想定し対応できる技量を身につける．加えて、大きな目標である「必要とされる臨床家」としての適応力、つまり

現代医療に携わる医療人（臨床家）としての自覚や知識・技量を研鑽し，人 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業では白衣着用. 

 

教科書 

随時テキストを配布します. 

 

参考書 

参考になる書籍・引用文献は内容に応じて紹介します. 

 

研究室／オフィスアワー 

授業開始前・講義後に対応可能です． 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

四診の重要性の確認：望聞問切の重要性を

理解する．問診表の作成を行い施術に入る

前の確認条項を認識する． 

現代臨床に結びつく四診を理解する．各診

察法の特徴を理解する．問診表の作

成．復習：四診で何を診るのか確認

して下さい． 

 

2 
老化や疲労、加えて排尿障害を有する患者

の弁証から灸法の効果を検証する． 

疲労や老化の症状を検証し、適応する灸技

を磨く．陰虚と陽虚の症例を基に補

瀉の必要性を考える．復習：一般的

な灸法の種類、良い艾の特徴を知っ

ておく．下肢の陰経における腎経の

流れを確認しておきたい． 

 

3 

臨床において多く遭遇する腰痛を例に部位

や使用鍼によって得られる鍼の響きの違い

などから補瀉を理解する．腰部兪穴中心に

膀胱経の経穴を学ぶ． 

腰痛の施術構築を行うと共に鍼の響きや刺

入感を確認する．復習：腰部督脈と

膀胱経を縦横の並びの経穴を確認

する． 

 



4 

肩背部の凝り症状の緩和について考えた

い．患者の中には既存の疾病を有する場合

がある．持参した検査結果も理解したい． 

肩背部を通る経絡を確認したい．また血液

検査情報など患者が持参する．病状

情報も理解したい． 

 

5 

難病に伴う症状において鍼灸の守備範囲を

理解する．難病における鍼灸の対応を紐解

いてみたい．その中で鍼灸が適応する症状

と適応するドーゼを認識する． 

特定疾患の中にも鍼灸が適応する疾患や症

状が存在する．その導入には注意点

も多く、鍼灸の守備範囲を理解した

い．今回、下肢の神経障害を有する

スモンや動作が緩慢となるパーキ

ンソンに注目した．復習：紹介した

難病の特徴を知っておきたい．充分

な鍼刺激を必要とする場合が臨床

上存在する．得気の提供において通

電療法が効果的であった症例を挙

げて解説する． 

 

6 
消化器症状を有する症例を基に素因と現症

を理解し、施術の構築導入を考える． 

鍼術の効果を学ぶために陰陽の特徴を認識

しやすい脾胃の経絡に注目する．陰

陽に対する灸の響きや鍼の刺入感

を体験する． 

 

7 
末梢性顔面神経麻痺の特徴と鍼灸施術の効

果を認識する． 

末梢性顔面神経麻痺の特徴と適応する鍼種

や鍼施術の対応を考えたい．復習：

末梢性顔面神経麻痺の症状を確認

しておく．知覚神経障害も存在す

る．また脳神経を確認しておきた

い． 

 

8 
不眠や入眠障害などの睡眠異常に適応する

鍼灸施術を考える． 

鍼灸の不眠改善効果は興味深いものがあ

り、その効果発現と施術構築を学

ぶ．復習：不眠の種類を覚えておき

たい． 

 

9 
更年期症状から波及する症状を基に集合穴

などの灸穴を理解する． 

男女の更年期特有症状に対する鍼灸を念頭

に仙骨部や脾経・腎経における灸療

法を実施する．性ホルモンの種類や

作用を理解しておきたい．復習：婦

人科症状にく用いられる脾経や仙

骨部穴を確認しておく． 

 

10 

肩・膝関節の症状に対する鍼灸的対応を考

える．奇穴の臨床応用に有効性を見つける

場合がある． 

関節痛に対する灸法を学ぶ．正穴を埋める

ように配置される奇穴を理解し、そ

の運用を検証する．灸法を基本に実

技実習の中で奇穴を確認する．復

習：紹介した奇穴を見直しておきた

い． 

 

11 
VDT や難聴を例に感覚器に対する総合的な

治療の構築を行う． 

ＶＤＴや難聴などの感覚器における多岐に

渡る症状を理解する．症状の改善・

順応を意識し感覚器周囲だけでな

く後頚部、肩背部、腰部の経穴に注

目する．復習：VDT の症状を確認す

る 

 

12 
卒中後遺症など四肢の麻痺性疾患に対する

鍼灸の施術を考える． 

上肢の麻痺や異常歩行あるいは失語など脳

血管障害後の症状ついて症例をも

とに適応する鍼灸治療を検証する．

興味深い灸法や井穴への施灸も取

り上げる．復習：四肢の麻痺の形態

を認識しておきたい．失語症ではブ

ロカ失語症の特徴を認識する． 

 

13 
心身症に伴う種々の症状を基に問診術と適

応する手技を考える． 

心理状態の変動をとらえる技術も臨床では

必要である．心理試験から鍼灸の適

応範囲を検証し、自律神経の緊張緩

和に用いられる経穴の有効性を検

証する． 

 

14 

アンチエイジングの領域での鍼灸の守備範

囲を考える．つまり鍼灸の治効理論を理解

し検証することである．また、終末医療や老

人医療における鍼灸の実際と今後を考え

る．フレイルなどの消耗性症状や認知症へ

アンチエイジングﾞに関わる鍼灸の治効理

論と理解し、療法としての可能性を

検証し、養生への反映を考える．復

習：鍼灸の治効理論を理解する．終

末医療や老人医療におけるフレイ

 



の移行における鍼灸の関わりを考える． ルなどの虚弱症状に対する鍼灸の

守備範囲を理解し、補陰・補陽・補

血・補気・鎮痛・安神を目標とした

施術を検証する．現代医療の中で鍼

灸が貢献できる根拠を作用機序だ

けでなく治療術として、そして養生

法としての歴史的経験値を含めて

検証したい． 

15 

鍼灸的知識と技術の確認を行なうため、臨

床現場を念頭におき、問診からカルテ記入

を行う．その結果から施術構築を行い臨床

に反映させる技量を経験する．臨床情報の

活用を復習し、経験知を確認する． 

より具体的な臨床を経験するために四診情

報をカルテに記入し、施術構築を検

討する．（施術の実際は別途用意し

た課題を提供する） 復習：四診の手

法内容をもう一度確認する． 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

筆記試験結果を評価対象とする．授業への取り組み方も重視します． 

 
 



授業科目名 臨床灸実習 (鍼灸 B) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明／橋垣 志帆 

科目ナンバリング SS20BACC036 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

国家試験に出題された症例に対し、様々な灸法を用いて治療を行う。 

 

学修目標 

1．医療者としての自覚と責任ある行動ができる。2．様々な灸法を行うことができる。3. 各種の症例に対し灸治療

ができる。 DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.出席を重視する。2.授業態度が不良(私語、携帯を見ること等)の者は減点対象とする。3.次回行う症例を

事前に渡すので、病態と治療部位を調べ、治療部位に関しては適切に取穴できること。 4.毎回小テスト（病

態、治療部位、取穴）を行う。 

 

教科書 

教科書執筆小委員会「はりきゅう理論」医道の日本社 

 

参考書 

中村辰三著｢お灸入門｣医歯薬出版 岡田明三「まるごとお灸百科」医道の日本社 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 1(東棟 4F)/月曜日 3 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 上肢の症例に対し、透熱灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

2 膝の痛みに対し、知熱灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

3 椎間板ヘルニアに対し、押灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

4 肩の障害に対し、みそ灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 



5 
大腿部の外側部の痛みとしびれに対し、台

座灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

6 過活動膀胱に対し、棒灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

7 
上肢の神経麻痺に対し、線香灸または機械

灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

8 
理学的テスト陽性所見から疾患を考え、薬

物灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

9 
右肩関節痛に対し、隔物灸（受講生が用意）

を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

10 膝のスポーツ障害に対し灸頭鍼を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

11 乗り物酔いに対し、台座灸と箱灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

12 肘のスポーツ障害に対し、知熱灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

13 小指にシビレに対し、ビワの葉灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

14 
腰痛・肩こりに対し、これまでに学習した灸

法の中から受講者が選び治療をする。 

復習：これまでに習った内容をスムーズに

行なえるようになるまで、何度も練

習すること。(2 時間) 

松熊 

15 治療法の総括 

予習：テスト範囲を学習すること。(1 時間)

復習：学んだことを追試してみるこ

と。(1 時間) 

松熊 

16    

17    

18    

19    

20    
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22    



23    

24    

25    
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27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験<DP1,4>②小テスト<DP1,4>4/5 以上の出席を必要とする。・試験・課題に対するフィードバック

方法小テストの解説は毎回実施する。必要に応じて定期試験の解説を行う。 

 

①52%

②48% 



授業科目名 臨床灸実習 (鍼灸 A) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明 

科目ナンバリング SS20BACC036 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

国家試験に出題された症例に対し、様々な灸法を用いて治療を行う。 

 

学修目標 

1．医療者としての自覚と責任ある行動ができる。2．様々な灸法を行うことができる。3. 各種の症例に対し灸治療

ができる。 DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.出席を重視する。2.授業態度が不良(私語、携帯を見ること等)の者は減点対象とする。3.次回行う症例を

事前に渡すので、病態と治療部位を調べ、治療部位に関しては適切に取穴できること。 4.毎回小テスト（病

態、治療部位、取穴）を行う。 

 

教科書 

教科書執筆小委員会「はりきゅう理論」医道の日本社 

 

参考書 

中村辰三著｢お灸入門｣医歯薬出版 岡田明三「まるごとお灸百科」医道の日本社 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 1(東棟 4F)/月曜日 3 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 上肢の症例に対し、透熱灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

2 膝の痛みに対し、知熱灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

3 椎間板ヘルニアに対し、押灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

4 肩の障害に対し、みそ灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 



5 
大腿部の外側部の痛みとしびれに対し、台

座灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

6 過活動膀胱に対し、棒灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

7 
上肢の神経麻痺に対し、線香灸または機械

灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

8 
理学的テスト陽性所見から疾患を考え、薬

物灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

9 
右肩関節痛に対し、隔物灸（受講生が用意）

を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

10 膝のスポーツ障害に対し灸頭鍼を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

11 乗り物酔いに対し、台座灸と箱灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

12 肘のスポーツ障害に対し、知熱灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

13 小指にシビレに対し、ビワの葉灸を行う。 

予習：次回行う症例を渡すので、病態および

治療部位を考えること。(1 時間)復

習：習った内容をスムーズに行なえ

るようになるまで、何度も練習する

こと。(1 時間) 

松熊 

14 
腰痛・肩こりに対し、これまでに学習した灸

法の中から受講者が選び治療をする。 

復習：これまでに習った内容をスムーズに

行なえるようになるまで、何度も練

習すること。(2 時間) 

松熊 

15 治療法の総括 

予習：テスト範囲を学習すること。(1 時間)

復習：学んだことを追試してみるこ

と。(1 時間) 

松熊 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①期末試験<DP1,4>②小テスト<DP1,4>4/5 以上の出席を必要とする。・試験・課題に対するフィードバック

方法小テストの解説は毎回実施する。必要に応じて定期試験の解説を行う。 

 

①52%

②48% 



授業科目名 附属施術所基礎実習 (鍼灸 B) 

主担当教員 鍋田 智之 担当教員 鍋田 智之／髙橋 秀郎 

科目ナンバリング SS20BACC038 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限)、

後 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限) 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

【附属施術所実習】附属施術所実習では、教員の診療を見学して患者への対応力・知識・技術を理解する。学

習の進度によるが、患者の検査、治療の補助を指示することがある。3年次の実習では、特に整形外科・運動

器系疾患に対する現代医学的な対処法について学習する。【カンファレンス】 3 年次に開講される本講義の

カンファレンスは、整形外科系疾患に関する診療について理解することを目的にしている。各講義で提示さ

れる課題について討議し、問題を解決することを繰り返す。また、ロールプレイ方式を用いて疾患に関する

医療面接、検査、病態把握、治療方針決定、治療の実践の全てを行い、実践力を養う。後期後半には 2 年次

生と合同カンファレンスを行い、2年次生を患者として診察・治療を実施する。 

 

学修目標 

【附属施術所実習】①教員の診療を見学し、学習する。②医療面接を行い、病態を理解する。③必要な検査を選択し、

患者に実施して病態把握に結び付けることができる。④医療面接・検査結果から病態把握を行い、治療計画を策定で

きる。【カンファレンス】①模擬症例を用いたロールプレイを経て、診療の一連の流れを理解する。②施術所実習を

経て得た情報に基づいて小グループにて討議する。③施術所実習を経て得た情報に基づいて、検査、治療計画の立案

と実践を行うことができる。④国家試験に出題される整形外科 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

【附属施術所実習】指定された集合時間を遵守すること。特別な事情がない限り遅刻は認めない。指定され

た服装、髪型などについて遵守すること。不適切な場合は参加を認めない。積極的に討議に参加すること。

実習をやむを得ない理由で欠席した場合は、補習を実施することがある。この場合、追評価の扱いとなる。

実習をやむを得ない理由以外で欠席あるいは参加を認められなかった場合、評価を受ける資格を喪失するた

め、評価を行わない。この場合、補習の実施については学科会議にて協議して決定するが、認められた場合

は再評価の 

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

【附属施術所実習】実習時の指導者の指示に従うこと。【カンファレンス担当：鍋田】月～金の昼休み時間 東

棟 4階 12 研究室 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

カンファレンス 1，2 単元ロールプレイ①

上肢の整形外科疾患に基づいたロールプレ

イ①症例の問診②検査の選択と実施③治療

計画の作成報告書の作成方法指導文献検索

方法指導 

予習：鍼灸診断治療学、運動機能検査法、医

療コミュニケーションを再度確認

しておくこと。復習：提示症例や外

来診察して症例について病態、治療

法などをまとめること。 

 

2 

カンファレンス 3,4 単元ロールプレイ②

頸肩部・上肢の整形外科疾患に基づいたロ

ールプレイ①症例の問診②検査の選択と実

施③治療計画の作成 

予習：対象疾患の鍼灸治療について学習す

ること復習：治療法を復習すること        

対象疾患の文献を1編検索して学習

すること 

 

3 

カンファレンス 5,6 単元ロールプレイ③

腰部・腰下肢の整形外科疾患に基づいたロ

ールプレイ①症例の問診②検査の選択と実

施③治療計画の作成 

予習：対象疾患の鍼灸治療について学習す

ること復習：治療法を復習すること        

対象疾患の文献を1編検索して学習

すること 

 

4 

カンファレンス 7,8 単元ロールプレイ④

下肢の整形外科疾患に基づいたロールプレ

イ①症例の問診②検査の選択と実施③治療

計画の作成 

予習：対象疾患の鍼灸治療について学習す

ること復習：治療法を復習すること        

対象疾患の文献を1編検索して学習

すること 

 

5 

カンファレンス 9,10 施術所見学症例を用

いたカンファレンス 直近の施術所実習で

学習した症例について、同一奨励を担当し

た学生同士で報告用 PPT を作成し、引用文

献に基づいて1グループ10分間の発表を行

い、ディスカッションを行う。 

予習：直近の施術所実習にて学習した症例

について、報告用 PPT を作成するこ

と復習：カンファレンスの指摘事項

について整理すること 

 

6 
カンファレンス 11,12 単元模擬患者（2年

生）を対象とした診察・治療トレーニング 

予習：鍼灸診断治療学、運動機能検査法、医

療コミュニケーションを再度確認

しておくこと。復習：症例について

病態、治療法などをまとめること。 

 

7 

カンファレンス 13,14 単元カンファレン

ス 11,12 単元の診療内容に関するカンファ

レンス（2年生へ指導） 

予習：自身の診療内容にいて、報告できるよ

うに準備する。復習：症例について

病態、治療法などをまとめること。 

 

8 

カンファレンス 15,16 単元模擬患者（2年

生）を対象とした診療トレーニングと解説

訓練 

予習：鍼灸診断治療学、運動機能検査法、医

療コミュニケーションを再度確認

しておくこと。復習：提示症例や外

来診察して症例について病態、治療

法などをまとめること。 

 

9 附属施術所実習 1，2単元教員の診療見学 

医療面接における注意事項を再確認して臨

むこと。集合時間を厳守し、服装・

髪型に注意すること。患者側の立場

に立った言動を心がけ、医療人とは

何かを考えてくること。 

 

10 
附属施術所実習単元 3,4 医療面接トレーニ

ング・症例報告 

集合時間を厳守し、服装・髪型に注意するこ

と。患者に対するために何をすべき

かを考え、必要な予習をして臨むこ

と。終了後は 1週間以内にレポート

を完成させ、指導教員の確認を受け

てから提出すること。 

 

11 
附属施術所実習単元 5,6 医療面接から病態

把握をし、検査を選択するトレーニング 

集合時間を厳守し、服装・髪型に注意するこ

と。患者に対するために何をすべき

かを考え、必要な予習をして臨むこ

と。終了後は 1週間以内にレポート

を完成させ、指導教員の確認を受け

てから提出すること。 

 

12 

附属施術所実習単元 7,8 医療面接・検査結

果から病態把握をし、治療方針を打ち出す

トレーニング 

集合時間を厳守し、服装・髪型に注意するこ

と。患者に対するために何をすべき

かを考え、必要な予習をして臨むこ

と。終了後は 1週間以内にレポート

を完成させ、指導教員の確認を受け

てから提出すること。 

 



13 

附属施術所実習単元 9,10 医療面接・検査結

果から病態把握をし、治療方針を打ち出す

トレーニング。治療補助。 

集合時間を厳守し、服装・髪型に注意するこ

と。患者に対するために何をすべき

かを考え、必要な予習をして臨むこ

と。終了後は 1週間以内にレポート

を完成させ、指導教員の確認を受け

てから提出すること。 

 

14 

附属施術所実習単元 11,12 診療の一連の流

れを学生患者を用いて全て実践するトレー

ニング 

集合時間を厳守し、服装・髪型に注意するこ

と。患者に対するために何をすべき

かを考え、必要な予習をして臨むこ

と。終了後は 1週間以内にレポート

を完成させ、指導教員の確認を受け

てから提出すること。 

 

15 

附属施術所実習期末評価模擬症例の問診問

診結果から筆記試験を解答する①病態把握

②必要な検査と想定される陽性所見③治療

計画④治療内容⑤患者指導 

予習：国家試験対象科目である東洋医学臨

床論の現代系で出題される各種疾

患への対応を学習すること。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

附属施術所実習 60％ カンファレンス 40％とし、100 点満点で評価する。60 点以上を合格とする。全出席

を必要とする。以下の全てに合格することを評価上の必須事項とする。①客観的臨床能力試験（OSCE）

（医療面接・検査・鍼灸実技）面接、病態把握、運動機能検査の 3 試験を各 100 点で評価する。総合点で

60％以上、各試験で 50％以上を必要とする。②筆記国家試験と同様の 4 択問題を実施する。東洋医学

概論、経絡経穴学、東洋医学臨床論より 100 問を出題し、60 点以上を合格とする。 DP①④【 

 

附 属 施

術 所 実

習 60％ 

カンファ

レ ン ス

40％ 



授業科目名 附属施術所基礎実習 (鍼灸 A) 

主担当教員 鍋田 智之 担当教員 鍋田 智之／髙橋 秀郎 

科目ナンバリング SS20BACC038 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

【附属施術所実習】附属施術所実習では、教員の診療を見学して患者への対応力・知識・技術を理解する。学

習の進度によるが、患者の検査、治療の補助を指示することがある。3年次の実習では、特に整形外科・運動

器系疾患に対する現代医学的な対処法について学習する。【カンファレンス】 3 年次に開講される本講義の

カンファレンスは、整形外科系疾患に関する診療について理解することを目的にしている。各講義で提示さ

れる課題について討議し、問題を解決することを繰り返す。また、ロールプレイ方式を用いて疾患に関する

医療面接、検査、病態把握、治療方針決定、治療の実践の全てを行い、実践力を養う。後期後半には 2 年次

生と合同カンファレンスを行い、2年次生を患者として診察・治療を実施する。 

 

学修目標 

【附属施術所実習】①教員の診療を見学し、学習する。②医療面接を行い、病態を理解する。③必要な検査を選択し、

患者に実施して病態把握に結び付けることができる。④医療面接・検査結果から病態把握を行い、治療計画を策定で

きる。【カンファレンス】①模擬症例を用いたロールプレイを経て、診療の一連の流れを理解する。②施術所実習を

経て得た情報に基づいて小グループにて討議する。③施術所実習を経て得た情報に基づいて、検査、治療計画の立案

と実践を行うことができる。④国家試験に出題される整形外科 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

【附属施術所実習】指定された集合時間を遵守すること。特別な事情がない限り遅刻は認めない。指定され

た服装、髪型などについて遵守すること。不適切な場合は参加を認めない。積極的に討議に参加すること。

実習をやむを得ない理由で欠席した場合は、補習を実施することがある。この場合、追評価の扱いとなる。

実習をやむを得ない理由以外で欠席あるいは参加を認められなかった場合、評価を受ける資格を喪失するた

め、評価を行わない。この場合、補習の実施については学科会議にて協議して決定するが、認められた場合

は再評価の 

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

【附属施術所実習】実習時の指導者の指示に従うこと。【カンファレンス担当：鍋田】月～金の昼休み時間 東

棟 4階 12 研究室 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

カンファレンス 1，2 単元ロールプレイ①

上肢の整形外科疾患に基づいたロールプレ

イ①症例の問診②検査の選択と実施③治療

計画の作成報告書の作成方法指導文献検索

方法指導 

予習：鍼灸診断治療学、運動機能検査法、医

療コミュニケーションを再度確認

しておくこと。復習：提示症例や外

来診察して症例について病態、治療

法などをまとめること。 

 

2 

カンファレンス 3,4 単元ロールプレイ②

頸肩部・上肢の整形外科疾患に基づいたロ

ールプレイ①症例の問診②検査の選択と実

施③治療計画の作成 

予習：対象疾患の鍼灸治療について学習す

ること復習：治療法を復習すること        

対象疾患の文献を1編検索して学習

すること 

 

3 

カンファレンス 5,6 単元ロールプレイ③

腰部・腰下肢の整形外科疾患に基づいたロ

ールプレイ①症例の問診②検査の選択と実

施③治療計画の作成 

予習：対象疾患の鍼灸治療について学習す

ること復習：治療法を復習すること        

対象疾患の文献を1編検索して学習

すること 

 

4 

カンファレンス 7,8 単元ロールプレイ④

下肢の整形外科疾患に基づいたロールプレ

イ①症例の問診②検査の選択と実施③治療

計画の作成 

予習：対象疾患の鍼灸治療について学習す

ること復習：治療法を復習すること        

対象疾患の文献を1編検索して学習

すること 

 

5 

カンファレンス 9,10 施術所見学症例を用

いたカンファレンス 直近の施術所実習で

学習した症例について、同一奨励を担当し

た学生同士で報告用 PPT を作成し、引用文

献に基づいて1グループ10分間の発表を行

い、ディスカッションを行う。 

予習：直近の施術所実習にて学習した症例

について、報告用 PPT を作成するこ

と復習：カンファレンスの指摘事項

について整理すること 

 

6 
カンファレンス 11,12 単元模擬患者（2年

生）を対象とした診察・治療トレーニング 

予習：鍼灸診断治療学、運動機能検査法、医

療コミュニケーションを再度確認

しておくこと。復習：症例について

病態、治療法などをまとめること。 

 

7 

カンファレンス 13,14 単元カンファレン

ス 11,12 単元の診療内容に関するカンファ

レンス（2年生へ指導） 

予習：自身の診療内容にいて、報告できるよ

うに準備する。復習：症例について

病態、治療法などをまとめること。 

 

8 

カンファレンス 15,16 単元模擬患者（2年

生）を対象とした診療トレーニングと解説

訓練 

予習：鍼灸診断治療学、運動機能検査法、医

療コミュニケーションを再度確認

しておくこと。復習：提示症例や外

来診察して症例について病態、治療

法などをまとめること。 

 

9 附属施術所実習 1，2単元教員の診療見学 

医療面接における注意事項を再確認して臨

むこと。集合時間を厳守し、服装・

髪型に注意すること。患者側の立場

に立った言動を心がけ、医療人とは

何かを考えてくること。 

 

10 
附属施術所実習単元 3,4 医療面接トレーニ

ング・症例報告 

集合時間を厳守し、服装・髪型に注意するこ

と。患者に対するために何をすべき

かを考え、必要な予習をして臨むこ

と。終了後は 1週間以内にレポート

を完成させ、指導教員の確認を受け

てから提出すること。 

 

11 
附属施術所実習単元 5,6 医療面接から病態

把握をし、検査を選択するトレーニング 

集合時間を厳守し、服装・髪型に注意するこ

と。患者に対するために何をすべき

かを考え、必要な予習をして臨むこ

と。終了後は 1週間以内にレポート

を完成させ、指導教員の確認を受け

てから提出すること。 

 

12 

附属施術所実習単元 7,8 医療面接・検査結

果から病態把握をし、治療方針を打ち出す

トレーニング 

集合時間を厳守し、服装・髪型に注意するこ

と。患者に対するために何をすべき

かを考え、必要な予習をして臨むこ

と。終了後は 1週間以内にレポート

を完成させ、指導教員の確認を受け

てから提出すること。 

 



13 

附属施術所実習単元 9,10 医療面接・検査結

果から病態把握をし、治療方針を打ち出す

トレーニング。治療補助。 

集合時間を厳守し、服装・髪型に注意するこ

と。患者に対するために何をすべき

かを考え、必要な予習をして臨むこ

と。終了後は 1週間以内にレポート

を完成させ、指導教員の確認を受け

てから提出すること。 

 

14 

附属施術所実習単元 11,12 診療の一連の流

れを学生患者を用いて全て実践するトレー

ニング 

集合時間を厳守し、服装・髪型に注意するこ

と。患者に対するために何をすべき

かを考え、必要な予習をして臨むこ

と。終了後は 1週間以内にレポート

を完成させ、指導教員の確認を受け

てから提出すること。 

 

15 

附属施術所実習期末評価模擬症例の問診問

診結果から筆記試験を解答する①病態把握

②必要な検査と想定される陽性所見③治療

計画④治療内容⑤患者指導 

予習：国家試験対象科目である東洋医学臨

床論の現代系で出題される各種疾

患への対応を学習すること。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

附属施術所実習 60％ カンファレンス 40％とし、100 点満点で評価する。60 点以上を合格とする。全出席

を必要とする。以下の全てに合格することを評価上の必須事項とする。①客観的臨床能力試験（OSCE）

（医療面接・検査・鍼灸実技）面接、病態把握、運動機能検査の 3 試験を各 100 点で評価する。総合点で

60％以上、各試験で 50％以上を必要とする。②筆記国家試験と同様の 4 択問題を実施する。東洋医学

概論、経絡経穴学、東洋医学臨床論より 100 問を出題し、60 点以上を合格とする。 DP①④【 

 

附 属 施

術 所 実

習 60％ 

カンファ

レ ン ス

40％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：鍼灸情報系 

主担当教員 山下 仁 担当教員 山下 仁 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    



15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：睡眠障害自律神経系 

主担当教員 鍋田 智之 担当教員 
鍋田 智之／松熊 秀明／髙橋 

秀郎／堀川 奈央／宮武 大貴 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    



14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：鍼灸東洋臨床 

主担当教員 橋垣 志帆 担当教員 橋垣 志帆 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    



15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：鍼灸東洋臨床 

主担当教員 熊野 弘子 担当教員 熊野 弘子 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    



15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：鍼灸東洋臨床 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    



15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：鍼灸現代臨床 

主担当教員 辻丸 泰永 担当教員 辻丸 泰永 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    



15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：鍼灸基礎系 

主担当教員 仲村 正子 担当教員 仲村 正子 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    



15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：鍼灸情報系 

主担当教員 増山 祥子 担当教員 増山 祥子 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    



15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：教職・スポーツ特修系 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 伊奈 新太郎 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    



15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：教職・スポーツ特修系 

主担当教員 信江 彩加 担当教員 信江 彩加 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    



15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：教職・スポーツ特修系 

主担当教員 佐野 加奈絵 担当教員 佐野 加奈絵 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸学科教員が担当するゼミに所属し、指導教員の指示に従って研究活動を行い、卒業論文を作成する。情

報を収集し、批判的吟味を経て情報の質を評価し、研究計画を立案作成する。計画に基づいてデータ収集を

行い、分析・評価を経て論文としてまとめ上げる。これらの一連の過程を経ることによって、社会人として

求められる情報を精査し、計画・立案する能力を修得する。成果は報告書（抄録）として提出し、報告集とし

て印刷される。【指導教員とテーマ】 以下の各生理学的研究テーマ（①～⑨）については、中原英博（教授），

佐野加奈絵（講師），信江彩加（助教）の３名の教員が協力して指導に当たります。また、学校保健体育科教

育に関する⑩⑪の研究テーマは、老田準司（教授），阿部秀高（教授）が指導に当たります。①生体の統合的

呼吸・循環調節機構の解明。②長期運動トレーニングによる生体適応のメカニズムに関する研究（トレーニ

ング効果）。②③運動負荷に対する生体反応のメカニズムに関する研究（運動生理）。④スポーツバイオメカ

ニクス的アプローチによる動作特性の解明。⑤健康寿命延伸に向けた運動プログラム開発。⑥ヒトの全身反

応時間の限界とそのトレーニングの可能性。⑦腱構造に対する超音波アプローチの開発。⑧鍼刺激療法を用

いた新規循環制御システムの構築。⑨アロマセラピーに用いる精油の芳香刺激が生体に及ぼす影響。 ⑩体

育の授業教材の意義についての一考察。⑪体育と保健の授業での取り扱いについての一考察。⑫上記内容に

関わらず、学生が希望する内容で各教員が指導可能と判断したもの。 

 

学修目標 

①研究倫理について理解することができる（DP①④）。②指導教員の指示に従って、関連領域の知識・技術を修得で

きる（DP①④）。③関連文献の収集に関する方法を修得できる（DP①④）。④関連文献を批判的に吟味し、情報の質を

評価できる（DP①④）。⑤質の高い方法論を用いて、データの収集・分析ができる（DP①④）。⑥論理的な文章構成を

用いて論文を作成できる（DP①④）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①ゼミの指導教員の指示に従って、30 単元以上の活動を行ってください。②指導教員 1名につき、所属でき

るゼミ生は最大 4 名とします。③規定に従って、論文および報告書の提出をしてください。④研究計画書を

作成し、学術研究委員会研究倫理審査部会の承認を得て実施すること。⑤研究倫理を遵守すること。 

 

教科書 

指導教員の指示に従う。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 



研究室／オフィスアワー 

指導教員の指示に従う。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究テーマの協議 

予習：希望する研究内容について考えてく

ること。必ず資料に基づいて検討す

ること。復習：指導教員の指示に従

って、具体的なテーマをまとめるこ

と。 

 

2 文献検索 

テーマに応じてキーワードを決定し、指定

された検索サイトを利用して学術

論文の収集を行う。 

 

3 文献検索 

テーマに応じてキーワードを決定し、指定

された検索サイトを利用して学術

論文の収集を行う。 

 

4 論文抄読会 
収集した文献を熟読し、要点をまとめたレ

ポートを作成すること。 
 

5 論文抄読会 
収集した文献を熟読し、要点をまとめたレ

ポートを作成すること。 
 

6 データベースの作成 
収集した文献に番号を付け、PC を用いてデ

ータベースを作成すること。 
 

7 研究計画の作成 研究計画を作成すること。  

8 
研究計画の作成。倫理委員会提出書類の作

成。 
研究計画を作成すること。  

9 
備品・消耗品の発注。研究機材の確保。研究

環境の整備。 

研究環境を整備する上で必要な事項を整理

すること。 
 

10 研究環境の整備。対象の確保。 研究対象の確保を行うこと。  

11 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

12 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

13 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

14 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

15 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

16 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

17 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

18 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

19 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

20 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 



21 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。 
 

22 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。 
 

23 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。 
 

24 データ解析 

収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。解析結果を指導

教員に報告し、研究目的に対する結

果、考察を議論する。 

 

25 データ解析 

収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。解析結果を指導

教員に報告し、研究目的に対する結

果、考察を議論する。 

 

26 卒業研究報告会準備 報告用のパワーポイントを作成する。  

27 卒業研究報告会（ゼミ内） 

報告用のパワーポイントを作成し、既定の

時間内で発表および質疑応答を行

う。 

 

28 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 
 

29 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 
 

30 卒業論文報告書（抄録）提出 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 
 

成績評価方法と基準 割合 

研究活動の状況について評価する。平常評価として、最終評価の 40%を占める（DP①④）。 -1 研究成果

として、論文および報告書の提出が必要となる。規定に従って、期限までに指導教員へ提出する

（DP①④）。-2 4/5 以上の出席を必要とする 

 

1 40％

2 60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：教職・スポーツ特修系 

主担当教員 阿部 秀高 担当教員 阿部 秀高 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    



15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：教職・スポーツ特修系 

主担当教員 老田 準司 担当教員 老田 準司 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    



15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：鍼灸現代臨床 

主担当教員 髙﨑 雷太 担当教員 髙﨑 雷太 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    



15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：教職・スポーツ特修系 

主担当教員 中原 英博 担当教員 中原 英博 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸学科教員が担当するゼミに所属し、指導教員の指示に従って研究活動を行い、卒業論文を作成する。情

報を収集し、批判的吟味を経て情報の質を評価し、研究計画を立案作成する。計画に基づいてデータ収集を

行い、分析・評価を経て論文としてまとめ上げる。これらの一連の過程を経ることによって、社会人として

求められる情報を精査し、計画・立案する能力を修得する。成果は報告書（抄録）として提出し、報告集とし

て印刷される。【指導教員とテーマ】 以下の各生理学的研究テーマ（①～⑨）については、中原英博（教授），

佐野加奈絵（講師），信江彩加（助教）の３名の教員が協力して指導に当たります。また、学校保健体育科教

育に関する⑩⑪の研究テーマは、老田準司（教授），阿部秀高（教授）が指導に当たります。①生体の統合的

呼吸・循環調節機構の解明。②長期運動トレーニングによる生体適応のメカニズムに関する研究（トレーニ

ング効果）。②③運動負荷に対する生体反応のメカニズムに関する研究（運動生理）。④スポーツバイオメカ

ニクス的アプローチによる動作特性の解明。⑤健康寿命延伸に向けた運動プログラム開発。⑥ヒトの全身反

応時間の限界とそのトレーニングの可能性。⑦腱構造に対する超音波アプローチの開発。⑧鍼刺激療法を用

いた新規循環制御システムの構築。⑨アロマセラピーに用いる精油の芳香刺激が生体に及ぼす影響。 ⑩体

育の授業教材の意義についての一考察。⑪体育と保健の授業での取り扱いについての一考察。⑫上記内容に

関わらず、学生が希望する内容で各教員が指導可能と判断したもの。 

 

学修目標 

①研究倫理について理解することができる（DP①④）。②指導教員の指示に従って、関連領域の知識・技術を修得で

きる（DP①④）。③関連文献の収集に関する方法を修得できる（DP①④）。④関連文献を批判的に吟味し、情報の質を

評価できる（DP①④）。⑤質の高い方法論を用いて、データの収集・分析ができる（DP①④）。⑥論理的な文章構成を

用いて論文を作成できる（DP①④）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①ゼミの指導教員の指示に従って、30 単元以上の活動を行ってください。②指導教員 1名につき、所属でき

るゼミ生は最大 4 名とします。③規定に従って、論文および報告書の提出をしてください。④研究計画書を

作成し、学術研究委員会研究倫理審査部会の承認を得て実施すること。⑤研究倫理を遵守すること。 

 

教科書 

指導教員の指示に従う。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 



研究室／オフィスアワー 

指導教員の指示に従う。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究テーマの協議 

予習：希望する研究内容について考えてく

ること。必ず資料に基づいて検討す

ること。復習：指導教員の指示に従

って、具体的なテーマをまとめるこ

と。 

 

2 文献検索 

テーマに応じてキーワードを決定し、指定

された検索サイトを利用して学術

論文の収集を行う。 

 

3 文献検索 

テーマに応じてキーワードを決定し、指定

された検索サイトを利用して学術

論文の収集を行う。 

 

4 論文抄読会 
収集した文献を熟読し、要点をまとめたレ

ポートを作成すること。 
 

5 論文抄読会 
収集した文献を熟読し、要点をまとめたレ

ポートを作成すること。 
 

6 データベースの作成 
収集した文献に番号を付け、PC を用いてデ

ータベースを作成すること。 
 

7 研究計画の作成 研究計画を作成すること。  

8 
研究計画の作成。倫理委員会提出書類の作

成。 
研究計画を作成すること。  

9 
備品・消耗品の発注。研究機材の確保。研究

環境の整備。 

研究環境を整備する上で必要な事項を整理

すること。 
 

10 研究環境の整備。対象の確保。 研究対象の確保を行うこと。  

11 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

12 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

13 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

14 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

15 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

16 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

17 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

18 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

19 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

20 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 



21 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。 
 

22 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。 
 

23 データ解析 
収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。 
 

24 データ解析 

収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。解析結果を指導

教員に報告し、研究目的に対する結

果、考察を議論する。 

 

25 卒業研究報告会準備 報告用のパワーポイントを作成する。  

26 卒業研究報告会準備 報告用のパワーポイントを作成する。  

27 卒業研究報告会（ゼミ内） 

報告用のパワーポイントを作成し、既定の

時間内で発表および質疑応答を行

う。 

 

28 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 
 

29 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 
 

30 卒業論文報告書（抄録）提出 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 
 

成績評価方法と基準 割合 

研究活動の状況について評価する。平常評価として、最終評価の 40%を占める（DP①④）。 -1 研究成果

として、論文および報告書の提出が必要となる。規定に従って、期限までに指導教員へ提出する

（DP①④）。-24/5 以上の出席を必要とする 

 

1 40％2 

60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅰ (鍼灸)：鍼灸東洋臨床 

主担当教員 辻 涼太 担当教員 辻 涼太 

科目ナンバリング SS20BACC044 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限、金曜 4 限)、

後 期 ( 金 曜 1

限、金曜 2 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

卒業研究実施に向けた、研究論文の収集、研究デザインの構築、統計手法の習得を行います。 

 

学修目標 

4年次の卒業研究Ⅱ開始までに、研究デザインを完成させる。統計的手法の習得を行う。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ゼミには積極的に参加して下さい。課題などが多くなりますが、必ず期日までに行ってきてください。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階共同研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 統計的手法の習得 
課題を渡すので、期日までにやってくるこ

と。 
辻 

2 研究デザインの打合せ 
自らが行いたい研究の概要を説明できるよ

うに準備しておくこと 
辻 

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    



12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

出席評価と発表の評価を行う。 

 

出 席 評

価 ： 60

点 発 表

評 価 ：

40 点合

計 100

点 で 評

価 を 行

い 、 60

点 以 上

を 合 格

とする。 



授業科目名 学外見学実習Ⅰ (鍼灸) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明／髙橋 秀郎 

科目ナンバリング SS20BACB046 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

3 年次に臨床実習を行う前に、社会人として自覚し、求められる姿勢について理解する場として、本実習を実

施する。学生各自が多様な分野で実習を行い、社会に求められる人材として成長することを期待している。 

 

学修目標 

①社会人として求められる「礼」について実践できる。②組織の一員として、指示事項を的確に遂行できる。③活動

に自主的かつ積極的に取り組む。④チーム活動ではメンバーと協調性を持って進めることができる。⑤議論には積極

的に参加し、論理的に物事を考え、論理的に行動に移すことができる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

単元 1.14,15 は全員参加にて開催する。指定する日時に必ず出席すること。大学が指定する施設以外の学外

活動を行う場合は、必ず責任者の署名・捺印を受けた報告書を提出する。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

学科長・副学科長・学生支援室にて随時受け付ける。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション社会人マナー研修 
社会人としてあるべき姿について、考えて

くるように。(2 時間) 
 

2 

学外ボランティア活動大学指定実習先での

活動※社会人としての姿勢として、主体性・

協調性・論理性をもに着けてくること。 

実習先について事前に調査し、適切な準備

をすること。特に指定されている服

装および準備物は怠らないこと。ま

た、事前に指示を受けた事項につい

ては必ず実行してから実習に臨む

こと。(2 時間) 

 

3 

学外ボランティア活動大学指定実習先での

活動※社会人としての姿勢として、主体性・

協調性・論理性をもに着けてくること。 

実習先について事前に調査し、適切な準備

をすること。特に指定されている服

装および準備物は怠らないこと。ま

た、事前に指示を受けた事項につい

ては必ず実行してから実習に臨む

こと。(2 時間) 

 

4 

学外ボランティア活動大学指定実習先での

活動※社会人としての姿勢として、主体性・

協調性・論理性をもに着けてくること。 

実習先について事前に調査し、適切な準備

をすること。特に指定されている服

装および準備物は怠らないこと。ま

た、事前に指示を受けた事項につい

 



ては必ず実行してから実習に臨む

こと。(2 時間) 

5 

学外ボランティア活動大学指定実習先での

活動※社会人としての姿勢として、主体性・

協調性・論理性をもに着けてくること。 

実習先について事前に調査し、適切な準備

をすること。特に指定されている服

装および準備物は怠らないこと。ま

た、事前に指示を受けた事項につい

ては必ず実行してから実習に臨む

こと。(2 時間) 

 

6 

学外ボランティア活動大学指定実習先での

活動※社会人としての姿勢として、主体性・

協調性・論理性をもに着けてくること。 

実習先について事前に調査し、適切な準備

をすること。特に指定されている服

装および準備物は怠らないこと。ま

た、事前に指示を受けた事項につい

ては必ず実行してから実習に臨む

こと。(2 時間) 

 

7 

学外ボランティア活動大学指定実習先での

活動※社会人としての姿勢として、主体性・

協調性・論理性をもに着けてくること。 

実習先について事前に調査し、適切な準備

をすること。特に指定されている服

装および準備物は怠らないこと。ま

た、事前に指示を受けた事項につい

ては必ず実行してから実習に臨む

こと。(2 時間) 

 

8 

学外ボランティア活動大学指定実習先での

活動※社会人としての姿勢として、主体性・

協調性・論理性をもに着けてくること。 

実習先について事前に調査し、適切な準備

をすること。特に指定されている服

装および準備物は怠らないこと。ま

た、事前に指示を受けた事項につい

ては必ず実行してから実習に臨む

こと。(2 時間) 

 

9 

学外ボランティア活動大学指定実習先での

活動※社会人としての姿勢として、主体性・

協調性・論理性をもに着けてくること。 

実習先について事前に調査し、適切な準備

をすること。特に指定されている服

装および準備物は怠らないこと。ま

た、事前に指示を受けた事項につい

ては必ず実行してから実習に臨む

こと。(2 時間) 

 

10 

学外ボランティア活動大学指定実習先での

活動※社会人としての姿勢として、主体性・

協調性・論理性をもに着けてくること。 

実習先について事前に調査し、適切な準備

をすること。特に指定されている服

装および準備物は怠らないこと。ま

た、事前に指示を受けた事項につい

ては必ず実行してから実習に臨む

こと。 

 

11 

学外ボランティア活動大学指定実習先での

活動※社会人としての姿勢として、主体性・

協調性・論理性をもに着けてくること。 

実習先について事前に調査し、適切な準備

をすること。特に指定されている服

装および準備物は怠らないこと。ま

た、事前に指示を受けた事項につい

ては必ず実行してから実習に臨む

こと。(2 時間) 

 

12 

学外ボランティア活動大学指定実習先での

活動※社会人としての姿勢として、主体性・

協調性・論理性をもに着けてくること。 

実習先について事前に調査し、適切な準備

をすること。特に指定されている服

装および準備物は怠らないこと。ま

た、事前に指示を受けた事項につい

ては必ず実行してから実習に臨む

こと。(2 時間) 

 

13 

学外ボランティア活動大学指定実習先での

活動※社会人としての姿勢として、主体性・

協調性・論理性をもに着けてくること。 

実習先について事前に調査し、適切な準備

をすること。特に指定されている服

装および準備物は怠らないこと。ま

た、事前に指示を受けた事項につい

ては必ず実行してから実習に臨む

こと。(2 時間) 

 

14 
学外活動を通じて社会人としての姿勢につ

いてグループワークを行う。 

社会人として求められる姿勢についてまと

めてくること。(2 時間) 
 

15 
学外活動を通じて社会人としての姿勢につ

いてグループワークを行う。 

社会人としての姿勢をグループでまとめ

て、報告書を提出すること。(2 時間) 
 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

単元 1,14,15 への出席は必須とする。①活動報告書の提出を必須とする。(DP1,4) ②グループワーク後

に作成する報告書を重視する(DP1,4)  実習先より、実習中に不適切な言動から実習を中止された場

合、評価を行わない。・実習態度・レポートに対するフィードバック方法必要に応じて実習態度・レポートに

対する個別指導を行う。 

 

①40%

②60% 



授業科目名 運動生理学 (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 中原 英博 担当教員 中原 英博 

科目ナンバリング SS20BACB060 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では、運動負荷時にはじめて出現する生理現象の固有の変化、長期トレーニングによる器官、組織の

構造的変化やそれに伴う運動生理機能の向上、不活動（運動不足）による生理機能低下などについて、特に、

呼吸器系、循環器系およびそれらをコントロールする自律神経系を中心した、個体レベルでの生体制御シス

テムの運動適応の過程について、運動生理学、スポーツ科学の観点から解説する。これにより、第１次予防

の視点に立って運動が健康づくり、 特に生活習慣病予防に役立つ根拠を示す。また、実際の医療やスポーツ

科学の現場において広く活用されている「心肺運動負荷試験の基礎理論とその評価法」を学ぶことで、運動

の制限因子や呼吸・循環器疾患における運動不能の原因およびその症状を鑑別するための基礎と臨床応用に

ついての理解を深める。 

 

学修目標 

・第１次予防の視点に立って、運動が健康づくり、特に生活習慣病予防に役立つ根拠を説明できる（DP①）。・スポー

ツ選手の運動機能の評価や、呼吸循環器疾患における運動不能の原因、およびその症状を識別するため方法論や、そ

れを実施することの意義を理解できる（DP①）。・1年次に学んだ生理学の知識をベースとして、運動時における生理

学的応答の測定方法や長期トレーニングによる生体反応の量的、時間的動態や適応変化を理解し、その評価方法やそ

の反応のメカニズムに関する説明（考察）ができる（DP①）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1，2 年次の生理学、健康スポーツ科学演習、トレーニング科学演習にて得た知識、経験をベースとした授業

を展開するため、運動生理学の履修にあたっては、1、2年次に学んだ上記科目内容について、再度見直しを

しておくこと、特に、体力や呼吸循環代謝系に関する各測定項目についての知識や理解を深めておくこと。

授業内容の予習、復習については、私のホームページ（www.respiratorycontrol.com）を活用してください。 

 

教科書 

アメリカ体育学会 編,日本体力医学会体力科学編集委員会 監訳「運動処方の指針-運動負荷試験と運動プロ

グラム-原著第７版」南江堂,２００６年 

 

参考書 

参考書・参考資料等宮村実晴 編集「新運動生理学(下巻)」真興交易(株)医書出版部中野昭一 著「図説・運

動の仕組みと応用―運動・生理・生化学・栄養 （普及版）」医歯薬出版,２００１年 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階（研究室 12）:原則 月曜日 3 時限目・4 時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問

等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
健康の増進と運動:健康増進における運動

の意義、身体運動の生理学的基礎 

1，2年次の生理学、健康スポーツ科学演習、

トレーニング科学演習にて得た知

識（特に用語）の再確認をしておく

こと 

 

2 
運動と代謝システム:運動時のエネルギー

供給機構、有酸素性代謝と無酸素性代謝 
  

3 
運動時のエネルギー代謝:運動時の糖質代

謝、脂質代謝 
  

4 
運動時のエネルギー代謝:運動時の糖質代

謝、脂質代謝 
  

5 
運動時の循環調節:運動時の圧反射システ

ムによる心拍、血圧制御機構 
  

6 
運動と呼吸システム:運動時の肺換気、ガス

交換、呼吸運動の神経性および液性調節 
  

7 
運動時の呼吸調節:運動時の化学反射シス

テムによる呼吸調節機構 
  

8 運動と体温:運動時の体温調節機構   

9 
運動と環境:特殊環境下における運動の生

理 
  

10 

長期トレーニングと生体システムの運動適

応:長期トレーニング、不活動（運動不足）

による生体システムの運動適応変化 

  

11 
運動と病態生理:運動制限をきたす疾患の

病態生理 
  

12 

運動負荷試験の基礎と実際(1):運動負荷に

対する呼吸循環代謝システムの連関メカニ

ズムの概要 

  

13 
運動負荷試験の基礎と実際(2):運動に対す

る生理学的応答の測定・評価 
  

14 
運動処方の実際(1):運動による生活習慣病

の予防効果 
  

15 
運動処方の実際(2):運動による生活習慣病

の予防のプログラム作成 
  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

課題レポート（DP①）筆記試験（DP①）上記平均点の結果、６０点以上で単位認定とする。 

 

課 題 レ

ポ ー ト

80 ％ 筆

記 試 験

20％ 



授業科目名 運動生理機能学演習 (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 中原 英博 担当教員 中原 英博 

科目ナンバリング SS20BACC061 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 美容鍼灸学総論 (鍼灸) 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 森 美侑紀 

科目ナンバリング SS20BACB048 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 1 限、月曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

心身の健康と美を内面から高める手法としてのアロマセラピーを科学的に学ぶ。アロマセラピーに関する基

礎知識、禁忌や注意事項、精油の選択方法、状況に応じたケア方法など「安全かつ的確に用いる」ための理論

と実践方法を学ぶ。 

 

学修目標 

1.補完代替医療の中でのアロマセラピーの役割を理解する。〈DP①〉2.安全かつ的確な実践方法を学ぶ。〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実技にも積極的に参加し、自らの心身両面を通してアロマセラピーの有用性・危険性を感じ、学んでいただ

きたいと思います。遅刻・欠席・忘れ物のないように。 

 

教科書 

『もっと身近にアロマセラピー メディカルから日常まで 改定増補版』/森美侑紀著/森ノ宮医療学園出版

部 

 

参考書 

配布プリント 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 14 研究室/火曜日・水曜日以外の 17:00～19:00 その他、質問等あればいつでもお越しください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 アロマセラピーの概要 

予習：テキスト p6-18 を読んでおくこと復

習：配布資料や板書内容も併せて振

り返りを行うこと。予習復習を各 2

時間行うこと。 

 

2 精油の化学成分と禁忌 

予習：テキスト p127-133 を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も併せて

振り返りを行うこと。予習復習を各

2時間行うこと。 

 

3 植物精油の基礎知識 

予習：テキスト p118-126 を読んでおくこと

復習：配布資料や板書内容も併せて

振り返りを行うこと。予習復習を各

2時間行うこと。 

 

4 
アロマセラピーの実践①上肢のトリートメ

ント座位 

上肢のケアにおける注意事項の予習復習な

らびに手技の復習。予習復習を各 2

時間行うこと。 

 

5 
アロマセラピーの実践②上肢のトリートメ

ント背臥位 

上肢のケアにおける注意事項の予習復習な

らびに手技の復習。予習復習を各 2
 



時間行うこと。 

6 
アロマセラピーの実践③下肢のトリートメ

ント 

下肢のケアにおける注意事項の予習復習な

らびに手技の復習。予習復習を各 2

時間行うこと。 

 

7 
アロマセラピーの実践④上下肢のトータル

ケア 

上肢・下肢のケアにおける注意事項の予習

復習ならびに手技の復習。予習復習

を各 2時間行うこと。 

 

8 
アロマセラピーの実践⑤背部へのトリート

メント 

背部のケアにおける注意事項の予習復習な

らびに手技の復習。予習復習を各 2

時間行うこと。 

 

9 
アロマセラピーの実践⑥背部から頭部への

トリートメント 

背部・頭部のケアにおける注意事項の予習

復習ならびに手技の復習。予習復習

を各 2時間行うこと。 

 

10 
アロマセラピーの実践⑦腹部のトリートメ

ント 

腹部のケアにおける注意事項の予習復習な

らびに手技の復習。予習復習を各 2

時間行うこと。 

 

11 
アロマセラピーの実践⑧フェイストリート

メントの基礎 

フェイスケアにおける注意事項の予習復習

ならびに手技の復習。予習復習を各

2時間行うこと。 

 

12 
アロマセラピーの実践⑨フェイストリート

メントの応用 

フェイスケアにおける注意事項の予習復習

ならびに手技の復習。予習復習を各

2時間行うこと。 

 

13 アロマセラピーの実践⑩トータルケア１ 
4～12 回までのケアの総復習復習を 4 時間

行うこと。 
 

14 アロマセラピーの実践⑪トータルケア２ 
4～12 回までのケアの総復習復習を 4 時間

行うこと。 
 

15 全体のまとめと振り返り 
配布資料や板書内容も併せて振り返りを行

うこと。復習を 4時間行うこと。 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.実技レポート〈DP①〉2.筆記試験〈DP①〉小テスト・レポート課題・問題に関しては必要に応じて解説す

る。 

 

20%80% 



授業科目名 テーピング技術論 (鍼灸) 

主担当教員 宮武 大貴 担当教員 宮武 大貴／伊奈 新太郎 

科目ナンバリング SS20BACB049 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

トレーナーやスポーツ指導者が現場で目の当たりにする外傷や障害に対し、予防や痛みの軽減を目的とした

テーピング技術を習得すること 

 

学修目標 

各部位におけるｽﾎﾟｰﾂ外傷や障害に対するﾃｰﾋﾟﾝｸﾞを機能的に巻ける（DP①）競技特性を理解し、数種類のﾃｰﾋﾟﾝｸﾞに

て応用を効かせて機能的に巻ける（DP①）疲労軽減・除痛を目的に機能的に巻ける（DP①） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

初回は合同でオリエンテーションを行い、2 回目以降は 2 グループに分け、予防テーピンググループと固定

テーピンググループを 7回目で入れ替わる。上肢/体幹には肩関節・腰部を扱う為、露出が可能な服装にて受

講して下さい。下肢は大腿部・膝関節・足関節を扱う為、大腿部から足趾までが露出が可能な服装にて受講

して下さい。欠席の翌週までに欠席分のﾃｰﾋﾟﾝｸﾞを引き取りに来ない場合は、保管場所が無い為、授業で使わ

せて頂きます。 

 

教科書 

適宜資料を配布する 

 

参考書 

ｽﾎﾟｰﾂ外傷障害からみたﾃｰﾋﾟﾝｸﾞの実技と理論（第 5版）、文光堂、山本幾栄・野田哲由・平沼憲治 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4F 共同研究室／月曜日 13:00～ 金曜日 13:00～（不定期なため事前に確認が必要） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝﾃｰﾋﾟﾝｸﾞの基礎知識足関節捻挫の

予防テーピングの巻き方と実践①(キネシ

オ 50) 

ｼﾗﾊﾞｽの確認予習・復習 1時間 

宮武大

貴伊奈

新太郎 

2 
足関節捻挫の予防テーピングの巻き方と実

践② 
足関節の解剖予習・復習 1 時間 

宮武大

貴 

3 
大腿部と下腿部の肉離れ予防テーピング実

施 

前回の理解解剖：大腿部と下腿部の筋学を

学習する予習・復習 1時間 

宮武大

貴 

4 
肘関節&母指(側副靭帯損傷の予防ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ

と痛み軽減ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ) 

前回の理解肘関節と母指の解剖予習・復習 1

時間 

宮武大

貴 

5 
膝関節前十字靭帯損傷の復帰予防テーピン

グ① 
前回の理解膝関節の解剖予習・復習 1時間 

宮武大

貴 

6 
膝関節前十字靭帯損傷の復帰予防テーピン

グ② 
前回の理解膝関節の解剖予習・復習 1時間 

宮武大

貴 

7 
実技テスト：足関節捻挫の予防テーピング

(キネシオ 50) 
前回の理解足関節の解剖予習・復習 1時間 

宮武大

貴 



8 
競技特性ﾃｰﾋﾟﾝｸ （゙肩関節再脱臼予防テーピ

ングなど） 
前回の理解予習・復習 1時間 

宮武大

貴 

9 
足関節①(足関節捻挫の予防・固定ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ･

踵部・足底筋膜炎) 
足関節の解剖予習・復習 1 時間 

伊奈新

太郎 

10 
足関節②(足関節捻挫の予防・固定ﾃｰﾋﾟﾝｸ ・゙

確認ﾃｽﾄ①) 
前回の理解足関節の解剖予習・復習 1時間 

伊奈新

太

郎 

11 
足関節③(足関節捻挫の予防・固定ﾃｰﾋﾟﾝｸ ・゙

ｽﾀｰｱｯﾌﾟの違い・自着性ﾃｰﾌﾟ) 

前回の理解足関節の解剖 予習・復習 1 時

間 

伊奈新

太

郎 

12 
足関節④(足関節捻挫の予防・固定ﾃｰﾋﾟﾝｸ ・゙

伸縮性の違い)評価ﾃｽﾄ② 
前回の理解足関節の解剖予習・復習 1時間 

伊奈新

太

郎 

13 
膝関節①(前十字靭帯損傷・後十字靭帯損傷

のテーピング） 
前回の理解膝関節の解剖予習・復習 1時間 

伊奈新

太

郎 

14 
膝関節②(内外側側副靭帯損傷・大腿部打撲

のテーピング） 
前回の理解膝関節の解剖予習・復習 1時間 

伊奈新

太

郎 

15 足関節・膝関節まとめ実技ﾃｽﾄ③ 
前回の理解足関節まとめﾃｽﾄに対応した総

復習が必要予習・復習 1時間 

伊奈新

太

郎 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.実技ﾃｽﾄ評価内容（順序、技術、仕上り、機能性）（DP①）2.授業の取り組む姿勢（DP①）予防テーピング

（宮武）50％：実技テスト（足関節捻挫予防テーピング）固定テーピング（伊奈）50％：実技テスト 3 回（足関

捻挫固定テーピング・膝関節靭帯損傷テーピング）実技テストの再試験は行わない。4/5 以上の出席を必

要とする。 

 

1.80%2.

20% 



授業科目名 コンディショニング技術論 (鍼灸) 

主担当教員 宮武 大貴 担当教員 宮武 大貴／伊奈 新太郎 

科目ナンバリング SS20BACB050 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 1 限、月曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

コンディショニングとは「目的とする試合に向けての期間を限定された中での調整と、日常的なトレーニン

グをいかによりよい状態で効果的に継続していくかということへの対応」である。※引用：日本オリンピッ

ク委員会 スポーツ現場におけるコンディショニングをあらゆる方向から学習（経験）し、選手をよりよい

状態で目的とする試合に臨めるように、自ら身体を動かしながら実践形式で学んでいく。 

 

学修目標 

・選手へのウォーミングアップおよびクールダウンのメニュー作りができるようになる。〈DP①〉・あらゆるトレーニ

ングから状況に応じた効果的なトレーニングを選択し、選手のニーズに対応できるようになる。〈DP①〉・ペアストレ

ッチング等より選手の疲労回復に努めることができるようになる。〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①積極的に授業に参加する。②準備から片付けはみんなで協力して行う。 

 

教科書 

特に無し 

 

参考書 

特に無し 

 

研究室／オフィスアワー 

兼任講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 【コンディショニング 1】ガイダンス 

予習：シラバスの確認 解剖学復習：解剖学 

骨学・筋学を主に行う。予習・復習

1時間 

 

2 
【コンディショニング２】ウォーミングア

ップの実践① 

予習：解剖学 骨学・筋学を主に行う。復習：

ガイダンスの内容予習・復習 1時間 
 

3 
【コンディショニング３】ウォーミングア

ップの実践② 

予習：解剖学 骨学・筋学を主に行う。復習：

ウォーミングアップの実践①で学

んだこと。予習・復習 1時間 

 

4 
【コンディショニング４】ウォーミングア

ップの実践③ 

予習：解剖学 骨学・筋学を主に行う。復習：

ウォーミングアップの実践②で学

んだこと。予習・復習 1時間 

 

5 
【コンディショニング５】下肢ストレッチ

ングの実践① 

予習：下肢の筋学を主に覚えておく復習：ウ

ォーミングアップの実践③で学ん

だこと。予習・復習 1時間 

 



6 
【コンディショニング６】下肢ストレッチ

ングの実践② 

予習：下肢の筋学を主に覚えておく復習：下

肢ストレッチングの実践①予習・復

習 1時間 

 

7 
【コンディショニング７】上肢ストレッチ

ングの実践① 

予習：下肢の筋学を主に覚えておく復習：下

肢ストレッチングの実践②予習・復

習 1時間 

 

8 
【コンディショニング８】上肢ストレッチ

ングの実践② 

予習：上肢の筋学を主に覚えておく復習：上

肢ストレッチングの実践①予習・復

習 1時間 

 

9 
【コンディショニング９】コーディネーシ

ョントレーニング 

予習：上肢の筋学を主に覚えておく復習：上

肢ストレッチングの実践②予習・復

習 1時間 

 

10 
【コンディショニング１０】ファンクショ

ナルトレーニング 

予習：ウォーミングアップについて復習：コ

ーディネーショントレーニング予

習・復習 1時間 

 

11 
【コンディショニング１１】SAQ トレーニン

グ 

予習：ウォーミングアップについて復習：フ

ァンクショナルトレーニング予習・

復習 1時間 

 

12 
【コンディショニング１２】ウエイトトレ

ーニング① 

予習：ウォーミングアップについて復習：

SAQ トレーニング予習・復習 1時間 
 

13 
【コンディショニング１３】ウエイトトレ

ーニング② 

予習：ウォーミングアップについて復習：ウ

エイトトレーニング予習・復習 1時

間 

 

14 
【コンディショニング１４】講義全体のま

とめ① 

予習：グループワークのための準備復習：ウ

ォーミングアップメニュー作成予

習・復習 1時間 

 

15 
【コンディショニング１５】講義全体のま

とめ② 

予習：グループワークのための準備復習：ウ

ォーミングアップメニュー作成予

習・復習 1時間 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①平常点②14 回目 15 回目 グループによるウォーミングアップメニューの作成と実践 2/3 以上の出席

が必要 

 

①30%

②70% 



授業科目名 スポーツ鍼灸学総論 (鍼灸) 

主担当教員 髙﨑 雷太 担当教員 髙﨑 雷太／宮武 大貴 

科目ナンバリング SS20BACB051 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

スポーツ傷害の整形外科疾患に対して専門的観点から臨床に応用できるように教授する。講義によって臨床

に必要な事項について理解を深め、さらに実習によって診察・治療技術を習得する。内容として、全身各部

位のスポーツ傷害に対し、その原因、症状をもとに患者の局所的症状および総合的症状に対する基本的な診

察と治療が行える能力を習得する。コンディショニングに関連しストレッチ及び、テーピングと包帯法を状

況に応じた利用ができる事を目的とする。 

 

学修目標 

１．外傷の知識を習得し説明できる。２．代表的なスポーツ傷害における診察手順と病態、鍼灸治療について理解し

実践できる。３．コンディショニングとして、ストレッチおよびテーピングと包帯法が適切に行える。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

スポーツ外傷について対応方法を教授するため、想像力を働かすこと実際の損傷組織をイメージしどのよう

な根拠のもとに対応するのか理解することに努力する事 

 

教科書 

授業時に配付する資料 

 

参考書 

東洋医学臨床論 はりきゅう編  公益社団法人東洋療法学校協会目で見る運動機能検査法 竹内義享 澤田

規 著 南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 水曜日 金曜日但し講義の時間は除く 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション頸肩部、上肢の解剖頸

肩部、上肢の運動機能特性について 

予習：頸肩部上肢の筋・骨格について予習す

る。復習：学習した手技は反復練習

すること。課題:練習及び実技授業

の予習または復習を２時間/日行

う。 

 

2 

肩部のスポーツ傷害と鍼灸治療肩関節の障

害肩関節周囲のストレッチング肩関節関連

筋群の筋力増強訓練 

予習：シラバスおよび教科内容の確認およ

び代表的なスポーツ傷害について

調べる復習：授業をもとに内容確認

学習した知識を活用した鍼灸治療

を組み立てる課題:練習及び実技授

業の予習または復習を２時間/日行

う。 

 

3 
肘部のスポーツ傷害と鍼灸治療肘関節の障

害肘関節周囲のストレッチング肘関節関連

予習：シラバスおよび教科内容の確認およ

び代表的なスポーツ傷害について
 



筋群の筋力増強訓練 調べる復習：授業をもとに内容確認

学習した知識を活用した鍼灸治療

を組み立てる課題:練習及び実技授

業の予習または復習を２時間/日行

う。 

4 

頚部から腰部のスポーツ傷害と鍼灸治療頸

部・腰部のスポーツ傷害頸椎捻挫 頚椎ヘル

ニアの病態 腰椎すべり症 筋筋膜性腰痛

の治療 

予習：シラバスおよび教科内容の確認およ

び代表的なスポーツ傷害について

調べる復習：授業をもとに内容確認

学習した知識を活用した鍼灸治療

を組み立てる課題:練習及び実技授

業の予習または復習を２時間/日行

う。 

 

5 

足関節・下腿部の障害と鍼灸治療１足根管

症候群の症状アキレス腱炎とアキレス腱断

裂の鑑別足関節捻挫の症状 

予習：シラバスおよび教科内容の確認およ

び代表的なスポーツ傷害について

調べる復習：授業をもとに内容確認

学習した知識を活用した鍼灸治療

を組み立てる課題:練習及び実技授

業の予習または復習を２時間/日行

う。 

 

6 

足関節・下腿部の障害と鍼灸治療 2 シンス

プリントの病態コンパートメント症候群の

症状と対応 

予習：シラバスおよび教科内容の確認およ

び代表的なスポーツ傷害について

調べる復習：授業をもとに内容確認

学習した知識を活用した鍼灸治療

を組み立てる課題:練習及び実技授

業の予習または復習を２時間/日行

う。 

 

7 

現場トレーニング 1 下肢障害モデルに対し

て鍼灸治療・手技・ストレッチ・テーピング

を複合的に実施する。 

予習：シラバスおよび教科内容の確認およ

び代表的なスポーツ傷害に対する

テーピング等の対応を学ぶ復習：授

業をもとに内容確認学習した知識

を活用した鍼灸治療を組み立てる

課題:練習及び実技授業の予習また

は復習を２時間/日行う。 

 

8 

現場トレーニング 2 下肢障害モデルに対し

て鍼灸治療・手技・ストレッチ・テーピング

を複合的に実施する 

予習：シラバスおよび教科内容の確認およ

び代表的なスポーツ傷害に対する

テーピング等の対応を学ぶ復習：授

業をもとに内容確認学習した知識

を活用した鍼灸治療を組み立てる

課題:練習及び実技授業の予習また

は復習を２時間/日行う。 

 

9 

膝関節部のスポーツ傷害と鍼灸治療１外側

側副靭帯損傷 内側側副靭帯損傷 前十字

靭帯損傷 後十字靭帯損傷半月板損傷の病

態と鑑別 

予習：シラバスおよび教科内容の確認およ

び代表的なスポーツ傷害について

調べる復習：授業をもとに内容確認

学習した知識を活用した鍼灸治療

を組み立てる課題:練習及び実技授

業の予習または復習を２時間/日行

う。 

 

10 

膝関節の障害と鍼灸治療 2 ジャンパー膝 

オスグッド病 鵞足炎 腸脛靭帯炎 膝関

節周囲筋群のストレッチと疼痛緩和につい

て 

予習：シラバスおよび教科内容の確認およ

び代表的なスポーツ傷害について

調べる復習：授業をもとに内容確認

学習した知識を活用した鍼灸治療

を組み立てる課題:練習及び実技授

業の予習または復習を２時間/日行

う。 

 

11 

現場トレーニング 3 下肢障害モデルに対し

て鍼灸治療・手技・ストレッチ・テーピング

を複合的に実施する。 

予習：シラバスおよび教科内容の確認およ

び代表的なスポーツ傷害に対する

テーピング等の対応を学ぶ復習：授

業をもとに内容確認学習した知識

を活用した鍼灸治療を組み立てる

課題:練習及び実技授業の予習また

は復習を２時間/日行う。 

 

12 
現場トレーニング 4 下肢障害モデルに対し

て鍼灸治療・手技・ストレッチ・テーピング

予習：シラバスおよび教科内容の確認およ

び代表的なスポーツ傷害に対する
 



を複合的に実施する。 テーピング等の対応を学ぶ復習：授

業をもとに内容確認学習した知識

を活用した鍼灸治療を組み立てる

課題:練習及び実技授業の予習また

は復習を２時間/日行う。 

13 

症例トレーニング１上肢を中心とした症例

に対し、適切な検査から治療に至る実技を

行う。 

予習：授業で実施した治療法について反復

練習しておくこと復習：授業で実施

した実技について技術習得が確実

となるように自己練習する課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/日行う。 

 

14 

症例トレーニング 2 下肢を中心とした症例

に対し、適切な検査から治療に至る実技を

行う。 

予習：授業で実施した治療法について反復

練習しておくこと復習：授業で実施

した実技について技術習得が確実

となるように自己練習する課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/日行う。 

 

15 

症例トレーニング確認複合体育室にて障害

モデルに対して鍼灸治療・手技・ストレッ

チ・テーピングを複合的に実施する。 

予習：授業で実施した治療法について反復

練習しておくこと復習：授業で実施

した実技について技術習得が確実

となるように自己練習する課題:練

習及び実技授業の予習または復習

を２時間/日行う。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．出席は 4/5 回以上を必要とし、基準を満たした者について実技試験を実施する。２．総合評価が 60 点

以上で単位認定する。 

 

1 



授業科目名 スポーツ鍼灸学各論 (鍼灸) 

主担当教員 髙﨑 雷太 担当教員 髙﨑 雷太／宮武 大貴 

科目ナンバリング SS20BACC052 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

安全かつ計画的に鍼灸師が治療を行うのに必要なスポーツ医学の基本を理解するとともに、スポーツによる

傷害の予防法・治療法だけでなく、臨床(整形外科領域)に必要な診察の進め方、アスリートのコンディショ

ン、パフォーマンス向上についての知識・技術の習得およびスポーツ外傷の応置を教授し実技において習得

する。また、これからの高齢社会、余暇社会を視野においた時代的な要求に応えられる幅広い知識を深める

ため、スポーツ活動が身体にどのように影響するかといった基本的事項等も学習する。 

 

学修目標 

１．スポーツ傷害に必要な知識、特に基礎的な整形外科領域を習得し説明できる。２．スポーツ外傷の処置の知識を

習得し説明できる。４．スポーツ鍼灸に必要な関連領域の事項について理解し説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習室を使用する際には白衣の着用を義務付ける。実技においては鍼灸治療のほか、ストレッチング・テー

ピング・包帯法を行うため、実技に対応する服装で参加すること。授業態度（準備不足）不良な場合は、1回

目は注意とし 2回目からは成績より減点する。 

 

教科書 

授業時に配付する資料等 

 

参考書 

１．東洋療法学校協会著＜スポーツ東洋療法ハンドブック、医道の日本社＞２．内田淳正監修、＜標準整形

外科学第 11 版、医学書院＞３．東洋医学臨床論 はりきゅう編  公益社団法人東洋療法学校協会４．目で見

る運動機能検査法 竹内義享 澤田規 著 南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

担当教員により指導を行う。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション 肩部の基本的構造と

障害、対処法について 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

習を 2H/日行う 

 

2 肩部のスポーツ障害と外傷に対する治療等 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

習を 2H/日行う 

 

3 
肘部から前腕部にかけての基本構造と障

害、対処法について 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

 



習を 2H/日行う 

4 
肘部から前腕部のスポーツ障害と外傷に対

する治療等 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

習を 2H/日行う 

 

5 頸肩部の基本構造と障害、対処法について 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

習を 2H/日行う 

 

6 
頸肩部のスポーツ障害と外傷に対する治療

等 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

習を 2H/日行う 

 

7 症例から対応する処置の評価① 

予習：授業をもとに重要事項と配付資料の

確認課題：これまで学んだ事項を練

習する 2H/日 

 

8 
腰部と股関節の基本構造と障害、対処法に

ついて 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

習を 2H/日行う 

 

9 
腰部と股関節のスポーツ障害と外傷に対す

る治療等 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

習を 2H/日行う 

 

10 膝関節の基本構造と障害、対処法について 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

習を 2H/日行う 

 

11 
膝関節のスポーツ障害と外傷に対する治療

等 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

習を 2H/日行う 

 

12 
足関節のスポーツ障害と外傷に対する治療

等 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

習を 2H/日行う 

 

13 
足関節のスポーツ障害と外傷に対する治療

等 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

習を 2H/日行う 

 

14 症例練習、まとめ 

予習：授業内容について事前に調べておく

復習：授業をもとに重要事項の練習

等を行う課題：予習復習を含めた学

習を 2H/日行う 

 

15 症例から対応する処置の評価② 

予習：これまでに習ったことを学習する復

習：授業をもとに重要事項と配付資

料の確認 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．出席は 4/5 回以上を必要とし、基準を満たした者について実技試験を実施する。２．症例から対応す

る処置の評価①40 点  症例から対応する処置の評価②60 点３．60 点以上で単位認定する。 

 

評 価

①40 ％

評 価

②60％ 



授業科目名 介護学概論 (鍼灸) 

主担当教員 上田 喜敏 担当教員 上田 喜敏 

科目ナンバリング SS20BACB053 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①② 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

この授業では、日本の高齢者や障がいのある人々のケアーをする意義について理解し、それに基づいた様々

な援助技術の基本を理解する。具体的には、介護保険制度や介護の基本事項について理解する。 

 

学修目標 

1.ケア（介護）について理解することができる。＜DP②＞2.日本の社会保障制度について理解することができる。＜

DP①＞3.介護保険制度について理解することができる。＜DP①＞4.高齢者支援の方法について理解することができ

る。＜DP②＞5.車いすについて理解できる。＜DP②＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.配布した講義資料については事前に読むこと。2.疑問点があれば、必ず聞くこと、講義メモをとること。

3.今まで聞いたことのない用語が出るので復習をすること。4.講義中の携帯電話はカバンの中にしまうこと

勿論。使用は禁じる。5.授業の進行状況により、内容の変更等がある。6.介護に興味を持つように心がける

こと。 

 

教科書 

配布資料にて実施。 

 

参考書 

介護支援専門員テキスト 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 7/毎木曜日午前 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 科目ガイダンスと介護について 復習：今後の人口動態について確認（2時間） 上田 

2 
日本の社会保障制度と介護について、介護

保険制度導入の背景について 

予習：社会保障とは何か調べる（2時間）復

習：社会保障と介護保険の背景を確

認（2時間） 

上田 

3 
日本の社会保障制度 2（これからの社会保障

について） 

予習：これから日本の社会保障制度につい

て調べる（2 時間）復習：医療介護

の 2025 年以降を確認（2時間） 

上田 

4 介護保険制度 1 

予習：介護保険について調べる（2時間）復

習：介護保険制度について確認（2時

間） 

上田 

5 介護保険制度 2 
予習：施設について調べる（2時間）復習：

介護保険制度について確認（2時間） 
上田 

6 介護保険制度 3介護予防 
予習：介護予防について調べる（2時間）復

習：介護予防について確認（2時間） 
上田 



7 車いすについて 

予習：車いすについて調べる（2時間）復習：

車いすの種類・技術について確認（2

時間） 

上田 

8 車いす技術（実技） 復習：車いす名称について確認（2時間） 上田 

9 高齢者身体特性 

予習：高齢者の身体について調べる（2時間）

復習：高齢者の身体特性について確

認（2時間） 

上田 

10 高齢者身体特性とてんかん 

予習：てんかんについて調べる（2時間）復

習：身体特性とてんかんについて確

認（2時間） 

上田 

11 言葉遣いと高齢者虐待 

予習：虐待について調べる（2時間）復習：

言葉遣いと高齢者虐待について確

認（2時間） 

上田 

12 高齢者支援展開論 1 

予習：身体介護と家事援助について調べる

（2 時間）復習：介護と食事の介護

について確認（2時間） 

上田 

13 高齢者支援展開論 2 
予習：失禁について調べる（2時間）復習：

排泄と失禁について確認（2時間） 
上田 

14 高齢者支援展開論 3 

予習：褥瘡について調べる（2時間）復習：

褥瘡とその対策について確認（2 時

間） 

上田 

15 高齢者支援展開論 4とまとめ 

予習：睡眠、入浴、口腔について調べる（2

時間）復習：睡眠、入浴、口腔のか

いごについて確認（2時間） 

上田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.定期試験（100 点）の結果、60 点以上で単位を認定する。＜DP①②＞2.2/3 以上の出席が必要。 

 
1 



授業科目名 老年ケア演習 (鍼灸) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明／髙橋 秀郎 

科目ナンバリング SS20BACC054 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

はり師きゅう師も高齢者の実態を知り、積極的なケアが必要である。また、鍼灸臨床においては高齢者や障

害者に接する機会は少なくないため介助・介護のあり方および方法の理解は重要である。そこで老年ケア演

習では、ベッド、車イスの場合の介護方法と日常生活で必要な食事・排泄・入浴という三つのケアの手順や

基本的事項についてシュミレーショントレーニングを交えながら教授する。 

 

学修目標 

施設の雰囲気を鋭く感じ取り、臨機応変な判断と言動ができる。利用者を理解し、医療従事者としてのモラルと使命

感を身に付ける。観察した経験を正確に記し、利用者・スタッフの行動を冷静に分析して報告できる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

欠席や遅刻をした場合、単位を認められないことがあります。授業の進め方 学外の施設で実施するので、事

前に説明会を行う。グループを決め、グループごとに期間を設け、実施する。 

 

教科書 

配付プリント 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

事務局に常駐しています。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

授業計画 1～15 回の授業は、特別養護老人

ホーム等で 1 週間の集中した演習を実施す

る。１．オリエンテーション２．学外見学 ・

見聞きしたこと、指導を受けたことを詳細

に記録する。 ・見学した利用者の状況につ

いて文献を参考にして詳しく調べる。 

担当する部門の利用者の状況に応じて必要

な知識・技術を予習・復習する。(30

時間) 

 

2    

3    

4    

5    

6    

7    



8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.実習態度（見学施設からのフィードバック含む） 2.レポート(DP1,2,3,4)4/5 以上の出席が必要とする。・

実習態度・レポートに対するフィードバック方法必要に応じて実習態度・レポートに対する個別指導を行

う。 

 

1.50%2.

50% 



授業科目名 美容鍼灸学各論Ⅰ (鍼灸) 

主担当教員 堀川 奈央 担当教員 堀川 奈央 

科目ナンバリング SS20BACC055 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 4 限、月曜

5 限 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

美容鍼灸を行うにおいて必要な解剖学、生理学、経路経穴学を基礎から学ぶ。また鍼灸師としての立ち振る

舞いはもちろんのこと美容独特の作法も学ぶ。 

 

学修目標 

①社会人としての常識や接客マナーを身に付ける。〈DP①〉②美容業界(西洋医学及び東洋医学を含む)の現在までの

歴史や現状を把握し、将来の美容鍼灸師としてどのように活躍したいか創造することができる。〈DP①〉③美容鍼灸

における治効理論を理解し説明できる。〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．出席は重視する。２．予習復習を各 2時間実施する。 

 

教科書 

「新版 経絡経穴概論」医道の日本社 教科書執筆小委員会（尾﨑朋文他）「解剖学」社団法人東洋療法学校協

会編「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス」 南江堂 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階共同研究室授業前後の時間 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

授業内容の説明および評価方法、授業を受

ける心構えや持ち物についての説明を行

う。また、１・２年生学んだ解剖学と経絡経

穴学の知識を確認するテストを実施する。 

予習：本科目の講義内容、評価に関してシラ

バスを用いて把握すること。１・２

年生の解剖学と経絡経穴学で学ん

だ（筋の作用や血管神経の走行）を

復習すること。（2時間）復習：顔面

部の筋や血管、神経の走行を図でま

とめる。顔面部の経穴を取穴できる

ようにする。（2時間） 

堀川 

2 

顔面部の解剖(筋肉の配置と作用や血管の

走行など)を学びと顔面部の経穴の復習を

行う。取穴シールを用い、実際に取穴する。 

予習：顔面部の解剖生理経穴の復習を行う。

（2 時間）復習：次回顔面部に刺鍼

するので経穴の位置を覚え取穴で

きるようになること。（2時間） 

堀川 

3 

カウンセリング美容鍼灸をする上で大切な

患者の肌悩みに対するカウンセリング方法

を学びます。 

予習：自身が受けて気持ちが良い対応とは

どんなものかを実体験を踏まえ考

える。（2時間）復習：患者へのカウ

ンセリングで気を付けることをま

とめる。（2時間） 

堀川 



4 

カウンセリング美容鍼灸をする上で大切な

患者の肌悩みに対するカウンセリング方法

を学ぶ。 

予習：自身が受けて気持ちが良い対応とは

どんなものかを実体験を踏まえ考

える。（2時間）復習：患者へのカウ

ンセリングで気を付けることをま

とめる。（2時間） 

堀川 

5 

顔面部の刺鍼①自身の顔面に刺鍼する。顔

面部の動脈静脈の走行を考え安全な刺鍼が

できるよう学ぶ。 

予習：顔面部の筋肉血管神経について復習

し触診の練習を行う。（2時間）復習：

授業内で行った刺鍼部位、方法を復

習する。実技室開にて教員の監視下

で四診の練習を行うのも可（2時間） 

堀川 

6 

顔面部の刺鍼②他人の顔面部に刺鍼を行

う。まずは額と頭皮で斜刺、横刺、直刺の練

習をする。自身に対して行うときとの違い

について知る。押手の圧や術者の体勢を学

ぶ。 

予習：顔面部の筋肉血管神経について復習

し触診の練習を行う。（2時間）復習：

授業内で行った刺鍼部位、方法を復

習する。実技室開にて教員の監視下

で刺鍼の練習を行うのも可（2時間） 

堀川 

7 

肌の機能と構造肌悩みを学ぶためには正常

を知る必要があるため、肌の構造と機能を

学ぶ。 

予習：皮膚の構造や機能を復習する。復習：

患者への説明時簡易な図が書ける

と説明しやすいため、皮膚の構造に

ついて図示できるよう練習する。 

堀川 

8 

肌 トラブル（しみ、しわ、たるみ、くすみ、

ニキビ、赤みなど）の原因と対処法および鍼

灸適応の可否を学ぶ。 

予習：自身の肌悩みをかき出し、自身で行っ

ている対処法をまとめる。 復習：各

種肌トラブルが起こる原因をまと

める。  

堀川 

9 
肩首のこり東洋医学的、西洋医学的な診察

法にて判断し治療することができる。 

予習：肩首周りの解剖を復習する。（筋肉、

血管、神経、経穴名等） 復習：学ん

だ治療法についてまとめる。刺鍼方

法を実技室開放にて練習する。ま

た、肩首周りの解剖について復習す

る。 

堀川 

10 目の疲れの治療 

予習：目の構造、機能を予習する。鍼灸治療

以外で目の疲れに対する治療法を

調べる。復習：学んだ治療法につい

てまとめる。刺鍼方法を実技室開放

にて練習する。 

堀川 

11 睡眠の知識（西洋と東洋） 

予習：自身の眠りについて 1 週間 OSA 睡眠

質問票の記載とPSQIの解答を行う。 

復習：学んだ内容から自身の眠りに

ついて改善すべきところを書きだ

し実践する。 

堀川 

12 

自律神経に働きかける対処法（ヘッドスパ、

ヨガ呼吸法など入れる）頭皮や耳介のスト

レッチとヨガ呼吸法を学ぶ。 

予習：頭部の解剖学を復習する。経絡の流れ

を復習しておくこと。 復習：実技室

開放を利用し、手技の復習を行う。 

堀川 

13 

治療実践カウンセリングからお顔の鍼、目

の疲れ、肩コリに対する治療を 60 分以内に

実施する。 

予習：前回までに習った内容を復習し、実技

室開放にて実技を練習する。 復習：

本日の自身の治療に対して良かっ

た点、悪かった点を出し、改善方法

をかき出す。 

堀川 

14 

治療実践カウンセリングからお顔の鍼、目

の疲れ、肩コリに対する治療を 60 分以内に

実施する。 

予習：前回までに習った内容を復習し、実技

室開放にて実技を練習する。 復習：

本日の自身の治療に対して良かっ

た点、悪かった点を出し、改善方法

をかき出す。 

堀川 

15 
ヘアメイク医療従事者に必要不可欠な清潔

感をメイクの観点から学ぶ。 

予習：医療従事者の身だしなみについて考

える。美容鍼灸院と一般鍼灸院での

身だしなみで気を付けるポイント

の違いについて。復習：次回の講義

で学んだヘアメイクの内容をまと

める。 

堀川 

16    

17    

18    



19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.13.14 回目の授業内で「カウンセリングから治療まで」の施術にて評価する。清潔感、カウンセリング、施

術など。(DP①）2.授業内で実施する筆記試験（小テスト）（DP①） 次回の授業で採点したものを返却し、

授業内で解説を行います。出席基準：4/5 以上の出席は必要 

 

１．60％

２．40％ 



授業科目名 美容鍼灸学各論Ⅱ (鍼灸) 

主担当教員 堀川 奈央 担当教員 堀川 奈央 

科目ナンバリング SS20BACC056 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 3 限、月曜

4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

１．頭顔面部の解剖、を経穴を含めて復習する。２．治療手技だけでなく、経営や接客に必要な様々な知識

を、多数の臨床鍼灸師の先生から学ぶ。  （臨床での鍼灸治療の内容を経営から接客、治療について実技

を含めてお話していただきます。） 

 

学修目標 

美容鍼灸分野の多様性に触れ、自身の将来像を想像することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．出席は重視する。２．外部から講師を招くため、失礼のないよう、体調不良以外での欠席・遅刻は避ける

こと。 

 

教科書 

「鍼灸師・柔道整復師のための局所解剖カラーアトラス」 南江堂 

 

参考書 

「新版 経絡経穴概論」医道の日本社 教科書執筆小委員会（尾﨑朋文他）「解剖学」医道の日本社 教科書執

筆小委員会 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階女子共同研究／授業前後の休み時間 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

評価基準や授業内容の概要を説明する。今

後スケジュールの確認と持ち物について説

明する。 

予習：本科目の講義内容、評価に関してシラ

バスを用いて把握すること。復習：

顔面部の解剖・生理・経穴をまとめ

ること。 

堀川 

2 美容鍼灸①エステティック 

予習：前期の復習（頭部顔面部の筋学と経

穴）（2時間）復習：自身の顔で手技

の練習を行う。（2時間） 

堀川ゲ

ストス

ピーカ

ー 

3 美容鍼灸①エステティック 

予習：美容鍼灸学各論Ⅰの内容を総復習す

る。（2時間）復習：エステテックの

授業で学んだ知識、技術を復習し練

習する。（2時間） 

堀川ゲ

ストス

ピーカ

ー 

4 
グループワークと手技練習 （エステティ

ック） 

予習：エステテックの授業で学んだ知識、技

術を復習し練習する。（2時間）復習：

美容鍼灸学各論Ⅰの内容を総復習

する。 （2時間） 

堀川 



5 鍼灸治療応用①耳介療法と箱灸 

予習：耳にあるツボについて調べ取穴をで

きるようにする。（2時間）復習：耳

介療法や箱灸での実施おける注意

点や実施方法を復習する。（2時間） 

堀川 

6 
美容鍼灸②刺さない鍼（ローションを用い

た手技） 

予習：接触鍼の種類を調べること。前回の内

容をまとめる。（2時間）復習：ロー

ションを用いた手技療法の練習を

行う。手順や力加減の復習を行う。

（2時間） 

堀川 

7 美容鍼灸②刺さない鍼（接触鍼の応用） 

予習：接触鍼の種類を調べること。前回の内

容をまとめる。（2時間）復習：ロー

ションを用いた手技療法と接触鍼

の練習を行う。手順や力加減の復習

を行う。（2時間） 

堀川ゲ

ストス

ピーカ

ー 

8 
グループワークと練習 （ローションを用

いた手技と接触鍼） 

予習：前回の内容をまとめる。（2 時間）復

習：次回質問できるよう、前回の講

義内容について質問を考えておく。

（2時間） 

堀川 

9 
鍼灸治療応用②いろいろな温灸の応用（顔

面部や腹部、肩頸部） 

予習：顔面部、肩頸部、腹部にある経穴の復

習。取穴できるようにすること。（2

時間）復習：次回質問できるよう、

前回の講義内容について質問を考

えておく。（2時間） 

堀川 

10 美容鍼灸③鍼通電 

予習：低周波鍼通電療法について調べる。（2

時間）復習：刺鍼部位や低周波鍼療

法における注意点を復習する。（2時

間） 

堀川ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー 

11 美容鍼灸③鍼通電 

予習：低周波鍼通電療法について調べる。（2

時間）復習：刺鍼部位や低周波鍼療

法における注意点を復習する。（2時

間） 

堀川ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー 

12 美容鍼灸③鍼通電 応用編 

予習：前回の内容をまとめる。（2 時間）復

習：次回質問できるよう、前回の講

義内容について質問を考えておく。 

（2時間） 

堀川ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー 

13 美容鍼灸③鍼通電 応用編 

予習：前回の内容をまとめる。（2 時間）復

習：鍼通電を用いた美容鍼灸の理論

と手技の復習を行う。（2時間） 

堀川ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー 

14 オリジナルメニュー作成と練習 

予習：前回の内容をまとめる。（2 時間）復

習：次回質問できるよう、前回の講

義内容について質問を考えておく。

（2時間） 

堀川 

15 オリジナルメニュー実施 
自分自身の将来像（鍼灸師として、美容鍼灸

師として）を今一度考える。 
堀川 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．実技 （オリジナルメニュー実施・メニュー表の評価）２．筆記試験ただし4/5以上の出席を必要とする。 

 

1.50%2.

50% 



授業科目名 スポーツ実習Ⅱ球技 A (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 伊奈 新太郎／佐野 加奈絵 

科目ナンバリング SS20BACB063 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 本授業では、ゴール型ゲームとしてハンドボール及びサッカーを介し、個人での各スポーツにおける技能

の習得のほか、ゴール型ゲームが持つ固有の対戦、競争課題からゲーム状況下における技能の発揮や戦術展

開について学ぶ。それによる集団技術の熟達を目指すとともに、ゴール型ゲームの指導者としての資質の向

上を目指す。 

 

学修目標 

ゴール型ゲームのルールの理解と個人技能の習得＜DP①＞集団技術の習得、および指導実践（デモンストレーショ

ン）が出来る＜DP①＞ゴール型ゲームの指導実践の中で、中学校・高等学校の保健体育授業における指導計画の作成・

実践・評価を行うことが出来る＜DP①③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

基本的にグリーンスクエアにて行いますが、天気予報とグラウンド状況によって体育館で実施する場合もあ

ることから、体育館シューズも予め用意しておくようにしてください。持ち物笛・バインダー・筆記用具・時

計適切なシューズ（体育館と屋外人工芝）・適切なウェア※身体接触のある実技を行う関係上、装飾品は一切

不可とし、ｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞは脱落しないもの、ﾒｶﾞﾈの場合は、脱落防止対策を必ず行って下さい。 

 

教科書 

適宜、資料等を配布する。 

 

参考書 

サッカー公益財団法人日本サッカー協会「サッカー指導教本 2016 JFA 公認 C級コーチ」2016 年財団法人日

本サッカー協会「JFA キッズドリル」2005 年財団法人日本サッカー協会「JFA キッズドリル 2アイスブレイク

集」2010 年 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4F 共同研究室 月・金 13:00~ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ゴール型ゲームの歴史およびﾙｰﾙについて

指導実践ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

歴史とﾙｰﾙ、ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ後、ｸﾞﾘｰﾝｽｸｴｱにて実

技を実施予習・復習 
 

2 実技 A ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸとウォーミングアップ 
配布資料のｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を理解する予

習・復習 
 

3 
指導実践 A-①:ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ・実技指導ﾎﾞｰﾙﾌｨｰ

ﾘﾝｸﾞ＆ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける

予習・復習 

 

4 
指導実践 A-②:ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ・実技指導ﾊﾟｽ＆ｺﾝ

ﾄﾛｰﾙ・ｼｭｰﾄ 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける
 



予習・復習 

5 
指導実践 A-③:ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ・実技指導ｺﾞｰﾙｷｰﾊﾟ

ｰの動作「ｷｬｯﾁﾝｸﾞ」・「ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾞｳﾝ」など 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける

予習・復習 

 

6 指導実践 A-④:ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ・実技指導守備 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける

予習・復習 

 

7 
指導実践 A-⑤:ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ・実技指導状況把握

技能など実戦形式 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける

予習・復習 

 

8 指導実践 A-⑥:ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ・実技指導ｹﾞｰﾑ 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける

予習・復習 

 

9 実技 B ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸとウォーミングアップ 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける

予習・復習 

 

10 
指導実践 B-①:ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ・実技指導ﾎﾞｰﾙﾌｨｰ

ﾘﾝｸﾞ＆ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける

予習・復習 

 

11 
指導実践 B-②:ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ・実技指導ﾊﾟｽ＆ｺﾝ

ﾄﾛｰﾙ・ｼｭｰﾄ 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける

予習・復習 

 

12 
指導実践 B-③:ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ・実技指導ｺﾞｰﾙｷｰﾊﾟ

ｰの動作「ｷｬｯﾁﾝｸﾞ」・「ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾞｳﾝ」など 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける

予習・復習 

 

13 指導実践 B-④:ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ・実技指導守備 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける

予習・復習 

 

14 
指導実践 B-⑤:ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ・実技指導状況把握

技能など実戦形式 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける

予習・復習 

 

15 指導実践 B-⑥:ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ・実技指導ｹﾞｰﾑ 

ｷｰﾌｧｸﾀｰと留意点を意識した指導と指導さ

れた内容に沿ったﾌﾟﾚ-を心掛ける

予習・復習 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



.指導案作成・内容＜DP①＞     （作成、詳細・注意点・作図）※集中講義時の作成方法は要検討とす

る。2.授業への取り組み＜DP③＞  （物品の準備、片付け、ﾌﾟﾚｰ時の取り組み）3.指導実践時の指導力

（1 回目からの修正度合）＜DP①＞  （笛・時間配分・説明・ﾒﾆｭｰの準備・指導） 

 

1.20%2.

40%3.40

% 



授業科目名 スポーツ実習Ⅱ球技 B (鍼灸スポーツ） 

主担当教員 信江 彩加 担当教員 信江 彩加 

科目ナンバリング SS20BACB064 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

球技（ネット型スポーツ）の基礎知識、技術習得、指導実践を実技を通して学習する。 

 

学修目標 

・球技（ネット型スポーツ）の基本技術を習得し、デモンストレーションができる。〈DP①〉・基礎的技術や理論を習

得し、指導できるようになる。〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

トレーニングウエア、シューズを持参すること。 

 

教科書 

適宜、資料等を配布する。 

 

参考書 

必要に応じて提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4階研究室 3/ 原則月曜日 3時限目・4 時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション球技（ネット型スポー

ツ）の歴史およびルール競技特性、用具の理

解 

球技（ネット型スポーツ）の歴史、ルール、

競技特性、用具について理解する。

予習・復習各 1時間 

 

2 
テニスの基本技術の習得①ラケッティン

グ、ミニテニス 
予習・復習各 1時間  

3 
基本技術の習得②グランドストローク（フ

ォアハンド、バックハンド） 
予習・復習各 1時間  

4 
基本技術の習得③ネットプレー（ボレー、ス

マッシュ） 
予習・復習各 1時間  

5 基本技術の習得④サービス 予習・復習各 1時間  

6 ダブルスのルール、戦術、ゲーム実践 予習・復習各 1時間  

7 ダブルスのゲーム実践 予習・復習各 1時間  

8 シングルスのルール、戦術、ゲーム実践 予習・復習各 1時間  

9 シングルスのゲーム実践 予習・復習各 1時間  

10 グループ対抗戦（シングルス、ダブルス） 予習・復習各 1時間  

11 さまざまなミニゲームの実践 予習・復習各 1時間  

12 指導実践①指導案作成、実践、評価 予習・復習各 1時間  



13 指導実践②指導案作成、実践、評価 予習・復習各 1時間  

14 指導実践③指導案作成、実践、評価 予習・復習各 1時間  

15 
全体のまとめと振り返り基本技術、ルール

の確認 
予習・復習各 1時間  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.基礎技術習得（実技テスト）〈DP①③〉2.指導実践力、指導案、実技ノート内容〈DP①③〉3.授業への取り

組み〈DP③〉4.課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：実技テストについては、点数の提

示と解説を実施する。 

 

1.40 ％

2.40 ％

3.20％ 



授業科目名 スポーツ実習Ⅱ球技 C (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 小田 啓之 担当教員 小田 啓之 

科目ナンバリング SS20BACB065 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 本授業では、ベースボール型ゲームとしてソフトボールや野球型ゲームを介し、個人での各スポーツにお

ける技能の習得、ベースボール型ゲームが持つ固有の対戦、競争課題からゲーム状況下における技能の発揮

や戦術展開について学ぶ。さらに、学校体育の現場にてベースボール型ゲームを実践できる能力（特に雨天

時や生徒数が少人数であった時の対応）を身につける。 

 

学修目標 

ベースボール型ゲームのルールの理解と個人技能の習得＜DP①＞集団技術の習得、および指導実践（デモンストレー

ション）が出来る＜DP①＞バースボール型ゲームの指導実践の中で、中学校・高等学校の保健体育授業における指導

計画の作成・実践・評価を行うことが出来る＜DP①③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

基本的に体育館にて行いますので、体育館シューズを予め用意しておくようにしてください。舞洲で実施す

る場合もあります。舞洲で実施する場合は、事前に連絡します。＊私服での参加は、認めません。持ち物適切

なシューズ（体育館と屋外人工芝）・適切なウェア※身体接触のある実技を行う関係上、装飾品は一切不可と

し、ｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞは脱落しないもの、ﾒｶﾞﾈの場合は、脱落防止対策を必ず行って下さい。 

 

教科書 

適宜、資料等を配布する。 

 

参考書 

とくになし 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ベースボール型ゲームのﾙｰﾙについてオリ

エンテーション 

教室にてオリエンテーションを行う。ソフ

トボールのルールを予習しておく。 
 

2 投げる・捕る・キャッチボール・守備 
キャッチボールの方法を理解し、守備の方

法を復習する。 
 

3 キャッチボール型ゲーム 

「ボールを捕る、投げる」を基にしたゲーム

を行うので、これまでの授業を復習

しておく。 

 

4 バッティング・攻撃・走塁 

バットの握り方、ボールの打ち方を予習し

ておく。走者の動き方を予習してお

く。 

 

5 バッティング型ゲーム 
バットの握り方、ボールの打ち方を復習し

ておく。 
 



6 ベースボール型ゲーム① ティーボール 
ソフトボールのルール（特に走塁）について

予習・復習しておく。 
 

7 ベースボール型ゲーム② ベースボール 5 ベースボール 5のルールを予習しておく  

8 
ベースボール型ゲーム③ 屋内ソフトボー

ル 

1～7 回目までの授業を基にソフトボールの

ルールを把握する。 
 

9 ベースボール型ゲーム④ ソフトボール 
1～8 回目までの授業を基にソフトボールを

実践する。 
 

10 ベースボール型ゲーム⑤ ソフトボール 
1～8 回目までの授業を基にソフトボールを

実践する。 
 

11 ベースボール型ゲーム⑥ ソフトボール 
1～8 回目までの授業を基にソフトボールを

実践する。 
 

12 ベースボール型ゲーム⑦ ソフトボール 
1～8 回目までの授業を基にソフトボールを

実践する。 
 

13 実技実践① 
雨天や少人数を考慮した屋内でできるベー

スボール型ゲームを考える（予習） 
 

14 実技実践② 
雨天や少人数を考慮した屋内でできるベー

スボール型ゲームを考える（予習） 
 

15 実技実践③ 
雨天や少人数を考慮した屋内でできるベー

スボール型ゲームを考える（予習） 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.授業への取り組み＜DP③＞  （物品の準備、片付け、ﾌﾟﾚｰ時の取り組み）2.実技実践時の指導力（1

回目からの修正度合）＜DP①＞  （笛・時間配分・説明・準備・指導・後片付け） 

 

1.80%2.

20% 



授業科目名 スポーツ実習Ⅳ柔道 (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 老田 準司 担当教員 老田 準司 

科目ナンバリング SS20BACB067 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

柔道の歴史、基本技術について、実技を通して学修する。 

 

学修目標 

・ 日本の伝統的な武道の一つの柔道について、その歴史、精神や学校体育として活用される意義について学習す

る。・ 中学校、高等学校の授業で活用されている柔道の基本・基礎的技術や理論を修得し、指導できるようになる。

DP①③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・ 安全を確保にするため、体調管理を徹底すること。・ ビデオカメラ等の IT 機器を活用し、その軌跡を

修正するの時間もあるので、効果効率的に授業が展開するよう協力姿勢を持つこと。 

 

教科書 

・ 文部科学省「中学校学習指導要領解説 保健体育編」 東山書房・ 文部科学省「高等学校学習指導要

領解説 保健体育・体育編」 東山書房 

 

参考書 

新しい柔道の授業づくり（大修館書店） 

 

研究室／オフィスアワー 

・ 東棟 4階 第 14 研究室(火曜日 16：20-17：50） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

・ 柔道の歴史及び礼法を学ぶととみに柔

道場の設営（畳の設置）、柔道着の着用の方

法、受け身等の基本を学修する。 

予習：体調管理の徹底を図っておくこと。柔

道の歴史について調べておくこと。

実技ノートの内容について理解し

ておく。（1時間）復習：本時の授業

における学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

2 

・ 柔道の姿勢、基本動作及び受け身の基本

の修得  ① 受け身の基本（仰向けでの

受け身）  ② 中腰からの受け身の修得 

予習：柔道着等の清潔を維持する方策を立

てておくこと。前時の授業内容につ

いて学びを深めておく。（1 時間）復

習：本時の授業における学びを振り

返る（1時間） 

老田準

司 

3 

・ 受け身（投げ技支えつり込み足を利用し

ての受け身と前回り受け身の修得・ 柔道

の基本動作（崩しとつくり）の修得・ 固め

技（袈裟固め）とその逃れ方の修得 

予習：前時に学修した内容について理解を

深めておく。（1時間）復習：本時の

授業における学びを振り返る（1 時

間） 

老田準

司 

4 

・ 組手から中腰姿勢での受け身と前回り

受け身の修得・ 形を利用して投げ技の支

え釣り込み足とその受け身の修得・ 固め

技の横四方固めとその逃れ方の修得 

予習：前時に学修した内容について理解を

深めるため情報を収集しておく。（1

時間）復習：本時の授業における学

びを振り返る（1時間） 

老田準

司 



5 

・ 形の大腰と大腰を利用しての受け身の

修得・ 固め技の肩固めの固め方とその逃

れ方の修得・ 修得した固め技の約束練習 

予習：前時に学修した内容、特に受身につい

て理解を深めておく。（1時間）復習：

本時の授業における学びを振り返

る（1時間） 

老田準

司 

6 

・ 形の払い腰と足払いを利用した受け身

の修得・ 形の送り足払いと送り足払いを

利用した受け身の修得・ 修得した固め技

の約束練習 

予習：前時に学修した内容、特に投げ技につ

いて、理解を深めておく。（1時間）

復習：本時の授業における学びを振

り返る（1時間） 

老田準

司 

7 

・ 受け身(前回り受身）の修得・ 投げ技

（形を利用しての払腰）とその受け身の修

得 

予習：前時に学修した内容、特に固技につい

て、理解を深めておく。（1時間）復

習：本時の授業における学びを振り

返る（1時間） 

老田準

司 

8 

・ 受け身(前回り受身）の修得・ 投げ技

（大内刈り、小内刈り、小外刈り）とそれら

の受け身の修得 

予習：前時に学修した内容の課題を整理し、

次時の取組を工夫する。（1 時間）復

習：本時の授業における学びを振り

返る（1時間） 

老田準

司 

9 

・ 受け身（前回り受け身）の修得・ 投げ

技（形を利用しての一本背負い）とその受け

身の修得・ 投げ技の約束練習（投げたら投

げられるを約束する） 

予習：前時に学修した内容、特に投げ技につ

いて理解を深めておく。（1 時間）復

習：本時の授業における学びを振り

返る（1時間） 

老田準

司 

10 
・ 受け身(前回り受身）の修得・ 立ち技

から寝技への連絡の動きの修得 

予習：前時に学修した内容、特に約束練習に

ついて理解を深めておく。（1時間）

復習：本時の授業における学びを振

り返る（1時間） 

老田準

司 

11 
・ 固め技の連絡方法の修得・ 試合の方法

と試合審判規定の修得 

予習：立ち技と寝技の連絡方法について、理

解を深めておく。（1時間）復習：本

時の授業における学びを振り返る

（1時間） 

老田準

司 

12 
・ 固め技、立ち技の復習・ 約束練習：動

きの中で技を掛ける練習 

予習：前時に学修した内容、特に試合のルー

ルについて理解を深めておく。。（1

時間）復習：本時の授業における学

びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

13 ・ 形の手技、腰技とその受け身の修得 

予習：柔道の形の意義について理解してお

く。（1 時間）。復習：本時の授業に

おける学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

14 ・ 形の足技とその受け身の修得 

予習：形の意義について理解し、基本動作に

ついて理解を深めておく。復習：本

時の授業における学びを振り返る

（1時間） 

老田準

司 

15 

・ 投げ技、固め技の復習・ 約束練習：動

きの中で技を掛ける練習・ 技術の確認(前

回り受身、立ち技のテスト） 

予習：柔道の木基本動作、基本となる技につ

いて整理し、理解し、説明できるよ

うに sy 怪人いておく。（1 時間）復

習：本時の授業における学びを振り

返る（1時間） 

老田準

司 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1 基礎技術試験、   ①受身  ②形による立技（掛けと受け身）2 実技ノート 3 授業態度（意欲・関心・

協力・貢献度）DP①③ 

 

1 70％

2 20％

3 10％ 



授業科目名 スポーツ実習Ⅵ器械運動 (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 山中 恕 担当教員 山中 恕 

科目ナンバリング SS20BACB069 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

器械運動は非日常的な要素が多く含まれているため敬遠されがちである。しかし、その運動の多くは，体力・

運動能力・空間での身体調整能力などを高めるための基礎であり、大変重要な役割を担っている。本授業は

学習指導要領に取り上げられている技を系統的・段階的に指導し、その技の習得をはかる。また、技を安全

に実施できるための幇助法についても習得することを目的とする。 

 

学修目標 

・器械運動の基本的な技を習得する。・器械運動における段階練習の方法や補助方法を習得する。DP①③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業時に説明します。 

 

教科書 

講義中に適宜必要に応じ指示します。 

 

参考書 

講義中に適宜必要に応じ指示します。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業前後の時間、兼任講師控室等にて 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス／器械運動とは？授業の進め方

を確認する。種目特性について理解する。 

授業の進め方と種目特性および注意点，テ

スト種目について理解する 
山中 

2 
体つくり運動器械運動の導入にあたる様々

な運動を体験する。 

器械運動の導入段階としてからだづくり運

動を実施する。手で支える運動から

倒立を段階的に習得する。 

山中 

3 
マット運動①マット運動の種目特性、技群

を理解する。 

接点技群の実施（指導方法・技の習得を含

む）ゆりかご，前転，後転の習得 
山中 

4 
マット運動②支える運動と転がる運動、倒

立の体験 

接点技群・翻転技群を実施（指導方法・技の

習得を含む）および習得する 
山中 

5 

マット運動③接点技群の段階練習を体験す

る。技の習得を目指し、補助方法を学習す

る。 

前方倒立回転跳びを中心に，倒立回転系の

技を習得 
山中 

6 

マット運動④倒立回転技群の段階練習を体

験する。技の習得を目指し、補助方法を学習

する。 

技の組み合わせによる連続・テスト種目の

練習および習得 
山中 

7 
マット運動⑤グループごとにテストを実施

する（習得した技を発表する） 

技の組み合わせによる連続・テストとその

解説 
山中 

8 
跳び箱運動①跳び箱運動の種目特性、技群

を理解する。 

切り返し系・回転系の基本技の実施。（抱え

込み跳び・台上前転） 
山中 



9 
跳び箱運動②跳び箱の導入運動、段階練習

を体験する。 

回転系の基本技の実施（指導方法・技の習得

を含む）倒立回転跳び 
山中 

10 
跳び箱運動③切り返し系の技の習得を目指

す。 

跳び箱運動（切り返し系・回転系）のテスト

とその解説 
山中 

11 跳び箱運動③回転系の技の習得を目指す。 懸垂系・腕立て支持系の基本技の実施。 山中 

12 
鉄棒運動①鉄棒の種目特性、技群を理解す

る。 
懸垂系・腕立て支持系の基本技の実施。 山中 

13 鉄棒運動②支持回転の習得を目指す。 
技の組み合わせによる連続・テスト種目の

練習（上がる、回る、下りる） 
山中 

14 

鉄棒運動③「上がる、回って、降りる」技の

習得を目指す。グループ毎にテストを実施

する 

技の組み合わせによる連続・テストとその

解説 
山中 

15 全体のまとめと振り返り ノートを提出する。 山中 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.実技点 2.授業への取り組み DP①③ 

 

1.60%2.

40% 



授業科目名 スポーツ実習Ⅶ水泳 (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 外林 大輔 担当教員 外林 大輔 

科目ナンバリング SS20BACB070 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

水泳は全身運動であり、競技スポーツおよび生涯スポーツとしても多くの人々に親しまれている。しかし、

水中運動経験のある者とない者との習熟度は二極化傾向にあり、とりわけ水泳指導については多くの工夫が

必要である。本授業では、初級として平泳ぎ・クロール・背泳ぎを正しい泳法で 25ｍ完泳すること。中級で

は平泳ぎ・クロール・背泳ぎ・バタフライを正しい泳法で 50ｍ完泳すること。上級では 4泳法を正しく 50ｍ

以上の泳力を修得できるようにする。 

 

学修目標 

・水中活動に関するスキルとリスク管理、安全管理が理解できる。＜DP①＞・正しく泳ぐコツとその指導法を修得す

る。＜DP①④＞・水の特性を理解し、4泳法を身につける。＜DP①＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・競泳用水着、キャップ、ゴーグルを着用すること。・毎回の授業前に健康チェックシートを記入し提出する

こと。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

学校体育実技指導資料第 4 集 水泳指導の手引き （文部科学省） 

 

研究室／オフィスアワー 

大学の講義時は非常勤講師室におります。それ以外の時間帯に質問などがありましたらメールで連絡してく

ださい。sotobayashi@osaka-seikei.ac.jp 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

評価方法と授業目的、注意点およびスケジ

ュールについてのオリエンテーション・シ

ラバスを基に授業の目的と内容、評価方法

について説明。・安全管理について、着衣、

貴重品の管理、体調管理などについて学修

する。 

予習：食事睡眠を十分にとり、体調を整え

る。復習：リフレクションシートを

完成させて次回に提出する。 

 

2 
水泳・水中の安全管理・衛生上の留意点、救

急法、起こりうる事故について学修する。 

予習：水中運動の危険性を確認する。復習：

リフレクションシートを完成させ

て次回に提出する。 

 

3 

泳力チェック①・クロールと平泳ぎの泳力

を確認し、初級、中級、上級の 3 グループ

に分ける。 

予習：各泳法を調べ、確認する。復習：リフ

レクションシートを完成させて次

回に提出する。 

 

4 
泳力チェック②・クロールと平泳ぎ 25ｍの

タイム計測を行う 

予習：トップアスリートのタイムを調べて

おく。復習：リフレクションシート
 



を完成させて次回に提出する。 

5 
水泳の基本動作・浮き身、ストリームライ

ン、キックの基本について学修する。 

予習： ストリームラインについて調べる。

復習：リフレクションシートを完成

させて次回に提出する。 

 

6 
クロールの基本動作・プル練習とローリン

グの修得。 

予習：クロールの泳法について調べる。復

習：リフレクションシートを完成さ

せて次回に提出する。 

 

7 

クロールの泳力向上・初級：プル練習とロー

リングの修得。・中級、上級：泳ぎこみを行

う。 

予習：クロールの上達法について調べる。復

習：リフレクションシートを完成さ

せて次回に提出する。 

 

8 
平泳ぎの基本動作・キック動作とブレスの

修得 

予習：平泳ぎの泳法について調べる。復習：

リフレクションシートを完成させ

て次回に提出する。 

 

9 
平泳ぎの泳力向上・初級：キック動作とブレ

スの修得・中級、上級：泳ぎこみを行う。 

予習：平泳ぎの上達法について調べる。復

習：リフレクションシートを完成さ

せて次回に提出する。 

 

10 
背泳ぎの基本動作・伏し浮きとキックの修

得。 

予習：背泳ぎの泳法について調べる。復習：

リフレクションシートを完成させ

て次回に提出する。 

 

11 
背泳ぎの泳力向上・初級：伏し浮きとキック

の修得。・中級、上級：泳ぎこみを行う。 

予習：背泳ぎの上達法について調べる。復

習：リフレクションシートを完成さ

せて次回に提出する。 

 

12 
バタフライの基本動作・キックとストロー

クの修得 

予習：平泳ぎの泳法について調べる。復習：

リフレクションシートを完成させ

て次回に提出する。 

 

13 
バタフライの泳力向上・初級：キックとスト

ロークの修得・中級、上級：泳ぎこみを行う。 

予習：バタフライの上達法について調べる。

復習：リフレクションシートを完成

させて次回に提出する。 

 

14 距離を泳ぐ・集団遠泳を行う。 

予習：遠泳についての注意点を調べる。復

習：リフレクションシートを完成さ

せて次回に提出する。 

 

15 
泳力テスト・100ｍ個人メドレーのタイム計

測を行う。 
予習：これまでの授業について振り返る。  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．レポート：授業内で説明します。＜DP①＞2．泳力テスト＜DP①＞3．リフレクションシート：毎回の提出 1．30％



＜DP①④＞4/5 以上の出席を必要とする。 

 

2．40％

3．30％ 



授業科目名 スポーツ実習Ⅷ生涯スポーツ (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 濱口 幹太 担当教員 濱口 幹太 

科目ナンバリング SS20BACB071 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本スポーツ実習では、ゲーム主体の授業を行う中で、体力のレベルアップや身体動作の向上を図るのみなら

ず、スポーツを行う楽しさや喜びを通じて生涯にわたり行えるスポーツ実践を図る。また、実習全体を通じ

て、学生同士の交流や人間関係を育むことも本実習の大きな狙いである。授業では、競技スポーツのような

高強度運動だけではなく、軽スポーツ、球技スポーツ、レクリエーションスポーツなど多種多様なスポーツ

種目を楽しみながら実施する。 

 

学修目標 

１．スポーツ活動を通じて、「体を動かす爽快さ」や「スポーツの楽しさ」を経験することにより、生涯にわたり楽

しく計画的に、かつ安全にスポーツを実践する習慣を身につける。２．スポーツ活動を通じて、基礎体力や技術が向

上する。３．スポーツ活動を通じて、学生同士の交流や豊かな人間関係を構築する。４．グループ学習を通じて、コ

ミュニケーション能力や課題解決能力を高める。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・身体活動が可能な服装（装飾品は不可）・大学生として節度ある態度で授業に臨むこと 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

必要に応じて授業中に指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 

＜事前事後学習：1時間＞予習：シラバスの

確認復習：次回の体力測定項目の確

認 

 

2 体力測定 

＜事前事後学習：1時間＞予習：体力測定項

目の確認復習：体力測定結果につい

て理解する 

 

3 屋内団体スポーツ①：基本技術の習得 

＜事前事後学習：1時間＞予習：屋内スポー

ツについて調べる復習：実践したス

ポーツの技能の確認 

 

4 
屋内団体スポーツ②：技術の実践 ゲーム

の展開 

＜事前事後学習：1時間＞予習：前回の屋内

スポーツの実践について検討する

復習：実践したスポーツの運用の確

認 

 



5 屋外団体スポーツ①：基本技術の習得 

＜事前事後学習：1時間＞予習：屋外スポー

ツについて調べる復習：実践したス

ポーツの技能の確認 

 

6 
屋外団体スポーツ②：技術の実践 ゲーム

の展開 

＜事前事後学習：1時間＞予習：前回の屋外

スポーツの実践について検討する

復習：実践したスポーツの運用の確

認 

 

7 屋内個人スポーツ①：基本技術の習得 

＜事前事後学習：1時間＞予習：屋内スポー

ツについて調べる復習：実践したス

ポーツの技能の確認 

 

8 
屋内個人スポーツ②：技術の実践 ゲーム

の展開 

＜事前事後学習：1時間＞予習：前回の屋内

スポーツの実践について検討する

復習：実践したスポーツの運用の確

認 

 

9 屋外個人スポーツ①：基本技術の習得 

＜事前事後学習：1時間＞予習：屋外スポー

ツについて調べる復習：実践したス

ポーツの技能の確認 

 

10 
屋外個人スポーツ②：技術の応用と実践 

ゲームの展開 

＜事前事後学習：1時間＞予習：前回の屋外

スポーツの実践について検討する

復習：実践したスポーツの運用の確

認 

 

11 ニュースポーツ①：基本技術の習得 

＜事前事後学習：1時間＞予習：ニュースポ

ーツについて検討する復習：実践し

たスポーツの技能の確認 

 

12 ニュースポーツ② ゲームの展開 

＜事前事後学習：1時間＞予習：前回のニュ

ースポーツの実践について検討す

る復習：実践したスポーツの運用の

確認 

 

13 レクリエーションスポーツ 

＜事前事後学習：1時間＞予習：レクリエー

ションスポーツについて調べる復

習：実践したスポーツの技能の確認 

 

14 障害者スポーツ 

＜事前事後学習：1時間＞予習：障害者スポ

ーツについて調べる復習：実践した

スポーツの技能の確認 

 

15 体力測定 

＜事前事後学習：1時間＞予習：前回の体力

測定結果を確認する復習：前後の測

定結果について検討する 
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成績評価方法と基準 割合 

１．授業への取り組み・態度（積極性、協調性等）・貢献度２．技能の理解・習熟３．授業で指示した課題 

 

60%20%

20% 



授業科目名 学校保健（小児保健・精神保健） (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 宮永 啓子 担当教員 宮永 啓子 

科目ナンバリング SS20BACA072 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学校保健を学ぶ意義や目的を理解し、学校現場での実践方法について学修する。保健体育の教員を目指す立

場から、学校保健におけるチーム学校の主体者として、養護教諭やその他の教員との連携を、実際の学校現

場をイメージしながら学修する。授業は講義形式が主であるが、双方向に意見交換できる場も設ける。 

 

学修目標 

・学校現場で学ぶ児童・生徒等の健康を護り、増進するために必要な知識とその実践方法を学ぶ。<DP①>・児童・生

徒等を取り巻く、現代的な健康課題や精神的な健康問題を学び、将来学校現場での指導に生かすことができる実践力

を身につける。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

学校期における健康問題について、興味関心をもって臨むこと。教職を目指す意欲を持ち、受身ではなく、

積極的に授業に参加する姿勢を望みます。 

 

教科書 

渡辺正樹 編著「学校保健概論」光生館 

 

参考書 

適宜授業時にプリントを配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス、学校保健の意義と目的 
予習：教科書の内容について確認しておく。

(2H)復習：授業の復習(2H) 
 

2 
学校保健の構造と内容「チーム学校」と教職

員間の連携 

予習：自身の中･高時代の学校保健に関する

行事や出来事をまとめる。(2H)復

習：授業の復習(2H) 

 

3 子どもの発育発達・健康診断 
予習：教科書 2 章･3 章を予習(2H)復習：授

業の復習(2H) 
 

4 
子どもの健康課題と病気学校生活において

留意すべき子どもの病気 

予習：子どもに多いアレルギー疾患を調べ

る。(2H)復習：授業の復習(2H) 
 

5 感染症とその予防 

予習：教科書 5 章を予習し、学校で予防す

べき感染症についてまとめる。(2H)

復習：授業の復習(2H) 

 

6 
学校精神保健(1) 児童生徒の心の健康に

関する現状と課題 

予習：最近のニュースや記事から、子どもの

心の問題を取り上げてみる。(2H)復

習：授業の復習(2H) 

 

7 
学校精神保健(2) 心の健康問題への対応

（不登校・虐待等） 

予習：不登校について身近な症例をあげ考

える。(2H)復習：授業の復習(2H) 
 



8 
性の健康に関する現代的課題学校での性教

育 

予習：教科書 8 章を予習(2H)復習：授業の

復習(2H) 
 

9 保健室の役割養護教諭の仕事 

予習：保健室でのできごとを思い出し、養護

教諭の役割を考えてくる。(2H)復

習：授業の復習(2H) 

 

10 学校安全・危機管理(1)地域社会 

予習：過去のニュースや記事から地域の災

害や事故事例を調べる。(2H)復習：

授業の復習(2H) 

 

11 学校安全・危機管理（2）学校管理下 

予習：日本スポーツ振興センター災害給付

について調べる。(2H)復習：授業の

復習(2H) 

 

12 学校の環境衛生 
予習：教科書 11 章を予習(2H)復習：授業の

復習(2H) 
 

13 特別支援教育について 

予習：教育心理学などで学んだ発達障害に

ついて復習しておく。(2H)復習：授

業の復習(2H) 

 

14 学校保健計画と学校保健組織活動 
予習：教科書 13 章を予習(2H)復習：授業の

復習(2H) 
 

15 総括私にとっての学校保健 
予習：これまでの学びを振り返りまとめる。

(2H)復習：授業の復習(2H) 
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成績評価方法と基準 割合 

1.レポート課題 ※次回の授業で解説を行います。2.筆記試験 3.授業中の発表・発言等 

 

1.20%2.

60%3.20

% 



授業科目名 学校保健(学校安全・救急処置) (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 老田 準司 担当教員 老田 準司 

科目ナンバリング SS20BACB073 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学校保健及び学校安全の意義や構造やその内容、課題並びに応急手当の理論及び方法を学修する。 

 

学修目標 

学校保健は、保健教育、保健管理、保健組織活動によって成り立っていることを学修する。学校安全では、心肺蘇生

法を含む応急手当法や、減災について学修する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

アクティブラーニングを用いた授業を展開するので、自分の考えを他の人に理解してもらえるよう、説明方

法を工夫・改善するよう努力すること。(模擬授業を展開する中で、学校保健・安全の内容、課題について意

見交換するので、自分の考えを相手に伝える技術について学んでおくこと。） 

 

教科書 

学校保健概論 光生館 渡邉正樹 編著(前期学校保健からの継続）現代高等保健体育改訂版(「大修館書店

701」2022 年度版高等学校学習指導要領解説 保健体育・体育編（文部科学省）中学校学習指導要領解説保健

体育編（文部科学省） 

 

参考書 

学校保健マニュアル（南山堂） 

 

研究室／オフィスアワー 

１４研究室 金曜日 １６：３０～１７：３０ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
科目オリエンテーション及び学校保健・学

校安全の意義と構造について学修する。 

予習：教科書の内容について、一覧し,概要

を整理しておく。（1時間）復習：本

時の授業における学びを振り返る

（1時間） 

老田準

司 

2 

① 学校における「保健」に関する課題につ

いて発問の事答えを協議し、共通理解を図

る② 授業形態の中心である課題解決学習

方法、アクティブラーニングについて理解

する。 

予習：課題解決学習やアクティブラーニン

グの概要について理解を進めてお

く。（1時間）復習：本時の授業にお

ける学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

3 ① 子どもの発達発育について理解する。 

予習：教科書の関連項目を一覧し、概要を把

握しておく。（1時間）復習：本時の

授業における学びを振り返る（1 時

間） 

老田準

司 

4 学校環境衛生の基準について学修する。 

予習：教科書の関連項目を一覧し、概要を把

握しておく。（1時間）復習：本時の

授業における学びを振り返る（1 時

間） 

老田準

司 



5 

保健学習の学修 中学校及び高等学校の保

健分野・科目保健の指導案作成・発表と評価

を行いその保健課題について検討する。 

予習：保健分野や科目保健の発表される単

元について、内容を調べるととも

に、発表についての評価方法を考察

しておく。（1時間） 復習：本時の

授業における学びを振り返る（1 時

間） 

老田準

司 

6 

保健学習 中学校保健分野や高等学校科目

保健の指導案作成・発表とその評価を行い、

保健課題について検討する。また、保健分野

の内容のまとめを行う。 

予習：保健分野や科目保健の発表される単

元について、内容を調べるととも

に、発表についての評価方法を考察

しておく。（1時間）復習：本時の授

業における学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

7 

保健学習 中学校保健分野及び高等学校科

目保健の指導案作成・発表とその評価を行

い、保健課題について検討する。 

予習：高等学校科目保健の発表される単元

について、内容を調べるとともに、

発表についての評価方法を考察し

ておく。（1時間）復習：本時の授業

における学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

8 

保健学習 中学校保健分野及び高等学校科

目保健の指導案作成・発表とその評価を行

い、保健課題について検討する。 

予習：高等学校科目保健の発表される単元

について、内容を調べるとともに、

発表についての評価方法を考察し

ておく。（1時間）復習：本時の授業

における学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

9 

保健学習 中学校保健分野及び高等学校科

目保健の指導案作成・発表とその評価を行

い、保健課題について検討する。 また、高

等学校科目保健の内容のまとめを行う。 

予習：高等学校科目保健の発表される単元

について、内容を調べるとともに、

発表についての評価方法を考察し

ておく。（1時間）復習：本時の授業

における学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

10 

保健学習のまとめ 学修した内容をまとめ

る。その際、配付された資料を活用し、知識

の定着を確実にする。 

予習：学修した内容について理解を深める。

（1 時間）復習：本時の授業におけ

る学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

11 
学校安全・安全教育について ① 学校安

全の意義とその内容について、学修する。 

予習：学校の安全教育について考察をして

おく。（1時間）復習：本時の授業に

おける学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

12 
学校安全の学修  ① 日常的な応急手当

（けがの応急手当）について学修する。 

予習：止血法を含むけがの応急手当につい

て考察しておく。（1時間）復習：本

時の授業における学びを振り返る

（1時間） 

老田準

司 

13 

学校安全の学修 ○ 心肺蘇生法を含む応

急手当について学修する。 ○ AED,蘇生

シュミレーターを使用しての実習① 

予習：応急手当のうち、心肺蘇生法の方法に

ついて理解を深めておく。（1時間）

復習：本時の授業における学びを振

り返る（1時間） 

老田準

司 

14 
学校安全の学修 ○ AED,蘇生シュミレー

ターを使用しての実習 2 

応急手当のうち心肺蘇生法特に胸骨圧迫法

について方法を考察しておく。（1時

間）復習：本時の授業における学び

を振り返る（1時間） 

老田準

司 

15 

学校安全について ○ 自然災害と減災に

ついての学修 ○ 自然災害特に地震につ

いての学修 

予習：自然災害についての理解と二次災害

予防について考察しておく。（1 時

間）復習：本時の授業における学び

を振り返る（1時間） 

老田準

司 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1  課題発表 2  課題テスト 3  授業積極性 

 

1 30％2 

50%3 

20％ 



授業科目名 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学演習Ⅲ(ﾚｼﾞｽﾀﾝｽｴｸｻｻｲｽﾞ 2・水中運動) (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 中原 英博 担当教員 中原 英博／折田 真弓 

科目ナンバリング SS20BACB076 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

運動を安全かつ効果的に行う上で必要不可欠な知識と考え方を学習する。さまざまな環境で運動指導が安全

にできるようになる。持久的トレーニングの効果を理解し、適切な指導ができるようになる。 

 

学修目標 

1.運動の効果を理解する（DP①③）。2.持久的・間欠的トレーニングを適切に指導できる（DP①③）。3.水中運動を適

切に指導できる（DP①③）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

※重要※健康運動実践指導者資格試験を受講する者は必ずこの講座を履修してください資格試験実技テスト

対策となりますその他は初回授業にて説明いたします 

 

教科書 

適宜、資料を配布する。 

 

参考書 

健康運動実践指導者養成用テキスト（健康体力づくり事業財団） 

 

研究室／オフィスアワー 

講師室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 持久的トレーニングの効果の理解 
シラバスの確認とトレーニングの種類につ

いて予習しておくこと。 
 

2 水中ウォーキング動作の確認 水中ウォーキングの効果を理解する。  

3 水中ウォーキングの動作練習 
水中ウォーキングの特性および種類を理解

する。 
 

4 水中ウォーキング実践 
水中ウォーキングの効果について合理的説

明ができるように復習すること。 
 

5 水中運動の利点・問題点の理解 
水中運動と陸運動の違いについて説明でき

るように予習しておくこと。 
 

6 
水中運動における心拍数と強度の関係の理

解 

心拍数の測定及びＲＰＥの計測方法につい

て予習しておくこと 
 

7 水中ウォーキング実習指導練習 
水中ウォーキングの意義について予習して

おくこと。 
 

8 
水中ウォーキング、筋コンディショニング

実習指導者テスト 

水中運動の利点・問題点について合理的説

明ができるように復習すること。 
 

9    

10    



11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

水中実習指導者試験（７０％）、講義中の意欲・態度（３０％）（DP①③）。４／５以上の出席が必要。 

 

実 技 試

験 

70 ％ 講

義 中 の

意 欲 ・

態 度 

30％ 



授業科目名 トレーニング科学演習Ⅳ(指導実習） (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 中原 英博 担当教員 中原 英博／河合 英理子 

科目ナンバリング SS20BACB077 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

健康運動実践指導者にとって必要となる、「適切な運動プログラムを構成する能力」・「自ら見本を示せる実演

能力」を養う。また、健康づくり運動に必要となる、ウォーキング・ジョギング・水中運動を必要に応じて演

習プログラムに取り入れて行う。 

 

学修目標 

健康運動実践指導者になるための基礎知識を身につける（DP①）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

この講義では、健康実践指導者の資格取得試験に向けた対策を行います。一緒に頑張っていきましょう。 

 

教科書 

健康運動実践指導者養成用テキスト 

 

参考書 

健康運動実践指導者試験 筆記対策 分野別&模擬問題集(NESTA JAPAN)「健康運動実践指導者」認定試験対策

問題集(西端 泉) 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 水曜日 17：00～18：00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康づくり施設概論について シラバスを確認しておくこと。  

2 運動生理学について 
テキストの運動生理学に関連する章を読ん

でおくこと。 
 

3 機能解剖とバイオメカニクスについて 
テキストのバイオメカニクスに関連する章

を読んでおくこと。 
 

4 栄養摂取と運動について 
テキストの栄養摂取と運動に関連する章を

読んでおくこと。 
 

5 体力の測定と評価について 
テキストの体力測定に関連する章を読んで

おくこと。 
 

6 健康づくりと運動プログラムについて 
テキストの運動プログラムに関連する章を

読んでおくこと。 
 

7 運動指導の心理学的基礎について 
テキストの運動と心理学に関連する章を読

んでおくこと。 
 

8 運動障害と予防・応急処置について 
テキストの運動障害と予防に関連する章を

読んでおくこと。 
 

9    

10    



11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 筆記試験（DP①）2. 講義中の意欲・態度（DP①）４／５以上の出席が必要。 

 

1. 70%2. 

30% 



授業科目名 スポーツバイオメカニクス (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 佐野 加奈絵 担当教員 佐野 加奈絵 

科目ナンバリング SS20BACC079 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

スポーツや身体運動をバイオメカニクス的に考えるために必要な基礎知識を学習するとともに，歩・走・跳・

投・泳などの具体的な身体運動のメカニズムを探る。 

 

学修目標 

動きや力に関連する学問であるバイオメカニクス（生体力学）の視点からスポーツや身体運動を分析・考察する能力

を養うとともに，体育・スポーツの研究や指導の現場に役立つ基礎知識を身につける（DP①）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.解剖生理学，機能解剖学，運動生理学と関連付けて学修するため，既に受講済みである授業の内容につい

て復習しておくこと。2.基本的な数学，物理学の知識を必要とすることがあるが，できるだけ解りやすく行

う。3.力学計算を行うので，定規および電卓は毎時間必携である。 

 

教科書 

テキストは使用しない．講義にはパワーポイントを使用し，適宜，資料を配付する。 

 

参考書 

1. James G. Hay 著「スポーツ技術のバイオメカニクス」ブックハウス HD，2011 年 2. 中村隆一・齋藤宏・

長崎浩 著「基礎運動学 第 6版」医師薬出版，2003 年 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟４F／月曜日 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス：バイオメカニクスとは何か，運

動指導におけるバイオメカニクスの意義 

予習： シラバスの確認．復習： 配布プリ

ント，キーワードの確認． 
 

2 
筋のしくみと筋電図：筋の種類と特性，筋収

縮の仕組み，感覚と反射 

予習： 解剖生理学，機能解剖学の確認．復

習： 配布プリント，キーワードの

確認． 

 

3 
運動と力学１：力学の基礎，ニュートンの運

動方程式 

予習： 高校までの数学，物理の復習．復習： 

配布プリント，キーワードの確認． 
 

4 
運動と力学 2：ニュートンの運動方程式，落

下運動 

予習： 高校までの数学，物理の復習．復習： 

配布プリント，キーワードの確認 
 

5 運動と力学 3：落下運動，力学的エネルギー 
予習： 高校までの数学，物理の復習．復習： 

配布プリント，キーワードの確認． 
 

6 運動と力学 4：運動量，力積，てこの原理 
予習： 高校までの数学，物理の復習．復習： 

配布プリント，キーワードの確認． 
 

7 筋のしくみと筋電図：筋電図 

予習： 解剖生理学，機能解剖学の確認．復

習： 配布プリント，キーワードの

確認． 

 



8 
「立つ」のバイオメカニクス：立位姿勢の安

定性，身体重心 

予習： 立つ動作に関わる筋を調べる．復

習： 配布プリント，キーワードの

確認． 

 

9 
「立つ」のバイオメカニクス：姿勢調節，よ

い姿勢 

予習： ヒトの立ち姿を観察する．復習： 

配布プリント，キーワードの確認． 
 

10 
「歩く」のバイオメカニクス：歩行の流れと

名称，歩行率，競歩 

予習： 歩く動作に関わる筋を調べる．他人

の歩行を観察する．復習： 配布プ

リント，キーワードの確認． 

 

11 
「走る」のバイオメカニクス：ピッチとスト

ライド，速く走るための動作 

予習： アスリートの走る動作を観察し，速

く走る動きについて考える．復習： 

配布プリント，キーワードの確認． 

 

12 

「跳ぶ」のバイオメカニクス： 跳躍動作の

特徴，筋の弾性と弾性エネルギー，地面反力

と抜重 

予習： 垂直跳びを実践し，高く飛ぶ動きに

ついて考える．復習： 配布プリン

ト，キーワードの確認． 

 

13 

「投げる」のバイオメカニクス：投動作の特

徴と共通点，運動連鎖，ボールの飛行と空気

抵抗 

予習： 投動作にみられる運動について考

える．復習： 配布プリント，キー

ワードの確認． 

 

14 
「泳ぐ」のバイオメカニクス：水の抵抗と揚

力，泳動作，泳速度の決定因子 

予習： アスリートの泳ぐ動作を観察し，速

く走る動きについて考える．復習： 

配布プリント，キーワードの確認． 

 

15 授業全体のまとめと振り返り 

予習： 授業全体を振り返り，バイオメカニ

クスの意義を考える．復習： 試験

内容の確認． 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業中の意欲・態度（DP①）②課題・テスト（DP①）課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの

方法課題・テスト後、各設問の解答を解説する。希望者には個別に採点後の試験答案を開示する。 

 

①30 ％

②70％ 



授業科目名 体育原理 (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 老田 準司 担当教員 老田 準司 

科目ナンバリング SS20BACB080 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

体育という用語が含む意味を問うとともに、体育の授業で活用するスポーツについてのその歴史、特徴など

と体育とスポーツの諸課題について学修する. 

 

学修目標 

体育やスポーツについて、その用語が含むものや特徴について理解できるようになる。DP①③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

アクティブラーニングを活用しての課題解決学習も取り入れるので、受け身ではない姿勢で授業に臨んでく

ださい。 

 

教科書 

中学校学習指導要領解説保健体育編（文部科学省） 東山書房高等学校学習指導要領解説保健体育編 体育

編（文部科学省） 東山書房必要に応じて資料を配布・使用。 

 

参考書 

体育原理講義 中村敏雄 （大修館））教養としての体育原理  友添秀則・岡出美則 編 大修館書店義（大

修館） 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階 第１４研究室 火曜日１６：2０～１7：50 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

① オリエンテーション② 体育原理の概

要について③ 教育、体育について④ 体

育は何のために存在しているのか。 

予習：体育原理について情報を収集し、概要

を調べておく。（1時間）復習：本時

の授業における学びを振り返る（1

時間） 

老田準

司 

2 

① 体育の歴史② 体躯とスポーツという

語の混同について③ スポーツの歴史につ

いて④ 日本の運動文化について 

予習：体育とは何かを資料を集め考察して

おく。（1時間）復習：本時の授業に

おける学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

3 

① 体育科の歴史② スポーツの歴史③ 

スポーツはなぜ、体育の教材になったのか。

④ 学校における、体育とスポーツの関係 

予習：スポーツの歴について調べておく。（1

時間）復習：本時の授業における学

びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

4 

① 教材としてのスポーツについて② ス

ポーツを教えることについて③ 競技スポ

ーツの変遷 

予習：競技スポーツの歴史について考察し

ておく。（1時間）復習：本時の授業

における学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

5 

① 古代オリンピックについて② 近代オ

リンピックの誕生背景について③ 近代オ

リンピックとオリンピックムーブメント④ 

オリンピックのシンボルマークについて 

予習：近代オリンピックについて考察して

おく。（1時間）復習：本時の授業に

おける学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 



6 
① オリンピズムについて② ドーピング

について 

予習：ドーピングについて調べておく。（1時

間）復習：本時の授業における学び

を振り返る（1時間） 

老田準

司 

7 
① パラリンピックについて② 障がい者

スポーツの歴史について 

予習：パラリンピックについて調べておく。

（1 時間）復習：本時の授業におけ

る学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

8 

① 運動技術とルール・用具について② 

体育の教材としてのスポーツの発表につい

て   IT を活用するメリットについて 

予習：発表のスポーツ種目の歴史、ルールに

ついて考察しておく。（1時間）復習：

本時の授業における学びを振り返

る（1時間） 

老田準

司 

9 
① 体育の教材としてのスポーツについて

の発表Ⅰ   （アクティブラーニング） 

予習：発表されるスポーツ種目について調

べておく。（1時間）復習：本時の授

業における学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

10 
① 体育の教材としてのスポーツについて

の発表Ⅱ   （アクティブラーニング） 

予習：発表されるスポーツについて調べて

おく。（1時間）復習：本時の授業に

おける学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

11 
① 体育の教材としてのスポーツについて

の発表Ⅲ   （アクティブラーニング） 

予習：発表されるスポーツについて調べて

おく。（1時間）復習：本時の授業に

おける学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

12 
① 体育の教材としてのスポーツについて

の発表Ⅳ   （アクティブラーニング） 

予習：発表されるスポーツについて調べて

おく。（1時間）復習：本時の授業に

おける学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

13 体育と人間形成 

予習：人間形成にとっての体育の役割につ

いて考察しておく。（1時間）復習：

本時の授業における学びを振り返

る（1時間） 

老田準

司 

14 学校体育の可能性 

予習：学校体育の可能性について考察して

おく。（1時間）復習：本時の授業に

おける学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

15 
① 体育・スポーツの諸課題について② 

授業のまとめ 

予習：体育とスポーツの課題について考察

しておく。（1時間）復習：本時の授

業における学びを振り返る（1時間） 

老田準

司 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1 課題の発表 2 まとめテスト DP①③3  授業への積極度 

 

1 30%2 

60%3 



10% 



授業科目名 スポーツ心理学 (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 中原 英博 担当教員 中原 英博 

科目ナンバリング SS20BACB081 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

心理状態は我々の行動に影響を及ぼし、positive な心理状態は良い performance をもたらし、negative な心

理状態は悪い performance を生み出す。またその心理状態は、自律神経系を介した呼吸循環応答を表出させ

る。授業では、スポーツ現場において必要と考えられる心理学の基礎知識について解説し、スポーツ場面・

運動指導時における心理的影響の重要性を理解させるとともに、競技中・指導中の心理状態を外部より知る

術を学習する。 

 

学修目標 

・心理学の基礎知識を学び、スポーツ場面・指導時における心理的状態がもたらす精神的・身体的影響を理解する

（DP①）。・自分自身の競技生活やスポーツの指導場面において、本講義で学んだことが反映できるようになる（DP①）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義内容の詳細を説明するために、初回の授業に必ず出席すること。 

 

教科書 

その都度資料を配布します。 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟４階研究室 水曜日 17：00～18：00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 心理学の基礎知識 シラバスを確認すること。  

2 スポーツ現場における心理学の重要性 授業に関連する内容を調査しておくこと。  

3 
運動実践にかかわる社会・心理・環境要因つ

いて 
授業に関連する内容を調査しておくこと。  

4 運動指導にかかる効率と効果について 授業に関連する内容を調査しておくこと。  

5 心理状態とそれに関連する脳領域 授業に関連する内容を調査しておくこと。  

6 心理状態と呼吸循環応答 授業に関連する内容を調査しておくこと。  

7 視覚・音がもたらす知覚認知 授業に関連する内容を調査しておくこと。  

8 
不快（不安と緊張）の情動がもたらす生体反

応 
授業に関連する内容を調査しておくこと。  

9 快の情動がもたらす生体反応 授業に関連する内容を調査しておくこと。  



10 心理的尺度とその測定方法 授業に関連する内容を調査しておくこと。  

11 心理生理指標とその測定方法 授業に関連する内容を調査しておくこと。  

12 リラクゼーション方法 授業に関連する内容を調査しておくこと。  

13 運動スキルの遂行における身体制御 授業に関連する内容を調査しておくこと。  

14 運動技能の学習 授業に関連する内容を調査しておくこと。  

15 スポーツ現場での心理学の応用 授業に関連する内容を調査しておくこと。  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポートを課す。学習態度・意欲などにより総合的に判断する（DP①）。 

 

レ ポ ー

ト 80％

学 習 態

度 ・ 意

欲 

20％ 



授業科目名 教育行政学 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 松田 智子 担当教員 松田 智子 

科目ナンバリング SE20BACB007 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

教育行政とは、「国や地方公共団体の自治体が、教育政策を実現するため、教育法規を基礎に教育制度を運営

し、教育条件の整備と教育活動の規制・助成を行うこと」である。教育行政学に関して、受講者がこれまでの

学校教育の中で経験した教育行政の一端を振り返り、現状の学校での法的な課題等を理解する。教育行政施

策に関するマスコミ報道等を手掛かりとしながら、日本の教育行政の現状と今後の課題について把握し、法

律を教職生活に有効に活用できるようにする。 

 

学修目標 

１．教育行政の理念、組織、仕組みに関する基礎知識を持つことができる。２．教育行政と学校・教員との関係を理

解することができる。３．教育行政を巡る今日的な課題について理解することができる。４．教育行政について考究

するために必要な情報の取得方法を知り、活用することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．主体的・協働的に学ぶアクティブ・ラーナーになること。２．限られた時間内で一定程度の文章を書く習

慣を身に付けること。３．問題意識を持って受講すること。４．授業中の携帯電話等の使用はしないこと。 

 

教科書 

「人間教育を実践する教師への道―教師の仕事と教育行政―」 阿部秀高著  株式会社 ERP 

 

参考書 

必要に応じて紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

事前にメールで連絡を取り、来室すること。随時受け付ける。水曜日（午前中） 木曜日（午前中） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション「教育行政学」の学びの

アウトラインを知る 

予習：シラバス・教科書の確認（2時間）復

習：授業をもとに今後の学修を確認

する（2時間） 

 

2 

公教育の原理と思想について学ぶ公教育の

概念や公教育の原理について、憲法と教育

基本法を中心に学ぶ 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

三原則の具体例を調べる（2時間） 
 

3 

学校体系について理解する外国の単線型・

複線型学校体系及び日本の学校体系につい

て理解する。 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

日本の学校体系について調べる（2

時間） 

 

4 

教育の法体系①教育法規の体系及び学校教

育法制の整備について学ぶ。学校教育法関

係や教育行政関係法規を中心に学び、それ

ぞれの関係性を理解する。 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

学修内容を４００字程度でまとめ

る（2時間） 

 



5 

教育の法体系②教育基本法の改正の意図と

教育行政の責任の明確化について把握し理

解する 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

今後の課題を調べる（2時間） 
 

6 

中央教育行政教育改革における教育行政の

役割（財政も含む）や文部科学省の組織につ

いて理解する文部科学省の教育行政におけ

る役割を、現在の政策や通知を通して理解

する。 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

文部科学省の主要施策を調べる（2

時間） 

 

7 

地方教育行政地方教育行政の役割と教育委

員会の制度について理解する。学校教育法

から地方教育委員会の条例への連続性につ

いて把握する。 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

出身地の教育振興基本計画を調べ

る（2時間） 

 

8 

教育課程行政教育課程に関する法制度及び

学習指導要領の変遷と教科書採択等につい

て理解する学習指導要領の法的な拘束性を

理解し、過去の裁判の判例から理解を深め

る。 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

出身校の教科書を調べる（2時間） 
 

9 

教育財政と学校財務教育費の基本原理や教

職員にかかる経費について学ぶ学校におけ

る財政を具体的に把握して、教育財政を身

近なものと理解する 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

学修内容を４００字程度でまとめ

る（2時間） 

 

10 

学校経営改革学校経営改革の内容を知ると

ともに地域と共につくる学校について学ぶ

世界と日本の地域連携型学校の在り方の違

いについて知る 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

子どもと地域との関係の今につい

て調べる（2時間） 

 

11 

学校評価学校評価の制度及び学校評価シス

テムの展開について学ぶ日本の現在の学校

評価制度のメリットとデメリットについて

具体的に知る 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

出身校の学校評価を調べる（2時間） 
 

12 

教員評価教員評価の制度及び教員評価の実

施方法等について学ぶ日本の現在の教員評

価のメリットとデメリットを理解し、有効

活用の方策を把握する 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

学修内容を４００字程度でまとめ

る（2時間） 

 

13 

学校安全①いじめ問題への対応及び学校に

おける衛生・健康管理について、法的な根拠

を明確にして学ぶいじめの 4 層構造と学級

構造の関係を理解し、過去の判例から具体

的に教員の責務を知る 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

いじめ防止対策基本方針を調べる

（2時間） 

 

14 

学校安全②防犯・安全対策及び学校事故へ

の安全対策と災害に対する備えについて学

ぶ学校事故の現状を理解し、過去の判例か

ら具体的に教員の安全義務の責務を知る 

予習：教科書を読んでおく（2時間）復習：

学校事故のニュースを調べる（2 時

間） 

 

15 
課題レポート講義全体を振り返り、学修状

況を確認する。 

予習：講義内容の振り返りをしておく（2時

間）復習：学修内容を８００字程度

でまとめる（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．授業中記録した学びの履歴シート【５０％】２．最終回の課題レポート【３０％】３．授業での発言、主体

的な学びの姿勢【２０%】 

 

１ ． ５

０％２．

３ ０ ％

３ ． ２

０％ 



授業科目名 教育心理学 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 北口 勝也 担当教員 北口 勝也 

科目ナンバリング SE20BACB008 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

教育心理学は心理学で得られた知見を教育現場に応用する科学である。学校教育を考える上で、教育心理学

に関するさまざまな知識や技術を習得し、それらを利用しながら教育に関わる現象を分析的に捉えることは

重要である。また、近年、「不登校」「いじめ」「学級崩壊」「学習障害」といった学校をめぐる出来事が社会問

題化してきている。この授業では、教育心理学の基本的知識を正確に理解し、実際の教育現場をイメージし

ながら考える基礎を養うことを主な目的としている。 

 

学修目標 

(1) 乳幼児期から青年期の各時期における運動・言語・認知・社会性の発達及び発達上の問題のある子どもへの対応

に関する知識と技術を獲得している。(2) 主体的学習を支える記憶、行動、動機づけ、集団づくり、学習評価の在り

方などについて、発達の特徴と関連づけて理解している(3) 教育における心理学の意義を理解し、具体的な問題解決

を志向する態度を身につけている。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業前に配布する資料を熟読して授業に備えること。授業後には講義内容を復習し、次回授業冒頭の小テス

トに備えること。小テストは自己採点して、答えられなかった部分については、前回資料をよく復習して、

知識を確実なものにしておくこと。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師控室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 発達と教育① －乳幼児期～幼児期－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

2 発達と教育② －学童期～思春期－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

3 発達と教育③ －青年期－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

 



と 

4 記憶のしくみを知る －認知心理学－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

5 
記憶に残る教授法を考える －認知心理学

－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

6 学習のしくみを知る －学習心理学－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

7 行動のしくみを知る －応用行動分析－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

8 「やる気」の心理学 －動機づけ心理学－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

9 授業に必要な心理学的知識に関するまとめ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習としてまとめ

テストに備えること、復習としてま

とめテストの誤答を見直して知識

を確認すること 

 

10 評価の心理的影響を知る 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

11 
性格の把握と学べる集団作りを知る －性

格心理学・社会心理学― 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

12 発達障害への対応を知る －臨床心理学－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

13 
児童生徒に見られる心の問題 －臨床心理

学－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

14 
教師の専門性とカウンセリングマインド 

－臨床心理学－ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習として配布資

料を熟読すること、復習として小テ

ストを見直して知識を確認するこ

と 

 

15 
個別指導に必要な心理学的知識に関するま

とめ 

＜予習・復習 各 2時間＞予習としてまとめ

テストに備えること、復習としてま

とめテストの誤答を見直して知識

を確認すること 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義中に行われる２回のまとめテスト②小テストと復習課題の成績により評価する。 

 

①75%

②25% 



授業科目名 教育課程論 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 河原 和之 担当教員 河原 和之 

科目ナンバリング SE20BACB010 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

教育課程とは、カリキュラム（Curriculum）の訳語であり、学校における教育計画の全体像といってよい。こ

の時間は、日本における教育課程の編成と具体的事例について提案し議論する 

 

学修目標 

日本における教育課程をめぐる現実の問題と課題、そして具体例について習得する 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ネット情報や新聞をよく読むとともに、メディアの報道にも日常的に注意を払いながら、日本における現実

の教育問題について把握するように努力してほしい。 

 

教科書 

なし。授業時に資料やワークシートを用意する。 

 

参考書 

授業中において適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業時に連絡する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 

予習：シラバスの確認(30)復習：学習の心構

えや受講注意 アイスブレーキン

グ(30) 

 

2 教育課程の歩み 

予習：学習指導要領の歴史の概略を知る

(45)復習：学習指導要領変化の要因

を確認(15) 

 

3 教育課程と学習観 

予習：系統主義か問題解決学習か(45)復習：

テーマによる学習方法の違いを確

認(15) 

 

4 教育課程と学習指導要領 

予習：部活動の位置づけや変化など(10)復

習：上記について自分の意見を書く

(60) 

 

5 主体的、対話的な深い学び１ 
予習：学習指導要領を読む(30)復習：授業を

受けポイントをまとめる(45) 
 

6 主体的、対話的な深い学び２ 

予習：河原 ＮＨＫわくわく授業の分析

(60)復習：河原授業の成果と課題の

整理(15) 

 

7 主体的、対話的な深い学び３ 
予習：実践事例を書く(60)復習：分析をまと

める(20) 
 

8 主体的、対話的な深い学び４ 
予習：学生による実践事例を読む(30)復習：

分析をまとめる(30) 
 



9 キーコンピテンシー１ 

予習：コミュニケーション力を中心に予習

(15)復習：授業時のワークショップ

を整理(45) 

 

10 キーコンピテンシー２ 

予習：ディベート力を中心に予習(30)復習：

授業時のワークショップを整理

(30) 

 

11 キーコンピテンシー３ 
予習：発表力を中心に予習(15)復習：他者の

プレゼンの成否について整理(45) 
 

12 キーコンピテンシー４ 
予習：企画・参画力を中心に(15)復習：企画・

参画型の事例を開発(60) 
 

13 キーコンピテンシー５ 

予習：学校行事の具体例の調べる(30)復習：

学校行事の意義についてまとめる

(45) 

 

14 キーコンピテンシー６ 

予習：総合的な学習の意義と具体的事例

(45)復習：総合的な学習の事例の分

析(45) 

 

15 講義全体のまとめと振り返り 
予習：授業から学んだことの整理（15)復習： 

まとめの感想を書く(60) 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１ レポート 授業指導案、総合的な学習、各種行事など２ プレゼン 授業、各種発表など３ 最終レポー

ト「授業をうけて学んだこと考えたこと」４ 授業への姿勢詳細は、授業中に説明する 

 

１  ３

０ ％ ２ 

３０％３ 

２０％４ 

２０％ 



授業科目名 保健体育科教育法Ⅰ (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 中谷 昌弘 担当教員 中谷 昌弘／老田 準司 

科目ナンバリング SE20BACC001 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学習指導要領の歴史的変遷を学び、その時代に求められてきた保健体育を取り巻く実情を理解する。また、

保健体育科教育に求められる安全でかつ運動に親しむ能力を高め、心身の健康の増進を図り、体力の向上を

意識した理論を学ぶ。具体的な各運動領域における特性やねらいを実際の教育現場で活用できるよう単元計

画および学習指導案を作成し，模擬授業において実践する。。 

 

学修目標 

学校体育の制度，体育科教育の目標内容および指導理論を理解し，特に高等学校の生徒を対象にした的確な単元計画

および学習指導案を作成できるようにする。また，学習指導案に沿った授業を展開できるようにする。（老田）高等

学校保健体育科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された保健体育科の学習内

容について、背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて具体的な授業

場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。そのために、以下の各目標を掲げる。\ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教員免許取得のための授業です。積極的な姿勢で授業に取り組んでください。高等学校保健体育科教諭一種

及び中学校保健体育科教諭一種の資格取得を目指すための授業です。（老田） 

 

教科書 

・高橋建夫＋岡出美則＋友添秀則＋岩田靖 編著「体育科教育学入門」 大修館書店・文部科学省「中学校

学習指導要領 解説 保健体育編」      東山書房・文部科学省「高等学校学習指導要領 解説 保

健体育編・体育編」 東山書房保健体育科教育法ⅠからⅣで通して使用します。（老田）・文部科学省 「高

等学校学習指導要領）解説 保健体育編」東山書房・大畑昌己 「保健体育指導法（中学校･高等学校）」 ㈱

ERP 2020・ 

 

参考書 

授業内において指示を出します（老田）・高橋健夫ほか 「体育科教育学入門」  大修館書店，2013 その他、

必要に応じて資料を配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

東館 4階 研究室 14 火曜日 16：20～17：50（老田） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 学習指導要領及びその解説の内容把握 

予習：学習指導要領 第 1 章総説 第 1 節

改定の経緯及び基本方針（P1～P5）

の通読復習：体力とは何か、論じら

れるようにしておく 

老田中

谷 



2 学習指導要領の歴史的変遷 

予習：教科書 ①学習指導要領の解説（P6～

P12）の通読復習：心身一元論につい

て、論じられるようにしておく 

老田中

谷 

3 学習指導要領の特性 

予習：学習指導要領 第 1 章総説 第 2 節

保健体育科改定の趣旨及び要点の

1.2（P6～P12）の通読復習：学習指

導要領改訂の基本的な考え方（三本

柱）について、論じられるようにし

ておく 

老田 

4 学習指導要領の目標 

予習：学習指導要領 第 2 章保健体育科の

目標及び内容 第 2節各科目の目標

及び内容「体育」（P28～32）の通読

復習： 科目体育の目標を暗記して

おく 

老田 

5 保健体育科教育の内容と指導上の留意点 

予習：学習指導要領 第 2 章保健体育科の

目標及び内容 第 2節各科目の目標

及び内容「体育」 の通読（P33～41）

復習： アクティブラーニングにつ

いて、論じられるようにしておく 

老田 

6 

模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（体つくり運動：実生活に生かす運

動の計画） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
老田 

7 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（器械運動：マット運動） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
老田 

8 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（陸上競技：走運動、短距離走） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
老田 

9 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（陸上競技：跳運動、走り幅跳び） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
中谷 

10 

模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（球技：ゴール型、バスケットボー

ル） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
中谷 

11 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（球技：ネット型、バレーボール） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
中谷 

12 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（ダンス） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
中谷 

13 集団行動の理解、リフレクションのまとめ 

予習：教科書 ⑫集団行動について（P76～

P82）の通読復習：過去の授業を通じ

て、実際の指導現場での集団行動の

在り方について自分の意見を論じ

られるようにしておく 

中谷 

14 保健体育科教員に求められる資質と能力 

予習：教科書 ②保健体育科教員に求めら

れる資質と能力（P14～19）の通読復

習：教員についての自分の資質や適

性について論じられるようにして

おく 

中谷 

15 高等学校科目体育の講義全体のまとめ 
予習：ノート整理復習：教育的信念（科目体

育）の再考察 
中谷 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 授業への参加状況（授業中の発表・討議の内容、積極的な授業参加等）② 指導案の作成、模擬授

業の実践指導、リフレクションシートの作成③ 課題レポート（授業内容の把握、課題内容の充実、字数

や提出期日等） 

 

① 

20 ％ ② 

50 ％ ③ 

30％ 



授業科目名 保健体育科教育法Ⅱ (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 中谷 昌弘 担当教員 中谷 昌弘／老田 準司 

科目ナンバリング SE20BACC002 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学校教育（主に高等学校）における保険課教育の学習内容を理解したうえで，高等学校での保健科学習に見

合った的確な単元計画および学習指導案を立案する。また，立案した学習指導案にそって模擬授業を行う。

（老田）保健体育科教育法Ⅰで学習した知識や技能をもとに、更に総合的、実践的に理解を深める。発達段

階に応じた学校種の連携を考慮し、特に高等学校における保健体育科教育に求められる人間性の向上や、心

身ともに安全で健康的な生活を自ら行うために、生涯につながる理論と実践を学び、保健体育科教員として

の各領域における特性やねらいを実際の教育現場で活用できる方法を考える。（大畑） 

 

学修目標 

学校教育（主に高等学校）における保健科教育の学習内容および評価規準を理解し，適切な単元計画および学習指導

案を立案できるようになる。また，立案した指導案にそって授業を行うことができるようになる。（老田）高等学校

保健体育科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された保健体育科の学習内容に

ついて、背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて具体的な授業場面

を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。そのために、以下の各目標を掲げる。( 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教員免許取得のための授業です。積極的な姿勢で授業に取り組んでください。（老田）高等学校保健体育科教

諭一種の資格取得を目指すための核となる授業です。本気で採用試験に合格し、本気で教師を目指す者が履

修してください。（大畑） 

 

教科書 

・高橋建夫＋岡出美則＋友添秀則＋岩田靖 編著「体育科教育学入門」 大修館書店・文部科学省「中学校

学習指導要領 解説 保健体育編」 東山書房・文部科学省「高等学校学習指導要領 解説 保健体育編・

体育編」 東山書房・文部科学省検定 「最新高等（保体 701） 保健体育 2022 年度版」 大修館書店 

 

参考書 

授業内で指示を出します（老田）・高橋健夫ほか 「体育科教育学入門」  大修館書店，2013・日本保健教

育学会 「保健科教育法入門」 大修館書店その他、必要に応じて資料を配布する。（大畑） 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜～金曜（老田）特になし（大畑） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 学習指導要領の主旨と法的根拠 

予習：保健体育科教育法Ⅰのノートを読み

直しておく復習：保健の授業につい

ての信念を確立させておく 

老田大

畑 



2 科目保健の目標と教材研究の実際 

予習：学習指導要領 第 2 章保健体育科の

目標及び内容 科目保健（P197～

198）の通読復習：「健康」について

の理解を深めておく 

老田大

畑 

3 科目保健の内容と指導上の留意点 

予習：学習指導要領 第 2 章保健体育科の

目標及び内容 科目保健（P198～

206）の通読復習：子供たちの精神疾

患とストレス対処について、論じら

れるようにしておく 

老田大

畑 

4 科目保健の指導案作成と教材作り 

予習：学習指導要領 第 2 章保健体育科の

目標及び内容 科目保健（P207～

214）の通読復習：心肺蘇生法等の応

急手当の技能について理解を深め

ておく 

老田大

畑 

5 
健康と安全、健康についての課題解決と生

涯体育との関連 

予習：学習指導要領 第 2 章保健体育科の

目標及び内容 科目保健（P215～

216）の通読復習：科目保健で取り扱

わない内容をまとめておく 

老田大

畑 

6 
模擬授業の実施とリフレクション（健康の

成り立ちと疾病の発生要因） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 

老田大

畑 

7 
模擬授業の実施とリフレクション（生活習

慣と健康） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 

老田大

畑 

8 
模擬授業の実施とリフレクション（感染症

の予防） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 

老田大

畑 

9 
模擬授業の実施とリフレクション（生殖に

関わる機能の成熟） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

10 
模擬授業の実施とリフレクション（欲求と

ストレスへの対処） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

11 
模擬授業の実施とリフレクション（交通事

故の防止） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

12 
模擬授業の実施とリフレクション（保健サ

ービス） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

13 
模擬授業の実施とリフレクション（水・空

気・土壌の衛生管理） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

14 情報機器を用いた指導案の作成 

予習：体育の授業で活用可能な ICT 教育に

ついて調べておく復習：ナレーショ

ンを入れた教授用資料を作る 

大畑 

15 高等学校科目保健の講義全体のまとめ 
予習：ノート整理復習：教育的信念（科目保

健）の再考察 
大畑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業内レポート（教材案）②期末レポート（単元計画，学習指導案）（老田）③授業への参加状況（授業

中の発表・討議の内容、積極的な授業参加等）④指導案の作成、模擬授業の実践指導、リフレクションシ

ートの作成⑤課題レポート（授業内容の把握、課題内容の充実、字数や提出期日等）（大畑） 

 

①15 ％

②35 ％

③10 ％

④25 ％

⑤15％ 



授業科目名 保健体育科教育法Ⅲ (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 中谷 昌弘 担当教員 中谷 昌弘 

科目ナンバリング SE20BACC003 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 
中一種免のみ

必修 

授業概要 

学習指導要領の歴史的変遷を学び、その時代に求められてきた保健体育を取り巻く実情を理解する。また、

保健体育科教育に求められる安全でかつ運動に親しむ能力を高め、心身の健康の増進を図り、体力の向上を

意識した理論を学ぶとともに、具体的な各運動領域における特性やねらいを実際の教育現場で活用できる方

法を考える。 

 

学修目標 

中学校保健体育科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された保健体育科の学習

内容について、背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて具体的な授

業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。そのために、以下の各目標を掲げる。(1)学習指導要領に示さ

れた保健体育科の目標や内容を理解する。(2)基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場面を想定した授業設

計を行う方法を身に付ける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

中学校保健体育科教諭一種の資格取得を目指すための核となる授業です。本気で採用試験に合格し、本気で

教師を目指す者が履修してください。 

 

教科書 

文部科学省 「中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 保健体育編」東山書房大畑昌己 「保健体育指

導法（中学校･高等学校）」 ㈱ERP 2017「ステップアップ中学体育 2021」 大修館書店 

 

参考書 

高橋健夫ほか 「体育科教育学入門」  大修館書店，2013 その他、必要に応じて資料を配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

特になし 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
保健体育科教育法Ⅰの復習と学習指導要領

の内容把握 

予習：保健体育科教育法Ⅰ.Ⅱのノートを読

み直しておくこと 復習：子供たち

の体力の現状とその対策について、

論じられるようにしておく 

大畑 

2 
保健体育科教育の歴史的変遷と子どもたち

の現状 

予習：学習指導要領 第 1 章総説 第 1 節

改定の経緯及び基本方針（P1～P5）

の通読と高等学校との比較復習：新

しい学力観について、論じられるよ

うにしておく 

大畑 



3 体育分野の目標について 

予習：学習指導要領 第 2 章保健体育科の

目標及び内容 第 1節教科の目標及

び内容（P24～P29）の通読復習：体

育分野の目標を暗記しておく 

大畑 

4 
学習指導計画及び単元計画の作成発達段階

に応じた設計の方法 

予習：学習指導要領 第 2 章保健体育科の

目標及び内容 第 2節各科目の目標

及び内容 体育分野 1.2.3 年（P30

～P42）の通読復習：小学校の体育の

内容を調べておく 

大畑 

5 学習評価について 

予習：教科書 ③指導案の目標と評価につ

いて（P20～25）の通読復習：評価の

目的と各種評価の方法の説明を論

じられるようにしておく 

大畑 

6 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（体つくり運動：体ほぐし運動） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

7 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（器械運動：跳び箱運動） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

8 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（器械運動：鉄棒運動） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

9 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（陸上競技：跳運動、走り高跳び） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

10 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（陸上競技：投運動） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

11 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（球技：ネット型、バドミントン） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

12 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（球技：ベースボール型） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

13 
模擬授業の実施、運動領域の特性とねらい、

教材作り（体育理論） 

予習：教科書 ⑪体育理論について（P70～

P75）の通読復習：オリンピック・パ

ラリンピックについて論じられる

ようにしておく 

大畑 

14 
教科外における保健体育科活動、日本のス

ポーツ関連の法律や施策 

予習：教科書 ⑬学校体育以外の体育・スポ

ーツに関連した知っておきたい事

項（P83～P89）の通読復習：社会に

おけるスポーツの文化的価値と、そ

の現実を論じられるようにしてお

く 

大畑 

15 中学校体育分野の講義全体のまとめ 
予習：ノート整理復習：教育的信念（体育分

野）の再考察 
大畑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業への参加状況（授業中の発表・討議の内容、積極的な授業参加等）②指導案の作成、模擬授業

の実践指導、リフレクションシートの作成③課題レポート（授業内容の把握、課題内容の充実、字数や提

出期日等） 

 

①20 ％

②50 ％

③30％ 



授業科目名 保健体育科教育法Ⅳ (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 中谷 昌弘 担当教員 中谷 昌弘 

科目ナンバリング SE20BACC004 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 
中一種免のみ

必修 

授業概要 

保健体育科教育法Ⅲで学習した知識や技能をもとに、更に総合的、実践的に理解を深める。発達段階に応じ

た学校種の連携を考慮し、特に中学校における保健体育科教育に求められる人間性の向上や、心身ともに安

全で健康的な生活を自ら行うために、生涯につながる理論と実践を学び、保健体育科教員としての各領域に

おける特性やねらいを実際の教育現場で活用できる方法を考える。 

 

学修目標 

中学校保健体育科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された保健体育科の学習

内容について、背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて具体的な授

業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。そのために、以下の各目標を掲げる。(1)学習指導要領に示さ

れた保健体育科の目標や内容を理解する。(2)基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場面を想定した授業設

計を行う方法を身に付ける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

中学校保健体育科教諭一種の資格取得を目指すための核となる授業です。本気で採用試験に合格し、本気で

教師を目指す者が履修してください。 

 

教科書 

文部科学省 「中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 保健体育編」 東山書房「最新中学校保健体育

(保体 703)令和 3年発行版」 大修館書店 

 

参考書 

高橋健夫ほか 「体育科教育学入門」  大修館書店，2013 日本保健教育学会 「保健科教育法入門」 大

修館書店その他、必要に応じて資料を配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

特になし 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 学習指導要領の主旨と法的根拠 

予習：保健体育科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲのノート

を読み直しておく復習：保健の授業

についての信念を確立させておく 

大畑 

2 保健分野の目標と教材研究の実際 

予習：学習指導要領 第 2 章保健体育科の

目標及び内容 保健分野（P206～

218）の通読復習：生活習慣病につい

ての理解を深めておく 

大畑 



3 保健分野の内容と指導上の留意点 

予習：学習指導要領 第 2 章保健体育科の

目標及び内容 保健分野（P219～

226）の通読復習：熱中症についての

理解を深めておく 

大畑 

4 保健分野の指導案作成と教材作り 

予習：学習指導要領 第 2 章保健体育科の

目標及び内容 保健分野（P226～

228）の通読復習：心肺蘇生法等の応

急手当の技能について理解を深め

ておく 

大畑 

5 
健康と安全、健康についての課題解決と生

涯体育との関連 

予習：学習指導要領 第 2 章保健体育科の

目標及び内容 保健分野（P229～

216）の通読復習：保健分野で取り扱

わない内容をまとめておく 

大畑 

6 
模擬授業の実施とリフレクション（呼吸循

環器系の発達） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

7 
模擬授業の実施とリフレクション（薬物乱

用と健康） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

8 
模擬授業の実施とリフレクション（性感染

症の予防） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

9 
模擬授業の実施とリフレクション（ライフ

ステージの設定） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

10 
模擬授業の実施とリフレクション（適応機

制） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

11 
模擬授業の実施とリフレクション（自然災

害と疾病の予防） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

12 模擬授業の実施とリフレクション（食育） 
予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

13 
模擬授業の実施とリフレクション（労働と

健康） 

予習：模擬授業担当内容についての準備復

習：リフレクションのノートテイク 
大畑 

14 
保健体育科における学校種の連携と各領域

の連携 

予習：地域・家庭・保健所・養護教諭と保健

の授業との関連について調べてお

く復習：中学校と高等学校の体育、

保健の関連性について、論じられる

ようにしておく 

大畑 

15 中学校保健分野の講義全体のまとめ 
予習：ノート整理復習：教育的信念（保健分

野）の再考察 
大畑 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

①授業への参加状況（授業中の発表・討議の内容、積極的な授業参加等）②指導案の作成、模擬授業

の実践指導、リフレクションシートの作成③課題レポート（授業内容の把握、課題内容の充実、字数や提

出期日等） 

 

①20 ％

②50 ％

③30％ 



授業科目名 道徳教育論 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 福島 信也 担当教員 福島 信也 

科目ナンバリング SE20BACB011 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本授業では、『特別の教科・道徳』の授業（中学校５０分）の作り方を実践的に学びます。2018 年度から小学

校、2019 年度から中学校で特別の教科「道徳科」になり、教科書が配布されています。中学校の教育実習で

は、道徳科授業も担当する学校が増えています。また、新高等学校学習指導要領(2019.4/1～2022.3/31 移行

期間.2022 年 4/1 より施行)の主な改善事項の一つに、「道徳教育の充実」が挙げられ、全ての教師が協力して

道徳教育を展開することを規定(総則)しています。生徒たちが興味をもって深い学びを得られる授業をどう

したらできるでしょうか。学校現場の様子(出前授業等の録画視聴もあります)も説明しながら、受講者同士

の話し合い（グループ活動)、教材 や授業方法の検討、学習指導案作成、プチ模擬授業などを通して、これ

らの問題を考えていきます 

 

学修目標 

※学校における道徳教育の位置づけやねらい、内容について理解する ●『中学校学習指導要領解説 特別の教科 

道徳編（平成29 年 7月）』 の重要事項について、答えることができる。 ●「道徳とは何か」、「なぜ必要なのか」

など、説明することができる。※道徳科授業の実践に資する知識や技能を身につける ●生徒たちの道徳性の発達や

興味・関心、社会的要請などを踏まえ、道徳科の指導案を作成する。(全員必修) ●作成した学習指導案をもとに、

プチ模擬授業をする。(全員必修) ●道徳科授業に興味・関心を 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

●授業で配布したプリントは、必ずファイル（綴じ込んで保存） すること。●プリントを適宜読み返し、授

業で学んだことを復習すること。●授業で配布した課題プリントは、必ず提出すること。●教材をじっくり

読み込んで(何回も)、学習指導案を作成をすること。 

 

教科書 

使用しない。プリントを配布します。 

 

参考書 

●文部科学省「中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」平成２９年７月●授業は配布するプリント

に基づいて行います。 学校現場で役立つ内容が含んでいるプリントを用意します。 プリントは実践に活

かすことができるので、ファイル(綴じ込んで保存)すること。 その他、参考となる文献などは授業中に適

宜紹介していきます。 

 

研究室／オフィスアワー 

イーストポート４階 研究室２０水曜日 10：00～14：00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

道徳科の素晴らしさ～ オリエンテーショ

ン・出前授業の様子 ～【プリント以外で配

布するもの】・学習指導要領解説(特別の教

科 道徳編)・道徳教材集(冊子) 

「道徳教材集」読む(2 時間) 
福島信

也 

2 
道徳科授業を知る(１) ～ 流れを知る！

導入・展開・終末 ～ 

プリント復習(0.5 時間）「中学校学習指導要

領解説 道徳編」読む(1.5 時間) 

福島信

也 

3 
道徳科授業を知る(２)～ 展開・板書につい

て ～ 

プリント復習(0.5 時間)課題プリント(1 時

間)「中学校学習指導要領解説 道徳

編」読む(1.5 時間) 

福島信

也 

4 
「特別の教科 道徳」の改訂のポイント ～ 

教科化になった理由など ～ 

プリント復習(0.5 時間)「中学校学習指導要

領解説 道徳編」読む(1.5 時間)「道

徳教材集」読む(1 時間) 

福島信

也 

5 
道徳科授業の指導法 (１)～ 指導案作成の

ポイント ～ 

プリント復習(0.5 時間)「中学校学習指導要

領解説 道徳編」読む(1.5 時間)「道

徳教材集」読む(1 時間) 

福島信

也 

6 
道徳科授業の指導法 (２)～ 評価・中心発

問について ～ 

プリント復習(0.5 時間)「中学校学習指導要

領解説 道徳編」読む(1.5 時間)「道

徳教材集」を読み、教材分析(1 時間) 

福島信

也 

7 
道徳科授業の指導法 (３)～ 発問の工夫・

教材分析について ～ 

プリント復習(0.5 時間)課題プリント(1 時

間)「道徳教材集」を読み、教材分析

(1 時間) 

福島信

也 

8 

道徳科授業の指導法 (４)～ 多様な手法を

使って、多面的・多角的な思考を促す ～・

出前授業の録画視聴(一部) 

プリント復習(1時間)課題プリント(1時間)

「道徳教材集」読む(1 時間) 

福島信

也 

9 
道徳科授業の指導法 (５)～ 問題解決的な

学習・体験的な学習について ～ 

プリント復習(1 時間)指導案作成(1 時間)

「中学校学習指導要領解説 道徳

編」読む(1 時間) 

福島信

也 

10 

道徳科授業の指導法 (６)～ 「総合学習」

と関連させた授業(展開)について ～・出前

授業の録画視聴(一部) 

プリント復習、「中学校学習指導要領解説 

道徳編」読む(1 時間)指導案作成(2

時間) 

福島信

也 

11 

道徳科授業の指導法 (７)～ 指導案をチェ

ックして、指導案作成に役立てる ～・研究

授業の録画視聴(一部) 

プリント復習、「中学校学習指導要領解説 

道徳編」読む(1 時間)指導案作成(2

時間) 

福島信

也 

12 

道徳科授業の指導法 (８)～ 指導案をグル

ープで高め合う、授業のトラブル＆ピンチ

について ～・プチ模擬授業準備・指導案提

出 

プリント復習、模擬授業準備(1 時間)指導案

作成(2 時間) 

福島信

也 

13 
プチ模擬授業（１）～ みんなで討議 ～・評

価表提出 

プリント復習、模擬授業準備(1 時間)「道徳

教材集」読む(1.5 時間)模擬授業の

評価・自己評価 

福島信

也 

14 
プチ模擬授業（２）～ みんなで討議 ～・評

価表提出 

プリント復習、模擬授業準備(1 時間)「道徳

教材集」読む(1.5 時間)模擬授業の

評価・自己評価 

福島信

也 

15 
プチ模擬授業（３）～ みんなで討議、まと

め(理想の道徳科授業) ～・評価表提出 

プリント復習、模擬授業の準備(1 時間)「道

徳教材集」読む(1 時間)模擬授業の

評価・自己評価 

福島信

也 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

●プチ模擬授業は全員が行います。●学習指導案は全員が提出します。(学習指導案は、コメント等を記

載してから返却します)●授業では、課題（プリント・コメントシート等）を提出します。(課題プリントは、コメ

ント等を記載してから返却します) 

 

● プ チ

模 擬 授

業 ：

30 ％ ●

道 徳 指

導 案 ：

35 ％ ●

授 業 内

課 題 ：

35％ 



授業科目名 特別活動論 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 天野 義美 担当教員 天野 義美 

科目ナンバリング SE20BACB013 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

①「人間形成の需要な部分を特別活動が担う」という視点から、特別活動の特質や意義、活動内容、指導方法

などについて考察する。②一方的な講義に終始するのではなく、話し合いや担当者自身の教育実践の紹介を

織り交ぜながら、特別活動の大切さを共に追究する。③本授業では、特別活動の理論と指導法について、概

論（第１回）→総論（第２～４回）→各論（第５～８回）→細論（第９～１４回）→まとめ（第１５回）で展

開し、それぞれの理解を図ったうえで、最後にレポートの提出を課す。 

 

学修目標 

①本授業に積極的に参加し、特別活動に関する基礎的な知識を修得できるようにする。②授業内容を踏まえて、特別

活動の教育的意義について自己の考えを確立できるようにする。③教育の今日的課題の解決に向けて、特別活動の果

たすべき役割を理解できるようにする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①中高生の現状や課題に関心を持ち、その原因と対策、解決への道筋などを教育課題として、主体的に授業

に臨むこと。②「為すことによって学ぶ」という特別活動の方法原理に基づいて、授業中のグループワーク

や演習にも、自主的、実践的に参加すること。③授業での配布資料の末尾に、その講義の「まとめ」欄を設け

ているので、授業の展開を振り返って「まとめ」の内容が定着できるように復習に努めること。また、欄外

に、次時の学習課題を明記しているので、「学習指導要領解説 特別活動編」などを参考に予習をしておくこ

と。④授業中の 

 

教科書 

なし（講義の中で資料を配布する） 

 

参考書 

「やさしく学ぶ特別活動」 赤坂雅裕他（ミネルヴァ書房）「中学校学習指導要領解説 特別活動編」   文

部科学省（ぎょうせい）「高等学校学習指導要領解説 特別活動編」  文部科学省（海文堂出版）「学級・学

校文化を創る特別活動 中学校編」  国立教育政策研究所（東京書籍） 

 

研究室／オフィスアワー 

授業終了後、教室内及び講師控室で質問を受ける。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
特別活動の概要 ・特別活動とは何か？ ・

学校教育での位置付け 

予習：学校教育における特別活動とは何か。

(90 分）復習：教育課程に位置付い

ている特別活動の内容を確認する。

（90 分) 

天野 



2 
特別活動の特質 ・子どもの現状と課題 ・

特質と方法原理 

予習：教育の課題解決に向けて、特別活動が

果たす役割とは何か。（90 分)復習：

特別活動の特質、方法原理を確認す

る。（90 分) 

天野 

3 
特別活動の変遷 ・歴史的な歩み ・今回の

学習指導要領の改訂 

予習：特別活動の歩みと指導要領との関連

はどうなっているのか。（90 分)復

習：特別活動の変遷と、今回の指導

要領の改訂の主旨を理解する。（90

分) 

天野 

4 
特別活動の目標と内容 ・目標と教育的意

義 ・内容とその取扱い ・校種間の関連 

予習：小・中・高の特別活動の目標、教育的

意義、内容とは何か。（90 分)復習：

特別活動の目標・意義・内容につい

て確認する。（90 分) 

天野 

5 

学級活動（ホームルーム活動）の目標と内

容 ・目標と教育的意義 ・内容とその取扱

い ・展開事例 

予習：学級活動の目標、及び、それを達成す

るための内容にはどのようなもの

があるのか。（90 分)復習：学級活動

の目標・意義・内容について理解す

る。（90 分) 

天野 

6 
生徒会活動の目標と内容 ・目標と教育的

意義 ・内容とその取扱い ・展開事例 

予習：生徒会活動の目標、及び、それを達成

するための内容にはどのようなも

のがあるのか。（90 分)復習：生徒会

活動の目標・意義・内容について理

解する。（90 分) 

天野 

7 

学校行事の目標と内容① ・目標と教育的

意義 ・内容とその取扱い  ○儀式的行

事  ○文化的行事 

予習：学校行事の目標、及び、それを達成す

るための内容（儀式的行事、文化的

行事）にはどのようなものがあるの

か。（90 分)復習：学校行事の目標・

意義・内容について理解する。（90

分) 

天野 

8 

学校行事の目標と内容② ・内容とその取

扱い   ○健康安全・体育的行事  ○

旅行・集団宿泊的行事  ○勤労生産・奉仕

的行事 ・展開事例 

予習：学校行事の目標、及び、それを達成す

るための内容（健康安全・体育的行

事、旅行・集団宿泊的行事、勤労生

産・奉仕的行事）にはどのようなも

のがあるのか。（90 分)復習：学校教

育における学校行事の果たす役割

について整理する。（90 分) 

天野 

9 
特別活動の指導計画 ・全体計画 ・３内容

の相互関連 ・年間指導計画 

予習：特別活動を効果的に展開するための

指導計画はどのようになっている

のか。（90 分)復習：特別活動の全体

計画、並びに、各々の年間指導計画

を理解する。（90 分) 

天野 

10 

特別活動と他の教育活動との関連 ・各教

科との関連 ・道徳科との関連 ・総合的な

学習の時間との関連 

予習：特別活動と、教育課程に位置付く他の

教育活動との相互関係はどうなっ

ているか。（90 分)復習：各教科・道

徳科・総合的な学習の時間との教育

的な関連を整理する。（90 分) 

天野 

11 

特別活動と学校・学年・学級経営 ・人間関

係の形成 ・社会性の育成（社会参画） ・

生徒指導の充実（自己実現） 

予習：円滑な学級経営を図る上で、特別活動

が果たす役割や機能をどう捉える

べきか。（90 分)復習：学校・学年・

学級経営における特別活動の役割

や重要性を理解する。（90 分) 

天野 

12 

特別活動の指導実践ー学級活動の(1)【学級

や学校における生活づくりへの参画】を中

心にー ・指導の実際 ・事前―本時－事後

の流れ ・学習指導案の作成 

予習：学習指導案の一般的な形式・書式、書

き方、内容はどのようになっている

のか。（90 分)復習：学級活動の活動

過程と、一時間の学習指導案の要点

を把握する。（90 分) 

天野 

13 
特別活動の評価 ・学力の捉え方 ・特別活

動で育つ力 ・評価の実際 

予習：評価の持つ意味と、特別活動の評価の

あり方とは何か。（90 分)復習：生徒

のよさを積極的に認めて評価する

ことの意義を理解する。（90 分) 

天野 

14 
特別活動をめぐる諸問題 ・理解の深化 ・

学校力・教師力 ・活動時間の確保 

予習：特別活動の充実を図るために、学校や

教師に必要なこととは何か。（90 分)

復習：特別活動の活動時間の確保に

天野 



ついて、考察する。（90 分) 

15 

これからの学校教育と特別活動、講義のま

とめ ・課題と展望 ・特別活動に求められ

るもの ・キーワードでの振り返り ・全体

のまとめ 

予習：これからの学校教育の中で、特別活動

に期待されることとは何か。授業で

出てきたキーワードをもとに、特別

活動論の講義を振り返る。（90 分)復

習：特別活動に関する知識・理解を

確実なものにする。（90 分) 

天野 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート（５０％）、授業時の提出物（３０%）、授業参加度・授業態度（２０％）により、総合的に評価す

る。・注：授業中のスマホ使用は厳禁。声掛けに従わない場合は、減点の対象とする。②全授業回数の３

分の１を超えて欠席している者は、評価対象外とする。（正当な理由のない遅刻・中抜け・早退は、２回で

欠席１回相当とみなす。）・例：欠席５回と遅刻または早退１回で、評価対象外となる。 

 

・レポー

ト （ ５

０ ％ ） ・

課 題 回

答 等 の

提 出 物

（ ３

０%）・授

業 参 加

度 、 授

業 態 度

（ ２

０％） 



授業科目名 教育方法論 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 阿部 秀高 担当教員 阿部 秀高 

科目ナンバリング SE20BACC014 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

国内外の教育方法についての諸理論や実践記録等の検討を通して，これからの時代に求められる学力等を育

成する方法について学ぶとともに，実際の学校における，教育課程編成の理論と方法，指導と評価の計画の

作成等について考える。授業は，ペアやグループなどによる活動を重視する。 

 

学修目標 

学校における教育課程を編成，展開する教育方法についての基礎的基本的な内容を学び，教育方法の技術の基礎を身

に付けることを目標とする。あわせて，学生自身が受けてきた授業を相対化することによって，教育方法を柔軟に捉

え直すことを目指す。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回の課題に対して自分の学びをレポートすることによって、教育方法や技術に対する理解を深め、日常生

活において活用してもらいたい。 

 

教科書 

人間教育を実践する教師への道－インクルーシブ教育方法論－ 阿部秀高著 （株）ERP 

 

参考書 

授業中必要に応じて提示します。 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 20 研究室／在室時随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教育内容と教育方法 生徒に何を（教育内

容）どのように（教育方法）教えるのかをそ

の一連の過程における原理と方法を学ぶた

めの導入を行う。 

予習：「教育方法」の意味について調べてお

く。（2時間）復習：学んだ教育の原

理・方法を簡潔にまとめる。（2時間） 

 

2 

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習

得させるための教育方法 学力の重要な要

素の一つである基礎的・基本的な知識及び

技能を育成する教育方法について学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：授業、課外活動な

どに必要な基礎的・基本的知識技能

について学んだことをまとめる。（2

時間） 

 

3 

思考力・判断力・表現力等を育むための教育

方法 学力の重要な要素の一つである思考

力・判断力・表現力等を育成する教育方法に

ついて学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：学習指導要領の３

本柱の中心である思考力・判断力・

判断力の内実、関係をまとめる。（2

時間） 

 

4 

主体的に学習に取り組む態度を養うための

教育方法 学力の要素の一つである主体的

に学習に取り組む態度，学習意欲を高める

学習意欲の喚起、主体的な学びができた場

面を想起しておく。今回のポイント

を 800 字程度でレポートする。（課

 



教育方法について学ぶ。 題）予習：前時の履歴シートをもと

に振り返り（2 時間）復習：本時の

学びの履歴シートのまとめ・データ

化（2時間） 

5 

個性を生かす教育の充実を図るための教育

方法 個に応じた指導の充実など，現在求め

られている指導の工夫改善等について幅広

く考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：求められている指

導の工夫改善について簡潔にまと

める。（2時間） 

 

6 

生徒理解の方法と実践生徒理解の重要性と

教育相談のあり方、人間関係の構築の方法

などについて学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：生徒指導や相談に

ついて経験を想起しておく。生徒理

解の重要性について自分の考えを

まとめる。（2時間） 

 

7 

これからの時代に求められる能力と教育方

法 学習指導要領の理念である生きる力や，

21 世紀に求められるスキル等を育成する教

育の実践について考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2時間）復習：「生きる力」とは？

について考えをまとめておく。これ

から求められる教育実践の方向性

についてまとめる。（2時間） 

 

8 

教育課程編成の理論と方法学習指導要領に

基づいた，各学校における教育課程編成の

実際について学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：教育課程の編成に

ついて学んだことをまとめる。（2時

間） 

 

9 

年間の指導と評価の計画の作成方法 各学

校の教育課程に基づく具体的な年間の指導

と評価の計画の作成について考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：年間指導計画作成

の重要性についてまとめる。（2 時

間） 

 

10 

学習指導案の作成方法 各学校の年間の指

導と評価の計画に基づく具体的な学習指導

案の作成について考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：学習指導案の試案

について自分の考えをまとめる。（2

時間） 

 

11 

授業づくりと教材研究の方法 学習指導要

領の趣旨の実現に向けた各教科等の授業づ

くりと教材研究の在り方を考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：教材研究の方法に

ついて学んだことをまとめる。（2時

間） 

 

12 

メディアと教育方法 学習指導におけるＩ

ＣＴ等の活用について学び、授業に活用す

る方法について考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：これからの ICT 活

用方法についてまとめる。（2時間） 

 

13 

学習評価の意義と方法 指導と評価の一体

化の重要性を学びその具体的な展開につい

て考える。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：指導と評価の一体

化の重要性についてまとめる。（2時

間） 

 

14 

タイムリーな課題 各回で取り上げること

が出来なかった話題で，タイムリーなもの

や現代教育の課題について学ぶ。 

予習：前時の履歴シートをもとに振り返り

（2 時間）復習：興味を持った教育

時事について考えをまとめる。（2時

間） 

 

15 

これまでの学びの総括と課題レポート こ

れまでの学びの履歴を振り返り、課題レポ

ートに取り組む。 

予習：これまで書いた各回の履歴シートを

もとに自分の問題意識をレポート

する準備をしておく。（4時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①毎回の授業にて書くレポート②課題③論述試験としての最終レポート④授業中の発言・プレゼン 

 

①30 ％

②30 ％

③30 ％

④10％ 



授業科目名 教育相談の基礎と方法 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 吉田 卓司 担当教員 吉田 卓司 

科目ナンバリング SE20BACB016 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では、教育相談に関する基礎理論と具体的な対応策を講学する。取り上げる課題は、個別ケースの対

処法から、学校、地域社会等のレベルの制度論・政策論まで、多元的である。本講義では、そのような内容理

解と今日の子どもたちのおかれている状況を前提として、ロールプレイなどのアクティブラーニングを取り

入れて、教育相談の模擬実践を行い、児童生徒の発達状況や環境等を的確にアセスメントする能力と教育相

談の対応力を養成する。 

 

学修目標 

本講義の目的は、教員として、教育相談に必要な知識、技能などの修得である。単なる知識やスキルの理解にとどま

らず、可能な限りアクティブな学修手法を用いながら、教育相談（カウンセリング）における実践的な教育力を育成

することを目標とする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教職免許取得を目的とする科目であることから、アクティブ・ラーニングや予習・復習に対する主体的な学

習態度と品位ある言動を学修のすべての段階において求める。 

 

教科書 

文部科学省『生徒指導提要』教育図書吉田卓司『教育実践基礎論』三学出版兵庫民主教育研究所子どもの人

権委員会『子ども虐待と向き合う』三学出版 

 

参考書 

講義時に適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の前後に質問等を受け付ける。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 教育相談とは何か－教育相談の意義 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

2 教育相談（カウンセリング）の基礎理論 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

吉田卓

司 



ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

3 教育相談の方法原理 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

4 
教育相談の具体的方法 1－個別・集団面接等

の手法 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

5 
教育相談の具体的方法 2－課題のある児童

生徒の理解とソーシャルワーク 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

6 
教育相談の具体的方法 3－カウンセリング

マインドと多角的・総合的支援 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

7 
教育相談の進め方 1-受容・共感の姿勢・共

感的理解と姿勢 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

8 
教育相談の進め方 2-カウンセラー・ソーシ

ャルワーカー等との協働 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

9 
教育相談計画と学校組織－チーム学校と保

護者対応 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

10 
個別課題に向き合う教育相談の展開 1-いじ

め 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

11 
個別課題に向き合う教育相談の展開 2-不登

校 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

吉田卓

司 



ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

12 個別課題に向き合う教育相談の展開 3-虐待 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

13 
個別課題に向き合う教育相談の展開 4-自殺

防止 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

14 
教育相談とチーム学校－地域・関係機関(医

療・福祉・心理等)との連携 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

15 :講義の振り返りと総括 

＜予習・復習 各 2時間＞本時の講義内容に

ついて、講義前の予習として、テキ

ストの該当部分を読了しておくこ

と。また、講義後の復習として、講

義内容の振り返りと総括を各自の

ノート及び配布・返却されたプリン

ト等に記しておくこと。 

吉田卓

司 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験、講義時に作成するレポート、予習・復習課題に関する評価は、「教職免許取得者として必要な

知識の理解と学修内容に関して自ら考え、主体的に学びとったことを表現できているか」を評価基準とす

る。また、講義時のアクティブラーニングについては、上記に加えて、参加態度の主体性と積極性を評価

定 期 試

験(50%).

講 義 レ



の基準とする。 

 

ポ ー ト

(20%).ア

クティブ

ラ ー ニ

ン グ

(15%).予

習 ・ 復

習 課 題

(15%). 



授業科目名 教育実習事前事後指導 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 老田 準司 担当教員 老田 準司 

科目ナンバリング SE20BACC017 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

教育実習にあたり、生徒に与える影響の大きさを認識するとともに、実習に対する基本的な心構えや指導技

能を学修し、実習に対する実践力を身に付ける。また、教育実習終了後においても、実習評価簿及び教育実

習ノートに記載された内容により、改善事項を考察するとともに、事後の大学生活に活かす事項を見つける。 

 

学修目標 

教育実習に活用できる実践力を身に付けるとともに、事後に反省を生かす取組を進める。また、教員としての使命感、

倫理観、授業展開力を養う。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

学校教育現場の具体的な場面を想定しての授業を展開するので、体験してきた中学校、高等学校生活をも参

考に、生徒に具体的に指導できる方法考えておくこと。 

 

教科書 

文部科学省「中学校学習指導要領解説保健体育編」文部科学省「高等学校学習指導要領解説保健体育・体育

編」 

 

参考書 

新・めざそう保健体育教師（朝日出版） 

 

研究室／オフィスアワー 

１４研究室 火曜日 13:00～14：30 金曜日１０：４０－１４：３０ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
・教育実習の目的と意義・教育実習経験者（4

年生）から話を聞く 

予習：教育実習について情報を収集してお

く。（1時間）復習：本時の授業にお

ける学びを振り返る（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高 

2 教育実習の心構え・準備しておくべき事項 

予習：教育実習の内容について情報を収集

し、準備に必要なものを調べてお

く。（1時間）復習：本時の授業にお

ける学びを振り返る（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高 

3 学校教育の概要と教員免許制度 

予習：教育の現状及び日本や諸外国の免許

制度について調べておく。（1時間）

復習：本時の授業における学びを振

り返る（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 



秀高、 

4 学校における保健体育科教員の業務 

予習：保健体育科教員の仕事内容について、

調べておく。（1時間）復習：本時の

授業における学びを振り返る（1 時

間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、 

5 学級活動、ホームルームの課題と展開 

予習：学級活動・ホームルームについて情報

を収集し、準備に必要なものを調べ

ておく。（1時間）復習：本時の授業

における学びを振り返る（1時間） 

阿部秀

高 

6 ラジオ体操の基本技術・理論の理解 

予習：実技の準備体操で多用されるラジオ

体操の歴史、特長等について調べて

おく。（1時間）復習：本時の授業に

おける学びを振り返る。（1時間） 

老 田 

準司 

7 
授業展開方法①（体育実技種目の理解と実

技力修得） 

予習：。学校で指導される競技種目の特長、

歴史、ルールについて理解する。実

技の課題の整理しておく。（（1時間）

復習：本時の授業における学びを振

り返る。 体育実技の準備体操に多

用されるラジオ体操の基本につい

て理解を深める。（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、 

8 
授業展開方法②（体育実技種目の理解と実

技力修得） 

予習：学校で指導される競技種目の特長、歴

史、ルールについて理解する。実技

の課題の整理しておく。（1 時間）復

習：本時の授業における学びを振り

返る。（ 理解した基本に基づき、実

践力をつけるため、繰り返し練習す

る。）（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、 

9 
授業展開方法③（体育実技種目の理解と実

技力修得） 

予習：学校現場で教材となる競技種目の特

長、歴史、ルールについて調べてお

く。（1時間）復習：本時の授業にお

ける学びを振り返る（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、 

10 
授業展開方法④（体育実技種目の理解と実

技力修得） 

予習：教育実習期間に指導される競技種目

の特長、歴史、ルールについて理解

する。実技の課題の整理しておく。

（1 時間）復習：本時の授業におけ

る学びを振り返る（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、 

11 ラジオ体操の実践力確認 

予習：ラジオ体操の 13 の内容について確認

しておく。（1時間）復習：本時の授

業における学びを振り返る（1時間） 

老田 

準

司 

12 学校の課題の現状と理解① 

予習：学校の課題について、情報を収集し整

理しておく。（1時間）復習：本時の

授業における学びを振り返る（1 時

福島 

信

也



間） 、 

13 学校の課題の現状と理解② 

予習：前時に学修した内容について、情報を

収集し、整理しておく。（1時間）復

習：本時の授業における学びを振り

返る（1時間） 

福島 

信

也

、 

14 学校の課題の現状と理解③ 

予習：前時に学修した内容について整理し

ておく。（1時間）復習：本時の授業

における学びを振り返る（1時間） 

福島 

信

也

、 

15 授業のまとめと課題整理 

予習：学修した教育実習受講時の要領およ

び要点を整理し、課題解決方策のた

め情報を収集する。（1時間）復習：

本時の授業における学びを振り返

る（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 筆記試験（競技ルール）② 実技理解試験③ 授業への取組姿勢 

 

60%30%

10% 



授業科目名 特別支援教育概論 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 加藤 美朗 担当教員 加藤 美朗 

科目ナンバリング SE20BACB009 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 通常の学級にも在籍している発達障害や軽度知的障害をはじめとする様々な障害等により特別の支援を必

要とする幼児、児童及び生徒が授業において学習活動に参加している実感・達成感をもちながら学び、生き

る力を身に付けていくことができるよう、幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困難を理解し、個別の

教育的ニーズに対して、他の教員や関係機関と連携しながら組織的に対応していくために必要な知識や支援

方法を理解する。 

 

学修目標 

「特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の理解」（１）インクルーシブ教育の理念を含む特別支援教育に関す

る制度や仕組みを理解している。（２）発達障害等の特別の支援を必要とする児童生徒等の発達や心理的特性を理解

している。（３）障害のある幼児、児童生徒の学習上又は生活上の困難について基礎的知識を身に付けている。「特別

の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の教育課程及び支援方法の理解と習得」（１）特別の支援を必要とする児童

生徒等に対する支援の方法について例示することができる。（２）「通級に 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

障害児者の教育や福祉に関する施策の動向やニュースなどに日々留意し、情報収集に努めるとともに問題意

識を高めてください。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

授業中に適宜資料を配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤講師控室/授業の前後のみ対応可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
特別支援教育の理念及び枠組みについて理

解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 

2 
障害のある児童生徒の抱える困難について

理解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 

3 
発達障害のある児童生徒の特性について理

解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

 



次回授業時に提出する 

4 
発達障害のある児童生徒への配慮について

理解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 

5 自立活動を軸とした指導について理解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 

6 
実態把握と教育的支援・指導計画について

理解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 

7 
校内外の体制及び連携のあり方について理

解する 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：講義内容や事前資料を

踏まえて振り返りシートに記入し

次回授業時に提出する 

 

8 特別な教育的ニーズに関するまとめ 

予習：事前掲示資料の重要ポイントに下線

を引く復習：これまでの講義につい

てふり返る 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．第２回以降毎回提出する振り返りシート       １．20%２．レポート（題名や字数等は授業中に提示 ①80%



します）   ２．80%  ※評価基準：ルーブリックを提示します 

 

②20% 



授業科目名 総合的な学習の時間の指導法 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 福島 信也 担当教員 福島 信也 

科目ナンバリング SE20BACB012 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 「総合的な学習の時間」について、創設された背景やその後の経過を知り、その理念や意義について理解

する。 また、「総合的な学習の時間」の目標や内容を理解するとともに、下記の項目について理解を深める。 

〇新学習指導要領における「総合的な学習の時間」で育てようとする資質や能力について理解する  〇横断

的・総合的な学習や探究的な学習について理解する  〇指導計画の作成について理解する   「総合的な

学習の時間」は、授業内容や方法は各学校の指導にゆだねられているので、創意工夫を生かした特色ある 教

育活動を展開する必要がある。中学校(高等学校)の具体的な実践事例などを通して、「総合的な学習の時間」

を構 想できる基礎的・基本的な知識・技能を身につけることを主眼としている。 

 

学修目標 

 「総合的な学習の時間」の意義と教育課程において果たす役割について理解し、各教科等との関連性を図りながら

年 間指導計画を作成することの重要性について理解する。 ※「総合的な学習の時間」の創設の背景と「総合的な

学習の時間」のねらい及び育成することを目指す資質・能力を   理解する ※「総合的な学習の時間」の横断的・

総合的な学習や探究的な学習を構想できる ※「総合的な学習の時間」の指導計画の作成及び学習指導の基本的な考

え方について理解する 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 文部科学省「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開(中学校編)」などは、講義の中で適宜

取り上げていきますが、全てを網羅することはできません。授業後は必ずプリントを読み返し、理解を深め

てください。 ※授業で配布したプリントは、必ずファイル(綴じ込んで保存)すること ※プリントを適宜

読み返し、授業で学んだことを復習すること ※授業で配布した課題プリントは、必ず提出すること 

 

教科書 

使用しない。プリントを配布します。 

 

参考書 

〇文部科学省「中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編」〇ぎょうせい 「平成 29 年改正 中学校教

育課程実践講座 総合的な学習の時間」 その他、参考になる文献などは授業中に適宜紹介していきます。 

 

研究室／オフィスアワー 

イーストポート 4階 研究室 20 水曜日 10：00～14：00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

「総合的な学習の時間」の導入について～ 

オリエンテーション、導入された背景等に

ついて ～【プリント以外で配布するもの】・

プリント復習(1 時間)「中学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編」読む

(1 時間) 

福島信

也 



中学校学習指導要領解説 総合的な学習の

時間編 

2 
育成する資質・能力の意義について～ 意

義・学力の関係など ～ 

プリント復習(1 時間)「中学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編」読む

(1 時間) 

福島信

也 

3 
教育課程と校内体制 その 1～ 教育課程に

おける位置づけ ～ 

プリント復習(1 時間)「中学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編」読む

(1 時間) 

福島信

也 

4 
教育課程と校内体制 その 2～ 「総合的な

学習の時間」の学習内容 ～ 

プリント復習(1 時間)「中学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編」読む

(1 時間) 

福島信

也 

5 
全体計画・年間計画・単元計画～ 指導計画

の基本的な考え方 ～ 

プリント復習(1 時間)「中学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編」読む

(1 時間) 

福島信

也 

6 
「総合的な学習の時間」の評価～ 評価のポ

イント・評価方法 ～ 

プリント復習(1 時間)「中学校学習指導要領

解説 総合的な学習の時間編」読む

(1 時間) 

福島信

也 

7 
「総合的な学習の時間」の学習指導 ①～ 

『思考ツール』の活用  ～ 
プリント復習(1時間)課題プリント(1時間) 

福島信

也 

8 
「総合的な学習の時間」の学習指導 ②～ 

【情報の収集】【まとめ・表現】について ～ 
プリント復習(1時間)課題プリント(1時間） 

福島信

也 

9 

「総合的な学習の時間」の学習指導 ③～ 

「保健体育」や「道徳」と組み合わせて考え

る ～ 

プリント復習(1時間)事例集を読む(1時間) 
福島信

也 

10 
単元計画の作成①～ 事例から単元計画を

作成しよう ～ 

プリント復習及び「中学校学習指導要領解

説 総合的な学習の時間編」読む(1

時間)課題プリント(1 時間) 

福島信

也 

11 
単元計画の作成②～ 作成を工夫する(検討

会) ～ 

プリント復習及び「中学校学習指導要領解

説 総合的な学習の時間編」読む(1

時間)課題プリント（1時間） 

福島信

也 

12 
持続可能な世界を創るために～ 発表会① 

～ 

プリント復習(0.5 時間) 課題プリント

(1.5 時間) 

福島信

也 

13 
持続可能な世界を創るために～ 発表会② 

～ 

プリント復習(0.5 時間) 課題プリント

(1.5 時間) 

福島信

也 

14 
持続可能な世界を創るために～ 発表会③ 

～ 

プリント復習(0.5 時間) 課題プリント

(1.5 時間) 

福島信

也 

15 

これからの「総合的な学習の時間」の授業づ

くり～ 森ノ宮中学校の総合学習を考えよ

う ～ 

プリント復習(0.5 時間)課題プリント(1.5

時間） 

福島信

也 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

●12～14 回の発表会で、全員が提出したレポートの内容を【まとめ・表現】として発表します●授業では、

課題（プリント・コメントシート等）を提出します 

 

● レ ポ

ー ト ：

30 ％ ●

発 表 ：

30 ％ ●

授 業 内

課 題 ：

40％ 



授業科目名 生徒指導・進路指導論 (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 杉山 雅 担当教員 杉山 雅 

科目ナンバリング SE20BACB015 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

現代社会を生きる子ども達の心身の健全な発達について、ＨＲ指導や個別指導を中心に生徒指導の観点から

考察します。子どもの権利条約と生徒指導の基本原理を学び、厳罰主義をのりこえ、生徒の自主性を伸ばす

指導法を身につけることができます。又、教育現場での具体的な指導事例を取り上げ、生徒指導の実践的な

指導力を身につけることができるようになります。なお、コロナ禍における学校行事の再構築についても検

討したいと思っています。 

 

学修目標 

・思春期を生きる子どもたちの発達の課題を理解し、自立への過程を説明できる。・体罰や不適切な指導をのり越え、

生徒の心に響くしなやかな指導の在り方を判断できる。・生徒への個別接近の教育実践例に学び、生徒の内面を丁寧

に理解し、生徒指導におけるケア の理論を説明できる。・問題行動への取り組み方と専門機関との連携の仕方を実

践できる。・コロナ禍に学ぶ生徒の内面を理解し、生徒指導の在り方を再構築する視点を判断できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

復習に力を入れてください。受講後、授業で配布された資料を読みなおし、資料の中の設問をしっかり理解

してください。授業のテーマと関連のある参考書の部分に目を通し、さらに理解を深めてください。又、日

常的に教育問題や教育事件に関わるニュースに目を通し、自分の意見をまとめてみてください。 

 

教科書 

毎回、授業テーマに基づいたレジュメや資料を配布します。又、ニュース等で流れた最近の生徒指導にまつ

わる事件や諸問題を取り上げますので、自分なりに分析し、考察しておいて下さい。 

 

参考書 

「教師の仕事を考える」杉山雅 2012 年 学文社その他、必要に応じて資料を配布します。 

 

研究室／オフィスアワー 

講義のある日に講師控室へ来てください。緊急の場合は、mack-.sugiyama@nifty.com へ連絡ください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

生徒指導とは何か。子どもの権利条約に保

障された子どもの人権を尊重し、その精神

を生かした生徒指導法を学ぶ。子どもを理

解するためには、子どもの目線に立って考

えてみることが大切です。 

予習と復習  

2 

体罰とは何か。その定義を学び、体罰を克服

する指導のあり方を身につける。そのため、

生徒の内面を理解し自主性を伸ばす指導法

を学ぶ。 

予習と復習  



3 

部活動と体罰を考える暴力の否定と科学的

な指導法を打ち立てた近代スポーツの精神

について学び、部活動のあり方を考える。 

予習：課題ミニレポート「体罰について」  

4 

遅刻や清掃指導を通してクラス討論を軸に

生活規律をつくりあげる指導法を学ぶ。又、

ゼロ・トレランスの指導の問題点を考察し、

自主活動のあり方を学ぶ。 

予習と復習  

5 

文化祭等の行事とクラスづくりの指導あり

方を学ぶ。どのようにして行事の目標を達

成するのか。様々な実践から学びます。 

予習：講義の復習  

6 

行事の指導について、学校事故や保護者へ

の対応などの観点からも考察し、事故を防

ぐ力を高める。又、コロナ禍の学校行事の再

構築の仕方について学ぶ。 

予習と復習  

7 
校則問題について考える。校則とは、何のた

めにあるのか。その在り方を問い直す。 
予習：課題ミニレポート「校則について」  

8 

不登校・登校拒否の概念とその変遷につい

て学ぶ。登校拒否は病気ではありません。思

春期における登校拒否の意味を考察する。 

予習と復習  

9 

不登校・登校拒否の生徒への対応や専門機

関との連携の仕方について学ぶ。特に、不登

校から自立への筋道について学ぶ。 

予習と復習  

10 
「いじめについて考える」いじめの定義と

その発生のメカニズムを考察する。 
予習と復習  

11 

「いじめについて考える」（その２）いじめ

を克服する筋道を展望する。いじめ六層構

造論に基づいて被害者への支援の仕方につ

いて学ぶ。 

予習と復習  

12 
「児童虐待について考える」児童虐待とは

何か。その現状を学ぶ。 
予習と復習  

13 

「児童虐待について考える」（その２）具体

的な事例に基づいて、当事者への対応や専

門機関との連携の仕方について学ぶ。 

予習と復習  

14 
DV とデート DV について考える DV の中に潜

む支配―被支配の関係を考察する 
予習と復習  

15 
子どもの貧困問題を考える。ヤングケアラ

ーとは何か。 
予習と復習  

16 講義全体のまとめ及び確認テスト   

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

定期試験（筆記）   ミニレポート（筆記） 

 

定 期 試

験   

３０％ミ

ニ レ ポ

ート ２

０％ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鍼灸学科 

（2018 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 保健医療倫理 (鍼灸) 

主担当教員 安田 実 担当教員 安田 実 

科目ナンバリング SB126 科目区分 専門基礎科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 鍼灸師は、人として、社会人として、医療専門職であるためにその資質と能力の獲得のために「医療の倫

理」を学修することが求められている。具体的には、医療人としての倫理観を持ち、患者中心の医療を理解

し、同時に「死生観」や「哲学」を確立するためにも多様な知識の獲得を目指し、学修する必要も出てこよ

う。また、鍼灸師としての使命・役割そしてその責務を正しく理解し、高い倫理観をもつことが医療のプロ

フェッショナルとして要請されていることも明らかである。 それらの学修の中で、施術者としてあらため

て医療の倫理やバイオエシックス、医学研究の倫理指針とその利益相反についても認識しておくことも一層

求められている。一方、医療者の側だけではなく、患者及び社会の倫理についても学修を深める重要性は論

を俟たない。すなわち、患者の権利、生命の質（QOL）、ノーマライゼーション、ターミナルケア、臓器移植・

脳死、尊厳死と安楽死等、生命倫理に関する諸宣言も必要となっている。 本講義では、現在の保健医療倫

理について各方面で議論されている社会的事象・実例を通して、批評的視点で学ぶ。さらに、施術者として

の倫理観の醸成やその涵養について基本的な知識の取得と社会的情勢の中で得られている諸問題について多

くの事例とともに理解し、応用できることを講義の主題においている。 

 

学修目標 

１．学修者は、一般的目標として、医療倫理の基礎的考え方、倫理の概念と重要性、概略について知識を持ち、理解

する。２．個別到達目標としては、医療倫理の考え方を学修することで、施術者として、患者として、さらに広く社

会の構成員たる社会人として、医療倫理の概括的知理解と問題解決の方法の一部を理解することができる。３．プロ

フェッショナルリズムの概要を知ることにより、鍼灸師としての使命・役割とその責務について理解を深めることが

できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布された講義資料を読み、自分自身でさらに考えを深め、コメントを付け加えることができるような

批評的視点を持つこと。２．出された課題は提出すること。３．社会のあらゆる経済活動について、立場や役

割を代えて視点を持つ、また思考する訓練を実践してみること。 

 

教科書 

プリント教材「保健医療倫理入門（サブテキスト）2021 年版」（毎回講義時に該当部分を配布します） 

 

参考書 

・三隅一人他『ジレンマの社会学』ミネルヴァ書房 2020 年・千代豪昭他『学生のための医療概論第 3版増

補版』医学書院 2014 年・レイモンド S ファイファー『48 のケースで学ぶ職業倫理』同友館 2014 年・戸田

山和久『哲学入門』ちくま新書 2014 年・長尾和宏『死の授業』ブックマン社 2015 年・東洋療法学校協会

編『医療概論』医歯薬出版 2019 年 

 

研究室／オフィスアワー 



木曜日 4・5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医療倫理とは何か 

予習：シラバスの確認と東洋療法学校協会

編『医療概論』のうち、第 3章「医

療従事者の倫理」を読んでおく復

習：授業をもとにプリント教材の作

成提出 

安田 

2 バイオエシックスの概要 

予習：事前配布プリントの確認と東洋療法

学校協会編『医療概論』のうち、第

3 章「医療従事者の倫理」を読んで

おく。「医療倫理入門（サブテキス

ト）」の事前予習プリントの提出復

習：授業をもとにプリント教材の作

成提出 

安田 

3 
医学研究に関する倫理指針と利益相反につ

いて 

予習：事前配布プリント「医療倫理入門（サ

ブテキスト）」の事前予習プリント

の提出復習：授業をもとにプリント

教材の作成提出 

安田 

4 
生命の質（QOL）、患者の権利、ノーマライゼ

ーション 

予習：事前配布プリント「医療倫理入門（サ

ブテキスト）」の事前予習プリント

の提出復習：授業をもとにプリント

教材の作成提出 

安田 

5 
ターミナルケア、脳死、臓器移植、尊厳死と

安楽死について 

予習：事前配布プリント「医療倫理入門（サ

ブテキスト）」の事前予習プリント

の提出復習：授業をもとにプリント

教材の作成提出 

安田 

6 生命倫理に関する諸宣言 

予習：事前配布プリント「医療倫理入門（サ

ブテキスト）」の事前予習プリント

の提出復習：授業をもとにプリント

教材の作成提出 

安田 

7 

職業倫理とは何か。コンプライアンスとア

ドヒアランス、守秘義務と個人情報保護制

度について 

予習：事前配布プリント「医療倫理入門（サ

ブテキスト）」の事前予習プリント

の提出復習：授業をもとにプリント

教材の作成提出 

安田 

8 
インフォームドコンセントとインフォーム

ドアセント、患者の自己決定権 

予習：事前配布プリント「医療倫理入門（サ

ブテキスト）」の事前予習プリント

の提出復習：授業をもとにプリント

教材の作成提出 

安田 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.各講義後の課題または確認問題の提出 40%2.講義終了時の理解度確認テスト及びレポート試験 60% 

 

1.40%2.

60% 



授業科目名 鍼灸経営論 (鍼灸) 

主担当教員 安田 実 担当教員 安田 実 

科目ナンバリング SS227 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

将来開業し、経営する可能性のある鍼灸院、また就職する可能性の高い医療法人や行政機関など多くの公益

法人は通常の企業と比較して非営利法人としての公益性や役割の重要性をより多く担っている。 また、医

療を含め広くサービスに関わる業種は、経営的な側面はもとより、マーケティングや社会的事象についても、

企業型営利法人とは異なるアプローチと理解を要請されている。本講義では、現在の非営利型の経営論、コ

ミュニティ、地域社会との共生、サービスマーケティングの考え方について実例を通して、批評的視点で学

ぶ。 さらに、意思決定や問題解決の手法について基本的な知識の取得と情報の入手や選別の判断について

多くの事例とともに理解し、取得することを鍼灸経営論の講義の主題においている。 

 

学修目標 

１．学修者は、一般的目標として、経営的な視点、マネジメントの理解と運用、またマーケティングの基礎的考え方、

サービスの概念と重要性、非営利団体の持続的な運営、経営の概略について知識を持ち、理解する。２．個別到達目

標としては、マネジメントの発想法や考え方を取得することで、社会の仕組みの概括的知理解と問題解決の方法の一

部を理解することができる。３．地域コミュニティ活動において、非営利団体や組織等のサービスの提供する側の発

想と論理について理解を深めることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．配布された講義資料を読み、自分自身でさらに考えを深め、コメントを付け加えることができるような

批評的視点を持つこと。２．出された課題は提出すること。３．社会のあらゆる経済活動について、立場や役

割を代えて視点を持つ、また思考する訓練を実践してみること。 

 

教科書 

プリント教材「経営・マーケティング入門（サブテキスト）2021 年版」（毎回講義時に該当部分を配布します） 

 

参考書 

・岸川善光『経営学要論』同文舘出版 2017 年・柳井正『経営者になるためのノート』PHP 研究所 2015 年・田

中洋『ブランド戦略論』有斐閣 2017 年・ジェームスマグラス他『経営理論大全』朝日新聞出版 2015 年・フ

ィリップコトラー他『コトラーのマーケティング 4.0』朝日新聞出版規 2017・ソロモン『消費者行動論』丸

善出版 2015・C・グルンルース『北欧型サービス志向のマネジメント』ミネルヴァ書房 2013・池尾恭一他『マ

ーケティング』有斐閣 2010・小川 孔輔『マーケティング入門』日本経済新聞社 2009・博報堂ブランドコン

サルティング『サービスブランディング』ダイヤモンド社 2008 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 4・5限 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
経営（マネジメント）・マーケティングとは

何か 

予習：シラバスの確認と「経営(マネジメン

ト）」、「サービスの特性の理解」、「サ

ービスマーケティングとその周辺

について」の事前予習プリントの提

出復習：授業をもとにプリント教材

の作成提出 

安田 

2 経営理論とマーケティングサービス 

予習：事前配布プリントの確認と「経営体・

事業体・サービス提供法人の種類に

ついて」の事前予習プリントの提出

復習：授業をもとにプリント教材の

作成提出 

安田 

3 経営の全体像、マネジメントとは 

予習：事前配布プリントの確認と「口コミと

サービス」「サービススクリプトの

理解」の事前予習プリントの提出復

習：授業をもとにプリント教材の作

成提出 

安田 

4 
サービス事業経営の要諦である評判の獲

得、口コミの本質とは 

予習：事前配布プリントの確認と「連立計算

問題」、「損益計算演習」の事前予習

プリントの提出復習：授業をもとに

プリント教材の作成提出 

安田 

5 損益分岐点の理解 

予習：事前配布プリントの確認と「マーケテ

ィングの 7Ｐの理解」、「損益計算演

習（１）」の事前予習プリントの提出

復習：授業をもとにプリント教材の

作成提出 

安田 

6 損益分岐点の演習、活用 

予習：事前配布プリントの確認と「損益計算

演習（2）」の事前予習プリントの提

出復習：授業をもとにプリント教材

の作成提出 

安田 

7 経営とサービスマーケティングの７P 

予習：事前配布プリントの確認と「マーケテ

ィングマトリクスの理解」、「ディズ

ニーランドの不思議」の事前予習プ

リントの提出 

安田 

8 サービスの要素とその特性について 

予習：事前配布プリントの確認と「適職発

見」「演繹法と帰納法」、「批判的思

考」の事前予習プリントの提出復

習：授業をもとにプリント教材の作

成提出 

安田 

9 経営におけるマーケティングミックスとは 

予習：事前配布プリントの確認と「購入決定

のプロセス」の事前予習プリントの

提出復習：授業をもとにプリント教

材の作成提出 

安田 

10 
サービス事業体の行為の経営のデザインに

ついて 

予習：事前配布プリントの確認と「医療法人

とは何か」の事前予習プリントの提

出復習：授業をもとにプリント教材

の作成提出 

安田 

11 経営戦略とブランドマネジメント 

予習：事前配布プリントの確認と「ブラン

ド」の事前予習プリントの提出復

習：授業をもとにプリント教材の作

成提出 

安田 

12 
鍼灸院・医療機関の経営とマーケティング

の活用応用 

予習：事前配布プリントの確認と「事業計画

書の書き方」の事前予習プリントの

提出復習：授業をもとにプリント教

材の作成提出 

安田 

13 事業運営の経営的諸問題について 

予習：事前配布プリントの確認と「論文の書

き方」、「医療法と広告制限」の事前

予習プリントの提出復習：授業をも

とにプリント教材の作成提出 

安田 

14 身近な経営、マーケティングと行動経済学 

予習：事前配布プリントの確認と「医療経済

学と行動経済学」の事前予習プリン

トの提出復習：授業をもとにプリン

安田 



ト教材の作成提出 

15 
顧客満足度を高める、提携関係を結ぶ今ま

での学習内容の総括とその理解チェック 

予習：事前配布プリントの確認と「経営用

語」の事前予習プリントの提出 
安田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.各講義後の課題または確認問題の提出 40%2.講義終了時の理解度確認テスト及びレポート試験 60% 

 

1.40%2.

60% 



授業科目名 関係法規 (鍼灸) 

主担当教員 安田 実 担当教員 安田 実 

科目ナンバリング SS228 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 医療従事者として、また開業することが可能な医療資格保持者として私たちを取り巻く社会の「法律」の

重要性は極めて高い。国家試験出題基準に「関係法規」が課せられている所以でもある。 法の基礎から医療

に従事する上で必須の法規に至るまで、実務に即して解説し、知識が身につくよう実践的な視点で授業を構

成する。また、開業可能な鍼灸師は、保健医療分野における学問的な知識や施術者としての技術のみならず、

幅広い法律的知識の理解と活用できることも要求される。 さらに、医療を含め広く健康サービスに関わる

業種は、一般企業と比較して法律や行政や動向についてより直接的に影響を大きく受けることもあり、企業

とは異なるアプローチを強く要請されている。本講義では、現在の医療を取り巻く法律の基礎的な考え方は

当然として、その知識について実例を通して、物事の本質的理解を基本の考え方として学ぶ。一方、基準と

なる法律の解釈は、意思決定や問題解決の手法について基本的な知識の取得と情報の入手や選別の判断につ

いて多くの事例とともに理解し、取得することを授業の主題においている。 なお、授業展開及び授業計画に

ついては、単元ごとの有機的相関関係と理解深度により、また講義全体の理解を容易にするため順序の変更

や学修内容を変更する場合がある。 

 

学修目標 

１．学習者は、第一次的目標として、法律の基礎的考え方、医療従事者としての高い倫理性を兼ね備えた法規の理解、

その概念と重要性、また将来の法律改正の機会にはその概略についてその基本や底流にある概念を持ち、理解する。

２．学習者の個別到達目標としては、法律の基礎知識や考え方を取得することで、地方公共団体や、行政と社会のあ

り方、その仕組みの概括的知理解の取得と問題解決の方法の一部を理解することができる。具体的には、「社会と法

についての関係について見解を述べることができる。」ことを目標とする３．鍼灸師の活動全般において、法令はも

とより、行政機関や医療機関等、介護福祉組織等のサービスの提供する側の正しい概念と論理について理解を深める

ことができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．教科書および参考のために教員の作成した講義資料を読み、自分自身でさらに考えを深め、コメントを

付け加えることができるような批評的視点を持つこと。２．出された課題は必ず提出すること。３．新聞雑

誌等で報道される社会のあらゆる法律的な判断や解釈、経済・社会活動について、立場や役割を代えて視点

を持つ、また思考する訓練を実践してみること。 

 

教科書 

公益社団法人東洋療法学校協会編、前田和彦著「関係法規第 7 版」（医歯薬出版株式会社）(および「関係法

規入門（サブテキスト）」2021 年版 これは講義担当者が、該当部分を配布します） 

 

参考書 

・吉田利宏『法律を読む技術・学ぶ技術』ダイヤモンド社 2016 年・副田ら『ライフステージと法 第 7版』

有斐閣 2017 年・今井むつみ『学びとは何か』岩波新書 2016 年・川井龍介『社会を生きるための教科書』岩

波ジュニア新書 2010 年・木村草太『キヨミズ准教授の法学入門』星海社新書 2012 年・瀧川ら『法哲学』有



斐閣 2019 年・法制執務用語研究会『条文の読み方』有斐閣 2012 年 

 

研究室／オフィスアワー 

毎週木曜日 4 限 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 法と社会、法の体系、法哲学、法律の基礎 

予習：既存知識で知っている法律について

どのようなものがあるのかを調査

リストアップする復習：サブテキス

トの課題提出 

安田 

2 
あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師

等に関する法律の法制定の目的と免許 

予習：法律で定められているには医療資格

どのようなものがあるのかを調査

リストアップする復習：サブテキス

トの課題提出 

安田 

3 
あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師

等に関する法律の業務 

予習：はり師、きゅう師、あん摩マッサージ

指圧師について事前に調べておく

復習：サブテキストの課題提出 

安田 

4 医業類似行為とは何か 

予習：医業類似行為とはどのような定義が

なされているのかについて事前に

調べておく復習：サブテキストの課

題提出 

安田 

5 学校・養成施設､国家試験実施機関、審議会 

予習：関西にある鍼灸師養成の学校につい

て調査リストアップする復習：サブ

テキストの課題提出 

安田 

6 
あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師

等に関する法律の罰則 

予習：新聞記事の中で法律と罰則の関係に

ついて調べておく。復習：サブテキ

ストの課題提出 

安田 

7 
医療関係法規、医療制度、医療法と医師法、

医療従事者の法律、薬事法 

予習：医師法、その他医療従事者に関する法

律としては何があるのか事前に調

べておく復習：サブテキストの課題

提出 

安田 

8 
衛生関係法規、社会福祉関係法規（地域保健

法、母体保護法、健康増進法） 

予習：保健所の役割、仕事、歴史的経緯につ

いて事前に調べておく復習：サブテ

キストの課題提出 

安田 

9 
社会保険関係法規、その他の法規（健保・国

保の特徴、後期高齢者医療制度 

予習：社会福祉関係の仕事について予め調

べておく。復習：サブテキストの課

題提出 

安田 

10 

わが国の医療保険制度（医療保険の仕組み、

介護保険、生命保険と年金、仕事中のけが、

労災） 

予習：西欧の保険制度や発展途上国の保険

制度についてわが国の制度と比較

して事前に調べておく。復習：サブ

テキストの課題提出 

安田 

11 

法令に即した業活動の届出と設置のための

基本（会社の設立についての、行政的法令的

な手続の基本） 

予習：身近な会社の概要を調べる（どんなセ

クションがあるのか、また、鍼灸関

連の会社はどのようなものがある

か等）復習：授業をもとにシラバス、

プリント教材の確認 

安田 

12 
法律的・行政的な、各種団体もしくは非営利

法人・会社設立等とその関連法規について 

予習：身近な家族・先輩の方へ「会社のこと、

取引先のこと、法律的なトラブルの

概要」をヒアリングして調査してお

く（どんなことが争いごととなるの

か）。復習：授業をもとにシラバス、

プリント教材の確認 

安田 

13 
多様な医療職の関係法規とはどのような構

成となっているのか。 

予習：ある特定の医療職の法令を入手し、不

明な語句を抜き出す復習：授業をも

とにシラバス、プリント教材の確認 

安田 

14 

法律的側面から見た「契約」概念の意味、ク

レーム対応、医療職の信頼性の確保、法令的

なリスクマネジメントとは？ 

予習：医療機関、医療関係事業会社や個人事

業主は事業を営む上での法令的に

どのような状況を調べる（どんなこ

安田 



とが基本となっているのか。また、

印象はどう違うのか等）。復習：授業

をもとにシラバス、プリント教材の

確認 

15 
はり師きゅう師の国家試験出題の傾向と対

策、契約書の基本知識 

予習：過去の国家試験問題の出題傾向の理

解を深めるとともに自ら作成して

みる復習：授業をもとにシラバス、

プリント教材の確認 

安田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義中間期の理解度試験②各講義後の課題または確認問題の提出③講義終了時の理解度試験及

びレポート試験 

 

①40%

②20%

③40% 



授業科目名 応用鍼灸治療学 (鍼灸 A) 

主担当教員 中野 正得 担当教員 中野 正得／山内 健太郎 

科目ナンバリング SS313 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

よくなおる※経絡治療※日本はり医学会方式の理論を学び実習する。※経絡治療とは・・・正経十二経と奇

経八脉を含む経絡系統の気血の虚実を弁え補瀉調整することで生命力を強化し、疾病からの回復と予防をは

かる日本伝統鍼灸術である。※日本はり医学会方式とは・・・一般社団法人日本はり医学が長年の臨床実践

により再構築したよくなおる経絡治療である。よくなおる経絡治療・日本はり医学会方式は、以下の術式か

らなる。１）「本治法」・・・疾病の根本的原因である主たる変動経絡の気血の虚実を補瀉調整し生命力を強

化する術式。鍼灸を含む伝統医術の最高峰に位置する治療法。２）「標治法」・・・症状の現れている局所の虚

実を補瀉調整して症状の緩和をはかる術式。３）「補助療法」・・・即効性のある特殊な治療を施しさらなる

症状の緩和をはかる術式。これには、①奇経治療?子午治療③古野式経絡骨盤調整療法④刺絡鍼法等がある。

このように、本・標・補助による三位一体の治療を駆使して、患者を病苦から救うために研究開発されたの

が、よくなおる経絡治療・日本はり医学会方式である。【前半 7回】第二の経絡治療「宮脇奇経治療」を習得

するための理論を学び実習する。宮脇経治療は経絡治療の補助療法であり、手足の 2 つのツボだけであらゆ

る症状を治療することができる魔法のような治療法である。高速道路のように即効性があり、臨床だけでな

く、鍼灸ボランティア（スポーツイベントでのアスリートのケアや災害医療における被災者のケア）で活用

することができ、治療法として実際に使用できるよう理論と手技手法を修得してもらいたい。このような実

績から、海外では Miyawaki Style の呼び名で親しまれていて大人気である。将来は、海外まで活躍の場を広

げ た い 学 生 諸 君 は 是 非 習 得 す べ き で あ る 。（ 山 内 ） 宮 脇 奇 経 治 療

↓https://hariqfantsist.amebaownd.com/pages/1267893/page_201709122318 その他、子午治療や標治法（経

絡治療における局所治療）を実習する。【後半 8回】よくなおる経絡治療・日本はり医学会方式を習得するた

めの理論を学び実習する。これを行うために、四診法、特に脉診・腹診、証決定、治療法則、補法の基本刺鍼

を習得する。中でも、この演習のメインのひとつである補法の基本刺鍼は、数千年前の医学書に伝統鍼灸術

究極奥義として記載されている。この奥義を、時空を超えてみんなに伝承できることが何よりの幸せである。

是非楽しんで習得してもらいたい。（中野）全 15 回の演習では、共通して痛くない鍼と熱くないお灸で行う。

痛くなく、熱くなく、怖くなく、人にやさしい安心・安全・完全な鍼灸医療を世界中の患者に提供できるよう

に成ろう！その修得を行う。（中野・山内）山内健太郎（やまうちけんたろう）：７回プロフィール（一社）日

本はり医学会 理事・指導講師中野正得（なかのまさなり）：８回プロフィール（一社）日本はり医学会 会長

（一社）和歌山県鍼灸師会 会長日本伝統鍼灸学会 評議員アメリカ・ニューメキシコ州東洋医学医師令和 3

年度保健衛生功労者知事感謝状受賞 

 

学修目標 

1.経絡治療特に本治法が理解でき、実践できる。2.証の決定が実践できる。3.脉診・腹診が実践できる。4.補法の鍼

が実践できる。5.奇経治療が実践できる。6.子午治療が実践できる。7.経絡治療における標治法が実践できる。8.時

代のニーズに合った治療が実践できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.積極的に実習に参加する。2.東洋医学を心得た治療のできる医療人になってほしい。3.様々な患者に対応

できる医療人になる。最後に一言中野：「みんなは鍼灸が好きですか？私は大好きです。こんなに素晴らしい



職業は他にはありません！」山内：「みんなにも是非この素晴らしさを実感してもらえるように精一杯お伝え

します！」 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

宮脇和登著 よくわかる経絡治療 たにぐち書店宮脇和登著 よくわかる奇経治療 たにぐち書店 

 

研究室／オフィスアワー 

１階非常勤講師控室/授業前後のみ対応可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 奇経治療基礎理論と実技 
予習：奇経八脉の種類を覚える復習：適応症

を覚える 
山内 

2 奇経腹診の方法と実習 
予習：腹診の注意点復習：奇経腹診の方法を

覚える 
山内 

3 奇経治療の取穴、治療方法と実技 
予習：奇経の治療穴を取穴する復習：特殊な

治療穴を覚える 
山内 

4 奇経治療の診察診断～治療まで 
予習：知熱灸施術のやり方復習：病因・病症

を覚える 
山内 

5 
経絡頚肩部調整療法、経絡骨盤調整療法の

理論と実習 

予習：頸肩部、鼠径部の経穴を見直す復習：

接触鍼を自分に行う 
山内 

6 標治法と子午治療の理論と実習 
予習：背部兪穴、原・?・絡穴を覚える復習：

標治法を実践する 
山内 

7 臨床に即した経絡治療の流れと総まとめ 

予習：奇経治療・本治法・標治法・補助療法

の流れと使用穴、手技を確認する復

習：臨床に即した経絡治療を実践す

る 

山内 

8 

講義：経絡治療総論実技：よくなおる経絡治

療・日本はり医学会方式のデモンストレー

ション 

予 習 ： 経 絡 治 療 と は

↓https://hariqfantsist.amebaow

nd.com/pages/1262184/page_20170

9110128 復習：経絡治療とは↑ 

中野 

9 講義：脉診実技：脉診の仕方／「公開臨床」 

予 習 ： 脉 診 と は

↓https://hariqfantsist.amebaow

nd.com/pages/1262184/page_20170

9110128 復習：暇さえあれば自分の

脉を診てみる。 

中野 

10 講義：腹診実技：腹診の仕方／「公開臨床」 

予 習 ： 腹 診 と は

↓https://hariqfantsist.amebaow

nd.com/pages/1262184/page_20170

9110128 復習：就寝時・起床時に自

分のお腹を診てみる。 

中野 

11 
講義：証決定と治療法則実技：証決定の仕方

／「公開臨床」 

予 習 ： 証 決 定 と 治 療 法 則 と は

↓https://hariqfantsist.amebaow

nd.com/pages/1262184/page_20170

9110128 復習：自分の脉や腹を診て

自分なりに証を立ててみる。 

中野 

12 実技：補法の基本刺鍼 

予 習 ： 補 法 の 基 本 刺 鍼 と は

↓https://youtu.be/MofUMpuLC-g

復習：毎日自分の大腿部に鍼をして

補法の基本刺鍼を練習する。 

中野 

13 実技：経絡治療の診察診断から治療まで 
予習：経絡治療の診察診断から治療の流れ

と は
中野 



↓https://hariqfantsist.amebaow

nd.com/pages/1262184/page_20170

9110128 復習：経絡治療で自己治療

をしてみる。 

14 実技：経絡治療の診察診断から治療まで 

予習：経絡治療の診察診断から治療の流れ

と は

↓https://hariqfantsist.amebaow

nd.com/pages/1262184/page_20170

9110128 復習：経絡治療で自己治療

をしてみる。 

中野 

15 講義：経絡治療のまとめ実技：「公開臨床」 

予 習 ： 経 絡 治 療 と は

↓https://hariqfantsist.amebaow

nd.com/pages/1262184/page_20170

9110128 復習：毎日経絡治療で自己

治療をして自分の健康を守る。 

中野 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.口頭試問 2.実技テスト 3.平常点（授業への参加姿勢等）4/5 回以上の出席が必要です。 

 

1.30%2.

30%3.40

% 



授業科目名 応用鍼灸治療学 (鍼灸 B) 

主担当教員 奥村 裕一 担当教員 奥村 裕一／油谷 真空 

科目ナンバリング SS313 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

これまで学習した伝統的な鍼灸治療学の基礎を十分に理解した上で応用力を高め、臨床能力を向上させるこ

とを目的としている。診断学において、ここでは四診の問診を除く診察方法（望聞切）を多面的に診て、より

的確に臓腑経絡の異常や八綱陰陽を捉える方法の基礎を学び実践的な実習を行います。 

 

学修目標 

1．東洋医学的診察・診断に必要な知識を再確認する。2．東洋医学的診察技術の向上を目指す。3．東洋医学的病態

の把握能力を高める。4.  常に実践を意識した診察へのとりくみ。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．四診（望聞問切）合参の意味を認識しながらとりくむ。2．それぞれの診察が何に結びつくかを考えなが

ら行う。3．体表の反応が微妙に変化することを認識し、デリケートに触れなければならないことを意識して

おこなう。4．出席、授業態度は重視する。5．実技に適した服装（腹部、背部が診やすく、肘から手、膝から

足先がすぐに確認できる）で受講する。6．医療従事者としての意識を高めながら実技にとりくむ。 

 

教科書 

『体表観察学』藤本蓮風著 緑書房 

 

参考書 

『胃の気の脈診』藤本蓮風著 森ノ宮医療学園出版部『鍼灸舌診アトラス』藤本蓮風著 緑書房 

 

研究室／オフィスアワー 

1 階非常勤講師控室/授業の前後のみ対応可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
打鍼① 実演夢分流解説（動画 20 分）＆指

導 

予習：体表観察学 p.159～172 復習：体表観

察学 p.159～172 
奥村 

2 打鍼② 実演夢分流腹診 指導 
予習：体表観察学 p.76～91 復習：体表観察

学 p.76～91 
奥村 

3 
古代鍼① 実演胃の気の脈診解説（動画 20

分）＆指導夢分流腹診確認テスト（7分） 
予習：配布資料復習：配布資料 奥村 

4 古代診② 実演胃の気の脈診 指導 予習：配布資料復習：配布資料 奥村 

5 
顔面望診＆舌診① 解説＆実技デモ胃の気

の脈診確認テスト（7分） 

顔面望診予習：体表観察学p.108～122復習：

体表観察学 p.108～122 舌診予習：

学習してきた舌診について復習：授

業で学んだ内容についてまとめる 

奥村 

6 顔面望診＆舌診② 実技デモ＆指導 

顔面望診予習：体表観察学p.108～122復習：

体表観察学 p.108～122 舌診予習：

学習してきた舌診について復習：授

奥村 



業で学んだ内容についてまとめる 

7 

腹診＆脈診＆望診から臨床打鍼や古代鍼で

の体表の変化顔面望診＆舌診確認テスト（7

分） 

予習：前回までの授業の要点を再確認 奥村 

8 
前回までの講義の復習と確認原穴診① 解

説＆実技デモ＆刺鍼デモ 

予習：前回までの授業の要点を再確認体表

観察学 P91～93 P174～190 復習：

原穴の位置とタッチの確認 

油谷 

9 原穴診②解説＆実技デモ＆指導 
予習：体表観察学P91～93 P174～190復習：

原穴の位置とタッチの確認 
油谷 

10 原穴診③実技指導＆刺鍼 

予習：体表観察学P91～93 P174～190復習：

穴の虚実を意識してタッチしてみ

る 

油谷 

11 
背候診①動画解説（約 20 分）・実施・実技

デモ原穴診確認テスト（7分） 

予習：体表観察学P68～76 P131～143復習：

背部兪穴の位置とタッチの確認 
油谷 

12 背候診②解説＆指導 

予習：体表観察学P68～76 P131～143復習：

穴の虚実を意識してタッチしてみ

る 

油谷 

13 
原穴診と背候診の相関性について解説・実

施背候診確認テスト（7分） 

予習：原穴診と背候診の診察意義を確認復

習：目的意識をもって診察する場合

の要点を確認 

油谷 

14 体表観察総括①解説・実施・実技デモ 
予習：各診察法の意義と手順を確認復習：各

診察法がどのように繋がるか確認 
油谷 

15 体表観察総括②解説・実施 

予習：目的意識をもって診察に取り組むよ

うイメージする復習：診察から診断

しどのように治療をイメージする

か確認 

油谷 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１． 確認テスト２． 課題提出３． 授業態度と課題内容による加点※４／５の出席を必要とする。 

 

１．50％

２．10％

３．40％ 



授業科目名 特殊鍼灸治療学 (鍼灸 B) 

主担当教員 大川 祐世 担当教員 
大川 祐世／尾﨑 朋文／辻丸 

泰永／辻 涼太 

科目ナンバリング SS315 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 
金曜 3 限、金曜

4 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１. 刺絡鍼法、耳鍼療法、灸頭鍼法、鍼通電療法など様々な鍼灸の特殊手技について指導する（刺絡鍼法に

関しては法的な諸問題についても解説する）２. それぞれの特殊手技の特徴や応用領域について指導する

３. 様々な特殊手技を安全かつ正確に実践する方法を指導する 

 

学修目標 

１. 刺絡鍼法、耳鍼療法、灸頭鍼法、鍼通電療法など様々な鍼灸の特殊手技を習得する（刺絡鍼法に関しては法的

な諸問題についても理解する）２. それぞれの特殊手技の特徴や応用領域について理解する３. 様々な特殊手技を

安全かつ正確に実践できる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１. 遅刻をしない（理由：授業前半に手技の解説を行うため）、欠席をしない（理由：各手技を学ぶ機会が

それぞれ１コマもしくは２コマしかないため）２. 実習における身なりを整える。（施術者として清潔な身

だしなみを心がける。白衣またはケーシーを着用し、装飾品を外す。爪は短く切る。）３. 始業時間には、

実技に必要な準備を済ませておく４. 刺絡鍼法の実施にあたって、自分専用の三稜鍼の購入が必要となる

（購入手続きについてはこちらから案内します） 

 

教科書 

授業内で資料配布 

 

参考書 

特に無し 

 

研究室／オフィスアワー 

（尾﨑朋文） 不定期のため事前に要確認（辻丸泰永） 不定期のため事前に要確認（辻 涼太） 不定期の

ため事前に要確認（大川祐世） 不定期のため事前に要確認 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 鍼通電療法① 

予習：鍼通電療法について調べてくる復習：

鍼治療に関連した衛生操作につい

て復習しておく 

辻 

2 鍼通電療法② 

予習：鍼通電療法について事前に調べてく

る復習：新しく学習した鍼通電療法

について復習しておく 

辻 

3 経絡治療① 
予習：経絡治療について調べてくる復習：経

絡治療の方法について復習してお
辻 



く 

4 経絡治療② 

予習：経絡治療の応用について予習してく

る復習：前回の学習内容を復習して

おく 

辻 

5 耳鍼療法 
予習：耳鍼療法について調べてくる復習：前

回学習した内容を復習しておく 
辻丸 

6 バランステスト 

予習：バランステスト（川嶋和義開発）につ

いて調べておく復習：前回学習した

内容を復習しておく 

辻丸 

7 長野式治療① 

予習： 長野式治療（長野潔開発）について

調べておく復習：前回学習した内容

を復習しておく 

辻丸 

8 長野式治療② 

予習： 長野式治療（長野潔開発）について

調べておく復習：前回学習した内容

を復習しておく 

辻丸 

9 灸頭鍼療法① 
予習：灸頭鍼療法について調べてくる復習：

前回学習した内容を復習しておく 
尾﨑 

10 灸頭鍼療法② 

予習：灸頭鍼療法の応用について調べてお

く復習：前回学習した内容を復習し

ておく 

尾﨑 

11 刺絡概論 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスの確認 
大川 

12 井穴刺絡① 
予習：本講義内容を確認復習：前回の講義内

容の復習 
大川 

13 井穴刺絡② 
予習：本講義内容を確認復習：前回の講義内

容の復習 
大川 

14 皮膚刺絡① 
予習：本講義内容を確認復習：前回の講義内

容の復習 
大川 

15 皮膚刺絡② 
予習：本講義内容を確認復習：前回の講義内

容の復習 
大川 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１. 受講態度 （辻 涼太）２. 受講態度 （辻丸泰永）３. 受講態度 （尾﨑朋文）４. 受講態度、実技試

験、筆記試験 （大川祐世）上記、それぞれ 60 点以上で単位認定とする 4/5 回以上の出席を必要とし，

基準を満たした者について成績評価を実施する 

１ . 

20 ％ ２ . 

20% ３ . 



 10 ％ ４ . 

50％ 



授業科目名 特殊鍼灸治療学 (鍼灸 A) 

主担当教員 大川 祐世 担当教員 
大川 祐世／尾﨑 朋文／辻丸 

泰永／辻 涼太 

科目ナンバリング SS315 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 
金曜 3 限、金曜

4 限 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１. 刺絡鍼法、耳鍼療法、灸頭鍼法、鍼通電療法など様々な鍼灸の特殊手技について指導する（刺絡鍼法に

関しては法的な諸問題についても解説する）２. それぞれの特殊手技の特徴や応用領域について指導する

３. 様々な特殊手技を安全かつ正確に実践する方法を指導する 

 

学修目標 

１. 刺絡鍼法、耳鍼療法、灸頭鍼法、鍼通電療法など様々な鍼灸の特殊手技を習得する（刺絡鍼法に関しては法的

な諸問題についても理解する）２. それぞれの特殊手技の特徴や応用領域について理解する３. 様々な特殊手技を

安全かつ正確に実践できる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１. 遅刻をしない（理由：授業前半に手技の解説を行うため）、欠席をしない（理由：各手技を学ぶ機会が

それぞれ１コマもしくは２コマしかないため）２. 実習における身なりを整える。（施術者として清潔な身

だしなみを心がける。白衣またはケーシーを着用し、装飾品を外す。爪は短く切る。）３. 始業時間には、

実技に必要な準備を済ませておく４. 刺絡鍼法の実施にあたって、自分専用の三稜鍼の購入が必要となる

（購入手続きについてはこちらから案内します） 

 

教科書 

授業内で資料配布 

 

参考書 

特に無し 

 

研究室／オフィスアワー 

（尾﨑朋文） 不定期のため事前に要確認（辻丸泰永） 不定期のため事前に要確認（辻 涼太） 不定期の

ため事前に要確認（大川祐世） 不定期のため事前に要確認 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 鍼通電療法① 

予習：鍼通電療法について調べてくる復習：

鍼治療に関連した衛生操作につい

て復習しておく 

辻 

2 鍼通電療法② 

予習：鍼通電療法について事前に調べてく

る復習：新しく学習した鍼通電療法

について復習しておく 

辻 

3 経絡治療① 
予習：経絡治療について調べてくる復習：経

絡治療の方法について復習してお
辻 



く 

4 経絡治療② 

予習：経絡治療の応用について予習してく

る復習：前回の学習内容を復習して

おく 

辻 

5 耳鍼療法 
予習：耳鍼療法について調べてくる復習：前

回学習した内容を復習しておく 
辻丸 

6 バランステスト 

予習：バランステスト（川嶋和義開発）につ

いて調べておく復習：前回学習した

内容を復習しておく 

辻丸 

7 長野式治療① 

予習： 長野式治療（長野潔開発）について

調べておく復習：前回学習した内容

を復習しておく 

辻丸 

8 長野式治療② 

予習： 長野式治療（長野潔開発）について

調べておく復習：前回学習した内容

を復習しておく 

辻丸 

9 灸頭鍼療法① 
予習：灸頭鍼療法について調べてくる復習：

前回学習した内容を復習しておく 
尾﨑 

10 灸頭鍼療法② 

予習：灸頭鍼療法の応用について調べてお

く復習：前回学習した内容を復習し

ておく 

尾﨑 

11 刺絡概論 
予習：シラバスの確認復習：授業をもとにシ

ラバスの確認 
大川 

12 井穴刺絡① 
予習：本講義内容を確認復習：前回の講義内

容の復習 
大川 

13 井穴刺絡② 
予習：本講義内容を確認復習：前回の講義内

容の復習 
大川 

14 皮膚刺絡① 
予習：本講義内容を確認復習：前回の講義内

容の復習 
大川 

15 皮膚刺絡② 
予習：本講義内容を確認復習：前回の講義内

容の復習 
大川 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１. 受講態度 （辻 涼太）２. 受講態度 （辻丸泰永）３. 受講態度 （尾﨑朋文）４. 受講態度、実技試

験、筆記試験 （大川祐世）上記、それぞれ 60 点以上で単位認定とする 4/5 回以上の出席を必要とし，

基準を満たした者について成績評価を実施する 

１ . 

20 ％ ２ . 

20% ３ . 



 10 ％ ４ . 

50％ 



授業科目名 附属施術所応用実習 (鍼灸 B) 

主担当教員 辻 涼太 担当教員 辻 涼太 

科目ナンバリング SS403 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限、火曜 2 限、

火曜 3 限、火曜

4 限 、 火 曜 5

限 ) 、 後 期 ( 実

習) 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１．教員の指導下で、施術活動に補助として参加する。２．問診や診察により病態を推察し、治療計画や評価

について教員と意見交換をする。３．観察あるいは施術補助した症例や疾患について、文献検索などを用い

て調べ、power point 等を用いてカンファレンスで発表し討論する。 

 

学修目標 

１．基本的な患者応対、問診、診察補助、鍼灸適否判断、施術補助、記録ができる。２．患者の苦痛を理解し、医療

従事者としてのモラルと使命感を身に付ける。３．観察した症例を正確に記し、病態や治療効果を客観的に分析して

プレゼンできる。 ４．現代医学、東洋医学の両面で患者の病態を把握できる力を身につける。５．模擬患者を対象

として実際に治療ができる技術を身に付ける。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．実習マニュアルにもとづき、身だしなみや態度などに細心の注意を払うこと。２．遅刻は、臨床業務に支

障を来たす行為であり、臨床実習における心構えの観点からも認めない。 ３．指定された時間に附属鍼灸

施術所に集合し、出席確認・身だしなみチェック・必要備品のチェック・注意事項などを行った上で実習を

開始する。４．施術準備を手伝う。５．少数人数に分かれ教員のブースで見学や施術補助を行う。６．片付け

を手伝う。７．疑問点や学んだことをメモして、臨床実習終了後に調べてまとめ、グループや担当教員と意

見交換を行う。 

 

教科書 

各授業時に配付された資料に基づく 

 

参考書 

１．工藤慎太郎編著＜運動器疾患の「なぜ？」がわかる臨床解剖学、医学書院＞２．工藤慎太郎編著＜運動療

法の「なぜ？」がわかる超音波剖学、医学書院＞ 

 

研究室／オフィスアワー 

報告書の提出時に、書く指導教員の指定する日時・場所にて実施する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

１．施術所における実習  １）小グループ

によるローテーションとする。  ２）指導

教員の下で、患者案内、問診、診察、施術補

助などを行う。  ３）模擬カルテに記録

し、不明な点を調べて加筆した後、 実習簿

にあるカンファレンス用紙に記載する。模

擬カルテの書き方はSOAP方式に沿って記載

する。実習簿にあるカンファレンス用紙は、

意見交換した施術担当教員の印をもらう。

２．臨床カンファレンス（隔回で実施する）  

１）観察・施術補助した症例、あるいは与え

られた課題疾患について調べる。  ２）プ

レゼン資料を作成する。（最低 1文献以上は

論文検索を行うこと）  ３）資料（配布ま

たは power point 等）に基づき症例の発表

をする。   ４）討論して意見交換を行

う。３．医療面接トレーニング（時間的に余

裕がある場合に実施する）  １）小グルー

プで協力患者または模擬患者を相手に医療

面接を行う。  ２）学生全体で問題点を指

摘し合う。  ３）教員から改善点の指導を

受ける。 ４．診察トレーニング（隔回で実

施する）  １）徒手検査、東洋医学検査を

模擬患者相手に実施し、修練する。  ２）

全ての学生が検査と診察をスムーズに出来

るように実施する。  ３）模擬患者を相手

に診察から施術までのロールプレイ式トレ

ーニングを行う。  ４）初回に限り、文献

検索の方法も合わせて指導する。 

予習：経絡経穴学、現代医学系鍼灸実習、東

洋医学系鍼灸実習、附属施術所基礎

実習で学んだ内容を実習に入る前

に確認すること。復習：附属施術所

で見学した症例について各自で調

べ、power point 等にまとめること。 

 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①実習態度・身だしなみ・質疑応答・施術補助能力に関するチェックを行う。②カンファレンスにおける発

表や取り組みを学内ルーブリックに基づき評価する。※カンファレンスは全て出席し、症例報告のプレゼ

ン、発言、知識のチェックを行う。※割り当てられた全てのローテーションへの出席を必要とする。 

DP①④上記全ての項目が認められて、初めて成績として評価を行う。 但し、学年末試験が 60 点以上と

れていない場合は再試験を受けなければならない。出席では公欠の場合に補講を実施するが、その他

の遅刻・欠席の補講は認めず、成績を不可とする。 

 

①60%

②40% 



授業科目名 附属施術所応用実習 (鍼灸 A) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元／橋垣 志帆 

科目ナンバリング SS403 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 月 曜 1

限、月曜 2 限、

月曜 3 限、月曜

4 限 、 月 曜 5

限 ) 、 後 期 ( 実

習) 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

附属施術所における見学実習に必要な診察上の基礎知識や、医療従事者としての常識を身につける。ロール

プレイを通じて、診療の流れを理解する。自身が患者になることによって、患者の立場を理解する。積極的

にディスカッションに参加する。 また、スポーツ現場において、安全かつ計画的に鍼灸師が治療を行うの

に必要な検査・病態把握・対処法について学ぶ。スポーツ障害の基本を理解するとともに、傷害の予防法・治

療法をテーピング、目的筋別のストレッチ法などを用いて、アスリートのコンディション、パフォーマンス

向上についての知識・技術の習得およびスポーツ外傷の応置を習得する。 

 

学修目標 

①医療者として自覚と責任ある行動ができるようになる。②患者の立場を理解する。③診療の流れを身に着ける。④

ディスカッションに自らの意見を持って積極的に参加する。 ⑤スポーツ鍼灸に必要なテーピング・ストレッチの知

識を習得し説明できる。⑥スポーツ外傷の処置の知識を習得し説明できる。⑦スポーツに必要な関連領域の事項につ

いて理解し説明できる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

常にそばに患者がいると想定しながら、現場を意識して授業に臨む。 実習室を使用する際には白衣の着用を

義務付け,態度不良な場合は、減点の対象とする。 

 

教科書 

各授業時に配付された資料に基づく 

 

参考書 

１．工藤慎太郎編著＜運動器疾患の「なぜ？」がわかる臨床解剖学、医学書院＞２．工藤慎太郎編著＜運動療

法の「なぜ？」がわかる超音波剖学、医学書院＞ 

 

研究室／オフィスアワー 

報告書の提出時に、各指導教員の指定する日時・場所にて実施する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
１．施術所における実習１）小グループによ

るローテーションを行う。２）指導教員下

予習：経絡経穴学、現代医学系鍼灸実習、ス

ポーツ医学等について付属施術所
 



で、患者案内、問診、診断、施術補助を行う。

３）模擬カルテに記載し、不明な点を調べて

加筆した後、実習簿のあるカンファレンス

用紙に記載する。模擬カルテの書き方は

SOAP 方式に沿って記載する。実習簿にある

カンファレンス用紙は、意見交換した担当

教員に印をもらう。２、臨床カンファレンス

（隔回の実施）１）観察。施術補助した症例、

あるいは与えられた課題疾患について調べ

る。２）プレゼン資料を作成する。（１文献

以上の論文検索を行う）３）資料（配布また

は Power Point 等）に基づき症例を発表す

る。４）討論して意見交換を行う。３、医療

面接トレーニング（時間的に余裕のある場

合に実施）１）小グループで協力患者または

模擬患者相手に実施する。２）学生全体で問

題点を指摘し合う。３）教員から改善点の指

導を受ける。４、徒手検査、テーピング、ス

トレッチトレーニング（隔回の実施）１）ス

ポーツ障害等の症例に対する検査を、診察

をスムーズに行うように実施する。２）模擬

患者を相手に診察から、対処法（テーピン

グ、ストレッチ等）をロールプレイ式でトレ

ーニングを行う。３）文献検索の方法も合わ

せて指導する。 

基礎実習で学んだ内容を実習前に

確認する。復習：附属施術所で見学

した症例について各自で調べ、

power point 等にまとめる。 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①実習態度・身だしなみ・質疑応答・施術補助能力に関するチェックを行う。②カンファレンスにおける発

表や取り組みを学内ルーブリックに基づき評価する。※カンファレンスは全て出席し、症例報告のプレゼ

ン、発言、知識のチェックを行う。※割り当てられた全てのローテーションへの出席を必要とする。  上記

全ての項目が認められて、初めて成績として評価を行う。 但し、学年末試験が 60 点以上とれていない場

合は再試験を受けなければならない。出席では公欠の場合に補講を実施するが、その他の遅刻・欠席の

補講は認めず、成績を不可とする。DP①④ 

 

①60%

②40% 



授業科目名 鍼灸総合演習Ⅰ (鍼灸) 

主担当教員 辻 涼太 担当教員 
辻 涼太／鍋田 智之／堀川 奈

央／森 優也 

科目ナンバリング SS507 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

水曜 2 限、水曜

4 限 、 木 曜 3

限、金曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 卒業年次を迎えて、これまで学習した事項を整理し、改めて学習することで認識が深まることを目的とす

る。ここでは、鍼灸臨床を行う上で頻度の高い項目について、「解剖学」「生理学」「東洋医学概論」「経絡経穴

学」｢臨床医学総論｣「臨床医学各論」を関連付けて学習する。 

 

学修目標 

 3 年次までの学習で鍼灸臨床を行う上で重要な知識を再認識したと考える。4 年次に改めて学習することで、知識

を完成させて卒業後の臨床で活用できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①開講される全ての科目において 3分の 2以上の出席を求める。②自主的かつ計画的に自宅学習を行うこと。

③授業中の許可ない入退室および睡眠は認めない。 

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

東洋療法学校協会編「解剖学」「生理学」「東洋医学概論」「経絡経穴学」｢臨床医学総論｣「臨床医学各論」 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員の指示に従うこと。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 気血津液弁証臓腑弁証 

予習：気血津液のさまざまな病的状態を確

認する。各臓腑の特徴を確認する。

復習：各弁証の特徴的な症状を覚え

る。臓腑の失調で出現する特徴的な

症状を覚える。 

 

2 経脈病証六経弁証 

予習：経脈病証について、教科書で予習す

る。六経弁証について、教科書で予

習しておく。復習：経脈の流注上の

症状を確実に覚えてから、その他の

症状を覚えていく。授業で習った六

経ごとの症状を、確実に覚える。 

 

3 奇経八脈病証黄帝内経中の疾病 

予習：奇経八脈の流注や八総穴を覚える。内

経中に出てくる様々な疾病名は難

しい名称が多いため、教科書で予習

 



しておく。復習：奇経八脈の病証を

理解し、覚える。各疾病を理解して

覚える。 

4 脈診、腹診、舌診 
予習：脈診、腹診、舌診について確認する。

復習：弁証と絡めて覚える。 
 

5 難経６９難、難経７５難 

予習：難経 69 難について確認する。復習：

難経 69 難によって導き出される経

穴を覚える。 

 

6 補瀉の手技古代鍼法 

予習：補瀉の手技を確認する。古代九鍼と古

代刺法を確認する。復習：補瀉の手

技を覚える。古代九鍼を 3 つの分類

ごとに覚え、それらを用いて行う古

代刺法を覚える。 

 

7 解剖学の基礎骨学、筋学（体幹） 

毎回、前回の学習分について小テストを行

います。復習を怠らないようにして

ください。 

 

8 骨学、筋学（上肢、下肢） 

毎回、前回の学習分について小テストを行

います。復習を怠らないようにして

ください。 

 

9 脈管（心臓） 

毎回、前回の学習分について小テストを行

います。復習を怠らないようにして

ください。 

 

10 脈管（動脈、静脈） 

毎回、前回の学習分について小テストを行

います。復習を怠らないようにして

ください。 

 

11 内臓（消化管、呼吸器） 

毎回、前回の学習分について小テストを行

います。復習を怠らないようにして

ください。 

 

12 内臓（腎臓、生殖器） 

毎回、前回の学習分について小テストを行

います。復習を怠らないようにして

ください。 

 

13 神経系（中枢神経） 

毎回、前回の学習分について小テストを行

います。復習を怠らないようにして

ください。 

 

14 神経系（自律神経） 

毎回、前回の学習分について小テストを行

います。復習を怠らないようにして

ください。 

 

15 血液・心臓 

国家試験過去問題の出題傾向を分析してく

ること出題率の高い項目は、反復し

て学習すること 

 

16 血圧、呼吸器の機能 

国家試験過去問題の出題傾向を分析してく

ること出題率の高い項目は、反復し

て学習すること 

 

17 消化器の機能、代謝 

国家試験過去問題の出題傾向を分析してく

ること出題率の高い項目は、反復し

て学習すること 

 

18 体温、腎機能 

国家試験過去問題の出題傾向を分析してく

ること出題率の高い項目は、反復し

て学習すること 

 

19 内分泌、生殖器の機能 

国家試験過去問題の出題傾向を分析してく

ること出題率の高い項目は、反復し

て学習すること 

 

20 
神経の機能（神経、シナプス、末梢神経）中

枢の機能 

国家試験過去問題の出題傾向を分析してく

ること出題率の高い項目は、反復し

て学習すること 

 

21 筋の作用機序、反射 

国家試験過去問題の出題傾向を分析してく

ること出題率の高い項目は、反復し

て学習すること 

 

22 感覚器の機能生体の防御系 

国家試験過去問題の出題傾向を分析してく

ること出題率の高い項目は、反復し

て学習すること 

 

23 骨度法 
経穴を取るための骨度について予習してく

ださい。 
 



24 経絡の流注 経絡の接続や流れを確認する。  

25 総経穴の学習 経穴の書き取りテストを実施する。要予習。  

26 胸部・腹部の経穴の確認 
主に横並びについての学習を行う。小テス

トなども行うので要復習のこと。 
 

27 経穴に関する解剖学 
経穴に関係した局所解剖についての講義。

要復習。 
 

28 要穴の学習 
要穴について、小テストも複数回行う。要復

習。 
 

29 奇経八脈の学習 小テストなども行う。要復習。  

30 国家試験過去問題の学習 

過去問題で誤った問題についてノートに解

説を作成し、1 週間以内に提出する

こと。 

 

成績評価方法と基準 割合 

１５週で構成される科目が４種類ある。全体で３分の２以上の出席が必要である。学期末評価として５科

目によって構成される１００問の試験を実施する。６０点以上で合格とする。 

 

期 末 評

価

100％ 



授業科目名 鍼灸総合演習Ⅱ (鍼灸)：別途開講 

主担当教員 辻 涼太 担当教員 

辻 涼太／尾﨑 朋文／髙橋 秀

郎／大川 祐世／宮武 大貴／安

部 辰夫 

科目ナンバリング SS508 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 3 限、水曜

1 限 、 水 曜 3

限、水曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    



14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 鍼灸総合演習Ⅱ (鍼灸) 

主担当教員 森 優也 担当教員 
森 優也／鍋田 智之／髙橋 秀

郎／安部 辰夫／山本 哲也 

科目ナンバリング SS508 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 1

限)、後期(水曜

1 限 、 木 曜 1

限、木曜 2 限、

金曜 2 限) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 卒業年次を迎えて、これまで学習した事項を整理し、改めて学習することで認識が深まることを目的とす

る。ここでは、現代医学を遂行する上で必要な一般臨床医学に繋がる知識について、「医療概論」「公衆衛生

学」「関係法規」「解剖学」「生理学」「病理学」「臨床医学総論」「臨床医学各論」「リハビリテーション医学」

を関連付けて学習する。 

 

学修目標 

3 年次までの学習で医学知識および技術を遂行する上で重要な知識を再認識したと考える。4 年次に改めて学習する

ことで、知識を完成させて卒業後の臨床で活用できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①開講される全ての科目において３分の２以上の出席を求める。②自主的かつ計画的に自宅学習を行うこと。

③授業中の許可ない入退室および睡眠は認めない。 

 

教科書 

特に指定しない。 

 

参考書 

東洋療法学校協会編「医療概論」「公衆衛生学」「関係法規」「解剖学」「生理学」「病理学」「臨床医学総論」

「臨床医学各論」 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員の指示に従うこと。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

社会保障制度、医療制度について理解する。

医療倫理について理解する。医療関係法規

について理解する。 

予習：我が国の社会保障制度について調べ

る。我が国の法制度について調べ

る。復習：配布資料を活用した知識

の定着を図る。予習 2 時間、復習 2

時間 

 

2 
あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師

等に関する法律を深く理解する。 

予習：関係法規を確認しておく。復習：配布

資料を活用した知識の定着を図る。

予習 2時間、復習 2時間 

 



3 

公衆衛生活動の概要を理解する。ライフス

タイル、食品衛生や運動と健康との関係を

理解する。 

予習：予防医学について調べる。食中毒の種

類、原因、症状を調べる。復習：配

布資料を活用した知識の定着を図

る。予習 2時間、復習 2時間 

 

4 
環境と健康①生活環境と健康との関係を理

解する。 

予習：病理学の病因分類を確認しておく。復

習：配布資料を活用した知識の定着

を図る。予習 2時間、復習 2 時間 

 

5 
環境と健康②公害、環境問題について理解

する。 

予習：環境問題について情報を収集する。復

習：配布資料を活用した知識の定着

を図る。予習 2時間、復習 2 時間 

 

6 
産業保健を理解する。精神保健、精神障害を

理解する。 

予習：労働衛生、精神保健について調べる。

復習：配布資料を活用した知識の定

着を図る。予習 2時間、復習 2時間 

 

7 
母子保健について理解する。成人保健およ

び高齢者保健につい理解する。 

予習：母子保健統計、生活習慣病について調

べる。復習：配布資料を活用した知

識の定着を図る。予習 2時間、復習

2時間 

 

8 感染症とその対策について理解する。 

予習：感染症法について調べる。復習：配布

資料を活用した知識の定着を図る。

予習 2時間、復習 2時間 

 

9 
消毒法消毒法の種類と内容について理解す

る。疫学と保健統計について理解する。 

予習：消毒薬、分析疫学について調べる。復

習：配布資料を活用した知識の定着

を図る。予習 2時間、復習 2 時間 

 

10 診察学・疾患各論①診察の方法、神経疾患 

予習：シラバスを確認する。復習：配布資料

を活用した知識の定着を図る。予習

2時間、復習 2 時間 

 

11 
診察学・疾患各論②生命徴候の診察、整形外

科疾患 

予習：配布課題の解答解説をする。復習：配

布資料を活用した知識の定着を図

る。予習 2時間、復習 2時間 

 

12 
診察学・疾患各論③局所の診察、循環器・呼

吸器疾患 

予習：配布課題の解答解説をする。復習：配

布資料を活用した知識の定着を図

る。予習 2時間、復習 2時間 

 

13 
診察学・疾患各論④全身の診察、内分泌疾

患、肝胆膵疾患 

予習：配布課題の解答解説をする。復習：配

布資料を活用した知識の定着を図

る。予習 2時間、復習 2時間 

 

14 
診察学・疾患各論⑤神経系の診察、血液・造

血器疾患 

予習：配布課題の解答解説をする。復習：配

布資料を活用した知識の定着を図

る。予習 2時間、復習 2時間 

 

15 
診察学・疾患各論⑥神経系の診察、膠原病、

代謝・栄養疾患 

予習：配布課題の解答解説をする。復習：配

布資料を活用した知識の定着を図

る。予習 2時間、復習 2時間 

 

16 診察学・疾患各論⑦運動機能検査、感染症 

予習：配布課題の解答解説をする。復習：配

布資料を活用した知識の定着を図

る。予習 2時間、復習 2時間 

 

17 診察学・疾患各論⑧臨床検査法、消化管疾患 

予習：配布課題の解答解説をする。復習：配

布資料を活用した知識の定着を図

る。予習 2時間、復習 2時間 

 

18 
診察学・疾患各論⑨その他の診察、主な症状

の診察法、泌尿器疾患、一般外科 

予習：配布課題の解答解説をする。復習：配

布資料を活用した知識の定着を図

る。予習 2時間、復習 2時間 

 

19 
診察学・疾患各論⑩主な症状の診察法、麻酔

科・耳鼻科疾患・眼科疾患 

予習：配布課題の解答解説をする。復習：配

布資料を活用した知識の定着を図

る。予習 2時間、復習 2時間 

 

20 
診察学・疾患各論⑪主な症状の診察法、その

他の疾患 

予習：配布課題の解答解説をする。復習：配

布資料を活用した知識の定着を図

る。予習 2時間、復習 2時間 

 

21 感覚器系（視覚） 

解剖学全範囲の 4 択問題を実施します。誤

った部分の解説を作成しなさい。予

習 2時間、復習 2時間 

 

22 感覚器系（聴覚） 

解剖学全範囲の 4 択問題を実施します。誤

った部分の解説を作成しなさい。予

習 2時間、復習 2時間 

 



23 解剖学総合学習 

解剖学全範囲の 4 択問題を実施します。誤

った部分の解説を作成しなさい。予

習 2時間、復習 2時間 

 

24 疾病についての基本的考え方、病因 
予習：特になし復習：授業をもとに・教科書

の確認復習 4 時間 
 

25 循環障害 
予習：特になし復習：授業をもとに・教科書

の確認復習 4 時間 
 

26 退行性病変 
予習：特になし復習：授業をもとに・教科書

の確認復習 4 時間 
 

27 進行性病変 
予習：特になし復習：授業をもとに・教科書

の確認復習 4 時間 
 

28 植物生理学復習 
予習：特になし復習：課題ノートの提出復習

4時間 
 

29 動物生理学復習 
予習：特になし復習：課題ノートの提出復習

4時間 
 

30 生理学総合演習 
予習：特になし復習：課題ノートの提出復習

4時間 
 

成績評価方法と基準 割合 

開講される全ての科目（分類はオリエンテーションで指定）を総合して３分の２以上の出席を必要とする。

後期に実施される６回の単位認定試験（１６０問）のうち、当該科目にあたる問題数のうち、以下の条件を

必要とする。①６回の試験の平均で６割以上②１～４の試験で５割以上で、かつ５，６回試験の平均で６割

以上①あるいは②の条件を満たしたものを合格とする。 

 

1 



授業科目名 鍼灸総合演習Ⅲ (鍼灸) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 
松熊 秀明／辻 涼太／髙﨑 雷

太／堀川 奈央 

科目ナンバリング SS509 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 

水曜 2 限、水曜

3 限 、 水 曜 4

限、金曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 卒業年次を迎えて、これまで学習した事項を整理し、改めて学習することで認識が深まることを目的とす

る。ここでは、鍼灸臨床を行う上で頻度の高い項目について、「東洋医学概論」「東洋医学臨床論」「経絡経穴

学」「はり理論・きゅう理論」を関連付けて学習する。 

 

学修目標 

3 年次までの学習で鍼灸臨床を行う上で重要な知識を再認識したと考える。4 年次に改めて学習することで、知識を

完成させて卒業後の臨床で活用できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①開講される全ての科目において３分の２以上の出席を求める。②自主的かつ計画的に自宅学習を行うこと。

③e-ラーニングを活用すること。④授業中の許可ない入退室および睡眠は認めない。 

 

教科書 

新版経絡経穴概論、東洋療法学校協会編、医道の日本新版東洋医学概論、東洋療法学校協会編、医道の日本

東洋医学臨床論 はりきゅう編、東洋療法学校協会編、医道の日本 

 

参考書 

東洋療法学校協会編「東洋医学概論」「東洋医学臨床論」「経絡経穴学」「はりきゅう理論」東洋学術出版社「鍼

灸学（臨床編）」 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員の指示に従うこと。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 気血津液や蔵象の復習（東洋医学概論） 

予習：東洋医学概論の振り返り復習：授業で

のキーワードを振り返り、まとめる

こと 

堀川 

2 
八綱弁証、気血津液弁証、臓腑弁証の解説

（東洋医学概論） 

予習：蔵象の振り返り復習：配布する症例問

題から弁証を立てられるように日

頃より取り組んでください 

堀川 

3 
東洋医学症例 過去問題での対策（東洋医

学臨床論 東洋） 

臓腑のキーワードを振り返りながら、練習

問題のキーワードを確認する。 
堀川 

4 
東洋医学症例、過去問題の解答（東洋医学臨

床論 東洋） 
練習問題を確認する。 堀川 



5 
東洋臨床論問題作成と解説作成（東洋医学

臨床論 東洋） 

出来る限り東洋的キーワードを押さえなが

ら、症例を考えてきてください。 
堀川 

6 東洋医学臨床論 問題演習① 
予習：特になし復習：問題解説を確認して下

さい 
堀川 

7 東洋医学臨床論 問題演習② 
予習：特になし復習：問題解説を確認して下

さい 
堀川 

8 東洋医学臨床論 問題演習③ 
予習：特になし復習：問題解説を確認して下

さい 
堀川 

9 経絡経穴 問題演習① 
予習：特になし復習：問題解説を確認して下

さい 
辻 

10 経絡経穴 問題演習② 
予習：特になし復習：問題解説を確認して下

さい 
辻 

11 経絡経穴 問題演習③ 
予習：特になし復習：問題解説を確認して下

さい 
辻 

12 経絡経穴 問題演習④ 
予習：特になし復習：問題解説を確認して下

さい 
辻 

13 
東洋医学臨床論（現代）腰下肢の疾患と鍼灸

治療 
予習：特になし復習：課題ノートの提出 鍋田 

14 
東洋医学臨床論（現代）上肢のスポーツ障害

と鍼灸治療 
予習：特になし復習：課題ノートの提出 鍋田 

15 
東洋医学臨床論（現代）下肢のスポーツ障害

と鍼灸治療 
予習：特になし復習：課題ノートの提出 鍋田 

16 
東洋医学臨床論（現代）顔面神経麻痺、三叉

神経痛、後頭神経痛と鍼灸治療 
予習：特になし復習：課題ノートの提出 鍋田 

17 東洋医学臨床論（現代）内科 神経内科 予習：特になし復習：課題ノートの提出 鍋田 

18 東洋医学臨床論（現代）外科・麻酔科 予習：特になし復習：課題ノートの提出 鍋田 

19 
東洋医学臨床論（現代）心療内科・歯科・眼

科・その他 
予習：特になし復習：課題ノートの提出 鍋田 

20 五要穴確認 

予習：要穴を振り返ってください復習：要穴

表をマスターするまで反復してく

ださい 

辻 

21 背部兪穴の確認 予習：特になし復習：課題ノートの提出 辻 

22 腹部・胸部の経穴の確認 予習：特になし復習：課題ノートの提出 辻 

23 頭部の経穴の確認 予習：特になし復習：課題ノートの提出 辻 

24 上腕部・大腿部の経穴の確認 予習：特になし復習：課題ノートの提出 辻 

25 4 択問題を通して、全経絡・全経穴の確認 予習：特になし復習：課題ノートの提出 辻 

26 鍼灸の基礎知識 予習：特になし復習：課題ノートの提出 松熊 

27 リスク管理 予習：特になし復習：課題ノートの提出 松熊 

28 鍼灸治効の基礎 予習：特になし復習：課題ノートの提出 松熊 

29 鍼灸療法の一般治効理論 予習：特になし復習：課題ノートの提出 松熊 

30 関連学説 予習：特になし復習：課題ノートの提出 松熊 

成績評価方法と基準 割合 

開講される全ての科目（分類はオリエンテーションで指定）を総合して３分の２以上の出席を必要とする。

後期に実施される６回の単位認定試験（１６０問）のうち、当該科目にあたる問題数のうち、以下の条件を

必要とする。①６回の試験の平均で６割以上②１～４の試験で５割以上で、かつ５，６回試験の平均で６割

以上①あるいは②の条件を満たしたものを合格とする。＜DP①＞ 

 

1 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：スポーツ特修系 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 伊奈 新太郎 

科目ナンバリング SS523 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：スポーツ特修系 

主担当教員 阿部 秀高 担当教員 阿部 秀高 

科目ナンバリング SS523 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：鍼灸東洋臨床 

主担当教員 堀川 奈央 担当教員 堀川 奈央 

科目ナンバリング SS523 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

睡眠を主とし月経・美容への影響を検討する。研究テーマ①睡眠障害と月経の関連性 継続的な睡眠コント

ロールが月経随伴症状に及ぼす影響②美容分野 口腔内圧痛点刺激がフェイスラインに及ぼす影響 

 

学修目標 

研究プロトコールの作成からデータ集積、解析を計画的に実施する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自主的に行動しスケジュール管理をしっかりするようにしてください。自分の研究テーマについて探求心を

もってください。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階女子共同研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

学生によって研究の進行具合によりゼミの

集合は適宜決定する。3年生の期間に研究プ

ロトコールを作成し、試行試験から本試験

まで実行する。4年生では追加データが必要

な場合は集積し、最終報告会に向けて内容

をまとめる。 

予習：自身の睡眠に興味を持ち、睡眠習慣や

睡眠環境を見直す。1 週間から 2 週

間の睡眠をスリープスキャンで測

定し実際の自身の睡眠を客観的に

みる。復習：正しい睡眠環境の知識

と自身の睡眠状況を照らし合わせ

改善点を見つける。 

 

2    

3    

4    

5    

6    

7    



8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

4 年生の 9 月に実施する最終報告会での発表と抄録の提出をもって評価する。 

 

最 終 報

告 会 で

の 発 表

50 ％ 抄

録 の 提

出 50％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：鍼灸東洋臨床 

主担当教員 熊野 弘子 担当教員 熊野 弘子 

科目ナンバリング SS523 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

昔の日本または中国の医書を検討する。 

 

学修目標 

文献学的な研究の初歩を修得すること。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

初回授業で実施の詳細を説明します。 

 

教科書 

新版 東洋医学概論、東洋療法学校協会編、医道の日本社 

 

参考書 

適宜指示 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4F ／ 在室時は随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究テーマの協議 都度教員の指示に従うこと  

2 文献検索 都度教員の指示に従うこと  

3 文献検索 都度教員の指示に従うこと  

4 文献検索の内容をまとめ 都度教員の指示に従うこと  

5 文献検索の内容をまとめ 都度教員の指示に従うこと  

6 対象とする医古典など資料の検討 都度教員の指示に従うこと  

7 対象とする医古典など資料の検討 都度教員の指示に従うこと  

8 対象とする医古典など資料の検討 都度教員の指示に従うこと  

9 対象とする医古典など資料の検討 都度教員の指示に従うこと  

10 対象とする医古典など資料の検討 都度教員の指示に従うこと  

11 対象とする医古典など資料の検討 都度教員の指示に従うこと  

12 対象とする医古典など資料の検討 都度教員の指示に従うこと  



13 卒業論文執筆 都度教員の指示に従うこと  

14 卒業論文執筆 都度教員の指示に従うこと  

15 卒業論文執筆 都度教員の指示に従うこと  

16 卒業論文執筆 都度教員の指示に従うこと  

17 卒業論文執筆 都度教員の指示に従うこと  

18 卒業論文執筆 都度教員の指示に従うこと  

19 卒業論文執筆 都度教員の指示に従うこと  

20 卒業論文執筆 都度教員の指示に従うこと  

21 卒業論文執筆 都度教員の指示に従うこと  

22 卒業論文執筆 都度教員の指示に従うこと  

23 卒業論文執筆 都度教員の指示に従うこと  

24 卒業論文執筆 都度教員の指示に従うこと  

25 推敲 都度教員の指示に従うこと  

26 推敲 都度教員の指示に従うこと  

27 推敲 都度教員の指示に従うこと  

28 推敲 都度教員の指示に従うこと  

29 推敲 都度教員の指示に従うこと  

30 卒業論文報告書（抄録）提出 都度教員の指示に従うこと  

成績評価方法と基準 割合 

（1）授業態度、研究への取り組み・姿勢、研究活動の状況について評価する。（2）論文の内容。研究成果

として、論文の提出が必要となる。規程に従って、期間までに指導教員に提出すること。 

 

40 ％

60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：鍼灸東洋臨床 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元 

科目ナンバリング SS523 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

3 年次の卒業研究Ⅰで作成した研究方法や調査に基づいて実施した実験について、その結果集積・データ解析

を行い、データから導いた結果を考究し、報告書を作成する 。これらの研究を実施することによって、研究

の一連の流れを習得する。 

 

学修目標 

学術研究の基本的知識の構築とそれを遂行する能力を身に着ける①エビデンスの収集・整理②研究デザインの構築③

研究倫理・インフォームドコンセントについて④データの収集と分析⑤抄録の作成、発表原稿の作成〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究倫理、データの改ざんなどには注意し、研究を遂行する。 研究スケジュールは各自が調整を行うこと。 

 

教科書 

特に指定教科書はない。各教員の指示に従うこと 。 

 

参考書 

各教員の指示に従うこと 。学術論文や専門書。 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室９ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

①卒業研究Ⅰで得た学術論文からの情報に

基づき研究デザインを計画すること。②卒

後研究Ⅰで得た実験結果からデータの解析

を行うこと。③全ての研究結果を整理し報

告書を作成すること。④最終報告である学

内発表に向けて PPT を作成すること。 

各研究テーマごとに、その進行状況につい

て随時オフィスワークで相談する

こと。 

 

2    

3    

4    

5    

6    

7    



8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①研究データの集積及び解析の遂行によって評価する。②報告書の作成の内容について評価する。③

研究の発表の内容について評価する。〈DP①④〉 

 

①30 ％

②30 ％

③40％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：鍼灸現代臨床 

主担当教員 髙﨑 雷太 担当教員 髙﨑 雷太 

科目ナンバリング SS523 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：鍼灸現代臨床 

主担当教員 髙橋 秀郎 担当教員 髙橋 秀郎 

科目ナンバリング SS523 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸師業界のリーダーとして貢献できる人材を育成する目的で、適切なエビデンスに基づく臨床および研究

の基礎を身に着ける。研究活動を通じて、調べる、収集する、分析整理する、報告する、の一連の手順を習得

する。 

 

学修目標 

1.学術研究の基本を身に着ける。①エビデンスの収集・整理②研究デザインの構築③データの収集と分析④報告２．

研究活動における倫理を理解すること。〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究倫理に十分な配慮を行うこと。特に被験者の人権に配慮すること。また、データの改ざん、盗作などに

注意すること。 

 

教科書 

各教員の指示に従うこと 

 

参考書 

各教員の指示に従うこと。但し、学術論文を基本とし、WEB 情報などは利用しないこと。 

 

研究室／オフィスアワー 

各指導教員と相談して行うこと 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

卒業研究Ⅰで学習した知識、立案計画した

研究デザインおよび手順に従ってデータ取

得を行う。研究結果を整理し、ppt を作成し

て報告する。研究結果を報告書にまとめて

提出する。 

データ取得は必須研究テーマごとに進行

し、適時オフィスワークで相談する

こと。予習 2 時間、復習 2 時間 

 

2    

3    

4    

5    

6    

7    



8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.研究活動における行動を評価する。２．最終報告会の内容について評価する。３．研究報告書の内容に

ついて評価する。〈DP①④〉 

 

1.20%2.

40%3.40

% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：鍼灸現代臨床 

主担当教員 辻丸 泰永 担当教員 辻丸 泰永 

科目ナンバリング SS523 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：スポーツ特修系 

主担当教員 老田 準司 担当教員 老田 準司 

科目ナンバリング SS523 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

教員の指導の下で研究活動を行い、情報の収集、吟味、データ集積、整理、分析、論文作成に関する一連の作

業を実践を通じて修得する。また、これらの過程を経ることによって、職業人としての必要な論理性、主体

性等を身に付ける。 

 

学修目標 

1 指導教員と協議を重ね、自らの研究テーマを立案し、文献の検索収集を実践するとともに、文献を吟味し、必要

な情報を選択、適切な研究計画を作成する。2 研究を計画的に実践し、データ等を整理・分析した後、論理的に結

果をまとめ、他者にわかりやすく説明することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

① 指導教員の指導に従い、長いスパンの研究機関で実現可能な計画を立案し、実践し、結果を得るまで努

力する心構えを持っておくこと。② 論文および報告書の提出をすること。 

 

教科書 

指定なし。 

 

参考書 

指定なし。担当教員により適宜指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

1 週間に一度、曜日時間を定めて行う。ガイダンス時に知らせる。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 卒業研究に関する全体ガイダンス① 

予習：?分が取り組みたい研究テーマについ

て?献や論?を調べる。(1 時間) 復

習：指導教員の指示に従って、具体

的なテーマを探す。（1時間） 

老田準

司 

2 研究テーマの協議 

予習：?分が取り組みたい研究テーマについ

て?献や論?を調べる。(1 時間) 復

習：具体的なテーマについてまとめ

る。（1時間） 

老田準

司 

3 テーマに応じた文献の検索・収集を行う。 
テーマに応じた学術論?の検索・収集を?う。

(1 時間) 

老田準

司 

4 テーマに応じた文献の収集・検索を行う。 
テーマに応じた学術論?の検索・収集を?う。

(1 時間) 

老田準

司 

5 テーマに応じた文献の収集・検索を行う。 
テーマに応じた学術論?の検索・収集を?う。

(1 時間) 

老田準

司 



6 論文抄読会① 収集した文献を熟読し、要点をまとめる。 
老田準

司 

7 論文抄読会② 
収集した文献を熟読し、要点をまとめたレ

ポートを作成する。 

老田準

司 

8 研究計画書の作成 
指導教員の指?に従い、研究計画書を作成す

る。(1 時間) 

老田準

司 

9 研究計画書の作成 
指導教員の指?に従い、研究計画書を作成す

る。(1 時間) 

老田準

司 

10 研究計画書の発表・修正 
指導教員の指?に従い、研究計画書を修正す

る。(1 時間) 

老田準

司 

11 倫理委員会提出書類の作成 
指導教員の指?に従い、倫理委員会提出書類

を作成する。(1 時間） 

老田準

司 

12 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して研究データの収集を?う。(1

時間) 

老田準

司 

13 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して研究データの収集を?う。(1

時間) 

老田準

司 

14 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して研究データの収集を?う。(1

時間) 

老田準

司 

15 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して研究データの収集を?う。(1

時間) 

老田準

司 

16 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して研究データの収集を?う。(1

時間) 

老田準

司 

17 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して研究データの収集を?う。(1

時間) 

老田準

司 

18 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して研究データの収集を?う。(1

時間) 

老田準

司 

19 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して研究データの収集を?う。(1

時間) 

老田準

司 

20 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して研究データの収集を?う。(1

時間) 

老田準

司 

21 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して研究データの収集を?う。(1

時間) 

老田準

司 

22 データ整理 収集したデータを整理する。(1 時間) 
老田準

司 

23 データ整理 収集したデータを整理する。(1 時間) 
老田準

司 

24 研究論?作成 指導教員の指?に従い、卒業論?を作成する。 
老田準

司 

25 研究論?作成 指導教員の指?に従い、卒業論?を作成する。 
老田準

司 

26 研究論?作成 
指導教員の指?に従い、卒業論?を作成する。

(1 時間) 

老田準

司 

27 卒業論文ゼミ内報告会 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 

老田準

司 

28 研究論?作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 

老田準

司 

29 研究論?作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 

老田準

司 

30 卒業論?報告書提出 
担当教員の指示に従い、論文の見直しと修

正を行う。 

老田準

司 

成績評価方法と基準 割合 



 ○ 論?と活動の過程全体を総合して次の観点で評価する。(DP①④）   1 テーマの有用性   2 ?

法の妥当性   3 考察の深化度   4 論旨の?貫性   5 研究への取り組み姿勢 

 

  次の

1～5 の

観 点 を

総 合 し

て

100％。   

1  テー

マ の 有

用 性   

2  ? 法

の 妥 当

性   

3 考察

の 深 化

度   

4 論旨

の ? 貫

性   

5 研究

へ の 取

り 組 み

姿勢 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：スポーツ特修系 

主担当教員 信江 彩加 担当教員 信江 彩加 

科目ナンバリング SS523 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：スポーツ特修系 

主担当教員 佐野 加奈絵 担当教員 佐野 加奈絵 

科目ナンバリング SS523 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸学科教員が担当するゼミに所属し、指導教員の指示に従って研究活動を行い、卒業論文を作成する。情

報を収集し、批判的吟味を経て情報の質を評価し、研究計画を立案作成する。計画に基づいてデータ収集を

行い、分析・評価を経て論文としてまとめ上げる。これらの一連の過程を経ることによって、社会人として

求められる情報を精査し、計画・立案する能力を修得する。成果は報告書（抄録）として提出し、報告集とし

て印刷される。【指導教員とテーマ】 以下の各生理学的研究テーマ（①～⑧）については、中原英博（教授），

佐野加奈絵（講師），信江彩加（助教）の３名の教員が協力して指導に当たります。また、学校保健体育科教

育に関する⑩⑪の研究テーマは、老田準司（教授）が指導に当たります。①生体の統合的呼吸・循環調節機構

の解明。②長期運動トレーニングによる生体適応のメカニズムに関する研究（トレーニング効果）。②③運動

負荷に対する生体反応のメカニズムに関する研究（運動生理）。④高強度運動時の骨格筋糖脂質代謝動態の定

量解析。⑤システム定量解析を用いた新しいトレーニング評価システムの開発に関する研究。⑥システム定

量解析を用いた運動時換気亢進の病態生理機構の解明（主に動物実験）。⑦スポーツウエアの着圧が生理学的

パラメータに及ぼす影響の検討。⑧鍼刺激療法を用いた新規循環制御システムの構築。⑨アロマセラピーに

用いる精油の芳香刺激が生体に及ぼす影響。 ⑩体育の授業教材の意義についての一考察。⑪体育と保健の

授業での取り扱いについての一考察。⑫上記内容に関わらず、学生が希望する内容で各教員が指導可能と判

断したもの。 

 

学修目標 

①研究倫理について理解することができる（DP①④）。②指導教員の指示に従って、関連領域の知識・技術を修得で

きる（DP①④）。③関連文献の収集に関する方法を修得できる（DP①④）。④関連文献を批判的に吟味し、情報の質を

評価できる（DP①④）。⑤質の高い方法論を用いて、データの収集・分析ができる（DP①④）。⑥論理的な文章構成を

用いて論文を作成できる（DP①④）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①ゼミの指導教員の指示に従って、30 単元以上の活動を行ってください。②指導教員 1名につき、所属でき

るゼミ生は最大 4 名とします。③規定に従って、論文および報告書の提出をしてください。④研究計画書を

作成し、学術研究委員会研究倫理審査部会の承認を得て実施すること。⑤研究倫理を遵守すること。 

 

教科書 

指導教員の指示に従う。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 



研究室／オフィスアワー 

指導教員の指示に従う。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究テーマの協議 

予習：希望する研究内容について考えてく

ること。必ず資料に基づいて検討す

ること。復習：指導教員の指示に従

って、具体的なテーマをまとめるこ

と。 

 

2 文献検索 

テーマに応じてキーワードを決定し、指定

された検索サイトを利用して学術

論文の収集を行う。 

 

3 文献検索 

テーマに応じてキーワードを決定し、指定

された検索サイトを利用して学術

論文の収集を行う。 

 

4 論文抄読会 
収集した文献を熟読し、要点をまとめたレ

ポートを作成すること。 
 

5 論文抄読会 
収集した文献を熟読し、要点をまとめたレ

ポートを作成すること。 
 

6 データベースの作成 
収集した文献に番号を付け、PC を用いてデ

ータベースを作成すること。 
 

7 研究計画の作成 研究計画を作成すること。  

8 
研究計画の作成。倫理委員会提出書類の作

成。 
研究計画を作成すること。  

9 
備品・消耗品の発注。研究機材の確保。研究

環境の整備。 

研究環境を整備する上で必要な事項を整理

すること。 
 

10 研究環境の整備。対象の確保。 研究対象の確保を行うこと。  

11 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

12 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

13 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

14 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

15 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

16 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

17 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

18 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

19 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

20 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 



21 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。 
 

22 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。 
 

23 データ解析 
収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。 
 

24 データ解析 

収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。解析結果を指導

教員に報告し、研究目的に対する結

果、考察を議論する。 

 

25 卒業研究報告会準備 報告用のパワーポイントを作成する。  

26 卒業研究報告会準備 報告用のパワーポイントを作成する。  

27 卒業研究報告会（ゼミ内） 

報告用のパワーポイントを作成し、既定の

時間内で発表および質疑応答を行

う。 

 

28 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 
 

29 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 
 

30 卒業論文報告書（抄録）提出 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 
 

成績評価方法と基準 割合 

研究活動の状況について評価する。平常評価として、最終評価の 40%を占める（DP①④）。 -1 研究成果

として、論文および報告書の提出が必要となる。規定に従って、期限までに指導教員へ提出する

（DP①④）。-24/5 以上の出席を必要とする課題に対するフィードバック方法メール機能等を利用し、課題

物に対して、解説・コメント・修正を付け返却する。 

 

1 40％2 

60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：基礎鍼灸 

主担当教員 仲村 正子 担当教員 仲村 正子 

科目ナンバリング SS523 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸学科教員が担当するゼミに所属し、指導教員の指示に従って研究活動を行い、卒業論文を作成する。情

報を収集し、批判的吟味を経て情報の質を評価し、研究計画を立案作成する。計画に基づいてデータ収集を

行い、分析・評価を経て論文としてまとめ上げる。これらの一連の過程を経ることによって、社会人として

求められる情報を精査し、計画・立案する能力を修得する。成果は報告書（抄録）として提出し、報告集とし

て印刷される。【指導教員とテーマ】尾﨑朋文（教授）：安全な刺鍼に関する実験的研究など。松熊秀明（准教

授）：鍼灸のセルフケアに関する研究など。仲村正子（助教）：鍼技法の組織に与える影響 ー超音波エコー

を用いてーその他、各教員が指導可能と判断した研究を実施する。 

 

学修目標 

①研究倫理について理解することができる。②指導教員の指示に従って、関連領域の知識・技術を修得できる。③関

連文献の収集に関する方法を修得できる。④関連文献を批判的に吟味し、情報の質を評価できる。⑤質の高い方法論

を用いて、データの収集・分析ができる。⑥論理的な文章構成を用いて論文を作成できる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①ゼミの指導教員の指示に従って、30 単元以上の活動を行ってください。②指導教員 1名につき、所属でき

るゼミ生は最大 4 名とします。③規定に従って、論文および報告書の提出をしてください。④研究計画書を

作成し、学術研究委員会研究倫理審査部会の承認を得て実施すること。⑤研究倫理を遵守すること。 

 

教科書 

指導教員の指示に従う。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 

研究室／オフィスアワー 

指導教員の指示に従う。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

2 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 



3 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

4 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

5 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

6 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

7 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

8 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

9 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

10 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

11 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

12 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

13 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

14 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

15 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

16 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊



、

仲

村 

17 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

18 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

19 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

20 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

21 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

22 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

23 データ解析 
収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

24 データ解析 

収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。解析結果を指導

教員に報告し、研究目的に対する結

果、考察を議論する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

25 卒業研究報告会準備 
報告用のパワーポイントを作成する。(2 時

間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

26 卒業研究報告会準備 
報告用のパワーポイントを作成する。(2 時

間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 



27 卒業研究報告会 

報告用のパワーポイントを作成し、既定の

時間内で発表および質疑応答を行

う。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

28 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

29 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

30 卒業論文報告書（抄録）提出 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

成績評価方法と基準 割合 

全授業の 3 分の 2 以上の出席を必要とする。研究活動の状況について評価する。平常評価として、最終

評価の 40％を占める。<DP1,4>研究成果として、論文および報告書の提出が必要となる。規定に従って、

期限までに指導教員へ提出する。<DP1,4> 

 

1 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：基礎鍼灸 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明 

科目ナンバリング SS523 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸学科教員が担当するゼミに所属し、指導教員の指示に従って研究活動を行い、卒業論文を作成する。情

報を収集し、批判的吟味を経て情報の質を評価し、研究計画を立案作成する。計画に基づいてデータ収集を

行い、分析・評価を経て論文としてまとめ上げる。これらの一連の過程を経ることによって、社会人として

求められる情報を精査し、計画・立案する能力を修得する。成果は報告書（抄録）として提出し、報告集とし

て印刷される。【指導教員とテーマ】尾﨑朋文（教授）：安全な刺鍼に関する実験的研究など。松熊秀明（准教

授）：鍼灸のセルフケアに関する研究など。仲村正子（助教）：鍼技法の組織に与える影響 ー超音波エコー

を用いてーその他、各教員が指導可能と判断した研究を実施する。 

 

学修目標 

①研究倫理について理解することができる。②指導教員の指示に従って、関連領域の知識・技術を修得できる。③関

連文献の収集に関する方法を修得できる。④関連文献を批判的に吟味し、情報の質を評価できる。⑤質の高い方法論

を用いて、データの収集・分析ができる。⑥論理的な文章構成を用いて論文を作成できる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①ゼミの指導教員の指示に従って、30 単元以上の活動を行ってください。②指導教員 1名につき、所属でき

るゼミ生は最大 4 名とします。③規定に従って、論文および報告書の提出をしてください。④研究計画書を

作成し、学術研究委員会研究倫理審査部会の承認を得て実施すること。⑤研究倫理を遵守すること。 

 

教科書 

指導教員の指示に従う。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 

研究室／オフィスアワー 

指導教員の指示に従う。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松熊、

仲村 

2 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松熊、

仲村 



3 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松熊、

仲村 

4 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松熊、

仲村 

5 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松熊、

仲村 

6 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松熊、

仲村 

7 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松熊、

仲村 

8 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

9 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松熊、

仲村 

10 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

11 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

12 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

13 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

14 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

15 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

16 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松

熊



、

仲

村 

17 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

18 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

19 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

20 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

21 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

22 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

23 データ解析 
収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

24 データ解析 

収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。解析結果を指導

教員に報告し、研究目的に対する結

果、考察を議論する。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

25 卒業研究報告会準備 
報告用のパワーポイントを作成する。(2 時

間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

26 卒業研究報告会準備 
報告用のパワーポイントを作成する。(2 時

間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 



27 卒業研究報告会 

報告用のパワーポイントを作成し、既定の

時間内で発表および質疑応答を行

う。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

28 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

29 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

30 卒業論文報告書（抄録）提出 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。(2 時間) 

尾崎、

松

熊

、

仲

村 

成績評価方法と基準 割合 

全授業の 3 分の 2 以上の出席を必要とする。研究活動の状況について評価する。平常評価として、最終

評価の 40％を占める。<DP1,4>研究成果として、論文および報告書の提出が必要となる。規定に従って、

期限までに指導教員へ提出する。<DP1,4>・評価に対するフィードバック方法個別指導を行う。 
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授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：鍼灸情報系 

主担当教員 増山 祥子 担当教員 増山 祥子 

科目ナンバリング SS523 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態  単位数 1.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：スポーツ特修系 

主担当教員 中原 英博 担当教員 中原 英博 

科目ナンバリング SS523 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸学科教員が担当するゼミに所属し、指導教員の指示に従って研究活動を行い、卒業論文を作成する。情

報を収集し、批判的吟味を経て情報の質を評価し、研究計画を立案作成する。計画に基づいてデータ収集を

行い、分析・評価を経て論文としてまとめ上げる。これらの一連の過程を経ることによって、社会人として

求められる情報を精査し、計画・立案する能力を修得する。成果は報告書（抄録）として提出し、報告集とし

て印刷される。【指導教員とテーマ】 以下の各生理学的研究テーマ（①～⑨）については、中原英博（教授），

佐野加奈絵（講師），信江彩加（助教）の３名の教員が協力して指導に当たります。また、学校保健体育科教

育に関する⑩⑪の研究テーマは、老田準司（教授），阿部秀高（教授）が指導に当たります。①生体の統合的

呼吸・循環調節機構の解明。②長期運動トレーニングによる生体適応のメカニズムに関する研究（トレーニ

ング効果）。②③運動負荷に対する生体反応のメカニズムに関する研究（運動生理）。④スポーツバイオメカ

ニクス的アプローチによる動作特性の解明。⑤健康寿命延伸に向けた運動プログラム開発。⑥ヒトの全身反

応時間の限界とそのトレーニングの可能性。⑦腱構造に対する超音波アプローチの開発。⑧鍼刺激療法を用

いた新規循環制御システムの構築。⑨アロマセラピーに用いる精油の芳香刺激が生体に及ぼす影響。 ⑩体

育の授業教材の意義についての一考察。⑪体育と保健の授業での取り扱いについての一考察。⑫上記内容に

関わらず、学生が希望する内容で各教員が指導可能と判断したもの。 

 

学修目標 

①研究倫理について理解することができる（DP①④）。②指導教員の指示に従って、関連領域の知識・技術を修得で

きる（DP①④）。③関連文献の収集に関する方法を修得できる（DP①④）。④関連文献を批判的に吟味し、情報の質を

評価できる（DP①④）。⑤質の高い方法論を用いて、データの収集・分析ができる（DP①④）。⑥論理的な文章構成を

用いて論文を作成できる（DP①④）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①ゼミの指導教員の指示に従って、30 単元以上の活動を行ってください。②指導教員 1名につき、所属でき

るゼミ生は最大 4 名とします。③規定に従って、論文および報告書の提出をしてください。④研究計画書を

作成し、学術研究委員会研究倫理審査部会の承認を得て実施すること。⑤研究倫理を遵守すること。 

 

教科書 

指導教員の指示に従う。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 

研究室／オフィスアワー 



指導教員の指示に従う。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究テーマの協議 

予習：希望する研究内容について考えてく

ること。必ず資料に基づいて検討す

ること。復習：指導教員の指示に従

って、具体的なテーマをまとめるこ

と。 

 

2 文献検索 

テーマに応じてキーワードを決定し、指定

された検索サイトを利用して学術

論文の収集を行う。 

 

3 文献検索 

テーマに応じてキーワードを決定し、指定

された検索サイトを利用して学術

論文の収集を行う。 

 

4 論文抄読会 
収集した文献を熟読し、要点をまとめたレ

ポートを作成すること。 
 

5 論文抄読会 
収集した文献を熟読し、要点をまとめたレ

ポートを作成すること。 
 

6 データベースの作成 
収集した文献に番号を付け、PC を用いてデ

ータベースを作成すること。 
 

7 研究計画の作成 研究計画を作成すること。  

8 
研究計画の作成。倫理委員会提出書類の作

成。 
研究計画を作成すること。  

9 
備品・消耗品の発注。研究機材の確保。研究

環境の整備。 

研究環境を整備する上で必要な事項を整理

すること。 
 

10 研究環境の整備。対象の確保。 研究対象の確保を行うこと。  

11 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

12 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

13 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

14 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

15 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

16 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

17 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

18 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

19 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

20 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

 

21 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。 
 



22 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。 
 

23 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。 
 

24 データ解析 

収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。解析結果を指導

教員に報告し、研究目的に対する結

果、考察を議論する。 

 

25 データ解析 

収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。解析結果を指導

教員に報告し、研究目的に対する結

果、考察を議論する。 

 

26 卒業研究報告会準備 報告用のパワーポイントを作成する。  

27 卒業研究報告会（ゼミ内） 

報告用のパワーポイントを作成し、既定の

時間内で発表および質疑応答を行

う。 

 

28 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 
 

29 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 
 

30 卒業論文報告書（抄録）提出 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 
 

成績評価方法と基準 割合 

研究活動の状況について評価する。平常評価として、最終評価の 40%を占める（DP①④）。 -1 研究成果

として、論文および報告書の提出が必要となる。規定に従って、期限までに指導教員へ提出する

（DP①④）。-2 4/5 以上の出席を必要とする 

 

1 40％

2 60％ 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：鍼灸東洋臨床 

主担当教員 辻 涼太 担当教員 辻 涼太 

科目ナンバリング SS523 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

3 年次の卒業研究Ⅰ内で作成した研究デザインや行った研究に基づき、研究の完結ならびに結果集計や考察

を考え、報告を作成する 

 

学修目標 

データ集計方法を会得する。結果を分析し、参考文献などを引用した考察を作成する方法を身に着ける。自らデザイ

ンした研究を報告できる。＜DP①④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

この単元では自主性を最も重要視します。スケジュールを作成し、スケジュールを順守してください。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階共同研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究デザインの確認 昨年度の資料確認をしておいて下さい  

2 被験者募集、研究準備 スケジュールを順守してください  

3 研究① 資料作成① 研究を遂行してください  

4 研究② 資料作成② 研究を遂行してください  

5 研究③ 資料作成③ 研究を遂行してください  

6 研究④ 資料作成④ 研究を遂行してください  

7 研究データ集計① 集計方法について復習をしておいて下さい  

8 研究データ集計② 指導した集計を行ってください  

9 研究データ分析① 分析方法について復習をしておいて下さい  

10 研究データ分析② 指導した分析を行ってください  



11 研究内容まとめ① 参考文献を整理しておいて下さい  

12 研究内容まとめ② 目的･方法･結果･考察をまとめてください  

13 研究内容まとめ③ 目的･方法･結果･考察をまとめてください  

14 研究内容まとめ④ 目的･方法･結果･考察をまとめてください  

15 研究報告 まとめた内容を報告してください  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

平常の研究遂行、ゼミ参加（60%）報告内容（40%）＜DP①④＞2/3 以上の出席を必要とする。 

 
100 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：鍼灸現代臨床 

主担当教員 鍋田 智之 担当教員 鍋田 智之 

科目ナンバリング SS523 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸師業界のリーダーとして貢献できる人材を育成する目的で、適切なエビデンスに基づく臨床および研究

の基礎を身に着ける。研究活動を通じて、調べる、収集する、分析整理する、報告する、の一連の手順を習得

する。 

 

学修目標 

1.学術研究の基本を身に着ける。①エビデンスの収集・整理②研究デザインの構築③データの収集と分析④報告２．

研究活動における倫理を理解すること。〈DP①④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究倫理に十分な配慮を行うこと。特に被験者の人権に配慮すること。また、データの改ざん、盗作などに

注意すること。 

 

教科書 

各教員の指示に従うこと 

 

参考書 

各教員の指示に従うこと。但し、学術論文を基本とし、WEB 情報などは利用しないこと。 

 

研究室／オフィスアワー 

各指導教員と相談して行うこと 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

卒業研究Ⅰで学習した知識、立案計画した

研究デザインおよび手順に従ってデータ取

得を行う。研究結果を整理し、ppt を作成し

て報告する。研究結果を報告書にまとめて

提出する。 

データ取得は必須研究テーマごとに進行

し、適時オフィスワークで相談する

こと。 

 

2    

3    

4    

5    

6    

7    



8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.研究活動における行動を評価する。２．最終報告会の内容について評価する。３．研究報告書の内容に

ついて評価する。〈DP①④〉 

 

1.20%2.

40%3.40

% 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：基礎鍼灸 

主担当教員 尾﨑 朋文 担当教員 尾﨑 朋文 

科目ナンバリング SS523 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸学科教員が担当するゼミに所属し、指導教員の指示に従って研究活動を行い、卒業論文を作成する。情

報を収集し、批判的吟味を経て情報の質を評価し、研究計画を立案作成する。計画に基づいてデータ収集を

行い、分析・評価を経て論文としてまとめ上げる。これらの一連の過程を経ることによって、社会人として

求められる情報を精査し、計画・立案する能力を修得する。成果は報告書（抄録）として提出し、報告集とし

て印刷される。【指導教員とテーマ】尾﨑朋文（教授）：安全な刺鍼に関する実験的研究など。松熊秀明（教

授）：鍼灸のセルフケアに関する研究など。仲村正子（助教）：鍼技法の組織に与える影響 ー超音波エコー

を用いてーその他、各教員が指導可能と判断した研究を実施する。 

 

学修目標 

①研究倫理について理解することができる。②指導教員の指示に従って、関連領域の知識・技術を修得できる。③関

連文献の収集に関する方法を修得できる。④関連文献を批判的に吟味し、情報の質を評価できる。⑤質の高い方法論

を用いて、データの収集・分析ができる。⑥論理的な文章構成を用いて論文を作成できる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①ゼミの指導教員の指示に従って、30 単元以上の活動を行ってください。②指導教員 1名につき、所属でき

るゼミ生は最大 4 名とします。③規定に従って、論文および報告書の提出をしてください。④研究計画書を

作成し、学術研究委員会研究倫理審査部会の承認を得て実施すること。⑤研究倫理を遵守すること。 

 

教科書 

指導教員の指示に従う。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 

研究室／オフィスアワー 

指導教員の指示に従う。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

2 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 



3 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

4 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

5 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

6 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

7 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

8 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

9 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松熊、

仲村 

10 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

11 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

12 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

13 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

14 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

15 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

16 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊



、

仲

村 

17 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

18 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

19 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

20 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

21 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

22 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

23 データ解析 
収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

24 データ解析 

収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。解析結果を指導

教員に報告し、研究目的に対する結

果、考察を議論する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

25 卒業研究報告会準備 
報告用のパワーポイントを作成する。(2 時

間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

26 卒業研究報告会準備 
報告用のパワーポイントを作成する。(2 時

間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 



27 卒業研究報告会 

報告用のパワーポイントを作成し、既定の

時間内で発表および質疑応答を行

う。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

28 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

29 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

30 卒業論文報告書（抄録）提出 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。(2 時間) 

尾﨑、

松

熊

、

仲

村 

成績評価方法と基準 割合 

全授業の 3 分の 2 以上の出席を必要とする。研究活動の状況について評価する。平常評価として、最終

評価の 40％を占める。<DP1,4>研究成果として、論文および報告書の提出が必要となる。規定に従って、

期限までに指導教員へ提出する。<DP1,4> 

 

1 



授業科目名 卒業研究Ⅱ (鍼灸)：鍼灸情報系 

主担当教員 山下 仁 担当教員 山下 仁 

科目ナンバリング SS523 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 水 曜 5

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

鍼灸学科教員が担当するゼミに所属し、指導教員の指示に従って研究活動を行い、卒業論文を作成する。情

報を収集し、批判的吟味を経て情報の質を評価し、研究計画を立案作成する。計画に基づいてデータ収集を

行い、分析・評価を経て論文としてまとめ上げる。これらの一連の過程を経ることによって、社会人として

求められる情報を精査し、計画・立案する能力を修得する。成果は報告書（抄録）として提出し、報告集とし

て印刷される。【指導教員とテーマ】山下 仁（教授）・大川祐世（助教）：安全な鍼灸施術に関する実験的研

究、日本鍼灸のエビデンスのデータベース作成、鍼灸のエビデンスの情報収集と情報整備、世界の鍼灸事情

に関する文献からの情報抽出、または代田文誌の遺した資料の調査を行う。その他、学生の提案で指導可能

と判断した研究も可能とする。増山祥子（准教授）：婦人科領域における鍼灸のエビデンス（文献調査･問題

点抽出）、緩和ケア領域における鍼灸のエビデンス（文献調査・問題点抽出）、鍼灸臨床における衛生操作情

報のアート表現、または低周波鍼通電療法による鎮痛に関する実験を行う。その他、学生の提案で指導可能

と判断した研究も可能とする。 

 

学修目標 

①研究倫理について理解することができる。②指導教員の指示に従って、関連領域の知識・技術を修得できる。③関

連文献の収集に関する方法を修得できる。④関連文献を批判的に吟味し、情報の質を評価できる。⑤質の高い方法論

を用いて、データの収集・分析ができる。⑥論理的な文章構成を用いて論文を作成できる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

①ゼミの指導教員の指示に従って、30 単元以上の活動を行ってください。②指導教員 1名につき、所属でき

るゼミ生は最大 4 名とします。③規定に従って、論文および報告書の提出をしてください。④研究計画書を

作成し、学術研究委員会研究倫理審査部会の承認を得て実施すること。⑤研究倫理を遵守すること。 

 

教科書 

指導教員の指示に従う。 

 

参考書 

指導教員の指示に従う。 

 

研究室／オフィスアワー 

指導教員の指示に従う。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 研究テーマの協議 

予習：希望する研究内容について考えてく

ること。必ず資料に基づいて検討す

ること。復習：指導教員の指示に従

って、具体的なテーマをまとめるこ

と。 

山下、

増山、

大川 

2 文献検索 

テーマに応じてキーワードを決定し、指定

された検索サイトを利用して学術

論文の収集を行う。 

山下、

増山、

大川 

3 文献検索 

テーマに応じてキーワードを決定し、指定

された検索サイトを利用して学術

論文の収集を行う。 

山下、

増山、

大川 

4 論文抄読会 
収集した文献を熟読し、要点をまとめたレ

ポートを作成すること。 

山下、

増山、

大川 

5 論文抄読会 
収集した文献を熟読し、要点をまとめたレ

ポートを作成すること。 

山下、

増山、

大川 

6 データベースの作成 
収集した文献に番号を付け、PC を用いてデ

ータベースを作成すること。 

山下、

増山、

大川 

7 研究計画の作成 研究計画を作成すること。 

山下、

増山、

大川 

8 
研究計画の作成。倫理委員会提出書類の作

成。 
研究計画を作成すること。 

山下、

増

山

、

大

川 

9 
備品・消耗品の発注。研究機材の確保。研究

環境の整備。 

研究環境を整備する上で必要な事項を整理

すること。 

山下、

増山、

大川 

10 研究環境の整備。対象の確保。 研究対象の確保を行うこと。 

山下、

増

山

、

大

川 

11 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

山下、

増

山

、

大

川 

12 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

山下、

増

山

、

大

川 

13 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

山下、

増

山

、

大

川 

14 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

山下、

増

山

、

大

川 



15 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

山下、

増

山

、

大

川 

16 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

山下、

増

山

、

大

川 

17 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

山下、

増

山

、

大

川 

18 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

山下、

増

山

、

大

川 

19 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

山下、

増

山

、

大

川 

20 データ収集 

倫理委員会の承認を得た後、倫理規定を遵

守して、研究データの収集を行うこ

と。 

山下、

増

山

、

大

川 

21 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。 

山下、

増

山

、

大

川 

22 データ整理 
収集したデータを、表管理ソフトなどを活

用して整理する。 

山下、

増

山

、

大

川 

23 データ解析 
収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。 

山下、

増

山

、

大

川 

24 データ解析 

収集したデータを、必要に応じて統計を用

いながら解析する。解析結果を指導

教員に報告し、研究目的に対する結

果、考察を議論する。 

山下、

増

山

、

大

川 

25 卒業研究報告会準備 報告用のパワーポイントを作成する。 

山下、

増

山



、

大

川 

26 卒業研究報告会準備 報告用のパワーポイントを作成する。 

山下、

増

山

、

大

川 

27 卒業研究報告会（ゼミ内） 

報告用のパワーポイントを作成し、既定の

時間内で発表および質疑応答を行

う。 

山下、

増

山

、

大

川 

28 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 

山下、

増

山

、

大

川 

29 卒業論文作成 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 

山下、

増

山

、

大

川 

30 卒業論文報告書（抄録）提出 
報告会での指摘事項を受けて、論文を作成

する。 

山下、

増

山

、

大

川 

成績評価方法と基準 割合 

全授業の 3 分の 2 以上の出席を必要とする。研究活動の状況について評価する。平常評価として、最終

評価の 40％を占める。研究成果として、論文および報告書の提出が必要となる。規定に従って、期限ま

でに指導教員へ提出する。DP①④ 

 

報 告 書

60 ％ 平

常 の 取

り 組 み

40％ 



授業科目名 学外見学実習Ⅱ (鍼灸 B) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明／髙橋 秀郎 

科目ナンバリング SS525 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 月 曜 1

限、月曜 2 限、

月曜 3 限、月曜

4 限 、 月 曜 5

限 ) 、 後 期 ( 実

習) 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学外の鍼灸あるいは現代医療の臨床施設を訪問し、見学を行う。学内では得ることのできない緊張感や体験

を通じて職業意識を強く持たせる。また、その内容を詳細に記録し、見学した症例と診断治療について調べ

てレポートで報告する。 スポーツ特修コース・教職課程の学生は、特別支援学校実習およびコース長が定

める学外施設において実習を行う。 一般企業での就業を目指す学生で希望する者は、企業におけるインタ

ーンシップ実習を行う。 実習は、30 時間以上を必須とする。 

 

学修目標 

臨床現場の雰囲気を鋭く感じ取り、臨機応変な判断と言動ができる。患者の苦痛を理解し、医療従事者としてのモラ

ルと使命感を身に付ける。観察した症例を正確に記し、病態や治療効果を冷静に分析して報告できる。スポーツ特修

コース・教職課程の学生、及び一般企業におけるインターンシップを履修する者は、各施設における実習を通じて就

業意識を高める。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．疑問点は早期に解決するように積極的に行動すること。２．態度・姿勢には十分気をつけること。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室９、研究室３昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

授業計画１．オリエンテーション１）注意事

項。２）見学施設の選定。３）見学施設の決

定と見学計画立案。２．学外見学（前期期間

中の定められた曜日または夏期休暇を利用

して実施する）１）決定した見学先の訪問と

見学。遅刻は欠席と同等に扱う。２）見聞し

予習：患者への対応、四診法について勉強し

ておくこと。(10 時間)復習：各自症

例について内容をまとめ病態を理

解すること。(20 時間) 

 



たこと、指導を受けたことを詳細に記録す

る。    ３．レポート提出１）見学した

症例や治療法について文献を参考にして詳

しく調べる。２）レポートを書く。 教科書 

配付資料 参考書 ?授業の進め方 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ごとに決められた実習施設へ参加する。 

成績評価方法と基準 実習態度と身だしな

み（見学施設からのフィードバック含む）

50％レポート 50％割り当てられた見学実習

先での遅刻なき参加が必要 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



課題レポートの提出することによって単位の認定を行う。(DP1,4)遅刻、欠席は認められない。 ・実習態

度・レポートに対するフィードバック方法必要に応じて実習態度・レポートに対する個別指導を行う。 

 

1 



授業科目名 学外見学実習Ⅱ (鍼灸 A) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明／髙橋 秀郎 

科目ナンバリング SS525 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 火 曜 1

限、火曜 2 限、

火曜 3 限、火曜

4 限 、 火 曜 5

限 ) 、 後 期 ( 実

習) 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学外の鍼灸あるいは現代医療の臨床施設を訪問し、見学を行う。学内では得ることのできない緊張感や体験

を通じて職業意識を強く持たせる。また、その内容を詳細に記録し、見学した症例と診断治療について調べ

てレポートで報告する。 スポーツ特修コース・教職課程の学生は、特別支援学校実習およびコース長が定

める学外施設において実習を行う。 一般企業での就業を目指す学生で希望する者は、企業におけるインタ

ーンシップ実習を行う。 実習は、30 時間以上を必須とする。 

 

学修目標 

臨床現場の雰囲気を鋭く感じ取り、臨機応変な判断と言動ができる。患者の苦痛を理解し、医療従事者としてのモラ

ルと使命感を身に付ける。観察した症例を正確に記し、病態や治療効果を冷静に分析して報告できる。スポーツ特修

コース・教職課程の学生、及び一般企業におけるインターンシップを履修する者は、各施設における実習を通じて就

業意識を高める。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．疑問点は早期に解決するように積極的に行動すること。２．態度・姿勢には十分気をつけること。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室９、研究室３昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

授業計画１．オリエンテーション１）注意事

項。２）見学施設の選定。３）見学施設の決

定と見学計画立案。２．学外見学（前期期間

中の定められた曜日または夏期休暇を利用

して実施する）１）決定した見学先の訪問と

見学。遅刻は欠席と同等に扱う。２）見聞し

予習：患者への対応、四診法について勉強し

ておくこと。(10 時間)復習：各自症

例について内容をまとめ病態を理

解すること。(20 時間) 

 



たこと、指導を受けたことを詳細に記録す

る。    ３．レポート提出１）見学した

症例や治療法について文献を参考にして詳

しく調べる。２）レポートを書く。 教科書 

配付資料 参考書 ?授業の進め方 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ごとに決められた実習施設へ参加する。 

成績評価方法と基準 実習態度と身だしな

み（見学施設からのフィードバック含む）

50％レポート 50％割り当てられた見学実習

先での遅刻なき参加が必要 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



課題レポートの提出することによって単位の認定を行う。(DP1,4)遅刻、欠席は認められない。・実習態度・

レポートに対するフィードバック方法必要に応じて実習態度・レポートに対する個別指導を行う。 

 

1 



授業科目名 応用鍼灸学Ⅰ (鍼灸) 

主担当教員 仲村 正子 担当教員 
仲村 正子／尾﨑 朋文／中村 

真理 

科目ナンバリング SS635 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

産婦人科鍼灸学では、婦人科・産科領域の主な症状や代表的な疾患を取り上げ、現代医学および東洋医学的

の両面からの発生機序や治療方針、または鑑別診断が可能となるように指導する。女性の生理や月経異常、

更年期障害、妊娠嘔吐、授乳分泌不足などの代表的疾患の主症状や疾患に対する鍼灸治療の基本的な技術と

知識を教授する。また、小児鍼鍼灸学では、大阪で発達した小児はりを中心に小児に対する鍼施術の基本と、

様々な技術を教授する。また、小児に特に多くみられる疾患についての知識や診察方法を修得することによ

って、症状が急激に変化しやすい小児に対応できる臨床能力を養う。(中村真理） 

 

学修目標 

女性や小児を診るうえで、中医学弁証配穴法と経穴の性質を理解し臨床で応用活用できるようにする。また、「美容」

「増毛」「不眠」「肩こり」「鍼灸院経営」をテーマに、各種弁証を確立し配穴法まで理解する。「美容」「増毛」「不眠」

「肩こり」「鍼灸院経営」をテーマに、各種弁証を確立し配穴法まで理解する。「美容」「増毛」については写真と臨

床研究の結果から患者へのモチベーションの向上の為にプレゼンテーション力を築く。「美容」「増毛」「肩こり」に

ついては実技をすることにより臨床能力を高める。(中村真理） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

東洋医学概論、東洋医学臨床論が基礎知識として必要である。特に気血津液弁証、臓腑弁証について理解す

る必要がある。実技ではお互いに顔面部や頭部に刺鍼する。授業までに教科書に目を通しておくこと。（中村

真理） 

 

教科書 

東洋医学概論（医道の日本社）東洋医学臨床論（医道の日本社） 

 

参考書 

鍼灸学「基礎編」 「臨床編」 「経穴編」 （東洋学術出版社）中医診断学ノート 内山恵子著 （東洋学

術出版社） 

 

研究室／オフィスアワー 

4 階共同研究室 水曜日 3限（仲村正子）4階研究室 18 月曜日 5限（尾﨑朋文）授業前後の時間（中村真理） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 美容鍼灸 
予習：気血津液の各々の症状について確認

復習： 
中村 

2 美容鍼灸（実技・プレゼンテーション） 予習：復習：前回授業内容の復習 中村 



3 増毛鍼灸 予習：東洋医学臨床論の｢脱毛｣復習： 中村 

4 
増毛鍼灸（鍼灸経営・実技デモンストレーシ

ョン） 
予習：復習：前回授業内容の復習 中村 

5 不眠 予習：東洋医学臨床論の不眠復習： 中村 

6 肩こり・経営 予習：東洋医学臨床論の「肩こり」復習： 中村 

7 肩こり実技 予習：復習： 中村 

8 子供の発育 
予習：子供の発育について調べること復習：

授業内容の復習 
尾﨑 

9 小児鍼の実技 
予習：シラバスの確認復習：小児鍼の使い方

について練習すること 
尾﨑 

10 小児鍼の応用 

予習：小児鍼の練習と認知症と擦過鍼につ

いて調べること復習：授業内容の復

習 

尾﨑 

11 
婦人科の基礎～国家試験対策（解剖・生理・

病理・総論・各論・東臨）～ 

予習：国家試験過去問題復習：授業内容のま

とめ 
仲村 

12 婦人科 月経関連症状と鍼灸 
予習：月経に関する解剖や生理機能を確認

すること復習：授業内容の復習 
仲村 

13 婦人科 婦人科疾患・不妊症と鍼灸 
予習：婦人科疾患について調べること復習：

授業内容の復習 
仲村 

14 婦人科 周産期・産後と鍼灸 
予習：妊娠期の女性ホルモンの働きについ

て復習：授業内容の復習 
仲村 

15 婦人科 更年期障害と鍼灸、総括 
予習：更年期症状について調べること復習：

授業内容の復習 
仲村 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験および総合的に評価する（中村真理）②筆記試験および総合的に評価する（仲村正子・尾﨑

朋文）③出席は 4/5 回以上を必要とし，基準を満たした者について試験を実施する． 

 

①50 ％

②50％ 



授業科目名 応用鍼灸学Ⅱ (鍼灸) 

主担当教員 髙橋 秀郎 担当教員 髙橋 秀郎 

科目ナンバリング SS636 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

外傷後や老年期に起こりえる身体の動きの不調についての改善策を検討する。歩行を含めた日常生活動作の

不調を主訴とした患者の、関節の動きや身体の使い方を観察するこれからの高齢社会、余暇社会を視野にお

いた時代的な要求に応えられる幅広い知識を深めるため、整形外科疾患による身体構造の変化がどのように

日常生活に影響するかといった基本的事項等も学習する。 

 

学修目標 

整形外科疾患患者の身体変化を観察できる関節の動きを観察、評価することができる歩行訓練、体位変換、可動域訓

練の基本的事項を実践できる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実技、実演を多用する予定積極的に実技に参加すること 1.出席を重視する。2.授業態度が不良(私語、携帯を

見ること等)の者は減点対象とする。3.遅刻の申告、延着証明の提出は当日に限り有効とする 

 

教科書 

標準整形外科学第 11 版     内田淳正  監修              医学書院解剖学             河

野邦夫 伊藤隆造 著 東洋療法学校協会 

 

参考書 

都度指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日、水曜日、金曜日 各曜日 9:00～17:45 但し講義時間以外 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 歩行歩行サイクルの説明 
歩行サイクルの用語について復習する予習

1時間、復習 1 時間 
 

2 歩行歩行の観察 
歩行サイクルの用語について復習する予習

1時間、復習 1 時間 
 

3 歩行歩行時の筋活動 
歩行サイクルの用語について復習する予習

1時間、復習 1 時間 
 

4 
腰部疾患腰痛の原因となる疾患画像読影 

適応の判断 

標準整形外科学の学習予習 1 時間、復習 1

時間 
 

5 腰部疾患疼痛の発生原因とその対策 
標準整形外科学の学習予習 1 時間、復習 1

時間 
 

6 
腰部疾患適応外の判断と医療安全を考慮し

た計画 

標準整形外科学の学習予習 1 時間、復習 1

時間 
 

7 頚部疾患頚部疾患の症状と診断 
頚部疾患の特徴の予習予習 1 時間、復習 1

時間 
 



8 
頚部疾患変形性頚椎症 頚椎ヘルニア画像

読影 適応の判定 

頚部の骨格の復習頚部の軟部組織の復習予

習 1時間、復習 1時間 
 

9 
頚部疾患治療の原則 頚椎疾患の及ぼす影

響 
頚部神経の復習予習 1時間、復習 1時間  

10 
肩関節疾患肩関節疾患の鑑別 治療方針の

原則 

肩関節周囲の解剖構造の理解予習 1 時間、

復習 1時間 
 

11 肩関節疾患肩関節疾患の症状 適応外診断 
肩関節周囲の骨格の理解予習 1 時間、復習

1時間 
 

12 
肩関節疾患画像読影 安全性を考慮しての

可動域訓練 

肩関節周囲の構造軟部組織の構造の理解予

習 1時間、復習 1時間 
 

13 膝関節疾患膝関節疾患とその症状 
膝関節の解剖軟部組織の構造の理解予習 1

時間、復習 1 時間 
 

14 
膝関節疾患膝関節疾患の症状が歩行に与え

る影響 

歩行サイクル歩容の観察予習 1 時間、復習

1時間 
 

15 総合演習 総合復習予習 1時間、復習 1 時間  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポートにより評価を行う。4/5 以上の出席が必要。レポートの内容を考慮した個別指導を行う 

 
1 



授業科目名 スポーツ経営学 (鍼灸) 

主担当教員 森下 純弘 担当教員 森下 純弘 

科目ナンバリング SS637 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

1. 我が国のスポーツ行政のねらいとしくみを学び，地域におけるスポーツ組織の経営・運営の基本を習得す

る。2. 様々な領域で実践されているスポーツマネジメントの事例から課題を見つけ、課題解決のためにどの

ようなマネジメントが必要なのか指摘できる力を養うことを目標とする。 

 

学修目標 

1. スポーツ経営に関する基礎的な知識を身に付ける。2. スポーツ組織のマーケティングに関する基礎的な知識を身

につける。3. 自身や他の受講生が所属している様々な組織において経営能力を発揮できるための基礎的知識を獲得

し，共有できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

あなた自身は学習の主体であると同時に他の受講生から見れば学習環境の一部でもあります。また，本科目

はスポーツ指導者養成科目になっています。スポーツ指導者としてふさわしい受講態度を心がけるようにし

てください。 

 

教科書 

Reference Book 公益財団法人日本スポーツ協会 

 

参考書 

体育・スポーツ経営学講義 八代勉・中村平編著 大修館書店テキスト 体育・スポーツ経営学 柳沢和雄・

木村和彦・清水紀宏編著 大修館書店スポーツ白書 笹川スポーツ財団稼ぐがすべて B リーグこそ最強のビ

ジネスモデルである 葦原 一正 あさ出版 

 

研究室／オフィスアワー 

授業前後 気軽に声をかけてください。メール 初回時に案内するフォーマットで連絡ください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス及び導入 

予習：シラバスとテキストを照らし合わせ

て確認する（以下，7 回目まで）復

習：導入（経営とマネジメント） 

 

2 
スポーツ組織の特徴と持続可能性「目的」

「補完」のマネジメント 

復習：スポーツ組織の定義，分類   2 つ

のマネジメントポイント 
 

3 

地域におけるスポーツクラブとしての「ス

ポーツ少年団」スポーツ少年団の活動分野

と内容 

復習：スポーツ少年団の組織   リーダ

ーと指導者の役割 
 

4 総合型地域スポーツクラブ 復習：クラブの設立ステップと阻害要因  

5 
日本スポーツ少年団と総合型クラブとの連

携スポーツ指導者に求められるマネジメン

復習：スポーツ少年団の地域における位置

づけ   マネジメント人材と能
 



ト 力 

6 スポーツ組織を脅かす脅威 復習：組織の役割と責任  

7 スポーツマネジメントに必要な法整備 
復習：スポーツ基本法とスポーツ基本計画   

スポーツ庁について 
 

8 まとめ及び確認テスト   

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 確認テスト 2. 小レポート 3. 受講態度（ディスカッション時の積極性等） 

 

60 ％

30 ％

10％ 



授業科目名 スポーツ傷害学･栄養学 (鍼灸スポーツ) 

主担当教員 伊奈 新太郎 担当教員 伊奈 新太郎 

科目ナンバリング SS649 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

スポーツ選手にとって、体力の維持および競技成績の向上という具体的な目標を達成するためや、将来の指

導者としてジュニア期や生活習慣病の予防・改善を指導するために、幅広い栄養的知識が必要である。本講

義ではそれらをふまえた栄養知識と食事のあり方を学ぶ。また、スポーツ外傷や運動を起因とする疾病につ

いて、それらの発生メカニズムを知り、運動中のケガと疾病の予防およびその対処方法を理解することは重

要である。本授業においては、これらをあわせて学ぶ。 

 

学修目標 

スポーツ現場に従事する者として，状況に見合った適切な栄養管理・指導ができるよう，現場で活躍できる知識を身

につける。〈DP①〉スポーツ現場で遭遇する運動器の障害の病態について正確に理解し、メディカルチェックや対処

法についても根拠をもって実施できるよう知識を深める。〈DP①〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業の進捗状況により、適宜内容を変更を行う場合がありますが、予め説明致します。1.栄養学，運動生理

学と関連付けて学修するため，既に受講済みである授業の内容について復習しておくこと。2.基本的な数学

を必要とすることがあるが，できるだけ解りやすく行う。1．スポー傷害学は、運動器の解剖学、生理学など

を土台にするもので、他の講義で学んだ局所解剖や運動機能の評価方法、理学所見の取り方などを復習して

おくこと。2．疑問点は大切にし、解決に向けて積極的に行動すること。3．出席は授業の理解にも影響する

ことから、欠席をしないようにすること。 4．私語は授業妨害・他学生への迷惑行為なので退室させる場合

がある。その場合、速やかに退室すること。5．受講にあたっては最低限の礼儀をわきまえること。 

 

教科書 

1．適宜プリントや資料などを配布する。 

 

参考書 

1. 樋口満 編著「コンディショニングのスポーツ栄養学」，2001 年 2. 小林修平・樋口満 編著「アスリー

トのための栄養・食事ガイド」，2001 年 3. 新版 スポーツ整形外科マニュアル.福林徹 監修. 中外医学

社.2013.4. スポーツ傷害 23 最新整形外科学大系.越智隆弘総編集;糸満盛憲（ほか）編. 20075. 日本スポ

ーツ医学検定機構. 「スポーツ医学検定公式テキスト ；スポーツを愛するすべての人に」，2017 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4F 共同研究室 月・木 10:00～15:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 スポーツ実施時の代謝と栄養 
予習： 栄養学，運動生理学の確認．復習： 

配布プリント，キーワードの確認．
伊奈 



なお予習、復習を各 1時間行うこと 

2 
スポーツ選手の基本の食事（試合期・休養期

の食事） 

予習： 普段の食事バランスの確認復習： 

配布プリント，キーワードの確認な

お予習、復習を各 1時間行うこと 

伊奈 

3 スポーツ選手の体づくり（増量と減量） 

予習： 競技特性についての確認復習： 配

布プリント，キーワードの確認なお

予習、復習を各 1時間行うこと 

伊奈 

4 スポーツ選手の障害予防のための栄養 

予習： スポーツ障害学等の確認復習： 配

布プリント，キーワードの確認なお

予習、復習を各 1時間行うこと 

伊奈 

5 スポーツ・健康とサプリメント、ドーピング 

予習： 自ら摂取中のサプリメントの確認

復習： 配布プリント，キーワード

の確認なお予習、復習を各 1時間行

うこと。 

伊奈 

6 病気とライフステージ・肥満 

予習： 親世代のスポーツ履歴と現状の確

認復習： 配布プリント，キーワー

ドの確認なお予習、復習を各 1時間

行うこと。また本授業の総まとめを

12 時間自宅学習すること。 

伊奈 

7 救急処置・創傷 

予習：運動器疾患の救急処置と創傷につい

て予習しておくこと。復習：授業で

学んだ救急処置と創傷について復

習すること（配布資料参照）なお予

習、復習を各 1時間行うこと 

伊奈 

8 
頭部・頸部・胸部、足部・足関節のスポーツ

障害 

予習：頭部・足部・足関節の解剖学について

予習しておくこと復習：授業で学ん

だ頭部・足部・足関節について復習

すること（配布資料参照）なお予習、

復習を各 1時間行うこと 

伊奈 

9 足部・足関節のスポーツ障害② 

予習：足部・足関節の解剖学について予習し

ておくこと復習：授業で学んだ足

部・足関節の障害について復習する

こと（配布資料参照）なお予習、復

習を各 1時間行うこと 

伊奈 

10 下腿部・膝関節のスポーツ障害① 

予習：下腿部・膝関節の解剖学について予習

しておくこと復習：授業で学んだ下

腿部・膝関節スポーツ障害について

復習すること（配布資料参照）なお

予習、復習を各 1時間行うこと 

伊奈 

11 下腿部・膝関節のスポーツ障害② 

予習：下腿部・膝関節の解剖学について予習

しておくこと復習：授業で学んだ股

関節の障害について復習すること

（配布資料参照）なお予習、復習を

各 1時間行うこと 

伊奈 

12 大腿部・股関節・腰部のスポーツ障害 

予習：大腿部・股関節・腰部の解剖学につい

て予習しておくこと復習：授業で学

んだ大腿部・股関節・腰部の障害に

ついて復習すること（配布資料参

照）なお予習、復習を各 1 時間行う

こと 

伊奈 

13 肩関節のスポーツ障害 

予習：肩関節の解剖学について予習してお

くこと復習：授業で学んだ肩関節の

障害について復習すること（配布資

料参照）なお予習、復習を各 1時間

行うこと 

伊奈 

14 肘関節・手関節・手指のスポーツ障害 

予習：肘関節・手関節の解剖学について予習

しておくこと復習：授業で学んだ肘

関節・手関節の障害について復習す

ること（配布資料参照）。なお予習、

復習を各 1時間行うこと。 

伊奈 

15 
総復習・テスト（スポーツ傷害・スポーツ障

害・スポーツ栄養） 

予習：今までの授業で学んだ全てについて

予習しておくこと復習：授業で学ん
伊奈 



だスポーツ障害・栄養学について復

習すること（配布資料参照）なお予

習、復習を各 1時間行うこと。また

本授業の総まとめを 18 時間自宅学

習すること。 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業期間内にて①レポート課題（不定期）・②筆記試験（最終回）を実施する。〈DP①〉出席条件を満たす

こと。 

 

1．50％

2．50％ 



授業科目名 情報処理 (鍼灸 B) 

主担当教員 佐久間 俊 担当教員 佐久間 俊 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では、コンピュータを利用する上で必要な基礎知識のほか、レポート作成等役立つ情報処理技術、す

なわちワープロや表計算、プレゼンテーションを中心としたソフトウェアの基礎知識と基本操作の習得を目

標とする。また、コンピュータ利用技術の習得に加えて、情報化社会に必要な倫理観と情報の保護を学ぶた

めに、技術的な面に加えて個人情報保護法等の法令や指針についても学ぶ。なお、コンピュータのオペレー

ティングシステム(OS)は Windows を、ソフトウェアはマイクロソフトの Word, Excel, PowerPoint 等を使用

する。 

 

学修目標 

１．PC利用に限らず，広く，情報倫理と個人情報保護の重要性を理解し，説明できる<DP③>２．Wordによる文書（レ

ポート，論文）の作成ができる<DP③>３．Excelによる基本的なデータの集計・解析ができる<DP③>４．PowerPoint

を用いて資料を作成し，効果的なプレゼンテーションができる<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．PC を使った演習を行なうので、出席をすること２．学校の PC で Moripa を使用するので、ID とパスワー

ドを忘れずにメモしてくること３．作業内容（作成したファイル等）を保存するための USB メモリを用意す

ること４．PC 演習室での飲食は禁止(机の上に置くのも禁止) する 

 

教科書 

中村健壽監修，森由紀著，医療従事者のための情報リテラシー，日経 BP 社 

 

参考書 

適宜指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1 階 学修支援センターMANABEL/月曜日 5 限目 （空いていたら適宜対応しますので事前に相談してくだ

さい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス（授業の進め方、コンピュータの

概論） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PC の操作方

法やマイクロソフト Office（Word、

Excel、PowerPoint）について教科書

等によって概要を調べる。USB を用

意する。復習：授業内容の確認と課

題。※課題については、毎回の授業

佐久間 



内で指示します。以下同様。 

2 
・情報セキュリティと情報モラル・Word①

（文字入力やファイル管理等の基本操作） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson15【情

報セキュリティと情報モラル】、

Lesson2【文字入力とファイル管理】

を読む復習：授業内容の確認と課

題。 

佐久間 

3 Word②（基本的な文章の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson3【基

本的な文書の作成】、Lesson4【ビジ

ネス文書の作成】を読む復習：授業

内容の確認と課題。 

佐久間 

4 Word③（表の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson5【表

の作成】を読む 復習：授業内容の

確認と課題。 

佐久間 

5 Word④（図形とイラストの挿入） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson6【図

形とイラストの挿入】を読む復習：

授業内容の確認と課題。 

佐久間 

6 Word⑤（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Word に関する操

作・機能を確認。復習テストに備え

ておくこと。 

佐久間 

7 Excel①（表計算の基礎） 

＜予習・復習 各 2 時間＞予習：テキスト

Lesson7【集計表の作成】を読む復

習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

8 Excel②（関数を使った表計算） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson8【関

数を使った表計算 1】、Lesson9【関

数を使った表計算 2】を読む復習：

授業内容の確認と課題。 

佐久間 

9 Excel③（統計処理） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson10【統

計処理】を読む復習：授業内容の確

認と課題。 

佐久間 

10 Excel④（グラフ作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson11【デ

ータとグラフ】を読む復習：授業内

容の確認と課題。 

佐久間 

11 Excel⑤（データの活用） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson12【デ

ータの活用】を読む復習：授業内容

の確認と課題。 

佐久間 

12 Excel⑥（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Excel に関する操

作・機能を確認する。復習テストに

備えておくこと 

佐久間 

13 PowerPoint①（資料作成の基礎） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson13【プ

レゼンテーションの作成】を読む 

復習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

14 
PowerPoint②（プレゼンテーションの実行

方法・資料作成の演習） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson14【プ

レゼンテーションのデザイン】を読

む復習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

15 PowerPoint③（プレゼンテーション） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PowerPoint

に関する操作・機能を確認し、資料

の作成内容を決定する。 

佐久間 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題の提出状況及び完成度、授業態度含む<DP③>②小テスト（授業内で実施）WORD 及び

EXCEL<DP③>③Power Point 発表資料<DP③><課題・小テストに対するフィードバック方法>授業課題に

ついては Moripa にて個別に講評します。小テストは希望者のみ評価を開示する。 

 

①30%

②50%

③20% 



授業科目名 情報処理 (鍼灸 A) 

主担当教員 佐久間 俊 担当教員 佐久間 俊 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では、コンピュータを利用する上で必要な基礎知識のほか、レポート作成等役立つ情報処理技術、す

なわちワープロや表計算、プレゼンテーションを中心としたソフトウェアの基礎知識と基本操作の習得を目

標とする。また、コンピュータ利用技術の習得に加えて、情報化社会に必要な倫理観と情報の保護を学ぶた

めに、技術的な面に加えて個人情報保護法等の法令や指針についても学ぶ。なお、コンピュータのオペレー

ティングシステム(OS)は Windows を、ソフトウェアはマイクロソフトの Word, Excel, PowerPoint 等を使用

する。 

 

学修目標 

１．PC利用に限らず，広く，情報倫理と個人情報保護の重要性を理解し，説明できる<DP③>２．Wordによる文書（レ

ポート，論文）の作成ができる<DP③>３．Excelによる基本的なデータの集計・解析ができる<DP③>４．PowerPoint

を用いて資料を作成し，効果的なプレゼンテーションができる<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．PC を使った演習を行なうので、出席をすること２．学校の PC で Moripa を使用するので、ID とパスワー

ドを忘れずにメモしてくること３．作業内容（作成したファイル等）を保存するための USB メモリを用意す

ること４．PC 演習室での飲食は禁止(机の上に置くのも禁止) する 

 

教科書 

中村健壽監修，森由紀著，医療従事者のための情報リテラシー，日経 BP 社 

 

参考書 

適宜指示する 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 1 階 学修支援センターMANABEL/月曜日 5 限目 （空いていたら適宜対応しますので事前に相談してくだ

さい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス（授業の進め方、コンピュータの

概論） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PC の操作方

法やマイクロソフト Office（Word、

Excel、PowerPoint）について教科書

等によって概要を調べる。USB を用

意する。復習：授業内容の確認と課

題。※課題については、毎回の授業

佐久間 



内で指示します。以下同様。 

2 
・情報セキュリティと情報モラル・Word①

（文字入力やファイル管理等の基本操作） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson15【情

報セキュリティと情報モラル】、

Lesson2【文字入力とファイル管理】

を読む復習：授業内容の確認と課

題。 

佐久間 

3 Word②（基本的な文章の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson3【基

本的な文書の作成】、Lesson4【ビジ

ネス文書の作成】を読む復習：授業

内容の確認と課題。 

佐久間 

4 Word③（表の作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson5【表

の作成】を読む 復習：授業内容の

確認と課題。 

佐久間 

5 Word④（図形とイラストの挿入） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson6【図

形とイラストの挿入】を読む復習：

授業内容の確認と課題。 

佐久間 

6 Word⑤（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Word に関する操

作・機能を確認。復習テストに備え

ておくこと。 

佐久間 

7 Excel①（表計算の基礎） 

＜予習・復習 各 2 時間＞予習：テキスト

Lesson7【集計表の作成】を読む復

習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

8 Excel②（関数を使った表計算） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson8【関

数を使った表計算 1】、Lesson9【関

数を使った表計算 2】を読む復習：

授業内容の確認と課題。 

佐久間 

9 Excel③（統計処理） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson10【統

計処理】を読む復習：授業内容の確

認と課題。 

佐久間 

10 Excel④（グラフ作成） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson11【デ

ータとグラフ】を読む復習：授業内

容の確認と課題。 

佐久間 

11 Excel⑤（データの活用） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson12【デ

ータの活用】を読む復習：授業内容

の確認と課題。 

佐久間 

12 Excel⑥（復習テスト） 

＜予習・復習 各 2 時間＞Excel に関する操

作・機能を確認する。復習テストに

備えておくこと 

佐久間 

13 PowerPoint①（資料作成の基礎） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson13【プ

レゼンテーションの作成】を読む 

復習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

14 
PowerPoint②（プレゼンテーションの実行

方法・資料作成の演習） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：Lesson14【プ

レゼンテーションのデザイン】を読

む復習：授業内容の確認と課題。 

佐久間 

15 PowerPoint③（プレゼンテーション） 

＜予習・復習 各 2時間＞予習：PowerPoint

に関する操作・機能を確認し、資料

の作成内容を決定する。 

佐久間 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題の提出状況及び完成度、授業態度含む<DP③>②小テスト（授業内で実施）WORD 及び

EXCEL<DP③>③Power Point 発表資料<DP③><課題・小テストに対するフィードバック方法>授業課題に

ついては Moripa にて個別に講評します。小テストは希望者のみ評価を開示する。 

 

①30%

②50%

③20% 



授業科目名 統計学 (鍼灸) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

統計学の基礎や概念を学び、実験や調査で得られたデータをどのような統計手法を用いて分析し、どのよう

に解釈すればよいかを理解し、それらを元に実際に自分たちでデータを分析することによって、基礎的な統

計処理を身につけることを目指す。 

 

学修目標 

１．統計学の基礎を理解する〈DP③〉２．推定と検定の考え方を理解し，説明することができる〈DP③〉３．量的デ

ータに対して適切な分析方法を選択することができる〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回の授業のつながりが非常に重要です．また，毎回小テストを実施しますので，欠席のないように留意す

ること 

 

教科書 

向後千春・冨永敦子，ファーストブック 統計学がわかる，技術評論社 

 

参考書 

市原清志 著， 「バイオサイエンスの統計学 -正しく活用するための実践理論-」，南江堂古川俊之 監修，丹

後俊郎 著，「統計ライブラリー 医学への統計学 第３版」，朝倉書店 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 

シラバスを確認して，テキスト「はじめに」

を読む（単に読むだけではなく，わ

からない専門用語等について下調

べをしておく，以下同様）．【4時間．

以下，文末の【】内の数値は，予習

復習の時間を示す】 

 

2 測定値の性質（尺度水準） 「尺度水準」とは何か調べる．【4】  

3 平均と度数分布・分散と標準偏 テキスト１章を読む【4】  

4 母集団と標本・区間推定と信頼区間 テキスト２章を読む【4】  

5 相関係数：２変数間の関係 
ピアソンの積率相関係数，スピアマンの順

位相関係数，ケンドールの順位相関
 



係数について調べる【4】 

6 仮説検定の考え方と帰無仮説 テキスト 3-1 を読む【4】  

7 観測度数と期待度数 テキスト 3-2，3-3 を読む【4】  

8 カイ２乗検定 テキスト 3-4 を読む【4】  

9 被験者ごとの差の平均の信頼区間 テキスト 4-1，4-2 を読む【4】  

10 
対応がないデータによる t 検定（ウェルチ

の方法） 
テキスト 4-3 を読む【4】  

11 対応があるデータによる t 検定 テキスト５章を読む【4】  

12 １要因の分散分析-1- テキスト 6-1，6-2 を読む【4】  

13 １要因の分散分析-2- テキスト 6-3 を読む【4】  

14 ２要因の分散分析-1- テキスト 7-1，7-2 を読む【4】  

15 ２要因の分散分析-2- テキスト 7-3 を読む【4】  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 定期試験〈DP③〉② 平常点（小テスト，授業内課題等）〈DP③〉 

 

① 

80%② 

20% 



授業科目名 心理学 (鍼灸) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 心理学が扱う問題・領域は多岐にわたっているが，それらに共通しているのは，「心」を理解しようとして

いることである．しかしながら，一見すると，一体どこに「心」があるのか疑問になるような問題を扱ってい

ることも多い． 本講義では，心理学における基礎的領域について概説した後に，生活や健康，心理臨床の

領域に関わる応用的領域について解説を展開する． また，医療の現場では，様々な状況に置かれた人々と

関わりを持つ機会が非常に多い．心理学を学び，「心」に関する知識を修得することで，医療人としての皆さ

んに，直接的に，また，間接的に役立つことを期待している． 

 

学修目標 

１．「心」の働きをつくる諸機能について説明できる〈DP③〉２．「心」と，生活や健康との関わりについて説明でき

る〈DP③〉３．「心」の基礎的領域と応用的領域の知見について系統立てて説明できる〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

PC によるプレゼンテーション資料を活用した講義形式を中心に授業を進める。適宜、簡単な実習形式の実験

を実施し、レポート提出を求めたり、小テストを課すことがある。 

 

教科書 

大川一郎・土田宣明・高木美保 編著，「基礎から学べる 医療現場で役立つ心理学」，ミネルヴァ書房 

 

参考書 

鹿取廣人・杉本敏夫・鳥居修晃 編,「心理学［第５版 補訂版］」,東京大学出版会樫村正美・野村俊明 編著，

「医療系のための心理学」，講談社大竹文雄・平井啓 編著，「医療現場の行動経済学―すれ違う医者と患者―」，

東洋経済新報社その他、適宜指示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
心とはなにか？ 心理学とはどのような学

問か？ 

「心理学」がどのような学問であるか，書籍

（教科書を含む），Web 等を活用して

調べる．（単に調べるだけではなく，

わからない専門用語等について下

調べをし，イメージ（ゆるふわで良

い）を持っておく．以下同様）【4時

間．以下，文末の【】内の数値は，

予習復習の時間を示す】 

 



2 
感覚・知覚 視覚，聴覚，触覚の構造と働き

について解説する． 
テキスト第１章を読む【4】  

3 
認知 主に，空間の認識，記憶，知能といっ

た高度な知的機能について解説する． 
テキスト第２章を読む【4】  

4 

学習-１-「学習」の基礎，および条件付け（古

典的条件づけ，道具的条件付け）について解

説する． 

テキスト第３章 1，2，3節を読む【4】  

5 
学習-２- 学習の生理的基礎，教育・臨床場

面への応用について解説する． 
テキスト第３章 4，5節を読む【4】  

6 

感情・情動・動機 行動が発生する要因の１

つである感情・情動・動機付けについて検討

する． 

テキスト第４章を読む【4】  

7 
パーソナリティ 個々人の特性の違いとし

ての人格・性格について解説する． 
テキスト第５章を読む【4】  

8 

発達-１- 発達理解に重要な「生涯発達」の

視点について解説し，発達段階順に解説す

る．ここでは，乳幼児期，児童期・思春期を

扱う． 

テキスト第６章 1，2，3節を読む【4】  

9 
発達-２- 発達段階別の解説を継続し，青

年期，成人期，老年期を扱う． 
テキスト第６章 4，5，6節を読む【4】  

10 

人間関係-１- 今回より，現場で役に立つ

心理学的知見について紹介する．そのはじ

めとして，人と人との関わりに関する心理

学的知見，その中でも基礎的な知見につい

て解説する． 

テキスト第７章 1，2，3節を読む【4】  

11 

人間関係-２- 人と人との関わりに関する

心理学的知見について，医療領域における

人間関係について解説する． 

テキスト第７章 4，5節を読む【4】  

12 

健康心理学-１- 健康と心の関わりについ

て，「健康とはなにか」について考えながら，

心との関わりについて解説する． 

テキスト第８章 1，2，3節を読む【4】  

13 

健康心理学-２- 健康と心の関わりについ

て，医療領域における心身の健康について

解説する． 

テキスト第８章 4，5節を読む【4】  

14 

心理的問題への理解と支援-１- 医療現場

では，もちろん「患者」の心理的問題に配慮

することが重要であるが，それだけにとど

まらず，様々な関係者の心理的問題に留意

する必要がある．そうした心理的問題と，そ

れらに対する基本的な考え方について解説

する． 

テキスト第 9 章 1，2節を読む【4】  

15 
心理的問題への理解と支援-２- 心理問題

への対処方法について解説する． 
テキスト 9章 3，4，5節を読む【4】  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験〈DP③〉②平常点（小テスト・レポート等）〈DP③〉 

 

①80%

②20% 



授業科目名 生命倫理学 (鍼灸) 

主担当教員 日髙 明 担当教員 日髙 明 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

本講義では、倫理学の基礎や宗教的死生観について概観した上で、現代の社会で起こっている多様な生命倫

理上の問題とともに、医療やケアの現場で起こる倫理的な問題を取り上げます。受講者がこれらについての

考察を行い討議することで、自身の生命観や人間観を捉え直し、ひいては医療人としていかに患者に向き合

うかを自覚することを目指します。 

 

学修目標 

1．講義で扱った生命倫理問題を理解する。具体的には、各テーマについて、大まかな説明ができる。2．広く生命倫

理の問題を知ることで、生命観・人間観を養う。具体的には、「生命とはなにか」「人間とはなにか」 という問いに、

先人の知見や社会通念を引いて答えることができる。あるいは自分の経験を交えて語ることができる。３．生命倫理

的な社会問題について、広く関心を持つようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義で取り扱った倫理学および生命倫理にかかわるケースについて、他の受講者と話をしてみてください。

相手の考えに同意できなければ、なぜ自分の考えと食い違うのかという「食い違いのポイント」を一緒に探

してください。また、二者択一ではなく、他の方法はないのかも考えてみましょう。受講に当たっての細か

いルールは、第一回の講義で説明します。 

 

教科書 

使用しない(適宜、資料を配布する) 

 

参考書 

小泉博明ほか『テーマで読み解く生命倫理』教育出版、2016 年。そのほか必要に応じて紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の前後に兼任講師控室にて対応可 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
倫理とは、生命倫理学とは（概要、分類、な

ぜ学ぶのか） 
シラバスの確認、資料の復習 日高明 

2 
人間とは（「人間」の定義、人間と動物との

ギャップ、人間の社会性） 

配布資料の復習とノートのまとめ。人間と

その他の動物を分けるものはなに

か、考える。 

日高明 

3 規範倫理学①（功利主義、義務論） 

多数を救うために少数が犠牲になる事例を

ひとつ想定し、功利主義と義務論そ

れぞれの立場では、どのような態度

日高明 



をとりうるかをまとめる。 

4 規範倫理学②（徳倫理学、ケアの倫理） 
資料の復習。規範倫理学のそれぞれの立場

についてまとめる。 
日高明 

5 西洋と東洋の生命観① 
近代医学（科学）は生命をどのようなものと

して捉えるか、まとめる。 
日高明 

6 西洋と東洋の生命観② 

講義中に説明した複数の「死後のあり方」の

うち、自分がどれにリアリティを感

じるか、またなぜそう感じるのかに

ついて考える。 

日高明 

7 個人情報保護 

講義で紹介された事例をもとに、医療・介護

施設において、なにが個人情報にあ

たるか、第三者へ提供するさいにど

ういった制限があるかについて、ま

とめる。 

日高明 

8 
死について考える①（死の捉え方の変遷、死

のプロセス、死の疑似体験） 

「10 年後の自分」を想定し、そこから「今

の自分」を振り返り、「喪失したも

の」について語ってみる。 

日高明 

9 死について考える②（EOL のケア、ACP） 

実際にアドバンスディレクティブ（事前指

示書）に記入し、その時点で指示し

た代理人と、話し合う。 

日高明 

10 死について考える③（安楽死・尊厳死） 
尊厳死肯定派と否定派、双方の立場につい

てまとめる。 
日高明 

11 臨床のコミュニケーション 話し合った内容をまとめる。 日高明 

12 
生について考える①（出生前診断、代理出

産） 

人間の生命のはじまりはどの時点からか、

考える。代理出産をめぐって、どの

ような問題が生じうるか。講義で説

明した事例をもとにまとめる。 

日高明 

13 
生について考える②（卵子・精子提供、デザ

イナーベイビー） 

生殖補助医療はどこまで認められているか

について調べ、どこまで認められる

べきかを考える。 

日高明 

14 患者の権利と自己決定 

患者の権利と医療倫理の善行原則や公平性

原則がバッティングするケースに

ついて考える。 

日高明 

15 グループワーク 話し合った内容をまとめる。  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

１．課題（毎回の講義で課される課題への回答を 10 点満点で評価し、すべての回の課題評価を総合して

成績を算出します）  ※各回の課題の評価は、選択問題の場合は正解率に応じて点数をつけ、記述問

題の場合は内容の説得性・独自性・主体性の観点から採点します。 

 

11 



授業科目名 哲学 (鍼灸) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング LA20017 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 哲学における重大な問題の一つである「懐疑論」をテーマにして、われわれは何をどのような仕方で正し

く認識できるのか・知ることができるのかについて学んでいく。 「哲学」のもともとの意味合いは、「知を

愛すること」である。人間にとっての「知識」「知恵」がどのようなものであるのか、あるいはどのような仕

方でそれらをわれわれは手に入れることができるのか、は哲学における大きな問題の一つである。どのよう

な分野であれ、何らかの学問をやっていく上でこの問題は避けて通れないものである。このような問題系は

一般には認識論・知識論と呼ばれている。 この授業ではこの認識論・知識論という問題について、「懐疑論」

というものを手掛かりに考察を深めていきたい。物事を正しく捉えようとするときに、様々な側面からその

対象を疑うという作業は必須のものであろう。哲学における「懐疑論」はその「疑う」という作業を徹底的に

行ってみたらどうなるか、が中心テーマとなる。加えてそれらの議論を踏まえた上で、自然科学的な知識は

どのような仕方で正当化されるのかについても考察する。今回は特に現代科学の直接的な源流である 17 世紀

の自然科学について論じる。 LA20BACA009 

 

学修目標 

１．ヘレニズム時代の古代懐疑主義が、どのような背景で生まれ、その内容・独自性が何であるかを充分に理解する

ことができる。<DP③>２．近代において復活した古代懐疑主義が近代においてどのように受容され、改変されていっ

たのかを充分に理解することができる。具体的にはモンテーニュの信仰主義、デカルトの方法的懐疑を充分に理解す

ることができる。<DP③>３．極端な懐疑の論理構造がいかなるものであるのかを、ウィトゲンシュタインの思想を手

掛かりに、批判的に充分に理解することができる。<DP③>４．近代の自然科学的知識がどのように成立していったの

かを、17世紀に活躍したデカルトやニュートンの思想を参照することを通じて、充分に理解することができる。<DP③>

５．近代以降の自然科学が発展するにあたって、その方法論がどのようなものであったのかを充分に理解することが

できる。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代では何の疑いもなく受け容れられている思想も、過去に様々な変遷をたどってきている。この授業で

はそのような思想のダイナミズムの一端を感じ取ってもらいたい。 「哲学」および「懐疑論」におけるさま

ざまな思想を習得するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授

業では予習として前回までの授業内容を充分におさらいして受講することが求められる。また評価方法に記

してあるように、授業中に不定期で小テストを行うが、その設問内容は当日の授業だけでなく、それ以前の

授業内容を踏まえたものであるので、毎回の予習・復習を怠らないようにすること。小テストについては、

行った回の次回以降で授業中にコメントをするので、それも踏まえて授業内容のより深い理解に努めること。 

他の受講者の迷惑になるので、私語は厳禁。ひどい場合は成績評価においてペナルティを与える。 

 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 



 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ガイダンス：講義全体の趣旨・概要と成績評

価などについて説明。講義の導入としてソ

クラテスの哲学を紹介する。 

（予習）「哲学」および「懐疑論」について

のイメージを自分なりに考えてお

くこと。（2 時間）（復習）レジュメ

プリント・資料プリントに目を通

し、授業内容に対する理解を深めて

おくこと。（2時間） 

 

2 

ソクラテスの哲学：「哲学」とはどういう営

みかについて、前回に引き続き、ソクラテス

を紹介しつつ論じる。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
ヘレニズム時代の思想①：懐疑論とはそも

そも何か？ およびストア主義の思想。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 

ヘレニズム時代の思想②：古代懐疑主義の

思想。ピュロン、アルケシラオス、アイネシ

デモス、アグリッパなど。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 

近代の懐疑主義的思想①：モンテーニュに

おけるピュロン主義、およびデカルト思想

の全体像。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
近代の懐疑主義的思想②：デカルトの方法

的懐疑その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 
近代の懐疑主義的思想③：デカルトの方法

的懐疑その２。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 
懐疑論に抗して：ウィトゲンシュタインの

思想。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その①：デカルトの自然学その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

10 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その②：デカルトの自然学その 2、お

よびデカルトにおける心身問題その１。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

 



プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

11 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その③：デカルトにおける心身問題

その２。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

12 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その④：デカルトの自然学とニュー

トン物理学、および近代における自然科学

と形而上学との関係。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

13 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その⑤：近代における自然科学の方

法論（帰納法）。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

14 

自然科学的知識はどのように正当化される

のか？その⑥：近代における自然科学の方

法論（仮説演繹法）。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ

せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

① 期 末

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト



月以上前の講義中に通知する。 

 

50％ 



授業科目名 社会福祉学 (鍼灸) 

主担当教員 伊東 香純 担当教員 伊東 香純 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本講義では、社会福祉学の基本的な概念や理論を学習し、それらを用いて社会を観察、分析する力を養う。

家族や地域、病院など身近なテーマについて、「常識」とされていることを批判的、相対的に検討していく。 

 

学修目標 

家族や地域、病院など福祉に関する身近なテーマについて、社会福祉学の基本的な概念や理論を用いて批判的、相対

的な視点から考察できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業の進捗状況等により、講義の順序や内容は変更する可能性がある。 

 

教科書 

指定なし 

 

参考書 

授業の中で適宜紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

連絡先電子メール：itokasumi24(at)gmail.com (at)→@ 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション、社会福祉制度の歴史 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

2 障害者の自立生活運動 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

3 介助の現場 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

4 家族制度 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

5 生活保護制度 
予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら
 



に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

6 少子高齢社会 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

7 技能実習制度 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

8 国際協力 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

9 グローバル・エイズ 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

10 非西洋医療 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

11 開発原病・帝国医療 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

12 医療化 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

13 ジェンダー 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

14 障害と文化 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

15 自己決定？ 

予習：学修内容に関する文献や出来事を調

べる復習：関心をもった事柄をさら

に調べ、考える課題：コミュニケー

ションペーパーの提出 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業参加度（コミュニケーションペーパー）（検査鍼灸ともにＤＰ③）最終レポート（検査鍼灸ともにＤＰ③） 

 
60%40% 



授業科目名 東洋史概説 (鍼灸) 

主担当教員 熊野 弘子 担当教員 熊野 弘子 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

3 年次では歴史の試練に耐え発展してきた東洋医学を中心に東洋史・東洋思想を学び、これまで習ってきた医

学史をさらに掘り下げ、また普遍的思想を学修する。ほか、「東洋医学概論」の補足・応用として、（１）各時

代の医学理論や医学思想、そしてときに（２）専門用語を理解するための文法解説、（３）背景となっている

東洋思想、（４）昔の漢文医書の内容に触れる。 

 

学修目標 

鍼灸師としての幅を広げるために、東洋医学史と「東洋医学概論」の知識を深める。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各時代・医家の診断治療理論などが理解できるよう、1・2年で学んだ「東洋医学概論」を復習しておくこと。 

 

教科書 

新版 東洋医学概論、東洋療法学校協会編、医道の日本社 

 

参考書 

医療概論、東洋療法学校協会編、医歯薬出版 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4F ／ 在室時は随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 中国・日本の歴史 1。 オリエンテーション 授業の内容を振り返る  

2 中国・日本の歴史 2。 漢文・熟語 授業の内容を振り返る  

3 
中国医学史  古代～。 松下幸之助の思

想 
授業の内容を振り返る  

4 
中国医学思想・理論 古代～。 松下幸之助

の思想 
授業の内容を振り返る  

5 
中国医学史  ～漢。 野村克也と中国思

想 
授業の内容を振り返る  

6 
中国医学思想・理論 ～漢。 新渡戸稲造の

思想 
授業の内容を振り返る  

7 中国医学史  ～宋。 新渡戸稲造の思想 授業の内容を振り返る  

8 
中国医学思想・理論 ～宋。 西郷隆盛の思

想 
授業の内容を振り返る  

9 中国医学史  ～現代。 西郷隆盛の思想 授業の内容を振り返る  



10 
中国医学思想・理論 ～現代。 佐藤一斎と

儒学 
授業の内容を振り返る  

11 日本医学史  ～近世。 佐藤一斎と儒学 授業の内容を振り返る  

12 
日本医学思想・理論 ～近世。 中国明代の

洪応明の思想 
授業の内容を振り返る  

13 
日本医学史  ～現代。 中国明代の洪応

明の思想 
授業の内容を振り返る  

14 
日本医学思想・理論 ～現代。 中国秦の始

皇帝・韓非の思想 
授業の内容を振り返る  

15 講義全体のまとめ これまでの講義を振り返る  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

期末筆記試験、出席・授業態度 

 
1 



授業科目名 西洋史概説 (鍼灸) 

主担当教員 松枝 啓至 担当教員 松枝 啓至 

科目ナンバリング  科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 現代の日本社会においては、意識するしないに関わらず、様々な分野で西洋社会（ヨーロッパ諸国・北ア

メリカ）の影響を受けている。とりわけ江戸時代が終わり明治時代になって以降、政治・経済システムや文

化といった側面で、日本は多くのものを西洋社会から受け入れ、伝統的な日本社会に溶け込ませようとして

きた（それがうまくいった例もあれば、失敗に終わった例もあろう）。 本講義では、そのような点で重要な

ものである西洋社会の特色について、西洋の歴史を古代から現代まで概観していくことで、理解を深めてい

くことを目指したい。 西洋の歴史もかなり古く、数多くの重大な出来事が起こっているが、本講義ではそ

れらを網羅的に事細かく解説することは避け、いくつかのトピックに絞って西洋文化・社会の特徴を把握す

ることを試みる。例えば古代ギリシャ・ローマ文明、中世のキリスト教社会の成立、近代の様々な革命的な

出来事（科学革命・産業革命・政治革命）などである。 また本講義では西洋における自然科学史、特に医療

にかかわる歴史についても適時紹介し解説していきたい。現代の医療もまた様々な面で西洋文化の影響下に

あり、西洋において「医」の考え方がどのように変遷していったのかを理解することは、現代の医療を学ぶ

上でも重要な視点を与えてくれるだろう。 

 

学修目標 

１．現在の西洋社会の出発点ともいえる古代ギリシャ・ローマ文明の内実と特徴を理解することができる。<DP③>２．

現代の西洋社会においても重要な一部を成しているキリスト教が西洋中世においてどのように社会に浸透していっ

たのかを理解することができる。<DP③>３．ルネサンス期から近世にかけて、西洋社会で巻き起こった様々な変化を

理解することができる。具体的には宗教改革や、17 世紀の科学革命、18 世紀の啓蒙思想などの内実と特徴を理解す

ることができる。<DP③>４．近代から現代にかけて、西洋社会で巻き起こった様々な変化を理解することができる。

具体的には産業革命やフランス革命、アメリカの独立戦争や第一次・第二次世界大戦、東西冷戦などの内実と特徴を

理解することができる。<DP③>５．西洋の歴史において、医療についての考え方や医療技術がどのような変遷を経て

きたのかを理解することができる。<DP③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 現代の日本社会・文化においては、西洋社会・文化に由来するものが数多くあり、常識となっているもの

もあろう（逆に違和感があり馴染めないというものもあろう）。本講義では、そういったもののルーツとなる

ものを、西洋の歴史をたどって概観していくことで理解を深めてもらい、またそういったものについていろ

いろと考えを巡らせてみるきっかけとしてもらいたい。 西洋史におけるさまざまなトピックを充分に学修

するためには、毎回、授業理解を少しずつ積み重ねていく必要がある。このため、この授業では予習として

前回までの授業内容を充分におさらいして受講することが求められる。また評価方法に記してあるように、

授業中に不定期で小テストを行うが、その設問内容は当日の授業だけでなく、それ以前の授業内容を踏まえ

たものであるので、毎回の予習・復習を怠らないようにすること。小テストについては、行った回の次回以

降で授業中にコメントをするので、それも踏まえて授業内容のより深い理解に努めること。 他の受講者の

迷惑になるので、私語は厳禁。ひどい場合は成績評価においてペナルティを与える。 



 

教科書 

毎回レジュメプリント・資料プリントを配布する。 

 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内容について質問があるときは、授業時間の前後に直接講師に質問すること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

講義全体の趣旨・概要と成績評価などにつ

いて説明（ガイダンス）。また講義の導入と

して古代ギリシャの文化・社会について①。 

（予習）西洋社会・文化について自分がどう

いうイメージを抱いているのかを

考えておくこと。（2 時間）（復習）

レジュメプリント・資料プリントに

目を通し、授業内容に対する理解を

深めておくこと。（2時間） 

 

2 
古代ギリシャの文化・社会について②。およ

びヒポクラテスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

3 
古代ローマの文化・社会について。およびガ

レノスの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

4 
中世キリスト教社会の成立について①。お

よびアヴィケンナの「医」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

5 
中世キリスト教社会の成立について②。お

よび「ペスト（黒死病）」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

6 
ルネサンス、ルターの宗教改革、三十年戦争

について。および「解剖学」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

7 

１７世紀の西洋社会・文化について（近代的

な国家の形成過程や科学革命など）。および

ハーヴィの「血液循環論」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

8 

１８世紀の啓蒙思想について（モンテスキ

ュー、ルソー、アダム・スミスなどの思想）。

およびレーウェンフックの「顕微鏡」につい

て。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

9 
産業革命とフランス革命について。および

パストゥールの「フラスコ」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時
 



間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

10 
ウィーン体制と国民国家の形成過程、帝国

主義について。および「X線装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

11 
アメリカ独立戦争とアメリカ合衆国の成立

について。および「天然痘」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

12 

第一次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（ロシア革命やヴェルサイユ体制な

ど）。および「人工心肺装置」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

13 

第二次世界大戦前後の西洋社会・文化につ

いて（世界大恐慌やファシズムの台頭な

ど）。およびクリックとワトソンの「二重ら

せん」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

14 

第二次世界大戦後の西洋社会・文化につい

て（冷戦とポスト冷戦など）。および「MRI ス

キャナー」について。 

（予習）前回までの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

15 講義全体のまとめ 

（予習）これまでの授業内容を振り返り、理

解を十分に深めておくこと。（2 時

間）（復習）レジュメプリント・資料

プリントを何度も読み返し、授業内

容の理解に努めること。（2時間） 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

 ①期末レポートを５０点、授業中に不定期に行う計５回の②小テスト（１回につき１０）を５０点とし、合わ ① 期 末



せて１００点満点として評価する。<DP③> 小テストは授業中（授業開始後の３０分か授業終了前の３０

分、テスト時間をとる）に行うのでレジュメやノートを見ながら解答して構わない。授業内容を充分に理解

し、そのうえで自分の意見や考えを一定の字数で述べることができるかどうかを評価する。 期末レポート

については、第 15 回目の講義時に提出してもらう。レポートの詳細については、第 15 回目の講義の 1 ヶ

月以上前の講義中に通知する。 

 

レ ポ ー

ト 50％

② 小 テ

ス ト

50％ 



授業科目名 医学英語 (鍼灸) 

主担当教員 長尾 晋宏 担当教員 長尾 晋宏 

科目ナンバリング LA20025 科目区分 教養科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP② 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

水曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

医療従事者に必要な英語のコミュニケーション能力を身につけるため、臨床現場で患者の主訴等の発話を正

確に理解したり、患者に正確な指示を伝えたりするために必要となる表現や語彙を習得する。また、医学関

連の文献や論文、その他情報の収集方法と論文の構成を習得し、専門分野における最先端の研究情報を得る

ためのスキルを身につける。将来医療従事者となる皆さんに、ぜひ受講をお勧めする。 

 

学修目標 

最低限患者とコミュニケーションがとれる。<DP②>最低限の医学用語が理解できる。<DP②>医学分野の英語の論文が

どのような構成になっているのか理解できる。<DP②> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

積極的に授業に参加すること。 宿題や予習（特にリーディング）は必ずしてから授業に臨むこと。携帯電

話の使用、私語は慎むこと。 

 

教科書 

実践看護英語（竹林修一、英宝社、2014） 

 

参考書 

英和辞書 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4階研究室 14 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
Introduction / Medical terminology / 

Getting to know the patients 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

2 Getting to know the patients 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

3 Getting to know the patients 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

 



もう一度確認しておくこと 

4 Getting to know the patients 4 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

5 Examination 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

6 Examination 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

7 Instructing medication 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

8 Treating the patients 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

9 Treating the patients 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

10 Treating the patients 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

11 
Operation / Pubmed について、論文の構成

について 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

12 Pregnancy / Articles on Acupuncture 1 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

13 
In the hospital / Articles on 

Acupuncture 2 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

14 Emergencies / Articles on Acupuncture 3 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

15 Living a healthy life / Review 

＜予習・復習 各 2時間＞次回学習する範囲

に目を通し、語彙や表現、その他わ

からない箇所について調べてくる

こと。授業後の復習では、それらを

もう一度確認しておくこと 

 

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

小テスト<DP②>プレゼンテーションおよびその他課題<DP②> 授業参加態度<DP②>2/3 回以上の出席

が必要。 

 

30%40% 

30% 



授業科目名 栄養学 (鍼灸) 

主担当教員 南方 克之 担当教員 南方 克之 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

国民総医療費は 38 兆 5850 億円に達し、その医療費の 55.6％は 65 歳以上の高齢者が占めているとのことで

ある。2013 年度の高齢者数は 3190 万人（全人口の 25.1％）であるが、2030 年度には 3685 万人（31.6％）に

達すると予測されている。総医療費の半分以上を占める高齢者が、15 年後には 3人に 1人の割合になること

を考えると、いかにして高齢者の健康寿命を長くするかがとても重要になる。1人でも多くの高齢者が健康で

過ごせるように医療従事者が食事指導できることが大切と考え、健康の保持増進に欠くことのできない「栄

養」に関する正しい知識を学修する。 

 

学修目標 

１．栄養素の種類と働きについて理解し、食生活と疾病の関係性について説明できる。２．消化と吸収およびエネル

ギー代謝について説明できる。３．ライフサイクルと栄養摂取について理解し、栄養アセスメントについて説明でき

る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．「人体の仕組み」に興味を持って授業に臨んでください。２．初回授業で実施の詳細を説明します。 

 

教科書 

『イラスト基礎栄養学第 3 版』大口健司・小野廣紀・田村明／東京教学社 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

森ノ宮医療大学：西棟４F434 研究室（火曜日 11：00～18：00）森ノ宮医療学園専門学校：２F職員事務室／

授業外対応可能（木曜日以外） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 栄養の概念 
予習：教科書（P2～15）の確認復習：授業を

もとに授業内容の確認 
 

2 食物の摂取 
予習：教科書（P18～23）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

3 消化・吸収と栄養素の体内動態① 
予習：教科書（P26～44）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

4 消化・吸収と栄養素の体内動態② 
予習：教科書（P26～44）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 



5 炭水化物の栄養① 
予習：教科書（P46～58）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

6 炭水化物の栄養② 
予習：教科書（P46～58）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

7 たんぱく質の栄養① 
予習：教科書（P60～74）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

8 たんぱく質の栄養② 
予習：教科書（P60～74）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

9 脂質の栄養① 
予習：教科書（P76～87）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

10 脂質の栄養② 
予習：教科書（P76～87）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

11 ビタミンの栄養① 
予習：教科書（P90～108）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

12 ビタミンの栄養② 
予習：教科書（P90～108）の確認復習：授業

をもとに授業内容の確認 
 

13 ミネラルの栄養① 
予習：教科書（P110～122）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

14 ミネラルの栄養② 
予習：教科書（P110～122）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

15 水・電解質の栄養的意義 
予習：教科書（P124～132）の確認復習：授

業をもとに授業内容の確認 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    
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25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験 出題範囲：授業内で扱った範囲 

 
1 



授業科目名 身体運動科学 (鍼灸) 

主担当教員 今井 大喜 担当教員 今井 大喜 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 前期 曜日・時限 

金曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

ヒトは何のために運動するのか。本講義では、このような最も基本的な事柄から紐解き、身体を運動させる

ことの意義や目的とその達成のために、我々の身体がどのように適応するのかについて、科学的根拠に基づ

きながら解説する。 

 

学修目標 

運動することの意義や目的を理解し、各々の目的に応じた適応を自ら積極的に獲得できるような専門的知識を習得す

る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎時間コミュニケーションカードに授業内容についてのコメントや質問等を記入してもらう。必要に応じて

授業の冒頭で紹介したり返答したりする。 

 

教科書 

使用しない 

 

参考書 

必要に応じて紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

授業時限の前後 20 分 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 健康の捉え方 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

2 体力の諸要素 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

3 体力と身体運動 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

4 運動（筋活動について） 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

5 体力における精神的要素 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

6 運動時の体温調節（暑熱環境） 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

7 運動時の体温調節（寒冷環境） 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 



8 運動と脱水 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

9 スポーツイベントと運動強度 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

10 筋力トレーニング 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

11 持久力トレーニング 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

12 運動トレーニングとエネルギー消費量 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

13 エネルギー補給とからだづくり 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

14 コンディショニングのための栄養 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

15 講義全体のまとめと振り返り 
配布資料（Web 掲載）を参考に学修内容を整

理しておくこと 
 

16    
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成績評価方法と基準 割合 

①定期試験（80%）②レポート（20%） 

 

①80%

②20% 



授業科目名 東洋医療概論 (鍼灸) 

主担当教員 熊野 弘子 担当教員 
熊野 弘子／尾﨑 朋文／大川 

祐世 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

（1）森ノ宮医療学園の歴史を知る。（2）東洋医学史を学ぶ。（3）現代医療にまつわる基本的な概論を学ぶ。 

 

学修目標 

鍼灸師として備えておきたい基本的知識を身につける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

国家試験の科目「医療概論」に必要な知識も含まれると念頭に置くこと。 

 

教科書 

医療概論、東洋療法学校協会編、医歯薬出版 

 

参考書 

新版 東洋医学概論、東洋療法学校協会編、医道の日本社 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4F 各研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 森ノ宮医療学園の歴史 授業の内容を振り返る 尾﨑 

2 東洋医学史 1 授業の内容を振り返る 熊野 

3 東洋医学史 2 授業の内容を振り返る 熊野 

4 東洋医学史 3 授業の内容を振り返る 熊野 

5 東洋医学史 4 授業の内容を振り返る 熊野 

6 東洋医学史 5 授業の内容を振り返る 熊野 

7 東洋医学史 6 授業の内容を振り返る 熊野 

8 東洋医学史 7 授業の内容を振り返る 熊野 

9 医療概論 1 授業の内容を振り返る 大川 

10 医療概論 2 授業の内容を振り返る 大川 

11 医療概論 3 授業の内容を振り返る 大川 



12 医療概論 4 授業の内容を振り返る 大川 

13 医療概論 5 授業の内容を振り返る 大川 

14 医療概論 6 授業の内容を振り返る 大川 

15 医療概論 7 授業の内容を振り返る 大川 
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成績評価方法と基準 割合 

期末筆記試験、授業態度。 

 
90%10% 



授業科目名 統合医療概論 (鍼灸) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 
山下 仁／増山 祥子／森 美侑

紀 

科目ナンバリング  科目区分 学部共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③ 

配当年次 

カリキュラムに

よ り 異 な り ま

す。 

開講学期 後期 曜日・時限 

木曜 1 限、木曜

2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 
鍼灸：必修スポ

ーツ：選択 

授業概要 

統合医療という言葉が医療の中で使われるようになってきたが、実際に統合医療が何を指し、どうあるべき

なのかについては合意が得られていない。本授業では、統合医療の概念と現状について解説するとともに、

統合医療の重要な構成要素である EBM と補完代替医療について概説する。また、各種治療の有効性と安全性

について、エビデンスにもとづく批判的吟味のポイントについても解説する。 

 

学修目標 

１．統合医療の概念と現状について理解する。２．EBMの概念と手法について理解する。３．補完代替医療の種類と

概要について説明できる。４．各種医療手段についてエビデンスにもとづく批判的吟味ができる。 〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

医療や行政において統合医療は賛否両論である。医師その他の医療従事者も支持派と反対派に分かれている。

本学学生も卒業すればいずれその議論に巻き込まれる。なぜ賛否両論があるのか、よく考えながら受講して

いただきたい。 

 

教科書 

資料を配布する。 

 

参考書 

各教員が必要に応じて授業担当時に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医療におけるエビデンスの重要性 健康関連商品の広告に目を通す 山下 

2 EBM EBM について調べる 山下 

3 EBM シミュレーション 
自分の専門領域のエビデンスについて調べ

る 
増山 

4 EBM と診療ガイドライン 
自分の専門領域または興味のある疾患の診

療ガイドラインを調べる 
山下 

5 健康産業と研究倫理・利益相反 
利益相反状態と利益相反行為の違いについ

て調べる 
山下 



6 補完代替医療概論 代替医療と補完医療の違いについて調べる 山下 

7 代表的な補完代替療法 
自分が興味のある補完代替療法についてネ

ットや図書館で調べる 
山下 

8 鍼灸のエビデンス 鍼灸に関する書籍や雑誌を図書館で調べる 山下 

9 アロマセラピー① 
エッセンシャルオイルの種類について調べ

る 
森 

10 アロマセラピー② 
エッセンシャルオイルの種類について調べ

る 
森 

11 ヨガ・マインドフルネス 
ヨガ・マインドフルネスに関するネット動

画を見る 
増山 

12 サプリメント 

興味のあるサプリメントを幾つか選んでそ

の広告の内容に関する疑問点を調

べる 

山下 

13 統合医療とスピリチュアルと NBM スピリチュアルという概念について調べる 山下 

14 緩和ケア・難病ケアと統合医療 
末期がんまたは難病の患者の実情について

調べる 
増山 

15 総括：統合医療は何を統合するのか 14 回までに習った内容を整理する 山下 
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成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験②課題提出物 〈DP③〉 

 

①70%

②30% 



授業科目名 教育実習Ⅰ (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 老田 準司 担当教員 
老田 準司／福島 信也／阿部 

秀高／松田 智子 

科目ナンバリング SE20BACC018 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 
中一種免のみ

必修 

授業概要 

１ 中学校で、実践的指導力のある指導教員の下での体験を通じ、教育実践の基礎基本的な能力を身に付け

る。２ 教育実践に関わることを通じて、生徒理解を深め、教員になるうえでの課題を把握する。３ 教育

現場で実習することにより、現場の教員の業務内容の一端を把握する。 

 

学修目標 

１ 教科指導においては、保健分野、体育分野の学習指導案作成方法や生徒の実態を踏まえた指導の基礎基本（情報

機器の活  用方法含）について理解でき、授業ができるようになる。2 学級担任や分掌業務等について、職務内

容を実地に即して理解できるようになる。３ 生徒との積極的な関わりを通して、生徒理解を深めるとともに、生徒

とのコミニュケーション方法を習得する。４ 教育実習から得られた課題について、今後の大学生活で、知識技能を

中心に課題解決に努める。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

専門教科の学習については、十分な準備をするとともに、生徒に対応することを念頭に、服装、態度、言葉遣

いに細心の注意を払っての行動をとること。 

 

教科書 

中学校学習指導要領中学校学習指導要領解説保健体育編実習校での該当教科書 

 

参考書 

めざそう保健体育教師（朝日出版） 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室１４  火曜日 １６時３０分～１８時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教育実習校でオリエンテーション 1 教育

方針、校訓等について説明を聞く。２ 実習

中の注意事項について説明を受ける。３ 

実習の予定の確認を受ける。４ 校内の施

設設備、用具について説明を受ける１ 

予習：実習日までに、大学で習得した知識、

技能について整理し、実習に備える

ておく。（1時間）復習：本時の授業

における学びを振り返る（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

2 
中学校における教育実習の留意点及び、実

習方法の説明 

予習：資料アンケート調査結果で得られた

不安への対処法について考察して

おく。（1時間）復習：本時の授業に

老 田 

準司、

福 島 



おける学びを振り返る（1時間） 信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

3 
① 中学校教員の業務についての理解② 

指導案作成 

予習：学校業務について考察をしておく。（1

時間）復習：本時の授業における学

びを振り返る（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

4 
中学校学習指導要領に従って実施されてい

る授業の参観① 

予習：学習指導要領の内容についての理解

を深めておく。（1時間）復習：本時

の授業における学びを振り返る（1

時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

5 
中学校学習指導要領に従って実施されてい

る授業の参観② 

予習：中学校で実施されている各教科の授

業について情報を収集しておく。（1

時間）復習：本時の授業における学

びを振り返る（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

6 
中学校学習指導要領に従って実施されてい

る授業の参観③ 

予習：中学校で実施去れている教科、特に保

健体育科の授業について情報を収

集しておく。（1時間）復習：本時の

授業における学びを振り返る（1 時

間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

7 中学校における学級活動の実習体験する。 

予習：中学校における学級活動の内容につ

いての情報を収集しておく。（1 時

間）復習：本時の授業における学び

を振り返る（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

8 
中学校学習指導要領に従って行われている

実習校の授業で指導の実際を体験する。① 

予習：中学校の体育分野の内容について、理

解を深めておく。（1時間）復習：本

時の授業における学びを振り返る

（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 



9 
中学校学習指導要領に従って行われている

実習校の授業で指導の実際を体験する。② 

予習：担当する保健分野の内容について、理

解を深めておく。（1時間）復習：本

時の授業における学びを振り返る

（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

10 
中学校学習指導要領に従って行われている

実習校の授業で指導の実際を体験する。③ 

予習：担当する保健分野の内容について、理

解を深めておく。（1時間）復習：本

時の授業における学びを振り返る

（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

11 
中学校学習指導要領に従って行われている

実習校の授業で指導の実際を体験する。④ 

予習：体育分野の単元の理解を深めておく。

（1 時間）復習：本時の授業におけ

る学びを振り返る（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

12 
中学校学習指導要領に従って行われている

実習校の授業で指導の実際を体験する。⑤ 

予習：体育分野の実習担当単元について理

解を深めておく。（1時間）復習：本

時の授業における学びを振り返る

（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

13 中学校学習指導要領に従って行われている 予習：体育分野の実習担当単元についての 老田 



実習校の授業で指導の実際を体験する。⑥ 理解を深めておく。（1時間）復習：

本時の授業における学びを振り返

る（1時間） 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

14 
中学校学習指導要領に従って行われている

実習校の授業で指導の実際を体験する。⑦ 

予習：体育分野の実習担当単元について、理

解を深めておく。（1時間）復習：本

時の授業における学びを振り返る

（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

15 

中学校学習指導要領に従って行われている

実習校の授業で指導の実際を体験する。（研

究授業での発表） 

予習：研究授業での単元について理解を深

めておく。（1時間）復習：本時の授

業における学びを振り返る（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1 実習校からの評価 2 教育実習ノート（日誌）の内容 評価 

 

1  

90%2 

10% 



授業科目名 教育実習Ⅱ (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 老田 準司 担当教員 
老田 準司／福島 信也／阿部 

秀高／松田 智子 

科目ナンバリング SE20BACC019 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

１ 高等学校で、実践的指導力のある指導教員の下での教科等指導の体験を通じ、教育実践の基礎基本的能

力を身に付ける。２ 教育実践に関わることを通じて、生徒理解を深め、教員になるうえでの課題を把握す

る。3 実習校での教員の動きに触れることにより、教員の業務内容の一端を理解する。 

 

学修目標 

１ 教科指導においては、科目保健、科目体育の学習指導案作成方法や生徒の実態を踏まえた指導の基礎基本（情報

機器の活  用方法含）について理解でき、授業ができるようになる。2 学級担任や分掌業務等について、職務内

容を実地に即して理解できるようになる。３ 生徒との積極的な関わりを通して、生徒理解を深めるとともに、生徒

とのコミニュケーション方法を習得する。４ 教育実習から得られた課題について、今後の大学生活で、知識技能を

中心に課題解決に努める。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教育現場での実習なので、教科指導力や生徒対応力等を向上などの準備をしておくとともに、服装、態度、

言葉遣いに細心に注意した行動をとること。 

 

教科書 

高等学校学習指導要領高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編実習校での該当教科書 

 

参考書 

めざそう保健体育教師（朝日出版） 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室１４ 火曜日亜１６時３０分～１８時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

教育実習校でオリエンテーション 1 教育

方針、校訓等について説明を聞く。２ 実習

中の注意事項について説明を受ける。３ 

実習の予定の確認を受ける。４ 校内の施

設設備、用具について説明を受ける。 

予習：実習日までに大学で習得した知識、技

能について整理し、実習に備える。

（1 時間）復習：本時の授業におけ

る学びを振り返る（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

2 
実習校における教育実習の留意点及び実習

への対処の説明。 

予習：資料のアンケート調査結果で得られ

た不安への対処について考察する。

（1 時間）復習：本時の授業におけ

る学びを振り返る（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、



阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

3 実習校での授業見学① 

予習：高等学校での各教科の内容について、

調べておく。（1時間）復習：本時の

授業における学びを振り返る（1 時

間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

4 実習校での授業見学② 

予習：高等学校での各教科の内容につて理

解を深めておく。（1時間）復習：本

時の授業における学びを振り返る

（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

5 高実習校での授業見学③（保健体育科） 

予習：高等学校保健体育科の各科目の内容

について理解を深めておく。（1 時

間）復習：本時の授業における学び

を振り返る（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

6 実習校での授業見学④（保健体育科） 

予習：高等学校保健体育科の各科目の内容

について理解を深めておく。（1 時

間）復習：本時の授業における学び

を振り返る（1時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

7 実習校での科目体育の実習① 

予習:学習指導要領の担当単元ついて理解

を深めておく。（1時間）復習：本時

の授業における学びを振り返る（1

時間） 

老 田 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

8 実習校での科目体育の実習② 

予習：:学習指導要領で担当単元ついて理解

を深めておく。（1時間）復習：本時

の授業における学びを振り返る（1

時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

9 実習校での科目体育の実習③ 予習：:学習指導要領で担当単元ついて理解 老 田 



を深めておく。（1時間）復習：本時

の授業における学びを振り返る（1

時間） 

準司、

福 島 

信也、

阿 部 

秀高、

松 田 

智子 

10 実習校での科目体育の実習④ 

予習：学習指導要領で担当単元の内容の理

解を深めておく。（1時間）復習：本

時の授業における学びを振り返る

（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

11 実習校での HR の実習体験 

予習：ロングホームルームやショートホー

ムルーム、学校行事について生徒へ

の支援方法を調べておく。（1時間）

復習：本時の授業における学びを振

り返る（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

12 実習校での科目保健の実習 ⑤ 

予習：学習指導要領で担当単元の内容につ

いて、理解を深めておく。（1時間）

復習：本時の授業における学びを振

り返る（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

13 実習校での科目保健の実習 ⑥ 
予習：学習指導要領で担当単元の内容につ

いて、理解を深めておく。（1時間）

老田 

準



復習：本時の授業における学びを振

り返る（1時間） 

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

14 実習校での科目保健の実習 ⑦ 

予習：学習指導要領で担当単元の内容につ

いて、理解を深めておく。（1時間）

復習：本時の授業における学びを振

り返る（1時間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

15 
実習校での科目体育・科目保健の研究授業

実習 

予習：学習指導要領で担当単元の理解を深

めておく。.（1時間）復習：本時の

授業における学びを振り返る（1 時

間） 

老田 

準

司

、

福

島 

信

也

、

阿

部 

秀

高

、

松

田 

智

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1 実習校からの評価 2 教育実習ノート（日誌）の内容 

 

1 90%2 

10% 



授業科目名 教職実践演習（中・高） (教職課程：鍼灸) 

主担当教員 老田 準司 担当教員 
老田 準司／福島 信也／阿部 

秀高／松田 智子 

科目ナンバリング SE20BACC020 科目区分 教職に関する科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 4 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

○ 教員としての必要な知識,技能を確認するとともに、教職に就くにあたり、自己の課題を把握し、解決の

道筋を探る能力を身に付ける内容を学修する。○ 教育実習で体得した教育の基礎的技術をより応用の効く

技術にするため、事例研究、グループ討議、模擬授業を適切に組み合わせて授業を展開できる能力を身に付

ける内容を学修する。 

 

学修目標 

○ これまで学修してきた教科、教職に関する事項を確認し、教員としての基礎基本の定着を図る。○ 教科内容の

理解を深め、学習指導案作成や授業スキルの修得を図る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

教える立場としての意識を持って授業に臨み、積極的に授業に参加する姿勢を持つこと。 

 

教科書 

高等学校学習指導要領解説保健体育・体育編（文部科学省）中学校学指導要領要領解説保健体育編（文部科

学省） 

 

参考書 

高等学校学習指導要領（文部科学省）中学校学指導要領要領（文部科学省）教育法規（教育開発研究所） 

 

研究室／オフィスアワー 

14 研究室 火曜日１６時３０分～１８時の予定 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

オリエンテーション、演習の進め方と評価

方法の説明、教育実習の振り返り－教育実

習全体の課題整理 

予習：積極的な討議参加するため教育実習

の体験をまとめておく。（1 時間）復

習：本時の授業における学びをレポ

ートに記入する。（1時間） 

老 田 

福 島 

阿 部 

松田 

2 

教育実習を振り返る---前時にまとめた教

育実習の課題について、課題解決方策につ

いての検討 

予習：教科指導での課題を整理しグループ

内で発表できるようにしておく。（1

時間）復習：本時の授業における学

びを振り返る（1時間） 

老 田 

福 島 

阿 部 

松田 

3 教育実習で触れ学んだ教師の業務内容 

予習：実習校での教師の仕事をまとめてお

く。（1時間）復習：本時の授業にお

ける学びを振り返る（1時間） 

老 田 

福 島 

阿 部 

松田 

4 教師になる上での自分の強みと課題 

予習：自己の性格や行動をまとめておく。（1

時間）復習：本時の授業における学

びを振り返る（1時間） 

老 田 

福 島 

阿 部 



松田 

5 
教育実習を経験しての保健体育科指導案立

案、作成 

予習：生徒が積極的に取り組める指導案作

成の資料をグループで用意してお

く。（1時間）復習：本時の授業にお

ける学びを振り返る（1時間） 

老 田 

福 島 

阿 部 

松田 

6 
教育実習を経験しての保健体育科指導案作

成とその展開① 

予習：立案・作成した指導案を理解してお

く。（1時間）復習：本時の授業にお

ける学びを振り返る（1時間） 

老 田 

福 島 

阿 部 

松田 

7 
教育実習を経験しての保健体育科指導案作

成とその展開② 

予習：立案・作成した指導案を理解してお

く。（1時間）復習：本時の授業にお

ける学びを振り返る（1時間） 

老 田 

福 島 

阿 部 

松田 

8 
教育実習を経験しての保健体育科指導案作

成とその展開③ 

予習：立案・作成した指導案を理解してお

く。（1時間）復習：本時の授業にお

ける学びを振り返る（1時間） 

老田 

福

島 

阿

部 

松

田 

9 
教育実習を経験しての保健体育科指導案作

成とその展開④ 

予習：立案・作成した指導案を理解してお

く。（1時間）復習：本時の授業にお

ける学びを振り返る（1時間） 

老 田 

福 島 

阿 部 

松田 

10 
現在の学校現場の課題の学修①（現状と理

解） 

予習：学校での課題について情報収集をし

ておく.(1 時間）復習：本時の授業

における学びを振り返る（1時間） 

老田 

福

島 

阿

部 

松

田 

11 
現在の学校現場の課題の学修②（課題把握

と展開） 

予習：前時の授業内容に関連する情報を収

集しておく。（1時間）復習：本時の

授業における学びを振り返る（1 時

間） 

老田 

福

島 

阿

部 

松

田 

12 
教職経験者に聴く講義①（中学校・高等学校

経験者） 

予習：教育実習での触れ学んだ教員の業務

についてノートを見返しておく。（1

時間）復習：本時の授業における学

びを振り返る（1時間） 

老田 

福

島 

阿

部 

松

田 

13 「教職経験者の聴く」講義②（支援学校） 

予習：支援学校について情報を収集してお

く。（1時間）復習：本時の授業にお

ける学びを振り返る（1時間） 

老田 

福

島 

阿

部 

松

田 

14 
学校での新たな課題への対応（職務・生徒指

導・教科指導・部活動） 

予習：最近の学校での課題を整理しておく。

（1 時間）復習：本時の授業におけ

る学びを振り返る（1時間） 

老田 

福

島 

阿

部 

松

田 

15 

演習のまとめ （ 教員として使命感、倫理

観、授業展開力等が理解、養成できたかの確

認。） 

予習：これまでの授業内容について課題等

を整理する。（1時間）復習：本時の

授業における学びを振り返る（1 時

老田 

福

島 



間） 阿

部 

松

田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1 指導案作成内容,2  実技実践への積極的態度 3 授業参加姿勢 3  教職理解 

 

1 20%2 

30%3 

20%4 

30% 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健医療学専攻（修士課程） 

（2020 年度以降入学生対象） 
  



授業科目名 代替・統合医療特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 山下 仁／森 美侑紀 

科目ナンバリング 
HLA20MHSA00

1 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

統合医療という言葉が知られるようになったが、その定義、概念、臨床応用、および学問体系は統一されて

いない。統合医療を理解し発展させるために、現代医療と代替医療・東洋伝統医療それぞれの長所と短所を

理解した上で、科学的エビデンスと患者の価値観の両者を重視することの重要性を解説する。また、統合医

療の重要な構成要素である代替医療の各種治療法について概説し、それぞれの有効性と安全性について批判

的吟味を行う。最後に、個々の学生のもつ医療資格において、統合医療にどのような形で関与できるかを考

える。 

 

学修目標 

統合医療の概念、現状、および課題について理解する。なぜ統合医療が必要という意見があるのか、その背景が説明

できる。代替医療の主な治療法について種類と概要の説明、および批判的吟味ができる。自身の医療資格でどのよう

に統合医療に関与すべきか、自分なりの考えが持てる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

患者は様々な療法を受け、医薬品や健康食品を購入している。自分の持っている医療資格に関係なく、患者

の立場で必要な知識やセンスを身に着けてほしい。 

 

教科書 

なし。関連学術雑誌に掲載された論文などを、必要に応じて紹介する。 

 

参考書 

医学雑誌に掲載された論文 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 代替医療・統合医療の定義と概念 
自分または家族の代替医療関連療法・商品

の利用状況を調べる 
山下 

2 代替医療・統合医療の現状と背景 

自分または家族が利用している療法や商品

について、なぜ使用しているのかを

考える 

山下 

3 代替医療・統合医療と EBM 

自分または家族が利用している療法や商品

について、効果と安全性がどの程度

説明されているのか調べる 

山下 

4 代替医療・統合医療とプラセボ効果 

自分または家族が利用している療法や商品

について、それぞれプラセボ効果が

どれくらい含まれるか推定する 

山下 



5 代替医療・統合医療とスピリチュアル 
自分または家族が難治性の病気になったと

き、医療に何を求めるか仮想する 
山下 

6 代替医療の各種治療法①東洋伝統医療 

附属図書館にある書籍・雑誌・資料で、東洋

伝統医療に関する基本情報を調べ

る 

山下 

7 
代替医療の各種治療法②ハーブ・サプリメ

ント 

附属図書館にある書籍・雑誌・資料で、ハー

ブ・サプリメントに関する基本情報

を調べる 

山下 

8 代替医療の各種治療法③アロマセラピー 

附属図書館にある書籍・雑誌・資料で、アロ

マセラピーに関する基本情報を調

べる 

森 

9 代替・統合医療とビジネス・利益相反 

附属図書館にある学術雑誌に掲載されてい

る代替医療の有効性検証に関する

原著論文をひとつ選んで、その利益

相反の関与について考える 

山下 

10 代替医療・統合医療と NBM 
日本国内の代替医療･統合医療と看護の現

状を知る 
山下 

11 
各種代替医療の批判的吟味：院生による調

査報告① 

代替医療をひとつテーマに挙げて、その概

要・エビデンス・安全性を調べてレ

ポートにまとめる 

山下 

12 
各種代替医療の批判的吟味：院生による調

査報告② 

代替医療をひとつテーマに挙げて、その概

要・エビデンス・安全性を調べてレ

ポートにまとめる 

山下 

13 
各種代替医療の批判的吟味：院生による調

査報告③ 

代替医療をひとつテーマに挙げて、その概

要・エビデンス・安全性を調べてレ

ポートにまとめる 

山下 

14 
各種代替医療の批判的吟味：院生による調

査報告④ 

代替医療をひとつテーマに挙げて、その概

要・エビデンス・安全性を調べてレ

ポートにまとめる 

山下 

15 
各種代替医療の批判的吟味：院生による調

査報告⑤ 

今まで授業で習ってきた知識を総合して、

自身の医療資格が患者を主体とし

た統合医療にどのように関与でき

るのか考える 

山下 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義におけるディスカッションの内容②提出レポートの内容 ①30%



 ②70% 



授業科目名 東洋医学史特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 大形 徹 担当教員 大形 徹 

科目ナンバリング 
HLA20MHSA00

2 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

中国医学は鍼灸治療と薬物学である本草学の二つから成り立つが、大学院ではこの両者についての基礎的な

知識を涵養するために、鍼灸書の古典と本草書の古典の概要を解説するとともに、それらが日本古代の医薬

治療にも深く影響を与えていることをも解説する。 

 

学修目標 

講義では中国・日本・欧米の最新の研究成果にもとづいて鍼灸学と本草学を解説するが、日本語による理解だけに止

まらず、できれば古典文献をも少しは読解できるように努めたい。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

漢文の原典を読んだり、一部、中国語を読んだりするかもしれません。辞書や検索の方法については、授業

時に紹介します。 

 

教科書 

プリントを配付します。 

 

参考書 

中国科学技術史（医学巻） 廖育群・鄭金生ほか 科学出版社（１９９８）中国医学古典と日本 小曾戸洋 

塙書房 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤ですので、オフィスアワーはありません。本務校は、立命館大学衣笠総合研究機構です。メールは

ohgata728 アットマーク gmail.com にご連絡ください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
伝統中医学の基本理念  中国医学は「気」

の身体観から成り立っている 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

2 
黄帝内経素問  最古の鍼灸医学の基礎的

理論を説く書 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

3 
霊枢経  素問よりやや実際的に鍼灸的治

療を説く 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

4 
八十一難経  脈診など中医の基礎理論を

八十一の問答で説く 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

5 
神農本草経  中国最古の薬物書であり、

上中下の三品に分類される 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

6 
傷寒論  漢代の急性熱性疾患の薬物によ

る治療法を説く 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

7 
鍼灸甲乙経  六朝時代に現れた鍼灸の臨

床応用を説いた書。 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 



8 
脈経  六朝時代に出た脈搏による診断法

を説いた書。 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

9 
黄帝内経太素・明堂経  隋唐代の経典的

鍼灸書であり、日本に深く影響した 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

10 
千金要方   医聖・孫思?の著したスタン

ダードな医書 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

11 
唐宋時代の医学教育   唐宋時代には中

央・地方に医学教育機関が成立した 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

12 医心方   我が国最古の医書 授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

13 
金元医学   桃山・江戸時代に曲直瀬道

三を通じて実践的医術が伝来した 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

14 
銅人?穴鍼灸図経、十四経発揮   今日の

経穴・経絡の基本となる書 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

15 
近年出土の医薬資料   戦国秦漢墓から

出土した素問・霊枢や本草に先立つ医薬書 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポートによる評価 

 
100% 



授業科目名 保健医療研究方法論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 

山下 仁／増山 祥子／井手口 

範男／森谷 正之／前田 薫／前

川 佳敬 

科目ナンバリング 
HLA20MHSA00

3 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 5 限、水曜

2 限 、 水 曜 4

限、木曜 1 限、

木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

保健医療学研究の基本的流れ、および各領域における主な研究手法と方法論について学ぶ。複数教員による

オムニバス方式の授業形態とし、研究計画、文献検索、倫理委員会書類作成、データ分析、論文執筆、学会発

表など一連の流れを解説するとともに、各分野特有の研究・実験の手法を紹介する。また、研究者の倫理、不

正行為、論文の質の評価などについても理解させる。さらに、保健医療系の研究に必要な英語論文の読み方

と書き方の基本的手法を身に付ける。 

 

学修目標 

保健医療学系研究のデザインから成果発表までの一連の流れを理解する。研究における倫理や不正防止を含む基本的

なルールを理解し、遵守できる。研究プロトコールが作成できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自分が行う特別研究（修士論文）の内容に当てはめて理解し、総論と各論（自身のケース）の両面から考える

こと。 

 

教科書 

必要に応じて資料を配布する。 

 

参考書 

科学を志す人びとへ 科学倫理検討委員会編 化学同人 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究計画と研究デザイン 
自分の研究テーマについて指導教員と相談

しながら具体化する 
山下 

2 文献収集 
自分の研究テーマに関連する文献を検索・

収集する 
山下 

3 図書館利用法 事前に図書館に行って環境を見ておく 山下 



4 EBM（１） 
自分の研究領域における EBM との関わりに

ついて考える 
山下 

5 EBM（２） 
自分の研究領域における EBM との関わりに

ついて考える 
山下 

6 基礎研究・動物実験 

予習：動物実験の方法論に関連する論文を

検索・入手して読んで下さい（2 時

間）。復習：講義内容と収集資料等を

参考に動物実験の方法論について

考察して下さい（2時間）。 

森谷 

7 臨床研究 
自分の研究テーマにおけるデータの種類・

特性・配慮などについて考える 
山下 

8 ランダム化比較試験 
自分の研究テーマにおけるデータの種類・

特性・配慮などについて考える 
増山 

9 トランスレーショナルリサーチ 

授業で学んだトランスレーショナルリサー

チの手法を理解し、研究倫理的問題

への配慮についても認識しておく。 

前川 

10 
システマティック・レビューとメタアナリ

シス 

ネット検索でシステマティック・レビュー

とメタアナリシスについて調べる 
山下 

11 動物実験の研究倫理 

予習：実験動物の取り扱いに関連する法令

や学術論文を検索・入手して読む。

復習：講義内容と収集資料等を参考

に実験動物の取り扱いに関連する

法令をベースに、動物実験の倫理や

規範について考察する。 

森谷 

12 人を対象とした研究における倫理 関連する情報をネットで調べる 山下 

13 データの取扱い・解析・提示法 
自分の研究テーマにおけるデータの種類・

特性・配慮などについて考える 
前田 

14 統計解析 
自分の研究で必要になる統計処理について

考える 
井手口 

15 成果の発表 
自分の研究テーマにおけるデータの種類・

特性・配慮などについて考える 
山下 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①提出レポート 

 
①100% 



授業科目名 保健医療教育特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／安田 実／鍋田 智

之／老田 準司 

科目ナンバリング 
HLA20MHSA00

4 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 5 限、火曜

2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

保健医療の領域で「教育」を考える場合、2つの視点がある。保健医療従事者としてクライエント（患者・家

族・集団・地域住民等）に対する教育機能と、専門職としての保健医療従事者を育成する教育（基礎教育・卒

後教育）である。前者は、主として健康上の課題達成のための行動変容を目指したかかわりを指す。後者は、

各専門職教育の歴史・目的・目標・方法等がテーマとなる。いずれの場合も、教育の本質は変わらない。ここ

では本質を共有しつつ、各専門職（看護・理学療法・鍼灸）を切り口にして、現状分析を試み、教育の機能を

展望したい。複数教員によるオムニバス形式の授業形態をとり、受講生は他職種の役割について認識を深め

ながら、各自の立場における課題を考察していただきたい。 

 

学修目標 

１．教育の本質について自己の考えを表現することができる。【D①】２．保健医療の各領域における教育のニーズを

表現することができる。【D①】３．保健医療の各領域における教育の方法や課題について表現することができる。

【D①】４．保健医療従事者としての各専門職教育（基礎教育・卒後教育）と課題について、自己の考えを表現する

ことができる。【D①】５．学生が主体的・創造的に学修に取り組むための方法について洞察し、自己の考えを表現す

ることができる。【D①】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自己の教育に関する学修のニーズを整理しておくこと。＊質問があれば、直接研究室にお越しください。ま

た、MORIPA クラスプロファイル「Q & A」からの質問でも構いません。 

 

教科書 

指定しない。必要に応じてサブテキスト・資料・論文を配布・紹介する。 

 

参考書 

随時紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の初めに各教員が連絡する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
教育について ① 教育を取巻く環境につ

いて ② 教育の方法について 

予習：自己の教育について考えをまとめて

おく。（1時間）復習：本時の授業に

おける学びを振り返る（1時間） 

老田 



2 
教育方法について ① 教育方法の歴史に

ついて ② 現代の教育の方法の概要 

予習：前回の講義内容をもとに洞察し、資料

を作成する。（1時間）復習：本時の

授業における学びを振り返る（1 時

間） 

老田 

3 
教育方法｜１ ①アクティブラーニングの

実践 1 

予習：自己の専門領域における教育実践（指

導）のついて、発表準備をしておく。

（1 時間）復習：本時の授業におけ

る学びを振り返る（1時間） 

老田 

4 
教育方法｜２  ① アクティブラーニン

グの実践 2 

予習：発表準備をする。進行イメージを整理

しておく。（1時間）復習：本時の授

業における学びを振り返る（1時間） 

老田 

5 医療（技術）職の教育の機能と歴史的経緯 

予習：医療（技術）職の養成にかかる法律に

ついて調べておく．（1時間）復習：

サブテキストの演習問題をする．（1

時間） 

安田 

6 
海外と日本の医療（技術）職養成の課題と制

度比較論 

予習：前回の講義中に論文を紹介するので

これについて，批評的に読み込んで

おく．（1時間）復習：サブテキスト

の課題提出（1時間） 

安田 

7 医療における行動経済学的視点とは何か 

予習：前回の講義中に論文を紹介するので

これについて，批評的に読み込んで

おく．（1時間）復習：サブテキスト

の課題提出（1時間） 

安田 

8 養成校指定規則とカリキュラム 

予習：学生手帳 p35 単位精度、p47～カリキ

ュラム表を見ておくこと.復習：単

位制、時間数の計算について復習す

る. 

鍋田 

9 教育目標と３つのポリシー、学生募集 

予習：学生手帳 p4 からの３つのポリシーを

見ておくこと復習：自身の資格領域

における教育目標を考える. 

鍋田 

10 モデルカリキュラムの作成 

予習：自身の資格領域に関する指定規則を

確認し、教育目標、到達目標を考え

てくること.復習：モデルカリキュ

ラムを作成すること. 

鍋田 

11 モデルカリキュラム発表 

予習：モデルカリキュラムを作成すること.

復習：モデルカリキュラムを修正し

て提出すること. 

鍋田 

12 シラバスの書き方 

予習：事前に配布する資料を熟読し，高等教

育におけるシラバスの重要性を考

える（1 時間）復習：授業内容をま

とめ，シラバスを実際に作成する．

（1時間） 

中根 

13 学生の成績評価 

予習：事前に配布する資料を熟読し，高等教

育におけるシラバスの重要性を考

える（1 時間）復習：授業内容をま

とめ，レポートを作成する．（1時間） 

中根 

14 模擬授業｜１ 

予習：自己の専門領域における授業資料を

作成する．（1時間）復習：模擬授業

を振り返り，修正内容をみつける．

（1時間） 

中根 

15 模擬授業｜２ 

予習：自己の専門領域における授業資料を

作成する．（1時間）復習：模擬授業

を振り返り，修正内容をみつける．

（1時間） 

中根 

16    

17    

18    

19    

20    



21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義・グループワークでのディスカッション内容②レポート（テーマは講義中に指示する）＊レポート課

題の評定を希望者に開示する。 

 

①30%

②70% 



授業科目名 QOL 評価法特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 吉村 弥須子 

科目ナンバリング 
HLA20MHSA00

5 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

QOL（Quality of life）は「生活の質」などと訳され、さまざまな意味合いを包含する概念があるが、概ね

人が充実感や満足感を持って日常生活を送ることができることを意味する。この QOL が医療分野において重

視されるようになった背景には、急速に進む高齢化、がんや慢性疾患の増加、患者の自己決定権の尊重など

があり、患者の視点に立った QOL 評価の必要性が高まってきたことがあげられる。そこで本講では、QOL の評

価方法やさまざまな疾患・障害等を持つ患者の QOL について学修し、実践、研究への活用について探求する。 

 

学修目標 

1.QOL について理解できる。2.QOL 評価法について説明できる。3.専門領域のQOL についてプレゼンテーションがで

きる。4.QOL評価の実践、研究への活用について説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.授業は講義、ディスカッション、プレゼンテーションを組み合わせて行う。2.専門領域における QOL につ

いて各自がプレゼンテーションを行うので、事前に準備する。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

・福原俊一他監訳,ピーター・M・フェイヤーズ他著：QOL 評価学,中山書店,2005・池上直己他編集：臨床のた

めの QOL 評価ハンドブック,医学書院,2001 その他、授業の中で紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

334 研究室（吉村）／月曜日 16:00～18:00 実習で不在の場合があるので随時相談可。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
QOL の概論①   QOL の概念、QOL 評価のた

めの尺度 

自己の研究課題や QOL について発表する。 

1 時間 

吉 村 

弥須子 

2 QOL の概論②   QOL の評価方法 
第 1回授業の復習、配布資料の確認。 1 時

間 

吉 村 

弥須子 

3 
専門領域における QOL 各論①   がんと

QOL① 

がんと QOL に関する文献検索、配布資料の

確認。 1 時間 

吉 村 

弥須子 

4 
専門領域における QOL 各論②   がんと

QOL② 

第 3回授業の復習、配布資料の確認。 1 時

間 

吉 村 

弥須子 

5 
専門領域における QOL 各論③  生活習慣病

と QOL 

生活習慣病と QOL に関する文献検索、配布

資料の確認。 1 時間 

吉 村 

弥須子 

6 
専門領域における QOL 各論④  臓器移植と

QOL① 

臓器移植と QOL に関する文献検索、配布資

料の確認。 1 時間 

吉 村 

弥須子 



7 
専門領域における QOL 各論⑤   臓器移植

と QOL② 

臓器移植と QOL に関する文献検索、配布資

料の確認。 1 時間 

吉 村 

弥須子 

8 
専門領域における QOL 各論⑥看護・ 鍼灸・

理学・作業・臨床検査における QOL① 

各自の専門領域または興味あるテーマの

QOL についてまとめ、プレゼンテー

ションする（事前に準備する）。 1 時

間 

吉村 

弥

須

子 

9 
専門領域における QOL 各論⑦   看護・ 鍼

灸・理学・作業・臨床検査における QOL② 

各自の専門領域または興味あるテーマの

QOL についてまとめ、プレゼンテー

ションする（事前に準備する）。 1 時

間 

吉 村 

弥須子 

10 
専門領域における QOL 各論⑧  看護・ 鍼

灸・理学・作業・臨床検査における QOL③ 

各自の専門領域または興味あるテーマの

QOL についてまとめ、プレゼンテー

ションする（事前に準備する）。 1 時

間 

吉村 

弥

須

子 

11 
専門領域における QOL 各論⑨   高齢者と

QOL 

シラバスの確認高齢者と QOL に関する文献

検索、配布資料の確認 

吉村 

弥

須

子 

12 
専門領域における QOL 各論⑩   認知症高

齢者と QOL 

認知症高齢者と QOL に関する文献検索、配

布資料確認 

吉村 

弥

須

子 

13 
専門領域における QOL 各論⑪   ロービジ

ョンと QOL 

ロービジョンと QOL に関する文献検索、配

布資料確認 

吉村 

弥

須

子 

14 
専門領域における QOL 各論⑫   視覚障害

者と QOL 

視覚障害者と QOL に関する文献検索、配布

資料確認 

吉村 

弥

須

子 

15 専門領域における QOL⑬   骨粗鬆症と QOL 

骨粗鬆症と QOL に関する文献検索、配布資

料確認 11回から 15回までについて

ディスカッション、まとめ 

吉村 

弥

須

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



①プレゼンテーション、ディスカッション②レポート 

 

①70%

②30% 



授業科目名 英語文献講読 (保健医療学専攻) 

主担当教員 藤重 仁子 担当教員 
藤重 仁子／山下 仁／前田 薫

／久木元 由紀子 

科目ナンバリング 
HLA20MHSA00

8 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 2 限、水曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

英語文献を読み、基本的な単語や構文について解説する。 

 

学修目標 

１．保健医療学領域の英語論文が読める。２．自分の専門領域の英語論文に頻出する単語や構文がわかる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

事前の単語チェックが重要である。 

 

教科書 

必要に応じて資料を配布する 

 

参考書 

必要に応じて資料を配布する 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 英語論文読解の基礎①（藤重） 関連する基本的な英単語と表現を調べる 藤重 

2 英語論文読解の基礎②（藤重） 関連する基本的な英単語と表現を調べる 藤重 

3 英語論文読解の基礎③（藤重） 関連する基本的な英単語と表現を調べる 藤重 

4 英語論文読解の基礎④（藤重） 関連する基本的な英単語と表現を調べる 藤重 

5 英語論文読解の基礎⑤（藤重） 関連する基本的な英単語と表現を調べる 藤重 

6 領域別の英語論文講読① 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前田、

久木元 

7 領域別の英語論文講読② 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前田、

久木元 

8 領域別の英語論文講読③ 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前

田

、

久



木

元 

9 領域別の英語論文講読④ 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前田、

久木元 

10 領域別の英語論文講読⑤ 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前

田

、

久

木

元 

11 領域別の英語論文講読⑥ 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前

田

、

久

木

元 

12 領域別の英語論文講読⑦ 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前

田

、

久

木

元 

13 領域別の英語論文講読⑧ 
予習：自分が訳したい英語論文を準備して

くる 

山下、

前

田

、

久

木

元 

14 領域別の英語論文講読⑨ 予習：英語論文の訳を各自で行う。 

山下、

前

田

、

久

木

元 

15 領域別の英語論文講読⑩ 予習：英語論文の訳を行う。 

山下、

前

田

、

久

木

元 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①毎回の資料の予習（単語調べ、読み）の状況、および授業時の理解度にもとづき評価する 

 
①100% 



授業科目名 人体構造学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之 

科目ナンバリング HP20MHSA001 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

咀嚼、嚥下、呼吸は生命維持の根幹をなす機能である。これらは神経系が求心性（感覚性）情報と遠心性（運

動性）情報とを適正に伝達・処理・統合することによって遂行されている。本特論では、これらの情報伝達が

どのような神経ネットワークの下で遂行されているのかを、これまでに明らかにされている研究成果や我々

が進めている研究結果に基づいて神経解剖学の立場から解説する。講義内容を踏まえて、健康長寿と「咀嚼」、

「嚥下」、「美味しく食べること」との関係性について考察していく。 

 

学修目標 

（１）咀嚼・嚥下・呼吸運動に関わる神経機構の概略を説明できる（DP②③）（２）口腔顔面領域の感覚伝達機構の

概略を説明できる（DP②③）（３）基本的な反射回路を説明できる（DP②③）（４）随意性運動の制御機構の概略を説

明できる（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自分の身体の「かたち（＝形態）」と「はたらき（＝機能）」が密接に関連し、生命維持がなされていることを

しっかりと学んで下さい。 

 

教科書 

特に無し 

 

参考書 

中村嘉男 「咀嚼運動の生理学」（医歯薬出版） 

 

研究室／オフィスアワー 

森谷：E 棟４階（研究室 11） 月曜日午後 5 時～午後 7 時、各日昼休みの時間帯は原則研究室に在室してい

ます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
神経解剖学研究法① 神経組織の固定法と

染色法 

当該領域の基本的知識について出来るだけ

調べて下さい（2時間）。講義で学修

した神経組織の固定法と染色法に

ついて、講義内容を参考にまとめて

下さい（2時間）。 

森谷 

2 神経解剖学研究法② 神経経路学の研究法 

当該領域の基本的知識について出来るだけ

調べて下さい（2時間）。講義で学修

した神経経路学の研究法について、

講義内容を参考にまとめて下さい

（2時間）。 

森谷 

3 三叉神経系の基礎① 咀嚼運動の基礎 
当該領域の基本的知識について出来るだけ

調べて下さい（2時間）。講義で学修
森谷 



した咀嚼運動の基礎について、講義

内容を参考にまとめて下さい（2 時

間）。 

4 
三叉神経系の基礎② 咀嚼運動の末梢入力

による制御 

当該領域の基本的知識について出来るだけ

調べて下さい（2時間）。講義で学修

した咀嚼運動の末梢入力による制

御について、講義内容を参考にまと

めて下さい（2時間）。 

森谷 

5 三叉神経系関連の論文講読① 
講義で講読した論文の内容について、重要

項目を整理して下さい（2時間）。 
森谷 

6 三叉神経系関連の論文講読② 
講義で講読した論文の内容について、重要

項目を整理して下さい（2時間）。 
森谷 

7 
呼吸運動に関わる神経機構 呼吸運動の中

枢神経による制御 

当該領域の基本的知識について出来るだけ

調べて下さい（2時間）。講義で学修

した呼吸運動の中枢神経による制

御について、講義内容を参考にまと

めて下さい（2時間）。 

森谷 

8 

咀 嚼 ・ 呼 吸 ・ 嚥 下 運 動 の 制 御 ① 

Premotoneuron の分布と機能（孤束核、延髄

レベル） 

当該領域の基本的知識について出来るだけ

調べて下さい（2時間）。講義で学修

した Premotoneuron の分布と機能

（孤束核、延髄レベル）について、

講義内容を参考にまとめて下さい

（2時間） 

森谷 

9 

咀 嚼 ・ 呼 吸 ・ 嚥 下 運 動 の 制 御 ② 

Premotoneuron の分布と機能（中脳・橋レベ

ル） 

当該領域の基本的知識について出来るだけ

調べて下さい（2時間）。講義で学修

した Premotoneuron の分布と機能

（中脳・橋レベル）について、講義

内容を参考にまとめて下さい（2 時

間）。 

森谷 

10 
咀嚼・呼吸・嚥下運動の制御③ 咀嚼・呼吸・

嚥下運動の相互制御機構 

当該領域の基本的知識について出来るだけ

調べて下さい（2時間）。講義で学修

した咀嚼・呼吸・嚥下運動の相互制

御機構について、講義内容を参考に

まとめて下さい（2時間） 

森谷 

11 
中枢神経系による運動制御機構 随意性調

節機構と反射の関係 

当該領域の基本的知識について出来るだけ

調べて下さい（2時間）。講義で学修

した運動の随意性調節機構と反射

の関係について、講義内容を参考に

まとめて下さい（2時間） 

森谷 

12 「噛む」ことと健康長寿 

「噛む」ことと健康長寿について、講義での

議論を踏まえて整理して下さい（2

時間）。 

森谷 

13 「飲み込む」ことと健康長寿 

「飲み込む」ことと健康長寿について、講義

での議論を踏まえて整理して下さ

い（2時間）。 

森谷 

14 「美味しく食べる」ことと健康長寿 

「美味しく食べる」ことと健康長寿につい

て、講義での議論を踏まえて整理し

て下さい（2時間）。 

森谷 

15 自分自身の研究テーマと健康長寿 

自分自身の研究テーマと健康長寿につい

て、講義での議論を踏まえて整理し

て下さい（2時間）。 

森谷 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義中のディスカッション（DP②③）②レポート（DP②③） レポートは返却しません。評価は講義内で

のディスカッション、提出して頂いたレポート等を総合して行います。詳細は初回講義時に説明します。 

 

①60%

②40% 



授業科目名 栄養・代謝生化学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 森 美侑紀 

科目ナンバリング HP20MHSA002 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

健康と食・栄養との関係について総合的に学び、生活習慣や社会環境など様々な視点から健康づくりと食・

栄養の関連性について考える。さらに疾病の発症や病態との関わりを、栄養・代謝の観点から生命科学的に

説明し、考察できるようになることを目標とする。 

 

学修目標 

1.生化学・栄養学の知識をもとに、疾患と代謝の関係を科学的に考察する力を身につける。〈DP②〉2.自らの考えを

体系的かつ理論的にまとめ、レポート報告ならびにプレゼンテーションとして、適切かつ効果的に伝えることができ

る。〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・グループワークやディスカッションなど積極的に発言をしてください。・論文から最新の情報収集を行い、

知識や経験を深めてください。 

 

教科書 

配布プリント 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 14 研究室/火曜日・水曜日以外の 17:00～19:00 その他、質問等あればいつでもお越しください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 栄養と代謝概論 

予習：栄養と代謝について調べておくこと

復習：栄養と代謝についての復習予

習復習を各 2 時間行うこと。 

 

2 栄養障害① 

予習：栄養障害について調べておくこと復

習：栄養障害についての復習予習復

習を各 2時間行うこと。 

 

3 栄養障害② 

予習：栄養障害について調べておくこと復

習：栄養障害についての復習予習復

習を各 2時間行うこと。 

 

4 代謝障害① 

予習：代謝障害について調べておくこと復

習：代謝障害についての復習予習復

習を各 2時間行うこと。 

 

5 代謝障害② 

予習：代謝障害について調べておくこと復

習：代謝障害についての復習予習復

習を各 2時間行うこと。 

 

6 プレゼンテーション（栄養と代謝障害） 
予習：栄養と代謝障害について調べておく

こと復習：栄養と代謝障害について
 



の復習予習復習を各 2 時間行うこ

と。 

7 社会の変化と食生活 

予習：近年の食傾向について調べておくこ

と復習：近年の食傾向についての復

習予習復習を各 2時間行うこと。 

 

8 文献検討（食生活に関わる諸問題Ⅰ） 
予習：文献を読んでおくこと復習：文献の復

習予習復習を各 2時間行うこと。 
 

9 文献検討（食生活に関わる諸問題Ⅱ） 
予習：文献を読んでおくこと復習：文献の復

習予習復習を各 2時間行うこと。 
 

10 文献検討（食生活に関わる諸問題Ⅲ） 
予習：文献を読んでおくこと復習：文献の復

習予習復習を各 2時間行うこと。 
 

11 プレゼンテーション（社会の変化と食生活） 

予習：近年の食傾向について調べ資料作成

をしておくこと復習：近年の食傾向

についての復習予習復習を各2時間

行うこと。 

 

12 日本食の特徴と食文化 

予習：日本食の特徴と食文化について調べ

ておくこと復習：日本食の特徴と食

文化についての復習予習復習を各 2

時間行うこと。 

 

13 文献検討（日本食と健康の関わりⅠ） 
予習：文献を読んでおくこと復習：文献の復

習予習復習を各 2時間行うこと。 
 

14 文献検討（日本食と健康の関わりⅡ） 
予習：文献を読んでおくこと復習：文献の復

習予習復習を各 2時間行うこと。 
 

15 
プレゼンテーション（日本食の特徴と食文

化） 

予習：日本食の食文化について調べ資料作

成をしておくこと復習：日本食の特

徴と食文化についての復習予習復

習を各 2時間行うこと。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．課題レポート〈DP②〉２．プレゼンテーション〈DP③〉３．質問は授業内とメールでいつでも受け付ける。 

 
50%50% 



授業科目名 発達健康支援看護学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 中西 伸子／外村 昌子 

科目ナンバリング HP20MHSB003 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

発達健康支援看護学特論では、出生から死に至るまで全生涯を通じて続く発達と適応過程について理解し支

援することを目的とする。また、実り豊かで幸福な人生を積み重ねるためにサクセスデベロップメント・サ

クセスフル･エイジングについて看護の可能性を模索する。発達段階における健康課題に関するトピックスを

取り入れて授業を展開する。授業前半では、高齢社会における社会的課題を高齢者のみならず次世代の課題

と捉えて考察する。認知症高齢者およびその k 族や多死社会などの課題について考える。授業後半において

は、各ライフサイクルにおける発達と健康課題に対する理解を深め、個から家族そして社会の抱える健康課

題に対する有用な看護支援について考察する。 

 

学修目標 

1. 生涯発達の思考を培い、個人・家族・社会発達について理解する。2. 人の、全生涯で継続する適応過程と各ラ

イフサイクルにおける共通した発達と発達の課題について理解する。3. 育てられるものから、育てるものへ親にな

る過程における適応過程と発達そして発達課題について理解する。4．一生涯をかけてサクセスフルエイジングの適

応と発達を高齢者の生き方と死から考察する。5．個の発達と健康が健全でより良いものであるために、有用な支援

の在り方について考察する。6．理解し、考察したことをプレゼンテーショ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

柔軟な思考でディベートができるように生涯発達に関連するトピックスや書籍に良く触れること。事前に出

した課題について、適宜プレゼンテーションを行う。 

 

教科書 

必要時にプリントを配布する。 

 

参考書 

・服部祥子（2010）：生涯人間発達論，第 2 版，医学書院・舟島なをみ（2011）：看護のための人間発達学，

第 4 版，医学書院・アードマン・B. パルモア（著), 奥山正司(翻訳)(1995)：エイジズム―優遇と偏見・差

別,法政大学出版局・鈴木隆雄(2012)：超高齢社会の基礎知識, 講談社・福西征子（著）：ハンセン病家族の

絆 昭和堂・黒坂愛衣（著）：ハンセン病家族の物語 世織書房・古林海月（作・画）,蘭由岐子（監修）：麦ば

あの島１～４巻 すいれん舎 

 

研究室／オフィスアワー 

中西：W棟 238 研究室 アポイントにて随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 「老い」と社会的価値観 
エイジズムを考える。自らの「老い」に対す

るイメージを構築する。認知症高齢

外 村 

昌子 



者に関する資料を収集、図書を読む

こと。 

2 
超高齢社会のサクセスフル・エイジング

Successful Aging 

高齢化をポジティブにいきる「サクセスフ

ル・エイジング」の課題を模索する。 

外 村 

昌子 

3 「高齢社会」に関する社会的問題(1) 多死社会における課題を抽出し、検討する。 
外 村 

昌子 

4 「高齢社会」に関する社会的問題(2) 
認知症高齢者を取り巻く課題を抽出し考察

する。 

外 村 

昌子 

5 「高齢社会」に関する社会的問題(3) 
認知症高齢者の介護家族における課題を抽

出し考察する。 

外 村 

昌子 

6 「高齢社会」に関する社会的問題(4） 
在宅高齢者における介護予防に関する課題

を抽出し、検討する。 

外 村 

昌子 

7 「高齢社会」に関する社会的問題(5) 高齢社会に関する社会的課題の現状と動向 
外 村 

昌子 

8 
人間発達学の定義と意義について理解し、

発達理論について学ぶ。 

人間と発達について予習し、発達とは何か

考えてくる。 

中西 

伸

子 

9 個人・家族・社会発達について理解する。 

社会における家族の現状と課題についてプ

レゼンテーションできるよう準備

する。 

中 西 

伸子 

10 
親になる過程における適応過程と発達そし

て発達課題について理解する。 

親と子の現状と課題についてプレゼンテー

ション及びディベートできるよう

準備する。 

中西 

伸

子 

11 
人間のライフサイクルと発達について理解

する。 

各ライフサイクルの現状と課題についてプ

レゼンテーション及びディベート

できるよう準備する。 

中西 

伸

子 

12 
各ライフサイクルと発達について理解す

る。 

各ライフサイクルの現状と課題についてプ

レゼンテーション及びディベート

できるよう準備する。 

中西 

伸

子 

13 
各ライフサイクルと発達について理解す

る。 

各ライフサイクルの現状と課題についてプ

レゼンテーション及びディベート

できるよう準備する。 

中西 

伸

子 

14 
各ライフサイクルと発達について理解す

る。 

各ライフサイクルの現状と課題についてプ

レゼンテーション及びディベート

できるよう準備する。 

中西 

伸

子 

15 まとめ・プレゼンテーション 課題についてプレゼンテーションする。 

中西 

伸

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

1）プレゼンテーション(中西）DP②③2）レポート（中西）DP②③3）講義時のディベート、態度出席 4/5 以上

1）2）とも期日等含み評価する 

 

１）40％

２）40％

３）20％ 



授業科目名 運動生理学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 中原 英博 担当教員 中原 英博 

科目ナンバリング HP20MHSB005 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

呼吸化学調節系や動脈圧受容器反射系は、血液ガスや pH、血圧の恒常性維持に必要不可欠なフィードバック

システムである。この生体制御系の運動時における機能評価について、本特論では、システム生理学の手法

を用いて、呼吸・循環系応答の制御メカニズムを系統的に研究分析する方法論を紹介すると同時に、様々な

外乱刺激に対する呼吸循環系応答の動作原理や、運動トレーニングによる生体適応変化の法則性、および呼

吸循環反応に現れる病態異常所見のメカニズムについて、最新の研究成果や我々の研究結果を基にシステム

生理学、及び運動生理学の立場から解説する。 

 

学修目標 

生体の構造と機能について細胞・組織・個体レベルでそれらがどのように連携して働いているかを統合的かつ定量的

な視点から理解できるようになる（DP②③）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

生体システムの運動に対するダイナミックな振る舞いを理解するため、コンピュータシミュレーションを多

用します。PC やエクセル（表計算ソフト）の基本的な操作方法はすでに習得していることを前提に、授業を

展開するので注意してください。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

Handbook of Physiology, Sect. 12, Exercise; Regulation and integrationof multiple systems, Ed. By 

Rowell L. B. and Shepherd, J. T., Am.Physiol. Soc., New York, 1996 

 

研究室／オフィスアワー 

原則月曜日 3 時限目・4時限目その他、部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどう

ぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
運動生理機能の評価とシステム解析につい

て 

運動負荷に対する生体システムの適応能を

評価する生理学的意義 
中原 

2 生体システムの構造同定① フィードバックシステムの構造同定 佐野 

3 生体システムの構造同定② 
呼吸化学調節系の制御部における構造と機

能 
中原 

4 生体システムの構造同定③ 
呼吸化学調節系の制御対象部における構造

と機能 
中原 

5 生体システムの構造同定④ 循環調節系の制御部における構造と機能 中原 



6 生体システムの構造同定⑤ 
循環調節系の制御対象部における構造と機

能 
中原 

7 生体システムの分析① 
呼吸化学調節系の動作点決定機構の定量的

理解 
中原 

8 生体システムの分析② 循環調節系の動作点決定機構の定量的理解 中原 

9 生体システムの動作原理① 運動に対する呼吸循環系応答の動作原理① 中原 

10 生体システムの動作原理② 運動に対する呼吸循環系応答の動作原理② 中原 

11 生体システムの適応① 運動トレーニングによる生体適応変化① 中原 

12 生体システムの適応② 運動トレーニングによる生体適応変化② 中原 

13 生体システムの制御① 呼吸循環反応に現れる病態異常の評価 中原 

14 生体システムの制御② 
呼吸循環反応に現れる病態異常のメカニズ

ム 
中原 

15 生体システムの制御③ 呼吸循環反応に現れる病態異常の治療原理 中原 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義中の討議、レポートによる総合評価（DP②③） 

 
①100% 



授業科目名 バイオメカニクス健康科学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 前田 薫 担当教員 前田 薫 

科目ナンバリング HP20MHSB006 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

人間の身体を物理学的視点からとらえることは、運動器における種々の病態を理解するとともに、それらを

予防するうえで必要不可欠である。この講義では、人間の姿勢と歩行に関する研究のうち、バイオメカニク

スの観点から行われたものを題材として、そこで用いられている研究手法について解説する。 

 

学修目標 

・バイオメカニクス的な研究手法とその理論的背景について理解する（DP②③）・バイオメカニクス的な研究手法の

利点と限界について理解する（DP②③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

参考書は必須ではないが、理解を深めるためには購入を勧める 

 

教科書 

指定しない。 

 

参考書 

金子公宥、福永哲夫（編）、バイオメカニクス、杏林書院 

 

研究室／オフィスアワー 

前田：月曜 2 限、火曜、第３木曜３限以外で予約を取り、来室してください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

＜バイオメカニクスの基礎①＞ バイオメ

カニクス的研究において重要な物理学（特

に力学）について講義する①。 

予習：ニュートン力学（一般物理学）につい

て確認しておく（30 分）。復習：身

体運動への力学の適用の仕方につ

いて復習する（30 分）。 

前田 

2 

＜バイオメカニクスの基礎②＞ バイオメ

カニクス的研究において重要な物理学（特

に力学）について講義する②。 

予習：ニュートン力学（一般物理学）につい

て確認しておく（30 分）。復習：身

体運動への力学の適用の仕方につ

いて復習する（30 分）。 

前田 

3 

＜姿勢の研究１＞ ヒトの姿勢の平衡につ

いて、バイオメカニクスの観点から講義す

る。 

予習：波動（物理学）について確認しておく。

特に周波数の概念が重要（30 分）。

復習：フーリエ変換の概念、床反力

計の仕組みについて復習する（30

分）。 

前田 

4 
＜姿勢の研究２＞ ヒトの姿勢の研究につ

いて講義する② 

予習：筋骨格系の解剖学と運動学を確認し

ておく（30 分）。復習：講義におい

て説明した知見について復習する

（30 分）。 

前田 

5 
＜姿勢の研究３＞ヒトの姿勢の研究につい

て講義する③ 

予習：筋骨格系の解剖学と運動学を確認し

ておく（30 分）。復習：講義におい

て説明した知見について復習する

前田 



（30 分）。 

6 

＜バイオメカニクスのための数学①＞ バ

イオメカニクスの理解に必要な数学につい

て解説する① 

予習：動画教材を紹介するので、それを視聴

しておく（30 分）。復習：講義内容

のノートを参照しながら、動画教材

を再度視聴する（30 分）。 

前田 

7 

＜バイオメカニクスのための数学②＞ バ

イオメカニクスの理解に必要な数学につい

て解説する② 

予習：動画教材を紹介するので、それを視聴

しておく（30 分）。復習：講義内容

のノートを参照しながら、動画教材

を再度視聴する（30 分）。 

前田 

8 

＜バイオメカニクスのための数学③＞ バ

イオメカニクスの理解に必要な数学につい

て解説する③ 

予習：動画教材を紹介するので、それを視聴

しておく（30 分）。復習：講義内容

のノートを参照しながら、動画教材

を再度視聴する（30 分）。 

前田 

9 

＜バイオメカニクスのための数学④＞ バ

イオメカニクスの理解に必要な数学につい

て解説する④ 

予習：動画教材を紹介するので、それを視聴

しておく（30 分）。復習：講義内容

のノートを参照しながら、動画教材

を再度視聴する（30 分）。 

前田 

10 

＜筋活動解析実習①＞筋活動解析のための

方法論の実際について、演習を交えて講義

する。 

予習：動画教材を紹介するので、それを視聴

しておく（30 分）。復習：講義内容

のノートを参照しながら、動画教材

を再度視聴する（30 分）。 

前田 

11 

＜筋活動解析実習②＞筋活動解析のための

方法論の実際について、演習を交えて講義

する。 

予習：動画教材を紹介するので、それを視聴

しておく（30 分）。復習：講義内容

のノートを参照しながら、動画教材

を再度視聴する（30 分）。 

前田 

12 
＜走動作の研究①＞走行のバイオメカニク

ス的研究手法と知見 

予習：加速度、力のベクトル、エネルギー保

存則について確認しておく（30 分）。

復習：講義において説明した知見に

ついて復習する（30 分）。 

前田 

13 
＜走動作の研究②＞走行のバイオメカニク

ス的研究手法と知見 

予習：前回の講義内容を復習する（30 分）。

復習：講義において説明した知見に

ついて復習する（30 分）。 

前田 

14 
＜姿勢解析実習①＞姿勢研究に用いるパラ

メーターを計測、解析する① 

予習：測定機器について復習しておく（30

分）。復習：解析法の理論についてノ

ートを再読しておく（30 分）。 

前田 

15 
＜姿勢解析実習②＞姿勢研究に用いるパラ

メーターを計測、解析する② 

予習：測定機器について復習しておく（30

分）。復習：解析法の理論についてノ

ートを再読しておく（30 分）。 

前田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

到達目標の達成の程度を、以下の２つにて評価する。・期末試験（DP②③）・レポート課題（DP②③）試験

およびレポートの得点を希望者に開示する。 

 

筆 記 試

験 50%

レ ポ ー

ト 50%＊

合 計 で

60 点以

上 あ れ

ば 単 位

を 認 定

する。 



授業科目名 鍼灸健康科学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元 

科目ナンバリング HP20MHSB007 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

ライフスタイル、高齢社会（老化）により生活習慣病の増加、急性病から慢性病への移行など疾病の構造変

化が進んでいるため予防医学が注目されている。東洋医学の概念には古来より「疾病になる前段階の状態に

治療し、疾病の発生を防ぐ予防法）」や「養生法（古くから行われている健康を維持し増進する法）」がある。

本特論は鍼灸治療による疾病予防と健康増進に関して、これまでに明らかにされている基礎研究と臨床研究、

その研究方法論を解説する。 

 

学修目標 

・生活習慣病と鍼灸治療法について説明できる。〈DP②〉・高齢社会（老化）と生活習慣病に関係する学説を説明でき

る。〈DP③〉・予防医学である治未病や養生法を説明できる。〈DP③〉・活性酸素と酸化ストレスについて説明できる。

〈DP③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

配布資料の復習をおこない健康科学に対する認識を確認する。各授業内容について復習予習を各 1 時間行っ

てください。 

 

教科書 

配布資料 

 

参考書 

老年学テキスト飯島節、鳥居研二南江堂 

 

研究室／オフィスアワー 

東棟 4 階研究室９昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 生活習慣病とは 復習：生活習慣病の定義と疾患について  

2 老化現象とは 復習：老化現象と疾患の関係について  

3 
活性酸素の基礎①活性酸素、酸化ストレス

の基礎 

予習：活性酸素とは復習：活性酸素の作用に

ついて 
 

4 
活性酸素の基礎②活性酸素、酸化ストレス

の研究法 

予習：各種実験方法について復習：酸化と抗

酸化の実験方法について 
 

5 
活性酸素の基礎③活性酸素、酸化ストレス

と鍼治療 

予習：各種実験方法復習：活性酸素の測定方

法 
 

6 
活性酸素の基礎④活性酸素、酸化ストレス

灸治療 

予習：各種実験方法復習：活性酸素の測定方

法 
 

7 
高齢化に伴う整形外科疾患炎症性疾患の基

礎研究と臨床研究 

予習：炎症性疾患について復習：治療方法に

ついて 
 



8 
高齢化に伴う代謝疾患糖尿病の基礎研究と

臨床研究 
予習：病態について復習：治療方法について  

9 
高齢化に伴う循環器疾患高血圧の基礎研究

と臨床研究 
予習：病態について復習：治療方法について  

10 
鍼灸と運動療法①有酸素運動と鍼灸の基礎

研究 
予習：病態について復習：治療方法について  

11 
鍼灸と運動療法②コンディショニングと鍼

灸 
予習：病態について復習：治療方法について  

12 
健康と鍼灸治療の基礎①鍼灸治療の解剖学

的研究法 

予習：組織化学復習：解剖学的な実験方法に

ついて 
 

13 
健康と鍼灸治療の基礎②鍼灸治療の免疫・

生理学的研究法 
予習：電気生理学復習：実験方法について  

14 健康増進と鍼灸①治未病の考究 予習：食物と健康復習：中医学と食物  

15 健康増進と鍼灸②養生法の考究 予習：食物と健康復習：中医学と食物  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義中のディスカッション②レポートによる評価 DP②③ 

 

①30%

②70% 



授業科目名 生体防御系臨床鍼灸学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 松熊 秀明 担当教員 松熊 秀明 

科目ナンバリング HP20MHSB009 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

循環システムは生命維持の根幹をなす機能である。また、生体を維持する上で、生体防御システムは無くて

はならない機構である。本特論では、関節炎等における循環システムや急性・慢性炎症機構の原因、細胞反

応、形態学的パターンのほか、生体の免疫学的機序について紹介すると同時に、鍼灸がこれらの機構に及ぼ

す影響とその機序について、最新の研究成果や我々の研究結果を基に臨床鍼灸学の立場から解説する。 

 

学修目標 

・鍼灸の循環システムに対する作用について説明できる。・急性・慢性炎症機構の概略を説明できる。・鍼灸の抗炎症

作用について説明できる。・鍼灸のアレルギー・自己免疫疾患・腫瘍に対する効果について説明できる。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 出席を重視する。2. 授業態度が不良(私語、携帯を見ること等)の者は減点対象とする。3. 配布された講

義資料にも目を通すこと。4.疑問点は大切にし、解決に向けて行動すること。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

｢標準生理学｣：医学書院「はりきゅう理論」医道の日本社｢解明病理学｣医歯薬出版株式会社 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 1(東棟 4F)/月曜日 3 限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 循環システム血液について。 
課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

2 
鍼灸の循環システムに与える影響①血液

量、血流量、血圧への作用について。 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

3 
鍼灸の循環システムに与える影響②血球へ

の作用について。 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

4 
急性炎症の機構①原因と微小循環系につい

て。 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

5 急性炎症の機構②組織細胞反応について。 
課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

6 
急性炎症の機構③炎症の終息と帰結につい

て。 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

7 
急性炎症の機構④形態学的パターンについ

て。 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

8 
慢性炎症の機構①原因と組織細胞反応につ

いて。 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 



9 
慢性炎症の機構②形態学的パターンについ

て。 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

10 
鍼灸の生体防御に与える影響①鍼灸の抗炎

症効果について。 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

11 
アレルギー疾患アレルギー反応の原因と発

症メカニズムについて 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

12 
鍼灸の生体防御に与える影響②アレルギー

疾患に対する鍼灸の効果。 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

13 
免疫応答自己と非自己の識別のメカニズム

について 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

14 
鍼灸の生体防御に与える影響③自己免疫疾

患に対する鍼灸の効果。 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

15 
鍼灸の生体防御に与える影響④腫瘍に対す

る鍼灸の効果。 

課題：参考資料、関連論文等で調べ、まとめ

ること。(4 時間) 
松熊 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート(DP2,3)・試験・課題に対するフィードバック方法定期試験問題および模範解答は開示し、必要に

応じて再試験対象者には解説を行う。 

 

100% 



授業科目名 血管病理病態学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 上田  真喜子 担当教員 上田  真喜子 

科目ナンバリング HR20MHSB001 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年わが国では、社会の高齢化や肥満、糖尿病、高血圧、脂質異常症などの生活習慣病の増加を背景として、

動脈硬化病変とそれに基づく病的血栓形成を発症原因とする心筋梗塞、脳梗塞などの心血管イベントの発症

率が増加してきている。 本講義では、動脈硬化病変の成り立ち・発症メカニズム・病理や、動脈硬化研究の

流れ、心血管イベントの発症原因・機序、血液透析と心血管合併症、その他の血管病変の病理などについて

解説する。 

 

学修目標 

動脈硬化病変の形成・進展メカニズムの概略を説明できる。病的血栓形成と、動脈硬化症との関連性を説明できる。

動脈硬化病変と、種々の生活習慣病との関連性を説明できる。心血管イベントの発症メカニズムの概略を説明でき

る。血液透析と心血管合併症について説明できる。川崎病の血管病変、移植臓器の血管病変、ステント後新生内膜形

成・再狭窄について説明できる。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義、ディスカッションなどを組み合わせて実施する。 

 

教科書 

必要に応じて、資料を配布する。 

 

参考書 

「ロビンス 基礎病理学」 原書９版 丸善出版「解明病理学」 第２版 医歯薬出版 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室在室時には、いつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 正常血管の構造と機能 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

2 
動脈硬化の形成・進展メカニズム①内皮細

胞、 血管作動性物質 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

3 
動脈硬化の形成・進展メカニズム②テロメ

アと老化 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

4 
動脈硬化の形成・進展メカニズム③血管平

滑筋細胞、 増殖因子 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

5 
動脈硬化の形成・進展メカニズム④白血球、 

マクロファージ 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま
上田 



とめる 

6 
動脈硬化の形成・進展メカニズム⑤脂質沈

着、 アテローマ（粥腫） 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

7 
動脈硬化の形成・進展メカニズム⑥細胞外

マトリックスの増殖、 石灰化 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

8 
動脈硬化の形成・進展メカニズム⑦酸化ス

トレス、 酸化 LDL 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

9 
動脈硬化の形成・進展メカニズム⑧病的血

栓形成、 血管新生 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

10 動脈硬化症と生活習慣病との関連性 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

11 
心血管イベントの発症メカニズム①心筋梗

塞、 急性冠症候群 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

12 心血管イベントの発症メカニズム②脳卒中 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

13 血液透析と心血管合併症 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

14 川崎病の血管病変、 移植臓器の血管病変 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

15 
ステント後新生内膜形成・再狭窄メカニズ

ム 

予習 ： 参考資料や関連文献を読んでお

く復習 ： 授業で学んだことをま

とめる 

上田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

講義中のディスカッションとレポートによる評価 DP②③ 

 

レ ポ ー

ト 70％



ディスカ

ッション

30％ 



授業科目名 臨床検査画像診断学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 脇 英彦 担当教員 脇 英彦／小宮山 恭弘 

科目ナンバリング HR20MHSA002 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

超音波、放射線をはじめとする画像診断の原理を理解する。次いで、正常像ならびに代表的疾患の特徴的画

像を学修し、画像診断の診断能力を修得する。 

 

学修目標 

超音波、放射線をはじめとする画像診断装置の原理と画像の成り立ちを理解する。次いで、正常像ならびに代表的疾

患の特徴的画像を学修し、画像診断の診断能力を修得する。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

異常所見を見る際に重要なことは、基本的知識がきちんと整理できているかが重要となる。正常所見をしっ

かり学修した上で、どこに違いがあり、なぜ違いが生じるかを学んで欲しい。 

 

教科書 

適時プリント配布し補足する. 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

脇英彦研究室 （月曜、火曜 16：00～18：00）小宮山恭弘研究室（月曜、火曜 16：00～18：00） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 超音波診断の基礎 1 超音波物理特性 超音波の基礎について復習すること 脇英彦 

2 超音波診断の基礎 2  画像表示法 超音波の基礎について復習すること 脇英彦 

3 超音波診断の基礎 3  血流表示法 ドプラ法について復習すること 脇英彦 

4 超音波診断の基礎 4  造影超音波 超音波造影剤について復習すること 脇英彦 

5 超音波診断法 1  心臓超音波 心臓の解剖について復習すること 脇英彦 

6 超音波診断法 2  腹部超音波 肝臓の解剖について復習すること 脇英彦 

7 超音波診断法 3  表在・血管超音波 四肢血管について復習すること 脇英彦 

8 循環器画像診断 1 提示した循環器疾患について復習すること 

小宮山

恭

弘 

9 循環器画像診断 2 提示した循環器疾患について復習すること 
小宮山

恭弘 

10 循環器画像診断 3 提示した循環器疾患について復習すること 

小宮山

恭

弘 



11 消化器画像診断 1 提示した肝胆膵疾患について復習すること 

小宮山

恭

弘 

12 消化器画像診断 2 提示した消化器疾患について復習すること 

小宮山

恭

弘 

13 消化器画像診断 3 提示した消化器疾患について復習すること 

小宮山

恭

弘 

14 疾病の画像診断演習 1 循環器疾患についてのレポート提出 

小宮山

恭

弘 

15 疾病の画像診断演習 2 消化器疾患についてのレポート提出 

小宮山

恭

弘 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

画像判読口頭試問とレポート評価 DP②③教員による学生の到達度（理解度）確認授業後に提出された

レポート内容につぃて口頭試問を行い、理解度を確認する。 

 

画 像 判

読 口 頭

試 問 

80 ％ レ

ポ ー ト

20％ 



授業科目名 リハビリテーション学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 金尾 顕郎 担当教員 

金尾 顕郎／三木屋 良輔／角田 

晃啓／木内 隆裕／松下 太／小

林 貴代／橋本 弘子 

科目ナンバリング HR20MHSA004 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

リハビリテーション医学の分野とその対象は多岐にわたる。リハビリテーションをより理解するために、リ

ハビリテーションの基礎や運動器系障害、呼吸循環器系障害、神経系障害、認知・精神障害などの臨床医学

の観点からわかりやすく論じる。 

 

学修目標 

リハビリテーションの意義、その重要性、方法などを理解する。＜DP②③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

必ず予習復習をしましょう 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

適宜授業内で指定する。 

 

研究室／オフィスアワー 

金尾：水曜日の 1 限、もしくは、事前に連絡があれば随時対応します。松下：C 棟 7 階研究室 17／木曜日 2

限目および 14 時～16 時 30 分三木屋：木曜日 4 限以降研究室にて（事前予約がのぞましい）木内：火曜日 5

限以降橋本：木曜日 4限以降(事前連絡で他日も対応可)角田：在室時は随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 リハビリテーションと神経科学① 
予習：一般的な英文解釈（2 時間）復習：提

示された論文を読む（2時間） 
木内 

2 リハビリテーションと神経科学② 
予習：一般的な英文解釈（2 時間）復習：提

示された論文を読む（2時間） 
木内 

3 神経難病のリハビリテーション① 

予習：神経筋難病についての振り返りをし

ておく（2 時間）復習：神経筋難病

の実際や課題についてまとめる（2

時間） 

小林 

4 神経難病のリハビリテーション② 

予習：神経筋難病についての振り返りをし

ておく（2 時間）復習：神経筋難病

の実際や課題についてまとめる（2

時間） 

小林 

5 クライン・フォーゲルバッハの運動学 

実技できる服装を用意予習：簡単な力学に

ついて調べること（2 時間）復習：

配布資料を用いて、他者の身体運動

金尾 



を観察すること（2時間） 

6 運動におけるシナジーとストラテジー 

実技できる服装を用意予習：簡単な反射・反

応を調べてくること（2時間）復習：

資料を用いて、日常生活での身体運

動を観察すること（2時間） 

金尾 

7 身体運動を考える 

実技できる服装を用意予習：筋膜、骨膜、靭

帯、皮膚など軟部組織について調べ

ること（2 時間）復習：運動におけ

る軟部組織の役割をまとめること

（2時間） 

金尾 

8 緩和ケアについて 

予習：終末期医療について簡単な基礎知識

を予習しておくこと。復習：終末期

の心理状態について復習する。（１

時間） 

三木屋 

9 サルコペニアについて 

予習：骨格筋について予習しておくこと。復

習：筋力増強について復習しておく

こと。（１時間） 

三木屋 

10 
内部障害リハビリテーションにおける行動

変容① 

予習：行動変容について調べる（２時間）復

習：配布された論文について理解す

る（２時間） 

角田 

11 
内部障害リハビリテーションにおける行動

変容② 

予習：事前配布資料を抄読する（２時間）復

習：配布された論文について理解す

る（２時間） 

角田 

12 認知症の人のリハビリテーション① 

（予習）4大認知症の症状やケアについて調

べる（2時間）（復習）認知症の人に

対する非薬物療法について調べる

（2時間） 

松下 

13 認知症の人のリハビリテーション② 

予習：認知症の人に対するパーソン・センタ

ード・ケアについて調べる（2時間）

復習：認知症の人の非薬物療法につ

いて文献検索して文献を熟読する

（2時間） 

松下 

14 
精神科におけるリハビリテーション 精神

疾患を脳科学の視点で理解する 

予習：統合失調症や気分障害について（2時

間）復習：精神疾患を脳科学の視点

で理解する（2時間） 

橋本 

15 
ニューロリハビリテーションにおけるダン

スの可能性  ～ニューロダンス～ 

予習:ニューロリハビリテーションの考え

方と芸術療法の接点について調べ

る（2 時間）復習：ニューロリハビ

リテーションについてまとめる（2

時間） 

橋本 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．授業への取り組み姿勢およびレポート等にて評価＜DP②③＞ 

 
1. 100% 



授業科目名 柔道整復学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 川畑 浩久／森 美侑紀 

科目ナンバリング HR20MHSA008 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

柔道整復は運動器の外傷・障害に対する施術を主な業とすることから、運動器疾患を中心に講義を進めてい

く。運動器疾患は日常生活のみならずスポーツ活動、就労活動をも妨げ、とりわけ高齢者では寝たきりの原

因となり、QOL を著しく低下させることから、本講義では骨関節外傷や障害などの病態、治療法についてより

深く解説し、その研究法についても概説することで、運動器疾患の病態についての理解を深めてもらう。ま

た近年運動器疾患と生活習慣病の関連性が注目されていることから、これについても柔道整復、統合医療の

観点から概説する。 

 

学修目標 

1．柔道整復学で扱う運動器疾患（外傷、障害）の病態について組織学的・分子生物学的に理解し説明できる。〈DP②③〉

2．柔道整復学で扱う運動器疾患と生活習慣病、酸化ストレスとの関連性について組織学的・分子生物学的に理解し

説明できる。〈DP②③〉3．柔道整復学で扱う運動器疾患の病態や治療介入による変化を組織学的、分子生物学的に理

解し、新たな研究の展開を計画できる。〈DP②③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．疑問点は大切にし、解決に向けて積極的に行動すること。2．グループ討議には積極的に参加すること。 

 

教科書 

1．適宜資料を配布する。 

 

参考書 

1．標準整形外科学 第 12 版.中村利孝/松野丈夫 監修.医学書院.2014.2．Kawahata H, et al. Continuous 

infusion of angiotensin II modulates hypertrophic differentiation and apoptosis of chondrocytes 

in cartilage formation in a fracture model mouse. Hypertens Res. 38: 382-393. 2015.3． 

 

研究室／オフィスアワー 

森美侑紀：S棟 14 研究室：木曜日 17:00～19:00 に対応いたします。川畑浩久：C棟研究室 707：木、金曜日

17:00～18:00 ですが、部屋にいればいつでも訪問可です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 柔道整復学概論①柔道整復学とは 

予習：柔道整復で扱う運動器疾患について

調べておくこと。復習：柔道整復学

で扱う運動器疾患（骨折、脱臼、靭

帯・筋損傷）の総論について復習し

ておくこと（配布資料参照）なお予

習復習はそれぞれ2時間ずつ行うこ

と。 

川畑 



2 
運動器疾患の病理学的研究法（組織学的研

究および分子生物学的研究）の概略 

予習：組織学的研究および分子生物学的研

究の概略について予習しておくこ

と。復習：運動器疾患の病理学的研

究法について復習しておくこと。な

お予習復習はそれぞれ2時間ずつ行

うこと。 

川畑 

3 
運動器外傷学①骨損傷の病態および修復過

程 

予習：骨折の病態について、その概略を予習

しておくこと。復習：骨折の病態、

特に修復過程について復習し、レポ

ートを提出すること。なお予習復習

はそれぞれ 2 時間ずつ行うこと。 

川畑 

4 
運動器外傷学②関節軟骨損傷の病態および

治療法 

予習：関節軟骨損傷の病態について、その概

略を予習しておくこと。復習：関節

軟骨損傷の病態、特に修復過程につ

いて復習しておくこと。なお予習復

習はそれぞれ 2時間ずつ行うこと。 

川畑 

5 
運動器外傷学③靭帯損傷の病態および治療

法 

予習：靭帯損傷の病態について、その概略を

予習しておくこと。復習：靭帯損傷

の病態、特に修復過程について復習

しておくこと。なお予習復習はそれ

ぞれ 2時間ずつ行うこと。 

川畑 

6 
運動器障害学①骨疾患（骨粗鬆症）の病態お

よび治療法 

予習：骨粗鬆症の病態について、その概略を

予習しておくこと。復習：骨粗鬆症

の病態における細胞や分子の動態

などについて復習し、レポートを提

出すること。なお予習復習はそれぞ

れ 2時間ずつ行うこと。 

川畑 

7 
運動器障害学②関節疾患（関節軟骨変性疾

患）の病態および治療法 

予習：関節軟骨変性疾患の病態について、そ

の概略を予習しておくこと.。復習：

関節軟骨変性疾患の病態における

細胞や分子の動態などについて復

習しておくこと。なお予習復習はそ

れぞれ 2時間ずつ行うこと。 

川畑 

8 
運動器障害学③関節疾患（炎症性関節疾患）

の病態および治療法 

予習：炎症性関節疾患の病態について、その

概略を予習しておくこと。復習：炎

症性関節疾患の病態における細胞

や分子の動態などについて復習復

習しておくこと。なお予習復習はそ

れぞれ 2時間ずつ行うこと。 

川畑 

9 
運動器障害学④筋腱疾患（退行性変性なら

びに外傷性疾患）の病態および治療法 

予習：筋腱の退行性変性疾患や外傷の病態

について、その概略を予習しておく

こと。復習：筋腱疾患や外傷の病態

における細胞や分子の動態などに

ついて復習しておくこと。なお予習

復習はそれぞれ 2 時間ずつ行うこ

と。 

川畑 

10 
運動器障害学⑤ロコモティブシンドローム

とメタボリックシンドロームの関連性 

予習：ロコモティブシンドローム、メタボリ

ックシンドロームについて、その概

略を予習しておくこと。復習：ロコ

モティブシンドロームとメタボリ

ックシンドロームの関連性のメカ

ニズムについて復習しておくこと。

なお予習復習はそれぞれ2時間ずつ

行うこと。 

川畑 

11 運動器疾患と生活習慣病の関連性 

予習：生活習慣病の概略について予習して

おくこと 復習：自らの生活習慣を

見直しながら復習を行うなお予習

復習はそれぞれ2時間ずつ行うこと 

森 

12 
運動器疾患と糖化・酸化ストレス①骨粗鬆

症との関連性 

予習：骨粗鬆症の概略について予習してお

くこと  復習：骨粗鬆症と糖化・

酸化ストレスとの関連性について

復習を行うなお予習復習はそれぞ

れ 2時間ずつ行うこと 

森 



13 
運動器疾患と糖化・酸化ストレス②変形性

関節症との関連性 

予習：変形性関節症の概略について予習し

ておくこと復習：変形性関節症と糖

化・酸化ストレスとの関連性につい

て復習を行うなお予習復習はそれ

ぞれ 2時間ずつ行うこと 

森 

14 
運動器疾患と生活習慣病の予防法糖化・酸

化ストレスを防ぐには 

予習：糖化・酸化ストレスの概略について調

べておくこと。復習：糖化・酸化ス

トレスを防ぐ生活習慣についてレ

ポートを提出する。なお予習復習は

それぞれ 2時間ずつ行うこと。 

森 

15 
運動器疾患への統合医療的アプローチ運動

器疾患に対するアロマセラピーの実際 

予習：アロマセラピーと植物精油の概要に

ついて調べておくこと。復習：アロ

マセラピーの概要と精油の成分や

使用方法、効果などについて復習す

ること。なお予習復習はそれぞれ 2

時間ずつ行うこと。 

森 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．講義中のディスカッション〈DP②③〉2．レポート評価〈DP②③〉3．レポートについては適宜返却し、必要

に応じて解説する。 

 

①30%

②70% 



授業科目名 療養支援看護学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 
吉村 弥須子／外村 昌子／升田 

寿賀子 

科目ナンバリング HR20MHSB012 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

人口の高齢化、生活習慣病やがん罹患者の増加に伴い、さまざまな健康問題を抱え、医療施設や在宅等で療

養生活を送る人々が増加している。長期にわたり治療や療養生活を送る人々とその家族に対する QOL 向上の

ための療養生活支援、健康回復支援、エビデンスに基づく看護実践（EBN：Evidence Based Nursing）などに

ついて学修する。主に成人期から老年期にある人々とその家族に対して活用できる理論の活用方法や健康評

価・分析方法、高度の専門的援助の実践などについて学修する。また在宅ケアに関わる諸制度、関係多職種

との連携など、在宅ケアシステム全体を視野に置き、健康障害を持ちながら、地域で生活する人々とその家

族の支援について探求する。 

 

学修目標 

1.療養支援に活用できる諸理論について理解し、活用方法について説明できる。〈DP②③〉2.社会環境や社会福祉施

策などを包括して、健康問題へのよりよい支援のあり方について文献検索を行い検討することができる。〈DP②③〉

3.健康問題を抱え療養生活を送る人々に必要な支援について、プレゼンテーションを行うことができる。〈DP②③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 授業は講義、ディスカッション、プレゼンテーションを組み合わせて行う。2. プレゼンテーションのた

めの資料を事前に準備する。 

 

教科書 

必要時資料を配布する。 

 

参考書 

必要時資料を配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

334 研究室（吉村）／月曜日 16:30～18:00 実習で不在の場合があるので随時相談可。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
成人期から老年期の健康問題と療養支援に

関する現状と課題 

成人期から老年期の健康問題と療養支援に

ついて調べてくる。 1 時間 

吉 村 

弥須子 

2 
療養生活におけるストレスコーピングとス

トレスマネジメント 

ストレスコーピング理論について復習し、

ストレスマネジメントに関する文

献検索を行う。 1 時間 

吉 村 

弥須子 

3 療養生活におけるセルフケア支援 

セルフケア理論について復習しセルフケア

支援に関する文献検索を行う。 1

時間 

吉 村 

弥須子 



4 急変状況における危機介入と意思決定支援 
危機理論、意思決定に関する理論について

復習し文献検索を行う。 1 時間 

吉 村 

弥須子 

5 がん治療における意思決定支援 
がん患者の意思決定支援に関する文献検索

を行う。 1 時間 

吉 村 

弥須子 

6 
高齢者の健康評価・分析方法、老年症候群や

フレイル、サルコペニアの予防 

包括的なアセスメントの視点と主なアセス

メントツールの評価・分析方法につ

いて学習する。(1 時間） 

外村昌

子 

7 
高齢者のリスクマネジメント、虐待および

身体拘束と倫理的課題 

高齢者の事故防止と身体拘束、虐待などの

倫理について学習する。（1時間） 

外村昌

子 

8 
高齢者の健康問題と療養支援および家族へ

の支援 

レジリエンス、エンパワーメントなどを活

用した支援のあり方や、ナラティブ

アプローチの必要性について学習

する。（1時間） 

外村昌

子 

9 

認知症高齢者のアセスメント、家族を含め

た支援とサポートシステム、非薬物療法と

評価 

認知症高齢者のアセスメント、家族を含め

た支援とサポートシステム、非薬物

療法と評価について学習する。（1時

間） 

外村昌

子 

10 
多死社会における終末期医療の決定プロセ

ス、終末期高齢者の看取りと家族支援 

終末期医療と尊厳を支える看護と看取り、

家族支援、事前指示などについて文

献検索をしておく。討議を通してケ

アのあり方について検討する。（1時

間） 

外村昌

子 

11 在宅療養を支える諸制度とその課題 
在宅療養生活を支える現行制度について整

理をする。 

升田寿

賀

子 

12 在宅療養生活を支える制度と課題 

在宅療養生活の問題となることと現行制度

について考察し、現代の在宅看護の

課題について考察する 

升田寿

賀

子 

13 療養者と家族を支える看護 

在宅療養を支える職種について学習する。

また家族を支える諸理論について

学習しておく 

升田寿

賀

子 

14 療養者と家族を支える看護職の役割 
がん、非がんを問わず終末期の在宅見取り

を含めた在宅看護の役割を考える 

升田寿

賀

子 

15 療養者と家族を支える看護職の役割 

在宅療養生活を支える看護職の役割につい

て概観し、在宅看護領域における看

護師に必要な能力と療養生活を支

える看護師を育成するためには、今

何が必要かを考察する 

升田寿

賀

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

・プレゼンテーション、ディスカッション 40%。〈DP②③〉・レポート 60%。〈DP②③〉 

 

・40％・

60％ 



授業科目名 神経系理学療法学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 澤田 優子 担当教員 澤田 優子 

科目ナンバリング HR20MHSB013 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 脳血管障害や脊髄損傷、神経筋疾患などの神経系疾患による運動障害や認知障害は多彩である。これらの

身体構造・機能障害を客観的に理解し、根拠のある理学療法を展開するために、神経系理学療法学に関する

研究成果を取り入れて、臨床現場でみられる患者の問題点について、治療方策の課題を臨床研究も含め検討

し解説する方法を学ぶ 

 

学修目標 

神経系疾患後遺症者の理学療法分野で行われている研究を挙げ、それぞれの意義を説明できる。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本講義を通じて、テーマに関する国内外の文献についてレビューを行い、ディスカッションを経験し、自分

の考えをまとめていくスキルを身に着けてください。 

 

教科書 

配布資料 

 

参考書 

随時紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 3 時限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 中枢神経系の理学療法と研究方法 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

2 テーマ決定、発表準備 1 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

3 テーマ決定、発表準備 2 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

4 テーマ発表 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

5 中間発表準備 1 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

6 中間発表準備 2 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 



7 中間発表準備 3 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

8 中間発表 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

9 最終発表準備 1 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

10 最終発表準備 2 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

11 最終発表準備 3 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

12 最終発表準備 4 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

13 最終発表準備 5 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

14 最終発表 

予習(2 時間)：授業テーマに関する文献を読

んでおく復習(2 時間)：授業テーマ

に関する自分の考えをまとめる 

澤田 

15 講義全体のまとめ 

予習(2 時間)：全講義内容について整理し、

疑問点を明確にしておく復習(2 時

間)：全講義内容についてまとめる 

澤田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価＜DP②③＞①講義中のプレゼンテーション（毎授業にて実施。計 15 回）②ディスカッション（毎

授業にて実施。計 15 回）③レポートによる評価（毎授業にて実施。計 15 回）2/3 の出席が必要 

 

①30%

②30%

③40% 



授業科目名 介護福祉学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 由利 禄巳 担当教員 由利 禄巳 

科目ナンバリング HR20MHSB014 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

介護福祉学特論では，日本と諸外国の高齢者問題の分析から，主に介護予防・自立支援の課題について考え

を深め，高齢者を対象とした研究課題や研究方法について探る． 

 

学修目標 

1.高齢者を対象とした日本・世界の課題と研究方法について説明することができる．＜DP②③＞ 2.世界の高齢者施

策の動向と課題を説明することができる．＜DP②③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 日本の高齢者を対象とした先行研究から知見と課題を整理します．2. 疑問を持つことが研究のスタート

です.疑問を言葉にして発信するよう努力してください．3.高齢者の課題を多面的に検討するためには，社会

のニュースに関心を持ち情報を得てください.ただし、情報は鵜呑みにせず，調査する視点を持ちましょう. 

 

教科書 

配布資料にて実施するため，指定する教科書はない． 

 

参考書 

医学的研究のデザイン 医学の質を玉ける疫学的アプローチ 木原雅子/木原正博訳 メディカル・サイエン

ス・インターナショナル 

 

研究室／オフィスアワー 

由利研究室／木曜午前 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 日本の高齢化（高齢者施策） 

予習：日本の高齢者施策について調べる（2

時間）．復習：高齢化の状況と高齢社

会における施策の課題を考える（2

時間）． 

由利 

2 
日本の高齢化の状況と地域包括ケアシステ

ム 

予習：地域包括ケアシステムについて調べ

る（２時間）．復習：地域包括ケアシ

ステムについて現状と課題をまと

める（2時間）． 

由利 

3 
高齢者を対象とした研究動向（日本）１PICO

と PECO の確認 

予習：PICO と PECO について調べる（2 時

間）．復習：研究論文の PICO と PECO

を確認する（2時間）． 

由利 

4 
高齢者を対象とした研究動向（日本）２PICO

と PECO の確認 

予習：研究論文における PICO と PECO を確

認する（2時間）．復習：PICO と PECO

を検討し理解できたことをまとめ

る（復習 2時間）． 

由利 

5 
高齢者を対象とした研究動向（世界）１PICO

と PECO 

予習：研究論文における PICO と PECO を確

認する（2時間）．復習：PICO と PECO
由利 



を検討し理解できたことをまとめ

る（復習 2時間）． 

6 
高齢者を対象とした研究動向（世界）２PICO

と PECO 

予習：研究論文における PICO と PECO を確

認する（2時間）．復習：PICO と PECO

を検討し理解できたことをまとめ

る（復習 2時間）． 

由利 

7 
高齢者を対象とした研究の理解１（背景と

研究目的） 

予習：高齢者を対象とした研究報告を読（2

時間）復習：高齢者を対象とした研

究における課題の導き出し方につ

いて理解できたことをまとめる（2

時間） 

由利 

8 
高齢者を対象とした研究の理解２（研究目

的とデザイン） 

予習：高齢者を対象とした研究方法のデザ

インを調べる（2 時間）復習：研究

デザインについて理解できたこと

をまとめる（2時間） 

由利 

9 
高齢者を対象とした研究の理解３（アウト

カム指標） 

予習：高齢者を対象とした研究のアウトカ

ム指標について調べる（2 時間）復

習：アウトカム指標について理解で

きたことをまとめる（2時間） 

由利 

10 
高齢者を対象とした研究の理解４（考察・先

行研究との関連） 

予習：類似研究との関連性について調べる

（2時間）復習：類似研究との関係・

考察について理解できたことをま

とめる（2時間） 

由利 

11 
高齢者を対象とした世界の研究 1（研究目的

とデザイン・アウトカム） 

予習：高齢者を対象とした英語文献を読む

（2 時間）復習：高齢者を対象とし

た研究について理解できたことを

まとめる（2時間 

由利 

12 
高齢者を対象とした世界の研究２（考察・先

行研究との関連） 

予習：類似研究との関連性について調べる

（2時間）復習：類似研究との関係・

考察について理解できたことをま

とめる（2時間） 

由利 

13 文献の批判的吟味１ 

予習：バイアス、妥当性について調べる（2

時間）復習：批判的吟味について理

解できたことをまとめる（2時間） 

由利 

14 文献の批判的吟味２ 

予習：CONSORT 声明について調べる（2時間）

復習：批判的吟味について理解でき

たことをまとめる（2時間） 

由利 

15 エビデンスとは 
予習・復習：エビデンスについて理解できた

ことをまとめる（2時間） 
由利 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

2/3 以上の出席と課題レポートと提出物等で評価＜DP②③＞ 

 
①100% 



授業科目名 心身健康科学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 井手口 範男 担当教員 井手口 範男 

科目ナンバリング HP20MHSB010 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

心身の健康問題の測定法や対処法について概説する．主に，心身に関する心理学（行動科学，認知科学）に関

する知見を紹介する． 

 

学修目標 

心身の健康問題に対する基本的な心理学的測定法，および対処法を修得し，活用することができる〈DP②③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

心理学的な視点から講義を進めます．初めて触れる考え方もあるかもしれないが，疑問があれば，迷わず質

問してくれることを期待している． 

 

教科書 

特に指定しないが，必要に応じて資料を配布する． 

 

参考書 

適宜紹介する． 

 

研究室／オフィスアワー 

Ｅ棟４Ｆ研究室１／火曜日５時限（空いていれば適宜対応します） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス：心身医学における心理学的研

究の意義 

シラバスを確認し，現在の心理学の主要な

研究対象がなんであるかを調べて

おく．【4時間．以下，文末の【】内

の数値は，予習復習の時間を示す】 

 

2 心身医学とは ガイダンスの内容をまとめておく．【4】  

3 精神分析的理論 
フロイトの精神分析学について、簡単にま

とめておく．【4】 
 

4 
学習理論１：条件づけ（レスポンデント条件

づけ，オペラント条件づけ） 

レスポンデント条件づけ，オペラント条件

づけについて調べておく．【4】 
 

5 
学習理論２：条件づけ（社会的学習理論，認

知的行動変容） 

社会的学習理論，認知的行動変容について

調べておく．【4】 
 

6 心と身体の相互作用１：情動・感情 
ジェームズ-ランゲ説とキャノン-バード説

について調べておく．【4】 
 

7 心と身体の相互作用２：ストレス ストレスとは何か，調べておく．【4】  

8 対人行動 

対人コミュニケーション，非言語コミュニ

ケーション，コミュニケーションス

キル等をキーワードに調べる．【4】 

 

9 医療における人間関係 
人間関係の様相について，役割理論をキー

ワードに調べておく．【4】 
 



10 対人コミュニケーション演習 
対人コミュニケーションについて調べ、演

習の結果をまとめる．【4】 
 

11 アサーショントレーニング演習 
アサーションについて調べ、演習の結果に

ついてまとめる．【4】 
 

12 心理検査１：質問紙法 

質問紙法の心理検査について予習し，自分

自身のテストの結果についてまと

める．【4】 

 

13 心理検査２：投影法 

投影法の心理検査について予習し，自分自

身のテストの結果についてまとめ

る．【4】 

 

14 精神物理学的測定法１：フェヒナーの法則 
フェヒナーの法則について予習し，心理実

験の結果をまとめる．【4】 
 

15 
精神物理学的測定法２：スティーブンスの

法則 

スティーブンスの法則について予習し，心

理実験の結果をまとめる．【4】 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義内での課題〈DP②③〉 ②講義内容に関するディスカッション等への参加状況〈DP②③〉③レポー

ト〈DP②③〉上記の結果、総合 60 点以上で単位認定とする． 

 

①25%

②35%

③40% 



授業科目名 専門演習 (保健医療学専攻)：堀 

主担当教員 堀 竜次 担当教員 堀 竜次 

科目ナンバリング SR20MHSA001 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 専門演習 (保健医療学専攻)：工藤 

主担当教員 工藤 慎太郎 担当教員 工藤 慎太郎 

科目ナンバリング SR20MHSA001 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    



16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 専門演習 (保健医療学専攻)：中原 

主担当教員 中原 英博 担当教員 中原 英博 

科目ナンバリング SR20MHSA001 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 3

限)、後期(金曜

5 限) 

授業形態 実験・実習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各学生の専門領域に応じて、担当教員の指導のもとに臨床系あるいは基礎系の演習を行う。臨床系演習とし

て大学附属施術所演習および関連病院演習を、基礎系演習として実験室演習および文献講読演習を設ける。

臨床系演習は医療資格既得者のみ可能であり、医療施設において教員の臨床活動の補助をしながら、症例の

集積と分析を行う。基礎系演習は、専門領域の実験手法を習得したり文献収集と情報抽出力を強化したりす

る。 

 

学修目標 

自分の専門領域における臨床あるいは実験の手法、または情報収集・分析の能力を身に付ける。<DP②③④>臨床系演

習では症例の客観的な分析ができる。<DP②③④>基礎系演習では実験テクニックや文献情報抽出のスキルを強化す

る。<DP②③④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員と相談の上、学生個別の主担当教員を決定する。 

 

教科書 

各指導教員が個別に提示する。 

 

参考書 

各指導教員が個別に提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

山下：月曜４・６限その他の教員については、担当となった時点で直接交渉して決定してください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

臨床系演習１．大学附属施術所における鍼

灸臨床のトレーニングと症例の集積・分析  

森ノ宮医療大学附属鍼灸施術所または学外

提携医療施設において、疾患や病態につい

て特定のテーマを設け、それに対する鍼灸

施術と臨床データの収集を行い、過去の文

献と比較しながら分析する。また、鍼灸臨床

に必要な医療面接の方法と検査方法、病態

把握の仕方、インフォームド・コンセントの

手順について実践を通して学ぶ。さらに、鍼

灸施術を通して健康維持増進をどのように

行うのか、その方法、評価法、検証法などを

個別に相談して決定する  



模索する。２．関連病院 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業での技能チェック４０％、授業での知識チェック３０％、取り組みの態度３０％。   授業冒頭で前回

授業内容いついて口頭試問を行い理解度のチェックを行う。 

 

左 記 割

合 に て

100% 



授業科目名 特別研究 (保健医療学専攻)：堀 

主担当教員 堀 竜次 担当教員 堀 竜次 

科目ナンバリング SR20MHSA002 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

2022 年度 前

期(金曜 2 限)、

2022 年度 後

期(金曜 4 限)、

2023 年度 前

期(月曜 1 限)、

2023 年度 後

期(月曜 1 限) 

授業形態  単位数 6.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    



12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究 (保健医療学専攻)：工藤 

主担当教員 工藤 慎太郎 担当教員 工藤 慎太郎 

科目ナンバリング SR20MHSA002 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

2022 年度 前

期(金曜 2 限)、

2022 年度 後

期(金曜 4 限)、

2023 年度 前

期(月曜 1 限)、

2023 年度 後

期(月曜 1 限) 

授業形態  単位数 6.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    



12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究 (保健医療学専攻)：中原 

主担当教員 中原 英博 担当教員 中原 英博 

科目ナンバリング SR20MHSA002 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

2022 年度 前

期(金曜 2 限)、

2022 年度 後

期(金曜 4 限)、

2023 年度 前

期(月曜 1 限)、

2023 年度 後

期(月曜 1 限) 

授業形態 実験・実習 単位数 6.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

研究指導教員の下で研究テーマを決め、先行研究レビュー、プロトコール作成、倫理的配慮、研究手法の習

得、研究の実施、データ分析、考察、論文執筆、プレゼンテーションなど、一連の研究過程を学ぶ。その成果

として、過去に提示されていないオリジナルのデータを含む修士論文を提出して審査を受ける。 

 

学修目標 

専門領域における文献収集、実験または調査、およびデータ分析ができる。専門領域における研究結果について、論

理的解釈にもとづき論文執筆ができる。自身の研究結果と解釈についてプレゼンテーションとディスカッションがで

きる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

上記「担当教員」のうち１名が研究指導教員となる。大学院生ごとに研究指導教員が異なるので、当該教員

とよく話し合ってスケジュールに遅れないように研究活動を進めていただきたい。 

 

教科書 

資料を配布する。また、各指導教員が個別に提示する。 

 

参考書 

資料を配布する。また、各指導教員が個別に提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

自分の研究指導教員と相談して決定してください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

１～５．研究テーマの関連文献の収集方法

を身に付け、実際に収集と調整を行うこと

によって取り扱う分野における最新情報を

把握する。 

個別に相談して決定する  

2 
６～１０．関連文献をダイジェストし、教員

や同級生とディスカッションを行う。また、
  



研究計画書の原案を作成する。 

3 

１１～１５．研究デザイン発表を行い、ディ

スカッションとアドバイスにもとづき計画

書を完成させる。倫理審査が必要な研究は

申請書を提出する。 

  

4 

１６～２０．予備的な実験また調査を行っ

て研究計画の妥当性を検討し、研究計画書

の最終版を完成させ、データ収集を開始す

る。 

  

5 

２１～２５．実験、調査、また臨床試験を実

施してデータを収集する。また、中間発表を

行って複数の教員や研究者から意見を聞

き、軌道修正する。 

  

6 
２６～３０．実験、調査、または臨床試験を

行ってデータを収集する。 
  

7 

３１～３５．実験、調査、または臨床試験を

行ってデータを収集する。また、データの解

析を行って、論理的な解釈を行い、論文を執

筆する。 

  

8 

３６～４０．論文を執筆するとともに、追加

実験、再分析、文献再収集が必要な場合はそ

れらを実施する。 

  

9 

４１～４５．公開発表会において研究成果

を発表し、そこでの指摘を反映させて論文

を完成させて提出し、審査による最終評価

を受ける。 

  

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

本大学院の学則および学位審査に関する細則にもとづき審査して決定する 

 

研 究 成

果 20％

プ レ ゼ

ン 30％

修 論 内

容 50％ 



授業科目名 プログラム言語特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎／原 良昭 

科目ナンバリング 
HLA20MHSA00

6 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

様々な業務を抱える医療従事者や研究者にとって、定型的なデータ処理を自動化することできるプログラミ

ングの知識は必要不可欠なものである。また、プログラムによる自動処理では、処理結果が同じであっても

用いたアルゴリズムによって処理に要する時間が大きくことなることが知られている。本科目では、異なる

分野で幅広く利用されている python を用いて、アルゴリズムについて学習する。 

 

学修目標 

1. ソートを行う効率的なプログラムを開発できるようになる。2. 探索を行う効率的なプログラムを開発できるよう

になる。3. 最短経路問題に対応するアルゴリズムを説明できるようになる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. アルゴリズムの学修を目的とするため、python の文法に関する説明は最低限のものとなる。履修者は各

自で python の基本的文法を修めていることが望ましい。2. 本科目は履修者による輪講形式で実施する。履

修者は予め定められた内容についてプレゼンテーションを行うことになる。そのため、自由に利用できるノ

ート PC を所持していない場合は、履修前に相談に来ること。 

 

教科書 

1. 『問題解決力を鍛える!アルゴリズムとデータ構造』,  大槻兼資 /  講談社 2. 『プログラマーなら知っ

ておきたい 40 のアルゴリズム 定番・最新系を Python で実践!』翻訳 株式会社クイープ / インプレス 

 

参考書 

1. 『スッキリわかる Python 入門』 国本大悟 / インプレス 2.『Python で学ぶアルゴリズムの教科書 一生

モノの知識と技術を身につける』廣瀬豪 / インプレス 

 

研究室／オフィスアワー 

原  C 棟 7F 教職員室 / 金曜日 4限 面談には可能な限り事前予約を行うこと片山 C 等 7F 片山研究室/メ

ール等により事前連絡・在室時は適時対応します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
プログラム環境の構築・python の実行環境

を構築する。 

予習時間: 2 時間予習内容: プログラム言

語の種類について調べておく復習

時間: 2 時間復習内容: 講義で行

った内容を再度、各自で実施し、習

得できていることを確認する。実施

できない事項があっった場合は、教

員に確認するなど次回の講義まで

に習得する。 

原  

良昭片

山  俊

郎 



2 

基本的文法 1・数値と文字の扱いを説明でき

る・変数を説明できる。・変数に対する演算

子と演算結果を説明できる。・リストとタプ

ルを説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良昭片

山  俊

郎 

3 
基本的文法 2・条件分岐と繰り返しを説明で

きる。・リストの内包表記を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良昭片

山  俊

郎 

4 基本的文法 3・関数とクラスを説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良昭片

山  俊

郎 

5 
アルゴリズムと計算量・計算量の評価方法

を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良昭片

山  俊

郎 

6 ソート 1・選択ソートを説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良昭片

山  俊

郎 

7 ソート 2・挿入ソートを説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良昭片

山  俊

郎 

8 ソート 3・バブルソートを説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良

昭

片

山 

俊

郎 

9 ソート 4・ヒープソートを説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

原  

良昭片

山  俊

郎 



義までに習得する。 

10 ソート 5・マージソートを説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良

昭

片

山 

俊

郎 

11 ソート 6・クイックソートを説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良

昭

片

山 

俊

郎 

12 探索 1・線形探索を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良

昭

片

山 

俊

郎 

13 探索 2・二分探索を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良

昭

片

山 

俊

郎 

14 
探索 3・木構造を説明できる。・幅優先探索

を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良

昭

片

山 

俊

郎 

15 探索 4・深さ優先探索を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指示された内容について要約を作

成する。復習時間: 2 時間復習内容: 

講義で行った内容を再度、各自で実

施し、習得できていることを確認す

る。実施できない事項があっった場

合は、教員に確認するなど次回の講

義までに習得する。 

原  

良

昭

片

山 

俊

郎 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 輪講でのプレゼンテーション※評価内容: 講義初回に評価ポイントを記載したルーブリックを提示しま

す。※フィードバック方法: 評価ポイントに対する評価を開示します。2. 課題※内容: 講義にて説明しま

す。※評価内容: 講義にて説明します。※提出期限: 講義にて説明します。 

 

1. 70%2. 

30% 



授業科目名 生物統計学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎／原 良昭 

科目ナンバリング 
HLA20MHSA00

7 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 3 限、金曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生物統計学は医療・健康科学分野を対象とした応用統計学で、本講座では、臨床研究や疫学研究における基

本的なデザインなどを概説し、基本的な統計解析手法から実際に現場で使われている統計解析の方法論を習

得します。講義においては、統計ソフト（R・EZR）を用いて臨床データの解析を行うことにより、統計学の習

得を目指して展開していきます。 

 

学修目標 

１．生物統計学の基本を理解する。２．医学に関する現象を統計学的に処理できるスキルを身につける。３．統計学

的処理で得られた結果の判断ができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 講義では実際に EZR を操作してもらいます。事前に EZR の操作方法を調べておいてください。なお、講義

中にわからなくなった場合は、直ぐに教員に確認してください。2. 本科目の後半は輪講形式となります。履

修者は予め割り当てられた内容について説明を行って頂きます。 

 

教科書 

1.『臨床研究の教科書 第 2版』, 川村孝, 医学書院 2. 『初心者でもすぐにできるフリー統計ソフト EZR(Easy 

R)で誰でも簡単統計解析』, 神田 善伸, 南江堂 

 

参考書 

1. 『みんなの医療統計 12 日間で基礎理論と EZR を完全マスター! 」, 新谷 歩, 講談社 2. 『みんなの医

療統計 多変量解析編 10 日間で基礎理論と EZR を完全マスター!」, 新谷 歩, 講談社 

 

研究室／オフィスアワー 

原  C 棟 7F 教職員室 / 火曜日 2限 面談は可能な限り事前予約を行ってください。 片山 片山俊郎研究

室(C 棟７F研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は適時対応します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
統計実施環境の構築・統計ソフト(R・EZR)の

環境を構築できるようになる。 

予習時間: 3 時間予習内容: シラバス内容

および教科書内容の確認復習時間: 

1 時間復習内容: 講義内容のまと

めと課題の実施 

片 山 

俊郎原 

良昭 

2 

研究デザイン 1・変数の種類について説明で

きる。・オッズとリスクを説明できる。・エビ

デンスレベルについて説明できる。・因果関

係の示し方について説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

片 山 

俊郎原 

良昭 



習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

3 

研究デザイン 2・ランダム化比較試験研究に

ついて説明できる。・他の研究デザインと比

較して症例報告の意義を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

片 山 

俊郎原 

良昭 

4 

研究デザイン 3・横断研究を説明できる。・

縦断研究である症例対照研究を横断研究と

比較して説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

片 山 

俊郎原 

良昭 

5 

研究デザイン 4・コホート研究を症例対照研

究と比較して説明できる。・オッズ比とリス

ク比の違いを説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

片 山 

俊郎原 

良昭 

6 

仮説検定と p 値・帰無仮説について説明で

きるようになる。・p 値の意味について説明

できるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

片 山 

俊郎原 

良昭 

7 

2 つの変数間の関係・相関関係と単回帰分析

について説明できる。・単変量を対象とする

統計手法について説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

片 山 

俊郎原 

良昭 

8 

多重比較と研究デザイン・検定を繰り返し

て実施することで論文全体の有意水準がど

のように変化するのかを説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

片山 

俊

郎

原 

良

昭 

9 解析手法 1・重回帰分析を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

片 山 

俊郎原 

良昭 

10 
解析手法 2・ロジスティック回帰分析を説明

できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

片山 

俊

郎

原 

良

昭 

11 解析手法 3・生存時間分析を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

片山 

俊

郎

原 



習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

良

昭 

12 
解析手法 4・コックス比例ハザードモデルを

説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

片山 

俊

郎

原 

良

昭 

13 
研究デザイン 5・差分の差分解析を説明でき

る。・不連続回帰を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

片山 

俊

郎

原 

良

昭 

14 

研究デザイン 6・傾向スコアを説明できる。・

傾向スコアを用いたマッチングを説明でき

る。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

片山 

俊

郎

原 

良

昭 

15 
研究デザイン 7・メタアナリシスを説明でき

る。 

予習時間: 2 時間予習内容: 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成し、課

題を行う。 

片山 

俊

郎

原 

良

昭 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 輪講でのプレゼンテーション※評価内容: 講義初回に評価ポイントを記載したルーブリックを提示しま

す。※フィードバック方法: 評価ポイントに対する評価を開示します。2. 課題※内容: 講義にて説明しま

す。※評価内容: 講義にて説明します。※提出期限: 講義にて説明します。 

1. 70%2. 

30% 



授業科目名 発達支援リハビリテーション特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 伊藤 直子 担当教員 伊藤 直子 

科目ナンバリング HP20MHSA004 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

NICU で出生する低出生体重児やリスク児、障害児の増加に対し、在宅での育児をとぎれなく支援するために、

様々な専門職が連携し、子育て支援包括支援センターを中心にチーム創りをすすめる作業が急務である。現

在の周産期医療を取り巻く現状と課題を明らかにしながら、各専門職がリスクのある乳幼児と家族への支援

技術を高めるための知識と技術を得る。 

 

学修目標 

①周産期に関わる専門職の理解②NICU から地域につなぐチーム医療の理解③各専門職の役割を明確にする④小児在

宅医療に必要な知識と技術を得る⑤療育体系の理解（早期治療・早期療育の技術） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

低出生体重児や発達障害などのリスクをもつ乳幼児の育児に必要な知識と技術を、病院と地域で共有できる

ようにしたいと考えています。NIDCAP やデベロプメンタルケアのアプローチを地域につなぐために、それぞ

れの子どもに適した姿勢運動や感覚情報処理、具体的な育児方法の検討へとすすめていきます。乳幼児に関

わる時、常に将来の健康と幸福な人生の開拓につながるように、家族を支援していく姿勢を学びます。実際

の子どもと家族の現場に参加しながらすすめる授業です。 

 

教科書 

特に指定しません。随時紹介します。 

 

参考書 

田村正徳ほか監修：はじめよう ! おうちでできる 子どものリハビリテーション&やさしいケア 小さく生ま

れた子どもや重い障がいのある子どもの在宅支援のために：三輪書店 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜日 17:00～18:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 小児在宅医療とリハビリテーション 

各 4 時間の自修で、関連文献の通読などで

準備してください。予習：自身の背

景と課題を整理しておく復習：「周

産期医療」「小児医療」の現状と課題

を調査する 

伊藤 

2 子どもと家族 

予習：小児医療や子どもの発達復習：正常発

達知識の臨床応用の考え方を具体

的に提示できる 

伊藤 

3 低出生体重児の特徴 

予習：低出生体重児や発達障害の現状の理

解復習：NICU から在宅につなぐ役割

を具体的に提示できる 

伊藤 



4 
小さく生まれた子どものリハビリテーショ

ン（NICU） 

予習：低出生体重児や発達障害児のフォロ

ーアップ体制を知る復習：関連機関

での役割と連携 

伊藤 

5 発達評価：4か月 

予習：定型発達における原始反射や頭のコ

ントロールの発達を確認復習：発達

の遅れやゆがみに対する対策を考

える 

伊藤 

6 発達評価：7か月 

予習：抗重力姿勢の発達と寝返りまでの道

筋と発達的意義(臨界期の確認)復

習：寝返りと発達的意義を考慮した

育児支援 

伊藤 

7 発達評価:10 か月 

予習：座位の獲得までの道筋復習：三項関係

獲得の条件と運動発達と認知発達

の関連性 

伊藤 

8 発達評価：12 か月 
予習：移動機能の発達と上肢機能の関連性

復習：育児支援への反映方法 
伊藤 

9 重症心身障害児 

予習：重い障害をもつ子どもの医療体制復

習：育児支援と医療ケア児に関わる

施策 

伊藤 

10 健康管理とリスク管理 
予習：子どもの健康管理復習：バイタルと育

児 
伊藤 

11 呼吸ケア 
予習：子どもの呼吸器ケアの実際復習：疾患

別対策と学校支援 
伊藤 

12 循環管理とケア 
予習：NICU 経過後に見られる循環障害復習：

成長発達と健診、学校保健 
伊藤 

13 てんかん・睡眠 
予習：こどもの睡眠管理とてんかん復習：保

育所・学校生活での支援 
伊藤 

14 摂食・嚥下・排泄 
予習：子どもの摂食嚥下・哺乳と離乳の指針

復習：保育所や学校での給食支援 
伊藤 

15 遊びとコミュニケーション、社会性の発達 
予習：子どもの遊びと仕事復習：自立就労に

至る道筋 
伊藤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

事例報告などのレポートと実践報告で評価します。 

 
100% 



授業科目名 医療安全学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 山口 功 担当教員 山口 功／今井 信也 

科目ナンバリング HP20MHSA008 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

全ての医療職業人に必須である医療安全について、ヒューマンズファクタ、システム、チーム医療の醸成な

どからノンテクニカルスキルの基本的な考え方を学び、医療安全の向上と医療事故防止のスキルを身につけ

る。また、放射線診療に特化したインシデント事例から医療事故発生後の対応、エラー分析の基本、安全教

育についての考え方や手法を理解する。 

 

学修目標 

1．医療安全の基本的な考え方を説明できる。<DP①> <DP④>2．インシデント、医療事故の発生要因および背景要因

を科学的に分析できる。<DP①> <DP④>3．品質改善の手法を用いて、専門業務のPDCAサイクルを実践できる。<DP①> 

<DP④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

模擬的な医療事故等を想定して、色々な手法でグループディスカッションを行います。グループディスカッ

ションに積極的に参加して、自分の意見を述べ、他者の意見を聞き、解決策をまとめることを心がけてくだ

さい。 

 

教科書 

WHO 患者安全カリキュラムガイド：多職種版 2011（東京医科大学 日本語翻訳版：Web より各自ダウンロード） 

 

参考書 

特に指定しないが、論文、記事、関連資料等を適宜紹介(配布)します。 

 

研究室／オフィスアワー 

山口 功／さくら棟 5階研究室 2 山口研究室 適宜対応する。今井信也／適宜対応する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 医療安全の概要 

予習：テキストのトピック 1 を読む。（2 時

間）復習：患者安全の役割およびグ

ループワークの内容をまとめる。（2

時間） 

山口 

2 ヒューマンファクターズの重要性 

予習：テキストのトピック 2 を読む。（2 時

間）復習：ヒューマンファクターズ

の重要性およびグループワークの

内容をまとめる。（2時間） 

山口 

3 システムが患者管理に与える影響 

予習：テキストのトピック 3 を読む。（2 時

間）復習：システムと患者安全の関

係およびグループワークの内容を

まとめる。（2時間） 

山口 

4 チームワークの重要性 
予習：テキストのトピック 4 を読む。（2 時

間）復習：チームワークの重要性お
山口 



よびグループワークの内容をまと

める。（2時間） 

5 医療におけるエラーの理解と安全管理 

予習：テキストのトピック 5 を読む。（2 時

間）復習：医療上のエラーと患者安

全の関係およびグループワークの

内容をまとめる。（2時間） 

山口 

6 臨床におけるリスクマネージメント 

予習：テキストのトピック 6 を読む。（2 時

間）復習：臨床におけるリスクマネ

ージメントの重要性およびグルー

プワークの内容をまとめる。（2 時

間） 

山口 

7 品質改善の手法 

予習：テキストのトピック 7 を読む。（2 時

間）復習：品質改善手法およびグル

ープワークの内容をまとめる。（2時

間） 

山口 

8 患者コミュニケーションの重要性 

予習：テキストのトピック 8 を読む。（2 時

間）復習：患者コミュニケーション

と患者安全の関係およびグループ

ワークの内容をまとめる。（2時間） 

山口 

9 
医療機関における医療安全管理体制医療機

器の安全管理体制 

予習：日本における医療安全の歴史的経緯

を調べる。（2時間）復習：医療機関

に必要な医療安全管理体制および

各自が所属する施設の医療機器管

理体制を調査しまとめる。（2時間） 

山口 

10 グループワーク 

予習：ワークアウトの準備を行う。（2時間）

復習：グループワークの内容をまと

める。（2時間） 

山口 

11 診療用放射線の安全管理体制① 

予習：放射線が健康に与える影響を調べる

（２時間）復習：講義の資料を理解

する（２時間） 

今井 

12 診療用放射線の安全管理体制② 

予習：放射線防護について調べる（２時間）

復習：講義の資料を理解する（２時

間） 

今井 

13 X 線画像診断領域における安全管理 

予習：X線検査での安全管理を確認する（２

時間）復習：講義の資料を理解する

（２時間） 

今井 

14 診療画像診断領域における安全管理 

予習：MRI 検査での安全管理を確認する（２

時間）復習：講義の資料を理解する

（２時間） 

今井 

15 グループワーク 

予習：X 線および MRI 検査での危険性を確

認する（２時間）復習：グループワ

ークの内容をまとめる（２時間） 

今井 

16    
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18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．グループワークへの参加 2．課題レポート・試験・課題に対するフィードバック方法  レポート等の提出

物は基本的に返却しないが、希望者には返却する。 

 

1．30％

2．70％ 



授業科目名 血液学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 藤原 牧子 担当教員 藤原 牧子 

科目ナンバリング HR20MHSA003 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

血液は赤血球、白血球、血小板の細胞成分と血漿部分とからなり、生命維持に必須の役割を担っている。こ

の講義では血液学の基礎知識として血液の血球成分と凝固・線溶因子について、その構造や機能、疾患や治

療について広く学修する。講義の後半では、臨床 / 研究領域に於ける血液学の考え方についてディスカッシ

ョンの機会を設け、理解を深めると共に総合的な知識のまとめとしたい。 

 

学修目標 

血液学についての正しい知識に基づいて、臨床検査データや研究データを解釈することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

血液学を「使える知識」にするために、講義の時間外で健康番組や医学雑誌、インターネットなどを活用し、

多方面からの情報収集に努めてください。 

 

教科書 

なし 講義で使用する資料はその都度配布する。 

 

参考書 

なし 必要があれば講義時間内に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟 7階職員室/ 水・木・金曜日 17:00～18:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 血液学入門血液の役割・造血 

予習：血液学の定義を調べる（2時間）復習：

講義内容について各自専門領域と

の繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

2 赤血球の構造・生理 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

3 赤血球系疾患 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

4 白血球の役割、細胞回転 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

5 免疫のしくみ 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

6 造血器疾患① 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 



7 造血器疾患② 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

8 造血器疾患の治療 分子標的療法 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

9 血小板の構造と機能 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

10 血小板の数的異常・血小板機能異常症 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

11 凝固・線溶のしくみ 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

12 出血傾向と血栓性素因 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

13 各種血液検査と異常値の出るメカニズム① 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

14 各種血液検査と異常値の出るメカニズム② 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 

15 各種血液検査と異常値の出るメカニズム③ 

予習：前回までの内容を振り返る（2時間）

復習：講義内容について、各自専門

領域との繋がりを考える。（2時間） 

藤原 
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成績評価方法と基準 割合 

レポート〈DP①〉＊テーマ、書式等については授業内に説明します＊評価基準：ルーブリックを提示します

【フィードバック方法】ルーブリック評価の結果とともに必要によりコメントを付記して返却する。 

 

100% 



授業科目名 運動器系理学療法学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 工藤 慎太郎 担当教員 工藤 慎太郎 

科目ナンバリング HR20MHSA005 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

運動器疾患に対する保存療法および観血療法後の理学療法のアップデートな話題を取り上げ、実習および議

論し、臨床応用可能な技術とする。 

 

学修目標 

・最新の運動器理学療法の端緒を知る（運動器が専門ではない理学療法士・作業療法士）・最新の運動器理学療法の

理論を知り、実践できる。（運動器理学療法の専門家） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業外での積極的な論文抄読および実践を求めます。 履修する際には事前にスケジュールなどを調整する

ため、必ず相談に来てください。 

 

教科書 

「見える！」運動器リハビリテーション（文光堂） 

 

参考書 

特に指定なし 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４F17 研究室 月１限 もしくはメールにて受け付けます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 最新研究の紹介 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

2 最新の論文紹介およびディスカッション 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

3 最新の論文紹介およびディスカッション 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

4 最新の論文紹介およびディスカッション 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

5 エコーガイド下運動療法 エコー画像の解析（2h） 工藤 

6 エコーガイド下運動療法 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

7 エコーガイド下運動療法 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

8 エコーガイド下運動療法 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

9 エコーガイド下運動療法 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

10 エコーガイド下徒手療法 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

11 エコーガイド下徒手療法 英語論文の抄読 (2h) 工藤 



12 エコーガイド下徒手療法 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

13 エコーガイド下徒手療法 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

14 エコーガイド下徒手療法 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

15 エコーガイド下徒手療法 英語論文の抄読 (2h) 工藤 

16    
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18    
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23    
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25    
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成績評価方法と基準 割合 

講義中の課題と討論の状況を持って判定します。 

 

課 題

90 ％ 討

論 10％ 



授業科目名 難病リハビリテーション特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 橋本 弘子 担当教員 橋本 弘子／小林 貴代 

科目ナンバリング HR20MHSA006 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

多くの疾患がある中、神経筋難病ＡＬＳ／パーキンソン病に焦点を置き、疾患の特性・治療学の実際・リハ

ビリテーションの実際・ＡＤＬやＱＯＬに至る様々な視点から講義を組み立てる。ニューロダンスやコミュ

ニケーション支援機器体験などの演習も行う。 

 

学修目標 

神経筋難病における詳細や実際を知り、リハビリテーション分野における、作業療法的アプローチについて理解す

る。現状とともに、将来的な課題や研究の必要性・課題を模索できるように思考する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

予習復習を必ず行うこと 

 

教科書 

特に定めない 

 

参考書 

適宜授業内で紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

小林：Ｃ棟 7 階研究室１９にて、授業・会議などない時間で随時対応する橋本：Ｃ棟 7階研究室 22 にて、授

業・会議などない時間で随時対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ニューロリハビリテーションの考え方 

予習：ニューロリハビリテーションについ

て予習しておくこと（2時間）復習：

授業のまとめを行うこと（2時間） 

橋本 

2 ニューロリハビリテーションの適応 

予習：ニューロリハビリテーションについ

て予習しておくこと（2時間）復習：

授業のまとめを行うこと（2時間） 

橋本 

3 
神経・筋難病（パーキンソン病）の理解とリ

ハビリテーション 

予習：パーキンソン病について予習してお

くこと（2 時間）復習：授業のまと

めを行うこと（2時間） 

橋本 

4 
神経・筋難病（パーキンソン病）のリハビリ

テーションの実際 

予習：パーキンソン病について予習してお

くこと（2 時間）復習：授業のまと

めを行うこと（2時間） 

橋本 

5 
神経・筋難病（脊髄小脳変性症）の理解とリ

ハビリテーション 

予習：脊髄小脳変性症について予習してお

くこと（2 時間）復習：授業のまと

めを行うこと（2時間） 

橋本 

6 
神経・筋難病（脊髄小脳変性症）の理解とリ

ハビリテーション 

予習：脊髄小脳変性症について復習してお

くこと（2 時間）復習：授業のまと

めを行うこと（2時間） 

橋本 



7 精神科疾患の理解とリハビリテーション 

予習：精神疾患および心身機能について予

習しておくこと（2 時間）復習：授

業のまとめを行うこと（2時間） 

橋本 

8 リウマチの理解とリハビリテーション 

予習：リウマチについて予習しておくこと

（2 時間）復習：授業のまとめを行

うこと（2時間） 

橋本 

9 リウマチの理解とリハビリテーション 

予習：リウマチについて予習しておくこと

（2 時間）復習：授業のまとめを行

うこと（2時間） 

橋本 

10 神経筋難病の実際（ＡＬＳ）作業療法の実際 

予習：神経筋難病について予習しておくこ

と（2 時間）復習：授業のまとめを

行うこと（2時間） 

小林 

11 神経筋難病の実際（ＡＬＳ）生活環境 

予習：神経筋難病について予習しておくこ

と（2 時間）復習：授業のまとめを

行うこと（2時間） 

小林 

12 神経筋難病の実際（ＡＬＳ）福祉用具 

予習：神経筋難病について予習しておくこ

と（2 時間）復習：授業のまとめを

行うこと（2時間） 

小林 

13 神経筋難病の実際（ＡＬＳ）呼吸とＡＤＬ 

予習：神経筋難病について予習しておくこ

と（2 時間）復習：授業のまとめを

行うこと（2時間） 

小林 

14 神経筋難病の実際（ＡＬＳ）摂食嚥下 

予習：神経筋難病について予習しておくこ

と（2 時間）復習：授業のまとめを

行うこと（2時間） 

小林 

15 
神経筋難病の実際（ＡＬＳ）ＱＯＬの軸をな

すコミュニケーション支援 

予習：神経筋難病について予習しておくこ

と（2 時間）復習：授業のまとめを

行うこと（2時間） 

小林 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．授業への取り組み姿勢及びレポートなどにて評価 

 
1.10% 



授業科目名 認知症作業療法学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 松下 太 担当教員 松下 太 

科目ナンバリング HR20MHSB007 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

作業療法の視点から、認知症の予防から重度認知症の人に対する効果的な介入を紹介する。さらに、介入自

体の妥当性を検証し、その効果判定について講義する。 

 

学修目標 

1．認知症発症のリスクを理解し、認知症予防に効果的な介入を文献レビューし、医療科学的な視点から深い洞察を

加えることが     できる。＜DP①③＞ 2．認知症予防から重度認知症の人への介入効果を医療科学的な視点で説明

できる。＜DP①③＞3．自身が行う予定の特別研究において、認知症を対象とした介入研究を計画することができる。

＜DP①③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ディスカッションを中心とした講義で、知識・実例の解説と質疑応答を交えながら進行する。毎回のテーマ

に関する論文、記事、資料を事前に指定するので目を通し、授業後には自身の専門分野と予定している研究

テーマに当てはめて未解決の課題を抽出すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。教科書の指定はない。 

 

参考書 

質疑に応じて、適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 2限目（10：40-12：10） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 個別に相談して決定する 個別に相談して決定する 松下 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    



10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題レポート＜DP①③＞②質疑応答時に発言内容＜DP①③＞ 

 

①70%

②30% 



授業科目名 現代臨床鍼灸学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 
山下 仁／増山 祥子／鍋田 智

之 

科目ナンバリング HR20MHSA009 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

現代医療のパラダイムの中で鍼灸の施術や臨床研究を行う場合、どのようなルールに則って実施する必要が

あり、どのような鍼灸の特殊性に留意すべきなのか。この授業では、この疑問に答えるために鍼灸の有効性・

安全性・費用対効果を検証した優れた過去の論文をレビューする。この過程を通して鍼灸のエビデンスの現

状、検証上の問題点、より効率的で再現性の高い治療技術などを探るとともに、この領域における課題につ

いて考察する。 

 

学修目標 

１．現代医療と鍼灸のパラダイムの違いが説明できる。２．現代医療のパラダイムにおける鍼灸の治療法と検証法の

基本がわかる。３．鍼灸の有効性・安全性・費用対効果のエビデンスの概要を理解している。４．鍼灸の臨床研究に

関する課題について概説できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

データベース検索と文献読解による情報収集・抽出の能力が求められる。得意でない学生は授業の予習復習

で少しずつ習得していただきたい。 

 

教科書 

なし（必要に応じて資料を配布する） 

 

参考書 

必要に応じて授業中に紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

月水木の５～６限目 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 西洋医学と東洋医学のパラダイム 医療概論関連図書チェック 山下 

2 Evidence-Based Medicine と鍼灸 EBM の基本的知識を確認 山下 

3 臨床研究方法論と鍼灸① 各種研究デザインの確認 山下 

4 臨床研究方法論と鍼灸② 各種研究デザインの確認 鍋田 

5 臨床研究方法論と鍼灸③ 各種研究デザインの確認 増山 

6 コクランライブラリーと鍼灸 コクランライブラリーのサイト検索・閲覧 山下 

7 診療ガイドラインと鍼灸 Minds サイトの検索・閲覧 山下 



8 リスクマネジメントと鍼灸 鍼灸安全性関連の文献検索 山下 

9 医療保険と鍼灸 医療システムの基本的知識の確認 山下 

10 医療資格と鍼灸 鍼灸師の資格制度関連文書のチェック 山下 

11 海外の医療機関における鍼灸 
PubMed および各国鍼灸団体サイトの検索・

閲覧 
山下 

12 最新論文講読① 英単語・文法チェック 

山下/

増

山 

13 最新論文講読② 英単語・文法チェック 

山下/

増

山 

14 最新論文講読③ 英単語・文法チェック 

山下/

増

山 

15 最新論文講読④ 英単語・文法チェック 

山下/

増

山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①授業中の討論内容、②レポート 

 

①50 ％

②50％ 



授業科目名 緩和ケア鍼灸学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 増山 祥子 担当教員 増山 祥子／山下 仁 

科目ナンバリング HR20MHSB010 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

鍼灸のがん緩和医療に関する文献を読み、がん緩和医療における鍼灸介入の現状について考察する。 

 

学修目標 

鍼灸領域におけるがん緩和医療に関する論文を読み、現状と鍼灸エビデンスについて理解を深める。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

文献検索力も必要となります 

 

教科書 

必要に応じて資料を配布する。 

 

参考書 

必要に応じて資料を配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜 5限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 がん緩和医療の標準治療 関連情報について調べる 増山 

2 がん緩和医療の標準治療 関連情報について調べる 増山 

3 領域におけるがん緩和領域の論文講読 指定された論文を熟読する 増山 

4 他領域におけるがん緩和領域の論文講読 指定された論文を熟読する 増山 

5 他領域におけるがん緩和領域の論文講読 指定された論文を熟読する 増山 

6 がん緩和領域の鍼灸の論文講読 指定された論文を熟読する 増山 

7 がん緩和領域の鍼灸の論文講読 指定された論文を熟読する 増山 

8 がん緩和領域の鍼灸の論文講読 指定された論文を熟読する 増山 

9 がん緩和領域の鍼灸の論文講読 指定された論文を熟読する 増山 

10 がん緩和領域の鍼灸の論文講読 指定された論文を熟読する 増山 

11 がん緩和領域の鍼灸の論文講読 指定された論文を熟読する 増山 

12 がん緩和領域の鍼灸の論文講読 指定された論文を熟読する 増山 

13 がん緩和領域の鍼灸の論文講読 指定された論文を熟読する 増山 

14 がん緩和領域の鍼灸の論文講読 指定された論文を熟読する 増山 



15 総括 
鍼灸のエビデンスを含めた現状についてま

とめる 
山下 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①受講に対する取り組み ②レポート 

 

①50 ％

②50％ 



授業科目名 古典臨床鍼灸学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 熊野 弘子 担当教員 熊野 弘子 

科目ナンバリング HR20MHSB011 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

中国や日本の代表的な医古典文献を講読する。 

 

学修目標 

適切な版本で出典調べを行うなど学術的な手法を用いながら、医古典文献の内容を把握する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各学生の専門領域に応じて行うも、1つの視野に限定することなく、取り上げるに足る医古典を講読すること

によって、伝統医学の流れを知る。 

 

教科書 

必要に応じて資料配付 

 

参考書 

新版 東洋医学概論、東洋療法学校協会編、医道の日本社 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟 4F ／ 在室時は随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 次回の準備  

2 古典学について 授業の内容を振り返る  

3 中国医古典文献講読 指定の文献を読む  

4 中国医古典文献講読 指定の文献を読む  

5 中国医古典文献講読 指定の文献を読む  

6 中国医古典文献講読 指定の文献を読む  

7 中国医古典文献講読 指定の文献を読む  

8 日本医古典文献講読 指定の文献を読む  

9 日本医古典文献講読 指定の文献を読む  

10 日本医古典文献講読 指定の文献を読む  

11 日本医古典文献講読 指定の文献を読む  

12 日本医古典文献講読 指定の文献を読む  

13 先行研究について 指定の文献を読む  



14 論文について 指定の文献を読む  

15 講義全体のまとめ 指定の文献を読む  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

（1）試験・課題（2）取組姿勢・授業態度 

 

70 ％

30％ 



授業科目名 医用機器計測制御学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎／原 良昭 

科目ナンバリング HR20MHSB016 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 4 限、火曜

3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

物理量の工学的計測において必須となる数理的手法，信号処理手法，統計解析手法の基礎について講義する．

計測データをもとにしたモデリングで用いられる数理解法の基礎を中心として学ぶが，同時に全体を通し，

多変量解析，スパースモデリング，統計的機械学習，深層学習などの最新トピックについても，必要に応じ

て随時紹介する． また、計測したデータを用いて機器制御を行う方法について古典制御工学と現代制御工

学と異なる 2 つの観点から説明を行う。 

 

学修目標 

1. 計測制御の基礎概念を把握し、各要素の内容を理解できること2. センサやアクチュエーターの働きと応用具体

例を提示できること3. シーケンス制御の概要、論理回路と回路図の基本的内容を理解できること4. フィードバッ

ク制御系の制御要素と応答について、その基本的概念を理解できること5. 古典制御工学における伝達関数を説明で

き、計算できるようになる。6. ブロック線図を伝達関数と関連付けて説明できるようになる。7. PID制御を説明で

きるようになる。8. 現代制御工学の概要を説明で 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 機械や電気回路を制御するためには、その挙動を数式で表現する必要がある。また、挙動を乱す外乱は確

率変数として表現される。したがって、本科?の履修者は、微分・積分学、微分?程式、線形代数、ベクトル解

析および確率学を修めていることが望ましい。2. 制御挙動の可視化として python および R を?いるため、

python と R の基礎的?法や扱いについて習熟していることが望ましい。3. 本科目では、教員による古典制御

工学を対象とする講義後に、履修者による現代制御工学を対象とした輪講を行う。輪講では予め定 

 

教科書 

1. はじめての制御工学 改訂第 2版: 佐藤和也 平元和彦 平田研二,  講談社サイエンティフィク 2. はじめ

ての現代制御理論:  佐藤和也, 下本陽一, 熊澤典良,  講談社サイエンティフィク 3. Python による制御工

学入門: 南裕樹,  オーム社 

 

参考書 

1. 『スッキリわかる Python 入門』, 国本大悟 / インプレス 

 

研究室／オフィスアワー 

片山 片山俊郎研究室(C 棟７F研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は適時対応します。原  C 棟 7F

教職員室 / 金曜日 4限 面談では可能な限り事前予約を行うこと 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 
制御方法の種類と特徴 ・代表的な制御方法

を説明できる 

予習時間: 3 時間予習内容: シラバス内容

および教科書内容の確認復習時間: 

1 時間復習内容: 講義内容の要約

を作成する。 

原良昭 

2 

微分方程式とラプラス変換・微分方程式を

説明できる。・ラプラス変換を説明できる。・

輪講における担当範囲の割当を行う。 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

原良昭 

3 

伝達関数とブロック線図・入力信号と出力

信号の関係を伝達関数として説明できるよ

うになる。・ブロック線図の記法を理解し、

ブロック線図からシステムの伝達関数を求

めることができるようになる。 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

原良昭 

4 

受動素子と伝達関数・電気回路素子の伝達

関数を説明できる。・機械要素の伝達関数を

説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

原良昭 

5 

一次遅れ要素と周波数特性・RC 回路および 

LR 回路を一次遅れ要素として説明できる。・

伝達関数の周波数特性を説明できる。 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

原良昭 

6 PID 制御・PID 制御を説明できる 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

原良昭 

7 計測 1 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

片山俊

郎 

8 計測 2 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

片山俊

郎 

9 計測 3 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

片山俊

郎 

10 計測 4 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

片山俊

郎 

11 

状態空間モデル・制御対象を状態空間モデ

ルとして表現することできるようになる。・

制御対象の安定性を評価できるようにな

る。 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

原良昭 



中心に講義内容の要約を作成する。 

12 

伝達関数表現と状態空間表現・伝達関数で

表現されたシステムを状態空間表現で説明

できる。 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

原良昭 

13 

システムの応答性と安定性・システムの応

答性と安定性を説明できる。・状態フィード

バック制御について説明できるようにな

る。 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

原良昭 

14 

可制御性と可観測性・可観測性を説明でき

るようになる。・可制御性を説明できるよう

になる。 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

原良昭 

15 

オブザーバとカルマンフィルタ・オブザー

バを説明できる。・カルマンフィルタを説明

できる。 

予習時間: 2 時間予習内容 前回の講義で

指定された教科書内容の要約を作

成し、わからなかった事項をまとめ

る。復習時間: 2 時間復習内容: 予

習でまとめたわからなかった事を

中心に講義内容の要約を作成する。 

原良昭 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1. 輪講でのプレゼンテーション※評価内容: 講義初回に評価ポイントを記載したルーブリックを提示しま

す。※フィードバック方法: 評価ポイントに対する評価を開示します。2. 課題※内容: 講義にて説明しま

す。※評価内容: 講義にて説明します。※提出期限: 講義にて説明します。 

 

1. 60%2. 

40% 



授業科目名 シミュレーション医工学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 中沢 一雄 担当教員 中沢 一雄／稲田 慎 

科目ナンバリング HR20MHSA017 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

理論的に生体現象を理解する上で数式を用いた数学モデルを構成することは有用である。しかし、生体現象

は一般にきわめて複雑であり、数学モデルの構成だけでは十分とは言えない。そこで、可視化を含めたコン

ピュータシミュレーションが有効な手段となる。心臓の電気現象を主題に、先端的なシミュレーション医工

学を学ぶ。 

 

学修目標 

電気生理学の基礎知識を基盤に、心臓の電気現象を理解する。さらにプログラム作成を体験して、可視化など画像処

理含めたプログラミングの素養・技術を身につける。不整脈疾患についてのディテールを得る。<DP①③> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

不整脈現象の複雑さと奥深さについて理解して欲しいと思います。なるべく、最新の研究内容に触れるとこ

ろまで進めたいと思います。 

 

教科書 

無し。講義資料を配布する。 

 

参考書 

稲田紘，児玉逸雄，佐久間一郎，中沢一雄 編著，なぜ不整脈は起こるのか ー心筋活動電位からスパイラル

リエントリーまでー，コロナ社，２００６年 

 

研究室／オフィスアワー 

中沢：C棟 7階研究室 720/金曜日９時～１０時３０分稲田：C棟 7階研究室 714/木曜日９時～１０時３０分 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
不整脈のあらましと最近の不整脈研究の概

観ーいま不整脈研究が面白いー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認学

習所要時間の目安：4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

2 
なぜ不整脈は起こるのかーその基本的なメ

カニズムー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

3 

不整脈心電現象モデリングによる解析表示

とその実験的検討ー不整脈による突然死を

防ぐ：ここまできた診断と治療ー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

4 
心臓興奮膜電位計測ー高輝度発光ダイオー

ドを用いる心臓興奮光マッピング計測ー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

5 

仮想電極分極現象の計測と解析ー高空間・

時間分解能光学マッピングシステムの応用

ー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 



6 

高速度ビデオカメラで不整脈をみるースパ

イラルリエントリーのダイナミクスと抗不

整脈の効果ー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

7 
心房細動はどのようにして発生するかー基

本的な考え方と現在のコンセンサスー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

8 

ヒトでのスパイラルリエントリーは実際に

起こるのかーバスケットカテーテルによる

ヒトでの観測ー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

9 
不整脈をわかりやすく表現するーコンピュ

ータグラフィックスの基礎と可視化技術ー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

10 

スーパーコンピュータ上でつくった不整脈

ーバーチャルハート（仮想心臓）におけるス

パイラルリエントリー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

11 
頻脈性不整脈の細動化に迫るースパイラル

リエントリーの分裂についてー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

12 
心筋の細胞外電位を考えるーペーシングか

ら電気ショックまでー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

13 

不整脈の起こりやすさとは何かー心筋受攻

性を考える：心筋受攻性のバイドメイン・シ

ミュレーションー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

14 
シミュレーションにより致死性不整脈のリ

スクを評価するーその具体的戦略ー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

15 
不整脈シミュレーションはどこまで真実か

ー有用性から限界までー 

予習：特になし  復習：講義資料の確認  

レポート作成学習所要時間の目安：

4時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①平常点評価＜DP①④＞②課題評価（レポート提出、内容など）＜DP①④＞提出されたレポートについ

てディスカッションを行う。 

 

①60%

②40% 



授業科目名 医療画像解析学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 小縣 裕二 担当教員 小縣 裕二／西浦 素子 

科目ナンバリング HR20MHSA018 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

現代医療において CT、MR に代表される画像診断は不可欠なものとなっている。医療画像解析学特論では臨床

画像検査で得られるデータから疾患理解に有用な情報を識別するための画像形成過程を学び、画像から得ら

れる情報を適正に表現する方法を理解する。さらに病態解析に効果的な検査手法を構築する能力を身につけ

る。 

 

学修目標 

１．画像形成過程を理解し、説明できる。＜DP①＞２．画像から得られる情報について説明できる。＜DP①＞３．病

態解析に効果的な検査手法について説明できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

初回授業で実施の詳細を説明します。 

 

教科書 

特に指定しないが、論文、記事、関連資料等を適宜紹介(配布)します。 

 

参考書 

特に指定しないが、論文、記事、関連資料等を適宜紹介(配布)します。 

 

研究室／オフィスアワー 

小縣 裕二／さくら棟 5階研究室 1 適宜対応する。山口 功／さくら棟 5階研究室 2 山口研究室 適宜対

応する。西浦  素子／適宜対応する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 画像解析学について 

予習：画像から得られる情報について調べ

て置く(2 時間)復習：ノートを中心

に授業内容を振り返りレポートに

まとめる。(2 時間) 

小縣 

2 
Ｘ線画像解析①（アナログＸ線画像の画像

形成） 

予習：アナログＸ線画像の画像形成につい

て調べておく(2 時間)復習：ノート

を中心に授業内容を振り返りレポ

ートにまとめる。(2 時間) 

小縣 

3 
Ｘ線画像解析②（ディジタル(I.I.-DR)画像

の画像形成） 

予習：ディジタル(I.I.-DR)画像の画像形成

について調べておく(2 時間)復習：

ノートを中心に授業内容を振り返

りレポートにまとめる。(2 時間) 

小縣 

4 
Ｘ線画像解析③（ディジタル(CR)画像の画

像形成） 

予習：ディジタル(CR)画像の画像形成につ

いて調べておく(2 時間)復習：ノー

トを中心に授業内容を振り返りレ

ポートにまとめる。(2 時間) 

小縣 



5 
Ｘ線画像解析④（ディジタル(FPD)画像の画

像形成） 

予習：ディジタル(FPD)画像の画像形成につ

いて調べておく(2 時間)復習：ノー

トを中心に授業内容を振り返りレ

ポートにまとめる。(2 時間) 

小縣 

6 
頭部（脳）画像解析（CT 画像、MR 画像）＊

Functional imaging 

予習：頭部（脳）の正常解剖と代表的な疾患

について復習する(2 時間)復習：頭

部（脳）の最新画像解析法と画像の

特徴をまとめる(2 時間) 

山口 

7 
胸部画像解析（X 線画像、CT 画像）＊Lung 

Cancer Screening with Low Dose CT 

予習：胸部の正常解剖と代表的な疾患につ

いて復習する(2 時間) 復習：胸部

（肺）の最新画像解析法と画像の特

徴をまとめる(2 時間) 

山口 

8 
腹部画像解析（CT 画像、MR 画像）＊Contrast 

Medium Administration 

予習：腹部の正常解剖と代表的な疾患につ

いて復習する(2 時間)復習：腹部の

最新画像解析法と画像の特徴をま

とめる(2 時間) 

山口 

9 
骨･関節画像解析（X線画像、CT 画像、MR 画

像） ＊Spectral CT Imaging 

予習：骨･関節の正常解剖と代表的な疾患に

ついて復習する（2時間）復習：骨・

関節の最新画像解析法と画像の特

徴をまとめる(2 時間) 

山口 

10 CT・MR 画像解析（総括）＊discussion 

予習：自身の研究テーマに必要な CT･MR 画

像解析学をまとめ関連論文を調べ

る(2 時間)復習：プレゼンテーショ

ン、ディスカッションの内容をレポ

ートにまとめる(2 時間) 

山口 

11 乳腺画像解析①（正常解剖と X線画像） 

予習：乳腺の正常解剖および代表的な乳腺

疾患について理解する（2 時間）復

習：予習および授業内容を振り返り

レポートにまとめる。（2時間） 

西浦 

12 乳腺画像解析②（超音波画像と MR 画像） 

予習：乳腺の超音波、MR 画像の特徴につい

てまとめる。（2時間）復習：予習お

よび授業内容を振り返りレポート

にまとめる。（2時間） 

西浦 

13 乳腺画像解析③（その他） 

予習：X 線、超音波、MR 以外の乳腺疾患に

対する画像診断について調べる。（2

時間）復習：予習および授業内容を

振り返りレポートにまとめる。（2時

間） 

西浦 

14 乳腺画像解析④（グループワーク） 

予習：11 回目で学んだ代表的な乳腺疾患に

ついて各モダリティの所見（画像の

特徴）をまとめる（2時間）復習：予

習および授業内容を振り返り選択

した乳腺疾患についてプレゼンテ

ーションにまとめる。 

西浦 

15 乳腺画像解析⑤（ディスカッション） 

予習：第 14 回のグループワーク内容をプレ

ゼンテーションできるように準備

を行う復習：グループワーク、プレ

ゼンテーションの内容をレポート

にまとめる 

西浦 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

① 授業内容および課題を期日までにレポートにまとめ提出する。＜DP①＞② プレゼンテーションによ

る評価 

 

①80 ％

②20％ 



授業科目名 放射線治療技術学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 山本 浩一 担当教員 山本 浩一／奥村 雅彦 

科目ナンバリング HR20MHSB019 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

放射線治療専門技師として必要な知識を修得することを目標とする。強度変調放射線治療や定位放射線治療

など高精度放射線治療では、放射線物理学、放射線計測学ならびに放射線生物学に関する理解と知識を基本

に高精度放射線治療技術における精度管理能力が求められる。本講義において、物理的・技術的知識および

放射線生物学を学修し専門的知識のスキルアップを目指す。 

 

学修目標 

① がん治療における放射線療法の概要が説明できる。<DP①>② 光子および荷電粒子と物質との相互作用が説明でき

る。<DP①>③ 高エネルギーX線、電子線における水吸収線量計測の説明ができる。<DP①>④ 電子直線加速器の受け

入れ試験、コミッショニングの説明ができる。<DP①>⑤ 高精度放射線治療における放射線生物について説明ができ

る。<DP①>⑥ 化学放射線療法に用いる抗悪性腫瘍薬について説明ができる。<DP①> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回の課題レポートの提出が必要 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

Faiz M.Khan,The Physics of Radiation Therapy, Third Edition, Wiiliams & Wilkins,「放射線治療技術

標準テキスト」、医学書院「実践 放射線治療技術学 放射線治療装置を立ち上げよう」、メディカルトリビ

ューン 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5F：研究室（奥村・山本） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
放射線物理の基礎 I（放射線と物質の相互

作用） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

奥村 

2 放射線物理の基礎 II（ドジメトリック量） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

奥村 

3 
高エネルギー放射線計測 I（電離箱の原理

と空洞理論） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

奥村 

4 
高エネルギーX線・電子線線量評価 I（電離

箱の原理、空洞理論） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

奥村 



5 高エネルギー放射線計測 III（相互校正） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

奥村 

6 高精度放射線治療における治療計画 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

奥村 

7 
医用直線加速装置の導入 （受け入れ試験と

コミッショニング） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

奥村 

8 医用直線加速装置の品質管理 I（装置編） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

奥村 

9 
医用直線加速装置の品質管理 II（治療計画・

付属機器編） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

奥村 

10 
医用直線加速装置の品質管理 III（線量検

証・位置照合編） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

奥村 

11 
放射線生物・化学放射線治療 I（分子・細

胞レベルでの放射線影響） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

山本 

12 
放射線生物・化学放射線治療 II（組織・個

体レベルでの放射線影響・放射線感受性） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

山本 

13 
放射線生物・化学放射線治療 III（生存率

モデル・標的論・α/β値） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

山本 

14 
放射線生物・化学放射線治療 IV（抗悪性腫

瘍薬概論） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

山本 

15 
放射線生物・化学放射線治療 V（化学放射

線治療とは） 

予習：参考資料や配布資料による事前学習

復習：講義で示した内容を理解しレ

ポートを作成する 

山本 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

課題レポートによる評価<DP①> 100% 



授業科目名 分子イメージング解析学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 大西 英雄 担当教員 大西 英雄／垣本 晃宏 

科目ナンバリング HR20MHSA020 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②DP③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

分子イメージング(molecular imaging)は、生体内における組織内分子の挙動やトレーサーによる生体信号情

報を利用することにより画像化し可視化させる技術である。本講義は、放射性同位元素を用いた標的臓器及

び組織内での血流動態や代謝(機能)動態を多くの臨床現場で用いられている SPECT や PET 画像を中心にその

処理技術及び定量評価の解析法などを習得し、実際の医用画像を用いた動態機能解析の臨床的意義と有用性

について学修する。また、最新の分子イメージング研究の医療への貢献についても議論する。核医学全般及

びシングルフォトン系（大西/8 回）、ポジトロン核医学（垣本/7 回） 

 

学修目標 

1． 分子イメージングの基礎を説明できる<DP②>2． SPECT及びPET装置について説明できる<DP②>3． 画像再構成

処理におけるフィルタ付逆投影法や逐次近似法について説明できる <DP②>4． SPECT画像の修飾因子としての、散

乱、減弱及び分解能補正について説明できる <DP②>5． 血流動態解析理論のFuck理論やMicrosphere法を説明でき

る <DP②><DP③＞6． コンパートメントモデル解析及び統計学的機能解析処理（3D-SSPなど）を説明できる <DP②><D 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1． 初回の授業で講義の詳細、単位認定・評価の方法を説明する 2． プレゼンやレポート等の提出期限を

厳守すること 3.   事前学修（予習）では参考書や文献などで予備知識を身に付ける。事後学修(復習)では

授業を通して学んだ事項と予備知識との相違点に着目し整理することで理解が深まる。 

 

教科書 

必要に応じて資料を配布する 

 

参考書 

Habib Zaidi et al, “Quantitative Analysis in Nuclear Medicine Imaging” 2016 SpringerD.L. Bailey 

et al. “Nuclear Medicine Physics” 2014 IAEA 大西英雄、他：「核医学検査技術学 改訂 3版」2016 オ

ーム社 

 

研究室／オフィスアワー 

大西： 適宜対応する垣本： 水曜日 13:00～15:00 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

[ガイダンス]：講義の詳細、単位認定・評価

の方法を説明する。特に英語論文の輪読及

び文献検討などを多用して、研究の基礎を

教授する。分子イメージング解析学概要 

予習：受講生の研究内容に関する英語論文

の調査及び検討.予習及び復習は各

2時間必要 

大 西 

垣本 

2 核医学画像の形成原理 
予習：シンチレーションカメラ及びSPECT撮

像の原理の理解復習：「履修上の注
大西 



意」を参照 

3 画像再構成理論（FBP 及び逐次近似法） 
予習：画像再構成法に関する原理の理解復

習：「履修上の注意」を参照 
大西 

4 画像修飾因子（散乱、減弱及び分解能補正） 

予習：SPECT 画像における各種補正法(散乱、

減弱及び分解能補正)の理解復習：

「履修上の注意」を参照 

大西 

5 
血流動態解析理論(1)： (Fuck 理論、

Microsphere 法など) 

予習：「核医学検査技術学」改訂 3 版(オー

ム社 ) PP196-220 を参照復習：「履

修上の注意」を参照 

大西 

6 
血流動態解析理論(2)及び統計学的機能解

析理論：(ARG 法、SPM, 3D-SSP 法) 

予習：「核医学検査技術学」改訂 3 版(オー

ム社 ) PP220-232 を参照復習：「履

修上の注意」を参照 

大西 

7 臨床での定量解析（脳、心筋血流など） 

予習：実臨床で行なわれている定量解析法

（脳、心筋）の理解復習：「履修上の

注意」を参照 

大西 

8 
Active Learning:受講生による英語論文の

プレゼン及討論 

予習：受講生の研究に関する英語論文(2 編)

を熟読、精査し、まとめる課題(1):

英語論文のプレゼン及び質疑応答 

大西 

9 ポジトロン核種放出 

予習：「核医学検査技術学」改訂 3 版(オー

ム社 ) PP37-46 を参照復習：「履修

上の注意」を参照 

垣本 

10 PET 装置の基礎 

予習：「核医学検査技術学」改訂 3 版(オー

ム社 ) PP70-79, 145-162 を参照復

習：「履修上の注意」を参照 

垣本 

11 腫瘍、心・血管系の PET 検査 

予習：「核医学検査技術学」改訂 3 版(オー

ム社 ) PP393-400, 407-414 を参照

復習：「履修上の注意」を参照 

垣本 

12 脳・神経系の PET 検査 

予習：「核医学検査技術学」改訂 3 版(オー

ム社 ) PP400-407 を参照復習：「履

修上の注意」を参照 

垣本 

13 PET 脳画像を用いた統計学的解析 
予習：SPM, 3D-SSP の理解復習：「履修上の

注意」を参照 
垣本 

14 最新の研究について 
予習：PET に関する最新研究の調査復習：「履

修上の注意」を参照 
垣本 

15 PET 検査のまとめおよびレポート総評 
予習：PET に関する最新研究の調査課題：レ

ポート課題(2) 
垣本 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

1． 課題(1)   ※大西担当   ※提出期限・作成方法等は授業内で説明する   ※評価基準はルー

ブリックを提示する 2． 課題(2)   ※垣本担当   ※提出期限・作成方法等は授業内で説明する   

※評価基準はルーブリックを提示する 2/3 以上の出席を必要とする 

 

1 ． 

50%2 ． 

50% 



授業科目名 内部障害理学療法学特論 (保健医療学専攻) 

主担当教員 堀 竜次 担当教員 
堀 竜次／金尾 顕郎／角田 晃

啓 

科目ナンバリング HR20MHSB015 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

オムニバス方式にて呼吸・循環器疾患および生活習慣病等の理学療法プロセス、日常生活動作指導について、

理学療法の実際、リスク管理、再評価などの技術を学習する。生活習慣病や呼吸循環障害は、日常生活の活

動性低下や寝たきりの原因となる。本特論では、運動生理学を基に、臨床でみられる内部障害について評価、

運動療法、日常生活動作、リスク管理など整理し、内部障害、特に呼吸器系、循環器系、代謝系障害に対する

理学療法をとりあげる。臨床現場での問題についてより解釈するため、運動負荷試験により運動制限因子や

他の評価との関係などを再学習する。 

 

学修目標 

内科系障害の成り立ちや評価方法を理解し、運動療法の組み立てが理解できる。リスク管理が理解できる。＜DP②③

＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．講義内容は、多くの障害を理解するために必要な内容である。２．研究、臨床、教育を進める上で、疑問

点について、必ず解決の行動をとること。３．下記授業計画は時系列ではなく、授業内容はあくまでも各教

員ごとに展開されるので注意すること。 

 

教科書 

教科書は使用しない資料は随時配布する 

 

参考書 

安達仁編著.CPX・運動療法ハンドブック改訂４版 中外医学社松尾善美 編．PT・OT ビジュアルテキスト 内

部障害理学療法学．羊土社 ISBN：978-4-7581-0217-9 堀 竜次.呼吸コンディショニングテクニック.メディ

カ出版 ISBN：978-4-8404-5363-9 医療情報科学研究所 編．病気が見える vol.3 糖尿病・代謝・内分泌．

MEDIC MEDIA 

 

研究室／オフィスアワー 

堀：金曜 3・4 限目（研究室）角田：在室時は随時（研究室） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 呼吸循環器疾患の運動生理 

予習：運動生理学について事前に調べてお

く復習：講義資料を基に運動生理学

の基礎について整理し理解する 

堀金尾 

2 呼吸循環器疾患の運動制限因子 

予習：運動制限因子について事前に調べて

おく復習：講義資料を基に運動制限

因子について整理し理解する 

堀金尾 



3 呼吸循環器疾患の運動負荷試験と運動処方 

予習：運動負荷試験の解釈について調べて

おく復習：運動負荷試験の解釈につ

いて整理し理解しておく 

堀金尾 

4 呼吸コンディショニングテクニック 

予習：呼吸コンディショニング方法につい

て調べておく復習：当日の講義の要

約をまとめ報告書を提出する 

堀金尾 

5 COPD の呼吸理学療法 

予習：COPD の呼吸理学療法について調べて

おく復習：当日の講義の要約をまと

め報告書を提出する 

堀 

6 間質性肺炎の呼吸理学療法 

予習：間質性肺炎の呼吸理学療法について

調べておく復習：当日の講義の要約

をまとめ報告書を提出する 

堀 

7 急性期脳卒中の離床とリスク管理 

予習：急性期脳卒中の離床とリスク管理に

ついて調べておく復習：当日の講義

の要約をまとめ報告書を提出する 

堀 

8 急性期脳卒中の呼吸理学療法 

予習：急性期脳卒中の呼吸理学療法につい

て調べておく復習：当日の講義の要

約をまとめ報告書を提出する 

堀 

9 人工呼吸管理下の呼吸理学療法 

予習：人工呼吸管理下の呼吸理学療法につ

いて調べておく復習：当日の講義の

要約をまとめ報告書を提出する 

堀 

10 摂食・嚥下メカニズム 

予習：摂食・嚥下メカニズムについて調べて

おく復習：当日の講義の要約をまと

め報告書を提出する 

堀 

11 誤嚥性肺炎予防の理学療法 

予習：誤嚥性肺炎について調べておく復習：

当日の講義の要約をまとめ報告書

を提出する 

堀 

12 運動時の血糖変動 

予習：血糖値の変化要因について調べてお

く復習：当日の講義の要約をまとめ

報告書を提出する 

角田 

13 糖尿病とサルコペニア 

予習：サルコペニアの一般的な知識につい

て調べておく復習：当日の講義の要

約をまとめ報告書を提出する 

角田 

14 糖尿病足病変 

予習：糖尿病足病変について調べておく復

習：当日の講義の要約をまとめ報告

書を提出する 

角田 

15 周術期の血糖管理 

予習：周術期の血糖管理について調べてお

く復習：当日の講義の要約をまとめ

報告書を提出する 

角田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．講義中のディスカッション＜DP②③＞２．レポートによる評価＜DP②③＞ 

 

1. 50%2. 

50% 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護学専攻（博士前期課程） 
  



授業科目名 看護倫理特論 (看護博士前期) 

主担当教員 西田 直子 担当教員 西田 直子 

科目ナンバリング 
HLA20MNSA00

1 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

看護実践には知識と技術が不可欠であり、倫理観がなければ専門職としての看護行為と研究は認められない。

ここではまず、倫理と看護倫理について問い、少子高齢化、生活者の価値観の多様性、医療の高度化が発展

している社会の中で看護倫理をもてるように検討する。特に人間の尊重やその人らしく生きるための支援の

できる専門職者として倫理的問題や看護シュアとしての葛藤について検討し、看護の本質を修学する。また、

看護研究における倫理的配慮について修学する。 

 

学修目標 

１.倫理とは何かを述べ、生命倫理と医療的倫理について自己の考えを述べることができる。２.看護倫理の基本理論

と倫理的問題について述べることができる。３.倫理的意思決定モデルと倫理的責任について述べることができる。

４.倫理的意思決定モデルと倫理的責任５.看護倫理に基づくケアリングと実践６.看護実践における倫理的基盤を用

いて事例を通して述べることができる。７.看護研究における倫理的配慮について述べることができる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

予習を行い、日常や臨床で起こっている出来事について倫理的に振り返り、グループで話し合う。講義内容

や検討したことについて自分の考えをレポートにまとめて提出する。 

 

教科書 

『看護倫理学』松木光子編 ヌーベルヒロカワ 

 

参考書 

『看護倫理ガイドライン』日本看護倫理学会臨床倫理ガイドライン検討委員会『看護倫理』宮坂道夫他 医

学書院『現場でできる「看護倫理」教育・実践マニュアル』照沼則子編 MC メディカ出版 

 

研究室／オフィスアワー 

都度指示する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 倫理とは、生命倫理と医療倫理 

予習：倫理とは、倫理学とは、生命倫理、医

療倫理について(テキスト pp.4-66)

復習：自己の考えをまとめてレポー

トを提出する。（Ａ４：1600 字） 

 

2 看護倫理の基本理論と倫理的問題 

予習：看護の基本的理恵恩の倫理的問題に

ついて(テキスト pp.70-102)復習：

倫理的問題にあるテーマを選び自

己の考えをまとめ提出する。（Ａ４：

1600 字） 

 



3 倫理的意思決定モデルと倫理的責任 

予習：倫理的意思決定モデルと倫理的責任

について(テキスト pp.70-102)復

習：モデルについてレポート提出す

る。（Ａ４：1600 字） 

 

4 看護倫理に基づくケアリングと実践 

予習：看護倫理に基づくケアリングと実践

について(テキスト pp.131-143)復

習：看護倫理に基づくケアリングに

ついて自己の考えをまとめて提出

する。（Ａ４：1600 字） 

 

5 看護倫理と法的問題とガイドライン 

予習：看護倫理と法的問題について(テキス

ト pp.170-182)復習：看護倫理と法

的問題とガイドラインについて自

己の考えを提出する。（Ａ４：1600

字） 

 

6 看護実践における倫理的基盤 

予習：事例を通して理恵恩的基盤を学習す

る。(テキスト pp.186-210)復習：看

護実践における倫理的基盤につい

てレポート提出する。（Ａ４：1600

字） 

 

7 事例における看護倫理 

予習：自己の事例を通して倫理的実践の発

表する。(テキスト pp.212-276)復

習：自己の事例を通して倫理的実践

についてレポートをまとめる。（Ａ

４1600 字） 

 

8 看護研究における倫理的配慮 

予習：看護倫理と看護研究(テキスト

pp.146-166)復習：倫理的配慮につ

いてレポートを提出する。（Ａ４：

1600 字） 

 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

毎回の課題レポートの提出により評価する。（欠席した場合は課題レポートを提出し、8 割を評価する）大

変良く述べることができた(100)、よく述べることができた（80）、まあまあ述べることができた(70)、何とか述

べることができた(60)、述べることができない（50）DP①②③④ 

 

100% 



授業科目名 チーム医療特論 (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 

前川 佳敬／増山 祥子／中根 

征也／久木元 由紀子／小宮山 

恭弘／藤江 建朗／伊藤 直子 

科目ナンバリング 
HLA20MNSA00

2 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 医師、看護師、理学療法士、作業療法士、臨床検査技師、臨床工学技士、鍼灸師の視点から、チーム医療の

観点で抽出された課題を検討する。合同討議をとおしてチーム医療の実践での活用につなげる。社会の多様

なニーズに対応するため、地域医療や在宅等様々な場面における医療チームにおいて具体的にどのようなコ

ミュニケーション・協働・評価・フィードバック等を行うべきか提案できる能力、および科学的・論理的思考

をもって、看護専門職としての指導的役割が担える能力を学修させる。 

 

学修目標 

1．多職種連携によるチーム医療を理解できる。2．課題の抽出、実践での活用、問題解決の提案を行える。3．科学

的・論理的思考をもって、看護専門職としての指導的役割を担える。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

オムニバス方式による講義で、知識・実例の解説と質疑応答を交えながら進行する。毎回のテーマに関わる

論文、記事、資料を事前に指定するので目を通し、授業後には自身の専門分野と予定している研究テーマに

当てはめて未解決の課題を抽出すること。 

 

教科書 

必要に応じて資料を配布する 

 

参考書 

指導教員の指示に従う 

 

研究室／オフィスアワー 

各指導教員に準ずる 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

チーム医療の総論、チーム医療における医

師の役割について教授し、病院から地域・在

宅医療への移行、地域・在宅医療における多

職種が連携するチーム医療の現状と課題に

ついて言及する。 

予習：チーム医療・医師の役割について調べ

ておく復習：チーム医療における医

師の役割を考察する 

前川 

2 

チーム医療における看護職の役割と、看護

職に必要なマネジメントの視点について教

授する。 

予習：チーム医療における看護職の役割、看

護職に    必要なマネジメン

ト の 視 点 に つ い て 調 べ て         

おく   （1 時間） 復習：チーム医

久木元 



療における看護職の役割とその    

課題について考察する (1 時間) 

3 

チーム医療における作業療法士の役割につ

いて教授し、チーム医療の現状と課題につ

いて言及する。 

予習：作業療法士の専門性を調べておく。（1

時間）復習：チーム医療の中で、看

護師と作業療法士の連携のあり方

についてまとめる。（1時間） 

伊藤 

4 

臨床検査技師のチーム医療での役割症例を

用いて臨床検査データから見たアプローチ

の実践についグループワークを行いながら

学ぶ。症例は当日資料配布する。 

糖尿病の３大合併症について予習をしてお

く血糖コントロールマーカーにつ

いて予習をしておく 

小宮山 

5 

チーム医療における鍼灸師の役割について

教授し、チーム医療の現状と課題について

言及する。 

予習：鍼灸についての情報収集をする。復

習：チーム医療における看護と鍼灸

の連携の形を考え、まとめる。 

増山 

6 

理学療法士のチームでの役割症例を提示す

る。理学療法士の役割を理解したうえで，チ

ーム医療とその実践について考察する．資

料は当日に配布する． 

予習：理学療法士の仕事内容を調べておく。

（1 時間）復習：チーム医療の必要

性とあり方について自己の考えを

まとめる。（1時間） 

中根 

7 

臨床工学技士のチーム医療での役割人工呼

吸中の患者肺のコンプライアンス，レジス

タンス変化について，人工呼吸器の測定値

と波形から読み取る．また，どのように設定

を変更するかをハンズオンを通して学ぶ．

資料は当日配布します． 

予習：人工呼吸器の役割，モードと特徴につ

いて事前学習をする．（1時間）復習：

肺メカニクスと人工呼吸器設定と

の関係性について復習する．(1 時

間) 

藤江 

8 

医療職の立場から合同討議をしてチーム医

療の重要性を理解させる。病院・地域・在宅

など様々な場面を想定しながら多職種が連

携するチーム医療の実践について考察さ

せ、具体的な課題解決法や行動指針につい

て提案させる。 

予習：これまでの講義内容を復習しておく

復習：多職種が連携するチーム医療

を考察する 

担当教

員

全

員 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24   

小宮山

恭

弘 

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート②質疑応答時の発言内容 DP①②③④ 

 

①70%

②30% 



授業科目名 保健医療研究方法論 (看護博士前期) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 

山下 仁／増山 祥子／井手口 

範男／森谷 正之／前田 薫／前

川 佳敬 

科目ナンバリング 
HLA20MNSA00

3 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

月曜 5 限、水曜

2 限 、 水 曜 4

限、木曜 1 限、

木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 

【修士論文コー

ス】必修【NP コ

ース】選択 

授業概要 

保健医療学研究の基本的流れ、および各領域における主な研究手法と方法論について学ぶ。複数教員による

オムニバス方式の授業形態とし、研究計画、文献検索、倫理委員会書類作成、データ分析、論文執筆、学会発

表など一連の流れを解説するとともに、各分野特有の研究・実験の手法を紹介する。また、研究者の倫理、不

正行為、論文の質の評価などについても理解させる。さらに、保健医療系の研究に必要な英語論文の読み方

と書き方の基本的手法を身に付ける。 

 

学修目標 

保健医療学系研究のデザインから成果発表までの一連の流れを理解する。研究における倫理や不正防止を含む基本的

なルールを理解し、遵守できる。研究プロトコールが作成できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自分が行う特別研究（修士論文）の内容に当てはめて理解し、総論と各論（自身のケース）の両面から考える

こと。 

 

教科書 

必要に応じて資料を配布する。 

 

参考書 

科学を志す人びとへ 科学倫理検討委員会編 化学同人 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究計画と研究デザイン 
自分の研究テーマについて指導教員と相談

しながら具体化する 
山下 

2 文献収集 自分の研究テーマに関連する文献を検索・ 山下 



収集する 

3 図書館利用法 事前に図書館に行って環境を見ておく 山下 

4 EBM（１） 
自分の研究領域における EBM との関わりに

ついて考える 
山下 

5 EBM（２） 
自分の研究領域における EBM との関わりに

ついて考える 
山下 

6 基礎研究・動物実験 

予習：動物実験の方法論に関連する論文を

検索・入手して読んで下さい（2 時

間）。復習：講義内容と収集資料等を

参考に動物実験の方法論について

考察して下さい（2時間）。 

森谷 

7 臨床研究 
自分の研究テーマにおけるデータの種類・

特性・配慮などについて考える 
山下 

8 ランダム化比較試験 
自分の研究テーマにおけるデータの種類・

特性・配慮などについて考える 
増山 

9 トランスレーショナルリサーチ 

授業で学んだトランスレーショナルリサー

チの手法を理解し、研究倫理的問題

への配慮についても認識しておく。 

青木 

10 
システマティック・レビューとメタアナリ

シス 

ネット検索でシステマティック・レビュー

とメタアナリシスについて調べる 
山下 

11 動物実験の研究倫理 

予習：実験動物の取り扱いに関連する法令

や学術論文を検索・入手して読む。

復習：講義内容と収集資料等を参考

に実験動物の取り扱いに関連する

法令をベースに、動物実験の倫理や

規範について考察する。 

森谷 

12 人を対象とした研究における倫理 関連する情報をネットで調べる 山下 

13 データの取扱い・解析・提示法 
自分の研究テーマにおけるデータの種類・

特性・配慮などについて考える 
前田 

14 統計解析 
自分の研究で必要になる統計処理について

考える 
井手口 

15 成果の発表 
自分の研究テーマにおけるデータの種類・

特性・配慮などについて考える 
山下 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



①提出レポート 

 
①100% 



授業科目名 保健医療教育特論 (看護博士前期) 

主担当教員 中根 征也 担当教員 
中根 征也／安田 実／鍋田 智

之／老田 準司 

科目ナンバリング 
HLA20MNSA00

4 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 5 限、火曜

2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

保健医療の領域で「教育」を考える場合、2つの視点がある。保健医療従事者としてクライエント（患者・家

族・集団・地域住民等）に対する教育機能と、専門職としての保健医療従事者を育成する教育（基礎教育・卒

後教育）である。前者は、主として健康上の課題達成のための行動変容を目指したかかわりを指す。後者は、

各専門職教育の歴史・目的・目標・方法等がテーマとなる。いずれの場合も、教育の本質は変わらない。ここ

では本質を共有しつつ、各専門職（看護・理学療法・鍼灸）を切り口にして、現状分析を試み、教育の機能を

展望したい。複数教員によるオムニバス形式の授業形態をとり、受講生は他職種の役割について認識を深め

ながら、各自の立場における課題を考察していただきたい。 

 

学修目標 

１．教育の本質について自己の考えを表現することができる。【D①】２．保健医療の各領域における教育のニーズを

表現することができる。【D①】３．保健医療の各領域における教育の方法や課題について表現することができる。

【D①】４．保健医療従事者としての各専門職教育（基礎教育・卒後教育）と課題について、自己の考えを表現する

ことができる。【D①】５．学生が主体的・創造的に学修に取り組むための方法について洞察し、自己の考えを表現す

ることができる。【D①】 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自己の教育に関する学修のニーズを整理しておくこと。 

 

教科書 

指定しない。必要に応じてサブテキスト・資料・論文を配布・紹介する。 

 

参考書 

随時紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の初めに各教員が連絡する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
教育について ① 教育を取巻く環境につ

いて ② 教育の方法について 

予習：自己の「教育観」について考えをまと

めておく。（1時間）復習：本時の授

業における学びを振り返る（1時間） 

老田 

2 
教育方法について ① 教育方法の歴史に

ついて ② 現代の教育の方法の概要 

予習：前回の講義内容をもとに洞察してお

く。（1時間）復習：本時の授業にお
老田 



ける学びを振り返る（1時間） 

3 
教育方法① ○ アクティブラーニングの

実践 1 

予習：自己の専門領域における教育実践の

経験について、考えをまとめてお

く。（1時間）復習：本時の授業にお

ける学びを振り返る（1時間） 

老田 

4 
教育方法②  ○ アクティブラーニング

の実践 2 

予習：発表準備をする。進行イメージを整理

しておく。（1時間）復習：本時の授

業における学びを振り返る（1時間） 

老田 

5 医療（技術）職の教育の機能と歴史的経緯 

予習：医療（技術）職の養成にかかる法律に

ついて調べておく．（1時間）復習：

サブテキストの演習問題をする．（1

時間） 

安田 

6 
海外と日本の医療（技術）職養成の課題と制

度比較論 

予習：前回の講義中に論文を紹介するので

これについて，批評的に読み込んで

おく．（1時間）復習：サブテキスト

の課題提出（1時間） 

安田 

7 医療における行動経済学的視点とは何か 

予習：前回の講義中に論文を紹介するので

これについて，批評的に読み込んで

おく．（1時間）復習：サブテキスト

の課題提出（1時間） 

安田 

8 養成校指定規則とカリキュラム 

予習：学生手帳 p35 単位精度、p47～カリキ

ュラム表を見ておくこと.復習：単

位制、時間数の計算について復習す

る. 

鍋田 

9 教育目標と３つのポリシー、学生募集 

予習：学生手帳 p4 からの３つのポリシーを

見ておくこと復習：自身の資格領域

における教育目標を考える. 

鍋田 

10 モデルカリキュラムの作成 

予習：自身の資格領域に関する指定規則を

確認し、教育目標、到達目標を考え

てくること.復習：モデルカリキュ

ラムを作成すること. 

鍋田 

11 モデルカリキュラム発表 

予習：モデルカリキュラムを作成すること.

復習：モデルカリキュラムを修正し

て提出すること. 

鍋田 

12 シラバスの書き方 

予習：事前に配布する資料を熟読し，高等教

育におけるシラバスの重要性を考

える（1 時間）復習：授業内容をま

とめ，シラバスを実際に作成する．

（1時間） 

中根 

13 学生の成績評価 

予習：事前に配布する資料を熟読し，高等教

育におけるシラバスの重要性を考

える（1 時間）復習：授業内容をま

とめ，レポートを作成する．（1時間） 

中根 

14 模擬授業｜１ 

予習：自己の専門領域における授業資料を

作成する．（1時間）復習：模擬授業

を振り返り，修正内容をみつける．

（1時間） 

中根 

15 模擬授業｜２ 

予習：自己の専門領域における授業資料を

作成する．（1時間）復習：模擬授業

を振り返り，修正内容をみつける．

（1時間） 

中根 

16    

17    

18    

19    

20    

21    



22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義・グループワークでのディスカッション内容②レポート（テーマは講義中に指示する） 

 

①30%

②70% 



授業科目名 QOL 評価法特論 (看護博士前期) 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 吉村 弥須子 

科目ナンバリング 
HLA20MNSA00

5 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

QOL（Quality of life）は「生活の質」などと訳され、さまざまな意味合いを包含する概念があるが、概ね

人が充実感や満足感を持って日常生活を送ることができることを意味する。この QOL が医療分野において重

視されるようになった背景には、急速に進む高齢化、がんや慢性疾患の増加、患者の自己決定権の尊重など

があり、患者の視点に立った QOL 評価の必要性が高まってきたことがあげられる。そこで本講では、QOL の評

価方法やさまざまな疾患・障害等を持つ患者の QOL について学修し、実践、研究への活用について探求する。 

 

学修目標 

1.QOL について理解できる。2.QOL 評価法について説明できる。3.専門領域のQOL についてプレゼンテーションがで

きる。4.QOL評価の実践、研究への活用について説明できる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.授業は講義、ディスカッション、プレゼンテーションを組み合わせて行う。2.専門領域における QOL につ

いて各自がプレゼンテーションを行うので、事前に準備する。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

・福原俊一他監訳,ピーター・M・フェイヤーズ他著：QOL 評価学,中山書店,2005・池上直己他編集：臨床のた

めの QOL 評価ハンドブック,医学書院,2001 その他、授業の中で紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

334 研究室（吉村）／月曜日 16:00～18:00 実習で不在の場合があるので随時相談可。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
QOL の概論①   QOL の概念、QOL 評価のた

めの尺度 

自己の研究課題や QOL について発表する。 

1 時間 

吉 村 

弥須子 

2 QOL の概論②   QOL の評価方法 
第 1回授業の復習、配布資料の確認。 1 時

間 

吉 村 

弥須子 

3 
専門領域における QOL 各論①   がんと

QOL① 

がんと QOL に関する文献検索、配布資料の

確認。 1 時間 

吉 村 

弥須子 

4 
専門領域における QOL 各論②   がんと

QOL② 

第 3回授業の復習、配布資料の確認。 1 時

間 

吉 村 

弥須子 

5 
専門領域における QOL 各論③  生活習慣病

と QOL 

生活習慣病と QOL に関する文献検索、配布

資料の確認。 1 時間 

吉 村 

弥須子 

6 
専門領域における QOL 各論④  臓器移植と

QOL① 

臓器移植と QOL に関する文献検索、配布資

料の確認。 1 時間 

吉 村 

弥須子 



7 
専門領域における QOL 各論⑤   臓器移植

と QOL② 

臓器移植と QOL に関する文献検索、配布資

料の確認。 1 時間 

吉 村 

弥須子 

8 
専門領域における QOL 各論⑥看護・ 鍼灸・

理学・作業・臨床検査における QOL① 

各自の専門領域または興味あるテーマの

QOL についてまとめ、プレゼンテー

ションする（事前に準備する）。 1 時

間 

吉村 

弥

須

子 

9 
専門領域における QOL 各論⑦   看護・ 鍼

灸・理学・作業・臨床検査における QOL② 

各自の専門領域または興味あるテーマの

QOL についてまとめ、プレゼンテー

ションする（事前に準備する）。 1 時

間 

吉 村 

弥須子 

10 
専門領域における QOL 各論⑧  看護・ 鍼

灸・理学・作業・臨床検査における QOL③ 

各自の専門領域または興味あるテーマの

QOL についてまとめ、プレゼンテー

ションする（事前に準備する）。 1 時

間 

吉村 

弥

須

子 

11 
専門領域における QOL 各論⑨   高齢者と

QOL 

シラバスの確認高齢者と QOL に関する文献

検索、配布資料の確認 

吉村 

弥

須

子 

12 
専門領域における QOL 各論⑩   認知症高

齢者と QOL 

認知症高齢者と QOL に関する文献検索、配

布資料確認 

吉村 

弥

須

子 

13 
専門領域における QOL 各論⑪   ロービジ

ョンと QOL 

ロービジョンと QOL に関する文献検索、配

布資料確認 

吉村 

弥

須

子 

14 
専門領域における QOL 各論⑫   視覚障害

者と QOL 

視覚障害者と QOL に関する文献検索、配布

資料確認 

吉村 

弥

須

子 

15 専門領域における QOL⑬   骨粗鬆症と QOL 

骨粗鬆症と QOL に関する文献検索、配布資

料確認 11回から 15回までについて

ディスカッション、まとめ 

吉村 

弥

須

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



①プレゼンテーション、ディスカッション②レポート DP①④ 

 

①70%

②30% 



授業科目名 代替・統合医療特論 (看護博士前期) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 山下 仁／森 美侑紀 

科目ナンバリング 
HLA20MNSA00

6 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

統合医療という言葉が知られるようになったが、その定義、概念、臨床応用、および学問体系は統一されて

いない。統合医療を理解し発展させるために、現代医療と代替医療・東洋伝統医療それぞれの長所と短所を

理解した上で、科学的エビデンスと患者の価値観の両者を重視することの重要性を解説する。また、統合医

療の重要な構成要素である代替医療の各種治療法について概説し、それぞれの有効性と安全性について批判

的吟味を行う。最後に、個々の学生のもつ医療資格において、統合医療にどのような形で関与できるかを考

える。 

 

学修目標 

統合医療の概念、現状、および課題について理解する。なぜ統合医療が必要という意見があるのか、その背景が説明

できる。代替医療の主な治療法について種類と概要の説明、および批判的吟味ができる。自身の医療資格でどのよう

に統合医療に関与すべきか、自分なりの考えが持てる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

患者は様々な療法を受け、医薬品や健康食品を購入している。自分の持っている医療資格に関係なく、患者

の立場で必要な知識やセンスを身に着けてほしい。 

 

教科書 

なし。関連学術雑誌に掲載された論文などを、必要に応じて紹介する。 

 

参考書 

医学雑誌に掲載された論文代替治療のトリック サイモン・シン、エツァート・エルンスト 新潮社 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 代替医療・統合医療の定義と概念 
自分または家族の代替医療関連療法・商品

の利用状況を調べる 
山下 

2 代替医療・統合医療の現状と背景 

自分または家族が利用している療法や商品

について、なぜ使用しているのかを

考える 

山下 

3 代替医療・統合医療と EBM 

自分または家族が利用している療法や商品

について、効果と安全性がどの程度

説明されているのか調べる 

山下 

4 代替医療・統合医療とプラセボ効果 

自分または家族が利用している療法や商品

について、それぞれプラセボ効果が

どれくらい含まれるか推定する 

山下 



5 代替医療・統合医療とスピリチュアル 
自分または家族が難治性の病気になったと

き、医療に何を求めるか仮想する 
山下 

6 代替医療の各種治療法①東洋伝統医療 

附属図書館にある書籍・雑誌・資料で、東洋

伝統医療に関する基本情報を調べ

る 

山下 

7 
代替医療の各種治療法②ハーブ・サプリメ

ント 

附属図書館にある書籍・雑誌・資料で、ハー

ブ・サプリメントに関する基本情報

を調べる 

山下 

8 代替医療の各種治療法③アロマセラピー 

附属図書館にある書籍・雑誌・資料で、アロ

マセラピーに関する基本情報を調

べる 

森 

9 代替・統合医療とビジネス・利益相反 

附属図書館にある学術雑誌に掲載されてい

る代替医療の有効性検証に関する

原著論文をひとつ選んで、その利益

相反の関与について考える 

山下 

10 代替医療・統合医療と NBM 
日本国内の代替医療･統合医療と看護の現

状を知る 
山下 

11 
各種代替医療の批判的吟味：院生による調

査報告① 

代替医療をひとつテーマに挙げて、その概

要・エビデンス・安全性を調べてレ

ポートにまとめる 

山下 

12 
各種代替医療の批判的吟味：院生による調

査報告② 

代替医療をひとつテーマに挙げて、その概

要・エビデンス・安全性を調べてレ

ポートにまとめる 

山下 

13 
各種代替医療の批判的吟味：院生による調

査報告③ 

代替医療をひとつテーマに挙げて、その概

要・エビデンス・安全性を調べてレ

ポートにまとめる 

山下 

14 
各種代替医療の批判的吟味：院生による調

査報告④ 

代替医療をひとつテーマに挙げて、その概

要・エビデンス・安全性を調べてレ

ポートにまとめる 

山下 

15 
各種代替医療の批判的吟味：院生による調

査報告⑤ 

今まで授業で習ってきた知識を総合して、

自身の医療資格が患者を主体とし

た統合医療にどのように関与でき

るのか考える 

山下 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義におけるディスカッションの内容②提出レポートの内容 ①30%



 ②70% 



授業科目名 英語文献講読 (看護博士前期) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 
山下 仁／藤重 仁子／前田 薫

／久木元 由紀子 

科目ナンバリング 
HLA20MNSA00

7 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
月曜 2 限、月曜

3 限、月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

英語文献を読み、基本的な単語や構文について解説する。 

 

学修目標 

１．保健医療学領域の英語論文が読める。２．自分の専門領域の英語論文に頻出する単語や構文がわかる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

事前の単語チェックが重要である。 

 

教科書 

必要に応じて資料を配布する 

 

参考書 

必要に応じて資料を配布する 

 

研究室／オフィスアワー 

山下 仁：東棟 24 研究室、月・火６時限 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 英語論文読解の基礎①（藤重） 関連する基本的な英単語と表現を調べる 藤重 

2 英語論文読解の基礎②（藤重） 関連する基本的な英単語と表現を調べる 藤重 

3 英語論文読解の基礎③（藤重） 関連する基本的な英単語と表現を調べる 藤重 

4 英語論文読解の基礎④（藤重） 関連する基本的な英単語と表現を調べる 藤重 

5 英語論文読解の基礎⑤（藤重） 関連する基本的な英単語と表現を調べる 藤重 

6 領域別の英語論文講読① 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前田、

久木元 

7 領域別の英語論文講読② 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前田、

久木元 

8 領域別の英語論文講読③ 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前

田

、

久



木

元 

9 領域別の英語論文講読④ 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前田、

久木元 

10 領域別の英語論文講読⑤ 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前

田

、

久

木

元 

11 領域別の英語論文講読⑥ 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前

田

、

久

木

元 

12 領域別の英語論文講読⑦ 指定された論文の単語を調べる 

山下、

前

田

、

久

木

元 

13 領域別の英語論文講読⑧ 
予習：自分が訳したい英語論文を準備して

くる 

山下、

前

田

、

久

木

元 

14 領域別の英語論文講読⑨ 予習：英語論文の訳を各自で行う。 

山下、

前

田

、

久

木

元 

15 領域別の英語論文講読⑩ 予習：英語論文の訳を行う。 

山下、

前

田

、

久

木

元 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①毎回の資料の予習（単語調べ、読み）の状況、および授業時の理解度にもとづき評価する 

 
①100% 



授業科目名 東洋医学史特論 (看護博士前期) 

主担当教員 大形 徹 担当教員 大形 徹 

科目ナンバリング 
HLA20MNSA00

8 
科目区分 共通科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP① 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

中国医学は鍼灸治療と薬物学である本草学の二つから成り立つが、大学院ではこの両者についての基礎的な

知識を涵養するために、鍼灸書の古典と本草書の古典の概要を解説するとともに、それらが日本古代の医薬

治療にも深く影響を与えていることをも解説する。 

 

学修目標 

講義では中国・日本・欧米の最新の研究成果にもとづいて鍼灸学と本草学を解説するが、日本語による理解だけに止

まらず、できれば古典文献をも少しは読解できるように努めたい。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

漢文の原典を読んだり、一部、中国語を読んだりするかもしれません。辞書や検索の方法については、授業

時に紹介します。 

 

教科書 

プリントを配付します。 

 

参考書 

中国科学技術史（医学巻） 廖育群・鄭金生ほか 科学出版社（１９９８）中国医学古典と日本 小曾戸洋 

塙書房 

 

研究室／オフィスアワー 

非常勤ですので、オフィスアワーはありません。本務校は、大阪府立大学人間社会学研究科です。メールは

ohgata728 アットマーク gmail.com にご連絡ください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
伝統中医学の基本理念  中国医学は「気」

の身体観から成り立っている 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

2 
黄帝内経素問  最古の鍼灸医学の基礎的

理論を説く書 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

3 
霊枢経  素問よりやや実際的に鍼灸的治

療を説く 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

4 
八十一難経  脈診など中医の基礎理論を

八十一の問答で説く 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

5 
神農本草経  中国最古の薬物書であり、

上中下の三品に分類される 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

6 
傷寒論  漢代の急性熱性疾患の薬物によ

る治療法を説く 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

7 
鍼灸甲乙経  六朝時代に現れた鍼灸の臨

床応用を説いた書。 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 



8 
脈経  六朝時代に出た脈搏による診断法

を説いた書。 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

9 
黄帝内経太素・明堂経  隋唐代の経典的

鍼灸書であり、日本に深く影響した 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

10 
千金要方   医聖・孫思?の著したスタン

ダードな医書 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

11 
唐宋時代の医学教育   唐宋時代には中

央・地方に医学教育機関が成立した 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

12 医心方   我が国最古の医書 授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

13 
金元医学   桃山・江戸時代に曲直瀬道

三を通じて実践的医術が伝来した 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

14 
銅人?穴鍼灸図経、十四経発揮   今日の

経穴・経絡の基本となる書 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

15 
近年出土の医薬資料   戦国秦漢墓から

出土した素問・霊枢や本草に先立つ医薬書 
授業で学んだことを復習しておくこと 大形 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポートによる評価 

 
100% 



授業科目名 看護研究特論 (看護博士前期) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 
中西 伸子／久木元 由紀子／蓮

池 光人 

科目ナンバリング 
BNA20MNSA00

1 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 2 限、月曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 

【NP コース】必

修【修士論文コ

ース】選択 

授業概要 

看護研究の意義を学び、研究課題や研究疑問の検証に向けた適切な研究手法を理解し、研究実施能力ととも

に修士論文作成、プレゼンテーションの基礎的知識を修得する。 

 

学修目標 

1.  看護における研究の役割と意義を理解できる。DP① 2.  研究に必要な倫理的配慮について理解できる。

DP①②③④3．研究課題の着眼の方法を理解できる。DP① 4．文献収集方法やクリティークについて理解できる。

DP①④ 5．量的研究に関する研究方法について理解できる。DP①④6．質的研究に関する研究方法について理解でき

る。DP①④ 7．研究計画書を作成するための要件を理解できる。DP①④ 8．学位論文の作成、研究発表について理

解できる DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究過程と方法をしっかりと学びましょう。 

 

教科書 

指定なし 

 

参考書 

各教員より適宜紹介します。 

 

研究室／オフィスアワー 

適宜相談に応じます。中西伸子研究室 WP238 蓮池研究室 S 棟 15 研究室久木元研究室 W棟 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス看護における研究の意義と役割 
自己の研究の着眼点を発表する(予習復習

時間各 1時間) 

中西伸

子 

2 研究における倫理的配慮について 
研究における倫理的配慮について予習して

くる。(予習、復習時間各 1 時間) 

中西伸

子 

3 
文献収集の方法、文献抄読、文献整理につい

て論文のクリティークについて 

文献収集の方法、文献抄読、文献整理につい

てとクリティークについて予習し

てくる。(予習、復習時間各 1時間) 

中西伸

子 

4 量的研究とデータの分析について 
各自の研究課題にあった量的研究の論文を

収集しクリティークしてくる。(予

中西伸

子 



習、復習時間各 1時間) 

5 
量的研究の研究計画書・プロトコルの書き

方・質問紙の作成方法について 

質問紙の作成方法について予習してくる。

(予習、復習時間各 1時間) 

中西伸

子 

6 

文献検討/システマティックレビューの研

究方法について到達目標文献検討/システ

マティックレビューの目的・方法について

説明できる文献検討とシステマティックレ

ビューの違いが理解できる 

文献検討/システマティックレビューの研

究方法について予習・復習する。(予

習、復習時間各 1時間) 

久木元 

由紀子 

7 

システマティックレビューの研究方法につ

いて到達目標システマティックレビューを

検索し、内容を理解することができる 

システマティックレビューの文献を検索し

その内容について予習・復習する。

(予習、復習時間各 1時間) 

久木元 

由紀子 

8 

文献検討/システマティックレビュー研究

方法について到達目標文献検討/システマ

ティックレビューのクリティークについて

説明できる 

文献検討/システマティックレビューのク

リティークについて学修する。(予

習、復習時間各 1時間) 

久木元 

由

紀

子 

9 
文献検討の実際到達目標自己の研究目的・

方法について説明できる 

自己の研究テーマに関する文献研究を検索

し、その説明ができる。(予習、復習

時間各 1時間) 

久木元 

由紀子 

10 
文献検討の研究計画書について到達目標文

献検討の研究計画書について説明できる 

文献検討の研究計画書について説明ができ

る。(予習、復習時間各 1時間) 

久木元 

由

紀

子 

11 質的研究の種類と特徴 

予習質的研究について事前に調べてくる課

題質的研究を用いた文献を検索す

る予習課題各 2時間以上行うこと 

蓮池光

人 

12 看護における質的研究 

予習質的研究を用いた論文を精読しクリテ

ィークしてくる課題質的研究を用

いた文献を検索する予習課題各2時

間以上行うこと 

蓮池光

人 

13 質的研究のクリティーク 

予習質的研究を用いた論文を精読しクリテ

ィークしてくる課題質的研究を用

いた文献を検索する予習課題各2時

間以上行うこと 

蓮池光

人 

14 
自己の研究課題に関する質的研究のクリテ

ィーク 

予習自己の研究課題の質的研究を用いた論

文を精読しクリティークしてくる

課題質的研究についてまとめる予

習課題各 2時間以上行うこと 

蓮池光

人 

15 研究計画書・倫理申請書・同意書の作成 

予習質的研究の研究計画書について学修し

てくる課題質的研究の研究計画書

についてまとめる予習課題各2時間

以上行うこと 

蓮池光

人 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．2/3 以上の出席が必要 2．ディスカッションへの参画度 DP①②③④3．プレゼンテーション DP①④4．

課題   DP①②③④ 

 

2.50%3.

40%4.10

% 



授業科目名 看護教育学特論 (看護博士前期) 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美 

科目ナンバリング 
BNA20MNSA00

2 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 1 限、金曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本科目では教育とは何かという本質的課題をベースに、「看護教育学」について重要な側面を考察する。まず、

日本の近代看護教育がどのように始まり、経過し、今日に至っているか、その変遷と改革に費やされたエネ

ルギーやアウトカムを認識することから始める。学問としての看護教育を問い、その対象（範囲）、研究手法、

構成要素の構造的理解等について文献で学修し、看護教育学の全体像を捉える。また、教育課程、教育方法、

教育評価の考究は不可欠であるため、実践的観点から学修することを主眼とする。 

 

学修目標 

1．教育の本質について説明することができる。DP①2．看護教育の特徴について説明することができる。DP①②3．

日本における近代看護の変遷について説明することができる。DP①②4．今日の看護教育の課題について説明するこ

とができる。DP②④5．看護教育に関する研究課題を説明することができる。DP②④6．看護教育研究の手法について

述べることができる。DP④7．看護教育におけるカリキュラム、各種教育方法、教育評価について、実践的側面から

説明することができる。DP②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．自己の看護学教育の経験のなかから重要なポイントを抽出して下さい。2．看護学教育を静的に学び整理

するというより問題点を取り上げてほしいと思っています。3．対話をしながら進めていきたいと考えていま

す。4．皆さんの主体的な参加を期待しています。 

 

教科書 

主として文献を活用し、教科書は使用しない。 

 

参考書 

講義中に提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

ガイダンス時に伝える。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
科目ガイダンス教育とは何か、その本質を

共有する。 

予習：各自の経験を通して教育の本質を考

えまとめる。復習：講義中のディス

カッションについて論点を整理す

る。1時間。 

村上 

2 
看護教育の変遷① 時代背景、教育課程、教

育内容、教育手法や評価等について考える。 

予習：文献を検索しクリティークする。復

習：ディスカッション内容をまとめ
村上 



ておく。1時間。 

3 看護教育の変遷② 

予習：文献のクリティークをまとめる。復

習：ディスカッション内容をまと

め、レジュメを作成する。1時間。 

村上 

4 
看護教育の変遷（戦後～現代）について発

表。 

予習：発表レジュメの作成。復習：発表、デ

ィスカッションをとおしての課題

をまとめる。1時間。 

村上 

5 

現代の看護教育①学士課程を中心に全体像

を把握する。次いで看護教育を構成する対

象について理解する。 

予習：高等教育機関に入学する学生の特徴

を調べる。復習：ディスカッション

内容から教育する者の在り方を考

える。1時間。 

村上 

6 
現代の看護教育② 看護教育の目標を理解

し、教育課程との関連を考察する。 

予習：学士課程の到達目標（ディプローマ・

ポリシー）について考えをまとめ

る。復習：カリキュラムとの関連を

まとめる。1時間。 

村上 

7 
現代の看護教育③  看護学の教育課程と構

成要素、それらの内容について理解する。 

予習：「保健師助産師看護師学校養成所指定

規則」「大学設置基準」「看護学教育

モデル，コアカリキュラム」を調べ

る。復習：講義、ディスカッション

内容の要点をまとめる。1時間。 

村上 

8 
現代の看護教育④  学士課程カリキュラム

の問題点を共有する。 

予習：自身が経験したカリキュラムを中心

とした問題点をまとめる。復習：講

義・ディスカッション内容をまとめ

る。1時間。 

村上 

9 
現代の看護教育⑤ 看護教育の方法（臨地

実習・演習）について深める。 

予習：臨地実習・演習の目標と方法を経験を

通して重要な点をまとめる。復習：

実習や演習の効果的な在り方をま

とめる。1時間。 

村上 

10 現代の看護教育⑥ 教育の評価。 

予習：評価とは何か？まとめる。復習：評価

の課題をディスカッションの中か

らまとめておく。1時間。 

村上 

11 看護学教育の論文クリティーク① 

予習：先行研究を読みまとめておく。復習：

講義のまとめを通して次回のテー

マの先行研究を検索する。1時間。 

村上 

12 看護学教育の論文クリティーク② 同上。1時間。 村上 

13 看護学教育の論文クリティーク③ 同上。1時間。 村上 

14 看護学教育への提言① 

予習：これまでの学修内容を整理して発表

資料を作成する。復習：提出レポー

トの整理。1時間。 

村上 

15 看護学教育への提言② 

予習：これまでの学修内容を整理して発表

資料にまとめる。復習：提出資料を

まとめる。1時間。 

村上 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    



26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート評価。※ルーブリックを提示する。DP①②③④ 

 
100% 



授業科目名 看護理論特論 (看護博士前期) 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美 

科目ナンバリング 
BNA20MNSA00

3 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

「看護学とは何か」、「看護とは何か」を問いつつ、 国内外の論文や書籍を通し、看護理論の歴史的背景や

変遷が、看護にどのように影響を及ぼしたかなどについて探求する。また、看護理論家の諸理論の源泉を明

らかにし、看護理論の看護実践、研究、教育への活用を検討し考察していく。授業方法は講義、グループワー

ク、プレゼンテーションとする。 

 

学修目標 

1．看護実践の基盤となる看護理論の歴史的背景や変遷を振り返り、源泉を説明できる。(DP①②④)2．諸理論の看護

実践、研究、教育への活用を検討し考察できる（DP①②③④）3．The Human Act of Caring ケアする存在として

の人間」シスター・M・シモーヌ・ローチを用いて、あらためて「看護とは何か」について問う。 看護実践現場で遭

遇する事象への活用について議論し、自己の考えを考察できる。（DP①②③④） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

履修する院生のニーズに合わせて展開する 

 

教科書 

使用しない。 

 

参考書 

ガイダンスで紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

伊津美研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス、授業の進め方、「看護学とは何

か」、「看護とは何か」 

予習：復習：「看護とは」、「看護学とは」 こ

れまで尾看護実践も踏まえて調べ

る(2 時間) 

伊津美

孝子 

2 看護理論とは何か 予習：復習：看護理論とは何か (2 時間) 
伊津美

孝子 

3 看護理論の意義と重要性 予習復習:看護理論の意義と重要性(2 時間) 
伊津美

孝子 

4 看護理論の歴史的変遷と看護への影響① 
予習復習:看護理論の歴史的変遷と看護へ

の影響(2 時間) 

伊津美

孝子 

5 看護理論の歴史的変遷と看護への影響② 
予習復習:看護理論の歴史的変遷と看護へ

の影響(2 時間) 

伊津美

孝子 

6 看護理論の源泉① 予習復習：理論の源泉について(2 時間) 
伊津美

孝子 



7 看護理論の源泉② 予習復習：理論の源泉について(2 時間) 
伊津美

孝子 

8 看護理論の源泉③ 予習復習：理論の源泉について(2 時間) 

伊津美

孝

子 

9 
諸理論の看護実践、研究、教育への活用を検

討 

予習復習:諸理論の看護実践、研究、教育へ

の活用について(2 時間) 

伊津美

孝子 

10 

「The Human Act of Caring ケアする存

在としての人間」シスター・M・シモーヌ・

ローチ (第 1 章～2章) 

The Human Act of Caring ケアする存在

としての人間」シスター・M・シモー

ヌ・ローチ p70 まで熟読(2 時間) 

伊津美

孝

子 

11 

The Human Act of Caring ケアする存在

としての人間」シスター・M・シモーヌ・ロ

ーチ 第 3章、4章 

予習復習:The Human Act of Caring ケ

アする存在としての人間」シスタ

ー・M・シモーヌ・ローチ p97 まで

熟読(2 時間) 

伊津美

孝

子 

12 

The Human Act of Caring ケアする存在

としての人間」シスター・M・シモーヌ・ロ

ーチ 第 5章、6章 

The Human Act of Caring ケアする存在

としての人間」シスター・M・シモー

ヌ・ローチ p139 まで熟読(2 時間) 

伊津美

孝

子 

13 

The Human Act of Caring ケアする存在

としての人間」シスター・M・シモーヌ・ロ

ーチ 第 7章、8章 

The Human Act of Caring ケアする存在

としての人間」シスター・M・シモー

ヌ・ローチ p186 まで熟読(2 時間) 

伊津美

孝

子 

14 

The Human Act of Caring ケアする存在

としての人間」シスター・M・シモーヌ・ロ

ーチ 第 9 章 看護理論の看護実践現場で

遭遇する事象への活用について 

The Human Act of Caring ケアする存在

としての人間」シスター・M・シモー

ヌ・ローチ p225 まで熟読(2 時間) 

伊津美

孝

子 

15 プレゼンテーション プレゼンテーション準備(2 時間) 

伊津美

孝

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.ディスカッションへの参画度 2.プレゼンテーション 3.レポート評価 DP①②③④ 

 

1.30%2.

40%3.30

% 



授業科目名 ヒューマンケア理論特論 (看護博士前期) 

主担当教員 若村 智子 担当教員 若村 智子 

科目ナンバリング 
BNA20MNSA00

4 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

諸科学の形成過程が看護科学の形成過程と理論的に同じ過程をたどっていることを理解し、理論構築のプロ

セス及び看護科学の構造について学ぶ。また、看護理論史を概観し、看護科学の発展の経緯について理解を

深め、看護実践の基礎となる看護理論と看護現象とのつながりを学習する。有用な理論を、自らの看護実践

に適用する能力を習得し、より看護学を発展させる基礎的視点を養う。 

 

学修目標 

１．看護理論の形成過程や看護理論の定義、構成要素、種類を説明できる。 ２．看護理論の歴史的変遷やその発展

過程を説明できる。 ３．主たる看護理論を理解するとともにその課題を考察する。 ４．様々な理論的な知見を自ら

の活用可能性において説明できる。 ５．活用可能な看護理論を批判的に考察し、看護の質の向上に役立てる能力を

養う。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

理論家の生い立ちや業績について調べ、毎回、プレゼンできるようにしておいてください。自分が理解した

内容を他者に伝えることを通して理論を学ぶ方法を採用します。受講生が多い場合は、わりつけも可能。中

範囲理論に関する原著論文を、事前に授業までに用意しておいてください（日本語でもよいが、英語論文の

ほうが望ましい。決定までの相談に応じます。） 

 

教科書 

特に指定しません 

 

参考書 

木村敏『病因論研究』(講談社学術文庫) ISBN:978-4061591424 野島良子『看護科学のパラダイム転換 質的

研究はいつ、なぜ登場したのか？』(へるす出版) ISBN:978-4892696725 

 

研究室／オフィスアワー 

京都大学大学院医学研究科内 wakamura.tomoko.5v@kyoto-u.ac.jp に連絡ください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
看護理論とは 本講義の目的と概要、すすめ

方について説明する。 

予習：看護理論について調べておく。復習：

授業の進め方について復習する。 
 

2 

ケアとは ケアの意味を、ヒルデガルド、ハ

イデッガー、ヴァイツゼッカーなどのドイ

ツ哲学の思索から概説する。 

予習：ケアの意味について事前に調べてお

く。復習：ケアに関しての文献を自

分で読んで復習する。 

 

3 

看護理論の歴史的考察 世界における看護

理論家の誕生の時代的背景、アメリカで看

護学が特に発展した理由を考察する。 

予習：世界の看護理論家について調べてお

く。復習：アメリカで看護学が発展

した理由を自分なりに文献を読ん

 



で復習する。 

4 

近代看護の創始者たちとその理論 近代看

護学者の理論を、フォーセットの考えを用

いて概説し、それぞれの特徴を理解する。 

予習：フォーセットの理論について調べて

おく。復習：フォーセットの理論を

使って各理論家の特徴を文献を読

んで復習する。 

 

5 

ナイチンゲールの経歴とその足跡 ナイチ

ンゲールの経歴とその著書から、その当時

の社会背景と看護の実情を理解する。 

予習：ナイチンゲールについて調べておく。

復習：ナイチンゲールに書かれてい

る書物を読んで、その当時の実情を

復習する。 

 

6 

看護理論の臨床看護への活用 看護理論を

臨床看護へ応用する意味を実際の具体的な

例から理解する。 

予習：臨床でどんな看護理論が使われて事

前に調べておく。復習：実際の臨床

でどのように看護理論が使われる

とよいのかを文献を読んで復習す

る。 

 

7 

看護理論の紹介とその理論の課題①ヒュー

マニスティック看護論（ヘンダーソン・オレ

ム） ヘンダーソンおよびオレムの理論を紹

介し、その課題を検討する。 

予習：ヘンダーソン・オレムの看護理論につ

いて調べておく。復習：学んだこと

を通じて、課題は何かを文献を読ん

で復習する。 

 

8 

看護理論の紹介とその理論の課題②ヒュー

マニスティック看護論（ワトソン・ベナー）  

ワトソンおよびベナーの理論を紹介し、そ

の課題を検討する。 

予習：ワトソン・ベナーの看護理論について

調べておく。復習：学んだことを通

じて、課題は何かを文献を読んで復

習する。 

 

9 

看護理論の紹介とその理論の課題③対人関

係論(ペプロー） ペプローの理論を紹介し、

その課題を検討する。 

予習：ペプローの看護理論について調べて

おく。復習：学んだことを通じて、

課題は何かを文献を読んで復習す

る。 

 

10 

看護理論の紹介とその理論の課題④適応シ

ステムとしての人(ロイ) ロイの理論を紹

介し、その課題を検討する。 

予習：ロイの看護理論について調べておく。

復習：学んだことを通じて、課題は

何かを文献を読んで復習する。 

 

11 

看護理論の紹介とその理論の課題⑤エネル

ギーの場としての人（ロジャーズ） ロジャ

ースの理論を紹介し、その課題を検討する。 

予習：ロジャースの看護理論について調べ

ておく。復習：学んだことを通じて、

事後に復習する。 

 

12 

中範囲理論の紹介と看護実践への応用① 

急性疼痛、体重コントロールなどの生理学

的な分野を取り扱い、論文の精読を通して

理解する。 

予習：中範囲理論について調べておく。復

習：他の関連する論文を読んで復習

する。 

 

13 

中範囲理論の紹介と看護実践への応用② 

健康信念モデル、慢性疾患のセルフケア概

念などの認知的な分野を取り扱い、論文の

精読を通して理解する。 

予習：健康信念モデル、慢性疾患のセルフケ

ア概念などについて調べておく。復

習：他の関連する論文を読んで復習

する。 

 

14 

中範囲理論の紹介と看護実践への応用③ 

共感、グリーフ、サクセスフルエージングな

どの感情的な分野を取り扱い、論文の精読

を通して理解する。 

予習：共感、グリーフ、サクセスエージング

などについて調べておく。復習：他

の関連する論文を読んで復習する。 

 

15 

まとめ 新たな看護実践のためのヒューマ

ンケア理論の構築の戦略について概説す

る。 

予習：今まで学んだことをまとめて、理論の

全体像を調べておく。復習：ヒュー

マンケア理論構築について関連論

文を読んで、復習する。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    



24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義参加状況②プレゼンテーション力③レポートの内容により総合的に評価する。 DP①②③④ 

 

①40%

②30%

③30% 



授業科目名 フィジカルアセスメント (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング 
BNA20MNSA00

5 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

対象患者の状態を判断あるいは把握し、必要とされる看護ケアへつなげるために、フィジカルアセスメント

は非常に重要である。本科目では、フィジカルアセスメントの具体的な方法・技術、基礎となる人体の構造

と機能に関する知識、臨床でよくみられる症状、徴候、異常所見、病態生理などを教授する。また、文献的考

察などを加えることにより、疾病構造の変化や急激な少子・超高齢化など諸問題に対する問題解決能力を養

う。 

 

学修目標 

１．病因・病態の解明や診断に有用なフィジカルアセスメントの理論や手法を説明できる。２．国際的、学際的な研

究の現況や展望などを説明できる。３．国際的にも通用する自立した研究を実践できる。DP①③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

知識・実例の解説と質疑応答を交えながら進行する。毎回のテーマに関わる論文、記事、資料を事前に指定

するので目を通し、授業後には自身の専門分野と予定している研究テーマに当てはめて未解決の課題を抽出

すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する 

 

参考書 

フィジカルアセスメントがみえる MEDIC MEDIA フィジカルアセスメント ディシジョン Gakken 論文、記

事、関連資料を適宜配布する 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟研究室８：部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 総論：フィジカルアセスメントの意味・目的 学修内容について、予習・復習をすること。  

2 
基本手順（問診、視診、触診、打診、聴診）

１ 
学修内容について、予習・復習をすること。  

3 
基本手順（問診、視診、触診、打診、聴診）

２ 
学修内容について、予習・復習をすること。  

4 症状・症候からのアセスメント１ 学修内容について、予習・復習をすること。  

5 症状・症候からのアセスメント２ 学修内容について、予習・復習をすること。  

6 呼吸器系１ 学修内容について、予習・復習をすること。  



7 呼吸器系２ 学修内容について、予習・復習をすること。  

8 循環器系１ 学修内容について、予習・復習をすること。  

9 循環器系２ 学修内容について、予習・復習をすること。  

10 消化器系１ 学修内容について、予習・復習をすること。  

11 消化器系２ 学修内容について、予習・復習をすること。  

12 感覚器系 学修内容について、予習・復習をすること。  

13 運動器系 学修内容について、予習・復習をすること。  

14 中枢神経系 学修内容について、予習・復習をすること。  

15 総合演習 学修内容について、予習・復習をすること。  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート②質疑応答時の発言内容 DP①③ 

 

①70%

②30% 



授業科目名 看護管理特論 (看護博士前期) 

主担当教員 住田 陽子 担当教員 住田 陽子／小西 由起子 

科目ナンバリング 
BNA20MNSA00

6 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 看護管理に必要な基礎理論に基づき、対象者・看護者双方にとって、効果的な看護を提供する仕組みにつ

いて考察する。看護における制度・政策、経済・経営、人材育成、リーダーシップ、キャリアについて、既存

の研究の系譜をたどり、理論の変遷と看護の現状について理解する。また、プレゼンテーションとディスカ

ッションを通して考察を深める。 

 

学修目標 

1．看護管理の概念について理解し、分析できる。〈DP①②③④〉2．看護の制度・政策について、看護管理の視点か

ら問題分析するための知識を修得できる。〈DP①②③④〉3．看護の経済・経営について、看護管理の視点から問題分

析するための知識を修得できる。〈DP①②③④〉4．看護の人材育成について、看護管理の視点から問題分析するため

の知識を修得できる。〈DP①②③④〉5．看護のリーダーシップについて、看護管理の視点から問題分析するための知

識を修得できる。〈DP①②③④〉6．キャリアの概念を理解し 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．看護界で生きている今、このタイミングで、この教科目を履修している意味を考えながら、授業に臨むこ

と。2．看護管理の内容は経営学が基盤になっているところが多い。経営学にも関心を持ち、文献に触れるこ

と。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

授業の中で紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

住田研究室／随時小西研究室／随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス看護管理概観 

予習：本科目を選択した理由をまとめてお

く。復習：看護管理の概念を整理し

ておく。 

住田陽

子 

2 
【プレゼンテーション】看護の制度・政策に

ついて 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

住田陽

子 

3 
【プレゼンテーション】看護の制度・政策に

ついて 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

住田陽

子 



4 
【プレゼンテーション】看護の制度・政策に

ついて 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

住田陽

子 

5 【プレゼンテーション】看護の経済・経営 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

小西由

起子 

6 【プレゼンテーション】看護の経済・経営 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

小西由

起子 

7 【プレゼンテーション】看護の経済・経営 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

小西由

起子 

8 【プレゼンテーション】看護の人材育成 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

小西由

起

子 

9 【プレゼンテーション】看護の人材育成 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

小西由

起子 

10 【プレゼンテーション】看護の人材育成 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

小西由

起

子 

11 【プレゼンテーション】リーダーシップ 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

小西由

起

子 

12 【プレゼンテーション】リーダーシップ 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

小西由

起

子 

13 【プレゼンテーション】看護職のキャリア 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

住田陽

子 

14 【プレゼンテーション】看護職のキャリア 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。 

住田陽

子 

15 【プレゼンテーション】看護職のキャリア 

予習：プレゼンテーションの準備。復習：デ

ィスカッションから生まれた疑問

について探求する。※最終提出する

課題レポート作成：15 時間 

住田陽

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

プレゼンテーションとその内容〈DP①②③④〉 

 
100% 



授業科目名 看護技術特論 (看護博士前期) 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美 

科目ナンバリング 
BNA20MNSA00

7 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 1 限、金曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

本科目では看護技術をあらゆる看護実践に不可欠な行為として位置づけ、多方面から洞察する。。すなわち、

看護技術の目的、対象、技術の内容、その特性、対象との関係形成等の側面である。また、ヒューマンケアリ

ングの概念は定着しつつあるが、看護職者と受け手（患者）の関係性に関するより良い在り方をさらに問う

必要がある。次に、Evidence based nursing の重要性は看護職一般に認識されているが、evidence が十分

でない技術は少なくない。そこで evidence を明確化することの意味内容を問い、専門職としての技術を考

察し新たな技術の創生について考えさせる。一方、看護技術に対する考え方は時代とともに変遷してきたた

め、それらのプロセスを文献的に理解し、最終的には自己の「看護技術」観をまとめることができるように

教授する。 

 

学修目標 

1．看護技術とは？の問いに、価値観（看護観）を伴った見解をもって答えることができる。2．看護技術の目的、対

象、技術の内容や特性について説明することができる。3．看護技術の構成要素について説明することができる。4．

Evidence based nursing について説明することができる。5．看護技術（看護師の行為）のあるべき姿を描くことが

できる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

「看護技術」はだれもが深く考えないで使っている言葉だと思いますが、原点に戻って考え直してみて下さ

い。専門職が実践する「看護技術」とはどういったものであろうか？非専門職のものとどこが違うのか・違

わないのか？真正の「看護技術」はクライエントにとってどのような影響があるか？これまでに実践した看

護技術を思い出しながら考えて下さい。 

 

教科書 

授業中に紹介する。 

 

参考書 

授業中に紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

ガイダンス時に提示する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス「看護技術」に関する free 

talking 

予習：看護技術について自己の考えをまと

める。復習：free talking したこと
村上 



をまとめる。2時間。 

2 
文献検索①「看護技術」の概念について文献

を検索し、クリティークする。 

予習：文献検索。復習：クリティークした内

容をまとめる。2時間。 
村上 

3 
文献検索②さらに収集した文献をクリティ

ークする。 

予習：文献検索。復習：クリティークの内容

をまとめる。2時間。 
村上 

4 
文献検索③検索を重ねた文献をクリティー

クする。 

予習：文献検索。復習：クリティーク内容を

まとめる。2時間。 
村上 

5 
文献のクリティーク内容を発表し、ディス

カッション後、結論を導く。 

予習：発表準備復習：発表のまとめ。12 時

間。 
村上 

6 「看護技術」の種類を理解する。 

予習：看護技術にはどのようなものがある

か、まとめる。復習：講義やディス

カッション内容をまとめる。2時間。 

村上 

7 

「看護技術」の種類の過不足を討議する。

「看護教育の卒業時の技術到達度」等を参

考にしてみる。 

予習：技術到達度を参考に過不足を考える。

復習：講義・ディスカッション内容

をもとにまとめる。5時間。 

村上 

8 
「看護技術」の特性について、ケアを受ける

対象との関係をもとに考える。 

予習：看護技術を提供される対象の特性に

ついてまとめる。復習：講義、ディ

スカッションをまとめる。2時間。 

村上 

9 
技術を提供する看護師とケアを受ける対象

との関係について理解する。 

予習：二者関係（患者と看護師）について考

えをまとめる。復習：講義やディス

カッションをまとめる。文献で確認

する。3時間。 

村上 

10 
看護実践における evidence について理解

する。 

予習：Evidence の意味を深く考えまとめる。

復習：講義やディスカッションを具

体的なケースで考えまとめる。4 時

間。 

村上 

11 
看護実践における Evidence の要件を理解

し、Evidence の重要性を考える。 

予習：EBN の要件を考えまとめる。復習：

Evidence がない看護技術はどうい

ったものか・なぜか考える。3時間。 

村上 

12 現代看護実践の現状を認識する。 

予習：看護実践現場の看護技術について考

えをまとめる。復習：現状の実際を

整理、分析する。3時間。 

村上 

13 
看護実践の目標（看護技術を視野に入れた

もの）を探す。 

予習：現状をより良くするための方策を多

様な視点から考えてみる。復習：講

義・ディスカッションをまとめる。

文献検索とクリティーク。3時間。 

村上 

14 
より良い看護実践のための方策を理解す

る。 

予習：看護実践をより良くするための方策

を考えまとめる。（原因分析を通し

て）復習：講義やディスカッション

内容をまとめる。3時間。 

村上 

15 最終プレゼンテーション。 

予習：これまでの情報をまとめてレジュメ

を作成する。復習：最終的な自己評

価とレポート作成。12 時間。 

村上 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．レポート「看護技術の本質と看護実践における問題点」            ※ルーブリックで評価する。

2．プレゼンテーション                    DP①②③④ 

 

1.  

70％2．

30％ 



授業科目名 成人看護支援特論 (看護博士前期) 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 吉村 弥須子／久木元 由紀子 

科目ナンバリング 
PNA20MNSA00

1 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 2 限、水曜

3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 急激な健康状態の変化や侵襲的治療によって身体・心理・社会的危機状況にある患者、疾病や障がいを持

ちながら生活している患者に対する看護ケアを、科学的、専門的視点から探究することを目的とする。成人

期にある対象の特徴と疾病罹患をふまえて、看護に必要な諸理論、援助方法等について教授し、看護実践に

おいて的確な判断力と実践力を養うための知識と技術、看護ケアのエビデンス等について追究させることを

目的とする。さらに病院から地域・在宅への移行に向けての支援と課題について言及する。（ 吉村 弥須子

／８回） ライフサイクルにおける成人期の発達課題と健康問題の特徴をふまえた看護実践方法について探

究する。がん、生活習慣病、ストレスなど、成人期の人が抱えるさまざまな健康問題や健康状態の急激な変

化や侵襲的治療を受ける対象に対し、エビデンスに基づく看護（EBN：Evidence Based Nursing）実践のため

に必要な諸理論、援助方法等について探究することを目的とする。（ 久木元 由紀子／７回） 急激な健康

状態の変化や侵襲的治療によって身体・心理・社会的危機状況にある患者に対する看護実践能力を高めるた

めに、クリティカルシンキング、コミュニケーション、看護ケア力、多職種連携、倫理の視点から探究するこ

とを目的とする。 

 

学修目標 

1.成人期の健康問題の特徴と看護実践に必要な諸理論について説明できる。〈DP①③④〉2.看護実践に必要な EBN に

関する文献レビューができる。〈DP①③④〉3.諸理論の看護実践、研究への活用について考察できる。〈DP①②③④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.授業は講義、ディスカッション、プレゼンテーションを組み合わせて行う。2.プレゼンテーションのため

の資料を事前に準備する。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

334 研究室（吉村） 随時, 239 研究室(久木元) 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 現代社会における成人期の健康問題 事前に学習してくる 2 時間 
吉村弥

須子 



2 
成人期の健康問題に関する侵襲的治療と看

護 

生活習慣病、がんに関する侵襲的治療に関

する文献検討 2 時間 

吉村弥

須子 

3 
ストレス理論とストレス・コーピング理論

の看護への活用 

ストレス理論、ストレス・コーピング理論に

関する文献検討 2 時間 

吉村弥

須子 

4 危機理論を活用した看護実践 危機理論に関する文献検討 2 時間 
吉村弥

須子 

5 がん患者の意思決定支援 
がん患者の意思決定支援に関する文献検討 

2 時間 

吉村弥

須子 

6 成人教育理論を活用した看護実践 成人教育理論に関する文献検討 2 時間 
吉村弥

須子 

7 
EBN を実践するために必要なシステマティ

ックレビューについて学ぶ 

文献検索を行ってシステマティックレビュ

ーを 1件探し、読んでおく（2時間）。 

久木元

由紀子 

8 クリティカルシンキング 
クリティカルシンキングに関連した文献を

検索し、読んでおく(2 時間）。 

久木元

由

紀

子 

9 コミュニケーション・共感力 
コミュニケーション・共感力に関連した文

献を検索し、読んでおく(2 時間）。 

久木元

由紀子 

10 情動知能と看護ケア力 
情動知能と看護に関連した文献を検索し、

読んでおく(2 時間）。 

久木元

由

紀

子 

11 異文化理解と看護 
異文化と看護に関連した文献を検索し、読

んでおく(2 時間）。 

久木元

由

紀

子 

12 急性期のおける倫理と看護 
倫理と看護に関連した文献を検索し、読ん

でおく(2 時間）。 

久木元

由

紀

子 

13 急性期における終末期ケア 
急性期の終末期看護に関連した文献を検索

し、読んでおく(2 時間）。 

久木元

由

紀

子 

14 
成人看護における看護実践に必要な EBN に

関する文献レビュー 

事前に学習しプレゼンテーションをする。 

2 時間 

吉村弥

須

子 

15 諸理論の看護実践、研究への活用 
自身の考えをまとめプレゼンテーションを

する。 2 時間 

吉村弥

須

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

・プレゼンテーション、ディスカッション 40％・レポート 60％〈DP①②③④〉 

 

・ 40% ・

60% 



授業科目名 療養支援看護学特論Ⅰ(在宅・老年) (看護博士前期) 

主担当教員 外村 昌子 担当教員 外村 昌子／升田 寿賀子 

科目ナンバリング 
PNA20MNSA00

2 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

在宅ケアにかかわる諸制度、関係他職種との連携など、在宅ケアシステム全体を視野におき、健康障害を持

ちながら、地域で生活する人々とその家族の支援について、看護に必要な諸理論、援助方法について教授す

る。また、現在の在宅看護の背景を概観し、看護を含む在宅ケアについての現代社会における問題・課題を

明らかにし、近未来社会に求められている看護を展開するために必要な方策を探求する。更なる高齢化社会

の進展を見据え、高齢期の発達課題、加齢による身体的・心理的・社会的側面の変化を理解するための理論

を修得させ、保健医療福祉制度、高齢者の日常生活への影響、家族看護や倫理的課題などの理解を深めさせ

る。また、高齢者を取り囲む社会の仕組みの変遷から高齢者の生きがい管、死生観や詩を取り巻く制度を概

観し、今後の課題や求められる老年看護の専門性を探求する。 

 

学修目標 

１．地域包括ケアシステムや在宅療養者やその家族を支援する制度を理解し、今後の課題を明確にする。①②③④２．

在宅療養者を含む地域で暮らす人々の健康維持（増進）に向けての支援のありかたについて考察する。①②３．高齢

期の発達課題、加齢による身体的・心理的・社会的側面の変化を理解し、課題を明確化する。①②③④４．家族看護

や倫理的課題などの理解し、高齢者の死生観や社会福祉制度を概観し、今後の課題を考察する。①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

在宅・老年看護に関連する社会の諸問題について関心をもち、対象となる高齢者や家族の健康問題について

自分なりに整理しておいてください。 

 

教科書 

特に使用しません 

 

参考書 

講義時に適宜紹介します。 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の初回に連絡します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 地域包括ケアと在宅ケア 

地域包括ケアシステムについて説明出来る

よう資料等を熟読する 自修時間 4

時間 

升田 

2 在宅ケアを支える制度と社会資源 

在宅ケアにかかわる諸制度、関係機関職種

について資料等を熟読し、現在社会

における問題点を考えてくる自修

升田 



時間 4時間 

3 在宅看護の歴史と現状 

在宅看護が重要となってきた社会背景につ

いて説明できるように準備する自

修時間 4時間 

升田 

4 在宅療養者とその家族を支える諸理論 1 

危機理論、家族看護における諸理論を概観

し、臨地において適応させるうえの

自身の疑問点を明確にする自修時

間 4時間 

升田 

5 在宅療養者とその家族を支える諸理論 2 

危機理論、家族看護における諸理論を概観

し、臨地において適応させるうえの

自身の疑問点を明確にする自修時

間 4時間 

升田 

6 在宅療養者とその家族の現状と問題 

社会全体における在宅療養者とその家族の

現状と問題についての資料を準備

し、熟読する。自修時間 4 時間 

升田 

7 在宅療養者とその家族の現状と問題 
自身が抱えている対象についての問題状況

を明確にする自修時間 4時間 
升田 

8 老年看護学領域における臨床研究の動向 

老年看護学領域における研究の現状につい

ての資料を熟読し、現在・未来を見

据えての課題を明らかにする自修

時間 4時間 

外村 

9 認知症高齢者を支援する制度と現状 

認知症高齢者を支援する制度と現状につい

ての資料を熟読し、その課題を明ら

かにする自修時間 4時間 

外村 

10 
高齢者の発達課題と加齢による身体的・心

理的・社会的側面の変化 

予習：高齢者の発達段階・課題における理論

を学習しておく 2.0 時間復習：老

年看護における看護理論をまとめ

る 2.0 時間 

外村 

11 高齢者の生活評価と活用できる看護理論 

予習：高齢者の健康障害を評価する尺度・看

護理論について学習しておく 2.0

時間復習：評価尺度・理論について

自身の考察をまとめる 2.0 時間 

外村 

12 高齢者の健康障害の予防と理論 

予習：現在の社会における高齢者の健康問

題の課題をまとめておく。 2.0 時

間復習：健康問題の予防策について

考察しまとめる 2.0 時間 

外村 

13 高齢者のエンパワーメントと権利擁護 

予習：高齢者の権利擁護について学習して

おく 2.0 時間復習：高齢者のエンパ

ワーメントについて事例をあげま

とめる 2.0 時間 

外村 

14 高齢者施設のおける看護援助とその課題 

予習：高齢者施設の種類別の機能・役割を学

習しておく 2.0 時間復習：高齢者

施設ケアにおける看護の役割をま

とめる 2.0 時間 

外村 

15 高齢者のエンドオブライフケア 

予習：高齢者における終末期のあり方につ

いて考えてくる 2.0 時間復習：高

齢者のエンドオブライフケアにつ

いて、自身の考えをまとめる 2.0

時間 

外村 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.プレゼンテーション・ディスカッション〈①②③④〉2.レポート（①）3.出席は 2/3 以上となる。 

 

1.60%2.

40% 



授業科目名 療養支援看護学特論Ⅱ(精神) (看護博士前期) 

主担当教員 蓮池 光人 担当教員 
蓮池 光人／橋本 富子／前川 

佳敬 

科目ナンバリング 
PNA20MNSA00

3 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

精神看護学では、あらゆる発達段階のメンタルヘルスが課題となるが、本科目では青年期特に境界性パーソ

ナリティ障害患者やその家族に焦点を当てる。精神看護学では対象理解の視点がとりわけ重要であり、対象

の立場に立ちながら患者や家族の生活過程を深く検討し全体像を捉えさせる。加えて、看護者が自己をどの

ようにとらえているか、また、患者と看護師の相互理解が有効に機能することによって患者がもてる力を発

揮しリカバリーしていくことを認識しながら、そのために必要な看護理論と実践方法について教授する。さ

らに、精神障がい者を取り巻く社会・文化的環境の調整等についても文献等で理解させる。 

 

学修目標 

1．思春期青年期にメンタルの問題を抱える対象の課題と社会支援について理解を深める＜DP①②③＞2．境界性パー

ソナリティ障害患者の抱える問題と社会支援について理解を深める＜DP①③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・講義の内容に関することについて、日々の生活から問いと疑問を持つこと 

 

教科書 

指定なし必要時プリントを配布する 

 

参考書 

・薄井坦子:科学的看護論 日本看護協会出版会・薄井坦子：看護学原論講義 現代社・岡田尊司：パーソナ

リティ障害がわかる本 

 

研究室／オフィスアワー 

S 棟 15 研究室 適宜相談に応じる 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
科学的看護論を用いて看護の理解と看護の

対象の理解を深める 

復習科学的看護論を読む課題科学的看護論

を読み、「看護理解」「対象理解」に

ついてレポートを行う・復習課題各

2時間は行うこと 

蓮池 

2 精神疾患を持つ対象の理解を深める 

課題「精神疾患患者の生きにくさと社会生

活について」レポートを行う・復習

課題各 2時間は行うこと 

蓮池 

3 
科学的看護論の精神看護学領域への適用を

考える 

課題「看護とは」「人間とは」「生活とは」「健

康とは」について概念規定を行う・

復習課題各 2 時間は行うこと 

蓮池 



4 
思春期青年期のメンタルヘルスについて考

える 

課題思春期青年期におけるメンタルヘルス

についての自己理解をまとめる思

春期青年期のメンタルヘルスに関

する文献検索を行う・復習課題各 2

時間は行うこと 

蓮池 

5 
思春期青年期のメンタルヘルスへの社会資

源について考える 

課題思春期青年期のメンタルヘルスへの社

会支資源についての文献を検索す

る・復習課題各 2時間は行うこと 

蓮池 

6 
境界性パーソナリティ障害についての理解

を深める(1) 

課題境界性パーソナリティ障害に関する文

献を検索する・復習課題各 2時間は

行うこと 

蓮池 

7 
境界性パーソナリティ障害についての理解

を深める(2) 

課題境界性パーソナリティ障害に関する文

献を検索する・復習課題各 2時間は

行うこと 

蓮池 

8 
境界性パーソナリティ障害についての理解

を深める(3) 

課題境界性パーソナリティ障害に関する海

外の文献を検索する・復習課題各 2

時間は行うこと 

蓮池 

9 
境界性パーソナリティ障害患者への支援に

ついて考える(1) 

課題境界性パーソナリティ障害に関する海

外の文献を検索する・復習課題各 2

時間は行うこと 

蓮池 

10 
境界性パーソナリティ障害患者への支援に

ついて考える(2) 

課題境界性パーソナリティ障害に関する文

献を検索まとめる・復習課題各 2時

間は行うこと 

蓮池 

11 
思春期青年期のメンタルに及ぼす社会的問

題を考える(1) 

課題思春期青年期のメンタルに影響を及ぼ

す社会的問題についての文献を検

索する・復習課題各 2時間は行うこ

と 

蓮池 

12 
思春期青年期のメンタルに及ぼす社会的問

題を考える(2) 

課題思春期青年期のメンタルに及ぼす社会

的問題についてまとめる・復習課題

各 2時間は行うこと 

蓮池 

13 
思春期青年期のメンタルに問題を抱える対

象の社会支援枠組みについて検討する(1) 

課題思春期青年期のメンタルに問題を抱え

る対象の社会支援枠組みについて

まとめる・復習課題各 2時間は行う

こと 

蓮池 

14 
思春期青年期のメンタルに問題を抱える対

象の社会支援枠組みについて検討する(2) 

課題思春期青年期のメンタルに問題を抱え

る対象の社会支援枠組みについて

まとめる・復習課題各 2時間は行う

こと 

蓮池 

15 
思春期青年期のメンタルに問題を抱える対

象の社会支援枠組みについて検討する(3) 

課題思春期青年期のメンタルに問題を抱え

る対象の社会支援枠組みについて

まとめる・復習課題各 2時間は行う

こと 

蓮池 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①プレゼンテーション＜DP①②④＞②レポート＜DP①③④＞ 

 

①40 ％

②60％ 



授業科目名 看護ケア特論 (看護博士前期) 

主担当教員 久木元 由紀子 担当教員 久木元 由紀子／森 美侑紀 

科目ナンバリング 
PNA20MNSA00

4 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

看護ケアの原点とも言える「触れるケア」に着目し、「触れる」から波及する身体や心の現象を科学的に捉え

理解を深める。「触れる」という行為は、看護における多くの援助場面で用いられているが、十分な evidence

の証明はなされていない。本科目では、触覚メカニズムに基づく皮膚や脳などの生理的現象の理解を深める。

また、ケアリングやコンフォート理論などの看護理論を用い、看護ケアとしての「触れるケア」を科学的に

検証し、理論に基づいた的確な判断力と実践力を身に着けることを目的とする。それらを元に、対象となる

疾患や症状、性質、触れる部位、手技の圧や速度、香りの有無など様々な視点から「触れるケア」を考える。

久木元由紀子 ９回看護ケアとして「触れる」という現象をケアリング、コンフォート理論を用い理解する

と共に、「触れるケア」のエビデンスを紹介し、実践に繋げる。また、その実践例として、オンコロジータッ

チケアを紹介する。森美侑紀 6 回「触れる」という行為に基づく生理的現象を科学的に理解させることを目

的とする。さらに「触れる」という物理的刺激に「アロマセラピー」という化学的刺激を加えることによりお

こりうる心と身体の変化について教授する。 

 

学修目標 

1. 「触れる」行為がもたらす現象について説明できる。〈DP①③④〉2. 看護における触れるケアについて文献レビ

ューができる。〈DP①③④〉3. オンコロジータッチケアについて説明することができ、その実践方法を学ぶことが

できる。〈DP①②③④〉4．補完代替医療の中でのアロマセラピーの役割を理解する。〈DP①③④〉5．看護におけるア

ロマセラピーの役割を理解し、安全かつ的確な実践方法を学ぶ。〈DP①②③④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

授業に参加するにあたり、自主的に授業内容に関連した研究論文など事前学習を行う。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

久木元・森 研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 授業ガイダンス 

自己の研究テーマについて説明できるよう

に準備をする(予習・復習合わせて

２時間）。 

久木元 

由紀子 



2 アロマセラピーの概要 

アロマセラピーの実際について書籍やネッ

トで調べる。予習復習を各 1時間行

うこと。 

森 

3 精油の化学成分と禁忌 
植物精油について書籍やネットで調べる。

予習復習を各 1時間行うこと。 
森 

4 植物精油の基礎知識 
植物精油について書籍やネットで調べる。

予習復習を各 1時間行うこと。 
森 

5 看護領域でのアロマセラピーの役割その 1 

看護領域でのアロマセラピーの使用方法や

役割について書籍やネットで調べ

る。予習復習を各 1時間行うこと。 

森 

6 看護領域でのアロマセラピーの役割その 2 

看護領域でのアロマセラピーの使用方法や

役割について書籍やネットで調べ

る。予習復習を各 1時間行うこと。 

森 

7 看護領域でのアロマセラピーの役割その 3 

看護領域でのアロマセラピーの使用方法や

役割について書籍やネットで調べ

る。予習復習を各 1時間行うこと。 

森 

8 ケアリングとは① 

「ケアリング」に関する文献を検索し、読ん

でおく(予習・復習合わせて２時

間）。 

久木元 

由

紀

子 

9 ケアリングとは② 

ケアリングに関する論文を読み、概要の要

約、自己の考えを述べる（予習・復

習合わせて２時間）。 

久木元 

由紀子 

10 「触れる」ケアについて① 
「触れる」に関する文献を検索し、読んでお

く（予習・復習合わせて２時間）。 

久木元 

由

紀

子 

11 「触れる」ケアについて② 

「触れる」に関する論文を読み、概要の要

約、自己の考えを述べる（予習・復

習合わせて２時間）。 

久木元 

由

紀

子 

12 オンコロジータッチケアについて① 
予習：授業内で提示する。復習：授業内容の

整理。 （２時間） 

久木元 

由

紀

子 

13 オンコロジータッチケアについて② 
予習：授業内で提示する。復習：授業内容の

整理。 （２時間） 

久木元 

由

紀

子 

14 オンコロジータッチケアについて③ 
予習：授業内で提示する。復習：授業内容の

整理。 （2時間） 

久木元 

由

紀

子 

15 自己が考えるケアリングとは 
予習：授業内で提示する。復習：授業内容の

整理。 （２時間） 

久木元 

由

紀

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート①② 〈DP①②③④〉 

 

① ４

０ ％ ②

６０％ 



授業科目名 育成看護学特論 (看護博士前期) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 中西 伸子／齋藤 雅子 

科目ナンバリング 
PNA20MNSA00

5 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

育成看護学では、人間の成長・発達の過程を知り、各ライフサイクルの健康課題と看護支援について理解す

ることを目的とする。さらに個から家族そして社会の抱える健康課題に対する有用な支援について考察する。

また、各発達段階におけるリプロダクティブヘルス＆ライツの課題を学び、支援方法について理解する。 

 

学修目標 

人間の成長と発達、家族の発達について学び、各ライフサイクルの発達課題と看護支援について理解する。リプロダ

クティブヘルス＆ライツの社会的背景を学び、その重要性を理解する。(Dp1,2,3,4) 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

母性看護学を復習し、基礎知識を理解したうえで講義に臨んでください。各講義において、ディベート・プ

レゼンテーションの課題を出します。主体的に講義に臨んでください。 

 

教科書 

書籍、論文、関連資料を適宜示し、配布する。 

 

参考書 

随時紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員と随時相談のこと 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
女性の身体の仕組みとホルモンの働きを理

解する。 

母性看護学を復習してくること、適宜説明

を求めます。 

中 西 

伸子 

2 胎児の発育と看護支援 

各講義時にプレゼンテーションもしくはデ

ィベートの課題提示しますので準

備してくること。 

岡 田 

公江 

3 ライフサイクル各期の健康課題と看護支援 

各講義時にプレゼンテーションもしくはデ

ィベートの課題提示しますので準

備してくること。 

中 西 

伸子 

4 
思春期における健康課題と看護支援（性教

育の在り方） 

各講義時にプレゼンテーションもしくはデ

ィベートの課題提示しますので準

備してくること。 

岡 田 

公江 

5 
ライフサイクル各期の健康課題と看護支援

（更年期・老年期） 

各講義時にプレゼンテーションもしくはデ

ィベートの課題提示しますので準

備してくること。 

中 西 

伸子 

6 家族発達の課題と看護支援 

各講義時にプレゼンテーションもしくはデ

ィベートの課題提示しますので準

備してくること。 

岡 田 

公江 



7 ライフサイクル各期の健康課題と看護支援 
プレゼンテーションもしくはディベートの

準備をしてくること。 

中 西 

伸子 

8 現代における女性の健康課題と支援 

プレゼンテーションもしくはディベートの

課題提示しますので準備してくる

こと。 

中西 

伸

子 

9 ウィメンズヘルスと次世代育成 随時相談しながら示す。（予習復習課題 4h） 
岡 田 

公江 

10 リプロダクティブ・ヘルス/ライツ 随時相談しながら示す。（予習復習課題 4h） 

齋藤 

雅

子 

11 思春期の発達と健康課題 随時相談しながら示す。（予習復習課題 4h） 

齋藤 

雅

子 

12 思春期セクシャリティ教育の現状と動向 随時相談しながら示す。（予習復習課題 4h） 

齋藤 

雅

子 

13 成熟期の発達と健康課題 随時相談しながら示す。（予習復習課題 4h） 

齋藤 

雅

子 

14 成熟期の教育の実践と支援 随時相談しながら示す。(予習復習課題 4h） 

齋藤 

雅

子 

15 妊産褥婦の教育の実践と支援 随時相談しながら示す。（予習復習課題 4h） 

岡田 

公

江 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①プレゼンテーション②レポート（期限厳守）③態度（ディベート等発言・予習）④出席 4/5 以上

DP①②③④ 

 

①40 ％

②40 ％

③20％ 



授業科目名 家族看護学特論 (看護博士前期) 

主担当教員 齋藤 雅子 担当教員 齋藤 雅子／外村 昌子 

科目ナンバリング 
PNA20MNSA00

6 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

家族は看護が対象とする社会の最小単位である。現代社会における家族を取り巻く地域社会や保健医療福祉

制度の変化は著しく、家族の多様化や個人化が進んでいる。また、標準（モデル）家族の崩壊や格差など問題

も多く、家族支援に関わる者の役割は大きい。家族機能と家族のセルフケア機能、基盤となる理論、制度と

家族ケアの変遷、家族看護アセスメントモデルの概要、関連する研究の動向などを教授し、様々なライフサ

イクルにおける家族の発達課題と健康問題を解決するための看護過程を展開し、看護介入を探求していく。 

 

学修目標 

1.現代社会における家族と地域、保健福祉制度の変化を見直し、理解することができる。(DP1,2,3,4)2.家族機能と

セルフケア機能、基盤となる理論、アセスメントモデルについて深めることができる。(DP1,3,4)3.家族の再構築過

程で生じる家族病理（DV,虐待など）について深めることができる。(DP1,3,4)4.家族機能の回復と支援について、施

策・研究・実践例を探求し、予防的看護介入を考えることができる。(DP1,3,4) 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

好奇心と探究心を持ち主体的に臨むこと講義におけるディベート・プレゼンテーション・課題など適宜示す

ので取り組むこと 

 

教科書 

書籍、論文、関連資料などを適宜示し、配布する。 

 

参考書 

随時紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

齋藤：西棟 237 研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 家族構造と家族機能 
家族看護の対象理解について臨床等の経験

から考察する。予習復習各 2時間 
 

2 現代社会の家族と課題 
新聞など報道資料や文献を調べる。予習復

習各 2時間 
 

3 家族を理解するための理論と介入方法（1） 

自己の臨床経験から家族介入を考察し、討

議できるよう準備する。予習復習各

2時間 

 

4 家族を理解するための理論と介入方法（2） 

自己の臨床経験から家族介入を考察し、討

議できるよう準備する。予習復習各

2時間 

 



5 家族看護展開の実践（1） 

自己の臨床経験から事例検討できるよう先

行研究の文献を調べる。予習復習各

2時間 

 

6 家族看護展開の実践（2） 

自己の臨床経験から事例検討できるよう先

行研究の文献を調べ資料を準備す

る。予習復習各 2時間 

 

7 ハンセン病強制隔離政策における家族（1） 
教科書指定した文献を読み考察する。予習

復習各 2時間 
 

8 ハンセン病強制隔離政策における家族（2） 
教科書指定した文献を読み考察する。予習

復習各 2時間 
 

9 
マタニティサイクルにおける家族発達と危

機 

予習：既習や臨床で経験したマタニティサ

イクルにおける発達と近年の傾向

についてまとめておく。復習：本日

の学び（4h） 

齋 藤 

雅子 

10 
マタニティサイクルにおける家族発達と危

機 

予習：既習や臨床で経験したマタニティサ

イクルにおける家族の危機につい

てまとめておく。復習：本日の学び

（4h） 

齋藤 

雅

子 

11 
マタニティサイクルにおける家族の再構築

過程 
予習・復習：随時相談しながら示す。（4h） 

齋藤 

雅

子 

12 
家族の再構築から生じる危機－Domestic 

Violence 
予習：復習：随時相談しながら示す。（4h） 

齋藤 

雅

子 

13 
家族の再構築から生じる危機－Child 

Abuse 
予習・復習：随時相談しながら示す。（4h） 

齋藤 

雅

子 

14 家族機能の回復と支援 予習・復習：随時相談しながら示す。（4h） 

齋藤 

雅

子 

15 家族機能の回復と支援 予習・復習：随時相談しながら示す。（4h） 

齋藤 

雅

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート(DP1,2,3,4)②授業での討論・発表内容(DP1,2,3,4) ①70%



 ②30% 



授業科目名 公衆衛生看護学特論 (看護博士前期) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰 

科目ナンバリング 
PNA20MNSA00

7 
科目区分 専門科目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

公衆衛生看護は、地域で生活する個人や家族、地域全体の健康レベルと生活の質を向上させることを目的に

看護援助の在り方を探求する領域である。本科目では、現代社会における個人・家族を取り巻く諸問題、社

会との関連性について教育的かつ専門的援助力を探求する。また、先駆的公衆衛生看護活動事例や文献の分

析を通して、個々の生活および健康問題を解決する思考力を身に着けることを目的とする。 

 

学修目標 

1. 現代社会における健康格差・社会格差について現状を把握し、健康課題について説明することができる。

①②③④2. プライマリヘルスケア・ヘルスプロモーション・ノーマライゼーション等の理念の基づき健康課題の解

決に向け文献検索を行い検討することができる。①②③④3. 地域における健康課題を解決する支援について社会環

境を含めた幅広い観点からプレゼンテーションを行うことができる。①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1. 授業は講義・ディスカッション・プレゼンテーションを組み合わせ行う。2. プレゼンテーションの資料

は事前に準備する。3. 社会情勢を常に把握しておくこと。 

 

教科書 

必要時資料を配布 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 13 研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
現代社会における健康格差・社会格差に関

する現状と課題 

文献、新聞、報道などから現代社会における

現状について明らかにする。予習復

習各 2時間 

白井 

2 
現代社会における健康格差・社会格差に関

する現状と課題に関する検討 

情報の整理を行い、健康格差・社会格差に関

する文献検索を行う。予習復習各 2

時間 

白井 

3 
母子保健にかかわる問題に関する現状と課

題（1）リスク要因を持つ家族 

リスク要因に関する支援の文献検索を行

う。予習復習各 2時間 
白井 

4 
母子保健にかかわる問題に関する現状と課

題(2) 育児不安・虐待が発生する状況 

地域における取組（行政）事例を検索する。

予習復習各 2 時間 
白井 

5 
母子保健にかかわる問題に関する現状と課

題(3) 虐待事例に関する支援 

虐待事例に関する報告書・裁判記録など入

手可能な情報を収集する。予習復習
白井 



各 2時間 

6 子どもの貧困と健康課題 
子どもの貧困が健康に及ぼす影響について

文献検索する。予習復習各 2時間 
白井 

7 
社会経済的要因が子どもにもたらす影響ー

食生活・口腔格差ー 

食生活や口腔に関して学校保健の課題から

考察する。予習復習各 2時間 
白井 

8 
現代社会における母子保健を取り巻く健康

格差・社会格差 

3～7 の授業を踏まえ論点を整理し、支援の

在り方について討議できるよう準

備し、地域での保健師の役割につい

て考察する。予習復習各 2 時間 

白井 

9 
高齢者保健にかかわる問題に関する現状と

課題 

高齢者にかかわる統計について調べる。予

習復習各 2時間 
白井 

10 

高齢者保健にかかわる問題に関する現状と

課題（2）虚弱・要支援高齢者の介護予防と

生活支援 

高齢者のとじこもり、セルフネグレクトに

ついて文献検索を行う。予習復習各

2時間 

白井 

11 
高齢者保健にかかわる問題に関する現状と

課題（3）高齢者虐待と人権 

高齢者虐待について文献検索を行う。予習

復習各 2時間 
白井 

12 
高齢者保健にかかわる問題に関する現状と

課題（4）セルフネグレクトの課題と支援 

セルフネグレクトに関する行政の取り組み

について検索する。予習復習各 2時

間 

白井 

13 高齢化する「ひきこもり」の現状と課題 

ひきこもりにおける8050問題と保健師に求

められる支援を考察する。予習復習

各 2時間 

白井 

14 
高齢者を取り巻く健康格差・社会格差の課

題 

9～13 の授業を踏まえ論点を整理し、高齢者

支援の在り方について討議できる

よう準備し、地域での保健師の役割

について考察する。予習復習各 2時

間 

白井 

15 
母子・高齢者にかかわらず健康格差・社会格

差についての論点整理と保健師の役割 

健康格差・社会格差について 1～14 の授業

を踏まえ、保健師としての支援を考

え、討議する。予習復習各 2時間 

白井 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

(DP①②③④）・プレゼンテーション・ディスカッション・レポート 

 

・40％・

60％ 



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：松田 

主担当教員 松田 佳子 担当教員 松田 佳子 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：升田 

主担当教員 升田 寿賀子 担当教員 升田 寿賀子 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：武 

主担当教員 武 ユカリ 担当教員 武 ユカリ 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：小西 

主担当教員 小西 由起子 担当教員 小西 由起子 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：外村 

主担当教員 外村 昌子 担当教員 外村 昌子 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学生の専攻する主たる看護学の領域において、実践力や研究力、教育力を修得させるための演習を行う。対

象者の看護実践に焦点をあて、看護実践に必要となる研究論文の検索・クリティークについて教授する。自

身が行う研究手法の一連の過程を、演習を通して体験させる。次のどちらかの領域からいずれか一つのテー

マを選び履修させる。 老年看護学領域において、実践力や研究力、教育力の修得を目的とした演習を行う。

「高齢者の生活の質」、「高齢社会の多様な状況にある高齢者と家族」、「認知症高齢者の看護、生活支援」な

どのうち関心のある内容を複数選択させ、テーマを決め文献検索・クリティークについて教授する。また、

自身が行う研究手法の一連の過程を演習を通して体験させ、特別研究Ⅰ・Ⅱにつなげる。 

 

学修目標 

１．自身の研究分野に関する先行文献等から課題分析することができる①②③２．自身の行う研究テーマを明確にす

ることができる①③④３．自身の行う研究テーマに関する研究手法の具体的な手法を熟視し、それを実行することが

できる①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身が取り組もうとしている研究テーマについて、幅広く検討でき討論ができる状況にしておく。自身の興

味本位の研究ではなく、看護本来の向上を目指すことを目的として取り組む 

 

教科書 

選択したテーマごとの担当教員が、論文・関係書籍等必要時提示する。 

 

参考書 

講義時に提示する 

 

研究室／オフィスアワー 

適時対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
研究テーマとなる興味関心のある事項を発

表する。研究の概要・方法論 

予習：テーマ発表の準備をする。復習：討議

した内容をまとめる。各回の自修時

間は 3時間を要する。 

 

2 研究論文の検索 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

3 研究論文の検索 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

4 研究論文のクリティーク 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 



5 研究論文のクリティーク 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

6 研究論文のクリティーク 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

7 研究計画書の作成 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

8 研究計画書の作成 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

9 質的研究方法の検討 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

10 量的研究方法の検討 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

11 データ収集方法 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

12 データ収集方法 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

13 データの分析 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

14 データの分析 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

15 研究テーマのプレゼンテーション 
学習内容について予習し、準備しておくこ

と。自修時間 3時間 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.プレゼンテーション・ディスカッション〈①②③④〉2.レポート（①） 

 

1.60 ％

2.40％ 



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：久木元 

主担当教員 久木元 由紀子 担当教員 久木元 由紀子 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 実験・実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿っ

た研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 リサーチ･クエスチョンの設定、

専門領域における文献検索とそのクリティーク、研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書の作成につ

いて指導する。 急性期や周手術期などのクリティカル領域、がんサバイバーなど疾患を持つ患者や家族に

対して、補完療法などの看護ケアの効果や、それらの対象患者のケアに携わる看護師や看護学生の実践能力

育成方法を、システマティックレビューなどの研究方法を用い、明らかにすることを目的とした本特別研究

では、英語を含めた文献検索や研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書について指導する。 

 

学修目標 

１．研究テーマに関する先行研究について検索･入手･通読し、それらを理解している。DP①③④２．リサーチクエス

チョンが明確であり、先行研究を踏まえて研究計画書を立案することができる。DP①③④３．自分の計画した研究の

オリジナリティを理解しており、それを説明することができる。DP①②③④４．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審

査委員会に提出する書類を作成できる。DP①③④５．研究プロトコールに関する必要なスライドと配布資料が作成で

き、それらを用いた発表と質疑応答ができる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自主的に修士論文を作成するための一連の過程に取り組む。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

久木元研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 
自身のテーマに関連した入手論文を読み、

質問事項をまとめておく(2 時間） 
久木元 

2 研究テーマの仮設定  久木元 

3 先行文献の検索  久木元 

4 先行研究の講読  久木元 

5 先行研究の講読  久木元 



6 先行研究の講読  久木元 

7 先行研究の講読  久木元 

8 先行研究の講読  久木元 

9 先行研究の講読  久木元 

10 研究テーマの決定  久木元 

11 先行研究レビュー  久木元 

12 先行研究レビュー  久木元 

13 先行研究レビュー  久木元 

14 先行研究レビュー  久木元 

15 リサーチクエッション  久木元 

16 研究デザイン  久木元 

17 研究計画の立案  久木元 

18 研究計画の立案  久木元 

19 研究計画の立案  久木元 

20 研究計画の立案  久木元 

21 倫理審査申請  久木元 

22 倫理審査申請  久木元 

23 倫理審査申請  久木元 

24 予備研究  久木元 

25 予備研究  久木元 

26 予備研究  久木元 

27 予備研究  久木元 

28 発表準備  久木元 

29 研究プロトコール発表  久木元 

30 研究プロトコール発表  久木元 

成績評価方法と基準 割合 

①文献検索、先行研究レビュー、および研究論文の理解度②リサーチクエッション、研究プロトコール、お

よび倫理審査申請書の作成能力③研究プロトコール発表会のスライドと資料、発表の技法と内容、およ

び質疑応答時の発言内容 

 

① ３

０ ％ ②

３ ０ ％

③ ４

０％ 



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：住田 

主担当教員 住田 陽子 担当教員 住田 陽子 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

学生の専攻する主たる看護学の領域において、実践力や研究力、教育力を修得させるための演習を行う。対

象者の看護実践に焦点をあて、看護実践に必要となる研究論文の検索・クリティークについて教授する。自

身が行う研究手法の一連の過程を、演習を通して体験させる。看護専門職の組織内キャリア発達に焦点をあ

て、看護実践に必要となる研究論文の検索・クリティークを実施する。自身が行う研究手法の一連の過程を

演習を通して体験させ、特別研究Ⅰ・Ⅱにつなげる。 

 

学修目標 

1.自身の専門領域における看護実践に必要な研究論文を検索・収集することができる。〈DP①④〉2.論文のクリティ

ークを行うことができる。〈DP①④〉3.自身が行う研究手法に関する基礎的知識について述べることができる。

〈DP①③④〉4.自身が行う研究手法についてデータ収集、分析が実施できる。〈DP①②③④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・論文・資料のクリティークと討論、プレゼンテーション等を行う。・データ収集・分析作業は主体的に行う。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

住田研究室（W338）/随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究の概要・方法論 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

2 研究論文の検索 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

3 研究論文の検索 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

4 研究論文のクリティーク 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

5 研究論文のクリティーク 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

6 研究計画書の作成 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

7 研究計画書の作成 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 



8 インタビュー調査の方法 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

9 参加観察の方法 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

10 アンケート調査の方法 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

11 データ収集 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

12 データ収集 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

13 データの分析 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

14 データの分析 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

15 演習の一連の過程の評価 
学修内容について、予習をして理解するこ

と。 1 時間 

住田陽

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．プレゼンテーション・ディスカッション 2．レポート〈DP①②③④〉 

 

1．40％

2．60％ 



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：蓮池 

主担当教員 蓮池 光人 担当教員 蓮池 光人 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：岡田 

主担当教員 岡田 公江 担当教員 岡田 公江 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：齋藤 

主担当教員 齋藤 雅子 担当教員 齋藤 雅子 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

学生の専攻する主たる看護学の領域において、実践力や研究力、教育力を修得させるための演習を行う。対

象者の看護実践に焦点をあて、看護実践に必要となる研究論文の検索・クリティークについて教授する。自

身が行う研究手法の一連の過程を、演習を通して体験させる。次のどちらかの領域からいずれか一つのテー

マを選び履修させる。 母性・助産看護学領域において、実践力や研究力、教育力の修得を目的とした演習

を行う。「虐待」、「育児開始期間の母親の支援」、「母子相互作用」、「周産期の母子の支援」のうち関心のある

内容を複数選択させ、テーマを決め文献検索・クリティークについて教授する。また、自身が行う研究手法

の一連の過程を演習を通して体験させ、特別研究Ⅰ・Ⅱにつなげる。 

 

学修目標 

1.自身の専門領域における看護実践に必要な研究論文を検索・収集することができる。〈DP①④〉2.論文のクリティ

ークを行うことができる。〈DP①④〉3.自身が行う研究手法に関する基礎的知識について述べることができる。

〈DP①③④〉4.自身が行う研究手法についてデータ収集、分析が実施できる。〈DP①②③④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身が取り組もうとしている研究テーマについて、幅広く検討でき討論ができる状況にしておく。論文・資

料のクリティークと討論、プレゼンテーション等を行う。データ収集・分析作業は主体的に行う。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

アポイントメントで可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
研究の概要・方法論 学修内容について、予

習をして理解すること。 1 時間 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

2 研究論文の検索 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

3 研究論文の検索 予習：該当する内容を予習して理解するこ 齋藤 



と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

4 研究論文のクリティーク 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

5 研究論文のクリティーク 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

6 研究計画書の作成 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

7 研究計画書の作成 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

8 インタビュー調査の方法 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

9 参加観察の方法 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

10 アンケート調査の方法 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

11 データ収集 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

12 データ収集 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

13 データの分析 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

14 データの分析 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

15 演習の一連の過程の評価 

予習：該当する内容を予習して理解するこ

と 復習：該当する内容をまとめ

る。予習・復習時間は 4時間を要す

る。 

齋藤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.プレゼンテーション・ディスカッション DP①②③④2.レポート DP① 

 

1.60 ％

2.40％ 



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：前川 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：中西 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 中西 伸子 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

生涯を通じたウィメンズヘルスと女性のライフサイクル各期における関連性をとらえ、健康課題を理解し、

健康支援に向けた実践方略について考察する。また、性科学の概念や性の多様性を理解する。周産期領域に

おいては、根拠に基づいた助産ケアを理解し、他職種との協働と高度なケアを提供するために、近年の出産

や子育て環境の理解及び看護ケアの臨床応用妥当性について検討する。興味のある分野についての論文クリ

ティークを実施し、研究の動向を知るとともに、エビデンスに基づいた看護実践についても検討する。 

 

学修目標 

①生涯を通じたウィメンズヘルスへの視点を持つことができる。②女性のライフサイクル各期や周産期における健康

課題を理解し、健康支援に向けた実践方略を考えることができる。③性科学や性の多様性について理解する。④論文

クリティークを実施し、研究の動向を知り、エビデンスに基づいた実践方法を検討できる。⑤女性の健康問題の特徴

を捉え、課題を明確化できる。⑥質の高い女性健康支援及び助産ケアについて考察できる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義時に次回のプレゼンテーションもしくはディベートの課題を提示します。主体的に学び、積極的に発言

できるよう、準備してくること。 

 

教科書 

適宜、書籍・文献を提示します。 

 

参考書 

適宜、書籍・文献を提示します。 

 

研究室／オフィスアワー 

W 棟２３８研究室で適時応じます。会議・実習等で不在も多いので必ずアポイントメントをお願いします。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
女性の健康問題を生涯を通して考えていく

必要性について考える。 

女性の健康問題を生涯を通して考えていく

必要性について考えてくる。 

中 西  

伸子 

2 
女性の健康問題と社会の動向との関連性に

ついて考える。 

女性の健康問題が社会の動向とどのように

関連するか考えてくる。 

中 西 

伸子 

3 
女性の健康とリプロダクティブヘルス＆ラ

イツ 

リプロダクティブヘルス＆ライツについて

予習しておく。 

中 西 

伸子 

4 女性の身体の特徴と生理学を理解する。 
女性の身体の仕組みについて予習してく

る。 

中 西 

伸子 

5 
ライフサイクル各期の特徴と女性の健康課

題① 

事前の課題のライフサイクル各期の特徴と

女性の健康問題について予習して

くる。 

中 西 

伸子 



6 
ライフサイクル各期の特徴と女性の健康問

題② 

事前の課題のライフサイクル各期の特徴と

女性の健康問題について予習して

くる。 

中 西 

伸子 

7 
ライフサイクル各期の特徴と女性の健康問

題③ 

事前の課題のライフサイクル各期の特徴と

女性の健康問題について予習して

くる。 

中 西 

伸子 

8 
ライフサイクル各期の特徴と女性の健康問

題④ 

事前の課題のライフサイクル各期の特徴と

女性の健康問題について予習して

くる。 

中西 

伸

子 

9 
ライフサイクル各期の特徴と女性の健康問

題⑤ 

事前の課題のライフサイクル各期の特徴と

女性の健康問題について予習して

くる。 

中 西 

伸子 

10 性科学の概念、性の多様性を理解する。 
性科学についてディベートできるよう予習

してくる。 

中西 

伸

子 

11 
現代女性に特に支援を要する健康課題につ

いて考える。 

社会背景と女性の健康問題についてディベ

ートできるよう準備する。 

中西 

伸

子 

12 
女性健康に関する研究の動向を最新の論文

を用いてクリティークする。① 

女性健康に関する研究の動向を最近の論文

を用いてクリティークし、発表す

る。 

中西 

伸

子 

13 
女性健康に関する研究の動向を最新の論文

を用いてクリティークする。② 

女性健康に関する研究の動向を最新の論文

を用いてクリティークし、発表す

る。 

中西 

伸

子 

14 
女性健康に関する研究の動向を最新の論文

を用いてクリティークする。③ 

女性健康に関する研究の動向を最新の論文

を用いてクリティークし、発表す

る。 

中西 

伸

子 

15 
女性健康に関する研究の動向を最新の論文

を用いてクリティークする。④ 

女性健康に関する研究の動向を最新の論文

を用いてクリティークし、発表す

る。 

中西 

伸

子 

16 
周産期に関する研究の動向を最新の論文を

用いてクリティークする。① 

周産期に関する研究の動向を最新の論文を

用いてクリティークし、発表する。 

中西 

伸

子 

17 
周産期に関する研究の動向を最新の論文を

用いてクリティークする。② 

周産期に関する研究の動向を最新の論文を

用いてクリティークし、発表する。 

中西 

伸

子 

18 
周産期に関する研究の動向を最新の論文を

用いてクリティークする。③ 

周産期に関する研究の動向を最新の論文を

用いてクリティークし、発表する。 

中西 

伸

子 

19 
周産期に関する研究の動向を最新の論文を

用いてクリティークする。④ 

周産期に関する研究の動向を最新の論文を

用いてクリティークし、発表する。 

中西 

伸

子 

20 総合演習① 

女性の健康問題や周産期ケアの諸問題の特

徴を捉え、ディベートすることで課

題を明確化する。 

中西 

伸

子 

21 総合演習② 

女性の健康問題や周産期ケアの諸問題の特

徴を捉え、ディベートすることで課

題を明確化する。 

中西 

伸

子 

22 総合演習③ 

女性の健康問題や周産期ケアの諸問題の特

徴を捉え、ディベートすることで課

題を明確化する。 

中西 

伸

子 

23 総合演習④ 

女性の健康問題や周産期ケアの諸問題の特

徴を捉え、ディベートすることで課

題を明確化する。 

中西 

伸

子 

24 総合演習⑤ 

女性の健康問題や周産期ケアの諸問題の特

徴を捉え、ディベートすることで課

題を明確化する。 

中西 

伸

子 

25 総合演習⑥ 

女性の健康問題や周産期ケアの諸問題の特

徴を捉え、ディベートすることで課

題を明確化する。 

中西 

伸

子 

26 総合演習⑦ 

女性の健康問題や周産期ケアの諸問題の特

徴を捉え、ディベートすることで課

題を明確化する。 

中西 

伸

子 



27 総合演習⑧ 

女性の健康問題や周産期ケアの諸問題の特

徴を捉え、ディベートすることで課

題を明確化する。 

中西 

伸

子 

28 総合演習⑨ 

女性の健康問題や周産期ケアの諸問題の特

徴を捉え、ディベートすることで課

題を明確化する。 

中西 

伸

子 

29 総合演習⑩ 

女性の健康問題や周産期ケアの諸問題の特

徴を捉え、ディベートすることで課

題を明確化する。 

中西 

伸

子 

30 まとめ 
課題について、問題を明確化し、プレゼンテ

ーションする。 

中西 

伸

子 

成績評価方法と基準 割合 

①プレゼンテーション②レポート（期限厳守）③ディベート④4/5 以上の出席 DP①②③④ 

 

①50 ％

②30 ％

③20％ 



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：森 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 森 美侑紀 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：吉村 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 吉村 弥須子 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 実験・実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各学生の専門領域に応じて、担当教員の指導のもとに臨床系あるいは基礎系の演習を行う。臨床系演習とし

て大学附属施術所演習および関連病院演習を、基礎系演習として実験室演習および文献講読演習を設ける。

臨床系演習は医療資格既得者のみ可能であり、医療施設において教員の臨床活動の補助をしながら、症例の

集積と分析を行う。基礎系演習は、専門領域の実験手法を習得したり文献収集と情報抽出力を強化したりす

る。 

 

学修目標 

自分の専門領域における臨床あるいは実験の手法、または情報収集・分析の能力を身に付ける。<DP②③④>臨床系演

習では症例の客観的な分析ができる。<DP②③④>基礎系演習では実験テクニックや文献情報抽出のスキルを強化す

る。<DP②③④> 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

指導教員と相談の上、学生個別の主担当教員を決定する。 

 

教科書 

各指導教員が個別に提示する。 

 

参考書 

各指導教員が個別に提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

山下：月曜４・６限その他の教員については、担当となった時点で直接交渉して決定してください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 個別に相談して決定する 
自身の専門領域、研究テーマに応じた研究

手法について学修しておく。 
 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    



9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

授業での技能チェック４０％、授業での知識チェック３０％、取り組みの態度３０％。 

 

・40 点・

30 点 ・

30 点 



授業科目名 専門演習 (看護博士前期)：村上 

主担当教員 村上 生美 担当教員 

村上 生美／吉村 弥須子／久木

元 由紀子／齋藤 雅子／白井 

文恵／中西 伸子／森 美侑紀 

科目ナンバリング SR20MNSA001 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

後期専門演習は、後期特別研究の研究指導教員の下で、前半は自身の行う研究で用いようとしている研究手

法について論文や資料を読んで教員と議論しながら具体的な技術を模索し体得する。後半は、各学生の研究

領域および医療資格に最も近い臨床現場に出向き、参与観察を行いながら医療における具体的な課題を抽出

し、それを解決あるいは改良できるような研究を構想する作業に取り組む。本科目は、各自が特別研究で取

り組もうとしている領域のスキルを原理原則に基づいて獲得することにある。看護研究は大別すると量的研

究と質的研究に分類することができるが、今日ではこれらを統合したデザインへの取組も多い。また研究目

的によっては対象・手段も多様であるので自身のリサーチ・クエッションが何かを明確にしておく必要があ

る。そのうえでそれを可能にするスキルを体得しなければならない。前半は特別研究で用いる研究手法、特

に看護におけるコミュニケーションまたは技術開発・検証に関する論文や資料をクリティークし、教員と討

論しながら具体的な研究手法を体得させる。後半は、病院において看護の臨床現場を観察させ、現行の看護

技術における問題点を抽出する。抽出した問題点の背景、根本原因、解決策などの分析を行うことにより、

改善策および検証方法を考案する。 

 

学修目標 

１．自身の行う特別研究で用いる研究手法の具体的な技術を熟知しており、実行することができる。２．自身の研究

領域に関連する医療上の課題が分析でき、それを論理的に説明することができる。３．自身の研究領域に関連する医

療上の課題の解決・改善のための方策をいくつか考案でき、その検証作業計画を立案できる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身が取り組もうとしている研究テーマ周辺の事柄について、話題提供し討論できるように心がけてほしい。

また研究のための研究にならないように、看護実践現場との関連を重要視してほしい。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。自身でも主体的に探究する。 

 

参考書 

単行本・論文・資料等を適宜配布する。自身でも主体的に探索する。 

 

研究室／オフィスアワー 

都度指示する 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
看護におけるコミュニケーションまたは技

術開発・検証などからのテーマの絞り込み 
都度指示する  

2 
看護におけるコミュニケーションまたは技

術開発・検証などからのテーマの絞り込み 
  

3 
自己が取り組むテーマに関連した先行研究

の看護学論文を収集しクリティーク 
  

4 
自己が取り組むテーマに関連した先行研究

の看護学論文を収集しクリティーク 
  

5 
自己が取り組むテーマに関連した先行研究

の看護学論文を収集しクリティーク 
  

6 

データの収集方法ならびに解析の方法につ

いて近似した領域の看護学系文献を探し出

して抽出する 

  

7 

データの収集方法ならびに解析の方法につ

いて近似した領域の看護学系文献を探し出

して抽出する 

  

8 臨床現場観察（１）   

9 臨床現場観察（２）   

10 臨床現場観察（３）   

11 臨床現場観察（４）   

12 臨床現場観察（５）   

13 臨床現場観察（６）   

14 臨床現場観察（７）   

15 

前半と後半の内容を総合して、具体的な看

護コミュニケーションあるいは看護技術開

発のための方策と検証方法を立案 

  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート（ルーブリック評価参照）②討論時の発言内容 DP①②③④ ①70%



 ②30% 



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：松田 

主担当教員 松田 佳子 担当教員 松田 佳子 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：升田 

主担当教員 升田 寿賀子 担当教員 升田 寿賀子 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：武 

主担当教員 武 ユカリ 担当教員 武 ユカリ 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：小西 

主担当教員 小西 由起子 担当教員 小西 由起子 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    
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授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：外村 

主担当教員 外村 昌子 担当教員 外村 昌子 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿った

研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 リサーチ･クエスチョンの設定、専

門領域における文献検索とそのクリティーク、研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書の作成につい

て指導する。 高齢者施設などで療養生活を送る心身に障がいをもつ高齢者には生活上のリスクを軽減し、

持てる力を生かすことのできる環境支援が必要である。看護職が中心となり多職種と連携したケアマネジメ

ントを実践することが重要である。本特別研究では、自身の研究テーマにおける文献検索とそのクリティー

ク、リサーチ･クエスチョンの設定、研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書の作成について指導する。 

 

学修目標 

1.研究テーマに関する国内外の先行研究について検索・入手・通読し、それらの詳細を理解している。〈DP①④〉2.

リサーチ・クエスチョンが明確であり、先行研究を踏まえて研究計画を立案することができる。。〈DP①②④〉3.倫理

的な配慮を理解し、研究倫理審査委員会に提出する書類が作成できる。。〈DP①②③④〉4.研究プロトコールに関する

必要なスライドと配布資料が作成でき、それらを用いた発表と質疑応答ができる。。〈DP①②③④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究室において論文・資料・コンピューター等を適宜用いて個別指導する。まずは自発的な発想と行動にも

とづいて作成した原案を提出させ、それを討論と示唆により修正させるプロセスを反復する。必要な先行論

文は早期にすべて検索・入手して分類し、不明な用語・概念・手法については事前に調べておくこと。授業

前・中・後に生じたアイデア、資料、行動、討論、指導の内容も含め、すべてをラボノートに記録すること。 

 

教科書 

教科書は使用せず、論文・資料を適宜提示する。 

 

参考書 

適宜提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

適宜対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス 講義内容の概要と目的、年間

予定、留意事項 

予習：シラバス、自身の関心事項をまとめて

おく復習：説明内容を確認し、まと

めておく（2時間） 

外村 

2 
研究テーマのリサーチ①関連ある文献のリ

ストアップとレビュー 

予習：関連ある論文の収集とレビュー復習：

講義内容を確認し、まとめておく（2

時間） 

外村 



3 
研究テーマのリサーチ②関連ある文献のリ

ストアップとレビュー 

予習：関連ある論文の収集とレビュー復習：

講義内容を確認し、まとめておく（2

時間） 

外村 

4 
研究テーマのリサーチ③関連ある文献のリ

ストアップとレビュー 

予習：関連ある論文の収集とレビュー復習：

講義内容を確認し、まとめておく（2

時間） 

外村 

5 
先行研究の検索①文献データベースを用い

た先行文献の動向 

予習：先行研究の収集とレビュー復習：講義

内容を確認し、まとめておく（2 時

間） 

外村 

6 
先行研究の検索②文献データベースを用い

た先行文献の動向 

予習：先行研究の収集とレビュー復習：講義

内容を確認し、まとめておく（2 時

間） 

外村 

7 先行研究のレビュー③ 

予習：先行研究の収集とレビュー復習：講義

内容を確認し、まとめておく（2 時

間） 

外村 

8 先行研究のレビュー④ 

予習：先行研究の収集とレビュー復習：講義

内容を確認し、まとめておく（2 時

間） 

外村 

9 先行研究のレビュー⑤ 

予習：先行研究の収集とレビュー復習：講義

内容を確認し、まとめておく（2 時

間） 

外村 

10 先行研究のレビュー⑥ 

予習：先行研究の収集とレビュー復習：講義

内容を確認し、まとめておく（2 時

間） 

外村 

11 先行研究のレビュー⑦ 

予習：先行研究の収集とレビュー復習：講義

内容を確認し、まとめておく（2 時

間） 

外村 

12 先行研究のレビュー⑧ 

予習：先行研究の収集とレビュー復習：講義

内容を確認し、まとめておく（2 時

間） 

外村 

13 先行研究のレビュー⑨ 

予習：先行研究の収集とレビュー復習：講義

内容を確認し、まとめておく（2 時

間） 

外村 

14 リサーチクエスチョンの明確化① 

予習：リサーチクエスチョンのプレゼンテ

ーション準備復習：講義内容を確認

し、まとめておく（2時間） 

外村 

15 
研究デザインリサーチクエスチョンに適し

た研究デザインの決定と限界の確認 

予習：研究デザインのプレゼンテーション

準備復習：講義内容を確認し、まと

めておく（2時間） 

外村 

16 研究計画書の立案① 

予習：研究計画書の作成と提示準備復習：修

正内容の確認と講義内容をまとめ

ておく（2時間） 

外村 

17 研究計画書の立案② 

予習：研究計画書の作成と提示準備復習：修

正内容の確認と講義内容をまとめ

ておく（2時間） 

外村 

18 研究計画書の立案③ 

予習：研究計画書の作成と提示準備復習：修

正内容の確認と講義内容をまとめ

ておく（2時間） 

外村 

19 研究計画書の立案④ 

予習：研究計画書の作成と提示準備復習：修

正内容の確認と講義内容をまとめ

ておく（2時間） 

外村 

20 研究計画書の立案⑤ 

予習：研究計画書の作成と提示準備復習：修

正内容の確認と講義内容をまとめ

ておく（2時間） 

外村 

21 研究計画書の立案⑥ 

予習：研究計画書の作成と提示準備復習：修

正内容の確認と講義内容をまとめ

ておく（2時間） 

外村 

22 倫理審査申請① 

予習：研究倫理審査申請書の作成と提示準

備復習：修正内容を確認し、まとめ

ておく（2時間） 

外村 

23 倫理審査申請② 

予習：研究倫理審査申請書の作成と提示準

備復習：修正内容を確認し、まとめ

ておく（2時間） 

外村 



24 倫理審査申請③ 

予習：研究倫理審査申請書の作成と提示準

備復習：修正内容を確認し、まとめ

ておく（2時間） 

外村 

25 倫理審査申請④ 

予習：研究倫理審査申請書の作成と提示準

備復習：修正内容を確認し、まとめ

ておく（2時間） 

外村 

26 パイロット研究① 

予習：研究の実施内容をまとめる復習：修正

内容を確認し、まとめておく（2 時

間） 

外村 

27 パイロット研究② 

予習：研究の実施内容をまとめる復習：修正

内容を確認し、まとめておく（2 時

間） 

外村 

28 プロトコール発表会の発表準備 
予習：プレゼンテーション準備復習：修正内

容を確認し、まとめておく（2時間） 
外村 

29 プロトコール発表会の発表 

予習：プレゼンテーション準備と発表練習

復習：修正内容を確認し、まとめて

おく（2時間） 

外村 

30 プロトコール修正 

予習：プレゼンテーション修正内容をまと

め、提示準備復習：修正内容を確認

し、まとめておく（2時間） 

外村 

成績評価方法と基準 割合 

①文献検索、文献レビュー、研究論文の理解度 〈DP①③〉②リサーチクエスチョン、プロトコール、倫理

審査申請書作成能力〈DP①③〉③プロトコール発表会の資料作成と発表、質疑対応時の発言力

〈DP①③〉上記①～③で総合的に評価する 

 

①30 ％

②30%

③40% 



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：住田 

主担当教員 住田 陽子 担当教員 住田 陽子 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿った

研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 リサーチ･クエスチョンの設定、専

門領域における文献検索とそのクリティーク、研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書の作成につい

て指導する。組織内での様々な立場の看護職において、ライフサイクルとキャリア・サイクルの観点からキ

ャリア発達を概観し、キャリア発達の促進要因、阻害要因、アウトカムについて追究するための研究指導を

行う。看護管理の基盤となっている組織心理、組織行動の理論を交えながら、既存の研究とその動向につい

て国内外から検討すべく、文献のクリティークを行う。その過程で問題の所在を明確にし、研究デザイン、

倫理審査申請までの研究計画書の作成について指導する。 

 

学修目標 

1.研究テーマに関連する国内外の先行研究について検索・入手・通読し、それらの詳細を理解できる。(DP1,2,3,4)2.

リサーチクエスチョンが明確であり、先行研究をふまえて研究計画書を立案できる。(DP1,2,3,4)3.自分が計画した

研究のオリジナリティと限界を理解しており、それを説明できる。(DP1,2,3,4)4.倫理的な配慮を理解し、研究倫理

審査委員に提出する書類が作成できる。(DP1,2,3,4)5.研究計画書に関する必要スライドと配布資料が作成でき、そ

れらを用いた発表と質疑応答 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究室において、論文・資料・書籍・パソコンなどを用いて個別指導する。まず、自発的な発想と行動に基づ

き作成した原案を提出して、討論と示唆により修正するプロセスを反復する。必要な先行研究論文は早期に

検索・入手して分類し、不明な用語・概念・手法について事前に調べておくこと。授業前・中・後に気づいた

アイデア、必要な資料・行動・討論・指導など、全て研究ノートに記録していくこと。 

 

教科書 

論文・記事・関連資料・書籍・ガイドライン・URL などを適宜示し、配布する。 

 

参考書 

随時紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

相談しながら随時可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス：特別研究の概要と目的、1年間

の予定、留意事項など 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

（4h） 
 



2 
研究テーマの仮設定：可能性のある研究テ

ーマのリストアップ 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

3 
先行研究論文の検索：文献データベースを

用いた先行研究文献の検索 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

4 
先行研究論文購読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

5 
先行研究論文購読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読み質問事項をまとめておく（4

ｈ） 
 

6 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

7 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

8 
先行研究論文購読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

9 
先行研究論文購読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

10 
研究テーマの決定：先行研究の現状と実行

可能性をふまえて研究テーマ決定 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

11 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

12 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

13 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

14 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

15 
リサーチクエスチョン：研究テーマのリサ

ーチクエスチョンの明確化 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

16 

研究デザイン：リサーチクエスチョンに適

合した研究デザインの決定とその限界の考

察 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

17 研究計画の立案：研究計画書の立案と執筆 
入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

18 研究計画の立案：研究計画書の立案と執筆 
入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

19 研究計画の立案：研究計画書の立案と執筆 
入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

20 研究計画の立案：研究計画書の立案と執筆 
入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

21 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

22 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

(4h） 
 

23 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

24 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

25 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

26 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

27 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

28 
発表準備：研究計画書発表会のスライドお

よび配布資料作成 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

29 
発表準備：研究計画書発表会のスライドお

よび配布資料の作成 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

30 
研究計画書修正：発表会における質疑応答

と問題点指摘をふまえた研究計画の修正 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

成績評価方法と基準 割合 

①文献検索、先行研究レビュー、および研究論文の理解度（DP1,2,3,4）②リサーチクエスチョン、研究計 ①30%



画書、および倫理審査申請書の作成能力（DP1,2,3,4）③研究計画書発表会のスライドと資料、発表技法

と内容、および質疑応答の発言内容（DP1,2,3,4）上記の①～③で総合的に評価する。 

 

②30%

③40% 



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：蓮池 

主担当教員 蓮池 光人 担当教員 蓮池 光人 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿った

研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 リサーチ･クエスチョンの設定、専

門領域における文献検索とそのクリティーク、研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書の作成につい

て指導する。 思春期から青年期の心を病む対象が社会生活に適応していくための看護に関する研究指導を

行う。本特別研究では、自己の看護実践上の「問い」を明らかにしながら、リサーチ・クエスチョンの設定、

文献検索および検討、必要な研究デザインの選択、倫理審査申請までの研究計画書の作成までを指導する。 

 

学修目標 

１．研究テーマに関する国内外の先行研究について検索・入手・通読し、それらの詳細を理解している。<DP①②③④

＞２．リサーチ・クエスチョンが明確であり、先行研究を踏まえて研究計画を立案することができる。<DP①②③④

＞３．自分の計画した研究のオリジナリティと限界を理解しており、それを説明することができる。<DP①②③④＞

４．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審査委員会に提出する書類が作成できる。<DP①②③④＞５．研究プロトコー

ルに関する必要なスライドと配布資料が作成でき、それらを用いた発表と質 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究室において論文・資料・コンピューター等を適宜用いて個別指導する。まずは自発的な発想と行動にも

とづいて作成した原案を提出させ、それを討論と示唆により修正させるプロセスを反復する。必要な先行論

文は早期にすべて検索・入手して分類し、不明な用語・概念・手法については事前に調べておくこと。授業

前・中・後に生じたアイデア、資料、行動、討論、指導の内容も含め、すべてをラボノートに記録すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

文献や関連書籍は授業において紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

S 棟 15 研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス：特別研究の概要と目的、1年間

の予定、留意事項など 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

2 
研究テーマの仮設定：可能性のある研究テ

ーマのリストアップ 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 



3 
先行研究論文の検索：文献データベースを

用いた先行研究文献の検索 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

4 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

5 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

6 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

7 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

8 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

9 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

10 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

11 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

12 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

13 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

14 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

15 
リサーチ・クエスチョン：研究テーマのリサ

ーチ・クエスチョンの明確化 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

16 

研究デザイン：リサーチ・クエスチョンに適

合した研究デザインの決定とその限界の考

察 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

17 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と執筆 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

18 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と執筆 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

19 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と執筆 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

20 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と執筆 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

21 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

22 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

23 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

24 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

25 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

26 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

27 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

28 
発表準備：プロトコール発表会のスライド

および配布資料の作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

29 
プロトコール発表：プロトコール発表会に

おける発表と質疑応答 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

30 
プロトコール修正 発表会における質疑応

答と問題点指摘を踏まえた研究計画の修正 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習復習を 2 時間ずつ行うこと 
蓮池 

成績評価方法と基準 割合 

①文献検索、先行研究レビュー、および研究論文の理解度＜DP①②③④＞②リサーチ・クエスチョン、プ

ロトコール、および倫理審査申請書の作成能力＜DP①③④＞③プロトコール発表会のスライドと資料、

①30%

②30%



発表の技法と内容、および質疑応答時の発言内容＜DP①③④＞上記の①～③で総合的に評価する。 

 

③40% 



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：岡田 

主担当教員 岡田 公江 担当教員 岡田 公江 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿っ

た研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 リサーチ･クエスチョンの設定、

専門領域における文献検索とそのクリティーク、研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書の作成につ

いて指導する。 

 

学修目標 

1.研究テーマに関連する国内外の先行研究について検索・入手・通読し、それらの詳細を理解できる。(DP1,2,3,4)2.

リサーチクエスチョンが明確であり、先行研究をふまえて研究計画書を立案できる。(DP1,2,3,4)3.自分が計画した

研究のオリジナリティと限界を理解しており、それを説明できる。(DP1,2,3,4)4.倫理的な配慮を理解し、研究倫理

審査委員に提出する書類が作成できる。(DP1,2,3,4)5.研究計画書に関する必要スライドと配布資料が作成でき、そ

れらを用いた発表と質疑応答 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究室において、論文・資料・書籍・パソコンなどを用いて個別指導する。まず、自発的な発想と行動に基づ

き作成した原案を提出して、討論と示唆により修正するプロセスを反復する。必要な先行研究論文は早期に

検索・入手して分類し、不明な用語・概念・手法について事前に調べておくこと。授業前・中・後に気づいた

アイデア、必要な資料・行動・討論・指導など、全て研究ノートに記録していくこと。 

 

教科書 

論文・記事・関連資料・書籍・ガイドライン・URL などを適宜示し、配布する。 

 

参考書 

随時紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 13 研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス：特別研究の概要と目的、1年間

の予定、留意事項など 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

（4h） 
 

2 
研究テーマの仮設定：可能性のある研究テ

ーマのリストアップ 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

3 
先行研究論文の検索：文献データベースを

用いた先行研究文献の検索 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

4 
先行研究論文購読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 



5 
先行研究論文購読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読み質問事項をまとめておく（4

ｈ） 
 

6 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

7 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

8 
先行研究論文購読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

9 
先行研究論文購読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

10 
研究テーマの決定：先行研究の現状と実行

可能性をふまえて研究テーマ決定 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

11 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

12 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

13 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

14 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

15 
リサーチクエスチョン：研究テーマのリサ

ーチクエスチョンの明確化 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

16 

研究デザイン：リサーチクエスチョンに適

合した研究デザインの決定とその限界の考

察 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

17 研究計画の立案：研究計画書の立案と執筆 
入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

18 研究計画の立案：研究計画書の立案と執筆 
入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

19 研究計画の立案：研究計画書の立案と執筆 
入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

20 研究計画の立案：研究計画書の立案と執筆 
入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

21 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

22 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

(4h） 
 

23 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

24 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

25 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

26 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

27 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

28 
発表準備：研究計画書発表会のスライドお

よび配布資料作成 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

29 
発表準備：研究計画書発表会のスライドお

よび配布資料の作成 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

30 
研究計画書修正：発表会における質疑応答

と問題点指摘をふまえた研究計画の修正 

入手資料を読み質問事項をまとめておく

（4h） 
 

成績評価方法と基準 割合 

①文献検索、先行研究レビュー、および研究論文の理解度（DP1,2,3,4）②リサーチクエスチョン、研究計

画書、および倫理審査申請書の作成能力（DP1,2,3,4）③研究計画書発表会のスライドと資料、発表技法

と内容、および質疑応答の発言内容（DP1,2,3,4）上記の①～③で総合的に評価する。 

 

①30%

②30%

③40% 



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：齋藤 

主担当教員 齋藤 雅子 担当教員 齋藤 雅子 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿っ

た研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 リサーチ･クエスチョンの設定、

専門領域における文献検索とそのクリティーク、研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書の作成につ

いて指導する。 少子化社会において育児期の女性へのケアは大きな役割を担っている。中でも虐待に関す

る問題は急務であり、母性ケアにかかわる多くの機関・職種が日々研究・実践を行っている。本特別研究で

は、文献や調査研究のアーカイブなどを用いて、母性ケアの一分野を担う看護職の立場から、母性看護に関

するテーマを設定し、テーマに沿った研究デザイン、研究計画書の作成までを指導する。 

 

学修目標 

１．研究テーマに関する国内外の先行文献を検索・入手し精読できる。DP③④２．リサーチクエッションが明確であ

り、先行文献からテーマを明確にすることができる。DP①②３．研究テーマに合った研究手法を選択できる。DP③④。

４．実践可能な研究計画が立案できる。DP①③④５．自身の研究のオリジナル性と限界について説明できる。

DP①②③④６．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審査会に提出する書類を作成できる。DP④７．研究計画についての

説明資料の作成をし、発表・質疑応答ができる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自身の看護活動の中での疑問を大切にし、研究テーマを明確にしていく。自発的な発想と行動を基本とし、

教員との討論を重ね研究計画書を作成する。この過程の詳細を自主的に記録しておく。 

 

教科書 

適時提示する。 

 

参考書 

適宜提示する 

 

研究室／オフィスアワー 

事前にアポをとる 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 進め方の概要について 配布資料を読み年間計画を立てる。4時間 齋藤 

2 可能性のある研究テーマのリストアップ 

専門演習で興味を持った領域について、仮

テーマを設定できるようにしてお

く。４時間 

齋藤 

3 
リストアップしたテーマについての先行文

献を広範囲に検索する。 

検討した文献について自分なりの考えや質

問事項をまとめて置く。4時間 
齋藤 



4 
リストアップしたテーマについての先行文

献を広範囲に検索する。 

検討した文献について自分なりの考えや質

問事項をまとめて置く。4時間 
齋藤 

5 先行文献購読 
入手した文献を精読し、要点をまとめ討論

できるように準備しておく。4時間 
齋藤 

6 先行文献購読 
入手した文献を精読し、要点をまとめ討論

できるように準備しておく。4時間 
齋藤 

7 先行文献購読 

入手した文献を精読し、要点をまとめ討論

できるように準備しておく。 4 時

間 

齋藤 

8 先行文献購読 
入手した文献を精読し、要点をまとめ討論

できるように準備しておく。4時間 
齋藤 

9 先行文献購読 
入手した文献を精読し、要点をまとめ討論

できるように準備しておく。4時間 
齋藤 

10 研究テーマの絞り込み、決定 

テーマ決定に至るまでの過程が説明できる

ように資料を整理し自身の考えを

まとめる。 4 時間 

齋藤 

11 先行研究レビューの作成 先行文献を精読する。4時間 齋藤 

12 先行研究レビューの作成 先行文献を精読する。4時間 齋藤 

13 先行研究レビューの作成 先行文献を精読する。4時間 齋藤 

14 先行研究レビューの作成 先行文献を精読する。4時間 齋藤 

15 
研究テーマのリサーチクエッションの明確

化 

リサーチクエッションを明確にし、説明で

きるようにしておく。4時間 
齋藤 

16 研究デザインの検討 
自身の研究にふさわしい研究デザインを考

え、文章化する。 4 時間 
齋藤 

17 研究デザインの決定 
自身の研究にふさわしい研究デザインを考

え、文章化する。 4 時間 
齋藤 

18 研究計画書の作成 研究計画書を作成する。4時間 齋藤 

19 研究計画書の作成 研究計画書を作成する。4時間 齋藤 

20 研究計画書の作成 研究計画書を作成する。4時間 齋藤 

21 倫理審査の申請書類の作成と提出 倫理審査申請書類を作成する。4時間 齋藤 

22 倫理審査の申請書類の作成と提出 倫理審査申請書類を作成する。4時間 齋藤 

23 
倫理審査申請：申請書の提出と質疑応答,提

出書類の修正 

提出書類の不備内容を確認し修正する。 4

時間 
齋藤 

24 予備研究 研究計画に準じた予備研究をする。4時間 齋藤 

25 予備研究 研究計画に準じた予備研究をする。4時間 齋藤 

26 予備研究 研究計画に準じた予備研究をする。4時間 齋藤 

27 発表資料の作成 
発表会に向けてパワーポイント、配布資料

を作成する。4時間 
齋藤 

28 プロトコール発表と質疑応答 質疑応答に備え資料を準備する。 4 時間 齋藤 

29 プロトコールの修正 
質疑応答の内容等を踏まえプロトコールの

修正をする。4時間 
齋藤 

30 プロトコール修正 
質疑応答の内容等を踏まえプロトコールの

修正をする。 4 時間 
齋藤 

成績評価方法と基準 割合 

①文献検索、先行研究レビューの実行力 DP③④②研究計画書の作成能力 DP①③④③倫理敵配慮

内容の理解と申請書作成能力 DP④④プロトコール発表の資料と発表力、質疑応答時の発言力 

DP①②③④ 

 

①10 ％

②30 ％

③20 ％

④40％ 



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：前川 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

対象患者の状態を判断あるいは把握し、必要とされる看護ケアへつなげるためには、フィジカルアセスメン

トは非常に重要である。本特別研究では、フィジカルアセスメントに関連する文献検索などを通してリサー

チ・クエスチョンの設定、研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書の作成について指導する。 

 

学修目標 

１．研究テーマに関する国内外の先行研究について検索・入手・通読し、それらの詳細を理解している。２．リサー

チ・クエスチョンが明確であり、先行研究を踏まえて研究計画を立案することができる。３．自分の計画した研究の

オリジナリティと限界を理解しており、それを説明することができる。４．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審査委

員会に提出する書類が作成できる。５．研究プロトコールに関する必要なスライドと配布資料が作成でき、それらを

用いた発表と質疑応答ができる。DP①③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

先行論文や関連する総説等は検索し入手しておくこと。不明な用語・概念・手法については事前に調べてお

くこと。 

 

教科書 

必要に応じて資料を配布する 

 

参考書 

必要に応じて資料を配布する 

 

研究室／オフィスアワー 

C 棟研究室 8／部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 
特別研究の概要と目的、1年間の予定、留意

事項など 
 

2 研究テーマの仮設定 研究テーマのリストアップ  

3 先行研究論文の検索 
文献データベースを用いた先行研究文献の

検索 
 

4 先行研究論文講読 
仮設定したテーマに関する研究の現状に関

する情報入手 
 

5 先行研究論文講読 
仮設定したテーマに関する研究の現状に関

する情報入手 
 

6 先行研究論文講読 
仮設定したテーマに関する研究の現状に関

する情報入手 
 



7 先行研究論文講読 
仮設定したテーマに関する研究の現状に関

する情報入手 
 

8 先行研究論文講読 
仮設定したテーマに関する研究の現状に関

する情報入手 
 

9 先行研究論文講読 
仮設定したテーマに関する研究の現状に関

する情報入手 
 

10 研究テーマの決定 
先行研究の現状と実行可能性を踏まえて研

究テーマ決定 
 

11 先行研究レビュー 当該領域の研究レビューを作成  

12 先行研究レビュー 当該領域の研究レビューを作成  

13 先行研究レビュー 当該領域の研究レビューを作成  

14 先行研究レビュー 当該領域の研究レビューを作成  

15 研究デザイン 
リサーチ・クエスチョンに適合した研究デ

ザインの決定とその限界の考察 
 

16 研究デザイン 
リサーチ・クエスチョンに適合した研究デ

ザインの決定とその限界の考察 
 

17 研究計画の立案 研究計画書（プロトコール）の立案と執筆  

18 研究計画の立案 研究計画書（プロトコール）の立案と執筆  

19 研究計画の立案 研究計画書（プロトコール）の立案と執筆  

20 研究計画の立案 研究計画書（プロトコール）の立案と執筆  

21 予備研究 予備研究の実施と問題点の抽出・分析  

22 予備研究 予備研究の実施と問題点の抽出・分析  

23 予備研究 予備研究の実施と問題点の抽出・分析  

24 予備研究 予備研究の実施と問題点の抽出・分析  

25 予備研究 予備研究の実施と問題点の抽出・分析  

26 予備研究 予備研究の実施と問題点の抽出・分析  

27 予備研究 予備研究の実施と問題点の抽出・分析  

28 発表準備 
プロトコール発表会のスライドおよび配布

資料の作成 
 

29 プロトコール発表 
プロトコール発表会における発表と質疑応

答 
 

30 プロトコール発表 
発表会における質疑応答と問題点指摘を踏

まえた研究計画の修正 
 

成績評価方法と基準 割合 

文献検索、先行研究レビュー、および研究論文の理解度で 30％、リサーチ・クエスチョン、プロトコール、

および倫理審査申請書の作成能力で 30％、プロトコール発表会のスライドと資料、発表の技法と内容、

および質疑応答時の発言内容で 40％という点数配分で総合的に評価する。DP①③④ 

 

①30%

②30%

③40% 



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：中西 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 中西 伸子 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 女性の健康についての概念や理論、また、周産期学のエビデンスを学び、女性とその家族が抱える問題や

周産期における課題を明らかにしたうえで、テーマを決定し、そのテーマに沿った研究を行い、修士論文を

作成するための一連の過程について指導する。本特別研究Ⅰでは、テーマを決定し、健康課題を解決するた

めのリサーチ･クエスチョンの設定、専門領域における文献検索とそのクリティーク、研究デザイン、倫理審

査申請までの研究計画書の作成を目指す。 

 

学修目標 

①女性の健康と周産期ケア・助産教育に関連した研究を分析し、その変遷と課題を明確化できる。②課題に関連した

先行研究を検索し、クリティークできる。③研究課題を解明するための概念枠組みを作成できる。④研究の倫理につ

いて学び、自身の研究における倫理配慮ができる。⑤研究課題の解決に適した研究方法を選択し、実施可能な研究計

画書を作成できる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義時にプレゼンテーションもしくはディベートの課題を提示します。予習したうえで、主体的に学び、積

極的に発言できるよう、準備してくること。 

 

教科書 

適宜、書籍・論文等提示する。 

 

参考書 

適宜、書籍・論文等提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

適時、質問等に応じますが、会議・実習等で不在も多いため必ず、アポイントメントをお願いします。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究課題の明確化① 

自己の研究課題の明確化に向けて、資料を

作成し、プレゼンテーション、また

はディベートする。 

中 西 

伸子 

2 研究課題の明確化② 

自己の研究課題の明確化に向けて、資料を

作成し、プレゼンテーション、また

はディベートする。 

中 西 

伸子 

3 研究課題の明確化③ 

自己の研究課題の明確化に向けて、資料を

作成し、プレゼンテーション、また

はディベートする。 

中 西 

伸子 

4 研究課題の明確化④ 
自己の研究課題の明確化に向けて、資料を

作成し、プレゼンテーション、また

中 西 

伸子 



はディベートする。 

5 研究課題の明確化⑤ 

自己の研究課題の明確化に向けて、資料を

作成し、プレゼンテーション、また

はディベートする。 

中 西 

伸子 

6 
研究課題をもとに先行研究のクリティーク

を行う。① 

先行研究をシステマティックに検索し、論

文を選択し、資料とする。そこから

自己の研究課題を絞る。 

中 西 

伸子 

7 
研究課題をもとに先行研究のクリティーク

を行う。② 

先行研究をシステマティックに検索し、論

文を選択し、資料とする。そこから

自己の研究課題を絞る。 

中 西 

伸子 

8 
研究課題をもとに先行研究のクリティーク

を行う。③ 

先行研究をシステマティックに検索し、論

文を選択し、資料とする。そこから

自己の研究課題を絞る。 

中西 

伸

子 

9 
研究課題をもとに先行研究のクリティーク

を行う。④ 

先行研究をシステマティックに検索し、論

文を選択し、資料とする。そこから

自己の研究課題を絞る。 

中 西 

伸子 

10 
研究課題をもとに先行研究のクリティーク

を行う。⑤ 

先行研究をシステマティックに検索し、論

文を選択し、資料とする。そこから

自己の研究課題を絞る。 

中西 

伸

子 

11 
研究デザインについて学び、研究課題の解

決に適した研究方法を選択する。① 

研究デザインについて学び、研究課題の解

決に適した研究方法をディベート

し、決定する。 

中西 

伸

子 

12 
研究デザインについて学び、研究課題の解

決に適した研究方法を選択する。② 

研究デザインについて学び、研究課題の解

決に適した研究方法をディベート

し、決定する。 

中西 

伸

子 

13 
研究デザインについて学び、研究課題の解

決に適した研究方法を選択する。③ 

研究デザインについて学び、研究課題の解

決に適した研究方法をディベート

し、決定する。 

中西 

伸

子 

14 
研究デザインについて学び、研究課題の解

決に適した研究方法を選択する。④ 

研究デザインについて学び、研究課題の解

決に適した研究方法をディベート

し、決定する。 

中西 

伸

子 

15 
研究デザインについて学び、研究課題の解

決に適した研究方法を選択する。⑤ 

研究デザインについて学び、研究課題の解

決に適した研究方法をディベート

し、決定する。 

中西 

伸

子 

16 
研究者として必要な倫理観を学び、倫理申

請書を作成する。① 

研究者として必要な倫理観を学び、倫理申

請書の作成に向けて資料を作成し、

プレゼンテーションする。 

中西 

伸

子 

17 
研究者として必要な倫理観を学び、倫理申

請書を作成する。② 

研究者として必要な倫理観を学び、倫理申

請書の作成に向けて資料を作成し、

プレゼンテーションする。 

中西 

伸

子 

18 
研究者として必要な倫理観を学び、倫理申

請書を作成する。③ 

研究者として必要な倫理観を学び、倫理申

請書の作成に向けて資料を作成し、

プレゼンテーションする。 

中西 

伸

子 

19 
研究者として必要な倫理観を学び、倫理申

請書を作成する。④ 

研究者として必要な倫理観を学び、倫理申

請書の作成に向けて資料を作成し、

プレゼンテーションする。 

中西 

伸

子 

20 

質問紙・依頼文・インタビューガイドなどの

研究課題の解決に必要なデーター収集に向

けた作成技術を修得する。① 

質問紙・依頼文・インタビューガイドなどの

研究課題の解決に必要なデーター

収集に向けた作成技術を修得し、作

成する。 

中西 

伸

子 

21 

質問紙・依頼文・インタビューガイドなどの

研究課題の解決に必要なデーター収集に向

けた作成技術を修得する。② 

質問紙・依頼文・インタビューガイドなどの

研究課題の解決に必要なデーター

収集に向けた作成技術を修得し、作

成する。 

中西 

伸

子 

22 

質問紙・依頼文・インタビューガイドなどの

研究課題の解決に必要なデーター収集に向

けた作成技術を修得する。③ 

質問紙・依頼文・インタビューガイドなどの

研究課題の解決に必要なデーター

収集に向けた作成技術を修得し、作

成する。 

中西 

伸

子 

23 

質問紙・依頼文・インタビューガイドなどの

研究課題の解決に必要なデーター収集に向

けた作成技術を修得する。④ 

質問紙・依頼文・インタビューガイドなどの

研究課題の解決に必要なデーター

収集に向けた作成技術を修得し、作

成する。 

中西 

伸

子 



24 

質問紙・依頼文・インタビューガイドなどの

研究課題の解決に必要なデーター収集に向

けた作成技術を修得する。⑤ 

質問紙・依頼文・インタビューガイドなどの

研究課題の解決に必要なデーター

収集に向けた作成技術を修得し、作

成する。 

中西 

伸

子 

25 

質問紙・依頼文・インタビューガイドなどの

研究課題の解決に必要なデーター収集に向

けた作成技術を修得する。⑥ 

質問紙・依頼文・インタビューガイドなどの

研究課題の解決に必要なデーター

収集に向けた作成技術を修得し、作

成する。 

中西 

伸

子 

26 研究計画書を作成する。① 
一連の作業をもとに研究計画書を作成し、

プレゼンテーションする。 

中西 

伸

子 

27 研究計画書を作成する。② 
一連の作業をもとに研究計画書を作成し、

プレゼンテーションする。 

中西 

伸

子 

28 研究計画書を作成する。③ 
一連の作業をもとに研究計画書を作成し、

プレゼンテーションする。 

中西 

伸

子 

29 研究計画書を作成する。④ 
一連の作業をもとに研究計画書を作成し、

プレゼンテーションする。 

中西 

伸

子 

30 研究計画書を作成する。⑤ 
一連の作業をもとに研究計画書を作成し、

プレゼンテーションする。 

中西 

伸

子 

成績評価方法と基準 割合 

①研究計画書の作成（期限厳守）②プレゼンテーション（事前の資料提出の期限厳守）③ディベート等取

り組む態度も含む④出席 4/5 以上 DP①②③④ 

 

①60 ％

②20 ％

③20％ 



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：久木元 

主担当教員 久木元 由紀子 担当教員 久木元 由紀子 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿っ

た研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 リサーチ･クエスチョンの設定、

専門領域における文献検索とそのクリティーク、研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書の作成につ

いて指導する。 急性期や周手術期などのクリティカル領域、がんサバイバーなど疾患を持つ患者や家族に

対して、補完療法などの看護ケアの効果や、それらの対象患者のケアに携わる看護師や看護学生の実践能力

育成方法を、システマティックレビューなどの研究方法を用い、明らかにすることを目的とした本特別研究

では、英語を含めた文献検索や研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書について指導する。 

 

学修目標 

１．研究テーマに関する先行研究について検索･入手･通読し、それらを理解している。DP①③④２．リサーチクエス

チョンが明確であり、先行研究を踏まえて研究計画書を立案することができる。DP①③④３．自分の計画した研究の

オリジナリティを理解しており、それを説明することができる。DP①②③④４．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審

査委員会に提出する書類を作成できる。DP①③④５．研究プロトコールに関する必要なスライドと配布資料が作成で

き、それらを用いた発表と質疑応答ができる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自主的に修士論文を作成するための一連の過程に取り組む。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

久木元研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 
自身のテーマに関連した入手論文を読み、

質問事項をまとめておく(2 時間） 
久木元 

2 研究テーマの仮設定  久木元 

3 先行文献の検索  久木元 

4 先行研究の講読  久木元 



5 先行研究の講読  久木元 

6 先行研究の講読  久木元 

7 先行研究の講読  久木元 

8 先行研究の講読  久木元 

9 先行研究の講読  久木元 

10 研究テーマの決定  久木元 

11 先行研究レビュー  久木元 

12 先行研究レビュー  久木元 

13 先行研究レビュー  久木元 

14 先行研究レビュー  久木元 

15 リサーチクエッション  久木元 

16 研究デザイン  久木元 

17 研究計画の立案  久木元 

18 研究計画の立案  久木元 

19 研究計画の立案  久木元 

20 研究計画の立案  久木元 

21 倫理審査申請  久木元 

22 倫理審査申請  久木元 

23 倫理審査申請  久木元 

24 予備研究  久木元 

25 予備研究  久木元 

26 予備研究  久木元 

27 予備研究  久木元 

28 発表準備  久木元 

29 研究プロトコール発表  久木元 

30 研究プロトコール発表  久木元 

成績評価方法と基準 割合 

①文献検索、先行研究レビュー、および研究論文の理解度②リサーチクエッション、研究プロトコール、お

よび倫理審査申請書の作成能力③研究プロトコール発表会のスライドと資料、発表の技法と内容、およ

び質疑応答時の発言内容 DP①②③④ 

 

① ３

０ ％ ②

３ ０ ％

③ ４

０％ 



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：森 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 森 美侑紀 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：吉村 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 吉村 弥須子 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿っ

た研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 リサーチ･クエスチョンの設定、

専門領域における文献検索とそのクリティーク、研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書の作成につ

いて指導する。 手術を受けるがん患者の QOL 向上のための医療支援や周手術期看護に関する研究指導を行

う。各種理論の活用、質問調査票やインタビューを用いた調査研究などの手法を用いる。本特別研究では、

リサーチ･クエスチョンの設定、自身の研究テーマにおける文献検索とそのクリティーク、研究デザイン、倫

理審査申請までの研究計画書の作成について指導する。 

 

学修目標 

1.研究テーマに関する国内外の先行研究について検索・入手・通読し、それらの詳細を理解している。〈DP①④〉2.

リサーチ・クエスチョンが明確であり、先行研究を踏まえて研究計画を立案することができる。。〈DP①②④〉3.倫理

的な配慮を理解し、研究倫理審査委員会に提出する書類が作成できる。。〈DP①②③④〉4.研究プロトコールに関する

必要なスライドと配布資料が作成でき、それらを用いた発表と質疑応答ができる。。〈DP①②③④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

論文・資料・コンピューター等を適宜用いて個別指導する。自発的な発想と行動にもとづいて作成した原案

を提出させ、それを討論と示唆により修正させるプロセスを反復する。必要な先行論文は早期にすべて検索・

入手して分類し、不明な用語・概念・手法については事前に調べておく。授業前・中・後に生じたアイデア、

資料、行動、討論、指導の内容も含め、すべてノートに記録する。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス：特別研究の概要と目的、1年間

の予定、留意事項など 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

2 
研究テーマの仮設定：可能性のある研究テ

ーマのリストアップ 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 



3 
先行研究論文の検索：文献データベースを

用いた先行研究文献の検索 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

4 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

5 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

6 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

7 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

8 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

9 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

10 
研究テーマの決定：先行研究の現状と実行

可能性を踏まえて研究テーマ決定 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

11 
研究テーマの決定：先行研究の現状と実行

可能性を踏まえて研究テーマ決定 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

12 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

13 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

14 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

15 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

16 
リサーチ・クエスチョン：研究テーマのリサ

ーチ・クエスチョンの明確化 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

17 
リサーチ・クエスチョン：研究テーマのリサ

ーチ・クエスチョンの明確化 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

18 

研究デザイン：リサーチ・クエスチョンに適

合した研究デザインの決定とその限界の考

察 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

19 

研究デザイン：リサーチ・クエスチョンに適

合した研究デザインの決定とその限界の考

察 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

20 研究計画の立案：研究計画書の立案と執筆 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

21 研究計画の立案：研究計画書の立案と執筆 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

22 研究計画の立案：研究計画書の立案と執筆 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

23 研究計画の立案：研究計画書の立案と執筆 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

24 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

25 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

26 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

27 
発表準備：研究計画書発表会のスライドお

よび配布資料の作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

28 
発表準備：研究計画書発表会のスライドお

よび配布資料の作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

29 
研究計画書発表：発表会における発表と質

疑応答 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

30 
研究計画書修正 発表会における質疑応答

と問題点指摘を踏まえた研究計画の修正 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

成績評価方法と基準 割合 

①文献検索、先行研究レビュー、および研究論文の理解度②リサーチ・クエスチョン、研究計画書、およ

び倫理審査申請書の作成能力③研究計画書発表会のスライドと資料、発表の技法と内容、および質疑

①30 ％

②30 ％



応答時の発言内容上記の①～③で総合的に評価する。〈DP①②③④〉 

 

③40％ 



授業科目名 特別研究Ⅰ (看護博士前期)：村上 

主担当教員 村上 生美 担当教員 

村上 生美／吉村 弥須子／久木

元 由紀子／齋藤 雅子／白井 

文恵／中西 伸子／森 美侑紀 

科目ナンバリング SR20MNSA002 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿った

研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 リサーチ･クエスチョンの設定、専

門領域における文献検索とそのクリティーク、研究デザイン、倫理審査申請までの研究計画書の作成につい

て指導する。 学士課程の基礎看護技術やあらゆる看護場面で実践されている看護技術を概観し、その中の

一部について EBN の視点あるいは看護技術（ケアリング：ケアにおける看護師とクライエントの相互関係）

の視点からの演習を展開する。 

 

学修目標 

1．Evidence が明確化されていない看護実践に焦点を当てることができる。DP①②③④2．経験だけに終わっている

ケアのについて研究疑問を明確にすることができる。DP①②③④3．研究疑問に関する先行研究をクリティーク、レ

ビューすることができる。DP①②③④4．研究計画書を作成することができる。DP①②③④5．倫理審査に必要な申請

書を作成することができる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

看護実践（直接的な看護ケア）における自己の経験のみならず、見聞している他者の経験等から関心事を絞

ってください。関心やこだわりを大切にし、関係する論文をクリティークして整理、レビューして下さい。

自分が行う研究の意義を確かにしてほしいと思います。計画的に学修を進めてください。 

 

教科書 

開講時に提示します。.各自、主体的に探索して下さい。 

 

参考書 

必要時に提示します。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス看護実践の現状把握① 

予習：看護実践の多様な経験が述べられる

ようまとめる。復習：ディスカッシ

ョンの整理。4時間。 

村上 

2 看護実践の現状把握② 同上。4時間。 村上 



3 看護実践の現状把握③ 同上。4時間。 村上 

4 看護実践の現状把握④ 同上。4時間。 村上 

5 看護実践の現状把握⑤ 同上。4時間。 村上 

6 関心領域の文献検索① 

予習：文献を検索しクリティーク内容をカ

ード化する。復習：クリティークの

ディスカッションをまとめる。4 時

間。 

村上 

7 関心領域の文献検索② 同上。4時間。 村上 

8 関心領域の文献検索③ 同上。4時間。 村上 

9 関心領域の文献検索④ 同上。4時間。 村上 

10 関心領域の文献検索⑤ 同上。4時間。 村上 

11 Reseach question のまとめ① 

予習：Reseach question の原点を考え、自

己のものを評価する。復習：ディス

カッションの内容を整理し、必要時

修正する。4時間。 

村上 

12 Reseach question のまとめ② 同上。4時間。 村上 

13 Reseach question のまとめ③ 同上。4時間。 村上 

14 Reseach question のまとめ④ 同上。4時間。 村上 

15 研究計画書の作成① 

予習：「研究計画書」の書き方について学士

課程で学修したものをフィードバ

ックしておく。復習：ディスカッシ

ョンした事項を反映して修正を試

みる。4時間 

村上 

16 研究計画書の作成② 同上。4時間。 村上 

17 研究計画書の作成③ 同上。4時間。 村上 

18 研究計画書の作成④ 同上。4時間。 村上 

19 研究計画書の作成⑤ 同上。4時間。 村上 

20 研究計画書の作成⑥ 同上。4時間。 村上 

21 研究計画書の作成⑦ 同上。4時間。 村上 

22 研究計画書の作成⑧ 同上。4時間。 村上 

23 研究計画書の作成⑨ 同上。4時間。 村上 

24 研究計画書の作成⑩ 同上。4時間。 村上 

25 倫理審査申請書作成① 

予習：倫理申請について参考書等で学修し

ておく。復習：ディスカッション内

容を反映して申請書作成に着手す

る。4時間。 

村上 

26 倫理審査申請書作成② 同上。4時間。 村上 

27 研究計画書のプレゼンテーション 
予習：プレゼンテーション準備。復習：発表・

討議内容をもとに修正。4時間。 
村上 

28 研究計画書の修正 同上。4時間。 村上 

29 研究着手の準備① 
予習：プレテスト準備。復習：テスト結果を

もとに修正。4時間。 
村上 

30 研究着手の準備② 同上。4時間。 村上 

成績評価方法と基準 割合 

1．研究計画書  ※タイトル・背景・目的・方法等についてチェックシートにより評価する。2．研究倫理申 1.80%2.



請書  ※日本看護協会の規定に沿って確認する。DP①②③④ 

 

20% 



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：松田 

主担当教員 松田 佳子 担当教員 松田 佳子 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：升田 

主担当教員 升田 寿賀子 担当教員 升田 寿賀子 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：武 

主担当教員 武 ユカリ 担当教員 武 ユカリ 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：小西 

主担当教員 小西 由起子 担当教員 小西 由起子 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：外村 

主担当教員 外村 昌子 担当教員 外村 昌子 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿っ

た研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 特別研究Ⅰを踏まえ、研究計画

書に基づき、実験または調査等の実施、データ分析、論理的解釈、論文執筆、プレゼンテーションに至るまで

の一連のプロセスについて指導する。 高齢者施設などで療養生活を送る心身に障がいをもつ高齢者の生活

上のリスクの軽減、持てる力を生かした環境支援等についての多職種と連携したケアマネジメントの実践に

関する研究指導を行う。研究計画書に基づいた、質問調査票やインタビューを用いた調査研究の実施、デー

タ分析、論理的解釈、論文執筆、プレゼンテーションに至るまでの一連のプロセスについて指導する。 

 

学修目標 

１．研究計画と研究倫理規範にもとづいて適正なデータ収集、分析、および結果の解釈ができる。〈DP①②③④〉 ２．

結果の解釈について、先行研究や関連文献を踏まえた深い考察ができる。〈DP①②④〉 ３．研究の背景、目的、方

法、結果、考察、および結論について論理的かつ明快に文章化できる。DP①④〉 ４．研究の概要と結果に関する必

要なスライドと配布資料が作成でき、それらを用いた発表と質疑応答ができる。〈DP①③④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

論文作成のための各段階に、積極性を持って取り組んでください。 

 

教科書 

講義中に提示します。 

 

参考書 

講義中に提示します。 

 

研究室／オフィスアワー 

ガイダンス時に提示します 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 教科ガイダンス 1年間の予定の検討と確認 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

2 研究データにもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

3 研究データにもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

4 研究データにもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 



5 研究データにもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

6 研究データにもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

7 研究データにもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

8 研究データにもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

9 収集したデータの統計学的解釈とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

10 収集したデータの統計学的解釈とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

11 収集したデータの統計学的解釈とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

12 収集したデータの統計学的解釈とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

13 収集したデータの統計学的解釈とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

14 収集したデータの統計学的解釈とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

15 収集したデータの統計学的解釈とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

16 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

17 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

18 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

19 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

20 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

21 論文作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

22 論文作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

23 論文作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

24 論文作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

25 論文作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

26 報告会資料作成と配布資料の作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

27 報告会資料作成と配布資料の作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

28 報告会における発表と質疑応答 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

29 報告会における発表と質疑応答 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

30 
発表会の質疑応答と問題点指摘項目を踏ま

えた論文修正 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

成績評価方法と基準 割合 

①データ収集、統計解析、および結果解釈の完成度②先行研究と関連論文を踏まえた考察、論理的か

つ明快な論文執筆、および図表の作成能力、③報告会のスライドと資料、発表の技法と内容、質疑応答

時の発言内容、および報告会を踏まえた投稿論文の修正能力上記を総合的に評価する。〈DP①②③④〉 

 

①30%

②30%

③40% 



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：住田 

主担当教員 住田 陽子 担当教員 住田 陽子 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿った

研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 特別研究Ⅰを踏まえ、研究計画書

に基づき、実験または調査等の実施、データ分析、論理的解釈、論文執筆、プレゼンテーションに至るまでの

一連のプロセスについて指導する。 組織内のキャリア発達に関する研究指導を行う。研究計画に基づき、

質問紙調査の内容を洗練させ、データ収集の方法を指導する。統計解析ソフトを用いたデータ分析、論文執

筆、プレゼンテーションに至るまでのプロセスを指導する。 

 

学修目標 

１．研究計画と研究倫理規範にもとづいて適正なデータ収集、解析、および結果の解釈ができる。(DP1,2,3,4)２．

結果の解釈について、先行研究や関連文献を踏まえた深い考察ができる。(DP1,2,3,4)３．研究の背景、目的、方法、

結果、考察、および結論について論理的かつ明快に文章化できる。(DP1,2,3,4)４．研究の概要と結果に関する必要

なスライドと配布資料が作成でき、それらを用いた発表と質疑応答ができる。(DP1,2,3,4)５．専門領域の学術雑誌

（査読付き）に論文を投稿するまでの一 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究室または臨床現場において実際にデータ収集を行い、収集されたデータの処理と解釈について個別指導

する。データと関連文献をもとに文章を作成させ、それを討論と修正指導によりブラッシュアップする。デ

ータはすべてを研究ノートに記録し、必要に応じ仮説の修正を随時行うこと。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料、書籍などを適宜示し配布する。 

 

参考書 

随時紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

相談しながら随時可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
データ収集:プロトコールにもとづきデー

タ収集 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 

入手資

料を読

んで質

問事項

をまと

めてお



く(4h) 

2 
データ収集:プロトコールにもとづきデー

タ収集 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

3 
データ収集:プロトコールにもとづきデー

タ収集 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

4 
データ収集:プロトコールにもとづきデー

タ収集 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

5 
データ収集:プロトコールにもとづきデー

タ収集 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

6 
データ収集:プロトコールにもとづきデー

タ収集 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

7 
データ収集:プロトコールにもとづきデー

タ収集 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

8 
データ収集:プロトコールにもとづきデー

タ収集 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

9 
データ収集:プロトコールにもとづきデー

タ収集 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

10 
データ収集:プロトコールにもとづきデー

タ収集 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

11 
データ収集:プロトコールにもとづきデー

タ収集 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

12 
データ収集:プロトコールにもとづきデー

タ収集 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

13 
データ解析・解釈:収集したデータの解析と

その解釈 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

14 
データ解析・解釈:収集したデータの解析と

その解釈 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

15 
データ解析・解釈:収集したデータの解析と

その解釈 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

16 
結果の考察:先行研究と関連文献を参考に

結果を考察 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

17 
結果の考察:先行研究と関連文献を参考に

結果を考察 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

18 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

19 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

20 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

21 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

22 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

23 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

24 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

25 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

26 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

27 
中間報告会準備:中間報告会のスライドお

よび配布資料の作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

28 
中間報告会準備:中間報告会のスライドお

よび配布資料の作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

29 
中間報告会準備:中間報告会のスライドお

よび配布資料の作成 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

30 

投稿論文の完成・投稿:発表会における質疑

応答と問題点指摘を踏まえた投稿論文の修

正と学術雑誌への投稿 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく

(4h) 
 

成績評価方法と基準 割合 



①データ収集、解析、および結果解釈の完成度（DP1,2,3,4）②先行研究と関連論文を踏まえた考察、論理

的かつ明快な論文執筆、および図表の作成能力（DP1,2,3,4）③中間報告会のスライドと資料、発表の技

法と内容、質疑応答時の発言内容、および中間報告会を踏まえた投稿論文の修正能力（DP1,2,3,4）上記

の①～③で総合的に評価する。 

 

①30%

②30%

③40% 



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：蓮池 

主担当教員 蓮池 光人 担当教員 蓮池 光人 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿った

研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。| 特別研究Ⅰを踏まえ、研究計画書

に基づき、実験または調査等の実施、データ分析、論理的解釈、論文執筆、プレゼンテーションに至るまでの

一連のプロセスについて指導する。||思春期から青年期の心を病む対象が社会生活に適応していくための看

護に関する研究指導を行う。研究計画書に基づき、看護過程や質問紙調査、インタビューを用いた調査研究

の実施、質的データ分析、論理的解釈、論文執筆、プレゼンテーションに至るまでの一連のプロセスについ

て指導する。 

 

学修目標 

１．研究計画と研究倫理規範にもとづいて適正なデータ収集、解析、および結果の解釈ができる。＜DP①④＞|２．

結果の解釈について、先行研究や関連文献を踏まえた深い考察ができる。＜DP①④＞|３．研究の背景、目的、方法、

結果、考察、および結論について論理的かつ明快に文章化できる。＜DP①②③④＞|４．研究の概要と結果に関する

必要なスライドと配布資料が作成でき、それらを用いた発表と質疑応答ができる。＜DP①②③④＞|５．専門領域の

学術雑誌（査読付き）に論文を投稿するまでの一連の作業ができる。＜DP①②③④＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

後期特別研究Ⅰと密接に連絡するので、その内容を充分にフィードバックしておくこと。|データの取り扱い

は倫理申請書に認めたように厳重にすること。|常にリサーチ・クエスチョンに立ち戻り、看護の対象者にと

っての意味を考えること。| データと関連文献をもとに文章を作成し、教員の指導の下にブラッシュアップ

する。|投稿予定の学術雑誌の投稿規定をよく把握しておくこと。|一連の過程は全てラボノートに整理して

おくこと。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

文献や関連書籍は授業において紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

蓮池研究室 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
データ収集:|研究計画に基づきデータを収

集する。 

予習：データ収集を 2時間以上行う|復習：

データ整理を 2時間以上行う 
 



2 
データ収集:|研究計画に基づきデータを収

集する。 

予習：データ収集を 2時間以上行う|復習：

データ整理を 2時間以上行う 
 

3 
データ収集:|研究計画に基づきデータを収

集する。 

予習：データ収集を 2時間以上行う|復習：

データ整理を 2時間以上行う 
 

4 
データ収集:|研究計画に基づきデータを収

集する。 

予習：データ収集を 2時間以上行う|復習：

データ整理を 2時間以上行う 
 

5 
データ収集:|研究計画に基づきデータを収

集する。 

予習：データ収集を 2時間以上行う|復習：

データ整理を 2時間以上行う 
 

6 
データ収集:|研究計画に基づきデータを収

集する。 

予習：データ収集を 2時間以上行う|復習：

データ整理を 2時間以上行う 
 

7 
データ収集:|研究計画に基づきデータを収

集する。 

予習：データ収集を 2時間以上行う|復習：

データ整理を 2時間以上行う 
 

8 
データ収集:|研究計画に基づきデータを収

集する。 

予習：データ収集を 2時間以上行う|復習：

データ整理を 2時間以上行う 
 

9 
データ収集:|研究計画に基づきデータを収

集する。 

予習：データ収集を 2時間以上行う|復習：

データ整理を 2時間以上行う 
 

10 
データ収集:|研究計画に基づきデータを収

集する。 

予習：データ収集を 2時間以上行う|復習：

データ整理を 2時間以上行う 
 

11 
データ収集:|研究計画に基づきデータを収

集する。 

予習：データ収集を 2時間以上行う|復習：

データ整理を 2時間以上行う 
 

12 
データ収集:|研究計画に基づきデータを収

集する。 

予習：データ収集を 2時間以上行う|復習：

データ整理を 2時間以上行う 
 

13 
データの解釈:|収集したデータの質的分析

とその解釈。 

質的分析と解釈について予習と復習を各 2

時間以上行う 
 

14 
データの解釈:|収集したデータの質的分析

とその解釈。 

質的分析と解釈について予習と復習を各 2

時間以上行う 
 

15 
データの解釈:|収集したデータの質的分析

とその解釈。 

質的分析と解釈について予習と復習を各 2

時間以上行う 
 

16 
結果の考察:|先行研究と関連文献を照合し

結果を考察する。 

結果の考察について予習と復習を各 2 時間

以上行う 
 

17 
結果の考察:|先行研究と関連文献を照合し

結果を考察する。 

結果の考察について予習と復習を各 2 時間

以上行う 
 

18 
投稿論文の執筆:|学術雑誌に投稿する論文

を作成する。 

論文の執筆について予習と復習を各 2 時間

以上行う 
 

19 
投稿論文の執筆:|学術雑誌に投稿する論文

を作成する。 

論文の執筆について予習と復習を各 2 時間

以上行う 
 

20 
投稿論文の執筆:|学術雑誌に投稿する論文

を作成する。 

論文の執筆について予習と復習を各 2 時間

以上行う 
 

21 
投稿論文の執筆:|学術雑誌に投稿する論文

を作成する。 

論文の執筆について予習と復習を各 2 時間

以上行う 
 

22 
投稿論文の執筆:|学術雑誌に投稿する論文

を作成する。 

論文の執筆について予習と復習を各 2 時間

以上行う 
 

23 
投稿論文の推敲:|投稿論文に対する討論と

ブラッシュアップ。 

論文の推敲ついて予習と復習を各 2 時間以

上行う 
 

24 
投稿論文の推敲:|投稿論文に対する討論と

ブラッシュアップ。 

論文の推敲ついて予習と復習を各 2 時間以

上行う 
 

25 
投稿論文の推敲:|投稿論文に対する討論と

ブラッシュアップ。 

論文の推敲ついて予習と復習を各 2 時間以

上行う 
 

26 
中間発表会の準備:|中間発表会のスライ

ド・資料を作成し発表に備える。 

中間発表の準備について予習と復習を各 2

時間以上行う 
 

27 
中間発表会の準備:|中間発表会のスライ

ド・資料を作成し発表に備える。 

中間発表の準備について予習と復習を各 2

時間以上行う 
 

28 
中間発表会の準備:|中間発表会のスライ

ド・資料を作成し発表に備える。 

中間発表の準備について予習と復習を各 2

時間以上行う 
 

29 
中間発表会の準備:|中間発表会のスライ

ド・資料を作成し発表に備える。 

中間発表の準備について予習と復習を各 2

時間以上行う 
 

30 
中間発表会の準備:|中間発表会のスライ

ド・資料を作成し発表に備える。 

中間発表の準備について予習と復習を各 2

時間以上行う 
 

成績評価方法と基準 割合 

①データ収集、統計解析、および結果解釈の完成度＜DP①②④＞②先行研究と関連論文を踏まえた考

察、論理的かつ明快な論文執筆、および図表の作成能力＜DP①②④＞③中間報告会のスライドと資

①30 ％

②30 ％



料、発表の技法と内容、質疑応答時の発言内容、および中間報告会を踏まえた投稿論文の修正能力＜

DP①②③④＞上記の①～③で総合的に評価する。 

 

③40％ 



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：岡田 

主担当教員 岡田 公江 担当教員 岡田 公江 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：齋藤 

主担当教員 齋藤 雅子 担当教員 齋藤 雅子 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各研究指導教員が実績のある専門領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿った研究

を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。特別研究Ⅰをふまえ、研究計画書に基づ

き、実験または調査等の実施、データ分析、論理的解釈、論文誌ぴつ、プレゼンテーションに至るまでの一連

のプロセスについて指導する。母性・助産看護学領域において、実践力や研究力、教育力の修得を目的とし

た演習を行う。「虐待」、「育児開始期間の母親の支援」、「母子相互作用」、「周産期の母子の支援」に関する研

究指導を行う。研究計画書に基づき、質問紙調査やインタビュー、介入研究を実施し、データの分析、論理的

解釈、論文執筆、プレゼンテーションに至るまでの一連のプロセスについて指導する。 

 

学修目標 

１．研究計画と研究倫理規範に基づいて適切なデータ収集、解析、および結果の解釈ができる。DP①②③④２．結果

の解釈について、先行研究や関連文献をふまえた深い考察ができる。DP①②④３．研究の背景、目的、方法、結果、

考察および結論について、論理的かつ明快に文章化できる。DP①④４．研究の概要と結果に関する必要なスライドと

配布資料が作成でき、それらを用いた発表と質疑応答ができる。DP①③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

臨床現場において実際にデータ収集を行い、収集されたデータの分析について個別指導する。データと関連

文献をもとに文章を作成させ、それを討論と修正指導によりブラッシュアップする。必要な関連文献は全て

事前に検索・入手して通読し、授業前・中・後に生じた研究作業、変更内容、気づき、疑問、考察などは指導

の内容を含め、全てノートに記録する。 

 

教科書 

適宜示し配布する。 

 

参考書 

随時紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

アポイントメントで可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究計画に基づきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

2 研究計画に基づきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

3 研究計画に基づきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 



4 研究計画に基づきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

5 研究計画に基づきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

6 研究計画に基づきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

7 研究計画に基づきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

8 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

9 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

10 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

11 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

12 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

13 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

14 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

15 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

16 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

17 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

18 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

19 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

20 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

21 論文を作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

22 論文を作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

23 論文を作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

24 論文を作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

25 論文を作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

26 報告会のスライドおよび配布資料の作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

27 報告会のスライドおよび配布資料の作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

28 報告会における発表と質疑応答 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

29 報告会における発表と質疑応答 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

30 
発表会における質疑応答と問題点指摘をふ

まえた論文の修正 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

成績評価方法と基準 割合 

１．データ収集、統計解析、結果解釈の完成度 ２．先行研究と関連論文をふまえた考察、論理的かつ明

快な論文執筆、および図表の作成能力３．報告会のスライドと資料、発表の技法と内容、質疑応答時の

発言内容、および中間報告会をふまえた論文の修正能力 

 

１ ． 30%

２ ． 30%

３．40% 



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：前川 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：中西 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 中西 伸子 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 特別研究Ⅰを踏まえ、研究計画書に基づき、実験または調査等を実施し、データ収集・結果分析、論理的解

釈・考察を経て研究論文を完成し、プレゼンテーションに至るまでの一連のプロセスについて指導する。 

 

学修目標 

①研究課題に必要なフィールドを開拓し、適切なデータを収集することができる。②収集したデータを選択した研究

に適した方法で分析できる。③信頼性・妥当性のあるデータ分析を行う。④先行研究の結果を踏まえながら自己の研

究結果について考察できる。⑤研究の背景、目的、方法、結果、考察、および結論について論理的かつ明快に文章化

し、研究成果を修士論文としてまとめることができる。⑥研究成果をプレゼンテーションできる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究手法の復習をしながら、主体的・積極的に研究に向けた取り組みを行ってください。 

 

教科書 

適宜、書籍・論文等を紹介する。 

 

参考書 

適宜、書籍・論文等を紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

適時、質問等に応じますが、会議・実習等で不在も多いため、必ず、アポイントメントをお願いします。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 データ収集 プロトコールに基づきデータ収集する。  

2 データ収集 プロトコールに基づきデータ収集する。  

3 データ収集 プロトコールに基づきデータ収集する。  

4 データ収集 プロトコールに基づきデータ収集する。  

5 データ収集 プロトコールに基づきデータ収集する。  

6 データ解析・解釈 収集したデータの統計学的解析とその解釈  

7 データ解析・解釈 収集したデータの統計学的解析とその解釈  

8 データ解析・解釈 収集したデータの統計学的解析とその解釈  

9 データ解析・解釈 収集したデータの統計学的解析とその解釈  



10 データ解析・解釈 収集したデータの統計学的解析とその解釈  

11 結果の考察 
先行研究と関連文献を参考に結果を考察す

る。 
 

12 結果の考察 
先行研究と関連文献を参考に結果を考察す

る。 
 

13 結果の考察 
先行研究と関連文献を参考に結果を考察す

る。 
 

14 結果の考察 
先行研究と関連文献を参考に結果を考察す

る。 
 

15 結果の考察 
先行研究と関連文献を参考に結果を考察す

る。 
 

16 結果の考察 
先行研究と関連文献を参考に結果を考察す

る。 
 

17 結果の考察 
先行研究と関連文献を参考に結果を考察す

る。 
 

18 論文作成 

研究の背景、目的、方法、結果、考察、およ

び結論について先行研究の結果を

踏まえながら、研究成果を論理的に

明快に考察し、修士論文としてまと

める。| 

 

19 論文作成 

研究の背景、目的、方法、結果、考察、およ

び結論について先行研究の結果を

踏まえながら、研究成果を論理的に

明快に考察し、修士論文としてまと

める。| 

 

20 論文作成 

研究の背景、目的、方法、結果、考察、およ

び結論について先行研究の結果を

踏まえながら、研究成果を論理的に

明快に考察し、修士論文としてまと

める。| 

 

21 論文作成 

研究の背景、目的、方法、結果、考察、およ

び結論について先行研究の結果を

踏まえながら、研究成果を論理的に

明快に考察し、修士論文としてまと

める。| 

 

22 論文作成 

研究の背景、目的、方法、結果、考察、およ

び結論について先行研究の結果を

踏まえながら、研究成果を論理的に

明快に考察し、修士論文としてまと

める。|| 

 

23 論文作成 

研究の背景、目的、方法、結果、考察、およ

び結論について先行研究の結果を

踏まえながら、研究成果を論理的に

明快に考察し、修士論文としてまと

める。|| 

 

24 論文作成 

研究の背景、目的、方法、結果、考察、およ

び結論について先行研究の結果を

踏まえながら、研究成果を論理的に

明快に考察し、修士論文としてまと

める。|| 

 

25 論文作成 

研究の背景、目的、方法、結果、考察、およ

び結論について先行研究の結果を

踏まえながら、研究成果を論理的に

明快に考察し、修士論文としてまと

める。|| 

 

26 論文作成 

研究の背景、目的、方法、結果、考察、およ

び結論について先行研究の結果を

踏まえながら、研究成果を論理的に

明快に考察し、修士論文としてまと

める。|| 

 

27 論文作成 
研究の背景、目的、方法、結果、考察、およ

び結論について先行研究の結果を
 



踏まえながら、研究成果を論理的に

明快に考察し、修士論文としてまと

める。| 

28 研究成果のプレゼンテーション 

研究の概要と結果に関する必要なスライド

と配布資料が作成でき、それらを用

いた発表と質疑応答ができる。| 

 

29 研究成果のプレゼンテーション 

研究の概要と結果に関する必要なスライド

と配布資料が作成でき、それらを用

いた発表と質疑応答ができる。| 

 

30 研究成果のプレゼンテーション 

研究の概要と結果に関する必要なスライド

と配布資料が作成でき、それらを用

いた発表と質疑応答ができる。| 

 

成績評価方法と基準 割合 

①中間報告（資料作成・発表内容・質疑応答の評価）②修士論文の作成（期限厳守・完成度を評価）③公

聴会（資料作成・発表内容・質疑応答の評価）④研究に取り組む姿勢、プレゼンテーション内容⑤4/5 の

出席 

 

①10 ％

②50 ％

③30 ％

③10％ 



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：久木元 

主担当教員 久木元 由紀子 担当教員 久木元 由紀子 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿っ

た研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 特別研究Ⅰを踏まえ、研究計画

書に基づき、実験または調査等の実施、データ分析、論理的解釈、論文執筆、プレゼンテーションに至るまで

の一連のプロセスについて指導する。 クリティカル領域、がんサバイバーなど疾患を持つ患者や家族を対

象とした補完医療などの看護ケアや、その患者に携わる看護師や看護学生の実践能力育成方法に関する研究

指導を行う。研究計画書に基づいた研究の実施、データ分析、論理的解釈、論文執筆、プレゼンテーションに

至るまでの一連のプロセスについて指導する。 

 

学修目標 

１．研究計画と研究倫理規範にもとづいて、適正なデータ収集、解析、および結果の解釈ができる。DP①③④２．結

果の解釈について、先行研究や関連文献を踏まえた深い考察ができる。DP①④３．研究の背景、目的、方法、結果、

考察、および結論について論理的かつ明快に文章化できる。DP①④４．研究の概要と結果に関する必要なスライドと

配布資料が作成でき、それらを用いた発表と質疑応答ができる。DP①③④５．専門領域の学術誌(査読あり）に論文

を投稿するまでの一連の作業ができる。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

自主的に修士論文を作成するための一連の過程に取り組む。データは倫理申請書にしたがい、厳重に取り扱

う。常にリサーチクエスチョンに立ち戻り、看護の対象者にとっての意味を考えること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

久木元 研究室西棟 239 随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 データ収集 
自身のテーマに関連した入手論文を読み、

質問事項をまとめておく(2 時間） 
 

2 データ収集   

3 データ収集   



4 データ収集   

5 データ収集   

6 データ収集   

7 データ収集   

8 データ収集   

9 データ収集   

10 データ収集   

11 データ収集   

12 データ収集   

13 データの解釈   

14 データの解釈   

15 データの解釈   

16 結果の考察   

17 結果の考察   

18 投稿論文の執筆   

19 投稿論文の執筆   

20 投稿論文の執筆   

21 投稿論文の執筆   

22 投稿論文の執筆   

23 投稿論文の推敲   

24 投稿論文の推敲   

25 投稿論文の推敲   

26 中間発表会の準備   

27 中間発表会の準備   

28 中間発表会の準備   

29 中間発表会の準備   

30 中間発表会の準備   

成績評価方法と基準 割合 

①データ収集、統計解析、および結果解釈の完成度②先行研究と関連論文を踏まえた考察、論理的か

つ明快な論文執筆、および図表の作成能力③中間報告会のスライドと資料、発表の技法と内容、質疑応

答時の発言内容、および中間報告会を踏まえた投稿論文の修正能力 

 

① ３

０ ％

②30 ％

③40％ 



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：森 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 森 美侑紀 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：吉村 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 吉村 弥須子 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿っ

た研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 特別研究Ⅰを踏まえ、研究計画

書に基づき、実験または調査等の実施、データ分析、論理的解釈、論文執筆、プレゼンテーションに至るまで

の一連のプロセスについて指導する。 手術を受けるがん患者の QOL 向上のための医療支援や周手術期看護

に関する研究指導を行う。研究計画書に基づき、質問調査票やインタビューを用いた調査研究を実施し、デ

ータ分析、論理的解釈、論文執筆、プレゼンテーションに至るまでの一連のプロセスについて指導する。 

 

学修目標 

１．研究計画と研究倫理規範にもとづいて適正なデータ収集、分析、および結果の解釈ができる。〈DP①②③④〉 ２．

結果の解釈について、先行研究や関連文献を踏まえた深い考察ができる。〈DP①②④〉 ３．研究の背景、目的、方

法、結果、考察、および結論について論理的かつ明快に文章化できる。DP①④〉 ４．研究の概要と結果に関する必

要なスライドと配布資料が作成でき、それらを用いた発表と質疑応答ができる。〈DP①③④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

臨床現場において実際にデータ収集を行い、収集されたデータの分析について個別指導する。データと関連

文献をもとに文章を作成させ、それを討論と修正指導によりブラッシュアップする。必要な関連文献はすべ

て事前に検索・入手して通読し、授業前・中・後に生じた研究作業、変更内容、気付き、疑問、考察などは指

導の内容も含め、すべてをノートに記録する。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

都度指示する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 研究計画にもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

2 研究計画にもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

3 研究計画にもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 



4 研究計画にもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

5 研究計画にもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

6 研究計画にもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

7 研究計画にもとづきデータ収集 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

8 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

9 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

10 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

11 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

12 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

13 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

14 収集したデータの統計学的解析とその解釈 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

15 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

16 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

17 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

18 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

19 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

20 先行研究と関連文献を参考に結果を考察 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

21 論文を作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

22 論文を作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

23 論文を作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

24 論文を作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

25 論文を作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

26 報告会のスライドおよび配布資料の作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

27 報告会のスライドおよび配布資料の作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

28 報告会における発表と質疑応答 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

29 報告会における発表と質疑応答 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

30 
発表会における質疑応答と問題点指摘を踏

まえた論文の修正 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく 

予習・復習各 2時間 
 

成績評価方法と基準 割合 

データ収集、統計解析、および結果解釈の完成度で 30％、先行研究と関連論文を踏まえた考察、論理的

かつ明快な論文執筆、および図表の作成能力で 30％、報告会のスライドと資料、発表の技法と内容、質

疑応答時の発言内容、および中間報告会を踏まえた投稿論文の修正能力で 40％という点数配分で総合

的に評価する。〈DP①②③④〉 

30%30%

40% 



授業科目名 特別研究Ⅱ (看護博士前期)：村上 

主担当教員 村上 生美 担当教員 

村上 生美／吉村 弥須子／久木

元 由紀子／齋藤 雅子／白井 

文恵／中西 伸子／森 美侑紀 

科目ナンバリング SR20MNSB003 科目区分 
特別研究と演習科

目 

ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

各研究指導教員が実績のある専門研究領域の範囲内で学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿った

研究を行い、修士論文を作成するための一連の過程について指導する。 特別研究Ⅰを踏まえ、研究計画書

に基づき、実験または調査等の実施、データ分析、論理的解釈、論文執筆、プレゼンテーションに至るまでの

一連のプロセスについて指導する。 「特別研究Ⅰ」で作成し、倫理審査を経た研究デザインに基づいた研

究の実践を指導する。具体的にはケアの Evidence を明確にするための実験的研究、あるいは患者・看護師間

のコミュニケーションを明確にするための参加観察や実験研究を指す。これらを確実に実施し、データ分析、

論理的解釈、論文執筆、プレゼンテーションに至る一連のプロセスについて指導する。 

 

学修目標 

1．特別研究Ⅰにおいて立案した研究計画書を内容を説明できる。DP④2．被験者や調査対象者に説明して同意を得る

ことができる。DP④3．計画書（プロトコール）通りに正確に実施できる。DP④4．データ収集いた結果を整理。分類

することができる。DP④5．研究結果を分析することができる。DP④6．研究の結果を論文にまとめることができる。

DP④7．研究結果を効果的にプレゼンテーションすることができる。DP④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

特別研究Ⅱではこれまでに検討した「研究計画書」にしたがって研究を実践します。したがって計画書を充

分に消化して臨んで下さい。また一連の過程は倫理審査を経てするものですからデータの管理は厳重にして

下さい。 

 

教科書 

必要に応じて提示する。. 

 

参考書 

必要に応じて提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

ガイダンス時に提示する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

研究計画書の確認。被験者への IC、場所の

確保、データ収集のための器械や道具等の

準備。 

予習：計画書の確認。復習：確認の上、必要

雅れば修正。4時間。 
村上 



2 データ収集① 
予習：収集の準備。復習：データの整理。4

時間。 
村上 

3 データ収集② 同上。4時間。 村上 

4 データ収集③ 同上。4時間。 村上 

5 データ収集④ 同上。4時間。 村上 

6 データ収集⑤ 同上。4時間。 村上 

7 データ収集⑥ 同上。4時間。 村上 

8 データ収集⑦ 同上。4時間。 村上 

9 データ収集⑧ 同上。4時間。 村上 

10 データ収集⑨ 同上。4時間。 村上 

11 データ収集⑩ 同上。4時間。 村上 

12 結果の整理① 同上。4時間。 村上 

13 結果の整理② 

予習：結果を読み研究目的と対応させて論

点を考える。復習：ディスカッショ

ンを参考に必要な文献をクリティ

ークする。4時間。 

村上 

14 結果の整理③ 同上。4時間。 村上 

15 結果の整理④ 同上。4時間。 村上 

16 結果の整理⑤ 同上。4時間。 村上 

17 結果の考察① 

予習：整理した結果の全体像を把握する。論

点となったことを確認する。復習：

ディカッション内容をまとめる。4

時間。 

村上 

18 結果の考察② 

予習：整理した結果の全体像を把握する。論

点となったことを確認する。復習：

ディカッション内容をまとめる。4

時間。 

村上 

19 結果の考察③ 

予習：整理した結果の全体像を把握する。論

点となったことを確認する。復習：

ディカッション内容をまとめる。4

時間。 

村上 

20 結果の考察④ 

予習：整理した結果の全体像を把握する。論

点となったことを確認する。復習：

ディカッション内容をまとめる。4

時間。 

村上 

21 結果の考察⑤ 

予習：整理した結果の全体像を把握する。論

点となったことを確認する。復習：

ディカッション内容をまとめる。4

時間。 

村上 

22 論文の執筆① 
予習：論文の構成を考える。復習：作成した

部分の成果を見直す。4時間 
村上 

23 論文の執筆② 同上。4時間。 村上 

24 論文の執筆③ 同上。4時間。 村上 

25 論文の執筆④ 同上。4時間。 村上 

26 論文の執筆⑤ 同上。4時間。 村上 

27 論文の執筆⑥ 同上。4時間。 村上 

28 論文の執筆⑦ 同上。4時間。 村上 

29 論文の執筆⑧ 同上。4時間。 村上 



30 論文の執筆⑨ 同上。4時間。 村上 

成績評価方法と基準 割合 

1．研究実践の評価  ※研究計画書にともづいて正確に誠意をもって取り組んでいるか。2．研究論文の

評価  ※修士論文としての基準を充たしているか、チェックシートで確認する。3．成果のプレゼンテーシ

ョン  ※他者からの理解を得ることができたか、チェックシートで確認する。 

 

1.30%2.

50%3.20

% 



授業科目名 保健医療福祉法特論 (看護博士前期) 

主担当教員 齋藤 雅子 担当教員 齋藤 雅子／升田 寿賀子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

保健医療福祉分野に関わる高度専門職として看護師が果たすべき役割を理解するために、保健医療福祉に係

る制度および政策について、医療施設・保健施設・行政・地域において、チーム医療として必要な基礎的知識

を深める。また、現在の保健医療福祉分野における地域医療の現状と課題を踏まえた上で、よりよい医療と

看護の提供にむけた連携体制と支援について検討する。 

 

学修目標 

1.  保健医療福祉に係る法制度および政策について、チーム医療に必要な最新の知見を深めることができる。2.  保

健医療福祉分野における現状と課題について、説明することができる。3.  よりよい医療と看護の提供にむけた地域

医療の連携体制と支援について、実際の場面をもとに看護の視点から討議することができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

課題に取り組み、文献の抄読とプレゼンテーション・ディスカッションを行います。積極的・活発な意見交

換や主体的な参加を期待します。 

 

教科書 

プリントや資料を適宜配布する。 

 

参考書 

厚生労働統計協会「国民衛生の動向」「国民の福祉と介護の動向」指導教員の指示に従うが、基本的には自ら

が文献を検索し、熟読しておくこと 

 

研究室／オフィスアワー 

各指導教員に準ずる 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
授業ガイダンス保健医療福祉の現状地域の

多様な場における保健・医療・福祉の考え方 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

2 

日本の保健医療福祉の連携体制やチーム医

療に関する現状と課題地域保健の立場から

とらえる保健・医療・福祉の連携体制の現状

と課題 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

3 

国内外の保健医療福祉制度とその動向国際

比較による日本の保健・医療・福祉の特徴と

世界の情勢と国外の医療制度 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

4 

地域社会・医療・福祉におけるチーム医療の

現状と課題地域医療福祉システム、サービ

スの質の保証等 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
升田 

5 
多様な対象者の保健に関する制度と法律災

害・感染症・難病など社会福祉の現状と課題 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
升田 



6 

多様な対象者の保健に関する制度と法律子

ども、成人、高齢者における保険医療制度と

介護保険制度等 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
大巻 

7 
多様な対象者の保健に関する制度と法律災

害・感染症・難病など社会福祉の現状と課題 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
大巻 

8 

地域社会・医療・福祉におけるチーム医療の

現状と課題地域医療福祉システム、サービ

スの質の保証等 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
大巻 

9 
在宅看護の現状と課題在宅看護および多職

種連携・協働・ネットワークの現状 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
升田 

10 

実践場面における地域の保健・医療・福祉の

連携体制と支援の課題事例の提示、全体討

議 

入手資料を読んで質問・課題事項をまとめ

ておく。予習・復習各 2時間 

齋藤、

升

田 

11 

実践場面における地域の保健・医療・福祉の

連携体制と支援の課題グループワーク、事

例検討のための情報収集と課題分析 

入手資料を読んで質問・課題事項をまとめ

ておく。予習・復習各 2時間 

齋藤、

升

田 

12 

実践場面における地域の保健・医療・福祉の

連携体制と支援の課題グループワーク、事

例検討のための情報収集と課題分析 

入手資料を読んで質問・課題事項をまとめ

ておく。予習・復習各 2時間 

齋藤、

升

田 

13 

実践場面における地域の保健・医療・福祉の

連携体制と支援の課題グループワーク、事

例検討のための情報収集と課題分析 

入手資料を読んで質問・課題事項をまとめ

ておく。予習・復習各 2時間 

齋藤、

升

田 

14 

実践場面における地域の保健・医療・福祉の

連携体制と支援の課題と展望事例検討発

表、まとめ、看護職の観点からの課題と展望 

事例検討発表準備をする。予習・復習各 2時

間 

齋藤、

升

田 

15 

実践場面における地域の保健・医療・福祉の

連携体制と支援の課題と展望事例検討発

表、まとめ、看護職の観点からの課題と展望 

事例検討発表準備をする。予習・復習各 2時

間 

齋藤、

升

田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート ②プレゼンテーション 

 

①50%

②50% 



授業科目名 診療看護師総論 (看護博士前期) 

主担当教員 久木元 由紀子 担当教員 久木元 由紀子 

科目ナンバリング  科目区分 共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 

DP①②③④⑤

⑥ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 4 限、金曜

3 限、金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

診療看護師には、高度な看護実践を行える能力が求められる。そのためには、診断と治療の知識に加え、よ

り高い看護ケアの実践力を身につけることが役割と責務を果たすことにつながる。加えて、患者・家族との

より良い関係性の構築、チーム医療の中での実践と役割の理解が欠かせない。本科目においては、診療看護

師の役割と責務を理解するために必要な概念と諸理論、我が国と諸外国における診療看護師の制度と歴史的

変遷を学び、診療看護として活動するための基盤を作る。 

 

学修目標 

１．診療看護師の役割と責務を学ぶ（DP①②③④⑤⑥）２．診療看護師の制度と歴史的変遷を学ぶ（DP③）３．高度

実践看護に必要な能力とその実践に必要な方法を説明することができる（DP①②③④⑤⑥）４．自らの看護を振り返

り、今後の活動における課題を明確にすることができる（DP③） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

学修内容を事前に確認し予習、復習を行うこと。講義中心の授業となりますが、質問や自己の考えを述べる

など積極的に授業に参加すること。 

 

教科書 

高度実践看護統合的アプローチ第 2版 6thEdition メアリーフラントレイシー他 へるす出版 

 

参考書 

プリントや資料を適宜配布します 

 

研究室／オフィスアワー 

各指導教員に準ずる 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

授業ガイダンス高度実践看護とは何か①高

度実践看護の歴史的変遷NPコース開設時の

状況・アメリカ視察について 

予習・復習：高度実践看護の歴史的変遷につ

いて（１時間） 

久木元 

由紀子

藤 内 

みほ 

2 

高度実践看護とは何か②高度実践看護の定

義、高度実践看護師の役割ナースプラクテ

ィショナーとは 

予習・復習：高度実践看護の定義と役割、ナ

ースプラクティショナーについて

（１時間） 

藤 内 

みほ 

3 

高度実践看護に必要な能力①高度実践看護

のコンピテンシーとコンピテンシーマネジ

メント：エビデンスに基づく実践 

予習・復習：高度実践看護師のコンピテンシ

ーであるエビデンスに基づく実践

について（１時間） 

内 藤 

嘉之 



4 

高度実践看護に必要な能力②高度実践看護

のコンピテンシーとコンピテンシーマネジ

メントガイダンスとコーチング、コンサル

テーション、リーダーシップ、コラボレーシ

ョン、倫理的意思決定、医療安全と安全管

理、チーム医療、プロフェッショナリズム 

予習・復習：高度実践看護師のコンピテンシ

ーについて（１時間） 

倉 本 

孝子 

5 

高度実践看護に必要な能力③高度実践看護

のコンピテンシーとコンピテンシーマネジ

メントガイダンスとコーチング、コンサル

テーション、リーダーシップ、コラボレーシ

ョン、倫理的意思決定、医療安全と安全管

理、チーム医療、プロフェッショナリズム 

予習・復習：高度実践看護師のコンピテンシ

ーについて（１時間） 

倉 本 

孝子 

6 

高度実践看護に必要な能力④患者・家族と

の関係性の構築とインフォームドコンセン

ト 

予習・復習：高度実践看護師のコンピテンシ

ーであるインフォームドコンセン

トについて（１時間） 

増 山 

路子 

7 

診療看護師の役割と法律高度実践看護と法

的規制、政策課題診療看護師の制度と診療

看護師の役割と責任 

予習・復習：診療看護師に必要な役割と法律

について（１時間） 

増 山 

路子 

8 
高度実践看護師のアウトカム評価診療看護

師のアウトカム評価と今後の課題 

予習・復習：高度実践看護のアウトカム評価

について（１時間） 

向井 

拓

也 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

レポート 100% 



授業科目名 クリティカルケア特論 (看護博士前期) 

主担当教員 久木元 由紀子 担当教員 久木元 由紀子 

科目ナンバリング  科目区分 共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④⑤ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 1 限、月曜

2 限 、 月 曜 3

限、月曜 4 限、

火曜 2 限、火曜

3 限 、 火 曜 4

限、木曜 2 限、

金曜 1 限、金曜

2 限 、 金 曜 3

限、金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

クリティカルケア領域における診療看護師は，救急患者，周術期患者，ハイリスク患者を対象に，安心・安全 

な医療を医師との連携・協働のもとに適時に効果的に提供することか?期待されている。クリティカルケア領

域における診療看護師として活動するために必要な基礎的能力について教授する。 

 

学修目標 

１．クリティカルケアの概念及び諸理論について説明できる（DP①②③④⑤）２．周術期・外科領域の治療管理とケ

アについて説明できる（DP①②③）３．救急集中治療の治療管理とケアについて説明できる（DP①②③）４．クリテ

ィカルケア領域における診療看護師の役割が説明できる（DP①②③④⑤） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

学修内容を事前に確認し予習、復習を行うこと。講義中心の授業となりますが、質問や自己の考えを述べる

など積極的に授業に参加すること。 

 

教科書 

ICU ナースポケットブック 学研メディカル秀潤社 

 

参考書 

授業内で提示 

 

研究室／オフィスアワー 

各指導教員に準ずる 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
クリティカルケア概論クリティカルケアと

は 

予習・復習：クリティカルケアにについてこ

れまでの自己の経験をまとめる（2

時間） 

久木元 

由紀子 

2 
クリティカルケアで重要な概念①クリティ

カルシンキング、ケアリング、コミュニケー

予習・復習：クリティカルケアで重要な概念

について文献検索を行い論文につ

久木元 

由紀子 



ション、多職種連携、危機、ストレス・コー

ピング、悲嘆・喪失、倫理 

いて発表できる（2時間） 

3 

クリティカルケアで重要な概念②クリティ

カルシンキング、ケアリング、コミュニケー

ション、多職種連携、危機、ストレス・コー

ピング、悲嘆・喪失、倫理 

予習・復習：クリティカルケアで重要な概念

について文献検索を行い論文につ

いて発表できる（2時間） 

久木元 

由紀子 

4 

クリティカルケアで重要な概念③クリティ

カルシンキング、ケアリング、コミュニケー

ション、多職種連携、危機、ストレス・コー

ピング、悲嘆・喪失、倫理 

予習・復習：クリティカルケアで重要な概念

について文献検索を行い論文につ

いて発表できる（2時間） 

久木元 

由紀子 

5 
周術期医療・集中治療とケア①麻酔科学概

論 

予習・復習：周術期医療・麻酔について学修

する（2時間） 

内 藤 

嘉之 

6 

周術期医療・集中治療とケア②静脈麻酔薬・

吸入麻酔薬、局所麻酔と麻酔管理麻酔の術

前評価 

予習・復習：左記について学修する（2時間） 
多田羅 

康章 

7 
周術期医療・集中治療とケア③術後管理・術

後鎮痛、オピオイド・筋弛緩薬 
予習・復習：左記について学修する（2時間） 

多田羅 

康章 

8 

周術期医療・集中治療とケア④麻酔の安全

とモニタリング、麻酔・手術の代謝・体液・

内分泌に対する影響とそれらの管理の実際 

予習・復習：左記について学修する（2時間） 

多田羅 

康

章 

9 
周術期医療・集中治療とケア⑤周術期循環

管理、合併症を有する患者の麻酔管理 
予習・復習：左記について学修する（2時間） 

多田羅 

康章 

10 
周術期医療・集中治療とケア⑥周術期気道

管理・呼吸管理 
予習・復習：左記について学修する（2時間） 

多田羅 

康

章 

11 
周術期医療・集中治療とケア⑦止血凝固管

理、感染制御 
予習・復習：左記について学修する（2時間） 

多田羅 

康

章 

12 
周術期医療・集中治療とケア⑧各科手術に

おける麻酔管理・術後管理 

予習・復習：左記について学修しておく（2

時間） 

多田羅 

康

章 

13 
クリティカルケア領域における診療看護師

の活動の実際診療看護師の活動 

予習・復習：クリティカルケア領域診療看護

師の活動について文献を読む（2 時

間） 

黒澤 

昌

洋 

14 
クリティカルケア領域における診療看護師

の活動の実際事例検討（麻酔計画の立案） 

予習・復習：与えられた事例について学修す

る（2時間） 

森 一

直 

15 

クリティカルケア領域における診療看護師

の活動の実際事例検討（集中治療計画の立

案） 

予習・復習：与えられた事例について学修す

る（2時間） 

森 一

直 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

定期試験レポート 

 

50 ％

50％ 



授業科目名 プライマリケア特論 (看護博士前期) 

主担当教員 升田 寿賀子 担当教員 升田 寿賀子 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 

月曜 1 限、月曜

2 限 、 月 曜 3

限、月曜 4 限、

月曜 5 限、火曜

2 限 、 火 曜 3

限、火曜 4 限、

火曜 5 限、木曜

3 限 、 金 曜 2

限、金曜 3 限、

金曜 4 限、金曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

フ?ライマリケア領域における診療看護師は，病院や地域において医師との連携・協働のもとに，患者とその

家族の Quality of life (QOL)向上に貢献することか?期待されている。フ?ライマリケア領域における診療

看護師として活動するために必要な基礎的能力について教授する。 

 

学修目標 

１．プライマリケアの概念及び諸理論について説明できる２．在宅での治療管理及びケアを説明できる３．高齢者・

障がい者施設での治療管理及びケアを説明できる４．プライマリケア領域における診療看護師の役割を説明できる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

社会情勢・医療体制の変化や人口動態、医療看護福祉に関する情報を収集し、在宅医療・プライマリケアに

関心を持つ。テキストや参考文献を読み授業にのぞむ。授業に対して積極的に参加し意見交換を行う。 

 

教科書 

テキスト：日本プライマリケア連合学会編：日本プライマリ・ケア看護学基礎編 南山堂 

 

参考書 

日本プライマリケア連合学会編：基本研修ハンドブック 南山堂日本プライマリケア連合学会編：プライマ

リ・ケアの理論と実践 日本医事新報社 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内で案内する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
プライマリケアの定義と理念諸外国及び我

が国のプライマリケアの歴史と課題 
初回授業の内容をシラバス等で確認 

升 田 

寿賀子 



2 

プライマリケアにおける診療看護師の役割

と展望プライマリケアにおける看護の役

割、プライマリケアにおける診療看護師の

役割と機能 

 
升 田 

寿賀子 

3 

プライマリケアにおける基盤となる諸理論

①プライマリ・ヘルスケア、ヘルスプロモー

ション 

 
升 田 

寿賀子 

4 

プライマリケアにおける基盤となる諸理論

②運動行動変容、健康行動理論、健康信念モ

デル、行動変容ステージモデル、セルフ・エ

フィカシー 

 
升 田 

寿賀子 

5 

プライマリケアにおける基盤となる諸理論

③ナラティブに基づく臨床実践、ナラティ

ブ・アプローチ、ストレングス視点 

 
升 田 

寿賀子 

6 

地域包括ケアと医療制度地域包括ケアと在

宅医療および高齢者・障がいを持つ人の施

設医療とケアに必要な法制度 

 
伊 藤 

成規 

7 
施設医療とケア高齢者施設、障がい者施設

での治療管理とケア 
 

伊 藤 

成規 

8 
プライマリケアにおける多職種連携とチー

ム医療 
 

向井 

拓

也 

9 
在宅医療とケア在宅医療とは、在宅医療の

現状と課題 
 

白 山 

宏人 

10 
在宅医療とケア在宅医療での治療管理とケ

ア① 
 

白山 

宏

人 

11 
在宅医療とケア在宅医療での治療管理とケ

ア② 
 

白山 

宏

人 

12 

在宅医療とケア在宅での緩和医療とケア：

症状マネジメント、医療処置、意思決定支

援、家族ケア、看取りと死亡確認 

 

白山 

宏

人 

13 

プライマリケア領域における診療看護師の

活動の実際①プライマリケアにおける診療

看護師の活動 

 

渡部 

秀

悟 

14 

プライマリケア領域における診療看護師の

活動の実際②地域における診療看護師の活

動① 

 

小林 

達

也 

15 

プライマリケア領域における診療看護師の

活動の実際③地域における診療看護師の活

動② 

 

猪熊 

咲

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．課題レポート２．小テスト レポートや小テストに対してフィードバックを行う。 

 

１ 50％

２ 50％ 



授業科目名 統合臨床病態生理学・疾病概論 (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

【第 1回～第 5回】臨床病態生理学 ＜講義：25.5 時間 演習：4.5 時間 オンライン上での最終テスト：1時

間＞【第 6回～第 13 回】疾病・臨床病態概論（主要疾患の臨床診断・治療）＜講義：29 時間 オンライン上

での最終テスト：1 時間＞【第 14 回～第 15 回】疾病・臨床病態概論（状況に応じた臨床診断・治療）＜講

義：4.1 時間 演習：6時間オンライン上での最終テスト：0.5 時間＞ 臨床解剖学および臨床生理学、さらに

は臨床病理学の原則を理解し、年齢や状況に応じた病態の変化や治療の特性を包括的かつ迅速に判断できる

よう必要な知識と技術を学修させる。また、主要疾患の臨床診断・治療を学修させる。１．主要疾病の病態と

臨床診断・治療の概論  脳血管障害／急性心筋梗塞／糖尿病／精神疾患２．その他の主要疾患の病態と臨床

診断・治療の概論  循環器系／呼吸器系／消化器系／腎泌尿器系／内分泌・代謝系／免疫・膠  原病系／血

液・リンパ系／神経系／小児科／産婦人科／精神系／感染症／  運動器系／感覚器系／その他３．救急医療

の臨床診断・治療の特性と演習４．在宅医療の臨床診断・治療の特性と演習看護師の特定行為研修制度の対

応科目のひとつであり、精錬化による時間数の減少に対応して、『臨床病態生理学特論』と『疾病・臨床病態

概論』を統合し、再構築した科目である。 

 

学修目標 

看護師が適切に臨床実践するに際して、多様な臨床場面において、ケアを安全に実践するために、重要な病態の変化

や必要となる治療の特性を包括的にいち早くアセスメントする基本的な能力を身につける。・代表的な疾患に関わる

臓器の機能異常を説明できる。・代表的な疾患の病態や全身に及ぼす影響を説明できる。・代表的な疾患の病態の発症

と治療について説明できる。・多様な臨床場面において重要な病態の変化や疾患を包括的にいち早くアセスメントで

きる。・多様な臨床場面において必要な治療を理解し、ケアを導くことができる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
臨床病理学総論疾患が発生する基本概念で

ある細胞障害、組織傷害と、これらを引き起
初回授業の内容をシラバス等で確認 

山 﨑 

一人 



こす病気の基本ルールである、「炎症」「腫

瘍」「老化」「代謝障害」の原因と機序を学ぶ。 

2 

臨床解剖学および臨床生理学各論（１）呼吸

器・循環器系、酸素運搬と赤血球、腎臓細胞

での物質／エネルギー代謝に不可欠な酸素

を取り入れ、生じた二酸化炭素を排出する

呼吸器系、物質の運搬／回収を行う基盤で

ある循環器系、老廃物の排泄を担当する腎

臓について学修する。さらに酸素や不要物

の運搬を担当する赤血球、血漿や酸塩基平

衡の基礎も学ぶ。疾患が発生する基本概念

である細胞障害、組織傷害と、これらを引き

起こす病気の基本ルールである、「炎症」「腫

瘍」「老化」「代謝障害」の原因と機序を学ぶ。 

 

小 川 

真東本 

恭幸 

3 

臨床解剖学および臨床生理学各論（２）栄養

の消化吸収と代謝およびその調節機構食物

摂取・栄養の消化と吸収を行う消化器系臓

器（口腔から肛門にいたる消化管・膵臓およ

び肝臓）の構造と機能について学び、代謝に

関与する内分泌系や全体の制御を行う自律

神経系についても学修する。 

 
東 本 

恭幸 

4 

臨床解剖学および臨床生理学各論（３）感覚

器・中枢および末梢神経系外界および身体

内部からの刺激・情報を統括し、内部臓器系

に加えて運動器の機能を統合・総括する中

枢神経系の概要・老化に伴う変化などにつ

いて画像診断も踏まえて学修し、中枢神経

系へ情報や中枢からの指示伝達を担当する

末梢神経系についても学ぶ。 

 

小 川 

真東本 

恭幸ゲ

スト：

高 橋 

伸佳 

5 

臨床解剖学および臨床生理学各論（４）皮

膚・粘膜、骨および運動器系、泌尿器・生殖

器系、血液成分と止血・凝固線溶系外部環境

に近接する皮膚、咽頭・喉頭・気道および泌

尿器・生殖器系の構造と機能について感染

防御機構と併せて学修する。さらに骨・筋肉

系の構造と機能について学び、合わせて損

傷治癒や回復に必要な止血・凝固線溶系機

構についても学修する。※オンライン上の

最終テスト（第１回～第５回） 

 

小 川 

真東本 

恭幸 

6 

脳血管疾患脳血管障害は脳血管の閉塞また

は破綻により発症する脳障害で、３大死因

のひとつであり、脳梗塞、脳出血、くも膜下

出血があることを理解する。脳血管、脳循環

の特徴について学ぶ。原因となる疾患、血

栓、塞栓、脳動脈瘤、動静脈奇形、などの特

徴について理解する。手術やコイル・ステン

トを用いた血管内治療について学ぶ。 

 
小 川 

薫 

7 

糖尿病糖尿病の成因と診断について学ぶ。

インスリン分泌機序と作用機序を理解す

る。インスリン抵抗性と生活習慣病につい

て学ぶ。糖尿病の食事療法と運動療法を理

解する。糖尿病の薬物療法の特徴を学ぶ。糖

尿病の合併症について整理し、おのおのの

病変の特徴を学ぶ。 

 
小 川 

薫 

8 

精神疾患、精神系疾患、神経系疾患精神障害

の診断と疾病分類を理解する。精神疾患の

臨床病態を理解する。精神系疾患の臨床病

態を理解する。気分障害（感情障害）の診断

と治療を学ぶ。認知症の症状と病態につい

て学ぶ。中枢神経、末梢神経、など神経系の

構造と働きを理解する。運動系、感覚系、大

脳皮質の３つに分けて、脳・神経系の症状を

考える。多岐にわたる神経障害を整理し、お

 

桐野 

衛

二 



のおのの病変の特徴を学ぶ。 

9 

循環器疾患、心筋梗塞循環器疾患の主要な

症状を学ぶ。先天性、後天性心疾患の主要な

病態について学ぶ。血圧のメカニズムを学

び、血圧の異常による疾患について学ぶ。動

脈、静脈などの血管の疾患について理解す

る。心筋梗塞は冠動脈の血流障害（虚血）に

よって発症する心筋壊死であり、３大死因

のひとつで最近増加傾向にあることを理解

する。心臓の構造と機能を理解したうえで、

心筋梗塞の症状、診断、合併症、薬物治療、

などについて学ぶ。原因となる疾患、動脈硬

化、血栓、などの特徴について理解する。手

術や 

 
戸 叶 

隆司 

10 

消化器疾患、呼吸器疾患、感染症消化器の構

造と機能の概要を理解する。消化器疾患の

病状と病態生理を把握する。肺の構造を理

解し、呼吸機能の仕組みを学ぶ。呼吸機能の

障害による頻度の高い症状について理解す

る。感染症の発生機序の概略を理解する。主

な疾病ごとに特徴的な症状があり、その診

断基準、必要な検査、患者指導のポイントを

学ぶ。 

 
小川 

薫 

11 

免疫・膠原病、血液疾患、腎・泌尿器疾患免

疫システムを理解し、獲得免疫で中心的役

割を担っているリンパ球の働きを理解す

る。アレルギー疾患の発生機序の概略を理

解する。代表的な自己免疫疾患である膠原

病に含まれる病気のそれぞれの病態生理を

理解する。免疫不全症の種類と概要を説明

できる。貧血、感染、など血液疾患の主要な

症状について学ぶ。白血球疾患、赤血球疾患

の臨床的特長を理解する。腎臓の構造と機

能の概要を理解する。腎疾患の病状と病態

生理を把握する。主な疾病ごとに特徴的な

症状があり 

 
小川 

薫 

12 

内分泌疾患内分泌の役割や、関連臓器の構

造と機能の概要を理解する。内分泌疾患の

病状と病態生理を正確に把握する。主な内

分泌疾病について、その概要が述べられる。

主な疾病ごとに、特徴的な症状、診断基準、

検査、患者指導のポイントが説明できる。 

 

清水 

一

雄 

13 

運動器疾患、感覚器疾患、産婦人科疾患、小

児科疾患運動器・感覚器の構造と機能の概

要を理解する。運動器・感覚器疾患の病状と

病態生理を把握する。産婦人科疾患の病状

と病態生理を把握する。小児科疾患の臨床

病態を理解する。主な疾病ごとに特徴的な

症状があり、その診断基準、必要な検査、患

者指導のポイントを学ぶ。※オンライン上

の最終テスト（第６回～第１３回） 

 
小川 

薫 

14 

救急医療の臨床診断・治療の特性救急医療

の定義、仕組み、救急医療システム、搬送シ

ステムについて理解する。初期治療のフィ

ジカルアセスメント、トリアージ、緊急度判

定、重症度判定について学び、演習する。 

 

山田 

京

志

ゲ

ス

ト

：

川

原 

千

香

子 



15 

在宅医療の臨床診断・治療の特性在宅医療

は療養者と家族が暮らす生活の場でおこな

われる。この在宅医療の特徴を踏まえ、在宅

の視点となる本人・家族・環境のアセスメン

トを学び、訪問看護の特徴について学び、演

習する。※オンライン上の最終テスト（第１

４回～第１５回） 

 

平原佐

斗

司 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価と単位認定は、ディスカッション、レポートを含む演習(20％)、小テスト(40％)および最終テスト

(40％)の筆記試験における総合評価により行う。なお、最終テストを受験するには演習課題をすべて提出

する必要がある。※オンライン上の学習で評価します。放送授業と異なり、通信指導や学習センターにお

ける単位認定試験は行いません。また、単位修得できなかった場合の再試験制度もありません。 

 

①20%

②40%

③40% 



授業科目名 臨床病態生理学・疾病特論 (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 月 曜 5

限、火曜 2 限、

木曜 5 限)、後

期(火曜 4 限、

火曜 5 限、水曜

2 限 、 水 曜 3

限、木曜 1 限、

木曜 2 限、木曜

3 限) 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

特定行為実践を行うための臨床解剖学、臨床生理学、臨床病理学の基礎的知識や病態変化、治療の特性を包

括的に判断するための知識に加え、高度実践看護の提供に必要なさまざまな疾患や病態の変化を判断し、治

療およびケアが行えるための知識と技術を学修させる。統合臨床病態生理学・疾病概論で学修した知識に加

え、以下の内容を含む。遺伝子と細胞生理学/循環器系/呼吸器系/消化器系/内分泌系/腎・泌尿器系/生殖器

系/神経系・精神/骨格及び筋系/血液・造血器/感染症 

 

学修目標 

高度看護実践に必要な診断・治療を行うための臨床解剖・生理学、さらによく遭遇する疾患の病態変化や治療の特性

についてその知識を深めることができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

特になし 

 

教科書 

感染症レジデントマニュアル第２版 藤本卓司(著) 医学書院 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内で案内する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

遺伝子と細胞生理学１）ゲノムと遺伝子の

構造２）転写とエビゲノム３）遺伝子多型と

体質４）遺伝子異常と染色体異常 

初回授業の内容をシラバス等で確認してお

く 

森 誠

司 

2 
循環器系の解剖生理と疾患の病態①１）心

臓と血管の構造と機能２）心不全と血液循
 

前 川 

佳敬 



環３）虚血性心疾患から探る冠動脈         

４）不整脈からみた刺激伝導系５）先天性心

疾患からみた胎児循環６）投薬から見た循

環器系７）循環器系疾患：不整脈、高血圧症、

虚血性心疾患、心臓弁膜症、心内膜炎、心筋

疾患、心膜疾患、大動脈疾患、末梢動脈疾患、

静脈疾患、心不全 

3 循環器系の解剖生理と疾患の病態②  
前 川 

佳敬 

4 循環器系の解剖生理と疾患の病態③  
前 川 

佳敬 

5 循環器系の解剖生理と疾患の病態④  
前 川 

佳敬 

6 

呼吸器系の解剖生理と疾患の病態①１）呼

吸器の構造と機能２）肺疾患から見る肺実

質と間質３）縦隔の解剖４）気胸からみる胸

膜腔５）呼吸器・胸壁・縦郭疾患 呼吸器感

染症、閉塞性疾患、炎症性・アレルギー疾患、

肺高血圧症、肺塞栓症、胸腔の疾患、睡眠時

無呼吸症候群 

 
船 田 

泰弘 

7 呼吸器系の解剖生理と疾患の病態②  
船 田 

泰弘 

8 呼吸器系の解剖生理と疾患の病態③  

船田 

泰

弘 

9 呼吸器系の解剖生理と疾患の病態④  
船 田 

泰弘 

10 

消化器系の解剖生理と疾患の病態①食道疾

患、胃十二指腸疾患、小腸・大腸疾患、直腸・

肛門疾患 

 

大須賀 

達

也 

11 

消化器系の解剖生理と疾患の病態②食道疾

患、胃十二指腸疾患、小腸・大腸疾患、直腸・

肛門疾患 

 

大須賀 

達

也 

12 
消化器系の解剖生理と疾患の病態③肝疾

患・胆道疾患・膵疾患 
 

船津 

英

司 

13 
消化器系の解剖生理と疾患の病態④肝疾

患・胆道疾患・膵疾患 
 

船津 

英

司 

14 

内分泌系の解剖生理と疾病①１）内分泌腺

の機能・特徴２）視床下部・下垂体の構造と

ホルモン３）甲状腺の構造とホルモン４）膵

臓の構造とホルモン５）副腎の構造とホル

モン６）内分泌・代謝・栄養・乳腺疾患、甲

状腺疾患、脂質異常症、高尿酸血症、乳がん 

 
陳 慶

祥 

15 

内分泌系の解剖生理と疾病②１）内分泌腺

の機能・特徴２）視床下部・下垂体の構造と

ホルモン３）甲状腺の構造とホルモン４）膵

臓の構造とホルモン５）副腎の構造とホル

モン６）内分泌・代謝・栄養・乳腺疾患、甲

状腺疾患、脂質異常症、高尿酸血症、乳がん 

 
陳 慶

祥 

16 
腎・泌尿器系、生殖器系の解剖生理と疾病①

前立腺肥大症、前立腺がん 
 

樋口 

喜

英 

17 
腎・泌尿器系、生殖器系の解剖生理と疾病②

腎細胞がん、膀胱がん 
 

右梅 

貴

信 

18 

腎・泌尿器系、生殖器系の解剖生理と疾病③

糖尿病性腎症、急性腎障害、慢性腎臓病、急

性・慢性糸球体腎炎、ネフローゼ症候群、尿

路結石、尿路感染症 

 
一居 

充 

19 
女性生殖器の解剖生理・疾患の病態①更年

期障害、子宮内膜症、月経困難症、子宮筋腫、
 

中後 

聡 



子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん、卵巣嚢

腫 

20 

神経系・精神の解剖生理と疾患の病態①脳

卒中、脳出血、脳梗塞、くも膜下出血、脳腫

瘍、脳動脈瘤、頭部外傷 

 

前野 

和

重 

21 

神経系・精神の解剖生理と疾患の病態②脳

卒中、脳出血、脳梗塞、くも膜下出血、脳腫

瘍、脳動脈瘤、頭部外傷 

 

前野 

和

重 

22 

神経系・精神の解剖生理と疾患の病態③パ

ーキンソン病、アルツハイマー病、ギランバ

レー症候群、多発性硬化症、重症筋無力症、

けいれん・てんかん、認知症 

 

松下 

達

生 

23 

神経系・精神の解剖生理と疾患の病態④精

神・心身医学的疾患 うつ病、統合失調症、

不安障害、ストレス障害、認知症 

 
杉林 

稔 

24 

神経系・精神の解剖生理と疾患の病態⑤精

神・心身医学的疾患 認知症、うつ病、統合

失調症、不安障害、ストレス障害、認知症 

 
杉林 

稔 

25 

骨格および筋系の解剖生理と疾患の病態

１）骨の構造・成分と関節２）骨格筋の仕組

みと分類３）筋肉の働きと収縮４）運動器疾

患   変形性脊椎症、脊柱管狭窄症、椎間

板ヘルニア、変形性関節症、骨折 

 
鄭 克

真 

26 
血液・造血器疾患の病態１）血液・造血器疾

患 貧血、白血病、悪性リンパ腫、DIC 
 

Nixon 

, 

M

i

c

h

a

e

l 

27 

感染症の病態１）感染症 抗酸菌感染症、ブ

ドウ球菌、MRSA、A 群連鎖、球菌、百日咳、

破傷風、インフルエンザ、スピロヘータ等 

 

藤田 

芳

正 

28 集中治療における重症患者の病態と治療①  

多田羅 

康

章 

29 集中治療における重症患者の病態と治療②  

多田羅 

康

章 

30 集中治療における重症患者の病態と治療③  

多田羅 

康

章 

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト、筆記試験 

 
①100% 



授業科目名 臨床推論 (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

＜講義：28.1 時間 オンライン上での最終テスト：1時間＞看護師が特定行為を行う場合に必要とされる実践

能力の基礎となる知識・技能の向上を図るために、臨床診断学、臨床検査学、症候学、臨床疫学について学修

させる。看護師の特定行為研修制度の対応科目のひとつであり、指定の以下の内容を含むものとする。１．

臨床推論とは２．診療のプロセス３．臨床推論（症候学を含む）の理論４．医療面接の理論５．各種臨床検査

の理論６．画像検査の理論７．臨床疫学の理論８．まとめ－EBM、生涯教育と行動の学習 

 

学修目標 

看護師が適切に臨床実践するに際して、対象の身体的情報を的確に捉え、それらを臨床場面における推論に結びつけ

ていていく必要がある。本科目においては看護師が適切に臨床実践するに際して、多様な臨床場面において必要な治

癒を理解し、ケアを導くための基本的な能力を身につけることを目標とする。・臨床推論の基本的な考え方について

説明できる・症例に関する情報の収集・分析ができる・得られた情報をもとにその症例の問題点を抽出できる 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

臨床推論とは科目全体の導入として、「臨床

推論」とはどういういうものかを考える。・

臨床推論の基本的考え方はもっとも重要な

項目で、論理的な思考法の導入部である。・

その他の概念や用語についても考える。科

目の受講の仕方についても、紹介する。 

初回授業の内容をシラバス等で確認 

北 村 

聖山脇 

正永 

2 

第 2 回・第 3 回診療のプロセスについて診

療プロセスについて考える。患者が愁訴を

持って受診し、医療面接から診療が始まる。

医療面接で得られた情報から、検査計画が

立てられ、実行に移される。検査結果から治

療計画が立てられる。このようなプロセス

での思考法を考えてみたい。 

 
山 脇 

正永 



3 

第 4 回・第 5 回臨床推論（症候学を含む）

の理論臨床推論の理論について学ぶ。臨床

診断推論の流れをとらえ、その中で、症候学

や診断仮説について学ぶ。 

 
内 藤 

俊夫 

4 

第 6 回・第 7 回医療面接の理論医療面接の

理論の実際について学ぶ。医療面接は診療

でもっとも重要なステップであり、患者満

足度にも直結する。講義では医療面接のポ

イントをしっかりと学ぶ。 

 
北 村 

聖 

5 

第 8 回・第 9 回各種臨床検査の理論臨床検

査における臨床推論の理論について考え

る。とくに、有効な検査計画について考えた

い。ついで、検査判断法の理論と実践につい

ても考える。 

 
北 村 

聖 

6 

第 10 回・第 11 回画像検査の理論画像検査

の理論と実践について学ぶ。各検査法にお

ける画像の成り立ちを理解して、得られた

画像検査結果の解釈の基本についても学

ぶ。 

 
桐 生 

茂 

7 

第 12 回・第 13 回臨床疫学の理論臨床疫学

は科学的根拠に基づいた医療（EBM)の基本

である。EBM は臨床推論の根底を流れる思考

法であり、現代医療においてはもっとも重

要な臨床判断法である。この臨床疫学につ

いて学ぶ。 

 
山 脇 

正永 

8 

第 14 回・第 15 回まとめーEBM, 生涯教育と

行動の学習についてーEBM（evidence-based 

medicine）、生涯教育と行動の学習について

考える。科目のまとめとして論理的思考法、

臨床決断学、そして生涯学習について考え

たい。※オンライン最終テスト 

 

北村 

聖

、

山

脇 

正

永 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価と単位認定は、①小テスト(50％)および②最終テスト(50％)の評価により行う。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 臨床推論演習 (看護博士前期) 

主担当教員 筒泉 貴彦 担当教員 
筒泉 貴彦／前川 佳敬／向井 

拓也 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 月 曜 4

限、月曜 5 限、

木曜 3 限)、後

期(木曜 4 限、

木曜 5 限) 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

診療看護師に必要な臨床推論の能力を高めるため、臨床推論で学んだ理論を基に、臨床でよく遭遇するさま

ざまな症候・症状からアセスメントしてケアを導くための事例検討を中心とした演習を行い、実際の場面で

活用できるようにする。また、症候・症状に加え、臨床判断に必要な各種検査についてもその基本と解釈に

ついて学修させる。主要症候・症状には以下の内容を含むものとする。全身症候/皮膚・粘膜/呼吸器/心臓・

血管/消化器/血液・造血器・免疫/腎・泌尿器、生殖器/心理、精神機能/神経、運動器/周産期、小児 

 

学修目標 

1. 多様な臨床場面において患者の安心に配慮しつつ、必要な特定行為を安全に実施するための臨床推論および医療

面接の知識と実践能力を身につける。2. 多様な臨床場面において重要な病態の変化や疾患を包括的にいち早くアセ

スメントし、必要な治療を理解してケアを導くための基本的な能力を身につける。3. 患者の診療に必要な情報源（医

療面接、各種臨床検査、画像検査、臨床薬学など）を理解し、患者の意向や生活の質に配慮しつつ、患者の病態に基

づいたケアが提案できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

特になし 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内で案内する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
検査の基本とその解釈①一般臨床検査、血

液・血清・生化学検査 

初回授業の内容をシラバス等で確認してお

く。 

筒泉貴

彦濵田

治 

2 
検査の基本とその解釈②微生物学検査・病

理組織検査 
 

筒泉貴

彦濵田



治 

3 検査の基本とその解釈③生体機能検査  

筒泉貴

彦濵田

治 

4 検査の基本とその解釈④画像検査  

筒泉貴

彦濵田

治 

5 検査の基本とその解釈⑤内視鏡検査等  

筒泉貴

彦濵田

治 

6 

臨床判断の基本①根拠に基づいた医療

（EBM)臨床疫学的指標と誤差、精度基準値

有効性と効率性 

 

筒泉貴

彦濵田

治 

7 

臨床判断の基本②根拠に基づいた医療

（EBM)臨床疫学的指標と誤差、精度基準値

有効性と効率性 

 

筒泉貴

彦濵田

治 

8 

主要症候・症状と臨床判断① 1．全身症候 

全身倦怠感、食欲不振、ショック、心停止、

けいれん、めまい、脱水、浮腫 

 
向井拓

也 

9 

主要症候・症状と臨床判断② 1．全身症候 

全身倦怠感、食欲不振、ショック、心停止、

けいれん、めまい、脱水、浮腫 

 
猪熊咲

子 

10 

主要症候・症状と臨床判断③1．全身症候 

全身倦怠感、食欲不振、ショック、心停止、

けいれん、めまい、脱水、浮腫 

 
小林達

也 

11 
主要症候・症状と臨床判断④2．皮膚・粘膜 

発疹 
 

瀬戸 

英

伸 

12 

主要症候・症状と臨床判断⑤3．呼吸器、心

臓、血管 呼吸困難、咳・痰、血痰・喀血、

胸痛 

 

船田 

泰

弘 

13 

主要症候・症状と臨床判断⑥3．呼吸器、心

臓、血管 呼吸困難、咳・痰、血痰・喀血、

胸痛 

 

船田 

泰

弘 

14 
主要症候・症状と臨床判断⑦4.循環器動悸、

チアノーゼ、不整脈、胸水、胸痛 
 

前川 

佳

敬 

15 
主要症候・症状と臨床判断⑦4.循環器動悸、

チアノーゼ、不整脈、胸水、胸痛 
 

前川 

佳

敬 

16 

主要症候・症状と臨床判断⑧5．消化器 嚥

下困難・障害、悪心・嘔吐、下血・吐血、腹

痛 便秘・下痢、黄疸、腹部膨隆 

 

大須賀 

達

也 

17 

主要症候・症状と臨床判断⑨5．消化器 嚥

下困難・障害、悪心・嘔吐、下血・吐血、腹

痛 便秘・下痢、黄疸、腹部膨隆 

 

大須賀 

達

也 

18 

主要症候・症状と臨床判断⑩5．消化器 嚥

下困難・障害、悪心・嘔吐、下血・吐血、腹

痛 便秘・下痢、黄疸、腹部膨隆 

 

船津 

英

司 

19 
主要症候・症状と臨床判断⑪5．血液、造血

器、免疫 貧血、リンパ節腫脹、出血傾向 
 

Nixon, 

M

I

c

h

e

a

l 

20 

主要症候・症状と臨床判断⑫6．腎・泌尿器、

生殖器 血尿・タンパク尿、無尿・乏尿・尿

閉、浮腫 月経異常 

 

樋口 

喜

英 

21 
主要症候・症状と臨床判断⑬7．心理、精神

機能 抑うつ、不安、もの忘れ、睡眠障害 
 

瀧本 

裕 



22 

主要症候・症状と臨床判断⑭8．神経、運動

器 運動麻痺・筋力低下、四肢のしびれ、腰

背部痛 関節痛・関節腫脹、歩行障害 

 

平中 

崇

文 

23 

主要症候・症状と臨床判断⑮9．周産期、小

児 妊娠・分娩・産褥、胎児・新生児の異常 

小児特有の全身症状 

 
中後 

聡 

24 
主要症候・症状と臨床判断⑯10．その他 外

傷、熱傷 
 

秋元 

寛 

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト・筆記試験 

 
①100% 



授業科目名 フィジカルアセスメント特論 (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

＜講義：34.3 時間＞＜オンライン上での最終テスト：1 時間＞ 看護師が適切に特定行為を遂行するために

欠かすことのできない身体面に関する情報収集の方法論と所見の解釈についての理論と技能を習得すること

を目的とする。看護師の特定行為研修制度の対応科目のひとつであり、指定の以下の内容を含むものとする。

１．身体診察基本手技の理論２．部位別身体診察手技と所見の理論  全身状態とバイタルサイン／頭頸部

／胸部／腹部／四肢・脊柱／泌尿・  生殖器／乳房・リンパ節／神経系３．身体診察の年齢による変化  小

児／高齢者４．状況に応じた身体診察  救急医療／在宅医療 

 

学修目標 

看護師が適切に臨床実践するに際して、対象の身体的情報を的確に捉え、それらを臨床場面における推論に結びつけ

ていていく必要がある。本科目においては生活者として「生きていく」ための身体機能のアセスメントを進め生活者

を支える看護活動への指針を与えることができるようになるとともに、その根本にある生命体として「生きている」

ことをモニタリングし、その逸脱の早期発見と適切な対処への連携を着実に果たせる医療者としての責務を果たすこ

とができるようになることを目指し、それに不可欠な知識および技能の理論を学ぶ。このことを通し 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。 

 

教科書 

別途指定する。 

 

参考書 

診察と手技がみえる１ 編集：古谷 伸介 MEDIC MEDIA 

 

研究室／オフィスアワー 

別途指定する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

第 1 回・第 2 回フィジカルアセスメントの

進め方・臨床推論／   バイタルサイン

以下の４つのセグメントで進める。・臨床推

論の実際・進め方・「生きている」と「生き

ていく」：生命維持と生活場面・フィジカル

アセスメントの進め方・バイタルサインの

意義：コア中のコアとなる情報 

初回授業の内容をシラバス等で確認してお

く。 

山 内 

豊明 

2 

第 3 回・第 4 回呼吸のフィジカルアセスメ

ント以下の４つのセグメントで進める。・呼

吸のフィジカルアセスメント方略・異常呼

吸音・呼吸音聴取の完成に向けて・呼吸音聴

 
山 内 

豊明 



取の手技 

3 

循環のアセスメント以下の４つのセグメン

トで進める。・循環の総合評価・動脈系・静

脈系のアウトカム評価・心音聴取の原理と

手法・心雑音の臨床的意義の理解と判断手

法 

 
山 内 

豊明 

4 

第 7 回・第 8 回栄養・消化系・泌尿器系の

フィジカルアセスメント以下の４つのセグ

メントで進める。・栄養・消化系・泌尿器系

の概要・脳神経系の意義・腹部臓器とフィジ

カルアセスメント、腹部のアセスメントの

順序・問診、腹部の視診、腹部の聴診、腹水

のアセスメント、腹部の触診・腹部のアセス

メントのまとめ・消化・排泄のアセスメント

のまとめ 

 
山 内 

豊明 

5 

第 9回・第 10 回中枢神経系のフィジカルア

セスメント以下の４つのセグメントで進め

る。・中枢神経系のフィジカルアセスメント

の進め方・意識とは、「生きていく」前提条

件としての意識レベルの評価・意識障害の

原因、緊急性の高い意識障害についてのフ

ィジカルアセスメント・「生きていく」ため

の高次脳機能の基本性能評価、高次脳機能

ならではの評価 

 
山 内 

豊明 

6 

第 11 回・第 12 回感覚系のフィジカルアセ

スメント以下の４つのセグメントで進め

る。・脳神経系の考え方とフィジカルアセス

メント・視覚のフィジカルアセスメント・聴

覚のフィジカルアセスメント・他の感覚系

のフィジカルアセスメント 

 
山 内 

豊明 

7 

第 13 回・第 14 回運動系のフィジカルアセ

スメント以下の３つのセグメントで進め

る。・運動系のフィジカルアセスメントのコ

アと進め方・関節可動域の評価方法の原理、

関節可動域の評価の実際と看護臨床への活

用・筋力のスクリーニング評価、MMT の評価

方法の原理、MMT の評価の実際と看護臨床へ

の活用 

 
山 内 

豊明 

8 

第 15 回発達課題・場面に応じたフィジカル

アセスメント以下の３つのセグメントで進

める。・発達段階に応じたフィジカルアセス

メントの進め方、生直後、乳児期、幼児期・

救急場面・在宅場面におけるフィジカルア

セスメントの進め方・対象の特性に応じた

フィジカルアセスメントの進め方、高齢者

※オンライン上での最終テスト 

 

山内 

豊

明 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価と単位認定は、①小テストおよび最終テスト(50％)の筆記試験における評価により行う。②実習

の評価は観察評価で行う（50 ％）。 

 

①100% 



授業科目名 フィジカルアセスメント演習 (看護博士前期) 

主担当教員 向井 拓也 担当教員 
向井 拓也／前川 佳敬／筒泉 

貴彦 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

特定行為の実践及び高度な看護実践を遂行するために欠かすことのできない身体面に関する情報収集の方法

論と所見の解釈についての理論と技能を習得することを目的とする。特に演習を通して適切な診察手技を身

につけ、実習を通してさまざまな事例から、所見のとり方や判断の実際を学修させる。１．身体診察の実際

２．部位別身体診察手技と所見の実際  頭頸部／胸部／腹部／四肢・脊柱／泌尿・生殖器／乳房・リンパ

節／  神経系／全身３．症状別対象別全身診察の実際 

 

学修目標 

1. 多様な臨床場面において患者の安心に配慮しつつ、必要な特定行為を安全に実施するためのフィジカルアセスメ

ントの知識と実践能力を身につける。2. 多様な臨床場面において重要な病態の変化や疾患を包括的にいち早くアセ

スメントし、必要な治療を理解してケアを導くための基本的な能力を身につける。3. 患者の年齢や状況に応じて、

頭から爪先までの全身の系統的な身体診察と的を絞った身体診察を使い分け、手技を自分の型にする。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

特になし。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

診察と手技がみえる１ 編集：古谷 伸介 MEDIC MEDIA 

 

研究室／オフィスアワー 

授業内で案内する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
1．身体診察基本手技 1．身体診察基本手技

の実際 

初回授業の内容をシラバス等で確認してお

く。 

向 井 

拓也 

2 

2．部位別身体診察手技の実際①2． 部位別

身体診察手技と所見 ロールプレイ、シミ

ュレーションにて実習①全身、頭頸部の診

察②リンパ節・皮膚の診察③肺の診察 ④

心臓・血管の診察 ⑤腹部の診察 ⑥腎・泌

尿器の診察 ⑦運動器の診察 ⑧神経系の

診察 

 
小 林 

達也 

3 

2．部位別身体診察手技の実際②2．部位別身

体診察手技と所見 ロールプレイ、シミュ

レーションにて実習①全身、頭頸部の診察

 
猪 熊 

咲子 



②リンパ節・皮膚の診察③肺の診察 ④心

臓・血管の診察 ⑤腹部の診察 ⑥腎・泌尿

器の診察 ⑦運動器の診察 ⑧神経系の診

察 

4 

2．部位別身体診察手技の実際③2．部位別身

体診察手技と所見 ロールプレイ、シミュ

レーションにて実習①全身、頭頸部の診察

②リンパ節・皮膚の診察③肺の診察 ④心

臓・血管の診察 ⑤腹部の診察 ⑥腎・泌尿

器の診察 ⑦運動器の診察 ⑧神経系の診

察 

 
猪 熊 

咲子 

5 

2．部位別身体診察手技の実際④2．部位別身

体診察手技と所見 ロールプレイ、シミュ

レーションにて実習①全身、頭頸部の診察

②リンパ節・皮膚の診察③肺の診察 ④心

臓・血管の診察 ⑤腹部の診察 ⑥腎・泌尿

器の診察 ⑦運動器の診察 ⑧神経系の診

察 

 

向 井 

拓也、

小 林 

達也 

6 

第 6 回～第 20 回 3．症状別対象別全身診察

の実際①3．症状別対象別身体診察手技と所

見 臨床における診察の実践  （総合内

科、救急診療科、小児科、   在宅）にて、   

15 時間（2日～3日）の実践 頭頚部、リン

パ節・皮膚、肺、心臓・血管腹部、腎・泌尿

器、運動器、神経系 

 

向 井 

拓也、

猪 熊 

咲子 

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①OSCE（客観的臨床能力試験） 

 
①100% 



授業科目名 臨床薬理学特論Ⅰ (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

＜講義：29.5 時間 演習：13.5 時間 オンライン上での最終テスト：2時間＞薬理学・薬剤学の基礎知識を

深め、主要な疾患別の治療薬ならびに予防薬の薬効、作用機構、副作用、リスクマネジメント等、臨床におけ

る薬物の理論と実際について学修させる。また、小児、女性、高齢者等、年齢による特性、個体差のある薬理

作用と主要薬物の安全管理を学修させる。看護師の特定行為研修制度の対応科目のひとつであり、指定の以

下の内容を含むものとする。１．薬物動態の理論と演習２．主要薬物の薬理作用・副作用の理論と演習３．主

要薬物の相互作用の理論と演習４．主要薬物の安全管理と処方の理論と演習  ※年齢による特性（小児／

高齢者）を含む 

 

学修目標 

・薬理学・薬剤学の基礎知識を深め、薬物治療の基本概念を理解できる。・薬物の作用機序、生体内動態、及び薬理

作用と副作用の関係を説明できる。・各種疾病の病態生理や病状を考慮した上で、薬理学的根拠に基づいた適切な治

療薬物の使用方法を検討できる。・主要薬物の安全管理と処方の理論を理解できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

第 1 回～第 4 回薬理学総論医薬品と、その

適性な使用の根拠となる薬理学の基礎知識

を深め、薬物治療の基本概念を学ぶ。・医薬

品の分類と法律、開発から臨床応用   ま

で・作用原理について（薬力学と薬物動態

学）・好ましくない副作用（有害作用）と薬

物   相互作用 

初回授業の内容をシラバス等で確認 

柳 田 

俊彦ゲ

スト：

武 田 

泰生 

2 

第 5回・第 6 回薬理学各論（１）末梢神経、

中枢神経に作用する薬物末梢神経、中枢神

経に作用する薬物について、主要薬物の薬

理作用・副作用とはどういうものか、薬物の

作用機序、生体内動態、及び薬理作用と副作

 

柳 田 

俊彦ゲ

スト：

上 園 

保仁 



用の関係について学ぶ。 

3 

第 7回・第 8 回薬理学各論（２）抗炎症薬、

抗アレルギー薬、呼吸器系、消化器系に作用

する薬物抗炎症薬、抗アレルギー薬、呼吸器

系、消化器系に作用する薬物について、主要

薬物の薬理作用・副作用とはどういうもの

か、薬物の作用機序、生体内動態、及び薬理

作用と副作用の関係について学ぶ。 

 

柳 田 

俊彦ゲ

スト：

武 田 

泰生 

4 

第 9回～第 12 回薬理学各論（３）心血管系、

血液系に作用する薬物心血管系、血液系に

作用する薬物について、主要薬物の薬理作

用・副作用とはどういうものか、薬物の作用

機序、生体内動態、及び薬理作用と副作用の

関係について学ぶ。 

 

柳 田 

俊彦ゲ

スト：

武 田 

泰生 

5 

第 13 回・第 14 回薬理学各論（４）内分泌

系、代謝系、泌尿生殖器系に作用する薬物内

分泌系、代謝系、泌尿生殖器系に作用する薬

物について、主要薬物の薬理作用・副作用と

はどういうものか、薬物の作用機序、生体内

動態、及び薬理作用と副作用の関係につい

て学ぶ。 

 

柳 田 

俊彦ゲ

スト：

武 田 

泰生 

6 

第 15 回・第 16 回薬理学各論（５）感染症

に使用する薬物、消毒薬感染症に使用する

薬物、その主要薬物の薬理作用・副作用とは

どういうものか、薬物の作用機序、生体内動

態、薬理作用と副作用の関係、及び使用法に

ついて学ぶ。 

 

柳 田 

俊彦ゲ

スト：

赤 瀬 

智子 

7 

第 17 回・第 18 回薬理学各論（６）抗がん

薬、緩和ケア、漢方薬抗がん薬、緩和ケアに

使用する薬物、漢方薬について、主要薬物の

薬理作用・副作用とはどういうものか、薬物

の作用機序、生体内動態、及び薬理作用と副

作用の関係について学ぶ。 

 

柳 田 

俊彦ゲ

スト：

上 園 

保仁 

8 

第 19 回～第 22 回主要薬物の安全管理と処

方の理論主要薬物の安全管理と処方とはど

ういうものか、年齢による特性（小児／高齢

者）や妊娠・出産・授乳期の特性も含めて、

医療安全、高リスク患者について学ぶ。さら

に、医薬品をめぐる問題として、誤った使用

に起因する事故の回避や副作用の回避、疑

義照会などについて学ぶ。※オンライン上

での最終テスト 

  

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    



20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価と単位認定は、①ディスカッション、レポートを含む演習(20％)、②小テスト(40％)および③最終

テスト(40％)の筆記試験における評価により行う。なお、最終テストを受験するには演習課題をすべて提

出する必要がある。 

 

①20%

②40%

③40% 



授業科目名 臨床薬理学特論Ⅱ (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

診療看護師として適切な判断、治療マネジメントを行う上で必要な薬理学・薬剤学の基礎知識を深め、臨床

でよく遭遇する疾患の治療薬ならびに予防薬の薬効、作用機序、副作用、リスクマネージメントなど、薬物

の理論と実際について学修させる。また、小児、女性、高齢者等、年齢による特性、個体差のある薬理作用と

主要薬物の安全管理について事例を通して学修させる。 

 

学修目標 

1.薬理学・薬剤学の基礎知識を深め、薬物治療の基本概念を理解できる。2.薬物の作用機序、生体内動態、及び薬理

作用と副作用の関係を説明できる。3.各種疾患の病態生理や病状を考慮した上で、薬理学的根拠に基づいた適切な治

療薬の使用方法を検討できる。4.主要薬剤の安全管理と処方の理論を理解できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

特になし 

 

教科書 

薬がみえる vol. 1-4 MEDIC MEDIA 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
薬理学総論薬理学の基礎知識、薬物治療の

基本概念 
初回授業の内容をシラバス等で確認 

前 川 

佳敬ゲ

ストス

ピーカ

ー：西

川  直

樹 

2 
感染症に使用する薬物感染症に使用する薬

物・消毒薬 
 

前 川 

佳敬ゲ

ストス

ピーカ

ー：西

川  直

樹 

3 抗がん剤がん・緩和ケアに使う薬物、漢方薬  

前 川 

佳敬ゲ

ストス



ピーカ

ー：木

村  真

策 

4 
抗アレルギー剤・呼吸器系主要薬物の薬理

作用、副作用 
 

前 川 

佳敬ゲ

ストス

ピーカ

ー：木

村  真

策 

5 
末梢中枢神経系に作用する薬物末梢・中枢

神経に作用する薬物の作用機序、副作用 
 

前 川 

佳敬ゲ

ストス

ピーカ

ー：木

村  真

策 

6 
循環器系に作用する薬物心臓血管系に作用

する薬物の薬理作用、副作用 
 

前 川 

佳敬ゲ

ストス

ピーカ

ー：木

村  真

策 

7 

内分泌・代謝系に作用する薬物内分泌・代謝

系泌尿器系に作用する薬物の薬理作用・副

作用について 

 

前 川 

佳敬ゲ

ストス

ピーカ

ー：西

川  直

樹 

8 
安全管理妊婦、小児を含め医療安全、高リス

ク患者を考える 
 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー

：

西

川 

直

樹 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①小テスト及び筆記試験 

 
①100% 



授業科目名 統合医療安全・特定行為実践特論 (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義・演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

＜講義：22 時間 演習：11.3 時間 オンライン上での最終テスト：1時間＞ 看護師が適切に特定行為を遂

行するために、自らの看護実践を見直しつつ標準化する能力を身につけることを目指す。看護師の特定行為

研修制度の対応科目のひとつであり、2019 年 4 月の省令改正に対応し、「医療安全学特論」と「特定行為実践

特論」を統合し、指定の以下の内容を含むものとする。特定行為の実践におけるアセスメント、仮説検証、意

思決定、検査・診断過程（理論、演習）を学ぶ中で以下の内容を統合して学修させる。１．特定行為実践に関

連する医療倫理、医療管理、医療安全、ケアの質保証（ Quality Care Assurance）を学修させる。 ① 医

療倫理 ② 医療管理 ③ 医療安全 ④ ケアの質保証２．特定行為研修を修了した看護師のチーム医療に

おける役割発揮のための多職種協働実践（Inter Professional Work（IPW)）を学修させる。 ① チーム医

療の理論 ② チーム医療の事例検討 ③ コンサルテーションの方法 ④ 多職種協働の課題３．特定行為

実践のための関連法規、意思決定支援を学修させる。 ① 特定行為関連法規 ② 特定行為実践に関連する

患者への説明と意思決定支援の理論と演習４．根拠に基づいて手順書を医師、歯科医師等とともに作成し、

実践後、手順書を評価し、見直すプロセスについて学修させる。 ① 手順書の位置づけ ② 手順書の作成

演習 ③ 手順書の評価と改良 

 

学修目標 

・特定行為実践の法的根拠や基盤となる技術を理解する。・特定行為実践の具体的方法を理解し、特定行為を手順書

により行う看護師に必要な専門的能力を身につける。・多職種協働実践の理論と方法を理解し、医療現場におけるチ

ーム医療の実際と課題について考察する。＜通知改正における到達目標＞・多様な臨床場面において患者の安心に配

慮しつつ、必要な特定行為を安全に実践する能力を身につける。・問題解決に向けて多職種と効果的に協働する能力

を身につける。・自らの看護実践を見直しつつ標準化する能力を身につける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

特定行為関連法規と実践過程の構造１ 特

定行為実践のための関連法規について学

ぶ。・特定行為研修制度創設までの経緯・特

定行為研修制度創設に関連する法的整理・

特定行為および指定研修機関に関する規程

２ 特定行為を活用した実践過程の構造を

学ぶ。・特定行為を活用する看護師の役割、

機能・様々な場での特定行為の活用・施設で

の連携の在り方と活動方法の検討 

初回授業の内容をシラバス等で確認 

石 井 

邦子木

澤 晃

代 

2 

第 2 回・第 3 回医療の質と安全１ 医療の

質と安全：その原理・原則について医療は患

者とその治療・ケアに携わる医療者の存在

によって成立する。両者の意思決定は完璧

ではないし誤りもある。医療は社会分業に

よって成り立っており、医療行為には多く

の医療専門職が関わりを持っている。安全

な医療を提供するには、error が起こりやす

い医療の本質を理解することがまず重要で

ある。２ 医療の質評価と安全管理医療機

関における質改善活動は職種別かつ小集団

での活動が主たるものであった。しかし、近

年では、QI（医 

 

山 本 

武志鮎

澤 純

子 

3 

第 4 回～第 6 回手順書の位置づけと手順書

の作成演習、及び評価と改良根拠に基づい

て手順書を医師、歯科医師等とともに作成

し、実践後、手順書を評価し見直すプロセス

について学ぶ。 

 
江 村 

正 

4 

第 7 回～第 9 回アセスメント、仮説検証、

意思決定の理論と演習特定行為の実践にお

けるアセスメント、仮説検証、意思決定、検

査・診断過程を学ぶ。・特定行為研修の活用

に必要な思考と実践・特定行為実践のプロ

セスの振り返り・活動成果の検証・活動する

上での課題と対応 

 
木 澤 

晃代 

5 

第 11 回～第 13 回医療場面での倫理と患者

参画・インフォームドコンセントの理論と

演習１ 患者から見た医療安全・医療事故

医療の主体は患者である。しかし、医療者の

臨床推論や医療行為は患者からは見えにく

く理解しがたい部分がある。また、患者には

患者の医療者とは異なる観点や推論が存在

する（Insider perspective）ため、それを

共有・理解することが医療専門職に求めら

れる。医療行為においてもその安全を確保

するために患者が担うことのできる役割が

ある。２ 医療安全と倫理患者の安全を守 

 

山 本 

武志船

木 祝

石 井 

邦子 

6 

第 14 回～第 15 回多職種協働実践：コンサ

ルテーション・チーム医療の原理１ 多職

種協働実践１ チーム医療の理論と事例検

討チーム医療に必要な IPE と IPW の関連、

及び IPW の基本的な考え方と多職種協働実

践の事例検討をするために、問題解決のプ

ロセスとチーム形成のプロセスが連動した

IPW の構造について学ぶ。・チーム医療から

IPE 及び IPW への流れ・IPW の構造と分析方

法・チーム医療の事例２ 多職種協働実践

２ 多職種協働実践の課題と看護師の役割

多職種協働実践の課題を踏まえ 

 

大 塚 

眞理子

吉 村 

学 

7 

第16回病院における医療安全１ 病院にお

ける医療安全第６回までに医療安全に関わ

る基本的な考え方や基礎知識について学ん

できた。第７回と第８回は医療施設での医

療安全管理の実際について学ぶ。第７回は

 

栗 原 

博之後 

信 



病院での医療安全の実際について、職場環

境の整備、教育・研修、アクシデントやイン

シデントの分析、医療事故発生時の対応な

ど、実例をまじえて紹介する。２ 医療安全

確保のための政策展開医療安全の推進は

個々の医療専門職や医療施設の取り組みだ

けではなく、国家レベルでの政策展開が重

要となる。診療報酬によ 

8 

第 17 回在宅における医療安全在宅での治

療・療養は、施設での医療と異なり、空間的

にまた設備や物品の使用に関する制限があ

る。またその管理も恒常的に家族や患者本

人の関わりが重要となる。第８回は在宅医

療の実例をもとに、その安全管理の考え方、

実践を学ぶ。※オンライン上での最終テス

ト 

  

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価と単位認定は、①ディスカッション、レポートを含む演習(20％)、②小テスト(40％)および③最終

テスト(40％)の筆記試験における評価により行う。なお、最終テストを受験するには演習課題をすべて提

出する必要がある。 

 

①20%

②40%

③40% 



授業科目名 特定行為共通科目統合演習 (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

＜臨床推論・演習：14 時間＞＜フィジカルアセスメント・演習：10.4 時間＞＜医療安全学・演習：9時間＞

看護師の特定行為研修制度の対応科目である「医療安全学特論」「臨床推論」「フィジカルアセスメント特論」

の演習をとおして、実践能力の基礎となる知識・技能の向上を図る。演習には、指定の以下の内容を含むも

のとする。１．医療安全に関する理論・原則、医療安全の推進に関わる制度・システム、医療施設における組

織的な取組みや実践例、患者との関わりについて、事例検討をとおして実践につなげる能力を習得させる。

２．臨床診断学、臨床検査学、症候学、臨床疫学について、以下の演習をとおして実践につなげる能力を習得

させる。・臨床推論（症候学を含む）演習・医療面接演習・各種臨床検査演習・画像検査演習・臨床疫学演習

３．看護師が適切に特定行為を遂行するために欠かすことのできない身体面に関する情報収集の方法論と所

見の解釈についての理論に基づき、以下の演習をとおして技能の習得を目指す。・身体診察基本手技演習・部

位別身体診察手技と所見演習 

 

学修目標 

・医療安全の原理・原則を理解し、実践につなげることができる・医療安全に関わる法、倫理、制度、システムを理

解する・医療事故事例を分析し、対策を検討することができる・臨床推論の基本的な考え方について説明できる・症

例に関する情報の収集・分析ができる・得られた情報をもとにその症例の問題点を抽出できる・生活者として「生き

ていく」ための身体機能のアセスメントを進め生活者を支える看護活動への指針を与えることができる。・生命体と

して「生きている」ことをモニタリングし、その逸脱の早期発見と適切な 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。Web 教材ではイヤホンを用いて呼吸音聴取の

演習を行いますが、その後、生体に対して実際の聴診を演習する際には聴診器が必要となります。呼吸音聴

取のためには、ある程度の品質を備えた聴診器が不可欠です。定価で 15,000～20,000 円程度のものが相応し

いと考えます （販売価格は時期により変動します） 。 

 

教科書 

別途指定します。 

 

参考書 

別途指定します。 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

第 1 回・第 2 回臨床推論・医療面接演習医

療面接の動画を見た後に、一定期間内にオ

ンライン上で設問解答、課題解答（及び討論

への参加）を行う。良い点、改善すべき点な

どを議論する。 

初回授業の内容をシラバス等で確認 
北 村 

聖 

2 

第 3 回～第 5 回身体診察基本手技演習身体

診察基本手技の動画を見た後に、一定期間

内にオンライン上で設問解答、課題解答（及

び討論への参加）を行う。 

 

山 内 

豊明三

笘 里

香 

3 

第 6 回・第 7 回部位別身体診察手技と所見

演習指定のシミュレーション教材を用いて

自己演習をした後に、一定期間内にオンラ

イン上で設問解答、課題解答（及び討論への

参加）を行う。 

 

山 内 

豊明三

笘 里

香 

4 

第 8 回・第 9 回各種臨床検査演習各種臨床

検査の結果を見た後に、一定期間内にオン

ライン上で設問解答、課題解答（及び討論へ

の参加）を行う。 

 
北 村 

聖 

5 

第 10 回・第 11 回画像検査演習各種画像検

査の画像を見た後に、一定期間内にオンラ

イン上で設問解答、課題解答（及び討論への

参加）を行う。 

 
北 村 

聖 

6 

第 12 回・第 13 回臨床疫学演習（臨床推論・

演習）EBM（evidence-based medicine）によ

って臨床判断を行う動画を見た後に、一定

期間内にオンライン上で設問解答、課題解

答（及び討論への参加）を行う。 

 
北 村 

聖 

7 

第 14 回・第 15 回医療安全・ケアの質保証

の事例検討（医療安全学・演習）医療事故事

例、警鐘事例を取り上げ、その原因や対策を

具体的に検討することにより、医療安全に

関わる知識、方法論を習得する。 

 

橋 本 

廸 生 

栗 原 

博之 

8 

第 16 回・第 17 回医療倫理・医療管理の事

例検討（医療安全学・演習）医療安全のため

の組織的な取り組みとしてTeamSTEPPSを取

り上げる。また、具体的な事例の検討・分析

に基づき、医療安全にかかわるマネジメン

トに携わる知識・態度を身につける。 

 

山本 

武

志 

土

畠 

智

幸 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    



23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

成績評価と単位認定は、①演習（ディスカッション、レポート、シミュレータによる演習）の評価により行う。 

 
①100% 



授業科目名 周麻酔・周術期治療の実践Ⅰ (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

【呼吸器（気道確保に係るもの）関連】＜講義：10 時間 演習：1時間 科目修了試験（筆記試験）：1時間＞

＜OSCE：1 時間＞（共通）呼吸器（気道確保に係るもの）関連の基礎知識：  気道確保の必要性や?法を理

解し、安全に経??気管チューブ?は経??気管チューブの深さの調整を実践  できる看護師を養成する。（経??

気管チューブ?は経??気管チューブの位置の調整）：  医師の指?の下、?順書により、?体所?（呼吸?、?回

換気量、胸郭の上り等）及び検査結果（経?的  動脈?酸素飽和度（SpO2）、レントゲン所?等）等が医師から

指?された病状の範囲内にあることを確認  し、適切な部位に位置するように、経??気管チューブ?は経??

気管チューブの深さの調整を行う。【呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連】＜講義：22 時間 演習：8 時

間 科目修了試験（筆記試験）：1時間＞（共通）呼吸器（??呼吸療法に係るもの）関連の基礎知識：  ??呼

吸器の必要性を理解し、安全に??呼吸療法を実践できる看護師を養成する。（侵襲的陽圧換気の設定の変更）：  

医師の指?の下、?順書により?体所?（??呼吸器との同調、?回換気量、意識レベル等）及び検査結果 （動脈?

液ガス分析、経?的動脈?酸素飽和度（SpO2）等）が医師から指?された病状の範囲にあることを  確認し酸

素濃度や換気様式、呼吸回数、?回換気量等の??呼吸器の設定条件を変更する。（?侵襲的陽圧換気の設定の変

更）：  医師の指?の下、?順書により、?体所?（呼吸状態、気道の分泌物の量、努?呼吸の有無、意識レベル

等）  及び検査結果（動脈?液ガス分析、経?的動脈?酸素飽和度（SpO2）等）等が医師から指?された病状の  

範囲にあることを確認し、?侵襲的陽圧換気療法（NPPV)の設定条件を変更する。（??呼吸管理がなされている

者に対する鎮静薬の投与量の調整）：  医師の指?の下、?順書により、?体所?（睡眠や覚醒のリズム、呼吸

状態、??呼吸器との同調等）及び  検査結果（動脈?液ガス分析、経?的動脈?酸素飽和度（SpO2）等）等が

医師から指?された病状の範囲に  あることを確認し、鎮静薬の投与量の調整を?う。（??呼吸器からの離

脱）：  医師の指?の下、?順書により、?体所?（呼吸状態、?回換気量、努?呼吸の有無、意識レベル等）、  

検査結果（動脈?液ガス分析、経?的動脈?酸素飽和度（SpO2）等）及び??動態が医師から指?された  病状

の範囲にあることを確認し、??呼吸器からの離脱（ウィーニング）を?う。【術後疼痛管理関連】＜講義：8時

間 演習：1 時間 科目修了試験（筆記試験）：1 時間＞（共通）術後疼痛管理関連の基礎知識：  術後疼痛

管理の必要性やその特徴を理解し、硬膜外カテーテルによる鎮痛剤の投与及び投与量の調整を実践  でき

る看護師を養成する。（硬膜外カテーテルによる鎮痛剤の投与及び投与量の調整）：  医師の指?の下、?順

書により、?体所?（疼と う痛の程度、嘔気や呼吸困難感の有無、?圧等）、術後経過 （安静度の拡?等）及び

検査結果等が医師から指?された病状の範囲にあることを確認し、硬膜外カテーテル  からの鎮痛剤の投与

及び投与量の調整を?う（患者??調節鎮痛法（PCA）を除く）。 

 

学修目標 

1．医師の指?の下、?順書により、医療?接、?体所?及び検査結果等が医師から指?された病状の範囲にある ことを

確認し、以下の特定行為が実施できるようになる。  経口用気管ﾁｭｰﾌﾞ又は経鼻用気管ﾁｭｰﾌﾞの位置の調整、侵襲的

陽圧換気の設定の変更、非侵襲的陽圧換気の設定  の変更、人工呼吸管理がなされている者に対する鎮静薬投与量

の調整、人工呼吸器からの離脱、硬膜外カテー  テルによる鎮痛2．?順書案を作成し、再評価、修正できる能?を

養う。3．医師、?科医師から?順書による指?を受け、 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 



本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

１．呼吸器（気道確保に係るもの）関連 1)

（共通）呼吸器（気道確保に係るもの）関連

の基礎知識①②①気道確保に関する局所解

剖、経??気管チューブ?は経??気管チューブ

の位置の調整に関する病態?理②経??気管

チューブ?は経??気管チューブの位置の調

整に関するフィジカルアセスメント 

初回授業の内容をシラバス等で確認 
前 川 

佳敬 

2 

１．呼吸器（気道確保に係るもの）関連 1)

（共通）呼吸器（気道確保に係るもの）関連

の基礎知識③④①経??は経?気管挿管の?

的、適応と禁忌、経??気管チューブ?は経??

気管チューブの種類と適応②経??気管チュ

ーブ?は経??気管チューブによる呼吸管理、

バックバルブマスク（BVM）を?いた??換気 

 
前 川 

佳敬 

3 

１．呼吸器（気道確保に係るもの）関連 2)

経口用気管ﾁｭｰﾌﾞ又は経鼻用気管ﾁｭｰﾌﾞの位

置の調整①②①経口用気管チューブ又は経

鼻用気管チューブの位置の調整の目的②経

口用気管チューブ又は経鼻用気管チューブ

の位置の調整の適応、禁忌 

 
前 川 

佳敬 

4 

１．呼吸器（気道確保に係るもの）関連 2)

経口用気管ﾁｭｰﾌﾞ又は経鼻用気管ﾁｭｰﾌﾞの位

置の調整③①経口用気管チューブ又は経鼻

用気管チューブの位置の調整に伴うリスク

（有害事象とその対策等） 

 
前 川 

佳敬 

5 

１．呼吸器（気道確保に係るもの）関連 2)

経口用気管ﾁｭｰﾌﾞ又は経鼻用気管ﾁｭｰﾌﾞの位

置の調整④⑤①経口用気管チューブ又は経

鼻用気管チューブの位置の調整の手技（1）

②経口用気管チューブ又は経鼻用気管チュ

ーブの位置の調整の手技（2） 

 
前 川 

佳敬 

6 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

１）（共通）呼吸器（??呼吸療法に係るもの）

関連の基礎知識①②①人工呼吸療法の目

的、適応、禁忌②人工呼吸療法に関する局所

解剖、人工呼吸療法を要する主要疾患のフ

ィジカルアセスメント 

 
前 川 

佳敬 

7 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

１）（共通）呼吸器（??呼吸療法に係るもの）

関連の基礎知識③④①人工呼吸療法を要す

る主要疾患の病態生理②人工呼吸器管理の

適応と禁忌 

 
前 川 

佳敬 



8 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

１）（共通）呼吸器（??呼吸療法に係るもの）

関連の基礎知識⑤⑥①人工呼吸器のメカニ

ズム（構造と種類）２）侵襲的陽圧換気の設

定の変更①①侵襲的陽圧換気の設定の目

的、選択と適応 

 

前川 

佳

敬 

9 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

２）侵襲的陽圧換気の設定の変更②③①侵

襲的陽圧換気の設定条件の変更の適応と禁

忌②侵襲的陽圧換気の設定条件の変更に伴

うリスク（有害事象とその対策等） 

 
前 川 

佳敬 

10 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

２）侵襲的陽圧換気の設定の変更④①侵襲

的陽圧換気の設定条件の変更方法 

 

前川 

佳

敬 

11 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

３）非侵襲的陽圧換気の設定の変更①②①

非侵襲的陽圧換気の設定の目的、設定条件

の選択②非侵襲的陽圧換気の適応と禁忌 

 

前川 

佳

敬 

12 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

３）非侵襲的陽圧換気の設定の変更③④①

非侵襲的陽圧換気の設定条件の変更に伴う

リスク（有害事象とその対策等）②非侵襲的

陽圧換気の設定条件の変更方法 

 

前川 

佳

敬 

13 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

４）人工呼吸管理がなされている者に対す

る鎮静薬の投与量の調整①②①人工呼吸管

理がなされている者に対する鎮静の目的②

人工呼吸管理がなされている者に対する鎮

静の適応と禁忌 

 

前川 

佳

敬 

14 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

４）人工呼吸管理がなされている者に対す

る鎮静薬の投与量の調整③④①人工呼吸管

理がなされている者に対する鎮静に伴うリ

スク（有害事象とその対策等）②人工呼吸管

理がなされている者に対する鎮静薬の選択

と投与量、鎮静の方法 

 

前川 

佳

敬 

15 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

４）人工呼吸管理がなされている者に対す

る鎮静薬の投与量の調整⑤⑥①人工呼吸管

理がなされている者に対する鎮静薬の投与

量の調整（ペーパーペイシェント）（1）②人

工呼吸管理がなされている者に対する鎮静

薬の投与量の調整（ペーパーペイシェント）

（2） 

 

前川 

佳

敬 

16 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

５）人工呼吸器からの離脱③④①人工呼吸

器からの離脱に伴うリスク（有害事象とそ

の対策等）②人工呼吸器からの離脱の方法 

 

前川 

佳

敬 

17 

3．術後疼痛管理関連１）（共通）術後疼痛管

理関連の基礎知識①②①硬膜外麻酔の目

的、適応と禁忌、局所解剖、主要疾患の病態

生理②硬膜外麻酔に伴うリスク（有害事象

とその対策等）(1) 

 

前川 

佳

敬 

18 

3．術後疼痛管理関連１）（共通）術後疼痛管

理関連の基礎知識③④①硬膜外麻酔を要す

る主要疾患のフィジカルアセスメント②硬

膜外麻酔に伴うリスク（有害事象とその対

策等）(2) 

 

前川 

佳

敬 

19 

3．術後疼痛管理関連２）硬膜外カテーテル

による鎮痛剤の投与及び投与量の調整

①②①硬膜外麻酔薬の選択と投与量(1)②

硬膜外麻酔薬の選択と投与量(2) 

 

前川 

佳

敬 



20 

3．術後疼痛管理関連２）硬膜外カテーテル

による鎮痛剤の投与及び投与量の調整③①

硬膜外カテーテルによる鎮痛剤の投与及び

投与量の調整の方法 

 

前川 

佳

敬 

21 
１．呼吸器（気道確保に係るもの）関連【演

習】気道確保 
 

多田羅 

康

章 

22 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

２）侵襲的陽圧換気の設定の変更①【演習】

侵襲的陽圧換気の設定の変更（ペーパーペ

イシェント）（1）②【演習】侵襲的陽圧換気

の設定の変更（ペーパーペイシェント）（2） 

 

多田羅 

康

章 

23 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

３）非侵襲的陽圧換気の設定の変更①【演

習】非侵襲的陽圧換気の設定の変更（ペーパ

ーペイシェント）（1）②【演習】非侵襲的陽

圧換気の設定の変更（ペーパーペイシェン

ト）（2） 

 

多田羅 

康

章 

24 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

４）人工呼吸管理がなされている者に対す

る鎮静薬の投与量の調整①【演習】人工呼吸

管理がなされている者に対する鎮静薬の投

与量の調整（ペーパーペイシェント）（1）②

【演習】人工呼吸管理がなされている者に

対する鎮静薬の投与量の調整（ペーパーペ

イシェント）（2） 

 

多田羅 

康

章 

25 

2．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

５）人工呼吸器からの離脱①【演習】人工呼

吸器からの離脱（ペーパーペイシェント）

（1）②【演習】人工呼吸器からの離脱（ペ

ーパーペイシェント）（2） 

 

多田羅 

康

章 

26 

3．術後疼痛管理関連２）硬膜外カテーテル

による鎮痛剤の投与及び投与量の調整①

【演習】ペーパーシミュレーション（硬膜外

カテーテルによる鎮痛剤の投与及び投与量

の調整） 

 

多田羅 

康

章 

27 
OSCE1．経口用気管チューブ又は経鼻用気管

チューブの位置の調整 
 

多田羅 

康

章 

28 科目修了試験（筆記試験）  

前川 

佳

敬 

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【呼吸器（気道確保に係るもの）関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト OSCE：評価表を用

いた観察評価試験：e ラーニング上で筆記試験を実施【呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連】講義：e

ラーニングの受講及び講義確認テスト演習：ペーパーシミュレーションによるグループワークを評価表に

基づいて評価試験：e ラーニング上で筆記試験を実施【術後疼痛管理関連】講義：e ラーニングの受講及

び講義確認テスト演習：ペーパーシミュレーションによるグループワークを評価表に基づ 

 

左 記 の

内 容 で

評 価

し 、 総

合 評 価

が 60 点

以 上 で

単 位 を

認 定 す

る。 



授業科目名 周麻酔・周術期治療の実践Ⅱ (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

【動脈血液ガス分析関連】＜講義：14 時間 演習：2 時間 科目修了試験（筆記試験）：1 時間＞＜OSCE：1 時

間＞（共通）動脈血液ガス分析関連の基礎知識：動脈を安全に穿刺し、動脈血を採取、あるいは動脈内にカニ

ューレを安全に留置するための基礎となる知識の習得。（直接動脈穿刺法による採血）：医師の指示の下、手

順書により、身体所見（呼吸状態、努力呼吸の有無等）及び検査結果（経皮的動脈血酸素飽和度（SpO2）等）

等が医師から指示された病状の範囲にあることを確認し、経皮的に 橈骨動脈、上腕動脈、大腿動脈等を穿刺

し、動脈血を採取した後、針を抜き圧迫止血を行う。（橈骨動脈ラインの確保）：医師の指示の下、手順書に

より、身体所見（呼吸状態、努力呼吸の有無、チアノーゼ等）及び検査結果（動脈血液ガス分析、経皮的動脈

血酸素飽和度（SpO2）等）等が医師から指示された病状の範囲にあることを確認し、経皮的に 橈骨動脈から 

穿刺し、内套針に動脈血の逆流を確認後に針を進め、最終的に外套のカニューレのみを動脈内に押し進め留

置する。【循環器関連】＜講義：18 時間 演習：3時間 科目修了試験（筆記試験）：1 時間＞（共通）循環器関

連の基礎知識：一時的ペースメーカ、経皮的心肺補助装置、大動脈内バルーンパンピングの必要性やその特

徴を理解し、安全に一時的ペースメーカの操作及び管理と抜去、経皮的心肺補助装置、大動脈内バルーンパ

ンピングの管理を実践できる看護師を養成する。（一時的ペースメーカの操作及び管理）：医師の指示の下、

手順書により、身体所見（血圧、自脈とペーシングとの調和、動悸の有無、めまい、呼吸困難感等）及び検査

結果（心電図モニター所見等）等が医師から指示された病状の範囲にあることを確認し、ペースメーカの操

作及び管理を行う。（一時的ペースメーカリードの抜去）：医師の指示の下、手順書により、身体所見（血圧、

自脈とペーシングとの調和、動悸の有無、めまい、呼吸困難感等）及び検査結果（心電図モニター所見等）等

が医師から指示された病状の範囲にあることを確認し、経静脈的に挿入され右心室内に留置されているリー

ドを抜去する。抜去部は、縫合、結紮閉鎖又は閉塞性ドレッシング剤の貼付を行う。縫合糸で固定されてい

る場合は抜糸を行う。（経皮的心肺補助装置の操作及び管理）：医師の指示の下、手順書により、身体所見（挿

入部の状態、末梢冷感の有無、尿量等）、血行動態（収縮期圧、肺動脈 楔 入圧（PCWP）、心係数（CI）、混合

静脈血酸素 飽和度（SvO2 ※ ）、中心静脈圧（CVP）等）及び検査結果（活性化凝固時間（ACT）等）等が医師

から指示された病状の範囲にあることを確認し、経皮的心肺補助装置（PCPS）の操作及び管理を行う。  ※：

「v」 の上に 「－」 がつく（大動脈内バルーンパンピングからの離脱を行うときの補助の頻度の調整）：医

師の指示の下、手順書により、身体所見（胸部症状、呼吸困難感の有無、尿量等）及び血行動態（血圧、肺動

脈 楔 入圧（PCWP）、混合静脈血酸素飽和度（SvO2 ※ ）、心係数（CI）等）等が医師から指示された病状の

範囲にあることを確認し、大動脈内バルーンパンピング（IABP）離脱のための補助の頻度の調整を行う。     

※：「v」 の上に 「－」 がつく 

 

学修目標 

1．医師の指?の下、?順書により、医療?接、?体所?及び検査結果等が医師から指?された病状の範囲にある ことを

確認し、以下の特定行為が実施できるようになる。  直接動脈穿刺法による採血、橈骨動脈ラインの確保、一時的

ペースメーカの操作及び管理、一時的ペースメーカ  リードの抜去、経皮的心肺補助装置の操作及び管理、大動脈

内バルーンパンピングからの離脱をおこなうときの  補助の頻度の調整2．?順書案を作成し、再評価、修正できる

能?を養う。3．医師、?科医師から?順書による指?を受け、実施 

 



履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

1．動脈血液ガス分析関連 1)（共通）動脈?

液ガス分析関連の基礎知識①②①動脈穿刺

法に関する局所解剖、動脈穿刺法に関する

フィジカルアセスメント②超音波検査によ

る動脈と静脈の見分け方 

初回授業の内容をシラバス等で確認 
前 川 

佳敬 

2 

1．動脈血液ガス分析関連 1)（共通）動脈?

液ガス分析関連の基礎知識③①動脈血採取

が必要となる検査 

 
前 川 

佳敬 

3 

1．動脈血液ガス分析関連 1)（共通）動脈?

液ガス分析関連の基礎知識④⑤①動脈血液

ガス分析が必要となる主要疾患とその病態

（1）②動脈血液ガス分析が必要となる主要

疾患とその病態（2） 

 
前 川 

佳敬 

4 

1．動脈血液ガス分析関連 2) 直接動脈穿刺

法による採血①②①直接動脈穿刺法による

採血の目的、適応と禁忌②穿刺部位と穿刺

に伴うリスク（有害事象とその対策等） 

 
前 川 

佳敬 

5 

1．動脈血液ガス分析関連 2) 直接動脈穿刺

法による採血③④①患者に適した穿刺部位

の選択②直接動脈穿刺法による採血の手技 

 
前 川 

佳敬 

6 

1．動脈血液ガス分析関連 3) 橈骨動脈ライ

ンの確保①②①動脈ラインの確保の目的、

適応と禁忌②穿刺部位と穿刺及び留置に伴

うリスク（有害事象とその対策等） 

 
前 川 

佳敬 

7 

1．動脈血液ガス分析関連 3) 橈骨動脈ライ

ンの確保③④①患者に適した穿刺及び留置

部位の選択②橈骨動脈ラインの確保の手技 

 
前 川 

佳敬 

8 

2．循環器関連 1)（共通）循環器関連の基礎

知識①②①経皮的心肺補助装置、大動脈内

バルーンパンピングに関する局所解剖②経

皮的心肺補助装置、大動脈内バルーンパン

ピングを要する主要疾患の病態生理、フィ

ジカルアセスメント 

 

前川 

佳

敬 

9 

2．循環器関連 1)（共通）循環器関連の基礎

知識③④①一時的ペースメーカに関する局

所解剖②一時的ペースメーカを要する主要

疾患の病態生理、フィジカルアセスメント 

 
前 川 

佳敬 

10 

2．循環器関連 2) 一時的ペースメーカの操

作及び管理①②①一時的ペースメーカの目

的、適応と禁忌、患者・家族への指導及び教

育②ペーシング器機の種類とメカニズム、

 

前川 

佳

敬 



一時的ペースメーカの操作及び管理方法 

11 

2．循環器関連 2) 一時的ペースメーカの操

作及び管理③①ペースメーカのモードの選

択と適応、一時的ペースメーカに伴うリス

ク（有害事象とその対策等） 

 

前川 

佳

敬 

12 

2．循環器関連 3) 一時的ペースメーカリー

ドの抜去①②①一時的ペースメーカリード

の抜去の目的、適応と禁忌②一時的ペース

メーカリードの抜去に伴うリスク（有害事

象とその対策等） 

 

前川 

佳

敬 

13 

2．循環器関連 3) 一時的ペースメーカリー

ドの抜去③④①一時的ペースメーカリード

の抜去の方法（1）②一時的ペースメーカリ

ードの抜去の方法（2） 

 

前川 

佳

敬 

14 

循環器関連 4) 経皮的心肺補助装置の操作

及び管理①②①経皮的心肺補助装置の目

的、適応と禁忌②経皮的心肺補助装置のメ

カニズム 

 

前川 

佳

敬 

15 

循環器関連 4) 経皮的心肺補助装置の操作

及び管理③①経皮的心肺補助装置とそのリ

スク（有害事象とその対策等）5）大動脈内

バルーンパンピングからの離脱を行うとき

の補助の頻度の調整①①大動脈内バルーン

パンピングの目的、適応と禁忌、伴うリスク

（有害事象とその対策等） 

 

前川 

佳

敬 

16 

循環器関連 5)（大動脈内バルーンパンピン

グからの離脱を行うときの補助の頻度の調

整②③①大動脈内バルーンパンピングの操

作及び管理の方法②大動脈内バルーンパン

ピングからの離脱のための補助の頻度の調

整の適応と禁忌、伴うリスク（有害事象とそ

の対策等） 

 

前川 

佳

敬 

17 
1．動脈血液ガス分析関連【演習】動脈血ガ

ス分析関連 
 

多田羅 

康

章 

18 
．動脈血液ガス分析関連【演習】動脈血ガス

分析関連 
 

多田羅 

康

章 

19 

2．循環器関連 2)一時的ペースメーカの操作

及び管理④【演習】?時的ペースメーカの操

作及び管理?法（ペーパーシミュレーショ

ン） 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

中

島 

健

爾 

20 

2．循環器関連 4)経皮的心肺補助装置の操作

及び管理④【演習】経皮的心肺補助装置の操

作及び管理の方法（ペーパーシミュレーシ

ョン） 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

中

島 

健

爾 

21 
2．循環器関連 5)大動脈内バルーンパンピン

グからの離脱をおこなうときの補助の頻度
 

前川 

佳



の調整④【演習】バルーンパンピングからの

離脱の操作及び管理の方法（ペーパーシミ

ュレーション） 

敬

ゲ

ス

ト

：

中

島 

健

爾 

22 
OSCE1．直接動脈穿刺法による採血 2．橈骨

動脈ラインの確保 
 

多田羅 

康

章 

23 科目修了試験（筆記試験）  

前川 

佳

敬 

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【動脈血液ガス分析関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト OSCE：評価表を用いた観察評

価試験：e ラーニング上で筆記試験を実施【循環器関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト演

習：ペーパーシミュレーションによるグループワークを評価表に基づいて評価試験：e ラーニング上で筆記

試験を実施 

 

左 記 の

内 容 で

評 価

し 、 総

合 評 価

が 60 点

以 上 で

単 位 を

認 定 す

る。 



授業科目名 在宅・慢性期治療の実践 (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 3.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

【呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連】＜講義：9 時間 演習：1 時間 科目修了試験（筆記試験）：1時間

＞＜OSCE：1 時間＞（共通）呼吸器（?期呼吸療法に係るもの）関連の基礎知識：気管切開の必要性やその特

徴を理解し、安全に気管カニューレの交換を実践できる看護師を養成する。（気管カニューレの交換）：医師

の指?の下、?順書により、気管カニューレの状態（カニューレ内の分泌物の貯留、内腔の狭窄の有無等）、?

体所?（呼吸状態等）及び検査結果（経?的動脈?酸素飽和度（SpO2）等）等が医師から指?された病状の範囲内

にあることを確認し、留置されている気管カニューレの交換を?う。【ろう孔管理関連】＜講義：23 時間 演

習：2時間 科目修了試験（筆記試験）：1時間＞＜OSCE：1 時間＞（共通）ろう孔管理関連の基礎知識：胃ろ

うカテーテル若しくは腸ろうカテーテル?は胃ろうボタンの交換の必要な患者、膀胱ろうカテーテルの交換の

必要な患者に対し、?的、?法を理解し、かつ安全にカテーテル若しくはボタンの交換を実践できる看護師を

養成する。（胃ろうカテーテル若しくは腸ろうカテーテル?は胃ろうボタンの交換、膀胱ろうカテーテルの交

換）：医師の指?の下、?順書により、?体所?（ろう孔の破たんの有無、接着部や周囲の?膚の状態、発熱の有無

等）等が医師から指?された病状の範囲にあることを確認し、胃ろうカテーテル若しくは腸ろうカテーテル?

は胃ろうボタン、膀胱ろうカテーテルの交換を?う。【創傷管理関連】＜講義：35 時間 演習：2 時間 科目修

了試験（筆記試験）：1 時間＞＜OSCE：1 時間＞（共通）創傷管理関連の基礎知識：創傷管理の必要性を理解

し、安全に創傷管理を実践できる看護師を養成する。（褥瘡?は慢性創傷の治療における?流のない壊死組織の

除去）：医師の指?の下、?順書により?体所?（?流のない壊死組織の範囲、?芽の形成状態、膿や滲出液の有無、

褥瘡部周囲の?膚の発?の程度、感染徴候の有無等）検査結果及び使?中の薬剤等が医師から指?された病状の

範囲にあることを確認し、鎮痛が担保された状況において、?流のない遊離した壊死組織を滅菌ハサミ（剪刃）、

滅菌攝?等で取り除き、創洗浄、注射針を?いた穿刺による排膿等を?う。出?があった場合は、圧迫??や双極

性凝固器による??処置を?う。（創傷に対する陰圧閉鎖療法）：医師の指?の下、?順書により?体所?（創部の深

さ、創部の分泌物、壊死組織の有無、発?、腫脹、疼痛等）、?液検査結果及び使?中の薬剤等が医師から指?さ

れた病状の範囲内にあることを確認し、創?全体を被覆材で密封し、ドレナージ管を接続し、吸引装置の陰圧

を設定、モード（連続、間?吸引）選択を行う。 

 

学修目標 

1．多様な臨床場面において、医師の指示の下、手順書により、医療面接、身体所見及び検査結果等が医師から指示

された病状の範囲にあることを確認し、以下の特定行為が実施できるようになる。  気管カニューレの交換、胃ろ

うカテーテル若しくは腸ろうカテーテル又は胃ろうボタンの交換、  膀胱ろうカテーテルの交換、褥瘡又は慢性創

傷の治療における血流のない壊死組織の除去、  創傷に対する陰圧閉鎖療法、急性血液浄化療法における血液透析

器又は血液透析濾過器の操作及び  管理の方法2．手順書案を作成し、再評価・ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。 

 

教科書 

特になし 



 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

第 1 回１．呼吸器（長期呼吸療法に係るも

の）関連 1)（共通）呼吸器（長期呼吸療法

に係るもの）関連の基礎知識①②①気管切

開の目的と局所解剖、適応と禁忌②気管切

開を要する主要疾患のフィジカルアセスメ

ントと気管切開に伴うリスク（有害事象と

その対策等）第 2 回１．呼吸器（長期呼吸

療法に係るもの）関連 1)（共通）呼吸器（長

期呼吸療法に係るもの）関連の基礎知識

③④①気管切開を要する主要疾患の病態生

理（1）②気管切開を要する主要疾患の病態

生理（2） 

初回授業の内容をシラバス等で確認 
前 川 

佳敬 

2 

第 3 回１．呼吸器（長期呼吸療法に係るも

の）関連 2)気管カニューレの交換①②①

気管カニューレの適応と禁忌、気管カニュ

ーレの構造と選択②気管カニューレの交換

の困難例の種類とその対応第 4 回１．呼吸

器（長期呼吸療法に係るもの）関連 2)気管

カニューレの交換③④①気管カニューレの

交換の手技(1)②気管カニューレの交換の

手技(2) 

 
前 川 

佳敬 

3 

第 5 回２．ろう孔管理関連 1)（共通）ろ

う孔管理関連の基礎知識①②①胃ろう、腸

ろうに関する局所解剖②膀胱ろうに関する

局所解剖第 6 回２．ろう孔管理関連 1)（共

通）ろう孔管理関連の基礎知識③④①胃ろ

う、腸ろうを要する主要疾患の病態生理②

膀胱ろうを要する主要疾患の病態生理 

 
前 川 

佳敬 

4 

第 7 回２．ろう孔管理関連 1)（共通）ろ

う孔管理関連の基礎知識⑤⑥①胃ろう、腸

ろうを要する主要疾患のフィジカルアセス

メント②膀胱ろうを要する主要疾患のフィ

ジカルアセスメント 第 8回２．ろう孔管理

関連 1)（共通）ろう孔管理関連の基礎知識

⑦⑧①カテーテル留置と患者の QOL②カテ

ーテル留置と患者の QOL（尿道） 

 
前 川 

佳敬 

5 

第 9 回２．ろう孔管理関連 1)（共通）ろ

う孔管理関連の基礎知識⑨⑩①カテーテル

の感染管理②カテーテル留置に必要なスキ

ンケア第 10 回２．ろう孔管理関連 2) 胃

ろうカテーテル若しくは腸ろうカテーテル

又は胃ろうボタンの交換①①胃ろう及び腸

ろうの目的、適応と禁忌、胃ろう造設の意思

決定ガイドライン 

 
前 川 

佳敬 

6 

第 11 回２．ろう孔管理関連 2) 胃ろうカ

テーテル若しくは腸ろうカテーテル又は胃

ろうボタンの交換②③①胃ろう及び腸ろう

に伴うリスク（有害事象とその対策等）?栄

養に関する評価②胃ろう及び腸ろうに伴う

 
前 川 

佳敬 



リスク（有害事象とその対策等）?カテーテ

ルの感染管理第 12 回２．ろう孔管理関連 

2) 胃ろうカテーテル若しくは腸ろうカテ

ーテル又は胃ろうボタンの交換④①胃ろう

及び腸ろう造設術の種類 胃ろう、腸ろう

カテーテル及び胃ろうボタンの種類と特徴 

7 

第 13 回２．ろう孔管理関連 2) 胃ろうカ

テーテル若しくは腸ろうカテーテル又は胃

ろうボタンの交換⑤⑥①胃ろう、腸ろうカ

テーテル及び胃ろうボタンの交換時期、交

換の方法?②胃ろう、腸ろうカテーテル及び

胃ろうボタンの交換時期、交換の方法?第 14

回２．ろう孔管理関連 3) 膀胱ろうカテー

テルの交換①②①膀胱ろうの目的、適応と

禁忌、伴うリスク（有害事象とその対策

等）?②膀胱ろうに伴うリスク（有害事象と

その対策等）? 

 
前 川 

佳敬 

8 

第 15 回２．ろう孔管理関連 3) 膀胱ろう

カテーテルの交換③④①膀胱ろう造設術②

膀胱ろうカテーテルの種類と特徴? 膀胱

ろうカテーテルの交換の時期、交換の方法?

第 16 回２．ろう孔管理関連 3) 膀胱ろう

カテーテルの交換⑤⑥①膀胱ろうカテーテ

ルの種類と特徴?②膀胱ろうカテーテルの

交換の時期、交換の方法? 

 

前川 

佳

敬 

9 

第 17 回３．創傷管理関連 1)（共通）創傷

管理関連の基礎知識①②①皮膚、皮下組織

（骨を含む）に関する局所解剖、主要な基礎

疾患の管理、全身・局所のフィジカルアセス

メント②慢性創傷の種類と病態、褥瘡の分

類、アセスメント・評価、治癒のアセスメン

トとモニタリング（創傷治癒過程、TIME 理

論等）第 18 回３．創傷管理関連 1)（共通）

創傷管理関連の基礎知識①②①皮膚、皮下

組織（骨を含む）に関する局所解剖、主要な

基礎疾患の管理、全身・局所のフィジカルア

セスメント②慢性創傷 

 
前 川 

佳敬 

10 

第 19 回３．創傷管理関連 1)（共通）創傷

管理関連の基礎知識⑤⑥①DESIGN-R に基づ

いた治療指針②褥瘡及び創傷の診療のアル

ゴリズム、褥瘡の治癒のステージ別局所療

法第 20 回３．創傷管理関連 1)（共通）創

傷管理関連の基礎知識⑦①感染のアセスメ

ント 

 

前川 

佳

敬 

11 

第 21 回３．創傷管理関連 1)（共通）創傷

管理関連の基礎知識⑧⑨①下肢創傷のアセ

スメントと病態別治療（1）②下肢創傷のア

セスメントと病態別治療（2）第 22 回３．

創傷管理関連 1)（共通）創傷管理関連の基

礎知識⑩⑪①下肢創傷のアセスメントと病

態別治療（3）②下肢創傷のアセスメントと

病態別治療（4） 

 

前川 

佳

敬 

12 

第 23 回３．創傷管理関連 1)（共通）創傷

管理関連の基礎知識⑫①創部?開創のアセ

スメントと治療第 24 回３．創傷管理関連 

1)（共通）創傷管理関連の基礎知識⑫①創

部?開創のアセスメントと治療 

 

前川 

佳

敬 

13 

第 25 回３．創傷管理関連 2) 褥瘡又は慢

性創傷の治療における血流のない壊死組織

の除去③④①褥瘡及び慢性創傷の治療にお

ける血流のない壊死組織の除去の適応と禁

忌（1）②褥瘡及び慢性創傷の治療における

血流のない壊死組織の除去の適応と禁忌

 

前川 

佳

敬 



（2）第 26 回３．創傷管理関連 2) 褥瘡又

は慢性創傷の治療における血流のない壊死

組織の除去⑤⑥①褥瘡及び慢性創傷の治療

における血流のない壊死組織の除去に伴う

リスク（有害事象とその対策等）(1)②褥瘡

及び慢性創傷の治療における血流 

14 

第 27 回３．創傷管理関連 2) 褥瘡又は慢

性創傷の治療における血流のない壊死組織

の除去⑦⑧①DESIGN-R に準拠した壊死組織

の除去の判断第 28 回３．創傷管理関連 2) 

褥瘡又は慢性創傷の治療における血流のな

い壊死組織の除去⑨⑩①全身状態の評価と

除去の適性判断（タンパク量、感染リスク

等）（1）②全身状態の評価と除去の適性判断

（タンパク量、感染リスク等）（2） 

 

前川 

佳

敬 

15 

第 29 回３．創傷管理関連 2) 褥瘡又は慢

性創傷の治療における血流のない壊死組織

の除去⑪⑫①壊死組織と健常組織の境界判

断（1）②壊死組織と健常組織の境界判断（2）

第 30 回３．創傷管理関連 2) 褥瘡又は慢

性創傷の治療における血流のない壊死組織

の除去⑬⑭①褥瘡及び慢性創傷の治療にお

ける血流のない壊死組織の除去の方法 

 

前川 

佳

敬 

16 

第 31 回３．創傷管理関連 2) 褥瘡又は慢

性創傷の治療における血流のない壊死組織

の除去⑮⑯①褥瘡及び慢性創傷の治療にお

ける血流のない壊死組織の除去に伴う出血

の止血方法（1）②褥瘡及び慢性創傷の治療

における血流のない壊死組織の除去に伴う

出血の止血方法（2）第 32 回３．創傷管理

関連 3) 創傷に対する陰圧閉鎖療法

①②①創傷に対する陰圧閉鎖療法の種類と

目的②創傷に対する陰圧閉鎖療法の適応と

禁忌、創傷に対する陰圧閉鎖療法に伴うリ

スク（有害事象とその対策等） 

 

前川 

佳

敬 

17 

第 33 回３．創傷管理関連 3) 創傷に対す

る陰圧閉鎖療法③④①物理的療法の原理

（1）②物理的療法の原理（2）第 34 回３．

創傷管理関連 3) 創傷に対する陰圧閉鎖

療法⑤⑥①創傷に対する陰圧閉鎖療法の方

法(1)②創傷に対する陰圧閉鎖療法に伴う

出血の止血方法 

 

前川 

佳

敬 

18 

第 35 回３．創傷管理関連 3) 創傷に対す

る陰圧閉鎖療法⑦⑧①物理的療法の原理

（3）②創傷に対する陰圧閉鎖療法の方法

(2) 

 

前川 

佳

敬 

19 

第 36 回 1．呼吸器（長期呼吸療法に係るも

の）関連 2）気管カニューレの交換①【演習】

気管カニューレの交換 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

砂

田 

一

郎 

20 

第 37 回 2．ろう孔管理関連 2）胃ろうカテ

ーテル若しくは腸ろうカテーテル又は胃ろ

うボタンの交換①【演習】胃ろうカテーテル

若しくは腸ろうカテーテル又は胃ろうボタ

ンの交換 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト



：

大

野 

恭

太 

21 

第 38 回 2．ろう孔管理関連 3）膀胱ろうカ

テーテルの交換①【演習】膀胱ろうカテーテ

ルの交換 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

樋

口 

喜

英 

22 

第 39 回 3．創傷管理関連 2）褥瘡又は慢性

創傷の治療における血流のない壊死組織の

除去①【演習】褥瘡又は慢性創傷の治療にお

ける血流のない壊死組織の除去 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

瀬

戸 

英

伸 

23 

第 40 回 3．創傷管理関連 3）創傷に対する

陰圧閉鎖療法①【演習】創傷に対する陰圧閉

鎖療法 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

黒

川 

憲

史 

24 
第 41 回 OSCE①【呼吸器（長期呼吸療法に係

るもの）関連】1．気管カニューレの交換 
 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

砂

田 

一

郎 

25 

第 42 回 OSCE②【ろう孔管理関連】1．胃ろ

うカテーテル若しくは腸ろうカテーテル又

は胃ろうボタンの交換 2．膀胱ろうカテーテ

ルの交換 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

大

野 

恭

太

樋

口 

喜



英 

26 

第 43 回 OSCE③【創傷管理関連】1．褥瘡又

は慢性創傷の治療における血流のない壊死

組織の除去 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

瀬

戸 

英

伸

黒

川 

憲

史 

27 科目修了試験（筆記試験）  

前川 

佳

敬 

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト OSCE：評価表

（Mini-CEX）を用いた観察評価試験：e ラーニング上で筆記試験を実施【ろう孔管理関連】講義：e ラーニン

グの受講及び講義確認テスト OSCE：評価表（Mini-CEX）を用いた観察評価試験：e ラーニング上で筆記

試験を実施【創傷管理関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト OSCE：評価表（Mini-CEX）を

用いた観察評価試験：e ラーニング上で筆記試験 

 

左 記 の

内 容 で

評 価

し 、 総

合 評 価

が 60 点

以 上 で

単 位 を

認 定 す

る。 



授業科目名 カテーテル・ドレーン管理の実践 (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

【?嚢ドレーン管理関連】＜講義：9時間 演習：1時間 科目修了試験（筆記試験）：1時間＞（共通）?嚢ドレ

ーン管理関連の基礎知識：?嚢ドレーンの必要性やその特徴を理解し、?嚢ドレーンの抜去を実践できる看護

師を養成する。（?嚢ドレーンの抜去）：医師の指?の下、?順書により、?体所?（排液の性状や量、挿?部の状

態、?タンポナーデ症状の有無等）及び検査結果等が医師から指?された病状の範囲にあることを確認し、?術

後の出?等の確認や液体等の貯留を予防するために挿?されている状況?は患者の病態が?期にわたって管理さ

れ安定している状況において、?嚢部へ挿?・留置されているドレーンを抜去する。抜去部は、縫合、結紮閉

鎖?は閉塞性ドレッシング剤の貼付を?う。縫合?で固定されている場合は抜?を?う。【胸腔ドレーン管理関連】

＜講義：13 時間 演習：1時間 科目修了試験（筆記試験）：1時間＞（共通）胸腔ドレーン管理関連の基礎知

識：胸腔ドレーンの必要性やその特徴を理解し、低圧胸腔内持続吸引器の吸引圧の設定及びその変更、胸腔

ドレーンの抜去を実践できる看護師を養成する。（低圧胸腔内持続吸引器の吸引圧の設定及びその変更）：医

師の指?の下、?順書により、?体所?（呼吸状態、エアリークの有無、排液の性状や量等）及び検査結果（レン

トゲン所?等）等が医師から指?された病状の範囲内にあることを確認し、吸引圧の設定及びその変更を?う。

（胸腔ドレーンの抜去）：医師の指?の下、?順書により、?体所?（呼吸状態、エアリークの有無、排液の性状

や量、挿?部の状態等）及び検査結果（レントゲン所?等）等が医師から指?された病状の範囲内にあることを

確認し、?術後の出?の確認や体液等の貯留を予防するために挿?されているドレーンを、患者の呼吸を誘導し

ながら抜去する。抜去部は、縫合?は結紮閉鎖する。縫合?で固定されている場合は抜?を?う。【腹腔ドレーン

管理関連】＜講義：9時間 演習：1時間 科目修了試験（筆記試験）：1時間＞（共通）腹腔ドレーン管理関連

の基礎知識：腹腔ドレーンの必要性やその特徴を理解し、腹腔ドレーンの抜去を実践できる看護師を養成す

る。（腹腔ドレーンの抜去（（腹腔内に留置された穿刺針の抜針を含む））：医師の指?の下、?順書により、?体

所?（排液の性状や量、腹痛の程度、挿?部の状態等）等が医師から指?された病状の範囲にあることを確認し、

腹腔内に挿?・留置されているドレーン?穿刺針を抜去する。抜去部は、縫合、結紮閉鎖?は閉塞性ドレッシン

グ剤の貼付を?う。縫合?で固定されている場合は抜?を?う。【創部ドレーン管理関連】＜講義：6時間 演習：

1時間 科目修了試験（筆記試験）：1時間＞（共通）創部ドレーン管理関連の基礎知識：創部ドレーンの必要

性やその特徴を理解し、創部ドレーンの抜去を実践できる看護師を養成する。（創部ドレーンの抜去）：医師

の指?の下、?順書により、?体所?（排液の性状や量、挿?部の状態、発熱の有無等）及び検査結果等が医師か

ら指?された病状の範囲内にあることを確認し、創部に挿?・留置されている状況?は患者の状態が?期にわた

って管理され、安定している状況において、創部へ挿?・留置されているドレーンを抜去する。抜去部は、開

放または閉塞性ドレッシング剤の貼布を?う。縫合?で固定されている場合は抜?を?う。【栄養に係るカテーテ

ル管理（中?静脈カテーテル管理）関連】＜講義：8時間 演習：1時間 科目修了試験（筆記試験）：1時間＞

（共通）中?静脈カテーテル管理の基礎知識：中?静脈カテーテルの必要性やその特徴を理解し、安全に中?静

脈カテーテルの抜去を実践できる看護師を養成する。（中?静脈カテーテルの抜去）：医師の指?の下、?順書に

より、?体所?（発熱の有無、?事摂取量等）及び検査結果等が医師から指?された病状の範囲内にあることを

確認し、中?静脈内に挿?されているカテーテルを引き抜き、??するとともに、全?が抜去されたことを確認す

る。抜去部は、縫合、結紮閉鎖?は閉塞性ドレッシング剤の貼付を?う。縫合?で固定されている場合は抜?を?

う。【栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型中?静脈注射?カテーテル管理）関連】＜講義：9時間 演習：1

時間 科目修了試験（筆記試験）：1時間＞＜OSCE：1 時間＞（共通）末梢留置型中?静脈注射?カテーテル管理



の基礎知識：末梢留置型中?静脈注射?カテーテルの必要性やその特徴を理解し、安全に末梢留置型中?静脈注

射?カテーテルの挿?を実践できる看護師を養成する。（末梢留置型中?静脈注射?カテーテルの挿?）：医師の指?

の下、?順書により、?体所?（末梢?管の状態に基づく末梢静脈点滴実施の困難さ、?事摂取量等）及び検査結

果等が医師から指?された病状の範囲内にあることを確認し、超?波において穿刺静脈を選択し、経?的に肘静

脈?は、上腕静脈を穿刺し、末梢留置型中?静脈注射?カテーテル（PICC）を挿?する。 

 

学修目標 

1．医師の指?の下、?順書により、医療?接、?体所?及び検査結果等が医師から指?された病状の範囲にあることを確

認し、以下の特定行為が実施できるようになる。  心嚢ドレーンの抜去、低圧胸腔内持続吸引器の吸引圧の設定及

びその変更、胸腔ドレーンの抜去、腹腔ドレー  ンの抜去、創部ドレーンの抜去、中心静脈カテーテルの抜去、末

梢留置型中心静脈注射用カテーテルの挿入2．?順書案を作成し、再評価、修正できる能?を養う。3．医師、?科医師

から?順書による指?を受け、実施の可否を判断するために必要な知識を養 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。 

 

教科書 

特になし 

 

参考書 

特になし 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

第 1回 1．心嚢ドレーン管理関連 1)（共通）?

嚢ドレーン管理関連の基礎知識①②①?嚢

ドレナージに関する局所解剖②心嚢ドレナ

ージを要する主要疾患の病態生理第 2回 1．

心嚢ドレーン管理関連 1)（共通）?嚢ドレー

ン管理関連の基礎知識③④①心嚢ドレナー

ジを要する主要疾患のフィジカルアセスメ

ント②心嚢ドレナージの目的、適応と禁忌

／心嚢ドレナージに伴うリスク（有害事象

とその対策等） 

初回授業の内容をシラバス等で確認 
前 川 

佳敬 

2 

第 3回 1．心嚢ドレーン管理関連 1) 心嚢ド

レーンの抜去①②①心嚢ドレーンの抜去の

適応と禁忌②心嚢ドレーンの抜去に伴うリ

スク（有害事象とその対策等）第 4 回 1．心

嚢ドレーン管理関連 1) 心嚢ドレーンの抜

去③④①心嚢ドレーンの抜去の方法と手技

(1)②心嚢ドレーンの抜去の方法と手技(2) 

 
前 川 

佳敬 

3 

第 5回 2．胸腔ドレーン管理関連 1)（共通）

胸腔ドレーン管理関連の基礎知識①②①胸

腔ドレナージに関する局所解剖②胸腔ドレ

ナージを要する主要疾患の病態生理第 6 回

2．胸腔ドレーン管理関連 1)（共通）胸腔ド

 
前 川 

佳敬 



レーン管理関連の基礎知識③④③胸腔ドレ

ナージを要する主要疾患のフィジカルアセ

スメント④胸腔ドレナージの目的、適応と

禁忌 

4 

第 7回 2．胸腔ドレーン管理関連 1)（共通）

胸腔ドレーン管理関連の基礎知識⑤⑤胸腔

ドレナージに伴うリスク（有害事象とその

対策等）2) 低圧胸腔内持続吸引器の吸引圧

の設定及びその変更①①低圧胸腔内持続吸

引の適応と禁忌第 8 回 2．胸腔ドレーン管

理関連 2) 低圧胸腔内持続吸引器の吸引圧

の設定及びその変更②③②低圧胸腔内持続

吸引に伴うリスク（有害事象とその対策等）

③低圧胸腔内持続吸引器のメカニズムと構

造 

 
前 川 

佳敬 

5 

第 9回 2．胸腔ドレーン管理関連 3) 胸腔ド

レーンの抜去①②①胸腔ドレーンの抜去の

適応と禁忌②胸腔ドレーンの抜去に伴うリ

スク（有害事象とその対策等）第 10 回 2．

胸腔ドレーン管理関連 3) 胸腔ドレーンの

抜去③④③胸腔ドレーンの抜去の方法と手

技(1)④胸腔ドレーンの抜去の方法と手技

(2) 

 
前 川 

佳敬 

6 

第 11 回 3．腹腔ドレーン管理関連 1)（共通）

腹腔ドレーン管理関連の基礎知識①②①腹

腔ドレナージに関する局所解剖、主要疾患

のフィジカルアセスメント②腹腔ドレナー

ジを要する主要疾患の病態生理(1)第 12 回

3．腹腔ドレーン管理関連 1)（共通）腹腔ド

レーン管理関連の基礎知識③④③腹腔ドレ

ナージを要する主要疾患の病態生理(2)④

腹腔ドレナージの目的、適応と禁忌、伴うリ

スク（有害事象とその対策等） 

 
前 川 

佳敬 

7 

第 13 回 3．腹腔ドレーン管理関連 2)腹腔ド

レーンの抜去①②①腹腔ドレーン抜去の適

応と禁忌②腹腔ドレーンの抜去に伴うリス

ク（有害事象とその対策）第 14 回 3．腹腔

ドレーン管理関連 2)腹腔ドレーンの抜去

③④③腹腔ドレーンの抜去の方法と手技

(1)④腹腔ドレーンの抜去の方法と手技(1) 

 
前 川 

佳敬 

8 

第 15 回 4．創部ドレーン管理関連 1)（共通）

創部ドレーン管理関連の基礎知識①②①創

部ドレナージに関する局所解剖、適応と禁

忌、伴うリスク（有害事象とその対策等）②

創部ドレナージを要する主要疾患の病態生

理、フィジカルアセスメント第 16 回 4．創

部ドレーン管理関連 1)（共通）創部ドレー

ン管理関連の基礎知識③④③創部ドレナー

ジを要する主要疾患の病態生理、フィジカ

ルアセスメント 

 

前川 

佳

敬 

9 

第 17 回 4．創部ドレーン管理関連 2)創部ド

レーンの抜去①②①創部ドレーンの抜去の

適応と禁忌②創部ドレーンの抜去に伴うリ

スク（有害事象とその対策等）第 18 回 4．

創部ドレーン管理関連 2)創部ドレーンの抜

去③③創部ドレーンの抜去の方法と手技 

 
前 川 

佳敬 

10 

第 19 回 5．栄養に係るカテーテル管理(中

心静脈ｶﾃｰﾃﾙ)関連 1)（共通）中?静脈カテー

テル管理の基礎知識①②①中心静脈ｶﾃｰﾃﾙ

に関するに関する局所解剖 中心静脈ｶﾃｰﾃ

ﾙを要する主要疾患の病態生理、フィジカル

アセスメント、目的(1)②中心静脈ｶﾃｰﾃﾙに

関するに関する局所解剖中心静脈ｶﾃｰﾃﾙを

 

前川 

佳

敬 



要する主要疾患の病態生理、フィジカルア

セスメント、目的(2)第 20 回 5．栄養に係る

カテーテル管理(中心静脈ｶﾃｰﾃﾙ)関連 1)（共

通）中?静脈カテーテル管理の基礎知識 

11 

第 21 回 5．栄養に係るカテーテル管理(中

心静脈ｶﾃｰﾃﾙ)関連 2)中心静脈カテーテルの

抜去①②①中心静脈ｶﾃｰﾃﾙ抜去の適応と禁

忌②中心静脈ｶﾃｰﾃﾙの抜去に伴うリスク（有

害事象とその対策）第 22 回 5．栄養に係る

カテーテル管理(中心静脈ｶﾃｰﾃﾙ)関連 2)中

心静脈カテーテルの抜去③④③中心静脈ｶﾃ

ｰﾃﾙの抜去の方法と手技(1)④中心静脈ｶﾃｰﾃ

ﾙの抜去の方法と手技(2) 

 

前川 

佳

敬 

12 

第 23 回 6．栄養に係るカテーテル管理(末

梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理)

関連 1)（共通）末梢留置型中?静脈注射?カ

テーテル管理の基礎知識①②①末梢留置型

中心静脈注射用カテーテルに関する局所解

剖、末梢留置型中心静脈注射用カテーテル

を要する主要疾患の病態生理、フィジカル

アセスメント、目的（1）②末梢留置型中心

静脈注射用カテーテルに関する局所解剖、

末梢留置型中心静脈注射用カテーテルを要

する主要疾患の病態生理、フィジカルアセ

スメント、目的（2）第 24 回 6．栄養に係る

カテーテル 

 

前川 

佳

敬 

13 

第 25 回 6．栄養に係るカテーテル管理(末

梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理)

関連 2) 末梢留置型中心静脈注射用カテー

テルの挿入①②①末梢留置型中心静脈注射

用カテーテルの挿入の適応と禁忌②末梢留

置型中心静脈注射用カテーテルの挿入に伴

うリスク（有害事象とその対策等）第 26 回

6．栄養に係るカテーテル管理(末梢留置型

中心静脈注射用カテーテル管理)関連 2) 末

梢留置型中心静脈注射用カテーテルの挿入

③④③末梢留置型中心静脈注射用ｶﾃｰﾃﾙの

挿入の方法と手技(1)④末梢 

 

前川 

佳

敬 

14 

第 27 回 6．栄養に係るカテーテル管理(末

梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理)

関連 2)末梢留置型中心静脈注射用カテーテ

ルの挿入⑤⑤末梢留置型中心静脈注射用ｶﾃ

ｰﾃﾙの挿入の方法と手技(3) 

 

前川 

佳

敬 

15 
第 28 回 1．心嚢ドレーン管理関連【演習】

心嚢ドレーン管理 
 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

岡 

隆

紀 

16 

第 29 回 2．胸腔ドレーン管理関連 2)低圧胸

腔内持続吸引器の吸引圧の設定及びその変

更【演習】低圧胸腔内持続吸引器の吸引圧の

設定及びその変更方法 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

岡 

隆

紀 



17 
第 30 回 3．腹腔ドレーン管理関連【演習】

腹腔ドレーン管理 
 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

岡

﨑 

太

郎 

18 
第 31 回 4．創部ドレーン管理関連【演習】

創部ドレーン管理 
 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

岡 

隆

紀 

19 

第 32 回 5．栄養に係るカテーテル管理(中

心静脈ｶﾃｰﾃﾙ)関連【演習】栄養カテーテル管

理（中心静脈） 

 

多田羅 

康

章 

20 

第 33 回 6．栄養に係るカテーテル管理(末

梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理)

関連【栄養】栄養カテーテル管理（抹消留置） 

 

多田羅 

康

章 

21 
第 34 回 OSCE 末梢留置型中心静脈注射用カ

テーテルの挿入 
 

多田羅 

康

章 

22 科目修了試験  

前川 

佳

敬 

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【心嚢ドレーン管理関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト試験：e ラーニング上で筆記試験

を実施【胸腔ドレーン管理関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト演習：ペーパーシミュレー

ションによるグループワークを評価表に基づいて評価試験：e ラーニング上で筆記試験を実施【腹腔ドレー

ン管理関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト試験：e ラーニング上で筆記試験を実施【創部

ドレーン管理関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト試験： 

 

左 記 内

容 で 評

価 し 、

総 合 評

価が 60

点 以 上

で 単 位

を 認 定

する。 



授業科目名 薬物治療の実践Ⅰ (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

【栄養及び?分管理に係る薬剤投与関連】＜講義：15 時間 演習：2時間 科目修了試験（筆記試験）：1時間＞

（共通）栄養及び?分管理に係る薬剤投与関連の基礎知識：絶?状態や消化管の使?が困難である場合、低栄養

状態の患者あるいは、脱?症状の患者に対し、症状や?体所?、検査所?から、?カロリー輸液や脱?に対する輸

液による補正の必要性、?的、?法を理解し、かつ安全に薬剤投与量の調整を実践できる看護師を養成する。

（持続点滴中の?カロリー輸液の投与量の調整）：医師の指?の下、?順書により、?体所?（?事摂取量、栄養状

態等）及び検査結果等が医師から指?された病状の範囲にあることを確認し、持続点滴中の?カロリー輸液の

投与量の調整を?う。（脱?症状に対する輸液による補正）：医師の指?の下、?順書により、?体所?（?事摂取量、?

膚の乾燥の程度、排尿回数、発熱の有無、?渇や倦怠感の程度等）及び検査結果（電解質等）等が医師から指?

された病状の範囲にあることを確認し、輸液による補正を?う。【?糖コントロールに係る薬剤投与関連】＜講

義：14 時間 演習：3時間 科目修了試験（筆記試験）：1 時間＞（共通）?糖コントロールに係る薬剤投与関連

の基礎知識：糖尿病の病態やインスリン療法を理解し、安全にインスリン投与量の調整を実践できる看護師

を養成する。（インスリンの投与量の調整）：医師の指?の下、?順書（スライディングスケールは除く）によ

り、?体所?（?渇、冷汗の程度、?事摂取量  等）及び検査結果（?糖値等）等が医師から指?された病状の範

囲にあることを確認し、インスリンの投与量の調整を?う。【循環動態に係る薬剤投与関連】＜講義：24 時間 

演習 5時間 科目修了試験（筆記試験）：1 時間＞（共通）循環動態に係る薬剤投与関連の基礎知識：循環動態

に係る薬剤投与に関連する基本的な知識を理解し、安全に薬剤投与を実践できる看護師を養成する。（持続点

滴中のカテコラミンの投与量の調整）：医師の指?の下、?順書により、?体所?（動悸の有無、尿量、?圧等）、??

動態及び検査結果等が医師から指?された病状の範囲にあることを確認し、持続点滴中のカテコラミン（注射

薬）の投与量の調整を行う。（持続点滴中のナトリウム、カリウム?はクロールの投与量の調整）：医師の指?

の下、?順書により、?体所?（?渇や倦怠感の程度、不整脈の有無、尿量等）及び検査結果（電解質、酸塩基平

衡等）等が医師から指?された病状の範囲にあることを確認し、持続点滴中のナトリウム、カリウム?はクロ

ール（注射薬）の投与量の調整を?う。（持続点滴中の降圧剤の投与量の調整）：医師の指?の下、?順書により、?

体所?（意識レベル、尿量の変化、?圧等）及び検査結果等が医師から指?された病状の範囲内であることを確

認し、持続点滴中の降圧剤（注射薬）の投与量の調整を?う。（持続点滴中の糖質輸液?は電解質輸液の投与量

の調整）：医師の指?の下、?順書により、?体所?（?事摂取量、栄養状態、尿量、?分摂取量、不感蒸泄等）等

が医師から指?された病状の範囲内にあることを確認し、持続点滴中の糖質輸液、電解質輸液の投与量の調整

を?う。（持続点滴中の利尿剤の投与量の調整）：医師の指?の下、?順書により、?体所?（?渇、?圧、尿量、?分

摂取量、不感蒸泄等）及び検査結果（電解質等）等が、医師から指?された病状の範囲内にあることを確認し、

持続点滴中の利尿剤（注射薬）の投与量の調整を?う。 

 

学修目標 

1．医師の指?の下、?順書により、医療?接、?体所?及び検査結果等が医師から指?された病状の範囲にあることを確

認し、以下の特定行為が実施できるようになる。  脱水症状に対する輸液による補正、持続点滴中の高カロリー輸

液の投与量の調整、インスリンの投与量の  調整、持続点滴中のカテコラミン投与量の調整、持続点滴中のナトリ

ウム、カリウム又はクロールの投与量  の調整、持続点滴中の降圧剤の投与量の調整、持続点滴中の糖質輸液又は

電解質輸液の投与量の調整、  持続点滴中の利尿剤の投与量の調整 2． 



 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。 

 

教科書 

特になし。 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

第 1 回 1．栄養及び水分管理に係る薬剤投

与関連 1)（共通）栄養及び?分管理に係る薬

剤投与関連の基礎知識①②①循環動態に関

する局所解剖②循環動態に関する主要症候

第 2 回 1．栄養及び水分管理に係る薬剤投

与関連 1)（共通）栄養及び?分管理に係る薬

剤投与関連の基礎知識③④③脱水や低栄養

状態に関する主要症候④輸液療法の目的と

種類、病態に応じた輸液療法の適応と禁忌 

初回授業の内容をシラバス等で確認 
前 川 

佳敬 

2 

第 3 回 1．栄養及び水分管理に係る薬剤投

与関連 1)（共通）栄養及び?分管理に係る薬

剤投与関連の基礎知識⑤⑥⑤輸液時に必要

な検査⑥輸液療法の計画第 4 回 1．栄養及

び水分管理に係る薬剤投与関連 2)持続点滴

中の高カロリー輸液の投与量の調整①②①

低栄養状態に関する局所解剖、低栄養状態

の原因と病態?理②低栄養状態に関するフ

ィジカルアセスメント、低栄養状態の判断、

検査 

 
前 川 

佳敬 

3 

第 5 回 1．栄養及び水分管理に係る薬剤投

与関連 2)持続点滴中の高カロリー輸液の投

与量の調整③④③?カロリー輸液の適応と

使??法、?カロリー輸液に関する栄養学、?カ

ロリー輸液のリスク（有害事象とその対策

等）④?カロリー輸液の種類と臨床薬理、?カ

ロリー輸液の副作?と評価第 6 回 1．栄養及

び水分管理に係る薬剤投与関連 3)脱水症状

に対する輸液による補正①②①脱水症状に

関する局所解剖、原因と病態生理②脱水症

状に関するフィジカルアセスメントと検査 

 
前 川 

佳敬 

4 

第 7 回 1．栄養及び水分管理に係る薬剤投

与関連 3)脱水症状に対する輸液による補正

③④③脱水症状に対する輸液による補正に

必要な輸液の種類と臨床薬理④脱水症状に

対する輸液による補正の適応と使用方法、

副作用、脱水症状の程度の判断と輸液によ

る補正のリスク（有害事象とその対策等）第

8回 1．栄養及び水分管理に係る薬剤投与関

連 3)脱水症状に対する輸液による補正⑤⑤

 
前 川 

佳敬 



高カロリー輸液の種類と臨床薬理、高カロ

リー輸液の副作用と評価 

5 

第 9 回 2．血糖コントロールに係る薬剤投

与関連 1)（共通）?糖コントロールに係る薬

剤投与関連の基礎知識①②①糖尿病とイン

スリン療法に関する局所解剖、?的②糖尿病

とインスリン療法に関する病態?理第 10 回

2．血糖コントロールに係る薬剤投与関連 1)

（共通）?糖コントロールに係る薬剤投与関

連の基礎知識③④③糖尿病とインスリン療

法に関するフィジカルアセスメント④糖尿

病とインスリン療法に関する検査（インス

リン療法の導?基準を含む） 

 
前 川 

佳敬 

6 

第 11 回 2．血糖コントロールに係る薬剤投

与関連 1)（共通）?糖コントロールに係る薬

剤投与関連の基礎知識⑤⑥⑤インスリン製

剤の種類と臨床薬理⑥各種インスリン製剤

の適応と使??法、副作?第 12 回 2．血糖コン

トロールに係る薬剤投与関連 2)インスリン

の投与量の調整①②①病態に応じたインス

リン製剤の調整の判断基準②病態に応じた

インスリンの投与量の調整のリスク（有害

事象とその対策等） 

 
前 川 

佳敬 

7 

第 13 回 2．血糖コントロールに係る薬剤投

与関連 2)インスリンの投与量の調整③④③

外来でのインスリン療法と?院の適応（1）④

外来でのインスリン療法と?院の適応（2）第

14 回 2．血糖コントロールに係る薬剤投与

関連 2)インスリンの投与量の調整⑤⑥⑤イ

ンスリン療法に関する患者への説明（1）⑥

インスリン療法に関する患者への説明（2） 

 
前 川 

佳敬 

8 

第 15 回 2．血糖コントロールに係る薬剤投

与関連 2)インスリンの投与量の調整⑦⑦イ

ンスリン療法に関する患者への説明（3）第

16 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 1)（共

通）循環動態に係る薬剤投与関連の基礎知

識①②①循環動態に関する局所解剖②循環

動態に関する主要徴候 

 

前川 

佳

敬 

9 

第 17 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 1)

（共通）循環動態に係る薬剤投与関連の基

礎知識③④③循環動態の薬物療法を必要と

する主要疾患の病態生理④循環動態の薬物

療法を必要とする主要疾患のフィジカルア

セスメント第 18 回 3．循環動態に係る薬剤

投与関連 1)（共通）循環動態に係る薬剤投

与関連の基礎知識⑤⑥⑤輸液療法の目的と

種類⑥病態に応じた輸液療法の適応と禁忌 

 
前 川 

佳敬 

10 

第 19 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 1)

（共通）循環動態に係る薬剤投与関連の基

礎知識⑦⑧⑦輸液時に必要な検査⑧輸液療

法の計画第 20 回 3．循環動態に係る薬剤投

与関連 2)持続点滴中のカテコラミン投与量

の調整①②①カテコラミン製剤の種類と臨

床薬理②各種カテコラミン製剤の適応と使

用方法 

 

前川 

佳

敬 

11 

第 21 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 2)

持続点滴中のカテコラミン投与量の調整

③③各種カテコラミン製剤の副作用、持続

点滴中のカテコラミンの投与量の調整のリ

スク（有害事象とその対策等）第 22 回 3．

循環動態に係る薬剤投与関連 3)持続点滴中

のナトリウム、カリウム又はクロールの投

与量の調整①②①持続点滴によるナトリウ

 

前川 

佳

敬 



ム、カリウム又はクロールの投与の適応と

使用方法、臨床薬理②持続点滴によるナト

リウム、カリウム又はクロールの投与の副

作用 

12 

第 23 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 3)

持続点滴中のナトリウム、カリウム又はク

ロールの投与量の調整③③持続点滴中のナ

トリウム、カリウム又はクロールの投与量

の調整のリスク（有害事象とその対策等）第

24 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 4)持

続点滴中の降圧剤の投与量の調整①②①降

圧剤の種類と臨床薬理／各種降圧剤の適応

と使用方法②各種降圧剤の副作用 

 

前川 

佳

敬 

13 

第 25 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 4)

持続点滴中の降圧剤の投与量の調整③③持

続点滴中の降圧剤の投与量の調整のリスク

（有害事象とその対策等）第 26 回 3．循環

動態に係る薬剤投与関連 5)持続点滴中の糖

質輸液又は電解質輸液の投与量の調整

①②①糖質輸液、電解質輸液の種類と臨床

薬理、適応と使用方法②各種糖質輸液、電解

質輸液の副作用 

 

前川 

佳

敬 

14 

第 27 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 5)

持続点滴中の糖質輸液又は電解質輸液の投

与量の調整③③持続点滴中の糖質輸液、電

解質輸液の投与量の調整のリスク（有害事

象とその対策等）第 28 回 3．循環動態に係

る薬剤投与関連 6)持続点滴中の利尿剤の投

与量の調整①②①利尿剤の種類と臨床薬

理、適応と使用方法②各種利尿剤の副作用 

 

前川 

佳

敬 

15 

第 29 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 6)

持続点滴中の利尿剤の投与量の調整③③持

続点滴中の利尿剤の投与量の調整のリスク

（有害事象とその対策等） 

 

前川 

佳

敬 

16 

第 30 回 1．栄養及び水分管理に係る薬剤投

与関連 2)持続点滴中の高カロリー輸液の投

与量の調整【演習】高カロリー輸液の判断基

準（ペーパーシミュレーションを含む） 

 

筒泉 

貴

彦

ゲ

ス

ト

：

濱

田 

治

世

戸 

博

之

笹

木 

晋

高

石 

絵

美

猪

熊 

咲

子

小

林 

達

也 



17 

第 31 回 1．栄養及び水分管理に係る薬剤投

与関連 3)脱水症状に対する輸液による補正

【演習】脱水症状に対する輸液による補正

の判断基準（ペーパーシミュレーションを

含む） 

 

筒泉 

貴

彦

向

井 

拓

也

ゲ

ス

ト

：

濱

田 

治

世

戸 

博

之

笹

木 

晋

高

石 

絵

美

猪

熊 

咲

子

小

林 

達

也 

18 

第 32 回 2．血糖コントロールに係る薬剤投

与関連 2)インスリンの投与量の調整【演習】

病態に応じたインスリン製剤の調整の判断

基準（1）（ペーパーシミュレーションを含

む）（１）【演習】病態に応じたインスリン製

剤の調整の判断基準（1）（ペーパーシミュレ

ーションを含む）（２） 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

陳 

慶

祥 

19 

第 33 回 2．血糖コントロールに係る薬剤投

与関連 2)インスリンの投与量の調整【演習】

病態に応じたインスリン製剤の調整の判断

基準（1）（ペーパーシミュレーションを含

む）（３） 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

陳 

慶

祥 

20 

第 34 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 2)

持続点滴中のカテコラミン投与量の調整

【演習】病態に応じたカテコラミンの投与

量の調整の判断基準（ペーパーシミュレー

ションを含む） 

 

多田羅 

康

章 

21 

第 35 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 3)

持続点滴中のナトリウム、カリウム又はク

ロールの投与量の調整【演習】病態に応じた

持続点滴によるナトリウム、カリウム又は

クロールの投与の調整の判断基準（ペーパ

 

多田羅 

康

章 



ーシミュレーションを含む） 

22 

第 36 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 4)

持続点滴中の降圧剤の投与量の調整【演習】

病態に応じた降圧剤の投与量の調整の判断

基準（ペーパーシミュレーションを含む） 

 

多田羅 

康

章 

23 

第 37 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 5)

持続点滴中の糖質輸液又は電解質輸液の投

与量の調整【演習】病態に応じた糖質輸液、

電解質輸液の調整の判断基準（ペーパーシ

ミュレーションを含む） 

 

多田羅 

康

章 

24 

第 38 回 3．循環動態に係る薬剤投与関連 6)

持続点滴中の利尿剤の投与量の調整【演習】

病態に応じた利尿剤の調整の判断基準（ペ

ーパーシミュレーションを含む） 

 

多田羅 

康

章 

25 科目修了試験  

前川 

佳

敬 

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト演習：ペーパー

シミュレーションによるグループワークを評価表に基づいて評価試験：e ラーニング上で筆記試験を実施

【血糖コントロールに係る薬剤投与関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト演習：ペーパーシ

ミュレーションによるグループワークを評価表に基づいて評価試験：e ラーニング上で筆記試験を実施【循

環動態に係る薬剤投与関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト演習：ペーパー 

 

左 記 内

容 で 評

価 し 、

総 合 評

価が 60

点 以 上

で 単 位

を 認 定

する。 



授業科目名 薬物治療の実践Ⅱ (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 集中講義 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

【感染に係る薬剤投与関連】＜講義：26 時間 演習：4時間 科目修了試験（筆記試験）：1時間＞（共通）感

染に係る薬剤投与関連の基礎知識：感染徴候時の病態?理や主要疾患の特徴を理解し、安全に薬剤の臨時の投

与を実践できる看護師を養成する。（感染徴候がある者に対する薬剤の臨時の投与）：医師の指?の下、?順書

により、?体所?（尿混濁の有無、発熱等）及び検査結果等が医師から指?された病状の範囲内にあることを確

認し、感染徴候時の薬剤を投与する。【精神及び神経症状に係る薬剤投与関連】＜講義：29 時間 演習：4 時

間 科目修了試験（筆記試験）：1時間＞（共通）精神及び神経症状に係る薬剤投与関連の基礎知識：精神及び

神経症状のある患者に対し、適切に状態を評価し、安全に薬剤を投与投与できる基本的な知識を得る。（抗け

いれん剤の臨時の投与）：医師の指?の下、?順書により、?体所?（発熱の程度、頭痛や嘔吐の有無、発作の様?

等）及び既往の有無等が医師から指?された病状の範囲にあることを確認し、抗けいれん剤を投与する。（抗

精神病薬の臨時の投与）：医師の指?の下、?順書により、?体所?（興奮状態の程度や継続時間、せん妄の有無

等）等が医師から指?された病状の範囲にあることを確認し、抗精神病薬を投与する。（抗不安薬の臨時の投

与）：医師の指?の下、?順書により、?体所?（不安の程度や継続時間等）等が医師から指?された病状の範囲

にあることを確認し、抗不安薬を投与する。 

 

学修目標 

1．医師の指?の下、?順書により、医療?接、?体所?及び検査結果等が医師から指?された病状の範囲にあることを確

認し、以下の特定行為が実施できるようになる。   感染徴候がある者に対する薬剤の臨時投与、抗けいれん剤の

臨時の投与、抗精神病薬の臨時の投与、  抗不安薬の臨時の投与 2．?順書案を作成し、再評価、修正できる能?

を養う。3．医師、?科医師から?順書による指?を受け、実施の可否を判断するために必要な知識を養う。4．実施、

報告の?連の流れが適切に?える。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。 

 

教科書 

特になし。 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 



1 

第 1 回 1．感染に係る薬剤投与関連 1)（共

通）感染に係る薬剤投与関連の基礎知識

①②①感染症の病態生理(1)②感染症の病

態生理(2)第 2 回 1．感染に係る薬剤投与関

連 1)（共通）感染に係る薬剤投与関連の基

礎知識③④③感染症の病態生理(3)④感染

症の病態生理(4) 

初回授業の内容をシラバス等で確認 
前 川 

佳敬 

2 

第 3 回 1．感染に係る薬剤投与関連 1)（共

通）感染に係る薬剤投与関連の基礎知識

⑤⑥⑤感染症の主要症候と主要疾患（1）⑥

感染症の主要症候と主要疾患（2)第 4回 1．

感染に係る薬剤投与関連 1)（共通）感染に

係る薬剤投与関連の基礎知識⑦⑧⑦感染症

の主要症候と主要疾患（3)⑧感染徴候があ

る者に対し使?するその他の各種薬剤の適

応と使??法 

 
前 川 

佳敬 

3 

第 5 回 1．感染に係る薬剤投与関連 1)（共

通）感染に係る薬剤投与関連の基礎知識

⑨⑩⑨感染症の主要症候と主要疾患（5)⑩

感染症の診断?法（1）第 6回 1．感染に係る

薬剤投与関連 1)（共通）感染に係る薬剤投

与関連の基礎知識⑪⑫⑪感染症の診断?法

（2)⑫主要感染症の診断?法（1） 

 
前 川 

佳敬 

4 

第 7 回 1．感染に係る薬剤投与関連 1)（共

通）感染に係る薬剤投与関連の基礎知識

⑬⑭⑬主要感染症の診断?法（2)⑭主要感染

症の診断?法（3)第 8 回 1．感染に係る薬剤

投与関連 1)（共通）感染に係る薬剤投与関

連の基礎知識⑮⑮主要疾患のフィジカルア

セスメント 2)感染徴候がある者に対する薬

剤の臨時投与①①抗?剤の種類と臨床薬理

（1） 

 
前 川 

佳敬 

5 

第 9 回 1．感染に係る薬剤投与関連 2)感染

徴候がある者に対する薬剤の臨時投与

②③②抗?剤の種類と臨床薬理（2）③各種

抗?剤の適応と使??法（1）第 10 回 1．感染

に係る薬剤投与関連 2)感染徴候がある者に

対する薬剤の臨時投与④⑤④各種抗?剤の

適応と使??法（2）⑤各種抗生剤の副作用（1） 

 
前 川 

佳敬 

6 

第 11 回 1．感染に係る薬剤投与関連 2)感染

徴候がある者に対する薬剤の臨時投与

⑥⑦⑥各種抗生剤の副作用（2）⑦感染徴候

がある者に対し使?するその他の薬剤の種

類と臨床薬理第 12 回 1．感染に係る薬剤投

与関連 2)感染徴候がある者に対する薬剤の

臨時投与⑧⑨⑧感染徴候がある者に対し

使?するその他の各種薬剤の適応と使??法

⑨感染徴候がある者に対し使?するその他

の各種薬剤の副作? 

 
前 川 

佳敬 

7 

第 13 回 1．感染に係る薬剤投与関連 2)感染

徴候がある者に対する薬剤の臨時投与

⑩⑪⑩感染徴候がある者に対する薬剤投与

のリスク（有害事象とその対策等）第 14 回

2．精神及び神経症状に係る薬剤投与関連 1)

（共通）感染に係る薬剤投与関連の基礎知

識①②①神経系の局所解剖②神経学的主要

症候と神経学的検査、フィジカルアセスメ

ント（1） 

 
前 川 

佳敬 

8 

第 15 回 2．精神及び神経症状に係る薬剤投

与関連 1)（共通）感染に係る薬剤投与関連

の基礎知識③④③神経学的主要症候と神経

学的検査、フィジカルアセスメント（2）④

主要な神経疾患と病態生理、神経学的検査、

 

前川 

佳

敬 



神経系の臨床薬理（1）第 16 回 2．精神及び

神経症状に係る薬剤投与関連 1)（共通）感

染に係る薬剤投与関連の基礎知識⑤⑥⑤主

要な神経疾患と病態生理、神経学的検査、神

経系の臨床薬理（2）⑥主要な神経疾患と病

態生理、神経学的検査、神経系の臨床薬理

（3） 

9 

第 17 回 2．精神及び神経症状に係る薬剤投

与関連 1)（共通）感染に係る薬剤投与関連

の基礎知識⑦⑧⑦主要な神経疾患と病態生

理、神経学的検査、神経系の臨床薬理（4）

⑧精神系の局所解剖第 18 回 2．精神及び神

経症状に係る薬剤投与関連 1)（共通）感染

に係る薬剤投与関連の基礎知識⑨⑩⑨精神

医学的主要症候⑩主要な精神疾患と病態生

理（1） 

 
前 川 

佳敬 

10 

第 19 回 2．精神及び神経症状に係る薬剤投

与関連 1)（共通）感染に係る薬剤投与関連

の基礎知識⑪⑫⑪主要な精神疾患と病態生

理（2）⑫主要な精神疾患の面接所見第 20 回

2．精神及び神経症状に係る薬剤投与関連 1)

（共通）感染に係る薬剤投与関連の基礎知

識⑬⑭⑬心理・精神機能検査⑭精神系の臨

床薬理（副作用、耐性と依存性を含む） 

 

前川 

佳

敬 

11 

第 21 回 2．精神及び神経症状に係る薬剤投

与関連 2)抗けいれん剤の臨時の投与①②①

けいれんの原因・病態?理、症状・診断（1）

②けいれんの原因・病態?理、症状・診断（2）

第 22 回 2．精神及び神経症状に係る薬剤投

与関連 2)抗けいれん剤の臨時の投与③④③

抗けいれん剤の種類と臨床薬理、適応と

使??法、副作?、投与の判断基準、投与のリ

スク（有害事象とその対策等）（1）④抗けい

れん剤の種類と臨床薬理、適応と使??法、副

作?、投与の判断基準、投与のリスク（有害

事象とその対策 

 

前川 

佳

敬 

12 

第 23 回 2．精神及び神経症状に係る薬剤投

与関連 3)抗精神病薬の臨時の投与①②①統

合失調症の原因・病態?理、症状・診断（1）

②統合失調症の原因・病態?理、症状・診断

（2）第 24 回 2．精神及び神経症状に係る薬

剤投与関連 3)抗精神病薬の臨時の投与

③④③抗精神病薬の種類と臨床薬理④各種

抗精神病薬の適応と使??法、副作? 

 

前川 

佳

敬 

13 

第 25 回 2．精神及び神経症状に係る薬剤投

与関連 3)抗精神病薬の臨時の投与⑤⑤病態

に応じた抗精神病薬の投与とその判断基

準、投与のリスク（有害事象とその対策等）

4)抗不安薬の臨時の投与①①不安障害の原

因・病態生理、症状・診断（1）第 26 回 2．

精神及び神経症状に係る薬剤投与関連 4)抗

不安薬の臨時の投与②③②不安障害の原

因・病態?理、症状・診断（2）③不安障害の

原因・病態生理、症状・診断（3） 

 

前川 

佳

敬 

14 

第 27 回 2．精神及び神経症状に係る薬剤投

与関連 4)抗不安薬の臨時の投与④⑤④抗不

安薬の種類と臨床薬理、適応と使??法、副

作?、投与のリスク（有害事象とその対策等）

（1）⑤抗不安薬の種類と臨床薬理、適応と

使用方法、副作用、投与のリスク（有害事象

とその対策等）（2） 

 

前川 

佳

敬 

15 
第 28 回 1．感染に係る薬剤投与関連 2)感染

徴候がある者に対する薬剤の臨時投与【演
 

前川 

佳



習】病態に応じた感染徴候がある者に対す

る薬剤投与の判断基準（ペーパーシミュレ

ーションを含む）：肺炎 

敬

ゲ

ス

ト

：

藤

田 

芳

正 

16 

第 29 回 1．感染に係る薬剤投与関連 2)感染

徴候がある者に対する薬剤の臨時投与【演

習】病態に応じた感染徴候がある者に対す

る薬剤投与の判断基準（ペーパーシミュレ

ーションを含む）：尿路感染症 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

藤

田 

芳

正 

17 

第 30 回 1．感染に係る薬剤投与関連 2)感染

徴候がある者に対する薬剤の臨時投与【演

習】病態に応じた感染徴候がある者に対す

る薬剤投与の判断基準（ペーパーシミュレ

ーションを含む）：CDI 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

藤

田 

芳

正 

18 

第 31 回 1．感染に係る薬剤投与関連 2)感染

徴候がある者に対する薬剤の臨時投与【演

習】病態に応じた感染徴候がある者に対す

る薬剤投与の判断基準（ペーパーシミュレ

ーションを含む）：MRSA 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

藤

田 

芳

正 

19 

第 32 回 2．精神及び神経症状に係る薬剤投

与関連 2)抗けいれん剤の臨時の投与【演習】

抗けいれん剤の臨時の投与とその判断基準

（ペーパーシミュレーション）（1） 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

秋

元 

寛

起

塚 

庸 

20 

第 33 回 2．精神及び神経症状に係る薬剤投

与関連 2)抗けいれん剤の臨時の投与【演習】

抗けいれん剤の臨時の投与とその判断基準

（ペーパーシミュレーション）（2） 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

秋



元 

寛

起

塚 

庸 

21 

第 34 回 2．精神及び神経症状に係る薬剤投

与関連 3)抗精神病薬の臨時の投与【演習】

病態に応じた抗精神病薬の投与とその判断

基準（ペーパーシミュレーション） 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

杉

林 

稔 

22 

第 35 回 2．精神及び神経症状に係る薬剤投

与関連 4)抗不安薬の臨時の投与【演習】病

態に応じた抗不安薬の投与の判断基準（ペ

ーパーシミュレーション） 

 

前川 

佳

敬

ゲ

ス

ト

：

杉

林 

稔 

23 科目修了試験  

前川 

佳

敬 

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【感染に係る薬剤投与関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト演習：ペーパーシミュレーショ

ンによるグループワークを評価表に基づいて評価試験：e ラーニング上で筆記試験を実施【精神及び神経

症状に係る薬剤投与関連】講義：e ラーニングの受講及び講義確認テスト演習：ペーパーシミュレーション

によるグループワークを評価表に基づいて評価試験：e ラーニング上で筆記試験を実施 

 

左 記 内

容 で 評

価 し 、

総 合 評

価が 60

点 以 上

で 単 位

を 認 定

する。 



授業科目名 特定行為実習Ⅰ(クリティカル) (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬／吉村 弥須子 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 3.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

【共通科目に関わる実習】以下の①～③共通科目に関する実習は、治療マネジメント科目の学修が開始され

るまでに修了（合格）する必要がある。①臨床推論 実習内容：医療面接 ＜実習：1時間 評価：実習 1時

間、試験 1時間＞②フィジカルアセスメント特論 実習内容：身体診察手技 ＜実習：0.5 時間 評価：実習

0.5 時間、試験 1時間＞③統合医療安全・特定医療行為実践特論 実習内容：特定行為実践総合実習（見学） 

＜実習：4.5 時間 評価：実習 1時間、試験 1時間＞【特定行為の区分に関わる実習】講義・演習で学修した

特定行為の知識・技術をもとに、患者の身体所見・検査結果等から病状の範囲であることを確認し、実施の

判断、実施、報告を 5 例以上行う。特定行為実習Ⅰについては、治療マネジメントで学修を終えた区分を全

て選択する。 ①周麻酔・周術期Ⅰ：呼吸器（気道確保）関連、呼吸器（人工呼吸）関連、術後疼痛管理関連 

②周麻酔・周術期Ⅱ：動脈血ガス分析関連、循環器関連 ③カテーテル・ドレーン治療：心嚢ドレーン管理関

連、胸腔ドレーン管理関連、腹腔ドレーン管理関  連、創部ドレーン管理関連、栄養カテーテル管理（中心

静脈）関連、栄養カテーテル管理（末梢留  置）関連 ④薬物治療Ⅰ：栄養及び水分管理に係る薬剤投与関

連、循環動態に係る薬剤投与関連 

 

学修目標 

【共通科目に関わる実習】・各科目のシランバス参照【特定行為の区分に関わる実習】1．特定行為を安全かつ確実に

実践するための基礎的知識・技術を身につける。2．特定行為について、医師の指示の下、状態を手順書により、身

体所見及び検査結果等が医師から指示された病状の範囲にあることを確認し、実施の判断、実施、報告の一連の流れ

を適切に行える。3．手順書の案を作成し、自身の臨床経験や環境、患者に応じて再評価・最適化できる能力を養う。

（DP①②③④⑤） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習は関連する講義・演習（ペーパーシミュレーション）・手技練習（模擬患者の活用、シミュレーターの利

用 等のシミュレーションによる学習）を履修していることを要件とする。なお、OSCE が必要な区分につい

ては実習 の前に OSCE に合格していることを要件とする。 

 

教科書 

特になし。 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【共通科目に関わる実習】・共通科目に関す

る実習を行う。本実習は以下の内容からな

り、治療マネジメント科目が開始されるま

でに修了（合格）する必要がある。①医療面

接②身体診察手技③特定行為実践総合実習

（見学）【特定行為の区分に関わる実習】１．

各特定行為における基本となる手順書を作

成する。２．特定行為を実践する患者に対す

る手順書の修正及び指導者からの評価を受

ける。３．特定行為実施の判断、患者への説

明、実施、報告を行い、指導者から評価を受

ける。４．各症例について、レポート及び実

践 

実習内容を事前にシラバス等で確認してお

く 

担当教

員 

2 

【臨床推論】・医療面接【フィジカルアセス

メント特論】・身体診察手技【統合医療安全・

特定医療行為実践特論】・特定行為実践総合

実習（見学） 

特定行為に関連する講義・演習・手技練習を

十分に行なって実習にのぞむこと

また、行為の実践について振り返り

を行い次に繋げること 

担当教

員 

3 

①周麻酔・周術期Ⅰ・呼吸器（気道確保に係

るもの）関連：経口用気管チューブ又は経鼻

用気管チューブの位置の調整・呼吸器（人工

呼吸療法に係るもの）関連：侵襲的陽圧換気

の設定の変更、非侵襲的陽圧換気の設定の

変更、人工呼吸管理がなされている者に対

する鎮静薬の投与量の調整、人工呼吸器か

らの離脱・術後疼痛管理関連：硬膜外カテー

テルによる鎮痛剤の投与及び投与量の調整 

特定行為に関連する講義・演習・手技練習を

十分に行なって実習にのぞむこと

また、行為の実践について振り返り

を行い次に繋げること 

担当教

員 

4 

②周麻酔・周術期Ⅱ・動脈血液ガス分析関

連：直接動脈穿刺法による採血、橈骨動脈ラ

インの確保・循環器関連：一時的ペースメー

カの操作及び管理、一時的ペースメーカリ

ードの抜去、経皮的心肺補助装置の操作及

び管理、大動脈内バルーンパンピングから

の離脱を行うときの補助の頻度の調整 

特定行為に関連する講義・演習・手技練習を

十分に行なって実習にのぞむこと

また、行為の実践について振り返り

を行い次に繋げること 

担当教

員 

5 

③カテーテル・ドレーン治療・心嚢ドレーン

管理関連：心嚢ドレーンの抜去・胸腔ドレー

ン管理関連：低圧胸腔内持続吸引器の吸引

圧の設定及びその変更、胸腔ドレーンの抜

去・腹腔ドレーン管理関連：腹腔ドレーンの

抜去・創部ドレーン管理関連：創部ドレーン

の抜去・栄養に係るカテーテル管理（中心静

脈カテーテル管理）関連：中心静脈カテーテ

ルの抜去・栄養に係るカテーテル管理（末梢

留置型中心静脈カテーテル管理）関連：末梢

留置型中心静脈注射用カテーテルの挿入 

特定行為に関連する講義・演習・手技練習を

十分に行なって実習にのぞむこと

また、行為の実践について振り返り

を行い次に繋げること 

担当教

員 

6 

④薬物治療Ⅰ・栄養及び水分管理に係る薬

剤投与関連：持続点滴中の高カロリー輸液

の投与量の調整、脱水症状に対する輸液の

補正・循環動態に係る薬剤投与関連：持続点

滴中のカテコラミンの投与量の調整、持続

点滴中のナトリウム、カリウム又はクロー

ルの投与量の調整、持続点滴中の降圧剤の

投与量の調整、持続点滴中の糖質輸液又は

電解質輸液の投与量の調整、持続点滴中の

利尿剤の投与量の調整 

特定行為に関連する講義・演習・手技練習を

十分に行なって実習にのぞむこと

また、行為の実践について振り返り

を行い次に繋げること 

担当教

員 

7    

8    

9    

10    



11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【共通科目に関わる実習】実習および筆記試験【特定行為の区分に関わる実習】手順書の作成、特定行

為実施５例目の評価／医師による評価、観察評価及びレポート評価 

 

左 記 内

容 で 評

価 し 、

総 合 評

価が 60

点 以 上

で 単 位

を 認 定

する。 



授業科目名 特定行為実習Ⅱ(プライマリ) (看護博士前期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬／吉村 弥須子 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 3.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

【共通科目に関わる実習】以下の①～③共通科目に関する実習は、治療マネジメント科目の学修が開始され

るまでに修了（合格）する必要がある。①臨床推論 実習内容：医療面接 ＜実習：1時間 評価：実習 1時

間、試験 1時間＞②フィジカルアセスメント特論 実習内容：身体診察手技 ＜実習：1時間 評価：実習 1

時間、試験 1 時間＞③統合医療安全・特定医療行為実践特論 実習内容：特定行為実践総合実習（見学） ＜

実習：4.5 時間 評価：実習 1時間、試験 1 時間＞※特定行為実習Ⅰ（クリティカル）と特定行為実習Ⅱ（プ

ライマリ）をどちらも履修する場合は、【共通科目に関わる実習】について、特定行為実習Ⅰ（クリティカル）

で実施する。【特定行為の区分に関わる実習】講義・演習で学修した特定行為の知識・技術をもとに、患者の

身体所見・検査結果等から病状の範囲であることを確認し、実施の判断、実施、報告を 5 例以上行う。特定

行為実習Ⅱについては、治療マネジメントで学修を終えた区分を全て選択する。 ①在宅・慢性期：呼吸器

（長期呼吸）関連、ろう孔管理関連、創傷管理関連 ②薬物治療Ⅰ：栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連、

循環動態に係る薬剤投与関連 ③薬物治療Ⅱ：血糖コントロールに係る薬剤投与関連、感染に係る薬剤投与

関連、精神及び神経症状に  係る薬剤投与関連 

 

学修目標 

【共通科目に関わる実習】・各科目のシランバス参照【特定行為の区分に関わる実習】1．特定行為を安全かつ確実に

実践するための基礎的知識・技術を身につける。2．特定行為について、医師の指示の下、状態を手順書により、身

体所見及び検査結果等が医師から指示された病状の範囲にあることを確認し、実施の判断、実施、報告の一連の流れ

を適切に行える。3．手順書の案を作成し、自身の臨床経験や環境、患者に応じて再評価・最適化できる能力を養う。

（DP①②③④⑤） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習は関連する講義・演習（ペーパーシミュレーション）・手技練習（模擬患者の活用、シミュレーターの利

用 等のシミュレーションによる学習）を履修していることを要件とする。なお、OSCE が必要な区分につい

ては実習 の前に OSCE に合格していることを要件とする。 

 

教科書 

特になし。 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

別途案内 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【共通科目に関わる実習】・共通科目に関す

る実習を行う。本実習は以下の内容からな

り、治療マネジメント科目が開始されるま

でに修了（合格）する必要がある。①医療面

接②身体診察手技③特定行為実践総合実習

（見学）【特定行為の区分に関わる実習】１．

各特定行為における基本となる手順書を作

成する。２．特定行為を実践する患者に対す

る手順書の修正及び指導者からの評価を受

ける。３．特定行為実施の判断、患者への説

明、実施、報告を行い、指導者から評価を受

ける。４．各症例について、レポート及び実

践 

事前に実習内容をシラバス等で確認する。 
担当教

員 

2 

【臨床推論】・医療面接【フィジカルアセス

メント特論】・身体診察手技【統合医療安全・

特定医療行為実践特論】・特定行為実践総合

実習（見学） 

事前に実習内容をシラバス等で確認してお

くこと 

担当教

員 

3 

①在宅・慢性期・呼吸器（長期呼吸療法に係

るもの）関連：気管カニューレの交換・ろう

孔管理関連：胃ろうカテーテル若しくは腸

ろうカテーテル又は胃ろうボタンの交換、

膀胱ろうカテーテルの交換・創傷管理関連：

褥瘡又は慢性創傷の治療における血流のな

い壊死組織の除去、創傷に対する陰圧閉鎖

療法 

特定行為に関連する講義・演習・手技練習を

十分に行なって実習にのぞむこと

また、行為の実践について振り返り

を行い次に繋げること 

担当教

員 

4 

②薬物治療Ⅰ・血糖コントロールに係る薬

剤投与関連：インスリンの投与量の調整・栄

養及び水分管理に係る薬剤投与関連：持続

点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整、

脱水症状に対する輸液の補正・循環動態に

係る薬剤投与関連：持続点滴中のカテコラ

ミンの投与量の調整、持続点滴中のナトリ

ウム、カリウム又はクロールの投与量の調

整、持続点滴中の降圧剤の投与量の調整、持

続点滴中の糖質輸液又は電解質輸液の投与

量の調整、持続点滴中の利尿剤の投与量の

調整 

特定行為に関連する講義・演習・手技練習を

十分に行なって実習にのぞむこと

また、行為の実践について振り返り

を行い次に繋げること 

担当教

員 

5 

③薬物治療Ⅱ・感染に係る薬剤投与関連：感

染徴候がある者に対する薬剤の臨時の投

与・精神及び神経症状に係る薬剤投与関連：

抗けいれん剤の臨時の投与、抗精神病薬の

臨時の投与、抗不安薬の臨時の投与 

特定行為に関連する講義・演習・手技練習を

十分に行なって実習にのぞむこと

また、行為の実践について振り返り

を行い次に繋げること 

担当教

員 

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

【共通科目に関わる実習】実習および筆記試験【特定行為の区分に関わる実習】手順書の作成、特定行

為実施５例目の評価／医師による評価、観察評価及びレポート評価 

 

左 記 内

容 で 評

価 し 、

総 合 評

価が 60

点 以 上

で 単 位

を 認 定

する。 



授業科目名 診療看護実習Ⅰ (看護博士前期) 

主担当教員 久木元 由紀子 担当教員 久木元 由紀子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 集中講義 

授業形態  単位数 5.00 単位 必修・選択  

授業概要 

講義・演習で学修した知識・技術・態度を基盤とし、包括的健康アセスメント及び治療マネジメントの実践

を通して、診療とケアを統合した高度実践看護を行うための基礎的能力を修得し、診療看護師の役割を考察

する。１．診療看護師の実践の見学を通して、看護学に基づいた実践、チーム医療、医療安全簡易体制の構築

を学ぶ。２．初期診療の患者に対する医療面接、身体診察、結果の解釈、鑑別・除外診断と患者管理を行う。

３．救急患者に対する重症度・緊急度の判断、医療面接、身体診察、結果の解釈、鑑別・除外診断と患者管理

を行う。 

 

学修目標 

《診療看護実習１・診療看護師の役割》 １．診療看護師の実践の見学を通して、看護学に基づいた実践について説

明できる。 ２．診療看護師の実践の見学を通して、チーム医療及び多職種協働のための姿勢とコミュニケーション

方法を学び、自分自身の今後の実践のあり方を説明できる。 ３．診療看護師の実践の見学を通して、活動のための

医療安全管理体制の構築方法が説明できる。 ４．診療看護師の役割について考察できる。《診療看護実習２》 １．

初期診療の患者に対して、必要な医療面接を行うことができる。 ２． 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1.診療看護実習 I開始までの履修科目の復習をして実習に臨む。2.受持ち患者に対する医療面接、身体診察、

結果の解釈、鑑別・除外診断と患者管理など十分に学習しておく。3.関連する特定行為の復習、練習を行っ

て実習に臨む。 

 

教科書 

なし 

 

参考書 

なし 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

診療看護実習１実習期間 1 週間（1単位）

実習方法 1）診療看護師の実践の見学を通し

て、看護学に基づいた実践、チーム医療、医

療安全簡易体制の構築を学ぶ。2）詳細は NP

コース実習要項を参照。 

予習：実習開始までの履修科目の復習を行

う。復習：見学実習記録を記載し、

翌日の準備を行う 

担当教

員 

2 

診療看護実習２：2週間（2 単位）実習期間 

2 週間（2 単位）実習方法 1）初期診療の患

者に対する医療面接、身体診察、結果の解

予習：実習開始までの履修科目、関連する特

定行為の復習を行う。復習：実習記

録を記載し、翌日の準備を行う 

担当教

員 



釈、鑑別・除外診断と患者管理を行う。2）

詳細は NP コース実習要項を参照。 

3 

診療看護実習３：2週間（2 単位）実習期間 

2 週間（2 単位）実習方法 1）救急患者に対

する重症度・緊急度の判断、医療面接、身体

診察、結果の解釈、鑑別・除外診断と患者管

理を行う。2）詳細は NP コース実習要項を

参照。 

予習：実習開始までの履修科目の復習を行

う復習：実習記録を記載し、翌日の

準備を行う 

担当教

員 

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

実習態度、実習内容、実習記録等を総合的に評価する。原則として全出席が評価の対象。 

 
100% 



授業科目名 課題研究専門演習 (看護博士前期)：蓮池 

主担当教員 蓮池 光人 担当教員 蓮池 光人 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 課題研究専門演習 (看護博士前期)：久木元 

主担当教員 久木元 由紀子 担当教員 久木元 由紀子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 診療看護師は、医師や他の医療従事者と連携・協同し、対象とする個々の患者の診療上および療養生活上

のニーズを包括的に的確に評価し、倫理的かつ科学的な根拠に基づき、必要とされる絶対的医行為を除く診

療を自律して、効果的、効率的、タイムリーに提供し、患者および患者家族の QOL の向上に係わっている。

超高齢化社会をむかえ、人々の療養の場が医療機関から地域のあらゆる場所に広がる中、診療看護師が係わ

ることが可能であるクリティカル・プライマリケア領域における問題や課題を明らかにし、文献研究に取り

組む。各研究指導教員が学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿った研究を行い、修士論文を作成

するための一連の過程について学ぶ。 

 

学修目標 

１．研究課題を明確にできる。２．先行研究のクリティークを行い、３．研究方法を理解できる。４．研究計画書の

作成方法を学び、研究計画書を作成する。５．研究をする上で必要な倫理的配慮が理解できる。６．研究目的に沿っ

てデータを収集できる。７．収集したデータを分析し、導いた結果を検討し考察することができる。８．１～７を踏

まえて、学位論文を執筆できる。９．発表方法や態度を学び、プレゼンテーションを実施できる。ＤＰ（①②⑤⑥⑦） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

看護研究に必要な基本的知識を理解した上で授業に臨むこと。これまで培ってきた看護領域を基盤にして、

積極的に研究を進めていくこと。各学生に指導教員が配置され、学生は研究指導を受ける。研究計画書やプ

レゼン資料などの提出は期限を厳守すること。実習開始以降は臨地実習のインターバルを利用して主体的に

進行させること。 

 

教科書 

系統看護学講座 別巻「 看護研究」 医学書院 

 

参考書 

ＡＰＡに学ぶ看護系論文執筆のルール 医学書院他、担当教員により適宜、提示する 

 

研究室／オフィスアワー 

適宜担当教員が相談に応じます。アポイントメントをとること。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンスレポート・文章の書き方 
予習・復習（2 時間）シラバス/教科書を読

む 

久木元

由紀子

阿部秀

高 

2 図書館オリエンテーション・文献検索 
予習・復習（2 時間）教科書の文献検索を読

む 

森ノ宮

医療大



学司書 

3 論文について 
予習・復習（2 時間）教科書の該当箇所を読

む 
山下仁 

4 課題研究発表会 

予習・復習（2 時間）自己の研究概要につい

てまとめ発表の準備を行う。教科書

の該当箇所を読むアドバイスをも

とに修正する 

担当教

員 

5 ＥＢＭについて 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 
山下仁 

6 ガイドラインについて 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 
山下仁 

7 課題研究の発表会 

予習・復習（2 時間）自己の研究概要をまと

める。教科書の該当箇所を読む。ア

ドバイスをもとに修正する。 

担当教

員 

8 文献検討について 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

久木元

由

紀

子 

9 研究計画書の書き方 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

久木元

由紀子 

10 個別指導 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

11 個別指導 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

12 個別指導 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

13 個別指導 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

14 個別指導 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

15 個別指導 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

研究計画書・研究発表 100% 



授業科目名 課題研究専門演習 (看護博士前期)：升田 

主担当教員 升田 寿賀子 担当教員 升田 寿賀子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

診療看護師は、医師や他の医療従事者と連携・協同し、対象とする個々の患者の診療上および療養生活上の

ニーズを包括的に的確に評価し、倫理的かつ科学的な根拠に基づき、必要とされる絶対的医行為を除く診療

を自律して、効果的、効率的、タイムリーに提供し、患者および患者家族の QOL の向上に係わっている。超

高齢化社会をむかえ、人々の療養の場が医療機関から地域のあらゆる場所に広がる中、診療看護師が係わる

ことが可能であるクリティカル・プライマリケア領域における問題や課題を明らかにし、文献研究に取り組

む。各研究指導教員が学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿った研究を行い、修士論文を作成す

るための一連の過程について学ぶ。 

 

学修目標 

１．研究課題を明確にできる。２．先行研究のクリティークを行い、３．研究方法を理解できる。４．研究計画書の

作成方法を学び、研究計画書を作成する。５．研究をする上で必要な倫理的配慮が理解できる。６．研究目的に沿っ

てデータを収集できる。７．収集したデータを分析し、導いた結果を検討し考察することができる。８．１～７を踏

まえて、学位論文を執筆できる。９．発表方法や態度を学び、プレゼンテーションを実施できる。ＤＰ（①②⑤⑥⑦） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

看護研究に必要な基本的知識を理解した上で授業に臨むこと。これまで培ってきた看護領域を基盤にして、

積極的に研究を進めていくこと。各学生に指導教員が配置され、学生は研究指導を受ける。研究計画書やプ

レゼン資料などの提出は期限を厳守すること。実習開始以降は臨地実習のインターバルを利用して主体的に

進行させること。 

 

教科書 

系統看護学講座 別巻「 看護研究」 医学書院 

 

参考書 

ＡＰＡに学ぶ看護系論文執筆のルール 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

西棟 3階 331 研究室 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンスレポート・文章の書き方 予習復習、自修時間 2時間 

升田久

木元阿

部 

2 図書館オリエンテーション文献検索 予習復習、自修時間 2時間 
図書館

升田 



3 論文について 予習復習、自修時間 2時間 山下仁 

4 課題研究発表会 予習復習、自修時間 2時間 升田 

5 EBM について 予習復習、自修時間 2時間 山下仁 

6 ガイドラインについて 予習復習、自修時間 2時間 山下仁 

7 課題研究発表会 予習復習、自修時間 2時間 升田 

8 文献検討について 予習復習、自修時間 2時間 久木元 

9 研究計画書の書き方について 予習復習、自修時間 2時間 久木元 

10 個別指導 予習復習、自修時間 2時間 升田 

11 個別指導 予習復習、自修時間 2時間 升田 

12 個別指導 予習復習、自修時間 2時間 升田 

13 個別指導 予習復習、自修時間 2時間 升田 

14 個別指導 予習復習、自修時間 2時間 升田 

15 個別指導 予習復習、自修時間 2時間 升田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．研究計画書 ２，プレゼンテーション 

 

１．60％ 

２．40％ 



授業科目名 課題研究専門演習 (看護博士前期)：関口 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 課題研究専門演習 (看護博士前期)：住田 

主担当教員 住田 陽子 担当教員 住田 陽子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 課題研究専門演習 (看護博士前期)：森 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 森 美侑紀 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 課題研究 (看護博士前期)：蓮池 

主担当教員 蓮池 光人 担当教員 蓮池 光人／吉村 弥須子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

2022 年度 前

期(金曜 4 限)、

2022 年度 後

期(金曜 5 限)、

2023 年度 前

期(月曜 1 限)、

2023 年度 後

期(月曜 1 限) 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    



12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 課題研究 (看護博士前期)：久木元 

主担当教員 久木元 由紀子 担当教員 久木元 由紀子／吉村 弥須子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

2022 年度 前

期(金曜 4 限)、

2022 年度 後

期(金曜 5 限)、

2023 年度 前

期(月曜 1 限)、

2023 年度 後

期(月曜 1 限) 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 診療看護師は、医師や他の医療従事者と連携・協同し、対象とする個々の患者の診療上および療養生活上

のニーズを包括的に的確に評価し、倫理的かつ科学的な根拠に基づき、必要とされる絶対的医行為を除く診

療を自律して、効果的、効率的、タイムリーに提供し、患者および患者家族の QOL の向上に係わっている。

超高齢化社会をむかえ、人々の療養の場が医療機関から地域のあらゆる場所に広がる中、診療看護師が係わ

ることが可能であるクリティカル・プライマリケア領域における問題や課題を明らかにし、文献研究に取り

組む。各研究指導教員が学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿った研究を行い、修士論文を作成

するための一連の過程について学ぶ。 

 

学修目標 

１．研究課題を明確にできる。２．先行研究のクリティークを行い、３．研究方法を理解できる。４．研究計画書の

作成方法を学び、研究計画書を作成する。５．研究をする上で必要な倫理的配慮が理解できる。６．研究目的に沿っ

てデータを収集できる。７．収集したデータを分析し、導いた結果を検討し考察することができる。８．１～７を踏

まえて、学位論文を執筆できる。９．発表方法や態度を学び、プレゼンテーションを実施できる。ＤＰ（①②⑤⑥⑦） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

看護研究に必要な基本的知識を理解した上で授業に臨むこと。これまで培ってきた看護領域を基盤にして、

積極的に研究を進めていくこと。各学生に指導教員が配置され、学生は研究指導を受ける。研究計画書やプ

レゼン資料などの提出は期限を厳守すること。実習開始以降は臨地実習のインターバルを利用して主体的に

進行させること。 

 

教科書 

系統看護学講座 別巻「 看護研究」 医学書院 

 

参考書 

ＡＰＡに学ぶ看護系論文執筆のルール 医学書院他、担当教員により適宜、提示する 

 

研究室／オフィスアワー 

適宜担当教員が相談に応じます。アポイントメントをとること。 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス 
予習・復習（2 時間）シラバス/教科書を読

む 

久木元

由紀子 

2 先行研究の検索･入手･通読 
予習・復習（2 時間）教科書の文献検索を読

む 

担当教

員 

3 先行研究の検索･入手･通読 
予習・復習（2 時間）教科書の該当箇所を読

む 

担当教

員 

4 先行研究の検索･入手･通読 
予習・復習（2 時間）教科書の該当箇所を読

む 

担当教

員 

5 先行研究の検索･入手･通読 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

6 研究疑問・目的の決定 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

7 研究計画書の作成 
予習・復習（2 時間）教科書と文献の該当箇

所を読む。 

担当教

員 

8 研究計画書の作成 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

9 研究計画書の作成 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

10 研究計画書の作成 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

11 研究計画書の作成 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

12 研究計画書の作成 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

13 研究計画書の作成と発表の準備 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

14 研究計画書の作成と研究発表の準備 
予習・復習（2 時間）教科書または文献の該

当箇所を読む 

担当教

員 

15 研究計画書の発表 予習・復習（2 時間）発表の準備と振り返り 
担当教

員 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



研究計画書・研究発表 

 
100% 



授業科目名 課題研究 (看護博士前期)：升田 

主担当教員 升田 寿賀子 担当教員 升田 寿賀子／吉村 弥須子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

2022 年度 前

期(金曜 4 限)、

2022 年度 後

期(金曜 5 限)、

2023 年度 前

期(月曜 1 限)、

2023 年度 後

期(月曜 1 限) 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

診療看護師は、医師や他の医療従事者と連携・協同し、対象とする個々の患者の診療上および療養生活上の

ニーズを包括的に的確に評価し、倫理的かつ科学的な根拠に基づき、必要とされる絶対的医行為を除く診療

を自律して、効果的、効率的、タイムリーに提供し、患者および患者家族の QOL の向上に係わっている。超

高齢化社会をむかえ、人々の療養の場が医療機関から地域のあらゆる場所に広がる中、診療看護師が係わる

ことが可能であるクリティカル・プライマリケア領域における問題や課題を明らかにし、文献研究に取り組

む。各研究指導教員が学生と相談の上テーマを決定し、そのテーマに沿った研究を行い、修士論文を作成す

るための一連の過程について学ぶ。 

 

学修目標 

１．研究課題を明確にできる。２．先行研究のクリティークを行い、３．研究方法を理解できる。４．研究計画書の

作成方法を学び、研究計画書を作成する。５．研究をする上で必要な倫理的配慮が理解できる。６．研究目的に沿っ

てデータを収集できる。７．収集したデータを分析し、導いた結果を検討し考察することができる。８．１～７を踏

まえて、学位論文を執筆できる。９．発表方法や態度を学び、プレゼンテーションを実施できる。ＤＰ（①②⑤⑥⑦） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

看護研究に必要な基本的知識を理解した上で授業に臨むこと。これまで培ってきた看護領域を基盤にして、

積極的に研究を進めていくこと。各学生に指導教員が配置され、学生は研究指導を受ける。研究計画書やプ

レゼン資料などの提出は期限を厳守すること。実習開始以降は臨地実習のインターバルを利用して主体的に

進行させること。 

 

教科書 

系統看護学講座 別巻「 看護研究」 医学書院 

 

参考書 

ＡＰＡに学ぶ看護系論文執筆のルール 医学書院他、担当教員により適宜、提示する 

 

研究室／オフィスアワー 

西棟 3階 331 研究室  適宜担当教員が相談に応じます。アポイントメントをとること。 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 教科ガイダンス課題研究の予定を検討する 
課題研究テーマの準備予習・復習、自修時間

3時間 
升田 

2 課題研究テーマの発表 
発表した内容を修正する予習・復習、自修時

間 3時間 
升田 

3 先行研究の検察・入手・クリティーク 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

4 先行研究の検察・入手・クリティーク 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

5 先行研究の検察・入手・クリティーク 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

6 研究疑問・研究テーマ・目的の決定 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

7 研究計画書の作成 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

8 研究計画書の作成 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

9 研究計画書の作成 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

10 研究計画書の作成 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

11 計画書の作成 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

12 計画書の作成 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

13 研究計画書の発表準備 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

14 研究計画書の発表準備 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

15 課題研究計画書の発表 予習・復習、自修時間 3時間 升田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１，研究計画書  ２，プレゼンテーション・ディスカッション 

 

１ 60％ 

２ 40％ 



授業科目名 課題研究 (看護博士前期)：関口 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰／吉村 弥須子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

2022 年度 前

期(金曜 4 限)、

2022 年度 後

期(金曜 5 限)、

2023 年度 前

期(月曜 1 限)、

2023 年度 後

期(月曜 1 限) 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    



12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 課題研究 (看護博士前期)：住田 

主担当教員 住田 陽子 担当教員 住田 陽子／吉村 弥須子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

2022 年度 前

期(金曜 4 限)、

2022 年度 後

期(金曜 5 限)、

2023 年度 前

期(月曜 1 限)、

2023 年度 後

期(月曜 1 限) 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    



12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 課題研究 (看護博士前期)：森 

主担当教員 森 美侑紀 担当教員 森 美侑紀／吉村 弥須子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

2022 年度 前

期(金曜 4 限)、

2022 年度 後

期(金曜 5 限)、

2023 年度 前

期(月曜 1 限)、

2023 年度 後

期(月曜 1 限) 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    



12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護学専攻（博士後期課程） 
  



授業科目名 看護研究倫理特論 (看護博士後期) 

主担当教員 齋藤 雅子 担当教員 齋藤 雅子 

科目ナンバリング  科目区分 共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

看護の実践及び看護研究には倫理観が必要となる。近年の少子・高齢社会、生活者の価値観の多様化などの

社会情勢を踏まえ、本科目では、医療専門職として必要な研究倫理について理解を深め、医療の現場におけ

る倫理的な問題および倫理的調整に必要な知識について考察し、臨床の現場や看護研究を行う際に必要な能

力の習得を目指した学修を行う。 

 

学修目標 

１．看護研究における研究倫理と生命倫理について、その意味を理解し、研究実施時に適切な行動ができる。DP①②③

２．研究公正や人権尊重に関する国内外の基本的な法令および指針の内容を理解できる。DP①②③３．医療の現場に

おける倫理的な問題および倫理的調整について理解することができる。DP①②③４．看護分野における他者の研究発

表や研究論文について倫理的観点から的確な問題指摘と修正提案ができる。DP①②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

オムニバス方式による講義で、実例の紹介と質疑応答を交えながら進行する。毎回のテーマに関わる論文や

記事を事前に検索・入手して目を通し、授業後にはそこから倫理的観点からみた問題点を抽出すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

アポイントメントで可能 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 倫理とは：看護倫理、研究倫理 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

2 
倫理の原則、看護の行動規範と倫理綱領倫

理原則と倫理的権利 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

3 
看護倫理に基づくケアリング、看護の責任

と責務、協力、看護アドボカシー 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

4 
科学者としての態度や研究構成の意味と重

要性 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

5 

研究不正：FFP とその具体例、不正告発シス

テム研究者・著者の責任：研究行為の責務、

オーサーシップ、著作権 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

6 データの管理：個人情報の保護、匿名化 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 



7 
利益相反：利益相反の定義・範囲とそのマネ

ージメント 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

8 
法令と指針：国内外の関連法令および指針

の通読と解説 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

9 

医療制度と倫理的課題：医療を受ける権利

法律と倫理：医療事故、守秘義務違反や医療

者・同僚のミス（不正）をめぐる倫理的課題 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

10 

医療現場における倫理的ジレンマ①：イン

フォームドコンセントのあり方をめぐる倫

理的課題医療現場における倫理的ジレンマ

②：生殖医療をめぐる倫理的課題 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

11 

医療現場における倫理的ジレンマ③：自己

決定権（子どもや認知高齢者の判断能力）医

療現場における倫理的ジレンマ④：患者の

死をめぐって生じる倫理的ジレンマへの対

応 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

12 

研究に関わる倫理的課題教育に関わる倫理

的課題（誠実・忠誠原則と看護教育、臨床実

習と看護倫理） 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

13 

倫理的問題を持つ事例のディスカッション

①倫理的看護実践：倫理コンサルテーショ

ンと倫理的意思決定モデルの活用 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

14 

倫理的問題を持つ事例のディスカッション

②倫理的看護実践：倫理コンサルテーショ

ンと倫理的意思決定モデルの活用 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

15 総括質疑応答 
入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。予習・復習各 2時間 
齋藤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①プレゼンテーションおよび資料 DP①②③②ディスカッション DP①②③ 

 

①50%

②50% 



授業科目名 看護研究方法論 (看護博士後期) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 中西 伸子／蓮池 光人 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

看護現象について、研究デザイン並びに研究方法をより妥当性の高いアプローチを用いて研究を実施できる

ように教授する。研究の理論的枠組み、研究方法(研究デザイン、データ収集、分析方法(統計学的手法)につ

いて理解を深め、さらに看護研究におけるシステマティックレビュー、メタアナリシスについて理解したう

えで、量的研究の批判的分析（クリティーク）をプレゼンし、ディスカッションを行う。また、臨床研究の介

入研究方法論について概説し、その概要と基本的手法を学ぶ。 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    



14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 看護教育学研究特論 (看護博士後期) 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 看護学専攻修士課程における看護教育学は、看護教育学全般すなわち、歴史、対象、教育課程、教育方法、

評価、アウトカムを認識し多様な側面の研究手法をレビューするものである。博士後期課程においては修士

課程の知見をベースに、学生が近い将来、研究者・教育者として自立することができる教育を用意する。看

護教育には他の医療専門職に共通した目的志向、方法が存在するが、独自の視点が多い。看護における対象

のとらえ方や看護実践の特性、教育方法の特性（多様な演習や実習）には固有のものがある。看護の高等教

育化が進み看護教育関連研究実績も積まれているが、理論化は進んではいない。本特論では、看護教育学の

理論構築を志向した教育方法の検討すなわち、看護学演習、看護学実習（実態の分析、研究レビュー、新たな

方法の提案等）を中心課題とする。 

 

学修目標 

１．看護教育学の全体像（歴史・対象・教育課程・教育方法・教育評価）を理解することができる。２．看護教育学

の現状を認識することができる。３．看護教育学研究の現状を認識することができる。４．看護学教育における教育

機関と実践現場との役割連携を認識することができる。５．看護学教育の方法論について特徴を認識することができ

る。６．看護学演習や看護学実習について、実態の分析、研究レビューを通して自己の教育観を形成することができ

る。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

看護教育学について、自己の経験をもとに問題意識をもって臨んで下さい。受講生の問題意識やニーズに添

いたいと考えているので主体的に取り組んで下さい。可能な限り、文献検索・レビュー、議論を行うように

して下さい。一連の過程を通して自己の教育観を構築して下さい。 

 

教科書 

必要に応じて紹介する。 

 

参考書 

「看護学教育モデルコアカリキュラム」等、必要に応じて紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

ガイダンス時に伝える。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス。看護学教育に関するフリーデ

ィスカッション。 

これまでの経験をもとに関心事を想起して

臨む。 
 

2 看護学教育の対象について考察する。 

予習：自己が認識している対象像をまとめ

る。復習：討議されたことの論点を

整理する。 

 



3 看護学教育の課程について考察する。 

予習：自己が認識している教育課程と問題

点をまとめる。復習：討議されたこ

との論点を整理する。 

 

4 
看護学教育の方法（講義）について考察す

る。 

予習：自己が認識している教育方法（講義）

と問題点をまとめる。復習：討議さ

れたことの論点を整理する。 

 

5 
看護学教育の方法（演習）について考察す

る。 

予習：自己が認識している教育方法（演習）

と問題点をまとめる。復習：討議さ

れたことの論点を整理する。 

 

6 
看護学教育の方法（実習）について考察す

る。 

予習：自己が認識している教育方法（実習）

と問題点をまとめる。復習：討議さ

れたことの論点を整理する。 

 

7 
看護学教育の先行研究のクリティーク。

NO.1 

予習：文献の検索・リストアップ、ディスカ

ッションに備える。復習：当日の内

容の論点整理。 

 

8 
看護学教育の先行研究のクリティーク。

NO.2 

予習：文献の検索・リストアップ、ディスカ

ッションに備える。復習：当日の内

容の論点整理。 

 

9 
看護学教育の先行研究のクリティーク。

NO.3 

予習：文献の検索・リストアップ、ディスカ

ッションに備える。復習：当日の内

容の論点整理。 

 

10 
看護学教育の先行研究のクリティーク。

NO.4 

予習：文献の検索・リストアップ、ディスカ

ッションに備える。復習：当日の内

容の論点整理。 

 

11 
看護学教育の先行研究のクリティーク。

NO.5 

予習：文献の検索・リストアップ、ディスカ

ッションに備える。復習：当日の内

容の論点整理。 

 

12 
看護学教育の先行研究のクリティーク。

NO.6 

予習：文献の検索・リストアップ、ディスカ

ッションに備える。復習：当日の内

容の論点整理。 

 

13 
看護学教育の先行研究のクリティーク。

NO.7 

予習：文献の検索・リストアップ、ディスカ

ッションに備える。復習：当日の内

容の論点整理。 

 

14 
看護学教育の先行研究のクリティーク。

NO.8 

予習：文献の検索・リストアップ、ディスカ

ッションに備える。復習：当日の内

容の論点整理。 

 

15 
総括（全体評価のまとめとディスカッショ

ン）。 

予習：自己評価をし、ディスカッションに備

える。復習：当日の内容の論点整理。 
 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    



30    

成績評価方法と基準 割合 

①毎回の準備状況とディスカッション②レポート 

 

①50%

②50% 



授業科目名 看護技術開発特論 (看護博士後期) 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

看護技術は多様な分類が可能であるが、ここではあらゆる場において直接、対象にはたらきかけるものを言

う。看護技術は看護機能の根幹をなす重要な領域であり、今日では Evidence-Based Nursing(以下 EBN)の考

え方が重視されている。一方でケアを受ける対象のニーズの多様化によって看護技術の展開は経験に頼らざ

るを得ない場合や、試行錯誤に終始することも多い。そこで本科目では、わが国における看護技術の現況を

概観し、受講生が選択した、ある領域の対象の特定のニーズを検討、それに対する看護技術を開発・評価す

るための知識と方法を論じる。 

 

学修目標 

1．看護技術の概念について説明することができる。2．看護にはどのような技術があるか、分類することができる。

3．看護技術の特徴(構成要素とそれらの関係)を説明することができる。4．看護技術における今日的な課題について、

自己の考えを述べることができる。5．自己のこれまでの経験をもとに、臨床的あるいは基本的な看護技術の問題に

ついて、焦点化することができる。6．問題視した特定領域の看護技術開発について新たな方向性や方法を提案でき

る。DP①③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の履修までに、自己の臨床あるいは教育の経験のなかから看護技術における「こだわり」を整理し、

考えをまとめて臨んで下さい。またその領域の論文を検索しクリティークして下さい。 

 

教科書 

必要に応じて紹介する。 

 

参考書 

必要に応じて紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

初回ガイダンス時に伝える。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ガイダンス。自己の「技術観」を明確にし、

現時点の看護現象の問題点について見解を

述べる。 

予習：看護実践における課題を整理する。復

習：講義時間に話題になったことの

論点整理をする。 

 

2 技術とは？ 看護技術とは？ NO.1 

予習：「看護技術論」文献をクリティークし、

看護実践における課題を整理する。

復習：講義時間に話題になったこと

の論点整理をする。 

 

3 技術とは？ 看護技術とは？ NO.2 
予習：文献のクリティークを進めまとめて

おく。自己の課題もまとめる。復習：
 



講義時間に話題になったことの論

点整理をする。 

4 「看護技術」の分類を試みる。NO.1 

予習：人を対象とする看護技術にはどのよ

うなものがあるか整理を試みる。復

習：講義時間に話題になったことの

論点整理をする。 

 

5 「看護技術」の分類を試みる。NO.2 

予習：前回の課題を進め整理を試みる。復

習：講義時間に話題になったことの

論点整理をする。 

 

6 「看護技術」の分類を試みる。NO.3 

予習：これまでの進捗状況を整理しておく。

復習：講義時間に話題になったこと

の論点整理をする。 

 

7 
特定の領域の対象者（患者）のニーズに対す

る看護技術。NO.1 

予習：受講者の実践経験をまとめて何が課

題か整理しておく。復習：講義時間

の話題の論点を整理する。 

 

8 
特定の領域の対象者（患者）のニーズに対す

る看護技術。NO.2 

予習：看護実践における課題を整理する。復

習：講義時間に話題になったことの

論点整理をする。 

 

9 
特定の領域の対象者（患者）のニーズに対す

る看護技術。NO.3 

予習：看護実践における課題を整理する。復

習：講義時間に話題になったことの

論点整理をする。 

 

10 
特定の領域の対象者（患者）のニーズに対す

る看護技術。NO.4 

予習：特定の看護実践に焦点を当てておく

こと。復習：講義時間に話題になっ

たことの論点整理をする。 

 

11 

特定領域の対象(患者）のニーズに対する、

新たな視点を取り入れた看護技術の提案。

NO.1 

予習：看護実践における提案を整理する。復

習：講義時間に話題になったことの

論点を整理する。 

 

12 

特定領域の対象(患者）のニーズに対する、

新たな視点を取り入れた看護技術の提案。

NO.2 

予習：看護実践における提案をブラッシュ

アップする。復習：講義時間に話題

になったことの論点整理をする。 

 

13 

特定領域の対象(患者）のニーズに対する、

新たな視点を取り入れた看護技術の提案。

NO.3 

予習：看護実践における課題をブラッシュ

アップする。復習：講義時間に話題

になったことの論点整理をする。 

 

14 

特定領域の対象(患者）のニーズに対する、

新たな視点を取り入れた看護技術の提案。

NO.4 

予習：看護実践における提案を決めておく。

復習：講義時間に話題になったこと

の論点整理をする。 

 

15 総括（プレゼンテーション・総合評価） 

予習：プレゼンテーションの準備復習：プレ

ゼンテーションや質疑応答の内容

の論点整理。 

 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①プレゼンテーション ・毎回の討議 ・最終回の発表・質疑応答 

 
100% 



授業科目名 看護理論後期特論 (看護博士後期) 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 公衆衛生看護学後期特論 (看護博士後期) 

主担当教員 関口 敏彰 担当教員 関口 敏彰 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 育成看護学後期特論 (看護博士後期) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 
中西 伸子／齋藤 雅子／森 美

侑紀 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

女性の健康の概念と歴史の理解のもとに、女性のライフサイクル各期の健康課題を研究の動向から明確にし、

健康支援について考察を深める。女性が健康を維持・増進する機能を最大限に発揮して健康問題に対処でき

るようにするための理論、概念、方法論、倫理的側面について探求する。さらに家族を取り巻く社会情勢を

踏まえ、家族のもつ健康問題を多角的に分析し、疾病や障がいの有無にかかわらず、次世代の健全育成に向

けた健康の維持、増進を目的に、子どもの成長・発達について教授する。本科目の単位認定者は中西伸子で

ある。 

 

学修目標 

① ウイメンズヘルスと次世代育成を統合的にとらえ、リプロダクティブ・ヘルス/ライツの視点から、ライフサイ

クル各期の健康課題と支援を最新の研究動向から科学的・専門的に探求することができる。 ② 子どもの成長・発

達について理解し、次世代の健全育成に向けた健康の維持、増進について考察できる。 ③ 社会的ハイリスクにあ

る母子についての課題を探求し、女性、子ども、家族の健康課題、健康問題に対する看護支援の体系化を図り、社会

の変化に対応できる実証的な研究について考察する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    



9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 療養支援看護学後期特論Ⅰ (看護博士後期) 

主担当教員 外村 昌子 担当教員 外村 昌子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

療養を必要とする高齢者の Quality of Life(QOL)の維持および向上に向け、加齢に伴う疾病による障害や身

体的機能や心理・社会的機能の変化などの影響を科学的に分析し、高齢者のストレングスやレジリエンスを

活用し、個々に必要な支援方法を検討する。 

 

学修目標 

１．高齢者の療養支援に関する文献レビューから、療養支援における研究の動向とその課題を提示できる。〈DP①③〉

２．高齢者の療養支援における課題を解決するための理論や研究方法を理解することができる。〈DP①③〉３．高齢

者のQOLの維持および向上のための評価方法や支援方法について検討し、研究課題が提案できる。〈DP①③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

講義テーマや研究テーマに関する論文、資料については事前に熟読し、講義内では積極的に討議する。論文、

資料などは担当教員からの提示だけでなく、学生自身の自主的な提案を尊重する。講義後に講義内容の理解

についての確認を行う。 

 

教科書 

教科書は指定せず、論文・資料を適宜配布する。 

 

参考書 

文献・図書は適宜紹介するが、各自で主体的に探索する。 

 

研究室／オフィスアワー 

外村昌子：適宜対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
授業ガイダンス高齢者の療養支援に関する

研究の動向① 

予習：高齢者の療養支援に関する研究に関

する文献をレビューする。復習：授

業内容をまとめ、考察しておく。（4

時間） 

外村 

2 高齢者の療養支援に関する研究の動向② 

予習：高齢者の療養支援に関する研究に関

する文献をレビューする。復習：授

業内容をまとめ、考察しておく。（4

時間） 

外村 

3 高齢者の療養支援に関する研究の動向③ 

予習：高齢者の療養支援に関する研究に関

する文献をレビューする。復習：授

業内容をまとめ、考察しておく。（4

時間） 

外村 

4 
高齢者の療養支援における課題とその理論

① 

予習：高齢者の療養支援の関する理論を検

索し、提示する。復習：授業内容を

まとめ、考察しておく。（4時間） 

外村 



5 
高齢者の療養支援における課題とその理論

② 

予習：高齢者の療養支援の課題と理論に関

する文献をレビューする。復習：授

業内容をまとめ、考察しておく。（4

時間） 

外村 

6 
高齢者の療養支援における課題とその理論

③ 

予習：高齢者の療養支援の課題と理論に関

する文献をレビューする。復習：授

業内容をまとめ、考察しておく。（4

時間） 

外村 

7 
高齢者の療養支援における課題と解決に向

けた研究方法① 

予習：高齢者の療養支援に関する研究方法

を提示できるよう調べておく。復

習：授業内容をまとめ、考察してお

く。（4時間） 

外村 

8 
高齢者の療養支援における課題と解決に向

けた研究方法② 

予習：高齢者の療養支援の課題と研究方法

に関する文献をレビューする。復

習：授業内容をまとめ、考察してお

く。（4時間） 

外村 

9 
高齢者の QOL の維持および向上のための評

価方法① 

予習：高齢者の療養支援の課題と研究方法

に関する文献をレビューする。復

習：授業内容をまとめ、考察してお

く。（4時間） 

外村 

10 
高齢者の QOL の維持および向上のための評

価方法② 

予習：高齢者の療養支援の課題と研究方法

に関する文献をレビューする。復

習：授業内容をまとめ、考察してお

く。（4時間） 

外村 

11 
高齢者の QOL の維持および向上のための支

援方法① 

予習：高齢者の療養支援の課題と研究方法

に関する文献をレビューする。復

習：授業内容をまとめ、考察してお

く。（4時間） 

外村 

12 
高齢者の QOL の維持および向上のための支

援方法② 

予習：高齢者の療養支援の課題と研究方法

に関する文献をレビューする。復

習：授業内容をまとめ、考察してお

く。（4時間） 

外村 

13 療養支援における課題と解決方法の提案① 

予習：療養支援の課解決方法方法について

プレゼンテーションの準備をする

復習：授業内容をまとめ、考察して

おく。（4時間） 

外村 

14 療養支援における課題と解決方法の提案② 

予習：療養支援の課解決方法方法について

プレゼンテーションの準備をする

復習：授業内容をまとめ、考察して

おく。（4時間） 

外村 

15 学習内容の総括と今後の展望について 

予習：学習内容の総括について発表準備を

しておく。復習：授業内容をまとめ、

考察しておく。（4時間） 

外村 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1.プレゼンテーション・ディスカッション〈①②③④〉2.レポート（①） 

 

1 ．

60%2 ．

40% 



授業科目名 療養支援看護学後期特論Ⅱ (看護博士後期) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 
前川 佳敬／蓮池 光人／橋本 

弘子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    



17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 成人看護支援後期特論 (看護博士後期) 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 吉村 弥須子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期専門演習 (看護博士後期) 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 

吉村 弥須子／松尾 安希子／村

上 生美／外村 昌子／関口 敏

彰／蓮池 光人／齋藤 雅子／岡

田 公江／前川 佳敬／橋本 弘

子／中西 伸子／森 美侑紀／教

員未確定 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態  単位数 2.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    



13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期特別研究Ⅰ (看護博士後期)：吉村 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 吉村 弥須子／外村 昌子 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 5

限)、後期(金曜

1 限) 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 後期特別研究は、1～3年次まで継続される学位論文作成に直接関わる科目であり、各指導教員の研究テー

マにそって研究のすべての過程を遂行する。後期特別研究Ⅰでは、テーマの設定、先行研究レビュー、研究

計画立案、研究倫理審査申請、およびプロトコール発表を行わせる。 がん患者や手術患者に対する QOL 向

上を無座下看護実践の検証や医療支援、サポートシステムの構築等に関する研究を行う。 テーマを決定し

たら、先行研究レビュー、研究計画立案、研究倫理審査申請、およびプロトコール発表をさせる。 

 

学修目標 

１．研究テーマに関する国内外の先行研究について検索・入手・通読し、それらの詳細を理解している。２．リサー

チ・クエスチョンが明確であり、先行研究を踏まえて研究計画を立案することができる。３．自分の計画した研究の

オリジナリティと限界を理解しており、それを説明することができる。４．倫理的な配慮を理解し、研究倫理審査委

員会に提出する書類が作成できる。５．研究プロトコールに関する必要なスライドと配布資料が作成でき、それらを

用いた発表と質疑応答ができる。DP①③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究室において論文・資料・コンピューター等を適宜用いて個別指導する。まずは自発的な発想と行動にも

とづいて作成した原案を提出させ、それを討論と示唆により修正させるプロセスを反復する。必要な先行論

文は早期にすべて検索・入手して分類し、不明な用語・概念・手法については事前に調べておくこと。授業

前・中・後に生じたアイデア、資料、行動、討論、指導の内容も含め、すべてをラボノートに記録すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス：特別研究の概要と目的、1年間

の予定、留意事項など 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

2 
研究テーマの仮設定：可能性のある研究テ

ーマのリストアップ 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  



3 
先行研究論文の検索：文献データベースを

用いた先行研究文献の検索 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

4 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

5 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

6 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

7 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

8 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

9 
先行研究論文講読：仮設定したテーマに関

する研究の現状に関する情報入手 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

10 
研究テーマの決定：先行研究の現状と実行

可能性を踏まえて研究テーマ決定 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

11 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

12 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

13 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

14 
先行研究レビュー：当該領域の研究レビュ

ーを作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

15 
リサーチ・クエスチョン：研究テーマのリサ

ーチ・クエスチョンの明確化 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

16 

研究デザイン：リサーチ・クエスチョンに適

合した研究デザインの決定とその限界の考

察 

入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

17 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と執筆 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

18 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と執筆 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

19 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と執筆 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

20 
研究計画の立案：研究計画書（プロトコー

ル）の立案と執筆 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

21 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

22 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

23 
倫理審査申請：研究倫理審査の申請書作成

と提出 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

24 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

25 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

26 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

27 
予備研究：予備研究の実施と問題点の抽出・

分析 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

28 
発表準備：プロトコール発表会のスライド

および配布資料の作成 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

29 
プロトコール発表：プロトコール発表会に

おける発表と質疑応答 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

30 
プロトコール修正 発表会における質疑応

答と問題点指摘を踏まえた研究計画の修正 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

成績評価方法と基準 割合 

①文献検索、先行研究レビュー、および研究論文の理解度②リサーチ・クエスチョン、プロトコール、およ

び倫理審査申請書の作成能力③プロトコール発表会のスライドと資料、発表の技法と内容、および質疑

①30%

②30%



応答時の発言内容上記の①～③で総合的に評価する。DP①③④ 

 

③40% 



授業科目名 後期特別研究Ⅰ (看護博士後期)：村上 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美／小西 由起子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 5

限)、後期(金曜

1 限) 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

後期特別研究は、１～３年次まで継続される学位論文作成に直接かかわる科目であり、それぞれの研究テー

マに沿って研究のすべての過程を遂行する。後期特別研究Ⅰでは、テーマの設定、先行研究レビュー、研究

計画立案、研究倫理審査申請およびプロトコールを発表する。ここでは各自がいだいている疑問を多角的視

点から検討し、何が明らかになっていないか？ 何を明らかにする必要があるかを検討し、研究計画立案に

繋ぎ、プロトコールを作成して検証可能な形(研究計画書）にする。 

 

学修目標 

１．研究テーマに関する国内外の先行研究について検索、入手、クリティークし詳細を理解できる。２．リサーチ・

クエッションが明確で先行研究をふまえた研究計画を立案することができる。３．自分の計画した研究のオリジナリ

ティと限界を理解しており、それを説明することができる。４．倫理的配慮を理解し、研究倫理審査委員会に提出す

る書類を作成することができる。５．研究プロトコールに関するスライドと配布資料が作成でき、それらを用いた発

表と質疑応答に対応できる。DP①③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究室において論文、各種資料等を用いてディスカッション、コメントをする。学生の主体性 100%が求めら

れる。平時よりあらゆる面において自分の発想・意見を提案し課題に導くようにする。必要な先行研究論文

は早期に入手し、必要な概念については整理をしておく。また研究プロセスに関する多様なデータの整理、

研究計画実践に関するデータはラボノートに記録する習慣をつける。 

 

教科書 

必要に応じて紹介する。 

 

参考書 

必要に応じて紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

オリエンテーション時に伝達する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス。特別研究Ⅰの概要、目的、年間

予定、留意事項などを共有する。 
入手資料を確認、論点を整理する。  

2 
研究テーマの設定（仮）可能性のある自己の

テーマに関してリストする。 
入手資料を論点整理する。  



3 
先行研究論文の検索。文献データベースを

用いた先行研究文献の検索。 
入手情報の論点整理する。  

4 
先行研究論文の精読。入手論文のクリティ

ーク・整理。 
入手情報の論点整理。  

5 
先行研究論文の精読。入手論文のクリティ

ーク・整理。 
入手情報の論点整理。  

6 
先行研究論文の精読。入手論文のクリティ

ーク・整理。 
入手情報の論点整理。  

7 
先行研究論文の精読。入手論文のクリティ

ーク・整理。 
入手情報の論点整理。  

8 
先行研究論文の精読。入手論文のクリティ

ーク・整理。 
入手情報の論点整理。  

9 
先行研究論文の精読。入手論文のクリティ

ーク・整理。 
入手情報の論点整理。  

10 
研究テーマの決定。先行研究の現状と実行

可能性をふまえて研究テーマを確定する。 
入手情報の論点整理。  

11 
先行研究レビュー。当該領域の研究レビュ

ーを作成する。 
入手情報の論点整理。  

12 
先行研究レビュー。当該領域の研究レビュ

ーを作成する。 
入手情報の論点整理。  

13 
先行研究レビュー。当該領域の研究レビュ

ーを作成する。 
入手情報の論点整理。  

14 
先行研究レビュー。当該領域の研究レビュ

ーを作成する。 
入手情報の論点整理。  

15 
リサーチクエッション。研究テーマのリサ

ーチクエッションを明確にする。 
入手情報の論点整理。  

16 

研究デザイン。リサーチクエッションに適

合した研究デザインの決定とその限界の考

察。 

入手情報の論点整理。  

17 
研究計画の立案。研究計画書（プロトコー

ル）の立案と執筆。 
入手情報の論点整理。  

18 
研究計画の立案。研究計画書（プロトコー

ル）の立案と執筆。 
入手情報の論点整理。  

19 
研究計画の立案。研究計画書（プロトコー

ル）の立案と執筆。 
入手情報の論点整理。  

20 
研究計画の立案。研究計画書（プロトコー

ル）の立案と執筆。 
入手情報の論点整理。  

21 
倫理審査申請。研究倫理審査の申請書作成

と提出。 
入手情報の論点整理。  

22 
倫理審査申請。研究倫理審査の申請書作成

と提出。 
入手情報の論点整理。  

23 
倫理審査申請。研究倫理審査の申請書作成

と提出。 
入手情報の論点整理。  

24 
予備研究。予備研究の実施と問題点の抽出・

分析。 
入手情報の論点整理。  

25 
予備研究。予備研究の実施と問題点の抽出・

分析。 
入手情報の論点整理。  

26 
予備研究。予備研究の実施と問題点の抽出・

分析。 
入手情報の論点整理。  

27 
予備研究。予備研究の実施と問題点の抽出・

分析。 
入手情報の論点整理。  

28 
発表準備。プロトコール発表会のスライド

および発表資料の作成。 
入手情報の論点整理。  

29 
プロトコール発表。プロトコール発表会に

おける発表と質疑応答。 
入手情報の論点整理。  

30 

プロトコール修正。発表会における質疑応

答と問題点指摘をふまえた研究計画の修

正。 

入手情報の論点整理。  

成績評価方法と基準 割合 

①文献検索、先行研究レビューおよび研究論文の理解度。②リサーチクエッション、プロトコールおよび倫

理審査申請書の作成能力。③プロトコール発表会のスライドと資料、発表の技法と内容および質疑応答

①30%

②30%



時の発言内容。上記の①～③で総合的に評価する。 

 

③40%[ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療科学専攻（博士後期課程） 
  



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：小縣 

主担当教員 小縣 裕二 担当教員 小縣 裕二 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

後期特別研究は、1～3年次まで継続される学位論文作成に直接関わる科目であり、各指導教員の研究テーマ

にそって研究のすべての過程を遂行する。後期特別研究Ⅲでは、学術雑誌への投稿、査読対応、学位論文作

成および最終発表（公聴会）を行わせる。放射線画像検査機器ごとに撮影から画像情報の定量化および解析

方法などを詳細に検討し、医師に客観的な解析結果を提供するコンピュータ支援診断(CAD)システムの構築と

その効果について検証する。後期特別研究Ⅰ・Ⅱの成果を投稿した学術雑誌からの査読コメントに対応して

掲載まで至らせる。また、実施した一連の研究作業と成果をまとめて学位論文（主論文）を作成させ、その内

容を最終報告会で発表させる。 

 

学修目標 

１．学術雑誌に投稿した論文の査読コメントに適切に対応できる。２．一連の特別研究の作業内容と結果と考察を博

士論文としてまとめて完成させることができる。３．研究の最終報告に必要なスライドと配布資料が作成でき、それ

らを用いた発表と質疑応答ができる。４．自身の研究について指摘された問題点を冷静に分析し、適切に修正するこ

とができる。DP①③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究室において論文執筆、査読コメントへの対応、スライド作成などについて個別指導する。必要な関連文

献はすべて事前に検索・入手して通読し、学位論文の修正すべき点についても事前に修正案を作成しておく。

授業前・中・後に行った作業、議論のポイント、変更内容、気付き、疑問、考察、投稿や査読コメント受け取

りの日付など、すべてを詳細にラボノートに記録すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

Image Science 

 

研究室／オフィスアワー 

さくら棟 5階研究室 1／随時対応（いつでもお越し下さい） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
査読への対応投稿した学術雑誌の査読コメ

ントの理解 
入手資料を読んで質問事項をまとめておく  

2 
査読への対応投稿した学術雑誌の査読コメ

ントの理解 
  

3 
査読に対応した論文修正査読コメントへの

対応決定にもとづく追加実験と論文修正と
  



提出 

4 

査読に対応した論文修正査読コメントへの

対応決定にもとづく追加実験と論文修正と

提出 

  

5 

査読に対応した論文修正査読コメントへの

対応決定にもとづく追加実験と論文修正と

提出 

  

6 

査読に対応した論文修正査読コメントへの

対応決定にもとづく追加実験と論文修正と

提出 

  

7 

査読に対応した論文修正査読コメントへの

対応決定にもとづく追加実験と論文修正と

提出 

  

8 

査読に対応した論文修正査読コメントへの

対応決定にもとづく追加実験と論文修正と

提出 

  

9 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
  

10 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
  

11 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
  

12 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
  

13 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
  

14 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
  

15 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
  

16 
博士論文の推敲博士論文の各セクションに

ついて議論と修正 
  

17 
博士論文の推敲博士論文の各セクションに

ついて議論と修正 
  

18 
博士論文の推敲博士論文の各セクションに

ついて議論と修正 
  

19 
博士論文の推敲博士論文の各セクションに

ついて議論と修正 
  

20 
博士論文の推敲博士論文の各セクションに

ついて議論と修正 
  

21 
公聴会準備公聴会のスライドおよび配布資

料の作成 
  

22 
公聴会準備公聴会のスライドおよび配布資

料の作成 
  

23 
公聴会準備公聴会のスライドおよび配布資

料の作成 
  

24 
公聴会準備公聴会のスライドおよび配布資

料の作成 
  

25 
公聴会後のディスカッション公聴会におけ

る発表に関するディスカッション 
  

26 

博士論文の完成公聴会の質疑応答と口頭試

問の内容を踏まえて博士論文を修正して完

成 

  

27 

博士論文の完成公聴会の質疑応答と口頭試

問の内容を踏まえて博士論文を修正して完

成 

  

28 

博士論文の完成公聴会の質疑応答と口頭試

問の内容を踏まえて博士論文を修正して完

成 

  

29 

博士論文の完成公聴会の質疑応答と口頭試

問の内容を踏まえて博士論文を修正して完

成 

  



30 

博士論文の完成公聴会の質疑応答と口頭試

問の内容を踏まえて博士論文を修正して完

成 

  

成績評価方法と基準 割合 

①査読コメントへの対応と投稿論文修正の完成度に 10％②公聴会の発表と質疑応答と口頭試問の対応

内容に 20％③博士論文の完成度に 70％という点数配分をして総合的に評価する。学位審査会の評価内

容、および学術雑誌の査読における評価内容も参考とする。DP①③④ 

 

①10%

②20%

③70% 



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：荻原 

主担当教員 荻原 俊男 担当教員 荻原 俊男 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：吉村 

主担当教員 吉村 弥須子 担当教員 吉村 弥須子 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 後期特別研究は、1～3年次まで継続される学位論文作成に直接関わる科目であり、各指導教員の研究テー

マにそって研究のすべての過程を遂行する。後期特別研究Ⅲでは、学術雑誌への投稿、査読対応、学位論文

作成および最終発表（公聴会）を行わせる。 がん患者や手術患者に対する QOL 向上を目指した看護実践の

検証や医療支援、サポートシステムの構築等に関する研究を行う。 具体的には、後期特別研究Ⅰ・Ⅱを踏

まえてデータ収集し、成果を文章化して学術雑誌に投稿した論文について、査読コメントに対応して掲載ま

で至らせる。また、実施した一連の研究作業と成果をまとめて学位論文（主論文）を作成させ、その内容を最

終報告会で発表させる。 

 

学修目標 

１．学術雑誌に投稿した論文の査読コメントに適切に対応できる。２．一連の特別研究の作業内容と結果と考察を博

士論文としてまとめて完成させることができる。３．研究の最終報告に必要なスライドと配布資料が作成でき、それ

らを用いた発表と質疑応答ができる。４．自身の研究について指摘された問題点を冷静に分析し、適切に修正するこ

とができる。DP①③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究室において論文執筆、査読コメントへの対応、スライド作成などについて個別指導する。学位論文のセ

クションごとに修正点と具体的な修正方法を指導し、学位論文の完成と提出に導く。必要な関連文献はすべ

て事前に検索・入手して通読し、学位論文の修正すべき点についても事前に修正案を作成しておく。授業前・

中・後に行った作業、議論のポイント、変更内容、気付き、疑問、考察、投稿や査読コメント受け取りの日付

など、すべてを詳細にラボノートに記録すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
投稿した学術雑誌の査読コメントへの対応

に関する討論 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

2 
査読コメントへの対応決定にもとづく論文

修正と提出 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 



3 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

4 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

5 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

6 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

7 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

8 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

9 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

10 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

11 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

12 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

13 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

14 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

15 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

16 
博士論文の各セクションについて議論と修

正 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

17 
博士論文の各セクションについて議論と修

正 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

18 
博士論文の各セクションについて議論と修

正 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

19 
博士論文の各セクションについて議論と修

正 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

20 
博士論文の各セクションについて議論と修

正 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

21 公聴会のスライドおよび配布資料の作成 
関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

22 公聴会のスライドおよび配布資料の作成 
関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

23 公聴会のスライドおよび配布資料の作成 
関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

24 公聴会のスライドおよび配布資料の作成 
関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

25 
公聴会における発表に関するディスカッシ

ョン 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

26 
公聴会の質疑応答と口頭試問の内容を踏ま

えて博士論文を修正して完成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

27 
公聴会の質疑応答と口頭試問の内容を踏ま

えて博士論文を修正して完成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

28 
公聴会の質疑応答と口頭試問の内容を踏ま

えて博士論文を修正して完成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

29 

作業過程で作成した記録と収集したデー

タ・資料などについて所在と管理状況を確

認し、分類・整理して保管 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

30 

特別研究のすべての過程をレビューして評

価点・反省点・改善点を抽出し、今後の展開

について検討 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
 

成績評価方法と基準 割合 

①査読コメントへの対応と投稿論文修正の完成度②公聴会の発表と質疑応答と口頭試問の対応内容③

博士論文の完成度上記の①～③で総合的に評価する。学位審査会の評価内容、および学術雑誌の査

①10%

②20%



読における評価内容も参考とする。DP①③④ 

 

③70% 



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：仲西 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

後期特別研究は、1～3年次まで継続される学位論文作成に直接関わる科目であり、各指導教員の研究テーマ

にそって研究のすべての過程を遂行する。後期特別研究Ⅲでは、学術雑誌への投稿、査読対応、学位論文作

成および最終発表（公聴会）を行わせる。現代の医療システムに導入するにあたって耳鼻咽喉科領域の鍼灸

治療について、有効性または安全性の臨床的エビデンスを検証する。具体的には、後期特別研究Ⅰ・Ⅱを踏

まえてデータ収集し、成果を文章化して学術雑誌に投稿した論文について、査読コメントに対応して掲載ま

で至らせる。また、実施した一連の研究作業と成果をまとめて学位論文（主論文）を作成させ、その内容を最

終報告会で発表させる。 

 

学修目標 

１．学術雑誌に投稿した論文の査読コメントに適切に対応できる。２．一連の特別研究の作業内容と結果と考察を博

士論文としてまとめて完成させることができる。３．研究の最終報告に必要なスライドと配布資料が作成でき、それ

らを用いた発表と質疑応答ができる。４．自身の研究について指摘された問題点を冷静に分析し、適切に修正するこ

とができる。DP①③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究室において論文執筆、査読コメントへの対応、スライド作成などについて個別指導する。学位論文のセ

クションごとに修正点と具体的な修正方法を指導し、学位論文の完成と提出に導く。必要な関連文献はすべ

て事前に検索・入手して通読し、学位論文の修正すべき点についても事前に修正案を作成しておく。授業前・

中・後に行った作業、議論のポイント、変更内容、気付き、疑問、考察、投稿や査読コメント受け取りの日付

など、すべてを詳細にラボノートに記録すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

Higgins JPT, Green S（Edit.）「Cochrane Handbook for Systematic Reviews of Interventions」（Cochrane 

Collaboration, Version 5.1.0, 2011 年）MacPherson H, Hammerschlag R, Lewith G, Schnyer R（Edit.）

「Acupuncture Research ? Strategies for Establishing an Evidence Base」（Churchill Livingstone, 1st 

Edition, 2007 年）Leung SW, Hu H（Edit.）「Evidence-based Research Methods for Chinese Medicine」

（Springer, 1st Edition, 2016 年）日中共同編集「鍼灸学臨床編」（東洋学術出版社、初版、1991 年）標準

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学（医学書院、初版 1983 年） 

 

研究室／オフィスアワー 

都度指示する 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
査読への対応投稿した学術雑誌の査読コメ

ントへの対応に関する討論 
都度指示する  

2 
査読後の論文修正査読コメントへの対応決

定にもとづく論文修正と提出 
都度指示する  

3 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

4 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

5 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

6 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

7 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

8 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

9 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

10 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

11 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

12 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

13 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

14 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

15 
博士論文の作成一連の研究作業と成果をま

とめて博士論文を作成 
都度指示する  

16 
博士論文の推敲博士論文の各セクションに

ついて議論と修正 
都度指示する  

17 
博士論文の推敲博士論文の各セクションに

ついて議論と修正 
都度指示する  

18 
博士論文の推敲博士論文の各セクションに

ついて議論と修正 
都度指示する  

19 
博士論文の推敲博士論文の各セクションに

ついて議論と修正 
都度指示する  

20 
博士論文の推敲博士論文の各セクションに

ついて議論と修正 
都度指示する  

21 
公聴会準備公聴会のスライドおよび配布資

料の作成 
都度指示する  

22 
公聴会準備公聴会のスライドおよび配布資

料の作成 
都度指示する  

23 
公聴会準備公聴会のスライドおよび配布資

料の作成 
都度指示する  

24 
公聴会準備公聴会のスライドおよび配布資

料の作成 
都度指示する  

25 
公聴会後のディスカッション公聴会におけ

る発表に関するディスカッション 
都度指示する  

26 

博士論文の完成公聴会の質疑応答と口頭試

問の内容を踏まえて博士論文を修正して完

成 

都度指示する  

27 

博士論文の完成公聴会の質疑応答と口頭試

問の内容を踏まえて博士論文を修正して完

成 

都度指示する  

28 

博士論文の完成公聴会の質疑応答と口頭試

問の内容を踏まえて博士論文を修正して完

成 

都度指示する  



29 

記録と資料の整理作業過程で作成した記録

と収集したデータ・資料などについて所在

と管理状況を確認し、分類・整理して保管 

都度指示する  

30 

総括特別研究のすべての過程をレビューし

て評価点・反省点・改善点を抽出し、今後の

展開について検討 

都度指示する  

成績評価方法と基準 割合 

①査読コメントへの対応と投稿論文修正の完成度に 10％②公聴会の発表と質疑応答と口頭試問の対応

内容に 20％③博士論文の完成度に 70％という点数配分をして総合的に評価する。学位審査会の評価内

容、および学術雑誌の査読における評価内容も参考とする。DP①③④ 

 

①10%

②20%

③70% 



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：吉岡 

主担当教員 吉岡  敏治 担当教員 吉岡  敏治 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：川畑 

主担当教員 川畑 浩久 担当教員 川畑 浩久 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：上田 

主担当教員 上田  真喜子 担当教員 上田  真喜子 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：森谷 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：中原 

主担当教員 中原 英博 担当教員 中原 英博 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：森 

主担当教員 森 誠司 担当教員 森 誠司 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：村上 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

後期特別研究は、１～３年次まで継続される学位論文作成に直接かかわる科目であり、各指導教員の研究テ

ーマにそ研究のすべての過程を遂行する。後期特別研究Ⅲでは、学術雑誌への投稿、査読対応、学術論文作

成および最終発表（公聴会）を行う。看護学領域の実践現場で生起している現象の中から見出した、各自の

テーマについて取り組んだ研究の一連の過程を学位論文(主論文）として作成し、公聴会で発表する。 

 

学修目標 

１．学術雑誌に投稿した論文の査読コメントに適切に対応できる。２．一連の特別研究の作業内容と結果、考察を博

士論文としてまとめて完成させることができる。３．研究の最終報告に必要なスライドと配布資料が作成でき、それ

らを用いた発表と質疑応答ができる。４．自身の研究について指摘された問題点を冷静に分析し、適切に修正するこ

とができる。DP①③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究室において論文執筆、査読コメントへの対応、スライド作成など個別指導する。必要な関連文献は全て

事前に検索・入手して精読し、学位論文の修正すべき点についても事前に修正案を作成しておく。授業前・

中・後に行った作業、議論のポイント、変更内容、気づき、疑問、考察、投稿や査読コメント受け取り日付な

ど、全てを詳細に研究ノートに記録すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

年度当初に発表する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
査読への対応。投稿した学術雑誌の査読コ

メントの理解。 

入手資料を読んで質問事項をまとめてお

く。 
 

2 
査読への対応。投稿した学術雑誌の査読コ

メントの理解。 
  

3 

査読に対応した論文修正。査読コメントへ

の対応決定に基づく追加実験あるいは調査

（データ収集、再分析）と論文修正、提出。 

  

4 

査読に対応した論文修正。査読コメントへ

の対応決定に基づく追加実験あるいは調査

（データ収集、再分析）と論文修正、提出。 

  



5 

査読に対応した論文修正。査読コメントへ

の対応決定に基づく追加実験あるいは調査

（データ収集、再分析）と論文修正、提出。 

  

6 

査読に対応した論文修正。査読コメントへ

の対応決定に基づく追加実験あるいは調査

（データ収集、再分析）と論文修正、提出。 

  

7 

査読に対応した論文修正。査読コメントへ

の対応決定に基づく追加実験あるいは調査

（データ収集、再分析）と論文修正、提出。 

  

8 

査読に対応した論文修正。査読コメントへ

の対応決定に基づく追加実験あるいは調査

（データ収集、再分析）と論文修正、提出。 

  

9 
博士論文の作成。一連の研究作業と成果を

まとめて博士論文を作成する。 
  

10 
博士論文の作成。一連の研究作業と成果を

まとめて博士論文を作成する。 
  

11 
博士論文の作成。一連の研究作業と成果を

まとめて博士論文を作成する。 
  

12 
博士論文の作成。一連の研究作業と成果を

まとめて博士論文を作成する。 
  

13 
博士論文の作成。一連の研究作業と成果を

まとめて博士論文を作成する。 
  

14 
博士論文の作成。一連の研究作業と成果を

まとめて博士論文を作成する。 
  

15 
博士論文の作成。一連の研究作業と成果を

まとめて博士論文を作成する。 
  

16 
博士論文の推敲。博士論文の各セクション

について議論と修正。 
  

17 
博士論文の推敲。博士論文の各セクション

について議論と修正。 
  

18 
博士論文の推敲。博士論文の各セクション

について議論と修正。 
  

19 
博士論文の推敲。博士論文の各セクション

について議論と修正。 
  

20 
博士論文の推敲。博士論文の各セクション

について議論と修正。 
  

21 
公聴会準備。公聴会のスライドおよび配布

資料の作成。 
  

22 
公聴会準備。公聴会のスライドおよび配布

資料の作成。 
  

23 
公聴会準備。公聴会のスライドおよび配布

資料の作成。 
  

24 
公聴会準備。公聴会のスライドおよび配布

資料の作成。 
  

25 
公聴会後のディスカッション。公聴会にお

ける発表に関するディスカッション。 
  

26 

博士論文の完成。公聴会の質疑応答と口頭

試問の内容をふまえて博士論文を修正して

完成。 

  

27 

博士論文の完成。公聴会の質疑応答と口頭

試問の内容をふまえて博士論文を修正して

完成。 

  

28 

博士論文の完成。公聴会の質疑応答と口頭

試問の内容をふまえて博士論文を修正して

完成。 

  

29 

博士論文の完成。公聴会の質疑応答と口頭

試問の内容をふまえて博士論文を修正して

完成。 

  

30 

博士論文の完成。公聴会の質疑応答と口頭

試問の内容をふまえて博士論文を修正して

完成。 

  

成績評価方法と基準 割合 



①査読コメントへの対応と投稿論文修正の完成度に 10%②公聴会の発表と質疑応答、口頭試問の対応

内容に 20%③博士論文の完成度に 70%という点数配分をして総合的に評価する。学位審査会の評価内

容、および学術雑誌の査読における評価内容も参考とする。DP①③④ 

 

①10%

②20%

③70% 



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：前川 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：五十嵐 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 五十嵐 淳介 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻)：青木 

主担当教員 青木 元邦 担当教員 青木 元邦 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期特別研究Ⅲ (医療科学専攻) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 

山下 仁／川畑 浩久／森谷 正

之／工藤 慎太郎／森 誠司／片

山 俊郎／橋本 弘子／由利 禄

巳／小縣 裕二 

科目ナンバリング SR20DMSC004 科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③④ 

配当年次 3 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 後期特別研究は、1～3年次まで継続される学位論文作成に直接関わる科目であり、各指導教員の研究テー

マにそって研究のすべての過程を遂行する。後期特別研究Ⅲでは、学術雑誌への投稿、査読対応、学位論文

作成および最終発表（公聴会）を行わせる。現代の医療システムに導入するにあたって必要な鍼灸の有効性

または安全性の臨床的エビデンスを検証する。具体的には、後期特別研究Ⅰ・Ⅱを踏まえてデータ収集し、

成果を文章化して学術雑誌に投稿した論文について、査読コメントに対応して掲載まで至らせる。また、実

施した一連の研究作業と成果をまとめて学位論文（主論文）を作成させ、その内容を最終報告会で発表させ

る。 

 

学修目標 

１．学術雑誌に投稿した論文の査読コメントに適切に対応できる。２．一連の特別研究の作業内容と結果と考察を博

士論文としてまとめて完成させることができる。３．研究の最終報告に必要なスライドと配布資料が作成でき、それ

らを用いた発表と質疑応答ができる。４．自身の研究について指摘された問題点を冷静に分析し、適切に修正するこ

とができる。DP①③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

研究室において論文執筆、査読コメントへの対応、スライド作成などについて個別指導する。学位論文のセ

クションごとに修正点と具体的な修正方法を指導し、学位論文の完成と提出に導く。必要な関連文献はすべ

て事前に検索・入手して通読し、学位論文の修正すべき点についても事前に修正案を作成しておく。授業前・

中・後に行った作業、議論のポイント、変更内容、気付き、疑問、考察、投稿や査読コメント受け取りの日付

など、すべてを詳細にラボノートに記録すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

Higgins JPT, Thomas J（Edit.）「Cochrane Handbook for Systematic Reviews of Interventions, 2nd 

Edition」（Wiley Blackwell, 2019 年）MacPherson H, Hammerschlag R, Lewith G, Schnyer R（Edit.）

「Acupuncture Research ? Strategies for Establishing an Evidence Base」（Churchill Livingstone, 1st 

Edition, 2007 年）Leung SW, Hu H（Edit.）「Evidence-based Research Methods for Chinese Medicine」

（Springer, 1st Edition, 2016 年） 

 

研究室／オフィスアワー 



随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
投稿した学術雑誌の査読コメントへの対応

に関する討論 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

2 
査読コメントへの対応決定にもとづく論文

修正と提出 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

3 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

4 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

5 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

6 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

7 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

8 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

9 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

10 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

11 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

12 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

13 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

14 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

15 
一連の研究作業と成果をまとめて博士論文

を作成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

16 
博士論文の各セクションについて議論と修

正 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

17 
博士論文の各セクションについて議論と修

正 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

18 
博士論文の各セクションについて議論と修

正 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

19 
博士論文の各セクションについて議論と修

正 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

20 
博士論文の各セクションについて議論と修

正 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

21 公聴会のスライドおよび配布資料の作成 
関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

22 公聴会のスライドおよび配布資料の作成 
関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

23 公聴会のスライドおよび配布資料の作成 
関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

24 公聴会のスライドおよび配布資料の作成 
関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

25 
公聴会における発表に関するディスカッシ

ョン 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

26 
公聴会の質疑応答と口頭試問の内容を踏ま

えて博士論文を修正して完成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

27 
公聴会の質疑応答と口頭試問の内容を踏ま

えて博士論文を修正して完成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

28 
公聴会の質疑応答と口頭試問の内容を踏ま

えて博士論文を修正して完成 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 



29 

作業過程で作成した記録と収集したデー

タ・資料などについて所在と管理状況を確

認し、分類・整理して保管 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

30 

特別研究のすべての過程をレビューして評

価点・反省点・改善点を抽出し、今後の展開

について検討 

関連文献を読んで質問・議論する事項をま

とめておく 
山下 

成績評価方法と基準 割合 

①査読コメントへの対応と投稿論文修正の完成度②公聴会の発表と質疑応答と口頭試問の対応内容③

博士論文の完成度上記の①～③で総合的に評価する。学位審査会の評価内容、および学術雑誌の査

読における評価内容も参考とする。DP①③④ 

 

①10%

②20%

③70% 



授業科目名 生物統計学後期特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎／原 良昭 

科目ナンバリング  科目区分 共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 2 限、月曜

4 限、火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

講義として、2 つの講義法を実施する。講義法 1 は、学生毎に統計方法を割当て、割り当てられた方法の概

要、結果の解釈、リミテーション及びその実施方法（Easy R による）を学生にプレゼンしてもらう形式とす

る。講義法 2 は、臨床研究のデータを含んだ資料を配布し、資料タイトルに即した統計処理を EZR で実施し、

結果をプレゼンし、提出する形式とする。 

 

学修目標 

１．臨床研究における生物統計学と統計プロトコルについて理解している。２．臨床研究における各種データに対し

て適切な解析法を選択することができる。３．臨床研究においてエビデンスを積み上げ、正しい研究デザインと正し

い統計手法を取得し、質の高い研究を実践することが出来る。DP②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

テーマに対する資料を熟読し、参考文献等を選定、読破し、EZR の使用法、統計処理法の選択を行う。不明な

こと等に関しては、個々に担当に質問し、解決を図る。 

 

教科書 

論文、関連資料を適宜配布する。書籍等は特に指定しない。 

 

参考書 

必要が生じた場合は適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

原: C 棟 7F 教職員室 / 火曜日 2限 面談は可能な限り事前予約を行ってください。片山俊郎研究室(C 棟７F

研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は何時でも大丈夫です。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

統計解析実施環境の構築と種類について・

統計ソフト R および EZR の環境を整備でき

る。・Rと EZR の違いについて説明できる。・

Python と R の違いについて説明できる。・

Julia と R の違いについて説明できる。 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

原 

2 

仮説検定と p 値・実験において仮説検定が

必要とされる理由およびその限界を説明で

きる・t検定を例として、対立仮説と帰無仮

説の意味を説明できる。・p 値と多重検定に

ついて説明できる。・効果量を説明できる。 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

原 

3 
研究デザイン 1・変数の種類について説明で

きる。・研究分野における因果関係とは何か

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま
原 



を説明できる。・研究デザインとして、ラン

ダム化比較試験(RCT)の利点・欠点を説明で

きる。 

とめ、他の学生と議論する。 

4 

研究デザイン 2・重回帰分析の結果の解釈、

リミテーションについて説明できる。・RCT

が成立しない場合の対策である疑似実験に

おいて重回帰分析が果たす役割を説明でき

る。 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

原 

5 

研究デザイン 3・横断研究と比較して縦断研

究の 1 種であるコホート研究を説明でき

る。・リスクおよびリスク比をオッズ比と比

較して説明できる。 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

原 

6 

研究デザイン 4・横断研究と比較して縦断研

究の 1 種である症例対照研究を説明でき

る。・コホート研究と症例対照研究を比較し

て説明できる 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

原 

7 

ロジスティック回帰分析・ロジスティック

回帰分析の解釈およびその限界について説

明できる。 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

原 

8 

疑似実験・代表的な疑似実験法である回帰

不連続デザインを説明できる。・差分の差分

分析を説明できる。 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

原 

9 群間比較(資料配布) 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

片山 

10 結果解析 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

片山 

11 回帰分析：回帰モデルの選択法(資料配布) 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

片山 

12 結果解析 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

片山 

13 生存時間解析(資料配布) 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

片山 

14 結果解析 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

片山 

15 傾向スコアによる背景調節 

予習： 講義前に掲示された内容を実施する

復習： 理解できなかった内容をま

とめ、他の学生と議論する。 

片山 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①プレゼン＜DP②③④＞②質疑応答時の発言内容＜DP②③④＞＜フィードバックの方法＞講義開始

前に、前回の疑問点、不明点等について質疑応答を行う。 

 

①70%

②30% 



授業科目名 医療科学研究方法論 (医療科学専攻) 

主担当教員 原 良昭 担当教員 原 良昭／山下 仁／片山 俊郎 

科目ナンバリング  科目区分 共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 4 限、金曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 医療科学研究に最低限必要なヘルスリテラシーおよび研究計画立案の手法を学ぶことによって、自身の行

う後期特別研究に用いる研究方法の質を高め、より適切で信頼性の高い研究が実施できるための基礎固めを

行う。 

 

学修目標 

１．医療科学研究における共通の規範と研究方法論について理解している。２．医療科学研究におけるリサーチ・ク

エスチョンに対して適切な研究方法を選択することができる。３．エビデンスに基づく医療（EBM）を理解し、EBMの

発展に貢献する質の高い研究を見分けることが出来る。DP②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

テーマに関わる論文、記事、資料を事前に指定されたときは授業までに目を通し、授業後には自身の専門分

野および研究テーマに当てはめ、修得した知識・技術の応用に努めること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。書籍等は特に指定しない。 

 

参考書 

必要が生じた場合は適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

適宜対応する。片山俊郎研究室(C 棟７F 研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は適宜対応する。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 EBM（１） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 
山下 

2 EBM（２） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 
山下 

3 EBM（３） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 
山下 

4 EBM（４） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 
山下 

5 EBM（５） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 
山下 

6 EBM（６） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 
山下 

7 EBM（７） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 
山下 



8 研究デザインとプロトコール（１） 
予授業前・授業後に提示された資料を読ん

で理解する。 

片山、

原 

9 研究デザインとプロトコール（２） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 

片山、

原 

10 研究デザインとプロトコール（３） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 

片山、

原 

11 研究デザインとプロトコール（４） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 

片山、

原 

12 研究デザインとプロトコール（５） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 

片山、

原 

13 研究デザインとプロトコール（６） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 

片山、

原 

14 研究デザインとプロトコール（７） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 

片山、

原 

15 研究デザインとプロトコール（８） 
授業前・授業後に提示された資料を読んで

理解する。 

片山、

原 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート＜DP②③④＞②質疑応答時の発言内容＜DP②③④＞＜フィードバックの方法＞講義開始前

に、前回の復習を兼ねた質疑応答を行う。 

 

①70%

②30% 



授業科目名 研究倫理特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 山下 仁／神田 靖士 

科目ナンバリング  科目区分 共通科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 3 限、月曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

 医療科学分野で必要な研究倫理および生命倫理について知識を深め、実際に医療科学研究を行う際に適切

な判断・配慮・対処ができる能力を身に付ける。近年社会的問題となった研究倫理および生命倫理に関する

事例を取り上げて、その詳細を知り問題点を分析し考察するとともに、海外および国内における関連領域の

法令や指針を読み解くことによって研究公正や人権尊重の考え方を深め、どう行動すべきかを修得する。ま

た、利益相反とそのマネージメント、患者の権利の保護、インフォームド・コンセント、研究不正の告発シス

テム等について、その現状および取るべき行動の具体例を学ぶ。 

 

学修目標 

１．医療科学研究における研究倫理と生命倫理について、その意味を理解し、研究実施時に適切な行動  ができる。

２．研究公正や人権尊重に関する国内外の基本的な法令および指針の内容を理解している。３．研究倫理および生命

倫理における審査申請その他の諸手続きが適切に行える。４．医療科学分野における他者の研究発表や研究論文につ

いて倫理的観点から的確な問題指摘と修正提  案ができる。DP②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

オムニバス方式による講義で、実例の紹介と質疑応答を交えながら進行する。毎回のテーマに関わる論文や

記事を事前に検索・入手して目を通し、授業後にはそこから倫理的観点からみた問題点を抽出すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。書籍等は特に指定しない。 

 

参考書 

科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－（日本学術振興会「科学の健全な発展のために」編集委

員会）人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（文部科学省、厚生労働省）科学研究における健全性の

向上について（日本学術会議） 

 

研究室／オフィスアワー 

神田 靖士／在室時は訪問可。質問がある場合は授業終了時に申し出て下さい。メールでも随時受付を行い

ます。メールアドレス：kandas@hirakata.kmu.ac.jp 山下 仁／適宜対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
【研究倫理概論】科学者としての態度や研

究公正の意味と重要性 
研究公正について調べる 山下 

2 
【研究不正】FFP とその具体例、不正告発シ

ステム 
FFP について調べる 山下 



3 
【研究者・著者の責任】研究行為の責務、オ

ーサーシップ、著作権 
オーサーシップについて調べる 山下 

4 
【利益相反】利益相反の定義・範囲とそのマ

ネージメント 
利益相反について調べる 山下 

5 
【データの管理・保護】ラボノート、個人情

報の保護 
個人情報について調べる 山下 

6 
【法令と指針】国内外の関連法令および指

針の通読と解説 

厚労省の臨床研究に関する指針について調

べる 
山下 

7 

【倫理審査の申請・臨床試験登録】研究倫理

委員会・IRB の申請および臨床試験事前登録

の実際 

臨床試験登録のサイトについて調べる 山下 

8 
【生命倫理概論】生命倫理とはどのような

学問か 
 神田 

9 

【着床前診断と出生前診断】受精卵、胎児の

先天的遺伝性疾患の検査法、優生保護の考

え方 

 神田 

10 
【尊厳死と安楽死】尊厳ある生命の終わり

と安楽死との相違点 
レポート 神田 

11 
【脳死と臓器移植】脳死はヒトの死か、臓器

移植法の改正と臓器移植の現状 
 神田 

12 

【再生医療とクローン技術】ES 細胞、iPS 細

胞を利用した再生医療、ヒトクローン胚の

考え方 

レポート 神田 

13 
【代理出産】代理出産とわが国における親

子関係のあり方 
 神田 

14 
【インフォームド・コンセント】医療現場に

おける患者の権利と医療従事者の義務 
レポート 神田 

15 
【総括】学習した概念相互のつながりの確

認と質疑応答 
 神田 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート②質疑応答時の発言内容 DP②③④ 

 

①70%

②30% 



授業科目名 システム生理学特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 五十嵐 淳介 担当教員 五十嵐 淳介／中原 英博 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 生体には、血液ガスや pH、血圧、体温、血糖の恒常性維持に必要不可欠な動的フィードバック制御システ

ムが備わっている。本特論では、様々な環境条件下において、生体恒常性を維持すべくダイナミックな振る

舞いをみせる生体システムの動作原理や、その動的な制御機構の詳細を系統的に研究分析する方法論の基礎

（動物実験を含む）と応用を学ぶ。また最新の研究成果についても解説する。 

 

学修目標 

生体システムの構造と機能を理解した上で、細胞・組織・個体レベルでそれらがどのように連携して働いているかを、

統合的かつ定量的な視点（システム生理学的視点）から説明できる。DP①③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

生理学・解剖学の基礎医学知識を身につけていく必要があります。指定教科書やその他の参考書を用いて、

人体の仕組みをまずは臓器生理学のレベルで理解することを目標として下さい。 

 

教科書 

論文、資料を適宜配布する。 

 

参考書 

Guyton and Hall Textbook of Medical Physiology, 13e (Guyton Physiology)ISBN-10: 1455770051ISBN-

13: 978-1455770052 

 

研究室／オフィスアワー 

五十嵐 淳介／適宜対応する中原 英博／適宜対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
【システム生理学の基礎】生体システムの

階層の理解 

運動の生理学（特に呼吸循環代謝系のダイ

ナミクス）の基本的な知識、生体シ

ステムの運動に対するダイナミッ

クな振る舞いを理解するための、周

波数解析や伝達関数を用いた定量

評価に関する基本的な知識、基本的

なアルゴリズムについて再確認し

ておくこと。 

五十嵐 

2 生体調節系（呼吸・代謝システム） 

呼吸器・代謝系臓器の仕組みを予習してお

くこと。講義後は指定教科書・配布

資料等を用いて復習すること。 

五十嵐 

3 生体調節系（循環システム） 生体調節系（循環システム）のブロック線図 中原 

4 
【動的システムの機能同定①】 生体調節系

（呼吸・代謝システム）による血液ガス、pH、
  



血糖 維持調節機構の定量解析 

5 

【動的システムの機能同定②】生体調節系

（循環・体温調節系）による、血圧、体温維

持調節機構の定量解析 

循環器の仕組みを予習しておくこと。講義

後は指定教科書・配布資料等を用い

て復習すること。 

五十嵐 

6 循環器系のストレス応答（１） 

循環器の仕組みを予習しておくこと。講義

後は指定教科書・配布資料等を用い

て復習すること。 

五十嵐 

7 循環器系のストレス応答（２） 

循環器の仕組みを予習しておくこと。講義

後は指定教科書・配布資料等を用い

て復習すること。 

五十嵐 

8 循環器系のストレス応答（３） 

循環器の仕組みを予習しておくこと。講義

後は指定教科書・配布資料等を用い

て復習すること。 

五十嵐 

9 循環器系のストレス応答（４） 

循環器の仕組みを予習しておくこと。講義

後は指定教科書・配布資料等を用い

て復習すること。 

五十嵐 

10 フィードバック制御システムの理解（１） 

循環器と他の臓器の応答の仕組みについて

予習しておくこと。講義後は指定教

科書・配布資料等を用いて復習する

こと。 

五十嵐 

11 フィードバック制御システムの理解（２） 

循環器と他の臓器の応答の仕組みについて

予習しておくこと。講義後は指定教

科書・配布資料等を用いて復習する

こと。 

五十嵐 

12 フィードバック制御システムの理解（３） 

循環器と他の臓器の応答の仕組みについて

予習しておくこと。講義後は指定教

科書・配布資料等を用いて復習する

こと。 

五十嵐 

13 フィードバック制御システムの解析（１） 

循環器と他の臓器の応答の仕組みについて

予習しておくこと。講義後は指定教

科書・配布資料等を用いて復習する

こと。 

五十嵐 

14 フィードバック制御システムの解析（２） 

循環器と他の臓器の応答の仕組みについて

予習しておくこと。講義後は指定教

科書・配布資料等を用いて復習する

こと。 

五十嵐 

15 フィードバック制御システムの解析（３） 

循環器と他の臓器の応答の仕組みについて

予習しておくこと。講義後は指定教

科書・配布資料等を用いて復習する

こと。 

五十嵐 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    



28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①講義中の発問・質疑応答②レポート DP①③ 

 

①70 ％

②30% 



授業科目名 臨床神経解剖学特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 森谷 正之 担当教員 森谷 正之 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 生体活動の基盤は、生体外部あるいは生体内部での環境変化により生じる感覚情報が中枢神経系で処理統

合され、その結果として運動が発現し恒常性維持や生活活動が遂行されることで成立している。本特論では、

神経系について過去から現在に至る研究方法論や研究成果、知見を検討することを通じて、臨床上重要とな

る神経系の特性について、神経解剖学の立場から理解を深める。 

 

学修目標 

１．生体活動における「形態」と「機能」の関連性について、神経解剖学の立場から説明できる（DP①③）。２．看

護、リハビリテーション、伝統医学、検査技術などの領域で神経系に関連する臨床事項について、神経解剖学的視点

から     説明できる（DP①③）。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

基本的には論文、資料等の講読により講義を進行する。各講義の事前に論文、資料等を配布するのでその内

容について学習しておき、講義時に議論できるように準備しておくこと。 

 

教科書 

論文、資料等を適宜配布する。書籍等は特に指定しない。 

 

参考書 

必要が生じた場合は適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

E 棟４階（研究室 11） 月曜日午後 5時～午後 7時、各日昼休みの時間帯は原則研究室に在室しています。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
【神経解剖学とは】神経解剖学の成り立ち

について 

神経解剖学の位置付けについて考えて下さ

い（予習と復習合わせて 4 時間）。 
森谷 

2 
【神経解剖学の歴史】神経解剖学の歴史に

ついて 

神経解剖学の歴史について考察して下さい

（予習と復習合わせて 4時間）。 
森谷 

3 
【神経解剖学の研究方法】 神経解剖学研究

手法について 

神経解剖学の方法論について考えて下さい

（予習と復習合わせて 4時間）。 
森谷 

4 
【咀嚼と嚥下の神経解剖学】咀嚼、嚥下機能

を制御する神経機構について 

咀嚼、嚥下機能を制御する神経機構につい

て考察下さい（予習と復習合わせて

4時間）。 

森谷 

5 
【痛みの基礎知識】痛みの定義と研究の歴

史について 

痛みの定義と研究の歴史について考察して

下さい（予習と復習合わせて 4 時

間）。 

森谷 

6 
【痛みのメカニズム】神経系における痛み

の伝達システムについて 

痛みの伝達メカニズムについて考察して下

さい（予習と復習合わせて 4時間）。 
森谷 



7 
【痛みの制御】痛みの伝達に関わる物質と

その特性について 

痛みの伝達に関わる物質とその特性につい

て考察して下さい（予習と復習合わ

せて 4時間）。 

森谷 

8 【痛みの治療】鎮痛のメカニズムについて 

末梢性の鎮痛メカニズムについて考察して

下さい（予習と復習合わせて 4 時

間）。 

森谷 

9 
【ガンの痛み】悪性腫瘍に伴う痛みの特性

について 

悪性腫瘍に伴う痛みの発生メカニズムや緩

和の方法について考察して下さい

（予習と復習合わせて 4時間）。 

森谷 

10 
【看護と神経解剖学】看護領域に関連する

神経解剖学の基礎知識 

アロデニアなど、看護領域で必要となる疼

痛管理について考察して下さい（予

習と復習合わせて 4時間）。 

森谷 

11 

【リハビリテーションと神経解剖学】リハ

ビリテーション領域に関連する神経解剖学

の基礎知識 

複合性局所疼痛症候群（CRPS）など、リハビ

リテーションの領域で必要となる

疼痛管理について考察して下さい

（予習と復習合わせて 4時間）。 

森谷 

12 
【伝統医学と神経解剖学】鍼灸領域に関連

する神経解剖学の基礎知識 

鍼灸治療による疼痛管理について考察して

下さい（予習と復習合わせて 4 時

間）。 

森谷 

13 
【検査技術と神経解剖学】 検査技術に関連

する神経解剖学の基礎知識 

脳波について調べて下さい（予習と復習合

わせて 4時間）。 
森谷 

14 
【超高齢化と神経解剖学】高齢化に伴う神

経疾患について 

神経変性疾患について調べて下さい（予習

と復習合わせて 4時間）。 
森谷 

15 
【健康長寿と神経解剖学】 健康長寿におけ

る神経系の賦活について 

神経系の賦活について考察して下さい（予

習と復習合わせて 4時間）。 
森谷 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①提出物（DP①③）②講義発表内容（DP①③）提出物は原則返却しません。評価方法等の詳細は初回

講義時に説明します。 

 

①50%

②50% 



授業科目名 分子治療学特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 荻原 俊男 担当教員 
荻原 俊男／川畑 浩久／前川 

佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

近年さまざまな疾患において、遺伝子や様々な分子を標的とした新たな治療法の可能性が検討されている。

これは多くの疾患において組織・細胞に形態的・機能的変化をもたらす中心的な因子が生体内の分子である

とする学問的裏付けに基づいている。本講義では、循環器疾患や運動器疾患を中心に、病態の分子メカニズ

ムを分子生物学的実験手法の説明とともに概説し、関連分子を標的とした治療法の開発手法について講義す

る。 

 

学修目標 

1．循環器疾患や運動器疾患の発症や病態進展における分子メカニズムを理解できる。〈DP③〉2．またそれらを探索・

検証するための実験方法（分子生物学的手法）についても理解し、研究方法について立案できる。〈DP③〉3．分子を

標的とした治療法の効果や問題点について、実験的な検証方法を立案し、その結果について解析・考察できる。

〈DP①③〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．オムニバス方式による講義で、知識・実例の解説と質疑応答を交えながら進行する。2．毎回のテーマに

関わる論文、記事、資料を事前に指定するので目を通し、不明な用語や手法、疾患,、病態などについては事

前に調べておくこと。3．授業後には自身の専門分野と予定している研究テーマに当てはめて未解決の課題を

抽出すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

必要が生じた場合は適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

荻原 俊男／適宜対応する川畑 浩久／適宜対応する前川 佳敬／適宜対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
【分子を標的とした治療法の概説】分子を

標的とした治療の概念と方法 

予習：分子治療法の概略について調べてお

くこと。復習：分子生物学の基礎を

学び、分子治療法の基本戦略につい

て復習し、理解を深めておくこと。

なお予習復習をそれぞれ2時間ずつ

行うこと。 

荻原 

2 
【高血圧症の分子メカニズム】高血圧症の

発症・病態における分子メカニズム 

予習：代表的な生活習慣病である高血圧症

について調べておくこと。復習：高
荻原 



血圧症に関する知識と、その制圧の

重要性について復習し、理解を深め

ること。なお予習復習をそれぞれ 2

時間ずつ行うこと。 

3 
【高血圧症と分子治療】高血圧症に対する

分子治療法 

予習：高血圧症の治療法の現状について調

べておくこと。復習：高血圧治療の

新たな展開である分子治療の現状

ついてまとめ、理解を深めること。

なお予習復習をそれぞれ2時間ずつ

行うこと。 

荻原 

4 
【老化と分子治療】分子治療によるアンチ

エイジング 

予習：アンチエイジング分野における新た

な治療戦略の概略について調べて

おくこと。復習：抗加齢医学の進歩

を学び、アンチエイジング分野にお

ける新たな治療戦略を理解するこ

と。なお予習復習をそれぞれ 2時間

ずつ行うこと。 

荻原 

5 
【核酸を標的とした分子治療法】 核酸医薬

をもちいた分子治療法 

予習：核酸医薬について概略を調べておく

こと。復習：核酸医薬の作用メカニ

ズムを理解し、治療応用が期待され

ている疾患の病態メカニズムにつ

いても理解を深めること。なお予習

復習をそれぞれ 2 時間ずつ行うこ

と。 

前川 

6 
【虚血性心疾患と分子治療】虚血性心疾患

に対する分子治療法 

予習：虚血性心疾患の病態とそれに対する

治療法について調べておくこと。復

習：虚血性心疾患に対する分子治療

法の基本戦略と現状についてまと

め、レポートを提出すること。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

前川 

7 
【動脈閉塞性疾患と分子治療】動脈閉塞性

疾患に対する分子治療法 

予習：閉塞性動脈硬化症の病態とそれに対

する治療法について調べておくこ

と。復習：閉塞性動脈硬化症に対す

る分子治療法の基本戦略と現状に

ついてまとめ、理解を深めること。

なお予習復習をそれぞれ2時間ずつ

行うこと。 

前川 

8 
【炎症性疾患と分子治療】炎症性疾患に対

する NF-kB を標的とした分子治療法 

予習：アトピー性皮膚炎・炎症性腸疾患・大

動脈瘤など各種炎症性疾患に対す

る治療法について調べておくこと。

復習：アトピー性皮膚炎・炎症性腸

疾患・大動脈瘤など各種炎症性疾患

に分子治療法の基本戦略と現状に

ついてまとめ、理解を深めること。

なお予習復習をそれぞれ2時間ずつ

行うこと。 

前川 

9 
【関節拘縮と分子治療】関節拘縮に対する

HIF-1 を標的とした分子治療法 

予習：関節拘縮の病態について、組織学的な

変化や病態関連分子について調べ

ておくこと。復習：関節拘縮におけ

る滑膜組織の線維化メカニズムと

これに対する分子治療法のについ

て確認、理解しておくこと。なお予

習復習をそれぞれ2時間ずつ行うこ

と。 

川畑 

10 

【自己免疫疾患と分子治療】関節リウマチ

に対するサイトカインを標的した分子治療

法 

予習：関節リウマチの病態について、組織学

的な変化や病態関連分子について

調べておくこと。復習：関節リウマ

チの病態における炎症性サイトカ

インの関与とそれ対する分子治療

法についてまとめ、レポートを提出

すること。なお予習復習をそれぞれ

2時間ずつ行うこと。 

川畑 



11 
【骨疾患と分子治療】 骨粗鬆症や骨折修復

に対する分子治療法 

予習：骨粗鬆症や骨折の病態について、組織

学的な変化や病態関連分子につい

て調べておくこと復習：骨粗鬆症や

骨折治療に対する分子治療法につ

いて確認、理解しておくこと。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

川畑 

12 

【分子治療法の検証方法（1）】分子治療法の

作用機序を検証するための組織学的手法

（ 免 疫 組 織 化 学 染 色 法 、 in situ 

hybridization 法）の解説 

予習：免疫組織化学染色法、in situ 

hybridization 法の概略について調

べておくこと。復習：免疫組織化学

染色法、in situ hybridization 法

の実際について確認、理解しておく

こと。なお予習復習をそれぞれ 2時

間ずつ行うこと。 

川畑 

13 

【分子治療法の検証方法（2）】分子治療法の

作用機序を検証するための分子生物学的手

法（mRNA・タンパクの抽出と定量化）の解説 

予習：mRNA、タンパクの抽出と定量化の具体

的な分析方法の概略について調べ

ておくこと。復習：mRNA、タンパク

の抽出と定量化の具体的な分析手

法ならびに結果解析の実際につい

て復習し、理解しておくこと。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

川畑 

14 
【分子治療の現状と課題】 現在行われてい

る分子治療の現状と課題について 

予習：現在行われている分子治療の現状と

課題について調査しておくこと。復

習：分子治療の現状と課題について

まとめ、レポートを提出すること。

なお予習復習をそれぞれ2時間ずつ

行うこと。 

前川 

15 
【分子治療の未来】分子を標的としたオー

ダーメイド医療について 

予習：分子を標的としたオーダーメイド医

療について調査しておくこと。復

習：オーダーメイド医療の現状と課

題についてまとめておくこと。なお

予習復習をそれぞれ2時間ずつ行う

こと。 

荻原 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

1．レポート〈DP①③〉2．討論時の発言内容〈DP①③〉3．出席は 2/3 とする 4．課題に対するフィードバッ ①70%



クの方法：レポートについては確認後に返却し、必要に応じて解説する。 

 

②30% 



授業科目名 分子病態検査学特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 森 誠司 担当教員 
森 誠司／上田  真喜子／前川 

佳敬 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 2 限、火曜

3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

疾病の本態を解明する、基礎と臨床の両者にまたがった医学・医療の基本となる学問である。 

 

学修目標 

１．病因・病態の解明や診断に有用な検査法の理論や手法を説明できる。２．国際的、学際的な研究の現況や展望な

どを説明できる。３．国際的にも通用する自立した研究を実践できる。DP①③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

オムニバス方式による講義で、知識・実例の解説と質疑応答を交えながら進行する。毎回のテーマに関わる

論文、記事、資料を事前に指定するので目を通し、授業後には自身の専門分野と予定している研究テーマに

当てはめて未解決の課題を抽出すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。教科書の指定はない。 

 

参考書 

Robbins and Cotran: Pathologic Basis of Disease, 8th Edition, SaundersBraunwald's Heart Disease: 

A Textbook of Cardiovascular Medicine, Single Volume, 10e Hypertension: A Companion to Braunwald's 

Heart Disease, 3eThe Biology of Cancer 2nd edition: Robert A. Weinberg, Garland Science 

 

研究室／オフィスアワー 

上田  真喜子／C棟研究室 5 ： 在室時には、いつでも訪問可です。森 誠司／月 5限以降。これ以外は事

前に問い合わせてください。前川 佳敬／C棟研究室８：部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつで

もご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
【血管内皮細胞】血管内皮細胞の傷害と、修

復・再生 
学修内容について、予習・復習をすること。 上田 

2 
【血管平滑筋細胞】血管平滑筋細胞の脱分

化・増殖・再分化メカニズム 
学修内容について、予習・復習をすること。 上田 

3 

【白血球と動脈硬化】 動脈硬化の進展・不

安定化メカニズムにおける好中球、単球／

マクロファージの関与 

学修内容について、予習・復習をすること。 上田 

4 

【血栓形成機構】動脈硬化の進展・不安定化

における血小板血栓形成メカニズムと、赤

血球血栓増大メカニズム 

学修内容について、予習・復習をすること。 上田 



5 

【酸化ＬＤＬと動脈硬化】 動脈硬化の形

成・進展・不安定化における酸化―抗酸化バ

ランス破綻と、酸化ＬＤＬの意義 

学修内容について、予習・復習をすること。 上田 

6 

【血液バイオマーカー】動脈硬化の進展・不

安定化における種々の血液バイオマーカー

の動態と、早期診断への応用 

学修内容について、予習・復習をすること。 上田 

7 

【動脈硬化とステント治療】 動脈硬化症に

対するステント治療と、その後の新生内膜

形成・再狭窄メカニズム 

学修内容について、予習・復習をすること。 上田 

8 
【循環器疾患】 心疾患、高血圧症における

各種検査法 
学修内容について、予習・復習をすること。 前川 

9 
【遺伝子】 高血圧症、動脈硬化における遺

伝的素因 
学修内容について、予習・復習をすること。 前川 

10 【薬物治療】各種検査による薬効評価方法 学修内容について、予習・復習をすること。 前川 

11 
【生命予後】各種検査を用いた生命予後の

推測 
学修内容について、予習・復習をすること。 前川 

12 
【がんの微小環境】 がんに特有な微小環境

と悪性化との関連性 
学修内容について、予習・復習をすること。 森 

13 
【がんの浸潤転移】がんの浸潤・転移の分子

メカニズム 
学修内容について、予習・復習をすること。 森 

14 
【がんと血管新生】がんの増殖と血管新生

の分子メカニズム 
学修内容について、予習・復習をすること。 森 

15 
【細胞外マトリックスとがん】細胞外マト

リックスと癌細胞の相互作用 
学修内容について、予習・復習をすること。 森 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート②質疑応答時の発言内容 DP①③ 

 

①70%

②30% 



授業科目名 計測数理モデル特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 片山 俊郎 担当教員 片山 俊郎／原 良昭 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

病態、感染、成分動態といった様々な生体内メカニズムの研究を行う場合に何をどのように測定するかとい

った計測システムをデザインすることが求められます。計測デザインにより測定されたインプットとアウト

プットの時系列データの統計処理により信頼性を担保するとともに生体内メカニズムの解明のために数理モ

デルの構築とその定量的解析を進める必要があります。計測数理モデル特論では計測デザインの作成と数理

モデルの構築といった 2要素について学びます。 

 

学修目標 

１．数理的な視点からとらえることができる数理的な思考方法を獲得する。２．微分方程式モデルにより表現される

現象の基本と、その解析法を理解する。DP②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

テーマに対する資料を熟読し、参考文献等を選定、読破し、計測技術、統計処理法及び微分方程式の理解に

努める。不明なこと等に関しては、個々に担当に質問し、解決を図る。 

 

教科書 

論文、関連資料を適宜配布する。書籍等は特に指定しない。 

 

参考書 

必要が生じた場合は適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

片山俊郎研究室(C 棟７F研究室 21)／メール等により事前連絡・在室時は適時対応します。原：適時。メール

による連絡をお願いします。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 ガイダンス、計測技術の一般論 学生の状況に応じて設定 
片山・

原 

2 計測の基礎・測定と標準 学生の状況に応じて設定 原 

3 アナログ量とディジタル量 学生の状況に応じて設定 原 

4 電圧と電流の測定 学生の状況に応じて設定 原 

5 光計測技術・生体計測 学生の状況に応じて設定 原 

6 計測に用いられる検出器 学生の状況に応じて設定 原 

7 統計解析の基礎 学生の状況に応じて設定 原 



8 回帰分析 学生の状況に応じて設定 片山 

9 線形計画法 学生の状況に応じて設定 片山 

10 微分方程式入門 学生の状況に応じて設定 片山 

11 数理モデルの構築 学生の状況に応じて設定 片山 

12 数理モデルの解析 学生の状況に応じて設定 片山 

13 連立系の解析 学生の状況に応じて設定 片山 

14 数値解法 学生の状況に応じて設定 片山 

15 演習 学生の状況に応じて設定 
片山・

原 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①質疑応答状況＜DP②③④＞②課題処理・口頭試問＜DP②③④＞＜フィードバックの方法＞講義開

始前に、前回の復習を兼ねた質疑応答を行う。 

 

①30%

②70% 



授業科目名 生体情報解析学特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 大西 英雄 担当教員 大西 英雄／山本 浩一 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 学年指定なし 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

先端医療量子科学分野における生体情報は、多種多様な領域に渡り研究、開発が進んでいる。また、基礎的

な分野での知識や情報が、要不可欠な領域である。特に、Biological 的なメカニズムは、量子科学分野にお

ける生体情報から、多種多様なパラメータを抽出し、それを基に解析し評価する必要がある。一方、各医療

画像(MRI, CT, SPECT 及び PET)から得られる血流や代謝などの生体機能情報を解析し、分子イメージング手

法を用いることで、前述したミクロ的およびマクロ的な生体情報を得て、総合的な生体情報を解析し、新た

な知見や手法を開発することを目的とする。 

 

学修目標 

1.病態発症/症状悪化における生体情報の変化を定量的に抽出し・解析する方法を理解できる。（DP③）2.神経生理学・

薬理学的立場から、生体情報の変化を正常に戻すために必要な方法を説明できる。（DP③）3.各種医療画像に含まれ

る生体情報を定量的に抽出し、それに伴う論理的なシミュレーション解析などの方法及び評価を理解できる。（DP③）

4.生体情報を基にした解析法や評価法について、論理的及び実験的に検証方法を立案し、その結果について解析及び

評価できる。（DP①） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

１．オムニバス方式による講義で、知識や実例の解説と質疑応答を交えながら進行する。２．毎回のテーマ

に関わる論文、資料を事前に準備し、その内容の理解と不明な箇所を調査しておくこと。３．講義後に、自身

の研究テーマに当てはめてしっかりと理解をすること。 

 

教科書 

基本的に英語論文、関連記事を適宜配布する。書籍などは、特に指定しない。 

 

参考書 

必要性が生じた場合は適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

大西 英雄/適宜対応する山本 浩一/適宜対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
History and Scientific Background of 

Pharmacology 
薬理学の原理を習得する 山本 

2 
Physio-Pharmacological Techniques to 

Measure Biological Information 1 

生理学的－薬理学的手法を用いた生体情報

検出技術について、その原理と応用

を習得する。（in vitro study を中

心） 

山本 

3 
Physio-Pharmacological Techniques to 

Measure Biological Information 2 

生理学的－薬理学的手法を用いた生体情報

検出技術について、その原理と応用
山本 



を習得する。（in vivo study を中

心） 

4 
Applications in Pharmacology of 

Medications used in Behavioral Disorder 

行動学的異常の評価法とその薬物治療につ

いて習得する。 
山本 

5 

Applications in Pharmacology of 

Medications used in Gastrointestinal 

disease 

消化管障害の評価法とその薬物治療につい

て習得する。 
山本 

6 
Applications in Pharmacology of 

Medications used in bone disease 

骨疾患の評価法とその薬物治療ついて習得

する。 
山本 

7 
Oral-presentation of applications in 

Pharmacology of Medications 

1-6 回の内容を、60 分以内に纏めプレゼン

の準備を行う。 

山本・

大西 

8 
History and Scientific Background of 

Medical Imaging 
医用画像の原理を習得する。 大西 

9 Image Reconstruction for MRI and CT 
MRI＆CT 画像の再構成理論と応用を習得す

る。 
大西 

10 Image Reconstruction for SPECT and PET 
SPECT&PET 画像の再構成理論と応用を習得

する 
大西 

11 
Fundamental Concept and Image Analysis-

1 

機能的な Imaging から、パラメータを抽出

＆分析評価する方策を習得する。 
大西 

12 
Fundamental Concept and Image Analysis-

2 

機能的な Imaging から、パラメータを抽出

＆分析評価する方策を習得する。 
大西 

13 
Quantitation in Biomedical Imaging with 

PET and MRI-1 

分子イメージングの観点から、機能、代謝の

情報を PET&MRI 処理から習得する

（Functional PET） 

大西 

14 
Quantitation in Biomedical Imaging with 

PET and MRI-2 

分子イメージングの観点から、機能、代謝の

情報を PET&MRI 処理から習得する

（Functional MRI） 

大西 

15 
Oral-presentation of Quantitation in 

Biomedical Imaging. 

8-14 回の内容を、60 分以内に纏めプレゼン

の準備を行う。 

大西・

山

本 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

１．レポート（DP①②）２．討論時での発言内容(DP①③)３．出席は 2/3 とする。 

 

１．70％

２．30％ 



授業科目名 介護予防技術開発特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 前田 薫 担当教員 前田 薫／澤田 優子 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 
火曜 3 限、木曜

2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 医療科学の視点から、介護を要する疾患のリスク因子を知り、健康寿命延伸のために効果的な介入を紹介

する。さらに、介入自体の妥当性を検証し、その効果判定について講義する。ポピュレーションアプローチ

としての 1 次予防、虚弱高齢者に対する 2 次予防および疾患の重度化予防である 3 次予防における代表的な

介入について講義する。 

 

学修目標 

1．介護を要する疾患のリスクおよび介護予防に効果的な介入を文献レビューし、医療科学的な視点から深い洞察を

加えることが     できる。＜DP①③＞ 2．1，2，3次予防の必要性を医療科学的な視点で説明できる。＜DP①③＞

3．自身が行う予定の特別研究において、介護予防介入を計画することができる。＜DP①③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

オムニバス方式による講義で、知識・実例の解説と質疑応答を交えながら進行する。毎回のテーマに関する

論文、記事、資料を事前に指定するので目を通し、授業後には自身の専門分野と予定している研究テーマに

当てはめて未解決の課題を抽出すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。教科書の指定はない。 

 

参考書 

質疑に応じて、適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

前田／事前にアポイントメントをメールにてとってください。適宜対応します。澤田／事前にアポイントメ

ントをメールにてとってください。適宜対応します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
【介護予防概論】介護予防の概念および健

康寿命延伸のための戦略 

予習：健康寿命に関連する文献レビュー（2

時間）．復習：講読した論文をレビュ

ー表にまとめる（2時間）． 

前田 

2 
【高齢医療学概論】老化のメカニズムと病

態の理解 

予習：老化に関連する文献レビュー（2時間）

復習：講義内容から、自らの研究に

取り入れられる可能性のある事項

を記録しておく（2時間） 

澤田 

3 
【高齢者総合機能評価】高齢者の生活機能

評価と臨床応用 

予習：高齢者生活機能評価に関する文献レ

ビュー（2 時間）復習：講義内容か

ら、自らの研究に取り入れられる可

能性のある事項を記録しておく（2

澤田 



時間） 

4 
【多職種連携】 高齢者ケアにおけるチーム

医療 

予習：高齢者ケアに関する文献レビュー（１

時間）予習：チーム医療に関する文

献レビュー（１時間）復習：講義内

容から、自らの研究に取り入れられ

る可能性のある事項を記録してお

く（2時間） 

澤田 

5 【包括的医療】高齢者における全人的医療 

予習：高齢者に関する総説を読み解き、高齢

者医療を考察する（2 時間）復習：

講義内容から、自らの研究に取り入

れられる可能性のある事項を記録

しておく（2時間） 

澤田 

6 
【高齢者の立位バランス】当該テーマに関

するに関する基礎研究のレビュー 

予習：事前に配布する文献を読み、不明点を

明らかにしておく。（2時間）復習：

講義内容から、自らの研究に取り入

れられる可能性のある事項を記録

しておく（2時間） 

前田 

7 
【高齢者の歩行安定性】当該テーマに関す

るに関する基礎研究のレビュー 

予習：事前に配布する文献を読み、不明点を

明らかにしておく。（2時間）復習：

講義内容から、自らの研究に取り入

れられる可能性のある事項を記録

しておく（2時間） 

前田 

8 

【高齢者の立位バランスと歩行安定性の評

価】立位バランスと歩行安定性の評価法に

関する研究のレビュー 

予習：事前に配布する文献を読み、不明点を

明らかにしておく。（2時間）復習：

講義内容から、自らの研究に取り入

れられる可能性のある事項を記録

しておく（2時間） 

前田 

9 
【高齢者の立位バランスの改善の試み】該

テーマに関する文献レビュー 

予習：事前に配布する文献を読み、不明点を

明らかにしておく。（2時間）復習：

講義内容から、自らの研究に取り入

れられる可能性のある事項を記録

しておく（2時間） 

前田 

10 
【高齢者の歩行安定性の改善の試み】 該テ

ーマに関する文献レビュー 

予習：事前に配布する文献を読み、不明点を

明らかにしておく。（2時間）復習：

講義内容から、自らの研究に取り入

れられる可能性のある事項を記録

しておく（2時間） 

前田 

11 
【認知症発症のリスク因子】 認知症発症を

結果指標とした疫学研究 

予習：認知症発症のリスクに関する文献レ

ビュー，予習：認知機能低下抑制に

関する文献レビュー（2時間）復習；

講読した論文の文献レビュー表を

作成する（2時間）． 

澤田 

12 
【認知症予防のための介入技術】認知症予

防のエビデンス 

予習：認知症予防に関する総説を講読する

（２時間）．復習：講義内容から、自

らの研究に取り入れられる可能性

のある事項を記録しておく（2時間） 

澤田 

13 
【転倒発生のリスク因子】 転倒発生を結果

指標とした疫学研究 

予習：転倒のリスクに関する文献レビュー

（2時間）．復習：講読した論文の文

献レビュー表を作成する（2時間）． 

前田 

14 
【転倒予防のための介入技術】 転倒予防の

エビデンス 

予習：転倒予防に関する総説を講読する（２

時間）復習：講義内容から、自らの

研究に取り入れられる可能性のあ

る事項を記録しておく（2時間） 

前田 

15 
【介護予防介入のための効果判定】 認知症

予防・転倒予防の効果判定指標 

予習：認知症予防・転倒予防介入の原著論文

を講読する（２時間）．復習：講義内

容から、自らの研究に取り入れられ

る可能性のある事項を記録してお

く（2時間） 

前田 

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題レポート＜DP①③＞②質疑応答時に発言内容＜DP①③＞ 

 

①70%

②30%フ

ィードバ

ッ ク ： レ

ポ ー ト

の 採 点

結 果 に

つ い て

希 望 が

あ れ ば

開 示 す

る。 



授業科目名 生活支援技術開発特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 由利 禄巳 担当教員 由利 禄巳／松下 太 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 本講義では障害者や高齢者の生活支援を対象とする。高齢期の生活障害の評価、予防、支援方法、効果判

定に関する研究や支援技術の開発に関する研究を紹介する。研究の紹介から、障害者や高齢者の生活支援に

関わるための理論や課題解決方法の探求に関して講義する。 

 

学修目標 

１．障害者や高齢者の生活支援に関する文献レビューから、これまで扱われた課題とその解決方法を理解し、説明で

きる。＜DP①③＞ ２．障害者や高齢者の生活支援に関わるための理論と研究手法が理解できる。＜DP①③＞ ３．

生活行為障害の評価、予防、支援方法、効果判定について検討し、研究課題の提案ができる＜DP①③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

オムニバス方式による講義で、理論や知識・実例の解説と質疑応答を交えながら進行する。テーマに関する

論文、記事、資料については、担当教員から指定するだけでなく、学生自身の自主的な提案を尊重する。授業

後に自身の専門分野や研究テーマに当てはめて、研究課題解決手法に関する理解の確認課題により理解の確

認を行う。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。教科書の指定はない。 

 

参考書 

質疑に応じて、適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

都度指示する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
【生活支援技術開発概論】オリエンテーシ

ョン 

予習：障害者・高齢者の生活障害に関する文

献を読む（２時間）復習：関心のあ

るテーマやキーワードを列挙する

（２時間） 

由利 

2 
【障害者の生活支援】障害者の生活障害の

理解 

予習：障害者の生活障害関する文献を読む

復習：障害者の生活障害の課題を考

察する（２時間） 

由利 

3 
【障害者の生活支援】障害者の生活障害支

援の理論 

予習：障害者の生活障害支援理論に関する

文献を読む（２時間）復習：障害者

の生活障害支援理論を考察する（２

時間） 

由利 

4 
【障害者の生活支援】障害者の生活障害に

おける評価 

予習：障害者の生活障害支援評価に関する

文献を読む（２時間）復習：障害者

の生活障害支援評価に関して考察

由利 



する（２時間） 

5 
【障害者の生活支援】障害者の生活支援技

術 

予習：障害者の生活障害支援技術に関する

文献を読む（２時間）復習：障害者

の生活障害支援技術に関して考察

する（２時間） 

由利 

6 
【障害者の生活支援】障害者の生活支援の

課題と研究手法 

予習：障害者の生活障害支援技術の課題と

研究手法に関する文献を読む（２時

間）復習：障害者の生活障害支援の

課題と研究手法に関して考察する

（２時間） 

由利 

7 
【高齢者の生活支援】高齢者の生活障害の

理解 

予習：高齢者の生活障害関する文献を読む

復習：高齢者の生活障害の課題を考

察する（２時間） 

由利 

8 
【高齢者の生活支援】高齢者の生活障害支

援の理論 

予習：高齢者の生活障害支援理論に関する

文献を読む（２時間）復習：高齢者

の生活障害支援理論を考察する（２

時間） 

由利 

9 
【高齢者の生活支援】高齢者の生活障害に

おける評価 

予習：高齢者の生活障害支援評価に関する

文献を読む（２時間）復習：高齢者

の生活障害支援評価に関して考察

する（２時間） 

由利 

10 
【高齢者の生活支援】高齢者の生活支援技

術 

予習：高齢者の生活障害支援技術に関する

文献を読む（２時間）復習：高齢者

の生活障害支援技術に関して考察

する（２時間） 

由利 

11 
【高齢者の生活支援】高齢者の生活支援の

課題と研究手法 

予習：高齢者の生活障害支援技術の課題と

研究手法に関する文献を読む（２時

間）復習：高齢者の生活障害支援の

課題と研究手法に関して考察する

（２時間） 

由利 

12 
【介護予防概論】介護予防の概念および健

康寿命延伸のための戦略 

予習：健康寿命に関連する文献レビュー（2

時間）．復習：講読した論文をレビュ

ー表にまとめる（2時間）． 

松下 

13 
【認知症発症のリスク因子】 認知症発症を

結果指標とした疫学研究 

予習：認知症発症のリスクに関する文献レ

ビュー，認知機能低下抑制に関する

文献レビュー（2 時間）復習；講読

した論文の文献レビュー表を作成

する（2時間）． 

松下 

14 
【認知症予防のための介入技術】認知症予

防のエビデンス 

予習・復習：認知症予防に関する総説を講読

する（4時間）． 
松下 

15 【生活支援技術開発概論】まとめ 
予習・復習：生活支援技術に関して理解した

ことをまとめる（４時間） 
由利 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    



27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題レポート＜DP①③＞②質疑応答時の発言内容＜DP①③＞ 

 

①70%

②30% 



授業科目名 心理社会作業療法学特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 橋本 弘子 担当教員 橋本 弘子 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

現在における様々な障害に対して、心理的要因と環境の社会的要因が身体的および精神的健康と機能する能

力に及ぼす複合的な影響について、作業療法の視点から考える。 

 

学修目標 

１．心理社会的問題を健康および社会的ケアなどの幅広い観点でとらえ洞察できる＜DP①③＞２．あらゆる障害に対

して心理社会的な作業療法のアプローチを提案できる＜DP①③＞３．自身の研究において心理社会的な視点で考察

し、研究計画に反映させることができる＜DP①③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ディスカッションを中心とした講義で、知識・実例の解説と質疑応答を交えながら進行する。毎回のテーマ

に関する論文、記事、資料を事前に指定するので目を通し、授業後には自身の専門分野と予定している研究

テーマに当てはめて未解決の課題を抽出すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。教科書の指定はない。 

 

参考書 

質疑に応じて、適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

木曜日 2限目（10：40-12：10） 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 個別に相談して決定する 個別に相談して決定する 橋本 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    



10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①課題レポート＜DP①③＞②質疑応答時の発言内容＜DP①③＞ 

 

①70%

②30% 



授業科目名 鍼灸医療技術開発特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 仲西 宏元 担当教員 仲西 宏元／山下 仁 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 火曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 鍼灸が現代医療に導入されるにあたって必要な臨床的エビデンス、臨床応用可能性の検証法、治療技術開

発および臨床応用の前例などを学ぶ。鍼灸における臨床研究手法、トランスレーショナル・リサーチの例、

安全性検証法、安全技術の開発手法、灸の組織再生補助技術、鍼と脳高次機能解析などの知識と技法につい

て学修する。 

 

学修目標 

鍼灸の臨床的エビデンスと研究方法を検証する。1．ランダム化比較試験とその対照群の設定方法、安全性検証のた

めの前向き調査の方法について理解している。。〈DP①〉2．安全な施術のために必要な器具・機器の仕様、およびそ

の国際的規格とその開発方法について説明できる。（山下／7回）〈DP③〉3．灸を用いた組織再生補助技術としての電

気生理学的手法、免疫組織化学染色法の検証方法を理解している。〈DP③〉4．鍼灸刺激と脳誘発電位測定を用いた脳

活動の関連性と方法論について説明できる。〈DP③〉5．未病対 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

オムニバス方式による講義で、知識・実例の解説と質疑応答を交えながら進行する。毎回のテーマに関わる

論文、記事、資料を事前に指定するので目を通し、授業後には自身の専門分野と予定している研究テーマに

当てはめて未解決の課題を抽出すること。復習・予習は各時間行うこと。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。書籍等は特に指定しない。 

 

参考書 

必要が生じた場合は適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

仲西 宏元／東棟 4階研究室９、昼休み随時相談山下 仁／東棟 4 階研究室 24、昼休み随時相談 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

【臨床研究方法論概論】 研究方法論とエビ

デンス・レベル、薬剤臨床試験と鍼灸臨床研

究の違い 

エビデンス・レベルについて予習すること  

2 

【鍼灸のランダム化比較試験】ランダム化

比較試験の実際、実施上のルール、報告基準

（CONSORT、STRICTA） 

ランダム化比較について予習すること  

3 
【鍼灸のメタアナリシス】データの統合、バ

イアス・リスク、GRADE システム 
メタアナリシスについて予習すること  

4 
【基礎と臨床の橋渡し】鍼灸におけるトラ

ンスレーショナル・リサーチの解釈と実例 
  



5 
【安全性検証(1)】主な検証方法論、有効性

検証との違い 
  

6 
【安全性検証(2)】 多施設前向き調査の手

法と実例 
  

7 
【安全性検証(3)】安全性向上技術の手法、

環境設定、臨床現場へのフィードバック 
  

8 【電気生理学】 電気生理学の基礎と応用   

9 
【臨床生理学】末梢神経再生測定に関わる

誘発電位の方法論 
  

10 【神経科学】神経科学の基礎と応用   

11 
【神経科学研究(1)】末梢神経再生に関わる

免疫組織学の方法論 
  

12 
【神経科学研究(2)】 神経系における各種

活性物質の形態学的研究の方法論 
  

13 
【神経科学研究(3)】脳と誘発電位の測定方

法論 
  

14 
【神経科学研究(4)】高次機能と神経活動の

記録方法論(1) 
  

15 
【神経科学研究(5)】高次機能と神経活動の

記録方法論(2) 
  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート。〈DP①、③〉②質疑応答時の発言内容。〈DP③〉 

 

①70%

②30% 



授業科目名 看護技術開発特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 村上 生美 担当教員 村上 生美／吉村 弥須子 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

 看護技術は多様な分類が可能であるが、ここではあらゆる場において直接、対象にはたらきかけるものを

言う。看護技術は看護機能の根幹をなす重要な領域であり、今日では Evidence-Based Nursing(以下 EBN)の

考え方が重視されている。一方でケアを受ける対象のニーズの多様化によって看護技術の展開は経験に頼ら

ざるを得ない場合や、試行錯誤に終始することも多い。そこで本科目では、わが国における看護技術の現況

を概観し、ある領域の対象の特定のニーズを検討、それに対する看護技術を開発・評価するための知識と方

法を論じる。 

 

学修目標 

1．看護技術の概念について説明することができる。2．看護にはどのような技術があるか、分類することができる。

3．看護技術の特徴(構成要素とそれらの関係)を説明することができる。4．看護技術における今日的な課題について、

自己の考えを述べることができる。5．自己のこれまでの経験をもとに、臨床的あるいは基本的な看護技術の問題に

ついて、焦点化することができる。6．問題視した特定領域の看護技術開発について新たな方向性や方法を提案でき

る。DP①③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

本科目の履修までに、自己の臨床あるいは教育の経験のなかから看護技術における「こだわり」を整理し、

考えをまとめて臨んで下さい。またその領域の論文を検索しクリティークして下さい。 

 

教科書 

教科書は使用せず、文献を用いる。 

 

参考書 

単行本や文献・資料を適宜提供するが各自で主体的に探索する。 

 

研究室／オフィスアワー 

村上 生美／適宜対応する吉村 弥須子／適宜対応する 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 看護技術観の明確化① 

予習：技術の概念についてまとめる。復習：

ディスカッションした技術観をま

とめておく。4時間。 

村上・

吉村 

2 看護技術観の明確化② 同上。4時間。 
村上・

吉村 

3 看護技術の分類① 

予習：看護実践の領域における技術の特徴

を考察しておく。復習：講義におけ

るディスカッションをまとめ、必要

時文献でカバーする。4時間。 

村上・

吉村 



4 看護技術の分類② 

予習：分類したものから解決の必要な課題

を検出する。復習：課題の文献検索。

4時間。 

村上・

吉村 

5 看護技術の分類③ 同上。4時間。 
村上・

吉村 

6 患者のニーズに対応する看護技術の評価① 

予習：関心があり、解決の可能性が高い技術

の焦点化を試みる。復習：焦点化し

たものについて、文献検索、多方面

の情報を収集する。4時間。 

村上・

吉村 

7 患者のニーズに対応する看護技術の評価② 同上。4時間。 
村上・

吉村 

8 患者のニーズに対応する看護技術の評価③ 同上。4時間。 

村上・

吉

村 

9 患者のニーズに対応する看護技術の評価④ 同上。4時間。 
村上・

吉村 

10 患者のニーズに対応する看護技術の評価⑤ 同上。4時間。 

村上・

吉

村 

11 患者のニーズに対応する看護技術の評価⑥ 同上。4時間。 

村上・

吉

村 

12 新たな視点を取り入れた技術の提案① 
予習：提案する技術の媒体を作成する。復

習：提案結果を検証する。4時間。 

村上・

吉

村 

13 新たな視点を取り入れた技術の提案② 同上。4時間。 

村上・

吉

村 

14 新たな視点を取り入れた技術の提案③ 同上。4時間。 

村上・

吉

村 

15 
プレゼンテーションの後、新たな視点を取

り入れた技術の提案を総合評価する。 

予習：プレゼンテーション準備。復習：レポ

ート作成。4時間。 

村上・

吉

村 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



看護技術の現状認識、看護実践の現状分析、根拠のある提案、プレゼンテーション力。DP①③ 

 
100% 



授業科目名 臨床理学療法技術開発特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 工藤 慎太郎 担当教員 工藤 慎太郎 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

理学療法およびその評価を行う上で必要な基礎医学，応用科学的検証法さらに，技術開発に向けた研究手法

を学ぶ． 

 

学修目標 

臨床理学療法と基礎医学のGAPを論文上から明らかにし，問題点を科学的に議論できる（DP１）自身および他社の研

究計画を客観的に吟味し，科学的批判を行い，修正案を示すことができる（DP1,2,3,4） 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

毎回のテーマに関わる論文、記事、資料を事前に指定するので目を通し、授業後には自身の専門分野と予定

している研究テーマに当てはめて未解決の課題を抽出すること。復習・予習は各時間行うこと。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。書籍等は特に指定しない。 

 

参考書 

必要が生じた場合は適宜紹介する 

 

研究室／オフィスアワー 

月曜午後・水曜日午後（ただし会議等でいないこともあります）その他、部屋にいればいつでも訪問可です。

質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 オリエンテーション 適宜，指示する 工藤 

2 Clinical Question を議論する 適宜，指示する 工藤 

3 Research Question に昇華する 適宜，指示する 工藤 

4 PICO を Firmness で評価する 適宜，指示する 工藤 

5 プレゼンテーション 適宜，指示する 工藤 

6 プレゼンテーション 適宜，指示する 工藤 

7 プレゼンテーション 適宜，指示する 工藤 

8 批判的吟味 適宜，指示する 工藤 

9 批判的吟味 適宜，指示する 工藤 

10 批判的吟味 適宜，指示する 工藤 



11 修正案の作成 適宜，指示する 工藤 

12 修正案の作成 適宜，指示する 工藤 

13 修正案の作成 適宜，指示する 工藤 

14 最終プレゼンテーション 適宜，指示する 工藤 

15 最終プレゼンテーション 適宜，指示する 工藤 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート。〈DP①、③〉②質疑応答時の発言内容。〈DP③ 

 

①70 ％

②30％ 



授業科目名 バイオメディカルエンジニアリング特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 中沢 一雄 担当教員 中沢 一雄／稲田 慎 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 木曜 5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

生物学、医学、工学の連携に向けて、数学的な基礎から臨床応用まで、コンピュータシミュレーション技術

の習得を中心とした講義を行う。応用例として、不整脈シミュレーションと不整脈の治療に向けた最新の研

究事例などを紹介する。 

 

学修目標 

数学・物理学を基礎として生物学・医学への応用へとつながる、シミュレーション工学の基盤技術と関連知識を身に

つける。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

生物学、医学、工学のコラボレーションについて学んで欲しいと思います。 

 

教科書 

なし。講義資料を配付する。 

 

参考書 

なし。 

 

研究室／オフィスアワー 

中沢：C棟 7階研究室 720/金曜日９時～１０時３０分稲田：C棟 7階研究室 714/木曜日９時～１０時３０分 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 システムとモデル 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

2 数学的準備：微分方程式 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

3 アナログ信号とディジタル信号 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

4 生体信号解析 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

5 生体リズム 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

6 生体システムの平衡点解析 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

7 非線形解析 
予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

中 沢 

一雄稲



時間 田 慎 

8 コンパートメントモデル 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

9 神経モデル 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中 沢 

一雄稲

田 慎 

10 心臓モデル 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

11 微分方程式の数値解法 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

12 数値シミュレーション 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

13 不整脈シミュレーション１ 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

14 不整脈シミュレーション２ 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

15 不整脈の可視化システムと臨床応用 

予習：特になし  復習：講義資料の確認レ

ポート作成学習所要時間の目安：4

時間 

中沢 

一

雄

稲

田 

慎 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①平常点評価＜DP①③＞②課題評価（レポート提出、内容など）＜DP①③＞提出されたレポートについ

てディスカッションを行う。 

 

①60%

②40% 



授業科目名 放射線技術開発特論 (医療科学専攻) 

主担当教員 小縣 裕二 担当教員 小縣 裕二／西浦 素子 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①③ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 4 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 選択 

授業概要 

放射線技術は放射線診療の根幹をなす重要な領域であり、新たな技術が導入されるにあたって必要な臨床的

エビデンス、臨床応用可能性の検証法、技術開発および臨床応用の前例などを学ぶ。また、放射線診療にお

ける臨床研究手法、安全性検証法、技術の開発手法、画像解析法などの知識と技法について学修する。 

 

学修目標 

1．放射線技術について、分類することができる。2．自己の研究・経験をもとに、臨床的あるいは基本的な放射線技

術の問題について、焦点化することができる。3．特定領域の放射線技術開発について新たな方向性や方法を提案で

きる。DP①③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

オムニバス方式による講義で、知識・実例の解説と質疑応答を交えながら進行する。毎回のテーマに関わる

論文、記事、資料を事前に指定するので目を通し、授業後には自身の専門分野と予定している研究テーマに

当てはめて未解決の課題を抽出すること。復習・予習は各時間行うこと。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。書籍等は特に指定しない。 

 

参考書 

必要が生じた場合は適宜紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

小縣 裕二 さくら棟 5階 研究室 1 ／ 随時対応西浦 素子 さくら棟 5階 研究室 7 ／ 随時対応 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 放射線技術開発特論（総論）① 
自分自身の研究分野についてまとめてお

く。 

小縣・

西浦 

2 放射線技術開発特論（総論）② 
自分自身の研究分野についてまとめてお

く。 

小縣・

西浦 

3 放射線技術開発特論（総論）③ 
自分自身の研究分野についてまとめてお

く。 

小縣・

西浦 

4 放射線技術の問題点について① 学修内容について、予習・復習をすること。 
小縣・

西浦 

5 放射線技術の問題点について② 学修内容について、予習・復習をすること。 
小縣・

西浦 

6 放射線技術の問題点について③ 学修内容について、予習・復習をすること。 
小縣・

西浦 

7 放射線技術開発について① 学修内容について、予習・復習をすること。 
小縣・

西浦 



8 放射線技術開発について② 学修内容について、予習・復習をすること。 

小縣・

西

浦 

9 放射線技術開発について③ 学修内容について、予習・復習をすること。 
小縣・

西浦 

10 新たな放射線技術の提案① 学修内容について、予習・復習をすること。 

小縣・

西

浦 

11 新たな放射線技術の提案② 学修内容について、予習・復習をすること。 

小縣・

西

浦 

12 新たな放射線技術の提案③ 学修内容について、予習・復習をすること。 

小縣・

西

浦 

13 新たな放射線技術の評価① 学修内容について、予習・復習をすること。 

小縣・

西

浦 

14 新たな放射線技術の評価② 学修内容について、予習・復習をすること。 

小縣・

西

浦 

15 新たな放射線技術の評価③ 学修内容について、予習・復習をすること。 

小縣・

西

浦 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

「プレゼンテーション」、「質疑応答等の発言内容」等で評価する DP①③ 

 
100% 



授業科目名 後期専門演習 (医療科学専攻) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 

山下 仁／川畑 浩久／森谷 正

之／工藤 慎太郎／森 誠司／片

山 俊郎／橋本 弘子／由利 禄

巳／小縣 裕二 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

後期専門演習は、後期特別研究の研究指導教員の下で、前半は自身の行う研究で用いようとしている研究手

法について論文や資料を読んで教員と議論しながら具体的な技術を模索し体得させる。後半は、各学生の研

究領域および医療資格に最も近い臨床現場に出向き、参与観察を行いながら医療における具体的な課題を抽

出し、それを解決あるいは改良できるような研究を構想する作業に取り組ませる。前半は特別研究で用いよ

うとしている研究手法について論文や資料を読んで教員と討論しながら具体的な技術を模索し体得させる。

後半は、臨床における問題点を通じてその解決策を図るための分析方法を検討する。 

 

学修目標 

１．自身の行う特別研究で用いる研究手法の具体的な技術を熟知しており、実行することができる。２．自身の研究

領域に関連する医療上の課題が分析でき、それを論理的に説明することができる。３．自身の研究領域に関連する医

療上の課題の解決・改善のための方策をいくつか考案でき、その検証     作業計画を立案できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

前半は論文・資料の通読と討論を行います。論文を事前に検索・入手して目を通し、授業後には授業で得た

ポイント、アイデア、問題点、および分析を文章化して記録すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、書籍、関連資料など紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 論文・書籍・資料の講読 
時宜に応じた資料を提供するので読んでお

く。以下同じ。 
 

2 論文・書籍・資料の講読   

3 論文・書籍・資料の講読   

4 論文・書籍・資料の講読   



5 論文・書籍・資料の講読   

6 論文・書籍・資料の講読   

7 論文・書籍・資料の講読   

8 臨床現場観察（１）   

9 臨床現場観察（２）   

10 臨床現場観察（３）   

11 臨床現場観察（４）   

12 臨床現場観察（５）   

13 

総括と方策立案：前半に読んだ先行研究の

内容を参考にして問題解決の方策とその検

証方法を立案 

  

14 

総括と方策立案：問題解決の方策とその検

証方法を立案したものをプレゼンテーショ

ン、修正 

  

15 
総括と方策立案：問題解決の方策とその検

証方法を立案 
  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート②討論時の発言内容で評価する。 

 

①70%

②30% 



授業科目名 後期特別研究Ⅰ (医療科学専攻)：工藤 

主担当教員 工藤 慎太郎 担当教員 工藤 慎太郎 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

後期特別研究Ⅰは、後期特別研究の研究指導教員の下で、前半は自身の行う研究で用いようとしている研究

手法について論文や資料を読んで教員と議論しながら具体的な技術を模索し体得させる。後半は、各学生の

研究領域および医療資格に最も近い臨床現場に出向き、参与観察を行いながら医療における具体的な課題を

抽出し、それを解決あるいは改良できるような研究を構想する作業に取り組ませる。前半は特別研究で用い

ようとしている研究手法について論文や資料を読んで教員と討論しながら具体的な技術を模索し体得させ

る。後半は、臨床における問題点を通じてその解決策を図るための分析方法を検討する。 

 

学修目標 

１．自身の行う特別研究で用いる研究手法の具体的な技術を熟知しており、実行することができる。２．自身の研究

領域に関連する医療上の課題が分析でき、それを論理的に説明することができる。３．自身の研究領域に関連する医

療上の課題の解決・改善のための方策をいくつか考案でき、その検証     作業計画を立案できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

前半は論文・資料の通読と討論を行います。論文を事前に検索・入手して目を通し、授業後には授業で得た

ポイント、アイデア、問題点、および分析を文章化して記録すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、書籍、関連資料など紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 論文・書籍・資料の講読 
時宜に応じた資料を提供するので読んでお

く。以下同じ。 
 

2 論文・書籍・資料の講読   

3 論文・書籍・資料の講読   

4 論文・書籍・資料の講読   

5 論文・書籍・資料の講読   

6 論文・書籍・資料の講読   

7 論文・書籍・資料の講読   



8 臨床現場観察（１）   

9 臨床現場観察（２）   

10 臨床現場観察（３）   

11 臨床現場観察（４）   

12 臨床現場観察（５）   

13 

総括と方策立案：前半に読んだ先行研究の

内容を参考にして問題解決の方策とその検

証方法を立案 

  

14 

総括と方策立案：問題解決の方策とその検

証方法を立案したものをプレゼンテーショ

ン、修正 

  

15 
総括と方策立案：問題解決の方策とその検

証方法を立案 
  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート②討論時の発言内容で評価する。 

 

①70%

②30% 



授業科目名 後期特別研究Ⅰ (医療科学専攻)：中原 

主担当教員 中原 英博 担当教員 中原 英博 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

 

学修目標 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 

教科書 

 

参考書 

 

研究室／オフィスアワー 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    



18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

  



授業科目名 後期特別研究Ⅱ (医療科学専攻)：橋本 

主担当教員 橋本 弘子 担当教員 橋本 弘子 

科目ナンバリング  科目区分  
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態  単位数 4.00 単位 必修・選択  

授業概要 

後期特別研究は、1～3年次まで継続される学位論文作成に直接関わる科目であり、各指導教員の研究テーマ

にそって研究のすべての過程を遂行する。後期特別研究Ⅱではデータ収集、解析、結果の解釈、論文執筆、学

術雑誌への投稿、および中間報告会発表を行わせる。後期特別研究Ⅰを踏まえて作成したプロトコールにも

とづきデータ収集、解析、結果の解釈を行い、論文を執筆して投稿するとともに中間報告会で成果を発表さ

せる。 

 

学修目標 

１．研究計画と研究倫理規範にもとづいて適正なデータ収集、解析、および結果の解釈ができる。２．結果の解釈に

ついて、先行研究や関連文献を踏まえた深い考察ができる。３．研究の背景、目的、方法、結果、考察、および結論

について論理的かつ明快に文章化できる。４．研究の概要と結果に関する必要なスライドと配布資料が作成でき、そ

れらを用いた発表と質疑応答ができる。５．専門領域の学術雑誌（査読付き）に論文を投稿するまでの一連の作業が

できる。DP①③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

 研究室または臨床現場において実際にデータ収集を行い、収集されたデータの処理と解釈について個別指

導する。データと関連文献をもとに文章を作成させ、それを討論と修正指導によりブラッシュアップする。

データはすべてをラボノートに記録し、必要に応じ仮説の修正を随時行うこと。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集  
都度指示する  

2 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 
  

3 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 
  

4 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 
  



5 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 
  

6 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 
  

7 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 
  

8 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 
  

9 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 
  

10 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 
  

11 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 
  

12 
データ収集:実験プロトコールにもとづき

データ収集 
  

13 
データ解析・解釈:収集したデータの統計学

的解析とその解釈 
  

14 
データ解析・解釈:収集したデータの統計学

的解析とその解釈 
  

15 
データ解析・解釈:収集したデータの統計学

的解析とその解釈 
  

16 
結果の考察 :先行研究と関連文献を参考に

結果を考察 
  

17 
結果の考察 :先行研究と関連文献を参考に

結果を考察 
  

18 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 
  

19 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 
  

20 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 
  

21 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 
  

22 
投稿論文の執筆:学術雑誌に投稿する論文

を作成 
  

23 
投稿論文の推敲:投稿論文に関する討論と

推敲 
  

24 
投稿論文の推敲:投稿論文に関する討論と

推敲 
  

25 
投稿論文の推敲:投稿論文に関する討論と

推敲 
  

26 
投稿論文の推敲:投稿論文に関する討論と

推敲 
  

27 
中間報告会準備:中間報告会のスライドお

よび配布資料の作成 
  

28 
中間報告会準備:中間報告会のスライドお

よび配布資料の作成 
  

29 
中間報告会 :中間報告会における発表と質

疑応答  
  

30 

投稿論文の完成・投稿:発表会における質疑

応答と問題点指摘を踏まえた投稿論文の修

正と学術雑誌への投稿 

  

成績評価方法と基準 割合 

①データ収集、統計解析、および結果解釈の完成度②先行研究と関連論文を踏まえた考察、論理的か

つ明快な論文執筆、および図表の作成能力③中間報告会のスライドと資料、発表の技法と内容、質疑応

答時の発言内容、および中間報告会を踏まえた投稿論文の修正能力①～③で総合的に判断する。 

 

①30 ％

②30 ％

③40％  



授業科目名 後期特別研究Ⅱ (医療科学専攻)：工藤 

主担当教員 工藤 慎太郎 担当教員 工藤 慎太郎 

科目ナンバリング  科目区分 専門科目 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 2 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 5 限 

授業形態 演習 単位数 4.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

後期特別研究Ⅱは、研究指導教員の下で、前半は自身の行う研究で用いようとしている研究手法について論

文や資料を読んで教員と議論しながら具体的な技術を模索し体得させる。後半は、各学生の研究領域および

医療資格に最も近い臨床現場に出向き、参与観察を行いながら医療における具体的な課題を抽出し、それを

解決あるいは改良できるような研究を構想する作業に取り組ませる。前半は特別研究で用いようとしている

研究手法について論文や資料を読んで教員と討論しながら具体的な技術を模索し体得させる。後半は、臨床

における問題点を通じてその解決策を図るための分析方法を検討する。 

 

学修目標 

１．自身の行う特別研究で用いる研究手法の具体的な技術を熟知しており、実行することができる。２．自身の研究

領域に関連する医療上の課題が分析でき、それを論理的に説明することができる。３．自身の研究領域に関連する医

療上の課題の解決・改善のための方策をいくつか考案でき、その検証     作業計画を立案できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

前半は論文・資料の通読と討論を行います。論文を事前に検索・入手して目を通し、授業後には授業で得た

ポイント、アイデア、問題点、および分析を文章化して記録すること。 

 

教科書 

論文、記事、関連資料を適宜配布する。 

 

参考書 

論文、書籍、関連資料など紹介する。 

 

研究室／オフィスアワー 

随時 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 論文・書籍・資料の講読 
時宜に応じた資料を提供するので読んでお

く。以下同じ。 
 

2 論文・書籍・資料の講読   

3 論文・書籍・資料の講読   

4 論文・書籍・資料の講読   

5 論文・書籍・資料の講読   

6 論文・書籍・資料の講読   

7 論文・書籍・資料の講読   



8 臨床現場観察（１）   

9 臨床現場観察（２）   

10 臨床現場観察（３）   

11 臨床現場観察（４）   

12 臨床現場観察（５）   

13 

総括と方策立案：前半に読んだ先行研究の

内容を参考にして問題解決の方策とその検

証方法を立案 

  

14 

総括と方策立案：問題解決の方策とその検

証方法を立案したものをプレゼンテーショ

ン、修正 

  

15 
総括と方策立案：問題解決の方策とその検

証方法を立案 
  

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート②討論時の発言内容で評価する。 

 

①70%

②30% 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助産学専攻科 
  



授業科目名 助産学総論 (助産) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 中西 伸子／浅井 淑子 

科目ナンバリング BM001 科目区分 基礎助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

助産の基本概念と理論、助産の歴史と変遷、助産学教育や動向など助産学の課題や助産師の役割について理

解を深める。 

 

学修目標 

1．助産の概念について理解する。2．助産の歴史や母子保健の変遷を理解する。3．助産ケアの理論的根拠を説明で

きる。4．助産師と倫理について学ぶ。5．女性の人権と尊厳について学ぶ。6．日本における周産期医療の今後の課

題と助産師の役割を考察できる。7．日本の助産師の継続教育と卒後教育について理解する。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

各講義内容について予習し、自分の意見を述べられるようにしておくこと。助産学の基礎知識を学び、専門

職者としての助産師の在り方を考察する一助とする。 

 

教科書 

助産師基礎教育テキスト 2022 版 第 1巻 助産概論 日本看護協会出版助産概論 助産学講座 1 基礎助産

学 医学書院出生と死をめぐる生命倫理 医学書院ポジティブな出産体験のための分娩期ケア 医学書院 

 

参考書 

新版助産師業務要覧 第 3 版 基礎編新版助産師業務要覧 第 3 版 実践編新版助産師業務要覧 第 3 版 

アドバンス編日本産婦人科学会編(2020) 産婦人科診療ガイドライン 日本産婦人科学会エビデンスに基づ

く助産ガイドラインー妊娠期・分娩期 2016 日本助産学会 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 238 にいます。適時、質問・相談に応じますが、不在の時もありますので、アポイントメントお願い

します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 助産の概念と助産師の定義について 

助産とは何か、助産師の役割と対象となる

人々、また、対象となる人々に何を

提供すべきかを考えてくる。 

中 西 

伸子 

2 助産倫理について理解する 

看護倫理について復習しておくこと。「ICM

助産師の倫理綱領」「ICM 基本的助産

業務に必要な能力」を読んでおいて

ください。 

中 西 

伸子 

3 母子保健の変遷と助産の歴史 

助産の歴史についてテキストから予習して

おく。母子保健に関する指標、動向、

関係法規、制度について理解し、課

題を考えることができる。 

中 西 

伸子 



4 
我 が 国 の 助 産 習 俗 と Evidence Based 

Practice 
助産に関する習俗について調べてくる。 

中 西 

伸子 

5 女性の人権と尊厳 

日本における周産期医療の現状を把握し、

女性の人権と尊厳や意思決定を支

える仕組みと助産師の役割を考察

する。 

中 西 

伸子 

6 
助産師が行うケアや理論について理解す

る。① 

助産師が行うケアや対象の理解のために必

要な理論を予習してくる。 

中 西 

伸子 

7 
助産師の継続教育と卒後教育について理解

する。 
助産師の卒後教育について考えてくる。 

中 西 

伸子 

8 まとめ 
課題についてプレゼンテーションできるよ

うに準備する。 

中西 

伸

子 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート②プレゼンテーション③質疑応答への参加・授業に臨む態度を含む④出席 4/5 以上

DP①②③④ 

 

①40%

②40%

③20％ 



授業科目名 新生児診断・発達論 (助産) 

主担当教員 望月 成隆 担当教員 望月 成隆 

科目ナンバリング BM004 科目区分 基礎助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 木曜 1 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

助産診断の基礎となる新生児と胎児の発達、生理さらにハイリスク新生児の病態について学修する。胎内か

ら胎外生活への移行期や移行後の助産診断に必要な形態機能学ならびに新生児の健康状態の診断、正常から

の逸脱を識別するために必要な基礎的な知識（疾患と病態）について学修する。また、新生児医療の背景と

胎児新生児学における倫理を学ぶ。 

 

学修目標 

助産診断・技術学Ⅲと関連づいた新生児から乳児の助産診断に必要な基礎医学系科目である。当該科目で学修した知

識を助産診断・技術学Ⅲ（新生児のフィジカルアセスメントと新生児助産診断）へ反映させ、助産学実習の助産診断

に活用できる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

実習では出生直後から新生児に関わり、実際にケアをしていきます。NCPR の蘇生講習においてもこの講義で

学んだ基礎知識が重要になります。ＮＩＣＵも実習に行きます。新生児の観察と助産診断が適切にできるよ

う、予習・復習を含め、講義に真剣に取り組んでください。 

 

教科書 

新生児学入門 医学書院助産学講座６ 助産診断・技術学Ⅱ－［3］新生児期・乳幼児期 医学書院 

 

参考書 

出生と死をめぐる生命倫理 医学書院 NCPR2020 新生児蘇生法テキスト第 4 版 メヂカルビュー社目で見る

妊娠と出産 文光堂 

 

研究室／オフィスアワー 

質問等はいつでもご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
新生児の発育・発達とその評価（胎児・新生

児の発育、成熟度の判定） 

胎児・新生児の成長・発育について予習・復

習しておくこと。 

望月成

隆 

2 
新生児の診断（新生児の診察方法と新生児

に特徴的な所見について） 

新生児の特徴と診察方法について予習復

習・しておくこと。 

望月成

隆 

3 
新生児の特徴と管理①（呼吸、体温調節、水・

電解質バランス） 

学んだ内容について復習し、理解を深めて

おくこと。 

望月成

隆 

4 
新生児の特徴と管理②（黄疸、感染症、血液

系、免疫） 

学んだ内容について復習し、理解を深めて

おくこと。 

望月成

隆 

5 
ＮＩＣＵ入院時の管理、ハイリスク新生児

の管理 

学んだ内容について復習し、理解を深めて

おくこと。 

望月成

隆 

6 
新生児の様々な疾患の理解（先天性代謝疾

患・血液系疾患・中枢系疾患） 

学んだ疾患について復習し、理解を深めて

おくこと。 

望月成

隆 



7 主要疾患の病態と管理 
学んだ内容について復習し、理解を深めて

おくこと。 

望月成

隆 

8 先天異常・新生児医療における生命倫理 
学んだ内容を熟考し、自分の考えを持つこ

と 

望月成

隆 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験（100 点満点で、60 点以上を合格とする。）DP①④ 

 
①100% 



授業科目名 ウイメンズヘルスとリプロダクティブケア (助産) 

主担当教員 橋本 富子 担当教員 橋本 富子 

科目ナンバリング BM006 科目区分 基礎助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 火曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

女性と次世代家族を統合的にとらえ、生涯の健康増進、QOL（生命の質）、well-being（安寧）を目指すことを

目的に、リプロダクティブ・ヘルス/ライツの視点からセクシャルヘルスのの健康課題と支援の実際を学修す

る。受胎調節実施指導員の認定講習となる。 

 

学修目標 

1．女性の人権とリプロダクティブ・ヘルス/ライツについて学ぶことができる。①②③④2．家族計画と受胎調節の

意義と目的について学ぶことができる。①②③④3．母体保護法、薬事法など関連法規を学び、受胎調節実施指導員

の資格と業務について理解することができる。①③④4．女性の健康課題である性感染症の動向とリプロダクティブ・

ヘルスに及ぼす影響について学ぶことができる。①④5．各避妊法について学ぶことができる。①②④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

1．この科目は受胎調節実施指導員認定講習である。認定講習は、「ウイメンズヘルスとリプロダクティブケ

ア（土曜日補講を含む）」授業と助産学実習Ⅱで構成される。2．関連する母性看護学・形態機能学・臨床病態

学を復習しておく。3．リプロダクティブ・ヘルス/ライツの概念を深め、助産師としてのアイデンティティ

を培うこと。 

 

教科書 

1.助産師基礎教育テキスト 第 2巻女性の健康とケア  日本看護協会出版会 2.受胎調節実施指導用テキス

ト－受胎調節実施指導員認定講習会指導指針,一般社団法人日本家族計画協会 

 

参考書 

・低用量ピル（経口避妊薬）とはー正しい理解を深めようピルのこと（改訂第 6 版）,一般社団法人日本家族

計画協会,2016・「若者の性」白書 第 7回性行動全国調査報告,財団法人日本性教育協会編,小学館,2011・病

気がみえる 10 産科 メディックメディア・病気がみえる 9 婦人科 メディックメディア＜器材・器具＞・

受胎調節指導標本（避妊用器材標本セット） 株式会社 京都科学・避妊指導キット 一般社団法人 日本家

族計画協会 

 

研究室／オフィスアワー 

事前約束のこと 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 性と生殖総論 

・母性看護学に関連する科目を復習してお

く（1時間）・今回授業の復習（1時

間） 

以下、

橋本が

担当す

る。 



2 
リプロダクティブ・ヘルス/ライツと日本の

課題 

・教科書・参考書の予習（学習内容に関する

現状を書籍・データ・記事などから

確認しておく）（1時間）・復習（1時

間） 

 

3 性感染症の動向と関係法規 

・教科書・参考書の予習（学習内容に関する

現状を書籍・データ・記事などから

確認しておく）（1時間）・復習（1時

間） 

 

4 
性感染症がリプロダクティブヘルスへ及ぼ

す影響 

・教科書・参考書の予習（学習内容に関する

現状を書籍・データ・記事などから

確認しておく）（1 時間）・本日の復

習（1時間） 

 

5 助産師の行う受胎調節の意義 

・助産師がリプロダクティブケアに関わる

目的・意義を考えておく。教科書・

参考書の予習（1時間）・復習（1時

間） 

 

6 受胎調節と倫理 

・教科書・参考書の予習（学習内容に関する

現状を書籍・データ・記事などから

確認しておく）（1時間）・復習（1時

間） 

 

7 避妊法総論･各論 
・発表に向けた課題（5 時間）・復習（1 時

間） 
 

8 各種受胎調節のメリット・デメリット 
・教科書・参考書の予習（1 時間）・復習（1

時間） 
 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    



成績評価方法と基準 割合 

1. プレゼンテーション点と資料内容点（DP①④）2. 考査点（DP①②③④） ＊試験学習を 10 時間する。

評価には 2/3 以上の出席を必要とする。 

 

1.30%2.

70% 



授業科目名 地域母子保健学 (助産) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 
中西 伸子／大平 純子／西 幸

江 

科目ナンバリング PM007 科目区分 実践助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

母子保健行政の仕組み、制度・施策・動向を理解するとともに、地域で活躍する助産師の実際を知り、助産師

による地域母子保健活動の役割と機能について学修する。 

 

学修目標 

1．地域における助産師の役割と意義を理解する。2．地域における包括的母子支援事業の実際を知る。3．地域母子

保健活動における助産師の支援の場と方法を知る。4．日本の母子保健の現状と課題について学ぶ。5．日本における

虐待問題の現状と課題を知り、助産師の役割を考えることができる。6．母子保健関係法規、母子保健制度、母子保

健施策を理解する。DP②④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

助産師は地域でも支援が求められています。地域で活躍する助産師の実際を知り、その役割と意義について

理解し、将来の活躍の場の一つとして考えていきましょう。 地域で活躍される助産師を多くお招きします。

講義を聞き質疑応答ができるようしっかり学んでください。 

 

教科書 

助産学講座 9  地域母子保健・国際母子保健 医学書院 2023 年出題基準別  助産師国家試験問題  第 106

回助産師国試対策ブック メディカ出版 

 

参考書 

2022 版 助産師基礎教育テキスト 第 1巻 助産概論 日本看護協会産み育てと助産の歴史 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 238 にいます。適時、質問・相談に応じますが、不在の時もありますので、アポイントメントお願い

します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
日本の母子保健の現状を理解し、地域にお

ける助産師の役割とと活動について知る。 

母子保健を取り巻く現状に関する書籍・記

事を読んでおく。地域における助産

師の必要性について意見を述べる

ことができる。 

中 西 

伸子 

2 
日本における虐待問題の現状と課題を知

り、助産師の役割を考えることができる。 

日本における虐待問題の現状と課題につい

て、資料をまとめ、助産師の役割等

プレゼンテーション・ディベートで

きるようにする。 

中 西 

伸子 

3 

地域で活躍する助産師の実際①助産師会に

ついてと地域における包括的母子支援事業

の実際を学ぶ。 

地域における包括的母子支援事業について

調べてくる。講義を聞き質疑応答が

できるよう準備しておく。 

ゲスト

スピー

カ ー



（緒方 

敏子） 

4 

地域で活躍する助産師の実際②地域におけ

る助産師の活躍の場について知り、助産師

の実際の活動の現状と課題などを知る。 

地域における助産師の活躍の意義、役割を

考えてくる。講義を聞き質疑応答が

できるよう準備しておく。 

ゲスト

スピー

カ ー

（岩島 

貴 久

美） 

5 

地域で活躍する助産師の実際③地域で開業

する助産師の活動を知り、地域における助

産師の役割を学ぶ。 

地域における助産師の活躍の意義、役割を

考えてくる。 

大 平 

純子 

6 地域で活躍する助産師の実際④ 
地域で働く助産師の活動状況や課題を調べ

てくる。 

大 平 

純子 

7 地域で活躍する助産師の実際⑤ 
講義を聞き質疑応答ができるよう準備して

おく。 

大 平 

純子 

8 地域で活躍する助産師の実際⑥ 
講義を聞き質疑応答ができるよう準備して

おく。 

大平 

純

子 

9 
地域で活躍する助産師の実際⑦助産師が行

う性教育について 

助産師が行う性教育について考えてくる。

講義を聞き質疑応答ができるよう

準備しておく。 

ゲスト

スピー

カ（林 

祐子） 

10 
地域で活躍する助産師の実際⑧助産師が行

う性教育について 

助産師が行う性教育について考えてくる。

講義を聞き質疑応答ができるよう

準備しておく。 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー

（

林 

祐

子

） 

11 
地域で活躍する助産師の実際⑨助産師が行

う性教育について 

講義を聞き質疑応答ができるよう準備して

おく。 

中西 

伸

子 

12 
地域で活躍する助産師の実際⑩助産師が行

う性教育について 

講義を聞き質疑応答ができるよう準備して

おく。 

中西 

伸

子 

13 

海外で活躍する助産師の実際①海外で活躍

する助産師に実情を聞き、現状と課題など

海外の母子保健の状況を知る。 

講義を聞き質疑応答ができるよう準備して

おく。 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー

（

富

田 

江

里

子

） 

14 

海外で活躍する助産師の実際②海外で活躍

する助産師に実情を聞き、現状と課題など

海外の母子保健の状況を知る。母子保健の

現状と動向を知り、課題について理解する。 

講義を聞き質疑応答ができるよう準備して

おく。 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー

（

富

田 

江

里



子

） 

15 

海外で活躍する助産師の実際③海外で活躍

する助産師に実情を聞き、現状と課題など

海外の母子保健の状況を知る。母子保健の

現状と動向を知り、課題について理解する。 

講義を聞き質疑応答ができるよう準備して

おく。 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー

（

富

田 

江

里

子

） 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート(期限厳守）②ディベート等の発言（質疑・応答などの態度を含む）③4/5 以上の出席を必要と

する DP②④ 

 

①80%

②20% 



授業科目名 助産管理学 (助産) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 
中西 伸子／三宅 知里／西 幸

江／中村 美香 

科目ナンバリング PM007 科目区分 実践助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

助産業務管理に必要な知識や助産業務に付随する法的責任を修得し、助産師としてのセーフティマネージメ

ントについての対策を考察できる能力を養う。さらに、助産師としての様々な管理場面の視点を培う。 

 

学修目標 

1．施設（病院、開業助産所等）における助産業務の管理、および関連する法規と責任を説明できる。2．周産期にお

ける医療事故を予防するために必要な基本的な管理を学び、助産師としてのセーフティマネジメントのあり方を考察

できる。3．独立開業を行う場合に必要な資源、人材等の経営的視点について考察できる。4．周産期医療システムの

連携について理解する。5．災害時の助産師の役割について説明できる。DP②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

助産管理学の基礎知識を学び、開業権を持つ専門職者として助産施設や業務および勤務者の管理の在り方を

理解する。 

 

教科書 

助産師基礎教育テキスト 2022 年版 第 3 巻 周産期における医療の質と安全 日本看護協会出版会助産学

講座１０ 助産管理  医学書院助産業務ガイドライン 2019  日本助産師会日本産婦人科学会編(2020) 産

婦人科診療ガイドライン産科編 日本産婦人科学会 

 

参考書 

新版助産師業務要覧 第 3 版 基礎編新版助産師業務要覧 第 3 版 実践編新版助産師業務要覧 第 3 版 

アドバンス編 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 238 にいます。適時、質問・相談に応じますが、不在の時もありますので、アポイントメントお願い

します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 助産師と管理 
テキスト（日看協）第 1 章を読んでおくこ

と助産管理の変遷と必要性を学ぶ。 

中西伸

子 

2 災害時における助産管理 

予習：今までに起こった災害時の対策等調

べておく災害時における助産師の

役割や業務について考えておくこ

と：1 時間復習：資料に基づきさら

に学習を振り返る：1時間 

藤本陽

子 

3 災害時における助産管理 
上に同じ。意見を求めるので発表できるよ

うにしておく。 

藤本陽

子 



4 助産管理とリスクマネージメント 

周産期における医療安全保障のしくみ、医

療安全のための支援について事例

を通して学修する。リスクマネジメ

ントについて考える。 

西 幸

江 

5 医療の質と助産管理 

周産期における助産管理とは何かテキスト

を読んでおくこと周産期における

医療の質と助産管理の関連につい

て考察する。 

西 幸

江 

6 助産管理と社会保障制度 

周産期の関する最近のトピックについて調

べておくこと周産期における社会

保障制度の現状や課題について学

習する。 

西 幸

江 

7 病棟における助産業務管理 

周産期のリスクマネジメントについて予習

しておく。病棟の管理の実際と看護

職の責務、リスクマネジメントにつ

いて学習する。 

西 幸

江 

8 助産外来の役割と管理 

助産外来について予習しておく。外来の管

理の実際と助産外来の在り方、看護

職の責務、リスクマネジメントにつ

いて学習する。 

西 幸

江 

9 院内助産 

院内助産について予習しておく。院内助産

の歴史と助産師の責務、院内助産の

管理について学習する。 

西 幸

江 

10 
NICU におけるデベロップメンタルケアと管

理 

NICU について予習しておく。NICU におけ

る児の管理と母親とその家族への

かかわりについて学び、助産師の役

割について考察する。 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー 

11 
NICU におけるデベロップメンタルケアと管

理 

NICU における児の管理と母親とその家族へ

のかかわりについて学び、助産師の

役割について考察する。 

ゲスト

ス

ピ

ー

カ

ー 

12 助産管理と関連法規 

助産に関連する法規について予習してお

く。助産管理に関連した法規につい

て学習する。 

西 幸

江 

13 助産管理と関連法規 
助産管理に関連した法規について学習す

る。 

西 幸

江 

14 助産院における助産管理 

助産院について予習しておく。助産の管理

に関する法規を学ぶ。助産所におけ

る業務と母子保健活動の実際、関連

機関や関連職種との連携を理解す

る。 

中村美

香 

15 助産院における助産管理 
助産所の建設にあたって管理・運営におけ

る基準を理解する。 

中村美

香 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート（期限厳守）②ディベート・態度（質疑応答を含む）③出席 4/5 以上 DP②③④ 

 

①80%

②20% 



授業科目名 助産学実習Ⅰ (助産) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 
中西 伸子／塚田 桃代／三宅 

知里／松田 佳子 

科目ナンバリング PM008 科目区分 実践助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 8.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

周産期にある母子や家族を対象に助産過程を展開し、助産実践に必要な理論と技術・態度を修得する。対象

の妊娠、分娩、産褥期、新生児の経過を総合的に診断し、助産計画に基づいた援助を行い、そのケアを考察す

る。実習を通して助産師としての倫理を学び、チーム医療としての協働の在り方、自己のアイデンティティ

の形成をはぐくむ。 

 

学修目標 

1. 科学的根拠に基づいた助産診断・技術を活用し、妊・産・褥婦・新生児の基礎的な援助の実践ができる。2. 正常

分娩経過において安全で安楽な分娩介助実践のあり方を理解し実践できる。3. 助産診断と正常分娩の介助を通して

産婦の主体的な分娩のあり方を理解し実践できる。4. 正常から逸脱した対象者の診断、援助および緊急時の対応と

助産師の役割を理解する。5. 母児とその家族に対して新たな家族の役割の変化と役割獲得への必要な援助ができる。

6. 援助の提供を通して助産倫理の重要性を理解することができる。7. チーム医療として協働する重要性と必要性を

学ぶ。8. 自己の助産師像を述べることができる。 DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

尊いいのちの誕生の現場に立ち、分娩介助をはじめとする助産ケアを行うことに対する謙虚さと、主体的な

姿勢をもち、感謝の気持ちを忘れず真摯に臨地実習に臨むこと。学生の実習開始時期、施設は異なるため、

担当教員との連絡を十分にとり実習に必要な準備やスケジュール管理を自律して行い実習に臨むこと。1 事

例を大切に実施した判断・支援を評価し、自己の課題を見出しながら、10 例程度の分娩介助・周産期ケアに

対して主体的に学修を積み上げていくことを期待します。介助を含むすべての実習内容は、記録することで

振り返ることができ、次への課題が明確になります。記録を怠らず、期限内に仕上げてください。 

 

教科書 

今日の助産 改訂第 4 版 南江堂助産師基礎教育テキスト 2022 年版 第 4・5・6・7 巻  日本看護協会出

版会助産学講座 6・7・8 助産診断・技術学Ⅱ 医学書院新生児学入門第 4版 仁志田博司 医学書院目で見

る妊娠と出産 文光堂 NCPR2020 新生児蘇生法テキスト第 4 版日本産婦人科学会編（2020）.産婦人科診療ガ

イドライン産科編.日本産婦人科学会帝王切開バイブル メディカ出版 

 

参考書 

周産期ケアマニュアル第 2 版 サイオ出版分娩介助学第 2版 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員は研究室にいます。適時、質問・相談に応じますが、不在の時もありますので、アポイントメントお願

いします。 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

1．病院において分娩介助実習・周産期保健

指導実習・新生児ケア実習の助産学実習を

行う。（詳細は実習要項参照） 1）分娩介助

実習は分娩第Ⅰ期からⅣ期までを受け持

ち、産婦の助産診断とケアおよび分娩介助

を実施する。さらに間接介助、出生直後の児

のケアを実施する。 2）原則分娩介助は 10

例実施する。必ず、介助した事例の振り返り

と評価を担当指導者と実施し、分娩期の助

産診断・助産ケアの習得を目指す。 3）見

学並びに実施したすべての内容について、

必要事項を記録し、完成させた物を提出す

る。状況に応じて資料も添付し、振り返り、

臨床における学びを深める。2. 妊娠期か

らの継続した管理・保健指導が分娩期・産褥

期に関連する重要性を理解する。3．周産期

における助産師の業務の実際を学び、多職

種との協働やチームメンバーとの役割につ

いて理解する。 

事前に十分に知識の復習・技術の復習を行

い、対象者の方に真摯に向き合う気

持ちを持ち、実習に臨む。 

中 西   

伸子松

田 佳

子塚田 

桃代三

宅 知

里 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    



25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①分娩介助数に関しては、卒業要件に 10 例程度の介助数が必要であるが、介助数を評価するのでなく、

分娩介助技術の到達度とともに各受け持ち事例についての実習経過における記録内容・態度を評価し 1

例として評価する。（各事例ごとの記録提出期限厳守）②全実習における日々の内容を記録し、必ず教員

に提出する。（実習における課題提出も含む）③実習態度（準備、報告、連絡、相談を含む取り組み、質問

等に対する返答状況、学生としての態度）・カンファレンス資料④協働性・コミュニケーション能力（学生同

士の関係・対象者や臨地実習における多職種との態度・連携、指導者との関係性の構築を総合して評価

する。）⑤原則全出席 DP①④ 

 

①②80

%③10

％

④10％ 



授業科目名 助産学実習Ⅱ (助産) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 
中西 伸子／塚田 桃代／三宅 

知里／松田 佳子 

科目ナンバリング PM009 科目区分 実践助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

助産学実習Ⅰに基づき、妊産褥婦および新生児とその家族を総合的に理解し、妊娠期・産褥期の Wellness 向

上、育児技術の向上、家族の構築に必要な援助の提供方法を習得する。実習Ⅰ・Ⅱを通して助産師としての

自律性を学び、アイデンティティの形成を目指す。 

 

学修目標 

助産学実習Ⅰの到達目標を満たしたうえで、さらに以下の到達目標を定める。1. 分娩介助事例を対象に妊娠期・産

褥期・新生児期・乳児期の助産過程を展開する。2. 受け持ち時(妊娠期または分娩期）からの助産診断により、対象

者の価値観、個別性をふまえた健康教育の企画、実施、評価ができる。3. 受け持ち事例を対象に、産褥早期の母親

やその家族の心理について理解し保健指導・援助の実践ができる。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

個別性を考慮した、母子とその家族への支援ができることを目指す。1 例以上の母子を受け持ち分娩から産

褥、新生児、育児期まで継続的に支援をする。事前に情報を収集し妊娠経過・妊娠に伴う心理社会的適応な

ども考慮した個別性のある健康教育を実施する。可能な実習施設においては妊娠期から入院中、退院後 1 か

月まで受け持ち、継続的に助産診断し、支援の必要性について考えるとともに、退院後の育児状況や家族の

発達を理解する。学生によって実習開始時期、臨地施設、実習形態が異なるため、学生は自立して実習スケ

ジュールを立て、積極的に実習に臨むこと。情報や学びの共有を図ること。 

 

教科書 

今日の助産 改訂第 4版 南江堂助産師基礎教育テキスト 2022 年版 第 4・5・6巻 日本看護協会出版会助

産学講座 2・3・4・5・6・7・8 医学書院新生児学入門 第 5版 仁志田博司 医学書院日本産婦人科学会

編（2020 ）.産婦人科診療ガイドライン産科編 2020 日本産婦人科学会 

 

参考書 

周産期ケアマニュアル 第 2 版 サイオ出版分娩介助学 第 2 版 医学書院新生児ベーシックケア 医学書院助

産師のためのフィジカルイグザミネーション 医学書院 

 

研究室／オフィスアワー 

各教員は研究室にいます。適時、質問・相談に応じますが、不在の時もありますので、アポイントメントお願

いします。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
1．産褥期の継続的支援を通して、継続的支

援の重要性を学ぶ。2．母子に関わることで、

１）継続した支援の重要性と助産師の支援

の必要性を学び、自分の助産師像が

中 西  

伸子松



産褥期の育児不安の軽減に向けた産褥入院

期の母親の支援のポイントが理解できる。

3．家族の発達形成に向けた産褥期の支援の

方向性が理解できる。4．個別性をふまえた

健康教育の企画、実施、評価ができる。5．

外来の妊婦健康診査、マザークラスの見学

実施を含み、施設における、集団・個別指導

の学びを深める。１）保健指導実施において

は、原案の作成を含み、実施時には、対象者

の個別性が入っていること、さらに事前に

指導内容の確認を得る。２）実施後は、指導

者に評価を得、経過等記録し、学びを深め

る。６．周産期における助産師の保健指導業

務の実際を学び、多職種との共同やチーム

メンバーとの役割について理解する。 

作れるよう知識やコミュ二ケーシ

ョン能力を結集し、実習に臨む。２）

保健指導原案は、実習に行くまでに

必ず作成し、教員の確認を得る。実

習施設で実施する際は、事前に対象

者の情報を得たうえで、個別性を入

れ、教員・臨床指導者の許可を得て

実施する。指導案作成において期限

を守ること。 

田 佳

子塚田 

桃代三

宅 知

里 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    



29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①実習に対する課題・実施した全実習内容の記録提出（提出期限の厳守）②保健指導案の準備、報告、

連絡、相談を含む取り組み（アポイントメントの取り方等）③保健指導等の内容（個別性のある健康教育

の企画、実施前の調整、実施）④保健指導時等の対象者や臨地実習指導者との関係性の構築、実習態

度、話し方等⑤原則実習日全出席 DP①④ 

 

①30%

②20%

③30%

④20% 



授業科目名 補完代替医療とアロマセラピー (助産) 

主担当教員 山下 仁 担当教員 山下 仁／森 美侑紀 

科目ナンバリング IM001 科目区分 統合助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
木曜 3 限、木曜

4 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

女性のヘルスプロモーション、とりわけ心身共に大きな変化を生じやすい妊娠期、産褥期、育児期に適した

アロマセラピーを学ぶ。妊産婦にアロマセラピーを用いることの意義、アロマセラピーに関する基礎知識、

禁忌や注意事項、精油の選択方法、状況に応じたケア方法など「安全かつ的確に用いる」ための実践方法を

学ぶ。 

 

学修目標 

１．補完代替医療の中でのアロマセラピーの役割を理解する。〈DP③〉２．妊産婦に対するアロマセラピーの役割を

理解し、安全かつ的確な実践方法を学ぶ。〈DP③④〉 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

アロマセラピーの有用性のみに目を向けるのではなく、禁忌や注意事項に関する理解を深め、「安全で的確な」

実践方法を身につけてください。実技にも積極的に参加し、自らの心身両面を通してアロマセラピーの有用

性・危険性を感じ、学んでいただきたいと思います。 

 

教科書 

・Aromacoordinator Essential oil Guide book: 日本アロマコーディネーター協会・Aromacoordinator 

Lesson Text Book: 日本アロマコーディネーター協会 （教材を含む） 

 

参考書 

『もっと身近にアロマセラピー メディカルから日常まで 改定増補版』/森 美侑紀著/森ノ宮医療学園出版

部 

 

研究室／オフィスアワー 

桜棟 14 研究室/火曜日・水曜日以外の 17:00～19:00 その他、質問等あればいつでもお越しください。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 植物精油の基礎知識 

アロマセラピーの実際について書籍やネッ

トで調べる。予習復習を各 2時間行

うこと。 

 

2 マタニティケアにおける精油選択と理解 

マタニティアロマセラピーの実際について

書籍やネットで調べる。予習復習を

各 2時間行うこと。 

 

3 植物オイルの基礎知識 
植物オイルに関する知識を整理する。予習

復習を各 2時間行うこと。 
 

4 精油のブレンド方法 

ブレンドファクターやブレンド方法に関す

る知識を整理する。予習復習を各 2

時間行うこと。 

 



5 香りが脳に与える影響 
配布資料を元に復習し学習内容を整理す

る。予習復習を各 2時間行うこと。 
 

6 アロマセラピーの歴史 
配布資料を元に復習し学習内容を整理す

る。予習復習を各 2時間行うこと。 
 

7 精油の安全性と危険性 
配布資料を元に復習し学習内容を整理す

る。予習復習を各 2時間行うこと。 
 

8 精油の作用と身体のしくみ 
配布資料を元に復習し学習内容を整理す

る。予習復習を各 2時間行うこと。 
 

9 香りの心理作用 
配布資料を元に復習し学習内容を整理す

る。予習復習を各 2時間行うこと。 
 

10 精油成分を類ごとに知る 
配布資料を元に復習し学習内容を整理す

る。予習復習を各 2時間行うこと。 
 

11 禁忌の理由を考えるアロマセラピーの法令 
配布資料を元に復習し学習内容を整理す

る。予習復習を各 2時間行うこと。 
 

12 妊娠初期～中期のケアと精油の選択 
1 回～11 回までの学習内容を整理する。予

習復習を各 2 時間行うこと。 
 

13 妊娠後期のケアと精油の選択 
1 回～11 回までの学習内容を整理する。予

習復習を各 2 時間行うこと。 
 

14 分娩時のケアと精油の選択 
1 回～11 回までの学習内容を整理する。予

習復習を各 2 時間行うこと。 
 

15 産褥期のケアと精油の選択 
1 回～11 回までの学習内容を整理する。予

習復習を各 2 時間行うこと。 
 

16 
マタニティアロマセラピーの実践①背部・

臀部へのトリートメント基礎 

背部・臀部ケアにおける注意事項の復習お

よび手技の復習復習を4時間行うこ

と。 

 

17 
マタニティアロマセラピーの実践②背部・

臀部へのトリートメント基礎 

背部・臀部ケアにおける注意事項の復習お

よび手技の復習復習を4時間行うこ

と。 

 

18 
マタニティアロマセラピーの実践③肩部の

トリートメント 

肩部ケアにおける注意事項の復習および手

技の復習復習を 4時間行うこと。 
 

19 
マタニティアロマセラピーの実践④背部・

肩部・臀部へのトータルケア 

背部・臀部・肩部ケアにおける注意事項の復

習および手技の復習復習を4時間行

うこと。 

 

20 
マタニティアロマセラピーの実践⑤下肢の

トリートメント 

下肢のケアにおける注意事項の復習および

手技の復習復習を 4時間行うこと。 
 

21 
マタニティアロマセラピーの実践⑥上肢の

トリートメント 

上肢のケアにおける注意事項の復習および

手技の復習復習を 4時間行うこと。 
 

22 
マタニティアロマセラピーの実践⑦上肢・

下肢へのトータルケア 

上肢・下肢のケアにおける注意事項の復習

および手技の復習復習を4時間行う

こと。 

 

23 
マタニティアロマセラピーの実践⑧フェイ

ストリートメントの基礎 

フェイスケアにおける注意事項の復習およ

び手技の復習復習を 4 時間行うこ

と。 

 

24 
マタニティアロマセラピーの実践⑨フェイ

ストリートメントの応用 

フェイスケアにおける注意事項の復習およ

び手技の復習復習を 4 時間行うこ

と。 

 

25 
マタニティアロマセラピーの実践⑩トータ

ルケア 1 

16～24 回までのケアの総復習復習を 4 時間

行うこと。 
 

26 
マタニティアロマセラピーの実践⑪トータ

ルケア 2 

16～24 回までのケアの総復習復習を 4 時間

行うこと。 
 

27 
マタニティアロマセラピーに関する文献検

討およびディスカッション 

関連学術雑誌やネットにて論文検索を行

う。復習を 4 時間行う事。 
 

28 総括 1：マタニティケアと植物精油 
27 回までに学習した内容を整理する。復習

を 4時間行う事。 
 

29 
総括 2：マタニティケアにおけるアロマセラ

ピーの役割 

27 回までに学習した内容を整理する。復習

を 4時間行う事。 
 

30 
総括 3：補完代替医療としてのアロマセラピ

ーの役割 

27 回までに学習した内容を整理する。復習

を 4時間行う事。 
 

成績評価方法と基準 割合 

筆記試験〈DP③④〉小テスト・レポート課題・問題に関しては必要に応じて解説する。 

 
100% 



授業科目名 助産学課題研究 (助産) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 
中西 伸子／塚田 桃代／三宅 

知里／松田 佳子／勝井 伸子 

科目ナンバリング IM002 科目区分 統合助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP③④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 

前 期 ( 金 曜 1

限 、 集 中 講

義)、後期(金曜

1 限 、 集 中 講

義) 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

女性の健康、助産実践、母と子、その家族が抱える問題や課題を明確化し、解明するための研究に取り組む。

その研究プロセスを得て、研究を行うための基本的能力を修得するとともに看護実践に役立つ新しい知見や

支援方法を明らかにする。 

 

学修目標 

1．研究課題を明確にできる。2．先行研究のクリティークを行い、研究状況を把握することができる。3．研究方法

を理解できる。4．研究計画書の作成方法を学び、研究計画書を作成する。5．研究をするうえで必要な倫理観につい

て理解する。6．事例研究に沿ったデータを収集できる。7．収集した．データを分析し、導いた結果を検討し考察す

ることができる。8．1～7を踏まえて、助産学事例研究論文を作成する。9．発表方法や態度を学び、プレゼンテーシ

ョンができる。DP③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

・助産学課題研究は、看護研究に必要な基本的理解を踏まえたうえで 4月から開始する。・研究指導に関して

は、各学生にチューター教員を配置し、1 年間継続して指導を受ける。研究計画書の提出、論文提出、発表時

期 はガイダンスで説明する。・4月以降、各自のチューター教員にアポイントメントをとり助産学課題研究

に対する自らの着眼点をプレゼンする。 担当教員は、学生と調整し進めていく。・その後は担当教員の指導

のもと研究計画書に沿って研究活動を実施し、研究計画書、研究論文を作成する。・研究計画書・研究論文の

提出に関しては期限を厳守すること。・実習開始以降は臨地実習のインターバルを利用して主体的に進行させ

ること。 

 

教科書 

APA に学ぶ看護系論文執筆のルール 医学書院 JJN スペシャル No.94 看護研究の進め方論文の書き方 第 2

版 医学書院適宜、講義内容により、担当教員より資料配布。 

 

参考書 

担当教員により適宜、提示する。 

 

研究室／オフィスアワー 

適宜担当教員が相談に応じます。必ず、アポイントメントをとること。 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 看護研究とは 看護研究のテキストを読み予習してくる。 
中西伸

子 

2 英文購読法 配布された資料に基づき復習する。 
勝井伸

子 

3 英文購読法 事前に配布された資料を予習・復習する。 
勝井伸

子 

4 英文購読法 事前に配布された資料を予習・復習する。 
勝井伸

子 

5 
研究論文のクリティークを通して、量的研

究について理解する。 
量的研究について予習する。 

中 西 

伸子 

6 
研究論文のクリティークを通して、質的研

究について理解する。 
質的研究について予習する。 

中 西 

伸子 

7 論文のクリティークとプレゼンテーション 
研究に関連する論文を選択し、クリティー

クする。 

中 西 

伸子 

8 研究計画書の作成 
担当教員と適宜面談し、研究計画書を作成

する。 

中西 

松

田 

塚

田 

三

宅 

9 研究計画書の作成 
担当教員と適宜面談し、研究計画書を作成

し、提出する。 

中 西 

松 田 

塚 田 

三宅 

10 
担当教員のもとで以下を進めていき、論文

にまとめる。データ収集分析論文作成 

担当教員と適宜面談し、研究をすすめてい

く。 

中西 

松

田 

塚

田 

三

宅 

11 
担当教員のもとで以下を進めていき、論文

にまとめる。データ収集分析論文作成 

担当教員と適宜面談し、研究をすすめてい

く。 

中西 

松

田 

塚

田 

三

宅 

12 
担当教員のもとで以下を進めていき、論文

にまとめる。データ収集分析論文作成 

担当教員と適宜面談し、研究をすすめてい

く。 

中西 

松

田 

塚

田 

三

宅 

13 
担当教員のもとで以下を進めていき、論文

にまとめるる。データ収集分析論文作成 

担当教員と適宜面談し、研究をすすめてい

く。 

中西 

松

田 

塚

田 

三

宅 

14 成果発表 
研究の成果を発表し、それぞれの発表方法

や態度を学び、評価する。 

中西 

松

田 

塚

田 

三

宅 



15 成果発表 
研究の成果を発表し、それぞれの発表方法

や態度を学び、評価する。 

中西 

松

田 

塚

田 

三

宅 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①研究計画書を作成し、期限内に提出する。提出がない場合は後期に進めない。②助産学事例研究論

文を作成し、期限内に提出する。③研究のプレゼンテーション内容・態度④取り組む姿勢、態度(研究を進

めるにあたり、チューターとアポイントメントをとり、指定された提出期限を守ること）DP③④ 

 

①20%

②50 ％

③20 ％

④10％ 



授業科目名 周産期医学論 (助産) 

主担当教員 前川 佳敬 担当教員 前川 佳敬／木田 岩男 

科目ナンバリング BM002 科目区分 基礎助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 4 限、月曜

5 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

妊娠・分娩・産褥といった周産期の理解に必要な医学的知識を習得する。具体的には、女性生殖器の構造と

機能（生殖機能・内分泌機能）、妊娠の機序、妊娠に起因する疾患など、助産診断の基礎となる周産期の解剖・

生理・病理・病態について習得する。また、産科検査、治療（手術や産科的医療処置）、産科危機や出血ガイ

ドラインについても学ぶ。 

 

学修目標 

周産期におけるケアや助産診断、産科危機対応を学ぶ上で必要となってくる、妊娠・分娩・産褥にまつわる解剖・生

理・病理・病態等、基本的医学知識を習得する。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

受講にあたって、解剖生理学（女性生殖器）・母性看護学で学んだ内容の復習をしておいて下さい。 

 

教科書 

病気が見える(婦人科・乳腺外科）：メディックメディア病気が見える（産科）：メディックメディア 

 

参考書 

特になし。 

 

研究室／オフィスアワー 

木田：西棟 233 研究室／月曜 5限前川：C 棟研究室 8／部屋にいればいつでも訪問可です。質問等はいつでも

ご自由にどうぞ。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 女性生殖器の解剖生理 テキストを一読しておく。  

2 性分化と染色体異常   

3 性感染症   

4 女性生殖器の類腫瘍性病変・前癌病変・腫瘍   

5 婦人科一般診察   

6 出生前診断と人工妊娠中絶   

7 不妊症とその各種検査及び治療   

8 妊娠の成立と着床   

9 産科 DIC   



10 妊娠高血圧症候群   

11 子癇、HELLP 症候群   

12 糖代謝異常妊娠   

13 合併症妊娠①   

14 合併症妊娠②   

15 母子感染症と胎児及び新生児へのリスク   

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①筆記試験（100 点満点で、60 点以上を合格とする。） 

 
①100% 



授業科目名 女性健康学総論 (助産) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 中西 伸子／山下 仁／西 幸江 

科目ナンバリング BM003 科目区分 基礎助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①④ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 金曜 2 限 

授業形態 講義 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

1．女性の健康の重要性と課題について考えることができる。2．女性の人権の歴史的背景を理解し、女性の

地位について考察できる。3．女性のライフサイクル各期における健康課題に対する支援の方略を修得する。

4．補完代替医療について理解し、女性のヘルスプロモーション、助産ケアの中に取り入れることの有効性に

ついて学ぶ。 

 

学修目標 

①女性の健康に関する国内外の歴史的背景と女性の健康の概念が理解できる。 ②女性の健康問題の特徴をとらえ、

課題を理解し支援方法を考え,プレゼンテーションすることができる。 ③代替補完医療を用いた女性の健康支援の有

効性を学修する。DP①④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

女性の健康の重要性や女性の地位と権利などについて考えましょう。助産師は周産期だけでなく、女性の一

生に関わることが必要とされています。各ライフサイクルの健康課題をしっかりと学びましょう。講義では、

各自の意見を求めます。意見が述べられるよう予習をしてきてください。 

 

教科書 

助産師基礎教育テキスト 2022 版 ウィメンズヘルスケア 日本看護協会出版会助産師基礎教育テキスト

2022 版 助産概論 日本看護協会出版会【助産学講座 2】基礎助産学[2] 母子の基礎科学【助産学講座 5】

助産診断・技術学 I 

 

参考書 

卵子老化の真実 文春新書子宮力 日本助産師会出版 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 238 にいます。適時、質問・相談に応じますが、不在の時もありますので、アポイントメントお願い

します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 女性の身体の仕組みと健康 
女性の身体の生理的・解剖学的特徴につい

て復習しておく。 

中 西 

伸子 

2 女性の身体の仕組みと健康 
女性の一生涯におけるホルモン変動と症状

について復習しておく。 

中 西 

伸子 

3 
ライフサイクル各期における女性のヘルス

プロモーション 

女性のライフサイクル各期について予習し

てくる。 

中 西 

伸子 

4 
ライフサイクル各期における女性のヘルス

プロモーション 

ライフサイクル各期における女性の健康課

題について予習してくる。 

中 西 

伸子 



5 
ライフサイクル各期における女性のヘルス

プロモーション 

ライフサイクル各期における女性の健康課

題について予習してくる 

中 西 

伸子 

6 
ライフサイクル各期における女性のヘルス

プロモーション 

ライフサイクル各期における女性の健康課

題について予習してくる。 

中 西 

伸子 

7 現代女性に支援を要する健康問題 

現代女性に支援を要する健康問題について

意見が述べられるよう予習してく

る 

中 西 

伸子 

8 補完代替医療のエビデンス 補完代替医療について調べてくる 
山下 

仁 

9 補完代替医療のエビデンス 
補完代替医療のリスクや事故の事例につい

て調べてくる 

山 下 

仁 

10 補完代替医療の活用(鍼灸と女性の健康） 
鍼灸のツボと健康支援について予習してく

る。 

山下 

仁 

11 補完代替医療の活用 
学んだことを実践に行かせるよう復習して

おく。 

山下 

仁 

12 
東洋医学を取り入れた妊婦への支援（温熱

療法） 

陰陽五行説、臓腑・経絡説について資料を読

んでくる 

大平純

子 

13 女性健康とヨガ ヨガについて予習してくる 
西 幸

江 

14 マターナルヨガ 周産期とヨガについて予習してくる 
西 幸

江 

15 まとめ 課題についてプレゼンテーションする。 

中西 

伸

子 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①プレゼンテーション②レポート（期限厳守）③ディベート・質疑応答等の参加状況、態度含む④出席 4/5

以上 DP①④ 

 

①40 ％

②40 ％

③20％ 



授業科目名 ハイリスク母子支援論 (助産) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 中西 伸子／飯田 順三 

科目ナンバリング PM005 科目区分 基礎助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 水曜 3 限 

授業形態 講義 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

周産期における母子の健康状態のアセスメントやリスクを評価するための知識を習得する。周産期に発症し

やすい心身の異常を理解し、正常から逸脱した妊娠・分娩・産褥期の状態や社会的ハイリスクにある女性と

子ども、家族に必要な助産ケアを学ぶ。 

 

学修目標 

周産期のハイリスク母児について学修するとともに社会的ハイリスク母子やその家族に対する助産師の役割と支援

の必要性について理解できる。DP②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

周産期の健康逸脱、異常予測のヘルスアセスメントは重要です。逸脱の状況を知り、予防・対応を学びまし

ょう。また、産褥うつや児の虐待に至る、社会的リスクや家族の発達過程、母子の愛着形成などにも着目し、

ハイリスク妊産褥婦とその家族に対する助産師の役割を学びましょう。 

 

教科書 

助産師基礎教育テキスト 2022 年版ハイリスク妊産褥婦・新生児へのケア日本看護協会出版会目で見る妊娠と

出産 文光堂 

 

参考書 

母体急変時の初期対応第 2 版 メディカ出版 NCPR2020 新生児蘇生法テキスト第 4 版 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 238 にいます。適時、質問・相談に応じますが、不在の時もありますので、アポイントメントお願い

します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
周産期におけるハイリスク母児と助産師の

役割 

周産期での母子のハイリスクについて予習

しておく。 

中 西 

伸子 

2 産褥期の精神変化とケア 
産褥期の母親の精神変化について予習して

くる。 

飯 田 

順三 

3 産褥期の精神変化とケア 
産褥期の精神変化とケアについて予習して

くる 

飯 田 

順三 

4 乳児院の現状と課題 

乳児院における現状を理解し、助産師の支

援について意見を出し合うことが

できるようにしておく。 

ゲスト

スピー

カー 

5 
乳児院の現状と課題を知り、助産師の役割

について考えることができる。 

乳児院における現状を理解し、助産師の支

援について意見を出し合うことが

できるようにしておく。 

ゲスト

スピー

カー 

6 
里親制度について学修し、助産師の支援に

ついてについて考えることができる。 

里親制度について理解し、助産師としての

かかわり方を考える。 

中 西 

伸子 



7 乳幼児の発達障害について理解する 乳幼児の発達障害について予習しておく。 
飯 田  

順三 

8 乳幼児の発達障害について理解する 
発達障害について予習し、意見が述べられ

るようにしておく。 

飯田  

順

三 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①レポート（提出期限厳守）②ディベート・プレゼンテーション・態度・質疑応答参加状況③出席 4/5 以上

（態度・質疑応答参加状況含む）DP②③ 

 

①80 ％

②20％ 



授業科目名 分娩介助技術学演習 (助産) 

主担当教員 松田 佳子 担当教員 
松田 佳子／中西 伸子／塚田 

桃代／三宅 知里 

科目ナンバリング PM001 科目区分 実践助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 月曜 3 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

分娩介助とは何か、助産師は良いお産に向けて何ができるか、出産の在り方をこの講義の中で考えていく。

基本的介助技術の習得とともに、様々な分娩介助術について理解する。分娩期にある胎児の状況を診断し、

出生直後の児の対応に必要な助産技術を修得する。 

 

学修目標 

1. 分娩介助技術の概念を理解する。2. 分娩介助における助産師の役割を説明できる。3. 分娩介助技術の基本を

修得できる。4. 分娩期の胎児の状況を診断し介助できる。5. 出生時の児の対応に必要な技術を修得できる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

より良いお産に向けて何ができるか、考えながら技術の修得に努めること。技術演習に関しては、各自研鑽

を積み、学生が演習室の使用および準備から終了まで主体的に運用すること。 

 

教科書 

助産師教育テキスト 2022 第 5 巻 分娩期の診断とケア 日本看護協会出版会助産学講座 7 助産診断・技術学

Ⅱ [2]分娩期・産褥期 医学書院分娩介助学 第 2版 進純郎 医学書院今日の助産 マタニティサイクルの助産

診断・実践過程 改訂第 4 版 南江堂産婦人科診療ガイドライン 産科編 2020 日本産婦人科学会/日本産婦人

科医会正常分娩の助産術 トラブルへの対応と会陰裂傷縫合 医学書院 

 

参考書 

エビデンスに基づく助産ガイドラインー妊娠期・分娩期 2016 日本助産学会目でみる妊娠と出産 馬場一憲 

文光堂助産師のためのフィジカルイグザミネーション 第 2 版 我部山キヨ子/大石時子 医学書院写真でわか

る助産技術アドバンス 平澤美恵子 村上睦子 インターメディカ新生児ベーシックケア 家族中心のケア理念

をもとに 横尾京子 医学書院※ 授業内で随時資料を配布します。 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室/231 オフィスアワー/適宜 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
分娩介助とは何か、また、分娩介助における

助産師の役割を考察する。 

分娩介助とは何か、助産師はより良いお産

に向けて何ができるかディベート

します。考えてきてください。 

中 西 

伸子 

2 
お産の歴史を学習し、自然なお産について

考える。 

予習：事前に配布した資料またはテキスト

の該当ページを読んだうえで授業

に臨むこと。自然なお産についてデ

ィベートする。 

中 西 

伸子 



3 分娩介助方法について考察する。 

予習：事前に配布した資料またはテキスト

の該当ページを読んだうえで授業

に臨むこと。分娩体位についてディ

ベートします。予習してくること 

中 西 

伸子 

4 会陰保護について考察する。 

予習：事前に配布した資料またはテキスト

の該当ページを読んだうえで授業

に臨むこと。会陰保護の意義につい

て予習してくること。 

中 西 

伸子 

5 

正常分娩の介助について理解する。【演習】

正常分娩についてディベートし、正常分娩

の介助の実際を学ぶ。 

予習：事前に配布した資料またはテキスト

の該当ページを読んだうえで授業

に臨むこと。 

中 西 

伸子 

6 
正常分娩の介助について理解する。【演習】

正常分娩の介助の実際を学ぶ。 

予習：事前に配布した資料またはテキスト

の該当ページを読んだうえで授業

に臨むこと。復習：技術習得に向け

て学習内容をしっかり復習する。 

松田 

7 
正常分娩の介助技術を理解する。【演習】正

常分娩の介助の実際を学ぶ。 

予習：事前に配布した資料またはテキスト

の該当ページを読んだうえで授業

に臨むこと。復習：技術習得に向け

て学習内容をしっかり復習する。 

松田 

8 
正常分娩の介助技術を習得する。【演習】正

常分娩の介助技術演習 

予習：事前に配布した資料またはテキスト

の該当ページを読んだうえで授業

に臨むこと。復習：技術習得に向け

て学習内容をしっかり復習し、自己

演習する。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

9 
正常分娩の介助技術を習得する。【演習】正

常分娩の介助技術演習 

予習：事前に配布した資料またはテキスト

の該当ページを読んだうえで授業

に臨むこと。復習：技術習得に向け

て学習内容をしっかり復習し、自己

演習する。 

松田中

西塚田

三宅 

10 
正常分娩の介助技術を習得する。【演習】正

常分娩の介助技術演習 

予習：事前に配布した資料またはテキスト

の該当ページを読んだうえで授業

に臨むこと。復習：技術習得に向け

て学習内容をしっかり復習し、自己

演習する。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

11 
正常分娩の介助技術を習得する。【演習】正

常分娩の介助技術演習 

予習：事前に配布した資料またはテキスト

の該当ページを読んだうえで授業

に臨むこと。復習：技術習得に向け

て学習内容をしっかり復習し、自己

演習する。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

12 

分娩期にある胎児の状況を診断し、出生直

後の児の対応に必要な助産技術を修得す

る。 【演習】分娩期の胎児の状況の診断方

法について演習する。 

予習：事前に配布した資料またはテキスト

の該当ページを読んだうえで授業

に臨むこと。復習：技術習得に向け

て学習内容をしっかり復習し、自己

演習する。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

13 

分娩期にある胎児の状況を診断し、出生直

後の児の対応に必要な助産技術を修得す

る。 【演習】出生直後の児の対応について

演習する。 

予習：事前に配布した資料またはテキスト

の該当ページを読んだうえで授業

に臨むこと。復習：技術習得に向け

て学習内容をしっかり復習し、自己

演習する。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

14 分娩介助技術評価に向けた演習 

技術習得に向けて学習内容をしっかり復習

し、自己演習し、評価試験に臨んで

ください。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

15 分娩介助技術評価 

技術習得に向けて学習内容をしっかり復習

し、自己演習し、評価試験に臨んで

ください。 

松田中

西

塚



田

三

宅 

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①技術評価試験（分娩介助技術）②態度（授業及び演習時、予習等を含む積極的参加姿勢） 

 

①80%

②20％ 



授業科目名 助産診断・技術学Ⅰ (助産) 

主担当教員 塚田 桃代 担当教員 
塚田 桃代／中西 伸子／三宅 

知里／松田 佳子 

科目ナンバリング PM002 科目区分 実践助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
火曜 1 限、木曜

2 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

講義・演習を通して、妊娠期にある女性の身体的・心理社会的変化について学び、正常妊娠経過とその逸脱

を診断するために必要な知識と方法・助産技術を習得する。また、妊婦がより良い健康レベルを維持・増進

し、主体的に妊娠期を過ごすためのセルフケア能力の向上や、自己決定ができるような援助を学習する。 

 

学修目標 

１．妊婦の身体的・心理社会的変化、正常な妊娠経過とその逸脱状態について理解し、説明することができる。＜

DP①②③＞２．正常な妊娠経過および正常からの逸脱について、根拠をもって助産診断することができる。＜DP①②③

＞３．妊娠期の助産過程の展開に必要な知識と技術を習得し、紙上事例を用いて実施することができる。＜DP①②③

＞４．妊娠期における健康教育について、計画・立案から評価までの過程を理解し、実施することができる。＜DP①②③

＞５．妊娠期の基礎的な助産技術を習得することができる。＜DP①②③＞ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

助産学では、母性看護学をさらに深めた知識・技術・態度が求められます。看護過程の展開を含め、既習の知

識・技術を復習しておいてください。講義や演習は、学生に意見を求めながら進めていきます。また、学生に

よるプレゼンテーションやグループワーク等も多くありますので、積極的に意見交換を行い、互いに切磋琢

磨しながら自己研鑽に努めて下さい。自主的な学習を展開して前向きに取り組むこと。なお、講義には『助

産師基礎教育テキスト第 4 巻  妊娠期の診断とケア』 『助産学講座 6 助産診断・技術学Ⅱ［１］妊娠期』

『今日の助産』のテキストは毎回準備して下さい。 

 

教科書 

助産師基礎教育テキスト第 4巻  妊娠期の診断とケア 2022 年版  日本看護協会出版会助産学講座 6 助産

診断・技術学Ⅱ［１］妊娠期 医学書院 ISBN 978-4-260-04208-6 助産師のためのフィジカルイグザミネー

ションーアセスメント力を磨く 我部山キヨ子 医学書院 ISBN 978-4-260-03548-4 日本産婦人科学会編  

産婦人科診療ガイドライン産科編 2020 ISBN 978-4-907890-18-6 今日の助産 マタニティサイクルの助産

診断・実践過程 第 4版 南江堂 

 

参考書 

周産期ケアマニュアル第 2 版 改訂版 立岡弓子編 サイオ出版写真でわかる助産技術アドバンス インタ

ーメディカ母性の心理社会的側面と看護ケア 医学書院助産外来の健診技術 医学書院 CTG テキスト アド

バンス メディカルビュー助産業務ガイドライン 2019 日本助産師会その他適宜紹介 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室/W 棟 235  オフィスアワー/適宜相談に応じる 



 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
オリエンテーション助産診断・技術学の概

要について妊娠の生理（知識確認） 

シラバス・教科書の確認をする。妊娠の生理

について復習をしておく。 
塚田 

2 妊娠の生理（知識確認） 妊娠の生理について復習しておくこと。 塚田 

3 妊娠の生理（知識確認） 妊娠の生理について復習しておくこと。 塚田 

4 妊娠期の助産診断の特徴と診断類型 
教科書の該当ページを読んでおくこと。看

護診断について復習しておくこと。 
塚田 

5 
妊娠期助産診断～フィジカルアセスメント

①～妊婦の健康診査に必要な知識・技術 

教科書の該当ページを学習してから講義に

臨むこと。 
塚田 

6 
妊娠期助産診断～フィジカルアセスメント

②～妊婦の健康診査に必要な知識・技術 
同上 塚田 

7 妊娠期助産診断～日常生活行動～ 
教科書の該当ページを学習してから授業に

臨むこと。 
塚田 

8 妊娠期助産診断～心理・社会的側面～ 同上 塚田 

9 日常生活適応への支援 

妊娠経過に伴うマイナートラブルや食生

活・衣生活・住生活・運動・休息・

性生活等について復習しておくこ

と。 

塚田 

10 心理・社会的支援 
妊娠に伴う心理・社会的変化について復習

しておくこと。 
塚田 

11 妊娠期における健康教育・保健指導 
健康教育・保健指導の意義・目的・方法につ

いて学習しておくこと。 
塚田 

12 
【紙上事例演習】：妊娠初期必要な情報とア

セスメント・助産診断 

助産過程の展開について学習しておく。事

前に配布された事例をもとに、情報

の整理とアセスメント・診断を行

う。 

塚田 

13 
【紙上事例演習】：妊娠初期必要な情報とア

セスメント・助産診断・計画立案 

助産過程の展開について学習しておく。事

前に配布された事例をもとに、情報

の整理とアセスメント・診断を行

う。診断に基づいて助産計画を立案

する。 

塚田 

14 
【紙上事例演習】：妊娠中期必要な情報とア

セスメント・助産診断 

助産過程の展開について学習しておく。事

前に配布された事例をもとに、情報

の整理とアセスメント・診断を行

う。 

塚田 

15 
【紙上事例演習】：妊娠中期必要な情報とア

セスメント・助産診断・計画立案 

助産過程の展開について学習しておく。事

前に配布された事例をもとに、情報

の整理とアセスメント・診断を行

う。診断に基づいて助産計画を立案

する。 

塚田 

16 
【紙上事例演習】：妊娠後期必要な情報とア

セスメント・助産診断 

助産過程の展開について学習しておく。事

前に配布された事例をもとに、情報

の整理とアセスメント・診断を行

う。 

塚田 

17 
【紙上事例演習】：妊娠後期必要な情報とア

セスメント・助産診断・計画立案 

助産過程の展開について学習しておく。事

前に配布された事例をもとに、情報

の整理とアセスメント・診断を行

う。診断に基づいて助産計画を立案

する。 

塚田 

18 
【演習】生理的変化をふまえた保健指導演

習（個人指導）指導案・媒体作成 

保健指導の意義・目的・方法について学習し

ておくこと。 
塚田 

19 
【演習】生理的変化をふまえた保健指導演

習（個人指導）指導案・媒体作成 

保健指導の意義・目的・方法について学習し

ておくこと。 
塚田 

20 
【演習】生理的変化をふまえた保健指導演

習（個人指導）指導案・媒体作成 

保健指導の意義・目的・方法について学習し

ておくこと。 
塚田 

21 【演習】生理的変化をふまえた保健指導演 ロールプレイの基本的な技法について学習 塚田中



習（個人指導）ロールプレイ発表 しておくこと。 西

松

田

三

宅 

22 
【演習】生理的変化をふまえた保健指導演

習（個人指導）ロールプレイ発表 

ロールプレイの基本的な技法について学習

しておくこと。 

塚田中

西

松

田

三

宅 

23 親準備・出産準備へのケア 

親役割の準備とバースプラン，保健医療サ

ービス，健康教育（出産準備教室）

の目的・方法について学習しておく

こと。 

塚田 

24 
【演習】集団指導（出産準備教育）指導案・

媒体作成 

出産準備教育の目的・方法について学習し

ておくこと。 
塚田 

25 
【演習】集団指導（出産準備教室）指導案・

媒体作成 

出産準備教育の目的・方法について学習し

ておくこと。 
塚田 

26 
【演習】集団指導（出産準備教育）指導案・

媒体作成 

出産準備教育の目的・方法について学習し

ておくこと。 
塚田 

27 
【演習】集団指導（出産準備教室）ロールプ

レイ発表 

ロールプレイの基本的な技法について学習

しておくこと。 

塚田中

西

松

田

三

宅 

28 
【演習】集団指導（出産準備教室）ロールプ

レイ・発表 

ロールプレイの基本的な技法について学習

しておくこと。 

塚田 

中

西

松

田

三

宅 

29 【演習】診断に必要な助産技術 

妊婦健康診査時に実施される検査や測定、

胎児モニタリング（超音波検査・

NST）について学習しておくこと。 

塚田中

西

松

田

三

宅 

30 【演習】診断に必要な助産技術 

妊婦健康診査時に実施される検査や測定、

胎児モニタリング（超音波検査・

NST）について学習しておくこと。 

塚田中

西

松

田

三

宅 

成績評価方法と基準 割合 

①定期試験②演習・講義における課題提出状況（課題の内容も含む）③態度（授業への積極的参加姿

勢,準備・報告・連絡・相談を含む取り組みや、質問に対する返答状況） 協働性・コミュニケーション能力

(学生間の関係性の構築,グループワークへの取り組み)DP①②③ 

 

①70%

②20%

③10% 



授業科目名 助産診断・技術学Ⅱ (助産) 

主担当教員 松田 佳子 担当教員 

松田 佳子／中西 伸子／塚田 

桃代／三宅 知里／天川 一郎／

成瀬 勝彦／岩田 塔子 

科目ナンバリング PM003 科目区分 実践助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
月曜 2 限、水曜

1 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

分娩期の助産過程の展開に必要な知識を統合し、エビデンスに基づいた診断の方法を理解する。産婦（胎児

および新生児を含む）とその家族へ、安全・安楽な支援に必要な助産診断・技術を学ぶ。 

 

学修目標 

1.分娩期の診断とアセスメントの視点を述べることができる。2.正常経過にある産婦と胎児の健康状態をアセスメン

トすることができる。3.分娩経過に伴う正常経過逸脱を予測するための観察の視点を述べることができる。4.正常経

過逸脱の予防的支援およびケアについて理解することができる。5.胎児心拍モニタリングを判読し、正常経過逸脱の

対応について説明することができる。6.出生直後の児の観察の視点を理解し、アセスメントすることができる。7.母

子早期接触に向けてのアセスメントを行い、具体的援助について説明することができる。8.分娩期における産婦やそ

の家族に対する助産師の役割を述べることができる。9.フリースタイル分娩における分娩進行、支援技術、分娩介助

技術の基礎知識を得ることができる。10.会陰裂傷発生時の縫合技術の実際を知ることができる。DP①②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

母性看護学で学んだ正常分娩経過を復習したうえで初回の授業に臨んでください。分娩期は瞬時の判断と安

全な技術が求められます。着実に知識や技術を定着させるために、復習をしっかり行い、自己学習を積み重

ね研鑽していってください。 

 

教科書 

助産師基礎教育テキスト 第 5 巻 分娩期の診断とケア 日本看護協会出版会助産学講座 7 助産診断・技術学

Ⅱ[2]分娩期・産褥期 医学書院助産学講座 8 助産診断・技術学Ⅱ[3]新生児期・乳幼児期 医学書院今日の助

産 マタニティサイクルの助産診断・実践過程 改訂第 4 版 南江堂分娩介助学 第 2 版 進純郎 医学書院日本

産婦人科学会編(2017)産婦人科診療ガイドライン産科編 2017 日本産婦人科学会体位別フリースタイル分娩

介助法ー回旋がわかれば介助がわかる！ 岩田塔子 メディカ出版 

 

参考書 

エビデンスに基づく助産ガイドラインー妊娠期・分娩期 2016 日本助産学会助産師のためのフィジカルイグ

ザミネーション ―アセスメント力を磨く 我部山キヨ子 医学書院図説 CTG テキスト 中井章人 MEDICAL 

VIEW※ 授業内で随時資料を配布します 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室/231  オフィスアワー/適宜 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 
ガイダンス分娩期の助産診断の特徴と診断

類型 

予習：母性看護学での既習内容を復習した

うえで授業に臨む。復習：授業内容

を確認し自己学習を深めておく。 

松田 

2 分娩経過にの診断に必要な知識分娩の生理 

予習：教科書の該当ページ読んだうえで授

業に臨む。復習：授業内容を確認し，

自己学習を深めておく。 

松田 

3 
分娩経過の診断・アセスメントの視点分娩

開始の診断分娩の 4要素の関連性 

予習：教科書の該当ページ読んだうえで授

業に臨む。復習：授業内容を確認し、

自己学習を深めておく。 

松田 

4 

分娩期の助産診断①入院時の診断・アセス

メントとケア分娩第Ⅰ期の診断・アセスメ

ントとケア 

予習：教科書の該当ページ読んだうえで授

業に臨む。復習：授業内容を確認し、

自己学習を深めておく。 

松田 

5 

分娩期の助産診断②分娩第 2 期の診断・ア

セスメントとケア分娩第 3 期の診断・アセ

スメントとケア 

予習：教科書の該当ページ読んだうえで授

業に臨む。復習：授業内容を確認し、

自己学習を深めておく。 

松田 

6 

分娩期の助産診断③胎児の健康状態のアセ

スメント：CTG の判読分娩後 2時間までの診

断・アセスメントとケア 

予習：教科書の該当ページ読んだうえで授

業に臨む。母性看護学で学んだ胎児

心拍数モニタリングを復習してお

く。復習：授業内容を確認し、自己

学習を深めておく。CTG の判読練習。 

松田 

7 
分娩期の助産診断④出生直後の児の診断・

アセスメントとケア付属物の診断 

予習：教科書の該当ページ読んだうえで授

業に臨む。復習：授業内容を確認し、

自己学習を深めておく。 

松田 

8 分娩進行に伴う正常逸脱の予測と予防① 

予習：教科書の該当ページ読んだうえで授

業に臨む。復習：授業内容を確認し

各自自己学習を深めておく。 

松田 

9 分娩進行に伴う正常逸脱の予測と予防② 

予習：教科書の該当ページ読んだうえで授

業に臨む。復習：授業内容を確認し

各自自己学習を深めておく。 

松田 

10 【演習】 

予習：演習項目についてはあらかじめ提示

します。教科書及びテキストで予習

をして臨む。復習：演習内容の自己

練習。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

11 【演習】 

予習：演習項目についてはあらかじめ提示

します。教科書及びテキストで予習

をして臨む。復習：演習内容の自己

練習。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

12 【事例展開】分娩期の助産過程の展開 

予習：配布した事例を熟読して授業の臨む

こと。復習：事例の情報の整理とア

セスメントを各自行う。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

13 【事例展開】分娩期の助産過程の展開 

予習：前回までの情報の整理およびアセス

メント、計画の見直し。復習：事例

の情報の整理とアセスメントを各

自行う。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

14 【事例展開】分娩期の助産過程の展開 

予習：前回までの情報の整理およびアセス

メント、計画の見直し。復習：事例

の情報の整理とアセスメントを各

自行う。 

松田中

西

塚

田

三

宅 



15 【事例展開】分娩期の助産過程の展開 

予習：前回までの情報の整理およびアセス

メント、計画の見直し。復習：事例

の情報の整理とアセスメントを各

自行う。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

16 【事例展開】分娩期の助産過程の展開 

予習：前回までの情報の整理およびアセス

メント、計画の見直し。復習：事例

の情報の整理とアセスメントを各

自行う。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

17 【事例展開】分娩期の助産過程の展開 

予習：前回までの情報の整理およびアセス

メント、計画の見直し。復習：事例

の情報の整理とアセスメントを各

自行う。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

18 【事例展開】分娩期の助産過程の展開 

予習：前回までの情報の整理およびアセス

メント、計画の見直し。復習：事例

の情報の整理とアセスメントを各

自行う。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

19 【事例展開】分娩期の助産過程の展開 

予習：前回までの情報の整理およびアセス

メント、計画の見直し。復習：事例

の情報の整理とアセスメントを各

自行う。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

20 【事例展開】分娩期の助産過程の展開 

予習：前回までの情報の整理およびアセス

メント、計画の見直し。復習：事例

の情報の整理とアセスメントを各

自行う。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

21 【事例展開】分娩期の助産過程の展開 

予習：前回までの情報の整理およびアセス

メント、計画の見直し。復習：事例

の情報の整理とアセスメントを各

自行う。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

22 【演習】 

予習：課題についてはあらかじめ提示しま

す。教科書及びテキストで既習内容

の総復習をして臨む。復習：明確に

なった自己の課題に対する学修を

深めること。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

23 【演習】 

予習：課題についてはあらかじめ提示しま

す。教科書及びテキストで既習内容

の総復習をして臨む。復習：明確に

なった自己の課題に対する学修を

深めること。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

24 【演習】 

予習：課題についてはあらかじめ提示しま

す。教科書及びテキストで既習内容

の総復習をして臨む。復習：明確に

なった自己の課題に対する学修を

深めること。 

松田中

西

塚

田

三

宅 

25 【演習】 

予習：講義内容を総復習しておく。復習：明

確になった自己の課題に対する学

修を深める。 

松田中

西

塚



田

三

宅 

26 フリースタイル分娩① 外部講師による講義および演習。 
教員未

定 

27 フリースタイル分娩② 外部講師による講義および演習。 
教員未

定 

28 会陰切開とその処置① 
医師による講義会陰部の解剖生理 会陰縫

合術 
天川 

29 会陰切開とその処置② 医師による講義会陰縫合術の実際 天川 

30 まとめ 
これまでの講義内容を総復習し、自己学習

を深めていく。 
松田 

成績評価方法と基準 割合 

① 定期試験 ② 演習・課題 ③ 態度（授業への積極的参加姿勢）DP①②③ 

 

①80%

②10%

③10% 



授業科目名 助産診断・技術学Ⅲ (助産) 

主担当教員 三宅 知里 担当教員 
三宅 知里／中西 伸子／塚田 

桃代／松田 佳子 

科目ナンバリング PM004 科目区分 実践助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
金曜 4 限、金曜

5 限 

授業形態 演習 単位数 2.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

[ 産褥期 ]産褥経過における助産診断に必要な基礎知識および助産技術について学修する。産褥経過におけ

る正常経過逸脱を予測するためのアセスメントのポイントと逸脱への予防的支援について学修し、具体的支

援方法を修得する。[ 新生児期 ]新生児期の助産過程に必要な基礎的知識と技術について学修する。新生児

のヘルスアセスメントに基づく助産診断と、正常からの逸脱への予防的支援について学修することができる。

乳児期に向けた健やかな発育を促進するための支援について学修する。 

 

学修目標 

1. 褥婦および新生児の助産診断に必要な基本的知識を述べることができる。2. 事例を通して産褥・新生児期の助産

過程を展開し、助産計画を立案することができる。3. 上記2の助産診断に基づき、褥婦およびその家族に必要な健

康教育実施に向けた保健指導計画を立案することができる。4. 産褥期および新生児期それぞれにおける助産師の役

割を説明できる。DP①②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

母性看護学の既習の知識・技術は復習してから授業に臨んでください。自己学習のための課題は適時提示す

る予定です。 

 

教科書 

[ 産褥期 ]助産師基礎教育テキスト 第 6 巻 産褥期のケア 新生児期・乳幼児期のケア 日本看護協会出版会

助産学講座 7 助産診断・技術学Ⅱ [2] 分娩期・産褥期 医学書院今日の助産 マタニティサイクルの助産診

断・実践過程 第 4版 南江堂助産師のためのフィジカルイグザミネーションーアセスメント力を磨く  我部

山キヨ子  医学書院 日本産婦人科学会編(2017)産婦人科診療ガイドライン産科編 2017 日本産婦人科学会

[ 新生児期 ]助産師基礎教育テキスト 第 6巻 産褥期のケア 

 

参考書 

[ 産褥期 ]助産師のためのフィジカルイグザミネーション ―アセスメント力を磨く 我部山キヨ子 医学書

院母乳育児支援スタンダード 第 2版 NPO 法人日本ラクテーション・コンサルタント協会 医学書院※ 授業

内で随時資料を配布します。[ 新生児期 ]日本産婦人科学会編(2017) 産婦人科診療ガイドライン産科編 2017 

日本産婦人科学会助産業務ガイドライン 2019 日本助産師会周産期ケアマニュアル第 2 版 改訂版 立岡弓

子編 サイオ出版※ 授業内で随時資料を配布します。 

 

研究室／オフィスアワー 

適宜相談に応じる 

 



授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

ガイダンス産褥期の助産診断の特徴と診断

類型新生児期の助産診断の特徴と診断類型

褥婦の健康診査に必要な技術母性看護の確

認（事前課題の復習） 

予習：母性看護学での既習内容を復習した

うえで授業に臨む。復習：：授業内

容を確認し自己学習を深めておく。 

三宅 

2 

産褥期のケア①生理、産褥期の退行性変化

と身体的変化産褥期の適応とアセスメント

産褥経過の助産診断、骨盤ケア褥婦の健康

診査に必要な技術母乳栄養確立の助産診断 

進行性変化母乳育児支援 

産褥期によっておこる退行性変化、全身の

変化・心理的変化の特徴について学

習しておくこと。 

三宅 

3 

新生児ケアの基本新生児のフィジカルアセ

スメント出生時・出生後 24 時間のケア新生

児期の助産診断 

予習：教科書の該当ページ読んだうえで授

業に臨む。復習：授業内容を確認し、

自己学習を深めておく。 

三宅 

4 
産褥期助産過程の展開①目標設定、必要な

情報とアセスメント・助産診断・計画立案 

アセスメントから助産計画まで助産過程の

展開について学習しておく。配布さ

れた事例を読んでおくこと。情報の

整理とアセスメント、計画立案を各

自で行うこと。 

松田、

三宅 

5 
産褥期助産過程の展開②目標設定、必要な

情報とアセスメント・助産診断・計画立案 

アセスメントから助産計画まで助産過程の

展開について学習しておく。配布さ

れた事例を読んでおくこと。情報の

整理とアセスメントを各自で行う

こと。 

松田、

三宅 

6 
産褥期助産過程の展開③必要な情報とアセ

スメント・助産診断・計画立案 

アセスメントから助産計画まで助産過程の

展開について学習しておく。配布さ

れた事例を読んでおくこと。情報の

整理とアセスメント、計画立案を各

自で行うこと。 

三宅 

7 
産褥期助産過程の展開④必要な情報とアセ

スメント・助産診断・計画立案 

アセスメントから助産計画まで助産過程の

展開について学習しておく。配布さ

れた事例を読んでおくこと。情報の

整理とアセスメント、計画立案を各

自で行うこと。 

三宅 

8 
産褥期助産過程の展開⑤必要な情報とアセ

スメント・助産診断・計画立案 

アセスメントから助産計画まで助産過程の

展開について学習しておく。配布さ

れた事例を読んでおくこと。情報の

整理とアセスメント、計画立案を各

自で行うこと。 

三宅 

9 
産褥期助産過程の展開⑥必要な情報とアセ

スメント・助産診断・計画立案 

アセスメントから助産計画まで助産過程の

展開について学習しておく。配布さ

れた事例を読んでおくこと。情報の

整理とアセスメント、計画立案を各

自で行うこと。 

三宅 

10 
新生児期助産過程の展開①目標立案、必要

な情報とアセスメント・助産診断・計画立案 

アセスメントから助産計画まで助産過程の

展開について学習しておく。配布さ

れた事例を読んでおくこと。情報の

整理とアセスメントを各自で行う

こと。 

松田三

宅 

11 
新生児期助産過程の展開②必要な情報とア

セスメント・助産診断・計画立案 

アセスメントから助産計画まで助産過程の

展開について学習しておく。配布さ

れた事例を読んでおくこと。情報の

整理とアセスメント、計画立案を各

自で行うこと。 

三宅 

12 

帝王切開手術における母児のフィジカルア

セスメント、術後のケア、出生直後のケア助

産診断 

教科書の該当ページを学習してから講義に

臨むこと。 
三宅 

13 

退院後の母児の生活支援産後ケア事業の紹

介、退院後の母子のアセスメントと予防接

種など 

教科書（『助産診断技術学Ⅲ』）の該当ページ

を学習してから講義に臨むこと。 
三宅 

14 
【演習】 産褥期のフィジカルアセスメント

①褥婦の観察と間欠的導尿、搾乳や乳房ケ

予習：演習項目についてはあらかじめ提示

します。教科書及びテキストで予習

三宅中

西



ア をして臨む復習：演習内容の自己練

習 

松

田

塚

田 

15 

【演習】 新生児のフィジカルアセスメン

ト①出生直後の観察、バイタルサイン測定、

計測・体重測定、 

予習：演習項目についてはあらかじめ提示

します。教科書及びテキストで予習

をして臨む。復習：演習内容の自己

練習。 

三宅中

西

松

田

塚

田 

16 
【演習】 新生児のフィジカルアセスメン

ト②オムツ交換、更衣、沐浴、爪切り 

予習：演習項目についてはあらかじめ提示

します。教科書及びテキストで予習

をして臨む。復習：演習内容の自己

練習。 

三宅中

西

松

田

塚

田 

17 

【演習】帝王切開手術における褥婦のフィ

ジカルアセスメント① 褥婦のフィジカル

アセスメント、悪露交換、臥床中の寝衣交

換、ベッドでの授乳支援、初回歩行、 

予習：演習項目についてはあらかじめ提示

します。教科書及びテキストで予習

をして臨む。復習：演習内容の自己

練習。 

三宅中

西

松

田

塚

田 

18 

【演習】ハイリスク児のフィジカルアセス

メント②保育器収容中の児の管理、ケア、ド

ライテクニック、コットへの移床、ミノルタ

測定、光線療法中の観察 

予習：演習項目についてはあらかじめ提示

します。教科書及びテキストで予習

をして臨む。復習：演習内容の自己

練習。 

三宅中

西

松

田

塚

田 

19 
産褥期における健康教育・保健指導健康教

育とは保健指導とは 

教科書（『助産診断技術学Ⅲ』）の該当ページ

を学習してから講義に臨むこと。 
三宅 

20 

【産褥期健康教育演習】退院後を踏まえた

保健指導演習（個人指導）①指導案・媒体作

成 沐浴、母児同室（オムツ交換、授乳（排

気））退院指導（母、児） 

保健指導の意義・目的・方法について学習し

ておくこと。 
三宅 

21 

【産褥期健康教育演習】退院後を踏まえた

保健指導演習（個人指導）②指導案・媒体作

成 沐浴、母児同室（オムツ交換、授乳（排

気））、退院指導 

保健指導の意義・目的・方法について学習し

ておくこと。 
三宅 

22 

【産褥期健康教育演習】退院後を踏まえた

保健指導演習（個人指導）③指導案・媒体作

成 沐浴、母児同室（オムツ交換、授乳（排

気））退院指導（母、児） 

保健指導の意義・目的・方法について学習し

ておくこと。 
三宅 

23 

【産褥期健康教育演習】退院後を踏まえた

保健指導演習（個人指導）④指導案・媒体作

成 沐浴、母児同室（オムツ交換、授乳（排

気））、退院指導 

保健指導の意義・目的・方法について学習し

ておくこと。 

三宅中

西

松

田

塚

田 

24 乳房ケア① 外部講師による講義および演習。 
外部講

師 

25 乳房ケア② 外部講師による講義および演習。 
外部講

師 

26 
【演習】 産褥期のフィジカルアセスメント

②搾乳や乳房ケア 

予習：演習項目についてはあらかじめ提示

します。教科書及びテキストで予習

をして臨む復習：演習内容の自己練

習 

三宅中

西

松

田

塚

田 

27 
【演習】 産褥期のフィジカルアセスメント

③バースレビュー 

予習：演習項目についてはあらかじめ提示

します。教科書及びテキストで予習

をして臨む復習：演習内容の自己練

習 

三宅中

西

松

田

塚



田 

28 周産期のメンタルヘルス 外部講師による講義 
外部講

師 

29 周産期のメンタルヘルス 外部講師による講義 
外部講

師 

30 講義全体のまとめ  三宅 

成績評価方法と基準 割合 

① 定期試験 ② 演習・課題 ③ 態度（授業への積極的参加姿勢）DP①②③ 

 

①70%

②20%

③10% 



授業科目名 助産診断・技術学Ⅳ (助産) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 

中西 伸子／塚田 桃代／三宅 

知里／松田 佳子／成瀬 勝彦／

西村 史朋／望月 成隆 

科目ナンバリング PM005 科目区分 実践助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③ 

配当年次 1 年 開講学期 前期 曜日・時限 
水曜 4 限、水曜

5 限 

授業形態 演習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

周産期における母子の健康状態のアセスメントやリスクを評価するための知識を習得する。周産期に発症し

やすい異常を理解し、正常から逸脱した状態にある妊娠・分娩・新生児に必要な助産ケア・医療処置を学ぶ。

さらに無痛分娩・出生前診断・不妊治療など女性を取り巻く今日の医療問題を理解する。 

 

学修目標 

①周産期にある母子の異常予測の助産診断、および正常逸脱時のケアに必要な知識を学ぶ。②妊娠期・分娩期・産褥

期の母親と新生児に発症しやすい異常とその病態・検査・治療について説明できる。③周産期の母子の異常時におけ

る助産師としての対応・医療処置について学ぶ。④無痛分娩・出生前診断・不妊治療など女性を取り巻く今日の医療

問題を理解する。DP①②③ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

周産期の母子の健康逸脱、異常予測のヘルスアセスメントは重要です。妊娠期・分娩期・産褥期の母親と新

生児に発症しやすい異常とその病態・検査・治療・処置対応について理解し、ケアにつながるようしっかり

と学びましょう。無痛分娩・出生前診断・不妊治療など女性を取り巻く今日の医療問題を知り、助産師の支

援について考えましょう。 

 

教科書 

目で見る妊娠と出産 文光堂助産師基礎教育テキスト 2022 年版ハイリスク妊産褥婦・新生児へのケア日本看

護協会出版会 NCPR2020  新生児蘇生法テキスト第４版日本産婦人科学会編(2020) 産婦人科診療ガイドライ

ン産科編  日本産婦人科学会帝王切開バイブル ぺリネイタルケア 2018 新春増刊 

 

参考書 

最出生前診断 朝日新書不妊治療を考えたら読む本 講談社図表でわかる無痛分娩プラクティスガイド メ

ディカルビュー社新産科学異常編 荒木勤 文光堂 

 

研究室／オフィスアワー 

講義の後など、質問に応じます。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 周産期におけるハイリスクと助産師の役割 
周産期の異常の診断について助産師として

必要な知識について予習しておく。 

中 西 

伸子 



2 妊娠期の異常（概説・合併症妊娠） 

予習：事前課題のレポート復習：母性看護の

異常についての病態とケアについ

て復習しておくこと 

西 村 

史朋 

3 妊娠初期の異常（悪阻・切迫流産） 

予習：提示された症例の検討復習：妊婦健診

の項目や内容、その意義について整

理しておくこと 

西 村 

史朋 

4 妊娠期の異常（妊娠高血圧症候群） 

予習：提示された症例の検討復習：合併症や

類縁疾患について整理しておくこ

と 

西 村 

史朋 

5 妊娠期の異常（切迫早産・前期破水） 

予習：提示された症例の検討復習：診療項目

に含まれない社会的なケアについ

て検討すること 

西 村 

史朋 

6 分娩経過の異常（概説） 

予習：分娩の 3 要素について整理し、理解

しておくこと復習：異常の早期発見

に有用な所見を理解しておくこと 

西 村 

史朋 

7 分娩の異常（常位胎盤早期剥離） 
予習：提示された症例の検討復習：産科 DIC

について整理し理解しておくこと 

西 村 

史朋 

8 周産期の異常（母体救急） 

予習：提示された症例の検討復習：母体救急

のアルゴリズムについて整理し理

解しておくこと 

西村 

史

朋 

9 周産期の異常（胎児機能不全） 

予習：胎児心拍陣痛図（CTG）についての知

識を整理しておくこと復習：胎児心

拍図に出現する異常について整理・

理解しておくこと。 

西 村 

史朋 

10 
周産期におけるハイリスクと助産師の対応

について学ぶ 

帝王切開について助産師として必要な知

識・支援について予習しておく。 

三宅 

知

里 

11 NCPR（新生児蘇生講習 Aコース） 

NCPR2020  新生児蘇生法テキスト第４版を

熟読し、プレテスト、蘇生演習、ポ

ストテストに備える。 

望月 

成

隆

中

西 

伸

子

松

田 

佳

子

塚

田 

桃

代

三

宅 

知

里 

12 NCPR（新生児蘇生講習 Aコース） 

NCPR2020  新生児蘇生法テキスト第４版を

熟読し、プレテスト、蘇生演習、ポ

ストテストに備える。 

望月 

成

隆

中

西 

伸

子

松

田 

佳

子

塚

田 

桃

代

三

宅 



知

里 

13 NCPR（新生児蘇生講習 Aコース） 

NCPR2020  新生児蘇生法テキスト第４版を

熟読し、プレテスト、蘇生演習、ポ

ストテストに備える。 

望月 

成

隆

中

西 

伸

子

松

田 

佳

子

塚

田 

桃

代

三

宅 

知

里 

14 NCPR（新生児蘇生講習 Aコース） 

NCPR2020  新生児蘇生法テキスト第４版を

熟読し、プレテスト、蘇生演習、ポ

ストテストに備える。 

望月 

成

隆

中

西 

伸

子

松

田 

佳

子

塚

田 

桃

代

三

宅 

知

里 

15 NCPR（新生児蘇生講習 Aコース） 

NCPR2020  新生児蘇生法テキスト第４版を

熟読し、プレテスト、蘇生演習、ポ

ストテストに備える。 

望月 

成

隆

中

西 

伸

子

松

田 

佳

子

塚

田 

桃

代

三

宅 

知

里 

16 産科救急と母体蘇生法 母体の急変時と対応について予習してくる 

成瀬 

勝

彦 

17 産科救急と母体蘇生法 母体の急変時と対応について予習してくる 成瀬 



勝

彦 

18 無痛分娩について 
無痛分娩と無痛分娩の社会的状況について

予習してくる 

成瀬 

勝

彦 

19 無痛分娩について 
無痛分娩と無痛分娩の社会的状況について

予習してくる 

成瀬 

勝

彦 

20 CTG の判定と評価 CTG の判定と評価について予習してくる 

成瀬 

勝

彦 

21 CTG の判定と評価 CTG の判定と評価について予習してくる。 

成瀬 

勝

彦 

22 周産期の超音波診断・技術について 
周産期の超音波診断・技術について予習し

てくる 

成瀬 

勝

彦 

23 周産期の超音波診断・技術について 
周産期の超音波診断・技術について予習し

てくる 

成瀬 

勝

彦 

24 不妊・出生前診断 
不妊・出生前診断の社会的背景について予

習してくる 

浅井 

淑

子 

25 不妊・出生前診断 
不妊・出生前診断の社会的背景について予

習してくる 

浅井 

淑

子 

26 分娩時の正常から逸脱の診断と対処方法 
分娩時の正常から逸脱の診断と対処方法に

ついて予習してくる 

中西 

伸

子 

27 分娩時の正常から逸脱の診断と対処方法 
分娩時の正常から逸脱の診断と対処方法に

ついて予習してくる 

中西 

伸

子 

28 分娩時の正常から逸脱の診断と対処方法 
分娩時の正常から逸脱の診断と対処方法に

ついて予習してくる。 

中西 

伸

子 

29 分娩時の正常から逸脱の診断と対処方法 
分娩時の正常から逸脱の診断と対処方法に

ついて予習してくる。 

中西 

伸

子 

30 分娩時の正常から逸脱の診断と対処方法 
分娩時の正常から逸脱の診断と対処方法に

ついて予習してくる。 

中西 

伸

子 

成績評価方法と基準 割合 

①テスト②レポート（期限厳守）③態度と質疑応答参加状況④出席 4/5 以上 DP①②③ 

 

①80 ％

②10 ％

③10% 



授業科目名 ハイリスク母子実習 (助産) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 
中西 伸子／塚田 桃代／三宅 

知里／松田 佳子 

科目ナンバリング PM010 科目区分 実践助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目 DP①②③④ 

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

周産期と育児期における身体的、心理的、社会的ハイリスク母子ならびにその家族に必要な支援についての

実際を学修する。周産期のハイリスクに関する講義・演習を基礎に、ハイリスク母子とその家族への助産師

のかかわりの重要性を理解する。近年増加傾向にある帝王切開時における母親への支援や児のケアを学ぶと

ともに、NICU/GCU 実習では、周産期医療連携体制のシステム、母子分離時の愛着形成の促進、デベロップメ

ンタルケア、両親への育児支援、地域母子保健活動との連携について学修する。さらに乳児院の見学を通し

て、社会的ハイリスク 

 

学修目標 

1. 早産児・低出生体重児へ行われているディベロップメンタルケアの基本概念を理解し、見学を通して生理的機能、 

神経行動発達、精神の発達への影響を考察する。2. NICU で実施されている家族支援を見学し、児がNICU/GCU に入

院している周産期の母親のメンタルヘルス、 親と子の関係性の発達、家族心理のプロセスについて考察する。3. 

NICU退院前後の支援の見学を通し、ハイリスク状態にある児の退院後の生活、育児負担感、児を家族に迎え 入れる

4．NICU/GCU 実習をとおして、周産期の助産師のかかわりや分娩時のハイリスク体制の重要性を理解する。5.  帝王

切開時における手術決定の理由による母親の心理経過を理解し、術前から術中・術後に向けての助産師の支援、愛着

形成に向けての  助産師のかかわり、さらに帝王切開児の特徴と観察の必要性について学習する。6．乳児院の見学

では、児の支援の現状を知り、養育に課題のある母親と家族の状況を理解する。DP①②③④ 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

ハイリスク母子支援論の学びをもとに、ハイリスク状態にある周産期の妊産褥婦および社会的ハイリスクの

母子・家族に対し、助産師として何ができるかを常に思考しながら関わること。NICU や乳児院の見学実習で

は、実習終了時に学んだことをプレゼンテーションし、レポートにまとめます。学びを深められるよう実習

前から質問や意見を述べることを念頭に置いて前期の講義から準備して臨むこと。 

 

教科書 

助産師基礎教育テキスト 2022 年版 第 7巻 ハイリスク妊産褥・新生児へのケア 日本看護協会出版会 

 

参考書 

NICU 看護の知識と実際 メディカ出版 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 238 にいます。適時、質問・相談に応じますが、不在の時もありますので、アポイントメントお願い

します。 

 

授業展開及び授業計画表  



回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

学内においてのハイリスクの講義・演習を

基に周産期のハイリスクについての知識を

深める。（詳細は実習要項参照）実習では、

NICU/GCU 講義・見学実習、乳児院の現状等

の講義・見学実習また、帝王切開時のケア実

習を通して、周産期の社会的ハイリスクに

ついての理解を深め、助産師としての役割・

支援について考察する。 

事前の講義や演習を基に対象者への知識や

意識を深め、真摯に学ぶ姿勢を持

つ。実習を基に助産師としての考え

を持てるように実習に臨む。 

中 西 

伸子松

田 佳

子塚田 

桃代三

宅 知

里 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 



①実習記録(単なる見学記録にならないように対象の情報からアセスメントし、考察すること・期限厳守） 

② レポート（期限厳守）③態度（施設における態度やカンファレンス内容、質疑応答などの発表態度）④

実習は原則全出席 DP①②③④ 

 

①50 ％

②30 ％

③20％ 



授業科目名 地域母子保健実習 (助産) 

主担当教員 中西 伸子 担当教員 
中西 伸子／塚田 桃代／三宅 

知里／松田 佳子 

科目ナンバリング PM011 科目区分 実践助産学 
ディプロマポリシ
ー該当項目  

配当年次 1 年 開講学期 後期 曜日・時限 実習 

授業形態 実習 単位数 1.00 単位 必修・選択 必修 

授業概要 

周産期にある女性とその家族を対象に対象者のセルフケア能力の向上と次世代家族の発達のための地域での

支援の在り方と出産・育児力を高める保健技術指導を習得する。開業する助産師の実際を実習に行くことで

学び、助産院実習を通して自立した助産師を知る。さらに地域における助産師の役割を理解し、必要性を学

ぶ。 

 

学修目標 

・地域における助産師の働き方を知り、助産師の必要性と支援方法を理解する。・助産院の施設実習におけるケアや

保健指導の実際を学び、実践に応用できる。・助産師の将来像を描くことができる。 

 

履修上の注意(学生へのメッセージ) 

地域で活躍する助産師からは、病院の産科とは違ったかかわりが必要とされる助産師像を学ぶことができま

す。助産師は女性のライフサイクル全般に支援できるという視点で自分の助産師の将来像を描けるよう学ん

でください。 

 

教科書 

助産学講座 9 地域母子保健・国際母子保健 医学書院助産学講座 10 助産管理 医学書院 

 

参考書 

2022 版 助産師基礎教育テキスト 第 1巻 助産概論 日本看護協会出版 

 

研究室／オフィスアワー 

研究室 238 にいます。適時、質問・相談に応じますが、不在の時もありますので、アポイントメントお願い

します。 

 

授業展開及び授業計画表  

回数 学修内容 予習・復習・課題等 担当 

1 

助産院、助産師会など、病院とは違う施設で

働く助産師の役割を実習を通して理解す

る。 

地域母子保健学で学んだ知識を基に、地域

での助産師の働き方や役割を知り、

自分の助産師像を確立していける

よう学ぶ。 

中 西 

伸子松

田 佳

子塚田 

桃代三

宅 知

里 

2    

3    

4    



5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

成績評価方法と基準 割合 

①実習記録（期限厳守）②レポート（期限厳守）③態度（デイベートへの参加や質疑応答状況を含む）④原

則全出席 

 

①50 ％

②30 ％

③20％ 
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